
2
0
2
4
年
度

　
　
　

  

科
目

　講
義
概
要（
シ
ラ
バ
ス
）

SD
G

s 2024年度
SDGs科目

講義概要（シラバス）

54_SDGsシラバス-45mm.indd   全ページ54_SDGsシラバス-45mm.indd   全ページ 2024/04/18   15:43:132024/04/18   15:43:13



科目一覧［発行日：2024/5/1］最新版のシラバスは、法政大学Webシラバス（https://syllabus.hosei.ac.jp/）で確認してください。

凡例　その他属性

〈他〉：他学部公開科目 〈グ〉：グローバル・オープン科目
〈優〉：成績優秀者の他学部科目履修制度対象科目 〈実〉：実務経験のある教員による授業科目
〈Ｓ〉：サーティフィケートプログラム_SDGs 〈ア〉：サーティフィケートプログラム_アーバンデザイン
〈ダ〉：サーティフィケートプログラム_ダイバーシティ 〈未〉：サーティフィケートプログラム_未来教室
〈カ〉：サーティフィケートプログラム_カーボンニュートラル
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LAW300AB（法学 / law 300）

国際社会と憲法Ⅱ

國分　典子

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近代立憲主義は西洋の産物です。アジア諸国はそれを受容しつつ、
自らの法文化と融合させて独自の憲法を発展させてきました。本講
義は、東アジアの立憲主義が歴史的にどのように形成されたか、また
国際社会のなかで東アジア地域の憲法がどのような特徴をもつもの
と考えられるかを比較法的視点をもって分析、理解するとともに近
代立憲主義の意味をアジアの視点から考え直すことを目標とします。
なお、この講義は、「行政・公共政策と法コース」および「国際社会
と法コース」に属するものです。

【到達目標】
日本の近隣地域である韓国、台湾、中国の憲法を学ぶことによって、
それぞれの政治体制の特徴を把握するとともに、それがこの地域の
抱える特有の法的および政治的問題とどのように関係しているかを
理解することができるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
歴史的背景を踏まえつつ、東アジア地域の今日の憲法状況を概観し
ます。近代化や今日のアジア地域の変化に触れると同時に、東アジ
ア地域で日本の憲法がどのような位置づけを有すると考えられるか
も考察します。
時々、出席を兼ねて感想やわからなかった点等についての簡単なコ
メントを書いてもらい、わからなかった点に関しては、次の授業の
際にお答えるようにします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義の概要、教科書、成績の基準

等について説明する。
第2回 東アジアの近代国家

形成と法
日本を含めた東アジア地域の近代
化のなかでの立憲主義の発展につ
いて考える。

第3回 韓国の近現代史と憲
法

日韓関係をも視野に入れつつ、韓
国の憲法史を概観する。

第4回 韓国の憲法の特徴 韓国憲法の特徴と特殊性を検討す
る。

第5回 韓国の統治機構 韓国の統治機構を概観する。
第6回 韓国の司法と憲法裁

判
韓国の法院と憲法裁判所の機能を
概観する。

第7回 韓国の違憲審査制 韓国の違憲審査システムの特徴と
問題点を考察する。

第8回 台湾の歴史と憲法 台湾の憲法の歴史的背景を概観す
る。

第9回 台湾の憲法状況 台湾の憲法の特徴と特殊性を概観
する。

第10回 台湾の統治機構 台湾の統治機構を概観する。
第11回 中国憲法の形成過程 中華人民共和国の形成過程から中

国憲法の特徴を考える。
第12回 中国憲法の特徴 中国憲法前文に見られる特徴を検

討する。
第13回 中国の統治機構と人

権
統治と人権の観点から中国憲法を
概観する。

第14回 東アジアにおける日
本・日本法

戦後補償問題等を素材に東アジア
地域における日本・日本法の位置
づけを考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日頃から東アジア諸国の政治・社会状況について関心をもつように
します。また日本の憲法についての基礎知識についても復習しつつ
授業に参加するようにします。本授業の準備学習・復習時間は各2
時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
中国や韓国の憲法条文を参照するために：
初宿正典・辻村みよ子編『新解説　世界憲法集』第５版三省堂2020年
などの憲法集を各自用意してください（図書館等で本講義で扱う国
の憲法をコピーするのでも結構です）。韓国と台湾の憲法は、ネット
上でも見ることができるので、これについては授業の初日に説明し
ます。中国憲法の2018年改正後の最新版の翻訳が出ているのは、お
そらく前記の三省堂の憲法集のみではないかと思われます。

【参考書】
尹龍澤ほか編『コリアの法と社会』（日本評論社、2020年）、鮎京正訓
編『アジア法ガイドブック』（名古屋大学出版会、2009年）、稲正樹・
孝忠延夫・國分典子編『アジアの憲法入門』（日本評論社、2010年）

【成績評価の方法と基準】
時々出してもらうコメントをもって平常点とし、平常点30％と学期
末の筆記試験70％によって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
参加者の問題関心を汲み取って説明する必要があると感じています。

【Outline (in English)】
〈Course Outline〉
This course will focus on the constitutional problems of East
Asian country from the comparative point of view.
〈Learning Objectives〉
By studying the constitutions of Korea, Taiwan and China,
students are exoected to understand the characteristics of each
political system and how they relate to the specific legal and
political issues facing the region.
〈Learning activities outside of classroom〉
Before and after each class meeting, students will be expected
to spend four hours to understand the course content.
〈Grading Criteria）
Final grade will be calculated according to the following
process: comment papers (30%) and term-end examination
(70%).
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LAW300AB（法学 / law 300）

環境法

髙橋　滋

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境法に関する2単位の科目として、環境法の全体像の紹介を試み
る。環境保全の制度の進展は目覚ましく、環境法令についても頻繁
に制定・改廃が行われているが、最新の法令の状況、学説の議論を
踏まえつつも、環境法の基本的な考え方の修得に講義の重点を置く
ことにしたい。
本科目は「行政・公共政策と法コース」、「国際社会と法コース」に
属する。民法・憲法等の基本関連科目のほか、「行政法入門Ⅰ・Ⅱ」、
「行政法作用法Ⅰ・Ⅱ」、「行政救済法Ⅰ・Ⅱ」の知識・理解をもつ受
講者には、より精確な講義の理解が可能となる。

【到達目標】
Ⅰ知識面
①受講者が、環境法分野における法令、理論、判例を学ぶことを通
じ、憲法、民法、行政法等の関連知識を確実なものとすることがで
きる、あるいは、これらの分野を本格的に学習する足がかりとする
ことができる講義を目指す。
②さらに進んで、受講者が、地球温暖化問題、東アジアの環境汚染、
環境問題への参加、司法アクセスの改善等、法政策的な課題につい
ても、最新の知識が収得できる講義を目指す。
Ⅱ能力面
①受講者が、法律文献を正確に読解できる力を身に付けることを目
指す。併せて、受講者が、最高裁判所をはじめとする裁判例の論理
を正確に把握できる能力を身に付けることを目指す。
②受講者が、関連する自然科学上の知識について高校レベルの正確
な知識を踏まえ、環境問題の正しい把握の上に法的な分析を行うこ
とできる能力を身に付けることを目指す。
③受講者が、興味・関心に応じ、自然科学の基礎的な文献にも取り
組む積極的な姿勢を身に付けることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
Ⅰ①原則、対面での講義を行う。ただし、教室の規模に比して受講
者が過多となった場合、新型コロナの蔓延が深刻になった場合には、
2クラスに分けて対面とオンラインとを交互に割当てする、あるい
は、全面的にリアルタイム配信に切り替える可能性がある(2クラス
の分け方は、前半のクラスは、学年にかかわずA～Gクラス・法学
部他学科、後半のクラスは学年にかかわらずH～Nクラス・他学部
とする)。指定とは異なる方式で出席またはzoomにアクセスした場
合、その回の平常点はカウントしない。
　②初回については、感染状況及び教室の大きさを踏まえ、クラス
分けを実施せず、対面で実施する。
　③レポートあるいは試験について、提出物又は解答のレベルに照
らして必要と認めた場合には、出題意図、採点方針及び所感を公表
する。なお、国際環境法を取り扱う回については、教材を提供し、参
考資料を踏まえたレポートとする（30％）。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業概要・成績評価の方法。クラ

ス分けを実施せず、対面で行う。
第2回 環境法の生成（１） 公害法の生成、公害対策基本法、

公害・環境訴訟の展開

第3回 環境法の生成（２） 地球環境問題の発生、環境基本法、
福島原発事故・環境法への組込み

第4回 環境法の基礎（１） 環境法の理念、環境法における主
体、環境保全の手法① (規制的手
法、土地利用規制手法、事業手法、
買上げ・管理契約手法、計画的管
理手法)

第5回 環境法の基礎（２） 環境保全の手法②(非権力的手法)・
③ (経済的インセンティブ・ディス
インセンティブ)・④ (情報を媒介
としたインセンティブ・ディスイ
ンセンティブ)

第6回 環境法の基礎（３） 環境保全の費用負担
第7回 環境法の基礎（４） 国際的な環境保全、東アジアの環

境問題
第8回 環境汚染の規制・環

境保全（１）
環境の保全と計画的手法

第9回 環境汚染の規制・環
境保全（２）

公害規制（大気汚染・土壌汚染を
例として）

第10回 環境汚染の規制・環
境保全（３）

原子力安全規制（１）- 歴史・概
要　　

第11回 環境汚染の規制・環
境保全（４）

原子力安全規制（２）- 福島原発
事故以降の改革、化学物質規制

第12回 環境汚染の規制・環
境保全（５）

廃棄物処理・循環型社会形成

第13回 地球環境問題とその
対策

地球環境問題とその対策

第14回 公害・環境紛争と司
法・行政上の解決 (概
論)

共同不法行為・環境行政訴訟 (公権
力の行使、処分性、原告適格、仮
の救済、住民訴訟)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
〇学際的な科目であり、応用科目であるので、授業中でわからない
用語等が出てきた場合には、自主的に環境省ホームページ等を検索
して調べることが望ましい。
〇また、環境問題の実態は科学技術上の基礎知識がないと理解できな
いことも多いので、興味関心のあるテーマについては環境省のホー
ムページ等の解説を調べることが望まれる。
〇本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は用いない。学習支援システムに事前に資料をアップする。
教室においては配布しない。

【参考書】
（図書館等において、参照し活用すること）
大塚直『環境法BASIC（第3版）』（有斐閣、2021年）　4,730円
大塚直『環境法〔第4版〕』（有斐閣、2020年）　 5,280円　
北村喜宣『環境法〔第5版〕』（弘文堂、2020年）　 3,630円

【成績評価の方法と基準】
Ⅰ　期末の教場試験（100％）。リアクションペーパーの提出（毎回の
講義におけるリアクションペーパーの提出は加点要素とする。40％）
Ⅱ　リアクション用のＰＣ及び無線ルーターの準備については、大
学の方針を参照されたい。

【学生の意見等からの気づき】
特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システム等を使用する。参照すべき行政法規がミニ六法に
は掲載されていないこともあるので、対面での参加の場合には、法令
データベースを参照できる情報機器 (無線LANの接続が可能なPC、
スマートフォーン等)を持参することが望ましい。オンラインリアル
タイム配信を利用する場合には、①ＰＣ(所有しない者には大学から
貸与される)、②無線ルーター (所有しない者には貸与または通信費
が補助される)又はデータ回線、③六法 (ＷＥＢ上に政府の法令デー
タベースが公開されている)

【その他の重要事項】
特にありません。

【Outline (in English)】
【Course outline】This lecture is a two-credit course and deals
with an overview of environmental law.
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【Learning Objectives 】The purpose of this lecture is to learn
the basics of environmental law while focusing on domestic
environmental law.
【Learning activities outside of classroom 】Students should
prepare for the lessons, deepen their learning through face-to-
face or high-flex lectures, and consolidate their understanding
through subsequent review.　
【Grading Criteria /Policy 】I. End-of-term classroom exam
(70%), report (30%). Submission of reaction papers (Submis-
sion of reaction papers in each lecture is an additional point.
Total 40%)
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LAW300AB（法学 / law 300）

消費者法Ⅰ

大澤　彩

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの消費生活では、契約トラブル、悪徳商法、食の安全など、
日々様々な法律問題が生じている。このような法律問題を考える上
で必要となってくるのが、消費者法と呼ばれる領域の法知識・考え方
である。本講義は消費者法についての考え方、知識を身につけ、日
常生活における法律問題を考える際に必要なリーガルマインドを有
した「消費者」になることを目的とする。
学習にあたっては、民法はもちろん、消費者契約法・製造物責任法
などの特別法、さらには消費者行政に重要な役割を果たしている行
政機関や行政規制の役割、民事訴訟を中心とした紛争解決制度の現
状など、様々な分野にわたる知識・理解・関心が求められる。
消費者法Ⅰでは、主に契約をめぐる法的問題につき、民法のみなら
ず消費者契約法、特定商取引法、割賦販売法などの特別法の内容と
ともに学ぶ。それにより、消費者契約をめぐるトラブルに対処する
ための法解釈・適用の在り方を理解することができる。
「裁判と法コース」「行政・公共政策と法コース」「企業・経営と法コー
ス（商法中心コース）・（労働法中心コース）」「文化・社会と法コー
ス」に属する。

【到達目標】
民法の契約総論、各論部分のみならず、消費者契約法、特定商取引
法、割賦販売法などの特別法の知識を身につける。
契約トラブルなどの日常的な消費者問題に対して民法・各種特別法
がいかなる役割を果たしているのかについて、法律の規定のみなら
ず判例・学説をもとに理解する。これによって、民法の特に総則・
債権法部分の発展的な学習を行うこともできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
①授業日2日前までにレジュメを学習支援システムにアップする。
レジュメに「事前課題」をのせることもある。受講生はこの事前課
題やレジュメ、教科書、さらには裁判例集を読んで予習しておくこ
と。②授業日は、受講者がすでに教科書を読んでいることを前提に、
発展的な解説を行う。③質問は随時、学習支援システム内の掲示板
（毎回の講義毎にトピックを設定する）で受け付ける。また、授業開
始前・終了後にも受け付ける。④事前課題に関する意見を学習支援
システム内の掲示板に書き込んでもらい、授業内でその書き込みを
ふまえた補足解説を行うこともある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 消費者法とは何か 消費者・事業者概念、消費者基本法
第2回 消費者契約の締結過

程の適正化①契約の
成立

消費者契約の成立、契約締結上の
過失

第3回 消費者契約の締結過
程の適正化②民法の
役割

民法の錯誤、詐欺

第4回 消費者契約の締結過
程の適正化③消費者
契約法

消費者契約法4条など

第5回 消費者契約の締結過
程の適正化④交渉力
の不均衡

民法の強迫、消費者契約法4条など

第6回 消費者契約の内容の
適正化①中心的債務
：公序良俗

公序良俗規定と消費者取引

第7回 消費者契約の内容の
適正化②不当条項規
制その１

民法による不当条項規制、約款論

第8回 消費者契約の内容の
適正化③不当条項規
制その２

消費者契約法8条～10条

第9回 消費者契約の内容の
適正化④履行段階

信義則の役割、契約の解釈

第10回 消費者契約と特定商
取引法①

特定商取引法の概要

第11回 消費者契約と特定商
取引法②

クーリングオフ、過量販売規制な
ど

第12回 消費者取引とシステ
ム責任論①割賦販売
法

割賦販売法の概要、抗弁の接続

第13回 消費者取引とシステ
ム責任論②名義貸し、
不正利用、預金トラ
ブル

名義貸し、預金トラブル

第14回 消費者取引と不法行
為法

消費者取引における不法行為法の
役割

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業2日前までにアップするレジュメや教科書を使って予習するこ
と。また、教科書や消費者法判例集の指定箇所等、学習支援システ
ムで指示された文献はきちんと読んでおくこと。学生が予習をして
きていることを前提に授業日に解説を行う。
講義内容によっては、学習支援システムに「事前課題」をアップす
ることがあるので、この課題を解くつもりで教科書の指定箇所や消
費者法判例集の指定箇所を読むと理解が深まる。「事前課題」に対す
る解答や意見を学習支援システムの掲示板に書き込むのも歓迎する。
また、新聞やテレビ、インターネット等で日頃から私たちの日常生
活におけるトラブルについてのニュースを見聞きしておくことも重
要である。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
大澤彩『消費者法』（商事法務、2023年）
このほかに、オリジナル教材『消費者法裁判例集』を作成し、使用
する予定。詳細は初回授業で指示するため、それまでは購入しない
こと。

【参考書】
中田邦博＝鹿野菜穂子編『基本講義消費者法（第5版）』（日本評論
社、2022年）
河上正二＝沖野眞已編『消費者法判例百選（第2版）』（有斐閣、2020年）
松本恒雄＝後藤巻則編『消費者法判例インデックス』（商事法務、
2017年）
大村敦志『消費者法（第4版）』（有斐閣、2011年）

【成績評価の方法と基準】
学期末に定期試験（対面での試験が可能である場合）を行う。この
学期末試験による評価を100％とする。
以上は予定であり、詳しくは開講時に学習支援システムで指示する。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの記述が詳細なので、レジュメの内容や授業ではもう少し
かみ砕いた説明を心がける。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスが容易になるよう、パソコンやタブ
レットを準備して欲しい。

【その他の重要事項】
・レジュメに頼らず、自分でノートをとる習慣を身につけること。大
学の授業を受ける上で本来望まれる姿勢は教員の話を聞き取って自
分でノートをとるという姿勢である。
・学習支援システムの「お知らせ」をこまめにチェックすること。
・契約法（Ⅰ～Ⅳ）・不法行為法の講義をすでに受講、ないしは同時
に受講していることが望ましい。
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・消費者問題に直接取り組む弁護士のみならず、消費者問題に対す
る対処が求められており、そのための部署も設けられている国・地
方公共団体の職員を目指す学生、さらには、近年コンプライアンス
意識が一層顕著になっているすべての企業で働くことになる学生に
とっても重要な科目である。
秋学期に開講される「消費者法Ⅱ」も合わせて受講することが望ま
しい。
SDGｓの観点からも受講することをお勧めする。
学生向けに消費者法を学ぶことの意味について書いた、拙稿「消費
者法－私達＝「消費者」のよりよい消費生活のために」法学教室487
号（2021年）別冊付録掲載を読んで欲しい。

【Outline (in English)】
We learn the consumer law, especially, the consumer contract
law. The goals of this course are to comprehend this law.
Before / after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand tne course content.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination(100%).
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LAW300AB（法学 / law 300）

消費者法Ⅱ

大澤　彩

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
消費者法Ⅰの理解をもとに、消費者取引における物・サービスの品
質・安全に関する法制度を学ぶ。また、消費者取引のうち、特殊な
法的問題をはらむ数種の取引類型をとりあげ、民法、特別法が果た
す役割を学ぶ。さらに、行政組織、訴訟手続など消費者法を形成し
ている制度についても理解を深める。
「裁判と法コース」「行政・公共政策と法コース」「企業・経営と法コー
ス（商法中心コース）・（労働法中心コース）」「文化・社会と法コー
ス」に属する。

【到達目標】
物・サービスの品質、安全についての民事ルール、業法ルールの知
識を身につける。
消費者取引のうち、特に問題となることが多い取引類型につき、民
法、特別法が果たしている役割を理解する。
消費者問題に関連する行政規制、訴訟法の知識を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
①授業日2日前までにレジュメを学習支援システムにアップする。
レジュメに「事前課題」をのせることもある。受講生はこの事前課
題やレジュメ、教科書、さらには裁判例集を読んで予習しておくこ
と。②授業日は、受講者がすでに教科書を読んでいることを前提に、
発展的な解説を行う。③質問は随時、学習支援システム内の掲示板
（毎回の講義毎にトピックを設定する）で受け付ける。また、授業開
始前・終了後にも受け付ける。④事前課題に関する意見を学習支援
システム内の掲示板に書き込んでもらい、授業内でその書き込みを
ふまえた補足解説を行うこともある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 消費者取引の対象①

物の品質
民法の規定との関係

第2回 消費者取引の対象②
物の安全性（１）

製造物責任①

第3回 消費者取引の対象③
物の安全性（２）

製造物責任

第4回 消費者取引の対象④
品質・安全性に関す
る行政規制

食品衛生法など

第5回 消費者取引の対象⑤
サービス契約論

民法の規定・特定商取引法

第6回 消費者取引・各論①
悪徳商法

悪徳商法の各類型についての説明

第7回 消費者取引・各論②
金融商品

金融商品トラブルをめぐる民事判
例および特別法

第8回 消費者取引・各論③
建築取引

建築トラブルをめぐる民事判例

第9回 消費者取引・各論④
電子商取引

電子商取引をめぐる民事判例およ
び特別法

第10回 消費者保護制度論①
行政機関の役割

消費者庁、国民生活センターの役
割

第11回 消費者保護制度論②
消費者紛争解決制度
その１

ADR制度、消費者団体訴訟

第12回 消費者保護制度論③
消費者紛争解決制度
その２

集団的消費者被害救済について

第13回 消費者取引と市場の
公正

独禁法と消費者法の関係、景品表
示法について

第14回 消費者・事業者の活
動

消費者団体の役割、公益通報者保
護法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業2日前までにアップするレジュメや教科書を使って予習するこ
と。また、教科書や消費者法判例集の指定箇所等、学習支援システ
ムで指示された文献はきちんと読んでおくこと。学生が予習をして
きていることを前提に授業日に解説を行う。
講義内容によっては、学習支援システムに「事前課題」をアップす
ることがあるので、この課題を解くつもりで教科書の指定箇所や消
費者法判例集の指定箇所を読むと理解が深まる。「事前課題」に対す
る解答や意見を学習支援システムの掲示板に書き込むのも歓迎する。
また、新聞やテレビ、インターネット等で日頃から私たちの日常生
活におけるトラブルについてのニュースを見聞きしておくことも重
要である。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
大澤彩『消費者法』（商事法務、2023年）
このほかに、オリジナル教材『消費者法裁判例集』を作成し、使用
する予定。詳細は初回授業で指示するため、それまでは購入しない
こと。

【参考書】
中田邦博＝鹿野菜穂子編『基本講義消費者法（第5版）』（日本評論
社、2022年）
河上正二＝沖野眞已編『消費者法判例百選（第2版）』（有斐閣、2020年）
松本恒雄＝後藤巻則編『消費者法判例インデックス』（商事法務、
2017年）
大村敦志『消費者法（第4版）』（有斐閣、2011年）

【成績評価の方法と基準】
学期末に定期試験（対面での試験が可能である場合）を行う。この
学期末試験による評価を100％とする。
以上は予定であり、詳しくは開講時に学習支援システムで指示する。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの記述が詳細なので、レジュメの内容や授業ではもう少し
かみ砕いた説明を心がける。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスが容易になるよう、パソコンやタブ
レットを準備して欲しい。

【その他の重要事項】
・レジュメに頼らず、自分でノートをとる習慣を身につけること。大
学の授業を受ける上で本来望まれる姿勢は教員の話を聞き取って自
分でノートをとるという姿勢である。
・学習支援システムの「お知らせ」をこまめにチェックすること。
・消費者問題に直接取り組む弁護士のみならず、消費者問題に対す
る対処が求められており、そのための部署も設けられている国・地
方公共団体の職員を目指す学生、さらには、近年コンプライアンス
意識が一層顕著になっているすべての企業で働くことになる学生に
とっても重要な科目である。
SDGｓの観点からも受講することをお勧めする。
学生向けに消費者法を学ぶことの意味について書いた、拙稿「消費
者法－私達＝「消費者」のよりよい消費生活のために」法学教室487
号（2021年）別冊付録掲載を読んで欲しい。

【Outline (in English)】
We learn consumer law, especially, the safety and the the
quality of the goods and the service. The goals of this course
are to comprehend this law.
Before / after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand tne course content.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination(100%).
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LAW300AB（法学 / law 300）

国際人権法Ⅰ

佐々木　亮

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　国際人権法の歴史や各人権条約の仕組み、それらの国内適用にあ
たっての憲法上の課題を考えることを通して、基本的人権とは何か、
基本的人権を守るためにいかなる制度が用意され、どのように機能
し、国内法の下でどのように適用されているのかを理解する。
　それを基礎として、受講者が関心を持つ様々な人権問題が、国際
人権法上どのように扱われているのかを調査し、どのような権利の
主張・擁護の方法があり得るのかを考え、自分の考えをアウトプッ
トできるようになることを目的とする。

【到達目標】
①国家を越えて、人権を国際社会において保障することの意義及び
そのための仕組みを理解する。
②国際人権法の国内実施制度について理解する。多様な人権の内容
について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」、「DP3」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は大別して、以下の3つの要素からなる：
1）現代世界で生じている人権問題に関心を持つ；
2）国際的人権保障制度の意義と限界を理解する；
3）人権の主張や人権擁護のために、国際的人権保障制度を活用する
方法について、考えを深める。
現代世界が抱える人権問題に目を向けることに加えて、様々な人権
条約と関連付けてその問題を捉え、どのような権利擁護の方法があ
り得るのか、受講者が自身の見解を持てるようになることを目指し
て授業を進める。原則として、担当者が作成した資料に基づいて講
義を行うが、必要に応じて国際機関のwebサイトや映像等も活用す
る。また、国際人権法に関連するデータベースを活用した資料収集
の実習を行う。
　講義資料はHoppiで配布する。質問は授業時間内のほか、Hoppi
掲示板でも受け付ける。掲示版に寄せられた質問・コメントを授業
内で紹介・解説することで、学生へのフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入（授業の内容と

進め方・評価方法に
関する説明を含む）

国際人権法の枠組で扱う問題、国
際人権法を学ぶ意義や方法を概観
する。

2 人権の思想的基礎と
国際人権法の法源

国際人権法の発展と形成の歴史を
たどり、その根底にある哲学的基
礎と国際人権保障を支える法的枠
組について学ぶ。

3 人権基準の発展と人
権の分類（1）：第1・
第2・第3世代の人権

国際人権法によって保障されてい
る「人権」とはどのようなものな
のか、その歴史的発展を踏まえな
がら理解する。

4 人権基準の発展と人
権の分類（2）：非差
別・平等と合理的配
慮

社会的弱者を含む全ての人の基本
的権利を保護するための法として
の国際人権法の基本原則、及び、
主要な人権条約によって保障され
ている権利と、それら諸権利の法
的性格を検討する。

5 国家の人権保護・促
進義務

国際人権法を遵守するために、国
家はどのような義務を履行しなけ
ればならないのかを検討する。

6 国連の主要人権条約
を通じた国際人権法
の実施

世界レベルの主要な人権条約の履
行監視制度について検討する。

7 国連人権理事会によ
る国際人権法の実施

国連人権理事会の活動と人権保障
におけるその意義、人権条約との
異同を検討する。

8 地域的人権保障制度 国際人権保障における地域的国際
機構の役割とその意義について検
討する。

9 国際人権法の調査と
その情報源

国際人権法の実態についてより詳
しく調べるために有用な情報源の
使い方について学ぶ。

10 公共政策への人権基
準の反映と人権擁護

人権侵害の防止や被害者の救済の
ために、国際人権法をどのように
活用し得るのか検討する。

11 地球規模課題と国際
人権法

地球規模課題としての気候変動に
起因する人権侵害の事例を検討し、
持続可能な社会の実現のために、
国際人権法がいかなる意義を有す
るかを考察する。

12 人権の普遍性と文化
多様性

「国際人権基準と両立しない文化的
慣行を維持することも人権なの
か」という問いについて考えなが
ら、国際人権法及び人権の普遍的
性格を再問する。

13 国家の保護を受けら
れない人々の人権：
難民・避難民

国家による人権保障の枠組から排
除された存在としての「難民」に
注目し、国際的な難民保護の仕組
みや日本の難民認定制度の問題点
を検討する。

14 武力紛争下での人権
保護と平和に対する
権利

武力紛争の下で生じる人権侵害を
防止するための法的な枠組と、平
和のうちに生きることの人権とし
ての性格を検討する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に配布レジュメを読んで疑問点を明らかにしておく。各回の講
義の後に、資料に示された参考文献も活用しながら十分に復習するこ
とが期待される。しっかり復習することは、結果として期末レポー
トの準備にもなる。
　本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しない。

【参考書】
講義資料の中で、その回の内容に関連する参考文献を紹介するが、授
業全体に関わる参考文献として、例えば、以下のものがある：
芹田健太郎、薬師寺公夫、坂元茂樹『ブリッジブック国際人権法』第
2版（信山社、2017）
東澤靖『国際人権法講義』（信山社、2022）
横田洋三（編）『新国際人権入門』（法律文化社、2021）
藤田早苗『武器としての国際人権－日本の貧困・報道・差別』（集英
社新書、2022）
日本弁護士連合会：国際人権ライブラリー、
　 https://www.nichibenren.or.jp/activity/international/library.
html
外務省：人権外交、
　https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken.html

【成績評価の方法と基準】
期末レポート（100%）
国際人権機関が公表している文書を検索しその内容を要約する課題、
および、受講者が関心を持つ人権問題について、国際人権法に照ら
して考察する課題を含む期末レポートにより評価する。

【学生の意見等からの気づき】
映像を使用した授業の希望があったので試みたい。

【学生が準備すべき機器他】
第9週（国際人権法の調査とその情報源）では、PCまたはタブレッ
トを使用します。
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【Outline (in English)】
This module aims to provide participants with basic un-
derstanding on international human rights law, including a
concept of human rights, international mechanisms for human
rights protection. It is expected that participants discuss
on contemporary global and international affairs based on a
comprehensive understanding on human rights.
Participants are expected, at the end of this module, to be able
to;
- understand what human rights are, including their historical
and philosophical backgrounds, legal basis and contemporary
debate on them;
- understand how and by what international mechanisms in
both world and regional levels, human rights are protected and
promoted; and
- be involved in a debate on contemporary global and
international affairs from a viewpoint of human rights.
Learning outcome of participants will be assessed on the basis
of the end-of-term essay, in which a survey on international
legal materials provided by the database of the UN human
rights institutions, and discuss a human rights issue from a
legal point of view.
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LAW200AB（法学 / law 200）

労働法総論・労働契約法

藤木　貴史

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
備考（履修条件等）：クラス指定科目　※法律2年A-G・法律3～4
年（他学科他学部はクラス指定なし）
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
〈概要〉私たちの社会では、多くの人が雇用されて労働し、賃金を得
ることで生活しています。しかし、労働者は使用者よりも力が弱い
ため、適切な法規制がなされないと、さまざまな困難に直面するこ
とになります。労働法は、こうした困難を防ぎ、人間が人間らしく
生きられようにさまざまな規制を行う法分野です。
　労働法総論・労働契約法では、個別的労働法の枠組み部分を扱いま
す。労働法総論・労働契約法と労働基準法は連続性が強いので、継
続して履修することを強く勧めます。
　この科目は選択必修科目であり、全てのコースに属しています。
〈目的〉この分野を学ぶねらいは、次の3点です。
①労働法学の体系的・専門的な知識を身につける
②労働トラブルに対し、法的な問題の妥当な解決を図ることができる
③労働法分野の条文・判例の読み方を自主的に学習できる

【到達目標】
①個別的労働法の基礎的な知識を習得する。
②個別的労働法を知らない人に対して、労働法の仕組みを説明し、職
場の問題解決の指針を示すことができる。
③個別的労働法上の問題に対して、自主的・自律的に調査・学習す
る習慣を身に着ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
・対面での講義を予定しています。ただし、オンラインに変更とな
る可能性があります。
・授業は、教科書の一部をまとめたレジュメを配布して進めます。
・講義中詳細に触れられない点につき、教科書で学習するよう指示
することがあります。
・進度は学生の理解に応じて調整されることがあります。授業計画
の変更については、学習支援システム等で必要に応じて提示します。
確認を怠らないようにお願いします。
・毎回授業ごとに小テスト（&リアクションペーパー）を課すことを
予定しています。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 労働法の意義／労働法の体系／労

働法と紛争解決
第2回 労働者の自由と権利 労働憲章／未成年保護／寄宿舎規

定
第3回 労働法のプレーヤー 労働者性／使用者性・事業／労働

組合・過半数代表者／労働法の法
源

第4回 労働契約規制（1） 本体的権利義務／使用者の付随義
務

第5回 労働契約規制（2） 労働者の付随義務
第6回 労働契約規制（3） 労働基準法上の規制／国際的労働

契約
第7回 労働契約の開始 労働契約の成立／内定（内々定）

／試用期間

第8回 労働契約の終了（1） 合意解約と辞職／定年／解雇制限
第9回 労働契約の終了（2） 解雇権濫用法理
第10回 懲戒 懲戒処分の種類／根拠と限界
第11回 労働条件の決定（1） 労働契約・労使慣行／就業規則
第12回 労働条件の決定（2） 就業規則と労働契約法
第13回 労働条件の決定（3） 就業規則の不利益変更
第14回 労働紛争の実態 労働紛争の実態を検討する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
［予習］（1時間程度）
・LMS上からレジュメを印刷しましょう。
・レジュメに指示された部分の教科書を読みましょう。
・内容を忘れた場合、前回の該当箇所にさかのぼって教科書を読み
直しましょう。
［復習］（3時間程度）
・LMS上の小テストを解きましょう。
・その回の内容を友人・家族に説明できるか試してみましょう。
・その回で取り扱われた判例について、(i)どういう事件だったか、(ii)
裁判所はどういうルールを設定したか、(iii)裁判所はそのルールを
どう使ったのか、説明してみましょう。
・教科書の「練習問題」を解いてみましょう。

【テキスト（教科書）】
藤本茂・沼田雅之・山本圭子・細川良編著『ファーストステップ労
働法』（エイデル研究所　2020）

【参考書】
別冊ジュリスト『労働判例百選（第10版）』（有斐閣、2022年）
日本労働政策研究・研修機構『労働関係法規集（2024年版）』
ジュリスト増刊『労働法の争点』（有斐閣、2014年）

【成績評価の方法と基準】
到達目標①の計測のために小テストを、到達目標②・③の計測のた
めに中間テスト、期末テストを、それぞれ実施します。
［小テスト］3割（穴埋め問題／選択式問題により、基礎的知識の定
着度を測る）
［中間テスト］2割（説明問題／事案問題により、労働法の仕組みを
説明できるかを測る）
［期末テスト］5割（説明問題／事案問題により、労働法の仕組みを
説明できるかを測る）

【学生の意見等からの気づき】
授業資料については比較的評価が高かったので継続して利用します。
中間テストに対するフィードバックはより素早く行えるように準備
します。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業時に備えてパソコン等を準備しておいてください。

【その他の重要事項】
［関連科目］
・労働基準法との連続履修を強く勧めます。
・本講義の理解のためには、①日本国憲法、②民法（民法総則、債権
総論、契約法）、③行政法、④民事訴訟法などの基礎的知識があるこ
とが望ましいです（ただし、これらの科目未履修の学生も、この講
義を履修して構いません）
［授業を受ける姿勢］
・休まないで出席することは理解の前提となるので、その旨心がけ
てください。
・教科書の購入は必須です。試験の際には、原則、教科書・六法のみ
持ち込みを認めます。
・六法／法令集も授業に必ず持ってくること。また、自分で必要な
条文を探せるようにしておくこと。
・講義中は、適切にノートをとるなど、講義に集中することが求めら
れます。
・ゲームや私事を見つけた場合には止めるよう注意をします。
・授業中の感染防止のため、マスク着用を推奨します（義務ではあり
ません）。

【Outline (in English)】
1.Course outline
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In our society, many people are employed to work and earn
wages to make a living. However, because workers have less
bargaining power than employers, they face various difficulties
if appropriate laws and regulations are not in place. Labor &
Employment Law is a field of law that prevents such difficulties
and imposes various regulations so that people can live with
dignity.
In this lecture, students learn about the framework of
individual labor & employment law. Since there is a high
degree of continuity between Labor Contract Law and Labor
Standards Law, it is strongly recommended that students take
these courses consecutively as much as possible.
2.Learning Objectives
(1) Students acquire basic knowledge of individual labor &
employment law.
(2) Students are able to explain the structure of labor laws
to those who are not familiar with individual labor laws and
provide guidelines for solving problems in the workplace.
(3) Students acquire the habit of independently and au-
tonomously researching and learning about individual labor
law issues.
3.Learning activities outside of classroom
< Before the class> (about 1 hour)
-Print out your resume from the LMS.
-Read the textbook for the part indicated in the resume.
< After the class> (about 3 hours)
-Take the quiz in LMS.
-Solve the "Exercise Questions" in the textbook.
-Try to explain the case law about (i) what kind of case it was,
(ii) what kind of rule the court told
4.Grading Criteria /Policy
-Quiz(30%)
-midterm exam(20%)
-final exam(50%)
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LAW200AB（法学 / law 200）

労働基準法

藤木　貴史

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
備考（履修条件等）：クラス指定科目　※法律2年A-G・法律3～4
年（他学科他学部はクラス指定なし）
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
〈概要〉私たちの社会では、多くの人が雇用されて労働し、賃金を得
ることで生活しています。しかし、労働者は使用者よりも力が弱い
ため、適切な法規制がなされないと、さまざまな困難に直面するこ
とになります。労働法は、こうした困難を防ぎ、人間が人間らしく
生きられようにさまざまな規制を行う法分野です。
　労働基準法では、労働条件に対する法規制や労働契約の展開を規律
する法規制を学びます。労働法総論・労働契約法と労働基準法は連
続性が高い授業ですので、連続して受講することを強く推奨します。
　この科目は、「企業・経営と法（労働法中心）」コースの中心科目
です。また、「法曹コース」を除くすべてのコースで履修が推奨され
ています。
〈目的〉この分野を学ぶねらいは、次の3点です。
①労働法学の体系的・専門的な知識を身につける
②労働トラブルに対し、法的な問題の妥当な解決を図ることができる
③労働法分野の条文・判例の読み方を自主的に学習できる

【到達目標】
①個別的労働法の基礎的な知識を習得する。
②個別的労働法を知らない人に対して、労働法の仕組みを説明し、職
場の問題解決の指針を示すことができる。
③個別的労働法上の問題に対して、自主的・自律的に調査・学習す
る習慣を身に着ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
・対面での講義を予定しています。ただし、オンラインに変更とな
る可能性があります。
・授業は、教科書の一部をまとめたレジュメを配布して進めます。
・講義中詳細に触れられない点につき、教科書で学習するよう指示
することがあります。
・進度は学生の理解に応じて調整されることがあります。授業計画
の変更については、学習支援システム等で必要に応じて提示します。
確認を怠らないようにお願いします。
・毎回授業ごとに小テスト（&リアクションペーパー）を課すことを
予定しています。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 労働契約法の復習／労働基準法の

全体像
第2回 賃金（1） 賃金総論／最低法賃金／賃金支払

いの4原則
第3回 賃金（2） 賞与／退職金／休業手当
第4回 賃金（3） 賃金債権の確保／休業手当／解雇

と賃金
第5回 労働時間（1） 労働時間の定義／休憩・休日
第6回 労働時間（2） 時間外労働、休日労働／割増賃金

／固定残業代
第7回 労働時間（3) 弾力的労働時間制度／裁量労働制

／労働時間法制の適用除外

第8回 年次有給休暇 年休権の法的性質／計画年休制度
／年休付与義務

第9回 人事制度（1） 配転／出向、転籍
第10回 人事制度（2） 昇進・降職／昇格・降格／人事考課
第11回 企業組織再編 合併／事業譲渡／企業分割
第12回 労災（1） 労災保険とは何か／通勤災害と労

災保険
第13回 労災（2） 過労死・過労自殺／労災民訴
第14回 労働基準行政 労働基準の実情を学ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
［予習］（1時間程度）
・LMS上からレジュメを印刷しましょう。
・レジュメに指示された部分の教科書を読みましょう。
・内容を忘れた場合、前回の該当箇所にさかのぼって教科書を読み
直しましょう。
［復習］（3時間程度）
・LMS上の小テストを解きましょう。
・その回の内容を友人・家族に説明できるか試してみましょう。
・その回で取り扱われた判例について、(i)どういう事件だったか、(ii)
裁判所はどういうルールを設定したか、(iii)裁判所はそのルールを
どう使ったのか、説明してみましょう。
・教科書の「練習問題」を解いてみましょう。

【テキスト（教科書）】
藤本茂・山本圭子・沼田雅之・細川良編著『ファーストステップ労
働法』（エイデル研究所、2020年）

【参考書】
大木正俊ほか『労働法判例50！（Start Up）』（有斐閣、2024年予定）
日本労働政策研究・研修機構『労働関係法規集（2024年版）』
三省堂『デイリー六法』

【成績評価の方法と基準】
　到達目標①の計測のために小テストを、到達目標②・③の計測の
ために中間テスト、期末テストを、それぞれ実施します。
・［小テスト］3割（穴埋め問題／選択式問題により、基礎的知識の
定着度を測る）
・［期末テスト］7割（説明問題／事案問題により、労働法の仕組み
を説明できるかを測る）

【学生の意見等からの気づき】
授業資料についてはおおむね良好な評価を得ているので、引きつづ
き利用を継続します。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業時に備えてパソコン等を準備しておいてください。

【その他の重要事項】
［関連科目］
・労働法総論・労働契約法との連続履修を強く勧めます。
・本講義の理解のためには、①日本国憲法、②民法（民法総則、債
権総論、契約法）、③行政法、④民事訴訟法、⑤刑法などの基礎的知
識があることが望ましいです（ただし、これらの科目未履修の学生
も、この講義を履修して構いません）
［授業を受ける姿勢］
・休まないで出席することは理解の前提となるので、その旨心がけ
てください。
・教科書の購入は必須です。試験の際には、原則、教科書・六法のみ
持ち込みを認めます。
・六法／法令集も授業に必ず持ってくること。また、自分で必要な
条文を探せるようにしておくこと。
・講義中は、適切にノートをとるなど、講義に集中することが求めら
れます。
・ゲームや私事を見つけた場合には止めるよう注意をします。
・授業中の感染防止のため、マスク着用を推奨します（義務ではあり
ません）。

【Outline (in English)】
1.Course outline
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In our society, many people are employed to work and earn
wages to make a living. However, because workers have less
bargaining power than employers, they face various difficulties
if appropriate laws and regulations are not in place. Labor &
Employment Law is a field of law that prevents such difficulties
and imposes various regulations so that people can live with
dignity.
In Labor Standards Law, students learn about laws and
regulations governing working conditions and the development
of labor contracts. Since there is a high degree of continuity
between Labor Contract Law and Labor Standards Law, it
is strongly recommended that students take these courses
consecutively as much as possible.
2.Learning Objectives
(1) Students acquire basic knowledge of individual labor &
employment law.
(2) Students are able to explain the structure of labor laws
to those who are not familiar with individual labor laws and
provide guidelines for solving problems in the workplace.
(3) Students acquire the habit of independently and au-
tonomously researching and learning about individual labor
law issues.
3.Learning activities outside of classroom
< Before the class> (about 1 hour)
-Print out your resume from the LMS.
-Read the textbook for the part indicated in the resume.
< After the class> (about 3 hours)
-Take the quiz in LMS.
-Solve the "Exercise Questions" in the textbook.
-Try to explain the case law about (i) what kind of case it was,
(ii) what kind of rule the court told
4.Grading Criteria /Policy
-Quiz(30%)
-Final exam(70%)
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LAW200AB（法学 / law 200）

労働法総論・労働契約法

沼田　雅之

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
備考（履修条件等）：クラス指定科目　※法律2年H-N・法律3～4
年（他学科他学部はクラス指定なし）
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「労働法総論」部分については、労働法関連科目を通じた労働法の目
的・必要性、すなわち基本原則について説明する。「労働契約法」部
分については、解雇や労働条件の変更といった問題を扱う。2008年
3月に施行された労働契約法の内容を説明し、関連する多くの判例
法理を整理して講義する。

【到達目標】
１．授業の概要で示した法領域とそれに関連する判例法理について
理解できる。
２．授業の概要で示した法領域とそれに関連する判例法理について
の基本的
な問題や少し難易度の高い問題（ワークルール検定・法学検定アド
バンスト
〈上級〉コースレベル）に解答できるようになる。
３．授業の概要で示した法領域とそれに関連する判例法理に関する
事例問題
（司法試験の問題を平易にしたもの）に文章で解答できる。
４．１～３で獲得した知識をもって、労働関係の発展的な問題に、
リーガル
マインドをもって積極的に関与できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
※履修登録前に、学習支援システムにて最新情報を確認すること※
・本講義は、対面授業とする。
※新型コロナウイルス感染症の状況によってはオンライン授業、あ
るいはハイフレックス授業になる場合がある。オンライン授業ある
いはハイフレックス授業ととなった場合は、Zoomを使用する。
・授業の進め方の説明については、第1回ガイダンス（4月11（火））で
Zoomにて行います。Zoomアドレスは学習支援システム「HOPPII」
で確認してください。この初回のみオンラインとなります。
・講義は、PowerPointを用いながら講義形式で授業を進める。
・授業に関する質問等については、授業終了後あるいはオフィスア
ワーにて対応し、その場でフィードバックする。
・試験に関しては最終授業時あるいは学習支援システムにてフィー
ドバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義内容や評価方法について。労

働法の全体像について
第2回 労働法の法源と労働

条件決定ルール
労働条件決定の多様なツールにつ
いて

第3回 労働関係のプレイ
ヤー

労働者、使用者について

第4回 労働契約上の権利・
義務

労働契約上当然にある権利・義務
について

第5回 労働契約の終了（1） 解雇の手続き規制、法律上の解雇
理由規制、労使の自主的ルールに
よる規制について

第6回 労働契約の終了（2） 解雇権の濫用について
第7回 労働関係の終了（3） 整理解雇について
第8回 労働関係の終了（4） 辞職、合意解約、定年、当事者の

消滅について
第9回 懲戒 企業秩序遵守義務とその違反に関

するルールについて
第10回 採用・採用内定・試

用
採用内定の取消しや、試用期間後
に本採用しないこと（本採用の拒
否）に関するルールについて

第11回 就業規則と労働条件
の変更

就業規則による労働条件の不利益
変更法理について

第12回 人事（1） 同一使用者のもとでの労働者の異
動である配転について

第13回 人事（2） 異なる使用者間の労働者の異動で
ある出向・転籍について

第14回 紛争解決 労働関係の紛争解決手段について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前に配布するレジュメ、資料を熟読のうえ受講すること。
・労働関係、労働法に関心を持ち、日頃から新聞、雑誌などの記事を
読んでおくこと。法改正の動向は厚生労働省のホームページなどで
随時確認すること。
・関連科目である労働契約法、労働基準法について、履修前に自学し
ておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・藤本茂・山本圭子・沼田雅之・細川良編著『ファーストステップ労
働法』（エ
イデル研究所、2020年）
・プリント教材

【参考書】
・ジュリスト増刊『労働法の争点』（2014年、有斐閣）
・別冊ジュリスト『労働判例百選（第10版）』（2022年、有斐閣）

【成績評価の方法と基準】
試験（80点）
・期末試験として1回実施。論述形式の問題（事例問題）を出題する。
・概ね到達目標に即した解答がなされている否かを評価基準とする。
Web小テスト（20点）
・講義ごとに実施する小テストの点数を20点満点に換算して評価し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
長年この科目の担当を外れていたため特になし。

【学生が準備すべき機器他】
・レジュメ等のPDFデータを利用する場合は、データを保存・表示
可能な端末。

【【専門領域と研究業績】】
＜専門領域＞　社会法（社会保障法・労働法）
＜研究テーマ＞　非正規労働者の社会保障法、労働法上の課題
＜主要研究業績＞
「日本のクラウドソーシングの現状と労働法上の課題」（労働法律旬
報1903＝1904号、2018年）、「日本の労働立法政策と人権・基本権
論――労働市場政策における人権・基本権アプローチの可能性――」
（日本労働法学会誌129号、2017年）、「公契約規整の到達点と社会
的価値実現の可能性」（法学志林113号、2016年）、（共著）「労働契
約法20条の研究」（労働法律旬報1853号、2015年）、「事業主の届
出義務懈怠の私法上の責任と過失相殺: 労働者の確認請求不行使を
中心にして」（賃金と社会保障1645号、2015年）ほか

【Outline (in English)】
1. Course Outline
The purpose of this course is to lecture on the basic principles
and basic legal issues of Japanese labor law.
The outline is as follows:
－1. A basic principles of labor law;
－2. A Labor Contract Act;
－3. A case law concerning the Labor Contract Act.
2. Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
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－A. Understand the legal domain shown in the "Class Outline"
above and the related case law.
－ B. You will be able to answer basic questions about the
legal domain and related case law and slightly more difficult
questions (work rule test / legal test advanced < advanced>
course level) shown in the above "Outline of class".
－ C. You can answer the case questions (simplified bar
examination questions) related to the legal domain and related
judicial doctrine shown in the above "Outline of Class" in
sentences.
－D. With the knowledge acquired in A to C, you will be able
to actively participate in the developmental problems of labor
relations with a legal mind.
3. Learning Activities Outside of Classroom
Lecture/Exercise（two-credits）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
4.Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
－a. Term-end examination: 80%
－b. Online quiz : 20%
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LAW200AB（法学 / law 200）

労働基準法

沼田　雅之

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
備考（履修条件等）：クラス指定科目　※法律2年H-N・法律3～4
年（他学科他学部はクラス指定なし）
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講義では、労働法のうち、労働基準法とこれに関連する判例
法理を扱う。
　法律学科の選択必修科目の一つであり、「企業・経営と法（労働法
中心）」コースの中心科目である。また、「法曹コース」を除くすべ
てのコースで履修が推奨されている。
　「企業・経営と法（労働法中心）」コースをモデルとして履修計画
をたてている者は、良好な成績で単位を修得することが強く求めら
れる。

【到達目標】
１．授業の概要で示した法領域とそれに関連する判例法理について
理解できる。
２．授業の概要で示した法領域とそれに関連する判例法理について
の基本的
な問題や少し難易度の高い問題（ワークルール検定・法学検定アド
バンスト
〈上級〉コースレベル）に解答できるようになる。
３．授業の概要で示した法領域とそれに関連する判例法理に関する
事例問題
（司法試験の問題を平易にしたもの）に文章で解答できる。
４．１～３で獲得した知識をもって、労働関係の発展的な問題に、
リーガル
マインドをもって積極的に関与できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
※履修登録前に、学習支援システムにて最新情報を確認すること※
・本講義は、対面授業とする。
※新型コロナウイルス感染症の状況によってはオンライン授業、あ
るいはハイフレックス授業になる場合がある。オンライン授業ある
いはハイフレックス授業ととなった場合は、Zoomを使用する。
・授業の進め方の説明については、第1回ガイダンス（9月26（火））で
Zoomにて行います。Zoomアドレスは学習支援システム「HOPPII」
で確認してください。この初回のみオンラインとなります。
・講義は、PowerPointを用いながら講義形式で授業を進める。
・授業に関する質問等については、授業終了後あるいはオフィスア
ワーにて対応し、その場でフィードバックする。
・試験に関しては最終授業時あるいは学習支援システムにてフィー
ドバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ・ガイダンス

・労働基準法の適用
範囲と実効性の確保

講義内容や評価方法の説明につ
いて
労働基準法が定める基準を守らせ
るための手段について

第2回 労働基準法の労働
者・使用者（1）

労働基準法上の「労働者」について

第3回 労働基準法の労働
者・使用者（2）

労働基準法上の「使用者」について

第4回 労働者の人権 均等待遇原則、強制労働の禁止に
ついて

第5回 賃金（1） 賃金の定義、賃金支払規制につい
て

第6回 賃金（2） 休業手当、最低賃金規制について
第7回 賃金（3） 賞与（ボーナス）、退職金に関する

諸問題について
第8回 労働時間規制（1） 法定労働時間規制、労働時間の概

念について
第9回 労働時間規制（2） 休日規制、時間外・休日労働、深

夜業規制について
第10回 労働時間規制（3） 割増賃金、労働時間規制の適用除

外について
第11回 フレキシブルな労働

時間制度（1）
変形労働時間制・フレックスタイ
ム制について

第12回 フレキシブルな労働
時間制度（2）

事業場外労働のみなし時間制・裁
量労働制について

第13回 休暇 年次有給休暇等について
第14回 労働者の安全衛生 労働安全衛生法について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前に配布するレジュメ、資料を熟読のうえ受講すること。
・労働関係、労働法に関心を持ち、日頃から新聞、雑誌などの記事を
読んでおくこと。法改正の動向は厚生労働省のホームページなどで
随時確認すること。
・関連科目である労働契約法、労働基準法について、履修前に自学し
ておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・藤本茂・山本圭子・沼田雅之・細川良編著『ファーストステップ労
働法』（エ
イデル研究所、2020年）
・プリント教材

【参考書】
・ジュリスト増刊『労働法の争点』（2014年、有斐閣）
・別冊ジュリスト『労働判例百選（第10版）』（2022年、有斐閣）

【成績評価の方法と基準】
試験（80点）
・期末試験として1回実施。論述形式の問題（事例問題）を出題する。
・概ね到達目標に即した解答がなされている否かを評価基準とする。
Web小テスト（20点）
・講義ごとに実施する小テストの点数を20点満点に換算して評価し
ます。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、期末試験をレポー
ト試験に変更する場合があります。

【学生の意見等からの気づき】
長年この科目の担当を外れていたため特になし。

【学生が準備すべき機器他】
・レジュメ等のPDFデータを利用する場合は、データを保存・表示
可能な端末。

【【専門領域と研究業績】】
＜専門領域＞　社会法（社会保障法・労働法）
＜研究テーマ＞　非正規労働者の社会保障法、労働法上の課題
＜主要研究業績＞
「日本のクラウドソーシングの現状と労働法上の課題」（労働法律旬
報1903＝1904号、2018年）、「日本の労働立法政策と人権・基本権
論――労働市場政策における人権・基本権アプローチの可能性――」
（日本労働法学会誌129号、2017年）、「公契約規整の到達点と社会
的価値実現の可能性」（法学志林113号、2016年）、（共著）「労働契
約法20条の研究」（労働法律旬報1853号、2015年）、「事業主の届
出義務懈怠の私法上の責任と過失相殺: 労働者の確認請求不行使を
中心にして」（賃金と社会保障1645号、2015年）ほか

【Outline (in English)】
1. Course Outline
The purpose of this course is to lecture on the basic principles
and basic legal issues of Japanese labor law.
The outline is as follows:
－1. About a Labor Standards Act;
－2. A case law concerning the Labor Standards Act.
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2. Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
－A. Understand the legal domain shown in the "Class Outline"
above and the related case law.
－ B. You will be able to answer basic questions about the
legal domain and related case law and slightly more difficult
questions (work rule test / legal test advanced < advanced>
course level) shown in the above "Outline of class".
－ C. You can answer the case questions (simplified bar
examination questions) related to the legal domain and related
judicial doctrine shown in the above "Outline of Class" in
sentences.
－D. With the knowledge acquired in A to C, you will be able
to actively participate in the developmental problems of labor
relations with a legal mind.
3. Learning Activities Outside of Classroom
Lecture/Exercise（two-credits）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
4.Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
－a. Term-end examination: 80%
－b. Online quiz : 20%
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LAW300AB（法学 / law 300）

労働組合法

藤木　貴史

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
〈概要〉私たちの社会では、多くの人が雇用されて労働し、賃金を得
ることで生活しています。しかし、労働者は使用者よりも力が弱い
ため、適切な法規制がなされないと、さまざまな困難に直面するこ
とになります。労働法は、こうした困難を防ぎ、人間が人間らしく
生きられようにさまざまな規制を行う法分野です。
　労働組合法では、労働法のうち、集団的労働法に関する基礎的部
分を扱います。労働法総論・労働契約法、労働基準法を履修してい
ることが望ましいです。
　この科目は、企業・経営と法コース（労働法中心）に属しています。
〈目的〉この分野を学ぶねらいは、次の2点です。
①労働法学の体系的・専門的な知識を身につける
②労働トラブルに対し、法的な問題の妥当な解決を図ることができる

【到達目標】
①集団的労働法の基礎的な知識を習得する。
②集団的労働法を知らない人に対して、労働法の仕組みを説明し、職
場の問題解決の指針を示すことができ

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
・授業は、教科書の一部をまとめたレジュメを配布して進めます。
・講義中詳細に触れられない点につき、教科書で学習するよう指示
することがあります。
・進度は学生の理解に応じて調整されることがあります。授業計画
の変更については、学習支援システム等で必要に応じて提示します。
確認を怠らないようにお願いします。
・毎回授業ごとに小テスト（&リアクションペーパー）を課すことを
予定しています。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 労働組合法総論 ・労働組合法の意義/目的

・憲法28条の規範的意義と法的
効果
・労働組合法上の労働者・使用者

第2回 公務労働と団結権保
障

・憲法28条の効果
・公務員法制

第3回 不当労働行為（1） ・行政救済の特徴
・救済の名宛人

第4回 不当労働行為（2） ・不利益取扱い
・支配介入

第5回 団結権（1） ・労働組合の組織的類型
・法内組合

第6回 団結権（2） ・ユニオン・ショップ協定
・統制処分

第7回 団体行動権（1） ・団体行動の類型
・団体行動の正当性（主体、目的）

第8回 団体行動権（2） ・団体行動の正当性（態様）
第9回 団体行動権（3） ・団体行動と賃金

・使用者側の対抗手段
・損害賠償責任

第10回 映像で学ぶ労働法 ・期末テストに向けて
・映像で学ぶ労働法

第11回 団体交渉権（1） ・交渉類型
・団体交渉の相手方、当事者
・団交応諾義務

第12回 団体交渉権（2） ・誠実交渉義務
・中立保持義務

第13回 労働協約（1） ・労働協約の規範的効力・債務的
効力

第14回 労働協約（2） ・労働協約の不利益変更

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習時間は各4時間を標準とします。
［予習］（1時間程度）
・LMS上からレジュメを印刷しましょう。
・レジュメに指示された部分の教科書を読みましょう。
・内容を忘れた場合、前回の講義音声を聞きなおしましょう（オンラ
イン授業時）。
［復習］（3時間程度）
・LMS上の小テストを解きましょう。
・その回の内容を友人・家族に説明できるか試してみましょう。
・その回で取り扱われた判例について、(i)どういう事件だったか、(ii)
裁判所はどういうルールを設定したか、(iii)裁判所はそのルールを
どう使ったのか、説明してみましょう。
・教科書の「練習問題」を解いてみましょう。

【テキスト（教科書）】
名古道功ほか編著『労働法I　集団的労働関係法・雇用保障法』法律
文化社（2012年）

【参考書】
藤本茂ほか『ファーストステップ労働法』エイデル出版（2020年）
西谷敏『労働組合法〔第3版〕』有斐閣（2012年）

【成績評価の方法と基準】
到達目標①の計測のために小テストを、到達目標②の計測のために
期末テストを、それぞれ実施します。
・［小テスト］3割（穴埋め問題／選択式問題により、基礎的知識の
定着度を測る）
・［期末テスト］7割（説明問題／事案問題により、労働法の仕組み
を説明できるかを測る）

【学生の意見等からの気づき】
フィードバックの仕組みが効果的でしたので、今年も採用します。

【その他の重要事項】
［関連科目］
・労働法総論・労働契約法、労働基準法を履修していることが望ま
しいです。また、労働法特論、社会政策論との並行履修を強くすす
めます。
・本講義の理解のためには、①日本国憲法、②民法（民法総則、債権
総論、契約法）、③行政法、④民事訴訟法、⑤刑法などの基礎的知識
が必要です（ただし、これらの科目未履修の学生も、この講義を履
修して構いません）。
［授業を受ける姿勢］
・休まないで出席することは理解の前提となるので、その旨心がけ
てください。
・六法／法令集は授業に必ず持ってくること。また、自分で必要な
条文を探せるようにしておくこと。
・講義中は、適切にノートをとるなど、講義に集中することが求めら
れます。
・ゲームや私事を見つけた場合には止めるよう注意をします。
・授業中の感染症予防のため、マスク着用を推奨します（義務ではあ
りません）。

【Outline (in English)】
Course outline
In our society, many people are employed to work and earn
wages to make a living. However, because workers are
less powerful than employers, they face various difficulties if
appropriate laws and regulations are not in place. Labor law
is a field of law that prevents these difficulties and imposes
various regulations so that people can live like human beings.
　Labor Union Law deals with the basic part of labor law that
relates to collective labor law. It is desirable for students to
have taken General Labor Law, Labor Contract Law, and Labor
Standards Law.
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Learning Objectives
(1) Acquire basic knowledge of collective labor laws.
(2) To be able to explain the structure of labor laws to those
who are not familiar with collective labor laws and provide
guidelines for solving problems in the workplace.
Learning activities outside of classroom
The standard preparation and review time for this class is 4
hours each.
Grading Criteria /Policy
A quiz will be given to measure achievement goal (1), and a
final exam will be given to measure achievement goal (2).
［Quiz] 30% (fill-in-the-blank questions/choice-type questions to
measure the level of retention of basic knowledge)
［Final exam] 70% (to determine whether students can explain
the structure of labor law through explanatory questions and
case study questions).
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LAW300AB（法学 / law 300）

労働法特論

細川　良

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講義では、労働法のうち、非正規労働者に関する法（労働契約法のう
ち有期契約労働者に関する部分、パートタイム労働法など）、労働市場に関す
る法（職業安定法、労働者派遣法など）、高齢者雇用・障害者雇用に関する法
を扱う。
　法律学科の「企業・経営と法（労働法中心）」コースの中心科目である。ま
た「企業・経営と法（商法中心）」「文化・社会と法」を除くすべてのコースで
履修が推奨されている。
【到達目標】
１．授業の概要で示した法領域における基本的な制度の概要、およびそこで
生じている法的な議論や紛争の論点がどのようなものであるかについて理解
できる。
２．授業の概要で示した法領域における制度の詳細や、関連する政策について
の歴史的な変遷、およびそこで生じている法的な議論における一般的・通説
的な理解を把握し、基本的な問題や少し難易度の高い問題（ワークルール検
定・法学検定アドバンスト〈上級〉コースレベル）に解答できるようになる。
３．授業の概要で示した法領域における制度、関連する政策をめぐって生じ
ている法的な議論状況を整理し、関連する裁判例を理解し、事例問題（司法
試験の問題を平易にしたもの）に文章で解答できる。
４．１～３で獲得した知識をもって、労働関係の発展的な問題に、リーガル
マインドをもって積極的に関与できるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
※履修登録前に、学習支援システムにて最新情報を確認してください※
・本講義は、対面授業とします。
※状況によって、オンライン授業またはハイフレックス授業を併用する場合が
あります。オンライン授業またはハイフレックス授業となった場合は、Zoom
またはWebexを使用します。
・授業の進め方の説明については、第1回ガイダンスで行います。ガイダンス
の受講方法については、学習支援システム「HOPPII」で確認してください
（シラバス執筆時点（2024年2月）では、第1回のガイダンスは、オンライン
で配信する予定です）。
・授業計画に記されている予定は、あくまでも「予定」です。変更が生じるこ
とがあり得ることに留意してください。
・講義は、PowerPointを用いながら講義形式で授業を進める予定です。
・授業に関する質問等については、原則として、授業終了後にて対応し、その
場でフィードバックします。学習支援システムを通じた質問については、全
てに対応できない場合や、複数の同趣旨の質問に対して、まとめて解答する
場合があります。個別に確実に対応がほしい場合は、授業終了後の時間を利
用してください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義内容や評価方法の説明。労働法の

全体像の説明。労働法特論の労働法に
おける位置付けの説明。

第2回 女性・年少者の保護 女性・年少者の保護のカタログについ
て学習する。

第3回 性差別の禁止（１） 男女同一賃金原則について学ぶ。
第4回 性差別の禁止（２） 均等法の制定と発展について学ぶ。
第5回 ハラスメント 職場における様々な形態のハラスメン

トについて学ぶ。
第6回 育児介護休業法 育児介護休業法上の諸制度について理

解する。
第7回 有期雇用労働者・パート

労働者（１）
有期契約労働者に関する保護策につい
て学習する。

第8回 有期雇用労働者・パート
労働者（２）

均衡・均等処遇を中心にパート有期法
について学習する。

第9回 派遣労働者（１） 労働者派遣の歴史について学ぶ。労働
者派遣の基本的枠組みを理解する。

第10回 派遣労働者（２） 派遣元事業主と派遣先事業主が講じる
べき措置等ついて学習する。

第11回 高年齢者 高年齢者の雇用の安定に関する措置に
ついて学ぶ。

第12回 障害者 障害者権利条約の批准と障害者雇用促
進法の改正点について学習する。

第13回 外国人 外国人労働者の就労と適用される労働
法について学習する。

第14回 まとめ 本講義のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前に配布するレジュメ、資料を熟読のうえ受講すること。
・労働関係、労働法に関心を持ち、日頃から新聞、雑誌などの記事を読んでお
くこと。法改正の動向は厚生労働省のホームページなどで随時確認すること。
・関連科目である労働契約法、労働基準法について、履修前に自学しておく
こと。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業時間中における進行速度などによっては、講義内容を補完するための動
画を配信し、視聴してもらう場合があります。
【テキスト（教科書）】
・藤本茂・山本圭子・沼田雅之・細川良編著『ファーストステップ労働法』（エ
イデル研究所、2020年）
・プリント教材
【参考書】
・ジュリスト増刊『労働法の争点』（2014年、有斐閣）
・別冊ジュリスト『労働判例百選（第10版）』（2022年、有斐閣）
＊その他、労働法を学習するための基本的な文献については、初回の講義で
解説します。また、各回の授業内容に関連する文献や論文等を適宜紹介した
いと思います。
【成績評価の方法と基準】
試験（100点）
・期末試験として1回実施。択一式問題、説明問題、論述形式の問題（事例問
題）を組み合わせて出題する予定です。変更がある場合には、授業時間中に
説明します。
・単位認定の基準は、本講義において求められる最低限の到達目標がクリアで
きているか否かで判断します。そのうえで、成績評価の基準としては、講義
内容の全体にわたっての理解度、およびより深い内容の理解ができているか
（より高い到達目標に達しているか）によって振り分けられることになります。
【学生の意見等からの気づき】
本年度担当者変更によりフィードバックできません。
【学生が準備すべき機器他】
・オンラインあるいはハイフレックス授業（オンラインで参加する場合）の場
合は、インターネットに接続できる環境とZoomないしWebexを利用可能な
端末。
・レジュメ等はPDFデータで提供するため、データを保存・表示可能な端末。
【その他の重要事項】
・「労働法総論・労働契約法」、「労働基準法」を履修していることが望ましい。
・同時に、「社会政策」、「雇用・福祉政策」を履修するとより理解を深めるこ
とができる。
【実務経験のある教員による授業】
講義担当者は、厚生労働省所管のシンクタンク（独立行政法人　労働政策研
究・研修機構）で研究員として勤務しており、労働政策立案に関する調査・研
究および厚労省における委員会・検討会での報告、政策立案担当者に対する
レクチャーなどに従事していました。本講義においても、こうした経験を生
かして、法制度の立法および運用に関する背景や経緯についても解説したい
と思います。
【Outline (in English)】
1. Course Outline
The objective of this course is to lecture on development subjects of
Japanese Labor Law.
The outline is as follows:
－1. A law on non-regular workers;
－2. The Law of the Labor Market;
－3. A law on Employment of the Elderly;
－4. A law on Employment of Persons with Disabilities.
2. Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
－A. Understand the legal domain shown in the "Class Outline" above
and the related case law.
－B. You will be able to answer basic questions about the legal domain
and related case law and slightly more difficult questions (work rule
test / legal test advanced < advanced> course level) shown in the above
"Outline of class".
－ C. You can answer the case questions (simplified bar examination
questions) related to the legal domain and related judicial doctrine
shown in the above "Outline of Class" in sentences.
－D. With the knowledge acquired in A to C, you will be able to actively
participate in the developmental problems of labor relations with a legal
mind.
3. Learning Activities Outside of Classroom
Lecture/Exercise（two-credits）
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
4.Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
－Term-end examination: 100%
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

都市政策

杉崎　和久

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科科目の中で「行政・地方自治科目群」に属し、多様な利害
と価値観が錯綜する都市において、私たちの活動の基盤となる空間
形成を制御するシステムである都市計画法等の諸制度の内容につい
て概観するものである。

【到達目標】
１）都市空間の形成を制御するシステム（制度、プロセス等）を理
解できること
２）都市空間の現代的な課題を認識し、成長を前提とした既存シス
テムの抱える課題について考察できること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。「DP3」、「DP4」
に関連。

【授業の進め方と方法】
・2024年度から原則対面方式での授業を再開する（ただし、授業計
画に示した授業回はオンライン方式で行う）。
・授業資料は、授業前日（月曜日中）までに学習支援システムにアッ
プロードする（印刷配布をしない）。
・受講者は、授業終了当日（火曜日）中（締切：23時59分）までに
講義課題を提出する（ただし、第１回のみは翌週締切とする）。
・必要に応じて、授業の中で解説を行うことを通じてフィードバッ
クする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 都市とは何か オリエンテーション・都市の成り

立ちと集積
第2回 近代都市計画の誕生 計画的都市の形成過程と近代都市

計画の誕生
第3回 日本における近代都

市計画の導入
明治以降の近代都市の形成とそれ
を支える制度

第4回 都市計画概要 都市計画の目的、手段、対象、都
市計画法の体系

第5回 都市施設１ 都市施設の概要、道路
第6回 都市施設２ 公園緑地
第7回 都市計画事業 概要、土地区画整理事業、市街地

再開発事業
第8回 土地利用規制 ゾーニング、地域地区・用途地域、

集団規定（建築基準法）
第9回 地域特性に相応しい

 土地利用規制１
地区計画

第10回 地域特性に相応しい
 土地利用規制２

補助的地域地区

第11回 開発許可制度 経済成長期の開発と開発許可制度
の導入

第12回 都市の計画 都市計画マスタープラン（都市計
画区域マスタープランと市町村マ
スタープラン）

第13回 都市計画の決め方 都市計画決定のプロセスと市民参
加

第14回 人口減少社会とコン
パクトシティ

立地適正化計画、地域公共交通

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
・「土地利用に関するレポート」は、自らが生活する地域の土地利用
の現状、土地利用規制等を考察するため、資料収集や現地調査が必
要となる。

【テキスト（教科書）】
・教科書は使用しない。授業では、スライド資料を使用する。

【参考書】
澤木昌典・嘉名光市　編著「図説都市計画」（学芸出版社）
https://book.gakugei-pub.co.jp/gakugei-book/9784761528324/

【成績評価の方法と基準】
・評価は、「①授業ごとに出題する課題（14回）」の合計（70％）、「②
レポート課題（２回）」の合計点（30％）の合計点で評価する（期末
試験は実施しない）。
・なお、①の提出回数が9回未満（全14回のうち）、または②（２回
のレポートのいずれか）の未提出がある場合には成績評価をしない
（Ｅ評価とする）。
■「①授業ごとに出題する課題」の評価（５段階）は下記になる。
５：授業内容を踏まえて、独自に事例や制度の調査を行うなど独自
の視点からの意見や考え方が記述されれている。
４：適切な分量を満たし、授業内容を踏まえた内容が記述されている。
３：授業内容を踏まえた内容が記述されていないか、適切な分量を
みなしていない。
０：未提出、締切期限以降の提出（＊提出締切時間は厳守すること
（締切時間を過ぎたものは理由の如何に関係なく、採点評価しない）。
■「②レポート課題」（２回）について
・出題は、説明用動画を用いて行う、出題時には学習支援システムを
通じて連絡をする。
・提出は、学習支援システムを通じて行う。
・評価（５段階）は下記とする。
５：地域特性や回答者の特徴を踏まえるなど、独自の視点からの意
見が記述されているなど優れた内容である。
４：レポートの課題主旨ができ、適切な内容である。
３：レポートの課題主旨が理解できていない内容である。
２：指定されたファイル形式以外で提出などの不備がある。または
評価不能な内容である。
＊締切日時以降の提出は、いかなる理由があっても受理しない。そ
のため余裕をもって提出作業をすることが望ましい。

【学生の意見等からの気づき】
背景となる社会事情、実現する都市空間などについて理解を深める
ため、具体的な都市における事例解説を行い、それらの解説のため
の視覚資料等の改善を行いたい。

【学生が準備すべき機器他】
この講義は、基本的には対面方式で実施するが、資料配布、課題提
出等に学習支援システムを活用する。また、一部回では、オンデマ
ンド教材で実施する。上記に対応するためのインターネット環境が
必要になる。

【その他の重要事項】
受講に関する注意事項については、学習支援システムの冒頭に記載
し、第１回授業動画の中で説明するので必ず視聴すること（動画の
リンク先は、学習支援システムで連絡するので、必ず仮登録をする
こと）。
複数の地方自治体の現場において、行政と地域住民をつなぐまちづく
りコーディネーターとして勤務経験を有する教員が地域での実践事
例を交えながら、都市の空間制御に関する仕組みについて講義する。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
In this lecture, we overview the system to control the space in
the city.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
A.Understanding the system that controls the formation of
urban space
B.Recognizing the contemporary problems of urban space
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your required study time is at least two hours for each
class meeting.
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【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Grading will be decided based on Mid-term report (30%), and
reports at each class(70%).
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

まちづくり論

杉崎　和久

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科科目の中で「行政・地方自治科目群」に属し、地域の課題解
決や資源を活用した価値創造を目的とした地域住民、企業、行政等
による取り組み（まちづくり）を対象とする。特に近講義では、物
的空間を対象とした取り組みを中心に各テーマの背景、関連する制
度、具体的な取り組みなどを概観するものである。

【到達目標】
１）都市において表出している課題の存在とその背景となる構造を
認識できること
２）まちづくりが多様な主体の協働によって行われることを理解し、
各主体の役割について理解できること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。「DP3」、「DP4」
に関連。

【授業の進め方と方法】
・2024年度から原則対面方式での授業を再開する（ただし、授業計
画に示した授業回はオンライン方式で行う）。
・授業資料は、授業前日（月曜日中）までに学習支援システムにアッ
プロードする（印刷配布をしない）。
・受講者は、授業終了当日（火曜日）中（締切： 23時 59分）まで
に講義課題を提出する（ただし、第１回のみは翌週締切とする）。
・必要に応じて、授業の中で解説を行うことを通じてフィードバッ
クする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション まちづくりとは
第2回 住宅政策 セーフティネットとしての役割を

果たしてきた住宅政策について理
解する。

第3回 防災まちづくり１
（地震）

地震に伴う大規模災害に備えた対
策について理解する。

第4回 防災まちづくり２
（風水害）

近年増加している水害等への対応
について理解する。

第5回 商業・流通とまちづ
くり

購買活動の変化に伴う都市構造、
また高齢社会における課題につい
て理解する。

第6回 都市のモビリティ 高齢社会における都市空間の移動
の課題とその対応について理解す
る

第7回 ユニバーサルデザイ
ン・バリアフリー

多様な主体の社会参加を担保する
都市空間のあり方を理解する。

第8回 歴史的町並みの保
存・再生

歴史的価値を持つ街並みや集落を
継承し、活用していく取組につい
て理解する。

第9回 景観形成とまちづく
り

都市の魅力を高める街並みづくり、
景観形成について理解する。

第10回 観光施策と都市 都市における経済効果が期待され
る観光の取組とそれによる都市へ
の影響について理解する。

第11回 都市農地の保全 都市空間における農地の価値の再
評価とその施策について理解する。

第12回 公共施設マネジメン
ト

社会状況の変化、施設の老朽化等
に伴う、公共施設の在り方の変化
について理解する。

第13回 公共空間の利活用 まちなかの賑わい創出等を目的と
した公共空間利活用のための再配
分について理解する。

第14回 草の根まちづくりの
事例

地域住民を主体としたまちづくり
活動の具体的事例を紹介する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
・「地域課題に関するレポート」は、自らが生活する地域の土地利用
の現状、課題に関する考察をするため、資料収集や現地調査が必要
となる。

【テキスト（教科書）】
・教科書は使用しない。授業では、スライド資料を使用する。

【参考書】
澤木昌典・嘉名光市　編著「図説都市計画」（学芸出版社）
伊藤雅春・小林郁雄・澤田雅浩・野澤千絵・真野洋介・山本俊哉編
著「都市計画とまちづくりがわかる本　第二版」（彰国社）

【成績評価の方法と基準】
「②レポート課題（２回）」の合計点（30％）の合計点で評価する（期
末試験は実施しない）。
・なお、①の提出回数が 9回未満（全 14回のうち）、または②（２
回のレポートのいずれか）の未提出がある場合には成績評価をしな
い（Ｅ評価とする）。
■「①授業ごとに出題する課題」の評価（５段階）は下記になる。
５：授業内容を踏まえて、独自に事例や制度の調査を行うなど独自
の視点からの意見や考え方が記述されれている。
４：適切な分量を満たし、授業内容を踏まえた内容が記述されている。
３：授業内容を踏まえた内容が記述されていないか、適切な分量を
みなしていない。
０：未提出、締切期限以降の提出（＊提出締切時間は厳守すること、
締切時間を過ぎたものは理由の如何に関係なく、採点評価しない）。
■「②レポート課題」（２回）について
・出題は、説明用動画を用いて行う、出題時には学習支援システムを
通じて連絡をする。
・提出は、学習支援システムを通じて行う。
・評価（５段階）は下記とする。
５：地域特性や回答者の特徴を踏まえるなど、独自の視点からの意
見が記述されているなど優れた内容である。
４：レポートの課題主旨ができ、適切な内容である。
３：レポートの課題主旨が理解できていない内容である。
２：指定されたファイル形式以外で提出などの不備がある。または
評価不能な内容である。
＊締切日時以降の提出は、いかなる理由があっても受理しない。そ
のため余裕をもって提出作業をすることが望ましい。

【学生の意見等からの気づき】
背景となる社会事情、実現する都市空間などについて理解を深める
視覚資料
等の改善を行いたい。

【学生が準備すべき機器他】
この講義は、基本的には対面方式で実施するが、資料配布、課題提
出等に学習支援システムを活用する。また、一部回では、オンデマ
ンド教材で実施する。上記に対応するためのインターネット環境が
必要になる。

【その他の重要事項】
・春学期の「都市政策」を受講している前提で講義を進める（ただし
「都市政策」は未受講でも履修は認める）。
・受講に関する注意事項については、学習支援システムの冒頭に記
載し、第１回授業動画の中で説明するので必ず視聴すること。
・授業担当者は、複数の地方自治体の現場において、行政と地域住民
をつなぐまちづくりコーディネーターとして勤務経験を有する教員
が地域での実践事例を交えながら、都市の空間制御に関する仕組み
について講義する。

【Outline (in English)】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
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A.Understanding the existence of challenges in cities and the
structures that contribute to them.
B.Understand that machizukuri is carried out through the
collaboration of a variety of actors, and be able to understand
the role of each actor.
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

コミュニティ政策（日本）

名和田　是彦

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科の科目の中では行政・地方自治科目群に属します。「コミュ
ニティ」及び「コミュニティ政策」とは何であるか、日本のそれはど
ういう特徴を持っているかを理解することが、この「コミュニティ
政策（日本）」のテーマであり、到達目標です。結論から言うと、日
本の「コミュニティ」は、欧米なら地方自治体等として政治制度の
中に位置づけられているはずの身近な地域単位です。それが日本で
は長らく民間サイドに放置されてきました。高度成長期後にこうし
た「コミュニティ」を再び制度化する政策が試みられ、コミュニティ
は政治社会の構成要素となっていきました。そして、バブル経済崩
壊の1990年代以降の厳しい時代においては独特な役割を期待され、
また新たな法制度のもとに展開してきています。自治体内分権とか
都市内分権といわれる仕組みがそれです。本講義は、都市内分権制
度を中心に、日本特有の身近な地域社会の構造を解明することを目
指しています。

【到達目標】
コミュニティ、自治体内分権（都市内分権）、協働といった政策用語
が織りなす今日の日本のコミュニティ政策の概要と、その日本的特
異性を、理解すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
コミュニティ政策はある意味で日本に特有なものです。それを理解
するためには、日本と異なった構造をもつ国や比較的類似した国と
の比較の視点をもつことが不可欠です。外国の状況をそれとして扱
うのは「コミュニティ政策（理論・国際比較）」の課題とし、本講義
では、諸外国との比較を念頭に置きつつ、コミュニティ政策論の基
礎理論を端緒的に提示し、それに基づいて日本のコミュニティとコ
ミュニティ政策について概説します。
各回とも事前に講義資料を配付しますので、受講者は予習をして講
義に臨んでください。また、講義中に受講者に投げかけをしたり議
論をしたりしますので、受講者はそれに呼応して積極的に発言して
ください。数回程度リアクションペーパーまたは課題を提出してい
ただきますが、それに対しては原則として次の回にコメントをいた
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序説　コミュニティ

政策というもの、地
域的まとまりという
発想

「地域的まとまり」の「重層構造」
について、受講者の直感的了解を
掘り起こし、講義の理論的基礎を
獲得する。

第2回 自治会・町内会の構
造と特質

自治会・町内会の理解抜きには日
本のコミュニティは語れない。日
本独自の地域組織とされる自治
会・町内会の基本的な性格を、こ
れまでの社会学等の研究に基づい
て整理する。

第3回 自治会・町内会の構
造と特質　続き

前回に引き続いて、自治会・町内
会について整理する。

第4回 地域的まとまりを
「運営」するための制
度的諸条件

ミルトン・コトラーの考え方に学
びながら、地域的まとまりを秩序
づけるためには、どのような制度
的条件が必要かを考える。そして、
日本では、自治会・町内会が民間
組織であるにもかかわらず、地域
的まとまりを運営できてきたこと
を解明する。

第5回 コミュニティ政策の
開始

昭和の大合併が終わったあと日本
は経済の高度成長に入り、都市化
の道を歩む。その結果生じた諸矛
盾の激発がコミュニティ政策を促
した。その最初の時期から１９７
０年代の様子を概観する。

第6回 １９８０年代のコ
ミュニティ政策とそ
の転換

１９８０年代のコミュニティ政策
はコミュニティ・センター自主管
理が主柱であった。これがバブル
経済の崩壊とともに変わってくる。
この様子を、自治体内分権的な仕
組みが登場してくることに即して
明らかにすると同時に、地域集会
施設の変容についても触れる。

第7回 日本型自治体内分権
の成立

１９９０年代からいくつかの自治
体で取組まれた新しいコミュニ
ティ政策は、地方自治法に「地域
自治区」制度が規定されるあたり
からさらに加速してくる。この動
きを日本型自治体内分権として捉
える。

第8回 日本型自治体内分権
と自治会・町内会

自治会・町内会は２０００年前後
から特有の弱体化過程に入ったと
私は見る。だからこそ自治体内分
権という新しいコミュニティ政策
が採用されるのであるが、にもか
かわらずその制度が主要にあてに
しているのは自治会・町内会であ
る。そのため自治体内分権の実践
には独特な困難が伴っている。こ
のことをいくつかの実例に則して
考察する。

第9回 日本型自治体内分権
の類型的特徴

日本型自治体内分権は、参加と協
働を基本理念とした、国際比較的
に見ても特異な性格のものである。
その類型的完成形を高松市の仕組
みを分析することによって解明す
る。

第10回 日本型自治体内分権
制度としての地域自
治区制度の運用

地方自治法上の地域自治区制度を
採用している自治体は多くないが、
日本型自治体内分権としての特徴
をよく観察できる重要な考察対象
である。宮崎市を例にとって、日
本型自治体内分権の「限界」につ
いて考察する。

第11回 日本型自治体内分権
の事例研究

さらに考察材料を増やすために、
どちらかといえば「参加」を重視
して始まった上越市の地域自治区
制度の運用とその変化を扱う。さ
らに、地域自治区制度ではない、
独自の仕組みを設計して自治体内
分権制度を行っている自治体の例
も取り上げる。

第12回 日本型自治体内分権
の限界と可能性

各地の事例を通じて読み取れる、
日本型自治体内分権の限界を整理
し、現在諸方面で構想されたり試
行されたりしている限界突破の構
想を吟味する。

第13回 現代日本のコミュニ
ティ政策の総体的動
向

以上を総括しつつ、現代日本の政
策においてコミュニティがどのよ
うに見られ扱われているかを整理
する。
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第14回 現代コミュニティの
展望

財政危機と不況の中で格差が拡大
している。この状況のもとでコ
ミュニティはどのような役割を果
たせるのか、総務省や日本都市セ
ンターなどが行った全国調査をも
とに私見を述べ、受講者と意見交
換したい。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義資料を事前に配布し、これに基づいて講義を行いますので、受講
者はこれを予習・復習することが基本です。さらに、講義中に参考
文献を紹介しますので、これも読んで学習してください。また、課
題を何度か出すことを予定していますので、その際には、単に講義
資料の該当箇所を復習するだけではなく、課題を解答するに必要な
資料を自ら探して調べることも求められます。

【テキスト（教科書）】
教科書は特に使用しません。

【参考書】
講義の各回に扱うテーマについての文献はその都度示しますが、全
体に関わる私の著作として次のものを挙げておきます。特に三つ目
のものは、一般向けのブックレットですから、入門書として薦めら
れます。
名和田是彦『コミュニティの法理論』（創文社、1998年）
名和田是彦編著『コミュニティの自治』（日本評論社、2009年）
名和田是彦『自治会・町内会と都市内分権を考える』（東信堂、2021年）

【成績評価の方法と基準】
成績は、何度か（２回または３回を予定）出題する課題と期末の試
験によって判定します。課題の採点に当たっては、内容の正しさよ
りも、課題を受け止めてよく調べよく考えたかどうかを重視して採
点します。社会科学においては、正解が複数ある、あるいは正解が
はっきりしない、という場合もよくあります。どこかにある「正解」
なるものを探す、という学習態度では身につきません。
成績判定に占める比重は、課題が全体で30％、期末の試験が70％
と想定しています。

【学生の意見等からの気づき】
コロナ禍の間はほとんどオンライン授業であったため、頻繁に課題
を出して、かつこれを採点するのみならず、次回授業で論評すると
いう双方向的なやりとりがあり、私も多くを学ぶことができました。
説明の仕方、提示の仕方によって思わぬ誤解が生じたりすることに
も気づきました。今年度の講義資料は、これを生かしてブラッシュ
アップしたいと思います。課題を見ていると、学期中にグッと力を
つけてくる受講者が何人かいて、励みになります。

【Outline (in English)】
I start in this lecture from the theoretical idea that the
"community" in the context of Japanese policy making means
the neighborhood unit which lost its institutional framework
through the merge. I will analyze the history and the
recent tendency of Japanese community policy, paying special
attention to international comparison with those in European,
American and Asian countries, especially Germany.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 70%、Short reports : 30%.

— 25 —



SDGs　発行日：2024/5/1

POL200AC（政治学 / Politics 200）

コミュニティ政策（理論・国際比較）

名和田　是彦

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政治学科の科目の中で、行政・地方自治科目群に属する科目です。コ
ミュニティないしコミュニティ政策は、ある意味で日本特有の現象
といえます。諸外国は，日本でコミュニティ政策として処理してい
る課題を、別な形で処理しているからです。この「コミュニティ政
策（理論・国際比較）」では、諸外国（特にドイツ）との比較を正面か
ら行なうことによって、日本でコミュニティ政策が必然化してくる
ことを明らかにできる、普遍的な理論枠組を提示したいと思います。

【到達目標】
日本のコミュニティ政策の概略を理解した上で、こうした政策的営
みが国際的に見てきわめて特異なものであることを理解し、日本社
会の特異な構造の一側面を考えることができるようになること。
具体的には、近代地方自治制度のもとでは、市町村こそがコミュニ
ティを運営する基本的な仕組みであることの理解、市町村合併を経
たのちコミュニティにどのような制度的枠組を付与するかで国際比
較的な偏差が生ずることの理解、その中で日本はきわめて特異な経
過をたどったことの理解、こうした理解を可能にする理論枠組であ
る「地域的まとまり論」の理解、が到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP3」、「DP4」に
関連。

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式ですが、時折受講者からの発言を求め、受講者の問
題意識を共有したり、理解度や知識水準を確認したりして、授業内
容を受講者の能力とニーズに合ったものにするように努めます。ま
た、配布資料を充実し、事前事後の学習に役立つようにします。数
回程度リアクションペーパーや課題を提出していただきますが、そ
れに対しては原則としてその次の回にコメントをいたします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域的まとまり論の

概略と
国民国家の中央政府の機能だけで
は、民主的な意思決定とはいえな
いし、身近な公共サービスもきち
んと行なわれない。身近な地域社
会（本講義ではこれを「コミュニ
ティ」とよぶ）にも運営組織が必
要である。それが市町村であった。
その制度的特徴はどこにあるかを
考えて導入的序論とする。春学期
の「コミュニティ政策 (日本)」の
復習でもある。

第2回 日本のコミュニティ
政策

春学期の「コミュニティ政策 (日
本)」では扱うことのできなかった
コミュニティ政策の分野、特に試
飲活動支援、コミュニティセン
ター自主管理、都市計画分野のコ
ミュニティ分権などについて、概
説し、日本のコミュニティ政策の
特質を確認する。

第3回 ドイツの政治制度と
地域コミュニティ

本講義ではドイツを主要な対象と
しているので、ドイツの政治制度
や地域社会について入門的概説を
行う。

第4回 ドイツの都市内分権
制度　その1　ブ
レーメンの戦後史と
都市内分権制度の発
展

しばらくドイツの都市内分権制度
について説明する回が続く。その
初回として、ブレーメン市の都市
内分権の歴史的経緯を扱う。

第5回 ドイツの都市内分権
制度　その2　ブ
レーメン市の地域評
議会制度の実態と仕
組み

ブレーメン市の都市内分権制度の
実態をまずは入門的に概観し、つ
いで法令に基づいて制度的仕組み
の説明を行う。

第6回 ドイツの都市内分権
制度　その3　ブ
レーメン市の地域評
議会制度の仕組み

現行法令に基づき、ブレーメン市
の都市内分権制度を、前回に引き
続き、説明する。

第7回 ドイツの都市内分権
制度　その4　ブ
レーメン市地域評議
会制度の実態分析

制度的な仕組みが理解されたとこ
ろで、ブレーメン市の都市内分権
の実態を細かく分析していく。

第8回 ドイツの都市内分権
制度　その5　ノル
トライン＝ヴェスト
ファーレン州とハン
ブルク市

ブレーメン市以外の事例として、
ドルトムント市ないしノルトライ
ン＝ヴェストファーレン州及びハ
ンブルク市の仕組みを説明する。

第9回 ドイツの農村部にお
ける小規模自治体連
携制度　その1　概
説

市町村合併を経ても、きめ細かな
自治の重層構造をつくり、身近な
地域社会を制度化して丁寧に政治
に反映させるドイツのやり方は、
都市部に限らない。今回は農村部
の仕組みを見る。

第10回 ドイツの農村部にお
ける小規模自治体連
携制度　その2　
ニーダーザクセン州
の「連合自治体」制度

前回に引き続き、ドイツの農村部
の仕組みを見るが、今度はニー
ダーザクセン州にしぼり、その「連
合自治体」制度を詳しく説明する。

第11回 都市内分権制度の法
的性格をめぐる憲法
裁判から

考察の材料が出そろったところで、
理論的考察に入る。まずは、都市
内分権制度をめぐって行われたド
イツの四つの憲法裁判を手がかり
とする。

第12回 ドイツの「協働」政策
とボランティア観念

ドイツの都市内分権は基本的に
「参加」型で、日本の「協働」型と
は好対照であるが、現代ドイツは
「協働」的な政策を必要としていな
いわけではない。ドイツの「市民
社会」重視政策を見る。

第13回 ギールケとプロイス
の「領域社団」論

本講義が提唱している「地域的ま
とまり」論は、ドイツのゲルマニ
スト法学派が提唱した「領域社団」
概念を淵源としている。その源流
をたどる。

第14回 マックス・ヴェー
バーの「領域団体」
論と地域的まとまり
論の理論構成

ギールケとプロイスによって完成
された「領域社団」概念を、社会
科学的な分析概念として再構成し
たマックス・ヴェーバーの理論を
説明し、これらの理論史を踏まえ、
また自治会・町内会という独自の
「領域団体」が展開する日本の現実
をも踏まえて、「地域的まとまり
論」の基本骨格を提示する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回事前に学習支援システムを通じて講義資料を配付します。これ
の予習・復習が基本です。また講義の中で参考文献や参考資料を提
示しますので、それも勉強してください。課題が出された場合には、
講義資料の該当箇所を復習することを基本としながらも、自分で資
料を探して調べることも必要です。
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【テキスト（教科書）】
教科書は特に使用しません。

【参考書】
講義の各回に扱うテーマについての文献はその都度示しますが、全
体に関わる私の著作として次のものを挙げておきます。
名和田是彦『自治会・町内会と都市内分権を考える』（東信堂、2021年）
名和田是彦『コミュニティの法理論』(創文社)
名和田是彦編著『コミュニティの自治』(日本評論社)
特に最後のものは、共同研究者とともに作った本で、欧米やアジア
のコミュニティについても論じています。やや高価ですが図書館で
読むことができます。

【成績評価の方法と基準】
課題(3回を予定)を出し、それを採点すること、及び期末に試験を行
なうことによって、成績評価を行なう予定です。成績評価における
比重は、課題が30%、期末試験が70%と予定しています。
上記のように、課題への解答に当たっては、該当する講義資料の箇
所を十分に復習することはもちろん、参考として提示した資料や文
献、さらには独自に探して調べた資料などをもとに、取り組んでく
ださい。「正解」かどうかよりも、各自が主張する結果にどのように
たどり着いたか、その論証過程が主たる評価の対象となります。社
会科学においては、「正解」が複数あったり、そもそも「正解」が不
分明だったりすることが、よくあります。大切なのは、そうした問
題について、各自が十分に調べて考え抜き、説得力ある論証を提示
することです。
な

【学生の意見等からの気づき】
コロナ禍のあいだはほぼオンライン授業で、講義資料も充実させ、
また頻繁に課題を出して次の回に論評するということをやったので、
受講者の反応も比較的よく分かりました。提示の仕方や話す順序に
よって思わぬ誤解が生ずるなど、気をつけるべき点にも気づきまし
た。今年度も、双方向のコミュニケーションを大切にしたいと思い
ます。また、学期中にグッと力をつけてくるのがわかる受講者も何
人かおり、励みになります。

【Outline (in English)】
I start in this lecture from the theoretical idea that the
"community" in the context of Japanese policy making means
the neighborhood unit which lost its institutional framework
through the merge. In this lecture I focus on an international
comparison of Japanese community policy with that in
European, American and Asian countries, especially Germany
so that students can understand the characteristics of the
Japanese community policy as well as the Japanese society
itself.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 70%、Short reports : 30%.
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POL200AD（政治学 / Politics 200）

国際協力講座

本多　美樹

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座は、現実の国際協力実務に携わるプロフェッショナルによる
オムニバス形式の講義をとおして、国際協力のさまざまな取り組み
の現状と課題を学習・理解することを目的とする。これにより、将
来、地球共生社会の実現を目指して国際協力の世界で活躍する人材
の育成も目的とする。

【到達目標】
・国際協力分野に携わる様々なアクターによる政策や活動について、
また、アクター間の連携について知識を深める。
・国際協力分野の実態と課題について知る。
・国際協力分野における課題に気づき、自分なりの意見を持つ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」、「DP2」、「DP4」に強く関連。
「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
ゲストスピーカーによる講義と学生からの質疑応答で授業を構成す
る。授業後には講義への理解度を確認するため、支援システムを通
じて毎回課題の提出を求める。
ゲストスピーカーの予定によってシラバスに変更が生じる場合が
ある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 国際協力の形態と種

類
国際協力の意義、形態と種類

第2回 国際協力の世界的潮
流

開発協力専門家による講義と質疑
応答

第3回 持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ
とSustainable
Development Goals
(SDGs)

開発援助専門家による講義と質疑
応答

第4回 日本の国際協力：開
発協力大綱と日本の
政府開発援助
（ODA）

ODAの実務家による講義と質疑応
答

第5回 国際協力機構 (JICA)
の役割、活動と課題

JICA職員による講義と質疑応答

第6回 国際協力機構 (JICA)
の緊急援助活動と課
題

JICA職員による講義と質疑応答

第7回 国際機関の役割、活
動と課題

国際機関職員による講義と質疑応
答

第8回 国際協力における開
発コンサルタントの
役割、活動と課題

開発コンサルタントによる講義と
質疑応答

第9回 国際協力における市
民社会団体・NGOの
役割、活動と課題

NGOの職員による講義と質疑応答

第10回 国際協力における市
民社会団体・NGOの
役割、活動と課題

NGOの職員による講義と質疑応答

第11回 国際協力における民
間企業の役割、活動
と課題

民間企業による講義と質疑応答

第12回 国際協力とメディア 報道機関の職員による講義と質疑
応答

第13回 国際協力におけるア
クター間の連携につ
いて

連携推進機関の職員による講義と
質疑応答

第14回 まとめ 復習と総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間程度を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。レジュメ、資料を適宜Hoppii上で配布する。

【参考書】
・山田満ほか編著『新しい国際協力論―グローバル・イシューに立
ち向かう』（第3版）明石書店、2023年
・紀谷昌彦、山形辰史『私たちが国際協力する理由人道と国益の向
こう側』日本評論社、2019年
・南博、稲場雅紀『SDGs危機の時代の羅針盤』岩波新書、2020年
・蟹江憲史『SDGs（持続可能な開発目標）』中公新書、2020年
・勝間靖（編）『持続可能な地球社会をめざしてわたしのSDGsへの
取組み』国際書院、2018年
・下村恭民・辻一人・稲田十一・深川由起子『国際協力その新しい
潮流第３版』有斐閣選書、2016年
・浅沼信爾・小浜裕久『ODAの終焉』勁草書房、2017年
・Yasutami Shimomura, John Page, Hiroshi Kato (eds.), Japan‘s
Development Assistance: Foreign Aid and the Post-2015
Agenda, Palgrave Macmillan, 2016
・Michael P. Todaro and Stephen C. Smith, Economic Develop-
ment Thirteenth Edition, Pearson, 2020.

【成績評価の方法と基準】
質疑応答への積極的な参加などの平常点（30%）、課題の提出状況と
内容（70%）から総合的に判断する。
＊遅刻は20分まで。それ以降の入室は欠席と見なす。
＊4回以上課題未提出の場合は単位の授与はない。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
日々国際社会で起きる出来事に関心を持ち、関連文献を積極的に読
んだり、セミナーや講演会への参加が望ましい。随時、必要に応じ
て紹介する。

【担当教員の専門分野】
＜専門領域＞
国際関係論、国際機構論、安全保障研究、国連研究
＜研究テーマ＞
国際社会による「平和」のための協働と確執、アジア太平洋地域の
伝統的・非伝統的安全保障
＜主要研究業績＞
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主な著書として、『新しい国際協力論―グローバル・イシューに立
ち向かう』（第3版）（明石書店、2023年）；『「非伝統的安全保障」
によるアジアの平和構築：共通の危機・脅威に向けた国際協力は可
能か』（明石書店、2021年）、「国連による『スマート・サンクショ
ン』と金融制裁：効果の追求と副次的影響の回避を模索して」『国
連の金融制裁：法と実務』（東信堂、2018年）、「平和構築の新たな
潮流と『人間の安全保障』：ジェンダー視座の導入に注目して」『東
南アジアの紛争予防と「人間の安全保障」』（明石書店、2016年）、
『国連による経済制裁と人道上の諸問題：「スマート・サンクショ
ン」の模索』（国際書院、2013年）、『北東アジアの「永い平和」：
なぜ戦争は回避されたか』（勁草書房、2012年）、「『グローバル・
イシュー』としての人権とアジア：新たな国際規範をめぐる国際社
会の確執に注目して」『グローバリゼーションとアジア地域統合』
（勁草書房、2012年）、"Japan: COVID-19 and the Vulnerable,"
COVID-19 and Atrocity Prevention in East Asia(Routledge,
2023);“‘Smart Sanctions’ by United Nations and Financial
Sanctions,” United Nations Financial Sanctions (Routledge,
2020),“Coordination challenges for the UN-initiated peace-
building architecture Problems in locating‘universal’norms and
values on the local,”Complex Emergencies and Humanitarian
Response (Union Press, 2018), “The Role of UN Sanctions
against DPRK in the Search of Peace and Security in East Asia:
Focusing on the Implementation of UN Resolution 1874,” East
Asia and the United Nations: Regional Cooperation for Global
Issues (Japan Association for United Nations Studies, 2010)な
どがある。執筆した主な教科書として、『国際機構論　活動編』（国
際書院、2020年）、『国際機構論　総合編』（国際書院、2015年）、『国
際学のすすめ』（東海大学出版会、2013年）などがある。

【Outline (in English)】
This course will examine the various approaches, forms, and
actors of international cooperation in different fields. Different
lecturers who are involved in international cooperation from
the Japanese government, international organizations, NGOs,
and the private sector will give lectures on the activities that
they are undertaking and hold discussions with the students.
Through these lectures and discussions, the students will
deepen their understanding on the broad range of international
cooperation activities and issues involved.
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POL100AD（政治学 / Politics 100）

グローバル・ガバナンス

本多　美樹

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル・ガバナンスの概念は比較的新しく、その概念をめぐっ
ては議論が続いている。しかし、実際の国際社会では、開発援助の
分野においてだけでなく、さまざまな地球規模の問題領域に応用さ
れている概念である。この講義の目的は、グローバル・ガバナンス
の基本的な知識を理論と実践の両方において身に付けることにある。
まず、グローバル・ガバナンスの概念の登場と発展について整理し
たのち、グローバル・ガバナンスのおもな担い手である国連による
実践例として、人権ガバナンス、地球環境ガバナンス、安全保障に
おけるガバナンス、ガバナンスを支える規範や価値、視座などを取
り上げる。その際、ガバナンスが形成されてきた分野、ガバナンス
に参加する行為主体（アクター）、ガバナンスのしくみと実践の手段
に注目する。そして、グローバル・ガバナンスの有効性と限界、課
題について考える。

【到達目標】
・理論と実践の両方において、「グローバル・ガバナンス」に関する
基本的な知識を身に付ける。
・「グローバル・ガバナンス」の有効性、限界、課題について自分な
りの考えをもつ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に強く関連。「DP1」、「DP3」、
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は講義を中心に進める。毎回の授業後に課題の提出を求める。
毎回授業の初めに、前回の授業後に提出されたリアクションペーパー
からいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
授業に出席する前にHoppiiにアップされたスライドに目を通し、授
業後には復習をすること。また、関心を持ったトピックについては、
各自で調べ学習をして理解を深めること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

グローバリゼーショ
ンとグローバル・ガ
バナンス

授業の目的と進め方、
グローバリゼーションとは？

2 ガバナンスの概念の
登場と発展

ガバナンス概念の登場と発展

3 ガバナンス形成に有
効な分析概念

国際規範、価値、視座とは？

4 ガバナンスの実践①
国際開発援助分野
（1）

開発ガバナンスI

5 ガバナンスの実践②
国際開発援助分野
（2）

開発ガバナンスII

6 ガバナンスの実践③
人権分野（1）

人権ガバナンスI

7 ガバナンスの実践④
人権分野（2）

人権ガバナンスII

8 ガバナンスの実践⑤
地球環境分野（1）

環境ガバナンスI

9 ガバナンスの実践⑥
地球環境分野（2）

環境ガバナンスII

10 ガバナンスの実践⑦
保健衛生分野

グローバルヘルス/感染症ガバナン
ス

11 ガバナンスの実践⑧
人の移動をめぐるガ
バナンス

人の移動をめぐるガバナンス

12 ガバナンスの実践⑨
安全保障分野（1）

集団安全保障体制

13 ガバナンスの実践⑩
安全保障分野（2）

軍縮ガバナンスI（大量破壊兵器）

14 ガバナンスの実践⑪
安全保障分野（3）/
まとめ

軍縮ガバナンスII（通常兵器）/ガ
バナンスの有効性、限界、課題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々のニュースをフォローするなど国際社会での出来事に関心を寄
せること。授業前には配布資料を読み、授業後には復習を行うこと。
関連するセミナーなどへの参加も望ましい。授業の準備・復習を2
時間程度行うことが望ましい。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。PPTおよび関連資料は毎回事前にHoppii上で配
布する。

【参考書】
・山田哲也『国際機構論入門』（第2版）東京大学出版会、2023年。
・山田満ほか編著『新しい国際協力論－グローバル・イシューに立
ち向かう』（第3版）明石書店、2023年。
・内田孟男編著『地球社会の変容とガバナンス』中央大学出版部、
2010年。
・山本吉宣『国際レジームとガバナンス』有斐閣、2008年。
・村田晃嗣・君塚直孝ほか『国際政治学をつかむ　新版』有斐閣、
2015年。
・世界地図。
・Rosenau, James N. and Ernst-Otto Czempiel, eds., Gov-
ernance Without Government: Order and Change in World
Politics, Cambridge University Press, 1992.
・Stiglitz, Josef E. and Mary Kaldor eds., The Quest for
Security: Protection without Protectionism and Challenge of
Global Governance, Columbia University Press, 2013.
その他、各回の関連文献・資料については、授業の際に随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業後の課題提出と課題の内容40％と期末試験60％のウエ
イトで成績評価をする。
＊遅刻は20分まで。それ以降の入室は欠席と見なす。
＊4回以上課題の提出を怠った学生は期末試験を受ける資格を失う。
よって単位の授与はないので気を付けること。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメと配布資料、パワーポイントや資料映像を使用する。

【その他の重要事項】
日々国際社会で起きる出来事に関心を持ち、関連文献を積極的に読
むこと。

【担当教員の専門分野等】
＜専門領域＞
国際関係論、国際機構論、安全保障研究、国連研究
＜研究テーマ＞
国際社会による「平和」のための協働と確執、アジア太平洋地域の
伝統的・非伝統的安全保障
＜主要研究業績＞
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主な著書として、『新しい国際協力論―グローバル・イシューに立ち
向かう』（第3版）（明石書店、2023年）；『新しい国際協力論―グ
ローバル・イシューに立ち向かう』（第3版）（明石書店、2023年）；
『「非伝統的安全保障」によるアジアの平和構築：共通の危機・脅威
に向けた国際協力は可能か』（明石書店、2021年）、「国連による『ス
マート・サンクション』と金融制裁：効果の追求と副次的影響の回避
を模索して」『国連の金融制裁：法と実務』（東信堂、2018年）、「平
和構築の新たな潮流と『人間の安全保障』：ジェンダー視座の導入に
注目して」『東南アジアの紛争予防と「人間の安全保障」』（明石書店、
2016年）、『国連による経済制裁と人道上の諸問題：「スマート・サ
ンクション」の模索』（国際書院、2013年）、『北東アジアの「永い平
和」：なぜ戦争は回避されたか』（勁草書房、2012年）、「『グローバ
ル・イシュー』としての人権とアジア：新たな国際規範をめぐる国際
社会の確執に注目して」『グローバリゼーションとアジア地域統合』
（勁草書房、2012年）、"Japan: COVID-19 and the Vulnerable,"
COVID-19 and Atrocity Prevention in East Asia(Routledge,
2023);“‘Smart Sanctions’ by United Nations and Financial
Sanctions,” United Nations Financial Sanctions (Routledge,
2020),“Coordination challenges for the UN-initiated peace-
building architecture Problems in locating‘universal’norms and
values on the local,”Complex Emergencies and Humanitarian
Response (Union Press, 2018), “The Role of UN Sanctions
against DPRK in the Search of Peace and Security in East Asia:
Focusing on the Implementation of UN Resolution 1874,” East
Asia and the United Nations: Regional Cooperation for Global
Issues (Japan Association for United Nations Studies, 2010)な
どがある。執筆した主な教科書として、『国際機構論　活動編』（国
際書院、2020年）、『国際機構論　総合編』（国際書院、2015年）、『国
際学のすすめ』（東海大学出版会、2013年）などがある。

【Outline (in English)】
The international community faces diversified transnational
issues such as poverty, refugees, human rights abuse,
organized crimes, financial crisis and so on. Who can control
such global issues? These issues cannot be understood within
the nation-centered narratives anymore. This course provides
students with opportunities to become acquainted with “global
issues” and learn that diversified international actors have
made efforts to tackle with these issues. Students are
expected to know that states, businesses, NGOs and other
entities can make contributions to the settlement of these
issues in cooperation with each other, and with regional and
international institutions. These efforts and social movements
by the diversified actors are called "global governance."
Students will understand how the international community
tries to formulate, maintain, and manage "global governance"
today. Students are expected to know realities of global
governance and challenges in the international society.
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POL200AC（政治学 / Politics 200）

協同組合論

杉崎　和久

授業形式：講義 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　政治学科科目の中で「政策」の分野に属する科目である。
　一人ひとりが尊重され、生き活きと暮らし続ける社会を実現して
いくため、協同組合やNPO等の非営利市民事業による様々な取り
組みが行なわれています。グローバリズムが加速する中で、貧困根
絶や仕事の創出等に関する協同組合の貢献は国際的に評価されてお
り、国連は2012年を「国際協同組合年」とし、2013年に社会的連
帯経済タスクフォースを立ち上げました。一方、日本では人口が減
少し、超高齢社会に突入し、働く者の数が減少する中、経済ばかり
でなく社会システムの停滞・行き詰まりが表面化していますが、こ
うした問題に市場や行政だけでは十分に対応できない状況下におい
ても、諸外国のように生協等の協同組合による実践の価値や可能性
が広く認識されているとはいえません。このような中で2020年12
月労働者協同組合法が成立しました。協同組合運動は新しい段階を
迎えています。なぜ今、「非営利・協同」の運動と事業に期待がよせ
られているのか。「もう一つの世界は可能か－協同組合と社会的連帯
経済」この点を本講座の中心テーマとし、協同組合あるいは非営利
市民事業の歴史的社会的背景、現状、そして今後の展望や可能性に
ついて、第一線の学者および実践者による講義を行ないます。

【到達目標】
①　世界における協同組合および社会的企業の歴史・沿革を踏まえ、
日本における活動状況や今日的な意義や課題について知ること。
②　非営利市民事業及び協同組合が展開する事業・活動が、市民生
活に及ぼす役割について知ること。
③　協同組合をはじめ非営利市民事業の今後の展望や可能性等につ
いて考えることなどを通じて、生活者・市民が主体者である新しい
公共政策の理論と実践について考える基礎力を身につけること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は原則「対面」で行う予定であるが、講師等の都合によりオン
デマンド教材などを併用することがある。
この講座では、①世界の協同組合をはじめとした非営利・協同セク
ターが切り開いてきた歴史を学ぶとともに、②生協を中心にした日
本の協同組合やNPO等の非営利市民事業の活動を広く検証し、③
協同組合やNPO等を中心とする非営利・協同セクターが今日の日本
の地域の課題解決にどのような可能性を持っているか、④生活者・
市民が主体者である公共政策をどのように実践し、担っていくのか、
など協同組合・非営利市民事業の現代的意義について、テーマ毎に
ゲストスピーカーによる実践報告を交えながら検討する。
授業中に授業内容に関するコメントを提出する。なお、小レポート
等から提出された質問について、講義時間等に回答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 ①ガイダンス

②「もう一つの世界
は可能かー非営利セ
クターと生協

①本講座の主旨、狙い、講座概要、
成績評価方法などを説明します。
②公共政策にとって、政府セク
ター、営利セクターと違った、非
営利セクターの役割を俯瞰し、現
代生協の一つとしての生活クラブ
運動の普遍的価値について触れま
す。今年、施行となる労働者協同
組合法を含めた状況についても論
じます。全14回の講座の道しるべ
とします。

第02回 世界の協同組合から
考えるー協同組合法
制の変遷と課題

世界を見渡すと、協同組合を「憲
法」に位置づけている国もありま
す。社会の変化は急速であり現行
生協法にも様々な課題が生じてい
ます。生協法や労働者協同組合法
を中心に協同組合運動と事業にお
ける課題認識を現行法との関連で
深めます。

第03回 東京の生協と生活ク
ラブ（消費材と共同
購入）

東京の生協全体の状況を把握しま
す。日本全体の協同組合や生協の
現況に触れつつ、焦点としては、
東京の生協の歴史、そしてその特
徴を、街で走る「生協車両」の姿
など、学生にとっても、身近な事
例と結び付けて、論及します。そ
の上で、生活クラブ生協の事業と
運動の取組みを、具体的な食品問
題（添加物、農薬、放射能、BSE
等）を事例に紹介します。以降の
講座で生活クラブを理解する上で、
前提となる「考え方」を伝える講
座となる予定です。

第04回 若者と協同組合―韓
国の事例から

韓国では、2012年に「協同組合基
本法」を施行し、また2013年度に
「ソウル市特別協同組合活性化支援
条例」
が制定されて以来、3,000に及ぶ
協同組合が設立しています。特に
若者の協同組合への参加に焦点を
あてて、現在の分析につなげてい
きます。韓国において「制度」が
整備されることによって、「運動」
が拡大していく条件を学びます。

第05回 地域づくりを描く協
同組合

地域協議会の活動と働く人たちが
つくる協同組合であるワーカー
ズ・コレクティブの理念と様々な
事業分野に展開する実践および課
題について学びます。ワーカーズ
運動は、生活クラブ運動の中から
生まれた経過を踏まえ、地域にお
いて＜労働＞が位置付けられるべ
きか議論します。一方、本年、労
働者協同組合法が施行となる状況
は、運動の新しい課題をもたらす
ものと考えます。

第06回 市民によるエネル
ギー自給の可能性を
探る～エネルギーの
共同購入

気候危機が世界的な課題となって
います。しかし、日本の施策は、
大幅に遅れているといっても過言
ではありません。相変わらず、「電
力業界」という古い世界が、「新電
力」の壁となっており、問題が山
積みです。こうした状況の背景を
学びながら、地域と結びつきなが
ら、再生可能エネルギーの推進を
すすめる生活クラブのエネルギー
自給の取り組みの背景と課題を研
究者の立場から論及します。
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第07回 コミュニティの未来
を担うディーセント
な働き方を求めて

人々が大事にされる働き方
（ディーセントワーク）によってこ
そ、私たちの生きる基盤を支え、
充実させていくことが可能となり
ます。しかしながら、現代社会は
ディーセントな働き方が実現しに
くい仕組みになっています。この
仕組みに「挑戦」していくために
は、どんな思想、実践が手掛かり
になるのでしょうか。それを考え
合うことが本講義の目的です。

第08回 市民参加で都市農業
を守る

生活クラブは、都市農業の育成と
強化を柱としてきました。2016年
度から開始した、生活クラブ農
園・あきるの野の実践の意義と実
践および政策的課題を共有します。

第09回 市民のお金によるコ
ミュ二ティ・エンパ
ワーメント

市民の寄付で都内やアジアの市民
活動を支援する活動を紹介します。
お金に意志と意思をもたせる取組
み、公正な暮らしや働き方、持続
可能な社会づくりをすすめる取組
みを紹介します

第10回 地球と身体にやさし
い食～私の食が世
界・地球をつくる～

日本の協同組合が日本の食文化を
守り伝えていくことに果たした役
割は大きいものがあります。日本
の風土に沿った食のあり方や添加
物などの問題をとおした生活提案
やまちづくりを学びます。飲み物
などの実験を行い、学生が体感す
ることで理解を深めます。

第11回 協同組合と子育て支
援事業

子育て支援事業は、大都市部にお
いて、そのニーズは減っていませ
ん。しかし、政府政策は、その点
で十分な措置をとっていません。
このためこの事業の財政運営は、
厳しいものがあります。このよう
な状況の中で、生協事業の多様な
世代への展開という点でも、この
事業は不可欠となっていますが、
その生活クラブの「子育て支援」
の特徴を、「制度」や「地域的課題」
と結びつけて、考えていきます。

第12回 生活クラブと居場所
づくり

生活クラブが「個人化」時代の中
で、「地域」にどうアプローチして
いくのか、防災や減災という課題
を関係づけながら、課題を共有し
ます。とりわけて「居場所づくり」
と結びついた、生活クラブの福祉
事業についても言及します。地域
の具体的な問題解決の活動事例を
学びます。

第13回 地域福祉をすすめる
協同組合と非営利セ
クター

協同組合の市民事業として地域福
祉の推進と地域づくりの取組みを
紹介します。
とくに、地域で、障がいがあって
もなくてもともに働くワーカーズ
運動に焦点を当てます。

第14回 市民による公共政策
実現のプロセス
～地域政策づくり／
全体のまとめ

講座全体の総括的な視点として、
「政治」を講座の中心に置きます。
運動グループの政治運動の全体と、
条例提案や地域の実践という運動
とリスク評価という点でも、視点
をひろげながら課題を共有します。
政策的課題の事例を踏まえつつ、
最終的には、公共性政策という課
題を展望します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予定されたテーマについて自分なりに調べてみてください。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。配布資料は、授業前日までに学習支援シス
テムにアップロードしますので、各自対応してください。

【参考書】
適宜、案内します。

【成績評価の方法と基準】
各講義時の小レポートによる評価の合計：各回講義の最後に講義内
容に関するコメントをリアクションペーパーに記入し提出する。
・小レポートの評価は下記とする。
Ａ：授業内容を踏まえて、独自の視点からの意見や考え方が記述さ
れれている。
Ｂ：適切な分量（リアクションペーパーの７割以上）を満たし、授
業内容を踏まえた内容が記述されている。
Ｃ：授業内容を踏まえた内容が記述されていないか、適切な分量を
みなしていない。
Ｄ：未記入
なお、授業時間外に提出した場合には理由の如何に関係なく、受理
しない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質問へは、なるべく早く対応したいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
講師によって、パワーポイント、映像を活用します。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This lecture will learn about the history, current situation,
future prospects and possibilities of cooperatives or nonprofit
projects.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
A.Learning about the status of activities in Japan and its
significance and issues today, based on history of cooperatives
and social enterprises around the world.
B.Recognizing the contemporary problems of urban space
C.Acquiring the basic ability to think about the theory and
practice of new public policy in which consumers and citizens
are the main actors.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your required study time is at least two hours for each class
meeting.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Grading will be decided based on reports at each class.
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PHL200BB（哲学 / Philosophy 200）

宗教学１（伝統宗教）１

松本　力

授業コード：A2251 ｜ 曜日・時限：木3/Thu.3
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
宗教学の準備として、三大宗教（仏教、キリスト教、イスラーム）を学ぶ。
【到達目標】
学生は、この授業を通して、宗教についての基本的な知識を獲得し、説明で
きるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を受け、Hoppii上での「課題」に答えることが、この授業の進め方にな
ります。
皆さんの答えた解答に対して個別にコメントすることはありませんが、次回
の授業開始時までに「お知らせ」に書き込みますので、確認しておいてくだ
さい。特に伝えておきたいことがあった場合には、授業内でも解説すること
になります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 宗教学とはどのような

学問か
宗教学を学ぶために、予備作業として
の宗教の知識を獲得する。

第2回 仏教① 仏陀について
第3回 仏教② 仏陀の教えについて
第4回 仏教③ 仏教が目指したもの
第5回 キリスト教① 旧約聖書について
第6回 キリスト教② キリスト教の受容と変化
第7回 キリスト教③ キリスト教の神について
第8回 キリスト教④ イエス・キリストについて
第9回 キリスト教⑤ キリスト教的人間像
第10回 キリスト教⑥ キリスト教の終末観
第11回 イスラーム① ムハンマドについて
第12回 イスラーム② クルアーンについて
第13回 イスラーム③ イスラーム共同体について
第14回 試験 まとめと解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は、各2時間を標準とします、
【テキスト（教科書）】
資料を配布して授業を行うため、教科書は使用しません。
【参考書】
島薗進『宗教学の名著30』、ちくま新書。
渡辺照宏『仏教　第二版』、岩波新書。
エルンスト・ベンツ『キリスト教　その本質とあらわれ』、平凡社。
小杉泰『イスラームとは何か』、講談社現代新書。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業内容についての学生の意見を求める課題（30％）と、授業内容全
体についての理解度を確かめる試験（70％）によって、評価する。
【学生の意見等からの気づき】
最終的には資料の内容について十分に理解できていることが求められます。課
題に取り組みながら、資料の内容を読み込んでください。
【Outline (in English)】
Course outline
The aim of this course is to help students acquire the religious thoughts.
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to explain the religious
thoughts.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content.
Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 30%, Term-end examination: 70%
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PHL200BB（哲学 / Philosophy 200）

宗教学１（伝統宗教）２

松本　力

授業コード：A2252 ｜ 曜日・時限：木3/Thu.3
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
宗教学で取り上げられるさまざまな著作について学ぶ。
【到達目標】
学生は、宗教に関するさまざまな著作を読むことで、宗教とは何かを説明で
きるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を受け、Hoppii上の「課題」に答えることが、この授業の進め方になり
ます。
皆さんが答えた解答に対して個別にコメントすることはしませんが、次回の
授業開始時までに「お知らせ」に書き込みますので、確認しておいてくださ
い。特に伝えておきたいことがあった場合には、授業内でも解説することに
なります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 宗教学とはどのような

学問か
この授業で紹介する著作についての概
容。

第2回 デイビッド・ヒューム
『自然宗教をめぐる対話』

ヒュームの信仰について。

第3回 フリードリヒ・ニーチェ
『反キリスト者』

ニーチェにとってのキリスト教につい
て。

第4回 H・リチャード・ニー
バー『アメリカ型キリス
ト教の社会的起源』①

キリスト教における経済的・社会的要
因の考察。

第5回 H・リチャード・ニー
バー『アメリカ型キリス
ト教の社会的起源』②

教会と福音との乖離について。

第6回 ルドルフ・オットー『聖
なるもの』①

ヌミノーゼについて。

第7回 ルドルフ・オットー『聖
なるもの』②

ヌミノーゼの諸要因。

第8回 ウィリアム・ジェームズ
『宗教的経験の諸相』①

宗教的経験の特徴。

第9回 ウィリアム・ジェームズ
『宗教的経験の諸相』②

トルストイの信仰の考察。

第10回 アンリ・ベルクソン『道
徳と宗教の二源泉』①

道徳的責務について。

第11回 アンリ・ベルクソン『道
徳と宗教の二源泉』②

動的宗教。

第12回 ヴィクトール・フランク
ル『人生の意味と神』①

宗教の次元。

第13回 ヴィクトール・フランク
ル『人生の意味と神』②

神について。

第14回 試験 まとめと解説。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
この授業では配布資料を使うため、教科書は使用しません。
【参考書】
島薗進『宗教学の名著30』、ちくま新書。
デイビッド・ヒューム『自然宗教をめぐる対話』、岩波文庫。
フリードリヒ・ニーチェ『ニーチェ全集　偶像の黄昏　反キリスト者』、ちく
ま学芸文庫。
H・リチャード・ニーバー『アメリカ型キリスト教の社会的起源』、ヨルダン社。
ルドルフ・オットー『聖なるもの』、岩波文庫。
ウィリアム・ジェームズ『宗教的経験の諸相　下巻』、岩波文庫。
アンリ・ベルクソン『道徳と宗教の二源泉』、岩波文庫。
ヴィクトール・フランクル、ピンハス・ラピーデ『人生の意味と神　信仰をめ
ぐる対話』、新教出版社。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業内容について学生に意見を求める課題（30％）と、授業全体の内
容の理解度を確認する試験（70％）によって、評価します。

【学生の意見等からの気づき】
資料の内容から、それぞれの著者の考え方について、自分なりに言葉でまと
められるようになることが求められます。課題を通して資料を読み込んでみ
てください。
【Outline (in English)】
Course outline
The aim of this course is to help students acquire the religious thoughts.
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to explain the religious
thoughts.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content.
Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 30%, Term-end examination: 70%.
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HIS200BE（史学 / History 200）

東洋史特講Ⅳ

大島　誠二

授業コード：A3165 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講座では、秦漢帝国の成立を扱う。考古学資料による研究成果に
基づき、中国古代社会の発展の推移を追い、考察する。
　中国の古代帝国がどのように成立されてきたのか、またその領域がど
のように広がってきたのか、時間的・空間的にとらえることで、中華帝
国の成立過程を理解しその特質を理解する。

【到達目標】
①中国文明の成立過程を理解する。
②秦漢帝国の成立過程とその意義を理解する。
③考古学資料を用いた分析手法を学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　基本的に、パワーポイントを用いながら講義形式で進める。受講生に
は、資料プリントを配布する。
　リアクションペーパー、課題、質問などに対するフィードバックは、授
業中に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 中国的世界の広がり 中国的世界の特徴とその領域を考え

る
第2回 漢字文化の発展① 甲骨文字の出現とその特徴
第3回 漢字文化の発展② 金文から字体の統一へ
第4回 漢字文化の発展③ 秦漢帝国時代の文字の役割
第5回 秦帝国による統一事業 帝国の出現による中国世界の変化
第6回 皇帝陵の系譜① 戦国時代の王陵の様相
第7回 皇帝陵の系譜② 始皇帝陵の出現
第8回 皇帝陵の系譜③ 漢代の皇帝陵の様相
第9回 皇帝陵の系譜④ 曹操高陵の発見とその様相
第10回 印綬と冊封体制① 中国古代の印章の役割と使用方法
第11回 印綬と冊封体制② 印綬が東アジアで果たした役割
第12回 東西交渉の広がり① 中国世界と遊牧世界の接触
第13回 東西交渉の広がり② 海のシルクロード
第14回 まとめと試験 秋期の振り返りと試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業で紹介する参考書には、興味のある部分だけでも良いので目を通し
てもらいたい。授業で取り上げるのは、今の中国世界が成立する過程の
最初の部分である。現代の中国に関する情報にも、関心を示してほしい。
　考古学資料を扱うので、履修者には博物館や美術館に足を運び、中国
の文物に親しんでもらいたい。東京では、上野の東京国立博物館東洋館、
鶯谷の台東区立書道博物館、表参道の根津美術館、有楽町の出光美術館
などがおすすめである。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特定の教科書は使用しません。

【参考書】
鶴間和幸『中国の歴史３　ファーストエンペラーの遺産　秦漢帝国』講
談社学術文庫　2020（原本刊行は2004）
金文京『中国の歴史４　三国志の世界　後漢三国時代』講談社学術文庫
2020（原本刊行は2005）
その他、授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内の提出物　30％　期末試験70％。

　

【学生の意見等からの気づき】
映像資料などを用いて、わかりやすい授業を心がけたい。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】This course covers the
establishment of the Qin and Han Empires. Based on research
results derived from archaeological data, investigates and reflects
upon the development and evolution of ancient Chinese society.
【Learning Objectives】
By the end of the course,students should be able to do the
followings:
①Understand the process of the formation of Chinese civilization.
②Understand the process and significance of the formation of the
Qin and Han Empires.
③Learn methods of analysis using archaeological data.
【Learning activities outside of classroom】
Before after each class meeting,students will be expected to spend
４ hours to understand the course content
【Grading Criteria/Policies】
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report 30 % , and Exam 70%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

HIS200BE（史学 / History 200）

東洋考古・美術史

大島　誠二

授業コード：A3209 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この講座では、中国文明の成立を扱う。考古学資料による研究成果に
基づき、中国古代社会の発展の推移を追い、考察する。
　中国世界がどのように成立されてきたのか、またその領域がどのよう
に広がってきたのか、時間的・空間的にとらえることで、中国文明の成
立過程を理解しその特質を理解する。

【到達目標】
①古代文明の成立過程を理解する。
②中国世界の成立過程を理解する。
③考古学資料を用いた分析手法を学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　基本的に、パワーポイントを用いながら講義形式で進める。受講生に
は、資料プリントを配布する。
　リアクションペーパー、課題、質問などに対するフィードバックは、授
業中に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 中国世界とは
第2回 中国考古学の黎明期 北京原人・仰韶文化・竜山文化の発見
第3回 中国の新石器時代 中国新石器文化の多様性
第4回 文明段階の萌芽 良渚文化・石家河文化・陶寺遺跡
第5回 夏王朝と二里頭文化① 二里頭文化の出現
第6回 夏王朝と二里頭文化② 二里頭文化の意義と影響
第7回 殷王朝の文化 殷墟遺跡と殷文化の広がり
第8回 三星堆文化の発見 三星堆文化の様相とその意味
第9回 周王朝の源流と克殷 殷王朝の滅亡と周王朝の成立
第10回 周王朝の封建支配 封建制の実態を探る
第11回 青銅器鋳造技術と金文 中国古代の青銅器製造技術
第12回 春秋戦国時代の地域性

と文化圏
春秋戦国時代の文化の多様性

第13回 春秋戦国時代の社会変
化

分裂から統一へ向かう中での社会の
変化

第14回 まとめと試験 春期の振り返りと試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業で紹介する参考書には、興味のある部分だけでも良いので目を通し
てもらいたい。授業で取り上げるのは、今の中国世界が成立する過程の
最初の部分である。現代の中国に関する情報にも、関心を示してほしい。
　考古学資料を扱うので、履修者には博物館や美術館に足を運び、中国
の文物に親しんでもらいたい。東京では、上野の東京国立博物館東洋館、
鶯谷の台東区立書道博物館、表参道の根津美術館、有楽町の出光美術館
などがおすすめである。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特定の教科書は使用しません。

【参考書】
宮本一夫『中国の歴史１　神話から歴史へ　神話時代　夏王朝』講談社
学術文庫　2020（原本刊行は2005）
平㔟隆郎『中国の歴史２　都市国家から中華へ　殷周　春秋戦国』講談
社学術文庫2020（原本刊行は2005）
小澤正人・谷豊信・西江清高『中国の考古学』(世界の考古学７)同成社
　1999
その他、授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　授業内の提出物　30％　期末試験70％。
　

【学生の意見等からの気づき】
映像資料などを用いて、わかりやすい授業を心がけたい。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】This course covers the
establishment of Chinese civilization. Based on research results
derived from archaeological data, investigates and reflects upon the
development and evolution of ancient Chinese society.
【Learning Objectives】
By the end of the course,students should be able to do the
followings:
① Understand the formation process of ancient civilizations.
② Understand the formation process of ancient Chinese society.
③ Learn how to analyze archaeological data.
【Learning activities outside of classroom】
Before after each class meeting,students will be expected to spend
４ hours to understand the course content
【Grading Criteria/Policies】
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report 30 % , and Exam 70%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

HUG200BF（人文地理学 / Human geography 200）

社会経済地理学B（1）

伊藤　達也

授業コード：A3907 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
備考（履修条件等）：地理学科の2022年度以前入学生は「社会経
済地理学（２）（A3427）」として履修する
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　授業ではわが国の水問題を中心に全般的に学び、問題の本質の理解に努め
ます。
【到達目標】
　授業の到達目標は「環境問題と向き合い行動する市民意識の育成」です。教
員の講義からはわが国で発生している水問題についての理解を深めることを
目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業は教員の講義方式で進めていきます。途中、授業理解の促進のために、
PPTを使用する予定です。授業に関する意見や質問は授業の最後に行うリア
クションペーパーで提出します。対応すべき内容があった場合、次の授業の
開始時に返答します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロ 講義概要と目的の説明をします。
第2回 環境問題を考える 環境とは何か、環境問題とは何かにつ

いて説明します。
第3回 環境の中の水資源 水資源の特徴について説明します。
第4回 水資源利用の変遷 水資源利用の変遷について説明します。
第5回 水資源開発の論理 ダム・河口堰による水資源開発の方法

について説明します。
第6回 ダム・河口堰による環境

問題の発生
ダム・河口堰による水資源開発に伴う
環境コストについて説明します。

第7回 ダム・河口堰をめぐる全
国の動き

ダム・河口堰をめぐる全国の動きにつ
いて説明します。

第8回 公共事業をめぐる状況
と住民運動

ダム・河口堰を中心とする公共事業の
あり方について説明します。

第9回 「日本は水資源が豊か
か？」

建設省（現国交省）の日本の水資源理解
について考えます。

第10回 「日本は水資源が豊か
か？」の答え

建設省（現国交省）の日本の水資源理解
について解説します。

第11回 利根川の水問題と八ッ
場ダム（1）

利根川の水資源問題について説明しま
す。

第12回 利根川の水問題と八ッ
場ダム（2）

利根川の水資源問題、特に八ッ場ダム
問題について検討します。

第13回 水資源政策を展望する
（1）

わが国の水資源問題の解決策について
説明します。

第14回 水資源政策を展望する
（2）

授業をまとめます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業の中の内容を授業にとどめず、実際の暮らしの中の出来事と結び付け
てください。よく観察してください。本授業の準備・復習時間は、各２時間を
標準とします。
【テキスト（教科書）】
　伊藤達也『水資源問題の地理学』原書房　2023年
【参考書】
伊藤達也・梶原健嗣『長良川河口堰と八ッ場ダムを歩く』成文堂　2023年
蔵治光一郎編『長良川のアユと河口堰』農文協　2024年
【成績評価の方法と基準】
　期末試験70％、平常点30％で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
　授業内容が自らに関係するものであることを気づいてもらえるよう努力し
ます。
【学生が準備すべき機器他】
　パワーポイントの使用を基本とします。
【Outline (in English)】
Course outline

　　 The goal of this class is to have public awareness to face
environmental issues and act. In this class, we learn about water
problems in Japan in general.
Learning Objectives
　　 The goal of the class is "cultivation of public awareness to
face environmental problems and act". The goal is to deepen the
understanding of water problems occurring in Japan from this lecture.
Learning activities outside of classroom　
　　Do not limit the content of the lesson to the lesson, but connect it
with the events in the actual life. Please observe carefully. The standard
preparation and review time for this class is 2 hour each.
Grading Criteria /Policy
　　The final exam is 70% and the normal score is 30%.
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HUG200BF（人文地理学 / Human geography 200）

社会経済地理学B（2）

伊藤　達也

授業コード：A3908 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：2～4年
備考（履修条件等）：地理学科の2022年度以前入学生は受講不可
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　授業ではわが国の水問題を中心に個別事例について学び、問題の本質の理
解に努めます。
【到達目標】
　授業の到達目標は「環境問題と向き合い行動する市民意識の育成」です。教
員の講義からはわが国で発生している水問題についての理解を深めることを
目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業は教員の講義方式で進めていきます。途中、授業理解の促進のために、
PPTを使用する予定です。授業に関する意見や質問は授業の最後に行うリア
クションペーパーで提出します。対応すべき内容があった場合、次の授業の
開始時に返答します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロー水資源問題

の様々（地域性）ー
講義概要と目的の説明をします。水資
源問題の地域多様性について考えます。

第2回 長良川河口堰問題の現在 長良川河口堰問題の推移と現状を説明
します。

第3回 設楽ダム問題 設楽ダム問題について説明します。
第4回 石木ダム問題 石木ダム問題について説明します。
第5回 韓国の水辺環境改変事業 韓国のダム問題について説明します。
第6回 ダムと山村 ダムが山村に与えた影響について説明

します。
第7回 山村地域への還元策 水源地域への還元策（水源税等）につい

て説明します。
第8回 脱ダム下における五木

村の地域再生
熊本県五木村の地域再生について説明
します。

第9回 脱ダムにかけた五木村
村民の意識

熊本県五木村村民が脱ダムの状況の中
でどのような意識にあったかを解説し
ます。

第10回 ダムと環境保全につい
て考える

2020年の球磨川水害に伴って再燃した
川辺川ダム計画について説明します。

第11回 農業用水と地域社会 わが国における農業用水の特徴と地域
社会について説明します。

第12回 カッパと水辺環境保全・
地域振興

地域社会に占めるカッパ等妖怪の果た
す役割について説明します。

第13回 カッパと水辺環境保全・
地域振興（2）

水辺環境保全における方法を考えます。

第14回 水資源問題を解決する 授業をまとめます。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業の中の内容を授業にとどめず、実際の暮らしの中の出来事と結び付け
てください。よく観察してください。本授業の準備・復習時間は、各２時間を
標準とします。
【テキスト（教科書）】
　伊藤達也『水資源問題の地理学』原書房、2023年
【参考書】
伊藤達也・梶原健嗣『長良川河口堰と八ッ場ダムを歩く』成文堂、2023年
蔵治光一郎編『長良川のアユと河口堰』農文協、2024年
【成績評価の方法と基準】
　期末試験70％、平常点30％で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
　授業内容が自らに関係するものであることを気づいてもらえるよう努力し
ます。
【学生が準備すべき機器他】
　パワーポイントの使用を基本とします。
【Outline (in English)】
Course outline
　　 The goal of this class is to have public awareness to face
environmental issues and act. In this class, we learn about water
problems in Japan in　

regionally.
Learning Objectives
　　 The goal of the class is "cultivation of public awareness to
face environmental problems and act". The goal is to deepen the
understanding of water problems occurring in Japan from this lecture.
Learning activities outside of classroom　
　　Do not limit the content of the lesson to the lesson, but connect it
with the events in the actual life. Please observe carefully. The standard
preparation and review time for this class is 2 hour each.
Grading Criteria /Policy
　　The final exam is 70% and the normal score is 30%.
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SOC200FB（社会学 / Sociology 200）

経営社会学Ⅰ

藤本　真

経営学科専門科目200番台経営学科専門科目　2～4（経営学科）3～4（経営戦略学科・市場経営学科）年次／2単位　［春学期授業/Spring］

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、「大多数の人々がモノやサービスの生産・販売に携わり、そこ
から得た収入により生活を営む社会」＝「産業社会」の中で、企業経営がいか
に行われ、企業経営をめぐる社会関係がいかに形作られているのかについて
理解することを目的とする。「産業社会」の動向とそれに伴う社会全体へのイ
ンパクトを、この授業ではいくつかの「〇〇化」として捉え、それぞれの「〇
〇化」に関連した、企業経営に関連する現象を取り上げる。「経営社会学Ⅰ」
では、「産業化」と「都市化」に焦点を当てる。
【到達目標】
①企業経営のあり方が、「産業社会」の形成過程である「産業化」の下、どの
ように形成され、変化してきているか、②「企業経営をめぐる社会関係」がど
のように形成され、変化しているか、③「産業化」に伴う社会全体の変化とみ
ることができる「都市化」の進行と、「都市化」が、企業経営や企業経営に携
わる個人、企業経営をめぐる社会関係にとどのような影響を及ぼすか、いっ
た点を論理的・体系的に理解することを授業の到達目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1-1」、「DP1-3」、「DP4」、「DP5」に関連が
特に強い
【授業の進め方と方法】
講義形式で行います。レジュメ・資料を講義の前に配布し、それに沿って講
義をすすめます。各回で予定しているテーマは、授業計画を参照して下さい。
ただし、講義するテーマの順序等は下記と変わる場合があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 「産業社会」と企業経営 この講義の対象について～「産業社会」

の変化と「企業経営をめぐる社会関係」
第2回 「産業化」と「市場」 「産業化」のプロセス、「産業化」の前提

条件、社会関係の「場」としての市場
第3回 産業化の進展と経営組織 産業化の進展と大規模組織の発生、所

有と経営の分離、官僚制の普及・発達と
課題、企業経営をめぐる社会関係のレ
ベル、様々な立場の個人と企業経営

第4回 「雇用者」の出現と「労
働時間」の発生

「雇用者」の出現、「働く時間」の組織に
よる管理、労働時間に対する規制、人事
労務管理の発生

第5回 「職場」の機能 職場の持つ様々な機能、ホーソーン実
験、インフォーマルな人間関係の重要性

第6回 経営組織とキャリア形成 大規模経営組織におけるキャリア形成、
企業横断的なキャリア形成、「正社員」
の出現

第7回 企業をめぐる社会関係に
おけるリスクへの対応

事業経営のリスクと倒産法制、労働市
場のセーフティネット形成、社会保障
制度の確立

第8回 サービス経済化と経営
組織・仕事

工業化・脱工業化・大衆消費社会、サー
ビス経済化の過程 (ペティ・クラークの
法則)、サービス経済化が組織や仕事に
与える影響

第9回 ブルーカラーからホワ
イトカラー、感情労働へ

大規模組織の出現とサービス経済化に
よる求められる「スキル」の変化、「ス
キル」の変化に伴う人々の働き方の変
化、「感情労働」の特徴と発生過程、「感
情労働」の管理、「感情労働」の増加に
伴う課題

第10回 多様な雇用・就業形態の
出現と拡大

正社員以外の雇用・就業形態の拡大、拡
大に伴う「格差問題」の発生と問題への
対応

第11回 「都市化」の進行と企業
経営

都市への人口集中と多様な産業の発生
との循環、地方の過疎化、産業化がもた
らす労働市場の地域間格差、U/I/Jター
ンの課題

第12回 高学歴化～「都市化」の
もう一つの要因

産業化に伴う「高学歴化」の要請、急速
な高学歴化の進展、「高学歴化」が招く
若年者の地域間移動

第13回 国家の諸政策と企業 企業経営と政府・政策、「市場の失敗」、
ケインズ理論、福祉国家、「政府の失
敗」、新自由主義、格差問題とカジノ資
本主義

第14回 大衆消費社会の形成・限
界・克服

大量生産・大量消費社会、「成長の限
界」、「沈黙の春」、「スモール・イズ・
ビューティフル」、公害、企業活動に対
する規制と対応、SDGs

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①講義で学習したテーマや論点に関して、日頃から、参考書や新聞記事等を
読んで理解を深める。②インターンシップやアルバイトなど、企業経営や産
業社会と接する機会を通じて、講義で学習した議論や理論をもとに、企業経
営をめぐる社会関係についての実態や課題を考え、授業での学習内容につい
て理解を深める。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくに教科書は指定しません。授業内で配布する資料等をもとに講義をすす
めます。
【参考書】
各自が自習するための参考書として、①小川慎一・山田信行・今野美奈子・山
下充 (2015)『「働くこと」を社会学する 産業・労働社会学』(有斐閣アルマ)、
②西村純子・池田心豪編著 (2023)『社会学で考えるライフ＆キャリア』（中央
経済社）、③上林千恵子編著（2012）『よくわかる産業社会学』（ミネルヴァ書
房）を挙げておきます。このうち①は現代産業社会の仕事や組織にまつわる主
要トピックの理解に、②は経営組織で働くことや産業社会で生活を送ること
についての理解に、③は経営社会学で取り上げられる様々な事項が１事項あ
たり見開き2ページでまとめられており知識の整理に、それぞれ役立ちます。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、期末試験 (60点満点)と期末レポート (40点満点)の結果を基に実
施します。
・期末試験では授業内で学習した論点や理論について、十分に理解できている
かを重視して採点します。
・期末レポートは、授業で取り上げったトピックに関連する課題図書を読んだ
うえでの読書レポートとします。内容の理解力や、読書を踏まえたうえでの
主張の論理性・独創性、文章表現力などを評価項目として、評価をします。
【学生の意見等からの気づき】
経営社会学は、①「社会のなかにおける企業経営」と、②「企業経営における
社会関係（人間関係）」について理解することを目的とした講義です。各回の
トピックを取り上げる際には、この２点について「理解しやすい」授業にな
るよう心がけるつもりです。板書を基本としますが、図表の説明等では、投
影設備の利用も適宜行います。
【学生が準備すべき機器他】
各自パソコンを持ち込み、講義を受けながら（わからない概念等について）そ
の都度ワード検索をかけると便利です。
【その他の重要事項】
春学期の「経営社会学Ⅰ」と秋学期の「経営社会学Ⅱ」をすべて受講すること
で、経営社会学の全体像が体系的に明らかになってきます。ですから、春学
期と秋学期、続けての受講を勧めます。とはいえ、春学期と秋学期でそれぞ
れ扱うテーマは異なるため、関心にしたがって春学期のみ、秋学期のみの受
講でも、授業内容についての理解は可能です。
【Outline (in English)】
【Outline】
The purpose of this course are 　 (1) to understand how corporate
management is conducted under "industrialization" and "urbanization"
and (2) to understand how social relations are formed around corporate
management and how they affect corporate organizations and the
individuals who work in them
【Learning Objectives】
By the end of the course, students are expected to understand the
followings:
(1) How the state of corporate management has been formed and
changed under the process of "industrialization," which is the formation
process of "industrial society.
(2) How "social relations surrounding corporate management" are being
formed and changed.
(3) The progress of "urbanization," which can be viewed as a change
in society as a whole accompanying "industrialization," and how
"urbanization" affects business management, individuals involved in
business management, and social relations surrounding business
management.
【Learning activities outside of classroom)】
Students are expected to do the followings. Your required study time is
at least one hour for each class meeting.
(1)To deepen understanding of the themes and issues studied in lectures
by reading reference books, newspaper articles, etc. on a regular basis.
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(2) Through internships, part-time jobs, and other opportunities to
interact with corporate management and industrial society, think about
the realities and issues concerning social relations related to corporate
management based on the discussions and theories learned in the
lectures, and deepen understanding of what is learned in class.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the term-end
examination(60%) and the term-end essay(40%) which you are required
to write.
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SOC200FB（社会学 / Sociology 200）

経営社会学Ⅱ

藤本　真

経営学科専門科目200番台経営学科専門科目　2～4（経営学科）3～4（経営戦略学科・市場経営学科）年次／2単位　［秋学期授業/Fall］

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、「大多数の人々がモノやサービスの生産・販売に携わり、そこ
から得た収入により生活を営む社会」＝「産業社会」の変化の中で、企業経
営がいかに行われ、企業経営をめぐる社会関係がいかに形作られているのか
について理解することを目的とする。「経営社会学Ⅱ」では、日本の産業社会
と企業経営の今後について考えていく上で、とりわけ重要な、「高齢化」、「グ
ローバル化」、「デジタル化」、「多様化」に焦点を当てていく。
【到達目標】
①「産業化」に伴う社会全体の変化とみることができる「高齢化」・「グロー
バル化」・「デジタル化」・「多様化」の進行と、それぞれの変化が企業経営、社
会関係、働く個人にもたらす影響を論理的・体系的に理解すること、②「産業
社会・日本」の全体像とそこでの企業経営、社会関係について考察し、自らの
生活・キャリアを描いていくきっかけをつかむこと、を授業の到達目標とし
ます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1-1」、「DP1-3」、「DP4」、「DP5」に関連が
特に強い
【授業の進め方と方法】
講義形式で行います。レジュメ・資料を講義の前に配布し、それに沿って講
義をすすめます。各回で予定しているテーマは、授業計画を参照して下さい。
ただし、講義するテーマの順序等は下記と変わる場合があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 「産業社会」の形成・変

化と企業経営
「経営社会学Ⅰ」の振り返りと「経営社
会学Ⅱ」の概要

第2回 産業化と高齢化の関係
と高齢化の企業経営へ
の影響

「産業化が進展すると少子化・高齢化が
進展する」というプロセス (産業化と家
族)、労働力確保と「福祉国家」維持の
課題

第3回 経営組織における「年
齢」と「定年」

仕事上のキャリア形成における年齢の
意味、定年制度、高齢までの就業を促進
する政策と組織・職場・個人

第4回 高齢化の中での企業組
織の取組み

「ワーク・ライフ・バランス」施策、仕
事と育児の両立に向けた取組み、仕事
と介護の両立に向けた取組み

第5回 産業化・グローバル化・
企業経営

「グローバル化」とは、「産業化」の進展
と「グローバル化」、「グローバル化」と
企業経営

第6回 グローバル化の下での企
業経営と人的資源管理

多国籍企業の活動と経営管理、グロー
バル人事労務管理、「タレント・マネジ
メント」の実施と影響

第7回 技術革新と企業・仕事へ
の影響

産業化と技術革新、ME化/OA・FA
化/IT化とその影響、「第4次産業革命」

第8回 デジタル化の進展と仕
事・組織の変化

デジタル化と「仕事の変化」、DX（デジ
タル・トランスフォーメーション）、デ
ジタル化と企業・労働者

第9回 「しばられない働き方」
の拡大か？ ～マルチプ
ル・ジョブ、テレワー
ク、フリーランス、ギグ
ワーク～

マルチプル・ジョブ（副業・兼業・複
業）、テレワークという働き方、フリー
ランスとギグ・ワーカー

第10回 企業・職場・仕事の領域
における女性

産業化の進展と女性の仕事、「M字カー
ブ」をめぐる社会関係、性別職域分離の
現状と課題

第11回 企業・職場・仕事の領域
における外国人

産業化と外国人労働、外国人労働者受
入政策の歴史・現状と課題、日本企業に
おける外国人の受入れ・活用と課題

第12回 「多様化」の進展とダイ
バーシティ・マネジメン
ト

「多様化」の要因、様々な「ダイバーシ
ティ」、ダイバーシティ・マネジメント
の進展、日本企業のダイバーシティ・マ
ネジメントにおける課題

第13回 職業キャリア形成のこ
れまでとこれから

キャリアの面から見た「日本的雇用」、
「ジョブ型」と「メンバーシップ型」、
「キャリア自律」、キャリアの「停滞」、
「ライフ・シフト」とリカレント／リス
キリング

第14回 産業社会・日本の可能性
と企業・社会のこれから

人口減少社会、労働供給制約社会、市場
の縮小と稼ぎ方の変化、産業社会とし
ての「持続可能性」、「再興」の兆しと可
能性

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①講義で学習したテーマや論点に関して、日頃から、参考書や新聞記事等を
読んで理解を深める。②インターンシップやアルバイトなど、企業経営や産
業社会と接する機会を通じて、講義で学習した議論や理論をもとに、企業経
営をめぐる社会関係についての実態や課題を考え、授業での学習内容につい
て理解を深める。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくに教科書は指定しません。授業内で配布する資料等をもとに講義をすす
めます。
【参考書】
各自が自習するための参考書として、①小川慎一・山田信行・今野美奈子・山
下充 (2015)『「働くこと」を社会学する 産業・労働社会学』(有斐閣アルマ)、
②西村純子・池田心豪編著 (2023)『社会学で考えるライフ＆キャリア』（中央
経済社）、③上林千恵子編著（2012）『よくわかる産業社会学』（ミネルヴァ書
房）を挙げておきます。このうち①は現代産業社会の仕事や組織にまつわる主
要トピックの理解に、②は経営組織で働くことや産業社会で生活を送ること
についての理解に、③は経営社会学で取り上げられる様々な事項が１事項あ
たり見開き2ページでまとめられており知識の整理に、それぞれ役立ちます。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、期末試験 (60点満点)と期末レポート (40点満点)の結果を基に実
施します。
・期末試験では授業内で学習した論点や理論について、十分に理解できている
かを重視して採点します。
・期末レポートは、授業で取り上げったトピックに関連する課題図書を読んだ
うえでの読書レポートとします。内容の理解力や、読書を踏まえたうえでの
主張の論理性・独創性、文章表現力などを評価項目として、評価をします。
【学生の意見等からの気づき】
経営社会学は、①「社会のなかにおける企業経営」と、②「企業経営における
社会関係（人間関係）」について理解することを目的とした講義です。各回の
トピックを取り上げる際には、この２点について「理解しやすい」授業にな
るよう心がけるつもりです。板書を基本としますが、図表の説明等では、投
影設備の利用も適宜行います。
【学生が準備すべき機器他】
各自パソコンを持ち込み、講義を受けながら（わからない概念等について）そ
の都度ワード検索をかけると便利です。
【その他の重要事項】
春学期の「経営社会学Ⅰ」と秋学期の「経営社会学Ⅱ」をすべて受講すること
で、経営社会学の全体像が体系的に明らかになってきます。ですから、春学
期と秋学期、続けての受講を勧めます。とはいえ、春学期と秋学期でそれぞ
れ扱うテーマは異なるため、関心にしたがって春学期のみ、秋学期のみの受
講でも、授業内容についての理解は可能です。
【Outline (in English)】
【Outline】
The objectives of this class are: (1) to understand how corporate
management is conducted under the progress of "aging," "globalization,"
"digitalization," and "diversification"; (2) to understand how social
relations are formed around corporate management and how they affect
corporate organizations and the individuals who work in them; and
(3) to consider corporate management and social relations under "
industrial society of Japan”and to get an opportunity to envision one’s
own life and career.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
(1) To understand logically and systematically the progression of
"aging," "globalization," "digitalization," and "diversification," which
can be viewed as changes in society as a whole that accompany
"industrialization," and the impact of each change on corporate
management, social relations, and workers.
(2) To consider the overall picture of "industrial society of Japan" and
the corporate management and social relations therein, and to grasp
the opportunity to draw one’s own life and career.
【Learning activities outside of classroom)】
Students are expected to do the followings. Your required study time is
at least one hour for each class meeting.
(1) To deepen understanding of the themes and issues studied in lectures
by reading reference books, newspaper articles, etc. on a regular basis.
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(2) Through internships, part-time jobs, and other opportunities to
interact with corporate management and industrial society, think about
the realities and issues concerning social relations related to corporate
management based on the discussions and theories learned in the
lectures, and deepen understanding of what is learned in class.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the term-end
examination(60%) and the term-end essay(40%) which you are required
to write.
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MAN300FB（経営学 / Management 300）

経営組織論Ⅰ

長岡　健

経営学科専門科目300番台経営学科専門科目　3～4年次／2単位　［春学期授業/Spring］

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日常生活の中で、私たちは様々な「組織」に関わっています。しかし、日常的
経験があるが故にかえって深く考えることをせず、その結果として、本質的
な理解が妨げられることも多いのではないでしょうか。
この授業では、経営組織論の概念をもとに個人、集団、組織全体についての
考察を進め、現代社会における「組織」の諸側面を深く理解すると同時に、組
織における個人・集団の振る舞いや、経営組織の活動の背後にある意味を洞
察する力を磨いていくことをめざします。
　　
【到達目標】
（１）多様な組織観・人間観をもとに、現代社会における組織の諸側面につい
て多面的かつ批判的に考察できる。
（２）経営組織論の視点から、組織における個人・集団の振る舞いや、現代社
会における組織の活動の意味を説明することができる。
（３）組織における個人・集団の活動や、現代社会における組織の活動に関す
る本質的な「問い」を主体的に見いだすことができる。
　　　　　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1-1」、「DP4」に関連が特に強い
【授業の進め方と方法】
春学期の授業（経営組織論Ⅰ）では、「組織と個人の創造的関係」という視点
から、関連する概念や理論をもとに、振る舞いの背後にある意味を読み解い
ていきます。具体的には、①個人の振る舞い、②キャリア開発、③集団の振
る舞い、④組織と個人の関係、という４つのテーマに関する様々なトピック
を取り上げ、多面的かつ批判的な考察を進めます。
　　　　
授業の進め方については、「参加者が主体的に考える場」の実現をめざして運
営します。テーマ毎に、２週を１モジュールとした授業構成とします。各モ
ジュールでは、テーマに関する講義を行いますが、受講者が主体的に考え、発
言する機会（旧 twitterを使用）をできる限り設けていく予定です。さらに、
ゲスト講義では、それぞれのテーマに関連した事例や検討課題を取り上げ、講
義の中で学んだ理論／概念との関係を意識しながら、現実社会における「組
織」の諸側面を読み解いていきます。
　　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業のねらいと進め方についての説明

と導入講義
第2回 個人の振る舞い① 仕事の中での「学習と成長」に関する基

礎概念
第3回 個人の振る舞い② 組織における「モチベーション」に関す

る基礎概念
第4回 事例研究① 「組織と個人の創造的関係」の事例に関

するゲスト講義
第5回 キャリア開発① 組織における「キャリア・デザイン」の

基礎概念
第6回 キャリア開発② 組織における「専門職」の意味／意義／

位置づけ
第7回 事例研究② 「組織と個人の創造的関係」の事例に関

するゲスト講義
第8回 集団の振る舞い① 経営学における「グループ」の意味／意

義／位置づけ
第9回 集団の振る舞い② 組織における「創造的コラボレーショ

ン」の可能性と課題
第10回 事例研究③ 「組織と個人の創造的関係」の事例に関

するゲスト講義
第11回 組織と個人の関係① 組織における「対話的コミュニケー

ション」の可能性と課題
第12回 組織と個人の関係② 組織における「リーダーシップ」の基礎

概念
第13回 事例研究④ 「組織と個人の創造的関係」の事例に関

するゲスト講義
第14回 ラップアップ 春学期の授業で取り上げた諸概念の振

り返りと総括講義
　　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（１）各回の「講義項目」と「学習内容」を確認し、参考書（１）『経営組織』
の該当箇所を読み、疑問点などを整理した上で、授業に臨んでください。

（２）テキスト・参考書以外に、各テーマに関連する文献を適宜紹介していき
ますので、自分の興味・関心に沿ったものを選び、読み進めてください。
（３）各テーマ（モジュール）ごとに振り返りレポートを作成します（合計４
回）。この振り返りレポートは成績評価の対象となります（成績評価中４０％）。
（４）本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。
　　　　　
【テキスト（教科書）】
各講義に関連した資料を配布します。資料は「学習支援システム」上にPDF
ファイルでアップします。各自で事前にダウンロードした上で、授業に臨ん
でください。
　　
【参考書】
以下に挙げたものは、春学期・秋学期に共通した参考書です。この３冊以外
にも、各回の講義テーマに関連する文献を紹介していきます。
（１）金井壽宏『経営組織』（日経文庫）日本経済新聞社
（２）ロビンス，S．P．『組織行動のマネジメント』ダイヤモンド社
（３）グロービス経営大学院『グロービスMBA組織と人材マネジメント』ダ
イヤモンド社　
　　　
【成績評価の方法と基準】
（１）最終レポート（１回）：４０％
（２）振り返りレポート（４回）：４０％
（３）ゲスト講義へのコメント（４回）：２０％
　　　
【学生の意見等からの気づき】
今年度はできる限り具体的事例を取り上げて検討していきます。
　　
【学生が準備すべき機器他】
（１）zoomを使ったオンライン授業（リアルタイム配信型）を受講するため
の機器と環境は各自で準備してください（詳細については事前資料として配
布する「受講の準備と注意点」を参照してください）。
（２）受講者が主体的に考え、発言する意見交換の場として、旧 twitter（X)
を活用する予定です。受講者は旧twitter（X)のアカウントを設定し、授業中
にアクセスするための機器を各自で用意してください。
（３）上記【テキスト】で説明した通り、授業中に使用する資料を、事前に「授
業支援システム」からダウンロードすることも必要です。
　　　
【その他の重要事項】
（１）オンライン受講の準備については、事前資料として配布する「受講の準
備と注意点」を参照してください。
（２）『組織論入門』を事前に履修していることが望ましい。
　　　
【担当教員のウェブサイト】
（１）プロフィール
http://www.tnlab.net/profile.html
（２）ゼミ活動
http://www.tnlab.net/seminar/
（３）フェイスブック
https://www.facebook.com/takeru.nagaoka.9
（４）旧ツイッター
https://twitter.com/TakeruNagaoka
　　　
【Outline (in English)】
[Course Outline]
In our everyday life, we have consciously or unconsciously many contact
points with “organisations” in various ways. However, the casual and
frequent contact would sometimes lead us to getting indifferent to
“organisations”, and possibly prevent our deep understanding of the
nature of “organisations”.
In this course, by using the conceptual tools of Management
Organisation Theory, we carry out both theoretical and practical
analyses into the three facets of business organisations; (1) individual
behaviours, focusing on learning, motivation, leadership, and so on;
(2) functions of small groups, focusing on communications, creative
collaborations, and so on; (3) structures and cultures of whole
organizations, focusing on organisational change, innovation, diversity
management, and so on.
　　
[Learning Objectives]
The objectives of this course are :
(1) to deepen the understanding of various aspects of business
organisations in the context of the modern society in Japan, and
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(2) to sharpen the insight into both individual and group behaviours
in Japanese business organisations, and the contexts in which the
organisational behaviours are situated.
　　　　　　
[Learning Activities outside of Classroom]
The learners in this course are expected to to have read the relevant
chapters from the texts, as well as to complete the required assignments,
which are the term-end academic essay, 4 short reports about guest
lectures, and 4 reflection papers about the lectures.
　　　
[Grading Criteria/Policies]
Grading is decided based on the term-end academic essay (40%), 4 short
reports about guest lectures (20%), and 4 reflection papers about the
lectures (40%).
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MAN300FB（経営学 / Management 300）

経営組織論Ⅱ

長岡　健

経営学科専門科目300番台経営学科専門科目　3～4年次／2単位　［秋学期授業/Fall］

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日常生活の中で、私たちは様々な「組織」に関わっています。しかし、日常的
経験があるが故にかえって深く考えることをせず、その結果として、本質的
な理解が妨げられることも多いのではないでしょうか。
この授業では、経営組織論の概念をもとに個人、集団、組織全体についての
考察を進め、現代社会における「組織」の諸側面を深く理解すると同時に、組
織における個人・集団の振る舞いや、経営組織の活動の背後にある意味を洞
察する力を磨いていくことをめざします。
　　　　
【到達目標】
（１）多様な組織観・人間観をもとに、現代社会における組織の諸側面につい
て多面的かつ批判的に考察できる。
（２）経営組織論の視点から、組織における個人・集団の振る舞いや、現代社
会における組織の活動の意味を説明することができる。
（３）組織における個人・集団の活動や、現代社会における組織の活動に関す
る本質的な「問い」を主体的に見いだすことができる。
　　　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1-1」、「DP4」に関連が特に強い
【授業の進め方と方法】
秋学期の授業（経営組織論Ⅱ）では、「変わる社会、変わる組織」という視点
から、関連する概念や理論をもとに、現代社会における経営組織の活動の背
後にある意味を読み解いていきます。具体的には、①組織構造、②組織文化、
③社会と組織、④変化と適応、という４つのテーマに関する様々なトピック
を取り上げ、多面的かつ批判的な考察を進めます。
　　　　　　
授業の進め方については、「参加者が主体的に考える場」の実現をめざして運
営します。テーマ毎に、２週を１モジュールとした授業構成とします。各モ
ジュールでは、テーマに関する講義を行いますが、受講者が主体的に考え、発
言する機会（旧 twitterを使用）をできる限り設けていく予定です。さらに、
ゲスト講義では、それぞれのテーマに関連した事例や検討課題を取り上げ、講
義の中で学んだ理論／概念との関係を意識しながら、現実社会における「組
織」の諸側面を読み解いていきます。
　　　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業のねらいと進め方についての説明

と導入講義
第2回 組織構造① 組織設計の視点とピラミッド型組織の

基本原理
第3回 組織構造② 組織形態のフラット化・ネットーワッ

ク化の進展
第4回 事例研究① 「変わる社会、変わる組織」の事例に関

するゲスト講義
第5回 組織文化① 企業文化論から見た日本的経営の特徴
第6回 組織文化② 組織における非合理的側面の影響
第7回 事例研究② 「変わる社会、変わる組織」の事例に関

するゲスト講義
第8回 社会と組織① 働き方の変化（第四次産業革命と

SDGs）
第9回 社会と組織② ダイバーシティ・マネジメントの可能

性と課題
第10回 事例研究③ 「変わる社会、変わる組織」の事例に関

するゲスト講義
第11回 事例研究④ 「変わる社会、変わる組織」の事例に関

するゲスト講義
第12回 変化と適応① 組織変革を阻む個人行動の特徴と対応
第13回 変化と適応② 学習棄却（アンラーニング）の意味と方

法
第14回 ラップアップ 秋学期の授業で取り上げた諸概念の振

り返りと総括講義
　　　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（１）各回の「講義項目」と「学習内容」を確認し、参考書（１）『経営組織』
の該当箇所を読み、疑問点などを整理した上で、授業に臨んでください。
（２）テキスト・参考書以外に、各テーマに関連する文献を適宜紹介していき
ますので、自分の興味・関心に沿ったものを選び、読み進めてください。

（３）各テーマ（モジュール）ごとに振り返りレポートを作成します（合計４
回）。この振り返りレポートは成績評価の対象となります（成績評価中４０％）。
（４）本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。
　　　
【テキスト（教科書）】
各講義に関連した資料を配布します。資料は「学習支援システム」上にPDF
ファイルでアップします。各自で事前にダウンロードした上で、授業に臨ん
でください。
　　　
【参考書】
以下に挙げたものは、春学期・秋学期に共通した参考書です。この３冊以外
にも、各回の講義テーマに関連する文献を紹介していきます。
（１）金井壽宏『経営組織』（日経文庫）日本経済新聞社
（２）ロビンス，S．P．『組織行動のマネジメント』ダイヤモンド社
（３）グロービス経営大学院『グロービスMBA組織と人材マネジメント』ダ
イヤモンド社　
　　　
【成績評価の方法と基準】
（１）最終レポート（１回）：４０％
（２）振り返りレポート（４回）：４０％
（３）ゲスト講義へのコメント（４回）：２０％
　　　
【学生の意見等からの気づき】
今年度はできる限り具体的事例を取り上げて検討していきます。
　　　
【学生が準備すべき機器他】
（１）zoomを使ったオンライン授業（リアルタイム配信型）を受講するため
の機器と環境は各自で準備してください（詳細については事前資料として配
布する「受講の準備と注意点」を参照してください）。
（２）受講者が主体的に考え、発言する意見交換の場として、旧 twitter（X)
を活用する予定です。受講者は旧twitter（X)のアカウントを設定し、授業中
にアクセスするための機器を各自で用意してください。
（３）上記【テキスト】で説明した通り、授業中に使用する資料を、事前に「授
業支援システム」からダウンロードすることも必要です。
　　　
【その他の重要事項】
（１）オンライン受講の準備については、事前資料として配布する「受講の準
備と注意点」を参照してください。
（２）『組織論入門』を事前に履修していることが望ましい。
　　　
【担当教員のウェブサイト】
（１）プロフィール
http://www.tnlab.net/profile.html
（２）ゼミ活動
http://www.tnlab.net/seminar/
（３）フェイスブック
https://www.facebook.com/takeru.nagaoka.9
（４）ツイッター
https://twitter.com/TakeruNagaoka

【Outline (in English)】
[Course Outline]
In our everyday life, we have consciously or unconsciously many contact
points with “organisations” in various ways. However, the casual and
frequent contact would sometimes lead us to getting indifferent to
“organisations”, and possibly prevent our deep understanding of the
nature of “organisations”.
In this course, by using the conceptual tools of Management
Organisation Theory, we carry out both theoretical and practical
analyses into the three facets of business organisations; (1) individual
behaviours, focusing on learning, motivation, leadership, and so on;
(2) functions of small groups, focusing on communications, creative
collaborations, and so on; (3) structures and cultures of whole
organizations, focusing on organisational change, innovation, diversity
management, and so on.
　　　
[Learning Objectives]
The objectives of this course are :
(1) to deepen the understanding of various aspects of business
organisations in the context of the modern society in Japan, and
(2) to sharpen the insight into both individual and group behaviours
in Japanese business organisations, and the contexts in which the
organisational behaviours are situated.
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[Learning Activities outside of Classroom]
The learners in this course are expected to to have read the relevant
chapters from the texts, as well as to complete the required assignments,
which are the term-end academic essay, 4 short reports about guest
lectures, and 4 reflection papers about the lectures.
　　　
[Grading Criteria/Policies]
Grading will be decided based on the term-end academic essay (40%), 4
short reports about guest lectures (20%), and 4 reflection papers about
the lectures (40%).
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MAN300FB（経営学 / Management 300）

人的資源管理Ⅰ

佐野　嘉秀

経営学科専門科目300番台経営学科専門科目　3～4年次／2単位　［春学期授業/Spring］

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、「人的資源管理（HRM = Human Resource
Management）」の基礎を体系的に学習します。人的資源管理の考
え方では、企業経営の視点から、働く人々を自社の貴重な「人的資
源（Human Resource）」とみなします。そして、そうした人的資源
の効果的な活用をはかります。「管理（Management）」の対象は人
です。一筋縄にはいきません。それぞれが自立した考え方をもちな
がら、家族や地域社会など、企業以外の社会とかかわりをもって生
活しています。向き不向きもあります。そうした個々人に、企業目
標に向けて活躍してもらわなくてはなりません。この授業では、人
的資源管理をめぐる基本的な考え方を学ぶとともに、日本の人的資
源管理の現状と課題について、具体的なトピックスにも触れながら、
体系的に学び理解します。

【到達目標】
１）人的資源管理の基本的な考え方を理解し、説明できるようになる。
２）人的資源管理の領域として、①採用、②人材育成、③雇用区分、
④配置転換、⑤昇進・昇格、⑥人事評価、⑦賃金管理などの領域に
ついて学ぶ。このうち、人的資源管理Ⅰでは①～③、人的資源管理
Ⅱでは④～⑦を中心に学習することで、各領域に関する基本的な考
え方を理解し、説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1-1」、「DP4」に関連が特に強く、
「DP5」に関連がかなりある

【授業の進め方と方法】
オンデマンド形式の授業です。「人的資源管理Ⅰ」「人的資源管理Ⅱ」
ともに学習支援システム上の教材（スライド資料およびスライド資
料を音声解説した映像資料）に基づく学習を基本とします。これを
をもとに各自学習を進めてください。また学習する領域の区切りご
とに、小テストを受験して理解度を確認します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション、

人的資源管理を学ぶ
視点

「人的資源管理Ⅰ／Ⅱ」の学習範
囲、人的資源管理（ＨＲＭ）の目
的と担い手、等

第2回 人的資源管理の考え
方①人的資源管理の
定義

経営学の中でのＨＲＭの位置づけ、
人的資源管理の定義、等

第3回 人的資源管理の考え
方②：人事部とライ
ン管理者

ＨＲＭの担い手、人事部とライン
管理者の権限配分、人事部不要論
の検討、等

第4回 採用管理①：採用計
画と要員計画

採用管理のプロセス、採用管理と
要員管理、要員管理のアプローチ、
等

第5回 採用管理②：中途採
用と新卒採用

中途採用の目的、新卒採用の合理
性、企業特殊的技能と採用、等

第6回 採用管理③：人材募
集の方法

多様な採用ルート、ＲＪＰ（リア
リスティック・ジョブ・プレ
ビュー）、等

第7回 人材育成①：人材育
成の役割と方法

ＨＲＭとＨＲＤ（人材育成）、教育
訓練の方法、分業と教育訓練、等

第8回 人材育成②：OJTの
方法

技能の性格と人材育成、多能工と
単能工、幅広いＯＪＴと知的熟練、
等

第9回 人材育成③：教育訓
練の多様な方法

ＯＪＴとｏｆｆ-ＪＴ、教育訓練の
測定、ＯＪＴが機能する条件、等

第10回 人材育成④：教育訓
練投資

「投資」としての教育訓練、教育訓
練の費用、人材の定着と教育訓練、
等

第11回 雇用区分①：正社員
と非正社員

雇用区分を分ける理由、正社員と
非正社員の相違、非正社員の基幹
化、等

第12回 雇用区分②：多様な
就業形態の活用

柔軟な企業モデル、派遣社員・請
負社員の活用、等

第13回 雇用区分③：正社員
の多様化

正社員の多様化、限定正社員、雇
用区分の合理性、等

第14回 春学期のまとめ 春学期の授業で学んだことの整理

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①講義で学習したテーマや論点に関して、日頃から、参考書や新聞
記事等を読んで理解を深める。②インターンシップやアルバイト、
部活動・サークル活動など、人的資源管理に関わる活動を行うなか
で、講義で学習した議論や理論をもとに人的資源管理の実態や課題
について考え、授業での学習内容について理解を深める。本授業の
準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
とくに教科書は指定しません。学習支援システム上の教材をもとに
学習を進めてください。

【参考書】
各自が自習するための参考書として、上林千恵子編著『よくわかる
産業社会学』ミネルヴァ書房に収められた「Ⅲ企業内キャリアと人
事管理」の章は、担当教員による人的資源管理に関する解説であり、
本授業の内容に対応しています。また今野浩一郎・佐藤博樹著『人
事管理入門』日本経済新聞出版は、人的資源管理に関する発展的な
理解に役立ちます。

【成績評価の方法と基準】
平常点（小テストの受験による）：30％
期末試験：70％
春学期と秋学期ともに、小テストの受験による平常点と期末試験の
得点をもとに成績をつけます。授業内で学習した人的資源管理に関
わる概念や理論、考え方や議論について、十分に理解できているか
を問う試験問題とします。
定期試験期間中に教室での期末試験を実施します。形式はマークシー
ト方式。資料は持ち込み不可です。

【学生の意見等からの気づき】
今年度も、専門的な内容について「理解しやすい」授業になるよう
心がけるつもりです。オンデマンドの教材による授業であるため、
いっそう丁寧な説明をするようにします。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを用いて教材を共有します。映像資料も含まれる
ので、通信環境の確保をお願いします。

【その他の重要事項】
春学期に開講する人的資源管理Ⅰと秋学期に開講の人的資源管理Ⅱ
の授業をすべて受講すると、人的資源管理の全体像が体系的にあき
らかになってきます。ですから、春学期と秋学期、続けての受講を
勧めます。とはいえ、春学期と秋学期でそれぞれ扱うテーマ（人的
資源管理の分野）が異なるため、関心にしたがって春学期のみ秋学
期のみの受講でも、授業内容についての理解は可能です。本授業と
関連がある科目としては、組織論入門が挙げられます。

【Outline (in English)】
【Course outline】
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Our objective is to Learn and understand basic human resource
management theories and practices. We focus on HRM
practices in Japan from comparative perspectives. HRM
practices can be understood as a system.
We are to focus on each area of HRM system respectively.
Theories of HRM, wage system, appraisal, recruiting and
selection, training and development, internal promotion and
welfare are main areas of HRM.
【Learning Objectives】
(1) To understand and be able to explain the basic concept of
human resource management.
(2) Students will learn about the areas of human resource
management, including (1) recruitment, (2) human resource
development, (3) employment classification, (4) reassignment,
(5) internal promotion, (6) personnel evaluation, and (7) wage
management. By focusing on (1) to (3) in Human Resource
Management I and (4) to (7) in Human Resource Management
II, students will be able to understand and explain the basic
concepts of each area.
【Learning activities outside of classroom】
1) Deepen your understanding of the themes and issues studied
in the lecture by reading reference books and newspaper
articles on a daily basis.
2) Deepen your understanding of the content of the class
by thinking about the actual situation and issues of human
resource management based on the theories learned in
the lecture while engaging in activities related to human
resource management, such as internships, part-time jobs, club
activities and circle activities.
The standard preparation study and review time for the lecture
is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】
Ordinary marks (based on taking short tests): 30%.
Examination: 70%.
In both the spring and autumn semesters, students will be
graded on the basis of their performance on the ordinary
marks (based on taking short tests) and the examination.
The examination questions will be designed to test whether
students have a sufficient understanding of the concepts,
theories, ideas and arguments related to human resource
management studied in the lecture.
The examination will be held in classrooms during the regular
examination period. The format is mark-sheet based. Students
are not allowed to bring in any materials.
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MAN300FB（経営学 / Management 300）

人的資源管理Ⅱ

佐野　嘉秀

経営学科専門科目300番台経営学科専門科目　3～4年次／2単位　［秋学期授業/Fall］

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、「人的資源管理（HRM = Human Resource
Management）」の基礎を体系的に学習します。人的資源管理の考
え方では、企業経営の視点から、働く人々を自社の貴重な「人的資
源（Human Resource）」とみなします。そして、そうした人的資源
の効果的な活用をはかります。「管理（Management）」の対象は人
です。一筋縄にはいきません。それぞれが自立した考え方をもちな
がら、家族や地域社会など、企業以外の社会とかかわりをもって生
活しています。向き不向きもあります。そうした個々人に、企業目
標に向けて活躍してもらわなくてはなりません。この授業では、人
的資源管理をめぐる基本的な考え方を学ぶとともに、日本の人的資
源管理の現状と課題について、具体的なトピックスにも触れながら、
体系的に学び理解します。

【到達目標】
１）人的資源管理の基本的な考え方を理解し、説明できるようになる。
２）人的資源管理の領域として、①採用、②人材育成、③雇用区分、
④配置転換、⑤昇進・昇格、⑥人事評価、⑦賃金管理などの領域に
ついて学ぶ。このうち、人的資源管理Ⅰでは①～③、人的資源管理
Ⅱでは④～⑦を中心に学習することで、各領域に関する基本的な考
え方を理解し、説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1-1」、「DP4」に関連が特に強く、
「DP5」に関連がかなりある

【授業の進め方と方法】
オンデマンド形式の授業です。「人的資源管理Ⅰ」「人的資源管理Ⅱ」
ともに学習支援システム上の教材（スライド資料およびスライド資
料を音声解説した映像資料）に基づく学習を基本とします。これを
をとに各自学習を進めてください。また学習する領域の区切りごと
に、小テストを受験して理解度を確認します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 配置転換①：配置転

換の機能
配置転換の種類、配置転換の機能、
日本企業における配置転換、等

第2回 配置転換②：配置転
換と人材育成

幅広い仕事経験と技能、配置転換
の人材育成機能、配置転換の範囲、
等

第3回 配置転換③：個人選
択型の配置転換

個人選択型の配置転換、自己申告
制度、社内公募制度、個人選択型
への転換の背景と課題、等

第4回 社員格付け制度①：
格付け基準の多様性

社員格付け制度と賃金制度、格付
け基準の条件と多様性、２重のラ
ンキング・システム、等

第5回 社員格付け制度②：
社員格付け制度の変
化

年功制から職能資格制度へ、「能力
主義」から「成果主義」へ、社員
格付け制度の変化、等

第6回 昇進管理①：昇進の
機能と実態

昇進の機能、「トーナメント移動」
としての昇進、キャリアツリー、等

第7回 昇進管理②：「遅い」
選抜

選抜のタイミングと機能、「遅い」
選抜、日本型ファスト・トラック、
等

第8回 昇進管理③：昇進の
変化と専門職制度

組織のフラット化と昇進機会、「部
下のいない管理職」、専門職制度の
導入と変化、等

第9回 人事評価①：人事評
価の設計と運用

人事評価の機能、人事評価の設計
と運用、絶対評価と相対評価、等

第10回 人事評価②：評価基
準の選択

多様な評価要素、「成果主義」と人
事評価、目標管理制度、等

第11回 賃金管理①：賃金管
理の機能

賃金管理の機能、動機づけ要因と
しての賃金、労使関係の安定と賃
金管理、等

第12回 賃金管理②：賃金の
総額管理と個別管理

賃金の総額管理と個別管理、能力
給と職務給、「年功的」賃金プロ
ファイルの普遍性、等

第13回 福利厚生 法定福利と法定外福利、福利厚生
の機能と変化、等

第14回 秋学期のまとめ 秋学期の授業で学んだことの整理

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①講義で学習したテーマや論点に関して、日頃から、参考書や新聞
記事等を読んで理解を深める。②インターンシップやアルバイト、
部活動・サークル活動など、人的資源管理に関わる活動を行うなか
で、講義で学習した議論や理論をもとに人的資源管理の実態や課題
について考え、授業での学習内容について理解を深める。本授業の
準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
とくに教科書は指定しません。学習支援システム上の教材をもとに
学習を進めてください。

【参考書】
各自が自習するための参考書として、上林千恵子編著『よくわかる
産業社会学』ミネルヴァ書房に収められた「Ⅲ企業内キャリアと人
事管理」の章は、担当教員による人的資源管理に関する解説であり、
本授業の内容に対応しています。また今野浩一郎・佐藤博樹著『人
事管理入門』日本経済新聞出版は、人的資源管理に関する発展的な
理解に役立ちます。

【成績評価の方法と基準】
平常点（小テストの受験による）：30％
期末試験：70％
春学期と秋学期ともに、小テストの受験による平常点と期末試験の
得点をもとに成績をつけます。授業内で学習した人的資源管理に関
わる概念や理論、考え方や議論について、十分に理解できているか
を問う試験問題とします。
定期試験期間中に教室での期末試験を実施します。形式はマークシー
ト方式。資料は持ち込み不可です。

【学生の意見等からの気づき】
今年度も、専門的な内容について「理解しやすい」授業になるよう
心がけるつもりです。オンデマンドの教材による授業であるため、
いっそう丁寧な説明をするようにします。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを用いて教材を共有します。映像資料も含まれる
ので、通信環境の確保をお願いします。

【その他の重要事項】
春学期に開講する人的資源管理Ⅰと秋学期に開講の人的資源管理Ⅱ
の授業をすべて受講すると、人的資源管理の全体像が体系的にあき
らかになってきます。ですから、春学期と秋学期、続けての受講を
勧めます。とはいえ、春学期と秋学期でそれぞれ扱うテーマ（人的
資源管理の分野）が異なるため、関心にしたがって春学期のみ秋学
期のみの受講でも、授業内容についての理解は可能です。本授業と
関連がある科目としては、組織論入門が挙げられます。

【Outline (in English)】
【Course outline】
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Our objective is to Learn and understand basic human resource
management theories and practices. We focus on HRM
practices in Japan from comparative perspectives. HRM
practices can be understood as a system.
We are to focus on each area of HRM system respectively.
Theories of HRM, wage system, appraisal, recruiting and
selection, training and development, internal promotion and
welfare are main areas of HRM.
【Learning Objectives】
(1) To understand and be able to explain the basic concept of
human resource management.
(2) Students will learn about the areas of human resource
management, including (1) recruitment, (2) human resource
development, (3) employment classification, (4) reassignment,
(5) internal promotion, (6) personnel evaluation, and (7) wage
management. By focusing on (1) to (3) in Human Resource
Management I and (4) to (7) in Human Resource Management
II, students will be able to understand and explain the basic
concepts of each area.
【Learning activities outside of classroom】
1) Deepen your understanding of the themes and issues studied
in the lecture by reading reference books and newspaper
articles on a daily basis.
2) Deepen your understanding of the content of the class
by thinking about the actual situation and issues of human
resource management based on the theories learned in
the lecture while engaging in activities related to human
resource management, such as internships, part-time jobs, club
activities and circle activities.
The standard preparation study and review time for the lecture
is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】
Ordinary marks (based on taking short tests): 30%.
Examination: 70%.
In both the spring and autumn semesters, students will be
graded on the basis of their performance on the ordinary
marks (based on taking short tests) and the examination.
The examination questions will be designed to test whether
students have a sufficient understanding of the concepts,
theories, ideas and arguments related to human resource
management studied in the lecture.
The examination will be held in classrooms during the regular
examination period. The format is mark-sheet based. Students
are not allowed to bring in any materials.
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SOC200ZA（社会学 / Sociology 200）

Race, Class and Gender I: Concepts & Issues

Daiki Hiramori

Credit(s)：2 ｜ Semester：秋学期授業/Fall ｜ Year：2～4
Day/Period：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
This class sees our society through the lens of race, class and gender
to understand how privilege and inequality are produced, maintained,
naturalized and challenged. The course will look at how various
inequalities are connected to one another through examining global,
national and local issues. Students will learn to analyze how race,
class, gender, and sexuality are connected to each other as intersecting
inequalities in a society and the world, and on that basis, consider the
possibility of an equal but diverse world.

【Goal】
Through lectures, discussion and written assignments, students will
learn concepts and theories to analyze how race, class, gender and
sexuality affect individuals and society. They will learn to apply these
analytical tools and knowledge to form critical opinions on current
issues related to various bases of inequalities. Students will acquire
skills in critical thinking, analysis and writing that can be applied in
other academic fields as well as future careers.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
This course will be based on a combination of short lectures by
the instructor and student-led class discussions. Verbal and written
feedback on assignments is given during class discussions and through
using other tools as appropriate. Students are encouraged to visit the
instructor during office hours for more personalized feedback.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Introduction Introduction
2 Foundation:

“Inequality”
What do we mean by inequality?

3 Foundation: “Social
Class”

How do major social scientists
conceptualize social class?

4 Social Class in Japan What does social stratification in
Japan look like?

5 Foundation:
“Race and Ethnicity”

What are the main theoretical
approaches to race and ethnicity?

6 Critical Race Theory What are the key premises of
Critical Race Theory?

7 Defining
Japaneseness

What does the mixed-race
experience in Japan look like?

8 Foundation:
“Gender”

What are the main theoretical
approaches to gender?

9 Gender Inequality in
Japan

What does gender inequality in
Japan look like?

10 Foundation:
“Sexuality”

What are the main theoretical
approaches to sexuality?

11 Sexuality Inequality
in the Labor Market

What does labor market
discrimination based on sexual
orientation look like?

12 Foundation:
“Intersectionality”

What is intersectionality?

13 Prepare for Final
Paper

Preparation and feedback for the
final paper

14 Review & Final Paper
Preparation

What have we learned in this
course? Preparing and submitting
the final paper

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Students are expected to complete the weekly readings and prepare for
class discussion. Please note that the assigned readings for this course
tend to be dense. As such, I recommend giving yourself ample time to
complete them, even if the number of pages assigned at any given time
appears small. Preparatory study and review time for this class are 2
hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. All readings will be provided by the instructor.

【References】
Further references may be provided based on students’ areas of interest.

【Grading criteria】
Participation: 10%
Discussion facilitation: 20%
Weekly reading responses: 40%
Final paper: 30%

【Changes following student comments】
Students have generally evaluated the class positively. The instructor
will be attentive to student feedback and adjust workload and class
material, when necessary.

【Equipment student needs to prepare】
None. Students are encouraged to use computers/tablets for
class-related purposes in class.

【Others】
Students are strongly encouraged to take Race, Class and Gender II
after completing Race, Class, Gender I. Students who have passed Race,
Class and Gender I will be given admission priority to the seminar
"Intersectionality: Multiple Inequalities."

【Prerequisite】
Students who intend to enroll in this course are expected to have passed
"Introduction to Sociology."
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SOC300ZA（社会学 / Sociology 300）

Race, Class and Gender II: Global Inequalities

Daiki Hiramori

Credit(s)：2 ｜ Semester：春学期授業/Spring ｜ Year：3～
4
Day/Period：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
This class builds on what students have learned in Race, Class and
Gender I to look at how inequalities are inter-connected through
examining various global issues. Students will learn to analyze how
race, class, gender, and sexuality are connected to each other as
intersecting inequalities in a society and the world, and on that basis,
consider the possibility of an equal but diverse world.

【Goal】
A major goal is to develop students’ sensitivity towards issues of
inequality and skills in social analysis and critical thinking. By
exploring social issues in an international and global context, students
will learn to see how any global issue is multidimensional, and
specifically, how inequalities are complex and constituted by the
interconnection of race, class, gender, sexuality, and other bases of
inequality.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
This course will be based on a combination of short lectures by
the instructor and student-led class discussions. Verbal and written
feedback on assignments is given during class discussions and through
using other tools as appropriate. Students are encouraged to visit the
instructor during office hours for more personalized feedback.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Introduction Introduction
2 Theoretical

Understanding of
Race, Class, and
Gender

Reviewing what was covered in
Race, Class and Gender I

3 Female Disadvantage
in Infant/Child
Mortality

Why does gender imbalance in
infant mortality occur?

4 Race and Queer
Family Formation

How does race and sexuality
intersect in the context of surrogacy?

5 Domestic Helpers How do gender and migration
intersect?

6 Queer Migration Do LGB immigrants really come to
the US from repressive countries?

7 Transnational
Adoption

Film viewing: "First Person Plural"

8 Diversity Policy in
Global Companies

How is diversity policy in global
companies localized?

9 Global Economy of
Desire

How do race, sex, and romance
intersect in the global economy of
desire?

10 War and Violence What is the "comfort women" issue?
11 Human Trafficking

and Sex Work
What is sex work? What are some
issues faced by migrant sex workers?

12 Drawing Borders Who are the "undocuqueer"?
13 Prepare for Final

Paper
Preparation and feedback for the
final paper

14 Review & Final Paper
Preparation

What have we learned in this
course? Preparing and submitting
the final paper

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Students are expected to complete the weekly readings and prepare for
class discussion. Please note that the assigned readings for this course
tend to be dense. As such, I recommend giving yourself ample time to
complete them, even if the number of pages assigned at any given time
appears small. Preparatory study and review time for this class are 2
hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. All readings will be provided by the instructor.

【References】
Further reference may be provided based on students’ areas of interest.

【Grading criteria】
Participation: 10%
Discussion facilitation: 20%
Weekly reading responses: 40%
Final paper: 30%

【Changes following student comments】
Students have generally evaluated the class positively. The instructor
will be attentive to student feedback and adjust workload and class
material, when necessary.

【Equipment student needs to prepare】
None. Students are encouraged to use computers/tablets for
class-related purposes in class.

【Prerequisite】
To take this class, students are expected to have passed "Race, Class
and Gender I."
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Seminar: Intersectionality: Multiple Inequalities I
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4
Day/Period：月3/Mon.3
Notes：Not Available for ESOP Students.

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
Race, class, gender and sexuality, nation and so on constitute our
identities, shape our experiences, and constrain as well as enrich our
lives. Importantly, they constitute interconnecting sources of inequality
in society and in the world today. In this seminar, students will read
and critique social theories and research informed by an intersectional
perspective that aims at understanding the complex, intersecting
nature of social inequalities. In the process, they will acquire tools and
develop perspectives to apply to their own research.

【Goal】
The main goal of this seminar is to develop students’ sensitivity towards
issues of inequality related to race, class, gender, sexuality, nationality
and so on, and expose them to the cutting-edge theoretical and empirical
works in the developing field of “intersectionality". Another goal is
to develop students’ skills in social research, discussion, presentation,
and writing. Learning to evaluate and critique ideas and research is a
particularly important goal in this seminar.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
Since this course is a seminar, it is taught primarily through student
presentations and discussions. Students deliver presentations on
selected readings as well as on their own research. Further, they also
engage in discussions based on critical reading of extant research and
theories, as well as on current relevant social issues. Feedback is given
orally after each presentation and discussion, and comments are given
to individual students on every assignment submitted.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Overview Overview
2 Doing Social Research

Critiquing Academic
Works

Overview of social research
Learning to critique a journal article

3 Reading on
Intersectionality (1)

Student presentation and discussion
of a reading relevant to
intersectionality

4 Reading on
Intersectionality (2)

Student presentation and discussion
of a reading relevant to
intersectionality

5 Research Proposal Student presentation of research
interests and topics
Learning to use library resources in
research

6 Research Reading and
Discussion (1)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

7 Research Reading and
Discussion (2)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

8 Research Reading and
Discussion (3)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

9 Research Reading and
Discussion (4)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

10 Research Reading and
Discussion (5)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

11 Research Reading and
Discussion (6)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

12 Research Workshop
and Consultation

Individual consultations on research
project

13 Research Paper
Presentations (1)

Student presentations and
discussion of research

14 Research Paper
Presentations (2)

Student presentations and
discussion of research

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Every week, there is work to do: reading, preparation for presentation,
and/or conducting research. Students are expected to keep up with
all this work to make the seminar work for them and other students.
Preparatory study and review time for this 4-credit class are at least 4
hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. Copies of journal articles and book chapters
will be distributed in class and uploaded on the Hosei Learning
Management System.

【References】
Collins, P. (2019). Intersectionality as critical theory. Durham, N.C.:
Duke University Press.
Collins, P. H., & Bilge, S. (2016). Intersectionality. Cambridge: Polity
Press.
Grzanka, Patrick R. (ed.) (2014). Intersectionality: A foundations and
frontiers reader. Boulder, CO: Westview Press.
Berger, M. T., & Guidroz, K. (eds.) (2009). The intersectional approach:
Transforming the academy through race, class and gender. Chapel Hill,
NC: University of North Carolina Press.
Dill, B. T., & Zambrana, R. E. (eds.) (2009). Emerging intersections:
Race, class, gender in theory, policy, and practice. New Brunswick, NJ:
Rutgers University Press.
Lykke, Nina. 2012. Feminist Studies: A Guide to Intersectional Theory,
Methodology and Writing. London: Routledge.
Jónasdóttir, Anna G., Valerie Bryson, and Kathleen B. Jones (eds).
2011. Sexuality, Gender and power: Intersectional and Transnational
Perspectives. London: Routledge.

【Grading criteria】
Clear instructions and goals are set for every assignment. The grade
will be calculated as follows:
Participation in class discussion (8%)
Reading presentations and discussant presentation (18%)
Critiques on readings (20%)
Research topic presentation and research paper presentation (14%)
Research paper (40%)

【Changes following student comments】
Students have been fully satisfied with the course, saying that it was
intense but worthwhile. However, the instructor will check constantly
with students to keep the workload reasonable.

【Others】
Students are expected to have passed Race, Class and Gender I.
However, this prerequisite may be waived if a student has the
equivalent academic background.
Students are expected to take both Intersectionality I and Intersection-
ality II, and in principle, they are expected to continue for two years.
Special arrangements will be made for students who study abroad for
one or two semesters.

【Prerequisite】
See "Others".

— 54 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC400ZA（社会学 / Sociology 400）

Seminar: Intersectionality: Multiple Inequalities I

Diana Khor

Credit(s)：2 ｜ Semester：春学期授業/Spring ｜ Year：3～
4
Day/Period：月4/Mon.4
Notes：Not Available for ESOP Students.

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
Race, class, gender and sexuality, nation and so on constitute our
identities, shape our experiences, and constrain as well as enrich our
lives. Importantly, they constitute interconnecting sources of inequality
in society and in the world today. In this seminar, students will read
and critique social theories and research informed by an intersectional
perspective that aims at understanding the complex, intersecting
nature of social inequalities. In the process, they will acquire tools and
develop perspectives to apply to their own research.

【Goal】
The main goal of this seminar is to develop students’ sensitivity towards
issues of inequality related to race, class, gender, sexuality, nationality
and so on, and expose them to the cutting-edge theoretical and empirical
works in the developing field of “intersectionality". Another goal is
to develop students’ skills in social research, discussion, presentation,
and writing. Learning to evaluate and critique ideas and research is a
particularly important goal in this seminar.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
Since this course is a seminar, it is taught primarily through student
presentations and discussions. Students deliver presentations on
selected readings as well as on their own research. Further, they also
engage in discussions based on critical reading of extant research and
theories, as well as on current relevant social issues. Feedback is given
orally after each presentation and discussion, and comments are given
to individual students on every assignment submitted.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Overview Overview
2 Doing Social Research

Critiquing Academic
Works

Overview of social research
Learning to critique a journal article

3 Reading on
Intersectionality (1)

Student presentation and discussion
of a reading relevant to
intersectionality

4 Reading on
Intersectionality (2)

Student presentation and discussion
of a reading relevant to
intersectionality

5 Research Proposal Student presentation of research
interests and topics
Learning to use library resources in
research

6 Research Reading and
Discussion (1)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

7 Research Reading and
Discussion (2)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

8 Research Reading and
Discussion (3)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

9 Research Reading and
Discussion (4)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

10 Research Reading and
Discussion (5)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

11 Research Reading and
Discussion (6)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

12 Research Workshop
and Consultation

Individual consultations on research
project

13 Research Paper
Presentations (1)

Student presentations and
discussion of research

14 Research Paper
Presentations (2)

Student presentations and
discussion of research

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Every week, there is work to do: reading, preparation for presentation,
and/or conducting research. Students are expected to keep up with
all this work to make the seminar work for them and other students.
Preparatory study and review time for this 4-credit class are at least 4
hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. Copies of journal articles and book chapters
will be distributed in class and uploaded on the Hosei Learning
Management System.

【References】
Collins, P. (2019). Intersectionality as critical theory. Durham, N.C.:
Duke University Press.
Collins, P. H., & Bilge, S. (2016). Intersectionality. Cambridge: Polity
Press.
Grzanka, Patrick R. (ed.) (2014). Intersectionality: A foundations and
frontiers reader. Boulder, CO: Westview Press.
Berger, M. T., & Guidroz, K. (eds.) (2009). The intersectional approach:
Transforming the academy through race, class and gender. Chapel Hill,
NC: University of North Carolina Press.
Dill, B. T., & Zambrana, R. E. (eds.) (2009). Emerging intersections:
Race, class, gender in theory, policy, and practice. New Brunswick, NJ:
Rutgers University Press.
Lykke, Nina. 2012. Feminist Studies: A Guide to Intersectional Theory,
Methodology and Writing. London: Routledge.
Jónasdóttir, Anna G., Valerie Bryson, and Kathleen B. Jones (eds).
2011. Sexuality, Gender and power: Intersectional and Transnational
Perspectives. London: Routledge.

【Grading criteria】
Clear instructions and goals are set for every assignment. The grade
will be calculated as follows:
Participation in class discussion (8%)
Reading presentations and discussant presentation (18%)
Critiques on readings (20%)
Research topic presentation and research paper presentation (14%)
Research paper (40%)

【Changes following student comments】
Students have been fully satisfied with the course, saying that it was
intense but worthwhile. However, the instructor will check constantly
with students to keep the workload reasonable.

【Others】
Students are expected to have passed Race, Class and Gender I.
However, this prerequisite may be waived if a student has the
equivalent academic background.
Students are expected to take both Intersectionality I and Intersection-
ality II, and in principle, they are expected to continue for two years.
Special arrangements will be made for students who study abroad for
one or two semesters.

【Prerequisite】
See "Others".
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【Outline and objectives】
Continuing with what they have learned in the spring semester in
"Seminar: Intersectionality I", students will read and critique social
theories and research informed by an intersectional perspective that
aims at understanding the complex, intersecting nature of social
inequalities. In the process, they will acquire tools and develop
perspectives to apply to their own research.

【Goal】
The main goal of this seminar is to develop students’ sensitivity towards
issues of inequality related to race, class, gender, sexuality, nationality
and so on, and expose them to the cutting-edge theoretical and empirical
works in the developing field of “intersectionality".
Another goal is to develop students’ skills in social research, discussion,
presentation, and writing. Learning to evaluate and critique ideas and
research is a particularly important goal in this seminar.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
This is a continuation of the seminar in the Spring semester, with
the same emphasis but more time devoted to student research. The
seminar research and readings, as much as possible, will be based on
students’ individual research interests. Feedback is given orally after
each presentation and discussion, and comments are given to individual
students on every assignment submitted. Talks by seminar alumni
on their careers and connection of the seminar to their work will be
scheduled in November and December. An updated schedule will be
provided in class.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Overview Overview
2 Research Workshop

(1)
Students will do in-class exercises
and discuss published research to
prepare them to conduct their own
research

3 Research Workshop
(2)

Students will do in-class exercises
and discuss published research to
prepare them to conduct their own
research

4 Research Reading and
Discussion (1)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

5 Research Reading and
Discussion (2)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

6 Research in Progress Research paper progress report and
help session
Decision on individual research
readings in the second half of the
seminar

7 Seminar Reading (1) Student presentation and discussion
on a reading relevant to
intersectionality

8 Seminar Reading (2) Student presentation and discussion
on a reading relevant to
intersectionality

9 Research Reading and
Discussion (3)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

10 Research Reading and
Discussion (4)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

11 Research Reading and
Discussion (5)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

12 Research Workshop
and Consultation

Individual consultation and peer
critique on research project

13 Research Paper
Presentations (1)

Research paper presentations and
discussions

14 Research Paper
Presentations (2)

Research paper presentations and
discussions

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Every week, there is work to do: reading, preparation for presentation,
and/or conducting research. Students are expected to keep up with all
this work to make the seminar work for them. Preparatory study and
review time for this 4-credit class are at least 4 hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. Copies of journal articles and book chapters
will be distributed in class and uploaded on the Hosei Learning
Management System.

【References】
Collins, P. (2019). Intersectionality as critical theory. Durham, N.C.:
Duke University Press.
Collins, P. H., & Bilge, S. (2016). Intersectionality. Cambridge: Polity
Press.
Grzanka, Patrick R. (ed.) (2014). Intersectionality: A foundations and
frontiers reader. Boulder, CO: Westview Press.
Berger, M. T., & Guidroz, K.(eds.) (2009). The intersectional approach:
Transforming the academy through race, class and gender. Chapel Hill,
NC: University of North Carolina Press.
Dill, B. T., & Zambrana, R. E. (eds.) (2009). Emerging intersections:
Race, class, gender in theory, policy, and practice. New Brunswick, NJ:
Rutgers University Press.
Lykke, Nina. 2012. Feminist Studies: A Guide to Intersectional Theory,
Methodology and Writing. London: Routledge.
Jónasdóttir, Anna G., Valerie Bryson, and Kathleen B. Jones (eds).
2011. Sexuality, Gender and power: Intersectional and Transnational
Perspectives. London: Routledge.

【Grading criteria】
Clear instructions and goals are set for every assignment. The grade
will be calculated as follows:
Participation in class discussion (8%)
Reading presentations and discussant presentation (18%)
Critiques on readings (20%)
Research-in-progress presentation, peer critique, and research paper
presentation (14%)
Research paper (40%)

【Changes following student comments】
Students have been fully satisfied with the course, saying that it is
intense but worthwhile. However, the instructor will check constantly
with students to keep the workload reasonable.

【Others】
Students are expected to have passed Seminar: Intersectionality I.
Students are expected to take both Intersectionality I and Intersection-
ality II, and in principle, they are expected to continue for two years.
Special arrangements will be made for students who study abroad for
one or two semesters.

【Prerequisite】
See "Others".
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【Outline and objectives】
Continuing with what they have learned in the spring semester in
"Seminar: Intersectionality I", students will read and critique social
theories and research informed by an intersectional perspective that
aims at understanding the complex, intersecting nature of social
inequalities. In the process, they will acquire tools and develop
perspectives to apply to their own research.

【Goal】
The main goal of this seminar is to develop students’ sensitivity towards
issues of inequality related to race, class, gender, sexuality, nationality
and so on, and expose them to the cutting-edge theoretical and empirical
works in the developing field of “intersectionality".
Another goal is to develop students’ skills in social research, discussion,
presentation, and writing. Learning to evaluate and critique ideas and
research is a particularly important goal in this seminar.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
This is a continuation of the seminar in the Spring semester, with
the same emphasis but more time devoted to student research. The
seminar research and readings, as much as possible, will be based on
students’ individual research interests. Feedback is given orally after
each presentation and discussion, and comments are given to individual
students on every assignment submitted. Talks by seminar alumni
on their careers and connection of the seminar to their work will be
scheduled in November and December. An updated schedule will be
provided in class.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Overview Overview
2 Research Workshop

(1)
Students will do in-class exercises
and discuss published research to
prepare them to conduct their own
research

3 Research Workshop
(2)

Students will do in-class exercises
and discuss published research to
prepare them to conduct their own
research

4 Research Reading and
Discussion (1)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

5 Research Reading and
Discussion (2)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

6 Research in Progress Research paper progress report and
help session
Decision on individual research
readings in the second half of the
seminar

7 Seminar Reading (1) Student presentation and discussion
on a reading relevant to
intersectionality

8 Seminar Reading (2) Student presentation and discussion
on a reading relevant to
intersectionality

9 Research Reading and
Discussion (3)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

10 Research Reading and
Discussion (4)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

11 Research Reading and
Discussion (5)

Presentation and discussion of a
reading related to students’ research

12 Research Workshop
and Consultation

Individual consultation and peer
critique on research project

13 Research Paper
Presentations (1)

Research paper presentations and
discussions

14 Research Paper
Presentations (2)

Research paper presentations and
discussions

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Every week, there is work to do: reading, preparation for presentation,
and/or conducting research. Students are expected to keep up with all
this work to make the seminar work for them. Preparatory study and
review time for this 4-credit class are at least 4 hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. Copies of journal articles and book chapters
will be distributed in class and uploaded on the Hosei Learning
Management System.

【References】
Collins, P. (2019). Intersectionality as critical theory. Durham, N.C.:
Duke University Press.
Collins, P. H., & Bilge, S. (2016). Intersectionality. Cambridge: Polity
Press.
Grzanka, Patrick R. (ed.) (2014). Intersectionality: A foundations and
frontiers reader. Boulder, CO: Westview Press.
Berger, M. T., & Guidroz, K.(eds.) (2009). The intersectional approach:
Transforming the academy through race, class and gender. Chapel Hill,
NC: University of North Carolina Press.
Dill, B. T., & Zambrana, R. E. (eds.) (2009). Emerging intersections:
Race, class, gender in theory, policy, and practice. New Brunswick, NJ:
Rutgers University Press.
Lykke, Nina. 2012. Feminist Studies: A Guide to Intersectional Theory,
Methodology and Writing. London: Routledge.
Jónasdóttir, Anna G., Valerie Bryson, and Kathleen B. Jones (eds).
2011. Sexuality, Gender and power: Intersectional and Transnational
Perspectives. London: Routledge.

【Grading criteria】
Clear instructions and goals are set for every assignment. The grade
will be calculated as follows:
Participation in class discussion (8%)
Reading presentations and discussant presentation (18%)
Critiques on readings (20%)
Research-in-progress presentation, peer critique, and research paper
presentation (14%)
Research paper (40%)

【Changes following student comments】
Students have been fully satisfied with the course, saying that it is
intense but worthwhile. However, the instructor will check constantly
with students to keep the workload reasonable.

【Others】
Students are expected to have passed Seminar: Intersectionality I.
Students are expected to take both Intersectionality I and Intersection-
ality II, and in principle, they are expected to continue for two years.
Special arrangements will be made for students who study abroad for
one or two semesters.

【Prerequisite】
See "Others".
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【Outline and objectives】
This class sees our society through the lens of race, class and gender
to understand how privilege and inequality are produced, maintained,
naturalized and challenged. The course will look at how various
inequalities are connected to one another through examining global,
national and local issues. Students will learn to analyze how race,
class, gender, and sexuality are connected to each other as intersecting
inequalities in a society and the world, and on that basis, consider the
possibility of an equal but diverse world.

【Goal】
Through lectures, discussion and written assignments, students will
learn concepts and theories to analyze how race, class, gender and
sexuality affect individuals and society. They will learn to apply these
analytical tools and knowledge to form critical opinions on current
issues related to various bases of inequalities. Students will acquire
skills in critical thinking, analysis and writing that can be applied in
other academic fields as well as future careers.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
This course will be based on a combination of short lectures by
the instructor and student-led class discussions. Verbal and written
feedback on assignments is given during class discussions and through
using other tools as appropriate. Students are encouraged to visit the
instructor during office hours for more personalized feedback.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Introduction Introduction
2 Foundation:

“Inequality”
What do we mean by inequality?

3 Foundation: “Social
Class”

How do major social scientists
conceptualize social class?

4 Social Class in Japan What does social stratification in
Japan look like?

5 Foundation:
“Race and Ethnicity”

What are the main theoretical
approaches to race and ethnicity?

6 Critical Race Theory What are the key premises of
Critical Race Theory?

7 Defining
Japaneseness

What does the mixed-race
experience in Japan look like?

8 Foundation:
“Gender”

What are the main theoretical
approaches to gender?

9 Gender Inequality in
Japan

What does gender inequality in
Japan look like?

10 Foundation:
“Sexuality”

What are the main theoretical
approaches to sexuality?

11 Sexuality Inequality
in the Labor Market

What does labor market
discrimination based on sexual
orientation look like?

12 Foundation:
“Intersectionality”

What is intersectionality?

13 Prepare for Final
Paper

Preparation and feedback for the
final paper

14 Review & Final Paper
Preparation

What have we learned in this
course? Preparing and submitting
the final paper

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Students are expected to complete the weekly readings and prepare for
class discussion. Please note that the assigned readings for this course
tend to be dense. As such, I recommend giving yourself ample time to
complete them, even if the number of pages assigned at any given time
appears small. Preparatory study and review time for this class are 2
hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. All readings will be provided by the instructor.

【References】
Further references may be provided based on students’ areas of interest.

【Grading criteria】
Participation: 10%
Discussion facilitation: 20%
Weekly reading responses: 40%
Final paper: 30%

【Changes following student comments】
Students have generally evaluated the class positively. The instructor
will be attentive to student feedback and adjust workload and class
material, when necessary.

【Equipment student needs to prepare】
None. Students are encouraged to use computers/tablets for
class-related purposes in class.

【Others】
Students are strongly encouraged to take Race, Class and Gender II
after completing Race, Class, Gender I. Students who have passed Race,
Class and Gender I will be given admission priority to the seminar
"Intersectionality: Multiple Inequalities."

【Prerequisite】
Students who intend to enroll in this course are expected to have passed
"Introduction to Sociology."
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【Outline and objectives】
This class builds on what students have learned in Race, Class and
Gender I to look at how inequalities are inter-connected through
examining various global issues. Students will learn to analyze how
race, class, gender, and sexuality are connected to each other as
intersecting inequalities in a society and the world, and on that basis,
consider the possibility of an equal but diverse world.

【Goal】
A major goal is to develop students’ sensitivity towards issues of
inequality and skills in social analysis and critical thinking. By
exploring social issues in an international and global context, students
will learn to see how any global issue is multidimensional, and
specifically, how inequalities are complex and constituted by the
interconnection of race, class, gender, sexuality, and other bases of
inequality.

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this class?】
Will be able to gain “DP 1”, “DP 2”, “DP 3”, and “DP 4”.

【Method(s)】
This course will be based on a combination of short lectures by
the instructor and student-led class discussions. Verbal and written
feedback on assignments is given during class discussions and through
using other tools as appropriate. Students are encouraged to visit the
instructor during office hours for more personalized feedback.

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
あり / Yes

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 Introduction Introduction
2 Theoretical

Understanding of
Race, Class, and
Gender

Reviewing what was covered in
Race, Class and Gender I

3 Female Disadvantage
in Infant/Child
Mortality

Why does gender imbalance in
infant mortality occur?

4 Race and Queer
Family Formation

How does race and sexuality
intersect in the context of surrogacy?

5 Domestic Helpers How do gender and migration
intersect?

6 Queer Migration Do LGB immigrants really come to
the US from repressive countries?

7 Transnational
Adoption

Film viewing: "First Person Plural"

8 Diversity Policy in
Global Companies

How is diversity policy in global
companies localized?

9 Global Economy of
Desire

How do race, sex, and romance
intersect in the global economy of
desire?

10 War and Violence What is the "comfort women" issue?
11 Human Trafficking

and Sex Work
What is sex work? What are some
issues faced by migrant sex workers?

12 Drawing Borders Who are the "undocuqueer"?
13 Prepare for Final

Paper
Preparation and feedback for the
final paper

14 Review & Final Paper
Preparation

What have we learned in this
course? Preparing and submitting
the final paper

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Students are expected to complete the weekly readings and prepare for
class discussion. Please note that the assigned readings for this course
tend to be dense. As such, I recommend giving yourself ample time to
complete them, even if the number of pages assigned at any given time
appears small. Preparatory study and review time for this class are 2
hours each.

【Textbooks】
No textbook will be used. All readings will be provided by the instructor.

【References】
Further reference may be provided based on students’ areas of interest.

【Grading criteria】
Participation: 10%
Discussion facilitation: 20%
Weekly reading responses: 40%
Final paper: 30%

【Changes following student comments】
Students have generally evaluated the class positively. The instructor
will be attentive to student feedback and adjust workload and class
material, when necessary.

【Equipment student needs to prepare】
None. Students are encouraged to use computers/tablets for
class-related purposes in class.

【Prerequisite】
To take this class, students are expected to have passed "Race, Class
and Gender I."
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LAW100LA（法学 / law 100）

Law (Constitution of Japan)

金子　匡良

Credit(s)：2 ｜ Semester：春学期授業/Spring ｜ Year：1～
4
Day/Period：集中・その他/intensive・other courses
Notes：Not Available for ESOP Students.

その他属性：〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
この授業では、まず憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立
した歴史的背景について学び、法体系における憲法の存在意義・機
能・役割を理解する。その上で、日本国憲法の歴史と全体構造を概
観し、日本国憲法が社会において果たしている役割、あるいは果た
すべき役割について考える。この授業の目的は、単に憲法の知識を
学ぶことにあるのではなく、憲法を通じて現代社会の諸問題を分析
し、自分なりの考えを提示できる力を養うことにある。

【Goal】
①憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立した歴史的背景に
ついて理解する。
②法体系における憲法の機能と役割、および憲法の特質を理解する。
③日本国憲法が成立した歴史的経緯および日本国憲法の構造につい
て理解する。
④現代社会で生起する諸問題について分析する力を養う。

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this
class?】

【Method(s)】
授業はHoppiiを通じて配布するプリントと動画を用いて、オンデマ
ンド形式のオンライン授業で行う。受講者は予めプリントをダウン
ロードし、一読の上で動画を視聴し、自己学習を行う。質問はHoppii
の掲示板、およびメールを通じて受け付ける。質問等に対するフィー
ドバックはHoppiiまたは個別のメールを通じて行う。

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
なし / No

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：オンライン/online
No. Theme Contents
第1回 憲法の意義と機能 法体系における憲法の位置づけと

立憲主義の意義について学ぶ
第2回 憲法の歴史① 近代国家と近代憲法の成立経緯に

ついて学ぶ
第3回 憲法の歴史② 近代国家から現代国家への変遷、

それに伴う現代憲法の成立につい
て学ぶ

第4回 日本国憲法の概要 日本国憲法の制定経緯と構造につ
いて学ぶ

第5回 国民主権・天皇制 国民主権の意義と象徴天皇制の意
義、および天皇の権能について学
ぶ

第6回 平和主義 平和主義の内容とその変遷につい
て学ぶ

第7回 平等権 平等権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第8回 表現の自由 表現の自由の意義とそれに関する
判例について学ぶ

第9回 参政権 参政権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第10回 社会権 社会権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第11回 権力分立 権力分立の類型と議院内閣制につ
いて学ぶ

第12回 違憲審査制 違憲審査制の意義と限界について
学ぶ

第13回 司法権の独立 司法権の独立の意義とそれを脅か
す要因について学ぶ

第14回 全体のまとめ 授業全体のまとめと期末試験を行
う

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
事前にHoppiiからプリントをダウンロードし、それをよく読んで要
点を把握するとともに、疑問点を明らかにしておく。動画を視聴し
て自己学習を行った後に、プリントの内容が理解できたかどうか、ま
た事前に抱いた疑問点が解明できたかどうかを確認し、授業内容を
復習する。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【Textbooks】
テキストは指定しない。授業はHoppiiを通じて配布するプリントを
用いて行う。

【References】
毛利透『グラフィック憲法入門〔第2版〕』（新世社、2021年）
芦部信喜（高橋和之（補訂））『憲法〔第8版〕』（岩波書店、2023年）
安西文雄・巻美矢紀・宍戸常寿『憲法学読本〔第 3版〕』（有斐閣、
2018年）
その他の参考文献は、授業の中で適宜紹介する。

【Grading criteria】
上記「到達目標」の達成度を学期末にオンラインで実施する期末試
験の点数で判断し、成績を評価する（100％）。

【Changes following student comments】
法学の初学者が多いことを考慮して、なるべく平易な説明を心がける。

【Others】
国会議員政策担当秘書の実務経験がある。その知識と経験を活かし
て、日本の政治運営の実態、および現実政治における法の役割につ
いても授業の中で随時触れていく。

【Outline (in English)】
In this class, students will first learn about constitutionalism,
which is the foundation of the Constitution, and the historical
background of the Constitution. The class will then overview
the history and overall structure of the Constitution of Japan,
and consider the role that the Constitution of Japan plays, or
should play, in society. The purpose of this class is not merely
to learn about the Constitution, but to develop the ability to
analyze various issues in contemporary society through the
Constitution.
Before/after each class, students will be expected to read the
printouts distributed by Hoppii. Your required study time is at
least four hours for each class.
Grading will be decided based on term-end examination
(100%).
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Law (Constitution of Japan)

金子　匡良

Credit(s)：2 ｜ Semester：秋学期授業/Fall ｜ Year：1～4
Day/Period：集中・その他/intensive・other courses
Notes：Not Available for ESOP Students.

その他属性：〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
この授業では、まず憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立
した歴史的背景について学び、法体系における憲法の存在意義・機
能・役割を理解する。その上で、日本国憲法の歴史と全体構造を概
観し、日本国憲法が社会において果たしている役割、あるいは果た
すべき役割について考える。この授業の目的は、単に憲法の知識を
学ぶことにあるのではなく、憲法を通じて現代社会の諸問題を分析
し、自分なりの考えを提示できる力を養うことにある。

【Goal】
①憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立した歴史的背景に
ついて理解する。
②法体系における憲法の機能と役割、および憲法の特質を理解する。
③日本国憲法が成立した歴史的経緯および日本国憲法の構造につい
て理解する。
④現代社会で生起する諸問題について分析する力を養う。

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this
class?】

【Method(s)】
授業はHoppiiを通じて配布するプリントと動画を用いて、オンデマ
ンド形式のオンライン授業で行う。受講者は予めプリントをダウン
ロードし、一読の上で動画を視聴し、自己学習を行う。質問はHoppii
の掲示板、およびメールを通じて受け付ける。質問等に対するフィー
ドバックはHoppiiまたは個別のメールを通じて行う。

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
なし / No

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：オンライン/online
No. Theme Contents
第1回 憲法の意義と機能 法体系における憲法の位置づけと

立憲主義の意義について学ぶ
第2回 憲法の歴史① 近代国家と近代憲法の成立経緯に

ついて学ぶ
第3回 憲法の歴史② 近代国家から現代国家への変遷、

それに伴う現代憲法の成立につい
て学ぶ

第4回 日本国憲法の概要 日本国憲法の制定経緯と構造につ
いて学ぶ

第5回 国民主権・天皇制 国民主権の意義と象徴天皇制の意
義、および天皇の権能について学
ぶ

第6回 平和主義 平和主義の内容とその変遷につい
て学ぶ

第7回 平等権 平等権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第8回 表現の自由 表現の自由の意義とそれに関する
判例について学ぶ

第9回 参政権 参政権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第10回 社会権 社会権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第11回 権力分立 権力分立の類型と議院内閣制につ
いて学ぶ

第12回 違憲審査制 違憲審査制の意義と限界について
学ぶ

第13回 司法権の独立 司法権の独立の意義とそれを脅か
す要因について学ぶ

第14回 全体のまとめ 授業全体のまとめと期末試験を行
う

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
事前にHoppiiからプリントをダウンロードし、それをよく読んで要
点を把握するとともに、疑問点を明らかにしておく。動画を視聴し
て自己学習を行った後に、プリントの内容が理解できたかどうか、ま
た事前に抱いた疑問点が解明できたかどうかを確認し、授業内容を
復習する。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【Textbooks】
テキストは指定しない。授業はHoppiiを通じて配布するプリントを
用いて行う。

【References】
毛利透『グラフィック憲法入門〔第2版〕』（新世社、2021年）
芦部信喜（高橋和之（補訂））『憲法〔第8版〕』（岩波書店、2023年）
安西文雄・巻美矢紀・宍戸常寿『憲法学読本〔第 3版〕』（有斐閣、
2018年）
その他の参考文献は、授業の中で適宜紹介する。

【Grading criteria】
上記「到達目標」の達成度を学期末にオンラインで実施する期末試
験の点数で判断し、成績を評価する（100％）。

【Changes following student comments】
法学の初学者が多いことを考慮して、なるべく平易な説明を心がける。

【Others】
国会議員政策担当秘書の実務経験がある。その知識と経験を活かし
て、日本の政治運営の実態、および現実政治における法の役割につ
いても授業の中で随時触れていく。

【Outline (in English)】
In this class, students will first learn about constitutionalism,
which is the foundation of the Constitution, and the historical
background of the Constitution. The class will then overview
the history and overall structure of the Constitution of Japan,
and consider the role that the Constitution of Japan plays, or
should play, in society. The purpose of this class is not merely
to learn about the Constitution, but to develop the ability to
analyze various issues in contemporary society through the
Constitution.
Before/after each class, students will be expected to read the
printouts distributed by Hoppii. Your required study time is at
least four hours for each class.
Grading will be decided based on term-end examination
(100%).
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Law (Constitution of Japan)

茂木　洋平

Credit(s)：2 ｜ Semester：春学期授業/Spring ｜ Year：1～
4
Day/Period：火2/Tue.2
Notes：Not Available for ESOP Students.

その他属性：〈Ｓ〉

【Outline and objectives】
下記の目標を達するため、授業期間の初期に、法全般に関わる基礎
的概念・理解に関する内容を取り上げ解説した上で、以降の期間で
日本国憲法に関する講義を行う。①立憲主義や権力分立など憲法そ
のものの土台に関わる原理、②日本国憲法の基本原則（「国民主権」
「基本的人権の尊重」「平和主義」）、③そこでの統治の仕組みの３つ
がその柱となる。受講者が初学者であることを踏まえて、法一般や
憲法に関わる今日的なトピックを多く取り上げることで、抽象的な
議論・講述に偏ることを避け、基本的理解が容易に得られるように
講義を進める。

【Goal】
おもに初学者を対象に、法と国家および社会の関係に関する理解を
踏まえて、日本国憲法の理念や構成を理解することをテーマとする。
日本国憲法の基本原理とそれに基づく内容構成、特徴などの〝正し
い理解〟を通じて、憲法を中心とした法体系の基本構造を把握し、あ
わせて基礎的な法的知識を身に付けることで、民主的国家の市民と
して、また主権者として必要な法的・制度的知識と資質を習得する
ことが授業の目標である。それと同時に、現実の社会における様々
な法関係に対して、適切かつ妥当な対応ができるような、いわゆる
「リーガルマインド（法的思考）」の涵養も目指す。

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this
class?】

【Method(s)】
前半はオンデマンド型講義を実施する。教科書は使用せず、配布資
料を基に講義を進める。後半は対面型とする。ウェブに動画資料を
アップする。質疑応答は、対面講義中は講義終了後、オンデマンド
講義中はウェブ上の掲示板を通じて行う。
受けた質問に関するポイントの解説は、次回以降の授業の中で適宜
行う

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
なし / No

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 ガイダンス 日本国憲法を学ぶ意義
2 憲法とは何か 憲法の概要を学ぶ
3 国家の成立 国家の存在意義と憲法の意義
4 国家の役割 国家が果たすべき役割
5 日本国憲法と立憲主

義
日本国憲法と立憲主義の関係性に
ついて学ぶ

6 グローバル化と日本
国憲法

グローバル化が日本国憲法に突き
付けた課題を学ぶ　

7 統治の基礎①　 日本国憲法と権力分立の意義につ
いて学ぶ

8 統治の基礎② 国会の役割について学ぶ
9 統治の基礎③ 内閣と裁判所について学ぶ　
10 日本国憲法の基本原

理
日本国憲法の基本的原理である国
民主権の意義について学ぶ　

11 日本国憲法と人権保
障①

人権保障の特色
基本的人権の保障の限界

12 日本国憲法と人権保
障②

私人間における人権保障

13 日本国憲法と人権保
障③

法の下の平等（総論）

14 日本国憲法と人権保
障④　

法の下の平等（各論）　
日本国憲法と家族

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
講義中に指示した資料を閲覧する（紙媒体の資料だけでなく、YouTube
等の動画の閲覧を指示する場合もある）。　
講義内容をメモにまとめ、分かり易い文章にまとめる（講義内容につ
いてレポート作成を求めるため、この作業は成績評価とも直結する）。

【Textbooks】
特に使用しない。

【References】
講義中に適宜指示する。

【Grading criteria】
講義前半（対面型）の課題レポート（50％）と講義後半（オンデマ
ンド型）の課題レポート（50％）によって、到達目標欄に記載した
『憲法の体系的理解』『基礎的法知識』『リーガルマインドの涵養』の
達成度を測ることで評価する。　

【Changes following student comments】
特になし。

【Outline (in English)】
Learn basic knowledge about the Constitution of Japan.
The theme is to understand the philosophy and structure
of the Constitution of Japan, mainly for beginners, based
on their understanding of the relationship between law and
the state and society. By grasping the basic structure of
the legal system centered on the Constitution and acquiring
basic legal knowledge through "correct understanding" of the
basic principles of the Constitution of Japan and the content
structure and characteristics based on it. The goal of the
lesson is to acquire the legal and institutional knowledge and
qualities necessary as a citizen of a democratic nation and as
a sovereign. At the same time, we aim to cultivate a so-called
"legal mind" that can respond appropriately and appropriately
to various legal relationships in the real world.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Browse the materials instructed during the lecture (in some
cases, you may instruct to view videos such as YouTube as well
as paper materials).
Summarize the content of the lecture in a memo and
summarize it in easy-to-understand sentences (this work is
directly linked to grade evaluation because a report is required
for the content of the lecture).
The grades will be based on an evaluation of the following
points.
"Systematic understanding of the Constitution", "Basic legal
knowledge" described in the achievement goal column by the
task report (50%) in the first half of the lecture (face-to-face
type) and the task report (50%) in the second half of the
lecture (on-demand type). Evaluate by measuring the degree
of achievement of "Legal Mind Development".
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【Outline and objectives】
下記の目標を達するため、授業期間の初期に、法全般に関わる基礎
的概念・理解に関する内容を取り上げ解説した上で、以降の期間で
日本国憲法に関する講義を行う。①立憲主義や権力分立など憲法そ
のものの土台に関わる原理、②日本国憲法の基本原則（「国民主権」
「基本的人権の尊重」「平和主義」）、③そこでの統治の仕組みの３つ
がその柱となる。受講者が初学者であることを踏まえて、法一般や
憲法に関わる今日的なトピックを多く取り上げることで、抽象的な
議論・講述に偏ることを避け、基本的理解が容易に得られるように
講義を進める。

【Goal】
おもに初学者を対象に、法と国家および社会の関係に関する理解を
踏まえて、日本国憲法の理念や構成を理解することをテーマとする。
日本国憲法の基本原理とそれに基づく内容構成、特徴などの〝正し
い理解〟を通じて、憲法を中心とした法体系の基本構造を把握し、あ
わせて基礎的な法的知識を身に付けることで、民主的国家の市民と
して、また主権者として必要な法的・制度的知識と資質を習得する
ことが授業の目標である。それと同時に、現実の社会における様々
な法関係に対して、適切かつ妥当な対応ができるような、いわゆる
「リーガルマインド（法的思考）」の涵養も目指す。

【Which item of the diploma policy will be obtained by taking this
class?】

【Method(s)】
前半はオンデマンド型講義を実施する。教科書は使用せず、配布資
料を基に講義を進める。後半は対面型とする。ウェブに動画資料を
アップする。質疑応答は、対面講義中は講義終了後、オンデマンド
講義中はウェブ上の掲示板を通じて行う。
受けた質問に関するポイントの解説は、次回以降の授業の中で適宜
行う

【Active learning in class (Group discussion, Debate.etc.)】
なし / No

【Fieldwork in class】
なし / No

【Schedule】授業形態：対面/face to face
No. Theme Contents
1 ガイダンス 日本国憲法を学ぶ意義
2 憲法とは何か 憲法の概要を学ぶ
3 国家の成立 国家の存在意義と憲法の意義
4 国家の役割 国家が果たすべき役割
5 日本国憲法と立憲主

義
日本国憲法と立憲主義の関係性に
ついて学ぶ

6 グローバル化と日本
国憲法

グローバル化が日本国憲法に突き
付けた課題を学ぶ　

7 統治の基礎①　 日本国憲法と権力分立の意義につ
いて学ぶ

8 統治の基礎② 国会の役割について学ぶ
9 統治の基礎③ 内閣と裁判所について学ぶ　
10 日本国憲法の基本原

理
日本国憲法の基本的原理である国
民主権の意義について学ぶ　

11 日本国憲法と人権保
障①

人権保障の特色
基本的人権の保障の限界

12 日本国憲法と人権保
障②

私人間における人権保障

13 日本国憲法と人権保
障③

法の下の平等（総論）

14 日本国憲法と人権保
障④　

法の下の平等（各論）　
日本国憲法と家族

【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
講義中に指示した資料を閲覧する（紙媒体の資料だけでなく、YouTube
等の動画の閲覧を指示する場合もある）。　
講義内容をメモにまとめ、分かり易い文章にまとめる（講義内容につ
いてレポート作成を求めるため、この作業は成績評価とも直結する）。

【Textbooks】
特に使用しない。

【References】
講義中に適宜指示する。

【Grading criteria】
講義前半（対面型）の課題レポート（50％）と講義後半（オンデマ
ンド型）の課題レポート（50％）によって、到達目標欄に記載した
『憲法の体系的理解』『基礎的法知識』『リーガルマインドの涵養』の
達成度を測ることで評価する。　

【Changes following student comments】
特になし。

【Outline (in English)】
Learn basic knowledge about the Constitution of Japan.
The theme is to understand the philosophy and structure
of the Constitution of Japan, mainly for beginners, based
on their understanding of the relationship between law and
the state and society. By grasping the basic structure of
the legal system centered on the Constitution and acquiring
basic legal knowledge through "correct understanding" of the
basic principles of the Constitution of Japan and the content
structure and characteristics based on it. The goal of the
lesson is to acquire the legal and institutional knowledge and
qualities necessary as a citizen of a democratic nation and as
a sovereign. At the same time, we aim to cultivate a so-called
"legal mind" that can respond appropriately and appropriately
to various legal relationships in the real world.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Browse the materials instructed during the lecture (in some
cases, you may instruct to view videos such as YouTube as well
as paper materials).
Summarize the content of the lecture in a memo and
summarize it in easy-to-understand sentences (this work is
directly linked to grade evaluation because a report is required
for the content of the lecture).
Learn basic knowledge about the Constitution of Japan.
The theme is to understand the philosophy and structure
of the Constitution of Japan, mainly for beginners, based
on their understanding of the relationship between law and
the state and society. By grasping the basic structure of
the legal system centered on the Constitution and acquiring
basic legal knowledge through "correct understanding" of the
basic principles of the Constitution of Japan and the content
structure and characteristics based on it. The goal of the
lesson is to acquire the legal and institutional knowledge and
qualities necessary as a citizen of a democratic nation and as
a sovereign. At the same time, we aim to cultivate a so-called
"legal mind" that can respond appropriately and appropriately
to various legal relationships in the real world.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Browse the materials instructed during the lecture (in some
cases, you may instruct to view videos such as YouTube as well
as paper materials).
Summarize the content of the lecture in a memo and
summarize it in easy-to-understand sentences (this work is
directly linked to grade evaluation because a report is required
for the content of the lecture).
The grades will be based on an evaluation of the following
points.
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"Systematic understanding of the Constitution", "Basic legal
knowledge" described in the achievement goal column by the
task report (50%) in the first half of the lecture (face-to-face
type) and the task report (50%) in the second half of the
lecture (on-demand type). Evaluate by measuring the degree
of achievement of "Legal Mind Development".
"Systematic understanding of the Constitution", "Basic legal
knowledge" described in the achievement goal column by the
task report (50%) in the first half of the lecture (face-to-face
type) and the task report (50%) in the second half of the
lecture (on-demand type). Evaluate by measuring the degree
of achievement of "Legal Mind Development".
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LANj300LA（日本語 / Japanese language education 300）

日本語コミュニケーションＡ

副島　健作

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2 ｜ キャンパス：市ヶ谷
備考（履修条件等）：定員制（30名）／2017年度以降入学者_ILAC
科目_300番台総合科目_総合科目
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一般の日本人母語話者（日本人）は「日本語」が話せるので，ある程
度日本語をマスターした外国人留学生とはスムーズにコミュニケー
ションができると考えている人が多い。しかし，「言語」がある一定
以上できるからといってその知識はコミュニケーションを保証して
はくれない。なぜなら，コミュニケーションは相互行為であり，そ
こには「言語」以外の要素が複雑に絡み合っているからだ。コミュ
ニケーションが成り立たなかったとしても，一方だけに責任がある
というわけではない。無意識にした発話行為が相手の期待に反する
表現や行動と捉えられた場合，コミュニケーションはとたんにブレ
イクしてしまう。
　日本語コミュニケーションをスムーズに行うため，身近な日本語
がどのように成り立っているかを分析し，無意識に使っている日本
語の奥にひそむ法則性を見つけ出す。日本語に関する知識の形成，
日本語学習者の母語など他の言語との相違，コミュニケーションの
ための文法・語彙について考えを深める。

【到達目標】
1.言語資料から言語的事象を取り出す方法を身につける。
2.広く相対的な観点から日本語を捉える方法を身につける。
3.相手の感情を害する誤用とはどういうものか，発話スタイルなど，
誤用以外にも相手の感情に影響するものがあるか，考える。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
おもに，身近な日本語，不思議に思えるような現象をテーマにして
講義します。
　必要に応じて，フィードバックします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の基本的な姿勢，自分で考え，

自分の考えをほかの人に積極的に
伝え，ほかの人に意見を聞いてさ
らに考えを深めようという姿勢に
ついて概観します

2 「ことばの意味」につ
いて

分析の材料として「ことばの意味」
を取り上げます

3 「和語・漢語・外来
語」について

分析の材料として「和語・漢語・
外来語」を取り上げます

4 「会話の失敗」につい
て

分析の材料として「会話の失敗」
を取り上げます

5 「ことば遊び」につい
て

分析の材料として「ことば遊び」
を取り上げます

6 「話しことばと書きこ
とば」について

分析の材料として「話しことばと
書きことば」を取り上げます

7 「あいまい文」につい
て

分析の材料として「あいまい文」
を取り上げます

8 「マンガのことば」に
ついて

分析の材料として「マンガのこと
ば」を取り上げます

9 「方言」について 分析の材料として「方言」を取り
上げます

10 「漫才とことば」につ
いて

分析の材料として「漫才とことば」
を取り上げます

11 「非母語話者の日本
語」について

分析の材料として「非母語話者の
日本語」について取り上げます

12 受講生による「不思
議な日本語の現象」
の発表 1

これまで学んできた内容をふまえ
て，受講生が気になる日本語の現
象について議論します。受講生の
半分が発表します。

13 受講生による「不思
議な日本語の現象」
の発表 2

これまで学んできた内容をふまえ
て，受講生が気になる日本語の現
象について議論します。前回発表
しなかった受講生が発表します。

14 授業内試験 以上13回分の内容についての理解
度を確認するとともに，到達目標
がどのくらい達成されたかを測り
ます

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについての日本語の現象について，身近な例をたくさん
集め，意識的に観察し，自分なりに真剣に考えてみてください。
　本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
野田尚史・野田晴美（2017）『日本語を分析するレッスン』大修館
書店

【参考書】
必要に応じて授業中に紹介しますが，まずは平凡社『コミュニケー
ション事典』をあげておきます。

【成績評価の方法と基準】
平常点40点，試験の得点60点，合計100点で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
日本語コミュニケーションの体現者として，また討論への参加者と
して，留学生と日本人学生両方の履修を期待します。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Many people think that because ordinary Japanese native
speakers can speak "Japanese," they can communicate
smoothly with foreign students who have mastered Japanese
to some extent. However, just because one can speak a
certain level of "language" does not mean that this knowledge
guarantees communication. This is because communication is
a reciprocal act, in which factors other than "language" are
intricately intertwined. If communication fails, it does not
mean that only one party is responsible. If an unconscious act
of speech goes against the expectation of the other person, the
communication will break down.
　 In order to make Japanese communication smooth, we
will analyze how familiar Japanese language is formed and
find out the laws behind the Japanese we use unconsciously.
Students will deepen their thinking about the formation of
knowledge about the Japanese language, its differences from
other languages such as the native language of Japanese
learners, and grammar and vocabulary for communication.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1. To learn how to extract linguistic events from linguistic
materials.
2. To learn how to understand the Japanese language from a
broad and relative perspective.
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3. To think about what kinds of misuse of Japanese language
are harmful to others’ feelings, and whether there are other
things that affect others’ feelings besides misuse, such as
speech style.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to collect many familiar examples of
Japanese phenomena on each topic, observe them consciously,
and think seriously about them in your own way. Your study
time will be more than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 60%, in class contribution: 40%
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LANj300LA（日本語 / Japanese language education 300）

日本語コミュニケーションＢ

副島　健作

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2 ｜ キャンパス：市ヶ谷
備考（履修条件等）：定員制（30名）／2017年度以降入学者_ILAC
科目_300番台総合科目_総合科目
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一般の日本人母語話者 (日本人)は「日本語」が話せるので，ある程
度日本語をマスターした外国人留学生とはスムーズにコミュニケー
ションができると考えている人が多い。しかし，「言語」がある一定
以上できるからといってその知識はコミュニケーションを保証して
はくれない。なぜなら，コミュニケーションは相互行為であり，そ
こには「言語」以外の要素が複雑に絡み合っているからだ。現実の
ことばは「非流ちょう」であるが，母語話者のことばと非母語話者の
ことばには「規則性」において大きな違いがある。無意識にした発
話行為が相手の期待に反する表現や行動と捉えられた場合，コミュ
ニケーションはとたんにブレイクしてしまう。
　日本語コミュニケーションをスムーズに行うため，母語話者の非
流ちょうな日本語，とくに文節単位のコマ切れ発話を分析し，どのよ
うな規則性があるかを見つけ出す。日本語に関する知識の形成，日
本語学習者の母語など他の言語との相違，コミュニケーションのた
めの文法・語彙について考えを深める。

【到達目標】
1. 現実の発話の姿について理解し，コミュニケーションを成立させ
る能力を培うこと。
2. コミュニケーションが成立しないときには，相手との協力のもと，
関係を修復できる知識と能力を身に着けること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
おもに，身近な日本語，不思議に思えるような現象をテーマにして
講義します。
　また，必要に応じてフィードバックします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 「ことば」について 一般に「ことば」について解説し

ます
2 「きもちの文法」につ

いて
「きもちの文法」について解説しま
す

3 「きもちの文法」と
「組み合わせの文法」
の関係

「きもちの文法」と「組み合わせの
文法」の関係について概観します

4 「きもちの文法」の先
行研究

「きもちの文法」の先行研究につい
て概観します

5 「きもち」「権力」「会
話」を取り入れた文
法について　ⅰ: 付
属語だけの発話と従
属節の発話

きもち・権力・会話を取り入れる
ことで新たにとらえられる発話を
取り扱います
・付属語だけの発話
・従属節の発話

6 「きもち」「権力」「会
話」を取り入れた文
法について　 ii: 文節
の発話と語の発話

きもち・権力・会話を取り入れる
ことで新たにとらえられる発話を
取り扱います
・文節の発話
・語の発話

7 「非流ちょう性」につ
いて　ⅰ: ことばの
量の不具合とことば
の質の不具合

非流ちょうな発話のパターンを取
り上げます
・ことばの量の不具合
・ことばの質の不具合

8 「非流ちょう性」につ
いて　ⅱ: ・ことば
の処理サイズの縮小
とことばが出てこず
発話が停滞

非流ちょうな発話のパターンを取
り上げます
・ことばの処理サイズの縮小
・ことばが出てこず発話が停滞

9 「こま切れの文法」の
定義

「文節単位のこま切れ発話」とはな
にかについて解説します

10 「文節単位のこま切れ
発話」について　ⅰ:
語順，イントネー
ション，判定詞の表
れ

「文節単位のこま切れ発話」の特徴
について解説します
・語順
・イントネーション
・判定詞の表れ

11 「文節単位のこま切れ
発話」について　 ii:
終助詞の表れと【跳
躍的上昇】の現れ

「文節単位のこま切れ発話」の特徴
について解説します
・終助詞の表れ
・【跳躍的上昇】の現れ

12 受講生による「不思
議な日本語の現象」
の発表 1

これまで学んできた内容をふまえ
て，受講生が気になる日本語の現
象について議論します。受講生の
半分が発表します。

13 受講生による「不思
議な日本語の現象」
の発表 2

これまで学んできた内容をふまえ
て，受講生が気になる日本語の現
象について議論します。前回発表
しなかった受講生が発表します。

14 最終試験 講義の内容に関して試験を行いま
す

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
「コミュニケーション」における日本語という言語について，日本で
の言語生活を反省して，誤解した，誤解された等の具体例を意識的
に観察し，その原因・理由について自分なりに真剣に考えてみてく
ださい。
　本授業の準備・復習時間は，各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にテキストは指定しません。

【参考書】
定延利之 (2019)『文節の文法』大修館書店
『コミュニケーション事典』平凡社
　その他，必要に応じて授業中に紹介します。

【成績評価の方法と基準】
平常点20点，課題30点（含発表のパフォーマンス），試験の得点50
点，合計100点で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
日本語コミュニケーションの体現者として，また討論への参加者と
して，留学生と日本人学生両方の履修を期待します。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Many people think that because ordinary Japanese native
speakers can speak "Japanese," they can communicate
smoothly with foreign students who have mastered Japanese
to some extent. However, just because one can speak a
certain level of "language" does not mean that this knowledge
guarantees communication. This is because communication is
a reciprocal act, in which factors other than "language" are
intricately intertwined. If communication fails, it does not
mean that only one party is responsible. If an unconscious act
of speech goes against the expectation of the other person, the
communication will break down.
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　 In order to make Japanese communication smooth, we
will analyze how familiar Japanese language is formed and
find out the laws behind the Japanese we use unconsciously.
Students will deepen their thinking about the formation of
knowledge about the Japanese language, its differences from
other languages such as the native language of Japanese
learners, and grammar and vocabulary for communication.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1. to understand what speech looks like in real life, and to
develop the ability to establish communication.
2. to acquire the knowledge and ability to reflect on
speech when communication is not successful, and to revise
expressions to avoid misunderstanding.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to reflect on your linguistic life in
Japan, and consciously observe specific examples of misunder-
standings and misinterpretations, and think seriously about
the causes and reasons for these misunderstandings. Your
study time will be more than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 30%, Short reports : 40%, in class
contribution: 30%
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LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語１

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認し、
学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レジュ
メを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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日本語１

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認し、
学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レジュ
メを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.

— 70 —



SDGs　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語１

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認し、
学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レジュ
メを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語２

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認し、
学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レジュ
メを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語２

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認し、
学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レジュ
メを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.

— 73 —



SDGs　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語２

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化分
析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認し、
学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レジュ
メを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認する
12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認する
12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認する
12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語４

村田　晶子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認する
12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語４

村田　晶子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認する
12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グループ
ディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を行
う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認する
12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter1

2 TOEIC
All in One

Unit 1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit 2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit 1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit 2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit 3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit 4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit 3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit 4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit 5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit 6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit 5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit 6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN

1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter　1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter　2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter　2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter　2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter　3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter　3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter　4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter　5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter　5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter　6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter　6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter　7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter　7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文
法を学習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。
基本例文300文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭
応用英作文や会話練習を行うことで英語を立体的に理解する。同時
にTOEIC形式の演習を通じて語彙、聴解力、読解力をつけTOEIC
スコアを上げる。

【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎と
TOEICを担当する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter 1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit15/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくこと
は当然として、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行
うので、必ず覚えてくること。またそれ以外の課題が出題された場
合はそれをしてくることが次回授業を進める上での前提となるので
必ず行うこと。これらは成績に反映されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社とISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-
86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
平常点(授業参加度 40%、授業内小 test 30%) 70％、口頭試験 30％
の合計で評価。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level
students, the course is designed to enhance the ability to read
critically, discuss ideas effectively, present ideas in writing
and to develop students’ skill in making oral presentations.
For Elementary level students, review the basics of Grammar
being used in real life situations. Students are asked to
memorize 300 or more sentences to develop communication
skills that would help them cope with the demands of college
work and everyday life, shifting from language learning to
communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary
building to aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level
students are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and
advanced level students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required
assignments and submit them in time without fail, study for
vocabulary quizzes and review lessons. You are required to
study at least four hours for each class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class
contribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC
IP/term-end examination (40%).
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英語２（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in Onev

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて [1時間]を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点(授業参加度 30%、授業内小 test 30%) 60％、考査点 (実力試験) 40％
の合計で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて [1時間]を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN

1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Reviw

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter 1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Tset
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN

1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスではTOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/概要
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Pre-Test (模試形式)
WE/Conversation/ Listening
“Geography, Climate & Food”

2 TOEIC/Unit 2：数量
を尋ねる
WE/Unit 2：Express
Yourself"

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Personal Experiences & Small
Talk”

3 TOEIC/Unit 1：予
定・動詞
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Listening
WE/Grammar：動詞・時制
Reading

4 TOEIC/Unit 2：名詞
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Reading
WE/Grammar：動詞・完了形
Reading

5 TOEIC/Unit 1： 5文型
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：E-mail

6 TOEIC/Unit 4：広告・
宣伝
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Opinions

7 TOEIC/Unit 3：命令・
依頼
WE/Unit 1：巻末
Review

TOEIC/Listening

8 TOEIC/Unit 4：
Phrase Reading
WE/Unit 2：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 3：形容
詞・副詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Conversation/Listening
“Your City or Town &
Neighborhood”

10 TOEIC/Unit 6：場所
を尋ねる
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Listening
WE/Conversation/Listening
“Health & Lifestyles”

11 TOEIC/Unit 5：時間
を尋ねる
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Listening
WE/Grammar：Will
Reading

12 TOEIC/Unit 6：To不
定詞
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Reading
WE/Grammar：比較
Reading

13 TOEIC/Unit 5：動名詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：Predictions

14 TOEIC/Pre-Test
WE/解説

TOEIC/Unit 4：The Body
WE/Video Journal
Writing：Excuse

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
　 (National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点（授業参加度 20%、授業内小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
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【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスではTOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/概要
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Pre-Test (模試形式)
WE/Conversation/ Listening
“Geography, Climate & Food”

2 TOEIC/Unit 2：数量
を尋ねる
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Personal Experiences & Small
Talk”

3 TOEIC/Unit 1：予
定・動詞
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Listening
WE/Grammar：動詞・時制
Reading

4 TOEIC/Unit 2：名詞
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Reading
WE/Grammar：動詞・完了形
Reading

5 TOEIC/Unit 1： 5文型
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：E-mail

6 TOEIC/Unit 4：広告・
宣伝
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Opinions

7 TOEIC/Unit 3：命令・
依頼
WE/Unit 1：巻末
Review

TOEIC/Listening

8 TOEIC/Unit 4：
Phrase Reading
WE/Unit 2：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 3：形容
詞・副詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Conversation/Listening
“Your City or Town &
Neighborhood”

10 TOEIC/Unit 6：場所
を尋ねる
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Listening
WE/Conversation/Listening
“Health & Lifestyles”

11 TOEIC/Unit 5：時間
を尋ねる
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Listening
WE/Grammar：Will
Reading

12 TOEIC/Unit 6：To不
定詞
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Reading
WE/Grammar：比較
Reading

13 TOEIC/Unit 5：動名詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：Predictions

14 TOEIC/Pre-Test
WE/解説

TOEIC/Unit 4：The Body
WE/Video Journal
Writing：Excuse

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ　　
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
（National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
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2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/概要
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Pre-Test (模試形式)
WE/Conversation/ Listening
“Geography, Climate & Food”

2 TOEIC/Unit 2：数量
を尋ねる
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Personal Experiences & Small
Talk”

3 TOEIC/Unit 1：予
定・動詞
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Listening
WE/Grammar：動詞・時制
Reading

4 TOEIC/Unit 2：名詞
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Reading
WE/Grammar：動詞・完了形
Reading

5 TOEIC/Unit 1： 5文型
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：E-mail

6 TOEIC/Unit 4：広告・
宣伝
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Opinions

7 TOEIC/Unit 3：命令・
依頼
WE/Unit 1：巻末
Review

TOEIC/Listening

8 TOEIC/Unit 4：
Phrase Reading
WE/Unit 2：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 3：形容
詞・副詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Conversation/Listening
“Your City or Town &
Neighborhood”

10 TOEIC/Unit 6：場所
を尋ねる
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Listening
WE/Conversation/Listening
“Health & Lifestyles”

11 TOEIC/Unit 5：時間
を尋ねる
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Listening
WE/Grammar：Will
Reading

12 TOEIC/Unit 6：To不
定詞
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Reading
WE/Grammar：比較
Reading

13 TOEIC/Unit 5：動名詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：Predictions

14 TOEIC/Pre-Test
WE/解説

TOEIC/Unit 4：The Body
WE/Video Journal
Writing：Excuse

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
　 (National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
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【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/A期の復習
WE/Unit 3：巻末
Review

TOEIC/Post-Test (模試形式)

2 TOEIC/Unit 8：留守電
WE/Unit 4：巻末
Review

TOEIC/Listening

3 TOEIC/Unit 7：確認
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Listening
WE/Presentation準備

4 TOEIC/Unit 8：
Scanning
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Reading
WE/Conversation/ Listening
“Milestones in Your Life”

5 TOEIC/Unit 7：分詞
WE/Presentation

TOEIC/Reading

6 TOEIC/Unit 10：誘い
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Listening
WE/Grammar：完了形・How
Reading

7 TOEIC/Unit 9：
Advice
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Challenges & Past
Accomplishments”

8 TOEIC/Unit 10：比較
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 9：受動態
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Reading
WE/Grammar：過去形
Reading

10 TOEIC/Unit 12：講演
者紹介
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Listening

11 TOEIC/Unit 11：申
し出
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Challenging Experience

12 TOEIC/Unit 12：
Skimming
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Reading
WE/Presentation準備

13 TOEIC/Unit 11：関
係詞
WE/Unit 5：巻末
Review

TOEIC/Reading

14 TOEIC/Post-Test
WE/Presentation

TOEIC/解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
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B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/A期の復習
WE/Unit 3：巻末
Review

TOEIC/Post-Test (模試形式)

2 TOEIC/Unit 8：留守電
WE/Unit 4：巻末
Review

TOEIC/Listening

3 TOEIC/Unit 7：確認
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Listening
WE/Presentation準備

4 TOEIC/Unit 8：
Scanning
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Reading
WE/Conversation/ Listening
“Milestones in Your Life”

5 TOEIC/Unit 7：分詞
WE/Presentation

TOEIC/Reading

6 TOEIC/Unit 10：誘い
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Listening
WE/Grammar：完了形・How
Reading

7 TOEIC/Unit 9：
Advice
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Challenges & Past
Accomplishments”

8 TOEIC/Unit 10：比較
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 9：受動態
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Reading
WE/Grammar：過去形
Reading

10 TOEIC/Unit 12：講演
者紹介
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Listening

11 TOEIC/Unit 11：申
し出
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Challenging Experience

12 TOEIC/Unit 12：
Skimming
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Reading
WE/Presentation準備

13 TOEIC/Unit 11：関
係詞
WE/Unit 5：巻末
Review

TOEIC/Reading

14 TOEIC/Post-Test
WE/Presentation

TOEIC/解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
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【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).

— 102 —



SDGs　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/A期の復習
WE/Unit 3：巻末
Review

TOEIC/Post-Test (模試形式)

2 TOEIC/Unit 8：留守電
WE/Unit 4：巻末
Review

TOEIC/Listening

3 TOEIC/Unit 7：確認
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Listening
WE/Presentation準備

4 TOEIC/Unit 8：
Scanning
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Reading
WE/Conversation/ Listening
“Milestones in Your Life”

5 TOEIC/Unit 7：分詞
WE/Presentation

TOEIC/Reading

6 TOEIC/Unit 10：誘い
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Listening
WE/Grammar：完了形・How
Reading

7 TOEIC/Unit 9：
Advice
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Challenges & Past
Accomplishments”

8 TOEIC/Unit 10：比較
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 9：受動態
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Reading
WE/Grammar：過去形
Reading

10 TOEIC/Unit 12：講演
者紹介
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Listening

11 TOEIC/Unit 11：申
し出
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Challenging Experience

12 TOEIC/Unit 12：
Skimming
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Reading
WE/Presentation準備

13 TOEIC/Unit 11：関
係詞
WE/Unit 5：巻末
Review

TOEIC/Reading

14 TOEIC/Post-Test
WE/Presentation

TOEIC/解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
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3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC：模試形式
World English Unit 7

Pre-Test
Luxuries: Conversation & Listening

2 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知る/ Listening
Nature / Conversation & Listening

3 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Listening
Luxuries: Grammar / Reading

4 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知るReading
Nature / Grammar & Reading

5 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Reading
Luxuries / Writing

6 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Listening
Nature / Writing

7 TOEIC Unit 4
World English Unit 7

英文の基本構造を見抜くListening
Luxuries / Video Journal

8 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Reading
Nature / Video Journal

9 TOEIC Unit 4
World English Unit 9

英文の基本構造を見抜くReading
Life in the Past / Conversation &
Listening

10 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Listening
Travel / Conversation & Listening

11 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Listening
Life in the Past / Grammar &
Reading

12 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Reading
Travel / Grammar & Reading

13 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Reading
Life in the Past / Writing

14 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Listening
Travel / Writing

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
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【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC：模試形式
World English Unit 7

Pre-Test
Luxuries: Conversation & Listening

2 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知る/ Listening
Nature / Conversation & Listening

3 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Listening
Luxuries: Grammar / Reading

4 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知るReading
Nature / Grammar & Reading

5 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Reading
Luxuries / Writing

6 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Listening
Nature / Writing

7 TOEIC Unit 4
World English Unit 7

英文の基本構造を見抜くListening
Luxuries / Video Journal

8 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Reading
Nature / Video Journal

9 TOEIC Unit 4
World English Unit 9

英文の基本構造を見抜くReading
Life in the Past / Conversation &
Listening

10 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Listening
Travel / Conversation & Listening

11 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Listening
Life in the Past / Writing

12 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Reading
Travel / Grammar & Reading

13 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Reading
Life in the Past / Writing

14 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Listening
Travel / Writing

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC：模試形式
World English Unit 7

Pre-Test
Luxuries: Conversation & Listening

2 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知る/ Listening
Nature / Conversation & Listening

3 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Listening
Luxuries: Grammar / Reading

4 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知るReading
Nature / Grammar & Reading

5 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Reading
Luxuries / Writing

6 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Listening
Nature / Writing

7 TOEIC Unit 4
World English Unit 7

英文の基本構造を見抜くListening
Luxuries / Video Journal

8 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Reading
Nature / Video Journal

9 TOEIC Unit 4
World English Unit 9

英文の基本構造を見抜くReading
Life in the Past / Conversation &
Listening

10 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Listening
Travel / Conversation & Listening

11 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Listening
Life in the Past / Grammar &
Reading

12 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Reading
Travel / Grammar & Reading

13 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Reading
Life in the Past / Writing

14 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Listening
Travel / Writing

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC Unit 8
World English Unit 9

Post-Test
動詞の時制を見極める　Listening
Life in the Past / Video Journal

2 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Reading
Travel / Video Journal

3 TOEIC Unit 8
World English Unit 11

動詞の時制を見極める Reading
Careers / Conversation & Listening

4 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Listening
Celebrations / Conversation &
Listening

5 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

6 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

7 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Reading
Careers / Writing

8 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Listening
Celebrations / Writing

9 TOEIC Unit 12
World English Unit 11

NOT型設問のコツ Listening
Careers / Video Journal

10 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Reading
Celebrations / Video Journal

11 TOEIC Unit 12
World English

NOT型設問のコツ Reading
Review

12 TOEIC
World English

Post Test
Review

13 TOEIC
World English

Review
Presentation

14 TOEIC
World English

Post Test解説
Presentation

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】

— 111 —



SDGs　発行日：2024/5/1

For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級の一例

TOEIC Unit 8
World English Unit 9

Post-Test
動詞の時制を見極める　Listening
Life in the Past / Video Journal

2 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Reading
Travel / Video Journal

3 TOEIC Unit 8
World English Unit 11

動詞の時制を見極める Reading
Careers / Conversation & Listening

4 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Listening　　
Celebrations / Conversation &
Listening

5 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

6 TOEIC Unit 9 World
English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Reading
Celebrations / Grammar & Reading

7 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Reading
Careers / Writing

8 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Listening
Celebrations / Writing

9 TOEIC Unit 12
World English Unit 11

型設問のコツ Listening
Careers / Video Journal

10 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Reading
Celebrations / Video Journal

11 TOEIC Unit 12
World English

NOT型設問のコツ Reading
Review

12 TOEIC
World English

Post Test
Review

13 TOEIC
World English

Review
Presentation

14 TOEIC
World English

Post Test解説
Presentation

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
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At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC Unit 8
World English Unit 9

Post-Test
動詞の時制を見極める　Listening
Life in the Past / Video Journal .

2 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Reading
Travel / Video Journal

3 TOEIC Unit 8
World English Unit 11

動詞の時制を見極める Reading
Careers / Conversation & Listening

4 TOEIC Unit 9
World English Unit
12:

接続詞 VS.前置詞 Listening
Celebrations / Conversation &
Listening

5 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

6 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Reading
Celebrations / Grammar & Reading

7 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Reading
Careers / Writing

8 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Listening
Celebrations / Writing

9 TOEIC Unit 12
World English Unit 11

NOT型設問のコツ Listening
Careers / Video Journal

10 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Reading
Celebrations / Video Journal

11 TOEIC Unit 12
World English

NOT型設問のコツ Reading
Review

12 TOEIC
World English

Post Test
Review

13 TOEIC
World English

Review
Presentation

14 TOEIC
World English

Post Test解説
Presentation

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).

— 116 —



SDGs　発行日：2024/5/1

LAW100NA（法学 / law 100）

知的財産権

加納　昌彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、知的財産権の基礎について学ぶ入門編です。近年の急速な技術
革新により、私たちは人間の知的活動による豊富な成果物を容易に享受する
恩恵を受けています。これにより、かつては一部の専門家やプロの道具だっ
た知的財産に関する知識について、一般の市民や学生も正確に理解すること
が求められています。また、こうした知的活動による成果物は無断で利用さ
れやすいという性質があり、法律により適切に保護することが必要です。授
業では、私たちの身近にあるコンテンツ（著作権）から、パテント（特許）、
デザイン（意匠）、ブランド（商標）に至る知的財産権の全体像を概観・検討
し、目標とする「総合的デザイン」と将来のモノ作り・創作活動のための基盤
を作ります。知的活動に関心のある方、現在デザイン・建築・美術・音楽・文
学など創作活動に関わっている方、将来これらの分野に就職を希望している
方に受講をおすすめします。
【到達目標】
・知的財産権を構成する基本的な内容を理解すること。
・知的財産権をめぐる発生している問題を正しく理解し、検討し、解決するた
めの基盤を作ること。
・知的財産権に関する基本的な文献の読解力を涵養すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
【授業の進め方と方法】
・この授業はzoomを用いたオンライン形式で開講します。
・毎回レジメを事前配布する講義形式を基本として、課題や復習の小テストも
行います。また、zoomの双方向性機能（チャットなど）を活用して受講者全
員参加によるリアルタイムでの演習も随時実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・導入 知的財産法の全体像の概説、アンケート
2 法律文の読み方 SNS利用規約を事例に法律文を読解す

る
3 著作権法 (1) 著作物とは何か：著作権法の基本概念

の「著作物」を理解する
4 著作権法 (2) 著作者：著作物の創作者について理解

する
5 著作権法 (3) 著作権：著作者等に与えられる権利の

種類・構成・内容を理解する
6 著作権法 (4) 権利の例外・制限：「例外的な無断利

用」を理解する
7 著作権法 (5) 保護期間：権利の保護期間について理

解する
8 著作権法 (6) 著作物の利用：著作物等を正しく利用

する方法について理解する
9 中間まとめ 授業前半（著作権法）のまとめ
10 特許 特許制度（パテント）の概要を理解する

（演習を含む）
11 意匠 意匠制度（デザイン）の概要を理解する
12 商標 商標制度（ブランド）の概要を理解する

（演習を含む）
13 不正競争防止法 行為規制型の法制度を理解する
14 まとめ 授業後半・全体のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・以下に掲げるテキスト（教科書）と参考書のほか、授業で使用する文献資料
等は都度指示します。事前に十分に読解しておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・池村聡『はじめての著作権法』（日本経済新聞出版社、2018年）、990円（税込）
【参考書】
関係機関によりウェブサイト上で公開されている資料・ウェブサイト（PDF
ファイルは各自PCにダウンロードしていつでも参照できるように準備してお
くこと。文化庁と特許庁発行の資料は毎年夏頃までに更新されます。最新版
は授業にて改めてお知らせします）。

著作権テキスト～初めて学ぶ人のために（令和5年度）（文化庁著作権課、2023年）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/
93908401_01.pdf
はじめての著作権講座―著作権って何？（著作権情報センター、2023年）
https://www.cric.or.jp/publication/pamphlet/doc/hajimete1.pdf
2023年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁、2023年）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/document/
2023_nyumon/all.pdf
特許情報プラットフォーム (J-PlatPat)
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

【成績評価の方法と基準】
・平常点、授業中随時実施する課題・小テスト等（40％）、および期末に提出
するレポート（60%）を考慮して総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
・授業で検討する事項について、積極的な質問・コメントを歓迎します。
・授業中に自ら記したノートやメモは最も身近な、かつ、唯一の知的財産です。
授業中に記したご自身の記録を有力な手がかりとして予習・復習に役立てて
ください。
【学生が準備すべき機器他】
・授業の進展に応じて必要な場合、都度指示します。
【その他の重要事項】
・授業計画の内容は、初回に実施するアンケート結果や授業の進捗に応じて変
更する場合があります。
・教員は、電気通信事業者にて、研究所、知的財産、通信サービス開発部門な
どの部署に勤務しました。授業では、学術的観点を中心としつつ、実務的な
視点も含めた検討を行いたく予定しています。
【Outline (in English)】
This course is designed to provide students with the basic principles
of intellectual property rights, including copyright, patents, industrial
designs and trademarks as well as the protection of information. It
is recommended for those with a keen interest in human intellectual
activities ranging from architecture and product design to art,
literature, music, dance and film.
Students are required to spend two hours for a class and are expected
to complete assignments (short reports) after each class. The final mark
will be based on the term-end report (60%) and the short reports/class
contribution (40%).
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加納　昌彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、知的財産権の基礎について学ぶ入門編です。近年の急速な技術
革新により、私たちは人間の知的活動による豊富な成果物を容易に享受する
恩恵を受けています。これにより、かつては一部の専門家やプロの道具だっ
た知的財産に関する知識について、一般の市民や学生も正確に理解すること
が求められています。また、こうした知的活動による成果物は無断で利用さ
れやすいという性質があり、法律により適切に保護することが必要です。授
業では、私たちの身近にあるコンテンツ（著作権）から、パテント（特許）、
デザイン（意匠）、ブランド（商標）に至る知的財産権の全体像を概観・検討
し、目標とする「総合的デザイン」と将来のモノ作り・創作活動のための基盤
を作ります。知的活動に関心のある方、現在デザイン・建築・美術・音楽・文
学など創作活動に関わっている方、将来これらの分野に就職を希望している
方に受講をおすすめします。
【到達目標】
・知的財産権を構成する基本的な内容を理解すること。
・知的財産権をめぐる発生している問題を正しく理解し、検討し、解決するた
めの基盤を作ること。
・知的財産権に関する基本的な文献の読解力を涵養すること。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 10%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
【授業の進め方と方法】
・この授業はzoomを用いたオンライン形式で開講します。
・毎回レジメを事前配布する講義形式を基本として、課題や復習の小テストも
行います。また、zoomの双方向性機能（チャットなど）を活用して受講者全
員参加によるリアルタイムでの演習も随時実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・導入 知的財産法の全体像の概説、アンケート
2 法律文の読み方 SNS利用規約を事例に法律文を読解す

る
3 著作権法 (1) 著作物とは何か：著作権法の基本概念

の「著作物」を理解する
4 著作権法 (2) 著作者：著作物の創作者について理解

する
5 著作権法 (3) 著作権：著作者等に与えられる権利の

種類・構成・内容を理解する
6 著作権法 (4) 権利の例外・制限：「例外的な無断利

用」を理解する
7 著作権法 (5) 保護期間：権利の保護期間について理

解する
8 著作権法 (6) 著作物の利用：著作物等を正しく利用

する方法について理解する
9 中間まとめ 授業前半（著作権法）のまとめ
10 特許 特許制度（パテント）の概要を理解する

（演習を含む）
11 意匠 意匠制度（デザイン）の概要を理解する
12 商標 商標制度（ブランド）の概要を理解する

（演習を含む）
13 不正競争防止法 行為規制型の法制度を理解する
14 まとめ 授業後半・全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・以下に掲げるテキスト（教科書）と参考書のほか、授業で使用する文献資料
等は都度指示します。事前に十分に読解しておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・池村聡『はじめての著作権法』（日本経済新聞出版社、2018年）、990円（税込）
【参考書】
関係機関によりウェブサイト上で公開されている資料・ウェブサイト（PDF
ファイルは各自PCにダウンロードしていつでも参照できるように準備してお
くこと。文化庁と特許庁発行の資料は毎年夏頃までに更新されます。最新版
は授業にて改めてお知らせします）。
著作権テキスト～初めて学ぶ人のために（令和5年度）（文化庁著作権課、2023年）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/
93908401_01.pdf
はじめての著作権講座―著作権って何？（著作権情報センター、2023年）
https://www.cric.or.jp/publication/pamphlet/doc/hajimete1.pdf
2023年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁、2023年）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/document/
2023_nyumon/all.pdf
特許情報プラットフォーム (J-PlatPat)
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

【成績評価の方法と基準】
・平常点、授業中随時実施する課題・小テスト等（40％）、および期末に提出
するレポート（60%）を考慮して総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
・授業で検討する事項について、積極的な質問・コメントを歓迎します。
・授業中に自ら記したノートやメモは最も身近な、かつ、唯一の知的財産です。
授業中に記したご自身の記録を有力な手がかりとして予習・復習に役立てて
ください。
【学生が準備すべき機器他】
・授業の進展に応じて必要な場合、都度指示します。
【その他の重要事項】
・授業計画の内容は、初回に実施するアンケート結果や授業の進捗に応じて変
更する場合があります。
・教員は、電気通信事業者にて、研究所、知的財産、通信サービス開発部門な
どの部署に勤務しました。授業では、学術的観点を中心としつつ、実務的な
視点も含めた検討を行いたく予定しています。
【Outline (in English)】
This course is designed to provide students with the basic principles
of intellectual property rights, including copyright, patents, industrial
designs and trademarks as well as the protection of information. It
is recommended for those with a keen interest in human intellectual
activities ranging from architecture and product design to art,
literature, music, dance and film.
Students are required to spend two hours for a class and are expected
to complete assignments (short reports) after each class. The final mark
will be based on the term-end report (60%) and the short reports/class
contribution (40%).
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、知的財産権の基礎について学ぶ入門編です。近年の急速な技術
革新により、私たちは人間の知的活動による豊富な成果物を容易に享受する
恩恵を受けています。これにより、かつては一部の専門家やプロの道具だっ
た知的財産に関する知識について、一般の市民や学生も正確に理解すること
が求められています。また、こうした知的活動による成果物は無断で利用さ
れやすいという性質があり、法律により適切に保護することが必要です。授
業では、私たちの身近にあるコンテンツ（著作権）から、パテント（特許）、
デザイン（意匠）、ブランド（商標）に至る知的財産権の全体像を概観・検討
し、目標とする「総合的デザイン」と将来のモノ作り・創作活動のための基盤
を作ります。知的活動に関心のある方、現在デザイン・建築・美術・音楽・文
学など創作活動に関わっている方、将来これらの分野に就職を希望している
方に受講をおすすめします。
【到達目標】
・知的財産権を構成する基本的な内容を理解すること。
・知的財産権をめぐる発生している問題を正しく理解し、検討し、解決するた
めの基盤を作ること。
・知的財産権に関する基本的な文献の読解力を涵養すること。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
【授業の進め方と方法】
・この授業はzoomを用いたオンライン形式で開講します。
・毎回レジメを事前配布する講義形式を基本として、課題や復習の小テストも
行います。また、zoomの双方向性機能（チャットなど）を活用して受講者全
員参加によるリアルタイムでの演習も随時実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・導入 知的財産法の全体像の概説、アンケート
2 法律文の読み方 SNS利用規約を事例に法律文を読解す

る
3 著作権法 (1) 著作物とは何か：著作権法の基本概念

の「著作物」を理解する
4 著作権法 (2) 著作者：著作物の創作者について理解

する
5 著作権法 (3) 著作権：著作者等に与えられる権利の

種類・構成・内容を理解する
6 著作権法 (4) 権利の例外・制限：「例外的な無断利

用」を理解する
7 著作権法 (5) 保護期間：権利の保護期間について理

解する
8 著作権法 (6) 著作物の利用：著作物等を正しく利用

する方法について理解する
9 中間まとめ 授業前半（著作権法）のまとめ
10 特許 特許制度（パテント）の概要を理解する

（演習を含む）
11 意匠 意匠制度（デザイン）の概要を理解する
12 商標 商標制度（ブランド）の概要を理解する

（演習を含む）
13 不正競争防止法 行為規制型の法制度を理解する
14 まとめ 授業後半・全体のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・以下に掲げるテキスト（教科書）と参考書のほか、授業で使用する文献資料
等は都度指示します。事前に十分に読解しておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・池村聡『はじめての著作権法』（日本経済新聞出版社、2018年）、990円（税込）

【参考書】
関係機関によりウェブサイト上で公開されている資料・ウェブサイト（PDF
ファイルは各自PCにダウンロードしていつでも参照できるように準備してお
くこと。文化庁と特許庁発行の資料は毎年夏頃までに更新されます。最新版
は授業にて改めてお知らせします）。
著作権テキスト～初めて学ぶ人のために（令和5年度）（文化庁著作権課、2023年）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/
93908401_01.pdf
はじめての著作権講座―著作権って何？（著作権情報センター、2023年）
https://www.cric.or.jp/publication/pamphlet/doc/hajimete1.pdf
2023年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁、2023年）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/document/
2023_nyumon/all.pdf
特許情報プラットフォーム (J-PlatPat)
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

【成績評価の方法と基準】
・平常点、授業中随時実施する課題・小テスト等（40％）、および期末に提出
するレポート（60%）を考慮して総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
・授業で検討する事項について、積極的な質問・コメントを歓迎します。
・授業中に自ら記したノートやメモは最も身近な、かつ、唯一の知的財産です。
授業中に記したご自身の記録を有力な手がかりとして予習・復習に役立てて
ください。
【学生が準備すべき機器他】
・授業の進展に応じて必要な場合、都度指示します。
【その他の重要事項】
・授業計画の内容は、初回に実施するアンケート結果や授業の進捗に応じて変
更する場合があります。
・教員は、電気通信事業者にて、研究所、知的財産、通信サービス開発部門な
どの部署に勤務しました。授業では、学術的観点を中心としつつ、実務的な
視点も含めた検討を行いたく予定しています。
【Outline (in English)】
This course is designed to provide students with the basic principles
of intellectual property rights, including copyright, patents, industrial
designs and trademarks as well as the protection of information. It
is recommended for those with a keen interest in human intellectual
activities ranging from architecture and product design to art,
literature, music, dance and film.
Students are required to spend two hours for a class and are expected
to complete assignments (short reports) after each class. The final mark
will be based on the term-end report (60%) and the short reports/class
contribution (40%).
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POL100NA（政治学 / Politics 100）

開発と国際協力

浅川　英理子、小野澤　雅人、宮川　聖史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我が国が開発途上国に対して実施している国際協力の現状と課題について、制
度・実例・生活体験・活動体験を紹介する。公的な国際協力（ODA)を中心と
して解説する。また、グループで国際協力機構 (JICA)が作成した報告書を調
査し、その調査結果を発表することにより、社会人基礎力を身に着けながら、
グローバルな視点を涵養する。
【到達目標】
１.開発途上国の現状と我国の政府開発援助(ODA)の実施機関である国際協力
機構 (JICA)の活動を理解すると共に、将来海外で仕事を行う場合のキャリア
形成について学ぶ。
２.海外留学の実態について理解する。
３.6～8人でグループを組み、JICA報告書を皆で調査してその内容及び内容
に対する意見を発表する。このグループワークを通じて、社会人の基礎力で
ある３つの力（前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力）を養うととも
に、ODAについて理解を深めると共に、報告書作成能力・パワーポイント作
成能力・発表能力の向上を図る。
４.グループワーク後、国際協力に関する自らの考えを課題レポートにまとめ
ることにより、卒業後、広く海外にも目を向け、グローバルな視点に立って
学習の成果を活かせる能力を醸成する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
主な授業内容は、開発途上国の現状と課題、JICAの活動、国際協力の事例、
MDGs、SDGs、海外での留学生活体験である。さらに、JICAの活動事例を
調査・討議し、各学生の国際協力のあり方に対する意見を発表する。
授業の実施方法は、後半でグループによりJICAの活動事例を調査し、その内
容・結果を取りまとめるので、早い時期からグループ分けを行い、グループ
毎に着席し、意思疎通を図り、討論しやすい体制にする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第一回 ガイダンスと我が国の

国際協力（1）
ガイダンスの他、世界と我が国の国際
協力について、現状・制度、課題・問題
点の概要を説明。また、発表事業にお
けるグルー分けを行う。

第二回 我が国の国際協力 世界と我が国の国際協力の現状・制度・
課題の詳細を、ＭＤＧｓを参考にしな
がら解説する。さらに、開発途上国の
現状と課題について考える。

第三回 事例による説明（1） 国際協力の実際のプロジェクトの事例
について解説し、現状・制度・課題につ
いての理解を深める。

第四回 事例による説明（2） ギリシャ・イギリスでの留学・生活体験
を説明。海外生活体験の意義を考える。

第五回 事例による説明（3） ギリシャの文化遺産保護活動について
説明。文化遺産保護のあり方について
考える。

第六回 国際協力の世界におけ
る課題

国際的に課題として認識されている持
続的開発と持続的開発目標（SDGs)に
ついて解説し、我が国の取り組みも紹
介する。

第七回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎にJICA報告書の事例を調査
し、その結果をもとに、発表用パワーポ
イントを作成する。

第八回 事例による説明（4） 国際協力の主要な担い手である、開発
コンサルタントの役割について、技術
協力・開発調査等の実例を通じて説明。

第九回 事例による説明（5） 第八回の説明をもとに、近年重要度を
増している参加型開発やキャパシティ・
デベロップメントについて考える

第十回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎に作成したパワーポイント
ドラフトについて、講師がコメントし
修正する。

第 十 一
回

グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイントを
用いて発表し、講師がそれを評価する。

第 十 二
回

グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイントを
用いて発表し、講師がそれを評価する。

第 十 三
回

グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイントを
用いて発表し、講師がそれを評価する。

第 十 四
回

授業のまとめと講評 各講師による授業のまとめと講評を行
うとともに、今後の国際協力分野への
参加や就職についても考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
JICA報告書の調査とパワーポイント・レポートの作成。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
授業中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点：20％。課題パワーポイント作成と発表課題50％、課題レポート：
30％。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
報告書の読み方、パワーポイントを使用した発表資料の書き方、発表の仕方
に関する指導を強化する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPowerpointを使用する。
【その他の重要事項】
講師は、海外における実際の国際協力プロジェクトの実施経験者と海外留学
経験者で構成し、理論より国際協力の実態についてより詳細に解説する。世
界の潮流である持続的開発と持続的開発目標（SDGs)についても、実務経験
からの解説とSDGs設定の背景の解説を主として行う。
【Outline (in English)】
This series of lectures presents the current state of Japan’s involvement
in international cooperation with developing countries. It introduces the
framework of international cooperation, examples and life experiences
by examining cultural differences. The focus is on official development
assistance (ODA) carried out by the Japanese government. A group
project that reviews and presents a professional report prepared by
the Japan International Cooperation Agency (JICA) of their choice
is required in addition to regular attendance. Through this group
preparation, students will attain the basic skills, knowledge, and
approach necessary for a professional career while strengthening
his/her global perspective.
1. Understand the current situation of developing countries and the
activities of the Japan International Cooperation Agency (JICA), which
is the implementing agency for Japan’s Official Development Assistance
(ODA), and learn about career development in the case of working
overseas in the future.
2. Understand the reality of studying abroad.
3. Form groups of 6 to 8 students to investigate the JICA report and
present its contents and opinions. Through this group work, students
will improve three basic abilities of working adults (the ability to step
forward, to think things through, and to work in a team), as well as
deepen our understanding of ODA, improve the ability to write reports,
create power points, and make presentations.
4. After group work, by summarising their thoughts on international
cooperation in the assigned report, students will develop the ability to
look abroad broadly and utilize the results of their studies from a global
perspective after graduation.
Investigation of JICA reports and preparation of PowerPoint and
reports.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
In class performance: 20%. The assignment PowerPoint and
presentation are 50%, and the assignment report is 30%.
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Students absent four or more times will not be allowed to earn credits
(rating D).
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POL100NA（政治学 / Politics 100）

開発と国際協力

浅川　英理子、小野澤　雅人、宮川　聖史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我が国が開発途上国に対して実施している国際協力の現状と課題について、制
度・実例・生活体験・活動体験を紹介する。公的な国際協力（ODA)を中心と
して解説する。また、グループで国際協力機構 (JICA)が作成した報告書を調
査し、その調査結果を発表することにより、社会人基礎力を身に着けながら、
グローバルな視点を涵養する。
【到達目標】
１.開発途上国の現状と我国の政府開発援助(ODA)の実施機関である国際協力
機構 (JICA)の活動を理解すると共に、将来海外で仕事を行う場合のキャリア
形成について学ぶ。
２.海外留学の実態について理解する。
３.6～8人でグループを組み、JICA報告書を皆で調査してその内容及び内容
に対する意見を発表する。このグループワークを通じて、社会人の基礎力で
ある３つの力（前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力）を養うととも
に、ODAについて理解を深めると共に、報告書作成能力・パワーポイント作
成能力・発表能力の向上を図る。
４.グループワーク後、国際協力に関する自らの考えを課題レポートにまとめ
ることにより、卒業後、広く海外にも目を向け、グローバルな視点に立って
学習の成果を活かせる能力を醸成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
主な授業内容は、開発途上国の現状と課題、JICAの活動、国際協力の事例、
MDGs、SDGs、海外での留学生活体験である。さらに、JICAの活動事例を
調査・討議し、各学生の国際協力のあり方に対する意見を発表する。
授業の実施方法は、後半でグループによりJICAの活動事例を調査し、その内
容・結果を取りまとめるので、早い時期からグループ分けを行い、グループ
毎に着席し、意思疎通を図り、討論しやすい体制にする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第一回 ガイダンスと我が国の

国際協力（1）
ガイダンスの他、世界と我が国の国際
協力について、現状・制度、課題・問題
点の概要を説明。また、発表事業にお
けるグルー分けを行う。

第二回 我が国の国際協力 世界と我が国の国際協力の現状・制度・
課題の詳細を、ＭＤＧｓを参考にしな
がら解説する。さらに、開発途上国の
現状と課題について考える。

第三回 事例による説明（1） 国際協力の実際のプロジェクトの事例
について解説し、現状・制度・課題につ
いての理解を深める。

第四回 事例による説明（2） ギリシャ・イギリスでの留学・生活体験
を説明。海外生活体験の意義を考える。

第五回 事例による説明（3） ギリシャの文化遺産保護活動について
説明。文化遺産保護のあり方について
考える。

第六回 国際協力の世界におけ
る課題

国際的に課題として認識されている持
続的開発と持続的開発目標（SDGs)に
ついて解説し、我が国の取り組みも紹
介する。

第七回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎にJICA報告書の事例を調査
し、その結果をもとに、発表用パワーポ
イントを作成する。

第八回 事例による説明（4） 国際協力の主要な担い手である、開発
コンサルタントの役割について、技術
協力・開発調査等の実例を通じて説明。

第九回 事例による説明（5） 第八回の説明をもとに、近年重要度を
増している参加型開発やキャパシティ・
デベロップメントについて考える

第十回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎に作成したパワーポイント
ドラフトについて、講師がコメントし
修正する。

第 十 一
回

グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイントを
用いて発表し、講師がそれを評価する。

第 十 二
回

グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイントを
用いて発表し、講師がそれを評価する。

第 十 三
回

グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイントを
用いて発表し、講師がそれを評価する。

第 十 四
回

授業のまとめと講評 各講師による授業のまとめと講評を行
うとともに、今後の国際協力分野への
参加や就職についても考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
JICA報告書の調査とパワーポイント・レポートの作成。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
授業中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点：20％。課題パワーポイント作成と発表課題50％、課題レポート：
30％。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
報告書の読み方、パワーポイントを使用した発表資料の書き方、発表の仕方
に関する指導を強化する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPowerpointを使用する。
【その他の重要事項】
講師は、海外における実際の国際協力プロジェクトの実施経験者と海外留学
経験者で構成し、理論より国際協力の実態についてより詳細に解説する。世
界の潮流である持続的開発と持続的開発目標（SDGs)についても、実務経験
からの解説とSDGs設定の背景の解説を主として行う。
【Outline (in English)】
This series of lectures presents the current state of Japan’s involvement
in international cooperation with developing countries. It introduces the
framework of international cooperation, examples and life experiences
by examining cultural differences. The focus is on official development
assistance (ODA) carried out by the Japanese government. A group
project that reviews and presents a professional report prepared by
the Japan International Cooperation Agency (JICA) of their choice
is required in addition to regular attendance. Through this group
preparation, students will attain the basic skills, knowledge, and
approach necessary for a professional career while strengthening
his/her global perspective.
1. Understand the current situation of developing countries and the
activities of the Japan International Cooperation Agency (JICA), which
is the implementing agency for Japan’s Official Development Assistance
(ODA), and learn about career development in the case of working
overseas in the future.
2. Understand the reality of studying abroad.
3. Form groups of 6 to 8 students to investigate the JICA report and
present its contents and opinions. Through this group work, students
will improve three basic abilities of working adults (the ability to step
forward, to think things through, and to work in a team), as well as
deepen our understanding of ODA, improve the ability to write reports,
create power points, and make presentations.
4. After group work, by summarising their thoughts on international
cooperation in the assigned report, students will develop the ability to
look abroad broadly and utilize the results of their studies from a global
perspective after graduation.
Investigation of JICA reports and preparation of PowerPoint and
reports.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
In class performance: 20%. The assignment PowerPoint and
presentation are 50%, and the assignment report is 30%.
Students absent four or more times will not be allowed to earn credits
(rating D).
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 15%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得られ

るのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を理
解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての基
礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変容
についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実態

を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解する。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化過

程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都市

空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての解

説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。

【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得られ

るのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を理
解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての基
礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変容
についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実態

を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解する。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化過

程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都市

空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての解

説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得られ

るのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を理
解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての基
礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変容
についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実態

を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解する。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化過

程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都市

空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての解

説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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HUI100NA（人間情報学 / Human informatics 100）

認知科学　建築・他学部公開

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人の ‘こころ’と脳の仕組みや働き、関係性を科学的に理解すること。認知科学
的視点から人を観察することを学ぶ。
【到達目標】
人の認知のメカニズムや現象を科学的にとらえるようになることを目標とす
る。感覚、知覚、認知とは何か、人を生体と心理、社会との関係からとらえ
る。また科学的なレポートの書き方を学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」に
関連
【授業の進め方と方法】
認知科学は ‘こころ’を主たる学問領域とし、知覚、記憶、思考、創造性といっ
た、‘こころ’に影響を与えると考えられる脳の働きおよび両者の関係を解明す
る学問である。本講義では、様々な認知科学に関する実験結果とその考察を
紹介しながら授業を行う。これらの知見について理解を深め、日常生活に活
用していく方法について学ぶ。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う予定で
ある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス： 授業内容の説明、認知科学の歴史と応用
2 五感： 味覚、嗅覚、聴覚、視覚、触覚
3 快適性とデザイン： 五感と快適性、快適性に影響する要因、

快適性の測定・評価、環境デザイン
4 知覚： 知覚の成立過程、表象、奥行き、残像、

盲点
5 錯覚： 錯覚研究小史、感覚の限界、遠近法、順

応、記憶の誤り、心の錯誤、認知の歪み
6 錯覚を作る： 錯覚を生じさせる作品の製作
7 色彩： 色の見え方の様相、色を見る仕組み、メ

イドの心理物理学、色空間の幾何学、
生理的三原色、主観的現象

8 色と形： 色と形の時間と空間、色と形の深層心
理、現在における色と形

9 脳と認知： 心拍、血圧、脳波、発汗、アミラーゼ、
ホルモン

10 顔と名前の認知、感情と
認知：

顔と名前の認識、認知と感情の関わり

11 対話行動の認知、対人認
知

発話の情報処理、ステレオタイプと対
人認知

12 記憶： 長期記憶、短期記憶、再生、再認、証言
の信頼性、カクテルパーティ効果

13 意識と無意識： フロイト、ユング、意識と無意識の関
係、無意識と行動、防衛機制

14 睡眠と夢： 睡眠のメカニズム、睡眠の機能、夢の機
能、夢の持つ意味

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回毎の授業の復習。レポートがある場合は、期限内に自分で資料等を調べ
て整理して、ポイントを押さえて、分かりやすい構成と文章で仕上げること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト　人を知る、人を測る　2010年5月　柴田昌和、寺田信幸、加藤千
恵子　インデックス社
【参考書】
A.ベネット、S.ハウスフェルド、R.A.リーブ、J.スミス著、西本武彦訳　1984
　認知心理学への招待　サイエンス社
岩井寛　1986　色と形の深層心理　NHKブックス
堀江洪　2004　錯覚の世界－古典からCG画像まで－　新曜社

【成績評価の方法と基準】
小レポート40%、平常点60%の合計で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で扱うテーマについて、補足説明等でシラバスからかなり飛躍した話し
の内容になる可能性もあるが、シラバスに書かれた内容を重点的に説明する
ようにする。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
小レポートも重視する。
【Outline (in English)】
In this course students will learn how to scientifically comprehend
the organization, processes and relations of human feelings and the
brain, and observe humans from the perspective of cognitive science.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Your overall grade in the class
will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%
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LANi100NA（イタリア語 / Italian language education 100）

イタリア語・イタリア文化

押場　靖志

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　耳慣れない言葉の響きは両義的だ。不快感を持つこともあるだろう。魅力
的に聞こえたりもする。快と不快の感覚は、自分の言語世界の限界をマーク
している。いわば外と内との境界に立っていることなのだが、そこにこそ可
能性が開かれるはずだ。ある文学者は、そんな言葉の両義性を、ウナギをつ
かむことに例えていた。うなぎという「わけのわからないもの」は、格好を
つけていると手元からするりと逃れてしまう。ぶざまな姿をさらしながらも、
うなぎと滑稽に戯れ始めるところで、なにかが始まる。そう言うのだ。
　いわゆる「母語」、最近では第一言語というけれど、すでに安住の地になっ
ている場所から外にでて、不思議な響きの背後にあるものに接近するために
は、ウナギつかみの滑稽さを引き受けなければならないのだろう。「わけのわ
からない」言葉や「わけのわからない」習俗は、閉塞を開いてくれる可能性で
もある。
　そこでは謎が次から次へとあらわれてくる。想像力を働かせ、誤解の迷路
を彷徨おうではないか。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を磨くとは、
身体を迷路に置くことにほかならない。もちろん想像力は発揮され、さらな
る深い迷路と追い込むかもれないけれど、それでもかまわない。ジタバタと
「未知なるもの」に立ち向かってゆくことのが、「イタリア語」とか「イタリア
文化」のようなものに近づくことなのだから。外から見れば滑稽に歌い踊って
いるように見えるかもしれないけれど、ただ見ているよりも踊って歌うほう
がよい。踊って歌いながら、少しずつ未知への扉を開けてゆこうではないか。
【到達目標】
イタリア的なものの肌触りをつかみ、異文化理解の足がかりとする。その背
後に息づく人々の気配を感じながら、さらに想像力を働かせ、社会、文化、あ
るいは歴史と呼ばれるものへと、関心を広げながら、基本的なイタリア語に
よるコミュニケーションの足がかりをつかむ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
Zoomによるオンライン授業。音声や映像を用いながら、イタリア的な風景の
なかで繰り広げられる日常会話を紹介。そこに聞かれるフレーズに耳を傾け、
見慣れない事物に関心を向けながら、まずは人々の発するダイアローグを析出
し、その響きや決まりごとを学び取る。ブレイクアウトルームでのセッショ
ンや、オンラインでの小テストあり。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 1-1イタリア語に出会う

　
あいさつと自己紹介

2 1-2イタリアを知る “Buongiorno”と「こんにちは」の間に
あるもの

3 2-1イタリア語に出会う BARへ行き、注文する
4 2-2イタリアを知る BAR的な出会いを考える
5 3-1イタリア語に出会う 人称と距離について考える
6 3-2イタリアを知る 言葉と時代、そして歴史
7 4-1イタリア語に出会う 相手のことを知る　自分を伝える
8 4-2イタリアを知る カンパニリズモとイタリアの多様性
9 5-1イタリア語に出会う 家族について話す
10 5-2イタリアを知る 家族から見るイタリア的なもの
11 6-1イタリア語に出会う 道をたずねる
12 6-2イタリアを知る 「すべての道はローマに通ず」
13 7-1イタリア語に出会う 好きなものを伝える
14 7-2イタリアを知る イタリアの今
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
イタリアに関することに関心を向けておくこと。身近なところでは料理があ
るし、イタリアを題材にした小説や評論も数多くある。言葉の響きに触れて
おくなら映画や音楽を鑑賞してもよいだろう。各自工夫のこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書はありません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
イタリア語辞書。紙媒体だと

１）『伊和中辞典』小学館：語彙数も多く、定番のイタリア語辞書。
２）『プリーモ伊和辞典』白水社：これは初学者用だが丁寧。
３）『ポケットプログレッシブ伊和・和伊辞典』小学館：小さくで便利、初学
者用。
それ以外にもあるが書店で確認のこと。
電子媒体では iPhone/iPad/Mac 用のアプリが物書堂から出ている。https:
//www.monokakido.jp/ja/old_product/foreign/italiano/

【成績評価の方法と基準】
平常点３０％、小テスト３０％、期末試験４０％により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
「語学と文化論を平行して進めてきた授業だが、今回の学生アンケートのコメ
ントにおいて、イタリア語そのものへの関心の高さが示されたことを受け、今
後さらに発音や文法の解説の比重を高めてゆく」というのは、数年前に書い
たが、その後授業改善アンケートの結果がこちらにフィードバックされてい
ない。学生からの直接のフィードバックを期待する。
【学生が準備すべき機器他】
Zoom 授業用のパソコン。会話ができるマイク＆イヤホン（あるいはヘッド
セットなど）。
【Outline (in English)】
The sound of foreign languages can be ambiguous, at times feeling
awkward and other times charming. The awkwardness might keep us
closed off in the world of own language, but the charm might lead us
beyond such borders where we witness new possibilities about ourselves.
So let us be charmed by the strange sounds. Like struggling to catch a
slippery eel, it can something you aren’t familiar with handling; to catch
it you have to dance with it, which might seem ridiculous but comes with
all unknowns, in this case someone else’s language and culture.
I only hope the students may find something strange, unknown and
charming in the Italian language and culture offered in this course, so
as to start learning, through the elementary four abilities "listening,
speaking, reading, and writing".
Learning Objectives: getting to be familiar with the feel of Italian things
with listening / speaking, reading / writing activities, that would be
a stepping stone for cross-cultural understanding. While feeling the
presence of the people living behind it, use your imagination further,
and grasp the foothold of basic Italian communication while expanding
your interest to what is called society, culture, or history.
Learning activities outside of classroom: Keep an interest in things
related to Italy. You can find the Italian cuisine, novels and essays about
Italy. If you want to get familiar with how the language sounds like, you
can watch movies and hear Italian pops, maybe via internet. Just try as
you like. The preparation and restudy time would be 2 hours
Grade evaluation: 30% on normal score (attendance rate) , 30% on the
mini-exam/quiz, and 40% on the final exam.
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LANc100NA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語・中国文化

田村　広子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の文化についても学ぶ。
【到達目標】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の風土、文化、歴史、社会についても解説する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
まず、発音の表記であるピンインを習得する。初めにピンインをマスターし
ておけば、新しい単語でも自分で発音できるようになる。そして、自己紹介、
基本的な文法から始め、最後には簡単な会話ができるようになる。
中国文化については、衣・食・住といった生活に関わる諸文化についてその歴
史も交えながら紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本と中国の漢字の違いについて、授

業の進め方、学習方法、毎回の授業の講
義方法と学習方法を解説する。

2 発音の基礎1（母音） 母音の発音や表記方法を覚える。
3 発音の基礎2（子音） 子音の発音や表記方法を覚え、母音と

の組み合わせについても学ぶ。この時
点でひとまず中国語に必要なすべての
発音が登場したことになる。

4 挨拶をする 自己紹介や時候の挨拶ができるように
なる。
挨拶をとおして日中の文化の違いを見
つけ出そう。

5 買い物をする 数の数え方を覚えた上で、時間や値段
を聞けるようになる。

6 日本の外来語・中国の外
来語

外来語から日中双方の言葉の文化の違
いを知る。

7 中国の地名　 国・省・市・村といった行政単位の呼び
方を知る。広大な中国の地域ごとの特
徴も紹介する。

8 中国の方位 前後左右、東西南北といった方向を指
示する単語を覚える。
同時に中国の方位観についても紹介す
る。

9 中国の家族 家族の呼び方を知る。
呼称から中国の家族構成や家族観につ
いて考える。

10 中国の住宅　１ 窓、扉、屋根といった住宅各部の呼称を
覚える。

11 中国の住宅２ 中国の伝統的な住宅と現代の住宅事情
を紹介する。

12 中国の食卓 食にまつわる語彙やセンテンスを覚え
る。地域で異なる中華料理についても
紹介する。

13 レストランで注文する レストランに入り中国語で注文できる
ようになる。

14 予備日 以上の内容が順調に終わっている場合
は、学生の希望を聞いて何をするか決
める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を目安とします。
【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。

【参考書】
『新版　中国語10課』白水社＊授業資料は配布しますので、必ずしも購入する
必要はありません。
【成績評価の方法と基準】
平常点：2割
中間・期末テスト：8割
【学生の意見等からの気づき】
旅行ができる程度の中国語を習得したという希望が多いので、それを実現で
きるようにします。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には対面授業を予定していますが、感染状況によってはオンライン・
ミーティング（ZOOM利用の予定）の形で授業を進めます。その場合、ミー
ティングにアクセスするためのURLは「授業のお知らせ」に掲載します。
【Outline (in English)】
While learning Chinese pinyin, basic grammar, vocabulary etc.,
students will develop language skills for everyday conversation. In
addition, China’s culture will be studied.
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LANc100NA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語・中国文化

田村　広子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の文化についても学ぶ。
【到達目標】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の風土、文化、歴史、社会についても解説する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
まず、発音の表記であるピンインを習得する。初めにピンインをマスターし
ておけば、新しい単語でも自分で発音できるようになる。そして、自己紹介、
基本的な文法から始め、最後には簡単な会話ができるようになる。
中国文化については、衣・食・住といった生活に関わる諸文化についてその歴
史も交えながら紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本と中国の漢字の違いについて、授

業の進め方、学習方法、毎回の授業の講
義方法と学習方法を解説する。

2 発音の基礎1（母音） 母音の発音や表記方法を覚える。
3 発音の基礎2（子音） 子音の発音や表記方法を覚え、母音と

の組み合わせについても学ぶ。この時
点でひとまず中国語に必要なすべての
発音が登場したことになる。

4 挨拶をする 自己紹介や時候の挨拶ができるように
なる。
挨拶をとおして日中の文化の違いを見
つけ出そう。

5 買い物をする 数の数え方を覚えた上で、時間や値段
を聞けるようになる。

6 日本の外来語・中国の外
来語

外来語から日中双方の言葉の文化の違
いを知る。

7 中国の地名　 国・省・市・村といった行政単位の呼び
方を知る。広大な中国の地域ごとの特
徴も紹介する。

8 中国の方位 前後左右、東西南北といった方向を指
示する単語を覚える。
同時に中国の方位観についても紹介す
る。

9 中国の家族 家族の呼び方を知る。
呼称から中国の家族構成や家族観につ
いて考える。

10 中国の住宅　１ 窓、扉、屋根といった住宅各部の呼称を
覚える。

11 中国の住宅２ 中国の伝統的な住宅と現代の住宅事情
を紹介する。

12 中国の食卓 食にまつわる語彙やセンテンスを覚え
る。地域で異なる中華料理についても
紹介する。

13 レストランで注文する レストランに入り中国語で注文できる
ようになる。

14 予備日 以上の内容が順調に終わっている場合
は、学生の希望を聞いて何をするか決
める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を目安とします。
【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
『新版　中国語10課』白水社＊授業資料は配布しますので、必ずしも購入する
必要はありません。
【成績評価の方法と基準】
平常点：約２割
中間・期末テスト：約8割

【学生の意見等からの気づき】
旅行ができる程度の中国語を習得したという希望が多いので、それを実現で
きるようにします。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には対面授業を予定していますが、感染状況によってはオンライン・
ミーティング（ZOOM利用の予定）の形で授業を進めます。その場合、ミー
ティングにアクセスするためのURLは「授業のお知らせ」に掲載します。
【Outline (in English)】
While learning Chinese pinyin, basic grammar, vocabulary etc.,
students will develop language skills for everyday conversation. In
addition, China’s culture will be studied.
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LANc100NA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語・中国文化

田村　広子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の文化についても学ぶ。
【到達目標】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の風土、文化、歴史、社会についても解説する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 10%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
まず、発音の表記であるピンインを習得する。初めにピンインをマスターし
ておけば、新しい単語でも自分で発音できるようになる。そして、自己紹介、
基本的な文法から始め、最後には簡単な会話ができるようになる。
中国文化については、衣・食・住といった生活に関わる諸文化についてその歴
史も交えながら紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本と中国の漢字の違いについて、授

業の進め方、学習方法、毎回の授業の講
義方法と学習方法を解説する。

2 発音の基礎1（母音） 母音の発音や表記方法を覚える。
3 発音の基礎2（子音） 子音の発音や表記方法を覚え、母音と

の組み合わせについても学ぶ。この時
点でひとまず中国語に必要なすべての
発音が登場したことになる。

4 挨拶をする 自己紹介や時候の挨拶ができるように
なる。
挨拶をとおして日中の文化の違いを見
つけ出そう。

5 買い物をする 数の数え方を覚えた上で、時間や値段
を聞けるようになる。

6 日本の外来語・中国の外
来語

外来語から日中双方の言葉の文化の違
いを知る。

7 中国の地名　 国・省・市・村といった行政単位の呼び
方を知る。広大な中国の地域ごとの特
徴も紹介する。

8 中国の方位 前後左右、東西南北といった方向を指
示する単語を覚える。
同時に中国の方位観についても紹介す
る。

9 中国の家族 家族の呼び方を知る。
呼称から中国の家族構成や家族観につ
いて考える。

10 中国の住宅　１ 窓、扉、屋根といった住宅各部の呼称を
覚える。

11 中国の住宅２ 中国の伝統的な住宅と現代の住宅事情
を紹介する。

12 中国の食卓 食にまつわる語彙やセンテンスを覚え
る。地域で異なる中華料理についても
紹介する。

13 レストランで注文する レストランに入り中国語で注文できる
ようになる。

14 予備日 以上の内容が順調に終わっている場合
は、学生の希望を聞いて何をするか決
める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を目安とします。

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
『新版　中国語10課』白水社＊授業資料は配布しますので、必ずしも購入する
必要はありません。
【成績評価の方法と基準】
平常点：約２割
中間・期末テスト：約8割
【学生の意見等からの気づき】
旅行ができる程度の中国語を習得したという希望が多いので、それを実現で
きるようにします。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には対面授業を予定していますが、感染状況によってはオンライン・
ミーティング（ZOOM利用の予定）の形で授業を進めます。その場合、ミー
ティングにアクセスするためのURLは「授業のお知らせ」に掲載します。
【Outline (in English)】
While learning Chinese pinyin, basic grammar, vocabulary etc.,
students will develop language skills for everyday conversation. In
addition, China’s culture will be studied.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変遷

の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依存

度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通し等

の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新的
技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性について

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指す

べき方向性等を提案
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。
【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。

欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変遷

の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依存

度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通し等

の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新的
技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性について

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指す

べき方向性等を提案
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。

【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変遷

の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依存

度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通し等

の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新的
技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性について

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指す

べき方向性等を提案

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。
【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.
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HUI100NA（人間情報学 / Human informatics 100）

認知科学　都市

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人の ‘こころ’と脳の仕組みや働き、関係性を科学的に理解すること。認知科学
的視点から人を観察することを学ぶ。
【到達目標】
人の認知のメカニズムや現象を科学的にとらえるようになることを目標とす
る。感覚、知覚、認知とは何か、人を生体と心理、社会との関係からとらえ
る。また科学的なレポートの書き方を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」に
関連
【授業の進め方と方法】
認知科学は ‘こころ’を主たる学問領域とし、知覚、記憶、思考、創造性といっ
た、‘こころ’に影響を与えると考えられる脳の働きおよび両者の関係を解明す
る学問である。本講義では、様々な認知科学に関する実験結果とその考察を
紹介しながら授業を行う。これらの知見について理解を深め、日常生活に活
用していく方法について学ぶ。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う予定で
ある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス： 授業内容の説明、認知科学の歴史と応用
2 五感： 味覚、嗅覚、聴覚、視覚、触覚
3 快適性とデザイン： 五感と快適性、快適性に影響する要因、

快適性の測定・評価、環境デザイン
4 知覚： 知覚の成立過程、表象、奥行き、残像、

盲点
5 錯覚： 錯覚研究小史、感覚の限界、遠近法、順

応、記憶の誤り、心の錯誤、認知の歪み
6 錯覚を作る： 錯覚を生じさせる作品の製作
7 色彩： 色の見え方の様相、色を見る仕組み、メ

イドの心理物理学、色空間の幾何学、
生理的三原色、主観的現象

8 色と形： 色と形の時間と空間、色と形の深層心
理、現在における色と形

9 脳と認知： 心拍、血圧、脳波、発汗、アミラーゼ、
ホルモン

10 顔と名前の認知、感情と
認知：

顔と名前の認識、認知と感情の関わり

11 対話行動の認知、対人認
知

発話の情報処理、ステレオタイプと対
人認知

12 記憶： 長期記憶、短期記憶、再生、再認、証言
の信頼性、カクテルパーティ効果

13 意識と無意識： フロイト、ユング、意識と無意識の関
係、無意識と行動、防衛機制

14 睡眠と夢： 睡眠のメカニズム、睡眠の機能、夢の機
能、夢の持つ意味

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回毎の授業の復習。レポートがある場合は、期限内に自分で資料等を調べ
て整理して、ポイントを押さえて、分かりやすい構成と文章で仕上げること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト　人を知る、人を測る　2010年5月　柴田昌和、寺田信幸、加藤千
恵子　インデックス社
【参考書】
A.ベネット、S.ハウスフェルド、R.A.リーブ、J.スミス著、西本武彦訳　1984
　認知心理学への招待　サイエンス社
岩井寛　1986　色と形の深層心理　NHKブックス
堀江洪　2004　錯覚の世界－古典からCG画像まで－　新曜社
【成績評価の方法と基準】
小レポート40%、平常点60%の合計で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業で扱うテーマについて、補足説明等でシラバスからかなり飛躍した話し
の内容になる可能性もあるが、シラバスに書かれた内容を重点的に説明する
ようにする。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
小レポートも重視する。
【Outline (in English)】
In this course students will learn how to scientifically comprehend
the organization, processes and relations of human feelings and the
brain, and observe humans from the perspective of cognitive science.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Your overall grade in the class
will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%
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HUI100NA（人間情報学 / Human informatics 100）

認知科学　ＳＤ

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人の ‘こころ’と脳の仕組みや働き、関係性を科学的に理解すること。認知科学
的視点から人を観察することを学ぶ。
【到達目標】
人の認知のメカニズムや現象を科学的にとらえるようになることを目標とす
る。感覚、知覚、認知とは何か、人を生体と心理、社会との関係からとらえ
る。また科学的なレポートの書き方を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」に
関連
【授業の進め方と方法】
認知科学は ‘こころ’を主たる学問領域とし、知覚、記憶、思考、創造性といっ
た、‘こころ’に影響を与えると考えられる脳の働きおよび両者の関係を解明す
る学問である。本講義では、様々な認知科学に関する実験結果とその考察を
紹介しながら授業を行う。これらの知見について理解を深め、日常生活に活
用していく方法について学ぶ。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う予定で
ある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス： 授業内容の説明、認知科学の歴史と応用
2 五感： 味覚、嗅覚、聴覚、視覚、触覚
3 快適性とデザイン： 五感と快適性、快適性に影響する要因、

快適性の測定・評価、環境デザイン
4 知覚： 知覚の成立過程、表象、奥行き、残像、

盲点
5 錯覚： 錯覚研究小史、感覚の限界、遠近法、順

応、記憶の誤り、心の錯誤、認知の歪み
6 錯覚を作る： 錯覚を生じさせる作品の製作
7 色彩： 色の見え方の様相、色を見る仕組み、メ

イドの心理物理学、色空間の幾何学、
生理的三原色、主観的現象

8 色と形： 色と形の時間と空間、色と形の深層心
理、現在における色と形

9 脳と認知： 心拍、血圧、脳波、発汗、アミラーゼ、
ホルモン

10 顔と名前の認知、感情と
認知：

顔と名前の認識、認知と感情の関わり

11 対話行動の認知、対人認
知

発話の情報処理、ステレオタイプと対
人認知

12 記憶： 長期記憶、短期記憶、再生、再認、証言
の信頼性、カクテルパーティ効果

13 意識と無意識： フロイト、ユング、意識と無意識の関
係、無意識と行動、防衛機制

14 睡眠と夢： 睡眠のメカニズム、睡眠の機能、夢の機
能、夢の持つ意味

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回毎の授業の復習。レポートがある場合は、期限内に自分で資料等を調べ
て整理して、ポイントを押さえて、分かりやすい構成と文章で仕上げること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト　人を知る、人を測る　2010年5月　柴田昌和、寺田信幸、加藤千
恵子　インデックス社
【参考書】
A.ベネット、S.ハウスフェルド、R.A.リーブ、J.スミス著、西本武彦訳　1984
　認知心理学への招待　サイエンス社
岩井寛　1986　色と形の深層心理　NHKブックス
堀江洪　2004　錯覚の世界－古典からCG画像まで－　新曜社
【成績評価の方法と基準】
小レポート40%、平常点60%の合計で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業で扱うテーマについて、補足説明等でシラバスからかなり飛躍した話し
の内容になる可能性もあるが、シラバスに書かれた内容を重点的に説明する
ようにする。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
小レポートも重視する。
【Outline (in English)】
In this course students will learn how to scientifically comprehend
the organization, processes and relations of human feelings and the
brain, and observe humans from the perspective of cognitive science.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Your overall grade in the class
will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%

— 135 —



SDGs　発行日：2024/5/1

LANi100NA（イタリア語 / Italian language education 100）

イタリア語・イタリア文化

京藤　好男

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は初めてイタリア語に触れる学生を対象に、オンラインでの授業を
行います。まず学生は、PDFテキストと音声ファイルに従って、基本のイタ
リア語表現を使い、発音と語彙に慣れてもらいます。これにより簡単な日常
会話が身につくでしょう。さらに学生は、文法にも踏み込んでイタリア語の
仕組みを理解してもらいます。このような言葉の理解を通して、学生は言葉
を使用する文化の背景や歴史にも意識を向けてください。まずは日常会話レ
ベルのイタリア語を身につけ、さらに異文化理解の大切な手がかりを見出す
ことを目的とします。
【到達目標】
イタリア的なものの肌触りをつかみ、異文化理解の足がかりとします。日常
会話の表現を身につけ、文法を理解することで、その背後に息づく人々の気
配を感じること。さらに想像力を働かせ、社会、文化、あるいは歴史と呼ば
れるものへと、関心を広げながら、基本的なイタリア語によるコミュニケー
ション力を身につけることが目標です。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
開講日の初回からオンラインでの授業をします。PDFファイルで毎回のテキ
ストを公開し、連動する音声ファイルに従って、テキストを学んでもらいま
す。その後、確認テストを毎回行い、提出をしてもらいます。毎回の授業ごと
に、具体的な操作方法は指示しますでの、それに従って各自進めてください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 1-1イタリア語での挨拶

　
親しい挨拶 Ciaoなど

2 1-2イタリア語での挨拶 丁寧な挨拶 Buongiornoなど
3 2-1感謝の表現 お礼を言う Grazieなど
4 2-2自己紹介 (1) 名乗るときの表現
5 3-1日常の挨拶 相手の調子を聞く
6 3-2人に声をかける 他人を呼び止める、丁寧に断る
7 4-1注文をする レストランや喫茶店などで頼んでみる
8 4-2知らない言葉をたず

ねる
これは何といいますか？ など

9 5-1自己紹介 (2) 出身について話す
10 5-2相手の情報を得る 相手の出身を聞く
11 6-1文法を知ろう (1) 名詞の性と不定冠詞 (1)
12 6-2文法を知ろう (2) 名詞の性と不定冠詞 (2)
13 7-1文法を知ろう (3) 名詞の性と数
14 7-2イタリア語の数字 0~100とその応用
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
イタリアに関することに関心を向けておくこと。身近なところでは料理があ
ります。またイタリアを題材にした小説や評論も数多くあり、イタリア人の
メンタリティーを知るのに役立ちます。さらに、言葉の響きに触れておくな
ら映画や音楽を鑑賞するのも有効です。語学学習としては、まず本授業の準
備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。加えて中間期末の確認テスト
の前に範囲を伝えますので、それを機会に体系立てた復習をしてください。
【テキスト（教科書）】
特に購入する必要なし。
【参考書】
『Quaderno d’italiano』（2011年、DTP出版）
教室で紹介するダイアローグ音源や練習問題は、基本的にこのテキストから
のものです。

【成績評価の方法と基準】
授業ごとの課題 (またはレポート)40％、中間と期末に行う総合確認問題、各
30％により評価します。(いずれのテストもオンライン上で実施する予定)
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
語学と文化論を平行して進めてきた授業ですが、学生アンケートのコメント
において、イタリア語そのものへの関心の高さが示されたことを受け、今後
さらに発音や文法の解説の比重を高めてゆく方針です。ただし、文化論に関
わる部分を全くなくすわけではなく、効果的に取り入れて課題などに活用す
る方向です。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業を受けるための環境を整えておくこと。現状、PDFファイル
を開くことと、音声ファイルを聞けることが必要です。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class students will learn Italian language and culture, the sound
of which can be at times awkward and other times charming. The
awkwardness might keep us closed off in the world of own language,
but the charm might lead us beyond such borders where we witness
new possibilities about ourselves.
So let us be charmed by the strange sounds. Like struggling to catch a
slippery eel, it can something you aren’t familiar with handling; to catch
it you have to dance with it, which might seem ridiculous but comes with
all unknowns, in this case someone else’s language and culture.
I only hope the students may find something strange, unknown and
charming in the Italian language and culture offered in this course, so
as to start learning, through the elementary four abilities "listening,
speaking, reading, and writing".
(Learning Objectives)
The goals of this course are to acquire expressions for daily conversation,
to understand elementary grammar, to expand your interest in
Italian society, culture and history, and finally acquire comprehensive
communication skills
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content
(Grading Criteria/Policy)
Your overall grade in the class will be decided based on 40% of
assignments for each class, and 30% of comprehensive confirmation
questions given at the end and midterm.
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LANi100NA（イタリア語 / Italian language education 100）

イタリア語・イタリア文化

朝比奈　佳尉

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初歩的なイタリア語の文法と表現を学びます。
挨拶や食事など、イタリア人の日常生活に関するあれこれを知ることで、日
ごろ自分たちが接しているものとはことなる文化に触れる機会を得ることが
できます。
言語と文化、ふたつの側面から、異文化へと近づくひとつの方法を体験する
のが目標です。
【到達目標】
イタリア的なものの肌触りをつかみ、異文化理解の足がかりとする。教室で
はその背後に息づく人々の気配を感じながら、さらに想像力を働かせ、社会、
文化、あるいは歴史と呼ばれるものへと、関心を広げながら、基本的なイタ
リア語によるコミュニケーション力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
毎回の授業をおよそ半分に分け、それぞれを「イタリア語」と「イタリア文
化」にあてます。
「イタリア語」では、まず講師が基本的な文法事項を解説します。その後、皆
さんには練習問題をペアもしくはグループで解いた上で、それを実際に発音
する練習をしてもらいます。
「イタリア文化」では、まず講師がイタリア（人）の生活にまつわるあれこれ
を、写真や動画を使用しながら紹介します。その上で皆さんには、自分たち
が生まれ育ち、いま暮らしている場所との比較をしてもらい、それを授業の
最後にレポートとして提出してもらいます。
興味深い視点や意見などは次の授業で紹介します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 1-1イタリア語に出会う

　
あいさつと自己紹介

2 1-2イタリアを知る “Buongiorno”と「こんにちは」の間に
あるもの

3 2-1イタリア語に出会う BARへ行き、注文する
4 2-2イタリアを知る BAR的な出会いを考える
5 3-1イタリア語に出会う 人称と距離について考える
6 3-2イタリアを知る 言葉と時代、そして歴史
7 4-1イタリア語に出会う 相手のことを知る　自分を伝える
8 4-2イタリアを知る カンパニリズモとイタリアの多様性
9 5-1イタリア語に出会う 家族について話す
10 5-2イタリアを知る 家族から見るイタリア的なもの
11 6-1イタリア語に出会う 道をたずねる
12 6-2イタリアを知る 「すべての道はローマに通ず」
13 7-1イタリア語に出会う 好きなものを伝える
14 7-2イタリアを知る イタリアの今
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
イタリアに関することに関心を向けておくこと。身近なところでは料理があ
るし、イタリアを題材にした小説や評論も数多くある。言葉の響きに触れて
おくなら映画や音楽を鑑賞してもよいだろう。各自工夫のこと。
本授業に関しては予習は必要ない。授業で学んだことをしっかり定着させ、試
験前に一夜漬けで勉強することがないよう、毎週30分から1時間かけて復習
するのが望ましい。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて授業中にプリントを配布する。また、イタリア語専用のノート
を用意すること。
【参考書】
『Quaderno d’italiano』（2011年、DTP出版）
教室で紹介するダイアローグ音源や練習問題は、基本的にこのテキストから
のものである。
【成績評価の方法と基準】
平常の課題60%、最終課題40%で評価する予定
【学生の意見等からの気づき】
語学と文化論を平行して進めてきた授業だが、今回の学生アンケートのコメン
トにおいて、イタリア語そのものへの関心の高さが示されたことを受け、今
後さらに発音や文法の解説の比重を高めてゆく。

【Outline (in English)】
In this class you will learn the basics of Italian and aspects of Italian
culture starting reviewing both accurate and inaccurate images you
may have about the country much loved by Japanese people for various
reasons. For example, a menu of an Italian restaurant in Tokyo I
once found: You can choose SPAGHETTI or PASTA. As all Italians will
clamor: SPAGHETTI is one of many kinds of PASTA!!!
Although this is, I hope, only a rare misunderstanding, what you know
about Italy may be inaccurate at times, if not wrong, and it is a shame
to have only fragmentary knowledge a country which, as far as I have
come to know, is full of characteristics that can be very useful to objectify
ourselves. I hope I can share with you some of the things I have seen
and learned in Italy.
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
優れた技術や新規のアイディアを備えていれば製品は必ずヒットし市場で売
れていくのでしょうか。斬新な技術やユニークなアイディアで開発された製
品が人々の関心を引くことなく市場から消えていくことは珍しくありません。
多くの人に支持される製品を開発するにはマーケティングの思考が欠かせま
せん。また、今日、マーケティングの概念や知識は既に日常に浸透し使われ
ています。例えば、大学の研究室での議論、友人との会話、就職活動の面接
やグループ討議、就職後の製品企画会議などでは頻繁に用いられます。さら
に、マーケティングの用語は世界共通でありこれらの用語を知ることでどこ
でも誰とでも議論が可能になります。
授業では、主に企業のマーケティング活動からその基本知識を学びます。加
えて、マーケティングでの優れたデザインとは何かを考えます。
【到達目標】
本授業では次の２つの到達目標を設定します。
１．企業のマーケティング活動を自身の生活に関連させて考える力の習得。そ
のために、①マーケティングの概念と基本用語　②企業活動　③企業から発
信される情報－を理解することに重点を置きます。２．マーケティングの実
践力の習得。そのために、研究課題やケーススタディを実施し、自身の考え
を　①まとめる力　②表現する力　③伝える力－の養成を目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業目標を達成するために、講義、研究課題、ケーススタディ、レポート、事
例紹介により進めます。
＊オンライン授業の場合はzoomのURL・ID・パスコード、授業運営などに
かかわる情報を学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊授業で使用する教材などがある場合は学習支援システム【教材】に掲示し
ます。
＊授業に関する質問などは学習支援システムで行ってください。学習支援シス
テム【授業内掲示板】に受講生の質問などを掲示できるトピックを設けます。
＊なお、質問などの際には　①シラバス　②学習支援システムの【お知らせ】
【授業内掲示板】【教材】　③学校が発信する通知－などを確認し、それらと
重複しないよう注意してください。
＊本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問
などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できる
トピックを使用してください。
＊授業計画の回、日程は変更になる場合があります。また、授業計画の内容
は受講生の習得状況などにより変更する場合があります。その場合は、いず
れも学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業内容・進め方・ルール、到達目標と

成績評価基準などを説明する。
2 マーケティングの歴史 マーケティングの歴史を概観する。あ

わせて、顧客志向の萌芽を説明する。
3 マーケティングと企業 企業活動におけるマーケティングの重

要性を事例から学ぶ。
4 マーケティング・ツール マーケティングの４Ｐ（製品、価格、流

通、販売促進）を学ぶ。
5 研究課題①　新製品・

サービスの発案
研究課題の取り組み方、発表について
説明する。新製品・サービスのアイ
ディアを出し概略を考える。

6 研究課題②　新製品・
サービスのアイディア
を深める

前回考えたアイディアを深め、わかり
やすい形にする。

7 研究課題③　新製品・
サービスの具体化

新製品・サービスのアイディアを具体
化する。また、プレゼンテーションの
準備を行う。

8 新製品・サービスの発表
①

新製品・サービスのプレゼンテーショ
ンを行い意見交換をする。

9 新製品・サービスの発表
②

引き続き新製品・サービスのプレゼン
テーションを行う。前回と今回の意見
交換を参考に改めて自身のアイディア
を深める機会とする。

10 マーケティング・ミック
スと情報

マーケティング・ツールとマーケティ
ング・ミックスの関係について学ぶ。
また、情報の重要性と収集・分析の留意
事項について知る。（プレゼンテーショ
ンが終わらない場合は本回にもその場
を設けます）

11 市場の細分化 ＳＴＰ（セグメンテーション、ターゲ
ティング、ポジショニング）の基本知識
と事例を学ぶ。

12 消費者購買プロセス 消費者の購買行動と企業のマーケティ
ング戦略の関係性を考える。

13 顧客との関係の強化 顧客との関係維持の必要性を学ぶ。あ
わせて、企業のマーケティング活動が
顧客に何をもたらすべきなのかについ
て考える。

14 企業の社会的責任と
マーケティング

企業の社会的責任とマーケティング、
およびマーケティング領域の拡大につ
いて学ぶ。あわせて、レポート提出に
ついて説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身の得た情報をマーケティングの観点で考え、分析する努力をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。必要な場合は授業で紹介します。
【参考書】
石井淳蔵　廣田章光編著『１からのマーケティング』中央経済社
フィリップ・コトラー　ケビン・レーン・ケラー著『コトラー＆ケラーのマー
ケティング・マネジメント基本編』ピアソン・エデュケーション
Ｐ.Ｆ．ドラッガー著『エッセンシャル版マネジメント基本と原則』ダイヤモ
ンド社
そのほか、随時、授業で紹介します。
【成績評価の方法と基準】
成績評価はレポート提出（配点90％）、平常点（配点10％）とします。詳細
は次の通りです。
＜レポート提出＞
１．レポートのテーマ：学習支援システム【課題】に掲示します。
２．言語：日本語
３．字数、フォント、ポイント：400字以上600字以内、フォント指定なし、
ポイント10.5
４．提出期間：第14回授業日の午前10時30分から翌週水曜日の午前10時30
分まで。なお、変更がある場合は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
５．提出方法：学習支援システム【課題】に掲示される添付ファイルのフォー
マットを用いて学習支援システムを通して提出
６．留意事項
（１）レポート提出は、学習支援システムを用い指示された方法で行ってくだ
さい。例えば、「特別なアプリを使用するもの」「指示以外の方法で提出された
もの」「学内のシステムとの互換性がない機器を使用したもの」などを用い、
通常の学習支援システムの操作でレポートを開けないものについては評価対
象外になります。
（２）学習支援システム【課題】【レポート提出】で閲覧できないレポートは評
価対象外となります。
（３）本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。従っ
て、講師のメールアドレスにレポートをメールしてもレポート提出とはみな
しません。
（４）学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を
用いてのレポート提出はレポート提出とはみなしません。
（５）レポート提出は、提出期間内に提出が完了するように日程管理・機器管
理をしてください。
（６）なお、大学の設定している時間と自身の機器の設定時間が同一とは限ら
ないので充分に注意してください。
（７）テキストボックスでの提出（投稿）は、レポート提出とはみなしません。
必ず、添付ファイルの所定のフォーマットを用いて提出してください。
（８）レポート提出の際は、添付ファイルが添付されたことを示すクリップマー
クを確認してください。
（９）レポート提出後の誤記などによる修正・訂正の申し出は受け付けません。
レポート提出は十分に見直したうえで行ってください。
＜平常点＞
意見発表などを積極的に行った学生に配点します。
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【学生の意見等からの気づき】
研究課題において受講生から「価値観が違う人の意見を聞くことで新たなア
イディアが生まれた」「1つの提案が様々な方向へ進化することが勉強になっ
た」「最初は不安だったが勇気を出して発表していろんな意見を聞けたことが
よかった」などの感想が寄せられた。研究課題が受講生の積極性、気づき、潜
在能力の顕在化を促していることがわかる。今後もより効果的に研究課題を
授業に組み入れたい。
【学生が準備すべき機器他】
zoomを使用できる機器を用意してください。
【その他の重要事項】
＜講師について＞
修士（経営学）、博士（公共政策学）
金融機関系コンサルティング会社にて経営コンサルティング、人材育成コン
サルティングの経験をもつ教員が、企業のマーケティング活動において求め
られる創造力の育成に資する講義を行います。
＜禁止事項：講師へのメール送信＞
本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問な
どは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できるト
ピックを使用してください。
＜留意事項：レポート提出＞
本授業でのレポート提出については、シラバスの【成績評価の方法と基準】＜
レポート提出＞を確認し、特に６．留意事項を守って提出してください。講
師のメールアドレスを用いてのレポート提出、学習支援システムの【99_感染
症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を用いてのレポート提出などはレポー
ト提出とはみなしません。
＜休講や自習の連絡＞
休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＜本授業の履修について＞
本授業の履修については、禁止事項や留意事項も含めてシラバスの内容をよ
く確認し履修届を出してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory lecture on marketing. Learn the theory of
traditional marketing and consider what good design is in marketing
through some examples of modern business units. This lecture focuses
on understanding marketing concepts and meanings of basic terms,
business activities, and information transmitted from companies. This
course promotes student learning through lectures, group discussions
and presentations, and writing reports.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the basic concepts of marketing.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content.
【Grading Criteria/policy】
90% for report submission, 10% for normal scores (participation, opinion
presentation, etc.).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
優れた技術や新規のアイディアを備えていれば製品は必ずヒットし市場で売
れていくのでしょうか。斬新な技術やユニークなアイディアで開発された製
品が人々の関心を引くことなく市場から消えていくことは珍しくありません。
多くの人に支持される製品を開発するにはマーケティングの思考が欠かせま
せん。また、今日、マーケティングの概念や知識は既に日常に浸透し使われ
ています。例えば、大学の研究室での議論、友人との会話、就職活動の面接
やグループ討議、就職後の製品企画会議などでは頻繁に用いられます。さら
に、マーケティングの用語は世界共通でありこれらの用語を知ることでどこ
でも誰とでも議論が可能になります。
授業では、主に企業のマーケティング活動からその基本知識を学びます。加
えて、マーケティングでの優れたデザインとは何かを考えます。
【到達目標】
本授業では次の２つの到達目標を設定します。
１．企業のマーケティング活動を自身の生活に関連させて考える力の習得。そ
のために、①マーケティングの概念と基本用語　②企業活動　③企業から発
信される情報－を理解することに重点を置きます。２．マーケティングの実
践力の習得。そのために、研究課題やケーススタディを実施し、自身の考え
を　①まとめる力　②表現する力　③伝える力－の養成を目指します。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業目標を達成するために、講義、研究課題、ケーススタディ、レポート、事
例紹介により進めます。
＊オンライン授業の場合はzoomのURL・ID・パスコード、授業運営などに
かかわる情報を学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊授業で使用する教材などがある場合は学習支援システム【教材】に掲示し
ます。
＊授業に関する質問などは学習支援システムで行ってください。学習支援シス
テム【授業内掲示板】に受講生の質問などを掲示できるトピックを設けます。
＊なお、質問などの際には　①シラバス　②学習支援システムの【お知らせ】
【授業内掲示板】【教材】　③学校が発信する通知－などを確認し、それらと
重複しないよう注意してください。
＊本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問
などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できる
トピックを使用してください。
＊授業計画の回、日程は変更になる場合があります。また、授業計画の内容
は受講生の習得状況などにより変更する場合があります。その場合は、いず
れも学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業内容・進め方・ルール、到達目標と

成績評価基準などを説明する。
2 マーケティングの歴史 マーケティングの歴史を概観する。あ

わせて、顧客志向の萌芽を説明する。
3 マーケティングと企業 企業活動におけるマーケティングの重

要性を事例から学ぶ。
4 マーケティング・ツール マーケティングの４Ｐ（製品、価格、流

通、販売促進）を学ぶ。
5 研究課題①　新製品・

サービスの発案
研究課題の取り組み方、発表について
説明する。新製品・サービスのアイ
ディアを出し概略を考える。

6 研究課題②　新製品・
サービスのアイディア
を深める

前回考えたアイディアを深め、わかり
やすい形にする。

7 研究課題③　新製品・
サービスの具体化

新製品・サービスのアイディアを具体
化する。また、プレゼンテーションの
準備を行う。

8 新製品・サービスの発表
①

新製品・サービスのプレゼンテーショ
ンを行い意見交換をする。

9 新製品・サービスの発表
②

引き続き新製品・サービスのプレゼン
テーションを行う。前回と今回の意見
交換を参考に改めて自身のアイディア
を深める機会とする。

10 マーケティング・ミック
スと情報

マーケティング・ツールとマーケティ
ング・ミックスの関係について学ぶ。
また、情報の重要性と収集・分析の留意
事項について知る。（プレゼンテーショ
ンが終わらない場合は本回にもその場
を設けます）

11 市場の細分化 ＳＴＰ（セグメンテーション、ターゲ
ティング、ポジショニング）の基本知識
と事例を学ぶ。

12 消費者購買プロセス 消費者の購買行動と企業のマーケティ
ング戦略の関係性を考える。

13 顧客との関係の強化 顧客との関係維持の必要性を学ぶ。あ
わせて、企業のマーケティング活動が
顧客に何をもたらすべきなのかについ
て考える。

14 企業の社会的責任と
マーケティング

企業の社会的責任とマーケティング、
およびマーケティング領域の拡大につ
いて学ぶ。あわせて、レポート提出に
ついて説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身の得た情報をマーケティングの観点で考え、分析する努力をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。必要な場合は授業で紹介します。
【参考書】
石井淳蔵　廣田章光編著『１からのマーケティング』中央経済社
フィリップ・コトラー　ケビン・レーン・ケラー著『コトラー＆ケラーのマー
ケティング・マネジメント基本編』ピアソン・エデュケーション
Ｐ.Ｆ．ドラッガー著『エッセンシャル版マネジメント基本と原則』ダイヤモ
ンド社
そのほか、随時、授業で紹介します。
【成績評価の方法と基準】
成績評価はレポート提出（配点90％）、平常点（配点10％）とします。詳細
は次の通りです。
＜レポート提出＞
１．レポートのテーマ：学習支援システム【課題】に掲示します。
２．言語：日本語
３．字数、フォント、ポイント：400字以上600字以内、フォント指定なし、
ポイント10.5
４．提出期間：第14回授業日の午前10時30分から翌週水曜日の午前10時30
分まで。なお、変更がある場合は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
５．提出方法：学習支援システム【課題】に掲示される添付ファイルのフォー
マットを用いて学習支援システムを通して提出
６．留意事項
（１）レポート提出は、学習支援システムを用い指示された方法で行ってくだ
さい。例えば、「特別なアプリを使用するもの」「指示以外の方法で提出された
もの」「学内のシステムとの互換性がない機器を使用したもの」などを用い、
通常の学習支援システムの操作でレポートを開けないものについては評価対
象外になります。
（２）学習支援システム【課題】【レポート提出】で閲覧できないレポートは評
価対象外となります。
（３）本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。従っ
て、講師のメールアドレスにレポートをメールしてもレポート提出とはみな
しません。
（４）学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を
用いてのレポート提出はレポート提出とはみなしません。
（５）レポート提出は、提出期間内に提出が完了するように日程管理・機器管
理をしてください。
（６）なお、大学の設定している時間と自身の機器の設定時間が同一とは限ら
ないので充分に注意してください。
（７）テキストボックスでの提出（投稿）は、レポート提出とはみなしません。
必ず、添付ファイルの所定のフォーマットを用いて提出してください。
（８）レポート提出の際は、添付ファイルが添付されたことを示すクリップマー
クを確認してください。
（９）レポート提出後の誤記などによる修正・訂正の申し出は受け付けません。
レポート提出は十分に見直したうえで行ってください。
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＜平常点＞
意見発表などを積極的に行った学生に配点します。
【学生の意見等からの気づき】
研究課題において受講生から「価値観が違う人の意見を聞くことで新たなア
イディアが生まれた」「1つの提案が様々な方向へ進化することが勉強になっ
た」「最初は不安だったが勇気を出して発表していろんな意見を聞けたことが
よかった」などの感想が寄せられた。研究課題が受講生の積極性、気づき、潜
在能力の顕在化を促していることがわかる。今後もより効果的に研究課題を
授業に組み入れたい。
【学生が準備すべき機器他】
zoomを使用できる機器を用意してください。
【その他の重要事項】
＜講師について＞
修士（経営学）、博士（公共政策学）
金融機関系コンサルティング会社にて経営コンサルティング、人材育成コン
サルティングの経験をもつ教員が、企業のマーケティング活動において求め
られる創造力の育成に資する講義を行います。
＜禁止事項：講師へのメール送信＞
本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問な
どは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できるト
ピックを使用してください。
＜留意事項：レポート提出＞
本授業でのレポート提出については、シラバスの【成績評価の方法と基準】＜
レポート提出＞を確認し、特に６．留意事項を守って提出してください。講
師のメールアドレスを用いてのレポート提出、学習支援システムの【99_感染
症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を用いてのレポート提出などはレポー
ト提出とはみなしません。
＜休講や自習の連絡＞
休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＜本授業の履修について＞
本授業の履修については、禁止事項や留意事項も含めてシラバスの内容をよ
く確認し履修届を出してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory lecture on marketing. Learn the theory of
traditional marketing and consider what good design is in marketing
through some examples of modern business units. This lecture focuses
on understanding marketing concepts and meanings of basic terms,
business activities, and information transmitted from companies. This
course promotes student learning through lectures, group discussions
and presentations, and writing reports.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the basic concepts of marketing.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content.
【Grading Criteria/policy】
90% for report submission, 10% for normal scores (participation, opinion
presentation, etc.).
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

マーケティング

林　奈生子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
優れた技術や新規のアイディアを備えていれば製品は必ずヒットし
市場で売れていくのでしょうか。斬新な技術やユニークなアイディ
アで開発された製品が人々の関心を引くことなく市場から消えてい
くことは珍しくありません。多くの人に支持される製品を開発する
にはマーケティングの思考が欠かせません。また、今日、マーケティ
ングの概念や知識は既に日常に浸透し使われています。例えば、大
学の研究室での議論、友人との会話、就職活動の面接やグループ討
議、就職後の製品企画会議などでは頻繁に用いられます。さらに、
マーケティングの用語は世界共通でありこれらの用語を知ることで
どこでも誰とでも議論が可能になります。
授業では、主に企業のマーケティング活動からその基本知識を学び
ます。加えて、マーケティングでの優れたデザインとは何かを考え
ます。

【到達目標】
本授業では次の２つの到達目標を設定します。
１．企業のマーケティング活動を自身の生活に関連させて考える力
の習得。そのために、①マーケティングの概念と基本用語　②企業
活動　③企業から発信される情報－を理解することに重点を置きま
す。２．マーケティングの実践力の習得。そのために、研究課題や
ケーススタディを実施し、自身の考えを　①まとめる力　②表現す
る力　③伝える力－の養成を目指します。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力 25%
（Ｈ）継続的学習能力 25%
（Ｉ）業務遂行能力 25%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業目標を達成するために、講義、研究課題、ケーススタディ、レ
ポート、事例紹介により進めます。
＊オンライン授業の場合はzoomのURL・ID・パスコード、授業運営
などにかかわる情報を学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊授業で使用する教材などがある場合は学習支援システム【教材】に
掲示します。
＊授業に関する質問などは学習支援システムで行ってください。学
習支援システム【授業内掲示板】に受講生の質問などを掲示できる
トピックを設けます。
＊なお、質問などの際には　①シラバス　②学習支援システムの【お
知らせ】【授業内掲示板】【教材】　③学校が発信する通知－などを
確認し、それらと重複しないよう注意してください。
＊本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じま
す。質問などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問
などを掲示できるトピックを使用してください。
＊授業計画の回、日程は変更になる場合があります。また、授業計
画の内容は受講生の習得状況などにより変更する場合があります。
その場合は、いずれも学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業内容・進め方・ルール、到達目

標と成績評価基準などを説明する。
2 マーケティングの歴

史
マーケティングの歴史を概観する。
あわせて、顧客志向の萌芽を説明
する。

3 マーケティングと企
業

企業活動におけるマーケティング
の重要性を事例から学ぶ。

4 マーケティング・
ツール

マーケティングの４Ｐ（製品、価
格、流通、販売促進）を学ぶ。

5 研究課題①　新製
品・サービスの発案

研究課題の取り組み方、発表につ
いて説明する。新製品・サービス
のアイディアを出し概略を考える。

6 研究課題②　新製
品・サービスのアイ
ディアを深める

前回考えたアイディアを深め、わ
かりやすい形にする。

7 研究課題③　新製品・
サービスの具体化

新製品・サービスのアイディアを
具体化する。また、プレゼンテー
ションの準備を行う。

8 新製品・サービスの
発表①

新製品・サービスのプレゼンテー
ションを行い意見交換をする。

9 新製品・サービスの
発表②

引き続き新製品・サービスのプレ
ゼンテーションを行う。前回と今
回の意見交換を参考に改めて自身
のアイディアを深める機会とする。

10 マーケティング・
ミックスと情報

マーケティング・ツールとマーケ
ティング・ミックスの関係につい
て学ぶ。また、情報の重要性と収
集・分析の留意事項について知る。
（プレゼンテーションが終わらない
場合は本回にもその場を設けます）

11 市場の細分化 ＳＴＰ（セグメンテーション、
ターゲティング、ポジショニング）
の基本知識と事例を学ぶ。

12 消費者購買プロセス 消費者の購買行動と企業のマーケ
ティング戦略の関係性を考える。

13 顧客との関係の強化 顧客との関係維持の必要性を学ぶ。
あわせて、企業のマーケティング
活動が顧客に何をもたらすべきな
のかについて考える。

14 企業の社会的責任と
マーケティング

企業の社会的責任とマーケティン
グ、およびマーケティング領域の
拡大について学ぶ。あわせて、レ
ポート提出について説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身の得た情報をマーケティングの観点で考え、分析する努力をす
ること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。必要な場合は授業で紹介します。

【参考書】
石井淳蔵　廣田章光編著『１からのマーケティング』中央経済社
フィリップ・コトラー　ケビン・レーン・ケラー著『コトラー＆ケ
ラーのマーケティング・マネジメント基本編』ピアソン・エデュケー
ション
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Ｐ.Ｆ．ドラッガー著『エッセンシャル版マネジメント基本と原則』
ダイヤモンド社
そのほか、随時、授業で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価はレポート提出（配点90％）、平常点（配点10％）としま
す。詳細は次の通りです。
＜レポート提出＞
１．レポートのテーマ：学習支援システム【課題】に掲示します。
２．言語：日本語
３．字数、フォント、ポイント：400字以上600字以内、フォント
指定なし、ポイント10.5
４．提出期間：第14回授業日の午前10時30分から翌週水曜日の午
前10時30分まで。なお、変更がある場合は学習支援システム【お
知らせ】に掲示します。
５．提出方法：学習支援システム【課題】に掲示される添付ファイ
ルのフォーマットを用いて学習支援システムを通して提出
６．留意事項
（１）レポート提出は、学習支援システムを用い指示された方法で
行ってください。例えば、「特別なアプリを使用するもの」「指示以
外の方法で提出されたもの」「学内のシステムとの互換性がない機器
を使用したもの」などを用い、通常の学習支援システムの操作でレ
ポートを開けないものについては評価対象外になります。
（２）学習支援システム【課題】【レポート提出】で閲覧できないレ
ポートは評価対象外となります。
（３）本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じ
ます。従って、講師のメールアドレスにレポートをメールしてもレ
ポート提出とはみなしません。
（４）学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提
出箱】を用いてのレポート提出はレポート提出とはみなしません。
（５）レポート提出は、提出期間内に提出が完了するように日程管
理・機器管理をしてください。
（６）なお、大学の設定している時間と自身の機器の設定時間が同一
とは限らないので充分に注意してください。
（７）テキストボックスでの提出（投稿）は、レポート提出とはみな
しません。必ず、添付ファイルの所定のフォーマットを用いて提出
してください。
（８）レポート提出の際は、添付ファイルが添付されたことを示すク
リップマークを確認してください。
（９）レポート提出後の誤記などによる修正・訂正の申し出は受け付
けません。レポート提出は十分に見直したうえで行ってください。
＜平常点＞
意見発表などを積極的に行った学生に配点します。

【学生の意見等からの気づき】
研究課題において受講生から「価値観が違う人の意見を聞くことで
新たなアイディアが生まれた」「1つの提案が様々な方向へ進化する
ことが勉強になった」「最初は不安だったが勇気を出して発表してい
ろんな意見を聞けたことがよかった」などの感想が寄せられた。研
究課題が受講生の積極性、気づき、潜在能力の顕在化を促している
ことがわかる。今後もより効果的に研究課題を授業に組み入れたい。

【学生が準備すべき機器他】
zoomを使用できる機器を用意してください。

【その他の重要事項】
＜講師について＞
修士（経営学）、博士（公共政策学）
金融機関系コンサルティング会社にて経営コンサルティング、人材
育成コンサルティングの経験をもつ教員が、企業のマーケティング
活動において求められる創造力の育成に資する講義を行います。
＜禁止事項：講師へのメール送信＞
本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。
質問などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問など
を掲示できるトピックを使用してください。
＜留意事項：レポート提出＞
本授業でのレポート提出については、シラバスの【成績評価の方法
と基準】＜レポート提出＞を確認し、特に６．留意事項を守って提
出してください。講師のメールアドレスを用いてのレポート提出、
学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】
を用いてのレポート提出などはレポート提出とはみなしません。
＜休講や自習の連絡＞
休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。

＜本授業の履修について＞
本授業の履修については、禁止事項や留意事項も含めてシラバスの
内容をよく確認し履修届を出してください。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory lecture on marketing. Learn the
theory of traditional marketing and consider what good design
is in marketing through some examples of modern business
units. This lecture focuses on understanding marketing
concepts and meanings of basic terms, business activities,
and information transmitted from companies. This course
promotes student learning through lectures, group discussions
and presentations, and writing reports.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the basic concepts of
marketing.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.
【Grading Criteria/policy】
90% for report submission, 10% for normal scores (participa-
tion, opinion presentation, etc.).
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

エコノミクス

李　江南

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この『エコノミクス』では、主にミクロ経済学とマクロ経済学に基
づいて、現代経済学の基本原理と考え方を理解し、効率的な資源配
分の方法を学び、経済学のレンズを通して人間の経済行動の考え方
を理解することができます。具体的に消費者行動、企業の生産行動、
市場のしくみ、ゲーム理論、マクロ経済政策などを取り上げます。
また、計量経済学的な事例も交えながら、因果関係の検証方法を理
解します。具体的にゲーム理論に焦点を当て、ゲーム理論の研究手
法を学ぶことを通じて、今後の人生や仕事に役立てたいと思います。
授業内容は授業で使用した資料をもとに、講義を進めます。試験の
評価は、出席評価、2つの課題、期末試験に分け、基準としています。

【到達目標】
本講義履修者が真摯な学習を通じて獲得しうるスキルは以下の２点
になります。
①経済学的に物事を考えるための経済理論の基礎を身につける。
　そのためには、皆さんが行うこと、日頃から経済の諸問題などに
対して、「なぜ、どうして」などの問題意識を持ち、仮説化し検証す
る習慣を身につけるための動機づけをおこなう。
②①を行うための基礎的な数学（あるいは数学的処理）方法や経済
　モデルを学ぶこと。
　
学習・教育到達目標との関連（アーキテクト・マインド）
教養力：◎
　

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体を通じて、経済理論を実際の経済あるいは社会問題に応用
することに主眼を置きます。授業の資料はプリント形式で行われ、
特に参考資料はありません。 2回の課題を課し、期末試験は選択式
の問題で行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学とはどんな学問か。現代経

済学の枠組み。
2 ゲーム理論基礎と

じゃんけんゲームの
勝利法

ゲーム理論の基礎と実例。じゃん
けんゲームに勝つ方法。

3 静学ゲームの研究手
法と事例

「囚人のジレンマ」とは何か。テレ
ビ局間の放送内容決定ゲーム。

4 じゃんけんゲームの
必勝法と混合戦略
ナッシュ均衡

混合戦略ナッシュ均衡とは何か。
ゼロサムゲームの解け方と事例。

5 動学ゲームの研究手
法と事例

数取りゲームの必勝法と立地ゲー
ムの考え方。

6 銀行破綻とコミット
メント

銀行破綻ゲームとコミットメント
の意味と映画の応用例。

7 繰り返しゲーム 複数回ゲームする場合の戦略の決
め方。

8 ミクロ経済学ー消費
者理論

消費者はどのように自分の消費計
画を立てるのがベストなのかを学
ぶ。

9 ミクロ経済学ー生産
者理論

生産者はどのように生産計画を
作って利潤最大化を実現するのか
を学ぶ。

10 ミクロ経済学ー市場
均衡理論

多数の消費者と生産者が存在する
市場のメカニズム

11 マクロ経済学の基礎
１

マクロ経済学の枠組み、GDP、イ
ンフレ、失業率などを学ぶ。

12 マクロ経済学の基礎
２

価格指数、バブル、信用乗数につ
いて学ぶ。

13 マクロ経済学モデル、
IS-LMモデル

IS-LMモデルの導入、マクロ経済
学での金融政策と財政政策につい
て学ぶ。

14 宿題の解説と期末試
験の説明

宿題1と２の解説と期末試験の説
明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配信される資料の予習と復習が必要。配布資料を中心に進めるため、
講義に出席し、講義内で習ったことの復習を中心に学習すること。
なお、事前に配布されたプリント（資料）や演習問題には目を通し
ておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各1～2時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
なし。講義ノートと適時に配布するプリント教材を中心に講義を進
めます。

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
出席評価：40％
宿題２回：30％
期末試験：30％
合計：100％

【学生の意見等からの気づき】
レポートの書き方、統計や数学の復習、経済学を超えた盛りだくさ
んの解説で役立ったとのコメントがありました。その一方で、内容
が広範なため消化不良を起こす学生もいます。消化不良を起こさな
いように、みなさんも講義の聞き流しではなく、学習したことを復
習してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし。対面授業の場合、パワーポイントと黒板を利用する。コロナ
などの感染症の状況により、オンライン授業（zoom）となる場合は、
各自でPCまたはスマホなどIT環境を整えてください。

【その他の重要事項】
2024年度の授業も秋学期になりました。
シラバスの内容や講義の順番を変更する場合もあります。ご了承く
ださい。
対面授業で行う予定です。
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【Outline (in English)】
This "Economics" course, based primarily on microeconomics
and macroeconomics, will help students understand the basic
principles and concepts of modern economics, learn how to
allocate resources efficiently, and understand the concept of
human economic behavior through the lens of economics.
Specific topics covered include consumer behavior, production
behavior of firms, market mechanisms, game theory, and
macroeconomic policy. Students will also understand how
to examine causality with econometric examples. Focusing
specifically on game theory, we hope to make use of this
knowledge in our future life and work through learning the
research methods of game theory. Class content will be based
on the materials used in class. Examinations will be divided
into attendance evaluation, two assignments, and a final exam,
which will be used as the standard.
[Learning Activities outside of classroom]
Preparation and review of the materials to be distributed are
required. Students should attend the lectures and focus on
reviewing what they have learned in the lectures, since the
lectures will be mainly based on the distributed materials. In
addition, students are expected to read through the handouts
(materials) and exercises distributed in advance of the class.
The standard preparation and review time for this class is one
to two hours each.
[Grading Criteria / Policy]
Attendance evaluation: 40%
Two homework assignments: 30%.
Final exam: 30%.
Total: 100%.
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

エコノミクス

李　江南

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この『エコノミクス』では、主にミクロ経済学とマクロ経済学に基
づいて、現代経済学の基本原理と考え方を理解し、効率的な資源配
分の方法を学び、経済学のレンズを通して人間の経済行動の考え方
を理解することができます。具体的に消費者行動、企業の生産行動、
市場のしくみ、ゲーム理論、マクロ経済政策などを取り上げます。
また、計量経済学的な事例も交えながら、因果関係の検証方法を理
解します。具体的にゲーム理論に焦点を当て、ゲーム理論の研究手
法を学ぶことを通じて、今後の人生や仕事に役立てたいと思います。
授業内容は授業で使用した資料をもとに、講義を進めます。試験の
評価は、出席評価、2つの課題、期末試験に分け、基準としています。

【到達目標】
本講義履修者が真摯な学習を通じて獲得しうるスキルは以下の２点
になります。
①経済学的に物事を考えるための経済理論の基礎を身につける。
　そのためには、皆さんが行うこと、日頃から経済の諸問題などに
対して、「なぜ、どうして」などの問題意識を持ち、仮説化し検証す
る習慣を身につけるための動機づけをおこなう。
②①を行うための基礎的な数学（あるいは数学的処理）方法や経済
　モデルを学ぶこと。
　
学習・教育到達目標との関連（アーキテクト・マインド）
教養力：◎
　

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体を通じて、経済理論を実際の経済あるいは社会問題に応用
することに主眼を置きます。授業の資料はプリント形式で行われ、
特に参考資料はありません。 2回の課題を課し、期末試験は選択式
の問題で行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学とはどんな学問か。現代経

済学の枠組み。
2 ゲーム理論基礎と

じゃんけんゲームの
勝利法

ゲーム理論の基礎と実例。じゃん
けんゲームに勝つ方法。

3 静学ゲームの研究手
法と事例

「囚人のジレンマ」とは何か。テレ
ビ局間の放送内容決定ゲーム。

4 じゃんけんゲームの
必勝法と混合戦略
ナッシュ均衡

混合戦略ナッシュ均衡とは何か。
ゼロサムゲームの解け方と事例。

5 動学ゲームの研究手
法と事例

数取りゲームの必勝法と立地ゲー
ムの考え方。

6 銀行破綻とコミット
メント

銀行破綻ゲームとコミットメント
の意味と映画の応用例。

7 繰り返しゲーム 複数回ゲームする場合の戦略の決
め方。

8 ミクロ経済学ー消費
者理論

消費者はどのように自分の消費計
画を立てるのがベストなのかを学
ぶ。

9 ミクロ経済学ー生産
者理論

生産者はどのように生産計画を
作って利潤最大化を実現するのか
を学ぶ。

10 ミクロ経済学ー市場
均衡理論

多数の消費者と生産者が存在する
市場のメカニズム

11 マクロ経済学の基礎
１

マクロ経済学の枠組み、GDP、イ
ンフレ、失業率などを学ぶ。

12 マクロ経済学の基礎
２

価格指数、バブル、信用乗数につ
いて学ぶ。

13 マクロ経済学モデル、
IS-LMモデル

IS-LMモデルの導入、マクロ経済
学での金融政策と財政政策につい
て学ぶ。

14 宿題の解説と期末試
験の説明

宿題1と２の解説と期末試験の説
明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配信される資料の予習と復習が必要。配布資料を中心に進めるため、
講義に出席し、講義内で習ったことの復習を中心に学習すること。
なお、事前に配布されたプリント（資料）や演習問題には目を通し
ておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各1～2時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
なし。講義ノートと適時に配布するプリント教材を中心に講義を進
めます。

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
出席評価：40％
宿題２回：30％
期末試験：30％
合計：100％

【学生の意見等からの気づき】
レポートの書き方、統計や数学の復習、経済学を超えた盛りだくさ
んの解説で役立ったとのコメントがありました。その一方で、内容
が広範なため消化不良を起こす学生もいます。消化不良を起こさな
いように、みなさんも講義の聞き流しではなく、学習したことを復
習してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし。対面授業の場合、パワーポイントと黒板を利用する。コロナ
などの感染症の状況により、オンライン授業（zoom）となる場合は、
各自でPCまたはスマホなどIT環境を整えてください。

【その他の重要事項】
2024年度の授業も秋学期になりました。
シラバスの内容や講義の順番を変更する場合もあります。ご了承く
ださい。
対面授業で行う予定です。
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【Outline (in English)】
This "Economics" course, based primarily on microeconomics
and macroeconomics, will help students understand the basic
principles and concepts of modern economics, learn how to
allocate resources efficiently, and understand the concept of
human economic behavior through the lens of economics.
Specific topics covered include consumer behavior, production
behavior of firms, market mechanisms, game theory, and
macroeconomic policy. Students will also understand how
to examine causality with econometric examples. Focusing
specifically on game theory, we hope to make use of this
knowledge in our future life and work through learning the
research methods of game theory. Class content will be based
on the materials used in class. Examinations will be divided
into attendance evaluation, two assignments, and a final exam,
which will be used as the standard.
[Learning Activities outside of classroom]
Preparation and review of the materials to be distributed are
required. Students should attend the lectures and focus on
reviewing what they have learned in the lectures, since the
lectures will be mainly based on the distributed materials. In
addition, students are expected to read through the handouts
(materials) and exercises distributed in advance of the class.
The standard preparation and review time for this class is one
to two hours each.
[Grading Criteria / Policy]
Attendance evaluation: 40%
Two homework assignments: 30%.
Final exam: 30%.
Total: 100%.
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

エコノミクス

李　江南

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この『エコノミクス』では、主にミクロ経済学とマクロ経済学に基
づいて、現代経済学の基本原理と考え方を理解し、効率的な資源配
分の方法を学び、経済学のレンズを通して人間の経済行動の考え方
を理解することができます。具体的に消費者行動、企業の生産行動、
市場のしくみ、ゲーム理論、マクロ経済政策などを取り上げます。
また、計量経済学的な事例も交えながら、因果関係の検証方法を理
解します。具体的にゲーム理論に焦点を当て、ゲーム理論の研究手
法を学ぶことを通じて、今後の人生や仕事に役立てたいと思います。
授業内容は授業で使用した資料をもとに、講義を進めます。試験の
評価は、出席評価、2つの課題、期末試験に分け、基準としています。

【到達目標】
本講義履修者が真摯な学習を通じて獲得しうるスキルは以下の２点
になります。
①経済学的に物事を考えるための経済理論の基礎を身につける。
　そのためには、皆さんが行うこと、日頃から経済の諸問題などに
対して、「なぜ、どうして」などの問題意識を持ち、仮説化し検証す
る習慣を身につけるための動機づけをおこなう。
②①を行うための基礎的な数学（あるいは数学的処理）方法や経済
　モデルを学ぶこと。
　
学習・教育到達目標との関連（アーキテクト・マインド）
教養力：◎
　

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体を通じて、経済理論を実際の経済あるいは社会問題に応用
することに主眼を置きます。授業の資料はプリント形式で行われ、
特に参考資料はありません。 2回の課題を課し、期末試験は選択式
の問題で行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学とはどんな学問か。現代経

済学の枠組み。
2 ゲーム理論基礎と

じゃんけんゲームの
勝利法

ゲーム理論の基礎と実例。じゃん
けんゲームに勝つ方法。

3 静学ゲームの研究手
法と事例

「囚人のジレンマ」とは何か。テレ
ビ局間の放送内容決定ゲーム。

4 じゃんけんゲームの
必勝法と混合戦略
ナッシュ均衡

混合戦略ナッシュ均衡とは何か。
ゼロサムゲームの解け方と事例。

5 動学ゲームの研究手
法と事例

数取りゲームの必勝法と立地ゲー
ムの考え方。

6 銀行破綻とコミット
メント

銀行破綻ゲームとコミットメント
の意味と映画の応用例。

7 繰り返しゲーム 複数回ゲームする場合の戦略の決
め方。

8 ミクロ経済学ー消費
者理論

消費者はどのように自分の消費計
画を立てるのがベストなのかを学
ぶ。

9 ミクロ経済学ー生産
者理論

生産者はどのように生産計画を
作って利潤最大化を実現するのか
を学ぶ。

10 ミクロ経済学ー市場
均衡理論

多数の消費者と生産者が存在する
市場のメカニズム

11 マクロ経済学の基礎
１

マクロ経済学の枠組み、GDP、イ
ンフレ、失業率などを学ぶ。

12 マクロ経済学の基礎
２

価格指数、バブル、信用乗数につ
いて学ぶ。

13 マクロ経済学モデル、
IS-LMモデル

IS-LMモデルの導入、マクロ経済
学での金融政策と財政政策につい
て学ぶ。

14 宿題の解説と期末試
験の説明

宿題1と２の解説と期末試験の説
明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配信される資料の予習と復習が必要。配布資料を中心に進めるため、
講義に出席し、講義内で習ったことの復習を中心に学習すること。
なお、事前に配布されたプリント（資料）や演習問題には目を通し
ておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各1～2時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
なし。講義ノートと適時に配布するプリント教材を中心に講義を進
めます。

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
出席評価：40％
宿題２回：30％
期末試験：30％
合計：100％

【学生の意見等からの気づき】
レポートの書き方、統計や数学の復習、経済学を超えた盛りだくさ
んの解説で役立ったとのコメントがありました。その一方で、内容
が広範なため消化不良を起こす学生もいます。消化不良を起こさな
いように、みなさんも講義の聞き流しではなく、学習したことを復
習してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし。対面授業の場合、パワーポイントと黒板を利用する。コロナ
などの感染症の状況により、オンライン授業（zoom）となる場合は、
各自でPCまたはスマホなどIT環境を整えてください。

【その他の重要事項】
2024年度の授業も秋学期になりました。
シラバスの内容や講義の順番を変更する場合もあります。ご了承く
ださい。
対面授業で行う予定です。
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【Outline (in English)】
This "Economics" course, based primarily on microeconomics
and macroeconomics, will help students understand the basic
principles and concepts of modern economics, learn how to
allocate resources efficiently, and understand the concept of
human economic behavior through the lens of economics.
Specific topics covered include consumer behavior, production
behavior of firms, market mechanisms, game theory, and
macroeconomic policy. Students will also understand how
to examine causality with econometric examples. Focusing
specifically on game theory, we hope to make use of this
knowledge in our future life and work through learning the
research methods of game theory. Class content will be based
on the materials used in class. Examinations will be divided
into attendance evaluation, two assignments, and a final exam,
which will be used as the standard.
[Learning Activities outside of classroom]
Preparation and review of the materials to be distributed are
required. Students should attend the lectures and focus on
reviewing what they have learned in the lectures, since the
lectures will be mainly based on the distributed materials. In
addition, students are expected to read through the handouts
(materials) and exercises distributed in advance of the class.
The standard preparation and review time for this class is one
to two hours each.
[Grading Criteria / Policy]
Attendance evaluation: 40%
Two homework assignments: 30%.
Final exam: 30%.
Total: 100%.

— 149 —



SDGs　発行日：2024/5/1

HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

竹内　洋輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め、生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は、履修希望者が履修可能定員を超えた科目については、事前のガ
イダンスにおいて抽選で履修可能者をする。
授業は数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成され、授
業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験やレポート等の評価
を総合的に判定して単位を授与する。
毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や感想をいくつか取り上
げ、全体に対してフィードバックを行う。
基本的に対面での実施をするため、大学の感染症対策を守って対面で参加で
きる学生が受講することが望ましい。
コロナ禍の影響により大学側の感染対策によってオンライン・オンデマンド
授業等授業実施方法が変更になった場合には授業支援システム（Hoppii）を
通して告知する。
その他、授業に関わる連絡事項については、市ヶ谷総合体育館の掲示板や、授
業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告知する。
その他、スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説
明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（講義） 授業ガイダンスによって、授業の概要

を理解する。
2 体力測定（講義および実

習)
体力測定の意義を理解して実施する。自
らの体力測定結果を評価し、考察する。

3 健康と体力（講義） 様々な健康関連・医学的情報を理解し、
体力測定の結果を踏まえ、自らの健康
の維持・改善に必要な情報を適切に選
択できる能力の修得をする（講義）

4 トレーニング演習（講義
及び実習）

トレーニングの理論及び実践方法を理
解する

5 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅠ

対戦形式（ネット型）を通じた協同活動
の理解、バドミントンの基礎技術のト
レーニングおよび、ミニゲームを行う

6 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅡ (講義
および実習)

バトミントンの基礎技術を応用し、実
践を行う

7 ウォーキング (講義およ
び実習)

有酸素運動としてウォーキングを校外
にて実施し、人間のエネルギーの消費
系統に関する理解を深める

8 得点形式スポーツを学
ぶⅠ (講義および実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、バス
ケットボールの競技特性を理解したう
えで、対戦相手に応じてルールを工夫
し、安全に配慮してゲームを行う

9 得点形式スポーツを学
ぶⅡ (講義および実習)

バスケットボールの基礎技術を応用し、
安全に配慮してゲームを行う

10 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅢ (理論
と実習)

対戦形式（ネット型）を通じた協同活動
の理解、ネットスポーツとして卓球の
基礎技術のトレーニングおよび、シン
グルスのゲームを行う

11 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅣ (理論
と実習)

卓球の応用技術を習得し、ダブルスの
ゲームを行う

12 得点形式スポーツを学
ぶⅢ (理論と実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、フッ
トサルについて、基礎技術のトレーニ
ングおよび、ミニゲームを行う

13 得点形式スポーツを学
ぶⅣ (理論と実習)

フットサルについて、応用技術の習得
し、ゲームを行う

14 総括（講義） これまで授業で行った内容やその関連
項目について理論を含め講義し、質問
や意見交換を行い総括とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習するにあたっては、授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自
が体調を整えた上で授業に臨むこと。
また授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当教員
の指示に従って実践すること。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
1)授業中の活動に対する参画状況・授業態度を60%　2)授業に対する理解度
や課題・レポートを40％の配分として総合評価する。またこの成績評価方法
は原則的なものであり、病弱者、見学者、特別な身体的理由により通常の活
動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価する。
【学生の意見等からの気づき】
大学で体育を行う意味や、健康の維持・増進に運動がどう関わるのか、また
そのための運動についてや、他者とのコミュニケートの重要性について良く
理解をできた等の意見を頂きました。
今後も受講生との対話や授業改善アンケートをもとに、より良い授業内容を
実施できるよう努めます。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツウェア・室内履き等
その他必要なものは、適宜お知らせする。
【その他の重要事項】
新型コロナウィルス感染症による影響により、授業の実施方法や計画が変更
になることがある。授業に関する連絡は授業支援システムを利用して告知を
するため、必ずお知らせメールを受診できるようにしておくこと。
対面実技授業においては、運動着の着用および室内運動靴が必要となる。
教場の関係により、授業計画の順序等が変更になることがある。
初回授業に関しては、ガイダンスの為、運動着への着替えを必要としない。
授業当日、実技実施前後において、自身の身体で体調・障害等気になる点が
有った際には、必ず担当教員に申告し、対応の指示を受けること。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course will make students deeply understand
the significance and the effect of physical activity. Therefore, students
who take this course can improve properly learning and attitude about
physical, mental, and social health necessary throughout the students’
future of life.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Understand more about the meaning and role of physical activity
from various perspectives.
2. Use sports and physical activities to establish a prosperous and
healthy student life and social life.
3. Develop essential knowledge and attitudes that contribute to self-
management．
4. Develop the ability to demonstrate leadership and solve problems
through communication with others.
5. Acquire various skills related to the development of employability.
【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
follow the lecture’s instructions in charge of the class regarding the
assignments to be done after class and preparations for the next class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the contents
of experiments, investigations, and presentations (60 %) and the class
participation (not attendance) (40%).
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HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

西村　一帆

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深める。
生涯を通じて身体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な
知識の習得や態度を講義および実習を通して育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考えられる
他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能
力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々のスキル
の獲得を図る。
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 30%
（Ｉ）業務遂行能力 30%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避するため体育
施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定のため、授業に関わる連
絡事項については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告
知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意すること。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいくつか取り
上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目授
業　

ガイダンス 授業概要についての説明

2回目授
業　

体力測定 ・自分の健康状態の把握
・生活状況を考える

3回目授
業　

体作り運動 ・体を使った動き
・徒手
・バランスボール
・大縄跳び

4回目授
業

筋力アップ運動 ・筋力トレーニングの理論と実践

5回目授
業　

ネット種目 (ニュース
ポーツ)
・インディアカ
・ソフトバレー
・バレーボール

・ニュースポーツ理論と実践

6回目授
業

ネットラケット種目
・バドミントン

・シングルス/ダブルス理論と実践

7回目授
業　

ボールゴール型種目
・バスケットボール

・バスケットボール理論と実践

8回目授
業　

有酸素運動
・ウォーキング

・有酸素運動の理論と実践

9回目授
業　

ニュースポーツ (室内
競技)
・ユニホック

・ユニホック理論と実践

10 回目
授業　

ネット種目
・バレーボール (変則
ルール)

・バレーボール理論と実践

11 回目
授業　

ネット種目
・バレーボール

・バレーボール理論と実践

12 回目
授業　

ネットラケット種目
・卓球シングルス

・シングルスゲーム理論と実践

13 回目
授業　

ネットラケット種目
・卓球ダブルス

・ダブルスゲーム理論と実践

14 回目
授業　

ボールゴール型種目
・フットサル

・フットサル理論と実践

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自が体調を整えたうえで
授業に臨むこと。
　また、授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当
教員の指示に従って実践すること。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布する。
【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
　毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レポート
など）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の配分で評価する。
　なお欠席および課題の提出が期限をすぎた場合は評価が低下する。出席が
授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履修時間を下回ると
判断されるためE評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
社会情勢や使用教場の状況により、授業計画を変更して授業を展開すること
もあるので、柔軟に対応すること。
【学生が準備すべき機器他】
オンデマンド型の授業にも対応できるよう準備をすること
【その他の重要事項】
問い合わせ教員連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要 (Course outline)】This class involves a variety of sports.
Develop an understanding of the significance and role of physical
activity.
Develop through lectures and practical training the acquisition of
basic knowledge and attitudes that contribute to the maintenance
and promotion of physical and social health and self-management
throughout life.
【到達目標 (Learning Objectives)】
To experience the joy of physical exercise, and
To build smooth relationships with other people, and
the observance of rules and discipline; and
Helping each other.
【成績評価の方法と基準(Grading Criteria /Policy)】Active participation in
class and submission of reports are comprehensively evaluated.
【授業時間外の学習 (Learning activities outside of classroom)】Students
must be in good physical condition before attending class to ensure that
they are physically and mentally fit during physical activities in class.
　In addition, students should follow the instructions of their respective
class instructor regarding any assignments to be done after class and
preparations for the next class.
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佐藤　優希

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は必修科目で，原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜
日・時限が指定され，週1回，半期にわたって開講される。授業は数種目のス
ポーツ実践や講義等から構成され，授業中の活動に対する参画状況や授業態
度等に加え，試験及びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授
与する。授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーから
いくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。スポーツ総合演習
の詳細については、ガイダンス動画で説明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともにスポーツ

活動への取り組みに対する動機づけを
図る。

2 体力測定 体力測定（50m走、シャトルランを除
く）を通じて、現状の体力レベルを知る
（講義および実習）

3 体力測定フィードバック 体力測定データのフィードバックから
健康を維持するための方法を考える
（講義）

4 トレーニングと健康 レーニングセンターの利用方法および
安全講習を行い、「トレーニング」とい
う観点から健康を維持するための方法
を学ぶ（講義及び実習）

5 グループワーク 他己紹介を用いたグループワークに取
り組む。また、スポーツ経験を受講者
間で共有する。実技種目はドッジビー
を用いる（グループワークおよび実習）

6 集団スポーツを学ぶ1 バレーボールを通じた相互理解の促進
（講義及び実習）

7 集団スポーツを学ぶ2 バレーボールを通じた対人スキルの促
進（講義及び実習）

8 個人スポーツを学ぶ1 バドミントンを通じた共同活動の理解
と実践（講義および実習）

9 個人スポーツを学ぶ2 バドミントンを通じた対人スキルの促
進（講義及び実習）

10 スポーツとコーピング スポーツの観点からストレスへの対処
（コーピング）について学ぶ（講義）

11 個人スポーツを学ぶ3 卓球を通じた対人スキルの促進（講義
及び実習）

12 集団スポーツを学ぶ3 バスケットボールを通じた相互理解の
促進（講義及び実習）

13 集団スポーツを学ぶ4 バスケットボールを通じた共同活動の
理解と実践（講義および実習）

14 総括、レポート 授業の総括およびレポートに取り組む。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間以上です。本授業は
講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係の促進に
資することについて理解することを目的としています。そのため、日々の身
体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、その内容を振り返り、
その効果と今後の課題を記録してください。また、テレビ、新聞、Web等か
ら発信される種々のスポーツ関連の情報に目を向ける習慣をつけてください。
その作業により、本講義内容の理解が深まります。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・レポー
ト40％の配分として総合評価します。なお、この成績評価方法は原則的なも
のであり、通常の活動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記述がされ
ているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述できている
かについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出してくだ
さい。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から20分以
内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員に報告して
ください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠席する場合、出席可
能となった授業時にその旨について担当教員に報告してください。なお、病
気や怪我による通院などによる欠席の場合、そのことを証明できる資料を担
当教員に提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ましい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授業を展開
します。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポーツウェ
アや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、実習中は
外すことが望ましい。
【その他の重要事項】
1.原則として対面授業を実施する予定です。学習支援システムから授業に関
する情報を配信します。そのため、都度、学習支援システムをチェックする
ようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席してください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁とし、その行
為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合もあります。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity, and to foster the
acquisition of essential knowledge and attitudes that contribute to
the maintenance and promotion of physical, mental, and social health
and self-management throughout life through lectures and practical
training.
Students are expected to be in good physical condition before attending
the class so that they will not have any physical or mental problems
during the physical activities in the class. In addition, students are
expected to follow the lecture’s instructions in charge of the class
regarding assignments to be done after class and preparations for the
next class. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are sick or
weak, observers, or have special physical reasons that make normal
activities difficult will be evaluated individually.
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竹内　洋輔

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め、生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は、履修希望者が履修可能定員を超えた科目については、事前のガ
イダンスにおいて抽選で履修可能者をする。
授業は数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成され、授
業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験やレポート等の評価
を総合的に判定して単位を授与する。
毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や感想をいくつか取り上
げ、全体に対してフィードバックを行う。
基本的に対面での実施をするため、大学の感染症対策を守って対面で参加で
きる学生が受講することが望ましい。
コロナ禍の影響により大学側の感染対策によってオンライン・オンデマンド
授業等授業実施方法が変更になった場合には授業支援システム（Hoppii）を
通して告知する。
その他、授業に関わる連絡事項については、市ヶ谷総合体育館の掲示板や、授
業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告知する。
その他、スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説
明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（講義） 授業ガイダンスによって、授業の概要

を理解する。
2 体力測定（講義および実

習)
体力測定の意義を理解して実施する。自
らの体力測定結果を評価し、考察する。

3 健康と体力（講義） 様々な健康関連・医学的情報を理解し、
体力測定の結果を踏まえ、自らの健康
の維持・改善に必要な情報を適切に選
択できる能力の修得をする（講義）

4 トレーニング演習（講義
及び実習）

トレーニングの理論及び実践方法を理
解する

5 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅠ

対戦形式（ネット型）を通じた協同活動
の理解、バドミントンの基礎技術のト
レーニングおよび、ミニゲームを行う

6 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅡ (講義
および実習)

バトミントンの基礎技術を応用し、実
践を行う

7 ウォーキング (講義およ
び実習)

有酸素運動としてウォーキングを校外
にて実施し、人間のエネルギーの消費
系統に関する理解を深める

8 得点形式スポーツを学
ぶⅠ (講義および実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、バス
ケットボールの競技特性を理解したう
えで、対戦相手に応じてルールを工夫
し、安全に配慮してゲームを行う

9 得点形式スポーツを学
ぶⅡ (講義および実習)

バスケットボールの基礎技術を応用し、
安全に配慮してゲームを行う

10 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅢ (理論
と実習)

対戦形式（ネット型）を通じた協同活動
の理解、ネットスポーツとして卓球の
基礎技術のトレーニングおよび、シン
グルスのゲームを行う

11 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅣ (理論
と実習)

卓球の応用技術を習得し、ダブルスの
ゲームを行う

12 得点形式スポーツを学
ぶⅢ (理論と実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、フッ
トサルについて、基礎技術のトレーニ
ングおよび、ミニゲームを行う

13 得点形式スポーツを学
ぶⅣ (理論と実習)

フットサルについて、応用技術の習得
し、ゲームを行う

14 総括（講義） これまで授業で行った内容やその関連
項目について理論を含め講義し、質問
や意見交換を行い総括とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習するにあたっては、授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自
が体調を整えた上で授業に臨むこと。
また授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当教員
の指示に従って実践すること。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
1)授業中の活動に対する参画状況・授業態度を60%　2)授業に対する理解度
や課題・レポートを40％の配分として総合評価する。またこの成績評価方法
は原則的なものであり、病弱者、見学者、特別な身体的理由により通常の活
動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価する。
【学生の意見等からの気づき】
大学で体育を行う意味や、健康の維持・増進に運動がどう関わるのか、また
そのための運動についてや、他者とのコミュニケートの重要性について良く
理解をできた等の意見を頂きました。
今後も受講生との対話や授業改善アンケートをもとに、より良い授業内容を
実施できるよう努めます。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツウェア・室内履き等
その他必要なものがあった場合は、適宜お知らせする。
【その他の重要事項】
新型コロナウィルス感染症による影響により、授業の実施方法や計画が変更
になることがある。授業に関する連絡は授業支援システムを利用して告知を
するため、必ずお知らせメールを受診できるようにしておくこと。
対面実技授業においては、運動着の着用および室内運動靴が必要となる。
教場の関係により、授業計画の順序等が変更になることがある。
初回授業に関しては、ガイダンスの為、運動着への着替えを必要としない。
授業当日、実技実施前後において、自身の身体で体調・障害等気になる点が
有った際には、必ず担当教員に申告し、対応の指示を受けること。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course will make students deeply understand
the significance and the effect of physical activity. Therefore, students
who take this course can improve properly learning and attitude about
physical, mental, and social health necessary throughout the students’
future of life.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Understand more about the meaning and role of physical activity
from various perspectives.
2. Use sports and physical activities to establish a prosperous and
healthy student life and social life.
3. Develop essential knowledge and attitudes that contribute to self-
management．
4. Develop the ability to demonstrate leadership and solve problems
through communication with others.
5. Acquire various skills related to the development of employability.
【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
follow the lecture’s instructions in charge of the class regarding the
assignments to be done after class and preparations for the next class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the contents
of experiments, investigations, and presentations (60 %) and the class
participation (not attendance) (40%).
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スポーツ総合演習

西村　一帆

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深める。
生涯を通じて身体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な
知識の習得や態度を講義および実習を通して育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考えられる
他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能
力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々のスキル
の獲得を図る。
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 30%
（Ｉ）業務遂行能力 30%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業は、感染対策を十分に実施したうえで、対面による実技を中心に授
業を展開する。感染の状況によっては実技が講義やオンライン授業に変更が
ある可能性もある。また、状況により動画配信オンデマンド型も組み合わせ
て実施する。
　初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避するため体育
施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定。授業に関わる連絡事項
については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意すること。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいくつか取り
上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目授
業　

ガイダンス 授業概要についての説明

2回目授
業　

体力測定 ・自分の健康状態の把握
・生活状況を考える

3回目授
業　

体作り運動 ・体を使った動き
・徒手
・バランスボール
・大縄跳び

4回目授
業

筋力アップ運動 ・筋力トレーニングの理論と実践

5回目授
業　

ネット種目 (ニュース
ポーツ)
・インディアカ
・ソフトバレー
・バレーボール

・ニュースポーツ理論と実践

6回目授
業

ネットラケット種目
・バドミントン

・シングルス/ダブルス理論と実践

7回目授
業　

ボールゴール型種目
・バスケットボール

・バスケットボール理論と実践

8回目授
業　

有酸素運動
・ウォーキング

・有酸素運動の理論と実践

9回目授
業　

ニュースポーツ (室内
競技)
・ユニホック

・ユニホック理論と実践

10 回目
授業　

ネット種目
・バレーボール (変則
ルール)

・バレーボール理論と実践

11 回目
授業　

ネット種目
・バレーボール

・バレーボール理論と実践

12 回目
授業　

ネットラケット種目
・卓球シングルス

・シングルスゲーム理論と実践

13 回目
授業　

ネットラケット種目
・卓球ダブルス

・ダブルスゲーム理論と実践

14 回目
授業　

ボールゴール型種目
・フットサル

・フットサル理論と実践

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自が体調を整えたうえで
授業に臨むこと。
　また、授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当
教員の指示に従って実践すること。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布する。
【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
　毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レポート
など）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の配分で評価する。
　なお欠席および課題の提出が期限をすぎた場合は評価が低下する。出席が
授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履修時間を下回ると
判断されるためE評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
社会情勢や使用教場の状況により、授業計画を変更して授業を展開すること
もあるので、柔軟に対応すること。
【学生が準備すべき機器他】
オンデマンド型の授業にも対応できるよう準備をすること
【その他の重要事項】
教員問い合わせ連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要 (Course outline)】This class involves a variety of sports.
Develop an understanding of the significance and role of physical
activity.
Develop through lectures and practical training the acquisition of
basic knowledge and attitudes that contribute to the maintenance
and promotion of physical and social health and self-management
throughout life.
【到達目標 (Learning Objectives)】
To experience the joy of physical exercise, and
To build smooth relationships with other people, and
the observance of rules and discipline; and
Helping each other.
【成績評価の方法と基準(Grading Criteria /Policy)】Active participation in
class and submission of reports are comprehensively evaluated.
【授業時間外の学習 (Learning activities outside of classroom)】Students
must be in good physical condition before attending class to ensure that
they are physically and mentally fit during physical activities in class.
　In addition, students should follow the instructions of their respective
class instructor regarding any assignments to be done after class and
preparations for the next class.
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スポーツ総合演習

佐藤　優希

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業は必修科目で，原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜
日・時限が指定され，週1回，半期にわたって開講される。授業は数種目のス
ポーツ実践や講義等から構成され，授業中の活動に対する参画状況や授業態
度等に加え，試験及びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授
与する。授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーから
いくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。スポーツ総合演習
の詳細については、ガイダンス動画で説明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともにスポーツ

活動への取り組みに対する動機づけを
図る。

2 体力測定 体力測定（50m走、シャトルランを除
く）を通じて、現状の体力レベルを知る
（講義および実習）

3 体力測定フィードバック 体力測定データのフィードバックから
健康を維持するための方法を考える
（講義）

4 トレーニングと健康 レーニングセンターの利用方法および
安全講習を行い、「トレーニング」とい
う観点から健康を維持するための方法
を学ぶ（講義及び実習）

5 グループワーク 他己紹介を用いたグループワークに取
り組む。また、スポーツ経験を受講者
間で共有する。実技種目はドッジビー
を用いる（グループワークおよび実習）

6 集団スポーツを学ぶ1 バレーボールを通じた相互理解の促進
（講義及び実習）

7 集団スポーツを学ぶ2 バレーボールを通じた対人スキルの促
進（講義及び実習）

8 個人スポーツを学ぶ1 バドミントンを通じた共同活動の理解
と実践（講義および実習）

9 個人スポーツを学ぶ2 バドミントンを通じた対人スキルの促
進（講義及び実習）

10 スポーツとコーピング スポーツの観点からストレスへの対処
（コーピング）について学ぶ（講義）

11 個人スポーツを学ぶ3 卓球を通じた対人スキルの促進（講義
及び実習）

12 集団スポーツを学ぶ3 バスケットボールを通じた相互理解の
促進（講義及び実習）

13 集団スポーツを学ぶ4 バスケットボールを通じた共同活動の
理解と実践（講義および実習）

14 総括、レポート 授業の総括およびレポートに取り組む。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間以上です。本授業は
講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係の促進に
資することについて理解することを目的としています。そのため、日々の身
体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、その内容を振り返り、
その効果と今後の課題を記録してください。また、テレビ、新聞、Web等か
ら発信される種々のスポーツ関連の情報に目を向ける習慣をつけてください。
その作業により、本講義内容の理解が深まります。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・レポー
ト40％の配分として総合評価します。なお、この成績評価方法は原則的なも
のであり、通常の活動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記述がされ
ているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述できている
かについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出してくだ
さい。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から20分以
内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員に報告して
ください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠席する場合、出席可
能となった授業時にその旨について担当教員に報告してください。なお、病
気や怪我による通院などによる欠席の場合、そのことを証明できる資料を担
当教員に提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ましい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授業を展開
します。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポーツウェ
アや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、実習中は
外すことが望ましい。
【その他の重要事項】
1.原則として対面授業を実施する予定です。学習支援システムから授業に関
する情報を配信します。そのため、都度、学習支援システムをチェックする
ようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席してください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁とし、その行
為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合もあります。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity, and to foster the
acquisition of essential knowledge and attitudes that contribute to
the maintenance and promotion of physical, mental, and social health
and self-management throughout life through lectures and practical
training.
Students are expected to be in good physical condition before attending
the class so that they will not have any physical or mental problems
during the physical activities in the class. In addition, students are
expected to follow the lecture’s instructions in charge of the class
regarding assignments to be done after class and preparations for the
next class. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are sick or
weak, observers, or have special physical reasons that make normal
activities difficult will be evaluated individually.
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SOC100NA（社会学 / Sociology 100）

日本文化論

尾形　太郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、現代日本における安楽死（の是非）と障害者差別の問題を
取り上げます。2つの問題に関連は認められないように思われるか
もしれませんが、そうではないこと（強く関連すること）を授業を
通して理解することが目的のひとつです。授業では、例えば、「（積
極的）安楽死の是非」「そもそも「障害」とは何か」といった問いに
ついて議論し、文献を読み（ドキュメンタリーを視聴することも考
えています）、更に議論を含めることで、現代日本社会が直面する具
体的な問題への認識を深めます。
授業で扱う問題に関する知識がなくとも授業に参加することは可能
です。授業を通して基本的な知識を身に付けること、また、問題へ
の関心を深めることが授業の目的の一つです。（扱う問題は、参加者
の関心に応じて変更する場合があります。）
また、ディスカッションを通して様々な意見に触れ、視野を広げる
こと、複眼的に問題を考える姿勢を身に付けることもこの授業の目
的です。

【到達目標】
１．問題について基本的な知識を身に付けること、問題への関心を
深め探求すること。
２．異なる意見に触れ、自らとは異なる視点から問題を考える態度
を身に付けること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、
システムデザイン研究科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
①トピックに関する議論を行う。（グループ・ディスカッション）
②トピッックに関連する文献紹介を行う／聞く
③②を踏まえ、再度議論を行う。
②を学生が担当することもあります。
各回の課題へのフィードバックは、授業中に口頭で行うか、Hoppi
を用いて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① オリエンテーション

安楽死・尊厳死につ
いて現段階にどう考
えるか意見を共有す
る

授業の進め方を説明する。安楽
死・尊厳死に関するそれぞれの考
え方や興味関心を共有する。

② 安楽死の分類、歴史
的背景、安楽死と尊
厳死との違い

安楽死・尊厳死についての基本的
な知識を学ぶ

③ 「安楽死＝よい死」
「延命治療→悪い死」
というイメージにつ
いて

「よい死」「悪い死」とは？
「延命治療」は悪いもの？

④ 死の自己決定につい
て

死の「自己決定」にもとづく安楽
死肯定論について考える

⑤ 「権利」としての安楽
死（学生による文献
紹介を含む）

「権利」概念から安楽死を肯定する
議論を検討する

⑥ 「尊厳死法案」とその
批判

「尊厳死法案」とその批判と批判に
対する反論に関する資料を読み、
「尊厳死」の法制化の是非について
考える

⑦ 社会的弱者にとって
の安楽死（学生によ
る文献紹介を含む）

社会的弱者へのリスクという観点
から安楽死の法制化に反対する議
論への反論を考える

⑧ ここまでの授業内容
の振り返り／障害者
差別について事例か
ら考える

障害者に対する「乗車拒否？」の
事例について考える

⑨ 障害の個人モデル
（医療モデル）と社会
モデル

「障害」とは？ 　「個人モデル
（医療モデル）」と「社会モデル」
について考える

⑩ 障害者差別解消法と
合理的配慮

障害者差別解消法と合理的配慮の
基本理念について理解を深める

⑪ みえない特権とは
何か
（学生の文献紹介を含
む）

「健常者」は「特権」を持ってい
る？ 　「みえない特権」論を考え
る

⑫ マジョリティ／マイ
ノリティの非対称
性・交差性
（学生の文献紹介を含
む）

マイノリティとはどのような存在
か、「非対称性」「交差性」概念か
ら考える

⑬ 「心のバリアフリー」
概念の批判的検討
（学生の文献紹介を含
む）

「思いやり」による「差別解消」ア
プローチを批判的に検討する

⑭ 自由発表（文献紹介
またはレポートの構
想発表）

安楽死または障害者差別に関する
文献紹介またはレポートの構想を
発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布する。

【参考書】
（以下の資料を通読する、ということではなく、その一部を授業内で
紹介するということなのでご安心ください。）
有馬斉（2019)『死ぬ権利はあるか―安楽死、尊厳死、自殺幇助の
是非と命の価値』春風社
安藤泰至（2019）『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』
岩波書店
荒井祐樹（2020）『障害者差別を問いなおす』筑摩書房
飯野由里子・星加良司・西倉実季（2022）『「社会」を扱う新たなモー
ド』生活書院
川島聡他（2016）『合理的配慮』有斐閣
竹内章郎（2020）『いのちと平等をめぐる13章優生思想の克服のた
めに』生活思想社
立岩真也（2001）『弱くある自由へ　自己決定・介護・生死の技術』
青土社
西原和久他（2021）『マイノリティ問題から考える社会学・入門』有
斐閣
松田純（2018）『安楽死・尊厳死の現在-最終段階の医療と自己決定』
中央公論社
宮下洋一（2017）『安楽死を遂げるまで』小学館
その他、雑誌や新聞の記事

【成績評価の方法と基準】
各回の課題：30%
発表（文献紹介）：20％
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【学生の意見等からの気づき】
「今まで考えたこともなかった問題について考えるきっかけを得るこ
とができた」「議論の中で、自分の考えを言語化することで、今まで
ぼんやりと考えていたことが整理できた」といったコメントを読み、
とてもうれしく思います。
今後も、この授業から少しでも多くの学生の皆さんが「気づき」「興
味」「問題意識」を得る、あるいは深めることができるよう努力した
いと思っています。
また、グループ討論で異文化交流ができるという点が好評なので、多
国籍のグループ構成ができるように努めます。

【その他の重要事項】
この授業は、留学生と日本人学生が議論し、交流を深める貴重な機
会となっています。
日本人学生と意見を交換したい留学生のみなさん、普段あまり留学
生と話す機会がない日本人学生のみなさん、どちらもぜひこの機会
を利用してもらえたらと思います。

【Outline (in English)】
The class will treat some actual problems we are confronting
in Japanese society. We will discuss them from different
viewpoints; international students’ and Japanese students’
ones. The class will provide students with opportunities to
approach the problems through reading papers, presentations,
and discussions with those who have different cultural and
social backgrounds.
Goal:(1) Learn basic knowledge about the topics and inquire
the issues with deep interest (2)Acquire an attitude to think
about issues from different viewpoints by being exposed to
different opinions.
Work to be done outside of class (preparation, etc.): Two hours
Grading criteria : Assignments(30%), Presentation(20%), Final
report(50%)
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SOC100NA（社会学 / Sociology 100）

日本文化論

尾形　太郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、現代日本における安楽死（の是非）と障害者差別の問題を
取り上げます。2つの問題に関連は認められないように思われるか
もしれませんが、そうではないこと（強く関連すること）を授業を
通して理解することが目的のひとつです。授業では、例えば、「（積
極的）安楽死の是非」「そもそも「障害」とは何か」といった問いに
ついて議論し、文献を読み（ドキュメンタリーを視聴することも考
えています）、更に議論を含めることで、現代日本社会が直面する具
体的な問題への認識を深めます。
授業で扱う問題に関する知識がなくとも授業に参加することは可能
です。授業を通して基本的な知識を身に付けること、また、問題へ
の関心を深めることが授業の目的の一つです。（扱う問題は、参加者
の関心に応じて変更する場合があります。）
また、ディスカッションを通して様々な意見に触れ、視野を広げる
こと、複眼的に問題を考える姿勢を身に付けることもこの授業の目
的です。

【到達目標】
１．問題について基本的な知識を身に付けること、問題への関心を
深め探求すること。
２．異なる意見に触れ、自らとは異なる視点から問題を考える態度
を身に付けること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、
システムデザイン研究科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
①トピックに関する議論を行う。（グループ・ディスカッション）
②トピッックに関連する文献紹介を行う／聞く
③②を踏まえ、再度議論を行う。
②を学生が担当することもあります。
各回の課題へのフィードバックは、授業中に口頭で行うか、Hoppi
を用いて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① オリエンテーション

安楽死・尊厳死につ
いて現段階にどう考
えるか意見を共有す
る

授業の進め方を説明する。安楽
死・尊厳死に関するそれぞれの考
え方や興味関心を共有する。

② 安楽死の分類、歴史
的背景、安楽死と尊
厳死との違い

安楽死・尊厳死についての基本的
な知識を学ぶ

③ 「安楽死＝よい死」
「延命治療→悪い死」
というイメージにつ
いて

「よい死」「悪い死」とは？
「延命治療」は悪いもの？

④ 死の自己決定につい
て

死の「自己決定」にもとづく安楽
死肯定論について考える

⑤ 「権利」としての安楽
死（学生による文献
紹介を含む）

「権利」概念から安楽死を肯定する
議論を検討する

⑥ 「尊厳死法案」とその
批判

「尊厳死法案」とその批判と批判に
対する反論に関する資料を読み、
「尊厳死」の法制化の是非について
考える

⑦ 社会的弱者にとって
の安楽死（学生によ
る文献紹介を含む）

社会的弱者へのリスクという観点
から安楽死の法制化に反対する議
論への反論を考える

⑧ ここまでの授業内容
の振り返り／障害者
差別について事例か
ら考える

障害者に対する「乗車拒否？」の
事例について考える

⑨ 障害の個人モデル
（医療モデル）と社会
モデル

「障害」とは？ 　「個人モデル
（医療モデル）」と「社会モデル」
について考える

⑩ 障害者差別解消法と
合理的配慮

障害者差別解消法と合理的配慮の
基本理念について理解を深める

⑪ みえない特権とは
何か
（学生の文献紹介を含
む）

「健常者」は「特権」を持ってい
る？ 　「みえない特権」論を考え
る

⑫ マジョリティ／マイ
ノリティの非対称
性・交差性
（学生の文献紹介を含
む）

マイノリティとはどのような存在
か、「非対称性」「交差性」概念か
ら考える

⑬ 「心のバリアフリー」
概念の批判的検討
（学生の文献紹介を含
む）

「思いやり」による「差別解消」ア
プローチを批判的に検討する

⑭ 自由発表（文献紹介
またはレポートの構
想発表）

安楽死または障害者差別に関する
文献紹介またはレポートの構想を
発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布する。

【参考書】
（以下の資料を通読する、ということではなく、その一部を授業内で
紹介するということなのでご安心ください。）
有馬斉（2019)『死ぬ権利はあるか―安楽死、尊厳死、自殺幇助の
是非と命の価値』春風社
安藤泰至（2019）『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』
岩波書店
荒井祐樹（2020）『障害者差別を問いなおす』筑摩書房
飯野由里子・星加良司・西倉実季（2022）『「社会」を扱う新たなモー
ド』生活書院
川島聡他（2016）『合理的配慮』有斐閣
竹内章郎（2020）『いのちと平等をめぐる13章優生思想の克服のた
めに』生活思想社
立岩真也（2001）『弱くある自由へ　自己決定・介護・生死の技術』
青土社
西原和久他（2021）『マイノリティ問題から考える社会学・入門』有
斐閣
松田純（2018）『安楽死・尊厳死の現在-最終段階の医療と自己決定』
中央公論社
宮下洋一（2017）『安楽死を遂げるまで』小学館
その他、雑誌や新聞の記事

【成績評価の方法と基準】
各回の課題：30%
発表（文献紹介）：20％
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【学生の意見等からの気づき】
「今まで考えたこともなかった問題について考えるきっかけを得るこ
とができた」「議論の中で、自分の考えを言語化することで、今まで
ぼんやりと考えていたことが整理できた」といったコメントを読み、
とてもうれしく思います。
今後も、この授業から少しでも多くの学生の皆さんが「気づき」「興
味」「問題意識」を得る、あるいは深めることができるよう努力した
いと思っています。
また、グループ討論で異文化交流ができるという点が好評なので、多
国籍のグループ構成ができるように努めます。

【その他の重要事項】
この授業は、留学生と日本人学生が議論し、交流を深める貴重な機
会となっています。
日本人学生と意見を交換したい留学生のみなさん、普段あまり留学
生と話す機会がない日本人学生のみなさん、どちらもぜひこの機会
を利用してもらえたらと思います。

【Outline (in English)】
The class will treat some actual problems we are confronting
in Japanese society. We will discuss them from different
viewpoints; international students’ and Japanese students’
ones. The class will provide students with opportunities to
approach the problems through reading papers, presentations,
and discussions with those who have different cultural and
social backgrounds.
Goal:(1) Learn basic knowledge about the topics and inquire
the issues with deep interest (2)Acquire an attitude to think
about issues from different viewpoints by being exposed to
different opinions.
Work to be done outside of class (preparation, etc.): Two hours
Grading criteria : Assignments(30%), Presentation(20%), Final
report(50%)
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SOC100NA（社会学 / Sociology 100）

日本文化論

尾形　太郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、現代日本における安楽死（の是非）と障害者差別の問題を
取り上げます。2つの問題に関連は認められないように思われるか
もしれませんが、そうではないこと（強く関連すること）を授業を
通して理解することが目的のひとつです。授業では、例えば、「（積
極的）安楽死の是非」「そもそも「障害」とは何か」といった問いに
ついて議論し、文献を読み（ドキュメンタリーを視聴することも考
えています）、更に議論を含めることで、現代日本社会が直面する具
体的な問題への認識を深めます。
授業で扱う問題に関する知識がなくとも授業に参加することは可能
です。授業を通して基本的な知識を身に付けること、また、問題へ
の関心を深めることが授業の目的の一つです。（扱う問題は、参加者
の関心に応じて変更する場合があります。）
また、ディスカッションを通して様々な意見に触れ、視野を広げる
こと、複眼的に問題を考える姿勢を身に付けることもこの授業の目
的です。

【到達目標】
１．問題について基本的な知識を身に付けること、問題への関心を
深め探求すること。
２．異なる意見に触れ、自らとは異なる視点から問題を考える態度
を身に付けること。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、
システムデザイン研究科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
①トピックに関する議論を行う。（グループ・ディスカッション）
②トピッックに関連する文献紹介を行う／聞く
③②を踏まえ、再度議論を行う。
②を学生が担当することもあります。
各回の課題へのフィードバックは、授業中に口頭で行うか、Hoppi
を用いて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① オリエンテーション

安楽死・尊厳死につ
いて現段階にどう考
えるか意見を共有す
る

授業の進め方を説明する。安楽
死・尊厳死に関するそれぞれの考
え方や興味関心を共有する。

② 安楽死の分類、歴史
的背景、安楽死と尊
厳死との違い

安楽死・尊厳死についての基本的
な知識を学ぶ

③ 「安楽死＝よい死」
「延命治療→悪い死」
というイメージにつ
いて

「よい死」「悪い死」とは？
「延命治療」は悪いもの？

④ 死の自己決定につい
て

死の「自己決定」にもとづく安楽
死肯定論について考える

⑤ 「権利」としての安楽
死（学生による文献
紹介を含む）

「権利」概念から安楽死を肯定する
議論を検討する

⑥ 「尊厳死法案」とその
批判

「尊厳死法案」とその批判と批判に
対する反論に関する資料を読み、
「尊厳死」の法制化の是非について
考える

⑦ 社会的弱者にとって
の安楽死（学生によ
る文献紹介を含む）

社会的弱者へのリスクという観点
から安楽死の法制化に反対する議
論への反論を考える

⑧ ここまでの授業内容
の振り返り／障害者
差別について事例か
ら考える

障害者に対する「乗車拒否？」の
事例について考える

⑨ 障害の個人モデル
（医療モデル）と社会
モデル

「障害」とは？ 　「個人モデル
（医療モデル）」と「社会モデル」
について考える

⑩ 障害者差別解消法と
合理的配慮

障害者差別解消法と合理的配慮の
基本理念について理解を深める

⑪ みえない特権とは
何か
（学生の文献紹介を含
む）

「健常者」は「特権」を持ってい
る？ 　「みえない特権」論を考え
る

⑫ マジョリティ／マイ
ノリティの非対称
性・交差性
（学生の文献紹介を含
む）

マイノリティとはどのような存在
か、「非対称性」「交差性」概念か
ら考える

⑬ 「心のバリアフリー」
概念の批判的検討
（学生の文献紹介を含
む）

「思いやり」による「差別解消」ア
プローチを批判的に検討する

⑭ 自由発表（文献紹介
またはレポートの構
想発表）

安楽死または障害者差別に関する
文献紹介またはレポートの構想を
発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布する。

【参考書】
（以下の資料を通読する、ということではなく、その一部を授業内で
紹介するということなのでご安心ください。）
有馬斉（2019)『死ぬ権利はあるか―安楽死、尊厳死、自殺幇助の
是非と命の価値』春風社
安藤泰至（2019）『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』
岩波書店
荒井祐樹（2020）『障害者差別を問いなおす』筑摩書房
飯野由里子・星加良司・西倉実季（2022）『「社会」を扱う新たなモー
ド』生活書院
川島聡他（2016）『合理的配慮』有斐閣
竹内章郎（2020）『いのちと平等をめぐる13章優生思想の克服のた
めに』生活思想社
立岩真也（2001）『弱くある自由へ　自己決定・介護・生死の技術』
青土社
西原和久他（2021）『マイノリティ問題から考える社会学・入門』有
斐閣
松田純（2018）『安楽死・尊厳死の現在-最終段階の医療と自己決定』
中央公論社
宮下洋一（2017）『安楽死を遂げるまで』小学館
その他、雑誌や新聞の記事
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【成績評価の方法と基準】
各回の課題：30%
発表（文献紹介）：20％
期末レポート：50%

【学生の意見等からの気づき】
「今まで考えたこともなかった問題について考えるきっかけを得るこ
とができた」「議論の中で、自分の考えを言語化することで、今まで
ぼんやりと考えていたことが整理できた」といったコメントを読み、
とてもうれしく思います。
今後も、この授業から少しでも多くの学生の皆さんが「気づき」「興
味」「問題意識」を得る、あるいは深めることができるよう努力した
いと思っています。
また、グループ討論で異文化交流ができるという点が好評なので、多
国籍のグループ構成ができるように努めます。

【その他の重要事項】
この授業は、留学生と日本人学生が議論し、交流を深める貴重な機
会となっています。
日本人学生と意見を交換したい留学生のみなさん、普段あまり留学
生と話す機会がない日本人学生のみなさん、どちらもぜひこの機会
を利用してもらえたらと思います。

【Outline (in English)】
The class will treat some actual problems we are confronting
in Japanese society. We will discuss them from different
viewpoints; international students’ and Japanese students’
ones. The class will provide students with opportunities to
approach the problems through reading papers, presentations,
and discussions with those who have different cultural and
social backgrounds.
Goal:(1) Learn basic knowledge about the topics and inquire
the issues with deep interest (2)Acquire an attitude to think
about issues from different viewpoints by being exposed to
different opinions.
Work to be done outside of class (preparation, etc.): Two hours
Grading criteria : Assignments(30%), Presentation(20%), Final
report(50%)
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

日本の工業技術

田村　広子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座では、日本独自の文化的背景に依拠する日本の工業技術,とくに建築な
どのデザインについて解説する。また、各国留学生に「その国らしさ」と「そ
の国独自のデザイン」との関係について考察させる。
【到達目標】
日本の工業技術、とくに建築とデザインについて基本的な理解をする。
　
出身国におけるデザインと文化の関係について調査し発表する。さらに日本
との比較をした上で小論文にまとめる。
Gain a basic understanding of Japanese industrial technology, especially
architecture and design.
　
Research and present the relationship between design and culture in
your country of origin. Furthermore, they will make a comparison with
Japan and summarize it in an essay.
　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、システムデザイ
ン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
画像や映像を使い、学生と会話しながら講義をおこなう。
日本語での発表とディスカッションをとおして、自身の考えをまとめる作業
を習得する。
Use images and videos to conduct lectures while having conversations
with students.
Through presentations and discussions in Japanese, students will learn
how to summarize their own ideas.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方、課題の提出方法などに

ついて説明します。
2 日本語に見る異文化受

容の態度
外来の文化を受容し、自文化と融合さ
せてきた日本独特の技術発展の背景

3 「日本らしい」建築とは 日本建築の要素を解説
4 大陸からやってきた文

化の受容
6～7世紀に朝鮮半島、中国から導入し
た文化や技術

5 日本文化・技術の開花 鎌倉・室町期から江戸期にかけて発達
した日本独特の技術と美

6 日本の現代建築に見ら
れる「日本らしさ」

講義中にディスカッションしましょう。

7 レポート課題の決定
例）「台所に見られる伝
統～出身国と日本の比
較」

レポートで扱う対象を決定します
例）台所
以下の内容は台所を例としています。

8 １）出身国の伝統的な台
所について調査（ネット
など利用）・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

9 ２）出身国の現代の台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

10 １）２）のまとめレポー
ト提出
1) 2)

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

11 ３）日本の伝統的な台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

12 ４）日本の現代の台所に
ついて調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

13 ３）４）のまとめレポー
ト提出

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

14 レポート提出 13までに提出した内容を小論文形式に
まとめて提出してもらいます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
随時、日本語の専門用語についての質問を受け付けるので、前回わからなかっ
た単語をチェックしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
I accept questions about Japanese terminology on time, so be sure to
check any words you didn’t understand last time.

The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
Goog

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
講義中に必要があれば紹介します。
【成績評価の方法と基準】
レポート80%
講義中の質疑応答20%
Report 80%
Q&A during the lecture 20%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし
Nothing in particular

【Outline (in English)】
This course will explore the relations between historical Japanese
architecture and culture, and make students think about relations the
design and culture in own country.
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

日本の工業技術

田村　広子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座では、日本独自の文化的背景に依拠する日本の工業技術,とくに建築な
どのデザインについて解説する。また、各国留学生に「その国らしさ」と「そ
の国独自のデザイン」との関係について考察させる。
【到達目標】
日本の工業技術、とくに建築とデザインについて基本的な理解をする。
　
出身国におけるデザインと文化の関係について調査し発表する。さらに日本
との比較をした上で小論文にまとめる。
Gain a basic understanding of Japanese industrial technology, especially
architecture and design.
　
Research and present the relationship between design and culture in
your country of origin. Furthermore, they will make a comparison with
Japan and summarize it in an essay.
　
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、システムデザイ
ン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
画像や映像を使い、学生と会話しながら講義をおこなう。
日本語での発表とディスカッションをとおして、自身の考えをまとめる作業
を習得する。
Use images and videos to conduct lectures while having conversations
with students.
Through presentations and discussions in Japanese, students will learn
how to summarize their own ideas.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方、課題の提出方法などに

ついて説明します。
2 日本語に見る異文化受

容の態度
外来の文化を受容し、自文化と融合さ
せてきた日本独特の技術発展の背景

3 「日本らしい」建築とは 日本建築の要素を解説
4 大陸からやってきた文

化の受容
6～7世紀に朝鮮半島、中国から導入し
た文化や技術

5 日本文化・技術の開花 鎌倉・室町期から江戸期にかけて発達
した日本独特の技術と美

6 日本の現代建築に見ら
れる「日本らしさ」

講義中にディスカッションしましょう。

7 レポート課題の決定
例）「台所に見られる伝
統～出身国と日本の比
較」

レポートで扱う対象を決定します
例）台所
以下の内容は台所を例としています。

8 １）出身国の伝統的な台
所について調査（ネット
など利用）・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

9 ２）出身国の現代の台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

10 １）２）のまとめレポー
ト提出
1) 2)

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

11 ３）日本の伝統的な台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

12 ４）日本の現代の台所に
ついて調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

13 ３）４）のまとめレポー
ト提出

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

14 レポート提出 13までに提出した内容を小論文形式に
まとめて提出してもらいます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
随時、日本語の専門用語についての質問を受け付けるので、前回わからなかっ
た単語をチェックしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
I accept questions about Japanese terminology on time, so be sure to
check any words you didn’t understand last time.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
Goog

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
講義中に必要があれば紹介します。
【成績評価の方法と基準】
レポート80%
講義中の質疑応答20%
Report 80%
Q&A during the lecture 20%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし
Nothing in particular

【Outline (in English)】
This course will explore the relations between historical Japanese
architecture and culture, and make students think about relations the
design and culture in own country.
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

日本の工業技術

田村　広子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座では、日本独自の文化的背景に依拠する日本の工業技術,とくに建築な
どのデザインについて解説する。また、各国留学生に「その国らしさ」と「そ
の国独自のデザイン」との関係について考察させる。
【到達目標】
日本の工業技術、とくに建築とデザインについて基本的な理解をする。
　
出身国におけるデザインと文化の関係について調査し発表する。さらに日本
との比較をした上で小論文にまとめる。
Gain a basic understanding of Japanese industrial technology, especially
architecture and design.
　
Research and present the relationship between design and culture in
your country of origin. Furthermore, they will make a comparison with
Japan and summarize it in an essay.
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、システムデザイ
ン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
画像や映像を使い、学生と会話しながら講義をおこなう。
日本語での発表とディスカッションをとおして、自身の考えをまとめる作業
を習得する。
Use images and videos to conduct lectures while having conversations
with students.
Through presentations and discussions in Japanese, students will learn
how to summarize their own ideas.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方、課題の提出方法などに

ついて説明します。
2 日本語に見る異文化受

容の態度
外来の文化を受容し、自文化と融合さ
せてきた日本独特の技術発展の背景

3 「日本らしい」建築とは 日本建築の要素を解説
4 大陸からやってきた文

化の受容
6～7世紀に朝鮮半島、中国から導入し
た文化や技術

5 日本文化・技術の開花 鎌倉・室町期から江戸期にかけて発達
した日本独特の技術と美

6 日本の現代建築に見ら
れる「日本らしさ」

講義中にディスカッションしましょう。

7 レポート課題の決定
例）「台所に見られる伝
統～出身国と日本の比
較」

レポートで扱う対象を決定します
例）台所
以下の内容は台所を例としています。

8 １）出身国の伝統的な台
所について調査（ネット
など利用）・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

9 ２）出身国の現代の台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

10 １）２）のまとめレポー
ト提出
1) 2)

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

11 ３）日本の伝統的な台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

12 ４）日本の現代の台所に
ついて調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明して
もらい、質疑応答します。

13 ３）４）のまとめレポー
ト提出

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

14 レポート提出 13までに提出した内容を小論文形式に
まとめて提出してもらいます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
随時、日本語の専門用語についての質問を受け付けるので、前回わからなかっ
た単語をチェックしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
I accept questions about Japanese terminology on time, so be sure to
check any words you didn’t understand last time.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
Goog

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
講義中に必要があれば紹介します。
【成績評価の方法と基準】
レポート80%
講義中の質疑応答20%
Report 80%
Q&A during the lecture 20%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし
Nothing in particular

【Outline (in English)】
This course will explore the relations between historical Japanese
architecture and culture, and make students think about relations the
design and culture in own country.
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MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

一般数学

細川　聖理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これから工学を学ぶうえで必須の微積分学と線形代数の基礎事項を
学び、徹底的に身に着けます。演習を重視した学習を行うことによ
り、計算力の強化を図ります。

【到達目標】
専門科目の修得に必要な数学的な基礎学力の養成を目標にします。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリ
シーのうち「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのう
ち「DP2」「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
基本の考え方の理解と、それに基づく問題が出来るように演習に重
点をおきます。準備学習、復習を欠かさず行ってください。準備学
習がされていることを前提に授業を行います。復習では、授業内容
の整理と補足そして問題演習を行ってください。授業の前半は、講
義を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。理
解できないところは、積極的に質問してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 初等関数 三角関数、指数関数、対数関数
2 初等関数の微分 三角関数、逆三角関数、1変数関数

の微分、初等関数の導関数
3 微分の応用 平均値の定理、増減、極大極小、

グラフ
4 初等関数の積分 不定積分、定積分
5 2変数関数と偏微分 2変数関数、偏導関数
6 重積分 (累次積分） 2変数関数の積分、累次積分
7 重積分の応用 重積分と応用例（全微分と近似式）
8 微分方程式 微分方程式の定義、一般解、特殊

解、初期条件、応用例
9 行列 行列の演算、階数、逆行列
10 連立1次方程式 解の個数、基本変形による解法、

応用例
11 行列式 行列式の定義と性質（ベクトルの

外積,三重積の話）
12 ベクトル空間 空間ベクトル、ベクトル空間の基

底と次元
13 線形写像 線形写像の行列表現、射影
14 固有値 固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習ではあらかじめ教科書の該当部分を読み授業の予習を行い
ます。毎回演習を行うので、次回までに必ず復習をします。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
（１）やさしく学べる微分積分　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01633-0
（２）やさしく学べる線形代数　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01660-6

【参考書】
特になし。各学科の数学の教科書を適宜参考にします。

【成績評価の方法と基準】
学習支援システムを使い、プリントなど配布します。
準備学習および授業、復習における練習課題（75%）と期末試験レ
ポートの成績（25%）を総合して評価します。練習課題は毎回出題
され、必ず提出することが要求されます。
成績評価：90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～
80点をＡ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、
69～67点をＣ＋、66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤ
とする｡

【学生の意見等からの気づき】
少人数につき、アンケートを実施していません。

【Outline (in English)】
Through the study differential and integral calculus with
an emphasis on practice exercises, students will reinforce
their understanding of fundamental concepts and abilities.
This course will focus on furthering understanding through
examples of engineering applications rather than abstract
arguments.
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MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

一般数学

細川　聖理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これから工学を学ぶうえで必須の微積分学と線形代数の基礎事項を
学び、徹底的に身に着けます。演習を重視した学習を行うことによ
り、計算力の強化を図ります。

【到達目標】
専門科目の修得に必要な数学的な基礎学力の養成を目標にします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリ
シーのうち「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのう
ち「DP2」「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
基本の考え方の理解と、それに基づく問題が出来るように演習に重
点をおきます。準備学習、復習を欠かさず行ってください。準備学
習がされていることを前提に授業を行います。復習では、授業内容
の整理と補足そして問題演習を行ってください。授業の前半は、講
義を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。理
解できないところは、積極的に質問してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 初等関数 三角関数、指数関数、対数関数
2 初等関数の微分 三角関数、逆三角関数、1変数関数

の微分、初等関数の導関数
3 微分の応用 平均値の定理、増減、極大極小、

グラフ
4 初等関数の積分 不定積分、定積分
5 2変数関数と偏微分 2変数関数、偏導関数
6 重積分 (累次積分） 2変数関数の積分、累次積分
7 重積分の応用 重積分と応用例（全微分と近似式）
8 微分方程式 微分方程式の定義、一般解、特殊

解、初期条件、応用例
9 行列 行列の演算、階数、逆行列
10 連立1次方程式 解の個数、基本変形による解法、

応用例
11 行列式 行列式の定義と性質（ベクトルの

外積,三重積の話）
12 ベクトル空間 空間ベクトル、ベクトル空間の基

底と次元
13 線形写像 線形写像の行列表現、射影
14 固有値 固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習ではあらかじめ教科書の該当部分を読み授業の予習を行い
ます。毎回演習を行うので、次回までに必ず復習をします。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
（１）やさしく学べる微分積分　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01633-0
（２）やさしく学べる線形代数　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01660-6

【参考書】
特になし。各学科の数学の教科書を適宜参考にします。

【成績評価の方法と基準】
学習支援システムを使い、プリントなど配布します。

準備学習および授業、復習における練習課題（75%）と期末試験レ
ポートの成績（25%）を総合して評価します。練習課題は毎回出題
され、必ず提出することが要求されます。
成績評価：90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～
80点をＡ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、
69～67点をＣ＋、66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤ
とする｡

【学生の意見等からの気づき】
少人数につき、アンケートを実施していません。

【Outline (in English)】
Through the study differential and integral calculus with
an emphasis on practice exercises, students will reinforce
their understanding of fundamental concepts and abilities.
This course will focus on furthering understanding through
examples of engineering applications rather than abstract
arguments.
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MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

一般数学

細川　聖理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これから工学を学ぶうえで必須の微積分学と線形代数の基礎事項を
学び、徹底的に身に着けます。演習を重視した学習を行うことによ
り、計算力の強化を図ります。

【到達目標】
専門科目の修得に必要な数学的な基礎学力の養成を目標にします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリ
シーのうち「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのう
ち「DP2」「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
基本の考え方の理解と、それに基づく問題が出来るように演習に重
点をおきます。準備学習、復習を欠かさず行ってください。準備学
習がされていることを前提に授業を行います。復習では、授業内容
の整理と補足そして問題演習を行ってください。授業の前半は、講
義を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。理
解できないところは、積極的に質問してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 初等関数 三角関数、指数関数、対数関数
2 初等関数の微分 三角関数、逆三角関数、1変数関数

の微分、初等関数の導関数
3 微分の応用 平均値の定理、増減、極大極小、

グラフ
4 初等関数の積分 不定積分、定積分
5 2変数関数と偏微分 2変数関数、偏導関数
6 重積分 (累次積分） 2変数関数の積分、累次積分
7 重積分の応用 重積分と応用例（全微分と近似式）
8 微分方程式 微分方程式の定義、一般解、特殊

解、初期条件、応用例
9 行列 行列の演算、階数、逆行列
10 連立1次方程式 解の個数、基本変形による解法、

応用例
11 行列式 行列式の定義と性質（ベクトルの

外積,三重積の話）
12 ベクトル空間 空間ベクトル、ベクトル空間の基

底と次元
13 線形写像 線形写像の行列表現、射影
14 固有値 固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習ではあらかじめ教科書の該当部分を読み授業の予習を行い
ます。毎回演習を行うので、次回までに必ず復習をします。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
（１）やさしく学べる微分積分　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01633-0
（２）やさしく学べる線形代数　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01660-6

【参考書】
特になし。各学科の数学の教科書を適宜参考にします。

【成績評価の方法と基準】
学習支援システムを使い、プリントなど配布します。

準備学習および授業、復習における練習課題（75%）と期末試験レ
ポートの成績（25%）を総合して評価します。練習課題は毎回出題
され、必ず提出することが要求されます。
成績評価：90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～
80点をＡ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、
69～67点をＣ＋、66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤ
とする｡

【学生の意見等からの気づき】
少人数につき、アンケートを実施していません。

【Outline (in English)】
Through the study differential and integral calculus with
an emphasis on practice exercises, students will reinforce
their understanding of fundamental concepts and abilities.
This course will focus on furthering understanding through
examples of engineering applications rather than abstract
arguments.
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SEE200NB（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 200）

技術者倫理

南後　由和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、主に建築界を対象として、高度に複雑化した現代社会
および情報社会において技術がもたらす可能性と限界、ポジティヴ
な側面とネガティヴな側面について学ぶ。技術が社会や人間の行為
のなかで、どのような位置を占めているかについての知見を深める。

【到達目標】
・技術が社会や環境に与える正と負の影響についてのリテラシーを
体得する。
・利害関係者の意思が相反する都市および公共空間のあり方を多角
的に理解する。
・建築士／建築家の社会的位置の変遷とその現在地を把握する。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、技術者のリ

テラシー
第2回 落書き／グラフィ

ティ（１）
犯罪／芸術、ストリート／ギャラ
リー、監視、AI解析

第3回 落書き／グラフィ
ティ（２）

表現の自由、匿名性、都市空間の
読み取りと書き替え、環境情報の
圧縮

第4回 公共空間 渋谷スクランブル交差点、ハロ
ウィン、排除アート

第5回 職能 建物と建築、建築士と建築家、建
築界、クリエイティビティ

第6回 有名性 スター建築家、メディアにおける
表象、有名性と無名性

第7回 事件・炎上 耐震偽装問題、新国立競技場コン
ペ、大阪万博、明治神宮外苑

第8回 失敗学 デザインの成功と失敗、近代建築
の幻想、客観性・データの罠

第9回 技術と政治 戦争、航空写真、地図、インター
ネット

第10回 建築情報学 物理空間と情報空間、ビッグデー
タ、VR、メタバース

第11回 参加 住民説明会、ワークショップ、社
会実験、ファシリテーション

第12回 省察的実践 技術的合理性の限界、行為の中の
省察、専門家とクライアント

第13回 社会性 技術と社会、建築と社会
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・ピーター・ブレイク, 1979, 『近代建築の失敗』星野郁美訳, 鹿島
出版会.
・マイク・ライドン,アンソニー・ガルシア, 2023,『タクティカル・
アーバニズム・ガイド――市民が考える都市デザインの戦術』大野
千鶴訳,泉山塁威・ソトノバ監修,晶文社.
・大山エンリコイサム, 2015,『アゲインスト・リテラシー――グラ
フィティ文化論』LIXIL出版.
・ヘンリ・ペトロスキ, 2007,『失敗学――デザイン工学のパラドク
ス』北村美都穂訳,青土社.
・ドナルド・A・ショーン2007,『省察的実践とは何か――プロフェッ
ショナルの行為と思考』柳沢昌一・三輪建二監訳,鳳書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・期末レポート提出などのために、
「学習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
In this course, students explore the potentials and constraints,
as well as the favorable and unfavorable facets of technology
within the context of contemporary intricate societal and
informational realms, primarily focusing on the architectural
world. Students are expected to augment their understanding
of the role of technology in society and human conduct.
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MAT100NB（数学 / Mathematics 100）

数学１

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学の様々な問題を考える上で登場する微分法および積分法について学び，技
術者としてそれらを応用できるだけの教養を身につけることを目的とする。
【到達目標】
初等関数の導関数や不定積分を理解した上で，関数の展開法，微分方程式の
意味と解法，2変数関数についての微分と積分の概念について把握することを
目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業では微積分に関する非常に幅広い内容を扱っており，高校数学の微
積分の知識は必須である。そのため，まずは高校数学の内容を簡単に復習し
ながら，次第に大学で扱うより高度な微積分につなげていく。
積み上げ式の授業であり，常に授業内容を復習してもらうため，毎回演習課
題が課される。基本的な1回の授業は，前回演習課題の解説→講義→小テス
ト→演習課題発表→自宅での演習→次回授業での演習課題提出という流れ
である。小テストの解答では，数名をその場で指名し解答を板書してもらう。
授業進度はかなり速いが，予習復習をして，しっかりついてきてもらいたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 関数

高校学校の関数の復習
基本的な関数
三角関数、指数関数、対数関数、逆関数

2 微分法
高等学校の微分の復讐

基本的な微分

3 微分法
微分係数と導関数
導関数の性質
関数の導関数

微分係数と導関数、積と商の導関数、三
角関数・逆三角関数・指数関数・対数関
数の導関数、高次導関数

4 微分法
平均値の定理
微分法の応用

平均値の定理、ロピタルの定理、極大・
極小

5 積分法
高校学校の積分の復習

不定積分、不定積分の公式、定積分と不
定積分の関係

6 積分法
置換積分法
部分積分法

置換積分法、部分積分法

7 積分法
いろいろな不定積分積
分法の応用

有利関数、無理関数、三角関数の不定積
分、面積・体積・曲線の長さ・面積分

8 関数の展開 １次近似式、高次の近似式、テイラー展
開、マクローリン展開、テイラーの定理

9 微分方程式-1階微分方
程式

微分方程式と解、変数分離形、同次形、
１階線形

10 微分方程式-2階微分方
程式

２階線形、斉次２階線形、非斉次２階線
形

11 偏微分 ２変数関数と偏導関数、全微分と合成
関数の微分、高次導関数

12 偏微分
偏微分の応用

極大・極小、条件付き極値問題

13 重積分 ２重積分の定義、２重積分の計算、２重
積分と累次積分

14 重積分
２重積分の応用

極座標と２重積分、積分変数の変換、２
重積分の広義積分と応用

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各授業内容に応じて作成された演習問題に解答し提出する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
理科系の基礎　微分積分（高遠節夫・石村隆一他共著、培風館）
【参考書】
やさしく学べる微分積分（石村園子著、共立出版）

【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：50％（各100点満点）
定期試験：50％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
ただし，定期試験で85点以上の者は，演習30%試験70%での評価とも比較し
て，よい方を評価素点とする。
また，連続3回欠席，通算で5回以上欠席したものは成績評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
授業内で扱えない定理やその証明等はあとで確認できるように，プリントを
配布する。
【学生が準備すべき機器他】
特に必要としない
【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
Learn about differential and integral calculus, which appear in
the consideration of various engineering problems, and acquire the
education necessary to apply them as engineers.
Learning Objectives:
The goal of this course is to grasp the derivatives and indefinite
integrals of elementary functions, the expansion method of functions,
the meaning and solution method of differential equations, and the
concepts of differentiation and integration for two-variable functions.
Learning activities outside of classroom:
Students will answer and submit the exercises prepared for each class
content.The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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MAT100NB（数学 / Mathematics 100）

数学２

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
線形代数は微積分と並んで工学において必須の基礎学問である。そこで本講
義では、線形代数の学習を通して専門科目の修得に必要な数学的な基礎力を
養う。まず、講義の前半では、ベクトル、行列、および行列式等の基礎的概念
の理解を図る。講義の後半では、ベクトル空間、線形写像、固有値、固有ベク
トル、行列の対角化など、線形代数の重要な概念と具体的な計算方法を習得
する。
【到達目標】
・活用事例等の紹介を通して線形代数を学ぶ意義を理解する
・線形代数学の基礎を習得する
・演習を通して数学的な基礎力を養う
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
黒板または電子ノートに板書する形で講義を展開する。講義内容や課題に対
する質問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の設置目的、到達目標、概要の紹介
2 ベクトル（1） n次元ベクトル、幾何ベクトル、内積、

正規化
3 ベクトル（2） ベクトルと空間座標における直線と平面
4 行列（１） 行列、行列の演算
5 行列（２） 転置行列、正則行列、逆行列
6 基本変形と階数（１） 行列の基本変形、連立１次方程式の解法
7 基本変換と階数（２） １次独立と階数、階数の意味
8 行列式（１） 順列と置換、行列式とその基本的性質
9 行列式（２） 行列式の展開と逆行列、クラメルの公式
10 ベクトル空間（１） ベクトル空間、基底と次元
11 ベクトル空間（２） 正規直交基底、直交変換
12 ベクトル空間（３） 線形写像、線形写像の行列表現、線形写

像と階数
13 固有値と行列の対角化

（１）
固有値と固有ベクトル

14 固有値と行列の対角化
（２）

行列の対角化

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。特に授業終了時点で
理解が十分でない部分については次回授業までに理解を深めておくこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
１）『理工系ための線形代数』長坂建二、駒木悠二（裳華房）
２）『線形代数入門』中岡稔、服部晶夫（紀伊国屋書店）
【成績評価の方法と基準】
講義終了後の期末試験（100%）によって判断する。なお、試験未受験の者の
成績評価は実施しない。
【学生の意見等からの気づき】
オンライン講義ではなく、対面講義を希望する声の方が大きいため、基本的
には対面形式で講義を展開する予定である。ただし、新型コロナウィルスの
流行状況によってはオンライン形式と併用する可能性があるため、定期的に
Hoppii上のアナウンスを確認すること。

【Outline (in English)】
Linear algebra is an essential fundamental subject in engineering as
well as calculus. This course teaches students the basic mathematical
skills necessary to master specialized topics through linear algebra. In
the first half of the lecture, students try to understand fundamental
concepts such as vectors, matrices, and determinants. In the latter
half of the course, students learn essential concepts of linear algebra
and concrete calculation methods such as vector space, linear mapping,
eigenvalues, eigenvectors, and matrix diagonalization.
Through this course, students will be able to:
1) Understand the significance of learning linear algebra by introducing
application examples, etc.
2) Acquire the basics of linear algebra
3) Develop basic mathematical skills through exercises
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each. Students are expected to deepen their understanding before the
next lecture if they need a sufficient understanding at the end of the
course. The final exam will be given at the end of the lecture (100%).
Grades will not be given to students who have not taken the exam.
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物理１

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学を実践するための基礎となるニュートン力学を学ぶ。物体の運動の記述
方法，力学の基本法則を理解し，運動方程式を解く。建築の力学を理解する
ためために重要な，力の図示方法，力のつり合い，質点，剛体といった概念に
ついても説明する。
【到達目標】
専門科目の中の構造系科目を履修するための基礎学力を養う。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・講義では数式等を板書して解説を行います。
・演習問題を出題するので，その解答を作成して期限内に提出すること。
・理解度を確認するため，中間テストを３回行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 序論

運動の記述
古典力学，仮説と検証質点，座標系と位
置，運動の記述，微分と積分

2 運動のベクトル表示お
よび相対性

ベクトルとスカラー，運動のベクトル表
示，運動の相対性，Galilei変換，慣性系

3 力学の基礎法則 Ⅰ:慣性の法則，Ⅱ:運動方程式，Ⅲ:作
用・反作用の法則

4 運動方程式を解く 放物運動，空気抵抗と落下運動
5 中間テスト① 物体の運動に関するテスト，及びその

解説
6 いろいろな力 垂直抗力と摩擦力，張力
7 万有引力の法則 Keplerの法則＋Newtonの法則
8 加速度運動する座標系

における運動方程式
慣性力，遠心力，Coliolisの力，
Foucaultの振り子

9 質点系の保存量 運動量保存則
10 中間テスト② 力のつり合い，運動量保存則に関する

テスト，及びその解説
11 角運動量とトルク てこの原理，トルク（力のモーメント），

ベクトルの外積，角運動量，角運動量保
存則，単振り子

12 剛体の力学 (1) 剛体の運動方程式，慣性モーメント
13 剛体の力学 (2) 剛体の力学的エネルギー保存則
14 中間テスト③ 力のモーメント，剛体に関するテスト，

及びその解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回までの講義板書内容を復習し，演習問題に取り組む。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・市村宗武、狩野　覚：物理学入門Ⅰ　力学（東京化学同人）
・授業支援システムからのダウンロード資料
【参考書】
特に指定しない。
【成績評価の方法と基準】
演習問題25%，中間テスト１回目25%，中間テスト２回目25%，中間テスト
３回目25%の配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓
【Outline (in English)】
【Course outline】

To study Newtonian mechanics, which is the basis for practicing
engineering. Students will understand how to describe the motion of
objects, the basic laws of mechanics, and solve the equations of motion.
Concepts such as force diagramming, equilibrium of forces, masses, and
rigid bodies, which are important for understanding the mechanics of
construction, will also be explained.
【Learning Objectives】
Develop basic academic skills to take structural courses in specialized
subjects.
【Learning activities outside of classroom】
Students will review the content of the previous lectures on the board
and work on exercises.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be based on the following distribution: 25% for exercises,
25% for the first mid-term exam, 25% for the second mid-term exam,
and 25% for the third mid-term exam.
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MAT100NB（数学 / Mathematics 100）

数理演習１

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線分の

長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】

Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.

— 172 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SEE200NC（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 200）

技術者倫理

伊東　賢

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　技術者として仕事を行う上で必須である倫理課題に適切に対処できる素養
を養う。目的は以下の3項目。
①技術に関する意思決定が社会や環境に大きな影響を与えることを学ぶ
②技術者としての倫理的対処に際し、直面する問題と対処方法を学ぶ
③倫理的対処に欠かせない当事者意識と実践力を養う
【到達目標】
①技術者が担う責任の範囲が理解できる
②科学技術の不確実性とリスクの違いが理解できる
③技術者倫理の必要性が理解できる
④技術者倫理規定が理解できる
⑤倫理課題「持続可能性」の背景と取組概要が理解できる
⑥技術者倫理問題に対処するための考え方と阻害要因が理解できる
⑦当事者として技術者倫理問題が意識できる
⑧技術者倫理問題に対処する実践力が発揮できる
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 25%
（Ｂ）技術者倫理 75%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
　全14回（各100分）は原則対面授業とする。必要な連絡は学習支援システ
ムで行う。前半（第１～１２回）は、技術者の責任範囲、科学技術の本質、技
術者倫理が求められる社会的状況、倫理問題の考え方や阻害要因、事例によ
る取組み方などの講義を聞く。第１３回は、これらをもとに技術者倫理が問
われる事案について、技術者倫理上の問題点とその対処方法を検討し、技術
者倫理の実践力を養う。また、第14回では、検討結果を発表する。第1回を
除き第2回から13回まで、次回の内容に沿った事前課題を各回の授業の最後
に提示するので、次回の準備としてその都度、各自ネット上などで調べ回答
案を作成し、その回の授業の冒頭に提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバス

・職業と仕事
・技術者の資格制度

第2回 技術者と倫理 ・安全確保の潮流
・技術者倫理の特徴
・倫理規定

第3回 組織と個人の役割 ・事例研究
・個人と法人
・組織の倫理問題
・個人尊重も倫理

第4回 モラル上の人間関係 ・倫理の作用する限界
・コミュニテｲ
・私的な人間関係
・業務上の人間関係
・利益相反と公衆

第5回 科学技術と技術者の位
置づけ

・科学技術とは何か
・科学技術を担う人
・技術者の位置づけ
・科学技術のガバナンス

第6回 倫理実行の方法 ・事実関係の争点
・概念上の争点
・適用上の争点
・モラルに基づく判断の方法
・決疑論の利用

第7回 事故責任の法の仕組み ・注意・過失・欠陥
・職務と注意義務
・品質管理
・事故責任の法

第8回 法的責任とモラル責任 ・カネミ油症事件
・法的責任
・法とモラルの境界域の責任
・合成化学物質の脅威

第9回 コンプライアンスと法
規制

・正直性・真実性・信頼性
・三菱自動車リコール欠陥隠　し
・規制法令
・コンプライアンス

第10回 説明責任 ・遺伝子組換え作物
・説明責任と信頼関係
・立証責任
・情報開示

第11回 警笛鳴らし（内部告発） ・実例（冨里病院医師解雇）
・コミュニティー内部の人間関係
・法による救済の方法
・技術者の通報対策

第12回 環境と技術者 ・SDGｓは何を目指す。
・環境問題
・地球規模の環境問題
・環境と倫理

第13回 事例研究 (グループワー
ク)

実課題：グループごとに設定
・倫理問題と対処案の検討

第14回 総合研究 (グループワー
ク)

・第13回検討結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前課題：次回の内容に沿った事前課題について、ネットなどで調べ答案を作
成し、当日の授業開始時に提出する。第1回から第12回まで12回提出する。
日頃の思考訓練：自らが遭遇した事案や、新聞等で報じられている事案など
について、技術者倫理上、どのように対処すべきか考える習慣を身に着ける。
本授業の準備学習・復習に各4時間あてる。
【テキスト（教科書）】
・各回のテキスト（パワーポイント資料）はその回の直前に学習支援システム
上の教材にアップするので、各自プリントを用意する。
【参考書】
・「土木技術者倫理問題」（土木学会技術推進機構　1,500円税別）
・「技術者倫理とリスクマネジメント」（中村　オーム社　2,000円税別）
・「技術者の倫理　入門」（杉本ほか　丸善　1,700円税別）
・「 卒 業 生 と し て の 知 識・能 力 と 専 門 職 と し て の 知 識・能 力 」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/siryo/__icsFiles/
afieldfile/2012/12/08/1328590_7.pdf

【成績評価の方法と基準】
最終レポート　50％
事前課題　40％（全12回）
平常点　10％
　・意見発表
　・授業への協力など。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
・技術者倫理という技術者に必須の素養を養うこの科目の特性を踏まえ、授業
に取り組む心構えの説明が肝要。そこで、第1回の講義の冒頭と第13回のグ
ループワークについて技術者倫理の基本として科目に取り組む心構えについ
て解説する。
【学生が準備すべき機器他】
・第13回のグループワークは、進行役・書記・発表者・タイムキーパーを決
め検討を進める。第14回ではグループの検討結果発表を全員で聞いて議論を
行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To cultivate the ability to appropriately deal with the ethical issues that
are essential for working as an engineer. The purpose is the following
three items. ① Learn that technology decision-making has a great
impact on society and the environment (2) Learn the problems faced
and how to deal with them when dealing with ethics as an engineer. ③
Develop a sense of ownership and practical skills that are indispensable
for ethical coping
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
① Understand the scope of responsibility of engineers
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② Understand the difference between scientific and technological
uncertainty and risk
③ Understand the need for engineer ethics
④ Understand the Code of Ethics for Engineers
⑤ Understand the background of ethical issues “sustainability” and the
outline of efforts
⑥ Understand the way of thinking and obstacles to dealing with
engineer ethics issues
⑦ Be aware of engineer ethics issues as a party
⑧ Can demonstrate practical ability to deal with ethical issues of
engineers
【Learning activities outside of classroom】
Pre-assignment: For the pre-assignment according to the next content,
check on the internet etc., create an answer, and submit it at the
beginning of the class on the day. Submit all 13 times from the 2nd
time except the 1st time.
Daily thinking training: Get into the habit of thinking about how to
deal with the cases that you have encountered and the cases reported in
newspapers, etc. in terms of engineer ethics.
Allocate 4 hours each for preparatory study and review of this class.
【Grading Criteria /Policies】
例 1 ： Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%、Short reports : 40%、in class contribution:
10%
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CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

図学及演習

山田　裕貴、福井　恒明、金城　正紀、今井　裕久

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
前半は、物体や空間を表現する手段としての図学の基礎的知識を都市環境デ
ザインにおける具体的な活用法を踏まえて学習する。また、図的表現の基礎
的手法について学び、課題の作図によって作図技術を習得する。後半は、コ
ンピュータを用いたＣＡＤやドローイングソフトによるさまざまな図面の作
成について学ぶ。
【到達目標】
[前半]図的表現の基礎的手法について学び、課題の作図によって作図技術を習
得する。
[後半]CADソフトの習得。ドローイングソフトの習得。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
前半は手書きによる作図を基本として、図法の説明とその作図課題により授
業を進める。後半は、パソコンを活用した作図システムについて操作の基本
を習得するとともに、情報の共有化、送受信など、電子化された図面の新た
な機能・効果についても学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 技術者の言語としての図面

都市環境デザイン分野の図面
作図用具とその使用法

2 作図法の基礎
正投影法

図面表現の基本
平面図・立面図の表現と作図

3 読図の基礎
透視図法 (1)

図面情報の読み取り
投影図・透視図の体系

4 透視図法 (2) 透視図作図の原理
1点透視図の表現と作図

5 透視図法 (3) 2点透視図の表現と作図
点景の表現

6 前半まとめ (1) 1点透視図による空間イメージの表現
7 前半まとめ (2) 1点透視図作品の相互講評と評価
8 描画ソフト利用ガイダ

ンス
システムの起動・操作・入力・出力・
データ保管・終了

9 CADソフト (1) 基本機能/支援機能の活用
10 CADソフト（2） 作図/出力の基礎
11 CADソフト（3） 作図/出力の習得
12 ドローイングソフト (1) 基本機能/支援機能の活用

土地利用現況図のトレース
13 ドローイングソフト (2) 地区開発イメージ図の制作
14 ドローイングソフト (3) 地域の略図の制作
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要に応じて指示する
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
必要に応じて紹介する
【成績評価の方法と基準】
各回の作図課題により評価する（100％）。なお、4回以上の欠席，または1つ
以上の未提出課題ある者は単位取得を認めない (D判定)。

【学生の意見等からの気づき】
指示事項を一度で理解しにくい学生のために，動画による説明を作成し，必
要に応じて複数回視聴できるようにした．
【学生が準備すべき機器他】
［前半］作図のための製図用具が必要となる。最小限必要な用具セットは年度
始めに案内する。
［後半］ドローイングソフトの演習には貸与パソコンを使用する。CADソフト
の演習には情報教室を使用する。
【その他の重要事項】
都市環境デザイン分野における実務経験を持つ教員がその経験を活かして、設
計における作図技術につながる内容を指導する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to learn the fundamental knowledge and skills
of drawing for expressing objects and spaces in the field of civil and
environmental engineering design. Students will learn basic methods
of graphical representation and plotting skills through several exercises
in handwriting and CAD.
【Learning Objectives】
[First half] Learn the basic techniques of graphic expression. Learn
drawing techniques with drawing challenges.
[Second half] Learn how to use CAD software and drafting software.
【Learning activities outside the classroom】
Instruct if necessary. The standard preparation and review time for this
class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policies】
Final grade will be each submission and task as grade (100%). If you
are absent 4 or more times or do not submit your assignments, you will
not be granted credit (D grade).
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CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

ジオロジカルエンジニアリング

中谷　匡志

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ジオロジカルエンジニアリングは、地質学と工学の境界領域の学問と位置づけ
られる。本講座では、主として土木構造物に分類されるダムやトンネル・橋
梁などの建設といった、とくに社会基盤事業にかかわる技術者に必要な地盤
工学（あるいは地質工学）の基礎と、それを応用する知識を養うことを目的
としている。
【到達目標】
1.土木構造物の基礎となる地盤について、その見方・考え方を習得する。
2.調査・設計・施工の各プロセスにおける地盤評価の重要性とその方法・内容
を理解する。
3.地盤に起因するトラブルについて、評論家の立場ではなく、一技術者とし
て倫理感や問題意識を持てるような思考力を培う。
4.基礎岩盤の支持力や斜面の安定対策の見識を深め、簡易な安定計算ができ
るようにする。
5.講義中に行う演習などによって、技術者としての文章表現力の基礎を習得
する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
地質情報概論（0.5回）は、学問領域における位置づけと、社会基盤事業との
かかわりを考える。
地質の基礎知識（1.5回)は、岩盤の種類と成因、地質年代と特徴、岩種から
の問題点のイメージを通じて、地質に対する理解を深める。
特別講義（2回）では、「地球の動き／地震」「原子力発電所の地震・津波対策」
を通じて、ジオロジカルエンジニアリングの最近の動向・トピックを紹介する。
地質調査・試験（1回）では、ボーリング、弾性波探査、原位置岩盤試験、地
盤の分類（1回）では岩盤の工学的分類法について理解を深める。
ダムと地質情報（2回）、トンネルと地質情報（2回）、構造物基礎と地質情報
（1回)では、重要な社会基盤事業であるダム、トンネル、橋梁の種類や施工方
法、地質情報との関係を講義するとともに、貴重な実際の建設記録をＤＶＤ
などで紹介し、理解を深める。
のり面と地質情報（2回）では、のり面の基本、設計方法、安定対策について
理解を深めるとともに、実際に安定計算を試行する。
地すべりと地質情報（1回）では、近年、ゲリラ豪雨や台風などによる災害が
多発している地すべり地形の特徴と見方について理解を深めるとともに、実
際に安定計算を試行する。
最終の講義では、上記14回の講義内容、演習、小論文に対する講評、解説も
行う。
授業形態は、原則スライドショーで行い、毎回演習を実施する。なお、演習
解答の提出を出欠の確認とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地質情報概論、地質の基

礎知識 (1)
社会基盤事業とジオロジ
カルエンジニアリングと
の関わりの理解と地質
の基礎知識を習得する。

ジオロジカルエンジニアリングの講義
内容、社会基盤事業とジオロジカルエ
ンジニアリングとの関係。岩盤の種類
と成因、年代と特徴、岩種からの問題点
のイメージ。

2 地質の基礎知識 (2)
地質の基礎知識を習得
する。

岩盤の風化・変質、地質構造。

3 特別講義 (1)
「地球の動き／地震」の
解釈の歴史的変遷、現状
を理解する。

地震・活断層、津波、プレートテクニク
ス、地震予知。

4 地質調査・試験
代表的な地質調査・試験
方法について知識を深
める。

ボーリング、弾性波探査、原位置岩盤試
験。

5 地盤の分類（岩盤分類）
岩盤を定量的に区分する
方法について理解する。

岩盤分類法、海外の岩盤分類。

6 ダムと地質情報 (1)
ダムの設計と施工方法
を理解する。

ダムの種類、ダムの基礎処理。日本で
最も大きい黒部ダム施工事例。

7 ダムと地質情報 (2)
ダムの設計と施工方法
を理解する。

ダムの歴史的発展、ダムの安定計算方
法。

8 特別講義 (2)
「原子力発電所の地震・
津波対策について」最新
の現状を理解する。

原子力発電所の地震対策、津波対策、再
稼働方法。

9 トンネルと地質情報 (1)
トンネル・地下空洞の種
類と施工方法を理解す
る。

トンネル・地下空洞の種類、施工方法、
切羽前方探査。

10 トンネルと地質情報 (2)
トンネル・地下空洞の種
類と施工方法を理解す
る。

日本で最も長い青函トンネルと大規模
地下空洞である小丸川地下発電所の施
工事例。

11 構造物基礎と地質情報
橋梁の歴史的変遷と橋
梁基礎の安定性に関す
る考え方を理解する。

橋梁の種類と発展、橋梁基礎の安定性
に関わる施工事例。

12 のり面と地質情報 (1)
掘削のり面の基本と岩
盤の異方性を通じて安
定性を理解する。

掘削のり面の基本、岩盤の異方性との
り面の安定性との関係。

13 のり面と地質情報 (2)
のり面の安定対策方法
と設計方法を習得する。

掘削のり面の安定対策、直線すべりの
安定計算。

14 地すべりと地質情報
地すべり地形の見方と安
定計算方法を習得する。
講義全般をまとめる。

地すべり地形の特徴と見方、円弧すべ
りの安定計算。講義全般のキーワード
の確認。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 教科書全体の通読、教科書1章地盤の地質の予習・復習
2. 教科書1章地盤の地質の予習・復習
3. 新聞や関連雑誌・ホームページなどの情報収集
4. 教科書2章地盤の調査と試験・分類の予習・復習
5. 教科書2章地盤の調査と試験・分類の予習・復習
6. 教科書3章ダムと地質調査の予習・復習
7. 教科書3章ダムと地質調査の予習・復習
8. 新聞や関連雑誌・ホームページなどの情報収集
9. 教科書4章トンネル・地下空洞と地盤地質の予習・復習
10.教科書4章トンネル・地下空洞と地盤地質の予習・復習
11.教科書6章基礎と地盤地質の予習・復習
12.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
13.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
14.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
改訂新版「建設工事と地盤地質」著者：古部浩・武藤　光・山本浩之・宇津
木慎司、発行所：古今書院を使用する。
【参考書】
必要に応じて指示する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の講義で実施する演習問題(記述・作図・計算など)の提出により習得度を
評価し、その合計から評価点 (100点満点)を算出する。
合否の基準は、100-90点をS、89-87点をA+、86-83点をA、82-80点をA-、
79-77点をB+、76-73点をB、72-70点をB-、69-67点をC+、66-63点をC、
62-60点をC-とし合格とする。59-0点または欠席4回以上をD、未受講、採
点不能をEとし不合格とする。
期末試験は実施しないが、演習の習得度によりレポート提出を求める場合が
ある。
【学生の意見等からの気づき】
演習については、十分な時間を確保する。
【学生が準備すべき機器他】
三角関数付き電卓、目盛り付き三角定規、分度器を必携とする。
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【その他の重要事項】
現役の建設会社に勤務する博士（学術）、技術士（応用理学）の資格を有する
教員が、その経験と知識に則した地形・地質の観点から建設工事の着目点を
講義する。
【Outline (in English)】
Geological engineering is a discipline combining geology and civil
engineering. In this course, we will introduce the basic of geotechnics (or
geotechnical engineering) necessary for engineers involved in projects of
social infrastructure, such as construction of dams, tunnels and bridges,
which are mainly classified as civil engineering structures, and the
knowledge to apply them.
At the end of the course, students are expected that understand the
importance of ground evaluation in each process of survey, design and
construction, and its method and contents.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading will be decided based on evaluating by submitting exercises to
be conducted in each lecture. No final exam will be held.
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SEE100ND（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 100）

技術者倫理

北原　義典

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザイン工学技術者は、個人としての倫理こそ身につけているはず
であるが、専門家としての倫理も身につけることが求められる。本
講義は、科学技術に関わる倫理問題にはどんなものがあるか、また、
技術者がもつべき倫理についてケーススタディを交えながら体系的
に学ぶことを目的とする。特に、自分のデザインや技術が将来、社
会や環境に及ぼす影響を推察することの重要性を認識する。

【到達目標】
（１）デザイン工学の技術者がもつべき倫理の概念と重要事項を体系
的に理解する
（２）過去に起こった実事例から、内在する倫理問題を摘出する能力
を身につける
（３）技術者倫理に基づき情報デザイン、システムデザイン、環境デ
ザイン、安全建築設計等各分野の研究開発を推進できる技術を習得
する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
デザイン工学系技術者がもつべき倫理事項を、文化や歴史、政治や
経済、科学技術、自然環境など多角的な観点から、様々なケースス
タディを織り込みながら、学習していく。倫理に関する意識づけの
みならず、安全に関する具体的なスキルも併せて習得する。教科書
を軸に、質問を投げかけながら答えてもらう問答法的なアプローチ
で講義を進める。また、各回事前課題を課し、授業の初めに、課題
に対する解答例を示しフィードバックを行う。また、良い回答やコ
メントは授業内で紹介する。本年度については、対面講義を基本と
するが、大学の通達に従う。対面講義の場合は感染防止対策を施し
た教室で、オンライン講義の場合はZoomにより行う。詳細は学習
支援システムにアクセスし確認のこと。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究者・技術者の社

会的責任と倫理
研究者・技術者にとっての倫理と
は何かについて、どういう歴史的
経緯があるのか、技術者の行動規
範などについて学ぶ。さらに、倫
理と法の関係についても考える。

2 リスクマネジメント リスクとは何か、その大きさはど
うやって測るのか、スクマネジメ
ントはどう進めたらいいのかなど
について学ぶ。

3 ヒューマンエラー ヒューマンエラーを知覚、認知、
社会行動等、ユーザ側要因の観点
から学び、精神論ではなく、工学
的・科学的観点に基づくヒューマ
ンエラーの予防的・対処的対策に
ついて考える。

4 説明責任・製造物責
任

社会に対して技術者の果たすべき
説明責任について考える。また、
製品を開発する側に生じる製造物
責任の特徴や使う側との関係など
について考える。

5 技術情報と知的財産
の保護

まず、技術情報とは何かを知る。
創出したアイデアや技術、デザイ
ンを守る知財権保護制度について
学ぶ。さらに、特許の対象につい
ても学習する。

6 化学倫理 化学物質、化学技術、ナノテクノ
ロジーへの期待とリスク、および
その倫理について考える。さらに、
放射性物質のリスクと取り扱いに
ついても学ぶ。

7 生命倫理 ゲノム解析・遺伝子操作、クロー
ン技術等における倫理を通し、生
命や生死に対しどう関わるべきか
について考える。

8 ユニバーサルデザイ
ン

バリアフリーからユニバーサルデ
ザインへの流れについて知る。さ
らに、ユーザエクスペリエンス設
計について学ぶ。

9 情報ネットワーク社
会と倫理

個人情報漏えい、ネットワーク犯
罪、ソーシャルメディアでのトラ
ブル等、情報化社会における様々
な倫理問題について学ぶ。

10 ロボット・人工知能
等新技術と倫理

ロボット、人工知能、ビッグデー
タ、個人認証、AR等、情報新技術
に関わる倫理について考える。

11 環境保全と倫理 環境・資源問題、エネルギー問題、
さらに、環境保全に対する技術者
取り組みについて考える。

12 デザイン工学におけ
る倫理

デザイン工学専攻学生が就き得る
職業とその倫理について考える。

13 多様性社会と技術者
倫理

科学技術の進展によりクローズ
アップされてきた人権問題、社会
のグローバル化、科学的と見せか
けて実は科学論理的根拠がないい
わゆる疑似科学等について、倫理
の側面から考える。

14 技術者倫理の諸課題 ユニバーサルデザインにおいて生
じるコンフリクトなど倫理に関し
て残されている諸課題について考
える。また、各人の理解度測定も
行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容を事前に確認し、教科者掲載ケーススタディを読んで
おくこと。毎回の講義についての予習・復習時間は4時間ずつを標
準とする。
Review the syllabus contents and read the case studies
published by the subject in advance. The standard preparation
and review time for each lecture is 4 hours each.

【テキスト（教科書）】
北原義典「はじめての技術者倫理」講談社　を使用。その章立てに
したがって進めるので、毎回持参のこと。その他、学習支援システ
ムにアップされた資料を書き込み用に持参してもらうもしくはpdf
参照してもらう場合もある。

【参考書】
中村昌允「技術者倫理とリスクマネジメント」　オーム社
林真理、宮澤健二、小野幸子「技術者の倫理」　コロナ社　　など
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【成績評価の方法と基準】
技術者倫理の習得度に関する期末試験点数（80点）と平常の講義取
り組み姿勢（20点）の合計をもって評価点とする。授業の取り組み
姿勢とは、主に授業中の発言の活発さを指す。合計評価点60点以上
を合格とする。ただし、出席率が70％以上であることを評価前提条
件とする。
The evaluation points will be the sum of the final exam score
(80 points) on the mastery level of ethics for engineers and the
usual attitude toward the lecture (20 points). Attitude toward
the class mainly refers to the degree to which students are
active in speaking up during class. A total of 60 points or more
is required to pass the course. Attendance rate of 70% or more
is a prerequisite for evaluation.

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディについては、「具体的な事例を知ることができてよ
い」「非常に考えさせられる」など好評であり、今後も、引き続き、
各回ケーススタディを採り上げつつ講義を進める。

【学生が準備すべき機器他】
本年度、基本は対面授業ですが、全学的にオンライン講義実施との
通達があった場合には、Zoomを利用するため、PCもしくはスマー
トフォンを準備し、開講日時にアクセス、入室してください。また、
連絡事項や資料は学習支援システムにアクセスし確認のこと。

【その他の重要事項】
討論を重視するため、必ず出席し、積極的発言をすることが大切。な
お、本講義の担当教員は、33年にわたる企業での実務経験をもち、
その経験からの倫理問題も紹介する。

【Outline (in English)】
Every design engineer must acquire ethics that reflects not
only their position as an individual but also as an expert in
the field. In this course, we study ethical issues concerning
technology with case studies, understanding ethical attitudes
that engineers should come to systematically incorporate in
their workflow.
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DES100NA（デザイン学 / Design science 100）

デザイン文化論

辻村　亮子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「手つかずの自然」とはよく聞く言葉ですが、実はその言葉は幻想に近く、現
在地球上にはそのようなものはほとんど残されていません。我々人類は、自
然と向きあい、土地を耕し、人間がつくったもっとも大きな人工物といわれ
る「都市」を地球上に生み出しました。
　地球上の人間の半分以上、日本に至ってはいたっては9割の人が都市で生活
してるという現在、私たちの目にふれるものはすべて人間が「デザインされ
たもの」といってよいでしょう。
　この授業では、そうした自分たちの身のまわりの世界を、デザインという
観点から見ていきます。
　また「見る」だけではなく、「描く」と「書く」ということも授業で体験し、
発表してもらう予定です。
【到達目標】
１）「創造したい」という気持ちを育む。
２）「創造」のために何が必要かということが認識でき、その方法を自分で探
究することができる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義。課題提出。各自のプレゼンテーション。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4月10日 イントロダクション この授業のねらいについて。授業登録

人数の確認、授業の進め方と注意事項
など。

4月17日 教員の経歴と自己紹介 美術大学、AA Schoolでの教育と、デ
ザイン誌編集とはどんな仕事なのかを
紹介する。

4月24日 レオナルド・ダ・ヴィン
チとは何か

現在のレオナルド・ダ・ヴィンチを目指
すというのはどういうことか？ 彼の功
績と現代に及ぼす影響を考察する。

5月8日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介1

自分の作品をプレゼンテーションする。

5月15日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介2

自分の作品をプレゼンテーションする。

5月22日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介3

自分の作品をプレゼンテーションする。

5月29日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介4

自分の作品をプレゼンテーションする。

6月5日 予備日 自分の作品をプレゼンテーションする。
もしくは、今年上半期のデザイン界の
動きについて紹介する。

6月12日 千田勝フランスからの
レクチャー

法政大学を卒業し、現在ブルターニュ
で設計事務所を主宰している千田勝氏。
「フランスの都会と田舎の暮らし」を
テーマにしたフランスからリモート講
義。

6月19日 西洋文化の源流ギリシ
アの神殿とその美術

ヨーロッパ文化の二大源流のひとつ、
ギリシア文明を見る。パルテノン神殿
が現代建築家に与えた影響。

6月26日 都市の観察1ヤンゴン ミャンマー、ヤンゴンというアジアの
一都市の発展と停滞の観察からから、
都市化が進むということはどういうこ
とかを考察する。

7月3日 都市の観察2フィンラン
ド

首都ヘルシンキを例に、ひとつの都市
が持つ歴史的建造物から現代の建築家
の作品、都市交通の現在までをみる。

7月10日 都市の観察3台湾 台湾における芸術祭の役割と、その街
づくり。ハイテクの最先端といわれる
国での遺産への恭敬について考える。

7月17日 都市の観察3　地下鉄と
鉄道

都市の不可欠な要素である交通につい
て。地下鉄や鉄道をデザインの面から
捉えてみる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自画像製作 6時間程度
Student are required to make self-portraits that takes around 6 hours
to produce.

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業内で紹介
【成績評価の方法と基準】
リポート40%、一部授業後の提出物30%、平常点30%
End of semester reports 40％　
The drawings to be submitted 30％
Attitude toward class participation　30％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
課題作成のときには、各自自分に合った画材を用意すること。また提出の際
は、画像をスキャンする必要がある。
【その他の重要事項】
履修希望者多数の場合は、抽選でクラスの人数を120名ほどに限定する可能
性がある。
人数が多いためオンライン授業としているが、アクティブな授業である。画
面に顔を出して意見を発表したり、教員や受講者から質問することもあるの
で、聴講するだけのリモート授業とはならないことに留意すること。
最新事例を授業で紹介することがよくあるので、講義内容はシラバス通りに
なるとは限らない。また場合によっては、テーマが前後することもある。
授業の録画は禁止とする。暗記が必要な授業ではない。自分の手を動かすこ
とが必要な授業である。記録は自分の手で書いて残すこと。
【Outline (in English)】
We often use the word ”Wild Nature". But that word is an illusion.
We, humans have been cultivating nature and created the greatest
artifact, the city on the earth.
In a sense, nowadays everything we see is "designed" by some human　
beings.
We will see such the world around us from the perspective of design.
And not only “see”, we will also experience “drawing”“writing" and
presentation in this class.
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DES100NA（デザイン学 / Design science 100）

デザイン文化論

辻村　亮子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「手つかずの自然」とはよく聞く言葉です。しかし実はその言葉は幻想に近く、
現在地球上にはそのようなものはほとんど残されていません。我々人類は、自
然と向きあい、土地を耕し農業を興し、人間がつくったもっとも大きな人工
物といわれる「都市」を地球上に生み出してきたのです。
　地球上の人間の半分以上、日本に至っては9割の人が都市で生活してるとい
う現在、私たちの目にふれるものはすべて人間によって「デザインされたも
の」と言ってよいでしょう。
　この授業では、こうした自分たちの身のまわりの世界を、デザインという
観点から見ていきます。
また3学科が集まる人数の多い授業となりますが、「見る」だけではなく、「描
く」と「書く」ということも授業で体験してもらう予定です。
【到達目標】
１）「創造したい」という気持ちを育む。
２）「創造」のための目を養う。
３）「創造」のための方法を自分で探究することができる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義。課題提出。各自のプレゼンテーション。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4月12日 ガイダンス 授業登録人数の確認（120名を超える場

合は抽選方式）、授業の進め方と注意事
項など。

4月19日 イントロダクション 教員の経歴
4月26日 自宅制作のスタディ・課

題
自画像と似顔絵
人はなぜ自画像を描くのか？

5月10日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介1

自分の作品をプレゼンテーションする。
人の作品を鑑賞する。

5月17日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介2

自分の作品をプレゼンテーションする。
人の作品を鑑賞する。

5月24日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介3

自分の作品をプレゼンテーションする。
人の作品を鑑賞する。

5月31日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介4

自分の作品をプレゼンテーションする。
人の作品を鑑賞する。

6月7日 レオナルド・ダ・ヴィン
チとは何か?

現在のレオナルド・ダ・ヴィンチを目指
すというのはどういうことなのか？
ダ・ヴィンチの功績をみる。

6月14日 千田勝フランスからの
レクチャー

法政大を卒業してブルタ－ニュで設計
事務所を主宰する千田勝氏。本年度は
「都市をアップデイトする」をリモート
講義する。

6月21日 西洋文化の源流ギリシ
アの神殿とその美術

ヨーロッパ文化の二大源流のひとつ、
ギリシア文明を見る。パルテノン神殿
が現代建築家に与えた影響。

6月28日 都市の観察1ヤンゴン 都市化が進むということはどういうこ
とか。
アジアの一都市の発展を政治・文化・宗
教的側面とともに考える。

7月5日 都市の観察2ヘルシンキ フィンランドの首都ヘルシンキを例に、
ひとつの首都の、過去と現代の建築及
び都市施設と交通を考察する。

7月12日 都市の観察３）東京 高輪築堤という産業遺産から、鉄道・地
下鉄といった都市施設を通して我が国
のデザインを振り返り展望する。

7月14日 都市の観察４）または予
備日

東京以外の都市の交通、
または、図書館など今の都市施設のデ
ザインの潮流を観察する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題作成5時間、レポート作成8時間
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業内で紹介
【成績評価の方法と基準】
リポート40%、一部授業後の提出物30%、平常点30%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
課題作成のときには、各自自分に合った画材を用意すること。また画像の提
出については、スマートフォンの写真ではなくきちんとスキャンして提出す
ること。
【その他の重要事項】
履修希望者多数の場合は、抽選でクラスの人数を120名ほどに限定する可能
性がある。
最新情報を授業で紹介することが多いので、講義内容はテーマと同じになる
とは限らない。また履修人数によっても、講義内容に変更や、前後する可能
性がある。
フランスからリモートで千田勝氏、また場合によってはもう一人ゲスト講師
を招待した講義を行う。
【Outline (in English)】
We often use the word ”Wild Nature". But that word is an illusion.
We humans have been cultivating nature and created the greatest
artifact, the city on the earth.
In a sense, nowadays everything we see is "designed" by human　beings.
We will see such the world around us from the perspective of design.
And not only “see”, we will also experience “drawing” and “writing"　 in
this class.
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DES100NA（デザイン学 / Design science 100）

デザイン文化論

辻村　亮子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「手つかずの自然」とはよく聞く言葉ですが、実はその言葉は幻想に近く、現
在地球上にはそのようなものはほとんど残されていません。我々人類は、自
然と向きあい、土地を耕し、人間がつくったもっとも大きな人工物といわれ
る「都市」を地球上に生み出しました。
　地球上の人間の半分以上、日本に至ってはいたっては9割の人が都市で生活
してるという現在、私たちの目にふれるものはすべて人間が「デザインされ
たもの」といってよいでしょう。
　この授業では、そうした自分たちの身のまわりの世界を、デザインという
観点から見ていきます。
　また「見る」だけではなく、「描く」と「書く」ということも授業で体験し、
発表してもらう予定です。
【到達目標】
１）「創造したい」という気持ちを育む。
２）「創造」のために何が必要かということが認識でき、その方法を自分で探
究することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義。課題提出。各自のプレゼンテーション。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4月10日 イントロダクション この授業のねらいについて。授業登録

人数の確認、授業の進め方と注意事項
など。

4月17日 教員の経歴と自己紹介 美術大学、AA Schoolでの教育と、デ
ザイン誌編集とはどんな仕事なのかを
紹介する。

4月24日 レオナルド・ダ・ヴィン
チとは何か

現在のレオナルド・ダ・ヴィンチを目指
すというのはどういうことか？ 彼の功
績と現代に及ぼす影響を考察する。

5月8日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介1

自分の作品をプレゼンテーションする。

5月15日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介2

自分の作品をプレゼンテーションする。

5月22日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介3

自分の作品をプレゼンテーションする。

5月29日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介4

自分の作品をプレゼンテーションする。

6月5日 予備日 自分の作品をプレゼンテーションする。
もしくは、今年上半期のデザイン界の
動きについて紹介する。

6月12日 千田勝フランスからの
レクチャー

法政大学を卒業し、現在ブルターニュ
で設計事務所を主宰している千田勝氏。
「フランスの都会と田舎の暮らし」を
テーマにしたフランスからリモート講
義。

6月19日 西洋文化の源流ギリシ
アの神殿とその美術

ヨーロッパ文化の二大源流のひとつ、
ギリシア文明を見る。パルテノン神殿
が現代建築家に与えた影響。

6月26日 都市の観察1ヤンゴン ミャンマー、ヤンゴンというアジアの
一都市の発展と停滞の観察からから、
都市化が進むということはどういうこ
とかを考察する。

7月3日 都市の観察2フィンラン
ド

首都ヘルシンキを例に、ひとつの都市
が持つ歴史的建造物から現代の建築家
の作品、都市交通の現在までをみる。

7月10日 都市の観察3台湾 台湾における芸術祭の役割と、その街
づくり。ハイテクの最先端といわれる
国での遺産への恭敬について考える。

7月17日 都市の観察3　地下鉄と
鉄道

都市の不可欠な要素である交通につい
て。地下鉄や鉄道をデザインの面から
捉えてみる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自画像製作 6時間程度

Student are required to make self-portraits that takes around 6 hours
to produce.

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業内で紹介
【成績評価の方法と基準】
リポート40%、一部授業後の提出物30%、平常点30%
End of semester reports 40％　
The drawings to be submitted 30％
Attitude toward class participation　30％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
課題作成のときには、各自自分に合った画材を用意すること。また提出の際
は、画像をスキャンする必要がある。
【その他の重要事項】
履修希望者多数の場合は、抽選でクラスの人数を120名ほどに限定する可能
性がある。
人数が多いためオンライン授業としているが、アクティブな授業である。画
面に顔を出して意見を発表したり、教員や受講者から質問することもあるの
で、聴講するだけのリモート授業とはならないことに留意すること。
最新事例を授業で紹介することがよくあるので、講義内容はシラバス通りに
なるとは限らない。また場合によっては、テーマが前後することもある。
授業の録画は禁止とする。暗記が必要な授業ではない。自分の手を動かすこ
とが必要な授業である。記録は自分の手で書いて残すこと。
【Outline (in English)】
We often use the word ”Wild Nature". But that word is an illusion.
We, humans have been cultivating nature and created the greatest
artifact, the city on the earth.
In a sense, nowadays everything we see is "designed" by some human　
beings.
We will see such the world around us from the perspective of design.
And not only “see”, we will also experience “drawing”“writing" and
presentation in this class.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

現代企業論

境　新一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界は2020年以来，未曾有のパンデミック／コロナ禍のなかで，大
転換，新たな社会観と事業，価値創造の手法が模索されています。本
講義は，企業（法人）を典型とする現代組織を対象とした経営の理
論（基本概念）と事業の価値創造の技法について事例を通して検証
します。まず，経営学の基礎理論について，周辺領域（経済学，社
会学，法学など）との関係に言及し，企業・事業・経営の一体的な
理解と今日の展開についてマクロの視点で整理します。次に，経営
の個別テーマを経営資源（人，物，金，情報，技術など）別にミク
ロの視点から事例で紹介します。また，アートとビジネスが相互浸
透する今日の状況を踏まえ，創造（プロデュース）と経営（マネジ
メント）を対比して，起業を前提とした事業計画書の作成，新たな
事業創造，その基盤となる新たな価値創造の技法，発想法を利用し
演習に活かします。

【到達目標】
本講義では，学生諸君が現代企業を総合的に理解し，経営者，起業
家，クリエーター，職人などによる価値創造の技法を修得し，受講生
自身の知の技法を育むことにより，思考力と実践力を獲得できます。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
パンデミック／コロナ禍のなかで新たな価値創造が模索されるなか
で，本講義では企業・事業・経営を一体的に理解するために，経営学
を中心に経済学，社会学，法学との関係に言及します。次に，経営
の個別テーマについて事例を加えながら講義します。その際，アー
トとビジネスが相互浸透する今日の状況を踏まえて，アート，ビジ
ネスの世界における経営者，クリエーター，プロデューサー，デザ
イナー，アーティストなどの専門分野と技法，ネットワークと独創
性・独自性をもって時代を創り，かつ，変えていく行為と作品，能力
開発と後継者育成などを多角的に検証します。とりあげる主な事例
として，先端の情報技術産業，人文・社会科学の複合領域，美術・音
楽・演劇など芸術・アートの分野，生活産業やエンタテインメント
産業，展覧会・ファッションショーなどイベント事業の仕組み，商
品・サービスに関わるビジネスモデルの構築です。アイデア発想法
の練習やゲスト講話（インタビュー取材，録画）なども交えます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに，パンデ

ミック／コロナ禍の
影響，現代企業の要
件

現代企業の役割，経営学と周辺領
域，社会的責任／CSR・公益の実
現，企業・事業・経営の一体的理
解，プロデュース＆マネジメント
の役割，アートとデザインの関係，
新事業創造と価値創造の技法

第2回 農商工連携，総合産
業

農商工連携，６次産業化，総合産
業，生活産業とエンタテインメン
ト産業，世界貿易とTPP／EPA

第3回 企業・事業・経営 起業（会社設立）の手順，企業・事
業・経営の一体理解，経営と理念，
CSR，ビジョナリ―カンパニー

第4回 PDCAとBSC 経営管理の方法：マネジメント・
サイクル／PDCA，評価方法：バ
ランス・スコアカード／BSC

第5回 経営と戦略，人材育
成，マーケティング

経営戦略，人材育成，マーケティ
ング／価値と価格／生産と流通／
顧客創造／感動創造

第6回 経営と財務１ 財務諸表の相互関係，貸借対照
表・損益計算書・キャッシュフ
ロー計算書の特徴

第7回 経営と財務２ 財務諸表の事例比較／製造業・非
製造業・ベンチャー

第8回 経営と情報技術 情報技術によるイノベーション，
IoT，ICT，AIの役割，ビッグ・
データの活用

第9回 経営と法律，知財 ビジネス法務，知的財産，地域ブ
ランドの創造

第10回 アートとデザイン
発想と実行／実装

アートとデザイン／課題提起と課
題解決，アート・デザイン・サイ
エンス・テクノロジーの関係，
アート・プロデュース，デザイン
思考，作品と商品

第11回 新事業創造と事業計
画，物語構築と価値
創造のための発想法
の意義

事業創造のための物語構築，新事
業創造と事業計画，6W2Hの内容，
社会ネットワークの活用，ビジネ
スモデル，素人発想・玄人実行，
発想法／ブレインマップの特徴

第12回 価値創造　演習１，
ブレインマップを活
用した素人発想

経営者，起業家による事業創造と
経営創造

第13回 価値創造　演習２，
ブレインマップを活
用した玄人実行

クリエーター，プロデューサー，
職人（匠）による商品・サービス
の開発，アーティストによる創作

第14回 まとめ 物語構築と新事業創造の要諦，企
業および事業の価値，価値算定，
EVA／MVA，リスクマネジメン
ト，発想法を活かした価値創造

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習・復習とも教科書，資料を各自で十分に読み込んで下さい。実
際に企業・事業・経営の一体理解，事業計画書について演習する場合
があります。理論と事例を相互参照して理解していただきたい。各
回については，以下のとおりです。
（１）パンデミック／コロナ禍の影響，現代企業の要件について教科
書・資料での予習（90分）。
（２）農商工連携，総合産業について教科書・資料での予習（90分）。
（３）企業・事業・経営について教科書・資料での予習（90分）。
（４）PDCAとBSCについて教科書・資料での予習（90分）。
（５）経営と戦略，人材育成，マーケティングについて教科書・資料
での予習（90分）。
（６）経営と財務１について教科書・資料での予習（90分）。
（７）経営と財務２について教科書・資料での予習（90分）。
（８）経営と情報技術について教科書・資料での予習（90分）。
（９）経営と法律，知財について教科書・資料での予習（90分）。
（10）アートとデザインについて教科書・資料での予習（90分）。
（11）新事業創造と事業計画について教科書・資料での予習（90分）。
（12）価値創造　事例１について教科書・資料での予習（90分）。
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（13）価値創造　事例２について教科書・資料での予習（90分）。
（14）まとめ　教科書・資料での総括・復習（90分）。

【テキスト（教科書）】
境 新一『アート・プロデュース概論－経営と芸術の融合　第２刷』
中央経済社，2021年。

【参考書】
境新一『現代企業論－経営と法律の視点（第５版）』文眞堂，2018年。
境 新一・谷 真哉・榎本 正『新事業創造のための発想法』文眞堂，
2022年。
境新一（編著）、齋藤保男、加藤寛昭、丸幸弘、塚田周平，臼井
真美 (著)
『アグリ・アート　感動を与える農業ビジネス』中央経済社，2020年。
『日経　業界地図２０２２年版』日本経済新聞社，2021年。

【成績評価の方法と基準】
講義に対する参加度（演習を含む）２０％　期中レポート４０％　期
末試験または期末レポート４０％　の総合評価とします。なお，期
末試験／期末レポートの決定は講義折り返しの７、８回時点で公表
します。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【その他の重要事項】
講義内容はテキスト『アート・プロデュース概論』を基本として，各
テーマに関連する資料を適宜別途掲載します。
講義を中心として進めますが，期中レポート（小課題２回），期末レ
ポート，演習も交えて行います。毎回，学習支援システムに講義資
料を掲載しますので，受講生諸君は各自で資料ファイル（PDF）を
ダウンローまたは印刷して講義に臨んでください。

【Outline (in English)】
This course examines management theory targeting corporate
industry as a model for modern organizations and methods
of business value creation through real-world examples.
Beginning with fundamental theory of management, with
reference to related fields (economics, sociology, law etc.) a
unified understanding of industry, enterprise and management
and current developments is reviewed through a macro point
of view. Next, individual topics in resource management
(human, physical, financial, data, technological etc.) will be
introduced with real-world examples through a micro point of
view. In addition, based on today’s state of interpenetration
between art and business, through comparisons of production
and management, new methods of value creation related to
start-up business planning, base products and services for
business will be studied.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

現代企業論

境　新一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界は2020年以来，未曾有のパンデミック／コロナ禍のなかで，大
転換，新たな社会観と事業，価値創造の手法が模索されています。本
講義は，企業（法人）を典型とする現代組織を対象とした経営の理
論（基本概念）と事業の価値創造の技法について事例を通して検証
します。まず，経営学の基礎理論について，周辺領域（経済学，社
会学，法学など）との関係に言及し，企業・事業・経営の一体的な
理解と今日の展開についてマクロの視点で整理します。次に，経営
の個別テーマを経営資源（人，物，金，情報，技術など）別にミク
ロの視点から事例で紹介します。また，アートとビジネスが相互浸
透する今日の状況を踏まえ，創造（プロデュース）と経営（マネジ
メント）を対比して，起業を前提とした事業計画書の作成，新たな
事業創造，その基盤となる新たな価値創造の技法，発想法を利用し
演習に活かします。

【到達目標】
本講義では，学生諸君が現代企業を総合的に理解し，経営者，起業
家，クリエーター，職人などによる価値創造の技法を修得し，受講生
自身の知の技法を育むことにより，思考力と実践力を獲得できます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
パンデミック／コロナ禍のなかで新たな価値創造が模索されるなか
で，本講義では企業・事業・経営を一体的に理解するために，経営学
を中心に経済学，社会学，法学との関係に言及します。次に，経営
の個別テーマについて事例を加えながら講義します。その際，アー
トとビジネスが相互浸透する今日の状況を踏まえて，アート，ビジ
ネスの世界における経営者，クリエーター，プロデューサー，デザ
イナー，アーティストなどの専門分野と技法，ネットワークと独創
性・独自性をもって時代を創り，かつ，変えていく行為と作品，能力
開発と後継者育成などを多角的に検証します。とりあげる主な事例
として，先端の情報技術産業，人文・社会科学の複合領域，美術・音
楽・演劇など芸術・アートの分野，生活産業やエンタテインメント
産業，展覧会・ファッションショーなどイベント事業の仕組み，商
品・サービスに関わるビジネスモデルの構築です。アイデア発想法
の練習やゲスト講話（インタビュー取材，録画）なども交えます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに，パンデ

ミック／コロナ禍の
影響，現代企業の要
件

現代企業の役割，経営学と周辺領
域，社会的責任／CSR・公益の実
現，企業・事業・経営の一体的理
解，プロデュース＆マネジメント
の役割，アートとデザインの関係，
新事業創造と価値創造の技法

第2回 農商工連携，総合産
業

農商工連携，６次産業化，総合産
業，生活産業とエンタテインメン
ト産業，世界貿易とTPP／EPA

第3回 企業・事業・経営 起業（会社設立）の手順，企業・事
業・経営の一体理解，経営と理念，
CSR，ビジョナリ―カンパニー

第4回 PDCAとBSC 経営管理の方法：マネジメント・
サイクル／PDCA，評価方法：バ
ランス・スコアカード／BSC

第5回 経営と戦略，人材育
成，マーケティング

経営戦略，人材育成，マーケティ
ング／価値と価格／生産と流通／
顧客創造／感動創造

第6回 経営と財務１ 財務諸表の相互関係，貸借対照
表・損益計算書・キャッシュフ
ロー計算書の特徴

第7回 経営と財務２ 財務諸表の事例比較／製造業・非
製造業・ベンチャー

第8回 経営と情報技術 情報技術によるイノベーション，
IoT，ICT，AIの役割，ビッグ・
データの活用

第9回 経営と法律，知財 ビジネス法務，知的財産，地域ブ
ランドの創造

第10回 アートとデザイン
発想と実行／実装

アートとデザイン／課題提起と課
題解決，アート・デザイン・サイ
エンス・テクノロジーの関係，
アート・プロデュース，デザイン
思考，作品と商品

第11回 新事業創造と事業計
画，物語構築と価値
創造のための発想法
の意義

事業創造のための物語構築，新事
業創造と事業計画，6W2Hの内容，
社会ネットワークの活用，ビジネ
スモデル，素人発想・玄人実行，
発想法／ブレインマップの特徴

第12回 価値創造　演習１，
ブレインマップを活
用した素人発想

経営者，起業家による事業創造と
経営創造

第13回 価値創造　演習２，
ブレインマップを活
用した玄人実行

クリエーター，プロデューサー，
職人（匠）による商品・サービス
の開発，アーティストによる創作

第14回 まとめ 物語構築と新事業創造の要諦，企
業および事業の価値，価値算定，
EVA／MVA，リスクマネジメン
ト，発想法を活かした価値創造

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習・復習とも教科書，資料を各自で十分に読み込んで下さい。実
際に企業・事業・経営の一体理解，事業計画書について演習する場合
があります。理論と事例を相互参照して理解していただきたい。各
回については，以下のとおりです。
（１）パンデミック／コロナ禍の影響，現代企業の要件について教科
書・資料での予習（90分）。
（２）農商工連携，総合産業について教科書・資料での予習（90分）。
（３）企業・事業・経営について教科書・資料での予習（90分）。
（４）PDCAとBSCについて教科書・資料での予習（90分）。
（５）経営と戦略，人材育成，マーケティングについて教科書・資料
での予習（90分）。
（６）経営と財務１について教科書・資料での予習（90分）。
（７）経営と財務２について教科書・資料での予習（90分）。
（８）経営と情報技術について教科書・資料での予習（90分）。
（９）経営と法律，知財について教科書・資料での予習（90分）。
（10）アートとデザインについて教科書・資料での予習（90分）。
（11）新事業創造と事業計画について教科書・資料での予習（90分）。
（12）価値創造　事例１について教科書・資料での予習（90分）。
（13）価値創造　事例２について教科書・資料での予習（90分）。
（14）まとめ　教科書・資料での総括・復習（90分）。

【テキスト（教科書）】
境 新一『アート・プロデュース概論－経営と芸術の融合　第２刷』
中央経済社，2021年。
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【参考書】
境新一『現代企業論－経営と法律の視点（第５版）』文眞堂，2018年。
境 新一・谷 真哉・榎本 正『新事業創造のための発想法』文眞堂，
2022年。
境新一（編著）、齋藤保男、加藤寛昭、丸幸弘、塚田周平，臼井
真美 (著)
『アグリ・アート　感動を与える農業ビジネス』中央経済社，2020年。
『日経　業界地図２０２２年版』日本経済新聞社，2021年。

【成績評価の方法と基準】
講義に対する参加度（演習を含む）２０％　期中レポート４０％　期
末試験または期末レポート４０％　の総合評価とします。なお，期
末試験／期末レポートの決定は講義折り返しの７、８回時点で公表
します。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【その他の重要事項】
講義内容はテキスト『アート・プロデュース概論』を基本として，各
テーマに関連する資料を適宜別途掲載します。
講義を中心として進めますが，期中レポート（小課題２回），期末レ
ポート，演習も交えて行います。毎回，学習支援システムに講義資
料を掲載しますので，受講生諸君は各自で資料ファイル（PDF）を
ダウンローまたは印刷して講義に臨んでください。

【Outline (in English)】
This course examines management theory targeting corporate
industry as a model for modern organizations and methods
of business value creation through real-world examples.
Beginning with fundamental theory of management, with
reference to related fields (economics, sociology, law etc.) a
unified understanding of industry, enterprise and management
and current developments is reviewed through a macro point
of view. Next, individual topics in resource management
(human, physical, financial, data, technological etc.) will be
introduced with real-world examples through a micro point of
view. In addition, based on today’s state of interpenetration
between art and business, through comparisons of production
and management, new methods of value creation related to
start-up business planning, base products and services for
business will be studied.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

現代企業論

境　新一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界は2020年以来，未曾有のパンデミック／コロナ禍のなかで，大
転換，新たな社会観と事業，価値創造の手法が模索されています。本
講義は，企業（法人）を典型とする現代組織を対象とした経営の理
論（基本概念）と事業の価値創造の技法について事例を通して検証
します。まず，経営学の基礎理論について，周辺領域（経済学，社
会学，法学など）との関係に言及し，企業・事業・経営の一体的な
理解と今日の展開についてマクロの視点で整理します。次に，経営
の個別テーマを経営資源（人，物，金，情報，技術など）別にミク
ロの視点から事例で紹介します。また，アートとビジネスが相互浸
透する今日の状況を踏まえ，創造（プロデュース）と経営（マネジ
メント）を対比して，起業を前提とした事業計画書の作成，新たな
事業創造，その基盤となる新たな価値創造の技法，発想法を利用し
演習に活かします。

【到達目標】
本講義では，学生諸君が現代企業を総合的に理解し，経営者，起業
家，クリエーター，職人などによる価値創造の技法を修得し，受講生
自身の知の技法を育むことにより，思考力と実践力を獲得できます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
パンデミック／コロナ禍のなかで新たな価値創造が模索されるなか
で，本講義では企業・事業・経営を一体的に理解するために，経営学
を中心に経済学，社会学，法学との関係に言及します。次に，経営
の個別テーマについて事例を加えながら講義します。その際，アー
トとビジネスが相互浸透する今日の状況を踏まえて，アート，ビジ
ネスの世界における経営者，クリエーター，プロデューサー，デザ
イナー，アーティストなどの専門分野と技法，ネットワークと独創
性・独自性をもって時代を創り，かつ，変えていく行為と作品，能力
開発と後継者育成などを多角的に検証します。とりあげる主な事例
として，先端の情報技術産業，人文・社会科学の複合領域，美術・音
楽・演劇など芸術・アートの分野，生活産業やエンタテインメント
産業，展覧会・ファッションショーなどイベント事業の仕組み，商
品・サービスに関わるビジネスモデルの構築です。アイデア発想法
の練習やゲスト講話（インタビュー取材，録画）なども交えます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに，パンデ

ミック／コロナ禍の
影響，現代企業の要
件

現代企業の役割，経営学と周辺領
域，社会的責任／CSR・公益の実
現，企業・事業・経営の一体的理
解，プロデュース＆マネジメント
の役割，アートとデザインの関係，
新事業創造と価値創造の技法

第2回 農商工連携，総合産
業

農商工連携，６次産業化，総合産
業，生活産業とエンタテインメン
ト産業，世界貿易とTPP／EPA

第3回 企業・事業・経営 起業（会社設立）の手順，企業・事
業・経営の一体理解，経営と理念，
CSR，ビジョナリ―カンパニー

第4回 PDCAとBSC 経営管理の方法：マネジメント・
サイクル／PDCA，評価方法：バ
ランス・スコアカード／BSC

第5回 経営と戦略，人材育
成，マーケティング

経営戦略，人材育成，マーケティ
ング／価値と価格／生産と流通／
顧客創造／感動創造

第6回 経営と財務１ 財務諸表の相互関係，貸借対照
表・損益計算書・キャッシュフ
ロー計算書の特徴

第7回 経営と財務２ 財務諸表の事例比較／製造業・非
製造業・ベンチャー

第8回 経営と情報技術 情報技術によるイノベーション，
IoT，ICT，AIの役割，ビッグ・
データの活用

第9回 経営と法律，知財 ビジネス法務，知的財産，地域ブ
ランドの創造

第10回 アートとデザイン
発想と実行／実装

アートとデザイン／課題提起と課
題解決，アート・デザイン・サイ
エンス・テクノロジーの関係，
アート・プロデュース，デザイン
思考，作品と商品

第11回 新事業創造と事業計
画，物語構築と価値
創造のための発想法
の意義

事業創造のための物語構築，新事
業創造と事業計画，6W2Hの内容，
社会ネットワークの活用，ビジネ
スモデル，素人発想・玄人実行，
発想法／ブレインマップの特徴

第12回 価値創造　演習１，
ブレインマップを活
用した素人発想

経営者，起業家による事業創造と
経営創造

第13回 価値創造　演習２，
ブレインマップを活
用した玄人実行

クリエーター，プロデューサー，
職人（匠）による商品・サービス
の開発，アーティストによる創作

第14回 まとめ 物語構築と新事業創造の要諦，企
業および事業の価値，価値算定，
EVA／MVA，リスクマネジメン
ト，発想法を活かした価値創造

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習・復習とも教科書，資料を各自で十分に読み込んで下さい。実
際に企業・事業・経営の一体理解，事業計画書について演習する場合
があります。理論と事例を相互参照して理解していただきたい。各
回については，以下のとおりです。
（１）パンデミック／コロナ禍の影響，現代企業の要件について教科
書・資料での予習（90分）。
（２）農商工連携，総合産業について教科書・資料での予習（90分）。
（３）企業・事業・経営について教科書・資料での予習（90分）。
（４）PDCAとBSCについて教科書・資料での予習（90分）。
（５）経営と戦略，人材育成，マーケティングについて教科書・資料
での予習（90分）。
（６）経営と財務１について教科書・資料での予習（90分）。
（７）経営と財務２について教科書・資料での予習（90分）。
（８）経営と情報技術について教科書・資料での予習（90分）。
（９）経営と法律，知財について教科書・資料での予習（90分）。
（10）アートとデザインについて教科書・資料での予習（90分）。
（11）新事業創造と事業計画について教科書・資料での予習（90分）。
（12）価値創造　事例１について教科書・資料での予習（90分）。
（13）価値創造　事例２について教科書・資料での予習（90分）。
（14）まとめ　教科書・資料での総括・復習（90分）。

【テキスト（教科書）】
境 新一『アート・プロデュース概論－経営と芸術の融合　第２刷』
中央経済社，2021年。
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【参考書】
境新一『現代企業論－経営と法律の視点（第５版）』文眞堂，2018年。
境 新一・谷 真哉・榎本 正『新事業創造のための発想法』文眞堂，
2022年。
境新一（編著）、齋藤保男、加藤寛昭、丸幸弘、塚田周平，臼井
真美 (著)
『アグリ・アート　感動を与える農業ビジネス』中央経済社，2020年。
『日経　業界地図２０２２年版』日本経済新聞社，2021年。

【成績評価の方法と基準】
講義に対する参加度（演習を含む）２０％　期中レポート４０％　期
末試験または期末レポート４０％　の総合評価とします。なお，期
末試験／期末レポートの決定は講義折り返しの７、８回時点で公表
します。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【その他の重要事項】
講義内容はテキスト『アート・プロデュース概論』を基本として，各
テーマに関連する資料を適宜別途掲載します。
講義を中心として進めますが，期中レポート（小課題２回），期末レ
ポート，演習も交えて行います。毎回，学習支援システムに講義資
料を掲載しますので，受講生諸君は各自で資料ファイル（PDF）を
ダウンローまたは印刷して講義に臨んでください。

【Outline (in English)】
This course examines management theory targeting corporate
industry as a model for modern organizations and methods
of business value creation through real-world examples.
Beginning with fundamental theory of management, with
reference to related fields (economics, sociology, law etc.) a
unified understanding of industry, enterprise and management
and current developments is reviewed through a macro point
of view. Next, individual topics in resource management
(human, physical, financial, data, technological etc.) will be
introduced with real-world examples through a micro point of
view. In addition, based on today’s state of interpenetration
between art and business, through comparisons of production
and management, new methods of value creation related to
start-up business planning, base products and services for
business will be studied.

— 188 —



SDGs　発行日：2024/5/1

CUA100NA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の方

法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時代

ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問領域
との方法論的な特徴の差異を確認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、それ
に適応して暮らす人々の生活の多様性
を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知り、
その役割を考える。また、われわれの
身の回りにある儀礼的行為とのつなが
りを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、宗
教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医療
との関係を学び、人が癒されるとはど
ういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にまつ
わる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつわ
る現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さま
ざまな社会関係を包括して理解する視
座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる今日
的な状況における「文化」とは何かを考
える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを深
く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの説
明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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CUA100NA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の方

法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時代

ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問領域
との方法論的な特徴の差異を確認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、それ
に適応して暮らす人々の生活の多様性
を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知り、
その役割を考える。また、われわれの
身の回りにある儀礼的行為とのつなが
りを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、宗
教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医療
との関係を学び、人が癒されるとはど
ういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にまつ
わる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつわ
る現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さま
ざまな社会関係を包括して理解する視
座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる今日
的な状況における「文化」とは何かを考
える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを深
く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの説
明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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CUA100NA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の方

法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時代

ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問領域
との方法論的な特徴の差異を確認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、それ
に適応して暮らす人々の生活の多様性
を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知り、
その役割を考える。また、われわれの
身の回りにある儀礼的行為とのつなが
りを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、宗
教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医療
との関係を学び、人が癒されるとはど
ういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にまつ
わる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつわ
る現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さま
ざまな社会関係を包括して理解する視
座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる今日
的な状況における「文化」とは何かを考
える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを深
く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの説
明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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LAW100NA（法学 / law 100）

法学概論

蓼沼　佳孝

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、わが国の最高法規である憲法を中心に、日本における基
本的な法律である六法（憲法、民法、商法、刑法、民事訴訟法及び
刑事訴訟法）等を横断的に学習します。
憲法については、歴史的な成立過程を踏まえた上で、事例を通じて、
日本国憲法が定める基本的人権と統治機構の概要について理解を深
めます。
また、憲法以外の六法については、実社会生活を送る上で有用とな
る基本的かつ重要な法律の知識や考え方を身に付けます。

【到達目標】
日本国憲法については、わが国の法の基本原理・原則を学習します
が、裁判例や時事問題などを多く取り上げることで、様々な問題に
対する法的な考え方の指針を身に付けることができます。
また、憲法以外の六法については、社会生活上、直面し得る法的問
題のケーススタディを通じて、社会人として必要となる基礎的な法
律知識を習得することができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義で形式で行いますが、受講生には全講義期間を通じて、３
回程度、授業に関連する質問、意見及び感想等を担当講師へ送って
いただくことをお願いしています。これにより、受講生の疑問点等
を授業に取り入れて、双方向の授業を実現することを目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 憲法（１） 立憲主義、明治憲法、日本国憲法

の制定、日本国憲法の原理、平和
主義

2 憲法（２） 基本的人権の原理・内容
3 憲法（３） 基本的人権の限界
4 憲法（４） 包括的基本権、法の下の平等
5 憲法（５） 思想・良心の自由
6 憲法（６） 信教の自由、学問の自由
7 憲法（７） 表現の自由
8 憲法（８） 集会・結社の自由、通信の秘密
9 憲法（９） 経済的自由権、人身の自由
10 憲法（１０） 受益権と参政権、社会権
11 憲法（１１） 権力分立、国会、内閣、裁判所
12 憲法（１２） 地方自治、憲法の保障
13 身近な法律問題（１）裁判員制度、公法と私法の区別
14 身近な法律問題（２）インターネット上の表現の自由の

問題等
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業については、基本的に、予習よりも復習に重点を置くことを
お勧めします。授業で使用したレジュメは、授業後にその都度公開
する予定ですので、受講生は、レジュメを読み返して、六法を使用
して条文を確認することや、参考書の関連箇所を読むことが期待さ
れます。併せて、授業の内容に関連して、質問や意見等がある場合
には、担当講師までお送りください。

本授業の準備学習・復習時間は、復習時間を中心にして、各回２時
間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義において条文を確認する機会が多いので、小型の携帯用の六法
をご準備ください。
例えば、ポケット六法 (有斐閣）や、デイリー六法 (三省堂）があり
ます。
なお、期末に試験を行う場合には、これらの六法を持ち込み可とす
る予定です (但し電子式のものを除きます）。

【参考書】
芦部信喜｢憲法（第７版）」(岩波書店）を薦めます。

【成績評価の方法と基準】
レポート又は期末試験（記述式）を８０パーセント、授業について
の質問及び意見等の提出を２０パーセントとして評価します。
レポートと試験のいずれを実施するかについては、社会状況等に鑑
みて、適宜、判断いたします。
また、授業ついての質問及び意見等の提出は、平常点として、普段
の学習状況や授業への参加度を評価するものです。その詳細につい
ては、初回の授業で説明します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
法律の用語や概念は、受講生にとって馴染みのないものが少なくな
いため、分かりやすさを重視して、授業を進めたいと思っています。
また、その時々の時事問題を憲法の視点から解説して、できるだけ
具体的なイメージを持てるように工夫したいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
とくに使用しません。

【Outline (in English)】
Course outline
This lecture will focus on Constitution of Japan, and will
study the six basic laws in Japan( Constitution, Civil Law,
Commercial Law, Criminal Law, Civil Procedure Law and
Criminal Procedure Act).
Learning Objectives
With regard to the Constitution, based on the historical
process of enactment, we will deepen our understanding of the
outline of the basic human rights and governance mechanisms
established by the Constitution of Japan through examples.
In addition, with regard to the six laws other than the
Constitution, students acquire basic and important legal
knowledge
and ideas that are useful for living a real life.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Reports : 80%、in class contribution: 20%
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LAW100NA（法学 / law 100）

法学概論

蓼沼　佳孝

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、わが国の最高法規である憲法を中心に、日本における基
本的な法律である六法（憲法、民法、商法、刑法、民事訴訟法及び
刑事訴訟法）等を横断的に学習します。
憲法については、歴史的な成立過程を踏まえた上で、事例を通じて、
日本国憲法が定める基本的人権と統治機構の概要について理解を深
めます。
また、憲法以外の六法については、実社会生活を送る上で有用とな
る基本的かつ重要な法律の知識や考え方を身に付けます。

【到達目標】
日本国憲法については、わが国の法の基本原理・原則を学習します
が、裁判例や時事問題などを多く取り上げることで、様々な問題に
対する法的な考え方の指針を身に付けることができます。
また、憲法以外の六法については、社会生活上、直面し得る法的問
題のケーススタディを通じて、社会人として必要となる基礎的な法
律知識を習得することができます。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義で形式で行いますが、受講生には全講義期間を通じて、３
回程度、授業に関連する質問、意見及び感想等を担当講師へ送って
いただくことをお願いしています。これにより、受講生の疑問点等
を授業に取り入れて、双方向の授業を実現することを目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 憲法（１） 立憲主義、明治憲法、日本国憲法

の制定、日本国憲法の原理、平和
主義

2 憲法（２） 基本的人権の原理・内容
3 憲法（３） 基本的人権の限界
4 憲法（４） 包括的基本権、法の下の平等
5 憲法（５） 思想・良心の自由
6 憲法（６） 信教の自由、学問の自由
7 憲法（７） 表現の自由
8 憲法（８） 集会・結社の自由、通信の秘密
9 憲法（９） 経済的自由権、人身の自由
10 憲法（１０） 受益権と参政権、社会権
11 憲法（１１） 権力分立、国会、内閣、裁判所
12 憲法（１２） 地方自治、憲法の保障

13 身近な法律問題（１）裁判員制度、公法と私法の区別
14 身近な法律問題（２）インターネット上の表現の自由の

問題等
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業については、基本的に、予習よりも復習に重点を置くことを
お勧めします。授業で使用したレジュメは、授業後にその都度公開
する予定ですので、受講生は、レジュメを読み返して、六法を使用
して条文を確認することや、参考書の関連箇所を読むことが期待さ
れます。併せて、授業の内容に関連して、質問や意見等がある場合
には、担当講師までお送りください。
本授業の準備学習・復習時間は、復習時間を中心にして、各回２時
間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義において条文を確認する機会が多いので、小型の携帯用の六法
をご準備ください。
例えば、ポケット六法 (有斐閣）や、デイリー六法 (三省堂）があり
ます。
なお、期末に試験を行う場合には、これらの六法を持ち込み可とす
る予定です (但し電子式のものを除きます）。

【参考書】
芦部信喜｢憲法（第７版）」(岩波書店）を薦めます。

【成績評価の方法と基準】
レポート又は期末試験（記述式）を８０パーセント、授業について
の質問及び意見等の提出を２０パーセントとして評価します。
レポートと試験のいずれを実施するかについては、社会状況等に鑑
みて、適宜、判断いたします。
また、授業ついての質問及び意見等の提出は、平常点として、普段
の学習状況や授業への参加度を評価するものです。その詳細につい
ては、初回の授業で説明します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
法律の用語や概念は、受講生にとって馴染みのないものが少なくな
いため、分かりやすさを重視して、授業を進めたいと思っています。
また、その時々の時事問題を憲法の視点から解説して、できるだけ
具体的なイメージを持てるように工夫したいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
とくに使用しません。

【Outline (in English)】
Course outline
This lecture will focus on Constitution of Japan, and will
study the six basic laws in Japan( Constitution, Civil Law,
Commercial Law, Criminal Law, Civil Procedure Law and
Criminal Procedure Act).
Learning Objectives
With regard to the Constitution, based on the historical
process of enactment, we will deepen our understanding of the
outline of the basic human rights and governance mechanisms
established by the Constitution of Japan through examples.
In addition, with regard to the six laws other than the
Constitution, students acquire basic and important legal
knowledge
and ideas that are useful for living a real life.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Reports : 80%、in class contribution: 20%
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LAW100NA（法学 / law 100）

法学概論

蓼沼　佳孝

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、わが国の最高法規である憲法を中心に、日本における基
本的な法律である六法（憲法、民法、商法、刑法、民事訴訟法及び
刑事訴訟法）等を横断的に学習します。
憲法については、歴史的な成立過程を踏まえた上で、事例を通じて、
日本国憲法が定める基本的人権と統治機構の概要について理解を深
めます。
また、憲法以外の六法については、実社会生活を送る上で有用とな
る基本的かつ重要な法律の知識や考え方を身に付けます。

【到達目標】
日本国憲法については、わが国の法の基本原理・原則を学習します
が、裁判例や時事問題などを多く取り上げることで、様々な問題に
対する法的な考え方の指針を身に付けることができます。
また、憲法以外の六法については、社会生活上、直面し得る法的問
題のケーススタディを通じて、社会人として必要となる基礎的な法
律知識を習得することができます。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義で形式で行いますが、受講生には全講義期間を通じて、３
回程度、授業に関連する質問、意見及び感想等を担当講師へ送って
いただくことをお願いしています。これにより、受講生の疑問点等
を授業に取り入れて、双方向の授業を実現することを目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 憲法（１） 立憲主義、明治憲法、日本国憲法

の制定、日本国憲法の原理、平和
主義

2 憲法（２） 基本的人権の原理・内容
3 憲法（３） 基本的人権の限界
4 憲法（４） 包括的基本権、法の下の平等
5 憲法（５） 思想・良心の自由
6 憲法（６） 信教の自由、学問の自由
7 憲法（７） 表現の自由
8 憲法（８） 集会・結社の自由、通信の秘密
9 憲法（９） 経済的自由権、人身の自由
10 憲法（１０） 受益権と参政権、社会権
11 憲法（１１） 権力分立、国会、内閣、裁判所
12 憲法（１２） 地方自治、憲法の保障
13 身近な法律問題（１）裁判員制度、公法と私法の区別
14 身近な法律問題（２）インターネット上の表現の自由の

問題等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業については、基本的に、予習よりも復習に重点を置くことを
お勧めします。授業で使用したレジュメは、授業後にその都度公開
する予定ですので、受講生は、レジュメを読み返して、六法を使用
して条文を確認することや、参考書の関連箇所を読むことが期待さ
れます。併せて、授業の内容に関連して、質問や意見等がある場合
には、担当講師までお送りください。
本授業の準備学習・復習時間は、復習時間を中心にして、各回２時
間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義において条文を確認する機会が多いので、小型の携帯用の六法
をご準備ください。
例えば、ポケット六法 (有斐閣）や、デイリー六法 (三省堂）があり
ます。
なお、期末に試験を行う場合には、これらの六法を持ち込み可とす
る予定です (但し電子式のものを除きます）。

【参考書】
芦部信喜｢憲法（第７版）」(岩波書店）を薦めます。

【成績評価の方法と基準】
レポート又は期末試験（記述式）を８０パーセント、授業について
の質問及び意見等の提出を２０パーセントとして評価します。
レポートと試験のいずれを実施するかについては、社会状況等に鑑
みて、適宜、判断いたします。
また、授業ついての質問及び意見等の提出は、平常点として、普段
の学習状況や授業への参加度を評価するものです。その詳細につい
ては、初回の授業で説明します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
法律の用語や概念は、受講生にとって馴染みのないものが少なくな
いため、分かりやすさを重視して、授業を進めたいと思っています。
また、その時々の時事問題を憲法の視点から解説して、できるだけ
具体的なイメージを持てるように工夫したいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
とくに使用しません。

【Outline (in English)】
Course outline
This lecture will focus on Constitution of Japan, and will
study the six basic laws in Japan( Constitution, Civil Law,
Commercial Law, Criminal Law, Civil Procedure Law and
Criminal Procedure Act).
Learning Objectives
With regard to the Constitution, based on the historical
process of enactment, we will deepen our understanding of the
outline of the basic human rights and governance mechanisms
established by the Constitution of Japan through examples.
In addition, with regard to the six laws other than the
Constitution, students acquire basic and important legal
knowledge
and ideas that are useful for living a real life.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Reports : 80%、in class contribution: 20%
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、都
市デザインの対象領域、分野、内容をど
のように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都市
デザインを進める上での課題について、
対象を類型化しつつ、事例を交えて紹
介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組みを
見ていく。一つ目は国内で進められた
創造型ともいうべき類型について、方
法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用などを
基軸にした取り組みについて、方向と
成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知って
おくべき事柄、事例等を整理分類して
紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味を
持つ事業手法の観点から、手法説明と都
市デザインとの相関について講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え方
について考え、課題に応じてそれを図
化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる計
画技法を学ぶとともに、景観誘導の内
容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地におけ
る都市デザインの可能性や役割を考え、
課題に応じてその展開方向を図化する
技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実の
空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められる
拠点整備における都市デザインについ
て、課題に応じて図をもって提案する
技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのいず
れかをPCを用いてデジタル化する。イ
ラストレーターの使い方を学ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチをデ
ジタル化するとともに、PC上で一層の
書き込みを行いフィニッシュさせる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デザ
インの歴史、課題、状況そして今後の展
望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、都
市デザインの対象領域、分野、内容をど
のように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都市
デザインを進める上での課題について、
対象を類型化しつつ、事例を交えて紹
介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組みを
見ていく。一つ目は国内で進められた
創造型ともいうべき類型について、方
法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用などを
基軸にした取り組みについて、方向と
成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知って
おくべき事柄、事例等を整理分類して
紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味を
持つ事業手法の観点から、手法説明と都
市デザインとの相関について講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え方
について考え、課題に応じてそれを図
化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる計
画技法を学ぶとともに、景観誘導の内
容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地におけ
る都市デザインの可能性や役割を考え、
課題に応じてその展開方向を図化する
技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実の
空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められる
拠点整備における都市デザインについ
て、課題に応じて図をもって提案する
技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのいず
れかをPCを用いてデジタル化する。イ
ラストレーターの使い方を学ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチをデ
ジタル化するとともに、PC上で一層の
書き込みを行いフィニッシュさせる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デザ
インの歴史、課題、状況そして今後の展
望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、都
市デザインの対象領域、分野、内容をど
のように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都市
デザインを進める上での課題について、
対象を類型化しつつ、事例を交えて紹
介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組みを
見ていく。一つ目は国内で進められた
創造型ともいうべき類型について、方
法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用などを
基軸にした取り組みについて、方向と
成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知って
おくべき事柄、事例等を整理分類して
紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味を
持つ事業手法の観点から、手法説明と都
市デザインとの相関について講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え方
について考え、課題に応じてそれを図
化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる計
画技法を学ぶとともに、景観誘導の内
容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地におけ
る都市デザインの可能性や役割を考え、
課題に応じてその展開方向を図化する
技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実の
空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められる
拠点整備における都市デザインについ
て、課題に応じて図をもって提案する
技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのいず
れかをPCを用いてデジタル化する。イ
ラストレーターの使い方を学ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチをデ
ジタル化するとともに、PC上で一層の
書き込みを行いフィニッシュさせる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デザ
インの歴史、課題、状況そして今後の展
望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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GEO200NA（地理学 / Geography 200）

地図とＧＩＳ

丸山　智康、石田　恵一、今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域・都市・地区などを計画するには、それぞれの空間のスケールに応じた
各種の情報表現が不可欠である。これら空間情報の表現に必要なデータの種
類にはどのようなものがあり、分析処理を通じてどのようなことが把握でき、
結果をどのように用いることができるのか、地図および地理情報システムを
通して学習する。
【到達目標】
空間情報の視覚表現を通したコミュニケーションの方法・基本技術を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
地図およびGIS（空間（地理）情報システム）について簡単な演習を含み概要
を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、さまざまな空間表現
2 物的国土とデジタル国土 デジタル国土の特徴、社会基盤整備と

情報基盤整備
3 計画と情報 空間スケールと情報、国土・地域・都市

の計画、主題図、オーバーレイ、地図情
報のデジタル化

4 地理情報システム 空間情報科学、基本機能、データ、シス
テム

5 国土・都市空間に関する
データの種類

紙地図類、デジタルデータ、国土空間
データ基盤、データ検索とクリアリン
グハウス

6 空間情報の基本構造 空間データの構造化、空間の分節化、図
形データ、属性データ、点・線・面の次
元の相違、位相構造

7 データの取得・変換・蓄
積

データ入力、データ変換、標準化、デー
タベース

8 空間分析 空間関係、空間演算子、分析操作、ネッ
トワーク分析、空間分割

9 データの視覚化 記号表現、視覚変数、階級区分と段階記
号の設計

10 空間表現 地形モデル、主題図、空間コミュニケー
ション

11 国土の表現 調査・報告
12 地域・都市の表現 調査・報告
13 地区の表現 調査・報告
14 まとめ　 総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で適宜指示。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
貸与PCを使用
【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。

【Outline (in English)】
To plan a district, city, or area, various kinds of data representation
according to the scale of each space are indispensable. This course
allows students to learn national spatial data, types and uses of maps,
location reference systems, and geographic information systems.
Term end examination: 70％, Short reports: 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
To understand the methods and basic techniques of communication
through visual representation of spatial information.
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GEO200NA（地理学 / Geography 200）

地図とＧＩＳ

丸山　智康、石田　恵一、今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域・都市・地区などを計画するには、それぞれの空間のスケールに応じた
各種の情報表現が不可欠である。これら空間情報の表現に必要なデータの種
類にはどのようなものがあり、分析処理を通じてどのようなことが把握でき、
結果をどのように用いることができるのか、地図および地理情報システムを
通して学習する。
【到達目標】
空間情報の視覚表現を通したコミュニケーションの方法・基本技術を理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
地図およびGIS（空間（地理）情報システム）について簡単な演習を含み概要
を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、さまざまな空間表現
2 物的国土とデジタル国土 デジタル国土の特徴、社会基盤整備と

情報基盤整備
3 計画と情報 空間スケールと情報、国土・地域・都市

の計画、主題図、オーバーレイ、地図情
報のデジタル化

4 地理情報システム 空間情報科学、基本機能、データ、シス
テム

5 国土・都市空間に関する
データの種類

紙地図類、デジタルデータ、国土空間
データ基盤、データ検索とクリアリン
グハウス

6 空間情報の基本構造 空間データの構造化、空間の分節化、図
形データ、属性データ、点・線・面の次
元の相違、位相構造

7 データの取得・変換・蓄
積

データ入力、データ変換、標準化、デー
タベース

8 空間分析 空間関係、空間演算子、分析操作、ネッ
トワーク分析、空間分割

9 データの視覚化 記号表現、視覚変数、階級区分と段階記
号の設計

10 空間表現 地形モデル、主題図、空間コミュニケー
ション

11 国土の表現 調査・報告
12 地域・都市の表現 調査・報告
13 地区の表現 調査・報告
14 まとめ　 総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で適宜指示。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与PCを使用
【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
To plan a district, city, or area, various kinds of data representation
according to the scale of each space are indispensable. This course
allows students to learn national spatial data, types and uses of maps,
location reference systems, and geographic information systems.
Term end examination: 70％, Short reports: 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
To understand the methods and basic techniques of communication
through visual representation of spatial information.
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GEO200NA（地理学 / Geography 200）

地図とＧＩＳ

丸山　智康、石田　恵一、今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域・都市・地区などを計画するには、それぞれの空間のスケールに応じた
各種の情報表現が不可欠である。これら空間情報の表現に必要なデータの種
類にはどのようなものがあり、分析処理を通じてどのようなことが把握でき、
結果をどのように用いることができるのか、地図および地理情報システムを
通して学習する。
【到達目標】
空間情報の視覚表現を通したコミュニケーションの方法・基本技術を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
地図およびGIS（空間（地理）情報システム）について簡単な演習を含み概要
を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、さまざまな空間表現
2 物的国土とデジタル国土 デジタル国土の特徴、社会基盤整備と

情報基盤整備
3 計画と情報 空間スケールと情報、国土・地域・都市

の計画、主題図、オーバーレイ、地図情
報のデジタル化

4 地理情報システム 空間情報科学、基本機能、データ、シス
テム

5 国土・都市空間に関する
データの種類

紙地図類、デジタルデータ、国土空間
データ基盤、データ検索とクリアリン
グハウス

6 空間情報の基本構造 空間データの構造化、空間の分節化、図
形データ、属性データ、点・線・面の次
元の相違、位相構造

7 データの取得・変換・蓄
積

データ入力、データ変換、標準化、デー
タベース

8 空間分析 空間関係、空間演算子、分析操作、ネッ
トワーク分析、空間分割

9 データの視覚化 記号表現、視覚変数、階級区分と段階記
号の設計

10 空間表現 地形モデル、主題図、空間コミュニケー
ション

11 国土の表現 調査・報告
12 地域・都市の表現 調査・報告
13 地区の表現 調査・報告
14 まとめ　 総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で適宜指示。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
貸与PCを使用

【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
To plan a district, city, or area, various kinds of data representation
according to the scale of each space are indispensable. This course
allows students to learn national spatial data, types and uses of maps,
location reference systems, and geographic information systems.
Term end examination: 70％, Short reports: 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
To understand the methods and basic techniques of communication
through visual representation of spatial information.
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CST200NA（土木工学 / Civil engineering 200）

都市・地域政策

土屋　愛自

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の有効性について学ぶことを
ねらいとする。そのために、都市を取り巻く社会状況の変化、全国で展開し
ている様々なまちづくりの施策（諸外国の施策の比較を含む）について理解
を深めつつその課題や評価手法を学ぶ。また、演習を通じて具体的な政策立
案方法についても取り組む。詳しくは授業計画参照。
【到達目標】
政策の評価をどのように行うのか学ぶことは、社会人になってからも有用で
あると考える。本講義の到達目標は知識の習得はもちろんであるが、政策課
題に対する関心を深め、政策判断の思考力・企画力を養うことである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち
「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
本講義は基本的に講義方式で行う。また、段階的な３つの課題に取り組むこ
と中で都市政策手法の基礎的な内容と流れについて学ぶ。実社会では、プレ
ゼン力、説得力が強く求められているため、各３回の課題については、個別
にプレゼンを実施し、コメントする。なお、課題の提出・フィードバックは、
「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、都

市を取り巻く環境の変
化等

授業計画、授業の進め方、課題レポート
の説明、成績評価、少子高齢化、インフ
ラの老朽化により何が問題となるか

2 国と地方の関係（地方分
権の視点）

国と地方の関係（政令市、特別区、中核
市）：地方分権の到達点と課題、平成の
市町村合併の課題と評価

3 求められる都市の構造
（コンパクトシティ政策）

コンパクトシティ政策とその具体的な
内容・都市再生特別措置法の改正（立地
適正化計画の概要）

4 中心市街地の再生方策
（中心市街地活性化法）
（１）

中心市街地活性化にかかる法律の変遷
と施策の評価（静岡市、富山市他）

5 演習課題（１）検討地区
の設定

検討地区の設定と理由、地区の現況分析

6 中心市街地の再生方策
（構造改革特区制度等）
（２）

構造改革特区、地域活性化総合特区の
具体的な取り組み（柏市、神戸市、船橋
市、さいたま市他）

7 中心市街地の再生方策
（エリアマネジメント）
（３）

エリアマネジメントの必要性と先進事
例の評価（大阪市、鎌ヶ谷市、高松市、
飯田市他）

8 地方中心都市の再生方策 新潟県長岡市の取り組みと評価
9 まちづくりの新たな潮

流（健康・医療・福祉の
まちづくり）

高齢化社会に向けた健康・医療・福祉に
配慮したまちづくりの必要性と具体的
な取り組み（岩手県紫波町の事例）

10 演習課題（２） 演習（１）で設定した地区の定量的な分
析

11 都市計画制度の変遷 我が国の都市計画制度の変遷と課題解
決の方法（長期未着手の基盤整備、都市
施設等）

12 演習課題（２）について
の中間発表

課題解決地区の定量評価についての発表

13 諸外国の都市政策（欧
米・アジア）

諸外国の都市計画制度の特徴と具体事
例（ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾎﾞｽﾄﾝ）、ドイツ、中国、韓
国の都市計画制度の特徴

14 演習課題（３）持続可能
な都市づくりに向けて
の課題レポート

持続可能の都市づくりにおける政策提
言レポートの発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修登録前にシラバスの確認をすること。授業内で示される課題については、
発表するためプレゼンの準備をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。

【参考書】
コンパクトシティ実現のための都市計画制度～平成２６年改正都市再生法・都
市計画法の解説～（ぎょうせい）都市計画法制度研究会編集、まちづくり三
法の見直し～改正都市計画法・中心市街地活性化法等の解説Q＆A(ぎょうせ
い)都市計画・中心市街地活性化法制研究会編集、都市のクオリティ・ストッ
ク～土地利用・緑地・交通の総合戦略～（鹿島出版会）林良嗣・土井健司・加
藤博和
【成績評価の方法と基準】
成績評価方法は、下記のとおりとする。
①課題レポート（１）：調査地区の設定と現状分析：３０％
②課題レポート（２）：調査地区の定量評価：　　　３０％
③課題レポート（３）：調査地区での政策提案：　　３０％
④授業内演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
出来るだけ受講生の発言の機会をもつ。
【学生が準備すべき機器他】
成果物についての提出は、学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から地方自治体の抱えるまちづくりの課題等について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study the effectiveness
of policy for the creation of sustainable cities. This course deals with
basic concepts of change in social conditions surrounding the city, a
concern and evaluation problem for domestic town planning policy (a
comparative study on oversea cases will be made). It also aims to
enhance existing methods of policy making. Please refer to the schedule
for detailed information.
【Leaning Objectives】
The goal of this class is not only knowledge acquisition,
but also cultivating policy issues and feeding logical thinking
and planning ability for policy judgment.
【Learning activities outside of classroom】
Confirm a syllabus before an entry of this class.
Presentation of the result of exercises need in this class.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated as below;
report01 ; Setting model area and analyzing. 30%
report02 ; Quantitative evaluation of model area. 30%
report03 ; Policy proposal for model area. 40%
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CST200NA（土木工学 / Civil engineering 200）

都市・地域政策

土屋　愛自

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の有効性について学ぶことを
ねらいとする。そのために、都市を取り巻く社会状況の変化、全国で展開し
ている様々なまちづくりの施策（諸外国の施策の比較を含む）について理解
を深めつつその課題や評価手法を学ぶ。また、演習を通じて具体的な政策立
案方法についても取り組む。詳しくは授業計画参照。
【到達目標】
政策の評価をどのように行うのか学ぶことは、社会人になってからも有用で
あると考える。本講義の到達目標は知識の習得はもちろんであるが、政策課
題に対する関心を深め、政策判断の思考力・企画力を養うことである。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち
「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
本講義は基本的に講義方式で行う。また、段階的な３つの課題に取り組むこ
と中で都市政策手法の基礎的な内容と流れについて学ぶ。実社会では、プレ
ゼン力、説得力が強く求められているため、各３回の課題については、個別
にプレゼンを実施し、コメントする。なお、課題の提出・フィードバックは、
「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、都

市を取り巻く環境の変
化等

授業計画、授業の進め方、課題レポート
の説明、成績評価、少子高齢化、インフ
ラの老朽化により何が問題となるか

2 国と地方の関係（地方分
権の視点）

国と地方の関係（政令市、特別区、中核
市）：地方分権の到達点と課題、平成の
市町村合併の課題と評価

3 求められる都市の構造
（コンパクトシティ政策）

コンパクトシティ政策とその具体的な
内容・都市再生特別措置法の改正（立地
適正化計画の概要）

4 中心市街地の再生方策
（中心市街地活性化法）
（１）

中心市街地活性化にかかる法律の変遷
と施策の評価（静岡市、富山市他）

5 演習課題（１）検討地区
の設定

検討地区の設定と理由、地区の現況分析

6 中心市街地の再生方策
（構造改革特区制度等）
（２）

構造改革特区、地域活性化総合特区の
具体的な取り組み（柏市、神戸市、船橋
市、さいたま市他）

7 中心市街地の再生方策
（エリアマネジメント）
（３）

エリアマネジメントの必要性と先進事
例の評価（大阪市、鎌ヶ谷市、高松市、
飯田市他）

8 地方中心都市の再生方策 新潟県長岡市の取り組みと評価
9 まちづくりの新たな潮

流（健康・医療・福祉の
まちづくり）

高齢化社会に向けた健康・医療・福祉に
配慮したまちづくりの必要性と具体的
な取り組み（岩手県紫波町の事例）

10 演習課題（２） 演習（１）で設定した地区の定量的な分
析

11 都市計画制度の変遷 我が国の都市計画制度の変遷と課題解
決の方法（長期未着手の基盤整備、都市
施設等）

12 演習課題（２）について
の中間発表

課題解決地区の定量評価についての発表

13 諸外国の都市政策（欧
米・アジア）

諸外国の都市計画制度の特徴と具体事
例（ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾎﾞｽﾄﾝ）、ドイツ、中国、韓
国の都市計画制度の特徴

14 演習課題（３）持続可能
な都市づくりに向けて
の課題レポート

持続可能の都市づくりにおける政策提
言レポートの発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修登録前にシラバスの確認をすること。授業内で示される課題については、
発表するためプレゼンの準備をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
コンパクトシティ実現のための都市計画制度～平成２６年改正都市再生法・都
市計画法の解説～（ぎょうせい）都市計画法制度研究会編集、まちづくり三
法の見直し～改正都市計画法・中心市街地活性化法等の解説Q＆A(ぎょうせ
い)都市計画・中心市街地活性化法制研究会編集、都市のクオリティ・ストッ
ク～土地利用・緑地・交通の総合戦略～（鹿島出版会）林良嗣・土井健司・加
藤博和
【成績評価の方法と基準】
成績評価方法は、下記のとおりとする。
①課題レポート（１）：調査地区の設定と現状分析：３０％
②課題レポート（２）：調査地区の定量評価：　　　３０％
③課題レポート（３）：調査地区での政策提案：　　３０％
④授業内演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
出来るだけ受講生の発言の機会をもつ。
【学生が準備すべき機器他】
成果物についての提出は、学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から地方自治体の抱えるまちづくりの課題等について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study the effectiveness
of policy for the creation of sustainable cities. This course deals with
basic concepts of change in social conditions surrounding the city, a
concern and evaluation problem for domestic town planning policy (a
comparative study on oversea cases will be made). It also aims to
enhance existing methods of policy making. Please refer to the schedule
for detailed information.
【Leaning Objectives】
The goal of this class is not only knowledge acquisition,
but also cultivating policy issues and feeding logical thinking
and planning ability for policy judgment.
【Learning activities outside of classroom】
Confirm a syllabus before an entry of this class.
Presentation of the result of exercises need in this class.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated as below;
report01 ; Setting model area and analyzing. 30%
report02 ; Quantitative evaluation of model area. 30%
report03 ; Policy proposal for model area. 40%
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CST200NA（土木工学 / Civil engineering 200）

都市・地域政策

土屋　愛自

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の有効性について学ぶことを
ねらいとする。そのために、都市を取り巻く社会状況の変化、全国で展開し
ている様々なまちづくりの施策（諸外国の施策の比較を含む）について理解
を深めつつその課題や評価手法を学ぶ。また、演習を通じて具体的な政策立
案方法についても取り組む。詳しくは授業計画参照。
【到達目標】
政策の評価をどのように行うのか学ぶことは、社会人になってからも有用で
あると考える。本講義の到達目標は知識の習得はもちろんであるが、政策課
題に対する関心を深め、政策判断の思考力・企画力を養うことである。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち
「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
本講義は基本的に講義方式で行う。また、段階的な３つの課題に取り組むこ
と中で都市政策手法の基礎的な内容と流れについて学ぶ。実社会では、プレ
ゼン力、説得力が強く求められているため、各３回の課題については、個別
にプレゼンを実施し、コメントする。なお、課題の提出・フィードバックは、
「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、都

市を取り巻く環境の変
化等

授業計画、授業の進め方、課題レポート
の説明、成績評価、少子高齢化、インフ
ラの老朽化により何が問題となるか

2 国と地方の関係（地方分
権の視点）

国と地方の関係（政令市、特別区、中核
市）：地方分権の到達点と課題、平成の
市町村合併の課題と評価

3 求められる都市の構造
（コンパクトシティ政策）

コンパクトシティ政策とその具体的な
内容・都市再生特別措置法の改正（立地
適正化計画の概要）

4 中心市街地の再生方策
（中心市街地活性化法）
（１）

中心市街地活性化にかかる法律の変遷
と施策の評価（静岡市、富山市他）

5 演習課題（１）検討地区
の設定

検討地区の設定と理由、地区の現況分析

6 中心市街地の再生方策
（構造改革特区制度等）
（２）

構造改革特区、地域活性化総合特区の
具体的な取り組み（柏市、神戸市、船橋
市、さいたま市他）

7 中心市街地の再生方策
（エリアマネジメント）
（３）

エリアマネジメントの必要性と先進事
例の評価（大阪市、鎌ヶ谷市、高松市、
飯田市他）

8 地方中心都市の再生方策 新潟県長岡市の取り組みと評価
9 まちづくりの新たな潮

流（健康・医療・福祉の
まちづくり）

高齢化社会に向けた健康・医療・福祉に
配慮したまちづくりの必要性と具体的
な取り組み（岩手県紫波町の事例）

10 演習課題（２） 演習（１）で設定した地区の定量的な分
析

11 都市計画制度の変遷 我が国の都市計画制度の変遷と課題解
決の方法（長期未着手の基盤整備、都市
施設等）

12 演習課題（２）について
の中間発表

課題解決地区の定量評価についての発表

13 諸外国の都市政策（欧
米・アジア）

諸外国の都市計画制度の特徴と具体事
例（ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾎﾞｽﾄﾝ）、ドイツ、中国、韓
国の都市計画制度の特徴

14 演習課題（３）持続可能
な都市づくりに向けて
の課題レポート

持続可能の都市づくりにおける政策提
言レポートの発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修登録前にシラバスの確認をすること。授業内で示される課題については、
発表するためプレゼンの準備をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
コンパクトシティ実現のための都市計画制度～平成２６年改正都市再生法・都
市計画法の解説～（ぎょうせい）都市計画法制度研究会編集、まちづくり三
法の見直し～改正都市計画法・中心市街地活性化法等の解説Q＆A(ぎょうせ
い)都市計画・中心市街地活性化法制研究会編集、都市のクオリティ・ストッ
ク～土地利用・緑地・交通の総合戦略～（鹿島出版会）林良嗣・土井健司・加
藤博和
【成績評価の方法と基準】
成績評価方法は、下記のとおりとする。
①課題レポート（１）：調査地区の設定と現状分析：３０％
②課題レポート（２）：調査地区の定量評価：　　　３０％
③課題レポート（３）：調査地区での政策提案：　　３０％
④授業内演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
出来るだけ受講生の発言の機会をもつ。
【学生が準備すべき機器他】
成果物についての提出は、学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から地方自治体の抱えるまちづくりの課題等について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study the effectiveness
of policy for the creation of sustainable cities. This course deals with
basic concepts of change in social conditions surrounding the city, a
concern and evaluation problem for domestic town planning policy (a
comparative study on oversea cases will be made). It also aims to
enhance existing methods of policy making. Please refer to the schedule
for detailed information.
【Leaning Objectives】
The goal of this class is not only knowledge acquisition,
but also cultivating policy issues and feeding logical thinking
and planning ability for policy judgment.
【Learning activities outside of classroom】
Confirm a syllabus before an entry of this class.
Presentation of the result of exercises need in this class.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated as below;
report01 ; Setting model area and analyzing. 30%
report02 ; Quantitative evaluation of model area. 30%
report03 ; Policy proposal for model area. 40%
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多数で

選抜が必要な場合小課題を課し、その結
果をもって受講継続の可否を判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその内部
空間の計画・設計とし、各自で行う。こ
れに向けた視点等を教員より説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設計
の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階ま
で進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につい
て発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱うも
のとし、地区再編の考え方整理から具
体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の役割
などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエスキ
スを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指導

を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により指

導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を受

ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多数で

選抜が必要な場合小課題を課し、その結
果をもって受講継続の可否を判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその内部
空間の計画・設計とし、各自で行う。こ
れに向けた視点等を教員より説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設計
の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階ま
で進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につい
て発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱うも
のとし、地区再編の考え方整理から具
体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の役割
などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエスキ
スを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指導

を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により指

導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を受

ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など

【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多数で

選抜が必要な場合小課題を課し、その結
果をもって受講継続の可否を判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその内部
空間の計画・設計とし、各自で行う。こ
れに向けた視点等を教員より説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設計
の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階ま
で進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につい
て発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱うも
のとし、地区再編の考え方整理から具
体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の役割
などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエスキ
スを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指導

を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により指

導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を受

ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。

【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

図形の技術Z

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
パソコンを使いながら，図形や画像を用いて建築を構想し表現する
方法を学びます。
この授業は「オンデマンド併用型」です。学習内容の説明と課題の
提示をオンデマンドで，課題の講評と補足説明をオンライン授業で
行います。
授業のスケジュールとアクセス方法はhoppii（学習支援システム）
でお知らせします。

【到達目標】
【目的】私たちは3次元の形態（建築）を2次元の図形（図面）とし
て見ています。この授業では，コンピュータを用いて3次元の形態
を構成し，2次元の図形として表現します。コンピュータ上に３次
元形態を構成し，それを画像・アニメーション・図面などとして表
現する図形処理と画像処理の技術の習得が目標です。
授業では，CG（Computer Graphics），BIM（Building Information
Modeling），CAD（Computer Aided Design）などを学びます。近
年では，手描きによる製図に代わってコンピュータを用いた図の製
作が一般的になっています。しかし，手描きであるかCG/BIM/CAD
であるかは手法の違いに過ぎません。自分のスタイルに合った手法
を見つければいいのですが，学習としては両者を習得する必要があ
ります。そのため，この授業は「デザインスタジオ１（建築）」と連
動しています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。オンデマン
ドで解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。教員の他
に，TA（Teaching Assistant＝教育補助員）も指導を担当します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。
解説をよく理解するように努め，疑問点があれば hoppii（学習支援
システム）で質問してください。質問への回答は，教員の他，TAも
対応します。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば
修正をしてください。そして，指定された時間内に完成するように
してください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返
し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようになる
はずです。
毎回の演習の評価は hoppii（学習支援システム）または IAE サー
バーに記録します。随時，hoppiiおよび IAEサーバーを参照し，学
習の進捗状況を確認してください。
授業では，SketchUp，Gimp，Revitなどのソフトウェアを使用し
ます。SketchUp（Trimble社）は手軽に立体を操作できるCGアプ
リケーションです。Gimpは高度な画像処理ができるオープンソフ
ト（フリーウェア）です。Revit（AutoDesk社）は実務でもよく使
われている BIMアプリケーションです。その他のCAD，画像処理，
動画編集などのソフトウェアについても解説します。
授業においては，コンピュータによる立体表現の概念と基本的な操
作を学びますが，コンピュータの操作を修得するためには自分で工
夫をしながら使っていくことが必須です。しかし，コンピュータの
修得を学習の目標としてはいけません。CG，BIM，CADは手段（方
法）であって目的ではありえないからです。「コンピュータに使われ
る」のではなく，「コンピュータを使う」ことが重要です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ●課題1（スケッチ

アップ／建築のカタ
チ）

【オンデマンド教材 (1)】，教科書
［1～4章］

2 ●課題2（住空間の
モデリング），課題1
の講評

【オンデマンド教材 (2)】，教科書
［5～6章］

3 ［オンデマンド］課題
2への取り組み

同上

4 ●課題3（BIMでつ
くる箱形建築），課題
2の講評

【オンデマンド教材 (3)】，教科書
［8章前半］

5 ［オンデマンド］課題
3への取り組み

同上

6 ●課題4（BIMと
CADによる図面の作
成），課題3の講評

【オンデマンド教材 (4)】，教科書
［8章後半］

7 ［オンデマンド］課題
4への取り組み

同上

8 ●課題5（画像処理に
よる透視図と図面の
表現），課題4の講評

【オンデマンド教材 (5)】，教科書
［6章8節～13節］

9 ●中間課題，課題5
の講評

同上

10 ［オンデマンド］中間
課題への取り組み

同上

11 ●課題6（動画によ
るプレゼンテーショ
ン），期末課題の提示

【オンデマンド教材 (6)】

12 ［オンデマンド］中間
課題の講評と解説／
期末課題の補足説明

同上

13 ●期末課題講評会 (1) クラス内講評会
14 ●期末課題講評会 (2) 総合講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題への取り組み，指定教材の予習と復習。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安藤
直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）

【参考書】
(1) 法政大学オンデマンドシステム： https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/
(2)学習支援システム（hoppii）：https://hoppii.hosei.ac.jp/
(3) IAEサーバー：https://iae.hosei.ac.jp/
(4) Edu2020 ユーザー支援 WEBサイト： https://kedu2020.k.
hosei.ac.jp/
(5) スケッチアップ（Trimble 社）オフィシャルサイト： http:
//sketchup.com/ja/
(6) Autodesk社オフィシャルサイト：http://www.autodesk.co.jp/
(7) GIMP／GNU Image Manipulation Program：https://www.
gimp.org/
(8) DaVinci Resolve ： https://www.blackmagicdesign.com/jp/
products/davinciresolve/
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【成績評価の方法と基準】
課題１～5（50％），中間課題（20%），期末課題（30％）

【学生の意見等からの気づき】
積極的に質問をしてください。学生のみなさん同士が教え合うこと
も重要です。

【学生が準備すべき機器他】
●大学が提供する貸与ノートパソコンまたは同等のスペックのパソ
コンが必要です。貸与ノートパソコンのスペックは以下です。
https://kedu2020.k.hosei.ac.jp/service/note-pc.shtml
・特に高機能のパソコンである必要はありませんが，「CPU：Core
i3以上，メモリ：8GB以上」のスペックを推奨します。
・iPadでの受講は不可能です。
●受講には以下のソフトウェアが必要です。
・【3Dモデリング】SketchUp Free※1，または，SketchUp 2017
Make※2（Trimble社）
・【BIMー建築設計】Revit※2※3（Autodesk社）
・【画像処理】GIMP※2（オープンソース）
・【動画編集】DaVinci Resolve※4（BlackmagicDesign社）
※1：WEBで使用できるフリーウェア
※2：貸与ノートパソコンにインストール済（個別にインストール可）
※3：AutoDesk社の学生ライセンス（無料）の取得が必要
※4：フリーウェア
●教科書が必要です。

【その他の重要事項】
３年次以降開講科目である「デジタルスタジオ」（秋学期，選択授業）
を履修するためには，この授業の十分な履修が必要です。
「デジタルスタジオ」の受講はこの「図形の技術」の履修を前提とし
ています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」を履
修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた表現を伴う作品
9点：優れた表現を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：軽微な間違いや修正するべき点を含むもの
6点：重大な間違いや修正するべき点を含むもの
5点以下：未完成など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に対
する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
While using a personal computer, In this course, we will
learn how to conceptualize and express architecture using
graphics and images. This is an "combination on-demand
class". On-demand explanations and assignments will be
presented, and critiques and supplementary explanations will
be given in-person classes or online classes.Class schedule and
access information will be posted on hoppii (learning support
system).
[Learning objectives]
We observe three-dimensional forms (architecture) as two-
dimensional figures (drawings). In this class, we will construct
three-dimensional forms on the computer and represent them
as two-dimensional figures. This course aims to master graphic
processing and image processing techniques for creating
three-dimensional forms on the computer and expressing them
as images, animations, and drawings.
In the course, students learn computer graphics (CG),
building information modeling (BIM), computer-aided design
(CAD), and other technologies. Computer-aided drawing has
recently become a popular alternative to hand-drawn figures.
However, hand-drawing or CG/BIM/CAD is only a difference in
technique. You may find the method that suits your style, but
it is necessary to learn both. Therefore, this course links to
"Design Studio 1.
[Learning activities outside of classroom]
Review of On-Demand explanation and Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]

1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-5: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

図形の技術X

浅古　陽介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
パソコンを使いながら，図形や画像を用いて建築を構想し表現する
方法を学びます。
この授業は「オンデマンド併用型」です。学習内容の説明と課題の
提示をオンデマンドで，課題の講評と補足説明をオンライン授業で
行います。
授業のスケジュールとアクセス方法はhoppii（学習支援システム）
でお知らせします。

【到達目標】
【目的】私たちは3次元の形態（建築）を2次元の図形（図面）とし
て見ています。この授業では，コンピュータを用いて3次元の形態
を構成し，2次元の図形として表現します。コンピュータ上に３次
元形態を構成し，それを画像・アニメーション・図面などとして表
現する図形処理と画像処理の技術の習得が目標です。
授業では，CG（Computer Graphics），BIM（Building Information
Modeling），CAD（Computer Aided Design）などを学びます。近
年では，手描きによる製図に代わってコンピュータを用いた図の製
作が一般的になっています。しかし，手描きであるかCG/BIM/CAD
であるかは手法の違いに過ぎません。自分のスタイルに合った手法
を見つければいいのですが，学習としては両者を習得する必要があ
ります。そのため，この授業は「デザインスタジオ１（建築）」と連
動しています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。オンデマン
ドで解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。教員の他
に，TA（Teaching Assistant＝教育補助員）も指導を担当します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。
解説をよく理解するように努め，疑問点があれば hoppii（学習支援
システム）で質問してください。質問への回答は，教員の他，TAも
対応します。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば
修正をしてください。そして，指定された時間内に完成するように
してください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返
し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようになる
はずです。
毎回の演習の評価は hoppii（学習支援システム）または IAE サー
バーに記録します。随時，hoppiiおよび IAEサーバーを参照し，学
習の進捗状況を確認してください。
授業では，SketchUp，Gimp，Revitなどのソフトウェアを使用し
ます。SketchUp（Trimble社）は手軽に立体を操作できるCGアプ
リケーションです。Gimpは高度な画像処理ができるオープンソフ
ト（フリーウェア）です。Revit（AutoDesk社）は実務でもよく使
われている BIMアプリケーションです。その他のCAD，画像処理，
動画編集などのソフトウェアについても解説します。
授業においては，コンピュータによる立体表現の概念と基本的な操
作を学びますが，コンピュータの操作を修得するためには自分で工
夫をしながら使っていくことが必須です。しかし，コンピュータの
修得を学習の目標としてはいけません。CG，BIM，CADは手段（方
法）であって目的ではありえないからです。「コンピュータに使われ
る」のではなく，「コンピュータを使う」ことが重要です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ●課題1（スケッチ

アップ／建築のカタ
チ）

【オンデマンド教材 (1)】，教科書
［1～4章］

2 ●課題2（住空間の
モデリング），課題1
の講評

【オンデマンド教材 (2)】，教科書
［5～6章］

3 ［オンデマンド］課題
2への取り組み

同上

4 ●課題3（BIMでつ
くる箱形建築），課題
2の講評

【オンデマンド教材 (3)】，教科書
［8章前半］

5 ［オンデマンド］課題
3への取り組み

同上

6 ●課題4（BIMと
CADによる図面の作
成），課題3の講評

【オンデマンド教材 (4)】，教科書
［8章後半］

7 ［オンデマンド］課題
4への取り組み

同上

8 ●課題5（画像処理に
よる透視図と図面の
表現），課題4の講評

【オンデマンド教材 (5)】，教科書
［6章8節～13節］

9 ●中間課題，課題5
の講評

同上

10 ［オンデマンド］中間
課題への取り組み

同上

11 ●課題6（動画によ
るプレゼンテーショ
ン），期末課題の提示

【オンデマンド教材 (6)】

12 ［オンデマンド］中間
課題の講評と解説／
期末課題の補足説明

同上

13 ●期末課題講評会 (1) クラス内講評会
14 ●期末課題講評会 (2) 総合講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題への取り組み，指定教材の予習と復習。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安藤
直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）

【参考書】
(1) 法政大学オンデマンドシステム： https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/
(2)学習支援システム（hoppii）：https://hoppii.hosei.ac.jp/
(3) IAEサーバー：https://iae.hosei.ac.jp/
(4) Edu2020 ユーザー支援 WEBサイト： https://kedu2020.k.
hosei.ac.jp/
(5) スケッチアップ（Trimble 社）オフィシャルサイト： http:
//sketchup.com/ja/
(6) Autodesk社オフィシャルサイト：http://www.autodesk.co.jp/
(7) GIMP／GNU Image Manipulation Program：https://www.
gimp.org/
(8) DaVinci Resolve ： https://www.blackmagicdesign.com/jp/
products/davinciresolve/
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【成績評価の方法と基準】
課題１～5（50％），中間課題（20%），期末課題（30％）

【学生の意見等からの気づき】
積極的に質問をしてください。学生のみなさん同士が教え合うこと
も重要です。

【学生が準備すべき機器他】
●大学が提供する貸与ノートパソコンまたは同等のスペックのパソ
コンが必要です。貸与ノートパソコンのスペックは以下です。
https://kedu2020.k.hosei.ac.jp/service/note-pc.shtml
・特に高機能のパソコンである必要はありませんが，「CPU：Core
i3以上，メモリ：8GB以上」のスペックを推奨します。
・iPadでの受講は不可能です。
●受講には以下のソフトウェアが必要です。
・【3Dモデリング】SketchUp Free※1，または，SketchUp 2017
Make※2（Trimble社）
・【BIMー建築設計】Revit※2※3（Autodesk社）
・【画像処理】GIMP※2（オープンソース）
・【動画編集】DaVinci Resolve※4（BlackmagicDesign社）
※1：WEBで使用できるフリーウェア
※2：貸与ノートパソコンにインストール済（個別にインストール可）
※3：AutoDesk社の学生ライセンス（無料）の取得が必要
※4：フリーウェア
●教科書が必要です。

【その他の重要事項】
３年次以降開講科目である「デジタルスタジオ」（秋学期，選択授業）
を履修するためには，この授業の十分な履修が必要です。
「デジタルスタジオ」の受講はこの「図形の技術」の履修を前提とし
ています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」を履
修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた表現を伴う作品
9点：優れた表現を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：軽微な間違いや修正するべき点を含むもの
6点：重大な間違いや修正するべき点を含むもの
5点以下：未完成など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に対
する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
While using a personal computer, In this course, we will
learn how to conceptualize and express architecture using
graphics and images. This is an "combination on-demand
class". On-demand explanations and assignments will be
presented, and critiques and supplementary explanations will
be given in-person classes or online classes.Class schedule and
access information will be posted on hoppii (learning support
system).
[Learning objectives]
We observe three-dimensional forms (architecture) as two-
dimensional figures (drawings). In this class, we will construct
three-dimensional forms on the computer and represent them
as two-dimensional figures. This course aims to master graphic
processing and image processing techniques for creating
three-dimensional forms on the computer and expressing them
as images, animations, and drawings.
In the course, students learn computer graphics (CG),
building information modeling (BIM), computer-aided design
(CAD), and other technologies. Computer-aided drawing has
recently become a popular alternative to hand-drawn figures.
However, hand-drawing or CG/BIM/CAD is only a difference in
technique. You may find the method that suits your style, but
it is necessary to learn both. Therefore, this course links to
"Design Studio 1.
[Learning activities outside of classroom]
Review of On-Demand explanation and Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]

1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-5: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

図形の技術Y

冨田　和弘

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
パソコンを使いながら，図形や画像を用いて建築を構想し表現する
方法を学びます。
この授業は「オンデマンド併用型」です。学習内容の説明と課題の
提示をオンデマンドで，課題の講評と補足説明をオンライン授業で
行います。
授業のスケジュールとアクセス方法はhoppii（学習支援システム）
でお知らせします。

【到達目標】
【目的】私たちは3次元の形態（建築）を2次元の図形（図面）とし
て見ています。この授業では，コンピュータを用いて3次元の形態
を構成し，2次元の図形として表現します。コンピュータ上に３次
元形態を構成し，それを画像・アニメーション・図面などとして表
現する図形処理と画像処理の技術の習得が目標です。
授業では，CG（Computer Graphics），BIM（Building Information
Modeling），CAD（Computer Aided Design）などを学びます。近
年では，手描きによる製図に代わってコンピュータを用いた図の製
作が一般的になっています。しかし，手描きであるかCG/BIM/CAD
であるかは手法の違いに過ぎません。自分のスタイルに合った手法
を見つければいいのですが，学習としては両者を習得する必要があ
ります。そのため，この授業は「デザインスタジオ１（建築）」と連
動しています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。オンデマン
ドで解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。教員の他
に，TA（Teaching Assistant＝教育補助員）も指導を担当します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。
解説をよく理解するように努め，疑問点があれば hoppii（学習支援
システム）で質問してください。質問への回答は，教員の他，TAも
対応します。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば
修正をしてください。そして，指定された時間内に完成するように
してください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返
し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようになる
はずです。
毎回の演習の評価は hoppii（学習支援システム）または IAE サー
バーに記録します。随時，hoppiiおよび IAEサーバーを参照し，学
習の進捗状況を確認してください。
授業では，SketchUp，Gimp，Revitなどのソフトウェアを使用し
ます。SketchUp（Trimble社）は手軽に立体を操作できるCGアプ
リケーションです。Gimpは高度な画像処理ができるオープンソフ
ト（フリーウェア）です。Revit（AutoDesk社）は実務でもよく使
われている BIMアプリケーションです。その他のCAD，画像処理，
動画編集などのソフトウェアについても解説します。
授業においては，コンピュータによる立体表現の概念と基本的な操
作を学びますが，コンピュータの操作を修得するためには自分で工
夫をしながら使っていくことが必須です。しかし，コンピュータの
修得を学習の目標としてはいけません。CG，BIM，CADは手段（方
法）であって目的ではありえないからです。「コンピュータに使われ
る」のではなく，「コンピュータを使う」ことが重要です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ●課題1（スケッチ

アップ／建築のカタ
チ）

【オンデマンド教材 (1)】，教科書
［1～4章］

2 ●課題2（住空間の
モデリング），課題1
の講評

【オンデマンド教材 (2)】，教科書
［5～6章］

3 ［オンデマンド］課題
2への取り組み

同上

4 ●課題3（BIMでつ
くる箱形建築），課題
2の講評

【オンデマンド教材 (3)】，教科書
［8章前半］

5 ［オンデマンド］課題
3への取り組み

同上

6 ●課題4（BIMと
CADによる図面の作
成），課題3の講評

【オンデマンド教材 (4)】，教科書
［8章後半］

7 ［オンデマンド］課題
4への取り組み

同上

8 ●課題5（画像処理に
よる透視図と図面の
表現），課題4の講評

【オンデマンド教材 (5)】，教科書
［6章8節～13節］

9 ●中間課題，課題5
の講評

同上

10 ［オンデマンド］中間
課題への取り組み

同上

11 ●課題6（動画によ
るプレゼンテーショ
ン），期末課題の提示

【オンデマンド教材 (6)】

12 ［オンデマンド］中間
課題の講評と解説／
期末課題の補足説明

同上

13 ●期末課題講評会 (1) クラス内講評会
14 ●期末課題講評会 (2) 総合講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題への取り組み，指定教材の予習と復習。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安藤
直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）

【参考書】
(1) 法政大学オンデマンドシステム： https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/
(2)学習支援システム（hoppii）：https://hoppii.hosei.ac.jp/
(3) IAEサーバー：https://iae.hosei.ac.jp/
(4) Edu2020 ユーザー支援 WEBサイト： https://kedu2020.k.
hosei.ac.jp/
(5) スケッチアップ（Trimble 社）オフィシャルサイト： http:
//sketchup.com/ja/
(6) Autodesk社オフィシャルサイト：http://www.autodesk.co.jp/
(7) GIMP／GNU Image Manipulation Program：https://www.
gimp.org/
(8) DaVinci Resolve ： https://www.blackmagicdesign.com/jp/
products/davinciresolve/
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【成績評価の方法と基準】
課題１～5（50％），中間課題（20%），期末課題（30％）

【学生の意見等からの気づき】
積極的に質問をしてください。学生のみなさん同士が教え合うこと
も重要です。

【学生が準備すべき機器他】
●大学が提供する貸与ノートパソコンまたは同等のスペックのパソ
コンが必要です。貸与ノートパソコンのスペックは以下です。
https://kedu2020.k.hosei.ac.jp/service/note-pc.shtml
・特に高機能のパソコンである必要はありませんが，「CPU：Core
i3以上，メモリ：8GB以上」のスペックを推奨します。
・iPadでの受講は不可能です。
●受講には以下のソフトウェアが必要です。
・【3Dモデリング】SketchUp Free※1，または，SketchUp 2017
Make※2（Trimble社）
・【BIMー建築設計】Revit※2※3（Autodesk社）
・【画像処理】GIMP※2（オープンソース）
・【動画編集】DaVinci Resolve※4（BlackmagicDesign社）
※1：WEBで使用できるフリーウェア
※2：貸与ノートパソコンにインストール済（個別にインストール可）
※3：AutoDesk社の学生ライセンス（無料）の取得が必要
※4：フリーウェア
●教科書が必要です。

【その他の重要事項】
３年次以降開講科目である「デジタルスタジオ」（秋学期，選択授業）
を履修するためには，この授業の十分な履修が必要です。
「デジタルスタジオ」の受講はこの「図形の技術」の履修を前提とし
ています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」を履
修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた表現を伴う作品
9点：優れた表現を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：軽微な間違いや修正するべき点を含むもの
6点：重大な間違いや修正するべき点を含むもの
5点以下：未完成など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に対
する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
While using a personal computer, In this course, we will
learn how to conceptualize and express architecture using
graphics and images. This is an "combination on-demand
class". On-demand explanations and assignments will be
presented, and critiques and supplementary explanations will
be given in-person classes or online classes.Class schedule and
access information will be posted on hoppii (learning support
system).
[Learning objectives]
We observe three-dimensional forms (architecture) as two-
dimensional figures (drawings). In this class, we will construct
three-dimensional forms on the computer and represent them
as two-dimensional figures. This course aims to master graphic
processing and image processing techniques for creating
three-dimensional forms on the computer and expressing them
as images, animations, and drawings.
In the course, students learn computer graphics (CG),
building information modeling (BIM), computer-aided design
(CAD), and other technologies. Computer-aided drawing has
recently become a popular alternative to hand-drawn figures.
However, hand-drawing or CG/BIM/CAD is only a difference in
technique. You may find the method that suits your style, but
it is necessary to learn both. Therefore, this course links to
"Design Studio 1.
[Learning activities outside of classroom]
Review of On-Demand explanation and Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]

1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-5: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）W

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説明。
建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課題
１の講評と次回課題３の説明【型
紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図と
しての平面図と投影図としての立
面図。階段の配置。自室の実測に
基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面図。
切断面の向こうに見える投象図と
しての姿図（階段，家具など）の
表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメト
リック，透視図。次回課題７の説
明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コン
クリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート住
宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課題
の提示。住空間の設計に関する解
説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタディ
模型
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11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講評
会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課題
（デザインスタジオ２）の提示，課
題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）W

小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両方
を通して体験しレポートにまとめる。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光の
効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどんな
光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレゼ
ンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作品
のコンセプト、図面、模型を提出し、講
評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のなか
に自分のための空間（自室）を設計す
る。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてどのよ
うな空間を作りたいかをイメージする。
○5m立法の空間の大きさを把握する。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具体
的な空間を思考する。平面図に空間を
落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に中
間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映し
スタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作す
る。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面と
模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーション
（人に意図を伝える）方法について学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型写
真・説明図・一般図面等を含んで構成
する。
プレゼンテーション：作品のコンセプ
ト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで行
う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
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【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.
How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)

(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

建築のしくみ

安藤　直見

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は建築を学び始める学生が建築のしくみ（物的構成）の基本
を知ることを目的としています。「巨匠たちの住宅」（国内および海
外の著名な建築）を題材として，その形態構成・空間構成と架構法・
ディテールとの関係を理解しながら，建築の主要な架構形式である
鉄筋コンクリート壁式構造，鉄筋コンクリートラーメン構造，木造
軸組構造，鉄骨構造の基本的なしくみについて学びます。
（以下，教科書の「はじめに」より）
本書の2章以降では，「住吉の長屋」，「サヴォワ邸」，「ファンズワー
ス邸」，「白の家」といった20世紀を代表する住宅を実例として取り
上げ，その形態・空間がどのような建築のしくみによって成立して
いるかを解説している。取り上げた住宅は，それぞれ，鉄筋コンク
リート壁構造，鉄筋コンクリートラーメン構造，鉄骨構造，木造軸
組構造という異なった構造形式でつくられている。それらは現代に
おいても（変更：現在の）建築の主要な構造形式であるから，これ
らの住宅を学ぶことで，建築の主要なしくみがどのように形態・空
間を構成しえるかを理解することができると思う。
さて，しかし，取り上げた住宅が，主要な建築のしくみを学ぶため
に適した実例であるかどうかという点には疑問の余地があるかもし
れない。これらの住宅が，後に続く建築に，決定的な影響を与えた
建築であることに間違いはないのだが，これらの住宅は，研ぎ澄ま
された形態と空間をもつがゆえに，建築の特殊解（変更：例）だと
いえなくもないからだ。街にあふれる多くの建築では，建築を物的
に構成する柱や壁が見えない部分に隠されていることが多いのだが，
これらの住宅は，そういった建築とはいささか異なっている。
しかし，建築のしくみという視点（変更：観点）でいえば，4つの住
宅が，街にあふれる多くの建築とまったく異なっているわけではな
い。現代の建築技術は，産業革命以降に発展した工業技術に根ざし
ているから，4つの住宅と街にあふれる多くの建築は同一の技術に
基づいて成立している。両者が異なっているのは，4つの住宅では，
建築のしくみが至高の形態と空間に昇華しているという点だけだ。
本書で取り上げる4つの住宅は，建築を架構する壁や柱の構成が建築
の形態・空間を決定づけているという意味において「裸の建築」と
呼ぶこともできると思う。これらの住宅は，「裸」であるからこそ美
しい。建築のしくみを形態・空間と関連づけ，すなわち，建築のし
くみを建築の美しさと関連づけて学んで欲しいことも本書のねらい
である。

【到達目標】
建築にしくみに関する以下の知識の習得が目標です。
1. 鉄筋とコンクリート
2. 壁構造とラーメン構造
3. 基礎・壁・床・屋根・開口部・その他の各部の構成
4. 鉄骨の形状と接合方法
5. ガラスの構成
6. 木造の基礎・床組・軸組・小屋組
（以下，教科書の「はじめに」より）
建築のしくみは建築の技術の一端である。一つの考え方として，建
築のしくみは先行したデザインの後からついていくものであり，し
くみの積み重ねによってデザインが生まれることはないという考え
方があると思う。その考え方に従えば，しくみを表す図面・模型よ
りも，細部の構成にはこだわらない1枚のスケッチこそが建築デザイ
ンにとってもっとも重要だということになる。そのことに間違いは
ないと思うのだが，だからといって，建築のしくみを学ばなくても
いいということにはならない。この先に描かれるであろう1枚のス
ケッチがどのようなしくみによって成立するかは未知のことであっ
ていいが，現在の建築が（現代に多大な影響を与えた建築が）どの
ようなしくみによって成立しているかを理解することは，建築を学
び始める学生にとって重要であるはずだ。

【修得できる能力】

総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業では，各回のテーマに関する解説に続いて，hoppii（学
習支援システム）の「テスト/アンケート」を利用して，授業内オン
ラインテストを実施します。解説は教科書に沿って進めるので，重
要なポイントにマークをするなどして，教科書に書かれていること
をよく理解してください。その上で，教科書を参照しながら，テス
トに解答し，重要なポイントを再確認してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 建築の主要な架構形

式
ガイダンス

2 住吉の長屋 (1)：
鉄筋コンクリート壁
構造による建築架構
の概要

教科書2章1節～2節（住吉の長屋
と壁構造の概要）

3 住吉の長屋 (2)：
コンクリート打放し
と壁仕上げ，断熱材，
建具の納まりなど

教科書2章3節（平面の構成）

4 住吉の長屋 (3)：
基礎，壁，床，天井，
屋根の架構法など

教科書2章4節～5節（断面と立面
の構成）

5 サヴォワ邸 (1)：
鉄筋コンクリート
ラーメン構造による
建築架構の概要

教科書3章1節～3節（サヴォワ邸
とラーメン構造の概要）

6 サヴォワ邸 (2)
構造壁と間仕切り壁
などについて学ぶ

教科書3章4節～6節（1階・2階・
屋上の構成）

7 サヴォワ邸 (3)：
鉄筋コンクリートに
よる造作（開口部な
ど）

教科書3章7節～9節（立面・断
面・窓の構成）

8 これまでのまとめ：
鉄筋コンクリート構
造による建築の工事
現場の事例

スライドレクチャー（予定）

9 ファンズワース邸 (1)
：
鉄骨構造による建築
架構の概要など

教科書4章1節～2節（ファンズ
ワース邸と鉄骨構造の概要）

10 ファンズワース邸 (2)
鉄骨フレームのしく
みなどについて学ぶ

教科書4章3節～4節（鉄のフレー
ムと床・屋根）
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11 ファンズワース邸 (3)
：
ガラスのディテール。
カーテンウォールの
ディテールなど

教科書4章5節～7節（ガラスの
壁・階段・設備コア）

12 白の家 (1)：
木造軸組構造による
建築架構の概要。
ツーバイフォー構法，
パネル構法などの概
要

教科書5章1節～3節（白の家と木
造軸組構造の概要）

13 白の家 (2)：
軸組，床組，軸組部
材の名称と役割

教科書5章4節～5節（基礎と床組）

14 白の家 (3)：
小屋組，軸組構造の
枠廻り，壁，床，天
井の仕上げ

教科書5章6節～8節（軸組・小屋
組・各部の構成）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書該当部分の予習と復習が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，白の
家」（安藤直見・柴田晃宏・比護結子著，丸善，2008年）※
※この教科書は1年次配当科目（必修科目）である「デザインスタ
ジオ１（建築）」でも使用します

【参考書】
●安藤忠雄，安藤忠雄のディテール／原図集／六甲の集合住宅・住
吉の長屋，彰国社，1984年
●GAディテール No.1／ミース・ファン・デル・ローエ／ファンズ
ワース邸／1945ー50，A.D.A. EDITA Tokyo Co., Ltd.，1976年
●篠原一男，白の家・上原通りの住宅，世界建築設計図集，同朋舎，
1984年
●篠原一男，住宅論，SD選書 No.49，鹿島出版会，1970年
(5)エドワード・R・フォード，巨匠たちのディテール，八木幸二監
訳，丸善，1999年
●安藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴，建築のカタチ: 3Dモ
デリングで学ぶ建築の構成と図面表現，丸善，2020年
●内田祥哉他，建築構法（第五版），市ヶ谷出版社，2007年
●建築構造ポケットブック（第4版），共立出版，2006年
●加藤道夫，建築における三次元空間の二次元表現／ショワジー『建
築史』における軸測図の使用について，図学研究，第32巻3号，日
本図学会，1998年9月
●佐々木睦朗，私のベストディテール／接合部の痕跡を消す，日経
アーキテクチュア No.709（2002年1月7日号）
●サヴォワ邸／1931／フランス／ル・コルビュジエ，バナナブック
ス，2007年
●Jacques Sbriglio, Le Corbusier: La Villa Savoye, Foundation
Le Corbusier, Birkhäuser, 1999
● Werner Blaser, Mies van der Rohe, Farnsworth House:
weekend house, Birkhäuser, 1999
▼参考ホームページ
○ファンズワース・ハウス（アメリカ・イリノイ州）
：http://www.farnsworthhouse.org/
○フランス国立モニュメントセンター：
http://www.monuments-nationaux.fr/
○ル・コルビュジエ財団（パリ）：
http://www.fondationlecorbusier.asso.fr/
○ル・コルビュジエ　アーカイブ（大成建設）：
http://www.taisei.co.jp/galerie/archive.html
▼教科書「建築のしくみ～」の中国語版
建筑构造–从��模型3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比
護結子・陶新中（�）・董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1
月）

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業にて実施する授業内テストにより評価します（100％）。

【学生の意見等からの気づき】
授業評価アンケートに「眠くなる」という回答がありました。「眠く
ならないような演出」として，何か手を動かすような演習を交える
ようにします。なお，授業の前日には十分な睡眠をとってください。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業で，学習支援システム（hoppii）を用いた「テスト」（演
習）を実施します。「テスト」を受けるには，ノートパソコンまたは
スマートフォンが必要となります。
また，授業時に，学習支援システムを通して，3DモデルのCGデー
タ（スケッチアップのファイル）などの資料を配布します。CGデー
タを参照すると，建築の構成がよくわかります。ノートパソコン等
を用意して，CGデータを参照してください。

【その他の重要事項】
この授業の題材とする4つの住宅のうちの「サヴォワ邸」（フランス・
パリ近郊）と「ファンズワース邸」（アメリカ・シカゴ近郊）は文化財
として一般に公開されているので，ぜひ実物を見に行ってください。
教科書では，4つの住宅の図面・模型・CG（Computer Graphics）
の製作方法について解説しています。ぜひ図面を描き，模型を作っ
てみてください。また，教室の中で建築の実物を工事することは不
可能ですが，コンピュータ上でなら組み立てることができます。CG
の制作にもチャレンジしてください。3年次以上秋学期配当科目（選
択科目）である「デジタルスタジオ」は，実在の建築のCGを制作
する演習を含んでいるので，ぜひ受講をしてください。

【Outline (in English)】
[Course outline]
This course aims to provide students, who have started
architectural studies, with knowledge of fundamental building
constructions.
[Learning objectives]
Through understanding the relationship between forms and
spacial compositions as well as framework and details in
construction, students will learn the basic structures, such as
reinforced concrete wall structure, reinforced concrete frame
structure, steel frame structure, and wooden frame structure.
[Learning activities outside of classroom]
Prepare and Review online tests
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of online tests (100%)
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開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究室
で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注意，
学習支援システムHoppiiの適正な使用
方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーション
の理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課題
作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーションの
基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理解
7 各系の概説とグループ

討議・発表
都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討議
と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤施
設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

国土・地域概論

高見　公雄、堀川　洋子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市環境デザイン工学科の学生が学ぶべき国土・地域・都市に係わる事項は多
い。当科目は1年生の必修科目として、国土から都市に係わる基本的な事柄、
技術の入口を学ぶ。
【到達目標】
わが国の国土が形成されてきた経緯とその概要を理解する。
国土・地域・都市に係わる常識、並びに関連する基礎知識を習得する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
国土・地域・都市に係わる基礎を学ぶ前半部 (1～7回)と、国土形成の歴史を
学ぶ後半部 (8～14回)から構成される。
新型感染症の状況を踏まえつつ対面方式を基本に実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、国土と都

市・地域の概々論
国土・地域・都市にまつわる多様な視点
と話題の提示。ディスカッション。

2 国土計画・地域計画総論 わが国の現行の国土計画から都市計画、
身近な環境づくりに関わる諸制度のア
ウトライン。

3 計画立案のための統計
情報と演習

様々な計画作業の基本となる指定統計
を中心とした統計データの所在、背景
と、代表的指標を使った演習。

4 現下の課題 震災復興など現在問題となっている国
土形成、都市整備に関わる諸課題整理
とこれに対する所見。

5 道路構造基準と演習 市街地の根幹をなす都市施設である道
路の構造基準解説と構造基準に準拠し
た道路の設計演習。

6 地域計画の視点、地域資
源

国土から地域レベルの計画を行う上で
知っておくべき関連する基礎知識の学
習。

7 国土・地域概論の確認 前半に学んだことの確認。
8 ガイダンス 社会的共有財（公共性）としての社会基

盤工学と開発・整備の意義。国土整備・
都市建設の特徴。国土・地域・都市の
地理・気候・風土的特性に対する理解。

9 古代～中世日本の社会
基盤

様々な土木遺構などを通じて古代～中
世～戦国時代までの国土整備の実態と
地域社会発展の足跡を学ぶ。

10 近世日本の社会基盤 様々な土木遺構などを通じて近世の国
土、藩領と城下町の実態と地域社会発
展の足跡を学ぶ。

11 近代西欧の社会基盤 明治期の社会基盤工学
12 大正・昭和期～第二次世

界大戦後の社会基盤形
成と国土形成

日本の近代化の中で自立する社会基盤
の構築技術と国土整備事業を学ぶ。戦
後復興期の国土整備事業、エネルギー
と水資源の確保。

13 高度経済成長期の国土
開発から持続可能な発
展／開発と保全の並立

高度経済成長期以降の全国総合開発計
画と交通網・都市基盤の整備を学ぶ。
リオの環境宣言（1992）～京都議定書
（1997）～IPCC（2021気候変動に関す
る政府間パネル）に至る経緯と持続的
な発展。

14 まとめ リポートの提出、発表と質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
配布資料の復習
レポートの作成
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布する。
【参考書】
共著、「都市および地方計画」、海山堂、高橋裕著、「現代日本土木史」、彰国
社、松浦茂樹、「明治の国土開発史」、鹿島出版会ほか多数
【成績評価の方法と基準】
1～7回は演習課題 (10％)、期末試験または期末レポート (40％)で評価。8～
14回は各回のレポート課題で評価 (50％)。また4回以上の欠席、演習課題の
未提出者はD判定とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
統計の演習時にはノートパソコンが必須となる。道路構造令の演習では製図
器具が必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いてい
た教員が、国土・地域に関する実務の現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of three sections. The first includes lectures about
engineering practices in Japan’s modern history. The second is an
introduction of land planning policy. The last includes lectures about
fundamental issues which are essential for students of the Department
of Civil and Environmental Engineering.
Term end examination: 50％, Short reports: 50%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量学

今井　龍一

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市とその要素を空間的に記述する（位置およびその属性を明らかにする）基
盤技術は地図である。地図・測量分野は、近年の急速な技術革新にともない
空間情報工学として、空間情報の取得からその利用までを一貫した流れの中
で扱う分野へと発展している。本講義では、地図作成と測量の基本原理、お
よびハイテク化した空間情報の計測・表現技術の可能性について学ぶ。
【到達目標】
測量分野の広がりおよび測量の基本原理を理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
地図・測量に関する基本的枠組みを概説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 測量の基本事項 歴史、法規、測量器械、地図・図面の基

礎
2 地球の形の表現方法 座標系、衛星測位（GNSS）
3 角測量 定義、器械、方法（単測、倍角、方位角）
4 トラバース測量（1） 定義・種類、器械、方法（外業・内業）
5 トラバース測量（2） 内業の詳細
6 平板測量 定義、器械、方法（放射、道線、交会）
7 水準測量 定義、器械、方法（昇降、器高）
8 写真・レーザ測量 定義、器械、方法（地上、航空）
9 応用測量（1） 河川・道路、自動運転
10 応用測量（2） i-Construction、ICT施工、レポート出

題
11 移動体計測車両（MMS） 定義、器械、測量・データ処理・図化方

法
12 無人航空機（UAV） 定義、器械、測量・データ処理・図化方

法
13 測量成果の総合利用 地理情報システム、社会資本管理
14 総括と理解度の確認 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書の予習復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
小田部和司著「測量学」、技報堂出版
【参考書】
大杉・福島ら「First Stageシリーズ測量入門」実教出版
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％、欠席4回以上はD評価
【学生の意見等からの気づき】
・基礎的な統計解析は習得しておくこと。
・Microsoft Excelの基礎は学んでおくこと。
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓を持参すること。
【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。

【Outline (in English)】
Surveying is a technology for creating various kinds of maps and
drawings by obtaining location, height etc. of particular points on
the surface of the earth. This course allows students to learn the
fundamental principles of surveying, creation of maps, measurement of
spatial data, and representation techniques.
The goal is to understand the basic principles of surveying.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Term end examination :70%, Short reports : 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

都市計画法と政策

福井　恒明

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市のありようや都市計画・設計の系譜を踏まえ、現代都市の諸課題とその
要因を理解し、対処の考え方や手段としての都市計画政策について学習する。
【到達目標】
都市計画における主要課題とその構造について理解する。都市計画制度の系
譜や考え方，具体的な手法について理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 60%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
アクティブラーニング手法により授業を進める．授業時間（100 分）ごとに
テーマを定め，内容について実務上の実践内容を含めながら概論を解説する
（プロジェクター使用）．基本的に写したものは全て配布する．従って原則と
してノートは不要．解説後，ワークを出題する．ワークは教科書を参照しな
がら，学生間の協力（3-4名程度のグループ）で解く．授業の最後には，リア
クションペーパーを記入して提出する．リアクションペーパーに記載の質問
については次の週の冒頭に補足説明・解説を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・都市論 都市計画の対象である都市や都市的地

域の特性について説明し，日本におけ
る都市や市街地の定義と実態について
確認する．

2 都市計画論 日本の明治以降に近代化の一環として
取り組まれてきた都市計画の歴史の概
要について説明する．

3 都市基本計画／土地利
用計画

都市計画の基本となる総合的な計画で
ある都市基本計画（マスタープラン）に
ついて，その内容と方法を説明する．
土地利用計画の内容や計画策定の方法
とともに，その実現手段である地域地
区制度について説明する．

4 公園・緑地・オープンス
ペースの計画

公園・緑地・オープンスペースの機能，
制度，計画の考え方について説明する．

5 住宅・住環境の計画／都
市基盤施設の計画

都市内で最も多い土地利用を占める住
宅に関し，住宅問題，住宅需給計画，住
宅地計画，住環境計画について説明す
る．都市を支える上下水道，電気，情報
通信施設，廃棄物処理施設などについ
て説明する．

6 都市計画プロジェクト
（１）

具体的な都市計画・アーバンデザイン
プロジェクトに携わる実務者を招き，
その内容について紹介する．

7 都市計画プロジェクト
（２）

実務者によるプロジェクト紹介を踏ま
え，内容に関する質疑やグループディ
スカッションを行う．

8 都市環境の計画 都市における環境問題や環境基準につ
いて概説し，都市計画的な対応のあり
方について説明する．

9 都市の防災計画 都市地域における災害の防止，軽減及び
災害復興推進のための都市防災計画につ
いて，主に地震防災を中心に説明する．

10 都市の景観設計 都市の景観設計のための基本的考え方，
歴史的変遷，手法などについて説明す
る．

11 欧米諸国の計画制度 日本の都市計画制度導入の際に参考と
してきた欧米諸国の都市計画制度につ
いて概観する．

12 日本の都市計画制度
（１）

日本の法定都市計画制度について仕組
み，実態，実績などを説明する．

13 日本の都市計画制度
（２）

日本の法定都市計画制度について仕組
み，実態，実績などを説明する．

14 まとめ 授業全体の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1-5回，8-12回：授業後、配布資料にもとづく復習
6,7回，13回：レポートの作成
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
初回授業にて指示します．
【参考書】
前田英寿，遠藤新，野原卓，阿部大輔，黒瀬武史「アーバンデザイン講座」彰
国社（アーバンデザインの歴史的経緯，理念，技法，実践を整理）
東京大学 cSUR-SSD研究会「世界のSSD100―都市持続再生のツボ」（世界
の都市の持続再生の試みを100事例紹介）
【成績評価の方法と基準】
各回の提出物（40%）および2回のレポートの内容（60%）において評価する．
1回でもレポートの提出を行わない者及び欠席4回以上の者は単位取得を認め
ない (評価D)．
【学生の意見等からの気づき】
グループワーク（アクティブラーニング）については，あらかじめ時間配分
を明示することで作業時間を計画的に使えるように留意する．
【その他の重要事項】
具体的な都市プランニングに携わった実務経験を持つ教員が、その経験を活
かして都市プロジェクトや法制度の考え方について講義する。
【Outline (in English)】
Course Outline:
The aim of this course is to understand the problems and factors of
modern cities and to learn how urban planning policies deal with them.
Learning Objectives:
At the end of the course, students are expected to learn concepts and
approaches to grasp the actual conditions of cities, understand the
history of urban planning and design, and learn about various urban
planning policies.
Learning activities outside the classroom:
Students will be expected to have completed the required assignments.
Your study time will be more than two hours for a class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports for every class: 40%, Two assignments: 60%
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

地盤力学及演習X

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然環境や生活環境に配慮した安全で快適な施設を計画・設計・施工する上
で不可欠となる地盤の力学的考え方の基礎事項を理解する．
【到達目標】
土の物理量，地下水流動，圧密，土の強度，土圧について講義と演習を通じて
学び，実務に応用できる基礎力を身に着ける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
人間の生活や経済活動の基盤となるインフラ施設はいずれも地盤によって支
えられている．授業では，まず始めにこれら施設の基礎となる地盤を力学的に
理解した上で実務に活用できる能力の必要性を説く．ついで，地盤の大半を占
める土を工学材料として扱うための共通の尺度としての幾つかの物理量とそ
の測定法を学ぶ．以後は，地盤と地下水の力学的・流体力学的関係，地盤の破
壊と作用力の関係等に関する基礎事項を講義する．さらに，講義で学んだ内
容を具体的な力学問題にどのようにして応用して行くかを，多くの例題を用
いて解説した後，学生自身が演習問題に取り組むことによって実践力を養う．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建設と地盤

建設的観点からの地盤
地盤の理解の重要性，構造物の安定，建
設に関する諸問題

2 土の基本物理量とSI
単位
土の3相構成の理解と単
位の重要性

土の相構成と基本物理量の定義，各物
理量間の実用的関係式，SI単位の基本
事項と重要性，例題解説と演習

3 土の分類と工学的性質
土の分類と工学的性質
の理解

混合体としての地盤，粗粒土と細粒土，
土の構成成分と工学的性質の関係，コ
ンシステンシー，例題解説と演習

4 土の透水性とその試験法
水頭の定義とダルシー
則の理解

水頭・動水勾配の定義，Darcy則と透水
係数の定義，透水試験と透水係数の評
価，例題解説と演習

5 地下水の流れ
理論と簡易法の理解

等ポテンシャル関数と流れ関数，フ
ローネットによる流量と間隙水圧分布，
例題解説と演習

6 有効応力と土被り圧
全応力と有効応力の関
係，土被り圧の理解

有効応力と全応力，間隙水圧の関係，土
被り圧の計算法，例題解説と演習

7 中間試験
1～6回までの理解度確
認と総復習

1～6回の授業内容全般に及ぶ理解度の
確認試験，模範解答による解説と総合
的復習

8 圧密現象
圧密沈下と即時沈下，圧
密沈下による社会問題，
一次元圧密理論の理解

圧密現象と力学モデル，先行圧密荷重
と正規圧密及び過圧密，圧縮指数と圧
密沈下量，例題解説と演習

9 圧密沈下量と時間
実用的な圧密計算の手
順を整理・理解

圧密沈下量と時間の計算，実際問題へ
の適用，例題解説と演習

10 土のせん断と破壊基準
土の破壊と構造物の安
定の関係を理解

Mohr-Coulombの破壊規準，例題解説
と演習

11 土の力学試験と物性値
土質試験結果の適用方
法の理解

各種試験とMohr-Coulombの破壊規
準，一軸圧縮試験の応力状態，３軸圧縮
試験の種類と適応性，例題解説と演習

12 地盤内応力
地中部の応力状態と簡
易的算定法

地盤内応力の簡易計算法，
Boussinesqの式，長方形分割法，影響
円法，Osterberg法，圧力球根，例題解
説と演習

13 土圧論
壁体に作用する土の圧
力と計算法を理解

土圧と土圧係数の定義，主働状態と受働
状態，CoulombとRankineの土圧論，
地下水面の存在と土圧，例題解説と演習

14 総復習 8回～13回の範囲の演習，解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習をかねた演習問題への取り組み
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 中間試験問題に沿って総復習
8. 復習をかねた演習問題への取り組み
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 期末試験問題に沿って総復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
石原研而：土質力学，丸善
【参考書】
地盤工学会：土質試験－基本と手引き－
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％＋レポート30％＝100％
欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D).

【学生の意見等からの気づき】
理解状況を確認しながら講義を進め，そのことに対する肯定的な意見が複数
あった一方，難しすぎるとの意見もあった．
自己学習時間が少ないために理解が進んでいない学生も散見されることから，
100分授業で講義中に演習問題を複数解かせるとともに課題としての演習を課
したい．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓またはPC

【その他の重要事項】
元建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geomechanics and Exercise Program are
to acquire fundamental knowledge on geomechanics, which is crucial
for the ’planning, designing and constructing of safe and comfortable
infrastructure aimed at natural and social environments.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

地盤力学及演習Y

澤田　俊一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然環境や生活環境に配慮した安全で快適な施設を計画・設計・施工する上
で不可欠となる地盤の力学的考え方の基礎事項を理解する．
【到達目標】
土の物理量，地下水流動，圧密，土の強度，土圧について講義と演習を通じて
学び，実務に応用できる基礎力を身に着ける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
人間の生活や経済活動の基盤となるインフラ施設はいずれも地盤によって支
えられている．授業では，まず始めにこれら施設の基礎となる地盤を力学的に
理解した上で実務に活用できる能力の必要性を説く．ついで，地盤の大半を占
める土を工学材料として扱うための共通の尺度としての幾つかの物理量とそ
の測定法を学ぶ．以後は，地盤と地下水の力学的・流体力学的関係，地盤の破
壊と作用力の関係等に関する基礎事項を講義する．さらに，講義で学んだ内
容を具体的な力学問題にどのようにして応用して行くかを，多くの例題を用
いて解説した後，学生自身が演習問題に取り組むことによって実践力を養う．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建設と地盤

建設的観点からの地盤
地盤の理解の重要性，構造物の安定，建
設に関する諸問題

2 土の基本物理量とSI
単位
土の3相構成の理解と単
位の重要性

土の相構成と基本物理量の定義，各物
理量間の実用的関係式，SI単位の基本
事項と重要性，例題解説と演習

3 土の分類と工学的性質
土の分類と工学的性質
の理解

混合体としての地盤，粗粒土と細粒土，
土の構成成分と工学的性質の関係，コ
ンシステンシー，例題解説と演習

4 土の透水性とその試験法
水頭の定義とダルシー
則の理解

水頭・動水勾配の定義，Darcy則と透水
係数の定義，透水試験と透水係数の評
価，例題解説と演習

5 地下水の流れ
理論と簡易法の理解

等ポテンシャル関数と流れ関数，フ
ローネットによる流量と間隙水圧分布，
例題解説と演習

6 有効応力と土被り圧
全応力と有効応力の関
係，土被り圧の理解

有効応力と全応力，間隙水圧の関係，土
被り圧の計算法，例題解説と演習

7 中間試験
1～6回までの理解度確
認と総復習

1～6回の授業内容全般に及ぶ理解度の
確認試験，模範解答による解説と総合
的復習

8 圧密現象
圧密沈下と即時沈下，圧
密沈下による社会問題，
一次元圧密理論の理解

圧密現象と力学モデル，先行圧密荷重
と正規圧密及び過圧密，圧縮指数と圧
密沈下量，例題解説と演習

9 圧密沈下量と時間
実用的な圧密計算の手
順を整理・理解

圧密沈下量と時間の計算，実際問題へ
の適用，例題解説と演習

10 土のせん断と破壊基準
土の破壊と構造物の安
定の関係を理解

Mohr-Coulombの破壊規準，例題解説
と演習

11 土の力学試験と物性値
土質試験結果の適用方
法の理解

各種試験とMohr-Coulombの破壊規
準，一軸圧縮試験の応力状態，３軸圧縮
試験の種類と適応性，例題解説と演習

12 地盤内応力
地中部の応力状態と簡
易的算定法

地盤内応力の簡易計算法，
Boussinesqの式，長方形分割法，影響
円法，Osterberg法，圧力球根，例題解
説と演習

13 土圧論
壁体に作用する土の圧
力と計算法を理解

土圧と土圧係数の定義，主働状態と受働
状態，CoulombとRankineの土圧論，
地下水面の存在と土圧，例題解説と演習

14 総復習 8回～13回の範囲の演習，解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習をかねた演習問題への取り組み
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 中間試験問題に沿って総復習
8. 復習をかねた演習問題への取り組み
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 期末試験問題に沿って総復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
石原研而：土質力学，丸善
【参考書】
地盤工学会：土質試験－基本と手引き－
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％＋レポート30％＝100％
欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D).

【学生の意見等からの気づき】
理解状況を確認しながら講義を進め，そのことに対する肯定的な意見が複数
あった一方，難しすぎるとの意見もあった．
自己学習時間が少ないために理解が進んでいない学生も散見されることから，
100分授業で講義中に演習問題を複数解かせるとともに課題としての演習を課
したい．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓またはPC

【その他の重要事項】
元建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geomechanics and Exercise Program are
to acquire fundamental knowledge on geomechanics, which is crucial
for the ’planning, designing and constructing of safe and comfortable
infrastructure aimed at natural and social environments.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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LANe200NC（英語 / English language education 200）

工業英語X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では，英語による取扱説明書，実験・生産工程の指示文・注意文等の，
技術に関する基本的な英文を読むことができ，かつ，英語で簡単な説明文・操
作指示文等が書ける能力を修得する．本科目の修得を基に，技術英検２級試
験合格を目指す．
【到達目標】
①技術系の専門用語を理解（和→英，英→和）できる．
②技術英語に適する英文構文を理解できる．
③技術に関する長文を読解できる．
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP４」、「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・技術英検２級検定試験用のテキスト「工業英検３級対策｣に沿って解説する．
・テキスト解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・課題文および演習問題について学生を指名し，音読・翻訳および回答を求
める．
・テキストに記載されていない事項については，随時補足する．
・毎回の授業では，技術英語に関する理解度の定着を図るための小テスト（技
術用語，英文構文，和訳・英訳等）を課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．
・技術英検の過去問題における技術英文
の専門用語や構文の実際を理解する．
・実例演習（小テスト）

2 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その１）～
動詞と文型，現在分詞

・技術英語構文としてよく用いられる動
詞と文型，現在分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

3 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その２）～
現在分詞，過去分詞

・技術英語構文としてよく用いられる現
在分詞と過去分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

4 Chapter-2　技術英語の
語法と文体（その１）～
専門用語の理解と運用

・技術英語に特有の専門用語・品詞の転
換形，接頭辞，接尾辞，類似語について
学習する．
・実例演習（小テスト）

5 Chapter-2　技術英語
の語法と文体（その１）
～無生物主語の英文

・技術英語に特有の無生物主語を用いた
構文，その一般的表現方法の基本ルー
ルを学習する．
・実例演習（小テスト）

6 Chapter-3　試験問題
の検討

・技術英検問題の英文構文に慣れるた
め，英文和訳，和文英訳の基本ルールを
学習する．
・実例演習（小テスト）

7 中間試験 ・技術英検過去問の出題形式に沿った中
間試験により，第６回授業までに学習
した内容の理解度を確認する．

8 中間試験の解答解説 ・中間試験問題の解答解説を踏まえ，各
自で間違った問題を中心に見直して理
解度を確実にする．

9 Chapter-4　問題演習
（その１）～英文和訳，
選択肢問題

・技術英検問題の英文構文に慣れるた
め，過去問における英文和訳，選択肢問
題について学習する．
・実例演習（小テスト）

10 Chapter-4　問題演習
（その２）～完成問題，
和文英訳

・技術英検問題の英文構文に慣れるた
め，過去問における完成問題，和文英訳
問題について学習する．
・実例演習（小テスト）

11 Chapter-6　技術分野
の語彙（その１）～数
式，図形等

・技術英検問題の英文によく使われる技
術用語のうち，数式，図形等に関連する
用語を学習する．
・実例演習（小テスト）

12 Chapter-6　技術分野
の語彙（その２）～建
設，エネルギー，コン
ピュータ等

・技術英検問題の英文によく使われる技
術用語のうち，建設，エネルギー，コン
ピュータ等に関連する用語を学習する．
・実例演習（小テスト）

13 技術英検過去問題によ
る模擬試験と解答解説

・技術英検の過去問題について制限時間
内で回答し，解答解説を踏まえ，各自で
間違った問題を中心に見直して理解度
を確実にする．

14 まとめ ・期末試験により，技術英語に関する理
解度の定着を確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書の説明を読んで各回で学ぶ技術英語のポイントを
把握しておきましょう．
・教科書で取り上げている例文に使われている単語の意味を確認しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回で使われている技術分野の単語についてテキストの巻末リスト等を参考
にして暗記しましょう．
・教科書で取り上げている例文について，教科書を見ないで自分で和文英訳，
英文和訳してみましょう．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・公益社団法人日本工業英語協会 (著)：「工業英検３級対策」，1994年1月1
日初版，日本能率協会マネジメントセンター，定価1,760円＋税
【参考書】
随時紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術系の専門用語を理解できる．（和→英，英→和）できる．→平常点10
点＋期末試験16点＝小計26点
②技術英語に適する英文構文を理解できる．→平常点14点＋期末試験20点＝
小計34点
③技術に関する長文を読解できる．→平常点6点＋期末試験10点＝小計16点
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．→平常点 10
点＋期末試験14点＝小計24点
・平常点には，小テスト，中間試験，技術英検の模擬試験，質疑応答・発表等
が含まれる．
・期末試験とは，辞書やノートなどを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・小テストや質疑応答など，学生の興味を引く内容を工夫し，授業時にできる
だけ飽きさせず，学習効果を高める工夫をしていきたい．
・小テスト等の解答解説を提出直後に実施する等して履修学生の学習に役立て
たい．そのためには，学習支援システムによるテスト機能を使う予定なので
協力してもらいたい．
・授業改善アンケート調査結果より，授業理解度や感想については，大半から
肯定的な回答が得られた．また，その自由回答記述からは，理系専門用語を
知ることができた，英語学習の機会が持てた，などの意見が出された．これ
らを踏まえ，2024年度授業では，引き続き，学生がより一層技術英語につい
て興味・関心を持てるような授業運営を心がけていきたい．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
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【その他の重要事項】
・Xクラス（B2240）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化，時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to improve technical communication skills in English
for basic technical documents: manuals, instructions and notices for
experiments or industrial productions. Students will also be required
to develop simple technical compositions. Students to achieve this class
are encouraged to apply the Second Grade Technical English Proficiency,
thereby making them to pass the examination.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should read specified area in the textbook according to the class
schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should examine unknown words used in example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should practice English composition and Japanese translation for
example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 10%+final examination 16%= total 26%
2) Analysis of sentence structure for technical English: class
participation 14%+final examination 20%=total 34%
3) Evaluation of English sentences with technical expression: class
participation 6%+final examination 10%=total 16%
4) Organization of a short English sentence with technical terms and / or
sentence structure for technical English: class participation 10%+final
examination 14%=total 24%
# A mark in class participation includes small tests, simulated full size
tests and others.
# Final examination will be conducted without any references and/or
notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NC（英語 / English language education 200）

工業英語Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では，英語による取扱説明書，実験・生産工程の指示文・注意文等の，
技術に関する基本的な英文を読むことができ，かつ，英語で簡単な説明文・操
作指示文等が書ける能力を修得する．本科目の修得を基に，技術英検２級試
験合格を目指す．
【到達目標】
①技術系の専門用語を理解（和→英，英→和）できる．
②技術英語に適する英文構文を理解できる．
③技術に関する長文を読解できる．
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP４」、「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・技術英検２級検定試験用のテキスト「工業英検３級対策｣に沿って解説する．
・テキスト解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・課題文および演習問題について学生を指名し，音読・翻訳および回答を求
める．
・テキストに記載されていない事項については，随時補足する．
・毎回の授業では，技術英語に関する理解度の定着を図るための小テスト（技
術用語，英文構文，和訳・英訳等）を課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．
・技術英検の過去問題における技術英文
の専門用語や構文の実際を理解する．
・実例演習（小テスト）

2 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その１）～
動詞と文型，現在分詞

・技術英語構文としてよく用いられる動
詞と文型，現在分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

3 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その２）～
現在分詞，過去分詞

・技術英語構文としてよく用いられる現
在分詞と過去分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

4 Chapter-2　技術英語の
語法と文体（その１）～
専門用語の理解と運用

・技術英語に特有の専門用語・品詞の転
換形，接頭辞，接尾辞，類似語について
学習する．
・実例演習（小テスト）

5 Chapter-2　技術英語
の語法と文体（その１）
～無生物主語の英文

・技術英語に特有の無生物主語を用いた
構文，その一般的表現方法の基本ルー
ルを学習する．
・実例演習（小テスト）

6 Chapter-3　試験問題
の検討

・技術英検問題の英文構文に慣れるた
め，英文和訳，和文英訳の基本ルールを
学習する．
・実例演習（小テスト）

7 中間試験 ・技術英検過去問の出題形式に沿った中
間試験により，第６回授業までに学習
した内容の理解度を確認する．

8 中間試験の解答解説 ・中間試験問題の解答解説を踏まえ，各
自で間違った問題を中心に見直して理
解度を確実にする．

9 Chapter-4　問題演習
（その１）～英文和訳，
選択肢問題

・技術英検問題の英文構文に慣れるた
め，過去問における英文和訳，選択肢問
題について学習する．
・実例演習（小テスト）

10 Chapter-4　問題演習
（その２）～完成問題，
和文英訳

・技術英検問題の英文構文に慣れるた
め，過去問における完成問題，和文英訳
問題について学習する．
・実例演習（小テスト）

11 Chapter-6　技術分野
の語彙（その１）～数
式，図形等

・技術英検問題の英文によく使われる技
術用語のうち，数式，図形等に関連する
用語を学習する．
・実例演習（小テスト）

12 Chapter-6　技術分野
の語彙（その２）～建
設，エネルギー，コン
ピュータ等

・技術英検問題の英文によく使われる技
術用語のうち，建設，エネルギー，コン
ピュータ等に関連する用語を学習する．
・実例演習（小テスト）

13 技術英検過去問題によ
る模擬試験と解答解説

・技術英検の過去問題について制限時間
内で回答し，解答解説を踏まえ，各自で
間違った問題を中心に見直して理解度
を確実にする．

14 まとめ ・期末試験により，技術英語に関する理
解度の定着を確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書の説明を読んで各回で学ぶ技術英語のポイントを
把握しておきましょう．
・教科書で取り上げている例文に使われている単語の意味を確認しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回で使われている技術分野の単語についてテキストの巻末リスト等を参考
にして暗記しましょう．
・教科書で取り上げている例文について，教科書を見ないで自分で和文英訳，
英文和訳してみましょう．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・公益社団法人日本工業英語協会 (著)：「工業英検３級対策」，1994年1月1
日初版，日本能率協会マネジメントセンター，定価1,760円＋税
【参考書】
随時紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術系の専門用語を理解できる．（和→英，英→和）できる．→平常点10
点＋期末試験16点＝小計26点
②技術英語に適する英文構文を理解できる．→平常点14点＋期末試験20点＝
小計34点
③技術に関する長文を読解できる．→平常点6点＋期末試験10点＝小計16点
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．→平常点 10
点＋期末試験14点＝小計24点
・平常点には，小テスト，中間試験，技術英検の模擬試験，質疑応答・発表等
が含まれる．
・期末試験とは，辞書やノートなどを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・小テストや質疑応答など，学生の興味を引く内容を工夫し，授業時にできる
だけ飽きさせず，学習効果を高める工夫をしていきたい．
・小テスト等の解答解説を提出直後に実施する等して履修学生の学習に役立て
たい．そのためには，学習支援システムによるテスト機能を使う予定なので
協力してもらいたい．
・授業改善アンケート調査結果より，授業理解度や感想については，大半から
肯定的な回答が得られた．また，その自由回答記述からは，理系専門用語を
知ることができた，英語学習の機会が持てた，などの意見が出された．これ
らを踏まえ，2024年度授業では，引き続き，学生がより一層技術英語につい
て興味・関心を持てるような授業運営を心がけていきたい．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
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【その他の重要事項】
・Xクラス（B2240）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化，時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to improve technical communication skills in English
for basic technical documents: manuals, instructions and notices for
experiments or industrial productions. Students will also be required
to develop simple technical compositions. Students to achieve this class
are encouraged to apply the Second Grade Technical English Proficiency,
thereby making them to pass the examination.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should read specified area in the textbook according to the class
schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should examine unknown words used in example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should practice English composition and Japanese translation for
example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 10%+final examination 16%= total 26%
2) Analysis of sentence structure for technical English: class
participation 14%+final examination 20%=total 34%
3) Evaluation of English sentences with technical expression: class
participation 6%+final examination 10%=total 16%
4) Organization of a short English sentence with technical terms and / or
sentence structure for technical English: class participation 10%+final
examination 14%=total 24%
# A mark in class participation includes small tests, simulated full size
tests and others.
# Final examination will be conducted without any references and/or
notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）X

西牟田　奈々

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説明。
建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課題
１の講評と次回課題３の説明【型
紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図と
しての平面図と投影図としての立
面図。階段の配置。自室の実測に
基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面図。
切断面の向こうに見える投象図と
しての姿図（階段，家具など）の
表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメト
リック，透視図。次回課題７の説
明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コン
クリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート住
宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課題
の提示。住空間の設計に関する解
説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタディ
模型
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11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講評
会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課題
（デザインスタジオ２）の提示，課
題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）X

小池　ひろの

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両方
を通して体験しレポートにまとめる。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光の
効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどんな
光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレゼ
ンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作品
のコンセプト、図面、模型を提出し、講
評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のなか
に自分のための空間（自室）を設計す
る。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてどのよ
うな空間を作りたいかをイメージする。
○5m立法の空間の大きさを把握する。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具体
的な空間を思考する。平面図に空間を
落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に中
間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映し
スタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作す
る。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面と
模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーション
（人に意図を伝える）方法について学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型写
真・説明図・一般図面等を含んで構成
する。
プレゼンテーション：作品のコンセプ
ト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで行
う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
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【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.
How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)

(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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OTR100ND（その他 / Others 100）

デザインスタジオ１（SD)

田中　豊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
クリエーション系：
様々な分野のデザインに必要な、コミュニケーション手段としてのスケッチ
の方法を学ぶことがこの授業の目的である。パースペクティブや光源と陰影
の概念を学び、様々なツールを用いて描く。アイデアスケッチやチームでの
アイデア共有、プレゼンテーションなどに活かすための基礎的なスケッチ能
力を養う。
　
テクノロジー系：
日々の現象は、自然界の法則に従っているということを体験することが、この
授業の目的である。私たちは、自然の法則を無視しては何もデザインするこ
とはできない。「デザイン」を考えるときは、常にそのデザイン対象の背景と
なる自然の法則を意識することが重要である。本講義では，自然界の人・物・
事やその現象に関する課題とその解決へ至るヒントを提示し，学生各自が手
と頭を動かしながら，具体的な体験やシミュレーションを通して対象や法則
を理解する．
　
マネジメント系：
システムデザインを実際に社会の中で人々の手によって実践するために必要
なマネジメントを学ぶにあたっての基礎知識を習得しながら、マネジメント
に対する興味・関心を培うことが本授業の目的である。企業経営と社会の関
わり、身近な企業と金融市場の関係、飲食業界の経営・競争戦略などを主題
に、講義とワーク、課題を通じて理解と習得を進める。
【到達目標】
クリエーション系：
クリエーションに必要な観察力を養うこと。
「コミュニケーションをとるための絵」を描く方法を身につけること。
　
テクノロジー系：
学生各自が手と頭を動かしながら，具体的な体験やシミュレーションを通し
て対象や法則を理解するための手法を身につけること。
　
マネジメント系：
授業で取り扱うマネジメントの基本用語、理論を理解し、企業の基本的なマ
ネジメント実例を自分の言葉で説明することができること。マネジメントへ
の関心と意欲を育み、システムデザインの中でそれを活かす基礎学力を持つ
こと。　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
本講義は，総合ガイダンスの後，3つのクラスに分かれ，それぞれのクラスが，
クリエーション系４回，テクノロジー系４回，マネジメント系４回，最後に
全体のまとめ１回の合計14回の実習授業を行う。各系の概要は以下のとおり
である。
　
クリエーション系：
スケッチパッド、鉛筆、ペン、マーカー、パステルなどを用い、パースペク
ティブや陰影の正しいスケッチ方法の基礎を学ぶ。
　
テクノロジー系：
身の周りの運動機構について，実例を通して解説するとともに，運動の変換機
構の例として，スライダ・クランクメカニズムの機械要素の運動現象を対象と
して，観察や数学ソフトウェア（Mathematica)を用いて数値シミュレーショ
ンを行う．回転運動から直線運動への変換メカニズムや，その仕組み，変位
や速度，加速度の変化などを観察・シミュレーションしながら理解する．ま
た学科から全員に配布する電子教材の簡単な使用方法についても学ぶ．
　
マネジメント系：
マネジメントを、企業という存在とその法的根拠・役割、社会との関係性、金
融市場とファイナンス、マーケティング、社内マネジメントの5つの視点から
学ぶことにより、経営管理の全体像を大まかに把握する。さまざまな企業の
実例を取り扱い、今後の学習に必要なマネジメントの基本理論と知識を習得
する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 総合ガイダンス クリエーション系（４回），テクノロ

ジー系（４回），マネジメント系（４回）
の内容の説明とグループ分け，事前に
準備するもの，電子教材の配布や簡単
な使い方などを解説する。

2 パースペクティブス
ケッチ基礎演習

クリエーション系の第1回として、線描
で立方体、円筒を描き、描くことに慣れ
る。デザインスケッチ/透視図法の概要
について学ぶ。

3 マーカーを用いた描写
演習，講評

クリエーション系の第2回として、グ
レーマーカーで線描に陰影をつける。
光源と影の関係について学ぶ。

4 様々な画材・モチーフに
よる描写演習，講評

クリエーション系の第3回として、描き
方のバリエーションを学ぶ。コンテパ
ステルで三次曲面を表現/黒い紙に白鉛
筆で描く．

5 説明スケッチ演習，講評 クリエーション系の第4回として、既存
のデザイン製品を分析し、スケッチで
説明する。講評を行う。

6 運動の観察とモデル化 テクノロジー系の第１回として，身の
周りの機械要素の運動機構を観察する．
次に，観察した機械要素の運動をモデ
ル化する（課題1）．

7 課題とレポートの作成，
発表，ソフトウェアツー
ルの準備と使用方法

テクノロジー系の第２回として，観察
した身の周りの運動機構の事例を発表
する．またシミュレーションソフト
ウェアについて実例を交えながら解説
し，その基本操作方法を実習により学
ぶ（課題2）．

8 リンク機構の運動シ
ミュレーション

テクノロジー系の第３回として，リン
ク機構の運動の数値シミューレーショ
ンプログラムを作成し，その運動の様
子を解析する（課題3）．

9 入出力モデルと電子工作 テクノロジー系の第４回として，自然界
の対象を観察し、フローチャート化して
理解するとともに，配布した電子教材
（M5Stack)を用いて，プログラミング
やセンサ・アクチュエータの原理と応
用について調査・実習を行う（課題4）．

10 マネジメントと企業と
社会の全体像

マネジメント系の第1回として，社会と
企業、マネジメントがどのような関係
性にあるのか、その関わりを整理する。
マネジメントに関する最新情報を実際
に入手する実習を行う（課題1）．

11 企業と金融市場、ファイ
ナンス

マネジメント系の第2回として，株式会
社は金融市場から資金を調達し、投資
を行い、株主に還元している。その仕
組みを理解し、実際に大企業の株主構
成や株価の推移を調べてみる（課題2）．

12 企業と顧客、マーケット マネジメント系の第3回として，企業は
顧客といかに繋がり、どんな関係性を
築くのかを、基本的な経営戦略と競争
戦略の観点から学ぶ。学びを元にコー
ヒーチェーン業界を分析する（課題3）．

13 社員を燃えさせるマネ
ジメント

マネジメント系の第4回として，どんな
にいい商品を開発しても、社員がやる
気を出して作って売ってくれないと業
績は上がらない。社員が燃えてやる気
になってくれるには、どんなマネジメ
ントが必要か。基礎理論を学び、自分
を燃えさせるマネジメント案を作成す
る（課題4）．

14 まとめ 本実習授業のまとめを行う．
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前の確認
　
クリエーション系：
　必要となる画材、工具を準備する。
　課題のある場合は必ず行う事。
　
テクノロジー系：
　課題で必要となる各種ソフトウェアや電子教材の事前の使用方法の理解と
実行
　課題の実行と発表の準備
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マネジメント系：
　シラバス内容の事前の確認と課題の実行
　
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
クリエーション系
　教員が授業内で適宜指示する。
テクノロジー系
　教員が授業内で適宜指示する。
マネジメント系
　教員が授業内で適宜指示する。
【参考書】
クリエーション系
　How to Draw (スコット・ロバートソン: ボーンデジタル)
　プロダクトデザインのためのスケッチワーク (増成和敏：オーム社)
　
テクノロジー系
　特に指定しない．適宜，授業中にプリントを配布する．
　
マネジメント系
　特に指定しない．適宜，Hoppiに電子資料を配布する．
【成績評価の方法と基準】
クリエーション系：
授業内の作業態度と実習作品の提出による総合評価から、90点以上をS、87
点以上をA+,83点以上をA，80点以上をA-、77点以上をB+，73点以上をB，
70点以上をB-，67点以上をC+，63点以上をC，60点以上をC-とする．提
出を求められた作品が１点でも未提出の場合はDとする。
　
テクノロジー系：
授業内の実習作業態度および教員からの課題に対する提出されたレポートに
より総合的に評価する．90点以上をS、87点以上をA+,83点以上をA，80点
以上をA-、77点以上をB+，73点以上をB，70点以上をB-，67点以上をC+，
63点以上をC，60点以上をC-とする．レポートの未提出はDとする。
　
マネジメント系：
授業内の講義受講態度および教員からの課題に対する提出されたレポートに
より総合的に評価する．90点以上をS、87点以上をA+,83点以上をA，80点
以上をA-、77点以上をB+，73点以上をB，70点以上をB-，67点以上をC+，
63点以上をC，60点以上をC-とする．レポートの未提出はDとする。
　　
最後にクリエーション系，テクノロジー系，マネジメント系の評価結果を総
合し，最終評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
高校での履修状況により学生によってスキルが異なるため、各自のスキルに
応じたきめ細かい対応をできる限り行っていく。
【学生が準備すべき機器他】
クリエーション系：
指定のドローイング用画材を購入・準備すること。
毎回使用するする道具が異なるため、授業前に持参の必要なものが何かを確
認する事。
　
テクノロジー系：
データ処理などに大学から配布されたノートパソコンとインストールされた
専用ソフトウェア，配布した電子回路キット教材などを使用する．
　
マネジメント系：
大学から配布されたノートパソコンを使用する。
【Outline (in English)】
Term of creation course:
Students learn the concepts of perspective, light sources and shadows,
and draw with a variety of tools. Students develop basic sketching skills
that can be used for sketching ideas, sharing ideas in teams, and making
presentations.
Term of technology course:
The aim of this course is to experience how everyday phenomenon follow
the laws of nature. Without awareness of natural laws we would not be
able to design anything. When thinking about design, it is essential
to continuously consider underlying laws of nature. In this course,
students will receive hints from the supervisor in the technology field for
finding solutions to human, physical and phenomenal related problems,
thinking and learning hands-on about such laws through their concrete
experiences.
Term of management course:
The purpose of this course is to cultivate interest in management while
acquiring the basic knowledge necessary for learning management.
Management is necessary for actually putting system design into
practice in society. Through lectures, exercises, and assignments,
students advance their understanding and mastery of themes such
as the relationship between corporate management and society, the
relationship between familiar companies and the financial market,
and management and competitive strategies in the food and beverage
industry.
By the end of the courses, students should be able to get basic skill at
the department of engineering and design.

Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than one hour for
a class.
The final grade will be decided according to the evaluation of three
courses.
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OTR100ND（その他 / Others 100）

デザインスタジオ２（SD)

相川　真実、山田　泰之、飯村　武志、西岡　靖之、安積　伸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　「デザインスタジオ２」は、【マネジメント系】【クリエーション系：対面】
【テクノロジー系」の三つの系を各4回づつ、３クラスに分けて授業をうける
事ができる。自分のクラスを間違わないように授業を受ること。クラス分け
は、A,B,Cクラスに最初のガイダンスで行う。
デザイン工学では、製品を製作するときのあらゆる場面で自分の制作しよう
としている不可視な状態（想像されている状態）の人工物を第三者に的確か
つスピーディーに可視化しその情報を視覚伝達技術の基礎が学べる。
マネジメント系では、身の回りにあるさまざまな “問題”とどう関わるかにつ
いて、まず、問題解決のための基本構造を学び理解する基礎が学べる。
クリエーション系では、手書きによるスケッチ技術の習得を基本としながら、
発案から実作まで活用可能な絵の描き方を学ぶ。またアイデアスケッチから
実制作を行い、手書きスケッチと立体造形の関係を実践的に学ぶ。
テクノロジー系講義では3次元物体や現象のコンピュータによる正確な表現方
法，「かたち」や「しくみ」に取り入れられている力学的な関係と，工学的見
地からデザインをとらえる基礎知識を身につけることが出来る。
【到達目標】
【マネジメント系】
身の回りにあるさまざまな “問題”の解決のための基本構造を学ぶ。意識して
行っていなかった “発想”および “問題発見”の方法を学び実践できるようにし
ます。問題解決のためのステップや、複数のメンバーによるプロジェクトの
設定方法と実施方法の基礎を習得する事を目標とする。
【クリエーション系】対面演習授業です。
手書きによるアイデアスケッチの基礎を学び、発案から実作までのプロセス
で活用できる絵の描き方を学ぶ。また後半ではアイデアスケッチを基に実作
を行い、絵と立体の差異を理解する。
【テクノロジー系】
3次元物体や現象のコンピュータによる正確な表現，物体の変形，流体の流れ
の関係，あるいは「ちから」と「かたち」や「しくみ」の基本的な関係を習得
する事を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
【マネジメント系】
マネジメント系では、身の回りにあるさまざまな “問題”とどう関わるかにつ
いて、まず、問題解決のための基本構造を理解できる。これまではおそらく
意識して行っていなかった“発想”および“問題発見”の方法を学び実践できる。
そして、さらに、問題解決のためのステップや、複数のメンバーによるプロ
ジェクトの設定方法と実施方法を学ぶ事が出来る。演習は、４～５名からな
るグループワークで実施できる。
【クリエーション系】対面演習授業です。
この授業は、AB期でのデザインスタジオ 1の継続に位置すると考えてくだ
さい。
手書きによるアイデアスケッチの基礎を学び、発案から実作までのプロセス
で活用できる絵の描き方を学びます。
前半ではアイデアスケッチの基礎的なトレーニングを行い、発案を素早く他
者と共有するするための絵の描き方を学びます。
後半ではテーマに沿い、実寸スケッチによる発案から、3面レンダリングを経
て、実物の制作を行います。また実物と絵を比較しその差異を理解します。
ここで得られる技術は各自の固有の技術となりますので予習、復習をしっか
り行ってください。また専門技術の基礎となりますので真剣に取り組む必要
があります。
【テクノロジー系】
2次元、3次元のモノの構造とそれらのつくり方を学ぶ。図学、構造力学、材
料力学、材料工学等の基礎を実習課題を通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 デザインスタジオ２総

合ガイダンス及びクリ
エーション系、テクノロ
ジー系、マネジメント
系、各系の対面、または
オンライン授業、対面の
場合のコロナ対策等の
説明を含む。

「デザインスタジオ２」授業概要の説
明。この授業で得られる知識について。
クラス別の説明、クラス別日程説明。
対面、またはオンライン授業の説明。
対面使用教室説明及びコロナ対策説明。

2 クラス別①マネジメン
ト系ガイダンス
問題解決の基本形
発散的な思考法

授業概要、目標の説明
ブレーンストーミングを行う
KJ法により問題を深化させる

3 クラス別②問題解決の
基本形

ブレーンストーミングを行う
連関図法、系統図法による問題の整理

4 クラス別③
問題分析と構造化
問題解決の手段と実施

連関図法、系統図法による問題の整理

5 クラス別④
マネジメント系まとめ

グループ別プレゼンテーション

6 クラス別①クリエー
ション系
ガイダンス
アイデアスケッチの作成

授業概要、目標の説明
アイデアスケッチの基礎的手法を学ぶ。
発案したアイデアを絵と文字で説明す
る。

7 クラス別②クリエー
ション系
アイデアスケッチから三
面レンダリングへの展開

アイデアスケッチを経て、原寸で3面レ
ンダリングを描く。製品制作のための
アイデアを実寸で検討する。

8 クラス別③クリエー
ション系
原寸で検討したアイデ
アスケッチを基に、実素
材で製品を制作する。

原寸三面レンダリングをもとに木材を
切削して、プロダクトを制作する。

9 クラス別④クリエー
ション系
具現化した形状と、事前
に制作した原寸図を比
較し、差異を理解する。

木切削によるプロダクトを完成させる。
完成品をもとに３面レンダリングを修
正する。

10 クラス別①テクノロ
ジー系
ガイダンス
図学
ものづくり実習

授業概要、目標の説明。ものづくりに欠
かせない図学の基礎を学ぶ。簡単な立体
構造の立体図面と展開図面を作成する。
これらの図面をもとに、1つだけ作る場
合と、同じモノを複数個つくる場合を
対比したものづくり実習を実施する。
設計から大量生産を模擬的に体験する
ことで理解を深める。

11 クラス別②テクノロ
ジー系
材料力学入門

材料力学の基礎を学ぶ。応力ひずみ曲
線，断面二次モーメント等、材料力学の
基礎知識を学ぶ。
切り欠き効果や、両端支持梁の比較実
験を実施する。これらの実習を通して
材料力学への理解を深める。

12 クラス別③テクノロ
ジー系
構造力学入門

構造力学の基礎を学ぶ。部の拘束条件、
自由体図、ラーメン構造、トラス構造
等、構造力学の基礎知識を学ぶ。
トラス構造を用いた大小の橋を制作す
る実習を実施する。これらの実習を通
して構造力学への理解を深める。

13 クラス別④テクノロ
ジー系
材料工学入門

金属材料について鉄系材料，非鉄系材
料を学ぶ。非金属材料では例えば熱可
塑性樹脂や熱硬化性樹脂などテクノロ
ジにかかわる様々な材料を実物を見な
がら学ぶ。
これらの体験を通して材料工学への理
解を深める

14 デザインスタジオ２
総合評価

各系からの総合評価

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習、復習
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
クリエーション系は毎回宿題を課します。最終課題は完成に向けてかなりの
制作時間が必要となりますので、計画的に進めてください。
【テキスト（教科書）】
使用しない．
【参考書】
【マネジメント、クリエーション、テクノロジー系】
学習支援システム「教材」にアップロード。
必要に応じてプリントを配布する．
【成績評価の方法と基準】
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
■成績は，マネジメント系100点，クリエーション系100点、テクノロジ系
100点とし，合計平均で評価する．
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【学生の意見等からの気づき】
各系の基礎となる授業です．毎回必ず授業に出席する事。
うるさく制作に没頭できないという苦情が出ています。
クリエーション系制作実習中の私語は慎んでください。
教室が汚いという苦情が出ています。
授業終了時は必ず自席のテーブル、椅子、床周辺を掃除をしたのち退席して
ください。
この演習授業終了後、他の演習が始まります。お互いに整理整頓された教室
で演習できるよう努めましょう。
【学生が準備すべき機器他】
【クリエーション系】
デザインスタジオ１で使用したスケッチ道具セットを一式持参してください。
PMパッドやインクなどを使い果たした人は、各自で補充し準備してください。
【テクノロジー系】
ノートPCを持参すること。
【その他の重要事項】
【クリエーション系】
日本で第一線で活躍するプロダクトデザイナー、実務経験のある教員が、そ
の経験を生かしてプロダクトデザインの基礎知識・デザイン手法の基礎を演
習を通して指導が受けられる。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course comprises three different subjects in management, creation,
and technology, each held 4 times and divided into three classes.
【Learning Objectives】
The goals of each subject are the following:
- Management
Learn the basic structures for solving various "problems" that exist in
the world around us.
- Creation:
Learn the basics of hand-drawn idea sketching and the way to create
actual works based on the sketches.
- Technology:
Master the basic relationship between power, form, and structure.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class, students will be expected to spend one hour to
understand the course content. Homework will be assigned for each
Creation Class.
【Grading Criteria /Policy】
Grades will be assessed based on a total average of 100 points in
Management, 100 points in Creation, and 100 points in Technology.
Also, the attitudes of the participants in the classes are subject to
evaluation.
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図形科学基礎演習X

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の役
割、図面の必要性と図面の基礎概念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達する

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面様式
の理解。図面の整合性、中心線の定義、
図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点の
理解。アプリケーションの起動及びファ
イルの保存、図形描画ツールの理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの理
解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基本
操作、演習課題1：三角法による幾何形
体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基本
操作、演習課題2：三角法による幾何形
体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理解。
演習課題3：三角法による幾何形体の作
図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（断面図、寸法記入、（定義づけ）整合性
の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting.
（Learning activities outside of classroom）
Be sure to review your lessons.
Self-directed learning of basic CAD operations.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
(Grading Criteria /Policy）
Attendance (deduction method)
Active class participation and class attitude will be evaluated.
Assignment submission (100%)
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図形科学基礎演習Y

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の役
割、図面の必要性と図面の基礎概念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達する

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面様式
の理解。図面の整合性、中心線の定義、
図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点の
理解。アプリケーションの起動及びファ
イルの保存、図形描画ツールの理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの理
解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基本
操作、演習課題1：三角法による幾何形
体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基本
操作、演習課題2：三角法による幾何形
体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理解。
演習課題3：三角法による幾何形体の作
図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（断面図、寸法記入、（定義づけ）整合性
の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting .
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COT100ND（計算基盤 / Computing technologies 100）

データ処理基礎演習

髙田　美樹

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大量のデータを比較的容易に収集・蓄積できるようになった現代においては，
膨大なデータの中から有益な情報をいかに抽出するかが重要になる．各種デー
タを統計的に処理する際に必要となる概念や手法の基礎について演習を通し
て学ぶ．
【到達目標】
・表計算ソフト（Microsoft Excel）の基本的な操作ができる．
・データを整理し分布をグラフで表現することができる．
・平均・分散などの代表値を用いて分布の特徴を把握することができる．
・2次元データをまとめ，2変数間の関係を調べることができる．
・確率や統計的推測（集団の一部分から得られたデータに基づいて集団全体の
特徴を推測する方法）の基礎知識を習得している．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
1次元および2次元データのまとめ方，統計的推測について演習を行いながら
学ぶ．
動画により予習を行い，講義の時間に演習もしくは小テストによって理解度
を確認・定着するということを繰り返す形式で授業を進める．
演習には Microsoft Excel を多用する．課題の提示やお知らせには授業支援
システムを用い，課題の回収や小テストの実施はClassroomを利用する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的・進め方についての説明と

授業で扱う内容の概説を行う．
2 Excelの基礎 Excelの基礎（基本操作・相対参照/絶

対参照・Excel関数）について学ぶ．
3 データの記述・グラフに

よる分布の把握（基本）
データの種類とデータのまとめ方の基
本的な方針について理解した後，度数
分布表・ヒストグラム・その他のグラフ
について，Excelによる作成方法を含め
て基本を学ぶ．

4 データの記述・グラフに
よる分布の把握（応用）

データの記述・グラフによる分布の把
握を応用して演習を行う．

5 数値による分布の把握
（基本）

分布の中心的位置を表す数値（平均値・
中央値・最頻値）と広がりを表す数値
（分散・標準偏差・四分位数）について，
その意味と活用方法について学ぶ．ま
た，標準化について基本を学ぶ．

6 数値による分布の把握
（応用）

数値による分布の把握を応用して演習
を行う．

7 前半の内容に関する演習 前半の内容に対し、自分で収集した
データを統計的に処理する演習を行う．

8 2次元データの記述（質
的変数）

分割表・連関係数・カイ2乗値について
理解し，2変数（質的変数）間の関係を
把握する方法を学ぶ．また，カイ2乗検
定（独立性の検定）について学ぶ．

9 2次元データの記述（量
的変数）

散布図・相関係数について理解し，2変
数（量的変数）間の関係を把握する方法
を学ぶ．また，回帰直線について学ぶ．

10 2次元データの記述（演
習）

2次元データの記述に関する演習を行
う．

11 確率・確率変数 統計的推測を学習するための準備とし
て，確率と確率変数の基本事項（確率分
布・期待値・分散）や正規分布について
学ぶ．

12 統計的推測（母平均・母
比率の推定）

標本抽出・標本分布・中心極限定理を理
解し，統計的推測（点推定・区間推定・
仮説検定）の基礎について学ぶ．統計
的推測では，おもに母平均の母推定と
比率の推定を扱う．

13 統計的推測（母平均の差
の推定）

母平均の差の推定について学ぶ．

14 後半の内容に関する演習 後半の授業内容の復習を行い、自分で
収集したデータに関する分析を行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
オンデマンド動画により事前の予習をしてから講義に参加する．講義では、予
習の内容を定着させる演習を行う．その日の内容を復習して，演習を完成さ
せる．
　
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
指定しない．授業支援システム上にて講義資料を配布する．
【参考書】
適宜紹介する．
【成績評価の方法と基準】
講義中の小テスト55% 2回の演習課題45%，により評価する．
4回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・授業時間を有効活用するため，基礎的内容については授業前に理解・確認し
ておくよう事前にオンデマンド動画で予習をすることとする．
・実習用のデータの所在がわかりにくいという意見があり、所在を明確にする．
【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：演習等に利用する．毎回持参すること．
・授業支援システム：お知らせの配信，資料・スライドの配布，課題の提示等
に利用する．
・Classroom：課題の回収，授業内小テスト・課題の評価などに利用する。
【その他の重要事項】
法政大学のメールアドレスにメールを送ることがあるので，メールの確認を
怠らないこと．
【オフィスアワー】
メールで対応する。
miki.takata.43@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Learning Objectives】
In this course, through exercises in Microsoft Excel students will learn
fundamental concepts and techniques for describing and analyzing
statistical data.
【Learning activities outside of classroom】
Before each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 25%、Short reports : 20%、in class contribution:
55%
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OTR200ND（その他 / Others 200）

テクノロジー基礎論

山田　泰之、田中　豊、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
製品をデザインする際に、そこで利用可能な技術の基礎を学ぶ。
内容は次のとおりである。
(1)電気回路と制御（ソン） (2)機械設計の基礎（山田） (3)機械工
学の基礎（田中）

【到達目標】
現在の技術の基礎を学ぶ。
市場にある製品が、どのような技術を基盤として成立しているか認
識できるようにする。また、製品企画の際に、その製品を開発する
ためには、どのような専門知識をもちいて、どのようなプロセスを
経なければならないかを認識できるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業は、複数教員（ソン、山田、田中）によるオムニバス方式
形式とする。
各教員によるそれぞれの分野の講義が終了した時点または毎時、授
業内試験を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
ソン ガイダンス

教材解説
本講義のガイダンス及び配布教材
の解説と開発環境設定を行う。

ソン 電気回路の基礎1 電気回路の基礎、電流と電圧、直
流回路について学ぶ。

ソン 電気回路の基礎2 抵抗の測り方、電流と電力、交流
回路について学び、電気回路シ
ミュレーターを動かしてみる。

ソン プログラミング演習 センサーとアクチュエーターにつ
いて学び、配布教材を用いたプロ
グラミング演習（PWM制御）を
行う。

ソン 理解度確認試験 対面試験を予定
山田 デジタルファブリ

ケーションの基礎
3Dプリンタ等のデジファブを活用
するために，3DCAD，中間ファイ
ル，スライサ等の基礎と利用方法
を説明する。

山田 機械設計の基礎 目的に合わせた機械を設計するた
めに必要な機械設計の基礎を学ぶ。

山田 機械要素の基礎 様々な効果・機能を有した代表的
な機械要素とその仕組みや利用方
法を学ぶ。

山田 人間工学の基礎 機械を設計する上で，機械を利用
する人間についても理解が必要で
ある．人間工学の基礎を学ぶこと
で，人間中心設計の導入を行う。

山田 理解度確認試験 対面試験を予定
田中 材料の特性と加工方

法
材料にはたらく力，材料の特性，応
力とひずみ，材料の種類，加工法

田中 機械系の三要素と運
動方程式

ばね・質量・ダンパ，はたらく力
と運動方程式，剛体の運動

田中 1自由度の振動系 減衰のない自由振動，固有振動数，
減衰のある自由振動，強制振動

田中 理解度確認試験 対面試験を予定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
高校の物理Ⅰ程度の知識および、基本的なコンピュータリテラシー
を仮定する。不足している学生は、復習しておくことが望ましい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しない。

【参考書】
各担当者毎に、参考となる資料等を指示する。

【成績評価の方法と基準】
3回の授業内小試験の総合計で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
気がついたことは、授業内に希望意見として述べることが望ましい。

【学生が準備すべき機器他】
ノートＰＣ（開発環境を統一させるために、大学で配布したノート
PCが望ましい）

【その他の重要事項】
学習支援システムのお知らせを確認すること。

【Outline (in English)】
In this course students will learn about the fundamentals of
potential technologies for use in design through the following
topics:
1) Electrical Circuit and Control (Prof. Seong) 2) Fundamental
mechanical design (Associate Prof. Yamada) 3) Fundamental
mechanical engineering (Prof. Tanaka)
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content. Your
overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%
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DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

クリエーション基礎論

土屋　雅人、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
クリエーション基礎論は、講義形式の授業となります。
前半、後半各７回ずつで教員が変わります。
本授業では、海外の文化を柔軟に取り入れながら発展してきた日本
の美の要素に関る知識と、現代のものやサービスのデザインに必要
な普遍的な美の表現形式に関する知識を習得します

【到達目標】
ものやサービスのデザインに必要な美的表現に関する基礎知識が習
得できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
本講義は対面を基本に行います。
講義全体は二部構成となり、第一部は１回目より７回目までを大西
教授、第二部は８回目から１４回目までを土屋教授の講義となりま
す。１回目はガイダンスが含まれます。
それぞれの講義概要は次の通りです。
第１部は、日本美術史にみる古典表現と現代美術・デザインの関り
について
第２部は、視覚情報伝達と情報価値、認知工学について

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス、お

よび日本美術のクリ
エーション１

本講義の概要、注意点、および縄
文・弥生・古墳／飛鳥・奈良時代
の美について解説します。

2 日本美術のクリエー
ション２

平安時代の美について解説します。

3 日本美術のクリエー
ション３

鎌倉・南北朝／室町時代の美につ
いて解説します。

4 日本美術のクリエー
ション４

桃山・江戸時代①の美について解
説します。

5 日本美術のクリエー
ション５

江戸②／明治時代の美について解
説します。

6 日本美術のクリエー
ション６

大正・戦前戦後の美について解説
します。

7 日本美術のクリエー
ション７、授業内試
験

現代の美について解説します。
授業内試験を行います。

8 ビジュアルシンキン
グ

思考のための視覚表現を学びます。

9 グラフィックデザイ
ン

印刷媒体とグラフィックデザイン
の働きを学びます。

10 情報伝達と認知 情報の分類と理解の仕組みを学び
ます。

11 ピクトグラムデザイ
ン

情報の記号化とピクトグラムの役
割を学びます。

12 サイン計画 情報伝達とサイン計画を学びます。
13 ダイアグラムデザイ

ン
メディアの変遷とダイアグラムの
機能を学びます。

14 情報価値の創造 情報の構造化とメディア、情報価
値の創造を学びます。
授業内試験を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日本の美や美の表現形式に関する多くの知識を学ぶので、講義ノー
トをしっかりと取ることが重要です。
予習復習を行い、授業内容の理解を促すための課題は指示通りに提
出してください。
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて・授業内で配布
学習支援システムの教材にテキストを掲示

【参考書】
「増補新装カラー版日本美術史」、辻惟雄 (監修）、美術出版社
「日本美術史 JAPANESE ART HISTORY」、山下裕二(監修)、美術
出版
「グラフィックデザイン基礎講座」、大里浩二 (監修)、美術出版
「情報デザインのワークショップ」、山崎和彦他 (著)、丸善出版

【成績評価の方法と基準】
課題、試験の他、学習態度を平常点として評価します。
各課題合計（30％）、試験（40％）、平常点（30％）
２名の教員の成績の平均より評価判定します。

【学生の意見等からの気づき】
授業評価アンケートの結果を反映する。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
特になし

【Outline (in English)】
In this class, we will study about the elements of Japanese
beauty which have been evolved while incorporating foreign
cultures, and knowledge about the beauty of expression
necessary for the design.
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to write reports.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
Quality of objects:30%, Term-end examination:40%, In class
contribution:30%.
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MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカトロニクス演習

岩月　正見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メカトロニクスとは，機械と電子，あるいはそれらを結びつける制御技術
が一体化した総合デザイン技術である．本演習のテーマは，メカトロニクス
の講義内容などを踏まえ，メカトロニクスのシステムを構成する基本的な要
素であるセンサやアクチュエータをマイクロコンピュータを用いて、様々な
機能を実装する手法を実習を通して学ぶ。
【到達目標】
・メカトロニクスシステムを構成する様々なセンサやアクチュエータの実際の
動きと制御方法を理解すること。
・各種センサやアクチュエータを制御するためのマイクロコンピュータの特徴
と機能を実装するための開発スキルを身につけること。
・コンセプトを決め，決められた条件（仕様）により，自由な発想で，具体的
なメカトロニクスシステムの作品を構築できること．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　実習用のメカトロニクス教材を用いて，具体的なメカトロシステムのデザ
イン例を参考にしながら，実際のものづくり・メカトロシステムづくりの実
習をとおして，その考え方を学ぶ．
　テクノロジー系の3名の教員（小林・岩月・田中）が、マイクロコンピュー
タのプログラミング開発環境および各種センサやアクチュエータの基本的な
実装方法とそのプログラムについて解説し、各課題ごとに各自演習をこなす。
　最終課題は各自で作品のコンセプトを立案し，そのコンセプトに沿った創
造的なメカトロニクスシステムをデザインし，その作品を制作して発表する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと例題1 ガイダンス

・教材配布と確認
・ESP32の特徴
・M5Atom Lite解説
・開発環境構築
・ブレッドボードの使い方
例題
　・LEDを点滅させる
　・スイッチでON/OFFする

第2回 演習１ 演習
・点滅の時間を変化させる
・複数のLEDを交互に点滅させる
・スイッチでLEDをON/OFFする

第3回 例題２
　表示系　センサ系１

例題
・LEDの明るさを変える
・圧電スピーカを鳴らす
・LCDに文字を表示する
・接触を検知する
・つまみの角度を検知する
・光を検知する
・音を検知する

第4回 演習２
　表示系　センサ系１

例題　表示系
LEDの明るさを変える
圧電スピーカを鳴らす
LCDに文字を表示する
演習
・音を検知するとLEDのONとOFFが
切り替わる
・つまみの角度でLEDの明るさを変
える
・暗くなると圧電スピーカが鳴る
・触ると音階が鳴る楽器を作る
・可変抵抗の可変電圧をLCDに表示す
る

第5回 例題３
　センサ系２

例題
・白黒を判別する
・距離を計測する
・加速度と角加速度を計測する
・温度と湿度を計測する

第6回 演習３
　センサ系２

演習
・白い物をかざすとLEDが点滅する
・物が近づくと圧電スピーカが鳴る
・ブレッドボードを縦や横にすると赤や
青のLEDが光る
・温度と湿度を液晶ディスプレイに表示
する

第7回 例題４
　アクチュエータ系１

例題
・サーボモータで角度を制御する
・ステッピングモータで角度を制御する

第8回 演習４
　アクチュエータ系１

演習
・つまみの角度でモータの回転角を制御
する
・物の距離に応じてモータの角度が変化
する

第9回 例題５
　アクチュエータ系２

例題
・DCモータの正逆回転を制御する
・DCモータで回転速度を制御する

第10回 演習５
　アクチュエータ系２

演習
・白黒に応じてモータの正逆回転を制御
する
・つまみの角度でモータの回転速度を制
御する

第11回 応用演習１ 進捗状況をみて課題設定
第12回 応用演習２ 最終課題に向けての自由研究
第13回 最終作品発表　前半 最終課題に対するコンセプトと最終作

品の動作の様子を発表する．
第14回 最終作品発表　後半 最終課題に対するコンセプトと最終作

品の動作の様子を発表する．
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・シラバス内容を事前に確認する。
・実習用教材を用いて基本コンセプトと課題に対する作品を制作する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて各自がWEB等から資料を収集すること。
【参考書】
関連するプリントを配布する。
【成績評価の方法と基準】
課題（60％）および最終課題に対する作品制作とその発表会での動作や説明
に対する評価（40％）を基に，総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
実習用教材の故障に対する苦情が多く寄せられたので，事前のメンテナンス
等を慎重に行い対応する。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン
【Outline (in English)】
The aim of this practical course is to learn methods for implementing
various functions of sensors and actuators, being the basic elements
of mechatronics systems, through use of microcomputers, drawing on
topics from mechatronics lectures.
Students are required to confirm the contents of the syllabus in
advance and create works for basic concepts and assignments using the
distributed practice materials.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Comprehensive evaluation will be made on the basis of the assignments
(60%) and the evaluation of the student’s work on the final project and
the achievemnt and explanations at the presentation (40%).

— 250 —



SDGs　発行日：2024/5/1

MAN200ND（経営学 / Management 200）

マーケティング演習

野々部　宏司、遊橋　裕泰

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
商品やサービスを生み出すには，その前提として市場を知ることが大切であ
る。そのために必要なマーケティングの基本知識・技能を，今後の専門的，総
合的な学習・実習を行うための基礎素養として身につける。
【到達目標】
・商品やサービスを企画する際のマーケティングの役割とプロセスを理解する
こと
・マーケティングにおける企画検討と市場調査の方法を理解し，実践できる
こと
・市場調査結果を踏まえたマーケティングプランの作成を行えること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回2コマ連続で実施する。
第1回・第2回でマーケティングの基礎概念を学ぶ。
第3回以降は，マーケティングの一連のプロセスを講義とグループワーク演習
によって実践的に学ぶ。
途中，ゲストスピーカー講演聴講によって，マーケティングの実際を学ぶ（変
更の可能性あり）。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，マーケティ

ングの視点
授業の目的や進め方の説明の後，「作っ
た商品・サービスを売るのではなく，売
れる商品・サービスを作る」というマー
ケティングの基本的な考え方やマーケ
ティングの視点について，事例を交え
て学ぶ。

2 マーケティングの理論
と基本概念

マーケティングの基礎概念としての
STP（セグメンテーション・ターゲ
ティング・ポジショニング），4P
（Product：商品政策・Promotion：プ
ロモーション政策・Place：流通政策・
Price：価格政策），マーケティング
ミックスについて学ぶ。

3 商品・サービスの企画検
討（アイデア創出）

アイデア創出の方法を学び，新たな商
品・サービスのアイデアの検討を行う。

4 商品・サービスの企画検
討（バリュープロポジ
ション）

バリュープロポジションの考え方を学
び，前回検討した新たな商品・サービス
のアイデアをもとに，グループワーク
でマーケティング戦略の検討を行う。

5 企画書の作成 前回に引き続き，マーケティング戦略
の検討を行い，企画書を作成する。

6 市場調査の基礎，定性市
場調査の基礎

前半で市場調査（定性調査・定量調査）
の基礎について学ぶ。後半で定性的な
市場調査の目的や方法について学習し，
インタビューの質問内容をグループ
ワークで検討する。

7 定性市場調査の実践（イ
ンタビュー）

学生相互にインタビューを実施する。

8 定量市場調査の理論と
実践（アンケート設計）

定量的な市場調査の目的や方法につい
て学習する。代表的な消費者行動の理
論やアンケート設計の手法を学び，顧
客ニーズを把握するためのアンケート
設計をグループワークで行う。また，
アンケート調査結果分析の方法や集団
の特徴を捉えるための統計的手法につ
いて学ぶ。

9 中間発表 グループワークで検討してきた企画案
の中間発表を行い，プレゼンテーショ
ンに対するフィードバックを行う。

10 定量市場調査の実践（ア
ンケート結果分析

アンケート調査結果の集計と仮説に対
する分析をグループワークで行う。

11 マーケティングプラン
の再検討（ビジネスモデ
ルキャンバス）

ビジネスモデルキャンバスの活用方法
について学ぶ。また，定性および定量
市場調査の結果を踏まえて，これまで
に検討してきた新たな商品・サービス
の企画案・マーケティングプランの見
直しを行う。

12 ゲストスピーカー講演 マーケティングに携わる実務家を招き，
取り組みの実際を紹介していただく。
（都合により日程が変更になる場合があ
る。）

13 マーケティングプラン
の再検討，発表準備

マーケティングプランの再検討，プレ
ゼンテーションの準備をグループワー
クで行う。

14 マーケティングプラン
発表会，総括

グループワークで検討してきた企画と
マーケティングプランについてのプレ
ゼンテーションをグループごとに行う。
プレゼンテーションに対するフィード
バックを行い，授業全体を総括する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業内容の復習と課題の実施。
第4回以降，グループ単位での演習が中心となる．授業時間外にも共同作業が
できるよう適宜グループ内で調整すること。　
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・西川英彦・廣田章光（編著）：「１からの商品企画」，碩学舎，2012年
適宜，補足資料を配布する。
【参考書】
・石井淳蔵・廣田章光（編著）：「１からのマーケティング」，第3版，碩学
舎，2009年（流通過程においてマーケティングを実践するための理論と事例
が紹介されている）
【成績評価の方法と基準】
・個人課題（40%）：個人レポート（ゲストスピーカー講演に関するレポート，
最終レポート），授業内課題
・グループ課題（60%）：商品・サービスの企画書，アンケート調査票，イン
タビュー質問票，アンケートの結果と分析，インタビューの結果と分析，マー
ケティングプランのプレゼンテーション
4回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とする．30分以上の遅刻は，
特別な理由がない限り欠席とみなす。遅刻は減点対象とする。
【学生の意見等からの気づき】
・グループワーク演習において，演習の内容や目的，位置づけを全員が明確に
意識するよう繰り返しそれらについて説明するようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：講義・小テスト・グループワーク等で使用す
る。とくに指示がない限り，毎回持参すること。
・授業支援システム：お知らせ・資料配布・課題回収等に利用する。受講者は
必ず自己登録すること。
【Outline (in English)】
This course deals with fundamental concepts and techniques in
marketing. The goal of this course is to acquire basic knowledge and
skills in marketing that will be useful for producing products and
services required by consumers. Students will be expected to have
completed the required assignments. after each class meeting. Your
study time will be two hours for a class.
Grading will be decided based on individual assignments (40%) and
group assignments (60%).
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築生理心理１

川久保　俊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築物は我々にとって重要な生活基盤、社会インフラである。特に住宅建築
物は、我々の安全を守り、休息する場を提供し、子孫を育む重要な生活の場
である。建築に関わる全ての関係者は、建築物を利用する側の「人」の立場
から建物との関わりを捉え、建築物に「住まう」ために要求される各種条件
を本質的に理解しておくことが必要である。そこで、本授業では住環境の概
念、住居の備えるべき各種条件、居住者としての身体特性、身体の各部位の
役割などを紹介し、建築生理心理の基礎を学習する。
【到達目標】
・住居が備えるべき諸条件を学ぶ。
・我々の人体反応の基礎を習得する。
・住環境が様々な場面で人体に影響を及ぼすことを学ぶ。
・居住者の健康を維持増進する上で、住環境を適切に整備することが重要であ
ることを理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では建築環境工学のうち、生理心理に係る事項を学習する。講義は
Powerpoint等で作成した資料を利用して進める。講義内容や課題に対する質
問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入 講義の設置目的、到達目標、概要の紹介
2 環境の分類、住環境の概

念
環境の分類と住環境の概念整理。住環
境の構成要素

3 都市・地域環境とその評
価

住宅を取り巻く周辺環境の整備の意義。
都市・地域環境の評価

4 住居の備えるべき条件
（0）

伝統的住居に施された生活の工夫。住
居が備えるべき各種要件の概要の理解

5 住居の備えるべき条件
（1）－「安全性」

日常安全（防犯、交通安全、生活安全な
ど）

6 住居の備えるべき条件
（1）－「安全性（続）」

災害安全（火災、風水害、地震など）公
害防止、伝染病防止、自然環境の担保
（通風、採光など）

7 住居の備えるべき条件
（2）－「健康性」

WHOによる健康の定義、シックハウス
問題、アスベスト問題、ヒートショック
問題

8 住居の備えるべき条件
（2）－「健康性（続）」

自宅の健康性評価。各種疾病の有病割
合。オッズ比

9 住居の備えるべき条件
（3）－「利便性」

日常生活利便性、施設利便性、交通利便
性、社会サービス利便性

10 住居の備えるべき条件
（4）－「快適性」

適切な環境制御。光環境、音環境、空気
環境、温熱環境

11 住居の備えるべき条件
（4）－「快適性（続）」

非定常汚染質濃度、非定常室内温度の
計算

12 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性」

環境／社会／経済のトリプルボトムラ
イン、世代間倫理、持続可能性の評価

13 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性
（続）」

環境配慮技術、サステナブルデザイン

14 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性
（続）」

持続可能な開発目標（SDGs）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義の中で膨大な数のキーワードに触れるため、帰宅後その内容を頭の中
で整理、消化し、次回の講義までに復習をしてくること。また、講義中に重
要な部分については計算問題やレポートを課すので、期末テストに備えて十
分に応用能力を養っておくこと。なお、本授業の準備学習・復習時間は、各2
時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
参考書を複数例示するので、自身に合う参考書を入手して適宜予習・復習す
ることをお勧めする。
【参考書】
「住環境-評価方法と理論」浅見泰司他（東京大学出版会）。
「建築環境工学」加藤信介、土田義郎、大岡龍三（彰国社）。
「しくみがわかる建築環境工学: 基礎から計画・制御まで」上野佳奈子、鍵直
樹、白石靖幸、高口洋人、中野淳太、望月悦子。
「からだの地図帳」高橋長雄（講談社）。
「形と比例」岩中徳次郎（美術出版）。
「驚異の小宇宙・人体Ⅱ，脳と心」NHK取材班（NHK出版）。
「見えない空間性能」荒木睦彦（彰国社）。
「やさしい美術解剖図」J・シェパード（マール社）。
「心理学雑学事典」渋谷昌三（日本実業出版社）。
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【Outline (in English)】
Course outline: Buildings are important infrastructure for us.
Residential buildings, in particular, are important places of life that
protect our safety, provide places to rest, and nurture our descendants.
It is necessary for all parties involved in the construction to understand
the relationship with the building from the standpoint of the people
who use the building, and to have an essential understanding of the
various conditions required to "live in" the building. Therefore, this class
introduces the concept of the living environment, various conditions
that a house should have, physical characteristics as a resident, roles of
each part of the body, etc., and learns the basis of building physiological
psychology.
Learning Objectives: 1) To study the conditions under which a dwelling
house should be equipped, 2) To learn the basics of how the human
body reacts to the environment, 3) To understand that the living
environment affects the human body in various ways, 4) To understand
the importance of an appropriate living environment in maintaining and
improving the health of the residents.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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材料の力学

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築材料の物理的性質と建築の基本部材である梁の力学的基礎
【到達目標】
材料の基礎的な力学理論からいかにして簡潔で美しい線材理論が導かれるか
を学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
人類は，生活圏内で手に入れることのできる材料を用いて，雨風を凌ぐための
建築空間を作ってきた。遺構を含め今日までの建築空間はそれぞれ用いた材
料の性質に制約を受けながらも，その可能性を最大限に引き出したものと言え
る。そこには材料に対するあまたの経験と理解に基づく人類の創意工夫があ
る。これを物理学の視点から整理統合し，予測可能な技術として発展させた
設計のための経験科学が材料の力学である。本講では建築空間を構成する基
本的な構造部材である梁や柱などの1次元部材を対象に材料の力学を論じる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概説 授業ガイダンス

スケジュール
成績評価方法

2 応力度とひずみ度（1） 力のつり合いと応力
応力度と強度
ひずみ度
構成方程式

3 応力度とひずみ度（2） 構成方程式
ポアソン比
せん断ひずみ度
せん断弾性係数

4 はりの応力度（1） 曲げを受けるはり
はりの曲げ応力
中立軸
断面係数

5 はりの応力度（2） 曲げモーメントとせん断力の関係
せん断応力度の分布
せん断流理論
せん断中心とねじり

6 軸力と曲げモーメント
の組み合わせ

軸力と曲げの連成
重ね合わせの原理
偏心軸力
断面の核

7 総合演習（1）：応力度
とひずみ度

授業内演習

8 はりの基本式 はりの基本式の導出
はりの基本式の応用

9 断面の性質 断面1次モーメントと図心
断面2次モーメントと断面係数
断面相乗モーメントと断面の主軸

10 はりの変形
モールの定理

はりの変形の求め方
モールの定理

11 総合演習（2）：はり理
論

授業内演習

12 座屈（1） オイラー座屈
座屈応力度，許容圧縮応力度
初期たわみ

13 座屈（2） 有効座屈長さ
ラーメンの座屈

14 総合演習（3）：座屈 授業内演習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回までの講義板書内容を復習，実施された演習プリントの反復。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
Stephen P. Timoshenko: History of Strength of Materials, Dover, 1983,
Paperback.

【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：50％（各100点満点）
定期試験：50％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
ただし，定期試験で85点以上の者は，演習30%試験70%での評価とも比較し
て，よい方を評価素点とする。
また，連続3回欠席，通算で5回以上欠席したものは成績評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓
【その他の重要事項】
この授業と，春学期に同時開講される「部材の力学」で学んだ知識をもとに，
秋学期必修科目として開講される「骨組の力学」は展開されるため，非常に
重要である。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
Learn about the physical properties of building materials and the
basic mechanical theory of beams, which are the basic members of
architecture.
Learning Objectives:
Learn how a concise and beautiful wire theory can be derived from the
fundamental mechanical theory of materials.
Learning activities outside of classroom:
Review of previous lecture board content and repetition of exercises
printed in the conducted exercises.The standard preparation and review
time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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部材の力学X

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機能的で安全な建築物を設計するには，地震などの外力に対して，骨
組に生じる力を把握することが重要です。この授業では，構造力学
の基礎である静定力学を学びます。力の概念と力の釣り合い，そし
て骨組に生じる力の流れを可視化するのに役立つ応力図の作成方法
を説明します。力学の勉強は、絵でいえばデッサンに相当するもの
で，原理を理解すると共に、自ら手を動かして数多くの演習問題を
解くことが重要です。

【到達目標】
静定力学は，力の釣合い式を解くことで、トラス、ラーメンなど骨
組に生じる力を求めます。構造力学を学ぶ上で，重要な基礎となる
ものです。演習問題に取り組むことで，具体的な計算方法，力の作
図方法を習得します。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・授業開始前に教材テキストを配布します。
・各回の授業で演習問題を出題します。各自で演習問題に取り組み，
解答を作成して次回の講義前に提出すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 力および合力 力、力の3要素、モーメント、偶

力、合力、力の三角形
2 力の合成 数式解法、図式解法、示力図、連

力図
3 力の釣合 数式解法、図式解法、
4 構造物に作用する力 荷重、支持点、反力、静定と不静

定、静定構造物
5 静定構造物の反力

（1）
静定梁、静定梁の反力

6 静定構造物の反力
（2）

静定ラーメン、静定ラーメンの反
力

7 中間試験 試験・解説
8 静定梁の断面力（1） 荷重、断面力、せん断力、曲げ

モーメント
9 静定梁の断面力（2） 各種荷重を受ける片持梁の断面力
10 静定梁の断面力（3） 各種荷重を受ける単純梁の断面力
11 静定ラーメンの解法

（1）
片持型ラーメン、単純梁型ラーメ
ン

12 静定ラーメンの解法
（2）

3ヒンジ型ラーメン、3ローラー型
ラーメン

13 静定トラスの解法
（1）

トラスの基本原理、数式解法、節
点法

14 静定トラスの解法
（2）

図式解法、クレモナ図、切断法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業開始前に出題された演習問題に取り組み，次回の授業前
までに解答を作成して提出すること。
本授業は，演習問題の解法の自習に100分，そして演習問題解答と
復習の時間に各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。

【参考書】
とくになし

【成績評価の方法と基準】
中間試験（２０％）、期末試験（５０％）、演習提出物（３０％）

【学生の意見等からの気づき】
とくになし

【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to design functional and safe buildings, it is important
to understand the forces that occur in the framework in
response to external forces such as earthquakes. In this
course, students learn about static determinacy mechanics, the
foundation of structural mechanics. The course explains the
concept of force, the balance of forces, and how to create stress
diagrams to help visualize the flow of forces in a framework.
Studying mechanics is the equivalent of drawing in painting,
and it is important to understand the principles as well as to
do numerous exercises on your own with your hands.
【Learning Objectives】
Static determinacy mechanics solves the force balancing
equation to obtain the forces in a framework, such as a truss or
ramen. It is an important foundation for learning structural
mechanics. By working on exercises, students will learn
specific calculation methods and force drawing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to work on the exercises before the
beginning of each class, and to prepare and submit their
answers before the next class.
The standard class time is 100 minutes for self-study of how
to solve the exercises, and 2 hours each for answering the
exercises and reviewing.
【Grading Criteria /Policy】
Mid-term exam (20%), final exam (50%), and exercise
submissions (30%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

部材の力学Y

西薗　博美

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機能的で安全な建築物を設計するには，地震などの外力に対して，骨
組に生じる力を把握することが重要です。この授業では，構造力学
の基礎である静定力学を学びます。力の概念と力の釣り合い，そし
て骨組に生じる力の流れを可視化するのに役立つ応力図の作成方法
を説明します。力学の勉強は、絵でいえばデッサンに相当するもの
で，原理を理解すると共に、自ら手を動かして数多くの演習問題を
解くことが重要です。

【到達目標】
静定力学は，力の釣合い式を解くことで、トラス、ラーメンなど骨
組に生じる力を求めます。構造力学を学ぶ上で，重要な基礎となる
ものです。演習問題に取り組むことで，具体的な計算方法，力の作
図方法を習得します。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・授業開始前に教材テキストを配布します。
・各回の授業で演習問題を出題します。各自で演習問題に取り組み，
解答を作成して次回の講義前に提出すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 力および合力 力、力の3要素、モーメント、偶

力、合力、力の三角形
2 力の合成 数式解法、図式解法、示力図、連

力図
3 力の釣合 数式解法、図式解法、
4 構造物に作用する力 荷重、支持点、反力、静定と不静

定、静定構造物
5 静定構造物の反力

（1）
静定梁、静定梁の反力

6 静定構造物の反力
（2）

静定ラーメン、静定ラーメンの反
力

7 中間試験 試験・解説
8 静定梁の断面力（1） 荷重、断面力、せん断力、曲げ

モーメント
9 静定梁の断面力（2） 各種荷重を受ける片持梁の断面力
10 静定梁の断面力（3） 各種荷重を受ける単純梁の断面力
11 静定ラーメンの解法

（1）
片持型ラーメン、単純梁型ラーメ
ン

12 静定ラーメンの解法
（2）

3ヒンジ型ラーメン、3ローラー型
ラーメン

13 静定トラスの解法
（1）

トラスの基本原理、数式解法、節
点法

14 静定トラスの解法
（2）

図式解法、クレモナ図、切断法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業開始前に出題された演習問題に取り組み，次回の授業前
までに解答を作成して提出すること。
本授業は，演習問題の解法の自習に100分，そして演習問題解答と
復習の時間に各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。

【参考書】
とくになし

【成績評価の方法と基準】
中間試験（２０％）、期末試験（５０％）、演習提出物（３０％）

【学生の意見等からの気づき】
とくになし

【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to design functional and safe buildings, it is important
to understand the forces that occur in the framework in
response to external forces such as earthquakes. In this
course, students learn about static determinacy mechanics, the
foundation of structural mechanics. The course explains the
concept of force, the balance of forces, and how to create stress
diagrams to help visualize the flow of forces in a framework.
Studying mechanics is the equivalent of drawing in painting,
and it is important to understand the principles as well as to
do numerous exercises on your own with your hands.
【Learning Objectives】
Static determinacy mechanics solves the force balancing
equation to obtain the forces in a framework, such as a truss or
ramen. It is an important foundation for learning structural
mechanics. By working on exercises, students will learn
specific calculation methods and force drawing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to work on the exercises before the
beginning of each class, and to prepare and submit their
answers before the next class.
The standard class time is 100 minutes for self-study of how
to solve the exercises, and 2 hours each for answering the
exercises and reviewing.
【Grading Criteria /Policy】
Mid-term exam (20%), final exam (50%), and exercise
submissions (30%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

骨組の力学

浜田　英明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物理学の基本原理であるエネルギー原理を用いて，様々な構造物の応力状態
や変形状態を求める手法について学ぶ。
【到達目標】
様々な静定構造物の変形および不静定構造物の応力を求める解法の修得と基
本的な構造形式の力学性状の把握を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「部材の力学」では，力のつりあいについて学習し，静定構造物の応力を求め
た。また，「材料の力学」では，構造部材に働く応力度とひずみ度の関係，断
面の性質について学習した。
この授業では，物理学の基本原理であるエネルギー原理を用いて，様々な構
造物の応力状態や変形状態を求める手法を主に学習する。
理論や解析手法を修得するだけではなく，基本的な構造形式が持つ力学的特
性についても把握するため，数多くの演習問題に挑戦してもらう。
基本的な1回の授業は，前回演習課題の解説→講義→演習課題発表→自宅
での演習→次回授業での演習課題提出という流れである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概説 授業概要

構造物の安定・不安定
2 静定構造物の応力（復

習）
片持ち梁
単純梁
静定ラーメン
静定トラス

3 直線部材の変形（復習） はりの基本式（弾性曲線方程式）
モールの定理

4 総合演習（1） 授業内試験
5 エネルギー原理 仕事とエネルギー

熱力学の基本法則
ひずみエネルギー
仕事の原理

6 仮想仕事の原理 仮想仕事の原理
重ね合わせの原理
相反定理
単位仮想荷重法

7 静定トラスの変位
静定はりの変位

軸力部材の変位
静定トラスの変位
強制変形による変位
はり部材の変位
片持梁の変位
単純梁の変位
変断面梁の変位

8 静定ラーメンの変位 ラーメン構造の変位
片持梁型ラーメンの変位
単純梁型ラーメンの変位
3ヒンジラーメンの変位

9 Castiglianoの定理 Castiglianoの定理の導出
Castiglianoの第2定理の応用
最小仕事の定理の応用

10 総合演習（2） 授業内試験
11 不静定構造物の応力 不静定構造物の解法

不静定構造物の例題1
不静定構造物の例題2

12 たわみ角法（1） たわみ角法とは
たわみ角法の基本式
不静定ラーメンの解法

13 たわみ角法（2） 剛度と剛比
層方程式

14 総合演習（3） 授業内試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書等による予習と授業後の復習，宿題の演習課題，これらに積極的に取
り組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：50％（A～Dの4段階評価で，未提出はD評価）
期末試験：50％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
ただし，定期試験で85点以上の者は，演習30%試験70%での評価とも比較し
て，よい方を評価素点とする。
なお，演習課題の提出率が80％未満のものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
学生の理解度に応じて，授業進度を調整することに心がける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
「材料の力学」および「部材の力学」で学んだ知識を用いるため，これらの授
業の復習は必ず行っておくこと。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
Learn how to determine the stress and deformation states of various
structures using the energy principle, a fundamental principle of
physics.
Learning Objectives:
The goal is to master solution methods for determining deformation of
various static structures and stresses in non-stationary structures, and
to understand the mechanical properties of basic structural forms.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for the class by using reference
books, review after class, and actively work on homework exercises and
assignments.The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

Design Basics in English

ディン　ボリバン

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The class will cover several fields of architecture, such as the reading
and description of spaces, architectural representation tools, and
analysis and conception. Students can explore the field of architecture
from multiple perspectives, case studies, and discussions. They can also
learn vocabulary from different domains of architecture.
学生は建築の分野について、多角的に学ぶことができる。また英語を聞き、話
す機会を増やすことで実践的な英語能力を身につけることができる。建築分
野の語彙の習得ができる。
【到達目標】
The goals of the class are to:
1.Improve students conversational abilities.
2.Provide students with vocabulary in various domains of architecture.
3.Provide students with the skills needed to make clear and effective
project presentations.
クラスの目標は以下の通りです：
1.学生の会話能力向上
2.様々な建築領域の語彙提供
3.学生に明確で効果的なプロジェクトプレゼンテーションを行うためのスキ
ルを提供します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP5」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
For each of the 14 classes, the professor will introduce a subject related
to architecture or design. Students will gather in groups of 3 or
4 and discuss/debate the current subject based on visual documents
provided by the professor. The professor will join each group to facilitate
discussion and monitor the progress of the students. During the
semester, students will be required to prepare visual materials for 4
presentations and discussions with the class. All conversations must be
conducted in English, and all presentation materials must be submitted
in the form of a PPT or PDF binder.
14回のクラスごとに、講師は建築やデザインに関連するテーマを紹介します。
学生は3～4人のグループで集まり、講師が提供したビジュアルドキュメント
を基に、現在のテーマについて議論やディベートを行います。講師は各グルー
プに加わり、議論を促進し、学生の進捗状況を確認します。学期中、学生は
クラスとの4つのプレゼンテーションと議論のためにビジュアル資料を準備
する必要があります。すべての会話は英語で行われ、すべてのプレゼンテー
ション資料はPPTまたはPDFバインダーの形式で提出する必要があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Class 1 Place-site-origin Students will introduce themselves

to their group, give a presentation of
their hometown and neighborhood.
They will give their impressions on a
remarkable building or space they
remember.

Class 2 Graphic
Representations;
Tools of the Architect

Learn about the different graphic
representations used by architects.
The professor will present the
different drawings and graphics
which are commonly used by
architects. Students will review in
the group the different visuals
provided by the professor. These
visuals include sketches, diagrams,
axonometric views, perspectives, site
plans, floor plans, sections, and
details.

Class 3 Architectural
Movement through
20th and 21st
centuries.

The professor will introduce the
different main movements in
architecture throughout the 20th
and 21st centuries, and the students
will discuss in groups based on
visuals provided by the professor,
analyzing the characteristics of each
movement, and discussing their
influence on contemporary
architecture.

Class 4 Contemporary
Architecture; Art
facility

The professor will present some
examples of remarkable architecture
related to Art facility (Museums, Art
pavilions, etc.). Students will discuss
in groups the different projects,
analyzing design features and
exploring architectural elements.

Class 5 Contemporary
Architecture; Art
facility; Presentation

Following the previous class,
students will give a presentation of
one building of their choice. This
presentation to be submitted by PDF
to the professor, prior to the class.

Class 6 Contemporary
Architecture;
Transportation, sport
facilities, large scale
buildings

The professor will present some
examples of remarkable architecture
related to transportation, sport
facilities, and large-scale buildings.
Students will discuss in groups the
different projects, analyzing design
principles and identifying
innovative features.

Class 7 Urban Design; City
planning, city scape

The professor will present different
examples of city planning related to
urban design. Students will discuss
in groups the different plans,
analyzing the layout and examining
how they influence the physical form
of the city.

Class 8 Micro Architecture The professor will present a series of
very small buildings related to
different cities. Students will review
and discuss in groups the examples
given by the professor.

Class 9 Micro Architecture;
Presentation

The students will be asked to find a
micro building that has been created
in a leftover space within the city.
They will give a presentation to the
class, focusing on the design process
and any challenges faced during its
construction. This presentation is to
be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

Class
10

Contemporary
Architecture; Habitat
(Human living spaces)

The professor will introduce several
case studies related to habitat, and
the students will explore in groups
the different forms the habitat can
take.

Class
11

Contemporary
Architecture; Habitat;
Presentation

Students will look for examples of
housing that challenge traditional
ideas about houses. They need to
pick one housing project (either
individual or collective) and explain
how and why it rethinks the idea of
a home. Focus on architectural
features, sustainability, and social
impact. Submit your presentation as
a PDF to the professor before the
class.

Class
12

Architecture in
Literature and
popular culture

The professor will give examples of
architecture models present in art
production such as novels, movies,
and paintings. The students will
discuss in groups these examples.
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Class
13

Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation

Students will review and discuss a
series of projects related to
remodeling and rehabilitation,
analyzing design transformations,
evaluating sustainability aspects,
and discussing the preservation of
cultural heritage.

Class
14

Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation;
Presentation

Students will present one example
related to remodeling and
rehabilitation, collecting the
different graphic representations
introduced in class 2, such as
sketches, diagrams, and renderings.
This presentation is to be submitted
as a PDF to the professor prior to
the class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
There is no preparation needed for most classes except for classes 5,
9, 11, and 14. For these classes, students will have to prepare visuals
and materials to present and discuss with the class. Therefore, it is
necessary to submit a PPT/PDF prior to the class. The presentation
should be within 5 to 10 minutes.
クラス 5、9、11、14回を除いて、ほとんどのクラスでは準備は必要ありま
せん。5、9、11、14回のクラスでは、学生はプレゼンテーションおよび議論
をするための視覚資料等を準備する必要があります。そのため、クラス前に
PPT/PDFを提出する必要があります。プレゼンテーションは約5～10分以
内を目安に行います。
【テキスト（教科書）】
No specific textbook is necessary.

【参考書】
None.

【成績評価の方法と基準】
50%: Participation in group discussion
50%: Preparation of presentation materials
50%：グループディスカッションへの参加
50%：プレゼンテーション資料の準備
【学生の意見等からの気づき】
During the 2023 semester, students expressed that discussions in
small groups were more comfortable and less intimidating than formal
presentations in front of the class. Consequently, this year, the emphasis
has shifted away from formal presentations, with more focus placed
on extended discussions on various topics. The class format with
group discussions proved to be successful, fostering better collaborative
learning and increased student involvement.
2023年度の学期中、学生たちから、少人数のグループでの議論の方が、クラ
ス全体の前での形式的なプレゼンテーションより圧迫感が少なく話しやすかっ
たとの意見がありました。その意見を考慮し、今年は形式的なプレゼンテー
ションよりもグループディスカッションに重点を置くことにしました。
【学生が準備すべき機器他】
None

【その他の重要事項】
The teacher is working in an international architectural practice.
国際的な建築設計事務所に携わる教員が、英語で建築分野を多角的に講義す
る。また、ディスカッションを通し、生徒が英語を話す機会を増やす。
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

Design Basics in English

ディン　ボリバン

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The class will cover several fields of architecture, such as the reading
and description of spaces, architectural representation tools, and
analysis and conception. Students can explore the field of architecture
from multiple perspectives, case studies, and discussions. They can also
learn vocabulary from different domains of architecture.
学生は建築の分野について、多角的に学ぶことができる。また英語を聞き、話
す機会を増やすことで実践的な英語能力を身につけることができる。建築分
野の語彙の習得ができる。
【到達目標】
The goals of the class are to:
1.Improve students conversational abilities.
2.Provide students with vocabulary in various domains of architecture.
3.Provide students with the skills needed to make clear and effective
project presentations.
クラスの目標は以下の通りです：
1.学生の会話能力向上
2.様々な建築領域の語彙提供
3.学生に明確で効果的なプロジェクトプレゼンテーションを行うためのスキ
ルを提供します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP5」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
For each of the 14 classes, the professor will introduce a subject related
to architecture or design. Students will gather in groups of 3 or
4 and discuss/debate the current subject based on visual documents
provided by the professor. The professor will join each group to facilitate
discussion and monitor the progress of the students. During the
semester, students will be required to prepare visual materials for 4
presentations and discussions with the class. All conversations must be
conducted in English, and all presentation materials must be submitted
in the form of a PPT or PDF binder.
14回のクラスごとに、講師は建築やデザインに関連するテーマを紹介します。
学生は3～4人のグループで集まり、講師が提供したビジュアルドキュメント
を基に、現在のテーマについて議論やディベートを行います。講師は各グルー
プに加わり、議論を促進し、学生の進捗状況を確認します。学期中、学生は
クラスとの4つのプレゼンテーションと議論のためにビジュアル資料を準備
する必要があります。すべての会話は英語で行われ、すべてのプレゼンテー
ション資料はPPTまたはPDFバインダーの形式で提出する必要があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Class 1 Place-site-origin Students will introduce themselves

to their group, give a presentation of
their hometown and neighborhood.
They will give their impressions on a
remarkable building or space they
remember.

Class 2 Graphic
Representations;
Tools of the Architect

Learn about the different graphic
representations used by architects.
The professor will present the
different drawings and graphics
which are commonly used by
architects. Students will review in
the group the different visuals
provided by the professor. These
visuals include sketches, diagrams,
axonometric views, perspectives, site
plans, floor plans, sections, and
details.

Class 3 Architectural
Movement through
20th and 21st
centuries.

The professor will introduce the
different main movements in
architecture throughout the 20th
and 21st centuries, and the students
will discuss in groups based on
visuals provided by the professor,
analyzing the characteristics of each
movement, and discussing their
influence on contemporary
architecture.

Class 4 Contemporary
Architecture; Art
facility

The professor will present some
examples of remarkable architecture
related to Art facility (Museums, Art
pavilions, etc.). Students will discuss
in groups the different projects,
analyzing design features and
exploring architectural elements.

Class 5 Contemporary
Architecture; Art
facility; Presentation

Following the previous class,
students will give a presentation of
one building of their choice. This
presentation to be submitted by PDF
to the professor, prior to the class.

Class 6 Contemporary
Architecture;
Transportation, sport
facilities, large scale
buildings

The professor will present some
examples of remarkable architecture
related to transportation, sport
facilities, and large-scale buildings.
Students will discuss in groups the
different projects, analyzing design
principles and identifying
innovative features.

Class 7 Urban Design; City
planning, city scape

The professor will present different
examples of city planning related to
urban design. Students will discuss
in groups the different plans,
analyzing the layout and examining
how they influence the physical form
of the city.

Class 8 Micro Architecture The professor will present a series of
very small buildings related to
different cities. Students will review
and discuss in groups the examples
given by the professor.

Class 9 Micro Architecture;
Presentation

The students will be asked to find a
micro building that has been created
in a leftover space within the city.
They will give a presentation to the
class, focusing on the design process
and any challenges faced during its
construction. This presentation is to
be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

Class
10

Contemporary
Architecture; Habitat
(Human living spaces)

The professor will introduce several
case studies related to habitat, and
the students will explore in groups
the different forms the habitat can
take.

Class
11

Contemporary
Architecture; Habitat;
Presentation

Students will look for examples of
housing that challenge traditional
ideas about houses. They need to
pick one housing project (either
individual or collective) and explain
how and why it rethinks the idea of
a home. Focus on architectural
features, sustainability, and social
impact. Submit your presentation as
a PDF to the professor before the
class.

Class
12

Architecture in
Literature and
popular culture

The professor will give examples of
architecture models present in art
production such as novels, movies,
and paintings. The students will
discuss in groups these examples.

— 259 —



SDGs　発行日：2024/5/1

Class
13

Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation

Students will review and discuss a
series of projects related to
remodeling and rehabilitation,
analyzing design transformations,
evaluating sustainability aspects,
and discussing the preservation of
cultural heritage.

Class
14

Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation;
Presentation

Students will present one example
related to remodeling and
rehabilitation, collecting the
different graphic representations
introduced in class 2, such as
sketches, diagrams, and renderings.
This presentation is to be submitted
as a PDF to the professor prior to
the class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
There is no preparation needed for most classes except for classes 5,
9, 11, and 14. For these classes, students will have to prepare visuals
and materials to present and discuss with the class. Therefore, it is
necessary to submit a PPT/PDF prior to the class. The presentation
should be within 5 to 10 minutes.
クラス 5、9、11、14回を除いて、ほとんどのクラスでは準備は必要ありま
せん。5、9、11、14回のクラスでは、学生はプレゼンテーションおよび議論
をするための視覚資料等を準備する必要があります。そのため、クラス前に
PPT/PDFを提出する必要があります。プレゼンテーションは約5～10分以
内を目安に行います。
【テキスト（教科書）】
No specific textbook is necessary.

【参考書】
None.

【成績評価の方法と基準】
50%: Participation in group discussion
50%: Preparation of presentation materials
50%：グループディスカッションへの参加
50%：プレゼンテーション資料の準備
【学生の意見等からの気づき】
During the 2023 semester, students expressed that discussions in
small groups were more comfortable and less intimidating than formal
presentations in front of the class. Consequently, this year, the emphasis
has shifted away from formal presentations, with more focus placed
on extended discussions on various topics. The class format with
group discussions proved to be successful, fostering better collaborative
learning and increased student involvement.
2023年度の学期中、学生たちから、少人数のグループでの議論の方が、クラ
ス全体の前での形式的なプレゼンテーションより圧迫感が少なく話しやすかっ
たとの意見がありました。その意見を考慮し、今年は形式的なプレゼンテー
ションよりもグループディスカッションに重点を置くことにしました。
【学生が準備すべき機器他】
None

【その他の重要事項】
The teacher is working in an international architectural practice.
国際的な建築設計事務所に携わる教員が、英語で建築分野を多角的に講義す
る。また、ディスカッションを通し、生徒が英語を話す機会を増やす。
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

Design Basics in English

ディン　ボリバン

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The class will cover several fields of architecture, such as the reading
and description of spaces, architectural representation tools, and
analysis and conception. Students can explore the field of architecture
from multiple perspectives, case studies, and discussions. They can also
learn vocabulary from different domains of architecture.
学生は建築の分野について、多角的に学ぶことができる。また英語を聞き、話
す機会を増やすことで実践的な英語能力を身につけることができる。建築分
野の語彙の習得ができる。
【到達目標】
The goals of the class are to:
1.Improve students conversational abilities.
2.Provide students with vocabulary in various domains of architecture.
3.Provide students with the skills needed to make clear and effective
project presentations.
クラスの目標は以下の通りです：
1.学生の会話能力向上
2.様々な建築領域の語彙提供
3.学生に明確で効果的なプロジェクトプレゼンテーションを行うためのスキ
ルを提供します。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP5」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
For each of the 14 classes, the professor will introduce a subject related
to architecture or design. Students will gather in groups of 3 or
4 and discuss/debate the current subject based on visual documents
provided by the professor. The professor will join each group to facilitate
discussion and monitor the progress of the students. During the
semester, students will be required to prepare visual materials for 4
presentations and discussions with the class. All conversations must be
conducted in English, and all presentation materials must be submitted
in the form of a PPT or PDF binder.
14回のクラスごとに、講師は建築やデザインに関連するテーマを紹介します。
学生は3～4人のグループで集まり、講師が提供したビジュアルドキュメント
を基に、現在のテーマについて議論やディベートを行います。講師は各グルー
プに加わり、議論を促進し、学生の進捗状況を確認します。学期中、学生は
クラスとの4つのプレゼンテーションと議論のためにビジュアル資料を準備
する必要があります。すべての会話は英語で行われ、すべてのプレゼンテー
ション資料はPPTまたはPDFバインダーの形式で提出する必要があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Class 1 Place-site-origin Students will introduce themselves

to their group, give a presentation of
their hometown and neighborhood.
They will give their impressions on a
remarkable building or space they
remember.

Class 2 Graphic
Representations;
Tools of the Architect

Learn about the different graphic
representations used by architects.
The professor will present the
different drawings and graphics
which are commonly used by
architects. Students will review in
the group the different visuals
provided by the professor. These
visuals include sketches, diagrams,
axonometric views, perspectives, site
plans, floor plans, sections, and
details.

Class 3 Architectural
Movement through
20th and 21st
centuries.

The professor will introduce the
different main movements in
architecture throughout the 20th
and 21st centuries, and the students
will discuss in groups based on
visuals provided by the professor,
analyzing the characteristics of each
movement, and discussing their
influence on contemporary
architecture.

Class 4 Contemporary
Architecture; Art
facility

The professor will present some
examples of remarkable architecture
related to Art facility (Museums, Art
pavilions, etc.). Students will discuss
in groups the different projects,
analyzing design features and
exploring architectural elements.

Class 5 Contemporary
Architecture; Art
facility; Presentation

Following the previous class,
students will give a presentation of
one building of their choice. This
presentation to be submitted by PDF
to the professor, prior to the class.

Class 6 Contemporary
Architecture;
Transportation, sport
facilities, large scale
buildings

The professor will present some
examples of remarkable architecture
related to transportation, sport
facilities, and large-scale buildings.
Students will discuss in groups the
different projects, analyzing design
principles and identifying
innovative features.

Class 7 Urban Design; City
planning, city scape

The professor will present different
examples of city planning related to
urban design. Students will discuss
in groups the different plans,
analyzing the layout and examining
how they influence the physical form
of the city.

Class 8 Micro Architecture The professor will present a series of
very small buildings related to
different cities. Students will review
and discuss in groups the examples
given by the professor.

Class 9 Micro Architecture;
Presentation

The students will be asked to find a
micro building that has been created
in a leftover space within the city.
They will give a presentation to the
class, focusing on the design process
and any challenges faced during its
construction. This presentation is to
be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

Class
10

Contemporary
Architecture; Habitat
(Human living spaces)

The professor will introduce several
case studies related to habitat, and
the students will explore in groups
the different forms the habitat can
take.

— 261 —



SDGs　発行日：2024/5/1

Class
11

Contemporary
Architecture; Habitat;
Presentation

Students will look for examples of
housing that challenge traditional
ideas about houses. They need to
pick one housing project (either
individual or collective) and explain
how and why it rethinks the idea of
a home. Focus on architectural
features, sustainability, and social
impact. Submit your presentation as
a PDF to the professor before the
class.

Class
12

Architecture in
Literature and
popular culture

The professor will give examples of
architecture models present in art
production such as novels, movies,
and paintings. The students will
discuss in groups these examples.

Class
13

Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation

Students will review and discuss a
series of projects related to
remodeling and rehabilitation,
analyzing design transformations,
evaluating sustainability aspects,
and discussing the preservation of
cultural heritage.

Class
14

Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation;
Presentation

Students will present one example
related to remodeling and
rehabilitation, collecting the
different graphic representations
introduced in class 2, such as
sketches, diagrams, and renderings.
This presentation is to be submitted
as a PDF to the professor prior to
the class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
There is no preparation needed for most classes except for classes 5,
9, 11, and 14. For these classes, students will have to prepare visuals
and materials to present and discuss with the class. Therefore, it is
necessary to submit a PPT/PDF prior to the class. The presentation
should be within 5 to 10 minutes.
クラス 5、9、11、14回を除いて、ほとんどのクラスでは準備は必要ありま
せん。5、9、11、14回のクラスでは、学生はプレゼンテーションおよび議論
をするための視覚資料等を準備する必要があります。そのため、クラス前に
PPT/PDFを提出する必要があります。プレゼンテーションは約5～10分以
内を目安に行います。
【テキスト（教科書）】
No specific textbook is necessary.

【参考書】
None.

【成績評価の方法と基準】
50%: Participation in group discussion
50%: Preparation of presentation materials
50%：グループディスカッションへの参加
50%：プレゼンテーション資料の準備
【学生の意見等からの気づき】
During the 2023 semester, students expressed that discussions in
small groups were more comfortable and less intimidating than formal
presentations in front of the class. Consequently, this year, the emphasis
has shifted away from formal presentations, with more focus placed
on extended discussions on various topics. The class format with
group discussions proved to be successful, fostering better collaborative
learning and increased student involvement.
2023年度の学期中、学生たちから、少人数のグループでの議論の方が、クラ
ス全体の前での形式的なプレゼンテーションより圧迫感が少なく話しやすかっ
たとの意見がありました。その意見を考慮し、今年は形式的なプレゼンテー
ションよりもグループディスカッションに重点を置くことにしました。
【学生が準備すべき機器他】
None

【その他の重要事項】
The teacher is working in an international architectural practice.
国際的な建築設計事務所に携わる教員が、英語で建築分野を多角的に講義す
る。また、ディスカッションを通し、生徒が英語を話す機会を増やす。

— 262 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築法規（建築）

河野　泰治

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築物の設計・監理、運用・維持管理には、様々な建築法規を遵守しなければ
ならない。
この授業では、建築の計画に必要な法規に加え、実際の計画に活かせるよう
多くの実例や社会との関係を学ぶ。
【到達目標】
建築の計画に必要な法規を学び、その社会的な背景や問題を理解することが
できる。
建築物がクライアントのためだけではなく、文化や社会にとって重要な資産
であることがわかる。
また、建築物の社会に与える影響が、意匠に限らず安全性の確保、環境保全、
経済等に及ぶことを理解する。
レポート課題を通して法規の現状とその問題点を把握し、演習課題では計画
案の作成を通して実務につながるスキルを獲得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポロシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
建築基準法を中心とした講義だが、社会問題を取り上げるレポート課題や実
務につながる演習課題を行う。
建築法規はほぼ毎年改正されている。講義では最新の法規を説明するが、内
容により過去の法規の事例、地方自治体の条例を紹介し、法規が抱える社会
問題にも言及する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 建築法規概論 様々な建築物と建築関連法規の関係を

実例を通して紹介
2回 建築物とは何か 建築基準法上の建築物の法的な扱いや

社会との関係を考察
3回 建築法規　総則等 総則・用語の定義

建築確認申請等
4回 集団規定（１）

建築物の機能や形態
用途地域・敷地と道路
建ぺい率と容積率
斜線制限等

5回 集団規定（２）
防火地域等の地域・地区
による制限

防火地域・準防火地域
地区計画
仮設建築物等

6回 集団規定（３）
多様な設計制度

一団地建築物
連担建築物
総合設計制度等

7回 演習課題（１）
集団規定の演習

ボリュームスタディの演習

8回 単体規定（１） 採光・換気一般構造
屋根・外壁の制限
耐火建築物・準耐火建築物等

9回 単体規定（２） 防火区画・防火壁
内装制限等

10回 単体規定（３） 廊下・避難階段
排煙設備、消防法
設備、構造

11回 演習課題（２）
単体規定の演習

防火・避難規定を主とした
演習

12回 建築法規実例 建築物の実例を通して、建築法規を学ぶ
13回 演習課題（３） 総合的な建築法規の演習
14回 総括 課題やレポートの講評
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業の前後、他のデザインスタジオ等に際し、実際の建築物の見学や
設計資料を調べる時、建築法規まで意識するよう心がける。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
建築基準法および建築基準法施行令を用意すること。

参考Webページ、https://elaws.e-gov.go.jp

【参考書】
井上書院　基本建築関係法令集「法令編」令和〇〇年版
（受講する年の版を使用すること）
法、令、告示等のリンクがわかりやすく、建築士の資格試験に持ち込める。
その他の建築関連法規の法令集でも可。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は課題等すべて提出が必須条件
レポート課題30％
設計課題50％
課題エスキス10％
平常点10％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要な場合は紙媒体による資料配付を行うが、特に法令の条文等の配付は行
わない。
各自、ネット掲載の法令を出力したもの、パソコンやスマートフォンに法令
を表示したものを用意すること。
【その他の重要事項】
建築士の受験資格要件
レポートや演習課題は図面やスケッチが必須
設計課題は構造や設備、ディテール等が必要な上、それらを図面として提出
する必要が
あります
さらに法チェック（各種計算や法令による作図）を求めますので、
配置図、平面詳細図・断面詳細図・立面図・各部位の納まりが書けるようする
こと
また、使用する材料、構造設計や設備設計の基本的な考え方がまとめられよ
うに準備してください
【Outline (in English)】
Outline
The planning, supervision, management and maintenance of buildings
require the compliance of various construction regulations. In this
course, in addition to regulations necessary for architectural planning,
students will learn about how they relate and contribute to real-world
examples and society.
Learning Objectives
Students Learn about the laws and regulations necessary for
architectural planning.
Students understand the current status of laws and regulations and
their problems through report assignments, and acquire practical skills
through the preparation of draft plans in exercises.
Learning activities outside of classroom
In other classes, students should be aware of building regulations when
visiting actual buildings and examining design documents.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy
All assignments must be submitted for grading.
Report Assignment　35%
Design Assignment 40%
Esquisse Assignment 15%
Normal Score 10%
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フィールドワーク（建築）

高道　昌志、高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は原則、対面でおこないます。
変更がある場合は、その内容をHoppiiを利用して受講全員の大学メールに送
信するので確認してください。
以下に概要と目的を記述します。
まちや建築の見かた・調べ方を学ぶ。講義を通して、まちや建物の何が重要
か、それを示すためには何を示したら、つくったらいいかを考える。テーマ
は、担当教員の指導を受けながら、各自が数人のグループを形成し、みずか
ら設定する。
【到達目標】
実測の方法を身につけ、それを図面化・模型化する過程と技術を習得するこ
とが到達目標となる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
本講では、実際のフィールドを通して、都市や建築の歴史を考えていきたい。
具体的には、地図や様々な史料を使いながら歴史的なまちの分析、あるいは住
宅などの建物の実測調査と作図を行う。こうした作業を通じて、たんに分析
方法や実測の知識をえるだけでなく、都市や建築の歴史的価値を見出し、そ
の保存がいかに創造的な行為であるかを理解してもらいたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

この授業では何を学ぶ
のかを理解する。

フィールドワークとは？

2 まちと建物の見かた調
べかた
まちと建物の見かたの
ポイントを知る。

講義

3 グループ分けおよびス
ケジュールの作成
何を対象とするか、グ
ループで議論する。

調査対象と4、5人からなるグループの
登録。各グループによるスケジュール
の提出（まち；史料収集→現地調査→
プレゼンテーション、建物；部材名な
ど知識の習得→実測調査→作図）

4 現地調査
まずはまちを歩いて対
象を見つける。

各グループによる対象選定のための
ディスカッション

5 事前審査
実際に可能かどうか、プ
レゼンテーションして
審査を受ける。

各グループによる事前研究の審査

6 事前研究
対象を実際に訪れ、その
特徴をつかむための知
識を文献などから身に
つける。

各グループによる資料の収集および知
識の習得

7 フィールド調査
現地におもむき、調査を
行う。

各グループは、それぞれが作成したス
ケジュールにしたがって、調査、分析、
作図を行う。まちのフィールド調査、
建築の実測は、各グループが自主的に
おこなう。

8 フィールド調査
そのまちや建築の特徴
を重点的に調査する。

現地調査

9 中間審査
中間報告を行って指示
を受ける。

合同中間審査

10 フィールド調査
現地調査を再び行って
資料を作成する。

現地調査

11 フィールド調査
現地調査を再び行って
資料の精度を高める。

現地調査

12 フィールド調査
現地調査を再び行って
補足を行う。

現地調査

13 作図・プレゼンテー
ション
現地調査を行って資料
を作成する。

最終審査に向けての作図、プレゼン
テーション作業

14 各グループの審査会
自分たちの視点を的確
に相手に伝える。

成果を各グループごとに報告し、審査
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 配布プリントの意味を再読する。
2. 配布プリントの意味を再読する。
3. 配布プリントの意味を再読する。
4. 配布プリントの意味を再読する。
5. 現地対象のディスカッションをグループで行う。
6. 文献を調べる。
7. 実際に一度行って、その魅力を示すための作業を行う。
8. 実測等の現地調査を行う。
9. 実測等の現地調査を行う。
10. 中間報告のための準備をする。
11. 実測等の現地調査を行う。
12. 実測等の現地調査を行う。
13. 現地調査のデータをまとめる。
14. 模型・図面等の展示準備をする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
『江戸東京のみかた調べかた』鹿島出版会、『中国の都市空間を読む』山川出
版社、『民家のみかた調べ方』第一法規。また、各グループに応じて、随時、
ふさわしい参考書を指示する。
【成績評価の方法と基準】
成果物とプレゼンテーションに対し、中間審査30％、最終審査70％で評価し
ます。
【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
適宜、各グループの問題点の解決に対しアドバイスを行う。
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
指定機器なし。
【その他の重要事項】
なし。
【Outline (in English)】
Course outline: In this course students will learn how to identify
and investigate cities and architecture. During lectures we will
consider what is essential to cities and architecture, what should
be done to express them and whether they should be built. Topics
will be independently chosen in groups while receiving guidance from
instructors.
Learning Objectives: The goals of this course are to learn a method of
the actual survey and a process and the technique that a drawing makes
it the model.
Learning activities outside of classroom: Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy: Your overall grade in the class will be decided
based on the following, for works and presentation, middle examination
: 30%, last examination : 70%.
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設備デザイン基礎

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　適切な建築設備を計画することは，居住者の快適性や健康性を確保する上
でも，省エネルギーを考慮することでも重要なことである。つまり，建築設
備の計画は人間の快適性と地球環境への配慮とも併せて学習することである。
建築設備の内容は，給排水衛生設備・換気設備・空気調和設備・電気設備の多
岐にわたり，与えられた条件に応じて適切な設備システム・機器を選定する
ことができるようになることを目標として授業中に演習を行う。
【到達目標】
１）建築設備が居住者の快適性・健康性に果たす役割を理解する。
２）電気，空気調和，給排水の各設備分野の果たす役割を理解する。
３）建築設備が住宅のエネルギー消費量に大きく関係していることを理解する。
４）住宅の設備図面を一通り読み書きできるようにする。
５）与えられた条件に応じて適切な設備システム・設備機器の選定ができる
ようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
　2階建ての住宅をサンプルとして設備を選定し、設備図を描く演習を行う。
設備図面等の関連資料は授業開始時に配布するので遅刻しないこと。また、講
義中の演習が非常に重要なので体調不良等のやむを得ない場合を除いて欠席
や遅刻をしないよう注意すること。
　毎回の終了時，教員あるいはＴＡに演習の進行状況をチェックしてもらう
こと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス 設備設計に用いる意匠図の書き方と設

備設計図の関係
2回 電気設備 (1) 電気設備の基礎、電気設備の記号
3回 電気設備 (2) 幹線計画、分電盤計画
4回 電気設備 (3) 照明計画、コンセント計画
5回 電気設備 (4) 電気設備図の作成
6回 給排水設備 (1) 排水設備の記号、排水方式、排水計画、

ビルの給排水設備
7回 給排水設備 (2) 給水配管計画、給湯配管計画、ガス配管

計画
8回 給排水設備 (3) 排水配管計画、下水菅、雨水管
9回 空調設備 (1) 冷暖房設備、ビルの空調設備
10回 空調設備 (2) 換気計画、全熱交換器の選定、ダクト計

画
11回 空調設備 (3) 暖冷房設備の記号、床暖房の方式、エア

コン容量の選定
12回 設計図書作成 全ての設備仕様と設備図面を一式の設

計図書にまとめる
13回 住宅のエネルギー使用

特性
日本の住宅エネルギー事情、地域特性、
トップランナー基準

14回 プレゼンテーションと
講評

これまでの学習事項の総復習を行い，
各自の設備設計についてプレゼンテー
ションを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本講義では身近な住宅設備を題材にしているため，予め自宅の設備やなじ
みのある建物の設備を調査するなど，積極的な予習を期待する。
　テキスト以外に必要な使用機器類（例えば電気照明設備計画では使用する
照明機器類）のカタログや仕様などの情報を主体的に入手するなどの準備が
必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
適宜、資料を配布する。
【参考書】
『建築家のための住宅設備設計ノート』知久昭夫（鹿島出版会）

『図解建築設備』武田仁（森北出版）
『建築設備第二版』大塚雅之他（市ヶ谷出版）
「住まいの屋内配線設計入門」遠藤雄次（オーム社）
「考え方・進め方建築設備設計」柿沼整三他（オーム社）
「建築設備設計図の描きかた」出和生他（彰国社）
「設備から考える住宅の設計」真鍋恒博他（彰国社）
「建築設備デザイン設計図の基礎と実際」高槻眞佐子他（技術書院）
「だれにもわかる空調・衛生設備図面の見方・かき方」戸崎重弘他（オーム社）
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、機器選定、図面演習等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30
～50%）とプレゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。時限
中の演習を行い，欠席と遅刻の合計回数が5回になった者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
紙図面製作のみでなく，ＰＣを用いた表現をも取り入れる。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC、タブレットPC等を持参すると設計に用いる機器類の情報を得る
のには便利である。
【Outline (in English)】
Planning appropriate building facilities is essential to ensure occupants’
comfort and health and consider energy conservation. The contents
of building facilities include water supply, drainage, sanitation,
ventilation, air-conditioning, and electrical equipment. Students will
practice selecting appropriate facility systems and equipment in class
according to given conditions.
Through this class, students will be able to:
(1) Understand building facilities’ role in occupant comfort and health.
(2) Understand the roles of electrical, air conditioning, and plumbing
systems.
(3) Understand that building equipment is significantly related to the
energy consumption of a house.
(4) Read and write a series of equipment drawings of a house.
(5) Select appropriate facility systems and equipment according to the
given conditions.
Students are expected to actively prepare for the lecture by investigat-
ing the facilities in their homes and familiar buildings in advance. In
addition to the textbook, you must prepare for the course by obtaining
information such as catalogs and specifications of essential equipment.
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
Drawing exercises will be conducted during the period and submitted
each time. The student will be judged comprehensively based on each
exercise (30-50%) and presentation (50-70%). Since exercises will be
performed during the period and assignments will not be taken home as
a rule, those whose total absences and tardies reach five times will not
be evaluated.
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デジタルスタジオ

安藤　直見、冨田　和弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータを活用して今日的な形態をデザインし表現する課題に
取り組みながら，高度な3Dモデリングとレンダリング，動画による
訴求力のあるプレゼンテーション，地図データの活用，アルゴリズ
ムによる形態の生成などについて学びます。
【重要】本授業は2クラス制です。2023年度は，2クラスのうちの１
つを外国人客員教授（セルビア・ニシュ大学のソーニャ・クラシッ
ク先生）が担当します。外国人客員教授のクラスは英語クラスとな
ります。初回授業にて，クラス分けを行います。

【到達目標】
デジタルデザインの目標は，コンピュータを活用して「今日的な
美しく複雑で躍動感のあるおもしろいカタチ※」をデザインし，
美しく表現することにあります。デジタルデザインには，(1)CG
（ComputerGraphics）による正確で効率的な3Dモデリング，(2)訴
求力・説明力のあるリアリスティックな表現，(3)数値・数式による
形態の自動記述（アルゴリズミックデザイン）の可能性，というの
３つの利点があると考えられます。
(1)および(2)に関しては，建築形態の3Dモデリング，レンダリング
を通して，建築の架構（物的構成）とテクスチャー（素材感），パー
ス効果，ライティング（光環境と陰影）などの視覚効果の原理を習
得することを目標とします。地図データの活用による都市形態の分
析と記述も習得も目標とします。
(3)に関しては，アルゴリズム（コンピュータ言語）を用いて図形・
画像を生成する方法を習得することを目的とします。
1980年代以降，コンピュータはアートやデザインにも大きな影響を与
えました。フラクタルの概念の考案したマンデルブロ（1924-2010）
が提示したマンデルブロ集合（1982）はコンピュータでなければ実
現できないデジタル・オリエンテッドな表現の一例といえると思い
ます。その一方，製作の手段としてはコンピュータを用いつつも，デ
ジタルであることを創作のコンセプトとは位置づけないアナログ・
オリエンテッドな（実体志向の）アート／デザインも少なくありま
せん。
今日の映画には，実写であるかCGであるかが判別できない表現が
見られます。CGの技術が使われていることと，CGであることの表
現は別次元の問題です。建築においても，デザインの過程でCGを
用いることはあっても，最終的に建設される建築はデジタルではな
くアナログな（実体的な）ものです。そういった意味で，実際のデ
ザインは，デジタル・オリエンテッドとアナログ・オリエンテッド
の両者の間，あるいは，両者の関係の中に存在すると考えられます。
建築デザインにおいては，これまでの歴史性・場所性の中で展開し
てきた実体的な建築・都市空間とコンピュータが創作した情報空間
（インターネットを中心とした実体を伴わないコミュニケーション空
間）と関係を考慮しながら，情報空間を建築・都市の中にどのよう
に投影するか，また，実体としての建築・都市を，どのようにデジ
タルな表現に関係づけるかを意識していく必要があります。
本授業では，デジタルな表現の創作（演習）を通して，第１に，デ
ジタル・オリエンテッドなアート／デザインの作法について学びま
す。第２に，実体としての建築・都市をコンピュータを用いてデジ
タルに記述・操作する作法を学びます。そして，第３に，両者の関
係の上に成立する新たなデザインの提示を目指します。
※「複雑で躍動感のあるおもしろいカタチ」が望ましいデザインであ
るかどうかには異論の余地があるでしょう。デジタルデザイン（コ
ンピュータを活用したデザイン）は，むしろ，単に「おもしろい」レ
ベルにとどまらず，「何らかの合理性」をもったデザインを指向する
べきだろうと思います。しかし，デジタルデザインには，より多様
な形態を生成することができる可能性があると思いますので，デザ
インの可能性を広げるという意味で，「複雑で躍動感のあるおもしろ
いカタチ」ことを出発点にしてはどうかと思っています。学生のみ
なさんに，「何がおもしろい」のか，「おもしろいことを何かの応用
できないか」といったことを考えて欲しいと思っています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
2クラス制の授業ですが，課題，中間課題，および，期末課題の形式
は共通です。2023年度は，英語クラスと日本語クラスの選択制にな
ります。
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。毎回の授業
の冒頭で解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。
デジタルデザインでは，3Dモデリング，レンダリング，BIM（Building
Information Modeling），CAD（Computer Aided Design），GIS
（Geographical Information System），画像処理，動画編集，プロ
グラム言語等のソフトウェア（アプリケーション）を用います。本
授業では，実習室（情報教室）のパソコンにインストールされてい
る以下のソフトウェアなどを使用します。
Rhinoceros（Robert McNeel & Associates）←3Dモデリング
V-Ray（Chaos Group）←レンダリング
Revit（Autodesk）←BIM
VectorWorks（A&A）またはAutoCAD（Autodesk社）←CAD
Lumion 3D（Lumion）←動画レンダリング
TwinMotion←動画レンダリング
Photoshop（Adobe）←画像処理
Premiere（Adobe）←動画編集
Grasshopper←Rhinocerosプラグイン（プログラム言語）
Dynamo←Revitプラグイン（プログラム言語）
Python←プログラム言語
なお，本授業の履修は，「図形の技術」（1年次配当科目）の履修を前
提としています。詳しくは末尾の「その他」の記載を参照してくだ
さい。
教員の他に，TA（TeachingAssistant＝教育補助員）も指導を担当
します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点
があれば質問して ください。演習への回答時には，教員の他，TA
も質問等に対応します。演習は，指定された時間内の完成するよう
にしてください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り
返し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようにな
るはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ◎ガイダンスと中間

課題の提示，クラス
分け

デジタルスタジオで学ぶことの理
解

2 ●課題1：
Rhinoceros(1)

幾何学的形態（パンテオン）のモ
デリング

3 ●課題2：
Rhinoceros(2)

各種コマンドによるヴォリューム
の造形
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4 ●課題3：
Lumion(1)／
TwinMotion

3Dアニメーションの制作

5 ●課題4：
Rhinoceros(3)

建築形態のモデリングとレンダリ
ング

6 ●課題5：QGIS＋
Rhinoceros(4)

地図（基盤地図情報等）とオープ
ンストリートマップを用いた造形

7 ●中間課題：発表講
評会

（中間課題）静止画と動画によるプ
レゼンテーション

8 ●課題6：
Grasshopper(1)／
Rhinoceros(5)＋
V-Ray(1)

(X)ビジュアルプログラミングによ
るモデリング／ (Y)3Dモデルの表
現

9 ●課題7：
Grasshopper(2)／
Lumion(2)

(X)分割による造形／ (Y)高度なレ
ンダリング

10 ●課題8：Revit＋
Dynamo／
Lumion(3)

(X)BIMによるモデリングとその
自動化／ (Y)高度な3Dアニメー
ション制作

11 ●課題9：
Grasshopper(3)／
Rhinoceros(6)＋
V-Ray(2)

(X)配列による造形／ (Y)ソフト
ウェアレンダリング

12 ●課題10：Python
／Rhinoceros(7)＋
V-Ray(3)＋
Photoshop

(X)Pythonによるプログラミング
／ (Y)パースのレタッチ

13 ●期末課題：発表講
評会

（期末課題）デジタルデザインを活
用した造形と表現

14 ◎アフターレビュー できたこと，できるようになった
ことの確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布教材の予習と復習
課題の制作
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
学習支援システム（hoppii）により，必要な教材を配布します

【参考書】
●「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）
●「建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，白
の家」（安藤直見・柴田晃宏・比護結子著，丸善，2008年）
●「速習建築CGパースマスターブック－エクステリア編－」（冨
田和弘・平谷早苗著，ボーンデジタル，2010年）
●日本図学会デジタルモデリングコンテスト，http://www.
graphicscience.jp/contest/list.html
●法政大学デジタルコンテンツ・コンテスト，http://www.hosei.ac.
jp/campuslife/katsudo/digital/

【成績評価の方法と基準】
(1)中間課題 (20%）
(2)期末課題（30％）
(3)課題1～10（50％）

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
情報教室のパソコンを使用するためにUSBメモリーが必要

【その他の重要事項】
この授業の受講は「図形の技術」（１年次，選択科目）の履修を前提
としています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」
を履修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた造形を伴う作品
9点：優れた造形を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：一部に不十分な箇所を含むもの
6点：不十分な箇所を多く含むもの
5点以下：未完成，意味不明など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）

8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に
対する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
Challenging exercises to design and express relevant architec-
tural forms by utilizing computer 3D techniques, students will
learn appealing video presentations, high-quality renderings,
using map data, and generating forms with algorithms.
[IMPORTANT]
This coursework is open in two classes. In 2023, in the first and
second part of the Autumn Semester, Professor Sonja Krasic
from the Faculty of Civil Engineering and Architecture, Nis
University in Serbia, teaches one of the two classes. Class
placement will be made at the first class.
[Learning objectives]
This studio aims to design and express relevant complex and
dynamic architectural forms beautifully by utilizing computers
by learning the following:
Accurate and efficient computer 3D modeling.
Realistic expression with high-quality rendering and appealing
video presentation.
The possibility of automatic generation of forms using
numerical and mathematical methods.
[Learning activities outside of classroom]
Preparation and Review of Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-10: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）Y

阿部　智樹

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説明。
建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課題
１の講評と次回課題３の説明【型
紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図と
しての平面図と投影図としての立
面図。階段の配置。自室の実測に
基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面図。
切断面の向こうに見える投象図と
しての姿図（階段，家具など）の
表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメト
リック，透視図。次回課題７の説
明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コン
クリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート住
宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課題
の提示。住空間の設計に関する解
説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタディ
模型
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11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講評
会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課題
（デザインスタジオ２）の提示，課
題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）Y

山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両方
を通して体験しレポートにまとめる。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光の
効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどんな
光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレゼ
ンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作品
のコンセプト、図面、模型を提出し、講
評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のなか
に自分のための空間（自室）を設計す
る。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてどのよ
うな空間を作りたいかをイメージする。
○5m立法の空間の大きさを把握する。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具体
的な空間を思考する。平面図に空間を
落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に中
間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映し
スタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作す
る。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面と
模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーション
（人に意図を伝える）方法について学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型写
真・説明図・一般図面等を含んで構成
する。
プレゼンテーション：作品のコンセプ
ト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで行
う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
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【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.
How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)

(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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COS200NC（計算科学 / Computational science 200）

数値計算法

酒井　久和

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学の分野において，数学を用いる場面は多岐にわたる．また，簡易な計算
はプログラミングを習得することにより，計算ミス，作業時間の大幅な短縮
が可能である．本講義では，基礎的な数値解析手法を学習するとともに，実
務で必須となるExcelの高度利用として，マクロを利用したプログラミング技
法を習得する．
【到達目標】
授業で紹介した数値解析手法を道具として活用し，Excelの効率的な使用法と
プログラミング技術を習得することで，様々な工学問題が解けるようになる
とともに，研究や実務での効率向上可能な技術を得ることを目標とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
工学分野の基礎的な数値解析手法として，ベクトルと行列，連立一次方程式
の解法，非線形方程式の解法，補間，数値積分，数値微分を紹介する．１週講
義の後，翌週は前週の講義内容に関する演習を行うことにより，知識として
の定着を図る．解析ツールとしてExcelを使用する．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，Excelの基

本的な使い方，マクロ
講義内容の紹介．講義で使用するExcel
の基本的な使い方とマクロの使用方法
についての解説する．

第2回 数値解析の基礎 数値解析の基礎として，アナログとデ
ジタルの違い，有効数字について解説
する．

第3回 関数の近似と補間 テーラー展開，補間について解説する．
第4回 演習 第３回講義内容に関する演習問題を解

く．
第5回 微分 差分近似，3点差分公式，5点差分公式

について説明する．
第6回 演習 第５回講義内容に関する演習問題を解

く．
第7回 数値積分 長方形近似，台形近似，シンプソン公式

について解説する．
第8回 演習 第７回講義内容に関する演習問題を解

く．
第9回 非線形方程式 ニュートン－ラフソン法，２分法，はさ

みうち法
第10回 演習 第９回講義内容に関する演習問題を解

く．
第11回 ベクトルと行列 ベクトルの演算，行列の演算
第12回 演習 第１１回講義内容に関する演習問題を

解く．
第13回 連立一次方程式 ガウスの消去法，非線形連立方程式の

解説
第14回 演習 第１３回講義内容に関する演習問題を

解く．
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中または講義後に演習課題の実施，数回の課題の提出を求める．
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
伊津野和行，酒井久和：Excelではじめる数値解析，森北出版
【参考書】
なし

【成績評価の方法と基準】
演習課題の提出による評価４０％，期末試験６０％で総合的に評価する．４
回以上欠席したものは単位の取得を認めない．
期末試験は，教科書，自分で行った演習課題を参照，PC持ち込み可．
【学生の意見等からの気づき】
学生の理解を確認しながら授業を進めているが，１週間ごとの授業では前回
の内容を忘れる学生がいる．そのため１週間に２コマの授業で１コマ目は講
義，２コマ目は演習を中心に授業を行う．
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを必ず持参すること．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Numerical Calculation Method Program are
the following:
1) Understanding of fundamental numerical calculation methods.
2) Utilization of Microsoft Excel.
3) Acquisition of skills for creating macros in Excel.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 60% + Report 40% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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交通計画

今井　龍一

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
交通計画の役割とその領域，関連分野を認識しつつ，人・物の動きとその特性
および各種交通手段の特性を把握する。また，それらの特性把握のためパー
ソントリップ調査等による交通需要予測を通じ，各種交通手段と交通施設の
相互関係を把握（土地利用形態，密度と交通ネットワーク，交通結節施設）す
るとともに，交通施設の構造基準，交通流特性，交通容量等について解説し，
交通網計画および交通管理計画の策定手法習得を目標とする。
【到達目標】
・交通の意義、交通の発展の歴史を理解する
・交通政策の変遷を理解する
・交通の性質、運用技術の基礎を理解する
・都市交通問題解決のための考え方を身につける
・交通量調査、交通実態調査および交通需要推計（段階推計法）を理解する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
基本的な交通計画の概念を把握するとともに、ネットワーク計画や解析、簡
単な交通需要予測計算が算定できるような能力を身につける。また、モビリ
ティマネージメントなどの新たな交通計画の概念を理解する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 交通計画の概論 交通の定義、日本の道路交通政策の推移
2 交通調査（車両） 全般、交通・輸送調査
3 交通調査（PT） パーソントリップ調査
4 自動車交通流（QKV） 交通量、速度、密度
5 自動車交通流（容量等） 交通容量、サービス水準
6 自動車交通流（渋滞） 渋滞
7 理解度の確認 第1回～第6回の総括
8 都市交通計画（政策） 計画策定方法、都市経営方法
9 都市交通計画（需要） 交通需要予測の役割と手法の種類
10 都市交通計画（推計法） 四段階推計手法
11 都市交通計画の評価 ITSの役割、サービス内容
12 高度道路交通システム 分布交通量・機関分担交通量の算定
13 将来の都市交通計画 最新の都市交通分野の動向
14 総括と理解度の確認 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
随時プリントをwebにより配付する。
【参考書】
・交通工学研究会：交通工学ハンドブック，丸善出版，2014年
・交通工学研究会：道路交通技術必携2013，丸善出版，2018年
・久保田尚，大口敬，髙橋勝美：読んで学ぶ交通工学・交通計画，理工図書，
2010年
【成績評価の方法と基準】
欠席4回以上の物には単位の取得を認めない（評価D）。期末試験の成績60％、
レポート・授業時の課題発表40％。
【学生の意見等からの気づき】
基礎的な統計解析は習得しておくこと。
交通インフラは社会の要望および時機の政策に大きく影響される「社会工学」
である。「工学」としての普遍的な基本を習得するとともに、発展する社会の
発するサインに敏感になることにも意識すること。
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。

【その他の重要事項】
同分野での豊富な実務経験を有する教員が講義する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
This course allows students to learn the aims, roles, and formulation
methods of transportation plans. For this purpose, students will under-
stand motion characteristics of persons and objects, characteristics of
different means of transportation, transportation demand forecasting
using person trip surveys, structure standards of transportation
facilities, characteristics of traffic flow, and traffic capacity.
Understand the significance of transportation and the history of
transportation development
To understand the transition of transportation policy.
Understand the nature of transportation and the basics of operational
technology
To understand the nature of transportation and the basics of its
operation technology ・To learn how to solve urban transportation
problems
To understand the traffic volume survey, actual traffic condition survey
and traffic demand estimation (stepwise estimation method)
Understand the significance of transportation and the history of
transportation development
To understand the transition of transportation policy.
Understand the nature of transportation and the basics of operational
technology
To understand the nature of transportation and the basics of its
operation technology ・To learn how to solve urban transportation
problems
Term end examination : 60％, Short reports : 40%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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工学実験１

溝渕　利明、細見　直史、山本　佳士、内田　大介、水上　明、小川　秀夫、田中　義久

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼材及びコンクリートに関する実験に実際に参加し，実験デ－タの整理と実
験結果の考察を含むレポ－トを作成することにより，これまで学習したこと
について実験を通して体験的に理解することを本授業のテーマとする。
【到達目標】
実験の流れ、結果をまとめる力、結果を考察する力を身につける。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 40%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」、「DP4」、「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は，構造実験及び建設材料実験からなる。実際に実験に参加し，実験
データの整理と実験結果の考察を含むレポートを作成し，提出することが不
可欠である。
構造実験においては，構造力学で学んだ各種解析方法や原理に対する理解を，
模型実験をとおして深めること，鋼材の機械的性質を体験的に理解すること
を目的とする。建設材料実験においては，主としてコンクリート用材料の試
験，コンクリートの配合設計，コンクリートの非破壊試験等を体験的に学習
することを目的とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（施設デザイ

ン）
実験の方法の説明・レポートの作成方
法の説明・班分け

2 ガイダンス（施設デザイ
ン）

実験の方法の説明・レポートの作成方
法の説明・班分け

3 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第1回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第２グループ
・鉄筋の引張試験：第３グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第１グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第５
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第４グ
ループ

4 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第2回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第２グループ
・鉄筋の引張試験：第３グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第１グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第５
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第４グ
ループ

5 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第3回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第３グループ
・鉄筋の引張試験：第４グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第２グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第１
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第５グ
ループ

6 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第4回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第３グループ
・鉄筋の引張試験：第４グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第２グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第１
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第５グ
ループ

7 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第5回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第４グループ
・鉄筋の引張試験：第５グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第３グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第２
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第１グ
ループ
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8 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第6回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第４グループ
・鉄筋の引張試験：第５グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第３グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第２
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第１グ
ループ

9 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第7回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第５グループ
・鉄筋の引張試験：第１グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第４グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第３
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第２グ
ループ

10 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第8回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第５グループ
・鉄筋の引張試験：第１グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第４グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第３
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第２グ
ループ

11 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第9回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第１グループ
・鉄筋の引張試験：第２グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第５グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第４
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第３グ
ループ

12 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第10回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異なる
が以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第１グループ
・鉄筋の引張試験：第２グループ
・コンクリートの配合設計及び練混ぜ：
第５グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第４
グループ
・コンクリートの非破壊試験：第３グ
ループ

13 レポートの作成 これまで実施した実験内容のとりまと
めと総合報告書の作成

14 レポートの作成 これまで実施した実験内容のとりまと
めと総合報告書の作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
行った実験のデータ整理，レポートの作成
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
建設材料実験：土木学会編・土木材料実験指導書
構造工学実験：プリントを配布する。
【参考書】
コンクリート技術の要点
必要に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
構造実験及び建設材料実験において、各50点満点とし、実験ごとのレポート
とそれに対するヒアリングの結果および総合報告書により評価する。なお、総
得点が60点未満の場合には単位を与えない（D評価）。レポート100％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【Outline (in English)】
The main theme of this course is to understand through experiments
on acknowledge obtained so far by actually conducting experiments on
steel and concrete materials and preparing the reports including the
arrangement of experimental data and consideration of experimental
results.
・Learning Objectives
Acquire the flow of experiments, the ability to summarize the results
and the ability to consider the results.
・Learning activities outside of classroom
Organize the data of the conducted experiment and reporting.
Preparation and review for this class is 1 hour in total.
・Grading Criteria /Policy
The maximum score is 50 points for each of the structural class and the
construction material class.
Grading is based on reports for each experiment, the results of
interviews and comprehensive reports.
If the total score is less than 60 points, no credit will be given (grade D).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

検査技術

溝渕　利明、菅沼　久忠、小野　秀一、野嶋　潤一郎

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼構造物・コンクリート構造物の耐力・耐久性調査を中心に講義と演習を行う．
鋼構造物に関しては，実際の検査機器や検査技術の紹介を行う．また，簡単
な装置を用いた実習を行うことで，検査機器に慣れることを本授業のテーマ
とする．
コンクリート構造物については，構造物の診断に用いられる非破壊検査機器
の適用場所，適用方法について概説するとともに，実際に機器を用いて測定
を体感する．
【到達目標】
鋼構造物に関しては，構造物の検査に用いられる簡単な装置を用いた実習を
行うことで，検査機器に慣れることを目標とする．
コンクリート構造物については，構造物の診断に用いられる非破壊検査機器
の適用場所，適用方法について理解するとともに，実際に機器を用いて測定
を体感することを授業の目的とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
鋼構造物・コンクリート構造物の耐力・耐久性調査を中心に，講義で調査を行
う際の機器の測定原理，操作方法を学ぶとともに，実際にそれらの機器を使
用して構造物の調査を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (コンクリー

ト)
設備・機器デザインの講義内容
ＬＣＥ，ＬＣＣの考え方，メインテナン
スについて

2 ガイダンス (鋼構造) 設備・機器デザインの講義内容，鋼橋を
はじめとした土木構造物で使われてい
る測定機器・モニタリング機器の概要
を説明する．
鋼橋の種類，鋼橋のとりまく現状につ
いて説明する．

3 電磁波を用いた内部検
査の概要

電磁波を用いた内部の空洞や鉄筋位置の
測定原理を説明するとともに，電磁波に
よる塩分量の測定についても紹介する．

4 電磁波を用いたかぶり
及び鉄筋探査の実習

電磁波測定装置を用いて実際に鉄筋位
置の探査を行う．

5 赤外線によるコンクリー
ト表面部検査の概要

赤外線を用いたコンクリート表面部の
劣化状況を判定するための測定原理を
説明する．

6 赤外線によるコンクリー
ト表面部検査の実習

実際に赤外線装置を用いてコンクリー
ト表面部の温度分布の測定を行う．

7 高精度傾斜測定による
モニタリング評価

経年劣化が進行する土木設備において
は、モニタリングによる状況把握によ
る評価が肝要となる。本講義では、簡
易に高精度傾斜測定が可能なIoT端末を
用いて、機器の仕組みや傾斜角から変
形図を求め、土木構造物の評価方法に
ついて学習する。

8 高精度傾斜測定によるモ
ニタリング評価の実習

橋モデルに加速度センサを橋軸方向に
５個設置した実験橋梁を用意し，セン
サの重力加速度の変化から発生した傾
斜角を算出（asin関数）する。算出し
たそれぞれの傾斜角を最小二乗法で２
次関数でおきかえ，できた２次関数を
積分して変形図を出す実習を行う。

9 ひずみ・応力・変位測定
についての概要

鋼橋におけるひずみ・応力・変位
個々の測定目的
個々の測定方法（ひずみゲージ，変位計
等）

10 実際にひずみゲージや
変位計を用いての測定
の実習

片持ち梁のひずみとたわみの測定の実習
理論値との比較および考察

11 有限要素解析を用いた
測定結果の評価

構造物の応力・変形挙動をより正確に
推定・把握する方法に有限要素解析が
ある．ここでは、簡単な有限要素モデ
ルを用いて構造物の評価手法を学ぶ．

12 有限要素解析を用いた
測定結果の評価（実習）

簡単な有限要素モデルを用いて構造物
の評価手法を実習する．

13 鋼構造物の非破壊検査技
術の現状についての概要

鋼橋溶接継手の特徴と検査の必要性を
説明するとともに，非破壊検査技術の
現状について説明する．

14 非破壊検査試験の実習 欠陥を有す溶接試験片の検査を用いた
非破壊検査試験を実習する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義内容の復習
データ整理及びレポート作成
返却されたレポートの評価結果内容の確認と復習
シラバス内容の事前確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義資料を配信する
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
コンクリート：
レポートによる。指定した回数以上の欠席者については受験資格がないもの
とする。
レポート課題（100%)
鋼構造：
実習内容（50%）
－講義を聴講して実習を行う
レポート課題（50%）
－ガイダンスを除く各回の講義の理解度，および実施した実習に対して十分
な考察ができているかが評価基準
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
なし
【Outline (in English)】
Lectures and practices will be conducted on inspection methods for
evaluating load bearing capacity and durability of steel and concrete
structures. For steel structures, the main themes will be the
introduction of actual inspection equipment and inspection technology
and experience of inspection methods through practice using simple
devices. For concrete structures, the main themes will be application
methods of non-destructive testing equipment used for diagnosis
of concrete structures and experience of measurements with actual
equipment.
Learning Objectives
As for steel structures, the goal is to get used to inspection equipment
through practical training using simple equipment used for inspection
of structures.
For concrete structures, the purpose of the class is to understand
where and how to apply non-destructive inspection equipment used to
diagnose structures, and to experience the actual measurement using
the equipment.
Learning activities outside of classroom
Review of lecture content
Data organization and reporting
Checking and reviewing the content of evaluation results in returned
reports
Advance confirmation of syllabus content
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
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Concrete structure:
Report assignment (100%)
Steel structure:
Practical content (50%)
Report assignment (50%)
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

メンテナンス工学

溝渕　利明、臼井　則生

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
重要な社会資本である構造物（鋼構造、コンクリート構造）を適切に維持管
理して長期間安全に使用するための方策・技術についての基礎知識を身につ
ける。
【到達目標】
橋梁の維持管理方法に関する基礎知識を身につけることを本授業の到達目標
とする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 80%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
21世紀の建設業界は，新設の時代から維持管理の時代へと移行していくことと
なる。特に高度成長期に整備された社会資本は建設後50年近く経過しており，
その多くが老朽化してきており，早急に調査・点検を行っていく必要がある。
　本講義では，社会資本の一つである橋梁を中心に維持管理の基本的な考え
方，手法などについて概説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 メンテナンスとは何か

維持管理の原則とメン
テナンスの重要性につ
いて理解する

維持管理の原則とメンテナンスの重要
性について概説

2 ライフサイクルを考える
ライフサイクルエンジニ
アリングやライフサイク
ルコスト，ライフサイク
ルマネジメントについ
てその内容を理解する

ライフサイクルエンジニアリングやラ
イフサイクルコスト，ライフサイクル
マネジメントについて概説

3 コンクリートの劣化
コンクリートの劣化の
代表的な塩害，中性化，
凍害，アルカリ骨材反応
についての劣化メカニ
ズムを理解する

コンクリートの劣化の代表的な塩害，
中性化，凍害，アルカリ骨材反応につい
て概説

4 コンクリートの劣化予
測手法
コンクリートの劣化予
測手法の現状技術につ
いて理解する

コンクリートの劣化予測手法の現状技
術について概説

5 維持管理の方法
維持管理計画と診断方
法について理解する

維持管理計画と診断方法について概説

6 点検について
点検の種類と点検方法
の概説，点検における調
査について理解する

点検の種類と点検方法の概説，点検に
おける調査について概説

7 評価・判定，対策
診断結果に基づく評価・
判定，対策の種類と選
定，補修・補強について
理解する

診断結果に基づく評価・判定，対策の種
類と選定，補修・補強について概説

8 鋼構造物の特徴とメン
テナンス
メンテナンスを行う上
での鋼構造物の特徴と
メンテナンスの基本的
な考え方を理解する．

鋼構造物の特徴とメンテナンスの基本

9 鋼構造物の疲労損傷と
対策技術
鋼道路橋に発生する疲
労のメカニズムと対策
技術を理解する．

疲労の要因とメカニズム
疲労損傷の事例と対策
疲労部材の評価

10 鋼構造物の腐食損傷と
対策技術
鋼構造物に発生する腐
食のメカニズムと対策
技術を理解する．

腐食の要因とメカニズム
腐食損傷の事例と対策
腐食部材の評価

11 鋼構造物の点検と診断
技術
鋼構造物の点検・調査方
法と診断技術を理解す
る．

点検と診断の目的と実際
健全度評価，劣化予測手法

12 鋼構造物の補修・補強
技術
鋼構造物の補修・補強の
考え方および補修・補強
技術を理解する．

補修・補強方法の基本的な考え方
補修・補強技術
補修・補強の実例

13 鋼構造物のメンテナン
スマネジメント
鋼構造物メンテナンス
マネジメント手法を理
解する．

マネジメント導入の背景・効果・課題
マネジメントの事例，予防保全・事後保
全とライフサイクルコストの関係

14 過去から学ぶメンテナ
ンス技術
鋼構造物に関する過去
の重大事故からメンテ
ナンスの重要性とメン
テナンスエンジニアの
あり方について学ぶ.

過去の重大事故におけるメンテナンス
上の問題
これからのメンテナンスエンジニア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義内容の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義資料を配信する
【参考書】
社会基盤メインテナンス工学；東京大学出版会
コンクリート標準示方書 (維持管理編)；土木学会
必要に応じて講義中に配付する．
コンクリート崩壊：PHP新書
よくわかるコンクリート構造物のメンテナンス：日刊工業新聞社
朽ちるインフラ：日本経済新聞出版社
【成績評価の方法と基準】
レポートによる。指定した回数以上の欠席者については期末試験の受験資格
がないものとする。
レポート課題100％
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【その他の重要事項】
高速道路会社で長くメンテナンス部門に勤務した教員が、鋼構造物のメンテ
ナンスについて指導する。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to acquire basic knowledge on measures
and techniques for long-term safe use of structures (steel, concrete
structures) and their appropriate maintenance and management vital
for social capital.
Learning Objectives
The goal of this class is to acquire basic knowledge about bridge
maintenance methods.
Learning activities outside of classroom
Review of lecture content
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Report assignment 100%
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）Z

塩田　能也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両方
を通して体験しレポートにまとめる。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光の
効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどんな
光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレゼ
ンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作品
のコンセプト、図面、模型を提出し、講
評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のなか
に自分のための空間（自室）を設計す
る。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてどのよ
うな空間を作りたいかをイメージする。
○5m立法の空間の大きさを把握する。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具体
的な空間を思考する。平面図に空間を
落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に中
間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映し
スタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作す
る。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面と
模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーション
（人に意図を伝える）方法について学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型写
真・説明図・一般図面等を含んで構成
する。
プレゼンテーション：作品のコンセプ
ト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで行
う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
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【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.
How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)

(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)

— 280 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SSS200ND（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 200）

オペレーションズリサーチ

野々部　宏司

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オペレーションズリサーチ（Operations Research, OR）とは，「実社会にお
ける問題解決や意思決定を支援するための数理的・科学的な方法論や技法」を
対象とする研究分野である。ORの幾つかの代表的テーマについて基礎知識・
技能を学ぶ。
【到達目標】
・線形最適化問題，整数最適化問題，割当て問題，最短路問題などの代表的な
最適化問題を理解している。
・Microsoft Excelのソルバー機能（Excelソルバー）を用いて最適化問題を
解くことができる。
・安定マッチングを理解している。
・Excelを用いて簡単なシミュレーションを行うことができる。
・待ち行列理論の基礎を理解している。
・不確実性下での意思決定について，代表的な意思決定原理を理解している。
・リスクのもとでの多段階意思決定にディシジョンツリーを利用することがで
きる。
・AHPを利用した意思決定を行うことができる。
・ゲーム理論の基礎を理解している。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
具体的なテーマとして，「数理最適化」「グラフ・ネットワーク」「シミュレー
ション」「待ち行列」「不確実性下での意思決定」「階層化意思決定法（AHP）」
「ゲーム理論」を取り上げ，これらの基礎知識と代表的な手法について説明
する。
理解度確認のための演習（テーマによってはノートパソコンを使用）や小テ
ストを適宜授業時間内に行う。また，授業外に行うべき課題を各テーマごと
に課す。課題の回収や小テストの実施には学習支援システムを用いる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的・進め方について説明した

後，例題を示しながら授業で扱う内容
の概説を行う。

2 数理最適化（線形最適化
問題）

数理最適化とその代表的な手法である
線形最適化について学ぶ。意思決定問
題を最適化問題として定式化し，Excel
ソルバーを用いてその問題を解く練習
を行う。

3 数理最適化（感度分析） 線形最適化問題における感度分析につい
て，潜在価格の活用方法を中心に学ぶ。

4 数理最適化（整数最適化
問題）

線形最適化よりも適用範囲が広い整数
最適化について，バイナリ変数の活用
方法を含めて学ぶ。Excelソルバーを用
いた演習を行う。

5 割当て問題 数理最適化の応用例として割当て問題
を取り上げ，例題を用いた演習を行う。
また，安定マッチングついて学ぶ。

6 グラフ・ネットワーク 代表的なグラフ・ネットワーク問題で
ある最短路問題と最小費用流問題につ
いて，応用例とともに学ぶ。

7 シミュレーション（決定
論的シミュレーション）

問題解決や意思決定のためのシミュ
レーションについて学ぶ。決定論的シ
ミュレーションの演習をExcelを用いて
行う。

8 シミュレーション（確率
的シミュレーション）

確率的シミュレーションについて，モ
ンテカルロシミュレーションを中心に
学ぶ。Excelを用いた演習を行う。

9 待ち行列（シミュレー
ション）

数理モデルを通して混雑や待ちの現象
を解析し問題解決に役立てる手法とし
て，待ち行列理論の基礎を学ぶ。とくに
シミュレーションを用いた分析を行う。

10 待ち行列（理論的解析） 待ち行列理論の基礎を学ぶ．とくに
M/M/1待ち行列システムを中心に理論
的解析について学ぶ。

11 不確実性下での意思決
定（意思決定原理）

不確実性やリスクのもとでの意思決定
原理について，代表的なもの（マクシミ
ン原理，マクシマックス原理，ミニマッ
クス後悔原理，ラプラスの原理，期待値
原理，期待値・分散原理，最尤未来原
理，要求水準原理）とそれらの性質につ
いて学ぶ。

12 不確実性下での意思決
定（ディシジョンツ
リー・効用）

リスクのもとでの意思決定（とくに多
段階の意思決定）に用いられる代表的
なツールであるディシジョンツリー
（決定木），および人が感じる満足度を
数値によって表す概念である効用につ
いて学ぶ。

13 AHP（階層的意思決定
法）

評価基準が複数存在する中で，複数の
代替案から1つ（もしくは幾つか）を選
択したり代替案を順位づけたりするた
めのツールとしてAHP（階層的意思決
定法）について学ぶ。

14 ゲーム理論（非協力ゲー
ム）

ゲーム理論（複数の意思決定者が合理
的な行動をとる状況を論理的に取り扱
うための方法論）の基礎知識として，非
協力ゲームの初歩について学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前学習（基礎知識の習得）
・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
指定しない。資料を配布する。
【参考書】
・藤澤克樹・後藤順哉・安井雄一郎：「Excelで学ぶOR」，オーム社，2011．
・今野浩・後藤順哉：「意思決定のための数理モデル入門」，シリーズ〈オペ
レーションズ・リサーチ〉5，朝倉書店，2011．
・森雅夫・松井知己：「オペレーションズ・リサーチ」，朝倉書店，2004．
・松井泰子・根本俊男・宇野毅明：「入門オペレーションズ・リサーチ」，東
海大学出版会，2008．
・高橋幸雄・森村英典：「混雑と待ち」，朝倉書店，2001．
・藤田忠・熊田聖：「意思決定科学」，第2版，泉文堂，2001．
・宮川公男：「意思決定論─基礎とアプローチ」，中央経済社，2005．
・渡辺隆裕：「図解雑学ゲーム理論」，ナツメ社，2004．
・逢沢明：「ゲーム理論トレーニング」，かんき出版，2003．
など。その他，授業内に適宜提示する。
【成績評価の方法と基準】
演習課題の提出物により，以下の割合で評価する。
・演習課題：70%
・最終課題：30%
ただし，授業を4回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とする。特別
な理由がない限り30分以上の遅刻は欠席とみなす。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：演習・小テスト等に利用する。毎回持参する
こと。
・学習支援システム：お知らせの配信・資料やスライドの配布・課題の提示や
回収・授業内小テスト等に利用する。
【Outline (in English)】
This course introduces several topics in Operations Research (OR). OR
provides mathematical tools for problem-solving and decision-making
in real-world situations. The goal of this course is to gain fundamental
knowledge and skills in OR.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Grading will be decided based
on assignments in each class (70%) and the final report (30%).
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）Z

柴峯　一廣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説明。
建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課題
１の講評と次回課題３の説明【型
紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図と
しての平面図と投影図としての立
面図。階段の配置。自室の実測に
基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面図。
切断面の向こうに見える投象図と
しての姿図（階段，家具など）の
表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメト
リック，透視図。次回課題７の説
明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コン
クリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート住
宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課題
の提示。住空間の設計に関する解
説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタディ
模型
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11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講評
会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課題
（デザインスタジオ２）の提示，課
題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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OTR300ND（その他 / Others 300）

プロジェクト実習・制作1

野々部　宏司、土屋　雅人、安積　伸、山田　泰之、SEONG YOUNG AH、岩月　正見、田中　豊、大西　景太、姜　理惠、
西岡　靖之
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年次AB期の「プロジェクト実習・制作1」では、3年次CD期の「プロジェ
クト実習・制作2」で行う実践プロジェクトの基礎を身に付けるために、試行
プロジェクトを行う。
まず、すでに存在している製品を対象としてその製品の詳細をクリエーショ
ン、マネジメント、テクノロジーの観点から学び、それに新しい工夫を加え
る。つまり、製品を生み出す際に必要となるクリエイティブな部分も含めて、
デザイナーやエンジニアがその製品に対して行ったさまざまな知識や技術を
現存する製品から学び、さらにそれに改良を加える。
【到達目標】
「プロジェクト実習・制作1」では、ものづくりのために必要となる個々の要素
技術をひとつの流れとしてとらえ、それを統合的な製品開発の視点、あるい
は新商品のプロデューサーの視点から理解できることを到達目標とする。ま
た同時に、製品の企画から設計そして製造へ至るまでのプロセスの中で、も
のづくりに必要な設計情報や解析情報などを得るための手順を体得する。本
科目を通して、これまで個々の講義等で得られた知識を、実際にものをつく
るという実践的な視点から、より統合的な知識とすることができる。さらに、
工業デザイン、エンジニアリング、そしてマネジメントなどに関するさまざ
まなトピックスについて、具体的な事例を通して、より実践的な活用方法を
学ぶことができる。十分に対象事例に関する知見を習得した後は、それぞれ
の発想に基づいて、対象製品をベースに新しい製品のプロトタイプを開発す
る。この課程を通してものづくりの基本を学ぶことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
各学生には、具体的な製品が各一台支給される。その製品を対象にして、ク
リエーション的課題、テクノロジー的課題、そしてマネジメント的課題を行
う。作業は基本的に個人で行うが、一部グループでも行う。それぞれの課題
提出物の中で特徴的なものを抽出して教員が講評し、すべての最終成果物に
ついては発表と講評を行う。
この基礎トレーニング終了後に、製品の改良案を作成し、実際に製作を行う。
この改良製品のプランニングおよび製作は各学生がそれぞれ行う。それぞれ
の課程では、それぞれの専門分野をもつ教員からアドバイスを受けることが
できる。
これらの課程を通して発想法とものづくりの基礎を身につける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 演習の進め方、ゼミ決定、プロジェクト

実施方法等
2 コンセプトと形態の関

係（安積）
課題1

具体的な製品コンセプトの組み立て方
と形態の関係性を学ぶ

3 意匠図面の定義・外観実
施意匠図面作図（大西）
課題2

製品の外観デザインの全てを正確に計
測しなおし、その製品を開発するにあ
たって必要となる外観実施意匠図面を
作図を学ぶ

4 機器のユーザビリティ
評価（土屋）
課題3

ものづくりにおいて、人間中心設計の
ひとつの項目としてユーザビリティは
重要課題になっており、製造企業では
製品開発の中にユーザビリティの評価
プロセスを学ぶ

5 システム解析（ソン）
課題4

システム解析：リバースエンジニアリ
ングとしての本実習は、すでに既存の製
品を分解検証して、どのような機能を
もつ要素で構成されているのかを学ぶ

6 品質機能展開による製
品機能の設計（西岡）
課題5

品質機能展開（Quality Function
Deployment）を用いて、要求、機能、
構造の関係を明らかにし、機能設計に
ついて学ぶ

7 素材の製造方法の決定，
安全と力・形・仕組み
（田中）
課題6

製造物が通常有すべき安全性を確保す
るための、「ちから」に抵抗するように
「かたち」や「しくみ」について学ぶ．
また製品の安全性について検討する。
どこにどの程度の力が加わるか、それ
に対応できるかたちはどのようなもの
かについて考える。

8 センサとアクチュエー
タ技術（岩月）
課題7

センサ技術とアクチュエータ技術につ
いて学習し、どのような製品のどの部
分で利用されているかを理解する。ま
た、そこで使われているセンサ技術と
アクチュエータ技術について調査する

9 システム (プロダクト)開
発モデル（山田）
課題8

Verification（正しくプロダクトを作っ
ているか？）とValidation（正しいプ
ロダクトを作っているか？）の双方視
点を理解して、Vモデルでのシステム
（プロダクト）開発について学ぶ。

10 商品スペックの評価と
探索（野々部）
課題9

新商品を開発するにあたり，消費者の
ニーズを探ること，消費者の商品選択
行動を把握することは，適切な商品コ
ンセプトやスペックを決定する上で非
常に大切なことである
ここでは、コンジョイント分析の基本
的な考え方と分析法を学ぶ

11 新規事業の創造とビジ
ネスモデル（姜）
課題10

新たな製品デザインをどのように新規
の事業やビジネスモデルに展開してい
くかをケーススタディーする

12 調査研究1（全教員） 調査研究のテーマは、グループまたは
対象とする製品によって、異なる場合
があるので、グループに直接、指示す
る。個別指示がない場合の既定の調査
は下記の類似製品調査である。

13 調査研究2（全教員）
課題11

調査研究のテーマは、グループまたは
対象とする製品によって、異なる場合
があるので、グループに直接、指示す
る。個別指示がない場合の既定の調査
は下記の類似製品調査である。

14 総合ディスカッション 製品開発のための事例研究を発表し、
討議する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
３年ＡＢ期の「プロジェクト実習・制作1」では、３年ＣＢ期の「プロジェク
ト実習・制作２」の基礎を身に付けるために、実践的な試行プロジェクトを
行います。SD学科でのクリエイティブ、テクノロジー、マネジメント各系に
つて復習をしておく事。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「プロジェクト実習・制作１テキスト」
ガイダンス時に配布
【参考書】
各課題に対応した参考書を必要に応じ伝える
【成績評価の方法と基準】
欠席は、一回減点２、遅刻一回減点１、グループ活動状況を評価対象とする。
教員ごとの課題は各自提出し、全ての課題を提出する事。
全て課題が提出されていない場合はD判定。
課題判定基準：各課題は10%（１０課題＝100%)

【学生の意見等からの気づき】
学生の能力・嗜好と本授業の内容がマッチングしない場合は、当該学生に不
満が生じます。なるべく多くの学生が含まれる平均的な母集団に対して適切
なように、内容を微調整します。
【その他の重要事項】
1チーム4～5人のチームを編成する。授業日程はグループ毎にことなるので、
詳細は「プロジェクト実習・制作１テキスト」を参照すること。
（１）実験・実習は、冷静に、神経を集中して行う。
（２）実験・実習は、正しい指定された服装で行う。
（３）実験・実習マニュアルをよく読み、教員の指示をよく聞いて守る。
（４）危険なことが起こったらどうするか予め考えておく。
（５）無理な実験は行わない。
（６）実験台および実験・実習場所の整理・整頓に心がける。
（７）実験・実習の後始末はきちんと行う。
（８）廃棄物は必ず指定された場所に廃棄する。
安全上の注意
（１）実験や実習で電気の充電部分に間違って触れたり、電気機械器具の絶縁
が不良のために漏電している部分に触れても感電します。感電で最も危険な
のは人体内に流れる電流による感電事故死です。死に至る電流の大きさは性
別、体重、体調などで異なるが、20(mA)を超えると一命を落とすこともあり
ます。もしも、肌が水や汗で湿っていると100(V)の電圧でも感電死するケー
スがあるので、肌を露出せず、スイッチの閉会には右手で操作します。
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（２）機械をただ漫然と軽率に扱うのは一番危険です。また、起動させるから
には停止の方法、必要な場合は緊急停止の方法についても知っておかなけれ
ばなりません。説明を聞くだけではなく、取り扱い説明書などで調べてよく
理解しておくようにしましょう。工作機械は材料試験機などに物をつけて動
かす場合は、完全に取り付けられているか、機械や試験機の能力を超えてい
ないか等をチェックして安全を確認するようにしてください。
【Outline (in English)】
The aim of this course in the third year AB semester is to
prepare for the practice project undertaken in CD semester’s "Project
Training/Production 2" by conducting a trial project.
Students will first learn about existing products and their specifications
through the views of creation, management and technology, and look
at ways they could be extended. In other words, they will learn about
the knowledge and skills of designers and engineers including creative
aspects necessary for production through study of existing products and
how to improve them. The goals of this course are to get basic skill for
CD semester’s "Project Training/Production 2".
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to each exercise (10%).
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OTR300ND（その他 / Others 300）

プロジェクト実習・制作2

野々部　宏司、土屋　雅人、安積　伸、山田　泰之、SEONG YOUNG AH、岩月　正見、田中　豊、大西　景太、姜　理惠、
西岡　靖之
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ものづくりを行い、それを実際に不特定の相手に利用してもらうためには、単
なるアイデアや製作者の思いだけではなく、さまざまなデザインやエンジニ
アリングやマネジメントの知識によって、それを実現するための具体的な裏
づけを行う必要がある。プロジェクト実習・制作２では、それぞれのグルー
プが製品開発プロジェクトを実施し、それぞれの企画にもとづき製品開発を
行う。この演習では、製品開発のために解決すべきさまざまな課題に取り組
みながら、最終的な成果物である “製品開発仕様書”と”製品のプロトタイプ”
を完成させ、ものづくりを行う上で必要な知識と手法を学ぶことを目的とす
る。テーマはガイダンス時に発表する。
【到達目標】
プロジェクト形式の実習を通して、システムデザイン学科のめざずモノづく
り、仕組みづくりを体験し、そこで必要となる知識や能力を身に着けること
が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
学科専任教員全員で行う。各グループに１名ずつ主担当教員がつく。主担当
教員は、各グループのプロジェクト実施におけるアドバイザーとなり、進捗に
沿って改良点等を示唆する。担当教員は、主にプロジェクトの目標管理、進
捗管理、そして予算管理等のサポートをする。各グループは、定期的に進捗
報告を担当教員に対して行う必要がある。
プロジェクトで製作する内容についての個別の指示を期待してはいけない。製
作する作品の内容は、すべてプロジェクトメンバーに任されている。主担当
教員は、プロジェクトの実施にあたって解決すべきさまざまな問題について、
適切な指導を行うことができると思われる教員や外部のエキスパートの紹介
を行う。必要な場合には、専門家として指導をする場合もある。「プロジェク
ト実習・制作２履修の手引き」（配布資料）に記載されているスケジュール表
にしたがい、該当日に教員別課題についてのガイダンスおよび指導を受けるこ
と。各教員は、そこで課題についての説明および解決のヒント（手法等）を
説明した後に、共通課題または個別課題を設定する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

制作テーマの発表。
この授業の主たる目的を説明する。ま
た、「プロジェクト実習・制作Ⅰ履修の
手引き」を配布し、授業進捗での様々な
学習内容を説明する。今年度の制作
テーマを発表します。
制作グループ分けをする。
各グループ、プロジェクトリーダー、サ
ブリーダーを決定する事。

2 製品企画１
製品コンセプト

製品開発の基本となるのは、製品の「あ
り方」の方針決定にあります。ここで
は、各グループの制作製品に対応させ
る実製品開発を前提とした製品コンセ
プトの立て方や製品コンセプト立案の
背景となる調査方法を様々な事例より
学びます。
課題１が提示されます。

3 製品企画２
製品市場調査

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした市場調査方法を
学び、実際の市場にて調査を行います。
市場調査から得られた結果より、制作
物の製品の方向性を考察する方法を学
び、実践に生かしていく。
課題２が提示されます。

4 基本設計１
外観意匠設計、スタ
ディーモックアップ。

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした製品デザインの
外観意匠設計に至るまでの手法を学び
ます。スタディーモックアップの製品
開発上の位置づけ活用方法を学びます。
課題３が提示されます。

5 基本設計２
ユーザインタフェース

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした製品デザインの
ユーザーインターフェース設計手法を
学びます。様々な設計手法と実験方法
を学びます。
課題４が提示されます。

6 基本設計３
基本機能と品質マトリ
クス

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした開発製品の基本
機能設定手法、品質マトリックス作成
手法を学びます。
課題５が提示されます。

7 詳細設計１
個別性能目標

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした個別性能目標立
案法を学びます。
課題６が提示されます。

8 詳細設計２
部品構成と機構図

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした部品構成の仕方
と検証方法、機構図作図法、構成、伝達
手法を学びます。
課題７が提示されます。

9 詳細設計３
電気回路図

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした電気回路図作図
法を学びます。
課題８が提示されます。

10 詳細設計４
画面の詳細仕様とデザ
イン

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提としたGUIの詳細使用、
デザインの決定法を学びます。
課題９が提示されます。

11 詳細設計５
プログラム仕様

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした制御等のプログ
ラム仕様の決定、設定方法を学びます。
課題１０が提示されます。

12 製造および調達実施
計画１
生産工程フロー

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした生産工程フロー
の設定方法を学びます。
課題１１が提示されます。

13 製造および調達実施
計画２
部品表と製造コスト分
析、購入先リスト

各グループの制作製品に対応させる実
製品開発を前提とした部品表と製造コ
スト分析手法。購入先リスト作成方法
を学びます。
課題１２が提示されます。

14 プレゼンテーション 各チームのプレゼンテーションを行い
ます。各チームは、事前に指示したプレ
ゼンテーションブースに、パネル、実機
を展示し、教員の質問に答える事。ま
た、各チームの制作成果物の制作プロ
セス、実験結果等をpptでプレゼンテー
ションを行います。様々な質問に対し
答えられるよう準備をしておく事。総
合講評を行い、同時に今年度の最優秀
賞、優秀賞、部門賞の発表を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各プロジェクトグループは、リーダーおよびサブリーダーを決定してくださ
い。また、各メンバーの役割をあらかじめ決定し、カルテに記入してくださ
い。カルテは、プロジェクト活動を記録するもので、演習日およびその他の
活動日に、事務室から受取り、終了後に必ず事務室まで返却してください。
各グループの実習・制作進捗にあわせ、各グループでスケジュール調整を行
い各グループで授業外での活動を決定すること。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「プロジェクト実習・制作２履修の手引き」：システムデザイン学科編
各課題に対して必要に応じ配布
【参考書】
各グループの実習・制作進捗にあわせ、必要と思われる参考書を紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・各課題への取組（個人点）：36点
・主担当教員の個人評価（個人点）：10点
・課題提出（グループまたは個人点）：再提出の回数は評価には影響しない：
24点（2点×12）
・最終アウトプット（開発仕様書）（グループ点）：10点
・最終展示および配布物（グループ点）：10点
・最終プレゼンテーション（グループ点）：10点
・最終発表用提出物
　　プレゼンテーション用パネル
　　プレゼンテーション用資料
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　　小冊子、カタログ等
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
In manufacturing, in order to create products which will be used by
a variety of unknown customers, it is necessary have not only the
producer’s ideas and vision but a concrete guarantee process facilitated
by the knowledge from fields such as engineering and management.
In this course, each group will conduct product development projects
according to well-considered plans. Throughout this training, by
tackling various problems along the path of product development,
students will aim to output a product development specification
document and product prototype, whilst learning essential knowledge
and techniques. Themes will be announced during the guidance period.
Your study time will be more than one hour for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
In class contribution: 36%, Evaluation of supervisor: 10%, Lab reports:
24%, Development specifications: 10%, Final prototype: 10%, Short
presentation: 10%.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

デザインケーススタディ

土屋　雅人、大西　景太、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザインケーススタディは、一部演習を交えた講義形式の授業とな
ります。
授業は３部構成となり、３名の教員が交代で行います。
本授業では、複雑化するデザインの開発領域において、実際の製品
やサービスの事例を挙げながら、今日のデザインの社会的意義(デザ
インファンクション)、技術と社会との関係（デザインインターセク
ション）、および市場ニーズの分析手法(デザインマーケティング)を
学びます。
第一部:デザインファンクション
第二部:デザインインターセクション
第二部:デザインマーケティング

【到達目標】
デザインファンクションおよびデザインインターセクション、デザ
インマーケティングの開発手法、開発理念に関する知識と今後のデ
ザインのあり方を考察する能力を習得できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」、「DP2」、「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義は対面を基本に行います。
講義全体は三部構成となり、第一部は１回目より５回目、第二部は
６回目から９回目、第三部は10回目から14回目の講義となります。
1回目はガイダンスが含まれます。
それぞれの講義概要は次の通りです。
第一部:デザインファンクションでは、今日のデザインが社会に与え
る役割、働き、価値などを、様々なデザイン領域の事例を通して解
説し、その意義を学びます。
第二部：デザインインターセクションでは、技術変革と社会変動が
デザインの創作/活用/評価にどのような影響を与え、議論を起こしな
がら相互発展してきたかについて解説し、その意義や使い方につい
て学びます。
第三部:デザインマーケティングでは、デザイン開発に求められる
ユーザーニーズの分析手法として、多変量解析を用いた主観評価手
法を事例を通して学習し、マーケット分析方法とコンセプトプラン
ニングを学びます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

グラフィックデザ
イン１
大西景太

この授業の要点、注意事項の説明
をします。
広告、ブランディングなどのグラ
フィックデザインの実例を解説し
ます。

2 グラフィックデザ
イン２
大西景太

新しいグラフィック表現の開発と
その活用例を解説します。

3 タイムベースドデザ
イン１
大西景太

CM、MV、TVコンテンツなど映
像デザインの事例を解説します。

4 タイムベースドデザ
イン２
大西景太

AR、VR、MRに関するデザイン
事例を解説します。

5 タイムベースドデザ
イン３
大西景太

webやアプリ、展示空間などノン
リニア映像の事例を解説します。

6 デザインとテクノロ
ジー１
ソンヨンア教授

AIが生成する創作物について最新
事例を解説します。

7 デザインとテクノロ
ジー２
ソンヨンア教授

インタフェースや分析ツールの変
革が影響を与えたデザイン史につ
いて解説します。

8 デザインと社会１
ソンヨンア教授

Technocracyの概念を紹介し、
Speculative Designなど技術と未
来社会との関係を問うデザイン分
野について解説します。

9 デザインと社会２
ソンヨンア教授

持続可能性、共生社会に向けたデ
ザインの事例を解説します。

10 感性価値、ニーズ
分析１
土屋雅人教授

価値の多様性とユーザーニーズを
学習します。

11 ニーズ分析２
土屋雅人教授

身近な商品を題材としたニーズ分
析、商品地図法を学びます。

12 ニーズ分析３
土屋雅人教授

多変量解析（クラスター分析）を
学びます。

13 ニーズ分析４
土屋雅人教授

多変量解析（主成分分析）を学び
ます。

14 ニーズ分析５
土屋雅人教授

多変量解析（クラスター分析、主
成分分析）を組み合わせたニーズ
分析を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
「デザインファンクション」「デザインインターセクション」「デザイ
ンマーケティング」の講義の中核は、デザイン活動が社会に与える
役割や創造活動への貢献であり、デザインシンキングの視点から多
面的な学習を行ってください。
授業内容の理解を促す課題（レポート等）には、指示に従って提出
してください。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示します。

【参考書】
授業内で適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。5回以上欠席お
よび連続3回欠席の受講生は成績評価対象外となります。
遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります（ただし正当な理由がある場
合は欠席・遅刻ともその限りではない）。
成績は平常点３０％、課題４０％、試験３０％です。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容をよく理解するためにも、参考図書、資料等の紹介を行う。

【学生が準備すべき機器他】
「第三部:デザインマーケティング」(担当土屋)ではノートPCを使い
ますので、必ず持参してください。
その他、ノートPC（Windows10）を用いる箇所がありますので、教
員の指示に従ってください。

【Outline (in English)】
In this class, we will study the social significance of design
(Design Function), the relationship between technology and
society (Design Intersection) and the analysis method of
market needs (Design Marketing), while giving examples
of actual products and services in the complicated design
development.
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Part 1: Design Function
Part 2: Design Intersection
Part 3: Design Marketing
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to write reports.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:30%, Short report:40%, Term-end exami-
nation:30%.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

プロダクトデザイン理論

安積　伸

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、プロダクトデザイン（以下PD）の創造性にとって重点な要件
の基礎理論を学ぶことが出来る。
人間の創造行為としてのPDの歴史認識、社会的意義、デザインと機能の関係、
PDと人間工学、PDに多く使用される素材と製造技術などを学習し、デザイ
ンと工学の関連性を理解することができる。
【到達目標】
インダストリアルデザインの近代～今日までの文化的文脈を理解する。
プロダクトデザイン開発プロセス概要の理解。PD企画の理解。PDの形状・
造形の理解。PDと素材、素材表面処理の理解。PDの量産、小ロット生産技
術概要の理解を目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
AB期１４回（金曜日5限）
講義ノートを必ずとる事。
プロダクトデザインと基礎技術：
PD設計に必要な製品製造工法、素材、素材表面処理技術に関して学ぶ事が出
来ます。
プロダクトデザインの基礎歴史的文脈：
現代のプロダクデザインが成立するまでの近代デザインの歴史の文脈を学ぶ
ことが出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス プロダクトデザインとは何か
2 デザイン・建築・現代美

術史　概論
デザインの黎明から現在までを俯瞰する

3 家具のデザイン　① 家具デザインの歴史
4 家具のデザイン　② 家具デザインを支える技術
5 生活機器のデザイン　① 生活のためのデザイン
6 生活機器のデザイン　② 地場産業・伝統技術とデザイン
7 工業製品のデザイン　① 工業デザインの歴史
8 工業製品のデザイン　② 工業生産の素材と技術
9 歴史文化の文脈とデザ

イン　①
地域のためのデザイン

10 歴史文化の文脈とデザ
イン　②

日本人のためのデザイン

11 人間とデザイン　① 人間のためのデザイン
12 人間とデザイン　② デザインの価値・デザインの意味
13 プロダクトデザインの

隣接領域　①
工芸とデザイン

14 プロダクトデザインの
隣接領域　②

現代美術とデザイン

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義ノートを取り、内容について復習する
2週に1回、課題レポートの提出を求める
課題に要する時間は2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義進捗に合わせ適宜授業参考資料を配布する。
【参考書】
「もの」はどのようにつくられているのか？、Chris Lefteri著、オライリー
ジャパン
心を動かすデザインの秘密、荷方邦夫著、実務教育出版
プロダクトデザイン101のアイデア、スン・ジャン　マシュー・フレデリッ
ク著、フィルムアート社
世界デザイン史、安倍公正監修、美術出版社
他
【成績評価の方法と基準】
講義全体で4回以上の欠席および連続3回欠席の受講生は成績評価対象外とな
ります。
遅刻は 2回で 1回の欠席扱いとなります。欠席一回につきー 4点、遅刻-2点
（ただし正当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。）
評価；　出席（40%）レポート課題（60%)  
【学生の意見等からの気づき】
説明をよりゆっくりと進める

【その他の重要事項】
英国、日本でプロダクトデザイン実務経験のある教員が、その経験を生かし
てプロダクトデザイン全般の文化的文脈基礎知識及び製造の基本技術を講義
する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, students will learn the basic theory behind fundamental
requirements in Product Design and creativity.
【Learning Objectives】
The aims of this course are the following:
- Understanding the cultural context of industrial design from modern
times to today.
- Understanding the overview of the product design development
process.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to submit an assignment report every two
weeks. The standard time required for the homework is approximately
two hours.
【Grading Criteria /Policy】
Grading Evaluation: Attendance (40%), Report assignment (60%)
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MAN300ND（経営学 / Management 300）

ビジネスモデルデザイン

西岡　靖之

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マネジメントとして、あたらしいビジネスのしくみをデザインするために重要
な知識を解説し、事業計画、あるいはビジネスモデルを新規に作り上げるた
めの手順を学ぶ。新規に起業するための会社の作り方なども簡単に解説する。
【到達目標】
新規の事業計画、ビジネスモデルを策定するための基本的な知識を身に付け
るとともに、実際にグループでアイデアを具体化し、事業計画を作成するこ
とを通してその実践の方法について学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
３限は講義、４限は演習とする。演習は、２人から４人単位のグループで実施
し、与えられた課題を行いながら最終的に提案するビジネスモデルの事業計
画を作成する。課題の結果は、毎回指定期日までに授業支援システムにアッ
プロードすること。毎回、授業開始時に前回までの理解度確認のための小テ
ストを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス 【講義】

問題発見／問題解決
商品とサービス
KJ法、ブレスト
【グループワーク】
グループ分け
ドメイン決定、
事業の定義、事業ビジョン
社名、社是（行動規範）

2週 マーケティング 【講義】
マーケティング理論
市場調査／ニーズ調査
価格設定／売上規模
SWOT分析、エピソード
【グループワーク】
市場調査、定量／定性分析
技術動向、規制動向
価格／売上規模設定
対象顧客と販売チャネル

3週 経営戦略論／組織論 【講義】
経営戦略論／組織論
ライセンス／ブランド戦略
特許、商標／意匠
MOT（技術経営）
【グループワーク】
商品／サービスの設計
同業他社比較分析
参入シナリオ、差別化戦略
ライセンス／ブランド戦略

4週 モデルとシステム設計 【講義】
モデルとシステム設計手法
UML、機能と構造
サービスの定義
情報フローモデル
【グループワーク】
ポジショニング、競合定義
ステークホルダー分析
業務フローの定義

5週 ビジネスプラン作成１ 【講義】
コストマネジメント
固定費、変動費
貸借対照表
損益分岐点、C／F
【グループワーク】
サービス提供のしかた
課金方式、キャッシュフロー
利益とコスト、価格、客単価、

6週 ビジネスプラン作成２ 【講義】
会社法と会社設立手順
株式会社／その他の法人
会社設立手順
定款、ガバナンス
【グループワーク】
投資計画、収益計画
組織体制、人員計画
アクションプラン

7週 最終発表会 最終発表会
最終発表会（グループ単位）
ビジネスモデル
プレゼンテーション
ゲストあり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容にしたがって課題を個人またはグループ単位で行う。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
教科書：特に指定しない
参考書：①Ｐ．Ｆ．ドラッガー、マネジメント基本と原則（エッセンシャル
版）ダイヤモンド社、②松本英博、事業計画書の読み方と書き方がよくわか
る本、秀和システム、③広瀬幸泰、手を動かしながら考えるビジネスプラン、
翔泳社、④辻・本郷税理士法人、一番よくわかる会社の設立と運営
【成績評価の方法と基準】
評価方法：出席、提出課題、最終発表および授業中の小テスト結果を総合し
て評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。
【Outline (in English)】
In this course students will understand management through knowl-
edge essential for the design of new business schemes, learning about
business planning and processes of setting up new business models. In
addition they will learn the basics of starting up a new business.
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OTR400ND（その他 / Others 400）

応用プロジェクト１

駒井　悠亮、土屋　雅人、大西　景太、岩月　正見、山田　泰之、西岡　靖之、姜　理惠、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「プロダクト」「アプリケーション」「システム」あるいは「サービス」など、
各自がアイディアを創出し、それらのアイディアについて、顧客対象者、背
景、類似品などについて徹底的調査し、新規性、有用性、娯楽性、社会性のあ
る企画として最終提案を行う。
【到達目標】
下記の要件を満たすようなアイディア企画を各自1つ以上提案することを目標
とする。
１）B期に開講される「応用プロジェクト２」で実現可能なコンセプトである
こと。
２）デザイン、テクノロジー、マネジメントの３分野にまたがる提案である
こと。
ただし、「プロジェクト実習制作２」をブラッシュアップしたものでもよい。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各自が自由にアイディアを提案し、実現のための調査を行い、最終的な企画
を提案する。履修者を少数のグループに分けて、それらのグループに対して1
名以上の専任教員が指導する。また、ガイダンス、中間報告、最終企画発表
などは全教員の前でプレゼンテーションを行う。
優れたアイディア企画に対しては、B期に開講される「応用プロジェクト２」
のテーマとして採用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目標を示し、最終企画を提案す

るまでの授業の進め方を解説する。ま
た、アイディア創出のヒントやきっか
けになるようなキーワードをいくつｔ
か提示する。
グループ分けを行い、担当教員を決め
る。

2 アイディア創出 各グループに分かれ、ブレインストー
ミングを行って、アイディアを練って
いく。

3 アイディア創出 各グループに分かれ、ブレインストー
ミングを行って、アイディアを練って
いく。

4 アイディア創出 各グループに分かれ、ブレインストー
ミングを行って、アイディアを練って
いく。

5 アイディア企画候補の
選定

各グループで練ってきたアイディアか
ら最終企画提案候補として有望なもの
を選定する。

6 アイディア提案と企画
候補の決定

最終企画候補として選定したアイディ
アをまとめ、1人１つ以上の企画案とし
て発表する。

7 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品など
の調査を行う。

8 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品など
の調査を行う。

9 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品など
の調査を行う。

10 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品など
の調査を行う。

11 中間発表 アイディア企画の調査結果をまとめて、
全教員の前で各自が中間発表を行う。
ここで指摘された改善点や修正意見を
整理しておく。

12 修正意見に基づく調査 中間発表で指摘された改善点や修正意
見を参考にして、アイディア企画のさ
らなる調査を行う。

13 修正意見に基づく調査 中間発表で指摘された改善点や修正意
見を参考にして、アイディア企画のさ
らなる調査を行う。

14 最終企画発表 これまでのそれらの企画案から優れた
ものを最終企画案として採用する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
アイディア企画の調査は、実際に外に出てマーケティング調査を行ったり、関
連機関にインタビューをしたりする必要がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
出席、意欲、最終企画案などを総合的に評価するが、最終企画案の良し悪し
に最も重点を置く。
【学生の意見等からの気づき】
アイディア創出に苦労しているのでブレインストーミングの方法をさらに工
夫する必要がある。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC必須。
【Outline (in English)】
In this course, students will create ideas related to "products",
"applications" "systems" or "services," thoroughly investigating target
customers, background, similar products etc. In the final class, students
will make final presentations about their ideas, addressing their novelty,
usefulness and entertainment value as social products.
After each class, students will be expected to spend two hours to make
objects and presentation materials.
Your overall grade in the class will be decided based on the contribution
in class and the quality of the final proposal.
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OTR400ND（その他 / Others 400）

応用プロジェクト2

土屋　雅人、安積　伸、山田　泰之、SEONG YOUNG AH、岩月　正見、田中　豊、大西　景太、姜　理惠、駒井　悠亮、西
岡　靖之、野々部　宏司
開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
春学期に開講される「応用プロジェクト１」の中で採用されたアイディア企
画を具体的に実現する。ただし、「応用プロジェクト１」を履修していなくて
も、チームの一員として履修することができる。
【到達目標】
システムデザイン学科のめざすモノづくり、しくみづくりを、本格的な形で
実現することを最終目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
チームごとにメンターとなる専任教員が１名ついて指導を行う。チームは履
修者の自由意思に基づいて編成する。ただし、チームは原則として、クリエー
ション系、エンジニアリング系、マネジメント系から１名以上の学生で構成
されていること。
各チームは、下記のよう成果物を提出すること。
１）企画書
２）仕様書
３）プロトタイプ（試作品）
４）プロモーション媒体（広告、イメージ図、ビデオなど）
５）初期ロット数や受注先などを組み入れた現実的な必要投資額算定
優秀な作品に対しては、実際のクラウドファンディングに掲載することを目
指して、学科が知識供与や予算などの面でバックアップする。
　　　　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 「応用プロジェクト」で採択されたアイ

ディアを紹介し、発案者をリーダーと
するチーム編成を行う。また、メン
ターとなる教員候補を選定する。

2 計画発表 各チームごとに企画案を実現するため
の計画を発表する。また、メンターと
なる教員を決定する。

3 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。また、
各企画をを具体化するためのシステムの
設計を行い、プロトタイプを制作する。

4 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。また、
各企画をを具体化するためのシステムの
設計を行い、プロトタイプを制作する。

5 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。また、
各企画をを具体化するためのシステムの
設計を行い、プロトタイプを制作する。

6 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。また、
各企画をを具体化するためのシステムの
設計を行い、プロトタイプを制作する。

7 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。また、
各企画をを具体化するためのシステムの
設計を行い、プロトタイプを制作する。

8 中間発表 これまでの各企画の進捗状況をまとめ
て、全教員の前で各チームが中間発表
を行う。ここで指摘された改善点や修
正意見を整理しておく。

9 修正意見による設計・企
画・制作

中間発表で指摘された改善点や修正意
見を参考にして、企画を完成度の高い
ものにする。

10 修正意見による設計・企
画・制作

中間発表で指摘された改善点や修正意
見を参考にして、企画を完成度の高い
ものにする。

11 修正意見による設計・企
画・制作

中間発表で指摘された改善点や修正意
見を参考にして、企画を完成度の高い
ものにする。

12 プロモーション媒体作成 企画公開に向けてプロモーション媒体
を作成する。

13 プロモーション媒体作成 企画公開に向けてプロモーション媒体
を作成する。

14 最終発表 各チームの最終発表を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外でも、企画に対する討論や調査、プロトタイプ制作などに時間を割く
必要がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
下記のような項目を考慮して総合的に評価する。
・出席状況（個人点）
・メンターの個人評価（個人点）
・成果物（グループ点）
・最終プレゼンテーション（グループ点）
【学生の意見等からの気づき】
「応用プロジェクト1」で採択されたアイディアをベースとして、実装する機
能を早めにプロトタイプに組み込むことが重要である。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, students realize the ideas proposed in the previous course
"Applied Project Based Learning 1" as actual prototypes.
【Learning Objectives】
The goal of the class is to realize in the completed way the
manufacturing and mechanism development that our department aims
to achieve.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparation and review time for this class is approxi-
mately 2 hours each
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on the overall evaluation.
- Attendance (individual marks)
- Mentor’s evaluation (individual points)
- The final presentation (group points).
- Final presentation (group points)
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DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン１（２０１９～２０２２年度入学生用）

安積　伸、秋山　かおり、林　登志也

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　演習を通してプロダクトデザインの基礎となる考え方を学び、新鮮な視点
をもった企画の提案力、オリジナリティの高いデザインの創造力を養う。
　クリエイティブ・プロセスにおける試作と検証の重要性を学び、実践方法・
技術を習得する。
　
【到達目標】
　ものづくり、デザインに関わる基礎的かつ根本的な実践力、創造力を身に
つけることを目標とする。
　社会・文化のあらゆる側面に目を向け、理解し、真に快適なデザインとは
何かを考察しながら、独創性の高いデザインを追求する方法を学ぶ。
　造形・色彩・機能・人間工学・認知心理、といったプロダクトデザインに必
要な要素を実習を通して理解する。
　観察・実験・データ収集・分析、といった方法を通し、社会的視点をもった
デザインの提案方法を学ぶ。
　様々な素材・加工法での試作実験・検証を通し、根源的レベルからのデザイ
ン提案力、開発力を養成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　この授業は対面形式の実習です。
　「プロダクトデザイン1」の履修者は必ず「プロダクトデザイン2」も履修
しなければなりません。どちらか片方だけの履修はできません。
　「プロダクトデザイン1、２」の授業では、３～４人からなるグループワー
クと、個人制作の両方を行い、大きく５つの課題に取り組みます。それぞれ
に課題説明、初期案発表、開発中間報告、チュートリアル、最終発表、という
ステージで行います。
　また本授業では特に、アイデアを試作し、検証・発展させるプロセスが重
視されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス

色彩と木工①
全プロセスの俯瞰と把握　課題説明

2週 色彩と木工②
蝋燭と鋳造と香り①

最終発表
課題説明

3週 蝋燭と鋳造と香り②
金属とアップサイクリ
ング①

最終発表
課題説明

4週 金属とアップサイクリ
ング②
メッシュを用いたデザ
イン①

最終発表
課題説明

5週 メッシュを用いたデザ
イン②
食とデザインとブラン
ディング①

最終発表
課題説明

6週 食とデザインとブラン
ディング②

ワークショップ
チュートリアル

7週 食とデザインとブラン
ディング①
無意識の行動①

最終発表
課題説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行います。
各課題の最終プレゼンテーション以外にも、毎回授業のはじめに進捗状況を
まとめた発表をします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
「誰のためのデザイン？」増補・改訂版　D. A.ノーマン (著)　新曜社
「考えなしの行動?」ジェーン・フルトン・スーリ (著)　太田出版
「心を動かすデザインの秘密」荷方邦夫 (著)　実務教育出版
「プロダクトデザイン 101のアイデア」　スン・ジャン他(著)　フィルムアー
ト社

【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
各課題の狙い、各プロセスで重要視する事柄を理解しやすく説明したい。
【学生が準備すべき機器他】
PC　必要なソフトウェアー（プレゼンテーション・CAD・グラフィック等）
を習熟しておいてください。
【その他の重要事項】
欧州・日本でプロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必
要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。
履修生には、日常を細かく観察し、問題点、改善可能な点などを常に考察す
ることを期待する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
　Students learn the basic concepts of product design through exercises
and develop the ability to propose fresh ideas and create original
designs.
　Students learn the importance of prototyping and verification in the
creative process and acquire practical methods and techniques.
【Learning Objectives】
The aim is to acquire basic practical and creative skills in manufactur-
ing and design.
　Students learn how to pursue highly original design by looking at and
understanding all aspects of society and culture and considering what
truly comfortable design is.
　 Students gain an understanding of the elements necessary for
product design, such as form, color, function, ergonomics, and cognitive
psychology, through practical training.
　 Learn how to propose designs from a social perspective through
methods such as observation, experimentation, data collection, and
analysis.
　 Cultivate the ability to propose and develop designs from a
fundamental level through experiments and verification of prototypes
using various materials and processing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately 3 hours,
however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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プロダクトデザイン２（２０１９～２０２２年度入学生用）

安積　伸、秋山　かおり、林　登志也

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　演習を通してプロダクトデザインの基礎となる考え方を学び、新鮮な視点
をもった企画の提案力、オリジナリティの高いデザインの創造力を養う。
　クリエイティブ・プロセスにおける試作と検証の重要性を学び、実践方法・
技術を習得する。
　
【到達目標】
　ものづくり、デザインに関わる基礎的かつ根本的な実践力、創造力を身に
つけることを目標とする。
　社会・文化のあらゆる側面に目を向け、理解し、真に快適なデザインとは
何かを考察しながら、独創性の高いデザインを追求する方法を学ぶ。
　造形・色彩・機能・人間工学・認知心理、といったプロダクトデザインに必
要な要素を実習を通して理解する。
　観察・実験・データ収集・分析、といった方法を通し、社会的視点をもった
デザインの提案方法を学ぶ。
　様々な素材・加工法での試作実験・検証を通し、根源的レベルからのデザイ
ン提案力、開発力を養成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　この授業は対面形式の実習です。
　「プロダクトデザイン1」の履修者は必ず「プロダクトデザイン2」も履修
しなければなりません。どちらか片方だけの履修はできません。
　「プロダクトデザイン1、２」の授業では、３～４人からなるグループワー
クと、個人制作の両方を行い、大きく５つの課題に取り組みます。それぞれ
に課題説明、初期案発表、開発中間報告、チュートリアル、最終発表、という
ステージで行います。
　また本授業では特に、アイデアを試作し、検証・発展させるプロセスが重
視されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス

色彩と木工①
全プロセスの俯瞰と把握　課題説明

2週 色彩と木工②
蝋燭と鋳造と香り①

最終発表
課題説明

3週 蝋燭と鋳造と香り②
金属とアップサイクリ
ング①

最終発表
課題説明

4週 金属とアップサイクリ
ング②
メッシュを用いたデザ
イン①

最終発表
課題説明

5週 メッシュを用いたデザ
イン②
食とデザインとブラン
ディング①

最終発表
課題説明

6週 食とデザインとブラン
ディング②

ワークショップ
チュートリアル

7週 食とデザインとブラン
ディング①
無意識の行動①

最終発表
課題説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行います。
各課題の最終プレゼンテーション以外にも、毎回授業のはじめに進捗状況を
まとめた発表をします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
「誰のためのデザイン？」増補・改訂版　D. A.ノーマン (著)　新曜社
「考えなしの行動?」ジェーン・フルトン・スーリ (著)　太田出版
「心を動かすデザインの秘密」荷方邦夫 (著)　実務教育出版
「プロダクトデザイン 101のアイデア」　スン・ジャン他(著)　フィルムアー
ト社

【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
各課題の狙い、各プロセスで重要視する事柄を理解しやすく説明したい。
【学生が準備すべき機器他】
PC　必要なソフトウェアー（プレゼンテーション・CAD・グラフィック等）
を習熟しておいてください。
【その他の重要事項】
欧州・日本でプロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必
要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。
履修生には、日常を細かく観察し、問題点、改善可能な点などを常に考察す
ることを期待する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
　Students learn the basic concepts of product design through exercises
and develop the ability to propose fresh ideas and create original
designs.
　Students learn the importance of prototyping and verification in the
creative process and acquire practical methods and techniques.
【Learning Objectives】
The aim is to acquire basic practical and creative skills in manufactur-
ing and design.
　Students learn how to pursue highly original design by looking at and
understanding all aspects of society and culture and considering what
truly comfortable design is.
　 Students gain an understanding of the elements necessary for
product design, such as form, color, function, ergonomics, and cognitive
psychology, through practical training.
　 Learn how to propose designs from a social perspective through
methods such as observation, experimentation, data collection, and
analysis.
　 Cultivate the ability to propose and develop designs from a
fundamental level through experiments and verification of prototypes
using various materials and processing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately 3 hours,
however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

デザインシンキング

吉見　奈々、金田　遼平

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ブランディングのデザインに必要な様々な要素をグループワークの演習
によって実践的に学びます。
提供するモノ、サービスの価値を的確に捉え深く掘り下げる力、想定す
るユーザーや顧客を理解する力、得られた情報から伝えるべき内容を精
査する力、新たな魅力を構築し最も効果的な方法で提示する力、そして
総合的に人の心を動かすデザインを創出する力を養います。

【到達目標】
ブランド・プロデュースのための一連のデザインプロセスを通じ、今日
デザイナーやアートディレクターに求められるブランディングデザイン
の能力獲得を目指します。
また構築的なクリエイティブ・プロセスを通じ、デザイン思考の方法論
も同時に学びます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」、「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
デザインシンキングのプロセスを基本としながら、少人数のチームによ
るワークショップ形式で進めます。
参加学生には、積極的なディスカッションやプレゼンテーションへの参
加が求められます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス

第1テーマ
情報収集・情報整理・
発案に関するスキル習
得ワークショップ

全体概要説明
情報収集・情報整理・発案プロセス
に関する有用なスキルをワーク
ショップ形式で習得する。

2 第2テーマ　課題説明
グループ分け
ワークショップ

課題概要説明
アイスブレイク
分析
要素の解体・抽出
インサイトの共有

3 第2テーマ
ワークショップ

企画テーマ設定
アイデア展開
プロトタイプ・プレゼンテーション
制作

4 第2テーマ
最終プレゼンテーショ
ン

第2テーマ　最終案発表会
まとめ

5 第3テーマ　課題説明
グループ分け
定性調査予備調査
ワークショップ

課題概要説明
顧客の検討・選択
視察調査（個人）
観察まとめ
企画の検討

6 第3テーマ
フィールドワーク
現地調査
インタビュー

定性調査セッション（グループ）
情報共有・準備
インタビュー
定性調査結果・考察
プロトタイプ・最終プレゼンテー
ション準備

7 第3テーマ
最終プレゼンテー
ション
総評

第3テーマ　最終案発表会
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行ってもらい
ます。
各課題の終了後は、企画提案書を美しくまとめ、レポートとして提出し
てもらいます。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
博報堂デザインのブランディング（永井一史：誠文堂新光社）
事例で学ぶブランディング（ランドーアソシエイツ：ビー・エヌ・エヌ
新社）
デザイン思考が世界を変える〔アップデート版〕( ティムブラウン : 早
川書房 )

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を４０点、最終プレゼンテーション内容を５０
点、提出レポートを１０点、とする。
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者はDと
する。
病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外するが、当該
証明書を提出する事。

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
授業に必要なソフトウエアを各自のPCに入れておく。

【その他の重要事項】
ブランディングデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
Students learn the various methods required for branding design
in a practical way through group work workshop.
The course cultivates the ability to accurately target and deeply
understand the value of the products and services, to understand
the intended users and customers, to scrutinize the content to be
conveyed from the information obtained, to build new appeal and
present it in the most effective way, and to create designs that move
people’s hearts in a comprehensive manner.
・Grading criteria
The normal score for class participation is 40 points, the content of
the final presentation is 50 points, and the report is 10 points.
If the total score is 90 points or more, it will be graded S.
A+ for 89-87 points, A for 86-83 points, A- for 82-80 points.
B+ for 79-77 points, B for 76-73 points, B- for 72-70 points
C+ for 69-67 points, C for 66-63 points, C- for 62-60 points.
A score of less than 60 points is considered D.
10 points for being absent for 1 period, 5 points for being late.
However, those who are absent for 5 or more periods will be graded
D.
Sick leave, bereavement, SSI tournaments, official practice, etc. are
excluded from absence, but proof of the same must be submitted.
・Learning activities outside of classroom
If the work cannot be completed during class hours, students will
be asked to do it independently outside of class hours.
After completing each assignment, students will be asked to
compile a project proposal and submit it as a report.
Your study time for preparation and review will be more than
2hours for a class.
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MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカニカルデザイン

山田　泰之

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物体と物体の動きの関係性を定める機構（メカニズム）に焦点をあて、それ
らのメカニズムを利用したメカニカルシステムを、材料特性、加工、生産性
などの多角的視点により具体化させるための基礎的，応用的知識と実践方法
を学ぶ。
【到達目標】
1)基本的な機械の機構（メカニズム）が理解できる．
2)メカニカルデザインを具体化するために必要は材料，加工法等の実設計に
ついて理解できる．
3)1)と2)の学修を通じて、機械の機構を企画・設計（デザイン）する手法の
基礎を理解し、応用できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
動きをともなうあらゆる製品には「機構（メカニズム）」が存在する．機構は
製品を企画・設計（デザイン）するにあたり，エンジニアはもちろん、デザイ
ナも理解しておかなければならない重要な要素である．本講義では，リンク
機構，カム機構，伝動装置，歯車，流体駆動，ロボットなど，主なメカニズム
の基礎と，その具体化にかかわる材料や加工法の選定などを含めたメカニカ
ルデザイン全般について学ぶ．講義は対面を主体に実施するが，状況をみて
オンラインやコンテンツ配信なども併用する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに ・機械設計とは何か，身近な機械機構，

材料と加工法の事例紹介
第2回 設計基礎 図面とCADを用いた機械設計と設計プ

ロセス
第3回 機械要素 機械要素や規格品の活用（締結要素や

材料規格）
第4回 機械要素 構造と材料の選定について

機械要素：ギヤ
第5回 伝達機構 様々な伝達機構や，柔軟伝達機構につ

いて説明する．
第6回 カム機構

リンク機構
・カム機構
・リンク機構、緩衝装置

第7回 液体伝達機構 液体伝達要素を利用したメカニカルデ
ザイン

第8回 アクチュエータ
中間課題

アクチュエータのメカニカルデザイン
について紹介する．
中間課題

第9回 材料 様々な材料を利用したメカニカルデザ
イン

第10回 構造 機械の様々な構造
第11回 機械加工・工具 様々な部品の機械加工方法や道具の紹介
第12回 移動機構 移動機構のメカニカルデザインについ

て紹介する．
第13回 応用的なメカニカルデ

ザイン
応用的なメカニカルデザインについて
紹介する．

第14回 期末課題 期末課題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1)シラバスの内容を事前に確認する
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
必要な教材，資料は随時で紹介する．
参考図書の機構学（ISBN-13: 978-4627668911）は，
学内あるいはVPN接続により，電子書籍で閲覧可能です．
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/hosei_u/bookdetail/p/KP00031635/
参考図書の基礎機械材料は図書館にあります．
【参考書】
1)機構学　 ISBN-13: 978-4627668911
2）基礎機械材料　 ISBN-13: 978-4563069216

【成績評価の方法と基準】
平常点・確認小テスト（30％）
課題提出と期末テストにより（70％）
により総合的に評価する．

【学生の意見等からの気づき】
学習内容が，「実際にどのような商品や製品に応用され活用されているのかが，
イメージできない」との指摘があった．事例紹介を増やし，学習内容と実社
会で利用されている技術の関連付けを明確にしながら説明するよう心がける．
【Outline (in English)】
The theme of this course is to apply basic principles of geometry
and general mechanics to various mechanical problems. Students
will solve problems by modeling motion phenomena using simulation
software and visualization techniques. Through the above process, they
will understand the basics of methods for designing highly functional
mechanisms through lectures and practical training. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend two hours to
understand the course content
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

インクルーシブデザイン（２０１９～２０２２年度入学生）

安積　伸、三浦　秀彦

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、インクルーシブデザインの考え方と手法について実践演習を
通して学びます。
世の中に流通する量産品は、健常者青年男女といった、最大ボリュームゾー
ンのユーザーをターゲットとすることが多く、それ以外は少数ユーザーある
いは極端なユーザーとして量産品のターゲットから排除される傾向がありま
した。しかし、排除されるユーザーの中には、障がいを持つ人、高齢者、外国
人、妊婦、乳幼児とその親なども含まれ、そういった人々の抱える生きづら
さは、人生の上で誰の身にも起こりえる普遍的な問題といえるでしょう。
これまで極端なユーザーとして切り離されていた人々をリード・ユーザーと
してプロジェクトに招き、エスノグラフィカルな手法で生活で直面する不具
合を観察し、考察、提案、試作、改良、の全プロセスに協力を得ながら、その
ユーザーにとって最適な道具を開発します。
インクルーシブなデザイン・プロセスを実践的に経験し、デザインによって
人々の生活をより快適にすることを目指します。
【到達目標】
本授業では、日常生活に何らかの支障を抱える人をパートナーに招き、イン
クルーシブなデザインプロセスを行いながら、その人に最適化された日常生
活を支える機器を開発する。
また、開発プロセスをビデオ撮影し、プロジェクトの始動から完成までのド
キュメント映像作品を作成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」、「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
この授業は、３～４人のグループワークで行う。
各班、デザインを行う対象として具体的な人物を一名、プロジェクトのパー
トナー（リードユーザー）として招待し、そのパートナーの抱える日常的な
問題を観察・調査の中から精査し、問題解決を図るためのデザイン提案を試
作、パートナーにフィードバックをもらいながら改良を重ね、最終的なプロ
ダクトを制作する。
また一方で、この一連のプロセスをビデオに収め、調査 -問題定義 -解決方の
考案 -試作 -フィードバック -改良 -完成、という流れをもったビデオ作品と
して仕上げる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 課題説明

チーム分け
パートナー検討

2 パートナー調査報告発表
問題抽出

生活観察・インタビュー等
アイデア検討
チュートリアル

3 問題定義 初期アイデア発表
ビデオレポート
アイデア・コンセプトスケッチ制作
チュートリアル

4 第一試作テスト結果発表
問題定義の強化
改良案検討

第一試作　テスト・ビデオレポート　
発表
改良案検討
チュートリアル

5 第二試作テスト結果発表
改良案検討

第二試作　テスト・ビデオレポート　
発表
最終試作検討・制作
チュートリアル

6 最終試作テスト結果発表
改良案検討

最終試作　テスト・フィードバック　
ビデオレポート　発表
最終発表のための映像検討
チュートリアル

7 最終作品発表 ビデオ上映とデモンストレーション
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修生には、時間外での積極的な制作を期待します。
授業時間外に調査・試作・検証等を行い、翌週その様子を映像で発表してもら
います。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「インクルーシブデザイン」という発想　ジュリア・カセム (著),平井康之 (監
修)ホートン・秋穂 (翻訳)フィルムアート社

【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品６０点、制作プロセスの評価を２０点、出席を２０点とします。
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
最終作品が未提出な者は評価外とします。
【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。
【学生が準備すべき機器他】
履修学生は、パワーポイントやビデオ編集ソフトなど、事前に必要なソフト
を各自のPCに入れ、習熟しておくこと。
また、ビデオ映像を撮りためておく大容量の外付HDDを準備する事が望ま
しい。
【その他の重要事項】
この授業は主に対面形式で行う。
プロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な知識・経
験・考え方に関する指導を行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this class, students will learn about the concepts and methods of
inclusive design through practical exercises, and aim to make people’s
lives more comfortable through design.
【Learning Objectives】
In this class, we invite people who have some type of difficulty in
their daily lives as partners, and through the inclusive design process,
we develop devices that support daily life that are optimized for that
person.
In addition, we will create a documentary video of the development
process of the work.
【Learning activities outside of classroom】
We expect students to actively create work outside of working hours.
We will conduct research, prototype production, verification, etc. outside
of class hours, and have you present your findings on video the following
week.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on the final work (60%), process of
development (20%), and attendance (20%).
The students who have not submitted their final work will not be
evaluated.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

デザイン・バックキャスティング

松山　祥樹

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
問題解決や価値創造といった社会に対するデザインの役割は近年さ
らなる拡大を見せ、取り扱われるテーマや求められるアプローチも、
その複雑性を増しています。
本授業では、日常生活での課題や環境問題などに加え、ジェンダー
や人種に関する人権問題や、貧困や教育における社会格差など様々
な事例を取り扱いながら、より良い未来に向けた問題解決のための
デザインの在り方を学びます。
一律に何が正しいと定義できない複雑なテーマに対し、あらゆる人々
や物事に与える影響を考慮・検討しながら価値創出を模索する過程
を通し、多角的な視点から物事の本質を見極め、解決に導く力を養
います。

【到達目標】
本授業では、グループワークを通し、リサーチ、問題定義、解決提
案とその具体化までを行う。
それぞれの提案は、プロセスからアプトプットまでを１冊の本の形
式に美しくまとめることで、自身の考えや提案を正しく魅力的に伝
え、共感を導くツールにまで仕上げることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
第一課題では、共通のテーマに対しグループワークでの提案を行い
ます。第二課題ではそれぞれのグループごとに課題選定を行い、そ
の解決提案を行います。
各課題のプレゼンテーションの後、講義時間内にて講評によるフィー
ドバックを行います。またディスカッションの時間を設けることで、
設定したテーマや提案に対しての考察を深めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス

講義
グループ分け
第１課題説明　 (グ
ループワーク)

全体概要の説明
講義 (SDGsとは、関連するデザイ
ン事例)
アイスブレイク
第1課題　概要説明
提案検討

2 第１課題
プレゼンテーション
ディスカッション
講義
第2課題　概要説明
(グループワーク)

第1課題　チームごとによる提案
発表
第1課題に関するディスカッション
講義 (ジェンダー、人権に関連する
デザイン事例)
第２課題　概要説明
テーマ決定
リサーチ計画検討

3 第２課題中間共有
リサーチまとめ、提
案内容検討
講義

テーマ及びリサーチ状況の共有
講義 (貧困、衛生に関連するデザイ
ン事例)
第２課題　
リサーチ内容まとめ

4 第２課題　リサーチ
内容の中間プレゼン
テーション
ディスカッション
講義

第２課題　チームごとによる中間
発表
ディスカッション
講義 (環境、資源に関連するデザイ
ン事例)

5 第２課題　
進捗共有とディス
カッション
試作やプロトの確認
講義

進捗共有とディスカッション
調査計画の立案（視察、インタ
ビュー、デスクリサーチ）
試作及び実験計画の確認
講義 (メッセージの訴求や発信に関
連するデザイン事例)

6 第２課題　
進捗共有とディス
カッション
試作やプロトの確認
講義

進捗共有（調査及び試作、実験
状況）
提案ブラッシュアップ作業
アウトプット計画の立案

7 第２課題
最終プレゼンテー
ション
総評

第２課題　
最終提案発表
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行っても
らいます。
日常生活を注意深く観察し、暮らしの不便や困りごとを見出すこと
に加え、自身とは違う環境や価値観の人々、世界で起きている出来
事やニュースについても積極的に情報収集し、見識や考察を深めて
下さい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「Design as an Attitude -姿勢としてのデザイン-」　アリス・ロー
ソーン (著),石原薫 (翻訳)フィルムアート社

【参考書】
授業内で必要に応じ適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を30点、課題プレゼンテーション内容を40
点、最終成果物を30点とした計100点満点で評価する。
総合点が９０点以上をA+、９０点未満８０点以上をA、８０点未満
７０点以上をB、７０点未満６０点以上をC、６０点未満をDとする。
ただし、１点でも提出レポートが欠けている者はDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者は
Dとする。
（なお、病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外、
ただし当該証明書を提出する事。）

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
提案作成及びプレゼンテーションに必要なソフトウエアを各自のPC
に入れておく。

【その他の重要事項】
プロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】
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The role of design in society has been expanding further
in recent years, and the problems and approaches which
designers deal with have become complex.This course teaches
how design can be used to solve problems for a better future.
Various themes are used in this course that cannot be defined
as being right : daily-life problems, discrimination and human
rights related to gender and race, and social disparities in
poverty and education.
In Design Backcasting, you develop your ability of identifying
complex problems by design considering the impact on people
and societies from multiple perspectives.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be asked to work independently outside of class
time on tasks that cannot be completed within the class time.
The standard preparation time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
The evaluation is based on a total of 100 points, consisting of
30 points for the normal assessment of class participation, 40
points for the content of the assignment presentation and 30
points for the final product.
A+ for a total score of 90 or more points, A for 80 or more points
below 90, B for 70 or more points below 80, C for 60 or more
points below 70 and D for 60 or more points below 60.
Absence from one class - 10 points, tardiness - 5 points.
However, a D is given to students who are absent for more than
five sessions.
(Sickness, bereavement, SSI competitions, official practices,
etc. are excluded from absences, but the relevant certificate
must be submitted.)
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

サービスＵＸデザイン

平田　昌大

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人々の価値観の多様化、技術の発展などを背景に、製品・サービスに
求められる価値はより複雑多様化している。｢サービスデザイン｣と
は、そういった製品・サービス (または取り組み)を開発するために、
テクノロジー・クリエイティブ・ビジネスを包含した総合的な視点
でアプローチするデザイン領域である。本授業では、顧客体験(UX)
を重点とした新規サービスの企画を行い、調査からアイデア発想、プ
ロトタイプ、プレゼンテーションまでの一連の過程のなかで、サー
ビスデザインの基本的な視座を獲得する。
今年度は「Intrinsic Motivation(内発的動機)」をテーマに、自身の
興味関心のある領域を基軸としたサービスを企画し、投資家へのプ
レゼンテーションを想定した演習課題を行う。

【到達目標】
- テーマ課題を通して、基本的なサービスデザインプロセスを学び、
考案したサービスを第三者へ魅力的に伝えることを目標とする。
- 成果物として、考案したサービスのプレゼンテーション及びプロ
トタイプの制作を行う。なお、UI(アプリケーションやウェブサイ
トなど)は必須ではないが、授業内でUIデザインの基礎について触
れる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
原則としてチーム制作（受講人数により1チーム3～5名程度）とす
る。課題制作とその指導を行う演習を中心とし、必要に応じて関連
する知識や方法を伝えるための講義を行う。課題制作の進捗に合わ
せて、プレゼンテーションや内容に対するフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体説明 ・全体概要の説明 (本授業の目的・

意義・スコープ)
・講義 (｢サービスデザイン・UXデ
ザイン｣とは)
・アイスブレイク (既存サービスの
リバースエンジニアリング)
・好き語りによるチームビルディ
ング

2 テーマ探索
リサーチ計画・実施

・講義 (リサーチの目的・手法・プ
ロセスについて)
・個人/グループワーク (テーマの探
索・仮説立案)
・グループワーク (リサーチ計画・
リサーチ)

3 リサーチ結果の共
有・分析

・講義 (リサーチ分析・インサイト
発掘・アイディエーション)
・個人/グループワーク (リサーチ結
果共有・分析・インサイト発掘)

4 アイディエーション）・個人/グループワーク (アイディ
エーション)
解説：ペルソナ、ジャーニーマッ
プづくりの紹介と実践

5 アイデア中間発表 ・アイデア全体発表 (リサーチ結果
にもとづくアイデアの発表)
・講義 (UX検討・ビジネスモデリ
ング・フィジビリティ検証)

6 UX検討
ビジネスモデリング
フィジビリティ検証

・個人/グループワーク (アイデアブ
ラッシュアップ・コンセプトアッ
プ)

7 プロトタイピング
ユーザーテスト (UX
課題点の抽出)

・講義 (プロトタイピング・ユー
ザーテスト)
・個人/グループワーク (プロトタイ
ピング・ユーザーテスト)

8 サービスアイデアの
ブラッシュアップ

・グループワーク (アイデアブラッ
シュアップ・ユーザーテスト)

9 UIデザイン
ユーザーテスト (UI
課題点の抽出)

・講義 (UIデザイン・ユーザーテ
スト)
・個人/グループワーク (UIデザイ
ン・ユーザーテスト)

10 サービス詳細化 ・グループワーク (UIデザイン・
サービス詳細化)

11 プレゼンテーション
作成

・講義 (サービス提案のプレゼン
テーション)
・個人/グループワーク (最終提案骨
子制作)

12 提案のブラッシュ
アップ

・グループワーク (最終提案資料作
成)

13 最終プレゼンテー
ション

・最終プレゼンテーション

14 最終プレゼンテー
ション
総評

・最終プレゼンテーション
・総評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、1回につき各2時間を標準とする。
日常生活で感じる課題や不満を内省的に観察すると共に、身辺の製
品・サービスの意図や構造を考察すること。

【テキスト（教科書）】
特になし。適宜、授業内で参考資料、文献、サイト等を紹介する。

【参考書】
1.「This is Service Design Thinking日本語版」マーク・スティッ
クドーンほか編著/ビー・エヌ・エヌ新社
2.「This is Service Design Doing サービスデザインの実践」マー
ク・スティックドーンほか編,ビー・エヌ・エヌ新社
3.「デザインリサーチの教科書」木浦幹雄著,ビー・エヌ・エヌ新社
4.「リーン・スタートアップ」伊藤穣一ほか著,日経BP
5.「起業の科学スタートアップサイエンス」田所雅之著,日経BP
6.「ビジネスモデル図鑑2.0」近藤哲郎著, KADOKAWA

【成績評価の方法と基準】
出席・授業態度（40点）
提出物（20点）
プレゼンテーション内容（40点）
総合点が90点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
5コマ欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外とする。な
お15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなる。(ただし正当な理
由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません
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【学生が準備すべき機器他】
PC（プレゼン資料作成）、必要に応じてプロトタイピングツール
（AdobeXDなど）や、オンラインホワイトボードツール（Miroな
ど）、授業内で紹介する無料のアプリなど。必要に応じてプロトタイ
プ制作用の素材（紙や画材など）や加工道具が必要となる。

【その他の重要事項】
サービスデザイナー/UIUXデザイナーとしての経験を有する教員が、
実務で必要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Service design is a design field that approaches the devel-
opment of complex products and services from a holistic
perspective that encompasses technology, creativity, and
business. In this class, we will plan a new service with an
emphasis on user experience , and acquire a basic perspective
on service design through a series of processes from research to
idea generation, prototyping, and presentation.
This year’s theme is "Intrinsic motivation," and the students
will plan a service based on their own area of interest,
and conduct an exercise in preparation for a presentation to
investors.
【Learning Objectives】
The goal is to learn the basic service design process through
thematic assignments and to communicate the devised service
in an attractive manner.
Students will be required to make a presentation and a
prototype of their service. In addition, UI (applications,
websites, etc.) is not required, but the basics of UI design will
be covered in class.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparation and review time for this class is two
hours each.
Students should observe the frustrations they feel in their daily
lives and consider the intentions and structures of the products
and services around them.
【Grading Criteria /Policy）】
Attendance and class attitude (40 points)
Submission of work (20 points)
Presentation content (40 points)
A total score of 90 or higher is considered an S.
A+ for 89-87, A for 86-83, A- for 82-80
A+ for 89-87, A for 86-83, A- for 82-80, B+ for 79-77, B for 76-73,
B- for 72-70, C+ for 69-67, and C- for 69-67.
A score of 69 to 67 is C+, 66 to 63 is C, 62 to 60 is C-.
A score of less than 60 is considered a D.
Students who are absent for 5 classes or 3 consecutive days
will not be graded. Students who are tardy for more than 15
minutes will be counted as one absence. (However, if there is a
valid reason, both absences and tardies will not be counted as
one absence.)
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FRI300ND（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 300）

ゲームプログラミング

岩月　正見

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、３次元コンピュータグラフィックス（3DCG）の技術がどのよう
な原理によって実現され、いかにしてゲーム開発に応用されているかについ
て、ゲーム開発統合環境Unityを用いて、実際に3Dシーンを構築し、プログラ
ミングを行いながら具体的に理解していく。また、3Dオブジェクトに物理属
性を与えたり、インタラクティブな操作を行ったりする手法についても学ぶ。
【到達目標】
本授業は、3DCG技術を用いて自分のアイディアに基づくゲームや3Dコン
テンツを具体的に制作できるようになることを目標とする。特に、現在多く
の開発者に利用されているゲーム開発統合環境Unityを利用することにより、
3Dゲームやインタラクティブな3Dコンテンツが容易に開発できることを実
感する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　チュートリアルビデオを見ながら、ゲーム開発統合環境Unityの操作方法を
学び、3DCGゲームを開発するための具体的に制作しながら学んでいく。ま
た、各チュートリアルの詳細な解説と補足説明も行い、使われている素材の
入手方法や作成方法についても詳しく解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ゲームプログラミング

とは
ゲーム制作の要素
1. グラフィクス
2. サウンド
3. UI
4. プログラミング

2 ゲーム開発統合環境
Unityの基礎

ゲーム開発統合環境Unityのインス
トールを行い、各パネルの役割や操作
方法の基本を学ぶ。

3 オブジェクトの物理属
性と衝突判定

オブジェクトを剛体として、質量や反
発係数などの物理特性を与える方法を
学ぶ。また、オブジェクト間の衝突を
判定する方法を学ぶ。

4 外部入力検出とプレハブ キーボード入力によってオブジェクト
を操作する手法を学ぶ。また、プレハ
ブと呼ばれる使いまわしのできるプロ
トタイプオブジェクトを利用する方法
を学ぶ。

5 オブジェクトの生成と
消滅およびタイマー

スクリプトによってオブジェクトを動
的に生成・消滅させる方法を学ぶ。ま
た、ゲームに欠かせないタイマーを利
用する方法を学ぶ。

6 オブジェクトの基本的
な移動と力の与え方

オブジェクトの３次元的な移動方法を
学ぶ。また、オブジェクトに力を与え
る方法を学ぶ。

7 演習 これまでの知識を総合してボーリング
ゲームを作成する。

8 マテリアル属性とオー
ディオの基礎

オブジェクトにテクスチャを貼る方法
を学ぶ。また、オーディオを生成する
方法を学ぶ。

9 ジョイントと矢印キー
による入力

複数のオブジェクトを結合したり、関
節でつなぎ合わせる方法を学ぶ。また、
矢印キーによる入力方法について学ぶ。

10 トリガー衝突判定と
GUIおよびカウンター

オブジェクトが衝突したことを通知する
トリガーを使う方法を学ぶ。グラフィカ
ルユーザインタフェース (GUI)を作成
する方法とカウンターの使い方を学ぶ。

11 スクリプトによるコン
ポーネントの追加と
シーンの切り替え

スクリプトによって、オブジェクトの
属性を与えるコンポーネントを動的に
追加する方法を学ぶ。また、ゲームの
終了時などのためのシーンの切り替え
方法を学ぶ。

12 スクリプトによるコン
ポーネント属性の調整
およびローカル・グロー
バル座標

スクリプトによって、コンポーネント
属性の内容を調整する方法を学ぶ。ま
た、シーン中のローカル・グローバル座
標について学ぶ。

13 オブジェクトへの視線
追跡と IF条件節

主オブジェクトを追跡するLookAt()関
数の使い方について学ぶ。また、IF条
件節について学ぶ。

14 最終作品発表 これまで学んだ知識を駆使して、各自
オリジナル作品を制作し、発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
プログラミング（C#, C++, Java等）の基礎を理解しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定しない．
講義資料を配布する。
【参考書】
特に指定しない。
【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み（20％）＋講義内での演習（40％）＋最終作品（40％）で
総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
学生の持ち込むＰＣによって動作に不具合や差が出るため、それらを配慮し
て演習を考える。
【学生が準備すべき機器他】
ＰＣ
【Outline (in English)】
The aim of this course is to understand how to create 3DCG game
applications by using Unity, a cross platform game engine. Students will
acquire game programming skills through exercises for creating various
game scenes with a physics engine and interactive user interface.
Students should have a basic understanding of programming (C#, C++,
Java, etc.).
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Comprehensive evaluation will be made on the basis of the assignments
(60%) and the evaluation of the student’s work on the final project and
the achievemnt and explanations at the presentation (40%).
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AIプログラミング

我妻　幸長

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人工知能（AI）技術を使いこなすために必要な、プログラミングス
キルの習得を目指す。
さまざまな人工知能のモデルを、自身で実装して使いこなせるよう
になることが目標。
また、人工知能全般や最新の技術についても紹介し、人工知能全般
に関する知識を深める。

【到達目標】
プログラミング言語Pythonを使って、様々な人工知能のモデルを
構築できるようになる。
人工知能を使って、現実世界の様々な問題を解決できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
教材は主にGoogle Colaboratoryのノートブックで配布する。
講義には、各自が課題に取り組む時間を設け、現実世界における問
題の解決力を育む。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 人工知能の概要 人工知能の分類、歴史、開発環境
第2回 Pythonプログラミン

グ
プログラミング言語Pythonの基
礎、およびNumPy、matplotlib、
Pandasの使い方

第3回 AIのための数学 AIに必要な、線形代数、微積分、
確率統計

第4回 シンプルなニューラ
ルネットワーク

ニューラルネットワークおよび
ディープラーニングの概要、フ
レームワークを使わないニューラ
ルネットワークの構築

第5回 ディープラーニング
の理論

ディープラーニングの理論的基礎

第6回 フレームワークの扱
い方

tensorflow、Keras、PyTorchな
どの紹介

第7回 畳み込みニューラル
ネットワーク
（CNN）

CNNの構築、CNNによる画像分
類

第8回 再帰型ニューラル
ネットワーク
（RNN）

RNNの構築、RNNによる時系列
データの処理

第9回 自然言語処理 Word2Vec、RNNなどによる自然
言語の処理

第10回 生成モデル（VAE） VAEによる画像生成、潜在変数の
可視化

第11回 生成モデル（GAN） GANによる画像生成、ナッシュ均
衡

第12回 強化学習 強化学習の原理、強化学習の実装
第13回 転移学習 転移学習、ファインチューニング、

有名モデルの紹介、有名モデルの
活用

第14回 人工知能の発展技術 最新の研究の紹介、最新の研究の
コードによる実装

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に講義資料に目を通し、講義終了後に復習することが望ましい。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配布する。

【参考書】
我妻幸長: 「はじめてのディープラーニング」 SBクリエイティブ
https://www.sbcr.jp/product/4797396812/
我妻幸長: 「はじめてのディープラーニング2」 SBクリエイティブ
https://www.sbcr.jp/product/4815605582/
我妻幸長: 「あたらしい数学の教科書」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798161174
我妻幸長: 「あたらしい脳科学と人工知能の教科書」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798164991
我妻幸長: 「Google Colaboratoryで学ぶ！ あたらしい人工知能技
術の教科書」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798167206
我妻幸長: 「BERT実践入門」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798177816
我妻幸長: 「生成AIプロンプトエンジニアリング入門」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798181981

【成績評価の方法と基準】
レポート点数の合計値により、0-100点で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
プロンプトエンジニアリングについても扱うようにする。
プログラミングに関する難易度が高かったとの意見が多かったので、
Pythonの基礎をより丁寧に解説する。

【学生が準備すべき機器他】
インターネットに接続可能なパソコンが必要。
Google Colaboratoryを使用するため、Googleアカウントが必要。

【その他の重要事項】
基礎的な数学能力、プログラミング能力を有することが望ましい。

【Outline (in English)】
This course aims to provide students with the programming
skills necessary to master artificial intelligence (AI) technology.
The goal is to be able to implement and use various models of
artificial intelligence.
The course also introduces artificial intelligence in general and
the latest technologies to deepen the knowledge of artificial
intelligence.
It is advisable to study outside of class time by using reference
books and other materials. Grades will be based on the
performance of reports.
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ARプログラミング

岩月　正見

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
拡張現実感 (Augmented Reality: AR)と呼ばれる、現実世界とCGによる仮
想世界を融合できる最先端技術を利用することにより、インタラクティブで
直観的な3次元情報を提示したり、3D絵本やキャラクタなどをあたかも現実
の物体であるかのように提示することが可能になる、本授業では、このよう
なAR技術を利用したコンテンツを実現する方法を実際に制作しながら学ぶ。
【到達目標】
本授業では、ゲーム開発統合環境「Unity」とARライブラリ「EasyARSDK
for Unity」を用いて、AR技術を利用したコンテンツを、実際にプログラミ
ングしながら具体的に理解し、各自のアイディアに基づいてオリジナルのAR
作品を制作する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各自ノートPCを持参し、講義の中で、実際にプログラミングをしながら、拡
張現実感の世界を理解し、様々な機能を実装できるようにする．理解度を把
握するため、演習作品を提出し、最終成果物として各自のオリジナル作品を
披露してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 3D-CGと現実との融合 仮想現実感，複合現実感，拡張現実感と

は？ アニメから現実へ．
第2回 ゲーム開発統合環境

Unityの基礎
ゲーム開発統合環境Unityのインス
トールと操作方法について学ぶ。

第3回 Unity入門 (1) キューブ型の物理オブジェクトを積み
上げて、３次元ブロックを作成する。

第4回 Unity入門 (2) ボールに力を与えて、ブロックを崩す
プログラムを作成する。

第5回 Unity入門 (3) マウスクリックによりシューティング
してブロックを崩すプログラムを作成
する。

第6回 Unity入門 (4) マウスクリックによりボールをつぎつ
ぎに出現させ,
カメラ（プレイヤー）視点からシュー
ティングするプログラムを作成する。

第7回 Unity入門 (5) スクリプトによりオブジェクトを動的
に生成して３次元ブロックを出現させ
るプログラムを作成する。

第8回 作品発表 これまで学んだことを使ってオリジナ
ル作品を制作し、発表する。

第9回 EasyAR SDK for
Unity入門 (1)

Unity状でARコンテンツを作成できる
EasyAR SDK for Unityについて概説
し、サンプロプログラムを動作させて
みる。

第10回 EasyAR SDK for
Unity入門 (2)

Unity入門で作成した３次元ブロック
崩しをARコンテンツとして実装する。

第11回 EasyAR SDK for
Unity入門 (3)

Unity入門で作成した３次元ブロック
崩しをARコンテンツとして実装する。

第12回 Mecanim入門 Unityのキャラクタアニメーション作
成ツール「Mecanim」の基礎について
学ぶ。

第13回 MMD4MecanimのAR
コンテンツへの応用

MMD4Mecanimにより作成したキャ
ラクタアニメーションをARコンテンツ
として提示する方法を学ぶ。

第14回 最終作品発表 これまで学んだことの集大成として最
終作品を発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
3DCGプログラミングの基礎を理解しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
Unity入門書全般
【成績評価の方法と基準】
演習の提出状況 (60%)と最終作品作品 (40%)により評価する．

【学生の意見等からの気づき】
各種開発環境のインストール作業やその意義についてわかりやすく解説する
必要がある。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPCを持参すること。Webカメラが必須である。また、操作性を向上の
ため、マウスを持参した方がよい。
【Outline (in English)】
Augmented Reality(AR) technology with its ability to fuse real and
virtual worlds through CG allows us to receive interactive and intuitive
three-dimensional information from virtual objects in front of our eyes.
In this class, students will understand how to create contents with AR
technology by using the cross platform engine Unity and the AR SDK.
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デジタルエンジニアリング

水野　操

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　 CAD(Computer Aided Design)/CAM(Computer Aided
Manu-facturing)/CAE(Computer Aided Engineering) の概要を理解
し，製品のモデリングやエンジニアリングシミュレーションなどの基礎的手
法を学ぶ．
【到達目標】
　汎用のCAD/CAM/CAE 統合ソフトウエアを使用して，与えられた基礎的
な課題に対するモデリングができる．また，そのモデルを用いたシミュレー
ション結果の評価ができる．さらに，総合課題をとおして，決められた時間
内に，自ら問題を解決できるとともに，新しいデザインを提案できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　本授業では，CADソフト「Solid Works」を利用した実習をとおして工学
シミュレーションの技術を学ぶ．実習は，週２コマ（２時限）連続で実施し，
各回とも，はじめに操作方法や結果の評価方法を学び，その後，各自で課題
を解決し，指示に従って，授業支援システムに提出する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 力と変形のシミュレー

ション（１）
① SOLIDOWORKS Simulationによ
るシミュレーションの手順
② SOLIDWORKS Simulationの操作
③シミュレーション結果の評価

2 力と変形のシミュレー
ション（２）

課題実習
課題１：集中荷重が作用する片持ちば
りのたわみのシミュレーション

3 力と変形のシミュレー
ション（３）

課題実習：
課題２：断面形状の違いによる，応力
とたわみの評価

4 力と変形のシミュレー
ション（４）

課題実習１，課題実習２の講評

5 最適化シミュレーショ
ン（１）

①最適化の目的・設計変数・制約条件
②SOLIDWORKS Simulationによる
寸法最適化シミュレーションの手順

6 最適化シミュレーショ
ン（２）

課題実習
課題３：分布集中荷重が作用するＩ型
断面片持ちばりの最適形状のシミュ
レーション

7 振動のシミュレーショ
ン（１）

①SDOLIDWORKS Simulationによ
る固有値解析の手順
②シミュレーション結果（アニメー
ション）の評価

8 振動のシミュレーショ
ン（２）

課題実習
課題４：拘束条件の相違による振動特
性の評価

9 熱伝導のシミュレー
ション（１）

① SolidWorks Simulationによる熱伝
導解析の手順
②シミュレーション結果の評価（温度
コンター図ほか

10 熱伝導のシミュレー
ション（２）

課題実習
課題５：丸棒の熱伝導シミュレーション

11 流れのシミュレーショ
ン（１）

①SOLIDWORKS Flow Simulation
の設定と操作
②シミュレーション結果の評価（コン
ター、ベクトル図、流跡線）

12 流れのシミュレーショ
ン（２）

課題実習
課題６：空力特性を考慮した車のデザ
イン

13 総合課題（１） 工学シミュレーションの確認課題（車
のデザイン）

14 総合課題（２） 工学シミュレーションの確認課題（車
のデザイン）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　配付資料を，学習支援システムにアップするので，各自，事前にダウンロー
ドし持参すること．事前に実習内容を確認し，配付資料に記載されている操
作方法に目をとしておくこと．

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
　実習手順書，実習に必要なデータ，課題など，実習に必要なテキストなど，
全てを学習支援システムにアップする．
【参考書】
竹内・樫山・寺田：計算力学，森北出版
門脇・高瀬：SolidWorksによる３次元CAD，実教出版
金田：SolidWorksアドオン解析ツール利用入門，技術評論社
浅川他：３次元CAD・CAE・CAMを活用した創造的な機械設計，日刊工業
新聞社
アドライズ：SolidWorks練習帳，日刊工業新聞社
水野操：モノが壊れないしくみ、ジャムハウス
栗崎彰：設計技術者のための有限要素法はじめの一歩、講談社
【成績評価の方法と基準】
配点は以下のとおり．
授業中の課題　（50%）　与えられた課題に対するモデリングやシミュレー
ション能力を評価する
総合課題　　　（30%）　自ら問題を解決し、新しいデザインを提案する能
力を評価する
実習状況　　　（20%）　決められた時間内に課題を処理する能力を評価する．
ただし、出席日数が全体の2/3に満たない学生は評価の対象外 (E)とする．な
お，1時限目に30分以上遅れて入室した学生に関しては，特別な理由が無い
限り，当日は欠席扱いとする．また，１5分以上遅れた場合は遅刻とし，2回
の遅刻で1回の欠席とする．
< 評価基準>
履修の手引きに記載されているS～Eまでの12段階評価基準に基づく．
【学生の意見等からの気づき】
教室に設置されているPCは最新のSOLIDWORKSがインストールされてお
り，貸与ノートPCのバージョンとは異なる．最新バージョンに更新したい学
生は，担当教員に相談すること．
【学生が準備すべき機器他】
　貸与PCにインストールされているソフトウェア（SOLIDWORKS）を使
用する．なお，情報教室も確保するので，ネット環境や，PC環境が悪い学生
は，情報教室での受講も可能である．
対面授業は情報処理教室のPCにインストールされているSOLIDWORKSを
使用するが、自習やその教室のPCが使用できない場合は貸与PCを使用する
ので、授業には必ず貸与PCを持参すること。
【その他の重要事項】
2023年度は、対面授業を基本とする。自習については貸与PCにインストール
されているSOLIDWORKSを使用すること。貸与PC上のSOLIDWORKS
は最新バージョンにしておくことを推奨する。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this program, students acquire basic knowledge of CAD (Computer
Aided Design)/CAM (Computer Aided Manufacturing)/CAE (Computer
Aided Engineering) and skills such as product modeling and engineering
simulations. The latest version of the general-purpose CAD/CAM/CAE
integration software SolidWorks is used.
(Learning Objectives)
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1)Modeling using CAD
2)Simulation using CAD model
3)Evaluation of simulation results
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
(Grading Criteria /Policy)
Grading will be decided based on short reports (50%), term end report
(30%), and in class contribution (20%).
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MEC300ND（機械工学 / Mechanical engineering 300）

ＩｏＴプログラミング

岩月　正見

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在は多くの機器に小さなコンピュータが搭載され制御を行っている。このよ
うなハードウェア制御のためのプログラミングを学ぶことをこの授業のテー
マとする。
システムデザイン学科のプロジェクトや卒業研究の試作の際に、この演習で
学んだことが生かされるはずである。とくに、このような小さなマイクロコ
ンピュータもインターネットに接続することが可能となる。
【到達目標】
機械制御のためには情報を電気信号として扱う必要がある。授業の最初の目
標は、情報と電気信号（物理量）の対応関係を把握できるようにすることで
ある。第２の目標は制御はすべて実時間で行わう必要があるために、このリ
アルタイム性の概念を身につけることである。第3は開発環境について理解を
深めることである。第4は幾つかの演習を通して、仕様に沿ったプログラム開
発が可能となる基礎を得ることである。第５は対象となる機器をこのマイク
ロコンピュータを通して外部と接続する方法である。ここではWiFiを利用し
てマイコン同士で送受信する方法、インターネットにデータを送る方法、お
よびPCやスマホとのBluetooth接続について学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
配布用マイコ教材を利用して、各種データのマイコン相互の送受信の方法
や、WiFiを利用してインターネットにデータを送る方法やPCやスマホとの
Bluetooth接続についての高度な IoTプログラミングの演習を行う。
実際に必要な周辺部品の配線を行い、各自が書いたプログラムをマイクロコ
ンピュータにインストールして実行するというサイクルを通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1-1 IoTプログラミングとは IoTプログラミングとは何かについて説

明し、最近の動向を開設する。
1-2 ガイダンス 全学生に配布しているマイコン教材に

ついて解説する。
・ATOM Liteの開発環境構築
・ATOM Liteの仕様解説

2-1 マイコン教材の動作確
認１

配布マイコン教材の動作確認を行う。
・内蔵カラーLED、内蔵スイッチ、
ENVセンサなどのセンサ系

2-2 マイコン教材の動作確
認２

配布マイコン教材の動作確認を行う。
・サーボモータ、ステッピングモータな
どのアクチュエータ系

3-1 Peer-to-Peer通信
ESP-Now１

各種データをATOM Lite同士で送受信
する方法について解説する。

3-2 Peer-to-Peer通信
ESP-Now２

各種データをATOM Lite同士で送受信
する方法について演習を行う。

4-1 BLE通信 Dabble１ ATOM Liteとスマートフォン間の
Bluetooth通信
について解説する。

4-2 BLE通信 Dabble ATOM Liteとスマートフォン間の
Bluetooth通信について演習を行う。

5-1 WiFi接続 Blynk Wi-Fiルータ経由によるATOM Liteと
スマートフォン間の通信について解説
する。

5-2 WiFi接続 Blynk Wi-Fiルータ経由によるATOM Liteと
スマートフォン間の通信について演習
を行う。

6-1 LINE Notify LINE Notifyを用いて、ATOM Liteか
らのLINE通知する方法を解説し、演
習を行う。

6-2 IoTデータ可視化サービ
スAmbient

IoTデータ可視化サービスAmbientを
用いて、ATOM Liteで取得したセンサ
信号などWeb公開する方法を解説し、
演習を行う。

6-3 自由課題演習 教員・TAのアドバイスに基づいて各自
がそれぞれの課題の開発を行う。

7 最終発表 各自が開発したシステムのハードウェ
ア＋ソフトウェアについて発表を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内で終わらなかった演習を必ず完成させておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
資料を配布する予定
【成績評価の方法と基準】
各時間での演習６０％
最終課題　　　４０％
【学生の意見等からの気づき】
学生の興味や嗜好は毎年変化し、その能力・資質も毎年変化する。一年遅れ
のアンケートはあまり参考にならない。説明の詳細度や講義速度については、
学生の意見や小試験の結果を見て調整する。授業中に遠慮無く意見を述べて
いただきたい。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC（授業には必ず持参すること）
テクノロジー系配布教材
【その他の重要事項】
2年生の時に、メカトロニクス演習を履修していることが望ましい。
【Outline (in English)】
Nowadays, microcomputers are installed for device control in many
different products. This course teaches students how to program these
microcomputers to achieve desired performance. Furthermore they will
learn how to connect microcomputers to the internet. Through the use
of so-called IoT technology, we will monitor and/or control products over
the Internet.
Students must be completed any exercises that were not completed in
class time.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Comprehensive evaluation will be made on the basis of the assignments
(60%) and the evaluation of the student’s work on the final project and
the achievemnt and explanations at the presentation (40%).
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FRI300ND（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 300）

サービス工学（２０１９～２０２２年度入学生）

野々部　宏司、原　辰徳

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
サービス工学とは、サービスの生産性向上やサービスによる価値共創に役立つ
方法論や技術に関する工学領域である。無論、ここでのサービスは対人接客
に限らず、製造業製品やソフトウェアを介した機能提供を含む。また近年で
は、社会経済のデジタル化が進み、サービスが互いにつながることで進化し
ている。本授業の目的は、サービス工学における様々な手法の理解を通じて、
人文社会学の周辺内容を含め、サービスとは何かを読み解こうとするサービ
スリテラシーを身につけることにある。
サービス工学のトピックとしては、工学設計を応用したサービスデザイン、
サービスへの様々な数理手法の応用、サービス現場の技術的支援、および製
造業のサービス化などが挙げられる。いずれの場合も、利用者の満足や体験
への注目が基本であるが、提供者の活動を支援してサービスをつくりこもう
とするだけでなく、利用者への積極的な支援を通じて共創を強化しようとす
るアプローチが存在する。本授業では、こうしたアプローチの違いをサービ
ス工学1.0／2.0として整理した上で、複数名の講師から各トピック（テーマ）
について講義を行ってもらう。そして、受講生同士でのディスカッションを
通じて、理解を深めていく形式をとる。
【到達目標】
・接客業、小売業、製造業、医療、観光など様々な分野に共通するサービスの
見方を習得する。
・他授業で学んだ工学的手法（設計方法、数理手法など）がサービスへと応用
される例とその注意点を理解する。
・サービス工学の2つのアプローチ（提供者の活動支援とサービスのつくりこ
み、利用者の活動支援と共創強化）を具体例とともに理解し、その両方で身
の回りのサービスを捉えられるようになる。
・周辺にある人文社会科学分野のサービスの知見や取り組みを大まかに理解
する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
本授業は各回2コマ連続で実施する。第2回以降、1コマ目は座学を中心とし
た講義であり、各テーマに対する簡単な事前課題の提出を行った上で臨んで
もらう。2コマ目は、各テーマに関するグループワークや個人演習を行うこと
で理解を深める。グループワークでは、授業の最後に簡単な報告発表を行っ
てもらう場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

サービス工学概論
本講義の内容、進め方。
社会経済のサービス化などの他、サービ
ス工学1.0（提供者の支援）や2.0（利用
者の支援と共創強化）などの考え方を
学び、以降の各講義を位置づけを知る。

第2回 サービスマーケティング 1970年代から発展してきたサービス
マーケティングを取りあげ、サービス
に対する基礎的な見方、および近年の
見方（サービスドミナントロジック等）
を学ぶ。

第3回 サービス工学と数理最
適化

人間系を含むサービスを対象に、オペ
レーションズ・リサーチや数理最適化
の手法を適用していく方法を、理論と
実践の両面から学ぶ。

第4回 現場起点のサービス工
学とその展開

産業技術総合研究所のサービス工学
チームの活動を紹介する。サービス工
学の研究開発と産学連携の取り組みが
どう変遷したかについて学ぶ。

第5回 メカニズムデザインに
よるサービス設計

経済学の応用分野であるメカニズムデ
ザインをもとに、サービスのプロセスに
おける様々なレベルのルール（サービ
スメカニズム）を設計する方法を学ぶ。

第6回 製造業のサービス化 製品とサービスの組み合わせ（製品
サービスシステム）の類型からはじま
り、製造業のサービス化、機能販売の方
法、必要な組織能力について学ぶ。

第7回 サービス工学とデータ・
AI
サービスの標準化
サービソロジー（サービ
ス学）

データ・AIを用いた共創の推進方法に
ついて学ぶ。
また、まとめ（リフレクション）を行い
ながら、サービスに関する他分野のト
ピックをを概観し、サービスの標準化
やサービソロジー（サービス学）につい
て触れる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前課題の提出
・授業内容の復習
・レポート課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない。各回の内容に応じた資料を都度配付する。
【参考書】
・サービス工学入門、東京大学出版会
・サービス工学―51の技術と実践―、朝倉書店
・サービソロジーへの招待、東京大学出版会
・サービス・マーケティング入門、法政大学出版局
【成績評価の方法と基準】
各授業開始前や授業途中に求める事前課題・リアクションペーパーの提出：
40%
各授業中に実施するグループワーク等における積極的な参加：40%
特定テーマについてのレポート課題の評価：20%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
Service engineering is an engineering discipline concerned with
methodologies and technologies that are useful for improving service
productivity and value co-creation through services. Of course, services
here are not limited to in-person customer service, but also include the
provision of functions via products and software. In recent years, the
digitalization of the socio-economy has been progressing, and services
are evolving by connecting with each other.
The purpose of this class is to acquire service literacy that attempts
to comprehend what services are, including the peripheral contents
of humanities and sociology, through the understanding of various
methods in service engineering. The topics of service engineering
include service design by applying engineering design, application of
various mathematical methods to services, technical support for service
cites, and servitization of manufacturing industries. In all of these
cases, the basic focus is on the satisfaction and experience of the
user, but there are approaches that not only support the activities of
the provider to create the service, but also try to enhance co-creation
through active support for the user. In this class, after organizing the
differences in these approaches as Service Engineering 1.0/2.0, several
lecturers will give lectures on each topic (theme). Then, students will
deepen their understanding through discussions among themselves.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
Grading will be decided based on assignments and/or reaction papers in
each class (40%), contribution to group work (40%) and reports (20%).
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PRI300ND（情報学基礎 / Principles of informatics 300）

データサイエンス

野々部　宏司

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大量のデータを迅速に収集・蓄積できるようになった現代において，
合理的な意思決定を行うためにデータを活用することの重要性は以
前にも増して高まっている。この授業では，データ分析ツールを用
いた演習を通して，主に多変量解析の代表的な手法について，それ
らの基本的な考え方と活用方法について学ぶ。

【到達目標】
データに基づく意思決定を行うために，データの集計・視覚化がで
きること。さらに，分析目的に合った適切な多変量解析手法を適用
し，その結果を活用できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は毎回2コマ連続で実施する。毎回，説明の後，理解度確認のた
めにRおよびRStudioを用いた演習を授業時間内に行う。また，授
業時間外に行うべき課題を各テーマごとに課す。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，Rと

RStudioの基礎
授業の目的や進め方について説明
した後，RやRStudioの基本的な
使い方を確認する。

2 Rによるデータの基
本的処理，データの
可視化と要約

Rを用いて，データの集計や分析，
可視化を行う方法について学ぶ。

3 回帰分析 予測や要因分析を行うための手法
として用いられる線形回帰モデル
について学ぶ。

4 回帰分析（続き） 重回帰分析に関する話題として変
数変換や多重共線性などについて
学ぶ。また，データを分類するた
めの手法として，ロジスティック
回帰モデルについて学ぶ。

5 主成分分析 少ない変数でデータの特徴を把握
する手法として主成分分析を学ぶ。
また，主成分分析を重回帰分析と
組み合わせて用いる方法について
学ぶ。

6 因子分析
クラスター分析

次元削減や構造モデルの仮説検
証・推定に用いられる因子分析に
ついて学ぶ。また，データ間の類
似性に基づいてデータをグループ
化したり視覚化したりする手法で
あるクラスター分析について学び，
因子分析とクラスター分析を組み
合わせて用いる方法を学ぶ。

7 決定木
演習課題（最終課題）

予測や要因分析に用いられる手法
のひとつである決定木について学
ぶ。また，授業内容の復習を行い，
各自で設定した問題に対して，授
業で扱った手法を適用する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・（初回授業前）RとRStudioの事前インストール

・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。資料を配布する。

【参考書】
・林賢一（著），下平英寿（編），「Rで学ぶ統計的データ解析（デー
タサイエンス入門シリーズ）」，講談社，2020．
・有賀友紀，大橋俊介，「RとPythonで学ぶ［実践的］データサイ
エンス＆機械学習【増補改訂版】」，技術評論社，2021．
・川端一光，岩間徳兼,鈴木雅之，「Rによる多変量解析入門データ
分析の実践と理論」，オーム社，2018．
・嶋田正和，阿部真人，「Rで学ぶ統計学入門」，東京化学同人，2017．
・兼子毅，「Rで学ぶ多変量解析」，日科技連出版社，2011．
・青木繁伸，「Rによる統計解析」，オーム社，2009．
など。その他，授業内に適宜提示する。

【成績評価の方法と基準】
演習課題の提出物により，以下の割合で評価する。
・演習課題：70%
・最終課題：30%
ただし，授業を3回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とす
る。特別な理由がない限り30分以上の遅刻は欠席とみなす。

【学生の意見等からの気づき】
演習のためのまとまった時間を確保するため，説明→演習の流れを
基本としつつ，説明の途中で適宜練習問題を行う時間を設けるよう
にする。

【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン（個人所有のノートパソコンでも可）
：事前にRとRStudioをインストールし，問題なく起動することを
確認しておくこと。
・学習支援システム：お知らせの配信・資料やスライドの配布・課
題の提示や回収・授業内小テスト等に利用する。

【Outline (in English)】
This course introduces fundamentals of multivariate analysis
through exercises using the data analysis tool R. The goal of
this course is to learn some multivariate analysis techniques
and their application to decision-making.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content. Grading
will be decided based on assignments in each class (70%) and
the final report (30%).
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MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカニカルデザイン演習

山田　泰之

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
動きをともなうあらゆる製品には「機構（メカニズム）」が存在する．機構は
メカニカルな製品を企画・設計（デザイン）するにあたり，デザイナ，エンジ
ニアが理解しておかなければならない重要な要素である．本演習では，自動
車，家電，文房具，玩具など普段から身近にあるプロダクトのメカニカルデ
ザインを題材として、リンク機構やカム機構，伝動装置，歯車など主な機械
要素を用いた設計の基礎について学修する．実際に機構の分解組立てや，簡
単な設計課題の演習を通じて，メカニズムデザインしながら理解を深める.

【到達目標】
・基本的な機械の機構（メカニズム）やその運動を理解できる．
・小規模な機構（メカニズム）を含むシステムを企画・設計（デザイン）できる．
・小規模な機械設計の問題解決のプロセスが実践できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
演習課授業のため，基本的に対面で実施する．ものづくり実践を行うため，安
全のため参加する際の服装についても指示を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 メカニカルデザイン入門 メカニカルデザイン（B期）の要点を復

習しつつ，本講義で特に重要な減速機
やリンク機構について詳細を説明する．

第2回 機械の分解と図面 デザインから実物、実物からリバース
エンジニアリングする際に重要は計測
技術として家電製品の分解と，ノギス
等を利用した計測演習を行う。

第3回 機械設計と動力学 機械設計における動力学の関係の説明
と，それを実践的に学ぶラピットプロ
トタイピング演習課題を実施する．

第4回 機械設計と動力学 機械設計における動力学の関係の説明
と，それを実践的に学ぶラピットプロ
トタイピング演習課題を実施する．

第5回 機械設計と運動の生成 機械を動かすために必要な，動力，減速
機，リンク機構等を簡易的な模型実験
により実践的に学ぶ．

第6回 機械設計と運動の生成 機械を動かすために必要な，動力，減速
機，リンク機構等を簡易的な模型実験
により実践的に学ぶ．

第7回 デジタルファブリケー
ション演習

3Dプリンタをはじめとしたデジタル
ファブリケーションについて実践的に
学ぶ

第8回 デジタルファブリケー
ション演習

3Dプリンタをはじめとしたデジタル
ファブリケーションについて実践的に
学ぶ

第9回 機械設計と運動の生成2
機構の制作

機械を動かすために必要な，動力，減速
機，リンク機構等を簡易的な模型実験
により実践的に学ぶ．機構を身近な材
料で試作する演習を行う．

第10回 機械設計と運動の生成2
機構の制作

機械を動かすために必要な，動力，減速
機，リンク機構等を簡易的な模型実験
により実践的に学ぶ．機構を身近な材
料で試作する演習を行う．

第11回 極限環境でのメカニカ
ルデザイン

宇宙，南極，火山，深海，レースなど
様々な極限環境では特殊なメカニカル
デザインがなされている．それらの第
一線で活躍する研究者，エンジニア，デ
ザイナによる講演

第12回 極限環境でのメカニカ
ルデザイン

宇宙，南極，火山，深海，レースなど
様々な極限環境では特殊なメカニカル
デザインがなされている．それらの第
一線で活躍する研究者，エンジニア，デ
ザイナによる講演

第13回 機構の創作 演習課題に対して各個人が制作した成
果物のメカニズムについてスライドと
動画を用いて発表審査を行う．

第14回 機構の創作 演習課題に対して各個人が制作した成
果物のメカニズムについてスライドと
動画を用いて発表審査を行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1)シラバスの内容を事前に確認する。
2)メカニカルデザインの基礎知識として，テクノロジ基礎論やメカニカルデ
ザインの内容を復習して活用する．
3）ソリッドワークスで簡単なモデリングが可能なように復習しておく．
本授業はCADオペレーティングを習う授業ではないので，基本的にCADソ
フトの使い方を指導しない．
3)要求仕様に沿った課題を設計する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な教材，資料は適宜紹介する．あるいは電子媒体で配信する．
【参考書】
1)機構学　　 ISBN-13: 978-4627668911

【成績評価の方法と基準】
平常時の課題への取り組み（30％）
課題の提出（70％）
により総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
演習では適宜必要な道具や工具，材料の指示があるため持参する．
【Outline (in English)】
In this program, students acquire the fundamentals of designing high-
performance mechanisms using three-dimensional CAD/CAM software
with practical training. Before/after each class meeting, students will
be expected to spend two hours to understand the course content
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PHY100ND（物理学 / Physics 100）

電気と振動

岩月　正見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
いろいろなプロダクトをデザインする上でそのエレクトロニクス系の物理現
象とその理論背景を理解することは極めて重要である。本授業では、基本的
なエレクトロニクスを学ぶための数学的基礎とその応用について、さらには
その歴史的背景と現在の技術動向について解説する。
【到達目標】
到達目標は下記の５点である。
１．電気回路を学ぶ上で重要となる数学的基礎について、その歴史的背景と
とも理解する。
２．電気回路を解析する上で重要なフェーザ表示の意義とその応用について
理解する。
３．デジタル回路の仕組みを学ぶ上で重要となる数学的基礎と、その歴史的
背景とについて理解する。
４．デジタル回路を構成する上で重要な論理回路や順序回路などの原理を理
解し、PCやスマホの動作原理の大枠を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行い，エレクトロニクスの基本的な「物の見方・考
え方」について理解を深め、様々な事例や実際のデバイスに触れることで、身
近にあるシステムがいかなる原理で動作しているかを体感できるように授業
を進める。
受講者には十分な予習・復習をし、実際に手を動かして練習することでより
理解を深めていく態度が求められる．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 発電と送電 発送電の歴史と交流電力の意義につい

て解説する。
2 数の歴史 ネイピア数誕生の歴史とその数学的意

味と意義について解説する。
3 指数関数 指数関数誕生の歴史とその数学的意味

と意義について解説する。
4 テイラー級数展開 テイラー級数展開の導出とその意義に

ついて解説する。
5 オイラーの公式とオイ

ラーの等式
オイラーの公式の導出とその意義につ
いて解説する。さらに、アイラ―の等
式が「人類の至宝」と呼ばれる所以を開
設する。

6 直流回路 直流回路の解析において重要なオーム
の法則とキルヒホッフの法則について
解説し、解析例を示す。

7 電力と電力量 デバイスを設計する上で重要となる電
力と電力量について解説する。

8 交流回路 オイラーの公式に基づいた正弦波の
フェーザ表示について解説し、これを
用いた交流回路の解析例を示す。

9 ２進数と論理回路 デジタル回路の仕組みを理解する上で
重要な２進数と論理回路について解説
する。

10 加算器と乗算器 ２進数表記と論理回路を組み合わせる
ことで加算器と乗算器を構成できるこ
とを示す。

11 半導体とトランジスタ 半導体の原理とその意義について歴史的
背景とともに解説する。さらにトラン
ジスタの動作原理についても解説する。

12 トランジスタによるス
イッチング回路の実装

単体のトランジスタと抵抗などを配布
して、デジタル回路の最小構成要素と
なるスイッチング回路を実装する。

13 コンピュータの動作原理 スイッチング回路の組み合わせにより
コンピュータが構成できることを開設
する。

14 まとめ 授業のまとめを行い、授業内で取り上
げることができなかった話題について
述べる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習復習を必ず行うこと

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
数多くの電気系教科書や、機械系の教科書で各学生の好むもの学ぶことが望
ましい。
この授業の内容は普遍的なものであるので、どのような教科書にも掲載され
ている。
【参考書】
戸田盛和著「力学」岩波書店
原島鮮著　「力学」裳華房
今井功著　「流体力学」岩波書店
【成績評価の方法と基準】
学期末の定期試験は行わない。　各授業中に小テストを行いその結果で理解
度を判定する。
成績は小テストの得点、演習等によって総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
学生の興味や嗜好は毎年変化し、その能力・資質も毎年変化する。一年遅れ
のアンケートはあまり参考にならない。説明の詳細度や講義速度については、
学生の意見や小試験の結果を見て調整する。授業中に遠慮無く意見を述べて
頂きたい。
【学生が準備すべき機器他】
必ず、配布されたノートパソコンを持参すること。
【Outline (in English)】
In designing various products, it is extremely important to understand
the physical phenomena of electronics and their theoretical background.
This class will explain the mathematical basis for studying basic
electronics and its applications, as well as its historical background and
current technological trends.
Students are required to prepare and review for the course.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
No periodic examinations will be given at the end of the semester.　
Quizzes will be given during each class, and the results will be used to
determine the level of understanding.
Grades will be determined comprehensively based on quiz scores,
exercises, etc.
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BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

福祉工学

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・代

行する分野としての福祉工学について、
歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測について、
得られる信号の種類や特徴、基本的な
取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている神経
や筋肉の電気的現象について講義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すため
の電極のしくみや、これを用いた脳波
計や筋電計などを、実際の計測の様子
を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なものか
ら、筋電義手など工学的技術を用いた
ものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援の
ためのロボット技術について講義する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感覚
技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイン
タフェース技術について講義する。生
体信号によるインタフェース技術のデ
モも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で使
われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報を
得るための医用画像技術について講義
する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診断
や医療ロボットの高度化について講義
する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工学
などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚と
福祉工学の関わりについて講義する。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残され
ている課題と、その解決に向けて行わ
れている研究や活動を紹介する。義手
に関する身体錯覚実験のデモも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

福祉工学

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・代

行する分野としての福祉工学について、
歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測について、
得られる信号の種類や特徴、基本的な
取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている神経
や筋肉の電気的現象について講義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すため
の電極のしくみや、これを用いた脳波
計や筋電計などを、実際の計測の様子
を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なものか
ら、筋電義手など工学的技術を用いた
ものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援の
ためのロボット技術について講義する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感覚
技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイン
タフェース技術について講義する。生
体信号によるインタフェース技術のデ
モも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で使
われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報を
得るための医用画像技術について講義
する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診断
や医療ロボットの高度化について講義
する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工学
などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚と
福祉工学の関わりについて講義する。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残され
ている課題と、その解決に向けて行わ
れている研究や活動を紹介する。義手
に関する身体錯覚実験のデモも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

福祉工学

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・代

行する分野としての福祉工学について、
歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測について、
得られる信号の種類や特徴、基本的な
取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている神経
や筋肉の電気的現象について講義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すため
の電極のしくみや、これを用いた脳波
計や筋電計などを、実際の計測の様子
を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なものか
ら、筋電義手など工学的技術を用いた
ものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援の
ためのロボット技術について講義する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感覚
技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイン
タフェース技術について講義する。生
体信号によるインタフェース技術のデ
モも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で使
われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報を
得るための医用画像技術について講義
する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診断
や医療ロボットの高度化について講義
する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工学
などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚と
福祉工学の関わりについて講義する。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残され
ている課題と、その解決に向けて行わ
れている研究や活動を紹介する。義手
に関する身体錯覚実験のデモも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学習
目標についての説明をすると共に、
ランドスケープデザインの授業と演
習の進め方や方法の説明を行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とランド
スケープについて学ぶ。都市と自然
の関係や緑の歴史性とまちづくり、都
市化の中での緑の保全や公園・緑地
計画や計画実現の制度について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造園
の様式について概説し、ランドス
ケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の中
のガーデン設計に関する概要とその
利用・美学・種類について説明をし
て知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計に関する
分析として，敷地・環境・地割りに
ついて説明をして，知見を高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計に関する
重要な要素の植栽・施設に関して説
明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計の中の主
に平面図の全体的な設計手法を説明
て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計の事例か
ら学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン設
計の中のパースの技法を説明を行う
と共に，造園材料の説明を行い，知
見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、樹
木を分類し、具体の樹木を通じ特性
を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面構
造、計画・設計・施工について学ぶ。
屋上緑化は近年、都市緑地を創出す
る重要なアイテムであり、そのラン
ドスケープ技術は建築物との関係や
高所施工での特殊性もあり、様々な
技術の検討が必要であり、日本と海
外（シンガポール等）事例からも学
ぶ。壁面・室内緑化の緑化技術を事
例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であり、
樹木を理解するとともに樹種の基礎
知識、樹木医の仕事やランドスケー
プデザインの中での樹木の位置づけ
を学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住宅
（世界遺産）のランドスケープはブ
ルーノタウトの作品であるが、この
設計思想と日本の事例との比較を論
文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン設
計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。

【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。
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【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学習
目標についての説明をすると共に、
ランドスケープデザインの授業と演
習の進め方や方法の説明を行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とランド
スケープについて学ぶ。都市と自然
の関係や緑の歴史性とまちづくり、都
市化の中での緑の保全や公園・緑地
計画や計画実現の制度について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造園
の様式について概説し、ランドス
ケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の中
のガーデン設計に関する概要とその
利用・美学・種類について説明をし
て知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計に関する
分析として，敷地・環境・地割りに
ついて説明をして，知見を高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計に関する
重要な要素の植栽・施設に関して説
明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計の中の主
に平面図の全体的な設計手法を説明
て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計の事例か
ら学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン設
計の中のパースの技法を説明を行う
と共に，造園材料の説明を行い，知
見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、樹
木を分類し、具体の樹木を通じ特性
を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面構
造、計画・設計・施工について学ぶ。
屋上緑化は近年、都市緑地を創出す
る重要なアイテムであり、そのラン
ドスケープ技術は建築物との関係や
高所施工での特殊性もあり、様々な
技術の検討が必要であり、日本と海
外（シンガポール等）事例からも学
ぶ。壁面・室内緑化の緑化技術を事
例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であり、
樹木を理解するとともに樹種の基礎
知識、樹木医の仕事やランドスケー
プデザインの中での樹木の位置づけ
を学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住宅
（世界遺産）のランドスケープはブ
ルーノタウトの作品であるが、この
設計思想と日本の事例との比較を論
文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン設
計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。
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【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学習
目標についての説明をすると共に、
ランドスケープデザインの授業と演
習の進め方や方法の説明を行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とランド
スケープについて学ぶ。都市と自然
の関係や緑の歴史性とまちづくり、都
市化の中での緑の保全や公園・緑地
計画や計画実現の制度について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造園
の様式について概説し、ランドス
ケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の中
のガーデン設計に関する概要とその
利用・美学・種類について説明をし
て知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計に関する
分析として，敷地・環境・地割りに
ついて説明をして，知見を高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計に関する
重要な要素の植栽・施設に関して説
明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計の中の主
に平面図の全体的な設計手法を説明
て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の中
のハウジングガーデン設計の事例か
ら学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン設
計の中のパースの技法を説明を行う
と共に，造園材料の説明を行い，知
見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、樹
木を分類し、具体の樹木を通じ特性
を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面構
造、計画・設計・施工について学ぶ。
屋上緑化は近年、都市緑地を創出す
る重要なアイテムであり、そのラン
ドスケープ技術は建築物との関係や
高所施工での特殊性もあり、様々な
技術の検討が必要であり、日本と海
外（シンガポール等）事例からも学
ぶ。壁面・室内緑化の緑化技術を事
例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であり、
樹木を理解するとともに樹種の基礎
知識、樹木医の仕事やランドスケー
プデザインの中での樹木の位置づけ
を学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住宅
（世界遺産）のランドスケープはブ
ルーノタウトの作品であるが、この
設計思想と日本の事例との比較を論
文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン設
計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。

【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。
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【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築フォーラム

下吹越　武人、赤松　佳珠子、小堀　哲夫、安積　伸、渡邉　竜一、山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は毎年テーマを掲げた連続レクチャーを行う。デザイン工学部3学科の
特徴を活かして、領域横断的なテーマも組み込んだレクチャー構成とする。
毎回異なる講師を招いてデザインの最前線をレポートしてもらうことで、通
常の大学の授業ではえられにくい、リアルなデザインの現場を実感してもら
うことが目標である。
デザインという行為は何か？ デザインと社会の関係は？
ひとつのデザインを完成するためにはどのような努力の蓄積があるのか？
建築とプロダクトデザインの領域に境はあるのか？
建築でも土木でもない新しい分野とは？
アーバンデザインとは具体的にどういうものなのか？
今日コミュニティはどのような意味をもっているか？
こういったさまざまなテーマの講演に参加することは自らの視野を広げ、さ
らに重要なのは自分が共感できる分野にもめぐり合えるかもしれないという
ことだ。
【到達目標】
以下の能力を習得する。
1)さまざまな講師による講演内容を理解し簡潔に文章化する。
2)講演についての感想文、批評をレポートに書く。
3)講演についてその場で質問やコメントを行なう
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
デザインフォーラムは講演会形式の授業であること、年度毎に共通テーマが
あること、
学内および学外に公開される公開講座であるという特徴がある。第一線で活
躍している講演者のパワーを感じたという授業参加者の意見はよく耳にする
ところだが、14回の連続性が持ち味の通常の授業と1回性の講演の繰り返し
が特徴のデザインフォーラムとの違いを感じてほしい。従って、単に講演会
に出席するだけではこの授業に参加したことにはならない。講演記録の作成、
講演者への質問、講演会のレポート作成などを通じて講演会の参加を多次元
的に学ぶこと、すなわち講演内容を批評的に理解する方法を６-７回の講演に
参加することで徐々に身に着ける。初回のガイダンスでその年度の共通テー
マについての説明があるので必ず出席すること。なお、フォーラムの講演会
数が原則、隔週で６-７回となっているのは、フォーラムの翌週は講演記録お
よびレポート作成の自習時間とみなしているためである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 建築フォーラム履修の基本事項および本

年度のテーマと講演者の説明を行なう。
2 フォーラム１ 講演者および演題は基本テーマにより

毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスターで
開示される。

3 レポート作成 (1) 講演記録メモおよび講演レポートの作
成。(1)

4 フォーラム２ 講演者および演題は基本テーマにより
毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスターで
開示される。

5 レポート作成 (2) 講演記録メモおよび講演レポートの作
成。(2)

6 フォーラム３ 講演者および演題は基本テーマにより
毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスターで
開示される。

7 レポート作成 (3) 講演記録メモおよび講演レポートの作
成。(3)

8 フォーラム４ 講演者および演題は基本テーマにより
毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスターで
開示される。

9 レポート作成 (4) 講演記録メモおよび講演レポートの作
成。(4)

10 フォーラム５ 講演者および演題は基本テーマにより
毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスターで
開示される。

11 レポート作成 (5) 講演記録メモおよび講演レポートの作
成。(5)

12 フォーラム６ 講演者および演題は基本テーマにより
毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスターで
開示される。

13 レポート作成 (6) 講演記録メモおよび講演レポートの作
成。(6)

14 まとめ 本年度の建築フォーラムに参加した学
生と授業担当教員で本年度の基本テー
マや講演者について議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講演内容の理解を深めるために、事前に各回の講演者の作品や著作に目を通
しておくことを勧める。講演では様々な話題に展開するので、講演後のフォ
ローアップも必須である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
講師から指示がある。
【成績評価の方法と基準】
講演メモとレポート内容による。
フォーラムの最後に行われる質問タイムへの参加は評価に加点される。
６-７回のレポート（講演メモ＋講演レポート）を担当教員が読み評価を行な
うが、これが基本的な評価（90％）となる。質問タイムへの参加はTAが記録
し、授業参加評価（10％）として加点される。合計100点満点中60点以上を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
デザインフォーラム（旧：建築フォーラム）はオムニバス形式の講演会授業
だが、毎年明確な共通テーマを与えることで建築、都市、プロダクトに関わ
る局面をつまびらかにするように改善した。毎回、講演後に担当教員が交代
で講演者と対談することで学生の講演内容理解を補う方法も数年前から導入
したが、講演が分かりやすくなったと好評である。
【学生が準備すべき機器他】
聴講しながらその要旨をノートＰＣにメモするという方法も今日の会議では
一般的になってきた。そのような面での情報機器の習熟もこの授業が副次的
にめざすところである。
【その他の重要事項】
実務経験との関連：現役の建築家やデザイナーでもある複数の教員がデザイ
ンをとりまく諸問題の中から毎年共通テーマを選定し、そのテーマに従って
6-7名の講師を選定し招聘している。2021年度よりデザイン工学部3学科の教
員が共同して担当している。
【Outline (in English)】
In the field of design many kinds of practices exist. This design forum
each time invites different lecturers to report on the front-line of design,
aiming to share real experiences with students which are difficult to
obtain in normal university classes:
What is the act of design? What is the relationship between design and
society?
What kind of accumulation of effort is there to complete one design?
Is there a boundary between the realms of architecture and product
design?
Are there any new fields that fall outside of architecture or civil
engineering?
What exactly is urban design?
What are the implications for today’s community?
Participation in lectures featuring such a diversity of themes will, in
addition to contributing to their perspective of the field, importantly
provide opportunities for students to encounter areas that they strongly
relate to.
[Learning Objectives]
Acquire the ability to
1) Understand the contents of lectures given by various lecturers and
concisely write them down.
2) Write a report on your impressions and criticisms of the lecture.
3) Questions and comments about the lecture on the spot
[Learning activities outside of classroom]
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In order to deepen your understanding of the content of the lectures, it
is recommended that you read the works and writings of each lecturer
in advance. Since various topics will be covered in the lecture, follow-up
after the lecture is also essential.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following
six reports: 90%、in class contribution: 10%
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の気
候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つの
伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の求め
方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱環
境6要素を理解し、体感指標PMV、
SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理解
し、真太陽時と平均太陽時、太陽位置の
求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地表面
放射、実効放射を理解し、熱量の求めら
方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束法
による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解し、
必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理解
し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と外
断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求め
方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、表
面結露防止のための壁体熱性能の求め
方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、吸音
力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音響の
理論を理解し，その応用手法を学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について学
ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の省
エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。

【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の気
候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つの
伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の求め
方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱環
境6要素を理解し、体感指標PMV、
SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理解
し、真太陽時と平均太陽時、太陽位置の
求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地表面
放射、実効放射を理解し、熱量の求めら
方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束法
による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解し、
必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理解
し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と外
断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求め
方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、表
面結露防止のための壁体熱性能の求め
方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、吸音
力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音響の
理論を理解し，その応用手法を学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について学
ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の省
エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善

【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の気
候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つの
伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の求め
方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱環
境6要素を理解し、体感指標PMV、
SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理解
し、真太陽時と平均太陽時、太陽位置の
求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地表面
放射、実効放射を理解し、熱量の求めら
方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束法
による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解し、
必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理解
し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と外
断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求め
方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、表
面結露防止のための壁体熱性能の求め
方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、吸音
力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音響の
理論を理解し，その応用手法を学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について学
ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の省
エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。

【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．また，
技術英文作成に必要となる３Ｃ
（Correct：正確に書く，Clear：明確
に書く，Concise：簡潔に書く）を理解
する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ文な
らびにbe動詞を使うＳＶＣ文の組み立
てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文なら
びに簡潔で便利な動詞を使うＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞なら
びに「～を可能にする」「～を許可する」
「～を引き起こす」等の便利な動詞を使
うＳＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化なら
びに受け身文（受働態）の効果的な使い
方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前置詞
ならびに助動詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命令形
ならびに複数の語を関係づける前置詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加える
分詞・分詞構文，ならびに２つの文の共
通部分を関係づける関係代名詞を使う
英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞や
文全体にニュアンスを加える副詞を使
う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文表現
ならびに英文を読みやすくする略語・
句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）を
使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成におけ
るポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立て
や表現等に関する理解度の定着を確認
する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．

— 326 —



SDGs　発行日：2024/5/1

【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を子心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表
してもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．また，
技術英文作成に必要となる３Ｃ
（Correct：正確に書く，Clear：明確
に書く，Concise：簡潔に書く）を理解
する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ文な
らびにbe動詞を使うＳＶＣ文の組み立
てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文なら
びに簡潔で便利な動詞を使うＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞なら
びに「～を可能にする」「～を許可する」
「～を引き起こす」等の便利な動詞を使
うＳＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化なら
びに受け身文（受働態）の効果的な使い
方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前置詞
ならびに助動詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命令形
ならびに複数の語を関係づける前置詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加える
分詞・分詞構文，ならびに２つの文の共
通部分を関係づける関係代名詞を使う
英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞や
文全体にニュアンスを加える副詞を使
う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文表現
ならびに英文を読みやすくする略語・
句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）を
使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成におけ
るポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立て
や表現等に関する理解度の定着を確認
する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を子心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表
してもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．

— 328 —



SDGs　発行日：2024/5/1

【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．また，
技術英文作成に必要となる３Ｃ
（Correct：正確に書く，Clear：明確
に書く，Concise：簡潔に書く）を理解
する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ文な
らびにbe動詞を使うＳＶＣ文の組み立
てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文なら
びに簡潔で便利な動詞を使うＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞なら
びに「～を可能にする」「～を許可する」
「～を引き起こす」等の便利な動詞を使
うＳＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化なら
びに受け身文（受働態）の効果的な使い
方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前置詞
ならびに助動詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命令形
ならびに複数の語を関係づける前置詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加える
分詞・分詞構文，ならびに２つの文の共
通部分を関係づける関係代名詞を使う
英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞や
文全体にニュアンスを加える副詞を使
う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文表現
ならびに英文を読みやすくする略語・
句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）を
使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成におけ
るポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立て
や表現等に関する理解度の定着を確認
する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を子心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表
してもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
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【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．また，
技術英文作成に必要となる３Ｃ
（Correct：正確に書く，Clear：明確
に書く，Concise：簡潔に書く）を理解
する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ文な
らびにbe動詞を使うＳＶＣ文の組み立
てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文なら
びに簡潔で便利な動詞を使うＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞なら
びに「～を可能にする」「～を許可する」
「～を引き起こす」等の便利な動詞を使
うＳＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化なら
びに受け身文（受働態）の効果的な使い
方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前置詞
ならびに助動詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命令形
ならびに複数の語を関係づける前置詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加える
分詞・分詞構文，ならびに２つの文の共
通部分を関係づける関係代名詞を使う
英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞や
文全体にニュアンスを加える副詞を使
う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文表現
ならびに英文を読みやすくする略語・
句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）を
使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成におけ
るポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立て
や表現等に関する理解度の定着を確認
する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
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【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表し
てもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．また，
技術英文作成に必要となる３Ｃ
（Correct：正確に書く，Clear：明確
に書く，Concise：簡潔に書く）を理解
する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ文な
らびにbe動詞を使うＳＶＣ文の組み立
てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文なら
びに簡潔で便利な動詞を使うＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞なら
びに「～を可能にする」「～を許可する」
「～を引き起こす」等の便利な動詞を使
うＳＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化なら
びに受け身文（受働態）の効果的な使い
方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前置詞
ならびに助動詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命令形
ならびに複数の語を関係づける前置詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加える
分詞・分詞構文，ならびに２つの文の共
通部分を関係づける関係代名詞を使う
英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞や
文全体にニュアンスを加える副詞を使
う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文表現
ならびに英文を読みやすくする略語・
句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）を
使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成におけ
るポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立て
や表現等に関する理解度の定着を確認
する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表し
てもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
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【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業運

営方法，評価方法等を把握する．また，
技術英文作成に必要となる３Ｃ
（Correct：正確に書く，Clear：明確
に書く，Concise：簡潔に書く）を理解
する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ文な
らびにbe動詞を使うＳＶＣ文の組み立
てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文なら
びに簡潔で便利な動詞を使うＳＶＯ文
の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞なら
びに「～を可能にする」「～を許可する」
「～を引き起こす」等の便利な動詞を使
うＳＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化なら
びに受け身文（受働態）の効果的な使い
方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前置詞
ならびに助動詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命令形
ならびに複数の語を関係づける前置詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加える
分詞・分詞構文，ならびに２つの文の共
通部分を関係づける関係代名詞を使う
英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞や
文全体にニュアンスを加える副詞を使
う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文表現
ならびに英文を読みやすくする略語・
句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）を
使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成におけ
るポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立て
や表現等に関する理解度の定着を確認
する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表し
てもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
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【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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PRI200NA（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

数理統計学

牧野　倫子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
不確実性を有する現象を分析するのに必要な統計学の基礎を学習し，データ
解析を行うことによって，現状の把握，推測，そして意思決定ができること
を目的とする。
【到達目標】
・統計学の基本を習得でき，主な確率分布およびその統計量の求め方を理解で
きる。
・標本データの分析手法を習得し，実際に主な統計量を求め，分析をすること
によって状況把握をすることができる。
・中心極限定理の内容を理解する。
・標本データの統計分析結果より母集団で想定される確率分布のパラメータの
推定手法（点推定、区間推定、仮説検定）を習得し，実際のデータに対して分
析を行うことによって意思決定を行うことができる。
　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と学習支援システムの併用で行う。
※事前にオンデマンド教材と資料で予習を行う。
※授業中は学習内容のポイントの説明と演習を行う。
※授業中と学習支援システム上で諸連絡，講義教材掲示，課題提出等を行う。
※授業中およびメールや✓シートの提出によって質問等を行う。
配布資料の内容について演習を交えながら解説し，課題を通じて内容を具体
的に把握する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業概論

データ分析（１）
・母集団と標本の関係やこれから学習す
る内容の全体の位置を理解・する。
・データの種類とデータに対する統計量
の意味と求め方を理解する。

2 データ分析（２） 実際のデータに対して分析演習を行い，
理解する。

3 確率 集合と事象，確率と確率空間，確率の基
本性質，加法定理など，もとになる確率
の基本を復習確認し，事象の独立性及び
従属性，ベイズの定理について学習し，
演習を行うことによって理解を深める。

4 確率変数と確率分布
（１）

離散確率変数の代表的な確率分布（離
散一様分布，二項分布，ポアソン分布）
について理解する。

5 確率変数と確率分布
（２）

連続確率変数の代表的な確率分布（離
散一様分布，指数分布，正規分布）につ
いて理解する。

6 確率変数と確率分布
（３）

２変数確率変数について理解する。

7 テスト１，まとめと解説 第１～６回の講義内容に関するテスト
を実施する。

8 中心極限定理 多次元正規分布について学習し，中心
極限定理の内容を理解する。

9 点推定 確率分布のパラメータの点推定法であ
るモーメント法と最尤法について学習
し，データに対して適切な推定量を求
めることができる。

10 統計解析に必要な確率
分布

正規分布より誘導される分布（カイ2乗
分布，ｔ分布，F分布）について理解す
る。

11 区間推定 確率分布のパラメータの信頼区間の構
成方法を理解する。

12 仮説検定 統計的仮説検定の考え方を理解する。
また、いくつかの有名な母数の検定方
法について学ぶ。

13 統計数値実験 中心極限定理の内容をExcelで乱数を発
生させる数値実験を行うことによって
本講義の学習内容を確認する。

14 テスト２，まとめと解説 第８～１３回の講義内容に関するテス
トを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
★事前に公開した講義教材を読んで予習する。
★講義中に講義内容と確認演習を確認し，課題を行う。
★課題の解答を確認し，質問等があったら講義中あるいは✓シートにて連絡
する。
★実際のデータに対してエクセルを用いて解析をし，考察の仕方を学習する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
※学習支援システムに公開する教材を利用する。
【参考書】
・授業の内容を復習するのに使用するといいでしょう。お勧めの本は以下の通
りです。
★統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編　東京大学出版会　2004年）
★統計学演習（村上正康，安田正賓　共著　培風館　2010年）
★統計学基礎（統計検定３級・２級対応）　日本統計学会
★統計学の基礎　（栗栖　忠　他　裳華房　2017年）
【成績評価の方法と基準】
テスト１：４０パーセント
テスト２：４０パーセント。
課題・レポート課題：２０パーセント。
【学生の意見等からの気づき】
モチベーション維持に留意する。基礎事項をしっかりと習得し理解した上で，
具体的な例での対応方法を身につける。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンにてエクセルの関数計算ができ，統計解析（基本統計量）が使用で
きる状態にしておくのが望ましい。
講義連絡および資料配布・課題提出・質問等のやり取りに学習支援システム
を利用する予定。オンデマンド教材の配布は，学習支援システムとGoogleド
ライブを使用する予定。
【その他の重要事項】
今まで学習した確率統計および，微分積分の教科書等の復習をしておくことが
望ましい。電力会社などと合同研究を行って，実際のデータ処理分析を行っ
た経験がある教員が，その経験を活かし必要な基礎事項を講義する。
【Outline (in English)】
In this course we will learn the basics of statistics in order to analyze
uncertain phenomena. The objectives are to be able to understand and
hypothesize about the present condition and perform decision-making.
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PRI200NA（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

数理統計学

牧野　倫子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
不確実性を有する現象を分析するのに必要な統計学の基礎を学習し，データ
解析を行うことによって，現状の把握，推測，そして意思決定ができること
を目的とする。
【到達目標】
・統計学の基本を習得でき，主な確率分布およびその統計量の求め方を理解で
きる。
・標本データの分析手法を習得し，実際に主な統計量を求め，分析をすること
によって状況把握をすることができる。
・中心極限定理の内容を理解する。
・標本データの統計分析結果より母集団で想定される確率分布のパラメータの
推定手法（点推定、区間推定、仮説検定）を習得し，実際のデータに対して分
析を行うことによって意思決定を行うことができる。
　
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と学習支援システムの併用で行う。
※事前にオンデマンド教材と資料で予習を行う。
※授業中は学習内容のポイントの説明と演習を行う。
※授業中と学習支援システム上で諸連絡，講義教材掲示，課題提出等を行う。
※授業中およびメールや✓シートの提出によって質問等を行う。
配布資料の内容について演習を交えながら解説し，課題を通じて内容を具体
的に把握する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業概論

データ分析（１）
・母集団と標本の関係やこれから学習す
る内容の全体の位置を理解・する。
・データの種類とデータに対する統計量
の意味と求め方を理解する。

2 データ分析（２） 実際のデータに対して分析演習を行い，
理解する。

3 確率 集合と事象，確率と確率空間，確率の基
本性質，加法定理など，もとになる確率
の基本を復習確認し，事象の独立性及び
従属性，ベイズの定理について学習し，
演習を行うことによって理解を深める。

4 確率変数と確率分布
（１）

離散確率変数の代表的な確率分布（離
散一様分布，二項分布，ポアソン分布）
について理解する。

5 確率変数と確率分布
（２）

連続確率変数の代表的な確率分布（離
散一様分布，指数分布，正規分布）につ
いて理解する。

6 確率変数と確率分布
（３）

２変数確率変数について理解する。

7 テスト１，まとめと解説 第１～６回の講義内容に関するテスト
を実施する。

8 中心極限定理 多次元正規分布について学習し，中心
極限定理の内容を理解する。

9 点推定 確率分布のパラメータの点推定法であ
るモーメント法と最尤法について学習
し，データに対して適切な推定量を求
めることができる。

10 統計解析に必要な確率
分布

正規分布より誘導される分布（カイ2乗
分布，ｔ分布，F分布）について理解す
る。

11 区間推定 確率分布のパラメータの信頼区間の構
成方法を理解する。

12 仮説検定 統計的仮説検定の考え方を理解する。
また、いくつかの有名な母数の検定方
法について学ぶ。

13 統計数値実験 中心極限定理の内容をExcelで乱数を発
生させる数値実験を行うことによって
本講義の学習内容を確認する。

14 テスト２，まとめと解説 第８～１３回の講義内容に関するテス
トを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
★事前に公開した講義教材を読んで予習する。
★講義中に講義内容と確認演習を確認し，課題を行う。
★課題の解答を確認し，質問等があったら講義中あるいは✓シートにて連絡
する。
★実際のデータに対してエクセルを用いて解析をし，考察の仕方を学習する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
※学習支援システムに公開する教材を利用する。
【参考書】
・授業の内容を復習するのに使用するといいでしょう。お勧めの本は以下の通
りです。
★統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編　東京大学出版会　2004年）
★統計学演習（村上正康，安田正賓　共著　培風館　2010年）
★統計学基礎（統計検定３級・２級対応）　日本統計学会
★統計学の基礎　（栗栖　忠　他　裳華房　2017年）
【成績評価の方法と基準】
テスト１：４０パーセント
テスト２：４０パーセント。
課題・レポート課題：２０パーセント。
【学生の意見等からの気づき】
モチベーション維持に留意する。基礎事項をしっかりと習得し理解した上で，
具体的な例での対応方法を身につける。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンにてエクセルの関数計算ができ，統計解析（基本統計量）が使用で
きる状態にしておくのが望ましい。
講義連絡および資料配布・課題提出・質問等のやり取りに学習支援システム
を利用する予定。オンデマンド教材の配布は，学習支援システムとGoogleド
ライブを使用する予定。
【その他の重要事項】
今まで学習した確率統計および，微分積分の教科書等の復習をしておくことが
望ましい。電力会社などと合同研究を行って，実際のデータ処理分析を行っ
た経験がある教員が，その経験を活かし必要な基礎事項を講義する。
【Outline (in English)】
In this course we will learn the basics of statistics in order to analyze
uncertain phenomena. The objectives are to be able to understand and
hypothesize about the present condition and perform decision-making.
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開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の１つであるタウンマネジメ
ントについて学ぶことをねらいとする。そのために、タウンマネジメントを
担うステークホルダー (NPO等)、全国で展開している様々なタウンマネジメ
ントの事例について理解を深めつつその課題やまちづくり手法を学ぶ。また、
演習を通じて具体的な政策立案方法についても取り組む。
【到達目標】
市民参加のまちづくりを実践するためのマネージメント手法を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は実社会で活躍されている２名の講師を加えて進める．住民参加，NPO
活動及び行政の視点からのタウンマネージメントの手法や問題点を明らかにし，
住民参加によるまち育ての方向性を講義する。また、課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

タウンマネージメント
についての概略

タウンマネージメントの概念と必要性
について理解する。

2 まちの価値を高めるタウ
ンマネジメントについて

タウンマネジメントの発展経緯と基本
的な考え方や仕組みについて理解する。

3 タウンマネジメントの
新たな潮流について

法的位置づけ（都市再生特別措置法）、
P-PFI等によるマネジメント制度を理
解する。

4 タウンマネジメントの
演習

タウンマネジメントについて、3つの
ケーススタディに取り組む。

5 タウンマネジメントの
管理形態について

指定管理者制度の変遷と課題等につい
て理解する。

6 NPO法人によるタウン
マネジメント総括

NPO法人の活動のバリエーション、最
新動向及び諸課題、今後の展望

7 自治体の視点からのタ
ウンマネジメントの概
要について

都市の魅力アップと都市マネジメント
についての解説

8 自治体の視点からのマネ
ジメント事例について

都市施設のマネジメント、都市インフ
ラのマネジメント事例

9 タウンマネジメントの
先進的な取り組み

日本版BIDの概要、都市まるごとマネ
ジメント事例（富山市）

10 タウンマネジメントの
先進的な取り組みと課
題について

インフラとセットのマネジメント事例
（神戸市、船橋市、長岡市）の事例

11 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（拠点開発型）

タウンマネージメントを補完する国の
制度，拠点開発型タウンマネージメン
トの事例

12 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（官民連携型）

タウンマネージメントの官民連携事例
（横浜市・さいたま市）

13 提出課題の発表 発表の進め方
提出課題の発表

14 タウンマネジメント講
義の総括

タウンマネジメント講義の総括
提出課題の発表
課題の講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習
2. まち育てについて事例を把握しレポート作成
3. HPなどで事例検索
4. 演習課題をまとめる
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　講義ごとに資料を配布する
【参考書】
・「まちの価値を高めるエリアマネジメント」小林重敬＋一般財団法人森記念
財団（学芸出版社）
・「都市づくり戦略とプロジェクトマネジメント」岸田比呂志・卯月盛夫（学
芸出版社）
・「縮小まちづくりー成功と失敗の分かれ目」米山秀隆（時事通信出版局）
・「エリアマネジメント・ケースメソッド」（官民連携による地域経営の教科書）
学芸出版社
【成績評価の方法と基準】
２つのテーマに関する提出レポート・発表により評価する．演習課題未提出
者は評価対象外となるので要注意
レポート 85％
演習課題　15％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から自治体の取り組むまちづくりについて実践的な講義を行う。（土屋）
NPO法成立以前から主にNPO支援分野で活動を続け、現在も複数のNPO
で役員を務めている経験を活かし、実践知と最新動向を踏まえた講義を行う。
（藤澤）
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study on the town
management, which is one of the policy for the creation of a sustainable
city. This course deals with basic concepts of various domestic town
management cases (including Nonprofit Organization as leaders), a
problem and town planning method. It also enhances actual way of
policy making through the course. Please refer to the schedule for
detailed information.
【Leaning Objectives】
To acquire management method of citizen participation for urban
development.
【Learning activities outside of classroom】
1. Review what was learned in the class.
2. Learning example of urban growing, and preparing report.
3. Browsing web page for further learning.
4. Complete exercises.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated by a report and 3 exercises.
Report 85%
Exercises 15%
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ントについて学ぶことをねらいとする。そのために、タウンマネジメントを
担うステークホルダー (NPO等)、全国で展開している様々なタウンマネジメ
ントの事例について理解を深めつつその課題やまちづくり手法を学ぶ。また、
演習を通じて具体的な政策立案方法についても取り組む。
【到達目標】
市民参加のまちづくりを実践するためのマネージメント手法を習得する。
【修得できる能力】
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（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は実社会で活躍されている２名の講師を加えて進める．住民参加，NPO
活動及び行政の視点からのタウンマネージメントの手法や問題点を明らかにし，
住民参加によるまち育ての方向性を講義する。また、課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

タウンマネージメント
についての概略

タウンマネージメントの概念と必要性
について理解する。

2 まちの価値を高めるタウ
ンマネジメントについて

タウンマネジメントの発展経緯と基本
的な考え方や仕組みについて理解する。

3 タウンマネジメントの
新たな潮流について

法的位置づけ（都市再生特別措置法）、
P-PFI等によるマネジメント制度を理
解する。

4 タウンマネジメントの
演習

タウンマネジメントについて、3つの
ケーススタディに取り組む。

5 タウンマネジメントの
管理形態について

指定管理者制度の変遷と課題等につい
て理解する。

6 NPO法人によるタウン
マネジメント総括

NPO法人の活動のバリエーション、最
新動向及び諸課題、今後の展望

7 自治体の視点からのタ
ウンマネジメントの概
要について

都市の魅力アップと都市マネジメント
についての解説

8 自治体の視点からのマネ
ジメント事例について

都市施設のマネジメント、都市インフ
ラのマネジメント事例

9 タウンマネジメントの
先進的な取り組み

日本版BIDの概要、都市まるごとマネ
ジメント事例（富山市）

10 タウンマネジメントの
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題について

インフラとセットのマネジメント事例
（神戸市、船橋市、長岡市）の事例

11 プロジェクト対応型の
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例（拠点開発型）

タウンマネージメントを補完する国の
制度，拠点開発型タウンマネージメン
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12 プロジェクト対応型の
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例（官民連携型）

タウンマネージメントの官民連携事例
（横浜市・さいたま市）
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提出課題の発表
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4. 演習課題をまとめる
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・「都市づくり戦略とプロジェクトマネジメント」岸田比呂志・卯月盛夫（学
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・「エリアマネジメント・ケースメソッド」（官民連携による地域経営の教科書）
学芸出版社
【成績評価の方法と基準】
２つのテーマに関する提出レポート・発表により評価する．演習課題未提出
者は評価対象外となるので要注意
レポート 85％
演習課題　15％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から自治体の取り組むまちづくりについて実践的な講義を行う。（土屋）
NPO法成立以前から主にNPO支援分野で活動を続け、現在も複数のNPO
で役員を務めている経験を活かし、実践知と最新動向を踏まえた講義を行う。
（藤澤）
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study on the town
management, which is one of the policy for the creation of a sustainable
city. This course deals with basic concepts of various domestic town
management cases (including Nonprofit Organization as leaders), a
problem and town planning method. It also enhances actual way of
policy making through the course. Please refer to the schedule for
detailed information.
【Leaning Objectives】
To acquire management method of citizen participation for urban
development.
【Learning activities outside of classroom】
1. Review what was learned in the class.
2. Learning example of urban growing, and preparing report.
3. Browsing web page for further learning.
4. Complete exercises.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated by a report and 3 exercises.
Report 85%
Exercises 15%
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2 まちの価値を高めるタウ
ンマネジメントについて

タウンマネジメントの発展経緯と基本
的な考え方や仕組みについて理解する。

3 タウンマネジメントの
新たな潮流について

法的位置づけ（都市再生特別措置法）、
P-PFI等によるマネジメント制度を理
解する。

4 タウンマネジメントの
演習

タウンマネジメントについて、3つの
ケーススタディに取り組む。

5 タウンマネジメントの
管理形態について

指定管理者制度の変遷と課題等につい
て理解する。

6 NPO法人によるタウン
マネジメント総括

NPO法人の活動のバリエーション、最
新動向及び諸課題、今後の展望

7 自治体の視点からのタ
ウンマネジメントの概
要について

都市の魅力アップと都市マネジメント
についての解説

8 自治体の視点からのマネ
ジメント事例について

都市施設のマネジメント、都市インフ
ラのマネジメント事例

9 タウンマネジメントの
先進的な取り組み

日本版BIDの概要、都市まるごとマネ
ジメント事例（富山市）

10 タウンマネジメントの
先進的な取り組みと課
題について

インフラとセットのマネジメント事例
（神戸市、船橋市、長岡市）の事例

11 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（拠点開発型）

タウンマネージメントを補完する国の
制度，拠点開発型タウンマネージメン
トの事例

12 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（官民連携型）

タウンマネージメントの官民連携事例
（横浜市・さいたま市）

13 提出課題の発表 発表の進め方
提出課題の発表

14 タウンマネジメント講
義の総括

タウンマネジメント講義の総括
提出課題の発表
課題の講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習
2. まち育てについて事例を把握しレポート作成
3. HPなどで事例検索
4. 演習課題をまとめる
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとに資料を配布する
【参考書】
・「まちの価値を高めるエリアマネジメント」小林重敬＋一般財団法人森記念
財団（学芸出版社）

・「都市づくり戦略とプロジェクトマネジメント」岸田比呂志・卯月盛夫（学
芸出版社）
・「縮小まちづくりー成功と失敗の分かれ目」米山秀隆（時事通信出版局）
・「エリアマネジメント・ケースメソッド」（官民連携による地域経営の教科書）
学芸出版社
【成績評価の方法と基準】
２つのテーマに関する提出レポート・発表により評価する．演習課題未提出
者は評価対象外となるので要注意
レポート 85％
演習課題　15％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から自治体の取り組むまちづくりについて実践的な講義を行う。（土屋）
NPO法成立以前から主にNPO支援分野で活動を続け、現在も複数のNPO
で役員を務めている経験を活かし、実践知と最新動向を踏まえた講義を行う。
（藤澤）
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study on the town
management, which is one of the policy for the creation of a sustainable
city. This course deals with basic concepts of various domestic town
management cases (including Nonprofit Organization as leaders), a
problem and town planning method. It also enhances actual way of
policy making through the course. Please refer to the schedule for
detailed information.
【Leaning Objectives】
To acquire management method of citizen participation for urban
development.
【Learning activities outside of classroom】
1. Review what was learned in the class.
2. Learning example of urban growing, and preparing report.
3. Browsing web page for further learning.
4. Complete exercises.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated by a report and 3 exercises.
Report 85%
Exercises 15%
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

デザインスタジオ３

森　元気、赤松　佳珠子、坂野　由典、岩佐　明彦、津野　恵美子、相坂　研介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、図面・模型の製作を通じて、具体的な課題に取り組み、設計の
プロセスを体験的に学んでいく。
【到達目標】
・建築の基本的な構成要素を理解し，その操作で空間を形成する技術を身につ
ける
・プログラムと必要諸室の対応を理解する
・個人と集団から規定されるスケール感を身につける
・各種構造の特性を理解し適正に適用する．
・必要な建築設備を理解する
・周辺地域の多様性を理解し，調和する技術を身につける
・ダイアグラムでプログラムや関係諸室を表現する技術を身につける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
前半の課題では住空間を題材に床、壁、天井の基本構成について学ぶ。
後半はスタジオ形式とする。前半で学んだ手法を活かしながら、幼稚園を題
材にそれらの「場の集合」に関わるスタディを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第1課題「床、壁、天井

による構成」
(1)パビリオン

全体ガイダンス、テーマの主旨と作品
制作

2 第1課題「床、壁、天井
による構成」
(2)高低差を組み込んだ
パビリオン

グループでのエスキスに加え、選抜者
がスタディ模型を用いて構想の発表を
行う。

3 第1課題「床、壁、天井
による構成」
(3)住宅

選抜者が自案の発表を行い、これを題
材に講評を行う。
ここまでの課題を発展させる形で住宅
を構想する課題が出される。

4 第1課題「床、壁、天井
による構成」
(3)住宅

エスキース
　全体構想、スタディ模型
　平面、断面計画

5 第1課題の作品提出と
講評
第2課題「幼稚園」
の出題

全体講評会
選抜者が自案の発表を行い、これを題
材に講評を行う。
第2課題の出題と説明。
テーマのとらえ方について
敷地の検証

6 第2課題「幼稚園」 エスキース1
基本構想、空間イメージ、ヴォリューム
スタディなど

7 第2課題「幼稚園」 エスキース2
配置計画、ゾーニング、動線計画など

8 第2課題「幼稚園」 エスキース3
平面計画、断面計画、構造計画など

9 第2課題「幼稚園」 中間発表
スケッチ、模型によるプレゼンテー
ション
提出物は指導教員の指示による。

10 第2課題「幼稚園」 エスキース4
立面計画、家具配置、外構計画などの詳
細検討

11 第2課題「幼稚園」 エスキース5
内観・外観のスタディ
最終チェックプレゼンテーションの作成

12 第2課題「幼稚園」 スタジオレビュー
各スタジオで講評会を行う

13 第2課題「幼稚園」 作品提出、ファイナルレビュー
各スタジオの代表作品を持寄り合同講
評会を公開で行う

14 第2課題「幼稚園」 ポストレビュー
各スタジオの指導教員の指示による

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
雑誌などから事例や参考例を探すだけではなく、実際に建築を訪れてその空
間を体験することが重要である。また、頭の中だけで構想しても良い作品は
生まれない。スケッチやスタディ模型など手を動かして、アイデアを具体化
するプロセスを繰り返して行うことが望ましい。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に教科書は定めないが、必要な資料は適宜配布する。
【参考書】
「コンパクト建築設計資料集成」丸善
「コンパクト建築設計資料集成「住居」」丸善
「保育園・幼稚園・こども園の設計手法」学芸出版
「こどもとおとなの空間デザイン」産学社
「保育園・幼稚園１～３（建築設計資料）」建築思潮研究所
「住宅特集」、「新建築」、「GA HOUSE」などの各建築雑誌
ほか、授業時に適宜紹介
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。エ
スキースによる案の深化、発展度合いは重要な評価対象となる。
配分：第1課題40％、第2課題60％
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
後半はスタジオに分かれるが、進捗等でスタジオ毎で差が生じないように担
当教員間で密に連携をとっている。
【学生が準備すべき機器他】
提出時には提出物を IAEサーバー等に各自がアップするため、貸与パソコン
などが必要である。
【その他の重要事項】
・課題に関連した領域を扱う「建築計画１」（AB期木曜２限）を併せて履修す
ることが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・IAEにレポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違
える学生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
In this class, students will learn the process of designing by making
drawings and models, and tackling specific problems.
[Learning Objectives]
To understand the basic components of architecture and acquire the
skills to form a space by manipulating them.
To understand the correspondence between the program and necessary
rooms.
To acquire a sense of scale defined by the individual and the group.
Understand the characteristics of various structures and apply them
appropriately.
Understand the necessary building equipment.
Understand the diversity of the surrounding area and acquire skills to
harmonize with it.
To acquire skills to express programs and related rooms by using
diagrams.
[Learning activities outside of classroom]
It is important not only to look for examples and references from
magazines and other sources, but also to actually visit architectural
structures and experience their spaces. Also, good works cannot be
created if they are conceived only in the mind. It is advisable to repeat
the process of materializing ideas through sketches and study models.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Comprehensive evaluation will be made on the final presentation based
on the esquisse and interim presentation. The degree of depth and
development of the proposal based on the essay will be an important
evaluation target.
Distribution: 40% for the first assignment, 60% for the second
assignment
More than 4 unexcused absences will not be graded.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

デザインスタジオ４

下吹越　武人、榮家　志保、岩佐　明彦、福留　愛、池田　賢、青木　弘司

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、図面・模型の製作を通じて、具体的な課題に取り組み、設計の
プロセスを体験的に学んでいく。また、グループ課題を通して、チームワー
クにおけるコミュニケーション能力を培う。
【到達目標】
・抽象的な概念を空間化する能力を養う
・想定される行動場面に対して適正な空間を作り出す技術を身につける
・空間的アイデアを構法計画に還元して検討する
・環境負荷低減の観点から建築を検討する
・空間の特徴を定性的・定量的に評価する技術を身につける
・敷地周辺地域の特徴を抽出しレイヤー的に理解する
・グループワークを効果的・効率的に行う方法を身につける
・空間を表現・伝達する技術を身につける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
デザインスタジオ3に引続き、2つの設計課題を通じて、図面と模型による建
築設計を学ぶ。第1課題はグループリサーチを行い、第2課題は個人課題とす
る。毎週のエスキスから得られるフィードバックを積み重ねながら案を発展
させる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第1課題出題

「現代建築ビジターセン
ター」

・全体ガイダンス
・課題説明、グループディスカッション

2 リサーチ中間報告
（クラス毎）

・各グループの進捗状況を発表
・グループ間でリサーチ内容の共有化を
図る

3 リサーチ発表
（全体）

・リサーチ結果の報告および空間デザイ
ンの構想を発表

4 エスキース1 ・模型、図面によるスタディチェック
・空間構想、イメージをスケッチや模型
にまとめる
コンセプトスタディ
配置・平面、断面検討

5 エスキース2 ・デザインデベロップメント
・エスキースを図面にまとめる
・プレゼンテーション検討

6 ・合同講評会
・第2課題出題
「都市の文化拠点」

・選抜者が自案の発表を行い、これを題
材に共通の問題点などの講評を行う
・第2課題出題と説明

7 企画のプレゼンテー
ション

・現地視察報告と提案及び企画シート作
成

8 エスキース1 ・構想案をつくる
・模型、スケッチによるスタディチェッ
ク

9 エスキース2 ・エスキースを図面にまとめる
・平面、断面、スタディ模型

10 第2課題中間提出 ・クラス発表および講評
11 エスキース3 ・中間発表の講評をフィードバックし、

案の更なる発展を試みる
・プレゼンテーションの検討

12 クラス内レビュー ・図面チェック
・クラス内発表

13 ファイナルレビュー ・第2課題の選抜作品の発表、講評
・各スタジオの代表作品を持寄り、講評
会を公開で行う

14 卒業設計演習（1月後半）・4年生の卒業設計に参加することで卒
業設計の意味や大きなプロジェクトの
制作進行に伴う問題点などを実体験の
中で理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
敷地に立ち、調査し考えを深める。
自らのスケッチブックの上でエスキースを重ねる─建築をまとめ上げる試行
錯誤の繰り返し─。
適切な視覚的表現方法を探る。
チーム内や友人とのディスカッションを重ね、提案の強度を高める。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
建築設計資料集成（丸善），建築製図 (朝倉書店)，各種建築専門雑誌。
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。エ
スキースによる案の深化、発展度合いは重要な評価対象となる。
配分：第1課題30％、第2課題70％。
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
現在活躍している一級建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習
指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course students will experience the process of design while
developing their field of study, through the creation of diagrams
and models. In addition, during group classes students will gain
communication skills through teamwork.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Cultivate the ability to spatialize abstract concepts
・Acquire techniques to create appropriate spaces for expected behav-
ioral situations
・Think about space ideas by going back to architectural plans
・Consider architecture from the perspective of reducing environmental
impact
・Learn how to qualitatively and quantitatively evaluate the character-
istics of space
・Extract the characteristics of the area around the site and understand
it hierarchically
・Learn how to do group work effectively and efficiently
・ Acquiring the ability to express and convey space
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than eight hours
for a class.
[Grading Criteria /Policy]
Comprehensive evaluation of final presentation work based on esquisse
and interim presentations. The degree of development of the design by
Esquisse are important evaluation targets.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
First assignment: 30%、Second assignment : 70%
Four or more unexcused absences will not be considered for grade.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

デザインスタジオ５

下吹越　武人、山道　拓人、山田　紗子、御手洗　龍

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年AB期のデザインスタジオではA期とB期に分けて2つの課題に取り組む。
A期は集住について、B期は次世代型図書館に関連したテーマを元に4ユニッ
トからそれぞれ課題が出題され、スタジオワークにより少人数教育を行う（原
則として各ユニット15人以下）。計画分野のゼミナールを希望する学生は、履
修しておかねばならない科目である。
【到達目標】
・コンセプチュアルに考える方法を身につける
・都市の成り立ちからコンテクストを読み取る技術を身につける
・都市の一部として建築を構想する
・社会的問題群を認識し，建築的回答を構想する
・デジタルツールの基本操作を身につける
・空間の特性をエンジニアリング的着想から創造する
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポロシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業の概要＜1）デザインスタジオ5＋6の位置付け：「ポートフォリオの充
実・卒業設計に連なるもの」デザインスタジオ5＋6はデザインスタジオ1か
ら4で培われてきた建築設計の基本的な素養をさらに発展させるための科目で
ある。したがって、将来建築設計の分野をめざす学生諸君はもとより他分野
を志望する人も是非履修してほしい。（就職のための）ポートフォリオにいれ
ることができるのは学部卒の場合3年生の作品までなので,今年度のきみの努
力は（就職試験の選考過程で）君が社会からどう評価されるかにも決定的な
意味をもつだろう。4年生には卒業設計という大きな関門が控えているが、大
学3年でこの科目を履修せずに1年間のブランクをもつことは卒業設計という
必修科目の履修には好ましくないのはいうまでもないことである。
2）これまでのデザインスタジオの評価が芳しくないという君へ：これまでの
デザインスタジオで良い評価を受けていないからと言ってあきらめるのはま
だ早い。たった2年間の試みで建築設計への自分の能力を判定してしまうのは
早計である。異なった教師からは異なった評価を受ける場合もあるのだから、
ここでもう一度「設計」に挑戦してみることで将来への展望が開けるかもしれ
ない。ただし、自分の手を徹底的に動かさなくては優れた作品は生まれてこ
ないという設計の永遠の真理は常に存在する。怠け者は上達しない。ちょっ
とセンスがいいだけでは直ぐ行き詰まる。毎週のエスキスの積み重ねが案を
飛躍させる最良の策であることは言うまでもない。努力を惜しまない者しか
残れないというのもまた確かである。
３）それぞれのユニット・インスタラクターによって敷地や課題の詳細は異
なるから、自分が興味あるインストラクターについて自分の興味のある課題
にチャレンジする機会が与えられる（ユニット選択は抽選となる）。各インス
タラクターがそれぞれの課題の趣旨を説明するガイダンスには必ず出席する
こと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、前半課題課

題説明、ユニット分け
・第１課題は「居住」をテーマとした複
数課題から選択して取り組む。
・事前調査のポイントやコンセプトの作
り方などについて指導する。

2 前半課題クラス別指導
（エスキース１）

・事例研究、敷地調査についての発表と
討議。敷地模型をグループで制作する。
・各自がコンセプト、設計イメージを発
表し、指導を受ける。設計イメージは
ビジュアルな表現で製作する。

3 前半課題クラス別指導
（エスキース２）

・イメージ模型を作成。敷地との関係性
を検討すると同時に、プログラムの自
律性についても確認する。
・建物規模、ゾーニング、断面構成、動
線計画の検討。

4 中間講評会 ・平面図、断面図、立面図という基本図
面を描いてみることで、コンセプトや
イメージを具体化する。

5 前半課題クラス別指導
（エスキース３）

・中間講評会の指摘を踏まえたデザイン
の展開とその確認。
・設計図面の正確な描き方を学ぶ

6 前半課題クラス別指導
（エスキース４）　

・最終のエスキスチェックを行う。プレ
ゼンテーションを行うにあたってのコ
ンセプトの表現を検討。

7 全体講評会 ・優秀作品の発表を通じてこれを題材に
共通の問題点などの講評を受ける。

8 後半課題課題説明、ユ
ニット分け、関連特別講
義

・第1課題と同様に、複数の設計課題の
中から、それぞれの学生の希望でひと
つのユニットを選択する。・関連特別
講義によって課題主旨の理解を深める。

9 後半課題クラス別指導
（エスキース１）

・事例研究、敷地調査についての発表と
討議。敷地模型をグループで制作する。
・各自がコンセプト、設計イメージを発
表し、指導を受ける。

10 後半課題クラス別指導
（エスキース２）

・イメージ模型を作成。敷地との関係性
を検討すると同時に、プログラムの自
律性についても確認する。
・建物規模、ゾーニング、断面構成、動
線計画、構造計画の検討。

11 中間講評会
Pinboard Review

・図面と模型を用いて設計中の建物を説
明することで、自分の設計アイデアに
客観性をあたえる。
・Pinboardを用いて、学生主体の第1
課題講評会を行う。

12 後半課題クラス別指導
（エスキース３）

・中間講評時の講評を踏まえたデザイン
の展開とその確認。
・詳細図と基本図の違いなどを学ぶ。

13 後半課題クラス別指導
（エスキース４）

・最終のエスキスチェックを行う。プレ
ゼンテーションを行うにあたってのコ
ンセプトの表現を検討。

14 最終講評会 ・優秀作品の発表を通じて、これを題材
に共通の問題点などの講評を受ける。
他学年の設計担当教員からも講評を受
ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本学では大学院スタジオ以外は個人専用のデスクのある「スタジオ」型では
なく授業時に製図室で作業を行なう方式をとっているので、自宅での図面制
作や模型制作は必須となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
建築設計資料集成（丸善），建築計画教科書、都市計画教科書（彰国社）。
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。毎
週それぞれのスタジオインストラクターのもとでどのように作品制作に取り
組んだかが評価の対象となる。
配分：第1課題50％、第2課題50％。
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
3年生からは図面のCAD提出も認められるので、CADやCGの自己学習が求
められる。
【その他の重要事項】
現在活躍している一級建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習
指導を行う。
【Outline (in English)】
The 3rd year A/B semester Design Studio course is separated into A
and B semesters. The theme of the A semester is “Collective housing
+ α”, while B is a centered around the theme “libraries of the future”,
following the subjects introduced in Unit 4. Studio work classes will
have a limited number of participants (as a rule no more than 15 per
unit). Students who wish to attend seminars for project-based subjects
must enroll in this course.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Learning how to think conceptually
・ Acquire the skill to read the context from the origin of the city
・Conceive architecture as part of the city
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・Recognize social problems and conceive architectural solutions
・ Acquire basic operation of digital tools
・Creating spatial characteristics from engineering ideas
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than eight hours
for a class.
[Grading Criteria /Policy]
Comprehensive evaluation of final presentation work based on esquisse
and interim presentations. Each week, students will be evaluated on
how they worked on their work under the discussion with each studio
instructor.
Final grade will be calculated according to the following process First
assignment (50%), Second assignment (50%).
Four or more unexcused absences will not be considered for grade.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

デザインスタジオ６

赤松　佳珠子、渡邉　健介、仲　俊治、平井　政俊

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年CD期のデザインスタジオはデザインスタジオの最終段階と位置づけられ
る。そのため建築だけでなく建築と既存の都市、建築とランドスケープなど
のように建築と他分野との接点をもつような課題設定も含まれている。大き
く前半と後半に分けているが、１学期間を通じてひとつの設計テーマを継続
的に追求する。今年度は学校が周囲の地域の核となることを意図して、地域
の拠点としての学校をテーマとする。ただしこの課題では自己の母校をテー
マにするので個人ごとの問題解決が求められる。この学期ではスタディ模型
やスケッチ作成によりザイン・コンセプトを短時間で作り出す能力を育成す
るだけでなく、正確な図面を描く方法や詳細図についても学ぶ。学生は自分
の興味や関心に合ったクラスを希望選択することができる。クラス分けのあ
とではスタジオワークにより少人数教育を行う（各クラス15人以下）。計画分
野のゼミナールを希望する学生は、履修しておかねばならない科目である。
【到達目標】
・社会的問題群を認識し，建築的回答を構想する
・地域の物理的・社会的資源を理解する．
・既存建築の機能を変更しプログラムを再編する技術を身につける
・環境の質を定量化し形態にフィードバックする
・配置やファサードデザインで環境負荷を低減する技術を身につける
・設計意図を的確に表現する技術を身につける
・短期間でアイデアを形にまとめる技術を身につける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
●デザインスタジオ5＋6の位置付け：「ポートフォリオの充実・卒業設計に
連なるもの」デザインスタジオ5＋6はデザインスタジオ1から4で培われてき
た建築設計の基本的な素養をさらに発展させるための科目である。したがっ
て、将来建築設計の分野をめざす学生諸君はもとより他分野を志望する人も
是非履修してほしい。（就職のための）ポートフォリオにいれることができる
のは学部卒の場合3年生の作品までなので,今年度のきみの努力は（就職試験
の選考過程で）君が社会からどう評価されるかにも決定的な意味をもつだろ
う。4年生では卒業設計という大きな関門が控えているが、大学3年でこの科
目を履修せずに1年間のブランクをもつことは卒業設計という必修科目の履修
には好ましくないのはいうまでもないことである.
●これまでのデザインスタジオの評価が芳しくないという君へ：これまでの
デザインスタジオで良い評価を受けていないからと言ってあきらめるのはま
だ早い。たった2年間の試みで建築設計への自分の能力を判定してしまうのは
早計である。異なった教師からは異なった評価を受ける場合もあるのだから、
ここでもう一度「設計」に挑戦してみることで将来への展望が開けるかもしれ
ない。ただし、自分の手を徹底的に動かさなくては優れた作品は生まれてこ
ないという設計の永遠の真理は常に存在する。怠け者は上達しない。ちょっ
とセンスがいいだけでは直ぐ行き詰まる。努力を惜しまない者しか残れない
というのもまた確かである。
 
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、課題説明、

ミニレクチャー
・ガイダンス
・ミニレクチャー
・前半クラス分け

2 エスキス1 ・学校事例研究1
・敷地リサーチ及び分析

3 エスキス2 ・学校事例研究2
・敷地リサーチ及び分析

4 エスキス3 地域施設機能と学校の規模について
5 エスキス4 ・全体の配置計画

・新しい学校空間の可能性について
6 中間講評 ・中間講評

・後半スタジオクラス分け

7 エスキス5 ・中間講評からの気づき、フィード
バック
・設計スタディ1
＝設計内容を俯瞰する

8 エスキス6 ・設計スタディ2
＝設計内容をより詳細に検証

9 エスキス7 ・設計スタディ3
＝設計内容をより詳細に検証

10 エスキス8 ・設計スタディ4
・設計内容の確定

11 ・プレゼンテーションに
ついてのレクチャー
・エスキス9

プレゼンテーションにあたってのコン
セプトの表現法の研究。

12 スタジオ講評会 スタジオ内課題提出、発表、討論を行な
う。全員発表し講評を受ける。

13 最終講評会 クラスの代表者が自案の発表を行ない、
これを題材に共通の問題点などの講評
を受ける。他学年の設計担当教員から
も講評を受ける。なお、1月後半には4
年生の卒業設計に関与する卒業設計演
習を行なう。

14 ポストレビュー 再提出者及びビハインド提出者の検収・
指導を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本学では大学院スタジオ以外は個人専用のデスクのある「スタジオ」型では
なく授業時に製図室で作業を行なう方式をとっているので、自宅での図面制
作や模型制作は必須となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
建築設計資料集成（丸善），建築計画教科書、都市計画教科書（彰国社）など。
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。毎
週それぞれのスタジオインストラクターのもとでどのように作品制作に取り
組んだかは重要な評価対象となる。
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
課題の前半と後半でスタジオ・インストラクターがチェンジすることで2名の
教員の異なる視点と異なる教員から共通の評価があることを体験的に学んで
ほしい。主観的評価と客観的評価が同居するのが建築デザインの特徴なので
ある。
【学生が準備すべき機器他】
3年生からは図面のCAD提出も認められるので、CADやCGの自己学習が求
められる。
【その他の重要事項】
DS6の作品は自分のポートフォリオにぜひ入れておきたい。卒業設計の前哨
戦として重要なステップである。
実務経験との関係：担当教員は現役の建築家であり、一級建築士でもあるの
で、デザイン力の鍛錬だけでなく、建築士としての視点からも指導を受ける
ことができる。
【Outline (in English)】
【Course outline】The design studio in the 3-year CD term is positioned
as the final stage of the design studio. Therefore, it includes not only
architecture, but also tasks that bring architecture into contact with
other fields, such as architecture and existing cities, architecture and
landscape, and so on. The course is divided into two parts, the first half
and the second half, and students continuously pursue a single design
theme throughout the semester.
This year’s theme is the school as a hub of the community, with
the intention of the school becoming the nucleus of the surrounding
community. However, since the theme of this project is our own alma
mater, we are required to solve problems on an individual basis. In this
semester, students will not only develop the ability to quickly create
a design concept by making study models and sketches, but will also
learn how to draw accurate plans and details. Students can choose the
class that best suits their interests. After class placement, students are
taught in small groups through studio work (no more than 15 students
per class). Students who wish to take a seminar in the planning field
must take this course.
【Learning Objectives】
・Recognize social problems and envision architectural answers.
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・Understand the physical and social resources of the community.
・To understand the physical and social resources of the community.
・Quantify the quality of the environment and provide feedback on form.
・To acquire skills to reduce environmental impact through layout and
façade design.
・To acquire skills to accurately express the design intent.
・Acquire skills to put ideas into shape in a short period of time
【Learning activities outside of classroom】
The University uses a "studio" system where students work in the
drafting room during class, rather than in a "studio" style with
individual desks, except for the graduate studio, so students are
required to make drawings and models at home.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
The final presentation of the work will be evaluated comprehensively,
based on the esquisse and midterm presentations. How students work
with their studio instructor each week is an important part of the
evaluation.
More than 4 unexcused absences will not be graded.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

西洋建築史

稲益　祐太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、西洋の建築や都市の歴史に関するものです。建築はそれぞれの
時代や地域における文化や社会のあり方を示しており、その発展・変容・多様
化の歴史的背景と変遷を理解することは、建築に対する多面的な見方を養う
ことに繋がります。そして、先人たちの歩んできた道（過去）を学ぶことは、
未来をつくることと言えます。
そこでこの授業では、時代を追って西洋建築の様式とその成立と変容の背景
を学びます。
【到達目標】
西洋建築の様式を理解し、建てられた時代や地域が見分けられるようになりま
す。また、その成立の背景についても理解することができるようになります。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式で行います。参考資料を配り、スライドで画像を投影しなが
ら説明していきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業のねらい
2 古代ギリシア建築 西洋建築の原点、美の規範、オーダー、

神殿、アクロポリスとアゴラ
3 古代ローマ建築 建設技術と材料の発達、建築空間の洗

練、豊かな市民生活、人間のための空
間、凱旋門、バシリカ、劇場、競技場、
市場、浴場

4 古代地中海世界の都市 都市計画、広場、聖域、住宅、集合住
宅、インフラ、ポンペイとオスティア

5 初期キリスト教建築と
ビザンチン建築

バシリカ形式、モザイク、集中式プラ
ン、ドーム

6 イスラーム建築 モスク、ドーム、中庭建築、庭園、幾何
学的構成、迷宮都市の構造、バザール、
隊商宿

7 ロマネスク建築 修道院と巡礼路教会、ヴォールト天井、
空間構成

8 ゴシック建築 大聖堂の象徴性、構造の美学、垂直性、
ステンドグラス、光の演出

9 初期ルネサンス建築 フィレンツェ、ルネサンスの勃興とそ
の背景、ブルネレスキの活躍、アルベル
ティ、パラッツォ、ヴィッラ、祝祭・演
劇、パトロンと建築家

10 盛期ルネサンス建築と
理想都市

万能の人、レオナルド・ダ・ヴィンチ、
ブラマンテ、古典主義の確立、集中式プ
ラン

11 マニエリスム建築 マニエリズム形式の組み替え・手法、
ヴィニョーラ、ジュリオ・ロマーノ、パ
ラーディオ、ミケランジェロ

12 バロック建築1 ローマ・バロック、バロックの背景、永
遠の都ローマの都市改造、舞台としての
都市空間、ベルニーニとボッロミーニ

13 バロック建築2 他都市のバロック、多様なバロック、サ
ヴォイア家トリノ、祝祭都市ヴェネ
ツィア、レッチェ・バロック、シチリア
南東部、ナポリ

14 新古典主義・歴史主義 理論、プロジェクト、実践、リヴァイ
ヴァル、

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
日本建築学会編『西洋建築史図集　三訂版』彰国社､1983年､2750円【推薦
図書】
陣内秀信他『図説　西洋建築史』彰国社､2005年､3080円
吉田鋼市『西洋建築史』森北出版､2007年､2640円
ペヴスナー『ヨーロッパ建築序説』彰国社､1989年､5170円
コストフ『建築全史』住まいの図書館､1990年、24563円
【成績評価の方法と基準】
レポート課題（20％）、期末試験（80％）の合計で評価し、60点以上を合格
とします。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course students will learn about historical European architecture
and cities. Architecture is an expression of the culture and society of
each period and region, and an understanding the historical background
and transitional flow of developments/changes/diversification allows one
to obtain a multifaceted point of view. Studying the (past) path travelled
by our forerunners is how we build our future.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to A, B.
-A. Students be able to understand Western architectural styles and
identify the period and region in which they were built.
-B. Students will also be able to understand the background of the
formation of the style.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process Mid-
term report (30%), term-end examination (70%).
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

日本建築史

高村　雅彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は原則対面で行います。様々な情報は逐一「Hoppii」を利用し、履
修者の大学メールアカウントに送信しますので確認するようにしてください。
以下に概要と目的を示します。
日本の建築の歴史を神社、寺院、廟、住宅、都市から理解し、それらが成立
した背景を重点に考える。テーマは、上記の内容を各回において詳細に解説
する。
【到達目標】
日本建築全般の基礎学力を身に着けることが到達目標となる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
「建築史は、建築の歴史を学ぶためのものではなく、建築を学ぶために存在し
ている」
本講では、日本の建築の歴史を見ながら、建築の歴史の大筋を把握するとと
もに、時代が超えても変わらない本質的なものが存在することを理解し、そ
の様々な歴史的要素がいかに現代に受け継がれているかを論じてみたい。毎
回、スライドを見ながら、視覚的に内容を把握し、次にその背景を捉えなお
し本質的な意味を探る方法をとる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 日本建築史序説

講義全体の流れを理解
する。

建築史の意義と目的、日本とアジアの
建築の関係、なぜ今建築史か？

2 日本建築の特質
日本建築の特徴を概観
し理解する。

「建物につくられた空間」と「空間につ
くられた建物」、羅列的、面的、洗練と
は？

3 古代の形式化
神社の特徴とその成立
背景を知る。

建築の誕生、神の社、神明、大社、遷
宮、形式の確立、意味の継承、聖と俗、
橋－柱－端－箸－梯。

4 外来文化の受容
仏教建築が求めた意味
を探る。

仏教建築、法隆寺、薬師寺、東大寺、
隋・唐の仏寺、雲中供養菩薩が語る意
味、重力からの解放。

5 和様・大仏様・禅宗様
寺院建築の様式に隠さ
れた意味を考える。

架構と空間、重源と陳和卿、組物、伽藍
配置の世界観、宋の建築技術、構造美と
は？

6 近世の霊廟と宗教建築
江戸時代の意味を宗教
建築から探る。

日光東照宮、善光寺、権現造り、生産力
の進展、ブルーノタウト、歌舞伎座、仏
壇、霊柩車、天海。

7 中間試験
どこまで理解できたか
を自分で知る。

ここまでの内容による中間試験。

8 日本の都市
都城と城下町

日本の都市の歴史を知る。藤原京から
平城京、平安京、そして城下町へ

9 風水都市・江戸と聖地・
日光
江戸時代の都市計画に隠
された風水を読み解く。

人がつくる風水、藤堂高虎、天海、見立
ての富士山、宮内庁の陰謀。

10 都市の聖地
―水系と地質から読む
都市の環境空間― 「地
質聖地論」の試み

見えない都市、新たな都市解読の方法
を探る、聖地の意味論、環境空間を浮か
び上がらせる

11 日本住宅の源流
日本の住宅のオリジナ
ルを見る。

寝殿造り、空間の建築、宮殿との関係、
中国建築との関係、対象から非対称へ、
日本的変容へ。

12 住空間の変容と茶室
現代に結びつく住宅建
築の歴史を知る。

書院造り、装置の建築、より自由で日本
的なるものへ、装飾と区画、現代日本住
宅への影響。

13 文化財建造物の保存と
修復
文化財保存の制度や実
情を理解する。

保存の意義、移築保存、選定－解体－組
立－再生へ。

14 総合質疑
日本建築の歴史とは何
だったのかを探る。

これまでの講義を総合的に考え、日本
の建築の歴史を再読する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 日本建築の歴史について興味を持つ。
2. 参考文献などから、日本建築を調べてみる。
3. 配布プリントの意味を再読する。
4. 配布プリントの意味を再読する。
5. 配布プリントの意味を再読する。
6. 配布プリントの意味を再読する。
7. これまでの配布プリントを再読する。
8. 配布プリントの意味を再読する。
9. 配布プリントの意味を再読する。
10. 配布プリントの意味を再読する。
11. 配布プリントの意味を再読する。
12. 配布プリントの意味を再読する。
13. 配布プリントの意味を再読する。
14. 講義の内容を総合的に考え直してみる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布。
【参考書】
太田博太郎『日本建築史序説』彰国社、日本建築学会『日本建築史図集』彰
国社。
【成績評価の方法と基準】
中間試験および期末記述試験の両方において60点以上を合格とする。
中間試験50％
期末試験50％
【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
毎回、教員はPCを使用するが、学生は用意する必要はない。
【Outline (in English)】
Course outline ：　 In this course students will consider Japan’s
architectural history from 　 the beginnings of its shrines, temples,
houses and cities. Topics will involve the detailed understanding of each
of these areas.
Learning Objectives ：　 The goals of this course are to learn basic
scholastic ability of the overall Japanese building.
Learning activities outside of classroom ：　 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy： ill be decided based on the following, to be
passed in the above 60 points of examinations to describe in the midterm
examination and term-end examination.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築計画１

岩佐　明彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　建築計画学とは建築設計おいて規範となる理論であり，人体寸法，動作特
性，知覚，心理，文化的文脈，コミュニケーション，作業効率，社会制度など
様々な決定根拠がその背景にある．
　本講は建築設計初学者を対象とし、身近な事例を手がかりに建築空間とそ
の決定原理の関係を理解するとともに、建築設計において適切に決定原理を
適用するための基礎を学ぶ。
【到達目標】
・設計事例からその空間の意図を読み取るとともに、そこで行われる活動を想
定する技術を身につける。
・建築空間を規定する原理や根拠を理解する。
・建築設計において適切に決定原理を適用するための基礎を身につける。
・設計根拠の導出を通して社会・文化と建築設計を接続して思考する視点を身
につける。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
・各回のテーマに従って解説と演習を行う。
・デザインスタジオと連携し、デザインスタジオで必要とされる知識や情報を
適宜提供する。
・講義内で演習を行う。
・講義の内容（順序）は変更になる可能性がある。
・「建築計画２」と併せて履修することが望ましい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／建築設計

と決定根拠
身近な場所に学ぶ空間の決定原理
DS3課題の補足解説

第2回 住む１／住戸・住宅 環境の中の距離・寸法
用途や動作で規定される空間

第3回 住む２／住宅＋α 図式化による空間の理解
第4回 働く１／オフィス・コ

ワーキングスペース
用途や動作で規定される空間
室と場面

第5回 働く２／オフィス・コ
ワーキングスペース

知的生産性と環境
ワーケーション

第6回 育てる１／幼稚園・保育
園・こども園

目的・制度・ユーザー・行為から考える
幼稚園
DS3課題の補足解説

第7回 育てる２／幼稚園・保育
園・こども園

子供環境を考える
DS3課題の事例解説

第8回 知る１／図書館 プログラムと建築
情報媒体の進化と建築の変化

第9回 知る２／図書館 蔵書の拡大と建築の変化
第10回 知る３／図書館 機能分化と平面計画
第11回 知る４／図書館 知の広場としての図書館

「本」の役割の変化
第12回 教える・学ぶ１／学校・

ラーニングセンター
学びと環境

第13回 教える・学ぶ２／学校・
ラーニングセンター

教育システムと建築

第14回 災害と建築／避難所 セーフティネットと建築
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したキーワードおよび建物事例についての理解を深めるために、授
業後に各自で調べ、知識を整理・把握することが必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
「建築計画のリベラルアーツ―社会を読み解く12章」朝倉書店
【参考書】
建築計画教科書（彰国社）
コンパクト建築設計資料集成（丸善）
住宅特集、新建築、GA HOUSEなどの各建築雑誌

【成績評価の方法と基準】
・講義内の演習課題（５０％）
・レポート課題（５０％）
・レポートに関しては、インターネットの記事や他に提出されたレポートに甚
だしく類似した内容のものは評価外とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
オンライン形式のため、PCの使用は必須である。
資料配布はpdfで行うが、一部資料はプリントアウトが必要である。
講義内の演習で色鉛筆（１２色程度）と細ペン（0.3～0.5mm）を使用するの
で準備すること。
【その他の重要事項】
・DS3に関連した項目を取り扱うため、DS3と併せて履修することが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・レポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違える学
生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
　Architectural planning is a normative theory of architectural design,
which is based on various decision-making principles such as human
dimensions, motion characteristics, perception, psychology, cultural
context, communication, work efficiency, and social systems.
　 This course is intended for beginning architectural designers to
understand the relationship between architectural space and its
decision-making principles using familiar examples, and to learn
the basics of applying decision-making principles appropriately in
architectural design.
[Learning Objectives]
To understand the intention of the space from design examples and to
acquire the skills to envision the activities that will take place in the
space.
To understand the principles and rationale that define architectural
space.
To acquire the basis for applying the principles of decision making
appropriately in architectural design.
To acquire the viewpoint to think about the connection between society
and culture and architectural design through the derivation of design
rationale.
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the keywords and building
examples introduced in class, it is necessary to organize and grasp your
knowledge by doing your own research after class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Exercises in the lecture (50%)
Report assignment (50%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築計画２

岩佐　明彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　建築計画学とは建築設計おいて規範となる理論であり、人体寸法、動作特
性、知覚、心理、文化的文脈、コミュニケーション、作業効率、社会制度など
様々な決定根拠がその背景にある。
　本講は「建築計画学１」で学んだ知識を更に発展させ、より広範な社会の
仕組みや制度と建築空間の関係を理解するとともに、建築設計を通して社会
に貢献していくための手法を学ぶ。
【到達目標】
・建築空間を規定する原理や根拠の理解を通して、建築と社会・文化とのつな
がりを学ぶ。
・空間の意図やそこで行われる活動を建築設計にフィードバックする技術を身
につける。
・社会の課題解決の手法としての建築設計の役割を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
・「建築計画１」が履修済みであることが望ましい。
・各回のテーマに従って解説と演習を行う。
・デザインスタジオと連携し、デザインスタジオで必要とされる知識や情報を
適宜提供する。
・講義内で演習を行う。
・講義の内容（順序）は変更になる可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 社会と建築は合せ鏡である

DS4課題解説
2 集う１／集合住宅・住宅

地
住宅供給と社会

3 集う２／集合住宅・住宅
地

住戸配置の計画
住戸のアクセス形式

4 集う３／集合住宅・住宅
地

住戸の平面計画
都市と集合住宅

5 鑑る１／美術館・博物館 美術館の歴史
DS4課題解説

6 鑑る２／美術館・博物館 美術館の計画（展示室）
7 鑑る３／美術館・博物館 第４世代の美術館
8 住の多様性１ コーポラティブ住宅

シェアハウス
9 住の多様性２ 暮らし方と住宅計画
10 住の多様性３ ポストコロナの建築計画
11 セーフティネット１／

応急仮設
応急仮設住宅
危機的環境移行を支える建築

12 セーフティネット２／
災害復興

復興公営住宅

13 セーフティネット３／
高齢社会

グループホーム
コレクティブハウス

14 演じる／劇場 演劇空間の計画
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したキーワードおよび建物事例についての理解を深めるために、授
業後に各自で調べ、知識を整理・把握することが必要。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「建築計画のリベラルアーツ―社会を読み解く12章」朝倉書店
【参考書】
建築計画教科書（彰国社）
コンパクト建築設計資料集成（丸善）
住宅特集、新建築、GA HOUSEなどの各建築雑誌
建築と都市のパブリックスペース（鹿島出版会）
アクティビティを設計せよ（彰国社）

【成績評価の方法と基準】
・講義内の演習課題（５０％）
・レポート課題（５０％）
・レポートに関しては、インターネットの記事や他に提出されたレポートに甚
だしく類似した内容のものは評価外とする。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
オンライン形式のため、PCの使用は必須である。
資料配布はpdfで行うが、一部資料はプリントアウトが必要である。
講義内の演習で色鉛筆（１２色程度）と細ペン（0.3～0.5mm）を使用するの
で準備すること。
【その他の重要事項】
・DS4に関連した項目を取り扱うため、DS4と併せて履修することが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・レポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違える学
生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
　Architectural planning is a normative theory of architectural design,
which is based on various determinants such as human dimensions,
behavioral characteristics, perception, psychology, cultural context,
communication, work efficiency, and social systems.
　 This course is designed to further develop the knowledge acquired
in "Architectural Planning 1" to understand the relationship between
architectural space and broader social systems and institutions, and to
learn methods to contribute to society through architectural design.
[Learning Objectives]
To understand the connection between architecture and society and
culture through an understanding of the principles and rationale that
define architectural space.
To acquire the skills to feed back the intention of space and the activities
that take place in it to architectural design.
To understand the role of architectural design as a method of solving
social problems.
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the keywords and building
examples introduced in class, it is necessary to organize and grasp the
knowledge by doing your own research after class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Exercises in the lecture (50%)
Report assignment (50%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築材料

網野　禎昭

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基本的な建築材料の工学的特質はもとより、様々な建築材料が開発されるに
至った歴史・社会的な背景、とくに各時代の資源事情などもあわせて解説する。
また、この授業では、構法スタジオ１の演習課題を進める上で理解すべきコ
ンクリート基礎や木造軸組構造、仕上工法についても講義する。
　
【到達目標】
建築材料に技術者として接するだけではなく、これまで諸文明が限りある資
源をもとに建設され、数多の問題を乗り越えた結果として現代があるという
事実を、現代文明の住人として捉える。実際の建物において建築材料がどの
ように使われているのか具体的に理解する。
Understanding the application of materials to buildings. Discussing the
historical natural resource depletions to understand the importance of
symbiosis between our civilization and natural resource application.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
主要建築材料の開発背景、加工製造方法、特性、そして、各材が応用された代
表的な建築物を紹介する。また、現代で多用される材料については、建築物
への応用上の留意点について重点的に解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート１ 水硬性セメント・鉄筋コンクリートの

発明、コンクリートの種類と基本特性
2 コンクリート２ 鉄筋コンクリートの施工と管理、基礎

工法
3 木材１ 森林と林産業、木材の基本特性
4 木材２ 木造軸組、木質材料、接合具
5 鋼・非鉄金属 製鉄のしくみ、鋼の基本特性、鋼の加

工、鋼の腐食、鋼の生産、非鉄金属
6 断熱 断熱の原理、気体・固体・液体の熱伝

導、各種断熱材、ガラスの断熱性
7 防水 防水材料、防水・防湿工法
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で説明のあった建築材料の使われ方を、実際の建築物の観察により確認
しておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Observe real buildings to review the application of building materials
presented in the lecture. Preparation for the lecture and the review
requires two hours respectively.

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）
【成績評価の方法と基準】
期末試験の結果（100%）
Evaluate the final exam result.

【学生の意見等からの気づき】
実際の材料サンプルの活用。
【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない。
【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた授業を行う
【Outline (in English)】
Starting with studies of fundamental engineering characteristics of
architectural materials, students will understand the history/social
background of various developed materials, particularly looking at
information on resources in each period.

— 353 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

施工管理

三上　孝明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　施工管理とは、「工程管理」「安全管理」「品質管理」「原価管理」な
どの行為（四大任務）の総称である。将来どのポジションでキャリ
アを積むかに関わらず、建築業界に身を置く者にとって知っておく
べき各種工事とその流れに沿って、材料、構造等にも触れながら「施
工管理」と「建築施工」のポイントを解説する。
　施工管理業務従事者（主に現場監督）が建築生産の中でどのよう
に位置付けられ、その役割はどのようなものであるか概観すること
が出来る。また協業による「ものつくり」の視点を持つための知識
の習得を目的とする。また、一級建築士試験に対応できる知識習得
の目的も有する。

【到達目標】
　大きく二つの目標を持つ。
①施工管理の四大任務を理解し、管理におけるPDCAサイクルが概
観出来る。
②施工の流れを知り、各種工事の管理に必要な材料および構造知識
を持った施工管理知識を得ることが出来る。
なお、建築物をつくるという目的は一つだが、「建築生産」における
上流工程である「設計」と、下流工程となる「施工」では役割が異な
る。この異なる役割から手戻り等、非効率的な現場運営となること
が問題視さることがしばしばある。こうしたことの回避の為に、施
工図の重要性に触れて建築生産システムにおいて何が必要であるか
考察するきっかけを得ることが出来るようにする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
基本は対面授業に置くが、オンライン授業を第6講と第12講の2回
行う。
進め方の詳細は初回授業開始までにHoppiiの施工管理「お知らせ」
「授業内掲示板」でも説明する。
授業資料は事前、事後に配布する。テキストと授業シートに必ず目
を通して受講すること。
①事前配布資料
・テキスト　　：その日の講義テーマごとに公開（配布）する
・サブテキスト：基本的には講義毎に必要な場合の配布とするが固
定的なものではない。テーマを超えてコマに関係なく配布する場合
もある
＊授業シート　：その日の講義のアジェンダ/レジュメ
②授業時間内、もしくは授業日配布資料
＊カルテ（確認テスト）講義終了後に提出
③授業終了後配布資料
＊回答解説　講義終了後公開する・復習に利用する
1回の講義の流れは以下となる。
授業前＜テキスト、授業シートの受理、予習＞→授業 [PPTによる
授業]→授業後＜カルテへの回答と提出＞＜回答解説の受理、復習＞
■Hoppiiへの公開資料、課題は公開期限を定めているため、締め切
り後は開けなくなるので注意すること。なお、カルテ（小テスト）
（「教材」にも置くが、「課題」にて示し、そこで解答して提出となる）
はその講義の終了10分前に公開してその日の23時50分に非公開と
するため注意をすること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 施工計画・管理概説 　日本の建設産業の概要と現状と

今後について解説する。また、施
工管理の四大任務である「工程管
理」「安全管理」「品質管理」「原価
管理」のアウトラインを知り、「請
負」、「現場代理人」など施工管理に
関わる基本用語の意味を理解する。
なお「建築生産」における生産設
計（施工図）についても触れる。
確認テスト１

2 品質管理（Ｑ） 　施工管理の四大任務（QCDS）
の一つである品質管理とは何かを
解説する。また、QC活動、
ISO9000に触れながら、施工の品
質管理の考え方とそのプロセス管
理を理解する。
確認テスト２

3 原価管理（Ｃ） 施工管理に必要な経営の知識、原
価管理の考えか方と手順並びに施
工とVE（Value Engineering）の
基礎知識を解説する。また、施工
管理にける見積り、発注、請求、
稟議、決裁などの用語を知り、原
価管理のPDCAサイクルの大枠の
流れと実行予算を中心とした管理
の概要を理解する。
確認テスト３

4 安全管理（Ｓ） 　施工管理の四大任務（QCDS）
の一つである安全管理と、労務管
理の概要を解説する。また、管理
における新しい課題である環境問
題についても解説する。
確認テスト４

5 工程管理（Ｄ） 　工程管理とは何か、ネットワー
ク工程表等の工程表種類と基本的
な用語を解説し、実務における工
程管理の考え方を理解し、特に工
事遅延が他の管理項目に及ぼす影
響について実例を挙げて解説する。
確認テスト５

6 ネットワーク工程表
と施工管理の四大任
務のまとめ
中間試験

　第5講で行ったネットワーク工
程表作成演習の解説を行う。また、
全5回の講義内容の理解度を確認
するため、オンラインで中間試験
を行う。

7 施工管理と施工計画
建築現場調査課題提
示

　着工前に必要な確認事項、準備
工事の内容について解説し、工事
期間、予算、安全等施工管理全般
に大きく影響する「施工計画」の
実例をもとに解説する。
確認テスト６
建築現場調査課題提示（本回～次
回にて）
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8 仮設工事 　施工効率、建物品質、安全など
に影響する仮設工事について、た
わみや座屈などの構造力学知識の
必要性に触れ、仮設工事の概要を
解説する。
確認テスト７

9 基礎・地下工事 　杭、地盤改良などの地業工事、
地下躯体工事のための土工事、山
留工事など基礎工事および地下工
事について解説する。
確認テスト８

10 鉄筋工事・型枠工事 　鉄筋コンクリート構造の躯体工
事における鉄筋工事について、鉄
筋種類、発注方法、製品検査等、
および組み方を実際の工事の模様
を動画で示し、解説する。
　鉄筋コンクリート構造の躯体工
事における型枠工事について、一
般的な型枠材料である型枠合板の
組み方とその手順、および組み立
てに必要な補助材料の種類と取り
扱いと施工上の注意点を動画を交
えて解説する。
確認テスト９

11 コンクリート工事の
概要、材料と品質お
よび品質管理

　鉄筋コンクリート工事における
コンクリート工事について概要と
コンクリート材料の特徴と品質に
ついて、またその品質管理の方法
を解説する。
確認テスト１０

12 コンクリート工事　
打設

　鉄筋が組まれ、型枠が組み上げ
られたのち、品質管理されたコン
クリートを打ち込むが、打設の仕
方の不備による不具合が生じる場
合がある。不具合を起こさない打
設方法について解説する。
確認テスト１１

13 鉄骨工事　鉄骨造の
生産システムの特徴
と鋼材種類とその特
徴及び部材の接合

　鉄骨造の施工の特徴は部材を組
み上げる前の段階において建設現
場以外で各部材を制作して現場に
搬入される点にある。ファブリ
ケーターと呼ぶ生産業者への発注
方法と制作における原寸チェック
等その特徴を解説する。また、
ファブリケーターによって制作さ
れた各部材の代表的接合方法を解
説する。
確認テスト１２

14 その他の工事の紹介
施工管理について考
える

　施工管理における他の工事につ
いてその種別を示す。
後半授業の重要ポイントについて
見直しを行う。
確認テスト１３（受講確認シート）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習は、授業開始前に配布する資料、特に授業シートにて講義を概
観すること。
・授業は事前配布資料を投影して解説していくので予習を活かすこと。
・カルテの問題は授業の重要ポイントを示してあり、各自が授業時
間外の復習に活用してもらうことを目的としている。各自の理解不
足を発見して、配布された資料を再度見直すことで復習になる。授
業毎に配布するので、その日のうちに再読して学習すること。
なお、カルテ（確認テスト）の提出は成績における平常点として扱う。
本授業の準備学習・復習時間は、各１時間を標準とする。　

【テキスト（教科書）】
市販の教科書は使用しない。以下の４点を配布する。
①その日の授業シート
② オリジナルテキスト（A4版WordテキストもしくはPPTプリン
トテキスト）
③確認テスト（指定時間内提出）
④確認テストの解答解説

【参考書】
以下資料を各自が適宜参考にすること。
①国土交通省「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」
WEB公開資料
https://www.mlit.go.jp/gobuild/kenchiku_hyoushi.html　
②構造用教材（日本建築学会）

【成績評価の方法と基準】
大きく二つの到達目標があるが、それぞれ独立したものではない。
煩雑さを避けるため目標を区分している。それぞれの理解度を試験
にて判断する。なお、履修判定には確認テストの点数は直接はカウ
ントしない。しかし、平常点として配点する。
①中間試験　施工管理の四大任務の理解
②期末試験　各種工事と施工プロセスの理解
③平常点　　授業参加度と理解度
試験成績　70％　 (中間試験＋期末試験)／２
平常点　　30％（出席率、課題提出率他）
＜成績評価＞　
□不合格　
　未受験・採点不可＝E　 0～59点＝D　
□合格　　
　60点～62点＝C-　63点～66点＝C　67点～69点＝C+
　70点～72点＝B-　73点～76点＝B　77点～79点＝B+
　80点～82点＝A-　83点～86点＝A　87点～89点＝A+
　90点～100点＝S

【学生の意見等からの気づき】
・履修判定基準に対する平常点の重要性の解説並びに中間・期末試
験との関連を授業毎に注意喚起して目標達成の一助とする。
・講義中の学生への質問（指名想定として）は（事前整理）精査して
行い、100分を有効に使うように過度の時間配分とならない様に注
意する。（効果的な質問の精査と整理を行う）

【学生が準備すべき機器他】
・PC等端末機器
講義資料は授業支援システム（Hoppii）にて公開する。各自情報端
末にて確認すること。

【その他の重要事項】
　設計事務所経営経験を有する一級建築士が、設計監理の経験から
建設業者との施工管理実務を通じて得た施工管理に必要な基本姿勢
と、現在所属する「生産設計企業」での社員教育、また施工会社に
おける安全大会等での講義経験を活かして「管理」のポイントを講
義する。また、建築士受験関連参考図書の執筆経験から建築士試験
受験要件を満たす最低限必要な知識を概説する。
　本科目は建築士試験受験認定に必要な「指定科目（建築生産カテ
ゴリ）」の一つである。カテゴリ内での選択が可能な科目ではあるが
受講可能な全学生が科目登録して全員が履修し単位を取得すること
が望ましい。充分な復習を行って中間テスト、期末テストに臨んで
いただきたい。
　

【Outline (in English)】
【Course outline】
Construction management is a general term for actions (four
major tasks) such as "process control," "safety control," "quality
control," and "cost control." Regardless of the position in which
you will pursue your career in the future, those working in the
construction industry will need to know about "construction
management" and "architectural construction" by covering the
various types of construction work and its flow, touching on
materials, structures, etc. Explain the main points.
It is possible to get an overview of how construction
management workers (mainly site supervisors) are positioned
in construction production and what their roles are. The
aim is also to acquire knowledge to gain a perspective on
"manufacturing" through collaboration. It also has the purpose
of acquiring knowledge to prepare for the Class１ Architect
Examination.
【Learning activities outside of classroom】
Have two major goals.
① To understand the four major duties of implementation
management and to have an overview of the PDCA cycle in
management.
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②　 Be able to know the construction flow and acquire
construction management knowledge with materials and
structural knowledge necessary for the management of various
construction works.
[Learning outside class hours]
The standard time for preparation and review is one hour each.
・For preparatory study, review the materials distributed before
the start of class, especially class sheets.
・For review, find your lack of understanding in the confirma-
tion test and review the distributed materials again.
【Grading Criteria /Policy】
There are two major goals, but they are not independent of
each other. The goals are segmented to avoid clutter. Each
level of understanding will be judged by examination. Please
note that confirmation test scores are not directly counted
in course registration. However, points will be allocated as
normal points.
①　 Intermediate exam Understand the four major duties of
construction management
②　 Final exam Understanding of various construction and
construction processes
③　Normal score　Class participation and understanding
Examination score： 70% (mid-term exam + final exam) / 2
Normal score：30%
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

木造建築の構法

網野　禎昭

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、多数の伝統建築や現代の先端事例を多角的に分析し、木造建
築の設計や開発に必要な知識を得ることを目的とする。
【到達目標】
日本、欧州の伝統構法のしくみを理解する。さらに、これら伝統構法の発展
形としての現代の諸構法や、さまざまな工業化木質材料を活用した構法につ
いても理解する。
Understanding traditional wooden building constructions in Japan
and in Europe. Understanding the evolution of constructions and
contemporary varieties including industrialized building systems.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
各回、実際の木造建築事例をとりあげ、これらを建築設計、構造設計、物理
設計、生産施工計画等の諸側面から総合的に分析する。標準的な構法よりも、
よりイノベイティヴな実例の解説に重きをおき、学生諸氏の創造力を刺激す
る考えである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 民家１ 地域性と木造民家の形- 日本
2 民家２ 地域性と木造民家の形- 欧州
3 民家３ 地域性と木造民家の形- 欧州
4 歴史的木橋１ グルーベンマン、パラーディオの橋他、

産業革命以前の木橋
5 歴史的木橋２ グルーベンマン、パラーディオの橋他、

産業革命以前の木橋
6 現代の木橋１ 木造エンジニアによる木橋
7 現代の木橋２ 木造エンジニアによる木橋
8 現代の木橋３ 木造エンジニアによる木橋
9 塔 Gliwice, Pyramidenkogel,

Sauvabelin, Korkeasaariの各塔他
10 大型スパン建築１ 梁架構、方杖架構、アーチ、トラス、張

弦梁等、様々なフレーム・システム　　
11 大型スパン建築２ 折板、吊屋根、シェル等、様々な面構造

システム
12 非戸建木造１ 木造集合住宅
13 非戸建木造２ 木造によるオフィス、学校建築などの

最新実例
14 木造研究 低質木材の活用

木質コンポジット材
非木材林産資源による建築

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
木造建築の挙動を実感するために、「壁－1グランプリ」の見学あるいは参加
を勧める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Observing “Kabe-1 grand prix” is recommended to understand the
behavior of wooden structures. Preparation for the lecture and the
review requires two hours respectively.

【テキスト（教科書）】
特に使用しない
【参考書】
Timber Construction Manual

【成績評価の方法と基準】
期末試験結果（100％）による
Evaluate the final exam result.

【学生の意見等からの気づき】
写真や図版などの映像資料の質の充実
教員による実作の詳細解説

【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない
【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた授業を行う
【Outline (in English)】
This course aims to provide the knowledge required for the designing of
wooden structures, analyzing a range of diverse traditional and cutting-
edge modern construction examples.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

空間の構造デザイン

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造は建築に力学的安全性を与えると同時に、建築の造形とも大きく関わって
いる。また、建築構造を理解するには、解析・計算によるアプローチの他に、
構造を概念として把握する必要がある。この授業では、様々な構造システム
の発想と歴史的変遷、力学的メカニズム、造形上の問題、具体的実現例など
を解説し、建築空間における構造デザインの意味についての理解を促す。
【到達目標】
建築物の基本骨格となる様々な構造要素および構造システムの概念をスケッ
チや図式等を用いて具体的に記述・表現できる程度の、建築家としての基礎
的な素養を身につけることを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
テキスト「建築構造のしくみ」に従い、基本的には数式を一切使用すること
なく、さまざまな建築構造要素・システムについての基本概念を段階的に述
べ、それらを応用した構造デザイン例を紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 梁と柱（1） 梁の発生、梁のメカニズム、梁の種類と

諸形式
2 梁と柱（2） 梁と柱の構造、マグサ構造、ラーメン構

造
3 トラス（1）概説 トラスの原始的発想と現代的発想、迫

り持ちトラスと梁トラス
4 トラス（2）メカニズム 迫り持ちトラスのメカニズム、梁トラ

スのメカニズム、ヒンジ、2次応力、不
静定トラス

5 トラス（3）諸形式 平行弦トラスと小屋組トラス、ハウ、プ
ラット、ワーレン、タウン、キングポス
ト、橋梁トラス

6 アーチ（1）概説 アーチの出現、組積アーチ、ヴォール
ト、スラスト

7 アーチ（2）メカニズム、
諸形式

荷重支持のメカニズム、アーチの形状
と荷重、静定・不静定アーチ、アーチの
安定

8 ドーム（1）概説 アーチとドーム、パンテオン、組積ドー
ムの発展

9 ドーム（２）メカニズム 球殼、経線応力、緯線応力、古代ドーム
と近代ドーム、テンションリング

10 シェル構造 曲面の分類、EPシェル、HPシェル、
シェルのメカニズム、膜応力、応力撹乱

11 スペースフレーム スペースフレームの定義、大量生産、骨
組パターンの構成、ジオデシックドー
ム、B.フラー、均質立体骨組、ジョイ
ント

12 ケーブル構造 ケーブル構造の原理、1方向、2方向、
放射方向、吊りケーブル、押えケーブ
ル、コンプレッションリング

13 膜構造 膜構造、空気膜構造の原理、エアドーム
とエアアーチ、サスペンション膜、骨組
膜

14 タワーと超高層建築
耐震・免震・制振

タワーの変遷と構造システム，超高層
建築の変遷と構造システム、耐震、免
震、制振

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介された模範的構造デザイン例の見学あるいは建築雑誌等からの資
料収集を行う。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
川口衞他：建築構造のしくみ　力の流れとかたち　第2版（建築の絵本），彰
国社
【参考書】
授業内で適宜指示をする。
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：40％（A～Dの4段階評価で,未提出はD評価）
定期試験：60％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
なお，５回以上欠席したものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
模型を使用した説明の割合を増やす。
【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
At the same time as lending mechanical stability, structure is strongly
related to a building’s form. In order to understand building
structure, in addition to approaches through analysis and calculation,
comprehending structure as a concept is important. This course
will develop understanding of the meaning of structural design in
construction space through elucidating the concepts and historical
transitions of various structural systems, mechanisms, problems related
to form and solutions of real world problems.
Learning Objectives:
The goal of this course is to provide students with the basic architectural
knowledge to the extent that they can describe and express the various
structural elements and structural system concepts that form the basic
framework of buildings using sketches, diagrams, etc.
Learning activities outside of classroom:
Students will observe exemplary structural design examples introduced
in class or collect materials from architectural journals.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

鉄筋コンクリートのデザイン

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鉄筋コンクリート構造に関して，その特性および基本理論，構造設計手法，最
新の技術動向について学ぶ。
【到達目標】
基本的な専門用語，コンクリートおよび鉄筋の性質を整理した上で，鉄筋コ
ンクリート構造を含む各種コンクリート系構造の原理を理解すること，鉄筋
コンクリート部材の曲げおよびせん断挙動を把握すること，鉄筋コンクリー
ト部材の構造設計の基本的な考え方を修得すること，この3点を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
鉄筋コンクリートは，現在極めて広範囲に使用されている建築主要材料であ
り，圧縮には強いが引張に弱いコンクリートを，引張に強い鉄筋で補強した
複合材料である。
この授業では，まず，鉄筋コンクリートの主要材料たりうる長所と注意すべ
き短所について整理する。その後，複合材料としての基本的な力学理論およ
び設計手法について解説していく。
理解の定着を図るために，演習課題や演習・復習授業を適宜実施する。
また，鉄筋コンクリート構造以外の各種コンクリート系構造についても解説
し，最新の技術動向について触れる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鉄筋コンクリート概論 授業ガイダンス

鉄筋コンクリートの原理と特徴
コンクリート系構造の基礎知識

2 コンクリートの性質 コンクリートの種類，
応力－ひずみ曲線，
強度，その他の性質

3 鉄筋の性質
鉄筋とコンクリートの
付着

鉄筋の種類，強度，
応力－ひずみ曲線
鉄筋とコンクリートの付着のしくみ

4 鉄筋コンクリートの力
学の基本概念

曲率と平面保持仮定
中心軸圧縮柱の応力計算
付着・定着と配筋の原則

5 梁部材の曲げ設計1
（ひび割れモーメント，
許容曲げモーメント）

無筋梁の曲げ挙動
単筋梁の曲げ挙動
複筋梁の曲げ挙動
釣合鉄筋比

6 梁部材の曲げ設計2
（終局曲げモーメント，
曲げ変形能力）

単筋梁，複筋梁の終局曲げモーメント
モーメント－曲率曲線

7 柱部材の曲げ設計1
（ひび割れモーメント，
許容曲げモーメント）

無筋柱の曲げ挙動
鉄筋コンクリート柱の設計基本式
N-M相関曲線

8 柱部材の曲げ設計2
（終局曲げモーメント，
曲げ変形能力）

終局曲げモーメント
Nu-Mu相関曲線
柱の変形能力に関わる要因

9 演習および復習 梁・柱部材の曲げ設計演習
専門用語の整理
ひび割れと配筋方法

10 鉄筋コンクリート部材
のせん断挙動

せん断破壊形式
せん断力の伝達メカニズム
せん断補強筋の役割

11 梁・柱部材のせん断設計 せん断補強設計の要点
梁・柱の許容せん断耐力
設計用せん断力

12 柱梁接合部のせん断設計 柱梁接合部の種類
接合部まわりの応力状態
柱梁仕口部の設計

13 スラブの設計
壁部材の設計

スラブの種類と力学
スラブの応力計算
たわみと振動障害
耐震壁の役割と力学
許容応力度設計
終局強度

14 各種コンクリート系構
造と最新の技術動向

コンクリート系構造の種類
プレストレストコンクリートの特徴と
原理
最新の技術動向

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書等による予習と授業後の復習，宿題の演習課題，これらに積極的に取
り組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で印刷物を適宜配布するが，下記参考書のうち，自分に合ったものを
一冊購入することを勧める。
【参考書】
谷川恭雄他：鉄筋コンクリート構造　理論と設計，森北出版
市之瀬敏勝：鉄筋コンクリート構造，共立出版
福島正人他：鉄筋コンクリート構造，森北出版
西谷章：鉄筋コンクリート構造入門，鹿島出版会
日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010，丸善
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：40%（A～Dの4段階評価で，未提出はD評価）
定期試験：60%（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
なお，5回以上欠席したものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
板書を消すまでの時間をもう少し長くするとともに，学生が説明を十分聞け
るように時間配分を調節する。
【その他の重要事項】
この授業とともに「材料のデザイン」「構造計算プログラミング」「エンジニ
アリングスタジオ」を履修することでさらに理解が深まるので，その履修を
強く勧める。
また，建築士資格の取得を目指す学生は受講することを勧める。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will learn about reinforced concrete structure,
including their characteristics and fundamental theory, structural
planning process and recent technological developments.
Learning Objectives:
The objectives of this course are threefold: to understand the principles
of various concrete structures including reinforced concrete structures,
to grasp the flexural and shear behavior of reinforced concrete members,
and to master the basic concepts of structural design of reinforced
concrete members, after organizing basic terminology and the properties
of concrete and steel bars.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for the class by using reference
books, review after class, and actively work on homework exercises and
assignments.The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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鋼のデザイン

永井　佑季

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼構造は高層建築や大スパン構造には欠かせない構造法である。はじめに、鋼
構造の歴史、鋼材の力学的性質、種類および鋼材を組み立てて構成する鋼構
造物の特質と設計法、なかでも座屈の問題を詳細に述べる。つぎに、各論と
して引張材、圧縮材、曲げ材、曲げ・圧縮材、接合法等の現行設計上の考え方
および具体的な取り扱いについて述べる。
【到達目標】
日本建築学会鋼構造設計規準の理論的背景と設計法を理解し、簡単な鋼構造
の構造計算・設計に応用できる程度の基礎的技術力の養成
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーポイントによる鋼構造の紹介、日本建築学会鋼構造設計規準の理論的
背景と設計法の理解のための講義を行う。また、授業内容に則した演習問題
を解く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造の歴史、鋼材の力

学的性質
鋳鉄、錬鉄、鋼、鋼の長所と短所、代表
的鉄骨建築、
弾性限、弾性係数、降伏点、ひずみ硬
化、破断強度、降伏比

2 鋼材の種類 圧延鋼材、関連規格、鋼材の基準値、降
伏応力度、安全率

3 鋼構造の設計法 許容応力度設計法、終局強度設計法、限
界状態設計法

4 引張材の設計 有効断面、安全率、許容引張応力度、応
力度検定

5 圧縮材の設計（1）オイ
ラー座屈荷重の算出など

オイラーの座屈理論、弾性座屈、細長
比、材端支持条件と座屈長さ、有効座屈
長さ、座屈応力度

6 圧縮材の設計（2）許容
圧縮応力度の算出など

弾塑性座屈、限界細長比、許容圧縮応力
度、応力度検定

7 曲げ材（梁）の設計 梁の横座屈、許容曲げ応力度、応力度検
定

8 曲げ・圧縮材（柱）の設
計

軸力と曲げモーメントの組合せ、応力
度検定

9 部材接合法（1）ボルト
を用いた接合など

継ぎ手、仕口、ボルト接合、高力ボルト
接合、摩擦接合

10 部材接合法（2）溶接を
用いた接合など

溶接接合、アーク溶接、のど厚、溶接継
目の許容耐力

11 演習（ラーメンの設計） 柱・梁ラーメン部材の許容応力度設計
12 演習（ラーメンの設計）

に対する解説
演習問題の続き及び回答・解説

13 局部座屈と幅厚比制限 許容板座屈応力度、圧縮と曲げ、せん断
14 鋼構造の耐震設計 靭性設計、塑性変形能力、終局耐力
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習課題の提出、本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
鋼構造設計規準抜粋資料等授業内で適宜配布。
【参考書】
「建築学テキスト鉄骨構造」井戸田秀樹、他著（学芸出版社）
【成績評価の方法と基準】
期末試験 (60%)、演習課題（20％）、平常点 (20%)

【学生の意見等からの気づき】
とくになし

【学生が準備すべき機器他】
電卓（関数電卓が望ましい）。授業中はスマートフォンの電卓機能を使用して
いただいて構いませんが、期末テストの時は、スマートフォンの使用は不可
とします。
【その他の重要事項】
【事前に必要な能力】構造力学の基本事項を習得していることが望ましい。
【Outline (in English)】
Steel structures are indispensable to skyscrapers and large-span
buildings. The start of the course will introduce details of steel structure
history, mechanical properties of steel materials, characteristics and
design methods of different types and structures used for assembly,
and issues with internal buckling. From there, the course will explore
special topics including tension, compression and bending members and
their joining methods, explaining modern considerations and handling
procedures.
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建物の振動と耐震化

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年，震度６以上の地震が頻発し，その度に，建物の地震被害が確認されて
いる。一方で，地震被害を低減するための耐震技術や，損傷を制御する制振
構造，応答加速度を低減する免震構造の技術開発が加速しており，その有効
性が実証されている。
この授業では，地震動に対する建物の振動理論，および建築基準法に規定され
ている限界耐力計算の概要を学び，耐震，制振，免振構造の有効性を理解する。
【到達目標】
・調和外力や地震動に対する建物の動的なつり合い式を解き，基本的な振動特
性を理解する。
・地震動に対する建物の応答を推定する方法を学ぶ。
・耐震，制振，免振構造の理論とその有効性を学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・教材資料を配布し，内容を解説する。
・授業内で紹介する参考書など自習して理解を深めること。
・講義毎に演習課題を出題する。各自で演習問題に取り組み，解答を作成して
次回の講義前に提出すること。
・中間テストを２回実施して，理解度を確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

１質点の振動（１）
自由振動，減衰自由振動，定数係数同次
常微分方程式

2 １質点の振動（２） 調和外力に対する応答，定数係数非同
次常微分方程式

3 １質点の振動（３） ステップ外力に対する応答，任意外力
に対する応答

4 １質点の地震動に対す
る応答

応答スペクトル

5 減衰について 減衰によるエネルギー吸収，等価粘性
減衰定数

6 中間テスト① １質点の応答に関するテスト，及びそ
の解説

7 多質点の振動（１） 多質点の自由振動，連立微分方程式の
解法

8 多質点の振動（２） 固有値の算定，固有周期，固有ベクト
ル，固有ベクトルの直交性

9 多質点の振動（３） 地震に対する応答，刺激係数，刺激関数
10 多質点の振動（４） 地震地動に対する建物の最大応答値の

推定
11 中間テスト② 多質点の振動特性に関するテスト，及

びその解説
12 限界耐力計算（１） 等価線形化法
13 限界耐力計算（２） 有効質量，Sa-Sd曲線
14 限界耐力計算（３） 性能曲線，要求曲線
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義内板書を復習し，参考書を用いて自習に取り組む。
本授業の復習・自習時間は、各2時間が標準となる。
【テキスト（教科書）】
授業支援システムからのダウンロード資料
【参考書】
柴田明徳：最新耐震構造解析，森北出版
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
関数電卓
【Outline (in English)】
【Course outline】
In recent years, earthquakes with a seismic intensity of 6 or higher have
occurred frequently, and each time they occur, earthquake damage to
buildings has been confirmed. On the other hand, the development
of earthquake-resistant technologies to reduce earthquake damage,
vibration control structures to control damage, and seismic isolation
structures to reduce response acceleration has been accelerated, and
their effectiveness has been demonstrated.
In this course, students learn the vibration theory of buildings against
earthquake motion and the outline of the limit capacity calculation
method stipulated in the Building Standard Law, and understand
the effectiveness of seismic, vibration control, and seismic isolation
structures.
【Learning Objectives】
To solve the dynamic equation of equilibrium of buildings against
harmonic external forces and earthquake motion, and to understand
the basic vibration characteristics.
To understand the basic vibration characteristics of buildings by solving
the dynamic equation of equilibrium of buildings against harmonic
external forces and seismic motion.
Theory and effectiveness of seismic, vibration control, and vibration
isolation structures.
【Learning activities outside of classroom】
Exercise assignments will be presented on topics requiring focused
practice.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
A mid-term test will be given three times in the lecture, with 30% of the
first test, 30% of the second test, and 40% of the third test allocated for
grading.
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建物の耐力

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年，震度６以上の地震が頻発しており，1995年兵庫県南部地震，2004年新
潟県中越地震，2011年東北地方太平洋沖地震，2016年熊本地震では，建築基
準法で定められた耐震規定の想定を超える震度７の揺れが観測されている。
このような巨大地震は，いずれ，どこでも起きる可能性があり，その過酷な地
震動に対して，設計者は，居住者の命を守り，さらに地震後も持続可能な生活
が送れるように，耐震性の高い建築物を設計する責任がある。この授業では，
建築基準法で規定している保有水平耐力計算の概要と，建物の耐力と変形性
能の計算方法を学び，耐震設計法の重要性とその基本的な考え方を理解する。
【到達目標】
建築基準法で規定している保有水平耐力計算法の概要，および建物の耐力と
変形性能の計算方法を理解する。
過去の地震被害を学び，耐震設計法の重要性を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・各回の講義で演習例題を配布し，内容を解説する。
・各自で演習問題に取り組み，解答を作成して次回の講義前に提出すること。
・中間テストを２回実施して，理解度を確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 過去の地震被害 過去の地震被害の解説
2 耐震設計法 保有水平耐力計算，限界耐力計算，時刻

歴応答計算，地震層せん断力
3 鉄筋コンクリート造の

耐震設計
計算ルート，壁量計算，せん断設計

4 鉄骨造の耐震設計 計算ルート，保有耐力接合
5 木造の耐震設計 壁量計算，壁倍率，変形性能，偏心率
6 中間テスト① 耐震設計法，耐震算ルートについての

テスト，及びその解説
7 鉄骨部材の耐力計算 降伏モーメント、塑性断面係数、全塑性

モーメント
8 鉄筋コンクリート部材

の耐力計算①
スケルトンカーブ，終局曲げ耐力

9 鉄筋コンクリート部材
の耐力計算②

終局せん断耐力

10 保有水平耐力計算 耐力と変形能力、保有水平耐力、必要保
有水平耐力

11 中間テスト② 保有水平耐力計算に関するテスト，及
びその解説

12 建物の耐力計算① 仮想仕事法による梁の崩壊荷重の計算
13 建物の耐力計算② 仮想仕事法によるラーメンフレームの

崩壊荷重の計算
14 建物の耐力計算③ 層崩壊と全体崩壊
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
重点的に演習の必要なテーマについて、演習課題を提示する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In recent years, earthquakes of seismic intensity 6 or higher have
occurred frequently. In the 1995 Hyogo-ken Nanbu Earthquake, the
2004 Niigata-ken Chuetsu Earthquake, the 2011 off the Pacific coast
of Tohoku Earthquake, and the 2016 Kumamoto Earthquake, tremors
of seismic intensity 7 were observed, which exceed the assumption of
the seismic resistance regulations stipulated in the Building Standards
Law.
Such huge earthquakes may occur anywhere in the future, and
designers have a responsibility to protect the lives of occupants against
such severe seismic motion and to make their lives sustainable even
after the earthquake. In this course, students learn how to calculate
the bearing capacity of buildings, the deformation performance of
earthquake-resistant members, and the calculation of the horizontal
bearing capacity stipulated in the Building Standard Law, and
understand the importance of earthquake-resistant design methods and
their basic concepts.
【Learning Objectives】
To understand the outline of the calculation method for the horizontal
bearing capacity stipulated in the Building Standard Law and
the calculation method for the bearing capacity and deformation
performance of buildings.
To understand the importance of seismic design methods by studying
damage caused by past earthquakes.
【Learning activities outside of classroom】
Exercise assignments will be presented on topics requiring focused
practice.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
A mid-term test will be given three times in the lecture, with 30% of the
first test, 30% of the second test, and 40% of the third test allocated for
grading.
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建築生理心理２

川久保　俊

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物理事象と身体の係わり、身体と建築物、建築空間、建築環境との係わりを
深く理解する。特に、温熱環境、空気環境、音環境、光環境などの住環境が人
体生理心理に及ぼう影響について学習する。
【到達目標】
・環境物理要素（建築物、建築空間、建築環境）とそれらに対する人体反応を
明確に理解する
・建築士試験問題に関わる内容も多分に含まれることから、実務に役立つ知
識・情報を習得する
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では建築環境工学のうち、生理心理に係る事項を学習する。講義は
Powerpoint等で作成した資料を利用して進める。講義内容や課題に対する質
問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 導入 講義の設置目的、到達目標、概要の紹介
2 データの取得、取扱い方

法
実測、実験、シミュレーション、質問紙
調査、サンプル数、バイアス、欠損値の
取扱い

3 データの分析方法の基礎 欠損値処理、単純集計、クロス集計、各
種回帰分析、主成分分析、因子分析、検
定

4 健康維持増進に資する
住環境（1）

健康維持増進の意義、ゼロ次予防、一次
予防、住環境要素との係り

5 健康維持増進に資する
住環境（2）

エビデンスに基づく健康阻害要因の把握

6 健康維持増進住宅の設
計方法

住まいの健康診断、健康維持増進住宅
設計ガイドライン

7 人体寸法とモジュール 各種人体寸法、モジュール、モジュ
ラー・コーディネーション

8 生体電気とその計測・応
用

生体電気、EEG、ECG、EMG、セン
サーによる信号測定と建築環境への応用

9 温熱・空気環境の基礎 環境側四要素と人体側二要素、各種温熱
快適性指標（SET*、PMVなど）の原理

10 音・振動環境の基礎 人の聴覚の機構、音の原理、音の三要
素、音の生理的・心理的作用、騒音・振
動防止計画、快適音響空間

11 光・視環境の基礎 人の視覚の機構、色の原理、色の三要
素、色の生理的・心理的作用、効果色、
安全色、建築における色彩計画

12 対象と空間の知覚、印象
評価

心理学に基づく対象知覚と空間知覚、
奥行知覚、錯視現象、建築物における錯
視利用の実例

13 快適空間設計 間取りの設計、廊下、寝室、ダイニング
キッチン、水廻りの

14 サステナブルデザイン 環境品質、環境負荷、環境効率、
CASBEE、持続可能な開発目標
（SDGs）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に配布した資料にしっかりとノートをとっておき、帰宅後にその内容
を毎回復習してからその次の講義に臨むこと。講義の内容で特に重要な部分
については理解を深めるために適宜講義中に演習を課すので、当該部分につ
いては期末試験までにしっかりと理解し、前提条件等が変わっても対応でき
るような応用力を身につけておくこと。なお、本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。

【参考書】
「住環境-評価方法と理論」浅見泰司他（東京大学出版会）
「建築環境工学」加藤信介、土田義郎、大岡龍三（彰国社）
「生活環境学」岩田利枝他（井上書院）
「しくみがわかる建築環境工学: 基礎から計画・制御まで」上野佳奈
子、鍵直樹、白石靖幸、高口洋人、中野淳太、望月悦子。
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【学生が準備すべき機器他】
講義はプロジェクターにより関連情報を映写しながら進める予定。講義前半
では貸与パソコンを用いた演習も予定している。
【Outline (in English)】
Course outline: To deeply understand the relationship between physical
phenomena and the body, and between the body and buildings,
building spaces, and building environments. In particular, the effects
of living environments such as the thermal environment, the air
environment, the sound environment, and the light environment on
human physiological psychology are studied.
Learning Objectives: 1) To understand clearly the physical elements
of the environment (buildings, built spaces and the built environment)
and how the human body reacts to them, 2) To acquire knowledge and
information that is useful in practice, as it is often relevant to issues in
the architectural examinations.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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建築気候

中野　淳太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は建築計画・設計において、直感やひらめきなどの感性で生み出され
るデザインとは異なり、理論的に説明でき、定量的に取り扱われる工学的な
知識を習得することを目的とします。すなわち、冬の目射、夏の通風の利用、
また各のすきま風、夏の日射をいかに防いでより快適な室内環境を創るかな
ど、積極的に自然エネルギを利用、制御して省エネルギも考慮に入れた優れ
た建築計画をするための基礎知識を修得するための学問です。従って、本科
目で学ぶ分野は主として人聞と建築を取り巻く自然環境との聞係であり、具
体的な項目としては快適条件、日射、室内換気、建築伝熱、湿気・結露です。
これらの項目について、現実に則した具体的な数値を使って演習問題を解き
ながら捜業を進めます。
【到達目標】
１）環境工学で用いる用語とその単位を理解，習得する。
２）熱環境の基礎理論を理解し，実在建築や実際の現象への応用手法を習得
する。
３）必要換気量，自然換気（風力換気・温度差換気）の理論を理解し，実在建
築への応用手法を習得する。
４）湿り空気の性質を把握し，壁体の透湿理論・結露の原理を理解し，実在建
築への結露防止手法を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
１回の授業はテーマを明確にし，基礎理論の解説（講義）と演習により構成
している。予め，キストの該当部分を予習し，主体的に講義を受けて理解し，
限られた時間内で演習を行い，そのテーマを習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と建築 環境のスケール、気候、クリモグラフ、

建築物省エネ法
2回 伝熱理論の基礎 熱とエネルギー、単位、3つの伝熱形

態、顕熱と潜熱
3回 人の熱的快適条件 自立性体温調節のメカニズム、人体の

熱収支、温熱環境指標（PMV、SET*）
4回 太陽エネルギーと太陽

位置
太陽エネルギーの特性、地球の自転と
公転、真太陽時と平均太陽時、太陽位置

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、全天日射、大気放
射、地表面放射、実効放射

6回 建築伝熱と熱貫流 熱伝導率、熱コンダクタンス、総合熱伝
達、熱抵抗、熱貫流率

7回 相当外気温 日射吸収率、放射率、反射率、透過率、
相当外気温

8回 住宅の熱性能 外断熱と内断熱、熱損失係数、外皮平均
熱貫流率、自然室温

9回 湿り空気と結露 湿り空気、状態値、湿り空気線図、表面
結露、内部結露

10回 換気の原理と必要換気量 機械換気、汚染物質、振戦外気、第1種
～第3種換気、必要換気量

11回 自然換気の圧力差 静圧と動圧、外部風、風圧係数、煙突効
果

12回 圧力差と換気量 ベルヌーイの定理、総合実効面積、換気
量

13回 総合環境性能評価 地球環境問題、環境負荷、LEED、
CASBEE

14回 建築の省エネと省CO2
の動向

建築物省エネ法、改正省エネ基準、一次
エネルギー使用量、二酸化炭素排出量

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予めキストの該当部分を予習すること。ならびに時間内のテキストを復習し，
テキスト内の類似演習を行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習を２０％，試験を８０％とし総合して評価する
【学生の意見等からの気づき】
・遅刻をしないこと。
・１回の授業で扱う内容は豊富であるので，情報を「写す」のではなく，自分
で主体的にノートをとる態度にすること。主体的な態度で臨むこと。
・授業内に行う演習は限られた時間内に集中して行い，指定された時間に提出
すること，遅れて提出は認められない。　
・演習やテキストの練習問題を自宅で解くなど，自宅学習（復習）を行うこと。
・毎回の演習，期末試験で正解が得られなかった箇所を十分復習し，不明な点
は積極的に質問すること。
【学生が準備すべき機器他】
関数機能の付いた計算機を持参すること。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge in
architectural planning and design that can be explained theoretically
and quantitatively. The main topics are the relationship between
climate and buildings, including comfort conditions, solar radiation,
ventilation, building heat transfer, and humidity. Students will work
on these topics by solving exercises.
Learning Objectives:(1) Understand and master the terms and units
used in environmental engineering. (2) Understand the basic theory
of required ventilation rate and natural ventilation. (3) To understand
the basic theory of thermal environment and its application to actual
phenomena. (4）To understand the properties of moist air and
condensation mechanisms and to master the methods of preventing
condensation.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 20%
of the exercises and 80% of the examinations.
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光・視環境

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築における光環境として日照・日射，採光・色彩を対象とし，光や色に対す
る理論を学習し，人間の視覚特性を理解しながら，建築デザインに生かす手
法を習得する。
【到達目標】
到達目標は下記の通り。
１）太陽位置を把握して，日影や日照時間，日射熱量，建築の日射受熱量など
の算定方法を習得する。
２）測光量と単位，採光・照明の基礎理論を理解し，照明計画などの応用手法
を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
１回の授業はテーマを明確にし，基礎理論の解説（講義）と演習により構成
している。予め，テキストの該当部分を予習し，主体的に講義を受けて理解
し，限られた時間内で演習を行い，そのテーマを習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、太陽位置算

定に必要な時刻表現
地方真太陽時，地方平均太陽時，中央標
準時均時差

2回 太陽位置の算定方法 太陽方位角，太陽高度，太陽赤緯　
3回 日影図 日影図，日影曲線，日影時間曲線
4回 日差し曲線 日差し曲線，日照図表　
5回 各平面への日影 水平面・鉛直面への影
6回 日射量 直達日射，天空日射，全天日射，日射受

熱量
7回 日除けの設計 庇、袖壁、ルーバー、ブリーズソレイユ
8回 光の物理表記と単位 光束，照度，光束発散度，光度，輝度
9回 点光源による照度・均等

拡散面の性質
入射の余弦定理，完全拡散面，反射，吸
収，透過，拡散　

10回 光束法 光束法を用いた照明計画
11回 マンセル表色系 色彩の基礎，マンセル表色系，オストワ

ルト表色系，ＮＣＳ表色系　
12回 ＸＹＺ表色系 ＲＧＢ表色系，　ＸＹＺ表色系，xy色

度図　
13回 色彩調和理論 視覚心理，視認性・誘目性，色調，色彩

調和理論，色彩計画
14回 総復習 光環境・視環境の総復習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内での演習問題の復習を十分行っておくこと。さらに，身近な例を学習
関連する新聞記事を読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六他著『最新建築環境工学』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善　
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習点：２０％，期末試験点：８０％の割合で評価　
【学生の意見等からの気づき】
・太陽光は地球環境と密接に関係しているので，そのつもりで履修すること。
・光環境は，熱環境とも関連しているので，建築気候の熱環境の分野も復習す
ること。
・授業は遅刻をしないこと。学生証カードによる出欠は参照していない。
・日影図は，単純な幾何なのに従来から理解していない学生が多いので，注意
すること。
【学生が準備すべき機器他】
関数の付いた電卓は必ず持参すること。

【Outline (in English)】
This course focuses on sunlight, solar radiation, lighting, and color
as light environments in architecture. Students will learn theories of
light and color, understand human visual characteristics, and acquire
methods to apply them to architectural design.
Through this class, students will be able to:
(1) Understand the position of the sun and learn how to calculate
shading, hours of sunlight, solar heat capacity, and the amount of heat
received by buildings by solar radiation.
(2) To understand the basic theory of photometric quantities and units,
lighting, and illumination, and to master applied methods such as color
planning based on color psychology by understanding the color system.
The course comprises a lecture on fundamental theory and exercises
with a clear theme. Students are expected to prepare the relevant
part of the textbook in advance, attend and understand the lecture
independently, and master the theme by doing exercises within a limited
time. Students are expected to review the exercises in the class
sufficiently. The standard preparation and review time for this class
is 2 hours each.
Evaluation will be based on the following ratios: 20% for the exercises
in each class and 80% for the final examination.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

音・振動環境

星　和磨

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
外部からの騒音に悩まされない住宅、響きが良いコンサートホール、声が良
く通る教室等、建築物の設計に際して内部で実現される音環境への配慮は大
変重要である。音は、人々に快感から不快感まで幅広い感覚刺激を呼び起こ
す。従って、機能、用途毎に音質が的確に対応していなければならない。そ
のためには音とは何かという基本的理解が必要である。また、音の取り扱い
と振動の取り扱いに関しては類似する点も多いことから、講義の後半では振
動現象に関する基礎についても学ぶ。本講義では、音・振動環境に関する基
礎的な知識を習得し、その後空間形態、建築用途に対応する理想的設計要件
を学ぶことを目的とする。
【到達目標】
・音が物体の中を伝わる振動現象であるという物理現象を理解する。
・音、振動に関わる特徴的な単位、演算方法を習得する。
・吸音、遮音のための物性、構法などを基礎知識として理解する。
・建築設計の際に音・振動を考慮することが重要であることを認識する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
建築物の用途ごとに相応しい音環境を形成しなければならない。そこで本講
義では「音」の基本から学び、吸音、遮音の原理などを通して目的の空間用途
への適応手法を理解する。また、近代文明の発達に伴って増加した公害（騒
音、振動）などの評価法などを学ぶ。講義内容や課題に対する質問はHoppii
の掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の設置目的、到達目標、概要の紹介
2 音波の定義と成立 振動の物理、音の物理、音波、波の表し

方
3 音波のエネルギー的取

り扱いとdB尺度
音の強さ、音圧、dB尺度、エネルギー
密度、音の種類、スペクトル、ホワイト
ノイズ

4 dB尺度の運用 dBの合成、分解、対数の基礎、対数公
式の運用、レベルの合成・分解、レベル
の計算方法および演習

5 音の伝搬と距離減衰 空間における音の伝搬および減衰過程
6 各種の音源からの距離

減衰
点音源、線音源、面音源から放射される
音の減衰

7 音の回折・屈折 障壁による減衰、防音手法、障壁による
音の回折減衰、空気吸収による音の減衰

8 音を知覚する構造（１） 聴覚器官としての耳の機構、特性、外
耳、中耳、内耳

9 音を知覚する構造（２） 音の三要素、ウェーバー・フェヒナーの
法則、等ラウドネス曲線、心理音響効果

10 騒音 騒音の定義、種類、分類、測定方法、等
価騒音レベル

11 騒音防止計画 音源対策、配置計画、遮音計画、吸音計
画、吸音と遮音の違い

12 吸音の機構 吸音の特性、吸音率、吸音機構の種類と
特性、施工上の注意、多孔質の吸音機構
とその材料・構法、板状吸音機構とその
材料・構法。ヘルムホルツの共鳴吸音
機構とその材料・構法

13 遮音の機構 透過損失、質量則、二重壁の意味、コイ
ンシデンス効果、パネルの遮音効果

14 振動現象 振動の発生と伝搬のメカニズム、代表
的な振動測定方法、振動加速度レベル、
振動レベル、レベル計、周波数分析

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は暗記内容、計算問題ともに多いので講義終了後に知識定着のために
各自帰宅後に内容を復習すること。建築士試験の問題として出題される内容
も多く取り扱うことから、ここで知識を体系的に定着させておくことが望ま
しい。なお、本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
【参考書】
「生活環境学」岩田利枝他（井上書院）
「建築の音環境設計」日本建築学会設計計画パンフレット4（彰国社）
「建築・環境音響学」前川純一著（共立出版）
「建築と環境の音響設計」前川純一訳（丸善）
「わかりやすい環境振動の知識」後藤剛史、濱本卓司（鹿島出版会）
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【学生が準備すべき機器他】
自らパソコンを準備し、講義中に流れる音が聞こえる静穏環境を事前に用意
してからオンライン講義を聴講すること。
【Outline (in English)】
Course outline: It is very important to consider the sound environment
that is realized in the design of buildings, such as houses that do
not suffer from external noise, concert halls with good sound, and
classrooms with a good voice. Sound evokes a wide range of sensory
stimuli, from pleasure to discomfort. Therefore, the sound quality must
accurately correspond to each function and application. This requires
a basic understanding of what sound is. In addition, since there are
many similarities in the handling of sound and vibration, students learn
the basics of vibration phenomena in the latter half of the lecture. The
purpose of this course is to acquire basic knowledge about sound and
vibration environments and then to learn ideal design requirements
corresponding to spatial form and architectural use.
Learning Objectives: 1) To understand the physical phenomenon that
sound is a vibrational phenomenon transmitted through an object, 2)
To understand the physics of sound and vibration, 3) To understand the
basic knowledge of physical properties and building methods for sound
absorption and sound insulation, 4) To understand the importance of
taking sound and vibration into account when designing buildings.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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デザインスタジオ７

栃澤　麻利、海法　圭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
DS７は学部設計教育の最終段階のものである。卒業設計に向けて
社会的問題群を認識しそれに対応する建築的回答としてのプログラ
ムを提案できる能力を身に着けることを目指している。さらに、本
学の建築教育において特色であり、また本学の強みである「物理的、
文化的コンテクストを尊重した設計方法」を理解することを目指し
ている。

【到達目標】
・社会的問題群を認識し，それに対応する建築的回答としてプログ
ラムを提案する
・都市の物理的コンテクスト、文化的コンテクストを理解し，建築的
に呼応する技術を身につける
・建築計画と都市計画をシームレスに思考できるトレーニングを行う
・設計意図を的確に表現する技術を身につける

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
・ガイダンス日程はHoppiiに掲示する。
・履修希望者はガイダンスを必ず受けること。
・対面を基本とするが新型コロナ感染状況に応じて臨機応変に対応
する。
・各自のリサーチ・エスキスの発表を基本とし、その内容に基づき、
議論・指導を行う。
・4年間の学生生活を通じて知見した現在の社会に対する疑問や問題
意識を、建築的テーマによって立ち向かうという精神をもつことを
期待している。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・グルー

プ分け
課題説明、レクチャー

2 エスキス1 テーマについての考察1
3 エスキス2 テーマについての考察2
4  エスキス3 敷地リサーチ1
5 エスキス4 敷地リサーチ2
6 中間講評 中間講評
7 エスキス5 基本計画1
8  エスキス6 基本計画2
9 エスキス7 設計1
10 エスキス8 設計2
11 エスキス9 設計3
12 エスキス10 設計4
13 クラス別講評 クラス別講評
14 最終講評 最終講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内に適宜指示する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に適宜指示

【参考書】
授業内に適宜指示

【成績評価の方法と基準】
エスキスプロセスを踏まえた成果作品を総合的に評価する。毎週の
エスキスの時の提出物。中間講評での発表の内容。そして最終講評
に提出する成果物および発表の内容によって総合的に評価する。4
回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
評価配分は毎回のエスキスの提出物20％、中間講評評点30％、最
終講評評点50％

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
エスキスは進行によりpin-up clitique/desk clitique/open juryと
する
DS１～６をすべて履修していることが好ましい

【Outline (in English)】
【Course outline】
DS7 is the final stage of undergraduate design education.
The aim of DS7 is to acquire the ability to recognize social
problems and propose architectural programs to address them
in preparation for graduation design. In addition, the course
aims to help students understand "design methods that respect
physical and cultural contexts," which is a distinctive feature
of our architectural education and one of our strengths.
【Learning Objectives】
・Recognize social problems and propose programs as architec-
tural responses to them.
・To understand the physical and cultural context of the city
and to acquire the skills to respond architecturally.
・To train students to think seamlessly between architectural
planning and urban planning.
・To acquire the skills to accurately express the design intent.
【Learning activities outside of classroom】
Instructions will be given in class as appropriate.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Comprehensive evaluation of the resulting work based on the
Esquisse process. Submissions during the weekly Esquisse.
The content of the presentation at the mid-term review.
Students who are absent more than 4 times will not be graded.
Evaluation will be based on the following: 20% of the student’s
essay, 30% of the mid-term review grade, and 50% of the final
review grade.

— 367 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

構造計算プログラミング

浜田　英明

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
表計算アプリケーションソフトを用いてプログラミングを行い，構造計算方
法およびプログラミング技術の修得を授業テーマとする。
【到達目標】
表計算アプリケーションソフトでのプログラミング演習を通して，1)鉄筋コ
ンクリート（RC）造の柱・梁部材の断面検定方法を理解すること，2)基本的
なプログラミング技術を修得すること，3)表計算アプリケーションソフトの
扱いに慣れ，論文作成等での応用力をつけること，これら3点を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
これまでの授業で鉄骨造や鉄筋コンクリート造の構造計算について一通り学
習してきたことを，今度はコンピュータにプログラミングという形で学習さ
せて，構造計算させる方法について学ぶ。
コンピュータは大量のデータを瞬時に正確に処理してくれるが，正確にプロ
グラムを記述しなければ，正解を導いてはくれない。
「コンピュータに学習させる」ことを通して，鉄骨造や鉄筋コンクリート造の
構造計算に対する自分自身の理解の深化と復習を図る。
また，表計算アプリケーションソフトの扱いについて慣れ，論文作成等に応
用できるようになることも目指す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Excelマクロ (VBA)の基

本的な使い方
コンピュータ言語
アルゴリズム，プログラミング
Subプロシージャ，Functionプロシー
ジャ
For Next文，If文

2 演習課題1 Subプロシージャ，Functionプロシー
ジャを用いた例題の演習

3 ユーザーフォームの利用
と鋼材断面性能の算出

ユーザーフォーム
鋼材断面性能

4 演習課題2 ユーザーフォームを用いた鋼材断面性
能算出アプリケーションの作成演習

5 RC梁の断面検定方法の
復習
（曲げに対する断面検定）

鉄筋，コンクリートの許容応力度
曲げに対する断面検定の復習

6 Excelによるグラフの
作図
演習課題3

グラフ作図演習
RC長方形梁の許容曲げモーメント算出
プログラムの作成

7 RC梁の断面検定方法の
復習
（せん断に対する断面検
定）

せん断に対する断面検定の復習

8 演習課題4 RC長方形梁の許容せん断力算出プログ
ラムの作成
長方形梁の断面検定シートの作成

9 RC柱の断面検定方法の
復習
（軸力と曲げ，せん断に
対する断面検定）

軸力と曲げに対する断面検定の復習
せん断に対する断面検定の復習

10 演習課題5 RC長方形柱の許容曲げモーメント算出
プログラムの作成
RC長方形柱の許容せん断力算出プログ
ラムの作成
長方形柱の断面検定シートの作成

11 人工知能による構造設計 最適化アルゴリズムによる構造設計
12 演習課題6 トラス断面の最適化

人間による構造設計
最適化アルゴリズムによる構造設計

13 コンピュータの発展と
人類

建築構造設計におけるコンピュータの
利活用とその弊害
今後に向けて
まとめ，総括

14 小レポート 総括レポートを各自作成
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書やノート等による予・復習や宿題の演習課題，これらに積極的に取り
組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で印刷物を適宜配布するが，Excel VBAに関する書物のうち自分に合っ
たものを一冊購入することを勧める。
【参考書】
日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010，日本建築学会
（丸善）
日本建築学会：鋼構造設計規準－許容応力度設計法－，日本建築学会（丸善）
その他，「鋼のデザイン」および「鉄筋コンクリートのデザイン」の授業で使
用したテキストやノート
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：100%（授業内で指示された演習課題に対する作成状況）
なお，5回以上欠席したものは評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
情報教室の機器
【その他の重要事項】
この授業は「鉄筋コンクリートのデザイン」と密接な関係があるため，先に
その履修をしておくことを勧める。
また，「鋼のデザイン」とも関係が深いため，同時に履修することを勧める。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
This course provides students with skills in structural calculations and
programming via an introduction to programming using spreadsheet
software.
Learning Objectives:
Through programming exercises using spreadsheet application soft-
ware, the objectives of this course are: 1) to understand the
cross-sectional verification method of reinforced concrete (RC) column
and beam members, 2) to master basic programming techniques, and 3)
to become familiar with the use of spreadsheet application software and
to develop application skills for writing papers, etc.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for and review the course using
reference books and notebooks, and to actively engage in the homework
exercises and assignments.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築の空間と形態

安藤　直見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
広大な場所性と長大な歴史性の中に存在する建築や都市は，多様な
形態をもっています。そして，その多様な形態が，建築や都市の空
間（イメージ）を現象させています。この授業では，その形態と空
間の特質について論じます。授業においては，図や写真の他，映画
等によって表現された建築や都市を提示し，形態の特徴について解
説します。

【到達目標】
建築の形態と空間の関係とその表現についての考え方を習得するこ
と到達目標とします。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
建築の空間と形態に関する文献と資料に加えて，映画に表現された
建築空間・都市空間の分析を通じて，建築空間・都市空間の特質を探
ります。映画と建築・都市には「空間を描く」という共通点があり
ます。一般的には，建築・都市がつくる空間は生活のための実体の
ある空間で，映画がつくる空間は仮想空間です。映画はフィクショ
ンですから，空間の意味を誇張し，歪曲し，再構築します。でも，だ
からこそ映画が建築・都市の空間の本質を表すことがあると思いま
す。時代劇は空間を〈再現〉し，現代劇は空間を〈引用・誇張〉し，
未来劇などは空間を〈変形・歪曲・再構築〉します。何がどのよう
に〈再現〉され，またなにがどのように〈誇張〉され〈歪曲〉され
るかは解釈に基づくことが多いのですが，本論では，客観的な分析
手法を交え，可能な限り，建築・都市の空間と映画表現としての空
間との関係を一般化する考察を試みます。
映画に関する考察は，古代エジプトから近代までの空間表現を歴史
の順に眺めていきます。各回の授業においては，たとえば，以下の
ような仮説を提示し，それを検証していきます。
1) 古代エジプトの建築は，〈量塊としての外形〉の表現が特徴的で
あり，大きさや重量感が建築のイメージを決定づけている。
2)古代ギリシャの建築では，要素の〈配列による構成〉が特徴的で
あり，列柱や立面構成などが建築のイメージを決定づけている。
3)古代のアジア（中国や日本）においても，〈量塊としての外形〉や
〈配列による構成〉とする建築の特質が見られる。
4)古代ローマからビザンチンの建築では，内部空間のあり方が意味
をもつようになり，〈円や球（ドーム）の造形〉が展開する。
5)厚い壁に囲まれた中世ロマネスクの空間には，その内部には劇的
な光が存在する例が多く，〈劇的な変化を内在する閉鎖空間〉が特徴
的である。
6)中世の都市における広場も，塔の存在を含む立面の高低や開口の
構成の多様性をもつ〈変化にあふれた空間〉である。
7)フライングバットレス，ポインテッドアーチ，リブヴォールトな
どが用いられた中世ゴシックの建築は，〈天空へ飛翔〉するような空
間（イメージ）を形成している。
8)ルネサンス以降の建築は，過去の参照を内包しながら，〈芸術〉と
して，多様な展開をしていく。
各回の授業では，各回のテーマ（仮説）についての考察を促し，hoppii
（学習支援システム）の掲示板を利用して討論を行ってもらいます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ●量塊としての建築 【古代エジプトの空間】ピラミッ

ド，カルナック神殿，アブシンベ
ル神殿，アレクサンドリアなど

2 量塊としての建築 (つ
づき)：

量塊（ヴォリューム）によって構
成された現代建築（大きいことは
ただそれだけで意味をもつのだろ
うか？）

3 ●配列の美学／身体
の美学

【古代ギリシャの空間】パルテノン
神殿，エレクティオン，ヘファイ
ストス神殿，アゴラ，デルフィ，
オリンピア，エピダウロスの劇場，
リンドスのアクロポリス，クノッ
ソス宮殿，ペトラ，エフィソス

4 配列の美学・身体の
美学 (つづき)

映画における編集と建築の構成
（配列的形態）とのアナロジー

5 ●天球の建築 【古代ローマからビザンチンへ】パ
ンテオン，フォロロマーノ，コ
ロッセオ，水道橋，ポンペイ，サ
ンマルコ大聖堂，ハギアソフィア，
イスタンブールの街並み

6 天球の建築 (つづき) 外形から内部空間へ
7 ●古代アジアの建築 【日本と中国の古代建築】伊勢神宮

（神明造り），出雲大社（大社造
り），古墳，吉野ヶ里遺跡，咸陽
宮，始皇帝稜，兵馬庸

8 古代アジアの建築 (つ
づき)

日本と中国の量塊的建築

9 ●躍動する閉鎖空間 【ロマネスクの空間】サン・ミニ
アート・イル・モンテ聖堂，ル・
トロネ修道院などの南フランスの
ロマネスク建築，ヴェネツィア，
フィレンツェなどの中世にその骨
格が形成された都市

10 躍動する閉鎖空間 (つ
づき)

厚い壁と小さな窓はどのように空
間を決定づけたかのだろうか？

11 ●天空への飛翔 【ゴシックの空間】ノートルダム大
聖堂などのフランスのゴシック聖
堂，ミラノ大聖堂などのイタリア
およびその他の地方のゴシック聖
堂

12 天空への飛翔 (つづ
き)

ゴシックの様式と浮遊する森

13 ●複製としての芸術 【ルネサンスの芸術】サンタ・マリ
ア・デッレ・グラツィエ教会，サ
ンピエトロ大聖堂，システィーナ
礼拝堂，サンタ・マリア・ノヴェ
ラ聖堂，サンタ・マリア・デル・
フィオーレ大聖堂，テンピエット，
サン・ジョルジョ・マジョーレ聖
堂，テアトロ・オリンピコ，ヴィ
ラ・ロトンダなど

14 複製としての芸術 (つ
づき)

芸術の発見，ルネサンスから近世
へ (2)：
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
歴史や文化に関する予習を進めることが望ましい
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
hoppii（学習支援システム）を通じて，必要なテキストを配布する

【参考書】
(1)安藤直見，映画に描かれた古代エジプトの建築　―建築の量塊的
イメージ―，図学研究第50巻3号, pp.11-19， 日本図学会， 2016
年9月
(2) 安藤直見，映画への旅̶古代エジプトへ（Kindle版）：https:
//www.amazon.co.jp/dp/B07QCKPVDY/
(3)安藤直見，映画に描かれた古代ギリシャ　－配列の美学ー，日本
図学会2014年度秋季大会学術講演論文集, pp.143-148
(4) 安藤直見，映画に描かれた古代ローマとビザンチン ー形象から
空間へー，日本図学会2015年度春季大会学術講演論文集, pp.19-24
(5)安藤直見，映画に描かれた中世ロマネスク　―躍動する閉鎖空間
―，日本図学会2015年度秋季大会学術講演論文集， pp.55-60
(6)安藤直見，映画に描かれた中世ゴシック　―天空への飛翔―，日
本図学会2016年度春季大会学術講演論文集, pp.45-50
(7)安藤直見，映画に描かれたルネサンス建築　―芸術としての複製
―，日本図学会2016年度秋季大会学術講演論文集, pp.19-24
(8) 安藤直見，映画に描かれた古代建築　―アジアにおける古代建
築の量塊的イメージ―，日本図学会2017年度秋季大会学術講演論文
集, pp.17-20

【成績評価の方法と基準】
50%：講義と討論（掲示板）への参加
50%：期末レポート

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
この講義には，パソコン（情報教室のパソコン，または，大学が貸
与するノートパソコン）を使用する演習を含みます

【Outline (in English)】
[Course outline]
Within the vast locations and long history, architecture and
cities are spanned in a variety of architectural forms. And
those forms express spatial images of architecture and cities.
This course will explore the characteristics of architectural
forms and spaces. In addition to drawings and photos,
expressions of architectural forms and spaces in movies are
observed to survey the spatial characteristics of architecture
and cities.
[Learning objectives]
This course aims to study the spatial characteristics of
architecture and cities.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築の空間と形態

安藤　直見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
広大な場所性と長大な歴史性の中に存在する建築や都市は，多様な
形態をもっています。そして，その多様な形態が，建築や都市の空
間（イメージ）を現象させています。この授業では，その形態と空
間の特質について論じます。授業においては，図や写真の他，映画
等によって表現された建築や都市を提示し，形態の特徴について解
説します。

【到達目標】
建築の形態と空間の関係とその表現についての考え方を習得するこ
と到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
建築の空間と形態に関する文献と資料に加えて，映画に表現された
建築空間・都市空間の分析を通じて，建築空間・都市空間の特質を探
ります。映画と建築・都市には「空間を描く」という共通点があり
ます。一般的には，建築・都市がつくる空間は生活のための実体の
ある空間で，映画がつくる空間は仮想空間です。映画はフィクショ
ンですから，空間の意味を誇張し，歪曲し，再構築します。でも，だ
からこそ映画が建築・都市の空間の本質を表すことがあると思いま
す。時代劇は空間を〈再現〉し，現代劇は空間を〈引用・誇張〉し，
未来劇などは空間を〈変形・歪曲・再構築〉します。何がどのよう
に〈再現〉され，またなにがどのように〈誇張〉され〈歪曲〉され
るかは解釈に基づくことが多いのですが，本論では，客観的な分析
手法を交え，可能な限り，建築・都市の空間と映画表現としての空
間との関係を一般化する考察を試みます。
映画に関する考察は，古代エジプトから近代までの空間表現を歴史
の順に眺めていきます。各回の授業においては，たとえば，以下の
ような仮説を提示し，それを検証していきます。
1) 古代エジプトの建築は，〈量塊としての外形〉の表現が特徴的で
あり，大きさや重量感が建築のイメージを決定づけている。
2)古代ギリシャの建築では，要素の〈配列による構成〉が特徴的で
あり，列柱や立面構成などが建築のイメージを決定づけている。
3)古代のアジア（中国や日本）においても，〈量塊としての外形〉や
〈配列による構成〉とする建築の特質が見られる。
4)古代ローマからビザンチンの建築では，内部空間のあり方が意味
をもつようになり，〈円や球（ドーム）の造形〉が展開する。
5)厚い壁に囲まれた中世ロマネスクの空間には，その内部には劇的
な光が存在する例が多く，〈劇的な変化を内在する閉鎖空間〉が特徴
的である。
6)中世の都市における広場も，塔の存在を含む立面の高低や開口の
構成の多様性をもつ〈変化にあふれた空間〉である。
7)フライングバットレス，ポインテッドアーチ，リブヴォールトな
どが用いられた中世ゴシックの建築は，〈天空へ飛翔〉するような空
間（イメージ）を形成している。
8)ルネサンス以降の建築は，過去の参照を内包しながら，〈芸術〉と
して，多様な展開をしていく。
各回の授業では，各回のテーマ（仮説）についての考察を促し，hoppii
（学習支援システム）の掲示板を利用して討論を行ってもらいます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ●量塊としての建築 【古代エジプトの空間】ピラミッ

ド，カルナック神殿，アブシンベ
ル神殿，アレクサンドリアなど

2 量塊としての建築 (つ
づき)：

量塊（ヴォリューム）によって構
成された現代建築（大きいことは
ただそれだけで意味をもつのだろ
うか？）

3 ●配列の美学／身体
の美学

【古代ギリシャの空間】パルテノン
神殿，エレクティオン，ヘファイ
ストス神殿，アゴラ，デルフィ，
オリンピア，エピダウロスの劇場，
リンドスのアクロポリス，クノッ
ソス宮殿，ペトラ，エフィソス

4 配列の美学・身体の
美学 (つづき)

映画における編集と建築の構成
（配列的形態）とのアナロジー

5 ●天球の建築 【古代ローマからビザンチンへ】パ
ンテオン，フォロロマーノ，コ
ロッセオ，水道橋，ポンペイ，サ
ンマルコ大聖堂，ハギアソフィア，
イスタンブールの街並み

6 天球の建築 (つづき) 外形から内部空間へ
7 ●古代アジアの建築 【日本と中国の古代建築】伊勢神宮

（神明造り），出雲大社（大社造
り），古墳，吉野ヶ里遺跡，咸陽
宮，始皇帝稜，兵馬庸

8 古代アジアの建築 (つ
づき)

日本と中国の量塊的建築

9 ●躍動する閉鎖空間 【ロマネスクの空間】サン・ミニ
アート・イル・モンテ聖堂，ル・
トロネ修道院などの南フランスの
ロマネスク建築，ヴェネツィア，
フィレンツェなどの中世にその骨
格が形成された都市

10 躍動する閉鎖空間 (つ
づき)

厚い壁と小さな窓はどのように空
間を決定づけたかのだろうか？

11 ●天空への飛翔 【ゴシックの空間】ノートルダム大
聖堂などのフランスのゴシック聖
堂，ミラノ大聖堂などのイタリア
およびその他の地方のゴシック聖
堂

12 天空への飛翔 (つづ
き)

ゴシックの様式と浮遊する森

13 ●複製としての芸術 【ルネサンスの芸術】サンタ・マリ
ア・デッレ・グラツィエ教会，サ
ンピエトロ大聖堂，システィーナ
礼拝堂，サンタ・マリア・ノヴェ
ラ聖堂，サンタ・マリア・デル・
フィオーレ大聖堂，テンピエット，
サン・ジョルジョ・マジョーレ聖
堂，テアトロ・オリンピコ，ヴィ
ラ・ロトンダなど

14 複製としての芸術 (つ
づき)

芸術の発見，ルネサンスから近世
へ (2)：

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
歴史や文化に関する予習を進めることが望ましい
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします
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【テキスト（教科書）】
hoppii（学習支援システム）を通じて，必要なテキストを配布する

【参考書】
(1)安藤直見，映画に描かれた古代エジプトの建築　―建築の量塊的
イメージ―，図学研究第50巻3号, pp.11-19， 日本図学会， 2016
年9月
(2) 安藤直見，映画への旅̶古代エジプトへ（Kindle版）：https:
//www.amazon.co.jp/dp/B07QCKPVDY/
(3)安藤直見，映画に描かれた古代ギリシャ　－配列の美学ー，日本
図学会2014年度秋季大会学術講演論文集, pp.143-148
(4) 安藤直見，映画に描かれた古代ローマとビザンチン ー形象から
空間へー，日本図学会2015年度春季大会学術講演論文集, pp.19-24
(5)安藤直見，映画に描かれた中世ロマネスク　―躍動する閉鎖空間
―，日本図学会2015年度秋季大会学術講演論文集， pp.55-60
(6)安藤直見，映画に描かれた中世ゴシック　―天空への飛翔―，日
本図学会2016年度春季大会学術講演論文集, pp.45-50
(7)安藤直見，映画に描かれたルネサンス建築　―芸術としての複製
―，日本図学会2016年度秋季大会学術講演論文集, pp.19-24
(8) 安藤直見，映画に描かれた古代建築　―アジアにおける古代建
築の量塊的イメージ―，日本図学会2017年度秋季大会学術講演論文
集, pp.17-20

【成績評価の方法と基準】
50%：講義と討論（掲示板）への参加
50%：期末レポート

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
この講義には，パソコン（情報教室のパソコン，または，大学が貸
与するノートパソコン）を使用する演習を含みます

【Outline (in English)】
[Course outline]
Within the vast locations and long history, architecture and
cities are spanned in a variety of architectural forms. And
those forms express spatial images of architecture and cities.
This course will explore the characteristics of architectural
forms and spaces. In addition to drawings and photos,
expressions of architectural forms and spaces in movies are
observed to survey the spatial characteristics of architecture
and cities.
[Learning objectives]
This course aims to study the spatial characteristics of
architecture and cities.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

材料のデザイン

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市構造物の構造デザインにおいて，構造耐力，耐久性，耐火
性能，環境性能，コストど，多様な要求性能を検証したうえで，最適
な材料を選択することが重要です。そのためには，それぞれの材料
毎に特性を理解し，それを活かして構造物を構築する工学的手法を
学ぶ必要があります。この授業では，「構造材料」に焦点を当てその
製造方法から加工方法，力学特性，その他各種性能について実例を
交えて解説します。現代の構造工学において特に重要な「鋼構造」，
「鉄筋コンクリート構造」，「木構造」のデザインを理解するための基
礎知識を修得することを目的とします。

【到達目標】
・構造材料の製造方法，加工方法を理解する。
・構造材料の応力度－ひずみ度関係など力学特性を理解する。
・構造材料の耐久性，耐火性能を理解する。
・構造材料それぞれの特徴を活かした工法の概要を理解する。
・構造材料ぞれぞれの塑性特性および破壊までのエネルギー吸収性
能を理解する。
・構造材料の特性を活かした構造デザインの実践例を知る。
・異なる構造材料のそれぞれの長所を組み合わせる設計法の概要を
学ぶ。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・教材資料を授業支援システムにアップロードします。
・授業内で教材資料を解説します。
・授業内で紹介する参考書など自習して理解を深めること。
・中間テストを３回実施して，理解度を確認します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業ガイダンス

構造材料の種類
2 鋼材 1 金属材料の種類，鋼の製造法・加

工法
3 鋼材 2 鋼材の性質
4 鋼材 3 鋼材と構造物のデザイン
5 中間テスト① 鋼材に関するテスト

テストの解説
6 コンクリート材料1 セメントの種類，セメントの製造

法
7 コンクリート材料2 骨材の種類，コンクリートの種類

と性質
応力- ひずみ曲線

8 コンクリート材料3 コンクリートと構造物のデザイン
9 中間テスト② コンクリートに関するテスト

テストの解説
10 木質材料1 木質材料の種類と性質
11 木質材料2 木質材料と製造法・加工法

12 木質材料3 木質材料と建物のデザイン
13 材料の選択と構造物

のデザイン
構造材料の特性比較と構造デザイ
ン実例

14 中間テスト③ 木質材料に関するテスト
テストの解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業テキストの復習，および参考書等による自習に取り組むこと。
本授業の自習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業支援システムにテキストをアップロードします。

【参考書】
授業システムで適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
講義内で中間テストを3回実施し，１回目 30%，２回目 30%，３回
目 40%の配分で成績評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
この授業の後に「鉄筋コンクリートのデザイン」，「鋼のデザイン」，
「木造建築の構法」を履修することでさらに理解が深まるので，その
履修を強く勧める。
また，建築士資格の取得を目指す学生は受講することを勧める。

【Outline (in English)】
【Course outline】
In the structural design of architectural and urban structures,
it is important to select the most appropriate materials
after examining various performance requirements such as
structural strength, durability, fire resistance, environmental
performance, and cost. To achieve this, it is necessary
to understand the characteristics of each material and to
learn engineering methods to construct structures that take
advantage of these characteristics. In this course, we will focus
on "structural materials" and explain their manufacturing
methods, processing methods, mechanical properties, and
various other performances with actual examples. The
objective of this course is to acquire basic knowledge to
understand the design of steel, reinforced concrete, and
wood structures, which are particularly important in modern
structural engineering.
【Learning Objectives】
To understand the manufacturing and processing methods of
structural materials.
To understand the mechanical properties of structural materi-
als, such as stress-strain relationships.
To understand the durability and fire resistance of structural
materials.
To understand the outline of construction methods utilizing the
characteristics of each structural material.
To understand the plastic properties of structural materials
and their energy absorption performance up to fracture.
To understand the practical examples of structural design
utilizing the characteristics of structural materials.
To understand the design methods that combine the advan-
tages of different structural materials.
【Learning activities outside of classroom】
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Students are required to review the class textbook and to
engage in self-study using reference books, etc.
The standard self-study and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be
30% for the first test, 30% for the second test, and 40% for the
third test.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築の地盤力学

吉丸　哲司

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤力学と建物基礎の設計法

【到達目標】
地盤の支持力を算定し，適切な基礎構造を選択し，これを設計する
技術を習得する。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
建物を支える地盤は建設材料の一つではあるが，他の材料のように
性能を規定して作られるものではない。従って，その所与の性質を
よく理解した上，その性質に則った計画や設計をしなければならな
い。ところが，その材料的性質が元来未解明な部分が多く，設計法
も経験的知識や経験則によってカバーしている面が多々ある。それ
ゆえ，必須の理論的基礎を十分理解した上で，設計法を理解するこ
とが大事である。本講では，先ず，地盤に関する力学的性質の基礎
を学んだ後，基礎設計の必須事項を計算例題から経験的に学ぶこと
に主眼を置く。
授業開始日について：学習支援システムから閲覧・ダウンロードで
きる資料の展開に応じて順次自習を開始して下さい。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地盤調査 基礎と地盤，地盤調査とその方法
2 地盤の性質１ 地盤の物理的性質
3 地盤の性質２ 地盤の力学的性質
4 圧密 地盤の圧密変形
5 土圧１ 土圧の種類，主働土圧，受働土圧，

静止土圧，モールの応力円
6 土圧２ Coulombの土圧理論，Rankineの

土圧理論
7 地中応力１ Boussinesq解他
8 地中応力２ 接地圧
9 基礎の構造計画１ 基礎の種類，基礎構造の選定，地

盤の許容支持力
10 基礎の構造計画２ 沈下量の算定法
11 地耐力 地盤の許容支持力
12 直接基礎の設計１ 設計一般，接地圧の検討，水平力

に対する検討，
フーチングの断面設計

13 直接基礎の設計２ 設計例：独立基礎，布基礎
14 直接基礎の設計３ 設計例：べた基礎

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回までの講義板書内容を復習，実施された演習プリントの反復。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
林貞夫：建築基礎構造，共立出版．

【参考書】
配布資料：授業支援システムよりダウンロード

【成績評価の方法と基準】
中間試験，期末試験の合計平均点を評価基準（「履修の手引き」参照）
に基づいて成績評価する。期末試験に対する再試はない。追試は4
年次生に限り実施する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
【Course outline】In this course students will study geomechan-
ics and fundament design methodologies of buildings.
【learning Objectives】To acquire the skills to calculate the
bearing capacity of the ground, to select an appropriate
foundation structure, and to design it.
【learning activities outside of classroom】Review of the
previous lectures and repetition of the exercise handouts.
【Grading Criteris/Policies】The total average score of the
midterm and final examinations will be used as the basis for
grading. There will be no retest for the final exam.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

山道　拓人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

下吹越　武人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

網野　禎昭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

赤松　佳珠子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

須沢　栞

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

小堀　哲夫

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディス

カッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータベー

スの利用方法について指導する
3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍や

論文の検索の方法について指導す
る

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の手
法や理論枠組、先行研究について
発表しディスカッションを行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導す
る

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の仕
方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり資
料提供を依頼する際のフィールド
調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発表
しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕方
について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理した
ものを示してもらい、指導を行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研究
テーマ設定・推進上の悩みを聞き、
解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こう
としているか発表しディスカッ
ションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り方
などについて一通り指導を行う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもらい、
今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
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●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

安藤　直見

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

下吹越　武人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

網野　禎昭

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

赤松　佳珠子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.

— 409 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

浜田　英明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

南後　由和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.

— 413 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

高村　雅彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

中野　淳太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

須沢　栞

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の進

捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や調
査内容で疑問点に思っている点を
聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとして
設計提案へと展開することで、研
究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への投
稿の際の様々なルールなどについ
て、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先行
研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成してみ
ることで、研究テーマに関する認
識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗概
の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確に
整理して、論文のテーマと成り得
るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てにを
は、表現、言葉遣いなどについて
指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章になる
よう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎を
学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行う

14 発表 学年全体の講評会において、これ
までの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

山道　拓人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

下吹越　武人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

網野　禎昭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

赤松　佳珠子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

岩佐　明彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介を
パワーポイントを用いて説明する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダンス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガイ
ダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示し，
進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセミ
ナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用い
てセミナー内でディスカッション
する。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、レ
ポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び新
しい気付きについてディスカッ
ションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッションを
元に、さらに資料を収集し知見を
深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導教
員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化させ，
課題の成果をグループ毎で発表す
る。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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DES100NB（デザイン学 / Design science 100）

基礎表現１

阿部　雅世

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３次元空間（立体）の構成および表現方法
【到達目標】
建築を学ぶ上で必要な３次元空間（立体）を構成する感覚を養う。そのため
には，対象とする環境や事物のスケッチやデッサン，写真撮影を行う。さま
ざまな対象である「モノ」に触れ，観察し，モノの本質と内在する美を見いだ
し，それらを描きとる。小さな目的空間とその環境の関係性を考える。さら
に，模型など立体によりさまざまな構成を行い，意味を見つけ出す。それを
第三者にどう伝えてゆくのか。表現して行く方法も学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
私たちの日常生活にかかわる環境、見慣れた生活環境においては、特別な思い
入れも持たずに通り過ぎてしまうことが多い。しかし「モノ」や「空間」を創
造するものにとって、小さくとも何か光るものを造形言語として見出さねば
ならない。その「ことば」を見出すために、スケッチやデッサンなどさまざ
まな方法をもちいる。対象である風景、ものを描く。撮影する。エスキス模
型をつくってみる。小さなものから、モノによっては原寸まで。そのスケー
ルは、教員相談、指示によって変化する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1、2回 ガイダンス、造形デザイ

ン基礎講義１
　

課題説明、方法と手順、　課題に関する
造形デザイン基礎講義１、個人或いは
グループ分け

第3、4回 スタディ１ 各々の課題に合わせて個人、またはグ
ループにて初期のスタディを行う。あ
るものを観察したり、スケッチを繰り
返すことで対象を意識化する。

第5、6回 スタディ２ 造形言語としてのイメージの抽出。
第7、8回 スタディ３ 対象を理解し、デザインを発展させる

ために、思考のプロセスを描いたり、ス
タディ模型やドローイングを行う。

第9、10
回

スタディ４ スケッチやドローイング、模型による
スタディを繰り返したり、グループに
よるディスカッションを行うことで思
考を深める。

第 11、
12回

スタディ５ 一つの造形に終始するのではなく、考え
付くかぎり多数の模型を作製してみる。

第 13、
14回

まとめ１ 中間発表へ向けて、スタディ内容を模
型やドローイングにまとめる。

第 15、
16回

中間発表 中間発表を行う。他者の考えを聞くこ
とで自分たちの思考をより深める。

第 17、
18回

スタディ６ 対象とする環境には、つよく関わるであ
ろう歴史、都市、建築、ランドスケープ、
モノなどがある。その関係性を考える。

第 19、
20回

プレゼンテーション 多くのコンセプト模型からもっとも表
現したい空間模型を制作する。

第 21、
22回

プレゼンテーション モノの大きさ、かたち、比例、材質など
を考え、プレゼン模型を制作する。

第 23、
24回

プレゼンテーション 環境を考慮し、プレゼン模型の最終段
階を制作する。
プレゼンのシナリオを作成する。

第 25、
26回

講評会準備 講評会に向けた最終準備を行う

第 27、
28回

講評会 パワーポイント、模型、プレゼンボード
などにより作品発表、講評を行う。　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
モノをつくりだすための素材を授業外で自ら探索する（素材体験）。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に定めないが、プログラムにしたがって必要とおもわれる資料は、その都
度配布する。
【参考書】
『鉛筆デッサン入門』遊友出版。『鉛筆で描く』マール社。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品（50%），授業への取り組み（50%）。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
PCによるプレゼンテーションボードの作成、液晶プロジェクターによる映像
表現。
【その他の重要事項】
※履修希望者が多数の場合は，抽選で選考する．詳細は４月初旬に実施する
ガイダンスで説明するので，履修希望者は必ず出席すること．
授業のみでなく、自らフィールドサーヴェイを行いモノをつくりだすための
素材にふれ使ってみる。それによって素材の物性や効果が変わることを知る。
より多くの素材や空間にふれることが大事である。
【Outline (in English)】
[Course outline]
Composition and representation of three-dimensional space (three-
dimensional objects)
[Learning Objectives]
The students will develop a sense of constructing three-dimensional
space (three-dimensional), which is necessary for studying architecture.
For this purpose, students will make sketches, drawings, and take
photographs of the target environment and objects. Students will
touch and observe various "objects," discover their essence and inherent
beauty, and draw them. Students will think about the relationship
between a small objective space and its environment. Furthermore, we
will find out the meaning of the objects by constructing models and other
three-dimensional objects. How will they communicate this to a third
party? How do we communicate it to a third party?
[Learning activities outside of classroom]
Students will search for materials outside of class to create things
(material experience).
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Submission of work for assignment (50%), class participation (50%).
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DES100NB（デザイン学 / Design science 100）

基礎表現２

栗原　良彰

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３次元空間（立体）の構成および表現方法
【到達目標】
建築を学ぶ上で必要な３次元空間（立体）を構成する感覚を養う．そのため
には，対象とする環境や事物のスケッチやデッサン，写真撮影を行う．さま
ざまな対象である「モノ」に触れ，観察し，モノの本質と内在する美を見いだ
し，それらを描きとる．小さな目的空間とその環境の関係性を考える．さら
に，模型など立体によりさまざまな構成を行い，思いや考えを第三者にどう
伝えてゆくのかを学ぶ．また，作品を作り出して行く基礎的な過程を得る．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
私たちの日常生活にかかわる環境，見慣れた生活環境においては，特別な思い
入れも持たずに通り過ぎてしまうことが多い．しかし「モノ」や「空間」を創
造するものにとって，小さくとも何か光るものを造形言語として見出さねば
ならない．その「ことば」を見出すために，スケッチやデッサンなどさまざ
まな方法をもちいる．対象である風景，ものを描く，撮影する，エスキス模
型をつくってみる．小さなものから，モノによっては原寸まで．そのスケー
ルは，教員相談，指示によって変化する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1、2回 ガイダンス、造形デザイ

ン基礎講義１
　

方法と手順，課題説明．
ワークショップ，グループ分け．

第3、4回 スタディ１ 各々の課題に合わせて個人，グループ
にて初期のスタディを行う．あるもの
を観察したり，スケッチを繰り返すこ
とで対象を意識化する．

第5、6回 スタディ２ 造形言語としてのイメージの抽出．グ
ループによるディスカッションを行う．

第7、8回 スタディ３ 対象を理解し，デザインを発展させる
ために，思考のプロセスを描いたり，ス
タディ模型やドローイングを行う．

第9、10
回

スタディ４ スケッチやドローイング，模型による
スタディを繰り返したり，グループに
よるディスカッションを行うことで思
考を深める．

第 11、
12回

スタディ５ 一つの造形に終始するのではなく，考え
付くかぎり多数の模型を作製してみる．

第 13、
14回

まとめ 中間発表へ向けて，スタディ内容を模
型やドローイングにまとめる．

第 15、
16回

中間発表 中間発表を行う．他者の考えを聞くこ
とで自分たちの思考をより深める．

第 17、
18回

リサーチ１ 対象とする環境には，つよく関わるであ
ろう歴史，都市，建築，ランドスケープ，
モノなどがある．その関係性を考える．

第 19、
20回

リサーチ２ 多くのコンセプト模型からもっとも表
現したい空間模型をグループでディス
カッションする．

第 21、
22回

リサーチ３ モノの大きさ，かたち，比例，材質など
を考え，プレゼン模型を制作する．

第 23、
24回

講評会準備１ 環境を考慮し，プレゼンテーション資
料を制作する．
プレゼンのシナリオを作成する．

第 25、
26回

講評会準備２ 講評会に向けた作品制作の準備を行う．

第 27、
28回

講評会 パワーポイント，模型，プレゼンボード
などにより作品発表，講評を行う．　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
モノをつくりだすための素材を授業外で自ら探索する（素材体験）．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特に定めないが，プログラムにしたがって必要とおもわれる資料は，その都
度配布する．
【参考書】
特に定めないが，プログラムにしたがって必要とおもわれる資料は，その都
度授業内で紹介する．
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品，授業への取り組み，演習内容による．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
デジタルカメラ（カメラ機能付き携帯電話等可）があることが望ましい。
【その他の重要事項】
※履修希望者が多数の場合は，抽選で選考する．詳細は４月初旬に実施する
ガイダンスで説明するので，履修希望者は必ず出席すること．
授業のみでなく，自らフィールドサーヴェイを行いモノをつくりだすための
素材にふれ使ってみる．それによって素材の物性や効果が変わることを知る．
より多くの素材や空間にふれることが大事である．
【Outline (in English)】
[Course outline]
Composition and representation of three-dimensional space (three-
dimensional objects)
[Learning Objectives]
The students will develop a sense of constructing three-dimensional
space (three-dimensional), which is necessary for studying architecture.
For this purpose, students will make sketches, drawings, and take
photographs of the target environment and objects. Students will
touch and observe various "objects," discover their essence and inherent
beauty, and draw them. Students will think about the relationship
between a small objective space and its environment. Furthermore, we
will find out the meaning of the objects by constructing models and other
three-dimensional objects. How will they communicate this to a third
party? How do we communicate it to a third party?
[Learning activities outside of classroom]
Students will search for materials outside of class to create things
(material experience).
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Submission of work for assignment (50%), class participation (50%).
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PRI100NB（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

コンピュータリテラシーX

福嶋　勝浩

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会においてコンピュータを用いて目的とする作業を行うための知識と
能力（コンピュータリテラシー）を持ち合わせておくことは必要不可欠であ
る。そこで本講義では、実際にコンピュータを操作しながら情報処理、分析
に係わる基礎的素養を養う。
【到達目標】
・コンピュータの基礎的操作方法を習得する
・画像、動画、数値情報等の様々なデータを処理する能力を養う
・コンピュータを用いたアナリシス、プレゼンテーション方法の基礎を身につ
ける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
コンピュータを用いた実践形式の講義を展開する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス コンピュータの基本操作
2 情報のやり取り 電子メール、to/cc/bcc
3 情報の検索収集 インターネット、WWW、検索エンジ

ン、SNS
4 ドキュメンテーション 文書作成、ドキュメンテーションソフ

トの基本操作
5 情報の単純処理 表計算ソフト、データ集計
6 情報の高度処理 マクロ、プログラミング
7 情報の分析 グラフ作成、結果考察
8 ビジュアル表現（１） ビジュアル表現の構成要素（文字表現、

写真表現etc）
9 ビジュアル表現（２） 画像加工、画像処理、カラーリング、レ

イアウト技法
10 ビジュアル表現（３） タイポグラフィー、DTP (デスクトップ

パブリッシング)
11 プレゼンテーション

（１）
プレゼンテーションの基本的考え方、
プレゼンテーションソフトウェアの基
本操作

12 プレゼンテーション
（２）

効果的なプレゼンテーション手法、ビ
ジュアルプレゼンテーション

13 情報の発信 HTML、ホームページ作成
14 総復習と発展話題 グループ発表、ICT、IoT、ビッグデー

タ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
コンピュータを操作する上でブラインドタッチができることが望ましい。ブ
ラインドタッチができない者は講義時の時間外に適宜練習すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
改訂新版　標準教科書　よくわかる情報リテラシー　岡本敏雄監修　技術評
論社
【成績評価の方法と基準】
演習（100%）の結果より判断する。毎回演習を行うので体調不良等のやむを
得ない場合以外の欠席や遅刻には十分に注意すること。欠席と遅刻の合計回
数が5回に達した場合は評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
直近の授業改善アンケートを踏まえ、次年度の授業内容へ反映します。
特に提出課題については基本から応用的な課題までの幅を持たせます。また、
前回の授業同様にコンピュータに触れ、基本的なＩＴ知識を身につけ、同時に
建築学科の学生に相応しいＩＴスキルを身につくよう授業を構成します。最
終授業のプレゼンテーションでは発表スキルの基本を磨けるようグループ・
ディスカッションをはじめ授業毎にブラッシュアップしていきます。

デジタルとアナログで各やるべきことの境界線を見極める力も養う。また個
人作業やグループワークでそれぞれの重要性についても経験する。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器である貸与ノート型パソコンを常時準備のこと。マウス、USBメモ
リがあると望ましい。
【その他の重要事項】
授業の中盤には著名な建築物（都内）を見学（予定）し、実際に建築空間を体
験してもらいます。ここまで習得したITスキルを活用してドキュメントをつ
くる技術を習得します。最終授業では更にＩＴスキルを用いてプレゼンテー
ション（グループ）を行ってもらいます。具体的にはマイクロソフト・パワー
ポイント、ワードやエクセル、Adobe illustrator、Photoshopなどで制作し
た資料で発表を行います。これは他の科目授業で行われる発表時に必要な基
礎スキルとなります。その他、自主性を持って進めるグループ・ディスカッ
ションやブレイン・ストーミング（ＫＪ法）も実施します。この授業では単に
コンピュータリテラシーの技術を訓練する以上に建築学生としてのIT基礎を
授業を通じて習得します。
【Outline (in English)】
・ Learn the basic operation method of the computer
・Develop the ability to process various data such as images, videos and
numerical information
・ Acquire the basis of analysis and presentation methods using a
computer
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PRI100NB（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

コンピュータリテラシーY

福嶋　勝浩

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会においてコンピュータを用いて目的とする作業を行うための知識と
能力（コンピュータリテラシー）を持ち合わせておくことは必要不可欠であ
る。そこで本講義では、実際にコンピュータを操作しながら情報処理、分析
に係わる基礎的素養を養う。
【到達目標】
・コンピュータの基礎的操作方法を習得する
・画像、動画、数値情報等の様々なデータを処理する能力を養う
・コンピュータを用いたアナリシス、プレゼンテーション方法の基礎を身につ
ける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
コンピュータを用いた実践形式の講義を展開する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス コンピュータの基本操作
2 情報のやり取り 電子メール、to/cc/bcc
3 情報の検索収集 インターネット、WWW、検索エンジ

ン、SNS
4 ドキュメンテーション 文書作成、ドキュメンテーションソフ

トの基本操作
5 情報の単純処理 表計算ソフト、データ集計
6 情報の高度処理 マクロ、プログラミング
7 情報の分析 グラフ作成、結果考察
8 ビジュアル表現（１） ビジュアル表現の構成要素（文字表現、

写真表現etc）
9 ビジュアル表現（２） 画像加工、画像処理、カラーリング、レ

イアウト技法
10 ビジュアル表現（３） タイポグラフィー、DTP (デスクトップ

パブリッシング)
11 プレゼンテーション

（１）
プレゼンテーションの基本的考え方、
プレゼンテーションソフトウェアの基
本操作

12 プレゼンテーション
（２）

効果的なプレゼンテーション手法、ビ
ジュアルプレゼンテーション

13 情報の発信 HTML、ホームページ作成
14 総復習と発展話題 グループ発表、ICT、IoT、ビッグデー

タ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
コンピュータを操作する上でブラインドタッチができることが望ましい。ブ
ラインドタッチができない者は講義時の時間外に適宜練習すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
改訂新版　標準教科書　よくわかる情報リテラシー　岡本敏雄監修　技術評
論社
【成績評価の方法と基準】
演習（100%）の結果より判断する。毎回演習を行うので体調不良等のやむを
得ない場合以外の欠席や遅刻には十分に注意すること。欠席と遅刻の合計回
数が5回に達した場合は評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
直近の授業改善アンケートを踏まえ、次年度の授業内容へ反映します。
特に提出課題については基本から応用的な課題までの幅を持たせます。また、
前回の授業同様にコンピュータに触れ、基本的なＩＴ知識を身につけ、同時に
建築学科の学生に相応しいＩＴスキルを身につくよう授業を構成します。最
終授業のプレゼンテーションでは発表スキルの基本を磨けるようグループ・
ディスカッションをはじめ授業毎にブラッシュアップしていきます。

デジタルとアナログで各やるべきことの境界線を見極める力も養う。また個
人作業やグループワークでそれぞれの重要性についても経験する。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器である貸与ノート型パソコンを常時準備のこと。マウス、USBメモ
リがあると望ましい。
【その他の重要事項】
授業の中盤には著名な建築物（都内）を見学（予定）し、実際に建築空間を体
験してもらいます。ここまで習得したITスキルを活用してドキュメントをつ
くる技術を習得します。最終授業では更にＩＴスキルを用いてプレゼンテー
ション（グループ）を行ってもらいます。具体的にはマイクロソフト・パワー
ポイント、ワードやエクセル、Adobe illustrator、Photoshopなどで制作し
た資料で発表を行います。これは他の科目授業で行われる発表時に必要な基
礎スキルとなります。その他、自主性を持って進めるグループ・ディスカッ
ションやブレイン・ストーミング（ＫＪ法）も実施します。この授業では単に
コンピュータリテラシーの技術を訓練する以上に建築学生としてのIT基礎を
授業を通じて習得します。
【Outline (in English)】
・ Learn the basic operation method of the computer
・Develop the ability to process various data such as images, videos and
numerical information
・ Acquire the basis of analysis and presentation methods using a
computer
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

設備入門

石川　裕司

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築設備は、生活に不可欠な「水・空気・電気」を自然環境と人工環境を加
減・融合し、適切な室内環境を創ることである。それと同時に居住性の良し
悪しから建物の評価を大きく左右する要素でもある。太古の昔から人は水辺
に居を構え集落を造り、時の経過、更に時代の変遷と共に、利便性・快適性を
追求し、人為的に室内環境の創造と調整を行ってきた。将来も技術の進歩に
つれてこれが継承されて行かなくてはならない。これらのことを、建築設備
の学習テーマとし授業を進める。
【到達目標】
＜授業の到達目標＞
建築設備の学習項目である、「①空気調和・換気設備、②給排水・衛生設備、
③電力・通信情報設備」のうち、適切な室内環境を創る「①空調・換気」と生
命の根源である「②の水（給排水）」と利便性の代表である「③の電気（あか
りと動力及び通信情報）」について学習する。将来を担う建築技術者としての
基礎知識を身につける。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「本授業は、対面授業を基本として、実施を予定しています。」
変更等があった場合には、履修本登録期間までにデザイン工学部事務より、
Web掲示板でお知らせいたします。Web掲示板を随時ご確認ください」
＜授業の概要＞
授業は、前述の「授業の到達目標及びテーマ」と後述の「授業計画」の表に
沿って実施するものとする。但し授業の内容は、時代のニーズ並びに、技術
の進歩により変更する場合もある。
＜授業の方法＞
授業でデータ等を確認する必要上、テキストを使用するが、進め方として画
像や映像（PPT又はDVD等）を主に使用し、目からの情報を重視した方法を
とる。一方、授業の要所要所で、学生のレベル向上と、学生・教員相互による
授業内容理解度効果確認のための、時間内演習テストを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建築設備ガイダンス （建物に絶対必要）

・身近な物から考える建築設備
・水・排水
・電気
・空調・換気

2 建築設備 （設備て何）
・設備の歴史（必要から生まれた人工的
環境の創造。現在に受け継がれる古人
知恵）

3 給水設備・給湯設備 （安全な水・湯）
・水・湯の基礎的知識
・生活と水・湯
・給水・給湯計画法
・給水方式と系統
・水系汚染防止等

4 排水設備・
衛生器具設備

（どこに流れる）
・排水、通気方式と系統
・排水トラップ
・雨水
（きれいな排水）
・汚水処理

5 電気設備 （ビルの電気）
・電気の基礎知識

6 照明設備 （いろんな灯り）
・照明の基礎
・照明計画法
・ＬＥＤ、Ｈｆ蛍光灯
・明視照明と雰囲気照明
・システム天井照明
・照度計算

7 防災設備・消火設備 （火事だ）
・自動火災報知と避難（火の消し方）
・消火の原理
・消火方式

8 監視・制御 （室温一定）
・制御機器の種類
・中央監視設備の概要
・ＢＥＭＳについて

9 空気調和設備 （快適・不快）
・室内環境維持
・空気の性質
・空気の状態変化

10 熱負荷の種類 （室温と外気温）
・室内外条件
・負荷の種類
・熱負荷計算

11 空調方式・熱源方式 （室を冷やす、暖める）
・空調機器
（冷水・温水を作る）
・ビル用一般冷温熱源

12 空気搬送設備・水搬送設
備

（空気で快適）
・ダクト設備
（冷水・温水で快適）
・配管設備

13 換気・機械排煙と防煙 （空気は汚れる）
・空気清浄度保持のための換気計算法
（火災と避難）
・排煙方式と目的

14 エネルギー消費 （省エネ）
・省エネルギーと設備
・ビル消費エネルギーと地球温暖化
・省エネルギー計算法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習
１．既存の建物の環境・設備をよく観察することから始まる。
２．家族を含めた学生諸氏の生活状態を自己観察する。
例えば、水の使用状況や使用する時間帯、照明の点灯・冷暖房の使用状態の
把握…。
３．学内や、常に利用したり、又は利用した学外諸施設（駅・ホテル・劇場・
店舗・病院…）の環境・設備関連項目の観察と、利用しているヒトの行動や
観察。
４．上記の気付き項目を、ランダムでも良いから、図や寸法を交え忘れずに
メモにしておく。
【テキスト（教科書）】
最新　建築設備工学　改訂２版（井上書院）　監修：田中俊六・著者：宇田
川光弘他4名。3520円
必要に応じプリントを配布。
【参考書】
『図説　やさしい建築設備』著者：伏見建、朴賛弼、2800円
『最新　建築環境工学』（井上書院）　監修：田中俊六・著者：田尻他 5名。
3000円
【成績評価の方法と基準】
成績評価に関して、
定期試験成績を最重点基準事項とする。
評価基準は、小テスト・レポートの出題回数により変動するが、、以下の各項
についてポイントの加減を行う。
①期末試験（60％）小テスト・レポート（30％）平常点（10％）により評価
する。
②平常点評価（授業態度・遅刻・早退）特別の事情がない限り、これは大きな
減点対象となる。
③時間内テストなどで不正行為があると認めた場合には、当然単位は与えな
い。定期試験同等と心得られたい。
④学生諸氏が、TAを含む教員との間に万一不信行為があった場合は、各種不
正行為を含め単位は与えない。
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【学生の意見等からの気づき】
授業中の、小テストやレポート課題を取り入れて、計算関係の理解度を深め
る。その他は、前年同様の授業の進め方、評価等の方法を踏襲する。但し、授
業内容は、システムでは省エネの重要性、機器類では、CGS(Co-Generation
System)、Hf蛍光灯、LED燈等、時代の流れ並びに、技術の進歩に沿って前
年とは大きく異なることもある。
【学生が準備すべき機器他】
テキスト（教科書）は、授業中は持参すること。又、必要に応じて計算問題を
行うに当たって電卓等を持参すること。
【その他の重要事項】
建築技術者としての基礎知識を身につけるため履修の推奨する。又、建築設備
の科目の対象とするものは、建築設計・工事監理等の業務に関する知識、能
力の養成に資するものである。
現役の建築設備設計者としての経験を持つ教員が、その経験を活かして講義
する。
【Outline (in English)】
Course outline
In this course, students will be introduced to "water, air, and electricity,"
which are essential to life.
The goal of this course is to acquire the basic knowledge as a building
facility engineer.
It begins with a careful observation of the environment and facilities of
the existing building.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports : 30%、in class contribution:
10%
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市建築史スタジオ

高道　昌志、小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史を通して、建築と都市の成り立ちを学ぶ。東京、エジプト、ギリシ
ア、イタリア、北欧、インド、スリランカ、バリ、メキシコ、ブラジル
などを都市や建築や建築家の作品を通して、建築を都市の構成要素とし
て捉え、建築と都市を解読する手法を学ぶ。

【到達目標】
議論や発表に積極的に取り組み、メンバーとコミュニケーションをうま
くとることが重要である。また、研究した内容が的確に表現されること
が到達目標となる。また具体的な街や建築を、観察と定着を通して、幅
広い発見を得ることを目標にする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP3」[DP5」
に関連。

【授業の進め方と方法】
本講では、前半（１～７回）に都市空間の解読手法を学び、後半（８～１
４回）で建築レベルでの都市組織の解読手法を学習する。授業は、担当
教員による講義と、その内容を踏まえた演習を行う。また、演習にはグ
ループを形成で行うものがある。演習では、古地図や図面を用いて、東
京などの実際のフィールドを対象として行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス この授業では何を学ぶのかを理解す

る
2 都市の成立と都市構造 日本の都市の諸類型と、その成立と

構造の違いを学ぶ
3 都市組織とな何か 空間を都市組織として捉える手法を

学ぶ
4 演習１都市の文脈（コ

ンテクスト）を見る
都市組織（街区、街路、路地、敷地、
建物）に注目して、任意の都市をプ
レゼンし、それについて議論する

5 江戸東京の都市構造 江戸と東京の成立と、その都市構造
を学ぶ

6 神楽坂の空間構造 神楽坂地域の特徴を、都市組織から
理解する。

7 演習２　江戸と東京の
古地図（レイヤー）を
重ねる

異なる時代の地図を重ねる作業を行
うことで、都市組織の変化を捉える

8 エジプト　ギリシア 講義　アレクサンドロスアレクサン
ドリ、アテネ、デルファイ、デロス
を通して、都市と建築を学ぶ

9 イタリア 講義　ウィトルウィウス、ハドリア
ヌス、ダヴィンチ、パラーディオを
通して、建築と都市を学ぶ

10 演習３ 東京の中の建築を実測し、表現、考
察する

11 インド　スリランカ、
バリ
チャンディガール

チャンディガール、コルビジュエ、
カーン、ドーシ、バワを通して、建
築と都市を学ぶ

12 デンマーク、スウェー
デン、オランダ、スイ
ス

アアルト、アスプルンド、ヤコブセ
ン、ズントー他
演習　各グループで研究、議論と発表

13 演習４ 都市の建築を実測し、建築と都市を
学ぶ

14 まとめ 各自、建築と都市をどう捉えたかを
表現しプレゼンする

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1.配布プリントの意味を再読する。
2.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
3.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
4.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
6.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
7.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
8.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
9.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
10.模型・図面等の展示準備をする。
11.模型・図面等の展示準備をする。
12.模型・図面等の展示準備をする。
13.模型・図面等の展示準備をする。
14.模型・図面等の展示準備をする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
『design of cities』エドマンド・N・ベイコン/渡辺定夫訳、ウィトルウィ
ウス建築書　森田慶一訳、建築論　レオン・バティスタ・アルベルティ
（著）相川浩（翻訳）権力の空間、空間の権力　山本理顕著　グリッド都
市-スペイン植民都市の機嫌、形成、変容、転生　布野修司（著）ムガル
都市̶イスラム都市の空間変容　布野修司（著）　また、各グループに
応じて、随時、ふさわしい参考書を指示する。

【成績評価の方法と基準】
議論等の平常点：50％
発表の内容：50％

【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
ゆっくり話すようにする。

【Outline (in English)】
[Outline]
The course will be offered until the 2019 academic year under the
old curriculum and will not be offered from the 2020 academic year
under the new curriculum. However, the first half of the Urban
Architectural History Studio class will be used as a replacement
course for students who have taken the course in previous years.
Students will learn about the origins of architecture and cities
through history. Students will learn how to decipher architecture
and cities by viewing architecture as a component of cities through
the works of cities, architecture, and architects in Tokyo, Egypt,
Greece, Italy, Scandinavia, India, Sri Lanka, Bali, Mexico, Brazil,
and other countries.
[Learning Objectives]
It is important to actively engage in discussions and presentations
and to communicate well with members of the group. In
addition, the achievement goal is to be able to accurately express
what you have researched. The goal is also to make a wide
range of discoveries about specific towns and architecture through
observation and establishment.
[Learning activities outside of classroom]
1. Re-read the meaning of the handout.
2. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
3. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
4. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature. 6.
6. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature. 7.
7. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
8. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
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9. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
10. Prepare models, drawings, etc. for display.
11. Prepare models, drawings, etc. for display.
12. Prepare models, drawings, etc. for display.
13. Prepare models, drawings, etc. for display.
Prepare for exhibition of models and drawings.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
[Grading Criteria /Policy]
Ordinary points for discussion, field survey, etc.: 50%.
Content of deliverables: 50%.
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ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資源

管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源について

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開発
がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。

【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。
【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資源

管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源について

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開発
がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。
【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。

【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 50%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資源

管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源について

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開発
がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。
【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。
【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築デザイン論１

下吹越　武人、今村　創平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近現代建築のデザイン潮流を建築家の思想や作品、近代都市計画や現代都市理
論を通して学びます。代表的な建築家や作品、論考を学ぶことに加えて、そ
の社会的背景、それらを支える都市理論について考察します。
【到達目標】
近代および現代はどのような時代であり、そこにいる私たちはどのような存
在であるのか。建築家は何を生み出し、私たちはどのようにして都市に住む
のか。
近現代の建築の多様な表現と思想を学び、現代都市の状況と課題を理解し、そ
れを自らの創作や思考の糧とすることを目標とします。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は毎回主題を掲げて講義を行います。前半は建築デザインとその理論に
ついて、後半は都市理論が主題となります。レポート課題について授業内で適
宜指示があり、授業内でフィードバックも行います。また、授業のなかで参考
図書を紹介しますので、興味のある学生は購入して学習することを勧めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

法政建築について
授業内容の説明
大江宏の作品と「アーキテクト・マイン
ドとは何か？」の読解を試みる

第2回 抽象と日常 篠原一男と坂本一成の作品と著作を中
心に住宅から建築を思考することの意
義と可能性を探る

第3回 建築の公共性 山本理顕、伊東豊雄、槇文彦の作品と著
作から建築と社会の関係性について思
考する

第4回 建築の自律性
［研究発表１］

磯崎新による実践を通して建築による
自律的、批評的な試みを横断する

第5回 風土の継承、場所性の
回復
［研究発表２］

批判的地域主義を学び、アルヴァ・アア
ルトとアルヴァロ・シザの作品を読み
解く

第6回 ［研究発表３］ レポート発表をベースに現代建築の展
望をディスカッションする。

第7回 ［研究発表４］ レポート発表をベースに現代建築の今
日的課題をディスカッションする。

第8回 近代都市への変貌、近代
都市計画

近代初頭の都市改造：
ロンドン、交通の拡張、都市の膨張、田
園都市
パリ（オスマン）、バルセロナ（セルダ）
　など

第9回 近代都市計画とその限界 ジードルング（ドイツ）
ル・コルビュジエ：輝く都市
CIAM近代都市計画
TEAM Xの批判、ポストモダニズムに
よる批判

第10回 丹下健三とメタボリズム 東京の変遷廃墟と瓦礫
明治の東京計画、関東大震災復興計画、
同潤会
丹下健三　広島、東京計画1960
メタボリズム

第11回 前衛的都市ヴィジョン、
都市の理論

アーキグラム、アーキズーム、シチュア
シオノニスト
アレグザンダー「都市はツリーでは
ない」
コーリン・ロウ「コラージュシティ」

第12回 都市と文脈 アルド・ロッシ「都市の建築」
陣内秀信「東京の空間人類学」、イタリ
ア都市研究
ヴェンチューリ＆スコットブラウン
「ラスベガス」

第13回 レム・コールハースと現
代都市

「デリリアス・ニューヨーク」/ニュー
ヨークの歴史
レム・コールハウスの現代都市批判
グローバルシティ

第14回 今日の都市空間の課題 都市空間におけるパブリック/コモン
商業空間と現代都市
情報都市

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のなかで参考図書の紹介を行うので、あなたが関心を持った本を熟読す
ることを勧めます。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『現代都市理論講義』今村創平　オーム社
【参考書】
『住宅の空間原論』遠藤政樹＋小泉雅生＋佐藤光彦＋下吹越武人　彰国社
『住宅論』篠原一男　SD選書
『住宅に内在する言葉』坂本一成　
『『権力の空間／空間の権力』山本理顕　講談社
『風の変様体』伊藤豊雄　青土社
『漂うモダニズム』槇文彦　左右社
『建築の解体』磯崎新　鹿島出版会
『現代建築史』ケネス・フランプトン　TOTO出版
『錯乱のニューヨーク』レム・コールハース　筑摩書房
『都市のエージェントはだれなのか』北山恒　TOTO出版
『東京の空間人類学』陣内秀信ちくま学芸文庫
【成績評価の方法と基準】
前半部（1－7回）は2回のレポート (20%)と研究発表 (30%)により評価、後
半部（8－14回）は毎回のミニレポートにより評価 (50％）を行う。
【学生の意見等からの気づき】
デザインスタジオのエスキスに関連付けられるように、問題意識を持って受
講すること。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用するため、情報機器を持参すること。
【その他の重要事項】
一級建築士として豊富な実務経験を有する教員が、知識・理論と実践の橋渡
しをする授業を行う。
【Outline (in English)】
This course will deal with subjects on representative modern and
contemporary architectures and architects, and modern urban planning
and contemporary urban theories.
[Learning Objectives]
What kind of era is the modern and the present age, and what kind of
existence are we in it? What do architects create and how do we live in
cities?
The goal is to learn the diverse expressions and ideas of modern
architecture, understand the situation and issues of modern cities, and
use them for your own creation and thinking.
[Learning activities outside of classroom]
Reference books will be introduced in class, so we recommend that you
carefully read the books that interest you.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
the first half (1-7 times); two reports(20%) and reserch puresentation
(30%)
the second half (8-14 times); short reports by each times (50%)
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建築デザイン論２

赤松　佳珠子、山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築デザイン論1で修得した近現代建築や近代都市計画、現代都市理論をベー
スに、より具体的な事例を通して知識を深めます。授業を担当する教員が実
務を通して得た知見から、より実践的なアプローチ・思考能力を養う方法論
を学びます。
【到達目標】
少子高齢化、情報化社会に加えて新たな感染症が一瞬にして世界的流行となる
など、現代社会はめまぐるしい速度で変化しています。都市や地方に於けるコ
ミュニティの在り方や日常生活、働き方、学校に於ける学びなど多くの価値
観の変容が迫られている中、実践的な取り組みを学ぶことで、自らの設計手
法の幅を広げると共に、デザインに対する思考を深めることを目標とします。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は毎回主題を掲げて講義を行います。前半は都市、地域と公共建築の実践
について、後半は市民活動や民間の実践が主題となります。レポート課題や簡
単な復習小試験など授業内で適宜指示があります。また、授業の中で参考図書
の紹介を行いますので、興味のある学生は購入して学習することを勧めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス／設計とは 授業の紹介／

社会に於いて設計者が果たすべき役割
と建築の構想・企画から竣工するまで
の流れに於ける設計者の位置づけ

2 地域と学校1 地域における学校の役割、地域に開か
れた学校について

3 地域と学校2 地域施設と複合化された、地域の拠点
となる学校建築について

4 コミュニティと公共空間 地域のコミュニティと公共空間を考える
5 建築設計のプロセス 建築設計のプロセス
6 行政と公共建築 自治体に於ける公共建築の議論について
7 都市と建築 都市のコンテクストと建築の関係性を

考える
8 セルフビルド 「セルフビルド」を介した社会構築や公

共性について
9 パブリック 公共的空間」を支える建築と福祉に繋

がる実践について
10 ケア 「福祉」の系譜と、地域に開く福祉的実

践について
11 シェア 建築を地域に開く「シェアスペース」と

活動について
12 マネジメント 活動が持続するための「マネジメント」

について
13 ハウスメーカー 「商品化住宅」の歴史と建築家とのコラ

ボレーションについて
14 コラボレーション 設計者との「コラボレーション」や、

ソーシャル・テクトニクス・デザインに
ついて

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のなかで参考図書の紹介を行う。興味のある学生は購入して学習するこ
とを勧めます。
本授業の準備学習・復習時間は2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書の指定は特になし
【参考書】
『PUBLIC PRODUCE「公共的空間」をつくる7つの事例』
　　　　　　　　　　　　西田司、山道拓人他ユウブックス
『シェア空間の設計手法』猪熊純,成瀬友梨,山道拓人他　学芸出版
『クロノデザイン-空間価値から時間価値へ-』内藤廣編／彰国社
『学校建築ルネサンス』上野淳　鹿島出版会

『SHIBUYA』ハーバード大学院生が10年後の渋谷を考える　
　　　ハーバード大学デザイン大学院／太田佳代子　　CCCメディアハウス
『楽しい公共空間を作るレシピ』プロジェクトを成功に導く66の手法
　　平賀達也・山崎亮・泉山塁威・樋口トモユキ・西田司　編著　ユウブッ
クス
『都市理解のワークショップー商店街から都市を読む－』
　　九州大学大学院アーバンデザイン学コース編　　九州大学出版会
【成績評価の方法と基準】
レポート60%、授業の取り組み40％として採点する。
なお、はなはだしく類似した内容のレポート，授業に欠席したのに提出され
たレポート（授業欠席に関しては、病気などやむを得ない事情によるものと
教員が認めた場合のみ、別テーマのレポート提出で代替する場合もある。そ
の場合は診断書の提出などを求める場合がある）は単位取得不可となる．
【学生の意見等からの気づき】
デザインスタジオのエスキスに関連付けられるように、問題意識を持って受
講すること。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用するため、情報機器を持参すること。
【その他の重要事項】
一級建築士として実務経験を有する教員が、知識・理論と実践の橋渡しをす
る授業を行う。
【IAEサーバー／Hoppiiの活用】
課題の提出はＩＡＥサーバーもしくはHoppiiのいずれか（教員からの指示）
により行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will deepen the perspective thorough the examples and case
studies based on the knowledge of modern architecture, city planning
and modern city theory in Architecture Design Theory-Ⅰ. From the
professor’s view which got various experiences, students can learn how
to develop the more practical approach and thinking ability.
【Learning Objectives】
Modern society is changing at a dizzying pace, with a declining
birthrate, an aging population, an information-oriented society, and new
infectious diseases becoming global pandemics in an instant. As we are
forced to change many values, such as the nature of communities in
urban and rural areas, daily life, work styles, and learning in schools,
our goal is to broaden our own design methods and deepen our thinking
about design by learning about practical approaches.
【Learning activities outside of classroom】
Reference books will be introduced in class. Interested students are
encouraged to purchase and study the books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be 60% for the report and 40% for class work.
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都市建築史

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は原則、対面とします。お知らせ等は「Hoppii」で周知するので確
認するようにしてください。
なお、新カリ「都市建築史」と旧カリ「近現代建築史」は読替の授業であり、
授業内容も同じで、春学期開講期となります。
以下に概要と目的を記述します。
日本を含むアジアも近現代の都市と建築を対象に、それらがつくられた背景を
理解する。また、現代建築のデザインに見られる歴史の稀薄性について、ディ
ズニーランドなどを例に解読していく。テーマは、各回において、上記の内
容ごとに見ていく。
【到達目標】
こうした講義を通じて、見た目だけではない、都市や建築の本質を見ようと
する姿勢を身に付けることが到達目標となる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
「建築史は、建築の歴史を学ぶためのものではなく、建築を学ぶために存在し
ている」
本講では、日本を含めたアジアに注目しながら、劇場、庭園、商業施設、遊園
地の成り立ちについて、比較の視点を持ちながら見ていきたい。また、失われ
た都市と建築の歴史を知るために、絵巻物に描かれた世界の解読も行う。さ
らに、現代の日本の都市と建築が、いかに歴史的なつながりの中で成立して
いるのか、近代都市や娯楽施設の歴史を通して考えていく。各回、スライド
を見ながら視覚的に把握し、その背景にある本質を解説する方法をとる。
授業は三つのステージからなり、古代から近世の世界観、宇宙観、自然観、近
代の建築と都市の象徴性、現代の排除の構造がテーマとなる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

この授業では何を学ぶ
のかを理解する。

近現代のアジアにおける都市と建築の
歴史をいかに考えるか？

2 アジアの劇場建築
近世以前の建築につい
て、劇場を考える。

能舞台、歌舞伎の演劇空間、世界の演劇
空間比較、演出効果、宇宙観

3 日本の能舞台
能舞台と劇場空間の歴
史を解読する。

中世から近世への都市変容、洛中洛外
図屏風、江戸図屏風、都市と自然

4 庭園文化の空間史
近世以前の建築につい
て、庭園を考える。

ゆがめられた空間、日中欧庭園比較論、
エロスと誕生、庭園の持つ意味、宇宙
観。

5 絵巻物から読む都市
世界Ⅰ
近世以前の都市につい
て、絵巻物から比較す
る。

幕末の「弘化勧進能図」を解読しなが
ら、劇場に秘められた世界観を見てい
く。

6 絵巻物から読む都市
世界Ⅱ
近世以前の都市につい
て、絵巻物を読む。

『清明上河図』を読む、閉鎖型社会から
の開放、中世都市の空間と人々の暮らし

7 東京の古代地形と文化
的景観

神田明神から見えたもの、どこから江
戸城は見えたのか、地形を読み込んで
成立する江戸東京の聖地

8 疾走する城塞都市－香港
近代の都市とは建築の
本質とは何かを学ぶ。

植民都市としての香港、ネオバロック
とアールデコの対決、摩天楼対決、田園
と都市、近代の理想

9 享楽のアジア近代－新
世界
近代における民間側の都
市と建築の理念を学ぶ。

理想としての近代、欲望の象徴として
の塔、大阪新世界から浅草・上海を経て
北京へ！

10 山下啓次郎と明治の刑
務所
近代日本のアジアの関係
を刑務所を通して知る。

明治の建築世界、薩長と出身地、明治に
課せられた課題、文明国としての日本
の誇示、近代デザイン

11 東京－都市美の戦後
現代に結びつく戦後の
東京の都市美に課せら
れた役割を建築的に解
読する。

戦後復興に夢見た「都市美」、失われゆ
く水辺空間、露店収容建築、水上居住
者、時計塔、街路照明

12 広がる虚像の世界
現代のデザイン論につ
いてディズニーを通し
て考える。

ディズニーランド、ラブホテル、マクド
ナルド、パチンコ、サティアン、ビーナ
スフォート

13 講義再読
古代から近世

世界観、宇宙観、自然観。

14 講義再読
近代から現代

建築と都市の象徴性とは。排除の構造。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 古代から近現代の都市と建築の歴史について興味を持つ。
2. 配布プリントの意味を再読する。
3. 配布プリントの意味を再読する。
4. 配布プリントの意味を再読する。
5. 配布プリントの意味を再読する。
6. 配布プリントの意味を再読する。
7. 配布プリントの意味を再読する。
8. これまでの配布プリントを再読する。
9. 配布プリントの意味を再読する。
10. 配布プリントの意味を再読する。
11. 配布プリントの意味を再読する。
12. 自分自身で都市と建築の歴史を再読する。
13. 自分自身で都市と建築の歴史を再読する。
14. 講義以外のテーマについて自分で解読してみる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布する。
【参考書】
高村雅彦編『アジアの都市住宅』（勉誠出版）、『「清明上河図」を読む』（勉誠
出版）
【成績評価の方法と基準】
期末記述試験60％。
【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
教員は毎回PCを使用するが、学生は用意する必要はない。
【Outline (in English)】
Course outline ：　 In this course students will understand the
background behind Japan and Asia’s modern cities and architecture. In
addition, in regards to the sparse design history of modern architecture,
examples such as Disneyland will be examined. Topics will be assigned
according to each of these areas.
Learning Objectives：　The goals of this course are to learn the posture
that is going to watch a city and the essence of the building.
Learning activities outside of classroom ：　 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy ：　 Your overall grade in the class will be
decided based on the following, to be passed in the above 60 points of
examinations to describe in the term end.
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構法スタジオ１

永野　尚吾、溝部　公寛、飯塚　豊、鍋野　友哉、鈴木　理考、河野　泰治

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構法スタジオ１、構法スタジオ２では、設計演習を通して架構や各
部位の仕組みを実践的に理解し、詳細に図面化する能力を身につけ
ることを目標とする。

【到達目標】
木造軸組構造による小型の建築物を設計課題として、構法スタジオ
１では、空間計画と架構計画について習得する。エスキスでは描画
力を養うために図面は手描きとし、図面の内容を立体的に理解する
ために軸組模型の作成も行う。
By designing a small sized wooden building, the students
learn the living space planning and the structural planning in
parallel. To acquire the drawing skills, all plans and sketches
must be drawn by hand. Model construction is also required
for the three-dimensional understanding of construction.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各週ごとにテーマとして設定された設計上の問題に取り組み、これを
図化あるいは模型化し、そのチェックを受けることで設計を進める。
最終的に、基本図・骨組模型・構造図・詳細図などの提出を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題説明

基本構想１
設計課題の解説
基本的な空間構想に着手する

2 基本構想２ 基本的な空間構想を固める
3 架構設計１ 柱位置・主梁方向の検討
4 架構設計２ 屋根・床など平面架構の検討
5 架構設計３ 耐震壁・ブレースの検討
6 図面のまとめ 図面の最終チェックを受ける
7 最終講評 課題を提し講評を受ける

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各週チェック時の指摘事項に対しては、参考文献調査や自主的な実地
見学などを通し、これを十分理解し、課題の最終提出に備えること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Reference research and site visits are helpful to find the
solution for matters in question and complete the plans.
Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
必要に応じ資料を配布。

【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）

【成績評価の方法と基準】
最終提出物の評価（100％）による。正当な理由なく授業を4回以上
欠席すると単位認定の対象外となるので注意。

Evaluate the final submission. Unjustifiable absence more
than four times results in evaluation "E (failure)".

【学生の意見等からの気づき】
木材や接合部の実物サンプルを提示する。

【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた
授業を行う

【Outline (in English)】
This studio program on construction methods aims to provide
students with a practical understanding of types of methods
through planning exercises and the ability to create detailed
blueprints.
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構法スタジオ２

永野　尚吾、溝部　公寛、飯塚　豊、鍋野　友哉、鈴木　理考、河野　泰治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構法スタジオ１、構法スタジオ２では、設計演習を通して架構や各
部位の仕組みを実践的に理解し、詳細に図面化する能力を身につけ
ることを目標とする。

【到達目標】
構法スタジオ１で設計した軸組構造に対して、構法スタジオ２では、
断熱や防水、通気、仕上げを設計し、建築物として完成させる。構
法スタジオ１と同様に、描画力を養うために手描き図面によりエス
キスを進めるが、提出図面に関してはＣＡＤソフトを利用し、実務
に即した作図方法を習得する。
Following Building Construction Studio 1, Building Construc-
tion Studio 2 requires the students to design the heat isolation,
water proof, ventilation and finishing to complete the building
design. As with BCS1, hand drawings are recommended.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各週ごとにテーマとして設定された設計上の問題に取り組み、これ
を図化し、そのチェックを受けることで設計を進める。最終的に、各
種詳細図の提出を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 屋根・壁・床の断面

設計１
屋根・壁の一般断面の検討／内・
外装の検討

2 屋根・壁・床の断面
設計２

床の一般断面の検討／床・天井仕
上の検討

3 開口部の断面設計 開口部と外壁の取り合い
4 屋根・壁・床の取り

合い設計１
基礎・床・外壁の取り合い

5 屋根・壁・床の取り
合い設計２

屋根・外壁・庇の取り合い

6 図面のまとめ 図面の最終チェックを受ける
7 最終講評 課題を提し講評を受ける

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各週チェック時の指摘事項に対しては、参考文献調査や実地見学な
どを通し、これを十分理解し、課題の最終提出に備えること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Reference research and site visits are helpful to find the
solution for matters in question and complete the plans.
Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
必要に応じ資料を配布。

【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）

【成績評価の方法と基準】
最終提出物の評価（100％）による。正当な理由なく授業を4回以上
欠席すると単位認定の対象外となるので注意。
Evaluate the final submission. Unjustifiable absence more
than four times results in evaluation "E (failure)".

【学生の意見等からの気づき】
可能な限り、実際の施工現場の見学や、縮尺の大きな部分模型製作
を取り入れる。

【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた
授業を行う

【Outline (in English)】
This studio program on construction methods aims to provide
students with a practical understanding of types of methods
through planning exercises and the ability to create detailed
blueprints.
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ビルディングワークショップ

浜田　英明

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造力学等の講義で修得した理論や知識の復習とそれらの実感を伴った理
解のための構造実験を行い，「形と力」の関係について学ぶ。また，技術者
（Professional Engineer）としての，エンジニアリングデザイン能力および
チームワーク能力，プレゼンテーション能力の向上を目指す。
【到達目標】
実験を通して，1)構造物に生じる応力や変形を捉える能力，2)チーム内で協
調して作業する能力，3)レポート等による論理的なプレゼンテーション能力，
これら3点を修得することを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた実験課題に対して，5～6人で構成されるチーム単位で構造模型を
作成し，その構造性能を競い合うコンテスト形式で授業を行う。実験課題は
第1・第2ラウンドの2つあり，それぞれのラウンドごとで順位に応じた点数
を付与し，最終的にその合計点で総合順位を決める。また，ラウンドごとに，
設計理念の説明や構造性能に関するレポート作成等によるプレゼンテーショ
ンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス エンジニアリングデザインとは

チーム分け
2 第1実験課題

（課題説明，設計製作作
業）

課題説明
構造模型設計
構造模型製作

3 第1実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーション準備
レポート準備

4 第1実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験，議論）

設計理念説明
載荷実験の実施
実験結果について議論
レポート作成

5 第2実験課題
（課題説明）

課題説明

6 第2実験課題
（設計作業）

構造作品の設計

7 第2実験課題
（製作作業）

試作作品の製作

8 第2実験課題
（試作作品実験）

試作作品の実験と考察

9 第2実験課題
（改良案の提示と議論）

改善案の検討と議論

10 第2実験課題
（改良案の設計作業）

改良作品の設計

11 第2実験課題
（改良案の製作作業）

改良作品の製作

12 第2実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーションの準備
レポート準備

13 第2実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験）

設計理念説明
載荷実験の実施

14 第2実験課題
（講評，レポート作成）

講評
議論
レポート作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学の復習
2.3.4. 断面の性質・曲げ座屈・局部座屈の復習，レポート整理
5.6.7.8. 断面の性質・横座屈・局部座屈の復習，レポート整理
9.10.11.12.13. トラスの力学の復習，レポート整理

14. レポート整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
日本建築学会：構造入門教材　ちからとかたち，日本建築学会（丸善）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
実験演習結果：40%（実験の総合順位を加味する）
実験レポートの提出：60%（未提出のものは成績評価しない）
出席：5回以上欠席した者は成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特にありません
【学生が準備すべき機器他】
配布ノートパソコン
【その他の重要事項】
この授業は春学期の期末試験後に集中講義として行われる。
また，使用する教室の都合により，受講者数の制限を行う場合もある。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will review theory and concepts gained from
lectures in structural dynamics etc. and consolidate their practical
understanding through structural experiments, learning about the
relation between form and strength. In addition they will aim to
improve skills in engineering design, teamwork and presentations
as appropriate to beginning a path towards becoming professional
engineers.
Learning Objectives:
Through the experiments, students will acquire the following three
skills: 1) the ability to understand stress and deformation in structures,
2) the ability to work cooperatively in a team, and 3) the ability to make
logical presentations through reports and other means.
Learning activities outside of classroom:
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of laboratory exercises and
laboratory reports.
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SDGs　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

ビルディングワークショップ

宮田　雄二郎

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造力学等の講義で修得した理論や知識の復習とそれらの実感を伴った理
解のための構造実験を行い，「形と力」の関係について学ぶ。また，技術者
（Professional Engineer）としての，エンジニアリングデザイン能力および
チームワーク能力，プレゼンテーション能力の向上を目指す。
【到達目標】
実験を通して，1)構造物に生じる応力や変形を捉える能力，2)チーム内で協
調して作業する能力，3)レポート等による論理的なプレゼンテーション能力，
これら3点を修得することを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた実験課題に対して，5～6人で構成されるチーム単位で構造模型を
作成し，その構造性能を競い合うコンテスト形式で授業を行う。実験課題は
第1・第2ラウンドの2つあり，それぞれのラウンドごとで順位に応じた点数
を付与し，最終的にその合計点で総合順位を決める。また，ラウンドごとに，
設計理念の説明や構造性能に関するレポート作成等によるプレゼンテーショ
ンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス エンジニアリングデザインとは

チーム分け
2 第1実験課題

（課題説明，設計製作作
業）

課題説明
構造模型設計
構造模型製作

3 第1実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーション準備
レポート準備

4 第1実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験，議論）

設計理念説明
載荷実験の実施
実験結果について議論
レポート作成

5 第2実験課題
（課題説明）

課題説明

6 第2実験課題
（設計作業）

構造作品の設計

7 第2実験課題
（製作作業）

試作作品の製作

8 第2実験課題
（試作作品実験）

試作作品の実験と考察

9 第2実験課題
（改良案の提示と議論）

改善案の検討と議論

10 第2実験課題
（改良案の設計作業）

改良作品の設計

11 第2実験課題
（改良案の製作作業）

改良作品の製作

12 第2実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーションの準備
レポート準備

13 第2実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験）

設計理念説明
載荷実験の実施

14 第2実験課題
（講評，レポート作成）

講評
議論
レポート作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学の復習
2.3.4. 断面の性質・曲げ座屈・局部座屈の復習，レポート整理
5.6.7.8. 断面の性質・横座屈・局部座屈の復習，レポート整理
9.10.11.12.13. トラスの力学の復習，レポート整理

14. レポート整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
日本建築学会：構造入門教材　ちからとかたち，日本建築学会（丸善）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
実験演習結果：40%（実験の総合順位を加味する）
実験レポートの提出：60%（未提出のものは成績評価しない）
出席：5回以上欠席した者は成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特にありません
【学生が準備すべき機器他】
配布ノートパソコン
【その他の重要事項】
この授業は春学期の期末試験後に集中講義として行われる。
また，使用する教室の都合により，受講者数の制限を行う場合もある。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will review theory and concepts gained from
lectures in structural dynamics etc. and consolidate their practical
understanding through structural experiments, learning about the
relation between form and strength. In addition they will aim to
improve skills in engineering design, teamwork and presentations
as appropriate to beginning a path towards becoming professional
engineers.
Learning Objectives:
Through the experiments, students will acquire the following three
skills: 1) the ability to understand stress and deformation in structures,
2) the ability to work cooperatively in a team, and 3) the ability to make
logical presentations through reports and other means.
Learning activities outside of classroom:
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of laboratory exercises and
laboratory reports.
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SDGs　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

ビルディングワークショップ

中山　翔太

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造力学等の講義で修得した理論や知識の復習とそれらの実感を伴った理
解のための構造実験を行い，「形と力」の関係について学ぶ。また，技術者
（Professional Engineer）としての，エンジニアリングデザイン能力および
チームワーク能力，プレゼンテーション能力の向上を目指す。
【到達目標】
実験を通して，1)構造物に生じる応力や変形を捉える能力，2)チーム内で協
調して作業する能力，3)レポート等による論理的なプレゼンテーション能力，
これら3点を修得することを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた実験課題に対して，5～6人で構成されるチーム単位で構造模型を
作成し，その構造性能を競い合うコンテスト形式で授業を行う。実験課題は
第1・第2ラウンドの2つあり，それぞれのラウンドごとで順位に応じた点数
を付与し，最終的にその合計点で総合順位を決める。また，ラウンドごとに，
設計理念の説明や構造性能に関するレポート作成等によるプレゼンテーショ
ンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス エンジニアリングデザインとは

チーム分け
2 第1実験課題

（課題説明，設計製作作
業）

課題説明
構造模型設計
構造模型製作

3 第1実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーション準備
レポート準備

4 第1実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験，議論）

設計理念説明
載荷実験の実施
実験結果について議論
レポート作成

5 第2実験課題
（課題説明）

課題説明

6 第2実験課題
（設計作業）

構造作品の設計

7 第2実験課題
（製作作業）

試作作品の製作

8 第2実験課題
（試作作品実験）

試作作品の実験と考察

9 第2実験課題
（改良案の提示と議論）

改善案の検討と議論

10 第2実験課題
（改良案の設計作業）

改良作品の設計

11 第2実験課題
（改良案の製作作業）

改良作品の製作

12 第2実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーションの準備
レポート準備

13 第2実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験）

設計理念説明
載荷実験の実施

14 第2実験課題
（講評，レポート作成）

講評
議論
レポート作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学の復習
2.3.4. 断面の性質・曲げ座屈・局部座屈の復習，レポート整理
5.6.7.8. 断面の性質・横座屈・局部座屈の復習，レポート整理
9.10.11.12.13. トラスの力学の復習，レポート整理

14. レポート整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
日本建築学会：構造入門教材　ちからとかたち，日本建築学会（丸善）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
実験演習結果：40%（実験の総合順位を加味する）
実験レポートの提出：60%（未提出のものは成績評価しない）
出席：5回以上欠席した者は成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特にありません
【学生が準備すべき機器他】
配布ノートパソコン
【その他の重要事項】
この授業は春学期の期末試験後に集中講義として行われる。
また，使用する教室の都合により，受講者数の制限を行う場合もある。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will review theory and concepts gained from
lectures in structural dynamics etc. and consolidate their practical
understanding through structural experiments, learning about the
relation between form and strength. In addition they will aim to
improve skills in engineering design, teamwork and presentations
as appropriate to beginning a path towards becoming professional
engineers.
Learning Objectives:
Through the experiments, students will acquire the following three
skills: 1) the ability to understand stress and deformation in structures,
2) the ability to work cooperatively in a team, and 3) the ability to make
logical presentations through reports and other means.
Learning activities outside of classroom:
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of laboratory exercises and
laboratory reports.
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SDGs　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

日本建築史実習

高村　雅彦

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
新カリ「日本建築史実習」と旧カリ「都市史」は読替の授業ですが、授業方法
が異なります。
「日本建築史実習」は現地視察が主な目的です。前後のミーティングや振り返
りも対面で行います。2年次の授業「日本建築史」の中間試験成績上位者のみ
が3年A期に履修することができます（約23名）。現地視察自体は2年次の春
休みに実施し、3年A期に振り返りを行って評価します。
以下に概要と目的を示します。
本講義では、現地で古建築を視察し、授業「日本建築史」で学んだ知識を実際
の建物を見て、理解を深めることを目的とします。
【到達目標】
古建築の部材、構法、意匠について、実見により理解を深め、知識を習得する
ことが到達目標とします。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「日本建築史実習」では、まず履修者が担当する建物をミーティングによって
選定し、各自が資料を作成する。現地では、その資料を見ながら、担当者が
解説を行います。
なお、履修候補者の決定は2年生の12月、授業「日本建築史」中間試験終了
後に決定します。その後、現地視察は翌年の3月の春休み期間中とし、新年度
の3年生A期に振り返りを行って授業を終了します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

現地視察の進め方
資料作成に関して

日程、ルートの開示。
資料作成の担当を決める。

2 現地視察１ 金地院・南禅寺
3 現地視察２ 高山寺
4 現地視察３ 醍醐寺
5 現地視察４ 室生寺
6 現地視察５ 今西家
7 現地視察６ 音村家
8 現地視察７ 旧米谷家
9 現地視察８ 當麻寺
10 現地視察９ 法隆寺
11 現地視察１０ 唐招提寺
12 現地視察１１ 新薬師寺
13 現地視察１２ 十輪院
14 現地視察の振り返り 各自、現地視察の感想を報告する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 担当の資料を作成する。
2. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
3. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
4. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
5. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
6. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
7. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
8. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
9. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
10. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
11. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
12. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
13. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
14. 振り返りで発表する内容をまとめる。
準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
各担当者が作成した資料をまとめて1冊とし、それをテキストととする。
【参考書】
『日本建築史図集』彰国社

【成績評価の方法と基準】
作成した資料の内容50％
現地での解説50％
【学生の意見等からの気づき】
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
カメラ、スケッチブックなど
【その他の重要事項】
なし。
【Outline (in English)】
Course outline：　 The aim of this course is to help students acquire
actually on seeing Japanese Old architecture of Kyoto and Nara.
We actually look at the building of the class "Japanese Historical
Architecture of 2 annual and understand them.
Learning Objectives ：　 The goals of this course are to learn basic
scholastic ability of the overall Japanese building.
Learning activities outside of classroom ：　 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy ：　 Your overall grade in the class will be
decided based on the following, Contents of the document which you
made : 50%, Local commentaries: 50%.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）都市

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その組

みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、特

徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、太
陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域による
太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の到達
経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量の
求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射熱
取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計する。
9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理解

する。
10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設計

する。
11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるのに

必要となる熱負荷の原理を理解する。
12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、

外皮熱性能の改善を図る。
13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅に

ついて発表・講評をする。
14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅に

ついて発表・講評をする。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など

【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）SD

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その組

みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、特

徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、太
陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域による
太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の到達
経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量の
求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射熱
取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計する。
9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理解

する。
10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設計

する。
11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるのに

必要となる熱負荷の原理を理解する。
12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、

外皮熱性能の改善を図る。
13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅に

ついて発表・講評をする。
14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅に

ついて発表・講評をする。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。

【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）建築

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その組

みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、特

徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、太
陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域による
太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の到達
経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量の
求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射熱
取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計する。
9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理解

する。
10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設計

する。
11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるのに

必要となる熱負荷の原理を理解する。
12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、

外皮熱性能の改善を図る。
13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅に

ついて発表・講評をする。
14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅に

ついて発表・講評をする。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。

【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

エンジニアリングデザインの基礎（２０２３年度以降入学生）建築

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線分の

長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】

Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

エンジニアリングデザインの基礎（２０２３年度以降入学生）ＳＤ

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線分の

長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】
Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】

Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

エンジニアリングデザインの基礎（２０２３年度以降入学生）都市

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 80%
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線分の

長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】

In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】
Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）SD

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン×

工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザイ

ンとトランスディシプリナリティ、
人文社会科学のアプローチ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間のな
かのメディア、メディアのなかの
空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピクト

グラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケール、

地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャル・

メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・身

体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イン

テリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、スペ

キュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）都市

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン×

工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザイ

ンとトランスディシプリナリティ、
人文社会科学のアプローチ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間のな
かのメディア、メディアのなかの
空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピクト

グラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケール、

地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャル・

メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・身

体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イン

テリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、スペ

キュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）建築

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン×

工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザイ

ンとトランスディシプリナリティ、
人文社会科学のアプローチ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間のな
かのメディア、メディアのなかの
空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピクト

グラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケール、

地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャル・

メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・身

体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イン

テリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、スペ

キュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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PHY100ND（物理学 / Physics 100）

エレクトロニクス基礎（２０２３年度以降入学生）

岩月　正見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
いろいろなプロダクトをデザインする上でそのエレクトロニクス系の物理現
象とその理論背景を理解することは極めて重要である。本授業では、基本的
なエレクトロニクスを学ぶための数学的基礎とその応用について、さらには
その歴史的背景と現在の技術動向について解説する。
【到達目標】
到達目標は下記の５点である。
１．電気回路を学ぶ上で重要となる数学的基礎について、その歴史的背景と
とも理解する。
２．電気回路を解析する上で重要なフェーザ表示の意義とその応用について
理解する。
３．デジタル回路の仕組みを学ぶ上で重要となる数学的基礎と、その歴史的
背景とについて理解する。
４．デジタル回路を構成する上で重要な論理回路や順序回路などの原理を理
解し、PCやスマホの動作原理の大枠を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行い，エレクトロニクスの基本的な「物の見方・考
え方」について理解を深め、様々な事例や実際のデバイスに触れることで、身
近にあるシステムがいかなる原理で動作しているかを体感できるように授業
を進める。
受講者には十分な予習・復習をし、実際に手を動かして練習することでより
理解を深めていく態度が求められる．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 発電と送電 発送電の歴史と交流電力の意義につい

て解説する。
2 数の歴史 ネイピア数誕生の歴史とその数学的意

味と意義について解説する。
3 指数関数 指数関数誕生の歴史とその数学的意味

と意義について解説する。
4 テイラー級数展開 テイラー級数展開の導出とその意義に

ついて解説する。
5 オイラーの公式とオイ

ラーの等式
オイラーの公式の導出とその意義につ
いて解説する。さらに、アイラ―の等
式が「人類の至宝」と呼ばれる所以を開
設する。

6 直流回路 直流回路の解析において重要なオーム
の法則とキルヒホッフの法則について
解説し、解析例を示す。

7 電力と電力量 デバイスを設計する上で重要となる電
力と電力量について解説する。

8 交流回路 オイラーの公式に基づいた正弦波の
フェーザ表示について解説し、これを
用いた交流回路の解析例を示す。

9 ２進数と論理回路 デジタル回路の仕組みを理解する上で
重要な２進数と論理回路について解説
する。

10 加算器と乗算器 ２進数表記と論理回路を組み合わせる
ことで加算器と乗算器を構成できるこ
とを示す。

11 半導体とトランジスタ 半導体の原理とその意義について歴史的
背景とともに解説する。さらにトラン
ジスタの動作原理についても解説する。

12 トランジスタによるス
イッチング回路の実装

単体のトランジスタと抵抗などを配布
して、デジタル回路の最小構成要素と
なるスイッチング回路を実装する。

13 コンピュータの動作原理 スイッチング回路の組み合わせにより
コンピュータが構成できることを開設
する。

14 まとめ 授業のまとめを行い、授業内で取り上
げることができなかった話題について
述べる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習復習を必ず行うこと

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
数多くの電気系教科書や、機械系の教科書で各学生の好むもの学ぶことが望
ましい。
この授業の内容は普遍的なものであるので、どのような教科書にも掲載され
ている。
【参考書】
戸田盛和著「力学」岩波書店
原島鮮著　「力学」裳華房
今井功著　「流体力学」岩波書店
【成績評価の方法と基準】
学期末の定期試験は行わない。　各授業中に小テストを行いその結果で理解
度を判定する。
成績は小テストの得点、演習等によって総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
学生の興味や嗜好は毎年変化し、その能力・資質も毎年変化する。一年遅れ
のアンケートはあまり参考にならない。説明の詳細度や講義速度については、
学生の意見や小試験の結果を見て調整する。授業中に遠慮無く意見を述べて
頂きたい。
【学生が準備すべき機器他】
必ず、配布されたノートパソコンを持参すること。
【Outline (in English)】
In designing various products, it is extremely important to understand
the physical phenomena of electronics and their theoretical background.
This class will explain the mathematical basis for studying basic
electronics and its applications, as well as its historical background and
current technological trends.
Students are required to prepare and review for the course.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
No periodic examinations will be given at the end of the semester.　
Quizzes will be given during each class, and the results will be used to
determine the level of understanding.
Grades will be determined comprehensively based on quiz scores,
exercises, etc.
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図学設計基礎演習X（２０２３年度以降入学生）

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の役
割、図面の必要性と図面の基礎概念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達する

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面様式
の理解。図面の整合性、中心線の定義、
図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点の
理解。アプリケーションの起動及びファ
イルの保存、図形描画ツールの理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの理
解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基本
操作、演習課題1：三角法による幾何形
体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基本
操作、演習課題2：三角法による幾何形
体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理解。
演習課題3：三角法による幾何形体の作
図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（断面図、寸法記入、（定義づけ）整合性
の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting.
（Learning activities outside of classroom）
Be sure to review your lessons.
Self-directed learning of basic CAD operations.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
(Grading Criteria /Policy）
Attendance (deduction method)
Active class participation and class attitude will be evaluated.
Assignment submission (100%)
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図学設計基礎演習Y（２０２３年度以降入学生）

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の役
割、図面の必要性と図面の基礎概念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達する

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面様式
の理解。図面の整合性、中心線の定義、
図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点の
理解。アプリケーションの起動及びファ
イルの保存、図形描画ツールの理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの理
解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基本
操作、演習課題1：三角法による幾何形
体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基本
操作、演習課題2：三角法による幾何形
体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理解。
演習課題3：三角法による幾何形体の作
図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（断面図、寸法記入、（定義づけ）整合性
の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作図。
（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting .
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DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン演習（２０２３年度以降入学生）

安積　伸、秋山　かおり、林　登志也

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　演習を通してプロダクトデザインの基礎となる考え方を学び、新鮮な視点
をもった企画の提案力、オリジナリティの高いデザインの創造力を養う。
　クリエイティブ・プロセスにおける試作と検証の重要性を学び、実践方法・
技術を習得する。
　
【到達目標】
　ものづくり、デザインに関わる基礎的かつ根本的な実践力、創造力を身に
つけることを目標とする。
　社会・文化のあらゆる側面に目を向け、理解し、真に快適なデザインとは
何かを考察しながら、独創性の高いデザインを追求する方法を学ぶ。
　造形・色彩・機能・人間工学・認知心理、といったプロダクトデザインに必
要な要素を実習を通して理解する。
　観察・実験・データ収集・分析、といった方法を通し、社会的視点をもった
デザインの提案方法を学ぶ。
　様々な素材・加工法での試作実験・検証を通し、根源的レベルからのデザイ
ン提案力、開発力を養成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　この授業は対面形式の実習です。
　「プロダクトデザイン1」の履修者は必ず「プロダクトデザイン2」も履修
しなければなりません。どちらか片方だけの履修はできません。
　「プロダクトデザイン1、２」の授業では、３～４人からなるグループワー
クと、個人制作の両方を行い、大きく５つの課題に取り組みます。それぞれ
に課題説明、初期案発表、開発中間報告、チュートリアル、最終発表、という
ステージで行います。
　また本授業では特に、アイデアを試作し、検証・発展させるプロセスが重
視されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス

色彩と木工①
全プロセスの俯瞰と把握　課題説明

2週 色彩と木工②
蝋燭と鋳造と香り①

最終発表
課題説明

3週 蝋燭と鋳造と香り②
金属とアップサイクリ
ング①

最終発表
課題説明

4週 金属とアップサイクリ
ング②
メッシュを用いたデザ
イン①

最終発表
課題説明

5週 メッシュを用いたデザ
イン②
食とデザインとブラン
ディング①

最終発表
課題説明

6週 食とデザインとブラン
ディング②

ワークショップ
チュートリアル

7週 食とデザインとブラン
ディング①
無意識の行動①

最終発表
課題説明

8週 無意識の行動②
社会実装実験①

調査考察課題の発表
プレゼンテーションを行う
課題説明
人間の無意識の行動に着目し、様々な
日常の問題を解決する。

9週 社会実装実験② 経過発表
チュートリアル
試作用いて発案の有効性を検証する。

10週 社会実装実験③
空間のデザインと人間
工学①

課題発表会
課題説明
家具を用いて新たな学習環境・教育環
境の提案を行う。

11週 空間のデザインと人間
工学②

見学会
学習環境・教育環境を形作る家具の最
新事例の見学を行う

12週 空間のデザインと人間
工学③

課題制作
チュートリアル
発案を具現化し、試作を用いた検証を
行う。

13週 空間のデザインと人間
工学④

経過発表
チュートリアル
課題制作
制作物の中間報告会を行う。検証と結
果、今後の課題を精査する。

14週 空間のデザインと人間
工学⑤

最終発表会
最終制作物の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行います。
各課題の最終プレゼンテーション以外にも、毎回授業のはじめに進捗状況を
まとめた発表をします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
「誰のためのデザイン？」増補・改訂版　D. A.ノーマン (著)　新曜社
「考えなしの行動?」ジェーン・フルトン・スーリ (著)　太田出版
「心を動かすデザインの秘密」荷方邦夫 (著)　実務教育出版
「プロダクトデザイン 101のアイデア」　スン・ジャン他 (著)　フィルムアー
ト社
【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
各課題の狙い、各プロセスで重要視する事柄を理解しやすく説明したい。
【学生が準備すべき機器他】
PC　必要なソフトウェアー（プレゼンテーション・CAD・グラフィック等）
を習熟しておいてください。
【その他の重要事項】
欧州・日本でプロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必
要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。
履修生には、日常を細かく観察し、問題点、改善可能な点などを常に考察す
ることを期待する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
　Students learn the basic concepts of product design through exercises
and develop the ability to propose fresh ideas and create original
designs.
　Students learn the importance of prototyping and verification in the
creative process and acquire practical methods and techniques.
【Learning Objectives】
The aim is to acquire basic practical and creative skills in manufactur-
ing and design.
　Students learn how to pursue highly original design by looking at and
understanding all aspects of society and culture and considering what
truly comfortable design is.
　 Students gain an understanding of the elements necessary for
product design, such as form, color, function, ergonomics, and cognitive
psychology, through practical training.
　 Learn how to propose designs from a social perspective through
methods such as observation, experimentation, data collection, and
analysis.
　 Cultivate the ability to propose and develop designs from a
fundamental level through experiments and verification of prototypes
using various materials and processing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately 3 hours,
however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
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Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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GEO300NB（地理学 / Geography 300）

地理空間分析基礎

桑原　直道、片谷　信治、土田　雅代、酒井　聡一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの住む「まち」の特徴や「まち」が抱える課題を地理空間データを活用
して可視化し考察できる能力を身に着けます。そのために地理情報システム
（GIS）を用いて地理空間データを分析し、情報の関係性やパターン、傾向を
導き出す能力を養います。地理空間情報は、場所に関する「問い」に対する
答えを地図上にビジュアルに表現することができ、課題解決のツールとして
使われます。
【到達目標】
地理情報システム (GIS)は、「位置」をキーに様々な情報を可視化、分析、結
合、共有することができます。私たちの社会に取り巻くさまざまな現象をデー
タを重ね合わせて地図に表現し、私たちの住む「まち」を地理的・空間的に物
事を理解するフレームワーク (枠組み)やプロセスを学びます。
Geographic Information Systems (GIS) can visualize, analyze, combine,
and share various information with "location" as a key. Students
will learn the framework 　 and process of understanding things
geographically and spatially in the "city" where we live by overlaying
data on various phenomena surrounding our society and expressing
them on a map.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義はPowerpoint等で作成した資料を利用して進めます。本講義で必ず習得
すべき事項等に関しては、ポイントをまとめた関連資料を授業中に適宜配布
します。
また、主題図作成はグループで1つのテーマを決め作成します。
Lectures will be given using Powerpoint and other materials. Related
materials summarizing key points on matters that must be mastered in
this lecture will be distributed in class as appropriate.
In addition, a group of students will decide on a theme and create a
thematic map.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・ガイダンス

・地理情報システム
(GIS)とは

GISの基本知識を学ぶ。GISとは何か、
GISは私たちの生活の中でどのように
活用されているかを学ぶ。また実習で
使用するソフトウエアのインストール
を行う。

2 GIS基礎知識の深堀 クラウドGISを使って基本的なGISの
操作を学ぶ。
・2D/3Dのデータの読み込み
・シンボルの設定
・背景図の変更、読み込み
・クラウド上のデータの重ね合わせ

3 ストーリーテリングに
よる情報の伝え方

クラウドGISによる地図を使用した表
現、情報の伝え方を学ぶ。

4 GIS基本操作① GISソフトを使って基本的な操作を学ぶ
・データの追加
・レイヤーの表示/非表示
・データのエクスポート
・シンボルの変更

5 GIS基本操作② GISソフトを使ってデータの編集・加
工を学ぶ
・画像データの取り込み
・データ新規作成・データの編集・加工
・属性の演算、加工など

6 地理空間データの取得① 授業１回目～５回目まで学習した内容
を復習をまじえながら、地理空間デー
タ（オープンデータ等）の集め方、GIS
での表示方法を学ぶ。

7 地理空間データの取得② 地理空間データ（オープンデータ等）の
座標系について学ぶ。
ダウンロードして取得したそれぞれの
座標（地理座標系、測地基準系、投影座
標系、地図投影など）を、GIS上で読み
込み・加工する。

8 GISによる地域課題の
把握①　

地域の課題に対してGISソフトを使い、
現状を把握し主題図を作成する。

9 GISによる地域課題の
把握②

８回目授業で得られた情報を基に現地
調査アプリを使って現場の様子を確認
するアプリを作成する方法を学ぶ。ま
たダッシュボードで可視化する方法も
合わせて学ぶ。

10 主題図作成グループ
ワーク①

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を作
成する

11 主題図作成グループ
ワーク②

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を作
成する

12 主題図作成グループ
ワーク③

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を作
成する

13 主題図作成グループ
ワーク④

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を作
成する

14 主題図発表 グループで作成した主題図の発表、
各グループで出た主題図に関しての質
疑応答、意見交換等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。授業毎に配布します。
No textbook will be used. Textbooks will be distributed in each class.

【参考書】
米国Esri社　Learn ArcGIS　レッスンギャラリー
https://learn.arcgis.com/ja/gallery/
e-learning
https://learn.arcgis.com/ja/gallery/

【成績評価の方法と基準】
・小テスト　20%
・レポート課題　40%
・主題図　40%
・Quiz 20%
・Report Assignment 40%
・Subject Maps 40%

【学生の意見等からの気づき】
GISソフトの操作が含まれます。最初は難しく感じるかもしれませんが、授
業時間だけではなく復習をすることで理解度が増します。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン（Windows)を用います。
ArcGIS ProおよびArcGIS Onlineのライセンスを利用します。
動作環境
ArcGIS Pro3.2
https://www.esrij.com/products/arcgis-desktop/environments/arcgis-
pro/
ArcGIS Onlineは、クラウドGISのため、インターネットに接続できるパソ
コン環境があれば動作します。
【Outline (in English)】
Course Outline: This course provides students with the ability to
visualize and examine the characteristics of the city in which we live and
the issues that the city faces by using geospatial data. For this purpose,
students will analyze geospatial data using geographic information
systems (GIS) and develop the ability to derive relationships, patterns,
and trends in the information.
Learning Objectives:Geographic Information Systems (GIS) can visual-
ize, analyze, combine, and share various information with "location" as
a key. Students will learn the framework and process of understanding
things geographically and spatially in the "city" where we live by
overlaying data on various phenomena surrounding our society and
expressing them on a map.
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Learning activities outside of classroom:The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a quiz (20%),
a report assignment (40%), and a subject maps (40%).
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量実習X

今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
土木に於ける測量は、建設・施工面で重要視されている。その技術は、基本と
して地図を作成する過程を習得することにある。そのため本実習では地図を
作る工程の基本につき講義・実習を行う。
【到達目標】
距離、角度、高低差を計測する技術を習得し、さらに、平板測量の仕方を身に
着ける
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
実際の測量機器を用いて計測方法を習得する．また，得られたデータによる
精度検証を行い，実務に利用できる能力を身につける．なお，測量は班別に
計測するため協力して成果を得られるチームワークを身につける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

測量の精度と工程を把
握し，選点図を作成する
ことにより測量の概要
を理解する

ガイダンス（測量の目的、方法、工程、
器機等について）現地踏査、選点、埋
設、点の記、選点図の作成

2 計画・準備
測量範囲、方法、精度、
工程の検討

多角点の設置

3 測角（1）
トランシットの使い方
をマスターする

経緯儀の構造、角測定の方法

4 測角（2）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算

5 測角（3）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算、精度の検証

6 距離測量
距離測定の方法と誤差
配分を理解する

スチールテープの特性、直接測距の方
法、距離の測定、誤差の配分

7 水準測量
レベルの使い方をマス
ターする

水準測量の方法、縦横断測量
水準測量の計算、誤差配分

8 多角測量
測角を行い，多角測量の
計算手法を理解する

方位角の取付け
多角測量の計算、制限、誤差配分
再測、展開、まとめ

9 平板測量（１）
平板測量の仕方を理解
する

器機の説明、取り扱い、方法
細部測量（平面・等高線、標高点）

10 平板測量（２） 校舎周辺の平板測量
11 レーザ測量（固定型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
12 レーザ測量（可搬型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
13 レーザ測量（合成） 複数機器による測量と計算
14 まとめ 不足している測量項目がないか検証し

てある場合は補足の測量を実施
成果の取りまとめと発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
小田部和司著「測量学」、技報堂出版
【参考書】
講義の中で紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点，取組姿勢及び個人レポート及び班別成果により評価する。
取組姿勢・平常点（60％），個人実習（20％），班別成果（20％）
【学生の意見等からの気づき】
初めて機器に触れるため、丁重な説明を実施する。
【学生が準備すべき機器他】
計算には関数付電卓かPCを持参すること。
野外実習に適した服装をすること。
【その他の重要事項】
授業を4回以上欠席した場合は、単位取得を認めない (評価D）。
測量士資格を有し、本務地において現地測量の実務経験を有する教員が、測
量実習において、実務に即した計画段取りや、実作業として効率的な手順や
精度管理方法について、実演も含めて講義する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
Surveying in civil engineering is regarded as an important process for
construction. The basic technique involves mastering the process of
creating maps. Therefore, in this course, lectures and practice will be
given on the basics maps making process.
The goal is to learn techniques to measure distances, angles, and
elevation differences, and learn how to do flat-plate surveying.
Evaluation will be made on the basis of normal points, attitude and
individual reports, and group achievements.
Attitude and normal score (60%), individual practice (20%), group
achievement (20%)
Before each class meeting, students will be expected to have read the
relevant chapters from the text. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量実習Y

大山　容一、渡辺　一博

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
土木に於ける測量は、建設・施工面で重要視されている。その技術は、基本と
して地図を作成する過程を習得することにある。そのため本実習では地図を
作る工程の基本につき講義・実習を行う。
【到達目標】
距離、角度、高低差を計測する技術を習得し、さらに、平板測量の仕方を身に
着ける
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
実際の測量機器を用いて計測方法を習得する．また，得られたデータによる
精度検証を行い，実務に利用できる能力を身につける．なお，測量は班別に
計測するため協力して成果を得られるチームワークを身につける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

測量の精度と工程を把
握し，選点図を作成する
ことにより測量の概要
を理解する

ガイダンス（測量の目的、方法、工程、
器機等について）現地踏査、選点、埋
設、点の記、選点図の作成

2 計画・準備
測量範囲、方法、精度、
工程の検討

多角点の設置

3 測角（1）
トランシットの使い方
をマスターする

経緯儀の構造、角測定の方法

4 測角（2）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算

5 測角（3）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算、精度の検証

6 距離測量
距離測定の方法と誤差
配分を理解する

スチールテープの特性、直接測距の方
法、距離の測定、誤差の配分

7 水準測量
レベルの使い方をマス
ターする

水準測量の方法、縦横断測量
水準測量の計算、誤差配分

8 多角測量
測角を行い，多角測量の
計算手法を理解する

方位角の取付け
多角測量の計算、制限、誤差配分
再測、展開、まとめ

9 平板測量（１）
平板測量の仕方を理解
する

器機の説明、取り扱い、方法
細部測量（平面・等高線、標高点）

10 平板測量（２） 校舎周辺の平板測量
11 レーザ測量（固定型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
12 レーザ測量（可搬型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
13 レーザ測量（合成） 複数機器による測量と計算
14 まとめ 不足している測量項目がないか検証し

てある場合は補足の測量を実施
成果の取りまとめと発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
小田部和司著「測量学」、技報堂出版
【参考書】
講義の中で紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点，取組姿勢及び個人レポート及び班別成果により評価する。
取組姿勢・平常点（60％），個人実習（20％），班別成果（20％）
【学生の意見等からの気づき】
初めて機器に触れるため、丁重な説明を実施する。
【学生が準備すべき機器他】
計算には関数付電卓かPCを持参すること。
野外実習に適した服装をすること。
【その他の重要事項】
授業を4回以上欠席した場合は、単位取得を認めない (評価D）。
測量士資格を有し、本務地において現地測量の実務経験を有する教員が、測
量実習において、実務に即した計画段取りや、実作業として効率的な手順や
精度管理方法について、実演も含めて講義する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
Surveying in civil engineering is regarded as an important process for
construction. The basic technique involves mastering the process of
creating maps. Therefore, in this course, lectures and practice will be
given on the basics maps making process.
The goal is to learn techniques to measure distances, angles, and
elevation differences, and learn how to do flat-plate surveying.
Evaluation will be made on the basis of normal points, attitude and
individual reports, and group achievements.
Attitude and normal score (60%), individual practice (20%), group
achievement (20%)
Before each class meeting, students will be expected to have read the
relevant chapters from the text. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量学演習X

今井　龍一

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国土共通基盤GISデータベース等が構築されつつあり，環境分野・都市解析
などにも利用することが一般化されるようになってきた．そこで，空間情報
処理の基本である空間情報処理システムとリモートセンシングについて、そ
の現状を理解し、活用するための知識を得るべく講義・実習を行う。
【到達目標】
社会経済及び自然環境などの空間情報の分析手法を習得する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
利用できるデジタルデータの把握と有効な活用方法を把握する．位置情報と
のリンクにより地図表現手法を理解するとともに，ベクトルデータとスカラー
データによる分析手法の相違を理解する．最終的にGISとリモートセンシン
グ手法を理解し都市調査分析に役立てることができるようにする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、GISソフトウエアー

の導入
空間分析についての概要を把握する

2 空間情報システム 測地系と座標系，数値地図・統計GIS
プラザのデータ活用
デジタル化された地図データや統計
データの把握

3 社会・経済の空間分析
（1）

主題図作成（人口，自然環境など）
統計データと地図データによる主題図
の作成手法を理解する

4 社会・経済の空間分析
（2）

コンビニ分布図の作成と人口密度の関
連性の考察
コンビニと人口密度の関係から立地特
性を把握する

5 社会・経済の空間分析
（3）

地価分布図の作成
地価データを基により分かり易い表現
手法を把握する

6 土地利用データによる
空間分析

土地利用変化
土地利用の経年変化を把握し、どのよ
うな要因による変化かを考察できるよ
うにする

7 環境データによる空間
分析（１）

水質調査マップ
現状の河川湖沼の水質を把握しマップ
として表現することを把握する

8 環境データによる空間
分析（２）

ヒートアイランドマップ
ヒートアイランド現象を把握する

9 リモートセンシングの
応用（１）

人工衛星画像の表示
リモートセンシングの概要説明と画像
表示

10 リモートセンシングの
応用（２）

植生指標の算定と市街地の変化
バンド間演算を理解し，植生指標を算
定する手法を把握する

11 リモートセンシングの
応用（3）

土地被覆分類
教師付分類手法を理解し，土地被覆分
類図の作成方法を把握する

12 リモートセンシングの
応用（4）

DTMと人工衛星の画像の重ね合わせに
よる地形表現
地形解析などにより代替案の構築と評
価手法を把握する

13 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（1）

各自課題を設定し、必要なデータを収
集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課題
を抽出して新たな代替案を構築する手
法を把握する

14 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（2）

各自課題を設定し、必要なデータを収
集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課題
を抽出して新たな代替案を構築する手
法を把握する
課題演習発表とまとめ
プレゼンテーション能力を向上させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習および復習
大学から貸与されPCにソフトをダウンロードして毎回のテーマに即した演習
を行うこと
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて使用教材をweb上で配信する
【参考書】
今木洋大・岡安俊治編著「QGIS入門第2版」古今書院，山口靖他「はじめて
のリモートセンシング　地球観測衛星ASTERで見る」古今書院，田中邦一他
「新版フォトショップによる衛星画像解析の基礎」古今書院
【成績評価の方法と基準】
各課題提出物（レポート）と最終課題により評価する．欠席4回以上の者に
は、単位の取得を認めない (評価D）。レポート課題（60％）最終課題（40％）
【学生の意見等からの気づき】
2016年度から使用ソフトを変更し、QGISですべて分析が可能とした。学生
には使い勝手が向上したと思われるので、引き続き継続したい
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
各回の演習に、文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DX
をけん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材（地図、人口動態や車
両交通の各種ビッグデータ）を活用する予定である。
【Outline (in English)】
The National Spatial Data Infrastructure (NSDI) GIS database is under
construction, becoming popular for use in fields including environmental
science, urban analysis etc. Therefore, the lectures and practical
training in this course will be centered on gaining the knowledge to
understand and utilize the current status of the spatial information
processing system and remote sensing which are the basis of spatial
information processing.
The goal is to learn how to analyze spatial information such as
socioeconomic and natural environment.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Short reports (60%), Final report (40%).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量学演習Y

望月　貫一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国土共通基盤GISデータベース等が構築されつつあり，環境分野・都市解析
などにも利用することが一般化されるようになってきた．そこで，空間情報
処理の基本である空間情報処理システムとリモートセンシングについて、そ
の現状を理解し、活用するための知識を得るべく講義・実習を行う。
【到達目標】
社会経済及び自然環境などの空間情報の分析手法を習得する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
利用できるデジタルデータの把握と有効な活用方法を把握する．位置情報と
のリンクにより地図表現手法を理解するとともに，ベクトルデータとスカラー
データによる分析手法の相違を理解する．最終的にGISとリモートセンシン
グ手法を理解し都市調査分析に役立てることができるようにする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、GISソフトウエアー

の導入
空間分析についての概要を把握する

2 空間情報システム 測地系と座標系，数値地図・統計GIS
プラザのデータ活用
デジタル化された地図データや統計
データの把握

3 社会・経済の空間分析
（1）

主題図作成（人口，自然環境など）
統計データと地図データによる主題図
の作成手法を理解する

4 社会・経済の空間分析
（2）

コンビニ分布図の作成と人口密度の関
連性の考察
コンビニと人口密度の関係から立地特
性を把握する

5 社会・経済の空間分析
（3）

地価分布図の作成
地価データを基により分かり易い表現
手法を把握する

6 土地利用データによる
空間分析

土地利用変化
土地利用の経年変化を把握し、どのよ
うな要因による変化かを考察できるよ
うにする

7 環境データによる空間
分析（１）

水質調査マップ
現状の河川湖沼の水質を把握しマップ
として表現することを把握する

8 環境データによる空間
分析（２）

ヒートアイランドマップ
ヒートアイランド現象を把握する

9 リモートセンシングの
応用（１）

人工衛星画像の表示
リモートセンシングの概要説明と画像
表示

10 リモートセンシングの
応用（２）

植生指標の算定と市街地の変化
バンド間演算を理解し，植生指標を算
定する手法を把握する

11 リモートセンシングの
応用（3）

土地被覆分類
教師付分類手法を理解し，土地被覆分
類図の作成方法を把握する

12 リモートセンシングの
応用（4）

DTMと人工衛星の画像の重ね合わせに
よる地形表現
地形解析などにより代替案の構築と評
価手法を把握する

13 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（1）

各自課題を設定し、必要なデータを収
集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課題
を抽出して新たな代替案を構築する手
法を把握する

14 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（2）

各自課題を設定し、必要なデータを収
集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課題
を抽出して新たな代替案を構築する手
法を把握する
課題演習発表とまとめ
プレゼンテーション能力を向上させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習および復習
大学から貸与されPCにソフトをダウンロードして毎回のテーマに即した演習
を行うこと
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて使用教材をweb上で配信する
【参考書】
今木洋大・岡安俊治編著「QGIS入門第2版」古今書院，山口靖他「はじめて
のリモートセンシング　地球観測衛星ASTERで見る」古今書院，田中邦一他
「新版フォトショップによる衛星画像解析の基礎」古今書院
【成績評価の方法と基準】
各課題提出物（レポート）と最終課題により評価する．欠席4回以上の者に
は、単位の取得を認めない (評価D）。レポート課題（60％）最終課題（40％）
【学生の意見等からの気づき】
2016年度から使用ソフトを変更し、QGISですべて分析が可能とした。学生
には使い勝手が向上したと思われるので、引き続き継続したい
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
各回の演習に、文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DX
をけん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材（地図、人口動態や車
両交通の各種ビッグデータ）を活用する予定である。
【Outline (in English)】
The National Spatial Data Infrastructure (NSDI) GIS database is under
construction, becoming popular for use in fields including environmental
science, urban analysis etc. Therefore, the lectures and practical
training in this course will be centered on gaining the knowledge to
understand and utilize the current status of the spatial information
processing system and remote sensing which are the basis of spatial
information processing.
The goal is to learn how to analyze spatial information such as
socioeconomic and natural environment.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Short reports (60%), Final report (40%).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

水理学１及演習X

道奥　康治

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　河川・海洋・上下水道などに関連した水工学分野の学習に欠かす
ことの出来ない「水の流れの原理」を学ぶ基礎科目で，講義と平行
して問題演習を数多くこなし基礎知識の定着を目指すとともに，そ
れらの知識が水工学上の問題に対してどのように応用されるかを学
習する．いくつかの重要な公式や専門用語を単に覚えるだけではな
く，それらの意味するところを理解するとともに様々な水理現象に
関するイメージを掴むことで，水理学の面白さや巧妙さを実感して
欲しい．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：20％，D（専門基礎学力）：50％，
E（専門知識の活用・応用能力）：30％である．具体的には，①問
題演習を繰り返すことで，水工学分野の専門学習に耐えうる十分な
基礎知識と応用力を習得する（D，E），②技術者に必要な新たな専
門知識を独力で習得できるだけの基礎的素養を身に付ける（C），な
どが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　配付資料を用いた講義および問題演習を行う（授業開始前に配布
資料を学習支援システムからダウンロード，貸与ノートPC等で資
料を参照しながら受講）．授業の前半は，次元や単位系，水の密度と
比重など高校における学習内容の復習を含む物理の基礎について学
習するとともに，完全流体の力学やベルヌーイの定理などの水理学
の基礎的内容を理解・習得する．また，授業の後半は，管水路の流
れや開水路の流れなど実在流体の力学について学習し，水工学上の
応用例の理解や計算力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 水理学の基礎 次元と単位系，絶対単位系と工学

単位系，水の密度と比重，流体の
粘性と圧縮性

② 静水力学 (1) 静水圧の基礎，絶対圧とゲージ圧，
パスカルの原理，マノメータ

③ 静水力学 (2) 鉛直平面および傾斜平面に働く静
水圧，図心と断面二次モーメント

④ 静水力学 (3) 曲面に働く静水圧，浮体の安定，
重心と浮心，アルキメデスの原理

⑤ 完全流体の力学 (1) 流体運動の基礎，流線・流跡線の
方程式，ベルヌーイの定理，連続
の式，1次元解析法

⑥ 完全流体の力学 (2) ベルヌーイの定理の応用（ベン
チュリ管，ピトー管，オリフィス，
トリチェリの定理）

⑦ 完全流体の力学 (3)　
運動量の法則 (1)

ベルヌーイの定理の適用条件・成
立条件，運動量フラックス，検査
領域と運動量方程式

⑧ 運動量の法則 (2) 運動量の法則の応用（噴流が壁面
に及ぼす力，流れが曲がり管に及
ぼす力，跳水・段波）

⑨ 管水路の流れ (1) 層流と乱流，エネルギー損失を考
慮したベルヌーイの定理，摩擦損
失・形状損失水頭

⑩ 管水路の流れ (2) ダルシー・ワイズバッハの式と摩
擦損失係数，エネルギー線・動水
勾配線，サイフォン

⑪ 管水路の流れ (3)　　
開水路の流れ (1)

管水路の流れの応用（水車，ポン
プ），開水路におけるベルヌーイの
定理，常流と射流

⑫ 開水路の流れ (2) 比エネルギーと限界水深，等流水
深と限界勾配，マニングの流速公
式，漸変流の水面形

⑬ 開水路の流れ (3)　　
全体の補足説明

開水路の流れの応用（跳水，経済
断面），第1回から第13回までの補
足説明

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括およ
び復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「水理学（土木・環境系コアテキストシリーズD-1）」，竹原幸生，
コロナ社．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to teach scientific fundamentals of
water flow mechanisms necessary for solving engineering
problems in rivers, oceans, aquifers, waterworks, sewers and
more. The course is taught through a combination of lectures
and exercises so that students enrich their understanding of
basic hydraulics as well as learn how to apply the techniques
to engineering practices. Students are expected to deeply
understand the scientific meaning of hydraulic theory and
formulae and stretch their imagination on how hydrodynamics
is involved in various phenomena in nature. Through this style
of learning, students will gain valuable insight into the world
of hydraulics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on personal study notebooks
(20%), in-class exercises (20%), homework reports (30%), and
term-end examination (30%).
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

水理学１及演習Y

鈴木　善晴

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　河川・海洋・上下水道などに関連した水工学分野の学習に欠かす
ことの出来ない「水の流れの原理」を学ぶ基礎科目で，講義と平行
して問題演習を数多くこなし基礎知識の定着を目指すとともに，そ
れらの知識が水工学上の問題に対してどのように応用されるかを学
習する．いくつかの重要な公式や専門用語を単に覚えるだけではな
く，それらの意味するところを理解するとともに様々な水理現象に
関するイメージを掴むことで，水理学の面白さや巧妙さを実感して
欲しい．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：20％，D（専門基礎学力）：50％，
E（専門知識の活用・応用能力）：30％である．具体的には，①問
題演習を繰り返すことで，水工学分野の専門学習に耐えうる十分な
基礎知識と応用力を習得する（D，E），②技術者に必要な新たな専
門知識を独力で習得できるだけの基礎的素養を身に付ける（C），な
どが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．授業の前半は，次元や単位系，水の
密度と比重など高校における学習内容の復習を含む物理の基礎につ
いて学習するとともに，完全流体の力学やベルヌーイの定理などの
水理学の基礎的内容を理解・習得する．また，授業の後半は，管水
路の流れや開水路の流れなど実在流体の力学について学習し，水工
学上の応用例の理解や計算力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 水理学の基礎 次元と単位系，絶対単位系と工学

単位系，水の密度と比重，流体の
粘性と圧縮性

② 静水力学 (1) 静水圧の基礎，絶対圧とゲージ圧，
パスカルの原理，マノメータ

③ 静水力学 (2) 鉛直平面および傾斜平面に働く静
水圧，図心と断面二次モーメント

④ 静水力学 (3) 曲面に働く静水圧，浮体の安定，
重心と浮心，アルキメデスの原理

⑤ 完全流体の力学 (1) 流体運動の基礎，流線・流跡線の
方程式，ベルヌーイの定理，連続
の式，1次元解析法

⑥ 完全流体の力学 (2) ベルヌーイの定理の応用（ベン
チュリ管，ピトー管，オリフィス，
トリチェリの定理）

⑦ 完全流体の力学 (3)　
運動量の法則 (1)

ベルヌーイの定理の適用条件・成
立条件，運動量フラックス，検査
領域と運動量方程式

⑧ 運動量の法則 (2) 運動量の法則の応用（噴流が壁面
に及ぼす力，流れが曲がり管に及
ぼす力，跳水・段波）

⑨ 管水路の流れ (1) 層流と乱流，エネルギー損失を考
慮したベルヌーイの定理，摩擦損
失・形状損失水頭

⑩ 管水路の流れ (2) ダルシー・ワイズバッハの式と摩
擦損失係数，エネルギー線・動水
勾配線，サイフォン

⑪ 管水路の流れ (3)　　
開水路の流れ (1)

管水路の流れの応用（水車，ポン
プ），開水路におけるベルヌーイの
定理，常流と射流

⑫ 開水路の流れ (2) 比エネルギーと限界水深，等流水
深と限界勾配，マニングの流速公
式，漸変流の水面形

⑬ 開水路の流れ (3)　　
全体の補足説明

開水路の流れの応用（跳水，経済
断面），第1回から第13回までの補
足説明

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括およ
び復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「水理学（土木・環境系コアテキストシリーズD-1）」，竹原幸生，
コロナ社．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to teach scientific fundamentals of
water flow mechanisms necessary for solving engineering
problems in rivers, oceans, aquifers, waterworks, sewers and
more. The course is taught through a combination of lectures
and exercises so that students enrich their understanding of
basic hydraulics as well as learn how to apply the techniques
to engineering practices. Students are expected to deeply
understand the scientific meaning of hydraulic theory and
formulae and stretch their imagination on how hydrodynamics
is involved in various phenomena in nature. Through this style
of learning, students will gain valuable insight into the world
of hydraulics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on personal study notebooks
(20%), in-class exercises (20%), homework reports (30%), and
term-end examination (30%).
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

河川環境工学X

今井　素生

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
河川における洪水や物質輸送・生態系などの自然の営み，ならびに治水・利水
などの人為作用を全て包含するシステムが河川環境そのものであることを正
しく理解し，自然とヒトが背反・対立関係ではなく相互に共生し平衡関係に
あるべきことを学修する．国内外の河川流域における治水・利水・環境の問題
とその工学的解決策を事例とともに学び，多自然川づくりと河川の維持管理，
さらに持続可能な流域圏を構築するための知識体系を修得する．
【到達目標】
社会の営為と自然生態系が河川環境に及ぼす影響を正しく理解し，水害の防
止・軽減，水資源の適切かつ効率的な循環利用を実現するための河川システ
ムを考究する．これによって河川水系を基軸とする流域圏のあるべき姿を理
解し，地域の気候・風土と文化を活かした川づくり・まちづくりを進める上で
必要な基礎的素養を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4]に関連
【授業の進め方と方法】
河川流域の地理・地形・気候など自然特性，人類が河川流域で営んできた社会
経済活動と治水・利水の歴史，流域環境の変貌と水象変化を学ぶ．国内外の
河川における諸課題を動画などにより説明し，河川管理上の技術的課題を認
識する．河川管理に必要な河川調査方法，河川技術，水害や土砂災害をもた
らす仕組みとそれを予測し対策を講ずるための治水計画手法・河川整備方法・
水防技術などを学ぶ．河川の自然営力が河川地形や土砂収支，そして植生・動
物生態に及ぼす影響，河川流域における生態系サービスを講述する．流域の
水資源管理と利水の仕組み，河川空間の利用，水循環・再生に関する技術を
教授する．テーマ毎の演習を通して講義内容の理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 学習教育到達目標の確認．授業の進め

方，テキスト・参考書の紹介，自然系と
人工系の水循環

第2回 河川管理の概要，日本と
世界の河川

歴史治水，地質・気候区・地形と河川流
域，河川に関する用語，国内外の河川比
較（地形，流況，水文特性）

第3回 日本の河川の地形・地
理・水文特性

地理・地形・水文特性，河川の特性量，
河川管理の歩み

第4回 都市と河川 都市と水害，総合治水，利水と水循環，
河川環境の概要

第5回 河川調査 河川各部の名称，水理・水文諸量，河川
の観察，水文量（雨量・流量・水位），
水質，地形，河床材料

第6回 治水計画 (1) 水害の経年変化，治水手法の歴史的変
遷，基本方針と整備計画，超過洪水，計
画降雨，基本高水と計画高水

第7回 治水計画 (2) 治水基準点，河道計画の流れ，治水施策
各種，水防，減災管理

第8回 流出と土砂生産 流出解析の概要，土砂生産，土石流，斜
面崩壊，土砂資源

第9回 河道計画 河道計画の流れと留意事項，計画高水
位と対象区間の設定，法線形・縦横断形
の設定，粗度係数と摩擦速度，疎通能力

第10回 多自然川づくり 基本思想，保全・回復，自然再生事業，
多自然川づくりの事例

第11回 流砂過程と河川地形 (1) 流れ－土砂輸送－地形の相互関係，掃
流砂，浮遊砂とウォッシュロード，移
動限界と掃流砂量

第12回 流砂過程と河川地形 (2) 小規模・中規模河床形態，河床波，交互
砂州・複列砂州の規定要因，大規模河床
形態，貯水池の堆砂

第13回 河川構造物 堤防，護岸，水制工，床止め・落差工，
排水機場，樋管・樋門・水門，閘門，砂
防ダム，地下河川，ダム，遊水池・調整
池

第14回 総括と学力確認 授業の総括，学力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を復習し，演習問題の結果を自己分析する．身近な河川を思い描き
ながら授業内容との対応関係を考察し河川環境工学の応用性・有用性を認識
する．
本授業の準備学習・復習時間は1回あたり各2時間（合計2時間）を標準とし
ます。
【テキスト（教科書）】
授業中に適宜資料を配付する．
【参考書】
竹林洋史：河川工学，土木・環境系コアテキストシリーズ，コロナ社．
高橋裕：新版　河川工学，東京大学出版会
芦田・江頭・中川：21世紀の河川学，京都大学学術出版会
吉川勝秀編著：河川堤防学，技報堂出版
福岡捷二著：洪水の水理と河道の設計法，森北出版
藤岡換太郞：川はどうしてできるのか，講談社
日本ダム工学会：ダムの科学，サイエンスアイ
【成績評価の方法と基準】
持続可能な社会と流域圏を築くために必要な河川環境の再生・維持管理技術
を修得するばかりではなく，河川整備・管理を通して技術者として社会に貢
献するための心構えを自律的に醸成する．
成績評価割合：レポート・小テスト（30%）と期末試験（70%）により総合評
価する．100点満点換算した上60点以上を合格とする．
平常点：欠席４回以上は単位取得を認めない(評価Ｄ)．遅刻回数に応じて減点
する場合がある．
【学生の意見等からの気づき】
演習によって授業内容の理解を促進すること，河川環境工学に関わる諸技術を
視覚的に理解できるようにプレゼンテーション素材を多用する．演習におい
ては教員と学生とのコミュニケーションを通して理解を深めるとともに，学
生間での自由な意見交換を奨励して相互学習効果を高める．
【学生が準備すべき機器他】
ほぼ毎回，演習を実施するので，必要に応じて関数電卓やPCを持参すること
（携帯電話の電卓機能を使用することは不可）.

【Outline (in English)】
(Course outline)
River systems consist of various events such as discharge fluctuations
during floods and droughts, sediment and mass transport through
catchments and channels, changes in river morphology, ecological
dynamics and services of fauna and flora etc. This course is designed
to study these complex mechanisms involved in river systems and
correctly understand how they should be regulated to allow harmony
between ecosystems and human activities. In addition to lectures on
fundamentals of ecodynamics, world-wide examples of river restoration
projects are presented in order to help students learn desirable ways of
creating sustainable river systems that are friendly to the ecosystem.
（Learning Objectives）
To correctly understand the impact of social activities and natural
ecosystems on the river environment, and to study river systems to
prevent and mitigate flood damage and realize appropriate and efficient
cyclical use of water resources. Through this, students will understand
the ideal river basin system based on the river system, and will acquire
the basic knowledge necessary to promote river restoration that make
use of the nature, climate and local culture.
（Learning activities outside of classroom）
Review the handouts and the results of the exercises. While
considering the relationship between the content learned and river
prototypes, students understand the applicability and usefulness of
river environmental engineering.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each (total 2 hours).
（Grading Criteria /Policy）
Percentage of grade evaluation: Comprehensive evaluation based on
report/mini test (30%) and final exam (70%). A score of 60 or higher
on a scale of 100 is considered a pass.
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Ordinary score: Students who are absent 4 or more times are not
allowed to acquire credits (Score D). Points may be deducted depending
on the number of times you are late.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

河川環境工学Y

道奥　康治

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
河川における洪水や物質輸送・生態系などの自然の営み，ならびに治水・利水
などの人為作用を全て包含するシステムが河川環境そのものであることを正
しく理解し，自然とヒトが背反・対立関係ではなく相互に共生し平衡関係に
あるべきことを学修する．国内外の河川流域における治水・利水・環境の問題
とその工学的解決策を事例とともに学び，多自然川づくりと河川の維持管理，
さらに持続可能な流域圏を構築するための知識体系を修得する．
【到達目標】
社会の営為と自然生態系が河川環境に及ぼす影響を正しく理解し，水害の防
止・軽減，水資源の適切かつ効率的な循環利用を実現するための河川システ
ムを考究する．これによって河川水系を基軸とする流域圏のあるべき姿を理
解し，地域の気候・風土と文化を活かした川づくり・まちづくりを進める上で
必要な基礎的素養を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4]に関連
【授業の進め方と方法】
河川流域の地理・地形・気候など自然特性，人類が河川流域で営んできた社会
経済活動と治水・利水の歴史，流域環境の変貌と水象変化を学ぶ．国内外の
河川における諸課題を動画などにより説明し，河川管理上の技術的課題を認
識する．河川管理に必要な河川調査方法，河川技術，水害や土砂災害をもた
らす仕組みとそれを予測し対策を講ずるための治水計画手法・河川整備方法・
水防技術などを学ぶ．河川の自然営力が河川地形や土砂収支，そして植生・動
物生態に及ぼす影響，河川流域における生態系サービスを講述する．流域の
水資源管理と利水の仕組み，河川空間の利用，水循環・再生に関する技術を
教授する．テーマ毎の演習を通して講義内容の理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 学習教育到達目標の確認．授業の進め

方，テキスト・参考書の紹介，自然系と
人工系の水循環

第2回 河川管理の概要，日本と
世界の河川

歴史治水，地質・気候区・地形と河川流
域，河川に関する用語，国内外の河川比
較（地形，流況，水文特性）

第3回 日本の河川の地形・地
理・水文特性

地理・地形・水文特性，河川の特性量，
河川管理の歩み

第4回 都市と河川 都市と水害，総合治水，利水と水循環，
河川環境の概要

第5回 河川調査 河川各部の名称，水理・水文諸量，河川
の観察，水文量（雨量・流量・水位），
水質，地形，河床材料

第6回 治水計画 (1) 水害の経年変化，治水手法の歴史的変
遷，基本方針と整備計画，超過洪水，計
画降雨，基本高水と計画高水

第7回 治水計画 (2) 治水基準点，河道計画の流れ，治水施策
各種，水防，減災管理

第8回 流出と土砂生産 流出解析の概要，土砂生産，土石流，斜
面崩壊，土砂資源

第9回 河道計画 河道計画の流れと留意事項，計画高水
位と対象区間の設定，法線形・縦横断形
の設定，粗度係数と摩擦速度，疎通能力

第10回 多自然川づくり 基本思想，保全・回復，自然再生事業，
多自然川づくりの事例

第11回 流砂過程と河川地形 (1) 流れ－土砂輸送－地形の相互関係，掃
流砂，浮遊砂とウォッシュロード，移
動限界と掃流砂量

第12回 流砂過程と河川地形 (2) 小規模・中規模河床形態，河床波，交互
砂州・複列砂州の規定要因，大規模河床
形態，貯水池の堆砂

第13回 河川構造物 堤防，護岸，水制工，床止め・落差工，
排水機場，樋管・樋門・水門，閘門，砂
防ダム，地下河川，ダム，遊水池・調整
池

第14回 総括と学力確認 授業の総括，学力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を復習し，演習問題の結果を自己分析する．身近な河川を思い描き
ながら授業内容との対応関係を考察し河川環境工学の応用性・有用性を認識
する．
本授業の準備学習・復習時間は1回あたり各2時間（合計2時間）を標準とし
ます。
【テキスト（教科書）】
授業中に適宜資料を配付する．
【参考書】
竹林洋史：河川工学，土木・環境系コアテキストシリーズ，コロナ社．
高橋裕：新版　河川工学，東京大学出版会
芦田・江頭・中川：21世紀の河川学，京都大学学術出版会
吉川勝秀編著：河川堤防学，技報堂出版
福岡捷二著：洪水の水理と河道の設計法，森北出版
藤岡換太郞：川はどうしてできるのか，講談社
日本ダム工学会：ダムの科学，サイエンスアイ
【成績評価の方法と基準】
持続可能な社会と流域圏を築くために必要な河川環境の再生・維持管理技術
を修得するばかりではなく，河川整備・管理を通して技術者として社会に貢
献するための心構えを自律的に醸成する．
成績評価割合：レポート・小テスト（30%）と期末試験（70%）により総合評
価する．100点満点換算した上60点以上を合格とする．
平常点：欠席４回以上は単位取得を認めない(評価Ｄ)．遅刻回数に応じて減点
する場合がある．
【学生の意見等からの気づき】
演習によって授業内容の理解を促進すること，河川環境工学に関わる諸技術を
視覚的に理解できるようにプレゼンテーション素材を多用する．演習におい
ては教員と学生とのコミュニケーションを通して理解を深めるとともに，学
生間での自由な意見交換を奨励して相互学習効果を高める．
【学生が準備すべき機器他】
ほぼ毎回，演習を実施するので，必要に応じて関数電卓やPCを持参すること
（携帯電話の電卓機能を使用することは不可）.

【Outline (in English)】
(Course outline)
River systems consist of various events such as discharge fluctuations
during floods and droughts, sediment and mass transport through
catchments and channels, changes in river morphology, ecological
dynamics and services of fauna and flora etc. This course is designed
to study these complex mechanisms involved in river systems and
correctly understand how they should be regulated to allow harmony
between ecosystems and human activities. In addition to lectures on
fundamentals of ecodynamics, world-wide examples of river restoration
projects are presented in order to help students learn desirable ways of
creating sustainable river systems that are friendly to the ecosystem.
（Learning Objectives）
To correctly understand the impact of social activities and natural
ecosystems on the river environment, and to study river systems to
prevent and mitigate flood damage and realize appropriate and efficient
cyclical use of water resources. Through this, students will understand
the ideal river basin system based on the river system, and will acquire
the basic knowledge necessary to promote river restoration that make
use of the nature, climate and local culture.
（Learning activities outside of classroom）
Review the handouts and the results of the exercises. While
considering the relationship between the content learned and river
prototypes, students understand the applicability and usefulness of
river environmental engineering.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each (total 2 hours).
（Grading Criteria /Policy）
Percentage of grade evaluation: Comprehensive evaluation based on
report/mini test (30%) and final exam (70%). A score of 60 or higher
on a scale of 100 is considered a pass.
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Ordinary score: Students who are absent 4 or more times are not
allowed to acquire credits (Score D). Points may be deducted depending
on the number of times you are late.
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

都市調査解析

今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
少子高齢化の先進諸国における都市空間の計画・設計・開発・経営に対する
ニーズはますます多様化、複雑化している。一方、都市空間そのものに加え
て、ヒト・モノ・コトの活動の実態を網羅的に常時観測できる技術も日進月歩
である。
本講義では、都市空間の計画・設計・開発・経営に必要な地図や統計データの
特性および分析手法を習得する。
【到達目標】
土木計画学に必要な各種統計データを分析する能力を習得する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
都市空間や都市活動（ヒトモノコトの交通・流通）の統計データや分析に利
用する地図の特徴を理解し、それらを使った分析手法を習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 都市調査解析の概論 講義計画、概論
2 解析に利用する地図（基

本）
ICTを活用した国土管理、地図の基礎

3 解析に利用する地図（種
類）

地図の種類

4 解析に利用する地図（ジ
オメトリ）

ジオメトリ

5 解析に利用する地図
（NW）

ネットワーク

6 解析に利用する地図（ト
ポロジ）

トポロジ

7 統計（基本） 統計データの種類と所在
8 統計（応用） 統計データの活用
9 ビッグデータ（基本） ビッグデータの種類と所在
10 ビッグデータ（応用） ビッグデータの活用
11 解析手法（モデリング基

礎）
モデリングの基礎

12 解析手法（モデリング応
用）

モデリングの応用

13 解析手法（応用） 統計処理、人工知能等
14 総括と理解度の確認 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義資料を配信する
【参考書】
新田保次監修「図説わかる土木計画学」学芸出版，吉川和広編著「土木計画学
演習」森北出版，日本建築学会編「建築・都市計画のための調査・分析方法」
【成績評価の方法と基準】
演習課題・レポート・発表により評価する。ただし，授業を4回以上欠席した
場合は、単位取得を認めない (評価D）。
【学生の意見等からの気づき】
・基礎的な統計解析は習得しておくこと。
・GISやMicrosoft Excelの基礎は学んでおくこと。
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
同分野での豊富な実務経験を有する教員が講義する。

文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
This course allows students to learn theories for research, analysis,
planning, and evaluation related to urban and transportation planning,
as well as methods for implementing plans. Students will also learn
about existing maps and statistics, as well as analysis methods using
diverse urban data.
The goal is to acquire the ability to analyze various statistical data
necessary for civil engineering planning studies.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Term end examination :70%, Short reports : 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.

— 493 —



SDGs　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
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「DP2」「DP3」「DP5」に関連
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少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
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　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
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【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
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回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，授

業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視

察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現場視
察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審査
を傍聴する．数件の研究に関し内容と
自身が受けた印象・考えなどをまとめ
たレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR300NC（キャリア教育 / Career education 300）

インターンシップ（都市）

山本　佳士、内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学科カリキュラムと密接に関連する研究開発、調査・分析、計画・設計、施工
管理等に関連する実業務を体験することにより、環境システムのデザイン、施
設のデザイン、都市プランニングの実務者に必要な基礎能力を身につける。
【到達目標】
役所や企業の活動内容を理解し、これまで修得してきた専門知識を踏まえ、実
習先の指導担当者と十分な意思疎通を図って業務を体験する。これらを通じ
て業務遂行能力を修得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
実習する事業所、業務形態と内容により異なるが、① 研究開発業務の手順・
手法・検証評価および報告書のとりまとめ、②現地調査と調査データの解析・
評価および報告書のとりまとめ、③ 計画の立案と事業主体や住民への説明、
④設計計算書・図面の作成と積算、⑤施工・安全・出来高管理等の実際業務
を官・民の事業所で体験学習する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

実習先の決定・実習にお
ける注意

実習先の希望聴取・実習先の説明・実習
先の決定・実習先での諸注意を行う

2 実習先でのインターン
シップ (1)

派遣先企業での実習

3 実習先でのインターン
シップ (2)

派遣先企業での実習

4 実習先でのインターン
シップ (3)

派遣先企業での実習

5 実習先でのインターン
シップ (4)

派遣先企業での実習

6 実習先でのインターン
シップ (5)

派遣先企業での実習

7 実習先でのインターン
シップ (6)

派遣先企業での実習

8 実習先でのインターン
シップ (7)

派遣先企業での実習

9 実習先でのインターン
シップ (8)

派遣先企業での実習

10 実習先でのインターン
シップ (9)

派遣先企業での実習

11 実習先でのインターン
シップ (10)

派遣先企業での実習

12 実習先でのインターン
シップ (11)

派遣先企業での実習

13 実習先でのインターン
シップ (12)

派遣先企業での実習

14 結果の報告とレポート
の提出の提出

作成したレポートをもとに担当教員に
報告する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学科ガイダンス（年度当初）およびインターンシップガイダンス（５月中旬）
を実施する。
学科が斡旋する企業等の割り当てについては５月下旬に調整を行うので必ず
上記ガイダンスに参加すること。併せて実習希望先の調査・履歴書などの準
備も行うこと。
実習期間中は業務日誌を作成すること。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
必要に応じて配布
【成績評価の方法と基準】
インターンシップの実施期間は原則として２週（実働10日間）以上とする。
レポートおよび実習先指導担当者による報告書により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
インターンシップの目的は職業体験であり、社会人としての仕事への取り組
み方について実感を得るとともに、都市環境デザイン工学が担う幅広い職種
に対する理解を深めることが狙いである。将来の就職活動の際に幅広い視野
を得るため、特定の企業のみを考えることなく参加することが重要である。
【その他の重要事項】
都市環境デザイン分野における実務経験を持つ教員がその経験を活かして派
遣先のコーディネイトを行う。
実習にあたり、Word・Excel等の基本的な操作ができることが前提である。ま
たCAD等についても基本的な操作ができることが望ましい。
【Outline (in English)】
In this course, students will experience business, research and
development, survey/analysis, planning and design, and construction
management in civil and environmental engineering fields at companies
and government offices in order to acquire basic skills as practical
engineers.
Students will be expected to have completed the required assignments
before and after each internship meeting. Your study time will be more
than one hour for a class.
Grading is based on the internship report(100%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

コンクリート技術

溝渕　利明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンクリートの施工に際して遵守すべき技術的基本問題を扱い，さらに工法
上，施工環境上考慮しなければならない事項について身につける。また，土
木構造物の施工法及び施工技術に関して，実際にどのように適用されている
のか理解するために，主要な土木構造物におけるコンクリート技術，施工計
画等について概説し，施工法の基礎的事項を習得する。
【到達目標】
コンクリートの製造・運搬・打込み・締固め・養生の一連の施工手順の理解，
特殊コンクリートの施工法についての理解を本授業の到達目標とする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
コンクリート技術では、コンクリートの施工に関する基礎を学習する。また、
寒中・暑中などの環境条件の違いや水中コンクリート等の特殊コンクリート
についての概要について説明し、コンクリート工事における一般的な施工知
識を習得する。さらに、ダムなどを対象とした施工計画の基本についても学
習する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリートの施工技術 コンクリートの施工技術について概説

する
2 コンクリートの施工に

ついて
コンクリートの製造，運搬，打込み，締
固め，養生，仕上げについて概説する
（復習）

3 コンクリートをきれい
に仕上げる

コンクリートをきれいに仕上げるため
の工夫，留意点

4 寒中コンクリート，暑中
コンクリート

寒中・暑中施工する条件，使用材料・配
合・打込み・養生，寒中・暑中施工の留
意点

5 マスコンクリート マスコンクリートの特性・施工、温度応
力・温度ひび割れおよびダムコンク
リートの施工

6 鉄筋の加工・組立 鉄筋の加工，組立て，継手の種類・施工
7 流動化コンクリート，高

流動コンクリート
流動化コンクリート及び高流動コンク
リートの考え方，基本的な性質，特徴，
使用材料，配合，特性，施工上の留意
点，施工方法

8 高強度コンクリート 高強度コンクリートの考え方，基本的
な性質，特徴，使用材料，配合，特性，
施工上の留意点，施工方法

9 水中コンクリート 水中施工の配合・打込み，打継ぎ・養生
10 海洋コンクリート 海洋コンクリートの考え方，基本的な

性質，特徴，使用材料，配合，特性，施
工上の留意点，施工方法

11 吹付けコンクリート・舗
装コンクリート

吹付けコンクリート・舗装コンクリー
トの考え方，基本的な性質，特徴，使用
材料，配合，特性，施工上の留意点，施
工方法

12 ダムコンクリート（1） ダムの種類，構造，施工法などの基本事
項について概説する

13 ダムコンクリート（2） コンクリートダムの施工法（従来法と
RCD工法）について概説するとともに，
新しい施工方法であるCSGについて概
説する

14 コンクリート製品につ
いて

コンクリート製品とは何かを概説する
とともに，コンクリート製品の種類，規
格，製造方法，適用箇所などについて概
説する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義した内容の整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
日本コンクリート工学会：コンクリート技術の要点
彰国社：施工がわかるイラスト土木入門
トコトンやさしい土木技術の本
トコトンやさしい土木施工の本
【参考書】
土木学会・コンクリート標準示方書［施工編］
杉山昇：最新土木施工法（鹿島出版会）
日本コンクリート工学会：コンクリート診断技術
モリナガ・ヨウ：モリナガ・ヨウの土木現場に行ってみた（アスペクト）
見学しよう工事現場シリーズ（ほるぷ出版）
コンクリート崩壊（PHP新書)
トコトンやさしいダムの本 (日刊工業新聞社)

【成績評価の方法と基準】
期末試験による。指定した回数以上の欠席者については期末試験の受験資格
がないものとする。
期末試験100%

【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【その他の重要事項】
なし
【Outline (in English)】
The main theme of this course is to understand basic technical subjects
observed when constructing concrete structures and issues to be
considered in terms of construction method and environment. Students
will acquire fundamental knowledge concerning concrete technology,
construction plans etc. for the main civil engineering structures in order
to understand how construction methods and technologies are applied in
the real world.
Learning Objectives
The goal of this class is to understand a series of construction procedures
of concrete production, transportation, placing, compaction, and curing,
and to understand construction methods for special concrete.
Learning activities outside of classroom
Organizing lecture content
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Final exam 100%
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

上下水道システム

島田　裕康

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水の循環は、自然系の水循環と社会活動に必要不可欠な上下水道システム
による人工系の水循環が混在している。
　本講義では、都市の上下水道による水循環に焦点を当て、社会基盤を支え
るインフラの一つとして、上下水道システムにおける発展の歴史や求められ
る役割、システムの構成と機能、設計や施工方法及びシステムの運営・管理
等日本の実社会での取組み事例等をベースに学ぶ。
　また、持続可能な社会構築にむけてインフラの共通課題である、施設の老
朽化や耐震化問題を始めとした上下水道分野における課題と対応策について
も学ぶ。
　上下水道システムの全体像や構成技術、現在の課題及び対応策について理
解を深めることにより、卒業後上下水道分野の職場を希望する学生のみなら
ず、街づくりに携わる分野を希望する学生にとっても必要な基本能力の向上
を目的とする。
【到達目標】
上下水道システムの
・役割（社会生活の維持、水環境の保全、持続的社会にむけて）
・仕組み（上水道システム、下水道システム、運営・維持管理）
・課題（地球温暖化による影響、施設の老朽化、大規模災害リスクの増大、人
口減少の影響等）
・対応策（雨水流出制御（貯留、浸透）、官民連携、新技術の開発、街づくり
との一体整備等）
について学ぶ。特に上下水道技術分野における課題、今後の方向性を十分理
解するとともに、厳しい社会経済状況のなかで、市民としての「自助」活動の
あり方を理解するとともに、工学エンジニアとしての社会における技術者貢
献をめざして、上下水道技術分野の基本的な知識習得を目標とする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントによる講義とし、毎回テキストを配布し進める。各
授業毎に授業内容の理解度を確認するためのミニテスト（確認テスト）を実
施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業全体概要の紹介と

世界・日本の水事情
この授業で何を学ぶのか・水が持つ機
能とは・人体と水・世界と日本での水を
取り巻く環境・都市の水循環とは

2 上水道の発展の歴史と
求められる役割

文明を支えた技術、国内外の事例・水道
普及の要因と現状・水道の役割と法律

3 水道水ができるまで 水道の水源から蛇口まで・日本の浄水
処理・美味しい水とは

4 日本で水道水を直接飲
むことができるのは

水道の水質基準とは・水質検査と安全
管理の実態

5 将来も今のように水道
を利用することはでき
るのか？

水道事業とは・全国の水道料金は同じ
なのか・水道事業の現状と課題・水道事
業民営化とは

6 地球温暖化による水道
への影響と離島での水
道事情

温暖化による今後の予測、節水対策、雨
水利用の現状と動向。離島における水
道の現状

7 下水道の発展の歴史と
求められる役割

文明を支えた技術、国内外の事例・下水
道の役割とその変遷

8 下水道の水質基準と普
及状況を示す指標

BODとCODとは・基準の使われ方・下
水道の普及状況は・下水道類似施設とは

9 下水道施設の計画から
施工まで

下水道の収集方法（分流・合流）様々な
下水管きょの種類・マンホールの役割・
下水道の施工方法

10 下水道の課題とは 河川や海の水質保全・下水道の老朽化
問題・下水道の地震対策

11 都市型水害とは 急増する集中豪雨の現状と対策・都市
化と都市の地理的特性・河川、下水道で
のハード対策とソフト対策

12 雨水の流出をコント
ロールする「貯留と浸
透」とは

貯留・浸透工法の仕組みと効果及び街
づくりと一体となった取組み

13 下水はどのように浄化
されるのか

浄化技術の変遷・重要な微生物の働き・
標準活性汚泥法・高度処理とは

14 試験・まとめ 第1回から第13回授業での重要なポイ
ントの理解度を確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　市民生活を支える「上水道」「下水道」について自分の身近な水を学習する
ことから始める。
　例えば、「水道料金はいくら払っているのか？」「自宅の水道水は、どこの
浄水場から給水されているのか？ そもそも、その水源はどこなのか？」「使
用した水は、どのように処理されているのか？ また下水処理場は？ 処理水
の放流先は？」「自宅の屋根や敷地に降った雨水はどのように処理されている
のか？」など各自の生活の周りにある「水」を理解しておく。
　本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　指定するテキストはない。毎回テキスト及び関連資料を配布する。
【参考書】
　指定する参考書はない。上下水道の基礎知識を備えておくことが望ましい
ことから、インターネット等の情報を十分活用し、各授業での内容や社会で
の事例等を自ら確認すること。
【成績評価の方法と基準】
　授業の理解度を確認するため、授業毎に実施する小テスト（確認テスト）と
期末試験を実施する。
・両試験での評価は、小テスト40％期末テスト60％合計100％とする。
・小テストは授業に関連した内容（重要なポイント等）を確認するため実施し、
教員が授業毎に回収する。提出状況と記入内容により評価する。
・期末試験は、授業全体の理解度を記入内容から評価する。
　
　授業は連続授業（1日2時限で7日間全14回授業）となるが、全14回授業
のうち欠席4回以上は原則単位の取得を認めない（この場合評価はD）
【学生の意見等からの気づき】
　幅広いテーマの授業となることから、各テーマへの関心と理解を深めるため、
具体的な事例を取り入れ、本授業のテーマが机上での知識だけでなく、学生
自らの日常生活に密接に係るものであることを十分認識できる授業を目指す。
【その他の重要事項】
都市再生機構職員として、団地建替事業や市街地再開発事業に携わった経験
を持つ教員が、街づくりとの関係を含め上下水道全般について講義する。
【Outline (in English)】
（Course outline）
In this course, you will learn the history and role of the development
of water supplies and sewer systems, in addition to their composition,
function, design, construction, operation and management.
（Learning Objectives)
At the end of the course, students are expected to get an overview of the
water and sewer system, current issues and countermeasures.
（Learning activities outside of classroom）
Before each class meeting, students will be expected to understand the
things related to the water and sewer system that is close to you. your
required study time is at least four hour each class meeting.
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be calculated according to the short report in each
meeting (40%) and term-end examination (60%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

水理学２

道奥　康治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然系の河川・地下水，人工系の上下水道など，水圏に発生する流れを科学
的に記述するための基礎学理を習得し，その応用例を学ぶ．水理学1及演習で
学んだ内容をさらに深く理解するとともに地下水理学・乱流解析・次元解析・
相似則を学ぶ．解析原理を理解するとともに各テーマに関する演習を通して
工学的諸問題への適用方法を学ぶ．
【到達目標】
陸水域の様々な流れに関する水理解析が，実際の河川・地下水管理にどのよ
うに適用され，工学的意義を有しているかを理解する．各種水工学的諸問題
の解決に必要な数理解析能力を育むことを目標とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
河川・地下水など陸水の流れを解析するために必要な基礎知識体系を講義す
る．水理学Ⅰ及演習で説明を割愛した水理学諸問題に用いる基礎方程式を誘
導して科学原理と工学的応用とのつながりを理解し，応用力を高める（地下
水理学を除き水理学Ⅰ及演習と同じテキストを用いる）．さらに，実際の技術
的課題と基礎学理との関係を理解できるように，実務上の事例を紹介すると
ともに演習を織り交ぜながら水理学の応用性・適用性を体感する．また，水
理学を構築した科学者・技術者の人物像を紹介し，今日の水理学体系に至る
までの経緯を知得する．基礎方程式によっては解析できないような複雑な水
理現象については，水理模型実験が有効であることを理解し，そのために必
要な相似則・次元解析を修得する．ほぼ全ての水理現象が乱流であることか
ら，乱流理論の基礎とこれを理解するための演習を実施する．演習は授業時
間内に終了してレポートを提出する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 静水力学の基礎 学習教育目標の確認．授業の進め方．

テキスト紹介．静水力学の基礎方程式，
平面・曲面に作用する水圧，圧力の水
平・鉛直成分，浮力の解析方法

2 静水力学の応用 ダム・浮体の安定性の解析，アルキメデ
スの原理，水中構造物の水圧解析とそ
れらの演習

3 完全流体力学の基礎 連続方程式と速度ポテンシャル，運動
方程式とベルヌイの式の関係，完全流
体と実在流体．流体のエネルギー収支

4 完全流体力学の応用 流線と等速度ポテンシャル線とその応用
に関する演習，ベルヌイの式の応用（ピ
トー管，ベンチュリー管）とその演習

5 開水路水理学の基礎 開水路流の動力学，開水路流一次元解
析における連続方程式と運動方程式・
運動方程式とエネルギー保存式の関係，
水面形方程式，開水路の断面諸元（径
深，断面積，潤辺長），水面形方程式の
特異点条件と限界流，ベス・ベランジェ
の定理，常流，射流，平均流速公式，マ
ニングの式，セジーの式

6 開水路水理学の応用 開水路等流におけるH-Q関係，逐次近
似法による等流解析，断面諸元・せん断
力の解析とその演習

7 管路水理学の基礎 管路流と開水路流の比較，管路流のエネ
ルギー収支，摩擦損失係数，局所損失エ
ネルギーの解析方法，管路流における
流量の解析，エネルギー線，動水勾配線

8 管路水理学の応用 管路水系におけるエネルギー損失，流
量の解析方法とその演習

9 地下水理学の基礎 地下水の現状と役割，地下水を取り巻
く諸問題（地盤沈下，地盤汚染），ヘン
リー・ダルシーの活動，ダルシーの法
則，地下水の存在形態（飽和帯と不飽和
帯，自由地下水と被圧地下水），透水係
数，定水位・変水位透水試験，現場透水
試験，実流速と見かけ流速

10 地下水理学の応用 井戸理論（被圧・自由地下水），変水位
法による透水係数の求め方，Thiemの
方法，堤体の浸潤線，パイピング，ド
レーン工，河川堤防の破堤事例，沿岸部
の塩水くさび

11 次元解析・相似則の基礎 模型と実物，水理模型実験，レイリーの
次元解析，バッキンガムのπ定理と次
元マトリックス，フルード・レイノルズ
の相似則，ひずみ模型

12 次元解析・相似則の応用 流体中の構造物に作用する流体力解析・
粒子の沈降解析とそれらの演習

13 乱流理論の水理学への
応用

乱流研究の歴史，乱流の定義と概念，自
然界における乱流，レイノルズ応力，プ
ラントルの運動量輸送理論とカルマン
定数，対数流速分布，滑面乱流，粗面乱
流，粗滑遷移領域と壁面摩擦係数，対数
流速分布則，ブラジウスの1/7乗則，円
管乱流，開水路乱流，乱流理論に関する
演習

14 授業の総括と学力確認 水理学2の総括と学力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習として水理学Ⅰ及演習の講義資料・演習・宿題などを復習する．テキスト
（水理学Ⅰ及演習と同一）と授業中の配布資料を復習し，演習問題の結果を自
己分析する．身近な水工施設と授業で学んだ水理学的課題との対応関係を意
識して，水理学の応用性・有用性を認識する．
本授業1回あたりの準備学習・復習時間はそれぞれ2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
水理学（土木・環境系コアテキストシリーズ），竹原幸生，コロナ社，2012年，
【参考書】
授業中に配付する資料，適宜紹介する参考書など
【成績評価の方法と基準】
静水力学，完全流体力学，開水路水理学，管路水理学，地下水理学，次元解
析・相似則，乱流理論の各水理解析手法への理解度，水理学が陸水域の様々
な流れや河川・地下水管理にどのように応用されてどのような工学的意義を
有しているかに関する理解度を評価する．
演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価する．100点満点に
換算した上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
演習では学生と教員とのコミュニケーションを重視して理解促進を図る．
【学生が準備すべき機器他】
ほぼ毎回，演習を実施するので，関数電卓（場合によってPC）を持参するこ
と（携帯電話の電卓機能を使用することは不可）.

【その他の重要事項】
水理学Ⅰ及演習（必修）と本授業をともに履修することによってはじめて他
大学で開講されている水理学系科目の履修水準に達することから，本授業の
履修を推奨する．
【Outline (in English)】
(Course outline)
This course is designed to teach the basis of hydrodynamics and
apply them to solve engineering problems found in rivers, aquifers,
waterworks and sewers. Extending the body of knowledge from
"Hydraulics I and Exercise", this course will cover advanced topics on
dimensional analysis, similarity law, static hydraulics, pipeline and
open channel hydraulics, groundwater dynamics and turbulence.
（Learning Objectives）
Understand how hydraulic analysis of various flows in inland waters
is applied to actual river and groundwater management, and how it
has engineering significance. The goal is to develop the mathematical
analysis skills necessary to solve various hydraulic engineering
problems.
（Learning activities outside of classroom）
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As preparation, review lecture materials, exercises, and homework for
Hydraulics I and exercises. Review the textbook (same as Hydraulics I
and Exercise), the materials handed out in class and the results of the
exercises. Understand the applicability and usefulness of hydraulics
by supposing hydraulic facilities and the hydraulic problems learned in
class. The standard time for preparation and review for each class is 2
hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Evaluate how much students understand hydrostatics, perfect fluid
dynamics, open channel hydraulics, pipe flow hydraulics, groundwater
hydraulics, dimensional analysis/similarity and turbulent flow theory.
Also evaluate if students correctly understand how the fundamental
hydraulics are applied to river and groundwater management and what
kind of engineering significance they have. Comprehensive evaluation
based on practice report (30%) and final exam (70%). After converting to
100 points, a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits (evaluation
D).
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ADE300NC（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築法規（都市）

飯田　直彦

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では建築物の単体規定及び集団規定さらにこれらのファミリーとも
いえる耐震防火改修、バリアフリー、省エネ、リサイクル、景観・みどり・屋
外広告物、宅地防災などの基準や手続きからなる多様多彩な建築関連法令の
概要や目的をその社会的背景や計画的あるいは工学的な意味や意図とあわせ
て学ぶ。君の都市デザインや建築設計をより合理的かつ実行可能なものにす
る上で必要な基本的な姿勢や考え方を培っていく。
【到達目標】
１．建築関連法令の読み方と解釈力を習得できる
２．建築関連法令の内容と趣旨を説明できる力を習得できる
３．法令の本旨を織り込んだプランニングやデザインをする力を習得できる
４．建築士試験受験の基礎を習得できる
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　一般に長文で複雑な建築法規の理解には、これを節や句に分解して条文の構
造を把握した上で、その条文の時代における、社会経済的な背景を知り、か
つ各種工学や都市計画や行政法学などの理論で補うことが欠かせない。
　そこで、講義の第1回から第8回にかけては建築基準法に定める単体規定及
び集団規定ほかをそれらの要点、背景そして目的を、テキスト（教科書）や
授業資料を用いて、その実例を示し、例題を解きながら、学ぶ。次に第9回か
ら第14回にかけてはこれらを応用あるいは展開する職業専門家に着目して、
これからの建築関係法令を展望する。なお、これら学んだ法規を、他者に図
解などして平易に説明でき、かつ、君らしいデザインの姿勢や方針をスケッ
チやイメージや文章を通じて表明できるよう、君は後述する計２回の課題レ
ポートを作成・改良する。以上の進め方と方法の具体詳細については講義や
Hoppiiにおいて紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 まちやいえでみかける

建築法規
・建築物の特徴からみた建築法規の存在
意義。
・まちやいえでみかける建築法規の
一例。
・この講義全体の編成とねらい。
・最低の水準を示す基準vs推奨する水
準を示す基準 (indexとcriteria)。

2 室内環境に関する建築
法規（建築基準法単体規
定１）

室内環境 (採光、換気、熱、音など）や
屋内移動安全に関する建築関連法規。
・法令条文の構成や語法
・ビル衛生法との関連性。

3 構造安全に関する建築
法規（建築基準法単体規
定２）

・質量vs力。
・構造躯体に加わる外力と生じる反力そ
して部材断面や骨組みを流れる応力度。
・建築物を構成する部材の特性。
・骨組みや地盤に生じるおける力のエネ
ルギーの伝達
・構造方法規定と構造計算規定の工学的
意味。

4 防火避難に関する建築
法規（建築基準法単体規
定３）

・火災時の火熱煙ガス等拡大と在館者の
行動特性とに応じた防火避難規定（特
殊建築物，建築物の構造や階数など）。
・消防活動を支える防火避難規定（消防
法を含む）。
・性能設計された建築物での行為制限
・建築火災と市街地火災 (集団規定との
相補）。

5 建築物と各種インフラ・
公共公益サービスとを関
係づける建築法規（都市
計画関連法規との連携）

道路，上下水道，河川，公園，電気ガス，
廃棄物処理などと建築物との関わり。
・敷地分割を制限する理由
・開発許可制度と建築確認制度との連係
・建築物にとって必要な公共財の整備経
営。

6 建築物と敷地と接する道
路に関する建築法規（建
築基準法集団規定１）

・敷地の定義と接道義務規定。
・多様な道路（位置指定道路、２項道
路、３項道路、都市計画道路、私道、敷
地内通路など）。
・道路幅員に応じた沿線建築物の用途や
規模などの制限

7 建築物の用途や高さ等
に関する建築法規（建築
基準法集団規定２）

・用途地域ほかにおける用途や高さ等を
制限する理由（相性悪い用途と補いあ
う用途、影響力ある用途と影響受けや
すい用途、その建築用途が必要とする
公共公益サービス種類、高さや壁面後
退等による相隣調整）。
・相隣調整する他の法規（営業開設許可
制や他の環境公害法令）との相補。
・用途純化志向vs異種用途共生志向。

8 建築物群の密度に関す
る建築法規（建築基準法
集団規定３）

・容積率制限・建蔽率制限・最低敷地面
積制限などの趣旨
・一敷地一建築物原則と一団地認定。
・地域特性に応じた地区計画制度。

9 住まいをめぐる市民と専
門家に関する建築法規
（住宅・宅地関係法ほか）

・すまいとライフステージ (含む住宅金
融や税制）。
・区分所有という仕組みと意思決定（専
用部分と共用部分）。
・性能表示制度、瑕疵担保責任、宅地建
物取引制度。

10 着工前、工事中及び使用
中の手続きに関する建
築法規（建築基準法総則
手続き規定ほか）

・建築確認・検査という仕組み。
・指定材料や型式適合判定という仕
組み。
・工程や品質の管理と工事監理。
・維持保全や定期報告制度。
・不服申し立てと裁決。

11 設計や施工や維持保全
や改修などを担う職業
専門家に関する建築法
規（建築士法ほか）

・資格登録制と業務請負契約。
・違反建築物対策
・監督処分や罰則
・継続的職能開発制度 (CPD制度）
・基準の原則と特例。
・つくる責任とつかう責任。

12 人口減少・少子高齢社会
における良質な建築ス
トックづくり（その１：
再生）

・既存不適格建築物とは何か？
・バリアフリー法・耐震改修促進法・建
築物省エネ法・建設物リサイクル法ほか
・義務付ける基準と推奨する基準
・仕様書風の記述をする基準vs性能を
規定する記述をする基準。

13 人口減少・少子高齢社会
における良質な空間づ
くり（その２：アメニ
ティ）

・景観法、緑・屋外広告物関連法ほか
・パブリックスペースを活用しようとす
る法規
・空き家の再生と空き地の活用など
・すまう・働く・学ぶ・憩う・癒す・育
む・動く・集う空間づくり。

14 人口減少・少子高齢社会
における良質な地域社
会づくり（その３：各種
災害）

・浸水被害や土砂災害などへの宅地
防災、
（各種災害のおそれある区域における重
要な建築物とは？）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習ではテキスト（教科書）の該当する文章や図表を一読する。復習では該
当する条文をインターネットや法令集で再確認するほか、建築法規の実際を
まちやいえでみつける。関係する建築法規の条文を法令集などから見つけ出
し、図表化しながら理解する。このうち、面白い、気になる、将来の自分に役
立つ等と感じた建築法規を後述するノートにメモすることで、課題レポート
の題材の一候補とする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
五條渉　有田智一　石崎和志　萩原一郎　監修；First Stageシリーズ　建築
法規概論四訂版、実教出版、2023年10月、2,500円+税。このほか関連する
法令や、過去や最近、改訂された歴史や法令、諸外国での法令などを適宜、紹
介する。
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【参考書】
建築基準法、建築基準法施行令などは、法令集のほか、法令データ提供シス
テム　電子政府の総合窓口ーeGovをたどると、また、都道府県や市区町村の
定める建築基準条例、建築基準条例施行規則などはその都道府県や市区町村
のホームページの例規集やGIS都市計画情報システムやハザードマップをた
どって閲覧する。このほか、都市計画やまちづくりのネット上の記事は豊富
で、まちでみかける道路、建築物、屋外広告物、地形、水、緑などのほか、事
故や災害を伝える新聞記事、郷土資料館や博物館などに展示された写真や模
型などから関係する建築法規に気づき、その理解を深める。
【成績評価の方法と基準】
２回の課題レポート（100%）。
課題レポートでは、自分が今後の都市デザインあるいは建築設計に特に役立
つと考えた建築法規についてその読み手を後輩または将来の自分を想定して
作成し、上記の到達目標への自分の到達点を確認する。第１回分はその企画
書、第２回分は完成版とし、その建築法規は第１回と第２回とで変更しても
いいし、第２回分では、関連させるべきではないかとあらたに気付いた建築
法規を増補してもいい。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
建築物が他の講義で学ぶ道路・上下水道・公園・河川などインフラと結びつい
ていることに気付く、との声をきいた。建築法規（都市）を君が学ぶ都市プ
ランニング・施設デザインあるいは環境システムにも役立てて欲しいことか
ら、他の講義、演習、実験などをしっかりと学んで欲しい。
【学生が準備すべき機器他】
お知らせや教材を”学習支援システム”（法政ポータルサイト:Hoppii）を通じ
て入手し、テキスト（教科書）とともに身近において欲しい。また、ノートを
一冊、用意して、テキスト（教科書）や教材にある建築法規の要点や図表（な
いしは教科書該当頁）を添えたメモ風に書き込み、受講やレポート作成に備
えて欲しい。
【その他の重要事項】
国・県・市の都市・建築指導行政に携わり、そして建築構造技術者からなる団
体での役員としての勤務経験を有する教員が建築法規の立法、執行及び遵守
における考え方や姿勢を講義する。
【Outline (in English)】
1)　General
In this course, we will learn about various legal rules and procedures
for the regulation of buildings such as building, zoning, aesthetic, sign
and green codes and so on. This course aims to provide you with key
concepts to make your plan or design works reasonable and practical.
2) Objectives
The goal of this course are to A, B, C and D for your career development;
-A: to find related development/building codes to interpret correctly;
-B: to illustrate your design works to get consent for your clients or
stakeholders;
-C: to skill up your design in harmony with the code;
-D: to lay the basis for your Kenchikushi-Exams.
3) Activities besides class room
Before/after each class meeting, you wlll be expected to do more than
two hours activities such as;
-A: to find out your worthy-deserving code in the textbook or other
reference materials on the "Hoppii and in the Hosei Library;
-B: to refer to such-deserving code through the Internet or on related
references;
-C: to take notes actual cases for such worthy-code in your house or
neighborhood;
-D: to prepare for your Interim/Final Report.
4) Grading Criteria
Grading will be done with both Interim(draft)　Report (50%) and Final
Report (50%) on your worthy explaining code.
See you again in ”Hoppii”in detail.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

水文気象学

鈴木　善晴

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水災害から人々の暮らしを守るための防災・減災対策を構築する
ため，あるいは，大気・海洋汚染をはじめとする環境問題の解決策
を探るためには，大気，降水，河川，海洋等に関連した物理現象をよ
く理解し，それらを解析・予測・評価するための工学的・数学的手
法を習得することが不可欠である．本授業では，水や熱の移動・循
環に伴う大気現象を主な対象とする水文気象学の分野について，基
礎的な知識の習得を目指すとともに，その工学上の役割や具体的な
応用事例について学習する．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育到達目標（JABEE）」にお
ける割合は，D（専門基礎学力）：70％，E（専門知識の活用・応用
能力）：30％である．具体的には，①様々な気象現象に対する具体
的なイメージを身に付けるとともに，より高度な専門学習に耐えう
る十分な基礎知識を習得する（D），②水工学分野の技術者として問
題解決に必要な知識や技術を適切に選び取ることができる応用力・
思考力を身に付ける（E），などが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．大気の鉛直構造と大規模な流れ，大
気の熱力学と鉛直安定度，降水過程（雨・雲の生成），大気における
放射・熱収支，メソスケールの現象と台風，気候変動と地球環境問
題，気象災害と観測・数値予報を主要なテーマとし，それらに関す
る基礎的な学習と問題演習を行う．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1.5コマ（前週
の復習およびフィードバックを含む），確認テストとその採点・訂正
に0.5コマ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内
容に関する解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各
自で「学習ノート」の作成を開始する．次に，学習内容への理解を
深めるため，授業の終盤に「確認テスト」に取り組む．第１～２回
と第１１～１２回の授業時にDVD鑑賞を行う予定（感想レポートを
作成・提出）．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 大気の鉛直構造と大

気循環 (1)
大気の化学組成，エーロゾル，大
気の鉛直構造，オゾン層，熱輸送
　

② 大気の鉛直構造と大
気循環 (2)

ハドレー循環，フェレル循環，コ
リオリ力，豪雨災害に関するDVD
鑑賞

③ 大気の熱力学と鉛直
安定度 (1)

気体の状態方程式，静力学（静力
学）平衡，高気圧・低気圧
　

④ 大気の熱力学と鉛直
安定度 (2)

水の相変化，水蒸気圧，熱力学の
第一法則，大気の安定度
　

⑤ 降水過程（雨・雲の
生成）(1)

雲粒および氷晶の生成，暖かい雨
の成長過程，終端落下速度
　

⑥ 降水過程（雨・雲の
生成）(2)

冷たい雨の成長過程，雲および霧
の種類と特徴，前線と気団
　

⑦ 大気における放射・
熱収支 (1)

太陽放射と太陽定数，黒体放射と
その物理法則，放射平衡
　

⑧ 大気における放射・
熱収支 (2)

放射収支，大気による放射の散乱，
放射の吸収と温室効果
　

⑨ メソスケールの現象
と台風 (1)

大気運動のスケール，ベナール型
対流，積乱雲の成長過程
　

⑩ メソスケールの現象
と台風 (2)

メソ対流系および局地風の種類と
特徴，台風の構造と特徴
　

⑪ 気候変動と地球環境
問題 (1)

過去の気候変化と地球温暖化，エ
ルニーニョ現象，ヒートアイラン
ド現象

⑫ 気候変動と地球環境
問題 (2)

大気浮遊物質と越境汚染，酸性雨，
地球温暖化に関するDVD鑑賞

⑬ 気象災害と観測・数
値予報 (1)

気象災害の分類と特徴，防災気象
情報，地上気象観測，アメダス
　

⑭ 気象災害と観測・数
値予報 (2)

気象レーダ・気象衛星観測，数値
予報の概要，全球・メソモデル
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じてインターネット検索等も活用しながら各自の「学習
ノート」を作成し，次回授業前日までに学習支援システムへ提出す
る．また，各回の学習内容に関する「確認テスト」に取り組み，採
点・訂正前後の答案を学習支援システムへ提出するとともに，授業
中の解説・補足説明やフィードバックも参考にして，各自で学習内
容全般の復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とする．

【テキスト（教科書）】
　必要に応じて授業の際にプリントを配付する．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノート30％，確認テスト20％，レポート課題20％，期末試
験30％として，その合計点により評価を行う．合計点が60点以上
70点未満はC（C-，C+を含む），70点以上80点未満はB（B-，B+
を含む），80点以上90点未満はA（A-，A+を含む），90点以上はS
として評価する．
　ただし，全14コマの講義のうち欠席回数が4コマを超えた場合，
あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認めない（評価Dま
たはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし．
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．また，確認テストや期末試験の際に「関数電卓」が
必要となる場合があるので各自で持参すること（持参し忘れた場合
も貸与はしない）．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
In order to create measures for disaster prevention and
mitigation that are necessary to protect civic lives from
water-related disasters, it is essential to deeply understand
phenomena relating with atmosphere, precipitation, river,
ocean and so on and also to learn engineering techniques
and mathematical methods for analysis, prediction and
evaluation of such phenomena. This course is designed to
acquire fundamental knowledge of hydrometeorology, that is
mainly relating with atmospheric phenomena caused by the
transfer and circulation of water and heat, and also to learn
some application examples. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on personal
study notebooks (30%), in-class exercises (20%), homework
reports (20%), and term-end examination (30%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

海洋環境工学

東　博紀、越川　海

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
海洋に関する基礎的な知識から最新の科学的知見まで幅広に学習するととも
に、工学・環境学の技術者に必要な基礎理論と数理モデルを習得する。
【到達目標】
①沿岸・内湾～全球スケールにおける海の流動や循環、海洋の生態系など、海
岸工学・海洋学に関する基礎知識を幅広く習得する。
②津波・高潮、富栄養化、気候変動など、海にまつわる災害・環境問題を理解
する。
③海洋環境の保全・改善に向けた日本と世界の取組みを理解する。
④波の基礎理論および赤潮・貧酸素水塊の数理モデルを習得する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
配付資料を用いた講義・問題演習を行う。第1～10回および第13・14回では、
奇数回目において海洋学の基礎や海の災害・環境問題について総合的理解を
深め、偶数回目で前講義内容に関わる基礎理論の解説・問題演習を行う。第
11・12回では、海の環境保全・改善に関する日本と世界の取組みについて学
習する。リアクションペーパーの配布・提出を毎回行い、次の授業のはじめに
寄せられたコメント・質問を取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、海の構造と

観測
海の深さ・海底地形、海の色、水温・塩
分・海水密度の鉛直構造、海の流れと種
類、潮汐の発生メカニズム、海洋観測

2 波の基礎理論1(演習) 長波と深水波、微小振幅波理論の解説
と問題演習

3 海にまつわる災害～津
波と高潮～

津波・高潮の発生メカニズム、災害事
例、災害に伴って発生する環境問題

4 波の基礎理論2(演習) 微小振幅波理論 (第2回の続き)、分散関
係式、津波の伝播速度・到達時間の解説
と問題演習

5 沿岸・内湾の富栄養化問
題1

海洋生態系の基礎、生命の起源、水生生
物の種類と食物網、海洋の一次生産、赤
潮の発生メカニズム

6 生態系の数理解析1(演
習)

Excelを用いた赤潮・貧酸素水塊の予測
モデルの構築 (その1)

7 沿岸・内湾の富栄養化問
題2

干潟の種類、底生生物の種類、二枚貝
(アサリ)の生活史、貧酸素水塊の発生メ
カニズム、底生生物の水質浄化作用

8 生態系の数理解析2(演
習)

Excelを用いた赤潮・貧酸素水塊の予測
モデルの構築 (その2)

9 わが国の沿岸環境の現
状と保全

環境基本法、水質汚濁防止法、排水基
準、環境基準、総量規制制度、生活排水
対策

10 生態系の数理解析3(演
習)

Excelを用いた赤潮・貧酸素水塊の予測
モデルの構築 (その3)

11 海洋環境保全のための
国際的取組み

海洋汚染防止に関する国際条約とわが
国の取り組み

12 海洋資源開発と環境保全 海底鉱物資源の基礎知識、海底鉱物資
源開発の現状、海底鉱物資源開発によ
る環境影響

13 地球規模の大気・海洋循
環と温暖化の影響

水の状態変化、地球の水・熱循環、地球
規模の大気循環、海洋の風成循環と熱
塩循環、気候変動・地球温暖化の影響

14 海洋循環の基礎理論 (演
習)

コリオリ力、地衡流の解説・問題演習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で使用したスライド資料、配布資料、問題演習 (全てエチュードにアップ
する)を復習する。第2・4・14回の問題演習では水理学が、第6・8・10回で
はExcelの表計算が基礎になるため、関連科目を復習してから授業に臨む。第
6・8・10回で構築した赤潮・貧酸素水塊予測モデルを用いたレポート課題に
取組む。本授業の準備・復習時間は2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業の際に資料や演習ファイルを配布する。
【参考書】
海洋学 (Paul R. Pinet著、東京大学大気海洋研究所監訳、東海大学出版会)、
海岸工学 (木村、森北出版)、沿岸の海洋物理学 (宇野木、東海大学出版会)

【成績評価の方法と基準】
波 (第1～4回)と海洋循環 (第13・14回)の基礎理論に関する単元課題30％、
授業(第5～10回)で作成する赤潮・貧酸素水塊のExcelモデルを用いたレポー
ト70％を標準的な配点として、その合計点で評価する。なお、4回を超える
欠席は単位取得を認めない (評価DまたはE)。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業では、毎回出席票(リアクションペーパー)を配付・回収し、授業
で分からなかったところや授業の改善要望などを自由形式で記述してもらい、
学生の理解度の把握や意見の収集に努めた。寄せられた質問については次回
の講義で補足説明を行うなど、授業にフィードバックさせた。引き続き、今年
度も可能な限り学生からの質問や要望を集め、分かりやすい授業に努めたい。
【学生が準備すべき機器他】
●毎回ノートパソコンを持参すること（特に、第6・8・10回は演習でExcel
を使用するため必須）。忘れても貸し出しはしない。
●レポート課題の提出には学習支援システムを利用する。
【その他の重要事項】
現役の研究者が、海洋学と環境保全に関する基礎理論から最新の科学的知見
までを幅広に紹介・解説するとともに、人間活動が海域環境に及ぼす影響を
予測する数値シミュレーションモデルについて指導する。
【Outline (in English)】
This course deals with the oceanography for civil and environmental
engineering. The goals of this course are to understand basic knowledge
of oceanography, especially mathematical physical theories, numerical
modelling for coastal biogeochemical cycles, and national/international
environmental management. Before/after each class meeting, students
will be expected to spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on term-end report
(70%) and short reports (30%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

流域水文学

鈴木　善晴

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水災害から人々の暮らしを守るための防災・減災対策を構築する
ため，あるいは，大気・海洋汚染をはじめとする環境問題の解決策
を探るためには，大気，降水，河川，海洋等に関連した物理現象をよ
く理解し，それらを解析・予測・評価するための工学的・数学的手
法を習得することが不可欠である．本授業では，河川，水資源，上
下水道等に関わる水工学の基盤分野として，流域水文学に関する基
礎的な知識・技術の習得を目指すとともに，具体的な応用事例につ
いて学習する．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育到達目標（JABEE）」に
おける割合は，D（専門基礎学力）：20％，E（専門知識の活用・
応用能力）：60％，F（総合デザイン能力）：20％である．具体的
には，①様々な水文現象に対する具体的なイメージを身に付けると
ともに，より高度な専門学習に耐えうる十分な基礎知識を習得する
（D），②水工学分野の技術者として問題解決に必要な知識や技術を
適切に選び取ることができる応用力・思考力を身に付ける（E，F），
などが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．水循環と水文過程（水文学の定義と
体系），流域平均雨量の把握（点から面への展開），水文統計・水工
計画（確率水文量の推定），流域水収支と流出成分（有効雨量と流出
成分の分離），流出モデルと流出解析（流出モデルの分類と特徴）を
主要なテーマとし，それらに関する演習課題への取り組みを通じて
理解を深める．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識の学習に1コマ（前週の復習
およびフィードバックを含む），演習問題への取り組みに1コマ程度
の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関する解説
を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学習ノー
ト」の作成を開始する．次に，学習内容への理解を深めるため，授
業の後半は各回の主要テーマに関する「演習問題」に取り組み，ヒ
ントや補足説明を聴きながら各自で答案を作成する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 水循環と水文過程 (1) 水文学の定義と体系，地球上の水

循環，様々な水文過程
　

② 水循環と水文過程 (2) 第1回の講義内容に関する問題演習
　

③ 流域平均雨量の把握
(1)

水循環系の状況変化，流域平均雨
量（点から面への展開）
　

④ 流域平均雨量の把握
(2)

第3回の講義内容に関する問題演習
　

⑤ 水文統計・水工計画
(1)

確率水文量の推定，確率分布，超
過・非超過確率，再現期間
　

⑥ 水文統計・水工計画
(2)

第5回の講義内容に関する問題演習
　

⑦ 流域水収支と流出成
分 (1)

流出と蒸発散，有効雨量・損失雨
量，有効雨量と流出成分の分離
　

⑧ 流域水収支と流出成
分 (2)

第7回の講義内容に関する問題演習
　

⑨ 流出モデルと流出解
析 (1)

流出モデルの分類と特徴，単位図
法（ユニットハイドログラフ）
　

⑩ 流出モデルと流出解
析 (2)

第9回の講義内容に関する問題演習
　

⑪ 流出モデルと流出解
析 (3)

合理式によるピーク流量の推算，
タンクモデルと貯留関数法
　

⑫ 流出モデルと流出解
析 (4)

第11回の講義内容に関する問題
演習
　

⑬ 総括・復習 (1) 第1回から第12回までの総括およ
び復習として期末試験を実施
　

⑭ 総括・復習 (2) 第13回の期末試験に関する補足
説明
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じてインターネット検索等も活用しながら各自の「学習
ノート」を作成し，次回授業前日までに学習支援システムへ提出す
る．また，次回授業時の補足説明やフィードバックも参考にして，
各自で演習問題および学習内容全般の復習を行う．本授業の準備学
習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　必要に応じて授業の際にプリントを配付する．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容30％，演習問題への取り組み40％，期末試験
30％の配点とし，その合計点により評価を行う．合計点が60点以上
70点未満はC（C-，C+を含む），70点以上80点未満はB（B-，B+
を含む），80点以上90点未満はA（A-，A+を含む），90点以上はS
として評価する．
　ただし，全14コマの講義のうち欠席回数が4コマを超えた場合，
あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認めない（評価Dま
たはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．また，演習問題への取り組みや期末試験の際に「関
数電卓」が必要となる場合があるので持参すること（持参し忘れた
場合も貸与はしない）．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
In order to create measures for disaster prevention and
mitigation that are necessary to protect civic lives from
water-related disasters, it is essential to deeply understand
phenomena relating with atmosphere, precipitation, river,
ocean and so on and also to learn engineering techniques and
mathematical methods for analysis, prediction and evaluation
of such phenomena. This course is designed to acquire
fundamental knowledge of watershed hydrology, that is a
foundation of water engineering relating with river, water
resources, water supply and sewerage, and also to learn
some application examples. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on personal
study notebooks (30%), in-class exercises (40%), and term-end
examination (30%).
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

溝渕　利明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録：80％，卒業研究1報告書：20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
Learning Objectives
The Learning Objectives is to acquire the ability to identify problems,
the ability to solve problems, and the ability to communicate through the
execution of graduation research and to understand the issues, clarify
the background, support the issues with indicators, predict the future
of the problems and issues, etc., using objective explanatory materials,
and have the ability to explain them at a level that anyone can easily
understand.
Learning activities outside of classroom
It is to proceed with graduation research in the laboratory.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Comprehensive evaluation will be made based on the status of research
efforts and Graduation Research 1 Report.
Graduation research 1 implementation record: 80% Graduation
research 1 report: 20%
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

今井　龍一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Attitude to study on a daily basis:80%，Graduation Research 1
Report:20%
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

内田　大介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Attitude to study on a daily basis:80%，Graduation Research 1
Report:20%，
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

高見　公雄

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
時間調整上必要な場合にリモート方式を採り入れる場合がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Attitude to study on a daily basis:80%，Graduation Research 1
Report:20%
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

鈴木　善晴

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水工学の分野の中から各自が選択した研究テーマに関するの基礎
的な知識や，コンピュータやプログラミング等に関する基本的なス
キルを習得するとともに，各自の研究テーマに関する具体的な研究
課題に取り組むことで，卒業論文の執筆に必要な知識やスキルのレ
ベルアップを目指す．

【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読す
ることで関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題へ
の取り組みを通じてコンピュータやプログラミング等に関する基本
的なスキルを習得する．さらには，各自の研究テーマにおける具体
的な問題・課題への認識および理解を深め，卒業論文の執筆へ向け
た研究計画を自ら立案・実行することができるように各自のレベル
アップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業における学習目
標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　水工学の分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り
組む．既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習
得等を通じて各自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，
研究室全体の進捗報告や担当教員との個別ミーティングを交えなが
ら独自に調査・解析を進め，最終成果としての卒業論文の執筆を目
指す．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や

学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータや
プログラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な
研究課題への取り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が
必要である．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【成績評価の方法と基準】
　研究への取り組み状況・実施記録（80％），卒業研究１報告書（20％）
により総合的に評価を行う．ただし，研究従事時間が90時間未満の
場合には不合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
　特になし

【その他の重要事項】
　特になし
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【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an
engineer / researcher and to improve the ability to organize and
solve problems based on the specialized knowledge acquired
by the third year. The course format is different from
other subjects, and each student conducts research on issues
according to the specialized field of the academic advisor. The
results will be submitted as a graduation thesis and will be
examined. In the process, cultivate the ability to compile and
publish treatises. Before/after each activity in the lab, students
will be expected to spend hour hours to study about research
technique and knowledge. Grading will be decided based on
the quality of the students’ performance in the lab (80%), and
research report (20%).
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

福島　秀哉、荻原　知子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室での作業やフィールドにおける調査等によって、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
Outline: The purpose of this course is to improve the qualifications as
an engineer / researcher and to improve the ability to organize and solve
problems based on the specialized knowledge acquired by the third year.
The course format is different from other subjects, and each student
conducts research on issues according to the specialized field of the
academic advisor. The results will be submitted as a graduation thesis
and will be examined. In the process, cultivate the ability to compile
and publish treatises.
Objectives: To acquire the ability to find, solve, and communicate
problems through the execution of graduation research.
To understand the issues, clarify the background, corroborate with
indicators, and predict the future of the issues through logical
explanations using objective materials.
Learning activities outside of classroom: Research will be conducted
through work in the laboratory and surveys in the field.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours.
Grading Criteria /Policy: The students will be evaluated comprehen-
sively on the basis of their research efforts and graduation research
report.
Graduation Research Record: 80%, Graduation Research Report: 20%.
However, students who have spent less than 90 hours on research will
fail.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

山本　佳士

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録：80％，卒業研究1報告書：20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
Learning Objectives
The Learning Objectives is to acquire the ability to identify problems,
the ability to solve problems, and the ability to communicate through the
execution of graduation research and to understand the issues, clarify
the background, support the issues with indicators, predict the future
of the problems and issues, etc., using objective explanatory materials,
and have the ability to explain them at a level that anyone can easily
understand. Learning activities outside of classroom It is to proceed
with graduation research in the laboratory.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Comprehensive evaluation will be made based on the status of research
efforts and Graduation Research 1 Report. Graduation research 1
implementation record: 80% Graduation research 1 report: 20%

— 519 —



SDGs　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる
14 研究の実施 研究成果をまとめる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The goal of this course is to prepare students for engineering or science
careers. Problem-solving skills will be developed using the technical
knowledge obtained in their three years of university study. The form
of classes differs from other subjects. Students will conduct research
on each subject related to their supervisor’s field of study. The results
of this study will be completed and defended in their senior thesis.
Students will cultivate their writing and presentation skills through
work in this course.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
The students will be evaluated comprehensively on the basis of their
research efforts and the Graduation Research 1 Report as follows;
Graduate Research 1 Implementation Record: 80%, Graduate Research
1 Report: 20%, provided that students who have spent less than 90
hours on research will fail.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

道奥　康治

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
対面形式を基本として，状況に応じてオンラインを含めながら授業を実施す
る．授業計画の変更がある場合にはその都度，関係学生に周知する．
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が担

う学問領域はどういうものかの理解を
深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するととも
に、関連すると思われる先行論文を読
み込み、都市計画的な論理思考を理解
する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、自己
の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に関
する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種統
計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
下記の評価基準を基本としながら成績評価の方法と基準を随時調整する．具
体的には研究室ゼミなどを通して別途示す．
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録：80％，卒業研究1報告書：20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な教育研究指導経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
(Course outline)
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
（Learning Objectives）
Acquire the ability to identify problems, the ability to solve problems,
and the ability to communicate through the performance of graduation
research. Understand engineering issues and background, predict the
problems and issues in future, etc..
（Learning activities outside of classroom）
Carry out graduation research in the laboratory and at home. The
standard time for preparation and review for this class is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Based on the following evaluation criteria, the method and criteria for
grade evaluation will be adjusted as needed. Specifics will be shown
separately through laboratory seminars. Comprehensive evaluation
will be made based on the status of research efforts and graduation
research 1 report. Graduation Research 1 implementation record: 80%,
Graduation Research 1 report: 20%. However, applicants who have
engaged in research for less than 90 hours will be disqualified.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

溝渕　利明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
The Learning Objectives is to acquire basic knowledge, including related
fields, by carefully reading reference materials such as books and
academic papers related to individual research themes. And, students
acquire basic skills related to computers and programming through
working on exercises. In addition, students will deepen their awareness
and understanding of specific problems and issues in their research
themes and improve their level (problem-solving ability) so that they
can formulate and implement their own research plan for writing their
graduation thesis.
Learning activities outside of classroom
A wide range of continuous learning outside of class is required, such
as acquiring basic knowledge related to individual research themes,
acquiring basic skills related to computers and programming, and
working on specific research issues.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Intermediate Presentation, Graduation Research 2 Applicants who pass
the Intermediate review of the Intermediate report will be evaluated
based on their research efforts and final review (graduation thesis,
research summary, research presentation).
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The evaluation will be based on the status of research efforts,
graduation thesis (50%), research summary (25%), and research
presentation (25%).
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

今井　龍一

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
Students who have passed the mid-term examination of the mid-term
report will be evaluated on the basis of their commitment to the research
and the final examination (graduation thesis, research outline, and
research presentation).
The evaluation will be based on the status of research efforts and
a weighting of 50% for the graduation research paper, 25% for the
research outline, and 25% for the research presentation.
Students who work less than 180 hours on research will fail the
examination.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Graduation thesis and Attitude to study on a daily basis:50%, Summary
of research:25%, research presentation:25%
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

高見　公雄

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，4年前期までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者とし
ての資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とし
たものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野
に応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
　卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身
につける。
　課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・
課題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に
理解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 研究テーマの理解と多

面的検証
AB期までに確定した研究テーマについ
て，中間まとめを踏まえ一層多角的観
点からの確認を行う

② 論文の構成展望 様々に収集した研究テーマに即した情
報を整理し，論文構成にどのように活
用していくかの展望を整理する
　

③ 研究の実施、深度化 (1) とりまとめに向け，深度化を図る項目
を抽出し，一層の情報収集または分析
を進める
　

④ 研究の実施、深度化 (2) とりまとめに向け，深度化を図る項目
を抽出し，一層の情報収集または分析
を進める

⑤ 研究の実施、深度化 (3) とりまとめに向け，深度化を図る項目
を抽出し，一層の情報収集または分析
を進める
　

⑥ 研究の実施、深度化 (4) とりまとめに向け，深度化を図る項目
を抽出し，一層の情報収集または分析
を進める

⑦ 研究の実施、深度化 (5) とりまとめに向け，深度化を図る項目
を抽出し，一層の情報収集または分析
を進める
　

⑧ 研究の実施、深度化 (6) とりまとめに向け，深度化を図る項目
を抽出し，一層の情報収集または分析
を進める
　

⑨ 論文構成の再点検 (1) これまでの情報収集，分析を踏まえ想
定していた論文の構成を再点検し，必
要な修正を行う
　

⑩ 論文構成の再点検 (2) これまでの情報収集，分析を踏まえ想
定していた論文の構成を再点検し，必
要な修正を行う
　

⑪ 取りまとめへの取り組
み (1)

取りまとめへの取り組み着手，指導教
員とのディスカッション
　
　

⑫ 取りまとめへの取り組
み (2)

取りまとめの深度化，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 取りまとめへの取り組
み (3)

取りまとめの深度化，指導教員との
ディスカッション
　
　

⑭ 取りまとめへの取り組
み (4)

取りまとめの深度化，指導教員との
ディスカッション．プレゼンテーショ
ンの観点からの点検と修正
　
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
最低限の学習時間は規定されているものの，効率的により深く意義ある成果
を得ることを目標に，授業時間という概念よりも，研究に向かう時間管理が
重要となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the previous term. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
Students who have passed the mid-term examination of the mid-term
report will be evaluated on the basis of their commitment to the research
and the final examination (graduation thesis, research outline, and
research presentation).
The evaluation will be based on the status of research efforts and
a weighting of 50% for the graduation research paper, 25% for the
research outline, and 25% for the research presentation.
Students who work less than 180 hours on research will fail the
examination.
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鈴木　善晴

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水工学の分野の中から各自が選択した研究テーマに関するの基礎
的な知識や，コンピュータやプログラミング等に関する基本的なス
キルを習得するとともに，各自の研究テーマに関する具体的な研究
課題に取り組むことで，卒業論文の執筆に必要な知識やスキルのレ
ベルアップを目指す．

【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読す
ることで関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題へ
の取り組みを通じてコンピュータやプログラミング等に関する基本
的なスキルを習得する．さらには，各自の研究テーマにおける具体
的な問題・課題への認識および理解を深め，卒業論文の執筆へ向け
た研究計画を自ら立案・実行することができるように各自のレベル
アップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業における学習目
標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　水工学の分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り
組む．既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習
得等を通じて各自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，
研究室全体の進捗報告や担当教員との個別ミーティングを交えなが
ら独自に調査・解析を進め，最終成果としての卒業論文の執筆を目
指す．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や

学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や
学術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等
に関する課題演習，各種分析手法
に関する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータや
プログラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な
研究課題への取り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が
必要である．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【成績評価の方法と基準】
　中間発表・卒業研究2中間報告書に基づいた中間審査を経て，研究
への取り組み状況および最終審査（卒業研究論文，論文概要，研究
発表）により総合的に評価を行う．各評価項目の比率は，研究への
取り組み状況と卒業研究論文50％，論文概要25％，研究発表25％
とする．ただし，研究従事時間が180時間未満の場合には不合格と
する．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　特になし

【その他の重要事項】
　特になし

【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme
selected from the specialized field and basic skills related to
computers, programming, etc., and by tackling specific issues
related to each research theme, the student improves the
level of knowledge and skills necessary for writing graduation
thesis. Before/after each activity in the lab, students will
be expected to spend hour hours to study about research
technique and knowledge. Grading will be decided based on
the quality of the students’ performance in the lab including
the thesis (50%), research abstract (25%), and research
presentation (25%).
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

福井　恒明、荻原　知子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
Outline:
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
Objectives:
To acquire basic knowledge of related fields by reading books, academic
papers, and other reference materials related to their own research
themes. In addition, students will acquire basic skills related to
computers and programming by working on exercises. Furthermore,
the learning goal of this class is to deepen students’ understanding of
specific problems and issues in their research themes and to improve
their problem-solving skills so that they can formulate and implement
their own research plans for writing their graduation theses.
Learning activities outside of classroom:
　 A wide range of continuous learning outside of class time is
required, including acquisition of basic knowledge of each student’s
research theme, acquisition of basic skills related to computers and
programming, etc., and work on specific research problems.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours.
Grading Criteria /Policy:
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Students who have passed the interim review of their interim
presentation and interim graduation research report will be evaluated
based on their research efforts and the final review (graduation research
paper, research outline, and research presentation). The evaluation will
be based on the weighting of the student’s research efforts, graduation
research thesis (50%), research outline (25%), and research presentation
(25%). However, students who have spent less than 180 hours on
research will fail the examination.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

山本　佳士

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
The Learning Objectives is to acquire basic knowledge, including related
fields, by carefully reading reference materials such as books and
academic papers related to individual research themes. And, students
acquire basic skills related to computers and programming through
working on exercises. In addition, students will deepen their awareness
and understanding of specific problems and issues in their research
themes and improve their level (problem-solving ability) so that they
can formulate and implement their own research plan for writing their
graduation thesis.
Learning activities outside of classroom
A wide range of continuous learning outside of class is required, such
as acquiring basic knowledge related to individual research themes,
acquiring basic skills related to computers and programming, and
working on specific research issues.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Intermediate Presentation, Graduation Research 2 Applicants who pass
the Intermediate review of the Intermediate report will be evaluated
based on their research efforts and final review (graduation thesis,
research summary, research presentation).
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

酒井　久和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
In this course, students will acquire basic knowledge about the topic of
their thesis as well as basic computer and programming skills. Tasked
with concrete topics, students will obtain the higher-level skills and
knowledge necessary for writing their thesis.
The students will be evaluated comprehensively as follows;
Presentation: 25%, Abstract: 25%, Thesis: 50%, provided that students
who have spent less than 180 hours on research will fail.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

道奥　康治

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学術

論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学術
論文等の精読，既往研究のレビュー，数
値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に関
する課題演習，各種分析手法に関する
基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な研究
課題に関する調査・解析，指導教員との
ディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する豊富な教育研究指導経験を有する専任教員が，研究指導を
行う．
【Outline (in English)】
(Course outline)
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
（Learning Objectives）
Acquire basic knowledge in the assigned theme by reading literatures
related to individual research themes. Students develop basic skills
related to computers and programming through working on exercises.
In addition, students deepen their understanding of specific issues in
their research themes, and improve their problem-solving ability so that
they can formulate and implement their own research plan for writing
their graduation thesis.
（Learning activities outside of classroom）
A wide range of continuous learning outside of class is required, such
as acquiring basic knowledge related to individual research themes,
acquiring basic skills related to computers and programming, and
working on specific research issues. The standard time for preparation
and review for this class is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）
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Interim Presentation, Graduation Research 2 Applicants who pass the
interim review of the interim report will be evaluated based on their
research efforts and final review (graduation thesis, research summary,
research presentation). The evaluation will be based on the status of
research efforts, graduation thesis (50%), research summary (25%), and
research presentation (25%). However, applicants who have engaged in
research for less than 180 hours will be disqualified.
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CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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SDGs　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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SDGs　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分け，
授業のガイダンス，教員ごとの当
授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の取
り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り組
み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り組
み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公務
員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方公
務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士の
詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳細
な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建設
協会の支援を得てゼネコンや橋梁
メーカの詳細な内容を説明する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援を
得て建設コンサルタントの詳細な
内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等の
支援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生活
の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

社会基盤概論

今井　龍一、山本　佳士

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業の目的は，都市環境デザイン工学の技術によって現代の文
明社会を支えているインフラストラクチャーについて，その機能や
仕組み，施設の概要を理解することである.

【到達目標】
代表的なインフラストラクチャーの種類や仕組みについて理解する。
それぞれのインフラストラクチャーを構成する施設について理解
する。
それぞれのインフラストラクチャーの代表的な事例を知る。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
インフラストラクチャーの種類ごとにその内容を講義にて説明する。
見学会を実施して具体的な施設を見学する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクショ

ン・道路1
授業の概要と進め方，道路ネット
ワークと幾何構造，道路整備の仕
組みと事業

2 道路２ 構造物各論，土工・構造物・トン
ネル

3 橋梁 下部構造，上部構造，施工
4 河川１ 治水・利水・親水
5 河川２ 流域管理と水害防止
6 上下水道・水の供給 水道や用水供給の仕組み，排水浄

化
7 通信・エネルギー 通信網の仕組み，エネルギー供給

の仕組みと施設
8 港湾・空港 物流の概要，物流網を支える仕組

みと施設
9 鉄道と自動車交通 鉄道網を支える施設，バス・自動

車交通の仕組み
10 都市計画事業 土地区画整理事業や市街地再開発

事業の仕組みと成果
11 防災インフラ 海岸防災や土砂災害の考え方と施

設
12 見学会（１） 道路または河川事業
13 見学会（２） 道路または河川事業
14 まとめ 全体の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後に講義内容を復習し，指示されたレポートを作成する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
その都度紹介する。

【成績評価の方法と基準】
数回実施するレポートによって評価する（100%）。
欠席4回以上は単位取得を認めない（評価D）。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
見学会については授業時間外（土日を含む）に実施する可能性がある。
詳しくは初回授業時に説明する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to understand the functions,
mechanisms and outline of facilities related to infrastructure,
which supports modern society through the technologies of civil
and environmental engineering.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1. Understand the types and mechanisms of typical
infrastructures.
2. To understand the facilities that make up an infrastructure.
3. To know the typical examples of infrastructure.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

コンクリート工学及演習 X

溝渕　利明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンクリートに使用される材料の基本的な特性を把握するとともに，
その歴史的な背景についても学ぶこと及びそれらの材料を組み合わ
せたコンクリートのフレッシュ性状，硬化後の性状，耐久性などの
諸物性の基本的な事項を学ぶとともに，施工上あるいは構造物の設
計上必要な諸物性を付与させるための配合設計についてその基本概
念を身につけることを本授業のテーマとする。

【到達目標】
コンリート構造物の建設に使用される主要材料の歴史的背景を学ぶ
とともに，それらの材料の物理的・化学的・力学的諸特性について，
使用上熟知しておくべき基礎的事項を身につける。さらに，これら
諸材料の材料設計に関する基本的な考え方を修得するとともに，コ
ンクリートのフレッシュ・硬化特性の把握，耐久性，劣化現象の把
握，コンクリートの配合設計手法の取得を本授業の到達目標とする。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
コンクリート構造物を建設する際の主な構成材料は、コンクリート
と鋼材である。本科目では、コンクリートや鋼材がどのようなもの
か、どのような素材で作られているか、用途はどうかなどについて
講義するとともに演習課題を出してその理解度を確認する。また、
現場においてコンクリート材料がどのように用いられているかにつ
いて講義するとともにその理解度の確認を行う。さらに、現代の土
木構造物の大半を占める鉄筋コンクリート構造物の主要構成要素で
あるコンクリートの基本的な性質（フレッシュコンクリート、硬化
コンクリート）及びコンクリートの耐久性，その照査法に関する基
礎的な知識を習得していくとともに、コンクリートの材料設計であ
る配合設計の最も基本的な示方配合の算定について講義するととも
に，演習問題を通してその理解度を確認する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート分野か

ら観た土木史および
セメント・コンク
リートの歴史

古代から近世までの建設・コンク
リート分野の視点から観た土木史
について概説する。また，古代コ
ンクリートから現在使われている
セメント・コンクリートの歴史に
ついて概説する。

2 コンクリート材料
（セメントの基本特
性）

コンクリート材料であるセメント
の種類，化学成分，水和反応など
の基本的な特性について概説する。

3 コンクリート材料
（骨材の基本特性）

骨材の種類，基本的な物理特性等
を概説する。また，軽量骨材やス
ラグ骨材など各種骨材の特性など
を説明する。

4 コンクリート材料
（混和材料）

混和材料である化学混和剤の種類，
特徴，用途などを概説する。また，
混和材の種類，特徴，用途などを
概説する。

5 鋼材（基本特性） 鋼材の基本的な特性，鉄筋の種別，
性質などを概説する。

6 建設に用いるその他
の材料

建設に用いる木材，石材，新材料
について概説する。

7 コンクリートの性質
（フレッシュコンク
リート）

フレッシュコンクリートの基本的
な特性について概説する。

8 コンクリートの性質
（硬化コンクリート）

硬化コンクリートのうち，力学的
特性について概説する。

9 コンクリートの性質
（硬化コンクリート，
その他の特性）

硬化コンクリートのうち，その他
の特性について概説する。

10 コンクリートの性質
（フレッシュ，硬化コ
ンクリートの特性）

フレッシュコンクリート及び硬化
コンクリートの特性についての演
習問題を行う。

11 建設に用いる材料お
よびコンクリートの
性質に関する復習

これまで学んできた建設に用いる
材料およびコンクリートの性質に
ついて，重要なポイントについて
説明するとともに，復習を行う。

12 建設材料およびコン
クリートの性質に関
する総合演習

建設材料及びフレッシュコンク
リート，硬化コンクリートに関す
る総合演習を行う。

13 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの耐久性について概
説するとともに，コンクリートの
劣化原因である塩害及び中性化に
ついて概説する。

14 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの劣化原因である塩
害及び中性化について概説すると
ともに，それらについての演習問
題を行う。

15 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因であるア
ルカリ骨材反応，化学的浸食，凍
害，その他の劣化について概説す
る。

16 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因であるア
ルカリ骨材反応，化学的浸食，凍
害，その他の劣化について概説す
るとともに，それらについて演習
問題を行う。

17 コンクリートの耐
久性
（ひび割れの診断と補
修）

コンクリートのひび割れ発生原因
について概説するとともに，それ
らの補修方法，抑制方法について
概説及び演習問題を行う。

18 コンクリート構造物
の耐久性照査

コンクリート構造物の耐久設計，
耐久性照査について概説するとと
もに，その照査方法に関する演習
問題を実際の事例を交えながら行
う。

19 コンクリートの配合
設計
（基本事項）

コンクリートの配合設計の基本事
項について概説する。
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20 コンクリートの配合
設計
（配合設計の手順）

コンクリートの配合設計の手順を
概説するとともに，演習問題を行
う。

21 コンクリートの配合
設計の演習

コンクリートの配合設計の演習問
題を行う。

22 コンクリートの配合
設計演習（事例を基
にした材料設計）

実構造物での事例に基づいて，材
料設計（材料選定，耐久設計，配合
設計）についての演習問題を行う。

23 コンクリートの製造
技術及びコンクリー
トの品質管理・検査
技術

コンクリートの製造方法，練混ぜ
技術，レディーミクストコンク
リートの業務，役割，製造品目，
製造方法について，
品質管理とは何か，品質管理と検
査との違い

24 コンクリートの運搬
技術

運搬の種類，ポンプ圧送の方法，
技術的な課題，ポンプ車について

25 コンクリートの施工
方法

コンクリートの打込み，締固め，
養生，仕上げについて

26 コンクリート構造物
の仮設

仮設の考え方，仮設資材，仮設の
種類，材料の選定，設計 (荷重)，
取外し時期および特殊型枠

27 鉄筋の加工・組立 鉄筋の加工，組立て，継手の種類・
施工

28 コンクリートの施工
に関する総合演習

施工の考え方などについて，これ
までの内容についての復習，演習
問題を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前にテキストの該当する箇所を熟読しておく
講義内容の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
コンクリート技術の要点；日本コンクリート工学会

【参考書】
コンクリート診断技術；日本コンクリート工学会
コンクリート崩壊;PHP新書 (電子書籍)
トコトンやさしい土木技術の本
トコトンやさしい土木施工の本
施工がわかるイラスト土木入門

【成績評価の方法と基準】
演習問題，中間・期末試験による。指定した回数以上の欠席者につ
いては期末試験の受験資格がないものとする。
演習問題 (20%),中間試験 (40%),期末試験 (40%)

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【Outline (in English)】
The main theme of this lecture is to learn about the historical
background on basic properties of materials used for concrete
and to acquire the basic concept of design of mix proportion
considering various properties required for construction or
design of the concrete structures. Additionally, students learn
the basic knowledge of various properties such as properties of
fresh concrete, properties of hardened concrete and durability
of concrete after mixing these materials.
Learning Objectives
The learning goal is to learn the historical background of the
main materials used in the construction of concrete structures,
as well as the basic knowledge of the physical, chemical, and
mechanical properties of these materials for use. Furthermore,
in addition to learning the basic concepts of material design
for these materials, the goal of this course is to understand
the freshness and hardening characteristics of concrete, to
understand durability and deterioration phenomena, and to
acquire the techniques on concrete mix design.
Learning activities outside of classroom
Peruse the relevant parts of the text beforehand
Review of lecture content

The standard time for preparation and review for this class is
2 hours each.
Grading Criteria /Policy
Exercises (30%), midterm exam (30%), final exam (40%)
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

コンクリート工学及演習 Y

伊藤　誠

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンクリートに使用される材料の基本的な特性を把握するとともに，
その歴史的な背景についても学ぶこと及びそれらの材料を組み合わ
せたコンクリートのフレッシュ性状，硬化後の性状，耐久性などの
諸物性の基本的な事項を学ぶとともに，施工上あるいは構造物の設
計上必要な諸物性を付与させるための配合設計についてその基本概
念を身につけることを本授業のテーマとする。

【到達目標】
コンリート構造物の建設に使用される主要材料の歴史的背景を学ぶ
とともに，それらの材料の物理的・化学的・力学的諸特性について，
使用上熟知しておくべき基礎的事項を身につける。さらに，これら
諸材料の材料設計に関する基本的な考え方を修得するとともに，コ
ンクリートのフレッシュ・硬化特性の把握，耐久性，劣化現象の把
握，コンクリートの配合設計手法の取得を本授業の到達目標とする。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
コンクリート構造物を建設する際の主な構成材料は、コンクリート
と鋼材である。本科目では、コンクリートや鋼材がどのようなもの
か、どのような素材で作られているか、用途はどうかなどについて
講義するとともに演習課題を出してその理解度を確認する。また、
現場においてコンクリート材料がどのように用いられているかにつ
いて講義するとともにその理解度の確認を行う。さらに、現代の土
木構造物の大半を占める鉄筋コンクリート構造物の主要構成要素で
あるコンクリートの基本的な性質（フレッシュコンクリート、硬化
コンクリート）及びコンクリートの耐久性，その照査法に関する基
礎的な知識を習得していくとともに、コンクリートの材料設計であ
る配合設計の最も基本的な示方配合の算定について講義するととも
に，演習問題を通してその理解度を確認する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート分野か

ら観た土木史および
セメント・コンク
リートの歴史

古代から近世までの建設・コンク
リート分野の視点から観た土木史
について概説する。また，古代コ
ンクリートから現在使われている
セメント・コンクリートの歴史に
ついて概説する。

2 コンクリート材料
（セメントの基本特
性）

コンクリート材料であるセメント
の種類，化学成分，水和反応など
の基本的な特性について概説する。

3 コンクリート材料
（骨材の基本特性）

骨材の種類，基本的な物理特性等
を概説する。また，軽量骨材やス
ラグ骨材など各種骨材の特性など
を説明する。

4 コンクリート材料
（混和材料）

混和材料である化学混和剤の種類，
特徴，用途などを概説する。また，
混和材の種類，特徴，用途などを
概説する。

5 鋼材（基本特性） 鋼材の基本的な特性，鉄筋の種別，
性質などを概説する。

6 建設に用いるその他
の材料

建設に用いる木材，石材，新材料
について概説する。

7 コンクリートの性質
（フレッシュコンク
リート）

フレッシュコンクリートの基本的
な特性について概説する。

8 コンクリートの性質
（硬化コンクリート）

硬化コンクリートのうち，力学的
特性について概説する。

9 コンクリートの性質
（硬化コンクリート，
その他の特性）

硬化コンクリートのうち，その他
の特性について概説する。

10 コンクリートの性質
（フレッシュ，硬化コ
ンクリートの特性）

フレッシュコンクリート及び硬化
コンクリートの特性についての演
習問題を行う。

11 建設に用いる材料お
よびコンクリートの
性質に関する復習

これまで学んできた建設に用いる
材料およびコンクリートの性質に
ついて，重要なポイントについて
説明するとともに，復習を行う。

12 建設材料およびコン
クリートの性質に関
する総合演習

建設材料及びフレッシュコンク
リート，硬化コンクリートに関す
る総合演習を行う。

13 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの耐久性について概
説するとともに，コンクリートの
劣化原因である塩害及び中性化に
ついて概説する。

14 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの劣化原因である塩
害及び中性化について概説すると
ともに，それらについての演習問
題を行う。

15 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因であるア
ルカリ骨材反応，化学的浸食，凍
害，その他の劣化について概説す
る。

16 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因であるア
ルカリ骨材反応，化学的浸食，凍
害，その他の劣化について概説す
るとともに，それらについて演習
問題を行う。

17 コンクリートの耐
久性
（ひび割れの診断と補
修）

コンクリートのひび割れ発生原因
について概説するとともに，それ
らの補修方法，抑制方法について
概説及び演習問題を行う。

18 コンクリート構造物
の耐久性照査

コンクリート構造物の耐久設計，
耐久性照査について概説するとと
もに，その照査方法に関する演習
問題を実際の事例を交えながら行
う。

19 コンクリートの配合
設計
（基本事項）

コンクリートの配合設計の基本事
項について概説する。
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20 コンクリートの配合
設計
（配合設計の手順）

コンクリートの配合設計の手順を
概説するとともに，演習問題を行
う。

21 コンクリートの配合
設計の演習

コンクリートの配合設計の演習問
題を行う。

22 コンクリートの配合
設計演習（事例を基
にした材料設計）

実構造物での事例に基づいて，材
料設計（材料選定，耐久設計，配合
設計）についての演習問題を行う。

23 コンクリートの製造
技術及びコンクリー
トの品質管理・検査
技術

コンクリートの製造方法，練混ぜ
技術，レディーミクストコンク
リートの業務，役割，製造品目，
製造方法について，
品質管理とは何か，品質管理と検
査との違い

24 コンクリートの運搬
技術

運搬の種類，ポンプ圧送の方法，
技術的な課題，ポンプ車について

25 コンクリートの施工
方法

コンクリートの打込み，締固め，
養生，仕上げについて

26 コンクリート構造物
の仮設

仮設の考え方，仮設資材，仮設の
種類，材料の選定，設計 (荷重)，
取外し時期および特殊型枠

27 鉄筋の加工・組立 鉄筋の加工，組立て，継手の種類・
施工

28 コンクリートの施工
に関する総合演習

施工の考え方などについて，これ
までの内容についての復習，演習
問題を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前にテキストの該当する箇所を熟読しておく
講義内容の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
コンクリート技術の要点；日本コンクリート工学会

【参考書】
コンクリート診断技術；日本コンクリート工学会
コンクリート崩壊;PHP新書 (電子書籍)
トコトンやさしい土木技術の本
トコトンやさしい土木施工の本
施工がわかるイラスト土木入門

【成績評価の方法と基準】
演習問題，中間・期末試験による。指定した回数以上の欠席者につ
いては期末試験の受験資格がないものとする。
演習問題 (20%),中間試験 (40%),期末試験 (40%)

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【Outline (in English)】
The main theme of this lecture is to learn about the historical
background on basic properties of materials used for concrete
and to acquire the basic concept of design of mix proportion
considering various properties required for construction or
design of the concrete structures. Additionally, students learn
the basic knowledge of various properties such as properties of
fresh concrete, properties of hardened concrete and durability
of concrete after mixing these materials.
Learning Objectives
The learning goal is to learn the historical background of the
main materials used in the construction of concrete structures,
as well as the basic knowledge of the physical, chemical, and
mechanical properties of these materials for use. Furthermore,
in addition to learning the basic concepts of material design
for these materials, the goal of this course is to understand
the freshness and hardening characteristics of concrete, to
understand durability and deterioration phenomena, and to
acquire the techniques on concrete mix design.
Learning activities outside of classroom
Peruse the relevant parts of the text beforehand
Review of lecture content

The standard time for preparation and review for this class is
2 hours each.
Grading Criteria /Policy
Exercises (30%), midterm exam (30%), final exam (40%)
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

鋼構造学及演習Ｘ

内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁を例として鋼構造の設計法の基本を学ぶことにより、主として専門知識
の活用・応用能力を身に付ける。
【到達目標】
鋼材の性質、破壊、接合方法、接合部の強度の基礎的事項を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
橋梁などの鋼構造物を設計する際に必要となる鋼材およびその接合部の破壊
形式と強度についての知識を身に付ける。本科目を履修する前に構造力学及
演習Ⅰを履修しておくことが望ましい。実際の設計については3年次配当科目
の「鋼構造デザイン実習」において学ぶ。
　授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行う。授業の基本的な順序として
まず、前半にその回の授業内容を説明し、後半には、その授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じての各自の理解を促す。演習課題のフィー
ドバックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造概論 鋼材の製造法，冶金的性質，機械的性質

鋼材の破壊形式 (延性破壊，脆性破壊，
疲労破壊)
鋼橋の腐食と防食方法
鋼橋の概要　

2 合成桁の応力度 設計の基本的な考え方
合成桁，合成桁の応力度の算出

3 引張を受ける部材の力学
圧縮を受ける部材の力
学（1）

引張部材の設計，応力集中
長柱のオイラー座屈
不完全さのある柱の座屈 (偏心荷重，元
たわみ)　

4 圧縮を受ける部材の力
学（2）

非弾性座屈，溶接組立柱の座屈，平板の
座屈

5 曲げを受ける部材の力
学（1）

全塑性モーメント，横ねじれ座屈

6 曲げを受ける部材の力
学（2）

曲げに伴う梁のせん断応力
薄肉構造のせん断応力 (せん断流理論)
せん断耐力，ウェブの座屈，ウェブの設
計，せん断遅れ

7 鋼橋の製作 橋ができるまで（鋼橋製作工場の見学）
8 溶接継手とその設計（1） 溶接の種類，溶接継手の種類，溶接入

熱，溶接変形，溶接残留応力，溶接きず
9 溶接継手とその設計（2） 溶接継手の強度，溶接記号
10 溶接継手とその設計（3） 疲労とは，疲労強度に影響を与える因

子，鋼橋の疲労設計
11 高力ボルト接合とその

設計（1）
高力ボルトの種類
高力ボルト摩擦接合継手のメカニズム
すべり耐力
ボルトの締め付け方法

12 高力ボルト接合とその
設計（2）

高力ボルト摩擦接合継手の設計
支圧接合継手，引張接合継手

13 鋼橋の点検と維持管理 実橋の点検，非破壊検査
14 総合実力確認 総合実力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～14回：講義の復讐
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
舘石和雄著：鋼構造学，コロナ社
【参考書】
必要に応じて、講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
配点は各回の演習問題を30点、総合実力確認を70点とする。4回以上欠席し
た場合にはD評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
橋梁製作会社の工場見学が好評だったので継続する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPPTを使用する。関数電卓使用。他の機器等は必要に応じて指示。
【その他の重要事項】
鋼橋の設計・施工・維持管理に関する研究開発に携わった教員が、実務経験を
織り交ぜながら講義する。教材、演習問題と試験の解答はHoppiiに掲載する。
【Outline (in English)】
Using the case of steel bridges as an example, students will acquire basic
knowledge of steel structure design methods.
・Learning Objectives
Explain the basics of steel properties, fracture, joining method, and
strength of joints.
・Learning activities outside of classroom
Review lessons. Standard study time is two hours for each class
meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%， Each class exercises :30%
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

鋼構造学及演習Ｙ

平山　繁幸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁を例として鋼構造の設計法の基本を学ぶことにより、主として専門知識
の活用・応用能力を身に付ける。
【到達目標】
鋼材の性質、破壊、接合方法、接合部の強度の基礎的事項を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
橋梁などの鋼構造物を設計する際に必要となる鋼材およびその接合部の破壊
形式と強度についての知識を身に付ける。本科目を履修する前に構造力学及
演習Ⅰを履修しておくことが望ましい。実際の設計については3年次配当科目
の「鋼構造デザイン実習」において学ぶ。
　授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行う。授業の基本的な順序として
まず、前半にその回の授業内容を説明し、後半には、その授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じての各自の理解を促す。演習課題のフィー
ドバックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造概論 鋼材の製造法，冶金的性質，機械的性質

鋼材の破壊形式 (延性破壊，脆性破壊，
疲労破壊)
鋼橋の腐食と防食方法
鋼橋の概要　

2 合成桁の応力度 設計の基本的な考え方
合成桁，合成桁の応力度の算出

3 引張を受ける部材の力学
圧縮を受ける部材の力
学（1）

引張部材の設計，応力集中
長柱のオイラー座屈
不完全さのある柱の座屈 (偏心荷重，元
たわみ)　

4 圧縮を受ける部材の力
学（2）

非弾性座屈，溶接組立柱の座屈，平板の
座屈

5 曲げを受ける部材の力
学（1）

全塑性モーメント，横ねじれ座屈

6 曲げを受ける部材の力
学（2）

曲げに伴う梁のせん断応力
薄肉構造のせん断応力 (せん断流理論)
せん断耐力，ウェブの座屈，ウェブの設
計，せん断遅れ

7 鋼橋の製作 橋ができるまで（鋼橋製作工場の見学）
8 溶接継手とその設計（1） 溶接の種類，溶接継手の種類，溶接入

熱，溶接変形，溶接残留応力，溶接きず
9 溶接継手とその設計（2） 溶接継手の強度，溶接記号
10 溶接継手とその設計（3） 疲労とは，疲労強度に影響を与える因

子，鋼橋の疲労設計
11 高力ボルト接合とその

設計（1）
高力ボルトの種類
高力ボルト摩擦接合継手のメカニズム
すべり耐力
ボルトの締め付け方法

12 高力ボルト接合とその
設計（2）

高力ボルト摩擦接合継手の設計
支圧接合継手，引張接合継手

13 鋼橋の点検と維持管理 実橋の点検，非破壊検査
14 総合実力確認 総合実力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～14回：講義の復讐
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
舘石和雄著：鋼構造学，コロナ社
【参考書】
必要に応じて、講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
配点は各回の演習問題を30点、総合実力確認を70点とする。4回以上欠席し
た場合にはD評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
橋梁製作会社の工場見学が好評だったので継続する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPPTを使用する。関数電卓使用。他の機器等は必要に応じて指示。
【その他の重要事項】
鋼橋の設計・施工・維持管理に関する研究開発に携わった教員が、実務経験を
織り交ぜながら講義する。教材、演習問題と試験の解答はHoppiiに掲載する。
【Outline (in English)】
Using the case of steel bridges as an example, students will acquire basic
knowledge of steel structure design methods.
・Learning Objectives
Explain the basics of steel properties, fracture, joining method, and
strength of joints.
・Learning activities outside of classroom
Review lessons. Standard study time is two hours for each class
meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%， Each class exercises :30%
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

地盤環境工学

酒井　久和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤に関わる環境問題，自然現象や建設事業に伴う地盤災害を理解する．特
に，斜面の安定性や地盤中の地下水の流れ,擁壁の安定性について演習を交え
て知識を定着させる．
【到達目標】
「地盤力学及演習」の発展として，斜面の安定性，地盤中の地下水の流れ，擁
壁の安定性に関して知識を深めるとともに，国内外での地盤・地下水環境に
関する問題点ならびに建設事業において発生する地盤災害・環境問題等に関
する基礎知識を修得する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の概要
①斜面の安定性，地盤中の浸潤面をもつ地下水の流れ，擁壁の安定性につい
て講義及び演習を行う．
②自然の地形，建設工事による災害を含む周辺環境への影響についての講義
を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，地形と地盤

特性
建設の観点からの地形と想定される問
題点の解説

2 地盤災害（斜面）・斜面
の安定

斜面災害の事例紹介，斜面の安定性の
考え方の解説

3 斜面の安定計算（半無限
地盤）

斜面の安定計算（半無限地盤）の解説，
演習

4 斜面の安定計算（円弧す
べり）

斜面の安定計算（円弧すべり）の解説

5 斜面の安定計算（円弧す
べり）

斜面の安定計算（円弧すべり）の解説，
演習

6 地盤中の地下水の流れ 地盤中の地下水の流れについて，基本
事項の復習，解説

7 中間まとめ
第1回～第6回の理解度
の確認

1～6回の授業内容全般に及ぶ理解度の
確認および質疑応答

8 浸潤面をもつ地下水の
流れ（準一様流）

浸潤面をもつ地下水の流れ（準一様流）
の解説，演習

9 浸潤面をもつ地下水の
流れ（揚水）

浸潤面をもつ地下水の流れ（揚水）の解
説，演習

10 地下の活用－トンネル
の掘削工法と地下構造
物の災害事例－

地下構造物の活用事例，建設方法の理
解．災害事例の解説

11 地盤災害－掘削工事－ 掘削工事に伴う地盤災害について解説
12 土圧の復習・擁壁の安定 土圧計算の復習，擁壁の安定性検討方

法について解説，演習．
13 擁壁の安定・国土交通白

書
擁壁の安定性の演習問題の解説．国土
交通白書記載の地盤環境問題について
解説・演習課題の作成．

14 期末まとめ 第8回～第13回の理解度の確認と質疑
応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各授業回で学んだ内容をそのつどしっかり復習して下さい．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
石原研而：土質力学，丸善
【参考書】
国土交通白書

【成績評価の方法と基準】
試験70％＋レポート30％＝100％
欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D).

【学生の意見等からの気づき】
授業内容の重点化によって評価は向上した．また，後半の講義において学生
が興味を持てるよう演習を伴う計算を組み込んだ．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geological & Environmental Engineering
Program are to acquire fundamental knowledge about environmental
and geological issues and geotechnical problems caused by natural
disasters and construction activities.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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DES100NC（デザイン学 / Design science 100）

デザインスタジオ

高見　公雄、袴田　喜夫、金城　正紀、佐多　祐一、福井　恒明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザインスタジオは都市環境デザイン工学科における実技系の基礎的授業とし
て重要な位置を占める。当授業は複数の課題から構成され、基礎造形に係る演
習、図面制作技術の習得、そして模型製作の技法、これらを統合した造形表現
など。これらにより、都市環境デザイン工学に係る計画づくりの初歩を学ぶ。
【到達目標】
基礎造形に関しては、紙、布などの加工を通じて、重力が働く世界における
材料の特性を学ぶ。図面を用いた作業により作図検討の基礎を学ぶ。後半で
は都市、建築模型製作の基礎的な技術、観点を学ぶ。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
第一課題は紙の造形であり、個人課題として重力に耐えうる紙の構築物を制
作する。第二課題は土木構築物が備えるべき美しさを念頭に素材特性と重力
それぞれに向かい合い、造形物を制作する。第三・第四課題は個人課題とし
て、手書き図面による図面作成技術、小空間設計を学ぶ。第五課題、第六課
題は模型製作の基礎を学ぶ。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業を実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、基礎造形課

題
全体の進め方や狙いを説明する。造形
物の美しさ、合理性、工夫などを狙いと
して、紙を使った構築物を制作する。
課題説明、グループ分け。

2 立体造形 (基礎検討) グループごとに設定したテーマの立体
造形物への展開について検討し、エス
キスを受ける。

3 立体造形 (試作) 立体造形物の制作。試行錯誤をへて、
意図した造形物の姿を捉えていく。

4 立体造形発表、講評 立体造形物を完成させ、発表し、講評を
受ける。

5 住宅のトレース 高名な住宅の平面、立面、断面図を手書
きによりトレースする。

6 人の入る空間 人の入る小空間を設計する。
その基本的な構想をたてスタディする。

7 人の入る空間、講評 スタディした内容に則した成果図面を
制作し、講評を受ける。

8 模型製作の基礎 模型製作の材料や用具の使い方につい
て学ぶ

9 広場空間の模型製作
（１）

実在の広場空間模型を作成する。図面
や写真で空間の把握を行う。

10 広場空間の模型製作
（２）

実在の広場空間模型を作成する。空間
を表現し添景の作成を行う。

11 広場空間の模型製作
（３）

作成した模型について講評をうける。
模型の写真を撮影し、提出シートを作
成する。

12 街路空間の観察と模型
製作（１)

現地調査に基づき、ベースとなる地形
部分を作成する。

13 街路空間の観察と模型
（２）

現地調査に基づき、街路沿いの建物を
作成する。

14 街路空間の観察と模型
製作（３）

模型の写真を撮影し、提出シート作成
する。模型の講評を受ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
配布資料の復習

レポートの作成
演習課題の制作
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布する。
【参考書】
講義において適宜指示するともに補充資料を配布する。
【成績評価の方法と基準】
各演習課題により評価する。4回以上の欠席または演習課題の未提出はD評価
となる。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
前半は直定規、三角定規、三角スケール、製図用筆記具、色鉛筆など製図器
具、カッターなどが必要となる。学科で紹介する製図用品セットを購入すれ
ば、秋学期の図学及演習を含め対応可能である。後半は模型制作のための工
作用器具が必要であるが、これも製図用品セットで概ね対応可能である。そ
の他、模型制作のための材料が必要になる場合がある。
【その他の重要事項】
計画・設計演習の基礎演習は順を追って構成されているため、授業を休むと
それを取り返すのが難しい。極力出席すること。
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員、また現在実務家として最前線で活動している教員が、現場状況を
含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This is the first practical subject in the Department of Civil and
Environmental Engineering program to study skills.
Each exercise will be evaluated. Four or more absences or
non-submission of exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

プロジェクトスタジオ（都市）

高見　公雄、袴田　喜夫、椿　真吾、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市プランニング系の演習科目で唯一の必修科目である。都市整備に係わる
法令や基礎知識を活かし、エンジニアリング・デザインの観点から具体的な
地区を捉え、条件に応じた課題に応えていくことで都市プランニングの考え
方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を現地調査や各種計画や地図等、また歴史的経緯から
読みとくことができるようになる。その場において解決すべき課題を自ら設
定することができ、これについて合理的な解決案の提案とその表現ができる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は図面上での作業、図面・模型の制作、それらのプレゼンテーションか
らなる。エスキスは手書きを主に教員と議論を行い、個人課題の成果品フィ
ニッシュは模型並びにデジタルツールを用いた図と説明からなるプレゼンテー
ション・シートとする。図面と模型の制作に関しては、その作業量から授業
時間外での対応が必要になる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概要説明、第１課題出

題、模型と設計の基礎知
識

第１課題の趣旨と条件を説明する。こ
の課題を考える上で留意すべき点を説
明する。

2 第１課題エスキス（１） 現地調査に基づく設計の基本方針を検
討する。

3 第１課題エスキス（２） 設計方針を具体化する。
4 第１課題エスキス（３） 発表に向けて図面や模型の製作方針を

検討する。
5 第１課題講評、第２課題

出題
第１課題について図面と模型で発表す
る。第２課題の趣旨と条件を説明する。

6 第２課題現地分析発表 第２課題の対象地について文献調査や
現地調査の結果を発表する。

7 第２課題参考事例発表 第２課題の検討にあたり参考となる国
内外の事例を調査し、発表する。

8 都市開発事業と建築設
計に関する知識、第２課
題エスキス（１）

都市開発事業や建築設計の実例を理解
し、自らの設計に活かす。設計対象と
する敷地と設計テーマを選定する。

9 第２課題エスキス（２） 選定した敷地の設計方針を検討する。
10 第２課題エスキス（３） 設計方針に基づいて具体的な計画を検

討する。
11 第２課題エスキス（４） 設計方針に基づき、計画内容の改善に

ついて指導を受ける。
12 第２課題エスキス（５） 発表に向けて図面や模型の製作方針に

ついて指導を受ける。
13 個人課題提出、講評会 個人課題である図面、模型を完成させ

提出する。講評を始める。
14 講評会・その２ 講評をつづけ、総評を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
私たちが暮らす都市空間がどのようにできているか興味を持ち、町を見る。道
路の幅員、橋の高さ、建物の大きさなどを寸法として考えてみる。好きな場
所、嫌いな場所の要因を考える。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。

【参考書】
アーバンデザインの現代的展望（渡辺定夫、鹿島出版会）
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しいまちなみ事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）
コンパクト建築設計資料集成 [都市再生]（日本建築学会編、丸善）
世界のSSD100-都市持続再生のツボ（東京大学cSUR-SSD研究会、彰国社）
　など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)

【学生の意見等からの気づき】
最終提出物のイメージを意識して作業するよう指導する。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。
三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が必要となる（１年次のデ
ザインスタジオ用に購入したものがあれば可。）模型制作にあたっては、カッ
ターなどの道具の他、模型材料を自ら調達する必要がある。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた専任教員、またわが国の第一線で建築、都市整備の実務に就いている兼
任教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
As the only compulsory course in this program, students will locate
problems in their target field and make suggestions for improvements
using plan views, sectional views and models.
Each exercise will be evaluated. Four or more absences or
non-submission of exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

景観とデザイン

福井　恒明

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代のシビルエンジニアには，どのような専門分野であっても，技術によっ
て創出される構造物や空間，風景の質に対する知識と責任が求められる．本
授業では，これに対応できる素養を修得するために景観工学の基礎知識，景
観デザインに関する事例や考え方を学ぶ．
【到達目標】
１）景観に関する基礎的知識を修得し，計画・設計の前提となる基本的考察
ができるようになる．
２）１）をもとに景観に関する調査を行い，その結果について他者と共有で
きる論理構成と表現ができるようになる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式を中心に授業を進める．一部にグループワークによる実習的作業を
含む．
グループワークに基づく授業内発表を行う（13,14回目）．その結果について
レポート提出を求める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・景観の捉え

方
景観工学の誕生／ルーツと展開／景観と
は／景観把握モデル／３つのアプローチ

2 景観の捉え方 （グループワーク）景観に関する言葉を
使った例文作成と用法の確認

3 視覚的アプローチ（１）
人間の視知覚特性

視知覚特性と「よい眺め」／景観ディス
プレイ論／図と地

4 視覚的アプローチ（２）（グループワーク）視距離の見え方につ
いて，顔の認識限界を調べてみる

5 視覚的アプローチ（３）
身体感覚的アプローチ
（１）

色彩／ヒューマンスケール

6 身体感覚的アプローチ
（２）

（グループワーク）ヒューマンスケール
の実測，歩幅の確認と歩測

7 身体感覚的アプローチ
（３）
意味的アプローチ（１）

仮想行動／「閉じる・開く」と「見る・
見られる」／シークエンス／イメージ
と景観／イメージの構造

8 意味的アプローチ（２）（グループワーク）アフォーダンスの理
解，ポジティブスペース・ネガティブス
ペースの採集

9 意味的アプローチ（３） 名付けと描写／伝統的景観／原風景と
生活景

10 意味的アプローチ（４）（グループワーク）身の回りのデザイン
ボキャブラリーを考える，歴史的景観
とテーマパークの違い

11 現地見学（11-12回連
続）

まちなみの成り立ちを理解する

12 現地見学（11-12回連
続）

まちなみの成り立ちを理解する

13 グループディスカッ
ション

景観に関する課題についてグループ
ディスカッションを行う

14 グループディスカッ
ションの発表と講評

グループディスカッションの結果につ
いての発表とそれに対する講評を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
基本的にテキスト（教科書）に沿って授業を進めるため，該当箇所について
予習・復習を行う．授業後半にグループディスカッションを行うため，これ
に関する事前準備や事後のレポート作成（個人）がある．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「景観とデザイン」内山久雄監修・佐々木葉著，オーム社，2015，2500円＋税
【参考書】
「景観用語事典増補改訂第二版」篠原修編，彰国社，2021，3600円＋税
その他必要に応じて紹介する
【成績評価の方法と基準】
各回のグループワーク評価40%，グループディスカッションの評価20%，個
人レポート40％とする。
欠席4回以上は単位取得を認めない（評価D）。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【学生が準備すべき機器他】
貸与パソコン等によりインターネットに接続して作業できる環境が必要である．
【その他の重要事項】
景観計画・景観デザインについての実務経験を持つ教員が、その経験を活か
して、都市環境デザインにおける景観の考え方を実際のプロジェクトにおけ
る適用を踏まえて講義する。
【Outline (in English)】
Course outline
This lecture introduces a framework of knowledge about the quality
of landscapes created by civil engineering technologies and presents
specific examples.
Learning objectives:
At the end of the course, students are expected to acquire basic
knowledge of landscape engineering and examples and ideas on
landscape.
Learning activities outside classroom:
Students will be expected to read the relevant chapter from the text to
prepare for a group discussion. Your study time will be more than two
hours for a class.
Grading criteria / policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Results of each group work 40%, Result of group discussion: 20%、Term-
end report: 40%

— 563 —



SDGs　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ジオテクニカルデザイン

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤調査，地盤災害，基礎，地盤改良，地盤掘削について学習するとともに，
様々な構造物の設計演習を通じて総合的デザイン能力を高め，設計の考え方
を習得する．
【到達目標】
①インフラ建設時の調査法，設計法，地盤災害について理解する．
②建設工事に必要な地盤調査法や建設時の地盤災害を理解し，ボーリング柱
状図から事前に問題点を抽出する力を養成する．
③浅い基礎，深い基礎の設計方法と構造物の支持力機構を理解する．
④地盤改良や掘削の方法について理解する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
「地盤環境工学」の発展として，インフラ建設時の調査法，設計法，地盤災害
について講義を行う．前半では，建設時の地盤災害，浅い基礎の設計方法，液
状化のメカニズムについて学び，後半は，深い基礎の設計方法，地盤改良や
掘削の方法について学習する．構造物設計上の要点を把握した状態でボーリ
ング柱状図を読むことで事前に問題点を抽出する力を養成する．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，地盤調査法 サウンディング，サンプリングによる

地盤構造の把握
2 建設時の地盤災害 ボイリングの現象，検討方法，対策法
3 建設時の地盤災害 ヒービング，盤膨れの現象，検討方法，

対策法
4 浅い基礎の概説 浅い基礎の種類と施工法
5 浅い基礎の設計法 浅い基礎の支持力の考え方
6 浅い基礎の設計演習 浅い基礎の設計演習と解説
7 液状化現象 メカニズム，液状化対策と液状化判定
8 深い基礎の概説 支持力機構，基礎に要求される性能，杭

の工法，材質，形状による分類
9 深い基礎の概説 工法の特徴と施工法の概要
10 深い基礎の検討 検討方法，鉛直支持力の計算法の概説
11 深い基礎の設計法 鉛直支持力，負の摩擦力の計算演習
12 地盤改良・掘削方法 地盤改良工法の概説，適用例．各種掘

削工法の概説，特徴．
13 地盤特性値の解釈調査

と留意点
設計地盤定数の求め方と留意点，ボー
リング柱状図の読み方

14 期末まとめ 第1回～13回の理解の確認と質疑応答
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 今回授業内容の復習
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 同　上
8. 同　上
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 同　上
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし．
プリントを適宜配布する
【参考書】
地盤工学会：地盤調査法
日本道路協会：杭基礎設計便覧（平成18年度）
吉見吉昭，福武毅芳：地盤液状化の物理と評価・対策技術，技報堂出版
日本道路協会：道路土工構造物技術基準・同解説
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％，レポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
初回講義の際にこれまでの成績評価状況を説明し，受講意欲のない学生に対
しては，早めに履修を諦めさることができたところ，学生の授業評価が低い
ものがなくなり，興味のある学生の受講環境を高めることができた．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓,PC

【その他の重要事項】
建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geological Environmental Engineering 2
Program are the following:
1) Graduates will acquire fundamental knowledge on geotechnology:
ground survey, ground disaster, foundation, ground improvement and
excavation methods.
2) Graduates will enhance their ability of general design by design
practices of several types of infrastructure.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

環境マネジメント

弘末　文紀

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
２０世紀以降の科学技術の飛躍的な発展は、地球環境の破壊と人口爆発を生
じさせ、もはや人類はもちろん様々な生物の生存にとって危機的状態をもた
らしている。地球環境の改善と保全は、今世紀に人類が解決しなければなら
ない緊急で最優先の課題である。我が国においても特定の産業活動が環境汚
染を引き起こした過去の公害問題とは異なり、通常の事業および生活活動に
起因する環境への負荷が増大しているため、自主的な環境への負荷の低減が
求められている。
本授業では，上記課題を解決するための一手段として「環境マネジメント」に
着目し、企業および市民が遵守すべき環境法規、さらに社会的な責任を意識
して自主的、能動的に環境保全のための行動を計画・実行・評価する手順（環
境マネジメントシステム）およびその行動に必要な技術を学ぶ。本授業の内
容は、社会人（民間企業、公務員ほか）の基礎知識として是非とも覚えておく
べきこと、そしてシビルエンジニアの基盤技術として知っておくべきことで
あり、将来の業務の様々な局面で役立つものである。
【到達目標】
環境マネジメントの活動は、環境基本法の基本理念のもとに成り立つものであ
ることから、我が国における環境にかかわる近代から現代の出来事と関連する
法規制の歴史を概観することで環境基本法の成立に至る過程とその理念を理
解する。そして、環境マネジメントの活動手順である「環境マネジメントシ
ステム」の構成を理解するともに、個別の環境（大気汚染、水質汚濁、土壌汚
染、騒音、振動、廃棄物処理等）関連法の概要および規制基準等について学ぶ
とともに、建設産業において規制基準を満足するための対処技術を事例に基づ
き習得する。さらに、企業活動を行うために必須の倫理観と企業責任（コン
プライアンス，インテグリティ，CSR，SDGｓ，ESG）など、今、世の中で
求められている環境経営の考え方についても概説するのでこれらを理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業はオリジナルのパワーポイントを用いて講義形式で実施する。
資料は講義当日までに授業支援システムにアップロードされるので、ここか
ら各自ダウンロード出来る。
講義（1回～12回）の終了前に小課題を出すので、基本的に講義終了までに提出
する（受け付けは当日いっぱいまで。解答は次回講義開始時に確認する）。13
回目目は小課題なし。14回目は把握度確認となるため解答合わせは行わない。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 環境マネジメントと環

境基本法
環境マネジメントの対象である環境問
題の歴史と環境政策の推移及び基本理
念の誕生
小課題①

2 環境マネジメントシス
テム

システムの概要とその効果
小課題②

3 水質環境の保全（その
１）

水質汚濁と公害，有害化学物質による
生物への影響，発生源と環境基準
小課題③

4 水質環境の保全（その
２）

水質汚濁の事例と対策および効果
小課題④

5 大気環境の保全（その
１）

大気汚染物質の法的規制と技術的対応
小課題⑤

6 大気環境の保全（その
２）

今日的な大気汚染問題（ヒートアイラ
ンド，温室効果ガスなど）
小課題⑥

7 土壌環境の保全（その
１）

土壌汚染物質と土壌汚染対策法
小課題⑦

8 土壌環境の保全（その
２）

汚染土壌の浄化技術とその実例
小課題⑧

9 廃棄物とリサイクル（そ
の１）

廃棄物処理法とリサイクル法
小課題⑨

10 廃棄物とリサイクル（そ
の２）

一般廃棄物と産業廃棄物の現況と処理・
処分および不法投棄問題
小課題⑩

11 環境経営
SDGｓおよびESG投資
と建設業界

CSRと持続的成長および環境活動
小課題⑪

12 騒音と振動および悪臭
とその対策

騒音と振動および悪臭の規制と防止対策
小課題⑫

13 最新の環境関連政策の
動向と豊洲新市場土壌
汚染問題とその対策か
ら考えること

第六次環境基本計画（2024～2030年）
の注目分野および豊洲市場土壌汚染問
題とその対策

14 2023年度講義の把握度
確認

１～１３回の講義内容における重要事
項の把握度を記述式にて確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前配信するテキスト（パワーポイント）等と参考書による予習および講義
の復習をし、特に重要な事項については講義時に指摘するので、これらにつ
いて把握する。
小課題は当日の講義内容から出題するので講義資料および関連情報を検索す
ることで基本的に時間内に回答することが可能と考える。さらに、最終講義
の把握度確認の課題は、各講義にて特に重要と指摘した項目から出題するの
で復習していれば十分対応可能。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
独自のパワーポイント資料を使用（同pdfファイルを授業支援システムにて配
信する）。
【参考書】
事前予習のための参考書は特に必要としないが、より深い理解を得たい場合、
環境マネジメントシステムに関する資料は、
「図解即戦力 ISO 14001の規格と審査がこれ1冊でしっかりわかる教科書」福
西義晴，技術評論社，2019.11.20
「一番やさしい・一番くわしい最新版図解でわかる ISO14001のすべて」大
浜庄司，日本実業出版社，2017.8.31
などがある。
環境法および建設関連法規に関する資料は、
「図解 環境 ISO対応 まるごとわかる環境法」見目善弘，産業環境管理協会，
2017.12.1
「建設工事の環境法令集」（社）日本建設業団体連合会監修，（株）富士グロー
バルネットワーク発行（なお、最新版は2024年6月頃発行予定）
などがある。
【成績評価の方法と基準】
評価点は100点満点で評価し，90点以上S，87点以上A+，83点以上A，80
点以上A-，77点以上B+，73点以上B，70点以上B-，67点以上C+，63点以
上C，60点以上C-，59点以下または欠席４回以上Dとする．
評価点＝把握度確認の成績64%＋小課題12回分の成績36 %
各小課題は、期限内提出して正解であれば3点、不正解は2点。期限遅れで提
出した場合は正解で2点、不正解は1点。よって、全小課題を期限内提出して
全問正解であれば36点の持ち点となる。
把握度確認は100点満点で採点し、その成績の0.64掛けが持ち点となり、上
記の小課題持ち点と合わせて評価点とする。
【学生の意見等からの気づき】
昨年度も全講義を対面にて実施した。小課題および課題確認の結果で判断す
ると学生諸君の理解は十分なされていたと思う。
ちなみに、２年前の講義からレポート課題を無くしているが、小課題におい
て様々な考え方を提示した回答を得ているので今年度もユニークな回答を期
待する。
【学生が準備すべき機器他】
講義は教室のプロジェクターを使用するため情報機器を持参する必要はあり
ません。ただし、講義内容をより具体に把握するため、特にシステム・法規・
基準などをPCでリアルタイムに検索することは有効であるのでPCの持込を
推奨します。
【その他の重要事項】
ゼネコンの技術研究開発部門で、技術者として地下水解析からはじまり土壌汚
染、水質汚濁、廃棄物処理、災害瓦礫、除染などを対象とした環境関連技術の
開発と実施に３０年以上携わるとともに、管理者として品質管理および環境管
理を推進した者が、その経験を活かして環境関連の法規と技術、さらには環境
を考慮した企業経営の在り方を総括した環境マネジメントについて講義する。
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【Outline (in English)】
The rapid development of science and technology since the 20th
century has resulted in the destruction of the global environment and
a population explosion, and has brought about a state of crisis for
the survival of various living organisms, not to mention the human
race. The improvement and conservation of the global environment
is an urgent and top-priority issue that mankind must resolve in this
century. In Japan, unlike past pollution problems in which specific
industrial activities caused environmental pollution, the burden on the
environment caused by ordinary business and daily life activities is
increasing, and voluntary reduction of the burden on the environment
is required.
In this course, we focus on "environmental management" as a means
to solve the above issues, and learn about environmental laws and
regulations that companies and citizens should comply with, as well
as procedures (environmental management systems) and technologies
necessary for voluntary and active planning, execution, and evaluation
of actions for environmental conservation with an awareness of social
responsibility. The contents of this course are things that working
people (private companies, civil servants, etc.) should learn as basic
knowledge, and things that civil engineers should know as fundamental
technologies, which will be useful in various aspects of their work in the
future.
Since environmental management activities are based on the basic
principles of the Basic Environmental Law, this course provides an
overview of the history of modern and contemporary environmental
events and related laws and regulations in Japan in order to understand
the process leading to the enactment of the Basic Environmental
Law and its principles. The course will also provide an overview of
the individual environmental laws (air pollution, water pollution, soil
contamination, noise, vibration, waste disposal, etc.), their regulatory
standards, and techniques to meet the regulatory standards in the
construction industry based on case studies. In addition, students will
learn techniques to meet the regulatory standards in the construction
industry based on case studies. In addition, students will also learn
about the concept of environmental management, such as ethics and
corporate responsibility (compliance, integrity, CSR, SDGs, and ESG),
which are essential for conducting corporate activities and are now in
demand in the world.
Students are expected to prepare for and review the lecture using the
textbook (PowerPoint presentation) and reference books provided in
advance, and to grasp particularly important issues as they will be
pointed out during the lecture.
The quiz will be based on the content of the day’s lecture, so students
should be able to answer the quiz in time by searching for lecture
materials and related information. In addition, the final assignment
to check the level of understanding is based on the items pointed out
as particularly important in each lecture, so it can be answered if the
student has reviewed the material.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading is based on a 100-point scale: 90 or higher S, 87 or higher A+,
83 or higher A, 80 or higher A-, 77 or higher B+, 73 or higher B, 70 or
higher B-, 67 or higher C+, 63 or higher C, 60 or higher C-, 59 or lower
or 4-times or more absences D.
Evaluation points = 64% of the grade for checking the grasp level + 36%
of the grade for the 12 quizzes
Each quiz is worth 3 points if it is submitted on time and correct, and 2
points for incorrect. If submitted late, 2 points will be given for a correct
answer and 1 point for an incorrect answer. Therefore, if all the quizzes
are submitted on time and all the questions are answered correctly, 36
points will be carried.
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

水圏環境システム

道奥　康治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球の水で構成される領域を水圏という．水圏の大部分は海洋であ
るが，人間との関わりが密な陸水域（河川，湖沼，貯水池）と沿岸
域を対象として，流れ・水質・底質・生態系の変化の仕組みを学び，
水環境を形成する水圏の科学を学ぶ．

【到達目標】
水質構成のメカニズムを学んだ後に，湖沼・ダム貯水池，河川といっ
た圏域ごとに，流れ・水質・生態系・人間活動との関連性を多面的
な視点から考究し，必須の基礎知識・技術，技術者としての環境倫
理感などを修得することを目標とする．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
水辺空間の再生など身近な生活環境における技術の役割を学習する
にとどまらず，地球温暖化とその影響・対策などグローバルな問題
も含め，大気の水・物質循環，気候変動，異常気象などについて近
年の研究成果も踏まえて講義する．内容の理解を深めて水質解析方
法を修得するためにテーマ毎に演習問題を課し，学生間，学生－教
員間での意見交換を通して演習問題を解く.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 水圏環境の変遷と講

義概要
学習教育目標の確認．授業の進め
方．テキスト紹介．産業革命に
よって二酸化炭素排出量が急増し
温暖化が加速していること，窒素
の固定技術によって窒素循環が劇
的に変化したことが，水圏への環
境負荷の増加要因になっているこ
とを解説する．水圏環境に関わる
主な出来事の国内外史，足尾銅山
鉱毒事件，公害，環境法体系の整
備，化学汚染と有機汚濁，富栄養
化と有機汚濁における水質障害の
事例

2 水質指標 水質指標の分類（水の物性，濁り，
有機物，栄養塩），水の物性に関す
る水質指標：水温，電気伝導度，
塩分，pH，濁りに関する指標：透
明度，透視度，濁度，色相・色度，
有機物に関する指標：溶存酸素濃
度，酸化還元電位，BOD,COD

3 水質環境基準と水質
素過程

水質環境基準（河川，湖沼・貯水
池，海域），光・熱環境，制御関数
と制限因子，吸脱着・溶出，水－
大気境界面における気体交換，
易・難溶解性気体，凝集・沈殿
（沈降），好気性・嫌気性分解と溶
存酸素に関する制御関数，食物連
鎖と生物濃縮

4 光合成と有機物生産 光合成を律する諸要因と有機物増
殖速度のモデル化，クロロフィルa
濃度の周日変化に関する演習，補
償深度に関する演習

5 河川の自浄作用 Streeter-Phelpsの式，物理的・化
学的・生物的自浄作用，好気的微
生物と再曝気と真の自浄作用，河
川の自浄作用に関する演習：開水
路等流諸元と再曝気係数・溶存酸
素垂下曲線の解

6 湖沼・貯水池の水質
水理

湖沼・貯水池の水理学的特性（河
川との比較），水温成層の構造と形
成要因，水温成層の季節変化，成
層特性による水域の分類，貯水池
の流れ・乱れの駆動力

7 湖沼・貯水池におけ
る富栄養化

冷水害，濁水害，富栄養化と水質
障害，自然と人為起因の富栄養化
の違い，富栄養湖と貧栄養湖の比
較，流域対策と池内対策，富栄養
化の律速（制御）要因，琵琶湖条例

8 富栄養化の判定 富栄養化の判定指標
（Vollenweiderのモデル），富栄養
化度の判定に関する演習

9 成層湖におけるカビ
臭発生・貧酸素深層
水の湧昇の判定

吹送流によるカビ臭の発生機構，
成層・風速条件と深層水の湧昇，
これらの演習

10 河川の物理環境 河川法，河川における物理的・化
学的・生物学的環境因子，河川の
環境機能，河川環境の空間・時間
スケール，河川の物理環境：流況，
セグメント，瀬と淵

11 土砂収支・河川地形，
植生水理

土砂収支と河川地形・生物環境，
総合的土砂管理，河川の樹林化・
陸地化

12 河川の生態系，流域
文化

自然の攪乱・更新，縦断・横断方
向の連続性，河川地形の多様性，
植生の縦横断方向分布，付着藻類，
魚類，底生動物と水質，河川文化

13 気候変動と水圏環境，
授業の総括

地球環境変化が水圏の流れや水質
に及ぼす影響，持続可能社会を形
成するために必要な水圏管理と環
境倫理，水圏環境学の総括

14 授業の総括など 授業の総括と総合的な学力確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内容の予習・復習が演習課題を解き明かすために必要となり，
授業内容が如何にして水圏環境の管理技術と連動しているかを演習
によって理解する．演習には水理学や数値解析の概念が含まれてお
り，水理学1及演習や水理学2など関連科目を復習すること．授業
で紹介する時節ごとの水圏環境問題についても独自に関連資料など
を調査し水圏環境学への興味を向上させること．授業の進行状況に
応じて宿題を課す．
本授業1回あたりの準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
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【テキスト（教科書）】
水圏の環境，有田正光他：東京電機大学出版局，1998年

【参考書】
授業中に資料を配付する他，課題に応じて参考書を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
水質の形成機構を理解していること，社会の営為活動が湖沼・ダム
貯水池・河川など陸水域における水質・生態系に及ぼす影響を理解
していること，水圏管理に必要な技術を修得していること，技術者
として備えるべき環境技術倫理・多面的視点を備えていること，な
どの項目に関して成績を総合的に評価する．
①欠席4回以上は単位取得を認めない（評価D）．
②平常点30点（演習レポートなど）と期末試験70点により評価す
る．100点満点換算した上60点以上を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
授業中に提示するスライドの内容を簡潔にまとめた資料のみを配付
し，学生のノート筆記を促進する．スライドについては授業終了後
にエチュードへアップし，復習や定期試験に向けた学習を支援する．
遠隔授業の場合には通信不良に備えてスライド動画を学習支援シス
テムにアップロードし，オンデマンドとライブ講義を併用すること
が望ましい．

【学生が準備すべき機器他】
講義にはPPTやDVDを適宜使用する．2回に1回程度，理解を促進
するために演習を使った授業をするため，関数電卓や貸与PCを持
参すること．

【Outline (in English)】
(Course outline)
The hydrosphere means the mass of water on the earth. The
ocean is the major water mass on our planet, but most social
activities take place in the river catchment rather than in the
ocean. Engineering issues found in and around inland waters
such as rivers, reservoirs and lakes are highlighted in order
to learn how to measure and analyze quantity and quality of
water, sediment and fauna and flora in inland waters.
（Learning Objectives）
Learning the fundamental mechanism of water quality
balance, students will study the relationship among flow fields,
water quality, ecosystems, and human activities in water
systems such as lakes, dam reservoirs, and rivers channels.
The goal is additionally to acquire environmental ethics as an
engineer.
（Learning activities outside of classroom）
Through the exercises, students will understand how the
class is involved in the technology for managing the aquatic
environment. Since the lecture is given relating to the
concept of hydraulics and numerical analysis, so review related
subjects such as hydraulics 1 and seminars and hydraulics 2 is
required. The objective of the class is to increase interest in
aquatic environmental studies by independently researching
related materials for the aquatic environmental problems
introduced in class. Assign homework according to the progress
of the class. The standard time for preparation and review for
each class is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Comprehensive evaluation of performance is made on items
such as the ability to be an engineer, the environmental
technology ethics that an engineer should have, and the ability
to have a multifaceted perspective. (1) Students who are
absent 4 or more times will not receive credits (evaluation D).
(2) Evaluation will be based on a regular score of 30 points
(exercise reports, etc.) and a final exam score of 70 points. A
score of 60 or higher on a scale of 100 is considered a pass.
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

減災工学（２0２３度以降入学生）（２０２５年度開講）建築

藤村　和也、吉見　雅行、室野　剛隆、矢部　正明、永野　正千、橋本　翼、渡邉　佑輔、丸山　喜久、門屋　博行、神宮　正
一、白波瀬　卓哉、児子　真也、田中　孝幸
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模の気候変化とともに，日本では人口減少・高齢化，国土の
二極化など社会構造の変容が著しい．ハザードへの暴露率が世界有
数の高さにあるわが国において，人々の生命を守り災害による社会
システムの損失を最小化するためには，災害リスク評価に基づく減
災施策を的確に進めることが喫緊の課題である．地震災害，土砂災
害，風水害など自然災害の実態を理解し，国内外で取り組まれる減
災の事例と先端技術を学ぶ．

【到達目標】
多様な減災戦略に供する工学体系の学修を通し，技術者として安全・
安心で持続可能な国土を形成するために必要な科学知識や素養を修
得する．

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
国内外における自然災害の事例と地球環境や社会の変化にともなう
災害特質の経年的推移を理解し，災害の発生機構や社会システムに
及ぼす影響などを学ぶ．自然災害規模がハザード，暴露率，脆弱性
の関数であり，暴露率と脆弱性の最小化が減災工学の目的であるこ
とを理解する．前半では地震外力をハザードとする場合の社会イン
フラへのダメージと様々な技術分野で開発された減災施策を講述す
る．後半では，気象外力をハザードとする風水害・沿岸災害・土砂
災害の国内外事例と減災施策を紹介し，減災を進める上での課題と
様々な技術・政策の減災効果について学ぶ．いずれの種類のハザー
ドに関しても，環境と防災の一体化，生態系サービスを利用した防
災・減災の重要性を学ぶ．授業の最終段階では減災を実質化する上
で必要な事前・事後復興施策，BCP，地域社会のあり方など，減災
の社会工学的アプローチを学修する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地震 地震の発生メカニズム：断層・地

震
2 地震 地震によるライフライン（ガス，

水道）の被害と復旧
3 地震 地震によるライフライン（電力）

の被害と復旧
4 地震 地震による道路インフラの被害と

復旧
5 地震 地震による道路インフラの被害と

復旧
6 地震 地震による鉄道インフラの被害と

復旧
7 地震< -防災・減災計

画
地震に対する減災施策：リスク管
理，地震保険
< -総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

8 防災・減災 総力戦で挑む防災・減災プロジェ
クトについて

9 避難計画 水害からの避難について～近年の
水災害と水防行政～

10 気候変動と水害 気候変動への対応と流域治水
11 治水事業 荒川における河川整備について
12 防災・環境 治水と環境が調和した多自然川づ

くり
13 土砂災害 土砂災害対策について
14 内水害 下水道による都市浸水対策につい

て
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自学自習に努めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配付

【参考書】
授業中に適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
自然災害の発生メカニズム，社会インフラの被災と減災，気候変動
が自然災害に及ぼす影響，防災・減災と環境施策の一体性，持続可
能な国土に求められる社会の条件と技術者の使命，などに関する理
解度を演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価す
る（遠隔授業の場合には期末試験の代わりに各自が作成した学習メ
モなどを通して学力確認をする場合がある）．100点満点に換算した
上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
該当なし．

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
地盤力学及演習（必修），地盤環境工学（必修），水理学Ⅰ及演習（必
修），河川環境工学（必修），ならびに水文気象学，流域水文学，水
理学2を履修していることが望ましい．

【Outline (in English)】
(Course outline)
Along with global climate change, the social structure of Japan
is undergoing remarkable changes such as population decline
and aging. Japan is one of the countries in the world that
are exposed to most severe natural hazards. Therefore, it
is an urgent task to properly implement disaster mitigation
measures based on disaster risk assessment in order to protect
people’s lives and minimize the loss of social systems due to
disasters. The objective of this program is to understand
science of natural disasters such as earthquake disasters,
sediment-related disasters, and storms and floods, and to learn
about disaster mitigation examples and advanced technologies.
（Learning Objectives）
Through the study of engineering systems that contribute to
various disaster mitigation strategies, students will acquire
the scientific knowledge and skills necessary to develop a safe,
secure, and sustainable land as an engineer.
（Learning activities outside of classroom）
Continuously keep on one’s self study. The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.（Grading
Criteria /Policy）
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Score is given by evaluating how much students understand
mechanism of occurrence of natural disasters, damage and
mitigation of social infrastructure, impact of climate change on
natural disasters, integration of disaster prevention/mitigation
and environmental measures, social conditions required for
sustainable national land and the mission of engineers, etc.
Comprehensive evaluation is made based on the exercise report
(30%) and the final exam (70%). After converting to 100 points,
a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits
(evaluation D).
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

減災工学（２0２３度以降入学生）（２０２５年度開講）ＳＤ

藤村　和也、吉見　雅行、室野　剛隆、矢部　正明、永野　正千、橋本　翼、渡邉　佑輔、丸山　喜久、門屋　博行、神宮　正
一、白波瀬　卓哉、児子　真也、田中　孝幸
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模の気候変化とともに，日本では人口減少・高齢化，国土の
二極化など社会構造の変容が著しい．ハザードへの暴露率が世界有
数の高さにあるわが国において，人々の生命を守り災害による社会
システムの損失を最小化するためには，災害リスク評価に基づく減
災施策を的確に進めることが喫緊の課題である．地震災害，土砂災
害，風水害など自然災害の実態を理解し，国内外で取り組まれる減
災の事例と先端技術を学ぶ．

【到達目標】
多様な減災戦略に供する工学体系の学修を通し，技術者として安全・
安心で持続可能な国土を形成するために必要な科学知識や素養を修
得する．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
国内外における自然災害の事例と地球環境や社会の変化にともなう
災害特質の経年的推移を理解し，災害の発生機構や社会システムに
及ぼす影響などを学ぶ．自然災害規模がハザード，暴露率，脆弱性
の関数であり，暴露率と脆弱性の最小化が減災工学の目的であるこ
とを理解する．前半では地震外力をハザードとする場合の社会イン
フラへのダメージと様々な技術分野で開発された減災施策を講述す
る．後半では，気象外力をハザードとする風水害・沿岸災害・土砂
災害の国内外事例と減災施策を紹介し，減災を進める上での課題と
様々な技術・政策の減災効果について学ぶ．いずれの種類のハザー
ドに関しても，環境と防災の一体化，生態系サービスを利用した防
災・減災の重要性を学ぶ．授業の最終段階では減災を実質化する上
で必要な事前・事後復興施策，BCP，地域社会のあり方など，減災
の社会工学的アプローチを学修する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地震 地震の発生メカニズム：断層・地

震
2 地震 地震によるライフライン（ガス，

水道）の被害と復旧
3 地震 地震によるライフライン（電力）

の被害と復旧
4 地震 地震による道路インフラの被害と

復旧
5 地震 地震による道路インフラの被害と

復旧
6 地震 地震による鉄道インフラの被害と

復旧
7 地震< -防災・減災計

画
地震に対する減災施策：リスク管
理，地震保険
< -総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

8 防災・減災 総力戦で挑む防災・減災プロジェ
クトについて

9 避難計画 水害からの避難について～近年の
水災害と水防行政～

10 気候変動と水害 気候変動への対応と流域治水
11 治水事業 荒川における河川整備について

12 防災・環境 治水と環境が調和した多自然川づ
くり

13 土砂災害 土砂災害対策について
14 内水害 下水道による都市浸水対策につい

て
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自学自習に努めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配付

【参考書】
授業中に適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
自然災害の発生メカニズム，社会インフラの被災と減災，気候変動
が自然災害に及ぼす影響，防災・減災と環境施策の一体性，持続可
能な国土に求められる社会の条件と技術者の使命，などに関する理
解度を演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価す
る（遠隔授業の場合には期末試験の代わりに各自が作成した学習メ
モなどを通して学力確認をする場合がある）．100点満点に換算した
上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
該当なし．

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
地盤力学及演習（必修），地盤環境工学（必修），水理学Ⅰ及演習（必
修），河川環境工学（必修），ならびに水文気象学，流域水文学，水
理学2を履修していることが望ましい．

【Outline (in English)】
(Course outline)
Along with global climate change, the social structure of Japan
is undergoing remarkable changes such as population decline
and aging. Japan is one of the countries in the world that
are exposed to most severe natural hazards. Therefore, it
is an urgent task to properly implement disaster mitigation
measures based on disaster risk assessment in order to protect
people’s lives and minimize the loss of social systems due to
disasters. The objective of this program is to understand
science of natural disasters such as earthquake disasters,
sediment-related disasters, and storms and floods, and to learn
about disaster mitigation examples and advanced technologies.
（Learning Objectives）
Through the study of engineering systems that contribute to
various disaster mitigation strategies, students will acquire
the scientific knowledge and skills necessary to develop a safe,
secure, and sustainable land as an engineer.
（Learning activities outside of classroom）
Continuously keep on one’s self study. The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.（Grading
Criteria /Policy）
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Score is given by evaluating how much students understand
mechanism of occurrence of natural disasters, damage and
mitigation of social infrastructure, impact of climate change on
natural disasters, integration of disaster prevention/mitigation
and environmental measures, social conditions required for
sustainable national land and the mission of engineers, etc.
Comprehensive evaluation is made based on the exercise report
(30%) and the final exam (70%). After converting to 100 points,
a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits
(evaluation D).
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

減災工学

藤村　和也、吉見　雅行、室野　剛隆、矢部　正明、永野　正千、橋本　翼、渡邉　佑輔、丸山　喜久、門屋　博行、神宮　正
一、白波瀬　卓哉、児子　真也、田中　孝幸
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模の気候変化とともに，日本では人口減少・高齢化，国土の
二極化など社会構造の変容が著しい．ハザードへの暴露率が世界有
数の高さにあるわが国において，人々の生命を守り災害による社会
システムの損失を最小化するためには，災害リスク評価に基づく減
災施策を的確に進めることが喫緊の課題である．地震災害，土砂災
害，風水害など自然災害の実態を理解し，国内外で取り組まれる減
災の事例と先端技術を学ぶ．

【到達目標】
多様な減災戦略に供する工学体系の学修を通し，技術者として安全・
安心で持続可能な国土を形成するために必要な科学知識や素養を修
得する．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 30%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
国内外における自然災害の事例と地球環境や社会の変化にともなう
災害特質の経年的推移を理解し，災害の発生機構や社会システムに
及ぼす影響などを学ぶ．自然災害規模がハザード，暴露率，脆弱性
の関数であり，暴露率と脆弱性の最小化が減災工学の目的であるこ
とを理解する．前半では地震外力をハザードとする場合の社会イン
フラへのダメージと様々な技術分野で開発された減災施策を講述す
る．後半では，気象外力をハザードとする風水害・沿岸災害・土砂
災害の国内外事例と減災施策を紹介し，減災を進める上での課題と
様々な技術・政策の減災効果について学ぶ．いずれの種類のハザー
ドに関しても，環境と防災の一体化，生態系サービスを利用した防
災・減災の重要性を学ぶ．授業の最終段階では減災を実質化する上
で必要な事前・事後復興施策，BCP，地域社会のあり方など，減災
の社会工学的アプローチを学修する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地震 地震の発生メカニズム：断層・地

震
2 地震 地震によるライフライン（ガス，

水道）の被害と復旧
3 地震 地震によるライフライン（電力）

の被害と復旧
4 地震 地震による道路インフラの被害と

復旧
5 地震 地震による道路インフラの被害と

復旧
6 地震 地震による鉄道インフラの被害と

復旧

7 地震< -防災・減災計
画

地震に対する減災施策：リスク管
理，地震保険
< -総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

8 防災・減災 総力戦で挑む防災・減災プロジェ
クトについて

9 避難計画 水害からの避難について～近年の
水災害と水防行政～

10 気候変動と水害 気候変動への対応と流域治水
11 治水事業 荒川における河川整備について
12 防災・環境 治水と環境が調和した多自然川づ

くり
13 土砂災害 土砂災害対策について
14 内水害 下水道による都市浸水対策につい

て
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自学自習に努めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配付

【参考書】
授業中に適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
自然災害の発生メカニズム，社会インフラの被災と減災，気候変動
が自然災害に及ぼす影響，防災・減災と環境施策の一体性，持続可
能な国土に求められる社会の条件と技術者の使命，などに関する理
解度を演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価す
る（遠隔授業の場合には期末試験の代わりに各自が作成した学習メ
モなどを通して学力確認をする場合がある）．100点満点に換算した
上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
該当なし．

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
地盤力学及演習（必修），地盤環境工学（必修），水理学Ⅰ及演習（必
修），河川環境工学（必修），ならびに水文気象学，流域水文学，水
理学2を履修していることが望ましい．

【Outline (in English)】
(Course outline)
Along with global climate change, the social structure of Japan
is undergoing remarkable changes such as population decline
and aging. Japan is one of the countries in the world that
are exposed to most severe natural hazards. Therefore, it
is an urgent task to properly implement disaster mitigation
measures based on disaster risk assessment in order to protect
people’s lives and minimize the loss of social systems due to
disasters. The objective of this program is to understand
science of natural disasters such as earthquake disasters,
sediment-related disasters, and storms and floods, and to learn
about disaster mitigation examples and advanced technologies.
（Learning Objectives）
Through the study of engineering systems that contribute to
various disaster mitigation strategies, students will acquire
the scientific knowledge and skills necessary to develop a safe,
secure, and sustainable land as an engineer.
（Learning activities outside of classroom）
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Continuously keep on one’s self study. The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.（Grading
Criteria /Policy）
Score is given by evaluating how much students understand
mechanism of occurrence of natural disasters, damage and
mitigation of social infrastructure, impact of climate change on
natural disasters, integration of disaster prevention/mitigation
and environmental measures, social conditions required for
sustainable national land and the mission of engineers, etc.
Comprehensive evaluation is made based on the exercise report
(30%) and the final exam (70%). After converting to 100 points,
a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits
(evaluation D).
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ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

風土と建築（都市）

高見　公雄、金城　正紀、桂　有生

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市は人が集まって暮らす器であり，様々な理由によって現在の市街地が形成
されてきている。この授業では都市・建築が現状の様相を呈するに至った背
景としての風土に着目し，それを理解する。この場合風土とは，気候・地味・
地勢などいわゆる気候風土を軸とした条件と，一方で人間の文化の形成など
に影響を及ぼす精神的な環境といった側面の二面性がある。現実にはこの二
面は複雑に複層化して作用しているものであるが，ここでは分かりやすくす
るために，主として前者からのアプローチを取る都市・建築の見方と，同様
に後者からのアプローチをとる都市形成・建築活動といった観点からこの課
題を説いていき，今後の都市のあり方を学ぶ学生が知っておくべき風土の理
解を進める。
【到達目標】
和辻が言う風土の考え方の基本を理解する。山本が言う素材と造形の関係性
を理解する。そして，都市・建築と風土の関係性についての基本や枠組みを
理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は，①都市と風土に関する古典的な基礎知識を習得と，②わが国が持
つ気候風土を背景とする都市・建築形成の特徴並びに，③わが国の社会変化
による都市形成・建築活動の変容などをそれぞれ専門の教員の講義，課題に
基づく自主研究により進める。基本的には講義と課題レポートの形式を取る。
講師の勤務地との関係から、一部リモート方式で授業をする可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 都市・建築を学ぶ際の風

土，素材，造形への視点
和辻哲郎による「風土」，山本学治によ
る「素材と造形の歴史」の内容を紹介し
つつ，都市・建築を学ぶ際の風土，素
材，造形に関する基本概念を知る

2 気候，地勢等と都市・建
築の形成・１

集落の形成，建築様式の生成などと気
候，地味，地勢などとの関係性に関わる
基本論を学ぶ

3 気候，地勢等と都市・建
築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，気候風
土と建築，集落形成の過程等に関わる
事例を学習する（その１）

4 気候，地勢等と都市・建
築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，気候風
土と建築，集落形成の過程等に関わる
事例を学習する（その２）

5 気候，地勢等と都市・建
築の形成・４

わが国と海外との気候風土の違いに着
目した建築・集落等を学ぶ際の視点を
整理する

6 気候，地勢等と都市・建
築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研究
材料，視点を整理し，調査・研究を行う

7 気候，地勢等と都市・建
築の形成・まとめ

気候，地勢等と都市・建築の形成に関わ
る学習を踏まえた成果をまとめる

8 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・１

都市形成，建築活動を社会変化・地域文
化などとの関係性を踏まえ，わが国の
都市形成の過程の基本論を学ぶ

9 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，社会変
化・地域文化などとの関係性に関わる
事例を学習する（その１）

10 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，社会変
化・地域文化などとの関係性に関わる
事例を学習する（その２）

11 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・４

わが国と海外と社会変化・地域文化な
どの違いに着目した都市形成・建築活
動を学ぶ際の視点を整理する

12 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研究
材料，視点を整理し，調査・研究を行う

13 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・６

社会変化・地域文化と都市形成・建築活
動に関わる学習を踏まえた成果をまと
める

14 都市・建築を学ぶ際の風
土に関する理解

以上の学習を取りまとめ，都市・建築を
学ぶ際に理解しておくべき風土に関す
る事項を理解する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
提起された課題に対する調査，フィールドワークなどが授業外に必要となる
ことがある。本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて教員より配布する。
【参考書】
【復刻版】和辻哲郎の「風土―人間学的観察」 (響林社文庫) Kindle版
素材と造形の歴史 (1966年) (SD選書〈9〉)山本学治 (著)

【成績評価の方法と基準】
授業内のレポートにより評価（100％）する。欠席４回以上は単位取得を認め
ない (評価Ｄ)

【学生の意見等からの気づき】
予想を超え、深い意識で風土を捉えており、さらに深度化できる可能性がある。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員、また現在実社会の最前線で活動している教員が、現場状況を含め
て講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
The climate has two aspects: a condition based on a so-called climate,
and a mental environment that affects the formation of human culture.
Here you will learn city and architecture from both approaches.
Evaluate by each report. Four or more absences or non-submission of
exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

風土と建築（都市）

高見　公雄、金城　正紀、桂　有生

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市は人が集まって暮らす器であり，様々な理由によって現在の市街地が形成
されてきている。この授業では都市・建築が現状の様相を呈するに至った背
景としての風土に着目し，それを理解する。この場合風土とは，気候・地味・
地勢などいわゆる気候風土を軸とした条件と，一方で人間の文化の形成など
に影響を及ぼす精神的な環境といった側面の二面性がある。現実にはこの二
面は複雑に複層化して作用しているものであるが，ここでは分かりやすくす
るために，主として前者からのアプローチを取る都市・建築の見方と，同様
に後者からのアプローチをとる都市形成・建築活動といった観点からこの課
題を説いていき，今後の都市のあり方を学ぶ学生が知っておくべき風土の理
解を進める。
【到達目標】
和辻が言う風土の考え方の基本を理解する。山本が言う素材と造形の関係性
を理解する。そして，都市・建築と風土の関係性についての基本や枠組みを
理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」
【授業の進め方と方法】
この授業は，①都市と風土に関する古典的な基礎知識を習得と，②わが国が持
つ気候風土を背景とする都市・建築形成の特徴並びに，③わが国の社会変化
による都市形成・建築活動の変容などをそれぞれ専門の教員の講義，課題に
基づく自主研究により進める。基本的には講義と課題レポートの形式を取る。
講師の勤務地との関係から、一部リモート方式で授業をする可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 都市・建築を学ぶ際の風

土，素材，造形への視点
和辻哲郎による「風土」，山本学治によ
る「素材と造形の歴史」の内容を紹介し
つつ，都市・建築を学ぶ際の風土，素
材，造形に関する基本概念を知る

2 気候，地勢等と都市・建
築の形成・１

集落の形成，建築様式の生成などと気
候，地味，地勢などとの関係性に関わる
基本論を学ぶ

3 気候，地勢等と都市・建
築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，気候風
土と建築，集落形成の過程等に関わる
事例を学習する（その１）

4 気候，地勢等と都市・建
築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，気候風
土と建築，集落形成の過程等に関わる
事例を学習する（その２）

5 気候，地勢等と都市・建
築の形成・４

わが国と海外との気候風土の違いに着
目した建築・集落等を学ぶ際の視点を
整理する

6 気候，地勢等と都市・建
築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研究
材料，視点を整理し，調査・研究を行う

7 気候，地勢等と都市・建
築の形成・まとめ

気候，地勢等と都市・建築の形成に関わ
る学習を踏まえた成果をまとめる

8 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・１

都市形成，建築活動を社会変化・地域文
化などとの関係性を踏まえ，わが国の
都市形成の過程の基本論を学ぶ

9 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，社会変
化・地域文化などとの関係性に関わる
事例を学習する（その１）

10 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，社会変
化・地域文化などとの関係性に関わる
事例を学習する（その２）

11 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・４

わが国と海外と社会変化・地域文化な
どの違いに着目した都市形成・建築活
動を学ぶ際の視点を整理する

12 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研究
材料，視点を整理し，調査・研究を行う

13 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・６

社会変化・地域文化と都市形成・建築活
動に関わる学習を踏まえた成果をまと
める

14 都市・建築を学ぶ際の風
土に関する理解

以上の学習を取りまとめ，都市・建築を
学ぶ際に理解しておくべき風土に関す
る事項を理解する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
提起された課題に対する調査，フィールドワークなどが授業外に必要となる
ことがある。本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて教員より配布する。
【参考書】
【復刻版】和辻哲郎の「風土―人間学的観察」 (響林社文庫) Kindle版
素材と造形の歴史 (1966年) (SD選書〈9〉)山本学治 (著)

【成績評価の方法と基準】
授業内のレポートにより評価（100％）する。欠席４回以上は単位取得を認め
ない (評価Ｄ)

【学生の意見等からの気づき】
予想を超え、深い意識で風土を捉えており、さらに深度化できる可能性がある。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員、また現在実社会の最前線で活動している教員が、現場状況を含め
て講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
The climate has two aspects: a condition based on a so-called climate,
and a mental environment that affects the formation of human culture.
Here you will learn city and architecture from both approaches.
Evaluate by each report. Four or more absences or non-submission of
exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

橋のデザイン実習

末松　慎介、松井　哲平

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁構造の基礎知識を確認した上で、既存橋梁の模型製作から橋梁の成り立
ちを構造的・造形的に理解する。さらに模型を用いた構造デザインを実践す
ることで、橋のデザインの思考作業を体験する。
【到達目標】
橋梁において構造を成立させている力の流れをイメージできるようになるこ
と。グループ作業を通じ、工程と品質に留意しながらひとつの物をつくりあ
げるプロセスを理解すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、講義による橋梁景観等に関する「基礎知識の習得」と「美しい事例の
紹介」、更には演習による「デザイン作業とプレゼンテーションの実践」を通
して、将来的に自分の考えを公共土木施設に反映し得る、高度な技術者に成
長するための基礎体験を履修するものである。
なお、演習手法はスタディ模型（発泡樹脂材料や紙による模型）の製作を中
心とする。短時間でのデザイン検討作業（模型製作）であるため、授業時間
以外に作業を行うことがある。
本授業における「基礎知識」は、「鋼構造学及演習」で学んだことの復習であ
り、既存橋梁の模型製作では、「鋼構造デザイン実習」において設計した歩道
橋を模型にすることで、橋梁技術者としてデザイン、設計の一連の経験を積
むことができる。（鋼構造デザイン実習未履修者は、別途既存歩道橋の模型製
作を行う。）
授業実施期間に見学できる橋梁建設現場がある場合には、授業計画および課
題を一部変更して見学会を実施する場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義：橋の基本知識、歴

史、橋のデザイン
橋の歴史、橋の構造形式と特徴、シビッ
クデザインの概念、橋のデザインの考
え方

2 講義：橋梁の設計手法１
演習：出題と課題意図
の説明

課題説明と模型の作り方の基本
橋梁図面の構成と内容

3 講義：橋梁の詳細設計
図面
演習：図面読解１

橋梁図面の構成と内容
課題の橋梁図面の読解

4 講義：橋梁の設計手法２
演習：図面読解２

特殊橋梁の設計手法
必要部材の把握、確認

5 講義：橋梁の施工１
演習：模型製作

橋梁の施工方法の紹介
部材の作成

6 講義：橋梁の施工２
演習：模型製作

橋梁の施工、架設
部材の組み立て

7 デザイン課題1　講評 製作した模型に関する発表・講評
8 デザイン課題2

出題と課題意図の説明
課題説明と模型の製作条件

9 講義：橋梁のデザイン
事例１
演習：模型方針検討

グループディスカッションによる設計
方針検討

10 講義：橋梁のデザイン
事例２
演習：試作模型製作

橋梁デザインの紹介（海外事例など）
第1回載荷試験用模型製作

11 デザイン課題2
第1回載荷試験

載荷試験と発表
破壊状況の確認

12 改善方針検討 載荷試験結果に基づく改善方針の検討
13 改善模型製作 第2回載荷試験用模型製作
14 デザイン課題2

第2回載荷試験、講評
載荷試験と発表
改善成果の確認と講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1・2　履修登録
3・4　図面読解，必要な模型製作道具および材料購入
5・6　模型の完成
7・8　設計方針の検討
9・10　第1回載荷試験模型の完成
11・12　第2回載荷試験模型の完成
13・14　報告書作成準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。
資料は授業中に適宜配付する。
【参考書】
・景観デザイン規範事例集（道路・橋梁・街路・公園編）（国土交通省国土技術政策
総合研究所、pdf版http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/ks/tnn0433.html）
・景観用語事典　増補改訂第二版（彰国社）
・美しい橋のデザインマニュアル（土木学会構造工学委員会橋の景観とその形
態および色彩に関する研究小委員会）
【成績評価の方法と基準】
第１課題（グループもしくは個人課題／配点50点）と第２課題（グループも
しくは個人課題／配点50点）による。発表時やエスキス時の積極性や良好な
デザインには個人に対して加点を行う。なお、各課題の中間・最終発表時欠
席者には単位取得を認めない（評価D）。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
課題にかける時間が足りないとの声がある。過重にならないよう課題内にお
けるサポートなど対策を行う。
【学生が準備すべき機器他】
成果品としてA3判のパネルを作成する。その際、貸与パソコンを用いた作業
が必要となる。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn about bridge design and understand
how the designing process is a creative art of discovering structural
form. They will learn about basic static bridge structure and the
arrangement of structural elements through designing and building a
model of a bridge.
At the end of the course, students are expected to design bridge
structures with structural conceptual ideas.
After each class meeting, students will be expected to have completed
the required model and design reports.
Grading will be decided based on the reports and the presentations
about 1st theme (50%) and 2nd theme (50%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方を

紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について述

べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述べ
る。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実験
の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすくす
る損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用方
法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比で評
価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、コ
ストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に代
表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考え
方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方を

紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について述

べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述べ
る。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実験
の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすくす
る損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用方
法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比で評
価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、コ
ストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に代
表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考え
方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方を

紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について述

べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述べ
る。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実験
の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすくす
る損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用方
法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比で評
価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、コ
ストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に代
表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考え
方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）建築

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材料
デザインまで、複数の分野を橋渡しす
る学際的科学
授業の進め方、グループワークの方法
を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技術な
ど、興味あることを自分で調べて視野
を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタン、
銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメカ
ニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住特性
8 モビリティーに使われ

るマテリアル
二輪車を題材に完成車・エンジンに使用
されている材料とその製造方法の事例
をゲストスピーカーより説明を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリン

ターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された複

合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グルー
プに分けてグループ討議、討議結果の
発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）都市

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 25%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材料
デザインまで、複数の分野を橋渡しす
る学際的科学
授業の進め方、グループワークの方法
を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技術な
ど、興味あることを自分で調べて視野
を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタン、
銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメカ
ニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住特性
8 モビリティーに使われ

るマテリアル
二輪車を題材に完成車・エンジンに使用
されている材料とその製造方法の事例
をゲストスピーカーより説明を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリン

ターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された複

合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グルー
プに分けてグループ討議、討議結果の
発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材料
デザインまで、複数の分野を橋渡しす
る学際的科学
授業の進め方、グループワークの方法
を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技術な
ど、興味あることを自分で調べて視野
を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタン、
銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメカ
ニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住特性
8 モビリティーに使われ

るマテリアル
二輪車を題材に完成車・エンジンに使用
されている材料とその製造方法の事例
をゲストスピーカーより説明を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリン

ターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された複

合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グルー
プに分けてグループ討議、討議結果の
発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材料
デザインまで、複数の分野を橋渡しす
る学際的科学
授業の進め方、グループワークの方法
を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技術な
ど、興味あることを自分で調べて視野
を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタン、
銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメカ
ニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住特性
8 モビリティーに使われ

るマテリアル
二輪車を題材に完成車・エンジンに使用
されている材料とその製造方法の事例
をゲストスピーカーより説明を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリン

ターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された複

合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グルー
プに分けてグループ討議、討議結果の
発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材料
デザインまで、複数の分野を橋渡しす
る学際的科学
授業の進め方、グループワークの方法
を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技術な
ど、興味あることを自分で調べて視野
を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタン、
銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメカ
ニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住特性
8 モビリティーに使われ

るマテリアル
二輪車を題材に完成車・エンジンに使用
されている材料とその製造方法の事例
をゲストスピーカーより説明を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリン

ターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された複

合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グルー
プに分けてグループ討議、討議結果の
発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）SD

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材料
デザインまで、複数の分野を橋渡しす
る学際的科学
授業の進め方、グループワークの方法
を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技術な
ど、興味あることを自分で調べて視野
を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタン、
銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメカ
ニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住特性
8 モビリティーに使われ

るマテリアル
二輪車を題材に完成車・エンジンに使用
されている材料とその製造方法の事例
をゲストスピーカーより説明を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリン

ターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された複

合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グルー
プに分けてグループ討議、討議結果の
発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　

— 586 —



SDGs　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）建築

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・代

行する分野としての福祉工学について、
歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測について、
得られる信号の種類や特徴、基本的な
取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている神経
や筋肉の電気的現象について講義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すため
の電極のしくみや、これを用いた脳波
計や筋電計などを、実際の計測の様子
を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なものか
ら、筋電義手など工学的技術を用いた
ものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援の
ためのロボット技術について講義する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感覚
技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイン
タフェース技術について講義する。生
体信号によるインタフェース技術のデ
モも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で使
われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報を
得るための医用画像技術について講義
する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診断
や医療ロボットの高度化について講義
する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工学
などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚と
福祉工学の関わりについて講義する。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残され
ている課題と、その解決に向けて行わ
れている研究や活動を紹介する。義手
に関する身体錯覚実験のデモも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）都市

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・代

行する分野としての福祉工学について、
歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測について、
得られる信号の種類や特徴、基本的な
取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている神経
や筋肉の電気的現象について講義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すため
の電極のしくみや、これを用いた脳波
計や筋電計などを、実際の計測の様子
を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なものか
ら、筋電義手など工学的技術を用いた
ものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援の
ためのロボット技術について講義する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感覚
技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイン
タフェース技術について講義する。生
体信号によるインタフェース技術のデ
モも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で使
われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報を
得るための医用画像技術について講義
する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診断
や医療ロボットの高度化について講義
する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工学
などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚と
福祉工学の関わりについて講義する。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残され
ている課題と、その解決に向けて行わ
れている研究や活動を紹介する。義手
に関する身体錯覚実験のデモも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）SD

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・代

行する分野としての福祉工学について、
歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測について、
得られる信号の種類や特徴、基本的な
取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている神経
や筋肉の電気的現象について講義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すため
の電極のしくみや、これを用いた脳波
計や筋電計などを、実際の計測の様子
を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なものか
ら、筋電義手など工学的技術を用いた
ものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援の
ためのロボット技術について講義する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感覚
技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイン
タフェース技術について講義する。生
体信号によるインタフェース技術のデ
モも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で使
われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報を
得るための医用画像技術について講義
する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診断
や医療ロボットの高度化について講義
する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工学
などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚と
福祉工学の関わりについて講義する。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残され
ている課題と、その解決に向けて行わ
れている研究や活動を紹介する。義手
に関する身体錯覚実験のデモも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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HUI200ND（人間情報学 / Human informatics 200）

Webアプリプログラミング演習（２０２３年度以降入学生）

馬場　祐人

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
SNSやニュースアプリ,スマホゲームなどWeb上で提供されるサービスやソフ
トウェアをWebアプリと呼ぶ．常時インターネットにつながった環境が当た
り前となった今,PCやスマホといったクライアントと,サーバとでデータを通
信して,様々な情報を随時やり取りすることが可能である．本授業では、Web
アプリの開発に必要なフロントエンドとバックエンドの技術を習得してWeb
アプリを開発する方法を実際に制作しながら学ぶ．
【到達目標】
本授業では,Webアプリ開発環境「Node.js」を用いて,Webアプリケーション
の開発手法を学ぶ．Webアプリ開発に必要なフロントエンド,バックエンドの
技術、具体的にはJavaScript,HTML,CSS,SQLを習得して，実際にプログラ
ミングしながら設計手法を理解する．各自のアイディアに基づいてオリジナ
ルのWebアプリを制作する．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各自ノートPCを持参し,講義の中で,実際にプログラミングをしながら,Web
アプリ開発を理解し,様々な機能を実装できるようにする．理解度を把握する
ため,演習作品を提出し,最終成果物として披露してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Webアプリとは Webアプリとは何か。どのように構成

されているかを学ぶ
第2回 開発環境 (Node.js)の準

備
Webアプリ開発環境 (Node.js)をインス
トールする

第3回 フロントエンドとバッ
クエンド

フロントエンドとバックエンドの違い，
それぞれの役割について学ぶ

第4回 簡単なWebアプリの開
発

単純なWebアプリを制作する

第5回 バックエンド開発 バックエンドのシステム開発について
学ぶ

第6回 データベースの構成 バックエンドで用いるデータベースを
構築する

第7回 フロントエンド開発 フロントエンドに必要なUIデザインに
ついて学ぶ

第8回 クライアント側の設計 Webアプリの基本となる登録アプリの
フロントエンドを設計する

第9回 WebアプリのUI制作 フロントエンドとなるUIを
HTML,CSS,JavaScriptで制作する

第10回 サーバ側の設計 Webアプリの基本となる登録アプリの
バックエンドを設計する

第11回 Webアプリのデータ
ベース設計

Webアプリのバックエンドで情報を記
録するデータベースを設計する

第12回 Webアプリのセキュリ
ティ

Webアプリを作るにあたって考慮すべ
きセキュリティの基礎対策について学ぶ

第13回 Webアプリのテスト 制作したWebアプリをテストする
第14回 最終作品発表 これまで学んだことの集大成として最

終作品を発表する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義てはJavaScript,HTML,CSSそれぞれのプログラミングの基礎を理解し
ておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は，各1時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特に使用しない
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点 (出席，講義内演習等での貢献・取り組み態度)(30%), 各
授業ごとの演習課題提出(30%)，最終作品と発表(40%)を基準として，総合的
に判断し評価する．
最終作品についてはプレゼンテーション形式の発表を実施する．発表は試験
に相当する．
【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません

【学生が準備すべき機器他】
ノートPC (貸与PCもしくはWindowsパソコン使用を推奨)．各自のノート
PCに，ソフトウェアをインストールして演習を行なう．資料配布，課題の提
出などに，授業支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
本講義は春学期開講の「プログラミング演習」の応用的な内容となる．受講
に当たっては「プログラミング演習」の受講を推奨する．
【Outline (in English)】
Services and software provided on the Web, such as SNS, news
apps, and smartphone games, are called web applications. Web
applications communicate various information and constantly exchange
data between clients such as PCs and smartphones and servers. In
this class, you will learn how to develop web applications by acquiring
the front-end and back-end technologies necessary for developing web
applications.
Assessment will be made as follows: In-class contributions 30%,
in-class-hours practices 30%, final presentation 40%.
Before/after each class-hours, students will be expected to spend an hour
to understand the course content.
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SSS200NC（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 200）

オペレーションズリサーチ（２0２３度以降入学生）

高須賀将秀

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オペレーションズリサーチ（Operations Research, OR）とは，「実
社会における問題解決や意思決定を支援するための数理的・科学的
な方法論や技法」を対象とする研究分野である．ORの幾つかの代
表的テーマについて基礎知識・技能を学ぶ．

【到達目標】
1．連続最適化、組み合わせ位最適化を理解している．
2．ネットワーク最適化を理解している．
3．2024年物流問題を理解している．
4．シミュレーション・整数計画問題を理解している．
5．待ち行列を理解している．
6．不確実性下での意思決定を理解している．
7．ゲーム理論を理解している．
8．実社会における最適化問題をいくつか答えることができる．
9．Microsoft Excelのソルバー機能（Excelソルバー）を用いて最
適化問題を解くことができる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
具体的なテーマとして，「数理最適化」「グラフ・ネットワーク」「シ
ミュレーション」「待ち行列」「不確実性下での意思決定」「ゲーム
理論」を取り上げ，これらの基礎知識と代表的な手法について説明
する．
理解度確認のための演習（テーマによってはノートパソコンを使用）
や小テストを適宜授業時間内に行う．また，授業外に行うべき課題
を各テーマごとに課す．課題の回収や小テストの実施には学習支援
システムを用いる．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，オペ

レーションズリサー
チとは

・授業の進め方，評価について
・オペレーションズ・リサーチ
とは
・実社会の活用シーン

第2回 最適化問題 ・最適化問題
・連続最適化と組合せ最適化
・代表的な最適化問題とアルゴリ
ズム

第3回 連続最適化 ・連続最適化問題
・線形計画問題
・標準形への変形
・線形計画ソルバーと利用法
・単体法とその実装

第4回 組合せ最適化 ・組合せ最適化
・連続最適化と組合せ最適化の
違い
・組合せ最適化におけるソルバー
の利用法
・ナップサック問題

第5回 ネットワーク最適化
とは1

・グラフの定義
・最短路問題
・最大流問題
・最小費用流問題

第6回 ネットワーク最適化
とは2

・木の定義
・全域木
・最小木問題
・ダイクストラ法

第7回 物流2024年問題 ・配送計画問題
・ピンパッキング問題
・デポ配置問題

第8回 シミュレーション・
整数計画問題

・マルコフ過程/マルコフ連鎖
・モンテカルロ法

第9回 待ち行列理論1 ・待ち行列理論
・リトルの公式
・ポワソン過程と指数分布

第10回 待ち行列理論2 ・出生死滅過程
・M/M/∞モデル

第11回 不確実性下での意思
決定（ディシジョン
ツリー・効用）

・投資決定問題
・マクシミン原理/マクシマックス
原理/ミニマックス後悔原理
・ラプラスの原理
・期待値原理/期待値・分散原理
・最尤未来原理/要求水準原理

第12回 不確実性下での意思
決定（ディシジョン
ツリー・効用）

・多段階の意思決定問題
・効用関数
・期待効用最大化の原理

第13回 ゲーム理論 ・囚人のジレンマ
・ナッシュ均衡

第14回 授業内容のまとめ ・振り返り
・応用事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前学習（基礎知識の習得）
・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
指定しない．資料を配布する．

【参考書】
授業において適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
科目認定条件
※出席率について80%以上であること．
※定められた提出物が80%以上提出されていること．
科目評価方法
演習課題　60％
最終課題　40％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：演習・小テスト等に利用する．毎
回持参すること．
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・学習支援システム：お知らせの配信・資料やスライドの配布・課
題の提示や回収・授業内小テスト等に利用する．

【Outline (in English)】
[Course outline]
This course provides basic knowledge and skills on some of
the major themes of operations research (OR). Learn the basic
knowledge and skills of several representative topics of OR.
[Learning Objectives]
1. Understand simultaneous and combinatorial optimization.
2. Understand network optimization.
3. Understand the logistics problem in 2024.
4. Understand simulation and integer programming problems.
5. Understand queueing.
6. Understand decision making under uncertainty.
7. Understand game theory.
8. Can answer some real-world optimization problems.
9. Be able to solve optimization problems using Microsoft
Excel’s solver function (Excel Solver).
[Learning activities outside of classroom]
・Preliminary study (acquisition of basic knowledge)
・Review of class contents
・Exercises and submission of exercises
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Course Approval Conditions
・Attendance rate must be 80% or more.
・Submission of the required materials must be more than 80%.
Course Evaluation Method
・Exercise assignment 60%
・Final assignment 40%
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

橋のデザイン（２０２３年度以降入学生）

末松　慎介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁構造の基礎知識を確認した上で、既存橋梁の模型製作から橋梁の成り立
ちを構造的・造形的に理解する。さらに模型を用いた構造デザインを実践す
ることで、橋のデザインの思考作業を体験する。
【到達目標】
橋梁において構造を成立させている力の流れをイメージできるようになるこ
と。グループ作業を通じ、工程と品質に留意しながらひとつの物をつくりあ
げるプロセスを理解すること。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、講義による橋梁景観等に関する「基礎知識の習得」と「美しい事例の
紹介」、更には演習による「デザイン作業とプレゼンテーションの実践」を通
して、将来的に自分の考えを公共土木施設に反映し得る、高度な技術者に成
長するための基礎体験を履修するものである。
なお、演習手法はスタディ模型（発泡樹脂材料や紙による模型）の製作を中
心とする。短時間でのデザイン検討作業（模型製作）であるため、授業時間
以外に作業を行うことがある。
本授業における「基礎知識」は、「鋼構造学及演習」で学んだことの復習であ
り、既存橋梁の模型製作では、「鋼構造デザイン実習」において設計した歩道
橋を模型にすることで、橋梁技術者としてデザイン、設計の一連の経験を積
むことができる。（鋼構造デザイン実習未履修者は、別途既存歩道橋の模型製
作を行う。）
授業実施期間に見学できる橋梁建設現場がある場合には、授業計画および課
題を一部変更して見学会を実施する場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義：橋の基本知識、歴

史、橋のデザイン
橋の歴史、橋の構造形式と特徴、シビッ
クデザインの概念、橋のデザインの考
え方

2 講義：橋梁の設計手法１
演習：出題と課題意図
の説明

課題説明と模型の作り方の基本
橋梁図面の構成と内容

3 講義：橋梁の詳細設計
図面
演習：図面読解１

橋梁図面の構成と内容
課題の橋梁図面の読解

4 講義：橋梁の設計手法２
演習：図面読解２

特殊橋梁の設計手法
必要部材の把握、確認

5 講義：橋梁の施工１
演習：模型製作

橋梁の施工方法の紹介
部材の作成

6 講義：橋梁の施工２
演習：模型製作

橋梁の施工、架設
部材の組み立て

7 デザイン課題1　講評 製作した模型に関する発表・講評
8 デザイン課題2

出題と課題意図の説明
課題説明と模型の製作条件

9 講義：橋梁のデザイン
事例１
演習：模型方針検討

グループディスカッションによる設計
方針検討

10 講義：橋梁のデザイン
事例２
演習：試作模型製作

橋梁デザインの紹介（海外事例など）
第1回載荷試験用模型製作

11 デザイン課題2
第1回載荷試験

載荷試験と発表
破壊状況の確認

12 改善方針検討 載荷試験結果に基づく改善方針の検討
13 改善模型製作 第2回載荷試験用模型製作

14 デザイン課題2
第2回載荷試験、講評

載荷試験と発表
改善成果の確認と講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1・2　履修登録
3・4　図面読解，必要な模型製作道具および材料購入
5・6　模型の完成
7・8　設計方針の検討
9・10　第1回載荷試験模型の完成
11・12　第2回載荷試験模型の完成
13・14　報告書作成準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
資料は授業中に適宜配付する。
【参考書】
・景観デザイン規範事例集（道路・橋梁・街路・公園編）（国土交通省国土技術政策
総合研究所、pdf版http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/ks/tnn0433.html）
・景観用語事典　増補改訂第二版（彰国社）
・美しい橋のデザインマニュアル（土木学会構造工学委員会橋の景観とその形
態および色彩に関する研究小委員会）
【成績評価の方法と基準】
第１課題（グループもしくは個人課題／配点50点）と第２課題（グループも
しくは個人課題／配点50点）による。発表時やエスキス時の積極性や良好な
デザインには個人に対して加点を行う。なお、各課題の中間・最終発表時欠
席者には単位取得を認めない（評価D）。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
課題にかける時間が足りないとの声がある。過重にならないよう課題内にお
けるサポートなど対策を行う。
【学生が準備すべき機器他】
成果品としてA3判のパネルを作成する。その際、貸与パソコンを用いた作業
が必要となる。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn about bridge design and understand
how the designing process is a creative art of discovering structural
form. They will learn about basic static bridge structure and the
arrangement of structural elements through designing and building a
model of a bridge.
At the end of the course, students are expected to design bridge
structures with structural conceptual ideas.
After each class meeting, students will be expected to have completed
the required model and design reports.
Grading will be decided based on the reports and the presentations
about 1st theme (50%) and 2nd theme (50%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

システム論

甲　洋介

サブタイトル：人の営みと文化を的確に捉える、システムという
考え方
配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
●　あなたの身近な『システム』たち
コンピュータやSNSばかりがシステムではない。私たちの生活はたくさんの
『システム』に囲まれている。電子マネーやオンラインショップがシステムと
いう説明は頷けるとしても、家族や社会、国際食糧支援、チームスポーツ、コ
ンビニもシステム、と云われたらどうだろうか。
●　『家族』もシステム？
暮らしや社会の意外な仕組みが、広い意味でのシステムとして、私たちの文
化の中に様々な形態で組み込まれている。交通にしても、家族にしても、多
国間関係にしても、うまく機能している間は人々は気づかない。その仕組み
がシステムとしてうまくはたらかなくなった時に問題は顕在化する。
●　「システムという考え方」を学ぶ
本講義を通じて、最初は複雑すぎて捉えられない事柄も、「システムという考
え方」を用いて整理し、自分で系統立てて捉えることができるようになる。
　システムとは何か。文化の中の様々な物事をシステムとして捉えることに
よって、考え方が変わる。
　本講義では、暮らしの中の身近な例や、システムとして意識したことがな
い意外な例を取り上げながら、それがどのような意味でシステムなのか、解
きほぐしていく。複雑な事柄も複数の構成要素が巧みに関係し合った現象と
して、理解が進む。対象の本質を浮かび上がらせ、改善策の考案へとつなげ
る。これを練習する。
●　システムから世の中を見ると、いろいろな事が見えてくる
人が作ったモノだけでなく、『家族』や『社会』も一種のシステムである。
たとえば『家族』とは何か、家族が家族でいようとする目的は何か、なぜ現
在の形態になっているのか、一度は考えたことがあるかもしれない。あるい
は、差別や階層など、他と区別するための概念が新たに生まれたり、消滅す
ると何が変わるのか。システムとして捉え直すと、それが社会の営みに対す
るquestionsを整理し、明確化することにもつながる。
　社会にはさまざまな形でシステムが埋め込まれている。その様態は常に変
化している。そして、そこにはシステムとしての役割の変化がある。それら
を発見する作業は面白い。なぜならその変化は、人間が暮らし方を変革して
きた足跡そのものだから。
【到達目標】
・まずシステムの基本的な考え方を学び、要点を理解できるようになる。
・次に、簡単な事例であれば、「システムの考え方」を用いて、問題を解きほ
ぐしながら複数の視点から分析し、自分なりの答えを「系統立てて」導く方
法を組み立てられるようになる。
・本講義を終える頃には、社会の、またはあなたが着目する一見複雑に見える
問題に対し、その問題を捉えやすく整理し直し、システムの考え方を用いて、
自分なりの答えを系統立てて考えられるようになる、ことを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
概ねつぎの流れに沿って各回の授業を構成する。
　 (1)前回のコメントシートを踏まえた解説、ディスカッション（約15分）
　 (2)講義形式で、題材を提示し、考え方・いくつかの視点を解説（65分）
　 (3)小課題を演習し、質問応答、コメントシート作成（20分）
講義と小課題の演習を組み合せる。授業冒頭 (1)で前回をおさらいし、受講生
のコメントシートを踏まえた解説で理解の深化を促し、各回の講義 (2)につな
ぐ。各自の内容理解を小演習 (3)で確認し、コメントシートとして提出する。
この対話サイクルで授業を進める。
　授業中の討議を通じて，他の意見を認めつつ自分のオリジナルな考えをまと
め，他者が理解できるよう論理的な説明を練習する。その成果を期末レポー
トで確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 はじめに システムは難しくない。本講義の狙い

と、進め方
第2回 システムは、あなたの身

近にある
システムとはどのようなものか

第3回 暮らしの中のシステム 暮らしの中にある、様々なシステム
第4回 システム、という考え方 システム思考の基礎。複雑そうな事を、

要素の間の関係性として捉え直してみる
第5回 大きな視野から、システ

ムの要素を整理し、働き
を分析する

システムの成果物、インプット・資源、
環境条件、環境への副次的影響、の整理

第6回 人間の行為を、システム
の視点から理解する

気まぐれに見える人間の行為も、シス
テムから捉えると

第7回 システムの信頼性、可用
性を高める

故障しないモノはない。しかしシステ
ムのデザインを工夫すれば、信頼性、可
用性を高められる

第8回 人と道具のシステム論
　－文房具から宇宙旅
行まで

人が何か目的をもって道具を使う、そ
の状況をシステムとして捉えてみよう

第9回 社会というシステム　
～個人から社会へ（パー
ソンズの理論）

社会は複雑に見える。社会をシステム
としてどう捉えるか

第10回 社会のシステム論 (1)
　－ルーマンの理論

オートポイエーシス概念を用いて、社
会システム論を説明する

第11回 社会のシステム論 (2)
　－コミュニケーショ
ンの連鎖

ルーマンは，社会の複雑さや『分化』を
どのように捉えるか

第12回 社会や文化に埋め込ま
れたシステムたち

人の住まう都市、地域コミュニティの
生活を、システムとして再検討する

第13回 システムダイナミクス システムダイナミクスを用いて、複雑
な社会現象を、多様な見方から捉える

第14回 まとめ：暮らしから社会
へ、人間社会から環境へ

まとめ、課題について、ディスカッショ
ン

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業の復習を兼ねて、小課題に取り組む。提出は主に学習支援システムを用
いる。
・本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。社会システムの理解
には、ニュースにある社会問題の背景について、自分で考える日頃の習慣が
役に立つ。
【テキスト（教科書）】
講義資料を提示し、テキストは使用しません。
【参考書】
・知恵の樹̶生きている世界はどのようにして生まれるのか（マトゥラーナ
著、ちくま学芸文庫）1998

【成績評価の方法と基準】
　・レスポンスシートや，授業・討議における積極的な貢献度合い（60％），
　・期末レポートまたは期末試験（40％）
で総合的に評価します。
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。　基本事項の理解、記述の明確さ、答えを導くまでの論理性、必
要に応じて多角的な視点から考察すること、が重要です。
【学生の意見等からの気づき】
「込み入った話になると難しい」との意見がありました。例示を増やし、分か
りやすく解きほぐすことを心がけようと思います。
【関連科目】
「道具のデザイン」「文化情報空間論」と直接的に関連しています。また国際
社会、表象文化の専門科目の基礎としても役立つように工夫されています。
【Outline (in English)】
This class allows you to learn basic principles of "System" theory.
By the end of the course, students should be able to practice basic
principles of "Systems Thinking," and to re-examine some selected social
issues by applying the methods of "Systems Thinking".
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/exam (40%) and
(2) short reports and the quality of the student’s in-class contribution
(60%).
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ART200GA（芸術学 / Art studies 200）

社会と美術

稲垣　立男

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：受講希望者が1000人を超えた場合、抽選
を行います。抽選方法については学習支援システムを通じて連絡
しますので、よく確認をしておいてください。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　国際文化学部基幹科目「社会と美術」は、普段接する機会の少ない、先
進的な表現領域に対する理解を深めるための入門的な授業です。この講
義では、特に21世紀以降に関心を集めている社会と芸術との関係に焦点
を当て、パフォーミング・アーツ、音楽、建築などの表象の世界の様々
な事例を参照し、社会と芸術の接点や関係性について探求します。
　本授業は、「近現代美術の歴史と理論」と「現代社会の課題と美術」と
いう2つのテーマで構成されており、各領域のキーワードからそれぞれ
の課題や問題を検討、議論します。
第一部　「近現代の芸術史と理論」では、18世紀以降から21世紀までの
美術史と理論を包括的に学び、芸術表現の変遷とその背後にある思想や
理論を探求します。
第二部　「現代社会の課題と美術」では、社会や時代を映す鏡としての
芸術表現と現代社会との関係について具体例を交えながら学びます。21
世紀以降に注目されている社会と芸術との関係を扱ったアートの世界に
焦点を当てていきます。

【到達目標】
近現代の美術史と現代社会と美術に関する課題の事例を紹介していきま
す。近現代美術史の基本を理解すること、各時代の社会的課題と芸術と
の関連を見いだすことがこの講義の目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」
に関連。

【授業の進め方と方法】
オンデマンド方式により授業を行います。
授業当日の流れ（重要）
1.　指定された公開日に、Google Classroomにその日の学習内容を掲
載した資料（Google sites）のリンクを掲載する。
2.　資料を見ながら学習を進める。（当日であれば、授業時間外に学習し
ても構いません。）
3.　サイト内に小テストや授業内レポートのリンク（Google Forms）が
掲載されているので、回答して提出する。
4.　授業内容に関する質問については、Google Formsに書き込んでお
くと回答します。
授業の方法
　授業時間になるとGoogle Classroomを通じて受講に必要なリンク先
や課題の提出について公開します。公開したウェブサイトに授業に関連
したテキストや授業概要の映像（YouTube、40- 60分程度）、必要な画
像やウェブサイトのリンク先などが掲載されていますので、そのサイト
を見て学習を進めてください。ウェブサイトは年度末まで公開しておき
ます。
課題
　受講後、Google Formsで課題（小テストと簡単なレポート）を提出し
てもらいます。提出期間は授業終了後数日程度です。
質問・相談
　一般的な質問や相談についてはGoogle Classroomのチャット機能を
使ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容について、進め方と方法、

評価方法と基準
第2回 近代美術の誕生

古典主義、ロマン派、
写実主義、印象派

近代の始まりと芸術運動に関する講
義を行います。近代は、市民革命と
産業革命によってその幕が開けられ
ました。この時期の重要な出来事や
社会の変遷が、芸術にも深い影響を
与えました。市民革命によって生ま
れた新しい社会秩序や価値観、そし
て産業革命による技術の進化が、芸
術家たちに新たな表現の手段を提供
しました。古典主義、ロマン主義、
写実主義、印象派などの芸術運動は、
単なる美的表現にとどまらず、社会
の変動や文化の転換を反映し、近代
というコンセプトを徐々に体現して
いきます。授業では、これらの芸術
運動を通して、近代社会の多様性や
複雑性に迫り、芸術が社会と相互の
作用について学んでいきます。

第3回 アバンギャルドの時代
Ⅰ
フォービズム、表現主
義、キュビズム

印象派以降のフォービズム、表現主
義、キュビズムを中心に、第一次世
界大戦前の芸術運動の流れについて
学びます。画家たちはより自由な表
現を求めて様々な実験を始めます。
フォービズムは色彩や筆触を強調し、
視覚的な効果を追求しました。表現
主義は主観的な感情の表現に力点を
置きました。また、キュビズムは立
体的視点から物体を捉える手法につ
いての実験をしました。ポスト印象
派と呼ばれた画家のゴーギャン、
ゴッホ、セザンヌは、印象派以降の
これらの20世紀の前衛芸術運動に大
きな影響を与え、新しい視点やアプ
ローチを提示しました。授業ではこ
れらの芸術運動に関する理解を深め、
背後に潜むアイディアや文化的な文
脈にも焦点を当てて学んでいきます。

第4回 アバンギャルドの時代
Ⅱ
未来派、ダダイズム　
シュルレアリズム、ロ
シア構成主義、バウハ
ウス

第一次世界大戦前後のアバンギャル
ド芸術運動（前衛芸術）である未来
派、ダダイズム、シュルレアリズム
について、またロシア革命前後のロ
シア構成主義とシュプレマティズム
について学びます。この時代登場し
た芸術運動は、現代アートの基とな
るコンセプチュアルな発想や、パ
フォーマンスやインスタレーション
の原型となるような新しいアイディ
アが登場します。

第5回 ワークショップ1
単元の復習とワーク
ショップ

近代美術の誕生、アバンギャルドの
時代Ⅰ、アバンギャルドの時代Ⅱの
復習及びワークショップを行います。

第6回 第二次世界大戦と戦後
アメリカ美術
抽象表現主義、ネオダ
ダ、ポップアート

第二次世界大戦により、ヨーロッパ
各地は大きなダメージを受け、芸術
の中心地としての地位をアメリカに
譲ることとなりました。アメリカで
はその経済力を背景に、現代芸術の
躍動的な拠点となり、さまざまな芸
術運動が登場します。抽象表現主義、
ネオダダ、ポップアート、ミニマル、
コンセプチュアルアートなど、アメ
リカを中心として登場した芸術運動
に加え、アンフォルメル、ヌーボー・
レアリズム、アルテ・ポーヴェラな
どヨーロッパの動向についても学び
ます。
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第7回 1960年代の市民運動
と新しい動向
フルクサス、パプニン
グ、ビデオアートミニ
マリズム、コンセプ
チュアルアート、ラン
ド・アート、アルテ・
ポーヴェラ

1960年代になるとアフリカ系アメリ
カ人公民権運動、ベトナム反戦運動、
女性解放運動、LSDを使った平和を
訴えるフラワーパワージェネレー
ションなどの市民運動が盛んになり
ます。1960年代の芸術シーンでは、
伝統的な絵画や彫刻に留まらず、さ
まざまな新しい表現手法が登場しま
した。物質生よりも思想や概念に焦
点を当てたミニマルアートやコンセ
プチュアルアート、ハプニングやパ
フォーマンスアートは身体や行為を
介して会への関与をするなど、新し
い芸術の動向が登場します。

第8回 多文化の時代
ポストミニマリズム、
新表現主義、関係性の
美術、ソーシャリー・
エンゲージドアート

1989年にベルリンの壁が崩壊して東
西ドイツの境界線がなくなり、さら
に東ヨーロッパ全体が消滅、冷戦構
造が終焉を迎えます。東西対立の時
代からアフリカやアジア、南米など
を含んだ多文化の時代に移行します。
アートの世界でも、1980年代以降ア
メリカやヨーロッパ中心からグロー
バルな考え方が一般的になります。
アメリカのコマーシャリズムにより
生まれた新表現主義の時代を経て、
ミレニアム前夜にイギリスとヨー
ロッパで発生した二つのムーブメン
ト、ヤング・ブリティッシュ・アー
ティスト」（YBA）とリレーショナル
アートについての理解を深めます。
21世紀に入り、芸術はますます社会
に関与する方向へと進化しています。
ソーシャリー・エンゲージド・アー
トやソーシャル・プラクティスと
いった社会に関与する芸術運動が盛
んになっています。

第9回 ワークショップ2
・単元の復習とワーク
ショップ

戦後アメリカ美術、1960年代／市民
運動と新しい動向、多文化の時代の
講義内容に関する確認をします。

第10回 政治とアート
退廃芸術展と大ドイツ
展、戦争画、東日本大
震災とアート、表現の
不自由展

第二次世界大戦前には社会主義国の
ソビエト連邦が国家となり、ドイツ
にはナチス党が台頭しました。戦争
に至る思想統制の中、これらの国々
の自由な芸術の精神は、弾圧を受け
ることになります。ベルリンの壁崩
壊以降のアートの動きや近年の表現
の自由をめぐる論争、文化政策の変
化など、政治とアートについてプロ
パガンダ、社会主義リアリズム、
ヨーゼフ・ボイスの社会彫刻、表現
の不自由展などの具体的な事例を通
じて、アートが政治的な状況にどの
ように対応し、影響を与えてきたの
かについて理解します。

第11回 ジェンダーとアート 社会的・文化的な性区別を指す
「ジェンダー」、性的マイノリティ
（性的少数者）を表す総称である
「LGBTQ」についての言及は一般的
になってきていますが、現在でも
ジェンダーフリーや性的マイノリ
ティの自由は十分に実現されていま
せん。こうした課題に芸術が関与し、
社会的な枠組みを拡大し、偏見や差
別に対抗するための意識を喚起する
役割を担い、社会が自由を獲得する
ためのプロセスについて考えます。

第12回 環境とアート 私たちは古くから自然を観察し、芸
術作品の主題としてきました。自然
が提供する様々な風景や生態系は、
画家や彫刻家などのアーティストに
とって永遠のインスピレーション源
となっています。また、19世紀の自
然主義の考え方や、近年のランド
アートの試みなど、自然は芸術にお
いて重要な役割を果たしてきました。
しかし、近年では地球規模での環境
問題が深刻化し、私たちは自然との
関係性を再評価せざるを得なくなっ
ています。地球の温暖化、生態系の
破壊、資源の枯渇など、環境問題は
私たちの生活に直接関わるものとし
て認識されるようになりました。地
球温暖と関連するエネルギー問題は、
世界の大きな課題となっており、日
本においては東日本大震災をきっか
けとした自然災害と原発問題が今で
も続いています。
アートの世界では環境問題への関心
を高め、作品を通じて社会に対話を呼
びかけます。アートを通じた環境問
題へのアプローチは、単なる美的な
観点だけでなく、社会的な意識を喚
起し、持続可能な社会を喚起します。

第13回 感染症パンデミックの
時代

2020年以降、私たちは新型コロナ
ウィルス感染症の拡大という未曾有
の状況に直面しました。現在では、
私たちにとってパンデミックはすで
に少し以前にあった出来事のように
感じています。過去にも天然痘、ペ
スト、スペイン風邪、エイズなどが
世界中に大きな打撃を与えました。
感染症が引き起こす社会的課題は、
その時代背景や科学技術の進歩に
よって異なる側面を持ちます。アー
トはその時代の複雑な感情や社会的
な変化を反映してきました。感染症
の起こす社会的課題と各時代のアー
トが感染症をどのように表してきた
のかを関連づけて学びます。

第14回 ワークショップ3
単元の復習、ワーク
ショップ

14回の講義について振り返り、芸術
と社会の問題についてディスカッ
ションをします。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google sitesで配信する授業コンテンツには、学習を深めるためのウェ
ブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるものについ
ては閲覧することをおすすめします。。また、大学の近くには美術館や
ギャラリーが多くあります。可能であれば企画展、常設展などの展覧会
などを多く鑑賞してください。
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Google sitesを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参考書
を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読すること
を勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料についてはその
都度紹介します。

【参考書】
山本浩貴『現代美術史-欧米、日本、トランスナショナル』中央公論新社、
2019年
デイヴィッド・コッティントン（著者）、松井裕美（翻訳）『現代アート
入門』名古屋大学出版会、2020年
『改訂版西洋・日本美術史の基本美術検定1・2・3級公式テキスト』美
術出版社、2014年
『続西洋・日本美術史の基本』美術出版社、2016年
『新・アートの裏側を知るキーワード』美術出版社、2022年

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポートの合
計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点比率は以
下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
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この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した
者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
ワークショップではスケッチによるプランや写真作品など簡単な実践に
取り組みますが、受講される皆さんは例年課題について積極的に取り組
まれているようです。楽しく解りやすい授業を心がけたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履修に
関する情報については学習支援システムを併用しますので、よく確認し
ておいてください。

【その他の重要事項】
受講希望者が1000人を超えた場合、抽選を行います。抽選方法について
は学習支援システムを通じて連絡しますので、よく確認をしておいてく
ださい。
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによる作
品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、これら
の現場での経験を毎回の講義に反映させています。

【Outline (in English)】
Course outline
"Society and Art" is an introductory lecture that will allow you to
see and think about the new world of expression that you rarely
come into contact with. In particular, we will focus on the world
of art, which deals with the relationship between society and art,
which has been attracting attention since the 21st century. You will
also learn about the points of contact between society and art and
their relationships by referring to various examples of performing
arts such as theatre, music, and the world of representations such
as architecture. Focusing on the two themes of "art history and
theory" (first half) and "society and art" (second half), we will
examine and discuss each issue and problem from the keywords
of each area.
1. Art history and theory Learn about the history and theory
of modern and contemporary art from the 18th to 21st centuries,
which is the basis for learning about society and art.
2. Society and art Learn about the relationship between media as
a mirror that reflects society and the times and artistic expression,
with concrete examples.
Learning Objectives
Introducing familiar examples of art history, contemporary society
and art from the past to the present. This lecture aims to
understand the workings of art history and to find universal and
social issues from familiar problems.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing the ones
that interest you. There are also many museums and galleries near
the university. If possible, depending on the infection status of the
new coronavirus, please watch exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on the total of class activities,
assignments and reports. We emphasize the experimentality and
positiveness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have achieved
60% or more of the achievement target of this class will be accepted.
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GDR200GA（ジェンダー / Gender 200）

ジェンダー論

佐々木　一惠

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多様性に富むグローバルな文化・社会を理解する上で、ジェンダーは
重要な視点の一つです。この授業では、文化的・社会的な性の有り
様としてのジェンダーが、歴史的にどのように構築されまた変化し
てきたかを、言説という概念を軸に考えていきます。そこから、自
文化ならびに異文化について、ジェンダーの視点を通じて、より多
角的な分析と理解ができるようになることを目指します。

【到達目標】
１．ジェンダー研究における基礎的概念を理解できるようになる。
２．言説分析の基本的な方法論を習得し、ジェンダーに関連する諸
問題について、基礎的な言説分析ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
【重要なお知らせ】初回の授業はオンデマンドで実施し、２週目以降
は対面で授業を行います。受講を希望する人は4月10日（水）まで
にHOPPIIに登録してください。受講希望者が100名を超える場合
は抽選を行います。受講を希望される方は、4月10日（水）にアッ
プロードされる希望登録Google Formを記入してください。締切
は4月11日（木）の午前10時です。4月13日（土）に抽選結果を
HOPPIIでお知らせします。第2回目からの授業は抽選に合格した
人のみ受講できます。
●ジェンダー研究において重要な諸概念（母性・身体・家族・セク
シュアリティ・恋愛・マスキュリニティなど）を、歴史的な視点と
現代日本の日常生活における視点の双方から検討していきます。
●一次資料の簡単な分析を行ってもらいます。そこから、概念・方
法論の理解と実践方法を学んでいきます。
●毎回の授業の最後に出される問いに対する分析を、リアクション
ペーパーの形で提出してもらいます。
●提出されたリアクション・ペーパーについては、翌週の授業で複
数紹介しながら講評します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の概要について
2 「男らしさ」と男性学

の視点
①役割理論から、「男らしさ」を一
つの「役割モデル（role model）」
として考察する。
②1980年代以降の男性学の系譜に
ついて理解する。

3 「男らしさ」と相互行
為論

①＜男らしさ＞を相互行為論
（アーヴィング・ゴフマンのドラマ
トゥルギーならびにイブ・セジ
ウィックのホモソーシャリティ）
の概念から考察する。
②ホモソーシャリティ（男同士の
絆）と国民国家・近代スポーツ・
軍隊について検討する。

4 「母性」イデオロギー ①日本における国民国家形成と
「母親」への役割期待の関係性、並
びにその変遷について検討する。
②高度成長期における母性イデオ
ロギーの形成について議論する。
③今日の日本社会における母親・
母性に関する問題と、その背景に
ついて検討する。

5 性役割と「母性」 母親や母性に関する言説が、法律
や政策にどのような形で影響を与
えているのかを、親権並びに代理
出産を事例として検討する。

6 異性愛規範とゲイ・
スタディーズの視点

①近現代日本における同性愛の系
譜を辿りながら、異性愛規範につ
いて考察する。
②セクシュアリティをアイデン
ティティ概念から捉え、クイア・
スタディーズの新たな視点につい
て検討する。

7 性の商品化と消費 ①フェミニズムにおける重要な
テーマである、「性と生殖に関する
自己決定権」の背景としての、近代
における性規範について考察する。
②ポルノグラフィと買売春を事例
に、セクシュアリティの問題を検
討する。

8 ジェンダーと身体規
範

①美容整形の系譜をたどり、近現
代におけるジェンダー化された身
体規範と整形美容の関係について
検討する。
②「改造」できる身体という概念
にもとづく美容整形をめぐる議論
とその論点について検討する。

9 身体と自己アイデン
ティティー

「消費」という視点から、身体とア
イデンティティの問題について検
討する。

10 「ロマンティック・ラ
ブ」イデオロギーと
恋愛の物語性

①「恋愛」という概念がどのよう
に日本に定着していったのかを議
論する。
②ロマンティック・ラブ・イデオ
ロギーについて検討する。
③「恋愛」の物語性について、ド
ラマなどの事例から検討する。

11 近代家族と「家庭」
イデオロギー

①「近代家族」と国民国家形成と
の関係性について検討する。
②「近代家族」の規範となった３
つのイデオロギー（ロマンティッ
ク・ラブ、母性、家庭）について
検討する。
③「近代家族」の変容とその背景
について議論する。

12 フェミニズムとジェ
ンダー論

フェミニズムの思想的背景や展開
の概略を理解し、今日における
ジェンダー論の視座を議論する。

13 今学期の授業に関す
る質疑応答

質問やコメントに答える。

14 試験・まとめと解説 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
次週の授業に関連する基礎概念について調べておくこと。授業内容
の復習を行い、課題を作成すること。なお、本授業の準備・復習時
間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
伊藤公雄『男性学入門』（作品社、1996年）。
伊藤公雄、牟田和恵編『ジェンダーで学ぶ社会学』（世界思想社、
2006年）。
千田有紀、中西祐子、青山薫『ジェンダー論をつかむ』（有斐閣、
2013年）。
江原由美子、山崎敬一編『ジェンダーと社会理論』（有斐閣、2006年）。
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木村涼子、伊田久美子、熊安貴美江『よくわかるジェンダー・スタ
ディーズ』（ミネルヴァ書房、2013年）。
伊藤 公雄、樹村 みのり、國信 潤子『女性学・男性学 - ジェンダー
論入門』（有斐閣、2019年）。

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー　40　％
期末試験　　60　％
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォンやパソコン等情報機器が必要です。

【その他の重要事項】
●初回の授業はオンデマンドで実施し、２週目以降は対面で授業を
行います。
●受講を希望する人は4月10日（水）までにHOPPIIに登録して
ください。受講希望者が100名を超える場合は抽選を行います。受
講を希望する方は、4月10日（水）にアップロードされる希望登録
Google Formを記入してください。締切は4月11日（木）の午前10
時です。抽選結果は4月13日（土）にHOPPIIでお知らせします。
●第2回目からの授業は抽選に合格した人のみ受講できます。

【Outline (in English)】
The course is designed to facilitate an understanding of culture
and society from the perspective of gender and sexuality. It
introduces various issues related to gender and sexuality so
that students become better able to analyze their own culture
as well as other cultures in a multifaceted way from the
standpoint of gender.
By the end of the course, students are expected to be able
to: 1) understand the basic concepts in gender studies, and 2)
acquire basic methods of discourse analysis and conduct basic
discourse analysis on various gender-related issues.
Students will be expected to 1）check the basic concepts related
to the next class lecture, and 2) review the content of the class
and work on the assignments.
The final grade will be decided by reaction paper (40%) and the
final assignment (60%).
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SOC200GA（社会学 / Sociology 200）

国家と民族

石森　大知

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本人（あるいはご自身のルーツを踏まえて考えてみてください）と
は何だろうか。今日、私たちはそれほど意識することなく、国家や
民族の枠組みを受け入れているかもしれない。とはいえ、これらは
近代西洋で発明された後、「普遍的」な枠組みとしてグローバルに浸
透ないし強要されたものでもある。本授業では、日本を含むアジア
太平洋地域の事例に基づき、主に国家と民族の枠組みが人びとの自
己意識や社会関係をどのように変化させてきたのか考察する。

【到達目標】
・人種、民族や国民、エスニシティ、ナショナリズムなどの概念内容
およびそれらが歴史的に構築されてきた過程を習得する。
・ものごとを相対的に捉えることによって得られる自己／他者の理
解に関する洞察力を身に付ける。
・アジア太平洋地域における脱植民地化過程を学ぶとともに、現代
のナショナリズムの動向を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
・授業の理解度や平常の取り組みを評価するため、随時、授業コメン
トや質問・疑問を求めるリアクションペーパーを課します。
・リアクションペーパー等における興味深いコメントや質問等を授
業内で取り上げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さ
らなる議論に活かします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の概要、成績評価方法の説明
第2回 人種と民族 近代における「人種」の生成
第3回 民族・エスニシ

ティ・国家
その基本的な理論と概念を学ぶ

第4回 近代日本の国家形成 天皇主権と国家神道
第5回 国家のなかの家族 日本型「近代家族」の変遷
第6回 先住民としての権利 アジア太平洋の先住民運動
第7回 民族紛争を読み解く ポスト植民地国家の新たな戦争
第8回 多文化主義と「多文

化共生」
多文化主義の比較検討

第9回 王、チーフ、ビッグ
マン

多様なリーダーシップのあり方

第10回 植民地からの独立 太平洋の脱植民地化
第11回 国家から逃避する人

びと
ゾミア（東南アジア山間地帯）へ
の視点

第12回 観光・国家・先住民 ハワイにおける「楽園」の創造
第13回 開発・国家・先住民 グローバル化のなかの森林資源
第14回 総括 授業のまとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業内で紹介する文化人類学や地域研究の関連文献を読み、授業
内容の理解を深める。
・図書館などで関連文献を調べ、自らの興味関心を広げる。
・本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定せず、必要に応じて関連資料を配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介するが、以下のものを挙げておく。
篠田謙一『日本人になった祖先たち―DNAが解明する多元主義』
NHK出版、2021年。
丹羽典生・石森大知編『現代オセアニアの〈紛争〉―脱植民地期以
降のフィールドから』昭和堂、2013年。
ジェームズ・C・スコット『ゾミア―脱国家の世界史』佐藤仁監訳、
みすず書房、2013年。
ベネディクト・アンダーソン『定本想像の共同体―ナショナリズム
の起源と流行』白石隆・白石さや訳、書籍工房早山、2007年。
小熊英二『単一民族神話の起源―「日本人」の自画像の系譜』新曜
社、1995年。

【成績評価の方法と基準】
学期末レポート:40%、平常点（リアクションペーパー、出席状況
等）:60%として総合的に評価する。この成績評価の方法をもとに、
本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合格とする（ただし、平
常点だけでは合格とはなりません。学期末レポートを提出しなかっ
た場合、E評価になります）。

【学生の意見等からの気づき】
文字や音声などの情報だけではなく、できるだけ多くの写真や映像
資料を用いることで授業内容の理解を促すようにする。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システムを利用します。

【その他の重要事項】
・第１回目授業で教室定員を超過する履修者がいた場合、定員を超
えて入室はできません。そのような事態が発生した場合に限り、入
室できなかった履修者を対象に追って授業内容を動画で配信致しま
すので、学習支援システムをご確認ください。
・学期末レポートを提出しなかった場合、E評価になります。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ません。
・シラバス内容や授業計画に変更が生じた場合は授業内もしくは学
習支援システムで周知します。
・文部科学省研究振興局において学術調査官（人文学）として職務経
験を有する教員が、国家と民族について文化人類学的視点から講義
を行います。

【Outline (in English)】
[Course Outline]
This course introduces the basic concepts and theories
ofnation, ethnicity and nationalism from the perspective
of cultural anthropology. We will examine the theoritical
perspectives with abundant empirical studies from Asia-Pacific
regions, including Japan.
[Learning Objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
how nation is defined and how people use this concept for
nation-building, economic development and welfare policy.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
[Learning Activities Outside of Classroom]
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
[Grading Criteria/Policy]
Grading will be decided based on term-end report (40%) and in
class contribution (60%).
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HUM200GA（その他の人文学 / humanities 200）

国際文化協力

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：100名前後が望ましい
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では国際文化論の観点から国際協力の基礎を学ぶものである。具体
的には国際協力の歴史や仕組み、国際協力が文化に及ぼす影響、文化面の国
際協力のあり方について知識を習得するとともに、それらを用いて論理的に
考える力を養うことを目的とする。基幹科目なので、１、２年生には、専攻
科目や演習で更に深めたい学問領域やテーマを見つける機会にして欲しい。
【到達目標】
（１）国際文化論および国際協力についての基礎的な知識を身につける。
（２）国際協力と文化を結びつけて論理的に事象を分析できる。
（３）「技術と文化」「開発コミュニケーション」「文化遺産保護」「難民」「パブ
リックディプロマシー」などに授業で扱うテーマついて説明できる。
（４）基幹科目としてアカデミックスキルを身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：講義への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答
コーナーを設けて、そこでやり取りする。
■授業後課題：2回に1回程度課す。思考を促す課題で、200字～800字程度
で書いてもらう。基幹科目なのでアカデミックスキルを高めることも目的と
している。提出期限は授業日から3日以内。授業冒頭で課題への全体コメント
を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション―

国際文化協力とは―
この授業の狙い、進め方、国際文化協力
の概論。リアルタイムオンライン授業
で行い、履修希望者数を確認する。

2 技術と文化 川の水を煮沸せずに飲む行為を通して
技術と文化について考える

3 普及とコミュニケー
ション

受け入れ「させる」ことをどう考えるか

4 協力される側だった日本 明治時代のお雇い外国人と「抵抗」を考
える

5 日本への技術移転 贈与・交換・支配・互酬と国際協力
6 文化の受容と抵抗 文化接触（アカルチュレーション）から

文化の受容を考える
7 文化財を守るとは 明治時代の日本で文化財をなぜ守るよ

うになったのかを考える
8 国際的な文化財保護ま

での道のり
戦利品としての略奪と返還運動から文
化財の国際的な捉え方の変化を考える

9 人類の遺産 世界遺産という発想はどこからきたの
かを考える

10 政府開発援助（ODA）
と文化協力

パブリックディプロマシーやソフトパ
ワーについて考える

11 国際協力と想像力―期
末レポートに向けて

期末レポートの課題文献とこの授業の
繋がりを講義する

12 国際人権 文化要素としての人権について難民を
例に「民権」との違いから考える

13 市民としての国際文化
協力

日本の地域での難民受け入れを通して
同化と社会的統合について考える

14 私と国際文化協力 担当教員の実務経験を踏まえて国際文
化協力の授業での学びを再構成する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・最初の授業で具体的に指示する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
以下の本は、複数回の授業の参考文献であるとともに、期末レポートの課題
文献となる。到達目標４に関係している。各自入手すること。

松本悟・佐藤仁編著（2021）『国際協力と想像力―イメージと「現場」のせめ
ぎ合い』日本評論社。
【参考書】
毎回の講義に関連する参考文献はその都度紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・授業後課題への回答などの平常点50%、期末レポート50%
・授業後課題は設問に200字～800字程度で答えるもので、カッコ内の場合は
減点となる（例：設問や指示に的確に答えていない、極端に短い、文章とし
て辻褄が合わない）
・期末レポートは、授業で学んだ内容を踏まえて、課題文献を分析するもので、
知識を問うものではない
・この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする
【学生の意見等からの気づき】
・短い文章や期末レポートの書き方の説明が役に立ったという声が多いので継
続する。
・毎回グループ討議と発表を取り入れる。
【学生が準備すべき機器他】
・教科書は春学期の前半（5月末頃）までには入手しておくこと
【その他の重要事項】
NHK記者や、開発協力分野のNGOとして実務に関わってきた教員が、その
経験を事例として取り上げながら講義やコメントをする。
【Outline (in English)】
【Course outline】
What is international cooperation from the perspectives of intercultural
studies? It should covers impacts of inter-national cooperation on
cultures, inter-cultural cooperation or inter-national cooperation in
cultural fields. By the end of this course, students will understand those
aspects of cooperation beyond the national borders and will be able to
analyze them logically.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students are expected to;
1) acquire the basic knowledge on intercultural studies and interna-
tional cooperation.
2) be able to analyze the issues in associating international cooperation
and culture.
3) understand the key concepts of "technology and culture", "develop-
ment communication", "protection of cultural heritage", "refugees" or
"public diplomacy".
4) acquire and be able to apply the academic skills to write a short or
term paper.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a short essay at each class meeting
(50%) and a term-end report (50%).
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POL200GA（政治学 / Politics 200）

平和学

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では主に国際機構に着目して平和学を学ぶ。歴史、思想、組織、制度、
文化などを通して平和や暴力について考え、国際社会コースの基幹科目とし
て、各自がより深めたい専門領域を見つけるきっかけとなることを目指す。
【到達目標】
（１）消極的平和、積極的平和、文化的平和の概念を使って実例を説明できる。
（２）国際機構の特徴と平和との関係を具体的に説明できる。
（３）基本的なアカデミックスキルと平和学で取り上げられる方法を理解し、
実例に適用できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：講義への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答
コーナーを設けて、そこでやり取りする。
■授業後課題：2回に1度程度課す。思考を促す課題で、200字～800字程度
で書いてもらう。基幹科目なのでアカデミックスキルを高めることも目的と
している。提出期限は授業日から3日以内。授業冒頭で課題への全体コメント
を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 「平和」「平和学」とは何

か
「平和」の概念や「平和学」の発展につ
いて考える。

2 国際機構誕生前の平和
と暴力

17c以降の平和思想をふまえ、「力」に
よる平和の賛否について考える

3 国際連盟の意義と限界 戦争を違法化し制裁によって守らせよ
うとすることについて考える

4 国連憲章と自衛の武力 非暴力で戦争のない消極的平和を築く
ことができないのかを考える

5 ２つの平和主義 「正しい戦争」という考え方の変遷と妥
当性について考える

6 人道的介入の是非 暴力を止めるために暴力を使うことの
是非について考える

7 紛争研究 解決した紛争に着目する
8 紛争解決学 紛争解決に関する学問的蓄積から平和

学を学ぶ方法論を習得する。
9 積極的平和と国際開発

機構（ユニセフ）
井戸掘りという「平和」的手段が暴力に
なる構造を考える。

10 積極的平和と国際開発
機構（世界銀行）

開発協力が暴力になる構造を考える。

11 異議申し立てとオンブ
ズマン

平和的手段が暴力にならないための仕
組みについて考える。

12 文化と平和 「文化的平和」という概念を手がかり
に、文化と平和（暴力）のつながりにつ
いて考える。

13 紛争と文化外交・平和教
育

「何を」から「どのように」への転換と
「平和」のつながりについて考える。

14 まとめ（権力と暴力） 「権力」という切り口から13回の授業を
振り返り、授業全体のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後課題は、法政大学の図書館HPのデーターベース等から文献を検索して
論じるなど、大学生に必要な調査と思考を促すものである。本授業の準備学
習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
関連する文献を毎回の授業で示す。

【成績評価の方法と基準】
平常点（授業内討論への参加度、授業後課題）50%、期末レポート50%。こ
の成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合
格とする。
【学生の意見等からの気づき】
・学生から提出された授業後課題の答案に対して、個々人へのフィードバック
を求める声があるが、履修者が多いためそれは不可能。また、労力の割に、そ
れを活かそうと考えている学生が多いわけではない。したがって、提出され
た答案をもとに次の授業の冒頭でフィードバックし、それを各自が自分の答
案に当てはめて自己分析してもらっている。自己採点能力も重要な力である。
・学習支援システムの「掲示板」を使って常時質問を受け付けているが、ほと
んど質問はない。
・授業後課題は最初は大変だが、続けているうちに、大学でのレポートの書き
方やデータベースの使い方が身についたとの声が多くなった。そのような授
業だと思って取り組んで欲しい。
・学生から学びが大きいというフィードバックが多いので、毎回グループ討議
と発表、それに対する教員のコメントを引き続き行う。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
・国際開発協力ＮＧＯやＮＨＫ記者としての実務経験を有する教員が、直接関
わった開発事例や取材経験を挙げながら講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course focuses on international organizations to explore "positive",
"negative" and "cultural" peace in the Galtung’s terms. It enables
students to apply the Galtung’s terms for explaining the conflicts and
to analyze the functions of international organizations in "peace".
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) explaining the issues or events by using the concept of "positive",
"negative", "cultural" peace.
2) explaining the functions of international organizations in avoiding
certain type of the violence.
3) applying the basic academic skills and the analytical methods the
peace studies use for actual cases of violence.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a short essay at each class meeting
(50%) and a term-end report (50%).
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SOC200GA（社会学 / Sociology 200）

宗教と社会

佐々木　一惠

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：150名（超えた場合は、選抜の可能性あり）
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化理解において、宗教は重要な要素の一つです。この授業では、
宗教というレンズを通して、過去そして現在における社会の諸問題を
検討していきます。宗教と社会の関係を、格差・開発・ジェンダー・
ナショナリズム・国民国家・消費・紛争などの問題から捉えること
で、グローバル化の進む現代社会における多様な価値観との共生の
あり方について考えていきます。

【到達目標】
１．宗教と社会の関係を考えるために必要な、基本的な概念や理論
を理解できるようになる。
２．宗教と社会の関係について、基本的な分析概念や理論を用いて、
基礎的な事例分析ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
【重要なお知らせ】初回の授業はオンデマンドで実施し、２週目以降
は対面で授業を行います。受講を希望する人は4月11日（木）まで
にHOPPIIに登録してください。受講希望者が100名を超える場合
は抽選を行います。受講を希望される方は、4月11日（木）にアッ
プロードされる希望登録Google Formを記入してください。締切
は4月12日（金）の午前10時です。4月13日（土）に抽選結果を
HOPPIIでお知らせします。第2回目からの授業は抽選に合格した
人のみ受講できます。
●歴史学・人類学・社会学・政治学において、宗教がどのように分
析されてきたかを概観するとともに、具体的な諸事例から、宗教と
社会の関係性とその多元性について議論していきます。
●毎回、授業の最後に出される問いに対する分析を、リアクション
ペーパーの形にまとめて提出してもらいます。
●提出されたリアクション・ペーパーについては、翌週の授業で複
数紹介しながら講評します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 宗教とはなにか この授業の目的や概略について説

明する。
2 宗教を考えるための

アプローチ
近代宗教学の成立と歴史意識につ
いて概観した後、宗教を捉えるた
めの学問が、何を問題とし、どの
ような過程で体系化されていった
かを検討する。

3 医療技術の進歩と死
生観

昨今の臓器移植・延命治療・尊厳
死法案・iPS細胞をめぐる議論か
ら、死生観と宗教・医療・国家の
間の問題を、公的領域・私的領域
の視点を交えながら考察する。

4 所有・貧困と宗教 宗教において、格差や貧困の問題
はどのように考えられてきたのか、
また格差や貧困の問題の是正を目
的として、近代に出現した公的な
福祉制度は、宗教における所有や
貧困に対する考えや対応と、どの
ように関連していているのかを議
論する。

5 ジェンダー・セク
シュアリティと宗教

ジェンダーの視点から宗教を捉え
なおすことで、宗教によって維持
され権威づけられてきた男女の性
差に関する規範・慣習・観念につ
いて再検討する。

6 ジェンダー・フェミ
ニズムと宗教

慣習や伝統文化とジェンダーの問
題を、宗教に関する事例から考え
る。そこから、近代の人間観の基
盤ともなっていた合理的思考と慣
習・伝統文化の規範との間の問題
が、単純に近代／伝統あるいは普
遍主義／相対主義の二分法で片付
けられないことをみていく。

7 政治・国家と宗教 政治や国家と宗教の問題を、宗教
のもつ社会的統合機能を切り口に、
いわゆる「世俗主義」国家におけ
るナショナリズムと市民宗教につ
いて議論する。

8 紛争・暴力と宗教 社会の安寧と平和の維持を願う宗
教の名の下に、なぜ暴力を行使し、
紛争が発生するのか。宗教と暴
力・紛争の問題を、宗教儀礼（供
犠）、ケガレと差別、世俗化とグ
ローバリゼーションの視点から理
解を試みる。

9 消費社会と宗教 スピリチュアル（霊的なもの）と
宗教との関連を、歴史的に考察す
ると同時に、昨今のスピリチュア
ル・ブームを現代の消費社会との
関連から検討する。

10 グローバル化と宗教 グローバル化する世界における宗
教の動態について、公的領域と私
的領域の双方の視点から検討する。

11 科学・世俗化と宗教 科学と宗教の関係を、キリスト教
と科学の歴史から考えるとともに、
昨今の科学と宗教の間の問題を、
進化論と生殖医療に関する問題か
ら検討する。

12 社会思想と宗教 ポスト・コロニアリズムの視点か
ら宗教についてのアプローチを考
える。

13 今学期の授業に関す
る質疑応答

質問やコメントに答える。

14 試験・まとめと解説 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業の復習を行い、リアクション・ペーパーで書いた問題点
や疑問点などについて各自掘り下げて検討して下さい。
なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。

【参考書】
○井上順孝『宗教社会学を学ぶ人のために』（ミネルヴァ書房、2016年）。
○伊藤雅之『現代スピリチュアリティ文化論 : ヨーガ、マインドフ
ルネスからポジティブ心理学まで』（明石書店、2021年）。
○櫻井義秀、三木英『よくわかる宗教社会学』（ミネルヴァ書房、
2007年）。
○ロバート・D.・パットナム、デイヴィッド・E.・キャンベル『ア
メリカの恩寵ー宗教はいかに社会を分かち、むすびつけるか』（柏書
房、2019年）。
○望月哲也『社会理論としての宗教社会学』（北樹出版、2009年）。
○棚次正和、山中弘編著『宗教学入門』（ミネルヴァ書房、2005年）。
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○島薗進、葛西賢太、福嶋信吉、藤原聖子編著『宗教学キーワード』
（有斐閣、2006年）。
○田中雅一、川橋範子編著『ジェンダーで学ぶ宗教学』（世界思想社、
2007年）。
○タラル・アサド『世俗の形成：キリスト教、イスラム、近代』（み
すず書房、2006年）。
○ユルゲン・ハーバマス『ポスト世俗化時代の哲学と宗教』（岩波書
店、2007年）。
○ニコラス・ルーマン『宗教論：現代社会における宗教の可能性』
（法政大学出版局、2009年）。
○中野毅『宗教の復権：グローバリゼーション・カルト論争・ナショ
ナリズム』（東京堂出版、2002年）。
○磯前順一、タラル・アサド編『宗教を語りなおす：近代的カテゴ
リーの再考』（みすず書房、2006年）。
○『岩波講座宗教（全10巻）』（岩波書店、2004年）。
○『諸宗教の倫理学（全5巻）』（九州大学出版会、1992～2006年）。

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー　40　％
期末試験　　　　　　60％
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォンやパソコンなどの情報通信機器。

【その他の重要事項】
●初回の授業はオンデマンドで実施し、２週目以降は対面で授業を
行います。受講を希望する人は4月11日（木）までにHOPPIIに登
録してください。
●受講希望者が100名を超える場合は抽選を行います。受講を希望
される方は、4月11日（木）にアップロードされる希望登録Google
Formを記入してください。締切は4月12日（金）の午前10時です。
4月13日（土）に抽選結果をHOPPIIでお知らせします。第2回目
からの授業は抽選に合格した人のみ受講できます。

【Outline (in English)】
The course explores the relationship between religion and
society by taking up issues ranging from gender, nationalism,
nation-states, consumer culture, to war and conflicts. It
will discuss the possibilities of mutual understanding and
coexistence of different religious values and practices in an era
of global competition and interdependence.
By the end of the course, students are expected to be able to: 1)
understand the basic concepts and theories that are important
to examine the relationship between religion and society, and
2) use analytical concepts and theories to analyze case studies
of the relationship between religion and society.
Students will be expected to review each class and explore
the problems and questions that they wrote in their reaction
papers.
The final grade will be decided by reaction paper (40%) and the
final assignment (60%).
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COT200GA（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング言語基礎

和泉　順子

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：人数制限あり
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望ましい
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報システムを構築する上で必要なプログラミングには様々な言語が用いら
れている。本講義ではオンライン併用環境であることを考慮し、使用言語を
JavaScriptとする。ただし、基本的なプログラミング言語とも云えるC言語
についても、データ型の概念、配列、関数、ポインタ、ファイル操作などのプ
ログラミングに関する基本事項を学ぶために適宜補足として取り入れる。
JavaScriptやC言語を実際に使いながら基礎的な概念を学び、簡単なプログ
ラムを作成する能力を修得する。
【到達目標】
プログラミングの基本構成として記述/実行方法や基本的な文法を理解し、簡
単なプログラムを作成する能力を修得する。
具体的には、プログラミングで用いる用語や概念を理解し、独力でプログラ
ミングに関する本を読んで理解できるようになること、かつ簡単なアルゴリ
ズムを学習することで簡単なプログラムを実装できることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、(1)プログラミング言語仕様や構造の理解、(2)具体的な文法の学習、
(3)プログラムの実装とデバッグ、というプログラミングの段階的な学習を行
う。すべて計算機を使用した実習形式で行い、課題作成をとおして学習結果
を確認する。
情報実習室での対面授業を基本とするが、状況に応じてオンライン授業に切
り替える場合もある。学期途中での授業形態の変更やそれにともなう各回の
授業計画の修正については、学習支援システム（Hoppii）でその都度提示す
る。履修予定者は、抽選の可能性があるので必ず初回授業前日までに学習支
援システムで本科目を仮登録し、初回授業に参加すること。
課題等の提出・フィードバックは、授業内および学習支援システムを通じて
行う。
授業に関する質疑応答については学習支援システムの掲示板機能を活用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の説明 授業の進め方、目的などを確認する
2 JavaScript概説 JavaScriptのプログラム（ソースコー

ド）を記述するための環境（実装環境）
および実行環境を確認する

3 変数、データ型 使用できる変数の使い方、使用できる
データの型、宣言の仕方について学習
する

4 演算子と式 代入式、算術演算子、インクリメント/
デクリメント演算子、代入演算子、関係
演算子の用法を学ぶ

5 文とブロック 文とブロック、局所変数と大域変数の
用法を理解して、使用する

6 条件分岐 if文用法を学習し、具体的問題を作成し
てみる

7 繰り返し for文、while文の構造を学習し、問題
に適用する

8 基本的なアルゴリズム
（１）

並べ替えを例に、同じ問題であっても
対応するアルゴリズムが複数あること
を学ぶ

9 基本的なアルゴリズム
（２）

アルゴリズムを学んだ上で、それを
コードとしてどう表現するのかを学習
し、試す

10 アルゴリズムの実装 データの並べ替えを行う簡単なプログ
ラムを実装する

11 関数（１） 関数の概念と文法（形式）を学ぶ
12 関数（２） 実際に自分で関数を作ったり、すでに

用意されている関数を使ったりして、
目的を達成するコード作成を目指す

13 正規表現 正規表現の概念を学習し、パスワード
強度チェックなど実際のサンプルコー
ドを使ってを試行する

14 テストと授業のまとめ 授業での学習内容について、理解度を確
認するためのテストを行う。また、テス
トの解説を行うことで授業をまとめる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内容を復習し、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義内で適宜連絡する。
【参考書】
必要に応じて講義内で適宜連絡する。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点（授業に対する貢献など）20%、課題 30%、期末テスト
50%、で行う。
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
対面での期末テストの実施が困難であればオンライン試験を代替として行う。
この場合は、期末テストの配分を下げ、小テスト・課題・レポート、授業内掲
示板のコメントや情報共有を平常点を相対的に上げる予定である。詳細は初
回授業時に説明する。
【学生の意見等からの気づき】
理解を深めるため、授業進度を適宜調整する。
【学生が準備すべき機器他】
情報実習室のパソコンを使用した実習型の授業である。情報実習室で対面授
業を行う場合は、教卓機パソコン画面上のテキストや資料を使用して進める。
オンライン併用の場合は、各自で学習環境を整える必要がある。基本的には
WindowsでもmacOSでも構わないが、テキストエディタを用いることを前
提としている。
オンライン併用の場合は、実習の質問対応も含めて適宜Zoomを用いる可能
性がある。また、毎回の授業資料と課題は学習支援システムを利用して配布・
提示する。
授業時間内にこれらに接続可能なネットワーク環境も必要である。
【その他の重要事項】
初回授業に必ず出席し、資料等を閲覧・確認すること。
情報リテラシーⅠ、情報リテラシーⅡを前提科目とする。
受講者が多数の場合は、抽選で選抜する。履修予定者は、必ず初回授業日の
前日までに学習支援システムで本科目を仮登録してから、初回授業に参加す
ること。
【前提科目】
情報リテラシーⅠ、情報リテラシーⅡを前提科目とする。
【Outline (in English)】
（Course outline）
We will focus on the programming language specification and syntax
of JavaScript and C language, which is one of the most famous
programming languages, and learn the basics concepts related to
programming.
（Learning Objectives）
To understand how to write and execute basic programming constructs
and basic grammar, and to acquire the ability to create simple programs.
（Learning activities outside of classroom）
You will need to do some independent study (revision) to make up for
any difficulties you have in understanding the lecture content.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on Assignments and mid-term reports
(30%), in-class contribution(20%), and term-end report (50%).
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FRI200GA（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

社会とデータサイエンス

和泉　順子

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望ましい
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報化社会が発展・普及していく中で、様々なものがデジタル化されインター
ネットに接続されつつある。この授業では IoT（Internet of Things）やビッ
グデータ等に関連するデータサイエンスというキーワードから、パソコンで作
成するデータだけでなくセンサや人の行動、公的機関からの公開情報等から得
られるデータがどこでどのように利活用されているのかを学ぶ。また、デー
タサイエンティストとはどんな人材なのかを議論しながら、様々なデータの
性質や扱い方、可視化等を統計学等の観点から学び、実践する。
【到達目標】
ビッグデータ、IoT、オープンデータ、といった言葉で表現される膨大なデー
タの利活用としてデータサイエンスのいくつかの事例と、そこから作られる
情報や価値について学ぶ。個々のデータの具体的な内容ではなく、異なる内
容や形式を持ったデータに共通する性質や、データを正しく扱うために情報
科学だけでなく社会科学分野にも重要な統計学などを学ぶ。また、同じデー
タでも可視化の方法によって伝わり方が違う事を学び、実践する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義はPCを使用した実習形式で行い、授業内のプレゼンテーション、課題・
小テストおよびレポートにより学習結果を確認する。
情報実習室での対面授業を基本とするが、状況に応じてオンライン授業に切
り替える場合もある。学期途中での授業形態の変更やそれにともなう各回の
授業計画の修正については、学習支援システム（Hoppii）でその都度提示す
る。履修予定者は、必ず初回授業日の前日までに学習支援システムで本科目
を仮登録し、初回授業に参加すること。
課題等の提出・フィードバックは、授業内および学習支援システムを通じて
行う。
授業に関する質疑応答については学習支援システムの掲示板機能を活用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の説明、社会におけるデータサイ

エンスの重要性について
2 IoTとビッグデータ IoT（Internet of Things）とは何か、

ビッグデータの利活用事例を学ぶ
3 オープンデータの活用 公開されているオープンデータがどの

ように活用されているかを学び、自ら
調べる

4 仮想空間のプライバシー デジタルな空間、あるいはインター
ネット上におけるプライバシー確保に
必要な技法の一部を学ぶ

5 統計処理の意味 データを抽出して価値を創出するため
に、どのような統計手法があるのかを
学ぶ

6 統計分析の意味 統計処理したデータの分析から何が分
かるのか、それが何に役立つのかを学ぶ

7 データの種類と尺度 ４つの尺度と利用可能な測定値、およ
び相関について学ぶ

8 統計の基本と実践（１） 平均値と中央値、正規分布、分散、標準
偏差の意味について学ぶ

9 統計の基本と実践（２） 正規分布と確率について学ぶ
10 統計の基本と実践（３） 標本調査における無作為抽出と標本誤

差について学ぶ
11 データの可視化 同じデータでも可視化の違いによって

印象や伝わり方が異なることを学ぶ。
また、データを説明するために適切な
グラフは何かを学ぶ

12 データサイエンスの実践 自分の興味のあるオープンデータから
適切な統計手法を用いてデータを読み
取り表現する

13 プレゼンテーション 自分が調べ、読み取り、表現したことを
授業内で発表する

14 議論と考察、授業のまと
め

授業内で扱ったデータについて質問を
通して改善の余地を議論・考察する。
また授業のまとめを行い、授業内に簡
単なレポートを作成、提出する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
統計学をはじめ数学の知識を多少使うため、各自の理解度に応じて適宜予習
復習をすること。本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指定する。
【参考書】
授業内で適宜指定する。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点20%、小テスト20%、プレゼンテーション30%、レポー
ト30%で総合的に行う。
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
情報実習室のパソコンを使用した実習型の授業である。情報実習室で対面授
業を行う場合は、教卓機パソコン画面上のテキストや資料を使用して進める。
オンライン併用の場合は、各自で学習環境を整える必要がある。基本的には
WindowsでもmacOSでも構わないが、 Excelでデータ分析ができる環境を
前提としている。
最終課題となるプレゼンテーションは対面授業であってもZoomを用いること
を想定している。また、毎回の授業資料と課題は学習支援システムを利用し
て配布・提示する。
授業時間内にこれらに接続可能なネットワーク環境も必要である。
【その他の重要事項】
受講者数が定員を超過する場合は抽選を行う。
初回授業はZoomを用いたオンライン授業となるが、受講者数把握のため、受
講希望者は初回授業日の前日までに学習支援システムに仮登録した上で初回
授業に出席すること。
詳細は学習支援システムを参照し、授業資料や「お知らせ」を必ず確認する
こと。
授業内容は、「情報リテラシーⅠ」、「情報リテラシーⅡ」の内容を概ね理解し
ていることを前提に進みます。
【Outline (in English)】
（Course outline）
In this class, you will learn how data, which may be obtained not only
from data created by computers, but also from various sensors, human
behavior, and information released by public institutions as "open data",
is used in social activities. The keywords are "data science", "Internet
of Things (IoT)", "open data" and "big data". Students will learn and
practice the handling and visualisation of various types of data.
（Learning Objectives）
- Learn about some examples of data science as a way to make use of
the vast amounts of data described by terms such as Big Data, IoT and
Open Data.
- We will learn about the common properties of data with different
contents and formats, and statistics.
- Learn and practice how the same data can be communicated in
different ways depending on how it is visualised.
（Learning activities outside of classroom）
You will need to do some independent study (revision) to make up for
any difficulties you have in understanding the lecture content.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on the mid-term exam (20%), in-class
contribution(20%), and the term-end preseentaion (30%) and report
(30%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

道具による感覚・体験のデザイン

甲　洋介

サブタイトル：カラダの『体験』から空間をデザインする
配当年次／単位：１～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：教室の収容人数を超えた場合は選抜を行う。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「体験」という個人的な出来事を、受講生がアタマとカラダを使って「体験し
直す」ことを目指す科目である。
●　日常の体験こそ奥が深い
体験という言葉からあなたが思い浮かべるのは、忘れられない出来事、驚い
たこと、可笑しな体験、つらかったことなど、ほとんどが『非日常的な』体験
ではないだろうか。しかし体験の本質に迫りたいなら、むしろ、日常の体験
の豊かさにこそ目を向けるべきである。本講義によって受講生は、一見些細
に思える日常の体験においてでさえ、身体のさまざまな感覚は研ぎ澄まされ、
わずかな世界の変化を感じ取り、豊かに感情が湧き起こり、体験が生み出さ
れていくさまを理解できるようになる。
●　『体験』から、空間をデザインする
今年度は、「空間の体験」を取り上げる。本講義を通じて受講生は、人間は他
人との間にある距離・空間を絶妙にコントロールしながら、互いに巧みな空
間行動をしていることを理解できるようになる。たとえばキャンパス、マー
ケット、カフェ、広場、駅ナカなど、多くの人々が行き交う場は、人間の空間
行動の特性を観察し、解析するには格好の空間である。
　身体は空間を感じ、体験を生み出す。空間のデザインによって、そこでの
体験はどのように変化するのか。この理解をベースにし、日常の空間をデザ
インし直すことに取り組む。たとえばもっと快適に安らげるように、あるい
はもっと自然な集中ができるように。
●　体験をデザインする、ということ
　「経験」「体験」(experience)が今ほど注目される時代はない。一方で「経
験の危機」も指摘される。仮想世界の浸透も手伝って、私たちの「体験」はか
つてない速度で変化が進み、どこまでが体験なのか、その境界はますます曖
昧になりつつある。例えば、自分の身体と感覚を使って実際に体験していな
い出来事であっても、”あたかも体験したかのように”受け入れていることに
気づく。本講義を通じて、この現象を、デザインの視点から批判的に問い直
すことになる。
【到達目標】
受講生はつぎの３つについて、基本用語を使って簡潔な説明ができるように
なる。
　1)体験するとはどのようなことか
　2)人間は、どのように空間を身体で感じ、感情を働かせながら、人との距
離や空間を互いに調節し、巧みな空間行動をしているか
　3)空間の体験は、その空間のデザインによってどのように変化するのか。
そして、これらの知識を用いて具体的対象に対して基本を実践できるように
なる。
これらを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
講義と、実際に手を動かすデザイン・ワークショップを組み合わせて展開さ
せる。講義で取り上げる３つのテーマ、およびワークショップの概要は次の
通りである。各回において受講生のコメントシートを踏まえながら前回内容
のおさらいと解説をし、理解の深化を促す。
●【講義の３つのテーマ】
　 (a)身体と感覚、体験するということ
　 (b)空間を体験する。道具によって空間の体験を作る
　 (c)身体の観点から、感覚・体験装置を再考する
●【デザインワークショップ】
さらに上記テーマのうち (b)空間体験に焦点を絞って、街角のカフェ、店、学
校、オフィス空間、住宅内のリビングルームなど具体的な空間を例にとり、デ
ザインワークショップによる実践を通じて理解する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義の狙い、構成、進め方のガイダンス
第2回 [A]身体、感覚、体験 体験と身体。自然との境界としての身

体・感覚
第3回 感覚と体験 感覚を体験する。直接体験と間接体験

第4回 感情の科学：感情をと
もなう体験

感情を体験する。感情を伴う体験のメ
カニズム

第5回 [B]人間の空間行動と空
間体験のデザイン

カラダで空間を感じる（視・聴・多感覚）

第6回 人間の空間行動 観察しよう。人間が見せる面白い空間
行動

第7回 人間の空間行動～パー
ソナルスペース

空間行動は、文化の中に組み込まれて
いる

第8回 デザインワークショッ
プ１

からだが『空間を体験する』

第9回 [C]身体から、感覚・体
験装置を問い直す

体験experienceから、空間をデザイン
する

第10回 空間の体験　～道具に
よって空間の体験を作る

学校という空間、カフェという場所。
空間体験から考え直す

第11回 身体からみた『日本庭
園』　～日本庭園のふし
ぎ

身体を覚醒させる装置としての日本庭
園。時間的な連続性

第12回 デザインワークショッ
プ２

カフェ、オフィス、学校、『場所』のデ
ザイン、発表と討議

第13回 空間体験の仮想化 現実と仮想体験の融合。スヌーズレン。
仮想現実VR、拡張現実AR、ミックス
ドリアリティMR、代替現実SR

第14回 まとめ：身体、感覚、体
験 -revisit -

生きられた空間。経験としての芸術。
経験の危機

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・デザイン課題、発表のための資料づくりがあります。本授業の準備学習・復
習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
初回時に指示をする。
【参考書】
・「経験としての芸術」(J.デューイ)講談社学術文庫, 2004
・「かくれた次元」(E.T.ホール)みすず書房, 1970
・「空間の経験―身体から都市へ」(Y.F.トゥアン)ちくま学芸文庫, 1993

【成績評価の方法と基準】
・レポート、作品制作 (50％)
・コメントシート、発表、討議への積極的な参画、平常点（50％）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
履修者からの要望が多い、建築空間での事例研究を増やそうと思う。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布、コメントシート・課題提出等に学習支援システムを利用する。授
業前後にアクセスし確認すること。
【その他の重要事項】
　講義を言葉で理解するだけではなく、日常のあらゆる機会をとらえて、身体
と感性を駆使して理解しよう。面白い建築を訪ねたり、街の人々の空間行動を
新しい視点からウォッチングしたり、日本庭園に仕掛けられた身体体験を批
評的に味わったり、闇の中で海辺の波音にじっと耳をすます体験が役に立つ。
　教室の収容人数を超えた場合は選抜を行う。
【重要な関連科目】
「道具のデザイン学」「こころの科学」「仮想世界研究」と組合せ受講すること
が望ましい。それらで学んだ知識を用いて、この講義および実習をより深い
理解に基づいて進めることができるようになる。
【情報機器・視聴覚設備の活用】
ＰＣおよび、ＤＶＤデッキ、プロジェクター等の視聴覚設備を活用し、講義
形式とワークショップを組み合わせた授業を展開する。
【Outline (in English)】
This class allows you to learn (a) the basic concepts of experience,
emotion, feeling and embodiment, and (b) the “design of experience”.
This year, we will focus on human spatial experience and the design of
spatial experience.
By the end of the course, students should be able to (a) explain the
relationship between experience, emotion, feeling and embodiment, and
(b) practice basic principles of "experience-based design” based on the
understanding of the above basic concepts.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/work product
(50%) and (2) short reports and the quality of the student’s in-class
contribution (50%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

文化情報のデザインワークショップ

甲　洋介

サブタイトル：ユーザの体験を考え、デザインする実践ワークショッ
プ
配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：情報コミュニケーション I
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：受講状況により選抜することがあります
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望ましい
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ユーザーの体験をデザインする『面白さ』と『奥深さ』を、実践的に学ぶ科目
私たちの日常生活はたくさんの道具であふれている。日常生活で出会う道具
には文房具のような小さなモノからアミューズメントパークのような大きな
モノまである。それらの道具が魅力的で使いやすいと日常生活も豊かで楽し
くなる。
　このワークショップでは、「道具を使いやすくデザインする方法論」と「新
しい近未来の道具のデザイン」という２つのテーマに取り組む。　道具をデ
ザインするという一見難しく思える課題を、手法の習得と実践の両方をバラ
ンスよく配置して、実践的に学べる科目である。
●　ユーザー調査を行い、特性を理解し、道具を使いやすくデザインする
講義の前半では、「道具の使いやすさ」に着目する。
　私たちの日常を様々な側面で支えてくれる道具たちを、使いやすく魅力あ
るのにするにはどうすればよいか？ 　その鍵は、ユーザの特性と、ユーザに
起こっている出来事の的確な理解にある。　道具のデザインを改良する具体
的な方法論を、実習を通じて学ぶ。
●　新しい、近未来の道具をデザインする
講義の後半では、「新しい近未来の道具のデザイン」に着目する。
　まだ存在しない未来の道具をデザインするにはどのようにすればよいのか？
　その手掛かりはユーザーの潜在的なニーズの把握にある。　利用者の生活
が豊かになるような近未来の道具を考案し、コンセプトをデザインするため
の方法論を、実習を通じて学ぶ。
【到達目標】
「道具をもっと使いやすくデザインすること」と「新しい近未来の道具をデザ
インすること」、この２つをテーマとして、デザイン手法を実践的に学ぶ。
●　２つのテーマは学習内容が異なる。各テーマの基礎となる基本的な考え
方、理論、調査計画の立て方、評価方法、データ収集方法、分析方法を学び、
実践できるようになる。
●　グループワークの進め方、結果のまとめ方、成果発表の工夫を学び、実
践できるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
「道具を使いやすくデザインする方法論」と「新しい近未来の道具のデザイン」、
この２つのテーマについて、具体的なデザイン手法の基礎を学び、実践する。
授業は、講義とワークショップを組み合わせる。また受講者の学習状況や実
践力をコメントシート等によって把握し、進め方に反映する。
●　前半では、身近で気になる道具を１つ取り上げ、利用者にとってより使い
やすい道具に改良するための方法論を、実験実習によって実践的に学ぶ。道具
の使いにくさの問題現象を分析・整理し、システム改良を行うための認知工学
的方法論とその考え方を、グループワークによる実験実習を通じて習得する。
●　後半では、具体的な利用者の日常生活のある場面に着目し、利用者の生活
をさまざまな角度から分析することにより、利用者の生活を豊かにする具体
的な道具を１つ考案し、コンセプトを明確化させていく作業をグループワー
クを通じて行う。
●　各テーマごとに、受講生またはグループによる成果発表の機会を設ける。
グループワークや成果発表では、受講生どうしの討議を促すとともに解説を
行い、さらに改良アイディアを深められるように工夫する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 「道具の使いやすさ」とユーザー中心の

デザイン
2 道具の使いやすさ

（理論編）
道具の使いやすさ評価の基本を学ぶ

3 道具の使いやすさ評価
（実験計画編）

使いやすさ評価実験の計画を立てる

4 道具の使いやすさ評価
（準備編）

「道具の使いやすさ評価」に用いる実験
手法の実習と、実験準備

5 道具の使いやすさ評価
（実験編）

「道具の使いやすさ評価」を実験実習す
る

6 道具の使いやすさ改良
（分析・考察編）

実験データを分析し、それに基づいて
道具の具体的な設計改良を考案する

7 道具の使いやすさ改良
（提言編）

道具を改良する具体的な提案と資料を
準備する

8 成果発表とクラス討議 発表と討議を通じて、道具を使いやす
くする改良事例を互いに学ぶ

9 デモンストレーション ヒューマンインタフェースの新しい潮流
10 新しい近未来の道具（ブ

レインストーミング）
ある具体的な人物の、具体的な生活場
面を切り出す

11 新しい道具のデザイン
（分析編）

利用者特性と具体的なニーズを分析する

12 新しい道具のデザイン
（アイディア編）

要求分析から、道具を発想する

13 新しい道具のデザイン
（提言編）

要求分析から、新しい道具の提言を練る

14 成果発表とクラス討議 発表と討議を通じて、近未来の道具の
発想例を互いに学ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。授業時間外に観察や
調査の実施、レポート作成などの活動が含まれる。
【テキスト（教科書）】
・「人間計測ハンドブック」第3章（認知心理過程の計測）（朝倉書店、産業技
術総合研究所編）2013.
・ユーザインタフェースと認知モデル（甲洋介、人工知能学会論文誌）
【参考書】
・International Encyclopedia of Human Factors and Ergonomics. W.
Karwowski (Ed.) 2nd Edition,(Taylor & Francis) 2006.
・「ユーザーインタビューをはじめよう」（ポーチガル著、ビー・エヌ・エヌ新
社）2017
・「デザイン思考が世界を変える〔アップデート版〕」(ティム・ブラウン著、早
川書房) 2019
・「プロダクトデザインの基礎スマートな生活を実現する」（JIDA編、ワーク
スコーポレーション）2014.
他については講義開始時に指示する。
【成績評価の方法と基準】
・レスポンスシート、討議、発表、グループワークにおける貢献度合い (50％)
・課題レポート、プロトタイプなど制作物 (50％)
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。課題レポートの未提出者は単位認定できない。
【学生の意見等からの気づき】
グループディスカッションが有益とのコメントを踏まえ、講義と実習を効果
的に組み合わせ、理解がより深まるように工夫する。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布、レスポンスシート・課題提出等に学習支援システム等を利用する。
授業前後にはアクセスし確認すること。
【その他の重要事項】
本科目では、グループワーク中心の発見型学習を通じて学生の就業力育成を
支援する。
「文化情報学の実践」科目群〔共通のテーマ〕
　「文化情報学の実践」科目群では、文化情報学における重要な主題を選び、
その基本となる考え方、課題解決の手法、実践に必要な知識を実習を通して学
ぶ。情報実習室の機材・設備を活用した実験・実習を通じ、ICT活用スキルに
加えて、実験の計画、分析、専門文献調査、考察、報告などを実践的に学ぶ。
【前提科目と関連科目】
・「道具のデザイン学」「道具による感覚・体験のデザイン」「こころの科学」を
合わせて履修することで、知識と実践の相乗効果が得られる。
・「文化情報学の実践」科目群の姉妹科目と合わせて履修する事で多面的な学
習効果が得られるよう工夫されている。
【情報機器・視聴覚設備の活用】
情報実習室で開講する場合は、ＰＣおよび、ＤＶＤデッキ、プロジェクター
等の視聴覚設備を使用する。
【Outline (in English)】
This class provides you with an unique "Design Workshop". This class
allows you to actively learn: (1) how to re-design everyday artifacts by
the "User Experience (UX) Design" methodology, and (2) how to create
ideas of conceptual designs of a near-future artifact.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/exam (50%) and
(2) short reports and the quality of the student’s in-class contribution
(50%).
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HUI200GA（人間情報学 / Human informatics 200）

道具のデザイン学

甲　洋介

サブタイトル：魅力的な体験をデザインする、という考え方
配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：ヒューマンインターフェイス論
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：初回の授業に出席すること
備考（履修条件等）：情報関連科目を履修済みであることが望まし
い< br /> 旧：ヒューマンイタンーフェイス論の修得者は履修不可
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
●　デザイナーだけではない。利用者の視点がデザインに役立つ！ 　
日常生活はたくさんの道具やサービスであふれている。日常生活で出会う道
具にはコンタクトレンズのような小さなモノから建築物やアミューズメント
パークのような大きなモノまである。それらの道具が魅力的で使いやすいと
日常生活も豊かで楽しくなる。
　利用者としてのあなたの体験に目を向けよう。お気に入りの道具を楽しむ
こともあれば、面倒な操作で不快になった体験もあるだろう。
●　デザインすると、暮らしはもっと快適になる
暮らしの道具やサービスを使いやすく魅力的にデザインすることは、その道
具の利用者の生活をもっと豊かで快適なものにすることに直結している。道
具のデザインは重要である。そのデザインに、ユーザからの視点が非常に役
立つことが分かってきた。
●　ユーザの体験（エクスペリエンス）をデザインする、という考え方
ではどうデザインするか。本講義では、利用者にとって使いやすく、魅力的
なものをデザインすることを目指す方法論「ユーザーエクスペリエンス・デ
ザイン」の基本から、デザイン手順までを実践的に学べる。それは、デザイ
ンする際の主役である「ユーザ」について深く理解し、特性を分析する作業
から始まる。
「モノづくり」、特に道具・家具・文具のデザインに興味のある皆さんの参画
を期待する。
　文化や特性が異なるために摩擦が生じるのは人種や民族間だけではない。ロ
ボットを始め、人が造った人工物と人間も、材質や見かけだけでなく、知的
能力、言語コミュニケーション能力、感覚、情動などさまざまな側面におい
て異なっている。このため、人工物と人間の間でも様々な摩擦が生じる。こ
のことを学ぶことは、これからの社会に重要な、人と人工物が共生する社会
について考える際の基礎となる。
【到達目標】
UXデザインの基礎が身につく
・使いやすく魅力的な道具やサービスをデザインするための方法論、「ユーザー
エクスペリエンス・デザイン」の基本的な考え方を説明できるようになる。
・デザインの基本原則から、ユーザ特性の分析方法、デザイン手順まで、実践
的に説明できるようになる。
・最終課題に取り組むことで、道具・商品・サービスのデザイン案を、利用者
のエクスペリエンス (experience=体験)の観点からデザインし、企画を提案で
きるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
日常生活を豊かで暮らしやすくする「ユーザーエクスペリエンス・デザイン」
を、基本から実践までを体系的に学ぶことができる。
●各回において受講生のコメントシートを踏まえながら前回のおさらいと解
説をし、理解の深化を促す。受講生どうしの討議・意見交換の機会を適宜促
すとともに解説を行う。改良アイディアがさらに得られるように工夫する。
●「ユーザーエクスペリエンス・デザイン」の手法を学び、実践する
特に後半では、具体的なデザイン方法論の基本から実践手順までを学ぶ。講
義での説明に基づいて、各自が練習課題に取り組む。その成果を蓄積してい
くとレポートが仕上がるように工夫されている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 『暮らし』をシナリオに

書いてみよう
日常生活の道具に着目し、「暮らしのシ
ナリオ」を描く

2 なぜ使いにくいモノが
暮らしにあふれるのか

デザイナーだって、利用者に喜んでほ
しい

3 使いやすい道具は生活
を快適にする

決め手は、ヒトと道具のコミュニケー
ションのデザインだ

4 ユーザの心理学 ユーザの認知過程: 道具の「使いにく
さ」を科学的に解析する

5 ヒューマンエラー ヒトは間違えやすく、思い込みが強く、
新しい事をなかなか覚えない動物である

6 道具の使いやすさ 「使いやすさ」を定義する。ユーザビリ
ティの国際規格

7 「ユーザーエクスペリエ
ンス・デザイン」①
User Experience (UX)
Design

ユーザの特性を理解し、体験
(experience)をデザインする、という考
え方

8 「ユーザーエクスペリエ
ンス・デザイン」②理論

UX Designの考え方の基礎と基本原則
を学ぶ

9 「ユーザーエクスペリエ
ンス・デザイン」③手順

デザインの流れと、具体的な手順

10 道具のデザイン実習①
商品の企画

魅力ある商品の企画書を作るために

11 道具のデザイン実習②
ユーザー分析

ユーザ・ニーズとシナリオに基づくデ
ザイン

12 道具のデザイン実習③
デザインプロセス

ユーザの快適な体験 (experience)をデザ
インする

13 道具のデザイン実習④
評価技法の例

道具の使いやすさの評価技法

14 デザイン案の発表会 受講生によるデザイン案の発表、ディ
スカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を兼ねて、課題練習を少しづつ積み重ねる。本授業の準備学習・復
習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・「誰のためのデザイン」（D.A.ノーマン、新曜社）2015
・「人間計測ハンドブック」（甲ほか、朝川書店）2013
他については適宜指示する。
【参考書】
・「ユーザーインタビューをはじめよう」（ポーチガル著、ビー・エヌ・エヌ新
社）2017
・「ユーザビリティエンジニアリング」（樽本徹也、オーム社)2014
・「UXデザインの教科書」（安藤昌也著、丸善出版）2016
・NPO人間中心設計推進機構：　http://www.hcdnet.org/

【成績評価の方法と基準】
・レスポンスシート、授業・討議における積極性な貢献度合い (50％)
・発表とレポート (50％)
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
受講生による互いのデザイン企画案の発表会が、大いに刺激になる、との感
想が寄せられる。私もそれを楽しみにしている。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布、レスポンスシート・課題提出等に学習支援システム等を利用する。
授業前後にアクセスし確認すること。
【その他の重要事項】
いわゆるコンピュータの授業ではないので、注意のこと。
【履修条件】
・国際文化学部生は「情報リテラシーⅠ・Ⅱ」を単位取得済みであること。
・他学部生（国際文化学部生以外）は初回の授業に出席し必ず先生に履修の許
可について相談すること。　
【関連科目】
・姉妹科目の「文化情報のデザインワークショップ」は、ユーザーエクスペリ
エンス・デザイン手法の実践ワークショップになっている。これと併行履修
することで知識と実践の相乗効果が得られる。
・「こころの科学」「道具による感覚・体験のデザイン」「システム論」と組み
合わせて受講すると、知識が関連し合って面白くなる仕組みになっている。
・本科目の主題は、「文化情報空間論」においてさらに発展される。
【情報機器・視聴覚設備の活用】
ＰＣ、プロジェクター等の視聴覚設備を活用する。
【Outline (in English)】
This class allows you to learn the "User Experience (UX) Design". By
the end of the course, student understands the basic principles of the
"UX Design" and should be able to understand how to apply some basic
methods.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Final grade will be decided based on (1) final report/exam (50%) and
(2) short reports and the quality of the student’s in-class contribution
(50%).
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BIO200GA（その他の総合生物・生物学 / Biology 200）

文化と生物

島野　智之、川上　裕司、黒沼　真由美、松崎　素道、鈴
木　忠、富川　光
サブタイトル：生活にいかす生物との関わり
配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：バイオインフォマティクス
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：
備考（履修条件等）：旧：バイオインフォマティクスの修得者は履
修不可
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
文化という視点からみた生命の実像を学ぶ.
内容は大きく2つに分けて，(I-II)「ヒトを取り巻く文化と生物」と，(III-V)
「生物それ自体とその進化」について講義を行う．分野は衛生学，美術，生物
学，農業にわたり，生物情報をどのようにヒトが利用しているのかを学ぶ．
【到達目標】
ヒトの生活と生物にまつわる歴史，文化そして，現代的な問題を解決する方法
について，考え理解する．生物の多様性や進化について，考え理解する．現
代の生物学は情報科学的側面を強く持っている.ここでは，生命活動における
情報（主に遺伝情報）の特徴とその役割について，現代生物学の手法を体験
し，現状を理解する.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
大学の行動方針レベルが２となった場合、この授業は原則としてオンライン
で行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
講義はやわらかく，文系学生にも分かりやすい内容や説明を行う．
講義はオムニバス形式で，それぞれの分野の専門家に最新の知識を示しても
らいます．11回までは，講義が中心ですが，特に，5-8回は，討議などもいれ
たアクティブラーニングの手法ももちいます．随時，ビデオやスライドを用
いてわかりやすく紹介します.最後の実習（12回以降）は，実際にパソコンの
ソフトを用いて，外部の生物学専門機関が公開している種々のサービスを利
用して行います.
メールの添付などの方法で課題等に対するフィードバックをおこないます．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス

(I)ヒトの生活環境と
生物
(1)食文化と微生物
担当教員：川上

講義内容のあらすじ
①善玉菌と悪玉菌とは何か（細菌・真
菌・ウイルスの違い）,②食中毒とは何
か,③発酵食品に利用される微生物と食
文化の発展について

2 (I)ヒトの生活環境と
生物
(2)健康的な食生活と微
生物
担当教員：川上

①プロバイオティクスとは何か,②医食
同源は健康的な食生活の基本,③人類の
食糧難を引き起こす昆虫と救う昆虫
（農業・食品害虫と昆虫食）について

3 (I)ヒトの生活環境と
生物
(3)住まいと害虫
担当教員：川上

①主な衛生害虫・衣類害虫・家屋害虫と
その生態,②ダニ・昆虫アレルギーにつ
いて,③殺虫剤と害虫対策法

4 (I)ヒトの生活環境と
生物
(4)住まいと微生物
担当教員：川上

①病原体としての細菌・真菌（カビ）、
②真菌アレルギーについて、③殺菌剤
と IPM（総合的有害生物管理）による
対策法

5 (I)ヒトの生活環境と
生物
(5)文化財を害虫やカビ
から守るためには
担当教員：川上

①文化財の保存科学現状と問題点、②
カビ被害の実際と対策、③害虫被害の
実際と対策

6 (I)ヒトの生活環境と
生物
(6)地球環境と微生物～
歴史を作る影の立役者～
担当教員：川上

①感染症と人類の歴史、②ハンセン病
と日本の歴史、③地球環境と農業分野
への活用

7 (II)生物と生態系
(1)生物と生態系
担当教員：松崎

生態系とは、共生による生物進化、地球
環境の改変、ヒトと生態系

8 (II)生物と生態系
(2)生態系における寄生
と共生
担当教員：松崎

寄生生物が生態系で占める位置，生態
系改変，宿主操作，食文化との関わり

9 (III)動物とは？
(1)生き物のなかでの動
物の位置
担当教員：鈴木

生き物の体系と，私達人間が含まれる
「動物」とは何か？ を考える．①生き物
とは何か,②動物とは,③生態系の中の動
物の食物連鎖における位置，④新たな
動物学の研究．

10 (III)動物とは？
(2)新種の発見
担当教員：富川

①生き物に名前をつけるということ,②
生き物を名前をつけて認識する,③分類
学とは何か．

11 (III)動物とは？
(3)新種に名前をつける
と言うこと
担当教員：富川

①名前とはなにか,②学名とは何か,③新
種はいつみつかるか,④どの様にして新
種に名前をつけるか

12 (III)動物とは？
(4)未発見の生物を発見
するために，冒険に出
よう．
担当教員：鈴木

①船で海で未知な生物を捕獲する,②.深
海で未知な生物を捕獲する,

13 (IV)生物の進化を推定
する
（1）塩基配列情報に
よって進化を推定する．
担当教員：島野

生物の塩基配列情報から，実際に系統
樹を作成する（生物進化の推定を行う）
DNA情報をテキスト配列として，操作
して，様々な生物の塩基配列情報を扱う

14 (V)無脊椎動物解剖学
(1)無脊椎動物の体の仕
組み
担当教員：黒沼

地球上で繁栄している無脊椎動物であ
る節足動物の定義をおさらいし,様々な
形態や筋肉のつき方,動きを比較する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は，生物学だけでなく，情報科学，人文・社会科学などとの関連も含め
て学ぶので，学生自身も普段から情報という視点で，様々な知識を相互に連
関させて理解し,柔軟な思考ができるように努めてもらいたい.本授業の準備学
習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義テーマに合致する市販のテキストはない.個人的に作成した講義資料を使
用する.

【参考書】
講義資料の最後に参考書のリストが掲げてある.教材をよく読んでレポートの
作成に取り組んでください。
【成績評価の方法と基準】
基本は講義・実習の最後に提出してもらうレポート (60%)だが,この他に講義
内で提出してもらう様々な文書 (ビデオ等の感想,小テストなど)(40%)も加え,
総合的に評価する.
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を
合格とする.

【学生の意見等からの気づき】
今年度，カリキュラムを大幅に改訂し，国際文化学部の学生にも興味と応用
的知識を提供するようにつとめている．引き続き，改善につとめている途中
である.
受講生の数にもよるが，少数の場合は，個別に希望・要望等を聞いて講義内
容・方法の改善に努めたい.

【学生が準備すべき機器他】
情報機器を使用します.パソコンにインストールされているソフトを元に，実
習します.遺伝子データベース　http://www.ddbj.nig.ac.jp/searches-j.html
を使います.

【その他の重要事項】
情報実習室で行うことに注意してください.

【Outline (in English)】
In this course, students will be introduced to how humans use biological
information for culture through hygiene, art, biology, agriculture, etc.,
and the real image of life from the perspective of culture.
The content is divided into two major sections: (I-II) "Culture and
organisms surrounding humans" and (III-V) "Organisms themselves
and their evolution. The fields of study include hygiene, art, biology, and
agriculture, and we will learn how humans use biological information.
Students are expected to complete the required assignments (class tests,
assignment reports) at the end of each class.Your study time will be
more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents to be
submitted in the lecture (impressions of videos, etc., quizzes, etc.) (40%)
will also be added, and students will be evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of the class
will be graded on the basis of this grading system.
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BIO200GA（その他の総合生物・生物学 / Biology 200）

文化と環境情報

島野　智之、佐々木　美貴、中西　由季子、忽那　賢志、
塚田　訓久、島田　瑞穂
サブタイトル：人間社会や文化が，生態系とどのように関わって
いるのか
配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生物は、それぞれの生活環境に適した結果、多様性に富んだ進化の道を進んで
きている。多様な環境条件下で生活しているヒトは、環境に適応するために
さまざまの技術や思考を創造してきた。人間の活動と環境の相互作用によっ
て構築される文化に着目し、自然科学及び人文社会科学の多面的な視点から、
ヒトを取り巻く環境から得られる情報と文化の成り立ちや持続可能な社会に
ついて学ぶ。
【到達目標】
人間社会や文化が，生態系とどのように関わっているのかについて考え理解
する．現代の生物学は情報科学的側面を強く持っている.ここでは，生態系，
地球環境と，人間生活，食文化，病気などについて，現代生物学，栄養学，医
学，保全生態学の観点から現状を理解する.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
大学の行動方針レベルが２となった場合、この授業は原則としてオンライン
で行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
講義はやわらかく，文系学生にも分かりやすい内容や説明を行う．講義はオム
ニバス形式で，それぞれの分野の専門家に最新の知識を示してもらう．講義
が中心だが，討議などもいれたアクティブラーニングの手法ももちいる．随
時，ビデオやスライドを用いてわかりやすく紹介する．メールの添付などの
方法をもちいて課題等に対するフィードバックをおこなう．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス

(I)持続可能な社会づく
りと食文化
(1) 2020 SDGs
担当教員：中西

講義内容のあらすじ
「2030 SDGs（ニイゼロサンゼロエス
ディージーズ）」を通じて，17の大きな
目標を我々の世界が達成していく，現
在から2030年までの道のりを体験し，
SDGsの本質を体感する．
①2030SDGsカードゲーム，②17の目
標，③196のターゲット，④232のイン
ジケーター，⑤SDGsの本質

2 (I)持続可能な社会づく
りと食文化
(2)ワークショップ
担当教員：中西

なぜ，私たちの世界にとってSDGsが
必要であるのか，SDGsがあることでど
のような可能性が広がるのかについて，
ダイアローグを活用したワークショッ
プを通して理解を深める
①2030SDGs，②SDGsの必要性，③
SDGsの可能性、④見える化、⑤SDGs
の本質

3 (I)持続可能な社会づく
りと食文化
(3) SDGs de地方創生
担当教員：中西

「SDGs de地方創生」を通じて、SDGs
を「まちづくり」や「地方創生」の身近
な”プロジェクト”に引き寄せながら “自
分事として体感”する．地域で暮らす市
民，事業者，ＮＰＯ，自治体など地域の
様々なステークスホルダーが、持続可
能なまちづくり【地方創生×SDGs】の
目標実現に向けたプロセスを疑似体験
する．
①「SDGs de地方創生」，②まちづく
り，③地方創生，④人口減少

4 (I)持続可能な社会づく
りと食文化
(4) SDGsを題材にした
イノベーション
担当教員：中西

金沢工業大学が開発したTHE SDGs
Action card-game「X（クロス）」を通
して，SDGsを題材にイノベーションを
体験する．トレードオフカードは
SDGsの17個の各ゴールにおけるト
レードオフの問題が描かれており，ト
レードオフを手持ちのリソースカード
カードを使って解決していく．
①X(クロス)，②トレードオフ，③社会
問題解決，④イノベーション

5 (II)生態系と持続可能な
人間活動
(1)土壌汚染
担当教員：長谷川

人間活動の影響によりおこる、化学物
質や薬品、畜産などによる土壌汚染問
題について学ぶ。また、汚染土壌中に
棲む土壌動物の特徴について理解する。
①人間活動の問題点②土壌汚染の具体
例③汚染物質の土壌動物への影響

6 (II)生態系と持続可能な
人間活動
(2)近代以前の日本と現
代の日本
担当教員：長谷川

江戸時代の暮らしや環境について学び、
現代日本の社会生活の特徴について理
解する。
①江戸時代の暮らし②循環型社会③江
戸時代の農業

7 (III)感染症と日本社会
(1)エイズと社会
担当教員：塚田

①「エイズ」ってなんだろう②「エイ
ズ」と向き合うことでみえてくるもの

8 (III)感染症と日本社会
(2)新興感染症
担当教員：忽那

①新型コロナウイルス感染症とは？ ②
新型コロナウイルス感染症とリスクコ
ミュニケーション③新型コロナウイル
ス感染症が社会に与えた影響

9 (III)感染症と日本社会
(3)野生動物とヒトの間
の感染症
担当教員：島田

日本の原風景である里山では、人々の
生活様式の変化に伴う荒廃が進み、野
生動物が増加している。イノシシやシ
カを用いたジビエ料理の文化も交え、
野生動物とヒトの間を行き来する人獣
共通感染症について考える。

10 (IV)生物多様性と持続
可能性
(1)生物多様性はなぜ必
要なのか．
担当教員：島野

①生物多様性条約　②食文化（乳製品）
と生物多様性　③分類学と生物多様性

11 (IV)生物多様性と持続
可能性
(2)霊長類の生物多様性
担当教員：吉川

霊長類の社会：ヒトは霊長類の1種であ
るという視点から、ヒトを含めた霊長
類の社会や行動の違い、共通点を学ぶ。
また、環境への適応について、ヒトの進
化の隣人といわれるアフリカのチンパ
ンジー等の行動生態の研究事例を学び、
理解を深める。
①ヒトと、ヒト以外の霊長類について
②霊長類の行動と生態

12 (V)自然環境と文化
(1)保全・再生
担当教員：佐々木

水辺の環境である湿地とその保全や利
活用を推進するラムサール条約につい
て学ぶ．
さらに，新潟市佐潟の｢潟普請｣，習志野
市谷津干潟の「アオサ対策」などの事例
に即して，湿地の保全や再生にかかわ
る文化について考える．

13 (V)自然環境と文化
(2) wise use（ワイズ
ユース）
担当教員：佐々木

ラムサール条約が推進するワイズユー
ス（賢明な利用）について学ぶ．さら
に，大崎市の｢ふゆみずたんぼ米｣，檜枝
岐村の尾瀬や温泉による観光，豊岡市の
「環境経済戦略」などの事例に即して，
ワイズユースにかかわる文化を考える．

14 (V)自然環境と文化
(3) CEPA
担当教員：佐々木

ラムサール条約が進めるCEPA（コ
ミュニケーション、力量形成，学習・教
育，普及活動）について学ぶ．
さらに，高島市の「ふるさと絵屏風」，
ラムサール条約登録湿地関係市町村会
議の「学習・交流会」，日本湿地学会の
活動などの事例に即して，CEPAにか
かわる文化を考える． 

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は，生物学だけでなく，情報科学，人文・社会科学などとの関連も含め
て学ぶので，学生自身も普段から情報という視点で，様々な知識を相互に連
関させて理解し,柔軟な思考ができるように努めてもらいたい.本授業の準備学
習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
講義テーマに合致する市販のテキストはない.作成した講義資料を使用する.

【参考書】
講義資料の最後に参考書のリストが掲げてある.

【成績評価の方法と基準】
基本は講義・実習の最後に提出してもらうレポート (60%)だが,この他に講義
内で提出してもらう様々な文書 (ビデオ等の感想,小テストなど)(40%)も加え,
総合的に評価する.この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以
上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
国際文化学部の学生にも興味と応用的知識を提供するようにつとめている．引
き続き，改善に努めている.
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受講生の数にもよるが，少数の場合は，個別に希望・要望等を聞いて講義内
容・方法の改善に努めたい.

【学生が準備すべき機器他】
Hoppii学習支援システムを利用するので，情報機器（パソコンやタブレット）
などを準備して下さい．
【Outline (in English)】
In this course, students will be introduced that living organisms
have evolved in biological diversity as a result of their suitability to
their respective living environments. Humans, living under diverse
environmental conditions, have created a variety of technologies and
thoughts to adapt to their environment.
The goal of this course is to understand the origins of culture and
sustainable society with information obtained from the environment
surrounding humans from multiple perspectives in the natural sciences
and humanities and social sciences, with a particular focus on culture
constructed through the interaction between human activities and the
environment.
Students are expected to complete the required assignments (class tests,
assignment reports) at the end of each class.Your study time will be
more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents to be
submitted in the lecture (impressions of videos, etc., quizzes, etc.) (40%)
will also be added, and students will be evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of the class
will be graded on the basis of this grading system.
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ART300GA（芸術学 / Art studies 300）

現代美術論

稲垣　立男

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：受講希望者が1000人を超えた場合、抽選
を行います。抽選方法については学習支援システムを通じて連絡
しますので、よく確認をしておいてください。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　今日の現代美術の世界は、様々な分野の最先端の芸術の分野（美
術、建築、音楽、パフォーミングアーツ、映像、詩など）が複雑に交
差しながら形成されています。この講義では、現代美術の多様性に
焦点を当て、理論と実践の両面から探求します。現代美術のコンテ
クストを社会学、人類学や科学など他の領域かと対比しながら分析
し、その中で多文化主義・関係性・コミュニケーションなどのテー
マを読み解いていきます。こうしたアプローチを通じて、現代美術
がどのように社会的、文化的な変化と相互作用しているかを深く理
解するための基盤について学びます。学と比較参照し、多文化・関
係性・コミュニケーションなどをキーワードに読み解いていきます。

【到達目標】
　講義では、現代美術と関連のある芸術分野についても扱い、様々
な芸術の分野における実験的なアプローチを検証し俯瞰することで、
それらの考え方、アイディアについての理解を深めます。
みなさんには馴染みの薄い分野であると思いますので、最初に美術
史や美術理論の基本的な知識を確認します。また、講義の間にワー
クショップ（感覚的、体験的に学ぶこと）を行い、より理解を深め
ていきます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
講義映像や資料などの授業コンテンツをGoogle sites全て掲載して
一定期間公開し、それをみながら授業を受講してもらうオンデマン
ド方式にします。
授業当日の流れ（重要）
1.指定された公開日に、Google Classroomにその日の学習内容を
掲載した資料（Google sites）のリンクを掲載する。
2.資料を見ながら学習を進める。（当日であれば、授業時間外に学習
しても構いません。）
3.Google Classroomに授業に関連した小テストや授業内レポートの
リンク（Google Forms）が掲載されているので、回答して提出する。
4.授業内容に関する質問については、Google Formsに書き込んで
おくと回答します。
授業の方法
授業時間になるとGoogle Classroomを通じて必要なリンク先や課
題の提出について公開します。公開したウェブサイトに授業に関連
したテキストや授業概要の映像（YouTube、40- 60分程度）、必要
な画像やウェブサイトのリンク先などが掲載されていますので、そ
のサイトを見て学習を進めてください。ウェブサイトは年度末まで
公開しておきます。
課題
受講後、Google Formで小テスト、もしくは簡単なレポートを提出
してもらいます。提出期間は授業終了後数日程度です。
評価
実習課題とレポートの提出をもって出席とし、採点を行います。
質問・相談
一般的な質問や相談についてはGoogle Classroomを使ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

授業計画について
講義内容について
授業の進め方と方法について
評価方法と基準

第2回 メディアとアート
絵画・彫刻・ドロー
イング、写真・映像・
インスタレーション

美術における様々な技法やメディ
アの探究について、その発展と変
遷を詳細に考察します。この授業
ではメディアの歴史的変遷と共に、
アバンギャルドの時代から現代ま
での現代美術について学んでいき
ます。美術の歴史的なコンテクス
トの中で、異なる技法やメディア
がどのように位置付けられ、進化
してきたのかについて、探究して
いきます。

第3回 20世紀の美術
未来派・ダダ、シュ
ルレアリスム、アク
ション、ハプニング、
ポップアート、コン
セプチュアル・ミニ
マルアート

第一次世界大戦前後のアバンギャ
ルド芸術運動（前衛芸術）である
未来派、ダダイズム、シュルレア
リズムについて学びます。第二次
世界大戦で壊滅的なダメージを受
けたヨーロッパに代わり、経済力
を背景にアメリカが現代芸術の中
心地となりました。60年代以降に
は、概念的なアートや、ハプニン
グ、ランドアートのような従来の
絵画や彫刻にとらわれない表現様
式が多く登場します。これらの表
現は、芸術の領域に現代的な多様
性をもたらしました。

第4回 21世紀の美術
新表現主義、YBA、
関係性の美術、ソー
シャリー・エンゲー
ジドアート

1980年代に、アメリカのコマー
シャル・ギャラリーから生まれた
ムーブメント、「新表現主義」につ
いて学びます。新表現主義は、表
現主義的なスタイルを追求し、絵
画における感情的な表現と物質的
な豊かさを再評価しました。また、
ミレニアム前夜には、イギリスや
フランスを中心に、二つの重要な
芸術運動が登場しました。「ヤン
グ・ブリティッシュ・アーティス
ト（YBA）」と呼ばれる運動で、若
手アーティストの作品が国際的な
注目を集めました。「リレーショナ
ル・アート」は観客との関係性や
環境との対話を重視することで、
芸術の社会的な役割を再考しまし
た。2010年代には「ソーシャ
リー・エンゲージド・アート」と
「ソーシャル・プラクティス」とい
う、社会的な関与をテーマにした
芸術運動が注目を集めています。
これらは芸術を社会問題に関与さ
せ、社会的な変化を促すことに焦
点を当てています。

第5回 ワークショップ1
単元のまとめ・ワー
クショップ

メディアとアート、20世紀の美
術、21世紀の美術の講義内容の確
認をします。

第6回 現代美術とパフォー
マンス1
パフォーマンス・
アートの始まり／ア
クション、ハプニン
グ、インスターショ
ン

パフォーマンス・アートは身体を
用いて時間的な経過と共に行われ
る表現行為です。1960年代にアラ
ン・カプローが「ハプニング」、ま
た前衛音楽家のジョン・ケージは
「イベント」という言葉を使って芸
術の常識を破ろうとしました。70
年代からは主にパフォーマンス
アートと呼ばれるようになります。
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第7回 現代美術とパフォー
マンス2
社会と関わるアート
／ビデオパフォーマ
ンス、エンデュラン
スアート、テクノロ
ジーとパフォーマン
ス、芸術と社会、委
託されたパフォーマ
ンス

ソーシャリー・エンゲージド・
アートのような社会に対する直接
的なアプローチのみならず、どの
ような時代の芸術作品もその作品
が作られた社会と深く結びついて
います。各時代の社会と関わる
アートに関する事例について学ん
でいきます。

第8回 身体とパフォーマ
ンス
パフォーミング・
アーツ、バレエ、モ
ダンバレエ、モダン
ダンス、コンテンポ
ラリーダンス、舞踏

パフォーミング・アーツは視覚芸
術であるファインアーツに対して
演劇やダンスなどの舞台芸術、行
為・アクションによって成立する
芸術という意味で使われています。
バレエに始まる近代ダンスの変遷、
また現代演劇についても触れます。

第9回 音とパフォーマンス
現代音楽ミュージッ
ク・コンクレート、
フルクサス、ミニマ
ル・ミュージック

シェーンベルクに始まり、ミュー
ジック・コンクレート、ジョン・
ケージの偶然性の音楽、ミニマル
ミュージックを経て現代に至る現
代音楽の流れを美術の世界と比較
しながら学んで行きます。

第10回 言葉とパフォーマ
ンス
ビート・ゼネレー
ション、スポーク
ン・ワード、ラップ・
ミュージック

シュルレアリスムやコンセプチュ
アルアートなどのテキストによる
美術表現や言葉を使ったパフォー
マンスアートと、ポエトリーリー
ディング/スポークンワードなどの
現代詩の世界を比較します。

第11回 ワークショップ2
単元のまとめ・ワー
クショップ

現代美術とパフォーマンス1、現代
美術とパフォーマンス2、身体とパ
フォーマンス、音とパフォーマン
ス、言葉とパフォーマンスの講義
内容の確認をします。
ワークショップ・パフォーマンス

第12回 美術のある場所
美術館、国際展、
アーティスト・イ
ン・レジデンス、
アーティスト・コレ
クティヴ、オルタナ
ティブスペース

アートの生まれる場所について、
美術館・国際展のような公的な場
所、そしてアーティスト・イン・
レジデンス、アーティスト・コレ
クティヴやオルタナティブスペー
スなど。それぞれの場所とそれに
関わる人々について学びます。

第13回 批評/キュレーション
批評、モダンアート
とコンテンポラリー
アート、キュレー
ション

キュレーターは学術的な専門知識
によって美術資料の収集や保管、
展覧会の企画や構成、運営などを
担当します。また、作品の理解や
価値判断に関する美術批評のあり
方について学びます。

第14回 ワークショップ3
単元のまとめ・ワー
クショップ

美術のある場所、批評/キュレー
ションの授業内容の確認をします。
ワークショップ・スライス・オブ・
ライフ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google sitesで配信する授業コンテンツには、学習を深めるための
ウェブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるも
のについては閲覧することをおすすめします。また、大学の近くに
は美術館やギャラリーが多くあります。新型コロナウィルスの感染
状況にもよりますが、可能であれば企画展、常設展などの展覧会な
どを多く鑑賞してください。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Google sitesを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参
考書を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読
することを勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料に
ついてはその都度紹介します。

【参考書】
山本浩貴『現代美術史-欧米、日本、トランスナショナル』中央公論
新社、2019年
デイヴィッド・コッティントン（著者）、松井裕美（翻訳）『現代アー
ト入門』名古屋大学出版会、2020

小崎哲哉『現代アートとは何か』河出書房新社、2018年
『改訂版西洋・日本美術史の基本美術検定1・2・3級公式テキスト』
美術出版社、2014年
『続西洋・日本美術史の基本』美術出版社、2016年
『新・アートの裏側を知るキーワード』美術出版社、2022年

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポート
の合計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点
比率は以下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
普段触れることの少ない現代芸術に関する専門的な内容の講義やワー
クショップになりますので、とてもやりがいがあると思います。ワー
クショップではスケッチによるプランや写真作品など簡単な実践に
取り組みますが、受講される皆さんは例年課題について積極的に取
り組まれているようです。楽しく解りやすい授業を心がけたいと思
います。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履
修に関する情報については学習支援システムを併用しますので、よ
く確認しておいてください。

【その他の重要事項】
受講希望者が1000人を超えた場合、抽選を行います。抽選方法につ
いては学習支援システムを通じて連絡しますので、よく確認をして
おいてください。
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによ
る作品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、
これらの現場での経験を毎回の講義に反映させています。

【Outline (in English)】
Course outline
This course is about contemporary art theory and practice.
Today’s contemporary art world is formed by the complex
intersection of state-of-the-art (e.g. art, architecture, music,
performing arts, images, poetry, ) in various fields.
The context of contemporary art will be interpreted using
keywords such as multiculturalism, relationships and commu-
nication as keywords.
Learning Objectives
The lecture will also deal with art fields related to contem-
porary art, and by examining and taking a bird’s-eye view of
experimental approaches in various art fields, we will deepen
our understanding of those ideas.
It seems unfamiliar to everyone, so check the introductory art
history and art theory knowledge. In addition, we will hold
workshops (learning sensuously and experientially) between
lectures to deepen understanding.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing
the ones that interest you. There are also many museums
and galleries near the university. If possible, depending on
the infection status of the new coronavirus, please watch
exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on the total of class activities,
assignments and reports. We emphasize the experimentality
and positiveness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have
achieved 60% or more of the achievement target of this class
will be accepted.
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GDR300GA（ジェンダー / Gender 300）

Gender and Japanese Culture

LETIZIA GUARINI

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：
備考（履修条件等）：国際文化学部主催科目に必要とされる英語能力
基準は、TOEFL iBT 61-75、TOEFL ITP Level1 500-539、TOEFL
ITP Level 2500、TOEIC675-819、ＩＥＬＴＳ6.0、英検準1級程
度。基準スコアに満たない、あるいはスコアを持っていない学生
は、担当教員に相談すること。

Courses in Intercultural Communication need the higher English
proficiency mentioned below: TOEFL® iBT 61-75, TOEFL® ITP
Level 1 500-539, TOEFL® ITP Level 2500, TOEIC® 675-819,
IELTS 6.0, and EIKEN Grade Pre-1st. If you don’t have any score
mentioned above, contact the instructors directly.

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
In this course, we will analyze how gender and sexuality issues manifest
throughout culture in Japan. Why do we need to discuss gender and
sexuality in relation to Japanese contemporary culture? Who do we talk
about when we discuss such issues? We will approach these questions
from different perspectives and disciplines, such as history, literature,
media, etc. While the main focus of this course is the representation
of gender and sexuality in contemporary Japanese society, we will also
address these issues in a global context.

【到達目標】
1. To become familiar with historical sources and social and political
elements in regard to the construction of gender within contemporary
Japanese society.
2. To develop critical thinking strategies and apply them in order
to understand how gender and sexuality are represented within
contemporary Japanese media.
3. To incorporate a gender perspective while participating in academic
discussions, presenting on a selected topic, and writing analytical
papers.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
I will lecture to situate our readings and discussions or to clarify
concepts, but in general, students should come prepared to contribute
seriously to the learning community by actively joining the discussion.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Orientation Introduction to the course, syllabus,

and course expectations
第2回 Introduction to gender

studies
Lecture on the basic concepts in
gender studies

第3回 Gender, media, and
misogyny in Japan

Lecture on the #MeToo Movement in
Japan

第4回 Japanese femininities Lecture on femininities in
contemporary Japan

第5回 Masculinity studies Lecture on masculinities in
contemporary Japan

第6回 Gender and the family Lecture on work-life balance in
contemporary Japan

第7回 Heteronormativity in
contemporary Japan

Lecture on the reproduction of
heteronormative models in Japanese
society and the media

第8回 Midterm exam Summary of the first half of the
course and in-class midterm exam to
assess students’ understanding of
the topics discussed.

第9回 Queering the family Lecture on the representation of
queer fatherhood in three stories by
Hiroto Kawabata, Nao-cola
Yamazaki and Hirotada Ototake

第10回 Food, gender, and
family

Lecture on the representation of
food, gender, and family in
contemporary culture

第11回 Idol culture Lecture on the reproduction and
subversion of gender models within
the idol culture

第12回 LGBTQ+ issues in
contemporary Japan

Lecture on the progress of LGBTQ+
rights in Japan

第13回 Queer Japan (1) Screening: "Queer Japan" (directed
by Graham Kolbeins, 2019)

第14回 Queer Japan (2) Discussion on the movie "Queer
Japan."
Conclusions and future questions

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are required to read the reference material (in English) by the
next session, submit comment sheets, and work on their midterm exam
and final paper (one to three hours for every session).

【テキスト（教科書）】
Photocopies of readings will be distributed by the instructor.

【参考書】
Coates, Jennifer, Fraser Lucy, and Pendleton Mark (eds.), The Routledge
Companion to Gender and Japanese Culture, Routledge, 2020
Copeland, Rebecca (ed.), Handbook of Modern and Contemporary
Japanese Women Writers, Amsterdam University Press, 2023
Kazuyoshi Kawasaka, Stefan Würrer (eds.), Beyond Diversity Queer
Politics, Activism, and Representation in Contemporary Japan,
Dusseldorf University Press, 2024.
Steger, Brigitte, Koch, Angelika (eds.), Manga Girl Seeks Herbivore Boy.
Studying Japanese Gender at Cambridge, LIT Verlag, 2013
Steger, Brigitte, Koch, Angelika (eds.), Cool Japanese Men. Studying
New Masculinities at Cambridge, LIT Verlag, 2017
Steger, Brigitte, Koch, Angelika, Tso, Christopher (eds.), Beyond
Kawaii: Studying Japanese Feminities at Cambridge, LIT Verlag, 2021

【成績評価の方法と基準】
Discussion and participation (comment sheets, involvement during
discussion): 20%
Active participation in class is required. Submit your comments via
Hoppii at the end of each session.
Attendance will be taken every time. You will not receive credit for the
course if you miss more than four classes.
Midterm exam: 40%
Final paper (2000-3000 words): 40%

【学生の意見等からの気づき】
Group discussions help students to deepen their understanding of the
course topics.
This course readings and classroom discussions will often focus on
difficult and potentially challenging topics. Since readings and
discussions might trigger strong feelings, content warnings will be given
so that students will be prepared in advance.

【学生が準備すべき機器他】
Laptop to take the in-class midterm exam and write the final essay.

【Outline (in English)】
In this course, we will analyze how gender and sexuality issues manifest
throughout culture in Japan. Why do we need to discuss gender
and sexuality in relation to Japanese contemporary culture? Who
do we talk about when we discuss such issues? We will approach
these questions from different perspectives and disciplines, such as
anthropology, history, literature, media, etc. While the main focus of this
course is the representation of gender and sexuality in contemporary
Japanese society, we will also address these issues in a global context.
Learning goals
1. To become familiar with historical sources and social and political
elements in regard to the construction of gender within contemporary
Japanese society.
2. To develop critical thinking strategies and apply them in order
to understand how gender and sexuality are represented within
contemporary Japanese media.
3. To incorporate a gender perspective while participating in academic
discussions, presenting on a selected topic, and writing analytical
papers.
Grading policy
Discussion and participation (comment sheets, involvement during
discussion): 20%
Active participation in class is required. Submit your comments via
Hoppii at the end of each session.
Attendance will be taken every time. You will not receive credit for the
course if you miss more than four classes.
Midterm exam: 40%
Final paper (2000-3000 words): 40%
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ARSx200GA（地域研究（その他） / Area studies(Others) 200）

世界とつながる地域の歴史と文化

髙栁　俊男

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：選抜
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業は、2012年度から夏休みに長野県南部の飯田・下伊那地域で実施
している「ＳＪ国内研修」（ＳＪ＝Study Japan）に参加する留学生・ボラン
ティア補助員および希望する一般学生を主対象に、その事前学習用として開
講されるものである（留学生必修）。
　「ＳＪ国内研修」とは、一般学生のＳＡに相当するもので、地方の中山間地
域で見聞・交流・発表等の諸活動を経験することで、留学生にとってのＳＡと
も言えるこの日本を、東京からの発想とは別に、地方の視点でも考えうる目
を養うことを趣旨としている。
　したがって、この授業の目標も、飯田・下伊那地域の歴史・社会・文化・民
俗・自然などについて、一通りの前提知識を身につけることで、8泊9日程度
の「ＳＪ国内研修」を有意義に送れるようにすることにある。国際文化学部
の研修であることに鑑み、とりわけこの地域における国際化や異民族との関
係、および文化に重点を置きながらみていく。
【到達目標】
　授業の進展につれ、南信州の中山間地域である飯田・下伊那にも、東京と
はまた異なる歴史・文化・自然があり、固有の国際関係があることが理解で
きるであろう。最終的には、「ＳＪ国内研修」に際して探求すべき自分なりの
テーマをみつけ、夏休み中の自己学習を経て、研修本番につなげられるよう
にすることが目標である。
　「ＳＪ国内研修」に参加せず、単なる一授業として受講することも可能だ
が、そうした受講者にとっては、飯田・下伊那を例に、日本のなかに存在する
多様性や多文化を考える視点を得ることが到達目標となる。そこで得られた
視点やアプローチは、日本の他地域を考える際にも有効に機能するであろう。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　教員による講義が中心だが、受講生に随時発問しながら進める。関連する
映像の上映も、適宜織り交ぜる。
　特定の地域の細かな事実にとことんこだわるが、それは「個別を極めること
を通して普遍に至る」こと、すなわちこの授業のタイトルのように、「飯田・
下伊那から日本がみえる、世界とつながる」ことを具体的に知るためである。
そのためには最低限、理解すべき事項は理解し、覚えるべき固有名詞（地名、
人名など）は覚えていただく。
　毎回、授業の最後に、感想や疑問・質問などをリアクションペーパーに書
いてもらい、それを次回の授業冒頭で活用するなど、双方向的な授業になる
よう心がけたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 本授業と「ＳＪ国内研修」の概要を説明

する。受講希望者数によっては、選抜
を実施することもあるので、初回の授
業に必ず出席すること。

第2回 飯田・下伊那の概況① 飯田・下伊那地域にある1市3町10村
について、行政区分、地形、気候、交
通、物産などの概況をみていく。天竜
川の果たした役割や、愛知県東部・静岡
県西部との県境を越えたネットワーク
（三遠南信）についても考える。

第3回 飯田・下伊那の概況② 前回に続いて、飯田市の成り立ちを考
える。1937年に成立した当初の市域
に、1950年代以降、周辺の15の自治体
が合併していまの飯田市が形成されて
いることの意味、言い換えれば飯田市
の統一性と多様性を具体的に考察する。

第4回 飯田・下伊那の歴史 飯田・下伊那地域が経てきた歴史の概
要を、古代から現代まで通史的に学ぶ。
中心的に扱う戦後史部分では、飯田市
のアイデンティティの根幹にも関わる
飯田大火、りんご並木、三六災害につい
て知る。

第5回 飯田線建設史① 現在のＪＲ飯田線、とくに旧三信鉄道
の建設史を、アイヌの測量士カネトや
朝鮮人労働者に焦点を当ててみていく。
飯田駅前に記念碑が建つ伊原五郎兵衛
についても知る。

第6回 飯田線建設史② 前回学んだカネトについて、近年、住民
自身により飯田線沿線各地で上演され
ている合唱劇『カネト』の映像を鑑賞し
ながら、再度考える。

第7回 満州移民の歴史① 1930年代以降、この地域から多数渡っ
て行った満蒙開拓団や満蒙開拓青少年義
勇軍について、その史実と背景を学ぶ。

第8回 満州移民の歴史② 前回学んだ満蒙開拓青少年義勇軍につい
て、そのテーマでつくられたアニメ『蒼
い記憶』を鑑賞しながら、再度考える。

第9回 満州移民の歴史③ 現在、この地域の人々が、満州移民の歴
史やその結果として生まれたいわゆる
中国残留孤児／残留婦人・中国帰国者
のことを、どう後世に伝えようとして
いるかを、阿智村に開館した満蒙開拓
平和記念館などを例に探る。また、「残
留孤児の父」と称される阿智村の長岳
寺住職、山本慈昭についても知る。

第10回 飯田・下伊那の多民族共
生の現在

外国人が増え、市として外国人集住都
市会議に参加している飯田市における
外国人の実態や、国際化・多文化共生の
取り組みについて考察する。平岡ダム
建設における外国人強制労働の歴史を、
後世に正しく伝えようと努める天龍村
の姿勢についても、あわせて考察する。

第11回 飯田・下伊那の文化① 人形浄瑠璃や歌舞伎など、この地域に
残る各種の伝統民俗芸能や、それをも
とにした現在の文化イベントについて
知る。とりわけ、飯田市内で活動する
黒田人形・今田人形について、映像で確
認する。

第12回 飯田・下伊那の文化② この地域の特色ある文化活動として、
通巻1000号超の歴史を誇る郷土雑誌
『伊那』の刊行や、活発な公民館活動に
ついて知る。あわせて、写真や童画で
庶民の生活を記録してきた阿智村の熊
谷元一についてもみていく。

第13回 飯田・下伊那の文化③ この地域ゆかりの文化人のうち、法政
大学で学んだり教えたりした経験をも
つ椋鳩十・西尾実・森田草平の３人につ
いて、自校教育の観点も含めて取り上
げる。

第14回 まちづくりや自然との
共生

早くからグリーンツーリズム、エコ
ツーリズム、都市農村交流などを唱え、
実践してきた飯田市の取り組みについ
て知る。山村留学がこの地域に果たし
ている役割や、1970年に廃村となった
大平宿の保存活用運動についても探る。
地域おこし協力隊など、若者による地
域活性化の活動にも触れる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回配付するプリントに、「自習課題」を載せる。同じ内容は、ネット上の
学習支援システムにも掲載する。これは自習であって、必ずしも提出義務は
ないが、提出すれば、就職活動などによる欠席を補う参考資料として加味す
る。可能な限りチャレンジして、学んだことをより深く考察し、定着させる
ことを推奨する（提出期限：ネットへのアップから２週間後）。
　従来は授業期間中に、この授業と関連した学部イベントを実施してきたが、
コロナの状況を見ながら実施可否を判断したい。
　本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
　特定のテキストは使用せず、学習内容に即したプリントを毎回、Ａ３で表裏
１枚程度配付する。各回のプリントはファイルないし合冊にしておいて、実
際の研修の場にも持参して活用すること。
　かつては留学生の自習用として、しんきん南信州地域研究所『いいだ・南
信州大好き』（2010年）を当方で用意して差し上げていたが、絶版で入手が
難しくなっている。資料室に複数冊あるので、そちらで適宜利用してほしい。
【参考書】
　授業の中で適宜指示する。それらの大半は、ＢＴ20階の国際文化学部資料
室および書庫に配架された「飯田・下伊那文庫」（書籍2,000冊以上、映像Ｄ
ＶＤ約350点所蔵）に収められている。飯田以外ではこれだけ揃った場所は
無いともいわれるこれら関連資料を、ぜひ大いに活用してほしい。
【成績評価の方法と基準】
　毎回提出するリアクションペーパーに反映された授業に取り組む姿勢40％、
途中での中間課題20％、学期末のレポート40％を目安とする。この成績評価
の方法をもとに、本授業の到達目標の 60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
　とくにＳＪ国内研修に参加せず、１つの授業として受ける人には、「一地域
のことをなんでこんなに細かく学ぶのか？」という疑問があるかもしれない。
ただし、特定の一地域へのアプローチの仕方や、「個別を極めることを通して
普遍に至る」という学び方は、他の分野にも応用が利くと思われる。
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　また、自国のことを知り、外国人にも伝えられることは、真の国際人にとっ
て重要な要素であろう。
【学生が準備すべき機器他】
　上述のように、学習支援システムをもう一つの教室として活用する。コロ
ナ感染の状況により、対面授業が難しい場合はzoomを使用する。
【その他の重要事項】
　「ＳＪ国内研修」に参加する人は、どのような形であれ、この事前学習授業
の履修が前提条件になる。研修の参加経費や単位の有無は、参加資格によっ
て異なるので、詳細は「履修の手引き」の該当頁を参照のこと。
　ＳＪの実施時期は9月の上～中旬で、例年7月初旬にボランティア補助員や
一般参加者も含めた募集を開始する。
　
【選抜の有無】
　留学生、およびＳＪ参加への強い意欲を有する一般学生を優先し、教室の
収容人員を超えた場合は初回授業で選抜を行なうことがある。
【Outline (in English)】
This course is primarily designed for students who participate in the
SJ(Study Japan) program in summer session. Therefore this class aims
to gain a basic understanding of history, culture, and ethnic issues of
South Nagano, where the SJ program is implemented.
Students who will not participate in the SJ program are also able to take
this class. For those students, the goal is to develop an eye for perceiving
Japan from multiple perspectives.
Self-study assignments will be given in the handouts distributed in each
class. Please try each time if possible to deepen what you have learned.
Final grade will be calculated according to the following process.
Reaction papers for each class 40%, mid-semester report 20%, and
term-end report 40%.
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HUMc200GA

北米文化論（ケベック講座）

廣松　勲

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ア〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業は、ケベック州政府の寄付講座である。
　本授業は、北米のフランス語圏の一つである「カナダのケベック州」をフィー
ルドとして、オムニバス形式で、各分野の専門家や招聘作家・研究者が担当
する授業である。言語・文化・歴史・社会・政治といった包括的な側面から、
現代のケベック社会を学ぶことによって、一つの地域において複数の価値観
（言語、文化、歴史、政治、経済、社会など）が共生する方法を解説・検討す
ることを主たる目的とする。
　なお、具体的な授業内容や講演者については、初回授業において改めて通
知するため、以下の「授業計画」は予定であることをご理解いただきたい。
【到達目標】
　本授業の到達目標は、以下の通りである。
①フランス語圏の一例として、ケベック州の社会文化的状況を概説できる。
②多文化・多言語共生の一例として、ケベック州の社会文化的状況を概説で
きる。
③一つのフィールドを複数の観点から理解するという方法を理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　オムニバス形式の授業によって、できるだけ包括的に「現代のケベック社
会」に関する紹介・説明・分析を行う。
　具体的な授業の進め方は、以下の通りである。最初と最後の数回の授業（3
回程度）では、一人の教科担当者が「導入」や「総括」などを行う。それ以外
の授業（11回程度）については、各分野の専門家の先生方などが授業を行う
ことになる。その内、少なくとも一度は、ケベック州からの招聘研究者によ
る授業内の講演会を実施する（通訳付き）。
　なお、毎回授業ではコメントシートを作成・提出してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ・イントロダクション：

フランコフォニーとは
何か？

・授業の進め方や最終課題について説明
・フランス語圏（フランコフォニー）の
歴史・社会・言語状況などについて概説

第2回 ケベック州の歴史①
・北米大陸のフランス語
圏（フランコフォニー）
の広がり
・ケベック州とはどのよ
うな地域なのか？

・ケベック州の歴史に注目しつつ、社会
状況を概説する

第3回 ケベック州の歴史② ・ケベック州の歴史をより詳しく学ぶ
第4回 ケベック州の地理 ・ケベック州の地理を学ぶ
第5回 授業内の講演会 ・ケベック州の政治・歴状況を当事者か

ら学ぶ
第6回 ケベック州の言語 ・ケベック州の言語状況を包括的に学ぶ
第7回 ケベック州の政治① ・ケベック州の政治状況を具体例に基づ

いて学ぶ。
第8回 ケベック州の政治② ・ケベック州の政治状況を理論的に学

ぶ。
第9回 ケベック州の社会問題① ・ケベック州の社会問題を具体例に基づ

いて学ぶ（主権獲得を巡る問題など）。
第10回 ケベック州の社会問題② ・ケベック州の社会問題を具体例に基づ

いて学ぶ（移民や宗教に関わる問題な
ど）。

第11回 ケベック州の文化① ・ケベック州の文化を具体例に基づいて
学ぶ（舞台芸術など）。

第12回 ケベック州の文化② ・ケベック州の文化を具体例に基づいて
学ぶ（文学・映画など）。

第13回 ケベック州の文化③ ・ケベック州の文化を具体例に基づいて
学ぶ（音楽・ダンスなど）。

第14回 総括 ・本授業の全体のまとめ
・映像資料などを用いて、現代ケベック
州の社会を知る。
・期末レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・毎回の授業をより深く理解するために、日頃からできるだけ広く・複合的な
視点からケベック州（やカナダ）に関する情報を集めてほしい。
・期末レポート執筆のために、配布資料についても熟読してほしい。本授業の
準備学習・復習時間は合計4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・テキストは指定しない。各授業において資料などを配布する。
【参考書】
・各分野の参考書は、各授業において提示する。
・全体的な導入となる書籍としては、以下がある。
　小畑精和・竹中豊編著『ケベックを知るための54章』エリアスタディーズ・
72巻，明石書店，2009年．
【成績評価の方法と基準】
・平常点と期末レポートに基づき、総合的に評価する。
　①平常点（コメントシートなど）：40％
　②期末レポート：60％
・期末レポートでは、本授業で扱われたいずれかの専門分野・側面を参照しつ
つ、自ら選択したテーマについて論じてもらう。この成績評価の方法をもと
に、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
・14回という少ない回数だが、授業内容について、可能な限り多様になるよ
う心がける。
・質疑応答の時間を、可能な限り長く設けるようにする。
【その他の重要事項】
・第一回授業において、各授業の担当者・内容などを記載した資料を配布する
ため、必ず出席してほしいです。
・毎年度秋学期に開講予定の授業ですが、ケベック州政府寄付講座であるため、
事情によって「閉講」となる年度もありえます。
【Outline (in English)】
This course introduces the key themes for a deeper understanding of
the socio-cultural situation of the province of Québec (Canada). In
14 courses, we will deal with a variety of themes or problematics of
the contemporary Québec (politics, social problems, economics, music,
cinema, literature, etc). Each course will be given by the specialists of
each research domain.
The goals of this course are to understanding and explaining the socio-
cultural situation of Quebec.
Before and after each class meeting,students will be expected to spend
four hours to read the relevant documents.
Your overall grade in the class will be decided based on the followings:
in class contributions (discussion, reaction paper, etc): 40%, term-end
report: 60%.
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LIT300GA（文学 / Literature 300）

英語圏の文化Ⅳ（文学と社会A）

中垣　恒太郎

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：教室定員数を超える受講希望者がいる場
合には抽選を行う。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アメリカ文学をアメリカの社会や文化のさまざまな諸相と関連づけて考察す
る。各時代の文学作品に明示的に示されている問題意識を考察するだけでな
く、なにげない描写から読み取れるアメリカの社会や時代の特異性を検討す
る。また、文学作品が、時には時代を超えながら、絵画、映画、音楽などとど
のような影響を相互に及ぼしているのかを考えることで、アメリカ文学だけ
でなくアメリカ文化の奥深さを味わってもらいたい。
【到達目標】
受講生は、アメリカ文学についての基礎的な知識を身につける。また、代表
的な作品の内容を知るとともに、そこで描かれているアメリカの社会、文化、
宗教、エスニシティ等の諸相を歴史的な視座から考察するための素地を身に
つける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
第1回授業で、いくつかのテーマを提示する。そして、そのテーマごとの説明
に後続の授業を数回ずつ割り当て、そのテーマから、アメリカの文学が文化
や社会環境とどのように関連づけられるのかを解説する。そのため、ある時
代を切り取ってそれを考察するというプロセスが繰り返されるだろう。時間
的な制約から、時系列に沿ったアメリカ史全体の説明はできない。受講生は
アメリカの歴史について基礎的な知識を身につけておくと、より深く、そし
て、より容易に理解できるかもしれない。
最終授業でそれまでの講義内容のまとめや復習だけでなく、それまでに回答
した質問等についてももう一度解説をする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 テーマの設定 全体のテーマを設定する。
第2回 アメリカの神話創造 植民地建設時や独立戦争時の理念がア

メリカ社会を支える神話としてどのよ
うに受け継がれているかを考える。

第3回 怖いものはなにか アメリカのゴシック小説の特徴をヨー
ロッパのゴシック小説と比較して、前
者における恐怖の描き方から「アメリ
カ的な素材」をめぐるアメリカ人作家
のジレンマを検討する。

第4回 ウィルダネス ウィルダネス（荒野）を舞台にした小説
を紹介したうえで、この「アメリカ的な
風景」がその後の絵画や映画などでど
のように利用されてきたかを歴史的に
考察する。

第5回 東や西へ アメリカがフロンティア消滅以後の東
部と西部にどのような価値が与え、19
世紀から20世紀の文学がその価値をど
のように活用してきたかを考察する。

第6回 海とアメリカ文学 アメリカを超えて海を舞台にしたアメ
リカ文学作品を紹介する。これらの作
品が当時のアメリカの拡大志向やエス
ニシティへの意識をどのように反映し
ているのかを考察する。

第7回 時間、都市、産業化 19世紀後半以降のアメリカの都市化や
産業化の進展、そして、社会における時
間表象や都市表象がどのように変化し
たのかを紹介し、それらがモダニズム
の文学作品にどのように反映されてい
るのかを考察する。

第8回 「白人」と「アメリカ人」
という概念　

多様な移民が混在するアメリカにおい
て、「白人」という概念がどのように変
容してきたのかを確認し、アメリカ文
学でこの「白さ」がどのように表象され
ているのかを考察する。

第9回 「黒人」というステレオ
タイプ

白人作家によるアフリカ系アメリカ人
の表象を論じ、それらのステレオタイ
プ化されたイメージに白人側のどのよ
うな願望が透けて見えるのかを考える。
また、映画においてそうしたイメージ
がどの程度踏襲されているのか、また
反対にどのように変容しているのかを、
文学作品との比較から考える。

第10回 観念としての「黒人」は
誰のものか

20世紀前半のハーレム・ルネッサンス
やそれ以降のアフリカ系アメリカ人の
文学作品が自分たちの文化をどのよう
に位置づけようと苦闘してきたかを考
察する。時代背景の理解のため、ジャズ
がたどった受容の歴史の解説を加える。

第11回 メディアと消費文化の
拡張

アメリカ文学が消費文化をどのように
表現してきたかを紹介する。時代背景
の理解のため、消費文化とメディアの
関係の変容についての説明を加える。

第12回 アフリカ系アメリカ人
の文学と音楽、スペクタ
クル　

第11回で考察した消費文化の考察をア
フリカ系アメリカ人に絞る。音楽を中
心に「黒人」文化と消費文化の関係を考
察し、その後、消費文化における「黒
人」イメージから取り残された現実を、
現代の黒人作家がどのように描いてい
るかを検討する。

第13回 ジェンダー観の変容　 アメリカにおける女性の権利拡大運動
の推移を解説する。ジェンダー観の変
化のなかで、20世紀の女性作家が何を
描き、何を描けなかったのかを考察す
る、併せて、彼女たちの作品と20世紀
以降の映画などにおける女性表象を比
較検討する。

第14回 まとめ 講義内容のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書を使用するので、指定された箇所を読み込むこと。
また、アメリカの歴史について基礎的な知識を得ておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。復習が重要である。
【テキスト（教科書）】
鈴木透『実験国家アメリカの履歴書――社会・文化・歴史にみる統合と多元化
の軌跡（第２版）』慶應義塾大学出版会, 2016年
【参考書】
有賀夏紀 (編)油井大三郎 (編)『アメリカの歴史――テーマで読む多文化社会
の夢と現実』有斐閣アルマ, 2003年
亀井俊介 (編)『アメリカ文化史入門――植民地時代から現代まで』昭和堂,
2006年
板橋好枝、高田賢一『はじめて学ぶアメリカ文学史』ミネルヴァ書房, 1991年
【成績評価の方法と基準】
学期末レポートを70％、中間レポートを30％とする。
両方のレポートを提出してはじめて成績評価対象となる。この成績評価の方
法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
本年度代講科目につきアンケートを実施していません
【Outline (in English)】
This course is designed for students to learn a brief history of American
literature and, through it, to gain insight into various aspects of
American culture and society. Not only will students be able to probe
into the authors’ critical minds evidently articulated in their works,
but also into the characteristics of American society during particular
periods which are illustrated in the minor themes of their writings. It
is expected that students’ interest in American literature will grow by
learning the impact that American literary works have had on pictures,
films, and music of different periods.
At the end of this course, students should be able to explain some
characteristics of American literature and culture.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend 2
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
The 1st report (30%) and the 2nd report (70%)
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ARSa200GA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 200）

フランス語圏の文化Ⅳ（複言語・複文化社会）

廣松　勲

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：隔年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　世界5大陸に広がるフランス語圏（フランコフォニー）社会を「複言語・複
文化社会」と捉えた上で、それぞれの社会において複数の言語文化が、どの
ように共存しているのか、またはどのように軋轢が解消されているのかを論
じる。
　具体的には、カリブ海域諸島、カナダのケベック州、北アフリカ・マグレ
ブ、サハラ以南アフリカ、フランス語圏ヨーロッパなどにおける言語・社会
状況を解説することで、フランス語圏社会の普遍性と差異を提示する。
【到達目標】
（1）フランス語圏社会が複言語・複文化が共存する社会であることを具体的
に知ること。
（2）言及する各社会において、言語・文化の多様性がどのようにして維持さ
れているのかを知ること。
（3）言及する各社会において、「現地言語・文化」と「フランス語・文化」と
が、どのような関係にあるのかを述べられるようになること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　日本語で行われる講義形式の授業である。フランス語の予備知識は特に必
要としない。
　2～3コマごとに言及する地域を変更しながら、それぞれの地域特性（歴史・
政治・社会・言語状況など）を解説する。紙媒体の配布資料の他に、映画や音
楽も参照しながら、具体的に各地域のフランス系文化について説明を行う。
　毎回の授業においてコメントシートを執筆・提出してもらい、できるだけ
次回以降の授業に反映させる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ・授業の概要や評価の説明

・「フランス語圏（フランコフォニー）」
とは、いかなる概念なのか？
・具体的なフランス語圏地域の解説

2 Ⅰ．カリブ海域諸島① ・カリブ海域諸島の歴史、社会および言
語状況の説明
【マルチニック島】
・フランス語とクレオール語の関係

3 Ⅰ．カリブ海域諸島② 【グアドループ島】
・クレオール語の地位復権運動

4 Ⅰ．カリブ海域諸島③ 【クレオール文学運動】
・クレオール語表現文学の可能性
・その他の島々とのつながり

5 Ⅱ．カナダ・ケベック州
①

・北米大陸の歴史、社会および言語状況
の説明
【ケベック】フランス系カナダ人からケ
ベック人へ
・フランスのフランス語とケベックのフ
ランス語の関係

6 Ⅱ．カナダ・ケベック州
②

【ケベック】：インターカルチャーとト
ランスカルチャー
・母語とフランス語の関係

7 Ⅱ．カナダ・ケベック州
③

【移動するエクリチュール】
・その他の北米フランス語圏とのつなが
り

8 Ⅲ．マグレブ（北アフリ
カ諸国）①

・マグレブの歴史、社会および言語状況
の説明
【アルジェリア】
・アラビア語、ベルベル語、フランス語
の関係

9 Ⅲ．マグレブ（北アフリ
カ諸国）②

【モロッコ】
・アラビア語、ベルベル語、フランス語
の関係

10 Ⅲ．マグレブ（北アフリ
カ諸国）③

【チュニジア】
・アラビア語、ベルベル語、フランス語
の関係

11 Ⅳ．サハラ以南のアフ
リカ①

・サハラ以南のアフリカの歴史、社会お
よび言語状況の説明
【セネガル】
・アフリカ諸語とフランス語との関係

12 Ⅳ．サハラ以南のアフ
リカ②

【ルワンダ、コンゴ民主共和国】
・アフリカ諸語とフランス語との関係

13 Ⅴ．ヨーロッパのフラ
ンス語圏①

・ヨーロッパのフランス語圏の歴史、社
会および言語状況の説明
【ベルギー】
・フランス語、フラマン語、ドイツ語の
関係

14 Ⅴ．ヨーロッパのフラ
ンス語圏②
総括

【スイス】
・フランス語、ドイツ語、イタリア語、
ロマンシュ語の関係
【総括】
全体のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　期末レポート作成のためでもあるが、日頃から文学・映画・音楽・言語政策
など、できるだけ多くフランス語圏の情報を収集すること。
　授業で言及・提示する資料の邦訳（可能であれば原典）などにも当たり、で
きるだけ理解を深めること。
　本授業の準備学習・復習時間は合計4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・特になし。
・毎回、関連資料を配布する。
【参考書】
　授業内容の理解やレポート作成の際に参考となる書籍や図書館の蔵書を、以
下に挙げる。希望者には、さらに詳しく参考書などを提示する。
・鳥羽美鈴著，『多様性の中のフランス語：フランコフォニーについて考える』
関西学院大学出版会，2012年．
・平野千香子著，『フランス植民地主義の歴史』人文書院，2002年．
・中村隆之著，『カリブ－世界論』人文書院，2013年．
・小畑精和著，『ケベック文学研究』御茶の水書房，2003年．
・明治大学中央図書館所蔵の「ケベック文庫」
・鵜戸聡著，「アラブ・フランコフォニーと越境の文学」『反響する文学』（土
屋勝彦編，名古屋市立大学『人間文化研究叢書』創刊号），風媒社，2011年．
・梶茂樹・砂野幸稔編著，『アフリカのことばと社会：多言語状況を生きると
いうこと』三元社，2009年．
・岩本和子著，『周縁の文学：ベルギーのフランス語文学にみるナショナリズ
ムの変遷』松籟社，2007年．
・法政大学多摩図書館所蔵の「スイスロマンド文学コレクション」
【成績評価の方法と基準】
・評価配分は、以下の通り
　①平常点（コメントシートなど）：30％
　②期末レポート：70％
・評価は、主に平常点と期末レポートによって行う。レポート作成について
は、各自がいずれかの地域（または国）における資料や作品を一つ選んだ上
で、複数の言語や文化がどのような方策によって共存しているのかを論じて
もらう。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
　配布資料に基づいた説明が緩慢にならないように、できる限り映像・音声
資料なども盛り込むことでメリハリをつけるようにする。
【その他の重要事項】
フランス語の知識は前提としません。
【Outline (in English)】
This course aims to enhance understanding of the situation of the
French-speaking world (la francophonie) in focusing on the social
problems concerned with French language. For this purpose, we will
learn from a global perspective about the history and social situation of
each countries or regions around the world.
The goals of this course are to understanding and explaining the socio-
cultural situation of each French speaking regions.
Before and after each class meeting,students will be expected to spend
four hours to read the relevant documents.
Your overall grade in the class will be decided based on th folloing:
in class contributions: 30%, term-end reports: 70%.
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HIS300GA（史学 / History 300）

宗教社会論Ⅱ

佐々木　一惠

配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：宗教社会論Ⅱ（キリスト教と社会運動）
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
キリスト教は様々な社会思想と結びつきながら、近現代社会におけ
る諸問題に対する改革運動を、世界各地で展開してきました。この
授業を通じて、学生は１９世紀以降におけるキリスト教を基盤とす
る社会運動が、どのように近現代社会における諸問題（労働問題・
人種差別・貧困・ジェンダー問題・植民地主義など）を捉えたのか、
また新たな社会思想（進化論、社会主義、フェミニズム、など）と
どのように関わりをもっていったのかを、社会思想史・社会運動史
の立場から分析し議論していきます。

【到達目標】
１．近現代のキリスト教に基づく社会運動を考える上で、重要な基
本概念や理論について理解できるようになる。
２．宗教と社会運動の関係を、社会思想や歴史意識の視点から分析
できるようになる。
３．キリスト教に基づく社会運動に関する簡単な史料分析を行える
ようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
●各回ごとに、取り上げる運動と関連する聖書の箇所、運動を理解
するための社会理論や分析概念、運動の具体的な内容を主に講義形
式で説明していきます。
●各回ごとに、関連する一次史料の分析を、リアクション・ペーパー
にまとめて提出してもらいます。
●提出されたリアクション・ペーパーについては、翌週の授業で複
数紹介しながら講評します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション キリスト教という宗教の成り立ち、

そして世界史の中におけるキリス
ト教を概観する。

2 千年王国論と救済・
終末・ユートピアニ
ズム

キリスト教の終末思想を概観する。
千年王国論や救済史について議論
し、それが近現代の思想と運動に
どのように結びついていったかを
考える。

3 信仰復興運動と奴隷
制廃止運動

19世紀初頭の信仰復興（リバイバ
ル）運動が、どのように奴隷制廃
止運動および女性解放運動と関連
していたかを議論する。

4 海外宣教運動と帝国
主義

キリスト教の海外宣教の歴史を概
観するとともに、19世紀半ばから
20世紀初頭にかけてのキリスト教
海外宣教運動と、欧米帝国主義と
の関係を、社会進化論や文化帝国
主義の議論を交えながら検討する。

5 世界キリスト教婦人
矯風会の理念と活動

アルコール中毒を、家庭と社会を
滅ぼす罪悪とみなし、活動を展開
したキリスト教婦人矯風会の運動
を、キリスト教思想と当時の「家
庭の領域」の議論を踏まえながら
議論する。

6 社会的福音運動とリ
ベラル神学

19世紀末から20世紀の初頭にか
けて、スラム街などにおける貧
困・労働・公衆衛生・教育などの
問題に取り組んだ、社会的ゴスペ
ル運動の理念と活動とその影響に
ついて考える。また、1920年代に
おけるリベラル神学と根本主義
（ファンダメンタリズム）の対立に
ついても議論する。

7 日本におけるキリス
ト教の思想と運動

明治・大正期における日本におけ
るキリスト教の展開とその神学的
特徴を概観する。また、救世軍運
動や日本キリスト教婦人矯風会の
活動や、日本におけるキリスト教
社会主義の運動の展開について議
論する。

8 アジアにおけるエ
キュメニカル運動

エキュメニカル運動が出てきた歴
史的背景とアジアにおける展開を
概観する。また、それぞれの地域
における民衆神学の展開について
議論する。

9 アメリカにおける黒
人運動と出エジプト
記

出エジプト記・ヨシュア記が、被
抑圧者に与えた解放に向かう想像
力について理解する。そこから、
19世紀半ば以降のアメリカにおけ
る黒人の社会運動の展開について
議論する。

10 ラテン・アメリカに
おける解放の神学

ラテン・アメリカにおいて、解放
の神学が興隆してきた歴史的背景
を概観するとともに、その思想と
活動実践について議論する。

11 キリスト教とファン
ダメンタリズム

アメリカにおけるファンダメンタ
リズムの思想を概観するとともに、
その教義・運動がアメリカ社会に
与えている政治的・文化的インパ
クトについて議論する。

12 キリスト教とジェン
ダー

キリスト教思想における女性観を
概観するとともに、現代社会にお
ける性・ジェンダー問題とキリス
ト教の関係について議論する。

13 キリスト教とセク
シュアリティ

キリスト教とセクシュアリティの
係を歴史的に概 したのち、昨今の
クィア神学の取り組みについて議
する。

14 期末課題 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業の復習をしっかり行い、重要な概念や理論、また社会運動
の特徴について把握しておいて下さい。毎回のリアクション・ペー
パーでは、別の回の授業で取り上げた運動やそれに関連する概念や
理論を結び付けて議論することもあります。復習を通じて、概念・
理論・用語を分析のツールとして使えるようにしておいて下さい。
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
○岩井淳『千年王国を夢見た革命』講談社、1995年。
○田村秀夫『千年王国論―イギリス革命思想の源流』研究社、2000年。
○森本あんり『アメリカ・キリスト教史 : 理念によって建てられた
国の軌跡』新教出版社、2006年。
○小檜山ルイ『帝国の福音ールーシー・ピーボディとアメリカの海
外伝道』東京大学出版会、2019年。
○グスタボ・グティエレス『解放の神学』岩波書店、2000年。
○土肥昭夫『日本プロテスタント教史』新教出版社、2004年。
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○アリスター・E・マクダラス『プロテスタント思想文化史』新教出
版社、2009年。
○Motoe Sasaki, Redemption and Revolution: American and
Chinese New Women in the Early Twentieth Century (Cornell
University Press, 2016).
○ミラ・ゾンターク『＜グローバル・ヒストリー＞の中のキリスト
教―近代アジアの出版メディアとネットワーク形成』新教出版社、
2019年。
○パトリック・S・チェン（工藤万里江訳）『ラディカル・ラブークィ
ア神学入門』新教出版社、2014年。

【成績評価の方法と基準】
1.リアクションペーパー（30％）
2.期末試験（70％）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォンやパソコン等情報機器が必要です。

【Outline (in English)】
The course provides historical background on the relationship
between religion and social movements by paying special
attention to the Christian religion. It explores the ways that
Christianity, along with the other modern ideas and practices
such as the Enlightenment, romanticism, social Darwinism,
utopianism, socialism, and nationalism, influenced the de-
velopment of abolitionism, feminism, colonialism/imperialism,
labor movements, decolonization movements, and civil rights
movements.
By the end of the course, students are expected to be able to: 1)
understand the basic concepts and theories that are important
in examining the relationship between social movements and
Christianity, 2) analyze the relationship between religion
and social movements from the perspective of historical
consciousness, and 3) conduct a basic historical analysis of
social movements based on the ideas of Christianity.
Students will be expected to review each class to: 1) under-
stand the important concepts, theories, and characteristics
of social movements, and 2) be able to use the concepts
and theories as tools for analysis. In each reaction paper,
students may be required to analyze the connection between
the movements and the theories that were covered in previous
classes.
Students are expected to spend 4 hours per week working on
homework, revision, and assignments.
The final grade will be decided by reaction paper (30%) and the
final assignment (70%).
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POL200GA（政治学 / Politics 200）

国際関係研究Ⅰ

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：国際関係研究Ⅰ（アクターに着目した理論の捉え方）
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業ではアクター（行為の主体）に着目して「国際関係」を学ぶ。「国際関
係」を国家の関係のみで語ることは困難であり、特にＮＧＯや企業などの民
間アクターの存在は重要である。本授業ではそのために必要な理論を習得す
るとともに、それを通して国際社会の諸問題を多角的に分析する力を養う。
【到達目標】
（１）授業で扱う非国家アクターが「国際関係」にどのような影響を及ぼして
いるかを説明できる。
（２）「国際関係」に関わる事件や問題が生じたとき、理論的に現象を説明す
ることができる。
（３）関連する文献の趣旨を正しく読み取ることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：講義への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答
コーナーを設けて、そこでやり取りする。
■授業内討論：毎回グループ討議・発表を行い、教員がフィードバックする。
また、数回は演習型の授業を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 国際関係研究の概要及び本授業の狙い

と全体像を講義する。
2 理論とは何か 国際問題を考える際に無意識に使って

いる「理論」を自覚する。
3 リアリズム 具体例を通して国際関係の基本的パラ

ダイムであるリアリズムを理解する。
4 リベラリズム 具体例を通して国際関係の基本的パラ

ダイムであるリベラリズムを理解する。
5 コンストラクティヴィ

ズムとマルキシズム
具体例を通して国際関係の基本的パラ
ダイム（アプローチ）であるコンストラ
クティヴィズムとマルキシズムを理解
する。

6 演習 ここまで学んだ4つのパラダイムを使っ
て、国際社会の具体的な問題を複数の
角度から分析する演習を行う。

7 ＮＧＯとは何か ＮＧＯの定義、歴史、特徴などについて
学ぶ。

8 規範起業家としてのＮ
ＧＯ

国際社会におけるＮＧＯの役割として
重視されている規範起業家について具
体的な事例に基づいて考える。

9 国家補完と脱国家 ＮＧＯは国家を補完しているのか、国
家を「脱している」（trans）のか、国際
人道支援を通して考える。

10 ガバメンタリティ 国家に操られずにＮＧＯが国家に影響
を与えることは可能なのか、具体例を
通して考える。

11 民間助成団体 世界中のＮＧＯ活動に資金を提供する
民間の助成団体の機能を国際関係学の
枠組みで考えてみる。

12 民間企業と国際関係 民間企業が国際社会に及ぼしている影
響について具体例を通じて考える。

13 ビジネスと人権 私的企業は何をしてもいいのか、「国連
ビジネスと人権に関する指導原則」を
例に考える。

14 まとめ（プライベートレ
ジーム）

「非国家アクターが作る国際関係と責任
の所在」という視点から授業全体を振
り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
【期末レポートの課題として使う】松本悟・大芝亮編（2013）『NGOから見た
世界銀行―市民社会と国際機構のはざま―』ミネルヴァ書房。
【参考書】
毛利聡子（2011）『NGOから見る国際関係：グローバル市民社会への視座』
法律文化社。
【成績評価の方法と基準】
平常点（授業内討論への参加度、授業後課題）50%、期末レポート50%。こ
の成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成した者を合
格とする。
【学生の意見等からの気づき】
・学部長職にあった過去2年間は代講を立てていたため特になし。
【その他の重要事項】
・長年ＮＧＯとして国際開発の分野に携わってきた教員が、経験に基づくＮＧ
Ｏの現状を交えて講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course focuses on "actors" in global society, which are not only
nation-states but also NGOs and private companies. It enables
students to analyze the global issues from various perspectives and to
recognize the significance of "actor-oriented" and theoretical approach
in international studies.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) explaining the influences exerted by non-state actors in "international
relations".
2) explaining the incidents or problems relevant to "international
relations" from theoretical viewpoints.
3) being able to read the relevant literatures critically and analytically.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a short essay at each class meeting
(50%) and a term-end report (50%).
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ARSf200GA（地域研究（東南アジア） / Area studies(Southeast Asia) 200）

国際関係研究Ⅱ

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：国際関係研究Ⅱ（メコン流域国の開発と環境（社会と
自然））
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では東南アジア半島部のメコン地域／メコン河流域国／大メコン圏と
いう「地域」に着目して「国際関係」を学ぶ。「開発」をテーマにし、特にそ
の社会的・環境的側面を多角的に見る視点を養う。
【到達目標】
（１）「地域研究」の視点からメコン河流域の自然環境やそれに依拠する社会
について学び、日本とは異なる生活様式や社会への理解を深める。
（２）メコン河流域の環境・社会問題と日本との関係について学ぶ。
（３）反転学習を通して、「地域」を分析するための多角的な視点を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■発表とグループ討議：演習スタイルで授業を運営する。履修者は必ず1回発
表を担当する。第3回授業以降は、課題文献を読んできていることを前提にし
た発表とグループ討議及び教員の補足授業という構成で行う。分析的な文献
講読、討議、発表といったアカデミックスキルを高めることを目的としてい
る。詳細は第1回授業で説明する。
■発表担当者：履修人数にもよるが1人もしくは複数の履修者で毎回担当す
る。事前にレジュメを準備し共同で発表する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本授業の狙い、進め方を説明する。グ

ループと発表者を決める。
2 「地域」とは何か（メコ

ン全体）
メコン地域、メコン河流域国、大メコン
圏などの用語をもとに、国際文化学部
で学ぶ「地域」の射程について考える。

3 越境環境問題（中国、ラ
オス、タイ）

国を越える環境問題をどう考えるのか、
因果関係やレジューム論などを参照軸
に議論する。

4 小さな村から見えるも
の（ラオス、タイ）

ラオスの小さな村の30年間の歩みから
「開発と環境」を捉えるマクロな視点と
ミクロな視点について議論する。

5 森林「減少」と森林「破
壊」（メコン全体）

環境問題が抱える広義の政治性につい
て、ポリティカルエコロジーの視点を
参照軸に議論する。

6 影響予測の人文学（タ
イ、ラオス）

開発の社会・環境影響を調査すればい
いという問題解決策について、国際文
化や地域研究の視点から議論する。

7 資金から見た人権・環境
問題（ミャンマー）

環境破壊や人権侵害につながりやすい
開発を進める資金源について議論する。

8 財と資源（カンボジア） カンボジアのトンレサップ湖の漁業を
事例に、財として見た魚について議論
する。

9 洪水と水害（カンボジ
ア、ベトナム）

メコンデルタの洪水を事例に、「水が溢
れる」という現象について、国際文化の
視点から議論する。

10 人身取引（タイ、ミャン
マー）

不法滞在者への人権侵害を通じて、法
律では解決できない問題を国際文化の
視点から議論する。

11 境界（メコン全体） メコン地域の呼び方は、政治的な背景
によって異なる。何かに境界線を引く
ことの意味と危うさを議論する。

12 重複の機能（メコン全
体）

メコン地域を含む国際協力の枠組みは
複数存在し、一見すると重複している。
そこから重複することの働きについて
国際文化の視点から議論する。

13 歴史から考えるメコン
開発（メコン全体）

ここまで取り上げた事例を解釈学、系
譜学、考古学の視点から振り返り、歴史
「から」ではなく歴史「を」学ぶ意義に
ついて議論する。

14 開発と責任（メコン全
体）

開発が環境破壊や人権侵害に繋がる時、
その「責任」を問いたくなるが、責任と
は何だろうか。この授業全体を「責任」
から問い直し議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
発表担当にあたっていない場合でも、必ず事前課題を行ってくること。反転
学習なのでそうでないと授業についていけない。本授業の準備学習・復習時
間は各1-2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業の中で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点20%、発表20%、グループ討議への貢献度20%、期末レポート40%。
期末レポートでは、授業で取り上げた概念、理論、事象を繋げて論理的な文
章を書くことを求める。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の
60%以上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
学部長職にあった過去2年間は代講を立てていたため特になし。
【学生が準備すべき機器他】
課題文献や授業後課題があるので、授業コードを使って必ず学習支援システ
ム（Hoppii）に自己登録すること。
【その他の重要事項】
■第1回授業授業後に発表担当者とグループを決めるので、履修を検討して
いる学生は必ず第1回授業に出席すること。どうしても出席できない場合は、
事前に履修の意思を担当教員にメールで連絡すること（smatsumoto[アット
マーク]hosei.ac.jp）。
■学部や学年を超えて演習スタイルの授業を行うので、通常の演習（ゼミ）と
は異なる学びがある。
■メコン河流域国で30年以上にわたってNGO活動に従事してきた教員が、そ
の活動経験を事例に組み込みながら授業を運営する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course focuses on "Mekong region" or "Mekong basin countries"
or "Greater Mekong Subregion" of the mainland Southeast Asia and
covers "development," in particular its social and environmental aspects
in order to learn the multidisciplinary approach.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) taking reflective views of area studies, in particular implications of
society-natural environment nexus in the Mekong region.
2) explaining the relations between the social environmental issues in
the Mekong region and Japan.
3) understanding multi-disciplinary approach for analyzing "area"
through flipped classroom method.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content or to write a short essay on a
given topic.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
presentation: 10%, group discussion: 20%, in-class contribution: 30%,
term-end report : 40%.
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ARSk300GA（地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional comparison)
300）

人の移動と国際関係Ⅱ

髙栁　俊男

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：人の移動と国際関係Ⅱ（朝鮮民族のディアスポラ）
旧科目との重複履修：×
毎年・隔年：隔年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　朝鮮民族のディアスポラ（離散）について考察する。
　私たちの暮らす日本社会には、「在日韓国人」「在日朝鮮人」「在日コリアン」
などと呼ばれる韓国・朝鮮系の人々が大勢住んでいるが、同様の現象は中国・
旧ソ連・アメリカなど、世界各地で見られる。これらの人々が朝鮮半島を離
れ、各地に移住した歴史やその後の変化、とくに現地社会での他民族との衝突
や共生の営みを、各種の研究成果や教員自身の見聞をもとに、ともに考える。
　朝鮮民族の移動と定着という個別のテーマを探求することを通して、移民
過程や移住地での多文化共生・文化の変容という、世界に普遍的にみられる
現象への理解につながるようにする。
【到達目標】
・各地に暮らす朝鮮民族について、その形成の歴史や現状の概略を理解する。
・それらをもとに、朝鮮民族のディアスポラ（離散）全体について考察する。
・朝鮮民族の事例を普遍化し、移民や多民族共生全般について考える契機をつ
かむ。
・とりわけ私たちの住む日本における移民や多民族共生について、具体性を伴
いつつ考えられるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　世界各地に散らばっている朝鮮民族について、中国・旧ソ連・日本・アメリ
カを中心に、各数回ずつ取り上げて講義する。関連する映像資料を随時使用
し、条件が許せばゲストをお招きした授業を実施したこともある。
　毎回、授業の最後に、感想や疑問・質問などをリアクションペーパーに書
いてもらい、それを次回の授業冒頭で活用するなど、限定的ながら双方向的
な授業になるよう心がけたい。
　また、ネット上の学習支援システムを、もう１つの授業の場として活用し、
授業の補足や発展に資したい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 授業計画の解説、参考書紹介、受講理由

書の記入など。導入として、日本の各
界で活躍する外国ゆかりの人物につい
て触れる。

第2回 概況 ディアスポラ概念および朝鮮民族のディ
アスポラの概要について、まず学ぶ。

第3回 朝鮮内ディアスポラ 朝鮮内における歴史的な人口移動の典
型として、火田民・土幕民の存在とその
実態を知る。

第4回 中国の朝鮮族① 多民族国家中国の少数民族の一つに位
置づけられる朝鮮族について、その概
要を知る。

第5回 中国の朝鮮族② 前回学んだ中国の朝鮮族について、映
像視聴を通してさらに深く探る。

第6回 旧ソ連の高麗人① 旧ソ連の高麗人（朝鮮系の人々）につい
て、その概要を知る。とくに、スターリ
ンによる1937年の強制移住について学
ぶ。

第7回 旧ソ連の高麗人② 前回学んだ旧ソ連の高麗人について、
映像視聴を通してさらに深く探る。

第8回 在日韓国・朝鮮人① 私たちにとって一番身近であるはずの
在日韓国・朝鮮人については、回数をか
けて重点的に学ぶ。今回はまず、その
概要として、形成史を知る。

第9回 在日韓国・朝鮮人② 在日韓国・朝鮮人史に関して、とくに海
峡を越えた人の移動の観点から再整理
する。

第10回 在日韓国・朝鮮人③ 海峡を越えた人の移動の一つで、現在
にも大きな影響を及ぼしている1959年
からの北朝鮮帰国事業について、詳し
く学ぶ。

第11回 在日韓国・朝鮮人④ 在日韓国・朝鮮人についてここまで学
んできた内容を、映像視聴を通してま
とめる。

第12回 在日韓国・朝鮮人⑤ 在日韓国・朝鮮人についての最終回と
して、若い世代の変化しつつあるアイ
デンティティについて考察する。

第13回 在米コリアン 在米コリアンについて、ごく大まかな
概要と、とくに1992年のロス暴動に関
して学ぶ。

第14回 海外養子問題 韓国から戦後、孤児や私生児などが多
数、養子として欧米に送られた。近年、
当事者自らによってつくられた映画も
紹介しながら、この問題を重点的に考
察する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回配付するプリントに「自習課題」を設定し、同じものを学習支援シス
テム上にも載せる。これは「自習」なので必ずしも提出を要しないが、認識
を深化させるためにもやってみることをお勧めする。提出した学生には、た
とえば就職活動による授業の欠席などを補う要素として加味する。
　本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
　特定の書籍をテキストとしては使用せず、毎回、Ａ３で表裏１枚のプリン
トを作成して配付する。
【参考書】
　参考文献はそのつど指示するが、事典として『韓国朝鮮を知る事典〔新版〕』
（平凡社）、『岩波小辞典　現代韓国・朝鮮』（岩波書店）、『世界民族問題事典』
（平凡社）、『世界民族事典』（弘文堂）、『人の移動事典：日本からアジアへ・ア
ジアから日本へ』（丸善出版）などを適宜参照すること。
【成績評価の方法と基準】
　毎回提出するリアクションペーパーに反映された授業に取り組む姿勢40％、
学習支援システムを利用した中間での小課題20％、学期末のレポート40％を
基準とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の 60%以上を
達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
　過去のアンケートでは、「映像を使っていてわかりやすい」「ゲストを招い
ての対談がよかった」「学部の中でもすばらしい授業の一つ」、などの好評を
いただいた。
　今回も、そうした授業になるよう努力したい。
【その他の重要事項】
　朝鮮半島の歴史や文化についての一定の知識を前提に話を進める、やや応
用篇の授業である。事前に、毎年開講の「朝鮮語圏の文化Ⅰ朝鮮半島の文化
史」を受講しておくことが望ましい。未受講の場合は、そうした前提知識を
自分で補うよう努めながら授業に臨むこと。
　また、中華系や日系の移民を扱う「人の移動と国際関係Ⅰ」「人の移動と国
際関係Ⅲ」（ともに隔年開講）も用意されているので、あわせて受講すること
をお勧めする。
【Outline (in English)】
This class examines the history and present condition of Korean
residents living in various countries around the world.
Through the case of Koreans, students are expected to think universally
about the migration, settlement, ethnic conflicts, and integration.
Final grade will be calculated according to the following process.
Reaction papers for each class 40%, mid-semester report 20%, and
term-end report 40%.
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ARSa400GA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 400）

地域協力・統合

大中　一彌

配当年次／単位：2～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ヨーロッパとは何か」という問いに、自分なりの答えを言えるようになるの
がこの授業の目的です。授業を紹介するショート動画をご覧ください https:
//youtube.com/shorts/iaK97j-Q6ss学内には他にもヨーロッパ関連の科目が
ありますが、これらの授業と比較した時の、本授業「地域協力・統合」の特色
は、高校までの世界史の知識を確かめながら、思想史や文化史に軸足をおき
つつ、これからの国際社会で活躍する人材が身に付けておくべき基礎教養と
して、「ヨーロッパとは何か」について学ぶ点にあります。過去と現在を往復
しながら、とくにヨーロッパと、その外部とされるものの境界（ボーダー）に
焦点をあてつつ、認識をほりさげていきます。
【到達目標】
①「ヨーロッパ」の地理的広がりについて、みずからの考えを述べることが
できる。
②古代ギリシア、ヘレニズム、古代ローマの文化的・政治的・哲学的遺産と
「ヨーロッパ」を関連付けて（専門家としてではなく）学部学生にふさわしい
レベルで論じることができる。
③西ローマ帝国崩壊前後以降、10世紀にいたるゲルマン人、ノルマン人、ス
ラブ人の民族大移動と「ヨーロッパ」の形成を、各国史との関係で（専門家と
してではなく）学部学生にふさわしいレベルで論じることができる。
④カトリシズムを軸として形成される中世の西ヨーロッパと、正教を軸とし
て形成される東ヨーロッパや、イスラームの拡大を関係づけつつ（専門家と
してではなく）学部学生にふさわしいレベルで論じることができる。
⑤ルネサンス期を特徴づけるユマニスムの人間論上の意義、大航海時代にお
ける非ヨーロッパ地域への影響、宗教改革がもたらした信仰と政治の関係性
について、（専門家としてではなく）学部学生にふさわしいレベルで論じるこ
とができる。
⑥中央集権化やヨーロッパ外における植民地をめぐる争い、「文芸の共和国」
の出現など、一連の政治的文化的な変化を背景としつつ、商業の発展をつう
じて発生した「ヨーロッパ中心主義」的な意識に関し、肯定・否定の両面から
論じることができる。
⑦イギリス、アメリカ、フランスや他のヨーロッパ諸国にみられる市民的権
利にもとづく思想・制度の発達について、（専門家としてではなく）学部学生
にふさわしいレベルで論じることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
・この科目「地域協力・統合」は、教室での「対面」授業が基本です。ただし、
就職活動や体調など、ひとりひとりの学生の事情により、Zoomを活用した授
業参加も積極的にみとめています。
・授業時間（100分）の前半80分程度は、受講者全体へのフィードバック（15-20
分）と講義（50-60分）にあてています。
・授業時間（100分）の後半20分程度を、グループディスカッションにあて
ています。
・毎回の授業資料はGoogle Classroomや学習支援システム-Hoppiiをつうじ
て事前に配布しています。
・学習支援システム-Hoppiiを利用し、小テストを受験してもらう場合があり
ます。
・授業内容の録画を、受講者の個人情報の保護に留意しつつ、受講者のみが視
聴できる形で共有する場合があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 受講上の約束事 授業内容の紹介、注意事項の説明　
2 ヨーロッパの地理的定義 ユーラシア大陸から突き出た「半島」と

してのヨーロッパ：東の境界は？
3 人の移動と石器・青銅

器・鉄器時代
ヨーロッパ各地に広がるケルトの文化

4 考古学的定義 ギリシア世界
5 神話と政治 「ヨーロッパ」の語源とされる諸神話

や、「アジア」と対比した際のギリシア
世界の特質とされるものについて学ぶ

6 ヘレニズムと地中海世界 「ギリシア文明」の地理的拡大

7 古代ローマ ローマの盛衰と遺産としての法制度や
建築

8 西ローマの崩壊と民族
大移動

統一的な地中海世界の終わり＝「文明」
の崩壊のイメージ及びアジア諸民族の
侵入

9 「周縁」としてのヨー
ロッパ

いわゆるノルマン人の全ヨーロッパへ
の進出、スラブ人の中東欧への進出

10 フランク王国と「12世
紀のルネサンス」

西ヨーロッパにおけるカトリシズムを
軸とした中世的秩序の形成

11 大航海時代とルネサン
ス、宗教改革

ポルトガルによるアフリカ大陸西岸の
航海、ユマニスム的な「人間の尊厳」の
観念、プロテスタンティズムの発生に
よるカトリック圏としての西ヨーロッ
パの分裂

12 16世紀-17世紀のヨー
ロッパ政治史

ハプスブルク家、オスマン・トルコ、
テューダー朝のイギリス、ユグノー戦
争、三十年戦争。西ヨーロッパ諸国間
の紛争の新大陸やアジアにおける展開

13 「主権」の発動たる戦争、
その悲惨を目の当たり
にした人々による平和
の希求

ジャック・カロ「戦争の悲惨」。クリュ
セ、コメニウス、ペンらに芽生えた統合
の思想

14 啓蒙思想と革命 君主を含めた主権者同士の連合から、民
主主義、ナショナリズムの時代への移行

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. とても簡単な小テストが、学習支援システム-Hoppii上で宿題として出さ
れる場合があります。
2. 本学学則基準によると、講義や演習で２単位を得るのに必要な予習・復習
の時間は１回につき４時間以上とされているそうです。
【テキスト（教科書）】
教科書を買う必要はありません。学習支援システム-Hoppii や Google
Classroom上でPDFファイル等のかたちで資料を配布します。
【参考書】
授業内で指示します。
【成績評価の方法と基準】
下記の成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の 60%以上を達成した者
を合格（レターグレードでCマイナス以上）とします。
●１．期末テストは行いません　0%
●２．出席はとりません　 0%
●３．小テストの受験【Hoppiiを使うため、体育会や就職活動中の学生、所属
キャンパスを問わずすべての学生がオンラインで受験できます（※１）】61%
●４．グループ・ディスカッション＆学生間の共働【グループ・ディスカッ
ションへの参加や、Google Classroom上での意見のとりまとめ、とりまとめ
た結果の教員への送信、等（※２）】25%
●５．期末レポート【あくまで希望者のみ提出です】14%
●６．運営への協力【協力してくれた方に加点しています；配布資料の誤字
や、内容の誤りの指摘。成果物のオンライン上における提出に必要なスキル
を学生間で共有するなどのかたちの運営協力を含む】（※３）
（※１）小テストは授業の復習であり、授業で配るスライドやプリントをみれ
ば、簡単に答えられるやさしい内容です。
（※２）グループ・ディスカッションは教室にきて、他の学生と共に議論に参
加していたことが毎回の提出物に記載されていれば、確実に加点されます。小
テストの得点に上乗せしたい、単位がどうしても必要という学生さんは、ぜ
ひグループ・ディスカッションに継続的に参加しましょう。
（※３）６．は、１．～５．の合計100%には含めず、その外枠で5%程度まで
加算する。
【学生の意見等からの気づき】
・ヨーロッパの文化史や政治史、経済史についての学びは、大人の教養として
経験しておいたほうが良さそうではあるけれど、わかりづらそうで敬遠した
くなるという方もいるようです。
・この科目「地域協力・統合」は、高校までの学習内容を確認しながら、大学
の学部レベル以上の内容に深めていくという組み立てとすることにより、参
加のハードルを下げ、そうした方が、必要な学びにアクセスできる場となる
ことを目指しています。
【学生が準備すべき機器他】
資料の共有などに、Google ClassroomやHoppiiを使いますので、必要な機
器や情報環境はお持ちであったほうが良いでしょう。
【その他の重要事項】
・わからないことは、気兼ねなく、お問合せください。
・留学や大学院進学、就職などの相談もOKです。
・問い合わせ先や、授業内容のイメージについては、次のリンク先をご覧くだ
さい【学内生のみ、要統合認証】 https://bit.ly/48Au2k0

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
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What is Europe? This question, which many present-day Europeans
ask themselves, is the main theme of this course. In this class,
students will examine the question with an emphasis on the history
of ideas and culture. Starting with the geographical notion of Europe
as a “continent", students will familiarize themselves with its basic
archaeological, ethnic, religious, philosophical, and historical aspects.
Students will be encouraged to explore these areas to reflect on the
modern idea of Europe as a haven of peace and the possibility or
impossibility of a single European identity.　She or he will move back
and forth between the past and the present, focusing in particular on
the ambivalence of the boundaries between Europe and its "others", in
order to deepen her or his understanding of the question.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the following:
1) Expressing her or his own views about the geographical spread of
"Europe".
2) Relating the notion of "Europe" to the cultural, political, and
philosophical legacies of ancient Greece, Hellenism, and Rome, and
making an argument at a level appropriate for an undergraduate
student.
3) Discussing, at a level appropriate for undergraduate students, the
Great Migration of Germanic, Norman, and Slavic peoples and the
formation of "Europe", in relation to the history of each country from the
time of the collapse of the Western Roman Empire to the 10th century.
4) Explaining the relationship between Western Europe in the Middle
Ages, which was formed around Catholicism, and Eastern Europe,
which was formed around Orthodoxy, and the expansion of Islam, at
a level appropriate for undergraduate students.
5) Describing, at a level appropriate for undergraduate students, the
significance of humanism, which characterized the Renaissance, the
impact of the so-called "Age of Discovery" on non-European countries,
and the redefinition of the relationship between faith and politics
resulting from the Reformation.
6) Argueing, both positively and negatively, about the "Eurocentric"
consciousness that emerged through the development of commerce
under a series of political and cultural changes, including the
centralization of power, wars in colonies outside Europe, and the
emergence of the "Republic of Letters".
7) Illustrating the significance for modern societies of the development
of civil rights-based ideas and institutions with historical events in
the United Kingdom, the United States, France, and other European
countries at a level appropriate for undergraduate students.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
1) A simple quiz will be given almost every week as homework.
Participation in this quiz is mandatory for all students taking the
course. In order to answer this quiz, students need to use the learning
support system - Hoppii (on the Internet).
2) According to the Standards for the Establishment of Universities, the
minimum time of preparation and review required to earn two credits
for a lecture or seminar is four hours per session.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Based on the following grading methods, students who have achieved at
least 60% of the achievement objectives for this class will be considered
to have passed the class (C minus or better on a letter grade basis).
1. No final exam will be given. 0%.
2. Attendance will not be taken 0%.
3. Quiz Examination [All students, regardless of their campus
affiliation, including athletics and job-seeking students, can take the
quiz online because of the use of Hoppii] 61%.
4. Group discussion and collaboration among students [Participation in
group discussions, group discussion on Google Classroom, and sending
the results to instructors, etc. ] 25%.
5. End-of-term report (to be submitted only by those who wish to do so):
14%.
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SOS200GA（その他の社会科学 / Social science 200）

実践国際協力

松本　悟

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育で「実践」から学ぶことには2つの意義があると考える。1つは体系
立った学習の応用として、もう1つは新たに学習すべき領域を見つけるためで
ある。この授業では後者を主たる目的とする。テーマは「国際開発協力」を
中心的に取り上げる。国際開発協力の実践例を通して、国際社会の理解につ
ながる思いもよらぬ学問分野の大切さを発見し、更なる学習と探究の端緒と
なるようにする。
【到達目標】
（１）国際開発協力の理解に必要な概念や用語を理解し説明できるようになる。
（２）国際開発協力の実践課題を抽象化し他に応用できるようになる。
（３）実践的な学習におけるグループ討議の意義を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に
関連。
【授業の進め方と方法】
■基本方針：法政大学の教育活動における行動方針がレベル１以下の場合は
対面で実施する。
■フィードバック：毎回の発表に対しては授業内にコメントする。また授業
への質問は、学習支援システムの掲示板に質疑応答コーナーを設けて、そこ
でやり取りする。
■授業の方法：具体的な国際開発協力のケース（事例）をもとにグループ討
議を行う「ケースメソッド」を準用する。ケース文書は毎回事前課題の宿題
として課す。①受講者をグループに分けての討議、②グループ発表を含む全
クラス討議、③担当教員によるコメント・補足講義、の3つの要素を組み入れ
る。なお、本授業のケースメソッドはビジネススクールなどで使われる問題
解決の手法としてではなく、視点の抽出方法として活用する。
■授業後課題：毎回の課題文献と授業をもとに書く。授業後3日以内に学習支
援システムに投稿。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらい、ケースメソッド、各ケー

スの特徴、グループ分け。履修者人数
の確認。

2 国際開発協力概論 国際開発協力がどのような組織によっ
て、いかなる分野で行われているかを
概観する。

3 ケース１　保健衛生プ
ロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがってグ
ループ討議。ケースの理解を深める。

4 ケース１を受けたグ
ループ発表・討議

ケース１に関するグループ発表、その
後全体討議。

5 ケース２　少数民族プ
ロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがってグ
ループ討議。ケースの理解を深める。

6 ケース２を受けたグ
ループ発表・討議

ケース２に関するグループ発表、その
後全体討議。

7 ケース３　参加型開発
プロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがってグ
ループ討議。ケースの理解を深める。

8 ケース３を受けたグ
ループ発表・討議

ケース３に関するグループ討議、その
後全体討議。

9 ケース４　緊急援助プ
ロジェクト

あらかじめ示した質問にしたがってグ
ループ討議。ケースの理解を深める。

10 ケース４を受けたグ
ループ発表・討議

ケース４に関するグループ発表、その
後全体討議。

11 事前事業評価表を読み
解く

開発援助事業の事前事業評価をその場
で読んで疑問点をあげ、その妥当性を
グループで討議する。

12 事前調査報告書を読み
解く

開発援助事業の事前調査報告書を事前
に読み、そこから導かれる実務的に重
要な点をグループで討議する。

13 実際のケースから 担当教員もしくは外部のゲストの実体
験をもとに、実践上の課題を議論する。

14 授業内試験 13回の授業をもとにした授業内試験を
行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
全員、授業前にケース（事例）文章を必ず「精読」して来なければならない。
「精読」とは、わからない用語を自分で調べ、事実関係を理解できるように読む
ことを指す。通学電車の中でざっと目を通すような読み方では授業に参加でき
ないと考えて欲しい。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
山口しのぶ・毛利勝彦編（2011）『ケースで学ぶ国際開発』東信堂。
【参考書】
W.エレット（2010）『入門ケース・メソッド学習法』ダイヤモンド社。
その他、授業の中で示す。必要に応じてコピーを配布する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業後課題20%、事前課題文献に基づいたグループ討議への参加度40%、
授業内試験40%。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以
上を達成した者を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
■100分では討議と発表が終わらないという声が多いので、1つのケースに授
業2回分を充てることを検討する。
【学生が準備すべき機器他】
授業コードを使って必ず授業支援システムに自己登録すること。課題文献の
提示や課題の提出に学習支援システム（Hoppii）を使う。
【その他の重要事項】
■国際開発協力NGOでの実務経験を有する教員が、自らが関わった具体的な
開発事例を議論のためのケースとして取り上げる。
■グループ討議を軸とする授業であり、遅刻や欠席はグループ討議を困難に
するため、必ず出席すること。
■グループは第3回授業から事前に固定して作る。グループ替えは3回行う。
第1回授業に出席できないものの履修を希望する学生は、必ず第2回授業日前
日までに履修の意思を担当教員までメールで連絡すること（smatsumoto[アッ
トマーク]hosei.ac.jp）。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to motivate students to find out specific topics or
fields which they want to study more to understand international
development cooperation. The Case Method is applied for this course.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1) Understanding the key concepts and the technical terms relevant to
international development cooperation.
2) Turning abstract the lessons learned from the case method discussion
and applying it for other cases.
3) Understanding benefits and usefulness of the group discussion in
practical learning.
【Learning activities outside of classroom】
-Students will be expected to have read and analyze the assigned case
documents based on the instruction before each class meeting.
-Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting.
-Totally, your study time will be at least four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 40%, assignments after a class meeting: 20%,
in-class contribution: 40%.
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HIS300GA（史学 / History 300）

Approaches to Transnational History

佐々木　一惠

配当年次／単位：1～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
人数制限・選抜・抽選：
備考（履修条件等）：国際文化学部主催科目に必要とされる英語能力
基準は、TOEFL iBT 61-75、TOEFL ITP Level1 500-539、TOEFL
ITP Level 2500、TOEIC675-819、ＩＥＬＴＳ6.0、英検準1級程
度。基準スコアに満たない、あるいはスコアを持っていない学生
は、担当教員に相談すること。

Courses in Intercultural Communication need the higher English
proficiency mentioned below: TOEFL® iBT 61-75, TOEFL® ITP
Level 1 500-539, TOEFL® ITP Level 2500, TOEIC® 675-819,
IELTS 6.0, and EIKEN Grade Pre-1st. If you don’t have any score
mentioned above, contact the instructors directly.

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course is designed for students who are interested in the
history of cultural exchanges from transnational perspectives.
By exploring various kinds of cross cultural encounters
facilitated by the movement of people, ideas, goods, services,
capital, and technology, students will be introduced to the basic
concepts and methods of transnational history.

【到達目標】
By the end of this course, students will be able to
① Understand various approaches to transnational history
and how these approaches are connected to the issues of
colonialism, the development of capitalism, and the formation
and spread of the nation-state.
② Critically read and analyze both secondary scholarship and
primary historical documents on transnational history.
③ Write a short critical essay analyzing cross-cultural
encounters and movements across borders.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
The first part of class focuses on providing students with a
broad understanding of the background of the topic covered in
the assigned readings. The class then engages in a discussion
that allows students to share their insights and interpretations
of the reading assignment. In the second half of the class, the
focus shifts to a broader examination of the issues raised in the
reading assignment. The class expands its scope to explore the
implications, connections, and applications of the issues in a
broader context.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week1 Introduction An overview of transnational

history
Week2 The Atlantic Slave

Trade
Reading assignment: “The
Atlantic Slave Economy”

Week3 The African
Diaspora

Reading assignment: “The
Atlantic Slave Economy”

Week4 The British Empire
and China

Reading assignment: “The
British Empire and Chinese
Civilization”

Week5 Imperialism and
China

Reading assignment: “The
British Empire and Chinese
Civilization”

Week6 Japan Opens to the
West

Reading assignment: “Japan
Opens to the West”

Week7 Japan Opens to the
West – The
Practice of
Analyzing Primary
Sources and a Quiz

Assigned primary documents

Week8 Colonialism and
Orientalism

Reading assignment: “The
Influence of African, Asian, and
Pacific Islander Art on
European Art”

Week9 Colonialism and
Primitivism

Reading assignment: “The
Influence of African, Asian, and
Pacific Islander Art on
European Art”

Week10 The Sino-U.S.
Relations from the
Perspective of
History, Culture,
and Gender

Reading assignment:
"New Women and the World
History"

Week11 Film as a Global
Industry
– Presentation(s):
Group or
Individual

Reference: “Hollywood and the
Global Film Community”

Week12 Cold War Culture
– Presentation(s):
Group or
Individual

Reference: “The Cold War,
1945-1991”

Week13 Americanizing the
World through
Culture
– Presentation(s):
Group or
Individual

Reference: “Americanization of
Popular and Consumer Culture”

Class14 The Age of Global
Transportation and
Communication
– Presentation(s):
Group or
Individual

Reference: “Commercial Air
Travel”

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are required to read all the assignments and be ready
for class discussions, and also write a paper analyzing assigned
primary sources.
Students are expected to spend about 4 hours a week on
coursework outside the class.

【テキスト（教科書）】
There is no textbook for this course. All course materials are
available online through the course HOPPII site.

【参考書】
- Akira Iyrie, Global and Transnational History: The Past,
Present and Future(Basingstoke, UK: Palgrave Macmillan,
2013).
- Pierre-Yves Saunier, Transnational History (Basingstoke,
U.K.: Palgrave Macmillan, 2013).
- Motoe Sasaki, Redemption and Revolution: American and
Chinese New Women in the Early Twentieth Century (Cornell
University Press, 2016).

【成績評価の方法と基準】
① Class participation 30%
② Primary document analysis quiz 10%
③ Presentation 30%
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④ Primary document analysis essay (a 700-800 word essay
analyzing the primary documents) 30%
Based on the grading criteria, students who successfully
achieve 60% or more of course goals will earn a passing grade.

【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
ITC devices such as laptops and tablets.
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論する。
2 世界遺産の基礎

（日本）
世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげる
世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題について
理解を深めるためのグループワー
クを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレゼ
ンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　前半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　　後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪講
準備、学会発表についての方針と
内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員で
共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論会

を行う。
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論する。
2 世界遺産の基礎

（日本）
世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげる
世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題について
理解を深めるためのグループワー
クを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレゼ
ンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　前半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　　後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪講
準備、学会発表についての方針と
内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員で
共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論会

を行う。
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論する。
2 世界遺産の基礎

（日本）
世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげる
世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題について
理解を深めるためのグループワー
クを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレゼ
ンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　前半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　　後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪講
準備、学会発表についての方針と
内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員で
共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論会

を行う。
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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INF300GA（その他の情報学 / Information science 300）

言語文化演習

佐々木　直美

サブタイトル：世界遺産に学ぶ
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：春学期・秋学期/Spring・
Fall
人数制限・選抜・抽選：選抜
備考（履修条件等）：単位数は、春学期2単位／秋学期2単位であ
る。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/ensyu2024_fic.pdf

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
みなさんは旅行先やTVなどで目にする世界遺産の絶景や不思議に
感動したり、憧れたりした経験があることでしょう。しかし、多く
の世界遺産は環境問題や貧困問題、宗教問題など様々な現代の問題
を反映し、直接それらの影響を受けています。このゼミでは、各人
の関心に従って世界遺産とそれにまつわる様々な問題を掘り下げて
研究します。単に世界遺産に関する知識を増やすことは、このゼミ
の目的ではありません。真の目的は、世界遺産の意義である「平和」
について考え・行動することを学ぶことです。
　

【到達目標】
①世界遺産の意義を理解する。
②世界が抱える諸問題を認識し、それについて自分の意見を述べ議
論を展開させる力を付ける。
③資料収集、文献・資料の分析を通じて、研究発表や論文執筆を行う。
④世界遺産検定2級以上の知識を付ける。　
⑤世界遺産を通して、持続可能な地球の未来に向けた行動を習慣化
するようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
　ゼミ生との話し合いによってゼミ全体での研究テーマを設定し、そ
の基礎文献の輪講と討論を行います。状況が許せばフィールドワー
クへ出ることもあります。
　各回の授業では、基本的に前半を世界遺産検定テキストに沿った
世界遺産の基礎知の学び、後半を課題図書の輪講と討論に宛てます。
また、毎年秋学期に開催される国際文化情報学会への参加準備も行
いますので、積極的なゼミへの参加と協力が必須です。
毎年、サブゼミの時間を使って世界遺産検定２級の自習学習や学会発
表準備を行いますので、受講生はサブゼミへの参加が求められます。
対面授業７回以上と状況によりオンラインを併用した授業形態とし
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション1 昨年度の振り返り。

今年度のテーマについて議論する。
2 世界遺産の基礎

（日本）
世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。

3 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
グループに分かれて、取りあげる
世界遺産について議論する。

4 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　世界遺産の現状と問題について
理解を深めるためのグループワー
クを行う。

5 世界遺産の基礎
（ヨーロッパ３）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　グループワークの成果をプレゼ
ンテーションする。

6 世界遺産の基礎（ア
フリカ1）
記憶と遺産
原爆（１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　前半

7 世界遺産の基礎（ア
フリカ2）
記憶と遺産
原爆（２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書『長崎原爆記―被爆医
師の証言』の輪講と討論　　後半

8 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸１）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

9 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸２）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書
輪講と討論

10 世界遺産の基礎（ア
メリカ大陸3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書輪講と討論

11 世界遺産の基礎（ア
ジア1）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
課題図書の輪講と討論

12 世界遺産の基礎（ア
ジア2）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

13 世界遺産の基礎（ア
ジア3）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

14 世界遺産の基礎
　（補足とまとめ）

世界遺産検定2級テキストに沿っ
て、基礎知識を学ぶ。
　課題図書の輪講と討論

1 オリエンテーション 春学期に学んだことの復習と輪講
準備、学会発表についての方針と
内容の策定。

2 フィールドワーク報
告会

フィールドワークの成果を全員で
共有しながら討論する。
学会準備

3 グループ・ワーク
（１）
　　

学会発表にむけた収集収集。
課題資料の輪講と討論

4 グループ・ワーク
（２）

学会発表にむけた資料分析。
課題資料の輪講と討論

5 グループ・ワーク
（３）

学会発表にむけた発表資料作成。
課題資料の輪講と討論

6 グループ・ワーク
（４）

学会発表資料全体での討論。
課題資料の輪講と討論

7 グループ・ワーク
（５）

学会発表資料の調整。
課題資料の輪講と討論

8 グループ・ワーク
（６）

学会発表資料の全体確認。
課題資料の輪講と討論

9 グループ・ワーク
（７）

学会発表最終調整。
課題資料の輪講と討論

10 学会発表リハーサル 学会発表リハーサル。
課題資料の輪講と討論

11 文献講読1 課題図書の輪講と討論
12 文献講読2 課題図書の輪講と討論
13 文献講読3 課題図書の輪講と討論
14 討論会および総括 受講生がテーマを設定し、討論会

を行う。
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・課題テキスト、参考文献を指定された期日までに読み、疑問点や意
見をまとめる。
・本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
秋月辰一郎『長崎原爆記―被爆医師の証言 (平和文庫)』 2010年。
スーザン・サザード (著), 宇治川 康江 (翻訳)『ナガサキ』みすず書
房、2019年。
高瀬毅『ナガサキ　消えたもう一つの「原爆ドーム」』文藝春秋、
2013年。
NPO法人世界遺産アカデミー『世界遺産検定公式ガイド300＜第5
版＞』毎日コミュニケーションズ、2023年。
　
その他、適宜授業内で指示します。

【参考書】
木曽功『世界遺産ビジネス』小学館新書、2015年。
佐滝剛弘『＜世界遺産＞の真実：過剰な期待、大いなる誤解』祥伝
社新書、2010年。
NPO法人世界遺産アカデミー監修『すべてがわかる世界遺産大事典
< 上> ＜中＞＜下＞世界遺産検定1級公式テキスト』世界遺産検定
事務局、2024年3月刊行予定。
その他、適宜授業内で指示します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミへの貢献度（積極的な議論への参加・問題提起）と課題などの
平常点（60％）と期末レポート（40%）を総合的に判断します。

【学生の意見等からの気づき】
受講生と相談しながら内容を柔軟に対応させます。授業についての
希望や提案は、授業期間であっても遠慮無く教員に伝えてください。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを活用した、資料配付を行いますので、パソコ
ンは必ず必要です。

【その他の重要事項】
希望者は『世界遺産検定』（NPO法人世界遺産アカデミー主催）の
２級取得に向けて先輩ゼミ生たちと共に受検対策をサポートします。
春学期・秋学期合わせての履修を強く推奨します。
授業の内容は、受講生と相談しながら柔軟に対応します。変更があ
る場合はあらかじめ学習支援システムやメールを通じて告知します
ので、こまめに連絡をチェックしてください。

【Outline (in English)】
Many World Heritage Sites are influenced directly by reflecting
various contemporary problems such as environmental prob-
lems, poverty problems, and religious problems etc. In this
seminar, we will study about World heritage Sites and various
problems related to them according to each student’s interest.
< Course outline>
The aim of this course is to help students to acquire
understanding real significance and value of the World
Heritage Sites of UNESCO.
< Learning objectives>
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Recognize the problems that the world faces, and develop the
ability to express one’s own opinions and develop discussions
about them.
2.Acquire knowledge of World Heritage Site Level 2 or higher.
3. Through World Heritage Sites, we will become a habit of
acting toward sustainable futures.
< Learning activities>
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
< Grading Criteria/Policy>
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the
quality of the students’ experimental performance in the lab
(60%).
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OTR300GA（その他 / Others 300）

海外フィールドスクール

稲垣　立男

サブタイトル：表象文化コース
配当年次／単位：3～4年／2単位
旧科目名：
旧科目との重複履修：
毎年・隔年：毎年開講 ｜ 開講セメスター：オータムセッショ
ン/Autumn Session
人数制限・選抜・抽選：5～10名程度 10名を大きく超える場合に
は選抜を行う。※4名以下の場合には実施されないこともある。
備考（履修条件等）：・年度によって開講コースは異なる。
・2024年度の申請手続き等の詳細は、2024年3月中旬以降、学部
ホームページ（在学生の方へー【国際文化学部】2024年度在学生向
け情報まとめ）に掲載予定。
・コロナ禍において留学困難な状況であったことを考慮し、2024年
度もSA・SJへの参加（国際文化学部生）、法政大学が実施する異文
化交流プログラムへの参加（国際文化学部生以外）の参加を条件と
しない。
・内容の詳細については、以下をご確認ください。
https://sites.google.com/view/2024fieldschool/2024海外フィールド
スクール表象文化コース
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2024年度春学期・夏季集中特別授業期間に国際文化学部・他学部公
開科目「海外フィールドスクール・表象文化コース」が実施されま
す。この授業は例年東南アジア各国で実施されていますが、緊急事
態宣言下の2021年度、2022年度には、オンラインで開講しました。
今年度の授業構成は、日本で受講するオンライン（オンデマンド）授
業とフィリピン・マニラに渡航してのフィールドワークを組み合わ
せたものになります。
この授業では、フィリピンの文化と芸術をテーマとして生活や文化
背景の違う人々との共同作業を通じて、多角的な見方、考え方によ
る双方向の文化理解やコミュニケーションについて体験的に学びま
す。今年度のテーマは「インターベンション・アート」です。マニ
ラの街や文化施設を巡りながら、都市に介入するアートワークの方
法を探ります。
東南アジア、フィリピンの環境問題や社会問題と美術や演劇、映画な
どの文化活動を関連させるワークショップを中心とする講座となっ
ています。東南アジアの文化に関心のある皆様はぜひご参加くださ
い。担当教員は稲垣立男です。
オンデマンド授業
・7月以降に順次公開
マニラへの渡航日程
・8月4日（日）- 8月8日（木）
・8月4日（日）東京―マニラ
・8月8日（木）マニラー東京

【到達目標】
フィリピン在住の研究者、ジャーナリスト、NPO運営者、アート
キュレーター、アーティストらによる講義やワークショップ、フィ
リピンをテーマとしたマニラでのフィールドワークを通じてフィリ
ピンの文化や人々の暮らし、演劇や現代アートなどの芸術表現や文
化政策への理解を深めることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
国際文化学部のディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
地域に特有の環境問題や社会的問題をテーマによるオンデマンド授
業、マニラではグループワークでの調査や仮想のアート・プロジェ
クトを実施、ディスカッションを経て、様々な発表形式による作品
発表を行います。
1.　フィリピンの社会的課題と、美術史や美術理論の基本的な知識
を確認します。

2.　受講者同士のディスカッションやフィールドワークを通じて問
題を探ります。
3.　マニラ滞在中に、作品制作（プレゼンテーション）に取り組み
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
事前学
習

事前学習
稲垣立男

授業の概要
各講義やワークショップの詳細、
注意事項
フィリピンの文化や芸術に関連し
た内容の講義や事前調査について

講義1 フィリピンの文化と
社会1
澤田公伸（まにら新
聞記者）

フィリピンの社会と政治の現在に
ついて

講義2 フィリピンの文化と
社会2
鈴木勉（国際交流基
金マニラ日本文化セ
ンター所長）

フィリピンのインディペンデント
映画に観るコスモロジー

講義3 フィリピンの文化と
社会3
山形敦子（アーティ
スト）

アーティストとしてフィリピンで
活動すること

講義4 フィリピンの文化と
社会4
平野真弓（フィリピ
ン大学講師）

都市に介入するアート

8/4 フィールドワーク1
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学1
フィリピン文化センター

8/4 フィールドワーク2
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学2
オルタナティブ・スペース

8/5 フィールドワーク3
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学3
国際交流基金・文化交流に関する
インタビュー

8/5 フィールドワーク4
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

マニラの文化施設の見学4
コマーシャル・ギャラリー

8/6 インターベンショ
ン・アート1
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

イントラムロス地区での作品制作1

8/6 インターベンショ
ン・アート2
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

イントラムロス地区での作品制作2

8/7 インターベンショ
ン・アート3
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

フィリピン大学ディリマン校キャ
ンパスでの作品制作1

8/7 インターベンショ
ン・アート4
稲垣立男、ロード・
ナ・ディト

フィリピン大学ディリマン校キャ
ンパスでの作品制作2

事後学
習

成果の報告
稲垣立男

作品・レポート課題について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google siteで配信する授業コンテンツには、学習を深めるための
ウェブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるも
のについては閲覧することをおすすめします。。本授業の準備学修・
復習時間は各2時間を標準とします。
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【テキスト（教科書）】
Google siteを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参考
書を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読す
ることを勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料につ
いてはその都度紹介します。

【参考書】
大野拓司「フィリピンを知るための64章」明石書店
鈴木勉「フィリピンのアートと国際文化交流」水曜社
鈴木勉「インディペンデント映画の逆襲―フィリピン映画と自画像
の構築」風響社

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポート
の合計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点
比率は以下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
2021年度、2022年度に緊急事態宣言下でやむなくオンラインで実
施した海外フィールドスクールでは、海外渡航ができませんでした
が、学生たちは積極的な態度で受講した結果、充実した異文化体験
の場、新しい芸術文化に関する出会いの場となったようです。
2024年はコロナ禍での経験を踏まえて、オンラインとマニラ現地で
の授業を組み合わせ、より効果的な授業となるようにしたいと思い
ます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履
修に関する情報については学習支援システムを併用しますので、よ
く確認しておいてください。

【その他の重要事項】
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによ
る作品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、
これらの現場での経験を毎回の講義に反映させています。
各講師と関連するリンク
国際交流基金マニラ支局：https://jfmo.org.ph
まにら新聞：https://www.manila-shimbun.com
LOAD NA DITO:https://loadnaditoprojects.cargo.site
山形敦子：https://atsukoyamagata.com
フィリピン文化センター:https://culturalcenter.gov.ph/#home
イントラムロス:https://intramuros.gov.ph
フィリピン大学ディリマン校:https://upd.edu.ph

【選抜について】
・ 2022年度、2023年度に続き、2024年度についてもSA・SJ（国
際文化学部生）、法政大学が実施する異文化交流プログラムへ（国際
文化学部生以外）の参加を条件としない。（SA/SJが2020・2021年
度は全面中止、2022・2023年度は中止もしくは選択制での実施と
なるなど、異文化交流プログラムへの参加が困難であった在学生が
一定数いるため。）
・ 5～10名程度 10名を大きく超える場合には選別を行う。
※4名以下の場合には実施されないこともある。

【参考・海外フィールドスクールについて】
※以下は例年実施されている海外フィールドスクール（3コース）の
授業概要と目的です。各コースでは、東南アジア各国に渡航し、現
地でフィールドワークを行います。
海外フィールドスクール・プログラム（ Field School Program：
略称FS）とは、2年次に実施される長期・夏期スタディ・アブロー
ド・プログラム（SA）とスタディ・ジャパン・プログラム（SJ）で
培われた異文化間のコミュニケーション力のみならず、それまでの
本学・本学部における基礎的・専門的な学びを十分に活用し、海外の
フィールドでより専門性の高い知識、研究手法、表現方法を習得す
るものです。東・東南アジアをフィールドに開発と文化コース、表
象文化コース、環境と文化コースの3つのコースで実施します。当
該年度の開催コースは、国際文化学部 Web サイトにてご案内いた
します。（3コースのうち、2コースが例年実施されます。）

【Outline (in English)】
Course outline

Field School and Representational Culture Course will be
held in 2024. This course has been held in Southeast Asian
countries in previous years.
The structure of this year’s class will be a combination of online
(on-demand) classes taken in Japan and fieldwork conducted
by traveling to Manila, Philippines.
In this class, students will learn through experience about
interactive cultural understanding and communication based
on multiple perspectives and ways of thinking through
working with people from different lifestyles and cultural
backgrounds on Philippine culture and art. This year’s theme
is ’Intervention Art’. While touring the streets and cultural
institutions of Manila, the course will explore methods of
artwork that intervene in the city.
The course focuses on workshops that relate cultural activities
such as art, theatre, and film to environmental and social
issues in Southeast Asia and the Philippines. Everyone
interested in Southeast Asian culture is welcome to attend.
The teacher in charge is Tatsuo Inagaki.
Hosei University’s Representation Culture Course focuses on
performing arts such as art and music, theatre and dance,
video works such as movies, and literature such as textual
novels and poetry. It will be carried out under the same theme.
For each instructor related to each cultural activity living in
the Philippines, the course focuses on workshops that relate
the environmental and social issues of the Philippines to
cultural activities such as art, theater, and movies.
Learning Objectives
Through lectures and workshops by researchers, journalists,
NPO operators, art curators, artists living in the Philippines,
and fieldwork in Tokyo with the theme of the Philippines,
Filipino culture and people’s lives, art such as theatre and
contemporary art, The goal is to deepen the understanding of
expression and cultural policy.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing the
ones that interest you. There are also many museums and
galleries near the university. Depending on the infection status
of the new coronavirus, please watch exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on class activities, assignments,
and reports. We emphasize the experimentality and positive-
ness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have
achieved 60% or more of the achievement target of this class
will be accepted.
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LAW200HA（法学 / law 200）

国際法Ⅰ

岡松　暁子

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　国際法は、主として国家間関係を規律する法である。平等な主権
国家で成り立っている国際社会は、国家と国家が合意を結ぶことで
国際秩序が維持されている。本講義では、この国家間の合意の総論
部分（国際法の基礎理論）を扱う。適宜事例を分析することにより、
国際紛争においていかなる国際法の解釈問題が争点となっているか
を検討し、国際秩序の形成および紛争解決における国際法の役割と
意義を考察する。

【到達目標】
国際法の基礎理論を学び、国際秩序の基本的な法的枠組みを把握する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
国際法の総論（理論）部分についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに

国際法の構造
本講義の対象範囲
国際法の概念、近代国際法の特色

第2回 法源 条約、国際慣習法、法の一般原則、
補助法源としての判例、学説

第3回 条約法 締結手続、留保、効力、無効、改
正と終了

第4回 国際法と国内法の関
係

論理的関係、国際法における国内
法、国内法における国際法

第5回 国家・国家機関（１）国家承認、政府承認
第6回 国家・国家機関（２）国家承継、国家機関
第7回 国家管轄権 国家管轄権の意義、国家管轄権の

適用基準、国家管轄権の競合、国
家免除

第8回 国際組織法（1） 国際組織の要件・類型・分類、国
際組織の歴史的発展

第9回 国際組織法（2） 国際組織の構造、国際組織の意思
決定、国際組織の機能、国際組織
の法主体性

第10回 国家領域（1） 領域主権、領土保全原則、領域使
用の管理責任

第11回 国家領域（2） 領域権原の取得原因、日本の領域
紛争

第12回 国家責任法（1） 国家責任の観念、国際違法行為責
任の基本構造

第13回 国家責任法（2） 国家責任の発生要件、国家責任の
解除、外交保護制度

第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
岩沢雄司『国際法［第2版］』東京大学出版会、2023年。4,840円。

植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2024年。（旧
版でも可）

【参考書】
森川幸一他編『国際法判例百選［第3版］』有斐閣、2021年。
繁田泰宏・佐古田彰編集代表、岡松暁子・小林友彦共同編集、鳥谷部
壌・平野実晴編集協力『ケースブック国際環境法』東信堂、2020年。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（100％）
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
特にコメントはありません。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the legal order and rules
that govern the international society.
By the end of this course, students may learn the basic
international theory and gain better understanding by reading
leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper(100%).
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LAW200HA（法学 / law 200）

国際法Ⅱ

岡松　暁子

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際法は、主として国家間関係を規律する法である。平等な主権国
家で成り立っている国際社会は、国家と国家が合意を結ぶことで国
際秩序が維持されている。本講義では、主としてその各論部分を扱
う。第一に、国際関係の基本単位としての国家管轄権の発現態様で
ある実体法に焦点を当て、個別分野における国際的な規制枠組を検
討する。
第二に、国際法秩序の維持と国際法の履行確保のための方式や制度
について考察する。

【到達目標】
国際社会における具体的な事象を法的に分析する素地を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
国際法の各論部分についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 本講義の対象
第2回 海洋法（1） 海洋法の歴史的発展、内水、領海
第3回 海洋法（2） 排他的経済水域、公海、大陸棚、

深海底
第4回 南極、空域、宇宙 国際化地域、国際航空法、宇宙空間
第5回 個人 国籍、外国人の地位、難民
第6回 国際人権法（１） 人権保障の歴史、条約による人権

保障
第7回 国際人権法（２） 国際組織による人権保障、履行確

保、人道的介入
第8回 国際刑事法 国際犯罪、国際刑事裁判所
第9回 紛争の平和的解決

（1）
国際社会における紛争解決手続き
の特徴、平和的解決と強制的解決

第10回 紛争の平和的解決
（2）

非裁判的手続、裁判的手続

第11回 国際安全保障、軍
縮・軍備管理

武力不行使原則、集団安全保障、
自衛権、平和維持活動、核の国際
管理、軍縮

第12回 国際人道法（1） 武力紛争法規の適用対象、敵対行
為の規制、軍事目標主義

第13回 国際人道法（2） 戦争犠牲者の保護、武力紛争法規
の履行確保、軍縮・軍備管理

第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
岩沢雄司『国際法［第2版］東京大学出版会、2022年。
植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2024年。

【参考書】
森川幸一他編『国際法判例百選［第3版］』有斐閣、2021年。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100%。
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
特にありません。

【その他の重要事項】
履修者は国際法Ⅰを履修済みであることが望ましいが、それを履修
の条件とはしない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the specific international
legal framework in various fields. Students may learn the
legal process of peace making and gain better understanding
by reading leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper (100%).
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LAW200HA（法学 / law 200）

国際環境法

岡松　暁子

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際環境法は、国際環境問題の特質ゆえに、形成、発展、形態、内
容、履行確保において様々な特徴がある。本講義では、個別条約や
判例を題材として、国際環境諸条約に見られるそのような特徴を抽
出し、検討していく。

【到達目標】
国際環境問題に関する国際法の枠組みを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
国際環境法の理論、判例についての講義を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 本講義の対象
第2回 国際環境法の対象と

接近方法
アプローチ

第3回 国際環境法の形成
（1）

国際環境法の生成

第4回 国際環境法の形成
（2）

国際環境法の発展

第5回 国際環境法の展開 国際環境法の歴史的展開
第6回 国際環境法の性質

（1）
持続可能な発展

第7回 国際環境法の性質
（2）

世代間衡平、予防的アプローチ、
共通に有しているが差異ある責任、
人類共通の関心事

第8回 国際環境法の定立形
式

枠組条約と議定書

第9回 国際環境法の制度化 締約国会議、事務局、外部機関
第10回 国際環境法の手続的

義務
事前通報・協議制度、報告・審査
制度、情報交換、事前の情報に基
づく同意、環境影響評価、モニタ
リング

第11回 国際環境法上の義務
の履行確保

不遵守手続

第12回 人権と環境 人権の国際的保障と環境
第13回 武力紛争と環境 国際人道法における環境保護
第14回 試験、まとめと解説 試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
教科書の該当部分を読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
植木俊哉・中谷和弘編集代表『国際条約集』有斐閣、2023年。
その他、授業内に指示する。

【参考書】
繁田泰宏・佐古田彰・岡松暁子・小林友彦編『ケースブック国際環
境法』東信堂、2020年。2,800円。
その他、適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（100%）。
期末試験以外の要素は考慮しない。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様の方法で進める。

【その他の重要事項】
旧科目名称「国際環境法Ⅰ」を修得済の場合、本科目の履修はでき
ない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「D.6専門科目一覧・コース関連科目表」を参照して
ください。

【実務経験のある教員による授業】
本科目は、「実務経験のある教員による授業」に該当しません。

【Outline (in English)】
This course introduces students to the theory of international
environmental law. Students may learn the specific legal
framework of international environmental issues and gain
better understanding by reading leading cases.
Students are required to study at least 2 hours before or after
the class.
The course grade will be based on final paper (100%).
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POL300HA（政治学 / Politics 300）

自治体環境政策論Ⅱ

小島　聡

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：ロ
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「持続可能な地域社会」に向けた自治体政策について総合的に検討す
る。特にグローカルな政策や再生可能エネルギー政策、環境政策統
合、SDGs、交通政策、都市の持続可能性リスク、縮小都市やコンパ
クトシティ、都市と過疎地域の政策連携など、近年の重要なテーマ
に焦点を合わせる。この授業の目的は、学生が、「持続可能な地域社
会」の創造への自治体の役割や政策型思考などについて学ぶことで
ある。

【到達目標】
学生の到達目標は以下のとおりである。
・持続可能な自治体政策に関する知識を習得する。
・持続可能な地域社会の創造に向けた政策価値、政策規範、政策論
理、地域課題に関する政策型思考を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
授業形態は、配布資料、パワーポイントに基づく講義を中心として、
適宜、授業内において、学生とのコミュニケーションを図る。リア
クションペーパーや中間レポートの提出と応答・講評については、
学習支援システムの機能（「お知らせ」「課題」「掲示版」）を活用し、
授業でもフィードバックする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

～「持続可能な地域
社会」とは？

イントロダクションとして「持続
可能性・持続可能な発展」という
概念を確認しながら、「持続可能な
地域社会」という政策理念につい
て検討する。

第2回 「持続可能な地域社
会」の多様性～都市
の「変容」と過疎地
域の「存続」

「持続可能な地域社会」の社会像の
多様性を確認しながら、「変容」と
「存続」という２つの方向性を提示
する。

第3回 「グローカル」言説を
再考する

「グローバルに考え、ローカルに行
動する」という政策言説を再考し
ながら、政策規範として再構成す
る。

第4回 第3世代の自治体環
境政策～地球温暖化
の「緩和策」

グローカルな時代における第3世
代の自治体環境政策として、地球
温暖化の「緩和策」について検討
する。

第5回 第3世代の自治体環
境政策～地球温暖化
への「適応策」

グローカルな時代における第3世
代の自治体環境政策として、地球
温暖化への「適応策」について検
討する。

第6回 再生可能エルギー革
命と自治体政策

自治体の再生可能エネルギー政策
の動向と課題・展望について検討
する。

第7回 責任共有の政策論理
とローカル・ガバナ
ンス

「環境ガバナンス」にかかわる多元
的な主体（自治体、市民、企業、Ｎ
ＰＯなど）による責任共有とマル
チステークホルダー・プロセス、地
域間の責任共有と自治体間の政策
協調・政策連携について検討する。

第8回 持続可能性の多面的
構成・包括性・統合
性と自治体政策のイ
メージ

持続可能性の環境的側面、経済的
側面、社会的側面などの多面的構
成やそれらの包括性・統合性を確
認しながら、自治体政策のイメー
ジを描く。

第9回 「環境政策統合」と自
治体政策のイノベー
ション

「持続可能な地域社会」に向けて多
様な政策領域を視野に入れる「環
境政策統合」の考え方と、具体的
な政策実践について検討する。

第10回 ローカルSDGsと自
治体政策

SDGsの自治体政策における意義・
動向・課題について検討し、地域
循環共生圏についても言及する。

第11回「持続可能な地域社
会」への統合的アプ
ローチ～地域交通政
策の動向

SDGsが掲げる統合的アプローチ
について、地域交通政策の動向を
中心に検討する。

第12回 21世紀における都市
の持続可能性リスク

災害や感染症などの発作的危機、
人口減少社会や地球温暖化などの
長期的なリスクを、21世紀の都市
が直面する脆弱性＝都市の持続可
能性リスクととらえ、その回避や
レジリエンスについて検討する。

第13回 縮小都市時代の自治
体政策

人口減少社会における「縮小都市」
問題を確認し、空き家・空き地対
策やコンパクトシティ政策などに
ついて検討する。

第14回 都市と農山漁村の地
域間連帯への政策的
展望

過疎地域の持続可能性問題を再確
認し、都市－農山漁村の地域間連
帯の動向とともに、生態系サービ
スや地域間の相互依存関係をふま
えて、今後の政策のありかたにつ
いて展望する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は、配布資料及びその他の参照資料に基づき、授業時間外の学習
を行い、中間レポートなどの課題に取り組むことが必要である（こ
の授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする）。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。

【参考書】
この科目において取り上げる政策価値、政策規範、政策論理などの
理論的なアプローチについては、以下の文献でおおよそ説明してい
るので、受講とあわせて一読し理解を深めてほしい。
小島聡「グローカルな時代における持続可能な地域社会の創造と政
策構想」（小島・西城戸・辻編著『フィールドから考える地域環境　
持続可能な地域社会をめざして　第2版』ミネルヴァ書房、2021年。
その他の参考文献は授業中に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
成績は、論述試験（70％）＋積極的な参加姿勢（10％）＋中間レポー
ト（20％）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
・各地の事例について、地方紙の記事をまとめて配布し紹介してい
ますが、最新動向を理解するためにも可能なかぎり政策情報を提供
します。
・日々の情勢を知るだけではなく、現在を読み解き未来を展望する
ために、政策価値や政策規範、政策論理など、理論的思考を身につ
けることも重視します。
・授業全体の構成、内容と分量、進行スピード、配布資料、パワーポ
イントの活用については、再考しながら継続的に改善を図っていき
たいと思います。
・学習支援システムを活用し、学生の思考を促す工夫をしていきた
いと思います。
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【その他の重要事項】
・基幹科目の「地方自治論」はこの講義の導入的な位置にありますの
で、合わせて履修することを推奨します。
・ローカル・サステイナビリティコースの他のコースコア科目を合
わせて履修することを推奨します。
・ローカル・サステイナビリティコースで履修する学生はもちろん
ですが、他のコースで学ぶ学生にとっても、地域社会に関するテー
マや「持続可能な地域社会」について理解するためには、自治体政
策に関する知識は必須です。
・「自治体環境政策論Ⅰ」と「自治体環境政策論Ⅱ」は連続しており、
両方を受講することを強く推奨します。

【関連の深いコース】
上記の【その他の重要事項】の説明、および履修の手引きを参照し
てください。

【Outline (in English)】
In this class, we will examine public policy of local government
comprehensively towards “Sustainable community”. Espe-
cially, we will focus on some important themes in recent years,
such as “Glocal policy”, renewable energy policy, environmental
policy integration, ”SDGs”, traffic policy, urban sustainability
risk, shrinking city and compact city, cooperation policy
between urban and rural areas, etc. The purpose of this class
is for students to learn about the role of local government for
creating “Sustainable community, and the method of policy
thinking.
The goals of this course are to acquire knowledge about
sustainable policy of local government, and to gain the ability
to think about policy value, policy norms,policy logic, regional
policy issues for creating “Sustainablie community”.
Students need to prepare and review each session by using
distributed materials and other references, and to work on
short writing assignments. Preparatory and review time for
this class are 2 hours each.
Your overall grade in this class will be decided based
on the following: Term-end examination:70%, Active class
participation:10%, Mid-term reports:20%
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POL300HA（政治学 / Politics 300）

地球環境政治論

横田　匡紀

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：グ,サ
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の概要
　パリ協定、気候変動問題の事例にも示されるように、なぜ地球環
境問題をめぐるグローバルな合意形成は困難に直面するのでしょう
か？ 地球環境問題への解決やSDGsに向けて国際社会が合意し、持
続可能な世界を構築するためには、合意形成のメカニズムを理解す
ることが必要となります。
　この講義は地球環境問題をめぐるグローバルな合意形成のメカニ
ズムを対象とし、パリ協定、気候変動問題、SDGs、バイデン政権
などの事例をとりあげるとともに、国際関係論、グローバル・ガバ
ナンス論の理論枠組みを理解していくことを目的とする。学生には、
地球環境政治をめぐる様々な問題を考え、グローバル市民社会の一
員としてSDGｓや持続可能な世界のあり方を考える視座を獲得して
もらうことをめざす。

【到達目標】
・パリ協定、気候変動問題、SDGsなどを事例に、地球環境問題をめ
ぐる合意形成のメカニズムを国際関係論の視点から理解できるよう
になる。
・地球環境問題をめぐる国際機構や環境NGO、企業といった様々な
アクターの活動が理解できるようになる。
・SDGsやプラスチック汚染など近年の地球環境ガバナンスの課題
を理解できるようになる。
・日本やアメリカの地球環境外交を理解できるようになる。
・ヨーロッパやアジアなど地域レベルごとの多様な環境ガバナンス
の現状を理解できるようになる。
・グローバル・ガバナンス、地球環境ガバナンスといった国際関係
論の視点を理解できるようになる。
・トランプ政権やバイデン政権による地球環境政策への影響を理解
できるようになる。
・貿易と環境、環境と安全保障、コロナ禍やウクライナ情勢の影響と
いった複合的な問題をめぐる合意形成のメカニズムを理解できるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　この講義では、国際関係論やグローバル・ガバナンスの視点から
この問題にアプローチし、どのようなアクター（国際機構、ＮＧＯ、
企業など）がどのような手段（国際レジームなど）で、どのような問
題（気候変動問題やSDGsなど）に取り組み、どのような成果と課
題があるのかを確認していく。また講義の各論点とSDGsとの関連
についても言及し、SDGsに対する理解を深めることができるよう
に配慮する。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細
は学習支援システムでお知らせします。小課題などに対するフィー
ドバックは授業支援システムを通じて行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション なぜ地球環境政治論を学ぶのか：

人類世、地球の限界
第2回 地球環境ガバナンス

の展開
地球環境政治の歴史的展開：国連
人間環境会議からSDGsまで

第3回 気候変動ガバナンス
（1）

パリ協定などの気候変動ガバナン
スの概要

第4回 気候変動ガバナンス
（2）

気候変動ガバナンスの新たな展開
：気候正義、気候安全保障、ダイ
ベストメント

第5回 地球環境ガバナンス
の課題（1）：生物多
様性と化学物質管理
の問題をめぐるグ
ローバル・ガバナン
ス

名古屋議定書などの生物多様性や
水俣条約などの化学物質管理をめ
ぐるグローバル・ガバナンスの概
要

第6回 地球環境ガバナンス
の課題（２）：
SDGs、プラスチック

SDGsやプラスチック汚染など近
年の地球環境ガバナンスの課題を
学ぶ

第7回 欧州の環境ガバナン
ス

先進的な環境政策をとる欧州での
環境ガバナンスの展開：規範パ
ワー、排出量取引、再生可能エネ
ルギー、REACH

第8回 アジアの環境ガバナ
ンス

アジア地域の環境ガバナンスの動
向：黄砂、酸性雨、PM2.5、煙霧
(Haze)

第9回 地球環境ガバナンス
におけるアメリカ

アメリカの地球環境外交：オバマ
政権、トランプ政権、バイデン政
権、エネルギー政策、環境正義

第10回 トランスナショナル
な地球環境ガバナン
ス（1）

NGOや企業などの非国家アクター
の役割：地球環境条約に関わる活
動

第11回 トランスナショナル
な地球環境ガバナン
ス（2）

NGOや企業などの非国家アクター
の活動の新たな展開：CSR、
FSC、MSC、ESG投資など

第12回 地球環境ガバナンス
における日本の役割

日本の地球環境外交：持続可能な
発展、地球サミット、京都議定書、
名古屋議定書、水俣条約

第13回 地球環境政治の見方
（1）

リアリズムとリベラリズム

第14回 地球環境政治の見方
（2）

コンストラクティヴィズム、グ
ローバル・ガバナンス論、パワー
トランジション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
講義の各項目について理解できるようしておく。本授業の準備学習・
復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
佐渡友哲・信夫隆司・柑本英雄編『国際関係論（第3版）』弘文堂、
2018年

【参考書】
環境社会学会編『環境社会学事典』丸善出版、2023年
竹本和彦編『環境政策論講義』東京大学出版会2020年
高橋洋『エネルギー転換の国際政治経済学』日本評論社、2021年
亀山康子『新・地球環境政策』昭和堂、2010年
宮永健太郎『持続可能な発展の話』岩波書店、2023年
小西雅子『気候変動政策をメディア議題に』ミネルヴァ書房、2022年
太田宏『主要国の環境とエネルギーをめぐる比較政治』東信堂、2016年
宇治梓紗『環境条約交渉の政治学』有斐閣、2019年
黒崎岳大『スタディガイドSDGs（第2版）』学文社、2023年
蟹江憲史『SDGs(持続可能な開発目標)』中公新書、2020年
村田晃嗣ほか『国際政治学をつかむ 3版』有斐閣、2023年
前田幸男『「人新世」の惑星政治学』青土社、2023年
大矢根聡編『コンストラクティヴィズムの国際関係論』有斐閣、2013年
大芝亮『国際政治理論』ミネルヴァ書房、2016年
西谷真規子・山田高敬編『新時代のグローバル・ガバナンス論』ミ
ネルヴァ書房、2021年。
山本吉宣『国際レジームとガバナンス』有斐閣、2008年
草野大希ほか編『国際関係論入門』ミネルヴァ書房、2023年
関山健『気候安全保障の論理』日経BP、2023年
小田桐確編『安全保障化の国際政治』有信堂、2023年
藤原帰一編『気候変動は社会を不安定化させるか』日本評論社、2022年
西村智朗『気候変動問題と国際法』信山社、2024年
多湖淳『国際関係論』勁草書房、2024年
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【成績評価の方法と基準】
課題類の提出を前提として、期末試験90％、平常点10％で評価す
る。期末試験についてはレポートテストになる。平常点については、
毎回の小課題の提出とその内容について判断する。小課題のフィー
ドバックについては、学生からのリクエストに応じて授業サイト上
で行う。
毎回の小課題の提出が不十分だと成績評価の対象となりませんので
注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
学生のペースに配慮すること。

【その他の重要事項】
講義内容に関わるドキュメンタリービデオを随時用いていきます。
進度により講義内容を変更することがあります。
課題提出と資料配布は学習支援システムを通じて行う。
感染症対策には十分な配慮をします。
半数以上の授業回を対面で実施します。前半を対面、後半以降はオン
ラインとする予定です。授業回の半数以上での対面受講を求めます。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】 
For better understandings of sustainable world society, this
course aim to provide a wide range of knowledge about global
environmental politics from viewpoints of discipline of the
International Relations
Course topics.
・History of global environmental governance.
・Global climate governance( The Kyoto Protocol, The Paris
Agreements).
・Global biodiversity governance.
・Global chemical governance.
・Global environmental governance of SDGs and Plastic issue
・Environmental governance of the European Union.
・Environmental governance in Asia
・Environmental policy in the U.S.
・Transnational environmental governance (Non-state actors,
NGOs, Business and local actors).
・Japan’s global environmental diplomacy.
・Theories of global governance (Realism, Liberalism, Construc-
tivism and Global governance)
 【到達目標（Learning Objectives）】
・Students will be able to understand the mechanisms of
consensus building on global environmental issues from
the perspective of international relations, using the Paris
Agreement, climate change issues, and SDGs as examples.
・To be able to understand the activities of various actors
such as international organizations, environmental NGOs, and
corporations in relation to global environmental issues.
・To be able to understand recent global environmental
governance issues such as SDGs and plastic pollution.
・Understand the global environmental diplomacy of Japan and
the United States
・To be able to understand the current status of various
environmental governance systems at the regional level in
Europe and Asia.
・To be able to understand the perspectives of international
relations theory, such as global governance and global
environmental governance.
・Students will be able to understand the impact of the Trump
and Biden administrations on global environmental policy.
・To be able to understand the mechanism of consensus building
on complex issues such as trade and environment, environment
and security.
 【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be sure to prepare and review the materials introduced in each
lecture.
Students should be able to understand each item in the lecture.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
 【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】

Assessments will be made on the basis of a final exam (90%)
and a normal score (10%). The final exam will be a report
test. Ordinary points will be based on the submission of
small assignments and their contents. Feedback on small
assignments will be provided on the class website upon request
from students.
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ECN300HA（経済学 / Economics 300）

環境経済論Ⅰ

杉野　誠

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済論を理解するのに必要なミクロ経済学などの事項を学び、
具体的な環境政策、特に環境税や排出量取引などの経済的手段の仕
組みや課題を志向できる力を涵養することを目標とする。

【到達目標】
経済発展に伴い、環境問題が多様化・深刻化している。この授業で
は、経済学の枠組みを用いて環境問題を捉え、どの様な政策が必要
であるかを理論的に考える。具体的には、「市場の失敗」が発生する
メカニズムおよびどの様な対策があるのかを考える。またこの授業
では、以下の２つを最終目的とする。①環境問題の「本質」を理解
し、様々な環境問題に応用できるようになる。②排出量取引制度を
疑似体験し、制度設計に必要な思考力を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は
学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境経済とは何か 環境経済学の位置づけ
第2回 消費者と生産者の理

論
ミクロ経済学の基礎的な概念の紹
介

第3回 市場均衡と市場の万
能性

市場の役割と市場の効率性の理解

第4回 公共財と外部性 市場の失敗と政府の介入根拠の理
解

第5回 環境政策の種類 外部不経済への対処方法の理解
第6回 コースの定理 当事者間の直接交渉による解決方

法の理解
第7回 排出量取引　 排出量取引制度の制度設計とその

効果の紹介
第8回 政策手段の比較 環境税と排出量取引を比較検討
第9回 不確実性下の政策選

択
不確実性が存在する際の環境政策
の効率性

第10回 排出量取引制度の制
度設計

世界の排出量制度の比較および国
内の議論を紹介

第11回 ゲームで学ぶ環境政
策①

コースの定理および排出量取引の
制度設計を理解

第12回 ゲームで学ぶ環境政
策②

時間的要素（世代間）を入れた場
合の排出量取引の制度設計を理解

第13回 地球温暖化問題① 地球温暖化問題に対する各国の取
り組みの理解

第14回 地球温暖化問題② ポスト京都議定書の各国の取り組
みの理解

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。事前に、
配布資料および関連する文献に目を通しておくこと。また、時間外
の課題を提出期限内に行うこと。

【テキスト（教科書）】
特になし。担当教員が作成したレジュメや資料を適宜配布する。

【参考書】
日引聡・有村俊秀（2002）『入門環境経済学』中公新書
一方井誠治（2018）『コア・テキスト　環境経済学』新世社

【成績評価の方法と基準】
期末試験（60%）に加え、授業後に課す練習問題（30%）を行うほ
か、授業中の参加の程度・貢献度（10%）を考慮し、総合的に判断
する。

【学生の意見等からの気づき】
小テスト以外の練習問題を増やし、考え方を確認できるようにします。

【その他の重要事項】
対面形式の授業を予定しているため、オンライン授業での対応は原
則行いません。

【Outline (in English)】
【Course Outline】This course introduces key concepts in
environmental economic theory and policies to tackle environ-
mental issues to students taking this course.
【Learning Objectives】At the end of the course, students
are expected to 1) understand the key theoretical aspect of
environmental issues and 2) propose economically efficient
environmental policies.
【Learning activities outside of classroom】Students will be
expected to have completed the required assignments after
each class meeting. Your study time will be more than four
hours for each class.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will
be decided based on the following
Term-end examination: 60%, homework: 30%, in-class
contribution: 10%.
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ECN300HA（経済学 / Economics 300）

環境経済論Ⅱ

杉野　誠

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
経済発展に伴い、環境問題が多様化・深刻化している。本授業では、
様々な環境問題に焦点をあて、どの様な政策が必要であるか、経済学
の視点から考える。また、実際の環境政策を概観・比較を行う。そ
の際、経済学がどのように役立っているのかを明確にしながら、授
業を進める。
この授業では、以下の２つを最終目的とする。
①環境問題の「本質」を理解し、様々な環境問題に応用できるよう
になる。
②環境政策を立案するために必要な思考力を身に付ける。

【到達目標】
経済学の基礎的な知識と環境問題に対する理解を深めることがで
きる。
また、環境問題を解決するために必要な政策の思考力を得ることが
できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は
学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、イント

ロ
授業の全体像および環境経済論II
の内容と環境経済論Iの復習

第2回 気候変動問題① 地球温暖化の基礎知識
第3回 気候変動問題② 京都議定書とは何だったのか。
第4回 気候変動問題③ ポスト京都における各国の対策と

日本：中期目標を中心に
第5回 気候変動問題④ パリ協定と今後の気候変動対策
第6回 廃棄物の経済学① ゴミの有料化とは、

どの程度の料金に設定するべきか
第7回 廃棄物の経済学② 有料化の方法とそれらの経済的イ

ンセンティブ
第8回 廃棄物の経済学③ 自治体のゴミの有料化とレジ袋有

料化
第9回 廃棄物の経済学④ 放射性廃棄物をどのように処理す

るのか
第10回 都市の環境問題① コースの定理と日本の公害病
第11回 都市の環境問題② 固定排出源における環境対策
第12回 都市の環境問題③ 交通部門に対する環境規制
第13回 都市の環境問題④ 道路混雑とロードプライシング
第14回 自主的な取り組み 日本経団連の自主行動計画と自主

的取り組みの有効性
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。配布資
料および関連する文献を読むこと。また、グループディスカッショ
ンの内容を事前にリサーチし、準備すること。

【テキスト（教科書）】
日引・有村（2002）『入門　環境経済学』、中公新書．

【参考書】
有村・片山・松本（2017）『環境経済学のフロンティア』、日本評論社．
細田・横山（2007）『環境経済学』、有斐閣アルマ．
一方井（2018）『環境経済学』、新世社．

【成績評価の方法と基準】
期末試験（50%）に加え、グループディスカッション（40%）を行
うほか、授業中の参加の程度・貢献度（10%）を考慮し、総合的に
判断する。

【学生の意見等からの気づき】
受講者同士のディスカッションを増やす要望があり、毎回実施でき
るように努めます。

【その他の重要事項】
対面形式での授業を予定しています。そのため、オンライン授業で
の対応を原則いたしません。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Environmental issues are becoming severe as well as diverse
as economies grow. This course introduces three major
environmental issues (climate change, waste and air pollution)
and policies implemented to tackle these issues to students
taking this course.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to 1)
understand the nature of environmental issues and, 2) propose
environmental policies need to tackle these issues.
【Learning activities outside of classroom】
Before each class meeting, students will be expected to have
read the handouts and relevant chapter from the references.
Your required study time is at least two hours for each class
meeting.
【Grading Criteria/Policies】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%, assignment/homework 20%, in
class contribution: 10%
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

環境経営論Ⅰ

金藤　正直

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
企業や自治体などの組織は、地球環境の保全、地域の経済環境の変
革、組織内の労働環境改善のための戦略あるいは政策を策定し、ま
た、それを実現するための組織を編成し、管理していく経営を行っ
ている。このような経営を「環境経営」と定義づけ、本講義では、企
業の環境経営を経営学的視点と会計学的視点から学習していくとと
もに、これらの視点の相互関係にも注目しながら、環境経営の全体
像も理解していくことを目的とする。

【到達目標】
本講義では、企業の環境経営における理論的な内容だけではなく、実
践的取り組みにも触れながら、企業が環境問題や社会課題の解決を
通じて持続的に経済的価値を維持・向上させていく方針（戦略）をど
のように立て、それを実現するためにどのような仕組み（組織）を
作り、その仕組みの中でどのように運営（管理）しているのか、と
いう一連の経営活動の基礎基本（本質）を理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
・本講義は対面で実施する。
・本講義では、企業で実践されている環境経営のための戦略、組織、
管理の特徴について、著書や論文、また企業の環境報告書やサステナ
ビリティ報告書を活用しながら理解することを目指す。さらに、講
義内容に関連する内容について取り上げた新聞・雑誌記事や映像資
料なども多用しながら、両経営の実践的取り組みへの理解をさらに
深める。
・課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は、
学習支援システムの「お知らせ」を通じて連絡する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

環境経営とは何か
講義の内容・進め方と、企業にお
ける環境経営の目的や意義を説明
する。

第2回 環境経営の現状 海外や国内の企業で行われている
環境経営の現状を説明する。

第3回 環境経営の全体像 海外や国内の企業の実践例をもと
に、環境経営の全体像を説明する。

第4回 経営戦略① 企業の経営戦略やその実践例をも
とに、環境経営のための戦略の理
論的特徴を説明する。

第5回 経営戦略② CSRやSDGsなどへの関心の高ま
りにより、企業が今後策定すべき
環境経営戦略を説明する。

第6回 経営組織① 企業の経営組織やその実践例をも
とに、第4回で触れた経営戦略を
実現していく経営組織の理論的特
徴を説明する。

第7回 経営組織② 第5回で触れた経営戦略を実現し
ていくために編成すべき経営組織
（企業間関係や組織間関係）を説明
する。

第8回 経営管理① 企業の経営管理の基礎構造を説明
し、その後環境に関する国際規格
（ISO14001）などを用いたマネジ
メントシステムを取り上げる。

第9回 経営管理② 社会的責任に関する国際規格
（ISO26000）や国連グローバルコ
ンパクトなどを用いたマネジメン
トシステム（サプライチェーン・マ
ネジメント（SCM））を説明する。

第10回 経営管理③ 産業クラスター・マネジメント
（ICM）の研究や企業の実践例をも
とに、環境保全のためのICMの概
念と仕組みを説明する。

第11回 環境経営と会計 環境経営を支援する会計システム
を説明する。

第12回 ケーススタディ 企業の実践的取組みを取り上げ、
これまでの講義内容をもとに検討
する。またこの検討内容をもとに
全員で検討し、新たなビジネスモ
デルを提案する。

第13回 新たな環境経営 現在注目されている新たな環境経
営（再生可能エネルギー、フード
ロス、サステナブルファッション、
健康経営、地域循環共生圏、地域
再生、ソーシャル・ビジネスなど）
を説明する。

第14回 講義のまとめ 講義のポイントを整理する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は、印刷物（配布資料）を用いて、企業経営や環境経営の内容
を論理的に説明し、解説するだけではなく、参加型（双方向型）形式
も取り入れて進めていきます。そのために、毎回の講義で紹介され
る資料（配布資料だけではなく、その内容に関連する他の著書や新
聞・雑誌記事など）を使用して予習・復習してください。なお、本講
義の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。こうした講
義を通じて、企業経営や環境経営の知識や考え方だけではなく、今
後の活動（ゼミナール活動や企業分析など）で必要とされる基礎的
な能力が身に付きます。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を配布します。

【参考書】
講義中に紹介します。

【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は以下の２点に基づいて評価します。
①理解度テスト、事例分析・検討ペーパーの提出（50％）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
毎年、受講生からの意見や要望などを考慮に入れ、講義内容の改善
に努めています。

【学生が準備すべき機器他】
学生の皆さんに準備してもらう機器は特にありませんが、授業に関
する内容や質問について口頭またはグーグルフォームで説明（回答）
してもらう場合があります。

【その他の重要事項】
・配布資料や映像資料を用いて授業を進めていきます。
・必要に応じて新聞・雑誌記事なども配布します。
・質問等は電子メールで連絡ください。なお、電子メールのアドレ
スは講義の最初にアナウンスします。

【Outline (in English)】
①Course Outline
The purpose of this lecture is to systematically learn the
management method for solving environmental and social
issues in companies.
②Learning Objectives
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Thought this lecture, students are able to logically understand
the basis of environmental and social management system in
companies.
③Learning Activities outside of Classroom
Students are required to study before and after the lecture,
using the materials introduced in lecture. Preparatory study
and review time for this class are 2 hours each.
④Grading Criteria /Policy
The grade for this lecture will be decided on the basis of the
following.
1) Submission of comprehension test, case analysis, and
discussion paper: 50%
2) Final report: 50%
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

環境経営論Ⅱ

金藤　正直

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、環境経営論Ⅰの内容を踏まえて、国内の企業や地域で
注目されている新たな環境経営の取組事例（地域循環共生圏、地方
創生、地域経営、再生可能エネルギー、フードロス、サステナブル
ファッション、健康経営、人的資本経営、ソーシャル・ビジネスな
ど）を取り上げ、その考察をもとに新たなビジネスモデルを検討し
ていくことを目的とする。

【到達目標】
本講義では、企業や地域で実践されている、あるいは求められてい
る新たな環境経営における方針（政策、施策、事業計画または戦略）、
仕組み（組織）、運営（管理）という一連の流れとその取組内容を理
論的また実践的に明らかにし、習得することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
・本講義は対面で実施する。
・本講義では、講義内容に関連する著書や論文、報告書、新聞・雑誌
記事、映像資料などを多用しながら、企業や地域で実践されている、
あるいは求められている新たな環境経営のための政策・施策・事業
計画または戦略、組織体制、マネジメントの特徴を理解することを
目指す。
・課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は、
学習支援システムの「お知らせ」を通じて連絡する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

新たな環境経営の視
点

講義の内容・進め方と、海外や国
内の企業や地域で実践されている
新たな環境経営の取組事例を分析
するための視点を説明する。

第2回 新たな環境経営と意
義と方法①

企業の社会的責任（CSR）、共有価
値（CSV）、包括的成長（IG）、持
続可能な開発目標（SDGs）の概
念を整理するとともに、これらの
概念に基づいて、新たな環境経営
の意味と意義を説明する。

第3回 新たな環境経営と意
義と方法②

第2回で説明した各種概念に基づ
いて、企業間の環境経営の実現方
法（アライアンス、サプライ
チェーン・マネジメント（SCM））
を説明する。

第4回 新たな環境経営と意
義と方法③

第3回で説明した各種概念に基づ
いて、組織間の環境経営の実現方
法（産業クラスター・マネジメン
ト（ICM）、エコシステム）を説明
する。

第5回 地域循環共生圏-地方
創生も考慮に入れて-

内閣府・内閣官房の地方創生の取
り組みを紹介しつつ、地域循環共
生圏との関係も説明する。

第6回 地域経営 第5回の講義内容を加味しながら、
地方で特徴的な事業（例えば、北
海道池田町や青森県板柳町）を説
明する。

第7回 再生可能エネルギー
事業

経済産業省または資源エネルギー
庁によるカーボンニュートラルな
どの関連政策や事業計画をもとに、
再生可能エネルギーの現状と事業
化の意義を説明する。また、第5
回や第6回の講義内容も加味しな
がら、海外や国内の企業や地域で
実施されている先進事例とその特
徴を説明する。

第8回 フードロス・マネジ
メント

農林水産省、消費者庁、環境省で
公表されているフードロス対策の
現状を紹介しつつ、国内のフード
ロス削減への実践例（フードドラ
イブ、バイオマス利用、サルベー
ジ・パーティ、3010運動など）と
その特徴を説明する。

第9回 サステナブルファッ
ション

環境省の政策的特徴とともに、企
業の調査結果や実践例をもとに、
サステナブルファッションの実態
を説明する。

第10回 健康経営 経済産業省や厚生労働省の政策的
取り組みや現状調査の結果、また、
企業の調査結果をもとに、健康経
営の取組状況や意義を説明する。

第11回 人的資本経営 健康経営とともに、日本企業（大
企業、中小企業）の動向や、先進
事例とその特徴も説明する。

第12回 ソーシャル・ビジネ
ス

途上国で展開されているソーシャ
ル・ビジネス（例えば、ボーダレ
スジャパンの取り組み）やBOP
（Base of the Pyramid）の実践例
やその課題を説明する。

第13回 新たなビジネスモデ
ルの構想

第12回までの講義をもとに、国内
で新たな事業内容を検討しつつ、
ビジネスモデルも提案する。

第14回 講義のまとめ 講義のポイントを整理する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は、印刷物（配布資料）を用いて、企業経営や環境経営の内容
を論理的に説明し、解説するだけではなく、参加型（双方向型）形式
も取り入れて進めていきます。そのために、毎回の講義で紹介され
る資料（配布資料だけではなく、その内容に関連する他の著書や新
聞・雑誌記事など）を使用して予習・復習してください。なお、本講
義の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。こうした講
義を通じて、企業経営や環境経営の知識や考え方だけではなく、今
後の活動（ゼミナール活動や企業分析など）で必要とされる基礎的
な能力が身に付きます。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を配布します。

【参考書】
講義中に紹介します。

【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は以下の２点に基づいて評価します。
①理解度テスト、事例分析・検討ペーパーの提出（50％）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
毎年、受講生からの意見や要望などを考慮に入れ、講義内容の改善
に努めています。

【学生が準備すべき機器他】
学生の皆さんに準備してもらう機器は特にありませんが、授業に関
する内容や質問について口頭またはグーグルフォームで説明（回答）
してもらう場合があります。。

【その他の重要事項】
・配布資料や映像資料を用いて授業を進めていきます。
・必要に応じて新聞・雑誌記事なども配布します。
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・質問等は電子メールで連絡ください。なお、電子メールのアドレ
スは講義の最初にアナウンスします。

【Outline (in English)】
①Course Outline
The purpose of this lecture is to learn new methods for
improving environmental and social values in companies and
regions.
②Learning Objectives
Thought this lecture, students are able to logically understand
a new environmental and social management system in
companies and regions.
③Learning Activities outside of Classroom
Students are required to study before and after the lecture,
using the materials introduced in lecture. Preparatory study
and review time for this class are 2 hours each.
④Grading Criteria /Policy
The grade for this lecture will be decided on the basis of the
following.
1) Submission of comprehension test, case analysis, and
discussion paper: 50%
2) Final report: 50%
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

CSR論Ⅰ

長谷川　直哉

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,グ,サ
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は現代社会において企業が直面する社会課題を取り上げます。
企業の社会的責任（CSR）やサステナビリティ（SDGs）を巡る国
際的な動向を整理し、企業と社会の関係性が時代とともにどのよう
に変遷してきたのかを説明します。授業を通じて学生がサステナビ
リティ社会における企業の社会的責任を正しく理解する能力を涵養
し、将来の職業選択にも役立つ知識を提供します。

【到達目標】
SDGs（持続可能な開発目標）、CSR（企業の社会的責任）、パリ協定
（脱炭素）、責任投資原則、ESG投資など、気候変動を巡る世界的な
政策動向と日本企業の対応について理解を深めることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
SDGsの登場によってサステナビリティがグローバル社会のキーワー
ドとなった今、社会課題の解決に向けて、企業には幅広い責任を果た
していくことが求められています。本講義では、SDGsやCSRに関
する理論やケースを取り上げ、企業経営におけるサステナビリティ
の意義やビジネスがどのように変わっていくのかを解説します。課
題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された課
題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバック
を行います。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細
は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

企業の本質とは何か
講義の全体像と進め方
企業と社会の関係

第2回 グローバル経済の進
展とその影響

SDGsとパリ協定の登場によって
社会経済システムはどのように変
化するか

第3回 SDGs（持続可能な開
発目標性）と企業経
営

SDGsが求める企業像とは何か
企業と社会の関係はどのように変
化していくのか

第4回 脱炭素革命（パリ協
定）の意義

パリ協定の本質とは何か
脱炭素革命は経営構造をどのよう
に変えていくのか

第5回 欧州のサステナビリ
ティ戦略①

欧州におけるサステナビリティ戦
略の変遷とケーススタディ

第6回 欧州のサステナビリ
ティ戦略②

EUグリーンディールの内容と日
本企業への影響

第7回 外部講師による特別
講義①

企業のサステナビリティ担当者に
よる講義（詳細が確定次第、学習
支援システムに掲示します）

第8回 責任投資原則とESG
投資

責任投資原則が機関投資家の投資
行動と企業経営に及ぼす影響

第9回 サステナブルマネー
の動向①

サステナビリティを推進する諸原
則（責任投資原則、責任銀行原則、
持続可能な保険原則）について

第10回 サステナブルマネー
の動向②

経営構造の変革を迫るアクティビ
ストの狙い

第11回 外部講師による特別
講義②

企業のサステナビリティ担当者に
よる講義（詳細が確定次第、学習
支援システムに掲示します）

第12回 サステナビリティを
巡る政策動向

コーポレートガバナンスコードの
改訂と東証市場再編の意義

第13回 企業経営とサステナ
ビリティの相克

企業不祥事に関するケーススタ
ディ

第14回 サステナブルストー
リーの構築

ビリーブドリブン消費者の台頭に
よってブランド戦略はどう変わる
か

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内では1,000社程度の企業がサステナビリティ報告書を発行して
います。この授業で習得した知識を活かして、興味のある企業のサ
ステナビリティ報告書を読んでみましょう。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回、レジュメを配布します。

【参考書】
長谷川直哉編著『サステナビリティ・トランスフォーメーションと
経営構造改革』文眞堂，2023年
長谷川直哉編著『サステナビリティ白書』日本経営協会，2023年
Naoya.HASEGAWA （2020）“Sustainable Management
of Japanese Entrepreneurs in Pre-War Period from the
Perspective of SDGs and ESG”(English Edition),Palgrave
Macmillan
長谷川直哉著『SDGsとパーパスで読み解く責任経営の系譜－時代
を超えた企業家の使命』文眞堂，2021年
長谷川直哉編著『企業家活動に学ぶESG経営』文眞堂，2019年
長谷川直哉編著『統合思考とESG投資』文眞堂，2018年
長谷川直哉編著『価値共創時代の戦略的パートナーシップ』文眞堂，
2017年

【成績評価の方法と基準】
特別講義レポート：　30％（2社分）
期末試験　　　　：　70％
講義で取り上げた内容に関する基礎的事項を理解し、課題に対して
自己の見解を論理的に展開しているか等を評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディを織り交ぜて、分かりやすい講義を行います。

【学生が準備すべき機器他】
特にありません。

【実務経験】
損害保険会社の資産運用部門において、約15年間投資業務を担当し
ました。1999年、ESG投資の先駆的な取り組みであるSRI（社会
的責任投資）ファンドを組成し、ファンドマネジャーとして企業の
ESG（非財務）側面を評価する手法を開発しました。現在は東証1
部上場企業の社外取締役として企業経営に参画しています。
【関連資格】
日本証券アナリスト協会認定アナリスト（CMA）

【最近の主要業績】
＜研究テーマ＞
企業と社会のサステナビリティ
＜主要研究業績＞
「サステナビリティ経営の現在」『日本経済新聞「経済教室」（2021
年9月28日）』2021年
「SDGsと企業責任①～⑩」『日本経済新聞「やさしい経済学（2020
年3月2日～12日）』2020年
「社会課題と企業経営－企業に求められる構想力と伝える力」『日経
広告研究所報319号』2021年

【Outline (in English)】
In this lecture, we will learn about the social issues that
companies face in today’s society. the growing interest in SDGs
(Sustainable Development Goals) and CSR (Corporate Social
Responsibility) is due to the fact that people feel that society is
not moving in the right direction.
This class aims to deepen students’ understanding of the
relationship between society and corporations from the
perspective of sustainability. Students will also gain knowledge
that will be useful in their future corporate choices.
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The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on the reports of the two special lectures
(30%) and the final report (70%).
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MAN300HA（経営学 / Management 300）

CSR論Ⅱ

長谷川　直哉

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,グ,サ
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CSR論Ⅰで習得した知識を基に、SDGs（持続可能な開発目標）や
Business Ethics（企業倫理）が時代と共にどのように変遷してき
たのかを辿ります。持続可能な社会において求められる企業の役割、
企業のパーパス（存在意義）や経営思想について理解を深めること
めざします。

【到達目標】
SDGsが求める課題は、企業だけでは解決できません。多様な主体
とのパートナーシップを通じた課題解決が求められる現代社会では、
多面的な物の見方や解決策の策定が欠かせません。企業と社会の関
係を巡る国内外の経済思想や企業倫理の変遷を学ぶことで、現代社
会が直面している課題の解決に必要な基礎知識の習得を目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
本講義では、経営学・経済学・法政策等の視点から欧米諸国と日本の
SDGs/CSRおよびBusiness Ethicsに関する基本理論や背景となる
思想を解説します。また、具体的事例や実践的課題を取り上げ、現
代社会において進行している現象を通じて、企業と社会の相互関係
や経営者に求められる倫理観の形成について検討します。課題提出
後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された課題から
いくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバックを行い
ます。大学の行動方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習
支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

社会構造の変化と企
業が直面する課題

講義の進め方
現代企業が直面する事業環境の変
化について

第2回 近代産業の勃興と経
済倫理〔1〕「経済活
動の自由と自律」

アダム・スミス『道徳感情論』に
みる経済と倫理の関係性について

第3回 近代産業の勃興と経
済倫理〔2〕「最大多
数の最大幸福をどう
生み出すか」

J.ベンサム・J.ミル「功利主義思
想」とM.ウェーバー「資本主義の
精神と倫理」について

第4回 企業社会の変容と
CSR・SDGsの登場

ポスト資本主義社会における企業
の役割とは何か

第5回 日本社会における企
業倫理の形成〔1〕

報徳思想を背景とする企業倫理の
醸成

第6回 日本社会における企
業倫理の形成〔2〕

戦後日本における企業責任の生成
と展開

第7回 外部講師による特別
講義〔1〕

企業のサステナビリティ担当者に
よる講義（詳細が確定次第、学習
支援システムに掲示します）

第8回 新自由主義から第三
の道へ

新自由主義への反動と第三の道
（新しい公共）の生成

第9回 ESG経営の最新動向
「ガバナンス編」　

コーポレートガバナンスコード
＆東証市場再編とガバナンス構造
の変革

第10回 ESG経営の最新動向
「環境編」　

脱炭素時代の企業評価のあり方
（炭素利益率）

第11回 ESG経営の最新動向
「社会編」　

ダイバーシティ、人権、働き方改
革の実態

第12回 外部講師による特別
講義〔2〕

企業のサステナビリティ担当者に
よる講義（詳細が確定次第、学習
支援システムに掲示します）

第13回 シェアリング・エコ
ノミーの台頭と企業
経営

大量消費時代の終焉とサブスクリ
プションビジネスの台頭

第14回 SDGs時代に求めら
れるパーパス経営

パーパス（存在意義）を起点にし
た経営構造改革の方向性

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関心のある企業のホームページや文献で創業の理念や創業から現代
に至るビジネスモデルの変遷を調べてください。企業がどのような
価値観を背景にSDGsに取り組んでいるか考えてみましょう。本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回、レジュメを配布します。

【参考書】
長谷川直哉編著『サステナビリティ・トランスフォーメーションと
経営構造改革』文眞堂，2023年
長谷川直哉編著『サステナビリティ白書』日本経営協会，2023年
Naoya.HASEGAWA （2020）“Sustainable Management
of Japanese Entrepreneurs in Pre-War Period from the
Perspective of SDGs and ESG”(English Edition),Palgrave
Macmillan
長谷川直哉著『SDGsとパーパスで読み解く責任経営の系譜－時代
を超えた企業家の使命』文眞堂，2021年
長谷川直哉編著『企業家活動に学ぶESG経営』文眞堂，2019年
長谷川直哉編著『統合思考とESG投資』文眞堂，2018年
長谷川直哉編著『価値共創時代の戦略的パートナーシップ』文眞堂，
2017年
長谷川直哉編著『企業家活動でたどるサステイナブル経営史』文眞
堂，2016年

【成績評価の方法と基準】
特別講義レポート：30%（2社分）
期末試験：70％
講義で取り上げた内容に関する基礎的事項を理解し、課題に対して
自己の見解を論理的に展開しているか等を評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディを織り交ぜて、分かりやすい講義を行います。

【学生が準備すべき機器他】
特にありません。

【実務経験】
損害保険会社の資産運用部門において、約15年間投資業務を担当し
ました。1999年、ESG投資の先駆的な取り組みであるSRI（社会
的責任投資）ファンドを組成し、ファンドマネジャーとして企業の
ESG（非財務）側面を評価する手法を開発しました。現在は東証
1部上場企業の社外取締役として企業経営に参画しています。
【関連資格】
日本証券アナリスト協会認定アナリスト（CMA）

【最近の主要業績】
＜研究テーマ＞
企業と社会のサステナビリティ
＜主要研究業績＞
「サステナビリティ経営の現在」『日本経済新聞「経済教室」（2021
年9月28日）』2021年
「SDGsと企業責任①～⑩」『日本経済新聞「やさしい経済学（2020
年3月2日～12日）』2020年
「社会課題と企業経営－企業に求められる構想力と伝える力」『日経
広告研究所報319号』2021年

【Outline (in English)】
In this lecture, we will examine the aims of sustainability
policy and changes in business strategy. We will consider
what the role of corporations in a sustainable society is and
what elements are necessary to sustainably increase corporate
value.
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This class aims to deepen students’ understanding of SDGs
and carbon neutrality in corporate management. Students will
be able to gain a deeper knowledge of the future of Japanese
companies.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on the reports of the two special lectures
(30%) and the final report (70%).
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ECN300HA（経済学 / Economics 300）

途上国経済論Ⅰ

武貞　稔彦

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火5/Tue.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,グ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　日本の経済は、様々な資源の供給元や市場として世界各国との相
互依存を強めている。この講義は、世界人口の半数以上が暮らす、開
発途上国と呼ばれる国や地域の経済と社会について、固有の歴史／
文化的背景も含め日本とのかかわりを念頭におきながら基礎的な知
識の習得をめざす。またそれらの基礎的な知識は、持続可能な開発
目標（SDGs）に掲げられた各種課題／目標の理解の基礎となるも
のでもある。

【到達目標】
　本講義においては、ア）途上国経済の分析枠組み、特徴、イ）主要
地域や主要国の経済・社会の特徴について学び、ウ）日本社会や経
済の世界における位置づけをよりよく理解し、エ）将来社会に出た
際に諸外国の人々と基礎的な知識に基づいた意味あるコミュニケー
ションができるようになることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　途上国経済論Ⅰにおいては、途上国の社会と経済を見る際に使わ
れる分析枠組み、主要地域ごとの歴史と社会の概要、日本と特に関
係が深いアジア諸国の経済と社会を中心に学ぶ。
　学生の将来に関わりの深い日本企業の活動や、新聞などでとりあ
げられる現実の出来事、ニュースと関連づけて講義を行うことによ
り、自らの日々の生活にひきつけた現実社会の理解を目指す。
　また学習支援システム（Hoppii）を通じたコメント／質問の提出
も可能とする。フィードバックはHoppiiを通じて個別に行うが、必
要に応じて授業内でも内容を紹介する。
　授業形態の詳細は学習支援システムで必要に応じて知らせる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

：開発途上国とは。
途上国経済を見る目

開発途上国とよばれる国や地域は
どのようなところか、概念を整理
する。同時に、途上国を見る際に
頻繁に使われる分析枠組み（評価
軸）を再考する。

第2回 経済成長の理論と途
上国経済の位置づけ

経済学の世界では経済成長はどの
ようなものだと考えられているか
を紹介し、途上国経済を扱う「開
発経済学」の発展を概観する。

第3回 日本は途上国だった
のか？ ：戦後日本の
経済成長と現在の開
発途上国経済

戦後日本は急速な経済成長をとげ
たが、現在の開発途上国にとって
日本はどのような点で手本足り得
るかを考える。

第4回 途上国社会・経済の
概況（1）：アジア地
域

アジア地域の「途上国」と呼ばれ
る国や地域が「キャッチアップ」
を果たす過程で、政府・国家がど
のような役割を果たしたのか、東
アジアと南アジアをとりあげ、歴
史的な視点から概観する。特に、
分析の視点として「植民地」につ
いて考える。

第5回 途上国社会・経済の
概況（2）：ラテンア
メリカ地域

アジアと異なる「植民地」経験を
持つラテンアメリカ地域が、その
後どのように経済発展を遂げたか
（または遂げられなかったか）を概
観する。

第6回 途上国社会・経済の
概況（3）：アフリカ

アジアと異なる「植民地」経験を持
つアフリカ地域が、その後どのよ
うに経済発展を遂げたか（または
遂げられなかったか）を概観する。

第7回 途上国社会・経済の
概況（4）：映像でみ
る途上国社会経済

映像を通じて、途上国の社会と経
済について知る。

第8回 主要国／地域の社会
と経済（1）：韓国－
危機とその克服

韓国は、目覚しい経済成長を遂げ
たNIESの代表である。一旦は先
進国の仲間入りを果たした韓国の
歩んだ道筋と1997年のIMF危機
以降の経済・社会の状況について
理解する。

第9回 主要国／地域の社会
と経済（2）：台湾－
その生い立ちと国際
社会における立場

台湾も、韓国とならび目覚しい経
済成長を遂げたNIESの一つであ
る。現在の台湾の国際社会・国際
経済における地位はその特殊な生
い立ちに影響されていることを理
解する。

第10回 主要国／地域の社会
と経済（3）：香港お
よびシンガポール－
小さな街の大きな経
済

アジアNIESの一つである香港と
シンガポールをとりあげ、資源の
ない国（都市）の経済成長につい
て考える。

第11回 主要国／地域の社会
と経済（4）：インド
ネシア－多様性の中
の権威主義的開発体
制

アセアン（Association of South
East Asian Nations）の一員とし
てNIESに続き経済成長を遂げた
インドネシアをとりあげ、政治体
制と経済成長（経済発展）の関係
について考える。

第12回 主要国／地域の社会
と経済（5）：マレー
シア－カリスマと経
済成長

強力なリーダーによる経済成長戦
略を通じて発展したマレーシア経
済・社会を概観する。

第13回 民主主義と経済成長 アジア的価値がアジア諸国の経済
成長をもたらしたのか。民主主義
と経済成長の関係を、アジア諸国
を例に考える。

第14回 経済成長、進歩、貧困 先進国、途上国いずれもが経済成
長を通じた社会の進歩、貧困の克
服を目指してきた。現代の途上国
は経済成長によって貧困をなくす
ことができるのか、という問いを
概観する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をする
こと。
　各回に指定される参考文献および参考図書の該当部分を講義の事
前／事後に適宜参照し、講義内容の理解を深めることが必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を授業にて配布する。

【参考書】
グラボウスキー他（2008年）『経済発展の政治経済学』（日本評論社）
渡辺利夫編（2007年）『アジア経済読本（第4版）』（東洋経済新報社）
大塚啓二郎（2020年）『なぜ貧しい国はなくならないのか（第２版）
正しい開発戦略を考える』 (日本経済新聞出版)

【成績評価の方法と基準】
成績評価は中間レポートと期末試験による。成績配分は中間レポー
ト20%、期末試験
80%を予定する。

【学生の意見等からの気づき】
授業内で学生の発言を促す工夫を行う。
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【学生が準備すべき機器他】
講義ではスライドを主に利用する。講義資料として配布したものや
スライドなどは、学習支援システム上に掲示する。

【実務経験のある教員による授業】
担当教員は、途上国への経済協力の実務に携わっていた経験がある。
本講義に関しては途上国での駐在も含めた業務経験で得られた知見
が活用されている。

【Outline (in English)】
[Course Outline]
This is a first part of the course on the economy and society
of developing countries. Students will be able to obtain a
reference framework and to understand basic structure of
developing countries’ economy including particular historical,
cultural, and geographical settings.　Those basic knowledge
are also the basis for understanding the various issues/goals
set forth in the Sustainable Development Goals (SDGs).
[Learning Objectives]
The objectives of this lecture are to a) learn about the analytical
framework and characteristics of developing economies, b)
learn about the characteristics of the economies and societies
of major regions and major countries, c) better understand the
position of Japanese society and economy in the world, and
d) be able to communicate meaningfully with people in other
countries based on basic knowledge in the future.
[Learning Activities outside of classroom]
Students are required to prepare for and review the materials
introduced in each lecture.
It is necessary to refer to the relevant parts of the reference
literature and reference books specified for each lecture before
and after the lecture to deepen understanding of the lecture
contents. The standard preparation and review time for this
class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Grading will be based on mid-term report and final exam.
Grading will be based on mid-term report 20%, final exam 80%.
If face-to-face classes and final examinations cannot be held
due to the spread of coronavirus infection, the grading system
may be changed to one based on report assignments. If this is
the case, the grading method will be announced through the
learning support system (Hoppii).
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ECN300HA（経済学 / Economics 300）

途上国経済論Ⅱ

武貞　稔彦

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火5/Tue.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,グ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　日本の経済は、様々な資源の供給元や市場として世界各国との相
互依存を強めている。この講義は、世界人口の半数以上が暮らす、開
発途上国と呼ばれる国や地域の経済と社会について、固有の歴史／
文化的背景も含め日本とのかかわりを念頭におきながら基礎的な知
識の習得をめざす。それらの基礎的な知識は、持続可能な開発目標
（SDGs）に掲げられた課題／目標の理解の基礎となるものでもある。

【到達目標】
　本講義においては、途上国経済論Ⅰに引き続き、ア）主要地域や
主要国の経済・社会の特徴について学び、イ）日本社会や経済の世
界における位置づけをよりよく理解し　ウ）南北問題や世界貿易な
ど、個々の国や地域が置かれている「構造」への理解を深めること
で、エ）将来社会に出た際に諸外国の人々と基礎的な知識に基づい
た意味あるコミュニケーションができるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　途上国経済論Ⅱにおいては、新興国と呼ばれる経済成長著しい国、
今後の経済発展が見込まれる国などの歴史と社会の概要、国際経済
の成り立ちなどを講義形式で学ぶ。
　学生の将来に関わりの深い日本企業の活動や、新聞などでとりあ
げられる現実の出来事、ニュースと関連づけて講義を行うことによ
り、自らの日々の生活にひきつけた現実社会の理解を目指す。
　また学習支援システム（Hoppii）を通じたコメント／質問の提出
も可能とする。フィードバックはHoppiiを通じて個別に行うが、必
要に応じて授業内でも内容を紹介する。
　授業形態の詳細は学習支援システムで必要に応じて知らせる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

：途上国経済を見る
目

途上国経済論Ⅰの概要の復習とⅡ
の主題についての概観。

第2回 世界経済の歴史 「経済」と呼ばれるものの誕生も含
め，「世界経済」の成り立ち、発展
について概観する。

第3回 世界貿易の構造をめ
ぐる議論

国際経済の主要な活動である貿易
について、その理論、構造、課題
を概観する。

第4回 途上国社会・経済の
概況（1）：中国（1）
社会主義と資本主義

中国は世界有数の大国であり、計
画経済から市場経済へと緩やかに
転換しつつ経済成長を続けている。
議論の前提として社会主義／共産
主義の考え方についての理解を深
める。

第5回 途上国社会・経済の
概況（2）：中国（2）
持続的経済成長と大
国としての復活

世界経済にインパクトを与える存
在となった中国の社会と経済につ
いて概観する。

第6回 途上国社会・経済の
概況（3）：インド－
目覚めた大国

インドは、近年、経済成長著しい
BRICsの一つ。イギリス植民地か
ら独立した後のインドの長い経済
停滞、1990年代以降の目覚しい経
済発展という大きな流れを理解す
る。

第7回 途上国社会・経済の
概況（4）：映像でみ
る途上国社会経済

映像を通じて、途上国の社会と経
済について知る。

第8回 主要国／地域の社会
と経済（5）：タイ－
東南アジアの「先進
国」

東南アジア諸国のなかでもNIES
に続く目覚ましい経済発展を遂げ
たタイ。アジア通貨危機の発端と
なるなど途上国の中の「先進国」
の経済社会を概観する。

第9回 主要国／地域の社会
と経済（6）：ベトナ
ム－戦場から市場へ

1960年代にベトナム戦争で大きな
傷を受けたベトナムが新興経済国
の一角として名乗りを挙げる過程
を概観する。

第10回 主要国／地域の社会
と経済（7）：ブラジ
ル－南米の大国

ブラジルはインドや中国とならび
21世紀に入って新興国として台頭
著しい。豊かな自然を抱える大国
の姿を概観する。

第11回 主要国／地域の社会
と経済（8）：南アフ
リカ－アパルトヘイ
ト

アパルトヘイトという大きな問題
を克服して以降の南アフリカ経済
の新興国としての経済成長を概観
する。

第12回 主要国／地域の社会
と経済（9）：ボツワ
ナ－資源の呪いを越
えて

アフリカ大陸にありながら世界で
も有数の高経済成長を続けたボツ
ワナの経済社会を概観する。

第13回 国際経済の中の域内
協力

ASEAN（東南アジア諸国連合）を
例に、グローバル化がすすむ国際
社会における域内協力の重要性を
概観する。

第14回 まとめ：途上国経済
および世界経済の未
来

講義全般の復習を行うとともに、
今後の世界経済、途上国経済の姿
について想像する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をする
こと。
　各回に指定される参考文献および参考図書の該当部分を講義の事
前／事後に適宜参照し、講義内容の理解を深めることが必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を授業にて配布する。

【参考書】
グラボウスキー他（2008年）『経済発展の政治経済学』（日本評論社）
渡辺利夫編（2007年）『アジア経済読本（第4版）』（東洋経済新報社）
大塚啓二郎（2020年）『なぜ貧しい国はなくならないのか（第２版）
正しい開発戦略を考える』 (日本経済新聞出版)

【成績評価の方法と基準】
成績評価は中間レポートと期末試験による。成績配分は中間レポー
ト20%、期末試験
80%を予定する。

【学生の意見等からの気づき】
学生が記入したリアクションペーパーに対する、教員からのコメン
トなどを充実することを目指す。

【学生が準備すべき機器他】
講義ではスライドを主に利用する。講義資料として配布したものや
スライドなどは、学習支援システム上に掲示する。

【実務経験のある教員による授業】
担当教員は、途上国への経済協力の実務に携わっていた経験がある。
本講義に関しては途上国での駐在も含めた業務経験で得られた知見
が活用されている。

【Outline (in English)】
[Course Outline]
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This is a second part of the course on the economy and society
of developing countries. Students will be able to obtain a
reference framework and to understand basic structure of
developing countries’ economy including particular historical,
cultural, and geographical settings.　Those basic knowledge
are also the basis for understanding the various issues/goals
set forth in the Sustainable Development Goals (SDGs).
[Learning Objectives]
The objectives of this lecture are to a) learn about the analytical
framework and characteristics of developing economies, b)
learn about the characteristics of the economies and societies
of major regions and major countries, c) better understand the
position of Japanese society and economy in the world, and
d) be able to communicate meaningfully with people in other
countries based on basic knowledge in the future.
[Learning Activities outside of classroom]
Students are required to prepare for and review the materials
introduced in each lecture.
It is necessary to refer to the relevant parts of the reference
literature and reference books specified for each lecture before
and after the lecture to deepen understanding of the lecture
contents. The standard preparation and review time for this
class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Grading will be based on mid-term report and final exam.
Grading will be based on mid-term report 20%, final exam 80%.
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SOC300HA（社会学 / Sociology 300）

環境社会論Ⅰ

藤田　研二郎

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：環コア：ロ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、日本の環境問題・環境政策の歴史を概観しながら、環
境社会学の理論を紹介する。環境社会学では、「地域住民や市民がど
う環境問題の解決にかかわるか」ということが、重要な論点の一つ
となってきた。この論点に着目しつつ、本授業では、環境社会学の
理論からみた環境問題の特徴と、解決のために必要な行動について
学ぶ。

【到達目標】
日本の環境問題・環境政策の歴史を説明できるようになる。環境社
会学の理論にもとづき、環境問題の特徴を指摘できるようになる。
解決のために必要な行動を提案できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各回の授業は、日本の環境問題・環境政策の歴史を、産業公害期（～
1970年代）、都市・生活型公害期（1970年代～1980年代）、地球環
境問題期（1990年代～）に区分したうえで、関連する環境社会学の
理論を事例とともに紹介していく。授業の終わりには、課題を含む
リアクションペーパーを提出してもらう。
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 本授業の概要を示し、環境問題の

定義とタイプ、環境社会学のアプ
ローチ、住民・市民のかかわりに
ついて学ぶ。

第2回 産業公害期① 戦後から1970年代までの産業公害
について、問題の特徴と対策の展
開を学ぶ。

第3回 産業公害期② 水俣病問題を事例に、被害・加害
構造論について学ぶ。

第4回 産業公害期③ 新幹線公害問題を事例に、受益
圏・受苦圏論について学ぶ。

第5回 都市・生活型公害期
①

1970年代から80年代までの都市・
生活型公害について、問題の特徴
と対策の展開を学ぶ。

第6回 都市・生活型公害期
②

自動車排気ガス規制と技術革新を
事例に、生産の踏み車論とエコロ
ジー的近代化論について学ぶ。

第7回 都市・生活型公害期
③

自然資源管理を事例に、コモンズ
の悲劇、社会的ジレンマについて
学ぶ。

第8回 都市・生活型公害期
④

森は海の恋人運動を事例に、集合
行為、環境運動について学ぶ。

第9回 地球環境問題期① 1990年代以降の地球環境問題につ
いて、問題の特徴と対策の展開を
学ぶ。

第10回 地球環境問題期② 市民風車の取組みを事例に、環境
NGO・NPOの役割と課題を学ぶ。

第11回 地球環境問題期③ ブラックバス問題を事例に、環境
問題の構築主義について学ぶ。

第12回 地球環境問題期④ 長良川河口堰問題を事例に、河川
政策の展開について学ぶ。

第13回 地球環境問題期⑤ 河川法改正を事例に、住民参加の
意義、ローカルな知の役割につい
て学ぶ。

第14回 地球環境問題期⑥／
まとめ

自然再生事業を事例に、順応的ガ
バナンスについて学ぶ。
環境問題解決への住民・市民のか
かわりという観点から、本授業を
まとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習としては、環境問題・環境政策のニュースに関心をもって、
日常的に情報収集を行うこと。また復習としては、配布されたレジュ
メにもとづき前回の内容を整理し、各自の関心に応じて参考文献を
読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定せず、毎回PowerPointと配布するレジュメにもとづ
き授業する。

【参考書】
各回の参考文献は、授業のなかで紹介する。なお、環境社会学の入
門的なテキストとしては、例えば次のものがある。
鳥越皓之・帯谷博明編，2017，『よくわかる環境社会学　第2版』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
平常点（30%）＋定期試験（70%）、を想定。
平常点はリアクションペーパー、課題の提出によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーの質問・コメントや提出した課題について、
フィードバックを求める声が多かったので、積極的にフィードバッ
クしていきます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために、学習支援システムを利用。

【その他の重要事項】
春学期「環境社会論Ⅰ」「環境社会論Ⅲ」、秋学期「環境社会論Ⅱ」の
授業内容は相互に関連しており、それぞれ歴史・理論編、現代編、活
動編という位置づけである。合わせて履修することでより理解が深
まるよう計画しているが、個別に履修しても問題はない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「専門科目一覧・コース関連科目表」を参照してくだ
さい。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
This class will introduce the theories of environmental
sociology, reviewing the history of environmental problems and
policies in Japan. This class will focus on how residents and
citizens are engaged in the process of environmental problems,
which is one of the most important topics in environmental
sociology. Students will learn the characteristics of envi-
ronmental problems and actions to solve them based on the
theories of environmental sociology.
(Learning Objectives)
Students should be able to do the followings:
- To explain the history of environmental problems and policies
in Japan.
- To point out the characteristics of environmental problems
based on the theories of environmental sociology.
- To propose actions for solving environmental problems.
(Learning Activities Outside of Classroom)
Students should pay attention to daily news about environmen-
tal problems and policies and collect information. Students
should review the previous class based on the resumes and
read references. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
(Grading Criteria/Policy)
Regular Work (30%) + Final Examination (70%).
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Regular work will be submitting reaction papers or assign-
ments.
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SOC300HA（社会学 / Sociology 300）

環境社会論Ⅱ

藤田　研二郎

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：環ｺｱ：ロ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会の環境問題解決では、政府や企業ばかりでない第3の領域
「サードセクター」として、環境NGO・NPOやボランティアの役割
が注目されている。本授業では、このサードセクターに着目し、社
会運動、協同組合、NPOに関する理論や環境問題解決における役割
を説明する。それらを通じて、私たち地域住民・市民の立場から環
境問題解決にかかわる方法を学ぶ。

【到達目標】
現代社会の環境問題解決におけるサードセクター、環境運動、協同
組合、NGO・NPO、ボランティアの役割を説明できるようになる。
地域住民・市民の立場から、環境問題解決にかかわる方法を提案で
きるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各回の授業は、サードセクターの議論を環境運動、協同組合、NGO・
NPOに大別したうえで、関連する環境問題の事例とともに紹介して
いく。授業の終わりには、課題を含むリアクションペーパーを提出
してもらう。
課題提出後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された
課題からいくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバッ
クを行う。授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 本授業の概要を示し、サードセク

ターの主体と環境問題とのかかわ
りについて学ぶ。

第2回 環境問題の歴史 サードセクターの主体のかかわり
という観点から、戦後から現代ま
での環境問題・環境政策の歴史を
学ぶ。

第3回 環境運動① 社会運動論の前提となる古典的理
論、集合行為論、フリーライダー
問題について学ぶ。

第4回 環境運動② 住民投票運動を事例に、資源動員
論、フレーム分析について学ぶ。

第5回 環境運動③ 政治的機会構造論と、小樽運河保
存運動を事例に歴史的環境保全に
ついて学ぶ。

第6回 協同組合① 協同組合の概要と、生活協同組合
（生協）の歴史について学ぶ。

第7回 協同組合② 農業協同組合（農協）の概要と歴
史、産直交流について学ぶ。

第8回 NGO・NPO① NGO・NPOの概要と、市場の失
敗、政府の失敗について学ぶ。

第9回 NGO・NPO② NGO・NPOの法人格と、新自由
主義の流れについて学ぶ。

第10回 NGO・NPO③ ボアンティア、寄付の理論と実態、
フーコーの権力論について学ぶ。

第11回 NGO・NPO④ 行政の下請け化と、環境NGO・
NPOの制度化、日本の環境
NGO・NPOの課題を学ぶ。

第12回 NGO・NPO⑤ NGO・NPOのアドボカシーにつ
いて、政府への財政的依存との関
係と国際会議における活動を学ぶ。

第13回 NGO・NPO⑥ 生物多様性条約COP10を事例に、
環境NGO・NPOのアドボカシー
の課題について学ぶ。

第14回 NGO・NPO⑦／ま
とめ

環境NPOへの参加を事例に、ソー
シャル・キャピタル概念と効果に
ついて学ぶ。
環境問題解決におけるサードセク
ターの役割と課題という観点から、
本授業をまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習としては、環境問題・環境政策のニュースに関心をもって、
日常的に情報収集を行うこと。また復習としては、配布されたレジュ
メにもとづき前回の内容を整理し、各自の関心に応じて参考文献を
読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定せず、毎回PowerPointと配布するレジュメにもとづ
き授業する。

【参考書】
各回の参考文献は、授業のなかで紹介する。なお、環境社会学、NPO
論の入門的なテキストとしては、例えば次のものがある。
鳥越皓之・帯谷博明編，2017，『よくわかる環境社会学　第2版』ミ
ネルヴァ書房．
坂本治也編，2017，『市民社会論』法律文化社．

【成績評価の方法と基準】
平常点（30%）＋定期試験（70%）、を想定。
平常点はリアクションペーパー、課題の提出によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーの質問・コメントや提出した課題について、
フィードバックを求める声が多かったので、積極的にフィードバッ
クしていきます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために、学習支援システムを利用。

【その他の重要事項】
春学期「環境社会論Ⅰ」「環境社会論Ⅲ」、秋学期「環境社会論Ⅱ」の
授業内容は相互に関連しており、それぞれ歴史・理論編、現代編、活
動編という位置づけである。合わせて履修することでより理解が深
まるよう計画しているが、個別に履修しても問題はない。

【関連の深いコース】
履修の手引き「専門科目一覧・コース関連科目表」を参照してくだ
さい。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
The third sector, including environmental NGOs and volun-
teers, which is not the government or business sector is essen-
tial to solve environmental problems in contemporary society.
This class will focus on the third sector and explain the theories
of social movements, cooperatives, and non-profit organizations
and their role in solving environmental problems. Students
will learn how to be engaged in the process of environmental
problems from the standpoint of residents and citizens.
(Learning Objectives)
Students should be able to do the followings:
- To explain the role of the third sector, including environmen-
tal NGOs and volunteers in solving environmental problems in
contemporary society.
- To propose how to be engaged in the process of environmental
problems from the standpoint of residents and citizens.
(Learning Activities Outside of Classroom)
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Students should pay attention to daily news about environmen-
tal problems and policies and collect information. Students
should review the previous class based on the resumes and
read references. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
(Grading Criteria/Policy)
Regular Work (30%) + Final Examination (70%).
Regular work will be submitting reaction papers or assign-
ments.
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SSS300HA（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 300）

災害政策論

中川　和之

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木5/Thu.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：ロ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史時代から現代まで繰り返されてきた災害から多くの経験を学び、
人々の悔しさに共感したうえで、法制度以前の自然環境を利用する
ための約束事や、災害経験に基づいて作られて来た災害政策を学び、
その狙いと達成度を理解する。
そして、多くの学生たちが直面することになる南海トラフや首都直
下の地震、スーパー台風の被災を最小限に留め、この日本で幸せに
暮らすために必要な災害政策のあり方を共に考え、これから行政職
員や教育者、企業人、社会人となるものとして、なすべきことを深
く考える。

【到達目標】
①災害とは何かを、実例から学んで理解する。②現状の政策の背景
と発展の経緯、残る課題を理解する。③非日常を前提には生きてい
ない人々の暮らしと、今後の国・自治体の災害政策のあるべき姿を
考える。④災害大国日本における当事者として、自らの専門性にど
う生かすかを見出し、今後の社会での実践につなげる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は豊富な映像記録などを使って、過去から現代までの災害の実
像を紹介。災害対応と経験を踏まえて作られて来た災害政策・制度
を、講師の実体験やインタビュー結果から深く学び、これまで得て
きた常識を疑うことができる知識を身につけられるように進める。
これらの学びを、毎回リアクションペーパーとして学習支援システ
ムに記入する。次の授業の冒頭に、前回のリアクションペーパーを
振り返り、問題意識を共有して進める。1回目の授業では、災害対
策の悩ましさを理解するためのゲームを行い、その後も自ら考える
ワークシートやグループディスカッションなども行って学びを深め
る。教室の対面でも密を避けるためにZoomも利用する。課題提出
後の授業、または学習支援システムにおいて、提出された課題から
いくつかポイントを取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション。

講師の自己紹介、こ
の講義の狙い・概要
の説明

災害とは何か？ 　災害から守るべ
きこととは何か、なぜ災害政策が
求められるのか、歴史も踏まえて
概説。なぜ失敗が繰り返され、「想
定外」という言葉で語られてしま
うのか。講師からの問題意識を投
げかけるとともに、最後に災害時
に向き合うジレンマを実感する行
政職員の実体験を元にしたゲーム
「クロスロード」も体験し、社会で
の役割りに応じて災害に備えてお
くことの意義を考える。

第2回 自然現象と災害＝社
会的な制度を考える
前提としての理科１

地球の46億年の歴史の中では新参
者である日本列島。肥沃な大地と
風光明媚な景観は、すべて過去の
自然現象＝人がいたら災害と言わ
れる現象によって形づくられてい
る。私たちが、なぜ災害で被災を
してしまうのかを考える上で、災
害をもたらす大地の働きのメカニ
ズムが、どこまで分かって、何が
分かっていないのかのベースを押
さえる。学生諸君の出身地や身近
な場所についての簡単なワーク
シート作成を課題とする。

第3回 身近な景観と災害＝
理科２

事前課題で取り組んできたワーク
シートを元に、それぞれ近い地域
の学生同士で相互にプレゼンを行
い、グループで語りあう。その場
で、スマホやpad、PCなどで調べ
ながら、それぞれが身近な景観が
どのような自然現象によって作ら
れてきたかを考察。紹介したさま
ざまな地図からどのようなことが
読み解けるかを知る。ＧＷ期間中
に取り組む、地元の土地の成り立
ちを知るレポートの課題を出す。
この課題は、最後のレポートにも
必須となる。

第4回 ３つの大震災と伊勢
湾台風＝阪神大震災
前まで

日本の災害対策を大きく変えてき
た関東大震災、伊勢湾台風、阪神
大震災、東日本大震災とは、どの
ような災害だったのか、当時の映
像などを豊富に紹介し、具体的な
イメージを持つ。そして、その時
にはどのような政策が実行され、
何が課題とされたか。その後、教
訓で作られた災害の政策が、どの
ぐらい浸透しているのかを確認し、
なぜ、教訓が活かされていないか
を考える。まず、関東大震災、伊
勢湾台風と1995年の阪神大震災の
直前までを取り上げる。

第5回 ３つの大震災と伊勢
湾台風＝阪神大震災
とその後

日本の災害対策を大きく変えた阪
神大震災とはどんな災害だったの
か。改めて当時の映像などを紹介
し、起きたことを振り返る。その
時にはどのような政策が実行され、
何が課題とされたか。を考える。
その後、東日本大震災直前まで積
み重ねられてきた災害対策につい
て確認する。

第6回 ３つの大震災と伊勢
湾台風＝東日本大震
災

東北地方太平洋沖地震は、どうし
て東日本大震災という大災害に
なってしまったのか。すべてが
「想定外」だったのか、どういう備
えが足りずに被害が拡大したのか
などを振り返る。また、当時の自
らの体験・行動を振り返り、共有
をする時間も持つ。

第7回 東日本大震災後の災
害政策の今＝これか
らの備え＝「己」が
どこまで分かった政
策なのかを考える

南海トラフの地震や想定首都直下
地震、巨大化する台風など、今後
経験させられる可能性がある自然
災害が、政府や専門家がどう想定
しているかを知る。東日本大震災
後になって、基本法に不可欠な理
念が加わった災害対策基本法の大
改正など、災害の政策が、どのぐ
らい浸透しているのかを確認し、
まだ整理されていない課題は何か、
災害を想定した私権制限はどこま
で許容されるのかなどを考える。
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第8回 近年の火山噴火災害
から、課題を考える

登山シーズンの日中という最悪の
タイミングで極小規模な水蒸気噴
火をした御嶽山、警戒していた地
点と異なる場所から噴火して犠牲
者を出した草津・本白根の噴火、
観測史上初めての小規模な噴火が
起きた箱根山、危険な火砕流が発
生しながら避難しきった口之永良
部島、噴火現象は起きなかったが
大量のマグマが地表付近まで貫入
した桜島。ここ数年の噴火災害に
立ち向かった首長たちから直接聞
き取った経験談を共有し、政策課
題について具体的に考える。

第9回 近年の地震災害から、
課題を考える

2024年能登半島地震、令和4年福
島県沖の地震、2019年山形県沖地
震、2018年北海道胆振東部地震、
大阪北部地震、2016年熊本地震な
ど、近年の地震災害について、映
像などで被害状況などを振り返り
ながら、2度の震度7に立ち向かっ
た首長たちから直接聞き取った経
験談を共有し、政策課題について
具体的に具体的に考える。

第10回 近年の風水害から、
課題を考える

令和4年台風第8号、令和2年7月
豪雨、2020年7月豪雨や台風10
号、2019年台風15号や19号(東日
本台風)、2018年西日本豪雨や台
風21号、2017年九州北部豪雨や
2016年台風10号、2015年9月関
東・東北豪雨などの豪雨災害・台
風災害について、映像などで被害
状況などを振り返りながら、洪水
に立ち向かった首長たちから直接
聞き取った経験談を共有し、政策
課題について具体的に考える。

第11回 災害報道・災害情報 かつて、災害情報と言えば、行政
や専門機関が警報や避難情報を出
し、それが人々に届きさえすれば
良いと考えられていた。しかし、
人々が適切な行動を取るためには、
日ごろから情報の意味の理解が必
要である。災害報道が、大ネタと
してのニュースを伝えるだけの役
割からどう脱却するのか。SNSな
どの身近なメディアをどう活かす
か自分事として考える。政府の災
害被害を軽減する国民運動の一環
として取り組まれている「TEAM
防災ジャパン」のサイトや、中央
省庁や自治体がいざというときに
情報を共有する新しいシステムの
現状などについても学ぶ。

第12回 市民防災・ボラン
ティア

この国で避けられない自然災害を
前に、市民やボランティアの役割
とは何か。地域のコーディネー
ターであるべき自治体の役割とは
何か。自主防災組織の過去の経緯
や現状を知り、ご近所の自治会町
内会、マンション管理組合などの
地縁組織の役割とは何をすべきか。
自らの弱点を知り、助けを受け入
れる受援力を鍵に、ボランティア
についての歴史的経緯と現代、こ
れからの役割もともに考える。

第13回 災害と恵み・防災教
育・ジオパーク

自然には恩恵と災害の二面性があ
る。恐怖の訴求だけでは、継続し
て災害への備えを続ける意欲を持
ち続けるのは難しい。大地の変動
を地域の人たちが語り継ぐ「ジオ
パーク」の活動が日本でも始まっ
た。自分の地域が嫌いになったり
考えたくなくなる脅しの防災の限
界を見据え、防災教育やジオパー
クなどの活動の現状を知ることで、
危険性だけを強調するのではなく、
この国の災害文化を背景にした、
防災文化・減災文化の展望を考え
る。

第14回 試験レポート 「地域防災計画の課題発見」のレ
ポートを元に、授業時間中に試験
（レポート）を書いてもらう。これ
までの授業資料やワークシートの
持ち込みや、その場でスマホや
PC、何でも持ち込んでもＯＫ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習をし、次週のテーマ
を元に、関連する情報をインターネットや関連資料などを基に予習
をすること。この授業を受ける以上、日ごろから災害に関連する情
報やニュースに関心を持っておいて欲しい。期間中にあった災害に
ついても授業内で取り上げていく。授業時間以外で、自らの出身地
などの災害に関連したワークシートやレポートを、学習支援システ
ムも活用して提出が求められる。本授業の準備学習・復習時間は、
各2時間を標準とします。課題レポートでは学生自身でのフィール
ドワークも推奨される。

【テキスト（教科書）】
授業で使うプレゼン資料は、毎回の授業前、学習支援システムに掲
載する。

【参考書】
授業の中でも課題とするが、自らが住んでいる自治体や出身地の自
治体の地域防災計画（その地域で地区防災計画があればそれも）は
必須。内閣府の防災情報のページや被災自治体のホームページから
学ぶものは多い。

【成績評価の方法と基準】
平常評価（学習支援システムでのテスト・アンケートを使ったリア
ペで授業内容の理解を評価）40％、授業中の課題ワークシート・レ
ポート評価20％、期末試験（試験レポート）評価40％。

【学生の意見等からの気づき】
災害時のジレンマを実感するゲーム「クロスロード」を実施するほ
か、学生同士でのディスカッションの時間を持ちたい。また毎回の
リアクションペーパーを活用し、問題意識が共有できないまま進ま
ないようにしたい。できるだけ、映像資料を豊富に使い、具体的に
災害をイメージしてもらうことを意識する。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムの利用は必須。講義室でPCやスマホを使って、そ
の場でリアクションペーパーの提出を求める。試験課題なども学習
支援システムを利用する。

【その他の重要事項】
試験レポートの作成時には、時間内であればどういう資料を参考に
書いても良い。
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【実務経験のある教員による授業】
通信社記者として、1984年の長野県西部地震や1995年の阪神大震災
などを取材。2005年から2011年まで主に自治体の防災施策を支援
するメディアの「防災リスクマネジメントWeb」編集長。取材して
いた災害救助法の制度見直しに、厚生省の関係委員会の委員として
関与した以降、政府や自治体で災害法制度を見直すための委員会委
員などを務め、災害対応に当たった市町村長らの悩みを聞き取って
共有するお手伝いをするなど、災害政策の現場における課題解決に
取り組む。現在は内閣府の「TEAM防災ジャパン」のアドバイザー。
子どもたちと地震や火山を学ぶワークキャンプを、地震学会として
20世紀から実践。災害をもたらす大地の営みの恩恵も理解するプロ
グラムのジオパークの審査員を10年以上担当。これらの経験を踏ま
え、現実としての災害政策のあるべき姿を、受講者の学生と共に考
えていきたい。

【Outline (in English)】
【Course outline】
1.To learn about the major disaster of Japan,and sympathize
with a victim of disaster.
2.To learn the disaster prevention and mitigation policy that
was made based on past disaster experience from the past to
the present,and understand its aim and achievement degree.
3.Many students will face the Nankai Trough Earthquake,and
inland earthquakes such as the Tokyo metropolitan earth-
quake, and the super typhoons. College students, who
will be government officials, teachers, business people, and
households, will consider what disaster policies are needed to
minimize the damage of future disasters.
【Learning Objectives】
1. Understand what a disaster is by learning from actual
examples.
2. Understand the background and development of current
policies and the remaining issues.
To think about the ideal form of national and local disaster
policies in the future.
4. To discover how to apply their own expertise as a party
in Japan, a disaster-prone country, and put it into practice in
society in the future.
【Learning activities outside of classroom】
Students are expected to review the materials introduced
in each lecture and prepare for the next week’s topic using
the Internet and related materials. As you take this class,
I would like you to be interested in information and news
related to disasters on a daily basis. Disasters that occurred
during this period will also be discussed in class. Outside of
class time, students will be asked to submit worksheets and
reports related to disasters in their respective regions using the
learning support system. The estimated time for preparation
and review for this class is 2 hours each. In addition, it is
recommended that students conduct their own fieldwork for
the assigned reports.
【Grading Criteria /Policy】
Normal evaluation (evaluation of understanding of class
content through tests and reaction papers on the learning
support system): 40%, worksheets and reports for in-class
assignments: 20%, final exam (exam report): 40%.
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PHL300HA（哲学 / Philosophy 300）

環境倫理学Ⅱ

吉永　明弘

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
備考（履修条件等）：環ｺｱ：文
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「都市の環境倫理」について学ぶ。その中で、哲学的空間論、身体論、
人間主義地理学、風土論、都市論などを紹介する。さらに、アメニ
ティマップ作り実践を通じて、各人が自分にとって良好な環境とは
いかなるものかについての認識を深めることを目標とする。

【到達目標】
「良い環境とは何か」について自分なりの答えが見つけられるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義、質疑応答、レポートへの応答。課題提出後の授業、または学
習支援システムにおいて、提出された課題からいくつかポイントを
取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。大学の行動方針レ
ベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせ
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 環境問題と哲学・倫

理学
環境問題に対する哲学・倫理学の
アプローチについて説明する

2 哲学的空間論 ユクスキュルの環境論、市川浩の
身体論、ボルノウの空間論を紹介
する

3 人間主義地理学 トゥアンとレルフの「場所」につ
いての理論を紹介する

4 風土論:和辻哲郎 和辻哲郎の風土論を紹介する
5 風土論：ベルク オギュスタン・ベルクの風土論を

紹介する
6 風土論的環境倫理の

構想
岸由二と桑子敏雄の議論を紹介す
る

7 都市論：ジェイコブ
ズ

ジェイコブズの都市論について紹
介する

8 清渓川復元と美の条
例

ソウル市の清渓川復元事業と真鶴
町の美の条例について紹介する

9 アメニティマップに
ついて

過去のアメニティマップを紹介し
ながら、作り方を説明する

10 環境と観光:白川郷と
妻籠

観光が地域環境にもたらす影響に
ついて論じる

11 環境と観光：湯布院
の地域づくり

湯布院のドキュメンタリーを見て
議論する

12 アメニティマップの
発表（１）

各自が作成したアメニティマップ
を発表し議論する

13 アメニティマップの
発表（２）

各自が作成したアメニティマップ
を発表し議論する

14 アメニティマップの
発表（３）全体の講評

アメニティマップについて講評す
る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書をよく読んでおくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
吉永明弘・寺本剛編『環境倫理学』昭和堂、2020年（第11章～第
14章）

【参考書】
吉永明弘『ブックガイド環境倫理』勁草書房、2017年
吉永明弘・福永真弓編『未来の環境倫理学』勁草書房、2018年
吉永明弘『都市の環境倫理』勁草書房、2014年
（第3章と第6章の内容を扱います）
吉永明弘『はじめて学ぶ環境倫理』ちくまプリマ―新書、2021年

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（40％）とマップ作成（60％)。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションの時間を設けることにしました。

【Outline (in English)】
This course deals with urban environmental ethics. At the
end of the course, students are expected to understand human
environment. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following, amenity map:50%, term-end examination:50%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境科学Ⅰ

藤倉　良

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木5/Thu.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：サ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　以下に示した環境問題の発生メカニズムと対策技術の基礎を理解
することを目標とします。
　・大気汚染（ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物、アスベスト）
　・上下水道の構造と処理のプロセス
　・水質汚濁（富栄養化のメカニズム、工場排水の処理）
　・土壌汚染（原因、対策技術）
　・廃棄物（法律上の定義と現状）
　・リサイクル（意義と現状）
　・基準の決め方（リスク論と基準の決定方法）
　・環境アセスメント（法制度、具体例）

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

（序章）
環境問題とはどのようなものか、
どうすればよいか、環境科学の役
割

第2回 大気汚染・その１
（第1章）

大気汚染の歴史、ばいじん、硫黄
酸化物

第3回 大気汚染・その２
（第1章）

窒素酸化物、自動車排ガス、アス
ベスト

第4回 上水道（第2章） 浄水場のしくみ、水質の維持と費
用

第5回 下水道と浄化槽（第
2章）

下水道の構造、下水処理場のしく
み、浄化槽

第6回 水質汚濁（第3章） 水質の指標、有機汚濁、富栄養化
第7回 工場排水と土壌汚染

（第3章）
工場排水の処理、土壌汚染の特徴
と対策、地下水汚染

第8回 悪臭（第4章） 感覚公害、悪臭の測定法、悪臭対
策技術

第9回 騒音（第4章） 音とは、騒音の測定法、騒音対策
第10回 廃棄物・その１（第5

章）
廃棄物の定義、一般廃棄物

第11回 廃棄物・その２（第5
章）

産業廃棄物

第12回 リサイクル・（第5章）リサイクルの種類、リサイクル関
連法

第13回 有害物質とリスク、
基準の決め方（第6
章）

有害の意味、リスクの意味と大小、
基準値の決め方

第14回 環境アセスメント
（第12章）

法制度、手続き、事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習してください。
　授業計画のテーマ欄にカッコ内でテキストの該当する章を示しま
した。この部分をあらかじめ読んでから受講してください。本授業
の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤倉良・藤倉まなみ　『文系のための環境科学入門』　有斐閣コン
パクト　

【参考書】
藤倉良（2015）環境学は総合格闘技？ 　人間環境論集，第１６巻，
第１号，pp.71-85

【成績評価の方法と基準】
　毎回の小テストの提出をもって出席とします。評価は小テスト
30％、期末試験70％です。

【学生の意見等からの気づき】
　中学卒業程度の理科の知識を前提として講義しますが、高校程度
の化学の知識が必要な場合もあります。

【学生が準備すべき機器他】
　とくにありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）で土壌汚染対策や悪臭対策、国際
環境協力等を担当した他、環境基本法の立法にも関与してきました。
その当時の経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
Environmental problems are physical, chemical, and biological
effects and reactions on natural ecosystems caused by human
activities. To understand "what is happening" and "what
should be done", scientific knowledge is essential. In this
lecture, students will acquire the basic engineering knowledge
of mechanisms and countermeasures of local environmental
problems such as air pollution, water pollution, waste,
soil contamination, noise, odor, harmful substances (this is
learning objectives). Your study time will be more than four
hours for one class. A simple quiz will be given each time, and
attendance will be taken upon submission of the quiz. Grading
will be based on a quiz (30%) and a final exam (70%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境科学Ⅱ

藤倉　良

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：土1/Sat.1
備考（履修条件等）：環ｺｱ：サ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　以下の環境問題の発生メカニズムと対策技術の基礎を理解するこ
とを目標とします。
　・人口増加のパターンと要因
　・オゾンホールが南極上空にできるメカニズム
　・気候変動のメカニズムと緩和策、適応策
　・気候変動をめぐる社会
　・越境大気汚染の原因と対策
　・プラスチックごみ対策
　・環境国際協力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション、

人口
国際環境政策の難しさ、人口増加
のメカニズム、都市人口

第2回 オゾン層・1（第7章）紫外線、フロンガス
第3回 オゾン層・2（第7章）オゾン層破壊のメカニズム、オゾ

ン層保護対策
第4回 気候変動・1（第8章）ＩＰＣＣ、二酸化炭素の温室効果
第5回 気候変動・2（第8章）二酸化炭素の循環、気候予測、温

暖化の影響
第6回 気候変動・3（第8章）国際交渉の歴史、パリ協定
第7回 気候変動・4（第8章）エネルギー資源
第8回 気候変動・5（第8章）緩和策
第9回 気候変動・6（第8章）適応策
第10回 気候変動・7（第8章）気候安全保障
第11回 越境汚染（第9章） 酸性雨の化学、光化学オキシダン

ト
第12回 プラスチックごみ問

題
プラスチックの性質、日本の政策

第13回 環境国際協力 開発途上国の現状、環境プロジェ
クトとセーフガード・ポリシー

第14回 まとめ 全体のまとめと復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義で紹介される資料等を使用して復習してください。
　授業計画、テーマにカッコ内でテキストの該当する章を示しまし
た。これをあらかじめ読んでから受講してください。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　藤倉良・藤倉まなみ　『文系のための環境科学入門』　有斐閣コ
ンパクト

【参考書】
　講義中に指定します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は授業後の小テストによる出席(30%)と期末試験（70%)で
行います。

【学生の意見等からの気づき】
　中学卒業程度の理科の知識を前提に講義しますが、高校卒業以上
の物理の知識が必要となる講義もあります。その場合にも、極力、平
易な解説を試みます。

【学生が準備すべき機器他】
　特にありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）で土壌汚染対策や悪臭対策、国際
環境協力等を担当した他、環境基本法の立法にも関与してきました。
その当時の経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
Environmental problems are physical, chemical, and biological
effects and reactions on natural ecosystems caused by human
activities. To understand "what is happening" and "what
should be done", scientific knowledge is essential. In this
course, students will learn the basic science behind the
mechanisms and countermeasures of environmental problems
such as climate change, ozone depletion, and acid rain. Your
study time will be more than four hours for one class. A simple
quiz will be given each time and attendance will be taken after
the quiz is submitted. Grading will be based on a quiz (30%)
and a final exam (70%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境科学Ⅲ

藤倉　良

配当年次／単位：2～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：土1/Sat.1
備考（履修条件等）：環ｺｱ：サ
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境問題とは人間活動が自然生態系に及ぼす物理的、化学的、生物
的な作用とその反作用です。「何がおきているのか」を理解し、「どう
すればよいのか」を考えるためには，科学知識が欠かせません。環
境科学Ⅰでは比較的狭い地域に発生する問題について、環境科学Ⅱ
では地球規模や国境を超える問題について、環境科学Ⅲでは資源の
問題について論じ、受講生諸君が環境問題の発生メカニズムと対処
法に関する科学の基礎を習得することを目指します。Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの
いずれかだけを履修してもかまいません。

【到達目標】
　資源の歴史的意味に始まり、以下に示すさまざまな資源の性質や
利用などについて学習することで、資源の科学的性質や利用の見通
しについての基礎知識を習得します。
　・資源の意味
　・淡水
　・エネルギー
　・土壌とリン、窒素
　・遺伝資源
　・ベースメタルとレアアース

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
　テキスト（下記参照）とパワーポイントを用いて講義を行います。
　講義資料は前日までにアップロードしますので、事前にダウンロー
ドしてください。
　毎回の授業後に簡単な小テストを行い、翌週の授業のはじめにそ
のフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 資源論の社会科学 資源とは何か、「資源」の概念の歴

史、資源の呪い
第2回 淡水（１） 水の循環、淡水資源
第3回 淡水（２） ダム開発、国際河川
第4回 エネルギー（１） エネルギーとは何か、様々なエネ

ルギー
第5回 エネルギー（２） 埋蔵量、石油と天然ガス
第6回 エネルギー（３） 石炭、水力
第7回 エネルギー（４） 原子力、新エネルギー
第8回 土壌（１） 土壌の構造、土壌の機能
第9回 土壌（２） 世界銀行の対日援助：日本の農業

開発事例
第10回 リンと窒素 循環、機能、存在
第11回 生物多様性 生物多様性保全の意義、名古屋議

定書
第12回 遺伝資源 食料、医薬品
第13回 金属資源 銅、鉄、アルミニウム、鉛、レア

メタル
第14回 まとめ 全体のまとめと復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回Hoppiiで配布するレジュメを使って復習してください。本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特にありません。

【参考書】
藤倉良 (2015)増大するアジア地域の電力、水の需要と大型ダムプロ
ジェクト、人間環境論集、第15巻第2号、pp.157-170

【成績評価の方法と基準】
　毎回の小テストの提出をもって出席とします。評価は小テスト
30％、期末試験70％です。

【学生の意見等からの気づき】
　図を多く使用して、わかりやすい講義を行うこととします。

【学生が準備すべき機器他】
　特にありません。

【実務経験のある教員による授業】
　担当教員は環境庁（現環境省）在職時に生物多様性条約の策定過
程に関わりました。その経験等を踏まえて講義を進めます。

【Outline (in English)】
This course includes an explanation of the importance of
resources, freshwater, energy, soil, phosphorus, nitrogen,
genetic resources, base metals and rare earths. Students will
acquire basic knowledge about the importance of resources,
the scientific nature of resources, and the prospects for their
use. Major topics include freshwater, energy, soil, phosphorus,
nitrogen, genetic resources, and minerals. Your study time will
be more than four hours for a class. A simple quiz will be
given each time, and attendance will be taken when the quiz
is submitted. Grading will be based on a quiz (30%) and a final
exam (70%).
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ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境管理論Ⅰ

大野　香代

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金5/Fri.5
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,サ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ア〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年、PFAS（ペルフルオロアルキル化合物）に代表される残留性
有機化合物やマイクロプラスチックによる水質汚染が国際的に注目
されている。気候変動による豪雨や淡水の枯渇により利用できる水
が減少しており、水危機の時代ともいわれている。人間は水が無い
と生きていけないが、我々が日々安全で安心な水を利用するために
は水源である河川や地下水を汚染しないことが重要である。日本は
1960年代に水俣病に代表されるような甚大な産業公害を経験し、現
在は水質保全のための法律が整備され、工場による法順守が徹底さ
れることで公害防止が行われている。本講座では水質保全のために
企業が行うべき水環境管理について学ぶ。具体的には、水質汚濁防
止に関する法律、水質汚染の現状と発生源、水質汚染機構と健康影
響、水の浄化技術と水質測定について学ぶ。

【到達目標】
水質汚濁防止に関連する法律や工場内における公害防止管理者の役
割について理解する。工場から排出される汚染物質の種類とその処
理方法について理解する。具体的には水質を管理するための指標と
なるＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ等の専門用語、凝集沈殿処理、活性汚泥
法等の水処理の基本的技術の概要を理解する。実社会で役立つ環境
技術と法令の実務スキルを養う。公害防止管理者国家試験の問題を
解く訓練を行い、授業終段階では、水質概論及び汚水処理特論の問
題を6割程度正解できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
毎回、講師の作成したパワーポイントの資料を使用して講義を行う。
公害防止管理技術だけでなく、近年の水質汚染の問題等にも触れ、2
回の課題によるディスカッション形式の講義を通じて、水質汚染に
対する問題意識をもって学べるよう工夫された講義となっている。
講義内で公害防止管理者国家試験の過去問題にも挑戦し、理解を確
かめる。
授業形態の詳細は学習支援システムでお知らせします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 公害の歴史と公害防

止管理者の役割　
日本の環境問題の変遷と公害防止
管理者法について学ぶ。

2 水質汚濁の発生源、
汚濁機構、環境影響

水質汚濁の発生源と富栄養化、赤
潮発生、生物濃縮、地下水汚染等
の環境影響について学ぶ。

3 水質汚濁に関連する
法律

環境基本法及び水質汚濁防止法に
ついて学ぶ。

44 第1回課題　発表
ディスカッション

グループ又は個人で最近の公害防
止違反事例を調べ、その原因対策
について考えまとめる。授業内で
発表し、ディスカッションを行う。

5 汚水処理を学ぶため
の基礎知識

BOD、COD等の用語定義を学び、
溶解度、酸とアルカリ、酸化還元、
化学反応、錯体とキレート等の化
学の基礎を復習する。

6 汚水処理１　排水処
理計画、沈降分離　
　

工場における水利用の考え方につ
いて学ぶ、排水の基本処理である
沈殿分離にすいて理解する。

7 汚水処理2　凝集分
離と浮上分離　

凝集分離及び浮上分離の原理と装
置構成を学ぶ。

8 汚水処理3　ろ過分
離、化学処理

砂ろ過の機構、中和、酸化還元、
活性炭吸着等の各種物理・化学処
理につついて学ぶ。

9 汚水処理4　生物処
理法（活性汚泥法）

生物処理法の概要、活性汚泥法の
原理や装置について学ぶ。　

10 汚水処理5　生物処
理法（嫌気処理法）

嫌気処理法の原理や装置について
学ぶ。

11 汚水処理6　窒素及
びりんの処理、汚泥
の脱水

生物処理による脱硝脱窒方法およ
びりん除去技術、汚泥の脱水技術
について学ぶ。

12 課題２回　発表ディ
スカッション

グループ又は個人で国内外の水質
汚染問題を調査し、その原因と課
題についてまとめる、授業内で発
表する。

13 水質測定 BOD及びCOD等の水質測定につ
いて学ぶ。

14 期末テスト 本講座で学んだ、法律および排水
処理、水質測定に関連する問題に
関する理解度を確認するテストを
行う。試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。講義で
配布するパワーポイントを講義前に学習支援システムにアップする
ので、ダウンロードして予習する。「新・公害防止技術と法規（水質
編）」のテキストで講義に関連する箇所を予習、復習する。

【テキスト（教科書）】
基本的に講義毎にパワーポイントの資料を配布する。

【参考書】
新・公害防止の技術と法規（水質編）　（一社）産業環境管理協会
　出版

【成績評価の方法と基準】
2回の課題を実施し提出する。課題は最高20点満点/1回とし、2回
提出なので、最高40点とする。期末テストは最高60点とする。課
題と期末テストの合計で成績を評価する。

【学生の意見等からの気づき】
排水処理技術は化学式や計算が多く出てくるため、ゼロベースの学
生にも分かりやすく、基礎から教えるよう心掛ける。講義内で化学
の基礎知識についても適宜、復習する。文系の学生にも興味を持っ
てもらえるよう、近年の水質汚染が社会に与える影響なども交えて
講義を行う。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
講師は中国及びタイ、カンボジア、ミャンマー、カンボジア等の東南
アジアにおいて、公害防止管理者制度及び公害防止技術の移転事業
に18年携わっており、さらに、水質測定の日本産業標準規格（JIS）
及びISO（国際標準化機構）におて水質測定関連の規格開発を長年
行っている。これらの経験を活かし、学生には、国内だけでなく、国
際的視点で水質汚濁問題をとらえるような講義を行う。関連資格は
公害防止管理者資格（水質）、関連する科目は環境法規、環境ビジネ
スなどである。
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【Outline (in English)】
In recent years, water pollution by persistent organic com-
pounds represented such as PFAS (perfluoroalkyl compounds)
and microplastics has attracted international attention. Heavy
rainfall and the depletion of fresh water due to climate change
have reduced the amount of available water, and we are said to
be in an era of water crisis. Humans cannot live without water,
but in order for us to use safe and secure water on a daily basis,
it is important not to pollute rivers and groundwater, which are
the sources of water. Japan experienced enormous industrial
pollution in the 1960s, as exemplified by Minamata disease,
and now laws have been established to protect water quality,
and pollution is being prevented through thorough compliance
with the law by factories. In this course, students learn
about water environment management that companies should
implement to protect water quality. Specifically, students
learn about laws related to water pollution control, the
current status and sources of water pollution, water pollution
mechanisms and health effects, water purification techniques,
and water quality measurement.
The evaluation for this course is as follows: Students should
perform 2 kinds of report assignments. Submission of the
assignment can be worth a maximum of 20 points per
assignment. If they submit the assignment reports twice, they
will be worth a maximum of 40 points. The final exam is worth
a maximum of 60 points. The grade will be based on the sum
of the assignments and the final exam.
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ENV300HA（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境管理論Ⅱ

大野　香代

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：環ｺｱ：経,サ
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境管理論Ⅱでは、企業の生産活動により排出される大気汚染物質
を抑制、
管理するための関連法令や技術について学びます。国際的に脱炭素
社会への変換が進む中、企業のESG（環境、社会、ガバナンス）へ
の取組が益々重要視されてきています。企業は大気、水質、土壌の
汚染防止、騒音振動防止、廃棄物管理等の公害防止に加え、二酸化
炭素等の温暖化物質の排出削減に向け、様々な取組を行う必要に迫
られています。
　本講義では、大気汚染問題の原因や課題について、地球温暖化問
題からPM2.5汚染まで幅広い内容を学びます。大気関連の法律体系
や行政施策及び、硫黄酸化物やばいじん等の発生源やその処理技術、
測定方法についての科学的な事柄等、企業における環境管理の基礎
的知識を学びます。
公害防止管理者国家資格（大気）の取得を目指す学生にとっても基
礎となる知識を取得することができます。

【到達目標】
近年の国内外の大気汚染問題について、その原因、対策、課題につ
いて理解する。環境基本法、大気汚染防止法等の大気関連の規制及
び国の政策について知る。大気汚染物を発生する各種生産活動、大
気汚染物物質の処理方法及び測定方法につて理解する。企業におけ
る環境管理の活動について自ら調べ、各産業における課題と対策に
ついて考える。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
毎週、シラバスに記載されているテーマに関する資料を配布し、講
義を行う。2回程度課題を出すので、数名のグループでディスカッ
ションを行い、レポートにまとめ、授業内で発表する。大学の行動
方針レベルの変更に応じた授業形態の詳細は学習支援システムで知
らせる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 大気汚染の歴史と公

害防止対策
日本の公害問題の歴史ついて学ぶ。
企業の公害防止組織について学ぶ。

第2回 近年の大気環境問題
（その１）

気候変動への国際的な取組やその
他の大気環境問題について学ぶ。

第3回 近年の大気環境問題
（その２）

国内の大気の状況について、環境
基準の達成率やPM2.5及び光化学
オキシダント生成、水銀排出等の
問題について学ぶ。

第4回 大気保全のための各
種法律

大気に関する各種法律の概要（環
境基準、排出基準等）を学ぶ。ま
た、近年の日本の大気環境状況に
ついて学ぶ。

第5回 大気汚染の発生源及
び発生メカニズム

大気汚染物質を発生する産業活動、
大気汚染物質の種類と発生メカニ
ズム。

第6回 アクティブラーニ
ング
課題１

各業種における大気環境保全のた
めの活動を調査し、その特徴をま
とめる。SDGｓの17のゴールと
の関連についても考察する。

第7回 燃焼管理技術 燃料の種類や燃焼計算について学
ぶ。効率的な燃焼管理及び熱回収
等の省エネ技術について学ぶ。

第8回 硫黄酸化物の処理技
術

排ガス中の硫黄酸化物の排出低減
及び処理技術について学ぶ。

第9回 窒素酸化物の処理技
術

排ガス中の窒素酸化物及びその他
の有害物質の排出低減及び処理技
術について学ぶ。

第10回 集じん技術 排ガス中のばいじんや粉じんの除
去技術について学ぶ。

第11回 アクティブラーニ
ング
課題２

企業の環境管理に関連する課題を
出すので、それについて調査し、
考察する。

第12回 大気のモニタリング
技術と排ガス測定技
術

大気の常時監視モニタリングの方
法及び排ガスの測定方法について
学ぶ。

第13回 排ガスの大気拡散 大気汚染物質の大気拡散について
学ぶ。工場近隣への大気汚染物質
の影響を知るための拡散モデルに
ついて学ぶ。

第14回 期末テスト 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習は事前に配布された資料を読み、分からない用語
等は事前に調べ勉強する。復習は講義で勉強した内容を講義資料を
中心に復習し、分からなかった部分については、インターネットや関
連文献を調査し、理解するようにする。さらに、興味のもったテー
マについて、自分なりに調べ、より深く理解するように努める。本
授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
新・公害防止の技術と法規　（大気編）の講義に関連するところを
読んで学習する。授業の準備学習・復習時間は各2時間とする。

【参考書】
新・公害防止の技術と法規　（大気編）　発行所　（一社）産業環
境管理協会

【成績評価の方法と基準】
レポート2回の評価　各２０ (%)×２　期末テスト６０（％）

【学生の意見等からの気づき】
化学式や数式が出てくると、難しく感じるとの意見が多いので、排
ガス処理技術等の説明では、なるべく数式を使用せず、図を多用し
て視覚的、直観的に原理が理解できるよう、工夫することとする。

【学生が準備すべき機器他】
授業内で配布した資料　

【その他の重要事項】
担当教員はアジア諸国への公害防止管理のための技術及び法制度支
援を10年以上行っている。また、水質や大気質の計測、環境マネジ
メント、環境ファイナンス、気候変動緩和・適応に関する国際標準規
格（ISO）の国際エキスパートとして、規格策定を行っている。こ
れらの実務経験を活かし、本講義では大気汚染に係る国内外の環境
問題の最新動向を講義に織り交ぜることで、将来、企業において自
ら考え、環境に配慮した経済活動が行えるような人材を育成する。

【関連の深いコース】
サステイナブル経済・経営コース、環境サイエンスコース

【Outline (in English)】
Course outline：
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Environmental Management II, students learn about the
relevant laws and regulations and technologies to manage the
air pollutants emitted by corporate production activities.The
transformation to a decarbonized society is accelerating. In
this situation, ESG (Environmental, Social and Governance)
initiatives of corporation are becoming more and more
important. In addition to conventional pollution prevention
measures such as air, water, and soil pollution control, noise
and vibration control, and waste management, companies
are now faced with the need to take various measures to
reduce emissions of carbon dioxide and other global warming
substances.
　 In this lecture, we will learn about the causes and issues
of air pollution problems, ranging from global warming to
PM2.5 pollution. In addition, students learn about the legal
system and administrative measures related to air quality, as
well as the sources of sulfur oxides and soot and dust, and
scientific matters related to their treatment technologies and
measurement methods.
Students aiming to obtain the national qualification for
pollution Control manager (Air) can acquire basic knowledge.
Learning Objectives：
-To understand the causes, countermeasures, and issues
regarding recent air pollution problems in Japan and abroad.
-To understand the Basic Environment Law, Air Pollution
Control Law, and other air-related regulations and national
policies.
-To understand the various production activities that generate
air pollutants, and the treatment and measurement methods
of air pollutants.
-To investigate the environmental management activities of
companies and to think about the issues and measures in each
industry.
Learning activities outside of classroom：
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy：
Each Report：　20(%) × 2 times
Term-end examination: 60 (%)　
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SEE300HA（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology
300）

環境教育論

野田　恵

配当年次／単位：1～4年／2単位
開講セメスター：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：土2/Sat.2

その他属性：〈他〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このコースでは、環境教育とESD(持続可能な開発のための教育）に
ついて学び、持続可能な社会の実現において教育が果たす役割を理
解することを目的とします。また、環境教育の具体的実践例や歴史
について学びながら、持続可能な社会のために何が必要なのか、自
分自身の考えを深めていきましょう。

【到達目標】
環境教育の目的やねらい、歴史的経緯、環境教育で扱われるテーマ
や主要な概念、教育方法について理解し、説明ができる。環境教育
の現状や課題、可能性などについて複合的な視点をもち、自分なり
の考えを持てるようになる。
また、環境教育実践へつながる関心や意欲をはぐくみ、自分なりに
プログラムや教材を考える視点や基礎を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
人間環境学部のディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
環境教育の理論的基礎やさまざまな環境教育実践について学ぶ。授
業では、講義および対話型・参加型の手法を用いる。毎回のテーマ
に即した資料を読み自主学習を行う。リアクションペーパーや提出
された課題に対しては、代表的なものをいくつか授業内で取り上げ
コメントすることでフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本講義のねらい・進め方、成績評

価方法などについての説明および
授業の導入を行う。

第2回 環境教育の基礎 環境教育の目的や範囲、世界の環
境教育の歴史など基本的な内容に
ついて講義を行います。

第3回 環境教育と持続可能
な開発

持続可能な開発のための教育・Ｅ
ＳＤについて扱います。

第4回 地域に根差した環境
教育・ＥＳＤの事例

優れた環境教育ＥＳＤの実践事例
を紹介します。ゲストスピークの
可能性あり（調整中）。

第5回 （ゲストスピーク）地
域に根差した環境活
動与論島の事例から

地域に根差した環境活動をしてい
る事例について、ゲストの方から
お話を聞きます。

第6回 中間まとめ 講義とグループディスカッション
第7回 学校における環境教

育・ＥＳＤ
日本の学校における環境教育につ
いて皆さんの経験を踏まえながら
意義と課題を考えましょう。

第8回 ワークショップ―公
害と教育

ワークショップ形式で公害と教育
について学びます。

第9回 公害と教育（解説）　 公害問題について講義を行い、公
害教育と教育の果たす役割などさ
らに考察します。

第10回 気候変動と子どもの
権利

2023年8月に国連子どもの権利委
員会より出された「子どもの権利
と環境」について、紹介します。

第11回 自然とかかわる環境
教育の意義

自然とかかわる環境教育の意義を
多面的に検討します。ワーク
ショップの可能性あり。

第12回 施設見学 ＪＩＣＡ地球広場の見学を予定し
ています。

第13回 これからの環境教育
を考えよう

環境教育の可能性と課題について
ディスカッション。これからの環
境教育プログラムを作成する

第14回 まとめ 各自が取り組んだ採取課題を発表。
授業の内容や学びを振り返り、ま
とめにかえます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で紹介される資料等を使用して必ず予習・復習をすること。
参考文献や配布する資料などを読み課題に取り組む。
環境教育施設を訪問したり、環境教育プログラムに実際に参加して、
授業時間外にも積極的に学びを深めることが望ましい。本授業の準
備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義ごとに紹介する。参考資料を授業支援システムを通じて配布
する。

【参考書】
『環境教育』日本環境教育学会編、教育出版
『環境教育学－社会的公正と存在の豊かさを求めて－』井上有一・今
村光彦編
『持続可能性の教育－新たなビジョンへ－』佐藤学ほか編著、教育
出版
『奇跡のむらの物語』、辻英之著、農文協
『知る・わかる・伝えるSDGs I』、阿部治・野田恵編著、学文社
『知る・わかる・伝えるSDGsⅡ』阿部治、二ノ宮リムさち編著、学
文社
『知る・わかる・伝えるSDGsⅢ』阿部治、岩本泰編著、学文社

【成績評価の方法と基準】
Ⅰ．平常点（学習状況（コメントペーパーおよび小テスト）、グループ
ワークやワークショップの参加、授業態度を総合的に評価）　50％
Ⅱ．中間レポートとディスカッション　第5回までの内容を踏まえ
て1000文字程度の中間レポート内容と第6回のグループディスカッ
ションの参加で評価　25％
Ⅲ．最終課題　「これからの環境教育を考える」25％
・授業内容を踏まえて環境教育とは何か、課題と意義・可能性につ
いて論じる
・それを踏まえて、理想的な環境教育の在り方・プログラムなどを
考案する
・授業内で発表（人数に応じてグループで発表）
・提出課題の内容と第14回の授業内発表で総合的に評価。　
詳細はガイダンスおよび授業内で指示します。

【学生の意見等からの気づき】
対面形式の授業では、参加型・グループワークの機会を増やす予定
です。積極的に参加してください。講義型の授業はオンライン形式
で行います。

【学生が準備すべき機器他】
初回から授業支援システムにアクセスできるように準備しておいて
ください。
資料は、hoppi経由で配布します。

【その他の重要事項】
受講生の要望や理解度をふまえて、授業計画や内容は変更すること
がありますので予めご了承ください。成績評価や課題について説明
しますので、受講を希望する方は、第1回目の授業（ガイダンス）に
必ず出席してください。
成績に関係する課題を発表する時間を授業内で取りますが、発表の
形式は受講人数などを鑑みて決定します。

【Outline (in English)】
【Course outline】 This course deals with the Environmental
Education, and Education for Sustainable Development(ESD).
you will learn about environmental education and ESD,
understand the role of education for a sustainable society, and
further deepen our own thoughts.
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【Learning Objectives】　At the end of the course, students are
expected to explain the role and examples of Environmental
Education and ESD.
【Learning activities outside of classroom Before/after】each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content.
【Policies】 Final grade will be calculated according to the
following Mid-term report (25%), term-end report (25%), and
in-class contribution and quiz(50%).
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

発達・教育キャリア入門Ａ 基幹科目

遠藤　野ゆり

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：火4/Tue.4 ｜ 配当年次：1～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
発達・教育に関する基礎的な知識の習得と、それらの問題をどのよ
うな観点で切り取るかという視点の獲得とを目指します。私たちは
多くの場合「自分の考え方は当然のことだ」「みんなそう考えてい
る」「あたりまえだ」と思いこんでいます。つまり、自分の「あたり
まえ」の枠組みの中でしかものごとを捉えられません。けれどその
ままでは、自分の考えを押しつける浅い教育論しか展開できなくな
ります。自分の枠組みがどのようなものなのかを知り乗り越えてい
く方法を考えます。

【到達目標】
発達・教育に関する10のトピックをめぐる基礎的な知識を身につ
ける。
自分がいかに普段「あたりまえの枠組み」の中で考えているかを理
解し、そのルーツを探る。
自分の「あたりまえの枠組み」を超えるための視点を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は原則を対面としつつ、対面での授業に参加できない学生には、
6回まで、オンラインでの参加を認めます。
本授業では10の教育問題（トピック）を取り上げます。各自教科書
の第1節にある基礎的な知識を予習したうえで授業に臨んでくださ
い。毎時間、基礎知識の習得率を図る小テストを実施します。授業
では、あたりまえの枠組みを乗り越える観点を提示し、予習してき
た知識の捉え直しを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の進め方、課題の設定、テキ

スト、オンライン受講の方法等に
ついて説明する。授業実施の詳細
（オンラインへのアクセスの仕方な
ど）はHoppiiに記載する。

2 枠組みとしてのあた
りまえ
テキスト序章

「あたりまえ」を疑うとはどういう
ことか。「みんな」という言葉で表
わされることの内実を考える。

3 家族の形
テキスト第1章

正しいデータに照らして家族の問
題を捉える。

4 家庭教育
テキスト第2章

教育が家庭でなされるようになっ
た歴史的経緯を理解し、家計と学
力など家庭教育を制約する要因に
ついて学ぶ。

5 児童虐待
テキスト第3章

虐待された経験は子どもにどのよ
うな影響を与えるのかを学ぶ。
虐待された子どもへの心理的影響
や、発生要因、親の抱える孤独に
ついて考える。虐待する親の思い
を学ぶ。「虐待する親はひどい」と
いう常識的見方を超えて、虐待の
発生過程を学ぶ。

6 つながり孤独
テキスト第4章

若者のSNSの問題を考え、人間関
係とは何かを捉えなおす

7 いじめ
テキスト第5章

悪いこととわかっていてもなぜい
じめは生じるのか、雰囲気による
他者理解の観点から考える。"

8 恋愛
テキスト第6章

恋愛について、近年の傾向を学び、
成長における意味を考える。

9 カウンセリング
テキスト第7章

相手の話を聞き内なる声を聞くと
いう営みの奥深さを知る。

10 不登校
テキスト第8章

語ることで自分自身のあり方を作
り上げていくという成長を考える。

11 発達障害
テキスト第9章

人によって見えている世界は全く
違う、ということを知る。

12 キャリア教育
テキスト第10章

おとなになることとは与えられる
側から与える側になること。可能
性の中から選択すること、その選
択に責任をとることという観点か
らキャリア形成の必要性を考える。

13 「あたりまえ」を支え
るもの
テキスト終章

多様な観点から「あたりまえ」を
疑ったとしても私たちの世界が確
かさを失わないということについ
て学ぶ

14 授業全体のふりかえ
り・評価

本講義を通して何を考えてきたの
かを再検討し、学んだ内容の確認、
今後の課題の設定を行う。また習
得状況の確認を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストはすべて1章が3節構成になっています。各章の第1節には
その単元を学ぶ上での基礎知識がすべて書かれています。授業の時
間上、基礎知識は予習課題とし、毎週テストを実施します。予習して
臨むこと。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
遠藤野ゆり・大塚類（2020）『さらにあたりまえを疑え！ 　臨床教
育学２』新曜社

【参考書】
適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題50％、期末レポート50％（受講生の状況に合わせて変
更する可能性があります。変更は必ず事前に学習支援システムを通
じて受講生にお知らせします。）

【学生の意見等からの気づき】
オンラインで参加した場合に音声が聞き取りにくいとのことでした
ので、マイクの使用など、音声システムを工夫するようにします。た
だし、対面授業を原則としており、オンラインで受講した場合の音
質等には一定の限界があることを了解してください。

【学生が準備すべき機器他】
授業内でにログインしてもらいクリックアンケートなどを実施する
ことがあります。できるだけ、スマートフォンやPCなどの機器を
持参してください（事前に連絡します）
原則対面の授業ですが、半数まで、オンラインでも受講可能としま
す。その場合にオンライン環境は学生さん自身で整えてください。

【その他の重要事項】
受講生の興味関心に応じて内容の調整をすることがあります。

【Outline (in English)】
Outline and objectives ： We aim to acquire fundamental
knowledge on the issue of developmental and educational field
and to acquire a viewpoint on how to cut out those problems.
In many cases, we think that "my way of thinking is natural",
"everyone thinks so", "it is natural". In other words, we can
catch things only within our "obvious" framework. However,
as it is, only the shallow educational theory which imposes his
thought can be developed. I will think about ways to know and
overcome what your framework is like.
Goal: The goal is to acquire basic knowledge about 10 topics
related to development and education and, also, to understand
how they usually think within the "natural framework" and
explore their roots.

— 679 —



SDGs　発行日：2024/5/1

Methods:　This class will cover 10 educational issues (topics).
Students are required to prepare for the basic knowledge
in Section 1 of each textbook before attending the class.
Every class a quiz to measure the acquisition rate of basic
knowledge is held. In the class, a viewpoint that overcomes
the natural framework and reconsider the knowledge that we
have prepared is showed.
Work to be done outside of class (preparation, etc.) :all textbook
chapters are composed of three chapters. Section 1 of each
chapter contains all the basic knowledge for learning that unit.
Due to class time, basic knowledge is a preparatory task and a
weekly test is conducted. The standard preparatory study and
review time for this class is 2 hours each.
Grading criteria: 50%=quiz in each class, 50 %=term-end
exam. (The grading criteria way may be changed according
to the student’s request)
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

発達・教育キャリア入門Ｃ（生
涯学習入門Ⅰ） 基幹科目

久井　英輔

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：火3/Tue.3 ｜ 配当年次：1～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
(授業の概要)
生涯学習、社会教育に関する事項についての基本的な内容を解説する。
(授業の目的・意義)
授業内容をとおして、学校教育に留まらない学びが社会の至る所で展
開していることを深く理解し、教育や学習をとらえる視野を広げる。

【到達目標】
生涯学習の理念、社会教育に関する様々な概念、制度、実際に行わ
れている事業・実践、社会教育の歴史、社会教育に類する海外の教
育活動（多様なノンフォーマル教育）の展開などについての基本的
な理解を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回とも、テーマに関する講義を行った上で、そのテーマにおける
重要な論点について各自のコメントシートの提出を求める。コメン
トシートで提示された重要な視点や質問については、次回授業にて
教員からリプライする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 「社会教育」「生涯学

習」とは何か？
社会教育の概念とそこに含まれる
多様な教育活動について、および、
包括的な概念・理念としての生涯
学習について解説する。

第2回 市町村は社会教育に
どう関わっている
か？

市町村レベルの社会教育行政で実
際に行われている事業の事例を挙
げながら、社会教育行政の特徴に
ついて解説する。

第3回 社会教育の学習テー
マはどうあるべき
か？

社会教育行政の事業を展開する上
で重要な概念である「必要課題」
「要求課題」とその具体例について
解説する。

第4回 学校以外にどのよう
な場で学べるか？

公民館、図書館、博物館など、社
会教育行政が運用する多様な施設
（社会教育施設）の基本的役割と実
態について解説する。

第5回 社会教育に関わる人
はどのように働いて
いるのか？

ゲストスピーカー（現役の社会教
育施設の職員）から、地域住民の
学びを支援する仕事の実際につい
て情報提供していただき、学生と
質疑応答を行う。

第6回 「成人式」はなぜ行わ
れているのか？

社会教育施設以外で展開される社
会教育行政事業について解説する。

第7回 民間企業はおとなの
学びにどう関わって
いるか？

カルチャーセンター、塾、スクー
ルビジネスなど、民間の社会教育
事業の歴史的展開と現状について
解説する。

第8回 なぜ人々は趣味を学
ぶのか？

ゲストスピーカー（シリアスホ
ビーの研究者）に、趣味の学びを
現代人がどのように意味づけてい
るのかについて情報提供いただき、
学生と質疑応答を行う。

第9回 子どもや若者は学校
以外にどこで学んで
いるか？

「子ども、若者対象」という観点か
ら、行政、民間の社会教育事業の
現在における動向を整理して解説
する。

第10回 学校教育と社会教育
はどう連携すべき
か？

学校教育と社会教育の連携、およ
び、学校と地域社会の連携に関す
る現在の動向について解説する。

第11回 社会教育という概念
はどのように成立し
たか？

日本における近代以降（第二次世
界大戦まで）の社会教育の歴史的
展開について、社会教育行政の事
業を中心に解説する。

第12回 戦後、社会教育はど
のように変化してき
たか？

日本における第二次世界大戦以降
の社会教育の歴史的展開について、
社会教育行政の事業を中心に解説
する。

第13回 社会教育は国によっ
てどのように違うの
か？

社会教育を国際比較的に検討する
際に必要な視点、及び、日本におい
て頻繁に参照される海外の社会教
育的な取り組みについて解説する。

第14回 授業の振り返り 前回までの議論について、各受講
者から自由に提示された論点を基
に検討し、授業内容全体について
の理解を深める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・準備学習は特に必要ない。
・各回の授業後、授業内で提示した参考文献の関連箇所を読むこと。
・期末レポートの執筆において、各回の授業内容を十分に復習する
こと。
・本授業の復習時間は4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。

【参考書】
香川正弘他編『よくわかる生涯学習（改訂版）』ミネルヴァ書房、
2016年
松岡広路、松橋義樹、鈴木眞理編『社会教育の基礎』学文社、2015年

【成績評価の方法と基準】
毎回のコメントシート　60％
期末レポート　40％

【学生の意見等からの気づき】
各回に提出してもらうコメント（リアクションペーパー）について
は、これまで授業日の深夜までに学習支援システムで提出としてい
たが、授業内で完結するほうが望ましいという学生の声があり、ま
た欠席者がその回のコメントを提出してしまうという例も見られた。
そのため、2024年度は基本的に、紙媒体でのコメント提出を授業時
間内で求めることとしたい。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
本科目は、社会教育主事講習等規程第11条に規定された「生涯学習
概論」に該当する。社会教育主事基礎資格取得、社会教育士（養成
課程）の称号取得のための必修科目である。また、図書館司書資格、
博物館学芸員資格取得のための必修科目でもある。

【Outline (in English)】
(Outline)
This course provides students with basic knowledge on lifelong
learning and social education. This course aims to deepen
students’ understanding on various types of learning activities
outside of schools, and to widen students’ perspective on
education and learning.
(Learning Objectives)
The goal of this course is to help students to understand basic
knowledge on lifelong learning and social education in order to
involve in and make useful suggestions to learning activities in
social education.
(Learning Activities Outside of Classroom)
Students will be expected to read document of lecture again
after each class meeting. Your study time will be more than
four hours for a class.
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(Grading Criteria /Policy)
Final grade will be calculated according to the following
process: Comment for every class (60%), final report (40%).
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

発達・教育キャリア入門Ｃ（生
涯学習入門Ⅰ） 基幹科目

朝岡　幸彦

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：月4/Mon.4 ｜ 配当年次：1～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生涯学習は義務教育学校が成立するよりもはるかに前から、生活の
場で仕事を通じて行われてきた営みである。発達・教育キャリア入
門Ｃ (生涯学習入門 I)では、主に生涯学習論の展開を通じて生涯学
習・社会教育の本質と意義について学び、生涯学習に関する制度的
な発展と家庭教育・学校教育・社会教育についての基礎的な理解を
深める。

【到達目標】
生涯学習及び社会教育の本質と意義を理解し、生涯学習に関する制
度・行政・施策、家庭教育・学校教育・社会教育等との関連、専門
職員の役割、学習活動への支援等についての理解に関する基礎的能
力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
学習支援システムを使用し、原則として毎時間何らかの課題提出を
求める。また、毎時間グループワークもしくは質疑応答を求めるた
め、2/3以上の出席を前提とする。期末テスト及び期末レポートは課
さない。毎時間の提出課題はフィードバックとして原則的に次の時
間に共有し、優れたものを授業内で紹介して講評や解説を行うこと
がある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 生涯学習社会に生き

ることの意味
「知識基盤社会」と呼ばれる現代に
おいて、社会教育・生涯学習は何
を期待されているのか、私たちが
「生きる」ための学習の意味につい
て考える。

第2回 社会教育・生涯学習
の関連法令と条約①

教育基本法及び教育勅語などの教
育基本法令の原理について学ぶ。

第3回 社会教育・生涯学習
の関連法令と条約②

教育無償化論の理解を通して、社
会教育施設（図書館・公民館など）
の無償制原則について理解する。

第4回 社会教育・生涯学習
の関連法令と条約③

社会教育法等の解釈を通じて、戦
後社会教育法制と制度の特徴を理
解する。

第5回 社会教育・生涯学習
の関連法令と条約④

社会教育法に関わる訴訟の論点を
通して、学習権と「表現の自由」
について理解する。

第6回 社会教育・生涯学習
の関連法令と条約⑤

社会教育・生涯学習に関する基本
法令及び重要関連法令について、
公民館を中心に理解する。

第7回 社会教育・生涯学習
の関連法令と条約⑥

公共図書館の基本理念と図書館政
策・提言、図書館経営のアウト
ソーシングや学校図書館・NPO図
書館、読書ボランティア活動とと
もに、博物館の理念と制度、その
多様な形について考える。

第8回 社会教育・生涯学習
の理念と思想

社会教育における四つのテーゼの
特徴の理解を通して、戦後社会教
育の理念の発展を学ぶ。

第9回 社会教育・生涯学習
の政策と制度①

教育委員会制度の特徴を通して、
社会教育・生涯学習を支える仕組
みについて理解する。

第10回 社会教育・生涯学習
の政策と制度②

学校と社会教育施設の関係を通し
て、社会教育・生涯学習の行財政
の特徴について学ぶ。

第11回 社会教育・生涯学習
の政策と制度③

長野県飯田市を事例に、自治体に
おける社会教育・生涯学習の課題
と可能性を学ぶ。

第12回 社会教育・生涯学習
の政策と制度④

長野県飯田市及び伊那地方を事例
に、自治体における社会教育・生
涯学習の特徴と課題を学ぶ。

第13回 社会教育・生涯学習
の課題と可能性

SDGs及びESDの時代における社
会教育・生涯学習の課題と可能性
を考える。

第14回 ふりかえり 授業を通して学んだことを振り返
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時ごとの簡単なレポート（ワークシートを含む）を作成する。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
二ノ宮リムさち・朝岡幸彦編著『社会教育・生涯学習入門』人言洞、
2023年（ISBN978-4-910917-03-0）

【参考書】
社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック第9版』
エイデル研究所　2017年

【成績評価の方法と基準】
テキストを中心に課題レポート（ワークシートを含む）80％
平常点20％

【学生の意見等からの気づき】
原則として、資料等を学習支援システムに掲示します。

【学生が準備すべき機器他】
基本的な情報等は「学習支援システム」で確認しなさい。

【その他の重要事項】
社会教育主事養成課程等法定科目。

【その他】
授業時ごとの課題作成に取り組むこと。

【Outline (in English)】
Lifelong learning has been carried on through our work in life,
which has existed long before school education has started. In
this class, participants will learn the essence and significance
of lifelong learning and social education. Also, we will learn the
institutional development of lifelong learning and will deepen
understanding of basics in home education, school education
and social education.
By the end of the course, students should be able to do the
followings: understanding of basics in home education, school
education and social education.
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter from the text. Students will be
expected to have completed the required assignments after
each class meeting. Your study time will be more than four
hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Short reports : 80%、in class contribution: 20%.
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）
発達・教育キャリア入門Ｄ（生
涯学習入門Ⅱ）【2021年度以前
入学者用】

基幹科目

久井　英輔

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：1～4年
備考（履修条件等）：2021年度以前入学者は学部専門科目として履
修可能。2022年度以降入学者がこの科目を履修する場合、卒業所
要単位外として、教職・資格科目（市ヶ谷）のシラバスに記載さ
れている授業コードで履修してください。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【授業の概要】
生涯学習、社会教育に関する事項について、基本的な文献の講読、学
生による発表と討論をふまえて検討する。
【授業の目的】
学生が生涯学習、社会教育の実践に関わり、提言できるよう、その
基礎的な事項について深く理解できるようにする。

【到達目標】
生涯学習の理念、社会教育に関する制度、実際に行われている各種
の事業・実践について、それらを論じる際に不可欠な視点、また現
実に課題となっている点を把握する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
最初の数回は、生涯学習、社会教育に関する基本的知識・視点を講
義形式で復習する。その後、受講生の各グループが、授業1回分の講
読文献の発表を担当し、各回とも、その発表をふまえたディスカッ
ションを中心に進める。授業終了時に、各回の文献で示された論点
について各自のコメントシートの提出を求める。コメントシートで
提示された重要な視点や質問については、次回授業にて教員からリ
プライする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 社会教育・生涯学習

における基本事項①
授業全体の進め方について説明し
た上で、教育・受講者間で社会教
育・生涯学習に関する問題関心を
共有する。

第2回 社会教育・生涯学習
における基本事項②

文献講読の前提となる基本知識、
特に社会教育の実践・制度に関わ
る基本的事項を概観する。

第3回 社会教育・生涯学習
における基本事項③

文献講読の前提となる基礎知識、
特に社会教育の歴史、生涯学習の
理念、学習者支援や学習関心・行
動の理論に関わる基本的事項を概
観する。

第4回 高齢者と社会教育① 文献講読及び討論を通じて、高齢
者が対象となる社会教育事業を論
じる上で重要な観点について理解
を深める。

第5回 高齢者と社会教育② 文献講読及び討論を通じて、高齢
者が対象となる社会教育事業にお
いて現実に課題となっている点に
ついて理解を深める。

第6回 子ども・若者と社会
教育①

文献講読及び討論を通じて、子ど
も・若者が対象となる社会教育事
業を論じる上で重要な観点につい
て理解を深める。

第7回 子ども・若者と社会
教育②

文献講読及び討論を通じて、子ど
も・若者対象の社会教育で現実に
課題となっている点について理解
を深める。

第8回 家庭教育支援と社会
教育①

文献講読及び討論を通じて、家庭
教育支援事業を論じる上で重要な
観点について理解を深める。

第9回 家庭教育支援と社会
教育②

文献講読及び討論を通じて、家庭
教育支援事業において現実に課題
となっている点について理解を深
める。

第10回 職業・労働と社会教
育①

文献講読及び討論を通じて、職
業・労働と社会教育の関連を論じ
る上で重要な観点について理解を
深める。

第11回 職業・労働と社会教
育②

文献講読及び討論を通じて、職
業・労働と社会教育の関連におい
て現実に課題となっている点につ
いて理解を深める。

第12回 学校教育と社会教育
①

文献講読及び討論を通じて、学校
教育と社会教育の関連を論じる上
で重要な観点について理解を深め
る。

第13回 学校教育と社会教育
②

文献講読及び討論を通じて、学校
教育と社会教育の関連において現
実に課題となっている点について
理解を深める。

第14回 授業の振り返り 前回までの発表とディスカッショ
ンについて、各グループでの議論
をふまえて論点を提示してもらい、
授業内容全体についての理解を深
める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各回の文献講読、（発表担当の場合）文献の要約とコメントが、予
習として必要である。
・各回の授業後、文献および発表レジュメを読み直すこと。また、前
回の授業のコメントシートに書かれた内容については、教員が適宜
授業内で抜粋して配布し、リプライするので、そこで配布された自
分以外のコメントについても目を通しておくこと
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間以上を標準とする。

【テキスト（教科書）】
講読文献は多岐にわたるため、授業内で紹介する。なお講読文献は
基本的にPDFファイル化して、受講者に配布する。

【参考書】
香川正弘他編『よくわかる生涯学習（改訂版）』ミネルヴァ書房、
2016年
松岡広路、松橋義樹、鈴木眞理編『社会教育の基礎（シリーズ　転
形期の社会教育1）』学文社、2015年

【成績評価の方法と基準】
グループでの文献発表　20％
各回のコメントシート　50％
各回のディスカッションへの貢献度　30％

【学生の意見等からの気づき】
一部の講読文献について、2022年度よりもやや平易な内容のものに
改めたため、文献の内容を各学生が十分に理解した上での質疑応答
がよりできるようになった。一方、教員が求める（秋学期を通して
の）発言回数以上に発言しない受講者が多いため、学生がより発言
しやすくなる工夫を検討していく必要がある。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
本科目は、社会教育主事講習等規程第11条に規定された「生涯学習
概論」に該当する。社会教育主事基礎資格取得、社会教育士（養成
課程）の称号取得のための必修科目である。また、図書館司書課程、
博物館学芸員課程の必修科目でもある。
また、キャリアデザイン学部（ただし2021年度以前入学生のみ）の
基幹科目「発達・教育キャリア入門D」にも該当する。
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【Outline (in English)】
(Course Outline)
The aim of this course is to examine major issues on lifelong
learning and social education by text reading, presentation,
and discussion.
(Learning Objectives)
The goal of this course is to help students to understand basic
knowledge on lifelong learning and social education in order to
involve in and make useful suggestions to learning activities in
social education.
(Learning Activities Outside of Classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments before and after each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class.
(Grading Criteria /Policy)
Final grade will be calculated according to the following
process: Group presentation (20%), Comment for every class
(50%), contribution to discussion (30%).
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）
発達・教育キャリア入門Ｄ（生
涯学習入門Ⅱ）【2021年度以前
入学者用】

基幹科目

朝岡　幸彦

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：月4/Mon.4 ｜ 配当年次：1～4年
備考（履修条件等）：2021年度以前入学者は学部専門科目として履
修可能。2022年度以降入学者がこの科目を履修する場合、卒業所
要単位外として、教職・資格科目（市ヶ谷）のシラバスに記載さ
れている授業コードで履修してください。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生涯学習入門IIでは、主に日本における社会教育・生涯学習の歴史
的展開を踏まえて、具体的に実施されてきた学習の内容と方法・形
態について人間のライフサイクルや社会階層に応じた学習課題の展
開・方法・形態について理解を深め、社会教育・生涯学習論の深ま
りについて考察する。

【到達目標】
生涯学習及び社会教育の本質と意義を理解し、生涯学習に関する制
度・行政・施策、家庭教育・学校教育・社会教育等との関連、専門
職員の役割、学習活動への支援等についての理解に関する基礎的能
力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
学習支援システムを使用し、原則として毎時間何らかの課題提出を
求める。また、毎時間グループワークもしくは質疑応答を求めるた
め、2/3以上の出席を前提とする。期末テスト及び期末レポートは課
さない。毎時間の提出課題はフィードバックとして原則的に次の時
間に共有し、優れたものを授業内で紹介して公表や解説を行うこと
がある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人が「学ぶ」ことの

意味
ヒトから人へと進化・発達する歴
史と営みを、「学ぶ」という行為の
意味から考察する。

第2回 社会教育・生涯学習
の現代的課題

社会教育と生涯学習とESDの関係
を通して、現代的な課題について
考える。

第3回 戦後日本社会教育の
流れ①

戦後民主主義の形成期における社
会教育民主化政策の展開、公民館
の提唱と初期公民館活動の展開、
教育基本法・社会教育法の制定か
ら戦後社会教育理念の形成の特徴
を学ぶ。

第4回 戦後日本社会教育の
流れ②

社会教育政策の転換による高度経
済成長の準備過程を、青年学級振
興法の制定と社会教育法「大改正」
の流れを中心に学ぶ。

第5回 戦後日本社会教育の
流れ③

低成長時代の社会教育政策と自治
体の動向を踏まえて、「権利として
の社会教育」論の広がりについて
学ぶ。

第6回 戦後日本社会教育の
流れ④

21世紀戦略と生涯学習政策の動向
を踏まえて、1990年代の新たな社
会教育運動について学ぶ。

第7回 戦後日本社会教育の
流れ⑤

近年の教育政策の動向を踏まえて、
社会教育・生涯学習の課題と可能
性について考える。

第8回 社会教育・生涯学習
の実践①

日本の農業と近代化という視点か
ら農業・農民・食に関わる学習運
動について学ぶ。

第9回 社会教育・生涯学習
の実践②

公害教育を手がかりに環境問題に
関わる学習運動について学ぶ。

第10回 社会教育・生涯学習
の実践③

巻原発住民投票における住民の学
習を事例に地域づくり学習のあり
方を考える。

第11回 社会教育・生涯学習
の実践④

公民館における「地域づくり学習」
の事例をもとに、公民館と地域課
題との関係を考える。

第12回 社会教育・生涯学習
の実践⑤

公民館における講座やサークルの
活動を事例に、公民館の特徴と役
割を学ぶ。

第13回 社会教育・生涯学習
の過去から未来へ

戦後社会教育・生涯学習における
学習運動の地下水脈として、自由
民権運動や憲法起草運動の意味に
ついて考える。

第14回 ふりかえり 授業を通して学んだことを振り返
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの購読。
授業時ごとの簡単なレポート（ワークシートを含む）を作成する。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
二ノ宮リムさち・朝岡幸彦編著『社会教育・生涯学習入門』人言洞、
2023年（ISBN978-4-910917-03-0）

【参考書】
千野陽一監修、社会教育推進全国協議会編『現代日本の社会教育　
増補版』エイデル研究所　2015年

【成績評価の方法と基準】
テキストを中心に課題レポート（ワークシートを含む）80％
平常点20％

【学生の意見等からの気づき】
授業で紹介した資料はWeb上に添付します。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用するため、（できれば）携帯以外でのイン
ターネット接続環境を各自で確保していることが望ましい。

【その他の重要事項】
社会教育主事養成課程等法定科目。

【その他】
テキストと授業の教材を読むこと。

【Outline (in English)】
Introduction to Lifelong Learning II mainly focuses on the
historical development of social education and lifelong learning
in Japan. It examines the content, methods, and forms of
learning that have been specifically implemented, covering
topics that correspond to the human life cycle and social strata.
Through this course, we aim to deepen our understanding of
the development, methods, and forms of social education and
lifelong learning theory.
By the end of the course, students should be able to do the
followings: the expertness and extension of learning support.
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter from the text. Your required study
time is at least two hours for each class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Short reports : 80%、in class contribution: 20%.
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

発達・教育キャリア入門Ｄ
【2022年度以降入学者のみ】 基幹科目

寺崎　里水

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：1～4年
備考（履修条件等）：2022年度以降に入学者した学生のみ履修可能
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
教育や学校と社会構造の関係に着目して格差や不平等をとらえるた
めの基礎的な知識を学ぶ。
日本は学歴社会なのか、学校歴社会なのか。
社会階層とはなにか、どうやって把握できるのか。
社会階層間の格差が拡大しているというのは本当か。
教育機会や労働市場の地域間格差をどうやって捉えるのか。
東京都立高校の入学者定員が男女別に定められているのはなぜ「不
平等」なのか。
一方で、理系の大学で女子限定の推薦枠をつくることはどうして「不
平等」とされないのか。
そもそも「不平等」は社会政策的にどのように把握され、「問題」と
されてきたのか。
といったような事柄をアカデミックに考えるための入門科目である。
教育社会学の知識をベースとし、適宜、社会学や経済学の知見を紹
介する。

【到達目標】
①社会事象に対してどのように「問い」が立てられているのか、そ
の立場の違いを理解できる。
②他者と協働して行うグループワークを学びの機会として活用で
きる。
③適切な官公庁統計データを探し、利用することができる。
④よかれと思ってしていることが、意図せざる結果をうむ可能性が
あることを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
対面による講義とグループワークを用いる。内容の専門性が高いの
で、リアクションペーパーやミニ課題を通じて、理解度の把握に努
める。またフィードバックを授業内で丁寧に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

：教育と機会の平等
導入として、教育と機会の平等に
ついて考える。授業の進め方の説
明、授業の概要と目的の理解。

第2回 教育と社会移動 社会移動という考え方、教育達成、
社会的地位達成

第3回 教育と選抜１：選抜
という考え方

メリトクラシー、機能主義理論、
葛藤理論、スクリーニング理論

第4回 研究事例：人口減少
時代の学校教育

経済発展と教育、機能主義モデル、
人的資本モデル、コンフリクトモ
デル、マンパワー要請から地域人
材育成へ

第5回 学校の社会学 学校で私たちは何を学んでいるの
か。規律訓練、管理される身体。
テストの社会学。

第6回 パラダイム転換と不
平等論争

社会化への着目、解釈主義的アプ
ローチの登場

第7回 教育と選抜２：社会
集団と教育

コレスポンデンス理論、能力の社
会的構成説、再生産理論

第8回 選抜機関としての学
校

学校のなかで何が起きているのか。
教師やカウンセラーの再生産への
関与。

第9回 研究事例：子供の貧
困

貧困とはどういう状態か。量的、
質的把握。

第10回 日本における格差へ
の着目

地域、家族、学力、階層の固定化

第11回 ジェンダーと学校と
教育

なぜいつも女性が問題になるのか。
「弱者男性」とはなにか。LGBTQ
と学校。

第12回 研究事例：流行に向
きあう

制服、スクールカースト、学校の
空気、アニメ、陰キャなどにどの
ように向き合ってきたのか

第13回 大人になることの延
長

学校から社会への移行という研究
課題。人生においてますます重要
性が増す「学校教育」。研究方法と
問題の立て方。

第14回 試験と全体の振り返
り

授業内試験を実施するとともに、
全体の授業の振り返りを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
入門科目なので、知識の定着と活用を求める。グループワーク課題
によっては、授業時間外の予習を求めることがある。その場合、事前
に指定された準備をしてこないとグループワークに十分に参加でき
ないので注意すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とする。フィードバックについて、次の授業の初めにリアクショ
ンペーパーやミニ課題のいくつかを取り上げ、全体に対してフィー
ドバックを行う。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
植上一希・寺崎里水編『わかる・役立つ教育学入門』大月書店、2021年
カラベル＆ハルゼー編『教育と社会変動（上）』東京大学出版会、
1980年
その他、配布資料中で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーおよびミニ課題40％、最終試験60％。

【学生の意見等からの気づき】
担当者が変わったためとくになし。

【Outline (in English)】
Course Outline: Students will learn the fundamentals of
understanding inequality and disparity by focusing on the
relationship between education, schools and social structure.
Learning Objectives:
(1) To be able to understand how "questions" are formulated
about social events and the differences in positions.
(2) To be able to utilize group work in collaboration with others
as an opportunity for learning.
(3) To be able to search for appropriate government statistics,
understand their contents, and use them.
(4)To be able to understand that what we do with good
intentions may have unintended consequences.
Learning Activities Outside of Classroom: Preparation and
review should be 2 hours each.
Grading Criteria: Reaction papers and mini-assignments:
40%, final exam: 60%.
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BSP100MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

ライフキャリア入門Ａ 基幹科目

八田　益之

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：月4/Mon.4 ｜ 配当年次：1～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人生100年時代におけるライフキャリア論について、特に、コミュ
ニティとキャリアの視点から理解を深める。毎週、現代社会におけ
るコミュニティとキャリアに関する具体的事例を取り上げ理論的蓄
積と適宜検証作業を行う。＊理論的蓄積としてはプロティアンキャ
リア論の基礎枠組みを把握する。

【到達目標】
①ライフキャリア領域のコミュニティとキャリアに関する理論的理
解と具体的事例の洞察的分析を行う能力を養うことができる
②自身のライフキャリアプランを、社会動向の変化の中で考えるこ
とができる
③少人数でのグループワーク時に、理論的見解を自分の言葉で述べ
ることができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
ライフキャリア領域のコミュニティとキャリアに関する基礎理論を
把握し、現代社会におけるコミュニティの多様性・多層性を分析す
る視点を養う。毎週、コミュニティとキャリアに関する具体的事例
を取り上げて理論的蓄積と適宜検証作業を行う。
＊コミュニティとキャリアに関する外部講師を招聘し、特別講演会
を開催することもある。これにより全体の進行、各回の内容が変わ
るため、更新したシラバス概要は適宜提示する。
フィードバックは、リアクションペーパーへの全体総括と適宜、個
別コメントを各講義の冒頭で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 講義のガイダンス：

ライフキャリア論の
射程

ライフキャリア論の学問的特性を
学ぶ

第2回 人生100年時代のラ
イフキャリア：プロ
ティアン・キャリア
の基礎

人生100年時代のライフキャリア
について、プロティアン・キャリ
ア論の基礎に分析視座を学ぶ

第3回 人生100年時代のラ
イフキャリア：大学
の学び

人生100年時代のライフキャリア
について、特に大学での学びにつ
いて考える

第4回 人生100年時代のラ
イフキャリア：大学
の＜外＞の学び

人生100年時代のライフキャリア
について、特に大学の＜外＞の学
びについて考える

第5回 人生100年時代のラ
イフキャリア：大学
から社会へ

人生100年時代のライフキャリア
について、大学から社会への移行
について理解を深める

第6回 人生100年時代のラ
イフキャリア：コ
ミュニティの多様性

人生100年時代のコミュニティの
多様性を確認する

第7回 人生100年時代のラ
イフキャリア：デジ
タル・コミュニティ
の現在

人生100年時代のライフキャリア
について、デジタル・コミュニ
ティの理解を深め、社会問題を分
析する

第8回 人生100年時代のラ
イフキャリア：シリ
アスレジャーの価値

人生100年時代のライフキャリア
の視点から、趣味の追求はどのよ
うな意味を持つのかを学ぶ

第9回 人生100年時代のラ
イフキャリア：シリ
アスレジャーとコ
ミュニティ

人生100年時代のライフキャリア
の視点から、個人的趣味とは、ど
のような仕組みによって支えられ
ているのか、コミュニティの視点
から学ぶ

第10回 人生100年時代のラ
イフキャリア：物語
構造

人生100年時代のライフキャリア
の視点から、物語の普遍的構造、
そのシリアスレジャーなどへの応
用について学ぶ

第11回 人生100年時代のラ
イフキャリア：シリ
アスレジャーにみる
達成感・中毒性・幸
福

人生100年時代のライフキャリア
の視点から、成功、達成感、その
限界、真の幸福について考える

第12回 人生100年時代のラ
イフキャリア理論：
プロティアンキャリ
アの射程

人生100年時代のライフキャリア
理論のなかで、各事例を読みとく、
プロティアン・キャリアの視点を
習得する

第13回 人生100年時代のラ
イフキャリア戦略：
キャリア資本論

人生100年時代のライフキャリア
戦略についてキャリア資本論を学
ぶ

第14回 人生100年時代のラ
イフキャリア：コ
ミュニティとキャリ
ア

人生100年時代のライフキャリア
の視点からコミュニティとキャリ
アの現代的洞察を深める

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義のポイントを復習しておく本授業の準備学習・復習時間は各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
田中研之輔『プロティアン』(2020日経BP）
田中研之輔『先生は教えてくれない就活のトリセツ』(2018ちくま
プリマー新書）
田中研之輔『先生は教えてくれない大学のトリセツ』(2017ちくま
プリマー新書）

【成績評価の方法と基準】
①授業時の感想メモと平常点　50％
②期末レポート（もしくは期末試験） 50％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更のため、ありません。

【その他の重要事項】
例年、大人数での受講となりますが、受講者の意見や見識をいかし
ていけるように可能な限りアクティブラーニング形式をとっていき
ます。本講義での問いかけに、「正解」はありません。自分の考えを
伝える機会として積極的に参加してください。

【Outline (in English)】
This course is designed to deepen students’ understanding of
life-career theory in the age of 100 years of life, especially from
the perspective of community and career. Each week, specific
cases related to communities and careers in contemporary
society will be discussed to accumulate theoretical background
and to conduct verification work as appropriate.
Grading criteria: Term-end examination (or report)50%, in
class contribution: 50%
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CAR100MA（キャリア教育 / Career education 100）

ライフコース論 基幹科目

武石　惠美子

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：1～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
キャリアをデザインしようとする上で、個々人が人生の各段階でど
ういう課題を担っているのか、それに対して社会にはどのようなリ
ソースがあるのかについて、基礎的な知識を獲得します。特に、従
来「ライフサイクル＝人生の周期」という言葉で人生がとらえられて
きましたが、人生は一人ひとりユニークなものであり、あるパター
ンが繰り返されるわけではないことから、「ライフコース」が注目さ
れるようになってきた背景を踏まえ、「ライフコース」の意味や概念
についての基礎を理解しましょう。その上で、出生から高齢期にい
たるまでの重要なライフイベントに着目し、その時代的な変化、国
際比較等によるライフコースの多様性についての思考力を深めると
ともに、ライフコースに関わる様々なデータの見方や解釈の仕方に
ついても学ぶことで、実証的なアプローチの方法についても理解し
活用できるようにします。

【到達目標】
この授業は、個人と社会の相互作用の中で生じるキャリアのパター
ンの多様性を理解し、個人の生き方や社会システムを検討すること
を目的とします。ライフコースの時代的な変化とその背景、国際比
較を通じた社会構造とライフコースの関係性について理解を深め、
少子化、雇用不安、格差問題といった現代社会の問題が、どのよう
な社会的状況から生じているのか、その解決のために今何が求めら
れているのか、といった課題設定を行い、それに「ライフコース」の
視点からアプローチができるようになることが到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は講義を中心に進めます。
適宜ミニレポート等を書いてもらい、それによって出席を確認します。
この授業で使用する資料等は、法政大学のwebサイト上にある「学
習支援システム」において受講登録者に授業の前に提供します。授
業に出席する際には、この資料をプリントアウトしてくることが必
須となります。また、欠席した場合などは、ここで必ず資料を確認
してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

　ライフコースとは
何か？

授業のオリエンテーション、ライ
フコースの概念

2 なぜ今ライフコース・
アプローチなのか？

ライフサイクルとライフコースの
違い、ライフコースの考え方の背
景

3 ライフコース論の基
礎的な概念

ライフコース論をとらえる視点、
ライフコースへのアプローチの方
法

4 児童期から青年期へ 児童期の変化、国際比較、ポスト
青年期の登場

5 青年期から成人期へ 学校から職業への移行期の変化
6 社会変動とライフ

コース
社会変動がライフコースに及ぼす
影響

7 ジェンダーとライフ
コース

ジェンダー概念、ジェンダーによ
るライフコースの特徴

8 成人期：家族の形成 家族の形成（結婚）、結婚をめぐる
変化、国際比較

9 成人期：出産、子育
て

出産行動の変化とその背景、課題、
少子化について

10 働き方 雇用システムの特徴、働き方との
関わり、働き方の課題

11 女性のライフコース 女性のライフコースをめぐる変化、
現状、課題

12 男性のライフコース 男性のライフコースをめぐる変化、
現状、課題

13 高齢期 就業から引退へ、高齢期の就業、
引退後の生活構造

14 授業内試験 授業内試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で使う資料は学習支援システムを通じて事前に提供するので、
それを必ずプリントアウトして、全体を読んでから授業に出席して
ください。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しません。授業で適宜紹介します。

【参考書】
武石恵美子『キャリア開発論－自律性と多様性に向き合う（第2版）』
中央経済社.　
その他、授業の中でテーマに沿った参考文献を紹介します。

【成績評価の方法と基準】
評価は、試験結果と授業出席内容で行います。試験を重視し、出席
内容（ミニレポート形式、内容も重視する）を加味して評価します。
期末試験60％、平常点40％。

【学生の意見等からの気づき】
様々なデータを紹介して、データの見方、解釈の仕方も学ぶように
します。

【Outline (in English)】
【Course outline】This course is intended that students acquire
the knowledge about the theme that an individual faces at
each life stage, the understanding about the resource included
the social system. Conventionally, the life has been caught by
the word "life cycle", but the life is unique individually, and
the same pattern is not repeated.　 Students will be able to
understand the background where "life course" came to attract
attention of and understand the basics about the concept of
" life course". In addition, they will learn about the way of
a viewpoint and the interpretation of various data about life
course.
【Learning Objectives】The goal of this course is to understand
the diversity of career patterns that arise in the interaction
between individuals and society, and to examine individual
lifestyles and social systems.
【Learning activities outside of classroom】 Before/after each
class, students will be expected to spend 2 hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】 Final grade will be calculated
according to the following process
Term-end examination (60%) and in-class contribution(40%)
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験事前指導（イン
ターン） 展開科目

中野　貴之

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：月3/Mon.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義は、キャリア体験（インターンシップ）に先立って、働くこ
とに対する意識と理解を高めることを目的とします。グループワー
クを重ねることにより、自己理解、他者理解、社会経済事象に対す
る分析力や表現力を養い、社会人基礎力を身につけていきます。

【到達目標】
　次の項目を達成することが目標です。
＜実習準備期間＞
(1)他者との協働により成果を獲得するチームプレーの経験を積むと
ともに、他者の前で自分の考えを、口頭、文章により適切に表現で
きる能力を身に着ける。
(2)実習先の概要を理解し、働く場に対して自分なりの考えをもつ。
(3)学部の授業で得た理論・知見と、働くという実践とをつないで考
える習慣を身に着ける。
＜実習中＞
(1)自分の関心の強い業界・仕事に対する理解を深める。
(2)実習先（企業、NPO、および、公共機関等）に対する理解を深
める。
(3)自分の適性を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
＜授業形態＞
1. 本講義は、夏休みに行う体験実習の事前準備を行うためのもので
ある。選択必修科目である体験型科目の履修は、本科目、および、秋
学期の「キャリア体験学習」単位取得をもって終了する。
2. 実習先は基本的に夏休みまでに自分で開拓する。ただし、数は多
くはないが、大学で用意した実習先もあり、当該派遣者は本人の適
性および希望を勘案して決める。
3.希望者の数が多い場合には選抜を行う。
4.実習先、実習期間は多様である。6、7月に実習先にコンタクトし、
原則として実習は夏休みに行うが、例外もある。
5.実習先の決定及び実習後の報告は個別の面談により行う。
＜授業の進め方＞
グループディスカッションを行っていく。4～5名のグループに分か
れてテーマについてディスカッションを行い、それをまとめて発表
するというプロセスを繰り返し行うとともに、適宜、グループの変
更を行う。また、レポートの提出を頻繁に求めていきますが、受講
者の意見等は授業内で紹介し、さらなる議論に活用します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス: 授業の概要、評価方法

等について説明
第2回 グループワークⅠ

（ディスカッション）
「どのような場で働きたいか、どの
ような仕事をしたいか」をテーマ
に討議

第3回 グループワークⅠ
（プレゼンテーショ
ン）

①「どのような場で働きたいか、
どのような仕事をしたいか」を
テーマについて発表する。
②希望先聴取と実習先調整

第4回 グループワークⅡ
（ディスカッション）

「あなたは何のために働くのか？」
をテーマに討議

第5回 グループワークⅡ
（プレゼンテーショ
ン）

①「あなたは何のために働くの
か？」をテーマにグループ発表
②希望先聴取と実習先調整

第6回 企業研究・業界研究
の進め方

①業界、企業の見方をレクチャー
②基礎的な知識
③企業業績、業界の特徴

第7回 グループワークⅢ
（ディスカッション）

「5年後、10年後に、社会はどのよ
うに変化していくか、そこでどの
ように働くか？」についてディス
カッション

第8回 グループワークⅢ
（プレゼンテーショ
ン）

「5年後、10年後に、社会はどのよ
うに変化していくか、そこでどの
ように働くか？」について発表

第9回 ゲスト講師との対話
（ダイバシティ分野）

企業のダイバシティに詳しいゲス
ト講師との対話を行います。

第10回 ゲスト講師との対話
（企業分析分野）

企業分析の分野に詳しいゲストと
の対話を行います。

第11回 グループワークⅣ
（ディスカッション）

「組織の中で働くには何が求められ
るのか？」についてディスカッ
ション

第12回 グループワークⅣ
（プレゼンテーショ
ン）

「組織の中で働くには何が求められ
るのか？」についてプレゼンテー
ション

第13回 インターンシップに
向けたグループワー
ク①前半

①企業研究、業界研究の発表
②簡単なエッセイ執筆

第14回 インターンシップに
向けたグループワー
ク②後半

①企業研究、業界研究の発表
②簡単なエッセイ執筆

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各自、実習先の情報収集や実習先へのコンタクトをとる。
・プレゼンテーションの準備には、授業外の時間を割く必要がある。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
『キャリア体験学習の手引き』

【参考書】
授業で指示する。

【成績評価の方法と基準】
①授業におけるグループワーク等への取組み姿勢（60%）
②インターンシップ先に対する適切な対応姿勢（10%）
③各種レポートの提出状況、内容（30%）

【学生の意見等からの気づき】
熱心に取り組むことができたとの意見が多かったので、本年度も同
様のスタンスで進める。

【その他の重要事項】
・積極的、主体的に取り組むことが要求される。

【キャリアデザイン学部より】
ガイダンスに出席し、選抜に合格する必要がある。掲示で詳細を確
認すること。

【Outline (in English)】
*Course outline
The purpose of this course is to raise awareness and
understanding of work careers prior to the actual intern-
ship. Through repeated group work, students will develop
self-understanding, understanding of others, and analytical
and expressive skills for socioeconomic events.
*Learning Objectives
The goal of this class is to gain experience in collaborative
work, develop expressive skills, understand the outline of the
company, etc., and apply the theories and knowledge learned
at the university.
*Learning activities outside of classroom
You need to devote time outside of class to prepare your
presentation. Your required study time is at least 4 hours for
each class meeting.
*Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.

— 690 —



SDGs　発行日：2024/5/1

in class contribution: 60%, Attitude toward practice: 10%,
Reports: 30%.
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験事前指導（イン
ターン） 展開科目

酒井　理

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
キャリア体験事前指導は、キャリア体験（インターンシップ）の学
習効果を高めるために行います。授業は、働くことに対する意識や
考え方を深めることを目的としています。
具体的には、他の学生の考え方を知る、自分を知ることを狙いにディ
スカッション、グループワークをおこないます。また、職業、働くこ
とを深く考えることにより、働くことに対する意識を高めます。ま
た、普段あまり考えたことがない「働く」ということについて、様々
な意見のなかで、今の自分の考えをまとめます。
さらに、就業体験に臨み、必要となる基礎知識や考え方を提供します。

【到達目標】
（実習準備期間）以下３つの項目を目標とします。
1.キャリアをデザインするという意味を学習しキャリア体験学習の
意義を自覚すること。
2.実習先の概要を理解し、働く場である組織について自分なりの考
え方を持つこと。
3.学生モードから社会人モードへの切り替えを図ること。
（実習中）以下３つの項目を目標とします。
1.自ら動くことの重要性を実感し実践すること。
2.実習先の人たちとの人間関係を構築すること。
3.新しい事象に対する感性を磨き、現場の状況の把握力を高め、同
時に現場での問題発見能力とそれを解決する能力の重要性を実感す
ること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
(授業の形態)
1.この授業は原則夏休みに行う体験実習の事前準備を行うためのも
のです。実習が要件で秋学期の「キャリア体験学習」の単位取得を
もって選択必修科目である体験型科目の履修を終了とします。
2.インターン先は、教員がアドバイスを行いつつ自ら開拓します。
3.希望者の数が多い場合には選抜します。
4.実習先は多様です。実習期間についても開始・終了時期が異なり
ます。通常6、7月に実習先にコンタクトし、原則実習は夏休みに行
いますが、例外も多々ありますのであらかじめ了解しておいてくだ
さい。
5.実習先の決定及び実習後の報告は個別の面談などでおこなってい
きます。
（授業の進め方）
グループディスカッションを複数テーマで行います。テーマは授業
計画に示してあります。クラスの人数によりますが、3-4名あるい
は5-6名のグループに分かれてテーマについてディスカッションを
行い、それをまとめて発表するというプロセスを繰り返しおこなっ
ていきます。グループは頻繁に組み替えます。
グループディスカションを効果的に実施するために事前の準備とし
ての課題、ディスカッション後の感想コメントを求めることがあり
ます。書き方や内容に関するアドバイスについては、授業はじめあ
るいは終わりに全体に対してフィードバックを行います。
面談前の課題については、課題内容に基づいて個別の面談をおこな
うことでフィードバックします。
内容によりオンライン、オンデマンドによる授業を適宜実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、実習先

の概要
目的、キャリアデザインと体験学
習、受講の心構え、社会人モード、
実習先の概要、評価の仕方などの
説明

第2回 グループワークⅠ
（ディスカッション）

「インターンシップに取り組む問題
意識（どこで働きたいか、どうい
う仕事をしたいか、なぜそう考え
るのか）」をテーマにグループ討議

第3回 グループワークⅡ-0
（課題）

グループワーク前の準備として
「あなたは何のために働くのか？」
について各自の考え方を整理して
レポートとしてまとめる。

第4回 グループワークⅡ-1
（ディスカッション）

「あなたは何のために働くのか？」
をテーマにディスカッション

第5回 グループワークⅡ-2
（プレゼンテーショ
ン）

「何のために働くのか？」をテーマ
についてプレゼンテーション

第6回 グループワークⅢ-0
（課題）

グループワーク前の準備として
「組織とは何のためにあるのか？
組織で働くとき働く人に求められ
るものは何か？ 」について各自
の考え方を整理してレポートとし
てまとめる。
個別面談でインターン開拓状況の
把握と開拓方法のアドバイス

第7回 グループワークⅢ-1
（グループワーク：
シェア）

・「組織とは何のためにあるのか？
組織で働くとき働く人に求められ
るものは何か？ 」について個々
の課題をグループでシェア
・ディスカッション

第8回 グループワークⅢ-2
（グループワーク：
ディスカッション）

・「組織とは何のためにあるのか？
組織で働くとき働く人に求められ
るものは何か？ 」についディス
カッション
・プレゼンテーションの準備

第9回 グループワークⅢ-3
（プレゼンテーショ
ン）

「組織とは何のためにあるのか？
組織で働くとき働く人に求められ
るものは何か？ 」についてプレ
ゼンテーション

第10回 社会人からみたキャ
リアデザイン

社会人ゲストを招いて、インター
ンの意味を中心に、キャリアデザ
イン、就職活動など幅広く話をお
聞きします（リクルートキャリア
あるいはマイナビからゲストに来
ていただく予定）

第11回 業界・企業研究課題
（事前調査）

関心のある業界を定めて情報を集
めます

第12回 業界・企業研究課題
シェア

調査研究した業界と企業研究をグ
ループでシェアします。

第13回 インターン開拓状況
のシェアとアドバイ
ス

先行してインターンを開拓できて
いる人からのアドバイスを全体で
シェアします。
全体でシェアしてインターン開拓
へのマインドセットを形成します

第14回 まとめ（全体シェア）春学期事前指導の授業とおして学
んだこと考えたことについて、各
自振り返り全体でシェアします。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習先の情報収集や実習先へのコンタクトをおこなってもらいます。
先方に出向いて面接を受ける場合もあります。「組織とは何か」ある
いは「実習先の業界」について調査研究を行ってもらいます。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
『ワークシフト』リンダ・グラットン、プレジデント社。
『ライフシフト』リンダ・グラットン、プレジデント社。
『何のために働くのか』北尾吉孝、致知出版社。
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『仕事の報酬とは何か』田坂広志、PHP文庫。
『働くということ』ロナルドドーア、中公新書。
『働く意味とキャリア形成』谷内篤博、勁草書房。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業課題60%、業界・研究課題40%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
事前指導、体験、後期の授業の一貫性を持たせる流れを意識して授
業を構成しています。

【その他の重要事項】
この授業は自主性・主体性を実社会で試し磨くためのものです。す
べて自ら行動しないと始まらないような設計になっています。自分
で電話をして受入先担当者とコンタクトをします。受入先では自分
から行動しないと仕事は始まりません。現場ではさまざまな問題が
発生する。それを直に肌で感じて反応する感性やそれらに適切に対
処する力を身につけてほしいと思います。まわりのできごとに気が
つき、気をくばり、気がきく人材をめざして欲しいと思います。実
習でセンスを磨いてください。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜で履修を許可される必要があります。必ず掲示で詳細
を確認してください。

【Outline (in English)】
< Outline and objectives>
　This is a lecture to enhance the learning effect of employment
experience. The purpose is to deepen your awareness and
thinking about work by discussing with others.Group work is
done with the aim of knowing the way of thinking and values
of others and getting used to collaborative work.
　 Through this lesson, you will increase your awareness
of working by deeply thinking about your occupation and
working. By knowing various opinions, you will be able to put
together your ideas.
< Goal>
(Preparation period for practical training)
1. To learn the meaning of designing one’s career and to be
aware of the significance of career experience learning.
2. To understand the outline of the training site and to have
one’s own ideas about the organization where one will work.
3. To switch from student mode to working mode.
(During the practical training)
1. To realize and practice the importance of self-motivation.
2. To build human relations with the people at the training
site.
3. To hone one’s sensitivity to new phenomena, to improve one’s
grasp of the situation in the field, to realize the importance of
the ability to identify and solve problems in the field.
< Work to be done outside of class >
The intern will be responsible for gathering information and
contacting the client for practical training. In some cases, you
may be asked to go to the client for an interview. Students will
conduct research on "what is an organization" or "the industry
in which the internship takes place. The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
< Grading criteria>
Each class report 60%
Company research report 40%
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験事前指導（イン
ターン） 展開科目

野中　利明

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：木4/Thu.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
変化が激しく先行きの見通しの立ちにくいこれからの時代において、
自分自身が何をよりどころにどのような人生・キャリアを歩んで行
くべきかを通年で考える授業の春学期の講義です。
本講義では、授業でのインタラクティブな議論及びインターンシッ
プの準備とインターンシップ経験を通じてその理解を深めます。

【到達目標】
①自らのキャリア・人生設計について考えることの意義を理解する
こと
②自ら実習先の調査・開拓を行い、実習での働く経験を通じて自分
自身のキャリアに対する考えを深めること
③議論を進めながら思考を深めるプロセスを身に着けること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
１．この授業は原則夏休みに行う体験実習の事前準備を行うための
ものです。
秋学期の「キャリア体験学習」の単位取得をもって選択必修科目で
ある体験型科目の履修を修了とします。
２．インターン先の検討に際しては、教員がアドバイスを行いつつ、
学生が自ら実習先にコンタクトして実習先との調整・事務手続きを
行います。
・実習先の選定についてはA,B2つのコースがあり、Aは大学が実習
先を用意、Bは学生が実習先を開拓するものですが、本講義ではB
コースのみの実施となります。
・実習先を自ら開拓すること自体が貴重な学びの機会になります。
３．希望者多数の場合には選抜を行います。
４．原則実習は夏休みに行いますが、受入れ先の都合によっては、夏
休み以外に実施することもあります。
５．毎回、ディスカッションの場を設けて、インタラクティブな議
論を通じて思考を深めていくことを学びます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の目的と概要説明、受講の心

構え、自己紹介　
第2回 グループワーク

（ディスカッション）
自己分析とやりたい仕事のイメー
ジ出し（自分は何を大切にしてい
るのか、自分はどのような価値観
を持っているのかを言語化し、自
分自身を客観視する。そのうえで
どのような仕事をしたいかを考え
る）

第3回 グループワーク（課
題）

自分はどのような価値観を持ち、
どのような仕事につきたいかをま
とめ各グループでプレゼンを行う

第4回 インターン希望先の
ヒアリング（教員と
の個別面談）と業界
研究Ⅰ（前半）

インターン希望業種・希望先につ
いて教員と個別面談
　関連の業界の調査実施

第5回 インターン希望先の
ヒアリング（教員と
の個別面談）と業界
研究Ⅱ（後半）

インターン希望業種・希望先につ
いて教員と個別面談
　関連の業界の調査実施

第6回 グループワーク
（ディスカッション）

何のために仕事をするのか？ 就職
か？ 起業か？ 大手企業か？ ベン
チャー企業か？ など仕事のあり方
について議論をする

第7回 グループワーク（課
題）

自分は何の為に働くのか？ どのよ
うな働き方を望むのか？ について
まとめ、グループ内でプレゼンし、
議論する

第8回 社会人とのディス
カッションⅠ

大手企業で働く社会人とのディス
カッションを通じて、働く意味・
意義を考える

第9回 社会人とのディス
カッションⅡ

ベンチャー企業で働く社員人との
ディスカッションを通じて、働く
意味・意義を考える

第10回 インターン先の業界
研究と企業研究（資
料取りまとめ）①

グループごとの調査する業界・企
業対象を決めて調査を行う

第11回 インターン先の業界
研究と企業研究（資
料取りまとめ）②

グループごとの調査する業界・企
業対象を決めて調査を行う

第12回 インターン先の業界
研究と企業研究のプ
レゼン実施①

グループ単位でのプレゼン実施
（前半）

第13回 インターン先の業界
研究と企業研究のプ
レゼン実施②

グループ単位でのプレゼン実施
（後半）

第14回 インターンに向けた
所信表明

春学期の総括として、インターン
に向けた所信表明を行う（全員実
施）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習先の業界・企業情報の収集並びに実習先へのコンタクトを実施
します。
実習先を自ら開拓すること自体が大きな学びの場になります。
教科書からだけでは学ぶことのできない、実体験に基づく深い学び
を経験しながら、自分自身のキャリアプラン・ライフプランへの考
察を深めてもらいます。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません

【参考書】
「プロティアン」　田中研之輔　日経BP社
「ライフシフト」　リンダ・グラットン　プレジデント社
「ワークシフト」　リンダ・グラットン　プレジデント社
「冒険の書」　孫泰蔵　日経BP社

【成績評価の方法と基準】
①授業におけるグループワークなどへの取組み姿勢（60%）
②各種レポートの提出状況及び内容（40%）

【学生の意見等からの気づき】
全員参加型の授業を前提として、自ら考える、発言する、思考を深
める場をできる限り多く設けます。

【その他の重要事項】
この授業では自ら主体性をもって考え、行動することが求められま
す。授業では毎回、ディスカッションの機会を設けます。
また実習に関しては、インターン先を自ら探して、自らコンタクト
して経験をすることで、主体的に学び・考える姿勢が身につきます。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【Outline (in English)】
[Class outline and purpose]
This spring semester lecture is a year-round class in which
students think about what kind of life and career they should
take based on what they are based on in the coming era, where
changes are rapid and it is difficult to predict the future.
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In this lecture, you will deepen your understanding through
interactive discussions in class, internship preparation, and
internship experience.
【Attainment target】
① Understand the significance of thinking about your own
career and life plan
②Research and develop training sites on your own, and deepen
your thoughts about your own career through the experience of
working in training.
③ Learn the process of deepening your thinking while
proceeding with discussion
【Learning activities outside of classroom】
We will collect information on the industry and company of the
training site and contact the training site.
Developing a place for training on your own can be a great
learning opportunity in itself.
While experiencing deep learning based on real experiences
that cannot be learned from textbooks alone, students will
deepen their consideration of their own career and life plans.
The standard preparation and review time for this class is two
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
① Attitude towards group work etc. in class (60%)
② Submission status and content of various reports (40%)
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験事前指導（イン
ターン） 展開科目

松浦　民恵

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：木3/Thu.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業の目的は、企業や団体におけるキャリア体験（インターン
シップ）に向けた受講生の皆さんの自主的な取り組みを支援するこ
とを通じて、キャリア体験の学習効果を高めることです。授業の内
容は、インターンシップの意義や目的の理解、インターンシップ先
の開拓・選定に向けた情報の共有、インターンシップに向けた事前
準備から構成されます。

【到達目標】
（インターンシップ準備期間）
①インターンシップの意義や目的の理解
②インターンシップ先の開拓、選定に向けた実践的な情報の共有
③インターンシップのための事前準備
（インターンシップ中）
①インターンシップ先で好感を持って受け入れられること
②働くことを通じて、何らかの気付きを得ること（働く人の仕事に
対する思い、働く上での自分の得手不得手や好き嫌い等）
③経験を振り返り、教訓にすること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
この授業では、教員の指導のもとで、インターンシップ先を原則と
して自分自身で開拓します。インターンシップは５日以上、原則と
して夏休み期間中に体験して頂きます。
開拓に向けた支援（ヒントとなる情報の提供や選考に向けたアドバ
イス等）は惜しみませんので、この機会に是非、自分自身で未知の
世界に踏み込み、新しい出会いや経験を獲得する醍醐味を味わって
みてください。なお、応募人数等によっては選考する場合がありま
すので、予めご了承ください。
グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション、ロール
プレイング等を織り交ぜた実践的な参加型授業です。主体的、積極
的な参加が必須条件だとお考え下さい。
受講の状況、ゲストのスケジュールに応じて、授業計画の一部を変
更することがありますので、予めご了承ください。
課題発表の回それぞれに、良かった点、改善点などをフィードバッ
クします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション ①授業の目的と概要、インターン

シップとは
②自己紹介

第2回 インターンシップ先
開拓経路に関する情
報共有とグループ
ワーク

①インターンサイト等に関する情
報の共有と交換
②インターンシップサイトのグ
ループワーク発表

第3回 先輩の事例発表 先輩のインターンシップ開拓事例
の紹介

第4回 自己分析ワーク ①自己分析の実践
②インターンシップ先開拓に向け
たESの書き方

第5回 開拓に向けたグルー
プワーク①意見交換
と資料作成

①インターンシップの目的、開拓
の手段についての意見交換
②自身の方針の決定
③プレゼン資料の作成

第6回 開拓に向けたグルー
プワーク②発表

①グループメンバーそれぞれの方
針と、グループワークでの気付き
や考察に関する発表
②意見交換

第7回 新卒求人広告に関す
るグループワーク①
説明とグループ分け

①グループワークの目的の共有と
グループ分け
②開拓の進捗確認

第8回 新卒求人広告に関す
るグループワーク②
東京都の中小企業の
現状と課題

①新卒求人広告に関するグループ
ワークの導入として、東京都の中
小企業の現状と課題に関する情報
を共有
②東京都中小企業振興公社との意
見交換

第9回 新卒求人広告に関す
るグループワーク③
招聘企業１社目のリ
サーチ

①招聘企業１社目の求人広告に関
するリサーチ
②気づきに関する資料の作成

第10回 新卒求人広告に関す
るグループワーク④
招聘企業１社目との
ディスカッション

①学生からの気づきの表明
②招聘企業１社目の課題説明
③今後の新卒求人広告に向けた意
見交換

第11回 新卒求人広告に関す
るグループワーク⑤
招聘企業２社目のリ
サーチ

①招聘企業２社目の求人広告に関
するリサーチ
②気づきに関する資料の作成

第12回 新卒求人広告に関す
るグループワーク⑥
招聘企業２社目との
ディスカッション

①学生からの気づきの表明
②招聘企業２社目の課題説明
③今後の新卒求人広告に向けた意
見交換

第13回 新卒求人広告に関す
るグループワークの
振り返りとインター
ンシップに向けた留
意点の共有

①グループワークの振り返り
②インターンシップに向けた留意
点

第14回 インターンシップに
向けた進捗確認と所
信表明

①開拓の進捗確認
②インターンシップに向けた所信
表明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
インターンシップの候補となる企業・団体等の情報収集や、企業・団
体等へのコンタクト・やりとりが必要になります。インターンシッ
プは、基本的には申込みだけではなく選考を伴いますので、企業・
団体等に出向いて面接等を受けることになります。
加えて、授業におけるグループワークやディスカッション・発表の
ための準備が必要になります。特に新卒求人広告に関するグループ
ワークは、招聘企業に関するリサーチや資料作成など、授業時間外
でも準備が必要となります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しません。授業の資料は当日投影しますが、基本的
には紙での配布は行いません（手元でご覧になりたい方はノートパ
ソコンなどで見られるようにご準備をお願いいたします）。資料ファ
イルは必要に応じて、学習支援システムにアップします。

【参考書】
授業のなかで必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
平常点（授業内での発言やリアクションペーパー、提出物の期限内
提出、インターンシップ先の開拓の進め方等）、グループワークの発
表（発表内容だけでなく、発表準備への関与の程度や内容を含む）に
より評価します。
平常点が50％、グループワークの発表が50％です。

【学生の意見等からの気づき】
参加型のスタイルは好評でしたので、今年度も続けたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォン、パソコン等の情報機器。

— 696 —



SDGs　発行日：2024/5/1

原則として対面で実施しますが、ゲストの都合でオンライン対応が
必要になる場合などについては、ご相談の上、オンラインで実施す
る場合があります。
発表等に必要な準備については、事前の指示に従って行ってください。

【その他の重要事項】
この授業は、キャリア体験（インターンシップ）の事前指導として
位置づけられ、夏休み中のキャリア体験（インターンシップ）を受
講条件として行う秋学期の「キャリア体験学習」の単位取得とセッ
トで、選択必修科目である体験型科目の履修を完了したこととなり
ます。
この授業では、インターンシップ先を自分自身で開拓することを前
提に指導を行います。必要な情報やアドバイスの提供は教員が行い、
困った時にも教員が相談に乗りますが、インターンシップ先の開拓
や選定、最初のコンタクトからインターンシップ終了後のフォロー
まで、企業・団体とのやりとりは全てご自身で行って頂きます。イ
ンターンシップ終了後には、完了確認の書類をインターンシップ先
から回収・提出いただきます。
相手の企業・団体等の事情によって、想定通りに物事が進まないケー
ス、原則通りにいかないケースもあり得ますので、予めご了承くだ
さい。
企業・団体とのやりとりは、自分だけの問題ではなく、法政大学の
学生としての信用・評価に影響することに留意してください。
教員の、民間企業の営業現場や人事部門等での実務経験を生かして、
具体的なケースなどを紹介しながら、授業を行いたいと考えており
ます。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜（原則として書類審査、必要な場合は面接）に合格す
る必要があります。必ず掲示で詳細を確認してください。

【Outline (in English)】
＜Course outline＞
This course will support students’active preparation for their
career experience (internship) and aid them to obtain better
learning outcomes from the internship.
＜Learning Objectives＞
1.Learn the significance and purpose of internship
2.Gain practical knowledge about choosing companies to apply
for internship
3.Preparation for internship
＜Learning activities outside of classroom＞
The standard time for preparatory study and review for this
class is 2 hours each.
＜Grading Criteria /Policy＞
Grading will be decided based on in-class contribution(50%),
and the group work presentation(50%).
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験事前指導（プロジ
ェクト） 展開科目

山岡　義卓

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：金4/Fri.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、本科目および秋学期に開講される「キャリア体験学習
（プロジェクト）」の両方を通じて、約8か月にわたる企業等との共
同プロジェクトを実施する。このうち、本科目では、プロジェクト
実施のための事前学習と共同プロジェクトの一部を実施する。

【到達目標】
本授業の目標は次のとおり。
①協力企業等の事業活動やプロジェクトのテーマ等について情報収
集する。
②グループワークの進め方を身につける。
③プロジェクトの目標を設定し、実施計画を作成する。
④プロジェクトをスタートさせ、軌道に乗せる。
なお、「キャリア体験学習（プロジェクト）」も含めて以下の4点が
得られることを到達目標とする。
①大学で学ぶ諸理論が実社会でどのように活かされているかを知る
②自己の職業適性や興味・関心への理解を深める
③職業人になることへの意識を醸成し、働くことの心構えを学ぶ
④社会人としての基本的なスキルやビジネスマナーを学ぶ

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
本科目および「キャリア体験学習（プロジェクト）」を通じて、約8
か月にわたる企業等との共同プロジェクトをグループワークにより
実施する。プロジェクトを通して、販売促進、マーケティング、営
業、商品開発などの活動を体験する。
本科目では主にプロジェクトの事前学習に重点を置き、プロジェク
トの進め方や連携企業等に関する情報収集、目標設定や実施計画の
作成等、プロジェクトを進めるために必要な知識や技術を習得する。
そのうえで、プロジェクトをスタートさせ、軌道に乗せるところま
で実施する。プロジェクトの実施にあたっては、必要に応じて企業
訪問や実習等を行う。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション、

授業ガイダンス
授業計画の説明と受講にあたって
の心構え、準備等について説明す
る。

第2回 プロジェクトの進め
方

企業等とプロジェクトを進める際
の基本的な方法等を説明する。

第3回 協力企業等概要およ
びテーマ説明

企業等の事業概要やテーマについ
て説明する。

第4回 演習①（課題抽出、
整理）

実際の課題に取り組む際の事前学
習として模擬演習を行う。

第5回 演習②（課題解決提
案、発表）

前回の続きとして、課題解決提案
の作成と発表を行う。

第6回 協力企業等との顔合
わせ・テーマ設定

協力企業等と面談し、テーマ設定
や実施計画の作成を行う。

第7回 チームの役割分担、
目標設定

実施テーマに合わせてチーム内の
役割分担を決め、チームとしての
目標設定を行う。

第8回 協力企業および業界
に関する事前調査

企業の事業概要や市場、商品等に
ついて調査を行う。

第9回 活動計画の作成① 企業担当者と情報交換のうえ実施
テーマに合わせて全体の活動計画
を作成する。

第10回 活動計画の作成② 全体の活動計画を踏まえて必要な
作業を確認し、それぞれの実施計
画を作成する。

第11回 テーマに関する調査
①

テーマに関して、企業における現
状（商品ラインナップや技術、販
路等）を調査する。

第12回 テーマに関する調査
②

テーマに関して、市場規模や競合
の有無、ポジショニング等を調査
する。

第13回 調査結果等の整理 調査結果を整理し、プロジェクト
実施のための戦略を立案する。

第14回 中間発表会 春学期の活動内容および今後の展
望等を発表し意見交換を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
活動にあたってインターネットの検索やワード、エクセルの操作が
必要になる。テーマに応じて授業時間外に企業訪問等の学外活動を
行う場合がある。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準と
する。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて参考文献の指示や参考資料を配布する。

【参考書】
必要に応じて指示する。

【成績評価の方法と基準】
14回目の授業において中間発表を行う。成績は、授業内の課題およ
びプロジェクトへの取り組み姿勢（50点）、中間発表（50点）によ
り評価する。

【学生の意見等からの気づき】
「1年を通して企業との取り組みから仲間との関係まで幅広く構築で
きた」とのコメントより、事前学習やプロジェクト運営においては
成果を求めるだけでなく、その土台となるチームづくりにも留意す
る。「初めてのことばかりで失敗もつきものだと学びました」とのコ
メントより、失敗経験を次に活かせるよう、振り返りの機会をこれ
まで以上に重視する。

【学生が準備すべき機器他】
課題等は授業支援システムを用いて提出する。必要に応じてノート
パソコンを使用する。企業との打ち合わせ等は遠隔会議ツールを使
用することもある。

【その他の重要事項】
「キャリア体験学習（プロジェクト）」を履修する場合は、この科目
を履修する必要があります。
企業等との共同プロジェクトの実施という性質上、授業時間以外に
も随時活動を行う。また、秋学期も含めた活動であることから、テー
マによっては夏期休業期間中も活動を実施する。
協力企業等の理解と協力を得て運営されるプログラムであり、履修
する学生諸君には法政大学キャリアデザイン学部を代表する学生と
して、大きな責任が課せられることを正しく認識する必要がある。
担当教員は企業におけるビジネスと支援機関におけるコーディネー
タの実務経験を有している。調査やスケジュール管理、企画書の作
成等のノウハウを含めて講義するとともに、実務経験を活かしてプ
ロジェクト活動への助言を行う。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【Outline (in English)】
(Course outline)
In this course, preliminary learning to implement the project
and part of the project will be executed.
(Learning Objectives)
The goals of this class are as follows:
- Collect information on business activities of cooperating
companies and project themes.
- Learn how to proceed with group work.
- Set project goals and create an implementation plan.
- Start the project and get it on track.
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(Learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time is 2
hours each for preparation and review for a class.
(Grading Criteria /Policy)
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Implementation status of assignments in class and attitude
toward projects : 50%
Presentation in the 14th class : 50%
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験学習（インターン）展開科目

中野　貴之

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：月3/Mon.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義は、インターンの経験を振り返り、共有するとともに、さ
らに働くことに対する意識や理解を深めていくことも目的とします。
また、広くキャリアをデザインする力を養います。

【到達目標】
「理論と経験」といわれるように、大学の授業で学んだことは実際の
経験を積むことにより一層深まっていきます。実際に働いて得た経
験値を軸に、働く場、さらには広く社会に対する理解を深め、人間
形成の基礎を築くことが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
①グループで実践経験を振り返る。
②職場体験を振り返り、新たな実践課題に取り組む。
③エッセイの執筆：インターンシップを通して何を学んだのか、ど
のような経験をしたのか、自分の成長、自分の課題をテーマに執筆
する
また、レポートの提出を頻繁に求めていきますが、受講者の意見等
は授業内で紹介し、さらなる議論に活用します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 実習の報告とオリエ

ンテーション
①夏休みの実習の振り返り
②秋学期授業の進め方の説明

第2回 グループワークⅠ
（インターンシップ振
り返り）

①グループでのキャリア体験の共
有（各自から報告、他人の体験を
ノート）
② (10分間面談)教員に実習先での
経験を整理して話す

第3回 秋学期の課題説明と
グループワーク

①新たなグループ分け
②プロジェクトの進め方について
説明
③グループで打ち合わせ

第4回 ゲスト講師との対話
（企業におけるキャリ
ア形成）

キャリア形成に詳しいゲスト講師
との対話

第5回 ゲスト講師との対話
（企業ガバナンス）

企業ガバナンスに詳しいゲスト講
師との対話

第6回 業界、企業分析の基
礎

業界、企業分析について春学期よ
りも詳しく説明

第7回 グループワークⅡ① 各グループが選定した業界の過去、
現在を分析し、将来についてディ
スカッション①

第8回 グループワークⅡ② 各グループが選定した業界の過去、
現在を分析し、将来についてディ
スカッション②

第9回 グループワークⅡ③ 各グループが選定した業界の過去、
現在を分析し、将来についてディ
スカッション③

第10回 グループワークⅡ④ 発表資料の作成、最終調整
第11回 グループワーク発表

①
グループで取り組んだ課題のプレ
ゼンテーション（チーム１、２）

第12回 グループワーク発表
②

グループで取り組んだ課題のプレ
ゼンテーション（チーム３、４）

第13回 グループワーク発表
③

グループで取り組んだ課題のプレ
ゼンテーション（チーム５、６）

第14回 １年間の自分のイン
ターンシップ経験の
振り返り

事前指導からインターンシップ、
秋学期授業までのすべてのプロセ
スについて振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
発表準備のため授業時間外に時間をとられることがある。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。

【参考書】
指定しない。

【成績評価の方法と基準】
①授業におけるグループワーク等への取組み姿勢（70%）
②各種レポートの提出状況、内容（30%）

【学生の意見等からの気づき】
熱心に取り組んだとの意見が多かったので、本年度も同様のスタン
スで進める。

【キャリアデザイン学部より】
本科目は「キャリア体験事前指導」を習得（S～C-)した場合のみ履
修可能

【Outline (in English)】
*Course outline
The purpose of this course is to share the experience
of the internship and also to deepen the awareness and
understanding of work career.
*Learning Objectives
The goal of this class is to deepen our understanding of the
workplace and society, and to build a foundation for human
development based on the experience gained through actual
work.
*Learning activities outside of classroom
You need to devote time outside of class to prepare your
presentation. Your required study time is at least 4 hours for
each class meeting.
*Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Attitude toward practice: 70%, Reports: 30%.
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験学習（インターン）展開科目

酒井　理

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、「学び」と「働く場での実践」をPDCAのサイクルを実
践することで、自分だけの学びの方法の構築、自分だけの学びの体
系を獲得することを目的とします。
授業の中では、就業体験を振り返ることで、自分自身を深く分析し、
自らの仕事に対する考え方を身につけます。未来志向の考えを学び、
キャリアをデザインする力を身につけます。

【到達目標】
インターン経験Doを振り返り、その経験を整理しながら改めて、
Check:仕事とは何なのか、働くとはどういうことかについて、自分
なりに整理することを目的にして、授業を進めます。Checkおよび
Actを一通り経験することで、実践を通した学びの方法をラフでは
ありますが獲得してもらいたいと思います。またPDCAサイクルの
うちに「学び」を取り入れていくことも重要です。経験を軸にした
「学び」を行っていくことで、自分という人間を豊かにしていく方法
論を身につけていくことが目的です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
①グループで実践経験の振り返りを行います（レポートを書くため
の準備を行います）
②職場体験の振り返りを生かして、新たな実践課題に取り組みます
③レポートの執筆：インターンシップを通して何を学んだのか、ど
のような経験をしたのか、自分の成長、自分の課題をテーマに執筆
する。
エッセイ課題に関しては、第一次提出されたものに書き直しや修正
を指示しますので、何回かのやりとりのあと最終提出となります。
グループ課題に関しては、プレゼンテーション時にそれぞれの課題
に対する講評を授業時に行います。
授業の感想コメントについては、次の授業の冒頭で全体に対するフィー
ドバックを行います。また、必要に応じて授業時に個別でフィード
バックをします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 実習の報告とオリエ

ンテーション
①夏休みの実習の振り返り
（ショートスピーチ）
②秋学期授業の進め方の説明

第2回 グループワークⅠ-1
（インターンシップ振
り返り）

グループでのキャリア体験の共有
（各自から報告、他人の体験をノー
ト）

第3回 グループワークⅠ-2
（インターンシップ振
り返り）

I-1のグループとは異なるメンバー
でもう一度グループワークを行い
ます。できるだけ多くの経験をき
くことで多面的な視点を身につけ
ます。

第4回 秋学期の課題説明と
グループワーク

①新たなグループ分け
②プロジェクトの進め方について
説明
③グループで打ち合わせ

第5回 社会人とのトーク① 10年後の社会、生き方、働き方を
考えるヒントをくれるゲスト①(20
代の社会人）

第6回 社会人とのトーク② 10年後の社会、生き方、働き方を
考えるヒントをくれるゲスト②
（30代の社会人）

第7回 グループワークⅡ① 10年後の自分達が関わる社会にお
ける働き方、生き方を自分たちの
考えで描き、そこで自分たちはど
う働き、どう生きていくのか、ど
のように生きていくのかを考える。
あるいは、特定の業界にフォーカ
スして、その業界が10年後どのよ
うになっていくかを考えて、そこ
での働き方がどのようになるのか
を考える、というテーマでディス
カッション

第8回 グループワークⅡ② 資料収集、調査を実施してテーマ
研究を進める。

第9回 グループワークⅡ③ チーム内でディスカッションをし
て、テーマに関する考え方を深め
る。

第10回 グループワークⅡ④ 発表資料の作成、最終調整を行う。
第11回 グループワーク発表

①
グループで取り組んだ課題のプレ
ゼンテーションを行います。（チー
ム１、２）

第12回 グループワーク発表
②

グループで取り組んだ課題のプレ
ゼンテーションを行います。（チー
ム３、４）

第13回 グループワーク発表
③

グループで取り組んだ課題のプレ
ゼンテーションを行います。（チー
ム５、６）

第14回 １年間の自分のイン
ターンシップ経験の
振り返り

事前指導からインターンシップ、
秋学期授業までのすべてのプロセ
スについて振り返りを行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①授業時間外にインタビューや課題に時間をとられることがあります
②この機会にキャリアデザインとは何かをじっくり考える時間をもっ
てください
③働く場として関心ある業界、企業についての情報を種々のメディ
アによりフォローしてください
④実習先とのコンタクトが継続される場合があります
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
『ワークシフト』リンダ・グラットン、プレジデント社。
『ライフシフト』リンダ・グラットン、プレジデント社。
『何のために働くのか』北尾吉孝、致知出版社。
『仕事の報酬とは何か』田坂広志、PHP文庫。
『働くということ』ロナルドドーア、中公新書。
『働く意味とキャリア形成』谷内篤博、勁草書房

【成績評価の方法と基準】
実習実績、実習関連書類の整備、平常点、報告書（レポート）によ
り評価します。
実習実績（インターンの経験）は成績評価の前提条件です。実習関
連書類の提出をもって実習をおこなったものと認めます。
そのうえで平常点、毎回の授業課題、報告書（レポート）により評
価します。
平常点60%、授業の課題30%、報告書（エッセイ）10%です。
成績評価は100点満点とし、60点以上が合格となります。

【学生の意見等からの気づき】
インターンシップ経験をしっかりと振り返ることのできる授業構成
にしました。

【その他の重要事項】
この授業は自主性・主体性を実社会で試し磨くためのものです。す
べて自ら行動しないと始まらないような設計になっています。自分
で電話をして受入先担当者とコンタクトをします。受入先では自分
から行動しないと仕事は始まりません。現場ではさまざまな問題が
発生する。それを直に肌で感じて反応する感性やそれらに適切に対
処する力を身につけてほしいと思います。気がつき、気をくばり、気
がきく人材、実習ではセンスを磨いて欲しいと思います。
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【キャリアデザイン学部より】
本科目は「キャリア体験事前指導」を習得（S～C-)した場合のみ履
修可能です。

【Outline (in English)】
[Course outline]　
This lesson is aimed at building your own way of learning and
acquiring your own learning system by practicing the PDCA
cycle by "learning" and "practicing in the workplace".
　In class, by reviewing the employment experience, you deeply
analyze yourselves and learn how to think about your future
work.
And you will learn future-oriented ideas and acquire the ability
to design careers.
[Learning Objectives]
Reflecting on the internship experience, students will consider
the meaning of work.
The goal of the class is to learn how to learn through practice
by going through a series of experiences and reflections. The
goal is for students to be able to control their own PDCA cycle
of experiencing, reflecting, and improving their actions.
[Learning activities outside of classroom]
　　 This class is likely to take up a lot of time outside of
class time. You will need time to work on interviews and
assignments. In addition to this, please allow time to think
carefully about what career design is. Be sure to gather
information about industries and companies on a regular basis.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
[Grading Criteria /Policy]
　 Evaluation will be based on practical training results,
submission of practical training-related documents, level of
class participation, and written reports. Practical experience
is a prerequisite for evaluation. Submission of practical
training-related documents is considered to be the completion
of the practical training. 60% for class participation, 30% for
class assignments, and 10% for written reports. Grading is
based on a 100-point scale, with a score of 60 or higher being
considered passing.

— 702 —



SDGs　発行日：2024/5/1

BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験学習（インターン）展開科目

野中　利明

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：木4/Thu.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
変化が激しく先行きの見通しの立ちにくいこれからの時代において、
自分自身が何をよりどころにどのような人生・キャリアを歩んで行
くべきかを通年で考える授業の秋学期の講義です。
本講義はインターンシップの体験を振り返りながら、そこでの学び
を整理すると共に、自分自身の価値観を言語化し、今後の人生、キャ
リアについて考える授業です。
本講義では議論の機会を多く設け、様々な価値観、考え方に触れな
がら、これからの自分のありたい姿を描出してもらいます。

【到達目標】
自ら主体的に考え、行動する思考様式、行動様式を身に着けている
こと
自分が大切にしたい価値観や仕事観が言語化できていること
自分自身が歩みたい人生・キャリアプランの輪郭が見えるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
①実習経験を振り返り、グループワークを通じて、学びや気づきを
言語化し、整理する。
②グループワークにて業界研究を行い、情報収集、プレゼン資料を
作成し、各チームでプレゼンを行う。
③10年後の世の中の状況をイメージして、自分がどうなっていた
いかを取りまとめる。グループワークにて相互に発表し、議論を深
める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 実習の報告とオリエ

ンテーション
・夏休みの実習の振り返り
　・秋学期授業の概要説明

第2回 個別面談、　グルー
プワーク（前半）

・教員に実習の状況を説明する
（ショートスピーチ）
・グループで実習の状況を相互に
共有する

第3回 個別面談、　グルー
プワーク（後半）

・教員に実習の状況を説明する
（ショートスピーチ）
・グループで実習の状況を相互に
共有する

第4回 社会人とのデスカッ
ション（大手企業勤
務の若手会社員を想
定）

・企業で働く社会人の話を聞いて、
自分のキャリアを考える

第5回 社会人とのデスカッ
ション（大手企業勤
務の中堅・幹部社員
を想定）

・企業で働く社会人の話を聞いて、
自分のキャリアを考える

第6回 社会人とのデスカッ
ション（起業家を想
定）

・起業家の話を聞いて、自分の
キャリアを考える

第7回 グループワークⅡ①
（業界分析：業界の概
要調査と仮説出し）

・業界を特定し、現状分析及び将
来予測を行い、働き方を考える
・10年後の社会をイメージし、自
分がその時にどうありたいかを考
える
・業界の概要調査と仮説出し）

第8回 グループワークⅡ②
（業界分析：業界の将
来予測とディスカッ
ション）

・業界を特定し、現状分析及び将
来予測を行い、働き方を考える
・10年後の社会をイメージし、自
分がその時にどうありたいかを考
える
・業界の将来予測仮説の検証と
ディスカッション

第9回 グループワークⅡ③
（業界分析：これまで
の調査結果を踏まえ
て働き方についてプ
レゼン）

・業界を特定し、現状分析及び将
来予測を行い、働き方を考える
・各チームのプレゼンとディス
カッション

第10回 グループワークⅢ
（10年後予測：10年
後の世の中を考える
資料収集と仮説出し）

・10年後の社会をイメージし、世
の中の働き方がどうなっていて、
自分がその時にどうありたいかを
考える
・情報収集・資料作成

第11回 グループワークⅢ
（10年後予測：10年
後の世の中の仮説検
証と議論）

・10年後の社会をイメージし、世
の中の働き方がどうなっていて、
自分がその時にどうありたいかを
考える
・10年後の世の中の仮説検証と議
論

第12回 グループワークⅢ発
表①（10年後予測：
10年後の予測とその
時代に自分たちがど
うありたいかについ
てプレゼン）

・10年後の社会をイメージし、世
の中の働き方がどうなっていて、
自分がその時にどうありたいかを
考える
・各グループごとのプレゼン及び
プレゼンへの質疑・ディスカッ
ション

第13回 グループワークⅢ
発表②
（10年後予測：10年
後の予測とその時代
に自分たちがどうあ
りたいかについてプ
レゼン）

・10年後の社会をイメージし、世
の中の働き方がどうなっていて、
自分がその時にどうありたいかを
考える
・各グループごとのプレゼン及び
プレゼンへの質疑・ディスカッ
ション

第14回 総括　1年間の振り
返り

・1年間を振り返り、インターンと
授業を通じて、何を感じ、何を学
んだのかを整理し、これからの自
分の人生をどうしていきたいかを
発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①授業時間外にインタビューや課題に時間を取られる可能性があり
ます。
②自分自身のキャリア・生き方についてどうありたいかじっくり考
えてもらいたいと思います。
③関心ある業界・企業の動向については、日頃からアンテナを立て
て情報収集を心がけてください。
④実習先とのコンタクトが継続されることがあります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません

【参考書】
「プロティアン」　田中研之輔　日経BP社
「ライフシフト」　リンダ・グラットン　プレジデント社
「ワークシフト」　リンダ・グラットン　プレジデント社
「冒険の書」　孫泰蔵　日経BP社

【成績評価の方法と基準】
①授業におけるグループワークなどへの取組み姿勢（60%）
②各種レポートの提出状況及び内容（40%）
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【学生の意見等からの気づき】
全員参加型の授業を前提に学生一人一人が自ら考え、発言し、議論
を通じて思考を深める機会を多く設けます。

【その他の重要事項】
この授業では自ら主体性をもって考え、行動することが求められま
す。授業では毎回、ディスカッションの機会を設けます。
また実習に関しては、インターン先を自ら探して、自らコンタクト
して経験をすることで、主体的に学び・考える姿勢が身につきます。

【キャリアデザイン学部より】
本科目は「キャリア体験事前指導」を習得（S～C-)した場合のみ履
修可能です。

【Outline (in English)】
[Class outline and purpose]
This is a fall semester lecture in which students will spend
the entire year thinking about what kind of life and career
they should take based on what they believe in the coming era,
where changes are rapid and it is difficult to predict the future.
This lecture is a class where students look back on their
internship experience, organize what they learned there, put
their own values into words, and think about their future lives
and careers.
In this lecture, we will provide many opportunities for
discussion, and we will ask you to envision your future self
while being exposed to various values and ways of thinking.
【Attainment target】
Having acquired the thinking and behavior style of thinking
and acting on one’s own initiative.
Being able to verbalize the values and work philosophy that
you value
Being able to see the outline of the life and career plan you
want to follow
【Learning activities outside of classroom】
① You may be required to spend time doing interviews and
assignments outside of class hours.
②I would like you to think carefully about what you want to do
with your career and lifestyle.
③ Please keep your antenna up and collect information on
trends in industries and companies that interest you.
④Contact with the training site may continue.
The standard time for preparation and review for this class is
two hours each.
【Grading Criteria /Policy】
① Attitude towards group work etc. in class (60%)
② Submission status and content of various reports (40%)
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験学習（インターン）展開科目

松浦　民恵

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：木3/Thu.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業の目的は、夏休み中のキャリア体験（インターンシップ）を
振り返って教訓を整理し、これからのキャリアにつなげることです。
授業の中での、振り返りのための個人発表やグループワーク、具体
的な業界研究を通じて、これからのキャリアについて考えていただ
きます。

【到達目標】
以下を到達目標とします。
①キャリア体験を通じた気付きの分析
②キャリア体験から得られた教訓の整理
③キャリア体験を踏まえてこれからのキャリアについて考える

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
この授業は、春学期の「キャリア体験事前指導」の修得と所定のイ
ンターンシップ体験が受講の条件となります。
前半はキャリア体験の振り返りを共有します。後半には、業界研究
の一環として、ゲストの招聘（業界は仮のものです）を予定してい
ます。
ゲストのスケジュールや受講の状況に応じて、授業計画の一部（対
面からオンラインへの変更等）を変更することがありますので、予
めご了承ください。
課題発表の回それぞれに、良かった点、改善点などをフィードバッ
クします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション ①授業の進め方の説明

②社会人基礎力調査
③グループワークにおけるコンテ
ンツの決定とグループ分け

第2回 グループワーク①～
コンテンツのフレー
ムワーク決定

①グループワーク（フレームワー
クの決定と協力依頼事項の決定）
②協力依頼

第3回 キャリア体験の報告
（IT業界等）

クラス全体に対する個人の報告と
質疑～IT業界等を中心に

第4回 キャリア体験の報告
（金融・製造業等）

クラス全体に対する個人の報告と
質疑～金融・製造業等を中心に

第5回 キャリア体験の報告
（サービス業等）

クラス全体に対する個人の報告と
質疑～サービス業等を中心に

第6回 キャリア体験の報告
（社会貢献・福祉等）

クラス全体に対する個人の報告と
質疑～社会貢献・福祉業界等を中
心に

第7回 グループワーク②～
コンテンツの作成

調査結果の分析と発表資料の作成

第8回 グループワーク③～
コンテンツの発表

各グループのコンテンツ発表と意
見交換

第9回 業界研究のイントロ
ダクション

①グループワークの振り返り
②業界研究の目的、方法、スケ
ジュール等に関する解説
③社会人基礎力のフィードバック

第10回 業界研究～ショッピ
ングセンター

企業の実務家の講話と質疑～
ショッピングセンターに関わるさ
まざまな業界

第11回 業界研究～エネル
ギー業界（仮）

企業の実務家の講話と質疑～エネ
ルギー業界の現状と、自分自身の
キャリア

第12回 業界研究～サービス
業（仮）

企業の実務家の講話と質疑～サー
ビス業の現状と、自分自身のキャ
リア

第13回 課題発表 業界研究トライアルの発表
第14回 エッセイと社会人基

礎力のフィードバッ
ク

①エッセイのフィードバック
②インターンシップ前後の社会人
基礎力の変化に関するフィード
バック

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
インターンシップに関する個人報告、グループワークでのコンテン
ツ発表、業界研究トライアルの発表、エッセイの執筆等、複数の課
題への対応が必要になります。
インターンシップ終了後も、インターンシップ先とのやりとりが継
続する場合もあります。
本授業の準備・復習時間は、各２時間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しません。授業の資料は必要に応じて学習支援シス
テムにアップします。それ以外に参考資料がある場合は、適宜授業
で配布します。

【参考書】
授業のなかで必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
平常点（授業内での発言やリアクションペーパー、提出物の期限内
提出等）、発表（個人報告、グループワークでのコンテンツ発表、業
界研究トライアルの発表）、エッセイにより評価します。
発表については、発表者や発表内容だけでなく、発表準備への関与
の程度・内容も評価します。
平常点が20％、発表が50％、エッセイが30％です。

【学生の意見等からの気づき】
課題は大変だったけれど有益だったというご意見が多かったので、
続けていきたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォン、パソコン等の情報機器。
原則として対面で実施しますが、ゲストの都合でオンライン対応が
必要になる場合などについては、ご相談の上、オンラインで実施す
る場合があります。
発表等に必要な準備については、事前の指示に従って行ってください。

【その他の重要事項】
春学期のキャリア体験事前指導を修得し、所定のインターンシップ
を完了したことが本授業の受講条件となります（やむを得ない事情
により完了の時期が若干ずれ込む場合は個別にご相談ください）。
授業におけるグループワークや発表には、主体的、積極的に参加し
てください。
キャリア体験中にトラブルや先方への迷惑行為等があった場合は、
極力早く個別に報告してください。相談のうえ、必要な対応を行っ
て頂きます。
インターンシップ関連の書類（先方の確認印が必要なものを含む）の
提出をもってインターンシップの実施を確認しますので、必ず提出
してください。

【キャリアデザイン学部より】
本科目は「キャリア体験事前指導」を修得(S～C-)した場合のみ履修
可能です。

【Outline (in English)】
＜Course outline＞
In the class, students are asked to think about their future
careers through individual presentations, group work, and
specific industry research.
＜Learning Objectives＞
The purpose of this class is to review the career experiences
(internships) during the summer vacation, organize the
lessons, and lead to future careers.
＜Learning activities outside of classroom＞
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The standard time for preparatory study and review for this
class is 2 hours each.
＜Grading Criteria /Policy＞
Grading will be decided based on in-class contributions (20%),
short reports (30%), and the group work presentations (50%).
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

キャリア体験学習（プロジェク
ト） 展開科目

山岡　義卓

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：金4/Fri.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、春学期開講の「キャリア体験事前指導（プロジェクト）」
と本科目の両方を通じて、約8か月にわたる企業等との共同プロジェ
クトを実施する。このうち、本科目では、春学期にスタートしたプ
ロジェクトを継続して実施し、最終的な成果に結び付け、プロジェ
クト全体の成果発表を行うところまで実施する。

【到達目標】
本科目の目標は次のとおり。
①春学期にスタートしたプロジェクトを目標に向けて継続する。
②期間内に成果に結び付けられるようにプロジェクトを終結させる。
③これまでの活動を取りまとめ発表する。
④プロジェクトを振り返り、学習内容を確認する。
なお、「キャリア体験事前指導（プロジェクト）」も含めて以下の4点
が得られることを到達目標とする。
①大学で学ぶ諸理論が実社会でどのように活かされているかを知る
②自己の職業適性や興味・関心への理解を深める
③職業人になることへの意識を醸成し、働くことの心構えを学ぶ
④社会人としての基本的なスキルやビジネスマナーを学ぶ

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
「キャリア体験事前指導（プロジェクト）」および本科目を通じて、
約8か月にわたる企業等との共同プロジェクトをグループワークに
より実施する。プロジェクトを通して、販売促進、マーケティング、
営業、商品開発などの活動を体験する。
本科目では主にプロジェクトの実施と、成果のとりまとめと発表、振
り返りを実施する。春学期に作成した実施計画書に基づきメンバー
全員が協力しプロジェクトの成果が得られるように活動する。プロ
ジェクト終了後、成果を取りまとめ発表し、活動の振り返りを行う。
プロジェクトの実施にあたっては、必要に応じて企業訪問や実習等
を行う。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 春学期の活動振り返

り
春学期の活動内容を振り返り、進
捗に応じて実施計画を見直す。

第2回 企画案の作成 テーマに沿って企画案を作成する。
第3回 追加調査 企画案の実現性を高めるために必

要な情報を収集するために追加調
査等を行う。

第4回 企画案のブラッシュ
アップ

追加調査の情報等を参照し企画案
をブラッシュアップし、協力企業
等に提案できるレベルの企画書と
して完成させる。

第5回 企画実施の準備 販売促進やイベント実施等、企画
実施のための準備作業を行う。

第6回 企画の実施 販売促進やイベント実施等の企画
を実施する。

第7回 実施結果の評価 実施結果をアンケート調査や販売
実績等により評価する。

第8回 実施結果の振り返り
と改善策の検討

実施結果と評価を踏まえて自分た
ちの実施した結果を振り返り、改
善策を検討する。

第9回 プレゼンテーション
講座

成果報告会に向けてプレゼンテー
ションのつくり方について説明す
る。

第10回 プレゼンテーション
資料作成

成果報告会に向けてプレゼンテー
ション資料の作成等準備作業を行
う。

第11回 成果報告会リハーサ
ル

成果報告会のリハーサルを行う。

第12回 成果報告会 活動内容について成果報告会を行
う。

第13回 プロジェクトの振り
返り

春学期からの活動を含めてこれま
での振り返りと意見交換を行う。

第14回 成果報告書作成 成果報告会や振り返りも含めこれ
までの学習成果を確認し、成果報
告書を作成する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
活動にあたってインターネットの検索やワード、エクセルの操作が
必要になる。テーマに応じて授業時間外に企業訪問等の学外活動を
行う場合がある。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準と
する。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて参考文献の指示や参考資料を配布する。

【参考書】
必要に応じて指示する。

【成績評価の方法と基準】
グループごとに成果報告書の作成および成果報告会におけるプレゼ
ンテーションを行う。成績は、プロジェクトへの取り組み姿勢（50
点）、成果報告書および成果発表（50点）により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
「1年を通して企業との取り組みから仲間との関係まで幅広く構築で
きた」とのコメントより、事前学習やプロジェクト運営においては
成果を求めるだけでなく、その土台となるチームづくりにも留意す
る。「初めてのことばかりで失敗もつきものだと学びました」とのコ
メントより、失敗経験を次に活かせるよう、振り返りの機会をこれ
まで以上に重視する。

【学生が準備すべき機器他】
課題等は授業支援システムを用いて提出する。必要に応じてノート
パソコン
を使用する。企業との打ち合わせにおいては遠隔会議ツールを使用
することもある。

【その他の重要事項】
この科目を履修するには、「キャリア体験事前指導（プロジェクト）」
を履修していることが条件になります。
企業等との共同プロジェクトの実施という性質上、授業時間以外に
も随時活動を行う。また、秋学期も含めた活動であることから、テー
マによっては夏期休業期間中も活動を実施する。
協力企業等の理解と協力を得て運営されるプログラムであり、履修
する学生諸君には法政大学キャリアデザイン学部を代表する学生と
して、大きな責任が課せられることを正しく認識する必要がある。
担当教員は企業におけるビジネスと支援機関におけるコーディネー
タの実務経験を有している。調査やスケジュール管理、企画書の作
成等のノウハウを含めて講義するとともに、実務経験を活かしてプ
ロジェクト活動への助言を行う。

【キャリアデザイン学部より】
本科目は「キャリア体験事前指導」を修得(S～C-)した場合のみ履修
可能です。

【Outline (in English)】
(Course outline)
In this course, we will conduct the project and present the
results.
(Learning Objectives)
The goals of this class are as follows:
- Continue toward the goal of the project that started in the
spring semester.
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- End the project so that results can be obtained within the
period.
- Summarize the activities and give a presentation.
- Look back on the project and confirm what you have learned.
(Learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time is 2
hours each for preparation and review for a class.
(Grading Criteria /Policy)
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Attitude toward projects : 50%
Achievement report and final presentation : 50%
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

メディアリテラシー実習Ⅰ 展開科目

坂本　旬

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
メディアリテラシーのコア・コンセプトと映像言語の基本を学ぶ。
受講生はメディアリテラシーの基本原理を理解し、それを用いて短
い映像作品を制作することによって、メディアリテラシーの基礎を
実践的に身につける。

【到達目標】
・受講生はメディアリテラシーの概念を理解し、メディアリテラシー
の概念を説明できる。
・メディアリテラシーにおける映像言語の基礎知識を理解する。
・基本的な映像制作能力を身につけ、メディアリテラシーの概念を
意識した短い映像を制作することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
メディアリテラシーの歴史を学び、基礎概念（コア・コンセプト）を
学びながら映像制作の基本的な技法を習得する。前半はテレビ番組
や映画などの映像を用いて、映像言語とメディアリテラシーの基本
的知識を習得する。後半はデジタル・ストーリーテリングや公共広
告などの短い映像制作実習を行う。
・授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーバーか
らいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
・良いリアクションペーバーは授業内で紹介し、さらなる議論に活
かす。
・課題等の提出・フィードバックはHoppiiを通じて行う予定。
・オフィス・アワーで、課題（試験やレポート等）に対して講評する。
・最終授業で、13回までの講義内容のまとめや復習だけでなく、授
業内で行った試験や小レポート等、課題に対する講評や解説も行う。
この授業は、基本は対面とし、必要に応じて、オンラインで実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の概要および必要機器の説明

（Zoomによるオンライン授業）
2 メディアリテラシー

の基本
メディアリテラシーの基礎概念を
学ぶ

3 メディアリテラシー
の原理

メディアリテラシーの基本原理を
学ぶ

4 メディアリテラシー
の歴史

メディアリテラシーの歴史を学ぶ

5 メディアの読み解き
を学ぶ

メディアのジャンルと分析の方法
を学ぶ

6 デジタル・ストー
リーテリングの基礎

デジタル・ストーリーテリングの
理論と技法を学ぶ

7 デジタル・ストー
リーテリングの作り
方

デジタル・ストーリーテリングの
制作方法を学ぶ

8 デジタル・ストー
リーテリング作品の
発表

課題のデジタル・ストーリーテリ
ング作品の発表を行う

9 現代社会のメディア 広告やPV、ニュースなど身の回り
にあるさまざまなメディア・メッ
セージを学ぶ

10 広告メディアとメ
ディアメッセージ

広告映像の中にあるメディア・
メッセージの読み解き方を学ぶ

11 広告メディアと表現
技法

広告映像の表現技法を学ぶ

12 公共広告の制作方法 公共広告の作り方を学ぶ
13 映像編集の方法 映像編集の基本的な方法を学ぶ
14 公共広告の構想 公共広告の絵コンテの発表会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外では、授業期間中提示された課題の制作を行う。なお、本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
坂本旬『メディアリテラシーを学ぶ』大月書店、2022年

【参考書】
坂本旬『メディア情報教育学』法政出版局、2014年
坂本・山脇編著『メディアリテラシー　吟味思考を育む』時事通信
社、2021年
寺崎里水・坂本旬『地域と世界をつなぐSDGsの教育学』法政大学
出版局、2021年

【成績評価の方法と基準】
小テスト30％、提出物50％、平常点20％
授業評価基準（ルーブリック）
・基本
積極的に授業に参加し、発言する
静止画・動画による映像作品を制作する
締め切りに間に合うように作品を提出する
振り返りレポートを書いて提出する
・発展
メディアリテラシーの5つのキークエスチョンを理解している
映像の表現技法を説明することができる
絵コンテを作ることができる
映像編集の方法を理解し、パソコンで編集ができる
・応用
映像の企画・取材・制作が一人でできる
他者に適切なアドバイスや支援ができる
授業以外のさまざまな社会活動に学んだことを活用できる

【学生の意見等からの気づき】
メディアリテラシーの基本を理解することが良い作品制作につなが
ることが理解できた。

【学生が準備すべき機器他】
映像編集可能なWindowsまたはMacノートブックPCを用意する
こと。
編集ソフトとして無料版ダビンチ・リゾルブ (DavinciResolve)
を推奨する。https://www.blackmagicdesign.com/jp/products/
davinciresolve/
カメラとして使用できるスマートフォンやデジタルカメラを用意す
ること。

【その他の重要事項】
本授業では動画アップロード用の専用サーバー (OATube)もしくは
YouTubeを利用する。

【他の授業との関連】
「メディアリテラシー実習Ⅰ」は映像制作の基本を学び、「メディア
リテラシー実習Ⅱ」はドキュメンタリー映像制作を行う。ⅠとⅡは
連続して履修すること。また、３年次以上では「キャリアデザイン
学総合演習」を履修することが望ましい。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【Outline (in English)】
To study the core concepts of media literacy
To explore how the media construct their messages
To learn how to make a Public Service Announcement
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The goal of the course is for students to understand the concept
of media literacy and the language of video, to acquire video
production skills, and to be able to produce short videos.
Students will produce videos outside of class time. Evaluation
will be based on 30% quizzes, 50% submissions, and 20% study
attitude.
Students need to work outside of the classroom to create their
work. The amount of time varies depending on the student,but
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

メディアリテラシー実習Ⅱ 展開科目

坂本　旬

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
受講生は、メディアリテラシーの基礎概念に関する学習を土台に、
ドキュメンタリーの技法と分析手法を学び、キャリアヒストリーを
テーマにしたショート・ドキュメンタリーを制作する。

【到達目標】
・メディアリテラシーの観点からドキュメンタリーの歴史と理論を
学ぶ
・メディアリテラシーの概念を用いてドキュメンタリーを分析する
・取材による実践的なドキュメンタリー映像の制作および評価を行う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
本授業は、「メディアリテラシー実習Ⅰ」の学習を土台に、短いドキュ
メンタリー映像制作を行い、基本的な映像制作の方法を学ぶ。なお、
本授業は春学期に「メディアリテラシー実習Ⅰ」を履修し、メディ
アリテラシーの基本概念を学習した学生のみが履修できる。「メディ
アリテラシー実習Ⅱ」のみの受講は認めないので、注意すること。
・授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーバーか
らいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
・良いリアクションペーバーは授業内で紹介し、さらなる議論に活
かす。
・課題等の提出・フィードバックはHoppiiを通じて行う予定。
・オフィス・アワーで、課題（試験やレポート等）に対して講評する。
・最終授業で、13回までの講義内容のまとめや復習だけでなく、授
業内で行った試験や小レポート等、課題に対する講評や解説も行う。
この授業は、基本は対面とし、必要に応じてオンラインとする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・公共広

告作品上映会
メディアリテラシー実習１の受講
生が作った公共広告映像作品の上
映を行う

2 メディアリテラシー
とドキュメンタリー
の基礎

ドキュメンタリー映像の基礎理論
を学ぶ

3 メディアリテラシー
とドキュメンタリー
の歴史

ドキュメンタリー映像の歴史を学
ぶ

4 メディアリテラシー
とドキュメンタリー
の構造

ドキュメンタリーのシーンやカッ
トの構造を学ぶ

5 カメラ・マイクの使
い方

施設の使い方とカメラとマイクの
基本的な使い方を学ぶ。

6 ビデオ撮影実践法 ビデオ撮影の実際のノウハウを実
践的に学ぶ。

7 構成・絵コンテの作
成

実際に企画書や絵コンテを制作し、
映像の構成を組み立てる。

8 企画の発表 受講生ひとりずつによる企画の発
表。

9 編集の仕方 (1)キャプ
チャーの仕方

パソコンに撮影した動画を取り込
む方法を学ぶ。

10 編集の仕方 (2)編集の
基本

動画編集の基本を学ぶ。

11 編集の仕方 (3)音響と
テロップ

動画に音声・音楽やテロップを入
れる方法を学ぶ。

12 編集の仕方 (4)仕上げ 編集の仕上げの方法を学ぶ。
13 編集作業の点検 それぞれの編集作業の点検を行う。
14 発表会 制作映像のオンライン発表会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ロケハンや取材、撮影、編集はすべて各人が課外時間に行う。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
坂本旬『メディアリテラシーを学ぶ』大月書店、2022年

【参考書】
坂本旬『メディア情報教育学』法政出版局、2014年
坂本・山脇編著『メディアリテラシー　吟味思考を育む』時事通信
社、2021年
寺崎里水・坂本旬『地域と世界をつなぐSDGsの教育学』法政大学
出版局、2021年

【成績評価の方法と基準】
小テスト30％、提出物50％、平常点20％
授業評価基準（ルーブリック）
・基本
積極的に授業に参加し、発言する
静止画・動画による映像作品を制作する
締め切りに間に合うように作品を提出する
振り返りレポートを書いて提出する
・発展
メディア・リテラシーの5つのキークエスチョンを理解している
映像の表現技法を説明することができる
絵コンテを作ることができる
映像編集の方法を理解し、パソコンで編集ができる
・応用
映像の企画・取材・制作が一人でできる
他者に適切なアドバイスや支援ができる
授業以外のさまざまな社会活動に学んだことを活用できる

【学生の意見等からの気づき】
昨年度はセルフドキュメンタリーが多かった。今後はより多様な作
品が作られることを期待している。

【学生が準備すべき機器他】
映像編集可能なWindowsまたはMacノートブックPCを用意する
こと。
編集ソフトとして無料版ダビンチ・リゾルブ (DavinciResolve)
を推奨する。https://www.blackmagicdesign.com/jp/products/
davinciresolve/
カメラとして使用できるスマートフォンやデジタルカメラを用意す
ること。

【その他の重要事項】
「メディアリテラシー実習Ⅰ」で身につけたスキルをもとに、ひとり
一つの作品の制作を行う。共同制作は認めないので注意。実践的な
学習のため、無断欠席は禁止する。授業時間外の学習活動が多いた
め、アルバイトやサークル活動が忙しい学生は注意すること。また、
春学期の「メディアリテラシー実習Ⅰ」を履修していない学生は原
則として履修できない。

【キャリアデザイン学部より】
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、抽選に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【履修条件】
本科目は「メディアリテラシー実習Ⅰ」を習得（S～C-）した場合の
み履修可能です。

【Outline (in English)】
To explore how the core concepts of media literacy are adapted
to the documentary
To study how to make and evaluate the documentary
The goal of the course is for students to understand the
history and concepts of documentary video and to be able
to produce short documentary videos. Students will produce
videos outside of class time. Evaluation will be based on 30%
quizzes, 50% submissions, and 20% study attitude.
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Students need to work outside of the classroom to create their
work. The amount of time varies depending on the student,
but Before/after each class meeting, students will be expected
to spend four hours to understand the course content.
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

地域学習支援Ⅰ 展開科目

寺崎　里水

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は体験型選択必修科目として「地域学習支援Ⅱ」とあわせ
て履修する。「地域学習支援Ⅰ」ではグローバル化、少子・高齢社会
化のもとで、住民が自主的な問題解決能力を高め、地域づくりに参
加するうえで求められる学習支援のあり方、コーデイネーターの役
割、ネットワークの形成について学び、実習の準備をおこなうこと
をねらいとする。

【到達目標】
地域において学習支援が求められる事情、具体的な支援の方法、支
援者に求められる専門性について理解する。また、実習にむけて実
習先の現状、活動内容など具体的な事情を理解し、個々人の課題意
識を形成する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
地域社会において学習支援の専門性が求められる活動分野は、コミュ
ニティビジネス、NPO・ボランティア団体の発展とともに広がりを
みせている。地域課題の解決にむけた地域づくり学習、若者自立支
援、外国人との多文化共生教育、文化施設が核となったまちづくり、
コミュニティ・メデイアの活用などについて学び、コーデイネーター
の役割や専門性について認識を深める。
対面で授業を行う。前半は、各自で文献の講読を中心に、地域社会
の現状について理解を深め、後半は、授業内掲示板などを活用し、グ
ループディスカッションを取り入れながら、地域学習支援Ⅱに向け
て学習課題を明確にする。
課題の提出やフィードバックは学習支援システムを通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 体験型選択必修科目としての「地

域学習支援Ⅰ」の内容と履修方法、
評価についての説明

2 地域学習支援が求め
られる背景①コミュ
ニティと学習

公共機関、NPOなど加え、地場産
業、国際機関などにおいてもコ
ミュニティづくりと学習の必要性
が高まっていることを理解する。

3 地域学習支援が求め
られる背景②支援

日本の政策などを踏まえながら、
地域における学習を支援するニー
ズが高まっていることを理解する。

4 地域学習支援とはど
のような仕事か

地域学習を支援するコーディネー
ターの役割、専門性について理解
する。

5 実習指導教員との懇
談

実習先の選定・プログラムについ
て実習指導教員と面談し、実習課
題を導出する。

6 生涯学習コーディ
ネーターの役割・地
域文化の振興と文化
施設

コミュニティの活性化にむけた
ネットワークづくりとコーデイ
ネーターの役割、地域の振興にお
ける文化施設の役割について考え
る。

7 共生のまちづくりと
多文化教育、若者の
自立支援、コミュニ
ティ・メデイアの活
用

多文化理解、多文化教育の実態と
課題を考える。また、学校から仕
事への移行の支援や自立支援の活
動の実態と課題を考える。さらに、
自治体や自治会の広報、コミュニ
ティメディアの多彩な方法と活用
について考える。

8 グループの形成と課
題の設定

学習してきたことについてレポー
トを提出し、自らの問題意識を深
める。

9 質問する・観察す
る・記録する・まと
める技術

大学での学びと体験とを結びつけ
る方法について学ぶ。質問したり
観察したりしたことを利用可能な
資源・データとして記録し、まと
める技術を学ぶ。

10 グループ別事例研究
①

実習先に関連する社会的背景、政
策、組織の概要など、基礎的な知
識について調べる。

11 グループ別事例研究
②

実習先に関連する基礎的な知識を
もとに、自分たちの実習課題を明
確にする。

12 グループ発表① 研究した成果を発表し、質疑応答
を行う。発表内容は個別にレポー
トにまとめる。（地域おこし、コ
ミュニティメディア）

13 グループ発表② 研究した成果を発表し、質疑応答
を行う。発表内容は個別にレポー
トにまとめる。（若者自立支援、異
文化交流、地域文化）

14 まとめと振り返り 全体の振り返りとまとめを行い、
地域学習支援Ⅱへの意識を高める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
地域生涯学習支援のテーマに基づいてデータを収集し、グループで
の発表準備をおこなう。分野を選択し、文献やデータを収集し、レ
ポートにまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しない

【参考書】
佐藤一子、2015、「序章　地域学習の思想と方法」佐藤一子編『地
域学習の創造』東京大学出版会、pp.1-23
寺崎里水・坂本旬、2021、『地域と世界をつなぐSDGsの教育学』法
政大学出版局
藤田由美子・谷田川ルミ編著（2018）「外国につながる子ども」『ダ
イバーシティ時代の教育の原理―多様性と新たなつながりの地平へ』
学文社、
江口晋太朗（2019）「当事者意識が薄い人々を変えられるか―持続
可能な経済圏を生み出すには」保井美樹編著『孤立する都市、つな
がる街』日本経済新聞出版社
山浦晴男（2015）「第一章　分析」『地域再生入門』ちくま新書
筒井美紀（2017）「「金網と鋼板塀のまち」を再生する」法政大学キャ
リアデザイン学会『生涯学習とキャリアデザイン』15

【成績評価の方法と基準】
個人レポート50％、授業内での発言・提出物の内容20％、最終グ
ループレポート30％

【学生の意見等からの気づき】
学生はコミュニティとの接点をもつことが少ないので、ボランティ
ア活動の体験や出身地・母校での子どもたちの支援など、意識的に
関わることが必要である。

【学生が準備すべき機器他】
インターネットが利用できる環境、パソコン、パソコンが用意できな
い場合はタブレット（スマホは画面が小さいため、推奨しません）。

【その他の重要事項】
学部認定資格「地域学習支援士」の必修科目に位置付けられています。

【Outline (in English)】
Course Outline: In this class, students learn how to support
learning-groups, the way of networking, and the role of
coordinator.
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Learning Objectives: (1) Understand the background to the
need for learning support, specific support methods, and
the expertise of supporters.　 (2) To understand the current
situation and activities at the training site, and to form an
individual awareness of the issues.
Learning Activities Outside of Classroom: Preparation and
review time should be 2 hours each.
Grading Criteria: Individual reports 50%, class comments and
submitted work 20%, final group report 30%.
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BSP200MA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
200）

地域学習支援Ⅱ 展開科目

寺崎　里水、金山　喜昭、久井　英輔、坂本　旬、熊谷　
智博、田澤　実
単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：金6/Fri.6 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「地域学習支援Ⅰ」で学んだことを土台としつつ、分野の選択に応じ
て地域づくり、多文化教育、若者自立支援、地域文化振興、コミュ
ニティとメディアに関する実践的展開の場で実習をおこない、地域
学習支援の意義・方法、コーディネーターに求められる能力、専門
性について実践的に学ぶ。

【到達目標】
計画した実習プログラムに沿って実習をおこない、現場における学
習支援の体験を通じて求められる専門性、プログラム作成やコーデ
イネート能力について習熟する。また実習の終了後、実践を振り返
り、自分の役割やコミュニケーション能力の適切性、足りない点な
どを確認する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
実習は地域の文化施設や学習組織、ＮＰＯなどへの訪問、行事・イ
ベント等のサポート、遠隔地における滞在型実習、個々の学習者の
支援、フィールド調査など、実習指導教員と現場職員・スタッフの
協力によってプログラム作成がなされる。実習参加を通じて地域学
習の現場で求められる支援のあり方を体験し、振り返りを通じて専
門性について考察をおこなう。担当教員全員が等分に分担して授業
を進める。課題の提出やフィードバックは学習支援システムを利用
して行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 実習オリエンテー

ション
実習先や実習期間、実習の目的等
について理解・確認する。（寺崎・
金山）

2 実習先に関する事前
学習①計画をたてる

実習先に関する情報やデータ、文
献資料等をもとに、具体的な実習
プログラムを作成する。（久井・児
美川）

3 実習先に関する事前
学習②実習課題を明
確にする

実習先に関する情報やデータ、文
献資料等をもとに、具体的な実習
プログラムを作成する。（田澤・熊
谷）

4 実習先に関する事前
学習③情報収集を行
う

実習先に関する情報やデータ、文
献資料等をもとに、具体的な実習
プログラムを作成する。（坂本）

5 実習：地域づくり 各自が選択した実習先にて実習プ
ログラムを遂行する。（久井・寺
崎）

6 実習：青年自立支援 各自が選択した実習先にて実習プ
ログラムを遂行する。（児美川・田
澤）

7 実習：多文化理解、
コミュニティ・メ
ディア

各自が選択した実習先にて実習プ
ログラムを遂行する（熊谷、坂本）。

8 実習：地域文化 各自が選択した実習先にて実習プ
ログラムを遂行する（金山）。

9 実習のまとめと報告
①地域づくり

各自が選択した実習先にて実習プ
ログラムを遂行する。（寺崎、久
井）

10 実習のまとめと報告
②青年自立支援

実習への参加を通して得た学びを
振り返り、報告をまとめる。（児美
川、田澤）

11 実習のまとめと報告
③地域文化

実習への参加を通して得た学びを
振り返り、報告をまとめる。（金
山）

12 実習のまとめと報告
④多文化理解、コ
ミュニティ・メディ
ア

実習への参加を通して得た学びを
振り返り、報告をまとめる。（熊
谷、坂本）

13 成果報告レポートの
執筆

実習の成果について各自で課題を
決定し、レポートを作成する。（寺
崎、久井、児美川、田澤）

14 全体の振り返り 地域学習支援の意義や課題、今後
の学習課題などについてディス
カッションを行う。（金山、熊谷、
坂本）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習プログラムの作成、実習期間中の体験記録の作成、実習後の報告
書作成など、授業時間外に多くの作業を行うことが求められる。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に定めない。

【参考書】
実習先の領域に即して適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
実習中の体験記録作成　30％
実習報告会における発表・レポート作成　　70％

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートや授業のレポート内容などの情報を総合的に集
約し、担当教員間で進行などを話し合う予定である。

【その他の重要事項】
本科目は「地域学習支援Ⅰ（日本文化と人の生き方Ⅰ）」の単位を習
得した場合のみ履修可能です。
本科目を履修するには3月下旬の体験型選択必修科目ガイダンスに
出席し、選抜に合格する必要があります。必ず掲示で詳細を確認し
てください。

【Outline (in English)】
Course Outline: Students go to practical training based on
the studies in the spring semester. In the class, students are
going to review their practical trainings and to prepare for the
reports of the achievement.
Learning Objectives: Through practical training in community
learning support, students will become familiar with the
required expertise, program creation, and coordinating skills.
Learning Activities Outside of Classroom: Preparation and
review should be 2 hours each.
Grading Criteria: Record keeping during the training 30%.
Presentation at the debriefing session and report writing 70%.
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

学校論Ⅱ（キャリア形成） 展開科目

遠藤　野ゆり

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：火3/Tue.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人生の初期の大部分を学校で過ごす、という現代社会を生きる以上、
キャリア形成に対する学校生活の影響力は非常に大きい。学校教育
の意味と課題もそこには含まれている。そこで本授業では、本講義
は「学校に行くこと／行かないこと」がキャリア形成に及ぼす影響
を、一般論だけではなく、個々の生徒一人ひとりの具体的なエピソー
ドを分析するなかで考える。また、教育を「学問」として探求する
ための手法として、データをつなぎ合わせ、教育問題が具体的に人
間のキャリア形成に及ぼす影響について考えることを目指す。

【到達目標】
学校生活のキャリア形成に関する文科省、厚労省の示すデータを読
み取れるようになることを目指す。
それらのデータが学術的な先行研究においてどのように位置づいて
いるのかを理解すると共に、諸外国や日本国内の学校状況に関する
知識を習得する。
実際の学校生活に関する事例を読み、自分の意見を表現できるよう
になることを目指す。
以上の目標を実現することで、学校教育および学校生活がキャリア
形成においてどのような影響を与えているのかを多様な観点から理
解することを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義科目であるが、毎回グループワークがある。グループワークに
参加することを単位履修の必須要件とする。またグループワークの
ために事前に講読課題を課すことがある。
毎回、授業後に課題（リアクションペーパー）を提出してもらう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

授業実施の方法
授業の概要と進め方についての
説明　
「学校の機能」に関する検討

2 〈学校に入ることをめ
ぐって〉①オランダ
「自由な教育」のしく
み

子どもの幸福度が世界１の国はオ
ランダという調査結果があります。
この事例をとおして、外国との比
較から日本の教育を考える力を身
につけ、と同時に、学校を社会の
中に位置づけて考える必要性を考
えます。

3 〈学校に入ることをめ
ぐって〉②中学受験
の功罪

現在日本では地域によっては4人
に1人が中学受験をします。中学
受験がもつ機能や、人のキャリア
に与える影響から、その功罪を考
えます。

4 〈学校に入ることをめ
ぐって〉③「地元化」
の時代の地方と都市
の違い

地元化の時代といわれ、若者の移
動が減っている社会の中で、地方
と都市部では、学校の選択肢の数
に大きな違いがあります。地方と
都市部でのキャリア形成の違いを
考えます。

5 〈学校に入ることをめ
ぐって〉④修学支援
制度は十分か？

近年、子育て・教育費用の公費増
大の目玉として現在大学でも「修
学支援制度」が実施されています。
こうした支援は経済格差がキャリ
ア形成にもたらす悪影響を本当に
小さくできているのかを考えます。

6 〈学校に入ることをめ
ぐって〉⑤ヤングケ
アラーからはく奪さ
れるもの

幼いころから家族のケアに時間を
割き学校に十分に通えない子ども
たち。彼らのキャリア形成の困難
のもとを考えます。

7 学校の中で身に着け
るもの〉①ステレオ
タイプ・偏見

学校の中ではヒドゥンカリキュラ
ムとして様々なものが機能してい
ます。学校に通っているうちに無
意識のうちに身に着けるステレオ
タイプや偏見を再検討します。

8 〈学校の中で身に着け
るもの〉②日本の障
害児教育に対する世
界的批判

日本の障害児教育は世界のトレン
ドとはかなり異なるものになって
います。その実態やプロセス、世
界からの見方を学び、共生社会の
中でのキャリア形成について考え
ます。

9 〈学校の中で身に着け
るもの〉③道徳心は
学校で涵養される
か？

日本の学校教育は「道徳」という
科目設定があり、世界的に見てこ
れは珍しいことです。道徳の授業
は本当に人々の道徳心を涵養する
のか、具体的なケースに沿って考
えます。

10 〈学校の中で身に着け
るもの〉④能力主義
は平等か？

学校教育では「能力」を育むスタ
ンスと「能力以外」とを重視する
スタンスとが混ざっています。能
力で人を評価することは本当に妥
当なのか、具体的に検討していき
ます。

11 〈学校から出ていくと
きの課題〉①「学歴」
「労働市場にのるこ
と」

「日本は学歴社会」という一般通年
は正しいでしょうか。学歴は人の
キャリアにどのような影響をして
いるでしょうか。日本の学歴社会
の特徴を捉え、学歴がキャリアに
及ぼす影響を検討します。

12 〈学校から出ていくと
きの課題〉②卒業時
の能力保証と文系学
部批判

国立大学文系学部廃止論争をきっ
かけに、文系学部の役割について
議論されるようになりました。文
系学部で学ぶことの意味とは？ 　
キャリアデザイン学部の授業を通
して身に着ける学びをもとに考え
ます。

13 〈学校から出ていくと
きの課題〉③「良い
子」的な価値観から
の脱却の困難

社会に出ると学校とは異なる価値
観に沿って生きていくことが求め
られます。学校的な「良い子」価
値観の功罪を考え、そこから脱却
していくために必要な教育を考え
ます。

14 総括・ふりかえり 本講義で考えたことを整理し、理
解度を確認します。初回の授業で
検討した「学校の機能」は、12回
のケーススタディを通してどう変
わったのか考えます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
グループワークで読む事例は事前に課題とともに指示しますので、
必ず予習をして臨んでください。本授業の準備学習・復習時間は各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
大塚類・遠藤野ゆり共編著（2014）『エピソード教育臨床　生きづ
らさを描く』創元社
その他は適宜指示します。
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【成績評価の方法と基準】
授業におけるグループワークの成果36％、事後課題26、期末試験
48％

【学生の意見等からの気づき】
事後課題はHoppiiを利用してほしいという要望がありましたので、
Hoppiiを用いることにします。

【学生が準備すべき機器他】
パソコンを持参してください。
大学のGoogleアカウントにサインインできるようにしておいてくだ
さい。

【その他の重要事項】
受講生の興味関心に応じて授業のテーマは変更する可能性があり
ます。

【Outline (in English)】
Course outline：As we spend most of our early life at school,
the influence of school life on our career development is very
great. The significance and problems of school education are
included therein. Therefore, in this class, in this classes we
think about the influence of "going to school / not going" on
career formation not only in the general theory but also in
analyzing each concrete episode of each individual student. As
a method to explore education as "academics", we aim to think
about the influence of educational problems on human career
formation concretely by joining data.
Learning Objectives：Students are required to get skill to read
the culture, sports, science and technology data　 regarding
career development in school life. presented by the Ministry
of Education and the Ministry of Health, Labor, and Welfare.
They are also required to understand how these data are
positioned in academic precedent research and to acquire
knowledge about school conditions in other countries and
Japan. These requires are for students to be able to express
their own opinions by reading case studies related to actual
school life. By realizing the above goals, we aim to understand
from various perspectives how school education and school life
affect career development.
earning activities outside of classroom：
You will be instructed in advance about the examples to be read
in the group work along with the assignments, so please be sure
to prepare for the lessons. The standard time for preparation
and review for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy：
Group work results in class: 36%, post-work assignments: 26%,
final exam: 48%.
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

学校論Ⅳ（キャリア教育） 展開科目

池田　佳代

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代の社会的事業（社会課題を積極的に解決しようとする取り組み）
の担い手は、行政・企業そして市民という３つのセクターに分類で
き、各セクターは単独で事業を行うだけでなく、協働・助成・委託と
いった枠組みによってつながり合うことで、より丁寧に社会のニー
ズに応えようとする実態がある。それは、市民的権利に基づく相互
扶助の実践であり、共生社会の実現を目指す営みでもある。そこで、
本授業では、地域福祉、環境、平和などの分野で活動する市民セク
ターを対象に、その成果や課題について座学や体験を通して学び、そ
れら活動の意義や可能性について検討する。
関連するキーワード：コミュニティ論、社会運動論、学習論

【到達目標】
1,「働くこと」や市民セクターにかかわる用語の意味や概念、活動形
態や内容・メンバーシップ・社会問題への取り組みについて理解す
る。それにより多様なアクター・組織・イデオロギーのもとで社会
が動いていることを洞察する力を育む。
2,与えられた情報をもとに、さらに調べ、話し合い、発表し合うこ
とで、より学びを発展させる力（アカデミック・スキル)をつける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
レジメや映像資料等を示しながら講義を行うほかグループワーク等
の主体的な学びの方法（アクティブラーニング）を取り入れる。学
生はそれらの成果物としてレポートや発表資料を提出する。フィー
ドバックは主に授業の中で講評及び包括的なコメントを述べるなど
して行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

～働くとは
1,授業計画
2,「働くこと」に関わる言葉の意味
や概念から考える

第2回 市民セクターの種類・
制度・活動形態～

自主事業・行政や企業との協働／
助成／委託など多様な実践から考
える

第3回 地域福祉の市民セク
ター（1）

地域社会で生きる～精神障害の当
事者による活動

第4回 地域福祉の市民セク
ター（2）

地域力で貧困の連鎖を断ち切る～
多様なニーズに寄り添う学習支援
活動

第5回 地域福祉の市民セク
ター（3）

子どもの話を聴く活動の重要性～
子どもの人権どう守る？

第6回 グループワーク 地域福祉分野の市民セクター調べ
（自主・助成・委託・連携・協業の
実践）～報告、討論、発表

第7回 環境分野の市民セク
ター（1）

未来へのアジェンダ～地域NPOが
担う行政府の環境関連事業

第8回 環境分野の市民セク
ター（2）

大学生が始めた脱炭素運動／鉱山
開発が起こした悲劇をデータで指
摘する～国際環境NGO

第9回 環境分野の市民セク
ター（3）

SDGsと気候問題～切っても切れ
ない人権問題のつながり

第10回 グループワーク 気候正義に向けて私たちにできる
こと～報告、討論、発表

第11回 平和分野の市民セク
ター（1）

米軍基地と住民そして日本政府～
市民グループがなければどうなっ
た？

第12回 平和分野の市民セク
ター（2）

核兵器と地域安全保障～NGOの国
際的な連携による成果

第13回 平和分野の市民セク
ター（3）

生活者の視点が果たす重要な役割
～生活協同組合の平和活動

第14回 グループワーク（最
終）

平和な未来社会をどう創る？ 市民
セクターの課題と可能性：報告、
討論、発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間には各2時間を標準とします。文献を読む、
調べる、レポートを書くなど個人及びグループでの学習活動とします。

【テキスト（教科書）】
グループワークの進め方については参考書に示した『環境メディア・
リテラシー- 持続可能な社会に向かって』p.48-70までの記述を参照
してください。

【参考書】
ハード・ガブリエレ著 2016 『環境メディア・リテラシー- 持続可
能な社会に向かって』関西学院大学出版会
平田仁子/豊田陽介/ギャッチ・エバン/三谷優衣子著 2023 『気候変
動を学ぼう』　合同出版
ほか必要な文献は授業中に適宜提示します。

【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な参加と運営への貢献、レポート等の提出：70％
最終レポート：30％

【学生の意見等からの気づき】
授業を通してそれぞれの分野で活動する市民セクターについて、そ
のメンバーたちの独自性や働き方のオルタナティブにも注目してい
きます。グループワークでは自分一人の調査ではたどり着けなかっ
たデータをグループメンバーらから示されること、及び話し合いを
通じてさまざまな視点や意見に接することによって知識を増やすこ
とを重視していきます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用します。

【その他の重要事項】
授業計画等の変更等に関する連絡は授業中もしくは学習支援システ
ムの「お知らせ」から行います。

【Outline (in English)】
（Course outline）
This class will focus on the civil society sector, which is active
in community welfare, the environment, and peace-building.
Learn how the three sectors of government, business and
citizens complement each other in order to meet the needs of
society. Furthermore, understand that these activities lead to
mutual assistance and joint growth in civil society.
（Goal）
1, Understanding of the meaning of terms, and develop the
ability to gain insight into how society operates under the
influence of diverse actors, organizations, and ideologies.
2. Students develop their learning ability (academic skills)
by investigating, discussing and presenting based on the
information provided.
（Learning activities outside of classroom）
Lecture :Before/after each class meeting, students will be
expected to spend more than two hours to understand the
course content or to read, research, write.
（Grading Criteria /Policy）
Active participation and contribution, submission of reports:
70%
Final Report: 30%
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

生涯学習論Ⅰ（生涯学習支援論
Ⅰ） 展開科目

朝岡　幸彦

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：月5/Mon.5 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会教育・生涯学習における学習支援は、公的社会教育に代表され
る専門職資格制度と社会教育施設の枠組みに依拠するとともに、社
会に広く存在する学習機会においても重要な役割を果たしている。
この授業では、社会教育関連法等に規定された代表的な社会教育専
門職制度と社会教育施設の役割を学ぶとともに、地域づくりや社会
問題解決の枠組みの中で実践されている学習支援のあり方について
検討する。
主に生涯学習論の展開を通じて生涯学習・社会教育の本質と意義に
ついて学び、生涯学習に関する制度的な発展と家庭教育・学校教育・
社会教育についての基礎的な理解を深める。

【到達目標】
社会教育・生涯学習における学習支援の本質と意義を理解し、社会
教育・生涯学習に関する制度・行政・施策、家庭教育・学校教育・社
会教育等との関連、専門職員の役割、学習活動への支援等について
の理解に関する基礎的能力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業支援システムを使用し、原則として毎時間何らかの課題提出を
求める。また、毎時間グループワークもしくは質疑応答を求めるた
め、2/3以上の出席を前提とする。期末テスト及び期末レポートは課
さない。毎時間の提出課題はフィードバックとして原則的に次の時
間に共有し、優れたものを授業内で紹介して公表や解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 学習支援とは何か 社会教育・生涯学習における学習

支援は、学校等の定型教育とどの
ような違いがあるのかについて考
える。

第2回 社会教育・生涯学習
の関連法令における
学習支援の仕組み

社会教育・生涯学習に関する基本
法令及び重要関連法令における専
門職制度や社会教育施設の役割に
ついて理解する。

第3回 社会教育主事制度 社会教育法に規定された社会教育
主事資格について学ぶ。

第4回 公民館と主事 公民館の特徴と公民館主事等の専
門職の役割について学ぶ。

第5回 図書館と司書 図書館の特徴と専門職としての司
書の役割について学ぶ。

第6回 博物館と学芸員 博物館の定義と役割の変化につい
て学ぶ。

第7回 学校一斉休校は正し
かったのか？

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）での教育政策のあり
方を通して学習支援について考え
る。

第8回 学校と教育委員会 COVID-19での学校と教育委員会
の対応を通して学習支援について
考える。

第9回 公民館・社会教育施
設

COVID-19での公民館・社会教育
施設の対応を通して学習支援につ
いて考える。

第10回 図書館 COVID-19での図書館の対応を通
して学習支援について考える。

第11回 博物館・美術館・動
物園・水族館

COVID-19での博物館・美術館・
動物園・水族館の対応を通して学
習支援について考える。

第12回 屋外教育施設・自然
学校

COVID-19での屋外教育施設・自
然学校の対応を通して学習支援に
ついて考える。

第13回 生涯学習社会を生み
だす力

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19)に職員はどう向き
合ったのか、どのように対応すべ
きなのかについて考える。

第14回 ふりかえり この授業で学んだことを振り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時ごとの簡単なレポート（ワークシートを含む）を作成する。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
水谷哲也・朝岡幸彦編著『学校一斉休校は正しかったのか？』筑波
書房　2021年

【参考書】
二ノ宮リムさち・朝岡幸彦編著『社会教育・生涯学習入門』人言洞、
2023年（ISBN978-4-910917-03-0）
社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック第9版』
エイデル研究所　2017年

【成績評価の方法と基準】
テキストを中心に課題レポート（ワークシートを含む）80％
平常点20％

【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業の資料をWeb上に添付します。

【学生が準備すべき機器他】
基本的な情報等は「学習支援システム」で確認しなさい。

【その他の重要事項】
社会教育主事養成課程等法定科目。

【その他】
授業時ごとの課題作成に取り組むこと。

【Outline (in English)】
Learning support in social education/lifelong education plays
significant role in the context of providing various learning
opportunities. It relies on the system of professional
qualification ran by the public social education and relies on
the framework of social education institution.
In this class, participants will learn the representative system
of professional qualification prescribed to social education-
related laws and will learn the role of social education
institution. Participants will also discuss the way of learning
support in the context of community development and solving
social problems.
By the end of the course, students should be able to do the
followings: the way of learning support in the context of
community development and solving social problems.
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter from the text. Your required study
time is at least two hours for each class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Short reports : 80%、in class contribution: 20%.
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

生涯学習論Ⅱ（生涯学習支援論
Ⅱ） 展開科目

久井　英輔

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：木1/Thu.1 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会教育における実践的な学習支援技法、学習プログラムの作成手
法について解説し、学んだ知識を活用した学習プログラム案作成の
グループワークを行う。
（授業の目的・意義）
グループワークによる学習プログラム案の作成というプロセスを通
じて、社会教育職員あるいは支援者にもとめられる実践知（理論知
を現実の状況に応じて適切に活用する能力）を体得する。

【到達目標】
社会教育における様々な学習支援技法（ワークショップ、ファシリ
テーションの技法など）や、それらの技法を利用した学習プログラ
ムの作成手法を理解する。また、これらの知識を生かして学習プロ
グラム案を作成する基本的な実践力を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
最初の数回は、学習プログラム作成の基本的手法に関する講義を行
う。その上で、具体的な自治体／地域を想定して、グループワーク
によって学習プログラム案（対象地域の特性の把握、実際の自治体
社会教育計画の把握、学習プログラムの目的・概要と展開案、参加
者対象アンケート案、広報案）を作成していく。作成した学習プロ
グラム案については、教員からだけでなく、学生相互にコメントし、
個々人でより改善を進めたものを最終レポートとして提出する。グ
ループワークでの成果に対する教員からのフィードバックは、授業
内でのディスカッションを通して行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス：社会教

育における学習プロ
グラムとは

社会教育における学習プログラム
の特色について概観する

第2回 学習プログラム作成
の現場から（ゲスト
スピーカー講義）

ゲストスピーカー（社会教育施設
職員）から学習プログラム作成、
実施、評価の実際について、情報
提供していただく。

第3回 学習プログラム作成
の基本的な手法①

社会教育の学習プログラム案作成
の基本的な視点、および標準的な
手順について解説する。

第4回 学習プログラム作成
の基本的な手法②

学習プログラム案作成にあたって
必要な、地域社会の特性・課題把
握の方法について解説する。

第5回 学習プログラム作成
の基本的な手法③

学習プログラムの広報、および、
受講者アンケート実施に必要な基
本的事項について解説する。

第6回 学習プログラムの実
例検討①

社会教育施設等における既存の学
習プログラムを各受講者が選定し
その詳細を調査する。

第7回 学習プログラムの実
例検討②

社会教育施設等における既存の学
習プログラムについて、各受講者
が選定したプログラムの意義につ
いて発表し、質疑応答を行う。

第8回 学習プログラムの実
例検討③

社会教育施設等における既存の学
習プログラムについて、各受講者
が選定したプログラムの改善すべ
き点について発表し、質疑応答を
行う。

第9回 地域課題の把握 任意の地域（市町村など）を各受
講者が選定し、その地域の課題、
教育・学習・文化環境や、社会教
育に関わる政策環境について個人
レポートの発表を通じて把握する。

第10回 学習プログラム案の
作成①

任意の地域を対象とした個人レ
ポートの成果を基に、グループに
分かれて一つの地域を選定し、地
域社会の課題について、またその
課題を背景とした学習プログラム
の目的・概要を作成する。

第11回 学習プログラム案の
作成②

グループ毎に、学習プログラム各
回実施内容の詳細、受講者アン
ケート案、広報案を作成する。

第12回 学習プログラム案の
発表①

グループ毎に完成した学習プログ
ラム案を発表する。

第13回 学習プログラム案の
発表②

グループ毎の学習プログラム案に
ついて、学生間の質疑応答を通じ
てその意義と課題を論じる。

第14回 学習プログラム案の
振り返り

グループ毎に学習プログラム案の
作成プロセスを振り返り、改善す
べきポイントを明確化する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・個人ワーク、グループワークともに、授業時間外での準備時間が十
分に必要となるので、留意すること。
・各回の授業後、参考書や授業内で提示した参考文献の関連箇所を
読むこと。
・本授業の準備学習・復習時間は合わせて各回4時間以上を標準と
する。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。

【参考書】
髙井正・中村香編『生涯学習支援のデザイン』玉川大学出版部、2019年
国立教育政策研究所社会教育実践研究センター（清國祐二編集代表）
『生涯学習支援論』ぎょうせい、2020年

【成績評価の方法と基準】
地域課題把握に関する個人レポート　25％
学習プログラム案の発表　25％
グループワーク、ディスカッションへの貢献度　25％
学習プログラムの改善案（最終の個人レポート）　25％

【学生の意見等からの気づき】
学生の人数によってグループワーク、発表、質疑応答にかける時間
が大きく変化する授業であるため、特に学習プログラムの実例検討
ではディスカッションに十分な時間を割けなかった。今年度はスケ
ジュール、タイムテーブルについて、学生数に応じてある程度柔軟
に対応できるよう心がけたい。

【学生が準備すべき機器他】
ノートPC（グループワーク等で使用）

【その他の重要事項】
本科目は、社会教育主事講習等規程第11条に規定された「生涯学習
支援論」に該当する。社会教育主事基礎資格取得、社会教育士（養
成課程）の称号取得のための必修科目である。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
The aims of this course are to provide students with knowledge
on practical methods for supporting learners and for planning
learning programs in social education, and to supports group
work of students for planning learning programs by utilizing
basic knowledge.
(Learning Objectives)
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The goals of this course are to help students to acquire
“practical knowledge” (the ability of utilizing theoretical
knowledge according to situation) for staffs or learning
supporters of social education, by experiencing the process of
planning learning programs.
(Learning Activities Outside of Classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
(Grading Criteria /Policy)
Final grade will be calculated according to the following
process: Mid-term
report (25%), Presentation (25%), Contribution to discussion
and groupwork (25%), term-end report (25%).
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MAN200MA（経営学 / Management 200）

産業・組織心理学Ⅰ 展開科目

坂爪　洋美

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：月2/Mon.2 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業・組織心理学は、人が働くことを通じて経験する現象について
心理学的視点から明らかにしようとするものです。本授業では、講
義を通じて産業・組織心理学の主要概念について理解すること、理
解を通じて働く人々や自らのキャリアをより良いものとする視点を
獲得することを目的とします。

【到達目標】
本授業の到達目的は以下の２点です。
（１）産業・組織心理学の主要概念について理解し、日常の現象につ
いてそれらの概念を用いて説明できるようになること。
（２）産業・組織心理学の知見を用いて、自らのキャリアについて展
望を持てるようになること。
（３）産業・組織心理学の視点から、職場のマネジメントの問題点と
その改善策を考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は講義形式で行われます。各回のテーマに則したテーマに関す
るリアクションペーパーの提出が求められることがあります。また、
各回の授業終了後に提出された感想並びに質問に対するフィードバッ
クを、翌授業回の冒頭に、全体に対して行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業オリエンテー

ション
授業の概要や進め方、ならびに履
修上の注意事項について説明しま
す。

第2回 モチベーション① モチベーションの内容理論：何が
モチベーションを高めるのか

第3回 モチベーション② モチベーションの過程理論：
第4回 リーダーシップ① 古典的リーダーシップ理論
第5回 リーダーシップ② 今日的なリーダーシップ理論：個

別的な関係性の重視
第6回 公平性 公平性の諸理論：人が「公平さ」

を感じる仕組み
第7回 職場のコミュニケー

ション①
コミュニケーション・職場とは何
か

第8回 職場のコミュニケー
ション②

職場のコミュニケーションがもた
らす功罪

第9回 個人と組織の関係性
①組織社会化

組織への適応としての組織社会化

第10回 個人と組織の関係性
②組織コミットメン
ト

個人の組織に対する関与：人が組
織にとどまる理由

第11回 個人と組織の関係性
③組織エンゲージメ
ント

組織と個人双方が高めあう関係

第12回 個人と組織の関係性
④心理的契約

組織と個人の間の暗黙の関係

第13回 個人差を理解する 違いをもたらす要因としてのパー
ソナリティ

第14回 働きがいと働きやす
さ

働きがい・働きやすさを高める仕
組み

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌記事に目を通し、働く人々にとって現在どのようなこと
が問題になっているかについて知識を獲得するようにしましょう。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
山口裕幸・金井篤子編
『よくわかる産業・組織心理学』 2007年、ミネルヴァ書房

【成績評価の方法と基準】
期末テスト　80％
授業内で実施するリアクションペーパー20％

【学生の意見等からの気づき】
前回の授業についてでた質問について、よりわかりやすく解説する

【学生が準備すべき機器他】
授業で用いる資料を事前に授業支援システムにアップするので、必
要に応じて各自でダウンロードして、持参すること

【その他の重要事項】
授業計画は予定となります。1-2回外部講師による講演が入る可能
性ならびに進捗状況による変更の可能性があります。

【Outline (in English)】
This course introduces basic topics/theories covered in in-
dustrial and organizational psychology, that studies human
behavior in the workplace, specifically focusing on managing,
supporting employees and aligning employee efforts with
business needs.
The goal of this course to engage students in thinking
critically about the needs of workplaces and understand how
the science of I-O Psychology helps address those needs.
Students will also develop skills for analyzing and integrating
social phenomena from the perspective of industrial and
organizational psychology.
Students are expected to gather information on issues arising
in the current Japanese corporate workplace through reading
newspapers and other sources. Self-study time will be two
hours per class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 80%、Short reports :20%
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MAN200MA（経営学 / Management 200）

産業・組織心理学Ⅱ 展開科目

坂爪　洋美

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：木2/Thu.2 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業・組織心理学Ⅰに続き、産業・組織心理学の主要なトピックス
について学んでいきます。産業・組織心理学Ⅱでは、特にキャリア
に関連する領域、ならびに産業・組織心理学と隣接する人材マネジ
メントにフォーカスをあてます。組織は働き手の思いと雇用側の思
いが時には調和し、時には対立するフィールドです。そこではどの
ようなことが問題となるのか見ていきます。

【到達目標】
本授業の到達目標は以下の３点です。
（１）産業・組織心理学の主要的な概念を理解し、それらを用いて組
織の諸問題を説明できるようになること
（２）組織の様々な取り組みが、個人に対して与える影響について理
解できるようになること
（３）自らのキャリアを考える上で重視する人材マネジメントについ
て語れるようになること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は講義形式で行われます。各回のテーマに則したテーマに関す
るリアクションペーパーの提出が求められることがあります。また、
各回の授業終了後に提出された感想並びに質問に対するフィードバッ
クを、翌授業回の冒頭に、全体に対して行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業オリエンテー

ション
授業の概要ならびに進め方につい
て紹介します。

第2回 キャリアを理解する
①

キャリア発達段階の理論と職業興
味理論について紹介します

第3回 キャリアを理解する
②

キャリア探索段階におけるイン
ターンシップの意義について紹介
します

第4回 キャリアを理解する
③

内的キャリアと外的キャリアにつ
いて紹介します

第5回 キャリアを理解する
④

キャリアの成功とは何かについて
紹介します

第6回 組織風土を理解する
①

組織風土と組織文化について紹介
します

第7回 組織風土を理解する
②

昨今関心が高まる心理的安全性に
ついて紹介します

第8回 ダイバーシティ① WLBの考え方と企業の施策の動向
を紹介します

第9回 ダイバーシティ② 男性の子育て参加と育児休業取得
について紹介します

第10回 ダイバーシティ③ 女性ならびにシニアの活用につい
て紹介します

第11回 ダイバーシティ④ ダイバーシティ経営の課題につい
て紹介します

第12回 職場の学習・職場以
外の学習①

働く人の学習について紹介します

第13回 職場の学習・職場以
外の学習②

企業の育成の広がりについて紹介
します

第14回 まとめ 授業全体を振り返ります

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
私達のキャリアを取り巻く環境に興味を持ちましょう。キャリアや
「働く」こと、「人事管理」「人材マネジメント」に関する新聞記事・
雑誌記事等に広く目を通して下さい。本授業の準備学習・復習時間
は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない

【参考書】
金井壽宏　働くひとのためのキャリア・デザイン　2002年 PHP新書
守島基博　人材マネジメント入門　2004年　日経文庫

【成績評価の方法と基準】
期末テスト　80％
授業内で実施するリアクションペーパー20％

【学生の意見等からの気づき】
zoomでの授業実施時に、これまで授業内容に関する質問を適宜チャッ
トに書き込むようにしていましたが、質問を書き込む機会を作るよ
うにします。

【学生が準備すべき機器他】
授業で用いるPPTを事前に授業支援システムにアップするので、必
要に応じて各自でダウンロードして、持参すること

【その他の重要事項】
1-2回外部講師による講演を実施する可能性があります。

【Outline (in English)】
This course introduces basic topics/theories covered in indus-
trial and organizational psychology, especially career develop-
ment, mental health and diversity management. These are
very important topics to future human Resource Management.
The goal of this course to engage students in thinking
critically about the needs of workplaces and understand how
the science of I-O Psychology helps address those needs.
Students will also develop skills for analyzing and integrating
social phenomena from the perspective of industrial and
organizational psychology.
Students are expected to gather information on issues arising
in the current Japanese corporate workplace through reading
newspapers and other sources. Self-study time will be two
hours per class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 80%、Short reports :20%
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MAN200MA（経営学 / Management 200）

キャリア開発論 展開科目

武石　惠美子

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：木3/Thu.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、経済社会や企業の雇用システムの構造変化の下で、個
人のビジネスキャリアがどのように開発・形成されているのかを考
察していきます。
今、社会は大きく変化しています。「人生100年時代」というように
長寿化によりキャリアを考える期間は長期化し、同時に、人口構造
の変化、デジタル化など社会の変動は大きく予測が難しくなってお
り、ビジネスキャリアのあり方も変化しています。個人のビジネス
キャリア開発を社会構造、雇用システムとの関連においてとらえ直
す必然性が高まっているといえます。
本授業では、キャリア開発にかかわる理論的な枠組みを踏まえ、キャ
リア開発の現状や課題をとらえる視点、方法論を学びます。近年話
題のトピックである、「キャリア自律」、「ダイバーシティマネジメン
ト」、「ワークキャリアとライフキャリアのバランス」などを重点的
に取り上げます。

【到達目標】
本授業では、①ビジネスキャリア開発に関する基礎的な理論や知識
の習得と、②キャリア開発が経済社会および企業の人事管理と関連
し変化することの理解を目標としています。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業は、ビジネスキャリア開発に関連して、理論等の概説や講義を
中心に進めます。
適宜ミニレポート等を書いてもらい、それによって出席を確認します。
この授業で使用する資料等は、法政大学のwebサイト上にある「学
習支援システム」において受講登録者に授業の前に提供します。授
業に出席する際には、この資料をプリントアウトしてくることが必
須要件です。また、欠席した場合などは、ここで必ず資料を確認し
てください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、

キャリア開発概論　
授業のオリエンテーション、キャ
リア開発概論

2 キャリア開発とは何
か

ビジネスキャリア開発の現状

3 キャリア開発の主体 キャリア開発の主体は企業か個人
か、キャリア開発の主体について
の考え方を整理する。

4 経営環境とキャリア
開発の変化

日本のキャリア開発や働き方の現
状、その背景にある日本的雇用シ
ステムとその変化の動向

5 キャリア自律 キャリア自律の考え方とキャリア
政策の概要

6 ダイバーシティ経営 キャリア開発を取り巻く重要な経
営動向であるダイバーシティ・マ
ネジメント

7 正社員の多元化と
キャリア開発

正社員の働き方の現状、多元化の
動向、勤務地政策の現状

8 ワーク・ライフ・バ
ランスと働き方改革

ワークキャリアとライフキャリア
の調和の問題、働き方改革の現状
や課題

9 女性のキャリア開発 女性のキャリアをめぐる課題、政
策

10 育児期のキャリア開
発

育児と仕事の両立、育児期の男女
のキャリア開発の課題

11 介護責任とキャリア
開発

介護と仕事の両立、育児との違い、
病気治療との両立も含めて議論

12 非正規労働者のキャ
リア開発

パート、派遣などの非正規労働者
のキャリア開発の現状と課題

13 職場の問題への対処 ブラック企業、ハラスメントなど
職場の問題への対処のあり方

14 総括 講義の総括、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業では、テキストに加えて、パワーポイント資料を使います。資
料は学習支援システムを通じて事前に提供するので、それを必ずプ
リントアウトして出席してください。そうしないと授業のスピード
についてこられません。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は、武石恵美子『キャリア開発論－自律性と多様性に向き合
う（第2版）』（中央経済社）です。テキストを参照しながら授業を
進めます。

【参考書】
それぞれの授業で取り上げるテーマに関連して、適宜参考文献を紹
介します。関心のあるテーマがあれば、是非読んでください。

【成績評価の方法と基準】
評価は、期末試験結果と授業出席内容で行います。期末試験を重視
し、出席内容（ミニレポート形式、内容も重視する）を加味して評
価します。
期末試験60％、平常点40％。

【学生の意見等からの気づき】
受講者の人数にもよりますが、受講者が主体的に参加できるように
討議等の時間を取りたいと思います。また、受講者からの質問は歓
迎しますので、積極的に質問してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
なし

【Outline (in English)】
【Course outline】 This course is intended that students
understand how a personal business carrier is developed
under the structural change of the economic society and
the employment system. Students 　 will learn how the
circumstances surrounding careers are changing amid changes
in the economy and society. This course covers such topics as
career self-reliance, the diversity management, and work/life
balance.
【Learning Objectives】The goal of this course is to acquire basic
theories and knowledge about business career development,
and to understand how career development changes in relation
to economic society and corporate personnel management.
【Learning activities outside of classroom】 Before/after each
class, students will be expected to spend 2 hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】 Final grade will be calculated
according to the following process
Term-end examination(60%) and in-class contribution(40%).
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MAN200MA（経営学 / Management 200）

職業キャリア論 展開科目

岩月　真也

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水4/Wed.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、職業に関する基礎的な知識を身につけ、職業と社
会・労働市場・企業・個人との関係について理解した上で、個別の
職業に関する情報収集や意見交換を通じて、今後の職業キャリアに
ついて考えることです。

【到達目標】
以下を到達目標とします。
①「職業」に関する基礎的な知識や考え方を理解すること
②「職業」と社会・労働市場・企業・個人との関係を理解すること
③個別の「職業」や「職業キャリア」に関する検討を通じて、今後
の職業キャリアに向けての気付きや示唆を得ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
①初回はオンライン型、それ以外は原則として対面方式の授業を予
定しています。
②毎回学習支援システムに授業の資料（PDFファイル）を、授業の
週の月曜日中にアップします。資料をご覧いただきながら授業を受
講してください（資料は投影しますが、紙では配布しませんので、ご
自身で打ち出していただくか、当日ノートパソコン上でご覧いただ
けるようにご準備ください）。
③オンライン型の回については、ZoomのURLを学習支援システム
でご案内しますので、事前にご確認ください。当日は授業時間の５
分前に接続可能な状況としますので、時間までにオンラインでご入
室ください。
④原則として毎回の授業で、確認テスト・リアクションペーパーも
しくは課題レポートの提出を求めます。課題レポートは３回程度の
提出を予定しています。
⑤確認テスト・リアクションペーパーや課題レポートに対して、授
業の中でフィードバックを行います。
⑥受講の状況などによって、授業計画を一部変更することがありま
す。学習支援システムで告知しますので、ご確認いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

（同時双方向型）
①授業のオリエンテーション
②職業についてのイントロダク
ション

第2回 社会環境変化と職業 ①社会環境変化が職業キャリアに
与える影響
②社会環境変化と職業キャリアに
ついて考える
③課題レポート１の説明

第3回 デジタル革新と職業 ①デジタル革新の動向
②デジタル革新が職業に与える影
響について考える

第4回 職業と人材のマッチ
ング

①職業と人材のミスマッチの現状
②職業と人材のマッチングのため
の仕組み

第5回 職業と組織・倫理 ①組織の意義や役割
②組織の中で働くことと職業倫理
について考える

第6回 職業キャリアに関す
る理論

①職業キャリアに関する主な理論
の概説
②課題レポート２の説明

第7回 日本的雇用システム
と職業

①日本的雇用システムの現状と
課題
②新卒採用と職業

第8回 職業教育と職業能力
評価

①職業教育、職業資格と職業能力
評価の概説
②企業における人材育成の現状と
課題

第9回 職業人の講話 職業人の講話と意見交換
第10回 ジェンダーと職業 ①職業選択におけるジェンダーの

影響
②女性のキャリアについて考える
③課題レポート３の説明

第11回 販売や営業の仕事 ①販売と営業
②営業職の仕事とキャリア

第12回 人事の仕事 ①人事の職業観
②人事の仕事とキャリア

第13回 公共的な仕事～公務
員を事例として

①公務員の職業観
②公務員の仕事とキャリア

第14回 授業の振り返り ①課題レポートに関するフィード
バック
②これまでの授業の補足とポイン
トの振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
原則として毎回の授業で、確認テスト・リアクションペーパーもし
くは課題レポート（３回提出を想定、各１０００～１５００字程度）
を求めます。課題レポートについては、授業時間外で作成いただく
ことになります。
本授業の準備・復習時間は、参考文献等の購読も含めれば４時間程
度となります。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しません。授業の資料は授業の週の月曜日中に学習
支援システムにアップします。

【参考書】
授業のなかで必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（60％）、確認テスト・リアクションペーパー及び質
問・意見交換（40％）で評価します。
課題レポートに関しては、分析・考察の深さ、論理的な説明力、理
解の正しさ、着眼点等のオリジナリティ、を評価します。参考文献
などから引用いただく場合は、引用部分と自身の考えについて記述
した部分が、峻別できるように記述してください（それができてい
るかどうかも評価対象とします）。
課題レポートは必ず期限までにご提出頂きますようよろしくお願い
申しあげます（アクセス集中などの危険がありますので、リスクマ
ネジメントとして、遅くとも締切前日までにはご提出ください）。
また、課題レポートは配点60点の範囲で評価・採点しますので、課
題レポートの提出のみでは不可になる可能性が高いことにご留意く
ださい。確認テスト・リアクションペーパー及び質問・意見交換に
積極的にご参加いただきますよう、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

【学生の意見等からの気づき】
職業の内容が体系的に理解できるように、授業の構成を検討したい
と思います。

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォン、パソコン等の情報機器。オンライン接続環境。

【Outline (in English)】
＜Course outline＞
In this class, students learn about the relationship between
jobs and society, the labor market, companies, and individuals.
＜Learning Objectives＞
The goal is to have a basic knowledge of the profession and to
be able to think about your future career.
＜Learning activities outside of classroom＞
The standard time for preparatory study and review for this
class is 2 hours each.
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＜Grading Criteria /Policy＞
Grading will be decided based on reports (60%), and
verification tests and reaction papers (40%).
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ECN200MA（経済学 / Economics 200）

労働経済学 展開科目

佐藤　一磨

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水2/Wed.2 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分を取り巻く社会環境、特に労働市場の状況を理解することは、
キャリアを形成する上で非常に重要となります。そこで、この講義
では労働経済に関する標準的なテキストを利用しながら、現在の日
本の労働市場の状況を理論と現実の双方から学んでいきます。なお、
授業の中ではキャリア形成を研究するうえで有効な統計データの内
容や扱い方についても学習し、理解を深めていきます。

【到達目標】
労働経済に関する基礎的な理論を理解できるようになることを到達
目標とします。また、労働市場に関する代表的なデータの内容やそ
の利用方法を理解し、今後のキャリア形成を行っていく上でそれら
の情報を応用できるようになることも目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業では、テキストに基づいた授業資料(PPT)を用い、毎回一つのト
ピックスに関する理論とデータを紹介します。労働経済に関する理
論では数式を使わずにその内容を直感的に説明します。また、デー
タでは政府統計等を用い、現実の労働市場の現状をさまざまな視点
から説明していきます。なお、毎回の授業の冒頭に前回の授業の復
習を行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

及び労働経済の概要
履修内容について全体解説。経済
学を学ぶ意味について説明する。

第2回 働く者を取り巻く環
境の変化

近年の労働市場の変化をさまざま
な側面から説明。

第3回 労働サービスの特性 他の財とは異なる労働の特徴につ
いて説明。

第4回 労働供給① 所得・余暇平面、無差別曲線、所
得制約線を説明。

第5回 労働供給② 理論モデルを用い、労働者の就業
の意思決定を説明。

第6回 労働需要① 資本・労働平面、等量曲線、等費
用線を説明。

第7回 労働需要② 企業の最適労働需要モデルを説明。
第8回 失業 失業の種類、実際に動向、失業の

経験法則について説明。
第9回 雇用調整 雇用調整係数について説明。
第10回 労働市場における情

報の役割
情報探索コストが労働市場に及ぼ
す影響や雇用主が労働者を監視す
る上で発生するコストについて説
明。

第11回 経済の構造変化と雇
用制度

人口構造・競争構造・意識の変化
について説明。

第12回 賃金と労働時間の経
済分析

日本の賃金と労働時間がどのよう
に変化してきたのかを理論とデー
タの側面から説明。

第13回 女性労働力 結婚・出産前後の女性就業の変化
を中心にその実態を説明。

第14回 高齢者雇用の経済分
析

高齢者雇用の実態とその直面する
課題を説明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、次回授業の教科書の章を読み、内容を把握するよ
うにしましょう。復習として、もう一度授業で扱った章を読み、イ
ンターネット等で関連する内容を調べてみましょう。さらに、教科
書の練習問題に挑戦してみましょう。

【テキスト（教科書）】
清家篤・風神佐知子 (2020)『労働経済』,東洋経済新報社

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業内小テスト(40%)と学期末のテスト(60%)で評価します。なお、
授業内小テストは毎回の授業で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
本授業では毎回の授業で教科書に基づいた授業資料 (PPT)を用いま
すので、必ずその資料を印刷またはPC等で見れるように準備して
ください。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Understanding the social environment, especially the labor
market situation, is extremely important in shaping your
career. Therefore, in this lecture, we will use standard
textbooks on labor economics to learn about the current status
of Japan’s labor market from both theory and reality. In
addition, students will learn about the content and how to
use statistical data that is effective in researching career
development, which will deepen their understanding.
【Learning Objectives】
The goal of this class is to be able to understand the
fundamental theories of labor economics. We also aim to help
students understand the content of representative data on the
labor market and how to use it, as well as to be able to apply
this information in building their future careers.
【Learning activities outside of classroom】
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter(s) from the text. Your required study
time is at least one hour for each class meeting.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 60%, Short reports: 40%
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CAR200MA（キャリア教育 / Career education 200）

就業機会とキャリア特講E-働く
ことと労働組合-

梅崎　修、上西　充子

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：火4/Tue.4 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業は、連合（日本労働組合総連合会）と教育文化協会が主催す
る寄付講座です。毎回、職場の最前線で活躍するユニオンリーダー
をゲスト講師としてお招きし、働くことに伴う様々な課題や課題解決
のための労働組合の活動などについて、働く側の目線で事例を交え
ながら講義していただき、受講者からの質疑により理解を深めます。
　講義は、働く意味を見つけること、働く環境や労働条件をより良
くすること、職場の仲間を作っていくことなど、具体的な企業情報
や業界情報を交えながら行います。変動する職場環境の中で、働く
人たちのキャリアデザインも揺らいでいます。その中で働く人々は
どのような困難を抱え、労働組合はどのような役割を果たしている
のでしょうか。様々な立場にある労働組合関係者のお話を聞きなが
ら、一緒に考えていきます。
　学生の間に、働く現場のリアルで最新の情報を聞けるのはとても
貴重な機会です。

【到達目標】
働く現場の変化や、安心して働く上での問題について、深く理解し
ている。
企業や業界の実務知識や労働法制、社会的支援などの知識を身につ
けている。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
　本授業は、ゲスト講師に自らの経験に基づいて講義していただき、
その後質疑応答を行います。質疑にあたっては、適宜、グループワー
クを取り入れる予定です。
　授業の進め方やレポートに関する説明は第1回目の授業で行いま
すので、受講を考えている学生は、第1回目授業を必ず受講をして
ください。
　ゲスト講師からは、労働組合の活動について説明していただくだ
けでなく、様々な業界や企業の最新の情報についても講義してもら
います。学生からの主体的な参加により理解が深まりますので、積
極的に質問などをしてください。なお、ゲスト講師との調整により、
計画に変更が生じる可能性がありますので、定期的に学習支援シス
テムで予定を確認してください。
　授業で使用する資料等は、学習支援システムにおいて、受講登録
者に当該授業の前に提供します。資料内容を確認してから授業を受
講してください。各回の授業では質問の時間を多めに確保しますの
で、積極的に質問をおこなってください。そのことが、皆さんの疑
問や問題意識に対するフィードバックとなり、また、毎回のゲスト
講師の方の論点の深掘りにも寄与することとなります。なお、若手
組合員とのグループディスカッションも可能な範囲で組み込む予定
です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 【オリエンテーショ

ン】
担当教員から授業の導入、「労働組
合とは何か」を理解する

2 【開講の辞】
連合寄付講座で法政
大学の皆さんに学ん
でほしいこと
【課題提起①】
「働くこと」について
考える～労働組合の
役割と意義～

【開講の辞】
連合寄付講座の開講の趣旨を伝え
ることで、本講座を通じて学んで
ほしいことは何かを理解しても
らう。
【課題提起①】　
「働くこと」について考えてもらう
とともに、労働者を取り巻く現状
と課題を明確化する。また、労働
組合の役割や意義について学び、
労働組合がめざす社会のイメージ
を掴んでもらう。（2023年度ゲス
トは教育文化協会）

3 【課題提起②】
いま働く現場で何が
起きているのか～職
場における課題と労
働組合の役割～

若者に関わる労働相談事例等から
いま職場で起きている問題を身近
なものとして捉えてもらうととも
に、それらの解決に向けた労働組
合の役割（職場における課題解決
に向けてどのような取り組みを
行っているのか）と意義について
理解してもらう。（2023年度ゲス
トは連合事務局）

4 【ケーススタディ①】
労働時間の短縮に向
けた取り組み

働く者が健康で安心して暮らすた
めに、労働組合はどのように取り
組んでいるのか。長時間労働の是
正や休暇取得の促進など、労働時
間の短縮に向けた取り組み事例を
聴き、理解してもらう。近年導入
の進んでいるテレワークに関する
事例にも触れてもらう。（2023年
度ゲストは生保労連）

5 【ケーススタディ②】
非正規雇用労働者の
組織化と処遇改善に
向けた取り組み　　
　　　

なぜ、非正規雇用労働者の組織化
や処遇改善が必要なのか。企業別
労組における非正規雇用労働者の
労働組合加入および正規雇用労働
者との処遇格差是正に向けた取り
組み事例を聴き、考えてもらう。
（2023年度ゲストは伊藤ハム労働
組合）

6 【ケーススタディ③】
公務労働の現状と公
共サービスの役割　
　

「安定した職場」と言われる公務員
の働き方の現状はどうなっている
のか。公務職場の現状・課題と良
質な公共サービス（新しい公共）
の実現に向けた公務労組の取り組
み事例を聴き、理解してもらう。
（2023度ゲストは自治労）

7 【ケーススタディ④】
男女がともに働きや
すい職場づくりに向
けた取り組み　

男女がともに活き活きと働き続け
るための課題や具体策とは何か。
職場の環境改善や当該課題の解決
に取り組む労働組合役員から話を
聴き、考えてもらう。（2023年度
ゲストはJP労組）

8 【ケーススタディ⑤】
デジタル化の進展に
伴う課題と労働組合
の役割

AI技術やDXの進展に伴う働き者
への影響と、それに対して労働組
合ではどのような対応が行われて
いるのかを聞き、デジタル化が進
展する中で働くということについ
て考えてもらう。（2023年度ゲス
トはKDDI労働組合）。

9 【ケーススタディ⑥】
雇用と生活を守る取
り組み

技術革新やグローバル化が進む中、
労働組合はどのように働く者の雇
用と生活を守るのか。企業組織再
編や倒産時などにおける中小企業
労組の取り組み事例、ものづくり
産業における熟練技能継承支援の
取り組み事例、外国人労働者を取
り巻く実情等を聴き、理解しても
らう。（2023年度ゲストはJAM）
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10 【課題への対応①】　
労働者保護ルールの
堅持・強化に向けた
取り組み

働く者を守るために、労働組合は
働き方に関わる法改正にどのよう
に関わっているのか。健康・安全
確保のための労働時間制度の見直
しや、雇用形態に関わらないすべ
ての働く者の雇用安定・処遇改善
に向けた取り組みを聴き、理解し
てもらう。（2023年度ゲストは連
合労働法制局）

11 【課題への対応②】
国際労働運動の役割
～グローバリゼー
ションへの対応～　
　　

進行するグローバリゼーションに
労働組合はどのように対応してい
るのか。国際労働機関との関わり、
多国籍企業問題に対する取り組み、
国内だけでは解決できない課題に
対する労働組合の国際的な役割に
ついて考えてもらう。（2023年度
ゲストはITUC/ ILO）

12 【課題への対応③】
労働諸条件の維持・
向上に向けた取り組
み　

労働組合は、働く者の労働条件の
維持・向上に向けて、どのように
取り組んでいるのか。なかでも代
表的な取り組みとして挙げられる
「春闘」は、なぜ同時期に全国一斉
に行うのか。連合の取り組みを聴
き、学生に理解してもらう。
（2023年度ゲストは連合労働条
件・中小地域対策局）

13 【修了講義】
連合運動の現在と未
来～これから社会へ
出る皆さんへ～

すべての働く者が安心してくらす
ことができる社会の実現に向けて、
連合・労働組合は何をすべきか。
連合の課題認識を聴いて、これか
らの社会や働き方、連合運動の役
割について具体的に考えてもらう。
（2023年度ゲストは連合事務局）

14 【論点整理】
「働くということ」と
労働組合

ケーススタディーを振り返り、そ
れぞれの課題と労働組合の役割の
確認を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回授業時に全14回分の講義概要を配布します。それをもとに、会
社、業界、労働組合について下調べをしておいてください。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
授業内で随時、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
平常点（コメント内容含む）が50％、レポートが50％。
毎回の授業への積極的な参加を重視する。

【学生の意見等からの気づき】
労働用語、組合関連用語も随時説明していきます。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This class is a donation course sponsored by the Union (Japan
Trade Union Confederation) and the Education and Culture
Association. Each time, we invite labor union officials who are
active on the front lines of the workplace as guest lecturers
to give lectures on the activities of the labor union with
examples. Lectures will be given with company information
and industry information, such as finding the meaning of work,
improving the working environment and working conditions,
and making colleagues in the workplace. In the changing work
environment, the career design of workers is also shaking.
What difficulties do the people working in it have, and what
role does the union play? We will think together while listening
to the stories of labor union officials from various positions.
【Learning Objectives】
Students are expected to understand deeply the changes in the
workplace and the issues involved in working in a safe and
secure environment.

They are also expected to acquire practical knowledge of
companies and industries, labor laws, and social support.
【Learning activities outside of classroom】
A total of 14 lecture outlines will be distributed at the time
of the first class. Use it to do some preliminary research
on companies, industries, and trade unions. The standard
preparatory study and review time for this class is 2 hours
each.
【Grading Criteria /Policy】
In-class contributions (including comments): 50%
Term-end report: 50%.
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

社会教育演習

久井　英輔

単位数：4単位 ｜ 開講セメスター：年間授業/Yearly
曜日・時限：木2/Thu.2 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（授業の概要）
社会教育実践分析に必要な基本的視点、知識を学ぶための基礎文献
講読を行う。また、その視点、知識を活用して、実際の社会教育実
践の現場（社会教育施設など）での実地調査を実施し、調査結果を
もとに受講者各自でレポートを作成・発表する。
（授業の目的・意義）
文献講読、実地調査、レポート作成等を通じて、社会教育士、社会
教育主事に求められる実践的な研究能力（地域社会で行われている
社会教育実践の性格と背景を客観的に把握し、あわせて現実的な提
言をおこなう）を獲得する。

【到達目標】
社会教育施設、社会教育行政と関連する制度、社会教育をめぐる連
携のあり方に関する基本的な視点と知識を得る。また、これらの視
点・知識を生かして、実際の社会教育事業に対して客観的把握と実
践的提言を行える力を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
授業の序盤は、社会教育実践の分析に必要な基本的な視点、知識に
ついて、文献講読を通じて学ぶ。その後（5月以降）、各自の問題関
心に関連した先行研究の検討や、社会教育施設等の実践現場での実
地調査（インタビュー調査、資料調査）を踏まえて、受講者各自で
レポートを作成し、それを基に討論を行う。
学生の先行研究文献発表、実地調査レポート発表などに対しては、
発表後の授業内での討論や授業後のアドバイス（対面、メールなど）
等の形でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス・問題関

心の共有
演習の実施方法について説明する
とともに、受講者各自の社会教育
に関する問題関心を共有する

第2回 社会教育主事、社会
教育士の資質・能力

今日において社会教育主事、社会
教育士に求められる資質・能力に
ついて解説し、これから各自で進
める実地調査との関連を説明する。

第3回 社会教育実践の場を
知る①

社会教育施設の体系と各種施設の
役割について、文献講読を通じて
理解する。

第4回 社会教育実践の場を
知る②

社会教育行政の仕組みとその課題
について、文献講読を通じて理解
する。

第5回 実地調査の構想発表
①

社会教育施設等の実地調査に際し
て、各受講者が具体的な問題関心
を発表する。

第6回 実地調査の構想発表
②

社会教育施設等の背景にある地域
社会の特性について、各受講者が
自身の問題関心に基づいて検討す
る。

第7回 実地調査の構想発表
③

社会教育施設等の活動の背景にあ
る自治体行政の現状について、各
受講者が自身の問題関心に基づい
て検討する。

第8回 実地調査の構想発表
④

社会教育施設等で活動する職員た
ちの資質・能力について、各受講
者が自身の問題関心に基づいて検
討する。

第9回 実地調査の構想発表
⑤

社会教育施設等が実際に行う事業
の課題について、各受講者が自身
の問題関心に基づいて検討する。

第10回 実地調査の計画発表
①

社会教育施設等の実地調査につい
て、各受講者が先行研究の検討結
果を発表する。

第11回 実地調査の計画発表
②

社会教育施設等の実地調査につい
て、各受講者が検討した先行研究
の課題について、受講者相互で討
論を行う。

第12回 実地調査の計画発表
③

社会教育施設の実地調査について、
各受講者が先行研究の検討に基づ
いた明確な問題関心を発表する。

第13回 実地調査の計画発表
④

社会教育施設の実地調査について、
各受講者が具体的な調査項目を発
表する。

第14回 実地調査の計画発表
⑤

社会教育施設の実地調査について、
各受講者の調査デザインについて、
相互に検討する。

第15回 実地調査の進捗報告
①

各受講者がインタビュー調査の進
捗状況について簡潔に報告をおこ
なう。

第16回 実地調査の進捗報告
②

各受講者が資料調査の進捗状況に
ついて簡潔に報告を行う。

第17回 社会教育施設見学① 社会教育施設経営に関して必要な
知見・視点について、施設職員か
ら説明を受けた上で、質疑応答を
行う。

第18回 社会教育施設見学② 社会教育施設の講座事業を見学し、
講座企画・実施・評価の実際につ
いて、施設職員から説明を受けた
上で、質疑応答を行う。

第19回 ゲストスピーカー講
義①

県の社会教育主事をゲストスピー
カーとして招き、勤務内容の実際
について話題提供の上、受講者と
意見交換を行う。

第20回 ゲストスピーカー講
義②

市町村の社会教育主事をゲストス
ピーカーとして招き、勤務内容の
実際について話題提供の上、受講
者と意見交換を行う。

第21回 実地調査に関する最
終報告①

対象とした社会教育施設等の歴史
的・制度的な位置づけについて、
各受講者が調査を基に報告する。

第22回 実地調査に関する最
終報告②

対象とした社会教育施設等の現在
の活動内容の全体像について、各
受講者が調査を基に報告する。

第23回 実地調査に関する最
終報告③

対象とした社会教育施設等の事業
企画に関する課題について、各受
講者が調査を基に報告する。

第24回 実地調査に関する最
終報告④

対象とした社会教育施設等の事業
評価に関する課題について、各受
講者が調査を基に報告する。

第25回 実地調査に関する最
終報告⑤

対象とした社会教育施設等の広報
活動に関する課題について、各受
講者が調査を基に報告する。

第26回 実地調査に関する最
終報告⑥

対象とした社会教育施設等と地域
社会との関係性について、各受講
者が調査を基に報告する。

第27回 実地調査に関する最
終報告⑦

対象とした社会教育施設等におけ
る学習支援者（職員・ボランティ
ア）の資質能力のあり方について、
各受講者が調査を基に報告する。
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第28回 実地調査報告の振り
返り

受講生がディスカッションを踏ま
えて、各自のレポートにおいて改
善すべき点を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・文献講読の場合は、文献に関する疑問点やコメントを事前に整理
した上で、授業に臨むこと。
・調査レポートの作成は基本的に授業時間外となるので、計画的な
調査実施と執筆を心がけること。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間以上を標準とする。

【テキスト（教科書）】
多岐にわたるので、授業内で提示する。文献のマスターコピーまた
はPDFファイルは、担当教員が用意する。

【参考書】
鈴木眞理、伊藤真木子、本庄陽子編『社会教育の連携論：社会教育
の固有性と連携を考える』学文社、2015年
鈴木眞理、井上伸良、大木真徳編『社会教育の施設論：社会教育の
空間的展開を考える』学文社、2015年
鈴木眞理、稲葉隆、藤原文雄編『社会教育の公共性論：社会教育の
制度設計と評価を考える』学文社、2016年

【成績評価の方法と基準】
社会教育実践に関する個人レポートに関する発表　50％
授業内での討論への貢献度　50％

【学生の意見等からの気づき】
昨年度は受講生数がそれ以前と比較して大幅に増えたが、レポート
発表スケジュールを当初予定のままで実施したため、レポートに関
するディスカッションに十分な時間を割けなかった。今年度は、当
初の受講生数を見ながら、適正な授業スケジュールとなるよう丁寧
な調整を心がけたい。

【その他の重要事項】
本科目は、社会教育主事講習等規程第11条に規定された「社会教育
演習」に該当する。社会教育主事基礎資格取得、社会教育士（養成
課程）の称号取得のための科目である。

【Outline (in English)】
(Course Outline)
The aims of this course are to provide students with basic
knowledge and viewpoints indispensable to analyses on social
education activities, to support for conducting surveys on social
education activities, mainly in social education facilities, and to
advise for writing reports utilizing data of the survey.
(Learning Objectives)
The goals of this course are to help students acquire proper
abilities of practical research for social education advisers and
supervisors (ability to grasp the characteristic of each social
education activity and its background, and to make realistic
proposals for the activity) by reading texts, conducting surveys,
and writing reports.
(Learning Activities Outside of Classroom)
Students will be expected to organize his or her own comments
and questions about assigned literature in advance in advance,
and to conduct his or her planful survey. Your study time will
be more than four hours for a class.
(Grading Criteria /Policy)
Final grade will be calculated according to the following
process: Presentations on individual report (50%), contribution
to discussion (50%).
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

現代生活・文化と社会教育Ⅰ

鈴木　悌遍

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：春学期授業/Spring
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域と企業 と「職場における学び」の関係性について本授業では
学ぶ。
授業ではまず、地域と地域の資源、企業の活動との関係について解
説する。その上で企業の持続的活動のために、「職場における学び」
が果たす役割について学ぶ。
その後、日本各地の地域企業の具体的な事例を毎回の授業にて紹介
し、学ぶ。授業では学生同士の討論の時間を設ける。
福島県会津若松市に工場を構える株式会社羅羅屋とランドセル業界
の変遷については特に詳しく紹介し、学ぶ。会津若松市における事
例は講師が所属する組織の実践である。
学期には学生各位が興味を持った地域企業の事例についてそれぞれ
調べ、発表を行ってもらう。
希望者にはランドセル工場見学等のフィールドワーク実習を行う。

【到達目標】
・社会教育士・社会教育主事、また広く地域における学習コーディ
ネーターを志す学生が、地域企業と社会教育との関わりについて理
解を深める機会を提供する。
・例えばほとんどの学生が使った経験を持つランドセル業界に焦点
を当てて、設計・製造・販売・経営と雇用創出をふくめた地域貢献
に実際について理解を深める。
・特に、そこで働いている人々の人生や職業、自己研鑽、人材育成
について、詳述し、希望者について別の日程で現場見学の機会を設
け、生涯学習・社会教育との関係を考える。
・学期後半ではそれぞれの学生が興味のある「地域企業と社会教育」
の事例を調べ、発表をし、議論を行い、社会教育士・社会教育主事
として実践的に活躍できる能力を身につけることを目指す。
・実際に地域企業の経営に携わる者としての経験を活かした授業を
行うことを心掛ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義と演習（事例研究と発表、議論）を中心に授業を進める。フィー
ルドワーク実習は別途、希望者を募りおこなう（参加の有無によっ
て評価は変わらない）。
毎週提出してもらうリアクションペーパーに対して毎回フィードバッ
クし、また授業内でも積極的に取り上げる。
学期末の発表については授業内で議論し、また個々へもフィードバッ
クもする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域企業と社会教育 地域と企業の持続的関係性のため

には「職場における学び」が重要
であることを授業スケジュールと
ともに紹介する。

第2回 地域の資源と企業と
社会教育

業と企業活動に必要な資源（資本、
労働力、原材料等資源、資金・信
用、指導・規制・社会資本、理解・
支持）と地域の関係について学ぶ。

第3回 地域と企業と社会教
育1

地域企業の事例研究1（地域企業の
事例について学び、議論する）

第4回 地域と企業と社会教
育2

地域企業の事例研究2（地域企業の
事例について学び、議論する）

第5回 地域と企業と社会教
育3

地域企業の事例研究3（地域企業の
事例について学び、議論する）

第6回 期末発表・レポート
に向けての指導1

期末発表・レポート対象の見つけ
方とまとめかたについて学ぶ。個
別相談の時間も設ける。

第7回 地域と企業と社会教
育4

地域企業の事例研究4（地域企業の
事例について学び、議論する）

第8回 地域と企業と社会教
育5

地域企業の事例研究5（地域企業の
事例について学び、議論する）

第9回 地域と企業と社会教
育6

地域企業の事例研究6（地域企業の
事例について学び、議論する）

第10回 期末発表・レポート
に向けての指導2

期末発表・レポート対象の見つけ
方とまとめかたについて学ぶ。個
別相談の時間も設ける。

第11回 地域と企業と社会教
育7

地域企業の事例研究7（地域企業の
事例について学び、議論する）

第12回 地域と企業と社会教
育8

地域企業の事例研究8（地域企業の
事例について学び、議論する）

第13回 地域と企業と社会教
育9

地域企業の事例研究9（福島県会津
若松市にある地域企業であるラン
ドセル製造・販売会社である羅羅
屋について学び、議論する）

第14回 期末発表会 学生の調べた地域企業の事例につ
いて発表してもらい、議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の標準的な予習・復習時間は各2時間である。予習とは、学期
末のプレゼンテーションの準備のための時間である。復習とは、リ
アクションペーパーの作成のための時間である。
評価は、授業中のプレゼンテーション、コメントペーパー等（70％）、
発表用レポート（30％）で行う。
フィールドワーク実習は別途、希望者を募りおこなう（参加の有無
によって評価は変わらない）。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
なし

【成績評価の方法と基準】
授業内の発表やリアクションペーパー等（70%）、発表用レポート
（30%）によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
毎授業座学をおこない、そのあとにグループワークをおこう。講師
の一方的な授業進行は行わない。
授業内で学部、学年の境を超えた交流の機会を多く設ける。
リアクションペーパーには毎回講師から各自へ何らかの返信をおこ
なう。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用する。そ
のために必要な機器は各自用意すること。

【その他の重要事項】
講師は外資系コンサルティング会社勤務を経て、WEBコンサルティ
ング会社、WEB開発会社、EC会社、ランドセル会社を現在経営。
上記の経験から実務者の目線、生活者の目線から、企業と地域と社
会教育について授業を進める。
授業を通して、受講者の調査、発表、議論能力の向上に努る。
授業で使用したスライドに関しては授業後共有する。メール等にて
質問、相談等を常時受け付ける。
提出してもらったリアクションペーパーには毎授業講師から返信
する。

【Outline (in English)】
This class will study the relationship between regions,
companies, and "learning at work".
The class will first explain the relationship between the
community, local resources, and corporate activities. Then, the
role of "learning in the workplace" for the sustainable activities
of companies will be studied.
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Specific examples of regional companies from around Japan
will then be introduced and studied in each class. Time for
discussion among students will be provided in class.
Raraya Corporation, which has a factory in Aizuwakamatsu
City, Fukushima Prefecture, and the evolution of the school
bag industry will be introduced and studied in particular
detail. The case study in Aizuwakamatsu is the practice of the
organization to which the lecturer belongs.
In the second semester, each student will be asked to research
and present a case study of a local company of interest to them.
Those who wish to do so will be given fieldwork, such as a visit
to a school bag factory. Last year, fieldwork was conducted
at the Daishi Line and Kawasaki Daishi in Kawasaki City,
Kanagawa Prefecture. The fieldwork was free, and students
chose their own fieldwork subjects.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each. Preparation time is for the presentation at the end
of the semester. Review time is for the preparation of a reaction
paper.
Evaluation will be based on class presentations, comment
papers, etc. (70%) and presentation reports (30%).
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EDU200MA（教育学 / Education 200）

現代生活・文化と社会教育Ⅱ

佐々木　美貴

単位数：2単位 ｜ 開講セメスター：秋学期授業/Fall
曜日・時限：水3/Wed.3 ｜ 配当年次：2～4年
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
講義とビデオを中心としながら､身近にある自然を活かした地域づくり
を調べ報告することや、社会教育プログラムを作る作業も行う｡また、
私たちの暮らしと身近な自然に関係が深い生物多様性条約やラムサー
ル条約の精神と社会教育との関係､日本各地で実践されている自然の
恵みを活用した暮らしや地域づくりと、それを支える知恵や技の具体
例､交流・力量形成・教育・参加・気づき(Communication, Capacity
building, Education, Participation and Awareness: CEPA)の実
践例等を取り上げる｡

【到達目標】
①人々の暮らしは自然の恵みに依存して成り立っていること､②日本
各地には身近な自然を保全しながら暮らしや地域づくりに役立てる
ための知恵や技(文化と技術)が数多く蓄積され､現在も発展されてい
ること､③それらをふまえて行われている社会教育実践の実際の姿､
④社会教育主事・社会教育士と学習支援の能力、以上4点を理解す
ることが､この授業の到達目標である｡

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義とビデオを中心としながら､身近にある自然を活かした地域づく
りについて調べ報告することや、社会教育プログラムを作り、発表・
ディスカッションする作業も行う｡また、毎回の授業の最後に、授業
の感想・質問などを記入して提出する。この内容については、次回
の授業の最初に取り上げる。
大学行動方針レベルが２となった場合、この授業は原則としてオン
ラインで行う。詳細は学習支援システムで伝達する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス、身

近な自然を活かした
暮らし

授業の内容､進め方､成績評価基準
など､この授業について説明する｡
身近な自然を活かした暮らしにつ
いて考える。

第2回 私たちの暮らしと自
然の恵み

飲み水や海産物・農作物などの食
料等､自然の恵みによって､私たち
の暮らしが支えられていることを
考える｡

第3回 私たちの暮らしと自
然を活かした地域づ
くり・まちづくり

身近な自然を活かした地域づく
り・まちづくりについて、具体例
を調べ・報告し、クラス内でディ
スカッションする。

第4回 私たちの暮らしと生
物多様性条約・ラム
サール条約

暮らしを支える､水田や干潟､湖沼
などの｢湿地｣､多様な生物の保全や
活用を支える二つの国際条約とそ
の構造について考える｡

第5回 二つの条約と｢交流・
力量形成・教育・参
加・気づき｣=CEPA

ラムサール条約を中心に､保全や活
用を支えるCEPAの役割や実際の
活動を考える｡

第6回 CEPAと｢社会教育｣ 二つの条約のCEPAと｢環境教育｣｢
持続可能な開発のための教育
(ESD)｣との関係､｢社会教育｣｢生涯
教育｣との関係を考える｡

第7回 社会教育主事・社会
教育士と学習支援の
能力

社会教育主事や社会教育士に求め
られる、課題を解決するための学
習支援の能力について考え、クラ
ス内でディスカッションする。

第8回 自然の恵みの文化①
(保全・再生)

新潟の｢潟普請｣などに即して､保全
や再生にかかわる活動を考える｡

第9回 自然の恵みの文化②
(ワイズユース)　

｢ふゆみずたんぼ米｣などの事例に
即して､ワイズユースにかかわる活
動を考える｡

第10回 自然の恵みの文化③
(CEPA)

ふるさと絵屏風やワークショップ
等の事例に即して､CEPAにかかわ
る活動を考える｡

第11回 これからの社会教育
と身近な自然を活か
した｢地域の活性化｣

自然を身近に感じ､地域の活性化に
つなげるための社会教育について
考える｡

第12回 身近な自然を軸とし
た社会教育プログラ
ムを作る①

｢生きもの調査｣や世代間を結ぶ
ワークショップ等の身近な自然を
軸とした社会教育プログラムを作
るための手順を考える｡

第13回 身近な自然を軸とし
た社会教育プログラ
ムを作る②

①で考えた手順に即して､自分が行
いたい社会教育プログラムを実際
に作る。また、互いのプログラム
に評価する手法を考える。

第14回 社会教育プログラム
の発表会・まとめ

実際に作った社会教育プログラム
を発表し、互いに評価し合う。ま
た、授業全体を振り返り､この授業
への理解を深める｡

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自然の恵みと自分との関わりを観察しておくこと。自分にとっての
身近な自然を１つ探し、そこを活かした地域づくりやまちづくりの
事例がないか、調べること。自然にかかわる大人を対象とした社会
教育プログラムを作成するため、関心のある事例を調べること。本
授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『湿地の文化と技術33選～地域・人々とのかかわり』日本国際湿地
保全連合　2012年　授業で必要な部分を印刷し配布

【参考書】
生物多様性条約とラムサール条約の本文及び決議､『干潟生物調査ガ
イドブック～東日本編』､環境省『日本のラムサール条約湿地』『ラ
ムサール条約湿地とワイズユース』パンフレット等　必要に応じて
授業内で配布

【成績評価の方法と基準】
授業への積極的参加（50%）と作成した社会教育プログラムの発表
（50%）によって、総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業の感想と質問は、翌週の授業のはじめに伝えるようにしている。
湿地や生物多様性について身近に感じられるよう、ビデオ等の映像
を使った授業を行っている。

【Outline (in English)】
Focusing on lectures and videos, we will also investigate
and report on community development that makes the
most of the nature around us, and create social education
programs. Also, biodiversity that is closely related to our
lives and the nature around us. The relationship between
the spirit of the treaty and the Ramsar treaty and social
education, living and community development utilizing the
blessings of nature practiced in various parts of Japan,
specific examples of wisdom and techniques that support them,
and practical examples of CEPA (Communication, Capacity
building, Education, Participation and Awareness) will be
taken up.
Observe the benefits of nature and how you relate to yourself.
Find one of the nature that is familiar to you, and find out
if there are any examples of community development or town
development that make use of it. Investigate cases of interest
to create a social education program for adults involved in
nature. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
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Your overall grade in the class will be decided based on the
following　
Active participation in class: 50%、Announcement of the
created social education program: 50%
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BIO200LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 200）

Natural Science A 2017年度以降入学者

サブタイトル：

宇野　真介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈グ〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The UN 2030 Agenda for Sustainable Development (Sustain-
able Development Goals: SDGs has come to be recognized
as a common challenge for the human society, which is a
manifestation of the severity of various problems we as a
species are faced with. In light of this current situation, this
course focuses on the concept of "sustainability" so as to provide
students with an opportunity to learn about basic scientific
aspects of environmental problems and also to learn about
relevant social issues in an attempt to provide a holistic view
of human impact on the global environment.

【到達目標】
This course is designed to teach about ecological and social
issues. Therefore, the course objectives are: 1) to understand
basic scientific concepts required to comprehend various
environmental problems; 2) to understand social problems
related to the environmental problems addressed in this
course; and 3) to form personal perspective and opinion about
the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。経営
学部：DP3、人間環境学部：DP2

【授業の進め方と方法】
The course will be taught mainly in a face-to-face lecture
format, however, there will also be opportunities for students
to actively participate in class through, for example, group
activities and discussions. In addition to in-class interactions,
students will submit their opinions about/reactions to the
materials presented in each class, and the instructor will give
feedback/answer questions, as needed.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week
1

Understanding
sustainability and
basic features of
ecosystem

As an introduction to the
course, the concept of
sustainability and the basic
features of ecosystem will be
discussed.

Week
2

Atmospheric
changes and their
consequences

In light of the ongoing "climate
crisis", the composition of the
Earth’s atmosphere and
consequences of atmospheric
changes will be discussed.

Week
3

Water cycle and the
use of water
resource

As an essential matter for
sustaining life and ecosystem,
the water cycle and use of water
resource will be discussed.

Week
4

Energy supply Energy supply in ecosystem and
energy issue in the human
society will be discussed.

Week
5

What is "soil"? The importance of soil in an
ecosystem will be discussed in
relation to ongoing
environmental problems.

Week
6

What is
biodiversity and
why is it
important?

Basic features and current state
of biodiversity will be discussed
in relation to its importance for
the human society.

Week
7

Applied ecology for
sustainable
resource
management

Group activity is used to
integrate the concepts learned
in the previous lectures and
apply them to ecological
problem solving.

Week
8

Ecological issues of
modern agriculture

Positive and negative impacts of
agricultural modernization will
be discussed.

Week
9

Food production
and environmental
conservation

Approaches to achieving food
security without degrading
environment will be discussed
with concrete examples.

Week
10

Is development
sustainable?

Focusing on mineral resources,
issues related to demand and
supply of natural resources will
be discussed.

Week
11

Consequences of
"unwanted"
development

Environmental and social
problems caused by
"development" in the developing
world will be discussed.

Week
12

Understanding
multi-stakeholder
problem solving

Group work will be used to
integrate the concepts learned
in the previous lectures and
apply them to socio-ecological
problem solving.

Week
13

Toward a
sustainable society

Alternative models that may
help build a sustainable society
will be discussed.

Week
14

What is happening
in the global
environment and
where do we go
from here?

The course contents will be
reviewed to grasp the current
state of the global environment,
and future prospects will be
discussed.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review contents of individual lectures,
thoroughly read distributed materials, and utilize the online
learning support system, as needed. Standard amounts of time
to be spent for this purpose are two hours each for preparation
and review.

【テキスト（教科書）】
None. Reading materials will be distributed as needed.

【参考書】
To be announced as needed.

【成績評価の方法と基準】
Student performance will be graded based on quizzes (40 %), a
final assignment (40 %), and participation/in-class contribution
(20%). Quizzes will be used to evaluate understanding of
course materials (Course objectives 1 and 2). The final
assignment will be an opportunity for students to demonstrate
their understanding of the course material by presenting
their personal analysis/opinion about the current state of
human society (Course objective 3). Participation will be used
to evaluate student performance in each class and in-class
activities.

【学生の意見等からの気づき】
Providing opportunities for students to interact with other
students and exchange their opinions proved to be effective in
enhancing their learning.
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【学生が準備すべき機器他】
Students will need to have access to Hoppii. Online format
may be used, as needed, and students are expected to prepare
necessary devices in such a case.

【その他の重要事項】
There is an enrollment limit of 30 students. There will be
selection, if the limit is exceeded. Details will be announced
on Hoppii prior to the first class.

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] The course objectives are: 1) to
understand basic scientific concepts required to comprehend
various environmental problems; 2) to understand social
problems related to the environmental problems addressed in
this course; and 3) to form personal perspective and opinion
about the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly read distributed reading
materials, and utilize the online learning support system, as
needed. Standard amounts of time to be spent for this purpose
are two hours each for preparation and review.
[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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ARSe100LC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 100）

アジア文化論

呉　暁林

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は東洋と西洋の文化交流を凝縮している世界文化遺産、名所旧跡な
どの映像資料を題材とし、学生と共にアジア地域の文化交流における人・物
の往来・伝播のルートをたどりながら、異なる国と地域の生活習慣、衣食住、
宗教と文字の共通性と異質性を再認識、再発見できることを目的とします。
　特に漢字文化圏に属する中国、日本、朝鮮半島の交流について考察を行い
ます。
　
　
【到達目標】
　学生が様々な文化的現象について学習と議論を通して期末個人学習発表会
に自ら見解を述べられることを到達目標としています。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
　この授業は学習支援システムにアップした授業資料（PPT）の学習、対面
(オンラインもある）講義、映像資料の視聴と期末学習発表で構成されます。
　NHKスペシャル番組などの映像について種々の文化現象を簡潔に解説しま
す。異文化との交流と文化摩擦の問題について考えます。
　映像資料を視聴してメモを取り、期限内に内容の要約や感想をワード形式
のレポートとして提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション：

文化とは？ 異文化交流
とは？ 考えるポイント
を提示します。

映像『縄文遺跡の巨大集落』、『弥生人
DNAで迫る日本人の起源」

第2回 世界遺産と中華の源流 映像と解説
ＮＨＫスペシャル『中国文明の謎』：二
里頭遺跡と殷墟（宮廷儀式と漢字の誕
生）

第3回 世界遺産と中国の世界観 映像と解説
ＮＨＫスペシャル『中国文明の謎』：兵
馬俑・始皇帝と中国の統一

第4回 文化の保護・継承と伝播 映像と解説
二つの故宮（北京と台北）とコレクショ
ン

第5回 日本と中国の文化交流 映像と解説
ＮＨＫスペシャル
「壁画の旅を行く」「クチャ音楽の旅」

第6回 文化交流の壮大なルー
ト：シルクロード、アイ
アンロードと茶馬古道

解説と映像
陸のシルクロード、中央アジアの製鉄
技術と周辺への伝播、お茶と馬の交易
ルート

第7回 人物と日中文化交流：
鑑真和尚と唐招提寺

解説と映像
正倉院コレクション
、唐招提寺大改修と新発見

第8回 仏教ロード 映像と解説
仏教の誕生と仏教伝来の道（インド・中
国・大韓民国）

第9回 文化交流と創造：遣唐
使・空海と東寺

解説映像
NHKスペシャル
空海の留学・人生・宗教観

第10回 海のシルクロード：陶
磁器の道

解説と映像
NHKスペシャル
磁器と韓国・日本・イラン・ドイツ

第11回 学習発表と討論 学生が自ら選んだテーマについて5分ぐ
らい発表と議論

第12回 学習発表と討論 学生が自ら選んだテーマについて5分ぐ
らい発表と議論

第13回 学習発表と討論 学生が自ら選んだテーマについて5分ぐ
らい発表と議論

第14回 学習発表と討論 学生が自ら選んだテーマについて5分ぐ
らい発表と議論

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】毎回、授
業資料（PPT）の閲読、映像資料を視聴して重要なポイント（事項、年代、人
物）などのメモを取り、期限内に内容の要約と感想をワード形式のレポート
として提出してもらいます。
【テキスト（教科書）】
　岡本隆司（2019）『世界史とつなげて学ぶ中国全史』、鹿本隆司（2021）『中
国史とつなげて学ぶ日本史』、いずれも東洋経済新報社。
NHK取材班（2012）『中国文明の謎－中国4千年の始まりを旅する』NHK
出版
鈴木薫著（2018）『文字と組織の世界史；新しい「比較文明史」のスケッチ』
山川出版社
特に購入することを要求しません。
【参考書】
NHK取材班（2012）『中夏文明の誕生ー持続する中国の源を探る』講談社
【成績評価の方法と基準】
レポートなどの平常点（40％）、個人学習発表（40％）、期末レポート（20％）
を合計総合して評価します。
①授業のレポート
②学習発表PPT
③最終レポート（学習発表PPTを添削して自分の感想や発見を加え、アジア
文化交流の特徴や成果について記述したもの）
注意：期末レポートの提出は最終評価する上で不可欠です。
【学生の意見等からの気づき】
授業支援システムの「教材」は学習テーマの予備知識として用意されたもの
で、映像資料の内容の理解に役立ちます。ぜひ目を通しておいてください。
レポートの作成は大変だったのか？ 受講者にアンケートを取ったところ、慣
れれば特に負担にはなりませんでした。視聴した内容について、メモを取る
力、要約する力、自分の意見を述べる力のトレーニングになったとの声が多
かった。
【学生が準備すべき機器他】
授業中、また視聴学習の際にメモを取り、授業終了後にレポートを提出して
もらいます。
【その他の重要事項】
プロジェクター、ＤＶＤを使用する。
【Outline (in English)】
This course focuses on the world cultural heritage and people of
Asian countries and discusses cross-cultural exchanges.Before / after
each class meeting, students will be expected to spend four hours to
understand the course content.Scores will be based on short reports
(20%), presentations (40%) and final report (40%).
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ARSk100LC（地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional comparison) 100）

ヨーロッパ・アメリカ文化論

川口　悠子

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
移民や奴隷貿易などの人の移動の結果、米国（アメリカ合衆国）には、世界中
の様々な土地にルーツをもつ人々が暮らしています。そのことにともなう文
化の多様性や多文化性は米国社会の根幹をなし、そのような社会で人々が互
いに、また国家とどのような関係を取り結んできたかは、米国の歴史に一貫
するテーマのひとつです。この授業では、米国社会のそのような側面に光を
あてて学びます。その際、人種・民族による不平等や差別と、それに対して自
由と権利を求める抵抗とのせめぎ合いに着目します。これらは米国の歴史を
知るために重要であるだけでなく、私たちが生きている社会について、また
世界のあり方について、考える手がかりともなることでしょう。
【到達目標】
・多様な人々が暮らす米国の歴史と現状を理解する。
・権利や自由、また人種や民族／エスニシティについての理解を深める。
・史料の読み方を練習する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
授業は講義が中心ですが、資料を読んだり、映像資料を見たりする時間も取
ります。毎回授業後にリアクション・ペーパーを提出してもらい、次の授業
でいくつか取り上げてフィードバックをします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全般についての説明
2 人種（race）と民族

（ethnicity）、アメリカ
における移民と国籍

人種や民族、国籍といった基本的概念
について学ぶ

3 ヨーロッパ世界とアメ
リカ世界の出会い

ヨーロッパ諸国の両米大陸進出から独
立革命まで

4 市場革命とアメリカ合
衆国の拡大

19世紀前半

5 南北戦争と再建期 南北戦争から19世紀後半まで
6 「金ぴか時代」と大量移

民
20世紀転換期（1）

7 対先住民戦争と海外膨張 20世紀転換期（2）
8 ふたつの世界大戦とア

メリカ社会
20世紀前半

9 第二次世界大戦後のア
メリカ社会

20世紀後半（1）

10 ポスト公民権期におけ
る人種

20世紀後半（2）

11 ブラック・ライヴズ・マ
ター運動と制度的人種
主義（システミック・レ
イシズム）

21世紀（1）

12 非正規移民をめぐる問題 21世紀（2）
13 まとめ これまでの授業を振り返る
14 まとめと期末試験 期末試験をおこない、これまでの授業

を振り返る
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
基本的に毎回、書籍の一部や新聞記事などを予習教材として配付します。指
示されたとおり読んできてください。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布します。
【参考書】
梅﨑透・坂下史子・宮田伊知郎編著『よくわかるアメリカの歴史』（ミネルヴァ
書房、2021年）
和田光弘『植民地から建国へ』（岩波新書アメリカ合衆国史（1）、2019年）
貴堂嘉之『南北戦争の時代』（岩波新書アメリカ合衆国史（2）、2019年）
中野光太郎『20世紀アメリカの夢』（岩波新書アメリカ合衆国史（3）、2019年）
古矢旬『グローバル時代のアメリカ』（岩波新書アメリカ合衆国史（4）、2020年）
ほか、随時指示します。
【成績評価の方法と基準】
期末試験　80％
毎回のリアクション・ペーパー　20％

【学生の意見等からの気づき】
聞き取りやすい話し方ができるよう留意します。
【その他の重要事項】
授業の進み具合や受講生の皆さんからの要望により、シラバスの内容に変更
を加えることがあります。
【Outline (in English)】
Since the United States is home to people whose ancestors came from
around the world. This lesson will shed light on the racial, ethnic, and
cultural diversity in American history. It focuses on racial and ethnic
inequality and discrimination, and the numerous acts to change society
for the cause of freedom and human rights.
As the students learn the history and current features of the United
States, they deepen their understanding of race and ethnicity and of
freedom and human rights. They also learn to read historical materials,
both texts and statistical data.
The students are expected to read the assigned material before the
lecture.
The final grade will be calculated based on the final exam (70%) and
minute papers assigned every week (30%).

— 739 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ARSi100LC（地域研究（アフリカ） / Area studies(Africa) 100）

アフリカ文化論

元木　淳子

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
サブサハラ・アフリカの歴史や文化について学び、認識を深める。　
【到達目標】
植民地期以降のサブサハラ・アフリカの文学、映画、音楽等に触れて、サブサ
ハラ・アフリカの歴史や文化について認識を深める。各地のアーティストら
の活動について調べ、互いに情報を共有する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
　学習支援システムを用いた双方向授業。受講者は、掲示板上に提示された
さまざまな話題に対して発言し、議論に参加する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介。

アフリカ、アフロディア
スポラ、そして日本。

アフリカについて学校教育で学んだこ
とをふり返る

第2回 ウォーレ・ショインカと
演劇

ショインカの演劇を通して、神話につ
いて考える

第3回 詩の文学運動：ネグリ
チュード

エメ・セゼールとサンゴールの詩を比
較する

第4回 自伝的小説：カマラ・ラ
イの『アフリカの子』

植民地期におけるギニアの日常を知る

第5回 民話の想像力：エイモ
ス・チュチュオラの『ヤ
シ酒飲み』

植民地時代のナイジェリアが民話の枠
組みの中でどのように表現されている
のかを考える

第6回 歴史の証言：チヌア・ア
チェベの『崩れゆく絆』

ナイジェリアにおけるキリスト教布教
と植民地支配の関係について考える

第7回 独立の光と影：グギ・
ワ・ジオンゴの『一粒の
麦』

ケニアの独立運動について考える

第8回 アパルトヘイト下の文
学：ミリアム・トラー
ディの『二つの世界のは
ざまで』

アパルトヘイト社会におけるアフリカ
人女性の立場について学ぶ

第9回 亡命と文学：ベッシー・
ヘッドの『マル』

ボツワナを舞台にしたラブストーリー
の成立について考える

第10回 女性の語り：マリアマ・
バーの『かくも長き手
紙』

セネガルの結婚制度について考える

第11回 移民の文学：カリクス
ト・ベヤラの『涙、乾く
まで』

カメルーンの女性移民の生き方につい
て考える

第12回 内戦の語り：アマドゥ・
クルマの『アラーの神に
もいわれはない』

内戦と少年兵の問題を考える

第13回 作家と政治：ケン・サロ
ウィワの『ナイジェリア
の獄中から』

民族・環境問題と作家の社会的使命に
ついて考える

第14回 映像と文学：センベー
ヌ・ウスマンの『モー
ラーデ』

総合討論
映像作品をもとに、西アフリカの女性
の伝統と健康について考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業支援システムの掲示板に示された議題に対して、書き込みをして応答し
て下さい。
【テキスト（教科書）】
教科書使用せず。
【参考書】
参考書指定せず。
【成績評価の方法と基準】
平常点50％　期末レポート50％として総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
授業中に受講者がテキストを十分吟味できるよう、時間の配分を工夫します。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire better understanding
of Modern African literature　and cultures.
Before/after each class meeting, students will be expected to have
completed the required assignments after each class meeting.Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end report: 50% and in-class contribution: 50%.
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HIS100LC（史学 / History 100）

比較文化論

横山　泰子

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分たちが生活する日本という国の文化的特徴を、海外との比較をしつつ考
える姿勢を身につけます。身近な生活文化に注目し、本を読み、様々な現象
を調べながら、日本的な現象とされていることが本当に日本的であるかどう
かを考えます。
【到達目標】
日本の文化を比較文化的にとらえるための手がかりとして、「世間」「社会」等
の基本的な概念に注目することによって、自文化を相対的に見る視点と異文
化に対する興味を身につけることができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
教員が講義形式で説明し、学生に課題やアンケート、小テスト等を課します。
その結果をとりいれて説明をしていきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 クラスの概要説明とア

ンケート
シラバス内容の確認。「日本的」と思わ
れるモノ・コトを考える

2 言語文化 日本の生活文化の特徴を言葉から考える
3 「世間」と「社会」につ

いて１
「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

4 「世間」と「社会」につ
いて２

「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

5 「世間」と「社会」につ
いて３

「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

6 「空気」について 「空気」についての説明
7 贈り物の文化 贈答文化について海外の事例と比較
8 職場の文化１ 職場文化を、海外の事例を加えて考える
9 職場の文化２ 職場文化を、海外の事例を加えて考える
10 服装の文化 制服やリクルートスーツなどの規則を、

海外の事例を加えて考える
11 服装の文化 日本のマスク文化を、海外の事例を加

えて考える
12 同調性と安全性１ 同調性を重視する社会の性格を考える
13 同調性と安全性２ 同調性を重視する社会の性格を考える
14 まとめ まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を読み、課題作文等を書く　（１時間程度）
【テキスト（教科書）】
鴻上尚史『空気を読んでも従わない』岩波ジュニア新書　２０１９年　８２
０円
【参考書】
参考書等については、その都度指示します。
【成績評価の方法と基準】
平常点３０％　授業時の提出物ならびに小テスト７０％　
【学生の意見等からの気づき】
昨年度教科書として指定した『「空気」を読んでも従わない』が好評だったの
で、今回もより時間をかけて読み、別の視点からの説明も加えることにしまし
た。異文化理解のたすけとなる外国の映画やドラマを視聴する予定です。昨
年度映像鑑賞が好評だったので、より多様な作品を選びたいと思います。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器
【その他の重要事項】
急ぎの質問は、yyoko@hosei.ac.jp
に御願いします。
【Outline (in English)】
This course will help you to understand Japanese culture in everyday
life. We ask ourselves the questions what things and phenomena that
Japanese peolple think are very Japanese are really Japanese.Before
each class meeting, students will be expected to spend one hour to
understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
In class contribution:30%, short reports and tests:70%
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HIS100LC（史学 / History 100）

比較文化論

横山　泰子

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分たちが生活する日本という国の文化的特徴を、海外との比較をしつつ考
える姿勢を身につけます。身近な生活文化に注目し、本を読み、様々な現象
を調べながら、日本的な現象とされていることが本当に日本的であるかどう
かを考えます。
【到達目標】
日本の文化を比較文化的にとらえるための手がかりとして、「世間」「社会」等
の基本的な概念に注目することによって、自文化を相対的に見る視点と異文
化に対する興味を身につけることができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
教員が講義形式で説明し、学生に課題やアンケート、小テスト等を課します。
その結果をとりいれて説明をしていきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 クラスの概要説明とア

ンケート
シラバス内容の確認。「日本的」と思わ
れるモノ・コトを考える

2 言語文化 日本の生活文化の特徴を言葉から考える
3 「世間」と「社会」につ

いて１
「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

4 「世間」と「社会」につ
いて２

「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

5 「世間」と「社会」につ
いて３

「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

6 「空気」について 「空気」についての説明
7 贈り物の文化 贈答文化について海外の事例と比較
8 職場の文化１ 職場文化を、海外の事例を加えて考える
9 職場の文化２ 職場文化を、海外の事例を加えて考える
10 服装の文化 制服やリクルートスーツなどの規則を、

海外の事例を加えて考える
11 服装の文化 日本のマスク文化を、海外の事例を加

えて考える
12 同調性と安全性１ 同調性を重視する社会の性格を考える
13 同調性と安全性２ 同調性を重視する社会の性格を考える
14 まとめ まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を読み、課題作文等を書く　（１時間程度）
【テキスト（教科書）】
鴻上尚史『空気を読んでも従わない』岩波ジュニア新書　２０１９年　８２
０円
【参考書】
参考書等については、その都度指示します。
【成績評価の方法と基準】
平常点３０％　授業時の提出物ならびに小テスト７０％　
【学生の意見等からの気づき】
昨年度教科書として指定した『「空気」を読んでも従わない』が好評だったの
で、今回もより時間をかけて読み、別の視点からの説明も加えることにしまし
た。異文化理解のたすけとなる外国の映画やドラマを視聴する予定です。昨
年度映像鑑賞が好評だったので、より多様な作品を選びたいと思います。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器
【その他の重要事項】
急ぎの質問は、yyoko@hosei.ac.jp
に御願いします。
【Outline (in English)】
This course will help you to understand Japanese culture in everyday
life. We ask ourselves the questions what things and phenomena that
Japanese peolple think are very Japanese are really Japanese.Before
each class meeting, students will be expected to spend one hour to
understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
In class contribution:30%, short reports and tests:70%
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CUA100LC（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 100）

社会科学の方法論

福澤　レベッカ

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会科学は日常生活における人間の相互作用のパターンを明らかするもので
ある。しかし，社会科学者はいかにして日常的な文脈から得た情報を社会科
学データに変換するのであろうか？ 本コースでは，実際のデータ収集活動や
授業内活動を通して，文化人類学における質的研究の基礎について学ぶ。さ
らに、研究に基づく議論を学び、メディア等で取り上げられる研究を理解し
批判的な目で評価するための「調査リテラシー」を身につける。
【到達目標】
社会科学における議論の構造理解と調査法を見につけること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
本授業は講義も含まれているが、アクティブラーニングを基礎とする授業であ
る。授業において主に、ディスカッション、グループワーク、授業内フィール
ドワーク体験、映像分析、および論理的議論作業などの活動を行う。提出され
た課題・クイズ、アクティビティシートについては採点のうえ、返却されま
す。授業は，原則として対面で行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 社会科学とは何か？ ―

―調査方法の紹介
１）本授業へのオリンテーション
２）フィルードワークの特徴と方法。
データ収集の困難点。
３）フィールドでのマナーと倫理

2回 社会科学とは何か？ ―
調査方法の紹介

1）質的なデータと量的なデータ
2）データの意味付け問題
3）言葉と文化の結合

3回 調査方法――観察とは
何か？

観察する前の「注意事項」
A.知覚的バイアス (先入観）
B.文化的なバイアス
C.観察のガイドライン

4回 調査方法――観察方法
（実践練習１）

写真と一コマ漫画を見て、観察練習を
する。

5回 調査方法――観察方法
（実践練習２）議

フィールドノートを取りながら、外国
の失業式のビデオを見て観察練習する。

6回 調査方法――インター
ビューの方法

A.インタービューの的
B.インタビューのタプ
C.言語とフィールドワーク
D.一般的な質問の仕方議論の応用問題

7回 調査方法――インター
ビュー（実践練習）

パートナーをインタビューして、図形
式にまとめる。

8回 調査方法――ビジュア
ルデータ収集法１（写
真、ビデオ、など）

カメラ/ビデオが拡げる可能性。メディ
アの利点と欠点。

9回 調査方法――ビジュア
ルデータ収集法　２（実
践練習

間接的なデータ（メディア）の利用

10回 論証と社会科学のデータ
議論のレッスン＃１

１）議論モデルと社会科学の研究を比
較る。
２）議論＝論証とは？ 主張と根拠の理
解、論証を主張と根拠に分ける。論拠
の意味、論拠を推定する。　

11回 議論のレッスン＃2 論拠の意味、論拠を推定する。トウー
ルミンの議論モデル: Data (根拠)＋
Warrant (論拠)＝Claim (主張)を紹介
する。

12回 議論のレッスン＃3 議論の応用問題：様々なデータを分析
し、トウールミンの議論モデルを基に
して、議論の準備をする。

13回 議論と調査方法ーー議
論のウソを読み解く

・少年犯罪の新聞記事を議論モデルの視
点から分析する。
・ゆとり教育の社会問題を議論モデルの
視点から分析する。

14回 期末試験 復習とまとも
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
特にフィールドワークのインタビューと観察の課題

【テキスト（教科書）】
プリント、と必要に応じて講義中に紹介する
【参考書】
福澤一吉、2002「議論のレッスン」NHK出版生活人新書
小笠原喜康、2005「議論のウソ」講談社現代新書
佐藤郁也、2006「フィルドワーク増訂版:書を持って街へでよう」新曜社
【成績評価の方法と基準】
平常点とクイズ（50％）、フィールドワーク・課題（30％）、期末試験(20%)　
【学生の意見等からの気づき】
スライドの説明で分かりにくいところを直す。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンを持参する。
【その他の重要事項】
以前に行っていた政府機関のＰＲ部での仕事の経験は、現在の授業のフィー
ルドワークがビズネスに以下に応用できるかという視点を提供している。
【Outline (in English)】
Course Outline:
Social science research illuminates patterns within daily human
behavior. Yet how do social scientists extract data from the context
of daily life to generate insights, hypotheses and generalizations
? This course introduces the basics of anthropological, qualitative
research through class activities and actual data collection. In addition,
it introduces the basic foundations of research in argumentation
and develops the research literacy necessary for understanding and
critiquing research in the media.
Learning Objectives:
The objective of this course is for students to develop an understanding
of and skills in social science research.
Learning activities outside of the classroom:
Students will complete several projects outside of the classroom as well
as complete all in-class assignments not finished in class as homework.
Grading Criteria:
In class activities and quizzes (50%), Projects (30%), Final Exam (20%)
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ARSl100LC（地域研究（援助・地域協力） / Area studies(Regional cooperation ) 100）

国際関係論

元木　淳子

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際関係論の枠組みをふまえて、サブサハラ・アフリカ諸国成立の歴史と現
在について認識を深める。
【到達目標】
国際関係論の大枠を理解し、サブサハラ・アフリカ諸国の歴史と実情につい
て調べることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
学習支援システムを用いての双方向授業。
サブサハラ・アフリカ諸国の歴史と現状について調べ、掲示板上で発表し、議
論する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業紹介 国際関係論について、受講者の認識を

相互に確認する。
第2回 ヨーロッパ主権国家 ヨーロッパ主権国家成立の歴史を概観

する。
第3回 主権国家システムとア

フリカ
主権国家システムの成立と
アフリカ大陸の関係を、三角貿易を中
心に調べ、議論する。

第4回 近代国際システムにお
けるアフリカ

ヨーロッパによるアフリカ大陸の植民
地化について調べ、議論する。

第5回 両大戦とアフリカ大陸 両大戦とアフリカ大陸との関係につい
て調べ、議論する

第6回 第二次世界大戦後のア
フリカ

冷戦体制期アフリカにおける独立運動
について調べ、議論する。

第7回 1960年：アフリカ独立
の年

1960年代のアフリカについて調べ、議
論する。

第8回 アフリカ新興独立諸国
家の特質

アフリカ独立国家の特質について調べ、
議論する。

第9回 1980年代のアフリカ アフリカ諸国の経済と構造調整政策に
ついて調べ、議論する。

第10回 1990年代のアフリカ 冷戦の終結がアフリカ大陸にもたらし
た変化について調べ、議論する。

第11回 1990年代アフリカの武
力紛争

ルワンダ内戦の事例を検討し、議論す
る。

第12回 1990年代南アフリカ 南アフリカの人種隔離政策について調
べ、議論する。

第13回 地球化時代のアフリカ 今日の国際社会における諸問題（テロ
リズム、環境、人の移動など）とアフリ
カ大陸の関係について調べ、議論する

第14回 アフリカと世界 グローバル化時代におけるアフリカと
アジアの国際関係などについて調べ、
議論する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業支援システムの掲示板に示された議題に対して、書き込みをして応答し
て下さい。
【テキスト（教科書）】
教科書使用せず。
【参考書】
参考書指定せず。
【成績評価の方法と基準】
レポート課題５０％
平常点５０％として総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
できる限り、音楽・映像資料などに触れる機会をもうけます。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students understand African nation
building in the context of International Relations.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting.
Final grade will be calculated according to the following process Term-
end report (50%) and in-class contribution(50%).
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ECN100LC（経済学 / Economics 100）

基礎経済学

呉　暁林

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学生として日常生活・家計の管理，また近い将来の就職，仕事などにおい
て，経済学的教養と知識は不可欠であります。経済学を勉強したい,または経
済や経営のことを知りたいと思っている学生を対象とする入門の授業です。
　受講者が講義と読書を通して,限られた資源の効率的配置を考えるミクロ経
済学の基本的な命題、一国の経済全体の機能を考えるマクロ経済学の基本的
な枠組みを学び、経済学的な物事の考え方を理解できるように進めます。
【到達目標】
　受講者が経済学の基本的概念と考え方を習得し、世の中の経済問題や、日
ごろの経済記事と経済ニュースを理解できることを到達目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
　　本授業は講義と読書を二本柱とします。
　講義では経済学の基本原理，ミクロ経済学とマクロ経済学の基本的な概念
と考え方を解説し，それを応用して日常生活のなかの経済現象を共に考えて
いきます。
　読書は基礎知識の理解を深めるのに不可欠です。受講者が負担にならない
ように世界的に読まれている標準的な教科書－マンキュー入門経済学を使用
します。毎回、一つのテーマについて前半は講義で基本的な概念と考え方を解
説し、後半は選択肢問題、応用問題を解いてもらい、理解を深めるように取り
組んでいきます。マンキュークラウドキャンパス　（イーラーニングサービ
ス）を利用して問題を解いて学習の理解度の向上を図ります。マンキューク
ラウドキャンパスはすべて自動採点テストです。受講はＰＣだけでなく、ス
マホやタブレットでも可能で、いつでもどこでも学生はテストを受けること
ができます。
　原則として対面授業を主体としつつ、情勢によってはオンライン・オンデ
マンド授業も併用する可能性があります。
　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション なぜ経済学が必要なのか?

ＤＶＤ　経済学のセンス－「サンクス」
「機会費用」「比較優位」

第2回 経済学の十大原理 経済の根本原理－やる気
ＤＶＤ「インセンティブ」「モラルハ
ザード」「逆選択」

第3回 経済学の十大原理 人と企業を動かす価格の影響力について
ＤＶＤ「価格差別」「裁定」「囚人のジレ
ンマ」

第4回 市場における需要と供給 市場と競争、需要曲線、供給曲線、均衡
価格

第5回 需要、供給、および政府
の政策

価格規制、税金、弾力性

第6回 消費者、生産者、市場の
効率性

消費者余剰、生産者余剰、市場の効率性
市場の失敗
税と効率・公平

第7回 外部性 外部性と市場の非効率性
外部性に対する公共政策
外部性に対する当事者間による解決方法

第8回 Ⅱマクロ経済学
国民所得の測定

経済の所得と支出
国内総生産の測定
GDPの構成要素
実質GDPと名目GDP
GDPは経済厚生の良い尺度

第9回 生計費の測定 消費者物価指数
インフレーション
物価スライド制
実質金利と名目金利

第10回 生産と成長 世界各国の経済成長
生産性：その役割と決定要因
経済成長と公共政策
長期的成長の重要性

第11回 貯蓄、投資と金融システ
ム

アメリカ経済における金融機関
国民所得勘定における貯蓄と投資
貸付資金市場
貨幣システム

第12回 総需要と総供給 経済変動とその現象
短期経済変動の説明
総需要曲線と総供給曲線
経済変動の原因

第13回 開放マクロ経済学 財と資本の国際フロー
実質為替相場と名義為替相場
購買力平価

第14回 振替レポート 経済学の基本的な考え方や心得につい
て振り替えて記述する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】教科書を
通読することを薦めます。授業開始後、イーラーニングの登録を行い、練習
問題を解いて学習の理解度を図ってください。
【テキスト（教科書）】
N．グレゴリ・マンキュー／足立英之ほか訳『マンキュー経済学入門第3版』
（東洋経済新報社
書籍代が少し高いですが、非常に良質な本です。キーワードは日本語と英語
が併記しており、十分に購入する価値があります。
【参考書】
井堀利宏著『大学 4年間の経済学が 10時間でざっと学べる』KADOKAWA
（2016）
伊藤元重著『入門経済学第３版』日本評論社（2009年）
小塩隆士著『高校生のための経済学入門』ちくま新書、筑摩書房 (2002年)
神取道宏『ミクロ経済学の力』日本評論社（2014年）
飯田泰之著『経済学思考の技術－理論・経済理論・データを使って考える』ダ
イヤモンド社（2008年第10刷）
【成績評価の方法と基準】
　通常の場合は演習課題など (80％）、期末レポート (20％）を合点して評価
します。
【学生の意見等からの気づき】
イーラーニングの登録を怠らないでください。授業支援システムで案内する
課題の提出期限をきちんと守って、課題を完了しましょう。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPCを持参してください。
【その他の重要事項】
教室の意収容人数を超える場合、履修の抽選を行います。
授業中の私語、またスマートフォンによるゲーム遊びなどを禁止
【Outline (in English)】
This course uses N. Gregory Mankiw’s textbooks to cover a basic
knowledge of microeconomics and macroeconomics. The goal is to
understand the ideas and concepts of economics.
Grades are based on the quality of the lab report (80%) and the final
report at the end of the term (20%).
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ECN100LC（経済学 / Economics 100）

応用経済学

王　娜

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
データサイエンスの一環として、統計学や計量経済学を応用した経
済データの分析方法を学ぶ。また、EXCELによる基本的なデータ
処理の方法も学ぶ。
※本年度はZoomによるリアルタイム参加形式で実施します。詳し
くは学習支援システムのお知らせを参照してください。

【到達目標】
統計学や計量経済学の基本的な考え方を学習するとともに、パソコ
ン上でEXCELを使った経済データを分析します。また分析結果を
グラフや表にまとめることで、調査レポートを作成する技術の習得
も目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
・講義の前半では当日扱う分析手法やデータに関して解説をします。
後半ではEXCELを用いた演習を行います。
・演習では与えられた課題を各自で解いて宿題やレポートとして提
出するものとします。
・宿題やレポートの採点結果を授業にフィードバックします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ・講義概要の説明

・Excelの基本操作
2 データの集計とグラ

フの作成
・データベースの作成と利用
・データの表・グラフ作成

3 データ分析の基礎 (1) ・時系列データの分析
・成長率、変化率

4 データ分析の基礎 (2) ・横断面データの分析
・寄与度と寄与率

5 一つの変数による記
述統計 (1)

・度数分布表とヒストグラム
・度数分析表からの加重平均の計算

6 一つの変数による記
述統計 (2)

・代表値（平均値、中央値、最頻値）
・分散と標準偏差

7 二つの変数による記
述統計 (1)

・散布図
・共分散
・相関分析

8 二つの変数による記
述統計 (2)

・回帰分析
・最小2乗法と決定係数

9 データからの統計的
推定・仮説検定 (1)

・母集団と標本
・母平均の区間推定
・母分散の区間推定

10 データからの統計的
推定・仮説検定 (2)

・母平均の検定
・平均の差の検定
・等分散の検定

11 データ分析の実践 (1) ・単回帰分析
・重回帰分析
・分析結果の評価

12 データ分析の実践 (2) ・相関分析と回帰分析の比較
・t検定と独立性の検定

13 公的統計の活用 (1) ・人口統計
・コーホート要因法による将来人
口推計

14 公的統計の活用 (2) ・国民経済計算
・移動平均による季節変動の調整
・名目GDPの自己回帰モデル

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
PCを使った演習を行うので基本的な操作を習得しておいて下さい。
講義で扱ったトピックについての宿題があります。（標準2時間）

【テキスト（教科書）】
山下隆之ほか（2022）『はじめよう経済学のための情報処理―Excel
によるデータ処理とシミュレーション（第5版）』日本評論社。
・テキストの購入は不要で、講義前にテキストのPDFファイルを配
布します。

【参考書】
経済データ分析の参考書として以下をオススメします。
・情報処理演習教材作成委員会（2021）『はじめて学ぶ経済系のデー
タ分析（第3版）』学術図書出版社。
・隅田和人ほか（2020）『ExcelとRではじめるやさしい経済データ
分析入門』オーム社。
・橋本紀子（2013）『Excelで読み取る経済データ分析』新世社。
計量経済学の参考書として以下をオススメします。
・小巻泰之・山澤成康（2018）『計量経済学15講』新世社。
・山本拓・竹内明香（2013）『入門計量経済学―Excelによる実証分
析へのガイド』新世社。

【成績評価の方法と基準】
宿題 (40%)とレポート課題 (60%)で成績評価を行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
EXCELを使った演習を行うので、各自でPC環境 (Windows奨励)
とネット接続環境を用意して下さい。

【その他の重要事項】
受講生の理解度や要望などに応じて講義内容を変更する場合があり
ます。

【Outline (in English)】
Outline: This course provides a guideline to study basic
statistical techniques to analyze economic data. Applied
statistics and econometrics are also covered in exercises using
PC and statistical software (MS Excel).
Goal: To master basics of statistics and econometrics, and
data-analysis skills using MS Excel.
Extracurricular exercise: weekly homework assignments
need to be submitted through the online system (4 hours)
Grading: homework(30%) and final report(70%)
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POL100LC（政治学 / Politics 100）

現代政治学　

川口　悠子

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
移民から考える「日本」
近代の日本社会はさまざまな地域に多くの移民を送り出し、また多
くの人々が移り住んできました。日本への移民は今後ますます増え
ていくと予想されています。過去も、現在も、「日本は日本人の国」
ではないのです。この授業では、明治時代から現在にかけての、日本
からの／日本への人の出入りを通じて、日本社会について考えます。

【到達目標】
・日本から移民した人々、日本に移民してきた人々の歴史と現状を
理解し、日本社会を構成する人々の多様性を知る。
・批判的な思考力を身につける。
・統計データや歴史的史料の読み方を練習する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
授業は講義が中心ですが、資料を読んだり、映像資料を見たりする
時間も取ります。毎回授業後にリアクション・ペーパーを提出して
もらい、次の授業でいくつか取り上げてフィードバックをします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業全般について説明する。
2 人の移動と国家・制

度
人の移動をめぐる社会のあり方や
制度について考える。

3 ハワイ・北米への移
民（1）：近代日本と
国際移民の始まり

明治時代に始まるハワイ・北米へ
の移民の歴史について考える。

4 ハワイ・北米への移
民（2）：戦争、国
家、移民

第二次世界大戦中の強制収容とそ
の後を中心に、ハワイ・北米に移
民した人々の、移民先での生活に
ついて考える。

5 中南米への移民：戦
後日本社会と移民

中南米への移民がなぜ、どのよう
になされたのか考える。

6 在日コリアン（1）：
植民地帝国日本と人
の移動

朝鮮半島の人びとが日本社会で暮
らすようになった経緯を考える。

7 在日コリアン（2）：
戦後日本社会におけ
る外国人差別

アジア太平洋戦争後、在日コリア
ンがどのように暮らしてきたのか
考える。

8 日系人の「デカセギ」
：「外国人労働者受
け入れ」の始まり

日系人ブラジル人らの来日・就労
の背景を検討する。

9 技能実習制度と「特
定技能」制度：外国
人「労働者」政策の
現在（1）

日本で働く外国人がどのような状
況にあるのか、考える。

10 留学生：外国人「労
働者」政策の現在
（2）

日本の留学生制度の現状を検討し、
来日留学生が置かれている状況に
ついて考える。

11 入管収容施設から見
る外国人受け入れ政
策

入管収容施設をめぐる問題を手が
かりに、日本の外国人受け入れ政
策がどのようなものか検討する。

12 定住化の進行 日本社会に定住している外国人の
生活状況や、彼・彼女たちが直面
する問題を知る。

13 多文化共生社会 多文化共生社会を模索するための
理念について考える。

14 まとめと期末試験 これまでの講義を振り返り、期末
試験をおこなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
基本的に毎回、書籍の一部や新聞記事などを予習教材として配付し
ます。指示されたとおり読んできてください。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布します。購入の必要はありません。

【参考書】
随時指示します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験　80％
毎回のリアクション・ペーパー　20％

【学生の意見等からの気づき】
聞き取りやすい話し方ができるよう留意します。

【その他の重要事項】
授業の進み具合や受講生の皆さんからの要望により、シラバスの内
容に変更を加えることがあります。

【Outline (in English)】
Modern Japan has sent many migrants to various regions
across the globe. Similarly, many have migrated to and settled
in Japan, and the number is expected to increase in the future.
In this class, we will discuss the human migration from/to
Japan from the Meiji era to the present.
As the students learn how human migration in the past and
present have made Japanese society a diverse one, they deepen
the understanding of race and ethnicity and of freedom and
human rights. They also learn to read historical materials,
both texts and statistical data.
The students are expected to read the assigned material before
the lecture.
The final grade will be calculated based on the final exam (70%)
and minute papers assigned every week (30%)
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LAW100LC（法学 / law 100）

法学（日本国憲法）

浅野　毅彦

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
法と国家・社会との関係、法の役割及び目的について、憲法（日本国
憲法）を軸に学んでいく。憲法の目的や理念等を正確に把握し、憲
法を中心とした法の基本的枠組みを理解する。

【到達目標】
日本国憲法を中心に、法についての基本的な理解を得ることととも
に、社会に起きている問題を、法的に考え、解決する視点を身につ
けることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
基礎的な事項の確認から授業をはじめ、法に関する基本的理解を正
確に得られるようにすすめる。今日的な具体的な事件等を取り上げ、
社会に起こっている問題に対する法による解決とは何か、問題点は
ないかを探っていく。授業においてはその都度質問をするので、積
極的に答えてもらいたい。また、積極的に質問をしてもらいたい。
それらを授業の展開に活かしていく。毎回の授業の最後に、次回ま
でに考えておくべき課題を提示する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ①法を学ぶ意義及び

受講上の注意
②法とは何か

①「法学」を履修する意義及び受
講上の注意点等についての概要
②　法とは何か、なぜ、法は必要
なのか、社会生活における法の意
味、法の機能を考える。

2 法と国家との関係に
ついて

法とその他の社会規範との違いの
検討を通して、法と強制、法と国
家との関係、法の限界について考
える。

3 法の機能の多元化に
ついて

法の機能の多元化について、社会
の変化と法との関係を探りながら
考える。

4 「法の支配」と「立憲
主義」について

「法の支配」とは何か、「立憲主義」
と憲法について、歴史的に考える。
「立憲主義」と民主主義との関係に
ついて検討を加える。

5 「国民主権」について 国の政治のあり方と主権者として
の国民について考える－国民の意
思を政治に反映させるには何が求
められるか。

6 「権力分立」と司法権
の独立

国家統治の基本原理としての「権
力分立」について考える。司法権
の独立の意義について考える。

7 「個人の尊重」と「法
の下の平等」につい
て

人権保障の基にある「個人の尊重」
の意義を考える。平等を実現する
ために必要なことは何かを探る。

8 「基本的人権」につい
て（１）－基本的人
権とは何か

人権の歴史的展開のなかで日本国
憲法の人権規定の意義をさぐる。
人権と「公共の福祉」との関係に
ついて考える。

9 「基本的人権」につい
て（２）－思想・良心
の自由、信教の自由

思想・良心の自由の保障、信教の自
由と政教分離原則について考える。

10 「基本的人権」につい
て（３）－表現の自由

表現の自由の重要性とその制約に
ついて考える。

11 「基本的人権」につい
て（４）－経済的自
由と社会権

経済的自由権の制約と社会権の意
義について考える。労働者の権利
について考える。

12 「基本的人権」につい
て（５）－教育を受け
る権利、人権の拡大

教育を受ける権利の意味と意義に
ついて考える。現在の奨学金制度
の問題点を取り上げる。環境権を
中心に人権保障の拡大について考
える。

13 「平和主義」について 憲法第9条の趣旨および意義をさ
ぐり、平和をめぐる諸問題につい
て考える。

14 まとめと憲法改正問
題について

「立憲主義」「個人の尊重」につい
て再考し、憲法改正問題について
考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
①授業後に、講述内容を思い出しながら、「授業レジュメ」やノート
などで整理するという「復習中心」の学習を勧める。予習について
は、前回の授業の最後に提示した課題について事前に予習しておく
とよい。
②大学での勉強はあまり覚えることに重点を置いたものにはしない
でほしい。たしかに「覚えるべき基本知識」はあるが、重要なのは、
法というものを〝批判的に〟ながめ、かつ考察するということであ
り、そのことを念頭に本授業に臨んでほしい。

【テキスト（教科書）】
「授業レジュメ」および適宜配布する資料を使用。

【参考書】
上記レジュメに若干の「参考文献（基本書または概説書）」を載せる
が、授業の中でも適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
定期試験及び課題レポート等で評価する（定期試験90％、課題レ
ポート等10％）。授業時の課題提出も考慮する。
定期試験においては、解答上の指示に従い、かつ設問に即した答案
内容か否かを評価ポイントとする。また、法の基本知識や基本用語
について押さえておくこと。

【学生の意見等からの気づき】
基本的な法律用語についてその都度説明を加える。授業時に意見を
発表する機会をなるべく多く設ける。

【その他の重要事項】
授業中の私語は、認めない。他の聴講生に対する「権利侵害(聴講権
の侵害）」となるゆえ。本科目は「教職課程」も兼ねているので、教
師を目指す者はなおのこと講義に集中することは「基本のキ」と心
得てほしい。

【Outline (in English)】
In this course, we will learn the basic point of view about the
relations between the law (especially the Constitution) and the
state or society.
So we will get the correct and basic understanding of the
Constitution and other laws.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
four hours to understand the course contents.
Grading will be decided based on the following
Term-end examination: 90%、Short reports : 10%.
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LAW100LC（法学 / law 100）

法学（日本国憲法）

浅野　毅彦

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
法と国家・社会との関係、法の役割及び目的について、憲法（日本国
憲法）を軸に学んでいく。憲法の目的や理念等を正確に把握し、憲
法を中心とした法の基本的枠組みを理解する。

【到達目標】
日本国憲法を中心に、法についての基本的な理解を得ることととも
に、社会に起きている問題を、法的に考え、解決する視点を身につ
けることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
基礎的な事項の確認から授業をはじめ、法に関する基本的理解を正
確に得られるようにすすめる。今日的な具体的な事件等を取り上げ、
社会に起こっている問題に対する法による解決とは何か、問題点は
ないかを探っていく。授業においてはその都度質問をするので、積
極的に答えてもらいたい。また、積極的に質問をしてもらいたい。
それらを授業の展開に活かしていく。毎回の授業の最後に、次回ま
でに考えておくべき課題を提示する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ①法を学ぶ意義及び

受講上の注意
②法とは何か

①「法学」を履修する意義及び受
講上の注意点等についての概要
②　法とは何か、なぜ、法は必要
なのか、社会生活における法の意
味、法の機能を考える。

2 法と国家との関係に
ついて

法とその他の社会規範との違いの
検討を通して、法と強制、法と国
家との関係、法の限界について考
える。

3 法の機能の多元化に
ついて

法の機能の多元化について、社会
の変化と法との関係を探りながら
考える。

4 「法の支配」と「立憲
主義」について

「法の支配」とは何か、「立憲主義」
と憲法について、歴史的に考える。
「立憲主義」と民主主義との関係に
ついて検討を加える。

5 「国民主権」について 国の政治のあり方と主権者として
の国民について考える－国民の意
思を政治に反映させるには何が求
められるか。

6 「権力分立」と司法権
の独立

国家統治の基本原理としての「権
力分立」について考える。司法権
の独立の意義について考える。

7 「個人の尊重」と「法
の下の平等」につい
て

人権保障の基にある「個人の尊重」
の意義を考える。平等を実現する
ために必要なことは何かを探る。

8 「基本的人権」につい
て（１）－基本的人
権とは何か

人権の歴史的展開のなかで日本国
憲法の人権規定の意義をさぐる。
人権と「公共の福祉」との関係に
ついて考える。

9 「基本的人権」につい
て（２）－思想・良心
の自由、信教の自由

思想・良心の自由の保障、信教の自
由と政教分離原則について考える。

10 「基本的人権」につい
て（３）－表現の自由

表現の自由の重要性とその制約に
ついて考える。

11 「基本的人権」につい
て（４）－経済的自
由と社会権

経済的自由権の制約と社会権の意
義について考える。労働者の権利
について考える。

12 「基本的人権」につい
て（５）－教育を受け
る権利、人権の拡大

教育を受ける権利の意味と意義に
ついて考える。現在の奨学金制度
の問題点を取り上げる。環境権を
中心に人権保障の拡大について考
える。

13 「平和主義」について 憲法第9条の趣旨および意義をさ
ぐり、平和をめぐる諸問題につい
て考える。

14 まとめと憲法改正問
題について

「立憲主義」「個人の尊重」につい
て再考し、憲法改正問題について
考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
①授業後に、講述内容を思い出しながら、「授業レジュメ」やノート
などで整理するという「復習中心」の学習を勧める。予習について
は、前回の授業の最後に提示した課題について事前に予習しておく
とよい。
②大学での勉強はあまり覚えることに重点を置いたものにはしない
でほしい。たしかに「覚えるべき基本知識」はあるが、重要なのは、
法というものを〝批判的に〟ながめ、かつ考察するということであ
り、そのことを念頭に本授業に臨んでほしい。

【テキスト（教科書）】
「授業レジュメ」および適宜配布する資料を使用。

【参考書】
上記レジュメに若干の「参考文献（基本書または概説書）」を載せる
が、授業の中でも適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
定期試験及び課題レポート等で評価する（定期試験90％、課題レ
ポート等10％）。授業時の課題提出も考慮する。
定期試験においては、解答上の指示に従い、かつ設問に即した答案
内容か否かを評価ポイントとする。また、法の基本知識や基本用語
について押さえておくこと。

【学生の意見等からの気づき】
基本的な法律用語についてその都度説明を加える。授業時に意見を
発表する機会をなるべく多く設ける。

【その他の重要事項】
授業中の私語は、認めない。他の聴講生に対する「権利侵害(聴講権
の侵害）」となるゆえ。本科目は「教職課程」も兼ねているので、教
師を目指す者はなおのこと講義に集中することは「基本のキ」と心
得てほしい。

【Outline (in English)】
In this course, we will learn the basic point of view about the
relations between the law (especially the Constitution) and the
state or society.
So we will get the correct and basic understanding of the
Constitution and other laws.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
four hours to understand the course contents.
Grading will be decided based on the following
Term-end examination: 90%、Short reports : 10%.
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

先端技術・社会論

原　昌己

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会から強く求められる「イノベーションを起こす人材」の要件を学ぶ。
　「先端技術、技術革新とそれによる社会の変革」（イノベーション）は、ど
のような過程を通じて生み出され社会に広がっていくのか、そのために必要
となる力はどのようなものなのか。
　イノベーションの面白さを知り、誰もがイノベータになれる可能性がある
ことに気づくとともに、演習を通じて「新たなモノ」を生みだすための方法
を学ぶ。
【到達目標】
(1)イノベーションのプロセスと、そのために必要となる力を知る。
(2)イノベーションを起こす人材に必要となる力、習慣、その基本を知る。
(3)各人の専門の力（今後学ぶことも含む）を使って、将来何を実現したいの
かを考え、整理し、まとめる。
(4)新たな製品や仕組みを「企画」する方法を知る。
(5)グループでの「企画」作りの演習を通じて、チームで成果を出すための方
法、そのためのコミュニケーション、ディスカッションの方法、プレゼンテー
ションの方法を体得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
・授業方法は大学の行動指針に基づき変更する可能性があり、その場合は学習
支援システムで通知する。
・随時、簡易な課題を設け、授業内で全体に対してフィードバックを行う。
　
　前半は映像資料による事例紹介。
　イノベーションが起こる場面、その発展の事例を通して、そのプロセス、要
件、そしてその面白さを知る。
　全学部、全学年の学生が興味・関心を持てる事例をピックアップ。
　過年度は以下など、様々な分野に渡るテーマを取り上げた。
　・電話からトランジスタ、そしてパソコンへ
　　（米国ベル研究所、黎明期のApple社など）
　・量子コンピュータの可能性
　・DNAシーケンサ
　・カーボンナノチューブ
　・iPS細胞　他
　
　中盤では「イノベーションに必要となる力」の要点を解説。
　ＰＤＣＡ、思考力・発想力、コミュニケーション力、他。
　演習を通じて体感するとともに、簡易な診断テストで各自の強み・弱みを
考える機会を設ける。
　「社会で求められる人材要件」とも共通する内容であり、１，２年生にとっ
ては大学で学ぶための基本的な姿勢作り、３，４年生にとっては就職に向け
た準備としても有効。
　
　後半はグループワークにより、チームでの「新たなモノ」の企画に取り組む。
　さまざまな専門分野のメンバーでのディスカッションを通じて「新たなモ
ノ」を考案、アイデアを結集し「企画」としてまとめるための方法を学ぶ。
　過年度では以下などの斬新な企画、イノベーション案が考案された。
　・外国人旅行者をサポートする交通・ITインフラ
　・ATP（アデノシン３リン酸）を活用した新エネルギー自動車
　・地域を活性化する食物工場
　・人工知能による痴呆防止システム
　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イノベーションの必要性 イノベーションとは何か、その必要性、

プロセス、そのために必要となる力な
ど、本授業を通じて学ぶことの概要を
知る。

第2回 イノベーション事例１ イノベーションの事例１～４では、過
去の事例の映像資料を視聴。
事例１として、電話の発明と普及
（予定）
米国・ベル研究所等

第3回 イノベーション事例２
近年のイノベーション

パソコンの発明と普及（予定）
Apple社・Steve Jobs
vs Microsoft社・Bill Gates

第4回 イノベーション事例３
現代のイノベーション

近年の事例、研究途上の事例。
量子コンピュータ、等（予定）

第5回 イノベーション事例４
日本の現状と課題

日本発のイノベーション。
光触媒、カーボンナノチューブ、DNA
シーケンサ等（予定）

第6回 イノベーションに必要
となる力

イノベーションを起こす人材になるため
に必要となる力、習慣、心構えを学ぶ。

第7回 PDCA
（plan,do,check,act)

社会での活動の基本となる行動様式、
「PDCA」を学ぶ。

第8回 思考法 代表的な思考方法として、ロジカルシ
ンキング、クリティカルシンキング、ラ
テラルシンキングを学ぶ。

第9回 コミュニケーション/グ
ループでの思考法

コミュニケーションの方法、グループ
での思考方法、ディスカッションの方
法を学ぶ。

第10回 グループワーク１ 第10回～第12回を通じて、「新たな商
品・サービス」(予定）をテーマとして、
グループで企画を立案する。

第11回 グループワーク２ 課題を設定し、課題に対する解決策を
検討する。

第12回 グループワーク３ まとめ、ならびにプレゼンテーション
の準備を行う。

第13回 プレゼンテーション チームごとにプレゼンテーションを行
い、相互に評価する。

第14回 試験・まとめと解説 学習した成果に基づき、新たな製品・
サービスの企画を小論文としてまとめ
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・新たな商品やサービス、社会の動きに対する関心を高め、さまざまな情報収
集に努めること。その上で、各自が将来、社会で何をやりたいのか、何を実
現したいのか考えること。
・上記などを含めた本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、全体で４時間
程度を見込む。
【テキスト（教科書）】
なし。各回で資料を配布。
【参考書】
なし
【成績評価の方法と基準】
１）期末、小論文。（50%）
２）グループでのプレゼンテーション。（25%）
３）平常点。（25%）
【学生の意見等からの気づき】
演習を随所に取り入れ、体感的な学びを重視。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students learn the requirements of ’human resources who bring
innovation’ strongly demanded by society.
【Learning Objectives】
Students learn about the fun of innovation, realize that everyone is
likely to become an innovator, and learn and practice to create "new
things" through exercises.
【Learning activities outside of classroom】
Students increase interest in new products, services and society and
gather information about them
【Grading Criteria /Policy】
Essay/end of term(50%), Team planning and presentation（25%）,
Participation in classes（25%）
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

先端技術・社会論

原　昌己

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会から強く求められる「イノベーションを起こす人材」の要件を学ぶ。
　「先端技術、技術革新とそれによる社会の変革」（イノベーション）は、ど
のような過程を通じて生み出され社会に広がっていくのか、そのために必要
となる力はどのようなものなのか。
　イノベーションの面白さを知り、誰もがイノベータになれる可能性がある
ことに気づくとともに、演習を通じて「新たなモノ」を生みだすための方法
を学ぶ。
【到達目標】
(1)イノベーションのプロセスと、そのために必要となる力を知る。
(2)イノベーションを起こす人材に必要となる力、習慣、その基本を知る。
(3)各人の専門の力（今後学ぶことも含む）を使って、将来何を実現したいの
かを考え、整理し、まとめる。
(4)新たな製品や仕組みを「企画」する方法を知る。
(5)グループでの「企画」作りの演習を通じて、チームで成果を出すための方
法、そのためのコミュニケーション、ディスカッションの方法、プレゼンテー
ションの方法を体得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
・授業方法は大学の行動指針に基づき変更する可能性があり、その場合は学習
支援システムで通知する。
・随時、簡易な課題を設け、授業内で全体に対してフィードバックを行う。
　
　前半は映像資料による事例紹介。
　イノベーションが起こる場面、その発展の事例を通して、そのプロセス、要
件、そしてその面白さを知る。
　全学部、全学年の学生が興味・関心を持てる事例をピックアップ。
　過年度は以下など、様々な分野に渡るテーマを取り上げた。
　・電話からトランジスタ、そしてパソコンへ
　　（米国ベル研究所、黎明期のApple社など）
　・量子コンピュータの可能性
　・DNAシーケンサ
　・カーボンナノチューブ
　・iPS細胞　他
　
　中盤では「イノベーションに必要となる力」の要点を解説。
　ＰＤＣＡ、思考力・発想力、コミュニケーション力、他。
　演習を通じて体感するとともに、簡易な診断テストで各自の強み・弱みを
考える機会を設ける。
　「社会で求められる人材要件」とも共通する内容であり、１，２年生にとっ
ては大学で学ぶための基本的な姿勢作り、３，４年生にとっては就職に向け
た準備としても有効。
　
　後半はグループワークにより、チームでの「新たなモノ」の企画に取り組む。
　さまざまな専門分野のメンバーでのディスカッションを通じて「新たなモ
ノ」を考案、アイデアを結集し「企画」としてまとめるための方法を学ぶ。
　過年度では以下などの斬新な企画、イノベーション案が考案された。
　・外国人旅行者をサポートする交通・ITインフラ
　・ATP（アデノシン３リン酸）を活用した新エネルギー自動車
　・地域を活性化する食物工場
　・人工知能による痴呆防止システム
　春学期の授業は，原則としてオンラインで行う。詳細は学習支援システム
で伝達する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イノベーションの必要性 イノベーションとは何か、その必要性、

プロセス、そのために必要となる力な
ど、本授業を通じて学ぶことの概要を
知る。

第2回 イノベーション事例１ イノベーションの事例１～４では、過
去の事例の映像資料を視聴。
事例１として、電話の発明と普及
（予定）
米国・ベル研究所等

第3回 イノベーション事例２
近年のイノベーション

パソコンの発明と普及（予定）
Apple社・Steve Jobs
vs Microsoft社・Bill Gates

第4回 イノベーション事例３
現代のイノベーション

近年の事例、研究途上の事例。
量子コンピュータ、等（予定）

第5回 イノベーション事例４
日本の現状と課題

日本発のイノベーション。
光触媒、カーボンナノチューブ、DNA
シーケンサ等（予定）

第6回 イノベーションに必要
となる力

イノベーションを起こす人材になるため
に必要となる力、習慣、心構えを学ぶ。

第7回 PDCA
（plan,do,check,act)

社会での活動の基本となる行動様式、
「PDCA」を学ぶ。

第8回 思考法 代表的な思考方法として、ロジカルシ
ンキング、クリティカルシンキング、ラ
テラルシンキングを学ぶ。

第9回 コミュニケーション/グ
ループでの思考法

コミュニケーション、グループでの思考
方法、ディスカッションの方法を学ぶ。

第10回 グループワーク１ 第10回～第12回を通じて、「新たな商
品・サービス」(予定）をテーマとして、
グループで企画を立案する。

第11回 グループワーク２ 課題を設定し、課題に対する解決策を
検討する。

第12回 グループワーク３ まとめ、ならびにプレゼンテーション
の準備を行う。

第13回 プレゼンテーション チームごとにプレゼンテーションを行
い、相互に評価する。

第14回 試験・まとめと解説 学習した成果に基づき、新たな製品・
サービスの企画を小論文としてまとめ
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・新たな商品やサービス、社会の動きに対する関心を高め、さまざまな情報収
集に努めること。
その上で、各自が将来、社会で何をやりたいのか、何を実現したいのか考え
ること。
・上記などを含めて、本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、全体で４時
間程度を見込む。
【テキスト（教科書）】
なし。各回で資料を配布。
【参考書】
なし
【成績評価の方法と基準】
期末、小論文。（50%）
グループでのプレゼンテーション。(予定）（25%）
平常点 (随時のレポート等)。（25%）
【学生の意見等からの気づき】
演習を随所に取り入れ、体感的な学びを重視。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students learn the requirements of ’human resources who bring
innovation’ strongly demanded by society.
【Learning Objectives】
Students learn about the fun of innovation, realize that everyone is
likely to become an innovator, and learn and practice to create "new
things" through exercises.
【Learning activities outside of classroom】
Students increase interest in new products, services and society and
gather information about them
【Grading Criteria /Policy】
Essay/end of term(50%), Team planning and presentation（25%）,
Participation in classes（25%）

— 751 —



SDGs　発行日：2024/5/1

BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

環境と資源

中嶋　吉弘

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球で大繁栄している人類が今後も生存するには資源、エネルギー、
環境保全などに対するルールが必要になって来ている。なぜ循環型
社会の構築が必要なのか地球の成り立ち、太陽光を唯一のエネルギー
源とした自然環境を説明しながら理解を深めたい。

【到達目標】
地球環境は閉鎖系で原則として元素の増減は無く、物質も出入りし
ない事の理解を得る。限り有る資源の活用にはルールが必要でフェ
アーでなければならない。太陽光を原点とした自然エネルギーの有
効利用は環境保全や永続性の観点からも必須である事を確認します。
研究開発がどのように我々の生活に結びつくのか？ 環境化学（科
学）に興味を持てる様にしたい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
環境問題や資源枯渇の問題が注目されているが、これらの問題が必
ずしも一般の人々に正しく理解されているとは言えないのが現実で
ある。この講義では環境問題やエネルギー、資源等の問題について、
理科系の学部学生として最低限知っておく事が望ましい知識を伝え
るとともに、これらの社会的な問題に対して問題意識を持つきっか
けとなる様な機会を作る事をねらいとします。課題などに対しては
学習支援システムなどを用いてフィードバックする。春学期の授業
は，原則として対面での講義を行う。詳細は学習支援システムで伝
達する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 担当講師の自己紹介と本講義の概

要、これまでの研究内容と成果の
紹介などを話ながら、今後の授業
方針を告知します。

第2回 地球科学の基礎 我々人類は地球上で誕生し、進化
を経て地球環境の恩恵と受ける一
方で、様々な問題を引き起こして
います。第２回では原始地球の誕
生から生物の進化、人類の誕生に
至る現在の地球を取り巻く環境を、
『大気』・『水域』・『土壌』の観点か
ら講義します。

第3回 生態系と物質循環 第２回に引き続き、第３回では地
球環境の現状について、『生態系』
と『物質循環』の観点を加えて、
生物と物質の交換を講義します。

第4回 環境保護と環境基準 科学技術の発展は人類の生活を豊
かにする一方で、多くの環境およ
び資源に関する問題を生み出して
います。第４回では環境問題の歴
史を振り返りながら、人類と環境
汚染・環境保護・健康影響につい
て講義します。

第5回 温室効果気体と気候
変動

現在最も解決すべき環境問題とし
て、温室効果気体の増加とそれに
伴う気候変動が挙げられます。第
５回では温室効果気体に関します
基本的な科学的知見と気候変動に
関します状況について講義します。

第6回 オゾン層破壊とオゾ
ンホール

オゾン層破壊は国際的な枠組みが
定められた大気環境学のモデル
ケースです。第６回ではオゾン層
破壊のメカニズムとオゾンホール
の発生過程、国際的な枠組みであ
る『モントリオール議定書』とオ
ゾン層の現状について講義します。

第7回 大気汚染と生態系へ
の影響

『光化学オキシダント』や『PM2.5
問題』、『酸性雨』などの大気汚染
は我々が最も身近に接してきた環
境問題です。第７回ではこれら大
気汚染問題の基礎と現状、生態系
への影響（第３－４回と一部重複）
を講義します。

第8回 マイクロプラスチッ
ク汚染とPOP

最近マイクロプラスチック汚染が
最近の環境問題として警鐘を鳴ら
し、これを受けてプラスチックの
削減運動が進められています。第
８回では『マイクロプラスチック』
とは何か、なぜ発生しますのか、
何が問題なのか、そしてマイクロ
プラスチック削減運動の現状を講
義します。

第9回 資源の有効利用 人類は地球上の様々な資源を活用
することで発展を遂げ、一方で環
境問題を引き起こしています。第
９回では人類の歴史を振り返りな
がら、人類が活用している、また
は今後活用が期待されている様々
な資源について講義します。

第10回 化石燃料の今昔と新
規燃料

２１世紀においても人類は多くの
石油や石炭を使用し、さらに
『シェールガス』や『メタンハイド
レート』などの新規の化石燃料の
利用を模索しています。第１０回
では従来の石油石炭に加え、
シェールガスやメタンハイドレー
トなどの化石燃料の基礎と問題点、
そして近年盛んに利用されている
バイオ燃料、木質バイオマス発電
や水素の利用について講義します。

第11回 非化石燃料によるエ
ネルギー獲得の現状

オイルショック以来、わが国では
エネルギー資源に関する議論が現
在も続けられています。また世界
に目を向けると、温室効果気体の
増加に伴う脱炭素社会の行動が要
求されています。第１１回では太
陽光や風力、地熱などの発電およ
び、燃料電池、原子力発電の仕組
みと問題点を考えていきます。
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第12回 ゴミ問題とリサイク
ル

『ゴミ問題』は特に大都市における
最も身近な環境問題であり、その
解決としてのゴミの『リサイクル』
が大きな課題になっています。第
１２回ではゴミ処理とリサイクル
に関する基礎と現状について講義
します。

第13回 バイオマスの有用性 マイクロプラスチック問題の解決
策の一つとして、『紙製品』の有効
利用が模索されています。また化
石燃料使用による温室効果気体の
増加に対する解決策の一つとして、
木質資源によるバイオ燃料獲得が
議論されています。本講義では環
境と資源の問題の解決策として有
望視されている紙や木材などの
『バイオマス』や、微生物の有効利
用について講義する。

第14回『環境と資源』まとめ 第２～１３回にかけて、環境と資
源に関する現状と問題点および解
決策について講義してきた。第１
４回では総仕上げとして、人類を
とりまく環境および資源に関する
諸問題について振り返り、現状で
議論されている解決策についてそ
の有用性と今後起きる可能性があ
る問題点などを議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
特に興味あるテーマに関しては授業の参考になるレベルまで学習し、
授業時間内または終了後に質問する事。さらに、授業終了後自由に
担当教員に議論を持ちかけるようにして下さい。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
『環境化学（科学）』や『地球科学（化学）』に関する教科書であれば
参考になります。

【成績評価の方法と基準】
3回のレポート課題（75%）に平常点（25%）を考慮して評価します。
なお3回のレポートは全て提出が必須であり、１回でも未提出の場
合は不可となりますのでご注意ください。

【学生の意見等からの気づき】
多くの学部／学科の学生が参加する講義です。多人数の時は教員の
声が聞きにくい、黒板の字が見えにくい等有りますが積極的に前方
で講義を受ける事をお勧めします。最新のニュースや物理および化
学に関する基礎知識などで（一見すると）本題から外れる事が有り
ますが、可能な限り簡潔にまとめるようにします。

【Outline (in English)】
[Outline]
This course will introduce basic knowledge of the changes
in the natural environment. It will also introduce natural
resources that are on the earth which humans use.
[Course outline]
In order for human beings, who are prosperous on the earth,
to continue to survive, rules regarding resources, energy,
environmental conservation, etc. are becoming necessary. I
would like to deepen my understanding while explaining the
origin of the earth and the natural environment where sunlight
is the only energy source, why it is necessary to build a sound
material-cycle society.
[Learning Objectives]
It is understood that the global environment is a closed system,
and in principle, there is no increase or decrease in elements,
and substances do not enter or leave. Utilization of limited
resources requires rules and must be fair. We confirm that
effective use of natural energy with sunlight as the origin is
essential from the viewpoint of environmental conservation
and permanence. How does R & D lead to our lives? I want
to be interested in environmental chemistry (science).

[Learning activities outside of classroom]
4 hours is the standard for studying outside class hours such
as preparation and review of this class. For topics of particular
interest, study to a level that will be helpful for the class, and
ask questions during or after class hours. In addition, feel free
to approach the instructor in charge after the class.
[Grading Criteria /Policy]
Evaluate 3 report assignments (75%) with normal points (25%)
in mind.
Please note that all three reports must be submitted, and if
even one report has not been submitted, it will not be possible.
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

環境と資源

中嶋　吉弘

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球で大繁栄している人類が今後も生存するには資源、エネルギー、
環境保全などに対するルールが必要になって来ている。なぜ循環型
社会の構築が必要なのか地球の成り立ち、太陽光を唯一のエネルギー
源とした自然環境を説明しながら理解を深めたい。

【到達目標】
地球環境は閉鎖系で原則として元素の増減は無く、物質も出入りし
ない事の理解を得る。限り有る資源の活用にはルールが必要でフェ
アーでなければならない。太陽光を原点とした自然エネルギーの有
効利用は環境保全や永続性の観点からも必須である事を確認します。
研究開発がどのように我々の生活に結びつくのか？ 環境化学（科
学）に興味を持てる様にしたい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
環境問題や資源枯渇の問題が注目されているが、これらの問題が必
ずしも一般の人々に正しく理解されているとは言えないのが現実で
ある。この講義では環境問題やエネルギー、資源等の問題について、
理科系の学部学生として最低限知っておく事が望ましい知識を伝え
るとともに、これらの社会的な問題に対して問題意識を持つきっか
けとなる様な機会を作る事をねらいとします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 担当講師の自己紹介と本講義の概

要、これまでの研究内容と成果の
紹介などを話ながら、今後の授業
方針を告知します。

第2回 地球科学の基礎 我々人類は地球上で誕生し、進化
を経て地球環境の恩恵と受ける一
方で、様々な問題を引き起こして
います。第２回では原始地球の誕
生から生物の進化、人類の誕生に
至る現在の地球を取り巻く環境を、
『大気』・『水域』・『土壌』の観点か
ら講義します。

第3回 生態系と物質循環 第２回に引き続き、第３回では地
球環境の現状について、『生態系』
と『物質循環』の観点を加えて、
生物と物質の交換を講義します。

第4回 環境保護と環境基準 科学技術の発展は人類の生活を豊
かにする一方で、多くの環境およ
び資源に関する問題を生み出して
います。第４回では環境問題の歴
史を振り返りながら、人類と環境
汚染・環境保護・健康影響につい
て講義します。

第5回 温室効果気体と気候
変動

現在最も解決すべき環境問題とし
て、温室効果気体の増加とそれに
伴う気候変動が挙げられます。第
５回では温室効果気体に関します
基本的な科学的知見と気候変動に
関します状況について講義します。

第6回 オゾン層破壊とオゾ
ンホール

オゾン層破壊は国際的な枠組みが
定められた大気環境学のモデル
ケースです。第６回ではオゾン層
破壊のメカニズムとオゾンホール
の発生過程、国際的な枠組みであ
る『モントリオール議定書』とオ
ゾン層の現状について講義します。

第7回 大気汚染と生態系へ
の影響

『光化学オキシダント』や『PM2.5
問題』、『酸性雨』などの大気汚染
は我々が最も身近に接してきた環
境問題です。第７回ではこれら大
気汚染問題の基礎と現状、生態系
への影響（第３－４回と一部重複）
を講義します。

第8回 マイクロプラスチッ
ク汚染とPOP

最近マイクロプラスチック汚染が
最近の環境問題として警鐘を鳴ら
し、これを受けてプラスチックの
削減運動が進められています。第
８回では『マイクロプラスチック』
とは何か、なぜ発生しますのか、
何が問題なのか、そしてマイクロ
プラスチック削減運動の現状を講
義します。

第9回 資源の有効利用 人類は地球上の様々な資源を活用
することで発展を遂げ、一方で環
境問題を引き起こしています。第
９回では人類の歴史を振り返りな
がら、人類が活用している、また
は今後活用が期待されている様々
な資源について講義します。

第10回 化石燃料の今昔と新
規燃料

２１世紀においても人類は多くの
石油や石炭を使用し、さらに
『シェールガス』や『メタンハイド
レート』などの新規の化石燃料の
利用を模索しています。第１０回
では従来の石油石炭に加え、
シェールガスやメタンハイドレー
トなどの化石燃料の基礎と問題点、
そして近年盛んに利用されている
バイオ燃料、木質バイオマス発電
や水素の利用について講義します。

第11回 非化石燃料によるエ
ネルギー獲得の現状

オイルショック以来、わが国では
エネルギー資源に関する議論が現
在も続けられています。また世界
に目を向けると、温室効果気体の
増加に伴う脱炭素社会の行動が要
求されています。第１１回では太
陽光や風力、地熱などの発電およ
び、燃料電池、原子力発電の仕組
みと問題点を考えていきます。

第12回 ゴミ問題とリサイク
ル

『ゴミ問題』は特に大都市における
最も身近な環境問題であり、その
解決としてのゴミの『リサイクル』
が大きな課題になっています。第
１２回ではゴミ処理とリサイクル
に関する基礎と現状について講義
します。
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第13回 バイオマスの有用性 マイクロプラスチック問題の解決
策の一つとして、『紙製品』の有効
利用が模索されています。また化
石燃料使用による温室効果気体の
増加に対する解決策の一つとして、
木質資源によるバイオ燃料獲得が
議論されています。本講義では環
境と資源の問題の解決策として有
望視されている紙や木材などの
『バイオマス』や、微生物の有効利
用について講義する。

第14回『環境と資源』まとめ 第２～１３回にかけて、環境と資
源に関する現状と問題点および解
決策について講義してきた。第１
４回では総仕上げとして、人類を
とりまく環境および資源に関する
諸問題について振り返り、現状で
議論されている解決策についてそ
の有用性と今後起きる可能性があ
る問題点などを議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
特に興味あるテーマに関しては授業の参考になるレベルまで学習し、
授業時間内または終了後に質問する事。さらに、授業終了後自由に
担当教員に議論を持ちかけるようにして下さい。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
『環境化学（科学）』や『地球科学（化学）』に関する教科書であれば
参考になります。

【成績評価の方法と基準】
3回のレポート課題（75%）に平常点（25%）を考慮して評価します。
なお3回のレポートは全て提出が必須であり、１回でも未提出の場
合は不可となりますのでご注意ください。

【学生の意見等からの気づき】
多くの学部／学科の学生が参加する講義です。多人数の時は教員の
声が聞きにくい、黒板の字が見えにくい等有りますが積極的に前方
で講義を受ける事をお勧めします。最新のニュースや物理および化
学に関する基礎知識などで（一見すると）本題から外れる事が有り
ますが、可能な限り簡潔にまとめるようにします。

【Outline (in English)】
[Outline]
This course will introduce basic knowledge of the changes
in the natural environment. It will also introduce natural
resources that are on the earth which humans use.
[Course outline]
In order for human beings, who are prosperous on the earth,
to continue to survive, rules regarding resources, energy,
environmental conservation, etc. are becoming necessary. I
would like to deepen my understanding while explaining the
origin of the earth and the natural environment where sunlight
is the only energy source, why it is necessary to build a sound
material-cycle society.
[Learning Objectives]
It is understood that the global environment is a closed system,
and in principle, there is no increase or decrease in elements,
and substances do not enter or leave. Utilization of limited
resources requires rules and must be fair. We confirm that
effective use of natural energy with sunlight as the origin is
essential from the viewpoint of environmental conservation
and permanence. How does R & D lead to our lives? I want
to be interested in environmental chemistry (science).
[Learning activities outside of classroom]
4 hours is the standard for studying outside class hours such
as preparation and review of this class. For topics of particular
interest, study to a level that will be helpful for the class, and
ask questions during or after class hours. In addition, feel free
to approach the instructor in charge after the class.
[Grading Criteria /Policy]

Evaluate 3 report assignments (75%) with normal points (25%)
in mind.
Please note that all three reports must be submitted, and if
even one report has not been submitted, it will not be possible.
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BSP100LC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

環境と資源

片谷　教孝

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境問題や資源枯渇の問題が注目されるようになって久しい。1980年代以降
はかつての四大公害事件のような激甚な公害の新たな発生はないが、地球環
境問題や有害化学物質の問題など、多くの問題が現在も存在している。また
2011年3月の東日本大震災に伴う原発事故以降、放射性物質や放射線の問題
が注目を集めるようになった。しかし、これらの問題が必ずしも市民に正し
く理解されているとはいえないのが現実である。一方で、近年はSDGs(持続
可能な開発目標)が国際社会に共通の理念とされ、すべての国民が必要な知識
を持って取り組むことが求められるようになってきた。この授業では、SDGs
の概念とともに、放射性物質を含む環境問題や、資源・エネルギー問題の全
般を広く扱い、環境問題を直接の専門分野としない学生でも最低限知ってお
くべき知識を身につけることを目的とする。
【到達目標】
この授業では、環境問題（放射線を含む）や資源・エネルギーの問題、さらに
は国際的な共通目標であるSDGsの概念について、理工系学部の学生として最
低限知っておくことが望ましい知識を身につける。また、これらの社会的な
問題に対して、十分な問題意識を持てるような動機づけを行うことも目標の
１つとする。特に、環境問題が学際的な領域であることから、理系に限定せ
ず、文系の視点からも問題をとらえることができるようになることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
まず環境問題とは何かを理解するため、環境問題の歴史的経緯やその本質的な
部分について解説する。その中で、近年なぜSDGsという考え方が出てきた
のか、その目標は何であるのかを学ぶ。次いで環境問題を自然科学のみならず
人文社会科学的な観点から理解し、さらに環境問題にどう取り組んでいく必要
があるのかを各自で考えてもらう。また資源、エネルギーの問題は、環境問
題と不可分な関係にあることから、世界や日本の地下資源やエネルギー資源
の現状を解説し、資源の有効利用と保全をいかにして両立させるかを考える。
また、通常の授業形式に戻った後については、比較的多人数が履修する科目で
あることから、双方向的な方法はとりにくいため、基本は講義形式で進める。
ただし毎回最後に短い練習問題（ミニテスト）を課し、翌週それに対するコ
メントを返すことによって、最低限の双方向性を確保する。このミニテスト
解答の提出は、平常点に反映される。春学期の授業は，原則として対面で行
う。授業方式やミニテスト解答方法の詳細は、学習支援システムで伝達する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション・環

境問題とは何か
講義の目的、講義の進め方、成績評価方
法を説明する。後半では、環境とは何
か、環境問題とは何か、という基本的な
点を解説する。

第2回 環境問題の歴史的経緯
とSDGs

人類が地球上に誕生してから現在に至る
までの、環境問題（公害問題）の歴史的
な流れを解説する。また近年なぜSDGs
の考え方が出てきたのかを解説する。

第3回 SDGsが目指すもの 現在提示されているSDGsの17の目標
について解説し、我々がそれにどう貢
献できるかについて考える。

第4回 環境問題を自然科学の
立場から理解する

地球の自然科学的なしくみを理解し、
そこから環境問題が発生する根源的な
しくみを理解する。

第5回 環境と生物 地球上に生命が誕生してから現在にい
たる生物学的な歴史と、環境問題の関
連性について考える。

第6回 近年の環境問題のトピッ
クス（1）地球環境問題

地球環境問題の全容を解説する。また
国際的な取り組みの状況や見通しにつ
いても概説する。

第7回 近年の環境問題のトピッ
クス（2）化学物質問題

ダイオキシンや環境ホルモンに代表さ
れる、化学物質由来の環境問題の全容
を解説する。

第8回 近年の環境問題のトピッ
クス（3）放射線問題

放射線、放射能、放射性物質とは何かを
解説し、原子力発電のしくみを学ぶ。
次いで福島第一原発事故の影響の現状
や、将来見通しについても解説する。

第9回 世界と日本の資源・エネ
ルギーの現状と将来

世界全体や日本国内での資源採掘およ
び利用の現状と、今後の需給見通しに
ついて学ぶ。

第10回 日本の省エネルギーの現
状と再生可能エネルギー

エネルギー消費を削減するための省エ
ネの取り組みと、再生可能エネルギー
の技術開発および導入状況について、
日本の現状を中心に解説する。

第11回 環境問題と社会科学 環境問題を経済学、法学、社会学の切り
口からとらえる考え方を学ぶ。

第12回 環境問題に取り組むた
めに（1）（技術的取り組
み）

環境問題を抑制するために、さまざま
な技術的手法が適用されている。ここ
では、環境問題に対する技術的な取り
組みを歴史的にみて、その主要な手法
を解説する。

第13回 環境問題に取り組むた
めに（2）（社会的取り組
み）

環境問題を抑制するための、経済学的、
法学的、社会学的な取り組みについて
解説する。

第14回 環境問題に取り組むた
めに (3)　（環境リスク
論）、全体の総括

環境問題によって人体にもたらされる
負の影響は、環境リスクとしてとらえ
ることができる。この環境リスク定量
化の考え方と、そのリスクを提言する
ためのリスク管理の考え方を学ぶ。最
後に学期全体の総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】環境問題に
関連する情報源は、マスコミ報道を中心に、我々の周囲に多数存在する。こ
の科目では、そういう一般向けの情報源からいかに自主的に情報収集を行っ
ているかが問われる。
【テキスト（教科書）】
片谷教孝・鈴木嘉彦「循環型社会入門」オーム社（2001年刊、1900円＋税、
2020年度より電子出版に移行）を必須のテキストとする。毎週使用するとは
限らないが、随時参照できるように、毎回携行することが望ましい。このテ
キストは初版から20年以上経過しているが、主要なデータは2012年の増刷
時に改訂されている。このほかの最新データについては、プリントによって
補う。なおこの教科書は、早い時期に通読（斜め読みでよい）しておくこと
が必須と理解されたい。担当教員は、履修者が教科書に目を通してあるとい
う前提で授業を進める。また、授業の要点を記載したプリントは、毎回配布
する。ただしこのプリントは、教科書を補足するためのものであり、教科書
の代用となるものではない。
【参考書】
授業中に随時紹介する。環境問題に関する出版物は、非常に多く出版されて
いる。それらの中には、科学的に正しくないものや、一部の情報を極端に強
調したものなど、誤った理解を増幅するようなものも含まれている。正しい
知識を得るために有益な参考書を授業内で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業の終了前10分程度の時間で、個々の学生の見解を問うための簡単な
練習問題（ミニテスト）を課し、その解答提出をもって平常点とする。チェッ
クの基準は解答内容の正誤ではなく、授業内容に基づいて自ら考えた解答で
あるかによって判定される。「特になし」などの解答や、白紙解答の場合は、
平常点を与えられない。この平常点を50％、期末試験の得点を50％の割合で
合算し、評価を行う。なお、ミニテストの解答を提出しても、講義開始から
30分以上経過して入室した場合には平常点を与えられない。ただしこの30分
の余裕は、交通機関の乱れ等による影響を吸収するためのものであり、30分
遅刻してよいという意味ではないので、注意されたい。あくまでも始業時刻
に着席していることが大原則である。
【学生の意見等からの気づき】
画像・映像情報の使用を増やす要望が毎年出ているので、今年度もなるべく
多くのPowerpointスライドや映像情報を使用するように配慮する。
【学生が準備すべき機器他】
授業では映像情報やPowerpointのようなプレゼンテーションソフト上の情
報を時折使用する。ただし学生に情報機器の使用を義務づけることはしない。
ただしやむを得ずオンライン受講する場合には、言うまでもなくネットワー
ク接続された機器が必要になる。
【その他の重要事項】
担当教員は非常勤であるので、質問がある場合には毎回のミニテストの解答
の中に記載するか、メールで質問を送信することを推奨する。質問に対して
は原則として次週の授業時に全員あてに回答する。質問用のメールアドレス
は、katatani＠obirin.ac.jp（＠を半角文字にして送信のこと）。
【Outline (in English)】
[Course Outline]
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Environmental issues are very important social problems. It is
necessary for every people to understand the mechanism of these issues,
but at present, the necessity has not been performed yet. In addition,
the concept of SDGs(Sustainable Development Goals) has become a
internationally common sense. This lecture aims to study fundamental
understandings of SDGs concept and environmental issues including
global environmental issues, local issues, radioactive species, and so on.
[Learning Objectives]
The main objective of this class is to get enough knowledge on the
environmental problems, resources and energy problems, and the
concept of SDGs as a internationally common goals. Another objective is
to have a mind to have a interest on these social problems. Particularly,
as the environmental problems are interdisciplinary issues, it is
important for the students to be able to understand a problem from the
viewpoint of not only natural sciences but also social sciences.
[Learning activities outside of classroom]
"The standard study time outside of classroom is not less than 4 hours."
The information related to the environmental issues can be obtained
from the mass-media news, internet websites, newspapers, and so on .
It is important for students to gather those information by themselves.
[Grading Criteria/Policy]
An short exercise (mini-test) is conducted to ask the opinion of
individual student in the last 10 minutes of the class every week. The
answer of the mini-test is reflected to the regular point. In the case that
the answer is "nothing" or a blank paper answer, no regular point is
assigned. The total of the regular point is counted as 50% of the total
score. another 50% is evaluated by the term-end examination in July.
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HIS100LC（史学 / History 100）

比較文化論

横山　泰子

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分たちが生活する日本という国の文化的特徴を、海外との比較をしつつ考
える姿勢を身につけます。身近な生活文化に注目し、本を読み、様々な現象
を調べながら、日本的な現象とされていることが本当に日本的であるかどう
かを考えます。
【到達目標】
日本の文化を比較文化的にとらえるための手がかりとして、「世間」「社会」等
の基本的な概念に注目することによって、自文化を相対的に見る視点と異文
化に対する興味を身につけることができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」と「DP4」、
生命科学部「DP1」。
【授業の進め方と方法】
教員が講義形式で説明し、学生に課題やアンケート、小テスト等を課します。
その結果をとりいれて説明をしていきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 クラスの概要説明とア

ンケート
シラバス内容の確認。「日本的」と思わ
れるモノ・コトを考える

2 言語文化 日本の生活文化の特徴を言葉から考える
3 「世間」と「社会」につ

いて１
「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

4 「世間」と「社会」につ
いて２

「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

5 「世間」と「社会」につ
いて３

「世間」「社会」などの基本的な概念の説
明

6 「空気」について 「空気」についての説明
7 贈り物の文化 贈答文化について海外の事例と比較
8 職場の文化１ 職場文化を、海外の事例を加えて考える
9 職場の文化２ 職場文化を、海外の事例を加えて考える
10 服装の文化 制服やリクルートスーツなどの規則を、

海外の事例を加えて考える
11 服装の文化 日本のマスク文化を、海外の事例を加

えて考える
12 同調性と安全性１ 同調性を重視する社会の性格を考える
13 同調性と安全性２ 同調性を重視する社会の性格を考える
14 まとめ まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を読み、課題作文等を書く　（１時間程度）
【テキスト（教科書）】
鴻上尚史『空気を読んでも従わない』岩波ジュニア新書　２０１９年　８２
０円
【参考書】
参考書等については、その都度指示します。
【成績評価の方法と基準】
平常点３０％　授業時の提出物ならびに小テスト７０％　
【学生の意見等からの気づき】
昨年度教科書として指定した『「空気」を読んでも従わない』が好評だったの
で、今回もより時間をかけて読み、別の視点からの説明も加えることにしまし
た。異文化理解のたすけとなる外国の映画やドラマを視聴する予定です。昨
年度映像鑑賞が好評だったので、より多様な作品を選びたいと思います。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器
【その他の重要事項】
急ぎの質問は、yyoko@hosei.ac.jp
に御願いします。
【Outline (in English)】
This course will help you to understand Japanese culture in everyday
life. We ask ourselves the questions what things and phenomena that
Japanese peolple think are very Japanese are really Japanese.Before
each class meeting, students will be expected to spend one hour to
understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
In class contribution:30%, short reports and tests:70%
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HIS100LC（史学 / History 100）

比較文化論

追川　吉生

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本文化の特徴や歴史性を、海外との比較を通して考える方法を学
ぶ。列島の環境や歴史を反映した日本文化であるが、はたしてそれが
日本独自のものであるのか。あるいは日本とは異なる環境で生きる
ヒトビトは、どのような文化や歴史を作りあげてきたのかを考える。

【到達目標】
世の中には多様な学問領域があることを知り、いわゆる理系の科目
とは異なる思考や発想ができるようになるのが目的である。本科目
では歴史学の一分野である考古学の方法論に基づいて、歴史と文化
の関わりを学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
教員が講義形式で説明し、受講生に課題やアンケート、小テスト等
を課す。また授業中に受講生が意見を発言できる機会を設けたい。
シラバスに記した授業の概要は予定であり、これらの結果を取り入
れ、また理解が難しいことがうかがえる場合には再度の学習を行い
ながら進めていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 クラスの概要説明 シラバス内容の確認と、授業で扱

うテーマについての希望調査。
2 考古学のあゆみ（1）

考古学の萌芽
先史時代が主な研究対象と捉えら
れることが多い考古学だが、その
あゆみはどのようなものであった
のだろうか。考古学の誕生に大き
な影響を及ぼしたルネサンス以降
のモノそのものの観察と研究の特
徴について学ぶ。

3 考古学のあゆみ（2）
新古典主義と考古学

考古学の調査方法が確立されてい
く過程をポンペイでの発掘調査を
中心に、ギリシア、ローマ時代の
遺跡の調査方法の変遷から考える。

4 考古学のあゆみ（3）
先史考古学への展開

キリスト教以前の時代の文物への
関心が、ギリシアやローマ文化が
波及した地域以外へと拡がってい
くことによる先史考古学という分
野へと展開する。その過程を通じ
て確立された、三時期区分法や型
式学といった考古学の方法論につ
いて学ぶ。

5 人類文化の起源（1）
化石人骨の発見

人類の起源はいつかという問いは、
ヒトとは何かという根源的な問い
に繋がるものである。『種の起源』
をダーウィンが発表して以降、各
地で化石人骨が見つかり、古人類
学や考古学などから人類の進化が
研究されてきた。こうした化石人
骨の発見と研究の歩みを振り返り、
人類の起源がどのように捉えられ
てきたかを学ぶ。

6 人類文化の起源（2）
人類進化の解明と遺
伝子研究

現在の人類文化の起源を探る研究
においては、ミトコンドリアDNA
の解析は不可欠なものとなってい
る。遺伝子研究が人類進化の解明
にどのような影響を与えたのかを
学ぶ。遺伝子研究との学際的な研
究の成果が、人類進化の解明に留
まらないということに関して、代
表的な調査事例のいくつかを紹介
する。

7 人類文化の起源（3）
石器からみた人類の
進化と拡散

現代の社会は様々な道具に支えら
れている。人類は深海や宇宙まで
活動領域を拡げる道具や、人類自
身を消滅させる威力をもった兵器
までも造り出している。この人類
のモノづくりの原点が、250万年
前に始まった石器の製作である。
旧石器時代の石器の変遷から、人
類の進化と拡散について学ぶ。

8 日本の磁器生産とそ
の拡がり (1)磁器の
登場

私たちが日常の食事で使用してい
る焼物のうち、ガラス質が磁化し
た半透明のものを磁器という。こ
れは中国で発明され、日本をはじ
めとしたアジア各地、更にはヨー
ロッパにも輸出された。日本の陶
器生産の歩みと、中国の陶磁器生
産の影響を学ぶ。

9 日本の磁器生産とそ
の拡がり (2)国産磁
器生産の成功

日本では江戸時代になって肥前で
磁器の国産化に成功した。窯跡遺
跡からの出土品や伝世資料から江
戸時代の肥前製磁器の技術におけ
る海外からの影響を考える。

10 日本の磁器生産とそ
の拡がり (3)海外市
場への進出と撤退

日本で磁器生産が成功して程なく、
中国では明末清初の海禁政策によ
り磁器の輸出が止まることになる。
この機会に肥前製磁器はIMARIと
してヨーロッパ市場へ進出する。
世界情勢とも連動した肥前製磁器
の生産と流通を通じて、江戸時代
の日本のモノづくりの一端を学ぶ。

11 都市考古学の比較研
究（1）江戸の大名屋
敷

江戸は18世紀には100万人都市へ
と発展した世界有数の大都市だっ
た。そのうち市域の25％を占める
大名屋敷が、江戸という都市を特
徴づけている。考古学から明らか
になる大名屋敷跡遺跡での生活に
ついて学ぶ。

12 都市考古学の比較研
究（2）江戸の食生活

日本料理は室町時代の武家の宴会
で供された料理を基本に、江戸時
代に完成した。遺跡で出土する遺
物や食物残滓を中心に、文献史料
や絵図資料から日本の食文化の基
礎をなす江戸の食生活を探り、海
外からの影響の有無を学ぶ。

13 都市考古学の比較研
究（3）江戸時代の国
際交流

海外との交流が極めて制限されて
いた江戸時代であっても、江戸、
長崎などの都市遺跡からは海外か
らもたらされた様々なモノが遺物
として出土する。こうした資料を
手掛かりに、江戸時代の海外との
交流について考える。
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14 埋蔵文化財の保存と
活用
本講義のまとめ

遺跡が保存・活用される例が増え
ている中でも、都心の開発に伴っ
て行われる江戸の遺跡では、発掘
調査終了後に遺跡が残されること
はほとんどない。本授業のまとめ
として、こうした日本の都市遺跡
の状況を、イギリス・ヨークの都
市遺跡での調査と活用例との比較
を通して、人類共通の財産である
遺跡の保存・活用のあるべき方向
性について考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義資料はhoppiiを通じて配信するので授業前までに各自ダウン
ロードしておくこと（DLには期限を設ける予定）。
講義資料で学習内容を振り返り、不明な部分があれば次回授業時ま
でに質問事項としてまとめておくこと。
授業の進捗状況によって１～2回のレポートを課す。

【テキスト（教科書）】
hoppiiを通じて授業日以前に配布資料を配信するので、特にテキス
トは必要としない。

【参考書】
授業中に随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（50%）、レポート（30％）、授業への参加度（20%）で評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
なし

【Outline (in English)】
（Course outline）
This course introduces Comparative cultural studies. It is
a comparative study of cultures that focuses on Prehistoric
archaeology and Historic archaeology.
（Learning Objectives）
The goals of this course are to study historical relationships of
cultures, using archaeological framework.
(Grading Policy)
Final grade will be determined by the final exam.
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HIS100LC（史学 / History 100）

比較文化論

追川　吉生

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本文化の特徴や歴史性を、海外との比較を通して考える方法を学
ぶ。列島の環境や歴史を反映した日本文化であるが、はたしてそれが
日本独自のものであるのか。あるいは日本とは異なる環境で生きる
ヒトビトは、どのような文化や歴史を作りあげてきたのかを考える。

【到達目標】
世の中には多様な学問領域があることを知り、いわゆる理系の科目
とは異なる思考や発想ができるようになるのが目的である。本科目
では歴史学の一分野である考古学の方法論に基づいて、歴史と文化
の関わりを学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、以下に関連している。理工学部：「DP2」
と「DP4」、生命科学部「DP1」。

【授業の進め方と方法】
教員が講義形式で説明し、受講生に課題やアンケート、小テスト等
を課す。また授業中に受講生が意見を発言できる機会を設けたい。
シラバスに記した授業の概要は予定であり、これらの結果を取り入
れ、また理解が難しいことがうかがえる場合には再度の学習を行い
ながら進めていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 クラスの概要説明 シラバス内容の確認と、授業で扱

うテーマについての希望調査。
2 考古学のあゆみ（1）

考古学の萌芽
先史時代が主な研究対象と捉えら
れることが多い考古学だが、その
あゆみはどのようなものであった
のだろうか。考古学の誕生に大き
な影響を及ぼしたルネサンス以降
のモノそのものの観察と研究の特
徴について学ぶ。

3 考古学のあゆみ（2）
新古典主義と考古学

考古学の調査方法が確立されてい
く過程をポンペイでの発掘調査を
中心に、ギリシア、ローマ時代の
遺跡の調査方法の変遷から考える。

4 考古学のあゆみ（3）
先史考古学への展開

キリスト教以前の時代の文物への
関心が、ギリシアやローマ文化が
波及した地域以外へと拡がってい
くことによる先史考古学という分
野へと展開する。その過程を通じ
て確立された、三時期区分法や型
式学といった考古学の方法論につ
いて学ぶ。

5 人類文化の起源（1）
化石人骨の発見

人類の起源はいつかという問いは、
ヒトとは何かという根源的な問い
に繋がるものである。『種の起源』
をダーウィンが発表して以降、各
地で化石人骨が見つかり、古人類
学や考古学などから人類の進化が
研究されてきた。こうした化石人
骨の発見と研究の歩みを振り返り、
人類の起源がどのように捉えられ
てきたかを学ぶ。

6 人類文化の起源（2）
人類進化の解明と遺
伝子研究

現在の人類文化の起源を探る研究
においては、ミトコンドリアDNA
の解析は不可欠なものとなってい
る。遺伝子研究が人類進化の解明
にどのような影響を与えたのかを
学ぶ。遺伝子研究との学際的な研
究の成果が、人類進化の解明に留
まらないということに関して、代
表的な調査事例のいくつかを紹介
する。

7 人類文化の起源（3）
石器からみた人類の
進化と拡散

現代の社会は様々な道具に支えら
れている。人類は深海や宇宙まで
活動領域を拡げる道具や、人類自
身を消滅させる威力をもった兵器
までも造り出している。この人類
のモノづくりの原点が、250万年
前に始まった石器の製作である。
旧石器時代の石器の変遷から、人
類の進化と拡散について学ぶ。

8 日本の磁器生産とそ
の拡がり (1)磁器の
登場

私たちが日常の食事で使用してい
る焼物のうち、ガラス質が磁化し
た半透明のものを磁器という。こ
れは中国で発明され、日本をはじ
めとしたアジア各地、更にはヨー
ロッパにも輸出された。日本の陶
器生産の歩みと、中国の陶磁器生
産の影響を学ぶ。

9 日本の磁器生産とそ
の拡がり (2)国産磁
器生産の成功

日本では江戸時代になって肥前で
磁器の国産化に成功した。窯跡遺
跡からの出土品や伝世資料から江
戸時代の肥前製磁器の技術におけ
る海外からの影響を考える。

10 日本の磁器生産とそ
の拡がり (3)海外市
場への進出と撤退

日本で磁器生産が成功して程なく、
中国では明末清初の海禁政策によ
り磁器の輸出が止まることになる。
この機会に肥前製磁器はIMARIと
してヨーロッパ市場へ進出する。
世界情勢とも連動した肥前製磁器
の生産と流通を通じて、江戸時代
の日本のモノづくりの一端を学ぶ。

11 都市考古学の比較研
究（1）江戸の大名屋
敷

江戸は18世紀には100万人都市へ
と発展した世界有数の大都市だっ
た。そのうち市域の25％を占める
大名屋敷が、江戸という都市を特
徴づけている。考古学から明らか
になる大名屋敷跡遺跡での生活に
ついて学ぶ。

12 都市考古学の比較研
究（2）江戸の食生活

日本料理は室町時代の武家の宴会
で供された料理を基本に、江戸時
代に完成した。遺跡で出土する遺
物や食物残滓を中心に、文献史料
や絵図資料から日本の食文化の基
礎をなす江戸の食生活を探り、海
外からの影響の有無を学ぶ。

13 都市考古学の比較研
究（3）江戸時代の国
際交流

海外との交流が極めて制限されて
いた江戸時代であっても、江戸、
長崎などの都市遺跡からは海外か
らもたらされた様々なモノが遺物
として出土する。こうした資料を
手掛かりに、江戸時代の海外との
交流について考える。
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14 埋蔵文化財の保存と
活用
本講義のまとめ

遺跡が保存・活用される例が増え
ている中でも、都心の開発に伴っ
て行われる江戸の遺跡では、発掘
調査終了後に遺跡が残されること
はほとんどない。本授業のまとめ
として、こうした日本の都市遺跡
の状況を、イギリス・ヨークの都
市遺跡での調査と活用例との比較
を通して、人類共通の財産である
遺跡の保存・活用のあるべき方向
性について考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義資料はhoppiiを通じて配信するので授業前までに各自ダウン
ロードしておくこと（DLには期限を設ける予定）。
講義資料で学習内容を振り返り、不明な部分があれば次回授業時ま
でに質問事項としてまとめておくこと。
授業の進捗状況によって１～2回のレポートを課す。

【テキスト（教科書）】
hoppiiを通じて授業日以前に配布資料を配信するので、特にテキス
トは必要としない。

【参考書】
授業中に随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（50%）、レポート（30％）、授業への参加度（20%）で評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
なし

【Outline (in English)】
（Course outline）
This course introduces Comparative cultural studies. It is
a comparative study of cultures that focuses on Prehistoric
archaeology and Historic archaeology.
（Learning Objectives）
The goals of this course are to study historical relationships of
cultures, using archaeological framework.
(Grading Policy)
Final grade will be determined by the final exam.
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SES100XB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development 100）

環境・エネルギー入門

山脇　栄道

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球環境問題への関心が高まる中、今後の大学生活や卒業後の社会生活の中
で環境・エネルギーの問題を避けて通ることはできない。様々な課題や考え
方の違いがある中で、それらの問題の本質を正しく理解し、より良い判断が
自らできるような視点を身につけていく。
【到達目標】
１．環境・エネルギーが私たちの生活や社会活動と密接に関わるものだとい
う認識を得る。
２．環境・エネルギーの問題に関して世の中で使われるキーワードを正しく
理解する。
３．大学で習得する理工学の知識は、これらの問題の正しい理解と解決に繋
がり、今後社会に出て、どんな仕事についても役立つのだという認識を得る。
４．広い視野で環境・エネルギーの課題解決の得失を理解し、バランスの取
れた考え方を身に着ける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業は、事前に学習支援システムを通じて配布する資料を使った講義形式で
実施する。環境・エネルギーに関する状況は、時代とともに少しずつ変わって
くるので、WEBからも入手可能で信頼できる最新の情報を整理して提示する。
　環境・エネルギーの問題には、いろいろな考え方や両立の難しい課題もあ
るので、一方的な講義だけでなく、質疑や議論をする場を設けて、各自の考
え方や視点などの違いに気づき、理解を深める。
　各授業後には簡単な小レポートを提出し、講義の理解度や進め方の良否を
確認して、改善してゆく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論オリエンテーション 授業の進め方、内容等を紹介。環境・エ

ネルギーに対する現在の理解度の一端
を自覚する。

2 カーボンニュートラル カーボンニュートラルというキーワー
ドを理解しながら、環境とエネルギー
入門の全体像を概観する。

3 地球環境問題 地球環境問題の全体像を概観する。今
後の授業で個別に取り上げない問題に
ついては、ここで少し詳しく紹介する。

4 地球温暖化とは 地球温暖化はどのように起こり、どう
進んでいこうとしているのかをIPCCの
報告書に基づき正しく理解する。

5 地球温暖化最新状況 地球温暖化の最新の状況を確認する。
6 地球温暖化対策 CO2削減に向けて、どのような取り組

みが行われているか理解する。
7 エネエネルギーの需要

と供給
エネルギー白書などをベースに、エネ
ルギーの需要と供給の状況と今後の見
通しを理解する。

8 再生可能エネルギー CO2削減のカギとなる再生可能エネル
ギーについて理解する。

9 グリーンイノベーション 水素エネルギーや電動化などCO2削減
に向けたイノベーションの取り組みに
ついて理解する。

10 原子力発電 様々な考え方のある原子力発電につい
て正しい理解を深める。

11 公害問題 日本の公害の歴史と世界の状況を理解
する。

12 化学物質 新たに生み出される化学物質のリスク
を理解する。

13 廃棄物とリサイクル 廃棄物の処理の状況やリサイクルの取
り組みを理解する。

14 資源問題とまとめ 世界の資源の動向として、特に希少金
属資源の状況とその対応について理解
する。本授業全体を振り返り、補足説
明など行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業で興味
をもったことや、不明確な点について、引用文献などを通じて理解を深める。
環境関係のニュースに耳を傾け、自らも身近な環境に役立つ行為を実践する。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、授業前に学習支援システムに講義資料をアップロードす
る。紙での配布はしない。
【参考書】
環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書（環境省）
http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/
エネルギー白書（経済産業省）
https://www.enecho.meti.go.jp/about/whitepaper/

【成績評価の方法と基準】
評価方法：　毎回小レポート提出（２０％）と全体のまとめレポート（７０％）
および授業参画度（１０％）により評価する。　
評価基準：　本科目において設定した達成目標を６０％以上達成している学
生を合格とする。　
　
【学生の意見等からの気づき】
資料の情報量が多すぎるとの指摘もあり、授業での説明は大事なポイントに
絞ってわかりやすく説明する。
【学生が準備すべき機器他】
資料の配布やレポート提出は全て学習支援システムを通じて行う。資料を手
元で見るためにパソコン持参のこと。
【その他の重要事項】
講師の都合により、オンラインで授業を行う可能性がある。その際は事前に
連絡する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this lecture is to obtain the standpoint
to consider and discuss the issues of the environment, energy, and
resources to create the sustainable society.
【Learning Objectives】The goals of this course are recognition of the
environment and energy issues in our lives and social activities, correct
understanding related keywords, motivation of acquiring knowledge of
science and engineering at the university and obtain a well-balanced
way of thinking.
【Learning activities outside of classroom】 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend 4 hours to understand the
course content.　
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following
Term-end-report: 70%, Short reports : 20%, in class contribution: 10%
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BME200XB（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学

井上　淳

開講時期：秋学期集中/Intensive(Fall)

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
超高齢化社会に向けて、工学の考え方を医療・福祉に応用することは
重要である。本講義では、医療工学・福祉工学の理解および今後の
発展に対して助けとなるような、医療の基礎や医療福祉機器の原理
と応用について学ぶ。また、この科目ではグループディスカッショ
ンを行うことで、学んだ内容をより深く理解することを目指す。

【到達目標】
医療および福祉分野における工学の応用について、基本的な医療福
祉機器の原理など、基礎的な知識を説明できる。
脳や身体の構造と機能を理解し、加齢に伴う変化や疾病との関わり
について知識を持つ。
ディスカッションを通し、自らの考え方を深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
本講義は集中講義となる。
各回の授業では講義を行った後、グループディスカッションを行い、
その内容と自らが考えたことをまとめる。このまとめた内容を一日
程ごとに提出する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入 本講義の概要について述べ、講義

の進め方について説明を行う。
2 医療福祉工学の位置

づけ
日本の医療福祉制度、医療機器の
歴史、超高齢化社会

3 人間の物理的イン
ターフェイス①

人間の視覚、見える仕組み、目の
構造、目の病気

4 人間の物理的イン
ターフェイス②

人間の聴覚、聞こえる仕組み、耳
の構造、触覚

5 ニーズ分析の手法と
実例

ノーマティブニーズ、フェルト
ニーズ、Brunnstrom stage、
Barthel Index

6 ニーズ分析実践演習 ニーズの聞き取り、ウォンツ分析、
仕様策定

7 高齢者と障碍の特性 高齢者の特性、障害者の特性（視
覚・聴覚）

8 人間の認知的イン
ターフェイス

ヒューマンモデル、ヒューマンプ
ロセッサの特徴

9 福祉機器開発の考え
方

ユニバーサルデザイン、オーファ
ンプロダクツ、機器開発に関する
考え方の歴史、ヒト生命倫理審査

10 歩行動作・作業動作 歩行の仕組み、加齢に伴う運動機
能の低下、運動機能障害、歩行リ
ハビリ、義足、高次脳機能障害、手
指動作の仕組み、加齢に伴う巧緻
動作の低下、作業リハビリ、義手

11 福祉工学における計
測

脳波計、筋電計、モーションキャ
プチャ、加速度計

12 ニーズ分析実践演習
（設計及び資料作成）

グループディスカッション、設計、
資料作成

13 ニーズ分析結果の発
表

ニーズ分析、仕様策定、プレゼン
テーション

14 試験・まとめと解説 学習した範囲について授業時間内
に試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各4時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない．

【参考書】
先端医療を支える工学－生体医工学への誘い (コロナ社)
福祉工学の基礎 (コロナ社)

【成績評価の方法と基準】
期末試験（50%），課題・レポート・小テスト（40%），平常点（10%）
（平常点は課題の提出率や取組みの様子を総合的に評価する。）
本科目において設定した到達目標を60%以上達成している学生を合
格とする。

【学生の意見等からの気づき】
授業内容の理解度について、適宜学生に確認しながら授業を進める。

【学生が準備すべき機器他】
・受講用端末
Wordでの課題やレポート作成、PDFの閲覧等ができるようにして
おくこと
・ルーズリーフ、レポート用紙など
手元で講義内容をまとめたい人は準備するとよい

【None.】
None.

【None.】
None.

【None.】
None.

【None.】
None.

【None.】
None.

【Outline (in English)】
【Course outline】
It is important to apply the concept of engineering to medical
care and welfare toward a super-aging society. In this lecture,
you will learn the basics of medical care and the principles and
applications of medical welfare equipment that will help you
understand medical engineering and welfare engineering and
future development.We aim to gain a deeper understanding of
what we have learned through discussions.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Understanding the basics of medical care and the principles
of medical welfare equipment.
- Deepen students thinking about the development of medical
and welfare equipment.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
The total score of 60 or more out of 100 is considered acceptable.
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鈴木　郁

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　一口に人間工学といっても，そこで扱われる範囲は多岐にわたってい
る．ここでは履修した学生が，ヒトやその特性に配慮することのできる
エンジニアへと成長してくれることを，期待している．なお，履修者は
主に機械工学科の学生と思われるが，他学科学生の履修実績もある．

【到達目標】
　具体的にはこの講義を通じて，道具や機械とヒトとの関わりや人間－
機械系において，ヒトの特性がどのように作用しているのかを理解する
ことにより，学生はエンジニアとして，より成長できるであろう．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　授業の到達目標及びテーマに沿って，授業計画に示したようにすすめ
る．講義形式ではあるが，頻繁に質問を投げかけ，また質問を受け付け
る形で学生の持つ疑問へのフィードバックを行っている．質問には積極
的に答えてほしい．（ある種のアクティブラーニングである．）
　各回の授業計画に変更があれば，学習支援システムで提示する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 機械工学と人間工学の関わりについ

て．
第2回 ヒトを含むシステム

（人間－機械系）
人間－機械系とは何か，について．

第3回 ヒトを含むシステム
（閉ループ制御）

人間－機械系の多くと，閉ループ制
御系との類似性について．

第4回 ヒトを含むシステム
（操作の難しさ）

閉ループ制御系として見た，人間－
機械系における，操作を難しくする
要因について．

第5回 正しい操作を導くもの
（誤操作について）

配慮に欠けた製品と，結果として生
じた誤操作について．

第6回 正しい操作を導くもの
（正しい操作を導くた
めの制約）

どのように，正しい操作は導かれる
のか，について．

第7回 使いやすくするには 誤操作防止の観点から見た，使いや
すさについて．

第8回 ヒトとバラつき ヒトについて扱う上で避けることの
できない，バラつきについて．

第9回 バラつきの扱い方 バラつきを扱うための，最低限の統
計的手法について．

第10回 ヒトに備わったアク
チュエータ

操作をする際に主として用いられる，
筋骨格系とその特性について．

第11回 ヒトと疲労 個々の骨格筋から，全身に至るまで
の疲労について．

第12回 ヒトに備わったセン
サー（視覚系）

操作に必要な情報を得る際に最も多
く用いられる，視覚系の特性につい
て．

第13回 ヒトに備わったセン
サー（聴覚系）

同じく，聴覚系の特性について．

第14回 ヒトに備わったセン
サー（触覚など）

その他，触覚など補助的に用いられ
る系の特性について．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】　講
義中に適宜，次回講義までに自ら調べるように指示することがある．講
義の理解を深めるべく，予習あるいは復習のつもりで行ってほしい．ま
た，身近な道具や機械とヒトとの関わりについて，興味をもって自らの
周囲を日頃から眺めてほしい．

【テキスト（教科書）】
　プリント（資料）を随時配布する．

【参考書】
　必要に応じて，適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　主に定期試験の得点によるが，平常点も加える．全体を１００％とし
た時のおよその内訳は，試験得点が９５％，平常点が５％である．但し
上記の平常点の他に，授業中の質疑応答により加点することがある．
　補足．万一，感染症蔓延のためにオンラインでの授業の比重が大きく
なった場合には，成績評価の方法と基準も変更する可能性がある．変更
となった場合の具体的な方法と基準は，学習支援システムで提示する．
　設定した到達目標を60%以上達成している学生を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
　授業改善アンケートにおいては，あまりネガティブな回答は見られな
い反面，予復習等に費やした時間は短い傾向が見られた．そこで，この
点についての工夫を引き続き行いたい．また，今後も有効な材料につい
ては，適宜反映したい．

【その他の重要事項】
　重要な内容を扱う可能性があるので，履修予定者は初回から出席する
こと．
　全て対面での実施を予定している．

【Outline (in English)】
【Learning Objectives】
The title of this class is "Ergonomics and Human Factors." And its
objective is to obtain knowledge to design objects, which include
machines, workplaces, etc., with awareness of human capabilities
and limitations.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to do their own investigation according
to instructions given in the class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end examination: 95%, Usual performance: 5%.
Besides the above, some additional points may be added according
to in-class contributions.
【Grading Criteria /Policy】
Students who have achieved at least 60% of the achievement goals
earn the credit.
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その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　製品開発は，多様な組織が密接に協調しながら，製品を企画し指定された
期間内に要求される品質の製品を生産するまでの複雑で組織的な活動でです。
機械工学科の各科目の知識を基礎に，製品開発プロセスの全体を理解します。
　また，社会での実践経験（実戦経験）の豊富な方々を招き，開発事例や経験
を講義して頂きます。これらを通し，製品企画や仕様決定，製品アーキテク
チャ，製品プロトタイピング，製品開発管理などの基礎手法を学んでくださ
い。また，産業界の事例により製品開発や研究活動の流れを具体的に把握し
ていきます。
　以上の内容を通し，自発的に学ぶ意識や問題を発見できる意識を自ら養い，
製品開発，研究活動や問題設定を具体的に進められる基本的な能力をつけて
下さい。（この能力や意識は， 3年後期の PBLや 4年の卒業研究，博士前期
課程（修士）での研究活動に役立ちます）
　上記のような素養が身につけられれば，機械工学の王道系企業に限らず，電
機メーカや食品メーカ，医薬品メーカ，建設業界などの企業への就職を目指
しても魅力的な人材として高い評価を受けることに繋がります。
　授業担当者は，本講義を通して企業人の視点を学び・感じ取ってもらい，履修
学生のみんなが今後の進路や就職活動に役立ててもらいたいと思っています。
　
【到達目標】
　履修学生は，複雑な実務活動である製品開発の基本的考え方を学び，事例
を通じて現代の製品開発の様相を理解する。機械工学の他の関連科目の役割
りや重要性を理解し，製品開発や研究の流れを理解することが到達目標です。
　以上の理解によって，自ら進んで自発的に学ぶ意識や自ら問題を発見でき
る意識を養い，製品開発や研究活動，課題設定を具体的に進められる基本的
な能力を養うことも履修学生の到達目標になります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　製品開発工学に関連する機械工学の科目は多い。また，必要な基礎知識を復
習しながら，製品開発工学に必要となる手法を学んでもらいたい。授業計画
では大きく分けて，製品開発工学の概要，企業の製品開発で必ず必要となる
特許，最新の製品開発事例，研究や製品開発での実験，検証おいて重要な計
測学の基礎，研究，製品開発において多用される手法などについて学ぶ。理
解度を上げるため，理解の状況や進捗に合わせて授業計画の順序などを柔軟
に変更する。また，ほぼ毎回レポート課題を課す。適時，課題の解説などや
質疑応答などを通じてフィードバックを行なう。
　本授業では，海老裕介氏（伊藤・海老国際特許事務所，代表弁理士），梶原
優介氏（東京大学，教授），後藤智徳氏（㈱ミツトヨ，執行役員，Ph.D.），田
中秀岳氏（上智大学，准教授），圓谷寛夫氏（現精密工学会・事務局長，元㈱
ニコン・ゼネラルマネージャ），中谷尊一氏（シチズンマシナリー㈱，現 シ
ニアアドバイザー/元開発企画部部長），西村公男氏（日産自動車㈱パワート
レイン生産技術本部パワートレイン技術企画部，エキスパートリーダー），橋
本信幸氏（元シチズン時計㈱・研究開発センター・上席研究員，Ph.D.），藤
井章弘氏（現㈱エビデント（旧オリンパス㈱・イノベーション推進部・フェ
ロー），Ph.D.），藤嶋誠氏（DMG森精機株式会社・取締役副社長，博士（工
学）），宗像令夫氏（㈱ＰＱＭ総合研究所，代表取締役社長，元リコー），山本
和久氏（マツダ株式会社，元人事室，現商品戦略本部），湯島彰（株式会社
東芝，元東芝デザインセンター長）（五十音順）ら，研究・開発経験の豊かな
方々をお招きし，企業・大学での開発現場における実践的な事例を学ぶ。
　以上の方々と授業担当者の講義を通し，研究開発に加え人々の役に立つこ
とや社会貢献の精神・考えを学び，将来の就職活動や自己実現にも役立てて
もらいたいと考える。
　
　新型コロナウイルス等の感染症の状況や政府からの非常事態宣言および東
京都からの緊急事態措置等が発出される状況となった場合は，春学期中，必
要に応じてオンラインでの開講となる。それにともなう各回の授業内容や計
画の変更，成績評価の方法などの変更等については，学習支援システムでそ
の都度提示する。また，本授業の開始日も必要に応じて学習支援システム：
Hoppii等から通知する。本シラバスに記載の全事項は新型コロナ禍前や非常
事態宣言時以外を想定して作成されているため，オンライン式，対面式を含
め具体的な授業の進め方などは，学習支援システム：Hoppii等で提示する。
　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 製品開発プロセス，研

究，開発について
　製品開発とそのプロセスの全貌，研
究・開発について講義する。

2 特許入門（１） 　弁理士の方を招いて特許の基礎から
出願の仕方，特許につながるアイディ
アの出し方まで講義いただく。

3 特許入門（２） 　担当教員の 2016年 3月迄の企業経験
や企業での特許実績を踏まえた特許の
基礎や事例，コツについて講義する。

4 企業における製品開発
事例（１）

　大手自動車メーカの方を招いて，企
業における製品開発の事例や製品開発
における大事なポイントや求められる
人材について講義いただく。
　
　大学における学び方や姿勢は，高校
までとは全く異なること，また，就職活
動を有利にするためにも，学生時代に
意識改革をしておくことが良いことな
どを講義いただく。
　また，所属される企業の求める人材
などについても紹介いただく。

5 企業における製品開発
事例（２）

　大手光学機器メーカの方を招いて，
企業における製品開発の事例や製品開
発における姿勢について講義いただく。
　また，所属される企業の求める人材
などについても紹介いただく。

6 企業における製品開発
事例（３）

　大手光学機器メーカの方を招いて，企
業における製品開発の事例について講
義いただく。また，企業における製品開
発や設計業務において，大学の講義内容
がいかに重要であるかを講義いただく。
　また，所属される企業の求める人材
などについても紹介いただく。

7 企業における製品開発
事例（４）

　大手計測機器メーカの方を招いて，
企業における製品開発の事例や製品開
発における姿勢について講義いただく。
　また，所属される企業の求める人材
などについても紹介いただく。

8 企業における製品開発
事例（５）

　担当教員の 2016年 3月迄の約8年間
の企業における研究・製品開発経験を
交えた製品開発の考え方や製品開発事
例，大学との共同研究などについて講
義する。

9 大学における研究・開発
の事例（１）

　東京大学生産技術研究所の教員の方
を招いて，大学における研究・開発の事
例や企業との共同研究などについて講
義いただく。

10 大学における研究・開発
の事例（２）

　他大学の教員の方を招いて，大学に
おける研究・開発の事例や企業との共
同研究などについて講義いただく。

11 計測学の基礎 　製品開発には計測が必要不可欠であ
る。その絶対不可欠な計測について講
義する。
　計測における考え方や必要性，事例，
測定機の種類などを講義する。
　計測分野は，機械工学系出身の者に
とって，もっともノーベル賞に近い分
野の一つであるほど重要である。

12 統計学の基礎（１） 　製品開発には計測が必要不可欠である
が，測定データは必ず統計処理を行う。
統計処理を誤れば，間違った分析をして
しまい，製品開発も研究も暗礁に乗り上
げる。それほど統計処理は重要である。
　統計学の基礎中の基礎から，表，グラ
フによるデータ処理，度数分布表やヒ
ストグラムの作成方法，企業の現場で
使用する統計学などについて講義する。
　３回の講義で統計学の概要がつかめ
るように，毎回のレポート課題とその
答え合わせを実施する。
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13 統計学の基礎（２） 　製品開発には計測が必要不可欠である
が，測定データは必ず統計処理を行う。
統計処理を誤れば，間違った分析をして
しまい，製品開発も研究も暗礁に乗り上
げる。それほど統計処理は重要である。
　統計学の基礎として，ヒストグラム
の分析の仕方，累積度数分布の作成方
法，数値による統計処理の種類・計算方
法などについて講義する。
　３回の講義で統計学の概要がつかめ
るように，毎回のレポート課題とその
答え合わせを実施する。

14 統計学の基礎（３） 　製品開発には計測が必要不可欠である
が，測定データは必ず統計処理を行う。
統計処理を誤れば，間違った分析をして
しまい，製品開発も研究も暗礁に乗り上
げる。それほど統計処理は重要である。
　統計学の基礎として，数値による統
計処理の種類・計算方法などについて
講義する。
　３回の講義で統計学の概要がつかめ
るように，毎回のレポート課題とその
答え合わせを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、3時間を標準とする】
　１．身近にある機械を観察し，その本質的機能は何か，なぜそのような構
造になっているのか，もっと良い構造は考えられないか，などを考え，問題
意識を持って授業に臨むことが期待されます。
　
　２．大学は，社会に出て就職する前の最後の準備期間（学習期間）です。社
会に飛び立つと，学生時代のような手厚い教育を受ける機会は激減します。そ
のため，ぜひ社会に出るまでに，自力で学習できる技術と能力，精神，考えを
身に付けられると良いと考えます。この能力は一生ものであり，社会に出た
後，どの分野に進んだとしても必ず役に立ちます。
　
　３．機械工学に関する基礎的な科目および設計工学について，よく復習し
身につけておくことが重要です。製品開発のための実用的な設計手法は多い
が，授業で学んだだけでは真の理解には至りません。自ら課題を設定し，自
発的に学ぶ学習態度が望まれます。
【テキスト（教科書）】
　教科書については，初回のガイダンスで説明します。
　１．必要に応じて授業資料を配布する。
　
　２．トリーズ (TRIZ)の発明原理 40あらゆる問題解決に使える [科学的]思
考支援ツール，高木芳徳，ディスカヴァー・トゥエンティワン社（2014年），
2,640円（税込）．
　
【参考書】
　１．『101デザインメソッド―革新的な製品・サービスを生む「アイデアの
道具箱」』，ヴィジェイ・クーマー，Vijay Kumar，渡部典子（翻訳），英治出
版（2015年），2,750円（税込）．
【成績評価の方法と基準】
　成績評価は，授業中の課題：80％，期末試験：20%の配分とします（ただ
し，期末試験を実施しない場合は，課題・レポート：100％となる。期末試
験を実施しない場合は，実施の２週間前までにアナウンスする）。
　
　講義中に設定される課題についてのレポート提出状況，レポートの内容お
よび期末試験の結果を総合して成績評価します。
　評価基準は，６０％以上が合格になります。
【学生の意見等からの気づき】
　①授業を聞くだけでなく，自ら具体的な製品開発課題を想定し，授業で学
ぶ考え方や手法を積極的に実践し深く理解していくことが望まれます。
　
　②大学の授業は高校までの授業と異なり，授業の内容を勉強するだけでな
く，教師がいなくても自分で学ぶことのできる能力：勉強の仕方を身につけ
る場です。この能力を身に付けて，養えている学生は，卒業研究を含む３・４
年生科目で能力を発揮し，更に，企業に勤めてからも活躍しています。
　
　③授業の理解を支援する資料を授業支援システムにアップロードすることで
学びの自由度を向上させ，授業内容の理解を深めることを可能としています。
【学生が準備すべき機器他】
　１．必要に応じて貸与ノートPCや関数電卓が必要。
　２．レポート・課題の提出用紙は，Ａ４もしくはＡ３のみを受け付ける。提
出用紙サイズは，授業中に指示するので厳守。
【その他の重要事項】
　本授業は，「実務経験のある教員による授業」である。授業担当者の吉田は，
精密機器メーカで約８年間，実際に販売する製品の開発および最先端の超精
密機器の研究開発の実務経験がある。また，特許・知財管理業務の実務経験，
および，研究開発者として特許出願経験や登録特許も保有する。
　
　加えて，企業人として大学・研究機関への共同研究の依頼・契約締結の経
験，および，逆に大学人として企業・研究機関への共同研究の依頼・受託・契
約締結の業務経験を有する。
　

　フィールドワークについては，課題を課す。具体的には，学生本人が興味
のある製品や商品，サービスについて市場で流通しているものと比較して考
察・発案する課題を課す。
　
【Outline (in English)】
【Course outline】
　 The product development is a complex and organizational activity,
and various organizations should cooperate closely to plan products
and produce products of required quality within a specified period.
In order to understand such product development, in this lecture,
students understand the whole product development process based on
the knowledges of each lecture of Mechanical Engineering Department.
【Learning Objectives】
　 At the end of the course, students are expected to understand the
processes and concepts of product development.
【Learning activities outside of classroom】
　 Before/after each class meeting, students will be expected to spend 4
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
　 The total score score of 60 or more out of 100 is considered acceptable.
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MEC400XB（機械工学 / Mechanical engineering 400）

エネルギー変換工学

飯島　晃良

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
種々のエネルギー形態とエネルギー形態間のエネルギー変換の基礎
技術を講義する。
更に変換の高効率化、多様性、有効利用、環境調和に関して、現在
および将来のエネルギー変換技術を概説する。

【到達目標】
種々のエネルギー形態とエネルギー形態間のエネルギー変換の基礎
を学習し、エネルギー変換技術を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義中心の授業を実施する。必要に応じて例題、演習問題を解き、理
解を深める。適宜トピックスを取り上げて紹介する。
課題についてのフィードバックは、主に学習支援システムを用いて
行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義概要 講義の概要、目標、講義日程など
2 エネルギー問題とエ

ネルギー変換
エネルギー事情、エネルギー問題、
エネルギーの種類と変換

3 熱力学の基本則 熱力学第一法則、第二法則など
4 熱機関１ 熱機関の概要、種類・型式など
5 熱機関２ ガソリンエンジン、ディーゼルエ

ンジンなど
6 熱機関３ ガスタービンなど
7 熱機関４ ジェットエンジンなど
8 熱機関５ 蒸気タービン、複合機関など
9 冷凍空調 ヒートポンプと冷凍サイクル
10 再生可能エネルギー 太陽光・風・地熱エネルギー・水

力など
11 直接変換１ 熱電変換など
12 直接変換２ 水素エネルギー・燃料電池など
13 エネルギー有効利用 高密度エネルギ輸送・貯蔵技術、

省エネルギ・排熱回収技術など
14 全体まとめ 授業全体の総活・レポート課題な

ど
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
熱力学と伝熱工学を必要に応じて復習する

【テキスト（教科書）】
無し

【参考書】
新版　エネルギー変換　斉藤他　東京大学出版会　2006年3月
必要に応じて、講義中に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
出席率70%以上の受講者に対して、期末レポート評価(70%)を主に、
課題 (30%)を勘案の上、評価する。
評価基準：　本科目において設定した到達目標を60%以上達成して
いる学生を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
無し

【Outline (in English)】
(Course outline)
This course provides an introduction to basic concepts of
various energies and the energy conversion technologies from
one of energy to other energy. additionally, this course provides
energy conversion technologies relate to the realization of high
conversion efficiency, effective utilization, and environmental
harmony.
(Learning objectives)
The aim of this course is to achieve a comprehensive
understanding of the fundamental concepts of energy and
energy conversion technology.
(Learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class. Your study time will be more
than four hours for a class.
(Grading criteria/Policies)
Your final grade will be decided according to the following
process:
・The ratio of class attendance over 70％（over 10/14) will be
decided the final grade.
・Exercises in lecture 30%, and term-end report 70%.
To pass, students must earn at least 60 points out of 100.
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MEC400XB（機械工学 / Mechanical engineering 400）

環境工学

西井　啓典

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機械工学科の学生の多くは、メーカに就職し、設計業務に携わる。製品設計
には環境配慮が欠かせない時代になっている。技術者あるいは社会人として
必要な環境関連の知識を得るとともに、その重要性を認識する。また、環境、
エネルギー、福祉等は将来的にも重要分野で、社会人として環境に係る基礎
知識を身につけることは、今後の人生にとって有意義である。
【到達目標】
1. 典型7公害についての基本事項、防止装置の機械的要素等について理解する。
2. 環境管理、環境影響評価、リサイクル・リユース、ゼロエミッションなど
の循環型社会に於ける役割について理解する。
3. 地球温暖化、再生可能エネルギー等について学び、日本のエネルギー基本
計画との係りを理解する。
4. 環境問題全般について広く学び、地球環境を維持するため、社会貢献の心
を養う。
5.企業における環境関連製品の研究開発、プロジェクトの受注から納入まで
の流れの事例により実業務の一端を知る。
6.最先端の水質汚濁防止技術の動向に触れる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
資料を配布し、パワーポイントを用いて、環境装置の写真なども見ながら、講
義を行い、環境全般について理解してもらう。並行して、技術開発、先端技術
など社会の実情をトピックスとして紹介する。提出された課題レポートから
幾つか取り上げ講評や解説を行う。適時、質疑によって受講生の疑問にフィー
ドバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 環境概論 環境工学の講義内容、進め方、トピック

スについて説明する。環境基本法、気
候変動枠組条約締約国会議の状況、
SDGs等の概要について解説する。

2回 環境問題の歴史と発展 環境問題の変遷について学習し、過去
の環境関連事故の事例に学ぶ。なお、
トピックスは基本的に毎回、紹介する。

3回 大気汚染 大気汚染の原因、評価、低減装置（脱硫、
脱硝、集じん装置）等について学ぶ。

4回 水質汚濁 (1) 水質汚濁の変遷、防止対策及び技術の
概要について学ぶ。

5回 水質汚濁 (2) 水質汚濁の原因、評価、活性汚泥法など
水処理技術等について学ぶ。

6回 土壌汚染、地盤沈下 土壌汚染、地盤沈下の原因、評価、防止
技術等について学ぶ。

7回 悪臭 悪臭物質の基礎、発生原因と防止技術
等について学ぶ。

8回 騒音 騒音の基礎、騒音苦情の実態、評価、防
止技術（消音器、防音壁）等について最
新技術を交えて学ぶ。

9回 振動 振動苦情の実態、振動の基礎、評価、防
止技術（防振、制振、免震、動吸振器）
等について学ぶ。

10回 廃棄物 焼却設備など廃棄物処理方法、処分場
等について学ぶ。

11回 リサイクル、リユース 循環型社会の形成に必要な、家電・建
築・自動車・容器包装などリサイクルの
方法・実態、各種リユースについて学
ぶ。

12回 地球温暖化、新エネル
ギー

地球温暖化の原因と防止策、新 (再生可
能)エネルギー等について学ぶ。

13回 放射能、ゼロエミッショ
ン

放射能の基礎、影響、復旧策、ゼロエ
ミッションによる循環型社会の構築等
について学ぶ。

14回 環境管理と環境監査、環
境影響評価 (環境アセス
メント)

環境ISO（ISO14001）の考え方と仕組
み、環境影響評価 (アセスメント)等につ
いて学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】環境問題
は日々、新たな問題が発生している。最新情報を得るためには、新聞やイン
ターネットなど、情報に敏感になることが大切である。
また、身の周りで起こる事象、製品・装置のﾒｶﾆｽﾞﾑ等に疑問を持ち、考える習
慣をつけることで、技術的センスが養われ、このことが将来、技術者として
の成長につながる。
【テキスト（教科書）】
講義毎に自作の資料を配布、または学習支援システムに資料を添付する。
【参考書】
新公害防止の技術と法規　産業環境管理協会
（大気編、水質編、騒音・振動編など）
環境省、国交省、総務省などの各省、機械学会など各種学会のWeb.
松信八十男　著　地球環境論入門　　　サイエンス社
福田基一　他著　環境工学概論　　　　培風館
久保田宏　他著　廃棄物工学　　　　　培風館
【成績評価の方法と基準】
課題レポート（５０％）と春学期試験（５０％）を合わせて評価する。100点
満点とし、60点以上を合格とする。
課題レポートは環境に関する話題について、現状、問題点、解決方法、自分の
考えなどをまとめ（１５００字以上）、６月末頃 (別途指示)に提出する。
春学期試験は、テーマ毎に出題した中から、春学期試験時に受講者が選択 (別
途指示)して回答する。
90～100点を S
87～89点を A+
83～86点を A
80～82点を A-
77～79点を B+
73～76点を B
70～72点を B-
67～69点を C+
63～66点を C
60～62点を C-
0～59点を D(不合格)
未受験,採点不能をE(不合格)

【学生の意見等からの気づき】
企業の新製品開発の実情、大型案件の受注活動から設計、製作、建設、納品に
至る一連のプロジェクト業務の流れ、海外視察・学会などの体験談等々、ト
ピックスとして紹介した事項が興味深かく、有益だったとの意見が散見され
た。今年度も継続させることを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
大部分の学生は、卒業すると就職し、夫々の所属先で活躍することになる。人
間として、技術者として成長するための心掛けなど、社会人として役立つ情
報を紹介したいと考えている。
企業で長年、実業務（技術開発、ライン業務、プロジェクト業務）に携わり、ま
た、豊富な学会活動などに基づいた経験談（事例）、最新技術などを紹介する。
【Outline (in English)】
Outline
Many students of the machinist subject find a job in the maker and
are engaged in design duties. It is the times when environmental
consideration is indispensable to a product design. I get necessary
environment-related knowledge as an engineer or a member of society
and recognize the importance. In addition, it is significant for the future
life that environment, energy, the welfare acquire basic knowledge to
affect environment as a member of society in the future in an important
field.
Learning Objective
1.I understand a basic matter about the model 7 pollution, the
mechanical element of the prevention device.
2.I understand a role in recycling society such as environmental
management, an environmental assessment, recycling reuse, the
zero-emission.
3. I learn about global warming, renewable energy and understand the
Japanese basic engery plan.
4. I develop a heart of the contribution to society to learn about overall
environmental problem widely, and to maintain a global environment.
5.I know one end of true duties by the example of flows from the
research and development of the environmental product in the company
concerned, the order of the large-scale project to the delivery.
6.I know the trend of the advanced technique of the field of sound.
Learning activities outside of classroom
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A new problem produces the environmental problem every day. It is
important to become sensitive to a newspaper and information including
the Internet to get the latest information.
In addition, I have a question toward a phenomenon to be caused around
the body, the mechanism of a product, the device, and a technical sense
is fed, and this is connected for the growth as the engineer in the future
by touching a custom to think about.
Grading Criteria/Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination : 50%, Short reports : 50%
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ELC200XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 200）

基礎アナログ電子回路

安田　彰

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
電子回路に用いられる能動素子の機能，動作，特性およびその解析法を理解
する．また，基本的な電子回路の構成方法およびその解析方法，設計法，実
験法，シミュレーション法を習得する．
【到達目標】
トランジスタを１つ用いたアナログ電子（増幅器）の設計が行えるようになる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
トランジスタの動作原理から1つのトランジスタを用いた基本回路を講義する．
次に，2つのトランジスタを用いた各種回路を解説する．授業では，spieceな
どの回路シミュレータを用いた回路設計や実際のトランジスタを用いた実験
を通して理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 受動素子 抵抗，キャパシタ，インダクタ，電源，

制御電源
第2回 電子管および半導体 電子管，共有結合と半導体，不純物半導

体，ｐｎ接合とダイオード，ダイオード
特性と等価回路

第3回 トランジスタの基本特
性１

ｎｐｎ接合とｐｎｐ接合，トランジスタ
の動作と静特性，電流増幅率（α，β）

第4回 トランジスタの基本特
性２

FET,　MOS　FETno動作と静特性

第5回 トランジスタの小信号
等価回路

トランジスタの小信号等価回路の導出

第6回 トランジスタを用いた
基本回路1

回路の諸特性，バイアス回路，エミッタ
接地回路

第7回 トランジスタを用いた
基本回路2

ベース接地回路，コレクタ接地回路

第8回 トランジスタを用いた
基本回路の実験

エミッタ接地回路の動作実験

第9回 トランジスタを用いた
基本回路３

２つのトランジスタを使った基本回路
と特性

第10回 Spiceによるシミュレー
ション

基本回路のSpiceによるシミュレーショ
ン

第11回 差動増幅回路1 トランジスタ差動増幅回路の構成，大
信号特性，小信号等価回路

第12回 差動増幅回路2 差動利得，同相利得および同相成分抑
圧比とその改善法

第13回 カレントミラー回路 カレントミラー回路の構成と特性
第14回 能動負荷を用いた増幅器 能動負荷を用いた増幅器の構成と特性
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義で行
う予定の内容について教科書をあらかじめ読んで講義に臨むこと．授業では，
ブレッドボードを用いた実験や，spiceを用いたシミュレーションを行う．講
義後は，これらブレッドボードやspiceを用いて電子回路の理解を深める．
【テキスト（教科書）】
藤井信生「アナログ電子回路」オーム社
【参考書】
　原田耕介，二宮　保，中野忠夫　共著「基礎電子回路」コロナ社
【成績評価の方法と基準】
小テスト (20%)，レポート（40％）試験 (40%)

【学生の意見等からの気づき】
電子回路の動作のイメージが持てるような説明を行います．
【その他の重要事項】
「電気回路」の知識を前提に行う
【Outline (in English)】
Understand the function, operation, characteristics and analysis
methods of active devices used in electronic circuits. In addition, This
course introduces a basic electronic circuit and its analysis method,
experiment method, simulation method.
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ELC200XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 200）

応用アナログ電子回路

安田　彰

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
電子回路の周波数特性の解析方法を理解する．またフィードバック回路の機
能，動作，特性およびその解析法を習得する．また，演算増幅器，発振回路等
の応用回路を理解する．
【到達目標】
周波数特性を含めた，トランジスタ回路の解析方法を身につける．また，カ
レントミラー，差動増幅器といった基本回路の設計が出来るようになる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
トランジスタなどの能動素子を用いた電子回路の周波数特性の解析法につい
て学ぶ．次にフィードバック回路の原理を学ぶ．また，応用回路として，発
振回路，変復調回路，フィルタ等について学ぶ．また，spieceなどの回路シ
ミュレータを用いた回路設計や実際のトランジスタを用いた実験を通して理
解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 増幅器の周波数特性１ 周波数特性の表現法，低域および高域

遮断周波数，トランジスタ増幅器の周
波数特性

第2回 増幅器の周波数特性２ ミラー効果，利得帯域幅
第3回 増幅器の周波数特性３ トランジスタ増幅器の周波数特性改善法
第4回 フィードバック回路１ フィードバック回路の構成法と特徴
第5回 フィードバック回路２ フィードバック回路の周波数特性およ

び位相補償回路
第6回 出力回路 出力回路の構成（Ａ級，Ｂ級，ＡＢ級）

と特性
第7回 演算増幅回路１ 演算増幅回路の基本構成，帰還増幅器

の入出力抵抗，無帰還利得，帰還利得
第8回 演算増幅回路２ 演算増幅器を用いた反転増幅器，非反

転増幅器，加算器，差動増幅器，積分
器，微分器

第9回 雑音１ 雑音とその性質，熱雑音，トランジスタ
の雑音

第10回 雑音２ 雑音指数，増幅器の雑音特性
第11回 発振回路 発振回路の分類と発振条件（振幅条件，

周波数条件），ＬＣ発振器の構成，ＲＣ
発振器の構成

第12回 変復調回路１ 振幅変調回路（ベース，コレクタ変調回
路，平衡変調回路）

第13回 変復調回路２ 振幅復調回路（２乗検波，包絡線検波）
第14回 フィルタ回路 フィルタ基本回路
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義で行
う予定の内容について教科書をあらかじめ読んで講義に臨むこと．授業では，
ブレッドボードを用いた実験や，spiceを用いたシミュレーションを行う．講
義後は，ブレッドボードやspiceを用いて電子回路の理解を深める．
【テキスト（教科書）】
藤井信生「アナログ電子回路」オーム社
【参考書】
原田耕介，二宮　保，中野忠夫　共著「基礎電子回路」コロナ社
【成績評価の方法と基準】
小テスト (20%)・レポート（40%)・試験（40%）
【学生の意見等からの気づき】
授業には，PCにスライドをダウンロードするか，スライドを印刷することを
薦めます．必要なメモは，スライドの上に書き込んで下さい．
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC
LTspice

【Outline (in English)】
This course deals with how to analyze the frequency characteristics
of electronic circuits. This course introduces the function, operation,
characteristics and analysis method of the feedback circuit. This course
also introduces application circuits such as operational amplifiers and
oscillation circuits.
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ELC300XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

アナログ回路デザイン

安田　彰

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CMOSを用いたアナログ集積回路の設計の基礎を身につけ，機能回路ブロッ
クの設計を行う．
【到達目標】
CMOSアナログ回路の基本的な設計を行えるようになる．また，解析的およ
びシミュレータを用いたその特性の評価能力を身につける．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
CMOSアナログ基本回路から機能回路ブロックまで，動作原理等について講
義を行う．また，各回路ごとに，LTspiceなどの回路シミュレータを用いて授
業中に回路設計を実際に各自行い理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 アナログ集積回路の予

備知識
アナログ回路設計者の心構え，シリコ
ン基板，MOS素子の構造，MOS型集
積回路の製造工程

第2回 MOSFETの動作 MOSFETの動作原理，MOS素子の小
信号等価回路

第3回 MOS増幅回路の基礎 基本増幅回路（ソース接地回路，ゲート
接地回路，ドレイン接地回路），カス
コード増幅回路

第4回 増幅回路の周波数特性 フィルタ特性，周波数特性を決める要
素，増幅器の周波数特性

第5回 アナログ回路のノイズ ノイズを伝える3要素，ノイズに強いア
ナログ回路設計

第6回 差動増幅回路 差動増幅回路，差動電圧利得，同相電圧
利得，バイアス回路

第7回 コンパレータ回路 サンプル＆ホールド回路，増幅器と
ラッチ回路の過渡応答特性，高速コン
パレータ回路，オフセットキャンセル
法，出力バッファ

第8回 素子マッチングとレイ
アウト

MOSFET特性のばらつき，ばらつきの
影響を低減する方法

第9回 フィードバック回路 帰還回路の概念，機関回路の効用，帰還
増幅器

第10回 OPアンプ1 OPアンプとは，OPアンプの要素回路，
差動入力段，2段構成のOPアンプ設計
法

第11回 OPアンプ2 入力段の許容入力電圧範囲の拡大法，
出力バッファ回路

第12回 フィルタ フィルタの歴史，フィルタの伝達関数，
フィルタの周波数特性，フィルタの実
現法，連続時間フィルタ，スイッチト
キャパシタフィルタ

第13回 アナログ－デジタル変
換器

A-D変換器の原理，並列型ADC，パイ
プラインADC，ΔΣADC

第14回 アナログ回路デザイン
演習

OPアンプ回路の設計実習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】各回で解
説した基本回路の動作をspiceシミュレータにより確認し，実際に設計を行う
こと．
【テキスト（教科書）】
谷口研二「CMOSアナログ回路入門」CQ出版社
【参考書】
Dehzad Razavi, “Design of Analog CMOS Integrated Circuits,”
McGRAW-Hill

【成績評価の方法と基準】
授業内演習（６０％）および設計レポート（４０％）
【学生の意見等からの気づき】
授業では，講義と演習を行います．演習では，実際に設計を行いますので，そ
の際に疑問点などにお答えします．質問を歓迎します．
【学生が準備すべき機器他】
演習ではPCを使用します．

【その他の重要事項】
「電気回路,　電子回路」の知識を前提に行う．
【Outline (in English)】
This course introduces the basics of a CMOS analog integrated circuit
design. The students who take this course design and verify functional
circuit blocks with a simulator.
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ELC300XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

パワーエレクトロニクス

早乙女　英夫

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
直流電力の電圧変換、直流電力から交流電力への変換および交流電力から直
流電力への変換を行うパワーエレクトロニクス技術の概要を理解する。
【到達目標】
DC-DCコンバータ，インバータおよび整流器の基本動作が理解できることを
本授業の到達目標としている。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーエレクトロニクス技術の実用例を紹介し，その基礎となる電力用半導
体デバイス，電力回路，電子回路，電力変換および制御などの要素技術につ
いて，例題や演習を交えて解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義概要 パワエレ製品の紹介，本講義で解説す

る内容の概要説明
2 電力の復習 (1) 単相回路における瞬時電力や複素電力

についての復習
3 電力の復習 (2) 三相回路における電力，３相２相変換
4 DC/DCコンバータ (1) チョッパー回路の基本動作
5 DC/DCコンバータ (2) バイポーラトランジスタやFETのス

イッチング特性
6 DC/DCコンバータ (3) 接合型ダイオードの逆回復特性，バッ

クコンバータ
7 DC/DCコンバータ (4) フォワードコンバータ，ブーストコン

バータ
8 DC/DCコンバータ (5) バックブーストコンバータ，フライ

バックコンバータ
9 インバータ (1) ３相インバータの動作原理
10 インバータ (2) 出力電圧のフーリエ解析
11 インバータ (3) PWMインバータ
12 整流器 (1) ダイオード整流器
13 整流器 (2) サイリスタ整流器
14 整流器 (3) 直流送電，PWMコンバータ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】復習を行
い，疑問があれば，次の授業で必ず質問すること。
【テキスト（教科書）】
講義に出席し，講義ノートを取ることでテキストとしている。講義中の質問
は常時受け付けている。
【参考書】
電気回路，電磁気などの教科書。電機メーカーの技術報告資料など。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 (100点満点)にて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
教員の熱意があり，工夫された授業であるとのコメントが毎年あり，現状を
続けていきたい。
【学生が準備すべき機器他】
講義は全てプロジェクターを用いたパワーポイントで行う。
【その他の重要事項】
教員が解説中の私語は厳格に禁止している。ただし，自由な雰囲気のディス
カッションの時間を設けている。
【Outline (in English)】
Basic technologies of power electronics, such as DC-DC, DC-AC and AC-
DC power conversions are delivered in this lecture. The students will
understand these technologies and their related circuit theories through
the lecture. The grade is decided by only the term-end examination.
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ELC300XD（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

ディジタル回路デザイン

安田　彰

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ハードウェア記述言語 (verilog)を用いた論理回路設計を身につける．
【到達目標】
授業終了時には，ディジタル機能ブロックの設計が出来るようになる．また
基本的なCPUの設計が出来ることを目指す．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
デジタル基本回路について復習し，これらのハードウェア記述言語による記述
方法を講義する．また，これらについて授業時間内にPCを用いてシミュレー
タにより，その記述方法，特性について検証する．また，より高度な回路の
設計方法について学ぶ．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ディジタル集積回路設

計とは
ディジタル回路集積回路設計の概要

第2回 論理検証とシミュレー
ション

ディジタル回路の検証，ディジタルシ
ミュレータ，Spiceシミュレータ

第3回 論理合成 論理合成とツール
第4回 HDL記述の基礎（1） 代入文，代入文，演算子，条件式
第5回 HDL記述の基礎（2） always文，case文，ループ文，フリッ

プフロップ
第6回 HDL記述の基礎（3） ブロッキング代入文，ノンブロッキン

グ代入文，関数，タスク
第7回 HDL記述の基礎（4） ゲートレベル・モデリング，パラメータ

化された設計
第8回 モデリング例（1） 順序回路（同期・非同期フリップフロッ

プ）
第9回 モデリング例（2） カウンタ，シフトレジスタ
第10回 モデリング例（3） メモリ，レジスタ
第11回 モデリング例（4） 有限ステートマシン
第12回 モデリング例（5） ALU，カウンタ，デコーダ，マルチプ

レクサ
第13回 設計演習（1） 信号処理回路の設計演習
第14回 設計演習（2） FPGAによる実装
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】Verilogシ
ミュレータを用いて，解説された論理回路の設計を行うこと．
【テキスト（教科書）】
ディビッド・マネー・ハリス，サラ・L・ハリス著，天野英晴他訳
「ディジタル回路設計とコンピュータアーキテクチャ」翔泳社
【参考書】
小林優著「入門VerilogHDL記述」CQ出版
【成績評価の方法と基準】
授業内演習レポート（６０％）およびレポート（４０％）
【学生の意見等からの気づき】
授業では，Verilog言語を用いた設計実習を行う．その際，CADソフトの使用
方法の練習も行う．
皆さんのオリジナリティを出せるような演習を行います．
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC

【その他の重要事項】
本講義では，PCを用いた演習を行う。
【Outline (in English)】
This course introduces a logic circuit design using a hardware
description language (Verilog).
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SSS100XF（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 100）

ゲーム理論

白川　慧一

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　現実の様々な社会問題の解決においては、多主体の多様な利害関係がある中
で、いかにして個人の意思に基づく行為を制限する公共的意思決定を実現でき
るかが鍵となります。このとき実現し得る制度には、個々人の個別行為の権利
を前提とした自発的な契約と、国家権力に基づく強制を両極として、権利の共
有と慣習による共同管理など、様々な権利設定の形態が存在します。そうした
制度になぜ正当性が認められるべきか、あるいはそうした制度がなぜ有効に機
能するかに関しては、現実の問題に即した形で様々な議論がなされています。
　本講義では、社会制度設計の基礎理論として、ゲーム理論の基礎的な概念
を学ぶとともに、社会制度設計の問題をめぐる既存理論への理解を深めるこ
とを通じて、現実の社会問題の解決に向けて自ら問題を理解し分析、提案で
きる学習方法を身に着けることを目指します。
【到達目標】
1.社会システムをゲーム理論により分析するための基礎的素養の習得
2.集合行為ジレンマとその解決に関する既存理論の理解
3.自ら設定した現実の社会問題への理解と実践的な解決策の提案のために、既
存理論を読み解き、自力で理解を深める学習方法の習得
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　前半の講義では、非協力ゲーム理論の基礎となる概念（ナッシュ均衡、支配
戦略、パレート最適、完全部分均衡、シグナリング、プリンシパル・エージェ
ント問題）を学びます。
　後半の講義では、主に政治科学分野における、ゲーム理論の応用を通じた
制度への理解、とりわけ社会的ジレンマ状況下において利己的な個人が協力
行動に転じるような制度の成立条件をめぐる議論を通じて、個人の意思に基
づく行為を制限する制度の有効性、正当性をめぐる既存理論を学びます。
　授業では、毎回課題を出します。毎回の講義で、前回の講義内容のまとめ
と、前回課題に対する講評を行います。課題は、各回の授業内容の範囲内か
ら出題します。また、最後に期末レポート課題を出します。課題等の提出・
フィードバックは、「学習支援システム」を通じて行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入：社会工学の目的 なぜ社会制度設計にゲーム理論が有益

なのか、社会問題をどのように扱うか、
本講義の目的の方向づけを行う。

第2回 ゲーム理論とは何か ゲーム理論の基礎となる、ゲームの構
成要素、選好関係、効用といった概念か
ら、ゲームとして表現する方法を学ぶ。
（岡田章著『ゲーム理論・入門（新版）』
2014年　1～3章）

第3回 ナッシュ均衡と個人合
理性

表現されたゲームから得られる帰結を
導く方法を、最適反応戦略、ナッシュ均
衡、支配戦略といった概念から学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』4章）

第4回 囚人のジレンマとパ
レート最適性

囚人のジレンマゲームを取り上げ、個
人合理性と集団合理性が一致しないジ
レンマがどのように描けるか学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』5章）

第5回 純粋戦略と混合戦略 ゲームにおける戦略の幅を、純粋戦略
から混合戦略にまで広げたときの均衡
の求め方、帰結の変化を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』4章）

第6回 完全部分均衡 ゲームに順番の概念を導入することに
よる均衡の求め方、帰結の変化、コミッ
トメントの効果を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』6章）

第7回 逆選択とシグナリング 相手の好みが分からないときの均衡の
求め方、帰結の変化、シグナリングの効
果を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』8章）

第8回 モラルハザード 相手の行動が分からないときの帰結の
変化、オークションを例としたインセ
ンティブ設計とその効果を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』8章）

第9回 社会的ジレンマ 公共財供給問題、コモンズの悲劇と
いった社会的ジレンマとその解決策に
関する社会心理学の知見を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』5章）

第10回 繰り返しゲームと協力
の可能性

ゲームが繰り返されるときの均衡の求
め方、割引率の概念、条件つき協力の成
立条件の求め方を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』7章、M.テイ
ラー著『協力の可能性』1987年　3章）

第11回 N人囚人のジレンマゲー
ムと協力の可能性

多主体、繰り返しゲーム状況を考察す
ることの政治学的な意義と、条件つき
協力の成立条件の求め方を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』7章、M.テ
イラー著『協力の可能性』4章）

第12回 自己組織的な制度による
社会的ジレンマの克服

自己組織的な監視と規制による相互協
力の実現の、ゲームによる説明と、実例
からの知見を学ぶ。
（E.オストロム著『コモンズのガバナン
ス』1990年　1～2章）

第13回 協力行動の進化 ゲームのシミュレーション実験の帰結
と知見、進化ゲームによる理解と定常
状態の求め方を学ぶ。
（岡田『ゲーム理論・入門』11章、R.ア
クセルロッド著『つきあい方の科学』
1984年　2章）

第14回 社会関係資本と制度 政治社会制度のパフォーマンスへの
ゲームによる理解と、社会関係資本の
効果、制度をゲームで理解する実践に
ついて学ぶ。
（R.パットナム著『哲学する民主主義』
1993年　6章）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎回の課題に備え、授業計画にて指定されたテキストの範囲を事前に予習する。
期末レポートに備え、毎回の授業ごとに課題、テキストを復習するとともに、
理解をさらに深めるために、授業中に紹介される参考書に取り組む。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて授業中に紹介するほか、レジュメを配布します。
岡田章著『ゲーム理論・入門（新版）』は基本書なので、他にゲーム理論の参
考書を持っていなければ購入するとよいでしょう。
【参考書】
1.岡田章著『ゲーム理論・入門（新版）』2014年
2 M.テイラー著『協力の可能性』1987年
3 R.アクセルロッド著『つきあい方の科学』1984年
4 E.オストロム著『コモンズのガバナンス』1990年
5 R.パットナム著『哲学する民主主義』1993年
その他必要に応じて、授業で紹介します。
【成績評価の方法と基準】
毎回の講義での課題（40%）と、期末レポート（60%）により評価します。
ゲーム理論の基礎的素養の習得と集合行為ジレンマに関する既存理論の理解
の程度は、毎回の講義での課題により評価します。
現実問題の分析と当該問題における既存理論の学習方法の習得の程度は、期
末レポート課題により評価します。
【学生の意見等からの気づき】
基礎理論への理解が深まるよう、講義内で繰り返し復習するとともに、実例
を交えながら講義を進めていきます。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This course aims to learn fundamental concepts of game theory and
existing theories on making institution effective to solve collective action
dilemmas, and acquire the way to analyze and create a solution to social
problems.
【到達目標（Learning Objectives）】
At the end of the course, students are expected to acquire fundamental
concepts of game theory, collective action dilemmas and solutions, and
their application to social system.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
- Term-end reports: 60%
- Short reports on each class meeting: 40%
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SSS300XF（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 300）

保全性工学

田村　信幸

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
保全に関連した話題は非常に多岐に渡る．本講義では特に保全活動
を行う場面で必要な保全性設計と評価のための考え方と方法論，及
び保全計画構築のための数理的手法を学ぶ．

【到達目標】
保全方式を分類し，与えられた状況の下で適切な方式を選択できる．
保全性の設計や評価を行うための基本的な考え方や方法論を理解し
ている．さらに，保全計画構築のための数理的手法の基礎理論を理
解し，簡単な問題へ適用することができる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で行う．また，学生を指名してこちらで提示した質問に回
答して貰う等，可能な限り講義時間内に発言する機会を設ける．ま
た，講義内容の理解を深めるため，適宜演習を行う．演習や課題の
提出とそれに対するフィードバックは学習支援システムを使用する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 保全性設計の基礎 保全の重要性，LCCの定義，保全

方式の分類について学ぶ．
第2回 保全性設計支援手法 RCMの考え方とLCCの計算につ

いて学ぶ．
第3回 保全性評価手法 ファジィ理論の基礎，信頼性ブ

ロック図，FMEAとFTA，デザイ
ンレビューの基礎を学ぶ．

第4回 確率統計の復習 確率分布，最尤法，及び仮説検定
について復習する．

第5回 信頼性試験 1回抜取検査と逐次抜取検査を学
ぶ．

第6回 故障物理 故障モデルと加速試験を学ぶ．
第7回 構造信頼性 機械・構造物の破損の確率論的評

価について学ぶ．
第8回 確率過程の基礎1 ポアソン過程と非斉次ポアソン過

程の基礎と重要な性質を学ぶ．
第9回 確率過程の基礎2 再生過程の原理，再生関数の意味，

及び再生方程式の基本的な解法を
学ぶ．

第10回 時間計画保全1 年齢取り替えとブロック取り替え
の考え方と定式化を学ぶ．

第11回 時間計画保全2 小修理を考慮したブロック取り替
えについて学ぶ．

第12回 保証を伴う保全1 FRWモデルの基礎を学ぶ
第13回 保証を伴う保全2 2次元保証モデルの基礎を学ぶ．
第14回 まとめ これまでの内容のまとめを行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎週講義内容を復習する．また，必要に応じて1年次の確率統計と
2年次の数理統計学の内容を勉強した方が良い．

【テキスト（教科書）】
特に使用しない．学習支援システムを利用して資料を配布する．

【参考書】
必要に応じて講義時間中に指示する．

【成績評価の方法と基準】
レポート (60%)，講義への積極的な参加 (40%)で評価する．

【学生の意見等からの気づき】
特になし．

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコン

【その他の重要事項】
取り上げる内容や順番は多少変更することがある．
併せて信頼性工学と応用確率論を受講することが望ましい．また，3
年次に進級後はデータ分析も受講することを勧める．

【Outline (in English)】
In this course, students learn several ideas and methodologies
for assessment and design of maintainability, and mathemati-
cal methods for maintenance planning based on statistics and
probability theory.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1) to assess maintenance problems based on necessary
information
2) to select an appropriate method for analysis of maintenance
problems
3) to derive maintenance plan by using mathematical models
After each class, students will be expected to spend four hours
to understand the course content. And if necessary, review on
probability and statistics learned at 1st and 2nd grade are also
needed.
Grading will be decided based on short reports (60%) and in-
class contribution (40%).
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MAN300XF（経営学 / Management 300）

応用システム工学

髙橋　宏治

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　デジタルトランスフォーメーションが進展している現代社会において、シ
ステム統合による変革が本質であり、システムが複雑化・高度化すると共に
要求される運用もフレキシブル化・スマート化が求められている。この基本
概念を理解し、実システムへの応用・発展につなげられるようになることを
目的とする。
　まず、デジタルトランスフォーメーションやシステム工学・制御の全体像
と特徴を知る。つぎに、システム運用のフレキシブル化のための基本である
事象駆動について、離散事象システムとして理解する。そして、システムの
制御実現の手法の基礎であるフィードバックシステムを理解する。これらを
用いて、システム全体の最適化に結び付ける。
【到達目標】
1. デジタルトランスフォーメーションにおけるシステム工学の全体像と特徴、
その高度化の要点を説明できる。
2. システム運用のフレキシブル化のための事象駆動について、離散事象シス
テムとし捉えて取り扱うことができる。
3. システムの制御手法の基礎であるフィードバック制御論を使うことがで
きる。
4. システムの自律的全体最適化など今後の発展について考えることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
各回の授業は、講義を行った後、内容の理解を深めるため演習を実施する。次
の回の授業の初めに、前回の演習の解説を行い全体に対してフィードバック
する。また、授業進捗の節目に、レポート課題を課す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スマート社会とシステ

ム工学
デジタルトランスフォーメーション／第
４次産業革命／サイバーフィジカルシ
ステム／創発／システム思考／【演習】

2 システム制御とは 工程制御（離散事象系）と動作制御（連
続系）の連携／フィードバックの概念
／グラフや数式によるシステムの表現
／【演習】

3 離散事象システムの基
礎概念

離散事象／event driven／非同期・並
行システム／【演習】仕様から非同期・
並行条件の導出

4 離散事象システムのモ
デル化

事象と状況／出来事の発生による遷移
／グラフによるモデル／【演習】例題の
モデル化

5 PetriNetの数理的扱い Petri Net／接続行列による記述と実行
／【演習】PNによるシステム記述と接
続行列の導出

6 離散事象システムの構造 離散事象システムの構造と挙動／競合
／デッドロック／パイプライン処理／
排他制御／連携制御／【演習】

7 離散事象システムの実
応用

ボトルネック／バッファ／ラインバラ
ンス／クリティカルパス／ Petri Net応
用／国際標準プログラミング
IEC61131-3／【演習】

8 離散事象システムのシ
ミュレーション

離散事象系シミュレータ／シミュレー
ションの事例／【演習】例題のシミュ
レーション

9 フィードバックシステ
ムのブロック線図

目標値と制御量／外乱／フィードフォ
ワードとフィードバック／ブロック線
図／【演習】フィードバックによる外乱
抑制効果

10 システムの伝達関数と
応答の特徴

ブロック線図の等価変換／ラプラス変換
／伝達関数／伝達関数と応答／【演習】
システムの伝達関数の導出・応答の把握

11 フィードバックシステ
ムの安定性

フィードバックシステムの構造と現象
／安定性／周波数特性／フィードバッ
ク制御系の安定判別／補償による安定
化／【演習】Bode線図を利用した安定
化設計

12 フィードバックシステ
ムの性能向上

フィードバックシステムの特性補償／
定常特性向上／過渡特性向上／安定性
向上／性能向上／【演習】

13 離散事象システム制御と
連続システム制御の融合

バンバン制御による最短時間制御／ポ
ジキャスト制御による有限整定制御／
ファジィ制御／ハイブリッドペトリネッ
ト／サイバーフィジカルシステム／シ
ステム・オブ・システムズ／【演習】

14 まとめ・試験 1～13の全体のまとめ／【試験】
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
・授業支援システムを介して配布する授業資料を予習する
・関連する数学等の基礎を事前に思い出しておく
・授業で行った演習問題等を復習する
・授業進捗の節目のレポート課題
【テキスト（教科書）】
授業支援システムを介して授業資料を配布する。
【参考書】
各回の授業において、必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
中間試験 (40%)、期末試験 (40%)、各回の授業における演習 (20%)
※中間試験には、レポート課題も含める
【学生の意見等からの気づき】
従来、演習問題は授業時における紙版の配布のみであったが、授業終了後に
PDF版を学習支援システムの教材欄にアップロードする。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システムを利用する。
【その他の重要事項】
兼任講師のため、授業時間外の質問・連絡等は電子メールを用いる。
【Outline (in English)】
Course outline:
In digital transformation, systems are becoming more complex and
sophisticated, and flexible and smart operations are required. The
purpose of this class is to understand the basic concepts and to be able
to apply and develop them to actual systems.
Learning objectives:
1. To be able to explain the overall picture and characteristics of
system engineering in digital transformation, and the points of its
sophistication
2. To be able to treat the event-driven system as a discrete event system
for flexible system operation.
3. To be able to use feedback control theory, which is the basis of the
system’s control method.
4. To be able to think about future development such as autonomous
overall optimization of the system
Learning activities outside of the class room:
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/Policy:
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Midterm examination : 40%, Term-end examination : 40%, In-class
exercise : 20%.
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LAW100XF（法学 / law 100）

法学総論

小川　清一郎

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、法を学ぶ上での基礎知識、憲法を頂点とする法体系及び法解
釈論、法学に関わる代表的な裁判例等を学び、他の科目を効果的に学ぶ
上で必須となる基礎知識を修得することを目的とする。

【到達目標】
憲法を頂点とする法体系の構造を説明できること、グローバル化した生
活を法律的な見方で捉えることができること、法律を幅広く学ぶための
基礎知識を修得することを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
レジュメを配布し、それに基づいて講義する。その中で、課題を2回課
してレポートを作成してもらう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 法とは何か 法は社会規範の一つであり、当為の

法則である。社会規範には法以外に、
道徳、習俗、習慣など様々なものが
ある。ここでは特に法と道徳の相違
点を理解する。

2 法源・制定法 法源を成文法と不文法に分かち、そ
れぞれを学修する。成文法には憲法、
法律、命令、議院規則、最高裁判所
規則、条例、条約がある。ここでは
制定法の成立、内容、効力などを学
修する。

3 慣習法と判例法 慣習に基づく慣習法の成り立ちと法
源性を学修する。裁判所の個々の判
決が連なった判例がその後の裁判に
影響を与える判例法を学修する。

4 実定法と自然法 制定法などの人が作った法である実
定法に対して、その上位のあるとさ
れる自然法との関係を学修する。法
を自然法に限定する立場を法実証主
義といい、その限界を超えるものと
して自然法を観念する。

5 法の目的 法の目的は社会秩序の維持と正義の
実現である。この両者には矛盾する
側面もある。社会秩序の維持を重視
すると正義の実現が歪められること
もある（悪法の問題）。

6 法の適用 法を具体的事実に適用し、判決を出
すプロセスを法の適用という。法や
法律が大前提となり、具体的事実が
小前提となる。最後に判決として結
論を得るが、これを三段論法という。
法の適用のプロセスを学修する。

7 法の解釈 法の解釈とは、法律の文言、その意
味内容を明らかにして、具体的事実
にあてはめる作業である。法の解釈
の方法として、有権解釈と学理解釈
がある。有権解釈は立法解釈、司法
解釈、行政解釈に分けられる。学理
解釈は文理解釈と論理解釈に分けら
れる。それぞれの解釈を学修する。

8 日本国憲法（人権） 人権は人間の尊厳に由来する権利で
あるが、その特質、享有主体、他の
人権との関係が問題となる。人権に
は、包括的基本権、平等権、自由権、
社会権、参政権などがある。それぞ
れについて主要な人権を学修する。

9 日本国憲法（統治） 立法権を担う国会は、国権の最高機
関であり、唯一の立法機関である。
衆議院と参議院という2つの議院に
よって国会の権能は行使される。行
政権を担うのは内閣である。わが国
は議院内閣制をとっている。司法権
を担う裁判所は司法権の行使と共に
違憲立法審査権も有している。

10 刑法 刑法とは犯罪行為とそれに対する刑
罰を規定する法である。刑法の基本
原則として罪刑法定主義がある。刑
罰として、生命刑、自由刑、財産刑
がある。それぞれについて学修する。

11 民法・財産法 民法は市民相互間の関係を規律する
法律である。財産関係については総
則、物権、債権が重要となる。それ
ぞれの概要と機能について学修する。

12 民法・家族法 民法の中でも家族関する法を家族法
という。家族法には夫婦関係に関す
る規律と親子関係に関する規律があ
る。婚姻や親権など日常生活でも重
要な規定が多いので丹念に学修する
必要がある。

13 裁判制度 裁判には民事裁判、刑事裁判、行政裁
判がある。適正な裁判を行うために
三審制が採用されている。裁判所に
は最高裁裁判所と下級裁判所がある。
下級裁判所は高等裁判所、地方裁判
所、家庭裁判所、簡易裁判所がある。
裁判にかかわる専門家として裁判官、
検察官、弁護士がいるがそれも扱う。

14 訴訟法 刑法や民法を実際の紛争や事件にあ
てはめて訴訟を行うが、その手続を
規定した法が訴訟法である。刑事事
件を規律する刑事訴訟法と民事事件
を規律する民事訴訟法がある。その
全体像を学修する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備、復習などの授業時間以外の学習は4時間を標準とする。各
回ごとに内容の復習、次回の予習が必要となる。

【テキスト（教科書）】
講義レジメを配布する。

【参考書】
各回の講義において紹介する。

【成績評価の方法と基準】
２回の課題レポートの得点（40点満点）、期末試験又は試験に相当する
提出課題の得点（60点満点）の合計点で評価する。出席は評価の前提と
して重視する（8割以上）。

【学生の意見等からの気づき】
授業時間が10分間延長されたので、この時間を活用して演習課題を題材
に発表、討論を行う予定。

【学生が準備すべき機器他】
講義で使用するテキスト（レジュメ）、演習課題、講義日程の連絡等は学
習支援システムにアップするので、必ず参照すること。

【Outline (in English)】
【Course outline】
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This course is essential for learning the basic knowledge of
law, the legal system and legal interpretation theory with the
constitution at the top, representative judicial precedents related
to jurisprudence, etc., and learning other subjects effectively. The
purpose is to acquire basic knowledge.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to be able to explain the structure of the
legal system with the Constitution at the top, to be able to grasp
globalized life from a legal perspective, and to acquire the basic
knowledge to learn a wide range of laws.
【Learning activities outside of classroom】
In lectures, tasks or assignments are set to address.
Study time for each task or assignment will be more than four
hours.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process
task or assignment of lecture:40%
the end of the course assignment:60%
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BSP200XF（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 200）

ミクロ経済学

劉　慶豊

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
企業と個人の経済活動の仕組み、生産者の行動、消費者の行動および両者の
結果としての市場均衡を説明する経済学の入門としてミクロ経済学の基礎を
習得する。
【到達目標】
経営判断の基礎として、市場経済の機能と役割に関する基本的な理解を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
実例を用いながら基礎的なミクロ経済学の理論知識を教授する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入 経済学と経済学的な考え方
2 需要と供給 需要と供給の法則
3 需要と供給 需要・供給の価格弾力性
4 公共部門　 公共財,政府の役割
5 消費の決定 効用関数と無差別曲線
6 消費の決定 予算制約と効用最大化
7 消費の決定 所得効果と代替効果
8 企業と費用 生産要素,費用曲線
9 企業と費用 費用の最小化,代替法則
10 生産要素市場 労働,貯蓄,資本,人的資本
11 競争的企業 競争的供給,参入と退出
12 競争市場の効率性 余剰,課税
13 競争市場の効率性 パレート効率性
14 競争市場の効率性 一般均衡分析
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】各回の課
題を解く。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・Ｅ・スティグリッツ,カール・Ｅ・ウォルシュ (著),藪下史郎,秋山
太郎, 蟻川靖浩 (訳), スティグリッツ ミクロ経済学 (第４版). 東洋経済新報社,
2020.

【参考書】
指定しない。
【成績評価の方法と基準】
平常点（20％）と期末試験（80％）による。
【学生の意見等からの気づき】
学生の習得状況に応じて講義内容を調整する。
【その他の重要事項】
関連科目として、この講義の理解を深め、応用するには、「計量経済学」、「経
済学II」、「国際経営論」、「情報システム工学」、「公共経済学」、「金融政策論」、
「金融システム論」、「社会システム概論」などの経済学関連講義を数多く履修
することが重要です。経済学には必ずと言っていいほど、統計学、行列・ベク
トル・偏微分・全微分さらに多重積分、微分・差分方程式が必要で、しかも、
世界経済に関する最新の知識が必要となるので、それらをすべて網羅した計
画を立てて履修してください。
【Outline (in English)】
（Course outline）
This course introduces basic knowladge of microeconomics to students
taking this course.
（Learning Objectives）
Learn basics of micro economics: behaviors of producers and consumers,
and resulting market equilibrium.
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students are expected to read the
relevant books, understood the content, and completed the required
assignments.
（Grading Criteria /Policy）
The evaluation will be based on class performance (20%) and final
examination (80%)
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APC100YC（複合化学 / Applied chemistry 100）

グリーンケミストリ

渡邊　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グリーンケミストリとは“環境にやさしいものづくりを目指す化学“である。現
在の経済発展による豊かさを追求する社会経済システムには限界があり、今後
は持続可能な循環型社会経済システムへ変革していく必要がある。資源・エ
ネルギーは可能な限り循環させ、環境負荷をできる限り小さくすることが望
まれている。ものづくりにおいては、優れた材料特性を持つとともに、低環
境負荷な設計や合成プロセス、廃棄物の再資源化などが求められている。本
授業ではグリーンケミストリの12箇条の概念を具体的な例を挙げて解説する
とともに、過去と現在の環境問題、省エネを含めた定量的な取り扱い、廃水
の再生法、廃棄物の再資源化方法、個々の環境物質の測定法、及びエコマテ
リアルについて解説する。
【到達目標】
この授業では、グリーンケミストリの概念を理解するとともに、これまでの
環境汚染や公害問題の歴史、汚染化学物質の性質について学ぶ。さらに省エ
ネルギー、省資源を含め再生可能なシステム、メカニズムを理解することで、
身近な具体的な環境問題について化学的知見に基づき応用可能な能力を身に
付けることを目標としている。
以下に達成目標を記す。
１．グリーンケミストリの概念について例を挙げて説明できる。
２．これまでの環境汚染および公害の歴史を説明できる。
３．環境の現状と対策について説明できる。
４．環境汚染物質の種類やそれらの特性および省エネを含めた定量的な取り
扱いができる。
５．廃水の再生法、廃棄物の再資源化方法について説明できる。
６．個々の環境物質の測定法を説明できる。
７．エコマテリアルについて例を挙げて説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
主にパワーポイント資料を用いた講義を行い、5回以上のアクティブラーニン
グ（演習または発表）を実施する。アクティブラーニングで実施した演習問
題を含む聴講ノートを提出してもらう。小テストは2回実施し、レポートも2
回課す。定期試験を行う。なお、予習・復習の内容については、配布資料や授
業で指示する。予習・復習を行うことを前提に授業を進めるので、予習・復習
に十分な時間を費やすこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の全体的な説明、

グリーンケミストリとは
本講義の全体的な説明とグリーンケミ
ストリの概念（12箇条）について説明
する。

2 環境問題の歴史 これまでの環境問題および公害の歴史
について４大公害病を中心に説明する。

3 環境保全に関する法律 環境基準について説明する（アクティ
ブラーニング（演習））。

4 環境における化学物質
の挙動（１）

大気圏における化学物質の挙動につい
て説明する。

5 環境における化学物質
の挙動（２）

土壌圏、水圏における化学物質の挙動
について説明する。（アクティブラーニ
ング（演習））

6 環境の現状と対策につ
いて（１）

大気環境の現状と対策について説明す
る。

7 環境の現状と対策につ
いて（２）

水環境と土壌環境の現状と対策につい
て説明する。（アクティブラーニング
（演習））

8 廃棄物の再資源化 都市資源としての廃乾電池などやバイ
オマスについて、それらの再資源化に
ついて説明する。

9 環境汚染物質の測定
法－大気、水質、土壌中
の汚染物質の測定法

主な環境測定法について説明する（ア
クティブラーニング（演習））。

10 グリーンケミストリの
12箇条について例を挙
げて解説（１）－1～6条

グリーンケミストリの12箇条の中の1
～6条に関係するものについて例を挙げ
て解説する。（アクティブラーニング
(発表））

11 グリーンケミストリの
12箇条について例を挙
げて解説（２）－7～12
条

グリーンケミストリの12箇条の中の7
～12条に関係するものについて例を挙
げて解説する。（アクティブラーニング
（発表））

12 環境とエネルギー－省
エネも含めた定量的な
取り扱い

原子力エネルギー、新エネルギー（太陽
光、太陽熱、風力、バイオマス、地熱）、
燃料電池について説明する。

13 エコマテリアル－環境
負荷の少ない機能性材
料について

エコマテリアルについて、光分解性、生
分解性プラスチック、多孔質材料につ
いて説明する。（アクティブラーニング
（演習））。

14 まとめ 本講義全体のまとめを行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】環境を化学
の視点から捉えることから、化学の基礎を十分理解しておく必要がある。そ
のためには、基礎となる高校の化学の習得および大学１年での化学を並行し
て学習しておく必要がある。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
J. E. Andrews et al.“An Introduction to Environmental Chem-
istry”Blackwell Pub., “環境化学概論”田中稔ら、丸善, “環境と化学グリーン
ケミストリー入門 “荻野和子ら、東京化学同人, “陸水環境化学”藤永薫ら、共
立出版, “環境白書 “環境省編.

【成績評価の方法と基準】
演習問題を含む聴講ノートの提出（１０％）、小テスト（２０％）、レポート
（２０％）、期末テスト（５０％）で評価
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
Green chemistry is the study of chemical products and processes
that reduce or eliminate the generation of substances hazardous to
humans, animals, plants, and the environment. This course covers basic
fundamentals of green chemistry, through the 12 design principles of
green chemistry, and explores relevant examples of their practical use
in commercial applications.
The goals of this course are to
(1) be able to explain the 12 design principles of green chemistry,
(2) be able to explain relevant examples of their practical use in
commercial applications.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 50%, Quiz: 20%, Short reports : 20%, in class
contribution: 10%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

BOA100YD（境界農学 / Boundary agriculture 100）

環境と人間

街　勝憲

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会で問題となっている環境がもたらすヒト生体への影響について学ぶ。
現在、人類をとりまく生活環境、社会環境の変化が著しい。そこで、様々な
環境の変化のうち特に運動・身体活動の観点から考察し、生体への影響をマ
クロ・ミクロ的視点から学習する。
【到達目標】
様々な環境やその変化がヒト生体に及ぼす影響について理解することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
本講義では、生体に関する基礎的な内容を解説する一方で、環境と人間との
関係の具体例を概説する。最新時事の話題を取り上げる場合があるため、講
義内容の一部変更があり得る。但し、新型コロナウィルスの感染状況によっ
てオンライン・オンデマンド型授業となる場合は、詳細について「学習支援
システム」にて周知する。また、授業中に出された質問等に対するフィード
バックは、次回授業の冒頭に解説することで行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめに、講義の概要 環境と人間との関連性を概観する
2 環境が人間に及ぼす影

響1
休養・睡眠

3 環境が人間に及ぼす影
響2

食生活と運動習慣による肥満と痩せへ
の影響

4 環境が人間に及ぼす影
響3

現代の生活環境と身体活動の変化

5 運動・身体活動と環境1 筋の構造と機能
6 運動・身体活動と環境2 運動と骨格筋の適応
7 運動・身体活動と環境3 運動時におけるエネルギー供給機構
8 運動・身体活動と環境4 運動と呼吸調節
9 運動・身体活動と環境5 運動と循環調節
10 環境が人間に及ぼす影

響4
生活環境と骨粗鬆症・サルコペニア

11 環境が人間に及ぼす影
響5

運動がもたらす疾患への効果1

12 環境が人間に及ぼす影
響6

運動がもたらす疾患への効果2

13 環境が人間に及ぼす影
響7

低酸素環境と運動

14 環境が人間に及ぼす影
響8

暑熱環境と運動

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義内容に
関連する参考書などを読み、関連事項の概要の把握に努める。また、講義中
に紹介される参考図書は、関心の深い図書を選択して、内容の理解に努める。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。必要に応じて学習支援システム、または授業中に資料を配
付する。
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
1)平常点および授業後に実施されるクイズなど: 60%
2)学期末レポート: 40%
オンライン・オンデマンド授業に変更になった場合は、成績評価の方法と基準
も変更します。具体的には、授業開始日に学習支援システム上に提示します。
【学生の意見等からの気づき】
資料調査やプレゼンなど自主的な学習を重視する。
【学生が準備すべき機器他】
プレゼン授業時には貸与パソコンを持参すること。
【Outline (in English)】
Course outline: This course introduce the relationship between human
body and environmental condition to students taking this course.

Learning Objectives: The end of the course, students should be able to
explain physical response to different environmental situations.
Learning activities outside of classroom:Before each class meeting,
students will be expected to spend 2 hours to understand the course
content.
Grading Criteria /Policies: Grading will be decided based in class
contribution (50%), and the quality of the students’ term end
examination (50%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

AGC300YA（農芸化学 / Agricultural chemistry 300）

食品科学

三浦　豊

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我々が生きていくうえで不可欠である食品について、化学的・生物学的側面か
ら学習することで、生命にとって食品とは如何なるものであるかを理解する。
また講義で得られた知識をもとに学生諸君の食生活を見直し、健康な生活を
送るための指針とすることを目標とする。さらに食品を取り巻く法的、社会
的、産業的な動向についても理解を深めることを目標とする。
【到達目標】
日常摂取している食品がどのような成分から構成されており、我々の健康維
持とどのように関わっているか、という点に関して理解し、考える機会を持
てるようになることが目標である。具体的には、我々は何のために食品を摂
取するのか、食品はどのような成分から構成されているのか、食品成分はど
のような化学的性質を有しているのか、食品成分が生体にどのような影響を
及ぼすのか、を理解し、食品と生体とのかかわりを総合的に理解することも
目標とする。また最終的には講義で学習した内容を日々の食生活に生かして
いけるようになってもらいたい。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義の前半では食品に含まれる成分について、その分類、化学構造、生物機
能を順次学習する。食品中には栄養素と非栄養素が含まれているため、5大栄
養素と非栄養素について順次解説を行う。中間テストを挟み、講義後半では、
食品と健康との関わりについて学習する。具体的には食品と病気（メタボリッ
クシンドローム、糖尿病、癌）との関連を学習する。講義は配布するプリン
トに基づき実施する。
課題等の提出やそのフィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。さ
らに最終授業で、13回までの講義内容のまとめや復習だけでなく、授業内で
行った試験や小レポート等、課題に対する講評や解説を行い、最終試験に向
けた学習の指針も解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要を解説し、食品と生命の関

わりについてオーバービューすると同
時に最新のトピックスを紹介する。

第2回 食品成分の化学１ 食品成分中の糖質について化学的な側
面と生物機能を講義する。

第3回 食品成分の化学２ 食品成分中のアミノ酸、ペプチド、タン
パク質について化学的な側面と生物機
能を講義する。

第4回 食品成分の化学３ 食品成分中の脂質について化学的な側
面と生物機能を講義する。

第5回 食品成分の化学４ 食品成分中のミネラルと水溶性ビタミ
ンについて化学的な側面と生物機能を
講義する。

第6回 食品成分の化学５ 食品成分中の脂溶性ビタミンと非栄養
素について化学的な側面と生物機能を
講義する。

第7回 食品成分の生物学１ 食品成分の消化・吸収について講義す
る。

第8回 食品成分の生物学２ 食品成分の代謝とその調節機構につい
て講義する。

第9回 中間テスト 前半の講義内容に関して中間テストを
行う。

第10回 食情報について 食品と健康の関係を食品が含有する食
情報という観点から講義する。

第11回 食品とメタボリックシ
ンドローム

メタボリックシンドロームと食品の関
わりについて講義する。

第12回 食品と糖尿病 糖尿病と食品の関わりについて講義す
る。

第13回 食品と癌 癌と食品の関わりを講義する。
第14回 これからの食品科学 個人の体質に合った食習慣や食品を利

用した先制医療など食品科学の将来を
論じる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】特に予習を
行う必要はないが、講義で学習したことの復習を行い、質問等があれば、翌
週の講義時に聞くこと。また食品という日常生活に関連するものを対象とす
る講義であるため、毎日の食生活に学習した内容をフィードバックすること
を常に意識してもらいたい。
【テキスト（教科書）】
講義はパワーポイントを用いて行うが、スライドを印刷したプリントを毎回
配布する。
【参考書】
「食品の科学」上野川修一、田之倉優編、東京化学同人
「健康栄養学」－健康科学としての栄養生理化学ー　小田裕昭、加藤久典、関
泰一郎編、共立出版
【成績評価の方法と基準】
平常点（１０％）、中間テスト（３０％）、期末テスト（６０％）とする。中間
テスト、期末テストともに講義内容の理解度を判定する。
【学生の意見等からの気づき】
講義内容が多岐にわたり、情報量が多くなる傾向があるため、大事な個所に
は時間を十分に掛けるなど、講義のメリハリをよりはっきりとつけるように
努めたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
目標にも記載しましたが、食品は毎日摂取する身近なものであると同時に皆の
生命を支える根幹です。講義内容をよく理解し、自らの食生活を見直すきっ
かけとなることを期待します。
【Outline (in English)】
Food is well known to be important for our life. In this lecture, the
chemical and biological properties of foods are lectured. From this
lecture, students will be able to get some knowledge for living better and
healthy. The legal, social and industrial aspects of food development and
food industry will be also lectured.
For this lecture, a work outside of class is not needed particularly, but
the content of the lecture may be familiar for you and your daily life. So,
the knowledge you will get in the lecture may be anticipated to
be applicable for your healthy life.
For grading, your attitude in the class (10%), midterm test (30%), and
final test (60%) will be evaluated. Both the midterm test and the final
test will assess the level of understanding of the lecture content.
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物病学概論

濱本　宏

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では主として微生物による植物病について、病原性のメカニズムや伝
染様式、さらに、それら病原に対して植物の持つ病害抵抗性の機構等を学ぶ。
【到達目標】
ウイルス、細菌、菌類など植物病原微生物の分類とその特徴、それらが引き
起こす病徴について基礎的な知識を得る。また、それら微生物がどのように
植物に病気を起こすのか、それに対して植物はどのように抵抗性を示すのか
を理解する。さらに、これらの知見を病害の診断や防除にどのように活かす
のか考える能力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
＜＜授業実施方法の詳細等は学習支援システムを通じてお知らせします＞＞
パワーポイントを用いて解説することを基本とする。トピック的に原著論文
を紹介したりTEDなどのビデオをみることで、理解を深めたり最新の知見を
得たりする。授業中にオンラインのアンケート機能等を用いて、理解度の把握
に努め、授業進行に役立てる。授業内の最後に行う「テスト/アンケート」あ
るいは「課題提出」のフィードバックは翌週授業の冒頭で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物病と微生物 植物病を引き起こす微生物と、基本的

な用語について
第2回 ウイルス・ウイロイド病

（1）
ウイルス・ウイロイドの分類と進化

第3回 ウイルス・ウイロイド病
（2）

ウイルス・ウイロイド病の性状・病徴と
伝染様式

第4回 細菌・ファイトプラズマ
病（1）

植物病原細菌・ファイトプラズマの分
類とその性状

第5回 細菌・ファイトプラズマ
病（2）

植物細菌病・ファイトプラズマ病の病
徴と伝染様式

第6回 菌類病（1） 植物病原菌類の分類・命名とその性状
第7回 菌類病（2） 植物菌類病の病徴と伝染様式
第8回 線虫病と生理病 植物寄生線虫の分類、性状と病徴、植物

生理病の種類と病徴
第9回 中間まとめ 植物病を引き起こす病因について振り

返り、質疑応答
第10回 植物感染生理（1）：病

原性
病原微生物の植物侵入の機構と病原性
発現の機構

第11回 植物感染生理（2）：抵
抗性

病原微生物に対する宿主の抵抗性の種
類とそれらの機構

第12回 植物感染生理（3）：バ
イオテクノロジー

従来の育種後術とAI育種、遺伝子組み
換え技術

第13回 植物病の診断と防除 植物病の診断、防除の技術、総合的病害
虫管理（IPM）

第14回 植物病学の最新トピッ
クと総合まとめ

植物病学に関する最新のトピックの紹
介・授業をふりかえり総合まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業で強
調する専門用語や病名について、他の授業・実習内容の復習や自習によって
知識を深めてほしい。
【テキスト（教科書）】
植物医科学（難波成任監修），養賢堂，2022

【参考書】
植物病理学（眞山滋志、難波成任編）,文永堂出版, 2010．
Plant Pathology, 5th edition (G.N. Agrios), Elsevier, 2005.
Essential Plant Pathology (G.L. Schumann, C.J. D’Arcy), APS Press,
2010

【成績評価の方法と基準】
期末試験：80%、平常点20%を目安として総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
特に、配布プリントを見やすくすることと、学習支援システムへのタイミン
グ良いアップを心がける。クイズ形式のアンケートなどをできるだけ取り入
れ、授業の進行に役立てる。

【その他の重要事項】
化学業界に勤務経験のある教員が、特に農薬の開発や使用に関して具体的な
説明を加える。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, we mainly learn the mechanisms of pathogenicity, the
mode of transmission, and the mechanisms of disease resistance of
plants against pathogenic diseases of microorganisms.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to obtain basic knowledge of the plant
pathogens, how they cause plant disease and how the plants resist to
the attack of the pathogens.
【Learning activities outside of classroom】
In this course, to know the scientific terms are important and review the
meanings of the terms that you didn’t know.
【Grading Criteria /Policy】
Final evaluation will be decided according to; term-end examination
(80%) and in-class contribution (20%).
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PPE100YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 100）

植物分子細胞生物学

鍵和田　聡

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物は光合成を行って二酸化炭素を固定するなど、動物など他の生物とは異
なった生理機能をもって生活している。こうした植物の持つ様々な生理機能
について、細胞レベル・分子レベルでのメカニズムを理解することによって、
植物の健全な育成を行うための基礎的な考え方を習得する。現在、植物の生理
的変化や、形態形成のメカニズム、さらには植物の環境応答のしくみを明らか
にするための研究が進んでおり、本講義でもこれらの最先端の知見を紹介す
る。これらの内容は植物の生理的障害の分子機構、あるいは病原体に対する
植物の防御応答のメカニズムなど、幅広い分野を理解するための基礎となる。
【到達目標】
植物を構成する細胞の役割や機能、また植物の代謝や環境応答などの生理に
ついて、基本的な分子レベル・細胞レベルから理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
授業計画に従い講義を行う。適宜ノートをとり、毎回振り返って復習し、深く
理解したい点は適宜参考書を調べること。また内容について理解が進んでい
るか、数回行う確認テストで検討すること。レポート課題、および講義を理
解する上で前提となる内容の補習問題を行う。課題等の提出・フィードバッ
クは「学習支援システム」を通じて、あるいは講義内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物の構造（1） 植物組織の特徴
第2回 植物の構造（2） 植物の細胞
第3回 植物の代謝経路（1） 光合成と物質移行
第4回 植物の代謝経路（2） 糖、脂質
第5回 植物の代謝経路（3） 窒素、リン酸の代謝と共生微生物
第6回 二次代謝産物 代謝経路と機能
第7回 遺伝子発現 核酸、タンパク質と遺伝子発現調節機構
第8回 シグナル伝達の分子機構 植物のシグナル伝達系、およびその制

御の分子機構
第9回 植物の遺伝子組換え 植物の全能性、および遺伝子組換え植

物の作成法
第10回 受精と初期発生 植物の受精と初期発生のメカニズム
第11回 形態形成の遺伝子 花器等の形態形成に関わる遺伝子と発

現制御
第12回 植物ホルモン 植物ホルモンの作用
第13回 非生物ストレス 環境ストレスに対する応答機構
第14回 生物ストレス 抵抗性、過敏感反応
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎回ノートを復習し、深く理解したい点は適宜参考書を調べる。内容について
理解が進んでいるか数回行う確認テストで振り返ること。レポート課題（１
題）、および講義を理解する上で前提となる内容の補習問題（１題）を行う。
【テキスト（教科書）】
学習支援システムにて参考資料を配布する。
【参考書】
「植物生理学ー分子から個体へー」幸田ら、三共出版
「植物生理学概論」桜井ら、培風館
その他、適宜内容に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
確認テストを含む平常点（約15%）、レポート課題と補習問題（約15%）、期
末試験（約70%）の結果を総合して評価する。
【学生の意見等からの気づき】
基礎的な点から丁寧に説明する。
【その他の重要事項】
オフィスアワーは履修の手引きを参照。

【Outline (in English)】
Plants have physiological functions different from animals, such as
carbon dioxide assimilation by photosynthesis. By understanding
the mechanisms at the cellular level and molecular level of various
physiological functions of plants, students learn the fundamental idea
for growing healthy plants. The contents of this class form the
basis for understanding physiological phenomenon of plants such as
the molecular mechanism of physiological disorders of plants and the
defense response of plants against pathogens. The standard study time
for this class is four hours to understand the course content. Your overall
grade in the class will be decided based on Term-end examination (70%),
reports (15%) and in-class contribution (15%).

— 786 —



SDGs　発行日：2024/5/1

PPE100YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 100）

栽培植物学

佐野　俊夫

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
われわれの食料となる作物（穀物、野菜類、果実類）にはどのような種類があ
るのか、そしてそれぞれの作物の成育特性を学ぶ。また、これらの作物が世
界と日本国内とでどのように栽培されているのかを知り、栽培上の問題点を
学ぶ。
【到達目標】
食料・資源として利用されている栽培植物の栽培特性および食料・資源とし
ての価値を理解する。そしてそれらの作物栽培にはどのような配慮が必要で
あり、どのような問題があり、今後どのような変化が予想されるかについて
理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義形式の授業形態ですが、穴埋め式テキストを配布し、ヒントを出しなが
らみなさんに穴埋め部分を回答してもらっています。
また、毎授業で課題を出します。その授業のポイントの復習に充てているの
で、課題解答を学習支援システム課題欄に提出してください。翌週の授業時
に課題の解説をします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 栽培植物学とは 栽培植物学とはどのような学問か、主

要栽培植物を紹介する
第2回 イネの来た道 日本で栽培されるイネの起源、世界の

イネ、コメの性質、これからの稲作につ
いて説明する

第3回 コムギ、オオムギの栽培
と利用

コムギ、オオムギの日本、世界での栽
培、利用、性質を説明する

第4回 マメ科植物の栽培と利用 日本と世界のマメ科植物栽培、および
その加工利用方法について説明する

第5回 トウモロコシの栽培と
利用

世界のトウモロコシ栽培、日本での利
用、これからの栽培について説明する

第6回 いも類の栽培と利用 主にジャガイモ、サツマイモの栽培と
利用について説明する

第7回 油料作物、嗜好料作物の
栽培と利用

植物油に加工される油料作物、および、
嗜好料作物として主にチャ、コーヒー
について説明する

第8回 世界で栽培されている
野菜類

世界で栽培されている野菜類ついて説
明する

第9回 アブラナ科野菜の栽培
と利用

主要なアブラナ科野菜であるダイコン、
キャベツ、カラシナの栽培と利用につ
いて説明する

第10回 ナス科野菜の栽培と利用 主要なナス科野菜である、トマト、ナ
ス、ピーマンの栽培と利用について説
明する

第11回 果実栽培と利用（１） 主要な果実である、リンゴ、かんきつ
類、ブドウの栽培と利用について説明
する

第12回 果実栽培と利用（２） 果樹の生育、果実の成熟と老化、その保
存方法について説明する

第13回 花きの栽培と利用（１） 花きの園芸的分類、および主要な花き
である、キク、カーネーションについて
説明する

第14回 花きの栽培と利用（２） 球根類、花木類、ランの栽培と利用につ
いて説明する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業毎に
行われる課題内容はその回の重要事項であり、課題を中心に授業内容を復習
することが望ましい。また、家の周りや通学途中で見かける畑地、果樹園等
には本講義で紹介する作物が栽培されていると思われ、休日や大学への行き
帰り等に観察するとよい。
【テキスト（教科書）】
講義時に資料を配布する。定められた教科書は使用しない。
【参考書】
・「作物学概論」第2版　朝倉書店

・「図説園芸学」第2版　朝倉書店
【成績評価の方法と基準】
期末試験72%、毎回の講義時に課す課題28%、で評価する
【学生の意見等からの気づき】
穴埋め式のテキストを用いて授業中に学生に回答させること、毎回の課題解答
を翌週に解説することは授業内容の理解が深まる、と好評であったため、今
年度も継続する予定である。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料をPDFで配布するので、パソコンやスマホを持参して講義中に資料
を参照してください。また、穴埋め部分の解答を記載するために、配布資料
のコピーやノート等があると便利です。
【Outline (in English)】
In this lecture, we learn the types of food crops (grains, vegetables,
fruits) and the growth characteristics of each crop. Also, we learn about
the cultivation styles and problems of these crops both in the world and
in Japan.
Your study time will be more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 72%、Assignments given during each lecture:
28%
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

診断技術論

大井田　寛、濱本　宏、平田　賢司、中山　喜一

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物病（微生物病、害虫による被害、生理障害等）が発生したとき、あるいは
発生前に予防手段を取る際に欠かせないのが植物病の正確な診断である。診
断法には症状の目視のみならず、様々な方法が開発されてきており、実際の診
断は迅速性、確実性などの必要に応じていくつかの方法を組み合わせて診断
することになる。それら様々な診断法と診断の流れを理解するとともに、植
物病の診断法の今後について考察する。
【到達目標】
植物医科学の基礎としての植物病の病原（菌類、細菌、ウイルス、昆虫、ダ
ニ、線虫など）の観察・同定法を修得する。あわせて、樹木医補、自然再生士
補等の資格取得の基礎となる能力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
圃場診断、問診のあらましを学び、次いで、症状により原因の目安を付け、微
生物病、害虫や線虫およびその被害の診断ポイントなど基本的な方法や手順を
修得する。さらに、電子顕微鏡観察、化学的診断、血清学的診断や遺伝子診
断など、より詳細な診断技術を学習する。また、伝統的診断技術と先端的診
断技術の融合や今後の診断連携等を論議する。課題等の提出・フィードバッ
クは「学習支援システム」や授業内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序論　 植物医科学における診断の重要性と診

断の流れ
第2回 診断の手順 問診、病原微生物の検査法
第3回 微生物病の診断 病気ごとの診断・コッホの原則
第4回 害虫の診断 (1) 診断と同定、害虫診断法
第5回 害虫の診断 (2) 画像による害虫診断法、診断・同定依頼

法
第6回 主要害虫の診断 主要害虫の形態、分類、生態、植物被害

等の特徴
第7回 線虫概論 分類・形態・生態等、検診技術（土壌・

植物体の調査法）
第8回 主要な植物寄生性線虫

(1)
主要線虫の形態、生態、作物被害等の特
徴

第9回 主要な植物寄生性線虫
(2)

主要線虫の形態、生態、作物被害等の特
徴

第10回 顕微鏡の仕組みと観察 光学顕微鏡と電子顕微鏡による観察・
診断

第11回 血清学的診断法 ELISA法など
第12回 遺伝子診断法 PCR法など
第13回 診断システムの概要 診断のシステム化、ネットワーク化、遠

隔診断システム
第14回 まとめ、期末試験 全体のまとめ、期末試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義のポ
イントをまとめておくこと。課題に関して自己学習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する。
【参考書】
植物医科学 (第2版)（養賢堂）、植物医科学実験マニュアル（大誠社)等、必要
に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (約20%)、課題や試験 (約80%)により総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
植物医科学の基礎となる診断技術に特化した科目であり、詳細な技術を把握
できるとの回答が多くある。今後は具体例などをさらに充実させたい。
【学生が準備すべき機器他】
主にパワーポイント画面を用いて講義を進める。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire knowledge for the
diagnostic methods of the plant diseases. The goals are to receive the
knowledge of the various diagnoses. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand the course
content. Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
Term-end examination and short reports: 80%, in class contribution:
20%
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

雑草学

佐野　俊夫、村岡　哲郎

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
雑草は作物生育を阻害したり、景観を損ねる植物の総称である。本講義では
まず、どのような植物が雑草と呼ばれ、どのような成育特性により、作物の
成育に打ち勝ち、作物生育を阻害するかを学ぶ。そして、これらの雑草を防
除するためにはどのような方法があるのか、機械的方法、化学的方法、生態
学的方法について学ぶ。
【到達目標】
雑草学では雑草の生育特性を植物生態学的に理解し、そしてその特性を理解
したうえで、雑草防除方法を生化学、分子生物学的に理解する。また、除草
剤を使う際の安全性への配慮、環境への影響に対して配慮すべきことを学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
雑草生育と除草剤作用機作の生理生態学的部分を佐野が、雑草防除の現状、具
体的な防除例を村岡が説明します。
講義形式の授業形態ですが、穴埋め式テキストを配布し、ヒントを出しなが
らみなさんに穴埋め部分を回答してもらっています。
また、毎授業で課題を設定し、その授業のポイントの復習に充てているので、
課題回答を学習支援システム課題欄に提出してください。翌週の授業時に課
題の解説をします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 雑草とはなんだろう 雑草とはどのような植物なのか、また、

雑草学とはどのような学問であるかを
概説する

第2回 身近な雑草の生き方 身近に存在する雑草がどのような生存
戦略をとっているのかを説明する

第3回 水田雑草の生理生態学 水田に生える雑草の特徴を植物生理生
態学面から説明する

第4回 畑地雑草の生理生態学 畑地に生える雑草の特徴を植物生理生
態学面から説明する

第5回 除草剤作用の生理学 一般的に用いられる除草剤の作用機作
を説明する

第6回 形質転換と除草剤耐性
作物

除草剤耐性作物の作出方法とその原理
について説明する

第7回 雑草防除と有機農業 一般的な雑草防除法と除草剤を使わな
い有機農業法の違いを説明する

第8回 雑草防除の歴史 かつては人力で行われていた雑草防除
の変遷を説明する

第9回 雑草になる植物（１）畑
地・果樹園

農地により雑草の種類は異なり、畑地、
果樹園での例を紹介する

第10回 雑草になる植物（２）水
田

水田の雑草は他とは異なる特徴を有す
るのでその概要を説明する

第11回 雑草の防除手法 現在行われている雑草の除去の具体的
方法を説明する

第12回 雑草の化学的防除法
（１）

農薬として最初に使われた2,4-Dと、除
草剤の変遷を説明する

第13回 雑草の化学的防除法
（２）

前回の続きであるが、特に環境への配
慮について触れる。

第14回 雑草の総合的防除法 環境に配慮した、生態的防除法とその
工夫を説明する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業毎に
行われる小テストの内容はその回の重要事項であり、小テスト問題を中心に
授業内容を復習することが望ましい。また、家の周りや通学途中には本講義
で紹介する雑草と呼ばれる植物が多く生育していると思われ、休日や大学へ
の行き帰り等に観察するとよい。
【テキスト（教科書）】
特に用いない。毎回講義資料を配布する。
【参考書】
松中昭一、きらわれものの草の話、岩波ジュニア新書
山口裕文、雑草学入門、講談社
浅井元朗、植調　雑草図鑑、全国農村教育協会

【成績評価の方法と基準】
期末試験72%、毎回の講義時に課す課題28%、で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
穴埋め式のテキストを用いて授業中に学生に回答させること、毎回の小テス
ト結果を翌週に講評することは授業内容の理解が深まる、と好評であったた
め、今年度も継続する予定である。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料をPDFで配布するので、パソコンやスマホを持参して講義中に資料
を参照してください。また、穴埋め部分の解答を記載するために、配布資料
のコピーやノート等があると便利です。
【Outline (in English)】
Weeds are a generic term for plants that hamper crop growth and
damage the landscape. In this lecture, we first learn what kind of plants
is called weeds and what kind of its growth characteristics inhibit crop
growth. Then, we will learn about methods to manage these weeds
chemically and ecologically.
Your study time will be more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 72 %、Assignments given during each lecture:
28%

— 789 —



SDGs　発行日：2024/5/1

PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物医科ビジネス論

宮内　陽介、川名　祥史、小倉　里江子

開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、植物医科学に関連するビジネス概況の理解を目標とする。講義
テーマは、主に農業、園芸、食品、環境に関するものとし、実際のビジネスの
現場で活躍する人材を講師として呼び、今後の発展を議論する。
【到達目標】
植物医科学に関連するビジネス分野を知り、それぞれの事業分野の要諦を知
る。講義終了時にはレポートをまとめ、学生ひとりひとりが将来の自分のキャ
リアについて考える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
植物は食料生産のみならず、公園など屋外公共空間の景観形成や事業所ビル
内外の装飾、あるいは家庭における園芸など現代社会のあらゆる場面で利用
されている。その際、植物が健康に生育していることが必要であり、植物が
利用されるあらゆるビジネスで植物医科学が必要とされる。植物医学が活用
できる業界の具体的な動向や今後の戦略などを民間からの講師を交えて論じ
る。また、新たなビジネスの創造についても論議する。なお、課題等の提出・
フィードバックは学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 植物医科学に関連するビジネス全般を

解説し、講師が行っている事業につい
ても紹介する。

第2回 種苗ビジネス 種苗系ビジネスの概要を紹介し、キー
となる技術を解説する。

第3回 農業ビジネス 近年増加する農業法人による生産活動
の概略を解説し、その中で植物医科学
が果たす役割について学ぶ。

第4回 肥料ビジネス 健全な土壌を維持するために必要な技
術を学び、実際のビジネス現場につい
ても解説する。

第5回 農薬ビジネス 農薬ビジネスの実際を解説し、農薬に
関連する法規についても理解する。

第6回 アグリベンチャービジ
ネス

アグリ系のベンチャーの取り組みにつ
いて学ぶ。

第7回 まとめ これまでの学んだ内容を踏まえて10年
後の農業についてグループディスカッ
ションと発表を行う。

第8回 食品ビジネス 食品産業において原料としての植物の
重要性を学び、ビジネスとして成立さ
せるために重要なポイントを解説する。

第9回 農業機器ビジネス 農業におけるIoT、ICTを活用について
解説する。

第10回 機能性食品ビジネス 植物由来の機能性食品ビジネスについ
て解説する。

第11回 植物工場ビジネス 植物工場の仕組みおよび活用について
解説する。

第12回 バイテクビジネス 農業における遺伝子組み換え技術とそ
の活用について解説する。

第13回 農業計測ビジネス 農業現場へのドローンやセンシングを
活用した取り組みについて学ぶ。

第14回 まとめ これまでの講義を通じて学んだ内容を
踏まえて未来の農業についてグループ
ディスカッションと発表を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】特に予習
は必要としないが、日頃から新聞やインターネット等で植物に関連するビジ
ネスについての情報に触れておくことを推奨する。
【テキスト（教科書）】
なし。適宜、資料を配布する。
【参考書】
適宜、紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点、質疑およびレポートにより総合的に評価する（100%）。
【学生の意見等からの気づき】
講義内での質問の時間を設ける。
【学生が準備すべき機器他】
全ての回でPCが必要である。また，カメラをオンにできる通信環境を整えて
参加すること。
【その他の重要事項】
本講義の教員は全員植物医科ビジネスの実務経験を有する。実際のビジネス
の現場について紹介するとともに、将来について受講者とディスカッション
する。
【Outline (in English)】
In this lecture, we aim to understand business overview related to
plant medicine science. Lecture themes mainly relate to agriculture,
horticulture, food and environment, and we will talk about the company
who conducts plant related business. Grading will be comprehensively
decided based on the reports and in-class contribution (100%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物医科学応用実験　Ｉ

津田　新哉、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太郎、鶴岡　康
夫、中山　喜一、鈴木　聡
開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物医師としての臨床的な病気の予防・治療に関する知識と技術を修得する
ことを目的とする。
【到達目標】
植物の医師としての臨床的な病気の予防・治療に関する知識と技術を修得し、
技術士補、樹木医補、自然再生士補等の資格取得に対応する技術を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
対面実験を取り入れて実施する予定である。ただし、新型コロナウイルスに
対するステージによっては、Zoomとなる場合がある。その後は、状況を判
断し、シラバス、Hoppiiのお知らせにて指示する。以下、進め方を述べる。
病原体を自然界での伝染様式を念頭において植物に接種する。接種した植物
は、環境制御による発病抑制、農薬の使用の利用などの予防・治療技術を施
す。病徴の発生を詳細に観察することで、これら予防・治療技術の効果と特
徴を学ぶ。また、残留農薬の簡易検定技術を修得する。課題のフィードバッ
クは、Hoppiiまたは次の講義にて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

土壌伝染性病害の発症
と防除 (1)

土壌伝染する病原菌の接種方法を修得
し、発症状況を経過観察する

第2回 空気伝染性病害の発症
と防除 (1)

空気伝染する病原菌の接種方法を修得
し、発症状況を経過観察する

第3回 土壌伝染性病害の発症
と防除 (2)

土壌伝染する病原菌の接種方法を修得
し、発症状況を経過観察する

第4回 空気伝染性病害の発症
と防除 (2)

空気伝染する病原菌の接種方法を修得
し、発症状況を経過観察する

第5回 微生物資材による病害
防除

病原菌に対する微生物農薬の効果を検
証する

第6回 病原菌類の薬剤耐性検定 薬剤耐性の検定法を修得する
第7回 細菌性病害の発症と防

除 (1)
植物病原細菌について接種方法を修得
し、防除法について学ぶ

第8回 細菌性病害の発症と防
除 (2)

土壌伝染する植物病原細菌の、熱処理
等による防除の効果を観察する

第9回 害虫の薬剤感受性検定 薬剤感受性の検定法を修得する
第10回 天敵・微生物資材による

害虫防除
害虫に対する生物農薬の効果を検証する

第11回 ウイルス病の再現と観
察 (1)

媒介昆虫を用いたウイルスの接種方法を
修得し、発現する症状の違いを観察する

第12回 ウイルス病の再現と観
察 (2)　

ウイルス感染阻害剤を使用し、その効
果とメカニズムを観察する

第13回 イムノアッセイ法によ
る残留分析 (1)

イムノアッセイによる残留分析法を修
得し、農薬の適正使用を学ぶ

第14回 イムノアッセイ法によ
る残留分析 (2)

同上

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】継続的な
実験や経過観察、実験用植物の育成や管理、器具の洗いや片付けなどは実験
時間以外にも自主的に実施する。課題に関してレポートにまとめる。
【テキスト（教科書）】
植物医科学実験マニュアル（大誠社）、実験マニュアル等の資料を配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
各回に課題を示し、レポート提出する。レポートにより実験課題の目的や内
容を理解しているかを判断（80％）し、実験態度（対面実験時）などの平常
点（20％）を含めて総合して評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本科目は学生の満足度が極めて高い。今後とも、技術士補、樹木医補、自然
再生士補等の資格取得も考慮して、植物医科学の基礎技術の修得をめざす。

【Outline (in English)】
In this experiment, we will acquire knowledge and practical techniques
on plant diseases(fungal disease, bacterial disease and residual
pesticide).The standard study time for this class is 4 hours,including
preparation and review.Study the relevant sections of the textbook
"Manual of Experiments in Clinical Plant Science". Sterilize, clean, and
put away all equipment. Students are expected to make observations
outside of class time as necessary to complete the assignments, and to
write up their experimental notes and reports. Students are required to
submit a report on their work. The report will be used to judge whether
the student understands the purpose and content of the experiment
(80%), and the evaluation will be made comprehensively including
normal points such as experimental attitude (20%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物医科学応用実験　ＩＩ

津田　新哉、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太郎、齋藤　範
彦、中山　喜一
開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物病原体の同定に必要な遺伝子診断技術、電子顕微鏡観察技術、血
清学的診断技術およびその関連技術を習得する。

【到達目標】
遺伝子診断、電子顕微鏡観察、血清学的診断の各同定・診断技術に
ついて、その原理を理解しつつ一連の作業内容を修得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
分離菌類からのゲノム抽出、PCRによる遺伝子増幅、塩基配列の決
定等を通じた病原の遺伝子診断法を実際に行って学ぶ。電子顕微鏡
の試料作成法、TEMによるウイルス観察法、SEMによる菌類、昆
虫の観察法を習得する。また、罹病植物について、病原体の特異的
抗体を用いたELISA等の血清学的検出・診断法を習得する。課題等
の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 遺伝子診断技術（１）培養菌類からのDNA抽出
第2回 遺伝子診断技術（２） PCRによる遺伝子増幅
第3回 遺伝子診断技術（３）電気泳動
第4回 遺伝子診断技術（４）シーケンス反応
第5回 遺伝子診断技術（５）核酸の精製、塩基配列の決定
第6回 遺伝子診断技術（６）データベースを用いた相同性検索
第7回 電子顕微鏡（１） TEM, SEMの原理と基本操作
第8回 電子顕微鏡（２） DN法によるウイルス粒子の観察
第9回 電子顕微鏡（３） SEMによる菌類の観察
第10回 電子顕微鏡（４） SEMによる昆虫の観察
第11回 血清診断技術（１） スライド凝集反応、RIPA法 (イム

ノクロマト法)
第12回 血清診断技術（２） ゲル内拡散法
第13回 血清診断技術（３） ELISA法、DIBA法
第14回 まとめ 課題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、2時間を標準とする】教
科書「植物医科学実験マニュアル」の当該部分を学習しておく。器
具の滅菌、洗浄や片付けを行う。課題に関して必要に応じて授業時
間以外にも観察等を行い、実験ノート、レポートにまとめる。

【テキスト（教科書）】
植物医科学実験マニュアル (大誠社)
また、研究に必要な文献、実験マニュアル等の資料は教員の指導を
得ながらも自主的に収集・整理して活用する。

【参考書】
適宜、参考図書を紹介する。

【成績評価の方法と基準】
各回に課題を示し、レポート提出する。レポートにより実験課題の
目的や内容を理解しているかを判断（80％）し、実験態度などの平
常点（20％）を含めて総合して評価する。

【学生の意見等からの気づき】
課題を通じて原理などを理解させるようにする。
TAが丁寧に指導できる体制とする。

【学生が準備すべき機器他】
遺伝子診断実習では、実験ノートを使用し、これを提出、評価対象
とする。第１回の実習時に必ずB5の綴じたノート（ルーズリーフ不
可）を持参すること。遺伝子診断技術（６）ではデータベースを用
いた相同性検索を行うので、ノートPCを持参すること。一部の実
験では、実験結果を授業支援システムを通じて配布するので利用で
きるようにしておくこと。

【その他の重要事項】
樹木医補資格関係専門科目

【Outline (in English)】
Participants learn genetic diagnostic techniques, electron
microscopic observation techniques, serological diagnostic
techniques and related technologies necessary for identifica-
tion/diagnosis of plant pathogens, and acquire their practical
procedures.The standard study time for this class is 2
hours,including preparation and review.Study the relevant
sections of the textbook "Manual of Experiments in Clinical
Plant Science". Sterilize, clean, and put away all equipment.
Students are expected to make observations outside of class
time as necessary to complete the assignments, and to write up
their experimental notes and reports. Students are required to
submit a report on their work. The report will be used to judge
whether the student understands the purpose and content
of the experiment (80%), and the evaluation will be made
comprehensively including normal points such as experimental
attitude (20%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

植物細菌学

大島　研郎

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物を病気から守るためには、病原体が植物に感染するメカニズム
を分子レベルで明らかにすることが重要である。本講義では、微生
物の中でも特に細菌に焦点を当て、細菌が植物に感染するために進
化させてきた巧みな寄生戦略を理解することを目的とする。

【到達目標】
植物に病気を引き起こす細菌や、植物と共生する細菌について、形
態、分類、病徴、宿主範囲、検出診断法、防除法など、基本的な知
識を身につける。また、細菌が植物に感染するために用いる分子装
置や、植物が細菌から身を守るために進化させてきた免疫システム
を学習することで、細菌と植物が繰りひろげる攻防を分子レベルで
理解することを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
・対面授業とZoomを併用したハイフレックス形式で講義を行う（URL
など詳細については学習支援システム・植物細菌学のページを確認
してください）。
・各回の終わりに穴埋め問題などの課題を提示し、学習支援システ
ムを通して回答してもらう。
・授業の初めに前回の課題の答えを解説する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 講義全体のガイダンス、細菌とは

どのような生物か？
第2回 細菌の培養と代謝 細菌の培養法と、おもな代謝経路
第3回 細菌の分子生物学 細菌のDNA複製、転写・翻訳など

遺伝子発現の特徴
第4回 細菌の分類、系統 細菌の分類法、細菌の分子進化学
第5回 植物細菌１ 野菜を溶かす微生物：ペクトバク

テリウム属細菌
第6回 植物細菌２ タンパク質を注射して植物に感染

する微生物：シュードモナス属細
菌

第7回 植物細菌３ 道管を詰まらせて植物を病気にす
る微生物：ラルストニア属細菌

第8回 共生細菌 植物と共生して生きる微生物：リ
ゾビウム属細菌

第9回 難培養性の植物細菌
１

花を葉に変える微生物：ファイト
プラズマ属細菌

第10回 難培養性の植物細菌
２

昆虫によって媒介される微生物：
グリーニング病細菌

第11回 植物細菌の同定・診
断

植物細菌の同定法、免疫学的診断
法、遺伝子診断法

第12回 植物細菌病の予防技
術

植物を病気から守るためのさまざ
まな予防技術

第13回 植物の防御システム 植物免疫：植物はどうやって病気
から自らの身を守るのか？

第14回 細菌と植物の分子攻
防

植物と病原細菌のはてしなき軍拡
競争

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする。
・課題を解くことで授業内容を復習する。

【テキスト（教科書）】
毎回、資料を配布する。

【参考書】
植物医科学第2版（養賢堂）
植物医科学の世界（大誠社）
植物医科学実験マニュアル（大誠社）
植物病理学　第２版（文永堂出版）
植物たちの戦争病原体との5億年サバイバルレース（講談社ブルー
バックス）

【成績評価の方法と基準】
期末試験(50%)、課題(36%)、平常点(14%)により総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
講義資料を穴埋め式にするなど、効率的に学習できるように工夫し
ている。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an under-
standing of the bacteriology associated to plant pathogenic
bacteria. This course deals with the principles of culture
method, classification, pathogenicity, diagnosis, and pest
control. This course also enhances an understanding of the
plant-microbe interaction at molecular level. Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content. Final grade will be decided
based on short examinations after each class meeting (36%),
term-end examination (50%), and in-class contribution (14%).
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BOA300YD（境界農学 / Boundary agriculture 300）

環境昆虫学

安田　耕司

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
昆虫は、原生自然から農地、都市環境などさまざまな環境に生息している。こ
のように多様な環境で進化した昆虫がどのような形態的・生態的特徴をもち、
どのような生活を送っているかその概要を学ぶ。多様な環境で進化した昆虫
の形態や生態を知ることで、私たち人間の生活にとっても健全な環境や生態
系が不可欠であること、そして、昆虫もそのような環境を構成する重要な要
素であることを理解する。
【到達目標】
さまざまな環境に生息する昆虫の種類や目（もく）レベルのおおまかな分類
群を識別できるようになり、身近な昆虫にも親しみを持つようになる。また
昆虫の特徴的な行動や生活史を知ることで生態系の中の昆虫の位置づけを理
解し、人間にとって最も重要な環境について考える切っ掛けを得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
授業は要点をまとめた資料を配布した上でパワーポイントを使って進めます。
また数回の授業ごとに小テストを実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 自己紹介、授業計画、学生の昆虫に対す

るイメージの確認
第2回 昆虫の系統分類 昆虫の系統進化と各分類群の特徴につ

いて
第3回 身近な環境に生息する

昆虫
庭や街路樹、家屋内など身近な環境に
みられる昆虫や人間の生活に深く関わ
る昆虫について

第4回 農作物や果樹等の害虫 作物や野菜、果樹等の主要害虫の種類
と生態について

第5回 外来昆虫 海外から日本に侵入した昆虫や侵入が
警戒される昆虫の種類と生態について

第6回 昆虫の発育・生理 発育速度や休眠など、昆虫の基本的な
発育生理について

第7回 環境が昆虫の生態に及
ぼす影響

特に昆虫の多型現象や相変異について

第8回 昆虫にみられる擬態 昆虫にみられる様々な擬態とその進化
について

第9回 昆虫における遺伝と進化 昆虫にみられる進化や適応の遺伝的基
礎について

第10回 地球温暖化と昆虫 地球温暖化が昆虫の分布や生態に及ぼ
す影響について

第11回 昆虫による生態系サー
ビス

近年劣化が懸念されている生態系サー
ビス（花粉媒介）について

第12回 外来生物が生態系に及
ぼす影響

侵入昆虫をはじめとする外来生物が生
態系に及ぼす影響について

第13回 農業生態系に生息する
昆虫について

農業生態系の特徴とそこに適応した昆
虫の生態について

第14回 講義内容の補足と期末
試験

講義内容についての補足説明、および講
義内容の理解度を確認するための試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】庭や街路
樹、屋内など身近にいる昆虫に興味を持ち、それらの名前を図鑑やインター
ネット等を用いて調べる経験をもつ。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
１．応用昆虫学の基礎、後藤哲雄・上遠野冨士夫、農山漁村文化協会、2019
２．外来種ハンドブック、日本生態学会編、地人書館、2002
３．地球温暖化と昆虫、桐谷圭治・湯川淳一編、全国農村教育協会、2010
４．「ただの虫」を無視しない農業、桐谷圭治、築地書館、2004

【成績評価の方法と基準】
期末試験（60％）、小テスト（20％）、平常点（20％）
ただし今後、状況が変わった場合は変更の可能性があります。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容を基本的なところで誤解している例も見受けられたことから、簡単
そうな内容でも丁寧に説明するよう心がける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Insects inhabit a variety of environments, from native nature to
agricultural land and urban environments. Students learn what
kind of morphological and ecological traits insects have evolved in
diverse environments and how they live their lives there. By learning
about the characteristics of insects, students understand that healthy
environments and ecosystems are essential for insects and our human
lives, and also that insects are an important component of such an
environment.
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term examination(20%), term-end examination(60%), in class
contribution(20%).
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

植物感染生理学

鍵和田　聡

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物と病原体は様々な相互作用を行っており、病原体の感染戦略と植物の抵
抗性の攻防の結果として植物病害が引き起こされる。その発生メカニズムを
分子レベルで理解するとともに、植物の防御機構を利用した防除法について
も学ぶ。
【到達目標】
植物の抵抗性と植物を加害する病原体の感染生理を分子レベルから理解する。
これを通じて植物と病原体の攻防についての理解を深め、防除のための基礎
的な知識とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
授業計画に従って講義を行う。まず植物と微生物の関係について概説し、植物
の抵抗性について述べる。次いで種々の病原体の感染戦略とそれに対する植
物の防御応答について解説する。また、これを踏まえた上で防除戦略につい
てもいくつかの事例を紹介して考察する。内容について理解が進んでいるか
数回行う確認テストで振り返ること。課題等の提出・フィードバックは「学
習支援システム」を通じて、あるいは授業内にて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序論 植物感染生理学とは
第2回 植物と病原体 抵抗性と罹病性
第3回 植物の静的抵抗性 物理的、化学的抵抗性
第4回 植物の動的抵抗性（1） 抵抗性遺伝子、過敏感細胞死
第5回 植物の動的抵抗性（2） 抗菌性物質
第6回 菌類病の感染生理（1） 細胞壁分解酵素
第7回 菌類病の感染生理（2） 宿主特異的毒素
第8回 細菌病の感染生理（1） 侵入、認識、増殖
第9回 細菌病の感染生理（2） 発病因子、病原性遺伝子
第10回 ウイルス病の感染生理

（1）
侵入、複製

第11回 ウイルス病の感染生理
（2）

移行、ジーンサイレンシング

第12回 線虫病と害虫 適応、三者系、抵抗性
第13回 防除戦略（1） プラントアクチベーター、生物防除
第14回 防除戦略（2） 分子育種
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
毎回資料・ノートを復習し、深く理解したい点は適宜参考書を調べる。内容
について理解が進んでいるか数回行う確認テストを活用して振り返ること。
【テキスト（教科書）】
授業支援システムにて参考資料を配布する。
【参考書】
「分子レベルからみた植物の耐病性」島本ら、秀潤社
その他、適宜内容に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
確認テストを含む平常点（約20%）、期末試験（約80%）により総合的に評価。
【学生の意見等からの気づき】
基礎的な点から丁寧に説明する。
【その他の重要事項】
オフィスアワーは履修の手引きを参照。
【Outline (in English)】
Plants and their pathogens are interacting in various ways, causing
plant diseases as a result of battle between infection strategies of
pathogens and plant resistance. Students understand their mechanisms
at the molecular level and learn about the disease control method using
the defense mechanism of plants. By understanding the resistance of
plants and the infection physiology of pathogens at the molecular level,
students deepen the basic knowledge to prevent the plant diseases.
The standard study time for this class is four hours to understand the
course content. Your overall grade in the class will be decided based on
Term-end examination (80%) and in-class contribution (20%).
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PPE300YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 300）

植物生理病学

佐野　俊夫、亀和田　國彦

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
植物生理病（生理障害）の具体例とそれを引き起こす環境要因を学ぶ。そし
て、植物生理病の診断方法およびその対処方法に関する知識を習得する。
植物病には菌類などの伝染性病原体による病気のほかに、不適切な生育環境
（土壌、大気、水分、農薬など）を原因とする生理障害（生理病）がある。本講
義では、植物栄養学、肥料学の内容をベースに、過不足により生理障害の原
因となる土壌無機栄養素の性質と植物体内での利用について主に佐野が、こ
れらの障害を引き起こす環境要因（土壌汚染、水質汚染、大気汚染）について
主に亀和田が解説する。
【到達目標】
各肥料要素の過不足による植物生理障害症状およびそれらの生理障害症状を
引き起こす環境要因を理解する。また、各肥料要素が植物にどのように取り
込まれ、利用されるかを学ぶことで、肥料バランス感覚を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義形式の授業形態ですが、穴埋め式テキストを配布し、ヒントを出しなが
らみなさんに穴埋め部分を回答してもらっています。
また、授業終わりに課題を課し、その授業のポイントの復習に充てているの
で、課題回答を学習支援システム課題欄に提出してください。翌週の授業時
に課題の解説をします。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」や授業内でおこない
ます．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 生体を構成する元素 必須元素と必須微量元素
第2回 生体膜の性質 膜輸送タンパク質の構造と機能
第3回 土壌無機栄養素（１） 窒素の吸収と代謝
第4回 土壌無機栄養素（２） リンの吸収と代謝
第5回 土壌無機栄養素（３） カリウムの吸収と利用
第6回 土壌無機栄養素（４） カルシウムの吸収と利用
第7回 土壌無機栄養素（５） マグネシウムの吸収と利用
第8回 植物生理障害を引き起

こす環境要因（１）
土壌汚染と生理障害

第9回 植物生理障害を引き起
こす環境要因（２）

水質汚染と生理障害

第10回 植物生理障害を引き起
こす環境要因（３）

大気汚染と生理障害

第11回 土壌無機栄養素（６） イオウ、鉄の吸収と利用
第12回 土壌無機栄養素（７） 微量元素の欠乏・過剰と生理障害
第13回 土壌無機栄養素（８） ホウ素、ケイ素の利用とアクアポリン
第14回 土壌無機栄養素（９） アルミニウムと塩ストレス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業毎に行われる小テストの内容はその回の重要事項であり、小テスト問題
を中心に授業内容を復習することが望ましい。また、家の周りや通学途中で
見かける畑等の作物には本講義で紹介する生理障害が生じている可能性があ
り、休日や大学への行き帰り等に観察するとよい。
【テキスト（教科書）】
講義時に資料を配布する。定められた教科書は使用しない。
【参考書】
原色　野菜の要素欠乏・過剰症　渡邉和彦　農文協
植物生理学　第2版　三村徹郎　化学同人
【成績評価の方法と基準】
期末試験72%、毎回の講義時に課す課題28%、で評価する
【学生の意見等からの気づき】
穴埋め式のテキストを用いて授業中に学生に回答させること、毎回の課題解答
を翌週に講評することは授業内容の理解が深まる、と好評であったため、今
年度も継続する予定である。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料をPDFで配布するので、パソコンやスマホを持参して講義中に資料
を参照してください。また、穴埋め部分の解答を記載するために、配布資料
のコピーやノート等があると便利です。

【Outline (in English)】
In this lecture, we first learn environmental factors causing plant
physiological diseases (physiological disorders), and then, diagnostic
methods for these disorders.
Your study time will be more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end examination: 72 %、Assignments given during each class:
28%.
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植物医科学専門実験　Ｉ

津田　新哉、中山　喜一、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太
郎、齋藤　範彦
開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2年次までの実験・講義によって習得した技術や知識を総合利用し
て植物病虫害の実践的診断、治療技術を鍛錬し養成する。また、植
物ウイルスを含む植物病原微生物や植物に害を与える微小昆虫を材
料に、遺伝子組換え実験を含めたDNA操作技術の基礎を修得する。

【到達目標】
分子生物学的手法を含む植物病診断技術を理解するとともに、実際
の診断に応用する能力を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
「植物病虫害の診断」では、実際に発生している農作物・樹木類の病
虫害についてその被害症状を自ら観察し、病原微生物の分離・同定、
微小昆虫の同定・分類を行う。さらに、分離した微生物について接
種実験による病徴再現を行い、微小昆虫の同定には分子生物学的な
手法も用いる。「DNA基礎実験」では、植物病原微生物・微小昆虫
を実験材料に分子生物学の基礎的な実験技術について学習する。こ
れらの実験は平行して進行する。また、授業内に前回の課題演習に
ついて解説する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物病虫害の診断

（1）
ガイダンス

第2回 植物病虫害の診断
（2）

農作物・樹木類の病虫害を観察・
診断する

第3回 植物病虫害の診断
（3）

農作物の病虫害を診断し、病原微
生物、微小昆虫を分離し同定する

第4回 植物病虫害の診断
（4）

樹木類の病虫害を診断し、病原微
生物、微小昆虫を分離し同定する

第5回 植物病虫害の診断
（5）

分離・同定した病原微生物の接種
試験を行う

第6回 植物病虫害の診断
（6）

接種試験の結果を評価する

第7回 植物病虫害の診断
（7）

実験結果のまとめと考察を行う

第8回 DNA基礎実験法（1）罹病植物・植物病害微生物・微小
昆虫からの核酸抽出

第9回 DNA基礎実験法（2） PCR法・PCR産物の精製
第10回 DNA基礎実験法（3）制限酵素処理・ベクターへのク

ローニング
第11回 DNA基礎実験法（4）形質転換
第12回 DNA基礎実験法（5）プラスミド抽出
第13回 DNA基礎実験法（6）塩基配列の決定・系統樹の作成
第14回 DNA基礎実験法（7）実験まとめと考察

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、2時間を標準とする】
事前に植物医科学実験マニュアルの該当章を読み、実習作業イメー
ジを把握しておく。また、配布したテキストを学習しておく。継続
的な実験や経過観察、実験用植物の育成や管理、器具の洗いや片付
けなどは実験時間以外にも自主的に実施する。課題に関してレポー
トにまとめる。また、前年までに行った実験・実習の内容（特に植
物病の診断に関係する内容）を復習すること。

【テキスト（教科書）】
・植物医科学実験マニュアル（大誠社）
・実習の内容に応じて、適宜、参考資料を配布する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
診断実験・DNA基礎実験ともに実験ノートに目的・手法・結果・考
察を記録し、提出してもらう。ただし、微小昆虫に関する実験につ
いてはレポート提出とする。また、DNA基礎実験では課題演習を適
宜行い、実験課題の目的や内容を理解しているかをチェックする。
実験ノート・課題演習・レポートの提出物（88%）に加えて、平常
点や実験態度（12%）を含めて総合評価する。

【学生の意見等からの気づき】
手順の説明にビデオを活用する。実験手順への理解を深めるため、
操作の待ち時間の有効活用を図る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding and skills of the DNA cloning techniques
associated to plant pathogens. This course also deals with
the diagnosis of mite by both morphological analysis and
sequencing analysis. In addition, it also enhances the
development of diagnosis skill in plant diseases. Before/after
each experiment, students will be expected to spend two hours
to understand the course content. Students are required to
submit a notebook and a report on their work, which will be
used to judge whether the student understands the purpose
and content of the experiment (88%). Normal points such as
experimental attitude (12%) will be also considered for final
grade.
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植物医科学専門実験　ＩＩ

津田　新哉、中山　喜一、濱本　宏、鍵和田　聡、佐野　俊夫、大島　研郎、大井田　寛、平田　賢司、高橋　勤、池田　健太
郎、齋藤　範彦
開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
前半は「タンパク質基礎実験法」として、分子生物学の基礎的な実験技術の
うち、タンパク質を取り扱う基礎技術について習得する。後半は「植物医科
学演習」として、卒業研究に向け高度な解析機器の操作を含む実験技術を習
得することと、研究テーマに関係して調査、考察し、文章および口頭での発
表技術を訓練することを目的とする。
【到達目標】
植物病の研究に用いられるタンパク質解析法を理解し、その他機器解析法を
含めて、植物医科学にかかわる広範な技術を理解し身につけることを目標と
する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP3

【授業の進め方と方法】
前半の「タンパク質基礎実験法」ではタンパク質の抽出、電気泳動、ウエスタ
ンブロット法による目的タンパク質の検出などを行う。また、後半の「植物医
科学演習」では、植物医科学に利用される分子生物学的手法や画像取得・解析
技術などに関する最新機器の使用法について実践的演習を行う「機器実技演
習」と、研究室に分かれ研究テーマに関連する論文、資料について調べ、まと
めて発表し、総合的に討議する「ゼミ演習」を行う。フィードバックについて
は、前半では毎回提出させる課題を翌週解説を行うことで、後半では機器実
技担当教員やゼミ担当教員が授業内での質疑応答によって、行うこととする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 タンパク質基礎実験法

（1）
ガイダンス

第2回 タンパク質基礎実験法
（2）

サンプル調製・試薬作成

第3回 タンパク質基礎実験法
（3）

電気泳動・CBB染色

第4回 タンパク質基礎実験法
（4）

電気泳動・ウエスタンブロッティング
（転写）

第5回 タンパク質基礎実験法
（5）

ウエスタンブロッティング（検出）

第6回 タンパク質基礎実験法
（6）

タンパク質基礎実験法のまとめ

第7回 植物医科学演習（1） DNAシーケンサー、透過型電子顕微鏡
の運転操作

第8回 植物医科学演習（2） DNAシーケンサー、透過型電子顕微鏡
の結果解析

第9回 植物医科学演習（3） 遺伝子導入装置、共焦点レーザー顕微
鏡、リアルタイムPCRの運転操作

第10回 植物医科学演習（4） 遺伝子導入装置、共焦点レーザー顕微
鏡、リアルタイムPCRの結果解析

第11回 植物医科学演習（5） 植物医科学に関連する論文、資料につ
いて調べる（１）

第12回 植物医科学演習（6） 調べた論文、資料について報告・発表す
る（１）

第13回 植物医科学演習（7） 植物医科学に関連する論文、資料につ
いて調べる（２）

第14回 植物医科学演習（8）・総
合まとめ

調べた論文、資料について報告・発表す
る（２）・総合まとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、2時間を標準とする】配布した
テキストを学習しておく。継続的な実験や経過観察、実験用植物の育成や管
理、器具の洗いや片付けなどは実験時間以外にも自主的に実施する。課題に
関してレポートにまとめる。
【テキスト（教科書）】
実験テーマごとに資料を配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
実験レポート評価および演習評価：70%、平常点：30%、を基本とし、総合
的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
手順の説明にビデオを活用する。操作の待ち時間に実験の理解を深めるため
の課題を与えるなど、実験の本質への理解を深めるために時間の有効活用を
図る。
【学生が準備すべき機器他】
機器実習の回は機器使用の待ち時間が生じるため、待ち時間中にレポート作
成ができるよう、各自、パソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
国や地方の試験場等で植物保護の実務に取り組んだ教員、あるいは民間企業
で研究開発の実務を経験する教員が、実験の具体的な操作のサポートや実験
事故防止に努める。
【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】
Students will obtain the basic skills of the protein handling, such as pro-
tein quantification, SDS-PAGE and Western blotting/Immunodetection.
In the latter half, students are also to be trained to use the department
instruments relating to clinical plant science.
【Learning activities outside of classroom】
Read the text of the course / experiment before and after the each
experiment.
【Grading Criteria /Policy】
Final evaluation will be decided basically according to the reports (70%)
and in-class contribution (30%).
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PPE100YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 100）

植物管理技術論

安達　俊輔、桂　圭佑

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類の長い歴史の中で選び抜かれてきた作物は、我々が生きていくために必
要な食料や工業原料を提供しています。本授業では、そのような各種作物の
基本的な特徴や栽培手法を平易に解説します。学生のみなさんには、普段何
気なく利用している作物を正しく理解し、農業という基幹産業に対する想像
力を関心を持っていただくことを期待します。
【到達目標】
食用、飼料、工業目的で栽培される各種作物の起源、特徴、栽培技術、利用や
関連する課題について学び、自ら説明できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義形式により授業を進める。質問があれば毎回の授業後に所定のりリアク
ションペーパーに書き込む。成績評価は、すべて学期末テストにより行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスおよび総論 授業構成の説明および作物の種類、作

物の栽培化
2 イネ (1) イネの起源、世界の生産状況、栽培方法
3 イネ (2) イネの発達段階と形態
4 イネ (3) イネ栽培をめぐる日本における課題
5 コムギ コムギの種類、生理、形態と栽培
6 オオムギ、その他ムギ オオムギやその他ムギの種類、生理、形

態と栽培
7 トウモロコシ　その他

雑穀
トウモロコシやその他雑穀の種類、生
理、形態と栽培

8 豆類 ダイズ、ラッカセイ、その他マメの生
理、形態と栽培

9 イモ類 ジャガイモ、サツマイモ、サトイモの生
理、形態と栽培

10 工芸作物 (1) 油料作物、糖料作物の種類、生理、形態
と栽培

11 工芸作物 (2) 嗜好料作物、繊維料作物の種類、生理、
形態と栽培

12 飼料作物 青刈飼料作物と牧草の種類、調製の方法
13 世界の作物 世界の過酷な環境で栽培される作物を

紹介
14 授業のまとめならびに

試験
筆記試験を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業と関
連する知識の習得に努めること。
【テキスト（教科書）】
講義ごとに資料を配布する。
【参考書】
農学基礎シリーズ　作物学の基礎 I食用作物,農文協
農学基礎シリーズ　作物学の基礎 II資源作物、飼料作物,農文協
【成績評価の方法と基準】
学期末テスト100％として評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業ごとにコメント・質問をオンラインで受け付ける。
【Outline (in English)】
Crops, which have been selected over the long history of mankind,
provide food and industrial raw materials to us. In this lecture, the
basic characteristics and cultivation methods of various such crops will
be explained. We hope that students will gain a deeper understanding
of the crops, and develop an imaginative interest in agriculture.
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AGC100YD（農芸化学 / Agricultural chemistry 100）

植物栄養学

亀和田　國彦

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類を含めて動物は，エネルギーの獲得およびその他の栄養素の多くを食料
として植物に依存しています．植物が必要とする栄養素｢植物栄養｣は，植物
の健全な生育を確保するため，最も基本的な環境要因です．
植物の必須元素として17元素が知られ，炭素，水素および酸素以外の14元素
は根を介して土壌から吸収されます．本科目では，それら元素の植物体内で
の機能や根による吸収過程について学びます．その上で，植物栄養面から植
物生育を評価し，またはコントロールするため，植物生育と植物栄養との関
わりと管理手法を学びます．
【到達目標】
植物が生育するために必要な17種の必須元素の機能を光合成や体内代謝の植
物生理的現象と関連づけて学び，理解します．また，植物根による養水分吸
収機作と各種養分の土壌中での動態を学び，植物生育のコントロールのため
の，養水分管理の考え方や方法を理解します．
栄養成分の欠乏や過剰による植物生育の障害は植物病と同程度に重要です．そ
れら障害の発生を土壌中での各養分の挙動に関連づけて理解し，植物医科学
分野に必要な知識を習得します．
さらに，植物を中心とした地域生態系での物質循環を学び，植物の生育と環
境保全の両面を維持するための地力保全のあり方を考えます．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
パワーポイントと板書による基本的な講義．
対面授業とオンデマンド授業を組み合わせる．
学習支援システムにより，資料を提供する．
対面授業ではリアクションペーパー，オンデマンドでは授業レポートの提出
を求める．
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 植物と植物栄養 植物栄養学の発展

植物の構造の概観
無機栄養概観

第2回 植物による水の吸収 植物根の構造
根による水分吸収と体内での輸送
水と植物細胞
植物の水収支
土壌-植物-大気連続体

第3回 植物による養分吸収と
物質輸送

根と土壌
根圏
受動的および能動的輸送
養分の膜を介したイオン輸送
篩部転流
ソースからシンクへの輸送様式
光合成産物の分配

第4回 窒素とイオウ 土壌および環境中の窒素
窒素の生理機能
硝酸とアンモニウムイオンの同化
タンパク質の分解と合成
共生窒素固定
硫酸イオンの吸収と同化
イオウの生理機能
窒素の過剰と欠乏
イオウの過剰と欠乏

第5回 リン 土壌中のリン
リンの吸収と輸送
リンの同化と生理機能
体内代謝と移行
ミコリザ
リンの過剰と欠乏

第6回 カリウムとナトリウム カリウムの吸収と生理機能
カリウムの過剰と欠乏
ナトリウムの吸収と生理機能

第7回 カルシウムとマグネシ
ウム

カルシウムの吸収と生理機能
カルシウムの過剰と欠乏
マグネシウムの吸収と生理機能
マグネシウムの過剰と欠乏

第8回 微量元素1 鉄の吸収と移行
鉄の生理機能
ホウ素の吸収と移行
ホウ素の生理機能
マンガン
モリブデン

第9回 微量元素2 ニッケル
亜鉛
銅および塩素の吸収と生理的機能
微量元素の過剰と欠乏

第10回 有用元素 ケイ素の吸収と移行
ケイ素の生理機能
ケイ素集積
酸性土壌とアルミニウム毒性
植物のアルミニウム耐性

第11回 土壌溶液と養液栽培 土壌溶液イオン組成
溶液栽培のイオン組成
栄養診断
土壌診断

第12回 肥料 化学肥料の種類と性質
有機質肥料
肥料取締法

第13回 施肥 植物による養分吸収速度
施肥法

第14回 物質循環と環境 地域環境
農業環境
地球環境における植物栄養を中心とした
物質循環 (炭素，窒素，リン，カリウム)
塩類集積や重金属汚染に対する植物の
反応

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】講義ノー
トや参考書をもとに，講義内容を復習.

【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
植物栄養学　第2版　間藤・馬・藤原編，文永堂出版，2011
新植物栄養・肥料学　米山・長谷川・関本・牧野・間藤・河合著，朝倉書店，
2012
植物生理学・発生学　リンカーン・テイツ，エドゥアルド・ザイガー,イアン.M・
モーラー,ガス・マーフィー編集，講談社，2017

【成績評価の方法と基準】
期末試験50%，リアクションペーパーおよび授業レポートによる平常点50％
による総合評価とする．
【学生の意見等からの気づき】
毎回提出の小レポートで質問や提案を受け，できる限り次回の授業までに回
答し，次の授業に反映する．
【その他の重要事項】
秋学期開講の土壌科学を併せて受講するとより，理解が深まる
【Outline (in English)】
[Course outline]
Animals and humans depend on plants for energy and many other
nutrients. The "plant food" required by plants is the most basic
environmental factor for healthy plant growth.
There are 17 known essential elements of plant nutrition, and 14
elements other than carbon, hydrogen and oxygen are taken up from
the soil by the roots.
through the roots.
You will understand the functions of the 17 essential elements required
for plant growth in relation to plant physiological phenomena such
as photosynthesis and metabolism in the body. You will learn the
mechanism of nutrient uptake by plant roots and the dynamics of
nutrients in the soil, and understand the concept and method of nutrient
water management to control plant growth.
[Learning objectives]
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Plant growth disorders due to nutrient deficiencies or excesses are
as important as plant diseases. Understand the occurrence of these
disorders in relation to the behaviour of each nutrient in the soil and
acquire the knowledge necessary for the field of botanical science.
You will also study the nutrient cycle in the regional ecosystem with
plants at its centre, and consider the ideal way to manage the soil to
maintain both plant growth and the environment.
[Out of class learning activities]
Review the lecture content using the lecture notes and reference books.
4 hours is the standard for out-of-class learning such as preparation and
review of this course.
[Grading criteria/policy]
Grading will be by a comprehensive method based on 60% of the final
examination and 40% of the normal score including the reaction paper
submitted each time..
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PRI100YD（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

生物学実験統計分析演習

松下　秀介

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
実証研究を遂行する上で最低限必要となる統計学的な考え方、デー
タの集め方、処理方法等について，理論と実証の両面から講述する．

【到達目標】
統計学の基礎知識（研究を遂行する上での統計学的な考え方，デー
タの集め方，処理方法等）を習得し，その知識をデータ解析環境Ｒ
を用いた実証分析に応用できるようにする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
講義と貸与ノートPCを用いた演習を組み合わせた授業形式とする．
毎回の授業の最後に当日の授業についての小テストを実施し，毎回
の理解度を確認する．つまり，理解度を勘案しながら授業を進める
予定のため，必ずしもシラバス通りに進まないことがあることに留
意してほしい．
講義は，基本的にリアルタイムでのオンライン開講とする．一部，対
面でも講義も予定している．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

：統計学とは
授業内容を紹介し，成績評価の方
法等を説明する

2 度数分布 データの分類と標本の抽出につい
て

3 分布の特性を表す代
表値

異常値の存在とその取り扱いにつ
いて

4 確率の考え方 理論的確率と統計的確率
5 確率分布と期待値 確率密度関数の定義
6 主要な確率分布 (1) 重要概念の紹介：二項分布とポア

ソン分布他
7 主要な確率分布 (2) 重要概念の紹介：正規分布の考え

方と標準化の概念
8 確率分布に関する諸

概念の復習
前半の講義を振り返り，重要ポイ
ントを再論する

9 標本分布 (1) 標本平均と大数の法則
10 標本分布 (2) 正規分布とｔ分布
11 統計的推定 標本標準偏差の理解とその応用
12 統計的検定 (1) 仮説検定の基本的な考え方
13 統計的検定 (2) ２種類の過誤
14 回帰分析の基礎 最小二乗法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業の内容については，学習支援システム上で公開します．毎回の
講義の前に，その内容を確認しておくことが望ましい．

【テキスト（教科書）】
随時，資料を配布する
教科書が必要な学生には，栗原伸一『入門統計学（第２版）－検定か
ら多変量解析・実験計画法・ベイズ統計学まで－』オーム社：2021
年刊を勧める

【参考書】
山田剛史・杉澤武俊・村井潤一郎『Ｒによるやさしい統計学』オー
ム社：2008年刊（統計学の入門書としても最適）

Andrew P.他著・富永大介訳『Ｒをはじめよう生命科学のための
RStudio入門』羊土社：2019年刊（少し高度なＲの入門書）

【成績評価の方法と基準】
各回のレポート（20％）と期末試験の成績（80％）により評価する．
ただし，出席率６割以上の学生を評価の対象とする．

【学生の意見等からの気づき】
学生からの要望により，毎時間の最後に課している小レポートにつ
いて，翌週の講義冒頭にそれらの解説を行っている．具体的には，一
部の学生の提出内容を紹介し，正答・誤答の判定とその理由を紹介
するなどの時間を設けている．学生からは，毎回（前回）の講義内
容の理解の深化に役立っているという感想を得ている．

【学生が準備すべき機器他】
主に後半の講義において，教員の指示により，貸与ノートPCの持参
を求める

【その他の重要事項】
進捗の程度によって，EBPM（Evidence Based Policy Making）の
考え方，因果推論の分析手法についても，紹介する．

【Outline (in English)】
★Course outline
The fundamental theory of statistics for Bioscience and related
fields will be introduced. Lectures, practices and exercises with
"The R Statistical Computing Environment" on laptop PC are
adopted and used as a part of the education approaches in this
class.
★Learning Objectives
At the end of this course, students should be expected to do by
themselves the followings:
1. To understand the theory of a statistical test that is used to
find out if there is a real difference between the averages of two
different groups.
2. To apply this test by using R Statistical Computing
Environment
★Learning activities outside of classroom
During the period before next class, students will be expected
to work the challenges the lecturer ask them to do at the end
of each class
★Grading Criteria /Policy
Students are required to attend the class more than 60% of
all classes and their grade can be evaluated based on the
following:
Term-end examination: 80%, Short reports : 20%,
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

ホーティカルチャー論

津田　新哉、紺野　祥平、鈴木　栄、彦坂　晶子

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
園芸作物である果樹、野菜、花きは、人々に健康や豊かな生活をもたらすも
のとして、古くから栽培・利用されてきた。これら園芸作物の生産と消費に
とって重要な局面、特に育種・栽培・流通に関する研究と技術開発を行うのが
ホーティカルチャーサイエンス（園芸学）である。本授業では、園芸作物に
特徴的な成長と発育の仕組みと、それに基づく栽培管理技術、さらに、収穫
物の品質に関係する重要形質とその制御技術について、基礎的な知識を学ぶ。
【到達目標】
果樹、野菜、花きは、幅広い種から構成されており、品目ごとに様々な成長と
発育の特性を持つ。そのため、栽培体系、育種技術も非常に多岐にわたって
いる。しかし、その背景には共通のいくつかの要素があり、それらの組み合
わせで技術体系が成り立っていることを理解できるように努める。この理解
により、園芸作物が示す多種多様な現象に対して応用できる基礎的な知識と
考え方の習得を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
本授業は、パワーポイントによるスライド映写と配布資料等を用いて、講義
を行う。また、適度にグループディスカッション等も交え知識の醸成を図る。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ホーティカルチャーの

定義と野菜の分類
ホーティカルチャーおよび農業に関す
る基本的な定義と、利用部位による野
菜の分類、成長ステージ別の特徴など
を解説する。

2 品種開発から流通まで
のプロセスと要素技術

野菜の品種開発から流通に関する現状
と、各要素技術などを解説する。

3 野菜生産１（施設栽培お
よび養液栽培）

野菜の生産方法に関して、露地と施設
の比較から、それらの目的と環境制御
の特徴を解説する。

4 野菜生産２（植物工場） 究極の施設園芸である植物工場の特徴
を解説し、野菜生産の現状と最新の研
究開発のトピックを紹介する。

5 果樹栽培と生理特性1 果樹の種類や主産地などについて触れ
た後、果樹の休眠、開花、結実の生理特
性と栽培管理について解説する。

6 果樹栽培と生理特性2 果実の肥大や成熟の生理特性とそれら
に対する光合成の影響、および果実の
収穫指標について解説する。

7 果樹生産と温暖化 地球温暖化の概要について触れた後、
温暖化の果樹への影響と対策について
解説する。

8 果樹の育種 果樹における各樹種の原産地や育種の
歴史について触れると共に、育種方法
や繁殖方法について解説する。

9 花き園芸学序論 花きにはどのような種類があり、どの
ような歴史を経て発展してきたかにつ
いて解説する。

10 花きの生育と開花 花き類に特徴的な成長と発育の仕組み
と、それに基づく，実際の品目の栽培体
系について解説する。

11 花きの品質と観賞性1 花きの品質を構成する3大要素である
形、色、香りがどのような仕組みで発現
し、観賞性にどのように貢献するのか
について解説する。

12 花きの品質と観賞性2 前回の授業に引き続き、花きの品質の
基礎について各品目ごとに解説する。

13 花きの品質と観賞性3 前回の授業に引き続き、花きの品質の
基礎に加え，花き生産の将来について
も解説する。

14 まとめ これまでの授業内容の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】授業内容
を適宜復習するとともに、興味を惹かれる内容に関しては、関連する文献を
調べるなど積極的に理解を深める。もしも状況が許せば、果樹、野菜、花き
のうち、どれかひとつでもよいので自分で栽培してみる。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する。教科書は使用しない。
【参考書】
作物の生育と環境（西尾道徳著）農山漁村文化協会
施設園芸学植物環境工学入門（後藤英司／編）朝倉書店
農学基礎シリーズ　果樹園芸学の基礎 (伴野 潔, 山田 寿, 平 智編著), 農文協,
2013
農学基礎シリーズ　野菜園芸学の基礎　（篠原温編著），　農文協，2014
農学基礎シリーズ　花卉園芸学の基礎　（腰岡政二編著），　農文協，2014
このほか、より深く知りたい内容がある場合には、文献を紹介するので、お
問い合わせください。
【成績評価の方法と基準】
定期テスト（各分野30点、計90点）と平常点10点の合計により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本授業で扱う園芸植物は、果樹、野菜、花きの非常に広い範囲にわたります
が、限られた授業時間の中で、これらの植物の生産の基礎が理解できるよう
に努めたいと思います。
【その他の重要事項】
「授業計画」の開講順は変動することがある
【Outline (in English)】
Horticultural crops, i.e. fruit trees, vegetables and flowers, have
been cultivated and used for a long time as they bring healthy
and rich lives to people. Horticultural science is the research and
technology development concerning important aspects of production
and consumption of horticultural crops, especially breeding, cultivation,
and distribution. The aim of this course is to help students acquire
fundamental understandings about the mechanism of growth and
development of horticultural crops, cultivation management technology,
and control of important traits related to harvest quality. The standard
preparation and study time for this class is 4 hours each. In addition to
reviewing the contents of the class as necessary, students are expected
to actively research related literature to deepen their understanding of
the content of interest. If the situation permits, try to grow one of the
fruit trees, vegetables, or flowering plants by yourself. Evaluation will
be based on a total of 10 points for attendance and a regular test (30
points for each field, 90 points in total).
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BOA200YD（境界農学 / Boundary agriculture 200）

植物医科インフォマティクス演習

大島　研郎

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
・植物医科学の分野でも、ゲノムや遺伝子組換えなどの知識・技術が
必要である。また実験データを分析する機会も多いため、インフォマ
ティクス（データサイエンス）を身に着けておくことが重要である。
・本授業では植物や微生物を題材にして、DNAの切り貼り、遺伝子
組換えの方法などを学び、2年生の応用実験や3年生の専門実験で役
立つスキルを身に着けることを目的とする。

【到達目標】
DNAシークエンスや遺伝子組換えの手法を理解するとともに、表計
算ソフトや画像解析の基礎を学ぶ。また、ゲノムデータベースを閲
覧する方法や遺伝子の塩基配列を取得する方法など、ゲノム情報を
活用するためのスキルを身につける。さらに、DNAの切り貼りや系
統樹の作成法などを演習形式で学習することで、実験・実習や卒業
研究で役立つ技術の習得を目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
・対面授業とZoomを併用した「ハイフレックス形式」で講義を行う。
・講義資料の解説と、パソコンを使った演習によって授業を進める。
・各回の終わりに課題を提示し、学習支援システムを通して解答し
てもらう。
・授業内に前回の課題について解説する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業全体のガイダンス
第2回 植物病のデータを解

析しよう
Excelを使って、実験データを解
析する手法を学ぶ

第3回 実験データを比較解
析しよう

Excelを使って有意差を検定する

第4回 植物病の画像データ
を解析しよう

画像解析ソフトを使って植物の病
徴を解析する

第5回 ゲノムデータを見て
みよう

植物やヒトのゲノムデータベース
を閲覧する

第6回 DNAの配列を読んで
みよう

塩基配列を決定する「DNAシーク
エンス」の手法を学ぶ

第7回 遺伝子の機能を予測
しよう

相同性検索を使って遺伝子の機能
を調べる

第8回 ゲノムを解読するに
は？

ゲノムDNAの中から遺伝子を探
す方法を学ぶ

第9回 生物の進化を解析し
よう

系統樹の描いて、生物の進化を解
析する

第10回 遺伝子組換え技術を
学ぼう

PCRや制限酵素の使い方など、遺
伝子組換えの手法を学ぶ

第11回 DNAを切り貼りする
方法を学ぼう

DNAを切り貼りする方法など、遺
伝子組換え技術の基礎を学ぶ

第12回 遺伝子組換え植物に
ついて学ぼう

どうやって遺伝子組換え植物を作
るのか？

第13回 ゲノムを解析して生
命を理解しよう

生物の生存戦略を最先端の手法に
よって解析する

第14回 総括 講義内容の復習・確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする。

・授業内で提示された課題を解き、学習支援システムを使って解答
を提出する。

【テキスト（教科書）】
毎回、資料を配布する。

【参考書】
植物医科学第2版（養賢堂）
植物医科学実験マニュアル（大誠社）
植物たちの戦争病原体との5億年サバイバルレース（講談社ブルー
バックス）

【成績評価の方法と基準】
期末試験(50%)、各回の課題(36%)、平常点(14%)により総合的に評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
パソコンを活用した演習を取り入れるとともに、講義資料を穴埋め
式にするなど、効率的に学習できるように工夫している。

【学生が準備すべき機器他】
必要なソフトウェアについては、初回の授業内で説明する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the bioinformatics associated to plants and
plant pathogenic bacteria. This course deals with the
principles of statistics, DNA sequencing, and DNA cloning.
This course also enhances the development of students’ skill
in dealing with genomic data. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Final grade will be decided based on short
reports after each class meeting (36%), a term-end examination
(50%), and in-class contribution (14%).
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PPE200YD（生産環境農学 / Plant production and environmental agriculture 200）

実践植物遺伝学

坂井　真、黒羽　剛

開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：成績優秀者の他学部科目履修制度で履修する学
生：教員の受講許可が必要 (オンライン授業の場合は、学習支援システムで許可を得るようにする)

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
農業生産の生産性を高め、安定化させるための基盤、あるいは食生
活に豊かさをもたらす存在として各種作物の優良な品種は欠かせま
せん。本授業では、農業技術を支える品種を改良する手法としての
育種学（１～７回）や分子遺伝学（８～１４回）の基礎的な知識と
方法を学びます。

【到達目標】
水稲、麦類等の農作物の品種改良の基礎となる理論、手法とその発
達史について知る。
これにより育成された品種の農業への貢献を知る。
また、分子生物学的知見を活用した新しい育種法について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
DP2

【授業の進め方と方法】
対面授業またはオンライン授業を予定しており、授業では主に資料
を配布または画面共有してそれに基づいて進める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 育種とは 育種の歴史、農作物の品種改良の

意義、古典的な遺伝学、遺伝子型
と表現型について学習する。

第2回 遺伝資源 遺伝資源の重要性と農作物の栽培
化、組織的な品種改良を行う以前
の作物の歴史について学習する。

第3回 育種組織と育種目標 公的機関の組織的な品種改良の歴
史と現況および実施されてきた品
種改良について学習する。特に農
作物に求められる収量性、耐病性、
ストレス耐性、品質成分の改良に
ついて学習する。

第4回 育種操作 育種機関で実施されてきた人工交
配、組織培養、突然変異、遺伝子
組換え等の遺伝変異作出方法につ
いて学習する。

第5回 圃場での選抜手法 生産力検定試験、特性検定試験、
地域適応性試験、現地試験につい
て、生産現場での選抜や試験の意
味や必要性について学習する。

第6回 室内での選抜手法 遺伝子 (DNA)の変異を検出する
マーカー、種子成分の分析、品質分
析、加工試験、食味試験について
の意味や必要性について学習する。

第7回 品種登録と品種の普
及

品種登録の意義や制度、種苗の増
殖、生産者や加工業者への普及、
流通制度、消費者に届くまでにつ
いて学習する。

第8回 ＤＮＡ、遺伝子、染
色体、ゲノムの構造

育種・遺伝の基礎となる遺伝子や
ゲノムの概念と構造について学習
する。

第9回 作物の遺伝子解析手
法

ＤＮＡシーケンシング、ハイブリ
ダイゼーション、ＰＣＲなど、分
子生物学的解析法の歴史と原理に
ついて学習する。

第10回 ＤＮＡマーカー 連鎖解析に用いるＤＮＡマーカー
の歴史と原理、応用例について学
習する。

第11回 遺伝子の機能解析 「突然変異型の遺伝解析から原因遺
伝子を同定する手法（フォワード
ジェネティクス）」と「対象遺伝子
の変異体を探索・作成し、その機
能を同定する手法（リバースジェ
ネティクス）」について学習する。
また、研究対象となる遺伝子の機
能解析手法についても紹介する。

第12回 遺伝子組換え作物お
よびゲノム編集技術

遺伝子組換え作物の作成手法につ
いて学習する。また、より新しい
アプローチとして注目されている
ゲノム編集技術について学習する。

第13回 ゲノム解析の新技術 マイクロアレイや次世代シーケン
サーを用いた新しいゲノム解析技
術について学習する。

第14回 ゲノム研究における
新知見

サイレンシング、クロマチン修飾
等のエピジェネティクス、ＲＮＡ
やタンパク質の安定性制御など、
ゲノム科学における新知見につい
て学習する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
授業と関連する知識の習得に努める。

【テキスト（教科書）】
講義ごとに資料を配布する。

【参考書】
特に指定しない。

【成績評価の方法と基準】
平常点（５０％）と期末試験（５０％）により総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
引き続き、授業支援システムも活用しつつ、学生の理解を促進したい。
また、ポイントを把握できるように、専門用語をていねいに解説す
るとともに、板書の明確さやマイク音量、平易な言葉遣い等にも配
慮する。

【その他の重要事項】
小テストを行い、重要なポイントの確認に役立てる。また講義内容
に関する質問・感想・要望を随時受け付ける。

【Outline (in English)】
Excellent varieties of crops are essential for increasing and
stabilizing agricultural production and for providing food
diversity.In this class, we aim to study basic knowledge and
methods in breeding (#1 - #7)and molecular genetics(#8 - #14)
for crop improvement. Students will be expected to study the
relevant knowledge of this class. Grading will be decided based
on term-end examination (50%) and short reports (50%).
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PHY200XG（物理学 / Physics 200）

解析力学

田中　幹人

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
解析力学とは、ニュートンの運動の法則を最小作用の原理とよばれる方式で
定式化した学問体系である。最小作用の原理は、力学のみならず広汎な物理
法則を記述できる普遍的な定式化である。本講義では、解析力学を使って難
しい問題がたくさん解けるようになることを主目的にはしない。解析力学と
はどのような学問であるかを概念的に理解し、これまでに学んだニュートン
力学の新しい定式化によって、自然の見方に新しい観点が出てくることを実
感し、自然に対する興味がより深まるようになることを目的とする。
【到達目標】
・自然現象の体系的な理解の中で、解析力学とはどのような学問であるかその
概念を自分なりに理解する。
・日常目にする基本的な運動をニュートン力学と解析力学のアプローチで記述
でき、両者の違いはどこにあるのかを理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義内容は事前にYouTubeでオンデマンド配信する。授業時間中はフィード
バックと演習を中心とし、グループワークおよび小テストを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的と進め方、学習内容、評価方

法、心構えなど。
2 古典力学の復習 常微分と偏微分、運動方程式、自由落下

運動、放物線運動、バネの運動。
3 座標と速度および加速

度 (1)
デカルト座標、極座標、三次元極座標。

4 座標と速度および加速
度 (2)

一般化座標、一般化運動量、正準共役変
数、一般化された力。

5 中テスト1 古典力学の復習、座標と速度および加
速度に関する中テスト

6 ラグランジュ方程式と
最小作用の原理 (1)

一般化座標によるラグランジュ方程式。

7 ラグランジュ方程式と
最小作用の原理 (2)

変分原理とオイラー方程式。

8 ラグランジュ方程式と
最小作用の原理 (3)

変分原理の応用例。

9 中テスト2 ラグランジュ方程式と最小作用の原理
に関する中テスト

10 ハミルトンの正準方程
式 (1)

ハミルトニアンとは。

11 ハミルトンの正準方程
式 (2)

ラグランジュ形式とハミルトン形式、
ポアソン括弧。

12 ルジャンドル変換と正
準変換

正準変換と母関数。

13 中テスト3 ハミルトンの正準方程式、ルジャンド
ル変換と正準変換に関する中テスト

14 まとめ これまでの中テストの復習を通じて、
授業内で扱った解析力学の総まとめを
行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は、各4時間を標準とする。授業内では演習問題の出
題と解説の時間を設け、その前提となる理論についてはYouTubeで配信する。
したがって、各自自主的にオンデマンドで予習を行ってから授業に参加する
ことが必須である。
【テキスト（教科書）】
・久保謙一 (著)、「解析力学」、裳華房、2001年
【参考書】
・ランダウ・リフシッツ (著)、「力学」、東京図書、1974年
【成績評価の方法と基準】
期末テスト（100%）
小・中テスト（救済措置）
【学生の意見等からの気づき】
学生が効果的にグループワークを進められるように、教員やTAからのグルー
プへの介入を意識的に行う。

【その他の重要事項】
国立大学で天文学の基礎研究に携わってきた教員が、当該分野の基礎概念に
ついて講義する。
【Outline (in English)】
This course introduces the basis of analytical dynamics based on group
works through the semester. The goal of this course is to understand
difference between Newtonian mechanics and analytical mechanics.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content. Final grade will be calculated
according to the following process term-end examination (100%).
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MAT200XG（数学 / Mathematics 200）

計測単位と標準

小宮山　裕

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学・技術の基本というだけでなく、社会・生活にも必要かつ根源的な「量」
について、扱いとその基本を習得する。そして、それを支えるための単位と
標準の定義とその変遷を学ぶ。さらに、単位と標準にまつわる最先端の科学・
技術についても概観し、応用として身近な世界と宇宙をどのようにして正し
く計測・理解するかについて学ぶ。
【到達目標】
計測・測定の意義、意味そして原則を習得し認識すること、そして常にこの
原則を科学的行為の規範とできるようにする。複雑な数式を用いることはな
いが、基本的な「算数」が自由に扱え、評価ができるようになることも目標の
一つである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を中心として授業を進める。簡単な問題・計算(本来は暗算程度)を織り交
ぜ、数値の意味とその評価を自ら考える機会を設ける。また、授業内で計測
や数値の取り扱いについての基本的なテストを行い、理解を深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 測るとは 計測の意味と意義
2 計測と単位 (1) 数値、数量
3 計測と単位 (2) 測定値、誤差と有効数字
4 計測と単位 (3) 測定の概念と不確からしさ
5 単位系と標準 (1) 質量、重さ
6 単位系と標準 (2) 長さ
7 単位系と標準 (3) 時間
8 単位系と標準 (4) 温度
9 単位系と標準 (5) 光度・電流
10 量子標準 (1) 時間標準
11 量子標準 (2) 標準研究の最前線
12 身近な世界の計測 地図、測量、位置測定
13 宇宙の計測 距離測定、標準光源
14 まとめ 復習と要点の整理
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
前回の復習をしてから授業に臨むことが重要である。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
適宜、授業中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
成績評価の配分は以下のとおりである。
　期末レポート　　　　　　50%
　平常点と授業内小テスト　50%

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【Outline (in English)】
"Quantity" is the basics of science and technology and also daily lives.
This course introduces units and standards which support "quantities",
and deals with the state-of-the-art science and technology of standards,
as well as measuements on our surroundings and universe. The goals
of this course are to understand the meaning and basic principle of
counting and measurement, and recognize this principle to be the
backbone of scientific behavior. Students will be expected to review the
previous lecture before each class meeting. Grading will be decided
based on term-end report (50%) and in-class contribution (including
in-class tests: 50%).
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COT200XG（計算基盤 / Computing technologies 200）

創生科学基礎演習 III

金沢　誠

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
プログラミング言語Haskellを通して，関数プログラミングの考え
方と，プログラミング全般に関する次のような基礎的事項を学ぶ。
・再帰的な関数の定義
・帰納的なデータ型の定義
・抽象的データ型
・アルゴリズムの効率

【到達目標】
・Haskellを使っていろいろな問題を解くプログラムを書くことがで
きる。
・QuickCheckを用いてプログラムの自動テストを行うことができる。
・高階関数などのプログラムの抽象化の手法を使うことができる。
・プログラムの効率の良さを比較することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行う。演習では，学生に対して個別に指
導する。課題の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通
じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 集合，型，簡単な計算 集合に関するおさらい，Haskell

における型，数式，関数の定義
2 ヴェン図と論理結合

子，リストと内包表
記

論理結合子，真理表の計算，リス
ト，リストに対する関数，文字列，
タプル，リスト内表表記，列挙式

3 素性と述語，プログ
ラムのテスト

対象領域の表現，複雑な性質の表
現，テストによるバグの検出，性
質に基づくテスト，QuickCheck
を用いた自動テスト

4 リストと再帰 再帰的な関数の定義，リストの整
列，再帰とリスト内表表記の対比

5 さらに再帰について 再帰的定義の停止性，無限リスト
と遅延評価，いろいろな再帰関数，
再帰と帰納法

6 高階関数 再帰的定義に共通なパターン，
map, filter, foldr/foldl,カリー化
と部分適用

7 さらに高階関数につ
いて

ラムダ式，関数合成，カリー化と
アンカリー化

8 代数的データ型 列挙型，タプル，リスト，Maybe
型，Either型

9 式木 木，数式，数式の評価，命題論理
式，命題論理式の評価，命題論理
式の充足可能性，構造的帰納法，
相互再帰

10 関係と量化子 量化子の表現，二項関係
11 木の探索 深さ優先探索，幅優先探索，最良

優先探索
12 組み合わせアルゴリ

ズム
重複の除去，部分リスト，デカル
ト積，リストの置換，k個の要素の
選び方，数の分割

13 組み合わせアルゴリ
ズム（続き）

エイト・クイーン，組み合わせア
ルゴリズムに関する応用問題

14 総合演習 式木に関する応用問題，組み合わ
せアルゴリズムに関する応用問題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
テキストの該当箇所をあらかじめ読んでおく。
授業内で示された課題を完成させる。

【テキスト（教科書）】
Donald Sannella, Michael Fourman, Haoran Peng, and Philip
Wadler. 2022. Introduction to Computation: Haskell, Logic
and Automata. Springer.
https://doi.org/10.1007/978-3-030-76908-6（法政大学のネット
ワークからダウンロード可能）
https://www.intro-to-computation.com（著者によるこの本のサイ
ト）
テキストは英文だが，日本語による講義資料を用意する。

【参考書】
Graham Hutton著，山本和彦訳．2019. プログラミングHaskell
第2版．ラムダノート．
https://www.lambdanote.com/products/haskell

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題（80%）と期末試験（20%）による．毎回の出席が必須．

【学生の意見等からの気づき】
難しい事項については，学生の理解を確かめながら進める．

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン．

【その他の重要事項】
プログラミングの経験は必要としない。HaskellはJavaやPython
のような手続き型言語とは大きく異なるが，プログラミング初心者
にも修得可能である。
プログラミング能力を習得することがこの授業の目標である。課題
を解く際にChatGPTなどのツールを使ったり，他人の課題を丸写
しする（あるいは丸写しさせる）ことは剽窃行為である。

【Outline (in English)】
(Course outline)
The course introduces the students to functional programming
as well as to various fundamental notions in programming and
software development in general.
(Learning objectives)
The goal is to be able to do the following:
- to write programs in Haskell to solve various combinatorial
problems
- to test your program automatically using QuickCheck
- to use techniques of abstraction like higher-order functions
- to compare efficiencies of different programs for solving the
same task
(Learning activities outside of classroom)
Students are expected to read the relevant part of the textbook
prior to each class meeting, and to work on the assigned
homework.
(Grading Criteria)
The grade will be based on the submitted homework
assignments (100%).
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PLN300XG（地球惑星科学 / Earth and planetary science 300）

宇宙科学計測

田中　幹人

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
観測の手段とその成果を概観し、銀河宇宙における様々な現象の規模、メカ
ニズム等について説明する。それらの解釈に最も重要なのは、天体までの距
離測定であり、これはまた天文観測そのものでもある。この理解を通して恒
星や銀河の性質や宇宙の構造にせまる。
【到達目標】
宇宙からは、ガンマ線から電波まであらゆる波長の電磁波が地球に飛来する。
それら電磁波が銀河や宇宙全体のどのような情報を運び、それをどう計測し、
どう解釈するかを学ぶ。その成果を通して宇宙現象の理解につなげる。本講
義の到達目標は、観測事実を通じて、恒星や銀河の性質および宇宙の構造に
ついて理解することである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業内学習（内容の説明、グループディスカッション、質疑応答、演習、確認
テストとそのフィードバック）と授業外学習（予習・復習）を連動させて授業
を進行する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的と進め方、学習内容、評価方

法、心構えなど。
2 天体観測の基礎1 天文観測の最前線。
3 天体観測の基礎2 天体の座標、天体までの距離。
4 恒星1 等級、色、温度、熱的放射曲線、2色図。
5 恒星2 スペクトル型、吸収線と輝線。
6 恒星3 散開星団と球状星団のHR図、位置天文

衛星、視差角と距離。
7 恒星4 恒星の進化、恒星系の進化。
8 銀河系1 銀河系構造の概観、円盤部の構造、楕円

体部の構造。
9 銀河系2 銀河系のダークマター、X線による銀河

系、電波で見た銀河系中心。
10 銀河系3 矮小銀河と銀河形成の描像。
11 銀河系4 化学進化の基礎、銀河の化学進化。
12 銀河1 銀河とは何か、銀河の力学。
13 銀河2 星生成活動と銀河進化モデル、AGN、

X線による観測、電波でみた銀河。
14 銀河団 多波長で見る銀河団、銀河間ガス、銀河

団の質量、重元素汚染、遠方銀河団。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は、各4時間を標準とする。
各授業前：教科書や資料を使って該当回の内容について予習する（目安2時間）。
各授業後：授業で学習した内容を復習し、確認テストで理解度をチェックす
る（目安2時間）。
【テキスト（教科書）】
・岡村定矩 (編)、「天文学への招待」朝倉書店、2001年
【参考書】
・岡村定矩 (著)、「銀河系と銀河宇宙」、東京大学出版会、1999年
・千葉柾司 (著)、「銀河考古学（新天文学ライブラリー第2巻）」、日本評論社、
2015年
・家正則他(編)、「宇宙の観測I－光・赤外線天文学（シリーズ現代の天文学15
巻）」、日本評論社、2007年
【成績評価の方法と基準】
試験またはレポート（100%）
【学生の意見等からの気づき】
・授業内容を焦点化し、最低限必要な知識が確実に身につくような仕組みに
する。
【その他の重要事項】
国立大学で天文学の基礎研究に携わってきた教員が、当該分野の基礎概念に
ついて講義する。

【Outline (in English)】
The means of observation and their results will be reviewed, and the
scale, mechanisms, etc. of various phenomena in the galactic universe
will be explained. The most important factor in their interpretation
is the measurement of the distance to the objects, which is also the
astronomical observation itself. Through this understanding, the goal
of this course is to understand the nature of stars and galaxies and the
structure of the universe. Before/after each class meeting, students will
be expected to spend four hours to understand the course content. Final
grade will be calculated according to the following process term-end
examination (80%) and in-class contribution (20%).
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MAT300XG（数学 / Mathematics 300）

データ発見と仮想天文台

田中　幹人

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
天文学は、データのオープン化が進んだ学問である。最先端の望遠鏡で観測さ
れた天文アーカイブデータはインターネット上で公開されているので、それら
のデータをダウンロードすれば、誰でも最先端の天文学研究を始めることが
できる。本講義では、Pythonを用いた天文アーカイブデータの実践的なデー
タ分析を通じて、恒星や銀河の性質および宇宙の構造について理解を深める。
【到達目標】
・天文アーカイブデータの分析を通じて、恒星・銀河の性質および宇宙の構造
について理解を深める。
・Pythonを使ってデータ分析の簡易的なコードを書くことができる。
・統計分析と誤差解析の手法を天文観測データに対して適用することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義内容と課題は事前にYouTubeでオンデマンド配信する。授業時間中は
フィードバックを中心とし、質疑応答と課題提出の時間を設け、時間外学習と
講義を連動させて進める。ただし必要に応じて、オンライン授業も併用する。
なお、貸与PCの使用を前提とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的と進め方、学習内容、評価方

法、心構えなど。
2 Python1 Markdown、グラフの描画、数学関数、

二次元ヒストグラムの練習。
3 Python2 初等統計量、相関係数、最小二乗法の復

習。for文と if文の練習。
4 スカイサーベイ アーカイブ天文学の歴史とSDSS、

2MASS、HSCなどの各種スカイサー
ベイ。

5 三色合成 天体写真の色の付け方。
6 恒星の色 等級、色、温度、熱的放射曲線、2色図。
7 恒星のスペクトル1 スペクトル型、吸収線と輝線。
8 恒星のスペクトル2 化学組成と化学進化。
9 恒星のHR図1 散開星団のHR図、位置天文衛星、視差

角と距離。
10 恒星のHR図2 球状星団のHR図。
11 ハッブル図1 簡単なハッブル図、銀河までの距離を

見積もる。
12 ハッブル図2 赤方偏移、銀河の観測による宇宙膨張。
13 銀河1 銀河の形態分類、ハッブルの音叉図。
14 銀河2 楕円銀河と渦巻銀河の区別、銀河の進

化。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は、各4時間を標準とする。講義内容と課題は事前に
YouTubeで配信し、授業内ではポイントの解説、課題に関する質疑応答、そ
して課題の提出を行うので、講義前の予習が必須である。
【テキスト（教科書）】
・SDSSスカイサーバー（http://skyserver.sdss.org/edr/jp/）
【参考書】
・市川隆・田中幹人 (著)、「天体画像の誤差と統計解析 (クロスセクショナル統
計シリーズ)」、共立出版、2018年
・J.R.Taylor(著)、「計測における誤差解析入門」、東京化学同人、2000年
【成績評価の方法と基準】
期末レポート（70%）、毎週の課題（30%）
【学生の意見等からの気づき】
・天文学の知識習得とPythonを用いたデータ解析の実習が効果的に連動する
ような授業構成を心がける。
【学生が準備すべき機器他】
貸与PC。
【その他の重要事項】
国立大学で天文学の基礎研究に携わってきた教員が、当該分野の基礎概念に
ついて講義する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students understand fundamental
properties of stars and galaxies by analyzing astronomical archival
data. The goal of this course is to apply statistical analytics to
astronomical archival data using Python by oneself. Students will be
expected to have completed the required assignments before each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class. Final
grade will be calculated according to the following process term-end
report (50%), assignments (40%) and in-class contribution (10%).
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PLN400XG（地球惑星科学 / Earth and planetary science 400）

リモートセンシング科学

佐藤　修一

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
宇宙科学の基礎
【到達目標】
衛星を用いた宇宙からのリモートセンシングをテーマとし，その礎となる宇
宙科学の基礎を学ぶ．宇宙における科学の方法を概観するとともに，いくつ
かのミッションについて詳しく紹介する．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態の基本は講義とする．授業内で課題を出し，授業内でワークショッ
プ的に作業も行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス
第2回 宇宙活動 宇宙活動とその歩み
第3回 日本の宇宙活動 日本の宇宙活動とJAXA
第4回 ロケット（１） ロケットの基礎知識
第5回 ロケット（２） 日本と世界のロケット、いろいろなロ

ケット
第6回 人工衛星（１） 人工衛星の基礎知識
第7回 人工衛星（２） 姿勢と軌道の制御
第8回 月探査（１） 月探査の基礎知識
第9回 月探査（２） 有人月探査
第10回 惑星探査（１） 惑星探査の基礎知識
第11回 惑星探査（２） 科学衛星
第12回 宇宙環境利用（１） 宇宙環境利用の基礎知識
第13回 宇宙環境利用（２） 有人宇宙活動
第14回 まとめ まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は，各4時間を標準とする．授業内で示される課題
（レポート、演習問題）に対応する．
【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
【参考書】
特に指定しない．
【成績評価の方法と基準】
平常点とレポート等（50%）および期末試験（50%）から総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートおよび日常的な意見や要望・実際の授業の状況などを踏
まえ，授業の進度・内容に適宜フィードバックする．
【Outline (in English)】
This class introduces the fundamentals of space science. This
course focuses on remote sensing from space using satellites and the
fundamentals of space science that form the cornerstone of such remote
sensing. The methods of science in space will be reviewed and several
missions will be introduced in detail. Students will be expected to
have completed the required assignments after each class meeting.
Evaluation will be based on the overall evaluation of the student’s
performance, including regular marks, reports, etc. (50%), and a final
examination (50%).
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COS300XG（計算科学 / Computational science 300）

コーパス言語分析

小屋　多恵子

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　コーパスとは「電子化された言語資料」であり、1960年代に世界初の英語
コーパス (Brown Corpus）が登場して以来、様々なコーパスが世界中で編纂
されている。その結果、コーパスを用いて、言語の様々な特徴を極めて短時
間で科学的・客観的に調査することが可能になった。
　本授業では、コーパスに関する基本的知識（定義、歴史、種類）やコーパス
分析の手法を学習しながら、各研究領域における専門コーパスを編纂し、特定
のパターンや傾向、キーワード、語法を発見していくことを目的とする。コー
パスは大きく捉えるとテキストであることから、テキストマイニングの手法
にも触れる。この授業は、自らの研究に貢献することを目指す授業である。
【到達目標】
1)コーパスに関する基礎知識（定義、歴史、種類、問題点）がわかる。
2)解析ソフトを使用したコーパス及びテキストの基本的な分析・処理方法が
わかる。
3)分析結果をオリジナルな視点から考察できる。
4)専門コーパスを構築し、専門語彙表を作成できる。
5)レポートの書き方を理解し、それに沿った最終レポートが完成できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式ではなく、実際に各自で調査・実践する演習形式をとる。
１回の授業は次の手順で行う。
1)復習クイズ
2)先週の復習
2)今日のポイント解説
3)実践
復習クイズをした後、先週のポイントや受講者が行った課題の良かった点や
修正すべき点、共有すべき重要な点などを紹介しながら解説することによっ
て、理解を深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Introduction 言語を科学するとは？

コーパス言語学とは？
コーパスの種類とは？
コーパスの問題点とは？

2 日本語テキストマイニ
ング１：基礎編

解析ソフトの使い方
データの分析・考察の仕方

3 日本語テキストマイニ
ング２：基礎編

解析ソフトの使い方
データの分析・考察の仕方

4 日本語テキストマイニ
ング３：基礎編

解析ソフトの使い方
データの分析・考察の仕方

5 日本語テキストマイニ
ング：応用編

あるテーマのもとに収集したデータの
分析・考察

6 日本語テキストマイニ
ング：応用編

あるテーマのもとに収集したデータの
分析・考察

7 日本語テキストマイニ
ング：応用編

あるテーマのもとに収集したデータの
分析・考察
レポート作成

8 英語コーパスの分析１：
基礎編

解析ソフトの使い方
データの分析・考察の仕方

9 英語コーパスの分析２：
基礎編

解析ソフトの使い方
データの分析・考察の仕方

10 英語コーパスの分析３：
基礎編

解析ソフトの使い方
データの分析・考察の仕方

11 英語コーパスの分析４：
語彙表作成

専門コーパスから専門語彙表を作成し
よう

12 英語コーパスの分析５：
語彙表作成

専門コーパスから専門語彙表を作成し
よう

13 英語コーパスの分析６：
語彙表作成

専門語彙表をもとにその他の分析をし
てみよう

14 まとめと評価 レポート作成
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
・各授業後に学習した内容を振り返り、理解した箇所と不明な箇所を明確に
する。
・理解した内容は本や資料により学習を深め、不明な点については自主学習に
よって解決を目指す。

・授業時間内に終わらなかったタスクを次の時間までに仕上げておく。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
石川慎一郎 (2012)『ベーシックコーパス言語学』ひつじ書房
石川慎一郎 (2008)『英語コーパスと言語教育』大修館書店
【成績評価の方法と基準】
平常点・提出物 20%　・
中間レポート 40%
最終レポート 40%

【学生の意見等からの気づき】
次の3点に留意する。
(1)一つ一つの活動には明確な目的・意図があるが、学生がそれを十分に理解
した上で実行できるように分かりやすく説明する。
(2)学生の興味や学習の理解度に応じて、シラバスに書いた計画を柔軟に修正
し授業を行う。
(3)レポートの書き方を例示しながら指導する。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンを使用
【その他の重要事項】
・授業内課題の提出をもって出席とする。
・最終レポートの提出は1週間～2週間ほどの期間を設定するので、その期間
内に必ず提出すること。期間を過ぎてからの提出は認めない。
【Outline (in English)】
Course outline:
This course introduces students to language corpora as a resource
for linguistic analysis. Students will learn the central concepts of
corpus linguistics and some basic skills necessary in conducting a
corpus investigation, find out how corpora are influencing recent trends
in linguistic research, and have opportunity to apply corpus-based
methods in their own work.
Learning objectives:
The goals of this course are to understand basic knowledge about
corpora, learn ways of basic processing of corpora using an analysis tool
and conduct an original pilot study.
Learning activities outside of classroom:
Students will be expected to complete any tasks that were not completed
during the class by the next class.
Grading Criteria:
In-class activities and assignments (20%), mid-term project and paper
(40%) and final project and paper (40%)
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MAN300XG（経営学 / Management 300）

流通経済システム

呉　暁林

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　経済のサービス化、デジタル化、DX（デジタルトランスフォーメーション）、
国際化など経済活動のありかたと経済環境が大きく変化しています。本授業
は生産と消費の媒介としての流通販売に焦点を当て、企業経営、マーケティン
グ、企業業績の評価などの視点からエコシステム、流通機構の構造変化、消
費者志向の経営販売活動を考えていきます。経営学、マーケティングの理論
に依拠して具体的な企業事例（主に製造小売企業、製造業などに大きな影響
を持つ流通企業）を取り上げて分析していきます。
【到達目標】
履修者が企業の経営活動を生産・流通・販売・消費の過程において把握でき、
企業の経営戦略、マーケティング、企業の経営活動を初歩的に分析できるこ
とを目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　本講義では，基礎知識と基本概念、事例、理論などの視点から，企業経営活
動とマーケティングの関係、流通システムの構成と変化、イノベーションと
企業業績評価（決算書の読み方など）について学習していきます。
教員による講義と事例分析で構成されます。事例について受講者が映像資料
を視聴し、整理分析を行う演習、全員討論、個別学習発表などの形で展開し
ます。
　提出された課題のうちいくつかを次回の授業で取り上げ、全体に対してフィー
ドバックを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

企業経営とマーケティ
ング

授業の紹介、企業の経営改革事例から
学習ポイントを考える。

2 ユニクロとしまむらの経
営業績を比較する（１）

企業の決算書
財務・会計の役割を理解する。

3 ユニクロとしまむらの経
営業績を比較する（２）

財務諸表の読み方を学ぶ。

4 『楽天の野望』からIT時
代のサービス・流通企業
と経営戦略を考える

経営者の役割、企業経営、経営理念と経
営戦略の基本概念と実践活動について
考え、学ぶ。

5 企業の経営行動をどう
把握するか、分析するに
はどんな知識が必要か
について
考える

DX銘柄2020ー”デジタル時代を先導す
る企業”トラスコ中山株式会社などの事
例を取りあげる。

6 小松製作所、日立製作な
どの事例から市場戦略
を考える

マーケティングの定義、マーケティン
グの考え方の時代的変遷、マーケティ
ングコンセプト、マーケティングと製
品市場戦略

7 商社の事例から流通の
流れ・担い手の役割・販
売管理を考える

大塚商会・三井物産などを取り上げて
• 消費財と生産財、小売りと卸売、• 販
売経路、販売管理を理解する。

8 ヤマト運輸・SBSの事
例から物流の役割と進
化を考える

物流企業の事例から宅配便と物流革命、
ロジスティックスのバージョンアップ
など物流システムの進化を学ぶ。

9 小売製造業（SPA）と事
例（ユニクロ）からマー
ケティング環境の分析
を学ぶ

経営戦略・事業領域・競争戦略・マーケ
ティング戦略の分析概念と枠組み競争
分析、マーケティングリサーチ、消費者
市場と消費者行動、標的市場の選定

10 ユニクロの”妹分”の
ジーユーの事例から
マーケティングプログ
ラムを学ぶ

製品戦略とブランド戦略、価格戦略、
チャネル戦略

11 イノベーションとアパ
レルEC（ゾゾタウン・
メルカリ）

店舗ビジネスに依存したビジネスモデ
ルとアパレル業界のECへの取り組を比
較し、インターネット販売と効率性を
学ぶ。

12 セブンイレブンの事例
から小売業の業態ライ
フサイクルを考える

小売業の分類、業種、業態、流通のグ
ローバル化などの視点から流通システ
ムの変化を考察する。

13 期末学習発表 基本的概念に基づく調査と事例分析
14 期末学習発表 基本的概念に基づく調査と事例分析

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】参考書リ
スト①②③④から一冊選んで読んでください。Zoomクラウトにアップしてあ
る映像を視聴してください。
【テキスト（教科書）】
特に指定していませんが、配布するプリントの通読、映像資料の視聴などを
強く薦め,適時宿題を課します。
また、企業経営と業績を把握するために、会計の基本、決算書の見方などを
解説する本を一冊ぐらい読むことを勧めます。岩谷誠治[2017）『会計の基本』
（日本実業出版社）、川口宏之（2021）『決算書を読む技術』（かんき出版）、田
中道昭監修（2021）『比べる決算書図鑑』（宝島社）などが挙げられます。
【参考書】
小倉行雄・斉藤毅憲（2012）『新訂経営学入門』放送大学教材
経営学検定試験協議会（監修）経営能力開発センター（編）『経営学検定試験
公式テキスト③マーケティング』中央経済社
照井伸彦・佐藤忠彦（2013）『現代マーケティング・リサーチ』有斐閣
坂本英樹（2009）『ここから始める経営学』千倉書房
石原武明・竹村正明編著『１からの流通論』
石井淳蔵・廣田章光編著（2009）『１からのマーケティング』（第三版）、共に
中央経済社
渡辺達朗・原頼利・遠藤明子・田村晃二著 (2008)『流通論をつかむ』有斐閣
矢作敏行著『現代流通―理論とケースで学ぶ』有斐閣
石井淳蔵著 (2010)『マーケティングを学ぶ』ちくま新書
佐藤郁哉 (1992)『フィールドワーク』新曜社
佐藤善信監修 (2015)『ケースで学ぶケーススタディ』同文舘出版
田村正紀(2014)『セブンイレブンの足跡持続成長メカニズムを探る』千倉書房
田村正紀 (2006)『リサーチ・デザイン経営知識創造の基本技術』白桃書房
Yin, R. K.(2011)『新装版ケーススタディの方法（第2版）』千倉書房（近藤公
彦訳）
フィリップ・コトラー,ゲイリー・アームストロング,恩藏直人『コトラー、アー
ムストロング、恩蔵のマーケティング原理』丸善出版, 2014/3/4. ISBN-10:
4621066226
コトラー，フィリップ/ケラー，ケビン・レーン【著恩藏直人【監修】/月谷真
紀【訳】（2008）『コトラー＆ケラーのマーケティング・マネジメント　第１
２版』
柳原書店
【成績評価の方法と基準】
授業の宿題レポート40％、学習発表40%、期末分析レポート20％
【学生の意見等からの気づき】
受講者が自ら自分の関心を持つ業種と企業を見つけて取り組んでいくことは
重要です。指示した学習資料（PDF、映像資料など）を必ず読み、視聴しま
しょう。また理解を深めるためには内容の要約をしておいてください。
受講者の理解度に合わせて改善していきますので、随時、質問と意見を受け
付けます。
【学生が準備すべき機器他】
事例映像のメモを取ってレポートを授業終了後に提出してもらうので、ノー
トパソコンを必ず持参すること。
【その他の重要事項】
授業中の私語、スマートフォンのゲーム遊びは禁止
【Outline (in English)】
This course focuses on the mechanisms and role of distribution from the
viewpoint of corporate systems and corporate management. Case study
analysis will be used to deepen understanding of the course.
Before / after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
The assignments are graded based on: course material reading (40%),
presentation (40%) and short report (20%).
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COT300XG（計算基盤 / Computing technologies 300）

知能創造

柴田　千尋

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年発展のめざましい人工知能の根幹をなす機械学習・深層学習の
基礎知識と実践的知識の習得を行う．特にニューラルネットや深層
学習にスポットを当て，原理の理解と応用の方法を学ぶ．最終的に
は，それらの先端的な人工知能の技術の基礎的な理解および応用技
術の理解を目的として講義を行う．

【到達目標】
機械学習・深層学習に関して，基礎と応用手法の十分な理解を到達
目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義を中心に，実際のソースコード (py)を見ながら解説を行う．実
際にノートPCを使ってプログラムを実行してみる時間をとること
により、講義内容の理解を深める。小課題のフィードバックについ
ては，授業で講評する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ・環境導入 本講義の概要について説明する。

また，環境を導入する．
2 画像処理入門 画像を計算機でどのように取り扱

うかについて，講義する.実践手法
として pythonのライブラリであ
る numpyを概説する．

3 自然言語処理入門 自然言語を処理するための基礎知
識について，講義する．

4 機械学習１ (分類) SVMやロジスティック回帰を中心
に，分類問題を解く方法について
講義する．

5 機械学習２ (回帰と勾
配法）

線形回帰を対象に，勾配法を用い
た学習手法について講義する．

6 機械学習３（自動微
分と確率的勾配降下
法）

自動微分と確率的勾配降下法を用
いて線形回帰のパラメータを学習
する手法を講義する．実践手法と
してpytorchを導入する．

7 マルチレイヤパーセ
プトロン

分類問題に対して，マルチレイヤ
パーセプトロンを用いた手法と，
それを学習する手法について講義
する．

8 深層学習１（畳み込
みニューラルネット
ワーク１）

画像認識技術において中心的役割
を担う畳み込みニューラルネット
ワークについて講義する．

9 深層学習２（畳み込
みニューラルネット
ワーク２）

畳み込みニューラルネットワーク
を画像認識に適用する際の，層構
造など，詳細について講義する．
また，転移学習についても触れる．

10 深層学習３（畳み込
みニューラルネット
ワーク３）

深層学習を用いた画像のセグメン
テーション・領域検出の技術につ
いて講義する．

11 深層学習４（単語の
埋め込み表現)

Word2Vecなどの，単語をベクト
ル空間内に埋め込む手法について
講義する．また，それらを用いた
文書分類の方法について説明する．

12 深層学習５（リカレ
ントニューラルネッ
トワーク)

リカレントニューラルネットワー
クを用いた自然言語処理の手法を，
テキスト生成や機械翻訳を例にと
り講義する．

13 深層学習６（アテン
ションモデル)

文を細かいピースに分割する手法，
および，BERTに代表される，ア
テンション機構を用いた文の埋め
込み表現の獲得手法について講義
する．

14 今後の課題 将来大きく発展することが期待で
きる技術として，敵対的生成ネッ
トワークについて概説を行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
受講学生は、講義内容について、事前に教科書を読み基礎知識を見
つけるとともに、講義内容について復習を行う。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
Ian Goodfellow et al.「深層学習」ASCII DWANGO
斎藤康毅著「ゼロから作る Deep Learning - Pythonで学ぶディー
プラーニングの理論と実装」O’REILLY

【成績評価の方法と基準】
授業中の小課題 (40%)およびレポート (60%)により評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
講義中に使うので，インターネットに接続可能なノート PCを必ず
持参すること．

【Outline (in English)】
[Outline]
This lecture provides basic and practical knowledge of machine
learning and deep learning, which form the basis of artificial
intelligence, a field that has made remarkable progress in
recent years. Especially, we will focus on neural networks and
deep learning, aiming to understand the basic mechanisms and
notions and practical methods of them.
[Goal]
The goal is to acquire basic and practical knowledge of machine
learning that supports the foundation of artificial intelligence,
which has been remarkably developed in recent years.
[Learning Activities Outside of Classroom]
Review the basics of python well in advance.
[Grading Criteria]
Assessments are based on exercises (40%) and reports (60%) in
class.
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OTR300XG（その他 / Others 300）

PBL

金沢　誠、呉　暁林、小林　一行、小屋　多恵子、佐藤　修一、鮏川　矩義、鈴木　郁、田中　幹人、梨本　邦直、福澤　レ
ベッカ、松尾　由賀利、元木　淳子、柳川　浩三、横山　泰子、柴田　千尋、小宮山　裕、山本　晃輔、堤　瑛美子
開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
各研究室単位に分かれ、大きなテーマについて、小グループにて問題
解解決法を提案する。基本的に受講者の自主的行動によって進める。

【到達目標】
問題設定、そしてグループによる遂行ができるようになること。発
表により、自分の考えを他者に説明するコミュニケーション能力を
高めると同時に、自らの理解を深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
研究室単位で、細かい運用方式は異なるが、最終的な全体発表は統
一される。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション 全体の説明等のオリエンテーショ

ン
2回目 プロジェクト計画 テーマに関する説明およびテーマ

設定の検討
3回目 プロジェクト準備 情報収集方法に関する指導

グループ作りとマイルストーン設
定

4回目 マイルストーン課題
演習１

マイルストーンに基づき、タスク
に取り組む。

5回目 マイルストーン達成
状況の確認と見直し
１

マイルストーンの達成状況の確認
と、状況に応じてタスクおよびマ
イルストーンの見直し。

6回目 マイルストーン課題
演習２

見直したプロジェクト計画に基づ
き，タスクに引き続き，取り組む。

7回目 中間内部発表 マイルストーン達成状況について
発表し，質疑応答を行って，得られ
た結果や発表法について議論する。

8回目 マイルストーン達成
状況の確認と見直し
３

マイルストーンの達成状況の確認
と、状況に応じてタスクおよびマ
イルストーンの見直し。

9回目 マイルストーン課題
演習３

見直したプロジェクト計画に基づ
き，タスクに引き続き，取り組む。

10回目 マイルストーン達成
状況の確認と見直し
４

マイルストーンの達成状況の確認
と、状況に応じてタスクおよびマ
イルストーンの見直し。

11回目 マイルストーン課題
演習４

見直したプロジェクト計画に基づ
き，タスクに引き続き，取り組む。

12回目 プロジェクト評価 課題の達成目標を確認し，プロ
ジェクト計画の問題点および課題
により得られた結果について評価
する。

13回目 全体プロジェクト発
表の準備

発表資料としてまとめる。

14回目 全体発表、討論 課題について得られた結果を互い
に発表し，質疑応答を行って，得
られた結果を議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
様々な資料検索、資料作りをグループ間で協調をしながら進める必
要がある。

【テキスト（教科書）】
特にない。担当教員より指示がある場合がある。

【参考書】
特にない。担当教員より指示がある場合がある。

【成績評価の方法と基準】
PBLにおける中間内部発表、全体発表会の内容、制作物、プレゼン
テーションなどを勘案し各担当教員が総合的に判断する。本科目に
おいて設定した達成目標を60％以上達成している場合に合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
特にない。

【学生が準備すべき機器他】
担当者による指示がある。

【その他の重要事項】
グループ内の受講者と協調して問題解決法を提案すること。

【Outline (in English)】
[Course Outline]
Each student will be assigned a project, and the content of
the theme may vary from student to student depending on the
supervisor.
[Learning Objectives]
To improve problem-solving skills, presentation skills, etc.
[Learning activities outside the classroom]
Students will need to cooperate with group members to search
for and create materials.
[Grading Criteria/Policies]
Your grade will be determined by your daily efforts, the content
of your final presentation, and your answers to questions.
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BSP100XG（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

科学実験リテラシー

田中　幹人

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学実験の基礎となっている考え方（統計学）とデータ処理の技法（Excelの
使い方）およびレポートの書き方を学ぶ。
【到達目標】
1年生秋学期から始まる創生科学基礎実験 I、および2年生の創生科学基礎実
験 II、IIIで必要となる誤差、有効数字、正規分布などの基礎概念、Excelを
使ったグラフの書き方・読み方、データ整約の技法、およびそれらの基礎と
なっている統計概念を理解する。またレポートの書き方を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義内容は事前にYouTubeでオンデマンド配信される。授業時間中では、主
に演習、質疑応答そしてフィードバックの時間を設け、確認テストで学習成
果をチェックする。なお、貸与PCの使用を前提とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的と進め方、学習内容、評価方

法、心構えなど。貸与パソコンとExcel
の初期設定。Hoppiiに登録。

2 初等統計学 Excelを使った基本統計量の計算。母集
団と標本、平均と分散と標準偏差、中央
値、最頻値、など。

3 散布図の描き方 Excelを使った1変量の散布図の描き方。
グラフの体裁、線形目盛と対数目盛。

4 相関係数 Excelを使った2変量の散布図の描き
方。様々な相関係数の算出。

5 回帰分析 最小二乗法の原理と計算法、Excelの回
帰分析表の見方。

6 ヒストグラムと正規分
布～前編～

ヒストグラムと分布、極限分布、正規分
布（ガウス分布）。Excelを使って、ヒ
ストグラムを描く。Excelを使って、ヒ
ストグラムに正規分布を重ねる。

7 実験レポートにおける
誤差評価の使い方

測定値の表現（最良推定値と誤差範囲）、
有効数字、相対誤差、誤差伝播入門。

8 誤差の伝播 和と差、商と積、べき乗、任意の1変数
関数、誤差の逐次伝播、誤差伝播の一般
式。

9 ランダム誤差の統計的
取扱い

ランダム誤差、系統誤差、標準誤差。

10 ヒストグラムと正規分
布～後編～

68%信頼限界としての標準偏差、最良
推定値として平均値を選んで良い理由、
二乗和を使うことの根拠、平均値の標
準偏差、測定値の受容可能性。

11 大数の法則と中心極限
定理

Excelの乱数を使ったシミュレーション
を通じて、大数の法則と中心極限定理
を理解する。

12 レポートの書き方 Wordの使い方（基本操作と数式の書き
方）とレポートの書き方。

13 模擬試験1 Excelを使った統計解析、誤差解析、レ
ポートの書き方。

14 模擬試験2 Excelを使った統計解析、誤差解析、レ
ポートの書き方。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は、各4時間を標準とする。講義内容は事前にYouTube
で配信されるので、各自自主的に予習を行ってから授業に参加することが必
須である。また、理解できない箇所については授業内外で積極的に教員やTA
に質問すること。
【テキスト（教科書）】
・J.R.Taylor(著)、「計測における誤差解析入門」、東京化学同人、2000年
【参考書】
・東京大学教養学部統計学教室 (編)、「統計学入門 (基礎統計学)」、東京大学出
版会、1991年
・岡村・三浦・玉井・伊藤 (編)、「理系ジェネラリストへの手引き」、日本評論
社、2015年
・Excelの使い方については、インターネットで調べればたくさん出てくるの
で特に参考書を指定しない。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（80%）、授業内課題と小テスト（15%）、学習意欲態度（5%）
【学生の意見等からの気づき】
創生科学基礎実験 I・II・IIIにつながるような授業構成を心がける。
【学生が準備すべき機器他】
貸与パソコン。
【その他の重要事項】
国立大学で天文学の基礎研究に携わってきた教員が、当該分野の基礎概念に
ついて講義する。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students practically learn the concepts
underlying scientific experiments (statistics) and data processing
techniques (how to use Excel) and how to write reports. Students will
be expected to have completed the required assignments before each
class meeting. Your study time will be more than four hours for a
class. Final grade will be calculated according to the following process
term-end examination (80%), assignments and mini tests (15%), and
in-class contribution (5%).
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APH300XG（応用物理学 / Applied physics 300）

量子エレクトロニクス

松尾　由賀利

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
量子エレクトロニクス，光科学の分野における「科学のみちすじ」を
学ぶ。レーザーの発明(1960年)により、新しいコヒーレントな光が
利用できることになったことで光学は大きく進展し、量子エレクト
ロニクスと呼ばれる分野が出現した。本講ではレーザーの基礎を中
心に、応用としての光科学、特に非線形光学、超精密測定について
も学ぶ。

【到達目標】
レーザーの基礎となる、光学、光の吸収放出、共振器について学び、
レーザー発振の機構を理解する。さらに、各種レーザー発振装置の
概要にも触れる。また、強力なレーザー光は非線形効果を引き起こ
すが、これを利用した非線形光学現象についても学ぶ。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義を中心とし、講義期間中に節目での小テストを複数回行
う。次の回に解説を行いフィードバックする．
授業形態は対面授業を基本とし、状況に応じて一部オンラインを併
用する場合がある。方法については授業内および学習支援システム
内の教材にて提示する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 レーザーと量子エレ

クトロニクス
レーザーの歴史と代表的な応用分
野について概説する

2 レーザーの基礎 レーザー光の特徴について学ぶ。
特に高い指向性、高強度、高い単
色性などの性質を学ぶ

3 レーザーの物理 (1) 光の自然放出，吸収，誘導放出に
ついて学ぶ

4 レーザーの物理 (2) モード密度とEinsteinのA、B係
数について学ぶ

5 レーザーの物理 (3) 熱平衡分布と反転分布を学ぶ
6 レーザーの物理 (4) レーザー共振器とレーザー発振に

ついて学ぶ
7 レーザー光の性質 (1) 光学と基礎としてガウスビーム光

学を学ぶ
8 レーザー光の性質 (2) レーザー光のコヒーレンスについ

て学ぶ
9 レーザー発振装置 (1) 固体レーザー、気体レーザーなど

種々のレーザーの発振機構を学ぶ
10 レーザー発振装置 (2) 半導体レーザーの発振機構を学ぶ
11 非線形光学 (1) 物質の線形感受率、非線形感受率

を学ぶ
12 非線形光学 (2) 非線形効果による2次高調波の発

生を学ぶ
13 非線形分光学 レーザー光を用いた非線形分光に

ついて学ぶ
14 レーザーを用いた超

精密測定
レーザーを用いた超精密測定の例
を学ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
レーザーの基礎および応用分野について自身でも調べてみる

【テキスト（教科書）】
特に指定しないが、以下の参考書を参照する

【参考書】
量子光学松岡正浩著（裳華房テキストシリーズ物理学）
レーザー物理入門霜田光一著（岩波書店）
工学系のためのレーザー物理入門　三沢和彦・芦原聡著（講談社）

【成績評価の方法と基準】
定期試験の成績 80%、講義期間中複数回の小テストを含む平常点
20%とし、総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
（Course outline）
Quantum electronics is the field developed after the invention
of laser in 1960. Coherence can be regarded as the most
important property of laser light. The lectures will cover
basics of laser, applications to nonlinear optics and precision
spectroscopy.
（Learning Objectives）
The goal of this course is to learn the basics of laser and
nonlinear effects caused by laser.
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
（Grading Criteria /Policy）
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 80%, in class contribution: 20%
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MAT300XG（数学 / Mathematics 300）

数理モデルと統計

田中　幹人

開講時期：春学期授業/Spring

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
天文学から心理学やマーケティングまであらゆる分野において、量的データ
から現象を解釈するためにしばしば統計モデルが導入される。1,2年次に学習
してきた統計分析の手法は、暗黙の了解として正規分布を仮定した分析手法
である。ところが、現実世界は正規分布のような綺麗なモデルで表現されな
いことの方が多い。本講義では、現実世界をより自由に表現できる統計モデ
リングについて学習し、Pythonを使った統計モデリングの実装について実践
的な演習を行う。
【到達目標】
・一般化線形モデルについて理解する。
・ベイズモデルについて理解する。
・Pythonを使って実データに対して統計モデリングを実装できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
Pythonを使って、実データに統計モデリングを実装する。できるだけ多くの
例から現実の問題に対する対応能力を学ぶ。定期的に課題を出題し、授業内
でフィードバックする。オンデマンド教材を用意し、時間外学習と講義を連
動させて進める。必要に応じて、オンライン授業も併用する。なお、貸与PC
の使用を前提とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的と進め方、学習内容、評価方

法、心構え。
データを理解するために統計モデルを
作る。

2 Python1 matplotlibを使ったグラフの描画。
pandasを使ったデータフレームの取扱
い。

3 Python2 numpyを使った統計分析の練習。for
文と if文の練習。

4 確率分布と統計モデル
の最尤推定1

正規分布、ポアソン分布、二項分布など
の確率分布。乱数。

5 確率分布と統計モデル
の最尤推定2

最尤推定の原理と実践。

6 一般化線形モデル1 一般化線形モデル（GLM）-ポアソン回
帰-

7 一般化線形モデル2 GLMのモデル選択-AICとモデルの予
測の良さ-

8 一般化線形モデル3 GLMの尤度比検定と検定の非対称性
9 一般化線形モデル4 GLMの応用範囲をひろげる-ロジス

ティック回帰など-
10 一般化線形モデル5 一般化線形混合モデル（GLMM）-個体

差のモデリング-
11 ベイズモデル1 マルコフ連鎖モンテカルロ（MCMC）

法とベイズ統計モデル
12 ベイズモデル2 GLMのベイズモデル化と事後分布の推

定
13 ベイズモデル3 階層ベイズモデル-GLMMのベイズモ

デル化-
14 ベイズモデル4 空間構造のある階層ベイズモデル
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・学習時間は、各4時間を標準とする。教科書・演習問題の予
習・復習、授業内で示される課題対応など、各自が自主的に授業の準備・復習
を行う必要がある。
【テキスト（教科書）】
・久保拓弥 (著)、「データ解析のための統計モデリング入門 (確率と情報の科
学)」、岩波書店、2012年
【参考書】
・市川隆・田中幹人 (著)、「天体画像の誤差と統計解析 (クロスセクショナル統
計シリーズ)」、共立出版、2018年
【成績評価の方法と基準】
毎週の課題（20%）、学習意欲態度（20%）、最終レポートもしくは期末試験
（60%）
【学生の意見等からの気づき】
・対面での学習意欲態度の評価観点を導入し、対面授業の学習効果を上げる。

【学生が準備すべき機器他】
貸与PC。
【その他の重要事項】
国立大学で天文学の基礎研究に携わってきた教員が、当該分野の基礎概念に
ついて講義する。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students practically learn statistical
modelings using Python. The goal of this course is to apply statistical
modelings such as Generalized linear mixed models and Bayesian
hierarchical  models to students’s own data using Python by oneself.
Students will be expected to have completed the required assignments
before each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class. Final grade will be calculated according to the following
process reports and assignments (90%) and in-class contribution (10%) .
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MEC200XG（機械工学 / Mechanical engineering 200）

物理学基礎Ⅴ（熱統計力学Ⅰ）

梶田　雅稔

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マクロな熱力学とミクロな統計力学の入門部分について学ぶ。
熱現象から出発し、仕事、熱機関、熱力学法則、エントロピーに達する熱力学
の考え方を学習した上で、気体運動論から集団分布を扱う統計力学の基本を
学習する。また、歴史的な発展、変遷についても理解する。
【到達目標】
熱力学と統計力学の基本的入門部分を理解する。またそこに至る歴史的考察
を知識として持つ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を主として授業を進める。基本的な概念・法則の理解を重視して適宜レ
ポート課題を課す。レポート評価は基本概念を理解を重視する。最終回に最
終試験を行うが、その時は筆記用具以外の持ち込みは禁止することを念頭に
おいてほしい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 熱・統計力学と確率論 熱力学第一、第二法則とそれに関わる

確率論を開設する
2 分子の2領域の分布比 容器内の2領域内の分子数分布を確率論

から紹介する
3 エネルギー分布と統計

力学的温度の定義
接触する2領域の確率最大のエネルギー
分布とそこから導かれる温度の定義

4 温度を決めたときのエ
ネルギー分布

統計力学的温度の定義に基づくエネル
ギー分布を示す

5 平均エネルギー 統計力学から導かれる平均運動エネル
ギー、位置エネルギー

6 熱力学入門 気体の状態方程式を紹介したうえで与
える熱エネルギーと期待が外部に対し
て行う仕事。気体の比熱についても議
論する

7 断熱変化 断熱膨張、圧縮を行った時の温度変化
8 カルノーサイクル（理

想）
典型的な動力機関として絵のカルノー
サイクルを紹介、熱陸学的エントロ
ピーの紹介

9 カルノーサイクル（現
実）

理想的なカルノーサイクルではエント
ロピーは不変であるが現実は増大する
ことを示す

10 熱平衡状態 総エントロピー最大で示される熱平衡状
態とじゆうえねるぎーのかんっ系を示す

11 独立事象が成り立たない
場合のエネルギー分布

原子分子の波束が広がって重なりが生
じたときの現象を紹介する。その場合
は、それまでの統計力学が成り立たない

12 黒体輻射 量子論のさきがけとなったプランクの
黒体輻射を紹介する

13 エントロピーについて
の考察

レーザー光を用いた原子制御を紹介、
その場合エントロピー増大の法則が破
れていないか考察

14 まとめと評価 まとめと最終試験を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
前回の復習をしてから授業に臨むことが重要である。
【テキスト（教科書）】
power point資料を配布する
【参考書】
Fundamentals of Analysis in Physics法政図書館にあり
【成績評価の方法と基準】
授業期間中に数回のレポート90%、最終試験10 %で評価する。
レポート成績が良い人は試験免除する
ただし、基本概念の理解が不完全と思われるレポート、他人のレポートと酷
似したレポートは口頭試問を行ったうえで評価することがある
最終試験では筆記用具以外持ち込み禁止する
基礎事項が理解てきていない人は不可の評価にすることを認識してほしい
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
最低限の理解ができていない人は不可にするのでその旨認識してほしい
【Outline (in English)】
This course deals with the very beginning of thermodynamics and
statistical mechanics. The topics covered by this course include the
thermal phenomena, the formalism of thermodynamics, the statistical
mechanics from behaviors of micro gas particles, etc. The goals of this
course are to understand the basics of thermodynamics and statistical
mechanics, and to learn how these scientific fields have been developed.
Students will be expected to review the previous lecture before each
class meeting. Grading will be decided based on in-class contribution
(including in-class practice: 90 %).and term end examination 10 %. For
students with high score of in-class contribution, credit will be given
without term end examination.
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CUA200XG（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 200）

フィールドワーク

福澤　レベッカ

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フィールドワークとリサーチデザインは様々なパラダイムに基づいている。そ
の様々なパラダイムは異なったモデル構成、調査方法、データ分析方法につ
ながる。本授業は異なる分野のパラダイムを比較しながら、文化人類学的な
フィールドワークと調査理論を紹介す以下の物が含まれている：フィールド
ワークのプロセスを実施しながら進めていく。そのプロセスには帰納・演繹
法による理論構築、社会現象測定としての母集団の特定、データ抽出の決定、
質的・量的データ収集法、データ処理としてのコーディングシステムの決定、
データのマッピングと質的データ解析、モデルの検証である。
【到達目標】
社会学における様々のデータ収集方法とモデル構成を考える力を身につける
こと。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業は講義も含まれているが、アクティブラーニングを基礎とする授業であ
る。授業において主に、ディスカッション、グループワーク、授業内フィー
ルドワーク体験、映像・メディアの分析などの活動を行う。提出された課題・
アクティビティシート、クイズ、試験については採点のうえ、返却されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 本クラスの紹介・フィー

ルドワークとは何か？
社会や文化について研究を行うフィー
ルド調査法とは何か、そして他の研究
方法との違いと特徴を学ぶ。フィール
ドでの倫理の特殊な問題を考える。

2回 研究のゴール、問題提
起、概念的枠組み　 I

研究のゴールと問題提起が幾つあるの
かを特定し、自分の世界観に基づいて
暫定的、概念的枠組みを考える。

3回 質的なデータを帰納的に
集めるインタービュ方法

構造化されたインタビュー、ある程度
構造化されたインタビュー、そして
まったく構造化されていないインタ
ビューの相違について考える。インタ
ビューを実施する。

4回 質的データ分析と解釈
の方法

インタビューの中のテーマを見つける
ことにより質的データの分析方法を学
びながら、コーディングマトリックス
を開発、使用することにより量的デー
タへの変換を考える。

5回 テーマコードから符号
のコードの作成

2符号コードに変えることによって質的
なデータから量的なデータに近寄り、
統計学的な分析が可能になる。

6回 質的なデータから量的
なコーディングへ

ネイティブの観点から言葉の概念の関
係を調べるために、分類データシート
のデータをマットリック表に記入する。

7回 質的なモデル構成 テーマのカテゴリーを利用して、値の
コードを作る。このデータを元に、コー
ディングを通してモデルを構成する。

8回 質的データを帰納的に
集める観察方法

正式な観察――分厚い記述・連続記述
方法との基本

9回 質的データを帰納的に
集める観察方法

正式な観察――分厚い記述・連続記述
方法、実際に練習する。

10回 質的データ分析と解釈
の方法

観察データからの分析方法を学びなが
ら、コーディングマトリックスを開発、
使用することにより量的データへの変
換を考える。

11回 サンプル収集の方法を
通して妥当性を得る。

母集団の特徴の特定、サンプルを収集
する手続き、そして、調査で使用する質
問の変数への関連付けをする方法につ
いて学ぶ。

12回 他のフィールドデータ
収集：人間の行動と思
考を間接的に観察する

証拠となるような他のフィールド情報
（書類やビジュアルデータなど）、研究
対象となる人たちの選定、サンプルを
収集する方法について考える

13回 他のフィールドデータ
分析：人間の行動と思
考を間接的に観察する。

ビジュアルデータの分析を実施し、
コーディングマトリックスを作成する。

14回 フィールドワークとは
何かを振り返る。

フィールドワークの心構えを再び考え
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
フィルドワークインタビューと観察などの課題を行う。
【テキスト（教科書）】
学習支援システムにアップロードする。
【参考書】
佐藤郁也 (2008)｢フィルドワーク：書を持って街にでよう」新曜社.
京都大学東南アジア研究所 (2006)「フィルドワーク入門」NTT出版.
クレスウェル, J.W. (2010)[大谷順子訳]「人間科学のための混合研究法　　　
―質的・量的アプローチをつなぐ研究デザイン」北大路書房.
好井裕明　（2006）「当たり前」を疑う社会学:質的調査のセンス. 光文社.

【成績評価の方法と基準】
平常点とクイズ (50%)、データ提出・課題 (30%)、期末試験（20％）
【学生の意見等からの気づき】
分かりにくい日本語表現を改善する。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン持参。
【その他の重要事項】
以前に行っていた政府機関のＰＲ部での仕事の経験は、現在の授業のフィー
ルドワークがビズネスに以下に応用できるかという視点を提供している。
【Outline (in English)】
This course introduces students to anthropological research models
and fieldwork methods by comparing and contrasting ethnographic
fieldwork to other disciplinary approaches. It is designed to
lead students step by step through the process of designing and
implementing qualitative research: choosing a theoretical approach, de-
termining sampling procedures, designing collection methods interview,
observation and visual data, and using coding systems for analysis and
theory building.
Learning Objectives:
The goal of this class is to learn and practice a variety of methods of
ethnographic data collection. Based on this data, students will build
models or theories to describe the data.
Learning activities outside the classroom:
Students will be responsible for doing interview, observation and other
projects outside of class.
Grading Criteria:
In-class activities and online quizzes (50%), projects (30%), final exam
(20%)
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PRI200XG（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

機械学習

柴田　千尋

開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在，機械学習は，コンピュータサイエンスに限らず，様々な分野
において重要な基礎知識となってきている．本授業では，機械学習
の基礎と応用の方法を学ぶ．とくに，Pythonプログラミングによる
実践的な機械学習の方法を通じて，理解を深めることを狙う．

【到達目標】
本講義により,機械学習の基礎知識，および，機械学習プログラムの
基礎知識を習得する．機械学習プログラムにはpython言語を用いる
が，そのソースコードが理解できるようになる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
機械学習を中心に講義を行う．講義とともに，講義内容について，場
合に応じて小課題を出し，授業中に講評を行い，講義内容の理解を
深める．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 機械学習とはなにか 講義全体の概要について説明する．

機械学習や近年のAI技術について
概要を説明する．

2 Python入門 (1) Pythonは，機械学習のための代
表的な言語になっている．機械学
習の実装の視点から, Pythonの基
礎を学ぶ．

3 Python入門 (2) 引き続き，機械学習の観点から，
Python言語の基礎と利用方法を
学ぶ．

4 線形代数の復習 線形代数のごく初歩について復習
する．また，それをPythonでどの
ように取り扱うかを学ぶ．

5 確率の復習 確率の初歩について復習する．ま
た，Pythonでどのように取り扱う
かを学ぶ．

6 線形回帰 機械学習における最も初歩的な確
率モデルとして，線形回帰の定式
化と手法を学ぶ．

7 ロジスティック回帰
と一般化線形モデル

一般化線形モデルの代表的な手法
であるロジスティック回帰につい
て説明する．

8 多値ロジスティック
回帰

多値ロジスティック回帰を多値分
類に拡張する手法について学ぶ．

9 サポートベクトルマ
シン

二値分類を解く機械学習の手法と
して代表的なサポートベクトルマ
シンの基礎について講義を行う．

10 ナイーブベイズ法 テキスト分類に使われる最もシン
プルな確率モデルとしてナイーブ
ベイズ法がある．そのモデルと応
用方法について学ぶ．

11 ナイーブベイズ法 (2) ナイーブベイズ法を実際にデータ
に適用する方法を学ぶ．

12 決定木 決定木とは，それをたどることに
より分類を行うことができるよう
な木であり，機械学習の観点から
有用な決定木の構築手法について
学ぶ．

13 ニューラルネット
ワーク

非線形な分類のための機械学習の
モデルとして，初歩的なニューラ
ルネットワークについて学ぶ．

14 今後の課題と理解度
確認

この講義では機械学習の初歩を学
ぶが，その後どのようなことを学
べばよいのかなどの今後の方向性
にて講義を行う．また理解度確認
の課題を行う，

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、4時間を標準とする】
受講学生は、講義内容について、事前に教科書を読み基礎知識を見
つけるとともに、講義内容について復習を行う。

【テキスト（教科書）】
八谷大岳著:「ゼロから作るPython機械学習プログラミング」，機械
学習スタートアップシリーズ，講談社

【参考書】
なし

【成績評価の方法と基準】
成績は、授業中の課題（50%）とレポート課題（50%）により総合
的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
ノートPC

【その他の重要事項】
講義についてメモをきちんととり、復習を十分に行うこと。

【Outline (in English)】
[Outline]
Machine learning is currently mandatory for various fields of
computer science. In this lecture, you learn the basics and the
practical knowledge of machine learning.
[Goal]
The goal is to acquire the basic knowledge of machine learning
and machine learning coding using Python language.
[Learning Activities Outside of Classroom]
Students are expected to review and learn basic Python syntax
outside of the class.
[Grading Criteria]
Grades are evaluated comprehensively based on exercises and
reports in class.
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MAT147KA-GMP-153（数学 / Mathematics 100）

統計学1

川畑　史郎

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：ABクラス（※前提科目）
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
統計学は、音声や画像のように共通する特徴はあるものの、個別には
変動（バラつきやゆらぎ）があるようなデータを扱うときに非常に
有用である。また、ビッグデータやデータサイエンスと呼ばれるよ
うな、膨大なデータを処理し利活用するときにも不可欠な技術であ
る。こうした統計学の基礎を実験精度と誤差の観点から講義してい
く。後半では、ベイズ統計学についても触れる。この科目では、統
計学の基礎を習得する。多くの専門科目、特に、統計学2、音声情報
処理、ディジタル信号処理、情報理論、画像情報処理、パターン認
識の基盤となる重要な学問である。

【到達目標】
合格者は、以下の項目を達成することを想定している。(1)「確率変
数」「確率分布」の概念を理解する。(2)「期待値」の演算ができる。
(3)「正規分布」の基礎概念を理解し、データから統計量を推定でき
る。(4)「検定」の概念を理解する。(5)データからノートPCを使っ
て回帰係数が計算できる。
数学的な知識をベースとして、実際のデータの処理・解析を通して
本質を見抜く論理的思考ができることを期待する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP1」と「DP3-1」、「DP4-1」、
「DP4-2」に関連

【授業の進め方と方法】
教科書の内容を授業計画に沿って、「理解する」ことを目標とする。
「理解する」とは、教科書に取り上げられている内容に関する問題に
解答でき、「説明」できることである。「説明」とは、式変形がどの
式や定理・公理に基づいているのかを明確にすることである。授業
の方法としては、まず、予習として、教科書の数式、例題などを導
出できるようにしておくこと。授業内容に関連する応用演習課題を
復習課題とする。本授業だけで問題演習が足りない学生には、別途
開講される「統計学演習」の受講を勧める。課題（試験やレポート
等）に対するフィードバック方法として、授業の初めに、前回の授
業内で行った試験や小レポート等、課題からいくつか取り上げ、全
体に対して講評や解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 データの把握と記述 イントロダクションと収集された

データの把握手段
2 確率変数と確率分布

（離散型）
離散型の確率変数と確率分布、期
待値や分散の計算

3 確率変数と確率分布
（連続型）

連続型の確率変数と確率分布、期
待値や分散の計算

4 多次元確率分布　
（共分散）

3次元以上のデータの取り扱い

5 二項分布と正規分布 二項分布の性質と正規分布との関
わり

6 積率母関数 分布のモーメントとその使用法
7 相関と回帰 2組のデータの関わり
8 中間テスト 前半のまとめ
9 標本分布 データが従うであろうさまざまな

分布の性質
10 統計的推定 推定の考え方と推定の例
11 最尤法とその応用 尤度の考え方と最尤法

12 統計的検定１ 検定の考え方と分布表の使い方
13 統計的検定２ ｔ検定やカイ二乗検定など
14 まとめ 全体のまとめと統計学の応用例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回予習課題と復習課題を課す。予習として、事前に教科書をよく読
み、授業に必要な知識を確認しておくこと。わからないことがあっ
たら、参考書などを調べて、課題を解くこと。復習課題は授業で学
んだ項目の理解を再確認したり深めることで定着を図ることを目的
としている。コンピュータを用いた課題は教科書の授業範囲に出現
したグラフのプロットや実際のデータから授業で学んだ統計量を推
定できるようにすることを目的としている。復習課題に取り組むこ
とにより、学んだことを実際に応用できるスキルが身につく。本授
業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
皆本晃弥：スッキリわかる確率統計、近代科学社 (2015)
内容が不足する場合は、資料を配布する。

【参考書】
豊田秀樹：基礎からのベイズ統計学、朝倉書店 (2015)
豊田秀樹：はじめての統計データ分析、朝倉書店 (2016)
西内啓：統計学が最強の学問である、ダイヤモンド社（2013）
西内啓：統計学が最強の学問である[実践編]、ダイヤモンド社（2014）
野口、西郷：基本｜統計学、培風館 (2014)
藤澤：確率と統計、朝倉書店、(2006)
薩摩：確率・統計、岩波 (1989)
N.C.Barford著、酒井英行訳：実験精度と誤差、丸善出版 (1997)

【成績評価の方法と基準】
レポートと中間テスト（40%）と定期試験（60%）とで評価する。

【学生の意見等からの気づき】
練習問題が少ないと感じるときには、参考書等の問題を数多く解い
てみると力がつく。

【学生が準備すべき機器他】
演習にはノートPCを利用する。学習支援システムを利用する。

【Outline (in English)】
Statistics is very useful for us to process data having some
fluctuations such as speeches and/or images. Students receive
lectures on fundamentals in Statistics from the viewpoint of
accuracy and error in some experiments. Bayesian Statistics
will be introduced a little. Statistics is an important academic
field for some specialized courses such as Statistics 2, Speech
processing, Digital signal processing, Information theory,
image processing, and pattern recognition. Therefore, those
who wish to study these cources are required to take Statistics.
The goals of this course are as follows. Based on mathematical
knowledge, students are expected to be able to think logically to
identify the essence through processing and analysis of actual
data.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 60%, Reports and midterm examina-
tion: 40%
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MAT147KA-GMP-153（数学 / Mathematics 100）

統計学1

花泉　弘

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：CDクラス（※前提科目）
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
統計学は、音声や画像のように共通する特徴はあるものの、個別には
変動（バラつきやゆらぎ）があるようなデータを扱うときに非常に
有用である。また、ビッグデータやデータサイエンスと呼ばれるよ
うな、膨大なデータを処理し利活用するときにも不可欠な技術であ
る。こうした統計学の基礎を実験精度と誤差の観点から講義してい
く。後半では、ベイズ統計学についても触れる。この科目では、統
計学の基礎を習得する。多くの専門科目、特に、統計学2、音声情報
処理、ディジタル信号処理、情報理論、画像情報処理、パターン認
識の基盤となる重要な学問である。

【到達目標】
合格者は、以下の項目を達成することを想定している。(1)「確率変
数」「確率分布」の概念を理解する。(2)「期待値」の演算ができる。
(3)「正規分布」の基礎概念を理解し、データから統計量を推定でき
る。(4)「検定」の概念を理解する。(5)データからノートPCを使っ
て回帰係数が計算できる。
数学的な知識をベースとして、実際のデータの処理・解析を通して
本質を見抜く論理的思考ができることを期待する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP1」と「DP3-1」、「DP4-1」、
「DP4-2」に関連

【授業の進め方と方法】
教科書の内容を授業計画に沿って、「理解する」ことを目標とする。
「理解する」とは、教科書に取り上げられている内容に関する問題
に解答でき、「説明」できることである。「説明」とは、式変形がど
の式や定理・公理に基づいているのかを明確にすることである。授
業の方法としては、まず、予習として、教科書の数式、例題などを
導出できるようにしておくこと。授業内容に関連する応用演習課題
を復習課題とする。本授業だけで問題演習が足りない学生には、別
途開講される「統計学演習」の受講を勧める。課題や試験問題の中
から、理解度や重要性に応じて適宜解説・フィードバックする。オ
フィス・アワーでも課題に対して講評する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 データの把握と記述 イントロダクションと収集された

データの把握手段について説明す
る

2 確率変数（離散型） 離散型の確率変数について、同時
確率、周辺確率、条件付確率、ベ
イズの定理などを説明する

3 確率分布（離散型） 二項分布を例にして説明する
4 期待値と分散（離散

型）
期待値と分散の求め方を説明する。
大数の法則についても紹介する。

5 確率分布（連続型） 連続型の確率分布について説明す
る。

6 期待値と分散（連続
型）

連続型の確率分布に対する期待値
と分散の計算法を説明する。併せ
て、積率母関数も紹介する。

7 中間テスト 前半のまとめ
8 正規分布と中心極限

定理
正規分布がどのようなものか、な
ぜ重要なのかを説明する。併せて、
中心極限定理も説明する。

9 共分散行列と相関係
数

複数の属性を持つデータの分布の
ようすの記述法や類似度の指標に
ついて説明する。

10 多次元正規分布 多次元正規分布の表現や性質など
について説明する。

11 統計的推定１ 点推定と区間推定について説明す
る。

12 統計的推定２ 最尤推定について説明する。ベイ
ズ推定についても触れる。

13 統計的検定１ 統計的検定の考え方と実施の方法
について説明する。

14 統計的検定２とまと
め

ｔ検定やＦ検定などの紹介および
全体のまとめと統計学の応用例に
ついて紹介する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回予習課題と復習課題を課す。予習として、事前に教科書をよく読
み、授業に必要な知識を確認しておくこと。わからないことがあっ
たら、参考書などを調べて、課題を解くこと。復習課題は授業で学
んだ項目の理解を再確認したり深めることで定着を図ることを目的
としている。コンピュータを用いた課題は教科書の授業範囲に出現
したグラフのプロットや実際のデータから授業で学んだ統計量を推
定できるようにすることを目的としている。復習課題に取り組むこ
とにより、学んだことを実際に応用できるスキルが身につく。本授
業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標準と
する。

【テキスト（教科書）】
皆本晃弥：スッキリわかる確率統計、近代科学社 (2015)
内容が不足する場合は、資料を配布する。

【参考書】
豊田秀樹：基礎からのベイズ統計学、朝倉書店 (2015)
豊田秀樹：はじめての統計データ分析、朝倉書店 (2016)
西内啓：統計学が最強の学問である、ダイヤモンド社（2013）
西内啓：統計学が最強の学問である[実践編]、ダイヤモンド社（2014）
野口、西郷：基本｜統計学、培風館 (2014)
藤澤：確率と統計、朝倉書店、(2006)
薩摩：確率・統計、岩波 (1989)
N.C.Barford著、酒井英行訳：実験精度と誤差、丸善出版 (1997)

【成績評価の方法と基準】
レポート(20%)と中間テスト(30%)、定期試験(50%)で評価する。教
科書の内容が難しいと感じる学生は同時に開講される統計学演習を
受講すること。毎回の自習課題の成績を加味することがある（努力
を評価する）。

【学生の意見等からの気づき】
練習問題が少ないと感じるときには、参考書等の問題を数多く解い
てみると力がつく。

【学生が準備すべき機器他】
演習にはノートPCを利用する。学習支援システムを利用する。

【Outline (in English)】
Statistics is very useful for us to process data having some
fluctuations such as speeches and/or images. Students receive
lectures on fundamentals in Statistics from the viewpoint of
accuracy and error in some experiments. Bayesian Statistics
will be introduced a little. Statistics is an important academic
field for some specialized courses such as Statistics 2, Speech
processing, Digital signal processing, Information theory,
image processing, and pattern recognition. Therefore, those
who wish to study these courses are required to take Statistics.
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Successful students are expected to achieve the following
items. (1) Understand the concepts of "random variables"
and "probability distributions". (2) "Expected value" can be
calculated. (3) Understand the basic concept of "normal
distribution" and can estimate statistics from data. (4)
Understand the concept of "test". (5) The regression coefficient
can be calculated from the data using a notebook PC. Based on
mathematical knowledge, I hope that you will be able to think
logically through the processing and analysis of actual data.
Preparation and review tasks are given each time. As
a preparation, read the textbook carefully in advance and
confirm the knowledge necessary for the class. If you have
any questions, check the reference books and solve the problem.
The purpose of the review task is to reconfirm and deepen the
understanding of the items learned in the class. The standard
for outside classroom learning such as preparation and review
of this class is 4 hours per week.
Student scores are measured based on the evaluation with
reports (20%), mid-term tests (30%), and regular tests (50%).
The grades of each self-study task may be taken into score.
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MAT147KA-GMP-153（数学 / Mathematics 100）

統計学1

小西　克巳

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：再履クラス（※新入生受講不可、前提科目）
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータ科学およびデジタルメディア分野の専門科目を学ぶ上
で必要不可欠な知識である確率・統計の基礎を習得することを目標
とする。本授業は前年の統計学1の再履修者のための授業である。

【到達目標】
合格者は、以下の項目を達成することを想定している。(1)「確率変
数」「確率分布」の概念を理解する。(2)「期待値」の演算ができる。
(3)「正規分布」の基礎概念を理解し、データから統計量を推定でき
る。(4)「検定」の概念を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP1」と「DP3-1」、「DP4-1」、
「DP4-2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で実施し、毎回演習を行う。講義は板書を中心に進める。
演習は授業時間中に解いたものを提出する。提出されたレポート課
題はレポート返却、および、授業中の解説によってフィードバック
する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 標本と確率 標本と確率、確率変数
2 条件付き確率 条件付き確率とベイズの定理
3 連続事象と確率 連続事象の確率、確率密度関数、

モーメント母関数
4 二項分布 二項分布、二項分布の正規分布に

よる近似、二項分布のポアソン分
布による近似

5 正規分布 正規分布の確率の計算
6 同時確率分布 同時確率、同時確率分布、共分散

と独立性
7 最尤推定 尤度、尤度関数、対数尤度関数、

最尤推定法
8 区間推定 点推定と区間推定、その計算法
9 標本分布 標本平均と標本分散、t分布
10 これまでの復習 第1回から第9回までの復習
11 統計的検定 母集団の平均の検定、母集団の分

散の検定、F検定
12 t検定 対応のないt検定、対応のあるt検

定
13 カイ２乗検定 カイ２乗検定と独立性の検定
14 まとめ 第１回～１３回までの復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習として、事前に教科書をよく読み、授業に必要な知識を確認し
ておくこと。演習問題は授業中に提出することとするが、時間内に
解けなかった問題は復習し、必ず解いておくこと。
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標
準とする。

【テキスト（教科書）】
皆本晃弥：スッキリわかる確率統計、近代科学社 (2015)

【参考書】
薩摩順吉：確率・統計 (理工系の数学入門コース 7)、岩波書店

【成績評価の方法と基準】
授業中の課題を４０％、期末試験６０％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
演習問題を増やし、理解度を深める。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【Outline (in English)】
This course introduces the fundamentals of statics. The goals
of this course are to help students acquire an understanding
of statics, probability and statistical test. Students will be
expected to have completed the required assignments after
each class meeting. Your study time will be more than four
hours for a class. Your overall grade in the class will be decided
based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports : 40%
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COT111KA-CS-100（計算基盤 / Computing technologies 100）

情報科学入門

日高　宗一郎

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：ABクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報科学における最も基本的な概念である，アルゴリズム，計算，モ
デル化について学ぶ．

【到達目標】
情報科学の分野でアルゴリズムおよび計算をどのように取り扱って
いるかを理解する．また，実世界の様々な問題をコンピュータで扱
う上で不可欠となるモデル化の概念と方法論を理解する．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」に関連

【授業の進め方と方法】
情報科学の分野において実世界の様々な問題を解くためには，情報
科学特有の概念をまず初めに理解する必要がある．本講義は，情報
科学の理論に初めて触れる学生を対象とし，今後，情報科学を学ん
でいくために不可欠となる，プログラミングの基礎であるアルゴリ
ズムの記述法，情報科学における計算の取り扱い方，実世界を対象
とした問題を情報科学で扱うためのモデル化の手法を初学者が身に
着けられるように講義を進める．また，講義で示した手法を学生が
実感できるよう，アルゴリズム，計算，モデル化のそれぞれにおい
て演習を行う．授業で課した課題 (小テストやレポート)等を取り上
げ、授業内で全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 情報科学とは ガイダンス，講義に必要な環境整

備を行う．
2 アルゴリズム基礎 (1) アルゴリズムとは何かを理解する

とともに，簡単なアルゴリズムの
例を学ぶ．

3 アルゴリズム基礎 (2) フローチャートによってアルゴリ
ズムを記述する方法を理解する．

4 Scratchによるアル
ゴリズム学習

簡単なアルゴリズムをScratchで
プログラミングする．

5 計算とは (1) 情報科学分野における計算の概念
を学ぶとともにチューリングマシ
ンの定義を学ぶ．

6 計算とは (2) 計算の理解に重要な再帰の概念と，
チューリングマシンによる再帰の
実現法について学ぶ．

7 チューリングマシン
によるアルゴリズム
記述の例

幾つかの具体的なアルゴリズムの
チューリングマシンによる記述法
を理解する．

8 チューリングマシン
の記述演習

簡単なアルゴリズムをチューリン
グマシンで記述することにより，
チューリングマシンに関する理解
を深める．

9 チューリングマシン
の限界の理解

チューリングマシンの停止性判定
問題を通して，チューリングマシ
ンの計算可能性の限界を理解する．

10 情報科学における問
題の解き方

情報科学分野においてモデル化を
行うことの重要性を理解する．

11 情報科学におけるモ
デル化の実例

物理現象のモデル化など，情報科
学分野におけるモデル化の実例を
学ぶ．

12 実世界の問題をモデ
ル化する演習

簡単な実世界の現象のモデル化を
通して，モデルの概念に関する理
解を深める．

13 モデル化に関する演
習課題の発表会

第12回の講義で行った演習課題の
発表会を行う．

14 情報科学分野におけ
る計算，アルゴリズ
ム，モデル化に関す
る現在の課題および
まとめ

情報科学分野における計算，アル
ゴリズム，モデル化に関する最新
のトピックを学ぶ．
本講義で学んだ内容を総括する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容を復習する．講義内で出される課題を解き，レポートを
作成する．
本授業の準備・学習時間は，各週4時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した講義資料をウェブ上で配布する．

【参考書】
L.ゴールドシュレーガー, A.リスター(著),武市正人,角田博保,小川
貴英(訳),計算機科学入門，近代科学社, 2000. ISBN 4-7649-0284-2
川合慧(編),情報,東京大学出版会, 2006. ISBN 978-4-13-062451-0
山口和紀 (編),情報第2版,東京大学出版会, 2016. ISBN 978-4-13-
062457-2
和達三樹, 物理のための数学 (物理入門コース 新装版), 岩波書店,
2017. ISBN 978-4000298704
デヴィッド・バージェスモラグ・ボリー (著),垣田高夫 (翻訳),大町
比佐栄 (翻訳),微分方程式で数学モデルを作ろう,日本評論社, 1990.
ISBN 978-4535781733
阿部彩芽（著）,笠井琢美（著）,チューリングの考えるキカイ,技
術評論社, 2018, ISBN 978-4-7741-9689-3
猪股俊光（著）,山田敬三（著）,計算モデルとプログラミング,森
北出版, 2019, ISBN 978-4627854710
John MacCormick(著), 松崎 公紀 (監修), 長尾高弘 (翻訳), 計算で
きるもの、計算できないもの, オライリージャパン, 2020, ISBN
978-4873119335

【成績評価の方法と基準】
期末試験を90%以上とし，レポート，授業中の参加の度合，貢献度
を最大10%考慮して総合的に判断する．

【学生の意見等からの気づき】
高度な内容については適宜補足を加える．
学習支援システム上の課題受付締切設定についての説明を詳しく
行う．

【学生が準備すべき機器他】
演習では貸与ノートPCを利用する．

【Outline (in English)】
In this course the notions of algorithm, computation and
modeling that are most fundamental to information sciences
are covered.
The goal of this course is to understand
- how the notions of algorithm and computation are treated in
the field of information science.
- notion and methodology of modeling that are indispensable to
treat real-world problems in computers.
Besides attending the class, students are expected to review
the content of the course, complete assignments and submit
reports.
Students will be studying four hours for a class.
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Final grade will be calculated based on, but not limited
to, term-end exam (more than 90%), reports and in class
contribution (up to 10%).
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COT111KA-CS-100（計算基盤 / Computing technologies 100）

情報科学入門

坂本　寛

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：CDクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報科学における最も基本的な概念である，アルゴリズム，計算，モ
デル化について学ぶ．

【到達目標】
情報科学の分野でアルゴリズムおよび計算をどのように取り扱って
いるかを理解する．また，実世界の様々な問題をコンピュータで扱
う上で不可欠となるモデル化の概念と方法論を理解する．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」に関連

【授業の進め方と方法】
情報科学の分野において実世界の様々な問題を解くためには，情報
科学特有の概念をまず初めに理解する必要がある．本講義は，情報
科学の理論に初めて触れる学生を対象とし，今後，情報科学を学ん
でいくために不可欠となる，プログラミングの基礎であるアルゴリ
ズムの記述法，情報科学における計算の取り扱い方，実世界を対象
とした問題を情報科学で扱うためのモデル化の手法を初学者が身に
着けられるように講義を進める．また，講義で示した手法を学生が
実感できるよう，アルゴリズム，計算，モデル化のそれぞれにおい
て演習を行う．授業で課した課題 (小テストやレポート)等を取り上
げ、授業内で全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 情報科学とは ガイダンス，講義に必要な環境整

備を行う．
2 アルゴリズム基礎 (1) アルゴリズムとは何かを理解する

とともに，簡単なアルゴリズムの
例を学ぶ．

3 アルゴリズム基礎 (2) フローチャートによってアルゴリ
ズムを記述する方法を理解する．

4 Scratchによるアル
ゴリズム学習

簡単なアルゴリズムをScratchで
プログラミングする．

5 計算とは (1) 情報科学分野における計算の概念
を学ぶとともにチューリングマシ
ンの定義を学ぶ．

6 計算とは (2) 計算の理解に重要な再帰の概念と，
チューリングマシンによる再帰の
実現法について学ぶ．

7 チューリングマシン
によるアルゴリズム
記述の例

幾つかの具体的なアルゴリズムの
チューリングマシンによる記述法
を理解する．

8 チューリングマシン
の記述演習

簡単なアルゴリズムをチューリン
グマシンで記述することにより，
チューリングマシンに関する理解
を深める．

9 チューリングマシン
の限界の理解

チューリングマシンの停止性判定
問題を通して，チューリングマシ
ンの計算可能性の限界を理解する．

10 情報科学における問
題の解き方

情報科学分野においてモデル化を
行うことの重要性を理解する．

11 情報科学におけるモ
デル化の実例

物理現象のモデル化など，情報科
学分野におけるモデル化の実例を
学ぶ．

12 実世界の問題をモデ
ル化する演習

簡単な実世界の現象のモデル化を
通して，モデルの概念に関する理
解を深める．

13 モデル化に関する演
習課題の発表会

第12回の講義で行った演習課題の
発表会を行う．

14 情報科学分野におけ
る計算，アルゴリズ
ム，モデル化に関す
る現在の課題および
まとめ

情報科学分野における計算，アル
ゴリズム，モデル化に関する最新
のトピックを学ぶ．
本講義で学んだ内容を総括する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容を復習する．講義内で出される課題を解き，レポートを
作成する．
本授業の準備・学習時間は，各週4時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した講義資料をウェブ上で配布する．

【参考書】
L.ゴールドシュレーガー, A.リスター(著),武市正人,角田博保,小川
貴英(訳),計算機科学入門，近代科学社, 2000. ISBN 4-7649-0284-2
川合慧(編),情報,東京大学出版会, 2006. ISBN 978-4-13-062451-0
山口和紀 (編),情報第2版,東京大学出版会, 2016. ISBN 978-4-13-
062457-2
和達三樹, 物理のための数学 (物理入門コース 新装版), 岩波書店,
2017. ISBN 978-4000298704
デヴィッド・バージェスモラグ・ボリー (著),垣田高夫 (翻訳),大町
比佐栄 (翻訳),微分方程式で数学モデルを作ろう,日本評論社, 1990.
ISBN 978-4535781733
阿部彩芽（著）,笠井琢美（著）,チューリングの考えるキカイ,技
術評論社, 2018, ISBN 978-4-7741-9689-3
猪股俊光（著）,山田敬三（著）,計算モデルとプログラミング,森
北出版, 2019, ISBN 978-4627854710
John MacCormick(著), 松崎 公紀 (監修), 長尾高弘 (翻訳), 計算で
きるもの、計算できないもの, オライリージャパン, 2020, ISBN
978-4873119335

【成績評価の方法と基準】
期末試験を90%以上とし，レポート，授業中の参加の度合，貢献度
を最大10%考慮して総合的に判断する．

【学生の意見等からの気づき】
高度な内容については適宜補足を加える．
学習支援システム上の課題受付締切設定についての説明を詳しく
行う．

【学生が準備すべき機器他】
演習では貸与ノートPCを利用する．

【Outline (in English)】
In this course the notions of algorithm, computation and
modeling that are most fundamental to information sciences
are covered.
The goal of this course is to understand
- how the notions of algorithm and computation are treated in
the field of information science.
- notion and methodology of modeling that are indispensable to
treat real-world problems in computers.
Besides attending the class, students are expected to review
the content of the course, complete assignments and submit
reports.
Students will be studying four hours for a class.
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Final grade will be calculated based on, but not limited
to, term-end exam (more than 90%), reports and in class
contribution (up to 10%).
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COT111KA-CS-102（計算基盤 / Computing technologies 100）

コンピュータシステム入門1

高村　誠之

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：ABクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報科学を学ぶに当たって技術的側面の入門を学ぶ。後続の科目全
般の基盤となる最も基礎的な内容として、コンピュータやインター
ネットといった現在の情報基盤を使いこなす上で必要となる基本的
な知識を養う。まず、全ての土台となるコンピュータのハードウェ
アについて、これまでの発展の歴史とその基本的な仕組みを学ぶ。
また、現在の情報処理に欠かせない通信の概念や、コンピュータ上
で様々な情報を表現するメディアデータの仕組みと構造を理解する。

【到達目標】
・コンピュータの基本的な仕組みを理解する
・コンピュータで計算ができる仕組みを理解する
・コンピュータにおける通信の基礎を理解する
・コンピュータ上での様々な情報の表現方法について理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」に関連

【授業の進め方と方法】
講義を中心として、演習や課題を交えながら進める。課題等の提出・
フィードバックはhoppiiおよびその他教員が指定するツールを通じ
て行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入：コンピュータ

と情報処理
コンピュータと情報処理分野の社
会における位置づけなど一般的な
概念を理解する。

2 コンピュータの歴史 現在に至るまでのコンピュータの
歴史を概観し、現在の情報基盤を
支えるコンピュータの発展を理解
する。

3 コンピュータにおけ
る計算の概念

コンピュータがなぜ計算ができる
のかを学ぶ。

4 コンピュータのしく
み

コンピュータの仕組みを中心に、
コンピュータの基本を学ぶ。

5 コンピュータの構成
要素

コンピュータを構成する個々の装
置について、構造や仕組みを学ぶ。

6 デジタル回路 コンピュータを構成する基本要素
であるデジタル回路の基礎を概観
する。

7 基本演算の仕組み1 コンピュターが行う基本演算とそ
の実現法を学ぶ（加算・減算・2の
補数表現）

8 基本演算の仕組み2 コンピュターが行う基本演算とそ
の実現法を学ぶ（乗算・浮動小数
点）

9 振り返り（前半） 演習問題を解くなどして本講義前
半部分の理解度を確認する。

10 情報の表現：テキス
ト

文字コードやフォント、符号化等
のテキスト処理について学ぶ。

11 情報の表現：音・音
声

聴覚や音声処理、音声合成、音声
認識といった音に関わるメディア
処理について学ぶ。

12 情報の表現：画像・
動画

視覚や色に関する基本知識、およ
び、画像・動画のフォーマットに
ついて学ぶ。

13 通信の仕組み 無線LANやEthernetなどの実際
のネットワークに接続する際の基
礎技術について学ぶ。

14 振り返り（後半） 演習問題を解くなどして本講義後
半部分の理解度を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に課題が課された場合は、それを解くこと。
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標
準とする。

【テキスト（教科書）】
配付資料による

【参考書】
必要に応じて講義中に紹介

【成績評価の方法と基準】
試験 (90%）,講義における積極性などの参加度 (10%)を総合して評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与Note PCを使用する場合がある。講義回毎の使用の可否は教員
の指示に従うこと。

【Outline (in English)】
This course provides an integrated introduction to computer
systems. Our goal is for you to learn about the hierarchy
of abstractions and implementations that comprise a modern
computer system. This will provide a conceptual framework
that you can then flesh out with courses such as compiler,
operating systems, networks, and others.
Students will be expected to study the topic given in the class
around four hours in each week. Your overall grade in the class
will be decided based on the following:
Term-end examination: 90%, in class contribution: 10%
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COT111KA-CS-102（計算基盤 / Computing technologies 100）

コンピュータシステム入門1

坂本　寛

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：CDクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
情報科学を学ぶに当たって技術的側面の入門を学ぶ。後続の科目全
般の基盤となる最も基礎的な内容として、コンピュータやインター
ネットといった現在の情報基盤を使いこなす上で必要となる基本的
な知識を養う。まず、全ての土台となるコンピュータのハードウェ
アについて、これまでの発展の歴史とその基本的な仕組みを学ぶ。
また、現在の情報処理に欠かせない通信の概念や、コンピュータ上
で様々な情報を表現するメディアデータの仕組みと構造を理解する。

【到達目標】
・コンピュータの基本的な仕組みを理解する
・コンピュータで計算ができる仕組みを理解する
・コンピュータにおける通信の基礎を理解する
・コンピュータ上での様々な情報の表現方法について理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」に関連

【授業の進め方と方法】
講義を中心として、演習や課題を交えながら進める。課題等の提出・
フィードバックはhoppiiおよびその他教員が指定するツールを通じ
て行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入：コンピュータ

と情報処理
コンピュータと情報処理分野の社
会における位置づけなど一般的な
概念を理解する。

2 コンピュータの歴史 現在に至るまでのコンピュータの
歴史を概観し、現在の情報基盤を
支えるコンピュータの発展を理解
する。

3 コンピュータにおけ
る計算の概念

コンピュータがなぜ計算ができる
のかを学ぶ。

4 コンピュータのしく
み

コンピュータの仕組みを中心に、
コンピュータの基本を学ぶ。

5 コンピュータの構成
要素

コンピュータを構成する個々の装
置について、構造や仕組みを学ぶ。

6 デジタル回路 コンピュータを構成する基本要素
であるデジタル回路の基礎を概観
する。

7 基本演算の仕組み1 コンピュターが行う基本演算とそ
の実現法を学ぶ（加算・減算・2の
補数表現）

8 基本演算の仕組み2 コンピュターが行う基本演算とそ
の実現法を学ぶ（乗算・浮動小数
点）

9 振り返り（前半） 演習問題を解くなどして本講義前
半部分の理解度を確認する。

10 情報の表現：テキス
ト

文字コードやフォント、符号化等
のテキスト処理について学ぶ。

11 情報の表現：音・音
声

聴覚や音声処理、音声合成、音声
認識といった音に関わるメディア
処理について学ぶ。

12 情報の表現：画像・
動画

視覚や色に関する基本知識、およ
び、画像・動画のフォーマットに
ついて学ぶ。

13 通信の仕組み 無線LANやEthernetなどの実際
のネットワークに接続する際の基
礎技術について学ぶ。

14 振り返り（後半） 演習問題を解くなどして本講義後
半部分の理解度を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に課題が課された場合は、それを解くこと。
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標
準とする。

【テキスト（教科書）】
配付資料による

【参考書】
必要に応じて講義中に紹介

【成績評価の方法と基準】
試験 (90%）,講義における積極性などの参加度 (10%)を総合して評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与Note PCを使用する場合がある。講義回毎の使用の可否は教員
の指示に従うこと。

【Outline (in English)】
This course provides an integrated introduction to computer
systems. Our goal is for you to learn about the hierarchy
of abstractions and implementations that comprise a modern
computer system. This will provide a conceptual framework
that you can then flesh out with courses such as compiler,
operating systems, networks, and others.
Students will be expected to study the topic given in the class
around four hours in each week. Your overall grade in the class
will be decided based on the following:
Term-end examination: 90%, in class contribution: 10%
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COT111KA-CS-200（計算基盤 / Computing technologies 100）

コンピュータシステム入門2

村上　健一郎

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：ABクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやインターネットといった現在の情報基盤を使いこな
す上で必要となる基本的な知識を学ぶ．

【到達目標】
OSやインターネットを中心に現在の情報技術の基礎を理解するとと
もに，ウェブ，音声，画像といった身近な話題を通してコンピュー
タシステムの全体像の理解を目指す．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」に関連

【授業の進め方と方法】
まず，実際のOSの例を見ながら，OSの役割の概要を理解する．ま
た，多くのOSが備えているファイルシステムなどの基本機能の理
解を深める．さらに，インターネット，ウェブ，クラウド等，現在
の情報通信技術の基盤となる仕組みを学ぶ．また，情報を人間が理
解できる様々な形で表現し処理する技術であるマルチメディアを体
系的に理解する．授業で課した課題 (小テストやレポート)等を取り
上げ、授業内で全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・OSとは

何か
この講義の全体像を説明するとと
もに，ユーザやプロセスといった
基本的な概念を理解する．

2 OSの仮想化・抽象化 OSの主要な役割である仮想化・
抽象化機能を理解する．

3 システムコール・
ファイルシステム

OSによる機能提供の仕組みとファ
イルの管理を理解する．

4 OS演習 OSの使用に関する演習を行う．
5 データベース 情報保存のしくみとしてのデータ

ベースを理解する．
6 データベース演習 データベースの作成と使用に関す

る演習を行う．
7 インターネットの基

礎
インターネットの歴史とその基本
的な仕組みを理解する．

8 ウェブ ネットワーク越しに情報を管理・
交換する枠組みを理解する．

9 ウェブにおける情報
表現

ウェブにおける情報表現やデータ
の取り扱いを理解する．

10 セキュリティ インターネットやウェブの通信セ
キュリティを理解する．

11 音声符号化 音をコンピュータ上で表現し圧縮
する方法を理解する．

12 画像符号化 画像をコンピュータ上で表現し圧
縮する方法を理解する．

13 クラウドコンピュー
ティング

クラウドコンピューティングの概
念と技術を理解する．

14 ユビキタスコン
ピューティング・IoT

ユビキタスコンピューティングや
IoTの概念と技術を理解する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容を復習する．講義内で出される課題を解き，レポートを
作成する．
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は，各週につき4時間を標
準とする．

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した講義資料をウェブ上で配布する．

【参考書】
入門マルチメディア [第二版], CG-ARTS協会, 2023. ISBN978-4-
903474-67-0

【成績評価の方法と基準】
定期試験（80%），および，レポートや講義への貢献などの平常点
（20%）で評価．

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
演習では貸与ノートPCを利用する．

【その他の重要事項】
本講義は担当教員の企業での様々な情報科学技術に関する研究開発の
知見を元に実務に必要なコンピュータシステムに関する講義を行う．

【Outline (in English)】
You will learn basic knowledge for making use of information
technologies such as computer, the internet, etc.
Students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
Grading will be decided based on exercises (20%) and term-end
examination (80%).

— 832 —



SDGs　発行日：2024/5/1

COT111KA-CS-200（計算基盤 / Computing technologies 100）

コンピュータシステム入門2

小池　崇文

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：CDクラス
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやインターネットといった現在の情報基盤を使いこな
す上で必要となる基本的な知識を学ぶ．

【到達目標】
OSやインターネットを中心に現在の情報技術の基礎を理解するとと
もに，ウェブ，音声，画像といった身近な話題を通してコンピュー
タシステムの全体像の理解を目指す．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」に関連

【授業の進め方と方法】
まず，実際のOSの例を見ながら，OSの役割の概要を理解する．ま
た，多くのOSが備えているファイルシステムなどの基本機能の理
解を深める．さらに，インターネット，ウェブ，クラウド等，現在
の情報通信技術の基盤となる仕組みを学ぶ．また，情報を人間が理
解できる様々な形で表現し処理する技術であるマルチメディアを体
系的に理解する．授業で課した課題 (小テストやレポート)等を取り
上げ、授業内で全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・OSとは

何か
この講義の全体像を説明するとと
もに，ユーザやプロセスといった
基本的な概念を理解する．

2 OSの仮想化・抽象化 OSの主要な役割である仮想化・
抽象化機能を理解する．

3 システムコール・
ファイルシステム

OSによる機能提供の仕組みとファ
イルの管理を理解する．

4 OS演習 OSの使用に関する演習を行う．
5 データベース 情報保存のしくみとしてのデータ

ベースを理解する．
6 データベース演習 データベースの作成と使用に関す

る演習を行う．
7 インターネットの基

礎
インターネットの歴史とその基本
的な仕組みを理解する．

8 ウェブ ネットワーク越しに情報を管理・
交換する枠組みを理解する．

9 ウェブにおける情報
表現

ウェブにおける情報表現やデータ
の取り扱いを理解する．

10 セキュリティ インターネットやウェブの通信セ
キュリティを理解する．

11 音声符号化 音をコンピュータ上で表現し圧縮
する方法を理解する．

12 画像符号化 画像をコンピュータ上で表現し圧
縮する方法を理解する．

13 クラウドコンピュー
ティング

クラウドコンピューティングの概
念と技術を理解する．

14 ユビキタスコン
ピューティング・IoT

ユビキタスコンピューティングや
IoTの概念と技術を理解する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容を復習する．講義内で出される課題を解き，レポートを
作成する．
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は，各週につき4時間を標
準とする．

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した講義資料をウェブ上で配布する．

【参考書】
入門マルチメディア [第二版], CG-ARTS協会, 2023. ISBN978-4-
903474-67-0

【成績評価の方法と基準】
定期試験（80%），および，レポートや講義への貢献などの平常点
（20%）で評価．

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
演習では貸与ノートPCを利用する．

【その他の重要事項】
本講義は担当教員の企業での様々な情報科学技術に関する研究開発の
知見を元に実務に必要なコンピュータシステムに関する講義を行う．

【Outline (in English)】
You will learn basic knowledge for making use of information
technologies such as computer, the internet, etc.
Students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
Grading will be decided based on exercises (20%) and term-end
examination (80%).
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COT111KA-CS-101（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門1

赤石　美奈

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期前半/Spring(1st half)
備考（履修条件等）：Aクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (前半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入、入出力処理 プログラミングとは何かを学ぶ。

また、プログラミングを行うため
の基本的な道具の使い方を学ぶ。

2 値と変数 コンピュータが扱うデータの最も
基本的な扱い方を学ぶ。

3 条件分岐 状況によって異なる作業を切り替
えて実行させる方法を学ぶ。

4 第1回から3回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

5 繰り返し 似た作業を何度も繰り返して実行
させる方法を学ぶ。

6 関数 まとまった作業を、一つの単位の
仕事としてまとめる方法を学ぶ。

7 講義の総括と試験 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。
授業内で、試験を実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、試験(90％)、および、授業へ貢献度(10％)により、総合的
に判断する。
また、本科目はP/F評価科目である。

【学生の意見等からの気づき】
各回での内容が理解できたかどうか不安であるとの声がありました。
そこで理解度確認のミニ課題を各授業ごとに行います。

【学生が準備すべき機器他】
あり：予習、復習、講義中に取組む課題などについては、各自貸与
ノートPCを利用し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able
to write small programs in Python that use variables, basic
operators, conditional execution, loops, and list processing.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Pass/Fail will be decided based on the term-end examination
(90%) and in class contribution (10%).
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COT111KA-CS-101（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門1

久東　義典

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期前半/Spring(1st half)
備考（履修条件等）：Bクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (前半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入、入出力処理 プログラミングとは何かを学ぶ。

また、プログラミングを行うため
の基本的な道具の使い方を学ぶ。

2 値と変数 コンピュータが扱うデータの最も
基本的な扱い方を学ぶ。

3 条件分岐 状況によって異なる作業を切り替
えて実行させる方法を学ぶ。

4 第1回から3回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

5 繰り返し 似た作業を何度も繰り返して実行
させる方法を学ぶ。

6 関数 まとまった作業を、一つの単位の
仕事としてまとめる方法を学ぶ。

7 講義の総括と試験 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。
授業内で、試験を実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、試験(90％)、および、授業へ貢献度(10％)により、総合的
に判断する。
また、本科目はP/F評価科目である。

【学生の意見等からの気づき】
各回での内容が理解できたかどうか不安であるとの声がありました。
そこで理解度確認のミニ課題を各授業ごとに行います。

【学生が準備すべき機器他】
あり：予習、復習、講義中に取組む課題などについては、各自貸与
ノートPCを利用し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able
to write small programs in Python that use variables, basic
operators, conditional execution, loops, and list processing.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Pass/Fail will be decided based on the term-end examination
(90%) and in class contribution (10%).
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COT111KA-CS-101（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門1

波多野　大督

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期前半/Spring(1st half)
備考（履修条件等）：Cクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (前半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入、入出力処理 プログラミングとは何かを学ぶ。

また、プログラミングを行うため
の基本的な道具の使い方を学ぶ。

2 値と変数 コンピュータが扱うデータの最も
基本的な扱い方を学ぶ。

3 条件分岐 状況によって異なる作業を切り替
えて実行させる方法を学ぶ。

4 第1回から3回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

5 繰り返し 似た作業を何度も繰り返して実行
させる方法を学ぶ。

6 関数 まとまった作業を、一つの単位の
仕事としてまとめる方法を学ぶ。

7 講義の総括と試験 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。
授業内で、試験を実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、試験(90％)、および、授業へ貢献度(10％)により、総合的
に判断する。
また、本科目はP/F評価科目である。

【学生の意見等からの気づき】
各回での内容が理解できたかどうか不安であるとの声がありました。
そこで理解度確認のミニ課題を各授業ごとに行います。

【学生が準備すべき機器他】
あり：予習、復習、講義中に取組む課題などについては、各自貸与
ノートPCを利用し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able
to write small programs in Python that use variables, basic
operators, conditional execution, loops, and list processing.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Pass/Fail will be decided based on the term-end examination
(90%) and in class contribution (10%).
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COT111KA-CS-101（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門1

佐藤　周平

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期前半/Spring(1st half)
備考（履修条件等）：Dクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (前半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入、入出力処理 プログラミングとは何かを学ぶ。

また、プログラミングを行うため
の基本的な道具の使い方を学ぶ。

2 値と変数 コンピュータが扱うデータの最も
基本的な扱い方を学ぶ。

3 条件分岐 状況によって異なる作業を切り替
えて実行させる方法を学ぶ。

4 第1回から3回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

5 繰り返し 似た作業を何度も繰り返して実行
させる方法を学ぶ。

6 関数 まとまった作業を、一つの単位の
仕事としてまとめる方法を学ぶ。

7 講義の総括と試験 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。
授業内で、試験を実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、試験(90％)、および、授業へ貢献度(10％)により、総合的
に判断する。
また、本科目はP/F評価科目である。

【学生の意見等からの気づき】
各回での内容が理解できたかどうか不安であるとの声がありました。
そこで理解度確認のミニ課題を各授業ごとに行います。

【学生が準備すべき機器他】
あり：予習、復習、講義中に取組む課題などについては、各自貸与
ノートPCを利用し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able
to write small programs in Python that use variables, basic
operators, conditional execution, loops, and list processing.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Pass/Fail will be decided based on the term-end examination
(90%) and in class contribution (10%).
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COT111KA-CS-101a（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門2

赤石　美奈

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期後半/Spring(2nd half)
備考（履修条件等）：Aクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (後半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ファイル操作 プログラム内で利用するための、

ファイルの作成、読み込み方法を
学ぶ。

2 複合データ 複数のデータをひとかたまりの形
で扱うための機構について学ぶ。
データを統一的に処理する際に必
要となる。

3 第1回から2回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

4 応用 (1)―タートルグ
ラフィックスで幾何
学模様

幾何学模様を描くプログラムを作
成してみる。

5 対話ループ 対話型プログラムについて学ぶ。
6 応用 (2)―Tkを利用

したレンダリング
初歩的なレンダリングのプログラ
ムを作成してみる。

7 総括―内容の復習と
実際的なプログラム
の作成

これまで学んできた内容の復習を
行う。また、これらを用いた実際
的なプログラムの作成にチャレン
ジする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、期末(90%)試験と課題の取組/提出状況(10％)により、総合
的に判断する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
あり：講義は情報教室での実施になります。また、予習、復習、講
義中に終了しない課題などについては、各自貸与ノートPCを利用
し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able to
write small programs in Python that use file Handling, data
modeling, graphics and interactive systems.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination (90%) and in class contribution (10%).
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COT111KA-CS-101a（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門2

久東　義典

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期後半/Spring(2nd half)
備考（履修条件等）：Bクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (後半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ファイル操作 プログラム内で利用するための、

ファイルの作成、読み込み方法を
学ぶ。

2 複合データ 複数のデータをひとかたまりの形
で扱うための機構について学ぶ。
データを統一的に処理する際に必
要となる。

3 第1回から2回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

4 応用 (1)―タートルグ
ラフィックスで幾何
学模様

幾何学模様を描くプログラムを作
成してみる。

5 対話ループ 対話型プログラムについて学ぶ。
6 応用 (2)―Tkを利用

したレンダリング
初歩的なレンダリングのプログラ
ムを作成してみる。

7 総括―内容の復習と
実際的なプログラム
の作成

これまで学んできた内容の復習を
行う。また、これらを用いた実際
的なプログラムの作成にチャレン
ジする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、期末(90%)試験と課題の取組/提出状況(10％)により、総合
的に判断する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
あり：講義は情報教室での実施になります。また、予習、復習、講
義中に終了しない課題などについては、各自貸与ノートPCを利用
し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able to
write small programs in Python that use file Handling, data
modeling, graphics and interactive systems.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination (90%) and in class contribution (10%).
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波多野　大督

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期後半/Spring(2nd half)
備考（履修条件等）：Cクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (後半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ファイル操作 プログラム内で利用するための、

ファイルの作成、読み込み方法を
学ぶ。

2 複合データ 複数のデータをひとかたまりの形
で扱うための機構について学ぶ。
データを統一的に処理する際に必
要となる。

3 第1回から2回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

4 応用 (1)―タートルグ
ラフィックスで幾何
学模様

幾何学模様を描くプログラムを作
成してみる。

5 対話ループ 対話型プログラムについて学ぶ。
6 応用 (2)―Tkを利用

したレンダリング
初歩的なレンダリングのプログラ
ムを作成してみる。

7 総括―内容の復習と
実際的なプログラム
の作成

これまで学んできた内容の復習を
行う。また、これらを用いた実際
的なプログラムの作成にチャレン
ジする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、期末(90%)試験と課題の取組/提出状況(10％)により、総合
的に判断する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
あり：講義は情報教室での実施になります。また、予習、復習、講
義中に終了しない課題などについては、各自貸与ノートPCを利用
し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able to
write small programs in Python that use file Handling, data
modeling, graphics and interactive systems.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination (90%) and in class contribution (10%).
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佐藤　周平

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期後半/Spring(2nd half)
備考（履修条件等）：Dクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (後半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ファイル操作 プログラム内で利用するための、

ファイルの作成、読み込み方法を
学ぶ。

2 複合データ 複数のデータをひとかたまりの形
で扱うための機構について学ぶ。
データを統一的に処理する際に必
要となる。

3 第1回から2回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

4 応用 (1)―タートルグ
ラフィックスで幾何
学模様

幾何学模様を描くプログラムを作
成してみる。

5 対話ループ 対話型プログラムについて学ぶ。
6 応用 (2)―Tkを利用

したレンダリング
初歩的なレンダリングのプログラ
ムを作成してみる。

7 総括―内容の復習と
実際的なプログラム
の作成

これまで学んできた内容の復習を
行う。また、これらを用いた実際
的なプログラムの作成にチャレン
ジする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、期末(90%)試験と課題の取組/提出状況(10％)により、総合
的に判断する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
あり：講義は情報教室での実施になります。また、予習、復習、講
義中に終了しない課題などについては、各自貸与ノートPCを利用
し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able to
write small programs in Python that use file Handling, data
modeling, graphics and interactive systems.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination (90%) and in class contribution (10%).
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COT111KA-CS-101a（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング入門2（再履）

久東　義典

必選区分： ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期集中/Intensive(Spring)
備考（履修条件等）：再履クラス（※受講方法は履修ガイド参照）
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータやコンピュータソフトウェアは様々な場面で我々に深
く関わっていて、これらの技術なしには現代の情報化社会は成り立ち
ません。本授業ではコンピュータソフトウェアを実際に作るために
必要となるプログラミング技術の基本を学びます。その中でも「コ
ンピュータが行う情報処理の基本型」を学ぶことが重要なテーマと
なります。

【到達目標】
本講義の目標は、情報科学を学ぶ上で欠かせない「プログラミング」
技術の基礎 (後半)を習得することです。プログラミングとは、プロ
グラミング言語（本講義では「プログラミング言語Python」）とい
う言葉を使って、コンピュータに行わせたい作業の内容を伝える技
術です。従って、この「プログラミング言語」という新しい言葉を
マスターして「コンピュータと自由に会話ができる」「思い通りに作
業を指示できるようになる」ことが大きな目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-3」に関連

【授業の進め方と方法】
プログラミング技術の基礎の習得は、プログラミング言語という新
しい言語を習得することでもあります。したがって、必要となる学
習の方法は、新しい外国語を学習していくプロセスに似ています。
そこで、各講義は、「説明」「演習」「課題」に分かれます。
各講義の前半では主に、
(A)新しく学ぶ文法や機能などの知識の「説明」をします。さらに、
(B) (A)で学んだことを利用して、実際にプログラミングを「演習」
として行ってもらいます。プログラミングは、プログラム（文章）を
書くことでもありますが、「このようなプログラムの書き方で、コン
ピュータがこのように動いてくれる」ということを体感します。
各講義の後半では、
(C)「課題」として出題されるプログラムを実際に作ってもらうこと
で、プログラミング技術の体得を目指します。課題によっては、レ
ポートとして提出してもらうものもあります。なお、課題はいくつ
かのテーマごとにコースに分かれて用意されているので、各自興味
をもったテーマを選択し取り組むことができます。
課題に対するフィードバックとして、教員やTAからのレビューや学
生の相互レビューにより課題の理解を深めるものとする。また、提
出課題の内容が基準に満たない場合には再提出を促す等により、確
実に理解を深めて基礎的な知識を積み上げていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ファイル操作 プログラム内で利用するための、

ファイルの作成、読み込み方法を
学ぶ。

2 複合データ 複数のデータをひとかたまりの形
で扱うための機構について学ぶ。
データを統一的に処理する際に必
要となる。

3 第1回から2回の総括 各回で学んだ内容をより深めると
ともに、それらを組み合わせたプ
ログラミングを学ぶ。

4 応用 (1)―タートルグ
ラフィックスで幾何
学模様

幾何学模様を描くプログラムを作
成してみる。

5 対話ループ 対話型プログラムについて学ぶ。
6 応用 (2)―Tkを利用

したレンダリング
初歩的なレンダリングのプログラ
ムを作成してみる。

7 総括―内容の復習と
実際的なプログラム
の作成

これまで学んできた内容の復習を
行う。また、これらを用いた実際
的なプログラムの作成にチャレン
ジする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前学習として、オンライン資料を熟読し、予習課題に取り組む。
講義後は、プログラミング課題に取り組み完成させる。本授業の準
備・復習時間は、計8時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
たのしいプログラミング Pythonではじめよう!
Jason R.Briggs (著), 磯 蘭水 (翻訳), 藤永 奈保子 (翻訳), 鈴木 悠
(翻訳)
オーム社、2014

【参考書】
みんなのPython第3版
柴田淳 (著)
ソフトバンククリエイティブ、2012

【成績評価の方法と基準】
全課題を提出することを単位の必要条件とする。
期末試験を実施し、理解度を評価する。
成績は、期末(90%)試験と課題の取組/提出状況(10％)により、総合
的に判断する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
あり：講義は情報教室での実施になります。また、予習、復習、講
義中に終了しない課題などについては、各自貸与ノートPCを利用
し取り組むことを前提とします。

【その他の重要事項】
1年生の段階では、コンピュータを自由に操ること＝プログラミン
グと考えてよいでしょう。コンピュータに操られるのでなく、コン
ピュータを自由に操ることを目標にしましょう。プログラミングは、
言葉を扱うことに似ています。したがって使うことが一番重要とな
ります。つまずきがあったら講師やTAに相談してください。本学
部で学ぶ全講義は「プログラミング」が全ての基礎であるといって
も過言ではなく、本講義の内容を深く理解し習得することはとても
重要です。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn the fundamentals of
computing in Python. Python is a dynamic object-oriented
programming language that is easy to learn and has been used
for web development, software development and so on.
At the end of the course, students are expected to be able to
write small programs in Python that use file Handling, data
modeling, graphics and interactive systems.
Before/after each lecture, students will be expected to spend
eight hours to understand the course content and write
program for exercises.
Final grade will be calculated according to the term-end
examination (90%) and in class contribution (10%).
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PRI210KA-CS-161（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

データ構造とアルゴリズム1

首藤　裕一

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：ABクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
高度なプログラミングには、用途にあった「定石」を使いことなす
ことが不可欠である。この講義では、その「定石」であるアルゴリ
ズムをつかいこなす第一歩を学ぶ。具体的には、様々な分野の代表
的なアルゴリズムを紹介し、プログラム化する方法を学ぶ。アルゴ
リズムが用途にあうかどうかを判断する最も重要な基準の一つであ
る計算量についても学ぶ。また、アルゴリズムをプログラム化する
ために不可欠なデータ構造についても学ぶ。

【到達目標】
情報科学を学ぶ上で最低限必要な「アルゴリズムとデータ構造の基
礎」を理解し、プログラム化できる能力を身に着けることを目標と
する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」、「DP4-1」
に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は、いわゆる講義が主体の授業である。講義中、ときおりク
イズ形式の問題を出すことで本質の理解を促す。また、アルゴリズ
ムはプログラムとして実装することで理解が大きく促進されるので、
いくつかのアルゴリズムについてはこれらの実装に取り組む。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス アルゴリズムとは何か，データ構

造とは何かを理解する．
2 挿入ソートと実行時

間評価
基本的なソートアルゴリズムであ
る挿入ソートを学ぶとともに、実
行時間の解析を行う。

3 漸近的表記 アルゴリズムの計算量解析に頻用
される関数の漸近的表記（ランダ
ウの記号）を学ぶ。

4 マージソート マージソートを学ぶとともに、実
行時間の解析を行う。

5 ヒープソート ヒープソートを学ぶとともに、実
行時間の解析を行う。

6 クイックソート クイックソートを学ぶとともに、
実行時間の解析を行う。

7 4種類のソートの実装 これまでに学んだ4種類の整列ア
ルゴリズムを実装し，実行時間を
比較する。

8 スタック・キュー 基本的なデータ構造であるスタッ
ク、キューを学ぶ。

9 優先度付きキュー・
連結リスト

基本的なデータ構造である優先度
付きキューと連結リストを学ぶ．

10 辞書1 重要なデータ構造のひとつである
辞書の概念を理解する。

11 辞書2 辞書を実現する手法としてチェイ
ン法およびオープンアドレス指定
法を学ぶ。

12 グラフの表現 グラフを表現するための色々な
データ構造を理解する。

13 単一始点最短路問題 グラフに関する代表的アルゴリズ
ムである単一最短路問題とベルマ
ン・フォード法，ダイクストラ法
について学ぶ。

14 ダイクストラ法のプ
ログラミング

ダイクストラ法の実装を通してグ
ラフアルゴリズムへの理解を深め
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
書名: アルゴリズムイントロダクション　第1巻　基礎・ソートと順
序統計量・データ構造・数学的基礎第4版
著者: Thomas H. Cormen他
翻訳：浅野他
出版社: 近代科学者
出版年: 令和5年

【参考書】
書名: アルゴリズムとデータ構造
著者: 大槻兼資・秋葉拓哉
出版社: 講談社
出版年: 令和2年

【成績評価の方法と基準】
定期試験(100%)。ただし，授業における平常点を一部加味する場合
もある。

【学生の意見等からの気づき】
板書時には極力教室前方の電気をつけるように留意する。

【学生が準備すべき機器他】
演習にはノートPCを利用する。

【Outline (in English)】
When you write a "good" program, you must learn and
make use of standard and well-established techniques. In
the course, you will learn algorithm — well-established
techniques for programming. More concretely, you will
learn popular algorithms (such as sorting) and learn how to
evaluate the computational complexity of algorithms. You will
also learn data structures for implementing algorithms with
programming languages.
Students will be expected to study the topic given in the class
around four hours in each week. Your overall grade in the class
will be decided based on the following:
Term-end examination: 100%.

— 843 —



SDGs　発行日：2024/5/1

PRI210KA-CS-161（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

データ構造とアルゴリズム1

坂本　寛

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：春学期授業/Spring
備考（履修条件等）：CDクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
高度なプログラミングには、用途にあった「定石」を使いことなす
ことが不可欠である。この講義では、その「定石」であるアルゴリ
ズムをつかいこなす第一歩を学ぶ。具体的には、様々な分野の代表
的なアルゴリズムを紹介し、プログラム化する方法を学ぶ。アルゴ
リズムが用途にあうかどうかを判断する最も重要な基準の一つであ
る計算量についても学ぶ。また、アルゴリズムをプログラム化する
ために不可欠なデータ構造についても学ぶ。

【到達目標】
情報科学を学ぶ上で最低限必要な「アルゴリズムとデータ構造の基
礎」を理解し、プログラム化できる能力を身に着けることを目標と
する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP2」と「DP3-1」、「DP4-1」
に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は、いわゆる講義が主体の授業である。講義中、ときおりク
イズ形式の問題を出すことで本質の理解を促す。また、アルゴリズ
ムはプログラムとして実装することで理解が大きく促進されるので、
いくつかのアルゴリズムについてはこれらの実装に取り組む。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス アルゴリズムとは何か，データ構

造とは何かを理解する．
2 挿入ソートと実行時

間評価
基本的なソートアルゴリズムであ
る挿入ソートを学ぶとともに、実
行時間の解析を行う。

3 漸近的表記 アルゴリズムの計算量解析に頻用
される関数の漸近的表記（ランダ
ウの記号）を学ぶ。

4 マージソート マージソートを学ぶとともに、実
行時間の解析を行う。

5 ヒープソート ヒープソートを学ぶとともに、実
行時間の解析を行う。

6 クイックソート クイックソートを学ぶとともに、
実行時間の解析を行う。

7 4種類のソートの実装 これまでに学んだ4種類の整列ア
ルゴリズムを実装し，実行時間を
比較する。

8 スタック・キュー 基本的なデータ構造であるスタッ
ク、キューを学ぶ。

9 優先度付きキュー・
連結リスト

基本的なデータ構造である優先度
付きキューと連結リストを学ぶ．

10 辞書1 重要なデータ構造のひとつである
辞書の概念を理解する。

11 辞書2 辞書を実現する手法としてチェイ
ン法およびオープンアドレス指定
法を学ぶ。

12 グラフの表現 グラフを表現するための色々な
データ構造を理解する。

13 単一始点最短路問題 グラフに関する代表的アルゴリズ
ムである単一最短路問題とベルマ
ン・フォード法，ダイクストラ法
について学ぶ。

14 ダイクストラ法のプ
ログラミング

ダイクストラ法の実装を通してグ
ラフアルゴリズムへの理解を深め
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
書名: アルゴリズムイントロダクション　第1巻　基礎・ソートと順
序統計量・データ構造・数学的基礎第4版
著者: Thomas H. Cormen他
翻訳：浅野他
出版社: 近代科学者
出版年: 令和5年

【参考書】
書名: アルゴリズムとデータ構造
著者: 大槻兼資・秋葉拓哉
出版社: 講談社
出版年: 令和2年

【成績評価の方法と基準】
定期試験(100%)。ただし，授業における平常点を一部加味する場合
もある。

【学生の意見等からの気づき】
板書時には極力教室前方の電気をつけるように留意する。

【学生が準備すべき機器他】
演習にはノートPCを利用する。

【Outline (in English)】
When you write a "good" program, you must learn and
make use of standard and well-established techniques. In
the course, you will learn algorithm — well-established
techniques for programming. More concretely, you will
learn popular algorithms (such as sorting) and learn how to
evaluate the computational complexity of algorithms. You will
also learn data structures for implementing algorithms with
programming languages.
Students will be expected to study the topic given in the class
around four hours in each week. Your overall grade in the class
will be decided based on the following:
Term-end examination: 100%.
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MAT247KA-CS-252（数学 / Mathematics 200）

統計学2

高村　誠之

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：ABクラス（※上位科目。受講方法は履修ガイド参照。）
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
確率・統計の基礎を復習した上で、統計的推測ないし統計的決定の
考え方を確実に身につけることを目標とし、線形モデルと最小二乗
法、最尤推定法、ベイズ推定法についてそれぞれの狙い、考え方、応
用の違いを理解しながら具体的技法を習得する。

【到達目標】
線形モデルと最小二乗法、最尤推定法、ベイズ推定法についてそれ
ぞれの狙い、考え方、応用の違いを説明できる。各技法をプログラ
ミングにより実装して具体的に適用できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP1」と「DP4-1」、「DP4-2」
に関連

【授業の進め方と方法】
まず、確率・統計の基礎として、様々な確率分布、多次元の確率分
布、大数の法則と中心極限定理を復習する。次いで、統計的推測な
いし統計的決定の手法として線形モデルと最小二乗法、最尤推定法、
ベイズ推定法を順に紹介する。その際、応用例としてパターン認識
を取り上げ、具体的な適用法を学ぶ。確率・統計では数式が多く現
れるが、数式の理解とともに各手法の振る舞いを数値的に理解する
ことが重要である。このため、計算問題を解くことと合わせて、数
値解析を目的としたプログラミング言語MATLABを用いてプログ
ラミング課題に取り組み、計算処理結果を視覚的に表示して理解を
深める。
提出されたレポート課題は、授業中の解説によってフィードバック
する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の目標、レベル、進め方およ

びMATLABの使い方の説明
第2回 確率分布 離散型および連続型のおもな確率

分布の復習
第3回 多次元の確率分布 同時確率分布、条件付確率分布、

無相関、独立の考え方
第4回 大数の法則と中心極

限定理
理論の理解とコンピュータシミュ
レーション、中心極限定理の応用

第5回 線形モデルと最小二
乗法 (1)

直線、多項式、関数のあてはめに
よるデータの表現

第6回 線形モデルと最小二
乗法 (2)

関数の最小二乗近似、動径基底関
数法

第7回 線形モデルと最小二
乗法 (3)

直交関数系、フーリエ級数展開

第8回 最尤推定法 (1) ガウスモデル、事後確率の計算
第9回 最尤推定法 (2) 線形判別分析
第10回 線形判別分析の応用

(1)
手書き数字の2カテゴリ分類

第11回 線形判別分析の応用
(2)

手書き数字の多カテゴリ分類

第12回 ベイズ推定法 ベイズ推定法と最尤推定法の違い、
最大事後確率推定法

第13回 ノンパラメトリック
な確率密度関数の推
定法

カーネル密度推定法と手書き数字
認識への応用

第14回 まとめ 学習内容のまとめと重要ポイント
の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
[1]確率と統計の基礎（平均、分散共分散、確率密度関数）の復習
[2]線形代数の基礎（ベクトル、行列）の復習
[3]オンラインマニュアルを用いたMATLABプログラミングの習得
[4]計算問題やMATLABプログラミングなどの課題への取り組み
[5]本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を
標準とする。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した講義資料を学内Webサイトに公開。

【参考書】
[1]東京大学教養学部統計学教室編：「統計学入門」，東京大学出版
会，1991年．
[2] 杉山将著：「統計的機械学習－生成モデルに基づくパターン認
識」，オーム社，2009年．
[3]小西貞則著：「多変量解析入門－線形から非線形へ－」，岩波書
店，2009年．
[4]上坂吉則著：「MATLABプログラミング入門」改訂版，牧野書
店，2011年．

【成績評価の方法と基準】
レポート課題40％，期末試験60％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
[1] MATLABを使ったプログラミングの導入をより丁寧に行う。
[2]講義が一方通行にならぬように質問時間を十分に取る。
[3]課題の説明を丁寧に行う。

【学生が準備すべき機器他】
電子メールや学内Webサイトへのアクセス等ネットワークを利用。
MATLABプログラミングのための貸与パソコン。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge of the statistics. By the end of the course,
students should understand the following:
1. linear model and least squares method
2. maximum likelihood estimation method
3. Bayesian estimation
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 60%、Short reports : 40%
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MAT247KA-CS-252（数学 / Mathematics 200）

統計学2

川畑　史郎

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：CDクラス（※上位科目。受講方法は履修ガイド参照。）
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
確率・統計の基礎を復習した上で、統計的推測ないし統計的決定の
考え方を確実に身につけることを目標とし、線形モデルと最小二乗
法、最尤推定法、ベイズ推定法についてそれぞれの狙い、考え方、応
用の違いを理解しながら具体的技法を習得する。

【到達目標】
線形モデルと最小二乗法、最尤推定法、ベイズ推定法についてそれ
ぞれの狙い、考え方、応用の違いを説明できる。各技法をプログラ
ミングにより実装して具体的に適用できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP1」と「DP4-1」、「DP4-2」
に関連

【授業の進め方と方法】
まず、確率・統計の基礎として、様々な確率分布、多次元の確率分
布、大数の法則と中心極限定理を復習する。次いで、統計的推測な
いし統計的決定の手法として線形モデルと最小二乗法、最尤推定法、
ベイズ推定法を順に紹介する。その際、応用例としてパターン認識
を取り上げ、具体的な適用法を学ぶ。確率・統計では数式が多く現
れるが、数式の理解とともに各手法の振る舞いを数値的に理解する
ことが重要である。このため、計算問題を解くことと合わせて、数
値解析を目的としたプログラミング言語MATLABを用いてプログ
ラミング課題に取り組み、計算処理結果を視覚的に表示して理解を
深める。
提出されたレポート課題は、授業中の解説によってフィードバック
する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の目標、レベル、進め方およ

びMATLABの使い方の説明
第2回 確率分布 離散型および連続型のおもな確率

分布の復習
第3回 多次元の確率分布 同時確率分布、条件付確率分布、

無相関、独立の考え方
第4回 大数の法則と中心極

限定理
理論の理解とコンピュータシミュ
レーション、中心極限定理の応用

第5回 線形モデルと最小二
乗法 (1)

直線、多項式、関数のあてはめに
よるデータの表現

第6回 線形モデルと最小二
乗法 (2)

関数の最小二乗近似、動径基底関
数法

第7回 線形モデルと最小二
乗法 (3)

直交関数系、フーリエ級数展開

第8回 最尤推定法 (1) ガウスモデル、事後確率の計算
第9回 最尤推定法 (2) 線形判別分析
第10回 線形判別分析の応用

(1)
手書き数字の2カテゴリ分類

第11回 線形判別分析の応用
(2)

手書き数字の多カテゴリ分類

第12回 ベイズ推定法 ベイズ推定法と最尤推定法の違い、
最大事後確率推定法

第13回 ノンパラメトリック
な確率密度関数の推
定法

カーネル密度推定法と手書き数字
認識への応用

第14回 まとめ 学習内容のまとめと重要ポイント
の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
[1]確率と統計の基礎（平均、分散共分散、確率密度関数）の復習
[2]線形代数の基礎（ベクトル、行列）の復習
[3]オンラインマニュアルを用いたMATLABプログラミングの習得
[4]計算問題やMATLABプログラミングなどの課題への取り組み
[5]本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を
標準とする。

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した講義資料を学内Webサイトに公開。

【参考書】
[1]東京大学教養学部統計学教室編：「統計学入門」，東京大学出版
会，1991年．
[2] 杉山将著：「統計的機械学習－生成モデルに基づくパターン認
識」，オーム社，2009年．
[3]小西貞則著：「多変量解析入門－線形から非線形へ－」，岩波書
店，2009年．
[4]上坂吉則著：「MATLABプログラミング入門」改訂版，牧野書
店，2011年．

【成績評価の方法と基準】
レポート課題40％，期末試験60％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
[1] MATLABを使ったプログラミングの導入をより丁寧に行う。
[2]講義が一方通行にならぬように質問時間を十分に取る。
[3]課題の説明を丁寧に行う。

【学生が準備すべき機器他】
電子メールや学内Webサイトへのアクセス等ネットワークを利用。
MATLABプログラミングのための貸与パソコン。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge of the statistics. By the end of the course,
students should understand the following:
1. linear model and least squares method
2. maximum likelihood estimation method
3. Bayesian estimation
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 60%、Short reports : 40%

— 846 —



SDGs　発行日：2024/5/1

COT211KA-CS-241（計算基盤 / Computing technologies 200）

データベース

日高　宗一郎

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
データを組織化してデータベース管理システムのもとに一括管理し、
多数のユーザの共有資源とするデータベースの考え方を理解する。

【到達目標】
現実問題に即したデータベースの設計ができる技能を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP4-1」と「DP4-2」に関連

【授業の進め方と方法】
大規模で高度に複雑な情報システム技術であるデータベースについ
て理解するため、データモデル、データベース設計、データ操作言
語、データベース管理システム等について学ぶ。課題については締
切後解説・フィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 データベースとは？ ガイダンス、及び、概論。
2 リレーショナルデー

タモデル
-構造記述-

集合論に基づいたリレーショナル
データベースの構造記述について
学ぶ。

3 リレーショナルデー
タモデル
-意味記述-

リレーションという構造的枠組み
ではとらえられない実世界の制約
の扱いについて学ぶ。

4 リレーショナル代数 リレーション群に格納されるデー
タを操作するデータ操作言語につ
いて学ぶ。

5 SQL リレーショナルデータベース言語
SQLの問合せに関して学ぶ。

6 リレーショナルデー
タベース設計

実世界の情報構造を把握し、的確
に表現するための、実体-関連モデ
ルを用いたリレーショナルデータ
ベース設計について学ぶ。

7 正規化理論
-更新時異状と情報無
損失分解-

リレーション更新時の異状と、そ
れを解消するための情報無損失分
解の理論を理解する。

8 正規化理論
-関数従属性-

正規形を規定するために重要な、
関数従属性について理解する。

9 正規化理論
-高次の正規化-

リレーションの正規化理論につい
て学ぶ。

10 データベース管理シ
ステム

データベース管理システムの標準
アーキテクチャと3層スキーマ構
造について学ぶ。

11 質問処理の最適化 質問処理とは何かを理解し、その
最適化について学ぶ。

12 トランザクション トランザクションの概念を理解し、
データベースの一貫性を保証する
仕組みについて学ぶ。

13 同時実行制御 トランザクションの同時実行制御
の仕組みについて学ぶ。

14 ビッグデータと
NoSQLおよびまとめ

ビッグデータとNoSQLについて
学ぶ。
本講義を通じて学んだ知識やスキ
ルを整理し、今後の学習に活かせ
るようにする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書の予習・復習。
課題が指示された場合は、課題レポート提出。
本授業の準備・復習時間は、計週4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
データベース入門 [第2版]
増永良文著
サイエンス社
(2021)

【参考書】
増永良文, リレーショナルデータベース入門-データモデル・SQL・
管理システム新訂版,サイエンス社 (2003)
増永良文, リレーショナルデータベース入門-データモデル・SQL・
管理システム・NoSQL第3版,サイエンス社 (2017)
吉川正俊, IT Textデータベースの基礎オーム社 (2019)
その他、適宜、講義中に指示する。

【成績評価の方法と基準】
平常点、課題レポートおよび授業内試験 (30%)、定期試験 (70%)

【学生の意見等からの気づき】
演習の機会を設ける。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを利用する。

【その他の重要事項】
本講義は複数クラスで内容を統一し、講義内容・教材を担当教員で
共同で用意している。また、その内容は担当教員の一人の大学共同
利用機関法人研究所でのデータベースプログラミング言語に関する
研究の経験を反映している。

【Outline (in English)】
This course covers the fundamental roles of databases
to organize and uniformly manage data through database
management systems and to serve as shared resources for
many users.
By the end of this course, students should be able to design
databases based on real world problems.
Besides attending this course, students are expected to read
the relevant chapter(s) of the text.
After each class, students are expected to review the class
referring to the relevant chapter(s) of the text, submit reports
if assigned.
Students will be studying four hours for a class.
Grading will be decided based on term-end exam (70%), in class
tests and assignments as well as in-class contributions (30%).
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COT211KA-CS-241（計算基盤 / Computing technologies 200）

データベース

坂本　寛

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
データを組織化してデータベース管理システムのもとに一括管理し、
多数のユーザの共有資源とするデータベースの考え方を理解する。

【到達目標】
現実問題に即したデータベースの設計ができる技能を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP4-1」と「DP4-2」に関連

【授業の進め方と方法】
大規模で高度に複雑な情報システム技術であるデータベースについ
て理解するため、データモデル、データベース設計、データ操作言
語、データベース管理システム等について学ぶ。課題については締
切後解説・フィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 データベースとは？ ガイダンス、及び、概論。
2 リレーショナルデー

タモデル
-構造記述-

集合論に基づいたリレーショナル
データベースの構造記述について
学ぶ。

3 リレーショナルデー
タモデル
-意味記述-

リレーションという構造的枠組み
ではとらえられない実世界の制約
の扱いについて学ぶ。

4 リレーショナル代数 リレーション群に格納されるデー
タを操作するデータ操作言語につ
いて学ぶ。

5 SQL リレーショナルデータベース言語
SQLの問合せに関して学ぶ。

6 リレーショナルデー
タベース設計

実世界の情報構造を把握し、的確
に表現するための、実体-関連モデ
ルを用いたリレーショナルデータ
ベース設計について学ぶ。

7 正規化理論
-更新時異状と情報無
損失分解-

リレーション更新時の異状と、そ
れを解消するための情報無損失分
解の理論を理解する。

8 正規化理論
-関数従属性-

正規形を規定するために重要な、
関数従属性について理解する。

9 正規化理論
-高次の正規化-

リレーションの正規化理論につい
て学ぶ。

10 データベース管理シ
ステム

データベース管理システムの標準
アーキテクチャと3層スキーマ構
造について学ぶ。

11 質問処理の最適化 質問処理とは何かを理解し、その
最適化について学ぶ。

12 トランザクション トランザクションの概念を理解し、
データベースの一貫性を保証する
仕組みについて学ぶ。

13 同時実行制御 トランザクションの同時実行制御
の仕組みについて学ぶ。

14 ビッグデータと
NoSQLおよびまとめ

ビッグデータとNoSQLについて
学ぶ。
本講義を通じて学んだ知識やスキ
ルを整理し、今後の学習に活かせ
るようにする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書の予習・復習。
課題が指示された場合は、課題レポート提出。
本授業の準備・復習時間は、計週4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
データベース入門 [第2版]
増永良文著
サイエンス社
(2021)

【参考書】
増永良文, リレーショナルデータベース入門-データモデル・SQL・
管理システム新訂版,サイエンス社 (2003)
増永良文, リレーショナルデータベース入門-データモデル・SQL・
管理システム・NoSQL第3版,サイエンス社 (2017)
吉川正俊, IT Textデータベースの基礎オーム社 (2019)
その他、適宜、講義中に指示する。

【成績評価の方法と基準】
平常点、課題レポートおよび授業内試験 (30%)、定期試験 (70%)

【学生の意見等からの気づき】
演習の機会を設ける。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを利用する。

【その他の重要事項】
本講義は複数クラスで内容を統一し、講義内容・教材を担当教員で
共同で用意している。また、その内容は担当教員の一人の大学共同
利用機関法人研究所でのデータベースプログラミング言語に関する
研究の経験を反映している。

【Outline (in English)】
This course covers the fundamental roles of databases
to organize and uniformly manage data through database
management systems and to serve as shared resources for
many users.
By the end of this course, students should be able to design
databases based on real world problems.
Besides attending this course, students are expected to read
the relevant chapter(s) of the text.
After each class, students are expected to review the class
referring to the relevant chapter(s) of the text, submit reports
if assigned.
Students will be studying four hours for a class.
Grading will be decided based on term-end exam (70%), in class
tests and assignments as well as in-class contributions (30%).

— 848 —



SDGs　発行日：2024/5/1

HUI213KA-CS-221（人間情報学 / Human informatics 200）

人工知能

赤石　美奈

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：ABクラス
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人工知能という学問分野について、基礎知識を修得します。
人工知能は、計算機により、知的な振る舞いの再現を目指した学問
分野です。
計算機上で知的行動を再現するための基盤技術として、様々な知識
表現、推論手法、探索手法、学習手法が研究されてきました。本講
義では、人工知能の基礎を理解することをテーマに、汎用な基盤技
術に焦点を当てて解説と演習を行います。

【到達目標】
人工知能という技術分野について、他の人に十分な説明を行うこと
ができるようになります。特に、論理的な知識表現の方法、知識を
用いた推論方法、探索木を用いた探索手法、新しい知識を得るため
の学習手法について、基礎的な考え方と、古典的な実現手法を学び
ます。
例題を通して、上記の手法について、具体的な操作手順を身に着け
ることができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-1」、「DP4-2」
に関連

【授業の進め方と方法】
授業は、講義形式を基本としています。講義の中では、概念を教える
だけでなく、例題を用いて振る舞いを説明します。そして、例題の
一部の形を変えた演習問題に取り組んでもらいます。また、より深
い理解をするために、課題が提出されます。課題は、自宅にて復習
として問題を解き、解答をレポート形式にまとめて提出してもらい
ます。演習や課題の正解解答について、授業時間内に説明・フィー
ドバックすることで、理解を深めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人工知能とは何か/人

工知能の歴史
本講義全体で学ぶ概要について説
明します。
人工知能の歴史を学び、人工知能
研究の背景、汎用AI・特化型AI等
についての知識を学びます。

第2回 状態空間と探索 探索問題の基礎を学びます。深さ
優先探索、幅優先探索などの探索
手法の基本となるアルゴリズムを
理解します。

第3回 探索プログラム 探索手法を実際のプログラムで実
現し、オープンリストの大きさの
変化を体験します。

第4回 最適探索手法 探索を効率化するための手法とし
て、最適探索、最良解優先探索、
A*アルゴリズムを学びます。

第5回 ゲームの理論 ゲーム理論の基本として、利得行
列による戦略決定法を学びます。
さらに、対戦ゲームの探索木に対
する最良解を探索するミニマック
ス法やαβ枝刈り法などについて
学びます。

第6回 確率とベイズの定理 確率について復習した後、条件付
確率やベイズの定理を学びます。
さらに、状態の確率的遷移もでる
である確率システムについて学び
ます。

第7回 中間試験 本講義の前半で学んだことについ
て、確認テストを実施します。

第8回 強化学習 世界の状態を報酬の形で徐々に学
習する強化学習という概念と、Q
学習について学びます。また、教
師あり/なし学習と強化学習の関係
を学びます。

第9回 分類木 複数属性を持つものを、情報エン
トロピーによって効率的に分類す
る手法を学びます。

第10回 ニューラルネット
ワークの基礎

ニューラルネットワーク/深層学習
の基本原理を学びます。順伝搬と
逆伝搬による学習モデルを理解し
ます。

第11回 ニューラルネット
ワークのプログラミ
ング

ニューラルネットワークの簡単な
プログラム構造を学び、人工知能
システム構築の基礎を理解します。

第12回 自然言語処理 形態素解析、構文解析、意味解析、
文脈解析などの自然言語処理の基
本を学びます。

第13回 命題論理、述語論理 命題論値や述語論理に基づく論理
的な推論手法について学びます。

第14回 まとめ 人工知能についての最近の話題や、
倫理やプライバシー保護の問題も
含めて、人工知能に関連する研究
動向・社会動向を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標
準とします。
教科書として指定したテキスト、Web上の資料を事前に学習します。
課題が与えられた場合には、解を導き、レポートにまとめて提出し
ます。レポートは、解だでけなく、解を導き出した過程についても
十分な説明を行うことが求められます。課題の解答については、翌
週の授業内で解説します。

【テキスト（教科書）】
イラストで学ぶ人工知能概論　改訂第2版
谷口忠大
講談社, 2020年

【参考書】
エージェントアプローチ　人工知能　第2版
Stuart Russel, Peter Norvig
共立出版、2008年

【成績評価の方法と基準】
中間テストの成績を40%、期末試験の成績を60%とし、成績評価す
る。演習の取組状況、課題の提出状況について、加点することがあ
ります。

【学生の意見等からの気づき】
学生の理解を深めるために、演習を行います。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器使用 (任意項目)
ネットワークを利用
演習にはノートPCを利用
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【その他の重要事項】
本講義は複数クラスで内容を統一し、講義内容・教材を担当教員で
共同で作成している。また、その内容は担当教員の企業での人工知
能システムの研究開発に関する経験に基づく人工知能に関する講義
である。

【Outline (in English)】
[Course outline]
Students learn the basic knowledge of artificial intelligence.
Artificial intelligence is an area for studying intelligent be-
haviors and thoughts by computer. Knowledge representation,
inference, search and learning are important basic issues in
artificial intelligence. This lecture introduces the brief history
and the base of artificial intelligence and take practices for
using the technologies.
[Learning objective]
Artificial intelligence is one of the most attracting areas of
computer science. This course present the knowledge of
the artificial intelligence neccessary for students who learn
science.
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class. Your study time at home will
be more than four hours for a class.
[Grading criteria / policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
interim examination (40%)
final examination (60%)
We may give additional points for questions at class and
homework.
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HUI213KA-CS-221（人間情報学 / Human informatics 200）

人工知能

藤田　悟

必選区分： ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単位 ｜ 開講時期：秋学期授業/Fall
備考（履修条件等）：CDクラス
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人工知能という学問分野について、基礎知識を修得します。
人工知能は、計算機により、知的な振る舞いの再現を目指した学問
分野です。
計算機上で知的行動を再現するための基盤技術として、様々な知識
表現、推論手法、探索手法、学習手法が研究されてきました。本講
義では、人工知能の基礎を理解することをテーマに、汎用な基盤技
術に焦点を当てて解説と演習を行います。

【到達目標】
人工知能という技術分野について、他の人に十分な説明を行うこと
ができるようになります。特に、論理的な知識表現の方法、知識を
用いた推論方法、探索木を用いた探索手法、新しい知識を得るため
の学習手法について、基礎的な考え方と、古典的な実現手法を学び
ます。
例題を通して、上記の手法について、具体的な操作手順を身に着け
ることができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
情報科学部ディプロマポリシーのうち「DP3-1」と「DP4-1」、「DP4-2」
に関連

【授業の進め方と方法】
授業は、講義形式を基本としています。講義の中では、概念を教える
だけでなく、例題を用いて振る舞いを説明します。そして、例題の
一部の形を変えた演習問題に取り組んでもらいます。また、より深
い理解をするために、課題が提出されます。課題は、自宅にて復習
として問題を解き、解答をレポート形式にまとめて提出してもらい
ます。演習や課題の正解解答について、授業時間内に説明・フィー
ドバックすることで、理解を深めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人工知能とは何か/人

工知能の歴史
本講義全体で学ぶ概要について説
明します。
人工知能の歴史を学び、人工知能
研究の背景、汎用AI・特化型AI等
についての知識を学びます。

第2回 状態空間と探索 探索問題の基礎を学びます。深さ
優先探索、幅優先探索などの探索
手法の基本となるアルゴリズムを
理解します。

第3回 探索プログラム 探索手法を実際のプログラムで実
現し、オープンリストの大きさの
変化を体験します。

第4回 最適探索手法 探索を効率化するための手法とし
て、最適探索、最良解優先探索、
A*アルゴリズムを学びます。

第5回 ゲームの理論 ゲーム理論の基本として、利得行
列による戦略決定法を学びます。
さらに、対戦ゲームの探索木に対
する最良解を探索するミニマック
ス法やαβ枝刈り法などについて
学びます。

第6回 確率とベイズの定理 確率について復習した後、条件付
確率やベイズの定理を学びます。
さらに、状態の確率的遷移もでる
である確率システムについて学び
ます。

第7回 中間試験 本講義の前半で学んだことについ
て、確認テストを実施します。

第8回 強化学習 世界の状態を報酬の形で徐々に学
習する強化学習という概念と、Q
学習について学びます。また、教
師あり/なし学習と強化学習の関係
を学びます。

第9回 分類木 複数属性を持つものを、情報エン
トロピーによって効率的に分類す
る手法を学びます。

第10回 ニューラルネット
ワークの基礎

ニューラルネットワーク/深層学習
の基本原理を学びます。順伝搬と
逆伝搬による学習モデルを理解し
ます。

第11回 ニューラルネット
ワークのプログラミ
ング

ニューラルネットワークの簡単な
プログラム構造を学び、人工知能
システム構築の基礎を理解します。

第12回 自然言語処理 形態素解析、構文解析、意味解析、
文脈解析などの自然言語処理の基
本を学びます。

第13回 命題論理、述語論理 命題論値や述語論理に基づく論理
的な推論手法について学びます。

第14回 まとめ 人工知能についての最近の話題や、
倫理やプライバシー保護の問題も
含めて、人工知能に関連する研究
動向・社会動向を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習等の授業時間外学習は、各週につき4時間を標
準とします。
教科書として指定したテキスト、Web上の資料を事前に学習します。
課題が与えられた場合には、解を導き、レポートにまとめて提出し
ます。レポートは、解だでけなく、解を導き出した過程についても
十分な説明を行うことが求められます。課題の解答については、翌
週の授業内で解説します。

【テキスト（教科書）】
イラストで学ぶ人工知能概論　改訂第2版
谷口忠大
講談社, 2020年

【参考書】
エージェントアプローチ　人工知能　第2版
Stuart Russel, Peter Norvig
共立出版、2008年

【成績評価の方法と基準】
中間テストの成績を40%、期末試験の成績を60%とし、成績評価す
る。演習の取組状況、課題の提出状況について、加点することがあ
ります。

【学生の意見等からの気づき】
学生の理解を深めるために、演習を行います。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器使用 (任意項目)
ネットワークを利用
演習にはノートPCを利用
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【その他の重要事項】
本講義は複数クラスで内容を統一し、講義内容・教材を担当教員で
共同で作成している。また、その内容は担当教員の企業での人工知
能システムの研究開発に関する経験に基づく人工知能に関する講義
である。

【Outline (in English)】
[Course outline]
Students learn the basic knowledge of artificial intelligence.
Artificial intelligence is an area for studying intelligent be-
haviors and thoughts by computer. Knowledge representation,
inference, search and learning are important basic issues in
artificial intelligence. This lecture introduces the brief history
and the base of artificial intelligence and take practices for
using the technologies.
[Learning objective]
Artificial intelligence is one of the most attracting areas of
computer science. This course present the knowledge of
the artificial intelligence neccessary for students who learn
science.
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class. Your study time at home will
be more than four hours for a class.
[Grading criteria / policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
interim examination (40%)
final examination (60%)
We may give additional points for questions at class and
homework.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ａ

小黒　一正

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は今、少子高齢化やグローバル化の進展で様々な課題を抱えて
いる。日本経済の今後の動向を理解するには、その内容を分析・考
察するための「ツール」が必要であり、とくに「マクロ経済学」「公
共経済学」の知識が必要不可欠となってくる。そこで、本講義では、
財政政策・金融政策との関係を含めて「マクロ経済学」の基礎的な
内容を学びつつ、日本経済を巡る課題をマクロ経済学の視点から見
ていく。

【到達目標】
日本経済論を学ぶことで、日本経済を巡る課題に対して経済学的な
ロジックに従って考え、評価する姿勢を身につけることを目指す。
日本経済の今後の動向を考えるうえで必要な諸理論を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には教科書に沿って講義を進めることを予定
している。教科書以外の参考文献がある時にはその都度指示する。
また、各回のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を
勘案し、必要に応じて授業スピードの変更を行う。
【留意事項】
なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、教室での講義が
可能となるまでの期間の授業計画等は、学習支援システムでその都
度提示する。また、課題の提出等（フィードバックを含む）も「学
習支援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス
第2回 日本経済を理解する

ためのマクロ経済学
(1)

マクロ経済学の基礎（マクロ経済
の循環・GDP・名目と実質）

第3回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(2)

古典派モデル (1)　基本モデル

第4回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(3)

古典派モデル (2)　拡張モデル（恒
常所得仮説、開放経済モデル）

第5回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(4)

古典派モデル (3)　貨幣数量説、失
業と労働市場

第6回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(5)

ケインズ・モデル (1)　所得支出モ
デル

第7回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(6)

ケインズ・モデル (2)　IS-LMモ
デルと財政金融政策の効果

第8回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(7)

ケインズ・モデル (3)　IS-MPモ
デル、開放経済モデル

第9回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(8)

消費関数・投資関数の理論

第10回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(9)

財政赤字（ドーマーの命題・リ
カードの等価定理）

第11回 日本経済を理解する
ためのマクロ経済学
(10)

経済成長論

第12回 現在の日本が抱える
課題 (1)

デフレ脱却、金融政策の効果と限
界

第13回 現在の日本が抱える
課題 (2)

財政政策の効果と限界、成長戦略

第14回 期末試験と総括 試験等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
浅子和美・篠原総一『入門・日本経済第4版』有斐閣
麻生良文『マクロ経済学入門』ミネルヴァ書房
配布資料

【参考書】
マンキュー『マンキュー経済学II　マクロ編』東洋経済新報社
マンキュー『マクロ経済学I・II』東洋経済新報社
内閣府『経済財政白書』（経済企画庁『経済白書』）
小黒一正『日本経済の再構築』日本経済新聞出版社
山重慎二・加藤久和・小黒一正『人口動態と政策: 経済学的アプロー
チへの招待』日本評論社
その他は適宜授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
基本的に期末試験100%での評価を予定するが、場合によってはレ
ポート課題100%で対応する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
初回授業に必ず出席すること。

【Outline (in English)】
The Japanese economy is now facing multiple challenges due to
the declining birthrate and aging population and the progress
of globalization. In order to identify and understand the
future trends of the Japanese economy, we need a tool for
analyzing and assessing the trends, including the knowledge
of macroeconomics and public economics. Therefore, in this
course, while learning the basics of macroeconomics, we will
consider the issues surrounding the Japanese economy from
a macroeconomics perspective. At present, the evaluation for
students would be based on the score of the final exam (100%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ａ

小﨑　敏男

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「日本経済」の変遷を人口・経済成長・金融・財政・労働を中心とし
て講義する。
現在のわが国が置かれている位置を確認して欲しい。受講者は、ミ
クロ経済学とマクロ経済学の基礎を学んでいることが望ましい。

【到達目標】
日本経済の現状と将来展望を理解し、新聞やニュースの経済記事を興
味をもって読めるような基本的知識を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
オンデマンド形式のオンライン講義とする。学年暦に応じ毎週各ス
ライドにナレーションを挿入したパワーポイント・資料を、学習支
援システム（HOPPII）の教材フォルダーにアップロードしておく
ので、それをダウンロードし、受講生が適切な環境で学習してもら
う。授業内容に関し質問等がある場合は、学習支援システムの「掲
示板」内のスレッド「授業への質問コーナー」に投稿して欲しい。課
題等に対するフィ－ドバックは、授業中解説し学習支援システムを
通して返却する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、わが国

の人口減少（1）
わが国の総人口の動向について考
察する。

2 わが国の人口減少
（2）

わが国の人口を3区分して、その
動向を考察する。

3 日本経済の歴史：
1960～2018年

名目GDP、実質GDPの動向及び、
成長率の概念、成長率と複利の計
算

4 高度経済成長：理論
（成長会計）

経済成長の理論；生産関数と成長
会計に関して考察する。

5 日本経済の失われた
30年

1991年のバルブ崩壊から現在ま
で、5期に分けて考察する。

6 日本経済と国際経済
との関係

国際収支と貿易構造、企業の海外
進出、アジア経済の拡大と貿易パ
タ－ンの変化

7 金融政策（1） 日本の金融の足取りの考察。
8 金融政策（2） 伝統的理論と非伝統的理論の考察。
9 財政政策（1） 財政の現状と社会保障に関して考

察する。
10 財政政策（2） MMT理論に関して考察する。
11 労働政策（1） 人口減少と労働政策に関して考察

する。
12 労働政策（2） 解雇権・最低賃金に関して考察す

る。
13 地域政策 人口減少と地域政策
14 小括1 第1回から13回までの講義に関す

る質疑応答
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各回4時間を標準とし、毎日の新聞、ニュー
スの経済欄を読み聞く習慣を身に付けること、および授業で使う資
料に必ず目を通すこと。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。毎回の講義内容は授業支援システム上にアップロー
ドする。

【参考書】
①鶴・前田・村田（2019）『日本経済のマクロ分析』日本経済新聞社。
②小﨑・牧野・吉田（2022）『キャリアと労働の経済学』日本評論社。
③内閣府『経済財政白書』（経済企画庁『経済白書』）
など。
その他は適宜授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
レポート（100％）を課し、それによって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
グラフを読みやすく改善しました。

【その他の重要事項】
現代経済学基礎、同応用、ミクロ経済学、マクロ経済学などの履修
を平行して進めること。

【Outline (in English)】
Lectures on the transition of the "Japanese economy" focusing
on population, economic growth, finance, finance, and labor.
I want you to confirm the current location of Japan.
Students should be learning the basics of microeconomics and
macroeconomics.
　 The goal is to understand the current state and future
prospects of the Japanese economy, and to acquire basic
knowledge to read economic articles in newspapers and news
with interest.
　Impose a report (100%) and evaluate accordingly.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ｂ

小黒　一正

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は今、少子高齢化やグローバル化の進展で様々な課題を抱えて
いる。日本経済の今後の動向を理解するには、その内容を分析・考
察するための「ツール」が必要であり、とくに「マクロ経済学」「公
共経済学」の知識が必要不可欠となってくる。そこで、本講義では、
財政や租税の諸理論を含む「公共経済学」の基礎的な内容を学びつ
つ、日本経済を巡る課題を公共経済学の視点から見ていく。

【到達目標】
日本経済論を学ぶことで、日本経済を巡る課題に対して経済学的な
ロジックに従って考え、評価する姿勢を身につけることを目指す。
日本経済の今後の動向を考えるうえで必要な諸理論を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には教科書に沿って講義を進めることを予定
している。教科書以外の参考文献がある時にはその都度指示する。
また、各回のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を
勘案し、必要に応じて授業スピードの変更を行う。
【留意事項】
なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、教室での講義が
可能となるまでの期間の授業計画等は、学習支援システムでその都
度提示する。また、課題の提出等（フィードバックを含む）も「学
習支援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ガイダンス
第2回 日本経済を理解する

ための公共経済学 (1)
市場の失敗と政府の役割

第3回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (2)

財政、国債市場

第4回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (3)

公共財

第5回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (4)

外部性、共有地の悲劇、外部性の
解決方法

第6回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (5)

社会保障の全体像、年金・医療・
介護

第7回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (6)

情報の非対称性、逆選択、所得分配

第8回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (7)

租税の理論、物品税の帰着

第9回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (8)

労働所得税の効果、利子所得税の
効果

第10回 日本経済を理解する
ための公共経済学 (9)

課税が資本蓄積に及ぼす効果、減
税の効果

第11回 日本経済を理解する
ための公共経済学
(10)

公債の負担

第12回 現在の日本が抱える
課題 (1)

少子高齢化、社会保障、賦課方式
と積立方式

第13回 現在の日本が抱える
課題 (2)

財政赤字、世代間格差

第14回 期末試験と総括 試験等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
浅子和美・篠原総一『入門・日本経済第4版』有斐閣
林正義・小川光・別所俊一郎『公共経済学』有斐閣
麻生良文・小黒一正・鈴木将覚『財政学15講』新世社
配布資料

【参考書】
スティグリッツ『公共経済学上』東洋経済
スティグリッツ『公共経済学下』東洋経済
内閣府『経済財政白書』（経済企画庁『経済白書』）
小黒一正『日本経済の再構築』日本経済新聞出版社
山重慎二・加藤久和・小黒一正『人口動態と政策: 経済学的アプロー
チへの招待』日本評論社
その他は適宜授業内で紹介する。

【成績評価の方法と基準】
基本的に期末試験100%での評価を予定するが、場合によってはレ
ポート課題100%で対応する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
初回授業に必ず出席すること。

【Outline (in English)】
The Japanese economy is now facing multiple challenges due to
the declining birthrate and aging population and the progress
of globalization. In order to identify and understand the
future trends of the Japanese economy, we need a tool for
analyzing and assessing the trends, including the knowledge
of macroeconomics and public economics. Therefore, in this
course, while learning the basics of public economics, including
various theories of public finance and tax, we will consider the
issues surrounding the Japanese economy from the perspective
of public economics. At present, the evaluation for students
would be based on the score of the final exam (100%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

日本経済論Ｂ

小﨑　敏男

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済論Bは、日本経済論Aをより深く経済学的に探究する。特
に、人口減少と日本経済の関係を深堀する。それにより、現在、日
本の置かれて位置関係が理解される。
学生は、この学びにより今、何が日本に求められているのか理解で
きることとなる。また、その成果として日本経済新聞などの経済記
事や週刊誌を体系的に理解できることを目的としている。

【到達目標】
個別の分野ごとに日本経済の抱える問題、解決への手段を考察する
ための基本知識、そして当然のことながら、新聞の経済記事等が理
解できるような基本知識を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
オンデマンド形式のオンライン講義とする。学年暦に応じ毎週各ス
ライドにナレーションを挿入したパワーポイント・資料を、学習支
援システム（HOPPII）の教材フォルダーにアップロードしておく
ので、それをダウンロードし、受講生が適切な環境で学習してもら
う。授業内容及び課題等に対するフィ－ドバックは、学習支援シス
テムの「掲示板」で返答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の概要とスケ－ジュル
2 少子化に関する基礎

理論（1）
結婚の経済理論、子どもの数の決
定理論

3 少子化に関する基礎
理論（2）

少子化対策の理論

4 既婚女性の働き方と
子どもの数（1）

理論的考察

5 既婚女性の働き方と
子どもの数（2）

既婚女性の働き方と出生数の実証
的考察

6 超高齢社会への対応
策（1）

高齢化のメカニズム、人口高齢化
の問題点

7 超高齢社会への対応
策（2）

高齢者就業対策

8 労働力不足の労働市
場（1）

わが国労働市場の趨勢と現状

9 労働力不足の労働市
場（2）

労働力人口の減少と失業率の低下

10 労働力不足と外国人
労働（1）

外国人労働受入れの現状

11 労働力不足と外国人
労働（2）

外国人労働者受入れの経済学的検
討

12 労働力不足と日本的
雇用慣行（1）

日本的雇用慣行の理論

13 労働力不足と日本的
雇用慣行（2）

労働力不足と日本的雇用慣行

14 労働力不足と技術革
新

第4次産業は仕事を奪うのか

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各回4時間を標準とし、毎日の新聞、ニュー
スの経済欄を読み聞く習慣を身に付けること、および授業で使う資
料に必ず目を通すこと。

【テキスト（教科書）】
小﨑敏男（2018）『労働力不足の経済学』日本評論社。

【参考書】
関係省庁の発行する白書類。

【成績評価の方法と基準】
レポート (100%)を課し、それによって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
質疑応答の時間を積極的に活用したい。

【Outline (in English)】
Japanese economic theory B explores Japanese economic
theory A more deeply and economically. In particular, we will
deepen the relationship between population decline and the
Japanese economy. By doing so, the positional relationship of
Japan is now understood.
Students will be able to understand what is required of Japan
now through this learning. In addition, as a result, the purpose
is to be able to systematically understand economic articles and
weekly magazines such as the Nihon Keizai Shimbun.
The goal is to acquire the basic knowledge necessary to
consider the problems faced by the Japanese economy in
individual fields, the means to solve them, and, of course, the
basic knowledge necessary to understand economic articles in
newspapers.
Impose a report (100%) and evaluate accordingly.

— 856 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ａ

小林　克也

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年DEFGHIJUVWXYZ組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本では、少子高齢化にともなう社会保障費の増大によって膨らん
でしまった政府債務残高や低成長に対する経済政策のあり方などの
問題が重なり、政府は難しい意思決定を迫られています。この講義
ではこれらの現状について考えるために、以下のふたつの内容を中
心に学びます。前半では政府の市場へ介入がどのようなときに必要
なのかについて学びます。後半では日本の財政制度と財政データを
見ることで、政府が直面している問題を理解します。

【到達目標】
経済における政府の役割について、どのような考え方があるのかを
理解するとともに、わが国の財政を取り巻く問題を理解します。そ
の上で、政府の役割と日本の財政がどうあるべきかを、自分自身で
経済学の観点から考えられるようになるための論理的思考力を身に
つけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講
義ノートと資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信しま
す。講義ノートと資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。
Hoppiiのテスト/アンケートを使って課題をほぼ毎回出します。採
点の際、全員向けと適宜個別にコメントを付けます。みなさんはそ
れらを読んで復習をして下さい。授業の質問や意見はHoppiiの掲示
板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私がお答えしま
す。なお対面で期末試験を実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学はどのような内容か
2 市場の働き 価格メカニズムの働き
3 市場の失敗・政府の

失敗
外部性、公共財、情報の非対称性
の問題など

4 財政の3つの機能 (1) 資源配分機能
5 財政の3つの機能 (2) 所得再分配機能
6 財政の3つの機能 (3) 経済安定化機能
7 政府の規模 政府が経済に占める大きさをデー

タで見る
8 一般会計歳入 (1)：

税収
税目と税収規模、直間比率、国際
比較

9 一般会計歳入 (2)：
国債

国債の発行額と政府債務残高の規
模

10 一般会計歳出 内訳と規模、一般歳出の考え方
11 プライマリーバラン

ス
プライマリーバランスの考え方

12 財政投融資 財政投融資の仕組みと規模
13 予算のしくみと編成

(1)
予算制度、予算原則、予算の形式
とその見方

14 予算のしくみと編成
(2)

予算編成と審議のプロセス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を
理解しているとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場
合は、授業で扱う概念について自分で1年次の講義ノート等を復習
して下さい。日経新聞なども使いながら日本の財政の現状を扱うの
で、日頃、新聞に目を通すことを推奨します。これらと本授業の準
備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ
等をまとめた資料を配布します。

【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ち
ます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』財経詳報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政
学15講』新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石
田和之 (2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実
施しますが詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題
をHoppiiのテスト/アンケート機能を使って締切が5回となるように
出します。期末試験で半分、課題で半分の合計100%の評価をしま
す。期末試験はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）と同じ問題で同じ時間に対面で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通
じて、みなさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心が
けます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。
Hoppiiを利用します。Hoppiiで講義ノートと資料を配付し、音声
はgoogle driveを使って配信します。google上の音声再生機能は不
具合が多いので、PCにダウンロードして、自分の音声再生ソフトを
用いて聞いてください。

【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登
録して下さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録
を良く確認して下さい。授業についての変更や追加の情報はHoppii
の「お知らせ」で掲示しますので、お知らせを見るようにして下さ
い。この授業はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）とだいたい同じ内容を予定しています（異なる部分はあり
ます）。また、対面で筆記の期末試験を実施します。

【Outline (in English)】
Course outline:
At present, Japanese government must manage the several
issues of a huge government debt due to the huge social
security costs caused by the aging and low birth rate and the
economic policy against the low economic growth rate. In this
course, students understand these issues that the Japanese
government is facing and learn how to consider them from the
viewpoint of economics.
Learning objective:
The goal of this course is to understand the roles of the central
government in the national economy and the issues which our
government faces. Students should be able to consider these
roles and issues of Japanese government finance logically and
normatively.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand course contents and basic
concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five
homework 50% = 100%.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ａ

天利　浩

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCKLMNOPQRST組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本では、少子高齢化にともなう社会保障費の増大によって膨らんでしまっ
た政府債務残高や低成長に対する経済政策のあり方などの問題が重なり、政
府は難しい意思決定を迫られています。この講義ではこれらの現状について
考えるために、以下のふたつの内容を中心に学びます。前半では政府の市場
へ介入がどのようなときに必要なのかについて学びます。後半では日本の財
政制度と財政データを見ることで、政府が直面している問題を理解します。
【到達目標】
経済における政府の役割について、どのような考え方があるのかを理解する
とともに、わが国の財政を取り巻く問題を理解します。その上で、政府の役
割と日本の財政がどうあるべきかを、自分自身で経済学の観点から考えられ
るようになるための論理的思考力を身につけます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」
「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。
【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講義ノート
と資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信します。講義ノートと
資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。Hoppiiのテスト/アンケー
トを使って課題をほぼ毎回出します。採点の際、全員向けと適宜個別にコメ
ントを付けます。みなさんはそれらを読んで復習をして下さい。授業の質問
や意見はHoppiiの掲示板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私
がお答えします。なお対面で期末試験を実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学はどのような内容か
2 市場の働き 価格メカニズムの働き
3 市場の失敗・政府の失敗 外部性、公共財、情報の非対称性の問題

など
4 財政の3つの機能 (1) 資源配分機能
5 財政の3つの機能 (2) 所得再分配機能
6 財政の3つの機能 (3) 経済安定化機能
7 政府の規模 政府が経済に占める大きさをデータで

見る
8 一般会計歳入 (1)：税収 税目と税収規模、直間比率、国際比較
9 一般会計歳入 (2)：国債 国債の発行額と政府債務残高の規模
10 一般会計歳出 内訳と規模、一般歳出の考え方
11 プライマリーバランス プライマリーバランスの考え方
12 財政投融資 財政投融資の仕組みと規模
13 予算のしくみと編成 (1) 予算制度、予算原則、予算の形式とその

見方
14 予算のしくみと編成 (2) 予算編成と審議のプロセス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を理解してい
るとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場合は、授業で扱う概
念について自分で1年次の講義ノート等を復習して下さい。日経新聞なども使
いながら日本の財政の現状を扱うので、日頃、新聞に目を通すことを推奨し
ます。これらと本授業の準備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ等をまと
めた資料を配布します。
【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ちます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』財経詳報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政学15講』
新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石田和之
(2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実施します
が詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題をHoppiiのテスト/
アンケート機能を使って締切が5回となるように出します。期末試験で半分、
課題で半分の合計100%の評価をします。期末試験はもう1つの財政学のクラ
ス（小林先生担当）と同じ問題で同じ時間に対面で実施します。
【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通じて、み
なさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心がけます。
【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。Hoppiiで
講義ノートと資料、音声ファイルを配付します。音声ファイルは自分の音声
再生ソフトを用いて聞いてください。
【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登録して下
さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録を良く確認して下
さい。授業についての変更や追加の情報はHoppiiの「お知らせ」で掲示しま
すので、お知らせを見るようにして下さい。この授業はもう1つの財政学のク
ラス（小林先生担当）とだいたい同じ内容を予定しています（異なる部分は
あります）。また、対面で筆記の期末試験を実施します。
【Outline (in English)】
Course outline:
At present, Japanese government must manage the several issues of a
huge government debt due to the huge social security costs caused by
the aging and low birth rate and the economic policy against the low
economic growth rate. In this course, students understand these issues
that the Japanese government is facing and learn how to consider them
from the viewpoint of economics.
Learning objective:
The goal of this course is to understand the roles of the central
government in the national economy and the issues which our
government faces. Students should be able to consider these roles and
issues of Japanese government finance logically and normatively.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand course contents and basic concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five homework
50% = 100%.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ｂ

小林　克也

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年DEFGHIJUVWXYZ組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
財政学Aの内容（財政の考え方や日本の財政の制度と現状）を前提
として、ミクロ経済学とマクロ経済学の理論に基づいて、さまざま
な財政上の政策を学びます。具体的には、課税や公債発行が家計に
与える影響、政府支出の増大がマクロ経済に短期的に及ぼす効果を
学びます。春学期に予定した内容で扱えなかったものがある場合は、
秋学期の最初で扱います。

【到達目標】
私たちの生活に密接な税から、国全体のマクロ経済政策まで、政府
が実施している様々な政策について、具体的にどのようなものがあ
るのかについて知るとともに、これらの経済上の効果を経済学の理
論を用いて理解します。その上で、これらの政策は私たちの生活に
どのような影響をあたえるのかについて、自分で考えられるように
なることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講
義ノートと資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信しま
す。講義ノートと資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。
Hoppiiのテスト/アンケートを使って課題をほぼ毎回出します。採
点の際、全員向けと適宜個別にコメントを付けます。みなさんはそ
れらを読んで復習をして下さい。授業の質問や意見はHoppiiの掲示
板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私がお答えしま
す。なお対面で期末テストを実施します。なお対面で期末試験を実
施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学Aの復習、財政学Bで扱う

内容の紹介
2 国と地方との関係 (1) 国から地方自治体への移転と規模
3 国と地方との関係 (2) 地方交付税と国庫支出金
4 租税の転嫁と帰着 (1) 税の転嫁の紹介
5 租税の転嫁と帰着 (2) 需要曲線と供給曲線による余剰分

析
6 所得税と消費税 所得税と消費税の理論的比較
7 消費税のしくみ 付加価値税、日本の制度、長所と

問題点
8 国民所得決定の理論

(1)
有効需要の原理

9 国民所得決定の理論
(2)

経済政策（政府支出増大）の効果

10 国民所得決定の理論
(3)

ビルトイン・スタビライザー、均
衡予算定理

11 IS-LM分析 (1) 財市場の均衡
12 IS-LM分析 (2) 貨幣市場の均衡
13 IS-LM分析 (3) 財政政策・金融政策の効果
14 公債の経済学 公債負担についてのさまざまな考

え方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を
理解しているとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場
合は、授業で扱う概念について自分で1年次の講義ノート等を復習
して下さい。日経新聞なども使いながら日本の財政の現状を扱うの
で、日頃、新聞に目を通すことを推奨します。これらと本授業の準
備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ
等をまとめた資料を配布します。

【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ち
ます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』東洋経済新
報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政
学15講』新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石
田和之 (2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実
施しますが詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題
をHoppiiのテスト/アンケート機能を使って締切が5回となるように
出します。期末試験で半分、課題で半分の合計100%の評価をしま
す。期末試験はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）と同じ問題で同じ時間に対面で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通
じて、みなさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心が
けます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。
Hoppiiを利用します。Hoppiiで講義ノートと資料を配付し、音声
はgoogle driveを使って配信します。google上の音声再生機能は不
具合が多いので、PCにダウンロードして、自分の音声再生ソフトを
用いて聞いてください。

【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登
録して下さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録
を良く確認して下さい。授業についての変更や追加の情報はHoppii
の「お知らせ」で掲示しますので、お知らせを見るようにして下さ
い。この授業はもう1つの財政学のクラス（廣川先生代講の天利先
生担当）とだいたい同じ内容を予定しています（異なる部分はあり
ます）。また、対面で筆記の期末試験を実施します。

【Outline (in English)】
Course outline:
Students learn the roles of public policies on the basis of
"Public Finance A," microeconomics, and macroeconomics.
In particular, students understand the economic impact of
taxation, government bonds, and an increase in government
expenditure.
Learning objective:
The goal of this course is to understand various polices
implemented by the central government such as taxes in our
life and macroeconomic policies. Students should be able to
consider effects of these policies.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand course contents and basic
concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five
homework 50% = 100%.

— 859 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ｂ

天利　浩

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCKLMNOPQRST組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
財政学Aの内容（財政の考え方や日本の財政の制度と現状）を前提
として、ミクロ経済学とマクロ経済学の理論に基づいて、さまざま
な財政上の政策を学びます。具体的には、課税や公債発行が家計に
与える影響、政府支出の増大がマクロ経済に短期的に及ぼす効果を
学びます。春学期に予定した内容で扱えなかったものがある場合は、
秋学期の最初で扱います。

【到達目標】
私たちの生活に密接な税から、国全体のマクロ経済政策まで、政府
が実施している様々な政策について、具体的にどのようなものがあ
るのかについて知るとともに、これらの経済上の効果を経済学の理
論を用いて理解します。その上で、これらの政策は私たちの生活に
どのような影響をあたえるのかについて、自分で考えられるように
なることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
この授業は、オンデマンドのオンラインで実施します。Hoppiiで講
義ノートと資料を配信します。あわせて解説をした音声を配信しま
す。講義ノートと資料を見ながら音声を聞いて学習をしてください。
Hoppiiのテスト/アンケートを使って課題をほぼ毎回出します。採
点の際、全員向けと適宜個別にコメントを付けます。みなさんはそ
れらを読んで復習をして下さい。授業の質問や意見はHoppiiの掲示
板に書き込みをして下さい。掲示板に返信する形で私がお答えしま
す。なお対面で期末テストを実施します。なお対面で期末試験を実
施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 財政学Aの復習、財政学Bで扱う

内容の紹介
2 国と地方との関係 (1) 国から地方自治体への移転と規模
3 国と地方との関係 (2) 地方交付税と国庫支出金
4 租税の転嫁と帰着 (1) 税の転嫁の紹介
5 租税の転嫁と帰着 (2) 需要曲線と供給曲線による余剰分

析
6 所得税と消費税 所得税と消費税の理論的比較
7 消費税のしくみ 付加価値税、日本の制度、長所と

問題点
8 国民所得決定の理論

(1)
有効需要の原理

9 国民所得決定の理論
(2)

経済政策（政府支出増大）の効果

10 国民所得決定の理論
(3)

ビルトイン・スタビライザー、均
衡予算定理

11 IS-LM分析 (1) 財市場の均衡
12 IS-LM分析 (2) 貨幣市場の均衡
13 IS-LM分析 (3) 財政政策・金融政策の効果
14 公債の経済学 公債負担についてのさまざまな考

え方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基本的な考え方を使うので、1年次必修の経済学の授業を
理解しているとこの授業も理解しやすいです。理解に不安のある場
合は、授業で扱う概念について自分で1年次の講義ノート等を復習
して下さい。日経新聞なども使いながら日本の財政の現状を扱うの
で、日頃、新聞に目を通すことを推奨します。これらと本授業の準
備学習・復習時間で、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。毎回、授業の講義ノートと必要に応じてデータ
等をまとめた資料を配布します。

【参考書】
履修者が授業に関連する内容を自習する際に、以下の文献が役立ち
ます。
制度やデータの把握：『図説日本の財政（最新年度版）』東洋経済新
報社。
財政学を通しで学ぶ：麻生良文、小黒一正、鈴木将覚 (2018)『財政
学15講』新世社。
授業のいくつかのトピックを学ぶ：林宏昭、玉岡雅之、桑原美香、石
田和之 (2021)『入門財政学第3版』中央経済社

【成績評価の方法と基準】
対面で筆記の期末試験を実施します。おそらく期末試験期間中に実
施しますが詳細は授業内でお話しします。授業の内容に関する課題
をHoppiiのテスト/アンケート機能を使って締切が5回となるように
出します。期末試験で半分、課題で半分の合計100%の評価をしま
す。期末試験はもう1つの財政学のクラス（小林先生担当）と同じ
問題で同じ時間に対面で実施します。

【学生の意見等からの気づき】
掲示板に書かれるみなさんからの質問や提出された課題の採点を通
じて、みなさんの理解度を把握しながら、わかりやすい講義を心が
けます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの授業ですので、PCとインターネット環境が必要です。
Hoppiiで講義ノートと資料、音声ファイルを配付します。音声ファ
イルは自分の音声再生ソフトを用いて聞いてください。

【その他の重要事項】
Hoppiiを利用しますので、学生のみなさんは、Hoppii上に確実に登
録して下さい。特に、履修変更をした方は、自分でHoppii上の登録
を良く確認して下さい。授業についての変更や追加の情報はHoppii
の「お知らせ」で掲示しますので、お知らせを見るようにして下さ
い。この授業はもう1つの財政学のクラス（小林先生担当）とだい
たい同じ内容を予定しています（異なる部分はあります）。また、対
面で筆記の期末試験を実施します。

【Outline (in English)】
Course outline:
Students learn the roles of public policies on the basis of
"Public Finance A," microeconomics, and macroeconomics.
In particular, students understand the economic impact of
taxation, government bonds, and an increase in government
expenditure.
Learning objective:
The goal of this course is to understand various polices
implemented by the central government such as taxes in our
life and macroeconomic policies. Students should be able to
consider effects of these policies.
Leaning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand course contents and basic
concepts of economics.
Grading criteria/policies:
Final grade will be calculated by term-end exam 50% + five
homework 50% = 100%.
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MAN200CA（経営学 / Management 200）

コーポレートガバナンス論Ａ

胥　鵬

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年、SDGsをテーマに高校の授業で学ぶことは増えている。企
業の持続的な長期成長にも、収益だけではなく、SDGs、すなわち、
ESG（環境・社会・ガバンス）を考慮することは欠かせないもので
ある。コーポレート・ガバナンス論Aのテーマは、株主総会、議決
権行使、スチュワードシップ・コード、機関投資家の議決権行使の
個別開示などの制度を学び、データから議決権行使と企業のガバナ
ンスの関連を理解する。

【到達目標】
　株式会社は株主によって所有され、株主は株主総会で議決権を行
使することで経営の重要事項に自らの意見を反映させる。最近、海
外ファンドなどの大株主が反対を表明したため、東芝が提案した会
社の2分割計画が臨時株主総会で株主の反対多数で否決されたケー
スは、コーポレートガバナンスの一例である。コーポレート・ガバ
ナンス論Aの学習目標は、株主総会と議決権行使との関連で、機関投
資家などの大株主の議決権行使の個別開示などのスチュワードシッ
プ・コード制度を学び、データから議決権行使とコーポレート・ガ
バナンスの関連を理解することである。
　学生諸君が各自にダウンロードしたデータや資料に基づく活発な
議論を行い、学生諸君が提示した具体例を取り上げつつ、学生参加
による学生のための授業を進める。課題等の提出・フィードバック
は「学習支援システム」を通じて行う予定。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　原則として対面授業を実施する。学生諸君が各自にダウンロード
したデータや資料に基づく活発な議論を行い、学生諸君が提示した
具体例を取り上げつつ、学生参加による学生のための授業を進める。
　インターネットやオンラインデータベースなどをを通じて、コー
ポレート・ガバナンスにかかわる株主総会制度や敵対的買収につい
てデータ資料を収集し、グループで議論し、課題解決型学習を行う、
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行
う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 長期的に利益を生み

出すためにコーポ
レート・ガバナンス
は重要

コーポレート・ガバナンスの基礎
概念と用語を解説する

第2回 所有と経営の分離 コーポレート・ガバナンスの原点
第3回 株主の権限 ビジュアル資料を用いてわかりや

すく説明する
第4回 株主総会 ビジュアル教材で使って解説する
第5回 議決権行使 法律と実務を交えながら解説する
第6回 日本版スチュワード

シップ・コード
英国との比較で日本の制度の変遷
を説明する

第7回 機関投資家の議決権
行使の個別開示

公表されたデータに基づいて機関
投資家の議決権行使の実態を把握
する

第8回 取締役選任議案 賛成比率の低い議案を中心に、所
有構造と議決権行使の関連を理解
する

第9回 監査役選任議案 賛成比率の低い議案を中心に、所
有構造と議決権行使の関連を理解
する

第10回 敵対的買収対策 事例を交えながら説明する
第11回 敵対的買収防衛策導

入議案
なぜ海外機関投資家が反対票を投
じるかを理解する

第12回 ウォールストリー
ト・ルール

保有株式を売却して反対意思を表
明するメカニズムを解説する

第13回 株式持合 企業同士が株式を保有し合う日本
特有な所有構造と議決権行使によ
るガバナンスの限界について説明
する

第14回 課題 今までのことをどれくらい理解し
たかを確かめるために、各自に収
集した資料やデータに基づいて課
題を試みる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　データダウンロードやエクセルによるデータ加工は、必ず自分の
手で行う。各自に収集した定時株主総会臨時報告書、機関投資家の
議決権行使の個別開示等の資料やデータに基づいてグループ課題を
試みるために、準備学習・復習・宿題などの授業時間外学習は各4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキストを特に使わないが、アップロードした講義ノートを学生
がダウンロードする。

【参考書】
宮島英昭［2007］(編著)『日本のM&A』、東洋経済新報社
宮島英昭編［2011］『日本の企業統治：システムの進化と危機後の
再設計』、東洋経済新報社
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹,芹田敏夫,胥鵬,佐々木隆文,鈴木健嗣,佐々木寿記白桃書房
2020年

【成績評価の方法と基準】
　成績評価には、課題レポート (40%)と学期レポート (60%)。

【学生の意見等からの気づき】
早口ですが、できるだけゆっくり講義したいです。

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン持参

【その他の重要事項】
　米国のビジネススクールにまさるとも劣らぬ講義を諸君に届ける。

【担当教員の専門分野等】
ＭＢＯ、株式持合、役員報酬、中小企業金融、コミットメント・ラ
イン、銀行ガバナンスと銀行リスク、会社法の経済分析
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹, 芹田敏夫, 胥鵬, 佐々木隆文, 鈴木健嗣, 佐々木寿記 (6,7章)
白桃書房 2020年
Strategic short selling around index additions: Evidence from
the Nikkei 225 Index,Shiomi, Naoya, Takahashi, Hidetomo,
Xu, Peng　International Review of Finance 2020年
Trading activities of short-sellers around index deletions:
Evidence from the Nikkei 225 Hidetomo Takahashi and Peng
Xu Journal of Financial Markets 27 132 - 146 2016

【Outline (in English)】
【Outline (in English)】
The theme of Corporate Governance Theory A is to learn voting
rights, the general shareholders’ meeting, the roles of the
Japan Stewardship Code, and the market for control. The goals
of this course are to understand how corporate governance
systems mitigate the conflicts between shareholders and
management. Before/after each class meeting, students will be
expected to collect the relevant materials. Your required study
time is about four hours for each class meeting. Short reports
(40%) and term report (60%) are both required for grading.
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MAN200CA（経営学 / Management 200）

コーポレートガバナンス論Ｂ

胥　鵬

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年、SDGsをテーマに高校の授業で学ぶことは増えている。企
業の持続的な長期成長にも、収益だけではなく、SDGs、すなわち、
ESG（環境・社会・ガバンス）を考慮することは欠かせないもので
ある。コーポレート・ガバナンス論Bのテーマは、監査役会設置会
社、監査等委員会設置会社と指名委員会等設置会社の選択制、取締
役会、社外取締役、役員報酬、ストック・オプション、コーポレー
ト・ガバナンスコードである。

【到達目標】
　世間で上場企業の社長は偉いと思われているが、実際には社長な
どのトップ経営者は、株主総会の議決で選任される。社長やCEO
は、会社法上の代表取締役や代表執行役である。株主の最も重要な
権限は、取締役を選任することである。2021年6月25日、東芝の
定時株主総会で計１１人の取締役選任案のうち、取締役会議長ら２
人の再任が反対多数で否決されたケースは、コーポレート・ガバナ
ンスの一例である。また、経営者全体の報酬も株主総会の議決で決
議されることが多い。この授業の学習目標は、取締役選任や取締役
報酬との関連で、監査役会設置会社、監査等委員会設置会社と指名
委員会等設置会社の選択制、取締役会、社外取締役、役員報酬、ス
トック・オプション、日本版コーポレート・ガバナンス・コード及
びESGなどを理解することである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　インターネットや豊富なデータベースを利用して、監査役会設置
会社、監査等委員会設置会社と指名委員会等設置会社の選択制、取
締役会、社外取締役、役員報酬、ストック・オプションと日本版コー
ポレート・ガバナンス・コードについてわかりやすく説明する。
　原則として対面授業を実施する。学生諸君が各自にダウンロード
したデータや資料に基づく活発な議論を行い、学生諸君が提示した
具体例を取り上げつつ、学生参加による学生のための授業を進める。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行
う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 取締役の義務 取締役は会社のしもべ
第2回 取締役会 規模、構成と独立性
第3回 監査役の義務 監査役は目付役
第4回 監査役会設置会社 なぜ監査役は閑散役と揶揄される
第5回 指名委員会等設置会

社
監督と執行の分離、独立社外取締
役：米国の影響

第6回 取締役会の規模と執
行役員制度

スマート＝効率？

第7回 監査等委員会設置会
社

監査役会設置会社と指名委員会等
設置会社の中間的性格を帯びた第
三の会社形態

第8回 監査等委員である取
締役

監査等委員である取締役とその他
の取締役の相違

第9回 代表取締役の選任と
解任

誰が社長のくびをとるのか：監査
役と取締役の違い

第10回 取締役の多様性 女性取締役と女性の活躍推進

第11回 業績連動報酬 ストックオプション、譲渡制限株
式などの株価などの企業経営業績
と連動する役員報酬

第12回 1億円以上役員報酬
の開示

1億円（ミリオン）プレイヤーは誰
かを探してその是非を考える

第13回 日本版コーポレート・
ガバナンス・コード

コンプライ・オア・エクスプレイン

第14回 学期課題 今までの勉強の理解を確かめるた
めに、収集した資料やデータに基
づいてグループ課題を試みる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　データダウンロードやエクセルによるデータ加工は、必ず自分の
手で行う。各自に収集した定時株主総会臨時報告書、機関投資家の
議決権行使の個別開示等の資料やデータに基づいてグループ課題を
試みるために、準備学習・復習・宿題などの授業時間外学習は各4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキストは使わないが、アップロードした講義ノートはネットか
ら各自でダウンロードする。

【参考書】
宮島英昭［2007］(編著)『日本のM&A』、東洋経済新報社
宮島英昭編［2011］『日本の企業統治：システムの進化と危機後の
再設計』、東洋経済新報社
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹,芹田敏夫,胥鵬,佐々木隆文,鈴木健嗣,佐々木寿記白桃書房
2020年
参考資料はネットから各自にダウンロードする。

【成績評価の方法と基準】
　成績評価には、課題レポート (40%)と学期課題レポート (60%)。

【学生の意見等からの気づき】
　早口ですが、できるだけゆっくり講義したいです。

【学生が準備すべき機器他】
　ノートパソコン持参

【その他の重要事項】
　米国のビジネススクールにまさるとも劣らぬ講義を諸君に届ける。

【担当教員の専門分野等】
ＭＢＯ、株式持合、役員報酬、中小企業金融、コミットメント・ラ
イン、銀行ガバナンスと銀行リスク、会社法の経済分析、来日観光
客の決定要因等々
『日本のコーポレートファイナンス－サーベイデータによる分析』花
枝英樹, 芹田敏夫, 胥鵬, 佐々木隆文, 鈴木健嗣, 佐々木寿記 (6,7章)
白桃書房 2020年
Strategic short selling around index additions: Evidence from
the Nikkei 225 Index,Shiomi, Naoya, Takahashi, Hidetomo,
Xu, Peng　International Review of Finance 2020年
Trading activities of short-sellers around index deletions:
Evidence from the Nikkei 225 Hidetomo Takahashi and Peng
Xu Journal of Financial Markets 27 132 - 146 2016

【Outline (in English)】
The theme of Corporate Governance Theory B is to learn
the board of directors and the roles of the Japan Corporate
Governance Code. The goals of this course are to understand
how the board of directors works to mitigate the conflicts
between shareholders and management. Before each class
meeting, students will be expected to collect the relevant
materials. Your required study time is about four hours for
each class meeting. Short reports (40%) and term report (60%)
are both required for grading.
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SDGs　発行日：2024/5/1

POL200CA（政治学 / Politics 200）

国際関係論Ａ

冨永　靖敬

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、国際関係論の導入レベルの授業であり、主に安全保障をめぐ
る国家間関係を対象とし、特に戦争の原因・メカニズムを近年の研究動
向を踏まえて多面的に学習する。学生は、事例や様々なモデルを用いな
がら、現代の国際関係を理解する上で不可欠な基礎知識を学ぶとともに、
論理的・分析的な考え方を身に付けることを目的とする。

【到達目標】
1.国際関係を理解する上で不可欠な基礎概念、用語を理解し習得すること。
2.国家間関係の諸問題について、論理的・分析的に考える力を身につけ
ること。
3.日本や世界の諸地域を比較し関連づけて考察することを通して、現代
社会が直面する政治的課題について、その原因・メカニズムを主体的に
考察し、公正に判断できる力を養うこと。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は、教室での対面授業とする。本授業では、教員による講義を基
本とした上で、毎回の授業中および授業終了後における質疑応答を通じ
て、学生の理解を促す。毎回の授業資料は、学習支援システムを通じて
配布する予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 国際関係論の射程 本授業の狙い、授業の概要
第2回 国際システムの構造 主権国家とは，主権国家システム
第3回 伝統的国際関係論の視

点 I
リアリズム:古典的リアリズム，
ネオリアリズム

第4回 伝統的国際関係論の視
点 II

リベラリズム:国際制度と国際協調

第5回 ismからの脱却 中間理論，利益，相互作用，環境
第6回 戦略的相互作用 アクター，利益，環境，交渉モデル
第7回 戦略的相互作用・事例

分析
イラク戦争

第8回 国内制度と対外行動 政治制度 (民主主義・権威主義)，観
衆費用，民主主義的平和

第9回 リーダーと対外行動 評判 (reputation)と信頼
(credibility)，リーダーの個人的性
質，結集効果

第10回 国際制度と国家の対外
行動

アナーキー，法化(legalization)，国
際制度と同盟

第11回 事例分析 国際連盟と国際連合，集団安全保障
体制

第12回 国家間のネットワーク
と波及効果

民主主義の波及，ネットワークの諸
概念

第13回 国際法と国際規範 規範と法化，規範の拡散，事例:人権
規範

第14回 今学期のまとめ 学期の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は、授業前に指定されたテキストを読むことが求められる。また、
授業後には、授業で用いたスライドに基づいて復習をすることが望まし
い。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
多湖淳(2020)『戦争とは何か国際政治学の挑戦』中央公論新社（中央公
論新書 2574). 定価880円（本体 800円） ISBN978-4-12-102574-6.

【参考書】
Kydd, Andrew H. (2015). International Relations Theory: the
Game-Theoretic Approach. Cambridge: Cambridge University
Press.
草野大希・小川裕子・藤田泰昌（編）(2023)『国際関係論入門』ミネル
ヴァ書房。定価3,520円（本体 3,200円）ISBN978-4-623-09577-3
クリストファー・ブラットマン（神月謙一訳）(2023)『戦争と交渉の経済
学ー人はなぜ戦うのかー』草思社。定価3,740円（本体 3,400円)ISBN978-
4-7942-2662-4
砂原庸介・稗田健志・多湖淳（2015）『政治学の第一歩 (有斐閣ストゥディ
ア)』有斐閣。定価 2,052円（本体 1,900円）ISBN 978-4-641-15025-6
鈴木基史・岡田章（2013）『国際紛争と強調のゲーム』有斐閣。定価2,808
円（本体 2,600円）ISBN 978-4-641-14904-5
浅古泰史（2018）『ゲーム理論で考える政治学 フォーマルモデル入門』
有斐閣。定価2,860円（本体 2,600円）ISBN978-4-641-14928-1
村田晃嗣・君塚直隆・石川卓・栗栖薫子・秋山信将（2015）『国際政治学をつか
む新版』有斐閣。定価 2,376円（本体 2,200円）ISBN 978-4-641-17722-2
山本吉宣・河野勝（2005）『アクセス安全保障論』日本経済評論社。定
価3,024円（本体 2,800）ISBN 978-4-8188-1720-3

【成績評価の方法と基準】
【成績評価の方法】
本授業の評価は、小テスト（30%）と期末レポート（70%）で行う。小テ
ストは、「学習支援システム」を通じてオンラインで実施する予定である。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業で使用する資料の配布、ならびに学期中の小テストは、「学習
支援システム」を通じて実施する。資料のダウンロードおよび小テスト
の実施のために、デバイス（PCなど）とオンライン環境を整えておく
こと。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory course that intends to provide students
with basic knowledge which is essential to understand the nature
of current international relations. This course pays particular
attention to security issues exploring causes and consequences of
war.
【Learning objectives】
1. To acquire knowledge of theoretical conceptions of international
politics
2. To acquire the ability to explain current issues of international
politics logically and with evidence
【Learning activities outside of classroom】
Before each class: To read the assigned part of the textbook (2
hours)
After each class: To review the slide (2 hours)
【Grading Criteria/Policy】
Quizzes (30%): Online (Via Learning Support System of Hosei
University)
Term-end report (70%)
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SDGs　発行日：2024/5/1

POL200CA（政治学 / Politics 200）

国際関係論Ｂ

冨永　靖敬

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、国際関係論の導入レベルの授業であり、主に安全保障問題に
ついて幅広く学習する。国際関係論Aでは，主権国家システム，国内・国
際制度，リーダーの性質など，国際政治現象一般を分析する際に必要と
なる諸モデルを紹介したが，国際関係論Bでは，国家間戦争，内戦やテ
ロリズムといった国家間・国家内で発生する戦争，あるいは越境的な国
際犯罪を対象とする。学生は、事例や様々なモデルを用いながら、現代
の国際問題を理解する上で不可欠な基礎知識を学ぶとともに、論理的・
分析的な考え方を身に付けることを目的とする。

【到達目標】
1.国際関係を理解する上で不可欠な基礎概念、用語を理解し習得すること。
2.国家間関係の諸問題について、論理的・分析的に考える力を身につけ
ること。
3.日本や世界の諸地域を比較し関連づけて考察することを通して、現代
社会が直面する政治的課題について、その原因・メカニズムを主体的に
考察し、公正に判断できる力を養うこと。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は、教室での対面授業とする。本授業では、教員による講義を基
本とした上で、毎回の授業中および授業終了後における質疑応答を通じ
て、学生の理解を促す。毎回の授業資料は、学習支援システムを通じて
配布する予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 前学期の復習、本授業の概要
第2回 戦争の原因論 情報の非対称性，コミットメント問

題，イラク戦争
第3回 戦争の拡大・介入・終

結
戦争の持続期間，対外介入の決定要
因と効果

第4回 大量破壊兵器・抑止論 国際危機外交，安全保障のジレンマ，
シグナリング，評判，抑止論とその
効果

第5回 勢力均衡と同盟 勢力均衡と情報の非対称性，同盟の
種類，同盟のジレンマ

第6回 民主主義的平和論 民主主義の波，商業的平和論，観衆
費用，政党間競走モデル

第7回 非伝統的安全保障・内
戦1

内戦の原因論（民族，貪欲と不満），
交渉モデル

第8回 事例分析 スリランカ内戦・コロンビア内戦・
ミャンマー内戦

第9回 非伝統的安全保障・内
戦2

対外介入の決定要因とその効果，平
和維持活動，対外援助

第10回 非伝統的安全保障・テ
ロリズム

政治制度，貧困，交渉の失敗，対テ
ロ戦略の効果

第11回 経済制裁 経済制裁の種類とその効果
第12回 貧困と開発 資源の呪い，国連の持続可能な開発
第13回 貧困と開発の制度的説

明
富の独占と政治体制，selectorate
theory

第14回 学期のまとめ 学期の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は、授業前に指定されたテキストを読むことが求められる。また、
授業後には、授業で用いたスライドに基づいて復習をすることが望まし
い。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
多湖淳 (2020)『戦争とは何か 国際政治学の挑戦』中央公論新社。定価
880円（本体 800円）ISBN978-4-12-102574-6

【参考書】
Kydd, Andrew H. (2015). International Relations Theory: the
Game-Theoretic Approach. Cambridge: Cambridge University
Press.
草野大希・小川裕子・藤田泰昌（編）(2023)『国際関係論入門』ミネル
ヴァ書房。定価3,520円（本体 3,200円）ISBN978-4-623-09577-3
クリストファー・ブラットマン（神月謙一訳）(2023)『戦争と交渉の経済
学ー人はなぜ戦うのかー』草思社。定価3,740円（本体 3,400円)ISBN978-
4-7942-2662-4
砂原庸介・稗田健志・多湖淳（2015）『政治学の第一歩 (有斐閣ストゥディ
ア)』有斐閣。定価 2,052円（本体 1,900円）ISBN 978-4-641-15025-6
鈴木基史・岡田章（2013）『国際紛争と強調のゲーム』有斐閣。定価2,808
円（本体 2,600円）ISBN 978-4-641-14904-5
浅古泰史（2018）『ゲーム理論で考える政治学 フォーマルモデル入門』
有斐閣。定価2,860円（本体 2,600円）ISBN978-4-641-14928-1
村田晃嗣・君塚直隆・石川卓・栗栖薫子・秋山信将（2015）『国際政治学をつか
む新版』有斐閣。定価 2,376円（本体 2,200円）ISBN 978-4-641-17722-2
山本吉宣・河野勝（2005）『アクセス安全保障論』日本経済評論社。定
価3,024円（本体 2,800）ISBN 978-4-8188-1720-3
東大作 (2020)『内戦と和平 現代戦争をどう終わらせるか』中央公論新
社。定価 968円 (本体 880円)ISBN978-4-12-102576-0

【成績評価の方法と基準】
【成績評価の方法】本授業の評価は、小テスト（30%）と期末レポート
（70%）で行う。小テストは、「学習支援システム」を通じてオンライン
で実施する予定である。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業で使用する資料の配布、ならびに学期中の小テストは、「学習
支援システム」を通じて実施する。資料のダウンロードおよび小テスト
の実施のために、デバイス（PCなど）とオンライン環境を整えておく
こと。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course intends to provide students with essential knowledge to
understand international relations. This course focuses on not just
traditional security issues such as nuclear deterrence and balance
of power but also non-traditional security issues such as civil war
and terrorism.
【Learning objectives】
1. To acquire knowledge of the essential conceptions of
international relations
2. To acquire the ability to explain the phenomenon of international
relations logically and with evidence
【Learning activities outside of classroom】
Before each class: To read the assigned part of the textbook (2
hours)
After each class: To review the slide (2 hours)
【Grading Criteria/Policy】
Quizzes (30%): Online (Via Learning Support System of Hosei
University)
Term-end report (70%)
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CUA200CA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 200）

経済人類学Ａ

河野　正治

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界各地のローカルな社会において人々がいかに財やサービスをやり取りし
ているのかを紹介しながら、「経済とは何か」という大きな問いを人類学的な
視点から考察する。経済人類学Aでは、生業経済における人の暮らしや生き
方、ならびに経済人類学の基礎概念を実例の中で解説する授業を行う。
【到達目標】
1)経済人類学の基礎知識を身につける。2)経済人類学の視点とアプローチを
自分で説明できる。3)私たちにはあまり馴染みのない経済のあり方を学ぶこ
とを通して、人の暮らしや生き方の多様性を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式。各回のレジュメを授業支援システムに事前掲載するので、必ずダ
ウンロードやプリントアウトをして授業に臨むこと。授業当日にはパワーポ
イントを用いて講義を行う。毎回の授業の最後にリアクションペーパーを課
し、翌週の授業時にフィードバックを行う。また、講義形式による教員の解
説を基本としつつ、思考力を伸ばしてもらうためにディスカッションの場を
設けることもある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人類学とはどのような

学問か？
人びとの暮らしとフィールドワーク

第2回 違和感から理解へ 人類学のアプローチ
第3回 贈与と禁止 互酬性の生成メカニズム
第4回 贈与と互酬性 一般交換と限定交換
第5回 禁止と分類 レヴィ＝ストロースの学説
第6回 贈与・循環・所有 モースの学説
第7回 贈与から考える人とモ

ノ①
モース派の人類学と譲渡不可能性の概念

第8回 贈与から考える人とモ
ノ②

負債の人類学への入門

第9回 贈与から考える人とモ
ノ③

リーダーに負う／が負う社会

第10回 贈与から考える人とモ
ノ④

リーダーに負う社会のポリティクス

第11回 贈与から考える人とモ
ノ⑤

２人のフェミニストの議論から

第12回 贈与から考える人とモ
ノ⑥

マルクス主義フェミニストの見解

第13回 贈与から考える人とモ
ノ⑦

人格的所有論からみたジェンダーと仕事

第14回 人類学者の仕事と現地
住民の仕事

モノの生産から人間の生産へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義や配布資料のなかで取り上げられる専門用語や個別社会について自ら
の手で調べることで理解を深める。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間
を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用せず、毎回の講義でオリジナルなレジュメを用意する。
【参考書】
授業内で文献を紹介するので、一冊でも多くの書籍を手に取ってほしい。
【成績評価の方法と基準】
学期末レポート（70%）に加え、毎回の授業で取り組んでもらう小課題（30%）
をもとに評価する。担当教員の講義内容を表面的になぞったレポートではな
く、自分自身の頭で思考した形跡のあるレポートを高く評価したいと考えて
いる
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを多用するので、授業開始時には仮登録を行うこと。学習
支援システムで配布する授業資料を毎回ダウンロードやプリントアウトをし
ておくこと。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course Outline）】

The purpose of this lecture is to consider the question "what is economy"
from an anthropological perspective, examining how people produce and
exchange goods and services in various local societies.
【到達目標（Learning Objectives）】
At the end of the course, students are expected to learn the way of life
in subsistent societies and the basic terms and concepts.
【授業時間外の学習（Learning Activities outside of Classroom）】
Students will be expected to conduct their own independent research on
the specialized knowledge of Economic Anthropology. Your study time
will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria/Policy）】
Grading will be based on the end-of-term report (70%) and small
assignments (30%). Reports that show evidence of students’ own
thinking, rather than reports that superficially trace the lecture content,
will be highly evaluated.
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CUA200CA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 200）

経済人類学Ｂ

河野　正治

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界各地のローカルな社会において人々がいかに財やサービスをやり取りし
ているのかを紹介しながら、「経済とは何か」という大きな問いを人類学的な
視点から考察する。経済人類学Bでは、現代の事象に経済人類学の視角の応
用を図る。
【到達目標】
1)経済人類学のやや難度の高い知識を身につける。2)経済人類学の視点とア
プローチを自分で説明できる。3)経済人類学の概念を用いて過去の社会事象
や現代の社会事象を説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式。各回のレジュメを授業支援システムに事前掲載するので、必ずダ
ウンロードやプリントアウトをして授業に臨むこと。授業当日にはパワーポ
イントを用いて講義を行う。毎回の授業の最後にリアクションペーパーを課
し、翌週の授業時にフィードバックを行う。また、講義形式による教員の解
説を基本としつつ、思考力を伸ばしてもらうためにディスカッションの場を
設けることもある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 経済人類学の新展開 市場と非市場の二分法を超えて
第2回 互酬・再分配と市場交換

の接合①
贈与交換ともてなしの世界

第3回 互酬・再分配と市場交換
の接合②

首長国ビジネスの誕生

第4回 互酬・再分配と市場交換
の接合③

首長の金策と島民の金策

第5回 貨幣の人類学① 経済取引の短期秩序と長期秩序
第6回 貨幣の人類学② 貨幣の意味を変える方法
第7回 貨幣の人類学③ 国境を越える貨幣とその読み替え
第8回 グローバル時代の文化

研究①
SDGsのローカライゼーション

第9回 グローバル時代の文化
研究②

まなざしを活用する

第10回 社会に再度埋め込まれ
た経済？ ①

「いのちの贈与」をめぐって

第11回 社会に再度埋め込まれ
た経済？ ②

地域通貨のリアルをめぐって

第12回 負債論への招待 デヴィッド・グレーバーの人類学①
第13回 映像授業『ラ・デット／

負債』の鑑賞
デヴィッド・グレーバーの人類学②

第14回 商業経済から人間経済へ デヴィッド・グレーバーの人類学③
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義や配布資料のなかで取り上げられる専門用語や個別社会について自ら
の手で調べることで、当該主題についてさらなる理解を獲得する。本授業の
準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用せず、毎回の講義でオリジナルなレジュメを用意する。
【参考書】
授業内で文献を紹介するので、一冊でも多くの書籍を手に取ってほしい。
【成績評価の方法と基準】
学期末レポート（70%）に加え、毎回の授業で取り組んでもらうリアクション
ペーパー（30%）をもとに評価する。担当教員の講義内容を表面的になぞっ
たレポートではなく、自分自身の頭で思考した形跡のあるレポートを高く評
価したいと考えている。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを多用するので、必要な場合は仮登録を行うこと。学習支
援システムを通じて配布する授業資料については、毎回ダウンロードやプリ
ントアウトをしておくこと。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course Outline）】

The purpose of this lecture is to consider the question "what is economy"
from an anthropological perspective, examining how people produce and
exchange goods and services in various local societies.
【到達目標（Learning Objectives）】
At the end of the course, students are expected to understand modern
economies from the perspective of Economic Anthropology.
【授業時間外の学習（Learning Activities outside of Classroom）】
Students will be expected to conduct their own independent research on
the specialized knowledge of Economic Anthropology. Your study time
will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria/Policy）】
Grading will be based on the end-of-term report (70%) and small
assignments (30%). (Reports that show evidence of students’ own
thinking, rather than reports that superficially trace the lecture content,
will be highly evaluated.
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ａ

松波　淳也

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学の基礎理論・概念を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義は，標準的な環境経済学の基本概念，手法を習得する
ことを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
環境経済学にとって最重要であり，かつ，環境経済学の幅広い分野
に応用の効く3つの概念（外部性，環境の経済評価，持続可能な発
展）に絞って講義する。その際，特に，社会システムと環境の関係
についての基本的考え方，および，経済学的方法，政策的志向をも
とらえていきたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支援シ
ステム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第01回 環境経済学とは？ 環境経済学の誕生。環境か経済

か？ 　本講の立場と進め方。
第02回 環境問題の政策的整

理　
人類史と環境。近代化と環境問題。
環境問題と総合政策。

第03回 外部性①　 外部性の概念。外部性のモデル分
析。産業公害モデル。

第04回 外部性②　 課税政策。
第05回 外部性③　 ピグー税政策とボーモル=オーツ

税政策
第06回 外部性④ たばこモデル～コースの定理
第07回 外部性⑤ 外部性のモデル分析再考
第08回 環境の経済評価①　 環境を価格付けする意義。非市場

財の価格付け。環境経済評価手法。
第09回 環境の経済評価②　 需要曲線アプローチ　CVM。
第10回 環境の経済評価③　 需要曲線アプローチ　TCM，

HPM。非需要曲線アプローチ　
RCM。

第11回 環境の経済評価④　 環境価値の概念。CVMに関する論
争。

第12回 持続可能な発展①　 持続可能な発展SDとは？ 　環境
経済学におけるSD。

第13回 持続可能な発展②　 デイリーの問題提起。経世済民思
想としてのSD。

第14回 持続可能な発展③ SDの視点からの経済政策目標。環
境マクロ経済学。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基礎を身に付けていることが望ましい（ミクロ経済学，マ
クロ経済学等，経済学の基礎学習）。本授業の準備・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房,2007年

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末レポート　100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of environmental economics. By the end of
course, students should be able to understand environmental
economics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spent 4 hours to understand the course content.
Final grade will be calculated according to the following
process: Term-end report(100%)
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ａ

松波　淳也

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学の基礎理論・概念を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義は，標準的な環境経済学の基本概念，手法を習得する
ことを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
環境経済学にとって最重要であり，かつ，環境経済学の幅広い分野
に応用の効く3つの概念（外部性，環境の経済評価，持続可能な発
展）に絞って講義する。その際，特に，社会システムと環境の関係
についての基本的考え方，および，経済学的方法，政策的志向をも
とらえていきたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支援シ
ステム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第01回 環境経済学とは？ 環境経済学の誕生。環境か経済

か？ 　本講の立場と進め方。
第02回 環境問題の政策的整

理　
人類史と環境。近代化と環境問題。
環境問題と総合政策。

第03回 外部性①　 外部性の概念。外部性のモデル分
析。産業公害モデル。

第04回 外部性②　 課税政策。
第05回 外部性③　 ピグー税政策とボーモル=オーツ

税政策
第06回 外部性④ たばこモデル～コースの定理
第07回 外部性⑤ 外部性のモデル分析再考
第08回 環境の経済評価①　 環境を価格付けする意義。非市場

財の価格付け。環境経済評価手法。
第09回 環境の経済評価②　 需要曲線アプローチ　CVM。
第10回 環境の経済評価③　 需要曲線アプローチ　TCM，

HPM。非需要曲線アプローチ　
RCM。

第11回 環境の経済評価④　 環境価値の概念。CVMに関する論
争。

第12回 持続可能な発展①　 持続可能な発展SDとは？ 　環境
経済学におけるSD。

第13回 持続可能な発展②　 デイリーの問題提起。経世済民思
想としてのSD。

第14回 持続可能な発展③ SDの視点からの経済政策目標。環
境マクロ経済学。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
経済学の基礎を身に付けていることが望ましい（ミクロ経済学，マ
クロ経済学等，経済学の基礎学習）。本授業の準備・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房,2007年

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末レポート　100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of environmental economics. By the end of
course, students should be able to understand environmental
economics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spent 4 hours to understand the course content.
Final grade will be calculated according to the following
process: Term-end report(100%)
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ｂ

松波　淳也

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
廃棄物・リサイクルの経済学を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義では，最近理論的発展の著しい「ごみ・リサイクルの
経済学」を取り上げ，標準的な環境経済学の基礎概念，手法の理解
をより深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現代の廃棄物問題の本質および「廃棄物経済学」の基礎概念を身に
つけてもらうことを目標として講義する。現実の廃棄物管理政策の
状況の理解も図りたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支
援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ごみ問題とリサイク

ルⅠ- 現代的課題と
理論的概観-

「ごみ問題」の構造分類.「ごみ」の
定義.経済学における「ごみ」の扱
い

第2回 ごみ問題とリサイク
ルⅡ- 経済学的定式
化に向けて-

廃棄物経済学の主要アプローチ.廃
棄物経済学の整備に向けて.最近の
トピック

第3回 ごみ問題とリサイク
ルⅢ- 廃棄物リサイ
クルの経済モデル-

廃棄物経済学の誕生.廃棄物リサイ
クルの線形生産モデル

第4回 廃棄物管理政策Ⅰ-
循環型社会の法体系
-

循環型社会形成推進基本法等.個別
リサイクル法.３Rの優先順位.２
つの基本理念

第5回 廃棄物管理政策Ⅱ-
代表的な経済手法-

家庭ごみの有料化.埋立税・産業廃
棄物税，有害物質への税・課徴金.
特定製品への税・課徴金.デポジッ
ト・リファンド制度

第6回 廃棄物管理政策Ⅲ-
自治体の清掃行政-

３R＋適正処理の優先順位に即し
た政策展開.短期的政策，中長期的
政策の位置づけ.地域特性に即した
きめ細かい政策.環境政策の3手法

第7回 動脈産業と静脈産業
Ⅰ- 経済学の暗黒面
-

動脈経済と静脈経済.経済成長と動
脈部門・静脈部門.静脈経済と潜在
技術

第8回 動脈産業と静脈産業
Ⅱ- ゼロエミッショ
ンと循環型社会-

ゼロエミッション思想.逆工場の考
え方.「循環型社会」の考え方

第9回 動脈産業と静脈産業
Ⅲ- システム，規制
の効果-

市場リサイクルの条件.動脈と静脈
の相互関係.規制と公共関与.企業
のイニシャティブ

第10回 費用支払いと費用負
担Ⅰ- PPPと汚染者
負担原則-

汚染者支払い原則PPP.汚染者負担
原則.ピグー税と負担の帰着

第11回 費用支払いと費用負
担Ⅱ- PPPとEPR
-

廃棄物管理費用の支払いと負
担.EPRの物理的責任と金銭的責任

第12回 不法投棄と不適切処
理

廃棄物管理と外部不経済.不法投棄
と不適切処理の経済的動機

第13回 個別リサイクル法と
EPRⅠ- 法体系と個
別リサイクル法-

法体系と個別リサイクル法：再論.
容器包装リサイクル法

第14回 個別リサイクル法と
EPRⅡ- E-Waste
のリサイクル-

家電リサイクル法.PCリサイクル・
システム.携帯電話リサイクル・シ
ステム.小型家電リサイクル法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境経済論Aを既習であることが望ましい（環境経済学の基礎理論・
概念）。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
細田衛士：『グッズとバッズの経済学　第2版』東洋経済新報社

【参考書】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房

【成績評価の方法と基準】
期末レポート：100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of the economics of waste and recycling. By
the end of course, students should be able to understand
the economics of waste and recycling. Before/after each
class meeting, students will be expected to spent 4 hours to
understand the course content. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-end report(100%)
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

環境経済論Ｂ

松波　淳也

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
廃棄物・リサイクルの経済学を習得する。

【到達目標】
環境経済学はその体系化への努力が始まって以来，地球環境問題な
どグローバルな環境問題への直面を経て，各方面への深化を遂げて
いる。本講義では，最近理論的発展の著しい「ごみ・リサイクルの
経済学」を取り上げ，標準的な環境経済学の基礎概念，手法の理解
をより深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP8」「DP9」に
関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
現代の廃棄物問題の本質および「廃棄物経済学」の基礎概念を身に
つけてもらうことを目標として講義する。現実の廃棄物管理政策の
状況の理解も図りたい。課題等の提出・フィードバックは「学習支
援システム」を通じて行う予定である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ごみ問題とリサイク

ルⅠ- 現代的課題と
理論的概観-

「ごみ問題」の構造分類.「ごみ」の
定義.経済学における「ごみ」の扱
い

第2回 ごみ問題とリサイク
ルⅡ- 経済学的定式
化に向けて-

廃棄物経済学の主要アプローチ.廃
棄物経済学の整備に向けて.最近の
トピック

第3回 ごみ問題とリサイク
ルⅢ- 廃棄物リサイ
クルの経済モデル-

廃棄物経済学の誕生.廃棄物リサイ
クルの線形生産モデル

第4回 廃棄物管理政策Ⅰ-
循環型社会の法体系
-

循環型社会形成推進基本法等.個別
リサイクル法.３Rの優先順位.２
つの基本理念

第5回 廃棄物管理政策Ⅱ-
代表的な経済手法-

家庭ごみの有料化.埋立税・産業廃
棄物税，有害物質への税・課徴金.
特定製品への税・課徴金.デポジッ
ト・リファンド制度

第6回 廃棄物管理政策Ⅲ-
自治体の清掃行政-

３R＋適正処理の優先順位に即し
た政策展開.短期的政策，中長期的
政策の位置づけ.地域特性に即した
きめ細かい政策.環境政策の3手法

第7回 動脈産業と静脈産業
Ⅰ- 経済学の暗黒面
-

動脈経済と静脈経済.経済成長と動
脈部門・静脈部門.静脈経済と潜在
技術

第8回 動脈産業と静脈産業
Ⅱ- ゼロエミッショ
ンと循環型社会-

ゼロエミッション思想.逆工場の考
え方.「循環型社会」の考え方

第9回 動脈産業と静脈産業
Ⅲ- システム，規制
の効果-

市場リサイクルの条件.動脈と静脈
の相互関係.規制と公共関与.企業
のイニシャティブ

第10回 費用支払いと費用負
担Ⅰ- PPPと汚染者
負担原則-

汚染者支払い原則PPP.汚染者負担
原則.ピグー税と負担の帰着

第11回 費用支払いと費用負
担Ⅱ- PPPとEPR
-

廃棄物管理費用の支払いと負
担.EPRの物理的責任と金銭的責任

第12回 不法投棄と不適切処
理

廃棄物管理と外部不経済.不法投棄
と不適切処理の経済的動機

第13回 個別リサイクル法と
EPRⅠ- 法体系と個
別リサイクル法-

法体系と個別リサイクル法：再論.
容器包装リサイクル法

第14回 個別リサイクル法と
EPRⅡ- E-Waste
のリサイクル-

家電リサイクル法.PCリサイクル・
システム.携帯電話リサイクル・シ
ステム.小型家電リサイクル法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境経済論Aを既習であることが望ましい（環境経済学の基礎理論・
概念）。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
細田衛士：『グッズとバッズの経済学　第2版』東洋経済新報社

【参考書】
時政他編著『環境と資源の経済学』勁草書房

【成績評価の方法と基準】
期末レポート：100％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic theories
and concepts of the economics of waste and recycling. By
the end of course, students should be able to understand
the economics of waste and recycling. Before/after each
class meeting, students will be expected to spent 4 hours to
understand the course content. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-end report(100%)
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ECN200CD（経済学 / Economics 200）

経済地理Ａ

近藤　章夫

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

※経済学科生・国際経済学科生のみ履修できます。

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、世界の国・地域、アジアと日本、日本国内の都市と地
方などの地理的スケールを範囲とし、経済地理学的な思考方法や分
析枠組を用いて、人口構造と経済成長、産業の立地論、経済の空間
構造（都市経済）、国土政策と地域経済、の諸問題について多角的に
論じる。

【到達目標】
日本を中心とした世界の国・地域における経済活動の地理的側面に
ついて共通したメカニズムと実態を経済学的に理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義はオンデマンド形式の動画配信をベースに進める。
経済地理学とは、多様な人間活動が立地をつうじて相互に補完する
ことで生じる、経済の諸事象の空間的配置を説明し、都市、地域、国
際間の空間経済システムのダイナミックな変遷を分析する分野であ
る。授業では経済地理学の基礎理論やモデルをベースにして国内外
の社会経済動向や研究事例を用いながら解説していく。講義に資す
る資料を適宜提示し、地図・統計を用いながら理解を深める。課題
等の提出、フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要とスケジュール、学習

のポイント
第 2 回
オンデ
マンド
(以下、
OD)①

人口と地域格差① 人口構造と人口転換

第 3 回
OD②

人口と地域格差② 人口動態と人口問題

第4回 人口と地域格差③ 人口と経済成長
第 5 回
OD③

産業の立地① 立地論の基礎

第 6 回
OD④

産業の立地② 工業立地論と事例

第7回 産業の立地③ 組織論的立地論と事例
第 8 回
OD⑤

経済の空間構造① 都市化と都市構造

第 9 回
OD⑥

経済の空間構造② 都市発展と都市システム

第10回 経済の空間構造③ 都市の理論・モデルと実際
第11回
OD⑦

国土政策と地域経済
①

日本の地域構造と地域間格差

第12回
OD⑧

国土政策と地域経済
②

国土政策と地域政策の系譜と現状

第13回
OD⑨

都市・地域開発と政
策

都市・地域問題の現状と新たな政
策

第14回 まとめ・総括 経済活動と地理的スケールの重層
性について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。特に、講
義後にノート、レジュメ、地図等で関心を持った点を中心に復習し
て欲しい。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。適宜、文献と資料を提示する。

【参考書】
河野稠果（2000）『世界の人口（第2版）』東京大学出版会
デイヴィッド・N・ワイル（2010）『経済成長（第2版）』ピアソン
桐原
松原宏編著（2002）『立地論入門』古今書院
山田浩之・徳岡一幸編（2018）『地域経済学入門（第3版）』有斐閣
竹内淳彦・小田宏信編著（2014）『日本経済地理読本（第9版）』東
洋経済新報社

【成績評価の方法と基準】
中間・期末レポート（60%）、各回の小テスト等の課題（40%）で評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
講義だけでなく関連する話題や発展的学習につながる資料や文献な
ども積極的に提示する。

【その他の重要事項】
本講義は全ての講義をオンラインで実施し、一部の授業回はオンデ
マンドシステムによる動画配信で実施する。
詳細は、第1回授業の際に説明する。学期中は学習支援システムを用
いて、課題の提示等を行うので、定期的に確認すること。なお、履
修者の関心や授業の進捗状況によって、授業計画を一部変更するこ
とがある。

【Outline (in English)】
Course outline and objectives:
From the perspective of economic geography, this lecture will
cover various issues such as economic growth and population,
urban and regional economies, industrial location theory,
spatial structure of the economy, national land planning, and
regional policy.
Learning activities outside of classroom：
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy:
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report and term-end report(60%), and each-class
requirements(40%).
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ECN200CD（経済学 / Economics 200）

経済地理Ｂ

近藤　章夫

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

※経済学科生・国際経済学科生のみ履修できます。

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、生産性と創造性に関わる経済活動の集積に注目し、産業
集積や都市集積の盛衰メカニズムに関する具体的かつ実践的な思考
力を身につけることを目的として、経済学における集積論の到達点
とその含意を論じる。

【到達目標】
日本を中心とした世界の都市・産業地域における経済活動の集積事
象について共通したメカニズムを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP2」
「DP9」に関連。国際経済学科は「DP2」「DP8」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義はオンデマンド形式の動画配信をベースに進める。
経済地理学とは、多様な人間活動が立地をつうじて相互に補完する
ことで生じる、経済の諸事象の空間的配置を説明し、都市、地域、国
際間の空間経済システムのダイナミックな変遷を分析する分野であ
る。授業では経済地理学の一分野である集積論を扱い、古典的な集
積論から新しい産業集積論までの系譜を理解するとともに、国内外
の事例にもとづいて講義に資する資料を適宜提示し、地図・統計を
用いながら理解を深める。課題等の提出、フィードバックは「学習
支援システム」を通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要と学習のポイント
第 2 回
オンデ
マンド
(以下、
OD)①

集積論の系譜① A.WeberとA.Marshallの集積論

第 3 回
OD②

集積論の系譜② 外部経済と集積の経済

第4回 集積論の系譜③ 現代経済における集積の意義
第 5 回
OD③

現代の集積論① 新しい集積論の潮流、サードイタ
リー

第 6 回
OD④

現代の集積論② クラスター論とネットワーク論

第7回 現代の集積論③ 空間経済学と集積
第 8 回
OD⑤

日本の都市・産業集
積①

産地と企業城下町

第 9 回
OD⑥

日本の都市・産業集
積②

都市集積とネットワーク型集積

第10回 産業集積のダイナミ
ズム

産業のグローカル化

第11回
OD⑦

自動車産業の集積① 系列、近接性、JIT生産システム

第12回
OD⑧

自動車産業の集積② 日本的生産システムの海外展開

第13回
OD⑨

ハイテク産業の集積 シリコンバレーモデルと産学連携

第14回 講義の小括・まとめ 経済学における集積論の現在

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。特に、講
義後にノート、レジュメ、地図等で関心を持った点を中心に復習し
て欲しい。

【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。適宜、文献と資料を提示する。

【参考書】
石倉洋子ほか編著（2003）『日本の産業クラスター戦略』有斐閣
川端基夫（2013）『立地ウォーズ（改訂版）』新評論
アナリー・サクセニアン（2009）『現代の二都物語』日経BP社
藤田昌久・ジャック・F・ティス（2017）『集積の経済学』東洋経済
新報社
山本健兒（2005）『産業集積の経済地理学』法政大学出版局

【成績評価の方法と基準】
中間・期末レポート（60%）、各回の小テスト等の課題（40%）で評
価する。

【学生の意見等からの気づき】
講義だけでなく関連する話題や発展的学習につながる資料や文献な
ども積極的に提示する。

【その他の重要事項】
本講義は全ての講義をオンラインで実施し、一部の授業回はオンデ
マンドシステムによる動画配信で実施する。
詳細は、第1回授業の際に説明する。学期中は学習支援システムを用
いて、課題の提示等を行うので、定期的に確認すること。なお、履
修者の関心や授業の進捗状況によって、授業計画を一部変更するこ
とがある。

【Outline (in English)】
Course outline and objectives:
The purpose of this lecture is to explain the achievements and
meaning of agglomeration theories in economics, focusing on
the geographical economic activities related to productivity and
creativity, and to develop concrete and practical thinking skills
regarding the rise and fall mechanisms of industrial and urban
agglomerations.
Learning activities outside of classroom：
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy:
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report and term-end report(60%), and each-class
requirements(40%).
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SES200CA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境科学Ａ

岡部　雅史

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義は，環境とはなにか？ 　私達と環境とのかかわりを受講
生諸君が科学的視点から理解できるようになることを目的としてい
ます。

【到達目標】
主として私たちの身の周りの様々な現象の環境学的理解ができるよ
うになることを目標にしています。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
講義は初回のガイダンスからスタートします。
講義概要としては，1－環境を構成する要因，2－環境の変動，3－
テクノロジーの進歩と環境に対する影響，4－環境ビジネス（エコ・
ビジネス）の展開と，その将来。以上の4つのサブテーマから構成
され，前半では環境の概念の理解，後半では環境調査・保全・改変
などの環境ビジネス（エコ・ビジネス）の最先端の紹介をもとに進
行いたします。環境問題に興味のある方，環境ビジネスに興味のあ
る方などの積極的参加を希望します。
履修希望者は必ず初回の講義ガイダンスに出席すること。
試験に対するフィードバックは授業支援システムにて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 科目テーマ・授業の進め方・テキ

スト・評価方法の解説
2 水と環境1 地球科学と水資源の総量・水資源

の特徴
3 水と環境2 上水道と下水道
4 水と環境3 浄水処理と汚水処理・BOD・COD
5 空気と環境 清浄な空気組成・有毒ガス・室内

空気汚染・PM2.5
6 健康と空気環境 一酸化炭素中毒・酸欠事故・シッ

クハウス・シックスクール
7 生活と騒音 振動・騒音性難聴・ディスコ難聴
8 光線・放射線と環境 紫外線や放射線と発ガン・やけど
9 恒常性 ホメオスタシスの概念と職業病
10 公害と疾病 水俣病・イタイイタイ病・四日市

喘息
11 体内環境 対外環境に対する生物の環境応答
12 生活環境と健康 ライフスタイルと種々のストレ

ス・生活習慣病
13 環境・エコビジネス1 環境調査・コンサルタント・環境

修復ビジネス
14 環境・エコビジネス2 ESCO事業・ISOビジネス・環境

報告・環境会計
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々の新聞・ニュース等　報道にて紹介される環境技術関連ニュー
ス等に注意しておく事。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
支援システムにてテーマに沿った資料・映像ファイルを配布する。

【参考書】
参考図書は授業内にて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末に試験を行う（100点満点）及び、授業内にて小試験（10点満
点）を複数回行う。　総合計点の60%以上得点した学生に単位を認
める。総合計点が評価基準配分100％となります。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンまたはタブレット端末

【その他の重要事項】
毎週講義時刻に支援システムにて　その週の教材を配信します。
小テストは講義時間中に配信し、講義時間中に答えを回収します。
　
シラバスの内容は今後の状況次第で変化することもありますので注
意してください。

【Outline (in English)】
Course outline:
This lecture features the theme of pushing forward un-
derstanding based on a current scientific finding about
environmental science.
Learning objectives:
The goals of this course are to obtain correct knowledges on
modern environmental science.
Learning activities outside of classroom:
Should be keep knowledges on environmental science by
regularly reading major newspapers (ca.4hrs./week).
Grading criteria:
There will be an exam at the end of the term (maximum score
of 100 points) and a short exam (maximum score of 10 points)
will be given multiple times in class. Credits will be granted
to students who score 60% or more of the total score. The total
score will be 100% of the evaluation criteria allocation.
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SES200CA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境科学Ｂ

岡部　雅史

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義は，人間の活動がどのようにして自然環境と関わってきた
のか？ そのメカニズムと，現在の環境汚染の現状，さらには環境に
負荷をかけないシステムの紹介まで踏み込んだ内容を展開します。
生物と環境とのかかわりを生態科学的視点からも理解できるように
なることを目的としています。

【到達目標】
主として地球環境問題の理解ができるようになる事を目標にしてい
ます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体としては、1－自然環境を構成する因子、2－環境汚染の変
遷、3－現在の環境汚染、4－環境負荷低減テクノロジーの展開と，
その将来等　以上の4つのサブテーマから構成され，前半では今ま
での環境汚染（公害）の概念の理解，後半では地球規模にまで進ん
だ環境汚染・生態破壊のメカニズムを説明し，環境負荷低減のため
の技術の解説をおこないます。環境問題に興味のある方，環境ビジ
ネスに興味のある方などの積極的参加を希望します。履修希望者は
必ず初回の講義ガイダンスに出席すること。
試験に対するフィードバックは授業支援システムにて行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 講義ガイダンス： 科目テーマ・授業の進め方・テキ

スト・評価方法の解説
第2回 環境に対する概念の

変遷：
自然浄化・環境汚染・環境負荷・
環境影響範囲

第3回 地球環境問題： 特徴・公害問題との違い・加害と
被害

第4回 海洋汚染： エコトキシコロジー・プラスチッ
クペレット汚染・防止策

第5回 地球温暖化： 原因物質と発生メカニズム・影響
と被害の現状・防止策

第6回 酸性雨： 原因物質と発生メカニズム・影響
と被害の現状・防止策

第7回 砂漠化と都市気候： 発生メカニズム・ヒートアイラン
ド現象・防止策

第8回 有害物質の越境移動
：

一般・産業・医療廃棄物・ダイオ
キシン・土壌汚染

第9回 生物多様性の減少： 生物種の経済的価値と遺伝子資
源・防止策

第10回 オゾン層の破壊： 原因物質と発生メカニズム・影響
と被害の現状・防止策

第11回 環境・エコビジネス
A：

ESCO事業1（概念・経済規模）

第12回 環境・エコビジネス
B：

ESCO事業2（適用実例）

第13回 環境・エコビジネス
C：

エコファンド・土地関連ビジネス

第14回 海外の環境ビジネス
：

米国のグリーンニューディール政
策およびドイツの環境関連ビジネ
スの紹介

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日々の新聞・ニュース等　報道にて紹介される環境技術関連ニュー
ス等に注意しておく事。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
授業支援システムにてテーマに沿った資料を配布する。

【参考書】
参考図書は授業内にて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
期末に試験を行う（100点満点）及び、授業内にて小試験（10点満
点）を複数回行う。　総合計点の60%以上得点した学生に単位を認
める。総合計点が評価基準配分100％となります。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンまたはタブレット端末

【その他の重要事項】
毎週講義時刻に支援システムにて　その週の教材を配信します。
小テストは講義時間中に配信し、講義時間中に答えを回収します。
　
シラバスの内容は今後の状況次第で変化することもありますので注
意してください。

【Outline (in English)】
Course outline:
This lecture features the theme of pushing forward un-
derstanding based on a current scientific finding about
environmental science.
Learning objectives:
The goals of this course are to obtain correct knowledges on
modern environmental science.
Learning activities outside of classroom:
Should be keep knowledges on environmental science by
regularly reading major newspapers (ca.4hrs./week).
Grading criteria:
There will be an exam at the end of the term (maximum score
of 100 points) and a short exam (maximum score of 10 points)
will be given multiple times in class. Credits will be granted
to students who score 60% or more of the total score. The total
score will be 100% of the evaluation criteria allocation.
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

環境政策論Ａ

西澤　栄一郎

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業では、環境政策を主に経済学的視点から理論的に考察す
る。なぜ環境政策が必要なのか、どのような政策が効率的か、とい
う問いを中心に据える。

【到達目標】
①環境問題の経済学的な分析手法を身につける。
②環境政策のさまざまな手法について理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　毎回、学習支援システムに資料をアップロードする。課題等の提
出・フィードバックは学習支援システムを通じて行う予定である。
　なお、経済学入門と現代経済学基礎を履修済みであることを想定
して授業を進める。また、経済政策論Aまたは公共経済論A・Bを履
修済みであるか、同時に履修することを強く希望する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション ガイダンス＆環境問題を考える
第2回 日本の環境問題の歴

史
江戸時代から20世紀末まで

第3回 地球温暖化問題 気候変動枠組条約、パリ協定
第4回 地球温暖化対策① エネルギー政策、カーボンプライ

シング
第5回 地球温暖化対策② 省エネ対策、再生可能エネルギー
第6回 環境問題の経済分析

①
余剰分析、厚生経済学の基本定理

第7回 環境問題の経済分析
②

市場の失敗、公共財、外部性

第8回 環境政策の目標 費用便益分析、費用効果分析、リ
スク便益分析

第9回 環境政策の手段 政策手段の分類、経済的手法
第10回 環境税 ピグー税、汚染者負担原則
第11回 排出取引 税との比較、EUの制度
第12回 補助金・デポジット 長期効率性、税と補助金の組合せ
第13回 環境経済統合勘定 環境指標、SEEA、NAMEA
第14回 国際的取り組み リオ・サミット、持続可能な発展

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　参考書と各回で示す参考文献を読む。配布資料を見直す。本授業
の準備・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
 テキストは指定しない。資料を配布する。

【参考書】
　栗山・馬奈木 (2020)『環境経済学をつかむ第4版』有斐閣
　一方井誠治 (2018)『コア・テキスト環境経済学』新世社
　その他の参考文献は、授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　期末試験 (70%)と各回の課題 (30％)で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　課題は各自で取り組むこと。授業の理解が深まるような課題を出
すように心がけたい。

【Outline (in English)】
This course outlines environmental policies from the viewpoint
of economic theory.
The goals of this course are to acquire methods of economic
analysis on environmental issues and to comprehend environ-
mental conservation measures.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on the final examination (70%)
and the assingnments (30%) from each class.
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

環境政策論Ｂ

西澤　栄一郎

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業では、環境政策論Aにつづき、主に法学または政治学の
視点から、環境に関する政策・制度の実態について学ぶ。

【到達目標】
①日本の環境政策の実態について理解する。
②環境政策の形成過程を理解する。
③環境政策の今後のあり方について議論ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
　毎回、学習支援システムに資料をアップロードする。課題等の提
出・フィードバックは学習支援システムを通じて行う予定である。
　環境政策論Aを履修済みであることが望ましい。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境政策の諸原則 6つの原則
第2回 日本の環境政策の枠

組
基本法、基本計画、環境影響評価

第3回 大気保全政策 大気汚染防止法、アスベスト問題
第4回 水質保全政策 水質汚濁防止法、閉鎖性水域
第5回 土壌汚染対策 土壌汚染対策法
第6回 有害化学物質対策 化学物質審査法、PRTR
第7回 生物多様性 生態系サービス
第8回 生物多様性の保全 種の保存法、鳥獣保護管理法、外

来生物法
第9回 自然保護地域の保全 自然公園法、自然環境保全法、自

然再生推進法
第10回 廃棄物対策 循環型社会形成推進基本法
第11回 環境政策の政策過程

①
温暖化対策の政策過程の各段階

第12回 環境政策の政策過程
②

政策ネットワーク

第13回 企業と環境問題① 環境マネジメント
第14回 企業と環境問題② サステナブルファイナンス、ESG

投資
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　参考書と各回で示す参考文献を読む。課題に取り組む。本授業の
準備・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　テキストは指定しない。資料を配付する。

【参考書】
　竹本和彦編 (2020)『環境政策論講義』東京大学出版会
　西尾哲茂 (2019)『わか～る環境法増補改訂版』信山社
　神山智美 (2018)『自然環境法を学ぶ』文眞堂
　その他の参考文献は、授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　期末試験 (70%)と各回の課題 (30％)で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　課題は各自で取り組むこと。授業の理解が深まるような課題を出
すように心がけたい。

【Outline (in English)】
This course overviews current environmental law, politics, and
policy in Japan.
At the end of the course, students are expected to understand
environmental policies and their policy process in Japan and to
discuss the future direction of environmental policies.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on the final examination (70%)
and the assingnments (30%) from each class.
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

経済政策論Ａ

濱秋　純哉

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府は，ダムや道路の建設，教育サービスの提供，及び社会保障制度の整備
などの「経済政策（公共政策）」を行っている。民間企業の自由な活動に任せ
る分野がある一方で，このように政府が直接・間接に財・サービスの提供に関
与する分野があるのはなぜだろうか。このような疑問に対して，経済学の余
剰分析の考え方に基づき考察する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が，現実の経済政策を評価する力を身に付けるこ
とを目標とする。具体的には，経済学の余剰分析の考え方に基づき，外部性
の問題や望ましい公共財の供給について主体的に考察できるようになること
を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学でどのように経済政策について

考えるか？
2 経済政策を分析するた

めの準備1
完全競争市場とは何か，需要曲線と供
給曲線

3 経済政策を分析するた
めの準備2

消費者余剰の図示

4 経済政策を分析するた
めの準備3

弾力性の概念

5 経済政策を分析するた
めの準備4

様々な費用の概念

6 経済政策を分析するた
めの準備5

企業の利潤最大化行動と供給曲線

7 経済政策を分析するた
めの準備6

生産者余剰の図示

8 経済政策を分析するた
めの準備7

経済政策の余剰分析

9 外部性への対処1 外部性の概念
10 外部性への対処2 外部性の存在と市場の効率性
11 外部性への対処3 指導・監督政策による外部性への対処
12 外部性への対処4 市場重視政策（ピグー税と排出権取引）

による外部性への対処
13 公共財の供給1 公共財の最適供給の条件，公共財の自

発的供給
14 公共財の供給2 国家公共財と地方公共財の供給
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復習時間は、各2時間を標準と
する。
【テキスト（教科書）】
八田達夫，2008，『ミクロ経済学Ｉ』東洋経済新報社
N・グレゴリー・マンキュー，2019，『マンキュー経済学Iミクロ編 [第4版]』
東洋経済新報社
【参考書】
小川光・西森晃，2022，『公共経済学［第2版］』中央経済社
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments conduct a wide range of economic and other public policies
including, for example, the construction of dams and roads, the provision
of education services, and the provision of a social security system.
While of course there are a large number of areas that are left to the
private sector, the question nevertheless is why there are areas in which
governments directly and indirectly contribute to the provision of goods
and services. This course considers this issue from a microeconomic
perspective using welfare analysis.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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ECN300CA（経済学 / Economics 300）

経済政策論Ｂ

濱秋　純哉

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府や中央銀行は，財政政策や金融政策などのマクロ経済政策を行っている
が，どのような目的で，さらには，どのような根拠に基づいて政策を実行し
ているのだろうか。このような疑問に対して，マクロ経済学のIS-LMモデル
を用いて考察する。また，GDP，物価指数，失業率といった経済政策立案の
際に参照される各種マクロ統計の作成方法とその計測上の課題，及び近年の
雇用問題についても検討する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が経済学の考え方に基づいて，現実の経済政策を
評価する力を身に付けることを目標とする。具体的には，各種マクロ統計の
作成方法と統計の読み方を理解すること，及び財政政策と金融政策が経済に
与える影響などについて主体的に考察できるようになることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション マクロ経済と私たちの生活
2 経済政策のためのマク

ロ統計1
GDPの概念と作成方法

3 経済政策のためのマク
ロ統計2

名目GDPと実質GDP

4 経済政策のためのマク
ロ統計3

物価指数の概念と作成方法

5 経済政策のためのマク
ロ統計4

失業率の概念と作成方法

6 労働政策1 需要不足失業とミスマッチ失業
7 労働政策2 失業への政策的対処
8 労働政策3 最低賃金引き上げの影響
9 財政・金融政策1：

IS-LMモデルの構築1
ケインジアンの交差図，乗数効果

10 財政・金融政策2：
IS-LMモデルの構築2

IS曲線の導出

11 財政・金融政策3：
IS-LMモデルの構築3

貨幣量の測定とコントロール

12 財政・金融政策4：
IS-LMモデルの構築4

LM曲線の導出

13 財政・金融政策5：
IS-LMモデルの応用1

財政政策の効果とクラウディング・ア
ウト

14 財政・金融政策6：
IS-LMモデルの応用2

金融政策の効果と流動性の罠

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義を履修するにあたり，需要曲線・供給曲線と弾力性についての知識が
あることが望まれる。また，授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復
習時間は，各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
N・グレゴリー・マンキュー，2017，『マクロ経済学 I（第4版）』東洋経済新
報社
【参考書】
福田慎一・照山博司，2016，『マクロ経済学・入門（第5版）』有斐閣
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments and central banks conduct macroeconomic policies such
as fiscal policy and monetary policy, but for what purpose and on what
basis do they implement such policies? This course considers these
questions from a macroeconomic perspective using IS-LM model. The
course also examines how various macroeconomic statistics such as GDP
statistics, price indexes (consumer price indexes and GDP deflators),
and unemployment rates are compiled as well as related measurement
issues, and moreover, investigates employment issues in recent years.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

労働経済論Ａ

中村　天江

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「労働経済論A」では、「賃金」「教育訓練（人的資本投資）」「失業」
など、労働経済学の中心的テーマについて取り上げる。日本の現状
について統計資料を読み解き、労働経済学の代表的な理論と実証分
析の手法について習得する。（なお、「労働経済論B」ではより応用
的なテーマを取り上げる）

【到達目標】
日本の労働市場の現状と構造を理解する。また、労働供給・労働需
要・市場均衡に関する労働経済学の基本的な理論と分析手法を身に
つける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」に関連

【授業の進め方と方法】
知識の理解・定着をはかるために、授業の冒頭で前回の復習を行う。
また、授業時間内に学習支援システム（Hoppii）による小テストを
何度か実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の進め方、労働経済学とは？
2 日本の「働く」 データで見る日本の労働市場
3 労働供給 就業と労働時間、所得・余暇の効

用関数
4 企業行動 企業の生産、利潤、派生需要
5 労働需要 短期・長期の労働需要
6 市場均衡 労働市場の均衡、効率性、労働市

場の種類
7 失業 失業の種類、労働力のストック・

フロー
8 実証分析の方法（1） 回帰分析
9 実証分析の方法（2） 相関と因果関係
10 賃金 賃金の種類、プロファイル、賃金

関数
11 教育訓練 人的資本理論、シグナリング・モ

デル
12 賃金格差 様々な賃金格差とその原因
13 最低賃金 最低賃金の政策と効果
14 総括 最終テストと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業レジュメや参考図書を読み、理解を確かなものにすること。と
くに授業中に課題が出た場合は各自で取り組むこと。授業の復習・
予習に必要な時間は週1～２時間を想定している。

【テキスト（教科書）】
レジュメ配布のため指定なし。

【参考書】
阿部正浩『基本講義労働経済学』（新世社、2021年）
清家篤・風神佐知子『労働経済』（東洋経済新報社、2020年）

【成績評価の方法と基準】
数回の小テスト（30％）＋最終テスト（70％）で評価する。いずれ
も学習支援システム（Hoppii）によって実施予定である。

【学生の意見等からの気づき】
なし（担当者新任のため）

【学生が準備すべき機器他】
授業時間内に学習支援システム（Hoppii）による小テストを何度か
実施する。前週までにアナウンスするので、各自、PCやタブレット
を教室に持ち込むこと。※PC等を所有していない学生は多摩情報
センターで貸し出しを受けて臨むこと。

【その他の重要事項】
進捗状況等に応じて、授業の内容や順番を変更することがある。

【Outline (in English)】
This course aims to learn the representative theories and
empirical analysis methods of labor economics. This course
covers central topics in labor economics, including "wages,"
"education and training (investment in human capital)," and
"unemployment." Before/after each class meeting, students will
be expected to spend one to two hours to grasp the course
content. The final grade will be calculated based on quizzes
(30%) and the end-of-term exam (70%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

労働経済論Ｂ

中村　天江

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「労働経済論B」では「労働経済論A」で学んだ内容をふまえ、「技
術革新のインパクト」「少子高齢化による変化」「人事制度の見直し」
など、労働をめぐって現在起きている変化について実態を知り、代
表的な研究成果や手法について学ぶ。

【到達目標】
日本の働き方の現状と今後について多角的にとらえられるようにな
る。また、労働経済学の理論や分析手法の貢献余地の大きさを理解
する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」に関連

【授業の進め方と方法】
知識の理解・定着をはかるために、授業の冒頭で前回の復習を行う。
また、授業時間内に学習支援システム（Hoppii）による小テストを
何度か実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の進め方、労働経済学の基本

概念の復習
2 「働く」の未来 今後、働き方はどうなっていくか
3 技術革新の影響 雇用・労働への影響、イノベー

ション
4 人事の経済学（1） インセンティブの設計
5 人事の経済学（2） 採用、昇進、契約
6 労働移動 ジョブサーチ・モデル
7 情報の役割 情報の非対称性、LMI（労働市場

の仲介者）
8 労働組合 組合効果、インサイダー・アウト

サイダー理論
9 労使関係 個人レベルと集団レベル
10 若者と高齢者 若年就業と高齢者就業の現状、世

代効果
11 労働時間 労働時間の実態とワークライフバ

ランス
12 仕事と家族 女性のキャリア、男性のケア参加、

結婚
13 ウェルビーイング 健康と幸福
14 総括 最終テストと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業レジュメや参考図書を読み、理解を確かなものにすること。と
くに授業中に課題が出た場合は各自で取り組むこと。授業の復習・
予習に必要な時間は週1～２時間を想定している。

【テキスト（教科書）】
レジュメ配布のため指定なし。

【参考書】
阿部正浩『基本講義労働経済学』（新世社，2021年）
清家篤・風神佐知子『労働経済』（東洋経済新報社，2020年）
Borjas, George ”Labor Economics 9th Edition” (McGrawHill,
2023年)

【成績評価の方法と基準】
小テスト（30％）＋最終テスト（70％）で評価する。いずれも学習
支援システム（Hoppii）によって実施予定である。

【学生の意見等からの気づき】
なし（担当者新任のため）

【学生が準備すべき機器他】
・第２回以降のレジュメは、各自で印刷・ダウンロードして授業に
臨むこと。
・授業時間内に学習支援システム（Hoppii）による小テストを何度
か実施する。前週までにアナウンスするので、各自、PCやタブレッ
トを教室に持ち込むこと。※PC等を所有していない学生は多摩情
報センターで貸し出しを受けて臨むこと。

【その他の重要事項】
・「労働経済論A」の履修は必須ではないが、講義は「労働経済論A」
の内容を前提として進める。「労働経済論A」を受講しておらず、講義
内容を理解できない場合は、各自でその内容を学習する必要がある。
・進捗状況等に応じて、授業の内容や順番を変更することがある。

【Outline (in English)】
Based on what students learned in Labor Economics A, the goal
of this course is to analyze more specific and applied topics such
as "the impact of technology," "changes caused by the declining
population," and "personnel economics."
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend one to two hours grasping the course content. The final
grade will be calculated based on quizzes (30%) and the end-of-
term exam (70%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ａ

宮﨑　憲治

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年NOPQRSTUVWXYZ組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一国の経済がどのように成長し、変動するかを理解するために、こ
の授業はマクロ経済学の基礎知識を講義する

【到達目標】
・今日の日本経済における問題が何か理解すること。
・日常的なマクロ経済学の問題を考察できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
テキストにしたがって,講義をする. パワーポイントを使用し、講義
形式の授業を行う。（パワーポイントのスライドは授業支援システム
よりダウンロード可）

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業で学ぶことを紹介
2 マクロ経済学とは

（１）
マクロ経済学の登場人物

3 マクロ経済学とは
（２）

市場均衡

4 マクロ経済を観察す
る（１）

国内総生産

5 マクロ経済を観察す
る（２）

名目と実質

6 マクロ経済を観察す
る（３）

消費者物価指数

7 マクロ経済を観察す
る（４）

労働に関する統計

8 マクロ経済学を支え
る金融市場（１）

金融市場の実際

9 マクロ経済学を支え
る金融市場（２）

金利（利子率）

10 貨幣の機能と中央銀
行の役割（１）

貨幣の機能

11 貨幣の機能と中央銀
行の役割（２）

中央銀行の役割

12 財政の仕組みと機能
（１）

財政の仕組み

13 財政の仕組みと機能
（２）

税制と国債

14 まとめ 授業で学んだことを総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前準備としてテキストを事前に読むことが求められている. 本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「マクロ経済学第3版」平口良司・稲葉大、有斐閣、2023年

【参考書】
「マクロ経済学・入門第5版」福田慎一・照山博司、有斐閣、2016年

【成績評価の方法と基準】
平常点 (10%)・宿題 (30%)・試験 (60%)

【学生の意見等からの気づき】
ゆっくり講義するよう心掛け、問題を解かせる時間を増やしたい。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用し講義資料をダウンロードすること。

【その他の重要事項】
秋学期の「マクロ経済学Ｂ」を履修する場合、春学期に「マクロ経
済学Ａ」を履修済みであることが望ましい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
To understand how a country’s economy grows and fluctuates,
　ｔhis class lectures on basic knowledge of macroeconomics.
（Learning Objectives）
When you take this course, you can explain introductory
macroeconomics and consider our society from an independent
perspective.
（Learning activities outside of the classroom）
Students are expected to read the textbook in advance as
preparation. There will be a report assignment. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy）
Usual performance score (10%), homework (30%), exam or
report (60%)
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ｂ

宮﨑　憲治

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年NOPQRSTUVWXYZ組、3年生以上は指定
なし】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一国の経済がどのように成長し、変動するかを理解するために、こ
の授業はマクロ経済学の基本モデルを講義する

【到達目標】
・今日の日本経済における問題が何か理解すること。
・日常的なマクロ経済学の問題を考察できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
テキストにしたがって,講義をする. パワーポイントを使用し、講義
形式の授業を行う。（パワーポイントのスライドは授業支援システム
よりダウンロード可）

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業で学ぶことを紹介
2 GDPと金利の決まり

方（１）
45度分析

3 GDPと金利の決まり
方（２）

ISLMモデル

4 総需要・総供給分析
（１）

物価とGDPの同時決定

5 総需要・総供給分析
（２）

経済政策の限界

6 インフレとデフレ
（１）

実質金利と名目金利

7 インフレとデフレ
（２）

インフレと失業

8 国際収支・為替レー
トとマクロ経済（１）

海外との取引を測る

9 国際収支・為替レー
トとマクロ経済（２）

金利平価

10 経済が成長するメカ
ニズム（１）

ソローモデル

11 経済が成長するメカ
ニズム（２）

経済成長の要因分解

12 資産価格の決まり方
（１）

資産価格の決まり方

13 資産価格の決まり方
（２）

資産価格バブル

14 まとめ 授業で学んだことを総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前準備としてテキストを事前に読むことが求められている. 本授
業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「マクロ経済学第3版」平口良司・稲葉大、有斐閣、2023年

【参考書】
「マクロ経済学・入門第5版」福田慎一・照山博司、有斐閣、2016年

【成績評価の方法と基準】
平常点 (10%)・宿題 (30%)・試験 (60%)

【学生の意見等からの気づき】
ゆっくり講義するよう心掛け、問題を解かせる時間を増やしたい。

【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用し講義資料をダウンロードすること。

【その他の重要事項】
秋学期の「マクロ経済学Ｂ」を履修する場合、春学期に「マクロ経
済学Ａ」を履修済みであることが望ましい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
To understand how a country’s economy grows and fluctuates,
this class lectures on basic macroeconomic　models.
（Learning Objectives）
When you take this course, you can explain introductory
macroeconomics and consider our society from an independent
perspective.
（Learning activities outside of the classroom）
Students are expected to read the textbook in advance as
preparation. There will be a report assignment. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy）
Usual performance score (10%), homework (30%), exam or
report (60%)
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ａ

八木橋　毅司

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCDEFGHIJKLM組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では経済学の入門講座で学んだ知見を足がかりに、初・中
級向けのマクロ経済学の理論を学習します。また、マクロ経済デー
タの基礎知識を身につけ、最近の新聞記事などで取り上げられた経
済関連のトピックスを理論、データの両面から分析する視点を身に
つけます。

【到達目標】
・身近な問題を経済学的視点で捉えることができる
・短期と長期における経済問題の性質の違いについてグラフを用い
て説明できる
・初級レベルのマクロ経済モデルを使った金融・財政政策効果につ
いての分析ができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
講義は基本的にパワーポイントの講義資料を学習支援システムから
ダウンロードし、課題を定期的に提出する形式で行います。
各回の講義ではトピック毎の鍵となる専門知識を習得することに集
中し、直後の復習では教科書の精読を通じ講義で学んだ知識の体系
化を図ります。さらには適宜、宿題、小テスト、およびクラス内課
題を通じ理解度のチェックを行います。それらについてのフィード
バックは主に学習支援システムを通じて行われます。
講義内容等に関する質問は随時メール・オフィスアワーにて幅広く
受け付けます。定期オフィスアワーのスケジュールは第１回の講義
前後にアナウンスします。
また授業形態につきましては対面・オンライン（各7回）の組み合
わせとし、各講義回の形態については学習支援システムを通じてそ
の都度事前に通知します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業のガイダンス、

科学としてのマクロ
経済学

オリエンテーション、マクロ経済
学概説

第2回 マクロ経済学のデー
タ

国内総生産、消費者物価指数、失
業率

第3回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

生産

第4回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

所得分配

第5回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

支出、財市場の均衡

第6回 国民所得：どこから
来てどこへ行くのか

金融市場の均衡

第7回 開放経済 開放経済（小国）モデル
第8回 開放経済 為替レート：名目対実質
第9回 開放経済 為替レートの決定要因
第10回 貨幣システム 定義、銀行の役割、マネーサプライ
第11回 インフレ 貨幣数量説、貨幣発行収入

第12回 インフレ インフレと利子率、名目利子率と
貨幣需要

第13回 インフレ 社会的コスト、ハイパーインフレ
第14回 期末試験 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義の学習時間は、１回につき４時間程度を標準とします。それ
以外でも日々の経済ニュースを各種メディアを通じて吸収するよう
心がけてください。

【テキスト（教科書）】
G.マンキュー（著）『マクロ経済学１：入門編』東洋経済新報社、2024
年、4000円+税

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末試験50％、小テスト20％、宿題20%、クラス参加10%

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、タブレット、スマホのいずれかを常時持参してく
ださい。

【その他の重要事項】
『授業支援システム』で連絡したことは，全ての受講者に伝わったも
のとして取り扱いますので、頻繁にチェックする習慣を早いうちに
身につけてください。

【担当教員の専門分野等】
詳しくは下記ウェブサイトをご覧ください
https://sites.google.com/site/takeshiyagihashi/

【主要業績】
"Intertemporal Elasticity of Substitution with Leisure Margin”
(with Juan Du), Dec. 2023, Review of Economics of the
Household, 21, 1473-1504.
"How Do the Trans-Pacific Economies Affect the US? An
Industrial Sector Approach" (with David Selover), Oct. 2017,
The World Economy , 40(10), 2097-2124.
“Goods-Time Elasticity of Substitution in Health Production”
(with Juan Du), Oct. 2017, Health Economics, 26(11), 1474-
1478.
“Health Care Inflation and Its Implication for Monetary
Policy” (with Juan Du), Mar. 2015, Economic Inquiry, 53(3),
1556-1579.
“Are DSGE Approximating Models Invariant to Shifts in
Policy?” (with Timothy Cogley) Jan. 2010, The B.E. Journal
of Macroeconomics, 10(1) (Contribution), Article 27, 1-31.

【Outline (in English)】
This course is designed to introduce the entry～ intermediate-
level macroeconomic theory. These theories provide results
that, at times, contrast to the results you were exposed to
in day-to-day decisions. We mainly use basic diagrams as
the tool for generating predictions about aggregate prices,
market interest rates, and exchange rates. Methods on
how to interpret data on national income and other relevant
macroeconomic variables are also studied.
【Learning Activities Outside of Classroom】
Four hours per class
【Grading Criteria/Policy】
Final Exam: 50%, Quiz: 20%、Homeworks: 20%、Class
Participation: 10%
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ｂ

八木橋　毅司

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

クラス指定あり【2年ABCDEFGHIJKLM組、3年生以上は指定な
し】
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では経済学の入門講座で学んだ知見を足がかりに、初・中
級向けのマクロ経済学の理論を学習します。また、マクロ経済デー
タの基礎知識を身につけ、最近の新聞記事などで取り上げられた経
済関連のトピックスを理論、データの両面から分析する視点を身に
つけます。

【到達目標】
・身近な問題を経済学的視点で捉えることができる
・短期と長期における経済問題の性質の違いについてグラフを用い
て説明できる
・初級レベルのマクロ経済モデルを使った金融・財政政策効果につ
いての分析ができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科は「DP1」「DP7」「DP8」「DP9」
に関連。国際経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
講義は基本的にパワーポイントの講義資料を学習支援システムから
ダウンロードし、課題を定期的に提出する形式で行います。
各回の講義ではトピック毎の鍵となる専門知識を習得することに集
中し、直後の復習では教科書の精読を通じ講義で学んだ知識の体系
化を図ります。さらには適宜、宿題、小テスト、およびクラス内課
題を通じ理解度のチェックを行います。それらについてのフィード
バックは主に学習支援システムを通じて行われます。
講義内容等に関する質問は随時メール・オフィスアワーにて幅広く
受け付けます。定期オフィスアワーのスケジュールは第１回の講義
前後にアナウンスします。
また授業形態につきましては対面・オンライン（各7回）の組み合
わせとし、各講義回の形態については学習支援システムを通じてそ
の都度事前に通知します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業のガイダンス、

失業と労働市場
オリエンテーション、マクロ経済
学概説

第2回 失業と労働市場 労働市場と賃金決定メカニズム
第3回 景気変動へのイント

ロダクション
景気変動に関するデータ、時間的
視野、総需要

第4回 景気変動へのイント
ロダクション

総供給、総需要・総供給モデルを
使った短長期分析

第5回 総需要１：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの構築

財市場とIS曲線

第6回 総需要１：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの構築

貨幣市場とLM曲線、均衡

第7回 総需要２：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの応用

財政、金融政策

第8回 総需要２：ＩＳ－Ｌ
Ｍモデルの応用

総需要・総供給モデルの短長期分
析

第9回 総供給およびインフ
レーションと失業の
短期的トレードオフ

総供給曲線

第10回 総供給およびインフ
レーションと失業の
短期的トレードオフ

フィリップス曲線と自然失業率

第11回 開放経済再訪 マンデル＝フレミング・モデル、
変動相場制下の小国解放経済

第12回 開放経済再訪 固定相場制下の小国解放経済、利
子率格差

第13回 開放経済再訪 変動相場制と固定相場制のどちら
が良いか？ 短期から長期へ

第14回 期末試験 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義の学習時間は、１回につき４時間程度を標準とします。それ
以外でも日々の経済ニュースを各種メディアを通じて吸収するよう
心がけてください。

【テキスト（教科書）】
G.マンキュー（著）『マクロ経済学１：入門編』東洋経済新報社、2024
年、4000円+税

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
期末試験50％、小テスト20％、宿題20%、クラス参加10%

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、タブレット、スマホのいずれかを常時持参してく
ださい。

【その他の重要事項】
『授業支援システム』で連絡したことは，全ての受講者に伝わったも
のとして取り扱いますので、頻繁にチェックする習慣を早いうちに
身につけてください。

【担当教員の専門分野等】
詳しくは下記ウェブサイトをご覧ください
https://sites.google.com/site/takeshiyagihashi/

【主要業績】
"Intertemporal Elasticity of Substitution with Leisure Margin”
(with Juan Du), Dec. 2023, Review of Economics of the
Household, 21, 1473-1504.
"How Do the Trans-Pacific Economies Affect the US? An
Industrial Sector Approach" (with David Selover), Oct. 2017,
The World Economy , 40(10), 2097-2124.
“Goods-Time Elasticity of Substitution in Health Production”
(with Juan Du), Oct. 2017, Health Economics, 26(11), 1474-
1478.
“Health Care Inflation and Its Implication for Monetary
Policy” (with Juan Du), Mar. 2015, Economic Inquiry, 53(3),
1556-1579.
“Are DSGE Approximating Models Invariant to Shifts in
Policy?” (with Timothy Cogley) Jan. 2010, The B.E. Journal
of Macroeconomics, 10(1) (Contribution), Article 27, 1-31.

【Outline (in English)】
This course is designed to introduce the entry～ intermediate-
level macroeconomic theory. These theories provide results
that, at times, contrast to the results you were exposed to
in day-to-day decisions. We mainly use basic diagrams as
the tool for generating predictions about aggregate prices,
market interest rates, and exchange rates. Methods on
how to interpret data on national income and other relevant
macroeconomic variables are also studied.
【Learning Activities Outside of Classroom】
Four hours per class
【Grading Criteria/Policy】
Final Exam: 50%, Quiz: 20%、Homeworks: 20%、Class
Participation: 10%
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SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ａ(市ヶ谷開講)

島澤　諭

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は現在、①少子化、高齢化の進展への対応、②財政再建への対
応、③金融システムの安定化、といった多くの課題を抱えている。本
講義では、政府や金融機関の経済活動に関する実態及び基礎的理論
について踏まえた後、現実の日本財政や金融についてデータを参照
しながら学習する。

【到達目標】
市場主義経済における政府の役割について、どのような考え方があ
るのかを理解する。また、日本の財政や金融を取り巻く問題を把握
する。その上で、政府の役割と日本の財政がどうあるべきかまた今
後どうあるべきかについて、自分なりの意見を持てるようになるた
めの論理的思考力、分析能力を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には講義資料に沿って講義を進めることを予
定している。参考文献がある時にはその都度指示する。また、各回
のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を勘案し、必
要に応じて授業スピードの変更を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

財政学の歴史
ガイダンス
財政学の歴史

第2回 外部性（１） 外部性の本質
第3回 外部性（２） ピグー税・補助金
第4回 外部性（３） コースの定理
第5回 公共財（１） 公共財、準公共財
第6回 公共財（２） 公共財の最適供給
第7回 公共選択（１） リンダールメカニズム、ただ乗り
第8回 公共選択（２） アローの不可能性定理、直接民主

制
第9回 公共選択（３） 間接民主制、ログローリング
第10回 税の帰着（１） 租税原則
第11回 税の帰着（２） 税の帰着
第12回 最適課税（１） 超過負担
第13回 最適課税（２） 最適物品税
第14回 最適課税（３） 最適所得税

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
受講者が授業を補完するために勉強する場合は、以下の文献が参考
となる。
（１）井堀利宏『財政学（第４版）』新世社
（２）畑農鋭矢、林正義、吉田浩『財政学をつかむ』有斐閣
（３）釣雅雄、宮崎智視『グラフィック財政学』新世社
（４）小黒一正等『財政学15講』新世社
（５）林宜嗣等『財政学（第４版）』新世社

（６）Gruber Public Finance and Public Policy Worth Publishers
Inc.

【成績評価の方法と基準】
授業内の課題提出（40％）と期末試験（60％）により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
官庁エコノミスト（経済企画庁（現内閣府））として様々な政策立案
や執行に携わった経験等も踏まえて講義する。

【Outline (in English)】
Japan is currently facing a number of challenges, including
(1) coping with the declining birthrate and aging population,
(2) dealing with fiscal reconstruction, and (3) stabilizing the
financial system. In this lecture, we will study the actual
situation and basic theories on economic activities of the
government and financial institutions, and then refer to data
on the actual Japanese fiscal and financial situation.
To understand the concept of the role of government in
a market-based economy. Also, understand the issues
surrounding Japan’s public finances and finance. Students will
then acquire the logical thinking and analytical skills to be able
to form their own opinions on the role of the government and
how Japan’s finances should be and will be in the future.
At present, we plan to basically follow the lecture materials. If
there is any reference literature, it will be indicated each time.
In addition, the following topics will be covered in each session,
but the speed of the class will be changed as necessary, taking
into account the level of knowledge and understanding of the
students.
Preparation and review time is estimated to be 4 hours each.
The plan is to evaluate the students on the basis of their in-
class assignments (40%) and a final exam (60%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200CA（経済学 / Economics 200）

財政学Ｂ(市ヶ谷開講)

島澤　諭

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本は現在、①少子化、高齢化の進展への対応、②財政再建への対
応、③金融システムの安定化、といった多くの課題を抱えている。本
講義では、政府や金融機関の経済活動に関する実態及び基礎的理論
について踏まえた後、現実の日本財政や金融についてデータを参照
しながら学習する。

【到達目標】
日本財政や金融、社会保障制度・財源の現状と課題を理解し、経済
学の視点から財政・社会保障制度、金融政策の効果について考察す
るための基礎知識の習得を目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、経済学科・現代ビジネス学科は「DP1」
「DP7」「DP8」に関連。国際経済学科は「DP1」「DP7」に関連。

【授業の進め方と方法】
現在のところ、基本的には講義資料に沿って講義を進めることを予
定している。参考文献がある時にはその都度指示する。また、各回
のテーマは以下を予定するが、受講生の知識・理解度を勘案し、必
要に応じて授業スピードの変更を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

財政学の歴史
ガイダンス
財政学の歴史

第2回 日本の財政の歴史 日本の財政史
第3回 予算制度 財政と法律、予算制度
第4回 政府の大きさ 経済活動と政府、財政の役割、大

きな政府と小さな政府
第5回 財政金融政策の効果

（１）
景気循環、GDPギャップ

第6回 財政金融政策の効果
（２）

国民所得の決定、乗数、ビルトイ
ンスタビライザー

第7回 財政金融政策の効果
（３）

IS-LM分析、財政・金融政策の効
果

第8回 所得再分配 ベンサム、ロールズ、ジニ係数
第9回 国債の負担（１） 国債の種類、新正統派
第10回 国債の負担（２） 新古典派
第11回 国債の負担（３） リカード＝バローの等価定理
第12回 財政の持続可能性

（１）
日本の財政再建の歴史

第13回 財政の持続可能性
（２）

ドーマーの条件、ドーマーの命題

第14回 財政の持続可能性
（３）

ポンジスキーム、プライマリーバ
ランス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各4時間を目安とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
受講者が授業を補完するために勉強する場合は、以下の文献が参考
となる。
（１）井堀利宏『財政学（第４版）』新世社

（２）畑農鋭矢、林正義、吉田浩『財政学をつかむ』有斐閣
（３）釣雅雄、宮崎智視『グラフィック財政学』新世社
（４）小黒一正等『財政学15講』新世社
（５）小塩隆士『社会保障の経済学（第 4版）』日本評論
（６）島澤諭『シルバー民主主義の政治経済学』日本経済新聞出版社

【成績評価の方法と基準】
授業内の課題（40％）と期末試験（60％）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
経済企画庁（現内閣府）の官庁エコノミストとして様々な政策立案
や執行に携わった経験等も踏まえて講義する。

【Outline (in English)】
Japan is currently facing a number of challenges, including
(1) coping with the declining birthrate and aging population,
(2) dealing with fiscal reconstruction, and (3) stabilizing the
financial system. In this lecture, we will study the actual
situation and basic theories on economic activities of the
government and financial institutions, and then refer to data
on the actual Japanese fiscal and financial situation.
The goal of this course is to acquire basic knowledge to
understand the current status and issues of Japanese public
finances, finance, and social security systems and financial
resources, and to examine the effects of fiscal and social
security systems and monetary policies from an economics
perspective.
At present, it is planned to basically follow the lecture
materials. If there is any reference literature, it will be
indicated each time. In addition, the following topics will
be covered in each session, but the speed of the class will
be changed as necessary, taking into account the level of
knowledge and understanding of the students.
Preparation and review time is estimated to be 4 hours each.
The plan is to evaluate the students on the basis of their in-
class assignments (40%) and a final exam (60%).
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

経済政策論Ａ(市ヶ谷開講)

濱秋　純哉

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
政府は，ダムや道路の建設，教育サービスの提供，及び社会保障制度の整備
などの「経済政策（公共政策）」を行っている。民間企業の自由な活動に任せ
る分野がある一方で，このように政府が直接・間接に財・サービスの提供に関
与する分野があるのはなぜだろうか。このような疑問に対して，経済学の余
剰分析の考え方に基づき考察する。
【到達目標】
この講義では，受講者各人が，現実の経済政策を評価する力を身に付けるこ
とを目標とする。具体的には，経済学の余剰分析の考え方に基づき，外部性
の問題や望ましい公共財の供給について主体的に考察できるようになること
を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP8」「DP9」に関連
【授業の進め方と方法】
直感的な理解が進むように図表を使った説明を交えながら，講義形式で経済
政策に関するトピックを解説する。授業の途中や授業後に復習問題を解く時
間を設け，受講者が自分の頭で考える機会も作る。復習問題については，翌
週の授業までに解説資料をアップロードし，解答の説明と講評（多かった間
違いや興味深い解答の紹介など）を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学でどのように経済政策について

考えるか？
2 経済政策を分析するた

めの準備1
完全競争市場とは何か，需要曲線と供
給曲線

3 経済政策を分析するた
めの準備2

消費者余剰の図示

4 経済政策を分析するた
めの準備3

弾力性の概念

5 経済政策を分析するた
めの準備4

様々な費用の概念

6 経済政策を分析するた
めの準備5

企業の利潤最大化行動と供給曲線

7 経済政策を分析するた
めの準備6

生産者余剰の図示

8 経済政策を分析するた
めの準備7

経済政策の余剰分析

9 外部性への対処1 外部性の概念
10 外部性への対処2 外部性の存在と市場の効率性
11 外部性への対処3 指導・監督政策による外部性への対処
12 外部性への対処4 市場重視政策（ピグー税と排出権取引）

による外部性への対処
13 公共財の供給1 公共財の最適供給の条件，公共財の自

発的供給
14 公共財の供給2 国家公共財と地方公共財の供給
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習を行うこと。準備学習・復習時間は、各2時間を標準と
する。
【テキスト（教科書）】
八田達夫，2008，『ミクロ経済学Ｉ』東洋経済新報社
N・グレゴリー・マンキュー，2019，『マンキュー経済学Iミクロ編 [第4版]』
東洋経済新報社
【参考書】
小川光・西森晃，2022，『公共経済学［第2版］』中央経済社
【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題（30%）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で学生が受け身の学習にならないように，授業中に簡単な質問に
答えてもらったり，授業内容に即した復習問題を課したりする。また，経済
学の抽象的な概念の説明の際には，必ず具体例とセットで説明することで理
解を促す。
【Outline (in English)】
Course Outline

Governments conduct a wide range of economic and other public policies
including, for example, the construction of dams and roads, the provision
of education services, and the provision of a social security system.
While of course there are a large number of areas that are left to the
private sector, the question nevertheless is why there are areas in which
governments directly and indirectly contribute to the provision of goods
and services. This course considers this issue from a microeconomic
perspective using welfare analysis.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the ability to
evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend four
hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each class: 30%
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ECN200CA（経済学 / Economics 200）

経済政策論Ｂ(市ヶ谷開講)

前田　佐恵子

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

初回の授業に出席し担当教員の指示を受ける。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マクロ経済政策を検討するにあたって、政策当局者は様々な統計や分
析を参照します。本授業では、さまざまなマクロ経済統計のデータ
の動きを確認し、また、IS-LMモデルなどの基本的なフレームワー
クを基に、過去の経済政策や経済状況を考察します。

【到達目標】
現実の経済政策を評価する力を身に着けることを目標にします。具
体的には、マクロ統計データの動きから経済の状態を説明し、財政
政策・金融政策が経済に与える影響を主体的に考察できるようにな
ることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP8」「DP9」に関連

【授業の進め方と方法】
各種統計の概念を図表などを用いて説明し、経済政策に関するトピッ
クを紹介するなど講義形式で進めます。授業の途中、あるいは、授
業後に分析課題等を考える機会を設け、その解答の提出を求めます。
翌授業の際に課題の解説等を行い、関連資料をアップロードします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション マクロ経済と生活の変遷
2 経済政策のためのマ

クロ統計1
GDPの概念

3 経済政策のためのマ
クロ統計2

名目値と実質値、物価

4 経済政策のためのマ
クロ統計3

景気動向

5 経済政策のためのマ
クロ統計4

金利と貨幣

6 経済政策のためのマ
クロ統計5

設備投資と企業行動

7 経済政策のためのマ
クロ統計6

雇用と賃金

8 経済政策のためのマ
クロ統計7

所得と消費

9 マクロ経済政策１ 乗数理論とIS-LMモデル
10 マクロ経済政策２ 景気動向と経済政策
11 マクロ経済政策３ 財政政策の効果
12 マクロ経済政策４ 金融政策の効果
13 マクロ経済政策５ 構造変化と成長
14 期末試験 まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習時間は，各 2時間を標準的な目安とします。
復習問題では統計データをパソコンを用いて分析することが望まれ
ます。

【テキスト（教科書）】
N・グレゴリー・マンキュー，2017，『マクロ経済学 I（第4版）』東
洋経済新報社

【参考書】
福田慎一・照山博司，2016，『マクロ経済学・入門（第5版）』有斐閣

鶴光太郎・前田佐恵子・村田啓子，2019，『日本経済のマクロ分析』
日本経済新聞出版社

【成績評価の方法と基準】
期末試験（70%），復習問題の解答の提出（30%）によって評価する。

【学生の意見等からの気づき】
毎回の授業で授業中に簡単な質問に答えていただくことがあります。
また、復習問題では、授業内容に即したデータを加工し、データの
動きを確認してもらう内容を含む予定です。

【学生が準備すべき機器他】
授業中は必ずしも必要ありませんが、復習問題について、パソコン
を利用した分析が行われることが望ましい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Policy makers consider economic and financial policies based
on a variety of statistics and analysis. In this class, we will look
back on past policies and macroeconomic conditions through
actual data and basic frameworks such as IS-LM model.
　
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to acquire the
ability to evaluate economic policies based on economics.
　
Learning Activities Outside of Classroom
Before/after each class meeting, students are expected to spend
four hours to understand the course content.
　
Grading Criteria /Policy
Final grade will be decided based on the following:
Term-end examination: 70%, Review questions after each
class: 30%
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Principles of Economics A

JESS DIAMOＮD

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火3/Tue.3 ｜ キャンパス：多摩 / Tama
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：Economics
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearsonのミクロ経済学とマクロ経済学の基本を
カバーする理論Chapter5、Chapter6、Chapter8、Chapter9を取
り上げます。講義は英語で行われる。
In this class we use an English textbook to study core ideas in
microeconomics and macroeconomics. In particular, we cover
chapters 5, 6, 8 and 9 of Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
ミクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to introduce students to the
foundations of microeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Consumers and

Incentives
The Buyer’s Problem

3 Consumers and
Incentives

Putting It All Together

4 Consumers and
Incentives

The Demand Curve, Consumer
Surplus and Demand
Elasticities

5 Sellers and
Incentives

Sellers In A Perfectly
Competitive Market

6 Sellers and
Incentives

The Supply Curve

7 Sellers and
Incentives

From The Short Run To The
Long Run

8 Trade The Production Possibilities
Curve And The Basis for Trade

9 Trade Trade Between Prefectures and
Countries

10 Trade Arguments Against Free Trade
11 Externalities and

Public Goods
Externalities

12 Externalities and
Public Goods

Private Solutions to
Externalities

13 Externalities and
Public Goods

Government Solutions to
Externalities

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が必
要です。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. Economics: Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題：30%
期末試験：70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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Principles of Economics A

JESS DIAMOＮD

開講時期：春学期授業/Spring 単位：2単位

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearsonのミクロ経済学とマクロ経済学の基本を
カバーする理論Chapter5、Chapter6、Chapter8、Chapter9を取
り上げます。講義は英語で行われる。
In this class we use an English textbook to study core ideas in
microeconomics and macroeconomics. In particular, we cover
chapters 5, 6, 8 and 9 of Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
ミクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to introduce students to the
foundations of microeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Consumers and

Incentives
The Buyer’s Problem

3 Consumers and
Incentives

Putting It All Together

4 Consumers and
Incentives

The Demand Curve, Consumer
Surplus and Demand
Elasticities

5 Sellers and
Incentives

Sellers In A Perfectly
Competitive Market

6 Sellers and
Incentives

The Supply Curve

7 Sellers and
Incentives

From The Short Run To The
Long Run

8 Trade The Production Possibilities
Curve And The Basis for Trade

9 Trade Trade Between Prefectures and
Countries

10 Trade Arguments Against Free Trade
11 Externalities and

Public Goods
Externalities

12 Externalities and
Public Goods

Private Solutions to
Externalities

13 Externalities and
Public Goods

Government Solutions to
Externalities

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が必
要です。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. Economics: Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題：30%
期末試験：70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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Principles of Economics B

JESS DIAMOＮD

開講時期：秋学期授業/Fall 単位：2単位

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. 2015. Economics: Pearsonのマクロ経済学の基本をカバーす
るChapter23、Chapter24、Chapter25、Chapter26を取り上げま
す。講義を英語で行われる。
In this class we use an English textbook to continue our
study of core ideas in macroeconomics. In particular, we cover
chapters 23, 24, 25, and 26 of Acemoglu, D., Laibson, D., and
List, J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
マクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to study the foundations of
macroeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Employment and

Unemployment
Measuring Employment and
Unemployment

3 Employment and
Unemployment

Why Is There Unemployment?

4 Employment and
Unemployment

Wage Rigidity and Structural
Unemployment

5 Credit Markets What Is the Credit Market?
6 Credit Markets Banks and Financial

Intermediation
7 Credit Markets What Banks Do
8 The Monetary

System
Money

9 The Monetary
System

Inflation

10 The Monetary
System

The Central Bank

11 Short-Run
Fluctuations

Economic Fluctuations and
Business Cycles

12 Short-Run
Fluctuations

Macroeconomic Equilibrium
and Economic Fluctuations

13 Short-Run
Fluctuations

Modelling Expansions

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が
必 要です。本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とし
ます。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. 2015. Economics:
Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題:30%
期末試験:70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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Principles of Economics B

JESS DIAMOＮD

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火3/Tue.3 ｜ キャンパス：多摩 / Tama
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：Economics
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英語で書かれた教科書を使い、経済学の応用的な概念を理解する。
本講義では、教科書である Acemoglu, D., Laibson, D., and List,
J.A. 2015. Economics: Pearsonのマクロ経済学の基本をカバーす
るChapter23、Chapter24、Chapter25、Chapter26を取り上げま
す。講義を英語で行われる。
In this class we use an English textbook to continue our
study of core ideas in macroeconomics. In particular, we cover
chapters 23, 24, 25 and 26 of Acemoglu, D., Laibson, D., and
List, J.A. Economics: Pearson.

【到達目標】
マクロ経済学に関する基本的な知識を身につける。
The goal of this course is to study the foundations of
macroeconomics.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
スライドと板書を用いた講義形式の授業を行う。課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う。
The class is conducted in a lecture format using slides that
can be downloaded. Regular homework assignments will be
followed by feedback on students’ performance.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Orientation Class introduction and

explanation.
2 Employment and

Unemployment
Measuring Employment and
Unemployment

3 Employment and
Unemployment

Why Is There Unemployment?

4 Employment and
Unemployment

Wage Rigidity and Structural
Unemployment

5 Credit Markets What Is the Credit Market?
6 Credit Markets Banks and Financial

Intermediation
7 Credit Markets What Banks Do
8 The Monetary

System
Money

9 The Monetary
System

Inflation

10 The Monetary
System

The Central Bank

11 Short-Run
Fluctuations

Economic Fluctuations and
Business Cycles

12 Short-Run
Fluctuations

Macroeconomic Equilibrium
and Economic Fluctuations

13 Short-Run
Fluctuations

Modelling Expansions

14 Review and Final
Exam

Review the class material and
take the final exam.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題が定期的に与えられます。他に、毎週の授業と教科書の復習が
必 要です。本授業の準備学習・復習時間は、各 2 時間を標準とし
ます。
Homework assignment will be assigned regularly. Students are
required to review the work covered in lecture and read the
corresponding section of the textbook in addition to completing
homework assignments. Preparation time of 2 hours, review
time of 2 hours for a total of 4 hours.

【テキスト（教科書）】
Acemoglu, D., Laibson, D., and List, J.A. 2015. Economics:
Pearson.

【参考書】
特になし。
None.

【成績評価の方法と基準】
宿題:30%
期末試験:70%
宿題はその週の授業の内容に基づいています。期末試験は、授業の
内容を全てカバーします。
Homework: 30%
Final Exam: 70%
Homework assignments are based on that week’s lecture. The
final exam will covered the entire semester’s material.

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
None.
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HIS200EA（史学 / History 200）

現代史Ⅰ

愼　蒼宇

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2024年の現代史Ⅰでは、近代における「戦争」の世界史、とくに二
つの世界大戦に焦点をあてて、学んでいきます。

【到達目標】
この講義の目標は、①日本社会において広く流布とされている近現
代史像を疑う思考力を身につけ、②世界、東アジアと日本の関係史
をより豊かに捉えることができるようになることです。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義では最初に近代の諸戦争の特徴をおおまかに分析したうえで、
これらの戦争がいかに二つの世界大戦に帰結していくのかを考察し
ていきます。なお、講義後は毎回リアクション・ペーパーを提出し
ていただきます。そこで出た質問については、その次の講義の冒頭
で一部紹介することで、双方向的なコミュニケーションを図ってい
きます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の全体像と進め方／学問とし

ての歴史学について学ぶ
第2回 概論①　歴史におけ

る「戦争」とは
世界史における「戦争」の変化を
概観します。

第3回 世界大戦への道
①世界資本主義と帝
国主義

世界大戦への背景を三つのアプ
ローチから考える（①）

第4回 ②植民地支配の拡大
と民族運動

16～19世紀におけるヨーロッパ諸
国の植民地支配の拡大と民族運動
について考察します。

第5回 第一次世界大戦① 第一次世界大戦の概要を学びます
第6回 第一次世界大戦② 民族自決・ロシア革命と戦争終結

について概観します。
第7回 戦間期の戦争をめぐ

る国際法の変化
国際法体制の変化と1920年代につ
いて考える

第8回 ファシズム運動の勃
興

イタリアとドイツのファシズムに
ついて考えます。

第9回 15年戦争の開幕 満州事変について考察します
第10回 日中戦争の展開 日中戦争について考察します
第11回 第二次世界大戦① 第二次世界大戦について概観しま

す
第12回 第二次世界大戦② ホロコーストについて考察します。
第13回 アジア・太平洋戦争 アジア・太平洋戦争について三つ

の視座から考察します
第14回 現代史Ⅰまとめ 世界大戦の近代について捉えなお

します
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
現代の国際関係に関わる時事問題にも触れながら授業を進めるので、
時事問題への関心を深めてほしい。講義では参考文献を必ず示すの
でできれば読んでほしい。本授業の準備学習・復習時間は、各2時
間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しません。講義時には講義レジュメと参考資料
を配布します。

【参考書】
講義レジュメにおいて参考文献を適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験（70％）+平常点（30％）で成績を判断します。

【学生の意見等からの気づき】
内容はやや難だが学びの充実感を重視する、

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出には学習支援システムを利用します。

【Outline (in English)】
What kind of feature a modern world history take on by
contemporary history I in 2024, I’ll focus on history of "war"
especially　World War I andⅡ.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Normal points 30％
examination: 70％、
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BAB200EA（基礎生物学 / Basic biology 200）

生命の科学Ⅱ

鞠子　茂

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学をベースとして環境と生物の関わり，生態系サービス，環境問題につ
いて講義する。
【到達目標】
多種多様な環境問題の理解と解決に資する環境リテラシーを習得し、人類存
続を可能とする規範やライフスタイルを大胆に発想する能力を獲得できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DPについて
はこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
オンデマンド型授業を実施：講義動画と説明資料を配信。毎回，授業への参
加，理解度を確認するためのレポートを課し，次の授業でフィードバック。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと生態学が

できること
授業の進め方を説明し，生態学とはど
んな学問かを具体的に概説する

第2回 環境とは何か？ ～あな
たは説明できますか～

主体環境系の概念を解説し，環境要因
の分類と性質について学ぶ

第3回 ニッチの多様性と生物
の多様性

環境の空間変動が生物と生態系の多様
性をつくり出すしくみを解説する

第4回 20年後の多摩キャンパ
スは冬でも緑の森となる

生態系が時間とともに変化するパター
ンとメカニズムについて解説する

第5回 雑草は本当は弱い存在
だが戦略をもって生き
ている

生物の環境適応戦略について具体例を
挙げて説明する

第6回 生態系からの恩恵と
しっぺ返し

生態系サービスの持続的享受の条件を
考える

第7回 公害から学ぶべきこと 公害の原点である水俣病を例にして科
学リテラシーの必要性について考える

第8回 環境ホルモン再考 かつて社会問題となった内分泌かく乱
物質のについて改めて考える

第9回 外来生物は本当に悪者
なのか

外来種問題の本質を追究し，その是非
論について考究する

第10回 地球環境問題における
ウソとホント

地球環境問題の是非論について最新の
データをもとに論述する

第11回 地球温暖化が生物およ
び生態系に与える影響

地球温暖化が生物と生態系に与える影
響について最新の成果を紹介する

第12回 環境生態学から社会問
題を考える

様々な社会問題に対する環境生態学の
見方，考え方を議論する

第13回 人類の存続のためにす
べきこと・試験範囲

環境生態学の視点から人類存続のため
になすべきことを論じたあとに，試験
範囲を説明する

第14回 試験・まとめと解説 授業全体のまとめをした後，試験を実
施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義動画と配布資料の閲覧期間（2週間）中に４時間の予習・復習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
「生態学は環境問題を解決できるか? 」巌佐庸・伊勢武史著，（2020）
【成績評価の方法と基準】
〔配分〕期末試験（60％），平常点（40％）
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド型授業の配信方法およびアナウンス方法の効率化
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the basics of environmental ecology,
and should be able to acquire environmental-science literacy. Students
will be expected to spend four hours for preparation and review. Grading
policy: final exam (60%) and short-reports (40%).
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MAT100EA（数学 / Mathematics 100）

基礎数学Ⅰ

鈴木　麻美

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
普段何気なく接している自然現象や、生活の仕組みは「数学」のも
とに成り立っているものが多い。この「数学」とはどんな学問なの
か。世界文化の変遷の中での数学のルーツと発展へ目を向け、様々
な問題を取り上げて「数学的思考」を学ぶ。その中で「論理的な考
え方・数学的思考力の重要性」を考える。

【到達目標】
この講義を通して社会生活で必須とされる「論理的な考え方・数学
的思考力の必要性」と「生活の中に存在する数学」に気づくことを
目的とする。この気づきから、その重要性と数学へ興味を持ち、更
なる学びのスタートに役立ててほしい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2 に関連。　 DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
Zoomによる講義では、身近で具体的な問題について取り組む他、そ
れらの問題の時代背景も紹介する。また、数学的論証として「帰納
法」・「背理法」の基本を学ぶ。各テーマごとに証明問題や演習問題
に取り組み、理解を深める。授業内で行うテストに関しては、採点
した結果を返却し、授業内では問題の解説を行うので、間違えてい
る部分は各自確認し、必ず復習すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスおよび数

学の始まり。
「数学」の紹介と、講義の進め方・
成績評価の説明。および人と数学
のルーツと、学問の成り立ちの紹
介。

2 ピタゴラス学派の数
学上の発見

「ピタゴラスの定理」で有名な、ピ
タゴラス学派が発見した様々な数
学の問題。

3 ピタゴラス数の構築 ピタゴラス数の構築
4 オイラーの等式 いろいろな多面体に注目し、新し

い幾何学「位相幾何学」を学ぶ。
5 正多面体の決定 オイラーの等式を用いて、３次元

空間の正多面体を定める。
6 グラフ理論と散歩道 位相幾何学・グラフ理論のルーツ

とグラフ理論の基礎定理。
7 一筆書きの原理 グラフ理論から「一筆書きの原理」

を導く。
8 あみだくじ 「あみだくじ」を題材にして、置

換・互換を学ぶ。
9 １５ゲームの群論的

考察
置換から学ぶ身近なゲーム「１５
ゲーム」。

10 １５ゲームの応用 15ゲームの応用問題に取り組む。
11 合同式 日常に見られる「合同式」の仕組

みを学ぶ。
12 暗号通信（１） ある暗号システムの作り方と、解

読システムを学ぶ
13 暗号通信（２） 暗号の作成・解読の演習。
14 まとめ。 これまでの講義の内容に関するま

とめと総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一つ一つの理論は易しくとも、それが積み重なると煩雑に思えるだ
ろう。毎回の授業の内容をノートに丁寧にまとめ、ノートと教科書
の内容を毎週復習してから出席して欲しい。特に証明問題に関して
は、授業中のノートの内容を何度も読み返し、自分でその証明を繰り
返し再現することでしか身につけることはできない。面倒に思えて
も、その作業により数学的思考が徐々に身に着くことであろう。毎
回の授業の予習復習は、通常合わせて4時間程度と考えるが、それ
以外に試験の準備としては、授業の時間以上に十分な準備を要する
と考える。しっかりと自主学習をしなければ、試験で得点をするこ
とは難しいだろう。

【テキスト（教科書）】
「数学の視界改訂版」志賀弘典　著,数学書房

【参考書】
適宜指定

【成績評価の方法と基準】
期末試験 (100%)により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
ノートを書く科目が少ない中，自分の手で書くことで，復習の際の
理解が深まる様子。丁寧にノートを書くことがこの科目では重要で
ある。

【学生が準備すべき機器他】
教科書とノート

【その他の重要事項】
上記にもあるように、必ず継続してノートを取る必要がある。

【Outline (in English)】
What is "Mathematics"? We consider the history of
"Mathematics" and we lean some examples of mathematical
problems, Furthermore we learn the mathematical thinking
which is very important in the social life.
The purpose of this lecture is realization the importance of
mathematical thinking in social life. Each student must
prepare and revise completely.
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MAT100EA（数学 / Mathematics 100）

基礎数学Ⅱ

鈴木　麻美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然界の現象や，生活の中の現象の仕組みは，様々な「数学」のも
とに成り立っているものが多い．この講義では，高校数学で学んだ
基礎的な内容の中から数列と微分に関して，その基礎から経済・経
営学に関する具体的な問題への応用を学ぶ．

【到達目標】
数列に関しては高校で学んだ等差数列・等比数列さらに無限級数を
復習し「金利」のシステムへの応用を学ぶ．次に，変化する量を調べ
る際に多用される「微分」を応用して，経済活動の変化の様子を調
べることを学ぶ事を目的とする，ここで学んだ基礎的な内容を，専
門学習に役立ててほしい．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2 に関連。　 DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
Zoomによる講義では，具体的な問題を考えながら，その仕組みの
基礎を学ぶ．黒板で説明することをしっかりノートに記録し，授業
後に自己学習にて身につけて欲しい．この科目は、一つ一つの積み
重ねの学問であるので，前回までの復習を前提として授業を進める．
授業内で行うテストに関しては、採点した結果を返却し、授業内で
は問題の解説を行うので、間違えている部分は各自確認し、必ず復
習すること．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスおよび数

列の基本
講義の進め方および成績評価につ
いての説明と、等差数列と等比数
列について学ぶ。

2 利息のお話 単利と複利の話し．
3 積み立て預金の話し 数列の和の存在性と積立預金への

応用を学ぶ．
4 物やお金は，時とと

もに価値が変わる？
現在価値と将来価値の概念を導入
する。

5 借金の仕組み 現在価値と将来価値の概念と．借
金の仕組みを学ぶ．

6 数列の極限と無限級
数

数列の極限値について，その概念
と極限値の求め方を学ぶ．

7 関数の極限 関数の極限値を学ぶ
8 極限値と微分 極限値の概念と，関数の微分可能

性について学ぶ．
9 導関数 簡単な関数について，その微分と

導関数の導出方法を学ぶ．
10 導関数の幾何学的意

味
導関数と関数の増減の関係を学ぶ．

11 微分の応用（１） 一般の多項式関数について関数の
増減表・グラフの概形を学ぶ．

12 微分の応用（２） 経済に表れるいくつかの関数と利
潤関数について学ぶ．

13 微分の応用（３） いくつかの条件の下で，利潤最大
化を考える．

14 まとめ 前回までの講義内容のまとめと総
括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一つ一つ出てくる理論は易しくとも，それらをたくさん積み重ねる
と，煩雑なものに思えることと思う．授業の内容はすべてノートに
丁寧にきちんとまとめ，毎週教科書とノートを復習をしてから出席
して欲しい．毎回の授業の予習復習は、通常合わせ4時間程度と考
えるが、それ以外に試験の準備としては、授業の時間以上に十分な
準備を要すると考える。しっかりと自主学習をしなければ、試験で
得点をすることは難しいだろう。

【テキスト（教科書）】
「きちんとわかる経済経営数学入門（数列微分編）」鈴木麻美・内藤
敏機著，牧野書店．（現在廃刊になっているために、生協が授業内で
使用する部分のみを印刷し販売する）

【参考書】
1.「例題で学ぶ入門・経済数学〈上〉」エドワード・T.ドウリング (原
著),大住栄治 (著),川島康男 (著),シーエーピー出版.
2.「金利利息のしくみがわかる本」」小向宏美 (著),古橋隆之 (監修),
総合法令出版.

【成績評価の方法と基準】
期末試験 (100%)により評価する．

【学生の意見等からの気づき】
数列・微分はほとんどの学生が高校で学んだ経験があるようである
が，この講義のような具体的な問題との関連性を考えることは，初め
て学生が多い．また、高校では極限や微分の原理をきちんとは学ん
でいない様子。この講義の中ではこうした数学の原理・定義をしっ
かりと学ぶことを大切にしているために、既に高校で数列・微分・
積分を学習しているの学生も、新たな気持ちでしっかりと数学を学
び、さらに数学をより身近な学問として捉えてくれることを期待し
ている。

【Outline (in English)】
Many phenomena in nature and many mechanisms in life
are constructed on various "mathematics". Therefore, in this
lecture, especially we learn sequence and differential calculus,
furthermore we lean some examples in economic problems and
business problems.
The purpose of this lecture is to lean a system of interest
rate making use of sequences and to lean an economic activity
making use of differentiation of functions. Each student must
prepare and revise completely.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会科学の方法Ⅰ

鈴木　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人はいかにして物語とともに生き、物語によって生かされているの
か。この問いを中心に、社会学的探求の方法としての「ナラティヴ」
の可能性を考察します。A.W.フランクの著作『物語を息づかせる』
をベースとして、「物語り」を研究の対象としてだけでなく、探求の
方法として生かす道を探っていきます。物語の語り手となることに
よって、対話的な分析の技法を習得することを目指します。

【到達目標】
A.W.フランクの「ソシオナラトロジー」の基本的な考え方を学び、
これをもとに「対話的ナラティヴ分析」の基本的な技法を習得する。
いくつかの物語テクストを読み、これに「語りによる応答」を行う
ことを通じて、「対話的な分析実践」を重ね、その効力を再帰的に評
価することを試みる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的には「講義」の形態を取るが、学期中に数回「課題」として、
受講生自身が「語り」を作成し、これをクラス全体でふり返る機会
を設ける。
このほかに、リアクションペーパーの提出を毎回求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 社会学的探求の対象

／方法としてのナラ
ティヴ

ナラティヴ・アプローチの基本的
な考え方

第2回 構築主義的方法論の
隘路

構築主義的な相対化の限界を超え
ていくために

第3回 病いの語り A.W.フランク『傷ついた物語の語
り手』とその方法論

第4回 ソシオナラトロジー
とは何か

アクターとしての「物語」

第5回 物語の危険 ナラティヴ・ハビトゥスと物語の
フレイミング効果

第6回 物語の危険を超えて
（１）

グロスマンとともにサムソン神話
を読む

第7回 物語の危険を超えて
（２）

戦争の語りを語り直す

第8回 カウンターナラティ
ヴ（１）

現実に抗するすべとしての「物語
り」

第9回 カウンターナラティ
ヴ（２）

瀬尾夏美『声の地層』を読む

第10回 伴侶としての物語
（１）

人はいかにして物語とともに生き
るのか

第11回 伴侶としての物語
（２）

フランとともに『リア王』を読む

第12回 他者の語り（１） 他者の声を真似る
第13回 他者の語り（２） 他者として語る
第14回 ソシオナラトロジー

の可能性
講義をふり返る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A.W.Frank, Letting Stories Breathe, a socionarratology,
University of Chicago Press.

【参考書】
A.W.Frank, King Lear, Shakespeare’s Dak Consolation, Oxford
University Press, 2022. 他は毎回の講義にて指示する。

【成績評価の方法と基準】
学期末のレポート（60％）、講義中に提出された課題（40％）をも
とに評価する。

【学生の意見等からの気づき】
継続的な積極的参加が、講義の理解において不可欠であるようです。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
　受講生は、学期中、いくつかの物語作品を各自で読み、これを踏
まえて課題の提出を行うことが求めらる。現時点では、『聖書』（士
師記）、瀬尾夏美『声の断想』（生きのびるブックス、2023年）、W.
シェイクスピア『リア王』（誰の訳でもよいが、鈴木は松岡訳、ちく
ま文庫、1997年を使用の予定）を候補としている。
　各回の講義の内容や順番は、進行に伴って変更されることがある。

【Outline (in English)】
How do you live with strories? How are you animated by
strories? We explore the possibility of "narrative" as a method
of sociological investigations.Baed on Letting Stories Breathe
by A. W.Frank, we aim to gain the competence of dialogical
narrative analysis.
Grading will be decided on final report(60%) and on mid-term
assignments(40%).
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SOC100EA（社会学 / Sociology 100）

国際社会論

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、国際社会とは何か、現代の国際社会のさまざまな問題
について議論し、現代の国際社会についての理解を深め、議論する
ことを課題とします。とくに日本にいる私たちとのつながりや視点
を中心において議論していきます。

【到達目標】
現代の国際社会におけるさまざまな社会問題について、理解を深め、
構造的に議論することができるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉国境を越えたカネ、モノ、ヒト、サービスの移動や、エスニシティ、
ジェンダー、ナショナリズム、人権など、様々な問題を視野に入れ、
国際社会を構造的に議論することを課題とします。その際には、よ
その国のことではなく、日本の私たちに関わる問題として考え、行
動することに繋がること、また問題を構造的に捉える視点から議論
します。歴史的な説明と理論的な分析の視点も重要です。
◉授業のテーマの構成・編成は変更になる場合もあります。また最
終授業では、13回までの講義内容のまとめや復習に加え、授業内で
行った小レポート等，課題に対する講評や解説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに：国際社会

とは
国際社会、主権、国民、国民国家

第2回 戦争と平和 戦後の国際社会
第3回 先住民と歴史的不正

義
先住民の権利とアイデンティティ

第4回 民族問題とエスニシ
ティ

公民権運動、アファーマティブ・
アクション　

第5回 国際社会とイスラー
ム

9.11以降のイスラーム

第6回 ヒトの移動 グローバル社会とヒトの移動
第7回 日本の移住労働と難

民問題
世界と日本の難民受入れ

第8回 地域統合と地域主義 EU、APEC、ASEAN、TPPなど
第9回 貧困と格差 貧困の構造
第10回 食料問題 飢餓の構造とフードロス
第11回 国際社会とジェン

ダー
グローバル化、開発、ジェンダー

第12回 国際社会と企業 経済進出と現地社会
第13回 国際社会と開発援助 国際援助と日本のＯＤＡ
第14回 まとめ 人間の安全保障とグローバル市民

社会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、文献を読むなど国際社会問題の勉強を必要とし、ま
た授業に関連する課題の提出も求められます。
◉授業でのグループ・ディスカッションやプレゼンテーションのた
めに、事前の課題の提出や準備をしてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しません。参考書は授業で適宜、紹介します。

【参考書】
西崎文子ほか編著『紛争・対立・暴力：世界の地域から考える』岩
波書店、2016。藤原帰一ほか編『平和構築・入門』有斐閣、2011。
宮島喬ほか編『国際社会学』有斐閣、2015。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなどの
課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント (20
％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
国際社会をめぐる学生の関心も含める形で議論を進めたいと思って
います。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study the global society and international
social issues with Japanese views. The global issues
include discussion on migration, ethnicity, gender, nationalism,
citizenship, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in the globalizing society.
Students are required to study global problems of International
Society and Japan with references, to submit comment sheets
each week, to write short papers, and to take a term-end
examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the global social issues with Japanese
views.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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社会を変えるための実践論

荒井　容子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：春学期にWeb抽選。詳細は「クラス指定科
目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会問題に当事者として立ち向かっていった複数の実践事例につい
て学び、当事者としての教員やゲストを交えて、受講生同士で討議
しながら、直面した社会問題の解決にむけて行動する力を養うこと
を目的とする。

【到達目標】
社会問題に直面したとき、その解決に向けて主体的に行動するとはど
ういうことか、その意味と方法を認識し、実践につなげる力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業運営は複数の教員が集団で行う。社会問題の解決のために行動
している多様な事例を取り上げ、当事者の立場を重視しながら受講
生と教員が一緒になってそれらの事例について討議していく。当事
者をゲストとして招く場合もある。
　毎回宿題を課す。テキストの関係章、オンラインで提供するビデ
オを観たうえで取り組む課題がだされるときもある。宿題の回答は
講義時に自分でも手元に用意して、講義当日のグル－プ討議に活用
してもらう。講義の感想・意見も講義後に毎回提出してもらう。こ
れらへの応答は講義時に必要に応じて行うが、学習支援シテスムを
通じてコメントを提示する場合もある。
　授業計画は授業の展開によって若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス　バズ

セッション
自分が社会問題に直面するとはど
ういうことだろう（担当　全員）

2 生活を支える「お金」
１

学生にとってのお金－奨学金とブ
ラックバイト－
ゲスト講師　大内裕和（武蔵大学）
　　　　　　　（担当　鈴木宗徳）

3 生活を支える「お金」
２

前回講義を踏まえた体験報告と討
議（担当　鈴木宗徳）
　　　　　「第1章　最低賃金を
1500円に！ 　
AEQUITASがはじめた新しい
『声のあげ方』」も振り返りつつ

4 政治を動かす１ 市民として政治に関わる　　　　
　　　　　（担当　島本）
「第６章　保育園民営化問題に直面
して」をもとに

5 生活を支える雇用 公務非正規問題・女性問題　　　
　　　　（担当　惠羅）
－「公務非正規女性全国ネット
ワーク」（通称「はむねっと」）の
運動に学ぶ
ゲスト講師　瀬山紀子（埼玉大学）

6 政治を動かす2 多数決と民主主義／若者の政治離
れを考える（担当　島本）

7 中間総括討議 バズセッション
8 若者を起点に動く 国際的な貧困格差問題　　　　　

　（担当　吉村）
「第８章　グローバル市民社会と私
たち」
　　　　　「第９章　人類史の流
れを変えるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｼｯｸｲﾝｶﾑと歴
史的不正義」をもとに

9 国際的に動く・考え
る１

戦争・紛争－憎しみの連鎖は乗り
越えられるか
～ウクライナの「教育」現場から
考える～　　（担当　荒井ほか）

10 国際的に動く・考え
る２

国際的に動く・考える２

11 学生として学問の自
由に向き合う

大学自治・学術研究の自主性・自
律性の問題
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（担当　増田）

12 メディアを動かす ソーシャルメディアを活かす　　
　　　　　　 (担当　藤代）
「第４章　社会を変えるためにソー
シャルメディアを使う」をもとに

13 司法に訴える 不当解雇と闘う　　　　　　　　
　　　　　　　　（担当　荒井）
「第７章　教員の不当解雇と裁判闘
争」をもとに

14 総括討議　 現代を生きぬくために必要な力
とは
～実践体験の分析も交流～　　　
　　バズセッション（担当　全員）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、事前にテキス
トを読んで準備してもらうときや、オンラインで提供するビデオ鑑
賞したうえで書いてもらうときもある。宿題として提出したものは
手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれをもとに
バズセッション（グル－プ討議）を行う。グル－プ討議の内容はそ
の場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の
場で報告する。このグル－プ討議の記録は、講義後に学習支援シス
テムを通じて記録担当者に提出してもらう。講義の感想・意見も講
義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
　また、最終レポートでは、受講生自身が「社会を変えるための実
践」だと考える活動の実施体験・参加体験を講義期間中に取り組み、
その報告・分析も課し、最終回では受講生間での交流を行う。この
意味で、この講義では、受講生それぞれによるフィールドワークが
課されていると了解しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
田中優子+法政大学社会学部「社会を変えるための実践論」講座編
　　　　　　『そろそろ「社会運動」の話をしよう
―自分ゴトとして考え、行動する。社会を変えるための実践論』改
訂版
明石書店　2019年4月

【参考書】
講義時に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
中間総括討論会と総括討論会時に活用するため、それぞれの講義時
の前に事前に提出してもらう中間レポ－ト、最終レポ－ト（各35％
程度）を中心に、時々の宿題、ほぼ毎回回収する感想・意見を30％
以内で加味して評価する。中間総括討論会と総括討論会は授業内試
験に相当する。なお、最終レポートの課題の一つには、受講生自身
が「社会を変えるための実践」だと考える活動の実施体験・参加体
験を講義期間中に取り組み、その報告・分析も課す。

【学生の意見等からの気づき】
宿題、レポ－トの締切を早め、宿題については教員が事前に目を通す
時間を確保しておくと討議が充実する。全体討議では、各グル－プ
からの報告に加え、個人としての発言の時間も確保することで、一
人ひとりの意見を踏まえた全体討議も可能となり、学生の討議に対
する姿勢がより積極的になる。
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【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を
出すことが多いので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くよ
うにしておくこと。

【その他の重要事項】
社会問題について学んできた問題意識の高い学生が受講することを
推奨する。すべての学生にグループ討議を通じて発言が求められる。
また講義の目的・運営上の必要から150人までに受講を制限する。
春学期の受講登録手続きより前にウェブ抽選を行い、当選したもの
だけが受講登録を行うことができる。秋学期に受講登録を変更する
ことはできない。

【Outline (in English)】
Course outline
This course is to study how citizens/people can challenge social
problems and difficulties by their own in the society. Lecturers
offer various case studies of social movements. Students will
discuss the way to survive in “buzz sessions” (small-group
discussions) and will give presentations in the classroom.
Learning Objectives
At the end of this course, students are expected to notice some
social problems they face or will face and to take some positive
action for themselves against them with some variety ways.
Learning activities outside of classroom
Students are required to prepare for written-reports for
discussion in each class as well as at the mid-term discussion
with the mid-term report and at the final discussion with the
final report.
Grading Criteria /Policy
Grading is according to the total evaluation of Mid-term report
(35 %), Final report (35%), and class contribution/participation
(30%). Students　are required to contribute/participate in the
mid-term discussion and the final discussion.
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BAB200EA（基礎生物学 / Basic biology 200）

環境生態学

鞠子　茂

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学をベースとして環境と生物の関わり，生態系サービス，環境問題につ
いて講義する。
【到達目標】
多種多様な環境問題の理解と解決に資する環境リテラシーを習得し、人類存
続を可能とする規範やライフスタイルを大胆に発想する能力を獲得できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DPについて
はこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
オンデマンド型授業を実施：講義動画と説明資料を配信。毎回，授業への参
加，理解度を確認するためのレポートを課し，次の授業でフィードバック。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと生態学が

できること
授業の進め方を説明し，生態学とはど
んな学問かを具体的に概説する

第2回 環境とは何か？ ～あな
たは説明できますか～

主体環境系の概念を解説し，環境要因
の分類と性質について学ぶ

第3回 ニッチの多様性と生物
の多様性

環境の空間変動が生物と生態系の多様
性をつくり出すしくみを解説する

第4回 20年後の多摩キャンパ
スは冬でも緑の森となる

生態系が時間とともに変化するパター
ンとメカニズムについて解説する

第5回 雑草は本当は弱い存在
だが戦略をもって生き
ている

生物の環境適応戦略について具体例を
挙げて説明する

第6回 生態系からの恩恵と
しっぺ返し

生態系サービスの持続的享受の条件を
考える

第7回 公害から学ぶべきこと 公害の原点である水俣病を例にして科
学リテラシーの必要性について考える

第8回 環境ホルモン再考 かつて社会問題となった内分泌かく乱
物質のについて改めて考える

第9回 外来生物は本当に悪者
なのか

外来種問題の本質を追究し，その是非
論について考究する

第10回 地球環境問題における
ウソとホント

地球環境問題の是非論について最新の
データをもとに論述する

第11回 地球温暖化が生物およ
び生態系に与える影響

地球温暖化が生物と生態系に与える影
響について最新の成果を紹介する

第12回 環境生態学から社会問
題を考える

様々な社会問題に対する環境生態学の
見方，考え方を議論する

第13回 人類の存続のためにす
べきこと・試験範囲

環境生態学の視点から人類存続のため
になすべきことを論じたあとに，試験
範囲を説明する

第14回 試験・まとめと解説 授業全体のまとめをした後，試験を実
施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義動画と配布資料の閲覧期間（2週間）中に４時間の予習・復習を行うこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
「生態学は環境問題を解決できるか? 」巌佐庸・伊勢武史著，（2020）
【成績評価の方法と基準】
〔配分〕期末試験（60％），平常点（40％）
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド型授業の配信方法およびアナウンス方法の効率化
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the basics of environmental ecology,
and should be able to acquire environmental-science literacy. Students
will be expected to spend four hours for preparation and review. Grading
policy: final exam (60%) and short-reports (40%).
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SOC300EA（社会学 / Sociology 300）

社会を変えるための実践論

荒井　容子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：春学期にWeb抽選。詳細は「クラス指定科
目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会問題に当事者として立ち向かっていった複数の実践事例につい
て学び、当事者としての教員やゲストを交えて、受講生同士で討議
しながら、直面した社会問題の解決にむけて行動する力を養うこと
を目的とする。

【到達目標】
社会問題に直面したとき、その解決に向けて主体的に行動するとはど
ういうことか、その意味と方法を認識し、実践につなげる力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業運営は複数の教員が集団で行う。社会問題の解決のために行動
している多様な事例を取り上げ、当事者の立場を重視しながら受講
生と教員が一緒になってそれらの事例について討議していく。当事
者をゲストとして招く場合もある。
　毎回宿題を課す。テキストの関係章、オンラインで提供するビデ
オを観たうえで取り組む課題がだされるときもある。宿題の回答は
講義時に自分でも手元に用意して、講義当日のグル－プ討議に活用
してもらう。講義の感想・意見も講義後に毎回提出してもらう。こ
れらへの応答は講義時に必要に応じて行うが、学習支援シテスムを
通じてコメントを提示する場合もある。
　授業計画は授業の展開によって若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス　バズ

セッション
自分が社会問題に直面するとはど
ういうことだろう（担当　全員）

2 生活を支える「お金」
１

学生にとってのお金－奨学金とブ
ラックバイト－
ゲスト講師　大内裕和（武蔵大学）
　　　　　　　（担当　鈴木宗徳）

3 生活を支える「お金」
２

前回講義を踏まえた体験報告と討
議（担当　鈴木宗徳）
　　　　　「第1章　最低賃金を
1500円に！ 　
AEQUITASがはじめた新しい
『声のあげ方』」も振り返りつつ

4 政治を動かす１ 市民として政治に関わる　　　　
　　　　　（担当　島本）
「第６章　保育園民営化問題に直面
して」をもとに

5 生活を支える雇用 公務非正規問題・女性問題　　　
　　　　（担当　惠羅）
－「公務非正規女性全国ネット
ワーク」（通称「はむねっと」）の
運動に学ぶ
ゲスト講師　瀬山紀子（埼玉大学）

6 政治を動かす2 多数決と民主主義／若者の政治離
れを考える（担当　島本）

7 中間総括討議 バズセッション
8 若者を起点に動く 国際的な貧困格差問題　　　　　

　（担当　吉村）
「第８章　グローバル市民社会と私
たち」
　　　　　「第９章　人類史の流
れを変えるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｼｯｸｲﾝｶﾑと歴
史的不正義」をもとに

9 国際的に動く・考え
る１

戦争・紛争－憎しみの連鎖は乗り
越えられるか
～ウクライナの「教育」現場から
考える～　　（担当　荒井ほか）

10 国際的に動く・考え
る２

国際的に動く・考える２

11 学生として学問の自
由に向き合う

大学自治・学術研究の自主性・自
律性の問題
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（担当　増田）

12 メディアを動かす ソーシャルメディアを活かす　　
　　　　　　 (担当　藤代）
「第４章　社会を変えるためにソー
シャルメディアを使う」をもとに

13 司法に訴える 不当解雇と闘う　　　　　　　　
　　　　　　　　（担当　荒井）
「第７章　教員の不当解雇と裁判闘
争」をもとに

14 総括討議　 現代を生きぬくために必要な力
とは
～実践体験の分析も交流～　　　
　　バズセッション（担当　全員）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、事前にテキス
トを読んで準備してもらうときや、オンラインで提供するビデオ鑑
賞したうえで書いてもらうときもある。宿題として提出したものは
手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれをもとに
バズセッション（グル－プ討議）を行う。グル－プ討議の内容はそ
の場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の
場で報告する。このグル－プ討議の記録は、講義後に学習支援シス
テムを通じて記録担当者に提出してもらう。講義の感想・意見も講
義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
　また、最終レポートでは、受講生自身が「社会を変えるための実
践」だと考える活動の実施体験・参加体験を講義期間中に取り組み、
その報告・分析も課し、最終回では受講生間での交流を行う。この
意味で、この講義では、受講生それぞれによるフィールドワークが
課されていると了解しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
田中優子+法政大学社会学部「社会を変えるための実践論」講座編
　　　　　　『そろそろ「社会運動」の話をしよう
―自分ゴトとして考え、行動する。社会を変えるための実践論』改
訂版
明石書店　2019年4月

【参考書】
講義時に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
中間総括討論会と総括討論会時に活用するため、それぞれの講義時
の前に事前に提出してもらう中間レポ－ト、最終レポ－ト（各35％
程度）を中心に、時々の宿題、ほぼ毎回回収する感想・意見を30％
以内で加味して評価する。中間総括討論会と総括討論会は授業内試
験に相当する。なお、最終レポートの課題の一つには、受講生自身
が「社会を変えるための実践」だと考える活動の実施体験・参加体
験を講義期間中に取り組み、その報告・分析も課す。

【学生の意見等からの気づき】
宿題、レポ－トの締切を早め、宿題については教員が事前に目を通す
時間を確保しておくと討議が充実する。全体討議では、各グル－プ
からの報告に加え、個人としての発言の時間も確保することで、一
人ひとりの意見を踏まえた全体討議も可能となり、学生の討議に対
する姿勢がより積極的になる。
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【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を
出すことが多いので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くよ
うにしておくこと。

【その他の重要事項】
社会問題について学んできた問題意識の高い学生が受講することを
推奨する。すべての学生にグループ討議を通じて発言が求められる。
また講義の目的・運営上の必要から150人までに受講を制限する。
春学期の受講登録手続きより前にウェブ抽選を行い、当選したもの
だけが受講登録を行うことができる。秋学期に受講登録を変更する
ことはできない。

【Outline (in English)】
Course outline
This course is to study how citizens/people can challenge social
problems and difficulties by their own in the society. Lecturers
offer various case studies of social movements. Students will
discuss the way to survive in “buzz sessions” (small-group
discussions) and will give presentations in the classroom.
Learning Objectives
At the end of this course, students are expected to notice some
social problems they face or will face and to take some positive
action for themselves against them with some variety ways.
Learning activities outside of classroom
Students are required to prepare for written-reports for
discussion in each class as well as at the mid-term discussion
with the mid-term report and at the final discussion with the
final report.
Grading Criteria /Policy
Grading is according to the total evaluation of Mid-term report
(35 %), Final report (35%), and class contribution/participation
(30%). Students　are required to contribute/participate in the
mid-term discussion and the final discussion.
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学への招待

天本　哲史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は社会政策科学科の学生にとって必要となる法学の基礎を
学ぶとともに、法と政策との関係も学びます。前半には法学の基礎
を学び、後半では法と政策の関係を学びます。

【到達目標】
・法学の基礎的な知識を身につける。
・法学の特徴について説明できる。
・法学の知識を基礎にして、社会政策を検討できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式で実施します。学生にはリアクションペーパー
を提出してもらい、次の授業でその内容に対するコメントをします。
なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の目的・法とは

何か
この授業の意義と授業進行を解説
する。法の社会規範としての特質
や法の目的等を学びます。

第2回 法の発展 近代法の発展や日本法への継受等
を学びます。

第3回 法と裁判 裁判制度の意義や裁判の流れ等を
学びます。

第4回 法源 裁判の基準となる法とは何かを学
びます。

第5回 法の適用と解釈 法的三段論法や訴訟手続等を学び
ます。法の解釈と方法を学びます。

第6回 国家と法 国民主権、三権分立等を学びます。
第7回 統治と法①　三権分

立、立法権と国会
立法権とそれを担う国会等を学び
ます。

第8回 統治と法②　行政権
と内閣

行政権とそれを担う内閣等を学び
ます。

第9回 統治と法③　司法権
と裁判所

司法権とそれを担う裁判所等を学
びます。

第10回 人権と法①　人権と
限界

人権とは何か、人権の享有主体、
人権の限界等を学びます。

第11回 人権と法②　人権の
種類

幸福追求権、法の下の平等、自由
権、社会権等を学びます。

第12回 社会政策①　社会保
障と法

社会法の意義、社会保障法の体系
等を学びます。

第13回 社会政策②　労働と
法

労働法の体系等を学びます。

第14回 社会政策③　環境と
法

環境法の体系等を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は配布された資料で準備学習をします。学生は復習としてレポー
トを提出をしてもらいます。本授業の準備学習・復習時間は各2時
間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介しますが、差し当たり末川博編『法学入門』（有斐
閣、第6版補訂版、2014）を挙げます。

【成績評価の方法と基準】
レポート（86％)、平常点（14％）を総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容が難しいという意見がありましたので、解説を多くするこ
とにより平易な内容にするようにしたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
連絡、授業資料や課題提出等はHoppiiで行いますので、PC、タブ
レット、スマートフォン等の情報端末を準備してください。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this lecturer is to learn the basics of law, as well as
the relationship between law and policy.
【到達目標（Learning Objectives）】
・Students acquire basic knowledge of law.
・Students can explain the characteristics of law.
・Students can consider social policy based on their knowledge
of law.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Reports : 86%, Usual performance score : 14%
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ａ

堅田　香緒里

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会政策に関する基本的な知識と視点を学ぶ

【到達目標】
社会政策や、政策の背後にある考え方について理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
出来るだけ具体的な「社会問題」のトピックをとりあげ、それらへ
の政策的対応の在り方について検討する。リアクションペーパーを
次回の授業でいくつか取り上げて、講評を行う。
※なお、授業計画は、参加者の興味・関心および進捗状況に応じて
変更の可能性もある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション イントロダクション
第2回 社会を理解する① 貧困／ホームレス／生活保護
第3回 社会を理解する② ワーキングプア・非正規雇用／フ

リーター
第4回 社会を理解する③ 過労死／ブラック企業／就活
第5回 社会を理解する④ 子どもの貧困／児童虐待
第6回 社会を理解する⑤ 家族／ジェンダー／セクシュアリ

ティ
第7回 社会を理解する⑥ 高齢化／医療／認知症
第8回 社会を理解する⑦ 少子高齢化／持続可能性
第9回 社会を理解する⑧ グローバリゼーション／移民
第10回 社会政策の視点を理

解する①
市民／地域／国家／市場

第11回 社会政策の視点を理
解する②

市民参加／福祉多元主義

第12回 社会政策の視点を理
解する③

専門職／当事者

第13回 社会政策の視点を理
解する④

インターセクショナリティ

第14回 授業内試験・まとめ 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定なし
授業は毎回のレジュメ・教材に沿って行います。

【参考書】
適宜、授業内で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマごとに設定する課題の提出40％、最終テスト
60％で行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic
knowledge and perspectives of social policy. By the end of the
course, students are expected to understand the basic concepts
of social policy and acquire the ability to analyze various
policies that address contemporary social issues. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content. Your overall grade
in the class will be decided based on the following; 1)term-end
examination: 60%、Short reports : 40%.
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ｂ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
さまざま社会課題の分析のためには、経済の仕組みについて理解し、
分析できることが不可欠です。しかし経済分析については高校まで
に学ぶ機会が少なく、ニュースで登場する基本的な経済指標ですら
正しく理解していないことが多いと思います。この授業では、経済
情勢の読み解きに直結するマクロ経済分野について、やさしいテキ
ストを使いながら理解を深めます。

【到達目標】
まずGDP等の基本的なマクロ経済指標や、財市場・資産市場・労働
市場からなるマクロ経済循環を理解します。次に貨幣の役割・中央
銀行の役割や信用創造といった金融の基本的な仕組みを理解するこ
とによって、昨今の異次元金融緩和とは何かといった現実の経済政
策も分析します。同時に債権や株などの資産価格形成について学習
します。次に財やサービスの生産消費消費関数や乗数効果といった
財市場のマクロ均衡について理解し、IS-LMモデルについて学びま
す。最後に総需要関数・総供給関数で物価と国民所得や失業率との
関係について学び、アベノミクスについても分析します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
テキストとレジュメを使って講義し、最後に毎回簡単な小テストを
行う。授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 国民所得と三面等価
2 マクロ経済循環 経済のフローとストック、経済循

環（財市場・資産市場・労働市場）
3 中央銀行と信用創造 金利・貨幣・中央銀行の役割・信

用創造
4 貨幣供給 マネタリーベースと貨幣供給、異

次元金融緩和とは。
5 貨幣需要 貨幣需要・金融政策・流動性のわな
6 資産価格その１ 利子率と割引現在価値、債権価格
7 資産価格その２ 株、土地などの価格形成と株価
8 中間試験 前半の内容についての試験
9 LM曲線 LM曲線
10 消費関数 消費関数・乗数効果
11 IS曲線 投資関数とIS曲線、IS-LM分析
12 総需要関数 物価と総需要関数
13 総供給関数 フィリップス曲線と総供給関数
14 まとめ まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストや参考書の該当箇所について、授業の前後に読んでおくと
授業内容の理解が深まるでしょう。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
平口良司・稲葉大著 (2023)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用まで』、有斐閣ストゥディア．

【参考書】
明石順平 (2017)『アベノミクスによろしく』，インターナショナル
新書．
野口悠紀雄 (2023)『日銀の責任』，ＰＨＰ新書．

【成績評価の方法と基準】
評価は毎回の小テストで1割、中間試験で4割5分、期末試験で4割
5分の割合で配分する

【学生の意見等からの気づき】
この科目の担当は5年ぶりなので、特になし。

【Outline (in English)】
In order to analyze various social issues, it is essential to be
able to understand and analyze the structure of the economic
society. However, students usually do not have enough
opportunities to learn about fundamental economic analysis
by high school. It often arises that students cannot properly
interpret even about the basic economic indicators that are
popular in our daily news. In this lecture, they will be able
to basically understand about the macroeconomic field directly
linked to real economic issues by studying in an elementary
textbook of macro economics.
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学への招待

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会学とはいかなる学問領域かということを探求しながら、専門
学習に向けて自らの問題関心を醸成することを目的とする。

【到達目標】
　社会学という学問領域の特徴・特性を学び、専門学習のための手
がかりをつかむ。それは、2年次からの専門演習の選択（ゼミ選び）
の助けにもなるはずである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　毎回オムニバス形式で、社会学を専門とする講師陣が、それぞれ
の専門分野をベースに、いま一番おもしろいと感じている研究テー
マや研究方法等について講義する。社会学という学問は、何を対象
とするかというより、対象に対して向ける視線や姿勢、切り口にこ
そその特質がある。各講師の講義を聴くことで、社会学の多様性と
同時に、そこに一貫して流れるこの学問のもつ特質・特徴について
考えていく。
　なお、毎回授業の最後にリアクションペーパーを提出してもらう。
授業計画は下記の通り（但し、若干の変更可能性あり）。リアクショ
ンペーパーについては、各回の担当教員がそれぞれの方法でフィー
ドバックを行う（フィードバックの有無の方針も含む）。対面授業で
実施予定。学習支援システムの指示に注意すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本科目の概要説明（堀川三郎）
2 我問う，ゆえに我あ

り：大学への招待，
社会学への入門

講師：堀川三郎

3 態度の社会学 講師：池田裕
4 記憶と語りの社会学 講師：鈴木智之
5 「ただしさ」を社会学

してみる
講師：斎藤友里子

6 社会問題へのアプ
ローチ

講師：三井さよ

7 若者の居場所におけ
る信頼の構造

講師：樋口明彦

8 社会心理学のまなざ
し

講師：土倉英志

9 国際移住の社会学を
考える

講師：田嶋淳子

10 地域文化の社会学 講師：武田俊輔
11 ＜歴史＞から問う社

会学
講師：鈴木智道

12 国籍について考える 講師：佐藤成基
13 社会システムをはみ

出す人間
講師：徳安彰

14 まとめ 各講義の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自、授業で紹介のあった文献等を読み、授業内容についての理
解を深め、発展させる。本授業の復習時間は各4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。

【参考書】
（1）舩橋晴俊（2012）『社会学をいかに学ぶか』（現代社会学ライブ
ラリー2）弘文堂。
（2）長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬志（2019）『新版社
会学』（New Liberal Arts Selection）有斐閣。
（3）玉野和志編（2016）『ブリッジブック社会学〔第2版〕』（Bridgebook
Series）信山社。

【成績評価の方法と基準】
　授業内期末試験（100%）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　該当なし

【Outline (in English)】
　 This course introduces the nature of sociology to students
taking this course. At the end of this course, students will
be expected to be able to think sociologically. Students will
be expected to have the required assignments after each class
meeting. Your study time will be more than two hours for a
class.
　Your overall grade in the class will be decided based on the
term-end examination (100%).

— 907 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学入門Ｂ

斎藤　友里子、鈴木　智之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：新入生はクラス指定あり。詳細は「ガイダン
ス配布資料」参照。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会学の基本概念のいくつかを学習することを通して、「社会学とい
う学問」の考え方に触れ、社会現象を理論的に把握するとはどうい
うことかを理解する。
この講義は、これから大学で社会学を学ぼうとする学生のための「入
門」科目として設定されている。「社会学はとらえどころがない」、
「どうやって勉強していけばよいのかわからない」という声をしばし
ば耳にする。確かにこの学問は、その対象領域も多様で、理論的に
も複数の立場に拡散している。しかし、社会学を研究する者が身に
つけておくべきベーシックな考え方は確かにある。そして、これを
つかみとるためのひとつの方法は、社会学に固有の「言葉」を学ぶ
ことである。言葉には、これを使う人々（社会学者たち）の考え方
がしみこんでいる。その意味を学び、用法に触れ、これを使ってみ
て、自分自身の言葉のうちにとりこんでいくことによって、社会学
的な思考への第一歩を踏み出すことができるはずである。

【到達目標】
社会学における基礎的な概念を、現実的な問題と関連付けながら理
解する。それを通して社会学的な思考法を身につける。この授業で
は、毎回1つ（または2つ）の「社会学の基礎概念」とそれに関連す
る社会現象について学び、それを通して、社会学的に考え、記述し、
分析するスタイルを習得していく。また基礎概念の理解と応用を通
じて、学生個々人が自分の社会学を始めるための手がかりを獲得す
ることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は、前半を鈴木智之が、後半を斎藤友里子が担当する。講義テー
マの順番には変更がありうる。講義時に受けつけた授業内容に関する
質問に対する回答を教材として活用する形でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鈴木担当第1回 アノミー
2 鈴木担当第2回 秘密（社会化の形式としての）
3 鈴木担当第3回 純粋関係
4 鈴木担当第4回 ラベリング
5 鈴木担当第5回 スティグマ
6 鈴木担当第6回 感情労働
7 試験 試験・まとめと解説
8 斎藤担当第1回 予言の自己成就
9 斎藤担当第2回 秩序問題
10 斎藤担当第3回 交換と互酬性
11 斎藤担当第4回 信頼
12 斎藤担当第5回 一般化された他者
13 斎藤担当第6回 相互行為儀礼
14 試験 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義のキーワードについて、関連文献を読んで理解を深める。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない｡

【参考書】
授業中に随時指示する｡

【成績評価の方法と基準】
学期中に１回、期末に１回の試験を行い、その評価を合計して成績
をつける。単位を修得するためには、必ず２回の試験を受けなけれ
ばならない（どちらか一方しか試験を受けていない場合は不合格と
なる）。前半６回分の試験を50%、後半６回分の試験を50%として
評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業内容に対する個々の学生の理解を、その都度、確認する。

【その他の重要事項】
この授業を「社会学入門Ａ」とあわせて履修することによって、よ
り多くの領域をカバーできるようにしておくことを推奨する。

【Outline (in English)】
The objective of this course is to provide you an opportunity
to know the essence of sociological thinking and introduce its
way to approach and grasp social phenomena with some basic
sociological concepts.
Accordingly, the goal of the course for you is to acquire
ability to see and understand contemporary social issues from
sociological point of view. To accomplish this goal, you are
expected to study class materials and other related works in
sociology. Expected study time for each class is about four
hours.
The overall grade will be decided based on the mid-term and
final examinations (50% each).
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学入門Ｂ

斎藤　友里子、鈴木　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：新入生はクラス指定あり。詳細は「ガイダン
ス配布資料」参照。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会学の基本概念のいくつかを学習することを通して、「社会学とい
う学問」の考え方に触れ、社会現象を理論的に把握するとはどうい
うことかを理解する。
この講義は、これから大学で社会学を学ぼうとする学生のための「入
門」科目として設定されている。「社会学はとらえどころがない」、
「どうやって勉強していけばよいのかわからない」という声をしばし
ば耳にする。確かにこの学問は、その対象領域も多様で、理論的に
も複数の立場に拡散している。しかし、社会学を研究する者が身に
つけておくべきベーシックな考え方は確かにある。そして、これを
つかみとるためのひとつの方法は、社会学に固有の「言葉」を学ぶ
ことである。言葉には、これを使う人々（社会学者たち）の考え方
がしみこんでいる。その意味を学び、用法に触れ、これを使ってみ
て、自分自身の言葉のうちにとりこんでいくことによって、社会学
的な思考への第一歩を踏み出すことができるはずである。

【到達目標】
社会学における基礎的な概念を、現実的な問題と関連付けながら理
解する。それを通して社会学的な思考法を身につける。この授業で
は、毎回1つ（または2つ）の「社会学の基礎概念」とそれに関連す
る社会現象について学び、それを通して、社会学的に考え、記述し、
分析するスタイルを習得していく。また基礎概念の理解と応用を通
じて、学生個々人が自分の社会学を始めるための手がかりを獲得す
ることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は、前半を鈴木智之が、後半を斎藤友里子が担当する。講義テー
マの順番には変更がありうる。講義時に受けつけた授業内容に関する
質問に対する回答を教材として活用する形でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鈴木担当 ガイダンス
2 鈴木担当第1回 アノミー
3 鈴木担当第2回 秘密（社会化の形式としての）
4 鈴木担当第3回 純粋関係
5 鈴木担当第4回 ラベリング
6 鈴木担当第5回 スティグマ
7 鈴木担当第6回 感情労働
8 試験 試験・まとめと解説
9 斎藤担当第1回 予言の自己成就
10 斎藤担当第2回 秩序問題
11 斎藤担当第3回 交換と互酬性
12 斎藤担当第4回 信頼
13 斎藤担当第5回 一般化された他者
14 斎藤担当第6回 相互行為儀礼

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義のキーワードについて、関連文献を読んで理解を深める。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない｡

【参考書】
授業中に随時指示する｡

【成績評価の方法と基準】
学期中に１回、期末に１回の試験を行い、その評価を合計して成績
をつける。単位を修得するためには、必ず２回の試験を受けなけれ
ばならない（どちらか一方しか試験を受けていない場合は不合格と
なる）。前半６回分の試験を50%、後半６回分の試験を50%として
評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業内容に対する個々の学生の理解を、その都度、確認する。

【その他の重要事項】
この授業を「社会学入門Ａ」とあわせて履修することによって、よ
り多くの領域をカバーできるようにしておくことを推奨する。

【Outline (in English)】
The objective of this course is to provide you an opportunity
to know the essence of sociological thinking and introduce its
way to approach and grasp social phenomena with some basic
sociological concepts.
Accordingly, the goal of the course for you is to acquire
ability to see and understand contemporary social issues from
sociological point of view. To accomplish this goal, you are
expected to study class materials and other related works in
sociology. Expected study time for each class is about four
hours.
The overall grade will be decided based on the mid-term and
final examinations (50% each).
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SES100EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
100）

環境問題Ａ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、社会政策科学科のサステイナビリティコースの入
門的な科目として、「サステイナビリティ：持続可能性」に関係する
社会問題を総覧することにある。サステイナビリティの基礎概念に
ついて学んだ上で、環境問題を中心にサステイナビリティに関わる
具体的事例を検討する。

【到達目標】
１：サステイナビリティの基礎概念や背景を理解する。
２：環境問題を中心にサステイナビリティに関わる社会問題の具体
的事例を考察できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppii上に掲載する
ので、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上に
ノートを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に考えてくること。受講生は積極的に発言
することが求められ、こちらから指名することもある。授業で扱う
様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 サステイナビリティ

とは何か？
サステイナビリティの定義、様々
な関連事例

第3回 サステイナビリティ
の概念

サステイナビリティの専門的・発
展的概念

第4回 自然環境のサステイ
ナビリティ

環境問題の構図と分類：公共財と
負の外部性

第5回 気候変動問題の構図 気候変動問題の背景、原因、被害
第6回 緩和策と気候変動枠

組条約
温室効果ガスの削減方法、カーボ
ンプライシング、気候変動枠組条
約

第7回 エネルギー転換と再
生可能エネルギー

エネルギー転換、カーボン・
ニュートラル、再生可能エネル
ギー、原子力、水素

第8回 グループ討論 気候変動問題に関するグループ討
論

第9回 経済活動のサステイ
ナビリティ

環境経営、ESG投資

第10回 社会生活のサステイ
ナビリティ

社会保障、教育

第11回 調査発表Ⅰ （発表10分＋討論10分）×5名
第12回 調査発表Ⅱ （発表10分＋討論10分）×5名
第13回 サステイナビリティ

の展望
今後の課題と展望

第14回 授業の総括 授業のまとめ、期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・白井信雄『持続可能な社会のための環境論・環境政策論』（大学教
育出版、2020年）
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝23点（授業での発言・質問、クイズ・アンケート
回答等）
２：リアクションペーパー＝10点×1回以上（A4・1枚程度）
３：期末試験＝67点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
23年度の授業において、「授業内掲示板」に受講生に意見を記入し
てもらう発言方法について、他の学生の意見を聞ける、得点が付与
されるため発言意欲がわくなど、評価が高かった一方で、一部から
先着順であることへの不満が寄せられた。授業進行上先着順を変え
ることは難しいものの、24年度は更に機会均等を図るなどの対策を
講じる。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
　担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This is a lecture course about the notion of sustainability.
You will be able to understand the basic notion and
background of sustainability, and discuss concrete cases of
environmental problems. You will be graded by such criteria
as class-participation(23%), reaction papers(10%), and the final
exam(67%). Your study time will be about two hours for a class.
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SES100EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
100）

環境問題Ｂ

長沼　建一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「人間」にかかわる社会問題をとりあげて、サステイナビリティの観
点からの政策的な対応を検討します。
コースへの入門講義として、なるべく皆さんの関心に即したテーマ
を扱っていきたいと思います。

【到達目標】
いわゆる社会問題と、それへの政策的な対応についての理解を深め、
持続可能性の観点から問題解決の道筋を提案できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
代表的な社会問題（福祉・社会保障、雇用・労働、家族など）をと
りあげて、具体的な事例を素材として、その政策的な対応について
紹介・検討します。
皆さんからの質問やコメントなどには次の授業で全体に対して答え
ます。
講義内で希望する参加者とのやり取りや意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 社会問題と政策、サステイナビリ

ティ
第2回 メンタルの問題 自殺、ストレス、うつ病、依存症
第3回 健康・医療の問題 生活習慣（病）、超高額医療、終末

医療
第4回 介護・障害の問題 認知症・介護保険、障害への合理

的配慮、出生前診断
第5回 家族の問題 婚姻・親子、同性婚、人工生殖
第6回 子育ての問題 保育所、児童虐待、母子世帯
第7回 補説 前半部分の補足、ライフサイクル

とサステイナビリティ
第8回 ジェンダーの問題 男女差別、性同一性障害、マイノ

リティ
第9回 貧困の問題 生活保護、自立・就労支援、相対

的貧困
第10回 年金・老後保障の問

題
公的年金、私的年金（iDeCo、
NISA等）

第11回 労働市場の問題 賃金労働、就活・転職、失業保険
第12回 労働環境の問題 日本型雇用、賃金、労働法制
第13回 人口減少の問題 将来人口推計、出生率対策、児童

手当
第14回 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内容の予習・復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『ソーシャルプロブレム入門』（信山社、2021年）（2500
円+税）を教科書として指定します。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（70％）、中間試験（30％）の予定です。
希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。
科目名（サブ）は旧課程の「環境問題Ｂ」を引き継いでいますが、こ
の科目では環境問題は扱わないので、注意してください。
担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social problems and social policies.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social problems and social policies.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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ECN100EB（経済学 / Economics 100）

産業・企業論Ｂ

多田　和美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は，社会の主要な構成要素の１つである企業に焦点を当てま
す。企業経営に関する基本理論の修得を通じて，企業が社会に及ぼ
す影響や果たす役割を考察します。

【到達目標】
授業では，下記の2点に到達することを目標とします。
1)企業経営に関する基本的な理論，概念，用語を理解し，実践的に
活用できる。
2)現代社会における企業の役割や課題を積極的に考え，解決策を提
示できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義資料の配布と解説を通じた講義形式で実施します。講義資料は
学習支援システムを通じて配布するので，履修に際しては学習支援
システムの日常的な利用と活用が必要です。課題を提示した際は，
次回の授業で課題のフィードバック（解答・解説）を行います。な
お，授業計画は授業の展開によって若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 企業経営の仕組み
第2回 企業形態論① 企業の各形態
第3回 企業形態論② 営利企業の特徴
第4回 企業統治論① コーポレート・ガバナンスの基本
第5回 企業統治論② 今日のコーポレート・ガバナンス
第6回 経営戦略とは何か 経営戦略の基本
第7回 競争戦略① 事業構造の分析
第8回 競争戦略② 3つの基本戦略
第9回 競争戦略③ ビジネス・システム
第10回 多角化戦略① 多角化の論理
第11回 多角化戦略② 多角化のパターン
第12回 企業構造再編の戦略

①
他企業も含めた企業構造の再編

第13回 企業構造再編の戦略
②

M&Aと戦略的提携

第14回 総括・試験 授業のまとめ・試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
適宜，提示します。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
使用しません。

【参考書】
伊丹敬之・加護野忠男（2003）『ゼミナール経営学入門（第3版）』日
本経済新聞社。
井原久光（2008）『テキスト経営学（第3版）』ミネルヴァ書房。
大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智（2016）『経営戦略（第3版）』
有斐閣。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（小テスト）：30%，期末試験：70%で評価します。
・課題の提出は期限厳守です。
・授業内課題（小テスト）は，第2回～第13回まで計12回実施する
予定です。
・授業内課題（小テスト）は，学習支援システム上で実施します。
・期限までに課題の提出が無い場合，原則として代替課題は提示し
ないので注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートおよびリアクション・ペーパーを通じて，受講
生の意見を把握し授業改善に努めます。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to understand the basics of
management theories. The course is mainly composed of the
followings:
1)Forms of business ownership,
2)Corporate governance,
3)Strategic management.
Learning Objectives:
The goals of this course are the followings:
1)Understanding of basic theories of business administration,
2)Practical application of the above knowledge.
Learning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading Criteria / Policy:
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Quizzes (12 times):30% and final exam: 70%.
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SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

コミュニティ・デザイン論Ａ

岡野内　正

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
男女ペアの近代家族に基づく国民経済の自立と国民国家の独立に基づいた諸
国家（ネイション）の連合体が、近代化を達成して人類を幸せに導くというの
が、20世紀の人類の夢であった。その夢はかなわず、21世紀の人類の大多数
は、テロリストを次々に生み出す人格形成の危機、女性への構造的暴力、激
しい民族対立、地球規模の環境破壊で苦しんでいる。この人類社会の危機を
乗り越える新しい夢として、グローバル市民社会という考え方が提唱されて
きた。この授業の目的は、この考え方の概略をつかむことだ。
【到達目標】
人類社会を常に男女ペアの近代家族に基づく国民国家の枠組みから捉えよう
とするやり方を、近代家族イデオロギーに基づく方法論的ナショナリズム、と
いう。一人当たりの生産物の量が絶えず増加することで人類社会が幸福にな
れるという考え方を、近代化論という。20世紀に支配的だったこの二つの考
え方の意義と限界を明確につかむこと。そのうえで、グローバル市民社会論
の意義と限界について議論できるようになることが、この授業の目標だ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に関連。
　 DP についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　グローバル市民社会に関する学術書を精読しつつ、今日の学問状況を批判
的に検討する。受講生は、毎回の授業までに全員がテキストの該当部文につ
いて、次の4点を含む「授業ノート」を作成し、授業支援システムの掲示板に
書き込む。①わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、④
みんなで話し合ってみたいこと。
　毎回の授業の前半部分では、少人数で全員がそれを共有しつつ報告・議論
し、その少人数分科会の座長になった人が、授業後半部分で、自分の分科会
の状況を報告し、それをもとに、講師を含む全員で問題を共有して、議論を
しながら、わからなかったことを解決して知識を増やすとともに、挙げられ
てきたさまざまな論点について、より深い問いを共有していく。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 近代家族イデオロギー、方法論的ナ

ショナリズム、近代化論、グローバル市
民社会論の概略。授業の進め方につい
ての説明。

2 グローバル化とプレカ
リアート

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

3 プレカリアートが増え
る理由

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

4 プレカリアートになる
のは誰か

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

5 移民論 分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

6 労働、仕事、時間圧縮 分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

7 プレカリアート増加の
政治的帰結

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

8 ガイ・スタンディングが
提起する政策的展望

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

9 グローバル市民社会と
ベーシック・インカム
（序論）

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

10 ベーシックインカムのナ
ミビア実験の概要と結果

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

11 ナミビア実験後の展望
と現状

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

12 ブラジルとインドでの
ベーシックインカム実
験について

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

13 アラスカとイランにつ
いて

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

14 ウクライナ、ガザ、…で
の戦争とグローバル市
民社会

分科会と全体討論による、受講生と教
員を交えた議論。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業について「授業ノート」を書き、掲示板に書き込
む。授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正他著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016
年、2000円＋税。
【参考書】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。
岡野内正研究室のサイト（https://takunseminar.ws.hosei.ac.jp/wp/）にある
諸論文。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提とする14回分の授業ノートの内容によって100%評価
します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業ノート」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。国際開発・人権NGOでの長年の
活動経験と観察を踏まえて、授業での討論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of Global Civil Society. Participants
are required to read the textbook on the issues. Presentation of
the outline and some points to discuss on each chapter followed by
discussion with the lecturer in the class will be a good occasion
to understand the main issues on the subjects from the sociological
perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.

— 913 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

コミュニティ・デザイン論Ｂ

谷本　有美子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、人々の生活にもたらされるグローバル化の影響を幅
広いテーマから捉え、現代社会における市民社会組織と政府・国際機
関との関係に着眼しながら、多主体連携で公共課題を解決する可能
性を探る。具体的には、NPO・NGOに象徴される市民社会組織・非
政府組織が国内外で取り組む、あるいは問題を提起する多様なテー
マにアプローチしていく。ローカル/ナショナル/トランスナショナ
ルといったそれぞれの次元で、市民社会組織による政策提案が公的
な政策形成にインプットされる市民参加のプロセス、両者の連携・
緊張関係が政府や市民社会にもたらす作用等を検討した上で、公共
的な課題を解決するための方策を柔軟に考察する。

【到達目標】
・市民社会の現代的な概念と市民社会組織が課題解決に関わる多様
なテーマを理解する
・セクター間の関係や政府体系等にとらわれず、柔軟に社会課題の
解決主体を検討する思考性を身につける
・社会課題を解決するための手がかりを自ら見出していく能力を開
発する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は講義を基本としつつ、テーマに応じて受講生間の意見交換・
討議を行う時間を適宜設けます。前半は、主に国際政治や国家レベ
ルでの意思決定に関わるテーマ、中盤ではトランスナショナルな取
組みが求められるテーマを扱い、後半では、国内で見出されるグロー
バルな政策課題や地域課題を取り上げます。授業では、主体的に課
題解決策を検討するグループディスカッションを取り入れ、扱った
テーマに関して、適宜リアクションペーパーの提出を求めます。提
出されたリアクションペーパーについては、後日の授業内でいくつ
か取り上げコメントしながら、全体にフィードバックします。
なお、ゲストスピーカーの予定によっては、各回の順序変更があり
得るので、その際は、授業時と学習支援システムを通じ周知する予
定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスとイント

ロダクション
講義の進め方や講義で扱う言葉の
概念等、基本事項について説明す
る

第2回 新しい「市民社会」
の概念と市民社会組
織の現況

「市民社会」概念の現代的潮流と市
民セクターを構成する組織につい
て詳説する

第3回 NGOネットワーク
と国際政治

対人地雷禁止や核軍縮に関わる条
約締結までの過程を取り上げ、そ
のプロセスにおいてNGOネット
ワークが果たした役割を解説する

第4回 沖縄の自治と日本の
安全保障

歴史的な経緯から日本の国防・外
交政策で重視される沖縄の地域特
性を学んだ上で、地域の自治（自
己決定）の問題を考える

第5回 SDGsの理念と
NPO・NGOによる
取組み

「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」の策定過程における
NGOの参画を踏まえて、SDGsの
理念に沿ってNGO/NPOが果たし
ている役割について検討する

第6回 食品ロス削減とフー
ドセキュリティ

フードバンク・フードドライブ活
動から提起される貧困問題と、海
外からの農産物調達に関わる食の
安全保障等の問題を概説し、討議
を行う

第7回 「エシカル消費」の視
点と児童労働・人権
問題

開発途上国で調達される一次産品
と児童労働・人権問題との関わり
を概説した上で、「エシカル消費」
の観点から討議を行う

第8回 日本の水資源管理と
水ビジネスへの対応

日本の水源林管理の現状や水道管
理をグローバル企業に委ねる動向
等を概説し、人々の命に直結する
水資源管理の今後について討議す
る

第9回 国境を超える廃棄物
と環境汚染の問題

海洋プラスチック問題をはじめ、
国境を超えて環境汚染をもたらす
可能性がある国内廃棄物の処理問
題について、排出規制の観点から
検討する

第10回 グローバルヘルス政
策と健康格差

日本の国家戦略として推進されて
いる「グローバルヘルス戦略」の
動向等を概説し、健康格差の観点
から諸課題について討議する。

第11回 ジェンダー平等と多
文化共生

ジェンダーの国際規範「女性差別
撤廃条約」等の観点から、日本の
現状を検討するとともに、日本社
会において外国にルーツを持つ女
性やこどもたちが抱える問題を認
識し、それに対する支援の可能性
について討議する

第12回 人間の安全保障―自
殺対策の取組みから

自殺対策基本法の制定過程を取り
上げ、政府案とNPO提案との法制
化に求めるものの相違を検討する

第13回 市民社会からの問題
提起

講義で扱うテーマと関連する活動
の実践者をゲストスピーカーとし
て招き、受講生が質疑を行う

第14回 グローバル市民社会
の展望

振り返りの全体討議を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
授業内で取り上げたテーマについては、授業後に新聞記事や参考文
献等を自ら探索して、さらに理解を深めるようにしてください。
少なくとも週に２回程度は新聞の国際面に目を通し、掲載されている
記事と自分たちの生活とのつながりを調べる時間を作ってください。

【テキスト（教科書）】
テキストは特に使用しません。授業の際にレジュメとテーマに沿っ
た資料を配付します。

【参考書】
各回のテーマに沿った文献を授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（25％）と討議への参加状況（10％）、期末
の論述試験（65％）を併せて総合的に評価します。大学の授業実施
方針に応じ、期末はレポートに変更する可能性があります。変更の
際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質疑を踏まえ、後日の授業で補足説明や追加資料の提供
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。
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【Outline (in English)】
In this lecture, we will grasp the influence of globalization
on people’s lives from a wide range of themes. While
focusing on the relationship between civil society organizations
and governments and international organizations in modern
society, we will explore the possibility of solving public
issues through multi-center collaboration. Specifically, we
will approach a variety of themes that civil society and
non-governmental organizations, symbolized by NPOs and
NGOs, are working on or raising issues in Japan and
overseas. Civil society in each dimension such as local /
national / transnational. We will examine the process of civic
participation in which policy proposals by organizations are
input to public policy formation, and the effects of cooperation
and tension between the two on the government and civil
society. Through these, we will flexibly consider measures to
solve public issues.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the modern concepts of civil society and
various themes related to problem solving by civil society
organizations.
-B. To acquire the thinking ability to flexibly consider the
solution of social issues regardless of the relationship between
sectors and the government system.
-C. To develop the ability to find clues to solve social issues
Before/after each class meeting, your study time will be about
two hours.
Students will be expected to search newspaper articles and
references for the themes taken up in the class by yourself after
the class to deepen your understanding. To read the foreign
news in the newspaper at least twice a week and make time to
find out the link with daily life.
Your overall grade will be decided based on the following,
Reaction papers (25%), participation in discussions (10%), and
term-end essay exam (65%).The term-end exam may change to
the report according to the university’s class implementation
policy. It will be informed by the learning support system of
any changes.
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

人間・社会論Ａ

土倉　英志

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　人や社会を研究するには視点（理論）と研究手法を欠くことがで
きない。本講義では、社会心理学の観点から、人や社会をとらえる
ための研究手法に焦点をあてる。複数の研究手法を取り上げて、実
際にデータを分析する。これにより、人の心や活動を、また、人び
とが作り上げている社会を可視化するとはどういうことなのかを理
解することを目指す。

【到達目標】
・人や社会にアプローチするうえで、どのような研究手法があるか
を理解できる
・関心のある現象にたいして、適切な研究手法を用いてアプローチ
することができる
・データを分析し、考察することができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・教員による講義とワーク／グループワークを中心に進める。
・提出された課題にたいする講評や解説は、授業内で定期的に行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 心理現象をとらえる 実証研究とは
2 因果関係の特定 実験、独立変数と従属変数、概念

的定義と操作的定義、剰余変数の
統制

3 実験の妥当性 ３つの妥当性、操作チェック、実
験者効果、要求特性

4 実験計画 参加者間計画、参加者内計画、２
要因計画と交互作用効果

5 実験研究の手続き パイロットスタディと本実験、研
究倫理

6 データ分析 ｔ検定
7 内容分析 内容分析とは何か
8 内容分析 内容分析の準備
9 内容分析 内容分析に取りくむ
10 データ分析 クロス集計とカイ二乗検定
11 データ分析 散布図と相関係数
12 プレゼンの作成 プレゼンを作成する
13 データ分析のまとめ データを分析する
14 まとめ まとめとふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・データ分析、報告資料の作成等、授業時間外に多くの取り組みが必
要となります。
・授業時間外にグループで集まって作業を進めてもらうことがあり
ます。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・使用しない

【参考書】
・適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
・定期試験は実施しません。
・授業内外で実施する課題の評価を合計して成績を評価します（100%）。
・そのため、日々の取り組みが重要となります。

【学生の意見等からの気づき】
・データの扱いかたを身につけてもらうために、授業外の課題を取
り入れたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
・学習支援システムを利用します。
・授業中にExcelを使用します。ノートPCなどを持参してください。
・準備する機材の詳細は第一回の授業で説明します。出席のうえ、不
明な点がある場合は相談するようにしてください。

【その他の重要事項】
・授業計画や進めかたは，受講者のスキルや授業の展開に応じて変
更することがあります。

【Outline (in English)】
Psychological research uses varied methodologies to approach
phenomena for study. In this course, students learn about
psychological experiment and content analysis. Students
will obtain basic knowledge of psychological methodologies by
analyzing data. Before/after each class meeting, students will
be expected to spend four hours to understand the course
content. Grades will be based on the total of assignments in
and out of class (100%).
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

国際社会と日本

愼　蒼宇

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、①国際社会の歴史と現在、②国際社会のなかの日本、
③日本のなかの国際化、という3つの側面から、「国際社会と日本」
というテーマについて学び、考えることを課題とします。

【到達目標】
現代の日本と国際社会について、国際社会における日本、もしくは
国際社会との関わり方、日本の国際化について、現在の具体的な事
例を考察する視角を学ぶことを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義では、最初に「国際社会」「国際化」「グローバル化」などに関
する視座を提示した上で、①国際社会の課題と日本、②日本のなか
の国際化という側面から、「国際社会と日本」に関わるさまざまな課
題を学んでいきます。なお、講義では毎回リアクション・ペーパー
を提出していただきます。そこで出た質問については、その次の講
義の冒頭で一部紹介することで、双方向的なコミュニケーションを
図っていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに ガイダンス：授業のテーマと目的
第2回 国際社会の歴史と現

在①
現在の国際社会を捉える

第3回 国際社会の歴史と現
在②

グローバリゼーションの世界史的
位相

第4回 国際社会の歴史と現
在③

グローバリゼーションの特徴に接
近する

第5回 国際社会のなかの日
本①

難民の受け入れと日本

第6回 国際社会のなかの日
本②

戦争と平和をめぐる課題Ⅰ

第7回 国際社会のなかの日
本③

戦争と平和をめぐる課題Ⅱ

第8回 国際社会のなかの日
本④

マイノリティの権利

第9回 日本のなかの国際化
①

ヘイト・スピーチ／ヘイト・クラ
イムをめぐって

第10回 日本のなかの国際化
②

日本の民族的マイノリティとレイ
シズム

第11回 日本のなかの国際化
③

外国人との共生　教育

第12回 日本のなかの国際化
④

外国人との共生　教育

第13回 日本のなかの国際化
⑤

外国人労働者の受け入れ

第14回 日本のなかの国際化
⑥

総論

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外でも、参考文献やそれ以外の文献などで、国際社会や日本に
関する問題についての勉強を必要とします。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考書は授業で適宜、紹介しま
すので、受講生はそれぞれ、参考文献を読むようにしてください。

【参考書】
授業で適宜、紹介しますので、それぞれ、参考文献を読むようにし
てください。

【成績評価の方法と基準】
成績評価の基準は、①毎回講義後に提出してもらうリアクションペー
パー（30％）、②期末試験（70％）をもとに総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
とくになし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出には学習支援システムを利用します。

【Outline (in English)】
This course introduces ① history of an international society
and present, ② Japan in the international society and ③
internationalization in Japan,to students taking this course.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Normal points 30％
examination: 70％、
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

特講（文化社会学）

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの日常や暮らしに文化社会学・歴史社会学の観点から光を当
てる。一般的には「民俗学者」として考えられている柳田國男の『明
治大正史世相篇』や他の幾つかの著書を手がかりに、私たちの日常
の衣食住、人間同士の生活や文化のありように刻印された歴史性や
社会性を分析する視点を学ぶ。その視角を現代にどう応用できるか
説明することで、学生が具体的な生活の場から出発して「社会」の
しくみを明らかにするための視点を身につけられることを目的とし
ている。

【到達目標】
日常の生活や文化に対して（文化）社会学的な分析がどのような新
たな見方をもたらすものなのか、何気ない暮らしの一コマからいか
にして「社会」の姿を映し出すことができるのかを理解すること。
また講義内で示した視点を自分なりに活用して、日常生活について
の文化社会学的な分析を実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この講義は対面を原則とする。変更がある場合はその都度、学習支
援システムで連絡する。
受講生は、事前に指定する『明治大正史世相篇』の該当ページや、事
前に配信する資料を予習し、読了していることを前提とする。毎回
の資料の前半では、柳田の『明治大正史世相篇』をはじめとする幾
つかのテクストから見出される日常生活の分析視角を発見し、読み
といていく。その上で後半では、そうした視角から現代の私たちの
生活を分析し、それによってどんなことが明らかになるかについて
考えていく。
毎回、受講生各自にリアクションペーパーを提出してもらい、翌週の
講義冒頭で代表的なものや興味深いものをピックアップしてフィー
ドバックする。
なお授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 「日常」の文化社会学 柳田國男『明治大正史世相篇』か

ら考える
2 木綿以前の事 衣服・靴をめぐる模索と#KuToo
3 食物の個人自由 コンビニなのに「お母さん食堂」
4 家と住心地 「心の小座敷」をめぐって
5 風光推移 メディアを通じた風景の創出
6 新交通と文化輸送者 移動をめぐる社会学
7 旅行の進歩及び退歩 夜行バスとハッシュタグが開く

「旅行道」
8 酒 酒をめぐる社交の変容
9 恋愛技術の消長 若者組からマッチングサイトまで
10 家永続の願い 家の分裂・孤独な死
11 労力の配賦 「ハケン」の困難
12 貧と病 所得の格差・希望の格差
13 言葉としぐさの近代 「言えない人」のための民主主義
14 まとめ 「実用の学」としての文化社会学

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で使用するテクストはその前の回の講義内で提示する。事前に
読んできた上で講義に臨むこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
柳田國男（佐藤健二校注）,1930→1993,『明治大正史世相篇』
KADOKAWA．

【参考書】
菊地暁,2022,『民俗学入門』岩波書店．
佐藤健二,2015,『柳田国男の歴史社会学：続・読書空間の近代』せ
りか書房．
他についてはその都度、指示する。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容（39%）
最終レポート（61%）

【学生の意見等からの気づき】
前回のリアクションペーパーをとりあげつつ、それを通じて学生の
理解がより深まる形で講義を進めていく。

【Outline (in English)】
This lecture analyze our daily lives from sociology of culture
and historical sociology while referring to the viewpoint shown
by Kunio Yanagida. It explains how we can apply his
perspective to the analysis of contemporary daily life, and
intends to give students perspectives to clarify the structure
of everyday life.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Reaction paper (39%)
Final report (61%)
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論〔EPC〕

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問題
の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活型
環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の基
礎概念、政策分析論と政策過程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由財、
負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染者
負担原則と拡大生産者責任原則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピグー
税、コースの定理、合意的手法、
情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託理
論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境NGO、
地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境権、
気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変動
問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ単
位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境自治体論〔EPC〕

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水俣

病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治体
と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環型
社会と3R、産廃処理事業と豊島事
件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モーダ
ルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガスと
化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリーン
成長、デカップリング、カーボン
ニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能汚
染と避難、事故責任と損害賠償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力の
固定価格買取制度、メガソーラー
の景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関す
るテーマを取り上げ、グループ別
に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀の
環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ〔EPC〕

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社会
と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経済
とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破壊
の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性に
ついて実証的・理論的に解き明か
す

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続的
な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグリ
ビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル企
業・資源貿易（集合行為論、グ
ローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外部
不経済性を発生させる財の貿易が
各国の社会的厚生に与える影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES300EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
300）

環境経済学Ⅱ〔EPC〕

島本　美保子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
具体的な環境問題として気候変動やエネルギー選択を題材とし、前
半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環境
の関係について学びます。後半に環境の経済学的手法（環境税、排
出権取引）それぞれの理論的背景や歴史について学習します。

【到達目標】
前半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環
境の関係について学び経済と環境の両立について経済学的に論じる
ことができるようになることを目標とします。
　後半は環境の経済的手法について学びます。まずこれらの手法の
素材として地球温暖化問題について自然科学、社会科学の両方から
学習します。その後経済的手段である、環境税や排出権取引の理論
を理解し、地球温暖化を制御するために、どのような政策が適切か、
主体的に判断できるようになることが目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行いますが、経済学的な部分は教材の巻末の小
テスト問題を採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応
じた学修が行えるようにします。尚、授業計画は授業の展開によっ
て，若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 INTRODUCTION

気候変動問題１
気候変動問題とは

2　 気候変動問題２ 気候変動問題についての国際交渉
　気候変動枠組条約、京都議定書

3　 気候変動問題３ パリ協定などの動向、民間の動き、
RE100、ESG投資

4　 マクロ経済学の基礎
１

国民経済計算

5　 マクロ経済学の基礎
２

消費関数、乗数効果

6　 グリーンニュー
ディール

先進国でのグリーンニューディー
ルへの動き

7　 気候変動問題４ 日本で脱炭素化が停滞する理由
（再エネ、発送電分離）

8　 気候変動問題５ 日本で脱炭素化が停滞する背景
（原発問題）

9　 ピグー税の理論と環
境税の基本

ピグー税理論の復習　環境税の経
済学的な説明、直接規制との関係

10　 環境税の理論と排出
量取引の理論

環境税の弱点や補助金の関係、排
出量取引の理論

11　 環境税の実例 ドイツの排水課徴金、日本の環境
税等

12　 オンデマンド教材の
解説
排出量取引の実例

オンデマンド教材の解説
米国での萌芽、気候変動と排出量
取引

13　 資金問題の決着 規範的法人税

14　 まとめ まとめ及びディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
気候変動や廃棄物問題といった環境問題について幅広い知識を習得
しておくこと。またマクロ経済情勢について新聞記事などを読んで
おくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。毎回詳細なレジュメを配布し、それに基
づいて授業を行います。

【参考書】
主な参考書は、
明日香壽著 (2021)『グリーン・ニューディール』、岩波新書．
平口良司・稲葉大著 (2020)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用
まで』、有斐閣ストゥディア．など

【成績評価の方法と基準】
70％期末の試験、経済学に関する章末の小テスト30%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
実例についての動画の視聴が大いに理解を助けると改めて気づかさ
れたので、効果的な動画の視聴を授業に織りこもうと思っています。

【Outline (in English)】
【Course outline】
First, our aim of this course is to help students understand
about the relationship between macroeconomics and the
environment while focusing on the Green New Deal. Second,
we will learn about the theoretical background and history
of environmental tax and emission trading. Climate change
and energy selection are the subjects of specific environmental
issues.
【Learning Objectives】
In the first half, the goal is to learn about the relationship
between the macro economy and the environment while
focusing on the Green New Deal, and to be able to discuss
the balance between the economy and the environment
economically.
In the second half, the goal is to learn about the economic
methods of the environment. First, we will learn about global
warming issues from both the natural sciences and social
sciences as materials for these methods. After that, we will
expect to understand the theory of environmental tax and
emissions trading, which are economic means, and to be able
to independently judge what kind of policy is appropriate to
control global warming.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ〔EPC〕

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会学

か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ〔EPC〕

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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ECN300EB（経済学 / Economics 300）

特講（地域と産業）〔BSC〕

加藤　寛之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
特性の異なる地域を取り上げて，地域産業の具体的な実態や理論の
検討を行い，地域産業を考える際に必要な概念・理論の習得を目指
す．また，実際の地域産業の分析・議論において，それらをどのよ
うに活用していくべきか考えることをテーマとする．なお，授業計
画は，授業の展開によって若干の変更があり得る．
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【到達目標】
製造業，農業，流通業，観光業など，現代の地域産業の実態，理論
や政策課題について，一定程度以上の理解を得てもらうことを到達
目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
指定テキストを参照しながら，最新動向を踏まえつつ，地域産業の
実態と理論について学ぶ．各回，章毎にテキストを扱う予定である．
数回に一度課題をだし、その都度コメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 秋学期に登場すること
第2回 推し推される関係に

ついて
マーケティング戦略の分析概念を
適用して『ももいろクローバーZ』
現象を捉え直す。「メンバー」と
「スタッフ」と「モノノウ」

第3回 まちおこしとあま
ちゃん、その前提
・グルディス・討議

まちおこしとあまちゃん、そのぜ
んていとなるもの
・グルディス・討議

第4回 顧客は何を買ってい
るのか

便益の束
三層構造

第5回 まちおこしが描かれ
るあまちゃんの世界
・グルディス・討議

まちおこしが描かれるあまちゃん
の世界
・グルディス・討議

第6回 マーケティングとま
ちづくり

マーケティングとまちづくり

第7回 マーケティングの事
例とあまちゃん

マーケティングの事例とあまちゃ
ん

第8回 絞れば広がる、広が
るところに絞る

絞れば広がる、広がるところに絞
る

第9回 東京１一極集中の
背景
・グルディス・討議

産業構造の変化と人口移動
・グルディス・討議

第10回 日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

第11回 産業構造の高度化と
人口移動
集積の経済と混雑の
不経済
・グルディス・討議

産業構造の高度化と人口移動
集積の経済と混雑の不経済
・グルディス・討議

第12回「企業」を「群」とし
て視る視点

ものづくりは設計情報の転写
分業と産業集積

第13回 あまちゃんに描かれ
るあいどるによるま
ちおこし

あまちゃんに描かれるあいどるに
よるまちおこし

第14回 草津温泉 草津温泉再生物語

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回プリントを配布します。授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布します。参考書は適宜指定します。

【参考書】
参考資料は紹介します

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
情報量が多い、課題が多い、でも面白いという評価が多いです。

【学生が準備すべき機器他】
PCないしタブレット、スマホでは厳しい

【その他の重要事項】
口頭での説明の消化、板書内容の消化等が課題を解く上で必要です。

【Outline (in English)】
By taking up regions with different characteristics and
examining the specific realities and theories of regional
industries, we aim to acquire the concepts and theories
necessary when considering regional industries. The theme
of this course is to consider how these concepts and theories
should be utilized in the analysis and discussion of actual
regional industries. The lesson plan is subject to change
slightly depending on the development of the class.
Grading will be based on the following
Cumulative points for each assignment: 80
Contribution of several gurdis/discussions: 20%.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

福祉社会学Ⅰ〔CDC〕

堅田　香緒里

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉が社会の中でどのような意味や機能をもつのかについて学ぶ。

【到達目標】
１）福祉国家の歴史／学説史を理解する。
２）現代社会における福祉の意味や機能ならびに課題を理解する。
３）これからの福祉社会を展望するために必要な基礎的能力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義の前半では、社会が福祉を必要としてきた背景やそれを支えて
きた理念や規範について、福祉国家の歴史および学説史の検討を通
して学ぶ。そのうえで、講義の後半では、現代社会における福祉の
意味や課題を理解するために重要な幾つかの論点を取り上げ、解説
する。これらを通して、これからの福祉社会を展望するために必要
な基礎的能力を養うことを目的とする。
※なお、授業計画は、参加者の興味・関心および進捗状況に応じて
変更の可能性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉とは何か、必要とは何か
2 福祉国家とは何か 福祉国家の目的・編成・機能
3 福祉国家の歴史①生

成期
救貧法から戦後福祉国家誕生まで

4 福祉国家の歴史②拡
大期

社会支出の増大、社会権の確立

5 福祉国家の歴史③危
機と再編

右派からの批判、「新しい社会運
動」による異議申し立て

6 福祉国家論① 産業主義理論、権力資源論から福
祉レジーム論へ

7 福祉国家論② 福祉レジーム論の新展開、脱商品
化と脱家族化

8 福祉国家論③ 福祉レジーム論への批判と、新し
いレジーム論

9 福祉国家の論点①シ
ティズンシップ

権利と義務、市民共和主義と自由
主義、フェミニスト・シティズン
シップ、国籍と難民

10 福祉国家の論点②自
由とセキュリティ

「生の保障」と「治安」、福祉国家
の監視国家化

11 福祉国家の論点③：
ケアと再生産

生産、再生産、ケア、家事労働

12 福祉国家の論点④：
自立と依存

フェミニズム／障害学が投げかけ
る問い

13 福祉国家の論点⑤：
再分配と承認

「声」の政治、マイノリティ

14 授業内試験、まとめ 授業内試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理
解を深める。

本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマ毎に設定する課題の提出40％、最終テスト60％
で行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the history and the function of modern
welfare state. By the end of the course, students are expected
to understand the meaning and function of welfare in society.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content. Your
overall grade in the class will be decided based on the following;
1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

福祉社会学Ⅱ〔CDC〕

堅田　香緒里

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉政策および周辺の諸政策について学び、そのうえで、今日の福
祉政策が抱える課題やそれを克服するための展望について考える。

【到達目標】
１）既存の福祉政策の内容や目的・背景にある規範を理解する。
２）福祉政策が現在直面している課題について理解する。
３）これからの福祉政策のあり方について各々が展望する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
今日、福祉国家を支えてきた様々な社会的諸条件が揺らぐ中、福祉
政策の再編が進行しつつある。こうした現代的文脈を踏まえ、講義
の前半では、とりわけ日本の福祉政策および周辺の諸政策を取り上
げ、その目的・内容及び背景にある規範について学ぶ。講義の後半
では、これらの福祉政策が現代社会において直面している諸課題を
検討し、それを克服するために近年検討されている新しい政策構想
に触れ、これからの福祉政策のあり方を展望する。　
※授業計画は、参加者の興味・関心や進捗状況に応じて変更の可能
性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉政策の目的・編成・機能
2 福祉政策の実際①：

　障害者福祉
自立生活、介助サービス

3 福祉政策の実際②：
　高齢者福祉

介護保険、介護労働、ケア

4 福祉政策の実際③：
　子ども家庭福祉

社会手当、保育サービス、ひとり親

5 福祉政策の実際④：
　低所得者福祉

生活保護、生活福祉資金、生活困
窮者支援

6 福祉政策の周辺①：
　健康の保障

医療保険、予防的介入

7 福祉政策の周辺②：
　教育の保障

教育政策、奨学金

8 福祉政策の周辺③：
　住宅の保障

公営住宅、「ホームレス」政策

9 福祉政策の現代的課
題①

雇用の不安定化に伴う諸課題

10 福祉政策の現代的課
題②

家族の不安定化に伴う諸課題

11 福祉政策の現代的課
題③

コミュニティの再編に伴う諸課題

12 新しい福祉政策①　 ワークフェア
13 新しい福祉政策② アクティベーション、参加所得
14 新しい福祉政策③ ベーシックインカム

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理解
を深める。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマごとにに設定する課題の提出40％、最終レポー
ト60％で行う。

【学生の意見等からの気づき】
毎回提出してもらうリアクションペーパーへの授業内応答を、引き
続き行う。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of challenges and prospects facing modern
welfare state. By the end of the course, students are expected to
understand the situation surrounding today’s welfare policies
and to acquire the ability to envision desirable future welfare
policies. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following; 1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ〔CDC〕

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」と
の含意を概説し、講義で扱う内容
を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた欧
米諸国の地方自治制度との比較の
中から、日本の地方自治制度の特
色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度を
学びながら、近代日本における国
家と地方自治との関係性を理解す
る

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治の
意義を踏まえつつ、講和期からの
中央集権的な制度改革で構築され
た行財政制度の特性を理解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制度
と東京の都区制度を概説したうえ
で、人口が集中した大都市におけ
る自治体の役割や課題を検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る自
治体統治機構について概説し、そ
の特色である首長（執行機関）の
優位性に着目して、自治体運営で
発揮される長のリーダーシップを
考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能を
果たす議会の活動を概説し、二元
代表制における議会の政治的役割
という観点から、議会による政策
形成の可能性と代表制のあり方を
考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の直
接請求権や自治体が独自に定める
市民参加のしくみを取り上げ、市
民が主人公となる地方自治の民主
主義的機能について検討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制度
を基礎に成り立つ自治体財政の特
色を踏まえつつ、住民が負担する
税の側面に着目して、地方自治の
受益と負担という関係性を検討す
る

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等な
国地方関係のもとで、国と自治体
との政策思考が対立した場合の調
停のしくみを概説した上で、現実
に自治体が直面している課題につ
いて考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと拡
大するために導入された指定管理
者制度・ＰＦＩ、独立行政法人制
度等の諸制度や、自治体レベルで
ＮＰＯや地域住民組織とパート
ナーシップの名の下で展開する事
業を学びつつ、公民の役割分担が
大きく変化している現状について
理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住民
自治組織等の事例を取り上げなが
ら、地域社会における住民の自治
と地域コミュニティの問題を自治
体政策の観点から検討する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は３
分の１に減少した。合併の功罪に
は今もさまざまな論議がある中、
国は行政サービス維持の観点から、
自治体間連携や公民連携の可能性
を提示している。ここでは「住民
自治」と「自治体の規模」の観点
から、自治体の役割を検討する

第14回「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として運
用するにはどのようなシステムが
必要か。自治基本条例や総合計画
など自治体運営の基本的なルール
の活用事例を参考にしながら、「市
民」的な視点から今後の可能性を
考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む
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【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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LAW200EB（法学 / law 200）

社会保障法Ⅰ〔CDC〕

長沼　建一郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みとともに、実際の制度の利用方法について
説明するとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ライフサイクルと社会保障
2 保険とは何か 生命保険と損害保険
3 社会保険とは何か 社会保険の基本的な仕組み
4 医療保険① 病気になったらどうするか
5 医療保険② 保険料と窓口ではいくら払うのか
6 医療保険③ どういう医療を受けられるのか
7 医療保険④補説 高齢者医療、前半部分の補足
8 介護保険① 寝たきりや認知症になったら
9 介護保険② どんな介護サービスが利用可能か
10 雇用保険① 失業したらどうするか
11 雇用保険② 離職を防ぐため、再就職のための

給付
12 労災保険① 仕事や通勤でケガや病気をしたら
13 労災保険② 過労死・過労自殺と労災認定
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。
希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。

担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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LAW300EB（法学 / law 300）

社会保障法Ⅱ〔CDC〕

長沼　建一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みと、実際の制度の利用方法について説明す
るとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

公的年金①
年金は何のためにあるのか

2 公的年金②　 いくら払って、いくらもらえるの
か――全国民共通の基礎年金

3 公的年金③ いくら払って、いくらもらえるの
か――サラリーマンの厚生年金

4 公的年金④　 女性のライフサイクルと年金、障
害年金・遺族年金

5 公的年金⑤ 年金財政は大丈夫なのか
6 公的年金⑥補説 年金税制、前半部分の補足
7 私的年金 企業年金・個人年金は頼りになる

か
8 社会福祉等の体系 各福祉分野と公衆衛生などの位置

づけ
9 生活保護① 最後のセーフティネットとして
10 生活保護② 稼働能力の要件
11 障害者福祉 身体障害・知的障害・精神障害
12 児童福祉 保育所・子育て支援
13 社会手当 児童手当、母子家庭への手当
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）および『ソー
シャルプロブレム入門』（信山社）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。

希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。
担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

臨床社会学Ⅱ〔HSC〕

稲毛　和子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火5/Tue.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ナラティヴ（＝語り、物語）を扱う社会調査方法論上の論点がなぜ
生じるかを理解する。他者の経験を記述するとはどのようなことな
のかを知る。

【到達目標】
履修生と協力し、ナラティヴと経験の関係性について理解できる。
インタビューをすること、インタビューをされることについて自分
の考えを述べることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
小レポートを複数回執筆する。小レポートは授業内でいくつか取り
上げ、講評を行う。グループワークやグループディスカッションを
行うため、授業計画は授業の展開によって変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業進行についての説明
第2回 臨床社会学とはなに

か
概要の解説

第3回 ナラティヴとはなに
か

概要の解説

第4回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッション

第5回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッションの発表

第6回 ライフストーリー研
究法とはなにか

概要の解説

第7回 ライフストーリー研
究法とライフストー
リー・インタビュー

概要の解説

第8回 インタビューをする
とはどういうことか

グループワーク

第9回 インタビューをされ
るとはどういうこと
か

グループワーク

第10回 インタビューを記述
する（ライフストー
リーの制作段階を知
る）

概要の解説

第11回 記述するとはどうい
うことか

グループワークを記述する

第12回 ナラティヴの可能性
と限界

グループワークの振り返りと解説

第13回 ライフストーリー・
インタビューと他者
理解

グループワークの振り返りと解説

第14回 総括 修得事項の確認およびレポート課
題の提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で考えたことや感じたことのメモ、グループワークやディス
カッションの記録を振り返る必要がある。参考文献やテキストを各
自で読みこなすことを要する。本授業の準備学習・復習時間は各 2
時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。

【参考書】
桜井厚・小林多寿子編，2005，『ライフストーリー・インタビュー―
―質的研究入門』せりか書房．
藤田結子・北村文編，2013，『ワードマップ現代エスノグラフィー
――新しいフィールドワークの理論と実践』新曜社．

【成績評価の方法と基準】
平常点（10％）と小レポート（40％）と期末レポート（50%）から
総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the fundamental principles of clinical
sociology. The goals of this course are to think about the
relationship of narrative to experience and to have your own
thoughts on the interview. Your study time will be more than
two hours for a class. Final grade will be calculated according
to the following process Term-end examination (50%), Short
reports (40%), and in-class contribution (10%).
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EDU200EC（教育学 / Education 200）

社会教育概論Ⅰ〔HSC〕

荒井　容子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
成人の学習とそれを支える社会教育実践に関わるさまざまな事例や考え
方について、受講生同士の集団討議という、すぐれた社会教育実践にお
ける学習方法の一端を実体験しながら、人々の学習とそれを支える社会
教育実践についての理解を深めていく。

【到達目標】
　人々の学習・学習運動とそれを支える社会教育実践の実際について知
り、そのあり方について、表面的な経過にとどまらず、その学習・運動・
実践に向き合う姿勢・意志にまで思いを馳せる感性と、現実を深く考え、
分析する力が養われる。
　ある程度人数お多い集団の中でも、話し合いを通じて考えを深めあっ
ていく、社会教育の実践内容・現場で特に必要とされる実践方法を、学
習者の立場から体験ですることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に関連。
　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　多様な実践事例、学習・実践に関する批判的理論、また社会教育職員
という実践者からの見方などを紹介する。
　講義期間中、各自に何らかの社会教育事業に参加して課題２を提出し
てもらい、講義最終日に、簡単な報告レポ－トをもって報告してもらう
（参加の課題は若干修正する場合がある）。
　毎回課す宿題と講義後の感想・意見への応答は必要に応じて講義中に
行う。
　授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第１ラウンド　社会教

育のイメ－ジ１
社会教育とは何か－バズセッション
と概念説明―

2 第１ラウンド　社会教
育のイメ－ジ２

社会教育のイメ－ジ　日本の社会教
育活動事例をもとに討議　　事前に
ビデオ鑑賞して、宿題（テスト・ア
ンケ－トに回答しておくこと）

3 第２ラウンド　「成人
の学習」をどう考える
か１

なぜ「学ぶ」のか

4 第２ラウンド　「成人
の学習」をどう考える
か２　

どんなふうに「学ぶ」のか

5 第３ラウンド　成人識
字教育の実践と理論１

成人の識字・非識字について　貧困と
識字　そしてフレイレの思想と方法

6 第３ラウンド　成人識
字教育の実践と理論２

成人の識字・非識字について　貧困と
識字　そしてフレイレの思想と方法

7 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積１

生活記録運動とその後の「書く」学
習の展開

8 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積２

環境破壊に向き合った漁村の住民運
動と学び－「風成のおんなたち」－

9 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積３

公害と戦う学習運動－「公害」と向
き合う力を拓く社会教育実践

10 第５ラウンド　社会教
育職員による社会教育
実践事例１

住宅地での若い職員の歩み

11 第５ラウンド　社会教
育職員による社会教育
実践事例２

農村の変貌の中で人々の学びを支え
続けて

12 第５ラウンド　社会教
育職員に３よる社会教
育実践事例

一人ひとの生き方をみつめながら

13 第６ラウンド　現代の
社会教育実践・社会教
育運動

生涯学習論の矛盾・学習権宣言と社
会教育運動・成人教育運動の課題

14 第６ラウンド　現代の
社会教育実践・社会教
育運動

参加した社会教育事業についての報
告（課題２）をもとにした討論会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、オンラインで提供
するビデオ鑑賞したうえで書いてもらうものもある。宿題として提出し
たものは手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれをも
とにバズセッション（グループ討議）を行う。グループ討議の内容はそ
の場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の場で
報告する。このグループ討議の記録は担当者が講義後に、学習支援シス
テムを通じて提出してもらう。講義の感想や討議をへての追加の意見等、
感想・意見は講義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
従って、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　当該回のための宿題のために事前に読んでおく必要のあるレジュメ、
資料を前の回の講義終了後に、学習支援システムを通じて提供する。

【参考書】
　社会教育全国協議会編『社会教育・生涯学習ハンドブック』エイデル
研究所（第７版）2005年、（第８版）2011年、（第９版）2017年。

【成績評価の方法と基準】
社会教育事業参加レポ－ト（課題２）の提出、報告会に参加しての報告、
最終レポ－ト（課題１）の提出の三つは単位習得の必須条件となる。評
価は上記三つのうち前二者で25%、後一者で60%、他に、講義前に毎回
提出する宿題と講義後に毎回提出する「感想・意見」を15％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を出す
こともあるので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くようにして
おくこと。

【Outline (in English)】
This course introduces some good cases of people’s learning and
social education that support it. Students are expected to discuss
about these cases and ideas through “buzz sessions” (small-group
discussions) to present the result of group discussion to the whole
class at each class meeting.
At the end of the course, students are expected to understand good
idea and real image of people’s learning and social education that
support it.
Students must read the lecture note for each class and write down
some comments on the topic at its test of the University learning-
support system, Hoppii before each class. Students also must write
down their comments on the discussion in the class at its test of
Hoppii after it. The standard preparation and review time for each
class is 2 hours each.
Grading is according to the total evaluation of Second essay with
the discussion of final class (35%), First essay (60%), and class
contribution (15%). Students　are required to present their Second
report at their group discussion of the final class meeting.
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EDU300EC（教育学 / Education 300）

社会教育概論Ⅱ〔HSC〕

荒井　容子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会教育・成人教育の歴史を、人々の学習運動と公権力による社会教
育政策（法制度及び教育活動）の推進という二つの方向からとらえ、そ
の関係について、史実をもとに考えていく。

【到達目標】
　人々の学習運動と公権力による社会教育政策それぞれの展開と、「社会
教育」をめぐる相互の展開についての理解が深まる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に関連。
　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　日本の社会教育史について講義したのち、他の数か国の成人教育運動
の歴史をとりあげて概観し、最後に、国際的な成人教育運動の歴史と現
状について紹介する。講義内容については毎回バズ・セッション（受講
者同士の小グル－プ討議と討議結果の全体での共有）を行い、理解を深
める。
毎回宿題、講義の感想・意見の提出を課すが、これについては講義時に
必要に応じて講義時に応答する。課題については、最後の講義日に相互
に検討する報告会を行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会教育・成人教育の

歴史の概要
社会教育とは何か－バズセッション
と概念説明―

2 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前１

近代化政策と自由民権運動の中での
学習運動1

3 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前２

①近代化政策と自由民権運動の中で
の学習運動２　ビデオ鑑賞（宿題）
をともに
②「通俗教育」政策の展開

4 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前３

「社会教育」制度化と民衆の自己教育
運動の展開（労働学校運動、自由大
学運動）

5 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前４

社会教育制度の完成と崩壊

6 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後１

戦後社会教育法制度の新たな建設と
統制政策の復活・自己教育運動の再
展開

7 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後２

社会教育「民主化」運動と多様な自
己教育運動・社会教育運動の展開　
　　　　
　　　　－「学習権」「権利としての
社会教育」と住民参加の展開

8 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後３

自治体社会教育行政の蛇行－行政
「合理化」政策と「生涯学習」政策の
登場

9 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後４

社会教育政策の後退・変質と社会教
育を求める住民・職員の新たな運動

10 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史１

英国、スカンジナビア諸国、北アメ
リカ、ラテンアメリカでの成人教育
運動

11 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史２

抑圧に対する抵抗としての文化運動

12 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史３

成人教育運動の国際的ネットワ－ク
の展開

13 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史４

社会変革における学習運動・成人教
育運動の力　シリアでの青年たちよ
る「秘密」図書館づくり

14 第４ラウンド　総括討
論会

社会教育・成人教育の歴史から、そ
の今後あり方を考える
（各自のレポ－トをもとにバズ・セッ
ション）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、オンラインで提
供するビデオ鑑賞したうえで書いてもらうものもある。宿題として提出
したものは手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれを
もとにバズセッション（グル－プ討議）を行う。グル－プ討議の内容は
その場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の場
で報告するが、このグル－プ討議の記録は担当者に、講義後、学習支援シ
ステムを通じて提出してもらう。講義の感想や討議を経ての追加の意見
等、「感想・意見」は講義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
従って、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　当該回のための宿題のために事前に読んでおく必要のあるレジュメ、
資料を前の回の講義終了後に、学習支援システムを通じて提供する。

【参考書】
　藤田秀雄,大串隆吉編『日本社会教育史』エイデル研究所 1984年12月。
　千野陽一監修『現代日本の社会教育』（増補版）エイデル研究所2015
年9月。
　社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック』2017年9
月。

【成績評価の方法と基準】
最終レポ－ト（課題・期限は講義内で提示）を70％、講義内で適宜課す
「宿題」と「感想・意見」は30％で評価する。最終レポ－トの課題は通
常、講義を受講していなければ執筆できない内容になるので積極的に講
義に参加して欲しい。また講義最終回では、最終レポ－トをもとにした
バズ・セッションを行う。このバズ・セッションへの参加は単位取得の
ための必要条件となる。

【学生の意見等からの気づき】
　本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を出
すこともあるので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くようにし
ておくこと。

【Outline (in English)】
This course reviews the outline of the history of social education
in Japan with some learning movements by people and some
social education policies and movements. It also introduces some
historical movements of adult education in the other countries
including the international movement of adult education up to
date. Students are expected to discuss about these movements and
policies thorough “buzz sessions” (small-group discussions) and to
present the result of group discussion to the whole class at each
class meeting.
At the end of the course, students are expected to understand the
complexed relation between the learning movements of people and
the social education policy by political power in the development of
social education and adult education.
Students must read the lecture note for each class and write down
some comments on the topic at its test of the University learning-
support system, Hoppii before each class. Students also must write
down their comments on the discussion in the class at its test of
Hoppii after it. The standard preparation and review time for each
class is 2 hours each.
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Grading is according to the total evaluation of Final essay with
the discussion of final class (70%) and class contribution (30%).
Students　are required to present their Final report at their group
discussion of the final class meeting.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ〔HSC〕

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフス

タイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近代

社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).

— 936 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC100ED（社会学 / Sociology 100）

メディア社会論Ⅰ〔MSC〕

大森　翔子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの生活と密接にかかわる「メディア」について、現実社会との
結びつきを理解するための基礎概念、基礎理論を学ぶ。加えて、各
回で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①メディアと社会の結びつきについて、基礎的な概念・理論を理解
し、様々な角度から説明・考察できるようになる。
②メディアと社会に関連する最新の研究について、その位置づけや
結果を説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義で扱う「メディア社会」の

射程
第2回 メディアの登場と社

会 (1)
マスメディア登場以前の情報伝達

第3回 メディアの登場と社
会 (2)

新聞の登場、発達

第4回 メディアの多様化と
社会 (1)

ラジオ放送、テレビ放送の開始、
発達

第5回 メディアの多様化と
社会 (2)

ケーブルテレビの発達・テレビ
ニュースの「娯楽化」

第6回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(1)

インターネット技術とメディアの
融合

第7回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(2)

伝統メディアのインターネット進
出

第8回 SNSメディアの登場
と社会

SNSメディアの登場が社会に与え
た影響を考える

第9回 地域とメディア 地域でのメディア活用を中心に学
ぶ

第10回 行政サービスとメ
ディア

行政サービスにおけるメディア活
用と問題について考える

第11回 副産物的学習とメ
ディア

メディア利用による副産物的学習
と現在のメディア環境について考
える

第12回 社会的リアリティと
メディア (1)　

「社会的リアリティ」の共有につい
て考える

第13回 社会的リアリティと
メディア (2)

社会的分断とメディア

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
井川充雄・木村忠正編（2022）『入門メディア社会学』ミネルヴァ
書房.
辻泉・南田勝也・土橋臣吾編（2018）『メディア社会論』有斐閣．
津田正太郎（2016）『メディアは社会を変えるのか―メディア社会
論入門』世界思想社．
池田謙一（2013）「社会のイメージの心理学―ぼくらのリアリティ
はどう形成されるか」サイエンス社．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの内容紹介が好評のため、
今年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。また、毎回の授業で学習支援システムを通じてリア
クションペーパーを提出することが求められるので、提出可能な電
子機器を準備してください。

【Outline (in English)】
In this course, students learn the basic concepts and theories
of "media," which are closely related to our daily lives, in
order to understand their connection to the real world. In
addition, students will learn the latest findings on the topics
to be covered in each session.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. Understand the basic concepts and theories of the
connection between media and society, and be able to explain
and discuss them from various perspectives.
-B. Explain the position and results of current research related
to media and society.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

メディア社会論Ⅱ〔MSC〕

大森　翔子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会における諸問題とメディアとの関係について、具体的な事例・研
究例を挙げながら学び、社会学・社会心理学・政治学で検討される、
メディア効果に関する諸理論について理解を深める。加えて、各回
で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①社会問題とメディアの関係について、社会学・社会心理学・政治
学的な視点から説明・考察できるようになる。
②社会問題とメディアに関連する最新の研究について、その研究動
機・位置づけや結果を説明できるようになる。
③授業で取り上げた研究が、最新の社会情勢とメディア環境に照ら
して妥当かどうかを考察できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「社会問題とメディア」講義の射程
第2回 マスメディアの役割 マスメディアの役割・各国のメ

ディアシステムについて学ぶ
第3回 報道内容とマスメ

ディアの経営問題
マスメディアの経営状況と報道内
容の関係について考える

第4回 メディア効果研究の
アプローチ方法

メディア効果研究について代表的
な方法を学ぶ

第5回 メディア効果論概史
(1)

弾丸理論から限定効果論までの諸
研究を概観する

第6回 メディア効果論概史
(2)

新強力効果論の登場と学説を支え
る諸研究について学ぶ

第7回 メディア効果論概史
(3)

近年有力である「最小効果論」を
中心に学ぶ

第8回 社会問題とメディア
各論 (1)レイシズムと
メディア

レイシズムとそれを伝えるメディ
アについて考える

第9回 社会問題とメディア
各論 (2)選挙とメディ
ア

選挙とメディアの関係について考
える

第10回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (1)インターネット
メディアを通じた意
見表明

社会問題に対する意見表明が、メ
ディアを通じてどのように行われ
ているのか、またその利点と問題
点は何かについて学ぶ

第11回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (2)インターネット
とフェイクニュース

インターネットを通じたフェイク
ニュースの伝播について、諸研究
を概観しながら学ぶ

第12回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (3)インターネット
と選択的接触

インターネット空間における選択
的接触が引き起こす問題を中心に
学ぶ

第13回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (4)複合的なメディ
ア環境の分析

メディア環境の実相に合わせた研
究がどう行われるべきかについて
考える

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
谷口将紀（2016）『政治とマスメディア』東京大学出版会．
田崎篤郎・児島和人（2003）『マス・コミュニケーション効果研究
の展開』北樹出版．
蒲島郁夫・竹下俊郎・芹川洋一（2007）『メディアと政治』有斐閣．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの紹介が好評のため、今
年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。

【その他の重要事項】
計量的な手法を用いた実証研究を多く取り上げます。授業内容を理
解するために、基礎的な統計データ読解のスキルを有することが望
ましいです。本講義の履修条件ではありませんが、「メディア研究法
入門B」や「社会調査のリテラシー」、「統計学Ⅰ・Ⅱ」といった、基
礎的な統計関連科目の先行・平行履修を推奨します。

【Outline (in English)】
In this course, students learn about the relationship between
various problems in society and the media, using specific
examples and research, and deepen their understanding of
various theories on media effects examined in sociology, social
psychology, and political science.The goal of the lecture is
to enable students to explain and discuss the relationship
between social issues and the media from sociological, social
psychological, and political perspectives.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

情報と民主主義〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテンツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

メディア産業論〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動モ

デル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティング
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサイ

ト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議
大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

メディア経営論〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動モ

デル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティング
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサイ

ト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議
大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%

— 941 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

ウェブ・ジャーナリズム論〔MSC〕

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテンツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%

— 942 —



SDGs　発行日：2024/5/1

FRI200EC, FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200 ,情報
学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディア史Ⅰ〔MCC〕

小林　直毅

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　どのようなメディアが、何を、どのように語り、描いてきたのか
を考えながらメディアと人間と技術の歴史を理解し、「記録と記憶」
としてのメディアの可能性と課題を考えることを目的とします。

【到達目標】
　政治、経済、社会、文化の変容とメディアの変容との結びつきか
ら、出来事の経験にメディアが不可欠であることを理解し、後半で
は、「戦後史としてのメディア史」をテーマにして、これを実践的に
考えることができるようなるのがこの授業の到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　対面授業で進めます。
　５～６点の配布資料を学習支援システム＞教材で配信しますので、
それらを使って受講を進めてもらいます。
　配布資料は受講の事前、事後の学習のためのものです。受講者は
この配布資料を参照しながら、講義を聴いてノートを作成していき
ます。受講後さらに、配布資料や参考文献などを参照して、学んだ
ことを文章化した「講義ノート」を作成します。受講者にはこれを
毎週重ねてもらいます。
　授業期間内で学習支援システム＞課題によって３～５回のリアク
ションペーパーの提出を求めます。それについて授業内で講評、解
説をします。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更がありえます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション この講義の概要とねらい
第2回 メディアの歴史を読

み解く視点
「記録と記憶」の考古学をめざし
て。

第3回 メディアと近代社会 何が、どのように印刷され、どの
ように読まれたのか。

第4回 「眼の隠喩」としての
映像メディア

「見えないもの」を見る経験。

第5回 戦争とメディア 「動員」と「告発」、「記録」と「記
憶」。

第6回 メディア表象として
の近代

リアクションペーパーへのリプラ
イ（１）

第7回 「玉音放送」と「終
戦」の記憶

敗戦はどのように語られ、記憶さ
れたのか。

第8回 原爆と原子力「平和
利用」のメディア表
象

「核」の記録と記憶に見る敗者の心
性。

第9回 ナショナルメディア
としての放送とその
技術

ラジオとテレビの連続性。

第10回 敗戦の記録と記憶 リアクションペーパーへのリプラ
イ（２）

第11回「テレビを見ること」
で何が経験されたの
か

高度経済成長とテレビの普及。

第12回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の１）

人びとは「皇太子ご成婚」に何を
見たのか。

第13回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の２）

人びとは「東京オリンピック」に
何を見たのか

第14回 3.11後のメディア メディア・アーカイブの可能性と
課題を考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義の前に、配布資料を熟読してください。講義の概要を
把握し、分かりにくい事項については、「何が、どう分からないか」
を考えてメモとして書き出すといった作業が必須です。
　講義後に、配布資料や参考文献などを参照しながら「講義ノート」
を整理、作成することも必須です。事項の箇条書きメモではなく、文
章として整理するように心がけてください。
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　とくに指定しません。

【参考書】
　毎回の配布資料や講義のなかで示しますが、そこで紹介された文
献をできるだけ多く読んでください。

【成績評価の方法と基準】
　リアクションペーパーがすべて提出されていて、いずれの内容も
問題がない場合は、それをもって成績全体の60％の評価とします。
さらに期末試験を実施しますので、これを単位認定の必須要件とす
るとともに、その評価を成績全体の40％の評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
　リアクションペーパーや答案以上に、授業改善アンケートなどに
よって気づかされたようなことはありません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムで資料配布します。

【Outline (in English)】
Course outline:
In this course, you will understand the history of media as a
technology and institution that enables human recognition and
existence, and also consider media as "record and memory".
Learning objectives:
The goal of this course is to help students understand that the
media associated with political, economic, social and cultural
transformations are essential to the experience of the event.
Learning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%
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SDGs　発行日：2024/5/1

MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論〔MCC〕

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消費
者心理・消費者行動の位置付け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決定
モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，その
調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消費
者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに関
する情報の探索と評価について

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラン
ド・商品情報に対する注意と記憶
について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程お
よびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動へ
の影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の意
思決定について事例を基に理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的なセ
グメント分けと心理過程への影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実際
について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行動
や意思決定にもたらす影響につい
て

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤリ
ティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論〔ISC〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の学び

方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始まり

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協調
できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのようなと
きに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもたら
したのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社会的
側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける国
連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係にお
いてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

南北問題〔ISC〕

岡野内　正

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際協力とは、南北問題の解決をめざす諸国家と諸国民のさまざまな活動のこ
とだ。南北問題とは、貧しい南の国々と豊かな北の国々との間での、貧富の
格差から起こるさまざまの問題のことだ。しかし、20世紀後半以降の国際協
力は、南北問題を解決できていない。この失敗の原因を探究するうえで、欠
かせない論点の概略をつかむ。
【到達目標】
①国際協力に関する学術書の内容を的確に理解する力をつける。②さらに批
判的に読解する力をつける。③学術的討論の流れをつかむ力をつける。④学
術的討論を批判的に評価する力をつける。⑤国際協力について問いをたて、質
問し、答えを聞き、さらに自分なりの問いを発展させる力をつける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
国際協力についての担当教員の新著を精読しつつ、今日の学問状況を批判的に
検討する。受講生は全員が、毎回の授業前までに、「授業日誌」を作成して、
掲示板に書きこんでいく。「授業日誌」は、テキストの該当箇所を読んで、①
わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、、④みんなで話し
合ってみたいこと、を含むこと。授業前半ではZOOMのブレークアウトセッ
ションを用いて、少人数分科会で全員が各自の授業日誌を共有しながら議論
し、後半では、少人数分科会の座長になった人が分科会の状況を報告し、講
師を含む全員で議論することで、どうしてもわからない問題を解決し、調べ
てきたことを共有し、さらにより深い問いをもてるようにする。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 国際協力をめぐる学問

状況
授業説明と受講生による自由討論。

2 批判開発論とグローバ
ル・ベーシック・インカ
ム構想

受講生の報告と教員を交えた議論

3 開発援助から民衆中心
開発戦略への転換―
コーテン

受講生の報告と教員を交えた議論

4 開発援助への再挑戦―
サックス

受講生の報告と教員を交えた議論

5 脱開発の世界秩序再編
―ザックス

受講生の報告と教員を交えた議論

6 グローバル企業支配の
告発―ジョージ

受講生の報告と教員を交えた議論

7 グローバル帝国転覆の
論理―ネグリ

受講生の報告と教員を交えた議論

8 グローバル資本主義学派
のグローバル企業権力論

受講生の報告と教員を交えた議論

9 国連SDGsの論理 受講生の報告と教員を交えた議論
10 コロナ・パンデミックと

宇宙開発
受講生報告と教員を交えた議論

11 グローバル・ベーシッ
ク・インカム構想

受講生報告と教員を交えた議論

12 歴史的不正義に関する
正義回復論

受講生報告と教員を交えた議論

13 グローバル企業資本の
植民地的起源

受講生報告と教員を交えた議論。授業
日誌の提出。

14 真の国際協力とは何か？ 受講生報告と教員を交えた議論
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業までに「授業日誌」を書く。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。

【参考書】
阪本公美子・岡野内正・山中達也編著『日本の国際協力　中東・アフリカ編』
ミネルヴァ書房、2021年、4000円+税。
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016年、
2000円＋税。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提に、掲示板に書き込まれた授業日誌の各項目について、
25%ずつ100%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業日誌」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。教室討論の中で、国際開発・人権
NGO活動への長年の参加経験と観察を踏まえた議論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of International Cooperation.
Participants are required to read the textbook on the issues.
Presentation of the outline and some points to discuss on each chapter
followed by discussion with the lecturer in the class will be a good
occasion to understand the main issues on the subjects from the
sociological perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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GDR200EC（ジェンダー / Gender 200）

国研：開発とジェンダー〔ISC〕

吉村　真子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、開発とジェンダーについて、開発途上国の開発や問題点、
ジェンダーをめぐる議論など、多様な観点から議論します。

【到達目標】
開発とジェンダーについて学び、ジェンダーという視点を入れると
問題がどう見えるか、具体的に考えていくこと、問題を構造的に議
論できるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、開発とジェンダーについて、様々な観点から議論、分
析することを目的とします。
◉開発とジェンダーについて構造的に考え、グループ・ディスカッ
ションも含めて深く議論していきます。最終授業では 13 回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業のテーマと目的
第2回 開発と「女性」「男

性」の視点
「女性」「男性」の視点から開発途
上国の社会と開発を見直す

第3回 「農村の近代化」：
「農民＝男性」か？

農村社会におけるジェンダーと開
発プロジェクトを考える

第4回 貧困、ジェンダー、
女性

開発途上国のケースから考える

第5回 開発途上国の女性の
生活

教育や妊娠・出産などについて考
える

第6回 開発途上国の伝統と
少女

伝統的慣習や「女子割礼」

第7回 イスラームとジェン
ダー

イスラーム・コミュニティにおけ
る女性や「ヴェール論争」

第8回 開発政策とジェン
ダー

国連などの開発政策におけるジェ
ンダーの議論

第9回 グローバル経済と
ジェンダー

多国籍企業の途上国進出と女性労
働者：「器用な指先」

第10回 ヒトの移動とジェン
ダー

移住（出稼ぎ）労働、ケア労働など

第11回 セックス産業と人身
売買

人身売買とジェンダー

第12回 開発途上国の女性の
身体

生理の貧困、リプロダクティブ・
ヘルスなど

第13回 開発途上国のセク
シュアリティ

開発途上国のセクシュアル・マイ
ノリティ

第14回 人間の安全保障と
ジェンダー

開発・貧困・ジェンダー、女性の
エンパワーメント

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもって開発とジェンダーについて調べ
てほしいと思います。授業でのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションのために、ミニ・レポートの事前提出など、課題に
ついて調べてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
吉村真子「開発とジェンダー」『性と文化』法政大学出版局 (2004);
宇田川妙子ほか編『ジェンダー人類学を読む』世界思想社(2007)；
田中由美子『はじめてのジェンダーと開発：現場の実体験から』新
水社 (2017)など。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
開発とジェンダー、国際社会問題など、授業以外の視点につながる
議論にしたいと思っています。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Gender and Development. The issues
include discussion on gender issues in politics, education, UN
programs, rural development, industrialization, reproduction
health, sexuality, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in developing countries in
globalization. Students are required to study gender issues in
developing countries, to submit comment sheets each week, to
write short papers, and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the gender issues with development.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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ARSe200EC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 200）

地域研究（アジア）〔ISC〕

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、アジアにおける社会・経済・政治などの問題について、
様々な観点から議論していくことを課題とします。対象地域は、東
アジア（中国、朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。

【到達目標】
本講義で、アジア社会における様々な問題について学び、多角的な
視点で議論、分析することを身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、アジアの社会や経済・政治について、様々な観点から
議論、分析することを目的とします。対象地域は、東アジア（中国、
朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。
◉アジア社会について構造的に考え、グループ・ディスカッション
も含めて深く議論していきます。またミニ・レポートではアジアに
関連してフィールド・ワークも求めます。最終授業では13回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業のテーマと目的
第2回 世界の中のアジア アジアとは何か
第3回 植民地支配と独立後 アジアの植民地化と現地社会
第4回 日本と「アジア」 日本と近隣アジア諸国との関係
第5回 アジア社会の多様性 エスニック集団（民族）、宗教、言

語
第6回 アジアの多民族社会 地域研究のケースから
第7回 アジアの政治問題 現代アジアの政治
第8回 農村社会の近代化 農村開発、農業、貧困
第9回 アジアにおける工業

化
グローバル化と新しい国際分業

第10回 アジアの都市化 アジアにおける都市問題
第11回 経済援助 開発援助、ＯＤＡ、ＮＧＯｓなど
第12回 アジアの環境問題 環境の諸問題とサステナビリティ
第13回 グローバル化とアジ

ア
いまアジアで何が起こっているの
か

第14回 アジアの開発と市民
社会

アジア社会の視点から

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもってアジア社会について調べてほし
いと思っています。授業でのグループ・ディスカッションやプレゼ
ンテーションのために、ミニ・レポートを提出してもらうことも予
定しています。

◉またアジアに関する文献・資料のほか、ドキュメンタリー、シン
ポジウムや講演会、アジア映画や展覧会など、教室外でアジアに触
れる（フィールド・ワーク含む）ことを目的に、「ミニ・レポート」
は「文字メディア以外でふれたアジア」を課題にする予定です。
◉なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
参考文献などは適宜、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
アジア社会について深い分析と議論につながるようにしたいと思っ
ています。

【その他の重要事項】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Asian societies and economies. The
issues include discussion on history, politics, ethnicity, rural
development, industrialization, urbanization, environment,
human rights, and so on. The course is to analyze the structure
of problems in the globalizing Asian societies. Students are
required to study social problems in Asian countries, to submit
short papers and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able
to analyze and to discuss the social sciences issues on Asian
studies.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2)Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ〔ISC〕

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社会
と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経済
とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破壊
の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性に
ついて実証的・理論的に解き明か
す

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続的
な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグリ
ビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル企
業・資源貿易（集合行為論、グ
ローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外部
不経済性を発生させる財の貿易が
各国の社会的厚生に与える影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ〔ISC〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の学び

方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始まり

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協調
できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのようなと
きに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもたら
したのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社会的
側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける国
連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係にお
いてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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POL300EB, POL300EC（政治学 / Politics 300 ,政治学 / Politics 300）

国際関係論Ⅱ〔ISC〕

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
冷戦後から現在に至るまで国家や国際組織がどのように「国際の平
和と安全への脅威」に対応してきたかについて学ぶ。国際関係論Iで
学んだ理論や概念をふまえつつ、冷戦後の武力紛争や脅威がどのよ
うな問題を突きつけてきたのか、そしてその問題に対して国際社会
ではどのような行動がとられ、議論がなされてきたのかについて考
察する。

【到達目標】
現代の国際情勢と問題、特に安全保障と武力行使にかかわる問題に
ついて、論理的、実証的、規範的に考察し、理解できるようになる
ことを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
冷戦後の国際安全保障に関する重要な出来事（湾岸戦争、ユーゴス
ラビア紛争、ルワンダの大虐殺、コソヴォ紛争、9.11アメリカ同時
多発テロ、アフガニスタン戦争、イラク戦争、リビア空爆）に焦点
を当て、国際社会が直面した国際安全保障の問題を考える。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバッ
クを講義内で行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論

の学び方について
2 冷戦の終結と国際安

全保障の変化
冷戦後の国際の平和と安全をめぐ
る問題の特徴

3 湾岸戦争：「新世界
秩序」

集団安全保障体制の復活と国連の
役割

4 ユーゴスラビア紛争 国連平和維持活動 (PKO）の発展
と課題

5 ルワンダ大虐殺 民族紛争の構図と「アイデンティ
ティ政治」

6 コソヴォ紛争 人道的介入
7 戦争犯罪と国際刑事

裁判所
国際社会における国際刑事裁判の
試み

8 映像鑑賞 9/11後の世界について
9 9/11とテロリズム 国際テロとグローバリゼーション

の関係
10 アフガニスタン空爆 「テロとの戦い」と空爆の是非
11 アフガニスタンの国

家再建
脆弱国家と平和構築

12 イラク戦争 「テロとの戦い」と大量破壊兵器問
題

13 リビア空爆 「保護する責任」をめぐる議論
14 「人間の安全保障」か

らのアプローチ
伝統的安全保障の限界

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講
義の冒頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュー
スをチェックしてくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛
争‒ 理論と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
酒井啓子『9.11後の現代史』講談社現代新書（2018）

【参考書】
講義中に随時紹介。

【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト（課題）：70％

【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
The topic of this course is international peace and security,
especially focusing on the use of force in the post-Cold War
international relations. The course will pick up wars and
armed conflicts in the 1990s onwards and critically examine
international debates and practices.
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学Ⅰ〔BT〕

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。（機
会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必要
な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説しま
す。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性と

公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論しま

す。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明します。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解します。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の定

理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ⅰ〔BT〕

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説しま

す。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目と

して大事な消費について解説しま
す。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目と
して大事な投資について解説しま
す。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさせ
る国民所得と利子率の関係を示す
IS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上げ，
利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を示
すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均衡
国民所得と均衡利子率を導出しま
す。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派と
ケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線を
定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線を定
義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology
200 ,社会学 / Sociology 200）

社会学理論ＡⅡ〔BT〕

鈴木　智之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ハビトゥス」と「ナラティヴ」という二つの概念を軸に、「社会的
存在」としての「個人」の成り立ちについて考える。

【到達目標】
「私」という存在は、社会生活の累積の中で作られていく、複雑な社
会的構成体である。「私」はなぜ今あるような「私」なのか。「私」が
「私」であろうとすることが、どのような社会の成り立ちに結びつい
ているのか。これを概念的に分析し、言語化できるようになること
を目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP8・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回配布するレジュメを用いて講義を行う。
リアクションペーパーの提出を求めるが、これは成績評価につなが
るものではない。
リアクションペーパーからいくつかを選択し、次週の講義において
回答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「個人存在」の社会学という視点
第2回 「個人存在の社会学」

の理論的基礎（１）
デュルケム社会学における「個人」

第3回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（２）

G.H.ミードの「社会的自己」論

第4回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（３）

G．ジンメルの「社交圏の分離」
と「個人の自立」論

第5回 「ハビトゥス」の理論
（１）

社会的なるものの身体化

第6回 「ハビトゥス」の理論
（２）

身体化された文化と不平等の再生
産

第7回 「ハビトゥス」の理論
（３）

感覚の社会的依存性

第8回 「ハビトゥス」の理論
（４）

複数のハビトゥス

第9回 物語としての自己
（１）

認知と判断の形式としてのナラ
ティヴ

第10回 物語としての自己
（２）

再帰的な語りと自己の構築

第11回 物語としての自己
（３）

病いの語り

第12回 物語としての自己
（４）

自己物語の困難

第13回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（１）

ハビトゥスをめぐる語り

第14回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（２）

ナラティヴ・ハビトゥス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義によって提起された問いを、自分自身の現実に適用して、
「私」という存在の成り立ちについて考える。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。

【参考書】
B.ライール『複数的人間』法政大学出版局、2013年
A.W.フランク『傷ついた物語の語り手　身体・病い・倫理』ゆみる
出版、2002年
他は随時指示する

【成績評価の方法と基準】
学期末の試験によって評価する (100%)。

【学生の意見等からの気づき】
教室での受講が講義の理解度に大きく関わっているようです。積極
的な参加を求めます。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
講義内容の構成は、学生のリアクションや、新しいテクストなどと
の出会いによって、変更される場合があります。

【Outline (in English)】
The aim of this lecture is to understand the theoretical
frames of sociology of the self, and to demonstrate knowledges
and analysis on concrete situations. At he end of the
course, students are expected to be able to analyze the social
constitution of individual being.
After each class, students are expected to spend two hours to
understnad the course content.
Grading will be decided based on the term-end examina-
tion(100%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

FRI200EC, FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200 ,情報
学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアの歴史〔BT〕

小林　直毅

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　どのようなメディアが、何を、どのように語り、描いてきたのか
を考えながらメディアと人間と技術の歴史を理解し、「記録と記憶」
としてのメディアの可能性と課題を考えることを目的とします。

【到達目標】
　政治、経済、社会、文化の変容とメディアの変容との結びつきか
ら、出来事の経験にメディアが不可欠であることを理解し、後半で
は、「戦後史としてのメディア史」をテーマにして、これを実践的に
考えることができるようなるのがこの授業の到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　対面授業で進めます。
　５～６点の配布資料を学習支援システム＞教材で配信しますので、
それらを使って受講を進めてもらいます。
　配布資料は受講の事前、事後の学習のためのものです。受講者は
この配布資料を参照しながら、講義を聴いてノートを作成していき
ます。受講後さらに、配布資料や参考文献などを参照して、学んだ
ことを文章化した「講義ノート」を作成します。受講者にはこれを
毎週重ねてもらいます。
　授業期間内で学習支援システム＞課題によって３～５回のリアク
ションペーパーの提出を求めます。それについて授業内で講評、解
説をします。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更がありえます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション この講義の概要とねらい
第2回 メディアの歴史を読

み解く視点
「記録と記憶」の考古学をめざし
て。

第3回 メディアと近代社会 何が、どのように印刷され、どの
ように読まれたのか。

第4回 「眼の隠喩」としての
映像メディア

「見えないもの」を見る経験。

第5回 戦争とメディア 「動員」と「告発」、「記録」と「記
憶」。

第6回 メディア表象として
の近代

リアクションペーパーへのリプラ
イ（１）

第7回 「玉音放送」と「終
戦」の記憶

敗戦はどのように語られ、記憶さ
れたのか。

第8回 原爆と原子力「平和
利用」のメディア表
象

「核」の記録と記憶に見る敗者の心
性。

第9回 ナショナルメディア
としての放送とその
技術

ラジオとテレビの連続性。

第10回 敗戦の記録と記憶 リアクションペーパーへのリプラ
イ（２）

第11回「テレビを見ること」
で何が経験されたの
か

高度経済成長とテレビの普及。

第12回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の１）

人びとは「皇太子ご成婚」に何を
見たのか。

第13回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の２）

人びとは「東京オリンピック」に
何を見たのか

第14回 3.11後のメディア メディア・アーカイブの可能性と
課題を考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義の前に、配布資料を熟読してください。講義の概要を
把握し、分かりにくい事項については、「何が、どう分からないか」
を考えてメモとして書き出すといった作業が必須です。
　講義後に、配布資料や参考文献などを参照しながら「講義ノート」
を整理、作成することも必須です。事項の箇条書きメモではなく、文
章として整理するように心がけてください。
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　とくに指定しません。

【参考書】
　毎回の配布資料や講義のなかで示しますが、そこで紹介された文
献をできるだけ多く読んでください。

【成績評価の方法と基準】
　リアクションペーパーがすべて提出されていて、いずれの内容も
問題がない場合は、それをもって成績全体の60％の評価とします。
さらに期末試験を実施しますので、これを単位認定の必須要件とす
るとともに、その評価を成績全体の40％の評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
　リアクションペーパーや答案以上に、授業改善アンケートなどに
よって気づかされたようなことはありません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムで資料配布します。

【Outline (in English)】
Course outline:
In this course, you will understand the history of media as a
technology and institution that enables human recognition and
existence, and also consider media as "record and memory".
Learning objectives:
The goal of this course is to help students understand that the
media associated with political, economic, social and cultural
transformations are essential to the experience of the event.
Learning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学Ⅰ〔PLP〕

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。（機
会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必要
な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説しま
す。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性と

公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論しま

す。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明します。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解します。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の定

理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ⅰ〔PLP〕

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説しま

す。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目と

して大事な消費について解説しま
す。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目と
して大事な投資について解説しま
す。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさせ
る国民所得と利子率の関係を示す
IS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上げ，
利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を示
すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均衡
国民所得と均衡利子率を導出しま
す。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派と
ケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線を
定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線を定
義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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POL300EB（政治学 / Politics 300）

政策過程論〔PLP〕

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
行政の活動は、私たちの生活に様々な場面で関わりを持つもので、民
主主義国家における行政は、国民を代表する議会が決定した法律や
予算に基づくことが原則とされます。しかし、複雑化した現代社会
のしくみをすべて議会の決定に委ねることは困難で、行政には命令
や規則などの一定の裁量権が認められており、その仕事は主に専門
家集団としての官僚機構が担っています。行政の活動は、それ自体
が自律的に運用される側面を有するため、その不作為や政策実施の
不手際が人々の生活に影響を及ぼし、新たな社会課題を生じる可能
性は少なくありません。
そうした観点から、この授業のテーマは「行政学から見た社会課題
の発見」とします。私たちの暮らしと密接な関わりを有する行政に
ついて、制度やしくみとともに基本的な性質を学んだ上で、政治と
の関係で変化する制度や政策形成を検討し、主権者の立場から行政
責任の問題等を考察していきます。

【到達目標】
・行政の基本的な制度やしくみ、性質を理解する
・行政における政策形成と政治との関係性を検討する
・現代行政の問題を主権者の立場で実践的に考察する思考力を身に
つける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントや、レジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り政治と行政の最近の動きを交えま
す。取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提
出を求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業
内でいくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は行政の制度や仕組みを中心に、後半は政策の形成過程を中心
に解説します。終盤では、現代の行政活動事例について行政責任・
行政統制の論点も踏まえながら検討し、行政課題と社会課題との関
係性についても考察をすすめていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 行政学－身近なとこ

ろからのアプローチ
私たちの生活と行政との関係につ
いて概説し、授業で扱う行政の問
題を俯瞰する

第2回 行政国家の成り立ち
と行政学の展開

政府の役割が増大し、行政官僚制
が形成されてきたプロセスを詳説
した上で、その学問領域としての
行政学の展開について概説する
（テキスト第2-3章参照）

第3回 現代の政府体系 政府概念や政府体系の構造等、現
代行政の枠組みを形成する基本的
なしくみ・制度について概説する
（テキスト第4章参照）

第4回 日本の内閣制度と国
地方関係

日本の内閣制度と国地方関係につ
いて、行政改革や分権改革の動向
を交えながら詳説する（テキスト
第5章参照）

第5回 日本の行政組織と中
央省庁改革

日本の行政組織とその政策立案シ
ステムについて概説した上で、橋
本行革以降に変化した政策形成過
程の実際を検討する（テキスト第8
章参照）

第6回 公務員制度と人事・
給与システム

行政を中心的に担う公務員に関す
る制度と人事・給与に関わるしく
みについて詳説する（テキスト第9
章参照）

第7回 行政活動と政策 行政活動のプログラムである政策
の構造や政策体系に加え、その形
成過程や理論モデルについて詳説
する（テキスト第11章参照）

第8回 政策作成と決定－予
算案の調整過程から

行政による政策案作成から政府案
としての決定に至るプロセスを俯
瞰した上で、予算案・法律案の調
整過程を検討する（テキスト第8
章及び第12章参照）

第9回 行政のIT活用と政策
実施の体制

政策執行の基準や、実施体制・手
法について、近年のIT・デジタル
戦略の動向も踏まえ実践的に検討
する（テキスト第13章参照）

第10回 行政の活動－規制行
政

行政による課題解決方法として、
規制行政を取り上げ、その権力性
についての理解を深める

第11回 行政の活動－サービ
ス提供活動

行政による公共財提供の側面を取
り上げ、行政資源配分の選択肢に
ついて検討する

第12回 政策の評価 現代日本で導入されている政策評
価の仕組みについて概説した上で、
フィードバックの実際を検討する
（テキスト第14章参照）

第13回 行政責任と民主的統
制

行政活動に対する民主的統制のあ
り方を中心に検討する

第14回 行政学から見た社会
課題の発見と政策作
成

行政課題と社会課題とのつながり
を認識した上で、実現可能性を踏
まえた政策を考案する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・2024年度政府予算の重点政策を調べる
・自分たちの生活に影響があると考えた内容の新聞記事を日常的に
読む

【テキスト（教科書）】
森田朗（2022）『新版　現代の行政〔第2版〕』（第一法規）

【参考書】
伊藤正次・出雲明子・手塚洋輔『はじめての行政学』（有斐閣）
今村都南雄・武藤博己・沼田良・佐藤克廣・南島和久『ホーンブッ
ク基礎行政学』（北樹出版）
金井利之『行政学概説』（放送大学教育振興会）
西尾勝『行政の活動』（有斐閣）

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。な
お、大学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可
能性があります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質問や理解度に応じて、後日授業での補足説明や追加資
料配布等を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は学習支援システムを通じて行います。
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【Outline (in English)】
In principle, administration in a democratic state is based on
laws and budgets determined by the parliament representing
the people. As it is difficult to delegate all the complexities
of modern society to the decisions of Congress, administration
has discretionary powers. Because of being managed mainly
by bureaucrats, administration activities have the aspect of
being operated autonomously. Therefore, their omissions and
negligence on implementing the public policy might cause new
social issues.
From such a viewpoint, we’ll set the purpose of this class
"Discovering social issues from the viewpoint of public admin-
istration." After studying the basics, like system, mechanism,
and characteristics of public administration, we will study the
change by the political influence of administrative system and
policy, then we will consider the issue of the administrative
responsibility.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the basic system, mechanism, and nature of
public administration
-B. To examine the policy making process in public administra-
tion and the connection with politics
-C. To acquire the ability to think practically about the
problems of modern administration from the standpoint of a
sovereign.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each. Students will be expected to check the priority
policies of the 2024 government budget and after class collect
information such as searching for newspaper articles related to
the content taken up in the class. In addition, read newspaper
articles routinely that are thought to have an impact on our
lives.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

三井　さよ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は、質的データの収集と分析に基づいて調査報告論
文を執筆完成させるために必要な、基礎的な方法の習得です。基本
的な考え方をグラウンデッド・セオリーに学びつつ、具体的な調査
手法としては参与観察と聞き取り調査を中心に解説し、分析方法と
そこから理論的テーマを立ち上げる方法について解説します。

【到達目標】
質的データの収集と分析の基礎的な方法について理解し、実際に自
分で実施するだけの基礎的な力を身につけること。同時に、調査倫
理についても理解し、身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
量的調査と対比しつつ、質的調査と総称される手法にどのようなも
のがあるのかを解説し、具体的にデータ収集および分析の際に課題
となることについて、学生と討論しつつ理解させます。
この授業は，担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 質的調査研究の意義

と特色
仮説検証型と仮説提起型

第2回 フィールドワークの
流れと手法について

既存の調査研究の紹介から

第3回 問題設定と調査計画
の立て方

問いを立てるとはどのようなこと
か／調査倫理とは

第4回 質的調査の手法 (1) 文献で知識のデータベースをつく
る

第5回 質的調査の手法 (2) 調査依頼の方法、フィールドへの
入り方

第6回 質的調査の手法 (3) 参与観察法
第7回 質的調査の手法 (4) インタビューの種類と特色
第8回 質的調査の手法 (5) 場を観察するということ
第9回 質的データの分析 (1) 調査に基づくデータベースをつく

る
第10回 質的データの分析 (2) コーディング／KJ法／発見すると

いうこと
第11回 質的データの分析 (3) 比較と関連付け
第12回 質的データの分析 (4) 理論的テーマを立ち上げる
第13回 質的データの分析 (5) 妥当性とは何か／調査倫理ふたた

び
第14回 論文の作成に向けて 具体的な論文の書き方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された文献を事前に読む、授業内で示す演習課題を行う、授業中
の討論に参加することを求め明日。本授業の準備・復習時間は、各
4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
盛山和夫（2004）『社会調査法入門』有斐閣
小田博志（2023）『改訂版　エスノグラフィー入門：〈現場〉を質
的研究する』春秋社
三井さよ・三谷はるか・西川知亨・工藤保則編（2023）『はじめての
社会調査』世界思想社

【参考書】
授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
課題（50%),平常点（50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge needed to study based on social research.
Students will be expected to try to make a plan of social
research based on their interests. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-and reports 50%, in
class contribution 50%.
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学Ⅰ〔PSP〕

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。（機
会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必要
な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説しま
す。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性と

公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論しま

す。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明します。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解します。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の定

理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).

— 961 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学Ⅰ〔PSP〕

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説しま

す。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目と

して大事な消費について解説しま
す。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目と
して大事な投資について解説しま
す。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさせ
る国民所得と利子率の関係を示す
IS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上げ，
利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を示
すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均衡
国民所得と均衡利子率を導出しま
す。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派と
ケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線を
定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線を定
義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ〔PSP〕

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」と
の含意を概説し、講義で扱う内容
を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた欧
米諸国の地方自治制度との比較の
中から、日本の地方自治制度の特
色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度を
学びながら、近代日本における国
家と地方自治との関係性を理解す
る

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治の
意義を踏まえつつ、講和期からの
中央集権的な制度改革で構築され
た行財政制度の特性を理解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制度
と東京の都区制度を概説したうえ
で、人口が集中した大都市におけ
る自治体の役割や課題を検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る自
治体統治機構について概説し、そ
の特色である首長（執行機関）の
優位性に着目して、自治体運営で
発揮される長のリーダーシップを
考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能を
果たす議会の活動を概説し、二元
代表制における議会の政治的役割
という観点から、議会による政策
形成の可能性と代表制のあり方を
考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の直
接請求権や自治体が独自に定める
市民参加のしくみを取り上げ、市
民が主人公となる地方自治の民主
主義的機能について検討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制度
を基礎に成り立つ自治体財政の特
色を踏まえつつ、住民が負担する
税の側面に着目して、地方自治の
受益と負担という関係性を検討す
る

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等な
国地方関係のもとで、国と自治体
との政策思考が対立した場合の調
停のしくみを概説した上で、現実
に自治体が直面している課題につ
いて考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと拡
大するために導入された指定管理
者制度・ＰＦＩ、独立行政法人制
度等の諸制度や、自治体レベルで
ＮＰＯや地域住民組織とパート
ナーシップの名の下で展開する事
業を学びつつ、公民の役割分担が
大きく変化している現状について
理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住民
自治組織等の事例を取り上げなが
ら、地域社会における住民の自治
と地域コミュニティの問題を自治
体政策の観点から検討する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は３
分の１に減少した。合併の功罪に
は今もさまざまな論議がある中、
国は行政サービス維持の観点から、
自治体間連携や公民連携の可能性
を提示している。ここでは「住民
自治」と「自治体の規模」の観点
から、自治体の役割を検討する

第14回「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として運
用するにはどのようなシステムが
必要か。自治基本条例や総合計画
など自治体運営の基本的なルール
の活用事例を参考にしながら、「市
民」的な視点から今後の可能性を
考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む
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【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論〔PSP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の学び

方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始まり

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協調
できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのようなと
きに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもたら
したのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社会的
側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける国
連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係にお
いてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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LAW200EB（法学 / law 200）

社会保障法Ⅰ〔PSP〕

長沼　建一郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みとともに、実際の制度の利用方法について
説明するとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ライフサイクルと社会保障
2 保険とは何か 生命保険と損害保険
3 社会保険とは何か 社会保険の基本的な仕組み
4 医療保険① 病気になったらどうするか
5 医療保険② 保険料と窓口ではいくら払うのか
6 医療保険③ どういう医療を受けられるのか
7 医療保険④補説 高齢者医療、前半部分の補足
8 介護保険① 寝たきりや認知症になったら
9 介護保険② どんな介護サービスが利用可能か
10 雇用保険① 失業したらどうするか
11 雇用保険② 離職を防ぐため、再就職のための

給付
12 労災保険① 仕事や通勤でケガや病気をしたら
13 労災保険② 過労死・過労自殺と労災認定
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。
希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。

担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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LAW300EB（法学 / law 300）

社会保障法Ⅱ〔PSP〕

長沼　建一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みと、実際の制度の利用方法について説明す
るとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

公的年金①
年金は何のためにあるのか

2 公的年金②　 いくら払って、いくらもらえるの
か――全国民共通の基礎年金

3 公的年金③ いくら払って、いくらもらえるの
か――サラリーマンの厚生年金

4 公的年金④　 女性のライフサイクルと年金、障
害年金・遺族年金

5 公的年金⑤ 年金財政は大丈夫なのか
6 公的年金⑥補説 年金税制、前半部分の補足
7 私的年金 企業年金・個人年金は頼りになる

か
8 社会福祉等の体系 各福祉分野と公衆衛生などの位置

づけ
9 生活保護① 最後のセーフティネットとして
10 生活保護② 稼働能力の要件
11 障害者福祉 身体障害・知的障害・精神障害
12 児童福祉 保育所・子育て支援
13 社会手当 児童手当、母子家庭への手当
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）および『ソー
シャルプロブレム入門』（信山社）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。

希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。
担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
質的調査法を学ぶ。社会調査実習を履修する上で必要不可欠な知識
を習得する。

【到達目標】
インタビュー、参与観察などの質的社会調査に関する知識を習得し、
その知識を使って調査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・本講義では「質的調査法」、とりわけフィールドワークや参与観察、
半構造化インタビューといった手法を取り上げ、質的調査の方法論
と実際、可能性と限界について体系的に講義する。さらに、実習を
念頭に置いて、テーマに沿ったテキストの講読を行い、実際の分析
事例を検討する。
・授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
・この授業は、担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要である。受講者が一定人数を超える場合は選考
をおこなうことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の目的と構成
第2回 質的調査の意味（１）社会理論と社会調査
第3回 質的調査の意味（２）量的調査と質的調査
第4回 質的調査の手法（１）フィールドワーク
第5回 質的調査の手法（２）参与観察
第6回 質的調査の手法（３）インタビュー
第7回 質的調査の手法（４）ドキュメント分析
第8回 質的調査の事例検討

（１）
フィールドワークによる先行研究
の講読

第9回 質的調査の事例検討
（２）

参与観察による先行研究の講読

第10回 質的調査の事例検討
（３）

生活史を用いた先行研究の講読

第11回 質的調査の事例検討
（４）

ドキュメント分析による先行研究
の講読

第12回 質的調査の実際（１）フィールドへの接近方法
第13回 質的調査の実際（２）調査結果の公開と調査における倫

理
第14回 質的調査の実際（３）質的調査に基づく論文の作成に向

けて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。文献講読、資
料収集レポートなど、毎回、講義で指定する必要な作業を行うこと。

【テキスト（教科書）】
講義中に適宜指示する。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
必ず、担当教員の「社会調査実習」とセットで履修すること。
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要となります。3月下旬に実施する社会調査実習ガイダ
ンスに必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of qualitative social
research to students taking this course. The course also
introduces the fundamentals of qualitative data analysis. By
the end of the course, students should be able to evaluate
major studies in terms of their methods, results, conclusions
and implications. Grading will be decided based on in class
contribution:100%
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ〔PSP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の学び

方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始まり

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協調
できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのようなと
きに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもたら
したのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社会的
側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける国
連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係にお
いてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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POL300EB, POL300EC（政治学 / Politics 300 ,政治学 / Politics 300）

国際関係論Ⅱ〔PSP〕

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
冷戦後から現在に至るまで国家や国際組織がどのように「国際の平
和と安全への脅威」に対応してきたかについて学ぶ。国際関係論Iで
学んだ理論や概念をふまえつつ、冷戦後の武力紛争や脅威がどのよ
うな問題を突きつけてきたのか、そしてその問題に対して国際社会
ではどのような行動がとられ、議論がなされてきたのかについて考
察する。

【到達目標】
現代の国際情勢と問題、特に安全保障と武力行使にかかわる問題に
ついて、論理的、実証的、規範的に考察し、理解できるようになる
ことを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
冷戦後の国際安全保障に関する重要な出来事（湾岸戦争、ユーゴス
ラビア紛争、ルワンダの大虐殺、コソヴォ紛争、9.11アメリカ同時
多発テロ、アフガニスタン戦争、イラク戦争、リビア空爆）に焦点
を当て、国際社会が直面した国際安全保障の問題を考える。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバッ
クを講義内で行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論

の学び方について
2 冷戦の終結と国際安

全保障の変化
冷戦後の国際の平和と安全をめぐ
る問題の特徴

3 湾岸戦争：「新世界
秩序」

集団安全保障体制の復活と国連の
役割

4 ユーゴスラビア紛争 国連平和維持活動 (PKO）の発展
と課題

5 ルワンダ大虐殺 民族紛争の構図と「アイデンティ
ティ政治」

6 コソヴォ紛争 人道的介入
7 戦争犯罪と国際刑事

裁判所
国際社会における国際刑事裁判の
試み

8 映像鑑賞 9/11後の世界について
9 9/11とテロリズム 国際テロとグローバリゼーション

の関係
10 アフガニスタン空爆 「テロとの戦い」と空爆の是非
11 アフガニスタンの国

家再建
脆弱国家と平和構築

12 イラク戦争 「テロとの戦い」と大量破壊兵器問
題

13 リビア空爆 「保護する責任」をめぐる議論
14 「人間の安全保障」か

らのアプローチ
伝統的安全保障の限界

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講
義の冒頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュー
スをチェックしてくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛
争‒ 理論と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
酒井啓子『9.11後の現代史』講談社現代新書（2018）

【参考書】
講義中に随時紹介。

【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト（課題）：70％

【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
The topic of this course is international peace and security,
especially focusing on the use of force in the post-Cold War
international relations. The course will pick up wars and
armed conflicts in the 1990s onwards and critically examine
international debates and practices.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は質的な社会調査の基礎と現実社会におけるその意
義や役割について理解する。国内外における質的社会調査の実例に
学びつつ、質的社会調査を主とする社会調査の方法について、イン
タビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法を実
践的に習得する。

【到達目標】
インタビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法
を習得し、実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義を中心とする。文献や統計データの検索、インタビュー調査の
依頼、質問項目の設定、インタビューの実践とデータの整理、校外学
習での参与観察のフィールドノーツの作成についてそれぞれレポー
トを課すほか、実際に授業内で課題を行ってもらう場合がある。授
業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
この授業は，担当教員が今年度に開講する「社会調査実習」と同時
に履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合
は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義の目的とスケジュール
2 問題意識の重要性 調査の目的と調査すべき問題意識

の明確化
3 「統計的・数量的」調

査と「事例的・質的」
調査

量的調査との対比において、質的
な社会調査の特徴

4 ライブラリーワーク テーマに関連する文献と先行研究
の検索、収集方法

5 調査対象・調査方法
の明確化

調査対象や調査方法の選定のプロ
セス

6 内容分析・言説分析
の展開と方法

内容分析・言説分析についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

7 写真やビジュアルメ
ディアの分析

写真・映像などのメディアの分析
についての説明（研究例の紹介と
解説を含む）

8 聞き書きとインタ
ビュー

インタビュー調査の方法について
の説明（研究例の紹介と解説を含
む）

9 参与観察調査のプロ
セスとデータ化

参与観察調査の方法についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

10 ライフヒストリー研
究の方法論

ライフヒストリー研究についての
説明（研究例の紹介と解説を含む）

11 ドキュメントと資料
（史料）批判

史資料を用いた分析についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

12 データの収集とデー
タベースの構築

質的な社会調査において収集した
さまざまなデータをどう整理・分
類し、分析していくかについて説
明

13 データアーカイブと
その活用

さまざまな質的なデータのデータ
ベースやアーカイブの具体例とそ
の活用方法について説明

14 社会調査をめぐる社
会関係と調査倫理

社会調査におけるインフォーマン
トとの関係性とそこでの調査倫理
について説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。講義期間中
に、文献・統計データ検索レポート、インタビュー依頼文レポート、
インタビュー質問項目作成レポート、参与観察記録作成レポートを
課す。また最終レポートとしてインタビュー調査・参与観察調査の
記録の提出を課す。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
宮内泰介・上田昌文,2020,『実践　自分で調べる技術』岩波書店．
野村康,2017,『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手
法』名古屋大学出版会．
佐藤健二・山田一成編,2009,『社会調査論』八千代出版．
佐藤郁哉,2006,『フィールドワーク　増訂版：書を持って街へ出よ
う』新曜社．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出（26%）
講義期間中のミニレポート4回（50%）
最終レポート（24%）

【学生の意見等からの気づき】
少人数を前提とした授業であり、学生同士によるディスカッション
を積極的に行いつつ、講義を進めていく。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。この科目を受講したい場合は、3月
下旬に実施する社会調査実習ガイダンスに必ず出席して、担当教員
の指示を受けて下さい。社会調査士資格を取得するための必要なF
科目にあたり、同じくG科目にあたる社会調査実習とセットで履修
することが前提となっています。調査研究法Bだけを受講すること
はできません。

【Outline (in English)】
The purpose of this lecture is to understand the fundamentals
of qualitative social research and its significance. The course
will then focus on the practical application of qualitative social
research methods, such as interviews, participant observation,
and media analysis, through understanding of actual examples
of surveys in Japan and abroad and report assignments.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Submission of reaction papers (26%)
Four mini-reports during the lecture (50%)
Final report (24%)

— 971 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔PLP〕

田嶋　淳子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 質的調査方法を学ぶ　

【到達目標】
調査方法に関する知識を学ぶと同時に、その知識を使って、自ら調
査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
質的調査方法は都市社会学領域におけるシカゴ学派などの古典的調
査研究から現代の都市地域社会を対象とする外国人居住調査まで幅
広く用いられてきた調査手法である。これら既往研究の調査方法に
ついて、本講義では、できる限り原点における方法と課題とを現実
の調査フィールドとの関係において、総合的な視点から論じていく。
こうした作業を通じて、データの収集方法（観察、インタビュー、参
与観察）ならびに分析方法について、それぞれの特徴と問題点を学
ぶ。課題は学習支援システムに設定します。提出されたレポートに
はコメントをつけて返却します。この授業は，担当教員が今年度開
講する「社会調査実習」と同時に履修することが必要です。なお、受
講者が一定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の概要と進め

方の説明
　調査方法上の特徴について説明
する。

2 都市社会学における
研究上の方法と課題
（シカゴ・シリーズの
概説）

　都市地域調査をとりあげ、具体
的にいかなる調査がおこなわれて
きたのかを文献から学ぶ。

3 都市社会学における
研究上の方法と課題

日本の代表的な質的調査法の概説

4 都市社会学における
質的分析法（1)

課題設定と調査方法

5 都市社会学における
質的分析法（2）

フィールドへの入り方

6 都市社会学における
質的分析法（3）

参与観察

7 都市社会学における
質的分析法（4）

フォーマル/インフォーマル・イン
タビュー

8 都市社会学における
質的分析法（5）

視覚データの収集方法と分析

9 都市社会学における
質的分析法（6）

データのコード化、カテゴリー化、
文章化

10 都市社会学における
資料分析の方法

ドキュメントの活用と分析

11 事例研究（1） 外国人居住調査の分析方法
12 事例研究（2） 外国人政策（国、市町村レベル）

の分析方法

13 エスニック研究の分
析方法

『ストリート・ワイズ』から学ぶこ
と

14 質的研究 分析から理論へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回講義で指定された参考文献を読み、必要な作業をこなすこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、必要な資料はコピーで配布する。

【参考書】
1.ウヴェ・フリック著小田他訳『質的研究入門』春秋社、2002年。
2.佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法』新曜社。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will study qualitative research methods.
Learning Objectives
Students will acquire knowledge of qualitative research
methods so that they can conduct their own research applying
these methods.
Learning Activities Outside Class
Students will do readings assigned in each class and carry out
tasks required. Standard duration for preparation and review
will be two hours each.
Assessment
Reports on assigned readings (20%), assigned work and
submission (30%) and the end-term report (50%)
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SOC200EB, SOC200EC, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology
200 ,社会学 / Sociology 200）

社会学理論ＡⅡ〔GSP〕

鈴木　智之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ハビトゥス」と「ナラティヴ」という二つの概念を軸に、「社会的
存在」としての「個人」の成り立ちについて考える。

【到達目標】
「私」という存在は、社会生活の累積の中で作られていく、複雑な社
会的構成体である。「私」はなぜ今あるような「私」なのか。「私」が
「私」であろうとすることが、どのような社会の成り立ちに結びつい
ているのか。これを概念的に分析し、言語化できるようになること
を目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP8・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回配布するレジュメを用いて講義を行う。
リアクションペーパーの提出を求めるが、これは成績評価につなが
るものではない。
リアクションペーパーからいくつかを選択し、次週の講義において
回答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「個人存在」の社会学という視点
第2回 「個人存在の社会学」

の理論的基礎（１）
デュルケム社会学における「個人」

第3回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（２）

G.H.ミードの「社会的自己」論

第4回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（３）

G．ジンメルの「社交圏の分離」
と「個人の自立」論

第5回 「ハビトゥス」の理論
（１）

社会的なるものの身体化

第6回 「ハビトゥス」の理論
（２）

身体化された文化と不平等の再生
産

第7回 「ハビトゥス」の理論
（３）

感覚の社会的依存性

第8回 「ハビトゥス」の理論
（４）

複数のハビトゥス

第9回 物語としての自己
（１）

認知と判断の形式としてのナラ
ティヴ

第10回 物語としての自己
（２）

再帰的な語りと自己の構築

第11回 物語としての自己
（３）

病いの語り

第12回 物語としての自己
（４）

自己物語の困難

第13回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（１）

ハビトゥスをめぐる語り

第14回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（２）

ナラティヴ・ハビトゥス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義によって提起された問いを、自分自身の現実に適用して、
「私」という存在の成り立ちについて考える。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。

【参考書】
B.ライール『複数的人間』法政大学出版局、2013年
A.W.フランク『傷ついた物語の語り手　身体・病い・倫理』ゆみる
出版、2002年
他は随時指示する

【成績評価の方法と基準】
学期末の試験によって評価する (100%)。

【学生の意見等からの気づき】
教室での受講が講義の理解度に大きく関わっているようです。積極
的な参加を求めます。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
講義内容の構成は、学生のリアクションや、新しいテクストなどと
の出会いによって、変更される場合があります。

【Outline (in English)】
The aim of this lecture is to understand the theoretical
frames of sociology of the self, and to demonstrate knowledges
and analysis on concrete situations. At he end of the
course, students are expected to be able to analyze the social
constitution of individual being.
After each class, students are expected to spend two hours to
understnad the course content.
Grading will be decided based on the term-end examina-
tion(100%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会科学の方法Ⅰ〔GSP〕

鈴木　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人はいかにして物語とともに生き、物語によって生かされているの
か。この問いを中心に、社会学的探求の方法としての「ナラティヴ」
の可能性を考察します。A.W.フランクの著作『物語を息づかせる』
をベースとして、「物語り」を研究の対象としてだけでなく、探求の
方法として生かす道を探っていきます。物語の語り手となることに
よって、対話的な分析の技法を習得することを目指します。

【到達目標】
A.W.フランクの「ソシオナラトロジー」の基本的な考え方を学び、
これをもとに「対話的ナラティヴ分析」の基本的な技法を習得する。
いくつかの物語テクストを読み、これに「語りによる応答」を行う
ことを通じて、「対話的な分析実践」を重ね、その効力を再帰的に評
価することを試みる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的には「講義」の形態を取るが、学期中に数回「課題」として、
受講生自身が「語り」を作成し、これをクラス全体でふり返る機会
を設ける。
このほかに、リアクションペーパーの提出を毎回求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 社会学的探求の対象

／方法としてのナラ
ティヴ

ナラティヴ・アプローチの基本的
な考え方

第2回 構築主義的方法論の
隘路

構築主義的な相対化の限界を超え
ていくために

第3回 病いの語り A.W.フランク『傷ついた物語の語
り手』とその方法論

第4回 ソシオナラトロジー
とは何か

アクターとしての「物語」

第5回 物語の危険 ナラティヴ・ハビトゥスと物語の
フレイミング効果

第6回 物語の危険を超えて
（１）

グロスマンとともにサムソン神話
を読む

第7回 物語の危険を超えて
（２）

戦争の語りを語り直す

第8回 カウンターナラティ
ヴ（１）

現実に抗するすべとしての「物語
り」

第9回 カウンターナラティ
ヴ（２）

瀬尾夏美『声の地層』を読む

第10回 伴侶としての物語
（１）

人はいかにして物語とともに生き
るのか

第11回 伴侶としての物語
（２）

フランとともに『リア王』を読む

第12回 他者の語り（１） 他者の声を真似る
第13回 他者の語り（２） 他者として語る
第14回 ソシオナラトロジー

の可能性
講義をふり返る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A.W.Frank, Letting Stories Breathe, a socionarratology,
University of Chicago Press.

【参考書】
A.W.Frank, King Lear, Shakespeare’s Dak Consolation, Oxford
University Press, 2022. 他は毎回の講義にて指示する。

【成績評価の方法と基準】
学期末のレポート（60％）、講義中に提出された課題（40％）をも
とに評価する。

【学生の意見等からの気づき】
継続的な積極的参加が、講義の理解において不可欠であるようです。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
　受講生は、学期中、いくつかの物語作品を各自で読み、これを踏
まえて課題の提出を行うことが求めらる。現時点では、『聖書』（士
師記）、瀬尾夏美『声の断想』（生きのびるブックス、2023年）、W.
シェイクスピア『リア王』（誰の訳でもよいが、鈴木は松岡訳、ちく
ま文庫、1997年を使用の予定）を候補としている。
　各回の講義の内容や順番は、進行に伴って変更されることがある。

【Outline (in English)】
How do you live with strories? How are you animated by
strories? We explore the possibility of "narrative" as a method
of sociological investigations.Baed on Letting Stories Breathe
by A. W.Frank, we aim to gain the competence of dialogical
narrative analysis.
Grading will be decided on final report(60%) and on mid-term
assignments(40%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ〔GSP〕

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフス

タイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近代

社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

福祉社会学Ⅰ〔GSP〕

堅田　香緒里

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉が社会の中でどのような意味や機能をもつのかについて学ぶ。

【到達目標】
１）福祉国家の歴史／学説史を理解する。
２）現代社会における福祉の意味や機能ならびに課題を理解する。
３）これからの福祉社会を展望するために必要な基礎的能力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義の前半では、社会が福祉を必要としてきた背景やそれを支えて
きた理念や規範について、福祉国家の歴史および学説史の検討を通
して学ぶ。そのうえで、講義の後半では、現代社会における福祉の
意味や課題を理解するために重要な幾つかの論点を取り上げ、解説
する。これらを通して、これからの福祉社会を展望するために必要
な基礎的能力を養うことを目的とする。
※なお、授業計画は、参加者の興味・関心および進捗状況に応じて
変更の可能性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉とは何か、必要とは何か
2 福祉国家とは何か 福祉国家の目的・編成・機能
3 福祉国家の歴史①生

成期
救貧法から戦後福祉国家誕生まで

4 福祉国家の歴史②拡
大期

社会支出の増大、社会権の確立

5 福祉国家の歴史③危
機と再編

右派からの批判、「新しい社会運
動」による異議申し立て

6 福祉国家論① 産業主義理論、権力資源論から福
祉レジーム論へ

7 福祉国家論② 福祉レジーム論の新展開、脱商品
化と脱家族化

8 福祉国家論③ 福祉レジーム論への批判と、新し
いレジーム論

9 福祉国家の論点①シ
ティズンシップ

権利と義務、市民共和主義と自由
主義、フェミニスト・シティズン
シップ、国籍と難民

10 福祉国家の論点②自
由とセキュリティ

「生の保障」と「治安」、福祉国家
の監視国家化

11 福祉国家の論点③：
ケアと再生産

生産、再生産、ケア、家事労働

12 福祉国家の論点④：
自立と依存

フェミニズム／障害学が投げかけ
る問い

13 福祉国家の論点⑤：
再分配と承認

「声」の政治、マイノリティ

14 授業内試験、まとめ 授業内試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理
解を深める。

本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマ毎に設定する課題の提出40％、最終テスト60％
で行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the history and the function of modern
welfare state. By the end of the course, students are expected
to understand the meaning and function of welfare in society.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content. Your
overall grade in the class will be decided based on the following;
1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

福祉社会学Ⅱ〔GSP〕

堅田　香緒里

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉政策および周辺の諸政策について学び、そのうえで、今日の福
祉政策が抱える課題やそれを克服するための展望について考える。

【到達目標】
１）既存の福祉政策の内容や目的・背景にある規範を理解する。
２）福祉政策が現在直面している課題について理解する。
３）これからの福祉政策のあり方について各々が展望する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
今日、福祉国家を支えてきた様々な社会的諸条件が揺らぐ中、福祉
政策の再編が進行しつつある。こうした現代的文脈を踏まえ、講義
の前半では、とりわけ日本の福祉政策および周辺の諸政策を取り上
げ、その目的・内容及び背景にある規範について学ぶ。講義の後半
では、これらの福祉政策が現代社会において直面している諸課題を
検討し、それを克服するために近年検討されている新しい政策構想
に触れ、これからの福祉政策のあり方を展望する。　
※授業計画は、参加者の興味・関心や進捗状況に応じて変更の可能
性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉政策の目的・編成・機能
2 福祉政策の実際①：

　障害者福祉
自立生活、介助サービス

3 福祉政策の実際②：
　高齢者福祉

介護保険、介護労働、ケア

4 福祉政策の実際③：
　子ども家庭福祉

社会手当、保育サービス、ひとり親

5 福祉政策の実際④：
　低所得者福祉

生活保護、生活福祉資金、生活困
窮者支援

6 福祉政策の周辺①：
　健康の保障

医療保険、予防的介入

7 福祉政策の周辺②：
　教育の保障

教育政策、奨学金

8 福祉政策の周辺③：
　住宅の保障

公営住宅、「ホームレス」政策

9 福祉政策の現代的課
題①

雇用の不安定化に伴う諸課題

10 福祉政策の現代的課
題②

家族の不安定化に伴う諸課題

11 福祉政策の現代的課
題③

コミュニティの再編に伴う諸課題

12 新しい福祉政策①　 ワークフェア
13 新しい福祉政策② アクティベーション、参加所得
14 新しい福祉政策③ ベーシックインカム

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理解
を深める。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマごとにに設定する課題の提出40％、最終レポー
ト60％で行う。

【学生の意見等からの気づき】
毎回提出してもらうリアクションペーパーへの授業内応答を、引き
続き行う。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of challenges and prospects facing modern
welfare state. By the end of the course, students are expected to
understand the situation surrounding today’s welfare policies
and to acquire the ability to envision desirable future welfare
policies. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following; 1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.

— 977 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会学総合特講Ⅰ〔GSP〕

鈴木　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人はいかにして物語とともに生き、物語によって生かされているの
か。この問いを中心に、社会学的探求の方法としての「ナラティヴ」
の可能性を考察します。A.W.フランクの著作『物語を息づかせる』
をベースとして、「物語り」を研究の対象としてだけでなく、探求の
方法として生かす道を探っていきます。物語の語り手となることに
よって、対話的な分析の技法を習得することを目指します。

【到達目標】
A.W.フランクの「ソシオナラトロジー」の基本的な考え方を学び、
これをもとに「対話的ナラティヴ分析」の基本的な技法を習得する。
いくつかの物語テクストを読み、これに「語りによる応答」を行う
ことを通じて、「対話的な分析実践」を重ね、その効力を再帰的に評
価することを試みる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的には「講義」の形態を取るが、学期中に数回「課題」として、
受講生自身が「語り」を作成し、これをクラス全体でふり返る機会
を設ける。
このほかに、リアクションペーパーの提出を毎回求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 社会学的探求の対象

／方法としてのナラ
ティヴ

ナラティヴ・アプローチの基本的
な考え方

第2回 構築主義的方法論の
隘路

構築主義的な相対化の限界を超え
ていくために

第3回 病いの語り A.W.フランク『傷ついた物語の語
り手』とその方法論

第4回 ソシオナラトロジー
とは何か

アクターとしての「物語」

第5回 物語の危険 ナラティヴ・ハビトゥスと物語の
フレイミング効果

第6回 物語の危険を超えて
（１）

グロスマンとともにサムソン神話
を読む

第7回 物語の危険を超えて
（２）

戦争の語りを語り直す

第8回 カウンターナラティ
ヴ（１）

現実に抗するすべとしての「物語
り」

第9回 カウンターナラティ
ヴ（２）

瀬尾夏美『声の地層』を読む

第10回 伴侶としての物語
（１）

人はいかにして物語とともに生き
るのか

第11回 伴侶としての物語
（２）

フランとともに『リア王』を読む

第12回 他者の語り（１） 他者の声を真似る
第13回 他者の語り（２） 他者として語る
第14回 ソシオナラトロジー

の可能性
講義をふり返る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A.W.Frank, Letting Stories Breathe, a socionarratology,
University of Chicago Press.

【参考書】
A.W.Frank, King Lear, Shakespeare’s Dak Consolation, Oxford
University Press, 2022. 他は毎回の講義にて指示する。

【成績評価の方法と基準】
学期末のレポート（60％）、講義中に提出された課題（40％）をも
とに評価する。

【学生の意見等からの気づき】
継続的な積極的参加が、講義の理解において不可欠であるようです。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
　受講生は、学期中、いくつかの物語作品を各自で読み、これを踏
まえて課題の提出を行うことが求めらる。現時点では、『聖書』（士
師記）、瀬尾夏美『声の断想』（生きのびるブックス、2023年）、W.
シェイクスピア『リア王』（誰の訳でもよいが、鈴木は松岡訳、ちく
ま文庫、1997年を使用の予定）を候補としている。
　各回の講義の内容や順番は、進行に伴って変更されることがある。

【Outline (in English)】
How do you live with strories? How are you animated by
strories? We explore the possibility of "narrative" as a method
of sociological investigations.Baed on Letting Stories Breathe
by A. W.Frank, we aim to gain the competence of dialogical
narrative analysis.
Grading will be decided on final report(60%) and on mid-term
assignments(40%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔SRP〕

三井　さよ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は、質的データの収集と分析に基づいて調査報告論
文を執筆完成させるために必要な、基礎的な方法の習得です。基本
的な考え方をグラウンデッド・セオリーに学びつつ、具体的な調査
手法としては参与観察と聞き取り調査を中心に解説し、分析方法と
そこから理論的テーマを立ち上げる方法について解説します。

【到達目標】
質的データの収集と分析の基礎的な方法について理解し、実際に自
分で実施するだけの基礎的な力を身につけること。同時に、調査倫
理についても理解し、身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
量的調査と対比しつつ、質的調査と総称される手法にどのようなも
のがあるのかを解説し、具体的にデータ収集および分析の際に課題
となることについて、学生と討論しつつ理解させます。
この授業は，担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 質的調査研究の意義

と特色
仮説検証型と仮説提起型

第2回 フィールドワークの
流れと手法について

既存の調査研究の紹介から

第3回 問題設定と調査計画
の立て方

問いを立てるとはどのようなこと
か／調査倫理とは

第4回 質的調査の手法 (1) 文献で知識のデータベースをつく
る

第5回 質的調査の手法 (2) 調査依頼の方法、フィールドへの
入り方

第6回 質的調査の手法 (3) 参与観察法
第7回 質的調査の手法 (4) インタビューの種類と特色
第8回 質的調査の手法 (5) 場を観察するということ
第9回 質的データの分析 (1) 調査に基づくデータベースをつく

る
第10回 質的データの分析 (2) コーディング／KJ法／発見すると

いうこと
第11回 質的データの分析 (3) 比較と関連付け
第12回 質的データの分析 (4) 理論的テーマを立ち上げる
第13回 質的データの分析 (5) 妥当性とは何か／調査倫理ふたた

び
第14回 論文の作成に向けて 具体的な論文の書き方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された文献を事前に読む、授業内で示す演習課題を行う、授業中
の討論に参加することを求め明日。本授業の準備・復習時間は、各
4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
盛山和夫（2004）『社会調査法入門』有斐閣
小田博志（2023）『改訂版　エスノグラフィー入門：〈現場〉を質
的研究する』春秋社
三井さよ・三谷はるか・西川知亨・工藤保則編（2023）『はじめての
社会調査』世界思想社

【参考書】
授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
課題（50%),平常点（50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge needed to study based on social research.
Students will be expected to try to make a plan of social
research based on their interests. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-and reports 50%, in
class contribution 50%.
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

田嶋　淳子

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本実習の目的は社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度のテーマは
『多文化共生のありかをもとめて』について考える。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。
　本実習においては、都市地域社会を対象とするフィールドワーク
を通じ、調査の流れに沿って、作業プロセスを体験します。地域へ
のアプローチの仕方から問題の析出とドキュメント分析およびイン
タビューなどの調査プロセスを通じ、調査報告書の作成に至る社会
調査の全プロセスを把握します。毎回の課題は学習支援システムの
課題で設定します。提出物はコメントをつけて返却します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 調査概要と調査地に

ついて
調査地についての文献検索及び統
計データの収集

2 調査報告書を読む 調査報告書を参考に調査報告の書
き方を学ぶ

3 既存データの収集お
よび講読

参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把握
する

4 調査対象のリスト作
成

データの収集と共有化

5 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成作
業、文献の講読を通じて、問題意
識の明確化をはかる

6 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研究
計画の立案

7 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の収
集と講読、レポート

8 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織へのインタ
ビューから把握する（地域似展開
する地域組織・同郷団体、外国人
学校など）

9 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

10 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

11 調査の準備作業 データの共有化
12 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の検

討

13 調査計画の立案 夏休み中の調査計画立案
14 夏休み調査の準備作

業
調査対象者へのアプローチとアポ
イントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
インタビューデータの確認

17 データの分析作業 分析作業を進める（各自の担当部
分と全体とのつながり）

18 データの分析作業 サブ・グループを作り、データ分
析作業

19 データの分析作業 データ分析から各自のテーマ化
20 補足調査実施 各自のテーマに必要な補足調査を

実施
21 既往文献の再検索 既往文献を再検索する
22 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
23 プリゼンテーション

の準備
PPTを使った発表の仕方

24 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論文

のテーマを調整
26 報告書の執筆作業 報告原稿の完成に向けたブラッ

シュアップ
27 報告書の執筆作業 論文の書き方
28 報告書の執筆作業 報告書の完成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加すること。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
各年度で作成した調査報告書（これらは配布または貸し出し予定）
社会調査実習報告書、2023『コミュニティとしての横浜中華街Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書、2022『市民としての貢献　PartⅡ』
社会調査実習報告書、2021『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅢ）』
社会調査実習報告書、2020『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅡ）』
社会調査実習報告書,2019『多文化共生のありかをもとめて　Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書,2018『コミュニティとしての横浜中華街　Part
Ⅲ』

【参考書】
田嶋ゼミ社会調査報告書,『多文化共生のありかをもとめてⅠ、Ⅱ、
Ⅲ』。
田嶋淳子「池袋・新宿調査からの20年」『社会と調査』第4号,2010年。
田嶋淳子、2010『国際移住の社会学ー東アジアのグローバル化を考
える』明石書店。
田嶋ゼミナール『グローバル化の中の池袋』2010年調査報告。

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will learn how to conduct qualitative social research.
The subject is to study Okubo Koreantown as a Community.
Learning Objectives
Students will learn the entire process of conducting social
research, including how to plan and carry it out.
Learning Activities Outside Class
Preparatory activities will be vital to do assignments given in
class, either on a group or individual basis. Standard duration
for preparation and review will be two hours in total.
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Assessment
Submission of assignments given at all research stages (30%),
compilation of research data including interview (30%) and the
final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

武田　俊輔

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この実習では近世以来の都市部が東京の郊外として再編され、旧住
民の減少と新住民が流入という状況するにおいて、地域社会のつな
がりやコミュニティがいかに再生産され、また新たに作り出されて
きたかを明らかにする。そのための具体的な手がかりとして、地域
社会における伝統的な文化や祭礼の継承、現代におけるその再編に
ついて、八王子市を事例に質的社会調査の方法（参与観察、インタ
ビュー、ドキュメント分析など）を駆使して解明することで、社会
調査の実践的な能力を培うことを目的とする。

【到達目標】
インタビューや参与観察、ドキュメント分析といった質的調査、ま
たデータ分析と論文の執筆に至るプロセスを実践的に習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
この授業は以下の4つの段階を経て進める。
１：社会調査を実施することの意味に関する基本認識を共有する。
２：社会調査を設計・計画する（「フィールドノーツ」の重要性と作
成法、基礎資料・基本情報の共有化、調査テーマの確定、調査地域の
選定、調査対象の確定、仮説の定立、調査方法の確定、質問項目の整
理と作成、インタビューマニュアルの作成、調査スケジュールの作
成、調査対象者とのアポイントメントの心得の共有、インタビュー
記録・観察記録のフォーマットの共有、収集した質的調査データの
処理・分析の手法、報告書の作成法、「調査倫理」としての対象者・
協力者への結果報告の心得）。
３：社会調査を実施する。２の設計・計画に応じて現地調査（イン
タビュー調査、フィールドワーク）を実践する。8月5日（土）・6日
（日）に調査する祭礼が実施されるため、この両日のフィールドワー
クに参加することは必須となる。
４；調査結果のまとめと報告書作成：調査結果をまとめて報告書を
作成し、また調査対象者・協力者に対して報告を行う。
授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

と担当の決定
実習の目的と今後のスケジュール
について説明する。

2 調査および調査地に
ついての概要の把握

調査地についての文献検索及び統
計データの収集調査

3 祭礼・伝統文化の社
会学的調査の実例

既存の伝統文化・祭礼に関する調
査の実例を学ぶ

4 学生による祭礼調査
の実例

学生による調査報告書を参考に調
査報告の書き方を学ぶ

5 既存データの収集お
よび講読

文献の検索方法および既存データ
を読み、問題の所在を把握する

6 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成作
業、文献の講読を通じて、問題意
識の明確化をはかる

7 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研究
計画の立案

8 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の収
集と講読、レポート

9 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織や関係者への
インタビューから把握する（祭礼
の保存団体、郷土史家、教育委員
会）

10 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

11 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

12 参与観察調査の準備
作業

調査対象を参与観察するためのア
プローチ方法の検討

13 参与観察の調査計画
の立案

夏休み中の参与観察調査の計画立
案

14 夏休み調査の準備作
業

夏休み中の参与観察調査とインタ
ビュー調査対象者へのアプローチ
とアポイントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
参与観察およびインタビューデー
タの確認

17 データの分析作業の
方向性の確認

分析の方針を定め、作業を進める
（各自の担当部分と全体とのつなが
り）

18 個々の地縁組織につ
いての分析作業

地縁組織ごとのデータ分析作業

19 各地縁組織に共通す
るテーマの析出

個々の地縁組織を超えて共通する
テーマの発見

20 データの分析結果の
検討

データ分析の結果の報告と再検討

21 既往文献とのつきあ
わせ

既存の文献との比較を通じて、分
析結果の位置づけを確認する

22 データの公表の仕方
の検討

倫理規定についての検討

23 プレゼンテーション
の準備

パワーポイントを用いた報告の準
備

24 論文の構成・内容の
検討

各自の論文化へ向けた報告

25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論文
のテーマを調整

26 報告書の執筆と内容
の検討

各自の原稿の完成に向けた作業

27 報告書の執筆作業 各自の原稿の報告と質疑を通した
ブラッシュアップ

28 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、準
備作業が重要となる。また、夏休み中の参与観察調査・インタビュー
調査に必ず参加することが前提であり、参加しない場合は単位を取
得できない。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
松平誠,1980,『祭の社会学』講談社．
松平誠,1990,『都市祝祭の社会学』有斐閣．
佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法：原理・方法・実践』新曜社．
高久舞,2017,『芸能伝承論：伝統芸能と民俗芸能の演者と系譜』岩
田書院．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．
武田俊輔,2019,『コモンズとしての都市祭礼：長浜曳山祭の都市社
会学』新曜社．
米山俊直,1974,『祇園祭：都市人類学ことはじめ』中央公論社．
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【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%）、インタビュー記
録などの調査データの作成（30%）、および最終レポート（40%）

【学生の意見等からの気づき】
報告書作成に至るプロセスにおいて、過去の調査報告書の実例もふ
まえて、より具体的なテーマをこちらで設定する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイ
ダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。社会調査士
資格を取得するための必要なG科目にあたり、同じくF科目にあた
る調査研究法Bとセットで履修することが前提となっています。調
査研究法Bを受講せずに社会調査実習を受けることはできません。

【Outline (in English)】
In this exercise, we will clarify how local communities have
been transformed in a suburban city with a long history
since the Edo period. As a clue to this, we will focus on
traditional culture and festivals in the local community. By
using qualitative social research methods (e.g., participant
observation, interviews, document analysis, etc.) to clarify how
current social changes have affected the succession of festivals
and how festivals and local community have been reorganized,
we will cultivate practical skills in social research.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Submission of assignments for all phases of the research
exercise (30%), preparation of interview transcripts and other
research data (30%), and a final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

三井　さよ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、地域における市民活動団体への調査研究の仕方につい
て、その基礎的な事柄を学ばせるものです。授業の目的は、実際の
調査の流れに沿って、必要となる作業過程を体験することです。具
体的なテーマは、多摩地域における市民活動の分析を通して、そこ
で問われていた問題とは何かを明らかにすることとします。

【到達目標】
調査の事前準備や調査対象の確定、依頼、参与観察法や聞き取り調
査をはじめとした調査の実施、質的データの収集、それらデータの
分析、報告書の作成まで経験し、社会調査の全プロセスを把握する
ことで、現実から一定のテーマを引き出す力を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法A」または「調
査研究法B」と同時に履修することが必要です。なお、受講者が一
定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。
夏休み期間を利用し、集中的に、調査対象となる団体への聞き取り
調査および参与観察を行います。秋学期以降に、調査から得られた
資料や聞き取りからデータベースをつくり、各自の論文の骨組みを
つくります。9月上旬の頃に時間的余裕を作っておいてください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 多摩地域について 対象地域の理解
2 調査を設計するとは 過去の調査事例から
3 調査の手法と課題 過去の調査事例から
4 調査テーマの決定 調査テーマに関する討論
5 仮説の構築 調査仮説の決定
6 調査対象の決定 各自の関心に基づく
7 先行研究の学習① 各自の関心に基づく
8 先行研究の学習② 各自の関心に基づく
9 先行研究の学習③ 各自の関心に基づく
10 関連する制度の学習

①
介護保険制度

11 関連する制度の学習
②

障害者自立支援法

12 プレ調査の実施 関連する団体へのインタビュー調
査を全員で実施

13 プレ調査の振り返り 実際のインタビューについて振り
返る

14 質問票の作成・アポ
取り

各自の関心に基づいて質問票を作
成、実際にアポイントメントを取
る

15 調査結果の整理① 資料の整理／最初の感想
16 調査結果の整理② 文字おこし
17 調査結果の整理③ 文字おこし
18 調査結果の整理④ 文字おこし

19 論文の素案① 各自の印象を出す
20 論文の素案② なぜ重要か、解説をつける
21 データの整理ふたた

び
不足の確認

22 論文の構成① 各自の構成案を出す
23 論文の構成② 各自の構成案を出す
24 論文の構成③ 各自の構成案を出す
25 追加データの検討 追加可能か確認する
26 報告書の執筆① 各自の執筆
27 報告書の執筆② 討論を踏まえて書き直し
28 報告書の確認 全体を確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各4時間を標準とします。また、夏休
み期間に調査を実施するので、秋学期の始まる前の3週間程度の期
間には時間的余裕を作っておいてください。なお、具体的にいつ調
査を実施することになるかは、調査対象者とのアポイント次第なの
で、現段階ではわかりません。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
三井さよ・三谷はるよ・西川知亨・工藤保則編2023『はじめての社
会調査』世界思想社
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美2016『質的社会調査の方法：他者の合
理性の理解社会学』有斐閣
金子淳2017『ニュータウンの社会史』青弓社

【成績評価の方法と基準】
調査と授業への参加 (50%)、報告書の執筆 (50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students experience the
process of social research. The students will go out from the
classroom and investigate how the civil activities in Tama
District have grown and what they have confronted. Your
overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end report: 50%、in class contribution: 50%.
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SOC300EB, SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology
300 ,社会学 / Sociology 300）

社会調査実習〔SRP〕

惠羅　さとみ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
主に質的社会調査の方法（フィールドワーク・参与観察・聞き取り
調査）の実践を通じて、社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度の
テーマは「労働とダイバーシティ」とする。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
年間の作業スケジュールは以下の通りである。4～6月は本テーマと
調査対象に関する下調べ、先行研究の検討、予備調査および各自の
テーマの設定を行う。7月は調査準備期とし、8～9月には調査を実
施する。10～11月は調査結果の整理分析を行い、12～1月には研
究論文の執筆を行う。年度末までに研究報告書を完成させる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 実習の概要の説明
第2回 調査対象についての

概要把握
文献検索及び統計データの収集

第3回 調査報告書の検討 調査報告書の概要と書き方を学ぶ
第4回 既存データの収集及

び講読
参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把握
する

第5回 文献の収集・検討 人の移動と産業・労働に関する既
往研究を読み、問題意識の明確化
をはかる

第6回 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研究
計画の立案。

第7回 既往研究の批判的検
討

資料の収集と講読

第8回 調査対象へのアプ
ローチ

調査対象をインタビューから把握
（業界団体、企業、地域組織など）

第9回 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成

第10回 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

第11回 調査の準備作業 データの共有化
第12回 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の検

討
第13回 調査計画の立案 夏休み中の計画立案
第14回 夏休み調査の準備 問題意識・問いの明確化と共有
第15回 調査結果の検討 調査結果の批判的検討

第16回 データの確認 収集資料やインタビューデータの
確認

第17回 データの分析 分析の方針、各自の担当と作業課
題を確認

第18回 データの分析 グループごとのデータ分析作業
第19回 データの分析 各自のテーマ化
第20回 補足調査 各自のテーマに必要な補足調査の

実施
第21回 既往研究の再検討 既往文献の再検索・収集・講読
第22回 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
第23回 プレゼンテーション パワーポイントによる発表
第24回 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
第25回 報告書構成の検討 調査報告書の構成を検討
第26回 報告書の執筆作業 各自の論文に向けた作業
第27回 報告書の執筆作業 各自の論文の報告と質疑
第28回 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加することが前提で、参加しない場合は単位を取得できない。本
授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
梅崎修・池田心豪・藤本真編著,2020,『労働・職場調査ガイドブッ
クー多様な手法で探索する働く人たちの世界』中央経済社.
惠羅さとみ,2021,『建設労働と移民ー日米における産業再編成と技
能』名古屋大学出版会.
駒井洋監修・津崎克彦編著,2018,『産業構造の変化と外国人労働者ー
労働現場の実態と歴史的視点』明石書店.
園田薫, 2023,『外国人雇用の産業社会学ー雇用関係のなかの「同床
異夢」』有斐閣.
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していない

【学生が準備すべき機器他】
各自がラップトップ・コンピューターを用意しておくことを推奨する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。3月下旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn how to conduct social research
primarily through practicing qualitative social research such
as fieldwork, participant observation, and interviews. The
main topic is "Labor and Diversity."
At the end of the course, students are expected to understand
the processes of social research, and be able to plan and conduct
their own research.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、class assignments: 30%、research
data such as interview records: 30%
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ〔SRP〕

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会学

か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ〔SRP〕

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

臨床社会学Ⅱ〔SRP〕

稲毛　和子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火5/Tue.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ナラティヴ（＝語り、物語）を扱う社会調査方法論上の論点がなぜ
生じるかを理解する。他者の経験を記述するとはどのようなことな
のかを知る。

【到達目標】
履修生と協力し、ナラティヴと経験の関係性について理解できる。
インタビューをすること、インタビューをされることについて自分
の考えを述べることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
小レポートを複数回執筆する。小レポートは授業内でいくつか取り
上げ、講評を行う。グループワークやグループディスカッションを
行うため、授業計画は授業の展開によって変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業進行についての説明
第2回 臨床社会学とはなに

か
概要の解説

第3回 ナラティヴとはなに
か

概要の解説

第4回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッション

第5回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッションの発表

第6回 ライフストーリー研
究法とはなにか

概要の解説

第7回 ライフストーリー研
究法とライフストー
リー・インタビュー

概要の解説

第8回 インタビューをする
とはどういうことか

グループワーク

第9回 インタビューをされ
るとはどういうこと
か

グループワーク

第10回 インタビューを記述
する（ライフストー
リーの制作段階を知
る）

概要の解説

第11回 記述するとはどうい
うことか

グループワークを記述する

第12回 ナラティヴの可能性
と限界

グループワークの振り返りと解説

第13回 ライフストーリー・
インタビューと他者
理解

グループワークの振り返りと解説

第14回 総括 修得事項の確認およびレポート課
題の提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で考えたことや感じたことのメモ、グループワークやディス
カッションの記録を振り返る必要がある。参考文献やテキストを各
自で読みこなすことを要する。本授業の準備学習・復習時間は各 2
時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。

【参考書】
桜井厚・小林多寿子編，2005，『ライフストーリー・インタビュー―
―質的研究入門』せりか書房．
藤田結子・北村文編，2013，『ワードマップ現代エスノグラフィー
――新しいフィールドワークの理論と実践』新曜社．

【成績評価の方法と基準】
平常点（10％）と小レポート（40％）と期末レポート（50%）から
総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the fundamental principles of clinical
sociology. The goals of this course are to think about the
relationship of narrative to experience and to have your own
thoughts on the interview. Your study time will be more than
two hours for a class. Final grade will be calculated according
to the following process Term-end examination (50%), Short
reports (40%), and in-class contribution (10%).
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

産業社会学Ⅰ〔SRP〕

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化と急速な産業構造の変化の下、働きかたは多様化し、人
びとの意識や社会的結合のあり方も変容している。「働くこと」とは
どのようなことなのか、そこにはどのような課題があるのか。この
授業では、産業・労働を捉える様々な見方について学び、産業社会
学の学問としての成り立ちと基本的テーマを通じて、基礎的な知識
を身に着ける。

【到達目標】
「働くこと」について、産業社会の発展の中で、どのような課題およ
び問いが発生してきたのか、社会学的な観点から考察する方法につ
いて学ぶ。「働くこと」を取り巻く構造や制度、ならびに労働者の主
体的関わりについて、社会学的な枠組みから理解できるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
ハンドアウトや配布資料等に基づき講義を行う。
課題等に対するフィードバックは、翌週の授業でリアクションペー
パーから適宜取り上げ講評する。
授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 産業と社会変動１ 仕事とは何か？（工業社会、生業・

分業、社会学的視点から働くこと
を考える）

第3回 産業と社会変動２ 技術と近代（テイラーリズム、
フォーディズム、ポストフォー
ディズムなど）

第4回 産業と社会変動３ 技術と未来（産業社会・情報社会、
自動化と省力化、人工知能、雇用
と失業）

第5回 社会関係・制度１ 職場組織と人間関係（人間関係論、
ホワイトカラー、感情労働におけ
る感情の管理）

第6回 社会関係・制度２ 労使関係（労使関係論、福祉国家
と1980年代以降、日本における労
使関係）

第7回 社会関係・制度３ 労働組合・労働運動（雇用類似の
働き方と労働運動、ドキュメンタ
リーを観て考える）

第8回 意識・文化１ 労働の意味、労働者であること
（労働倫理、アイデンティティ、社
会化、満足、疎外）

第9回 意識・文化２ 今日的な労働の諸側面（官僚制、
フレキシビリティと労働者の意識、
技能の意味）

第10回 再生産１ 労働者になること（労働者文化、
社会階層の再生産、名著を読む）

第11回 再生産２ 日本における教育と職業（教育の
職業的意義、キャリア教育、適応
と抵抗）

第12回 持続可能性１ 身体と脆弱性（身体イメージ、社
会学における身体と社会、仕事の
社会学、労働災害）

第13回 持続可能性２ グローバル化と相互依存（移動の
拡大と労働移民、アジア、移動を
めぐる諸理論）

第14回 まとめ 授業のふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
毎回のリアクション・ペーパー（授業内で出された提出課題や意見・
質問など）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーなどを適宜紹介しながら前回のフィードバッ
クを行う。
資料講読、映像視聴、ペアワークなど、能動的な授業参加を促す工
夫をする。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
授業の進捗状況によっては、内容が若干変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of sociology of work
to students. It also enhances the understanding of current
socioeconomic dynamics surrounding industrial relations and
workers in the era of globalization. The issues student
will learn in this course cover various topics including
social division of labor, industrialization/development and its
consequences, human relations in workplace, ideology and
alienation related to work, labor movement, labor migration
and so on.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

産業社会学Ⅱ〔SRP〕

惠羅　さとみ

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会構造変動の下で、これまでの産業社会が前提としてきた雇用慣
行や労働のあり方が問い直しを迫られている。グローバル化や社会
格差の拡大、雇用の流動化、開発と労働をめぐる変容、労働をめぐ
る不安定性やリスクの拡大など、現在、社会が直面している問題に
ついて、身近なテーマや具体的な社会問題を通じて考える。

【到達目標】
産業と労働に関わる諸問題について、①その背景と実態を理解し、②
自らに関連するものとして捉え、③問題解決のためにどのような対
策・制度・政策が求められているのかについて、他者と議論し、考
えることができるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・適宜、映像資料等を活用し、グループ・ディスカッションなどを取
り入れながら、リアクションとフィードバックを重ねることで、参
加者の問題意識の発展を促す。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 雇用を問い直す１ 産業社会と雇用
第3回 雇用を問い直す２ 働き方の曖昧化について考える　
第4回 労働時間について１ 産業社会と労働時間（『モモ』を読

む、グループ・ディスカッション）
第5回 労働時間について２ 産業社会と労働時間（『ブルシッ

ト・ジョブ』を読む、グループ・
ディスカッション）

第6回 労働と環境について
１

労災・公害問題を考える（ゲスト講
師、アスベスト労災問題を考える）

第7回 労働と環境について
２

労災・公害問題を考える（『阿賀に
生きる』を観る）

第8回 開発と労働について
１

戦後史から考える

第9回 開発と労働について
２

現在の開発と労働問題を考える

第10回 開発と労働について
３

第一次産業（林業）を事例に考える

第11回 グローバル化につい
て１

グローバルな労働市場と日本の出
入国在留管理政策を考える

第12回 グローバル化につい
て２

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第13回 グローバル化につい
て３

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第14回 まとめ 授業のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく（事前に講読課題が出された場合は、必ず講読
してから参加すること）。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
リアクション・ペーパー、授業内で出された提出課題など
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションのタイムスケジュールや進め方を工夫する。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセスできるもの）

【その他の重要事項】
・秋学期授業を理解するためには春学期の授業を理解することが前
提となる。
・授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【Outline (in English)】
This course examines inequality in Japanese society related
to work and employment. Students will learn various
topics such as changing industrial relations, expanding
unregular/precarious work, working environments and risks
as well as social policy. Student will be expected to actively
participate in group discussion on each issue.
Learning Objectives: At the end of the course, students are
expected to have knowledge and multiple perspectives on
various labor issues and
to develop communication skills in discussion.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ〔SRP〕

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
質的調査法を学ぶ。社会調査実習を履修する上で必要不可欠な知識
を習得する。

【到達目標】
インタビュー、参与観察などの質的社会調査に関する知識を習得し、
その知識を使って調査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・本講義では「質的調査法」、とりわけフィールドワークや参与観察、
半構造化インタビューといった手法を取り上げ、質的調査の方法論
と実際、可能性と限界について体系的に講義する。さらに、実習を
念頭に置いて、テーマに沿ったテキストの講読を行い、実際の分析
事例を検討する。
・授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
・この授業は、担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要である。受講者が一定人数を超える場合は選考
をおこなうことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の目的と構成
第2回 質的調査の意味（１）社会理論と社会調査
第3回 質的調査の意味（２）量的調査と質的調査
第4回 質的調査の手法（１）フィールドワーク
第5回 質的調査の手法（２）参与観察
第6回 質的調査の手法（３）インタビュー
第7回 質的調査の手法（４）ドキュメント分析
第8回 質的調査の事例検討

（１）
フィールドワークによる先行研究
の講読

第9回 質的調査の事例検討
（２）

参与観察による先行研究の講読

第10回 質的調査の事例検討
（３）

生活史を用いた先行研究の講読

第11回 質的調査の事例検討
（４）

ドキュメント分析による先行研究
の講読

第12回 質的調査の実際（１）フィールドへの接近方法
第13回 質的調査の実際（２）調査結果の公開と調査における倫

理
第14回 質的調査の実際（３）質的調査に基づく論文の作成に向

けて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。文献講読、資
料収集レポートなど、毎回、講義で指定する必要な作業を行うこと。

【テキスト（教科書）】
講義中に適宜指示する。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
必ず、担当教員の「社会調査実習」とセットで履修すること。
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要となります。3月下旬に実施する社会調査実習ガイダ
ンスに必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of qualitative social
research to students taking this course. The course also
introduces the fundamentals of qualitative data analysis. By
the end of the course, students should be able to evaluate
major studies in terms of their methods, results, conclusions
and implications. Grading will be decided based on in class
contribution:100%
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調査研究法Ｂ〔SRP〕

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は質的な社会調査の基礎と現実社会におけるその意
義や役割について理解する。国内外における質的社会調査の実例に
学びつつ、質的社会調査を主とする社会調査の方法について、イン
タビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法を実
践的に習得する。

【到達目標】
インタビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法
を習得し、実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義を中心とする。文献や統計データの検索、インタビュー調査の
依頼、質問項目の設定、インタビューの実践とデータの整理、校外学
習での参与観察のフィールドノーツの作成についてそれぞれレポー
トを課すほか、実際に授業内で課題を行ってもらう場合がある。授
業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
この授業は，担当教員が今年度に開講する「社会調査実習」と同時
に履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合
は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義の目的とスケジュール
2 問題意識の重要性 調査の目的と調査すべき問題意識

の明確化
3 「統計的・数量的」調

査と「事例的・質的」
調査

量的調査との対比において、質的
な社会調査の特徴

4 ライブラリーワーク テーマに関連する文献と先行研究
の検索、収集方法

5 調査対象・調査方法
の明確化

調査対象や調査方法の選定のプロ
セス

6 内容分析・言説分析
の展開と方法

内容分析・言説分析についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

7 写真やビジュアルメ
ディアの分析

写真・映像などのメディアの分析
についての説明（研究例の紹介と
解説を含む）

8 聞き書きとインタ
ビュー

インタビュー調査の方法について
の説明（研究例の紹介と解説を含
む）

9 参与観察調査のプロ
セスとデータ化

参与観察調査の方法についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

10 ライフヒストリー研
究の方法論

ライフヒストリー研究についての
説明（研究例の紹介と解説を含む）

11 ドキュメントと資料
（史料）批判

史資料を用いた分析についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

12 データの収集とデー
タベースの構築

質的な社会調査において収集した
さまざまなデータをどう整理・分
類し、分析していくかについて説
明

13 データアーカイブと
その活用

さまざまな質的なデータのデータ
ベースやアーカイブの具体例とそ
の活用方法について説明

14 社会調査をめぐる社
会関係と調査倫理

社会調査におけるインフォーマン
トとの関係性とそこでの調査倫理
について説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。講義期間中
に、文献・統計データ検索レポート、インタビュー依頼文レポート、
インタビュー質問項目作成レポート、参与観察記録作成レポートを
課す。また最終レポートとしてインタビュー調査・参与観察調査の
記録の提出を課す。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
宮内泰介・上田昌文,2020,『実践　自分で調べる技術』岩波書店．
野村康,2017,『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手
法』名古屋大学出版会．
佐藤健二・山田一成編,2009,『社会調査論』八千代出版．
佐藤郁哉,2006,『フィールドワーク　増訂版：書を持って街へ出よ
う』新曜社．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出（26%）
講義期間中のミニレポート4回（50%）
最終レポート（24%）

【学生の意見等からの気づき】
少人数を前提とした授業であり、学生同士によるディスカッション
を積極的に行いつつ、講義を進めていく。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。この科目を受講したい場合は、3月
下旬に実施する社会調査実習ガイダンスに必ず出席して、担当教員
の指示を受けて下さい。社会調査士資格を取得するための必要なF
科目にあたり、同じくG科目にあたる社会調査実習とセットで履修
することが前提となっています。調査研究法Bだけを受講すること
はできません。

【Outline (in English)】
The purpose of this lecture is to understand the fundamentals
of qualitative social research and its significance. The course
will then focus on the practical application of qualitative social
research methods, such as interviews, participant observation,
and media analysis, through understanding of actual examples
of surveys in Japan and abroad and report assignments.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Submission of reaction papers (26%)
Four mini-reports during the lecture (50%)
Final report (24%)
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調査研究法Ｂ〔SRP〕

田嶋　淳子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 質的調査方法を学ぶ　

【到達目標】
調査方法に関する知識を学ぶと同時に、その知識を使って、自ら調
査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
質的調査方法は都市社会学領域におけるシカゴ学派などの古典的調
査研究から現代の都市地域社会を対象とする外国人居住調査まで幅
広く用いられてきた調査手法である。これら既往研究の調査方法に
ついて、本講義では、できる限り原点における方法と課題とを現実
の調査フィールドとの関係において、総合的な視点から論じていく。
こうした作業を通じて、データの収集方法（観察、インタビュー、参
与観察）ならびに分析方法について、それぞれの特徴と問題点を学
ぶ。課題は学習支援システムに設定します。提出されたレポートに
はコメントをつけて返却します。この授業は，担当教員が今年度開
講する「社会調査実習」と同時に履修することが必要です。なお、受
講者が一定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の概要と進め

方の説明
　調査方法上の特徴について説明
する。

2 都市社会学における
研究上の方法と課題
（シカゴ・シリーズの
概説）

　都市地域調査をとりあげ、具体
的にいかなる調査がおこなわれて
きたのかを文献から学ぶ。

3 都市社会学における
研究上の方法と課題

日本の代表的な質的調査法の概説

4 都市社会学における
質的分析法（1)

課題設定と調査方法

5 都市社会学における
質的分析法（2）

フィールドへの入り方

6 都市社会学における
質的分析法（3）

参与観察

7 都市社会学における
質的分析法（4）

フォーマル/インフォーマル・イン
タビュー

8 都市社会学における
質的分析法（5）

視覚データの収集方法と分析

9 都市社会学における
質的分析法（6）

データのコード化、カテゴリー化、
文章化

10 都市社会学における
資料分析の方法

ドキュメントの活用と分析

11 事例研究（1） 外国人居住調査の分析方法
12 事例研究（2） 外国人政策（国、市町村レベル）

の分析方法

13 エスニック研究の分
析方法

『ストリート・ワイズ』から学ぶこ
と

14 質的研究 分析から理論へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回講義で指定された参考文献を読み、必要な作業をこなすこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、必要な資料はコピーで配布する。

【参考書】
1.ウヴェ・フリック著小田他訳『質的研究入門』春秋社、2002年。
2.佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法』新曜社。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will study qualitative research methods.
Learning Objectives
Students will acquire knowledge of qualitative research
methods so that they can conduct their own research applying
these methods.
Learning Activities Outside Class
Students will do readings assigned in each class and carry out
tasks required. Standard duration for preparation and review
will be two hours each.
Assessment
Reports on assigned readings (20%), assigned work and
submission (30%) and the end-term report (50%)

— 993 —



SDGs　発行日：2024/5/1

COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング初級Ⅱ〔ICP〕

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年のIOT技術の急速な進歩やビッグデータが積極的な活用は、今後
マーケティング戦略の構築方法にも大きな変革をもたらすことが予
想される．従来よりもオンタイムに様々な消費行動に関係するデー
タが技術的に得られることは、一方でそのデータをどのように扱っ
て次のマーケティング戦略構築に利用するべきかを学ぶ必要が出て
きたことも意味する．本演習では、実際のマーケティングデータを
用い，統計的な手法によって様々な「消費者の行動」をどのように
モデル化し，シミュレーションを行えばよいのかを習得する．

【到達目標】
身近な消費者行動を観察し，そこから観測すべき変数を決定し，モ
デル化を行い，数値シミュレーションを行う一連の過程を行えるよ
うになること，および，そのシミュレーション結果から新しい提案
ができるようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は，各回前半の講義部分と後半の演習部分に分
かれており，消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得
する．
その上で第11回以降はグループに分かれ，グループワークによって
実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作成する．
各提出課題や，グループワークの途中成果については随時授業の中
でフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明
2． 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な基

礎を確認
3． 単回帰分析とモデル

化（１）
単回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

4． 単回帰分析とモデル
化（２）

単回帰分析による消費者行動の分
析

5． 重回帰分析とモデル
化（１）

重回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

6． 重回帰分析とモデル
化（２）

重回帰分析による消費者行動の分
析

7． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（１）

数量化Ⅰ類を用いたカテゴリー
データの利用について

8． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（２）

カテゴリーデータも利用した消費
者行動の予測モデルの構築

9． コンジョイント分析
とモデル化（１）

コンジョイント分析の説明とコン
ジョイントカードの作成

10． コンジョイント分析
とモデル化（２）

コンジョイント分析の実施と消費
者行動モデルの構築

11． 最終課題制作（１） モデル化する消費者行動の探索
（グループワーク）

12． 最終課題制作（２） 調査の作成（グループワーク）

13． 最終課題制作（３） 分析とモデル化（グループワーク）
14． 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（60％）と最終課題（40％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います．

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング初級Ⅱ〔ICP〕

木暮　美菜

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オンラインを利用する消費者が増えるなかで、顧客データを分析・
活用したマーケティングが積極的に行われるようになっている。本
講義では、消費者の行動を分析する手法のひとつとして、消費者の
行動を統計的な手法によってモデル化し、シミュレーションを行う
手法を習得する。

【到達目標】
①身近な消費者行動をモデルで説明し、数値シミュレーションを行
えるようになること
②シミュレーション結果に基づいて、新しい提案ができるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は、各回前半の講義部分と後半の演習部分に分か
れており、消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得す
る。その上で、第11回以降はグループに分かれ、グループワークに
よって実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作
成する。各提出課題や、グループワークの途中成果については随時
授業の中でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習内容の説明
2 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な基

礎を確認
3 単回帰分析とモ

デル化 (1)
単回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

4 単回帰分析とモ
デル化 (２)

単回帰分析による消費者行動の分
析

5 重回帰分析とモデル
化 (1)

重回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

6 重回帰分析とモデル
化 (2)

重回帰分析による消費者行動の分
析

7 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (1)

数量化I類を用いたカテゴリーデー
タの利用について

8 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (２)

カテゴリーデータも利用した消費
者行動の予測モデル
の構築

9 コンジョイント分析
とモデル化 (1)

コンジョイント分析の説明とコン
ジョイントカードの
作成

10 コンジョイント分析
とモデル化 (２)

コンジョイント分析の実施と消費
者行動モデルの構築

11 最終課題制作 (1) モデル化する消費者行動の探索 (グ
ループワーク)

12 最終課題制作 (２) 調査の作成 (グループワーク)
13 最終課題制作 (３) 分析とモデル化 (グループワーク)
14 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて適宜プリント配布を行う。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題 (60%)と最終課題 (40%)による総合評価

【学生の意見等からの気づき】
授業内で取り組んだ成果に対して、できる限りフィードバックを実
施します。

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います。

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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MAN300ED（経営学 / Management 300）

モデル・シミュレーション： ICP

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
競争力のある商品開発や，訴求力のある広告活動を行うためには，消
費者心理に関する理論的な基礎と，妥当性の高いアンケート調査や
その分析の遂行に基づいたマーケティング戦略の立案が重要である．
そのため，本授業では，実際のマーケティング課題を題材に，同一
モジュールですでに履修した「消費者行動論」における消費者の心
理の理解と「消費者行動モデリング」で習得した消費者の分析技法
を駆使し，実践的なマーケティング戦略の構築を行う．

【到達目標】
消費者心理の理論と分析技法に基づいた，マーケティング戦略の企
画と発表を行えるようになること．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP2・DP3・DP4・DP12
に関連。DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
実際の商品開発やブランディング等の課題を題材に，消費者心理や
行動に関する理論や各種データ，シミュレーション手法などを使用
し，グループワークによりマーケティング戦略を構築し，発表を行
う．中間報告や最終報告に対し，講評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明，グルーピング等
2． マーケティング戦略

の立案１
市場分析・ポジショニング分析

3． マーケティング戦略
の立案２

ニーズの把握

4． 課題のキックオフ 取り組む課題と制約条件の確認，
質疑応答（キックオフミーティン
グ）

5． 課題の分解 課題の客観的な分析
6． 戦略の構築活動１ 課題の分析（現状分析）
7． 戦略の構築活動２ ゴールの設定
8． 調査1 ヒアリング調査・アンケート調査

の実施
9． 調査2 調査結果の分析
10． 中間報告会 各グループ活動の中間報告と質疑

応答
11． 課題解決活動1 中間報告での質疑応答を受けた戦

略の再検討
12． 課題解決活動2 データの分析と効果考察
13． 課題解決活動3 提案資料の作成
14． 最終発表 構築した課題解決の戦略について

発表を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外にも，実地調査や分析など，進度によってグループワー
クの時間を一部確保する必要があります．本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
実践活動における平常点（50％）と最終発表（50％）による総合
評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to develop the students’ skill in
making marketing strategies.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end presentation:40%,In class contribution: 60%

— 996 —



SDGs　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語文献講読AⅠ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語文献講読AⅠ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語文献講読AⅡ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と
学術論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際
関係の時事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリを
つけて読むことができるようになることを目指す。講読した文献の
簡単な要約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重
要・難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点
をつかみながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説
明を行う。提出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業
計画は授業の展開によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意
をつかんでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み
終えた後、【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌『Ethics
＆International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布
する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメン
ト、ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高い
ようです。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけ
るかを模索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the
materials before the class and grasp the content and check the
vocabulary. After reading each material, students are asked to
submit a short summary in English. Students are assessed buy
submitted summaries and their class participation. The course
is for those with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語文献講読AⅡ〔AEP〕

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.

— 1000 —



SDGs　発行日：2024/5/1

MAN200EB（経営学 / Management 200）

産業と企業の理論Ⅰ〔BSC〕

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、社会に新たな価値をもたらすイノベーションに対する
理解を深めます。社会・イノベーション論Ⅰでは、１）イノベーショ
ンが実現される基本的前提としての社会の仕組、２）企業を中心と
したイノベーション活動について学びます。

【到達目標】
・イノベーションが実現される前提としての社会の仕組を理解する
・企業におけるイノベーション活動を理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業形態は、毎回パワーポイントを用いた講義形式で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イノベーションとは

何か？
本講義のメインテーマであるイノ
ベーションについて定義し、講義
全体の概要を述べる

第2回 企業の目的と社会的
責任

資本家の所有権の概念から企業の
目的を考える

第3回 資本主義と競争 貨幣の成り立ちと資本主義の基本
原則を前提として、必然的に競争
が生じるメカニズム

第4回 社会における分業と
協業

社会における生産活動を効率的に
行うための仕組としての分業と協
業

第5回 ソーシャルイノベー
ション

社会課題の解決を主眼に置いた
ソーシャルイノベーションの取組
ついて

第6回 ビジネスモデルの見
取り図

価値の重要性とビジネスモデル
キャンバスについて理解する

第7回 競争戦略論 事業で競争優位を獲得するための
戦略

第8回 ブルーオーシャン戦
略

コストリーダーシップと差別化を
同時に実現するバリューイノベー
ション

第9回 ビジネスエコシステ
ム論

PC産業で先駆的に観察された垂直
分業から水平分業への産業転換

第10回 規制とイノベーショ
ン

競争の枠組としての規制（強制的
なルール）

第11回 標準とイノベーショ
ン

競争の枠組としての標準（自発的
なルール）

第12回 知的財産制度 知的財産を保護し、イノベーショ
ンを促すための社会制度

第13回 オープン＆クローズ
戦略

エコシステムの発展と競争優位の
確保の両立

第14回 まとめ 前期のまとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ビジネス関連の新聞・雑誌・書籍等に日頃から目を向けることを推奨
します。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100％

【学生の意見等からの気づき】
理論だけでなく、なるべく多くの事例も取り上げます。

【その他の重要事項】
後期の社会・イノベーション論Ⅱを併せて受講することを推奨します。

【Outline (in English)】
This lecture aims to deepen your understanding of innovation,
which brings forth new values to society. In the first semester,
our focus will be on 1) the social contexts and mechanisms
through which innovation is realized, and 2) the innovation
activities of firms.
The goals of this course are to comprehend the fundamental
structure of society in relation to innovation and the innovation
practices of firms. Before and after each class meeting,
students are expected to dedicate four hours to grasp the course
content thoroughly.
Your overall grade in the class will be determined based on the
following criteria: Term-end examination (100%).
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MAN300EB（経営学 / Management 300）

産業と企業の理論Ⅱ〔BSC〕

糸久　正人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、社会に新たな価値をもたらすイノベーションに対する
理解を深めます。社会・イノベーション論Ⅱでは、１）技術とイノ
ベーション、２）イノベーション政策、３）オペレーションマネジ
メントについて学びます。

【到達目標】
・技術とイノベーションの関係について理解する
・イノベーション政策について理解する
・オペレーションマネジメントについて理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業形態は、毎回パワーポイントを用いた講義形式で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 技術とイノベーショ

ン
イノベーションを実現する技術の
役割と関係性

第2回 デザイン思考 イノベーション活動におけるデザ
インの意義と重要性

第3回 シェアリングエコノ
ミー

所有から使用へと変化する消費活
動の実態

第4回 人工知能とロボット
共生社会

人工知能およびロボットと人間社
会の関係

第5回 次世代モビリティエ
コシステム

CASEを中心とした次世代モビリ
ティ

第6回 IoT社会の向けたイ
ノベーション政策

欧州を中心としたIoT社会実現の
ためのイノベーション政策

第7回 グリーンイノベー
ション政策

カーボンニュートラルを実現する
ためのイノベーション政策

第8回 両利き経営 イノベーション活動とオペレー
ション活動のバランス

第9回 制約理論 流れづくりを効率的に行うための
ボトルネックの考え方とその解消
方法

第10回 品質管理 オペレーションにおける品質管理
第11回 コスト管理 オペレーションにおけるコスト管

理
第12回 納期管理 オペレーションにおける納期管理
第13回 フレキシビリティ 品種と数量に関するフレキシビリ

ティの確保
第14回 総括 社会イノベーション論のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ビジネス関連の新聞・雑誌・書籍等に日頃から目を向けることを推奨
します。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜紹介します。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100％

【学生の意見等からの気づき】
理論だけでなく、なるべく多くの事例も取り上げるようにします。

【その他の重要事項】
前期の社会・イノベーション論Ⅰを受講していることが望ましいです。

【Outline (in English)】
This lecture aims to enhance your understanding of innovation,
which brings new values to society. In the second semester, our
focus will be on 1) technology and innovation, 2) innovation
policy, and 3) operations management.
The goals of this course are to comprehend the interplay
between technology and innovation, innovation policies, and
operations management.
Before and after each class meeting, students are expected
to dedicate four hours to comprehend the course content
thoroughly.
Your overall grade in the class will be determined based on the
following criteria: Term-end examination (100%).
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論〔BSC〕

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、ウェー
バー・アロンゾの工業立地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企画
3.環境コストマネジメント4.ライ
フサイクル・コスティング5.ベン
チマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質と
コストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには
第11回 縮小ニッポンの衝撃

夕張市
縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国庫
支出金（補助金）２．財政再生団
体となった夕張市が借金を返済で
きる仕組み３．夕張市のように自
主財源３割にも満たぬ自治体は実
は数多い４．福井県の事例５．山
口県の事例６．ソフトな予算制約
７．学んでおいた方が望ましいい
くつかの概念８．ポンチ絵で因果
関係を整理してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドライ
ブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.
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MAN200EB（経営学 / Management 200）

中小企業論〔BSC〕

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済の根幹を形成する「中小企業」に関して、既存研究では、
資源制約があるがゆえに発展が妨げられているという「問題型」の
議論、小さいことによる発展性／優位性に着目した「貢献型」の議
論がなされてきました。本講義では、こうした中小企業をめぐる二
面性を意識しつつ、中小企業に関する諸理論を学習します。具体的
には、１）中小企業とは何か？ ２）中小企業はなぜ企業規模が小さ
いために問題性と発展性／優位性を有しているのか？ ３）中小企業
の一形態であるベンチャー企業とは何か？ というテーマで議論しま
す。また、多摩で活躍する中小企業の経営者をゲストスピーカーと
して招き、実践的な中小企業経営について議論します。

【到達目標】
本講義では、企業規模が小さいことに起因する「問題性」と「発展
性／優位性」を認識した上で、両者を包含した複眼的な視点から中
小企業に対する理解を深めることを目標とします。また、多摩地域
の中小企業経営者をゲストに招き、現場の活きた知識の獲得を目指
します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は主にパワーポイントを活用した講義形式で行います。ゲスト
講師の回にはリアクションペーパーの提出を求められます。小テス
トなどの課題に対するフィードバックは講義中に行い、期末試験に
関しては学習支援システムで行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本講義の目的と全体像
第2回 中小企業とは？ 中小企業の定義、法律・経済・経

営的な意味について、および日本
経済の発展過程における中小企業
の役割

第3回 複眼的視点からの中
小企業論

中小企業を捉える視座について

第4回 イノベーションと中
小企業

独自の視点からイノベーション活
動を行う中小企業を紹介

第5回 ベンチャー企業の経
営

ベンチャー企業マネジメントの要
点

第6回 産業集積と産業クラ
スター

産業集積と産業クラスターの要点

第7回 中小企業のケース
（１）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第8回 中小企業のケース
（２）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第9回 中小企業のケース
（３）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第10回 中小企業のケース
（４）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第11回 中小企業のケース
（５）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第12回 中小企業のケース
（６）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第13回 中小企業政策 中小企業政策を概観し、中小企業
の活性化について考える

第14回 中小企業論のまとめ 全体の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義期間中に、中小企業／ベンチャー企業の経営者によって書かれ
た独自のマネジメント手法に関する書籍を講読してください。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー提出４０％、期末試験６０％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Small and medium enterprises (SMEs) form the backbone
of the Japanese economy. Previous research on SMEs has
mainly focused on two major arguments. The first is the
"Problem-driven" perspective, which suggests that SMEs face
challenges in growth due to limited resources. The second
is the "Contribution-driven" perspective, which highlights the
potential and advantages of SMEs due to their flexibility.
This course delves into general theories on SMEs while
considering these two contrasting arguments. We will
explore the following topics: 1) Defining small businesses, 2)
Analyzing the challenges and potential advantages of SMEs,
and 3) Understanding venture businesses. Additionally, we
will host guest lecturers from SMEs in the Tama area to
provide students with a comprehensive understanding of SME
operations.
The objectives of this course are to gain a balanced perspective
on SMEs and acquire practical insights from SME managers.
Before and after each class session, students are expected to
dedicate four hours to comprehend the course content.
Your overall grade in the class will be determined by the
following components: Term-end examination (60%) and short
reports (40%).
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

産業社会学Ⅰ〔BSC〕

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化と急速な産業構造の変化の下、働きかたは多様化し、人
びとの意識や社会的結合のあり方も変容している。「働くこと」とは
どのようなことなのか、そこにはどのような課題があるのか。この
授業では、産業・労働を捉える様々な見方について学び、産業社会
学の学問としての成り立ちと基本的テーマを通じて、基礎的な知識
を身に着ける。

【到達目標】
「働くこと」について、産業社会の発展の中で、どのような課題およ
び問いが発生してきたのか、社会学的な観点から考察する方法につ
いて学ぶ。「働くこと」を取り巻く構造や制度、ならびに労働者の主
体的関わりについて、社会学的な枠組みから理解できるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
ハンドアウトや配布資料等に基づき講義を行う。
課題等に対するフィードバックは、翌週の授業でリアクションペー
パーから適宜取り上げ講評する。
授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 産業と社会変動１ 仕事とは何か？（工業社会、生業・

分業、社会学的視点から働くこと
を考える）

第3回 産業と社会変動２ 技術と近代（テイラーリズム、
フォーディズム、ポストフォー
ディズムなど）

第4回 産業と社会変動３ 技術と未来（産業社会・情報社会、
自動化と省力化、人工知能、雇用
と失業）

第5回 社会関係・制度１ 職場組織と人間関係（人間関係論、
ホワイトカラー、感情労働におけ
る感情の管理）

第6回 社会関係・制度２ 労使関係（労使関係論、福祉国家
と1980年代以降、日本における労
使関係）

第7回 社会関係・制度３ 労働組合・労働運動（雇用類似の
働き方と労働運動、ドキュメンタ
リーを観て考える）

第8回 意識・文化１ 労働の意味、労働者であること
（労働倫理、アイデンティティ、社
会化、満足、疎外）

第9回 意識・文化２ 今日的な労働の諸側面（官僚制、
フレキシビリティと労働者の意識、
技能の意味）

第10回 再生産１ 労働者になること（労働者文化、
社会階層の再生産、名著を読む）

第11回 再生産２ 日本における教育と職業（教育の
職業的意義、キャリア教育、適応
と抵抗）

第12回 持続可能性１ 身体と脆弱性（身体イメージ、社
会学における身体と社会、仕事の
社会学、労働災害）

第13回 持続可能性２ グローバル化と相互依存（移動の
拡大と労働移民、アジア、移動を
めぐる諸理論）

第14回 まとめ 授業のふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
毎回のリアクション・ペーパー（授業内で出された提出課題や意見・
質問など）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーなどを適宜紹介しながら前回のフィードバッ
クを行う。
資料講読、映像視聴、ペアワークなど、能動的な授業参加を促す工
夫をする。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
授業の進捗状況によっては、内容が若干変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of sociology of work
to students. It also enhances the understanding of current
socioeconomic dynamics surrounding industrial relations and
workers in the era of globalization. The issues student
will learn in this course cover various topics including
social division of labor, industrialization/development and its
consequences, human relations in workplace, ideology and
alienation related to work, labor movement, labor migration
and so on.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

産業社会学Ⅱ〔BSC〕

惠羅　さとみ

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会構造変動の下で、これまでの産業社会が前提としてきた雇用慣
行や労働のあり方が問い直しを迫られている。グローバル化や社会
格差の拡大、雇用の流動化、開発と労働をめぐる変容、労働をめぐ
る不安定性やリスクの拡大など、現在、社会が直面している問題に
ついて、身近なテーマや具体的な社会問題を通じて考える。

【到達目標】
産業と労働に関わる諸問題について、①その背景と実態を理解し、②
自らに関連するものとして捉え、③問題解決のためにどのような対
策・制度・政策が求められているのかについて、他者と議論し、考
えることができるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・適宜、映像資料等を活用し、グループ・ディスカッションなどを取
り入れながら、リアクションとフィードバックを重ねることで、参
加者の問題意識の発展を促す。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 雇用を問い直す１ 産業社会と雇用
第3回 雇用を問い直す２ 働き方の曖昧化について考える　
第4回 労働時間について１ 産業社会と労働時間（『モモ』を読

む、グループ・ディスカッション）
第5回 労働時間について２ 産業社会と労働時間（『ブルシッ

ト・ジョブ』を読む、グループ・
ディスカッション）

第6回 労働と環境について
１

労災・公害問題を考える（ゲスト講
師、アスベスト労災問題を考える）

第7回 労働と環境について
２

労災・公害問題を考える（『阿賀に
生きる』を観る）

第8回 開発と労働について
１

戦後史から考える

第9回 開発と労働について
２

現在の開発と労働問題を考える

第10回 開発と労働について
３

第一次産業（林業）を事例に考える

第11回 グローバル化につい
て１

グローバルな労働市場と日本の出
入国在留管理政策を考える

第12回 グローバル化につい
て２

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第13回 グローバル化につい
て３

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第14回 まとめ 授業のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく（事前に講読課題が出された場合は、必ず講読
してから参加すること）。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
リアクション・ペーパー、授業内で出された提出課題など
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションのタイムスケジュールや進め方を工夫する。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセスできるもの）

【その他の重要事項】
・秋学期授業を理解するためには春学期の授業を理解することが前
提となる。
・授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【Outline (in English)】
This course examines inequality in Japanese society related
to work and employment. Students will learn various
topics such as changing industrial relations, expanding
unregular/precarious work, working environments and risks
as well as social policy. Student will be expected to actively
participate in group discussion on each issue.
Learning Objectives: At the end of the course, students are
expected to have knowledge and multiple perspectives on
various labor issues and
to develop communication skills in discussion.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論Ⅰ〔BSC〕

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、ウェー
バー・アロンゾの工業立地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企画
3.環境コストマネジメント4.ライ
フサイクル・コスティング5.ベン
チマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質と
コストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには
第11回 縮小ニッポンの衝撃

夕張市
縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国庫
支出金（補助金）２．財政再生団
体となった夕張市が借金を返済で
きる仕組み３．夕張市のように自
主財源３割にも満たぬ自治体は実
は数多い４．福井県の事例５．山
口県の事例６．ソフトな予算制約
７．学んでおいた方が望ましいい
くつかの概念８．ポンチ絵で因果
関係を整理してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドライ
ブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.

— 1007 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ECN300EB（経済学 / Economics 300）

地域産業論Ⅱ〔BSC〕

加藤　寛之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
特性の異なる地域を取り上げて，地域産業の具体的な実態や理論の
検討を行い，地域産業を考える際に必要な概念・理論の習得を目指
す．また，実際の地域産業の分析・議論において，それらをどのよ
うに活用していくべきか考えることをテーマとする．なお，授業計
画は，授業の展開によって若干の変更があり得る．
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【到達目標】
製造業，農業，流通業，観光業など，現代の地域産業の実態，理論
や政策課題について，一定程度以上の理解を得てもらうことを到達
目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
指定テキストを参照しながら，最新動向を踏まえつつ，地域産業の
実態と理論について学ぶ．各回，章毎にテキストを扱う予定である．
数回に一度課題をだし、その都度コメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 秋学期に登場すること
第2回 推し推される関係に

ついて
マーケティング戦略の分析概念を
適用して『ももいろクローバーZ』
現象を捉え直す。「メンバー」と
「スタッフ」と「モノノウ」

第3回 まちおこしとあま
ちゃん、その前提
・グルディス・討議

まちおこしとあまちゃん、そのぜ
んていとなるもの
・グルディス・討議

第4回 顧客は何を買ってい
るのか

便益の束
三層構造

第5回 まちおこしが描かれ
るあまちゃんの世界
・グルディス・討議

まちおこしが描かれるあまちゃん
の世界
・グルディス・討議

第6回 マーケティングとま
ちづくり

マーケティングとまちづくり

第7回 マーケティングの事
例とあまちゃん

マーケティングの事例とあまちゃ
ん

第8回 絞れば広がる、広が
るところに絞る

絞れば広がる、広がるところに絞
る

第9回 東京１一極集中の
背景
・グルディス・討議

産業構造の変化と人口移動
・グルディス・討議

第10回 日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

第11回 産業構造の高度化と
人口移動
集積の経済と混雑の
不経済
・グルディス・討議

産業構造の高度化と人口移動
集積の経済と混雑の不経済
・グルディス・討議

第12回「企業」を「群」とし
て視る視点

ものづくりは設計情報の転写
分業と産業集積

第13回 あまちゃんに描かれ
るあいどるによるま
ちおこし

あまちゃんに描かれるあいどるに
よるまちおこし

第14回 草津温泉 草津温泉再生物語

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回プリントを配布します。授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布します。参考書は適宜指定します。

【参考書】
参考資料は紹介します

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
情報量が多い、課題が多い、でも面白いという評価が多いです。

【学生が準備すべき機器他】
PCないしタブレット、スマホでは厳しい

【その他の重要事項】
口頭での説明の消化、板書内容の消化等が課題を解く上で必要です。

【Outline (in English)】
By taking up regions with different characteristics and
examining the specific realities and theories of regional
industries, we aim to acquire the concepts and theories
necessary when considering regional industries. The theme
of this course is to consider how these concepts and theories
should be utilized in the analysis and discussion of actual
regional industries. The lesson plan is subject to change
slightly depending on the development of the class.
Grading will be based on the following
Cumulative points for each assignment: 80
Contribution of several gurdis/discussions: 20%.
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MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論〔BSC〕

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消費
者心理・消費者行動の位置付け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決定
モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，その
調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消費
者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに関
する情報の探索と評価について

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラン
ド・商品情報に対する注意と記憶
について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程お
よびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動へ
の影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の意
思決定について事例を基に理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的なセ
グメント分けと心理過程への影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実際
について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行動
や意思決定にもたらす影響につい
て

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤリ
ティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング中級A〔IDP〕

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年のIOT技術の急速な進歩やビッグデータが積極的な活用は、今後
マーケティング戦略の構築方法にも大きな変革をもたらすことが予
想される．従来よりもオンタイムに様々な消費行動に関係するデー
タが技術的に得られることは、一方でそのデータをどのように扱っ
て次のマーケティング戦略構築に利用するべきかを学ぶ必要が出て
きたことも意味する．本演習では、実際のマーケティングデータを
用い，統計的な手法によって様々な「消費者の行動」をどのように
モデル化し，シミュレーションを行えばよいのかを習得する．

【到達目標】
身近な消費者行動を観察し，そこから観測すべき変数を決定し，モ
デル化を行い，数値シミュレーションを行う一連の過程を行えるよ
うになること，および，そのシミュレーション結果から新しい提案
ができるようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は，各回前半の講義部分と後半の演習部分に分
かれており，消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得
する．
その上で第11回以降はグループに分かれ，グループワークによって
実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作成する．
各提出課題や，グループワークの途中成果については随時授業の中
でフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明
2． 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な基

礎を確認
3． 単回帰分析とモデル

化（１）
単回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

4． 単回帰分析とモデル
化（２）

単回帰分析による消費者行動の分
析

5． 重回帰分析とモデル
化（１）

重回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

6． 重回帰分析とモデル
化（２）

重回帰分析による消費者行動の分
析

7． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（１）

数量化Ⅰ類を用いたカテゴリー
データの利用について

8． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（２）

カテゴリーデータも利用した消費
者行動の予測モデルの構築

9． コンジョイント分析
とモデル化（１）

コンジョイント分析の説明とコン
ジョイントカードの作成

10． コンジョイント分析
とモデル化（２）

コンジョイント分析の実施と消費
者行動モデルの構築

11． 最終課題制作（１） モデル化する消費者行動の探索
（グループワーク）

12． 最終課題制作（２） 調査の作成（グループワーク）

13． 最終課題制作（３） 分析とモデル化（グループワーク）
14． 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（60％）と最終課題（40％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います．

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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MAN300ED（経営学 / Management 300）

ソーシャル・シミュレーション〔IDP〕

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
競争力のある商品開発や，訴求力のある広告活動を行うためには，消
費者心理に関する理論的な基礎と，妥当性の高いアンケート調査や
その分析の遂行に基づいたマーケティング戦略の立案が重要である．
そのため，本授業では，実際のマーケティング課題を題材に，同一
モジュールですでに履修した「消費者行動論」における消費者の心
理の理解と「消費者行動モデリング」で習得した消費者の分析技法
を駆使し，実践的なマーケティング戦略の構築を行う．

【到達目標】
消費者心理の理論と分析技法に基づいた，マーケティング戦略の企
画と発表を行えるようになること．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP2・DP3・DP4・DP12
に関連。DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
実際の商品開発やブランディング等の課題を題材に，消費者心理や
行動に関する理論や各種データ，シミュレーション手法などを使用
し，グループワークによりマーケティング戦略を構築し，発表を行
う．中間報告や最終報告に対し，講評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明，グルーピング等
2． マーケティング戦略

の立案１
市場分析・ポジショニング分析

3． マーケティング戦略
の立案２

ニーズの把握

4． 課題のキックオフ 取り組む課題と制約条件の確認，
質疑応答（キックオフミーティン
グ）

5． 課題の分解 課題の客観的な分析
6． 戦略の構築活動１ 課題の分析（現状分析）
7． 戦略の構築活動２ ゴールの設定
8． 調査1 ヒアリング調査・アンケート調査

の実施
9． 調査2 調査結果の分析
10． 中間報告会 各グループ活動の中間報告と質疑

応答
11． 課題解決活動1 中間報告での質疑応答を受けた戦

略の再検討
12． 課題解決活動2 データの分析と効果考察
13． 課題解決活動3 提案資料の作成
14． 最終発表 構築した課題解決の戦略について

発表を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外にも，実地調査や分析など，進度によってグループワー
クの時間を一部確保する必要があります．本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
実践活動における平常点（50％）と最終発表（50％）による総合
評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to develop the students’ skill in
making marketing strategies.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end presentation:40%,In class contribution: 60%
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング中級A〔IDP〕

木暮　美菜

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オンラインを利用する消費者が増えるなかで、顧客データを分析・
活用したマーケティングが積極的に行われるようになっている。本
講義では、消費者の行動を分析する手法のひとつとして、消費者の
行動を統計的な手法によってモデル化し、シミュレーションを行う
手法を習得する。

【到達目標】
①身近な消費者行動をモデルで説明し、数値シミュレーションを行
えるようになること
②シミュレーション結果に基づいて、新しい提案ができるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は、各回前半の講義部分と後半の演習部分に分か
れており、消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得す
る。その上で、第11回以降はグループに分かれ、グループワークに
よって実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作
成する。各提出課題や、グループワークの途中成果については随時
授業の中でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習内容の説明
2 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な基

礎を確認
3 単回帰分析とモ

デル化 (1)
単回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

4 単回帰分析とモ
デル化 (２)

単回帰分析による消費者行動の分
析

5 重回帰分析とモデル
化 (1)

重回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

6 重回帰分析とモデル
化 (2)

重回帰分析による消費者行動の分
析

7 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (1)

数量化I類を用いたカテゴリーデー
タの利用について

8 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (２)

カテゴリーデータも利用した消費
者行動の予測モデル
の構築

9 コンジョイント分析
とモデル化 (1)

コンジョイント分析の説明とコン
ジョイントカードの
作成

10 コンジョイント分析
とモデル化 (２)

コンジョイント分析の実施と消費
者行動モデルの構築

11 最終課題制作 (1) モデル化する消費者行動の探索 (グ
ループワーク)

12 最終課題制作 (２) 調査の作成 (グループワーク)
13 最終課題制作 (３) 分析とモデル化 (グループワーク)
14 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて適宜プリント配布を行う。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題 (60%)と最終課題 (40%)による総合評価

【学生の意見等からの気づき】
授業内で取り組んだ成果に対して、できる限りフィードバックを実
施します。

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います。

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会学

か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。（機
会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必要
な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説しま
す。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性と

公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論しま

す。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明します。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解します。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の定

理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説しま

す。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目と

して大事な消費について解説しま
す。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目と
して大事な投資について解説しま
す。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさせ
る国民所得と利子率の関係を示す
IS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上げ，
利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を示
すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均衡
国民所得と均衡利子率を導出しま
す。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派と
ケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線を
定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線を定
義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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POL300EB（政治学 / Politics 300）

行政学

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
行政の活動は、私たちの生活に様々な場面で関わりを持つもので、民
主主義国家における行政は、国民を代表する議会が決定した法律や
予算に基づくことが原則とされます。しかし、複雑化した現代社会
のしくみをすべて議会の決定に委ねることは困難で、行政には命令
や規則などの一定の裁量権が認められており、その仕事は主に専門
家集団としての官僚機構が担っています。行政の活動は、それ自体
が自律的に運用される側面を有するため、その不作為や政策実施の
不手際が人々の生活に影響を及ぼし、新たな社会課題を生じる可能
性は少なくありません。
そうした観点から、この授業のテーマは「行政学から見た社会課題
の発見」とします。私たちの暮らしと密接な関わりを有する行政に
ついて、制度やしくみとともに基本的な性質を学んだ上で、政治と
の関係で変化する制度や政策形成を検討し、主権者の立場から行政
責任の問題等を考察していきます。

【到達目標】
・行政の基本的な制度やしくみ、性質を理解する
・行政における政策形成と政治との関係性を検討する
・現代行政の問題を主権者の立場で実践的に考察する思考力を身に
つける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントや、レジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り政治と行政の最近の動きを交えま
す。取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提
出を求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業
内でいくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は行政の制度や仕組みを中心に、後半は政策の形成過程を中心
に解説します。終盤では、現代の行政活動事例について行政責任・
行政統制の論点も踏まえながら検討し、行政課題と社会課題との関
係性についても考察をすすめていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 行政学－身近なとこ

ろからのアプローチ
私たちの生活と行政との関係につ
いて概説し、授業で扱う行政の問
題を俯瞰する

第2回 行政国家の成り立ち
と行政学の展開

政府の役割が増大し、行政官僚制
が形成されてきたプロセスを詳説
した上で、その学問領域としての
行政学の展開について概説する
（テキスト第2-3章参照）

第3回 現代の政府体系 政府概念や政府体系の構造等、現
代行政の枠組みを形成する基本的
なしくみ・制度について概説する
（テキスト第4章参照）

第4回 日本の内閣制度と国
地方関係

日本の内閣制度と国地方関係につ
いて、行政改革や分権改革の動向
を交えながら詳説する（テキスト
第5章参照）

第5回 日本の行政組織と中
央省庁改革

日本の行政組織とその政策立案シ
ステムについて概説した上で、橋
本行革以降に変化した政策形成過
程の実際を検討する（テキスト第8
章参照）

第6回 公務員制度と人事・
給与システム

行政を中心的に担う公務員に関す
る制度と人事・給与に関わるしく
みについて詳説する（テキスト第9
章参照）

第7回 行政活動と政策 行政活動のプログラムである政策
の構造や政策体系に加え、その形
成過程や理論モデルについて詳説
する（テキスト第11章参照）

第8回 政策作成と決定－予
算案の調整過程から

行政による政策案作成から政府案
としての決定に至るプロセスを俯
瞰した上で、予算案・法律案の調
整過程を検討する（テキスト第8
章及び第12章参照）

第9回 行政のIT活用と政策
実施の体制

政策執行の基準や、実施体制・手
法について、近年のIT・デジタル
戦略の動向も踏まえ実践的に検討
する（テキスト第13章参照）

第10回 行政の活動－規制行
政

行政による課題解決方法として、
規制行政を取り上げ、その権力性
についての理解を深める

第11回 行政の活動－サービ
ス提供活動

行政による公共財提供の側面を取
り上げ、行政資源配分の選択肢に
ついて検討する

第12回 政策の評価 現代日本で導入されている政策評
価の仕組みについて概説した上で、
フィードバックの実際を検討する
（テキスト第14章参照）

第13回 行政責任と民主的統
制

行政活動に対する民主的統制のあ
り方を中心に検討する

第14回 行政学から見た社会
課題の発見と政策作
成

行政課題と社会課題とのつながり
を認識した上で、実現可能性を踏
まえた政策を考案する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・2024年度政府予算の重点政策を調べる
・自分たちの生活に影響があると考えた内容の新聞記事を日常的に
読む

【テキスト（教科書）】
森田朗（2022）『新版　現代の行政〔第2版〕』（第一法規）

【参考書】
伊藤正次・出雲明子・手塚洋輔『はじめての行政学』（有斐閣）
今村都南雄・武藤博己・沼田良・佐藤克廣・南島和久『ホーンブッ
ク基礎行政学』（北樹出版）
金井利之『行政学概説』（放送大学教育振興会）
西尾勝『行政の活動』（有斐閣）

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。な
お、大学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可
能性があります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質問や理解度に応じて、後日授業での補足説明や追加資
料配布等を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は学習支援システムを通じて行います。
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【Outline (in English)】
In principle, administration in a democratic state is based on
laws and budgets determined by the parliament representing
the people. As it is difficult to delegate all the complexities
of modern society to the decisions of Congress, administration
has discretionary powers. Because of being managed mainly
by bureaucrats, administration activities have the aspect of
being operated autonomously. Therefore, their omissions and
negligence on implementing the public policy might cause new
social issues.
From such a viewpoint, we’ll set the purpose of this class
"Discovering social issues from the viewpoint of public admin-
istration." After studying the basics, like system, mechanism,
and characteristics of public administration, we will study the
change by the political influence of administrative system and
policy, then we will consider the issue of the administrative
responsibility.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the basic system, mechanism, and nature of
public administration
-B. To examine the policy making process in public administra-
tion and the connection with politics
-C. To acquire the ability to think practically about the
problems of modern administration from the standpoint of a
sovereign.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each. Students will be expected to check the priority
policies of the 2024 government budget and after class collect
information such as searching for newspaper articles related to
the content taken up in the class. In addition, read newspaper
articles routinely that are thought to have an impact on our
lives.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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MAN200EB（経営学 / Management 200）

社会・イノベーション論Ⅰ

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、社会に新たな価値をもたらすイノベーションに対する
理解を深めます。社会・イノベーション論Ⅰでは、１）イノベーショ
ンが実現される基本的前提としての社会の仕組、２）企業を中心と
したイノベーション活動について学びます。

【到達目標】
・イノベーションが実現される前提としての社会の仕組を理解する
・企業におけるイノベーション活動を理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業形態は、毎回パワーポイントを用いた講義形式で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イノベーションとは

何か？
本講義のメインテーマであるイノ
ベーションについて定義し、講義
全体の概要を述べる

第2回 企業の目的と社会的
責任

資本家の所有権の概念から企業の
目的を考える

第3回 資本主義と競争 貨幣の成り立ちと資本主義の基本
原則を前提として、必然的に競争
が生じるメカニズム

第4回 社会における分業と
協業

社会における生産活動を効率的に
行うための仕組としての分業と協
業

第5回 ソーシャルイノベー
ション

社会課題の解決を主眼に置いた
ソーシャルイノベーションの取組
ついて

第6回 ビジネスモデルの見
取り図

価値の重要性とビジネスモデル
キャンバスについて理解する

第7回 競争戦略論 事業で競争優位を獲得するための
戦略

第8回 ブルーオーシャン戦
略

コストリーダーシップと差別化を
同時に実現するバリューイノベー
ション

第9回 ビジネスエコシステ
ム論

PC産業で先駆的に観察された垂直
分業から水平分業への産業転換

第10回 規制とイノベーショ
ン

競争の枠組としての規制（強制的
なルール）

第11回 標準とイノベーショ
ン

競争の枠組としての標準（自発的
なルール）

第12回 知的財産制度 知的財産を保護し、イノベーショ
ンを促すための社会制度

第13回 オープン＆クローズ
戦略

エコシステムの発展と競争優位の
確保の両立

第14回 まとめ 前期のまとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ビジネス関連の新聞・雑誌・書籍等に日頃から目を向けることを推奨
します。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100％

【学生の意見等からの気づき】
理論だけでなく、なるべく多くの事例も取り上げます。

【その他の重要事項】
後期の社会・イノベーション論Ⅱを併せて受講することを推奨します。

【Outline (in English)】
This lecture aims to deepen your understanding of innovation,
which brings forth new values to society. In the first semester,
our focus will be on 1) the social contexts and mechanisms
through which innovation is realized, and 2) the innovation
activities of firms.
The goals of this course are to comprehend the fundamental
structure of society in relation to innovation and the innovation
practices of firms. Before and after each class meeting,
students are expected to dedicate four hours to grasp the course
content thoroughly.
Your overall grade in the class will be determined based on the
following criteria: Term-end examination (100%).
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MAN300EB（経営学 / Management 300）

社会・イノベーション論Ⅱ

糸久　正人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、社会に新たな価値をもたらすイノベーションに対する
理解を深めます。社会・イノベーション論Ⅱでは、１）技術とイノ
ベーション、２）イノベーション政策、３）オペレーションマネジ
メントについて学びます。

【到達目標】
・技術とイノベーションの関係について理解する
・イノベーション政策について理解する
・オペレーションマネジメントについて理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業形態は、毎回パワーポイントを用いた講義形式で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 技術とイノベーショ

ン
イノベーションを実現する技術の
役割と関係性

第2回 デザイン思考 イノベーション活動におけるデザ
インの意義と重要性

第3回 シェアリングエコノ
ミー

所有から使用へと変化する消費活
動の実態

第4回 人工知能とロボット
共生社会

人工知能およびロボットと人間社
会の関係

第5回 次世代モビリティエ
コシステム

CASEを中心とした次世代モビリ
ティ

第6回 IoT社会の向けたイ
ノベーション政策

欧州を中心としたIoT社会実現の
ためのイノベーション政策

第7回 グリーンイノベー
ション政策

カーボンニュートラルを実現する
ためのイノベーション政策

第8回 両利き経営 イノベーション活動とオペレー
ション活動のバランス

第9回 制約理論 流れづくりを効率的に行うための
ボトルネックの考え方とその解消
方法

第10回 品質管理 オペレーションにおける品質管理
第11回 コスト管理 オペレーションにおけるコスト管

理
第12回 納期管理 オペレーションにおける納期管理
第13回 フレキシビリティ 品種と数量に関するフレキシビリ

ティの確保
第14回 総括 社会イノベーション論のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ビジネス関連の新聞・雑誌・書籍等に日頃から目を向けることを推奨
します。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜紹介します。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100％

【学生の意見等からの気づき】
理論だけでなく、なるべく多くの事例も取り上げるようにします。

【その他の重要事項】
前期の社会・イノベーション論Ⅰを受講していることが望ましいです。

【Outline (in English)】
This lecture aims to enhance your understanding of innovation,
which brings new values to society. In the second semester, our
focus will be on 1) technology and innovation, 2) innovation
policy, and 3) operations management.
The goals of this course are to comprehend the interplay
between technology and innovation, innovation policies, and
operations management.
Before and after each class meeting, students are expected
to dedicate four hours to comprehend the course content
thoroughly.
Your overall grade in the class will be determined based on the
following criteria: Term-end examination (100%).
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MAN200EB（経営学 / Management 200）

中小企業論

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済の根幹を形成する「中小企業」に関して、既存研究では、
資源制約があるがゆえに発展が妨げられているという「問題型」の
議論、小さいことによる発展性／優位性に着目した「貢献型」の議
論がなされてきました。本講義では、こうした中小企業をめぐる二
面性を意識しつつ、中小企業に関する諸理論を学習します。具体的
には、１）中小企業とは何か？ ２）中小企業はなぜ企業規模が小さ
いために問題性と発展性／優位性を有しているのか？ ３）中小企業
の一形態であるベンチャー企業とは何か？ というテーマで議論しま
す。また、多摩で活躍する中小企業の経営者をゲストスピーカーと
して招き、実践的な中小企業経営について議論します。

【到達目標】
本講義では、企業規模が小さいことに起因する「問題性」と「発展
性／優位性」を認識した上で、両者を包含した複眼的な視点から中
小企業に対する理解を深めることを目標とします。また、多摩地域
の中小企業経営者をゲストに招き、現場の活きた知識の獲得を目指
します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は主にパワーポイントを活用した講義形式で行います。ゲスト
講師の回にはリアクションペーパーの提出を求められます。小テス
トなどの課題に対するフィードバックは講義中に行い、期末試験に
関しては学習支援システムで行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本講義の目的と全体像
第2回 中小企業とは？ 中小企業の定義、法律・経済・経

営的な意味について、および日本
経済の発展過程における中小企業
の役割

第3回 複眼的視点からの中
小企業論

中小企業を捉える視座について

第4回 イノベーションと中
小企業

独自の視点からイノベーション活
動を行う中小企業を紹介

第5回 ベンチャー企業の経
営

ベンチャー企業マネジメントの要
点

第6回 産業集積と産業クラ
スター

産業集積と産業クラスターの要点

第7回 中小企業のケース
（１）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第8回 中小企業のケース
（２）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第9回 中小企業のケース
（３）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第10回 中小企業のケース
（４）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第11回 中小企業のケース
（５）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第12回 中小企業のケース
（６）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第13回 中小企業政策 中小企業政策を概観し、中小企業
の活性化について考える

第14回 中小企業論のまとめ 全体の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義期間中に、中小企業／ベンチャー企業の経営者によって書かれ
た独自のマネジメント手法に関する書籍を講読してください。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー提出４０％、期末試験６０％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Small and medium enterprises (SMEs) form the backbone
of the Japanese economy. Previous research on SMEs has
mainly focused on two major arguments. The first is the
"Problem-driven" perspective, which suggests that SMEs face
challenges in growth due to limited resources. The second
is the "Contribution-driven" perspective, which highlights the
potential and advantages of SMEs due to their flexibility.
This course delves into general theories on SMEs while
considering these two contrasting arguments. We will
explore the following topics: 1) Defining small businesses, 2)
Analyzing the challenges and potential advantages of SMEs,
and 3) Understanding venture businesses. Additionally, we
will host guest lecturers from SMEs in the Tama area to
provide students with a comprehensive understanding of SME
operations.
The objectives of this course are to gain a balanced perspective
on SMEs and acquire practical insights from SME managers.
Before and after each class session, students are expected to
dedicate four hours to comprehend the course content.
Your overall grade in the class will be determined by the
following components: Term-end examination (60%) and short
reports (40%).
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ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論Ⅰ

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、ウェー
バー・アロンゾの工業立地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企画
3.環境コストマネジメント4.ライ
フサイクル・コスティング5.ベン
チマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質と
コストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには
第11回 縮小ニッポンの衝撃

夕張市
縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国庫
支出金（補助金）２．財政再生団
体となった夕張市が借金を返済で
きる仕組み３．夕張市のように自
主財源３割にも満たぬ自治体は実
は数多い４．福井県の事例５．山
口県の事例６．ソフトな予算制約
７．学んでおいた方が望ましいい
くつかの概念８．ポンチ絵で因果
関係を整理してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドライ
ブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.
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ECN300EB（経済学 / Economics 300）

地域産業論Ⅱ

加藤　寛之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
特性の異なる地域を取り上げて，地域産業の具体的な実態や理論の
検討を行い，地域産業を考える際に必要な概念・理論の習得を目指
す．また，実際の地域産業の分析・議論において，それらをどのよ
うに活用していくべきか考えることをテーマとする．なお，授業計
画は，授業の展開によって若干の変更があり得る．
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【到達目標】
製造業，農業，流通業，観光業など，現代の地域産業の実態，理論
や政策課題について，一定程度以上の理解を得てもらうことを到達
目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
指定テキストを参照しながら，最新動向を踏まえつつ，地域産業の
実態と理論について学ぶ．各回，章毎にテキストを扱う予定である．
数回に一度課題をだし、その都度コメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 秋学期に登場すること
第2回 推し推される関係に

ついて
マーケティング戦略の分析概念を
適用して『ももいろクローバーZ』
現象を捉え直す。「メンバー」と
「スタッフ」と「モノノウ」

第3回 まちおこしとあま
ちゃん、その前提
・グルディス・討議

まちおこしとあまちゃん、そのぜ
んていとなるもの
・グルディス・討議

第4回 顧客は何を買ってい
るのか

便益の束
三層構造

第5回 まちおこしが描かれ
るあまちゃんの世界
・グルディス・討議

まちおこしが描かれるあまちゃん
の世界
・グルディス・討議

第6回 マーケティングとま
ちづくり

マーケティングとまちづくり

第7回 マーケティングの事
例とあまちゃん

マーケティングの事例とあまちゃ
ん

第8回 絞れば広がる、広が
るところに絞る

絞れば広がる、広がるところに絞
る

第9回 東京１一極集中の
背景
・グルディス・討議

産業構造の変化と人口移動
・グルディス・討議

第10回 日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

第11回 産業構造の高度化と
人口移動
集積の経済と混雑の
不経済
・グルディス・討議

産業構造の高度化と人口移動
集積の経済と混雑の不経済
・グルディス・討議

第12回「企業」を「群」とし
て視る視点

ものづくりは設計情報の転写
分業と産業集積

第13回 あまちゃんに描かれ
るあいどるによるま
ちおこし

あまちゃんに描かれるあいどるに
よるまちおこし

第14回 草津温泉 草津温泉再生物語

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回プリントを配布します。授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布します。参考書は適宜指定します。

【参考書】
参考資料は紹介します

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
情報量が多い、課題が多い、でも面白いという評価が多いです。

【学生が準備すべき機器他】
PCないしタブレット、スマホでは厳しい

【その他の重要事項】
口頭での説明の消化、板書内容の消化等が課題を解く上で必要です。

【Outline (in English)】
By taking up regions with different characteristics and
examining the specific realities and theories of regional
industries, we aim to acquire the concepts and theories
necessary when considering regional industries. The theme
of this course is to consider how these concepts and theories
should be utilized in the analysis and discussion of actual
regional industries. The lesson plan is subject to change
slightly depending on the development of the class.
Grading will be based on the following
Cumulative points for each assignment: 80
Contribution of several gurdis/discussions: 20%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

福祉社会学Ⅰ

堅田　香緒里

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉が社会の中でどのような意味や機能をもつのかについて学ぶ。

【到達目標】
１）福祉国家の歴史／学説史を理解する。
２）現代社会における福祉の意味や機能ならびに課題を理解する。
３）これからの福祉社会を展望するために必要な基礎的能力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義の前半では、社会が福祉を必要としてきた背景やそれを支えて
きた理念や規範について、福祉国家の歴史および学説史の検討を通
して学ぶ。そのうえで、講義の後半では、現代社会における福祉の
意味や課題を理解するために重要な幾つかの論点を取り上げ、解説
する。これらを通して、これからの福祉社会を展望するために必要
な基礎的能力を養うことを目的とする。
※なお、授業計画は、参加者の興味・関心および進捗状況に応じて
変更の可能性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉とは何か、必要とは何か
2 福祉国家とは何か 福祉国家の目的・編成・機能
3 福祉国家の歴史①生

成期
救貧法から戦後福祉国家誕生まで

4 福祉国家の歴史②拡
大期

社会支出の増大、社会権の確立

5 福祉国家の歴史③危
機と再編

右派からの批判、「新しい社会運
動」による異議申し立て

6 福祉国家論① 産業主義理論、権力資源論から福
祉レジーム論へ

7 福祉国家論② 福祉レジーム論の新展開、脱商品
化と脱家族化

8 福祉国家論③ 福祉レジーム論への批判と、新し
いレジーム論

9 福祉国家の論点①シ
ティズンシップ

権利と義務、市民共和主義と自由
主義、フェミニスト・シティズン
シップ、国籍と難民

10 福祉国家の論点②自
由とセキュリティ

「生の保障」と「治安」、福祉国家
の監視国家化

11 福祉国家の論点③：
ケアと再生産

生産、再生産、ケア、家事労働

12 福祉国家の論点④：
自立と依存

フェミニズム／障害学が投げかけ
る問い

13 福祉国家の論点⑤：
再分配と承認

「声」の政治、マイノリティ

14 授業内試験、まとめ 授業内試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理
解を深める。

本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマ毎に設定する課題の提出40％、最終テスト60％
で行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the history and the function of modern
welfare state. By the end of the course, students are expected
to understand the meaning and function of welfare in society.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content. Your
overall grade in the class will be decided based on the following;
1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

福祉社会学Ⅱ

堅田　香緒里

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉政策および周辺の諸政策について学び、そのうえで、今日の福
祉政策が抱える課題やそれを克服するための展望について考える。

【到達目標】
１）既存の福祉政策の内容や目的・背景にある規範を理解する。
２）福祉政策が現在直面している課題について理解する。
３）これからの福祉政策のあり方について各々が展望する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
今日、福祉国家を支えてきた様々な社会的諸条件が揺らぐ中、福祉
政策の再編が進行しつつある。こうした現代的文脈を踏まえ、講義
の前半では、とりわけ日本の福祉政策および周辺の諸政策を取り上
げ、その目的・内容及び背景にある規範について学ぶ。講義の後半
では、これらの福祉政策が現代社会において直面している諸課題を
検討し、それを克服するために近年検討されている新しい政策構想
に触れ、これからの福祉政策のあり方を展望する。　
※授業計画は、参加者の興味・関心や進捗状況に応じて変更の可能
性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉政策の目的・編成・機能
2 福祉政策の実際①：

　障害者福祉
自立生活、介助サービス

3 福祉政策の実際②：
　高齢者福祉

介護保険、介護労働、ケア

4 福祉政策の実際③：
　子ども家庭福祉

社会手当、保育サービス、ひとり親

5 福祉政策の実際④：
　低所得者福祉

生活保護、生活福祉資金、生活困
窮者支援

6 福祉政策の周辺①：
　健康の保障

医療保険、予防的介入

7 福祉政策の周辺②：
　教育の保障

教育政策、奨学金

8 福祉政策の周辺③：
　住宅の保障

公営住宅、「ホームレス」政策

9 福祉政策の現代的課
題①

雇用の不安定化に伴う諸課題

10 福祉政策の現代的課
題②

家族の不安定化に伴う諸課題

11 福祉政策の現代的課
題③

コミュニティの再編に伴う諸課題

12 新しい福祉政策①　 ワークフェア
13 新しい福祉政策② アクティベーション、参加所得
14 新しい福祉政策③ ベーシックインカム

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理解
を深める。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマごとにに設定する課題の提出40％、最終レポー
ト60％で行う。

【学生の意見等からの気づき】
毎回提出してもらうリアクションペーパーへの授業内応答を、引き
続き行う。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of challenges and prospects facing modern
welfare state. By the end of the course, students are expected to
understand the situation surrounding today’s welfare policies
and to acquire the ability to envision desirable future welfare
policies. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following; 1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

EDU200EC（教育学 / Education 200）

社会教育概論Ⅰ

荒井　容子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
成人の学習とそれを支える社会教育実践に関わるさまざまな事例や考え
方について、受講生同士の集団討議という、すぐれた社会教育実践にお
ける学習方法の一端を実体験しながら、人々の学習とそれを支える社会
教育実践についての理解を深めていく。

【到達目標】
　人々の学習・学習運動とそれを支える社会教育実践の実際について知
り、そのあり方について、表面的な経過にとどまらず、その学習・運動・
実践に向き合う姿勢・意志にまで思いを馳せる感性と、現実を深く考え、
分析する力が養われる。
　ある程度人数お多い集団の中でも、話し合いを通じて考えを深めあっ
ていく、社会教育の実践内容・現場で特に必要とされる実践方法を、学
習者の立場から体験ですることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に関連。
　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　多様な実践事例、学習・実践に関する批判的理論、また社会教育職員
という実践者からの見方などを紹介する。
　講義期間中、各自に何らかの社会教育事業に参加して課題２を提出し
てもらい、講義最終日に、簡単な報告レポ－トをもって報告してもらう
（参加の課題は若干修正する場合がある）。
　毎回課す宿題と講義後の感想・意見への応答は必要に応じて講義中に
行う。
　授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第１ラウンド　社会教

育のイメ－ジ１
社会教育とは何か－バズセッション
と概念説明―

2 第１ラウンド　社会教
育のイメ－ジ２

社会教育のイメ－ジ　日本の社会教
育活動事例をもとに討議　　事前に
ビデオ鑑賞して、宿題（テスト・ア
ンケ－トに回答しておくこと）

3 第２ラウンド　「成人
の学習」をどう考える
か１

なぜ「学ぶ」のか

4 第２ラウンド　「成人
の学習」をどう考える
か２　

どんなふうに「学ぶ」のか

5 第３ラウンド　成人識
字教育の実践と理論１

成人の識字・非識字について　貧困と
識字　そしてフレイレの思想と方法

6 第３ラウンド　成人識
字教育の実践と理論２

成人の識字・非識字について　貧困と
識字　そしてフレイレの思想と方法

7 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積１

生活記録運動とその後の「書く」学
習の展開

8 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積２

環境破壊に向き合った漁村の住民運
動と学び－「風成のおんなたち」－

9 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積３

公害と戦う学習運動－「公害」と向
き合う力を拓く社会教育実践

10 第５ラウンド　社会教
育職員による社会教育
実践事例１

住宅地での若い職員の歩み

11 第５ラウンド　社会教
育職員による社会教育
実践事例２

農村の変貌の中で人々の学びを支え
続けて

12 第５ラウンド　社会教
育職員に３よる社会教
育実践事例

一人ひとの生き方をみつめながら

13 第６ラウンド　現代の
社会教育実践・社会教
育運動

生涯学習論の矛盾・学習権宣言と社
会教育運動・成人教育運動の課題

14 第６ラウンド　現代の
社会教育実践・社会教
育運動

参加した社会教育事業についての報
告（課題２）をもとにした討論会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、オンラインで提供
するビデオ鑑賞したうえで書いてもらうものもある。宿題として提出し
たものは手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれをも
とにバズセッション（グループ討議）を行う。グループ討議の内容はそ
の場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の場で
報告する。このグループ討議の記録は担当者が講義後に、学習支援シス
テムを通じて提出してもらう。講義の感想や討議をへての追加の意見等、
感想・意見は講義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
従って、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　当該回のための宿題のために事前に読んでおく必要のあるレジュメ、
資料を前の回の講義終了後に、学習支援システムを通じて提供する。

【参考書】
　社会教育全国協議会編『社会教育・生涯学習ハンドブック』エイデル
研究所（第７版）2005年、（第８版）2011年、（第９版）2017年。

【成績評価の方法と基準】
社会教育事業参加レポ－ト（課題２）の提出、報告会に参加しての報告、
最終レポ－ト（課題１）の提出の三つは単位習得の必須条件となる。評
価は上記三つのうち前二者で25%、後一者で60%、他に、講義前に毎回
提出する宿題と講義後に毎回提出する「感想・意見」を15％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を出す
こともあるので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くようにして
おくこと。

【Outline (in English)】
This course introduces some good cases of people’s learning and
social education that support it. Students are expected to discuss
about these cases and ideas through “buzz sessions” (small-group
discussions) to present the result of group discussion to the whole
class at each class meeting.
At the end of the course, students are expected to understand good
idea and real image of people’s learning and social education that
support it.
Students must read the lecture note for each class and write down
some comments on the topic at its test of the University learning-
support system, Hoppii before each class. Students also must write
down their comments on the discussion in the class at its test of
Hoppii after it. The standard preparation and review time for each
class is 2 hours each.
Grading is according to the total evaluation of Second essay with
the discussion of final class (35%), First essay (60%), and class
contribution (15%). Students　are required to present their Second
report at their group discussion of the final class meeting.
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EDU300EC（教育学 / Education 300）

社会教育概論Ⅱ

荒井　容子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会教育・成人教育の歴史を、人々の学習運動と公権力による社会教
育政策（法制度及び教育活動）の推進という二つの方向からとらえ、そ
の関係について、史実をもとに考えていく。

【到達目標】
　人々の学習運動と公権力による社会教育政策それぞれの展開と、「社会
教育」をめぐる相互の展開についての理解が深まる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に関連。
　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　日本の社会教育史について講義したのち、他の数か国の成人教育運動
の歴史をとりあげて概観し、最後に、国際的な成人教育運動の歴史と現
状について紹介する。講義内容については毎回バズ・セッション（受講
者同士の小グル－プ討議と討議結果の全体での共有）を行い、理解を深
める。
毎回宿題、講義の感想・意見の提出を課すが、これについては講義時に
必要に応じて講義時に応答する。課題については、最後の講義日に相互
に検討する報告会を行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会教育・成人教育の

歴史の概要
社会教育とは何か－バズセッション
と概念説明―

2 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前１

近代化政策と自由民権運動の中での
学習運動1

3 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前２

①近代化政策と自由民権運動の中で
の学習運動２　ビデオ鑑賞（宿題）
をともに
②「通俗教育」政策の展開

4 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前３

「社会教育」制度化と民衆の自己教育
運動の展開（労働学校運動、自由大
学運動）

5 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前４

社会教育制度の完成と崩壊

6 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後１

戦後社会教育法制度の新たな建設と
統制政策の復活・自己教育運動の再
展開

7 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後２

社会教育「民主化」運動と多様な自
己教育運動・社会教育運動の展開　
　　　　
　　　　－「学習権」「権利としての
社会教育」と住民参加の展開

8 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後３

自治体社会教育行政の蛇行－行政
「合理化」政策と「生涯学習」政策の
登場

9 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後４

社会教育政策の後退・変質と社会教
育を求める住民・職員の新たな運動

10 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史１

英国、スカンジナビア諸国、北アメ
リカ、ラテンアメリカでの成人教育
運動

11 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史２

抑圧に対する抵抗としての文化運動

12 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史３

成人教育運動の国際的ネットワ－ク
の展開

13 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史４

社会変革における学習運動・成人教
育運動の力　シリアでの青年たちよ
る「秘密」図書館づくり

14 第４ラウンド　総括討
論会

社会教育・成人教育の歴史から、そ
の今後あり方を考える
（各自のレポ－トをもとにバズ・セッ
ション）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、オンラインで提
供するビデオ鑑賞したうえで書いてもらうものもある。宿題として提出
したものは手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれを
もとにバズセッション（グル－プ討議）を行う。グル－プ討議の内容は
その場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の場
で報告するが、このグル－プ討議の記録は担当者に、講義後、学習支援シ
ステムを通じて提出してもらう。講義の感想や討議を経ての追加の意見
等、「感想・意見」は講義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
従って、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　当該回のための宿題のために事前に読んでおく必要のあるレジュメ、
資料を前の回の講義終了後に、学習支援システムを通じて提供する。

【参考書】
　藤田秀雄,大串隆吉編『日本社会教育史』エイデル研究所 1984年12月。
　千野陽一監修『現代日本の社会教育』（増補版）エイデル研究所2015
年9月。
　社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック』2017年9
月。

【成績評価の方法と基準】
最終レポ－ト（課題・期限は講義内で提示）を70％、講義内で適宜課す
「宿題」と「感想・意見」は30％で評価する。最終レポ－トの課題は通
常、講義を受講していなければ執筆できない内容になるので積極的に講
義に参加して欲しい。また講義最終回では、最終レポ－トをもとにした
バズ・セッションを行う。このバズ・セッションへの参加は単位取得の
ための必要条件となる。

【学生の意見等からの気づき】
　本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を出
すこともあるので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くようにし
ておくこと。

【Outline (in English)】
This course reviews the outline of the history of social education
in Japan with some learning movements by people and some
social education policies and movements. It also introduces some
historical movements of adult education in the other countries
including the international movement of adult education up to
date. Students are expected to discuss about these movements and
policies thorough “buzz sessions” (small-group discussions) and to
present the result of group discussion to the whole class at each
class meeting.
At the end of the course, students are expected to understand the
complexed relation between the learning movements of people and
the social education policy by political power in the development of
social education and adult education.
Students must read the lecture note for each class and write down
some comments on the topic at its test of the University learning-
support system, Hoppii before each class. Students also must write
down their comments on the discussion in the class at its test of
Hoppii after it. The standard preparation and review time for each
class is 2 hours each.
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Grading is according to the total evaluation of Final essay with
the discussion of final class (70%) and class contribution (30%).
Students　are required to present their Final report at their group
discussion of the final class meeting.
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SOC100ED（社会学 / Sociology 100）

メディア社会論Ⅰ

大森　翔子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの生活と密接にかかわる「メディア」について、現実社会との
結びつきを理解するための基礎概念、基礎理論を学ぶ。加えて、各
回で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①メディアと社会の結びつきについて、基礎的な概念・理論を理解
し、様々な角度から説明・考察できるようになる。
②メディアと社会に関連する最新の研究について、その位置づけや
結果を説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義で扱う「メディア社会」の

射程
第2回 メディアの登場と社

会 (1)
マスメディア登場以前の情報伝達

第3回 メディアの登場と社
会 (2)

新聞の登場、発達

第4回 メディアの多様化と
社会 (1)

ラジオ放送、テレビ放送の開始、
発達

第5回 メディアの多様化と
社会 (2)

ケーブルテレビの発達・テレビ
ニュースの「娯楽化」

第6回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(1)

インターネット技術とメディアの
融合

第7回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(2)

伝統メディアのインターネット進
出

第8回 SNSメディアの登場
と社会

SNSメディアの登場が社会に与え
た影響を考える

第9回 地域とメディア 地域でのメディア活用を中心に学
ぶ

第10回 行政サービスとメ
ディア

行政サービスにおけるメディア活
用と問題について考える

第11回 副産物的学習とメ
ディア

メディア利用による副産物的学習
と現在のメディア環境について考
える

第12回 社会的リアリティと
メディア (1)　

「社会的リアリティ」の共有につい
て考える

第13回 社会的リアリティと
メディア (2)

社会的分断とメディア

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
井川充雄・木村忠正編（2022）『入門メディア社会学』ミネルヴァ
書房.
辻泉・南田勝也・土橋臣吾編（2018）『メディア社会論』有斐閣．
津田正太郎（2016）『メディアは社会を変えるのか―メディア社会
論入門』世界思想社．
池田謙一（2013）「社会のイメージの心理学―ぼくらのリアリティ
はどう形成されるか」サイエンス社．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの内容紹介が好評のため、
今年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。また、毎回の授業で学習支援システムを通じてリア
クションペーパーを提出することが求められるので、提出可能な電
子機器を準備してください。

【Outline (in English)】
In this course, students learn the basic concepts and theories
of "media," which are closely related to our daily lives, in
order to understand their connection to the real world. In
addition, students will learn the latest findings on the topics
to be covered in each session.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. Understand the basic concepts and theories of the
connection between media and society, and be able to explain
and discuss them from various perspectives.
-B. Explain the position and results of current research related
to media and society.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

メディア社会論Ⅱ

大森　翔子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会における諸問題とメディアとの関係について、具体的な事例・研
究例を挙げながら学び、社会学・社会心理学・政治学で検討される、
メディア効果に関する諸理論について理解を深める。加えて、各回
で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①社会問題とメディアの関係について、社会学・社会心理学・政治
学的な視点から説明・考察できるようになる。
②社会問題とメディアに関連する最新の研究について、その研究動
機・位置づけや結果を説明できるようになる。
③授業で取り上げた研究が、最新の社会情勢とメディア環境に照ら
して妥当かどうかを考察できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「社会問題とメディア」講義の射程
第2回 マスメディアの役割 マスメディアの役割・各国のメ

ディアシステムについて学ぶ
第3回 報道内容とマスメ

ディアの経営問題
マスメディアの経営状況と報道内
容の関係について考える

第4回 メディア効果研究の
アプローチ方法

メディア効果研究について代表的
な方法を学ぶ

第5回 メディア効果論概史
(1)

弾丸理論から限定効果論までの諸
研究を概観する

第6回 メディア効果論概史
(2)

新強力効果論の登場と学説を支え
る諸研究について学ぶ

第7回 メディア効果論概史
(3)

近年有力である「最小効果論」を
中心に学ぶ

第8回 社会問題とメディア
各論 (1)レイシズムと
メディア

レイシズムとそれを伝えるメディ
アについて考える

第9回 社会問題とメディア
各論 (2)選挙とメディ
ア

選挙とメディアの関係について考
える

第10回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (1)インターネット
メディアを通じた意
見表明

社会問題に対する意見表明が、メ
ディアを通じてどのように行われ
ているのか、またその利点と問題
点は何かについて学ぶ

第11回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (2)インターネット
とフェイクニュース

インターネットを通じたフェイク
ニュースの伝播について、諸研究
を概観しながら学ぶ

第12回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (3)インターネット
と選択的接触

インターネット空間における選択
的接触が引き起こす問題を中心に
学ぶ

第13回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (4)複合的なメディ
ア環境の分析

メディア環境の実相に合わせた研
究がどう行われるべきかについて
考える

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
谷口将紀（2016）『政治とマスメディア』東京大学出版会．
田崎篤郎・児島和人（2003）『マス・コミュニケーション効果研究
の展開』北樹出版．
蒲島郁夫・竹下俊郎・芹川洋一（2007）『メディアと政治』有斐閣．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの紹介が好評のため、今
年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。

【その他の重要事項】
計量的な手法を用いた実証研究を多く取り上げます。授業内容を理
解するために、基礎的な統計データ読解のスキルを有することが望
ましいです。本講義の履修条件ではありませんが、「メディア研究法
入門B」や「社会調査のリテラシー」、「統計学Ⅰ・Ⅱ」といった、基
礎的な統計関連科目の先行・平行履修を推奨します。

【Outline (in English)】
In this course, students learn about the relationship between
various problems in society and the media, using specific
examples and research, and deepen their understanding of
various theories on media effects examined in sociology, social
psychology, and political science.The goal of the lecture is
to enable students to explain and discuss the relationship
between social issues and the media from sociological, social
psychological, and political perspectives.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

情報と民主主義

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテンツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」と
の含意を概説し、講義で扱う内容
を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた欧
米諸国の地方自治制度との比較の
中から、日本の地方自治制度の特
色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度を
学びながら、近代日本における国
家と地方自治との関係性を理解す
る

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治の
意義を踏まえつつ、講和期からの
中央集権的な制度改革で構築され
た行財政制度の特性を理解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制度
と東京の都区制度を概説したうえ
で、人口が集中した大都市におけ
る自治体の役割や課題を検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る自
治体統治機構について概説し、そ
の特色である首長（執行機関）の
優位性に着目して、自治体運営で
発揮される長のリーダーシップを
考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能を
果たす議会の活動を概説し、二元
代表制における議会の政治的役割
という観点から、議会による政策
形成の可能性と代表制のあり方を
考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の直
接請求権や自治体が独自に定める
市民参加のしくみを取り上げ、市
民が主人公となる地方自治の民主
主義的機能について検討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制度
を基礎に成り立つ自治体財政の特
色を踏まえつつ、住民が負担する
税の側面に着目して、地方自治の
受益と負担という関係性を検討す
る

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等な
国地方関係のもとで、国と自治体
との政策思考が対立した場合の調
停のしくみを概説した上で、現実
に自治体が直面している課題につ
いて考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと拡
大するために導入された指定管理
者制度・ＰＦＩ、独立行政法人制
度等の諸制度や、自治体レベルで
ＮＰＯや地域住民組織とパート
ナーシップの名の下で展開する事
業を学びつつ、公民の役割分担が
大きく変化している現状について
理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住民
自治組織等の事例を取り上げなが
ら、地域社会における住民の自治
と地域コミュニティの問題を自治
体政策の観点から検討する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は３
分の１に減少した。合併の功罪に
は今もさまざまな論議がある中、
国は行政サービス維持の観点から、
自治体間連携や公民連携の可能性
を提示している。ここでは「住民
自治」と「自治体の規模」の観点
から、自治体の役割を検討する

第14回「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として運
用するにはどのようなシステムが
必要か。自治基本条例や総合計画
など自治体運営の基本的なルール
の活用事例を参考にしながら、「市
民」的な視点から今後の可能性を
考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む
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【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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SOC200EB, SOC200EC, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology
200 ,社会学 / Sociology 200）

社会学理論ＡⅡ

鈴木　智之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ハビトゥス」と「ナラティヴ」という二つの概念を軸に、「社会的
存在」としての「個人」の成り立ちについて考える。

【到達目標】
「私」という存在は、社会生活の累積の中で作られていく、複雑な社
会的構成体である。「私」はなぜ今あるような「私」なのか。「私」が
「私」であろうとすることが、どのような社会の成り立ちに結びつい
ているのか。これを概念的に分析し、言語化できるようになること
を目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP8・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回配布するレジュメを用いて講義を行う。
リアクションペーパーの提出を求めるが、これは成績評価につなが
るものではない。
リアクションペーパーからいくつかを選択し、次週の講義において
回答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「個人存在」の社会学という視点
第2回 「個人存在の社会学」

の理論的基礎（１）
デュルケム社会学における「個人」

第3回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（２）

G.H.ミードの「社会的自己」論

第4回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（３）

G．ジンメルの「社交圏の分離」
と「個人の自立」論

第5回 「ハビトゥス」の理論
（１）

社会的なるものの身体化

第6回 「ハビトゥス」の理論
（２）

身体化された文化と不平等の再生
産

第7回 「ハビトゥス」の理論
（３）

感覚の社会的依存性

第8回 「ハビトゥス」の理論
（４）

複数のハビトゥス

第9回 物語としての自己
（１）

認知と判断の形式としてのナラ
ティヴ

第10回 物語としての自己
（２）

再帰的な語りと自己の構築

第11回 物語としての自己
（３）

病いの語り

第12回 物語としての自己
（４）

自己物語の困難

第13回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（１）

ハビトゥスをめぐる語り

第14回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（２）

ナラティヴ・ハビトゥス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義によって提起された問いを、自分自身の現実に適用して、
「私」という存在の成り立ちについて考える。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。

【参考書】
B.ライール『複数的人間』法政大学出版局、2013年
A.W.フランク『傷ついた物語の語り手　身体・病い・倫理』ゆみる
出版、2002年
他は随時指示する

【成績評価の方法と基準】
学期末の試験によって評価する (100%)。

【学生の意見等からの気づき】
教室での受講が講義の理解度に大きく関わっているようです。積極
的な参加を求めます。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
講義内容の構成は、学生のリアクションや、新しいテクストなどと
の出会いによって、変更される場合があります。

【Outline (in English)】
The aim of this lecture is to understand the theoretical
frames of sociology of the self, and to demonstrate knowledges
and analysis on concrete situations. At he end of the
course, students are expected to be able to analyze the social
constitution of individual being.
After each class, students are expected to spend two hours to
understnad the course content.
Grading will be decided based on the term-end examina-
tion(100%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフス

タイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近代

社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

臨床社会学Ⅱ

稲毛　和子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火5/Tue.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ナラティヴ（＝語り、物語）を扱う社会調査方法論上の論点がなぜ
生じるかを理解する。他者の経験を記述するとはどのようなことな
のかを知る。

【到達目標】
履修生と協力し、ナラティヴと経験の関係性について理解できる。
インタビューをすること、インタビューをされることについて自分
の考えを述べることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
小レポートを複数回執筆する。小レポートは授業内でいくつか取り
上げ、講評を行う。グループワークやグループディスカッションを
行うため、授業計画は授業の展開によって変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業進行についての説明
第2回 臨床社会学とはなに

か
概要の解説

第3回 ナラティヴとはなに
か

概要の解説

第4回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッション

第5回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッションの発表

第6回 ライフストーリー研
究法とはなにか

概要の解説

第7回 ライフストーリー研
究法とライフストー
リー・インタビュー

概要の解説

第8回 インタビューをする
とはどういうことか

グループワーク

第9回 インタビューをされ
るとはどういうこと
か

グループワーク

第10回 インタビューを記述
する（ライフストー
リーの制作段階を知
る）

概要の解説

第11回 記述するとはどうい
うことか

グループワークを記述する

第12回 ナラティヴの可能性
と限界

グループワークの振り返りと解説

第13回 ライフストーリー・
インタビューと他者
理解

グループワークの振り返りと解説

第14回 総括 修得事項の確認およびレポート課
題の提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で考えたことや感じたことのメモ、グループワークやディス
カッションの記録を振り返る必要がある。参考文献やテキストを各
自で読みこなすことを要する。本授業の準備学習・復習時間は各 2
時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。

【参考書】
桜井厚・小林多寿子編，2005，『ライフストーリー・インタビュー―
―質的研究入門』せりか書房．
藤田結子・北村文編，2013，『ワードマップ現代エスノグラフィー
――新しいフィールドワークの理論と実践』新曜社．

【成績評価の方法と基準】
平常点（10％）と小レポート（40％）と期末レポート（50%）から
総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the fundamental principles of clinical
sociology. The goals of this course are to think about the
relationship of narrative to experience and to have your own
thoughts on the interview. Your study time will be more than
two hours for a class. Final grade will be calculated according
to the following process Term-end examination (50%), Short
reports (40%), and in-class contribution (10%).
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の学び

方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始まり

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協調
できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのようなと
きに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもたら
したのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社会的
側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける国
連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係にお
いてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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POL300EB, POL300EC（政治学 / Politics 300 ,政治学 / Politics 300）

国際関係論Ⅱ

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
冷戦後から現在に至るまで国家や国際組織がどのように「国際の平
和と安全への脅威」に対応してきたかについて学ぶ。国際関係論Iで
学んだ理論や概念をふまえつつ、冷戦後の武力紛争や脅威がどのよ
うな問題を突きつけてきたのか、そしてその問題に対して国際社会
ではどのような行動がとられ、議論がなされてきたのかについて考
察する。

【到達目標】
現代の国際情勢と問題、特に安全保障と武力行使にかかわる問題に
ついて、論理的、実証的、規範的に考察し、理解できるようになる
ことを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
冷戦後の国際安全保障に関する重要な出来事（湾岸戦争、ユーゴス
ラビア紛争、ルワンダの大虐殺、コソヴォ紛争、9.11アメリカ同時
多発テロ、アフガニスタン戦争、イラク戦争、リビア空爆）に焦点
を当て、国際社会が直面した国際安全保障の問題を考える。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバッ
クを講義内で行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論

の学び方について
2 冷戦の終結と国際安

全保障の変化
冷戦後の国際の平和と安全をめぐ
る問題の特徴

3 湾岸戦争：「新世界
秩序」

集団安全保障体制の復活と国連の
役割

4 ユーゴスラビア紛争 国連平和維持活動 (PKO）の発展
と課題

5 ルワンダ大虐殺 民族紛争の構図と「アイデンティ
ティ政治」

6 コソヴォ紛争 人道的介入
7 戦争犯罪と国際刑事

裁判所
国際社会における国際刑事裁判の
試み

8 映像鑑賞 9/11後の世界について
9 9/11とテロリズム 国際テロとグローバリゼーション

の関係
10 アフガニスタン空爆 「テロとの戦い」と空爆の是非
11 アフガニスタンの国

家再建
脆弱国家と平和構築

12 イラク戦争 「テロとの戦い」と大量破壊兵器問
題

13 リビア空爆 「保護する責任」をめぐる議論
14 「人間の安全保障」か

らのアプローチ
伝統的安全保障の限界

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講
義の冒頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュー
スをチェックしてくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛
争‒ 理論と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
酒井啓子『9.11後の現代史』講談社現代新書（2018）

【参考書】
講義中に随時紹介。

【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト（課題）：70％

【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
The topic of this course is international peace and security,
especially focusing on the use of force in the post-Cold War
international relations. The course will pick up wars and
armed conflicts in the 1990s onwards and critically examine
international debates and practices.
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GDR200EC（ジェンダー / Gender 200）

開発とジェンダー

吉村　真子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、開発とジェンダーについて、開発途上国の開発や問題点、
ジェンダーをめぐる議論など、多様な観点から議論します。

【到達目標】
開発とジェンダーについて学び、ジェンダーという視点を入れると
問題がどう見えるか、具体的に考えていくこと、問題を構造的に議
論できるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、開発とジェンダーについて、様々な観点から議論、分
析することを目的とします。
◉開発とジェンダーについて構造的に考え、グループ・ディスカッ
ションも含めて深く議論していきます。最終授業では 13 回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業のテーマと目的
第2回 開発と「女性」「男

性」の視点
「女性」「男性」の視点から開発途
上国の社会と開発を見直す

第3回 「農村の近代化」：
「農民＝男性」か？

農村社会におけるジェンダーと開
発プロジェクトを考える

第4回 貧困、ジェンダー、
女性

開発途上国のケースから考える

第5回 開発途上国の女性の
生活

教育や妊娠・出産などについて考
える

第6回 開発途上国の伝統と
少女

伝統的慣習や「女子割礼」

第7回 イスラームとジェン
ダー

イスラーム・コミュニティにおけ
る女性や「ヴェール論争」

第8回 開発政策とジェン
ダー

国連などの開発政策におけるジェ
ンダーの議論

第9回 グローバル経済と
ジェンダー

多国籍企業の途上国進出と女性労
働者：「器用な指先」

第10回 ヒトの移動とジェン
ダー

移住（出稼ぎ）労働、ケア労働など

第11回 セックス産業と人身
売買

人身売買とジェンダー

第12回 開発途上国の女性の
身体

生理の貧困、リプロダクティブ・
ヘルスなど

第13回 開発途上国のセク
シュアリティ

開発途上国のセクシュアル・マイ
ノリティ

第14回 人間の安全保障と
ジェンダー

開発・貧困・ジェンダー、女性の
エンパワーメント

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもって開発とジェンダーについて調べ
てほしいと思います。授業でのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションのために、ミニ・レポートの事前提出など、課題に
ついて調べてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
吉村真子「開発とジェンダー」『性と文化』法政大学出版局 (2004);
宇田川妙子ほか編『ジェンダー人類学を読む』世界思想社(2007)；
田中由美子『はじめてのジェンダーと開発：現場の実体験から』新
水社 (2017)など。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
開発とジェンダー、国際社会問題など、授業以外の視点につながる
議論にしたいと思っています。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Gender and Development. The issues
include discussion on gender issues in politics, education, UN
programs, rural development, industrialization, reproduction
health, sexuality, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in developing countries in
globalization. Students are required to study gender issues in
developing countries, to submit comment sheets each week, to
write short papers, and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the gender issues with development.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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ARSe200EC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 200）

地域研究（アジア）

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、アジアにおける社会・経済・政治などの問題について、
様々な観点から議論していくことを課題とします。対象地域は、東
アジア（中国、朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。

【到達目標】
本講義で、アジア社会における様々な問題について学び、多角的な
視点で議論、分析することを身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、アジアの社会や経済・政治について、様々な観点から
議論、分析することを目的とします。対象地域は、東アジア（中国、
朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。
◉アジア社会について構造的に考え、グループ・ディスカッション
も含めて深く議論していきます。またミニ・レポートではアジアに
関連してフィールド・ワークも求めます。最終授業では13回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業のテーマと目的
第2回 世界の中のアジア アジアとは何か
第3回 植民地支配と独立後 アジアの植民地化と現地社会
第4回 日本と「アジア」 日本と近隣アジア諸国との関係
第5回 アジア社会の多様性 エスニック集団（民族）、宗教、言

語
第6回 アジアの多民族社会 地域研究のケースから
第7回 アジアの政治問題 現代アジアの政治
第8回 農村社会の近代化 農村開発、農業、貧困
第9回 アジアにおける工業

化
グローバル化と新しい国際分業

第10回 アジアの都市化 アジアにおける都市問題
第11回 経済援助 開発援助、ＯＤＡ、ＮＧＯｓなど
第12回 アジアの環境問題 環境の諸問題とサステナビリティ
第13回 グローバル化とアジ

ア
いまアジアで何が起こっているの
か

第14回 アジアの開発と市民
社会

アジア社会の視点から

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもってアジア社会について調べてほし
いと思っています。授業でのグループ・ディスカッションやプレゼ
ンテーションのために、ミニ・レポートを提出してもらうことも予
定しています。

◉またアジアに関する文献・資料のほか、ドキュメンタリー、シン
ポジウムや講演会、アジア映画や展覧会など、教室外でアジアに触
れる（フィールド・ワーク含む）ことを目的に、「ミニ・レポート」
は「文字メディア以外でふれたアジア」を課題にする予定です。
◉なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
参考文献などは適宜、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
アジア社会について深い分析と議論につながるようにしたいと思っ
ています。

【その他の重要事項】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Asian societies and economies. The
issues include discussion on history, politics, ethnicity, rural
development, industrialization, urbanization, environment,
human rights, and so on. The course is to analyze the structure
of problems in the globalizing Asian societies. Students are
required to study social problems in Asian countries, to submit
short papers and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able
to analyze and to discuss the social sciences issues on Asian
studies.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2)Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

社会問題とメディア

大森　翔子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会における諸問題とメディアとの関係について、具体的な事例・研
究例を挙げながら学び、社会学・社会心理学・政治学で検討される、
メディア効果に関する諸理論について理解を深める。加えて、各回
で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①社会問題とメディアの関係について、社会学・社会心理学・政治
学的な視点から説明・考察できるようになる。
②社会問題とメディアに関連する最新の研究について、その研究動
機・位置づけや結果を説明できるようになる。
③授業で取り上げた研究が、最新の社会情勢とメディア環境に照ら
して妥当かどうかを考察できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「社会問題とメディア」講義の射程
第2回 マスメディアの役割 マスメディアの役割・各国のメ

ディアシステムについて学ぶ
第3回 報道内容とマスメ

ディアの経営問題
マスメディアの経営状況と報道内
容の関係について考える

第4回 メディア効果研究の
アプローチ方法

メディア効果研究について代表的
な方法を学ぶ

第5回 メディア効果論概史
(1)

弾丸理論から限定効果論までの諸
研究を概観する

第6回 メディア効果論概史
(2)

新強力効果論の登場と学説を支え
る諸研究について学ぶ

第7回 メディア効果論概史
(3)

近年有力である「最小効果論」を
中心に学ぶ

第8回 社会問題とメディア
各論 (1)レイシズムと
メディア

レイシズムとそれを伝えるメディ
アについて考える

第9回 社会問題とメディア
各論 (2)選挙とメディ
ア

選挙とメディアの関係について考
える

第10回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (1)インターネット
メディアを通じた意
見表明

社会問題に対する意見表明が、メ
ディアを通じてどのように行われ
ているのか、またその利点と問題
点は何かについて学ぶ

第11回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (2)インターネット
とフェイクニュース

インターネットを通じたフェイク
ニュースの伝播について、諸研究
を概観しながら学ぶ

第12回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (3)インターネット
と選択的接触

インターネット空間における選択
的接触が引き起こす問題を中心に
学ぶ

第13回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (4)複合的なメディ
ア環境の分析

メディア環境の実相に合わせた研
究がどう行われるべきかについて
考える

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
谷口将紀（2016）『政治とマスメディア』東京大学出版会．
田崎篤郎・児島和人（2003）『マス・コミュニケーション効果研究
の展開』北樹出版．
蒲島郁夫・竹下俊郎・芹川洋一（2007）『メディアと政治』有斐閣．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの紹介が好評のため、今
年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。

【その他の重要事項】
計量的な手法を用いた実証研究を多く取り上げます。授業内容を理
解するために、基礎的な統計データ読解のスキルを有することが望
ましいです。本講義の履修条件ではありませんが、「メディア研究法
入門B」や「社会調査のリテラシー」、「統計学Ⅰ・Ⅱ」といった、基
礎的な統計関連科目の先行・平行履修を推奨します。

【Outline (in English)】
In this course, students learn about the relationship between
various problems in society and the media, using specific
examples and research, and deepen their understanding of
various theories on media effects examined in sociology, social
psychology, and political science.The goal of the lecture is
to enable students to explain and discuss the relationship
between social issues and the media from sociological, social
psychological, and political perspectives.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消費
者心理・消費者行動の位置付け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決定
モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，その
調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消費
者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに関
する情報の探索と評価について

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラン
ド・商品情報に対する注意と記憶
について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程お
よびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動へ
の影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の意
思決定について事例を基に理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的なセ
グメント分けと心理過程への影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実際
について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行動
や意思決定にもたらす影響につい
て

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤリ
ティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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FRI200EC, FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200 ,情報
学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアの歴史

小林　直毅

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　どのようなメディアが、何を、どのように語り、描いてきたのか
を考えながらメディアと人間と技術の歴史を理解し、「記録と記憶」
としてのメディアの可能性と課題を考えることを目的とします。

【到達目標】
　政治、経済、社会、文化の変容とメディアの変容との結びつきか
ら、出来事の経験にメディアが不可欠であることを理解し、後半で
は、「戦後史としてのメディア史」をテーマにして、これを実践的に
考えることができるようなるのがこの授業の到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　対面授業で進めます。
　５～６点の配布資料を学習支援システム＞教材で配信しますので、
それらを使って受講を進めてもらいます。
　配布資料は受講の事前、事後の学習のためのものです。受講者は
この配布資料を参照しながら、講義を聴いてノートを作成していき
ます。受講後さらに、配布資料や参考文献などを参照して、学んだ
ことを文章化した「講義ノート」を作成します。受講者にはこれを
毎週重ねてもらいます。
　授業期間内で学習支援システム＞課題によって３～５回のリアク
ションペーパーの提出を求めます。それについて授業内で講評、解
説をします。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更がありえます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション この講義の概要とねらい
第2回 メディアの歴史を読

み解く視点
「記録と記憶」の考古学をめざし
て。

第3回 メディアと近代社会 何が、どのように印刷され、どの
ように読まれたのか。

第4回 「眼の隠喩」としての
映像メディア

「見えないもの」を見る経験。

第5回 戦争とメディア 「動員」と「告発」、「記録」と「記
憶」。

第6回 メディア表象として
の近代

リアクションペーパーへのリプラ
イ（１）

第7回 「玉音放送」と「終
戦」の記憶

敗戦はどのように語られ、記憶さ
れたのか。

第8回 原爆と原子力「平和
利用」のメディア表
象

「核」の記録と記憶に見る敗者の心
性。

第9回 ナショナルメディア
としての放送とその
技術

ラジオとテレビの連続性。

第10回 敗戦の記録と記憶 リアクションペーパーへのリプラ
イ（２）

第11回「テレビを見ること」
で何が経験されたの
か

高度経済成長とテレビの普及。

第12回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の１）

人びとは「皇太子ご成婚」に何を
見たのか。

第13回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の２）

人びとは「東京オリンピック」に
何を見たのか

第14回 3.11後のメディア メディア・アーカイブの可能性と
課題を考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義の前に、配布資料を熟読してください。講義の概要を
把握し、分かりにくい事項については、「何が、どう分からないか」
を考えてメモとして書き出すといった作業が必須です。
　講義後に、配布資料や参考文献などを参照しながら「講義ノート」
を整理、作成することも必須です。事項の箇条書きメモではなく、文
章として整理するように心がけてください。
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　とくに指定しません。

【参考書】
　毎回の配布資料や講義のなかで示しますが、そこで紹介された文
献をできるだけ多く読んでください。

【成績評価の方法と基準】
　リアクションペーパーがすべて提出されていて、いずれの内容も
問題がない場合は、それをもって成績全体の60％の評価とします。
さらに期末試験を実施しますので、これを単位認定の必須要件とす
るとともに、その評価を成績全体の40％の評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
　リアクションペーパーや答案以上に、授業改善アンケートなどに
よって気づかされたようなことはありません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムで資料配布します。

【Outline (in English)】
Course outline:
In this course, you will understand the history of media as a
technology and institution that enables human recognition and
existence, and also consider media as "record and memory".
Learning objectives:
The goal of this course is to help students understand that the
media associated with political, economic, social and cultural
transformations are essential to the experience of the event.
Learning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%
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FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会

橋爪　絢子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーの発展と、それに伴う社会における課題に
ついて考えます。また、それらの諸課題を解決するための設計の基
礎として、ユーザ中心設計の基本概念と考え方について学びます。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の基本概念と設計プロセスにおける各活動の理解
（2）メディアテクノロジーの発展に伴う社会における諸課題の理解

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　以下のテーマについて、主に講義形式で授業を行いますが、内容
の理解を深めるために、適宜グループワーク等を入れたり、ゲスト
を招聘したりします。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザとインタ

フェース1
ユーザの多様性

3 ユーザとインタ
フェース2

インタフェースにおけるインタラ
クション

4 生活の中のメディア
テクノロジー

コンピュータの浸透と生活の変化

5 アンユーザブルなコ
ンピュータ

ユーザビリティの概念の誕生

6 設計プロセス1 設計プロセスの基本
7 設計プロセス2 ユーザ中心設計の活動の進め方
8 インタフェースデザ

イン1
デザインと設計、デザインアプ
ローチの基本

9 インタフェースデザ
イン2

人間工学、人間の身体・生理的特
性を考慮したデザイン

10 インタフェースデザ
イン3

認知工学、人間の認知的特性を考
慮したデザイン

11 テクノロジーとの共
生1

記憶の支援、情報へのアクセス

12 テクノロジーとの共
生2

人間の社会的側面を支援するテク
ノロジー

13 テクノロジーとの共
生3

ソーシャルネットワークの構造と
ネット炎上

14 テクノロジーとの共
生4

VRとAR、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【参考書】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【Outline (in English)】
We will consider the development of media technology and the
resulting issues in society. We will also learn basic concepts
and ideas of the User Centered Design (UCD) as a basis for the
design so that we can solve related issues.
The final grade will be based on the final exam (50%) and the
usual performance score (50%). The usual performance score
includes contribution to the class, reaction papers, and small
reports.
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FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会分析

橋爪　絢子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーのユーザに着目しながら、ユーザ中心設計
の設計プロセスで用いられる手法について学び、それらの技法を習
得します。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の各活動で用いる手法の理解
（2）メディアテクノロジーのユーザを理解するためのスキルの習得

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業は、講義と実践のための個人ワークもしくはグループワーク
で行います。分析に関する理解を深めるために、見学やゲストによ
る講義を行うことがあります。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザ調査の流れ ユーザ中心設計におけるユーザ調

査、調査の準備
3 ユーザ調査で用いる

手法1
UXグラフを用いたUX評価

4 ユーザ調査で用いる
手法2

経験想起法の分析

5 ユーザ調査で用いる
手法3

ダイアリー法の記録

6 ユーザ調査で用いる
手法4

ユーザの特性やユーザの利用状況
をより理解するための工夫

7 ユーザ調査の実施1 実施時の注意点の学習
8 ユーザ調査の実施2 RQの作成
9 ユーザ調査の実施3 調査の実施、音声の録音
10 ユーザ調査の実施4 書き起こしデータの作成、提出
11 結果の分析1 KJ法による分析
12 結果の分析2 SCATによる分析
13 結果の分析3 要求事項の明確化、ペルソナとシ

ナリオの作成
14 分析のまとめ 分析の講評、その後の設計プロセ

ス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【参考書】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
　パソコンとOffice系ソフトウェア (Word、Excel、PowerPoint)、
学習支援システム、電子メール、Google Classroomなどを使用し
ます。

【その他の重要事項】
　本授業は、春学期の｢メディアテクノロジーと社会」の受講を前提
としています。また、前の回での課題をその後の回での課題で使用
するため、全ての回への出席と課題の提出が求められます。

【Outline (in English)】
We will learn methods used in the User Centered Design
(UCD), and acquire these skills by taking into account of the
user of media technology.
In order to understand the content of the class, students are
expected to spend a total of four hours before and after each
class.
The final grade will be evaluated based on the usual perfor-
mance score (100%), including the attitude of participation in
the class, the contribution to the group, and the content of the
submission.
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SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア論

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテンツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア分析

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動モ

デル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティング
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサイ

ト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議
大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

産業社会学Ⅰ

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化と急速な産業構造の変化の下、働きかたは多様化し、人
びとの意識や社会的結合のあり方も変容している。「働くこと」とは
どのようなことなのか、そこにはどのような課題があるのか。この
授業では、産業・労働を捉える様々な見方について学び、産業社会
学の学問としての成り立ちと基本的テーマを通じて、基礎的な知識
を身に着ける。

【到達目標】
「働くこと」について、産業社会の発展の中で、どのような課題およ
び問いが発生してきたのか、社会学的な観点から考察する方法につ
いて学ぶ。「働くこと」を取り巻く構造や制度、ならびに労働者の主
体的関わりについて、社会学的な枠組みから理解できるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
ハンドアウトや配布資料等に基づき講義を行う。
課題等に対するフィードバックは、翌週の授業でリアクションペー
パーから適宜取り上げ講評する。
授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 産業と社会変動１ 仕事とは何か？（工業社会、生業・

分業、社会学的視点から働くこと
を考える）

第3回 産業と社会変動２ 技術と近代（テイラーリズム、
フォーディズム、ポストフォー
ディズムなど）

第4回 産業と社会変動３ 技術と未来（産業社会・情報社会、
自動化と省力化、人工知能、雇用
と失業）

第5回 社会関係・制度１ 職場組織と人間関係（人間関係論、
ホワイトカラー、感情労働におけ
る感情の管理）

第6回 社会関係・制度２ 労使関係（労使関係論、福祉国家
と1980年代以降、日本における労
使関係）

第7回 社会関係・制度３ 労働組合・労働運動（雇用類似の
働き方と労働運動、ドキュメンタ
リーを観て考える）

第8回 意識・文化１ 労働の意味、労働者であること
（労働倫理、アイデンティティ、社
会化、満足、疎外）

第9回 意識・文化２ 今日的な労働の諸側面（官僚制、
フレキシビリティと労働者の意識、
技能の意味）

第10回 再生産１ 労働者になること（労働者文化、
社会階層の再生産、名著を読む）

第11回 再生産２ 日本における教育と職業（教育の
職業的意義、キャリア教育、適応
と抵抗）

第12回 持続可能性１ 身体と脆弱性（身体イメージ、社
会学における身体と社会、仕事の
社会学、労働災害）

第13回 持続可能性２ グローバル化と相互依存（移動の
拡大と労働移民、アジア、移動を
めぐる諸理論）

第14回 まとめ 授業のふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
毎回のリアクション・ペーパー（授業内で出された提出課題や意見・
質問など）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーなどを適宜紹介しながら前回のフィードバッ
クを行う。
資料講読、映像視聴、ペアワークなど、能動的な授業参加を促す工
夫をする。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
授業の進捗状況によっては、内容が若干変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of sociology of work
to students. It also enhances the understanding of current
socioeconomic dynamics surrounding industrial relations and
workers in the era of globalization. The issues student
will learn in this course cover various topics including
social division of labor, industrialization/development and its
consequences, human relations in workplace, ideology and
alienation related to work, labor movement, labor migration
and so on.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

産業社会学Ⅱ

惠羅　さとみ

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会構造変動の下で、これまでの産業社会が前提としてきた雇用慣
行や労働のあり方が問い直しを迫られている。グローバル化や社会
格差の拡大、雇用の流動化、開発と労働をめぐる変容、労働をめぐ
る不安定性やリスクの拡大など、現在、社会が直面している問題に
ついて、身近なテーマや具体的な社会問題を通じて考える。

【到達目標】
産業と労働に関わる諸問題について、①その背景と実態を理解し、②
自らに関連するものとして捉え、③問題解決のためにどのような対
策・制度・政策が求められているのかについて、他者と議論し、考
えることができるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・適宜、映像資料等を活用し、グループ・ディスカッションなどを取
り入れながら、リアクションとフィードバックを重ねることで、参
加者の問題意識の発展を促す。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 雇用を問い直す１ 産業社会と雇用
第3回 雇用を問い直す２ 働き方の曖昧化について考える　
第4回 労働時間について１ 産業社会と労働時間（『モモ』を読

む、グループ・ディスカッション）
第5回 労働時間について２ 産業社会と労働時間（『ブルシッ

ト・ジョブ』を読む、グループ・
ディスカッション）

第6回 労働と環境について
１

労災・公害問題を考える（ゲスト講
師、アスベスト労災問題を考える）

第7回 労働と環境について
２

労災・公害問題を考える（『阿賀に
生きる』を観る）

第8回 開発と労働について
１

戦後史から考える

第9回 開発と労働について
２

現在の開発と労働問題を考える

第10回 開発と労働について
３

第一次産業（林業）を事例に考える

第11回 グローバル化につい
て１

グローバルな労働市場と日本の出
入国在留管理政策を考える

第12回 グローバル化につい
て２

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第13回 グローバル化につい
て３

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第14回 まとめ 授業のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく（事前に講読課題が出された場合は、必ず講読
してから参加すること）。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
リアクション・ペーパー、授業内で出された提出課題など
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションのタイムスケジュールや進め方を工夫する。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセスできるもの）

【その他の重要事項】
・秋学期授業を理解するためには春学期の授業を理解することが前
提となる。
・授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【Outline (in English)】
This course examines inequality in Japanese society related
to work and employment. Students will learn various
topics such as changing industrial relations, expanding
unregular/precarious work, working environments and risks
as well as social policy. Student will be expected to actively
participate in group discussion on each issue.
Learning Objectives: At the end of the course, students are
expected to have knowledge and multiple perspectives on
various labor issues and
to develop communication skills in discussion.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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LAW200EB（法学 / law 200）

社会保障法Ⅰ

長沼　建一郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みとともに、実際の制度の利用方法について
説明するとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ライフサイクルと社会保障
2 保険とは何か 生命保険と損害保険
3 社会保険とは何か 社会保険の基本的な仕組み
4 医療保険① 病気になったらどうするか
5 医療保険② 保険料と窓口ではいくら払うのか
6 医療保険③ どういう医療を受けられるのか
7 医療保険④補説 高齢者医療、前半部分の補足
8 介護保険① 寝たきりや認知症になったら
9 介護保険② どんな介護サービスが利用可能か
10 雇用保険① 失業したらどうするか
11 雇用保険② 離職を防ぐため、再就職のための

給付
12 労災保険① 仕事や通勤でケガや病気をしたら
13 労災保険② 過労死・過労自殺と労災認定
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。
希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。

担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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LAW300EB（法学 / law 300）

社会保障法Ⅱ

長沼　建一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みと、実際の制度の利用方法について説明す
るとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

公的年金①
年金は何のためにあるのか

2 公的年金②　 いくら払って、いくらもらえるの
か――全国民共通の基礎年金

3 公的年金③ いくら払って、いくらもらえるの
か――サラリーマンの厚生年金

4 公的年金④　 女性のライフサイクルと年金、障
害年金・遺族年金

5 公的年金⑤ 年金財政は大丈夫なのか
6 公的年金⑥補説 年金税制、前半部分の補足
7 私的年金 企業年金・個人年金は頼りになる

か
8 社会福祉等の体系 各福祉分野と公衆衛生などの位置

づけ
9 生活保護① 最後のセーフティネットとして
10 生活保護② 稼働能力の要件
11 障害者福祉 身体障害・知的障害・精神障害
12 児童福祉 保育所・子育て支援
13 社会手当 児童手当、母子家庭への手当
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）および『ソー
シャルプロブレム入門』（信山社）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。

希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。
担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

国際協力論

岡野内　正

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際協力とは、南北問題の解決をめざす諸国家と諸国民のさまざまな活動のこ
とだ。南北問題とは、貧しい南の国々と豊かな北の国々との間での、貧富の
格差から起こるさまざまの問題のことだ。しかし、20世紀後半以降の国際協
力は、南北問題を解決できていない。この失敗の原因を探究するうえで、欠
かせない論点の概略をつかむ。
【到達目標】
①国際協力に関する学術書の内容を的確に理解する力をつける。②さらに批
判的に読解する力をつける。③学術的討論の流れをつかむ力をつける。④学
術的討論を批判的に評価する力をつける。⑤国際協力について問いをたて、質
問し、答えを聞き、さらに自分なりの問いを発展させる力をつける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
国際協力についての担当教員の新著を精読しつつ、今日の学問状況を批判的に
検討する。受講生は全員が、毎回の授業前までに、「授業日誌」を作成して、
掲示板に書きこんでいく。「授業日誌」は、テキストの該当箇所を読んで、①
わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、、④みんなで話し
合ってみたいこと、を含むこと。授業前半ではZOOMのブレークアウトセッ
ションを用いて、少人数分科会で全員が各自の授業日誌を共有しながら議論
し、後半では、少人数分科会の座長になった人が分科会の状況を報告し、講
師を含む全員で議論することで、どうしてもわからない問題を解決し、調べ
てきたことを共有し、さらにより深い問いをもてるようにする。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 国際協力をめぐる学問

状況
授業説明と受講生による自由討論。

2 批判開発論とグローバ
ル・ベーシック・インカ
ム構想

受講生の報告と教員を交えた議論

3 開発援助から民衆中心
開発戦略への転換―
コーテン

受講生の報告と教員を交えた議論

4 開発援助への再挑戦―
サックス

受講生の報告と教員を交えた議論

5 脱開発の世界秩序再編
―ザックス

受講生の報告と教員を交えた議論

6 グローバル企業支配の
告発―ジョージ

受講生の報告と教員を交えた議論

7 グローバル帝国転覆の
論理―ネグリ

受講生の報告と教員を交えた議論

8 グローバル資本主義学派
のグローバル企業権力論

受講生の報告と教員を交えた議論

9 国連SDGsの論理 受講生の報告と教員を交えた議論
10 コロナ・パンデミックと

宇宙開発
受講生報告と教員を交えた議論

11 グローバル・ベーシッ
ク・インカム構想

受講生報告と教員を交えた議論

12 歴史的不正義に関する
正義回復論

受講生報告と教員を交えた議論

13 グローバル企業資本の
植民地的起源

受講生報告と教員を交えた議論。授業
日誌の提出。

14 真の国際協力とは何か？ 受講生報告と教員を交えた議論
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業までに「授業日誌」を書く。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。

【参考書】
阪本公美子・岡野内正・山中達也編著『日本の国際協力　中東・アフリカ編』
ミネルヴァ書房、2021年、4000円+税。
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016年、
2000円＋税。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提に、掲示板に書き込まれた授業日誌の各項目について、
25%ずつ100%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業日誌」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。教室討論の中で、国際開発・人権
NGO活動への長年の参加経験と観察を踏まえた議論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of International Cooperation.
Participants are required to read the textbook on the issues.
Presentation of the outline and some points to discuss on each chapter
followed by discussion with the lecturer in the class will be a good
occasion to understand the main issues on the subjects from the
sociological perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.

— 1052 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社会
と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経済
とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破壊
の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性に
ついて実証的・理論的に解き明か
す

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続的
な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグリ
ビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル企
業・資源貿易（集合行為論、グ
ローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外部
不経済性を発生させる財の貿易が
各国の社会的厚生に与える影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%

— 1053 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SES300EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
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環境経済学Ⅱ

島本　美保子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
具体的な環境問題として気候変動やエネルギー選択を題材とし、前
半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環境
の関係について学びます。後半に環境の経済学的手法（環境税、排
出権取引）それぞれの理論的背景や歴史について学習します。

【到達目標】
前半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環
境の関係について学び経済と環境の両立について経済学的に論じる
ことができるようになることを目標とします。
　後半は環境の経済的手法について学びます。まずこれらの手法の
素材として地球温暖化問題について自然科学、社会科学の両方から
学習します。その後経済的手段である、環境税や排出権取引の理論
を理解し、地球温暖化を制御するために、どのような政策が適切か、
主体的に判断できるようになることが目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行いますが、経済学的な部分は教材の巻末の小
テスト問題を採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応
じた学修が行えるようにします。尚、授業計画は授業の展開によっ
て，若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 INTRODUCTION

気候変動問題１
気候変動問題とは

2　 気候変動問題２ 気候変動問題についての国際交渉
　気候変動枠組条約、京都議定書

3　 気候変動問題３ パリ協定などの動向、民間の動き、
RE100、ESG投資

4　 マクロ経済学の基礎
１

国民経済計算

5　 マクロ経済学の基礎
２

消費関数、乗数効果

6　 グリーンニュー
ディール

先進国でのグリーンニューディー
ルへの動き

7　 気候変動問題４ 日本で脱炭素化が停滞する理由
（再エネ、発送電分離）

8　 気候変動問題５ 日本で脱炭素化が停滞する背景
（原発問題）

9　 ピグー税の理論と環
境税の基本

ピグー税理論の復習　環境税の経
済学的な説明、直接規制との関係

10　 環境税の理論と排出
量取引の理論

環境税の弱点や補助金の関係、排
出量取引の理論

11　 環境税の実例 ドイツの排水課徴金、日本の環境
税等

12　 オンデマンド教材の
解説
排出量取引の実例

オンデマンド教材の解説
米国での萌芽、気候変動と排出量
取引

13　 資金問題の決着 規範的法人税

14　 まとめ まとめ及びディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
気候変動や廃棄物問題といった環境問題について幅広い知識を習得
しておくこと。またマクロ経済情勢について新聞記事などを読んで
おくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。毎回詳細なレジュメを配布し、それに基
づいて授業を行います。

【参考書】
主な参考書は、
明日香壽著 (2021)『グリーン・ニューディール』、岩波新書．
平口良司・稲葉大著 (2020)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用
まで』、有斐閣ストゥディア．など

【成績評価の方法と基準】
70％期末の試験、経済学に関する章末の小テスト30%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
実例についての動画の視聴が大いに理解を助けると改めて気づかさ
れたので、効果的な動画の視聴を授業に織りこもうと思っています。

【Outline (in English)】
【Course outline】
First, our aim of this course is to help students understand
about the relationship between macroeconomics and the
environment while focusing on the Green New Deal. Second,
we will learn about the theoretical background and history
of environmental tax and emission trading. Climate change
and energy selection are the subjects of specific environmental
issues.
【Learning Objectives】
In the first half, the goal is to learn about the relationship
between the macro economy and the environment while
focusing on the Green New Deal, and to be able to discuss
the balance between the economy and the environment
economically.
In the second half, the goal is to learn about the economic
methods of the environment. First, we will learn about global
warming issues from both the natural sciences and social
sciences as materials for these methods. After that, we will
expect to understand the theory of environmental tax and
emissions trading, which are economic means, and to be able
to independently judge what kind of policy is appropriate to
control global warming.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅰ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問題
の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活型
環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の基
礎概念、政策分析論と政策過程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由財、
負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染者
負担原則と拡大生産者責任原則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピグー
税、コースの定理、合意的手法、
情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託理
論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境NGO、
地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境権、
気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変動
問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ単
位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅱ

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水俣

病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治体
と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環型
社会と3R、産廃処理事業と豊島事
件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モーダ
ルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガスと
化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリーン
成長、デカップリング、カーボン
ニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能汚
染と避難、事故責任と損害賠償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力の
固定価格買取制度、メガソーラー
の景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関す
るテーマを取り上げ、グループ別
に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀の
環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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MAN200EB（経営学 / Management 200）

中小企業論

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済の根幹を形成する「中小企業」に関して、既存研究では、
資源制約があるがゆえに発展が妨げられているという「問題型」の
議論、小さいことによる発展性／優位性に着目した「貢献型」の議
論がなされてきました。本講義では、こうした中小企業をめぐる二
面性を意識しつつ、中小企業に関する諸理論を学習します。具体的
には、１）中小企業とは何か？ ２）中小企業はなぜ企業規模が小さ
いために問題性と発展性／優位性を有しているのか？ ３）中小企業
の一形態であるベンチャー企業とは何か？ というテーマで議論しま
す。また、多摩で活躍する中小企業の経営者をゲストスピーカーと
して招き、実践的な中小企業経営について議論します。

【到達目標】
本講義では、企業規模が小さいことに起因する「問題性」と「発展
性／優位性」を認識した上で、両者を包含した複眼的な視点から中
小企業に対する理解を深めることを目標とします。また、多摩地域
の中小企業経営者をゲストに招き、現場の活きた知識の獲得を目指
します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は主にパワーポイントを活用した講義形式で行います。ゲスト
講師の回にはリアクションペーパーの提出を求められます。小テス
トなどの課題に対するフィードバックは講義中に行い、期末試験に
関しては学習支援システムで行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本講義の目的と全体像
第2回 中小企業とは？ 中小企業の定義、法律・経済・経

営的な意味について、および日本
経済の発展過程における中小企業
の役割

第3回 複眼的視点からの中
小企業論

中小企業を捉える視座について

第4回 イノベーションと中
小企業

独自の視点からイノベーション活
動を行う中小企業を紹介

第5回 ベンチャー企業の経
営

ベンチャー企業マネジメントの要
点

第6回 産業集積と産業クラ
スター

産業集積と産業クラスターの要点

第7回 中小企業のケース
（１）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第8回 中小企業のケース
（２）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第9回 中小企業のケース
（３）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第10回 中小企業のケース
（４）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第11回 中小企業のケース
（５）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第12回 中小企業のケース
（６）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第13回 中小企業政策 中小企業政策を概観し、中小企業
の活性化について考える

第14回 中小企業論のまとめ 全体の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義期間中に、中小企業／ベンチャー企業の経営者によって書かれ
た独自のマネジメント手法に関する書籍を講読してください。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー提出４０％、期末試験６０％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Small and medium enterprises (SMEs) form the backbone
of the Japanese economy. Previous research on SMEs has
mainly focused on two major arguments. The first is the
"Problem-driven" perspective, which suggests that SMEs face
challenges in growth due to limited resources. The second
is the "Contribution-driven" perspective, which highlights the
potential and advantages of SMEs due to their flexibility.
This course delves into general theories on SMEs while
considering these two contrasting arguments. We will
explore the following topics: 1) Defining small businesses, 2)
Analyzing the challenges and potential advantages of SMEs,
and 3) Understanding venture businesses. Additionally, we
will host guest lecturers from SMEs in the Tama area to
provide students with a comprehensive understanding of SME
operations.
The objectives of this course are to gain a balanced perspective
on SMEs and acquire practical insights from SME managers.
Before and after each class session, students are expected to
dedicate four hours to comprehend the course content.
Your overall grade in the class will be determined by the
following components: Term-end examination (60%) and short
reports (40%).
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ａ

堅田　香緒里

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会政策に関する基本的な知識と視点を学ぶ

【到達目標】
社会政策や、政策の背後にある考え方について理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
出来るだけ具体的な「社会問題」のトピックをとりあげ、それらへ
の政策的対応の在り方について検討する。リアクションペーパーを
次回の授業でいくつか取り上げて、講評を行う。
※なお、授業計画は、参加者の興味・関心および進捗状況に応じて
変更の可能性もある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション イントロダクション
第2回 社会を理解する① 貧困／ホームレス／生活保護
第3回 社会を理解する② ワーキングプア・非正規雇用／フ

リーター
第4回 社会を理解する③ 過労死／ブラック企業／就活
第5回 社会を理解する④ 子どもの貧困／児童虐待
第6回 社会を理解する⑤ 家族／ジェンダー／セクシュアリ

ティ
第7回 社会を理解する⑥ 高齢化／医療／認知症
第8回 社会を理解する⑦ 少子高齢化／持続可能性
第9回 社会を理解する⑧ グローバリゼーション／移民
第10回 社会政策の視点を理

解する①
市民／地域／国家／市場

第11回 社会政策の視点を理
解する②

市民参加／福祉多元主義

第12回 社会政策の視点を理
解する③

専門職／当事者

第13回 社会政策の視点を理
解する④

インターセクショナリティ

第14回 授業内試験・まとめ 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定なし
授業は毎回のレジュメ・教材に沿って行います。

【参考書】
適宜、授業内で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマごとに設定する課題の提出40％、最終テスト
60％で行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic
knowledge and perspectives of social policy. By the end of the
course, students are expected to understand the basic concepts
of social policy and acquire the ability to analyze various
policies that address contemporary social issues. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content. Your overall grade
in the class will be decided based on the following; 1)term-end
examination: 60%、Short reports : 40%.

— 1058 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ｂ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
さまざま社会課題の分析のためには、経済の仕組みについて理解し、
分析できることが不可欠です。しかし経済分析については高校まで
に学ぶ機会が少なく、ニュースで登場する基本的な経済指標ですら
正しく理解していないことが多いと思います。この授業では、経済
情勢の読み解きに直結するマクロ経済分野について、やさしいテキ
ストを使いながら理解を深めます。

【到達目標】
まずGDP等の基本的なマクロ経済指標や、財市場・資産市場・労働
市場からなるマクロ経済循環を理解します。次に貨幣の役割・中央
銀行の役割や信用創造といった金融の基本的な仕組みを理解するこ
とによって、昨今の異次元金融緩和とは何かといった現実の経済政
策も分析します。同時に債権や株などの資産価格形成について学習
します。次に財やサービスの生産消費消費関数や乗数効果といった
財市場のマクロ均衡について理解し、IS-LMモデルについて学びま
す。最後に総需要関数・総供給関数で物価と国民所得や失業率との
関係について学び、アベノミクスについても分析します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
テキストとレジュメを使って講義し、最後に毎回簡単な小テストを
行う。授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 国民所得と三面等価
2 マクロ経済循環 経済のフローとストック、経済循

環（財市場・資産市場・労働市場）
3 中央銀行と信用創造 金利・貨幣・中央銀行の役割・信

用創造
4 貨幣供給 マネタリーベースと貨幣供給、異

次元金融緩和とは。
5 貨幣需要 貨幣需要・金融政策・流動性のわな
6 資産価格その１ 利子率と割引現在価値、債権価格
7 資産価格その２ 株、土地などの価格形成と株価
8 中間試験 前半の内容についての試験
9 LM曲線 LM曲線
10 消費関数 消費関数・乗数効果
11 IS曲線 投資関数とIS曲線、IS-LM分析
12 総需要関数 物価と総需要関数
13 総供給関数 フィリップス曲線と総供給関数
14 まとめ まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストや参考書の該当箇所について、授業の前後に読んでおくと
授業内容の理解が深まるでしょう。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
平口良司・稲葉大著 (2023)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用まで』、有斐閣ストゥディア．

【参考書】
明石順平 (2017)『アベノミクスによろしく』，インターナショナル
新書．
野口悠紀雄 (2023)『日銀の責任』，ＰＨＰ新書．

【成績評価の方法と基準】
評価は毎回の小テストで1割、中間試験で4割5分、期末試験で4割
5分の割合で配分する

【学生の意見等からの気づき】
この科目の担当は5年ぶりなので、特になし。

【Outline (in English)】
In order to analyze various social issues, it is essential to be
able to understand and analyze the structure of the economic
society. However, students usually do not have enough
opportunities to learn about fundamental economic analysis
by high school. It often arises that students cannot properly
interpret even about the basic economic indicators that are
popular in our daily news. In this lecture, they will be able
to basically understand about the macroeconomic field directly
linked to real economic issues by studying in an elementary
textbook of macro economics.
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SOS100EB（その他の社会科学 / Social science 100）

社会政策科学入門Ｄ

天本　哲史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は社会政策科学科の学生にとって必要となる法学の基礎を
学ぶとともに、法と政策との関係も学びます。前半には法学の基礎
を学び、後半では法と政策の関係を学びます。

【到達目標】
・法学の基礎的な知識を身につける。
・法学の特徴について説明できる。
・法学の知識を基礎にして、社会政策を検討できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式で実施します。学生にはリアクションペーパー
を提出してもらい、次の授業でその内容に対するコメントをします。
なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の目的・法とは

何か
この授業の意義と授業進行を解説
する。法の社会規範としての特質
や法の目的等を学びます。

第2回 法の発展 近代法の発展や日本法への継受等
を学びます。

第3回 法と裁判 裁判制度の意義や裁判の流れ等を
学びます。

第4回 法源 裁判の基準となる法とは何かを学
びます。

第5回 法の適用と解釈 法的三段論法や訴訟手続等を学び
ます。法の解釈と方法を学びます。

第6回 国家と法 国民主権、三権分立等を学びます。
第7回 統治と法①　三権分

立、立法権と国会
立法権とそれを担う国会等を学び
ます。

第8回 統治と法②　行政権
と内閣

行政権とそれを担う内閣等を学び
ます。

第9回 統治と法③　司法権
と裁判所

司法権とそれを担う裁判所等を学
びます。

第10回 人権と法①　人権と
限界

人権とは何か、人権の享有主体、
人権の限界等を学びます。

第11回 人権と法②　人権の
種類

幸福追求権、法の下の平等、自由
権、社会権等を学びます。

第12回 社会政策①　社会保
障と法

社会法の意義、社会保障法の体系
等を学びます。

第13回 社会政策②　労働と
法

労働法の体系等を学びます。

第14回 社会政策③　環境と
法

環境法の体系等を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は配布された資料で準備学習をします。学生は復習としてレポー
トを提出をしてもらいます。本授業の準備学習・復習時間は各2時
間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介しますが、差し当たり末川博編『法学入門』（有斐
閣、第6版補訂版、2014）を挙げます。

【成績評価の方法と基準】
レポート（86％)、平常点（14％）を総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容が難しいという意見がありましたので、解説を多くするこ
とにより平易な内容にするようにしたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
連絡、授業資料や課題提出等はHoppiiで行いますので、PC、タブ
レット、スマートフォン等の情報端末を準備してください。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this lecturer is to learn the basics of law, as well as
the relationship between law and policy.
【到達目標（Learning Objectives）】
・Students acquire basic knowledge of law.
・Students can explain the characteristics of law.
・Students can consider social policy based on their knowledge
of law.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Reports : 86%, Usual performance score : 14%
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

ミクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
（１）ミクロ経済学の基礎的な概念・理論についてグラフを活用して
学ぶ。
（２）一般均衡分析の枠組みで需要と供給，資源配分について理解を
深める。
（３）「計算問題が苦手だ」という学生に対しても経済学が理解できる。

【到達目標】
（１）身近な問題を取り扱う際にミクロ経済学的な考え方ができる。
（２）ミクロ経済学の重要な基礎用語を正しく説明できる。
（３）数値計算によって効用最大化問題が解ける。
（４）一般均衡の枠組みで効率性・公平性について議論できるように
なる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
トレードオフや機会費用といった経済学的な発想にはじまり，価格
の果たす役割に注目しながら，需要と供給や市場均衡，資源配分に
ついて理解を深めます。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，部分均

衡と一般均衡の違い
経済学の発想法を紹介します。（機
会費用、比較優位など。）

2 経済学で必要な数学
の復習

効用最大化問題を解くために必要
な数学の復習を行います。

3 家計の行動（１） 効用最大化問題について解説しま
す。

4 家計の行動（２） 予算制約式について図解します。
5 家計の行動（３） 効用について図解します。
6 家計の行動（４） 無差別曲線について図解します。
7 家計の行動（５） 最適消費点について図解します。
8 所得効果 所得効果について図解します。
9 価格効果 価格効果について図解します。
10 効率性と公平性 一般均衡理論の基づいて効率性と

公平性に関する議論をします。
11 厚生経済学の定理 効率性・公平性について議論しま

す。
12 純粋交換経済（１） 純粋交換経済について説明します。
13 純粋交換経済（２） 純粋交換経済について図解します。
14 純粋交換経済（３） 純粋交換経済で，厚生経済学の定

理を確認します。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回，課題を出題す
るので復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間程度を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
とくに指定しません。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with the
basic understanding and tools of microeconomics. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) the basic concepts of scarcity and opportunity cost;
(2) the forces of demand and supply and how they interact to
determine an equilibrium price;
(3) the theory of consumer behavior.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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ECN200EB, ECN200ED（経済学 / Economics 200 ,経済学 / Economics 200）

マクロ経済学

北浦　康嗣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は，マクロ経済学的な問題について概観することです。
とくに，国民所得の決定や雇用（失業）について学びます。また，財
政政策や金融政策など政府の役割についても議論します。

【到達目標】
（１）日常の経済問題について経済学的な発想ができる。
（２）簡単な数値計算によって均衡国民所得や政府支出増大の効果な
どが導出できる。
（３）45度線分析を用いて財政政策の有効性を議論できる。
（４）IS-LM分析を用いて，財政政策と金融政策の効果を議論できる。
（５）AD-AS分析を用いて，失業、インフレ・デフレについて説明
できる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半では，とくに国民所得の概念を中心として財市場の分析を行い
ます。財政政策の有効性について議論します。後半，財市場と貨幣
市場を同時に分析して財政政策と金融政策の効果を確認します。さ
らに労働市場に注目して総需要曲線や総供給曲線を用いた分析を行
います。
授業の初めに,前回の授業での疑問・質問からいくつか取り上げ,全
体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，ミクロ

経済学とマクロ経済
学の違い

経済学の発想法を紹介します。

2 GDP GDPについて解説します。
3 三面等価の原則 三面等価の原則について解説しま

す。
4 消費の決定 財市場における需要の構成項目と

して大事な消費について解説しま
す。

5 投資の決定 財市場における需要の構成項目と
して大事な投資について解説しま
す。

6 財市場の分析―IS曲
線の導出

財市場の需要と供給を等しくさせ
る国民所得と利子率の関係を示す
IS曲線を導出します。

7 貨幣市場 貨幣市場の需要と供給を取り上げ，
利子率の決定を解説します。

8 貨幣市場の分析―
LM曲線の導出

貨幣市場の需要と供給を等しくさ
せる国民所得と利子率の関係を示
すLM曲線を導出します。

9 IS-LM分析 IS曲線とLM曲線を用いて，均衡
国民所得と均衡利子率を導出しま
す。

10 IS-LM分析と財政・
金融政策（１）

財政政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

11 IS-LM分析と財政・
金融政策（２）

金融政策の効果についてIS-LM曲
線を用いて図解します。

12 労働市場 労働市場の均衡について古典派と
ケインズ派を解説します。

13 物価水準の決定－総
需要と総供給（１）

総需要曲線と呼ばれるAD曲線を
定義した後，導出します。

14 物価水準の決定－総
需要と総供給（２）

総供給曲線と呼ばれるAS曲線を定
義した後，導出します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
とくに前提となる専門知識は必要ありません。毎回課題を出題する
ので，復習を心がけてください。本授業の準備・復習時間は各２時
間を想定しています。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しません。

【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
2回の試験（中間試験50％　期末試験50％、両方受験すること。）
で評価します。試験でのノート、参考書などの持ち込みは一切不可
です。試験に関しては，Hoppii上でお知らせします。必ず，毎回，
Hoppiiを確認するように心がけてください。　

【学生の意見等からの気づき】
「板書中心の授業はありがたいです。」という意見を尊重して，今年
度も板書中心の授業を行います。

【Outline (in English)】
The objective of the course is to provide the students with
the overview of macroeconomic issues: the determination of
output, employment, unemployment, interest rates. Students
who complete this course will be able to understand:
(1) how the aggregate levels of production, employment, income
and prices are determined in a market driven global economy;
(2) the role of fiscal and monetary policy.
This course is evaluated by only two exams: a midterm exam
(50%) and a final exam (50%).
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POL300EB（政治学 / Politics 300）

行政学

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
行政の活動は、私たちの生活に様々な場面で関わりを持つもので、民
主主義国家における行政は、国民を代表する議会が決定した法律や
予算に基づくことが原則とされます。しかし、複雑化した現代社会
のしくみをすべて議会の決定に委ねることは困難で、行政には命令
や規則などの一定の裁量権が認められており、その仕事は主に専門
家集団としての官僚機構が担っています。行政の活動は、それ自体
が自律的に運用される側面を有するため、その不作為や政策実施の
不手際が人々の生活に影響を及ぼし、新たな社会課題を生じる可能
性は少なくありません。
そうした観点から、この授業のテーマは「行政学から見た社会課題
の発見」とします。私たちの暮らしと密接な関わりを有する行政に
ついて、制度やしくみとともに基本的な性質を学んだ上で、政治と
の関係で変化する制度や政策形成を検討し、主権者の立場から行政
責任の問題等を考察していきます。

【到達目標】
・行政の基本的な制度やしくみ、性質を理解する
・行政における政策形成と政治との関係性を検討する
・現代行政の問題を主権者の立場で実践的に考察する思考力を身に
つける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP6に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントや、レジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り政治と行政の最近の動きを交えま
す。取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提
出を求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業
内でいくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は行政の制度や仕組みを中心に、後半は政策の形成過程を中心
に解説します。終盤では、現代の行政活動事例について行政責任・
行政統制の論点も踏まえながら検討し、行政課題と社会課題との関
係性についても考察をすすめていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 行政学－身近なとこ

ろからのアプローチ
私たちの生活と行政との関係につ
いて概説し、授業で扱う行政の問
題を俯瞰する

第2回 行政国家の成り立ち
と行政学の展開

政府の役割が増大し、行政官僚制
が形成されてきたプロセスを詳説
した上で、その学問領域としての
行政学の展開について概説する
（テキスト第2-3章参照）

第3回 現代の政府体系 政府概念や政府体系の構造等、現
代行政の枠組みを形成する基本的
なしくみ・制度について概説する
（テキスト第4章参照）

第4回 日本の内閣制度と国
地方関係

日本の内閣制度と国地方関係につ
いて、行政改革や分権改革の動向
を交えながら詳説する（テキスト
第5章参照）

第5回 日本の行政組織と中
央省庁改革

日本の行政組織とその政策立案シ
ステムについて概説した上で、橋
本行革以降に変化した政策形成過
程の実際を検討する（テキスト第8
章参照）

第6回 公務員制度と人事・
給与システム

行政を中心的に担う公務員に関す
る制度と人事・給与に関わるしく
みについて詳説する（テキスト第9
章参照）

第7回 行政活動と政策 行政活動のプログラムである政策
の構造や政策体系に加え、その形
成過程や理論モデルについて詳説
する（テキスト第11章参照）

第8回 政策作成と決定－予
算案の調整過程から

行政による政策案作成から政府案
としての決定に至るプロセスを俯
瞰した上で、予算案・法律案の調
整過程を検討する（テキスト第8
章及び第12章参照）

第9回 行政のIT活用と政策
実施の体制

政策執行の基準や、実施体制・手
法について、近年のIT・デジタル
戦略の動向も踏まえ実践的に検討
する（テキスト第13章参照）

第10回 行政の活動－規制行
政

行政による課題解決方法として、
規制行政を取り上げ、その権力性
についての理解を深める

第11回 行政の活動－サービ
ス提供活動

行政による公共財提供の側面を取
り上げ、行政資源配分の選択肢に
ついて検討する

第12回 政策の評価 現代日本で導入されている政策評
価の仕組みについて概説した上で、
フィードバックの実際を検討する
（テキスト第14章参照）

第13回 行政責任と民主的統
制

行政活動に対する民主的統制のあ
り方を中心に検討する

第14回 行政学から見た社会
課題の発見と政策作
成

行政課題と社会課題とのつながり
を認識した上で、実現可能性を踏
まえた政策を考案する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・2024年度政府予算の重点政策を調べる
・自分たちの生活に影響があると考えた内容の新聞記事を日常的に
読む

【テキスト（教科書）】
森田朗（2022）『新版　現代の行政〔第2版〕』（第一法規）

【参考書】
伊藤正次・出雲明子・手塚洋輔『はじめての行政学』（有斐閣）
今村都南雄・武藤博己・沼田良・佐藤克廣・南島和久『ホーンブッ
ク基礎行政学』（北樹出版）
金井利之『行政学概説』（放送大学教育振興会）
西尾勝『行政の活動』（有斐閣）

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。な
お、大学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可
能性があります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質問や理解度に応じて、後日授業での補足説明や追加資
料配布等を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は学習支援システムを通じて行います。

— 1063 —



SDGs　発行日：2024/5/1

【Outline (in English)】
In principle, administration in a democratic state is based on
laws and budgets determined by the parliament representing
the people. As it is difficult to delegate all the complexities
of modern society to the decisions of Congress, administration
has discretionary powers. Because of being managed mainly
by bureaucrats, administration activities have the aspect of
being operated autonomously. Therefore, their omissions and
negligence on implementing the public policy might cause new
social issues.
From such a viewpoint, we’ll set the purpose of this class
"Discovering social issues from the viewpoint of public admin-
istration." After studying the basics, like system, mechanism,
and characteristics of public administration, we will study the
change by the political influence of administrative system and
policy, then we will consider the issue of the administrative
responsibility.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the basic system, mechanism, and nature of
public administration
-B. To examine the policy making process in public administra-
tion and the connection with politics
-C. To acquire the ability to think practically about the
problems of modern administration from the standpoint of a
sovereign.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each. Students will be expected to check the priority
policies of the 2024 government budget and after class collect
information such as searching for newspaper articles related to
the content taken up in the class. In addition, read newspaper
articles routinely that are thought to have an impact on our
lives.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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ECN100EB（経済学 / Economics 100）

企業と社会論Ｂ

多田　和美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は，社会の主要な構成要素の１つである企業に焦点を当てま
す。企業経営に関する基本理論の修得を通じて，企業が社会に及ぼ
す影響や果たす役割を考察します。

【到達目標】
授業では，下記の2点に到達することを目標とします。
1)企業経営に関する基本的な理論，概念，用語を理解し，実践的に
活用できる。
2)現代社会における企業の役割や課題を積極的に考え，解決策を提
示できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義資料の配布と解説を通じた講義形式で実施します。講義資料は
学習支援システムを通じて配布するので，履修に際しては学習支援
システムの日常的な利用と活用が必要です。課題を提示した際は，
次回の授業で課題のフィードバック（解答・解説）を行います。な
お，授業計画は授業の展開によって若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 企業経営の仕組み
第2回 企業形態論① 企業の各形態
第3回 企業形態論② 営利企業の特徴
第4回 企業統治論① コーポレート・ガバナンスの基本
第5回 企業統治論② 今日のコーポレート・ガバナンス
第6回 経営戦略とは何か 経営戦略の基本
第7回 競争戦略① 事業構造の分析
第8回 競争戦略② 3つの基本戦略
第9回 競争戦略③ ビジネス・システム
第10回 多角化戦略① 多角化の論理
第11回 多角化戦略② 多角化のパターン
第12回 企業構造再編の戦略

①
他企業も含めた企業構造の再編

第13回 企業構造再編の戦略
②

M&Aと戦略的提携

第14回 総括・試験 授業のまとめ・試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
適宜，提示します。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
使用しません。

【参考書】
伊丹敬之・加護野忠男（2003）『ゼミナール経営学入門（第3版）』日
本経済新聞社。
井原久光（2008）『テキスト経営学（第3版）』ミネルヴァ書房。
大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智（2016）『経営戦略（第3版）』
有斐閣。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（小テスト）：30%，期末試験：70%で評価します。
・課題の提出は期限厳守です。
・授業内課題（小テスト）は，第2回～第13回まで計12回実施する
予定です。
・授業内課題（小テスト）は，学習支援システム上で実施します。
・期限までに課題の提出が無い場合，原則として代替課題は提示し
ないので注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートおよびリアクション・ペーパーを通じて，受講
生の意見を把握し授業改善に努めます。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to understand the basics of
management theories. The course is mainly composed of the
followings:
1)Forms of business ownership,
2)Corporate governance,
3)Strategic management.
Learning Objectives:
The goals of this course are the followings:
1)Understanding of basic theories of business administration,
2)Practical application of the above knowledge.
Learning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading Criteria / Policy:
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Quizzes (12 times):30% and final exam: 70%.
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MAN200EB（経営学 / Management 200）

社会・イノベーション論Ⅰ

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、社会に新たな価値をもたらすイノベーションに対する
理解を深めます。社会・イノベーション論Ⅰでは、１）イノベーショ
ンが実現される基本的前提としての社会の仕組、２）企業を中心と
したイノベーション活動について学びます。

【到達目標】
・イノベーションが実現される前提としての社会の仕組を理解する
・企業におけるイノベーション活動を理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業形態は、毎回パワーポイントを用いた講義形式で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イノベーションとは

何か？
本講義のメインテーマであるイノ
ベーションについて定義し、講義
全体の概要を述べる

第2回 企業の目的と社会的
責任

資本家の所有権の概念から企業の
目的を考える

第3回 資本主義と競争 貨幣の成り立ちと資本主義の基本
原則を前提として、必然的に競争
が生じるメカニズム

第4回 社会における分業と
協業

社会における生産活動を効率的に
行うための仕組としての分業と協
業

第5回 ソーシャルイノベー
ション

社会課題の解決を主眼に置いた
ソーシャルイノベーションの取組
ついて

第6回 ビジネスモデルの見
取り図

価値の重要性とビジネスモデル
キャンバスについて理解する

第7回 競争戦略論 事業で競争優位を獲得するための
戦略

第8回 ブルーオーシャン戦
略

コストリーダーシップと差別化を
同時に実現するバリューイノベー
ション

第9回 ビジネスエコシステ
ム論

PC産業で先駆的に観察された垂直
分業から水平分業への産業転換

第10回 規制とイノベーショ
ン

競争の枠組としての規制（強制的
なルール）

第11回 標準とイノベーショ
ン

競争の枠組としての標準（自発的
なルール）

第12回 知的財産制度 知的財産を保護し、イノベーショ
ンを促すための社会制度

第13回 オープン＆クローズ
戦略

エコシステムの発展と競争優位の
確保の両立

第14回 まとめ 前期のまとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ビジネス関連の新聞・雑誌・書籍等に日頃から目を向けることを推奨
します。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100％

【学生の意見等からの気づき】
理論だけでなく、なるべく多くの事例も取り上げます。

【その他の重要事項】
後期の社会・イノベーション論Ⅱを併せて受講することを推奨します。

【Outline (in English)】
This lecture aims to deepen your understanding of innovation,
which brings forth new values to society. In the first semester,
our focus will be on 1) the social contexts and mechanisms
through which innovation is realized, and 2) the innovation
activities of firms.
The goals of this course are to comprehend the fundamental
structure of society in relation to innovation and the innovation
practices of firms. Before and after each class meeting,
students are expected to dedicate four hours to grasp the course
content thoroughly.
Your overall grade in the class will be determined based on the
following criteria: Term-end examination (100%).
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MAN300EB（経営学 / Management 300）

社会・イノベーション論Ⅱ

糸久　正人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、社会に新たな価値をもたらすイノベーションに対する
理解を深めます。社会・イノベーション論Ⅱでは、１）技術とイノ
ベーション、２）イノベーション政策、３）オペレーションマネジ
メントについて学びます。

【到達目標】
・技術とイノベーションの関係について理解する
・イノベーション政策について理解する
・オペレーションマネジメントについて理解する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業形態は、毎回パワーポイントを用いた講義形式で行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 技術とイノベーショ

ン
イノベーションを実現する技術の
役割と関係性

第2回 デザイン思考 イノベーション活動におけるデザ
インの意義と重要性

第3回 シェアリングエコノ
ミー

所有から使用へと変化する消費活
動の実態

第4回 人工知能とロボット
共生社会

人工知能およびロボットと人間社
会の関係

第5回 次世代モビリティエ
コシステム

CASEを中心とした次世代モビリ
ティ

第6回 IoT社会の向けたイ
ノベーション政策

欧州を中心としたIoT社会実現の
ためのイノベーション政策

第7回 グリーンイノベー
ション政策

カーボンニュートラルを実現する
ためのイノベーション政策

第8回 両利き経営 イノベーション活動とオペレー
ション活動のバランス

第9回 制約理論 流れづくりを効率的に行うための
ボトルネックの考え方とその解消
方法

第10回 品質管理 オペレーションにおける品質管理
第11回 コスト管理 オペレーションにおけるコスト管

理
第12回 納期管理 オペレーションにおける納期管理
第13回 フレキシビリティ 品種と数量に関するフレキシビリ

ティの確保
第14回 総括 社会イノベーション論のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ビジネス関連の新聞・雑誌・書籍等に日頃から目を向けることを推奨
します。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜紹介します。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験100％

【学生の意見等からの気づき】
理論だけでなく、なるべく多くの事例も取り上げるようにします。

【その他の重要事項】
前期の社会・イノベーション論Ⅰを受講していることが望ましいです。

【Outline (in English)】
This lecture aims to enhance your understanding of innovation,
which brings new values to society. In the second semester, our
focus will be on 1) technology and innovation, 2) innovation
policy, and 3) operations management.
The goals of this course are to comprehend the interplay
between technology and innovation, innovation policies, and
operations management.
Before and after each class meeting, students are expected
to dedicate four hours to comprehend the course content
thoroughly.
Your overall grade in the class will be determined based on the
following criteria: Term-end examination (100%).
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MAN200EB（経営学 / Management 200）

中小企業論

糸久　正人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本経済の根幹を形成する「中小企業」に関して、既存研究では、
資源制約があるがゆえに発展が妨げられているという「問題型」の
議論、小さいことによる発展性／優位性に着目した「貢献型」の議
論がなされてきました。本講義では、こうした中小企業をめぐる二
面性を意識しつつ、中小企業に関する諸理論を学習します。具体的
には、１）中小企業とは何か？ ２）中小企業はなぜ企業規模が小さ
いために問題性と発展性／優位性を有しているのか？ ３）中小企業
の一形態であるベンチャー企業とは何か？ というテーマで議論しま
す。また、多摩で活躍する中小企業の経営者をゲストスピーカーと
して招き、実践的な中小企業経営について議論します。

【到達目標】
本講義では、企業規模が小さいことに起因する「問題性」と「発展
性／優位性」を認識した上で、両者を包含した複眼的な視点から中
小企業に対する理解を深めることを目標とします。また、多摩地域
の中小企業経営者をゲストに招き、現場の活きた知識の獲得を目指
します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は主にパワーポイントを活用した講義形式で行います。ゲスト
講師の回にはリアクションペーパーの提出を求められます。小テス
トなどの課題に対するフィードバックは講義中に行い、期末試験に
関しては学習支援システムで行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 本講義の目的と全体像
第2回 中小企業とは？ 中小企業の定義、法律・経済・経

営的な意味について、および日本
経済の発展過程における中小企業
の役割

第3回 複眼的視点からの中
小企業論

中小企業を捉える視座について

第4回 イノベーションと中
小企業

独自の視点からイノベーション活
動を行う中小企業を紹介

第5回 ベンチャー企業の経
営

ベンチャー企業マネジメントの要
点

第6回 産業集積と産業クラ
スター

産業集積と産業クラスターの要点

第7回 中小企業のケース
（１）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第8回 中小企業のケース
（２）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第9回 中小企業のケース
（３）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第10回 中小企業のケース
（４）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第11回 中小企業のケース
（５）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第12回 中小企業のケース
（６）

多摩地域の中小企業経営者による
ゲスト講演とディスカッション

第13回 中小企業政策 中小企業政策を概観し、中小企業
の活性化について考える

第14回 中小企業論のまとめ 全体の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義期間中に、中小企業／ベンチャー企業の経営者によって書かれ
た独自のマネジメント手法に関する書籍を講読してください。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー提出４０％、期末試験６０％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Small and medium enterprises (SMEs) form the backbone
of the Japanese economy. Previous research on SMEs has
mainly focused on two major arguments. The first is the
"Problem-driven" perspective, which suggests that SMEs face
challenges in growth due to limited resources. The second
is the "Contribution-driven" perspective, which highlights the
potential and advantages of SMEs due to their flexibility.
This course delves into general theories on SMEs while
considering these two contrasting arguments. We will
explore the following topics: 1) Defining small businesses, 2)
Analyzing the challenges and potential advantages of SMEs,
and 3) Understanding venture businesses. Additionally, we
will host guest lecturers from SMEs in the Tama area to
provide students with a comprehensive understanding of SME
operations.
The objectives of this course are to gain a balanced perspective
on SMEs and acquire practical insights from SME managers.
Before and after each class session, students are expected to
dedicate four hours to comprehend the course content.
Your overall grade in the class will be determined by the
following components: Term-end examination (60%) and short
reports (40%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

ECN200EB（経済学 / Economics 200）

地域産業論Ⅰ

加藤　寛之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な地域産業の具体例を紹介しつつ、地域産業を考える上で必要
な眼（概念・理論）を習得し、受講者各自が地域産業の活性化に関
われるようになることをテーマとする。
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【到達目標】
農業や製造業、サプライヤーシステムなど、現代の地域産業で生じ
ている国内での現状と課題を認識し、一方で国境を越えて地域産業
をとらえる視点を身につけることを到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回授業前日までに、授業支援システムに教材と簡単な課題をアッ
プします。課題は授業支援システム上で提出し、締切を設けます。
締切は授業日です。
最初の数回は授業のやり方に慣れるまでの移行期間とし、課題提出
に遅延を認めます。締切後でも授業支援システムに提出できるよう
に設定しておきます。
期末試験は実施せず、課題とレポートで評価します。
フィードバックは課題ごとにコメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ランチェスター戦略

・グルディス・討議
能力・資源で勝るもの勝つ方法
・グルディス・討議

第2回 産業の立地 チューネンの農業立地論、ウェー
バー・アロンゾの工業立地モデル

第3回 ものづくりは設計情
報の転写

プロセス分析

第4回 ランチェスター戦略
２

様々な事例

第5回 映画スーパーの女 スーパー立て直しの実話
第6回 1.企業と市場との関

係2.原価企画3.環境
コストマネジメント
4.ライフサイクル・
コスティング5.ベン
チマーキング

1.企業と市場との関係2.原価企画
3.環境コストマネジメント4.ライ
フサイクル・コスティング5.ベン
チマーキング

第7回 1.価格決定
2.ABC/ABM 3.品質
とコストの関係

1.価格決定2.ABC/ABM 3.品質と
コストの関係

第8回 日本の農業の問題点
製造業化する農業
・グルディス・討議

ベルグアース
・グルディス・討議

第9回 第三セクター
アウガの失敗

第三セクター
アウガの失敗

第10回 稼ぐまち 稼ぐまちになるには
第11回 縮小ニッポンの衝撃

夕張市
縮小ニッポンの衝撃
鈴木直道元夕張市長

第12回 島根県の人口流出 関係人口
第13回 撤退戦の殿（しん

がり）
１．3割自治と地方
交付税と国庫支出金
（補助金）２．財政再
生団体となった夕張
市が借金を返済でき
る仕組み３．夕張市
のように自主財源３
割にも満たぬ自治体
は実は数多い４．福
井県の事例５．山口
県の事例６．ソフト
な予算制約７．学ん
でおいた方が望まし
いいくつかの概念８．
ポンチ絵で因果関係
を整理してみよう

撤退戦の殿（しんがり）
１．3割自治と地方交付税と国庫
支出金（補助金）２．財政再生団
体となった夕張市が借金を返済で
きる仕組み３．夕張市のように自
主財源３割にも満たぬ自治体は実
は数多い４．福井県の事例５．山
口県の事例６．ソフトな予算制約
７．学んでおいた方が望ましいい
くつかの概念８．ポンチ絵で因果
関係を整理してみよう

第14回 国境を越えるクラス
ター同士の連携
・グルディス・討議

東アジアのハードディスクドライ
ブ産業
・グルディス・討議

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、次回のプリントを配布しますので、講義内容をあらかじめ
把握してください。また、日常的に新聞を読むなど社会ニュースに
触れ、時事的な事柄に感心を持ってください。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、プリントを配布します。

【参考書】
村上 英樹 (著), 高橋 望 (著), 加藤 一誠 (著), 榊原 胖夫 (著)『航空の
経済学』ミネルヴァ書房
伊藤正昭 (著)『新地域産業論―産業の地域化を求めて』学文社
中村剛治郎編 (2008)『基本ケースで学ぶ地域経済学』有斐閣.

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のように行います。
・毎回の課題の累計点80％。
・数回行われるグルディス・討議での貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
事例と理論の関わりを理解できるよう，講義を進めます。毎回課題
を課しますが、復習になる（期末試験対策になる）という意見が多
いです。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて，PCによるプレゼンテーション形式の講義を行います．

【その他の重要事項】
授業開始は学年暦通りです。最初は授業の進め方に試行錯誤が続き
ますが、どうかお付き合いください。
授業前日までに毎回の教材と簡単な課題を授業支援システム上にアッ
プロードします。課題には提出締切を設けます。最初の数回は試行
錯誤が続きますので、提出遅延をしても提出できるように設定して
おきます。

【Outline (in English)】
The theme of this course is to introduce specific examples of
various regional industries and to enable each participant to
acquire the eyes (concepts and theories) necessary to think
about regional industries and to become involved in the
revitalization of regional industries.
Grading will be as follows:・Total points for each assignment:
80
The cumulative total of all assignments will be 80%.
20% contribution to the gurdis and discussions held several
times.
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ECN300EB（経済学 / Economics 300）

地域産業論Ⅱ

加藤　寛之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
特性の異なる地域を取り上げて，地域産業の具体的な実態や理論の
検討を行い，地域産業を考える際に必要な概念・理論の習得を目指
す．また，実際の地域産業の分析・議論において，それらをどのよ
うに活用していくべきか考えることをテーマとする．なお，授業計
画は，授業の展開によって若干の変更があり得る．
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【到達目標】
製造業，農業，流通業，観光業など，現代の地域産業の実態，理論
や政策課題について，一定程度以上の理解を得てもらうことを到達
目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
指定テキストを参照しながら，最新動向を踏まえつつ，地域産業の
実態と理論について学ぶ．各回，章毎にテキストを扱う予定である．
数回に一度課題をだし、その都度コメントします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 秋学期に登場すること
第2回 推し推される関係に

ついて
マーケティング戦略の分析概念を
適用して『ももいろクローバーZ』
現象を捉え直す。「メンバー」と
「スタッフ」と「モノノウ」

第3回 まちおこしとあま
ちゃん、その前提
・グルディス・討議

まちおこしとあまちゃん、そのぜ
んていとなるもの
・グルディス・討議

第4回 顧客は何を買ってい
るのか

便益の束
三層構造

第5回 まちおこしが描かれ
るあまちゃんの世界
・グルディス・討議

まちおこしが描かれるあまちゃん
の世界
・グルディス・討議

第6回 マーケティングとま
ちづくり

マーケティングとまちづくり

第7回 マーケティングの事
例とあまちゃん

マーケティングの事例とあまちゃ
ん

第8回 絞れば広がる、広が
るところに絞る

絞れば広がる、広がるところに絞
る

第9回 東京１一極集中の
背景
・グルディス・討議

産業構造の変化と人口移動
・グルディス・討議

第10回 日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

日本の戦後の道のり
田中角栄の功罪

第11回 産業構造の高度化と
人口移動
集積の経済と混雑の
不経済
・グルディス・討議

産業構造の高度化と人口移動
集積の経済と混雑の不経済
・グルディス・討議

第12回「企業」を「群」とし
て視る視点

ものづくりは設計情報の転写
分業と産業集積

第13回 あまちゃんに描かれ
るあいどるによるま
ちおこし

あまちゃんに描かれるあいどるに
よるまちおこし

第14回 草津温泉 草津温泉再生物語

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回プリントを配布します。授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とします。

【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布します。参考書は適宜指定します。

【参考書】
参考資料は紹介します

【成績評価の方法と基準】
・成績評価は次のようにして行います。
・毎回の課題の累計点80％
・数回のグルディス・討議の貢献20％

【学生の意見等からの気づき】
情報量が多い、課題が多い、でも面白いという評価が多いです。

【学生が準備すべき機器他】
PCないしタブレット、スマホでは厳しい

【その他の重要事項】
口頭での説明の消化、板書内容の消化等が課題を解く上で必要です。

【Outline (in English)】
By taking up regions with different characteristics and
examining the specific realities and theories of regional
industries, we aim to acquire the concepts and theories
necessary when considering regional industries. The theme
of this course is to consider how these concepts and theories
should be utilized in the analysis and discussion of actual
regional industries. The lesson plan is subject to change
slightly depending on the development of the class.
Grading will be based on the following
Cumulative points for each assignment: 80
Contribution of several gurdis/discussions: 20%.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

産業社会学Ⅰ

惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化と急速な産業構造の変化の下、働きかたは多様化し、人
びとの意識や社会的結合のあり方も変容している。「働くこと」とは
どのようなことなのか、そこにはどのような課題があるのか。この
授業では、産業・労働を捉える様々な見方について学び、産業社会
学の学問としての成り立ちと基本的テーマを通じて、基礎的な知識
を身に着ける。

【到達目標】
「働くこと」について、産業社会の発展の中で、どのような課題およ
び問いが発生してきたのか、社会学的な観点から考察する方法につ
いて学ぶ。「働くこと」を取り巻く構造や制度、ならびに労働者の主
体的関わりについて、社会学的な枠組みから理解できるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
ハンドアウトや配布資料等に基づき講義を行う。
課題等に対するフィードバックは、翌週の授業でリアクションペー
パーから適宜取り上げ講評する。
授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 産業と社会変動１ 仕事とは何か？（工業社会、生業・

分業、社会学的視点から働くこと
を考える）

第3回 産業と社会変動２ 技術と近代（テイラーリズム、
フォーディズム、ポストフォー
ディズムなど）

第4回 産業と社会変動３ 技術と未来（産業社会・情報社会、
自動化と省力化、人工知能、雇用
と失業）

第5回 社会関係・制度１ 職場組織と人間関係（人間関係論、
ホワイトカラー、感情労働におけ
る感情の管理）

第6回 社会関係・制度２ 労使関係（労使関係論、福祉国家
と1980年代以降、日本における労
使関係）

第7回 社会関係・制度３ 労働組合・労働運動（雇用類似の
働き方と労働運動、ドキュメンタ
リーを観て考える）

第8回 意識・文化１ 労働の意味、労働者であること
（労働倫理、アイデンティティ、社
会化、満足、疎外）

第9回 意識・文化２ 今日的な労働の諸側面（官僚制、
フレキシビリティと労働者の意識、
技能の意味）

第10回 再生産１ 労働者になること（労働者文化、
社会階層の再生産、名著を読む）

第11回 再生産２ 日本における教育と職業（教育の
職業的意義、キャリア教育、適応
と抵抗）

第12回 持続可能性１ 身体と脆弱性（身体イメージ、社
会学における身体と社会、仕事の
社会学、労働災害）

第13回 持続可能性２ グローバル化と相互依存（移動の
拡大と労働移民、アジア、移動を
めぐる諸理論）

第14回 まとめ 授業のふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
毎回のリアクション・ペーパー（授業内で出された提出課題や意見・
質問など）
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーなどを適宜紹介しながら前回のフィードバッ
クを行う。
資料講読、映像視聴、ペアワークなど、能動的な授業参加を促す工
夫をする。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
授業の進捗状況によっては、内容が若干変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of sociology of work
to students. It also enhances the understanding of current
socioeconomic dynamics surrounding industrial relations and
workers in the era of globalization. The issues student
will learn in this course cover various topics including
social division of labor, industrialization/development and its
consequences, human relations in workplace, ideology and
alienation related to work, labor movement, labor migration
and so on.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

産業社会学Ⅱ

惠羅　さとみ

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会構造変動の下で、これまでの産業社会が前提としてきた雇用慣
行や労働のあり方が問い直しを迫られている。グローバル化や社会
格差の拡大、雇用の流動化、開発と労働をめぐる変容、労働をめぐ
る不安定性やリスクの拡大など、現在、社会が直面している問題に
ついて、身近なテーマや具体的な社会問題を通じて考える。

【到達目標】
産業と労働に関わる諸問題について、①その背景と実態を理解し、②
自らに関連するものとして捉え、③問題解決のためにどのような対
策・制度・政策が求められているのかについて、他者と議論し、考
えることができるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・適宜、映像資料等を活用し、グループ・ディスカッションなどを取
り入れながら、リアクションとフィードバックを重ねることで、参
加者の問題意識の発展を促す。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の説明
第2回 雇用を問い直す１ 産業社会と雇用
第3回 雇用を問い直す２ 働き方の曖昧化について考える　
第4回 労働時間について１ 産業社会と労働時間（『モモ』を読

む、グループ・ディスカッション）
第5回 労働時間について２ 産業社会と労働時間（『ブルシッ

ト・ジョブ』を読む、グループ・
ディスカッション）

第6回 労働と環境について
１

労災・公害問題を考える（ゲスト講
師、アスベスト労災問題を考える）

第7回 労働と環境について
２

労災・公害問題を考える（『阿賀に
生きる』を観る）

第8回 開発と労働について
１

戦後史から考える

第9回 開発と労働について
２

現在の開発と労働問題を考える

第10回 開発と労働について
３

第一次産業（林業）を事例に考える

第11回 グローバル化につい
て１

グローバルな労働市場と日本の出
入国在留管理政策を考える

第12回 グローバル化につい
て２

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第13回 グローバル化につい
て３

グローバルなサプライチェーンを
考える（ドキュメンタリー映像視
聴・グループ・ディスカッション）

第14回 まとめ 授業のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習では、産業・労働をめぐるテーマについて関心を持ち、積
極的に自主学習を進めること。疑問点や分からないキーワードなど
について調べておく（事前に講読課題が出された場合は、必ず講読
してから参加すること）。
復習では、配布資料やノートを整理しておく。授業内で適宜、講読
課題を出すので指定された箇所を各自で読み、課題を提出する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業時にはハンドアウトや資料を配布する。

【参考書】
授業で指示する

【成績評価の方法と基準】
①平常点（50％）
リアクション・ペーパー、授業内で出された提出課題など
②期末レポート（50％）

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションのタイムスケジュールや進め方を工夫する。

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセスできるもの）

【その他の重要事項】
・秋学期授業を理解するためには春学期の授業を理解することが前
提となる。
・授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【Outline (in English)】
This course examines inequality in Japanese society related
to work and employment. Students will learn various
topics such as changing industrial relations, expanding
unregular/precarious work, working environments and risks
as well as social policy. Student will be expected to actively
participate in group discussion on each issue.
Learning Objectives: At the end of the course, students are
expected to have knowledge and multiple perspectives on
various labor issues and
to develop communication skills in discussion.
Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to write short/reaction paper after each class meeting.
Grading Criteria: Overall grade in the class will be decided
based on the following.
Term-end paper: 50%、in class contribution: 50%
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SES100EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
100）

サステイナビリティ論Ａ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、社会政策科学科のサステイナビリティコースの入
門的な科目として、「サステイナビリティ：持続可能性」に関係する
社会問題を総覧することにある。サステイナビリティの基礎概念に
ついて学んだ上で、環境問題を中心にサステイナビリティに関わる
具体的事例を検討する。

【到達目標】
１：サステイナビリティの基礎概念や背景を理解する。
２：環境問題を中心にサステイナビリティに関わる社会問題の具体
的事例を考察できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppii上に掲載する
ので、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上に
ノートを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に考えてくること。受講生は積極的に発言
することが求められ、こちらから指名することもある。授業で扱う
様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 サステイナビリティ

とは何か？
サステイナビリティの定義、様々
な関連事例

第3回 サステイナビリティ
の概念

サステイナビリティの専門的・発
展的概念

第4回 自然環境のサステイ
ナビリティ

環境問題の構図と分類：公共財と
負の外部性

第5回 気候変動問題の構図 気候変動問題の背景、原因、被害
第6回 緩和策と気候変動枠

組条約
温室効果ガスの削減方法、カーボ
ンプライシング、気候変動枠組条
約

第7回 エネルギー転換と再
生可能エネルギー

エネルギー転換、カーボン・
ニュートラル、再生可能エネル
ギー、原子力、水素

第8回 グループ討論 気候変動問題に関するグループ討
論

第9回 経済活動のサステイ
ナビリティ

環境経営、ESG投資

第10回 社会生活のサステイ
ナビリティ

社会保障、教育

第11回 調査発表Ⅰ （発表10分＋討論10分）×5名
第12回 調査発表Ⅱ （発表10分＋討論10分）×5名
第13回 サステイナビリティ

の展望
今後の課題と展望

第14回 授業の総括 授業のまとめ、期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・白井信雄『持続可能な社会のための環境論・環境政策論』（大学教
育出版、2020年）
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝23点（授業での発言・質問、クイズ・アンケート
回答等）
２：リアクションペーパー＝10点×1回以上（A4・1枚程度）
３：期末試験＝67点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
23年度の授業において、「授業内掲示板」に受講生に意見を記入し
てもらう発言方法について、他の学生の意見を聞ける、得点が付与
されるため発言意欲がわくなど、評価が高かった一方で、一部から
先着順であることへの不満が寄せられた。授業進行上先着順を変え
ることは難しいものの、24年度は更に機会均等を図るなどの対策を
講じる。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
　担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This is a lecture course about the notion of sustainability.
You will be able to understand the basic notion and
background of sustainability, and discuss concrete cases of
environmental problems. You will be graded by such criteria
as class-participation(23%), reaction papers(10%), and the final
exam(67%). Your study time will be about two hours for a class.
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SES100EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
100）

サステイナビリティ論Ｂ

長沼　建一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「人間」にかかわる社会問題をとりあげて、サステイナビリティの観
点からの政策的な対応を検討します。
コースへの入門講義として、なるべく皆さんの関心に即したテーマ
を扱っていきたいと思います。

【到達目標】
いわゆる社会問題と、それへの政策的な対応についての理解を深め、
持続可能性の観点から問題解決の道筋を提案できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
代表的な社会問題（福祉・社会保障、雇用・労働、家族など）をと
りあげて、具体的な事例を素材として、その政策的な対応について
紹介・検討します。
皆さんからの質問やコメントなどには次の授業で全体に対して答え
ます。
講義内で希望する参加者とのやり取りや意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 社会問題と政策、サステイナビリ

ティ
第2回 メンタルの問題 自殺、ストレス、うつ病、依存症
第3回 健康・医療の問題 生活習慣（病）、超高額医療、終末

医療
第4回 介護・障害の問題 認知症・介護保険、障害への合理

的配慮、出生前診断
第5回 家族の問題 婚姻・親子、同性婚、人工生殖
第6回 子育ての問題 保育所、児童虐待、母子世帯
第7回 補説 前半部分の補足、ライフサイクル

とサステイナビリティ
第8回 ジェンダーの問題 男女差別、性同一性障害、マイノ

リティ
第9回 貧困の問題 生活保護、自立・就労支援、相対

的貧困
第10回 年金・老後保障の問

題
公的年金、私的年金（iDeCo、
NISA等）

第11回 労働市場の問題 賃金労働、就活・転職、失業保険
第12回 労働環境の問題 日本型雇用、賃金、労働法制
第13回 人口減少の問題 将来人口推計、出生率対策、児童

手当
第14回 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内容の予習・復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『ソーシャルプロブレム入門』（信山社、2021年）（2500
円+税）を教科書として指定します。

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（70％）、中間試験（30％）の予定です。
希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。
科目名（サブ）は旧課程の「環境問題Ｂ」を引き継いでいますが、こ
の科目では環境問題は扱わないので、注意してください。
担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social problems and social policies.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social problems and social policies.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境経済学Ⅰ

島本　美保子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
環境経済学のマクロ分野の中心課題のひとつである「環境と貿易」を
テーマとし,環境問題と経済との関わりについて自ら分析できるよう
な力を醸成します。環境問題の対象領域として森林資源や農産物を
取り上げ、これらの持続可能性と貿易の関係について学習します。

【到達目標】
始めに最低限必要な経済学の基礎知識を学習し、グローバルな資源
管理問題についての知識を習得しつつ、経済学的に環境と貿易の関
係を学びます。環境と貿易の関係について経済学的に論理的に考え
る能力を身につけることが目標となります。さらに環境と貿易に関
する国際システムの現状について学びます。最後にこれらの知識を
総動員し、持続可能な資源管理とはいかにあるべきか、という規範
的な考察が行えるようになることが目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行います。経済学的な部分は演習問題を宿題と
し、採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応じた学
修が行えるようにします。授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 INTRODUCTION

　
エコロジー経済学からの経済社会
と環境の関係
最低限の経済学知識①　市場経済
とは・需要曲線

第2回 最低限の経済学知識
②

供給曲線・余剰分析

第3回 最低限の経済学知識
③

外部不経済効果・ピグー税

第4回 環境と貿易＜事例１
＞１

世界の森林問題、特に天然林破壊
の原因やその背景を学習する

第5回 環境と貿易＜事例１
＞２

林産物貿易と森林の持続可能性に
ついて実証的・理論的に解き明か
す

第6回 環境と貿易＜事例１
＞３

気候変動と森林火災

第7回 環境と貿易＜事例２
＞１

農産物貿易①
地下水のくみ上げによる非持続的
な農業と農産物貿易の関係
日本と世界の農業

第8回 環境と貿易＜事例２
＞２

農産物貿易②
農産物貿易と農業・農村・アグリ
ビジネスについて

第9回 環境と貿易＜事例２
＞３

レントシーキング・グローバル企
業・資源貿易（集合行為論、グ
ローバル企業のロビイング）

第10回 環境と貿易理論編１ なぜ貿易は推進されるのか、外部
不経済性を発生させる財の貿易が
各国の社会的厚生に与える影響

第11回 環境と貿易理論編２ 貿易と持続可能性・分配
第12回 貿易制度と環境１ GATT/WTOやFTAと環境
第13回 貿易制度と環境２ 為替レートと持続可能性
第14回 まとめ 持続可能性のための国際秩序につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
環境問題、特に食料問題、森林や生物多様性の問題、鉱物資源等の
問題について幅広い知識を身につけておくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に用いません。参考文献はその都度指示します。

【参考書】
主な参考文献は
島本美保子(2015)「熱帯林を中心とした国際的な森林保全」，pp.53-74，
亀山康子・馬奈木俊介編『シリーズ環境政策の新地平５　資源を未
来につなぐ』第3章，東京：岩波書店，2015年9月8日．
島本美保子著 (2010)『森林の持続可能性と国際貿易』，岩波書店
田代洋一編著 (2016)『TPPと農林業・国民生活』、筑波書房．など

【成績評価の方法と基準】
70%期末試験、演習問題の課題30%の合計で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションが有意義との意見があったので、授業内でのディ
スカッションを増やしたい。

【その他の重要事項】
。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Under the theme of "environment and trade," which is one of
the major issues in the macro field of environmental economics,
we will foster the ability to analyze the relationship between
environment and the economy. We will focus on forest
resources and agricultural products as areas of environmental
concern and learn about the relationship between their
sustainability and trade.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire the ability to think
economically and logically about the relationship between
the environment and trade. It is important to learn
more about the current state of the international system
of environment and trade. Finally, we will be able to
provide a normative consideration of what sustainable resource
management should be.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES300EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
300）

環境経済学Ⅱ

島本　美保子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
具体的な環境問題として気候変動やエネルギー選択を題材とし、前
半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環境
の関係について学びます。後半に環境の経済学的手法（環境税、排
出権取引）それぞれの理論的背景や歴史について学習します。

【到達目標】
前半でグリーンニューディールを中心に据えながらマクロ経済と環
境の関係について学び経済と環境の両立について経済学的に論じる
ことができるようになることを目標とします。
　後半は環境の経済的手法について学びます。まずこれらの手法の
素材として地球温暖化問題について自然科学、社会科学の両方から
学習します。その後経済的手段である、環境税や排出権取引の理論
を理解し、地球温暖化を制御するために、どのような政策が適切か、
主体的に判断できるようになることが目標となります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的に講義形式で行いますが、経済学的な部分は教材の巻末の小
テスト問題を採点・フィードバックして、各自の理解のスピードに応
じた学修が行えるようにします。尚、授業計画は授業の展開によっ
て，若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 INTRODUCTION

気候変動問題１
気候変動問題とは

2　 気候変動問題２ 気候変動問題についての国際交渉
　気候変動枠組条約、京都議定書

3　 気候変動問題３ パリ協定などの動向、民間の動き、
RE100、ESG投資

4　 マクロ経済学の基礎
１

国民経済計算

5　 マクロ経済学の基礎
２

消費関数、乗数効果

6　 グリーンニュー
ディール

先進国でのグリーンニューディー
ルへの動き

7　 気候変動問題４ 日本で脱炭素化が停滞する理由
（再エネ、発送電分離）

8　 気候変動問題５ 日本で脱炭素化が停滞する背景
（原発問題）

9　 ピグー税の理論と環
境税の基本

ピグー税理論の復習　環境税の経
済学的な説明、直接規制との関係

10　 環境税の理論と排出
量取引の理論

環境税の弱点や補助金の関係、排
出量取引の理論

11　 環境税の実例 ドイツの排水課徴金、日本の環境
税等

12　 オンデマンド教材の
解説
排出量取引の実例

オンデマンド教材の解説
米国での萌芽、気候変動と排出量
取引

13　 資金問題の決着 規範的法人税

14　 まとめ まとめ及びディスカッション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
気候変動や廃棄物問題といった環境問題について幅広い知識を習得
しておくこと。またマクロ経済情勢について新聞記事などを読んで
おくこと。
本授業の準備・復習時間は、毎週各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。毎回詳細なレジュメを配布し、それに基
づいて授業を行います。

【参考書】
主な参考書は、
明日香壽著 (2021)『グリーン・ニューディール』、岩波新書．
平口良司・稲葉大著 (2020)『マクロ経済学ー入門の「一歩前」から
応用
まで』、有斐閣ストゥディア．など

【成績評価の方法と基準】
70％期末の試験、経済学に関する章末の小テスト30%で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
実例についての動画の視聴が大いに理解を助けると改めて気づかさ
れたので、効果的な動画の視聴を授業に織りこもうと思っています。

【Outline (in English)】
【Course outline】
First, our aim of this course is to help students understand
about the relationship between macroeconomics and the
environment while focusing on the Green New Deal. Second,
we will learn about the theoretical background and history
of environmental tax and emission trading. Climate change
and energy selection are the subjects of specific environmental
issues.
【Learning Objectives】
In the first half, the goal is to learn about the relationship
between the macro economy and the environment while
focusing on the Green New Deal, and to be able to discuss
the balance between the economy and the environment
economically.
In the second half, the goal is to learn about the economic
methods of the environment. First, we will learn about global
warming issues from both the natural sciences and social
sciences as materials for these methods. After that, we will
expect to understand the theory of environmental tax and
emissions trading, which are economic means, and to be able
to independently judge what kind of policy is appropriate to
control global warming.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to deepen the knowledge relating with the
course.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 70%、Several short quizzes: 30%
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問題
の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活型
環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の基
礎概念、政策分析論と政策過程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由財、
負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染者
負担原則と拡大生産者責任原則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピグー
税、コースの定理、合意的手法、
情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託理
論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境NGO、
地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境権、
気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変動
問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ単
位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境自治体論

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水俣

病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治体
と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環型
社会と3R、産廃処理事業と豊島事
件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モーダ
ルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガスと
化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリーン
成長、デカップリング、カーボン
ニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能汚
染と避難、事故責任と損害賠償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力の
固定価格買取制度、メガソーラー
の景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関す
るテーマを取り上げ、グループ別
に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀の
環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

福祉社会学Ⅰ

堅田　香緒里

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉が社会の中でどのような意味や機能をもつのかについて学ぶ。

【到達目標】
１）福祉国家の歴史／学説史を理解する。
２）現代社会における福祉の意味や機能ならびに課題を理解する。
３）これからの福祉社会を展望するために必要な基礎的能力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義の前半では、社会が福祉を必要としてきた背景やそれを支えて
きた理念や規範について、福祉国家の歴史および学説史の検討を通
して学ぶ。そのうえで、講義の後半では、現代社会における福祉の
意味や課題を理解するために重要な幾つかの論点を取り上げ、解説
する。これらを通して、これからの福祉社会を展望するために必要
な基礎的能力を養うことを目的とする。
※なお、授業計画は、参加者の興味・関心および進捗状況に応じて
変更の可能性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉とは何か、必要とは何か
2 福祉国家とは何か 福祉国家の目的・編成・機能
3 福祉国家の歴史①生

成期
救貧法から戦後福祉国家誕生まで

4 福祉国家の歴史②拡
大期

社会支出の増大、社会権の確立

5 福祉国家の歴史③危
機と再編

右派からの批判、「新しい社会運
動」による異議申し立て

6 福祉国家論① 産業主義理論、権力資源論から福
祉レジーム論へ

7 福祉国家論② 福祉レジーム論の新展開、脱商品
化と脱家族化

8 福祉国家論③ 福祉レジーム論への批判と、新し
いレジーム論

9 福祉国家の論点①シ
ティズンシップ

権利と義務、市民共和主義と自由
主義、フェミニスト・シティズン
シップ、国籍と難民

10 福祉国家の論点②自
由とセキュリティ

「生の保障」と「治安」、福祉国家
の監視国家化

11 福祉国家の論点③：
ケアと再生産

生産、再生産、ケア、家事労働

12 福祉国家の論点④：
自立と依存

フェミニズム／障害学が投げかけ
る問い

13 福祉国家の論点⑤：
再分配と承認

「声」の政治、マイノリティ

14 授業内試験、まとめ 授業内試験、まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理
解を深める。

本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマ毎に設定する課題の提出40％、最終テスト60％
で行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the history and the function of modern
welfare state. By the end of the course, students are expected
to understand the meaning and function of welfare in society.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content. Your
overall grade in the class will be decided based on the following;
1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

福祉社会学Ⅱ

堅田　香緒里

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉政策および周辺の諸政策について学び、そのうえで、今日の福
祉政策が抱える課題やそれを克服するための展望について考える。

【到達目標】
１）既存の福祉政策の内容や目的・背景にある規範を理解する。
２）福祉政策が現在直面している課題について理解する。
３）これからの福祉政策のあり方について各々が展望する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
今日、福祉国家を支えてきた様々な社会的諸条件が揺らぐ中、福祉
政策の再編が進行しつつある。こうした現代的文脈を踏まえ、講義
の前半では、とりわけ日本の福祉政策および周辺の諸政策を取り上
げ、その目的・内容及び背景にある規範について学ぶ。講義の後半
では、これらの福祉政策が現代社会において直面している諸課題を
検討し、それを克服するために近年検討されている新しい政策構想
に触れ、これからの福祉政策のあり方を展望する。　
※授業計画は、参加者の興味・関心や進捗状況に応じて変更の可能
性もある。
※課題については、適宜授業時間内にフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 福祉政策の目的・編成・機能
2 福祉政策の実際①：

　障害者福祉
自立生活、介助サービス

3 福祉政策の実際②：
　高齢者福祉

介護保険、介護労働、ケア

4 福祉政策の実際③：
　子ども家庭福祉

社会手当、保育サービス、ひとり親

5 福祉政策の実際④：
　低所得者福祉

生活保護、生活福祉資金、生活困
窮者支援

6 福祉政策の周辺①：
　健康の保障

医療保険、予防的介入

7 福祉政策の周辺②：
　教育の保障

教育政策、奨学金

8 福祉政策の周辺③：
　住宅の保障

公営住宅、「ホームレス」政策

9 福祉政策の現代的課
題①

雇用の不安定化に伴う諸課題

10 福祉政策の現代的課
題②

家族の不安定化に伴う諸課題

11 福祉政策の現代的課
題③

コミュニティの再編に伴う諸課題

12 新しい福祉政策①　 ワークフェア
13 新しい福祉政策② アクティベーション、参加所得
14 新しい福祉政策③ ベーシックインカム

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のテーマに関わる文献やニュースから情報を積極的に集め、理解
を深める。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。講義は毎回の配布資料に沿って進めます。

【参考書】
武川正吾・森川美絵・井口高志・菊地英明（2020）『よくわかる福祉
社会学』ミネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、テーマごとにに設定する課題の提出40％、最終レポー
ト60％で行う。

【学生の意見等からの気づき】
毎回提出してもらうリアクションペーパーへの授業内応答を、引き
続き行う。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of challenges and prospects facing modern
welfare state. By the end of the course, students are expected to
understand the situation surrounding today’s welfare policies
and to acquire the ability to envision desirable future welfare
policies. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following; 1)short reports 40%, 2)term-end examination 60%.
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LAW200EB（法学 / law 200）

社会保障法Ⅰ

長沼　建一郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みとともに、実際の制度の利用方法について
説明するとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション ライフサイクルと社会保障
2 保険とは何か 生命保険と損害保険
3 社会保険とは何か 社会保険の基本的な仕組み
4 医療保険① 病気になったらどうするか
5 医療保険② 保険料と窓口ではいくら払うのか
6 医療保険③ どういう医療を受けられるのか
7 医療保険④補説 高齢者医療、前半部分の補足
8 介護保険① 寝たきりや認知症になったら
9 介護保険② どんな介護サービスが利用可能か
10 雇用保険① 失業したらどうするか
11 雇用保険② 離職を防ぐため、再就職のための

給付
12 労災保険① 仕事や通勤でケガや病気をしたら
13 労災保険② 過労死・過労自殺と労災認定
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。
希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。

担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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LAW300EB（法学 / law 300）

社会保障法Ⅱ

長沼　建一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本の社会保障の仕組みを理解し、法政策上の論点を検討します。
学問性は維持しつつ、知っていると役に立つ（逆に「知らないと損
をする」）事柄を扱いたいと思います。

【到達目標】
自分自身のライフサイクルやライフプランとのかかわりで、基本的
な法制度の内容を理解し、活用できるようになること。
さらにその政策的論点について、考察できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
法制度の基本的な仕組みと、実際の制度の利用方法について説明す
るとともに、法政策的な論点や今後のあり方を検討します。
質問やコメントに次の授業で全体に対して答えます。
講義内で希望する参加者とのやり取り、意見交換も行う予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

公的年金①
年金は何のためにあるのか

2 公的年金②　 いくら払って、いくらもらえるの
か――全国民共通の基礎年金

3 公的年金③ いくら払って、いくらもらえるの
か――サラリーマンの厚生年金

4 公的年金④　 女性のライフサイクルと年金、障
害年金・遺族年金

5 公的年金⑤ 年金財政は大丈夫なのか
6 公的年金⑥補説 年金税制、前半部分の補足
7 私的年金 企業年金・個人年金は頼りになる

か
8 社会福祉等の体系 各福祉分野と公衆衛生などの位置

づけ
9 生活保護① 最後のセーフティネットとして
10 生活保護② 稼働能力の要件
11 障害者福祉 身体障害・知的障害・精神障害
12 児童福祉 保育所・子育て支援
13 社会手当 児童手当、母子家庭への手当
14 補説、まとめ 後半部分の補足、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習、授業内容の復習をおこなう。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
長沼建一郎『図解テキスト社会保険の基礎』（弘文堂）および『ソー
シャルプロブレム入門』（信山社）。

【参考書】
椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障』（有斐閣）。

【成績評価の方法と基準】
テキストおよびノート参照（持ち込み）可の試験により評価する予
定です。期末試験（100％）の予定です。

希望する参加者とのやり取り、意見交換が可能であれば、プラスア
ルファとしてそれによる平常点も勘案します。

【学生の意見等からの気づき】
テキストの使用により、理解しやすいようにします。

【その他の重要事項】
授業の進度によって若干の変更が出る可能性があります。
担当教員の厚生省（現厚生労働省）と金融機関（生命保険会社）で
の実務経験を活かして、実際に役に立つ授業を目指します。
なお担当教員は難聴のため、発言や会話の際は、大きめの声でお願
いします。

【Outline (in English)】
This course deals with social security law.
At the end of the course, students are expected to understand
and discuss social security law.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Mid-term examination: 40%,Term-end examination: 60%
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅰ

高橋　洋

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境問題の構図を理解し、それへの公的対処行動
である環境政策を学ぶことにある。現代において環境問題は、景観
など身近な問題から地球規模の気候変動問題まで多様であるが、政
府による環境政策は一般に十分と言えない場合が多い。学際的な観
点から、そのような政策課題にアプローチし、環境政策のあり方を
考えていく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、環境政策論Ⅱでは個別の環境
問題を検討するため、Ⅰの後にⅡを履修することを強くお勧めする。

【到達目標】
１：環境問題の構図や背景を理解する
２：環境問題に対する公共政策の基礎概念を習得する
３：環境問題への具体的な対処策を考察し、提案する能力を身につ
ける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。いくつかの質問は講義スライ
ドに明記してあるので、事前に予習してくること。受講生は積極的
に発言することが求められ、こちらから指名することもある。授業
で扱う様々な課題に関心を持ち、自主的に調べることも重要である。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 環境問題の定義と分

類
環境と環境問題の定義、環境問題
の分類

第3回 環境問題の歴史的変
遷

産業公害型環境問題、都市生活型
環境問題、地球環境問題

第4回 公共政策の基礎概念 公共政策の定義、公共政策論の基
礎概念、政策分析論と政策過程論

第5回 「市場の失敗」から考
える環境問題

公共財・コモンプール財・自由財、
負の外部性と外部費用

第6回 環境政策の原則 未然防止原則と予防原則、汚染者
負担原則と拡大生産者責任原則

第7回 環境政策の手法 規制的手法と経済的手法、ピグー
税、コースの定理、合意的手法、
情報的手法

第8回 環境政策の発展概念 サステイナビリティ、公共信託理
論、LCA

第9回 環境政策の主体 環境省、経済産業省、環境NGO、
地方自治体

第10回 環境法の体系と環境
訴訟

環境基本法、循環基本法、環境権、
気候変動訴訟

第11回 経済のグローバル化
と地球環境問題

多国籍企業と公害輸出、気候変動
問題、ESG投資

第12回 グループ討論 特定のテーマについてグループ単
位で討論

第13回 環境政策の展望 21世紀の環境問題と環境政策
第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境問題や環
境政策に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは、学習支援シス
テム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大塚直他『18歳からはじめる環境法第２版』(法律文化社、2018年)
・環境経済・政策学会編『環境経済・政策学の基礎知識』（有斐閣、
2006年）
・環境省編『環境・循環型社会・生物多様性白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・デイリー、H.『持続可能な発展の経済学』（みすず書房、2005年）
・松下和夫『環境政策学のすすめ』（丸善出版、2007年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝26点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝58点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
関連資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
済産業省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員と
して、気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してき
た。本講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
environmental problems, master basic skills of environmental
policies, and propose concrete solutions. You will be graded by
such criteria as class participation, a reaction paper, and the
final exam.
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SES200EB（環境創成学 / Sustainable and environmental system development
200）

環境政策論Ⅱ

高橋　洋

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業の目的は、環境政策論Ⅰを踏まえ、様々な環境問題の事例
を取り上げ、それへの政策的対処策を考察することにある。高度経
済成長時代の公害問題、廃棄物問題、気候変動問題などを取り上げ、
それぞれの環境問題の構図を理解するとともに、その政策過程を踏
まえ、対処策を実践的に議論していく。
　環境政策論Ⅰで理論を中心に学び、それを前提に環境政策論Ⅱで
は個別の環境問題を検討するため、Ⅱを履修する前にⅠを履修する
ことを強く勧める。

【到達目標】
１：代表的な環境問題の事例について、理論を踏まえつつ実践的に
理解する
２：気候変動問題などに対して、具体的な対処策を提案する能力を
身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントを使った講義を中心に進める。パワーポイ
ントのPDFスライドを、授業の２日前までにHoppiiに掲載するの
で、一読の上、印刷するなどして授業に持参すること。その上にノー
トを記すことをお勧めする。
　講師は授業中に様々な質問をする。多くの質問は講義スライドに
明記してあるので、事前に準備してくること。受講生は積極的に発
言することが求められ、こちらから指名することもある。第12回授
業では、環境政策をテーマにしたグループ討論を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の紹介 シラバスの説明：授業の内容、進

め方、評価方法
第2回 公害問題と水俣病 公害の定義、水俣病の被害、水俣

病訴訟
第3回 公害問題の構図と環

境基準
経済調和条項、水質汚濁防止法、
大気汚染防止法

第4回 環境庁設置の政治過
程

省際紛争と総合調整、革新自治体
と環境条例、公害国会

第5回 廃棄物問題と循環型
社会

産業廃棄物と一般廃棄物、循環型
社会と3R、産廃処理事業と豊島事
件

第6回 自然環境保護と生物
多様性

自然公園制度、生物多様性条約、
自然共生社会

第7回 都市における環境問
題

都市計画、交通環境政策、モーダ
ルシフト、LRT

第8回 気候変動問題と気候
変動枠組み条約

気候変動の被害、温室効果ガスと
化石燃料、パリ協定

第9回 緩和政策と脱炭素 カーボンプライシング、グリーン
成長、デカップリング、カーボン
ニュートラル

第10回 原子力発電と東京電
力福島第一原発事故

国策民営と立地交付金、放射能汚
染と避難、事故責任と損害賠償

第11回 再生可能エネルギー
と地域社会

再エネと地域経済、再エネ電力の
固定価格買取制度、メガソーラー
の景観破壊問題

第12回 グループ討論 エネルギー・気候変動問題に関す
るテーマを取り上げ、グループ別
に討論

第13回 環境政策の展望 グループ討論のまとめ、21世紀の
環境問題

第14回 授業の総括 授業のまとめ、授業内期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。環境政策や環
境問題に広く関心を有し、日頃からニュースや新聞、インターネッ
ト等で関連する情報を収集しておくこと。

【テキスト（教科書）】
毎回参照する教科書は特にない。講義用スライドは学習支援システ
ム上に毎週授業2日前に掲載する。

【参考書】
・大沼あゆみ・岸本充生『汚染とリスクを制御する』（岩波書店、2015年）
・亀山康子『新・地球環境政策』（昭和堂、2010年）
・環境省編『環境白書』各年版
・倉阪秀史『環境政策論第3版』(信山社、2015年)
・ダイアモンド、J.『文明崩壊上・下』（草思社文庫、2012年）
・高橋洋『エネルギー政策論』（岩波書店、2017年）
・新澤秀則・高村ゆかり『気候変動政策のダイナミズム』（岩波書店、
2015年）
・政野淳子『四大公害病』（中公新書、2013年）
・森晶寿他『環境政策論』(ミネルヴァ書房、2014年)
・鷲田豊明・笹尾俊明編『循環型社会をつくる』（岩波書店、2015年）

【成績評価の方法と基準】
以下の３つの要素から100点満点で評価する。
１：授業貢献点＝28点（授業での発言、質問等）
２：リアクションペーパー＝16点＝8点×2回（A4・1枚程度）
３：期末試験＝56点（自筆ノートのみ持ち込み可）

【学生の意見等からの気づき】
授業内で発言機会が多く、それに授業貢献点という誘因が与えられ
ていること、リアクションペーパーがコメント付きの返信がなされ
ることなどの評価が高く、これらは継続したい。24年度は授業の最
後に時間が足りなくなりがちな点を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムに事前にアクセスし、各回の授業の告知を閲覧し、
資料をダウンロードする。

【その他の重要事項】
担当教員は、内閣官房での2年半の実務経験がある他、内閣府、経
産省、外務省、農林水産省、大阪府・市などの審議会の委員として、
気候変動政策・再生可能エネルギー政策の形成に関与してきた。本
講義の中では、それら政策実務の知見を適宜紹介していく。

【Outline (in English)】
This course teaches basic understandings of environmental
problems and environmental policies to solve them. You
will be able to understand mechanism and background of
various cases of environmental problems, and propose concrete
solutions to them practically.
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SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

グローバル市民社会論Ａ

岡野内　正

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
男女ペアの近代家族に基づく国民経済の自立と国民国家の独立に基づいた諸
国家（ネイション）の連合体が、近代化を達成して人類を幸せに導くというの
が、20世紀の人類の夢であった。その夢はかなわず、21世紀の人類の大多数
は、テロリストを次々に生み出す人格形成の危機、女性への構造的暴力、激
しい民族対立、地球規模の環境破壊で苦しんでいる。この人類社会の危機を
乗り越える新しい夢として、グローバル市民社会という考え方が提唱されて
きた。この授業の目的は、この考え方の概略をつかむことだ。
【到達目標】
人類社会を常に男女ペアの近代家族に基づく国民国家の枠組みから捉えよう
とするやり方を、近代家族イデオロギーに基づく方法論的ナショナリズム、と
いう。一人当たりの生産物の量が絶えず増加することで人類社会が幸福にな
れるという考え方を、近代化論という。20世紀に支配的だったこの二つの考
え方の意義と限界を明確につかむこと。そのうえで、グローバル市民社会論
の意義と限界について議論できるようになることが、この授業の目標だ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に関連。
　 DP についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　グローバル市民社会に関する学術書を精読しつつ、今日の学問状況を批判
的に検討する。受講生は、毎回の授業までに全員がテキストの該当部文につ
いて、次の4点を含む「授業ノート」を作成し、授業支援システムの掲示板に
書き込む。①わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、④
みんなで話し合ってみたいこと。
　毎回の授業の前半部分では、少人数で全員がそれを共有しつつ報告・議論
し、その少人数分科会の座長になった人が、授業後半部分で、自分の分科会
の状況を報告し、それをもとに、講師を含む全員で問題を共有して、議論を
しながら、わからなかったことを解決して知識を増やすとともに、挙げられ
てきたさまざまな論点について、より深い問いを共有していく。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 近代家族イデオロギー、方法論的ナ

ショナリズム、近代化論、グローバル市
民社会論の概略。授業の進め方につい
ての説明。

2 グローバル化とプレカ
リアート

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

3 プレカリアートが増え
る理由

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

4 プレカリアートになる
のは誰か

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

5 移民論 分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

6 労働、仕事、時間圧縮 分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

7 プレカリアート増加の
政治的帰結

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

8 ガイ・スタンディングが
提起する政策的展望

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論

9 グローバル市民社会と
ベーシック・インカム
（序論）

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

10 ベーシックインカムのナ
ミビア実験の概要と結果

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

11 ナミビア実験後の展望
と現状

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

12 ブラジルとインドでの
ベーシックインカム実
験について

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

13 アラスカとイランにつ
いて

分科会と全体討論による、受講生の報
告と教員を交えた議論。

14 ウクライナ、ガザ、…で
の戦争とグローバル市
民社会

分科会と全体討論による、受講生と教
員を交えた議論。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業について「授業ノート」を書き、掲示板に書き込
む。授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正他著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016
年、2000円＋税。
【参考書】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。
岡野内正研究室のサイト（https://takunseminar.ws.hosei.ac.jp/wp/）にある
諸論文。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提とする14回分の授業ノートの内容によって100%評価
します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業ノート」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。国際開発・人権NGOでの長年の
活動経験と観察を踏まえて、授業での討論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of Global Civil Society. Participants
are required to read the textbook on the issues. Presentation of
the outline and some points to discuss on each chapter followed by
discussion with the lecturer in the class will be a good occasion
to understand the main issues on the subjects from the sociological
perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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SOC100EB（社会学 / Sociology 100）

グローバル市民社会論Ｂ

谷本　有美子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、人々の生活にもたらされるグローバル化の影響を幅
広いテーマから捉え、現代社会における市民社会組織と政府・国際機
関との関係に着眼しながら、多主体連携で公共課題を解決する可能
性を探る。具体的には、NPO・NGOに象徴される市民社会組織・非
政府組織が国内外で取り組む、あるいは問題を提起する多様なテー
マにアプローチしていく。ローカル/ナショナル/トランスナショナ
ルといったそれぞれの次元で、市民社会組織による政策提案が公的
な政策形成にインプットされる市民参加のプロセス、両者の連携・
緊張関係が政府や市民社会にもたらす作用等を検討した上で、公共
的な課題を解決するための方策を柔軟に考察する。

【到達目標】
・市民社会の現代的な概念と市民社会組織が課題解決に関わる多様
なテーマを理解する
・セクター間の関係や政府体系等にとらわれず、柔軟に社会課題の
解決主体を検討する思考性を身につける
・社会課題を解決するための手がかりを自ら見出していく能力を開
発する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は講義を基本としつつ、テーマに応じて受講生間の意見交換・
討議を行う時間を適宜設けます。前半は、主に国際政治や国家レベ
ルでの意思決定に関わるテーマ、中盤ではトランスナショナルな取
組みが求められるテーマを扱い、後半では、国内で見出されるグロー
バルな政策課題や地域課題を取り上げます。授業では、主体的に課
題解決策を検討するグループディスカッションを取り入れ、扱った
テーマに関して、適宜リアクションペーパーの提出を求めます。提
出されたリアクションペーパーについては、後日の授業内でいくつ
か取り上げコメントしながら、全体にフィードバックします。
なお、ゲストスピーカーの予定によっては、各回の順序変更があり
得るので、その際は、授業時と学習支援システムを通じ周知する予
定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスとイント

ロダクション
講義の進め方や講義で扱う言葉の
概念等、基本事項について説明す
る

第2回 新しい「市民社会」
の概念と市民社会組
織の現況

「市民社会」概念の現代的潮流と市
民セクターを構成する組織につい
て詳説する

第3回 NGOネットワーク
と国際政治

対人地雷禁止や核軍縮に関わる条
約締結までの過程を取り上げ、そ
のプロセスにおいてNGOネット
ワークが果たした役割を解説する

第4回 沖縄の自治と日本の
安全保障

歴史的な経緯から日本の国防・外
交政策で重視される沖縄の地域特
性を学んだ上で、地域の自治（自
己決定）の問題を考える

第5回 SDGsの理念と
NPO・NGOによる
取組み

「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」の策定過程における
NGOの参画を踏まえて、SDGsの
理念に沿ってNGO/NPOが果たし
ている役割について検討する

第6回 食品ロス削減とフー
ドセキュリティ

フードバンク・フードドライブ活
動から提起される貧困問題と、海
外からの農産物調達に関わる食の
安全保障等の問題を概説し、討議
を行う

第7回 「エシカル消費」の視
点と児童労働・人権
問題

開発途上国で調達される一次産品
と児童労働・人権問題との関わり
を概説した上で、「エシカル消費」
の観点から討議を行う

第8回 日本の水資源管理と
水ビジネスへの対応

日本の水源林管理の現状や水道管
理をグローバル企業に委ねる動向
等を概説し、人々の命に直結する
水資源管理の今後について討議す
る

第9回 国境を超える廃棄物
と環境汚染の問題

海洋プラスチック問題をはじめ、
国境を超えて環境汚染をもたらす
可能性がある国内廃棄物の処理問
題について、排出規制の観点から
検討する

第10回 グローバルヘルス政
策と健康格差

日本の国家戦略として推進されて
いる「グローバルヘルス戦略」の
動向等を概説し、健康格差の観点
から諸課題について討議する。

第11回 ジェンダー平等と多
文化共生

ジェンダーの国際規範「女性差別
撤廃条約」等の観点から、日本の
現状を検討するとともに、日本社
会において外国にルーツを持つ女
性やこどもたちが抱える問題を認
識し、それに対する支援の可能性
について討議する

第12回 人間の安全保障―自
殺対策の取組みから

自殺対策基本法の制定過程を取り
上げ、政府案とNPO提案との法制
化に求めるものの相違を検討する

第13回 市民社会からの問題
提起

講義で扱うテーマと関連する活動
の実践者をゲストスピーカーとし
て招き、受講生が質疑を行う

第14回 グローバル市民社会
の展望

振り返りの全体討議を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
授業内で取り上げたテーマについては、授業後に新聞記事や参考文
献等を自ら探索して、さらに理解を深めるようにしてください。
少なくとも週に２回程度は新聞の国際面に目を通し、掲載されている
記事と自分たちの生活とのつながりを調べる時間を作ってください。

【テキスト（教科書）】
テキストは特に使用しません。授業の際にレジュメとテーマに沿っ
た資料を配付します。

【参考書】
各回のテーマに沿った文献を授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（25％）と討議への参加状況（10％）、期末
の論述試験（65％）を併せて総合的に評価します。大学の授業実施
方針に応じ、期末はレポートに変更する可能性があります。変更の
際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの質疑を踏まえ、後日の授業で補足説明や追加資料の提供
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。
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【Outline (in English)】
In this lecture, we will grasp the influence of globalization
on people’s lives from a wide range of themes. While
focusing on the relationship between civil society organizations
and governments and international organizations in modern
society, we will explore the possibility of solving public
issues through multi-center collaboration. Specifically, we
will approach a variety of themes that civil society and
non-governmental organizations, symbolized by NPOs and
NGOs, are working on or raising issues in Japan and
overseas. Civil society in each dimension such as local /
national / transnational. We will examine the process of civic
participation in which policy proposals by organizations are
input to public policy formation, and the effects of cooperation
and tension between the two on the government and civil
society. Through these, we will flexibly consider measures to
solve public issues.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To understand the modern concepts of civil society and
various themes related to problem solving by civil society
organizations.
-B. To acquire the thinking ability to flexibly consider the
solution of social issues regardless of the relationship between
sectors and the government system.
-C. To develop the ability to find clues to solve social issues
Before/after each class meeting, your study time will be about
two hours.
Students will be expected to search newspaper articles and
references for the themes taken up in the class by yourself after
the class to deepen your understanding. To read the foreign
news in the newspaper at least twice a week and make time to
find out the link with daily life.
Your overall grade will be decided based on the following,
Reaction papers (25%), participation in discussions (10%), and
term-end essay exam (65%).The term-end exam may change to
the report according to the university’s class implementation
policy. It will be informed by the learning support system of
any changes.
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POL200EB（政治学 / Politics 200）

地方自治論Ⅰ

谷本　有美子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2000年の地方分権改革や平成の大合併を経て、21世紀の地方自治
では公共サービスの担い手が民へと拡大し、行政と民間の役割分担
が大きく変化してきました。同時に少子高齢化の進行や人口減少が
社会問題化する中で、政府が自治体に対し「人口ビジョン」や「地
方版総合戦略」の策定を求めるなど、自治体が将来を見通しながら
地域をマネジメントする責任が問われてきています。
この授業では、受講生が自治体の主人公の「市民(Citizen)」として
地方自治に関わる際の基礎知識を習得し、これからの地方自治のあ
り方について主体的に思考する力を身につけることを目的とします。

【到達目標】
・地方自治の歴史や理論、制度に関する基本的な知識を身につける
・地方自治の最近の動きを市民としての主体性を持って理解し、自
らの考察を踏まえて判断できるような教養を身につける

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントやレジュメを使用し、講義形式で進めます。
新聞記事等を活用して可能な限り地方自治の最近の動きを交えます。
取り扱った内容に関連して、適宜、リアクションペーパーの提出を
求めます。提出されたリアクションペーパーについては、授業内で
いくつか取り上げて全体に向けてフィードバックしていきます。
前半は、地方自治の成り立ちや歴史的変遷、欧米諸国との比較を通
して日本の地方自治の特徴を学びます。その上で、基本的なしくみ
の解説と現場の運用事例の紹介をしながら、市民の視点で地方自治
を実践的に検討していきます。
後半では、国地方を通じた事務処理体制や中央地方の政府間関係も
取り上げ、分権型の地方自治のあり方を考察します。それらを踏ま
えて、市民の政府としての自治体に必要なシステムについて、見識
を深めていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス－「地方

自治」と「自治」の
概念

「地方自治」と「共同体の自治」と
の含意を概説し、講義で扱う内容
を俯瞰する

第2回 地方自治制度の比較
（欧米諸国と日本）

日本の地方自治に影響を与えた欧
米諸国の地方自治制度との比較の
中から、日本の地方自治制度の特
色を認識する

第3回 近代日本の地方自治
制

明治維新以降の日本の地方制度を
学びながら、近代日本における国
家と地方自治との関係性を理解す
る

第4回 地方自治の保障と集
権的な行財政制度

戦後憲法で保障された地方自治の
意義を踏まえつつ、講和期からの
中央集権的な制度改革で構築され
た行財政制度の特性を理解する

第5回 大都市自治体の特例
と都市問題への対応

指定都市や中核市等の大都市制度
と東京の都区制度を概説したうえ
で、人口が集中した大都市におけ
る自治体の役割や課題を検討する

第6回 二元代表制と長の
リーダーシップ

二元代表で機関対立主義を採る自
治体統治機構について概説し、そ
の特色である首長（執行機関）の
優位性に着目して、自治体運営で
発揮される長のリーダーシップを
考察する

第7回 自治体議会と地域政
治

住民の代表として行政監視機能を
果たす議会の活動を概説し、二元
代表制における議会の政治的役割
という観点から、議会による政策
形成の可能性と代表制のあり方を
考察する

第8回 住民自治を支える参
加のシステム

地方自治法に定めのある住民の直
接請求権や自治体が独自に定める
市民参加のしくみを取り上げ、市
民が主人公となる地方自治の民主
主義的機能について検討する

第9回 自治体財政と住民の
税負担

全国的な財政調整・財源保障制度
を基礎に成り立つ自治体財政の特
色を踏まえつつ、住民が負担する
税の側面に着目して、地方自治の
受益と負担という関係性を検討す
る

第10回 21世紀の中央地方関
係と自治体の自律性

2000年地方分権改革を経た対等な
国地方関係のもとで、国と自治体
との政策思考が対立した場合の調
停のしくみを概説した上で、現実
に自治体が直面している課題につ
いて考察する

第11回 民に広がる公共サー
ビス

公共サービスの担い手を民へと拡
大するために導入された指定管理
者制度・ＰＦＩ、独立行政法人制
度等の諸制度や、自治体レベルで
ＮＰＯや地域住民組織とパート
ナーシップの名の下で展開する事
業を学びつつ、公民の役割分担が
大きく変化している現状について
理解を深める

第12回 住民自治組織と地域
コミュニティ

近年、各地で運用されている住民
自治組織等の事例を取り上げなが
ら、地域社会における住民の自治
と地域コミュニティの問題を自治
体政策の観点から検討する

第13回 人口減少時代の自治
体の役割

平成の大合併を経て市町村数は３
分の１に減少した。合併の功罪に
は今もさまざまな論議がある中、
国は行政サービス維持の観点から、
自治体間連携や公民連携の可能性
を提示している。ここでは「住民
自治」と「自治体の規模」の観点
から、自治体の役割を検討する

第14回「市民の政府」たる自
治体のあり方

自治体を「市民の政府」として運
用するにはどのようなシステムが
必要か。自治基本条例や総合計画
など自治体運営の基本的なルール
の活用事例を参考にしながら、「市
民」的な視点から今後の可能性を
考えていく

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
・授業で取り上げた内容に関連した新聞記事を検索する等の情報収
集を行う
・自分の住んでいる自治体の状況を調べる
・地方自治に関連のあると考える新聞記事を日常的に読む
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【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。授業時にレジュメと資料を配付し
ます。

【参考書】
・大森彌／大杉覚『これからの地方自治の教科書　改訂版』（第一法規）
・幸田雅治編著『地方自治論－変化と未来』（法律文化社）
その他の参考文献は授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績は、期末の論述試験（75％)に授業内のリアクションペーパー・
小レポート提出状況等（25％）を加味し、総合的に評価します。大
学の授業実施方針に応じ、期末はレポート提出に変更する可能性が
あります。変更の際は学習支援システムでお知らせします。

【学生の意見等からの気づき】
学生の質問や理解度に応じ、後日授業での補足説明や追加資料配布
を行います。

【学生が準備すべき機器他】
レジュメ以外の資料配布は、学習支援システムを通じて行います。

【Outline (in English)】
The role of public services in the local autonomy in the 21st
century has expanded to the private sector, and the division
of roles between the administration and the private sector
has changed significantly in Japan. At the same time, with
the declining birthrate and aging population and the declining
population becoming a social issue, the local government
take responsibility to keep the area sustainable while making
predictions about the future.
In this class students will learn the basic knowledge of local
government as a “ Citizen ”, the main character of a local
government, and to acquire the ability to think independently
about the future of local government.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. To acquire basic knowledge about the history, theory, and
system of local autonomy
-B. To acquire a citizenship literacy that allows you to
understand the recent movements of local government and
make decisions based on your own consideration.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Students will be expected to collect information such as
searching for newspaper articles related to the content taken
up in the class and check the situation of the municipality
where you live. Read newspaper articles routinely that are
considered be related to the local governments.
Your overall grade will be decided based on the following,
Term-end essay exam (75%), short reports or in-class reaction
papers (25%). The term-end exam may change to the report
according to the university’s class implementation policy. It
will be informed by the learning support system of any changes.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

国際協力論

岡野内　正

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際協力とは、南北問題の解決をめざす諸国家と諸国民のさまざまな活動のこ
とだ。南北問題とは、貧しい南の国々と豊かな北の国々との間での、貧富の
格差から起こるさまざまの問題のことだ。しかし、20世紀後半以降の国際協
力は、南北問題を解決できていない。この失敗の原因を探究するうえで、欠
かせない論点の概略をつかむ。
【到達目標】
①国際協力に関する学術書の内容を的確に理解する力をつける。②さらに批
判的に読解する力をつける。③学術的討論の流れをつかむ力をつける。④学
術的討論を批判的に評価する力をつける。⑤国際協力について問いをたて、質
問し、答えを聞き、さらに自分なりの問いを発展させる力をつける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
国際協力についての担当教員の新著を精読しつつ、今日の学問状況を批判的に
検討する。受講生は全員が、毎回の授業前までに、「授業日誌」を作成して、
掲示板に書きこんでいく。「授業日誌」は、テキストの該当箇所を読んで、①
わかったこと、②わからなかったこと、③調べてみたこと、、④みんなで話し
合ってみたいこと、を含むこと。授業前半ではZOOMのブレークアウトセッ
ションを用いて、少人数分科会で全員が各自の授業日誌を共有しながら議論
し、後半では、少人数分科会の座長になった人が分科会の状況を報告し、講
師を含む全員で議論することで、どうしてもわからない問題を解決し、調べ
てきたことを共有し、さらにより深い問いをもてるようにする。
フィードバックは、授業時間中および前後での質問時間で、さらにHoppiの
掲示板を用いたやりとり、そして、オフィスアワーやメールでの直接連絡を
通じて密接に行っていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 国際協力をめぐる学問

状況
授業説明と受講生による自由討論。

2 批判開発論とグローバ
ル・ベーシック・インカ
ム構想

受講生の報告と教員を交えた議論

3 開発援助から民衆中心
開発戦略への転換―
コーテン

受講生の報告と教員を交えた議論

4 開発援助への再挑戦―
サックス

受講生の報告と教員を交えた議論

5 脱開発の世界秩序再編
―ザックス

受講生の報告と教員を交えた議論

6 グローバル企業支配の
告発―ジョージ

受講生の報告と教員を交えた議論

7 グローバル帝国転覆の
論理―ネグリ

受講生の報告と教員を交えた議論

8 グローバル資本主義学派
のグローバル企業権力論

受講生の報告と教員を交えた議論

9 国連SDGsの論理 受講生の報告と教員を交えた議論
10 コロナ・パンデミックと

宇宙開発
受講生報告と教員を交えた議論

11 グローバル・ベーシッ
ク・インカム構想

受講生報告と教員を交えた議論

12 歴史的不正義に関する
正義回復論

受講生報告と教員を交えた議論

13 グローバル企業資本の
植民地的起源

受講生報告と教員を交えた議論。授業
日誌の提出。

14 真の国際協力とは何か？ 受講生報告と教員を交えた議論
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストを読み、毎回の授業までに「授業日誌」を書く。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
岡野内正『グローバル・ベーシック・インカム構想の射程』法律文化社、2021
年、3300円+税。

【参考書】
阪本公美子・岡野内正・山中達也編著『日本の国際協力　中東・アフリカ編』
ミネルヴァ書房、2021年、4000円+税。
ガイ・スタンディング著、岡野内正監訳『プレカリアート』法律文化社、2016
年、3000円＋税。
岡野内正著訳『グローバル・ベーシック・インカム入門』明石書店、2016年、
2000円＋税。
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業参加を前提に、掲示板に書き込まれた授業日誌の各項目について、
25%ずつ100%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
一回限りの試験ではなく、毎回の授業の積み重ねを評価してほしいという要
望に応えて、「授業日誌」での評価を導入してみました。
【その他の重要事項】
「実務経験のある教員による授業」に該当。教室討論の中で、国際開発・人権
NGO活動への長年の参加経験と観察を踏まえた議論を展開します。
【Outline (in English)】
A kind of seminar class on the issues of International Cooperation.
Participants are required to read the textbook on the issues.
Presentation of the outline and some points to discuss on each chapter
followed by discussion with the lecturer in the class will be a good
occasion to understand the main issues on the subjects from the
sociological perspective.
[Learning Objectives] At the end of the course, students are expected to
think about academic issues critically and enjoy discussing on them.
[Learning activities outside of classroom] Students will be expected to
have completed the required assignments before and after each class
meeting. Your study time will be more than four hours for a class.
[Grading Criteria /Policies] Your overall grade in the class will be
decided based on the following: Before-class reports in HOPPI: 40%、
After-class reports in HOPPI: 30%、in class contribution: 30%.
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学への招待

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会学とはいかなる学問領域かということを探求しながら、専門
学習に向けて自らの問題関心を醸成することを目的とする。

【到達目標】
　社会学という学問領域の特徴・特性を学び、専門学習のための手
がかりをつかむ。それは、2年次からの専門演習の選択（ゼミ選び）
の助けにもなるはずである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　毎回オムニバス形式で、社会学を専門とする講師陣が、それぞれ
の専門分野をベースに、いま一番おもしろいと感じている研究テー
マや研究方法等について講義する。社会学という学問は、何を対象
とするかというより、対象に対して向ける視線や姿勢、切り口にこ
そその特質がある。各講師の講義を聴くことで、社会学の多様性と
同時に、そこに一貫して流れるこの学問のもつ特質・特徴について
考えていく。
　なお、毎回授業の最後にリアクションペーパーを提出してもらう。
授業計画は下記の通り（但し、若干の変更可能性あり）。リアクショ
ンペーパーについては、各回の担当教員がそれぞれの方法でフィー
ドバックを行う（フィードバックの有無の方針も含む）。対面授業で
実施予定。学習支援システムの指示に注意すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本科目の概要説明（堀川三郎）
2 我問う，ゆえに我あ

り：大学への招待，
社会学への入門

講師：堀川三郎

3 態度の社会学 講師：池田裕
4 記憶と語りの社会学 講師：鈴木智之
5 「ただしさ」を社会学

してみる
講師：斎藤友里子

6 社会問題へのアプ
ローチ

講師：三井さよ

7 若者の居場所におけ
る信頼の構造

講師：樋口明彦

8 社会心理学のまなざ
し

講師：土倉英志

9 国際移住の社会学を
考える

講師：田嶋淳子

10 地域文化の社会学 講師：武田俊輔
11 ＜歴史＞から問う社

会学
講師：鈴木智道

12 国籍について考える 講師：佐藤成基
13 社会システムをはみ

出す人間
講師：徳安彰

14 まとめ 各講義の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自、授業で紹介のあった文献等を読み、授業内容についての理
解を深め、発展させる。本授業の復習時間は各4時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。

【参考書】
（1）舩橋晴俊（2012）『社会学をいかに学ぶか』（現代社会学ライブ
ラリー2）弘文堂。
（2）長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬志（2019）『新版社
会学』（New Liberal Arts Selection）有斐閣。
（3）玉野和志編（2016）『ブリッジブック社会学〔第2版〕』（Bridgebook
Series）信山社。

【成績評価の方法と基準】
　授業内期末試験（100%）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　該当なし

【Outline (in English)】
　 This course introduces the nature of sociology to students
taking this course. At the end of this course, students will
be expected to be able to think sociologically. Students will
be expected to have the required assignments after each class
meeting. Your study time will be more than two hours for a
class.
　Your overall grade in the class will be decided based on the
term-end examination (100%).
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学入門Ｂ

斎藤　友里子、鈴木　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：新入生はクラス指定あり。詳細は「ガイダン
ス配布資料」参照。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会学の基本概念のいくつかを学習することを通して、「社会学とい
う学問」の考え方に触れ、社会現象を理論的に把握するとはどうい
うことかを理解する。
この講義は、これから大学で社会学を学ぼうとする学生のための「入
門」科目として設定されている。「社会学はとらえどころがない」、
「どうやって勉強していけばよいのかわからない」という声をしばし
ば耳にする。確かにこの学問は、その対象領域も多様で、理論的に
も複数の立場に拡散している。しかし、社会学を研究する者が身に
つけておくべきベーシックな考え方は確かにある。そして、これを
つかみとるためのひとつの方法は、社会学に固有の「言葉」を学ぶ
ことである。言葉には、これを使う人々（社会学者たち）の考え方
がしみこんでいる。その意味を学び、用法に触れ、これを使ってみ
て、自分自身の言葉のうちにとりこんでいくことによって、社会学
的な思考への第一歩を踏み出すことができるはずである。

【到達目標】
社会学における基礎的な概念を、現実的な問題と関連付けながら理
解する。それを通して社会学的な思考法を身につける。この授業で
は、毎回1つ（または2つ）の「社会学の基礎概念」とそれに関連す
る社会現象について学び、それを通して、社会学的に考え、記述し、
分析するスタイルを習得していく。また基礎概念の理解と応用を通
じて、学生個々人が自分の社会学を始めるための手がかりを獲得す
ることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は、前半を鈴木智之が、後半を斎藤友里子が担当する。講義テー
マの順番には変更がありうる。講義時に受けつけた授業内容に関する
質問に対する回答を教材として活用する形でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鈴木担当 ガイダンス
2 鈴木担当第1回 アノミー
3 鈴木担当第2回 秘密（社会化の形式としての）
4 鈴木担当第3回 純粋関係
5 鈴木担当第4回 ラベリング
6 鈴木担当第5回 スティグマ
7 鈴木担当第6回 感情労働
8 試験 試験・まとめと解説
9 斎藤担当第1回 予言の自己成就
10 斎藤担当第2回 秩序問題
11 斎藤担当第3回 交換と互酬性
12 斎藤担当第4回 信頼
13 斎藤担当第5回 一般化された他者
14 斎藤担当第6回 相互行為儀礼

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義のキーワードについて、関連文献を読んで理解を深める。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない｡

【参考書】
授業中に随時指示する｡

【成績評価の方法と基準】
学期中に１回、期末に１回の試験を行い、その評価を合計して成績
をつける。単位を修得するためには、必ず２回の試験を受けなけれ
ばならない（どちらか一方しか試験を受けていない場合は不合格と
なる）。前半６回分の試験を50%、後半６回分の試験を50%として
評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業内容に対する個々の学生の理解を、その都度、確認する。

【その他の重要事項】
この授業を「社会学入門Ａ」とあわせて履修することによって、よ
り多くの領域をカバーできるようにしておくことを推奨する。

【Outline (in English)】
The objective of this course is to provide you an opportunity
to know the essence of sociological thinking and introduce its
way to approach and grasp social phenomena with some basic
sociological concepts.
Accordingly, the goal of the course for you is to acquire
ability to see and understand contemporary social issues from
sociological point of view. To accomplish this goal, you are
expected to study class materials and other related works in
sociology. Expected study time for each class is about four
hours.
The overall grade will be decided based on the mid-term and
final examinations (50% each).
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

社会学入門Ｂ

斎藤　友里子、鈴木　智之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：新入生はクラス指定あり。詳細は「ガイダン
ス配布資料」参照。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会学の基本概念のいくつかを学習することを通して、「社会学とい
う学問」の考え方に触れ、社会現象を理論的に把握するとはどうい
うことかを理解する。
この講義は、これから大学で社会学を学ぼうとする学生のための「入
門」科目として設定されている。「社会学はとらえどころがない」、
「どうやって勉強していけばよいのかわからない」という声をしばし
ば耳にする。確かにこの学問は、その対象領域も多様で、理論的に
も複数の立場に拡散している。しかし、社会学を研究する者が身に
つけておくべきベーシックな考え方は確かにある。そして、これを
つかみとるためのひとつの方法は、社会学に固有の「言葉」を学ぶ
ことである。言葉には、これを使う人々（社会学者たち）の考え方
がしみこんでいる。その意味を学び、用法に触れ、これを使ってみ
て、自分自身の言葉のうちにとりこんでいくことによって、社会学
的な思考への第一歩を踏み出すことができるはずである。

【到達目標】
社会学における基礎的な概念を、現実的な問題と関連付けながら理
解する。それを通して社会学的な思考法を身につける。この授業で
は、毎回1つ（または2つ）の「社会学の基礎概念」とそれに関連す
る社会現象について学び、それを通して、社会学的に考え、記述し、
分析するスタイルを習得していく。また基礎概念の理解と応用を通
じて、学生個々人が自分の社会学を始めるための手がかりを獲得す
ることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は、前半を鈴木智之が、後半を斎藤友里子が担当する。講義テー
マの順番には変更がありうる。講義時に受けつけた授業内容に関する
質問に対する回答を教材として活用する形でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鈴木担当第1回 アノミー
2 鈴木担当第2回 秘密（社会化の形式としての）
3 鈴木担当第3回 純粋関係
4 鈴木担当第4回 ラベリング
5 鈴木担当第5回 スティグマ
6 鈴木担当第6回 感情労働
7 試験 試験・まとめと解説
8 斎藤担当第1回 予言の自己成就
9 斎藤担当第2回 秩序問題
10 斎藤担当第3回 交換と互酬性
11 斎藤担当第4回 信頼
12 斎藤担当第5回 一般化された他者
13 斎藤担当第6回 相互行為儀礼
14 試験 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義のキーワードについて、関連文献を読んで理解を深める。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない｡

【参考書】
授業中に随時指示する｡

【成績評価の方法と基準】
学期中に１回、期末に１回の試験を行い、その評価を合計して成績
をつける。単位を修得するためには、必ず２回の試験を受けなけれ
ばならない（どちらか一方しか試験を受けていない場合は不合格と
なる）。前半６回分の試験を50%、後半６回分の試験を50%として
評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業内容に対する個々の学生の理解を、その都度、確認する。

【その他の重要事項】
この授業を「社会学入門Ａ」とあわせて履修することによって、よ
り多くの領域をカバーできるようにしておくことを推奨する。

【Outline (in English)】
The objective of this course is to provide you an opportunity
to know the essence of sociological thinking and introduce its
way to approach and grasp social phenomena with some basic
sociological concepts.
Accordingly, the goal of the course for you is to acquire
ability to see and understand contemporary social issues from
sociological point of view. To accomplish this goal, you are
expected to study class materials and other related works in
sociology. Expected study time for each class is about four
hours.
The overall grade will be decided based on the mid-term and
final examinations (50% each).

— 1093 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200EC, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology
200 ,社会学 / Sociology 200）

社会学理論ＡⅡ

鈴木　智之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ハビトゥス」と「ナラティヴ」という二つの概念を軸に、「社会的
存在」としての「個人」の成り立ちについて考える。

【到達目標】
「私」という存在は、社会生活の累積の中で作られていく、複雑な社
会的構成体である。「私」はなぜ今あるような「私」なのか。「私」が
「私」であろうとすることが、どのような社会の成り立ちに結びつい
ているのか。これを概念的に分析し、言語化できるようになること
を目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP8・DP11に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
毎回配布するレジュメを用いて講義を行う。
リアクションペーパーの提出を求めるが、これは成績評価につなが
るものではない。
リアクションペーパーからいくつかを選択し、次週の講義において
回答する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「個人存在」の社会学という視点
第2回 「個人存在の社会学」

の理論的基礎（１）
デュルケム社会学における「個人」

第3回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（２）

G.H.ミードの「社会的自己」論

第4回 「個人存在の社会学」
の理論的基礎（３）

G．ジンメルの「社交圏の分離」
と「個人の自立」論

第5回 「ハビトゥス」の理論
（１）

社会的なるものの身体化

第6回 「ハビトゥス」の理論
（２）

身体化された文化と不平等の再生
産

第7回 「ハビトゥス」の理論
（３）

感覚の社会的依存性

第8回 「ハビトゥス」の理論
（４）

複数のハビトゥス

第9回 物語としての自己
（１）

認知と判断の形式としてのナラ
ティヴ

第10回 物語としての自己
（２）

再帰的な語りと自己の構築

第11回 物語としての自己
（３）

病いの語り

第12回 物語としての自己
（４）

自己物語の困難

第13回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（１）

ハビトゥスをめぐる語り

第14回 ハビトゥスとナラ
ティヴ（２）

ナラティヴ・ハビトゥス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の講義によって提起された問いを、自分自身の現実に適用して、
「私」という存在の成り立ちについて考える。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。

【参考書】
B.ライール『複数的人間』法政大学出版局、2013年
A.W.フランク『傷ついた物語の語り手　身体・病い・倫理』ゆみる
出版、2002年
他は随時指示する

【成績評価の方法と基準】
学期末の試験によって評価する (100%)。

【学生の意見等からの気づき】
教室での受講が講義の理解度に大きく関わっているようです。積極
的な参加を求めます。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
講義内容の構成は、学生のリアクションや、新しいテクストなどと
の出会いによって、変更される場合があります。

【Outline (in English)】
The aim of this lecture is to understand the theoretical
frames of sociology of the self, and to demonstrate knowledges
and analysis on concrete situations. At he end of the
course, students are expected to be able to analyze the social
constitution of individual being.
After each class, students are expected to spend two hours to
understnad the course content.
Grading will be decided based on the term-end examina-
tion(100%).
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

歴史社会学Ⅰ

鈴木　智道

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「歴史を通して考える」という全体を貫く主題のもと、いくつかのよ
り身近なテーマを素材にしながら、日本社会の歴史的経験を、とり
わけ明治以降に照準しつつ（必要に応じてその外側に広がる地理的
空間をも視野に入れつつ）読み解いていくことで、われわれの今日
の生活世界や社会生活のあり方を、その起源にまで遡って再認識し
ていく。同時に、そうした作業を通して、より大きくは “｢近代」と
は何か”という問題を相対的な視野のなかで捉え直していく。

【到達目標】
・社会学的な歴史研究の射程を理解しながら、そこから立ち上がる
「歴史」からの問いに対して、一人ひとりが対峙できる地点に至る。
・あわせて、歴史的な視点が、〈いま・ここ〉を見据え、考える手段
としてどのような可能性をもっているかということについて、掘り
下げた視点から考えられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
原則的に講義形式で授業を進めていく。その都度「考える素材」を
提示し、リアクションペーパーやレポートを通して、その回答を求
める。
リアクションペーパーについては、可能な限り授業内でフィードバッ
クを行う。レポートについては、求めに応じてオフィスアワーで講
評を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 総論・概要説明
2 〈文明化〉する社会①〈伝統〉から〈文明〉へ
3 〈文明化〉する社会② 社会秩序としての〈近代〉
4 〈文明化〉する社会③ 社会秩序を支える「身体」
5 〈都市〉に暮らす① 近代都市の離陸と空間編制
6 〈都市〉に暮らす② 理想的な都市のあり方を求めて
7 〈都市〉に暮らす③ 都市郊外の開発と都市型ライフス

タイル
8 〈職〉に就く① メリトクラシー社会としての近代

社会
9 〈職〉に就く② 学校と職業の不幸な関係
10 〈職〉に就く③ 「身分」から「職業」へ
11 〈家族〉をつくる① 〈家族〉の歴史性
12 〈家族〉をつくる② 「家庭」的な〈家族〉の誕生
13 〈家族〉をつくる③ イデオロギーとしての〈近代家族〉
14 エピローグ 「歴史」からの問い

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各トピックごとに提示される参考文献一覧のうち、興味をもった
文献を手に取り、通読してみることで、授業内容について理解を深
める。
・中間および期末の2度にわたり、授業内容をふまえた課題について
レポートを執筆する。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。適宜レジュメを配布し、それに基づき講義を
進めていく。

【参考書】
授業中に適宜紹介していく。

【成績評価の方法と基準】
課題レポート（20％×2回）＋学期末試験（60％）により評価をお
こなう。
なお、2本の課題レポートの提出は、学期末試験の受験のための必須
条件である。

【学生の意見等からの気づき】
快適な教室環境を作り出すよう気を配る。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to rethink some topics on Japanese
experiences of the period after the Meiji Restoration from the
sociological perspective. Students are expected to be able to
think about history as a tool for investigating the present-day
society.
Your study time will be more than four hours for a class.
Grading will be decided based on Report I & II (20%×2) and
Term-end examination (60%).
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社会学総合特講Ａ

鈴木　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人はいかにして物語とともに生き、物語によって生かされているの
か。この問いを中心に、社会学的探求の方法としての「ナラティヴ」
の可能性を考察します。A.W.フランクの著作『物語を息づかせる』
をベースとして、「物語り」を研究の対象としてだけでなく、探求の
方法として生かす道を探っていきます。物語の語り手となることに
よって、対話的な分析の技法を習得することを目指します。

【到達目標】
A.W.フランクの「ソシオナラトロジー」の基本的な考え方を学び、
これをもとに「対話的ナラティヴ分析」の基本的な技法を習得する。
いくつかの物語テクストを読み、これに「語りによる応答」を行う
ことを通じて、「対話的な分析実践」を重ね、その効力を再帰的に評
価することを試みる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP8に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
基本的には「講義」の形態を取るが、学期中に数回「課題」として、
受講生自身が「語り」を作成し、これをクラス全体でふり返る機会
を設ける。
このほかに、リアクションペーパーの提出を毎回求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 社会学的探求の対象

／方法としてのナラ
ティヴ

ナラティヴ・アプローチの基本的
な考え方

第2回 構築主義的方法論の
隘路

構築主義的な相対化の限界を超え
ていくために

第3回 病いの語り A.W.フランク『傷ついた物語の語
り手』とその方法論

第4回 ソシオナラトロジー
とは何か

アクターとしての「物語」

第5回 物語の危険 ナラティヴ・ハビトゥスと物語の
フレイミング効果

第6回 物語の危険を超えて
（１）

グロスマンとともにサムソン神話
を読む

第7回 物語の危険を超えて
（２）

戦争の語りを語り直す

第8回 カウンターナラティ
ヴ（１）

現実に抗するすべとしての「物語
り」

第9回 カウンターナラティ
ヴ（２）

瀬尾夏美『声の地層』を読む

第10回 伴侶としての物語
（１）

人はいかにして物語とともに生き
るのか

第11回 伴侶としての物語
（２）

フランとともに『リア王』を読む

第12回 他者の語り（１） 他者の声を真似る
第13回 他者の語り（２） 他者として語る
第14回 ソシオナラトロジー

の可能性
講義をふり返る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
A.W.Frank, Letting Stories Breathe, a socionarratology,
University of Chicago Press.

【参考書】
A.W.Frank, King Lear, Shakespeare’s Dak Consolation, Oxford
University Press, 2022. 他は毎回の講義にて指示する。

【成績評価の方法と基準】
学期末のレポート（60％）、講義中に提出された課題（40％）をも
とに評価する。

【学生の意見等からの気づき】
継続的な積極的参加が、講義の理解において不可欠であるようです。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
　受講生は、学期中、いくつかの物語作品を各自で読み、これを踏
まえて課題の提出を行うことが求めらる。現時点では、『聖書』（士
師記）、瀬尾夏美『声の断想』（生きのびるブックス、2023年）、W.
シェイクスピア『リア王』（誰の訳でもよいが、鈴木は松岡訳、ちく
ま文庫、1997年を使用の予定）を候補としている。
　各回の講義の内容や順番は、進行に伴って変更されることがある。

【Outline (in English)】
How do you live with strories? How are you animated by
strories? We explore the possibility of "narrative" as a method
of sociological investigations.Baed on Letting Stories Breathe
by A. W.Frank, we aim to gain the competence of dialogical
narrative analysis.
Grading will be decided on final report(60%) and on mid-term
assignments(40%).
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社会調査実習

田嶋　淳子

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：木2/Thu.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本実習の目的は社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度のテーマは
『多文化共生のありかをもとめて』について考える。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。
　本実習においては、都市地域社会を対象とするフィールドワーク
を通じ、調査の流れに沿って、作業プロセスを体験します。地域へ
のアプローチの仕方から問題の析出とドキュメント分析およびイン
タビューなどの調査プロセスを通じ、調査報告書の作成に至る社会
調査の全プロセスを把握します。毎回の課題は学習支援システムの
課題で設定します。提出物はコメントをつけて返却します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 調査概要と調査地に

ついて
調査地についての文献検索及び統
計データの収集

2 調査報告書を読む 調査報告書を参考に調査報告の書
き方を学ぶ

3 既存データの収集お
よび講読

参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把握
する

4 調査対象のリスト作
成

データの収集と共有化

5 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成作
業、文献の講読を通じて、問題意
識の明確化をはかる

6 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研究
計画の立案

7 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の収
集と講読、レポート

8 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織へのインタ
ビューから把握する（地域似展開
する地域組織・同郷団体、外国人
学校など）

9 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

10 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

11 調査の準備作業 データの共有化
12 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の検

討

13 調査計画の立案 夏休み中の調査計画立案
14 夏休み調査の準備作

業
調査対象者へのアプローチとアポ
イントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
インタビューデータの確認

17 データの分析作業 分析作業を進める（各自の担当部
分と全体とのつながり）

18 データの分析作業 サブ・グループを作り、データ分
析作業

19 データの分析作業 データ分析から各自のテーマ化
20 補足調査実施 各自のテーマに必要な補足調査を

実施
21 既往文献の再検索 既往文献を再検索する
22 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
23 プリゼンテーション

の準備
PPTを使った発表の仕方

24 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論文

のテーマを調整
26 報告書の執筆作業 報告原稿の完成に向けたブラッ

シュアップ
27 報告書の執筆作業 論文の書き方
28 報告書の執筆作業 報告書の完成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加すること。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
各年度で作成した調査報告書（これらは配布または貸し出し予定）
社会調査実習報告書、2023『コミュニティとしての横浜中華街Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書、2022『市民としての貢献　PartⅡ』
社会調査実習報告書、2021『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅢ）』
社会調査実習報告書、2020『グローバル化の中の池袋ーその過去・
現在・未来（PartⅡ）』
社会調査実習報告書,2019『多文化共生のありかをもとめて　Part
Ⅳ』
社会調査実習報告書,2018『コミュニティとしての横浜中華街　Part
Ⅲ』

【参考書】
田嶋ゼミ社会調査報告書,『多文化共生のありかをもとめてⅠ、Ⅱ、
Ⅲ』。
田嶋淳子「池袋・新宿調査からの20年」『社会と調査』第4号,2010年。
田嶋淳子、2010『国際移住の社会学ー東アジアのグローバル化を考
える』明石書店。
田嶋ゼミナール『グローバル化の中の池袋』2010年調査報告。

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will learn how to conduct qualitative social research.
The subject is to study Okubo Koreantown as a Community.
Learning Objectives
Students will learn the entire process of conducting social
research, including how to plan and carry it out.
Learning Activities Outside Class
Preparatory activities will be vital to do assignments given in
class, either on a group or individual basis. Standard duration
for preparation and review will be two hours in total.
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Assessment
Submission of assignments given at all research stages (30%),
compilation of research data including interview (30%) and the
final report (40%)
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社会調査実習

武田　俊輔

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この実習では近世以来の都市部が東京の郊外として再編され、旧住
民の減少と新住民が流入という状況するにおいて、地域社会のつな
がりやコミュニティがいかに再生産され、また新たに作り出されて
きたかを明らかにする。そのための具体的な手がかりとして、地域
社会における伝統的な文化や祭礼の継承、現代におけるその再編に
ついて、八王子市を事例に質的社会調査の方法（参与観察、インタ
ビュー、ドキュメント分析など）を駆使して解明することで、社会
調査の実践的な能力を培うことを目的とする。

【到達目標】
インタビューや参与観察、ドキュメント分析といった質的調査、ま
たデータ分析と論文の執筆に至るプロセスを実践的に習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
この授業は以下の4つの段階を経て進める。
１：社会調査を実施することの意味に関する基本認識を共有する。
２：社会調査を設計・計画する（「フィールドノーツ」の重要性と作
成法、基礎資料・基本情報の共有化、調査テーマの確定、調査地域の
選定、調査対象の確定、仮説の定立、調査方法の確定、質問項目の整
理と作成、インタビューマニュアルの作成、調査スケジュールの作
成、調査対象者とのアポイントメントの心得の共有、インタビュー
記録・観察記録のフォーマットの共有、収集した質的調査データの
処理・分析の手法、報告書の作成法、「調査倫理」としての対象者・
協力者への結果報告の心得）。
３：社会調査を実施する。２の設計・計画に応じて現地調査（イン
タビュー調査、フィールドワーク）を実践する。8月5日（土）・6日
（日）に調査する祭礼が実施されるため、この両日のフィールドワー
クに参加することは必須となる。
４；調査結果のまとめと報告書作成：調査結果をまとめて報告書を
作成し、また調査対象者・協力者に対して報告を行う。
授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

と担当の決定
実習の目的と今後のスケジュール
について説明する。

2 調査および調査地に
ついての概要の把握

調査地についての文献検索及び統
計データの収集調査

3 祭礼・伝統文化の社
会学的調査の実例

既存の伝統文化・祭礼に関する調
査の実例を学ぶ

4 学生による祭礼調査
の実例

学生による調査報告書を参考に調
査報告の書き方を学ぶ

5 既存データの収集お
よび講読

文献の検索方法および既存データ
を読み、問題の所在を把握する

6 文献の収集・検討 既存研究データ・ベースの作成作
業、文献の講読を通じて、問題意
識の明確化をはかる

7 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研究
計画の立案

8 既存データの批判的
検討

統計、ドキュメントなど資料の収
集と講読、レポート

9 調査地域及び関連既
存団体へのアプロー
チ

対象地域を地域組織や関係者への
インタビューから把握する（祭礼
の保存団体、郷土史家、教育委員
会）

10 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成作業と
ケース化

11 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

12 参与観察調査の準備
作業

調査対象を参与観察するためのア
プローチ方法の検討

13 参与観察の調査計画
の立案

夏休み中の参与観察調査の計画立
案

14 夏休み調査の準備作
業

夏休み中の参与観察調査とインタ
ビュー調査対象者へのアプローチ
とアポイントの確認

15 調査結果の検討 調査結果の批判的検討
16 データ・クリーニン

グ
参与観察およびインタビューデー
タの確認

17 データの分析作業の
方向性の確認

分析の方針を定め、作業を進める
（各自の担当部分と全体とのつなが
り）

18 個々の地縁組織につ
いての分析作業

地縁組織ごとのデータ分析作業

19 各地縁組織に共通す
るテーマの析出

個々の地縁組織を超えて共通する
テーマの発見

20 データの分析結果の
検討

データ分析の結果の報告と再検討

21 既往文献とのつきあ
わせ

既存の文献との比較を通じて、分
析結果の位置づけを確認する

22 データの公表の仕方
の検討

倫理規定についての検討

23 プレゼンテーション
の準備

パワーポイントを用いた報告の準
備

24 論文の構成・内容の
検討

各自の論文化へ向けた報告

25 報告書構成の確定 調査報告書の構成を確定し、論文
のテーマを調整

26 報告書の執筆と内容
の検討

各自の原稿の完成に向けた作業

27 報告書の執筆作業 各自の原稿の報告と質疑を通した
ブラッシュアップ

28 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、準
備作業が重要となる。また、夏休み中の参与観察調査・インタビュー
調査に必ず参加することが前提であり、参加しない場合は単位を取
得できない。本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
松平誠,1980,『祭の社会学』講談社．
松平誠,1990,『都市祝祭の社会学』有斐閣．
佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法：原理・方法・実践』新曜社．
高久舞,2017,『芸能伝承論：伝統芸能と民俗芸能の演者と系譜』岩
田書院．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．
武田俊輔,2019,『コモンズとしての都市祭礼：長浜曳山祭の都市社
会学』新曜社．
米山俊直,1974,『祇園祭：都市人類学ことはじめ』中央公論社．
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【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%）、インタビュー記
録などの調査データの作成（30%）、および最終レポート（40%）

【学生の意見等からの気づき】
報告書作成に至るプロセスにおいて、過去の調査報告書の実例もふ
まえて、より具体的なテーマをこちらで設定する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイ
ダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。社会調査士
資格を取得するための必要なG科目にあたり、同じくF科目にあた
る調査研究法Bとセットで履修することが前提となっています。調
査研究法Bを受講せずに社会調査実習を受けることはできません。

【Outline (in English)】
In this exercise, we will clarify how local communities have
been transformed in a suburban city with a long history
since the Edo period. As a clue to this, we will focus on
traditional culture and festivals in the local community. By
using qualitative social research methods (e.g., participant
observation, interviews, document analysis, etc.) to clarify how
current social changes have affected the succession of festivals
and how festivals and local community have been reorganized,
we will cultivate practical skills in social research.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Submission of assignments for all phases of the research
exercise (30%), preparation of interview transcripts and other
research data (30%), and a final report (40%)
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

社会調査実習

三井　さよ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、地域における市民活動団体への調査研究の仕方につい
て、その基礎的な事柄を学ばせるものです。授業の目的は、実際の
調査の流れに沿って、必要となる作業過程を体験することです。具
体的なテーマは、多摩地域における市民活動の分析を通して、そこ
で問われていた問題とは何かを明らかにすることとします。

【到達目標】
調査の事前準備や調査対象の確定、依頼、参与観察法や聞き取り調
査をはじめとした調査の実施、質的データの収集、それらデータの
分析、報告書の作成まで経験し、社会調査の全プロセスを把握する
ことで、現実から一定のテーマを引き出す力を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法A」または「調
査研究法B」と同時に履修することが必要です。なお、受講者が一
定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。
夏休み期間を利用し、集中的に、調査対象となる団体への聞き取り
調査および参与観察を行います。秋学期以降に、調査から得られた
資料や聞き取りからデータベースをつくり、各自の論文の骨組みを
つくります。9月上旬の頃に時間的余裕を作っておいてください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 多摩地域について 対象地域の理解
2 調査を設計するとは 過去の調査事例から
3 調査の手法と課題 過去の調査事例から
4 調査テーマの決定 調査テーマに関する討論
5 仮説の構築 調査仮説の決定
6 調査対象の決定 各自の関心に基づく
7 先行研究の学習① 各自の関心に基づく
8 先行研究の学習② 各自の関心に基づく
9 先行研究の学習③ 各自の関心に基づく
10 関連する制度の学習

①
介護保険制度

11 関連する制度の学習
②

障害者自立支援法

12 プレ調査の実施 関連する団体へのインタビュー調
査を全員で実施

13 プレ調査の振り返り 実際のインタビューについて振り
返る

14 質問票の作成・アポ
取り

各自の関心に基づいて質問票を作
成、実際にアポイントメントを取
る

15 調査結果の整理① 資料の整理／最初の感想
16 調査結果の整理② 文字おこし
17 調査結果の整理③ 文字おこし
18 調査結果の整理④ 文字おこし

19 論文の素案① 各自の印象を出す
20 論文の素案② なぜ重要か、解説をつける
21 データの整理ふたた

び
不足の確認

22 論文の構成① 各自の構成案を出す
23 論文の構成② 各自の構成案を出す
24 論文の構成③ 各自の構成案を出す
25 追加データの検討 追加可能か確認する
26 報告書の執筆① 各自の執筆
27 報告書の執筆② 討論を踏まえて書き直し
28 報告書の確認 全体を確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各4時間を標準とします。また、夏休
み期間に調査を実施するので、秋学期の始まる前の3週間程度の期
間には時間的余裕を作っておいてください。なお、具体的にいつ調
査を実施することになるかは、調査対象者とのアポイント次第なの
で、現段階ではわかりません。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
三井さよ・三谷はるよ・西川知亨・工藤保則編2023『はじめての社
会調査』世界思想社
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美2016『質的社会調査の方法：他者の合
理性の理解社会学』有斐閣
金子淳2017『ニュータウンの社会史』青弓社

【成績評価の方法と基準】
調査と授業への参加 (50%)、報告書の執筆 (50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。4月初旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students experience the
process of social research. The students will go out from the
classroom and investigate how the civil activities in Tama
District have grown and what they have confronted. Your
overall grade in the class will be decided based on the following:
Term-end report: 50%、in class contribution: 50%.
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SOC300EB, SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology
300 ,社会学 / Sociology 300）

社会調査実習

惠羅　さとみ

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 単位数：4単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
主に質的社会調査の方法（フィールドワーク・参与観察・聞き取り
調査）の実践を通じて、社会調査を実施する方法を学ぶ。今年度の
テーマは「労働とダイバーシティ」とする。

【到達目標】
本実習では社会調査の一連のプロセスを学び、自ら調査を計画し、実
施できるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この授業は，担当教員が今年度開講する「調査研究法B」と同時に
履修することが必要である。受講人数によっては選考を行うことが
ある。
年間の作業スケジュールは以下の通りである。4～6月は本テーマと
調査対象に関する下調べ、先行研究の検討、予備調査および各自の
テーマの設定を行う。7月は調査準備期とし、8～9月には調査を実
施する。10～11月は調査結果の整理分析を行い、12～1月には研
究論文の執筆を行う。年度末までに研究報告書を完成させる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 実習の概要の説明
第2回 調査対象についての

概要把握
文献検索及び統計データの収集

第3回 調査報告書の検討 調査報告書の概要と書き方を学ぶ
第4回 既存データの収集及

び講読
参考文献の検索方法および既存
データを読み、問題の所在を把握
する

第5回 文献の収集・検討 人の移動と産業・労働に関する既
往研究を読み、問題意識の明確化
をはかる

第6回 既往研究の検討 既往研究の批判的検討。調査研究
計画の立案。

第7回 既往研究の批判的検
討

資料の収集と講読

第8回 調査対象へのアプ
ローチ

調査対象をインタビューから把握
（業界団体、企業、地域組織など）

第9回 インタビュー記録の
作成

インタビュー記録の作成

第10回 インタビュー記録の
作成

ケース化作業

第11回 調査の準備作業 データの共有化
第12回 調査の準備作業 調査対象へのアプローチ方法の検

討
第13回 調査計画の立案 夏休み中の計画立案
第14回 夏休み調査の準備 問題意識・問いの明確化と共有
第15回 調査結果の検討 調査結果の批判的検討

第16回 データの確認 収集資料やインタビューデータの
確認

第17回 データの分析 分析の方針、各自の担当と作業課
題を確認

第18回 データの分析 グループごとのデータ分析作業
第19回 データの分析 各自のテーマ化
第20回 補足調査 各自のテーマに必要な補足調査の

実施
第21回 既往研究の再検討 既往文献の再検索・収集・講読
第22回 データの公表の仕方 倫理規定についての検討
第23回 プレゼンテーション パワーポイントによる発表
第24回 論文構成の検討 各自の論文化へ向けた作業
第25回 報告書構成の検討 調査報告書の構成を検討
第26回 報告書の執筆作業 各自の論文に向けた作業
第27回 報告書の執筆作業 各自の論文の報告と質疑
第28回 報告書の執筆と完成 報告書を完成させる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回授業で出された課題を個人あるいはグループで実施するため、
準備作業が重要となる。また、夏休み中のインタビュー調査は必ず
参加することが前提で、参加しない場合は単位を取得できない。本
授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
梅崎修・池田心豪・藤本真編著,2020,『労働・職場調査ガイドブッ
クー多様な手法で探索する働く人たちの世界』中央経済社.
惠羅さとみ,2021,『建設労働と移民ー日米における産業再編成と技
能』名古屋大学出版会.
駒井洋監修・津崎克彦編著,2018,『産業構造の変化と外国人労働者ー
労働現場の実態と歴史的視点』明石書店.
園田薫, 2023,『外国人雇用の産業社会学ー雇用関係のなかの「同床
異夢」』有斐閣.
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
調査実習のすべての段階における課題提出（30%)、インタビュー記
録などの調査データの作成 (30%)および最終レポート (40%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していない

【学生が準備すべき機器他】
各自がラップトップ・コンピューターを用意しておくことを推奨する。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。3月下旬に実施する社会調査実習ガ
イダンスに必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to learn how to conduct social research
primarily through practicing qualitative social research such
as fieldwork, participant observation, and interviews. The
main topic is "Labor and Diversity."
At the end of the course, students are expected to understand
the processes of social research, and be able to plan and conduct
their own research.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、class assignments: 30%、research
data such as interview records: 30%
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SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

調査研究法Ｂ

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は質的な社会調査の基礎と現実社会におけるその意
義や役割について理解する。国内外における質的社会調査の実例に
学びつつ、質的社会調査を主とする社会調査の方法について、イン
タビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法を実
践的に習得する。

【到達目標】
インタビューや参与観察、メディア分析などの質的社会調査の方法
を習得し、実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義を中心とする。文献や統計データの検索、インタビュー調査の
依頼、質問項目の設定、インタビューの実践とデータの整理、校外学
習での参与観察のフィールドノーツの作成についてそれぞれレポー
トを課すほか、実際に授業内で課題を行ってもらう場合がある。授
業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
この授業は，担当教員が今年度に開講する「社会調査実習」と同時
に履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合
は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義の目的とスケジュール
2 問題意識の重要性 調査の目的と調査すべき問題意識

の明確化
3 「統計的・数量的」調

査と「事例的・質的」
調査

量的調査との対比において、質的
な社会調査の特徴

4 ライブラリーワーク テーマに関連する文献と先行研究
の検索、収集方法

5 調査対象・調査方法
の明確化

調査対象や調査方法の選定のプロ
セス

6 内容分析・言説分析
の展開と方法

内容分析・言説分析についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

7 写真やビジュアルメ
ディアの分析

写真・映像などのメディアの分析
についての説明（研究例の紹介と
解説を含む）

8 聞き書きとインタ
ビュー

インタビュー調査の方法について
の説明（研究例の紹介と解説を含
む）

9 参与観察調査のプロ
セスとデータ化

参与観察調査の方法についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

10 ライフヒストリー研
究の方法論

ライフヒストリー研究についての
説明（研究例の紹介と解説を含む）

11 ドキュメントと資料
（史料）批判

史資料を用いた分析についての説
明（研究例の紹介と解説を含む）

12 データの収集とデー
タベースの構築

質的な社会調査において収集した
さまざまなデータをどう整理・分
類し、分析していくかについて説
明

13 データアーカイブと
その活用

さまざまな質的なデータのデータ
ベースやアーカイブの具体例とそ
の活用方法について説明

14 社会調査をめぐる社
会関係と調査倫理

社会調査におけるインフォーマン
トとの関係性とそこでの調査倫理
について説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。講義期間中
に、文献・統計データ検索レポート、インタビュー依頼文レポート、
インタビュー質問項目作成レポート、参与観察記録作成レポートを
課す。また最終レポートとしてインタビュー調査・参与観察調査の
記録の提出を課す。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
宮内泰介・上田昌文,2020,『実践　自分で調べる技術』岩波書店．
野村康,2017,『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手
法』名古屋大学出版会．
佐藤健二・山田一成編,2009,『社会調査論』八千代出版．
佐藤郁哉,2006,『フィールドワーク　増訂版：書を持って街へ出よ
う』新曜社．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出（26%）
講義期間中のミニレポート4回（50%）
最終レポート（24%）

【学生の意見等からの気づき】
少人数を前提とした授業であり、学生同士によるディスカッション
を積極的に行いつつ、講義を進めていく。

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。この科目を受講したい場合は、3月
下旬に実施する社会調査実習ガイダンスに必ず出席して、担当教員
の指示を受けて下さい。社会調査士資格を取得するための必要なF
科目にあたり、同じくG科目にあたる社会調査実習とセットで履修
することが前提となっています。調査研究法Bだけを受講すること
はできません。

【Outline (in English)】
The purpose of this lecture is to understand the fundamentals
of qualitative social research and its significance. The course
will then focus on the practical application of qualitative social
research methods, such as interviews, participant observation,
and media analysis, through understanding of actual examples
of surveys in Japan and abroad and report assignments.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Submission of reaction papers (26%)
Four mini-reports during the lecture (50%)
Final report (24%)
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田嶋　淳子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 質的調査方法を学ぶ　

【到達目標】
調査方法に関する知識を学ぶと同時に、その知識を使って、自ら調
査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
質的調査方法は都市社会学領域におけるシカゴ学派などの古典的調
査研究から現代の都市地域社会を対象とする外国人居住調査まで幅
広く用いられてきた調査手法である。これら既往研究の調査方法に
ついて、本講義では、できる限り原点における方法と課題とを現実
の調査フィールドとの関係において、総合的な視点から論じていく。
こうした作業を通じて、データの収集方法（観察、インタビュー、参
与観察）ならびに分析方法について、それぞれの特徴と問題点を学
ぶ。課題は学習支援システムに設定します。提出されたレポートに
はコメントをつけて返却します。この授業は，担当教員が今年度開
講する「社会調査実習」と同時に履修することが必要です。なお、受
講者が一定人数を超える場合は選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 本講義の概要と進め

方の説明
　調査方法上の特徴について説明
する。

2 都市社会学における
研究上の方法と課題
（シカゴ・シリーズの
概説）

　都市地域調査をとりあげ、具体
的にいかなる調査がおこなわれて
きたのかを文献から学ぶ。

3 都市社会学における
研究上の方法と課題

日本の代表的な質的調査法の概説

4 都市社会学における
質的分析法（1)

課題設定と調査方法

5 都市社会学における
質的分析法（2）

フィールドへの入り方

6 都市社会学における
質的分析法（3）

参与観察

7 都市社会学における
質的分析法（4）

フォーマル/インフォーマル・イン
タビュー

8 都市社会学における
質的分析法（5）

視覚データの収集方法と分析

9 都市社会学における
質的分析法（6）

データのコード化、カテゴリー化、
文章化

10 都市社会学における
資料分析の方法

ドキュメントの活用と分析

11 事例研究（1） 外国人居住調査の分析方法
12 事例研究（2） 外国人政策（国、市町村レベル）

の分析方法

13 エスニック研究の分
析方法

『ストリート・ワイズ』から学ぶこ
と

14 質的研究 分析から理論へ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回講義で指定された参考文献を読み、必要な作業をこなすこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、必要な資料はコピーで配布する。

【参考書】
1.ウヴェ・フリック著小田他訳『質的研究入門』春秋社、2002年。
2.佐藤郁哉,2008,『質的データ分析法』新曜社。

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
Course Outline
Students will study qualitative research methods.
Learning Objectives
Students will acquire knowledge of qualitative research
methods so that they can conduct their own research applying
these methods.
Learning Activities Outside Class
Students will do readings assigned in each class and carry out
tasks required. Standard duration for preparation and review
will be two hours each.
Assessment
Reports on assigned readings (20%), assigned work and
submission (30%) and the end-term report (50%)
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三井　さよ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義の目的は、質的データの収集と分析に基づいて調査報告論
文を執筆完成させるために必要な、基礎的な方法の習得です。基本
的な考え方をグラウンデッド・セオリーに学びつつ、具体的な調査
手法としては参与観察と聞き取り調査を中心に解説し、分析方法と
そこから理論的テーマを立ち上げる方法について解説します。

【到達目標】
質的データの収集と分析の基礎的な方法について理解し、実際に自
分で実施するだけの基礎的な力を身につけること。同時に、調査倫
理についても理解し、身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
量的調査と対比しつつ、質的調査と総称される手法にどのようなも
のがあるのかを解説し、具体的にデータ収集および分析の際に課題
となることについて、学生と討論しつつ理解させます。
この授業は，担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要です。なお、受講者が一定人数を超える場合は
選考をおこなうことがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 質的調査研究の意義

と特色
仮説検証型と仮説提起型

第2回 フィールドワークの
流れと手法について

既存の調査研究の紹介から

第3回 問題設定と調査計画
の立て方

問いを立てるとはどのようなこと
か／調査倫理とは

第4回 質的調査の手法 (1) 文献で知識のデータベースをつく
る

第5回 質的調査の手法 (2) 調査依頼の方法、フィールドへの
入り方

第6回 質的調査の手法 (3) 参与観察法
第7回 質的調査の手法 (4) インタビューの種類と特色
第8回 質的調査の手法 (5) 場を観察するということ
第9回 質的データの分析 (1) 調査に基づくデータベースをつく

る
第10回 質的データの分析 (2) コーディング／KJ法／発見すると

いうこと
第11回 質的データの分析 (3) 比較と関連付け
第12回 質的データの分析 (4) 理論的テーマを立ち上げる
第13回 質的データの分析 (5) 妥当性とは何か／調査倫理ふたた

び
第14回 論文の作成に向けて 具体的な論文の書き方

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された文献を事前に読む、授業内で示す演習課題を行う、授業中
の討論に参加することを求め明日。本授業の準備・復習時間は、各
4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
盛山和夫（2004）『社会調査法入門』有斐閣
小田博志（2023）『改訂版　エスノグラフィー入門：〈現場〉を質
的研究する』春秋社
三井さよ・三谷はるか・西川知亨・工藤保則編（2023）『はじめての
社会調査』世界思想社

【参考書】
授業中に適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
課題（50%),平常点（50%)

【学生の意見等からの気づき】
該当なし

【その他の重要事項】
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要です。4月初旬に実施する社会調査実習ガイダンスに
必ず出席して担当教員の指示を受けて下さい。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the necessary
skills and knowledge needed to study based on social research.
Students will be expected to try to make a plan of social
research based on their interests. Final grade will be calculated
according to the following process: Term-and reports 50%, in
class contribution 50%.
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惠羅　さとみ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：社会調査実習ガイダンスと社会調査実習初回
授業出席が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科目・受講許可
科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
質的調査法を学ぶ。社会調査実習を履修する上で必要不可欠な知識
を習得する。

【到達目標】
インタビュー、参与観察などの質的社会調査に関する知識を習得し、
その知識を使って調査を実施できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP2・DP3・DP4・DP9・
DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・本講義では「質的調査法」、とりわけフィールドワークや参与観察、
半構造化インタビューといった手法を取り上げ、質的調査の方法論
と実際、可能性と限界について体系的に講義する。さらに、実習を
念頭に置いて、テーマに沿ったテキストの講読を行い、実際の分析
事例を検討する。
・授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。
・この授業は、担当教員が今年度開講する「社会調査実習」と同時に
履修することが必要である。受講者が一定人数を超える場合は選考
をおこなうことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の目的と構成
第2回 質的調査の意味（１）社会理論と社会調査
第3回 質的調査の意味（２）量的調査と質的調査
第4回 質的調査の手法（１）フィールドワーク
第5回 質的調査の手法（２）参与観察
第6回 質的調査の手法（３）インタビュー
第7回 質的調査の手法（４）ドキュメント分析
第8回 質的調査の事例検討

（１）
フィールドワークによる先行研究
の講読

第9回 質的調査の事例検討
（２）

参与観察による先行研究の講読

第10回 質的調査の事例検討
（３）

生活史を用いた先行研究の講読

第11回 質的調査の事例検討
（４）

ドキュメント分析による先行研究
の講読

第12回 質的調査の実際（１）フィールドへの接近方法
第13回 質的調査の実際（２）調査結果の公開と調査における倫

理
第14回 質的調査の実際（３）質的調査に基づく論文の作成に向

けて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。文献講読、資
料収集レポートなど、毎回、講義で指定する必要な作業を行うこと。

【テキスト（教科書）】
講義中に適宜指示する。

【参考書】
岸政彦・石岡丈昇・丸山里美,2016,『質的社会調査の方法　他者の
合理性の理解社会学』有斐閣．
谷富夫・山本努編,2010,『よくわかる質的社会調査　プロセス編』ミ
ネルヴァ書房．

【成績評価の方法と基準】
毎回の課題提出(20%)、講義中に指示する資料収集などの成果(30%)
および期末のレポート (50%)

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
情報機器（学習支援システムにアクセス可能なもの）

【その他の重要事項】
必ず、担当教員の「社会調査実習」とセットで履修すること。
この科目は受講許可科目です。指定された社会調査実習初回授業へ
の出席が必要となります。3月下旬に実施する社会調査実習ガイダ
ンスに必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。

【Outline (in English)】
This course introduces the foundations of qualitative social
research to students taking this course. The course also
introduces the fundamentals of qualitative data analysis. By
the end of the course, students should be able to evaluate
major studies in terms of their methods, results, conclusions
and implications. Grading will be decided based on in class
contribution:100%

— 1106 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

人間・社会論

土倉　英志

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　人や社会を研究するには視点（理論）と研究手法を欠くことがで
きない。本講義では、社会心理学の観点から、人や社会をとらえる
ための研究手法に焦点をあてる。複数の研究手法を取り上げて、実
際にデータを分析する。これにより、人の心や活動を、また、人び
とが作り上げている社会を可視化するとはどういうことなのかを理
解することを目指す。

【到達目標】
・人や社会にアプローチするうえで、どのような研究手法があるか
を理解できる
・関心のある現象にたいして、適切な研究手法を用いてアプローチ
することができる
・データを分析し、考察することができる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
・教員による講義とワーク／グループワークを中心に進める。
・提出された課題にたいする講評や解説は、授業内で定期的に行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 心理現象をとらえる 実証研究とは
2 因果関係の特定 実験、独立変数と従属変数、概念

的定義と操作的定義、剰余変数の
統制

3 実験の妥当性 ３つの妥当性、操作チェック、実
験者効果、要求特性

4 実験計画 参加者間計画、参加者内計画、２
要因計画と交互作用効果

5 実験研究の手続き パイロットスタディと本実験、研
究倫理

6 データ分析 ｔ検定
7 内容分析 内容分析とは何か
8 内容分析 内容分析の準備
9 内容分析 内容分析に取りくむ
10 データ分析 クロス集計とカイ二乗検定
11 データ分析 散布図と相関係数
12 プレゼンの作成 プレゼンを作成する
13 データ分析のまとめ データを分析する
14 まとめ まとめとふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・データ分析、報告資料の作成等、授業時間外に多くの取り組みが必
要となります。
・授業時間外にグループで集まって作業を進めてもらうことがあり
ます。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・使用しない

【参考書】
・適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
・定期試験は実施しません。
・授業内外で実施する課題の評価を合計して成績を評価します（100%）。
・そのため、日々の取り組みが重要となります。

【学生の意見等からの気づき】
・データの扱いかたを身につけてもらうために、授業外の課題を取
り入れたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
・学習支援システムを利用します。
・授業中にExcelを使用します。ノートPCなどを持参してください。
・準備する機材の詳細は第一回の授業で説明します。出席のうえ、不
明な点がある場合は相談するようにしてください。

【その他の重要事項】
・授業計画や進めかたは，受講者のスキルや授業の展開に応じて変
更することがあります。

【Outline (in English)】
Psychological research uses varied methodologies to approach
phenomena for study. In this course, students learn about
psychological experiment and content analysis. Students
will obtain basic knowledge of psychological methodologies by
analyzing data. Before/after each class meeting, students will
be expected to spend four hours to understand the course
content. Grades will be based on the total of assignments in
and out of class (100%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC300EC（社会学 / Sociology 300）

臨床社会学Ⅱ

稲毛　和子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：火5/Tue.5

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ナラティヴ（＝語り、物語）を扱う社会調査方法論上の論点がなぜ
生じるかを理解する。他者の経験を記述するとはどのようなことな
のかを知る。

【到達目標】
履修生と協力し、ナラティヴと経験の関係性について理解できる。
インタビューをすること、インタビューをされることについて自分
の考えを述べることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
小レポートを複数回執筆する。小レポートは授業内でいくつか取り
上げ、講評を行う。グループワークやグループディスカッションを
行うため、授業計画は授業の展開によって変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業進行についての説明
第2回 臨床社会学とはなに

か
概要の解説

第3回 ナラティヴとはなに
か

概要の解説

第4回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッション

第5回 ナラティヴとはなに
か

グループディスカッションの発表

第6回 ライフストーリー研
究法とはなにか

概要の解説

第7回 ライフストーリー研
究法とライフストー
リー・インタビュー

概要の解説

第8回 インタビューをする
とはどういうことか

グループワーク

第9回 インタビューをされ
るとはどういうこと
か

グループワーク

第10回 インタビューを記述
する（ライフストー
リーの制作段階を知
る）

概要の解説

第11回 記述するとはどうい
うことか

グループワークを記述する

第12回 ナラティヴの可能性
と限界

グループワークの振り返りと解説

第13回 ライフストーリー・
インタビューと他者
理解

グループワークの振り返りと解説

第14回 総括 修得事項の確認およびレポート課
題の提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で考えたことや感じたことのメモ、グループワークやディス
カッションの記録を振り返る必要がある。参考文献やテキストを各
自で読みこなすことを要する。本授業の準備学習・復習時間は各 2
時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。

【参考書】
桜井厚・小林多寿子編，2005，『ライフストーリー・インタビュー―
―質的研究入門』せりか書房．
藤田結子・北村文編，2013，『ワードマップ現代エスノグラフィー
――新しいフィールドワークの理論と実践』新曜社．

【成績評価の方法と基準】
平常点（10％）と小レポート（40％）と期末レポート（50%）から
総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the fundamental principles of clinical
sociology. The goals of this course are to think about the
relationship of narrative to experience and to have your own
thoughts on the interview. Your study time will be more than
two hours for a class. Final grade will be calculated according
to the following process Term-end examination (50%), Short
reports (40%), and in-class contribution (10%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

EDU200EC（教育学 / Education 200）

社会教育概論Ⅰ

荒井　容子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
成人の学習とそれを支える社会教育実践に関わるさまざまな事例や考え
方について、受講生同士の集団討議という、すぐれた社会教育実践にお
ける学習方法の一端を実体験しながら、人々の学習とそれを支える社会
教育実践についての理解を深めていく。

【到達目標】
　人々の学習・学習運動とそれを支える社会教育実践の実際について知
り、そのあり方について、表面的な経過にとどまらず、その学習・運動・
実践に向き合う姿勢・意志にまで思いを馳せる感性と、現実を深く考え、
分析する力が養われる。
　ある程度人数お多い集団の中でも、話し合いを通じて考えを深めあっ
ていく、社会教育の実践内容・現場で特に必要とされる実践方法を、学
習者の立場から体験ですることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に関連。
　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　多様な実践事例、学習・実践に関する批判的理論、また社会教育職員
という実践者からの見方などを紹介する。
　講義期間中、各自に何らかの社会教育事業に参加して課題２を提出し
てもらい、講義最終日に、簡単な報告レポ－トをもって報告してもらう
（参加の課題は若干修正する場合がある）。
　毎回課す宿題と講義後の感想・意見への応答は必要に応じて講義中に
行う。
　授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第１ラウンド　社会教

育のイメ－ジ１
社会教育とは何か－バズセッション
と概念説明―

2 第１ラウンド　社会教
育のイメ－ジ２

社会教育のイメ－ジ　日本の社会教
育活動事例をもとに討議　　事前に
ビデオ鑑賞して、宿題（テスト・ア
ンケ－トに回答しておくこと）

3 第２ラウンド　「成人
の学習」をどう考える
か１

なぜ「学ぶ」のか

4 第２ラウンド　「成人
の学習」をどう考える
か２　

どんなふうに「学ぶ」のか

5 第３ラウンド　成人識
字教育の実践と理論１

成人の識字・非識字について　貧困と
識字　そしてフレイレの思想と方法

6 第３ラウンド　成人識
字教育の実践と理論２

成人の識字・非識字について　貧困と
識字　そしてフレイレの思想と方法

7 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積１

生活記録運動とその後の「書く」学
習の展開

8 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積２

環境破壊に向き合った漁村の住民運
動と学び－「風成のおんなたち」－

9 第４ラウンド　日本に
おける社会教育実践の
蓄積３

公害と戦う学習運動－「公害」と向
き合う力を拓く社会教育実践

10 第５ラウンド　社会教
育職員による社会教育
実践事例１

住宅地での若い職員の歩み

11 第５ラウンド　社会教
育職員による社会教育
実践事例２

農村の変貌の中で人々の学びを支え
続けて

12 第５ラウンド　社会教
育職員に３よる社会教
育実践事例

一人ひとの生き方をみつめながら

13 第６ラウンド　現代の
社会教育実践・社会教
育運動

生涯学習論の矛盾・学習権宣言と社
会教育運動・成人教育運動の課題

14 第６ラウンド　現代の
社会教育実践・社会教
育運動

参加した社会教育事業についての報
告（課題２）をもとにした討論会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、オンラインで提供
するビデオ鑑賞したうえで書いてもらうものもある。宿題として提出し
たものは手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれをも
とにバズセッション（グループ討議）を行う。グループ討議の内容はそ
の場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の場で
報告する。このグループ討議の記録は担当者が講義後に、学習支援シス
テムを通じて提出してもらう。講義の感想や討議をへての追加の意見等、
感想・意見は講義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
従って、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　当該回のための宿題のために事前に読んでおく必要のあるレジュメ、
資料を前の回の講義終了後に、学習支援システムを通じて提供する。

【参考書】
　社会教育全国協議会編『社会教育・生涯学習ハンドブック』エイデル
研究所（第７版）2005年、（第８版）2011年、（第９版）2017年。

【成績評価の方法と基準】
社会教育事業参加レポ－ト（課題２）の提出、報告会に参加しての報告、
最終レポ－ト（課題１）の提出の三つは単位習得の必須条件となる。評
価は上記三つのうち前二者で25%、後一者で60%、他に、講義前に毎回
提出する宿題と講義後に毎回提出する「感想・意見」を15％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を出す
こともあるので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くようにして
おくこと。

【Outline (in English)】
This course introduces some good cases of people’s learning and
social education that support it. Students are expected to discuss
about these cases and ideas through “buzz sessions” (small-group
discussions) to present the result of group discussion to the whole
class at each class meeting.
At the end of the course, students are expected to understand good
idea and real image of people’s learning and social education that
support it.
Students must read the lecture note for each class and write down
some comments on the topic at its test of the University learning-
support system, Hoppii before each class. Students also must write
down their comments on the discussion in the class at its test of
Hoppii after it. The standard preparation and review time for each
class is 2 hours each.
Grading is according to the total evaluation of Second essay with
the discussion of final class (35%), First essay (60%), and class
contribution (15%). Students　are required to present their Second
report at their group discussion of the final class meeting.
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EDU300EC（教育学 / Education 300）

社会教育概論Ⅱ

荒井　容子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　社会教育・成人教育の歴史を、人々の学習運動と公権力による社会教
育政策（法制度及び教育活動）の推進という二つの方向からとらえ、そ
の関係について、史実をもとに考えていく。

【到達目標】
　人々の学習運動と公権力による社会教育政策それぞれの展開と、「社会
教育」をめぐる相互の展開についての理解が深まる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に関連。
　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　日本の社会教育史について講義したのち、他の数か国の成人教育運動
の歴史をとりあげて概観し、最後に、国際的な成人教育運動の歴史と現
状について紹介する。講義内容については毎回バズ・セッション（受講
者同士の小グル－プ討議と討議結果の全体での共有）を行い、理解を深
める。
毎回宿題、講義の感想・意見の提出を課すが、これについては講義時に
必要に応じて講義時に応答する。課題については、最後の講義日に相互
に検討する報告会を行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会教育・成人教育の

歴史の概要
社会教育とは何か－バズセッション
と概念説明―

2 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前１

近代化政策と自由民権運動の中での
学習運動1

3 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前２

①近代化政策と自由民権運動の中で
の学習運動２　ビデオ鑑賞（宿題）
をともに
②「通俗教育」政策の展開

4 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前３

「社会教育」制度化と民衆の自己教育
運動の展開（労働学校運動、自由大
学運動）

5 第１ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以前４

社会教育制度の完成と崩壊

6 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後１

戦後社会教育法制度の新たな建設と
統制政策の復活・自己教育運動の再
展開

7 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後２

社会教育「民主化」運動と多様な自
己教育運動・社会教育運動の展開　
　　　　
　　　　－「学習権」「権利としての
社会教育」と住民参加の展開

8 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後３

自治体社会教育行政の蛇行－行政
「合理化」政策と「生涯学習」政策の
登場

9 第２ラウンド　日本の
社会教育政策・運動の
歴史－第二次世界大戦
以後４

社会教育政策の後退・変質と社会教
育を求める住民・職員の新たな運動

10 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史１

英国、スカンジナビア諸国、北アメ
リカ、ラテンアメリカでの成人教育
運動

11 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史２

抑圧に対する抵抗としての文化運動

12 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史３

成人教育運動の国際的ネットワ－ク
の展開

13 第３ラウンド　世界の
成人教育史・運動史４

社会変革における学習運動・成人教
育運動の力　シリアでの青年たちよ
る「秘密」図書館づくり

14 第４ラウンド　総括討
論会

社会教育・成人教育の歴史から、そ
の今後あり方を考える
（各自のレポ－トをもとにバズ・セッ
ション）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回、事前に宿題を提出してもらう。宿題の中には、オンラインで提
供するビデオ鑑賞したうえで書いてもらうものもある。宿題として提出
したものは手元で見ることができるようにしておき、講義当日はそれを
もとにバズセッション（グル－プ討議）を行う。グル－プ討議の内容は
その場で担当者が記録し、記録者はそれをもとに、直後に行う全体の場
で報告するが、このグル－プ討議の記録は担当者に、講義後、学習支援シ
ステムを通じて提出してもらう。講義の感想や討議を経ての追加の意見
等、「感想・意見」は講義後に学習支援シテスムを通じて提出してもらう。
従って、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　当該回のための宿題のために事前に読んでおく必要のあるレジュメ、
資料を前の回の講義終了後に、学習支援システムを通じて提供する。

【参考書】
　藤田秀雄,大串隆吉編『日本社会教育史』エイデル研究所 1984年12月。
　千野陽一監修『現代日本の社会教育』（増補版）エイデル研究所2015
年9月。
　社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック』2017年9
月。

【成績評価の方法と基準】
最終レポ－ト（課題・期限は講義内で提示）を70％、講義内で適宜課す
「宿題」と「感想・意見」は30％で評価する。最終レポ－トの課題は通
常、講義を受講していなければ執筆できない内容になるので積極的に講
義に参加して欲しい。また講義最終回では、最終レポ－トをもとにした
バズ・セッションを行う。このバズ・セッションへの参加は単位取得の
ための必要条件となる。

【学生の意見等からの気づき】
　本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムによる「お知らせ」を通じて講義に関する指示を出
すこともあるので、「お知らせ」のeメールが確実に自分に届くようにし
ておくこと。

【Outline (in English)】
This course reviews the outline of the history of social education
in Japan with some learning movements by people and some
social education policies and movements. It also introduces some
historical movements of adult education in the other countries
including the international movement of adult education up to
date. Students are expected to discuss about these movements and
policies thorough “buzz sessions” (small-group discussions) and to
present the result of group discussion to the whole class at each
class meeting.
At the end of the course, students are expected to understand the
complexed relation between the learning movements of people and
the social education policy by political power in the development of
social education and adult education.
Students must read the lecture note for each class and write down
some comments on the topic at its test of the University learning-
support system, Hoppii before each class. Students also must write
down their comments on the discussion in the class at its test of
Hoppii after it. The standard preparation and review time for each
class is 2 hours each.
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Grading is according to the total evaluation of Final essay with
the discussion of final class (70%) and class contribution (30%).
Students　are required to present their Final report at their group
discussion of the final class meeting.
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SOC200EB, SOC200EC（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

環境社会学Ⅰ

堀川　三郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，前者を取り扱う。
具体的には，足尾鉱毒事件と水俣病問題を取り上げて「公害・環境
問題」の内実を理解する。こうした事例の検討を通じて，被害構造
論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（被害構造論，受益圏・受苦圏論）を詳しく検討する。この
ように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講義の
構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成立過
程をいわば「追体験」するものだ。未曾有の公害に直面した時，既存
の知の枠組みが対応できずにいたのはなぜか，そこにどのような人
と言葉（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義
ではこうした重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。その
ためにグループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎
回，「学生からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週
にコメントをすることによって学生へのフィードバックとする。必
ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。対面授
業か，オンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況
に依存するので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授
業になっても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 社会学・再入門 環境社会学とはどのような社会学

か
2 「3.11」の衝撃 今，問うべきは何か
3 公害・環境問題の考

古学
問題史の概観

4 足尾鉱毒事件（1） 事件の概要
5 足尾鉱毒事件（2） 別紙銅山との比較
6 水俣病事件（1） 事件の概説
7 水俣病事件（2） 漁民の視点
8 水俣病事件（3） 支援者の視点
9 水俣病事件（4） チッソの視点
10 水俣病事件（5） 行政の視点
11 水俣病事件（6） 認定制度の視点
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
被害構造論

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

受益圏・受苦圏論

14 期末テスト 春学期の理解内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，リアクション・ペーパーを提出してもらい，必要に応じ
てそれに担当教員が応答するスタイルをとっている。昨年度も好評
だったので継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，秋学期の「環境社会学［II］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC300EB, SOC300EC（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

環境社会学Ⅱ

堀川　三郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年台頭してきた環境社会学について概説する。ここでは，環境
社会学を便宜的に「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」と
いう2つのサブカテゴリーに分類し，本講義では，後者を取り扱う。
具体的には，国内諸都市やアメリカの事例を取り上げて「環境共存」
の内実を理解する。さらに，地球温暖化や福島原発事故も取り上げ
ながら，「我々は原子力と共存できるのか」という愁眉の課題の考察
を行ない，エコロジカル近代化論等の諸理論を検討する。

【到達目標】
　理系の学問ではなく，社会学で環境問題を分析可能なのだという
ことを理解すること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　先ず詳細な事例研究を行って「環境問題」の内実を理解した上で，
そうした「環境問題」を学問的に分析しようとして産み出されてき
た諸理論（生活環境主義，歴史的環境の社会学）を詳しく検討する。
このように，事例研究の基盤の上に理論の検討がなされるという講
義の構成は，問題の発生に促されて形成されてきた環境社会学の成
立過程をいわば「追体験」するものだ。そこにどのような人と言葉
（概念）が集まって新たな学問を創り上げてきたのか。講義ではこう
した重要な問いを，受講生と一緒に考えてゆきたい。そのためにグ
ループに分かれてディスカッションを行うこともある。毎回，「学生
からのコメント」を提出してもらい，それらに対して翌週にコメン
トをすることによって学生へのフィードバックとする。必ず，春学
期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。対面授業か，オ
ンラインか，あるいはその組み合わせか—コロナ感染状況に依存す
るので，臨機応変に授業形態を決める予定である。対面授業になっ
ても対応できるように準備をしておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロ 秋学期への導入
2 環境問題の深化 視えない構造
3 「3.11」と温暖化 構造と政策
4 「共存」の社会学（1）小樽（1）
5 「共存」の社会学（2）小樽（2）
6 「共存」の社会学（3）小樽（3）
7 「共存」の社会学（4）竹富島
8 「共存」の社会学（5）セントルイス（1）
9 「共存」の社会学（6）セントルイス（2）
10 「共存」の社会学（7）気候変動
11 「共存」の社会学（8）福島原発事故
12 環境問題の社会学に

おける理論（1）
生活環境主義

13 環境問題の社会学に
おける理論（2）

エコロジカル近代化論

14 期末テスト 理解度の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じて随時指示するが，基本的に，文献を事前に読んでく
ることが必要となる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。

【テキスト（教科書）】
　特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。

【参考書】
　毎時間，リストを配布する。

【成績評価の方法と基準】
　対面授業の場合は毎回の課題レポート（80%）と期末試験（20％）
で評価する。オンライン授業の場合は，毎回の課題レポートで評価
する（100%）。初回授業時のガイダンスに必ず出席すること。
　なお，レポート課題は，毎回が論文試験に相当するものであり，
したがって不正行為は学則によって処分されるので十分に注意する
こと。

【学生の意見等からの気づき】
　毎時間，提出してもらうリアクション・ペーパーに担当教員が応
答することで授業内容を改善している。昨年度も好評であったため，
継続する。

【学生が準備すべき機器他】
　毎回，プリント類を配布する（オンラインの際は学習支援システム
を使って配布するので，各自で使い方に習熟しておくこと）。また，
対面授業ではビデオ映像などを随時使用する予定である。

【その他の重要事項】
　必ず，春学期の「環境社会学［I］」とセットで履修すること。

【Outline (in English)】
Social life never happens in a vacuum. What kind of changes
are induced in communality by changes in the physical urban
environment, and how does that in turn alter the urban
environment? Those are basic questions this course addresses.
To do this, we take a social and historical approach to
understand contemporary environmental challenges. At the
end of the course, students are expected to explain the essential
concepts of environmental sociology, identify the policies and
understand key challenges related to Japanese environmental
policies. Students will be expected to have completed the
required assignments before each class meeting. Your study
time will be more than four hours for a class. Final grade will
be decided based on short reports (100%) when given online;
short reports (80%) and the term-end examination (20%) when
in-person.
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SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

文化社会学Ａ

武田　俊輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの日常や暮らしに文化社会学・歴史社会学の観点から光を当
てる。一般的には「民俗学者」として考えられている柳田國男の『明
治大正史世相篇』や他の幾つかの著書を手がかりに、私たちの日常
の衣食住、人間同士の生活や文化のありように刻印された歴史性や
社会性を分析する視点を学ぶ。その視角を現代にどう応用できるか
説明することで、学生が具体的な生活の場から出発して「社会」の
しくみを明らかにするための視点を身につけられることを目的とし
ている。

【到達目標】
日常の生活や文化に対して（文化）社会学的な分析がどのような新
たな見方をもたらすものなのか、何気ない暮らしの一コマからいか
にして「社会」の姿を映し出すことができるのかを理解すること。
また講義内で示した視点を自分なりに活用して、日常生活について
の文化社会学的な分析を実践できるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
この講義は対面を原則とする。変更がある場合はその都度、学習支
援システムで連絡する。
受講生は、事前に指定する『明治大正史世相篇』の該当ページや、事
前に配信する資料を予習し、読了していることを前提とする。毎回
の資料の前半では、柳田の『明治大正史世相篇』をはじめとする幾
つかのテクストから見出される日常生活の分析視角を発見し、読み
といていく。その上で後半では、そうした視角から現代の私たちの
生活を分析し、それによってどんなことが明らかになるかについて
考えていく。
毎回、受講生各自にリアクションペーパーを提出してもらい、翌週の
講義冒頭で代表的なものや興味深いものをピックアップしてフィー
ドバックする。
なお授業計画は授業の展開によって，若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 「日常」の文化社会学 柳田國男『明治大正史世相篇』か

ら考える
2 木綿以前の事 衣服・靴をめぐる模索と#KuToo
3 食物の個人自由 コンビニなのに「お母さん食堂」
4 家と住心地 「心の小座敷」をめぐって
5 風光推移 メディアを通じた風景の創出
6 新交通と文化輸送者 移動をめぐる社会学
7 旅行の進歩及び退歩 夜行バスとハッシュタグが開く

「旅行道」
8 酒 酒をめぐる社交の変容
9 恋愛技術の消長 若者組からマッチングサイトまで
10 家永続の願い 家の分裂・孤独な死
11 労力の配賦 「ハケン」の困難
12 貧と病 所得の格差・希望の格差
13 言葉としぐさの近代 「言えない人」のための民主主義
14 まとめ 「実用の学」としての文化社会学

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で使用するテクストはその前の回の講義内で提示する。事前に
読んできた上で講義に臨むこと。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
柳田國男（佐藤健二校注）,1930→1993,『明治大正史世相篇』
KADOKAWA．

【参考書】
菊地暁,2022,『民俗学入門』岩波書店．
佐藤健二,2015,『柳田国男の歴史社会学：続・読書空間の近代』せ
りか書房．
他についてはその都度、指示する。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容（39%）
最終レポート（61%）

【学生の意見等からの気づき】
前回のリアクションペーパーをとりあげつつ、それを通じて学生の
理解がより深まる形で講義を進めていく。

【Outline (in English)】
This lecture analyze our daily lives from sociology of culture
and historical sociology while referring to the viewpoint shown
by Kunio Yanagida. It explains how we can apply his
perspective to the analysis of contemporary daily life, and
intends to give students perspectives to clarify the structure
of everyday life.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Reaction paper (39%)
Final report (61%)

— 1114 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOC100EC（社会学 / Sociology 100）

国際社会と日本

愼　蒼宇

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、①国際社会の歴史と現在、②国際社会のなかの日本、
③日本のなかの国際化、という3つの側面から、「国際社会と日本」
というテーマについて学び、考えることを課題とします。

【到達目標】
現代の日本と国際社会について、国際社会における日本、もしくは
国際社会との関わり方、日本の国際化について、現在の具体的な事
例を考察する視角を学ぶことを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義では、最初に「国際社会」「国際化」「グローバル化」などに関
する視座を提示した上で、①国際社会の課題と日本、②日本のなか
の国際化という側面から、「国際社会と日本」に関わるさまざまな課
題を学んでいきます。なお、講義では毎回リアクション・ペーパー
を提出していただきます。そこで出た質問については、その次の講
義の冒頭で一部紹介することで、双方向的なコミュニケーションを
図っていきます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに ガイダンス：授業のテーマと目的
第2回 国際社会の歴史と現

在①
現在の国際社会を捉える

第3回 国際社会の歴史と現
在②

グローバリゼーションの世界史的
位相

第4回 国際社会の歴史と現
在③

グローバリゼーションの特徴に接
近する

第5回 国際社会のなかの日
本①

難民の受け入れと日本

第6回 国際社会のなかの日
本②

戦争と平和をめぐる課題Ⅰ

第7回 国際社会のなかの日
本③

戦争と平和をめぐる課題Ⅱ

第8回 国際社会のなかの日
本④

マイノリティの権利

第9回 日本のなかの国際化
①

ヘイト・スピーチ／ヘイト・クラ
イムをめぐって

第10回 日本のなかの国際化
②

日本の民族的マイノリティとレイ
シズム

第11回 日本のなかの国際化
③

外国人との共生　教育

第12回 日本のなかの国際化
④

外国人との共生　教育

第13回 日本のなかの国際化
⑤

外国人労働者の受け入れ

第14回 日本のなかの国際化
⑥

総論

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外でも、参考文献やそれ以外の文献などで、国際社会や日本に
関する問題についての勉強を必要とします。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考書は授業で適宜、紹介しま
すので、受講生はそれぞれ、参考文献を読むようにしてください。

【参考書】
授業で適宜、紹介しますので、それぞれ、参考文献を読むようにし
てください。

【成績評価の方法と基準】
成績評価の基準は、①毎回講義後に提出してもらうリアクションペー
パー（30％）、②期末試験（70％）をもとに総合的に評価します。

【学生の意見等からの気づき】
とくになし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出には学習支援システムを利用します。

【Outline (in English)】
This course introduces ① history of an international society
and present, ② Japan in the international society and ③
internationalization in Japan,to students taking this course.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Normal points 30％
examination: 70％、
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POL200EB, POL200EC（政治学 / Politics 200 ,政治学 / Politics 200）

国際関係論Ⅰ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在の国際情勢を考察するために必要な概念と分析枠組みについて学ぶ。国
際問題を理解する上で重要な3つの理論をとりあげ、それらの基本的な主張
を、各理論が生まれ発展する背景となった国際的な文脈に即して考察する。ま
た国際組織、国際法、脱国家的主体にも焦点を当て、国際社会におけるそれ
ぞれの役割と限界を3つの理論を通して考える。
【到達目標】
各理論の分析枠組みを通して、現代の国際情勢と問題を理論的、実証的、規
範的に考察し、それぞれの理論が持つ利点と限界を認識・理解できるように
なることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
前半で主要な国際関係学の理論を扱い、後半でそれらの理論を使いながら、国
際社会における国際組織、国際法、脱国家的主体の役割を考える。また現在
新たに浮上しているグローバリゼーションに伴う問題への視点を模索する。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバックを講義
内で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論の学び

方について
2 「国際関係論」とは何か 国際情勢を見るためのさまざまな視点
3 国際関係における理想

主義
第一次世界大戦と国際関係学の始まり

4 リベラリズムとリアリ
ズム

第二次世界大戦とリアリズムの台頭

5 冷戦時代の国際関係①
：ネオリアリズム

安全保障のジレンマ、「国家はなぜ協調
できないのか」

6 冷戦時代の国際関係②
：ネオリベラリズム

国際制度の構築、「国家はどのようなと
きに協調できるのか」

7 冷戦の終わりと国際関
係における変化

冷戦の終わりは国際関係に何をもたら
したのか

8 コンストラクティヴィ
ズムと国際規範

国際関係における、理念、文化、社会的
側面の重要性

9 国際関係における法の
役割

国際法の特徴と機能

10 国際連合 アナーキーな国際システムにおける国
連の可能性と限界

11 脱国家的主体 脱国家的主体とは何か、国際関係にお
いてどういう存在か

12 国際関係における人権
問題

人権と国家主権の関係

13 国際政治からグローバ
ル政治へ

グローバルな問題と国家の役割

14 まとめ 国際関係の現状について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講義の冒
頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュースをチェック
してくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛争‒ 理論
と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
【参考書】
授業中に随時紹介。
【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト：70％
【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
In this course, we learn the concepts and theories of international
relations to understand ongoing global issues. The course especially
focuses on Realism, Liberalism and Constractivism. It also examines
the role and function of international law, international organizations,
and non-state actors.
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POL300EB, POL300EC（政治学 / Politics 300 ,政治学 / Politics 300）

国際関係論Ⅱ

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
冷戦後から現在に至るまで国家や国際組織がどのように「国際の平
和と安全への脅威」に対応してきたかについて学ぶ。国際関係論Iで
学んだ理論や概念をふまえつつ、冷戦後の武力紛争や脅威がどのよ
うな問題を突きつけてきたのか、そしてその問題に対して国際社会
ではどのような行動がとられ、議論がなされてきたのかについて考
察する。

【到達目標】
現代の国際情勢と問題、特に安全保障と武力行使にかかわる問題に
ついて、論理的、実証的、規範的に考察し、理解できるようになる
ことを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP8・DP10に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.
ac.jp/shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
冷戦後の国際安全保障に関する重要な出来事（湾岸戦争、ユーゴス
ラビア紛争、ルワンダの大虐殺、コソヴォ紛争、9.11アメリカ同時
多発テロ、アフガニスタン戦争、イラク戦争、リビア空爆）に焦点
を当て、国際社会が直面した国際安全保障の問題を考える。
リアクションペーパーは講義の冒頭に提出し、教員がフィードバッ
クを講義内で行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の予定、進め方、国際関係論

の学び方について
2 冷戦の終結と国際安

全保障の変化
冷戦後の国際の平和と安全をめぐ
る問題の特徴

3 湾岸戦争：「新世界
秩序」

集団安全保障体制の復活と国連の
役割

4 ユーゴスラビア紛争 国連平和維持活動 (PKO）の発展
と課題

5 ルワンダ大虐殺 民族紛争の構図と「アイデンティ
ティ政治」

6 コソヴォ紛争 人道的介入
7 戦争犯罪と国際刑事

裁判所
国際社会における国際刑事裁判の
試み

8 映像鑑賞 9/11後の世界について
9 9/11とテロリズム 国際テロとグローバリゼーション

の関係
10 アフガニスタン空爆 「テロとの戦い」と空爆の是非
11 アフガニスタンの国

家再建
脆弱国家と平和構築

12 イラク戦争 「テロとの戦い」と大量破壊兵器問
題

13 リビア空爆 「保護する責任」をめぐる議論
14 「人間の安全保障」か

らのアプローチ
伝統的安全保障の限界

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自で、指定されたテキストを読むことが求められる。加えて、毎講
義の冒頭に書くリアクションペーパーの題材のため、毎週国際ニュー
スをチェックしてくること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
ジョセフ・S.ナイジュニア、デイヴィッド・A.ウェルチ『国際紛
争‒ 理論と歴史［第 10版］』（原書房、2017）
酒井啓子『9.11後の現代史』講談社現代新書（2018）

【参考書】
講義中に随時紹介。

【成績評価の方法と基準】
平常点（毎講義におけるリアクションペーパー）：30％
期末テスト（課題）：70％

【学生の意見等からの気づき】
参考資料はできるだけアクセスしやすいものを選びたいと思います。

【Outline (in English)】
The topic of this course is international peace and security,
especially focusing on the use of force in the post-Cold War
international relations. The course will pick up wars and
armed conflicts in the 1990s onwards and critically examine
international debates and practices.
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GDR200EC（ジェンダー / Gender 200）

開発とジェンダー

吉村　真子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、開発とジェンダーについて、開発途上国の開発や問題点、
ジェンダーをめぐる議論など、多様な観点から議論します。

【到達目標】
開発とジェンダーについて学び、ジェンダーという視点を入れると
問題がどう見えるか、具体的に考えていくこと、問題を構造的に議
論できるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、開発とジェンダーについて、様々な観点から議論、分
析することを目的とします。
◉開発とジェンダーについて構造的に考え、グループ・ディスカッ
ションも含めて深く議論していきます。最終授業では 13 回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業のテーマと目的
第2回 開発と「女性」「男

性」の視点
「女性」「男性」の視点から開発途
上国の社会と開発を見直す

第3回 「農村の近代化」：
「農民＝男性」か？

農村社会におけるジェンダーと開
発プロジェクトを考える

第4回 貧困、ジェンダー、
女性

開発途上国のケースから考える

第5回 開発途上国の女性の
生活

教育や妊娠・出産などについて考
える

第6回 開発途上国の伝統と
少女

伝統的慣習や「女子割礼」

第7回 イスラームとジェン
ダー

イスラーム・コミュニティにおけ
る女性や「ヴェール論争」

第8回 開発政策とジェン
ダー

国連などの開発政策におけるジェ
ンダーの議論

第9回 グローバル経済と
ジェンダー

多国籍企業の途上国進出と女性労
働者：「器用な指先」

第10回 ヒトの移動とジェン
ダー

移住（出稼ぎ）労働、ケア労働など

第11回 セックス産業と人身
売買

人身売買とジェンダー

第12回 開発途上国の女性の
身体

生理の貧困、リプロダクティブ・
ヘルスなど

第13回 開発途上国のセク
シュアリティ

開発途上国のセクシュアル・マイ
ノリティ

第14回 人間の安全保障と
ジェンダー

開発・貧困・ジェンダー、女性の
エンパワーメント

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもって開発とジェンダーについて調べ
てほしいと思います。授業でのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションのために、ミニ・レポートの事前提出など、課題に
ついて調べてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
吉村真子「開発とジェンダー」『性と文化』法政大学出版局 (2004);
宇田川妙子ほか編『ジェンダー人類学を読む』世界思想社(2007)；
田中由美子『はじめてのジェンダーと開発：現場の実体験から』新
水社 (2017)など。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
開発とジェンダー、国際社会問題など、授業以外の視点につながる
議論にしたいと思っています。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Gender and Development. The issues
include discussion on gender issues in politics, education, UN
programs, rural development, industrialization, reproduction
health, sexuality, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in developing countries in
globalization. Students are required to study gender issues in
developing countries, to submit comment sheets each week, to
write short papers, and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the gender issues with development.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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ARSe200EC（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 200）

地域研究（アジア）

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、アジアにおける社会・経済・政治などの問題について、
様々な観点から議論していくことを課題とします。対象地域は、東
アジア（中国、朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。

【到達目標】
本講義で、アジア社会における様々な問題について学び、多角的な
視点で議論、分析することを身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10に
関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉本講義は、アジアの社会や経済・政治について、様々な観点から
議論、分析することを目的とします。対象地域は、東アジア（中国、
朝鮮半島、台湾）、東南アジア、南アジアです。
◉アジア社会について構造的に考え、グループ・ディスカッション
も含めて深く議論していきます。またミニ・レポートではアジアに
関連してフィールド・ワークも求めます。最終授業では13回までの
まとめや復習に加え、授業内の小レポートや課題に対する講評や解
説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに 授業のテーマと目的
第2回 世界の中のアジア アジアとは何か
第3回 植民地支配と独立後 アジアの植民地化と現地社会
第4回 日本と「アジア」 日本と近隣アジア諸国との関係
第5回 アジア社会の多様性 エスニック集団（民族）、宗教、言

語
第6回 アジアの多民族社会 地域研究のケースから
第7回 アジアの政治問題 現代アジアの政治
第8回 農村社会の近代化 農村開発、農業、貧困
第9回 アジアにおける工業

化
グローバル化と新しい国際分業

第10回 アジアの都市化 アジアにおける都市問題
第11回 経済援助 開発援助、ＯＤＡ、ＮＧＯｓなど
第12回 アジアの環境問題 環境の諸問題とサステナビリティ
第13回 グローバル化とアジ

ア
いまアジアで何が起こっているの
か

第14回 アジアの開発と市民
社会

アジア社会の視点から

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、自分で関心をもってアジア社会について調べてほし
いと思っています。授業でのグループ・ディスカッションやプレゼ
ンテーションのために、ミニ・レポートを提出してもらうことも予
定しています。

◉またアジアに関する文献・資料のほか、ドキュメンタリー、シン
ポジウムや講演会、アジア映画や展覧会など、教室外でアジアに触
れる（フィールド・ワーク含む）ことを目的に、「ミニ・レポート」
は「文字メディア以外でふれたアジア」を課題にする予定です。
◉なお、本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しませんが、参考文献などは適宜、紹介します。

【参考書】
参考文献などは適宜、紹介します。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなど
の課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント
(20％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
アジア社会について深い分析と議論につながるようにしたいと思っ
ています。

【その他の重要事項】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study Asian societies and economies. The
issues include discussion on history, politics, ethnicity, rural
development, industrialization, urbanization, environment,
human rights, and so on. The course is to analyze the structure
of problems in the globalizing Asian societies. Students are
required to study social problems in Asian countries, to submit
short papers and to take a term-end examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able
to analyze and to discuss the social sciences issues on Asian
studies.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2)Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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SOC100ED（社会学 / Sociology 100）

メディア社会入門Ⅰ

大森　翔子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの生活と密接にかかわる「メディア」について、現実社会との
結びつきを理解するための基礎概念、基礎理論を学ぶ。加えて、各
回で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①メディアと社会の結びつきについて、基礎的な概念・理論を理解
し、様々な角度から説明・考察できるようになる。
②メディアと社会に関連する最新の研究について、その位置づけや
結果を説明できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 本講義で扱う「メディア社会」の

射程
第2回 メディアの登場と社

会 (1)
マスメディア登場以前の情報伝達

第3回 メディアの登場と社
会 (2)

新聞の登場、発達

第4回 メディアの多様化と
社会 (1)

ラジオ放送、テレビ放送の開始、
発達

第5回 メディアの多様化と
社会 (2)

ケーブルテレビの発達・テレビ
ニュースの「娯楽化」

第6回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(1)

インターネット技術とメディアの
融合

第7回 インターネットメ
ディアの登場と社会
(2)

伝統メディアのインターネット進
出

第8回 SNSメディアの登場
と社会

SNSメディアの登場が社会に与え
た影響を考える

第9回 地域とメディア 地域でのメディア活用を中心に学
ぶ

第10回 行政サービスとメ
ディア

行政サービスにおけるメディア活
用と問題について考える

第11回 副産物的学習とメ
ディア

メディア利用による副産物的学習
と現在のメディア環境について考
える

第12回 社会的リアリティと
メディア (1)　

「社会的リアリティ」の共有につい
て考える

第13回 社会的リアリティと
メディア (2)

社会的分断とメディア

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
井川充雄・木村忠正編（2022）『入門メディア社会学』ミネルヴァ
書房.
辻泉・南田勝也・土橋臣吾編（2018）『メディア社会論』有斐閣．
津田正太郎（2016）『メディアは社会を変えるのか―メディア社会
論入門』世界思想社．
池田謙一（2013）「社会のイメージの心理学―ぼくらのリアリティ
はどう形成されるか」サイエンス社．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの内容紹介が好評のため、
今年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。また、毎回の授業で学習支援システムを通じてリア
クションペーパーを提出することが求められるので、提出可能な電
子機器を準備してください。

【Outline (in English)】
In this course, students learn the basic concepts and theories
of "media," which are closely related to our daily lives, in
order to understand their connection to the real world. In
addition, students will learn the latest findings on the topics
to be covered in each session.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
-A. Understand the basic concepts and theories of the
connection between media and society, and be able to explain
and discuss them from various perspectives.
-B. Explain the position and results of current research related
to media and society.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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SOC300EC, SOC300ED（社会学 / Sociology 300 ,社会学 / Sociology 300）

社会問題とメディア

大森　翔子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会における諸問題とメディアとの関係について、具体的な事例・研
究例を挙げながら学び、社会学・社会心理学・政治学で検討される、
メディア効果に関する諸理論について理解を深める。加えて、各回
で取り上げるトピックに関する最新の知見を学ぶ。

【到達目標】
①社会問題とメディアの関係について、社会学・社会心理学・政治
学的な視点から説明・考察できるようになる。
②社会問題とメディアに関連する最新の研究について、その研究動
機・位置づけや結果を説明できるようになる。
③授業で取り上げた研究が、最新の社会情勢とメディア環境に照ら
して妥当かどうかを考察できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式によります。スライドには記載せず、調
査・実験例などを紹介することがあります。また、毎回の授業時間
内には、学習支援システムを利用して、講義内容に関する質問に回
答してもらい、リアクションペーパーとして提出してもらいます。
翌週授業の冒頭でリアクションペーパーの質問について解説を行い
ます。なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更があり得
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 「社会問題とメディア」講義の射程
第2回 マスメディアの役割 マスメディアの役割・各国のメ

ディアシステムについて学ぶ
第3回 報道内容とマスメ

ディアの経営問題
マスメディアの経営状況と報道内
容の関係について考える

第4回 メディア効果研究の
アプローチ方法

メディア効果研究について代表的
な方法を学ぶ

第5回 メディア効果論概史
(1)

弾丸理論から限定効果論までの諸
研究を概観する

第6回 メディア効果論概史
(2)

新強力効果論の登場と学説を支え
る諸研究について学ぶ

第7回 メディア効果論概史
(3)

近年有力である「最小効果論」を
中心に学ぶ

第8回 社会問題とメディア
各論 (1)レイシズムと
メディア

レイシズムとそれを伝えるメディ
アについて考える

第9回 社会問題とメディア
各論 (2)選挙とメディ
ア

選挙とメディアの関係について考
える

第10回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (1)インターネット
メディアを通じた意
見表明

社会問題に対する意見表明が、メ
ディアを通じてどのように行われ
ているのか、またその利点と問題
点は何かについて学ぶ

第11回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (2)インターネット
とフェイクニュース

インターネットを通じたフェイク
ニュースの伝播について、諸研究
を概観しながら学ぶ

第12回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (3)インターネット
と選択的接触

インターネット空間における選択
的接触が引き起こす問題を中心に
学ぶ

第13回 インターネット時代
の社会問題とメディ
ア (4)複合的なメディ
ア環境の分析

メディア環境の実相に合わせた研
究がどう行われるべきかについて
考える

第14回 期末試験 学期末試験を行い、理解内容を確
認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
初回を除き、必ず、前回の授業内容について、配布したスライドの
内容と履修者自身でとったノートを読み一通り復習をしてください。
指示があった場合には、事前に文献を読んできてください。（合計
2.5時間程度）

【テキスト（教科書）】
特定のものは使用しません。授業では教員作成の資料を配布、また
トピックごとの参考文献を授業中に紹介します。

【参考書】
谷口将紀（2016）『政治とマスメディア』東京大学出版会．
田崎篤郎・児島和人（2003）『マス・コミュニケーション効果研究
の展開』北樹出版．
蒲島郁夫・竹下俊郎・芹川洋一（2007）『メディアと政治』有斐閣．

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの内容にもとづく平常点(20%)、期末試験(80%)
の合計をもって評価します。

【学生の意見等からの気づき】
授業冒頭に実施するリアクションペーパーの紹介が好評のため、今
年度も行います。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業では学習支援システムを通じてスライドを配布するので、
ダウンロードをし、授業中に紙・電子媒体でアクセスできるように
してください。

【その他の重要事項】
計量的な手法を用いた実証研究を多く取り上げます。授業内容を理
解するために、基礎的な統計データ読解のスキルを有することが望
ましいです。本講義の履修条件ではありませんが、「メディア研究法
入門B」や「社会調査のリテラシー」、「統計学Ⅰ・Ⅱ」といった、基
礎的な統計関連科目の先行・平行履修を推奨します。

【Outline (in English)】
In this course, students learn about the relationship between
various problems in society and the media, using specific
examples and research, and deepen their understanding of
various theories on media effects examined in sociology, social
psychology, and political science.The goal of the lecture is
to enable students to explain and discuss the relationship
between social issues and the media from sociological, social
psychological, and political perspectives.
Except for the first class, students are required to review the
contents of the previous class by reading the distributed slides
and notes taken by the students themselves. When instructed,
students should read the literature in advance. The standard
preparation and review time for this class is 2.5 hours each.
Your overall grade in the class will be decided based on the
content of the reaction paper(20%) and final exam(80%).
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MAN200EB, MAN200ED（経営学 / Management 200 , 経営学 / Management
200）

消費者行動論

諸上　茂光

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のマーケティング戦略において，消費者がどのように商品・サー
ビス，或はブランドなどの情報に接し，それらの情報を利用して最
終的な購買行動を起こすのかを把握することは効果的な戦略の構築
のためにも重要なことである．
本講義では実際のマーケティング戦略の実例に触れながら消費者の
認知や情報収集・態度形成・意思決定過程といった消費者行動のメ
カニズム，さらに，それらの処理に影響を与える外部環境要因につ
いて，社会心理学・認知心理学・経営学など学際的な視点に基づい
て体系的に学習する．

【到達目標】
消費者がある製品・サービスに出会ってから実際の購買行動に至る
までの消費者の認知的・心理的特性について理解した上で，常に変化
する市場や消費者動向に対応した効果的な消費者コミュニケーショ
ン戦略及びマーケティング戦略のあり方について考察・提案できる
ようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP6・DP7・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める．授業内においてテーマに応じて随時ディスカッ
ションを行ったり，リアクションペーパーの提出を求める．提出さ
れたリアクションペーパーからいくつか良いものを取り上げ，全体
に対してフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1. ガイダンス 授業概要
2. 消費者行動とマーケ

ティング
マーケティング戦略における消費
者心理・消費者行動の位置付け

3. 消費者の購買意思決
定過程

情報入力から始まる各種意思決定
モデルの紹介

4. 消費者の欲求と動機
づけ

購買の動機について理解し，その
調査方法について概観する

5. 消費者の知覚特性 心理学的な観点も取り入れ，消費
者の知覚特性を理解

6. 消費者の情報探索と
評価

消費者による商品・サービスに関
する情報の探索と評価について

7. 消費者の記憶特性 広告等を通して与えられるブラン
ド・商品情報に対する注意と記憶
について

8. 消費者の態度形成と
変容

消費者の評価と態度形成の過程お
よびその変容の仕組み

9. 消費者の関与 関与の概念の理解と，消費行動へ
の影響について

10. 消費者行動の状況要
因

状況依存的に変化する消費者の意
思決定について事例を基に理解
＜ゲスト講師登壇予定＞

11. 消費者の個人特性 消費者の統計学的・心理学的なセ
グメント分けと心理過程への影響

12. マーケティング調査 消費者調査および市場調査の実際
について

13. 対人関係と消費者行
動

対人関係が消費者の情報探索行動
や意思決定にもたらす影響につい
て

14. 消費者の購買後行動 購買後行動と，ブランドロイヤリ
ティの形成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
具体的な事例に触れてもらうため，随時，事前課題を授業の最後に
示す．
この事前課題の一部が小レポートとして評価に加算される．
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
指定しない．

【参考書】
『新・消費者理解のための心理学』（杉本徹雄編著，福村出版）

【成績評価の方法と基準】
小レポート類 (40%)と期末試験（60％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
グループ討議を多く（なるべく授業の冒頭で）取り入れることとし
た（対面授業時）．

【その他の重要事項】
ゲスト講師の登壇回については講師との話し合いにより前後する可
能性があります．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to obtain the basic concepts and
principles of consumer psychology.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings: Term-end examination: 70%, Short reports : 30%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

消費者行動モデリング

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年のIOT技術の急速な進歩やビッグデータが積極的な活用は、今後
マーケティング戦略の構築方法にも大きな変革をもたらすことが予
想される．従来よりもオンタイムに様々な消費行動に関係するデー
タが技術的に得られることは、一方でそのデータをどのように扱っ
て次のマーケティング戦略構築に利用するべきかを学ぶ必要が出て
きたことも意味する．本演習では、実際のマーケティングデータを
用い，統計的な手法によって様々な「消費者の行動」をどのように
モデル化し，シミュレーションを行えばよいのかを習得する．

【到達目標】
身近な消費者行動を観察し，そこから観測すべき変数を決定し，モ
デル化を行い，数値シミュレーションを行う一連の過程を行えるよ
うになること，および，そのシミュレーション結果から新しい提案
ができるようになることを目標とする．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は，各回前半の講義部分と後半の演習部分に分
かれており，消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得
する．
その上で第11回以降はグループに分かれ，グループワークによって
実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作成する．
各提出課題や，グループワークの途中成果については随時授業の中
でフィードバックを行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明
2． 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な基

礎を確認
3． 単回帰分析とモデル

化（１）
単回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

4． 単回帰分析とモデル
化（２）

単回帰分析による消費者行動の分
析

5． 重回帰分析とモデル
化（１）

重回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

6． 重回帰分析とモデル
化（２）

重回帰分析による消費者行動の分
析

7． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（１）

数量化Ⅰ類を用いたカテゴリー
データの利用について

8． 数量化Ⅰ類を用いた
分析とモデル化（２）

カテゴリーデータも利用した消費
者行動の予測モデルの構築

9． コンジョイント分析
とモデル化（１）

コンジョイント分析の説明とコン
ジョイントカードの作成

10． コンジョイント分析
とモデル化（２）

コンジョイント分析の実施と消費
者行動モデルの構築

11． 最終課題制作（１） モデル化する消費者行動の探索
（グループワーク）

12． 最終課題制作（２） 調査の作成（グループワーク）

13． 最終課題制作（３） 分析とモデル化（グループワーク）
14． 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
授業内課題（60％）と最終課題（40％）による総合評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います．

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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COT200ED（計算基盤 / Computing technologies 200）

消費者行動モデリング

木暮　美菜

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オンラインを利用する消費者が増えるなかで、顧客データを分析・
活用したマーケティングが積極的に行われるようになっている。本
講義では、消費者の行動を分析する手法のひとつとして、消費者の
行動を統計的な手法によってモデル化し、シミュレーションを行う
手法を習得する。

【到達目標】
①身近な消費者行動をモデルで説明し、数値シミュレーションを行
えるようになること
②シミュレーション結果に基づいて、新しい提案ができるようにな
ること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
第10回までの授業は、各回前半の講義部分と後半の演習部分に分か
れており、消費者の分析に必要な量的調査の基本的な技法を習得す
る。その上で、第11回以降はグループに分かれ、グループワークに
よって実際のマーケティングを題材に消費者行動の分析モデルを作
成する。各提出課題や、グループワークの途中成果については随時
授業の中でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習内容の説明
2 統計的基礎の復習 相関分析を行いながら統計的な基

礎を確認
3 単回帰分析とモ

デル化 (1)
単回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

4 単回帰分析とモ
デル化 (２)

単回帰分析による消費者行動の分
析

5 重回帰分析とモデル
化 (1)

重回帰分析による消費者行動の予
測モデルの構築

6 重回帰分析とモデル
化 (2)

重回帰分析による消費者行動の分
析

7 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (1)

数量化I類を用いたカテゴリーデー
タの利用について

8 数量化I類を用いた
分析とモデル化 (２)

カテゴリーデータも利用した消費
者行動の予測モデル
の構築

9 コンジョイント分析
とモデル化 (1)

コンジョイント分析の説明とコン
ジョイントカードの
作成

10 コンジョイント分析
とモデル化 (２)

コンジョイント分析の実施と消費
者行動モデルの構築

11 最終課題制作 (1) モデル化する消費者行動の探索 (グ
ループワーク)

12 最終課題制作 (２) 調査の作成 (グループワーク)
13 最終課題制作 (３) 分析とモデル化 (グループワーク)
14 成果発表 発見した事実の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
普段から興味を持った様々な事象を積極的にモデル化してみると上
達が早くなります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて適宜プリント配布を行う。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業内課題 (60%)と最終課題 (40%)による総合評価

【学生の意見等からの気づき】
授業内で取り組んだ成果に対して、できる限りフィードバックを実
施します。

【学生が準備すべき機器他】
授業は情報実習室で行います。

【Outline (in English)】
This course deals with the consumer behavior models. It also
enhances the development of students’ skill in data analysis
and simulating.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
- Simulate and analyze consumer behavior models.
- Propose marketing strategy based on result of analysis.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%.
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MAN300ED（経営学 / Management 300）

マーケティング実践

諸上　茂光

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水4/Wed.4
備考（履修条件等）：受講許可が必要。学科優先科目。詳細は「ク
ラス指定科目・抽選科目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
競争力のある商品開発や，訴求力のある広告活動を行うためには，消
費者心理に関する理論的な基礎と，妥当性の高いアンケート調査や
その分析の遂行に基づいたマーケティング戦略の立案が重要である．
そのため，本授業では，実際のマーケティング課題を題材に，同一
モジュールですでに履修した「消費者行動論」における消費者の心
理の理解と「消費者行動モデリング」で習得した消費者の分析技法
を駆使し，実践的なマーケティング戦略の構築を行う．

【到達目標】
消費者心理の理論と分析技法に基づいた，マーケティング戦略の企
画と発表を行えるようになること．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP2・DP3・DP4・DP12
に関連。DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/
info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
実際の商品開発やブランディング等の課題を題材に，消費者心理や
行動に関する理論や各種データ，シミュレーション手法などを使用
し，グループワークによりマーケティング戦略を構築し，発表を行
う．中間報告や最終報告に対し，講評を行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1． ガイダンス 実習内容の説明，グルーピング等
2． マーケティング戦略

の立案１
市場分析・ポジショニング分析

3． マーケティング戦略
の立案２

ニーズの把握

4． 課題のキックオフ 取り組む課題と制約条件の確認，
質疑応答（キックオフミーティン
グ）

5． 課題の分解 課題の客観的な分析
6． 戦略の構築活動１ 課題の分析（現状分析）
7． 戦略の構築活動２ ゴールの設定
8． 調査1 ヒアリング調査・アンケート調査

の実施
9． 調査2 調査結果の分析
10． 中間報告会 各グループ活動の中間報告と質疑

応答
11． 課題解決活動1 中間報告での質疑応答を受けた戦

略の再検討
12． 課題解決活動2 データの分析と効果考察
13． 課題解決活動3 提案資料の作成
14． 最終発表 構築した課題解決の戦略について

発表を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外にも，実地調査や分析など，進度によってグループワー
クの時間を一部確保する必要があります．本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
必要に応じて適宜プリント配布を行う．

【参考書】
授業内で随時紹介する．

【成績評価の方法と基準】
実践活動における平常点（50％）と最終発表（50％）による総合
評価．

【学生の意見等からの気づき】
多様なバックボーンを持った学生が主体的に参加できるようにグルー
プワークを取り入れている．

【Outline (in English)】
The aim of this course is to develop the students’ skill in
making marketing strategies.
Before/after each class, students will be expected to spend four
hours to understand the course content Experiment/Practice.
Your overall grade in the class will be decided based on the
followings:
Term-end presentation:40%,In class contribution: 60%
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FRI200EC, FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200 ,情報
学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアの歴史

小林　直毅

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　どのようなメディアが、何を、どのように語り、描いてきたのか
を考えながらメディアと人間と技術の歴史を理解し、「記録と記憶」
としてのメディアの可能性と課題を考えることを目的とします。

【到達目標】
　政治、経済、社会、文化の変容とメディアの変容との結びつきか
ら、出来事の経験にメディアが不可欠であることを理解し、後半で
は、「戦後史としてのメディア史」をテーマにして、これを実践的に
考えることができるようなるのがこの授業の到達目標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3・DP8・DP10・
DP11に関連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/
shakai/info/article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　対面授業で進めます。
　５～６点の配布資料を学習支援システム＞教材で配信しますので、
それらを使って受講を進めてもらいます。
　配布資料は受講の事前、事後の学習のためのものです。受講者は
この配布資料を参照しながら、講義を聴いてノートを作成していき
ます。受講後さらに、配布資料や参考文献などを参照して、学んだ
ことを文章化した「講義ノート」を作成します。受講者にはこれを
毎週重ねてもらいます。
　授業期間内で学習支援システム＞課題によって３～５回のリアク
ションペーパーの提出を求めます。それについて授業内で講評、解
説をします。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干の変更がありえます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション この講義の概要とねらい
第2回 メディアの歴史を読

み解く視点
「記録と記憶」の考古学をめざし
て。

第3回 メディアと近代社会 何が、どのように印刷され、どの
ように読まれたのか。

第4回 「眼の隠喩」としての
映像メディア

「見えないもの」を見る経験。

第5回 戦争とメディア 「動員」と「告発」、「記録」と「記
憶」。

第6回 メディア表象として
の近代

リアクションペーパーへのリプラ
イ（１）

第7回 「玉音放送」と「終
戦」の記憶

敗戦はどのように語られ、記憶さ
れたのか。

第8回 原爆と原子力「平和
利用」のメディア表
象

「核」の記録と記憶に見る敗者の心
性。

第9回 ナショナルメディア
としての放送とその
技術

ラジオとテレビの連続性。

第10回 敗戦の記録と記憶 リアクションペーパーへのリプラ
イ（２）

第11回「テレビを見ること」
で何が経験されたの
か

高度経済成長とテレビの普及。

第12回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の１）

人びとは「皇太子ご成婚」に何を
見たのか。

第13回 テレビが描いた「豊
かさ」と「平和」（そ
の２）

人びとは「東京オリンピック」に
何を見たのか

第14回 3.11後のメディア メディア・アーカイブの可能性と
課題を考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義の前に、配布資料を熟読してください。講義の概要を
把握し、分かりにくい事項については、「何が、どう分からないか」
を考えてメモとして書き出すといった作業が必須です。
　講義後に、配布資料や参考文献などを参照しながら「講義ノート」
を整理、作成することも必須です。事項の箇条書きメモではなく、文
章として整理するように心がけてください。
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　とくに指定しません。

【参考書】
　毎回の配布資料や講義のなかで示しますが、そこで紹介された文
献をできるだけ多く読んでください。

【成績評価の方法と基準】
　リアクションペーパーがすべて提出されていて、いずれの内容も
問題がない場合は、それをもって成績全体の60％の評価とします。
さらに期末試験を実施しますので、これを単位認定の必須要件とす
るとともに、その評価を成績全体の40％の評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
　リアクションペーパーや答案以上に、授業改善アンケートなどに
よって気づかされたようなことはありません。

【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムで資料配布します。

【Outline (in English)】
Course outline:
In this course, you will understand the history of media as a
technology and institution that enables human recognition and
existence, and also consider media as "record and memory".
Learning objectives:
The goal of this course is to help students understand that the
media associated with political, economic, social and cultural
transformations are essential to the experience of the event.
Learning activities outside of classroom:
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end examination: 40%, Short reports : 60%

— 1126 —



SDGs　発行日：2024/5/1

FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会

橋爪　絢子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーの発展と、それに伴う社会における課題に
ついて考えます。また、それらの諸課題を解決するための設計の基
礎として、ユーザ中心設計の基本概念と考え方について学びます。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の基本概念と設計プロセスにおける各活動の理解
（2）メディアテクノロジーの発展に伴う社会における諸課題の理解

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　以下のテーマについて、主に講義形式で授業を行いますが、内容
の理解を深めるために、適宜グループワーク等を入れたり、ゲスト
を招聘したりします。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザとインタ

フェース1
ユーザの多様性

3 ユーザとインタ
フェース2

インタフェースにおけるインタラ
クション

4 生活の中のメディア
テクノロジー

コンピュータの浸透と生活の変化

5 アンユーザブルなコ
ンピュータ

ユーザビリティの概念の誕生

6 設計プロセス1 設計プロセスの基本
7 設計プロセス2 ユーザ中心設計の活動の進め方
8 インタフェースデザ

イン1
デザインと設計、デザインアプ
ローチの基本

9 インタフェースデザ
イン2

人間工学、人間の身体・生理的特
性を考慮したデザイン

10 インタフェースデザ
イン3

認知工学、人間の認知的特性を考
慮したデザイン

11 テクノロジーとの共
生1

記憶の支援、情報へのアクセス

12 テクノロジーとの共
生2

人間の社会的側面を支援するテク
ノロジー

13 テクノロジーとの共
生3

ソーシャルネットワークの構造と
ネット炎上

14 テクノロジーとの共
生4

VRとAR、まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【参考書】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【Outline (in English)】
We will consider the development of media technology and the
resulting issues in society. We will also learn basic concepts
and ideas of the User Centered Design (UCD) as a basis for the
design so that we can solve related issues.
The final grade will be based on the final exam (50%) and the
usual performance score (50%). The usual performance score
includes contribution to the class, reaction papers, and small
reports.

— 1127 —



SDGs　発行日：2024/5/1

FRI200ED（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 200）

メディアテクノロジーと社会分析

橋爪　絢子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メディアテクノロジーのユーザに着目しながら、ユーザ中心設計
の設計プロセスで用いられる手法について学び、それらの技法を習
得します。

【到達目標】
（1）ユーザ中心設計の各活動で用いる手法の理解
（2）メディアテクノロジーのユーザを理解するためのスキルの習得

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
　授業は、講義と実践のための個人ワークもしくはグループワーク
で行います。分析に関する理解を深めるために、見学やゲストによ
る講義を行うことがあります。
　前回までに提出されたリアクションペーパーや課題などの内容、お
よび得られたコメントから、授業のはじめにいくつか取り上げ、全
体に対してフィードバックを行います。
　なお、授業計画は授業の展開によって、若干変更する場合がありま
す。状況に応じて、オンラインで実施する回が入る場合もあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要の説明
2 ユーザ調査の流れ ユーザ中心設計におけるユーザ調

査、調査の準備
3 ユーザ調査で用いる

手法1
UXグラフを用いたUX評価

4 ユーザ調査で用いる
手法2

経験想起法の分析

5 ユーザ調査で用いる
手法3

ダイアリー法の記録

6 ユーザ調査で用いる
手法4

ユーザの特性やユーザの利用状況
をより理解するための工夫

7 ユーザ調査の実施1 実施時の注意点の学習
8 ユーザ調査の実施2 RQの作成
9 ユーザ調査の実施3 調査の実施、音声の録音
10 ユーザ調査の実施4 書き起こしデータの作成、提出
11 結果の分析1 KJ法による分析
12 結果の分析2 SCATによる分析
13 結果の分析3 要求事項の明確化、ペルソナとシ

ナリオの作成
14 分析のまとめ 分析の講評、その後の設計プロセ

ス
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業支援システムやGoogle Classroomで提示します。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　黒須正明・橋爪絢子著（2021）「HCDライブラリー第5巻：人間中心設
計におけるユーザー調査」近代科学社（ISBN：978-4-7649-0635-8）

【参考書】
　橋爪絢子・黒須正明著（2022）「現場の声から考える人間中心設
計」共立出版（ISBN：978-4-320-07200-8）

【成績評価の方法と基準】
　平常点100%。
　授業への参加の姿勢や貢献、提出物の提出状況と内容等で判断し
ます。

【学生の意見等からの気づき】
　特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
　パソコンとOffice系ソフトウェア (Word、Excel、PowerPoint)、
学習支援システム、電子メール、Google Classroomなどを使用し
ます。

【その他の重要事項】
　本授業は、春学期の｢メディアテクノロジーと社会」の受講を前提
としています。また、前の回での課題をその後の回での課題で使用
するため、全ての回への出席と課題の提出が求められます。

【Outline (in English)】
We will learn methods used in the User Centered Design
(UCD), and acquire these skills by taking into account of the
user of media technology.
In order to understand the content of the class, students are
expected to spend a total of four hours before and after each
class.
The final grade will be evaluated based on the usual perfor-
mance score (100%), including the attitude of participation in
the class, the contribution to the group, and the content of the
submission.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200EB, SOC200ED（社会学 / Sociology 200 ,社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア論

藤代　裕之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。この授業では、ソーシャルメディアに関
連する歴史、技術、法という基本概念を、ニュースや広告などの課
題を学びながら、ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課
題を考えることを目的としています。

【到達目標】
ソーシャルメディアが社会にもたらす可能性と課題を考えられるよ
うになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP5・DP11に関
連。　DPについてはこちら　https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/
article-20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は教科書の予習・復習を前提に進めます。提出された課題に対
するフィードバックを行うことで、授業の理解を深めます。現在進
行形で起きるメディアと社会の問題を扱うため、ゲストの招聘、時
事問題への対応などで、授業計画を変更することがあります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要の説明
第2回 歴史を知る ソーシャルメディアの歴史
第3回 歴史を知る ソーシャルメディアの技術
第4回 歴史を知る ソーシャルメディアの法
第5回 現在を知る ソーシャルメディアとニュース
第6回 現在を知る ソーシャルメディアと広告
第7回 現在を知る ソーシャルメディアと政治
第8回 現在を知る ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第9回 現在を知る ソーシャルメディアと都市
第10回 現在を知る ソーシャルメディアとコンテンツ
第11回 現在を知る ソーシャルメディアとモノ
第12回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（地域）
第13回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（共同規制）
第14回 未来を考える ソーシャルメディアと社会課題解

決（システム）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
該当部分のテキスト（教科書）を予習・復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
藤代裕之編（2019年）『ソーシャルメディア論・改訂版：つながり
を再設計する』青弓社

【参考書】
授業内で適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、授業中の発言や質問、リア
クションペーパーの内容で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【その他の重要事項】
受講希望者は必ずガイダンスに出席して、授業の方針を確認してく
ださい。

【Outline (in English)】
This course will introduce the fundamental concepts，history，
law，and technology of social media.
The goals of this course are to understanding social media.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOC200ED（社会学 / Sociology 200）

ソーシャルメディア分析

藤代　裕之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソーシャルメディアの登場による情報環境の変化は、社会に大きな
変化をもたらしています。中でもソーシャルリスニングと呼ばれる
生活者の口コミ投稿の分析は、メディアに関わる企業だけでなく、
メーカーやサービス業のマーケティング活動においても必要不可欠
となっています。本授業は、ソーシャルリスニングにより生活者の
インサイトを洞察する手法を学ぶことで、ジャーナリズムやマーケ
ティングなどに生かすことができる能力を身につけることを目的と
しています。

【到達目標】
ソーシャルリスニングにより生活者のインサイトを洞察できるよう
になる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP11に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
授業は予習・復習を前提に進めます。グループワークがあります。
提出された課題に対するフィードバックを行うことで、授業の理解
を深めます。企業見学の実施やゲストによる講義が行われることが
あります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業概要と目的
第2回 概論 ソーシャルメディアの特徴
第3回 概論 ソーシャルメディアと消費行動モ

デル
第4回 概論 ソーシャルメディアとキャンペー

ン
第5回 概論 口コミとステルスマーケティング
第6回 概論 OSINTとジャーナリズム
第7回 概論 ソーシャルリスニングとインサイ

ト
第8回 分析 量的観察手法
第9回 分析 質的観察手法
第10回 分析 データの収集
第11回 分析 データの分析
第12回 分析 関連情報の検討
第13回 分析 インサイトの洞察
第14回 まとめ 試験、分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回は予習、復習が前提です。個人やグループによる作業時間が相
当程度必要になります。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とします。

【テキスト（教科書）】
特にありません。

【参考書】
博報堂生活総合研究所（2021年）『デジノグラフィインサイト発見
のためのビッグデータ分析』宣伝会議
大松孝弘・波田浩之（2017年）『「欲しい」の本質人を動かす隠れた
心理「インサイト」の見つけ方』宣伝会議

【成績評価の方法と基準】
期末試験40%、平常点60%。平常点は、提出課題の内容、グループ
ワークやディスカッションへの貢献で判断します。

【学生の意見等からの気づき】
予習・復習に対する授業内フィードバックが好評なので継続します。

【学生が準備すべき機器他】
データの収集分析にパソコン、ソフトを使用します。

【その他の重要事項】
本授業は「ソーシャルメディア論」の受講を前提としています。受
講希望者は必ずガイダンスに出席して授業方針を確認してください。
連続性を持った構成となっているため、原則としてすべての回に出
席する必要があります。

【Outline (in English)】
In this course, students will learn methods about social media
data analysis.
The goals of this course are to understanding social media data
analysis.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 40%、in class contribution: 60%
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SDGs　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語講読ＡⅠ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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SDGs　発行日：2024/5/1

LANe200EA（英語 / English language education 200）

英語講読ＡⅠ

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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SDGs　発行日：2024/5/1

LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語講読ＡⅡ

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と
学術論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際
関係の時事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリを
つけて読むことができるようになることを目指す。講読した文献の
簡単な要約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重
要・難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点
をつかみながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説
明を行う。提出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業
計画は授業の展開によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意
をつかんでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み
終えた後、【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌『Ethics
＆International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布
する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメン
ト、ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高い
ようです。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけ
るかを模索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the
materials before the class and grasp the content and check the
vocabulary. After reading each material, students are asked to
submit a short summary in English. Students are assessed buy
submitted summaries and their class participation. The course
is for those with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

英語講読ＡⅡ

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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LANe200EA（英語 / English language education 200）

Content-Based English BⅠ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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LANe200EA（英語 / English language education 200）

Content-Based English BⅠ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）30％
課題の提出（各記事の英文要約）70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

Content-Based English BⅡ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：Lower Intermediate～Advanced,参考TOEIC
スコア300～。受講許可が必要。詳細は「クラス指定科目・抽選科
目・受講許可科目について」参照。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と
学術論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際
関係の時事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリを
つけて読むことができるようになることを目指す。講読した文献の
簡単な要約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重
要・難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点
をつかみながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説
明を行う。提出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業
計画は授業の展開によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学
術論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意
をつかんでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み
終えた後、【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌『Ethics
＆International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布
する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメン
ト、ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高い
ようです。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけ
るかを模索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the
materials before the class and grasp the content and check the
vocabulary. After reading each material, students are asked to
submit a short summary in English. Students are assessed buy
submitted summaries and their class participation. The course
is for those with intermediate and advanced English level.
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LANe300EA（英語 / English language education 300）

Content-Based English BⅡ（Global Issues）

二村　まどか

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国際問題を幅広く扱う英国の新聞雑誌『The Economist』の記事と学術
論文を読みながら、難易度の高い英文に触れると同時に、国際関係の時
事問題（平和、人権、開発など）ついての理解を深める。

【到達目標】
論説記事や学術論文の英語に慣れ、要点を理解しながらメリハリをつけ
て読むことができるようになることを目指す。講読した文献の簡単な要
約を【英文で】作れるようになることを目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP4 に関連。　
DPについてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
3～4本の論説記事と1本の学術論文を読み終えることを目指す。重要・
難解な個所は逐語訳を行うが、通常は各文・パラグラフの要点をつかみ
ながら、読み進める。また記事の内容の背景についても説明を行う。提
出された課題のフィードバックも授業中に行う。授業計画は授業の展開
によって若干の変更がありうる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、予習の仕方、課題

（英文要約）について
2 The Economistの記

事①
テキストの和訳と内容把握

3 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

4 The Economistの記
事①

テキストの和訳と内容把握

5 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

6 The Economistの記
事②

テキストの和訳と内容把握

7 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

8 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

9 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

10 国際関係に関する学術
論文

テキストの和訳と内容把握

11 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

12 The Economistの記
事③

テキストの和訳と内容把握

13 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

14 The Economistの記
事④

テキストの和訳と内容把握

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業前に必ず予習を行い、わからない単語を調べ、テキストの大意をつか
んでくること（逐語訳をしてくる必要はない）。各文献を読み終えた後、
【英文要約】（300-400 words）を提出すること。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
英国の新聞雑誌『The Economist』の論説記事と学術雑誌 『Ethics ＆
International Affairs』の論文を用いる。テキストは授業で配布する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（出席、テキストの和訳、リアクション・ペーパーのコメント、
ディスカッションへの参加など）：30％
課題の提出（各記事の英文要約）：70％

【学生の意見等からの気づき】
扱う文章も内容も簡単ではありませんが、毎回学生の達成感は高いよう
です。難しい英語・内容をどれだけみんなで解きほぐしていけるかを模
索しています。

【Outline (in English)】
This course uses articles from The Economist and academic
journals to enhance English reading skills as well as knowledge
on global issues. Students are required to go through the materials
before the class and grasp the content and check the vocabulary.
After reading each material, students are asked to submit a
short summary in English. Students are assessed buy submitted
summaries and their class participation. The course is for those
with intermediate and advanced English level.
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SOC100EA（社会学 / Sociology 100）

Globalization and Japanese Society

吉村　真子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、国際社会とは何か、現代の国際社会のさまざまな問題
について議論し、現代の国際社会についての理解を深め、議論する
ことを課題とします。とくに日本にいる私たちとのつながりや視点
を中心において議論していきます。

【到達目標】
現代の国際社会におけるさまざまな社会問題について、理解を深め、
構造的に議論することができるようになることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
社会学部のディプロマポリシーのうち，DP1・DP3に関連。　DP
についてはこちら　 https://www.hosei.ac.jp/shakai/info/article-
20200325181407/

【授業の進め方と方法】
◉国境を越えたカネ、モノ、ヒト、サービスの移動や、エスニシティ、
ジェンダー、ナショナリズム、人権など、様々な問題を視野に入れ、
国際社会を構造的に議論することを課題とします。その際には、よ
その国のことではなく、日本の私たちに関わる問題として考え、行
動することに繋がること、また問題を構造的に捉える視点から議論
します。歴史的な説明と理論的な分析の視点も重要です。
◉授業のテーマの構成・編成は変更になる場合もあります。また最
終授業では、13回までの講義内容のまとめや復習に加え、授業内で
行った小レポート等，課題に対する講評や解説も行います。
◉今年度は全ての授業を対面授業で実施します。COVID-19対応で
オンライン（Zoomなど）利用のグループ・ディスカッションを行う
回も入れる予定ですが、いずれにせよ、毎週の授業の出席や課題の
提出がない場合は採点の対象となりませんので、注意してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに：国際社会

とは
国際社会、主権、国民、国民国家

第2回 戦争と平和 戦後の国際社会
第3回 先住民と歴史的不正

義
先住民の権利とアイデンティティ

第4回 民族問題とエスニシ
ティ

公民権運動、アファーマティブ・
アクション　

第5回 国際社会とイスラー
ム

9.11以降のイスラーム

第6回 ヒトの移動 グローバル社会とヒトの移動
第7回 日本の移住労働と難

民問題
世界と日本の難民受入れ

第8回 地域統合と地域主義 EU、APEC、ASEAN、TPPなど
第9回 貧困と格差 貧困の構造
第10回 食料問題 飢餓の構造とフードロス
第11回 国際社会とジェン

ダー
グローバル化、開発、ジェンダー

第12回 国際社会と企業 経済進出と現地社会
第13回 国際社会と開発援助 国際援助と日本のＯＤＡ
第14回 まとめ 人間の安全保障とグローバル市民

社会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
◉授業外でも、文献を読むなど国際社会問題の勉強を必要とし、ま
た授業に関連する課題の提出も求められます。
◉授業でのグループ・ディスカッションやプレゼンテーションのた
めに、事前の課題の提出や準備をしてもらうことも予定しています。
◉本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストはとくに指定しません。参考書は授業で適宜、紹介します。

【参考書】
西崎文子ほか編著『紛争・対立・暴力：世界の地域から考える』岩
波書店、2016。藤原帰一ほか編『平和構築・入門』有斐閣、2011。
宮島喬ほか編『国際社会学』有斐閣、2015。

【成績評価の方法と基準】
◉成績評価の基準は、①定期試験（60％）、②ミニ・レポートなどの
課題（20%）、③授業やグループ・ディスカッションのコメント (20
％）など、総合的に評価します。
◉毎週の授業の出席や課題の提出がない場合は採点の対象となりま
せんので、注意してください。

【学生の意見等からの気づき】
国際社会をめぐる学生の関心も含める形で議論を進めたいと思って
います。

【学生が準備すべき機器他】
◉今年度はすべての授業は対面／教室で行います。ただし、COVID-19
対策で、Zoom/オンラインでのグループ・ディスカッションやプレ
ゼンテーションの回を設ける可能性もありますので、その準備もし
ておいてください。
◉本授業の連絡や課題の提出などは、大学の学習支援システムHoppii
を使います。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course is to study the global society and international
social issues with Japanese views. The global issues
include discussion on migration, ethnicity, gender, nationalism,
citizenship, human rights, and so on. The course is to
analyze the structure of problems in the globalizing society.
Students are required to study global problems of International
Society and Japan with references, to submit comment sheets
each week, to write short papers, and to take a term-end
examination.
【Learning Objectives】
By the end of this course, students are expected to be able to
analyze and to discuss the global social issues with Japanese
views.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to study before/after a class each week
and for a term-end examination. Your study time will be more
than four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be according to (1) Term-end examination (60%),
(2) Short reports (20%), and (3) In-class contribution (20%).
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CAR100IA（キャリア教育 / Career education 100）

スポーツとキャリア形成

伊藤　真紀

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本のスポーツ界の現状を理解し、スポーツに関わる職業について理解を深
め、受講者が自身のキャリア形成というテーマのもと、大学での学び、そし
て学んだことをいかに仕事につなげていくか、その手掛かりとなるキャリア
プランを立てる。キャリア形成において重要な、21世紀型スキルに代表され
る現代のグローバル社会を生き抜くために全ての人に必要とされる基本的能
力（ジェネリックスキル）をアクティブラーニング形式の授業（ワークシー
ト、グループワーク、ペアワーク、発表）を通して、実践的に学ぶ。
【到達目標】
日本のスポーツ界の現状を理解し、スポーツに関わるキャリアについて知る。
講義を通じて、キャリア形成に関する基礎知識を学習する。ワークシート、グ
ループワーク、ペアワークを通じてを通じて自分のキャリアをイメージし、基
本的なスキルを身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
１４回の授業を通して、スポーツ界の現状を理解し、スポーツ関わるキャリア
について探求する。授業の講義、課題を通して自身のキャリア形成プランニ
ングを行い、キャリア形成に必要なスキルとは何か、スキルを高めるにはど
うしたらよいかをアクティブラーニング形式（ワークシート、グループワー
ク、発表）で学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

授業ガイダンス
授業の目的、方法、評価基準などを、シ
ラバスをもとに説明を行う。「なりたい
職業」について学習する。

2 キャリア形成に必要な
スキルとは

21世紀型スキルに代表される基本的能
力（ジェネリックスキル）について学習
する。

3 日本のスポーツ界の現
状を理解する

日本のスポーツ界の歴史を振り返る。
国際的メガイベント、ワールドカップ、
オリンピックを中心としてスポーツの
発展をスポーツビジネス的観点からみ
ていく。

4 キャリアプランニング
自分を知ろう１【ライフ
ライン】

キャリア形成プランをたてるために、
まずは自分について考える。これまで
の自分の歩みをふりかえり、人生の岐
路となった経験について考える。

5 キャリアプランニング
自分を知ろう2
【Identityについて】

キャリア形成プランをたてるために、
まずは自分について考える。

6 キャリアプランニング
自分を知ろう3【仕事観
と人生観】

キャリア形成プランをたてるために、
自分の仕事観と人生観について考え、
言語化する。

7 キャリアプランニング:
自分を知ろう4【キャリ
アアンカー】

キャリア形成プランをたてる、キャリ
アアンカーについて学び、自分のキャ
リアアンカーについて考えてみる。

8 キャリアスキル１ 「Work Shift」、「 Life shift」を参考に
人生100年時代の働き方について考え
る。

9 キャリアスキル２ 構成力、PDCAサイクルの説明、広い
観点から解決策を考え、現実味のある
解決策を考える。

10 キャリアスキル3 コミュニケーションスキル、プレゼン
テーションスキルついて学ぶ。

11 スポーツのキャリアに
ついて

スポーツに関わる職業とは
各自、興味のある職業について調べる。

12 スポーツのキャリア形
成：グループプレゼン
テーション準備

スポーツに関わる職業について調べプ
レゼンテーションの準備をする。

13 スポーツのキャリア形成
グループプレゼンテー
ション

スポーツに関わる職業について調べ、
グループで発表する。

まとめ スポーツのキャリア形成
グループプレゼンテー
ション総括

各グループプレゼンテーションへのコ
メント・フィードバックをもとにグ
ループごとに各自の発表についてよ
かった点、改善点をまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義後には講義内容並びに課題を十分復習し、次回の授業に生かすこと。本
授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
ワーク・シフト　─孤独と貧困から自由になる働き方の未来図< 2025> 　リ
ンダグラットン著　プレジデント社
LIFE SHIFT(ライフ・シフト)　リンダグラットン著　東洋経済新報社
資料はその都度授業内に配布する。
【成績評価の方法と基準】
評価項目は以下の3項目からなる。
①ワークシート（リアクションペーパーを含む）50%
②レポート30%
③グループ・プレゼンテーション20%
合計：100%

【学生の意見等からの気づき】
ワークシートを作成し、これからの自己分析や今後のキャリアについて考え
る機会を多く取り入れます。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
授業を通して、個人・グループでの作業に積極的に取り組むことで、自ら発
言し、自己表現の場を多くつくることで、社会生活において必要なコミュニ
ケーション能力を高める。
【Outline (in English)】
Course outline and Learning Objectives）
Understanding the current state of sports environment and system
in Japan, deepening your understanding of occupations involved in
sports, and making a career plan that will serve as a clue to
connect what students learn under the theme of their own career
development.Practically learn the basic skills (generic skills) which is
important in career formation and is required for everyone in order
to survive through the modern global society through classes based
on active learning form.The lectures will let you imagine your career
through group work and pair work, and will help acquire basic skills.
（Learning activities outside of classroom）
After the lecture, thoroughly review the lecture contents and
assignments, and make use of them in the next class.
（Grading Criteria /Policy）
Evaluation items consist of the following three items.
①Worksheet (including reaction paper) 50%
② Report 30%
③ Group presentation 20%
Total: 100%
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SDGs　発行日：2024/5/1

GDR100IA（ジェンダー / Gender 100）

女性とスポーツ

伊藤　真紀

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史的、社会的背景を紐解きながら、多様性とスポーツについて学習する。女
性の五輪への出場、活躍がもはや「当たり前」となった今日に至るまでの歴史
を知るとともに、「ジェンダー (社会・文化的側面)、「セクシャリティー」(生
理学的・解剖学的側面)、メディア、プロモーション、様々な角度から多様性
とスポーツに関わる基礎知識を学び、その概要をつかむ。さらに、日本なら
びに諸外国の多様性とスポーツに関連した事例を通して、今後の多様性とス
ポーツの可能性について考える。
【到達目標】
様々な角度からスポーツと多様性について学び、今後のスポーツと多様性の
可能性について自分の意見を述べることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」
「DP7」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を中心としながらも、グループに分かれ、ディスカッションをする時間
を設けます。また視覚教材（ビデオ等）も活用しながら授業テーマの理解を
深めていきます。毎授業の終わりに、その日の授業内容に関するリアクショ
ンペーパーを記入してもらいます。最終講義時には、全日程を通じて学んだ
ことをレポートしてもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 自己紹介を交え、授業の概要を説明す

る。
2 女性スポーツの歴史 I：

日本における女性ス
ポーツの
諸外国の事例

日本における女性とスポーツの歴史な
らびに欧米を中心に女性とスポーツの
歴史を学ぶ。

3 女性スポーツの歴史 II
：アメリカにおける女
性とスポーツの事例「タ
イトル IX」

アメリカにおける女性とスポーツの歴
史において、大きな意味を持ち、影響を
与えた「タイトル IX」について学ぶ。

4 女性の社会進出について 女性の社会進出について、歴史的背景、
現状、さらにスポーツ界に置ける女性
指導者の現状について学ぶ。

5 女性スポーツの現状 I：
女性のスポーツ参画に
関する日本ならびに諸
外国の現状

ブライトンプラスヘルシンキ宣言につ
いてなど、現在の女性とスポーツの世
界的な動きについて学ぶ。

6 女性スポーツの現状 II
：スポーツにおける女
性コーチの日本ならび
に諸外国の現状

諸外国並びに日本のスポーツ界におけ
る女性コーチの現状について学ぶ。

7 女性の体とスポーツ 女性アスリートのからだについて・女
性アスリートの３主徴 “Female
Athlete Triad”について学ぶ。

8 スポーツ界における多
様性について I：スポー
ツとジェンダー

ジェンダー、セクシャリティーという
側面から、スポーツにおける「男性らし
さ」「女性らしさ」について考える。

9 スポーツ界における多
様性について II：諸外
国におけるジェンダー
関連事項

ケーススタディーとして、ジェンダー、
セクシャリティーに関する諸外国のス
ポーツ界の事例を紹介し、ディスカッ
ションを行う。

10 女性スポーツ参加の現
状：Sport England
“This girl can”キャン
ペーンについて女性

女性のスポーツ実施率について学ぶ。
スポーツイングランドが実施した女性
の運動促進キャンペーン「This Girl
Can」について紹介する。

11 スポーツとメディア メディアにおけるこれまでの女性アス
リートの取り上げられ方をみていく。
また、近年めざましい活躍する女性ア
スリートのプロモーションについても
みていく。

12 スポーツビジネスにお
ける多様性戦略

多様性とスポーツをテーマとしたス
ポーツ界におけるマーケティング戦略
について学び、スポーツにおける多様
性戦略の意味を考える。

13 グループ発表について 女性スポーツに関するテーマを各グ
ループで選び、あ発表する

14 総括 授業の振り返り、グループプレゼン
テーションの総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
授業内にて、適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
成績は、リアクションペーパーの内容（20％）、小テスト（20%)、グループ
プレゼンテーション（30%)、レポートの内容（30％）で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
講義で扱うテーマについて学生同士の意見交換を行う場（グループディスカッ
ションなど）を設ける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
We will learn about diversity in sports while studying the historical
and social background. Additionally, we will understand the history of
women’s participation in the Olympic Games and their active activities
until today, and learn the basic knowledge of diversity in sports from
various angles such as "gender (social and cultural aspects), "sexuality
"(physiological and anatomical aspects), media, promotion, etc in order
to grasp the outline. Furthermore, we will think about the potentiality
of diversity in sports in the future through the actual cases related to
diversity in sports in both Japan and in foreign countries.
(Learning activities outside of classroom)
Compile a report related to the theme covered in class.
(Grading Criteria /Policy)
Grades will be evaluated based on reaction paper content (20%), class
room tests (20%), group presentation (30%), and report (30%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

GDR100IA（ジェンダー / Gender 100）

スポーツとダイバーシティ

伊藤　真紀

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史的、社会的背景を紐解きながら、多様性とスポーツについて学習する。女
性の五輪への出場、活躍がもはや「当たり前」となった今日に至るまでの歴史
を知るとともに、「ジェンダー (社会・文化的側面)、「セクシャリティー」(生
理学的・解剖学的側面)、メディア、プロモーション、様々な角度から多様性
とスポーツに関わる基礎知識を学び、その概要をつかむ。さらに、日本なら
びに諸外国の多様性とスポーツに関連した事例を通して、今後の多様性とス
ポーツの可能性について考える。
【到達目標】
様々な角度からスポーツと多様性について学び、今後のスポーツと多様性の
可能性について自分の意見を述べることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を中心としながらも、グループに分かれ、ディスカッションをする時間
を設けます。また視覚教材（ビデオ等）も活用しながら授業テーマの理解を
深めていきます。毎授業の終わりに、その日の授業内容に関するリアクショ
ンペーパーを記入してもらいます。最終講義時には、全日程を通じて学んだ
ことをレポートしてもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 自己紹介を交え、授業の概要を説明す

る。
2 女性スポーツの歴史 I：

日本における女性ス
ポーツの
諸外国の事例

日本における女性とスポーツの歴史な
らびに欧米を中心に女性とスポーツの
歴史を学ぶ。

3 女性スポーツの歴史 II
：アメリカにおける女
性とスポーツの事例「タ
イトル IX」

アメリカにおける女性とスポーツの歴
史において、大きな意味を持ち、影響を
与えた「タイトル IX」について学ぶ。

4 女性の社会進出について 女性の社会進出について、歴史的背景、
現状、さらにスポーツ界に置ける女性
指導者の現状について学ぶ。

5 女性スポーツの現状 I：
女性のスポーツ参画に
関する日本ならびに諸
外国の現状

ブライトンプラスヘルシンキ宣言につ
いてなど、現在の女性とスポーツの世
界的な動きについて学ぶ。

6 女性スポーツの現状 II
：スポーツにおける女
性コーチの日本ならび
に諸外国の現状

諸外国並びに日本のスポーツ界におけ
る女性コーチの現状について学ぶ。

7 女性の体とスポーツ 女性アスリートのからだについて・女
性アスリートの３主徴 “Female
Athlete Triad”について学ぶ。

8 スポーツ界における多
様性について I：スポー
ツとジェンダー

ジェンダー、セクシャリティーという
側面から、スポーツにおける「男性らし
さ」「女性らしさ」について考える。

9 スポーツ界における多
様性について II：諸外
国におけるジェンダー
関連事項

ケーススタディーとして、ジェンダー、
セクシャリティーに関する諸外国のス
ポーツ界の事例を紹介し、ディスカッ
ションを行う。

10 女性スポーツ参加の現
状：Sport England
“This girl can”キャン
ペーンについて女性

女性のスポーツ実施率について学ぶ。
スポーツイングランドが実施した女性
の運動促進キャンペーン「This Girl
Can」について紹介する。

11 スポーツとメディア メディアにおけるこれまでの女性アス
リートの取り上げられ方をみていく。
また、近年めざましい活躍する女性ア
スリートのプロモーションについても
みていく。

12 スポーツビジネスにお
ける多様性戦略

多様性とスポーツをテーマとしたス
ポーツ界におけるマーケティング戦略
について学び、スポーツにおける多様
性戦略の意味を考える。

13 グループ発表について 女性スポーツに関するテーマを各グ
ループで選び、あ発表する

14 総括 授業の振り返り、グループプレゼン
テーションの総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
授業内にて、適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
成績は、リアクションペーパーの内容（20％）、小テスト（20%)、グループ
プレゼンテーション（30%)、レポートの内容（30％）で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
講義で扱うテーマについて学生同士の意見交換を行う場（グループディスカッ
ションなど）を設ける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
We will learn about diversity in sports while studying the historical
and social background. Additionally, we will understand the history of
women’s participation in the Olympic Games and their active activities
until today, and learn the basic knowledge of diversity in sports from
various angles such as "gender (social and cultural aspects), "sexuality
"(physiological and anatomical aspects), media, promotion, etc in order
to grasp the outline. Furthermore, we will think about the potentiality
of diversity in sports in the future through the actual cases related to
diversity in sports in both Japan and in foreign countries.
(Learning activities outside of classroom)
Compile a report related to the theme covered in class.
(Grading Criteria /Policy)
Grades will be evaluated based on reaction paper content (20%), class
room tests (20%), group presentation (30%), and report (30%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOM100IA（社会医学 / Society medicine 100）

衛生学

鬼頭　英明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本講義の目的は、生命をまもり、生涯を通じて健康に過ごすために必要な
衛生に関する基礎的・基本的な知識の理解を深めることである。
　衛生学の基本的な考え方、食品衛生、水や大気などの環境衛生、身の回り
の化学物質と健康影響について学ぶ。授業では、実際に起きた事例を挙げて、
ディスカッションにより問題点を抽出し、改善のための手立てを考えるように
することを目指す。この領域のアプローチは、サイエンティフィックな要素、
社会学的な要素など幅広い視点が必要となることに留意してほしい。間口は
広く、奥行きは広いが、実生活に活かすことができることを最終目標とする。
【到達目標】
個々人の健康の保持増進のため、身の回りの環境の整備や化学物質の管理が重
要であることについて理解し、社会人として責任ある実践に結びつけられる
ようにするとともに、次世代に繋げられるようにすることが到達目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業方法は、原則として対面による授業とする。パワーポイント資料を用い
て授業を進める。適宜記入欄を設けているので、書き込むこと。また、各授
業後に理解の程度を確かめるレポートを課す。なお、受講者が多数となるな
ど、状況によってはzoomによるオンラインとする場合があるので、授業開始
に当たっては、情報に留意すること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論 衛生学について全体を見渡す。
2 衛生の概念 衛生学の考え方や衛生学の成り立ちに

ついて歴史的経緯をふまえ概説する。
3 食品の安全性 食品の安全性について、過去の危害情報

をもとにその重要性について概説する。
4 食品衛生・細菌性食中毒 食中毒の概要及び細菌性食中毒につい

て取り扱う
5 食品衛生・自然毒食中毒 自然毒食中毒について概説する
6 食品衛生・食品添加物 食品添加物について概説する
7 食品衛生活動 食品の衛生管理と安全管理について概

説する
8 水の衛生 身の回りの水の衛生管理の重要性につ

いて考える
9 飲料水の安全性 水道水など飲用に供する水の安全性に

ついて詳述する。
10 水質汚濁 水質汚濁による過去の公害について映

像等に触れることにより課題を考える。
11 居住環境の安全管理 室内環境などの衛生管理の必要性と課

題について概説する。
12 大気汚染 大気汚染物質及び健康影響について概

説する。
13 化学物質の健康影響 化学物質による健康影響及び化学物質

に対する考え方について詳述する。
14 環境管理の重要性 環境管理の重要性についてミクロ及び

マクロの視点から考える。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各2時間。授業内で示した課題に関するレポートの
提出を求める。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
適宜紹介
【成績評価の方法と基準】
授業毎のレポート（50％）及び最終レポート（50％）により評価する。欠席
が多い場合には評価の対象とはしないことに留意する。なお、やむを得ず欠
席する場合は理由を書面にて提出すること。

【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を取り入れるようにする。
【Outline (in English)】
(Course Outline) The purpose of this course is for students to gain
the essential knowledge on hygiene, especially food and environmental
hygiene.
(Learning Objectives)
At the end of the course, students are expected to acquire sophisticated
expertise of hygiene.
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend 2
hours to understand the course content.
(Grading Criteria/Policies)
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Short-Reports(50%),term-end report(50%)
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツトレーニング論Ⅰ

木村　新

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
トレーニング科学を理解する上で必要な基礎的知識 (バイオメカニクス、運動
生理学、神経科学等)を学び、適切なトレーニング計画をデザインするための
基礎を習得する。
【到達目標】
・トレーニング科学を学ぶ上で必要な基礎的知識 (バイオメカニクス、運動生
理学、神経科学等)を理解する。
・各種トレーニング (レジスタンストレーニング、持久性トレーニング、プラ
イオメトリクストレーニング等)の内容と方法および、トレーニング実践での
留意点についての科学的知見を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式が中心となるが、パワーポイントやVTR等の画像資料を用い
た実際の事例を用いながら行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス トレーニング科学の対象、位置づけ、方

法とは何かを説明した後に、今後の講
義の流れについて確認する。

第2回 トレーニング方法の基
礎①

トレーニング方法の種類 (レジスタンス
トレーニング、持久性トレーニング、プ
ライオメトリクストレーニング等)を解
説し、トレーニングを計画する際の注
意点について確認する。

第3回 トレーニング方法の基
礎②

トレーニング方法の種類に応じた負荷
のかけ方や相互関係について説明する。

第4回 骨格筋の科学① 骨格筋の生理学的な側面について説明
する。

第5回 骨格筋の科学② 骨格筋と腱の力学特性について説明す
る。

第6回 トレーニング動作のバ
イオメカニクス

トレーニング動作をバイオメカニクス
的な観点から評価できるようになるこ
とを目指す。

第7回 生体エネルギー論 運動様式に応じたエネルギー供給機構
を説明する。

第8回 レジスタンストレーニ
ング①

レジスタンストレーニングにおける頻
度や強度の標準的な組み方を説明する。

第9回 レジスタンストレーニ
ング②

レジスタンストレーニングの各種エクサ
サイズを概説し、各種エクササイズをバ
イオメカニクス的な観点から説明する。

第10回 持久性トレーニング① 持久性トレーニングに伴う身体内部の
変化について説明する。

第11回 持久性トレーニング② 持久性トレーニングの標準的な組み方
について説明する。

第12回 プライオメトリクスト
レーニング

プライオメトリクストレーニングとは
何かを説明し、プライオメトリクスト
レーニングの各種エクササイズとそれら
のバイオメカニクスについて概説する。

第13回 リカバリー方法 リカバリーの各種技法の紹介、効果の
メカニズムを解説する。

第14回 期末試験 1～13回目までの内容について、修得状
況を判定するテストをおこなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義形式であるが、自分の実施しているスポーツあるいは興味のあるスポー
ツにここでの理論・知見をあてはめる作業を望む。本授業の準備学習・復習時
間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（各授業回、資料を作成して学習支援システム「教材」にアップロード
する）

【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定する点数算出に用
いる場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
講義形式ではあるが、アクティブ・ラーニングになるように工夫して進める。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
スポーツトレーニング論Ⅱの内容と合わせて理解するとトレーニングに関す
る見解が深まると思われるので、スポーツトレーニング論Ⅱの受講を勧める。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To learn the basic knowledge required to understand training science
(biomechanics, physiology, neuroscience, etc.).
To learn the fundamentals for designing training plans.
【Learning Objectives】
Objectives are to understand findings in the training science and to use
them in the application of training.
【Learning activities outside of classroom】
Students try to apply their understanding to sports fields. The standard
preparation and review time for this class is 1 hour each.
【Grading criteria/Policy】
Test: 100%
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SOM200IA（社会医学 / Society medicine 200）

公衆衛生学

鬼頭　英明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本講義の目的は、健康問題を集団として取り扱い、科学的根拠に基づいて、
その背景や課題解決の方策について理解を深めることである。
　授業は、地域や国などの単位で統計的に健康問題を捉えるとともに、年齢、
性や職業などの視点でも理解を深め、集団が抱える課題を追求していく。ま
た、疾病や健康の要因について、どのように絞っていくかを、科学的な根拠
に基づいて明らかにすることの重要性について理解できるようにする。様々
な健康情報が飛び交う中で、適切な意思決定や行動選択がどのようになされ
るべきかを学ぶ。社会人として，生涯を通じた健康の保持増進のためにどう
考え、実践すべきかを学ぶことである。
【到達目標】
疾病予防のためにどのような方策が重要であるか、行政など社会が果たす役
割とは何かについて理解できるようにする。さらに、生涯を通じての健康的
なライフスタイル形成のためにできることは何かについて、自分自身ばかり
でなく社会に対しても働きかけることができることを目指す。また、保健体
育科教員として学校現場で効果的な「保健」の授業ができる基盤となる知識
が獲得できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
原則、対面による授業で進める。また、授業に際し、パワーポイント資料を
配布する。授業では、課題解決型の質問による双方向の授業進行となること
に留意すること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論 公衆衛生学の全体を見渡す
2 保健統計／その意義 保健統計が示す国民の姿から、その意

義を捉える。
3 保健統計／人口統計 人口静態統計及び人口動態統計につい

て詳述する。
4 保健統計／死因統計 死因別死亡率や悪性新生物による死亡

率について概説する。
5 生命表の意義 生命表、平均寿命及び平均余命につい

て概説する。
6 疫学概論 疫学とはどのような学問なのかについ

て概説する。
7 疫学の歴史 疫学的なアプローチについて過去の事

例を紹介し、その意義を詳述する。
8 コホート研究 コホート研究について詳述する。
9 症例対照研究 症例対照研究の意義について詳述する。
10 健康と疾病の概念 健康及び疾病の概念、および一次予防

の重要性について概説する。
11 感染症と対策 感染症の今日的課題について概説する。
12 母子保健 母子保健の重要性と課題、思春期の性

に関する健康課題について概説する。
13 高齢者保健 高齢者の健康課題について概説する。
14 労働衛生 労働衛生の意義、及び題について概説

する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各2時間。授業内で示した課題に関するレポートの
提出を求める。
【テキスト（教科書）】
なし（授業時にパワーポイント資料等を配付する）
【参考書】
国民衛生の動向2021/2022(厚生労働統計協会）
【成績評価の方法と基準】
授業毎のレポート50％、最終レポート50％で評価する。
ただし、欠席が多い場合には評価の対象からはずれるので留意すること。欠
席の理由は必ず提出すること。
【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を積極的に取り入れる。

【Outline (in English)】
(Course outline)The purpose of this course is for students to understand
the public health based on the evidence.
(Learning Objectives)
At the end of the course, students are expected to acquire sophisticated
expertise of public health.
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend 2
hours to understand the course content.
(Grading Criteria/Policies)
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Short-Reports(50%),term-end report(50%)
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SOM200IA（社会医学 / Society medicine 200）

学校保健

鬼頭　英明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義の目的は、学校における児童生徒及び学生等の健康課題について理解
を深めることである。
学校保健とは何か、具体的な領域構造を学ぶ。その上で、どのように学校環
境を維持すべきか、またどのような指導を行う必要があるかを理解できるよ
うにする。学校保健の主体とは誰なのかを認識し、そのためにどのような取
組が必要なのかを自ら考えられるようにすることが最終目標である。
【到達目標】
学校保健の構造について理解し、学校保健がどのような法律によって裏付け
されているのかを理解できるようにする。また、学校保健を支える関係者の
存在について認識し、役割が理解できるようにする。保健管理の柱となる健
康診断や健康観察の重要性、心の健康問題の背景を理解することで、心身の
健康課題の解決に繋げられるようにする。一方の学習環境については、学習
能率の向上や情操の陶冶にとっても重要であることが理解できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーポイントを使用し、双方向で理解の程度に合わせて進めることとする。
必要に応じ、課題解決のためのディスカッションを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論 学校保健を見渡す。
2 学校保健の構造 法令、行政の枠組みを通じて学校保健

について概説する。
3 学校保健関係職員 学校保健に関わる職種について概説す

る。
4 健康診断 健康診断、健康観察および保健指導に

ついて概説する。
5 学校における感染症 学校で対応すべき感染症について概説

する。
6 子供の心の課題 子供の心の課題について概説する。
7 情報 メディアリテラシーについて概説する。
8 学校環境衛生基準１ 学校環境衛生活動（教室の空気等）につ

いて詳述する。
9 学校環境衛生基準２ 学校環境衛生活動（飲料水、プール水）

について詳述する。
10 保健教育・健康教育 学校における保健教育の構造について

概説する。
11 飲酒防止教育 飲酒防止教育の重要性について詳述す

る。
12 喫煙防止教育 喫煙防止教育の重要性について詳述す

る。
13 薬物乱用防止教育 薬物乱用防止教育の重要性について詳

述する。
14 性に関する課題

総括
性に関する課題について詳述する。
これまでの授業の振り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各2時間。授業内で示した課題に関するレポートの
提出が求められる。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
学校保健マニュアル（南山堂）
【成績評価の方法と基準】
授業後に求める小レポート50％、最終レポート課題50％
【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を積極的に取り入れるようにする。
【Outline (in English)】
(Course outline)The purpose of this course is to deepen understanding
of the health issues of students and pupils in schools.
(Learning objectives)

Students will learn what school health is and the specific domain
structure.
Then, students will be able to understand how the school environment
should be maintained and what kind of guidance needs to be provided.
The ultimate goal is to be able to recognize who is the subject of school
health and to be able to think on one’s own about what initiatives are
necessary to achieve this.
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend 2
hours to understand the course content.
(Grading Criteria/Policies)
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Short-Reports(50%),term-end report(50%)
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

アスレティックトレーナー概論

泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4
備考（履修条件等）：※2012年度以前入学生は履修年次が異なる
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アスレティックトレーナー（AT）の役割とその業務を理解することが第一の
目的である。本邦における日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー
養成の歴史的背景や趣旨、設立に至った背景および諸外国におけるAT同様の
資格の状況を理解する。ATの現場での活動および組織的な活動に触れ、その
位置づけや運営管理について学び、コーチ、スポーツドクターなど様々な分
野の専門家といかに連携をとって選手をサポートしていくかなどATが現場で
活動する上で必要な知識を養う。
【到達目標】
「アスレティックトレーナー」という仕事・役割を、欧米・アジアと日本、各
競技、各種資格や各種スポーツ現場における役割などによる違いを通して理
解することである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式が中心となるが、パワーポイントやVTR等の画像資料を用い
た実際の事例を用いながら、個々の意見発表の場をできる限り設けていきた
い。講義の後半部分では、外部講師による特別講演も予定している。授業内
容によってはオンデマンドによる実施もありうる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ATの歴史と現状 日本におけるATの歴史および現状、諸

外国におけるATに相当する制度の現状
について講義する。

2 ATの任務と役割 ATの任務と役割について、日本におけ
る歴史と現状を踏まえて講義する。

3 ATの業務 ATの具体的な業務について、できるだ
け多くの事例を示しながら紹介してい
く。

4 ATの活動（合宿・遠征） ATの実際の活動の具体例として合宿・
遠征を取り上げ、各競技種目による業
務の違いなども明らかにしていく。

5 ATの活動（練習・試合） ATの実際の活動として競技別に取り上
げる。特に個人競技におけるATの具体
的な活動を事例を交えながら紹介する。

6 ATの活動（競技別） ATの実際の活動として競技別に取り上
げる。特に球技におけるATの具体的な
活動を事例を交えながら紹介する。

7 ATの活動（外部講師の
招聘）

ATの実際の活動として競技別に取り上
げる。特にサッカー競技におけるATの
具体的な活動を事例を交えながら紹介
する。

8 医科学スタッフの構成
と役割（医学スタッフ）

医科学スタッフの構成と役割として、
スポーツに関わる医科学スタッフとそ
の役割について概説する。

9 医科学スタッフの構成
と役割（科学スタッフ）

医科学スタッフの構成と役割として、
スポーツドクターとの連携・協力につ
いて、スポーツドクターの役割を示し
ながら概説する。

10 医科学スタッフの構成
と役割（具体的な事例）

医科学スタッフの構成と役割として、
コーチングスタッフとの連携・協力に
ついて、具体的な事例から役割の違い
等を明らかにしながら概説する。

11 ATの組織と運営（外部
講師の招聘）

ATの組織と運営について、トレーナー
チームとその業務。活動現場の運営計
画、安全対策などを講義する。

12 ATの組織と運営（デー
タ活用）

ATの組織と運営について、競技者のコ
ンディショニングに関するデータの管理
方法およびその実際について概説する。

13 ATと倫理 ATと倫理として、ATの社会的な立場、
ATを取り巻く環境について考える。

14 ATの未来 これまでの講義を通して日本における
アスレティックトレーナーの今後につ
いて議論を行い考えを深める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・特になし。講義資料は配布可能なものに関しては学習支援システムから各自
ダウンロードすることとするが、すべてを配布するわけではない。
【参考書】
１.広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂
２.平井千貴，八田倫子，鈴木岳訳，アスレティックトレーニング，ブックハ
ウスHD
３.スポーツメディスン（月刊誌），ブックハウスHD
４.臨床スポーツ医学（月刊誌），文光堂
５.日本スポーツ医学検定機構，スポーツ医学検定公式テキスト1級，東洋館
出版社
６.日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト1　ア
スレティックトレーナーの役割，2007
７.日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト1　ア
スレティックトレーナーの役割，2022

【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は、授業への参加（各回の小テスト／レポートへの実施得点）を
合算し、最終的に100点満点で点数化する。
【学生の意見等からの気づき】
　授業を通してアスレティックトレーナー（AT）という仕事に対する漠然と
した理解から、具体的な「仕事」として理解できる機会として機能している
ようである。ATを目指す目指さないに関わらず、スポーツに必須の役割であ
るATの業務内容を理解するためのきっかけの一つとして機能するような授業
を心掛けている。
　ATを目指しているものはもちろんであるが、「スポーツ現場」に関わるこ
とを仕事にしたいと考えてはいるものの、AT以外の役割を目指したいと考え
ている人にこそ受講してもらいたいと考えている。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The primary objective is to understand the role of
athletic trainers(AT) and their work. Students learn the historical
background of the birth of Japan’s AT and the background of the
establishment. Students also touch on the activities of AT and learn
about the positioning and administration at the sports scene.
【Learning Objectives】 The purpose of this course is to understand
the role of the athletic trainer from the perspective of the differences
between Europe, the United States, and Japan, and the various sports
settings.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】 Grades for this lecture will be evaluated by
adding up the quizzes for each session.
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ARSl100IA（地域研究（援助・地域協力） / Area studies(Regional cooperation )
100）

スポーツ組織論

伊藤　真紀

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「人間」と「組織」をマネジメントする際の基礎的な知識を学ぶ。スポーツに
おける組織論の諸理論を多角的（経営組織論、人的資源管理論、経営管理論、
経営戦略論、リーダーシップ論、モチベーション理論など）に学び、スポーツ
組織を効果的にマネジメントするための基本的な理論を理解する。
【到達目標】
１．マネジメントとは何かを明確に表現できる。
２．スポーツ組織を効果的にマネジメントするための理論を理解する。
３．組織論、モチベーション理論、リーダーシップ理論の基礎知識を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
マネジメントの基本を学修した後、事例を参考にしながらスポーツ組織行動
論の基礎を学習する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の概要説明

授業評価方法の説明
2 組織とは 組織の理念、ビジョン、戦略に関する考

え方を理解し、スポーツ組織における
組織形態について学習する。

3 スポーツと組織について スポーツ組織における組織形態につい
て学習する。日本のスポーツに関する
政策各スポーツ団体の組織構造につい
て学び、スポーツ組織における目的や
戦略、経営計画の立案方法および、それ
らの評価手法について学習する。

4 スポーツ組織における
リーダーシップ

リーダーシップ理論について変遷を深
く理解する。
１．リーダーシップ特性論
２．リーダーシップ行動論
３．リーダーシップ条件適応理論
４．変革型リーダーシップ
リーダーシップ理論の変遷を理解し、
スポーツ組織における効果的なリー
ダーシップの在り方について学習する。

5 マネジメントとは１
マネジメントの使命

マネジメントの役割、社会的責任につ
いて学習する。

6 マネジメントとは２
マネジメントの方法

マネジメントの必要性、マネジャー、マ
ネジメントの技能について学習する。
トップマネジメント、イノベーション
について学習する。

7 スポーツ組織における
ガバナンス

スポーツ団体ガバナンスコード、中央
競技団体のコンプライアンス強化に関
する現状と課題について学ぶ。

8 個人の理解（パーソナリ
ティと対人認知）

パーソナリティと組織行動、について
学習する。組織における対人認知、対
人的コミュニケーションと組織コミュ
ニケーション、組織における効果的な
コミュニケーション戦略について理解
を深める。

9 スポーツ組織における
モチベーション

モチベーション理論、期待理論を理解
し、人のモチベーションのメカニズム
について理解する。

10 多様性マネジメント 多様性について学習し、スポーツ組織
においていかに多様性マネジメントを
行うかについて学習する。

11 アンチドーピングに関
する各スポーツ組織、各
国の同行について

ドーピング問題に対する世界アンチ
ドーピング機構、国際オリンピック委
員会、各国のオリンピック・パラリン
ピック委員会の動向について学ぶ

12 スポーツ組織の事例紹介 スポーツ組織ケーススタディーを行い、
各スポーツ組織の現状や課題把握、課
題解決の試みについて学ぶ。

13 プレゼンテーション スポーツ組織におけるマネジメントに
関する事例について各自で調査分析し、
プレゼンテーションを行う。

14 プレゼンテーション総括 プレゼンテーションの総括ならびに授
業の総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（毎回授業時に資料を配布します。）
【参考書】
「マネジメント【エッセンシャル版】基本と原則」（P.F.ドラッカー著）ダイヤ
モンド社
Managing Organizations for Sport and Physical Activity" Third Edition.
Chelladuai, P. Holcomb Hathaway, Publishers
「経営組織論」　鈴木竜太著　東洋経済新報社
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（３0％）＋グループプレゼンテーション（30%）＋期
末レポート（40%）＝100%という配分で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
We will learn the basic knowledge necessary in managing "human
resource" and "organization". You will study the various organizational
theory in sports from different perspectives (management organization
theory, human resource management theory, management theory,
management strategy theory, leadership theory, motivation theory,
etc.), and understand the basic knowledge to effectively manage sports
organizations.
(Learning activities outside of classroom)
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
(Grading Criteria /Policy)
The grade is comprehensively evaluated by Reaction paper (30%) +
Group presentation (30%) + Final report (40%) = 100%
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツトレーニング論Ⅱ

木村　新

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ場面におけるパフォーマンスの構造を理解した上で、競技種目やレ
ベルに応じて適切なトレーニング計画がデザインできるようになることを目
的とする。
【到達目標】
・トレーニング論における基礎コンセプトであるパフォーマンスについてその
内容と構造について理解すること。
・自身が行ってきた競技を例にトレーニング内容とトレーニングの効果を測定
する方法を計画できるようになること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式が中心となるが、パワーポイントやVTR等の画像資料を用い
た実際の事例を用いながら行う。
実際にトレーニング計画をデザインしてもらい、発表してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス トレーニング科学の対象、位置づけ、方

法とは何かを説明した後に、今後の講
義の流れについて確認する。
トレーニング計画の発表者を決める。

第2回 スポーツパフォーマン
スの構造とその発達①

トレーニング科学におけるパフォーマ
ンスとは何か、およびその構造モデル
を説明する。

第3回 スポーツパフォーマン
スの構造とその発達②

トレーニングによってパフォーマンス
が向上していく際のメカニズムについ
て概説する。

第4回 スキルトレーニングの
理論と実践

スキルの定義を解説した後に、それを
トレーニングによって向上させるため
の考え方について説明する。

第5回 コーディネーションおよ
びファンクショナルト
レーニングの理論と実践

コーディネーションおよびファンク
ショナルトレーニングの目的および問
題の捉え方、トレーニング手段につい
て解説する。

第6回 力およびスピード系ト
レーニングの理論と実践

力およびスピード発揮能力を適切に向
上させるためのトレーニング理論につ
いて解説する。

第7回 持久性トレーニングの
理論と実践

競技者の課題に応じた持久性トレーニ
ングの内容と計画のデザイン方法につ
いて、トレーニング論Ⅰよりも発展的
な内容について説明する。

第8回 トレーニングと試合 トレーニングを考える上での試合の位
置づけについて説明し、試合の本質と
機能について説明する。

第9回 ピリオダイゼーション トレーニング周期の階層システム (ピリ
オダイゼーション)について説明する。

第10回 トレーニング計画にお
ける留意点

トレーニング計画をデザインする際の
様々な留意点について解説する。

第11回 トレーニング計画のデ
ザイン①

実際のトレーニング計画のデザイン例
を紹介し、その計画の根拠や意図を説
明する。

第12回 トレーニング計画のデ
ザイン②

これまでに学習してきたことを踏まえ
て、自身が行ってきた競技を例にト
レーニング内容とトレーニングの効果
を測定する方法を考える。

第13回 トレーニング計画のデ
ザイン③

トレーニング計画をプレゼンテーショ
ン形式で発表し、さらに洗練させるた
めには何が必要かを考える。

第14回 期末テスト 1～13回目までの内容について、修得状
況を判定するテストをおこなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義形式であるが、自分の実施しているスポーツあるいは興味のあるスポー
ツにここでの理論・知見をあてはめる作業を望む。本授業の準備学習・復習時
間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業の各回で資料を作成して学習支援システムの「教材」にアップロー
ドする）
【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積と講義内で作成したトレーニング計画書は期末試験の点数と合
わせて最終成績を決定する点数算出に用いる場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
トレーニング計画を作成するためのソフトウエア（エクセルなど）。
【その他の重要事項】
トレーニング論Ⅰを発展させた内容となっているため、トレーニング論Ⅰを
履修していることが望ましい。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To understand the structure of performance in sports situations.
To be able to design appropriate training plans.
【Learning objectives】
To be able to design appropriate training plans and methods of
measuring the effectiveness of training, using their own athletic
experience as an example.
【Learning activities outside of classroom】
Students try to apply their understanding to sports fields. The standard
preparation and review time for this class is 1 hour each.
【Grading criteria/Policy】
Test: 100%
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PHL100JA（哲学 / Philosophy 100）

生命倫理

渡部　麻衣子

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生命倫理学は、生命の倫理的取り扱い方について検討する学問です。この授業
では、社会の中に生まれて死んでいく人の生命の取り扱い方をトピックとしな
がら、概念、事例、異なる立場の議論を通して、生命倫理学の基礎を学びます。
【到達目標】
1.生命倫理学の基礎概念を学ぶ。2.事例を通して、生命倫理学的議論の方法
を学ぶ。3.授業内での発言を通して、生命倫理学的な議論を実践する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態（講義）、授業内でディスカションを促します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の概要と進め方、評価について説

明する。
第2回 倫理的思考法（１）徳 生命倫理学の中の徳倫理に関する概念

を学ぶ
第3回 事例の検討（１）徳 徳倫理に関係する問題を扱う動画を鑑

賞し、論点を確認する。
第4回 議論（１）どうすれば

「徳」は得られるか（仮）
前週に確認した論点を中心として、どう
すれば「徳」は得られるかを議論する。

第5回 倫理的思考法（２）義務
論

生命倫理学の中の義務論に関する概念
を学ぶ。

第6回 事例の検討（２）義務論 義務論に関係する問題を扱う動画を鑑
賞し、論点を確認する。

第7回 議論（２）「正義」をめ
ぐって（仮）

前週に確認した論点を中心として、「正
義」とは何かについて議論する。

第8回 倫理的思考法（３）功利
主義

生命倫理学の中の功利主義倫理に関す
る概念を学ぶ。

第9回 事例の検討（３）功利主
義

功利主義に関係する問題を扱う動画を
鑑賞し、論点を確認する。

第10回 議論（３）「善」とは何
か（仮）

前週に確認した論点を中心として、人
間にとって「善」とは何かについて議論
する。

第11回 倫理的思考法（４）ケア
論

近しい他者との関係性の中に生じる倫
理的課題を論じる「ケア論」の視座を学
ぶ。

第12回 事例の検討（４）ケア論 「ケア論」に関係する問題を扱う動画を
鑑賞し、論点を確認する。

第13回 議論（４）「正当なケア」
とは何か（仮）

他者を正当にケアすることは可能か。
可能だとしてそれはいかにしてか。こ
れまでの学びを元に議論する。

第14回 総括 これまでに学んだことをまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義に参加するにあたり、配布資料を読んでくること。所要時間は約1時間で
ある。
毎回、配布資料と前回の講義の内容に関する小テストを行うので、約1時間程
度の復習をすること。
【テキスト（教科書）】
教科書は利用しない。
【参考書】
授業内で資料を配布する。
【成績評価の方法と基準】
平常点：30％、小レポート：20％、最終レポート：50％
【学生の意見等からの気づき】
これまでの授業内容を振り返り、今年度からは、生命倫理学で重視されてい
る具体例を取り上げ、生命倫理学での議論を背景も含めて体系化して解説し、
クラスでの有意義な議論につなげることにした。
【学生が準備すべき機器他】
レポート課題はワードで作成するため、パソコンが必要である。

【Outline (in English)】
Bioethics is the field of study to speculate on the ethical treatment of
"life". In this class, students will learn the basics of bioethics by studying
concepts, cases, and discussions based on diverse standpoints, relating
to the issues on human life, which begins and ends in society.
Students will be required approx. 1 hour of studies before and after the
class.
Grading policy is as follows : Attendance(30%) Reports (20%) Final
Essay (50%)
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EDU100JA（教育学 / Education 100）

教育学

藤本　典裕

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N5058」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講は、教育という事象について広範な視野から検討・考察するための基礎
作業を行う。人間にとって教育はどのような意味をもつのか、現代の教育や
教育制度の基礎にあるのはどのような考え方なのか、現代の教育がもつ問題
性は何か、などが検討の対象となる。
【到達目標】
下記の諸点を本講の到達目標に設定する。
１．教育に関する諸概念について自分自身の考えを整理して発表できる。
２．人間の文化の特性やその伝達の特殊性について理解できる。
３．近代の教育を支える思想について理解するとともに、それが現代におい
てどのように変質しているのかを理解できる。
４．現代社会における教育の問題点を指摘し、それについての見解を整理し
て発表できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式を基本とするが、受講者数などを勘案し、学生の意見発表と討論の
時間を確保したい。
学期末にレポートの提出を求めるが、学期中に小レポートの提出も求める。
下記に授業計画を示していますが、変更を行うこともありえます。変更の場
合はその都度お知らせします。学習支援システムに講義資料などを提示する
ので確認して受講してください。その他、必要な連絡も基本的には学習支援
システムを通じて行うので注意してください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 何を学ぼうとするのか（講義概要の説

明など）
第2回 「教育」についての一般

的理解
「教育」という言葉がどのように理解さ
れ流通しているのかを確認する。

第3回 「教育」という営みの特
性

「教育」が他の活動と区別される特性を
検討する。

第4回 人間の文化とその伝達 教育の原点である「文化伝達」を理解す
るため、人間の文化の存在様式と伝達
の特性について検討する。

第5回 子ども観・子育て観 子どもや子育てがどのように理解され
実践されてきたのか、現代において子
ども・子育てはどのようなものとなっ
ているのかを検討する。

第6回 近代の教育思想 ルソーの教育についての考察を素材とし
て、近代的教育思想の特徴を整理する。

第7回 学校の誕生と発展 教育機関としての学校が誕生する経緯
とその後の発展について概観する。

第8回 戦前・戦中の教育と教師
（１）

日本における学校教育制度の誕生と期
待された機能について検討する。

第9回 戦前・戦中の教育と教師
（２）

「教育勅語」を中心に、戦前・戦中の教
育を支配した理念について検討する。

第10回 戦後教育改革と教育理念 戦後（現行）教育制度がめざした教育の
あり方について、教育の権利・義務の視
点から整理・考察する。

第11回 教育を受けること・学校
に通うこと

学校に通い教育を受けることの意味を
法制度の観点から検討する。

第12回 教育を受ける権利の保障 教育を受ける権利を保障するための制
度の概要を整理・検討する。

第13回 教育費負担と教育機会 教育費負担のあり方と実態、それが子
どもの人格形成や学力保障に及ぼす影
響ついて検討する。

第14回 人間にとって教育とは
何であるのか

講義全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業の終わりに次回の内容を予告し、準備学習について指示するので、
その内容に従って準備すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用せず、必要な資料を配布する。

【参考書】
堀尾輝久『教育入門』岩波新書、1989年
堀尾輝久『現代社会と教育』岩波新書、1997年
勝田守一『能力と発達と学習』国土社、1990年
ルソー『エミール』岩波文庫、1994年
橘木俊詔『日本の教育格差』岩波新書、2010年
藤本典裕・制度研編『学校から見える子どもの貧困』大月書店、2009年
その他、授業中に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
学期末試験またはレポート（60％）、小レポート（40％）を総合的に評価す
る（配点は目安）。
【学生の意見等からの気づき】
科目の性格上、教育に関する多くの事象を取り上げることを主目的としてい
る。このため、さまざまな事項について深く検討することは困難であるが、参
考文献の紹介などで補足したい。
【Outline (in English)】
【Course outline】
We will learn about "education" as a nessesary social function for
human-beeing.
【Learning Objectives】
At first, basic educational concepts will be discussed through daily- life
experiences. We will learn how and why we human-beeing have kept
"education" as a basic social function.
Second, we will learn about the functions of schooling system.
Third, we will learn about the rights and duties on "education", who
have the rights to education , and why so, who guarantee the rights.
【Learning activities outside of classroom】
I will show you about the contents of next lesson and the activities you
must do by the net lesson. Before each class meeting, students will be
expected to do the activities.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end report: 60%、Short reports : 40%
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LAW100JA（法学 / law 100）

日本国憲法

清水　弥生

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
①日本国憲法は誰に対し何を定め、どのように国家をコントロールして
いるのかという基本知識を包括的に学ぶ。②基本的人権の保障と民主主
義という観点から、統計などの諸資料を通じ、社会事情の変化や社会通
念の変化を学ぶ。そしてそれらが最高裁判例にどのように映り込んでき
たかを学ぶ。

【到達目標】
①各テーマごとに、憲法の基本的な法的性質をひとに説明することがで
きる。②各テーマごとに、憲法の現代における課題をひとに説明するこ
とができる。③広い視野から現代の社会について主体的に考察するため
の、少しでも高いレベルの基礎知識を得ている。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
対面講義形式①レジュメを前日までに学習支援システムにアップします。
教室内にも一定数配置します。②リアクションペーパーを配布しますの
で、講義内で理解したことを５行程度以内に記し提出してもらいます。
あるいは、簡単な課題に答えて提出してもらいます。授業の初めに，前
回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつか取り上げ，全
体に対してフィードバックを行うことがあります。
③オンラインのホッピー上で実施するミニテストを、授業時間終了１０
分前から配信します。対面授業は出席が前提なので当日中の締め切りで
す。受験機能のスマホやPCを持たない人は学内の施設を利用すること。
締め切り終了後に点数を統計とともにフィードバックします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 講義概要の説明。憲法

とはなにか。
憲法の特徴。

第2回 憲法の構造 権力分立と法の支配について。
第3回 国会・内閣・裁判所 三権と裁判所の権能。
第4回 司法権 裁判所の権能。
第5回 国民主権と象徴天皇制 主権と国民主権。天皇
第6回 基本的人権の及ぶ範囲 人権と外国人（マクリーン事件等）
第7回 基本的人権の適用関係 憲法の私人間適用（三菱樹脂事件等）
第8回 平等とは何か 絶対的平等と相対的平等。実質的平

等と形式的平等。
第9回 日本国憲法と平等 （夫婦別姓事件）（生後認知子国籍法

事件）
第10回 13条と新しい人権 13条と幸福追求権
第11回 13条と新しい人権 13条と人格権
第12回 表現の自由 今日的意義。事前抑制と検閲の禁止。

（北方ジャーナル事件等）
第13回 表現の自由 名誉棄損、プライバシー侵害。（「宴

のあと」事件等）
第14回 表現の自由 学び残したこと

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
＜準備学習＞2時間①翌週範囲のレジュメを事前にアップしておくので、
その概要や参考資料に目を通しておく。社会背景等の大まかな理解を独
自にしておく。
＜復習＞2時間①授業内で学んだ事件や判例について、背後にある制度
や根拠法を復習し、判例の意義を自分なりにまとめ、理解を再構築する。
③小テストに備える。④定期試験としての記述試験に備え、法的な知識
を確認する。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
学びの助けとして、できれば芦部信喜、伊藤正巳、末川博先生など「憲
法」関連著作。

【成績評価の方法と基準】
①２０％。各回の内容についての、オンラインで行う小テスト3回。授
業内に開始し、当日中締切り。スマホやPCなどの受験機能を所有して
いない人は学内のPCなどから受験してください。送受信の安定した環
境で受験するようにしてください。
②２０％。各回の内容について、理解したことの記述のリアクションペー
パー。対面授業時間内提出。予定では11回。
③６０％。対面記述定期試験。持ち込み不可。授業内定期試験の予定。
ただし、皆さんの理解度と進度により、定期試験期間中定期試験となる
こともあり得ます。
＊①②の回数は、受講者数と学内サイトアクセス可能状況により変更す
る場合があります。

【学生の意見等からの気づき】
なるべくわかりやすい言葉を用いるように心がけます。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの小テストがあるので、送受信環境。ない場合は学内施設を
利用してください。。

【その他の重要事項】
①全て対面の予定なので、全出席できない場合は単位を落とす場合もあ
り得ます。出席する意欲のある人が受講してください。
②疑問点は、遠慮なく、掲示板上で質問してください。
③成績評価は、多種類の総合評価です。範囲が広く、進度が早いので復
習することが苦にならない人、出席と提出を怠らない人の受講を希望し
ます。
④シラバス内容は、皆さんの理解により前後したり、変更することがあ
ります。

【Outline (in English)】
【Course outline】You learn　comprehensively the basic knowledge
of the Japanese Constitution.You learn 　 how the Japanese
Constitution controls the state.From the viewpoint of fundamental
human rights security and democracy,you learn changes in social
circumstances and changes in social wisdom through materials
such as statistics.And you learn how it affected the Supreme Court
precedent.
【Learning Objectives】At the end of the course, you can explain
about the nature of the constitution.②You can explain about the
constitutional Challenges. ③You can gain foundational knowledge
of constitution.
【Learningactivities outside of classroom】Students will be expected
to spend four hours to understand the course content.
preparation Learning ： 2H:Understand about social background
of next week range.
post-learning ：２ H:① Produce the short exams by on line. ②
Understand about the rationale Law. ③ Prepare for final exam.
【Grading Criteria /Policy】
① short exams by on line 20%(about３times)
② comment papers 20%(to pass)(about１１times below )
③ final exam 60%(1time)
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SOC100JA（社会学 / Sociology 100）

社会思想史

楠　秀樹

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
概要: ナチズムの基礎にあるレイシズムと優生思想の社会思想史を
講義する。人間を生物学や医学の見地から異なった存在として位置
づけ、優劣や序列をつけ、区別し、分離し、排除し、殺戮する論理
を、歴史的に考察し、現代日本と比較する。
授業目的と意義: 学生は「社会」を多角的視点から考察できるように
なる。
到達目標: 学生は、社会の中の自らの考えや行為を反省して答えが
出せるようになる。

【到達目標】
・学生は、優生思想の歴史を知ることで、「内なる優生思想」に気づく。
・学生は、「社会」についての多様な視点、それぞれのモデルの強み
と弱み、自分の社会観に気づく。
・学生は、安楽死、動物保護自然保護、出生前診断など、死のケアに
まつわる社会思想史的背景理解ができる。
・学生は、統計資料や新聞報道等の素材から、自分で問題点を抽出
し、議論を組み立てられるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で、毎回のHoppi用いたフィードバックから、その都度授
業のふりかえりを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回
　

オリエンテーション
―授業の概要・目
的・意義の共有

講義内容全体を予告するが、学生
にいくらか問いかけ、講義内容を
調整するヒントを得られるように
したい。

第2回 社会を考える―オー
ギュスト・コントの
全体

歴史上の「社会」の捉え方、その
変動についての考え方の一つを示
す。社会学の創始者の一人コント
の思想を紹介する。

第3回 社会進化を考える―
ハーバート・スペン
サーの個人

歴史上の「社会」の捉え方、その
変動についての考え方の一つを示
す。社会学の創始者の一人スペン
サーの思想を紹介する。

第4回 コントとスペンサー コントとスペンサーの考え方から
自らの考える「社会」とその「進
化」についてまとめてみる。

第5回 優生思想の出現 社会の「進化」ということから、
ダーウィン、ラマルクなどの進化
論の社会に対する影響を考え、そ
の思想がアメリカにおいて優生思
想の実験につながっていくことを
確認する。

第6回 刑罰国家―社会保障
か刑務所か

優れた人間を生み出し、劣った人
間を排除する優生思想は、人間の
優劣を決定する政策につながる。
その際、「劣」とされたものは救済
の対象となるのか、排除隔離の対
象となるのか。「刑罰国家」をキー
ワードとして確認する。

第7回 ナチスドイツの出現
・ナチスドイツ出現
の歴史の共有
・ナチスドイツの優
生思想を確認する。

アメリカで実践された優生学はド
イツに渡った。ナチスドイツのア
メリカ優生思想との連続性と非連
続性を確認する。

第 8 回
　

ナチスドイツの優生
思想―ナチスドイツ
の優生政策の非人道
性が極まった障害者
虐殺

優生政策は生殖力の剥奪である
「断種」であった。しかしナチスド
イツではとうとう生命の剥奪が
「安楽死」と称して行われるように
なった。このことを考える。

第9回 T4作戦と動物権利―
動物と人間の価値の
組み換え

動物権利と動物福祉という概念が
ある。現代社会においては動物と
人間の共生、自然との共生が問わ
れているが、ナチスの優生政策は、
進化論、遺伝などの生物学の思想
を疑似科学的に取り入れ、生命の
価値の序列を組み換えた。これに
ついて考える。

第10回
　

T4作戦と安楽死―安
楽死、尊厳死、自殺
幇助

ナチスが「安楽死」といった内実
を、現代社会に問われる「死のケ
ア」「安楽死」「尊厳死」「自殺幇
助」と照らし合わせて考える。

第11回
　

北欧の福祉と優生思
想

社会福祉先進国である北欧の優生
政策もナチスドイツの優生思想の
源流であったことを確認する。そ
の他ナチスドイツの社会保障政策
が「誰かを犠牲にして誰かを幸福
にする」という発想であったこと
を確認する。

第12回 日本の優生思想と政
策

ナチスドイツと日本の優生思想・
政策に連続性があるのか?日本の優
生思想を考える上で、「家」家族の
位置づけが重要となる。このこと
を考える。

第13回
　

出生前診断
・出生前診断の現状
・バイオ科学と生殖
技術のもたらす未来
・相模原事件

ナチスドイツと現代日本の連続性
を、生殖において日常生じている
ことと同時に、特異な事件からも
考える。

第14回
　

全体を振り返る
・個人の意見の確認
・意見の交換

いままでの講義に対する学生の結
論を確認し、意見交換する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は、教員がその都度指示する参考図書や新聞、統計資料に目を通
しておく。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
楠秀樹・春日清隆・牧野修也『社会のセキュリティを生きる―「安
全」「安心」と「幸福」との関係』

【参考書】
その都度指示する。

【成績評価の方法と基準】
平常点70％、期末レポート30％で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
抽象度の高いテーマを、できるだけ理解できるよう工夫する。

【その他の重要事項】
受講生の関心と要請に応じて、変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
This course deals with the history of social thought about
racism and eugenics as the basic principles of Nazism. It
compares Nazism and Japanese contemporary situation. It
also enhances the development of students’ skill in making
self-regulated learning.
The aim of this course is to help students acquire their own
social thought.
Learning Objectives： The goals of this course are to think
diversity ofsocuiety.
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Learning activities outside of classroom: Students will be
expected to have completed the required assignments after
each class meeting. Your study time will be more than four
hours for a class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end report: 40%、Short reports : 60%
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SOC100JA（社会学 / Sociology 100）

老年学

新名　正弥

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：現代福祉学部以外のSSI生は授業コード「N5117」
を選択すること。
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
老年学は、生物が普遍的に経験する「加齢・老化」現象を人間の視点から学際
的に捉えることを目的とする学問領域である。本講義では、老年学の生物学
的、心理学的、社会心理学的、社会学的視点を網羅的に解説するとともに、特
に社会老年学領域のテーマについて重点的に解説を行う。一方で、老年学の
学際性故に老いに対する様々な見方があり、その見方によって「問題の所在
とその社会的対応」が異なることも学ぶ。
【到達目標】
老年学の方法及び理論、人口論、身体、心・精神、社会、政治、環境、死など
の各テーマにおける視座と現代的課題を学ぶ。加えて、老化に係わる課題に対
応するための個人的適応及び社会政策による対応について海外の動向を関連
させ学ぶ。これらの作業を通じて、人間の老いという現象を社会や文化、そ
して価値による影響を含めて多角的に理解する。加えて、学生が現実の政策
課題について理論的な思考を応用的に展開できることを目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
主に講義を中心に進め、映像資料を多数用いる。各回の内容についてリアク
ションペーパーを記すことで理解を深めてもらう。また、課題のフィードバッ
クはLMS等を通じて適宜コメントする他、課題提出翌週の講義開始時に解説
を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義のねらい、講義の構成、スケジュー

ル、成績評価
第2回 老年学とは 老化・加齢について、老年学・社会老年

学のアプローチ
第3回 人口の高齢化 人口高齢化、少子化、地域差と社会変動

の影響
第4回 老化と身体 高齢者の寿命

高齢者の疾病と障害
第5回 老いと心・精神 高齢者の心と知能、感情と欲求、パーソ

ナリティ
心理的適応
老いと発達（生涯発達理論と老年的超
越）

第6回 高齢期の健康問題と対応 老化と健康
認知症

第7回 老化の社会学理論① 活動理論、離脱理論、継続性理論等の老
化に関する社会学理論

第8回 老化の社会学理論② 老いに対する態度、エイジズム
老化の政治経済学的アプローチ、ポス
トモダンアプローチ

第9回 高齢期の社会関係と社
会参加①

高齢期の家族・社会関係

第10回 高齢期の社会関係と社
会参加②

雇用、ボランティア、政治参加

第11回 高齢社会の問題と政策
対応

社会問題の社会学アプローチと構造化
された依存

第12回 老いと経済 経済格差と政策対応
第13回 老い、医療・介護、終末

期
多死社会における医療・介護・終末の課
題

第14回 高齢社会の構造（グロー
バリゼーション、老いを
取り巻く社会構造の変
化）

少子高齢社会の展開と政策課題につい
て検討する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞、雑誌、書籍、テレビ番組等から関連するテーマについて日頃から注意
しておくこと。また、自身の高齢者との経験について振り返っておくことが
望ましい。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。授業前に資料を配付する。

【参考書】
国民の福祉と介護の動向（厚生労働統計協会）
高齢社会白書（厚生労働省）
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーによる各回の振り返り、クイズ、レスポンスペーパー
（40％）、期末レポート（60％）によって総合的に判定する。
【学生の意見等からの気づき】
領域が広い教科であるが、標準的な体系が確立していない学問分野なので、一
回その都度完結型の講義を心がける。
【その他の重要事項】
老年学は、高齢者福祉論、介護福祉論、介護保険制度論の基盤となる科目な
ので、高齢者に関して発展的学習を行う予定の学生に対して網羅的かつ基礎
的な知識を提供することを心がけたい。
【Outline (in English)】
Gerontology is an interdisciplinary subject dealing with the aging of
humans and society surrounding the elderly. The lecture aims to com-
prehensively describe the biological, psychological, social-psychological,
and sociological perspectives of gerontology and explain the themes,
especially in social gerontology. On the other hand, because of the
multidisciplinary nature of gerontology, the lecture aims to exemplify
how values embedded in perspectives of gerontological theories
differently affect the understanding of social issues surrounding aging
and its policy response.
By the end of the course, students are expected to understand the basic
terms and theories concerning aging.
Before the lecture, students must tackle assignments (about 2 hours).
After the class, students are asked to answer quizzes (about 2 hours).
The course’s grading will be based on quizzes/assignments (40%) and
term-reports (60%).
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MAN100JA（経営学 / Management 100）

企業と労働

澤木　朋子

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　企業で「働く」ということはどのようなことであるのか、個人レベル、組織
レベル、社会レベルの３つのレベルで検討を行います。
　私たちは企業で「働く」ことを通じて、もちろん賃金を得ますが、「働く」
ということは、それに留まりません。「働く」という現場は、生計費を得る場
のみならず、能力を形成・発揮する場であり、仕事を通じて社会貢献をする場
でもあります。さらに社会全体で見れば、労働力を確保するだけでなく、個
人レベル、あるいは世代間レベルで労働力を再生産する必要があり、労働力
が枯渇しないように労働力を保護し、陶冶することも求められます。
　「働く」ということは、今日の企業において、あるいは社会全体において、
どのような意味があるのか、社会政策、労働経済学、経営学などを交え、でき
るだけ多面的に、学際的に講義を行います。
【到達目標】
①企業とは社会的に如何なる存在であるのか、そこで働くということはどの
ようなことであるのか、基礎的な理解力を身につける。
②企業における人事労務管理は、どのような位置にあり、その機能は、どの
ようなものであるのか、将来、大学を卒業し、「働く」ことを念頭におきなが
ら、自分なりの意見や考えを導き出す。
③社会全体で見たときに、「働く」ということはどのような意味があり、労働
政策としてどのような対応が求められるのか、今日の現状を踏まえ、ありう
べき対策について検討を加えられるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
①本講義は、理論的な内容も取り上げるが、理論と現実の往復を重視します。
②時事問題を取り上げる他、視聴覚教材を用い、現実に生じている問題とし
ての視点を大切にします。
③課題に対するフィードバックは特にしませんが、出席しているかどうか、成
績評価の対象になります。質問等ある方はメール等で受け付けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第一回 ガイダンス ・授業の概要、目的

・評価方法
・講義の進め方
・本講義の対象領域

第二回 働く動機 ・人間モデル
・モチベーション論

第三回 日本的雇用慣行 ・終身雇用と定年
・年功序列賃金
・企業別労働組合

第四回 企業の人的資源管理① ・人的資源管理論
・採用と退職
・配置と異動

第五回 企業の人的資源管理② ・人事評価
・人材育成

第六回 企業の人的資源管理③ ・最低賃金
・春闘

第七回 労働時間① ・労働基準法
・日本における労働時間

第八回 労働時間② ・「働き方改革」
第九回 非正規雇用① ・多様化する雇用形態

・パートタイム労働
第十回 非正規雇用② ・派遣労働

・請負労働
第 十 一
回

雇用されていない労働者 ・個人事業主
・フリーランス

第 十 二
回

社会保障制度 ・医療保険
・年金保険
・雇用保険

第 十 三
回

女性の働き方 ・配偶者控除
・配偶者特別控除

第 十 四
回

ジェンダーとは ・性差とジェンダー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・講義内で指示された論文・文献・資料等について必ず読んだ上で
　出席すること。
・講義のテーマに関する文献、資料や事例などについて、主体的に学

　習すること本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
・日頃よりニュースや新聞等を熟読すること。
【テキスト（教科書）】
教科書は指定しない。毎回レジュメ、資料等を配布します。
【参考書】
講義の中で適宜、紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・毎回講義後の課題40％
・期末試験：60％
【学生の意見等からの気づき】
視聴覚教材についても、学生の理解を促進する上で効果的であり、講義のな
かで、視聴覚教材を適宜、活用していきます。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
・受講生の人数、授業の進度によって、講義計画を若干、変更・調整すること
もあり得ます。
・授業時間内に必ず講義を聴くこと
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces social policy, labor economics, and business
administration, as to what they mean in today’s enterprises or in society
as a whole.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to acquire a basic understanding of what a
company is socially and what it means to work there.
【Leaning activities outside of classroom】
Students will be gather information and read newspapers to be sensitive
to social changes and current affairs.
【Grading Criteria/Policies】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination:60%, in class attendance:40%
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GDR100JA（ジェンダー / Gender 100）

ジェンダー論

藤田　和美

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2021年度以降入学生のみ履修可。2020年度
以前入学生は「N1120　女性学」を履修すること
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　ジェンダー研究は、1960年代後半に登場した第二波フェミニズムと呼ばれ
る社会運動をきっかけに登場した他領域的で学際的な学問分野です。当初は、
女性学（Women’s　Studies)として男女の差異と不平等の検証に焦点があて
られ、伝統的な学問分野の男性中心性が明らかにされるとともに、女性の生
の基盤を形づくってきた知識・技能・経験の再評価が行われました。その後
1980年代には、男性や男性性の経験に焦点をあてた研究も行われるようにな
り、これが後に男性学（Men’s Studies）という専門領域になっていきます。
　ところが、女性学とそれに続く男性学がアカデミックな探求の専門領域と
して確立された1980年代後半、ポストモダニズムやポスト構造主義などの理
論が進行した結果、「女性」や「男性」を別々の一元的なカテゴリーとして捉
える考え方に疑問が突きつけられます。これにより、「女性学」や「男性学」
という用語は論争の的となり、それらの存在理由が大きく揺さぶられること
になりました。
　こうした経緯を経て、現在のジェンダー研究は、男女間だけではなく女性相
互、男性相互の関係性の研究を含む学問分野として理解されています。本授
業ではジェンダー研究の主要概念・理論を学ぶとともに、1980年代後半から
1990年代にかけて登場した性的マイノリティの運動とそこで展開された「新
しいジェンダー・ポリティクス」を学び、現在、私たちが直面している問題の
解決策を考えます。
【到達目標】
1）フェミニズム運動の歴史を知り、説明できるようになること
2）ジェンダー研究における基礎概念とその背景にある理論的考え方を理解し、
説明できるようになること
3）現在のジェンダー問題の状況を把握し、解決策を具体的に提案できるよう
になること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　講義形式の授業を基本としますが、受講生が少ない場合、グループワーク
を行うこともあります。講義はパワーポイントを投影しながら行います。プ
リント（パワーポイントを印刷したもの）は配布しませんが、授業資料を前
日夜までに学習支援システムにアップします。プリントが必要な学生は各自
印刷し、授業に持参してください。対面での開講となりますが、変更される
場合には学習支援システムでその都度提示します。毎回の授業時には、リア
クションペーパーを提出していただきます。提出していただいたリアクショ
ンペーパーや課題については、次の授業時に紹介するなどしてフィードバッ
クをおこないます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス＆イントロ

ダクション
キーワード：第二波フェミニズム、
ジェンダー、女性学・男性学、家父長
制、ダブル・スタンダード

第2回 フェミニズム運動の歴史 キーワード：参政権運動、女性解放運
動、コンシャスネス・レイジング、「個
人的なことは政治的なこと」

第3回 政治分野におけるジェ
ンダー平等

キーワード：第一波フェミニズム、参
政権運動

第4回 ジェンダー「平等」：三
つの視点

キーワード：平等、差異、多様性、ポジ
ティブ・アクション

第5回 ジェンダーと労働 キーワード：賃金格差、コンパラブル・
ワース、ガラスの天井、ガラスのエスカ
レータード家父長制、ダブル・スタン
ダー

第6回 アンペイド・ワーク キーワード：家庭内分業、ロッタ・フェ
ミニスタ、「家事労働に賃金を」ップ、
ジェンダー分離

第7回 男性の家事・育児・介護 キーワード：育休制度、くるみん
第8回 性暴力・DV キーワード：ドメスティック・バイオ

レンス、パープル・リボン
第9回 デートDV キーワード：セクシュアル・コンセント
第10回 多様な男性性 キーワード：男性運動、ホワイト・リボ

ン
第11回 異性愛の捉え直し キーワード：アドリエンヌ・リッチ、強

制異性愛、異性愛主義、ホモフォビア

第12回 職場における性の多様性 キーワード：エイズ・アクティヴィズ
ム、クィア、トランスジェンダー、トラ
ンスフォビア

第13回 メディアとジェンダー キーワード：好感度CM、炎上CM
第14回 期末テスト・まとめと解

説
講義内容から出題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【準備学習】学習支援システムに、その週の講義で使用する資料がアップロー
ドされています。学生には授業開始前に資料をダウンロードし、目を通して
おくことが求められます。レジュメ中にハイパーリンク等で参考となる文献
や動画の情報を示していることもあります。これらについても事前にアクセ
スし、確認しておくことが求められます。
【復習・宿題】学習支援システムを使い、講義の内容に関連した課題を出題し
ます。学生には授業感想は講義時間内に、宿題は講義後2週間以内に課題を提
出することが求められます。
なお、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
ジェイン・ピルチャー、イメルダ・ウィラハン（片山亜紀他訳）『キーコンセ
プトーージェンダー・スタディーズ』新曜社　2008年
【成績評価の方法と基準】
1）平常点・授業感想（14回）40％
2）ミニレポート（2回）10％
3）期末テスト 50％
【学生の意見等からの気づき】
マイクの音が小さく聞き取りにくいという指摘を受けた。今後、十分注意し
て授業をすすめたい。ジェンダーの問題は広範囲にわたるため、今後も学生
の関心に沿って、取り上げるテーマや素材を適宜選んでいきたい。授業テー
マに関連した学外の講演や情報も積極的に活用し、学生の学習意欲に応えて
いきたい。
【学生が準備すべき機器他】
　本授業では、講義資料の配布や各授業時の感想及びミニレポートの提出に
あたって学習支援システムを利用します。
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
（Course outline）Gender Studies is an interdisplinary academic field
spannning the humanities, social sciences, and natural sciences. This
field explores critical questions about the meaning of gender in
society and examines how notions of gender structure our reality.
Gender studies has been influenced by post-modernism, including
arguments that gender is not a fixed category, but rather a social
construction. Scholars have used these theories to examine how the
construction of gender functions in a range of spheres, such as work,
the family, social policy, law, education and media. This course will
investigate contemporary feminist thought from a variety of disciplinary
perspectives. We will focus on key issues in feminist thoery such
as gender equality/inequality, the public/private dichotomy, gender
segregation, unpaid work and the construction of masculinity among
others. This course aims also to think through the ways in which these
concerns intersect with issues of race/ethnicity, class, sexuality, and the
nation.
(Learning Objectives)The goals of this course are to think of a solution
about modern gender issues.
(Leaning activities outside of classroom)Before/after each class meeting
,
students will be expected to spend four hours to understand the course
content.
(Grading Cruteria/Policy) Your overrall grade in the class will be decided
based on the following.Term-end examination:50%、Short reports:10％、
in class contribution:40%
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BME100JA（人間医工学 / Biomedical engineering 100）

リハビリテーション概論

後藤　圭介、酒井　克也、細井　雄一郎

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な病気によって引き起こされるヒトの障害と、それに対するリハビリテー
ションの関係について、特に臨床的な観点をふまえながら学ぶ。また、身体
機能のみでなく社会的観点も踏まえ包括的なリハビリテーションの重要性も
考えていく。そうした過程を通して、医療・福祉視点の知識に留まらず、一般
的な日常生活の観点からも、障害やリハビリテーションを考えることの重要
性を身に着ける。最終的には、現代のリハビリテーションサービスの現状に
対して、自分なりの意見を考えアウトプットできることを目指す。
【到達目標】
各種疾患について学び、世の中にはどのような障害あり、その障害を持った人
たちがどのように困っているのかを理解する。また、それに対してどういった
取り組みをしていくべきか、そうした障害を抱えている人達にどうすれば寄
り添えるか考えられるようになる。また、疾患のみでなく、ヒトのそもそも
の認知機能や身体機能の基本的な知識も学びながら、より障害を持った方々
の大変さを実感手出来ることを目指ざす。また同時に、得られた知識に基づ
く考えを発信できることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講師が作成した資料に沿いながら、障害の概念や人体の構造と機能、及び疾
病について基礎的な知識を学習する。必要に応じてビデオなどの視聴覚教材
を使い、理解を深める手助けとする。各回の授業計画の変更については、学
習支援システムでその都度提示する。各講義内において、質疑の時間設定し、
疑問点の解消を目指す。また、適宜グループディスカッションを取り入れ、自
分たちの意見交換をする中で、多様な考えを受け入れる能力を身に着ける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 リハビリテーションの

概要
リハビリテーションの成り立ちから、
その構成要素取り巻く社会システムに
ついて。(細井)

第2回 リハビリテーションに
関わる職種

リハビリテーションに関わる各職種の
専門性について。(細井)

第3回 リハビリテーションと
障害

リハビリテーションが関わる多様な障
害像について、その概要。(細井)

第4回 ヒトの身体・認知機能の
基本1

発達や加齢の身体・認知機能との関係
性の理解。(酒井)

第5回 高齢者に対するリハビ
リテーション1

現代の高齢者が直面する身体、精神面
での問題についての理解。(酒井)

第6回 高齢者に対するリハビ
リテーション2

医療・介護両方の観点から、高齢者に必
要なリハビリテーションに関して。(酒
井)

第7回 運動器疾患のリハビリ
テーション

骨折から変形性関節症を中心に、疾患
の概要とその障害に関して。(酒井)

第8回 脳卒中のリハビリテー
ション1

脳卒中の病態から障害の理解。(細井)

第9回 脳卒中のリハビリテー
ション2

脳卒中後遺症に対するリハビリテー
ションの概要から各論まで。(細井)

第10回 難病のリハビリテー
ション

神経難病からリウマチまで、難病への
リハビリテーションの理解。(後藤)

第11回 がん患者に対するリハ
ビリテーション

悪性腫瘍の病態・リハビリテーショの
現実。(後藤)

第12回 小児疾患のリハビリ
テーション

脳性麻痺を中心にその障害からリハビ
リテーションについて。(後藤)

第13回 地域社会におけるリハ
ビリテーション

福祉からみたリハビリについて。(細井)

第14回 授業のまとめ (授業内試
験)

これまで学んだリハビリテーションに
関する知識についての試験。(酒井)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、講義に即した資料が提供されるので、それを用いて適宜復習する。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義資料を中心に進め，参考資料は適時紹介する。
【参考書】
特に参考書は指定しない。
【成績評価の方法と基準】
試験：期末試験を実施する。

採点基準：期末試験100％
【学生の意見等からの気づき】
毎回、講義に際してリアクションペーパーを用い、必要な改善点はその際に
フィードバックしてもらう。また、期末テスト時にも希望者には感想を書い
てもらい、次年度の講義に反映させる。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Course outline: This course introduces the concept and details of
rehabilitation by showing the specific cases of some disorders.
Learning activities outside of classroom: We recommend reviewing our
materials and, if possible, looking for the related news by using the
internet or any other media.
Learning Objectives: The aim of this class is to learn the characteristics
of disabilities associated with some typical diseases, and the related
examples of clinical rehabilitation to treat the disabilities.
Grading Criteria/ Policies: Final grade will be decided based on the
following process; term-end examination 100%. We aim for having the
students’ own opinions and show them. The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each.
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ARSk100JB,ARSk200JC（地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional
comparison) 100 ,地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional comparison)
200）

地域問題入門

野田　岳仁

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、地域社会が抱えるさまざまな社会的な課題に対して、現場に暮ら
す人びとの立場からの解決を模索することを目的とする。地域づくり、観光、
地域福祉、災害、環境問題をテーマにしたケーススタディを扱うなかで、人
びとの創造性や地域社会の志向性を捉えながら、問題解決につながる政策論
を構想していく。
【到達目標】
地域社会が抱える諸課題に対して、現場の人たちが考える問題の本質とはど
のようなものであるのかを見極める力を養うこと。そのうえで、現場に暮ら
す人びとが納得し、満足できるような政策論を構想する力を身につけること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は知識を覚えることよりも、地域問題を理解する際の”考え方”を身に
つけることに重点をおいた実践的な講義である。受講生には、理想論や常識
的な考え方にとらわれることなく、現場の人びとの立場に立って問題の本質
を見極めることを求める。DVDなどの視覚資料を積極的に活用する。授業の
展開によって若干の変更がありうる。授業計画に変更がある場合は学習支援
システムにて適時提示する。リアクションペーパーや課題等のフィードバッ
クは講義や学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域問題を捉える視座 現場に暮らす人びとの立場から
第2回 地域社会を理解する視

点①
むらの暮らしと生活文化

第3回 地域社会を理解する視
点②

むらの共同性と社会関係

第4回 地域社会が担ってきた
教育と福祉

社会的親と平凡教育

第5回 地域問題としての環境
汚染

水はなぜ汚れるのか？

第6回 水辺空間管理と地域づ
くり

コモンズと弱者生活権

第7回 地域社会の合意形成は
いかにして可能か？

住民参加と地域づくり

第8回 コミュニティづくりはな
ぜうまくいかないのか？

地域コミュニティとNPO・NGO

第9回 自然災害と災害文化 なぜ人びとは雪崩が予測できると語る
のか？

第10回 原発災害とコミュニティ 被災者にとっての”被害”とは？
第11回 魅力ある景観形成と地

域づくり
町並み保全と地域づくり

第12回 環境と観光はどのよう
に両立されるのか？

ローカル・ルールを守る観光まちづくり

第13回 地域問題の理論と実践 生活環境主義の立場から
第14回 講義のまとめと試験 本講義の知見と有効性の確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の振り返りは不可欠となる。毎回配布するレジュメには参考文献を記載
しておくので必要に応じて参照すること。本授業の準備学習・復習時間は各2
時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
毎回資料を配布する。
【参考書】
配布資料に参考文献を紹介する。
【成績評価の方法と基準】
講義内のコメントやリアクションペーパー（10%）と期末試験（90%）の総合
評価。到達目標が達成されているかを確認する。
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパー等を通じて学生からのコメントを適宜授業内容に反映
させていく。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを積極的に活用する。

【その他の重要事項】
担当教員は環境保全活動や地域づくり活動などの地域問題の現場における実
務経験を有しており、その経験に基づいてより有効性のある政策論を議論し
ていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to help students master
the basic concepts of environmental sociology and sociology of local
community. 【Learning Objectives】At the end of the course, students
are expected to describe major methods and theories of environmental
sociology and sociology of local community, discuss the role of local
community policy and apply the treatment of local community problems.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content. 【Grading Criteria /Policy】Grading will be decided
based on reaction papers(10%) and term-end examination（90%).
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ARSx100JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 100）

コミュニティマネジメント入門

水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦、佐野　竜平、野田
　岳仁、杉浦　ちなみ
配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2021年度以降入学者のみ受講可能。2020年
度以前入学者は「N6002まちづくりの思想」を受講すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コミュニティマネジメント（まちづくり）とは何か、その原則や方策、あるい
は農山村、都市、地域、コミュニティの捉え方について、市民活動やソーシャ
ルビジネスの実践事例を通じて理解する。
【到達目標】
日本国内や海外のコミュニティマネジメント（まちづくり）、地域再生の取り
組みとその実態を把握し、それらが内包する意味と現代的意義について幅広
く理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
教員6名がオムニバス形式で講義を担当する。実践事例やケーススタディで
は、関連スライドやＤＶＤ等を活用して紹介する。
リアクションペーパー等における良いコメントは授業内で紹介し、さらなる
議論に活かす。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス（図司） 「自分ごと」から地域を感じる
第2回 「地域／まち」をつくる

とは？（図司）
地域づくりを実践する現場に触れる

第3回 若者は「地域」で何がで
きるのか？（図司）

地域づくりに動き出した仲間の姿に触
れる

第4回 なぜ人びとは地域の自
然を守るのか？（野田）

地元の人びとの生活の立場から考える

第5回 ツーリズムによる地域
再生（野田）

大衆的な観光地を目指さない観光まち
づくり

第6回 コミュニティ×企業
（土肥）

地域固有の企業とステイクホルダー

第7回 コミュニティ×社会問
題×企業（土肥）

ソーシャル・ビジネスの可能性

第8回 グローバル社会のまち
づくり（佐野）

広い視野からみるまちづくり

第9回 グローバルなまちづく
り人材になるために（佐
野）

共生社会に生きる視点

第10回 学びがつくる地域（杉
浦）

学校外での学びの空間

第11回 地域で文化を学び伝え
る（杉浦）

暮らしの中にある豊かさ

第12回 アート＆クラフトとま
ちづくり（水野）

アート＆クラフトによる地域資源の発掘

第13回 地域資源の保全活用に
よるまちづくり（水野）

歴史的建造物の保全活用の意義と実践
事例

第14回 住民主体のまちづくり
（水野）

ＮＰＯと行政のパートナーシップの必
要性と実践事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞、雑誌、書籍等によるまちづくり関連報道、論文等に関心を持つ。旅行
等の機会、出身市町村、居住地等、身近な地域について調べる。講義で示し
た実例等について、より詳しく調べ自らの関心を深める。本授業の予習・復
習時間は各2時間程度を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、授業中に資料を配布する。
【参考書】
授業中に随時示す。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーのコメント）100％で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケート結果を反映して改善する。
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて、学習支援システムを利用して教材を掲載する。

【その他の重要事項】
授業を担当する6名の教員がそれぞれ地域プランニング、ソーシャルビジネ
ス、まちづくり活動などのフィールドワークに基づいてコミュニティマネジ
メント（まちづくり）の考え方を具体的に紹介する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire what community
management is, its principles and measures, or how to understand
agricultural and mountain villages, cities, regions, and communities
through practical examples of civic activities and social business.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Understand the community management in Japan and overseas, the
efforts for regional revitalization and their actual conditions, and
broadly understand the meaning and modern significance of them.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 100%

— 1160 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOW100JB,SOW200JC（社会福祉学 / Social Welfare 100 , 社会福祉学 / Social
Welfare 200）

社会問題論

髙良　麻子

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代の日本における社会問題を中心に、多様な視点から理解するとともに、問
題解決に向けた様々な活動を学ぶ。
【到達目標】
・それぞれの社会問題の概要を説明できる。
・様々な社会問題は相互に関連していることを説明できる。
・社会問題の解決に向けた活動を考えられる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」と
「DP3」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、講義とともに、少人数でのディスカッション等を行う。また、
映像やゲストスピーカーからの講義によって理解を深める。授業ごとにリア
クションペーパーを提出してもらい、次の回の授業でフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回　 オリエンテーション 授業内容の概要と目標の確認
第2回 社会問題とは何か① 状態からの理解
第3回 社会問題とは何か② 活動からの理解
第4回　 社会問題① 少子高齢化・人口減少
第5回　 社会問題② ヤングケアラー
第6回　 社会問題③ ワーキングプア
第7回 社会問題④ 子どもの貧困
第8回　 社会問題⑤ ひきこもり
第9回　 社会問題⑥ 性暴力とDV
第 10回
　

社会問題⑦ 特定妊婦

第 11回
　

社会問題⑧ 難民

第 12回
　

社会問題⑨ 孤独・孤立

第 13回
　

社会問題⑩ 自殺

第 14回
　

総括 社会問題の全体像　　　　まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を活用して、予習および復習をすることで、理解を深めてほしい。ま
た、日頃から社会問題に興味をもち調べることを期待する。本授業の準備・復
習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
必要に応じて、適時紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・平常点 60%
・レポート 40%

【学生の意見等からの気づき】
昨年度の学生のフィードバックをもとに、今年度もゲストスピーカーからの
講義を予定している。
【Outline (in English)】
This course is designed to explore contemporary social problems in
Japan. The design of this course provides students with an opportunity
to develop knowledge of current social problems. Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand the
course content. Grading will be decided based on term-end report (40%)
and in-class contribution (60%).
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SOW200JB（社会福祉学 / Social Welfare 200）

福祉国家論

布川　日佐史

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
福祉国家の機能と役割について学ぶ。
日本、アメリカ、ドイツの３か国を比較検討し、日本の福祉国家の課題を明
らかにする。
【到達目標】
１）福祉国家の分配、再分配制度について理解する。
２）相対的貧困の基準と実態について、理解する。
３）日本、アメリカ、ドイツの貧困対策の新たな展開を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
１）アメリカの貧困対策に関しては、原文の資料を読んで概要をまとめても
らいます。
　翻訳アプリなどを活用して、内容の要点の把握に努めてください。
２）オンライン授業形態も随時取り入れます。注意してください。
３）受講生からの質問、意見をもとにしながら、授業を進めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 福祉国家の概要/授業ガ

イダンス
役割と機能

第2回 相対的貧困の基準と実態 相対的貧困基準
貧困線の推移
生活実態

第3回 日本の福祉国家の特徴
（１）

皆保険皆年金体制
低所得対策
住民税非課税基準

第4回 日本の福祉国家の特徴
（２）

再分配施策の検討

第5回 日本の福祉国家の特徴
（３）

「新しい資本主義」の成長と分配施策
子どの貧困対策

第6回 アメリカ：バイデン政
権の政策展開（１）

アメリカ救済計画、アメリカ家族計画
富裕層課税強化とGAFA規制

第7回 アメリカ：バイデン政
権の政策展開（２）

子ども税額控除の拡大

第8回 ドイツ：ショルツ政権
の政策展開（１）

コロナ禍における「ミーンズテスト」の
棚上げ

第9回 ドイツ：ショルツ政権
の政策展開（２）

求職者基礎保障から「市民手当」への転
換とその意味

第10回 ドイツ：ショルツ政権
の政策展開（３）

子ども基礎保障創設に向けた動き

第11回 原資料の検討（１） アメリカ：子ども税額控除拡大による
子供の貧困削減効果

第12回 原資料の検討（２） ドイツ：子ども基礎保障創設の狙いと
効果

第13回 米・独の政策展開につい
ての報告

受講生によるまとめの報告

第14回 講義まとめ 全体の振り返りと、受講生のまとめへ
の講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①各自が原文資料を読み込み、発表の準備を行います。
②本授業の準備学習・復習時間は計４時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
各自のテーマに沿った参考資料、参考文献については、授業中に紹介します。
【成績評価の方法と基準】
個人発表　４０％・個人テーマまとめ（期末）：６０％
【学生の意見等からの気づき】
外国の施策展開について学びたいという声にこたえます。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to learn about the function
and role of the welfare state through a comparison of three countries:
Japan, the United States, and Germany.

【Learning Objectives】 The goals of this class are 1) To understand
the distribution and redistribution systems of the welfare state, 2)
Identify new developments in poverty measures in Japan, the U.S., and
Germany.
【Learning activities outside of classroom】 Before/after each meeting,
students will be expected to spend four hours to understand the content.
【Grading Criteria /Policy】　Grading will be decided based on the quality
of the presentation(40%) and term-end report(60%).
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ENG200JB（その他の工学 / Engineering 200）

社会的包摂論

水野　雅男

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
バリアフリーあるいは社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）を多様な
観点から把握することで、すべての人びとが健康で文化的な生活をおくる地
域社会のあり方について理解を深める。特に、その実現に向けた各セクター
（行政・民間・市民）の役割分担と連携について注目する。
【到達目標】
バリアフリーやユニバーサルデザイン、ソーシャル・インクルージョンが出
現してきた社会的背景ならびにそれらの概念の違いを理解できるようにする。
さらに、国内外の政策の変遷を辿り、市民セクターの地域づくり現場での関
わり方や今後の在り方を理解し、自ら行動する意識付けを行う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回のテーマに関するデータを参考書から引用紹介する。
国内外の近年の動向を理解しやすいように、参考となる映像資料を紹介する。
映像資料を視聴した後、毎回のテーマについてペアワークを行い、意見交換
の結果をリアクションペーパーにまとめる。
講義の感想や質問、意見を毎回リアクションペーパーで提出、翌週に素晴ら
しいコメントを抽出し紹介することで、受講生相互の理解の違いと多様性を
共有する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 社会的包摂の概念の紹介
第2回 バリアフリー政策①国内 バリアフリー、国内の政策の変遷
第3回 バリアフリー政策②米国 日米のバリアフリー政策の相違
第4回 移動とUD① 国内の交通施設や公共交通機関
第5回 移動とUD② 欧州の交通政策とトラム
第6回 包摂的なまちづくり① 海外の交通計画・土地利用計画におけ

る社会的包摂
第7回 包摂的なまちづくり② 住まいにおける社会的包摂
第8回 障害者の能力① エイブルアート
第9回 障害者の能力② めだかの育成プログラムによる障害者

の就労支援事業
第10回 障害者のシゴト① 障害者の実態と障害者差別解消法
第11回 障害者のシゴト② 我が国のホームレス政策とNPO活動
第12回 ホームレス支援① 国内外のホームレス政策の相違
第13回 ホームレス支援② 学生によるホームレス支援アプローチ
第14回 試験・まとめと解説 レポートの授業内提出
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回翌週のテーマを提示するので、授業の前に授業内容に関連する書籍、文
献や資料のレビューを充分に行った上で、明確な問題意識を持って参加する
こと。
学習支援システムに当日の教材を掲載するので、充分に復習すること。本授
業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、適宜資料として紹介する。
【参考書】
「ユニバーサル・デザインの仕組みをつくる」川内美彦、学芸出版社、2007年
「インクルーシブデザイン　社会の課題を解決する参加型デザイン」ジュリア・
カセム他編、学芸出版社、2014年
「人間都市クリチバ」服部圭郎、学芸出版社、2004年
「ストラスブールのまちづくり」ヴァンソン藤井由実、学芸出版社、2011年
「フライブルクのまちづくり」村上敦、学芸出版社、2007年
「英国発グラウンドワーク」渡辺豊博・松下重雄、春風社、2010年
【成績評価の方法と基準】
①平常点　70％　②レポート　30％　　①と②を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケートは現在集計中、結果を活用していく。
【学生が準備すべき機器他】
授業の教材（パワーポイントデータ）は、授業終了後に学習支援システムに
教材として掲載する。

【その他の重要事項】
まちづくりプランナーとして地域社会のデザイン・コーディネートに27年間
関わった中で、バリアフリータウン計画を策定した経験に基づき、プランニ
ングの視点を授業に導入する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire understanding of the
community in which all people live a healthy and cultural life.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Understand the social background of barrier-free, universal design, and
the emergence of social inclusion, as well as the differences in their
concepts.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
①Normal score 70%② Report 30% Comprehensive evaluation of① and
②.
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ENG200JB（その他の工学 / Engineering 200）

地域計画論

杉浦　ちなみ

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域を計画するとはどういうことか。誰が、どのように計画するのか。これ
らの問いを地域の中で私たちが豊かに生きるためにはどうしたらよいか、と
いう生活者の目線から、その歴史をたどりつつ深める。本講義は、地域計画
の中でも地域の教育・文化に関わる計画にもとづいて展開する。
【到達目標】
地域・社会の抱える課題に対して地域計画に携わる主体がどのように向き合
うことができるか、基本的な視点をもつ。また、私たち一人ひとりが生活者
として、それぞれ暮らす地域をよくしていくことにどう関わっていくか、と
いう当事者意識を育む。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
主に講義形式で進める。回によって、グループワークによるリアクションペー
パーの作成を求めるほか、各自に小レポートを課すこともある。それらのフィー
ドバックは授業時間中に行い、授業内容に活かしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概略および進め方を確認する。
第2回 私たちはどのような地

域に生きているのか
地域をめぐる状況を俯瞰する

第3回 生活の中の「計画」 都市計画、教育振興基本計画、文化振興
計画

第4回 一人ひとりの学びがつ
くる地域

個人の学びと地域づくりの関わりにつ
いて考える

第5回 地域計画の歴史（１）
1940年代後半（１）

地域社会の教育計画

第6回 地域計画の歴史（２）
1940年代後半（２）

地域の拠点としての公民館

第7回 地域計画の歴史（３）
1950年代

「村の古さ」をめぐって

第8回 地域計画の歴史（4）
1960～1970年代

住民運動と地域課題の学習

第9回 地域計画の歴史（5）
1980～1990年代

「豊かさとは何か」を問い直す

第10回 地域計画の歴史（6）
2000年代

少子高齢化社会の中で

第11回 地域計画の歴史（7）
2010年代

東日本大震災を経て

第12回 地域計画の歴史（8）
2020年代～

コロナ禍を経た現在

第13回 地域計画をつくり支え
る仕事

自治体職員、民間、市民団体など

第14回 まとめ 講義全体をふりかえる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業や各回のテーマについて、日頃から関心をもって国・自治体の情報や新
聞・雑誌等に積極的に触れる。授業後には内容を振り返り、自ら応用的に情
報を収集することを期待する。また、課題が示された際にはそれに取り組む
こと。本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めない。
【参考書】
佐藤一子編『地域学習の創造ー地域再生への学びを拓く』東京大学出版会、
2015ほか授業時間中に適宜示す。
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー、小レポートを含む平常点50％、最終レポート50%

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規担当科目につきアンケートを実施していません。
【その他の重要事項】
上述の計画は若干変更する場合がある。

【Outline (in English)】
【Course outline】What does it mean to plan a community? Who plans
and how? In this course, we will consider these questions through an
overview of the history of regional planning, especially as it relates to
education and culture.
【Learning Objectives】 At the end of the course, students are expected
to have a basic perspective on how regional planners can be involved in
regional issues. In addition, students will also gain a new perspective on
how each of us, as a citizen, can be involved in improving the community
in which we live.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
short report and in-class contribution (50%), term-end report (50%)
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MAN200JB（経営学 / Management 200）

コミュニティビジネス論

土肥　将敦

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域における経済的・社会的問題の解決を求めて、革新的なアイデアを持つ
社会的企業者が地域の資源を生かして活動する事業体＝コミュニティ・ビジ
ネスが求められている。政府・行政の活動、大企業の活動からは漏れ落ちる
ような地域の多様で個別的なニーズや価値に柔軟に応えようとするコミュニ
ティ・ビジネスは、コミュニティの再生という目的と事業活動をつなげていく
社会的企業者たちによって担われるものであり、ソーシャル・ビジネスの一
部分とみなすことができる。本講義では、こうしたコミュニティ・ビジネス
やソーシャル・ビジネスの意義や経営課題を、国内外の事例やゲストスピー
カーとの対話を通して明らかにする。
【到達目標】
①コミュニティ・ビジネスとソーシャル・ビジネスの定義や要件を理解する。
②コミュニティ・ビジネスとソーシャル・ビジネスの意義や経営課題につい
て理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態は対面授業による講義形式である。毎回講義内でのディスカッショ
ンやミニレポートの提出を求める。各回の授業計画の変更については、学習
支援システムでその都度提示する。リアクションペーパーやミニレポート等
における優れたコメントは授業内で紹介し、さらなる議論に活かしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義概要、テキストの紹介、成績評価方

法について。
第2回 コミュニティ・ビジネ

ス/ソーシャル・ビジネ
スとは何か①

「コミュニティ・ビジネス」とは何かを
理解する。

第3回 コミュニティ・ビジネ
ス/ソーシャル・ビジネ
スとは何か②

「ソーシャル・ビジネス」とは何かを理
解する。

第4回 事業型NPOによる取り
組み①

病児保育の事例を通して理解する。

第5回 事業型NPOによる取り
組み②

病児保育事業の取り組みを通して理解
する。

第6回 事業型NPOによる取り
組み③

貧困問題と健康問題の事例を通して理
解する。

第7回 事業型NPOによる取り
組み④

貧困問題と健康問題を解決する事業活
動事例を通して理解する。

第8回 事業型NPOによる取り
組み⑤

アメリカの事業型NPOの事例を通じて
理解する。

第9回 株式会社による取り組
み①

女性起業家の事例を通して理解する。

第10回 株式会社による取り組
み②

女性起業家の事例を通して理解する。

第11回 株式会社による取り組
み③

大企業とコミュニティの関係を理解す
る。

第12回 株式会社による取り組
み④

大企業の具体的なコミュニティ/ソー
シャル・ビジネスを通して理解する
（1）。

第13回 株式会社による取り組
み⑤

大企業の具体的なコミュニティ/ソー
シャル・ビジネスを通して理解する
（2）。

第14回 講義全体のまとめ これまでの講義を通して得られた知見
を整理する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日頃から新聞・雑誌・書籍などを通じて、コミュニティ・ビジネスやソーシャ
ル・ビジネスに関するニュースに積極的に触れることが必要である。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
土肥将敦（2022）『社会的企業者ーCSIの推進プロセスにおける正統性』千倉
書房
谷本寛治編（2015）『ソーシャル・ビジネス・ケース：少子高齢化時代のソー
シャル・イノベーション』中央経済社
【参考書】
講義中に適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
講義内でのミニレポートとプレゼンテーション 70％、期末レポート 30％。
具体的な講義方法と基準等は、授業開始日までに学習支援システムで提示する。
【学生の意見等からの気づき】
なるべく多くのゲストスピーカーをお招きし、彼らとの対話を通してダイナ
ミックな講義を目指す。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to develop students’ business skills and
knowledge in problem solving, community business, social business and
for-profit/non-profit organizations. Students will be expected to have
completed the required assignments after each class meeting.Your study
time will be more than four hours for a class. Finally, Your overall grade
in the class will be decided based on the following; Short reports and
presentations(70%), term-end report(30%).
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ARSx200JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 200）

ローカルイノベーション論

野田　岳仁、水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2021年度以降入学者のみ受講可能。2020年
度以前入学者は「N6055地域の歴史と文化」を受講すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ローカルイノベーションが立ち現れる社会的な背景や新たな社会変革を創出
する仕組みとはどのようなものであるのかを各地の実践事例を通じて理解す
ることを目的とする。
【到達目標】
ローカルイノベーションの基本的な考え方をマスターし、自らがローカルイ
ノベーションを創出するプレイヤーになるための知識や技能について理解を
深めることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
教員４名（水野・図司・土肥・野田）が具体的な事例を取り上げ、オムニバス
形式で講義を担当する。１地域を２回の講義で構成し、１回目では、地域の
概要やイノベーターについて担当教員がレクチャーを行う。２回目は、当該
地域からゲストスピーカーを招いてのレクチャー、担当教員、受講生を交え
てディスカッションを行う。リアクションペーパーや課題等のフィードバッ
クは講義や学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／イントロ

ダクション（水野・図
司・土肥・野田）

ローカルイノベーションとは何か

第2回 半島先端におけるロー
カルイノベーション①
（水野）

世界農業遺産の環境保全活用についての
概要と社会的背景についてのレクチャー

第3回 半島先端におけるロー
カルイノベーション②
（水野・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第4回 多様なライフスタイル
でローカルイノベー
ション①

ライフスタイル研究と移住推進の市民
事業についてのレクチャー

第5回 多様なライフスタイル
でローカルイノベー
ション②（水野・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第6回 景観まちづくりにおけ
るローカルイノベー
ション①（野田）

景観まちづくりについての概要と社会
的背景についてのレクチャー

第7回 景観まちづくりにおけ
るローカルイノベー
ション②（土肥・野田）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第8回 地域ツーリズムにおけ
るローカルイノベー
ション①（野田）

地域ツーリズムについての概要と社会
的背景についてのレクチャー

第9回 地域ツーリズムにおけ
るローカルイノベー
ション②（土肥・野田）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第10回 若者と地域をつなぐ
ローカルイノベーショ
ン①（図司）

地域に向かう若者の動向と社会的背景
についてのレクチャー

第11回 若者と地域をつなぐ
ローカルイノベーショ
ン②（図司・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第12回 農山村再生に向けた
ローカルイノベーショ
ン①（図司）

農山村における地域づくりの概要と社
会的背景についてのレクチャー

第13回 農山村再生に向けた
ローカルイノベーショ
ン②（図司・土肥）

ゲストスピーカーを交えてのレク
チャーおよびディスカッション

第14回 総括（水野・図司・土
肥・野田）

６事例からの学びと提言

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関心のある分野や領域でどのようなローカルイノベーションが創出されてい
るのか事前に調べておく。講義で取り上げた地域やゲストスピーカーの活動
については、メディアの記事、論文、書籍等を通じて、より詳しく探求するこ
と。本講義の予習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義内で資料を配布する。
【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーへのコメント）100%で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
2023年度授業改善アンケートの結果を反映させるとともに、リアクションペー
パー等を通じて学生の意見や要望には積極的に応えていく。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布や課題提出等に学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
講義を担当する４名の教員は、それぞれ地域プランニング、まちづくり活動
等の豊富なフィールド経験を有している。それらの経験に基づいてローカル
イノベーションの考え方を示していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to master the basic
concept of local innovation through various case studies. 【Learning
Objectives】The goal of this course is to understand the knowledge and
skills needed to become a player in creating local innovation.【Learning
activities outside of classroom】Before/after each class meeting, students
will be expected to spend four hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be decided based on reaction
papers(100%).
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SOW200JB（社会福祉学 / Social Welfare 200）

アジア地域開発論（2020年度以前入学者）

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
東南アジアを中心にアジアの現代福祉に関する最新事情を日本と対比しつつ
理解する。
【到達目標】
東南アジアを中心としたアジアの最新事情を政治、経済、社会・文化の視点
から学ぶとともに、現代福祉に関連した基礎情報・傾向を網羅的に把握する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
東南アジアを中心にアジアの最新事情をインプットとアウトプットを繰り返
しつつ触れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。
本講義の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックにつ
いては、講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム
等でその都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 アジアの全体像 アジア全体を俯瞰的に紹介
第3回 中国の最新事情 中国の今を学ぶ
第4回 韓国・台湾の最新事情 韓国・台湾の今を学ぶ
第5回 インドの最新事情 インドの今を学ぶ
第6回 タイ・ラオスの最新事情 タイ・ラオスの今を学ぶ
第7回 アジアの実際を学ぶ① アジアと日本を結んで実況中継①
第8回 カンボジア・ミャンマー

の最新事情
カンボジア・ミャンマーの今を学ぶ

第9回 インドネシア・マレーシ
アの最新事情

インドネシア・マレーシアの今を学ぶ

第10回 フィリピン・ベトナムの
最新事情

フィリピン・ベトナムの今を学ぶ

第11回 アジアの実際を学ぶ② アジアと日本を結んで実況中継②
第12回 ブルネイ・シンガポール

の最新事情
ブルネイ・シンガポールの今を学ぶ

第13回 課題発表 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】Good practices and important trends in community
development in Asia, particularly Southeast Asia, will be the main focus
for a better understanding.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain basic knowledge of Asian regional development in the context of
social policy and administration.
【Learning Activities Outside of Classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours to understand the course
contents.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%), reports, and presentations (50%).
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SOW200JB（社会福祉学 / Social Welfare 200）

アジア地域開発論（2021年度以降入学者）

佐野　竜平

配当年次／単位数：福コミ：1～4・臨心：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
東南アジアを中心にアジアの現代福祉に関する最新事情を日本と対比しつつ
理解する。
【到達目標】
東南アジアを中心としたアジアの最新事情を政治、経済、社会・文化の視点
から学ぶとともに、現代福祉に関連した基礎情報・傾向を網羅的に把握する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
東南アジアを中心にアジアの最新事情をインプットとアウトプットを繰り返
しつつ触れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。
本講義の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックにつ
いては、講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム
等でその都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 アジアの全体像 アジア全体を俯瞰的に紹介
第3回 中国の最新事情 中国の今を学ぶ
第4回 韓国・台湾の最新事情 韓国・台湾の今を学ぶ
第5回 インドの最新事情 インドの今を学ぶ
第6回 タイ・ラオスの最新事情 タイ・ラオスの今を学ぶ
第7回 アジアの実際を学ぶ① アジアと日本を結んで実況中継①
第8回 カンボジア・ミャンマー

の最新事情
カンボジア・ミャンマーの今を学ぶ

第9回 インドネシア・マレーシ
アの最新事情

インドネシア・マレーシアの今を学ぶ

第10回 フィリピン・ベトナムの
最新事情

フィリピン・ベトナムの今を学ぶ

第11回 アジアの実際を学ぶ② アジアと日本を結んで実況中継②
第12回 ブルネイ・シンガポール

の最新事情
ブルネイ・シンガポールの今を学ぶ

第13回 課題発表 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】Good practices and important trends in community
development in Asia, particularly Southeast Asia, will be the main focus
for a better understanding.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain basic knowledge of Asian regional development in the context of
social policy and administration.
【Learning Activities Outside of Classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours to understand the course
contents.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%), reports, and presentations (50%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

社会福祉原理

渡辺　寛人

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
資本主義社会における社会福祉や援助の原理について、社会福祉が発展して
きた歴史的経緯の検討を通じて学ぶことを目的とする。
【到達目標】
社会福祉発展の原理と福祉政策をめぐる多様な論点を理解し、社会福祉のあ
り方に対する知識と自分なりの見解を深めることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
配布するレジュメに沿って講義を行ないます。参考文献は講義のなかで適宜
紹介するので、講義内容から関心をもった文献を読んで理解を深めることを
推奨します。
講義内容についての疑問点や論点はリアクションペーパーに積極的に書いて
ください。寄せられた疑問点や論点については、可能なかぎり講義の冒頭で
共有し、回答していきたいと思います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の進め方および学習の仕方につい

て説明する。
第2回 資本主義とはなにか 資本主義について商品化の原理を中心

に学ぶ。
第3回 社会福祉の原理①社会

福祉の正当化
自助原則に基づく資本主義社会におけ
る、社会福祉的介入の正当化の原理を
学ぶ。

第4回 社会福祉の原理②資本
主義の展開と救貧法

資本主義の展開において、福祉がどの
ような役割を果たしたのかを学ぶ。

第5回 社会福祉の原理③近代
家族と私的生活の形成

近代家族形成のメカニズムと福祉の関
係について学ぶ。

第6回 社会福祉の原理④ケー
スワークの誕生

慈善組織協会の歴史を中心に、ケース
ワークの誕生と発展を学ぶ。

第7回 社会福祉の原理⑤福祉
国家とソーシャルワー
クの展開

アメリカの歴史を中心に、ソーシャル
ワークの発展について学ぶ。

第8回 社会福祉の原理⑥ノー
マライゼーションと
パーソナライゼーショ
ンからの批判

ノーマライゼーションとパーソナライ
ゼーションからの批判について学ぶ。

第9回 福祉政策をめぐる論点
①優生学

社会福祉と優生学との関連について学
ぶ。

第10回 福祉政策をめぐる論点
②マイノリティとソー
シャルワーク

福祉援助が内包していた差別の歴史と、
それに対する批判について学ぶ。

第11回 福祉政策をめぐる論点
③福祉のデジタル化

福祉行政がAIの導入などデジタル化を
進めることに伴う問題点について学ぶ。

第12回 福祉政策をめぐる論点
④ベーシックインカム

ベーシックインカムという政策アイデ
アが登場した背景とその内容、それに
対する批判を学ぶ。

第13回 福祉政策をめぐる論点
⑤貧困の理論

絶対的貧困から社会的排除まで、貧困
を捉える理論について学ぶ。

第14回 まとめ：社会福祉とは
何か

これまでの講義を踏まえて、社会福祉
とは何かを考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。参考文献は講義内で適
宜紹介します。また、講義内で関連する参考文献を紹介するので、適宜参照
するようにしてください。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
講義内で適宜紹介しますが、以下は全体を通して関連する参考文献になりま
す。自主学習をする際に参考にしてください。
『社会福祉の原理と政策』、日本ソーシャルワーク教育学校連盟編、２０２１年
『福祉原理』、岩崎晋也、有斐閣
【成績評価の方法と基準】
①評価方法：リアクションペーパー（30％），レポート課題（70%）
②採点基準：
＜リアクションペーパー＞

各講義内容についての理解度について評価します。
＜レポート課題＞
講義内容で取り扱ったテーマから、自身が関心をもったテーマについて、少
なくとも一冊以上の参考文献を読んだうえで、レポートを提出してください。
レポート課題については、以下の点を評価します。
・テーマについての理解度
・論理的に各自の見解を述べられているか
・レポートの形式が適切に守られているか
・参考文献が記載されているか
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布およびレポート課題の提出については学習支援システムを利用する
予定です。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
[Course outline]
The objective is to learn about the principles of social welfare and
assistance in a capitalist society through an examination of the
historical context in which social welfare has developed.
[Learning Objectives]
To understand the principles of social welfare development and
the various issues surrounding welfare policy, and to deepen one’s
knowledge and personal views on the state of social welfare.
[Learning activities outside of classroom]
The standard preparation and review time for this class is 120 minutes
each. References will be introduced in the lecture as appropriate.
Relevant references will also be introduced in the lecture, so please refer
to them as appropriate.
[Grading Criteria /Policy]
(1) Evaluation method: Reaction paper at each class (30%), final report
(70%)
(2)Grading criteria
< Reaction papers>
　 – the level of understanding of the content of each lecture
– whether the students are able to develop their own views logically and
persuasively.
< Final report>
　 Students will be asked to write a report on a theme of their own
interest.
The following are the specific grading items for final report.
– the level of understanding of the chosen theme
– whether the report is based on facts and correct information
– the persuasiveness of their own views
– the logical structure of the report

— 1169 —



SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

医療政策論

小磯　明

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、9月13日（金）・
17日（火）・18日（水）。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業での意見交換を通じて、医療政策の重要性を認識する。
【到達目標】
医療政策とは何か、を理解するとともに、日常生活の中で、医療政策・制度が
どのような役割を果たしているか、を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は対面で実施する学生の。授業への積極的参加を促すために、毎回の授
業終了後にリアクションペーパーを提出してもらう。リアクションペーパー
での質問・意見については、翌週の授業の冒頭で答えるようにする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 講義のねらい、授業の進め方など
2 医療政策の定義と周辺

学問
「医療政策とは何か」ということと周辺
領域の学問について検討する

3 医療提供体制 現在の医療提供体制について設立主体
や他国との違いを検討する

4 医療保険のしくみ 日本の医療保険制度のしくみについて理
解するとともに他国との違いを検討する

5 診療報酬制度 日本の診療報酬制度について理解する
とともに他国との違いを検討する

6 医療費の動向 日本の医療費について理解するととも
に他国と比較検討する

7 医療の質 医療の質とは何かについて理解すると
ともに質向上の取り組みを検討する

8 保険者の役割 日本の保険者の役割について理解する
とともに他国との違いを検討する

9 高齢者医療制度 高齢者医療制度の歴史と現在の仕組み
を理解する

10 医療費の患者負担 医療費における患者負担について理解
するとともに他国との違いを検討する

11 医療改革 日本の医療改革について理解する
12 医療の患者満足 医療の患者満足について理解する
13 国民皆保険制度 国民皆保険制度について理解するとと

もに、他国との違いを検討する
14 地域包括ケアシステム 地域包括ケアシステムについて理解する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
特に必要ないが、医療や社会保障に関する新聞報道等に注目してほしい。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない。毎回、教材資料を配布する。
【参考書】
小磯明『医療機能分化と連携』御茶の水書房,2013年.
小磯明『高齢者医療と介護看護』御茶の水書房,2016年.
小磯明『イギリスの認知症国家戦略』同時代社,2017年.
小磯明『フランスの医療福祉改革』日本評論社,2019年.
小磯明『イギリスの医療制度改革』同時代社,2019年.

【成績評価の方法と基準】
授業平常点60％、レポート提出40％。レポートは1回とし、内容を総合的に
判断する。履修者は必ず、レポートを提出すること。毎回の授業は対面授業
のため、出席を重視することに注意のこと。
【学生の意見等からの気づき】
諸外国の医療制度や事例を紹介するとともに、日本の医療保険制度について
の理解も深める。
【学生が準備すべき機器他】
パワーポイントを使用する。
【その他の重要事項】
受講生の関心に応じて、授業計画が若干変更される可能性がある。

【Outline (in English)】
Recognize the importance of health policy through exchange of ideas in
class.The aim of this course is to help students acquire knowledge of
medical policy.
At the end of the course, students are expected to knowledge of medical
system and policy.
Before each class meeting, students will be expected to have read the
relevant chapters from the text. Your required study time is a least two
hour for each class meeting.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 40%, in class contribution: 60%.
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SDGs　発行日：2024/5/1

ENG300JB（その他の工学 / Engineering 300）

都市住宅政策論

水野　雅男

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生活に深く関わり、地域景観や社会福祉の面でも重要な住宅について、住宅
政策がどのように取り組まれてきたのか、国内外の比較ならびに市民活動事
例を通じて学ぶ。
【到達目標】
都市住宅政策が社会背景の中でどのように変遷してきたのか、国内外ではど
のように異なるのかを認識できるようにする。さらに、都市の歴史資産とし
て木造住宅が残存する金沢と京都において、その歴史的な木造住宅を保全活
用する市民活動を学習する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回のテーマに関するデータを参考書から引用紹介する。
国内外の近年の動向を理解しやすいように、参考となる映像資料を紹介する。
授業の冒頭で、毎回のテーマについてペアワークを行い、意見交換の結果を
リアクションペーパーにまとめるとともに、いくつかの意見を紹介し合う。
講義の感想や質問、意見を毎回リアクションペーパーで提出、翌週に素晴ら
しいコメントを抽出し紹介することで、受講生相互の理解の違いと多様性を
共有する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の枠組みとスケジュール、住宅政

策の問題提起
第2回 我が国の住宅政策① 住宅所有の政策推進と社会変化
第3回 我が国の住宅政策② 社会的変容と若年層の住宅条件
第4回 我が国の住宅政策③ 持ち家社会のグローバル化
第5回 我が国の住宅政策④ 住宅セーフティネット
第6回 我が国の住宅政策⑤ シェアする生活
第7回 歴史的住宅の保全活用① 金澤町家の保全活用
第8回 歴史的住宅の保全活用② 金澤町家の現状と課題
第9回 歴史的住宅の保全活用③ 木造建物のコンバージョン活用
第10回 歴史的住宅の保全活用④ 京町家の実態と再生方策
第11回 海外の住宅政策① アメリカの住宅政策とNPO
第12回 海外の住宅政策② 英国ドイツ・スウェーデンの住宅政策

とまちづくり事業体
第13回 被災地の住宅政策 在来工法と大工職人の継承
第14回 試験・まとめと解説 授業内レポート提出
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の前に授業内容に関連する書籍、文献や資料のレビューを充分に行った
上で、明確な問題意識を持って参加すること。
学習支援システムに前週の教材を掲載しているので、充分に復習すること。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、適宜資料として紹介する。
【参考書】
「住宅政策のどこが問題か」平山洋介、光文社新書、2009年
「居住の貧困」本間義人、岩波新書、2009年
「空き家問題」牧野知弘、祥伝社、2014年
「欧米の住宅政策―イギリス・ドイツ・フランス・アメリカ」小玉徹他、ミネ
ルヴァ書房、1999年
「町家再生の論理」宗田好史、学芸出版社、2009年
「生活景」社団法人日本建築学会編、学芸出版社、2009年
「これからの日本のために「シェア」の話をしよう」三浦展、NHK出版、2011年
【成績評価の方法と基準】
①平常点　70％　　②レポート　30％　①と②を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケート結果を反映する。
【学生が準備すべき機器他】
授業の教材（パワーポイントデータ）は、授業終了後に学習支援システムに
掲載する。

【その他の重要事項】
まちづくりプランナーとして地域社会のデザイン・コーディネートに27年間
関わった中で、NPO法人金澤町家研究会、NPO法人輪島土蔵文化研究会など
の市民活動を企画運営してきた経験に基づき、フィールドレベルからの住宅
政策の課題について授業で言及する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire how housing policies
have been tackled through domestic and international comparisons and
examples of civic activities.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Recognizing how urban housing policies have changed in the social
background and how they differ at home and abroad.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
①Normal score 70%② Report 30% Evaluate① and② comprehensively.
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CUM300JB（文化財科学・博物館学 / Cultural assets study and museology 300）

地域文化政策論

杉浦　ちなみ

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：旧「地域文化政策」を修得した者は履修不可
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域の文化をつくり、支える制度と人はどのようなものか。その歴史と現状に
ついて、日本の歴史やいくつかの地域に即して学んでいく。さらには地域の
文化活動をどう支援するかについて、現代的課題と可能性についても考える。
【到達目標】
地域文化を支える教育・文化政策の歴史と現状についての基本的な理解を得
る。また、地域文化の継承や創造に直接・間接的に関わることの意味、具体的
な職業などについても学ぶことで、日々の生活の中で文化を身近に感じ、自
分自身もその作り手として意識し行動できるような関心を育む。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式によるが、適宜ディスカッションを交えながら進める。可能であれ
ば、ゲストスピ
ーカーによる講義も設ける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業のガイダンス、評価の方法など
第2回 地域文化の継承と創造

(1)
鹿児島県奄美群島の島唄文化

第3回 地域文化の継承と創造
(2)

東日本大震災後の東北地方での継承活動

第4回 地域文化とはなにか 私達の身の回りにある文化に目を向ける
第5回 地域文化を支える政策

(1)
公教育の原理と理念

第6回 地域文化を支える政策
(2)

社会教育・生涯学習

第7回 地域文化を支える政策
(3)

文化行政 (文化財保護を含む)

第8回 地域文化をつくる場所
(1)

地域の中の学校、文化の中の学校

第9回 地域文化をつくる場所
(２)

公民館・図書館・博物館・劇場

第10回 地域文化を支える人 (1) 生活者としての私たち
第11回 地域文化を支える人 (２) 社会教育職員、文化行政職員
第12回 地域文化を学ぶ (1) 生涯学習の実際
第13回 地域文化を学ぶ (2) 地域の再創造に向けて
第14回 まとめ 授業全体の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考文献や小さな課題をその都度提示するので、授業計画に示されたテーマ・
内容にもとづき予習・復習を行うこと。また、地域文化に関連する報道や博
物館展示等に関心を持ち、身近な事例や展示などに積極的に足を運んでほし
い。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
佐藤一子『地域文化が若者を育てるー民俗・芸能・食文化のまちづくり』農山
漁村文化協会、2016
畑潤・草野滋之『表現・文化活動の社会教育学―生活の中で感性と知性を育
む』学文社、 2007
ほか適宜示す。
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー、小レポートを含む平常点50％、最終レポート50%

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規担当科目につきアンケートを実施していません。
【その他の重要事項】
上述の計画は若干変更する場合がある。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course discusses the history and current state
of Japan’s policies related to regional culture. It also addresses
contemporary challenges and prospects in supporting local cultural
activities.

【Learning Objectives】At the end of the course, students are expected
to gain a basic understanding of the history and current status of
educational and cultural policies that support local culture.
【Learning activities outside of classroom】Students will be expected to
be interested in news reports and museum exhibitions related to local
culture, and to actively visit there. Your study time will be more than
four hours for a class.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following:
short report and in-class contribution (50%), term-end report (50%)
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ENV300JB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

環境政策論

藤澤　浩子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模で発生しているさまざまな環境問題の解決のために必要とされる環
境政策の形成と実施には、市民の主体的な関与と自発的な実践活動が不可欠で
す。身近な環境を知り、そこで生じている問題について学ぶことは、そうした
取り組みの基礎として極めて重要です。この授業では、環境および環境政策に
関する基礎的な内容や取組み事例、初歩的な体験を通して理解を深め、身近な
環境を愛し環境問題の解決に自ら取組む市民を育成することを目的とします。
【到達目標】
学習や発表、実践体験が、受講者自身の気づきや継続的な取組みの契機とな
ることを目標とします。受講生には、身のまわりの環境にふれ、そこから何
かを感じとり自ら動く姿勢、自分で調べ正しい情報を判断する力、それを他
者に伝える力、仲間の発表に耳を傾け共有する力を、身につけ高めていこう
とする姿勢を求めます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
環境政策はＰＤＣＡサイクルの各段階で市民による関与が重要であり、そのた
めには市民レベルでの学習・実践活動が不可欠です。そこで本講座は、市民に
よる環境学習を柱に、環境政策及び環境教育の理念・歴史的経緯・基礎知識・
方法論等、基本的事項について解説していく予定です。課題等の提出・フィー
ドバックは、講義時または「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション１

講義の進め方等の確認
とミニフィールドワー
ク（FW）

ガイダンス及び環境学習経験の確認、
キャンパス周辺を歩き、身近な自然的・
歴史的環境にふれる。宿題：FW後、
フィールドノートを作成提出する。

第2回 オリエンテーション２
身近な環境に関するイ
メージの共有

フィールドノート及び「人間をとりま
く環境のイメージ」を共有する

第3回 SDGsについて SDGs関連情報（国際的取組み経過・現
状、日本の環境政策における位置づけ
等）の解説及び関心共有ワーク

第4回 環境・環境政策の理念 環境とは、環境政策とはどのようなも
のか、環境問題への取組みの歴史的経
緯等を踏まえて解説する

第5回 環境に関する基礎知識 地球規模の環境問題とその対策を知る
上で必要な、地球に関する基礎知識と
問題となっている諸テーマについて概
説する

第6回 環境問題を知る１ 温暖化、エネルギー問題
第7回 環境問題を知る２ 生物多様性、地球環境問題
第8回 環境問題を知る３ 循環型社会、地域環境問題
第9回 環境問題を知る４ 化学物質、震災関連の問題等
第10回 環境政策の原則・手法 環境政策の原則・手法、環境学習、環境

アセスメント等に関する概説
第11回 各主体の役割・活動１ 各主体の役割、参加・協働の手法、国際

機関・政府セクターの取組み、企業の取
組み

第12回 各主体の役割・活動２ 市民（個人、NPO等）の取組み、身近
な環境に関する市民の取組み事例
（DVD視聴等）

第13回 身近な環境保全の取組み
実践体験　全体ワーク１

かるた制作（読み札づくり）

第14回 身近な環境保全の取組み
実践体験　全体ワーク２

かるた制作（絵札づくり）と試用（場合
によっては、読書レポート発表会）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
現在までに受けた環境教育や関心をもった環境問題等を整理しておく。
関心のあるテーマとその背景について、新聞や書籍、インターネット等から
情報を得る。多摩キャンパス周辺の環境に目を向ける。関心のあるテーマや
フィールドでの行事や活動に、積極的に参加してみる。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
東京商工会議所（2023）『環境社会検定試験eco検定公式テキスト　改訂９版』。
その他、必要に応じ講義時にプリントを配布します。

【参考書】
倉阪秀史(2014)『環境政策論（第3版）』信山社、竹本和彦編（2020）『環境政
策論講義：SDGs達成に向けて』東京大学出版会、日本環境教育学会編(2013)
『環境教育辞典』教育出版、藤澤浩子著（2011）『自然保護分野の市民活動の
研究』芙蓉書房出版、他、講義時に必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
1.出欠確認：毎回リアクションペーパーをとります。
2.試験方法：随時行う小テストと読書レポート
3.採点基準：リアクションペーパー及び小テスト、かるた制作への参加等で
把握する平常点70％、提出課題（フィールドノート、読書レポート）30％と
します。
【学生の意見等からの気づき】
過去10年間、受講生との話し合いをもとにキャンパス周辺でのフィールドワー
クとグループやクラス単位でのワークショップを行ってきました。全回オン
ライン形式となった2020年度以外、全体ワークでは、かるた制作を行い大変
好評でした。長年通学しているキャンパスの周辺をあらためて見つめ、受講
者間で共有する機会をもつことは、地に足のついた取り組みにつながるため、
対面でのアクティブラーニングが可能な状況であれば、受講者数に応じた形
式で実施する予定です。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出及び資料配布等のために学習支援システムを活用する予定です。
【その他の重要事項】
受講者数および授業の展開により若干の変更があり得ます。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces basic knowledge of the
environment/environmental problem and policy to students taking this
course. The aim of this course is to help students acquire the knowledge
necessary for solving familiar environmental problems. Please refer to
the schedule for detailed information.
【Leaning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-understand the importance of each citizen’s efforts.
-understand the significance of actually touching and feeling the
environment around us.
-get the right information, make wise decision, and tell others, listen
and share with others.
-willing to do good activities for the familiar/global environment.
【Learning activities outside of classroom】
1.Find out about environmental issues of your interest.
2.Try participating in environmental activities, if possible.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria/Policy】
・Normal point 70% : Preparations, reaction papers, approaches,
contribution to group work
・Report (Field-note, Mid-term, Final ) 30%
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POL300JB（政治学 / Politics 300）

政策評価論

倉根　明徳

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、8月5日（月）・6
日（火）・7日（水）。
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　政策評価の理論だけではなく、政策立案や評価プロセスの実例を学ぶこと
で、行政経営や政策の意義について理解することを目的とする。
【到達目標】
　日本に政策評価が導入された背景や政策評価の理論と手法、政策立案のプ
ロセスを把握した上で、政策評価が政策のマネジメントサイクルの中で果た
す役割について理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　本講義は３日間の集中講義となります。前半は政策評価と政策立案の理論、
後半は事例紹介とワークシートを使った施策立案及び評価指標設定の演習（各
自またはグループ）、最終日の午後には立案された施策をいくつかピックアッ
プしてディスカッションを行います。また、授業の初めに、前日の授業で提
出されたリアクションペーパーからいくつか取り上げ、全体に対してフィー
ドバックを行います。
　各回のテーマに応じて適宜資料を提供しながら講義を進めますが、可能な
限り具体的な事例を紹介しながら、短期間で理解できる内容にします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 全体概要、講義の進め方について
2 政策評価の概要 政策評価導入の背景や評価の類型等に

ついて
3 政策評価の手法① 事業評価方式、実績評価方式、総合評価

方式の概要と評価手順について
4 政策評価の手法② 実際に行われている政策評価について

（ケーススタディ）
5 政策立案の手法① 目標設定から政策立案の流れについて
6 政策立案の手法② 2018年度以降、主流になりつつある

EBPM（エビデンスに基づく政策立案）
について

7 政策立案の手法③ 海外との比較について（NZの震災復興
計画等を事例に）

8 政策立案と評価の実例① 政策・評価の実例紹介（健康福祉政策）
9 政策立案と評価の実例② 政策・評価の実例紹介（まちづくり政

策）
10 政策立案と評価の実例③ 政策・評価の実例紹介（官民連携政策）
11 政策立案と評価の実践

①（演習）
各自（またはグループ）で施策の立案と
評価指標設定を実施

12 政策立案と評価の実践② 第11回で提出された施策をいくつか
ピックアップしてディスカッション

13 政策立案と評価の実践③ 第11回で提出された施策をいくつか
ピックアップしてディスカッション

14 講義のまとめ 全体の振り返りと修得内容の共有
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。関心のあるテーマ
に関わる施策について国や地方自治体のHPなどを調べてみてください。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義の際に紹介します。
【参考書】
必要に応じて講義の際に紹介します。
【成績評価の方法と基準】
平常点50%、演習及びディスカッション50％で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
　令和４年度の学生から「講師や学生同士でのディスカッションが良かった」
と意見をいただいたため、令和５年度はディスカッションの時間を増やすよう
に改善しました。結果、受講した全学生から肯定的な感想をもらうことがで
きました。また、令和５年度の学生からは「自分に身近な政策（食や健康、ま
ちづくり、利用したことのある公園整備など）が分かりやすく理解が深まっ
た」という意見をいただいたことから、令和６年度については、学生に身近
な政策を事を多く取り入れて進めたいと思います。

【その他の重要事項】
県庁で20年間の実務経験があり、特にまちづくり分野に関わる政策立案や評
価を数多く担当してきました。学生が利用する公共施設（公園や図書館など）
がどのような背景でつくられ、評価され、運営されているかなど、具体的な
事例を参考にしながら、政策評価や政策のマネジメントを学びます。特に行
政職員を目指している学生の受講を奨励します。
【Outline (in English)】
This course introduces students to policy evaluation, policy making, and
public management. The objective of this course is the role of policy
evaluation. Students are expected to spend four hours before/after each
class meeting to understand the course content.
Your overall grade in the course will be based on the following
Class participation: 50%, Exercises and Discussions: 50%
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SDGs　発行日：2024/5/1

ECN300JB（経済学 / Economics 300）

地域経済論

図司　直也

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、積極的に地域づくりを進める上で不可欠な視点である「地域経
済」に焦点を当て、地域資源をもとにした産業基盤（とりわけ農山村地域の
主要産業である第１次産業）への理解を深め、グローバル化に直面する中で
の地場産業の変化と課題、また対応する試みを学ぶ。
【到達目標】
講義を通して、まず、グローバル化に直面する地域経済の状況、また今日に
至る地域経済の展開過程とそこで生じた諸問題についての基礎を理解できる。
その上で、地域資源をもとにした産業形成として第１次産業である農林業を
中心に、関連するテーマを通して、経済活動と地域との関係を捉えることが
できる。日本の地域経済や地場産業における歴史的背景を踏まえ、グローバ
ル経済と密接な現状を理解し、地域を核とした経済循環のあり方を考えるこ
とができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で進め、リアクションペーパーを通じて、受講生の捉え方を全体で
も共有するとともに、質疑にも応えていく。なお、講義は以下の内容で進め
る予定であるが、進度やゲスト講師によって変更もあり得る。リアクション
ペーパー等のフィードバックは授業内で行い、さらなる議論に活用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 地域問題を考える糸口としての地域経

済を理解する。
第2回 地域経済の形成過程（戦

後）
地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (戦後)を理
解する。

第3回 地域経済の形成過程（高
度経済成長期）

地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (高度成長
期)を理解する。

第4回 地域経済の形成過程（低
成長期）

地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (低成長期)
を理解する。

第5回 地域経済の形成過程（ﾊﾞ
ﾌﾞﾙ期期以降）

地域経済の下地がどのように積み上
がってきたのか、歴史的経緯 (ﾊﾞﾌﾞﾙ期以
降)を理解する。

第6回 農業・農村の現場から 第１次産業である農業と地域との関係
を学ぶ。

第7回 林業・山村の現場から 第１次産業である林業と地域との関係
を学ぶ。

第8回 経済のグローバル化と
地域インパクト

1980年代以降の地域経済が直面するｸﾞ
ﾛｰﾊﾞﾙ化の背景を学ぶ。

第9回 産業構造の転換と地域
経済構造

1980年代以降の地域経済が直面する産
業構造転換の背景を学ぶ。

第10回 地域再生の理論と農山
漁村

地域間格差が生じる背景について学ぶ。

第11回 内発的発展の道筋を考
える

農山漁村地域の自立に向けたプロセス
を学ぶ。

第12回 コミュニティ政策の潮流 コミィニティ政策の展開を学ぶ。
第13回 コミュニティと地域経

済の再生
地域資源管理の担い手形成を考える。

第14回 まとめ 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習には、各２時間程度を確保してもらいたい。日頃から、地
域に内在する様々な問題に関心を寄せ、その課題を乗り越える取り組みや知
恵に着目しておく。講義後に、授業内容について復習し、改めてテーマにつ
いて考えることが望ましい。
【テキスト（教科書）】
講義内において配布・紹介する資料を用いる。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点60%，期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
VTRなども交えて、時代や地域性の観点からも地域経済の実態が視覚的にも
理解できるよう工夫を重ねていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】In this lecture, we will focus on the local economy,
deepen our understanding of the industrial base that utilizes local
resources, and learn about changes in local industries and new attempts
in the face of globalization.
【Learning Objectives】Understand the current situation closely related
to the global economy, based on the historical background of Japan’s
regional economy and local industry, and understand the ideal economic
cycle centered on the region.
【Learning activities outside of classroom】Two hours will be secured
for each preparation and review of this class. It is desirable to take an
interest in various regional issues on a daily basis and review the lesson
contents after the lecture.
【Grading Criteria /Policy】60% of reaction papers every time, 40% of
year-end reports.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

国際協力論

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2018年度以降入学者のみ受講可能。2017年
度以前入学者は「N6116国際支援論」を受講すること。

その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代福祉に関連したインクルーシブな国際協力・開発の理論および実践の基
礎を学ぶ。
【到達目標】
学生が将来何らかの形で国際社会に関わることを前提に、現代福祉とインク
ルーシブ開発に関する基礎知識とスキルを習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
現代福祉と国際協力について、インプットとアウトプットを繰り返しつつ触
れていく。対面を基本に、一部オンラインを組み合わせて実施する。本講義
の授業計画のお知らせ・教材・課題の提示およびフィードバックについては、
講義スタイルに関わらず、学習支援システムまたはGoogleフォーム等でその
都度行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 各講義の概要、ポイントを紹介
第2回 SDGsと現代福祉① SDGsと国際社会に関する学び①
第3回 SDGsと現代福祉② SDGsと国際社会に関する学び②
第4回 国際機関と国際協力① 国連による現代福祉に関する学び①
第5回 国際機関と国際協力② 国連による現代福祉に関する学び②
第6回 国際協力の現場から① 海外の現場から実際を学ぶ①
第7回 日本政府と国際協力① 日本政府による国際協力に関する学び①
第8回 日本政府と国際協力② 日本政府による国際協力に関する学び②
第9回 国際協力と人材 国際協力に必要な人材と職種
第10回 国際協力の現場から② 海外の現場から実際を学ぶ②
第11回 NGO/民間企業と国際協

力①
NGO/民間企業による現代福祉に関する
実践①

第12回 NGO/民間企業と国際協
力②

NGO/民間企業による現代福祉に関する
実践②

第13回 国際協力に関する課題 課題発表と質疑応答
第14回 講義の振り返り 各講義のレビュー
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義で配布した資料等の復習。本講義の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし。
【参考書】
外務省　開発協力白書。必要に応じて資料等を適宜配布。
【成績評価の方法と基準】
Googleフォームによるリアクションペーパーの提出（平常点）：50％、課題
提出：50%（課題ファイル40%、発表10%）
【学生の意見等からの気づき】
講義内容・計画に関する学生からの積極的な提案をできるかぎり反映。
【学生が準備すべき機器他】
講義準備・履修のための機器（パソコン、スマートフォン等含む）
【その他の重要事項】
上述の計画は、若干変更する場合あり。長年海外の国際機関で培った知識や
経験および現在関わっている国内外の諸活動に関連して展開していく。
【担当教員の専門分野】
障害者権利条約、障害インクルーシブな国際協力・開発、循環型経済、広報・
PR、東南アジア・その他アジア、人馬のウェルビーイング
【Outline (in English)】
【Course Outline】With a focus on inclusive development, basic theories,
practices, and important findings on international cooperation and
development in the developing world are to be introduced.

【Learning Objectives】By the end of the course, students are expected
to gain a foundational understanding of international cooperation in the
context of social policy and administration.
【Learning activities outside of classroom】Before and after each class,
students are expected to spend 2 hours each to understand the course
contents.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be determined based on reaction
papers (50%) and report and presentation (50%).
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Community Based Inclusive Development

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.

【到達目標】
This course aims to provide practical and applicable knowledge and
skills related to the mentioned subject.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview the planned sessions
No.2 SDGs and

Well-being(1)
Concept of inclusive development(1)

No.3 SDGs and
Well-being(2)

Concept of inclusive development(2)

No.4 SDGs and
Well-being(3)

Concept of inclusive development(3)

No.5 Good Practice on
CBID(1)

Initiatives in a community(1)

No.6 Good Practice on
CBID(2)

Initiatives in a community(2)

No.7 Good Practice on
CBID(3)

Initiatives in a community(3)

No.8 Human rights
issues(1)

Challenges in inclusive settins (1)

No.9 Human rights
issues(2)

Challenges in inclusive settins (2)

No.10 Human rights
issues(3)

Challenges in inclusive settins (3)

No.11 Going into the
unknown(1)

Exploring the world(1)

No.12 Going into the
unknown(2)

Exploring the world(2)

No.13 Going into the
unknown(3)

Exploring the world(3)

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time for the
preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
Sustainable Development Goals https://sdgs.un.org/
World Health Orgzniation https://www.who.int/health-topics/disability

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction papers through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Community Based Inclusive Development

佐野　竜平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2 ｜ キャンパス：多摩
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.

【到達目標】
This course aims to provide practical and applicable knowledge and
skills related to the mentioned subject.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview the planned sessions
No.2 SDGs and

Well-being(1)
Concept of inclusive development(1)

No.3 SDGs and
Well-being(2)

Concept of inclusive development(2)

No.4 SDGs and
Well-being(3)

Concept of inclusive development(3)

No.5 Good Practice on
CBID(1)

Initiatives in a community(1)

No.6 Good Practice on
CBID(2)

Initiatives in a community(2)

No.7 Good Practice on
CBID(3)

Initiatives in a community(3)

No.8 Human rights
issues(1)

Challenges in inclusive settins (1)

No.9 Human rights
issues(2)

Challenges in inclusive settins (2)

No.10 Human rights
issues(3)

Challenges in inclusive settins (3)

No.11 Going into the
unknown(1)

Exploring the world(1)

No.12 Going into the
unknown(2)

Exploring the world(2)

No.13 Going into the
unknown(3)

Exploring the world(3)

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time for the
preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
Sustainable Development Goals https://sdgs.un.org/
World Health Orgzniation https://www.who.int/health-topics/disability

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction papers through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
This course is designed to provide an overview of the concept of inclusive
development in relation to well-being studies.
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

地域経営論

松本　昭

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6151」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
２１世紀社会の底流となる「人口減少社会」「少子高齢化社会」における地域
社会の望ましい経営（マネジメント）のあり方について、自治、分権、コミュ
ニティ、まちづくり、公共施設の維持更新、住宅政策等の観点から理解を深
めるとともに、市民、NPO等の市民団体、民間事業者、行政等の多様な地域
主体の連携、協働、協創のあり方について考察する。
【到達目標】
次の事項について基本的な理解を得るとともに、テーマごとの課題とその対
応方針についても問題意識を高めることを到達目標とする。
・地域経営に関する基本的な法制度及び代表的諸制度のあらましと特性
・地域経営に関する国と地方の関係、法律と条例の関係
・地域経営に関する市民（住民）、事業者、行政等の連携・協力・分担の考え方
・地域空間の整序ルール、公共空間と私有施設の関係、公共施設の維持更新等
に関する
　仕組みと課題
・空き家・空き店舗等の既存の地域資源を活用した地域経営のあり方
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、原則、「講義」と「講義テーマに応じた全体討議又はミニワークショッ
プ等のワーク作業」により進める。授業は、各回のテーマの本質が何かという
ことを常に問いかけ、その問いに対して受講生が、具体的に思考できるよう
な工夫を施して楽しく進めたい。各回講義に関する課題提起については、次
回講義のはじめにに、リアクションペーパーの紹介や参考事例等を紹介して
課題解決型の進め方を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

地域経営論の全体像
・講義ガイダンス、
・「地域経営」の今日的　
　意義と視点
・各回講義の要点解説

第2回 自治・分権と地域経営 ・「地方自治」「地方分権」の今日的課題
・憲法、地方自治法、個別法に基づく公
共の福祉と財産権

第3回 住民参加と地域経営 ・参加、参画、協働、協創（共創）と地
域経営　・参加型まちづくりから協働・
協創（共創)型地域経営へ

第4回 地域経営と合意形成 ・まちづくり、地域経営
　における合意形成
・具体的課題から合意形
　成を考える

第5回 まちづくり条例と地域
経営①

・まちづくり、地域経営における法律と
条例の関係　・まちづくり条例の系譜
と展望

第6回 まちづくり条例と地域
経営②

・まちづくり紛争の実態　・まちづくり
紛争の予防と調整

第7回 まちづくり条例と地域
経営③

・まちづくりのルールと　
　特性
・協議調整型まちづくり
　とは

第8回 地域経営と公民連携ま
ちづくり①

公共施設、公共空間の更新と魅力化（道
路、公園、広場、河川等を
魅力化する取り組み）

第9回 地域経営と公民連携ま
ちづくり②

公共建築物整備の民間活用（PFI制度等
の民間活用の施設整備）

第10回 地域経営と公民連携ま
ちづくり③

まちづくり会社と地域経営（長浜、高
松、紫波等のまちづくり会社を対象に）

第11回 住宅地経営とまちづく
り①

・戸建て住宅地…高齢化社会における郊
外住宅地のこれから　・マンション住
宅地…管理組合と自治会

第12回 住宅地経営とまちづく
り②

空き家、空き地問題と地域経営
・ストック活用のまちづくり/リノベー
ションまちづくり

第13回 講義の総括① レポート提出と個別指導

第14回 講義の総括② ・レポート評価とプレゼンテーション
・学生諸君からの感想と意見/講義の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・人口減少社会、少子高齢化社会における都市や地方のまちづくりや地域経営
に関する広範な書籍、新聞記事等の通読を薦める。本授業の復習時間は各2時
間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。毎回、パワーポイント資料を事前にアップします。
【参考書】
講義において適宜紹介しますが、次の書籍を参考図書として薦める。
　「市民がまちを育む－現場に学ぶ住まいまちづくり－」　　建築資料研究社
　「社会的処方－孤独という病を社会のつながりで治す方法」西智弘
【成績評価の方法と基準】
①講義とその後の全体討議・ミニワークショップを踏まえたリアクションペー
パー50%
②選択課題に基づくレポートとプレゼンテーション50％（レポート課題は６
月前半に提示）
【学生の意見等からの気づき】
・具体的事例の紹介と考察が、講義の理解度を高めるため、講義は具体的事例
を豊富に
　盛り込んで行います。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The purpose of this course will understand the desirable management
of local communities in "population declining society" and "declining
birthrate and aging society" from the viewpoints of autonomy,
decentralization, community, town planning, maintenance of public
facilities, housing policy, etc.
【Learning Objectives】
The objective of this course is to provide students with a basic
understanding of the following issues and to raise their awareness of
the issues and policies for dealing with each theme.
・Basic legal systems related to regional management, and an overview
and characteristics of representative systems
・The relationship between national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・How to manage local communities by utilizing existing local resources
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to read a wide range of books and articles
related to urban and regional planning and regional management in a
society with a declining population, low birthrate and aging society. In
this class, we will review a wide range of articles on urban and regional
development and regional management in a declining population and
an aging society. The standard review time for this class is two hours
each.
【Grading Criteria/Policy】
(1) Reaction papers based on the lecture and subsequent plenary
discussions and mini-workshops 50%.
(2) Reports and presentations based on selected assignments 50%
(Report assignments will be presented in the first half of June)
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SDGs　発行日：2024/5/1

MAN300JB（経営学 / Management 300）

ソーシャルイノベーション論

土肥　将敦

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球環境、貧困、少子高齢化、障害者雇用といった社会的課題の解決に向け
てビジネスとしてそれらに取り組む動きが2000年代以降世界的に広まってき
た。こうした事業体はソーシャル・エンタプライズもしくはソーシャル・ビ
ジネスと呼ばれる。また近年では、従業員や地域社会、環境へ配慮した事業
活動を行なっている企業に与えられる国際的なB Corp認証も増加してきてい
る。本講義では、こうした事業やビジネスモデルがなぜ必要とされるのか、誰
がどのように生み出したのか、そしてそれはどこが革新的でどのようなイン
パクトがもたらされるのかについて、国内外の事例をもとに検討する（なお、
過去数年は、数多くの社会的企業者や実務家にゲスト講師としてお越しいた
だいている）。また講義後半では、企業の社会的責任（CSR）についても概観
し、CSRの枠組みの中で大企業が取り組むさまざまなソーシャル・ビジネス
の意義についても考えていく。
【到達目標】
本講義では、以下の3点を履修者の到達目標とする。
①グローバル/ローカルなソーシャル・ビジネスの動向を理解すること、②社
会的企業者によるソーシャル・イノベーションの創出と普及のプロセスを理
解すること。③企業のCSR活動の本質を理解すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
社会的課題にビジネスとして取り組むソーシャル・ビジネスは、さまざまな
事業形態やスタイルで、市場や社会から資源を動員し、新しい仕組みを構築
し、新たな社会サービスを提供している。本講義では、まずこうした多様な
事業分野、事業スタイルの存在を理解し、一般的なビジネスとの相違点等を
明らかにしていく。その上で、事業化してきた社会的企業者にも注目し、彼
らの存在意義やその機能などについても考えていく。今年度はB Corp認証を
取得している国内外のゲストスピーカーも招聘する予定である。リアクショ
ンペーパーやミニレポート等における優れたコメントは授業内で紹介し、さ
らなる議論に活かしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義概要、成績評価、テキスト等につい

て。履修希望者は必ず出席のこと。
第2回 ソーシャル・ビジネスと

は何か①
社会福祉領域のソーシャル・ビジネス
を通して、3つの要件、活動する事業領
域を理解する。

第3回 ソーシャル・ビジネスと
は何か②

社会福祉領域のソーシャル・ビジネス
を通して、多様な組織形態を理解する。

第4回 ソーシャル・ビジネスと
は何か③

海外の事例を通して、多様な組織形態
と事業スタイルの違いを理解する。

第5回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する①

国際協力領域のソーシャル・エンター
プライズを通して、ソーシャル・イノ
ベーションを理解する。

第6回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する②

海外の事例を通して、ソーシャル・イノ
ベーションを理解する。

第7回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する③

ソーシャル・イノベーションの創出に
ついて理解する。

第8回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する④

ソーシャル・イノベーションの普及に
ついて理解する。

第9回 ソーシャル・イノベー
ションを理解する⑤

ソーシャル・イノベーションの創出と
普及の課題

第10回 大企業におけるCSR① 企業と社会の関係を理解する。
第11回 大企業におけるCSR② 古典的モデルと近年の考え方を理解す

る。
第12回 B Corporationについ

て理解する①
各種事例を通してB Corpについて理解
する（A事例）。

第13回 B Corporationについ
て理解する②

各種事例を通してB Corpについて理解
する（B事例）。

第14回 B Corporationについ
て理解する③

各種事例を通してB Corpについて理解
する（C事例）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に指示するテキスト・資料や関連するウェブサイトに目を通し、講義
中のディスカッションや掲示板へのコメント記入に備えて欲しい。本授業の
準備学習・復習時間は合計4時間を標準とします。特に、毎回の講義後に掲示
板などへのコメントの書き込みが必須となり、これが成績評価の基準となる
予定ですので注意してください。

【テキスト（教科書）】
講義中に指示します。
【参考書】
土肥将敦（2022）「社会的企業者ーCSIの推進プロセスにおける正統性」千倉
書房
Marquis, C（2020）Better Business, Yale University Press（土肥将敦監
訳・保科京子訳（2022）『ビジネスの新形態 B Corp入門』ニュートンプレス）
鈴木良隆編（2014）『ソーシャル・エンタプライズ論』有斐閣
谷本・大室・大平・土肥・古村著（2013）『ソーシャル・イノベーションの創
出と普及』NTT出版
【成績評価の方法と基準】
講義掲示板へのコメント入力課題及びショートプレゼンテーション課題（60％）、
平常点（40％）を総合的に判断する。
【学生の意見等からの気づき】
本講義はオンラインで展開し、履修者とのコミュニケーションを大切にし、講
義がより良いものとなるように努める。市ヶ谷キャンパスや小金井キャンパ
スからの受講生は、キャンパスごとに時間割が異なっているため、各学部が
定めるルールや時間割を必ず確認した上で履修するようにしてほしい。
【Outline (in English)】
This course goes far beyond the innovation theory and academic aspect
of developing social businesses or social responsible business.The goal of
this course is to understand the concept of SOCIAL INNOVATION, and
the various aspects of Corporate Social Responsibilities in the MNC.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting.Your study time will be more than four hours
for a class. Finally, Your overall grade in the class will be decided
based on the following; Short reports and presentations(60%), in class
contribution(40%).
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

ソーシャルマネジメント論

樋口　邦史

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
企業および企業が行う事業と社会の関わりを考える。企業と社会の関わりは、
多様な形が可能である。企業の社会への関わり方、関わる対象、内容、組織
形態の多様さを理解する。また、なぜ企業の社会的側面を考えることが大切
なのかを考え、理解する。
【到達目標】
本講義の受講生は、企業が社会的課題を捉えて、解決するまでのプロセスと論
理を理解する。また、このプロセスと論理を学ぶことを通じて、企業と社会
の関係性を、社会学或いは経営学的観点から考えられるようになる。さらに、
企業の社会への影響を理解できるようになる。以上のことを本講義のゴール
とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
企業と社会の関係は、多様かつ多面的な側面を内包している。そのため、学
際的かつ実践的に講義を行う。例えば、企業や社会の仕組みを理解するため
に、経営学や社会学の観点を取り入れて講義をすすめる。また、企業活動と
その社会への影響を考察するために、実践例としてのケーススタディやゲス
トによるセッションを取り入れる。事前課題に対する議論とグループ討議を
中心に講義をすすめる。予習を求めるが、講義の展開によって若干の変更が
あり得る。事前課題には講師が学生個別にフィードバックをし、講義での論
点などの指摘や記述方法への指導を行う。対面での開講を前提とするが、ゲ
ストセッションや、社会状況によってはオンラインでの双方向型講義となる
場合もある。それにともなう各回の講義計画の変更については、学習支援シ
ステムでその都度提示する。また、本講義の開始日や授業の方法なども、学
習支援システムで随時提示する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入と概要 講義の進め方について

講義で取り扱う内容の概要を紹介
2 CSR経営における

SDGsの主流化
企業CSR経営を起点としたソーシャル
マネジメントとSDGsの位置づけにつ
いて議論

3 ソーシャルマネジメン
トに必要なコミュニ
ケーション技術①

企業組織におけるコミュニケーション
とその活性化いついて議論

4 ソーシャルマネジメン
トに必要なコミュニ
ケーション技術②

企業組織において「相手」に届くコミュ
ニケーションとプレゼンテーションを
実践

5 企業におけるプロジェ
クト活動

プロジェクト型マネジメントを知る

6 行政とコミュニティ組織 行政組織の特色とコミュニティの役割
を知る

7 今年度の地域活性化プ
ロジェクト先の選定と
グルーピング

学生に身近な地域の選定とプロジェク
トの進め方に関する議論

8 事例研究①官民連携 特定地域の官民連携事例について議論
9 事例研究②企業組織の

光と陰
企業の不正（不正開示不正会計）はなぜ
起きてしまうのかについて議論

10 演習① ローカルなフィールドでのプロジェク
トの進め方を議論

11 演習② 同フィールドでのマネジメントを進める
12 演習③ 特定地域での活性化企画の立案
13 演習④ 特定地域での活性化計画の設計
14 最終発表、まとめと展望 Final Presentation

講義のまとめ、最終レポート提出につ
いて

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義では、全5回の事前課題レポート（A4 1枚以内）の提出を求める。講義で
紹介する事例のほかに、日頃からニュース等の情報および自身の日常生活を、
企業と社会の関係性から観察し、企業の社会的行動の事例として考える癖を
身につけること。なお、毎回幾つかの課題レポートを取り上げ、講義の冒頭
で全員で議論する。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
遠野みらい創りカレッジ編著「SDGsの主流化と実践による地域創生」水曜社
；まち創り叢書

【参考書】
講義の中で随時紹介する
【成績評価の方法と基準】
課題レポート10点×5回、最終レポート50点で評価し、グループワークでの
貢献度によって加点する（最高10点）。オンラインでのセッションとなった場
合でも、評価方法や基準は変更しない。より具体的な方法と基準は、講義開
始日に案内する。
【学生の意見等からの気づき】
昨年度の講義参加者からの要望に基づき、学生にとって身近な地域を選んだ
演習を実施します。今年度も、2年生から4年生まで「学部横断型」の多様な
参加者によるコミュニケーションとグループワークを中心に「実践型」の講
義を実施します。経済学部、社会学部からの参加者も期待しています。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】In this course,the students will think about relation-
ship for Enterprise and Society by some discussion or dialog. Because
it’s a available for diversification between Enterprise and Society. We
will communicate the variety of relationship, the domain, contents
and organization among us. And we will be able to identify why the
Enterprise have to consider about the social dimension.
【Learning Objectives】The goals of this course are to undustand logic
and process of Social Management. Indeed, at the end of the course,
students are expected to identfy social responsiblity of te company
organization and the meaning of the mainstream for SDGs.
【Learning activities outside of classroom】Before the every session,
students will be expected to have read the relevnat case study on web
site or news paper. And some text will be intoroduced in the session for
refarence of group discussion.
【Grading Criteria /Policy】Final grade will be calculated according to
the following process Mid-term report (50%), term-end report (50%), and
additional point by in-class contribution and leader-ship on work shop.
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

ソーシャルファイナンス論

徳永　洋子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
少子高齢化、経済格差、震災からの復興といった社会の課題を民間の力で解
決していく、NPO法人、公益法人、社会福祉法人などのソーシャルセクター
が注目されています。しかし、こうした団体の多くが活動資金の調達に苦労
しています。一般に金融（ファイナンス）とは、資金余剰者から資金不足者
へ資金を融通することを意味します。本講では、ソーシャルファイナンスを
「社会的価値を生むための金融」と捉えて、日本のソーシャルセクターを支え
る資金の概要とその調達手法を学びます。
【到達目標】
社会の課題解決に必要な資金の調達について具体的なノウハウを体得します。
加えて、身近な寄付やクラウドファンディングへの理解を深めることで社会
貢献意欲が高まることも期待されます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
スライドを用いた講義形式。スライドは学習支援システムを通じて配布。理
解度や関心の把握には毎授業提出してもらうリアクションペーパーを活用し、
各授業の初めにフィードバックします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 プロローグ 本講の概要、目的
第2回 非営利団体の資金源 各種資金源とその特徴
第3回 日本の寄付文化の歴史 奈良時代から現代の事例
第4回 日本の寄付市場 各種調査結果から考察
第5回 ドナージャーニー 寄付者の心理と行動
第6回 ドナーピラミッド 団体の寄付者の構造的把握
第7回 心理学と寄付集め 寄付者心理を事例から考察
第8回 遺贈寄付 その定義と実態
第9回 クラウドファンディング その概要と成功の秘訣
第10回 会員拡大 新規会員拡大と継続率向上
第11回 企業からの支援獲得 支援のステップアップ戦略
第12回 助成金 助成金の獲得方法と活用
第13回 事業収益 非営利団体らしい事業収益の上げ方
第14回 エピローグ まとめとテスト
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
宿題はありませんが、授業に関連するニュースや話題については、さらに調
べたり、自分の意見を持つように努めてください。本授業の準備・復習時間
は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
「改訂新版　非営利団体の資金調達ハンドブック」　徳永洋子著　時事通信社
https://www.amazon.co.jp/dp/4788718820/

【成績評価の方法と基準】
平常点（20％）、期末テスト（80％)※期末テストはマークシート形式。資料
持ち込み可。
【学生の意見等からの気づき】
卒業後に、社会福祉法人などのソーシャルセクターに就職するとは限らない
ことから、本講座の共感を軸とした資金調達の学びを、一般企業に就職した
際にも役立てられるようにします。
【Outline (in English)】
1) Course Outline
In today’s Japanese society, there are many problems, such as the aging
population and declining birthrate, economic disparity, post-earthquake
restoration, domestic violence, and lack of public nursery school places.
Everyone feels that these problems cannot be solved by the work of
national and local government organizations alone. Hoping that they
can therefore be solved by efforts in the private sector, the work of
social sector organizations, such as social welfare corporations, NPOs,
and public-service corporations has been gaining attention. However,
most of these organizations have difficulty raising the funds required in
order to tackle these issues. In general, “financing” refers to the funding
of those who lack required funds by those with surplus funds.
In this course, we will see how “charitable funding” can be raised from a
diverse range of groups in order to support social sector work in Japan.

2) Learning Objectives
The goals of this course is to know how to fundraise.
3) Learning activities outside of class room
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content by checking relevant contents
from newspapers, TV news, online materials, etc.
4) Grading Criteria/Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.Term-end examination: 80% In class contribution: 20%
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

NPO論

渡真利　紘一

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6155」を選択
すること。旧「非営利組織の運営」修得者は不可。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「NPO/非営利組織」は単に行政サービスを補完する組織ではなく、新しい未
知なる価値を生み出し、市民社会を創造する主体であることを理解し、その
実践のための方法を学びます。併せて、NPOの成立した歴史的背景やその社
会的役割をはじめ、運営上の課題や他の主体（ボランティア、行政、民間企業
(CSR)、助成財団など）との関係から、今後の社会のあり方を考えていきます。
【到達目標】
・NPOの社会的意義を理解し、実践の方法について具体的にイメージするこ
とができる
・自らの関心分野のNPO活動の考案や授業のなかで気になったテーマに関す
る研究を通じ、社会との主体的な関わり方、他者との協力の仕方がわかる
NPOを論じる過程で、受講者自らが、自分らしく在ること／他者に対して寛
容であること／仲間を持つこと／社会と本音で向き合うこと等の重要性を認
識する機会につながればと思います。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の前半は、NPOに関する基本的な内容（歴史的背景や社会的意義、運営
方法や他の社会資源との関係等）について、映像資料や参考書等を交えて紹
介します。後半は、NPO活動実践者によるゲストスピーチを取り入れ、体験
的に実践を把握できる機会をつくるとともに、自らの関心分野のNPO活動の
考案や授業のなかで気になったテーマに関する研究に取り組みます。授業形
態は講義を主とします。受講者各々が授業を通じて感じたことや考えたこと
を言葉にし、共有するなかでの学びも大切にします。
各回の授業計画の変更については、学習支援システムでその都度提示します。
なお、授業では、リアクションペーパー等を予定しています。リアクション
の内容には、講師からもできる限りフィードバックを行います。また、各回
の授業で幾つかリアクションを取り上げる等により、授業内容の一層の理解
につなげる予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーショ

ン/NPOのイメージ
NPOのイメージや昨今の社会情勢を共
有し、本講義の目的や目標、進め方を受
講生と決定する。

第2回 NPOの活動分野 映像資料等を活用しながら、NPOの活
動分野について知るとともに各々の関
心分野について話し合う。

第3回 NPOの歴史的背景と社
会的意義

非営利な活動の歴史的背景やNPO法設
立経緯等から、NPOの文脈を辿るとと
もに、行政や企業と比較し、NPOの社
会的意義について考察する。

第4回 NPOの組織運営と他の
主体との関係

NPO組織の立ち上げや運営方法につい
て基本的な内容を理解するとともに、
他の主体（ボランティア、行政、民間企
業 (CSR)、助成財団など）との関係につ
いて把握する。

第5回 関心分野におけるNPO
活動の調査／自由研究
のテーマ検討

受講者自らの関心分野におけるNPO活
動を調べるとともに、NPOに関連する
自由研究のテーマを検討する。（必要に
応じNPO論受講生OBOGの協力を得
る）

第6回 NPOの活動事例紹介１
「公園管理における多様
な里山保全と市民の関
わり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第7回 NPOの活動事例紹介２
「アートを通じた居場所
をつくる実践」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第8回 NPOの活動事例紹介３
「学校以外で育つ子が豊
かに育つことのできる
環境づくり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第9回 NPOに関する自由研究
進捗フォローアップ

第5回授業で検討した自由研究の進捗を
共有・フォローする。（必要に応じ
NPO論受講生OBOGの協力を得る）

第10回 実践から考えるシリー
ズ「協力関係をつくる」

コミュニティ・オーガナイジングや協
力のテクノロジー等の理論や具体例を
取り上げ、協力関係をつくる方法につ
いて考察する。

第11回 実践から考えるシリー
ズ「資金を調達する」

クラウドファンディングや会費による
基金創設、助成金申請など、NPOの多
様な財源確保策を取り上げ、各手段の
特徴や資金調達の際に配慮すべきこと
について考察する。

第12回 NPOに関する自由研究
発表会１

第5回授業で検討したテーマ作成した
テーマについて、個人又はグループ毎
に自由研究の成果発表を行う。

第13回 NPOに関する自由研究
発表会２

第5回授業で検討したテーマ作成した
テーマについて、個人又はグループ毎
に自由研究の成果発表を行う。

第14回 最終講義「これからの市
民社会とわたしたち」

授業の振り返りやまとめを行うととも
に、これからの社会を生きる私たちに
とって大切な観点とは何か、議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の振り返りの時間を大切にしてください。振り返りには、リアクション
ペーパーや講師から受講者へ共有されたフィードバック等の時間を活かして
ください。
また、授業で気になったキーワードや考え方について本やネット、新聞記事や
映画等から更なる情報をインプットしたり、学んだ内容を周囲に話す等、言葉
によるアウトプットを心がけ、自らの「観」を養っていくことを期待します。
授業で紹介したNPOの主催するイベント等へ参加したり、NPO活動にボラ
ンティア等を通じて主体的に関わることを推奨します。本授業の準備・復習
時間は1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて適宜紹介します。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
（１）平常点（出席・リアクション）50点、（２）中間レポート（NPO活動計
画書）10点、（３）期末試験（自由研究企画書及び発表）40点。
平常点については、授業ごとのリアクションペーパーによって評価・採点し
ます。また、優れたものについては加点を行います。
なお、成績評価の観点の例は以下のとおりです。
・NPOを論じることで社会の捉え方がどのくらい多様になったか
・受講者自らの関心分野の活動や研究テーマにどのくらい主体的に理解を深め
る関わりができたか
・クラスメイトが関心分野への理解を深めることにどのくらい協力して取り組
めたか
（注）実習や就職活動、部活動や健康上の理由などで授業への出席があまりで
きない人は、出来るだけ早く教員に知らせてください。
【学生の意見等からの気づき】
・受講者同士のリアクションの共有や講師からのフィードバックの時間をつく
ります。
・授業内容の理解の手助けとなる書籍や映像、記事等を紹介します。
・NPO活動の企画立案を具体的に検討する内容や実践からNPO活動を考察す
る内容の充実を図ります。
【学生が準備すべき機器他】
なし
（注）オンラインでの実施となった場合は、パソコン又はタブレット、スマー
トフォンとwifiが必要です。
【その他の重要事項】
授業計画の内容は、社会情勢や授業の展開によって、変更があり得ることを
申し添えます。
【Outline (in English)】
NPO/Non Profit Organization is not just organizations to cover
government services, but it provides new values and creates civil
societies proactively.
Throughout the class, we understand methods of cooperation with NPOs
and the future of our society learning historical background of its
establishment, its social roles, operational challenges and relations of
other social resources such as volunteers, public administrations, CSRs
and grant making foundations.
The goals of this course are to “To understand Social significance of Non
Profit Organization”.
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- Being yourself.
- Being tolerant of others.
- Facing society in earnest.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
hour to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、Short reports : 10%、in class contribution:
50%
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協同組合論

西井　賢悟

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、協同組合が人々のくらしの中で果たしてきた役割、そして現在
果たしている役割を学ぶ。特に、その役割を社会・経済的な動きと関連付け
ながら見ていくことにより、さまざまな企業形態の経営組織が存在する中で
の、協同組合の存在意義を学ぶ。また、農協や生協などの実際の取り組みか
ら、実社会をよりよりものにしていく方策を学ぶ。
【到達目標】
・協同組合の経営組織としての特徴を説明できる
・協同組合の展開過程を社会・経済的背景を踏まえて説明できる
・農協と生協が地域社会に果たしている役割を説明できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態は講義形式とするが、適宜質疑やグループワークの時間を設けるこ
とにより、受講生が主体的に講義に関われるようにする。また、講義後のリ
アクションペーパーの作成を通じて、講義内容を自らの知識や実際の生活と
結びつけながら考察することを求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 協同組合とは 協同組合の多様なタイプ、協同組合と

株式会社の違いなど、協同組合の概要
を把握する

第2回 世界の協同組合－誕生の
歴史と協同組合原則－

イギリス産業革命と協同組合の誕生、
協同組合原則の制定・改定など、世界的
な協同組合の原理・原則と動向を学ぶ

第3回 日本の協同組合の歴史① 二宮尊徳の思想・実践、産業組合法の制
定など、戦前の日本の協同組合の歴史
を学ぶ

第4回 日本の協同組合の歴史② 戦時中の協同組合の再編、戦後の多様
な組合の設立・発展など、戦時・戦後の
日本の協同組合の歴史を学ぶ

第5回 日本の農協① 総合事業の構成と内容、連合会と中央
会の機能など、農協・ＪＡグループの概
要を把握する

第6回 日本の農協② 正・准組合員の相違、組合運営の仕組み
など、農協の特徴を協同組合らしさの
観点から学ぶ

第7回 日本の農協③ 自己改革の実践、農業振興の応援団づ
くりなど、近年のＪＡにおける改革の
動向を学ぶ

第8回 日本の農協④ 農協の実務者をゲストスピーカーとし
て招き、農協が地域農業や地域社会に
果たしている役割の実際を学ぶ

第9回 日本の生協① 生協の多様なタイプ、購買生協の事業
構成と内容、供給事業の仕組みなど、生
協の概要を把握する

第10回 日本の生協② 組合員組織と組合員活動の概況、組合
運営の仕組みなど、生協の特徴を協同
組合らしさの観点から学ぶ

第11回 日本の生協③ 生協の実務者をゲストスピーカーとし
て招き、生協が個々の家庭や地域社会
に果たしている役割の実際を学ぶ

第12回 新たな協同の動向 労働者協同組合法の制定、協同組合間
連携の拡大など、日本における新たな
協同の動向を把握する

第13回 期末試験 小論文中心の試験を通じて、これまで
学んだことの到達状況を確認する

第14回 まとめ これまで学んだことをもとに、協同組
合の進むべき途や、協同の実社会での
可能性を考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
・毎回、復習として講義内容を考察してリアクションペーパーを作成する。
・毎回、事前に提供する資料や視聴資材を用いて準備学習する。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない

【参考書】
参考書は指定しない
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（70％）、期末試験（30％）。
リアクションペーパーは、毎回の講義内容を自らの知識や実際の生活と結び
つけながら考察できているかを評価する。
期末試験は、小論文中心の構成とし、本講義の到達目標に対する到達状況を
評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回、講義の開始時にその回のポイント、終了時にポイントを踏まえたまと
めを行う。
【その他の重要事項】
本講義では農協・生協の実務者をゲストスピーカーとして招く予定としてい
る。農業振興、食品流通、地域づくり、環境問題への対応や、そこで働く職員
などをリアルに学ぶことができるようにする。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this lecture, students will learn the roles that cooperatives have
played in people’s lives and the roles they are playing today. In
particular, students will learn about the significance of the existence
of cooperatives in the presence of various types of management
organizations, and how to improve the real world.
【Learning Objectives】
・Be able to explain the characteristics of cooperatives as management
organizations
・Be able to explain the development process of cooperatives based on
the social and economic background
・Be able to explain the role that agricultural cooperatives and consumer
cooperatives play in the local community.
【Learning activities outside of classroom】
・The standard time for preparation and review of this class is 2 hours
each.
・Every time, as a review, consider the contents of the lecture and create
a reaction paper.
・Prepare for each lesson using materials and audio-visual materials
provided in advance.
【Grading Criteria /Policy】
・Reaction paper (70%), final exam (30%).
・Reaction papers are evaluated based on whether students are able to
consider the content of each lecture while connecting it with their own
knowledge and actual life.
・The final exam will be composed mainly of short essays and will be
evaluated on the achievement status of the goals of this course.
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

居住福祉論

大原　一興

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：隔週開講。4・5限連続受講が必須のため注意
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
居住福祉の基本的理念と実情を捉え、それを実現するための方策としての社
会的制度や居住福祉環境づくりのために、個人として、専門家として、社会
として何が必要かを考える。
【到達目標】
居住福祉の諸理論および実践の理解。福祉住環境の理念と実際についての理解。
国内外の実践例に関する知識の習得。福祉住環境コーディネーター検定３～
２級レベルの知識の習得。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回の講義と簡単な演習。参考図書・資料の紹介による予習と復習。実例調
査レポートの作成。
基本的に隔週でおこなう。第２回目以降から第４，５時限の２時限続きでお
こない、初回と最終回は第４時限のみとする。各回のテーマ、内容について
は若干の変更もあり得る。
第１回　　：４月９日　4時限
第２・３回：４月２３日　4・5時限
第４・５回：５月　７日　4・5時限
第６・７回：５月２８日　4・5時限
第８・９回：６月１１日　4・5時限
第10・11回：６月２５日　4・5時限
第12・13回：７月　９日　4・5時限
第14回　　：７月２３日　4時限　基本的に対面授業での開講となる。それ
にともなう各回の変更がある場合には、学習支援システムでその都度提示す
る。オンライン授業の必要性がある場合は、基本的にオンデマンド型で一部
双方向を用いながら行う。資料等は学習支援システムで提示する。
課題に対するフィードバックとしては、授業中に発表をした学生に対しては
講評し、他の学生に対しては提出物について適宜コメントをする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の目標、進め方と参考図書などの

紹介
第2回 居住福祉と環境につい

ての理念
居住福祉の概念（居住、住まい、福祉、
社会福祉、居住環境等の概念整理）

第3回 福祉住環境整備の考え方 高齢者・障害者の福祉と生活環境につい
ての理念、日本の住環境における課題

第4回 福祉のまちづくり・制
度・政策

居住福祉環境整備のこれまでの経緯

第5回 障害と環境の関係性 バリアフリーデザインとユニバーサル・
デザインの基礎理念からみた ICFの考
え方

第6回 高齢者・障害者の身体特
性と居住環境

身体特性と居住環境

第7回 高齢者・障害者と住まい 高齢者・障害者のための住宅と住宅政
策の流れ

第8回 高齢者向け住宅、集合住
宅と戸建て住宅

高齢者向け住宅の実際、長寿社会対応
住宅設計指針など

第9回 ハウスアダプテーショ
ン・住宅改造
福祉機器の活用

介護保険と居住環境との関係、住宅改
修についての具体的な現状と課題

第10回 高齢者福祉施設 高齢者福祉施設における居住環境の詳細
第11回 障害者福祉施設等 障害者施設、児童養護施設、グループ

ホーム等における居住環境の詳細
第12回 コハウジング　共生の

住まいの理念　
コーポラティブ住宅とコレクティブリ
ビング、グループハウスなど共生の住
まいの考え方の整理

第13回 コハウジング　共生の
住まいの実際

集住、共生の住まい方に関する国内外
の実例の紹介

第14回 くらしの先進国に学ぶ
レポート提出・発表

北欧社会における福祉居住環境の実際
と各自レポート内容の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配付資料や参考資料の予習

常日頃から、身近な居住福祉の環境に関心を持ち、注意をはらって観察し発
見したり考察する姿勢が必要です。
レポート作成のために、学外の実例を見学調査することを課しています。本
授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
基本的に授業の際に学習支援システムにて資料を配付するので、必要に応じ
て各自ダウンロードしてほしい。特定の教科書は使用しない。
【参考書】
野口定久、外山義、武川正吾編『居住福祉』有斐閣
東京商工会議所編『福祉住環境コーディネーター検定１，２，３級公式テキ
スト』東京商工会議所
住総研高齢期居住委員会編『住みつなぎのススメ』萌文社
【成績評価の方法と基準】
平常点と毎回の小レポート（リフレクションシート）（70％）、レポート（30％）
【学生の意見等からの気づき】
2時間続きの授業のため、講義のみ続けて行うと疲れてしまうので、適宜演習
や対話を含めて進めることとする。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用する。毎回の資料
は学習支援システムから各自ダウンロードしてほしい。
【Outline (in English)】
Course outline
The aim of this course is to help students learn the theory and the
practice for living environment and well-being concerning with social
issues, welfare, health, housing, institution, community and social care
system
Learning Objectives
The aim of this course is to help students acquire the theory and the
practice for living environment and well-being.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end reports : 30%、in class contribution and short report at each
class: 70%
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

災害支援論

青木　信夫、正谷　絵美、松井　正雄

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
災害が発生した後に余儀なくされる避難生活や生活再建などへの支
援の在り方また、災害発生後の支援を効果的に行うために必要な事
前の備えなどについて総合的に学び実践するための知識や技術を習
得して、年々繰り返され巨大化する自然災害の被災者に必要な支援
とは何か、支援のあるべき姿を探求していく。

【到達目標】
被災者に必要とされる支援や支援の方法について知り、実践的な支
援のあり方について理解を深める。
・我が国における災害支援の体制を知り、日常生活でどのような備
えが必要であるか考える。
・一方的な支援だけでなくお互いに支援し合えるコミュニティの形
成と共助を通して人々が地域を支えて行くことの大切さを知る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義のほかに、グループ討議や図上演習を実施することで学生自身
が考え、災害をイメージして支援のあり方について気づかせる。ま
た、被災者と交わる支援のあり方として、体験型の授業を取り入れ
る。レポート等の提出、フィードバックはメールあるいは「学習支
援システム」を通じて行い、最終授業では13回までの各講義内容の
まとめやレポート等の講評、解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ①授業のオリエン

テーション
②ワークショップ

・授業の概要や目的及び進め方、
理解すべき点や評価方法等につい
て知る。
・災害支援のあり方について、グ
ループ討議を行い被災者が本当に
必要とする支援のあり方について
知る。

2 体験学習
・震動体験（起震車）
・煙避難体験（煙体
験ハウス）
・初期消火（訓練用
消火器）

・東北地方太平洋沖地震（東日本
大震災）の実際の地震観測データ
を基に３次元で再現された震動を
体験する。
・人体に無害な煙を充満させたテ
ント内に入り、火災時における煙
の怖さと避難方法などを体験する。
・初期消火の必要性を学び、消火
器の操作手順を体験する。

3 気象災害と避難支援 ・近年発生した大規模な気象災害
を引き起こした気象条件、及び被
害の現状と生活に及ぼす影響、支
援などについて理解する。

4 ロープワーク
・結びの基本と応用

・日常生活では勿論のこと、災害
発生時には人命救助や避難生活に
も役立つロープの結び方の基本を
体験する。

5 災害の種類と災害心
理

・地震、津波、水害、火災など各災
害の原因、特徴、対策と共に逃げ
遅れの原因となる災害心理につい
て学ぶ。

6 クロスロード ・災害発生後に行う支援のあり方
について出された質問にYESまた
はNOで答え、自分ならどのよう
に対応するかを考える。

7 心肺蘇生法
・胸骨圧迫／AED
操作
応急手当
・止血法・災害時の
手当

・救命の重要性を理解する。
・心肺蘇生に必要な胸骨圧迫と
AED操作を体験し、実施手順を
知る。
・災害時の傷病者に対して身の回
りにあるものを利用して一時的に
施す手当の方法を知る。

8 防災講話
・東日本大震災に学ぶ
（大川小学校、釜石の
奇跡）

・東日本大震災の教訓を学び、避
難計画や避難行動のあり方につい
て知り、避難に必要な支援とはな
にかを考える。

9 災害ボランティアセ
ンター実施訓練

・災害ボランティアセンターの仕
組みを理解し、運営に必要な技術
を実施訓練により習得する。

10 避難所HUG ・避難所の開設、運営を模擬的に
体験することにより、避難所で起
こる様々な問題にどう対応するか
また、避難所で生活する被災者へ
の支援をどのようにするかについ
て考える。

11 防災グッズの作成 ・災害時に身の回りにあるものを
利用して避難生活などに役立つ防
災グッズを作成する。

12 防災講話
・地域防災
（自助、共助、公助）

・地域防災を、「自助」「共助」「公
助」の視点から考え、平常時及び
発災時の行動について考える。

13 図上演習DIG ・災害発生後に行う、「避難行動要
支援者」への支援のあり方と事前
に必要な体制づくりについて考え
る。

14 ①授業のまとめ
②春学期定期試験

・各授業の要点をまとめ、レポー
ト等の講評、質疑応答、ディス
カッションを通して災害支援を掘
り下げる。
・本授業を終えた後の理解度を確
認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
災害支援に関する学問は、「災害支援学」などのように決められた枠
組みの中だけに存在するのではなく、日常生活の中にこそ多くのヒ
ントが潜在していることから、自身が日常生活を送る中で防災や減
災とどう取り組んで行くべきか考えることが大切であり、人と交わ
ることで多くの気づきを得ることができるので積極的に情報を得て
人と共有するようにする。
本授業の準備・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
授業時に参考となる資料を配布する。

【参考書】
授業内で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
春学期定期試験50%、平常点30%、レポート20%
演習や体験型授業を行うので継続的な出席を求める。単位取得の前
提条件となる出席回数については、オリエンテーション時（初回授
業）に明示する。

【学生の意見等からの気づき】
授業では、講師陣の防災啓発活動の現場や被災地での活動体験を基
に、学生が災害の当事者として支援のあり方を自ら考え理解できる
ような内容に心がける。

【Outline (in English)】
[Course outline] Knowledge of how to provide comprehensive
support for evacuation and rebuilding of life after a disaster
occurs, as well as the necessary preparation for effective
support after a disaster occurs. They will acquire skills and
explore what kind of support is needed for victims of natural
disasters that are repeated and huge every year.
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[Learning Objectives] Learn about the support and support
methods needed by disaster victims and deepen their under-
standing of practical support.
—Learn about the disaster support system in Japan and think
about what kind of preparations are necessary in daily life.
—Learn the importance of people supporting the community
not only through one-sided support but also through the
formation and mutual assistance of communities that can
support each other.
[Learning activities outside of classroom] The study of disaster
relief does not exist only within a fixed framework such as
"disaster support studies", but because many hints are latent
in daily life, oneself has a lot of hints in daily life. It is
important to think about how to tackle disaster prevention
and mitigation while sending a message, and since you can
get a lot of awareness by interacting with people, actively
obtain information and share it with people. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria /Policy] Fall semester regular exam 50%,
normal score 30%, report 20%
Since we will hold exercises and hands-on lessons, we request
continuous attendance. The number of attendances, which is
a prerequisite for earning credits, will be clearly stated at the
time of orientation (first class).
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

人権活動論

寺中　誠

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【授業概要】
人権は、実社会の問題の解決のための手段として使ってこそ、意味のある概
念です。多くの社会事象の中から「人権問題」として対象化された問題の解
決手法を学びます。
【授業の目的・意義】
人権問題の構造や主なテーマを把握するための方法の習得を目的とし、人権
活動を担う団体や組織のマネジメントの基礎についても考えます。
【到達目標】
・法や権利を理解するための基礎知識を身につけ、国内的・国際的人権なシス
テムがどのように機能しているかを理解する。
・上記で得た法や権利の知識を日常生活の上で使えるようになる。
・実際に人権に関わる活動の現場で役立つ基礎知識と技術を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は主として講義形式で行い、必要に応じてディスカッション形式も取り
入れます。関係する資料等を紹介し、外部の経験者の声なども紹介しながら、
理論的な仕組みを勉強します。毎回リアクションペーパーを提出してもらい
ます。
学生は、各自受講用のノートを準備し、毎回ノートに講義内容を記録します。
このノートを充実させることにより、自分自身の人権活動論を習得するよう
にします。
課題に対しては、授業内やHoppii等を活用してフィードバックを行う予定に
しています。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 人権論基礎 I

人権における権利義務
関係論

権利義務関係論で基本的人権概念を再
考する。

第2回 人権論基礎 II
人権を構成する要素

社会資本（ソーシャルキャピタル）とし
ての人権と依存

第3回 人権論基礎 III
福祉と人権

多義的な平等概念とポジティブアク
ション：配分の平等と結果の平等

第4回 人権基礎論 IV
権利の優先順位

絶対的自由と調整可能な権利：自由権
と社会権、そして人権の不可分性・相互
依存性

第5回 人権基礎論 V
権利制約の原理

調整可能な権利の具体的な調整におけ
る手順：比例原則、LRA等

第6回 依存と人権 I
依存症の構造

依存症という概念の理解とその実態

第7回 依存と人権 II
ハームリダクション

依存症におけるハームリダクション政
策：公衆衛生か刑罰か？

第8回 性産業と人権 I
性産業論

性産業政策の歴史と近年のハームリダ
クション政策

第9回 性産業と人権 II
「慰安婦」問題の構造

性産業論と植民地主義（戦争責任）の狭
間で

第10回 移民問題 I
移民排斥という構造的
暴力

移民をめぐる意識や「テロ」不安、「体
感治安」。

第11回 移民問題 II
「在日」問題と「ヘイト」

植民地支配に伴う「在日」問題と「ヘイ
ト犯罪」の状況。

第12回 移民問題 III
移住労働者問題が表す
グローバルな変化

移民を政策的に受け入れたり、締め出
したりした政策のブレについて。

第13回 企業と人権 I
ビジネスと人権

国連指導原則の誕生と企業の社会的責
任（CSR）の流れ

第14回 企業と人権 II
企業や非国家主体の統
制のための制度

ソフトローの重要性と国内人権機関、
差別禁止法制の必要性

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ノートに、授業等で知りえた参考情報や文献の内容を記録します。その内容
を見直し、次回授業では必要な点を確認します。本授業の準備学習・復習時
間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書は特に定めませんが、山崎・川島・菅原「国際人権法の考え方」（法律
文化社）を参照することが多いと思います。
【参考書】
申惠ボン「友だちを助けるための国際人権法入門」（影書房）、阿部浩己「国際
法を物語る」三分冊（朝陽会）ほか
http://www.teramako.jp/housei.html上で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
「知る」「理解する」「日常的に使える」「活動できる」という各段階をどの程度
習得したかを確認する。
期末レポートないし試験の評価（60％）
リアクションペーパーの内容も含めた平常点評価（40％）
【学生の意見等からの気づき】
「理念的」「抽象的」と捉えるという先入観を壊し、日常の具体的な事例に即
したところから、実際の問題解決に役立てるための発想を養うことに注力し
たい。
【Outline (in English)】
[Outline]
Human Rights are to solve problems within the real life and in the
community. The class shall explore ways to find out how to design ’social
problems’ adaptable to human rights.
[Learning Objectives]
Obtaining methods to understand themes and mechanisms of human
rights problems as "social problems", while getting some thoughts of
organising and managing human rights movements.
[Learning activities outside of classroom]
Each students are required to spend three to four hours before and after
the class meetings. They are also invited to make questions regarding
contents.
[Grading Criteria]
60% are considered for ordinal attendance attitude and performances
provided during the class (including response sheets). 40% are counted
from term-end essays/reports.
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ASS300JB（社会経済農学 / Agricultural science in society and economy 300）

農山村とコミュニティ

図司　直也

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、農山村の地域構造の原型ともいえる「家と集落（むら）の関係」
を理解し、農山村地域が今日に至るまで直面してきた社会的諸問題を考えな
がら、その解決手段として試みられてきた地域づくりの展開を探っていく。
【到達目標】
講義を通して、まず、農村の家と集落（むら）との関係を通して、農山村地域
構造の原型を理解できる。その上で、農と食の変化や、環境・開発、農村女性
や高齢者などの担い手、都市と農山村との関係性、「小さな自治」の試みなど
多様な切り口から、農山村地域が直面する問題の背景と、そこで展開する新
たな取り組みを知る。授業で学んだ内容を、食をはじめとする日常生活との
繋がりから意識したり、ゼミ活動や実習等の農山村地域における現場での実
践に活かすことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で進め、リアクションペーパー等のフィードバックは、授業内で行
い全体で共有するとともに、質問にも応えていく。なお、講義は以下の内容
で進める予定であるが、進度やゲスト講師によって変更もあり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 村落空間とむらの構造 農山村の地域構造の原型とその変化を

学ぶ。
第2回 むらの変化―過疎化 農山村の地域構造変化である過疎化を

学ぶ。
第3回 むらの変化―都市化・混

住化
農山村の地域構造変化である都市化・
混住化を学ぶ。

第4回 変わりつつある農村の
家・家族・世帯

農山村の家族・世帯の変化を学ぶ。

第5回 農村自治とむらづくり 農山村の自治の仕組みを学ぶ。
第6回 「農」の変化と地域 「農業」から農山村地域での取り組みを

捉える。
第7回 「食」の変化と地域 「食」から農山村地域での取り組みを捉

える。
第8回 農の担い手―農村女性

や高齢者
農村女性や高齢者など多様な主体によ
る農の取り組み

第9回 開発と環境―景観形成・
コモンズ

景観形成・コモンズに関する取り組み

第10回 消費される農村と地域
づくり

ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑの展開と課題

第11回 都市農村交流から協働へ 外部人材の役割と活用
第12回 新しいコミュニティづく

りの試み―地域運営組織
地域運営組織の役割と立ち上げプロセス

第13回 新しいコミュニティづ
くりの試み―「小さな経
済」

「小さな経済」を生み出す実践

第14回 まとめ 全体のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習には、各２時間程度を確保してもらいたい。日頃から、地
域に内在する様々な問題に関心を寄せ、その課題を乗り越える取り組みや知
恵に着目しておく。講義後には、授業内容について復習し、改めてテーマに
ついて考えることが望ましい。
【テキスト（教科書）】
講義内において配布・紹介する資料を用いる。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点60%，期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
VTRなども交えて農山村の地域社会の様子が視覚的にも理解できるよう工夫
を重ねていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】In this lecture, we will understand the prototype of the
regional structure of agricultural and mountain villages, think about
regional issues, and explore the development of regional development.

【Learning Objectives】You can be aware of what you have learned in
class from the connection with daily life such as food, and you can apply
it to practice in the field in agricultural and mountain village areas.
【Learning activities outside of classroom】Two hours will be secured for
each preparation and review of this class. It is advisable to take an
interest in various issues in the area on a daily basis and review the
lesson content after the lecture.
【Grading Criteria /Policy】60% of reaction papers every time, 40% of
year-end reports.
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CMF300JB（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 300）

コミュニティアート

吉野　裕之

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6162」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多くの事例を通して、アートは単に芸術作品のことではなく、まち＝
コミュニティを豊かに耕す日常的な実践であることを理解し、その
実践のための方法を学ぶとともに、これからのまちづくりのあり方
を考えていく。

【到達目標】
まち＝コミュニティは最も身近な社会であり、私たちの生活の現場
であることの意味を理解し、コミュニティアートとは住民がそれぞ
れの立場でまち＝コミュニティの価値を高めていく行為であるとい
う視点から、こうした実践の分析や評価、企画を行うことができる
ようになることが目標である。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業でいうアートとは、いわゆる美術だけでなく、文芸、音楽、
演劇など、さらに暮らしに根づいた生活文化をも含めたもの／こと
を指し、こうしたアートをまちづくりにおいてどのように活用する
かについて学ぶ。前半では「まちづくりとは何か」「アートとは何か」
について、後半では「まちづくりにおけるよりよいアートの活用の
しかた」について学ぶ。
方法としては、講義形式が中心にはなるが、ワークシートを活用し
た思考のトレーニングやグループでのディスカッションなども取り
入れていく。また、リアクションペーパーなどにおける優れたコメ
ントは授業内で紹介し、さらなる議論に活かしていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容全般の説明。
第2回 ＮＰＯ・市民主体の

まちづくりの意義
ＮＰＯ・市民主体のまちづくりの
意味や意義についての説明。（授業
の展開によって、若干の変更があ
り得る。以下同）

第3回 市民主体のまちづく
りの事例（１）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづく
りの事例（学生が主体となった活
動の事例）の紹介と解説。

第4回 市民主体のまちづく
りの事例（２）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづく
りの事例（中高齢者が主体となっ
た活動の事例）の紹介と解説。

第5回 生活の現場としての
まちをめぐる考察

実体験に基づくまちをめぐる考察
とＮＰＯ・市民主体のまちづくり
の意味の考察。

第6回 アートの意味 アートの意味（意味の歴史的変遷
や芸術家のことばなど）の説明。

第7回 コミュニティアート
の要件と機能

コミュニティアートの要件と機能
の説明。

第8回 都市空間・まちなか
のアートの変遷

都市空間・まちなかのアート（パ
ブリックアートやコミュニティ
アートなど）の変遷の説明。

第9回 コミュニティアート
の事例（１）

コミュニティアートの事例（基本
的な考え方を理解するための事例）
の紹介と解説。

第10回 コミュニティアート
の事例（２）

コミュニティアートの事例（大都
市／拠点型）の紹介と解説。

第11回 コミュニティアート
の事例（３）

コミュニティアートの事例（大都
市／まちなか展開型）の紹介と解
説。

第12回 コミュニティアート
の事例（４）

コミュニティアートの事例（地方
都市／地域密着型）の紹介と解説。

第13回 コミュニティアート
の事例（５）

コミュニティアートの事例（地方
都市／地域交流型）の紹介と解説。

第14回 これからのまちづく
りとアート

これからのまちづくりとアートの
関係のあり方についての解説。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、必ず授業の復習をすること。また、授業に関連する新聞記事
や文献などに関心をもつとともに、日々の生活のさまざまなもの／
ことを、授業との関連で捉え直していくように心掛けること。さら
には、まちづくりやアートに関わるイベントなどには積極的に参加
することが望ましい。本授業の準備学習・復習時間は1回につき4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。（必要に応じて適宜配布する。）

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーなど）：30点　期末レポート：70点
平常点におけるリアクションペーパーなどでは、1回～数回の授業
の内容の理解度について確認する。
期末レポートでは、コミュニティアートの意味の理解度やその分析・
評価などの習得度について確認する。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様だが、応用力、思考力がついた、新しい発見があっ
たなどの感想をもつ学生が多い。自分が大きく変化できたというこ
とだろう。今年度も引き続きこうした授業を展開していきたい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
We will understand that art is a powerful way to revitalize the
community, learn methods for practicing it, and think about
the way of community design in the future.
（Learning Objectives）
By the end of the course, students will be able to do the
followings:
－Analysis and evaluation of cases about community art
－Planning of community art
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
－Reviewing the class meeting
－Reading literature related to the class meeting
－Participating in events related to community design and art
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be calculated according to the following
process.
Short reports : 30%、Term-end report : 70%
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CMF300JB（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 300）

コミュニティスポーツ

深野　聡

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：抽選科目。2024年度の授業実施日は、9月17
日（火）・18日（水）・19日（木）。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人類の長年のパートナーである「馬」について、その歴史やコミュニティ
スポーツとしての活動を含む今日の多岐にわたる活用事例について実馬
を用いた体験活動を組み入れながら実践的に学ぶ。
加えて本学多摩キャンパスが有する「馬」資源を用いて、この場所と地
域において目指すべき「人馬のウェルビーイング」の形は何かを共に考
え、その実現を目指す。

【到達目標】
・人と馬の歴史、コミュニティスポーツとしての活動を含む国内外の馬
の多様な利活用を理解できる。
・馬の性格と特徴を理解できる。
・馬とのふれあいにより、その感触、大きさ、体温などを実感する。
・馬を用いた活動における基礎知識と注意事項を理解し、安全に馬にさ
われるようになる。
・高齢者、障がい者を対象とするホースセラピーや教育における馬活用
の事例を学ぶ。
・馬のいる場所が人の暮らしと地域にどのように繋がるべきか、人馬の
ウェルビーイングを検討できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
・フィールドワーク実施時の安全性確保のため、受講希望者数が制限を
超えた場合は事前アンケートでの記載事項に基づく選抜を行います。
・講義にて小レポート（リアクションペーパー）の提出を求め、授業内
やHoppii等を活用してフィードバックを行う予定です。
・教室では講義形式が中心、多摩キャンパス馬場では実馬を用いたフィー
ルドワークを実施します。
・全講義終了後にレポートの提出を求めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本授業の概要と目的、到達目標を確

認し、フィールドワーク実施時の注
意事項を理解する。

2 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅰ

見る、近づく、さわるの実施。活動
を通じて馬の身体を観察し、大きさ、
体温、性質を理解する。

3 人と馬の関係学① 人と馬の歴史や馬の進化について理
解する。

4 人と馬の関係学② 馬の性格や生態、品種や特徴につい
て理解する。

5 人と馬の関係学③ 国内外における馬事産業および馬事
文化の全般を理解する。

6 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅱ

厩舎における馬の世話を体験し、各
種馬具の使い方等を理解する。

7 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅲ

ブラッシングを体験し、その際に必
要となる注意事項を理解する。

8 人と馬の関係学④ コミュニティスポーツとしての活用
を含む馬の多様な利活用の事例を理
解する。

9 人と馬の関係学⑤ ホースセラピーの概要について理解
する。

10 人と馬の関係学⑥ 馬を用いた活動実施時の課題を学び、
その解決には何が必要かを考える。

11 フィールドワーク：
「馬と仲良くなろう」Ⅳ

馬と一緒に歩く体験をする。馬の表
情や動作からその心理の感じ取り方
を学ぶ。

12 人馬のウェルビーイン
グを考える①

競走馬の一生と引退競走馬の活用策
について国内事例を紹介し理解する。

13 人馬のウェルビーイン
グを考える②

高齢者や障がい者を対象としたホー
スセラピーの活動事例を紹介し、そ
の内容について理解する。

14 総括 本授業を振り返り、受講者相互の
ディスカッションを通じて、この場
所での人馬のウェルビーイングの展
望を考える。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
提示するテキストを元に準備学習を行うこと。配布資料やノートを復習
して小レポート（リアクションペーパー）を作成すること。
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『フレンドリーホース』　編集：（公社）全国乗馬倶楽部振興協会　880円
　
※このテキストの購入方法は全国乗馬倶楽部振興協会からの直接購入の
みです。
　購入方法については、後日学習支援システムを通じて案内します。
※必要に応じて、その他の資料は配布します。

【参考書】
『ホースセラピーサポートブック』　発行元：うまJAM
　https://www.umajam.com/pages/35/
『絵でわかる馬の本』WAVE出版
　https://www.wave-publishers.co.jp/books/9784872906677/

【成績評価の方法と基準】
①講義の平常点およびリアクションペーパー：５０％（５点×１０回）
②フィールドワークでの平常点と取り組み姿勢：４０％（１０点×４回）
③最終レポート：１０％（１０点×１回）

【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーでの聴講生の興味、関心に応じ、授業で扱うテー
マ以外の馬事関連テーマに関しても提供できるようにします。

【学生が準備すべき機器他】
フィールドワーク時は帽子と動きやすい服装を着用してください。
※半ズボン、スカート、サンダル着用は不可。

【その他の重要事項】
本科目は、オータムセッション（９月１７日から１９日まで）の集中講
義です。
初回のガイダンスは、多摩キャンパス馬場にて行います。ガイダンス終
了後はそのままフィールドワークとなりますので注意してください。

【Outline (in English)】
Lecture outline.
This lecture treats the horse as a partner of Humans, learning
about its history, characteristics and diverse uses. Time will be
set aside for interaction with horses to deepen understanding.
Consider the wellbeing of people and horses in the region.
Learning objectives
By the end of the course, students will be able to:
-A. Understand the history of people and horses and examples of
diverse uses of horses in different regions.
-B.Understand the character and characteristics of horses.
-C.Know the temperature of horses and handle them safely.
-D.Be able to consider the links between horses and local
communities.
Learning activities outside the classroom
Students should have completed the prescribed assignments at the
end of each lesson.
Grading criteria
The overall class grade will be determined according to the
following criteria.
Reports in lectures: 50% (5 points x 10 times)
Fieldwork: 40% (10 points x 4 times)
Final report: 10% (10 points x 1 time)
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CUM300JB（文化財科学・博物館学 / Cultural assets study and museology 300）

地域遺産マネジメント論

須田　英一

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　地域の歴史や文化の中から生成されてきた地域遺産（歴史的町並み、歴史
的建造物、民俗芸能、史跡など）を活かした地域づくりが、日本各地で取り組
まれています。そこには地域住民をはじめNPOなどが担い手として活躍して
います。授業では、さまざまな地域遺産に関する基礎的な知識や、地域遺産
を活かし、Well-being（健康で幸福なくらし）を地域の中に実現していくた
めの方法について幅広く解説します。
【到達目標】
さまざま地域遺産に関する基礎的な知識をはじめ、地域遺産の活用と地域の
ネットワークづくりに向けた能力を身につけます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
地域遺産の多くを占める文化財の保護の歴史をふりかえり、地域遺産のマネ
ジメントに関わる人々の仕事や役割、地域遺産に関わるボランティア活動や
地域遺産の活用例を映像や画像などにより紹介します。なお、授業の展開に
よって、授業テーマに若干の変更があり得ます。講義形式の授業形態です。
授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつか
を取り上げ、全体に対してフィードバックを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス　 授業のガイダンス、評価の方法、関連映

像
第2回 地域遺産とは、地域遺産

マネジメントとは
地域遺産、地域遺産マネジメント

第3回 地域遺産の生成と保護
の現状

地域の歴史と地域遺産の生成、文化財
の保存・管理と活用

第4回 文化財保護の歴史 明治期の文化財保護、大正期・昭和戦前
期の文化財保護

第5回 今日の文化財の保護制度 文化財保護法、文化財保護法の改正と
文化財の拡大

第6回 地域遺産保護と専門家
(1)

文化財担当専門職員、学芸員の仕事と
役割

第7回 地域遺産保護と専門家
(2)

文化財保護修理技術者の仕事と役割

第8回 さまざまな地域遺産、世
界遺産

全国のさまざまな地域遺産の紹介、世
界遺産

第9回 地域遺産とボランティ
ア活動

博物館ボランティア、文化遺産ボラン
ティア

第10回 地域遺産の再生と活用
(1)

地域遺産としての建造物の修復と活用

第11回 地域遺産の再生と活用
(2)

地域遺産としての史跡の修景と活用

第12回 地域遺産の再生と活用
(3)

地域遺産としての名勝・天然記念物・食
文化

第13回 地域遺産の再生と活用
（4）

地域遺産としての伝統的建造物群

第14回 まとめ 地域遺産と地域づくりまとめ、課題レ
ポートのフィードバック

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　自分の住む地域にはどのような地域遺産があり、それらは私達の生活とど
のような関わりがあるのでしょうか。きっとすごい身近に何かしらの地域遺
産があるはずですし、どこかに眠っているかもしれません。見つけてみて下
さい。また、博物館や美術館の展覧会にも是非行ってみましょう。
　本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は特に選定しません。資料を毎授業時に配布します。
【参考書】
馬場憲一『地域文化政策の新視点－文化遺産保護から伝統文化の継承へ－』（雄
山閣、3000円）、川村恒明監修・著『文化財政策概論－文化遺産保護の新たな
展開に向けて－』（東海大学出版会、3500円）。その他については、必要に応
じて講義の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
①成績評価方法
・平常点：毎回リアクションペーパーの提出を求めます。
・試験方法：中間に1回と期末に課題レポート提出。

・評価方法：平常点（リアクションペーパー）40%、課題レポート60％によ
り総合的に評価します。2種類の課題レポート提出は単位の修得に不可欠とし
ます。
②評価基準
・平常点：授業態度、学習への意欲、リアクションペーパーの内容によって評
価します。
・レポート：課題に適切に答え、現地を訪れるなど積極的に取り組んだもので
あるかどうかを評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
質疑応答を積極的に行い、双方向での授業運営を図ります。
【その他の重要事項】
地方自治体での文化財調査・実務経験、大学文化財調査機関での調査・研究
経験を活かして、実際の経験にも重きを置きながら授業を展開したいと思い
ます。
【Outline (in English)】
This lecture explain broadly about the basic knowledge on various
regional heritage and the way to make use of community heritage and
to realize Well-being Society in the area.The goals of this course are
to acquire the ability to utilize regional heritage and build regional
networks.Students will try to find a community heritage　that is related
to our lives in their area.　 Students should also visit museums and
museum exhibitions.　Your study time will be more than four hours for
class. Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report,　 term-end report（70%）,and in-class
contoribution（30％）.
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TRS300JB（観光学 / Tourism Studies 300）

地域ツーリズム

野田　岳仁

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生は授業コード「N6165」を選択
すること。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、地域ツーリズムの論理とその仕組みを理解することを通じて、地域
社会における持続的な観光のあり方を模索することを目的としている。地域
ツーリズムとは、観光の本質にある“大衆性”を相対化し、地域課題の解決や現
場に暮らす人びとの幸せ（ウェルビーイング）の実現を目指す新しい観光実
践である。それゆえ本講義では、地域ツーリズムの典型として、”水辺空間の
観光化”、”伝統文化の観光化”、”生活空間の観光化”の３つのテーマのケース
スタディを扱う。地域ツーリズムという新しい観光実践を理解するうえで大
切なことは、現場に暮らす人びとの立場に立って、問題の本質を理解し、そ
の解決に応えようとする視点を持つことである。従来の大衆的な観光とは異
なる特徴を持つからこそ、地域ツーリズムを理解する新しい方法論を構想し
ていく必要があるからである。本講義では、現場の人びとの立場からの持続
可能な観光のあり方を探究していく。
【到達目標】
大衆的な観光との差異に注目しながら、地域ツーリズムの基本的な考え方を
理解し、地域ツーリズムを捉える視点を養うこと。そのうえで、現場の人び
とが抱える課題に対して、本講義の知見を活かして有効性のある政策論を構
想する力を身につけることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では”いくら儲かるか”、”いかに集客を伸ばせるのか”といった大衆的な
観光のイメージを相対化して、現場の人びとの立場から観光という現象を捉
え直していく。DVDなどの視覚資料を積極的に活用する。授業の展開によっ
て若干の変更がありうる。授業計画に変更がある場合は学習支援システムに
て適時提示する。リアクションペーパーや課題等のフィードバックは講義や
学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域ツーリズムとは？ 地域づくりの手段としての「観光」論
第2回 地域ツーリズムをとら

える視点
人びとの「生活」を捉える方法から

第3回 大衆的な観光地は本当
に稼げるのか？

マスツーリズムの功罪

第4回 観光地化を目指さない
美しいむらづくり

競争から共創の観光まちづくり

第5回 地域ツーリズムにおけ
る成功とは？

水辺空間の観光化①

第6回 生活保全としての地域
ツーリズム

水辺空間の観光化②

第7回 地域の自治とツーリズム 前半のまとめ
第8回 なぜ地元の人びとは踊

りの観光資源化を望ま
ないのか？

伝統文化の観光化

第9回 水を愛でる自然観から
みたアクアツーリズム

生活空間の観光化①

第10回 アクアツーリズムの担
い手論

生活空間の観光化②

第11回 アクアツーリズムの論
理と価値

生活空間の観光化③

第12回 銀座のローカル・ルール
とアクアツーリズム

生活空間の観光化④

第13回 地域ツーリズムの理論
と実践

観光の大衆性を相対化する新しい観光
論の構想

第14回 講義のまとめと試験 本講義の知見と意義の確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
適宜アナウンスするが、各回の振り返りは不可欠となる。配布資料に記載さ
れた参考文献を参照すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とする。
【テキスト（教科書）】
毎回資料を配布する。
【参考書】
毎回の配布資料に参考文献を紹介する。

【成績評価の方法と基準】
講義内のコメント・リアクションペーパー（10%）、期末試験（90%）の総合
評価。到達目標が達成されているかを確認する。
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパー等を通じて学生からのコメントを適宜授業内容に反映
させていく。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
担当教員は地域づくり活動の現場における実務経験を有しており、その経験
に基づいてより有効性のある政策論を議論していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to help students master
the basic concepts of community tourism studies.【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to describe major
methods and theories of community tourism studies, discuss the role
of local community policy and apply the treatment of community
tourism problems.【Learning activities outside of classroom】Before/after
each class meeting, students will be expected to spend four hours to
understand the course content.【Grading Criteria /Policy】Grading will
be decided based on reaction papers(10%) and term-end examination
（90%).
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ENG300JB（その他の工学 / Engineering 300）

住民参加の手法

杉崎　和久

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域づくりの現場では、住民等の地域の多様な主体が地域の資源や課題、各
主体の思いやニーズなどを共有し、それらを踏まえて効果的な活動を検討し、
それを実施するプロセスが重要である。
この講義では、これらのプロセスを実施する際に必要となる対話手法（住民
参加手法）の特徴を理解し、運用できる能力を獲得する。
【到達目標】
住民参加が求められる社会背景を理解し、地域の多様な主体がプロジェクト
の中で適切に住民参加手法の選択・開発、そして運用ができる能力を習得す
ることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
住民参加の役割・効果、具体的な活用事例、基本的な考え方等の基本事項に
ついては、講義形式で理解を深める。さらに、代表的な住民参加手法につい
ては、効果等の特徴を把握するために講義の中で体験する。また、地域の多
様な主体による対話の重要となる社会的背景等の理解をするために基本文献
を講読し、概要等を報告するレポート課題を出題する。
授業は、原則として対面で行う。対面の講義の中でオンラインツールを活用
した手法を体験する。なお、レポートについては、その内容を用いたグルー
プワークを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義の進め方、目標等を説明する（オン

ラインでの実施）。
第2回 住民参加の事例紹介１ 事例を通じて、住民参加全体をデザイ

ンする考え方を紹介する。
第3回 住民参加の事例紹介２ 事例を通じて、地域住民等が対話をす

るワークショップのねらい・手法等に
ついて紹介する。

第4回 住民参加の事例紹介３ 事例を通じて、ステークホルダーの特
徴に合わせた意向収集の手法等につい
て紹介する。

第5回 意見表出を促す手法 参加者からの意見表出を促す手法を体
験する。

第6回 意見整理のための手法 参加者から出た意見を整理するための
手法を体験する。

第7回 意見を誘発するフレー
ムワーク

参加者からの意見を誘発するフレーム
ワークを用いた対話を体験する。

第8回 コロナ禍におけるオンラ
インを用いた対話手法

オンラインツールを用いた対話の体験
する。

第9回 対話の空間（場）づくり 創造的な対話を促す空間のあり方を学
ぶ。

第10回 対話を可視化させる手法 議論経過を共有するための手法（ファ
シリテーショングラフィック等）を体
験する。

第11回 多様な参加者の知恵を
共有する手法（レポート
発表）

レポート内容（関係する文献の内容・感
想）を受講者間で共有する体験をする。

第12回 現場の情報を共有する
手法

即地的な地域情報を共有する手法（ま
ちあるき）を定見する。

第13回 ファシリテーターの役
割と聴く姿勢

創造的な会議を生み出す役割（ファシ
リテーター）と技術、聴く姿勢について
体験を通じて学ぶ。

第14回 総括 授業全体を振り返り、住民参加を実施
する上でのポイントを再確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業では適宜レジュメを配布する
【参考書】
中野民夫「ワークショップ」（岩波新書）
世田谷トラストまちづくり「参加のデザイン道具箱」
その他、講義の中で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・授業への貢献（７０％）、中間レポート（３０％）

・授業への貢献は、講義ごとにワークへの参加状況やリアクションペーパーの
内容などを踏まえて行う。
・レポートは住民参加の手法に関する文献を読み、その概要を整理し、自分の
意見をまとめて提出する。なお、レポート内容を用いて行う授業回がある。
【学生の意見等からの気づき】
地域づくりの現場での参加手法を体験するだけでなく、その背景となる理論
や経緯等についても適切に解説していく。
【学生が準備すべき機器他】
授業は、原則として対面で行う。
しかし、オンラインツールを用いたグループワークを行うこともある。その
際には、タブレットあるいはパソコンが用いる。
【その他の重要事項】
・受講者の人数等により、授業内容、方法等を変更する場合がある。
・講義では対話手法の体験を重視している。そのため、事例紹介等をのぞけば、
グループワークを多用行う。
・担当教員は、複数の地方自治体の現場において、行政と地域住民をつなぐま
ちづくりコーディネーターとして勤務経験を有する教員が地域での実践事例
を交えながら、市民参加の手法に関する実習をする。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to help students acquire the citizen
participation method.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to understand the characteristics of the
citizen participation method and to acquire the ability to operate.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than two hours
for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on mid-term report (30%), and in-class
contribution (70%)
In-class contribution is evaluated by attendance at the lesson and the
contents of the reaction paper of each lesson.

— 1194 —



SDGs　発行日：2024/5/1

ARSx300JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 300）

地域交通マネジメント論

吉田　樹

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、9月17日（火）・
18日（水）・19日（木）。
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市や地域のウェルビーイングを実現するうえで，市民の「暮らし」と
「交流」を支える「地域交通マネジメント」の実践が必要です。本授業
では，地域の鉄道や乗合バス，タクシーといった在来の公共交通を基本
に，自家用車の新たな活用やMaaS（Mobility as a Service：統合的移
動サービス）の構築，自動運転をはじめとした次世代モビリティにも対
象を拡げます。そのうえで，多様なモビリティツールをどのように計画
し，マネジメントしていけばよいかに焦点をあて「地域交通マネジメン
ト」を推進するための見方・考え方を獲得することを目的とします。

【到達目標】
①日本における交通政策の変遷を理解していること
②交通産業のしくみや課題を理解していること
③公共交通やモビリティツールを地域づくりに活かすための方法論を提
案できること

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は，オータムセッションの集中講義で行います。担当教員による
講義を基本に，2～3回の授業ごとにリアクションペーパーの提出を求め
るほか，講義内容の理解を高めるためのワークシートを提示し，次回の
講義で振り返りを行います。また，授業計画のうち「実践編」にあたる
授業では，地域交通に関する具体的な課題や取り組み事例を素材とした
グループワークや発表を行っていただく予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション：

「地域交通マネジメン
ト」とは何か

地域交通に関わる今日的課題と「地
域交通マネジメント」の意義を概観
する

第2回 理論と技術編①：現代
の交通問題と交通政策
の立案プロセス

現代の交通問題を概観したうえで，
交通政策の立案プロセスを学ぶ

第3回 理論と技術編②：交通
に関わる調査手法

交通政策を立案する際の調査手法
（パーソントリップ調査等）を学ぶ

第4回 政策編①：地域公共交
通の諸問題と事業制度

地域内の公共交通が抱える諸問題を
日本の事業制度とともに概観する

第5回 政策編②：日本の地域
交通政策と国際比較

地域交通分野の政策や法制度につい
て，日本と諸外国の比較を行い，受
講者と討議する

第6回 政策編③：交通のユニ
バーサルデザイン

高齢者・障がい者をはじめとした移
動困難者のウェルビーイングを高め
る方法論を学ぶ

第7回 実践編①：「くらしの
足」をどう守る？（１．
事例紹介と課題設定）

日常生活に欠かせない移動手段（く
らしの足）を確保するうえでの典型
的課題を紹介する

第8回 実践編②：「くらしの
足」をどう守る？
（２．施策立案）

第７回で設定した課題の対応策につ
いて，受講者からの発表を求め，討
議を行う

第9回 政策編④：コンパクト
シティと公共交通ネッ
トワーク

持続可能な都市と交通を実現するた
めの政策やプロジェクトの国内外事
例を紹介する

第10回 実践編③：「まちづく
り」と「公共交通」と
の連携（１．事例紹介
と課題設定）

持続可能な都市を実現するための公
共交通政策について，事例と典型的
課題を紹介する

第11回 実践編④：「まちづく
り」と「公共交通」と
の連携（２．施策立
案）

第10回で設定した課題の対応策につ
いて，受講者からの発表を求め，討
議を行う

第12回 交通と産業編①：モビ
リティを変革する「情
報」

移動手段（モビリティ）と情報通信技
術との融合の現状や課題を概観する

第13回 交通と産業編②：次世
代モビリティとMaaS
への期待

国内におけるMaaSの取組事例から，
その期待と課題を考える

第14回 まとめ：都市のウェル
ビーイングを実現する
交通のあり方

都市のウェルビーイングを実現する
ための地域交通マネジメントを受講
者と考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に提示するワークシートへの解答や，授業計画のうち「実践編」に
関わる準備が必要です。また，最近では，運転士不足による路線バスの
廃止・減便のほか，ローカル鉄道の存廃問題，自家用車を活用した「ラ
イドシェア」の制度化など，地域交通に関わる報道が多くあります。是
非，関心を持っていただき，本授業の内外でいろいろ質問してください。
本授業の準備・復習時間は，各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。各回の講義資料に基づき授業を進めます（講
義資料はオンライン上で提供します）。

【参考書】
宿利正史・軸丸真二編『地域公共交通政策論　第2版』（東京大学出版
会）※ 2024年4月発刊予定
秋山哲男・吉田樹編著『生活支援の地域公共交通』（学芸出版社）
野村実著『クルマ社会の地域公共交通－多様なアクターの参画によるモ
ビリティ確保の方策－』（晃洋書房）

【成績評価の方法と基準】
平常点（40％）：リアクションペーパー（10％），ワークシート（20％），
実践編での討議・発表内容（10％）
レポート課題（60％）：講義内容に関わるレポートを作成していただき
ます（内容は，授業時間中に提示します）

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。

【学生が準備すべき機器他】
本授業の受講にあたり，ノートパソコンやタブレット端末をお持ちくだ
さい。講義資料の閲覧やリアクションペーパーの提出，および「実践編」
におけるグループワークのために必要です。なお，本授業は，朝から夕
方までの集中講義です。バッテリー容量に不安がある場合は，講義資料
をプリントアウトしてお持ちください。

【その他の重要事項】
交通政策審議会地域公共交通部会などの委員に参画し，地域交通の「現
場」に数多く関わってきました。自身の経験談（成功も失敗も）を交え
ながら，愉しく学べるように心がけます。

【Outline (in English)】
Course outline
The objective of this class is to understand the concept of local
public transportation planning methods and management.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
－A. Understanding of transportation policy in Japan
－ B. Understanding of the characteristics of the transportation
industry
－ C. To be able to propose methodologies for utilizing transport
services for community development
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting day. Your study time will be
more than four hours for a class.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end report: 60%, in-class contribution: 40%
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

ボランタリーアクション（2020年度以前入学者）

髙井　大輔

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ボランタリーアクションとは、奉仕的な活動にとどまらず、地域や社会課題
に対し様々な手法でその解決や新しい価値創造を図る自発的で主体的な取り
組みです。本授業は、ボランタリーアクションについての全体的な講義を行
うとともに，さまざまな現場での実践的な取り組みを必要に応じゲストを招
きながら具体的に紹介することで，ボランタリーアクションについての理解
を深め、これについて学生それぞれが考える機会とします。
【到達目標】
1.ボランティア及びNPOの意味、役割、これまでの歴史について理解する
2.ボランタリーアクションの意義について学問的見地および実践的立場の両
面から学び、その可能性を考える
3.現代社会や地域が抱える課題を認識し、自身の体験等も踏まえながら、そ
の解決方法を検討することができるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義はボランタリーアクションに関連する各回ごとに設定したテーマに沿っ
て行います。受講者にはリアクションペーパー及びミニレポートを提出して
もらい、記載された内容や質問については、次の講義で紹介・回答し、前回の
講義の振り返りとします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方や全体の流れについての

説明
第2回 ボランティアの概念 -ボ

ランタリーアクション
とは何か-

ボランティアという言葉の概念、ボラ
ンタリーアクションの意味と意義を理
解する

第3回 NPO・ボランティアの
歴史

ＮＰＯ・ボランティアの歴史的な背景
やその特徴的な事例を学ぶ

第4回 SDGsの意味と意義
　-SDGsとは何か-

SDGs（Sustainable Development
Goals：持続可能な開発目標）の内容と
意義を理解する

第5回 現代社会におけるボラン
タリーアクションの概要

現代社会におけるボランタリーアクショ
ンの種類と分類からその特徴を理解する

第6回 事例から学ぶ① -福祉
サービスとボランタ
リーアクション-

福祉事業の中で活躍するボランティア
の事例を取り上げ、ボランタリーアク
ションの意義を考える

第7回 事例から学ぶ② -営利事
業とボランタリーアク
ション-

営利事業と結びつけて実践されている
ボランタリーアクションの事例を取り
上げ、その意義を考える

第8回 ＮＰＯ法人制度の内容
とその歴史

ＮＰＯ法人制度の内容や制定過程、そ
の他の法人制度との比較から、その役
割を理解する

第9回 事例から学ぶ③ -個人的
な活動から組織化へ-

社会課題の解決に取り組む個人レベル
の活動から組織化するまでのプロセス
を、事例から理解する

第10回 事例から学ぶ④ -NPO
法人の組織運営-

実際のNPO法人を事例として、NPO
法人の特徴や意義、運営の仕組みを理
解する

第11回 企業や行政とボランタ
リーアクション

企業における社会貢献活動・CSRや行
政に関わるボランティアの現状と特徴
を学ぶ

第12回 中間支援組織の役割と
その歴史

中間支援組織の概要やその役割を学び、
ボランタリーアクションの発展にとっ
て、それらが持つ意味について理解する

第13回 事例から学ぶ⑤ -多様な
市民・組織の協働による
ボランタリーアクショ
ン-

多様な市民や組織が連携して実践され
ているボランタリーアクションの事例
から、“協働”の可能性を考える

第14回 授業の振り返りと補足 全体を通しての授業の振り返りと補足

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で配布する資料及び紹介する文献を使用したり、関心のある活動や講義
で扱う分野の事例をインターネット等で調べたりすることで予習・復習をし
てください。レポートは、文献を講読し、概要・感想をまとめる他、実体験を
もとに意見を述べられるようにする必要があるため、授業内で紹介する市民
活動等への参加も推奨します。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定せず、適宜資料を配布します。
【参考書】
必要なものを随時紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・期末レポート（50％）
・平常点（授業の出席、授業内課題の提出など）（50％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【Outline (in English)】
【Course outline】
"Voluntary action” is not just a service activity, but a voluntary and
proactive effort to solve local and social issues by various methods
and create new value. This class will deepen the understanding of
“Voluntary action” by giving an overall lecture and various practical
efforts by inviting guests as needed and be an opportunity for each
student to think about.
【Learning Objectives】
1.Understand the meaning and role of volunteers and NPOs, and their
history.
2.Learn the significance of “Voluntary action” from both an academic
and practical standpoint.
3.Recognize the problems faced by modern society and the region, and
consider how to solve them while taking into account student’s own
experiences.
【Learning activities outside of classroom】
Prepare and review by using books to be introduced and handouts,
and by researching the Internet etc. for examples of activities you are
interested or fields taken in the lecture. In addition, recommend that
you participate in the civic activities introduced in the lecture. The
standard time to prepare and review is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
・Report (50%)
・Attendance and submission of assignments (50%)
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

ボランタリーアクション（2021年度以降入学者）

髙井　大輔

配当年次／単位数：福コミ：2～4・臨心：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者と2021年度以降入学者
で『福祉コミュニティ学科生の単位算入先の科目』および『配当
年次』が異なるため、注意すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ボランタリーアクションとは、奉仕的な活動にとどまらず、地域や社会課題
に対し様々な手法でその解決や新しい価値創造を図る自発的で主体的な取り
組みです。本授業は、ボランタリーアクションについての全体的な講義を行
うとともに，さまざまな現場での実践的な取り組みを必要に応じゲストを招
きながら具体的に紹介することで，ボランタリーアクションについての理解
を深め、これについて学生それぞれが考える機会とします。
【到達目標】
1.ボランティア及びNPOの意味、役割、これまでの歴史について理解する
2.ボランタリーアクションの意義について学問的見地および実践的立場の両
面から学び、その可能性を考える
3.現代社会や地域が抱える課題を認識し、自身の体験等も踏まえながら、そ
の解決方法を検討することができるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義はボランタリーアクションに関連する各回ごとに設定したテーマに沿っ
て行います。受講者にはリアクションペーパー及びミニレポートを提出して
もらい、記載された内容や質問については、次の講義で紹介・回答し、前回の
講義の振り返りとします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方や全体の流れについての

説明
第2回 ボランティアの概念 -ボ

ランタリーアクション
とは何か-

ボランティアという言葉の概念、ボラ
ンタリーアクションの意味と意義を理
解する

第3回 NPO・ボランティアの
歴史

ＮＰＯ・ボランティアの歴史的な背景
やその特徴的な事例を学ぶ

第4回 SDGsの意味と意義
　-SDGsとは何か-

SDGs（Sustainable Development
Goals：持続可能な開発目標）の内容と
意義を理解する

第5回 現代社会におけるボラン
タリーアクションの概要

現代社会におけるボランタリーアクショ
ンの種類と分類からその特徴を理解する

第6回 事例から学ぶ① -福祉
サービスとボランタ
リーアクション-

福祉事業の中で活躍するボランティア
の事例を取り上げ、ボランタリーアク
ションの意義を考える

第7回 事例から学ぶ② -営利事
業とボランタリーアク
ション-

営利事業と結びつけて実践されている
ボランタリーアクションの事例を取り
上げ、その意義を考える

第8回 ＮＰＯ法人制度の内容
とその歴史

ＮＰＯ法人制度の内容や制定過程、そ
の他の法人制度との比較から、その役
割を理解する

第9回 事例から学ぶ③ -個人的
な活動から組織化へ-

社会課題の解決に取り組む個人レベル
の活動から組織化するまでのプロセス
を、事例から理解する

第10回 事例から学ぶ④ -NPO
法人の組織運営-

実際のNPO法人を事例として、NPO
法人の特徴や意義、運営の仕組みを理
解する

第11回 企業や行政とボランタ
リーアクション

企業における社会貢献活動・CSRや行
政に関わるボランティアの現状と特徴
を学ぶ

第12回 中間支援組織の役割と
その歴史

中間支援組織の概要やその役割を学び、
ボランタリーアクションの発展にとっ
て、それらが持つ意味について理解する

第13回 事例から学ぶ⑤ -多様な
市民・組織の協働による
ボランタリーアクショ
ン-

多様な市民や組織が連携して実践され
ているボランタリーアクションの事例
から、“協働”の可能性を考える

第14回 授業の振り返りと補足 全体を通しての授業の振り返りと補足

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で配布する資料及び紹介する文献を使用したり、関心のある活動や講義
で扱う分野の事例をインターネット等で調べたりすることで予習・復習をし
てください。レポートは、文献を講読し、概要・感想をまとめる他、実体験を
もとに意見を述べられるようにする必要があるため、授業内で紹介する市民
活動等への参加も推奨します。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定せず、適宜資料を配布します。
【参考書】
必要なものを随時紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・期末レポート（50％）
・平常点（授業の出席、授業内課題の提出など）（50％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【Outline (in English)】
【Course outline】
"Voluntary action” is not just a service activity, but a voluntary and
proactive effort to solve local and social issues by various methods
and create new value. This class will deepen the understanding of
“Voluntary action” by giving an overall lecture and various practical
efforts by inviting guests as needed and be an opportunity for each
student to think about.
【Learning Objectives】
1.Understand the meaning and role of volunteers and NPOs, and their
history.
2.Learn the significance of “Voluntary action” from both an academic
and practical standpoint.
3.Recognize the problems faced by modern society and the region, and
consider how to solve them while taking into account student’s own
experiences.
【Learning activities outside of classroom】
Prepare and review by using books to be introduced and handouts,
and by researching the Internet etc. for examples of activities you are
interested or fields taken in the lecture. In addition, recommend that
you participate in the civic activities introduced in the lecture. The
standard time to prepare and review is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
・Report (50%)
・Attendance and submission of assignments (50%)
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Disability and Development in Asia

佐野　竜平

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.

【到達目標】
Basic knowledge and skills on disability and development in Asia are to
be acquired based on input from local perspectives.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview of the planned sessions
No.2 Comparative Study(1) Persons with disabilities in Pakistan
No.3 Comparative Study(2) Persons with disabilities in Nepal
No.4 Comparative Study(3) Persons with disabilities in

Afghanistan
No.5 Comparative Study(4) Persons with disabilities in India
No.6 Comparative Study(5) Persons with disabilities in

Bangladesh
No.7 Comparative Study(6) Persons with disabilities in Vietnam
No.8 Comparative Study(7) Persons with disabilities in

Cambodia
No.9 Comparative Study(8) Persons with disabilities in Malaysia
No.10 Comparative Study(9) Persons with disabilities in Thailand
No.11 Comparative

Study(10)
Persons with disabilities in
Myanmar

No.12 Comparative
Study(11)

Persons with disabilities in the
Philippines

No.13 Comparative
Study(12)

Persons with disabilities in
Indonesia

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time allotted
for the preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
United Nations Convention on the Rights of Persons with
Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
ConventionRightsPersonsWithDisabilities.aspx
States parties reports of the Convention on the Rights of Persons
with Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
CRPDIndex.aspx

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction paper through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

Disability and Development in Asia

佐野　竜平

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 単位数：2単位
曜日・時限：金2/Fri.2 ｜ キャンパス：多摩
毎年・隔年： ｜ 科目主催学部：
備考（履修条件等）：

その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.

【到達目標】
Basic knowledge and skills on disability and development in Asia are to
be acquired based on input from local perspectives.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be offered entirely online, with real-time Zoom sessions.
Announcements, course materials, assignments, and feedback will
be provided through the learning support system and Google Form.
Additionally, guest speakers will be invited for practical discussions.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
No.1 Introduction Overview of the planned sessions
No.2 Comparative Study(1) Persons with disabilities in Pakistan
No.3 Comparative Study(2) Persons with disabilities in Nepal
No.4 Comparative Study(3) Persons with disabilities in

Afghanistan
No.5 Comparative Study(4) Persons with disabilities in India
No.6 Comparative Study(5) Persons with disabilities in

Bangladesh
No.7 Comparative Study(6) Persons with disabilities in Vietnam
No.8 Comparative Study(7) Persons with disabilities in

Cambodia
No.9 Comparative Study(8) Persons with disabilities in Malaysia
No.10 Comparative Study(9) Persons with disabilities in Thailand
No.11 Comparative

Study(10)
Persons with disabilities in
Myanmar

No.12 Comparative
Study(11)

Persons with disabilities in the
Philippines

No.13 Comparative
Study(12)

Persons with disabilities in
Indonesia

No.14 Review Reviewing the past lectures and
feedback

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review reference materials. The time allotted
for the preparation and review of this course is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
Handouts

【参考書】
United Nations Convention on the Rights of Persons with
Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
ConventionRightsPersonsWithDisabilities.aspx
States parties reports of the Convention on the Rights of Persons
with Disabilities https://www.ohchr.org/EN/HRBodies/CRPD/Pages/
CRPDIndex.aspx

【成績評価の方法と基準】
In-class participation:50%, Reaction paper through Google form:50%

【学生の意見等からの気づき】
Suggestions are to be reflected in the design of the course.

【学生が準備すべき機器他】
Online tools (PC, Smartphone)

【その他の重要事項】
Themes and contents are subject to change. Lectures are according to
practical knowledge and experience gained in and out of Japan.

【担当教員の専門分野/Expertise】
Disability-Inclusive and Sustainable Development, International Coop-
eration, Regional Development in Asia (Southeast Asia in particular)

【Outline (in English)】
In line with the principles of the United Nations Convention on the
Rights of Persons with Disabilities and the Sustainable Development
Goals, this course is designed to provide an overview of the theory and
practice of disability and development in Asia.
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ENG300JB（その他の工学 / Engineering 300）

都市とコミュニティ

髙嶺　翔太

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、都市の発生・拡大から今日の縮退に至る流れを、コミュニ
ティを初めとした住民・市民の社会関係の変化とともに理解する。また、
様々な主体が都市計画、まちづくり、場づくりといった形で都市の弊害
や困難の克服を試みてきたことを理解する。さらにそれら試みの限界を
考えながら、今後の社会に求められる施策像を探っていく。

【到達目標】
都市形成・発展・縮小およびその課題解決のための都市計画・まちづく
り・場づくりについての基礎的知識を得る。現代都市に潜む課題の概要
と解決に向けたアプローチの例を学ぶことで、受講者それぞれが自分な
りの課題意識とアプローチ方法を見出すことを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で進める。毎回リアクションペーパーを提出してもらう。授業
の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつか取
り上げ、全体に対してフィードバックする。また質問にも答える。なお
講義は以下の内容で進める予定であるが、進度によって変更もありえる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション、

都市・コミュニティの
現代的課題

都市・コミュニティの現代的課題に
ついて俯瞰的な視座を学ぶ

第2回 都市の歴史―近代まで
の都市形成

現代的課題のルーツを探るため都市
の歴史を古代から近代まで学ぶ

第3回 都市計画の発展と限界 近代以降の都市の発展と、都市計画
が抱えた課題を学ぶ

第4回 都市居住者の社会関係
の変化

現代に至る都市の変化を、そこに暮
らす人々の社会関係の視点から学ぶ

第5回 郊外のコミュニティ醸
成

高度経済成長期以降の都市郊外部の
コミュニティにおける社会関係の変
化を学ぶ

第6回 住民主体のまちづくり
の発展

コミュニティを主体とした居住環境
形成・改善活動を中心としたまちづ
くりの取り組みの変遷について学ぶ

第7回 都市が迎えた変革の時
―コモニングへの注目

近年注目を集める、都市の小規模な
共有空間づくりの取り組みについて
学ぶ

第8回 認知に着目した場所の
意味の編み直し

人々の環境認知に着目した包摂的な
都市づくりの取り組みについて学ぶ

第9回 公／私空間の編み直し 空間の管理・所有権利の柔軟な運用
による包摂的な都市づくりの取り組
みについて学ぶ

第10回 身近な人間関係・近隣
の編み直し

身近な人間関係を構築する居場所づ
くりによる包摂的な都市づくりの取
り組みについて学ぶ

第11回 自然環境と人間社会の
編み直し

自然との密接な関係を構築する環境
づくりによる包摂的な都市づくりの
取り組みについて学ぶ

第12回 コモニングの刹那性と
排他性

都市の小規模な共有空間づくりの取
り組みを通じた、包摂的な都市づく
りの限界について学ぶ

第13回 コモニングの調和と連
帯

包摂的な都市づくりに向けた、小規
模な共有空間づくりの取り組みの課
題を克服する方法について学ぶ

第14回 まとめ- 都市とコミュ
ニティの未来

全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習には、各２時間程度を確保してもらいたい。日頃か
ら、都市に内在する様々な問題に関心を寄せ、その課題を乗り越える取り
組みや知恵に着目しておく。講義後には、授業内容について復習し、改
めてテーマについて考えることが望ましい。

【テキスト（教科書）】
講義内において配布・紹介する資料を用いる。

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点60%，期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
質疑応答を積極的に行い、双方向での授業運営を図る

【Outline (in English)】
Outline(in English)必須
【授業の概要 (Course outline)】
This course introduces the flow from the emergence and expansion
of cities to their shrinkage today, along with the changes in social
relations among residents and citizens, such as local communities.
Various attempt to overcome difficulties of cities such as urban
planning, town planning, and placemaking are also introduced.
【到達目標 (Learning Objectives)】
The goals of this course are to obtain basic knowledge of urban
planning, town planning, and placemaking for urban formation,
development, and shrink, as well as solutions to these issues.
By learning an overview of issues latent in modern cities and
examples of approaches to solving them, discovering his or her own
awareness of the issues and approaches to solving them is also
aimed.
【授業時間外の学習 (Learning activities outside of classroom)】
Students are expected to set aside approximately two hours each
for preparation and review of this class. Students are expected to
pay attention to various problems inherent in cities daily, and to
focus on efforts and knowledge to overcome such problems.
and the wisdom to overcome these challenges. After the lecture, it
is advisable to review the contents of the class and think about the
theme again.
After the lecture, it is advisable to review the contents of the class
and think about the themes again.
【成績評価の方法と基準 (Grading Criteria /Policy)】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
In class contribution: 60%, term-end report: 40%
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SDGs　発行日：2024/5/1

SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

ケアワーク論

奈良　環

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2021年度以降入学者のみ受講可能。2020年
度以前入学者は「N6202介護福祉論」を受講すること。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
その人らしい人生が送れるように自立支援について学習しノーマライゼーショ
ンの理念を踏まえながら、自己実現や生活の支援を高める援助方法の基本を
学ぶ。利用者本位、多職種との連携、社会資源の活用、介護に関わる者の安
全と健康管理を学ぶ。
【到達目標】
自分らしい生活や人生を送るための福祉サービスの現状と課題を説明できる。
介護される側と介護する側の課題、自立支援のあり方について理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
基本的に対面での開講となります。授業計画の変更は学習支援システムで掲
示をします。講義と感染状況等を見極めながらグループワーク等を含めた演
習を行います。（毎回、課題の提出が有ります）課題やリアクションペーパー
については、授業内で口頭でフィードバックする他、必要に応じてコメント
を付け返却します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス　生活支援

とは
生活とは何か、ウェルビーイングの実
現と介護の在り方

第2回 介護の対象、理念、定義 介護の定義、理念、対象についての理
解、ヤングケアラー等介護者に対する
支援

第3回 介護の倫理、専門性 介護の専門性と教育制度の変遷。ソー
シャルワーカー、その他の専門職との
連携の必要性

第4回 介護活動の場（在宅、短
期入所施設、通所施設）

介護活動の場の理解（在宅を中心）
地域の社会資源の実態と開発方法

第5回 介護活動の場（高齢者福
祉施設、障害者福祉施
設）

介護活動の場の理解（施設中心）

第6回 利用者との援助関係 要支援・要介護の対象者やその家族と
のコミュニケーション

第7回 日常生活からみた利用
者の理解

日常生活における身体面、心理面、精神
面、ｽﾋﾟﾘﾁｭｱﾙ面を理解し、ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ実
現の方法を検討する

第8回 食事、排泄、睡眠、休息
への援助

基本的な欲求と充足の要件を再認識す
る。

第9回 身体の清潔、運動と移
動、衣生活への援助

専門職としての支援の在り方、意図的
な関わり

第10回 居住環境の整備とユニ
バーサルデザイン

居住環境,ユニバーサルデザインについ
て理解

第11回 地域ケアシステムの形成
と機能化、多職種の連携

地域包括支援センターとの連携、ICT
の活用と連携

第12回 働く場としての安全確
保、心身の健康管理

働く人々の健康・安全管理
在宅の場合と施設就業者の場合の違い
を理解する、感染予防等。

第13回 緊急時の対応、終末期の
介護と家族ケア

終末期の理解と当事者および家族支援
方法

第14回 介護保険制度と成年後
見制度

介護を担う家族への支援、認知症状を
抱える当事者と家族への支援

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
学習準備として、各テーマについて新聞やネット検索をして自身が興味を持
つ部分を明らかにしていてください。
復習時間では課題の再確認と授業を受けた上で、関わりのある法制度等を確
認し、興味をもったこと等についてまとめるようにしてください。
【テキスト（教科書）】
教科書の使用無し。授業内で関係のある書籍や関係資料を紹介をします。
【参考書】
授業内で関係のある書籍や資料を紹介します。
【成績評価の方法と基準】
①平常点　　20%②提出課題　30%③レポート提出　50%

【学生の意見等からの気づき】
　高齢者の置かれている状況、介護の実際についてなるべくリアルに説明を
していきます。
　また、授業に参加する際のルールの詳細を初回に丁寧に説明していきます。
【Outline (in English)】
【Outline and objectives】
This course provides the knowledge of self-reliance support, client
centered service, multidisciplinary collaborations, how to utilize social
resources, and safety and health management for care providers based
on normalization for well-being.
【Goal】
Students will be able to describe current welfare services and its issues.
Students will be able to understand how self-reliance support is
provided and its issues for care givers and receivers.
【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
Students spend at least two hours each for preparation and review of
the class.
As part of preparations, students need to clarify their interests on each
theme with online research and newspapers.
For review, students complete assignments, analyze the related polices
and services to social welfare, and summarize the interested findings.
【Grading criteria】
Participation, attendance and class contribution：20％
Written assignments/projects：30％
Papers：50％

— 1201 —
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SOW300JB,SOW300JC（社会福祉学 / Social Welfare 300 , 社会福祉学 / Social
Welfare 300）

セルフヘルプグループ

横川　剛毅

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人が生活するうえで、さまざまな困難や生きづらさがあります。同じような生
きづらさをもつ人たちの集まりがセルフヘルプグループ（SHG=自助グルー
プ）です。その意義を理解することがこの科目の目的です。
【到達目標】
次の2点を目標とします。
①さまざまな困難や生きづらさを理解することによって、支え合いについて
の考えを他者に伝えることができる。
②SHGの役割と意義を言語化できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は学生同士が協働しながら学びます。講義形式と併せて、視聴覚教
材・ゲストスピーカーの声や姿をもとに、毎回、小グループでのディスカッ
ションを取り入れます。そのため受講者には、相応の主体性と協調性を求め評
価にあたってはそれらを平常点として重視します。併せて、基本的に「休ま
ない」「遅刻しない」心構えを求めます。課題のフィードバックについては、
①前週の授業のリアクションペーパーを授業冒頭に匿名で全体に対して紹介
して共有を図ります。②発表に関しては、教員が評価コメントを授業内で伝
えます。なお、履修者数、授業の進度などを考慮し、下記の授業計画を若干
変更することがあり得ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション　

SHGとは何か
この授業の全体像を把握する。また
SHGの定義を学ぶ

第2回 知的障がいのある人の
地域生活

障がいを隠さない生き方について学ぶ

第3回 摂食障がいの困難 摂食障がいについて学ぶ
第4回 摂食障がいの SHG 摂食障がいのSHGについて学ぶ
第5回 パニック障がいの理解

とSHG
パニック障がいのある当事者の手記か
ら学ぶ

第6回 精神障がいの理解 精神障がいを理解しSHGについて学ぶ
第7回 ゲストスピーカーから

学ぶ①
精神障がいのある親をもつ子どもの
SHGから、実践を学ぶ

第8回 依存症とは　ゲーム依存 多様な依存症を知り、特にゲーム依存
について学ぶ

第9回 アルコール依存症の困難 アルコール依存症について学ぶ
第10回 ゲストスピーカーから

学ぶ②
ゲストスピーカーの語りから依存症と
回復について考える

第11回 アルコール依存症者の
SHG

アルコール依存症者のSHGについて学
ぶ

第12回 学びの振り返りと、発表
テーマ設定、及び発表準
備

発表テーマを設定し、プレゼンテー
ション資料を作成する

第13回 学びの成果の共有① 一人ひとりが履修者全体に、学びの成
果をプレゼンテーションする

第14回 学びの成果の共有② 一人ひとりが履修者全体に、学びの成
果をプレゼンテーションする

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
グループ内でのシェアや、全体への発表・レポート作成に向け、授業内容だ
けでなく、自分自身が関心のあるSHGについて調べたり情報収集したりして
学びを深めましょう。本授業の準備学習・復習時間は4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。基本的に毎回プリントを配布します。
【参考書】
「セルフヘルプ・グループ　―当事者へのまなざし―」（久保紘章著）相川書
房　2004他、授業内で適宜伝えます。
【成績評価の方法と基準】
ディスカッション参画度合いなどの平常点（20％）、
リアクション（30％）、レポート課題（50％）。
【学生の意見等からの気づき】
一昨年度の授業改善アンケートや、グループワーク、ディスカッション、プ
レゼンテーションなどを通した学びの意義が見出されました。そのため、こ
の科目の本質である「語り合いと共有」を大切にしていきたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
授業配布プリント収納用にクリアファイル（A4サイズ・20シート以上）を準
備しておく。
【Outline (in English)】
【Course outline】
When a person lives, there are various difficulty and difficulty in living.
　 People’s gathering with difficulty in living equally is a self-helping
group (SHG).It’s the purpose of this classroom to understand the
significance of SHG.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to about following two.
① By understanding various difficulty and difficulty in living, it’s
possible to tell ideas about mutual support.
②Can be put into words about The role and the significance of SHG.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policies】
The posture overlooked in this class meeting:20%、Reaction paper:30%、
Report:50％
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SOW300JB,SOW300JC（社会福祉学 / Social Welfare 300 , 社会福祉学 / Social
Welfare 300）

スクールソーシャルワーク

岩田　美香

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スクールソーシャルワークの実際について、現場である学校と社会状況、ま
た児童生徒と家族の理解も含めて検討していく。
【到達目標】
・スクールソーシャルワーカー導入の背景として、学校現場と子どもと家族の
現状を理解する。
・海外の動向も含めた、スクールソーシャルワーカーの歴史と発展過程を理解
する。
・スクールソーシャルワークの視点と実践モデルを理解し、それが実際にどの
ように活用されているのかを考察する。
・学校現場におけるスクールソーシャルワーカーの展開と、今後の可能性につ
いて考察する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・上記の目標を達成するために、①社会的な背景とともに様々な状況にある子
どもと家族、および教育と学校の現状を理解する。②スクールソーシャルワー
カーとは何かを諸外国の歴史的発展過程も含めて理解し、実践での独自性につ
いて考察する。③学校現場でのスクールソーシャルワーク実践について、事
例の検討も含めながら考察を深めていく。
・講義形式を中心とするが、視聴覚教材の活用やゲストスピーカーからの学び
も得る。授業では必要に応じて、ディスカッションや課題、リアクションペー
パーの提出を求める。
・ゲストスピーカーの日程等により、授業計画が前後することがあり得る。
・リアクションペーパーは、次回以降の授業の中で、名前等を伏せて紹介して
いく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 子どもと家族の理解１ 教育と福祉について、貧困と不平等、社

会問題と家族
第2回 子どもと家族の理解２ 現代の子育てと子育ち、多様化する家族
第3回 学校・教育の現状１ 教育費、学校現場と教育の現状
第4回 学校・教育の現状２ 学校現場に福祉援助が入るということ
第5回 スクールソーシャル

ワーカーの歴史と展開
日本および海外における動向

第6回 スクールソーシャル
ワークの価値と倫理

ソーシャルワークの価値と倫理、子ど
もの権利条約

第7回 スクールソーシャルワー
クの視点と実践モデル

スクールソーシャルワークで用いられ
る視点とモデルの検討

第8回 スクールソーシャル
ワーク実践１

不登校、いじめ、校内暴力と支援

第9回 スクールソーシャル
ワーク実践２

子どもの虐待、多国籍の子どもと親支援

第10回 スクールソーシャル
ワーク実践３

発達の課題と特別支援

第11回 スクールソーシャル
ワーク実践４

非行問題と多様な課題をもつ生徒への
支援

第12回 ゲストスピーカー スクールソーシャルワーカーによる講義
第13回 連携の実際とスクール

ソーシャルワーカー
学校内外の社会資源、地域での連携の
実際、チーム学校、スーパービジョンの
必要性と実際

第14回 スクールソーシャル
ワークのこれから

スクールソーシャルワークの限界と今
後の展開

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業の復習を行い、期末試験に備えること。
・本授業の準備・復習時間は各回４時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
講義内で資料を配布する。
【参考書】
・山野則子・野田正人・半場利美佳編（2016）『よくわかるスクールソーシャ
ルワーク（第２版）』ミネルヴァ書房
・門田光司（2010）『学校ソーシャルワーク実践　国際動向とわが国での展開』
ミネルヴァ書房
・大塚美和子・西野緑・峯本耕治（2020）『「チーム学校」を実現するスクール
ソーシャルワーク』明石書店

他の参考文献は、講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパー（20％）、講義内課題（30％）、定期試験（50％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【Outline (in English)】
This course will examine major issues in schools. We will consider
the main problems of school, families, and society. This course will
also examine how social work can intervene to address these problems.
Students will be enhancing their necessary knowledge and skills in
school social work.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content. Grading will be decided based
on reports (30%), term-end examination (50%), and in-class contribution
(20%).
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SOW300JB（社会福祉学 / Social Welfare 300）

多文化ソーシャルワーク

伊藤　正子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多文化社会を形成する要因とその問題について「資本と労働の国際移動」と
「外国人労働者問題」から検討し、外国にルーツを持つ人々の生活問題とその
福祉援助について考える。
【到達目標】
グローバリゼーションの視点から、現代社会の特質と人種・民族、文化の差
異が関わって発生する差別と生活問題について理解する。
多文化ソーシャルワークの視点、思想・価値、原則・方法について理解する。
多文化ソーシャルワークの実際について理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
まず、仮想現実の中で問題解決のあり方を探る集団討議を行い、多文化理解
や多文化社会実現の方法と課題について検討する。次に、グローバル化した
現代社会の特質を整理・検討し、個人の生活問題との関係性を検討する。そ
の上で、多文化ソーシャルワークについて、その起源・発展、理論的基盤、思
想・価値、原則・方法について説明し、実際の展開例などの検討を行ってい
く。対面式での開講となる。各回の授業計画の変更については、学習支援シ
ステムでその都度提示する。課題等の提出・フィードバックは授業内もしく
は学習支援システムを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業内容の概要と目標、評価方法の確

認、文化固有の習慣・価値とコミュニ
ケーション・ギャップの理解

第2回 集団討議① 異文化間コミュニケーションの相違と
相互理解
エスニシティとインターセクショナリ
ティ

第3回 集団討議② 勤労に対する価値観の相違と社会問題
第4回 集団討議③ 言語・教育における価値観の相違と社

会問題
第5回 集団討議④ 居住の集住化と分離と社会保障問題
第6回 集団討議⑤ 前半の振り返りと多文化社会における

課題の検討
第7回 現代社会の特質① 資本と労働の国際移動についての歴史

的検討
第8回 現代社会の特質② 「周縁」における労働実態
第9回 在日外国人の置かれた

状況①
入管法と外国人労働者政策および外国
人労働者の社会保障

第10回 在日外国人の置かれた
状況②

外国人労働者の医療・福祉問題

第11回 多文化ソーシャルワー
ク理論

歴史的変遷とその特徴

第12回 多文化ソーシャルワー
クの実際

アメリカにおけるハルハウスおよび近
年の実践状況

第13回 日本における多文化
ソーシャルワーク

労災・医療・福祉問題と方法論としての
アドボカシーネットワーク

第14回 試験 学習した内容の試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介した文献・資料の他、新聞、テレビ、地域活動などからも関連し
た問題・動向に関心をもち、理解を深めておくこと。本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に定めず、毎回プリントを配布する。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業への能動的参加・発言（60％）
最終試験（40％）
【学生の意見等からの気づき】
集団討議を積み重ねていくことでディスカッションに慣れていき、講義より
積極的に参加できるとの意見に基づき、主体的な検討、討議ができる主題を
さらに工夫していきたい。

【その他の重要事項】
外国人支援ＮＧＯでのソーシャルワーカー経験を持つ教員が、多文化社会に
おいて発生する諸問題やその支援のあり方について、様々な事例を交えて解
説する。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course introduces the complexity of issues on
multicultural society from the perspective of the historical, global
economy and international migration.
【Learning Objectives】At the end of the course, participants are expected
to explain the essential concepts of Ethnic Sensitive Social Work, discuss
the role of social worker and apply in the treatment of difference,
oppression and social justice.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following
Class attendance and attitude in class: 60%、Term-end　examination:
40%
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SOW300JB,SOW300JC（社会福祉学 / Social Welfare 300 , 社会福祉学 / Social
Welfare 300）

死生観とソーシャルワーク

安西　美咲

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　日常の生活では意識しにくくなっている「死」について考えることにより、
改めて「生きる」ことを見つめ、ソーシャルワークにおける援助観の形成を目
指すものである。授業内では、「死」を取り扱うことへの概念的な理解から、
映像・グループワークを通して、死にゆく人への寄り添い方や専門的な実務
に至るまでを学習していく。
【到達目標】
　受講者ひとりひとりが自己の生き方や価値観を見つめ、死生観を育むこと
を目指す。また、社会福祉や近接領域の死の位相について理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」と
「DP4」に関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　講義を主体とするが、参加型の授業を目指すため、DVD視聴、グループディ
スカッションや演習を実施します。また、リアクションペーパー、小レポー
トを課すので、必ず提出してください。フィードバックの方法として、リア
クションペーパー等における良いコメントは授業内で紹介し、さらなる議論
に活かします。各回の授業計画の変更については、学習支援システムでその
都度提示します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方、死生観を育む必要性に

ついての解説
第2回 ホスピスの誕生 ホスピスの誕生、三徴候死、脳死
第3回 病む人が抱える痛み 病む人が抱える痛みについて考える
第4回 残された人生 あなたにとって大切なこと・ものを考

える
第5回 グリーフ・ケア、ビリー

ブメントケア
悲嘆へのケアについて考える

第6回 尊厳死・安楽死 現代の死の様相について考える
第7回 愛する人を失うという

こと①
大切な人を失う感覚について考える

第8回 愛する人を失うという
こと②

悲嘆感情の表出について考える

第9回 ソーシャルワーカーと
して何ができるか①

社会福祉援助対象者の喪失について考
える

第10回 ソーシャルワーカーと
して何ができるか②

対象者の悲嘆感情への支援について考
える

第11回 癒しとは何か① 人の癒しについて考える
第12回 癒しとは何か② 心地よさについて考える
第13回 死への準備に必要なこと 人として死を迎えることについて考える
第14回 総括 これまでの学習をふまえたまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本講義を受講するにあたり、ソーシャルワーク実践の概要について以下の
参考文献を読み進めておくことをおすすめする。
社会福祉士養成講座編集委員会編（2015）『相談援助の基盤と専門職』、『相談
援助の理論と方法Ⅰ』、『相談援助の理論と方法Ⅱ』中央法規
本授業の準備学習・復習時間は各回4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。授業内では資料やレジュメを配布する。
【参考書】
適宜必要な文献を紹介する
【成績評価の方法と基準】
小レポート及びリアクションペーパーの内容40%、ディスカッション・ディ
ベートへの参加度20%、学期末レポート40%

【学生の意見等からの気づき】
「生きること」「死ぬこと」について学生同士で意見交換することについて、好
評だったので、今年度も意識しながら実施していく。
【その他の重要事項】
　社会福祉士として社会福祉協議会や東日本大震災被災地の行政に勤務した
経験をもとに、ソーシャルワーカーが関わる「生と死」について具体的な話
を盛り込みながら、授業を展開する。

【Outline (in English)】
【Course outline】The aim of this course is to help students acquire an
understanding of the view of life with death in social work.
【Learning Objectives】The goal is to understand the view of life and
death as a profession.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】Final grade will be calculated according to the
following process Mid-term report (40%), term-end examination (40%),
and in-class contribution(20%).
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PSY300JB,PSY200JC（心理学 / Psychology 300 ,心理学 / Psychology 200）

コミュニティ心理学（2017年度以前入学者）

浅井　健史

配当年次／単位数：福コミ：2～4・臨心：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2017年度以前の臨床心理学科入学者は受講で
きません。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会的存在である人間は、家庭・学校・職場・地域・オンライン空間などの
コミュニティで他者と相互作用しながら生きる。コミュニティ心理学は、コ
ミュニティのあり方が人間の心理に与える影響を研究するとともに、コミュ
ニティと人間が調和した状態を目指して実践に取り組む。本科目ではコミュ
ニティ心理学の基本概念と発想を踏まえ、コミュニティと人間の調和をどう
創出し、人々の心の健康や幸福に寄与できるかを検討する。
【到達目標】
・コミュニティ心理学の発想と基本概念を理解し、説明できる。
・コミュニティ心理学の実践方法（コミュニティ・アプローチ）を理解し、説
明できる。
・現代社会で生起する諸問題について、コミュニティ心理学の視点から検討し、
解決策を構想できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で実施する。それとともに動画、新聞記事、架空事例のケーススタ
ディを用いた体験学習型の「ワーク」を各回で行うため、学生には主体的な
コミットメントが求められる。リアクションペーパーに書かれた意見や質問
に対しては、学習支援システムまたは授業内でフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 コミュニティ心理学の

発想と特徴
コミュニティ心理学の基本的な特徴と
発想を概説する。

第2回 居場所の心理 (1) コミュニティ心理学の「居場所」概念を
もとに、現代社会における若者・大人の
居場所のあり方を検討する。

第3回 居場所の心理 (2) コミュニティ心理学の「居場所」概念を
もとに、現代社会における子どもの居
場所のあり方を検討する。

第4回 オンライン・コミュニ
ティの心理

オンライン・コミュニティの心理学的
特徴と問題点、心理的支援としての可
能性を検討する。

第5回 ニーズアセスメントと
援助要請

要支援者の「ニーズ」をどう理解するか
を検討するとともに、援助要請をしな
い人々にどうアプローチできるかを考
える。

第6回 予防と心理教育 コミュニティへの予防的な支援のあり
方と、代表的な予防的心理教育の方法
を概説する。

第7回 コラボレーション 多職種の協働による心理的支援の意義
と、その際の留意点を概説する。

第8回 コンサルテーション コミュニティ支援としてのコンサル
テーションの意義と具体的な方法を概
説する。

第9回 グループアプローチ グループを用いた心理的支援の意義と
方法を概説する。

第10回 心理職の職域とコミュ
ニティ心理学

わが国の心理職の主な職域と、そこで
コミュニティ心理学がどう活用されて
いるかを概説する。

第11回 ピアサポートによる心
理的支援 (1)

非専門家がコミュニティで授受するピ
アサポートの意義と、その際の留意点
を概説する。

第12回 ピアサポートによる心
理的支援 (2)

コミュニティ心理学とアドラー心理学
の視点から、ピアサポートが有効に働
く際のメカニズムを検討する。

第13回 ピアサポートによる心
理的支援 (3)

架空事例を用いたワークにより、ピア
サポートのあり方について実践的検討
を行う。

第14回 異文化コミュニケー
ションと異文化適応

文化の異なる環境で生活する人々に生
じやすいメンタルヘルスの問題と、多
文化的視点による心理的支援のあり方
を検討する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前にプリントを読み、準備学習を行うこと。（各回1時間程度）
・プリント内に提示された関連論文、書籍、ウェブサイトを用いて復習し、授
業内で関心を持ったテーマをさらに掘り下げること。（各回3時間程度）
【テキスト（教科書）】
プリントを用いて授業を進めるため、教科書は用いない。各回のプリントで
関連文献を紹介する。
【参考書】
コミュニティ心理学の全体像を概観するための参考書として、次のものを挙
げる。
・「よくわかるコミュニティ心理学 (第3版)」植村勝彦ほか (編) ミネルヴァ書
房 2017年
・「コミュニティ・アプローチの実践：連携と協働とアドラー心理学」箕口雅
博 (編)遠見書房　2016年
【成績評価の方法と基準】
・学期末レポート（70％）と平常点（30％）で評価する。学期末レポートで
は、テーマに関して自分自身の意見をまじえて、掘り下げた考察がなされて
いる程度を評価する。平常点は、各回のリアクションペーパーの内容と提出
状況に基づき評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度より授業担当者変更のため、記載事項なし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
学生は互いに他の受講者を思いやり、快適な教室環境の創出に努めること。
【Outline (in English)】
Course outline
This course aims to introduce the basic theory, concepts, and helping
methods of community psychology.
Learning objectives
The goals of this course are as follows.
A. Acquiring basic concepts and perspectives of community psychology.
B. Developing basic helping skills of community psychology.
C. Learning to examine social problems from the viewpoint of
community psychology.
Learning activities outside of classroom
Before each class, students are expected to read the paper to understand
the course content for at least one hour.
After each class, students are expected to read the articles, books, and
websites presented by the teacher for at least three hours.
Grading criteria and policy
Overall grade of students will be decided base on following.
A. Term-end report (70%)
B. Commitment toward each class (30%)
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PSY300JB,PSY200JC（心理学 / Psychology 300 ,心理学 / Psychology 200）

コミュニティ心理学（2018年度以降入学者）

浅井　健史

配当年次／単位数：福コミ：2～4・臨心：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2017年度以前の臨床心理学科入学者は受講で
きません。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会的存在である人間は、家庭・学校・職場・地域・オンライン空間などの
コミュニティで他者と相互作用しながら生きる。コミュニティ心理学は、コ
ミュニティのあり方が人間の心理に与える影響を研究するとともに、コミュ
ニティと人間が調和した状態を目指して実践に取り組む。本科目ではコミュ
ニティ心理学の基本概念と発想を踏まえ、コミュニティと人間の調和をどう
創出し、人々の心の健康や幸福に寄与できるかを検討する。
【到達目標】
・コミュニティ心理学の発想と基本概念を理解し、説明できる。
・コミュニティ心理学の実践方法（コミュニティ・アプローチ）を理解し、説
明できる。
・現代社会で生起する諸問題について、コミュニティ心理学の視点から検討し、
解決策を構想できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で実施する。それとともに動画、新聞記事、架空事例のケーススタ
ディを用いた体験学習型の「ワーク」を各回で行うため、学生には主体的な
コミットメントが求められる。リアクションペーパーに書かれた意見や質問
に対しては、学習支援システムまたは授業内でフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 コミュニティ心理学の

発想と特徴
コミュニティ心理学の基本的な特徴と
発想を概説する。

第2回 居場所の心理 (1) コミュニティ心理学の「居場所」概念を
もとに、現代社会における若者・大人の
居場所のあり方を検討する。

第3回 居場所の心理 (2) コミュニティ心理学の「居場所」概念を
もとに、現代社会における子どもの居
場所のあり方を検討する。

第4回 オンライン・コミュニ
ティの心理

オンライン・コミュニティの心理学的
特徴と問題点、心理的支援としての可
能性を検討する。

第5回 ニーズアセスメントと
援助要請

要支援者の「ニーズ」をどう理解するか
を検討するとともに、援助要請をしな
い人々にどうアプローチできるかを考
える。

第6回 予防と心理教育 コミュニティへの予防的な支援のあり
方と、代表的な予防的心理教育の方法
を概説する。

第7回 コラボレーション 多職種の協働による心理的支援の意義
と、その際の留意点を概説する。

第8回 コンサルテーション コミュニティ支援としてのコンサル
テーションの意義と具体的な方法を概
説する。

第9回 グループアプローチ グループを用いた心理的支援の意義と
方法を概説する。

第10回 心理職の職域とコミュ
ニティ心理学

わが国の心理職の主な職域と、そこで
コミュニティ心理学がどう活用されて
いるかを概説する。

第11回 ピアサポートによる心
理的支援 (1)

非専門家がコミュニティで授受するピ
アサポートの意義と、その際の留意点
を概説する。

第12回 ピアサポートによる心
理的支援 (2)

コミュニティ心理学とアドラー心理学
の視点から、ピアサポートが有効に働
く際のメカニズムを検討する。

第13回 ピアサポートによる心
理的支援 (3)

架空事例を用いたワークにより、ピア
サポートのあり方について実践的検討
を行う。

第14回 異文化コミュニケー
ションと異文化適応

文化の異なる環境で生活する人々に生
じやすいメンタルヘルスの問題と、多
文化的視点による心理的支援のあり方
を検討する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前にプリントを読み、準備学習を行うこと。（各回1時間程度）
・プリント内に提示された関連論文、書籍、ウェブサイトを用いて復習し、授
業内で関心を持ったテーマをさらに掘り下げること。（各回3時間程度）
【テキスト（教科書）】
プリントを用いて授業を進めるため、教科書は用いない。各回のプリントで
関連文献を紹介する。
【参考書】
コミュニティ心理学の全体像を概観するための参考書として、次のものを挙
げる。
・「よくわかるコミュニティ心理学 (第3版)」植村勝彦ほか (編) ミネルヴァ書
房 2017年
・「コミュニティ・アプローチの実践：連携と協働とアドラー心理学」箕口雅
博 (編)遠見書房　2016年
【成績評価の方法と基準】
・学期末レポート（70％）と平常点（30％）で評価する。学期末レポートで
は、テーマに関して自分自身の意見をまじえて、掘り下げた考察がなされて
いる程度を評価する。平常点は、各回のリアクションペーパーの内容と提出
状況に基づき評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度より授業担当者変更のため、記載事項なし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
学生は互いに他の受講者を思いやり、快適な教室環境の創出に努めること。
【Outline (in English)】
Course outline
This course aims to introduce the basic theory, concepts, and helping
methods of community psychology.
Learning objectives
The goals of this course are as follows.
A. Acquiring basic concepts and perspectives of community psychology.
B. Developing basic helping skills of community psychology.
C. Learning to examine social problems from the viewpoint of
community psychology.
Learning activities outside of classroom
Before each class, students are expected to read the paper to understand
the course content for at least one hour.
After each class, students are expected to read the articles, books, and
websites presented by the teacher for at least three hours.
Grading criteria and policy
Overall grade of students will be decided base on following.
A. Term-end report (70%)
B. Commitment toward each class (30%)
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PSY300JB,PSY300JC（心理学 / Psychology 300 ,心理学 / Psychology 300）

異文化心理学

奥山　今日子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「文化」の定義は様々です。この講義においては、受講生の生活に資するよう
に、全ての個人間の相互作用までを異文化交流として捉えます。私たちは時々
刻々とものごとを経験をしていますが、そのような経験は私たちが気づかな
いところでかたどられている部分が多くあります。
私たちが持って生まれた資質と私たちのこれまでの諸経験の相互作用の結果
が、いまの私たちの感じ方、知り方、解釈の仕方を規定しているとも言える
でしょう。
私たちが知らないうちに排除してしまっている異質なもの/異文化/他者が私た
ちをより豊かにする可能性を持っていることを知る機会になればと考えてい
ます。
授業内で映画を視聴し、私が提示するテーマについて、グループディスカッ
ションを行うことを通じで、異質なもの/異文化/他者に触れていきます。私は
精神分析的な観点を紹介します。
【到達目標】
この講義を通じて、受講生のみなさんに目指していただきたいのは、①自分
自身の経験に気づき、②それを他者に伝えることができるようになり、③自
分の経験について自分自身がより考えられるようになり、④他者との交流を
通じて、自身をより豊かにする可能性のあるスキルを身につけることです。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
対面で行います。講義では刺激素材として主に映画を上映します。その際、み
なさんはそれらの映画をどのように経験しているかに注意を払いながら視聴
します。まずは、みなさんそれぞれが感じたり想ったり思ったり考えたこと
を可能な限り言語化し、その上で、グループディスカッションを通じて、異
質なものに触れていきます。私は精神分析的な観点を紹介します。
受講者の反応に従って、視聴するDVD素材の内容・順序を変更します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の全体像が理解できるよう説明す

る。
第2回 アサーション・トレーニ

ング（1）
授業で多く行うグループ・ワークは他
者/異文化との交流として位置づけられ
る。そこで重要と思われる基本的なス
キルを学ぶ。

第3回 アサーション・トレーニ
ング（2）

さらにアサーティブ・コミュニケー
ションを学ぶ

第4回 映画視聴（1）とディス
カッション

家族関係について

第5回 同一素材を視聴し更に
ディスカッションを行う

家族関係について更に学ぶ

第6回 映画視聴（2)とディス
カッション

心理的な成長や発達とは何か

第7回 同一素材を視聴し更に
ディスカッションを行う

心理的な成長や発達とは何かについて
更に学ぶ

第8回 映画視聴（3）とディス
カッション

心理的な成長あるいは発達あるいは展
開の行き詰まり

第9回 同一素材を視聴し更に
ディスカッションを行う

心理的な成長あるいは発達あるいは展
開の行き詰まりについて更に学ぶ

第10回 映画視聴（4）とディス
カッション

人生に登場する壁のような存在について

第11回 同一素材を視聴し更に
ディスカッションを行う

人生に登場する壁のような存在につい
て更に学ぶ

第12回 映画視聴（5）とディス
カッション

夢と現実、無意識とは

第13回 同一素材を視聴し更に
ディスカッションを行う

夢と現実、無意識について更に学ぶ

第14回 映画視聴 (6) ある人生を考える
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自分が何をどのように経験しているのか、つまり、何を感じ、どのようなこ
とを想い、考え、行動しているのかに注意を払うようにして下さい。本授業
の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
使用しない

【参考書】
『こころの処方箋』　河合隼雄　新潮社（新潮文庫）
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパー・授業への能動的参加）40％
期末レポート60％
【学生の意見等からの気づき】
発言を求められたり、グループワークをすることが多いことが、受講者によっ
ては負担となっているようです。私は、そういう方たちにこそ、この際、苦
手に感じられていることに挑戦してみてほしいと思います。
【Outline (in English)】
The definition of "culture" varies. In this lecture, the interaction
between all individuals is considered as cross-cultural exchange to
contribute to the lives of the students. We experience things from time
to time, and many of those experiences are shaped in ways we don’t
realize.
It can be said that the result of the interplay between our qualities and
our previous experiences defines the way we feel, know and interpret
now.
I hope this lecture will be an opportunity for you to see that the
alien / different culture / others that we unknowingly exclude have the
potential to make us richer.
The students will be exposed to the alien / different culture / others
through watching several movies and holding group discussions on the
themes I will present. I will introduce a psychoanalytic point of view.
【Goal】
Through this course, I would like to encourage students to (1) become
aware of their own experiences, (2) become able to communicate them to
others, (3) become more self-reflective about their own experiences, and
(4) acquire skills that can enrich themselves through interaction with
others.
【Methods】
In the lecture, movies are mainly shown as stimulus materials. You
watch these movies paying attention to how you experience them. First,
you
will try to put what you feel, imagine, reflect and think into words as
much as possible, and then touch on the alien / different culture / others
through group discussions. I will introduce a psychoanalytic point of
view.
I will change the contents to be viewed according to the student’s
response. We have a hybrid of face-to-face and online classes. The
learning support system will show you which way the next class
will be. Feedback on assignments, etc. is given sequentially and
comprehensively in class. If you personally wish to receive feedback,
please let us know by email.
【Work to be done outside of class】
Pay attention to what and how you are experiencing ̶ what you feel,
what you imagine, reflect, think, and do.
【Grading criteria】
Normal point (reaction paper, active participation in class) 40%
Year-end Report 60%
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PSY300JB,PSY300JC（心理学 / Psychology 300 ,心理学 / Psychology 300）

教育心理学特講

大瀧　玲子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2024年度の授業実施日は、8月5日（月）・6
日（火）・7日（水）。
2018年度以降の入学者のみ受講可能。2017年度以前入学者は
「N6225教育心理学」を受講すること。
教職・スクールソーシャルワーク課程科目でないため注意。
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
教育心理学の基礎的な知見を習得すること、また臨床心理学的視点
を交え学校における様々な問題について理解を深めることを目標と
する。子どもが発達していくプロセスや学習についての心理学的な
知見に加え、現代の子どもが抱える問題の社会的背景や、不適応を
示す子どもの理解と対応などについても学ぶ。

【到達目標】
教育心理学の理論を習得し、子どもの発達や学習および学校におけ
る諸問題への理解が深まること、対応と支援に関する基礎的な知識
が身につくことを目標とする。また、学校場面での具体的な問題や
支援の実際について学ぶことで、教育に対する様々な考え方、困難
や障害を抱える生徒への配慮や学校が抱える問題について理解を深
める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式を基本として、教育心理学分野に関する基礎的な内容につ
いて概説する。毎回の講義内でリアクションペーパーを提出する。
また内容に応じて、講義内で小グループでの話し合いを取り入れる
ことがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教育心理学とはなに

か
教育心理学の成り立ち、オリエン
テーション

2 発達段階と発達課題 心理学における発達概念を学ぶ
3 適応と障害の理解 適応とはなにか、また教育相談や

障害について学ぶ
4 対人関係の発達の理

解
親子関係や仲間関係など様々な対
人関係の発達と学校教育について
学ぶ

5 幼児期，児童期，青
年期の心理的問題
（青年期）

幼児期、児童期、青年期の心理的
問題について学ぶ

6 学習と動機づけ 学習理論や記憶、動機づけについ
て学ぶ

7 学級集団の心理学 学級集団の特徴や学級の対人関係、
社会性について学ぶ

8 パーソナリティの理
解

パーソナリティの理解と測定につ
いて学ぶ

9 知的発達のメカニズ
ム

知能の発達、様々な知能観、測定方
法、測定結果の利用について学ぶ

10 様々な不適応を示す
子どもへの理解と対
応①

不登校やいじめ、非行の理解と対
応について学ぶ

11 様々な不適応を示す
子どもへの理解と対
応②

発達障害の理解と対応について学
ぶ

12 様々な不適応を示す
子どもへの理解と対
応③

障害児の心理、特別支援教育など
について学ぶ

13 社会における学校 学校内外での連携やスクールカウ
ンセラーの活用について学ぶ

14 総括 授業について振り返り、課題と今
後の展望についてまとめる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前の学習　新聞などで子供や学校に関する記事を読むこと。ほか
の参考書も用いて学習すること。「教育相談」「心理学」「臨床心理学」
「心理学辞典」など他の科目のテキストも参考に学ぶこと。本授業の
準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
「やさしい教育心理学」有斐閣アルマ　鎌原雅彦・竹綱誠一郎　著
「ベーシック現代心理学6　教育心理学」有斐閣　子安増生・田中俊
也・南風原朝和・伊東裕司　著

【成績評価の方法と基準】
期末試験（60％）
授業参加およびリアクションペーパー等（40％）

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【Outline (in English)】
Educational Psychology
Course outline:
This course introduces educational psychology to students
taking this course.
Learning Objectives:
The goal of this course is to acquire basic knowledge of
educational psychology and to deepen understanding of various
problems in schools from the perspective of clinical psychology.
Learning activities outside of classroom:
・Lecture/Exercise (two-credits)
Student will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
Grading Criteria/Policies:
Your overall grade in the class will be decided based of the
following
Term-end examination 60%, Short reports and in class
contribution 40%
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PSY200JC（心理学 / Psychology 200）

心理療法

津村　麻紀

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2018年度以降入学者のみ履修可能。2017年
度以前入学者は「N6453心理療法Ⅰ」を受講すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
心理療法の基本的な概念、歴史、対象、具体的な方法について概説する。
【到達目標】
心理療法の基本的な概念を理解し、心理療法の対象、心理療法家としての姿
勢を学ぶ。またいくつかの心理療法について、具体的な方法とその効果につ
いて理解し、心理的援助の実際について説明することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
心理的援助を必要とする対象とそれらが抱える問題、それを解決するための
心理療法の方法、心理療法家の姿勢について具体的に理解できるよう、講義
を中心に視聴覚資料なども取り入れつつ進めていきます。
理解を深めるために、リアクションペーパーも活用しますが、授業で提出され
たリアクションペーパーについては、いくつか質問や意見を取り上げ、次の
授業内で全体に対してフィードバックを行っていきます。また課題等の提出・
フィードバックは授業内および「学習支援システム」を通じて行う予定です。
なお、授業の展開によって、授業計画には若干の変更もあり得ます。
各回の授業計画の変更がある場合には、学習支援システムでその都度提示し
ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 心理療法とは何か 講義の概要と成績評価の基準について

説明し、心理療法とは何かについて概
説する

第2回 心理療法の歴史 心理療法の発展の歴史について概説する
第3回 心理療法の対象と領域 心理療法が、どのような領域で、どのよ

うな対象に対しておこなわれるのかを
概説する。

第4回 心理療法家の姿勢と役
割（１）

心理療法を行う上で、セラピストに必
要な資質、姿勢について概説する。

第5回 心理療法家の姿勢と役
割（２）

心理療法において、セラピストがクラ
イエントとどのように関わるか、また
セラピストの役割について概説する。

第6回 心理療法を始めるにあ
たって

心理療法を始めるにあたって、セラピ
ストがどのような作業を行うかを概説
する。

第7回 心理療法（１）
来談者中心療法、支持的
精神療法

主な心理療法の中で、来談者中心療法、
支持的精神療法の理論と方法について
概説する。

第8回 心理療法（２）
精神分析的精神療法、ブ
リーフセラピーなど

主な心理療法の中で、精神分析的精神
療法、ブリーフセラピーなどの理論と
方法について概説する。

第9回 心理療法（３）
認知行動療法、対人関係
療法など

主な心理療法の中で、認知行動療法、対
人関係療法などの理論と方法について
概説する。

第10回 心理療法（４）
日本で生まれた心理療
法：森田療法、内観療法

日本で生まれた心理療法である森田療
法と内観療法の理論と方法について概
説する。

第11回 心理療法（５）
遊戯療法、箱庭療法など

主な心理療法の中で、言語を介さない
遊戯療法、箱庭療法などの理論と方法
について概説する。

第12回 心理療法の実際（１） 心理療法の実際の事例を通して、心理
療法のプロセスを学ぶ。例：対人緊張

第13回 心理療法の実際（２） 心理療法の実際の事例を通して、心理
療法のプロセスを学ぶ。例：摂食障害

第14回 学期末試験 試験・まとめと解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回配布する資料をもとに授業内容を復習すると共に、参考図書で授業内容
に該当する箇所をあらかじめ理解しておくことを勧める。本授業の準備学習・
復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用しない。講義時に適宜レジュメを配布すると共に、参考文献
を紹介する。

【参考書】
「臨床心理学への招待」野島和彦編著、ミネルヴァ書房
【成績評価の方法と基準】
平常点および学期末試験によって評価する。
平常点およびリアクションペーパー：30％
学期末試験：70％
【学生の意見等からの気づき】
心理療法を行う上でのセラピストの関わり方、セラピーにおけるクライエント
の体験などを、具体的にイメージしやすいように進めていきたいと思います。
【その他の重要事項】
医療機関において病院臨床の実務経験があることから、心理療法家としての
心得、関わり方について、事例経験・事例紹介を盛り込みつつ講義を行って
いきます。
【Outline (in English)】
This course will provide an overview of the psychotherapy including
the basic concept, history, objects, and specific methods. The
objectives of this course is to enable students to understand the
basics of psychotherapy and to explain the psychotherapeutic practice.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Grading will be decided based
on term-end examination (70%) and in-class contribution (30%).
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PSY300JC（心理学 / Psychology 300）

精神分析学

中　康

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フロイトの精神分析学理論は人の心を理解しようとする科学的仮説の体系で
ある。力動的な精神分析学仮説は、通常の日常生活で意識することのない、無
意識的なレベルにおける人の心を示す概念である。そのため難解であるが、授
業では無意識の発見、構造論モデル、精神性的発達、親子関係ならびに治療
関係論をテーマにして、心の在り方を理解する。
【到達目標】
精神分析学仮説の意味する事柄を日常生活のレベルで理解できるようにする
ことを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
PCプロジェクターを用いた講義形式で行い、適宜資料を配布する。毎回の授
業での質疑応答やディスカッションを行うほか、リアクションペーパーの内
容を取り上げてフィードバックを行う。なお、授業の展開によって、授業計
画には若干の変更があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 精神分析学の誕生① メスメルの磁気術、催眠術
第2回 精神分析学の誕生② ブロイエルと症例アンナO、ヒステリー

研究、催眠浄化法から前額法・自由連想
法へ

第3回 無意識、フロイトの夢判
断

心の局所論モデル、夢分析、心の構造論
モデル、防衛機制

第4回 精神性的発達論① 口唇期、肛門期、幼児性器期、エディプ
ス・コンプレックス、潜伏期、性器期、
退行と固着

第5回 精神性的発達論② 思春期青年期、性器統裁、対象選択、超
自我の構造的変化、Blosによる思春期
の発達論

第6回 フロイトの症例／ドラ 転移と抵抗への気づき
第7回 フロイトの症例／ハンス 親を介しての児童分析
第8回 精神分析療法と精神分

析的精神療法
精神分析療法、治療構造、基本規則、精
神分析的心理療法、心理療法の進め方。
アセスメントと治療契約、適応

第9回 契約 治療契約について
第10回 退行 治療的退行について
第11回 抵抗 抵抗の形式、抵抗解釈について
第12回 転移、逆転移、解釈技法 転移・逆転移の概念、転移解釈について
第13回 終結の仕事 終結の仕事、喪の仕事、同一化
第14回 期末試験・まとめと解説 期末試験・まとめと解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の進行に伴い、日常生活における自己の感情と思考を眺めてみてほしい。
自己理解につながるかもしれない。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を
標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて適宜紹介する。
【参考書】
適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験(70%)、平常点(リアクション・ペーパーを含む)(30%)にて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
具体的なケースを提示しながらわかりやすく授業を進行したい。
【その他の重要事項】
精神科医が、専門分野である精神分析学について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course deals with the Freud’s psychoanalytic theory, which is a
system of scientific hypotheses. Psychodynamic theory is a notion which
demonstrates the unconscious state of mind of human being. The
aim of this lecture is to understand the state of the mind, through
learning about discovery of unconsciousness, structural point of view,
psychosexual development, parent-child relationship, and therapeutic
relationship.

【Learning objectives】
The goal of this course is to understand the psychoanalytic theory in the
level of everyday life.
【Learning activities outside the classroom】
Attending this course, try to observe your emotion and thought in
everyday life. It may leads to understanding yourself. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend two hours each
to understand the course content.
【Grading criteria/policy】
Grading will be decided based on term-end examination (70%),
in-classroom contribution (including reaction paper)(30%).
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PSY300JC（心理学 / Psychology 300）

児童精神医学

関谷　秀子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
児童精神医学は1950年代に成立した比較的新しい領域である。精神発達の正
常からの逸脱をすべて疾患として理解するのは必ずしも適切ではないが、国
際的診断分類学の臨床単位ごとの病理特性と治療について取り上げる。また
その理解に必要な心の発達について理解する。
【到達目標】
児童精神医学の歴史を理解する。
児童・思春期の心の発達について理解する。
代表的な児童思春期の心の病について基本的知識を習得する。
児童思春期に対する治療的アプローチについて理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
主にＰＣプロジェクターを用いた講義形式で行い、適宜レジメを配布する。授
業の展開によって、授業計画には若干の変更があり得る。授業の初めに、前
回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつか取り上げ、全体に
対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

児童精神医学の歴史①
授業の進め方と成績評価基準について
の説明。19世紀の子ども観について。

第2回 児童精神医学の歴史② 子どもガイダンス運動の展開について。
第3回 児童精神医学の歴史③ 児童精神医学の誕生について。
第4回 子どもの精神発達① 乳幼児期・幼児期の発達について。

マーラーの発達理論。
第5回 子どもの精神発達② 児童期・思春期の発達について。アン

ナフロイトの発達ライン。
第6回 子どもの精神療法 児童期と精神療法
第7回 親ガイダンス 親ガイダンスの基本構造と基本原則
第8回 不登校① 小学生の不登校
第9回 不登校② 思春期の不登校
第10回 摂食障害 摂食障害の経過と治療について
第11回 強迫性障害・恐怖症 強迫性障害・恐怖症の経過と治療につ

いて
第12回 精神遅滞・広範性発達障

害・注意欠陥多動性障
害・行為障害・反抗挑戦
性障害

精神遅滞・広範性発達障害・注意欠陥多
動性障害・行為障害・反抗挑戦性障害の
経過と治療について

第13回 ケースの検討 見立て・治療経過について
第14回 期末試験とまとめ 期末試験とまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
幼児や児童と関わるボランティア活動を推奨する。本授業の準備学習・復習
時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。また、必要に応じて適宜紹介する。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 (60%),平常点（40%）にて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
具体的なケースを提示しながらわかりやすく授業を進行したい。
【その他の重要事項】
精神科医が専門分野である児童思春期精神医学について講義する。
【Outline (in English)】
The child psychiatry is a relatively new field established in the 1950s. It
is not necessarily appropriate to understand all deviation from normal
mental development as a disease. But nevertheless, an international
criterion of diagnosis and classification is currently available. We should
learn about pathology and the treatment of all disorders respectively.
In addition, we must understand child development and adolescence.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.　 Your overall grade in the
class will be decided based on the following. Term-end examination:
80%、Short reports : 20%
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PSY300JC（心理学 / Psychology 300）

認知行動療法

藤島　雄磨

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　認知行動療法とは、心の問題を、認知・行動・感情の側面から捉えて、アプ
ローチする心理療法です。本授業では、認知行動療法の様々な技法を、それ
らの理論的根拠も含めて、紹介します。
【到達目標】
　この授業の到達目標は、認知行動療法における様々な技法や理論について、
自分の言葉で説明できるようになることです。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　認知行動療法を、認知、行動及び感情へのアプローチの3つに分類し、各ア
プローチを取り上げていきます。技法についてだけではなく、技法の背景に
ある理論についても紹介していきます。なお、授業の展開によって、授業計
画には若干の変更があり得ます。
　課題等のフィードバックは、授業の初めに、提出された課題からいくつか
取り上げ、全体に対して行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 本授業の進め方を示し、認知行動療法

の歴史を概説します。
第2回 行動に焦点を当てたア

プローチ（１）
学習（行動）理論（特に、レスポンデン
ト学習）と行動療法の関連を考えます。

第3回 行動に焦点を当てたア
プローチ（２）

学習（行動）理論（特に、オペラント学
習）と行動療法の関連を考えます。

第4回 行動に焦点を当てたア
プローチ（３）

行動療法の技法群を紹介します。

第5回 行動に焦点を当てたア
プローチ（４）

行動療法の適用例を紹介します。

第6回 感情に焦点を当てたア
プローチ（１）

認知行動療法が感情をどのように捉え
られているかを考えます。

第7回 感情に焦点を当てたア
プローチ（２）

エクスポージャー法を紹介します。

第8回 認知に焦点を当てたア
プローチ（１）

論理療法を紹介します。

第9回 認知に焦点を当てたア
プローチ（２）

認知療法を紹介します。

第10回 認知に焦点を当てたア
プローチ（３）

情報処理理論と認知へのアプローチの
関連を考えます。

第11回 認知に焦点を当てたア
プローチ（４）

メタ認知療法を紹介します。

第12回 新世代の認知行動療法
（１）

マインドフルネス認知療法を紹介しま
す。

第13回 新世代の認知行動療法
（２）

アクセプタンス＆コミットメント・セ
ラピーを取り上げます。

第14回 新世代の認知行動療法
（３）

アクセプタンス＆コミットメント・セ
ラピーにおける価値を考えます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　資料を配布し、次回の授業までに熟読しておくように求めることがありま
す。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　テキストは使用しません。
【参考書】
　適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
　平常点（40%）と期末レポート課題（60%）によって総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
　認知行動療法のイメージをつかみやすいように、動画の教材も取り入れて
いく予定です。
【その他の重要事項】
これまでに携わってきた認知行動療法に関する実践活動や研究活動について
も触れます。

【Outline (in English)】
The focus of this course is on the concepts, theory, principles and
procedures appropriate to cognitive behavior therapy. This course will
review Meta-Cognitive Therapy, Mindfulness-Based Cognitive Therapy,
and Acceptance and Commitment Therapy. Your study time will be more
than four hours for a class. Grading will be decided based on term-end
reports (60%), and in class contribution (40%).
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PSY300JC（心理学 / Psychology 300）

グループアプローチ

大竹　直子

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グループ・アプローチは、心理、福祉、教育、医療、看護などの臨床場面で広
く行われているグループ状況での専門的援助活動の総称です。「人は人との間
で人になる」という人間の本来的特質を改めて確認しながら、治療的グルー
プ・アプローチ、教育的グループ・アプローチ、成長傾向のグループ・アプ
ローチなどについて理解を深めていきます。
【到達目標】
グループ・アプローチについての理論を理解するとともに、グループ体験を
とおして「人間」や「自己」への理解を深めることを目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は、毎回の授業において前半はレジュメを用いた講義を中心に、後半は
毎回異なったメンバーとグループを組み、グループ・ワークやディスカッショ
ンを中心に進めていきます。(授業の展開によって若干の変更があり得ます。)
また、毎回リアクションペーパーの提出を求め、出欠の確認をするとともに、
質問が記入されている場合は、次の授業の始めに回答をいたします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業計画、ねらい、進め方、評価などの

確認
2 グループ・アプローチと

は
講義：グループ・アプローチの歴史と
発展

3 人は人との間で人にな
る（1）

講義と演習：人間の本来的特質～“人間”
に焦点を当てて～

4 人は人との間で人にな
る（2）

講義と演習：人間の本来的特質に～“個
人”に焦点を当てて～

5 グループ体験（1） 演習：構成的グループの体験
6 ベーシック・エンカウン

ター・グループ
講義とビデオ：
カール・ロジャーズと記録映画

7 医療現場におけるグ
ループ・アプローチ

講義と演習：集団精神療法など

8 教育現場におけるグ
ループ・アプローチ

講義と演習：構成的グループエンカウ
ンターなど

9 企業におけるグループ・
アプローチ

講義と演習：研修や開発に用いられる
グループ・アプローチ

10 グループ体験（2） 演習：非構成的グループの体験
11 グループ・アプローチの

現代的意義
講義と演習：今なぜグループ・アプロー
チか～グループ・アプローチ再考～

12 グループ・ファシリテー
ターの役割

講義と演習：ファシリテーターの役割
と在り方

13 グループワークのまとめ 講義と演習
14 試験・まとめと解説 筆記試験（持込不可）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業では、これまで話したことがない人とグループを組み、話し合いや演習を
行います。みなさんで安心した場を作っていきながら、積極的に自分や他者
と向き合えるよう、心構えをもってご参加ください。本授業の準備学習・復
習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
使用しません。（プリントを配布します。Ａ４版のファイルをご準備ください。）
【参考書】
講義の中で提示します
【成績評価の方法と基準】
①最終試験６０％
②平常点４０％
【学生の意見等からの気づき】
受講生の皆さんより、授業内でのグループを体験は、自己や他者への発見や気
づきの機会となったこと、グループアプローチの理解に役立ったとの感想をい
ただいております。毎回、違うメンバーとのグループワークやディスカッショ
ンを行うため「最初は、自分について話すことに戸惑った」「知らない人と話
すのは緊張した」との声や「回数を重ねるごとに楽しみになってきた」「自己
理解が深まった」「グループの意義を実感することができた」などのフィード
バックをいただきました。

今年度も、受講生同士のディスカッション、グループ体験の時間を持つ予定
です。できるだけ安心して授業やグループに参加していただけるよう、工夫
をしていきたいと考えております。
【学生が準備すべき機器他】
特にありません。
【Outline (in English)】
The group approach is a general term for professional psychological
helping activities in group situations that are widely practiced in
clinical situations such as Psychology, Welfare, Education, Medical care,
Nursing. We will deepen our understanding of the group approaches,
while again confirming the inherent characteristics of human beings,
"People become people with people".
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the theory of group approach
and to deepen understanding of humans and self.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、in class contribution: 40%
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PSY300JC（心理学 / Psychology 300）

精神生理学特講

望月　聡

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2018年度以降入学者のみ受講可能。2017年
度以前入学者は「N6608　精神生理学Ⅱ」を受講すること。
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科目名は「精神生理学特講」ですが、内容的には「神経心理学特講」に
なります。
こころの働きと脳がどのように関係しているかを明らかにしようとする
「神経心理学」を概説します。人間の脳損傷によって生じうる認知・行
動・感情などの障害 (高次脳機能障害)を詳しく紹介し、それらの障害か
らどのような心理学的・認知神経科学的メカニズムが明らかになるか解
説します。
神経心理学的障害に関する評価方法や認知リハビリテーションなどの介
入方法の基礎、さらに健常者を対象としたニューロイメージングによる
知見も取り上げます。
心理臨床，特に医療領域や福祉領域に携わる人にとっては、神経心理学
に関する知識は必須であると考えてください。

【到達目標】
1)高次脳機能の障害及び必要な支援について説明できる。
2)脳神経系の構造及び機能について概説できる。
3)記憶、感情等の生理学的反応の機序について概説できる。
4)人の感覚・知覚等の障害について概説できる。
5)人の認知・思考等の障害について概説できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
パワーポイントを用いた講義形式で進めます。各回ごとにリアクション
を提出し学習内容をふりかえります。リアクションは学習支援システム
の「掲示板」に書き込んでもらいます。
授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションからいくつか取り
上げ、全体に対してフィードバックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 神経心理学の目的と方法についての

概要を学びます。
第2回 脳の構造 特に大脳皮質に関する解剖学的基礎

について学びます。
第3回 知覚・認知 視覚性失認、聴覚性失認、触覚性失

認などを学び、知覚・認知に関わる
脳のメカニズムを理解します。

第4回 空間、身体 半側空間無視、身体失認を学び、空
間認知、身体認知に関わる脳のメカ
ニズムを理解します。

第5回 行為 失行、行為制御障害を学び、行為表
出と制御に関わる脳のメカニズムを
理解します。

第6回 記憶 短期記憶障害、ワーキングメモリ障
害、エピソード記憶障害、意味記憶障
害、手続き記憶障害を学び、記憶に
関わる脳のメカニズムを理解します。

第7回 言語 (1)聞く・話す 失語を学び、口頭言語に関わる脳の
メカニズムを理解します。

第8回 言語 (2)読む・書く、
計算

失読、失書、計算障害を学び、文字
言語と計算に関わる脳のメカニズム
を理解します。

第9回 脳の側性化 左右半球の情報処理の違いを学び、半
球優位性のメカニズムを理解します。

第10回 注意 注意障害を学び、注意に関わる脳の
メカニズムを理解します。

第11回 遂行機能（実行機能） 遂行機能（実行機能）障害を学び、
計画性や問題解決に関わる脳のメカ
ニズムを理解します。

第12回 社会的認知 社会的認知の障害を学び、社会性に
関わる脳のメカニズムを理解します。

第13回 感情、動機づけ 感情の認知や表出の障害、動機づけ
や意欲の障害を学び、感情や動機づ
け・意欲に関わる脳のメカニズムを
理解します。

第14回 授業内試験・まとめと
解説

筆記試験　まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
これまでに他の科目で学んできた心理学の生物学的な側面について復習
をしておくと、授業内容の理解が深まります。
授業後には、資料をもとに復習し、関心をもった点は、授業担当者に質
問する、関連する書籍を読むなどをすると、理解がいっそう深まります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
使用しません。資料を学習支援システムにアップロードします。

【参考書】
各回の内容ごとに、関連する参考図書を紹介します。

【成績評価の方法と基準】
（各回授業終了後のリアクションの提出状況・内容を含む）平常点（25%），
および期末試験（75%）により評価します。

【学生の意見等からの気づき】
さまざまな領域の心理学の知見を結びつけたり、心理学の基礎的な面と
臨床的な面をつなぐための大切な学問領域でもありますので、頑張って
受講してもらいたいと思っています。興味を持って受講していただける
ような内容や説明の仕方を心がけます。

【その他の重要事項】
「神経・生理心理学」とあわせての受講を推奨します。

【Outline (in English)】
[Course outline]
This course provides an overview of neuropsychology, which aims
to clarify how the brain is related to psychological functions. I
will introduce in detail the cognitive, behavioral, and emotional
disorders (higher brain dysfunction) that can be caused by brain
injury, and explain what psychological and cognitive neuroscience
mechanisms can be revealed from these disorders.
It will also cover the basics of neuropsychological assessment and
intervention methods such as cognitive rehabilitation, as well as
neuroimaging findings in healthy subjects.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students are expected to be able to:
1) Explain higher brain dysfunction and necessary support.
2) Outline the structure and function of the cerebral nervous
system.
3) Outline the mechanisms of physiological responses such as
memory and emotion.
4) Outline disorders of sensation and perception in humans.
5) Outline disorders of cognition and thought in humans.
[Learning activities outside of classroom]
Reviewing the biological aspects of psychology that you have
studied in other courses will help you understand the content of
the class better.
After the class, review the material and ask questions to the class
instructor or read related books to deepen your understanding.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
[Grading Criteria /Policies]
Evaluation will be made on the basis of the reaction papers
submitted after each class (25%) and the final exam (75%).
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PSY300JC（心理学 / Psychology 300）

認知心理学特講

藤島　雄磨

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2018年度以降入学者のみ受講可能。2017年
度以前入学者は「N6609認知心理学特講」を受講すること。

その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、認知心理学の応用的側面、他の心理学あるいは他の学問領
域とのつながり（認知科学）にかかわる発展的なテーマ・トピックスを
とりあげ、人間の知覚・認知機能についての広く応用的な視点を身につ
けます。

【到達目標】
1)人の認知・思考等の機序及びその障害について発展的に理解できる。
2)認知心理学と他の心理学のつながりについて概説できる。
3)認知心理学と他の学問領域とのつながりについて概説できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式です。各回ごとにリアクションペーパーの提出を求め、学習内容
をふりかえります。授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクショ
ンからいくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行います。
なお、授業の展開によって、授業計画には若干の変更があり得ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1回 イントロダクション 授業方針・授業内容の説明
第 2回 認知と学習・言語 メタ認知をはじめとして、認知と学

習・言語の関連性について触れます。
第 3回 認知と身体 身体イメージや身体スキーマなどを

挙げ、認知と身体の関連性について
触れます。

第 4回 認知と運動・行為 運動前野や前頭前野など、神経生理
学との関連性について取り上げつつ、
認知と運動・行為の関連性に触れま
す。

第 5回 認知と感情 情動二要因説、認知的評価理論、感
情ネットワーなどをはじめとし、認
知と感情がどのように影響し合うか
紹介します。

第 6回 認知の個人差 知能検査や認知機能検査、パーソナ
リティなどの側面から、認知の個人
差をどのように捉えるかについて、
理解を深めます。

第 7回 認知と社会 帰属過程、社会的推論　ステレオタ
イプなどを取り上げつつ、認知と社
会の関連性に触れます。

第 8回 認知の発達 視覚認知の発達、記憶や概念形成の
発達、言語発達などがどのようにな
されるかについて紹介します。

第 9回 認知と障害 主に高次脳機能障害について取り上
げ、神経心理学の側面から、認知と
障害の関連性について触れます。

第10回 認知と臨床心理学 理論や技法を紹介しつつつ、認知心
理学の知見が臨床現場でどのように
活かされているかを学びます。

第11回 認知と脳神経科学 脳機能計測技術などを取り上げつつ、
脳神経科学の側面から、認知につい
ての理解を深めます。

第12回 認知と工学・情報科学 ヒューマン・エラー、ユニバーサル
デザインなどを取り上げつつ、認知
と情報処理、認知と工学の関連性に
ついて考えます。

第13回 認知と進化・文化 進化心理学、認知人類学文化心理学
などの側面から、認知の特異性につ
いて考えます。

第14回 まとめと解説，期末課
題の提出

授業全体のまとめと解説。期末課題
の提出。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として資料にあらかじめ目を通しておくと、授業内容の理解が
深まります。
授業後には、資料をもとに復習し、関心をもった点は、授業担当者に質
問する、関連する書籍を読むなどをすると、理解がいっそう深まります。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。

【参考書】
各回の内容ごとに、関連する参考図書を適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
（各回授業終了後のリアクションの提出状況・内容を含む）平常点（40%），
および期末レポート課題（60%）により評価します。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
「知覚・認知心理学」に関する基礎的な知識を身に着けた上で、受講する
ことを推奨します。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this class, we will take up applied aspects of cognitive psychology
that were not covered in "Perceptual and Cognitive Psychology,"
and developmental themes and topics related to the connection
with other psychology or other academic fields (cognitive science)
to acquire a broad and applied perspective on human perception
and cognitive functions.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students are expected to be able to:
1) Expand understandings of the mechanisms of human cognition
and thought and their disorders.
2) Outline the connections between cognitive psychology and other
psychologies.
3) Outline the connections between cognitive psychology and other
disciplines.
[Learning activities outside of classroom]
Reading through the material in advance as preparatory study will
help you understand the class content better.
After the class, review the material and ask questions to the class
instructor or read related books if you are interested in the material
to deepen your understanding.
The standard preparation and review time for this class is two
hours each.
[Grading Criteria /Policies]
Evaluation will be based on the status and content of the reaction
papers submitted after each class (50%) and the final report
assignment (50%).
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EDU100JA（教育学 / Education 100）

教育学（SSI）

藤本　典裕

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N0058」を選択すること。
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講は、教育という事象について広範な視野から検討・考察するための基礎
作業を行う。人間にとって教育はどのような意味をもつのか、現代の教育や
教育制度の基礎にあるのはどのような考え方なのか、現代の教育がもつ問題
性は何か、などが検討の対象となる。
【到達目標】
下記の諸点を本講の到達目標に設定する。
１．教育に関する諸概念について自分自身の考えを整理して発表できる。
２．人間の文化の特性やその伝達の特殊性について理解できる。
３．近代の教育を支える思想について理解するとともに、それが現代におい
てどのように変質しているのかを理解できる。
４．現代社会における教育の問題点を指摘し、それについての見解を整理し
て発表できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式を基本とするが、受講者数などを勘案し、学生の意見発表と討論の
時間を確保したい。
学期末にレポートの提出を求めるが、学期中に小レポートの提出も求める。
下記に授業計画を示していますが、変更を行うこともありえます。変更の場
合はその都度お知らせします。学習支援システムに講義資料などを提示する
ので確認して受講してください。その他、必要な連絡も基本的には学習支援
システムを通じて行うので注意してください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 何を学ぼうとするのか（講義概要の説

明など）
第2回 「教育」についての一般

的理解
「教育」という言葉がどのように理解さ
れ流通しているのかを確認する。

第3回 「教育」という営みの特
性

「教育」が他の活動と区別される特性を
検討する。

第4回 人間の文化とその伝達 教育の原点である「文化伝達」を理解す
るため、人間の文化の存在様式と伝達
の特性について検討する。

第5回 子ども観・子育て観 子どもや子育てがどのように理解され
実践されてきたのか、現代において子
ども・子育てはどのようなものとなっ
ているのかを検討する。

第6回 近代の教育思想 ルソーの教育についての考察を素材とし
て、近代的教育思想の特徴を整理する。

第7回 学校の誕生と発展 教育機関としての学校が誕生する経緯
とその後の発展について概観する。

第8回 戦前・戦中の教育と教師
（１）

日本における学校教育制度の誕生と期
待された機能について検討する。

第9回 戦前・戦中の教育と教師
（２）

「教育勅語」を中心に、戦前・戦中の教
育を支配した理念について検討する。

第10回 戦後教育改革と教育理念 戦後（現行）教育制度がめざした教育の
あり方について、教育の権利・義務の視
点から整理・考察する。

第11回 教育を受けること・学校
に通うこと

学校に通い教育を受けることの意味を
法制度の観点から検討する。

第12回 教育を受ける権利の保障 教育を受ける権利を保障するための制
度の概要を整理・検討する。

第13回 教育費負担と教育機会 教育費負担のあり方と実態、それが子
どもの人格形成や学力保障に及ぼす影
響ついて検討する。

第14回 人間にとって教育とは
何であるのか

講義全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業の終わりに次回の内容を予告し、準備学習について指示するので、
その内容に従って準備すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用せず、必要な資料を配布する。

【参考書】
堀尾輝久『教育入門』岩波新書、1989年
堀尾輝久『現代社会と教育』岩波新書、1997年
勝田守一『能力と発達と学習』国土社、1990年
ルソー『エミール』岩波文庫、1994年
橘木俊詔『日本の教育格差』岩波新書、2010年
藤本典裕・制度研編『学校から見える子どもの貧困』大月書店、2009年
その他、授業中に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
学期末試験またはレポート（60％）、小レポート（40％）を総合的に評価す
る（配点は目安）。
【学生の意見等からの気づき】
科目の性格上、教育に関する多くの事象を取り上げることを主目的としてい
る。このため、さまざまな事項について深く検討することは困難であるが、参
考文献の紹介などで補足したい。
【Outline (in English)】
【Course outline】
We will learn about "education" as a nessesary social function for
human-beeing.
【Learning Objectives】
At first, basic educational concepts will be discussed through daily- life
experiences. We will learn how and why we human-beeing have kept
"education" as a basic social function.
Second, we will learn about the functions of schooling system.
Third, we will learn about the rights and duties on "education", who
have the rights to education , and why so, who guarantee the rights.
【Learning activities outside of classroom】
I will show you about the contents of next lesson and the activities you
must do by the net lesson. Before each class meeting, students will be
expected to do the activities.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end report: 60%、Short reports : 40%
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SOC100JA（社会学 / Sociology 100）

老年学(SSI)

新名　正弥

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N0117」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
老年学は、生物が普遍的に経験する「加齢・老化」現象を人間の視点から学際
的に捉えることを目的とする学問領域である。本講義では、老年学の生物学
的、心理学的、社会心理学的、社会学的視点を網羅的に解説するとともに、特
に社会老年学領域のテーマについて重点的に解説を行う。一方で、老年学の
学際性故に老いに対する様々な見方があり、その見方によって「問題の所在
とその社会的対応」が異なることも学ぶ。
【到達目標】
老年学の方法及び理論、人口論、身体、心・精神、社会、政治、環境、死など
の各テーマにおける視座と現代的課題を学ぶ。加えて、老化に係わる課題に対
応するための個人的適応及び社会政策による対応について海外の動向を関連
させ学ぶ。これらの作業を通じて、人間の老いという現象を社会や文化、そ
して価値による影響を含めて多角的に理解する。加えて、学生が現実の政策
課題について理論的な思考を応用的に展開できることを目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
主に講義を中心に進め、映像資料を多数用いる。各回の内容についてリアク
ションペーパーを記すことで理解を深めてもらう。また、課題のフィードバッ
クはLMS等を通じて適宜コメントする他、課題提出翌週の講義開始時に解説
を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義のねらい、講義の構成、スケジュー

ル、成績評価
第2回 老年学とは 老化・加齢について、老年学・社会老年

学のアプローチ
第3回 人口の高齢化 人口高齢化、少子化、地域差と社会変動

の影響
第4回 老化と身体 高齢者の寿命

高齢者の疾病と障害
第5回 老いと心・精神 高齢者の心と知能、感情と欲求、パーソ

ナリティ
心理的適応
老いと発達（生涯発達理論と老年的超
越）

第6回 高齢期の健康問題と対応 老化と健康
認知症

第7回 老化の社会学理論① 活動理論、離脱理論、継続性理論等の老
化に関する社会学理論

第8回 老化の社会学理論② 老いに対する態度、エイジズム
老化の政治経済学的アプローチ、ポス
トモダンアプローチ

第9回 高齢期の社会関係と社
会参加①

高齢期の家族・社会関係

第10回 高齢期の社会関係と社
会参加②

雇用、ボランティア、政治参加

第11回 高齢社会の問題と政策
対応

社会問題の社会学アプローチと構造化
された依存

第12回 老いと経済 経済格差と政策対応
第13回 老い、医療・介護、終末

期
多死社会における医療・介護・終末の課
題

第14回 高齢社会の構造（グロー
バリゼーション、老いを
取り巻く社会構造の変
化）

少子高齢社会の展開と政策課題につい
て検討する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞、雑誌、書籍、テレビ番組等から関連するテーマについて日頃から注意
しておくこと。また、自身の高齢者との経験について振り返っておくことが
望ましい。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。授業前に資料を配付する。

【参考書】
国民の福祉と介護の動向（厚生労働統計協会）
高齢社会白書（厚生労働省）
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーによる各回の振り返り、クイズ、レスポンスペーパー
（40％）、期末レポート（60％）によって総合的に判定する。
【学生の意見等からの気づき】
領域が広い教科であるが、標準的な体系が確立していない学問分野なので、一
回その都度完結型の講義を心がける。
【その他の重要事項】
老年学は、高齢者福祉論、介護福祉論、介護保険制度論の基盤となる科目な
ので、高齢者に関して発展的学習を行う予定の学生に対して網羅的かつ基礎
的な知識を提供することを心がけたい。
【Outline (in English)】
Gerontology is an interdisciplinary subject dealing with the aging of
humans and society surrounding the elderly. The lecture aims to com-
prehensively describe the biological, psychological, social-psychological,
and sociological perspectives of gerontology and explain the themes,
especially in social gerontology. On the other hand, because of the
multidisciplinary nature of gerontology, the lecture aims to exemplify
how values embedded in perspectives of gerontological theories
differently affect the understanding of social issues surrounding aging
and its policy response.
By the end of the course, students are expected to understand the basic
terms and theories concerning aging.
Before the lecture, students must tackle assignments (about 2 hours).
After the class, students are asked to answer quizzes (about 2 hours).
The course’s grading will be based on quizzes/assignments (40%) and
term-reports (60%).
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GDR100JA（ジェンダー / Gender 100）

女性学

藤田　和美

配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者のみ履修可能。2021年
度以降入学者は「N1120ジェンダー論」を履修すること
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　ジェンダー研究は、1960年代後半に登場した第二波フェミニズムと呼ばれ
る社会運動をきっかけに登場した他領域的で学際的な学問分野です。当初は、
女性学（Women’s　Studies)として男女の差異と不平等の検証に焦点があて
られ、伝統的な学問分野の男性中心性が明らかにされるとともに、女性の生
の基盤を形づくってきた知識・技能・経験の再評価が行われました。その後
1980年代には、男性や男性性の経験に焦点をあてた研究も行われるようにな
り、これが後に男性学（Men’s Studies）という専門領域になっていきます。
　ところが、女性学とそれに続く男性学がアカデミックな探求の専門領域と
して確立された1980年代後半、ポストモダニズムやポスト構造主義などの理
論が進行した結果、「女性」や「男性」を別々の一元的なカテゴリーとして捉
える考え方に疑問が突きつけられます。これにより、「女性学」や「男性学」
という用語は論争の的となり、それらの存在理由が大きく揺さぶられること
になりました。
　こうした経緯を経て、現在のジェンダー研究は、男女間だけではなく女性相
互、男性相互の関係性の研究を含む学問分野として理解されています。本授
業ではジェンダー研究の主要概念・理論を学ぶとともに、1980年代後半から
1990年代にかけて登場した性的マイノリティの運動とそこで展開された「新
しいジェンダー・ポリティクス」を学び、現在、私たちが直面している問題の
解決策を考えます。
【到達目標】
1）フェミニズム運動の歴史を知り、説明できるようになること
2）ジェンダー研究における基礎概念とその背景にある理論的考え方を理解し、
説明できるようになること
3）現在のジェンダー問題の状況を把握し、解決策を具体的に提案できるよう
になること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　講義形式の授業を基本としますが、受講生が少ない場合、グループワーク
を行うこともあります。講義はパワーポイントを投影しながら行います。プ
リント（パワーポイントを印刷したもの）は配布しませんが、授業資料を前
日夜までに学習支援システムにアップします。プリントが必要な学生は各自
印刷し、授業に持参してください。対面での開講となりますが、変更される
場合には学習支援システムでその都度提示します。毎回の授業時には、リア
クションペーパーを提出していただきます。提出していただいたリアクショ
ンペーパーや課題については、次の授業時に紹介するなどしてフィードバッ
クをおこないます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス＆イントロ

ダクション
キーワード：第二波フェミニズム、
ジェンダー、女性学・男性学、家父長
制、ダブル・スタンダード

第2回 フェミニズム運動の歴史 キーワード：参政権運動、女性解放運
動、コンシャスネス・レイジング、「個
人的なことは政治的なこと」

第3回 政治分野におけるジェ
ンダー平等

キーワード：第一波フェミニズム、参
政権運動

第4回 ジェンダー「平等」：三
つの視点

キーワード：平等、差異、多様性、ポジ
ティブ・アクション

第5回 ジェンダーと労働 キーワード：賃金格差、コンパラブル・
ワース、ガラスの天井、ガラスのエスカ
レータード家父長制、ダブル・スタン
ダー

第6回 アンペイド・ワーク キーワード：家庭内分業、ロッタ・フェ
ミニスタ、「家事労働に賃金を」ップ、
ジェンダー分離

第7回 男性の家事・育児・介護 キーワード：育休制度、くるみん
第8回 性暴力・DV キーワード：ドメスティック・バイオ

レンス、パープル・リボン
第9回 デートDV キーワード：セクシュアル・コンセント
第10回 多様な男性性 キーワード：男性運動、ホワイト・リボ

ン
第11回 異性愛の捉え直し キーワード：アドリエンヌ・リッチ、強

制異性愛、異性愛主義、ホモフォビア

第12回 職場における性の多様性 キーワード：エイズ・アクティヴィズ
ム、クィア、トランスジェンダー、トラ
ンスフォビア

第13回 メディアとジェンダー キーワード：好感度CM、炎上CM
第14回 期末テスト・まとめと解

説
講義内容から出題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【準備学習】学習支援システムに、その週の講義で使用する資料がアップロー
ドされています。学生には授業開始前に資料をダウンロードし、目を通して
おくことが求められます。レジュメ中にハイパーリンク等で参考となる文献
や動画の情報を示していることもあります。これらについても事前にアクセ
スし、確認しておくことが求められます。
【復習・宿題】学習支援システムを使い、講義の内容に関連した課題を出題し
ます。学生には授業感想は講義時間内に、宿題は講義後2週間以内に課題を提
出することが求められます。
なお、本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
ジェイン・ピルチャー、イメルダ・ウィラハン（片山亜紀他訳）『キーコンセ
プトーージェンダー・スタディーズ』新曜社　2008年
【成績評価の方法と基準】
1）平常点・授業感想（14回）40％
2）ミニレポート（2回）10％
3）期末テスト 50％
【学生の意見等からの気づき】
マイクの音が小さく聞き取りにくいという指摘を受けた。今後、十分注意し
て授業をすすめたい。ジェンダーの問題は広範囲にわたるため、今後も学生
の関心に沿って、取り上げるテーマや素材を適宜選んでいきたい。授業テー
マに関連した学外の講演や情報も積極的に活用し、学生の学習意欲に応えて
いきたい。
【学生が準備すべき機器他】
　本授業では、講義資料の配布や各授業時の感想及びミニレポートの提出に
あたって学習支援システムを利用します。
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
（Course outline）Gender Studies is an interdisplinary academic field
spannning the humanities, social sciences, and natural sciences. This
field explores critical questions about the meaning of gender in
society and examines how notions of gender structure our reality.
Gender studies has been influenced by post-modernism, including
arguments that gender is not a fixed category, but rather a social
construction. Scholars have used these theories to examine how the
construction of gender functions in a range of spheres, such as work,
the family, social policy, law, education and media. This course will
investigate contemporary feminist thought from a variety of disciplinary
perspectives. We will focus on key issues in feminist thoery such
as gender equality/inequality, the public/private dichotomy, gender
segregation, unpaid work and the construction of masculinity among
others. This course aims also to think through the ways in which these
concerns intersect with issues of race/ethnicity, class, sexuality, and the
nation.
(Learning Objectives)The goals of this course are to think of a solution
about modern gender issues.
(Leaning activities outside of classroom)Before/after each class meeting
,
students will be expected to spend four hours to understand the course
content.
(Grading Cruteria/Policy) Your overrall grade in the class will be decided
based on the following.Term-end examination:50%、Short reports:10％、
in class contribution:40%
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ARSx100JB（地域研究（その他） / Area studies(Others) 100）

まちづくりの思想

水野　雅男、図司　直也、土肥　将敦、佐野　竜平、野田
　岳仁
配当年次／単位数：1～4年次／2単位
備考（履修条件等）：2020年度以前入学者のみ受講可能。2021年
度以降入学者は「N1002コミュニティマネジメント入門」を受講
すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コミュニティマネジメント（まちづくり）とは何か、その原則や方策、あるい
は農山村、都市、地域、コミュニティの捉え方について、市民活動やソーシャ
ルビジネスの実践事例を通じて理解する。
【到達目標】
日本国内や海外のコミュニティマネジメント（まちづくり）、地域再生の取り
組みとその実態を把握し、それらが内包する意味と現代的意義について幅広
く理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
（福祉コミュニティ学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」と「DP3」に
関連
（臨床心理学科）ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
教員6名がオムニバス形式で講義を担当する。実践事例やケーススタディで
は、関連スライドやＤＶＤ等を活用して紹介する。
リアクションペーパー等における良いコメントは授業内で紹介し、さらなる
議論に活かす。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス（図司） 「自分ごと」から地域を感じる
第2回 「地域／まち」をつくる

とは？（図司）
地域づくりを実践する現場に触れる

第3回 若者は「地域」で何がで
きるのか？（図司）

地域づくりに動き出した仲間の姿に触
れる

第4回 なぜ人びとは地域の自
然を守るのか？（野田）

地元の人びとの生活の立場から考える

第5回 ツーリズムによる地域
再生（野田）

大衆的な観光地を目指さない観光まち
づくり

第6回 コミュニティ×企業
（土肥）

地域固有の企業とステイクホルダー

第7回 コミュニティ×社会問
題×企業（土肥）

ソーシャル・ビジネスの可能性

第8回 グローバル社会のまち
づくり（佐野）

広い視野からみるまちづくり

第9回 グローバルなまちづく
り人材になるために（佐
野）

共生社会に生きる視点

第10回 学びがつくる地域（杉
浦）

学校外での学びの空間

第11回 地域で文化を学び伝え
る（杉浦）

暮らしの中にある豊かさ

第12回 アート＆クラフトとま
ちづくり（水野）

アート＆クラフトによる地域資源の発掘

第13回 地域資源の保全活用に
よるまちづくり（水野）

歴史的建造物の保全活用の意義と実践
事例

第14回 住民主体のまちづくり
（水野）

ＮＰＯと行政のパートナーシップの必
要性と実践事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞、雑誌、書籍等によるまちづくり関連報道、論文等に関心を持つ。旅行
等の機会、出身市町村、居住地等、身近な地域について調べる。講義で示し
た実例等について、より詳しく調べ自らの関心を深める。本授業の予習・復
習時間は各2時間程度を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて、授業中に資料を配布する。
【参考書】
授業中に随時示す。
【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーのコメント）100％で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業改善アンケート結果を反映して改善する。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて、学習支援システムを利用して教材を掲載する。
【その他の重要事項】
授業を担当する6名の教員がそれぞれ地域プランニング、ソーシャルビジネ
ス、まちづくり活動などのフィールドワークに基づいてコミュニティマネジ
メント（まちづくり）の考え方を具体的に紹介する。
【Outline (in English)】
< Course outline>
The aim of this course is to help students acquire what community
management is, its principles and measures, or how to understand
agricultural and mountain villages, cities, regions, and communities
through practical examples of civic activities and social business.
< Learning Objectives>
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Understand the community management in Japan and overseas, the
efforts for regional revitalization and their actual conditions, and
broadly understand the meaning and modern significance of them.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
< Grading Criteria /Policy>
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 100%
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

地域経営論（SSI）

松本　昭

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1151」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
２１世紀社会の底流となる「人口減少社会」「少子高齢化社会」における地域
社会の望ましい経営（マネジメント）のあり方について、自治、分権、コミュ
ニティ、まちづくり、公共施設の維持更新、住宅政策等の観点から理解を深
めるとともに、市民、NPO等の市民団体、民間事業者、行政等の多様な地域
主体の連携、協働、協創のあり方について考察する。
【到達目標】
次の事項について基本的な理解を得るとともに、テーマごとの課題とその対
応方針についても問題意識を高めることを到達目標とする。
・地域経営に関する基本的な法制度及び代表的諸制度のあらましと特性
・地域経営に関する国と地方の関係、法律と条例の関係
・地域経営に関する市民（住民）、事業者、行政等の連携・協力・分担の考え方
・地域空間の整序ルール、公共空間と私有施設の関係、公共施設の維持更新等
に関する
　仕組みと課題
・空き家・空き店舗等の既存の地域資源を活用した地域経営のあり方
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、原則、「講義」と「講義テーマに応じた全体討議又はミニワークショッ
プ等のワーク作業」により進める。授業は、各回のテーマの本質が何かという
ことを常に問いかけ、その問いに対して受講生が、具体的に思考できるよう
な工夫を施して楽しく進めたい。各回講義に関する課題提起については、次
回講義のはじめにに、リアクションペーパーの紹介や参考事例等を紹介して
課題解決型の進め方を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

地域経営論の全体像
・講義ガイダンス、
・「地域経営」の今日的　
　意義と視点
・各回講義の要点解説

第2回 自治・分権と地域経営 ・「地方自治」「地方分権」の今日的課題
・憲法、地方自治法、個別法に基づく公
共の福祉と財産権

第3回 住民参加と地域経営 ・参加、参画、協働、協創（共創）と地
域経営　・参加型まちづくりから協働・
協創（共創)型地域経営へ

第4回 地域経営と合意形成 ・まちづくり、地域経営
　における合意形成
・具体的課題から合意形
　成を考える

第5回 まちづくり条例と地域
経営①

・まちづくり、地域経営における法律と
条例の関係　・まちづくり条例の系譜
と展望

第6回 まちづくり条例と地域
経営②

・まちづくり紛争の実態　・まちづくり
紛争の予防と調整

第7回 まちづくり条例と地域
経営③

・まちづくりのルールと　
　特性
・協議調整型まちづくり
　とは

第8回 地域経営と公民連携ま
ちづくり①

公共施設、公共空間の更新と魅力化（道
路、公園、広場、河川等を
魅力化する取り組み）

第9回 地域経営と公民連携ま
ちづくり②

公共建築物整備の民間活用（PFI制度等
の民間活用の施設整備）

第10回 地域経営と公民連携ま
ちづくり③

まちづくり会社と地域経営（長浜、高
松、紫波等のまちづくり会社を対象に）

第11回 住宅地経営とまちづく
り①

・戸建て住宅地…高齢化社会における郊
外住宅地のこれから　・マンション住
宅地…管理組合と自治会

第12回 住宅地経営とまちづく
り②

空き家、空き地問題と地域経営
・ストック活用のまちづくり/リノベー
ションまちづくり

第13回 講義の総括① レポート提出と個別指導

第14回 講義の総括② ・レポート評価とプレゼンテーション
・学生諸君からの感想と意見/講義の総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・人口減少社会、少子高齢化社会における都市や地方のまちづくりや地域経営
に関する広範な書籍、新聞記事等の通読を薦める。本授業の復習時間は各2時
間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。毎回、パワーポイント資料を事前にアップします。
【参考書】
講義において適宜紹介しますが、次の書籍を参考図書として薦める。
　「市民がまちを育む－現場に学ぶ住まいまちづくり－」　　建築資料研究社
　「社会的処方－孤独という病を社会のつながりで治す方法」西智弘
【成績評価の方法と基準】
①講義とその後の全体討議・ミニワークショップを踏まえたリアクションペー
パー50%
②選択課題に基づくレポートとプレゼンテーション50％（レポート課題は６
月前半に提示）
【学生の意見等からの気づき】
・具体的事例の紹介と考察が、講義の理解度を高めるため、講義は具体的事例
を豊富に
　盛り込んで行います。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The purpose of this course will understand the desirable management
of local communities in "population declining society" and "declining
birthrate and aging society" from the viewpoints of autonomy,
decentralization, community, town planning, maintenance of public
facilities, housing policy, etc.
【Learning Objectives】
The objective of this course is to provide students with a basic
understanding of the following issues and to raise their awareness of
the issues and policies for dealing with each theme.
・Basic legal systems related to regional management, and an overview
and characteristics of representative systems
・The relationship between national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・The relationship between the national and local governments, laws and
ordinances related to regional management
・How to manage local communities by utilizing existing local resources
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to read a wide range of books and articles
related to urban and regional planning and regional management in a
society with a declining population, low birthrate and aging society. In
this class, we will review a wide range of articles on urban and regional
development and regional management in a declining population and
an aging society. The standard review time for this class is two hours
each.
【Grading Criteria/Policy】
(1) Reaction papers based on the lecture and subsequent plenary
discussions and mini-workshops 50%.
(2) Reports and presentations based on selected assignments 50%
(Report assignments will be presented in the first half of June)
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MAN300JB（経営学 / Management 300）

NPO論（SSI）

渡真利　紘一

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学
部SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1155」を選択するこ
と。旧「非営利組織の運営」修得者は不可。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈未〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「NPO/非営利組織」は単に行政サービスを補完する組織ではなく、新しい未
知なる価値を生み出し、市民社会を創造する主体であることを理解し、その
実践のための方法を学びます。併せて、NPOの成立した歴史的背景やその社
会的役割をはじめ、運営上の課題や他の主体（ボランティア、行政、民間企業
(CSR)、助成財団など）との関係から、今後の社会のあり方を考えていきます。
【到達目標】
・NPOの社会的意義を理解し、実践の方法について具体的にイメージするこ
とができる
・自らの関心分野のNPO活動の考案や授業のなかで気になったテーマに関す
る研究を通じ、社会との主体的な関わり方、他者との協力の仕方がわかる
NPOを論じる過程で、受講者自らが、自分らしく在ること／他者に対して寛
容であること／仲間を持つこと／社会と本音で向き合うこと等の重要性を認
識する機会につながればと思います。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の前半は、NPOに関する基本的な内容（歴史的背景や社会的意義、運営
方法や他の社会資源との関係等）について、映像資料や参考書等を交えて紹
介します。後半は、NPO活動実践者によるゲストスピーチを取り入れ、体験
的に実践を把握できる機会をつくるとともに、自らの関心分野のNPO活動の
考案や授業のなかで気になったテーマに関する研究に取り組みます。授業形
態は講義を主とします。受講者各々が授業を通じて感じたことや考えたこと
を言葉にし、共有するなかでの学びも大切にします。
各回の授業計画の変更については、学習支援システムでその都度提示します。
なお、授業では、リアクションペーパー等を予定しています。リアクション
の内容には、講師からもできる限りフィードバックを行います。また、各回
の授業で幾つかリアクションを取り上げる等により、授業内容の一層の理解
につなげる予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーショ

ン/NPOのイメージ
NPOのイメージや昨今の社会情勢を共
有し、本講義の目的や目標、進め方を受
講生と決定する。

第2回 NPOの活動分野 映像資料等を活用しながら、NPOの活
動分野について知るとともに各々の関
心分野について話し合う。

第3回 NPOの歴史的背景と社
会的意義

非営利な活動の歴史的背景やNPO法設
立経緯等から、NPOの文脈を辿るとと
もに、行政や企業と比較し、NPOの社
会的意義について考察する。

第4回 NPOの組織運営と他の
主体との関係

NPO組織の立ち上げや運営方法につい
て基本的な内容を理解するとともに、
他の主体（ボランティア、行政、民間企
業 (CSR)、助成財団など）との関係につ
いて把握する。

第5回 関心分野におけるNPO
活動の調査／自由研究
のテーマ検討

受講者自らの関心分野におけるNPO活
動を調べるとともに、NPOに関連する
自由研究のテーマを検討する。（必要に
応じNPO論受講生OBOGの協力を得
る）

第6回 NPOの活動事例紹介１
「公園管理における多様
な里山保全と市民の関
わり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第7回 NPOの活動事例紹介２
「アートを通じた居場所
をつくる実践」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第8回 NPOの活動事例紹介３
「学校以外で育つ子が豊
かに育つことのできる
環境づくり」（予定）

NPO活動に携わる者（ゲスト）から、
NPOの具体的な実践事例を学ぶ。

第9回 NPOに関する自由研究
進捗フォローアップ

第5回授業で検討した自由研究の進捗を
共有・フォローする。（必要に応じ
NPO論受講生OBOGの協力を得る）

第10回 実践から考えるシリー
ズ「協力関係をつくる」

コミュニティ・オーガナイジングや協
力のテクノロジー等の理論や具体例を
取り上げ、協力関係をつくる方法につ
いて考察する。

第11回 実践から考えるシリー
ズ「資金を調達する」

クラウドファンディングや会費による
基金創設、助成金申請など、NPOの多
様な財源確保策を取り上げ、各手段の
特徴や資金調達の際に配慮すべきこと
について考察する。

第12回 NPOに関する自由研究
発表会１

第5回授業で検討したテーマ作成した
テーマについて、個人又はグループ毎
に自由研究の成果発表を行う。

第13回 NPOに関する自由研究
発表会２

第5回授業で検討したテーマ作成した
テーマについて、個人又はグループ毎
に自由研究の成果発表を行う。

第14回 最終講義「これからの市
民社会とわたしたち」

授業の振り返りやまとめを行うととも
に、これからの社会を生きる私たちに
とって大切な観点とは何か、議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の振り返りの時間を大切にしてください。振り返りには、リアクション
ペーパーや講師から受講者へ共有されたフィードバック等の時間を活かして
ください。
また、授業で気になったキーワードや考え方について本やネット、新聞記事や
映画等から更なる情報をインプットしたり、学んだ内容を周囲に話す等、言葉
によるアウトプットを心がけ、自らの「観」を養っていくことを期待します。
授業で紹介したNPOの主催するイベント等へ参加したり、NPO活動にボラ
ンティア等を通じて主体的に関わることを推奨します。本授業の準備・復習
時間は1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて適宜紹介します。
【参考書】
必要に応じて適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
（１）平常点（出席・リアクション）50点、（２）中間レポート（NPO活動計
画書）10点、（３）期末試験（自由研究企画書及び発表）40点。
平常点については、授業ごとのリアクションペーパーによって評価・採点し
ます。また、優れたものについては加点を行います。
なお、成績評価の観点の例は以下のとおりです。
・NPOを論じることで社会の捉え方がどのくらい多様になったか
・受講者自らの関心分野の活動や研究テーマにどのくらい主体的に理解を深め
る関わりができたか
・クラスメイトが関心分野への理解を深めることにどのくらい協力して取り組
めたか
（注）実習や就職活動、部活動や健康上の理由などで授業への出席があまりで
きない人は、出来るだけ早く教員に知らせてください。
【学生の意見等からの気づき】
・受講者同士のリアクションの共有や講師からのフィードバックの時間をつく
ります。
・授業内容の理解の手助けとなる書籍や映像、記事等を紹介します。
・NPO活動の企画立案を具体的に検討する内容や実践からNPO活動を考察す
る内容の充実を図ります。
【学生が準備すべき機器他】
なし
（注）オンラインでの実施となった場合は、パソコン又はタブレット、スマー
トフォンとwifiが必要です。
【その他の重要事項】
授業計画の内容は、社会情勢や授業の展開によって、変更があり得ることを
申し添えます。
【Outline (in English)】
NPO/Non Profit Organization is not just organizations to cover
government services, but it provides new values and creates civil
societies proactively.
Throughout the class, we understand methods of cooperation with NPOs
and the future of our society learning historical background of its
establishment, its social roles, operational challenges and relations of
other social resources such as volunteers, public administrations, CSRs
and grant making foundations.
The goals of this course are to “To understand Social significance of Non
Profit Organization”.
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- Being yourself.
- Being tolerant of others.
- Facing society in earnest.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
hour to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 40%、Short reports : 10%、in class contribution:
50%

— 1222 —



SDGs　発行日：2024/5/1

CMF300JB（その他の複合領域 / Complex systems(Others) 300）

コミュニティアート（SSI）

吉野　裕之

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1162」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多くの事例を通して、アートは単に芸術作品のことではなく、まち＝
コミュニティを豊かに耕す日常的な実践であることを理解し、その
実践のための方法を学ぶとともに、これからのまちづくりのあり方
を考えていく。

【到達目標】
まち＝コミュニティは最も身近な社会であり、私たちの生活の現場
であることの意味を理解し、コミュニティアートとは住民がそれぞ
れの立場でまち＝コミュニティの価値を高めていく行為であるとい
う視点から、こうした実践の分析や評価、企画を行うことができる
ようになることが目標である。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業でいうアートとは、いわゆる美術だけでなく、文芸、音楽、
演劇など、さらに暮らしに根づいた生活文化をも含めたもの／こと
を指し、こうしたアートをまちづくりにおいてどのように活用する
かについて学ぶ。前半では「まちづくりとは何か」「アートとは何か」
について、後半では「まちづくりにおけるよりよいアートの活用の
しかた」について学ぶ。
方法としては、講義形式が中心にはなるが、ワークシートを活用し
た思考のトレーニングやグループでのディスカッションなども取り
入れていく。また、リアクションペーパーなどにおける優れたコメ
ントは授業内で紹介し、さらなる議論に活かしていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容全般の説明。
第2回 ＮＰＯ・市民主体の

まちづくりの意義
ＮＰＯ・市民主体のまちづくりの
意味や意義についての説明。（授業
の展開によって、若干の変更があ
り得る。以下同）

第3回 市民主体のまちづく
りの事例（１）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづく
りの事例（学生が主体となった活
動の事例）の紹介と解説。

第4回 市民主体のまちづく
りの事例（２）

ＮＰＯ・市民活動によるまちづく
りの事例（中高齢者が主体となっ
た活動の事例）の紹介と解説。

第5回 生活の現場としての
まちをめぐる考察

実体験に基づくまちをめぐる考察
とＮＰＯ・市民主体のまちづくり
の意味の考察。

第6回 アートの意味 アートの意味（意味の歴史的変遷
や芸術家のことばなど）の説明。

第7回 コミュニティアート
の要件と機能

コミュニティアートの要件と機能
の説明。

第8回 都市空間・まちなか
のアートの変遷

都市空間・まちなかのアート（パ
ブリックアートやコミュニティ
アートなど）の変遷の説明。

第9回 コミュニティアート
の事例（１）

コミュニティアートの事例（基本
的な考え方を理解するための事例）
の紹介と解説。

第10回 コミュニティアート
の事例（２）

コミュニティアートの事例（大都
市／拠点型）の紹介と解説。

第11回 コミュニティアート
の事例（３）

コミュニティアートの事例（大都
市／まちなか展開型）の紹介と解
説。

第12回 コミュニティアート
の事例（４）

コミュニティアートの事例（地方
都市／地域密着型）の紹介と解説。

第13回 コミュニティアート
の事例（５）

コミュニティアートの事例（地方
都市／地域交流型）の紹介と解説。

第14回 これからのまちづく
りとアート

これからのまちづくりとアートの
関係のあり方についての解説。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、必ず授業の復習をすること。また、授業に関連する新聞記事
や文献などに関心をもつとともに、日々の生活のさまざまなもの／
ことを、授業との関連で捉え直していくように心掛けること。さら
には、まちづくりやアートに関わるイベントなどには積極的に参加
することが望ましい。本授業の準備学習・復習時間は1回につき4時
間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。（必要に応じて適宜配布する。）

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（リアクションペーパーなど）：30点　期末レポート：70点
平常点におけるリアクションペーパーなどでは、1回～数回の授業
の内容の理解度について確認する。
期末レポートでは、コミュニティアートの意味の理解度やその分析・
評価などの習得度について確認する。

【学生の意見等からの気づき】
これまでと同様だが、応用力、思考力がついた、新しい発見があっ
たなどの感想をもつ学生が多い。自分が大きく変化できたというこ
とだろう。今年度も引き続きこうした授業を展開していきたい。

【Outline (in English)】
（Course outline）
We will understand that art is a powerful way to revitalize the
community, learn methods for practicing it, and think about
the way of community design in the future.
（Learning Objectives）
By the end of the course, students will be able to do the
followings:
－Analysis and evaluation of cases about community art
－Planning of community art
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
－Reviewing the class meeting
－Reading literature related to the class meeting
－Participating in events related to community design and art
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be calculated according to the following
process.
Short reports : 30%、Term-end report : 70%
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TRS300JB（観光学 / Tourism Studies 300）

地域ツーリズム（SSI）

野田　岳仁

配当年次／単位数：2～4年次／2単位
備考（履修条件等）：他学部SSI生向けの科目につき、現代福祉学部
SSI生およびSSI生以外は授業コード「N1165」を選択すること。
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、地域ツーリズムの論理とその仕組みを理解することを通じて、地域
社会における持続的な観光のあり方を模索することを目的としている。地域
ツーリズムとは、観光の本質にある“大衆性”を相対化し、地域課題の解決や現
場に暮らす人びとの幸せ（ウェルビーイング）の実現を目指す新しい観光実
践である。それゆえ本講義では、地域ツーリズムの典型として、”水辺空間の
観光化”、”伝統文化の観光化”、”生活空間の観光化”の３つのテーマのケース
スタディを扱う。地域ツーリズムという新しい観光実践を理解するうえで大
切なことは、現場に暮らす人びとの立場に立って、問題の本質を理解し、そ
の解決に応えようとする視点を持つことである。従来の大衆的な観光とは異
なる特徴を持つからこそ、地域ツーリズムを理解する新しい方法論を構想し
ていく必要があるからである。本講義では、現場の人びとの立場からの持続
可能な観光のあり方を探究していく。
【到達目標】
大衆的な観光との差異に注目しながら、地域ツーリズムの基本的な考え方を
理解し、地域ツーリズムを捉える視点を養うこと。そのうえで、現場の人び
とが抱える課題に対して、本講義の知見を活かして有効性のある政策論を構
想する力を身につけることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」と「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では”いくら儲かるか”、”いかに集客を伸ばせるのか”といった大衆的な
観光のイメージを相対化して、現場の人びとの立場から観光という現象を捉
え直していく。DVDなどの視覚資料を積極的に活用する。授業の展開によっ
て若干の変更がありうる。授業計画に変更がある場合は学習支援システムに
て適時提示する。リアクションペーパーや課題等のフィードバックは講義や
学習支援システムを通じて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 地域ツーリズムとは？ 地域づくりの手段としての「観光」論
第2回 地域ツーリズムをとら

える視点
人びとの「生活」を捉える方法から

第3回 大衆的な観光地は本当
に稼げるのか？

マスツーリズムの功罪

第4回 観光地化を目指さない
美しいむらづくり

競争から共創の観光まちづくり

第5回 地域ツーリズムにおけ
る成功とは？

水辺空間の観光化①

第6回 生活保全としての地域
ツーリズム

水辺空間の観光化②

第7回 地域の自治とツーリズム 前半のまとめ
第8回 なぜ地元の人びとは踊

りの観光資源化を望ま
ないのか？

伝統文化の観光化

第9回 水を愛でる自然観から
みたアクアツーリズム

生活空間の観光化①

第10回 アクアツーリズムの担
い手論

生活空間の観光化②

第11回 アクアツーリズムの論
理と価値

生活空間の観光化③

第12回 銀座のローカル・ルール
とアクアツーリズム

生活空間の観光化④

第13回 地域ツーリズムの理論
と実践

観光の大衆性を相対化する新しい観光
論の構想

第14回 講義のまとめと試験 本講義の知見と意義の確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
適宜アナウンスするが、各回の振り返りは不可欠となる。配布資料に記載さ
れた参考文献を参照すること。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準
とする。
【テキスト（教科書）】
毎回資料を配布する。
【参考書】
毎回の配布資料に参考文献を紹介する。

【成績評価の方法と基準】
講義内のコメント・リアクションペーパー（10%）、期末試験（90%）の総合
評価。到達目標が達成されているかを確認する。
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパー等を通じて学生からのコメントを適宜授業内容に反映
させていく。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを積極的に活用する。
【その他の重要事項】
担当教員は地域づくり活動の現場における実務経験を有しており、その経験
に基づいてより有効性のある政策論を議論していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to help students master
the basic concepts of community tourism studies.【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to describe major
methods and theories of community tourism studies, discuss the role
of local community policy and apply the treatment of community
tourism problems.【Learning activities outside of classroom】Before/after
each class meeting, students will be expected to spend four hours to
understand the course content.【Grading Criteria /Policy】Grading will
be decided based on reaction papers(10%) and term-end examination
（90%).
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LAW100LA（法学 / law 100）

法学（日本国憲法） 2017年度以降入学者

金子　匡良

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：集中・その他
/intensive・other courses
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、まず憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立
した歴史的背景について学び、法体系における憲法の存在意義・機
能・役割を理解する。その上で、日本国憲法の歴史と全体構造を概
観し、日本国憲法が社会において果たしている役割、あるいは果た
すべき役割について考える。この授業の目的は、単に憲法の知識を
学ぶことにあるのではなく、憲法を通じて現代社会の諸問題を分析
し、自分なりの考えを提示できる力を養うことにある。

【到達目標】
①憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立した歴史的背景に
ついて理解する。
②法体系における憲法の機能と役割、および憲法の特質を理解する。
③日本国憲法が成立した歴史的経緯および日本国憲法の構造につい
て理解する。
④現代社会で生起する諸問題について分析する力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はHoppiiを通じて配布するプリントと動画を用いて、オンデマ
ンド形式のオンライン授業で行う。受講者は予めプリントをダウン
ロードし、一読の上で動画を視聴し、自己学習を行う。質問はHoppii
の掲示板、およびメールを通じて受け付ける。質問等に対するフィー
ドバックはHoppiiまたは個別のメールを通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 憲法の意義と機能 法体系における憲法の位置づけと

立憲主義の意義について学ぶ
第2回 憲法の歴史① 近代国家と近代憲法の成立経緯に

ついて学ぶ
第3回 憲法の歴史② 近代国家から現代国家への変遷、

それに伴う現代憲法の成立につい
て学ぶ

第4回 日本国憲法の概要 日本国憲法の制定経緯と構造につ
いて学ぶ

第5回 国民主権・天皇制 国民主権の意義と象徴天皇制の意
義、および天皇の権能について学
ぶ

第6回 平和主義 平和主義の内容とその変遷につい
て学ぶ

第7回 平等権 平等権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第8回 表現の自由 表現の自由の意義とそれに関する
判例について学ぶ

第9回 参政権 参政権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第10回 社会権 社会権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第11回 権力分立 権力分立の類型と議院内閣制につ
いて学ぶ

第12回 違憲審査制 違憲審査制の意義と限界について
学ぶ

第13回 司法権の独立 司法権の独立の意義とそれを脅か
す要因について学ぶ

第14回 全体のまとめ 授業全体のまとめと期末試験を行
う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前にHoppiiからプリントをダウンロードし、それをよく読んで要
点を把握するとともに、疑問点を明らかにしておく。動画を視聴し
て自己学習を行った後に、プリントの内容が理解できたかどうか、ま
た事前に抱いた疑問点が解明できたかどうかを確認し、授業内容を
復習する。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しない。授業はHoppiiを通じて配布するプリントを
用いて行う。

【参考書】
毛利透『グラフィック憲法入門〔第2版〕』（新世社、2021年）
芦部信喜（高橋和之（補訂））『憲法〔第8版〕』（岩波書店、2023年）
安西文雄・巻美矢紀・宍戸常寿『憲法学読本〔第 3版〕』（有斐閣、
2018年）
その他の参考文献は、授業の中で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
上記「到達目標」の達成度を学期末にオンラインで実施する期末試
験の点数で判断し、成績を評価する（100％）。

【学生の意見等からの気づき】
法学の初学者が多いことを考慮して、なるべく平易な説明を心がける。

【その他の重要事項】
国会議員政策担当秘書の実務経験がある。その知識と経験を活かし
て、日本の政治運営の実態、および現実政治における法の役割につ
いても授業の中で随時触れていく。

【Outline (in English)】
In this class, students will first learn about constitutionalism,
which is the foundation of the Constitution, and the historical
background of the Constitution. The class will then overview
the history and overall structure of the Constitution of Japan,
and consider the role that the Constitution of Japan plays, or
should play, in society. The purpose of this class is not merely
to learn about the Constitution, but to develop the ability to
analyze various issues in contemporary society through the
Constitution.
Before/after each class, students will be expected to read the
printouts distributed by Hoppii. Your required study time is at
least four hours for each class.
Grading will be decided based on term-end examination
(100%).
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LAW100LA（法学 / law 100）

法学（日本国憲法） 2017年度以降入学者

金子　匡良

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：集中・その他/intensive・
other courses
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、まず憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立
した歴史的背景について学び、法体系における憲法の存在意義・機
能・役割を理解する。その上で、日本国憲法の歴史と全体構造を概
観し、日本国憲法が社会において果たしている役割、あるいは果た
すべき役割について考える。この授業の目的は、単に憲法の知識を
学ぶことにあるのではなく、憲法を通じて現代社会の諸問題を分析
し、自分なりの考えを提示できる力を養うことにある。

【到達目標】
①憲法の土台となっている立憲主義とそれが成立した歴史的背景に
ついて理解する。
②法体系における憲法の機能と役割、および憲法の特質を理解する。
③日本国憲法が成立した歴史的経緯および日本国憲法の構造につい
て理解する。
④現代社会で生起する諸問題について分析する力を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はHoppiiを通じて配布するプリントと動画を用いて、オンデマ
ンド形式のオンライン授業で行う。受講者は予めプリントをダウン
ロードし、一読の上で動画を視聴し、自己学習を行う。質問はHoppii
の掲示板、およびメールを通じて受け付ける。質問等に対するフィー
ドバックはHoppiiまたは個別のメールを通じて行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 憲法の意義と機能 法体系における憲法の位置づけと

立憲主義の意義について学ぶ
第2回 憲法の歴史① 近代国家と近代憲法の成立経緯に

ついて学ぶ
第3回 憲法の歴史② 近代国家から現代国家への変遷、

それに伴う現代憲法の成立につい
て学ぶ

第4回 日本国憲法の概要 日本国憲法の制定経緯と構造につ
いて学ぶ

第5回 国民主権・天皇制 国民主権の意義と象徴天皇制の意
義、および天皇の権能について学
ぶ

第6回 平和主義 平和主義の内容とその変遷につい
て学ぶ

第7回 平等権 平等権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第8回 表現の自由 表現の自由の意義とそれに関する
判例について学ぶ

第9回 参政権 参政権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第10回 社会権 社会権の意義とそれに関する判例
について学ぶ

第11回 権力分立 権力分立の類型と議院内閣制につ
いて学ぶ

第12回 違憲審査制 違憲審査制の意義と限界について
学ぶ

第13回 司法権の独立 司法権の独立の意義とそれを脅か
す要因について学ぶ

第14回 全体のまとめ 授業全体のまとめと期末試験を行
う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前にHoppiiからプリントをダウンロードし、それをよく読んで要
点を把握するとともに、疑問点を明らかにしておく。動画を視聴し
て自己学習を行った後に、プリントの内容が理解できたかどうか、ま
た事前に抱いた疑問点が解明できたかどうかを確認し、授業内容を
復習する。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
テキストは指定しない。授業はHoppiiを通じて配布するプリントを
用いて行う。

【参考書】
毛利透『グラフィック憲法入門〔第2版〕』（新世社、2021年）
芦部信喜（高橋和之（補訂））『憲法〔第8版〕』（岩波書店、2023年）
安西文雄・巻美矢紀・宍戸常寿『憲法学読本〔第 3版〕』（有斐閣、
2018年）
その他の参考文献は、授業の中で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
上記「到達目標」の達成度を学期末にオンラインで実施する期末試
験の点数で判断し、成績を評価する（100％）。

【学生の意見等からの気づき】
法学の初学者が多いことを考慮して、なるべく平易な説明を心がける。

【その他の重要事項】
国会議員政策担当秘書の実務経験がある。その知識と経験を活かし
て、日本の政治運営の実態、および現実政治における法の役割につ
いても授業の中で随時触れていく。

【Outline (in English)】
In this class, students will first learn about constitutionalism,
which is the foundation of the Constitution, and the historical
background of the Constitution. The class will then overview
the history and overall structure of the Constitution of Japan,
and consider the role that the Constitution of Japan plays, or
should play, in society. The purpose of this class is not merely
to learn about the Constitution, but to develop the ability to
analyze various issues in contemporary society through the
Constitution.
Before/after each class, students will be expected to read the
printouts distributed by Hoppii. Your required study time is at
least four hours for each class.
Grading will be decided based on term-end examination
(100%).
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LAW100LA（法学 / law 100）

法学（日本国憲法） 2017年度以降入学者

茂木　洋平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
下記の目標を達するため、授業期間の初期に、法全般に関わる基礎
的概念・理解に関する内容を取り上げ解説した上で、以降の期間で
日本国憲法に関する講義を行う。①立憲主義や権力分立など憲法そ
のものの土台に関わる原理、②日本国憲法の基本原則（「国民主権」
「基本的人権の尊重」「平和主義」）、③そこでの統治の仕組みの３つ
がその柱となる。受講者が初学者であることを踏まえて、法一般や
憲法に関わる今日的なトピックを多く取り上げることで、抽象的な
議論・講述に偏ることを避け、基本的理解が容易に得られるように
講義を進める。

【到達目標】
おもに初学者を対象に、法と国家および社会の関係に関する理解を
踏まえて、日本国憲法の理念や構成を理解することをテーマとする。
日本国憲法の基本原理とそれに基づく内容構成、特徴などの〝正し
い理解〟を通じて、憲法を中心とした法体系の基本構造を把握し、あ
わせて基礎的な法的知識を身に付けることで、民主的国家の市民と
して、また主権者として必要な法的・制度的知識と資質を習得する
ことが授業の目標である。それと同時に、現実の社会における様々
な法関係に対して、適切かつ妥当な対応ができるような、いわゆる
「リーガルマインド（法的思考）」の涵養も目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
前半はオンデマンド型講義を実施する。教科書は使用せず、配布資
料を基に講義を進める。後半は対面型とする。ウェブに動画資料を
アップする。質疑応答は、対面講義中は講義終了後、オンデマンド
講義中はウェブ上の掲示板を通じて行う。
受けた質問に関するポイントの解説は、次回以降の授業の中で適宜
行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本国憲法を学ぶ意義
2 憲法とは何か 憲法の概要を学ぶ
3 国家の成立 国家の存在意義と憲法の意義
4 国家の役割 国家が果たすべき役割
5 日本国憲法と立憲主

義
日本国憲法と立憲主義の関係性に
ついて学ぶ

6 グローバル化と日本
国憲法

グローバル化が日本国憲法に突き
付けた課題を学ぶ　

7 統治の基礎①　 日本国憲法と権力分立の意義につ
いて学ぶ

8 統治の基礎② 国会の役割について学ぶ
9 統治の基礎③ 内閣と裁判所について学ぶ　
10 日本国憲法の基本原

理
日本国憲法の基本的原理である国
民主権の意義について学ぶ　

11 日本国憲法と人権保
障①

人権保障の特色
基本的人権の保障の限界

12 日本国憲法と人権保
障②

私人間における人権保障

13 日本国憲法と人権保
障③

法の下の平等（総論）

14 日本国憲法と人権保
障④　

法の下の平等（各論）　
日本国憲法と家族

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
講義中に指示した資料を閲覧する（紙媒体の資料だけでなく、YouTube
等の動画の閲覧を指示する場合もある）。　
講義内容をメモにまとめ、分かり易い文章にまとめる（講義内容につ
いてレポート作成を求めるため、この作業は成績評価とも直結する）。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。

【参考書】
講義中に適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
講義前半（対面型）の課題レポート（50％）と講義後半（オンデマ
ンド型）の課題レポート（50％）によって、到達目標欄に記載した
『憲法の体系的理解』『基礎的法知識』『リーガルマインドの涵養』の
達成度を測ることで評価する。　

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Learn basic knowledge about the Constitution of Japan.
The theme is to understand the philosophy and structure
of the Constitution of Japan, mainly for beginners, based
on their understanding of the relationship between law and
the state and society. By grasping the basic structure of
the legal system centered on the Constitution and acquiring
basic legal knowledge through "correct understanding" of the
basic principles of the Constitution of Japan and the content
structure and characteristics based on it. The goal of the
lesson is to acquire the legal and institutional knowledge and
qualities necessary as a citizen of a democratic nation and as
a sovereign. At the same time, we aim to cultivate a so-called
"legal mind" that can respond appropriately and appropriately
to various legal relationships in the real world.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Browse the materials instructed during the lecture (in some
cases, you may instruct to view videos such as YouTube as well
as paper materials).
Summarize the content of the lecture in a memo and
summarize it in easy-to-understand sentences (this work is
directly linked to grade evaluation because a report is required
for the content of the lecture).
The grades will be based on an evaluation of the following
points.
"Systematic understanding of the Constitution", "Basic legal
knowledge" described in the achievement goal column by the
task report (50%) in the first half of the lecture (face-to-face
type) and the task report (50%) in the second half of the
lecture (on-demand type). Evaluate by measuring the degree
of achievement of "Legal Mind Development".
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LAW100LA（法学 / law 100）

法学（日本国憲法） 2017年度以降入学者

茂木　洋平

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
下記の目標を達するため、授業期間の初期に、法全般に関わる基礎
的概念・理解に関する内容を取り上げ解説した上で、以降の期間で
日本国憲法に関する講義を行う。①立憲主義や権力分立など憲法そ
のものの土台に関わる原理、②日本国憲法の基本原則（「国民主権」
「基本的人権の尊重」「平和主義」）、③そこでの統治の仕組みの３つ
がその柱となる。受講者が初学者であることを踏まえて、法一般や
憲法に関わる今日的なトピックを多く取り上げることで、抽象的な
議論・講述に偏ることを避け、基本的理解が容易に得られるように
講義を進める。

【到達目標】
おもに初学者を対象に、法と国家および社会の関係に関する理解を
踏まえて、日本国憲法の理念や構成を理解することをテーマとする。
日本国憲法の基本原理とそれに基づく内容構成、特徴などの〝正し
い理解〟を通じて、憲法を中心とした法体系の基本構造を把握し、あ
わせて基礎的な法的知識を身に付けることで、民主的国家の市民と
して、また主権者として必要な法的・制度的知識と資質を習得する
ことが授業の目標である。それと同時に、現実の社会における様々
な法関係に対して、適切かつ妥当な対応ができるような、いわゆる
「リーガルマインド（法的思考）」の涵養も目指す。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
前半はオンデマンド型講義を実施する。教科書は使用せず、配布資
料を基に講義を進める。後半は対面型とする。ウェブに動画資料を
アップする。質疑応答は、対面講義中は講義終了後、オンデマンド
講義中はウェブ上の掲示板を通じて行う。
受けた質問に関するポイントの解説は、次回以降の授業の中で適宜
行う

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本国憲法を学ぶ意義
2 憲法とは何か 憲法の概要を学ぶ
3 国家の成立 国家の存在意義と憲法の意義
4 国家の役割 国家が果たすべき役割
5 日本国憲法と立憲主

義
日本国憲法と立憲主義の関係性に
ついて学ぶ

6 グローバル化と日本
国憲法

グローバル化が日本国憲法に突き
付けた課題を学ぶ　

7 統治の基礎①　 日本国憲法と権力分立の意義につ
いて学ぶ

8 統治の基礎② 国会の役割について学ぶ
9 統治の基礎③ 内閣と裁判所について学ぶ　
10 日本国憲法の基本原

理
日本国憲法の基本的原理である国
民主権の意義について学ぶ　

11 日本国憲法と人権保
障①

人権保障の特色
基本的人権の保障の限界

12 日本国憲法と人権保
障②

私人間における人権保障

13 日本国憲法と人権保
障③

法の下の平等（総論）

14 日本国憲法と人権保
障④　

法の下の平等（各論）　
日本国憲法と家族

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
講義中に指示した資料を閲覧する（紙媒体の資料だけでなく、YouTube
等の動画の閲覧を指示する場合もある）。　
講義内容をメモにまとめ、分かり易い文章にまとめる（講義内容につ
いてレポート作成を求めるため、この作業は成績評価とも直結する）。

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。

【参考書】
講義中に適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
講義前半（対面型）の課題レポート（50％）と講義後半（オンデマ
ンド型）の課題レポート（50％）によって、到達目標欄に記載した
『憲法の体系的理解』『基礎的法知識』『リーガルマインドの涵養』の
達成度を測ることで評価する。　

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Learn basic knowledge about the Constitution of Japan.
The theme is to understand the philosophy and structure
of the Constitution of Japan, mainly for beginners, based
on their understanding of the relationship between law and
the state and society. By grasping the basic structure of
the legal system centered on the Constitution and acquiring
basic legal knowledge through "correct understanding" of the
basic principles of the Constitution of Japan and the content
structure and characteristics based on it. The goal of the
lesson is to acquire the legal and institutional knowledge and
qualities necessary as a citizen of a democratic nation and as
a sovereign. At the same time, we aim to cultivate a so-called
"legal mind" that can respond appropriately and appropriately
to various legal relationships in the real world.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Browse the materials instructed during the lecture (in some
cases, you may instruct to view videos such as YouTube as well
as paper materials).
Summarize the content of the lecture in a memo and
summarize it in easy-to-understand sentences (this work is
directly linked to grade evaluation because a report is required
for the content of the lecture).
Learn basic knowledge about the Constitution of Japan.
The theme is to understand the philosophy and structure
of the Constitution of Japan, mainly for beginners, based
on their understanding of the relationship between law and
the state and society. By grasping the basic structure of
the legal system centered on the Constitution and acquiring
basic legal knowledge through "correct understanding" of the
basic principles of the Constitution of Japan and the content
structure and characteristics based on it. The goal of the
lesson is to acquire the legal and institutional knowledge and
qualities necessary as a citizen of a democratic nation and as
a sovereign. At the same time, we aim to cultivate a so-called
"legal mind" that can respond appropriately and appropriately
to various legal relationships in the real world.
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each.
Browse the materials instructed during the lecture (in some
cases, you may instruct to view videos such as YouTube as well
as paper materials).
Summarize the content of the lecture in a memo and
summarize it in easy-to-understand sentences (this work is
directly linked to grade evaluation because a report is required
for the content of the lecture).
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The grades will be based on an evaluation of the following
points.
"Systematic understanding of the Constitution", "Basic legal
knowledge" described in the achievement goal column by the
task report (50%) in the first half of the lecture (face-to-face
type) and the task report (50%) in the second half of the
lecture (on-demand type). Evaluate by measuring the degree
of achievement of "Legal Mind Development".
"Systematic understanding of the Constitution", "Basic legal
knowledge" described in the achievement goal column by the
task report (50%) in the first half of the lecture (face-to-face
type) and the task report (50%) in the second half of the
lecture (on-demand type). Evaluate by measuring the degree
of achievement of "Legal Mind Development".
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ART300LA（芸術学 / Art studies 300）

美術論Ａ 2017年度以降入学者

稲垣　立男

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：水3/Wed.3
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2024年度の美術論Aでは、古代から現代までの西洋美術の基本的な
内容を俯瞰的且つ実践的に学びます。現代の美術を理解するために
重要な西洋近代美術史がテーマとなります。
特に
・美術を理解するための基礎となる美術史とその理論
・各時代のアーティストの実践（アイディアや制作論）
について段階的に幅広い視点で学んでいきます。
以下の単元で講義を進めます。（詳しくは授業計画を参照して下さい。）
・古代美術、中世美術、近世美術
・近代美術
・現代美術
また、単元毎に実施するワークショップを通じて実践的に美術を学
びます。

【到達目標】
西洋美術の思想や基本的な考え方についていくつかのキーワードを
取り上げ、具体的な作品や作品にまつわる言説を踏まえながら、そ
の背景となる見方や考え方について考察します。ワークショップで
は、各単元で学んだ内容を基として作品制作や展覧会企画、美術批
評などの実践的なチャレンジに取り組みます。美術の理論と実践の
密接な結びつきを理解し、創造的なアプローチを身につけることを
目指します。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
基本的に対面授業を予定していますが、新型コロナウィルスの感染
状況によりオンラインで行う場合もあります。対面授業とオンライ
ン授業について、学ぶ内容については同一です。まずはシラバスで
授業の内容を確認してください。
資料
授業前にGoogle sitesで資料を配布します。授業中の閲覧の他、予
習復習に活用して下さい。
課題
受講後Google Formsで課題とレポートを提出してもらいます。提
出期間は授業終了後数日程度です。
質問・相談
一般的な質問や相談についてはGoogle Classroomのチャット機能
を使ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4/10 オリエンテーション 授業の概要

美術史の学び方
4/17 古代美術

原始美術/先史美術、
メソポタミア美術、
エジプト美術、エー
ゲ美術、ギリシャ美
術、ローマ美術

文字の生まれる以前=先史時代の
美術や、西洋美術史の出発点とな
るメソポタミアやエジブトなどの
最古の文明から生まれた美術など
古代美術について学びます。

4/24 中世美術
初期キリスト美術、
ビザンティン美術、
初期中世美術、ロマ
ネスク美術、ゴシッ
ク美術

ルネサンス以前の、多くの民族や
地域とキリスト教美術が結びつい
た中世美術について学びます。

5/8 近世美術
ルネサンス美術、バ
ロック美術、ロココ
美術

ギリシア美術やローマ美術を見直
し人間の尊厳が再認識されたルネ
サンス美術、ポルトガル語で「歪
んだ真珠」を意味するバロック美
術、フランスで発展した装飾性の
強いロココ美術について学びます。

5/15 ワークショップ1 単元の復習・古代美術、中世美
術、近世美術
ワークショップ・伝える方法・絵
から文字へ

5/22 近代美術1
新古典主義、ロマン
主義、写実主義

古典（ルネサンス）への回帰とし
ての新古典主義、自由な感性や多
様な美の表現を尊重したロマン主
義、ありのままの日常を客観的に
描こうとする写実主義について学
びます。

5/29 近代美術2
印象派、新印象派、
ポスト印象派

写実主義の考えを引き継ぎ、現実
をそのままに鮮やかで明るい色彩
の印象派、印象派の色彩理論をさ
らに化学的に追求した新印象派、
印象派を批判的に受け継ぎ、乗り
越えようとするポスト印象派につ
いて学びます。

6/5 ワークショップ2　 単元の復習・近代美術1、近代美術
2
ワークショップ・デッサンの手法

6/12 近代美術3
野獣派、キュビズム、
表現主義、ナビ派、
世紀末芸術、象徴主
義、素朴派、アール・
ヌーヴォー

印象派以降のフォービズム、表現
主義、キュビズムを中心に、第一
次世界大戦前の芸術運動の流れに
ついて学びます。画家たちはより
自由な表現を求めて様々な実験を
始めます。ポスト印象派と呼ばれ
た画家のゴーギャン、ゴッホ、セ
ザンヌは、印象派以降の20世紀の
前衛芸術運動に大きな影響を与え
ました。

6/19 近代美術4
未来派、ダダイズム、
シュルレアリスム、
デ・スティル、バウ
ハウス、ロシア構成
主義

ロシア革命前後のロシア構成主義
とシュプレマティズムについて、
また第一次世界大戦前後のアバン
ギャルド芸術運動（前衛芸術）で
ある未来派、ダダイズム、シュル
レアリズムについて学びます。こ
の時代には現代アートの基となる
コンセプチュアルな発想や、パ
フォーマンスやインスタレーショ
ンの原型となるようなアイディア
が登場します。

6/26 ワークショップ3 単元の復習・近代美術3、近代
美術4
ワークショップ・シュルレアリス
ムの実験

7/3 現代美術1
レトリスム、抽象表
現主義、アンフォル
メル、ネオダダ、
ポップアート

第二次世界大戦で大きなダメージ
を受けたヨーロッパに代わり、経
済力を背景にアメリカが現代芸術
の中心地となりました。抽象表現
主義、ネオダダ、ポップアート、
ミニマル、コンセプチュアルアー
トなど、アメリカを中心として登
場した芸術運動に加え、アンフォ
ルメル、ヌーボー・レアリズム、
アルテポーベラなどヨーロッパの
動向についても学びます。
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7/10 現代美術2
ミニマルアート、コ
ンセプチュアルアー
ト、新表現主義、
YBA、リレーショナ
ル・アート、ソー
シャリー・エンゲー
ジド・アート　

1960年代になるとアフリカ系アメ
リカ人公民権運動、ベトナム反戦
運動、女性解放運動、LSDを使っ
た平和を訴えるフラワーパワー
ジェネレーションなどの市民運動
が盛んになります。この時代には
絵画や彫刻ではない表現が多く登
場します。概念的なアートや、ハ
プニング、パフォーマンスアート、
社会関与などの動向が多く登場し
ます。1980年代に、アメリカのコ
マーシャル・ギャラリーから生ま
れたムーブメントである新表現主
義について学びます。また、ミレ
ニアム前夜にイギリスとヨーロッ
パで発生した二つのムーブメント
（Young British Artist／リレー
ショナルアート）についての理解
を深めます。21世紀に入り、ソー
シャリー・エンゲージド・アート
やソーシャル・プラクティスとい
う社会に関与する芸術運動が盛ん
になっています。

7/17 ワークショップ4 単元の復習・現代美術1、現代
美術2
ワークショップ「テキストとアー
ト」

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google siteで配信する授業コンテンツには、学習を深めるための
ウェブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるも
のについては閲覧することをおすすめします。また、大学の近くに
は美術館やギャラリーが多くあります。新型コロナウィルスの感染
状況にもよりますが、可能であれば企画展、常設展などの展覧会な
どを多く鑑賞してください。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Google siteを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参考
書を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読す
ることを勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料につ
いてはその都度紹介します。

【参考書】
参考書
山本浩貴『現代美術史-欧米、日本、トランスナショナル』中央公論
新社、2019年
『改訂版西洋・日本美術史の基本美術検定1・2・3級公式テキスト』
美術出版社、2014年
『続西洋・日本美術史の基本』美術出版社、201
『新・アートの裏側を知るキーワード』美術出版社、2014年

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポート
の合計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点
比率は以下の通りです。
1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
ワークショップではスケッチによるプランや写真作品など簡単な実
践に取り組みますが、受講される皆さんは例年課題について積極的
に取り組まれているようです。楽しく解りやすい授業を心がけたい
と思います。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履
修に関する情報については学習支援システムを併用しますので、よ
く確認しておいてください。

【その他の重要事項】
初回授業はオンラインで実施します。
実務経験のある教員による授業

稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによ
る作品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、
これらの現場での経験を毎回の講義に反映させています。

【Outline (in English)】
Course outline
In this course, we will learn the basic contents of modern
contemporary art from a bird’s eye viewpoint and practical
perspective.
* Art history and art theory which is the basis for
understanding art
* Work production including more practical content ·
Planning of art exhibitions · Art criticism.
We will learn about these in a step-by-step manner.
Learning Objectives
Some keywords are taken up about the thoughts and basic
ideas about art, and the background viewpoints and ideas are
considered while considering concrete examples such as works
and discourses related to the works. At the workshop, you will
challenge applied practices such as work production, exhibition
planning, and art criticism based on what you learned in each
unit.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing
the ones that interest you. There are also many museums
and galleries near the university. If possible, depending on
the infection status of the new coronavirus, please watch
exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on the total of class activities,
assignments and reports. We emphasize the experimentality
and positiveness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have
achieved 60% or more of the achievement target of this class
will be accepted.
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ART300LA（芸術学 / Art studies 300）

美術論Ｂ 2017年度以降入学者

稲垣　立男

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：水3/Wed.3
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2024年度の美術論Bでは日本の美術史および近現代美術の基本的な
内容について俯瞰的、実践的に学びます。
・美術を理解するための基礎となる美術史や美術理論
・より実践的な内容を含む作品制作・美術展の企画・美術批評
これらについて段階的に幅広く学んでいきます。
以下の単元で講義を進めます。（詳しくは授業計画を参照して下さい。）
・原始・古代美術
・中世美術、近世美術
・近代美術
・現代美術
さらに、各単元ごとにワークショップを実施し、実践的な美術活動
を通じて学びを深めていきます。

【到達目標】
日本美術の思想や基本的な考え方についていくつかのキーワードを
取り上げ、作品などの具体的な事例や作品にまつわる言説を踏まえ
ながら、その背景となる見方や考え方について考察します。
ワークショップでは、各単元で学んだ内容を基として作品制作や展
覧会企画、美術批評などの応用的な実践にチャレンジします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
基本的に対面授業を予定していますが、状況によりオンラインで行
う場合もあります。
対面授業とオンライン授業について、学ぶ内容については同一です。
まずはシラバスで授業の内容を確認してください。
資料
授業前にGoogle sitesで資料を配布します。授業中の閲覧の他、予
習復習に活用して下さい。
課題
受講後、Google Formsで課題と簡単なレポートを提出してもらい
ます。提出期間は授業終了後数日程度です。
質問・相談
一般的な質問や相談についてはGoogle Classroomのチャット機能
を使ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
9/20 オリエンテーション 授業の概要

美術史の学び方

9/27 原始美術
縄文・弥生・古墳時
代

先史時代の縄文・弥生・古墳時代
の文化・美術について学びます。
縄文時代は約1万年前から約3千年
前までの時代であり、人々は主に
狩猟採集生活を営み、豊かな自然
環境と共存しながら、土器や土偶
などの芸術作品を生み出しました。
紀元前3世紀から紀元3世紀ごろま
での弥生時代には、農耕や稲作が
発展し、集落が形成されました。
弥生時代の終わりから紀元7世紀
頃までの古墳時代には、各地に巨
大な古墳が築かれ、そこからは豪
華な副葬品や装飾品が発見されて
います。

10/4 古代美術
飛鳥・白鳳時代、奈
良・平安時代

仏教が伝来し飛躍的な発展を遂げ
た飛鳥・白鳳時代、律令制度が確
立した奈良時代、日本独自の文化
を形成した平安時代について学び
ます。6世紀後半から7世紀前半に
かけての飛鳥・白鳳時代には、仏
教が伝来して社会や文化に大きな
影響を与えました。8世紀から9世
紀にかけての奈良時代には、律令
制度が確立し国家の行政や法制度
が整備されました。9世紀後半か
ら12世紀半ばまでの平安時代に
は、貴族文化が隆盛し、平安時代
の文学や芸術が栄えました。

10/11 ワークショップ（1）
単元の復習・原始美
術、古代美術

プレゼンテーションとディスカッ
ション

10/18 中世美術
鎌倉・室町時代

貴族にとって代わって武士の時代
が始まりました。禅宗や新興宗教
が文化や芸術に影響を及ぼした鎌
倉時代、禅宗美術にはじまり水墨
画が発達した室町時代の美術につ
いて学びます。12世紀末から14
世紀半ばまでの鎌倉時代は、武士
の政権が台頭しました。禅宗や浄
土宗などの新興宗教が台頭しまし
た。室町時代は、14世紀後半から
16世紀前半までの時代であり、禅
宗美術が更なる発展を遂げ、水墨
画が盛んになりました。

10/25 近世美術
桃山・江戸時代

支配階級から次第に民衆、町人の
エネルギーが結実していった桃
山・江戸時代の美術について学び
ます。16世紀後半から17世紀初
頭にかけての桃山時代は、戦国時
代の混乱から徳川家康による統一
を経た時代です。この時代には茶
道、茶室建築が隆盛し、また絵画
や彫刻、陶芸など、豊かな文化が
花開きました。17世紀初頭から19
世紀末までの江戸時代には、風俗
や歌舞伎、日常生活の情景を描い
た浮世絵が大衆の間で広く愛され
ました。また、琳派や俳句、狂言
など様々な文化が栄えました。

11/8 ワークショップ（2）
単元の復習・中世美
術、近世美術

プレゼンテーションとディスカッ
ション
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11/15 近代美術のはじまり
明治時代・西洋画と
日本画、大正デモク
ラシー、戦争画

明治維新後の西欧化、近代化制作
により西洋画が盛んとなった明治
時代、その一方で新日本画運動も
起こり大きく揺れ動きました。大
正時代に入ると印象派以降のアバ
ンギャルドなどの新傾向が紹介さ
れました。第二次世界大戦の最中
にはプロパガンダのための戦争画
が描かれます。

11/22 戦後美術
アンデパンダン、ネ
オダダ、ハイレッド
センター、実験工房

第二次世界大戦後の1950年代には
実験工房、具体美術協会が結成さ
れ、従来の美術の枠を超えた実験
的なアプローチや表現が試みられ
ました。続いて1960年代にはアン
デパンダン、ネオダダ、ハイレッ
ドセンターなど新しい芸術運動が
始まります。これらの芸術運動は、
戦後の日本の芸術に新たな風を吹
き込み、アーティストの多様な表
現を促進しました。

11/29 ワークショップ（3）
単元の復習・近代美
術のはじまり、戦後
美術

プレゼンテーションとディスカッ
ション

12/6 1960-1970年代
もの派ともの派以降、
新しい表現

1960年代から1970年代の美術に
大きな影響力を持ったもの派とも
の派以降の美術やアーティストに
ついて学びます。1980年代には若
いアーティストたちは、これらの
前衛的な動きを引き継ぎながら、
新たな表現手法に挑戦しました。
特にビデオアート、インスタレー
ション・パフォーマンスなどが注
目されました。

12/13 1990-2020年代
1990年代、ミレニア
ム以降、ゼロ年代、
2010年以降

1990年代からミレニアム、ゼロ年
代から現在に至るまでの日本の美
術について学びます。

12/20 ワークショップ（4）
単元の復習・
1960-1980年代、
1990-2020年代

プレゼンテーションとディスカッ
ション

1/10 ディスカッション 授業全体を振り返り、日本美術に
関するディスカッションを行いま
す。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Google sitesで配信する授業コンテンツには、学習を深めるための
ウェブサイトのリンクが多く紹介されていますので、興味のあるも
のについては閲覧することをおすすめします。また、大学の近くに
は美術館やギャラリーが多くあります。新型コロナウィルスの感染
状況にもよりますが、可能であれば企画展、常設展などの展覧会な
どを多く鑑賞してください。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Google sitesを通じて授業に必要な資料を配布します。いくつか参
考書を紹介しますので、それらのうち少なくとも一冊を選んで購読
することを勧めます。また各分野の研究に関して必要となる資料に
ついてはその都度紹介します。

【参考書】
山本浩貴『現代美術史-欧米、日本、トランスナショナル』中央公論
新社、2019年
『改訂版西洋・日本美術史の基本美術検定1・2・3級公式テキスト』
美術出版社、2014年
『続西洋・日本美術史の基本』美術出版社、2016年
『新・アートの裏側を知るキーワード』美術出版社、2022年

【成績評価の方法と基準】
成績評価については、平常点（授業への取り組み）、課題とレポート
の合計で行います。取り組みの実験性、積極性を重視します。採点
比率は以下の通りです。

1.　平常点（50%）
2.　課題とレポート（50%）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達成
した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
ワークショップではスケッチによるプランや写真作品など簡単な実
践に取り組みますが、受講される皆さんは例年課題について積極的
に取り組まれているようです。楽しく解りやすい授業を心がけたい
と思います。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のためにGoogle classroomを使いますが、履
修に関する情報については学習支援システムを併用しますので、よ
く確認しておいてください。

【その他の重要事項】
初回授業はオンラインで実施します。
実務経験のある教員による授業
稲垣立男はコンテンポラリーアーティスト。フィールドワークによ
る作品制作と美術教育に関する実践と研究を国内外で実施しており、
これらの現場での経験を毎回の講義に反映させています。

【Outline (in English)】
Course outline
We will learn the essential contents of Japanese art history and
modern art in a bird’s-eye view and practical way.
1. Art history and art theory which is the basis for
understanding art
2. Work production including more practical content ·
Planning of art exhibitions · Art criticism
I will learn a wide range of them step by step.
Learning Objectives
We will take up some keywords about Japanese art’s ideas
and basic ideas and consider the viewpoints and ideas behind
them, based on specific examples such as works and discourses
related to the works. At the workshop, we will challenge
applied practices such as work production, exhibition planning,
and art criticism based on what we learned in each unit.
Learning activities outside of the classroom
The content delivered on the Google site contains many website
links to deepen your learning, so we recommend browsing
the ones that interest you. There are also many museums
and galleries near the university. If possible, depending on
the infection status of the new coronavirus, please watch
exhibitions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on the total of class activities,
assignments and reports. We emphasize the experimentality
and positiveness of our efforts. The scoring ratio is as follows.
1. Initiatives for classes (50%)
2. Issues and reports (50%)
See rubrics for specific assessment guidelines.
Based on this grade evaluation method, those who have
achieved 60% or more of the achievement target of this class
will be accepted.
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ART300LA（芸術学 / Art studies 300）

芸術と人間Ａ 2017年度以降入学者

岡村　民夫

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
単位数：2単位
定員制（50）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人間の知覚・行動・想念・記憶などは、空間のありようとどのよう
に関係しているのか。映画とは、こうした根本的な問題を長年もっ
とも具体的に検討してきた表現領域です。主に古典的映画の空間の
諸要素を通し、映画的表現の醍醐味を学びます。

【到達目標】
空間という角度から映画を捉えなおすことで、鑑賞力を深めること
ができます。表現技法や映画史の基本知識も身につきます。自分で
観る映画のジャンル・年代・地域を拡げることができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
毎回、映画（サイレント映画から2000年代の映画にわたる）の部分
的上映と講義を交差させます。鑑賞力を鍛えるために、毎回、hoppii
を通して感想を書いてもらいます。フィードバックはhoppiiおよび
講義を通じて行います。
初回に選抜テスト（上映するシーンの分析）を行うので、これに出
席する必要があります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス -授業の概要の説明と選抜試験
2 地を歩く -ジョン・フォード

-宮崎駿
3 地を走る -チャールズ・チャップリン

-バスター・キートン
4 地で踊る -フレッド・アステア

-ジーン・ケリー
5 階段を昇降する -S・エイゼンシュテイン

-アルフレッド・ヒッチコック
6 斜面を昇降する -ニコラス・レイ

-細田守
7 列車に乗る -リュミエール兄弟

-アルフレッド・ヒッチコック
8 列車に乗る2 -黒沢明

-ホウ・シャオシェン
9 自動車に乗る -アルフレッド・ヒッチコック

-濱口竜介
10 ドアを開け閉めする -エルンスト・ルビッチ

-ジャン＝リュック・ゴダール
11 壁の向うを聴く -フリッツ・ラング

-ロベール・ブレッソン
12 窓を見る -成瀬巳喜男

-宮崎駿
13 鏡を見る -オーソン・ウェルズ

-吉田喜重
14 まとめ 講義のまとめや補足

課題レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布したプリントの再読や、映画館やDVDでの作品鑑賞等。本授業
の復習時間は１時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
随時プリントを配布します。

【参考書】
『映画史を学ぶクリティカル・ワーズ』フィルム・アート社
蓮實重彦『映画の神話学』ちくま学芸文庫

【成績評価の方法と基準】
平常点50％＋レポート50％（ただしレポートを提出しなければ E
評価）。
平常点は、出席だけでなく、毎回のコメント内容をカウントします。

【学生の意見等からの気づき】
レポートを早めに返却します。

【学生が準備すべき機器他】
とくになし。

【その他の重要事項】
初回に出席すること。５０名以上受講希望者がいる場合、初回に選
抜試験を実践し、受講資格を得た学生が受講でます。
毎回上映される映画を注意深く観る必要がある実技授業なので、各
期5回以上の無断欠席はD評価とします。

【Outline (in English)】
【Course outline】In this class. we study the space structure of
classical films.
【Learning Objectives】At the end of the course, students are
expected to be able to analyse the sale of a film.
【Learning activities outside of classroom】After each class
meeting, students will be expected to spend one hours to
understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】Term-end report: 50%, in class
contribution: 50%
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ART300LA（芸術学 / Art studies 300）

芸術と人間Ｂ 2017年度以降入学者

岡村　民夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
単位数：2単位
定員制（50）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人間の知覚・行動・想念・記憶などは、空間のありようとどのよう
に関係しているのか。映画とは、こうした根本的な問題を長年もっ
とも具体的に検討してきた表現領域です。本講義は「芸術と人間A」
の発展形にあたり、より大きなスケールで映画表現を学びます。主
に古典的作品を通し、都市や自然の表現が問題となります。

【到達目標】
空間という角度から映画を捉えなおすことで、鑑賞力を深めること
ができます。表現技法や映画史の基本知識も身につきます、自分の
観る映画のジャンル・年代・地域を拡げことができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
毎回、映画（サイレント映画から2000年代の映画にわたる）の部分的
上映と講義を交差させます。鑑賞力を鍛えるために、毎回、hoppiiを
通して感想を書いてもらいます毎回提出してもらう。フィードバッ
クはhoppiiおよび講義を通じて行います。
初回に、「芸術と人間A」を受講していない学生に対してのみ選抜テ
スト（上映するシーンの分析）を行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンスと選抜 -授業の概要の説明

-「芸術と人間A」を受講していな
い学生に対する選抜試験

2 高層都市 -キング・ヴィダー
-フリッツ・ラング

3 迷宮都市 -ジャック・タチ
-ホセ・ルイス・ゲリン

4 記憶都市 -アルフレッド・ヒッチコック
-ヴィム・ヴェンダース

5 日本家屋 -成瀬巳喜男
-小津安二郎

6 廃墟 -ロベルト・ロッセリーニ
-黒沢清

7 水と船 -F・W・ムルナウ
-溝口健二

8 川 -ジャン・ヴィゴ
-ジャン・ルノワール

9 雨 -山中貞雄
-宮崎駿

10 水の宇宙 -アンドレイ・タルコフスキー
11 風 -ジャン・エプスタン

-グル・ダッド
12 動物 -ロバート・フラハティ

-濱口竜介
13 外国人監督による東

京
-ヴィム・ヴェンダース
-ジャン=ピエール・リモザン

14 まとめ 講義のまとめ
課題レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布したプリントの再読や、宿題、映画館やDVDでの映画観賞等。
本授業の復習時間は1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
随時プリントを配布します。

【参考書】
『映画史を学ぶクリティカル・ワーズ』フィルム・アート社
蓮實重彦『映画の神話学』ちくま学芸文庫
その他、随時提示します。

【成績評価の方法と基準】
平常点50％＋レポート50％（ただしレポートを提出しなければ E
評価）。

【学生の意見等からの気づき】
レポートを早めに返却します。

【学生が準備すべき機器他】
とくになし。

【その他の重要事項】
「芸術と人間A」（春学期）未受講者は選抜試験をするので必ず初回
に出席すること。
毎回上映される映画を注意深く観る必要がある実技授業なので、各
期5回以上の無断欠席はD評価とします。

【Outline (in English)】
【Course outline】In this class. we study the space structure of
classical films.
【Learning Objectives】At the end of the course, students are
expected to be able to analyse the sale of a film.
【Learning activities outside of classroom】After each class
meeting, students will be expected to spend one hour to
understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】Term-end report: 50%, in class
contribution: 50%
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

仏教思想論Ａ 2017年度以降入学者

計良　隆世

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
インド初期仏教思想・仏教史
釈迦（仏陀）自身の思想とその特徴。初期仏教の基本思想と西洋思
想との比較。
この授業では、ある特定の信仰に基づいた、いわゆる「宗学」を扱わ
ず、西洋の文献学的方法に基づいた、客観的な思想史研究をまず第
一に扱います。そして、その思想史研究によって明らかにされてき
た仏教の基本思想について、その特徴・価値を理解するために、比
較思想的考察（西洋哲学思想との比較）を試みます。
（初期仏教の学習だけでは仏教思想の本質の理解として不十分です。
秋学期の「仏教思想論B」も必ず履修してください。）

【到達目標】
・釈迦（仏陀）自身の思想・哲学は本来どのようなものであったの
か、仏陀が説いたとされることばから考え、理解する。
・釈迦の思想は、哲学思想史上、どのような思想・哲学と見なされう
るのか、その思想・哲学としての特徴を、比較思想的考察（西洋哲
学思想との比較）を通して考え、理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式です。毎回、レジュメと資料を読み、解説する
形で授業を進めていきます。
学期中、単元終了ごとに、授業内容確認小テストを行います (4～5
回実施予定)。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行
う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 仏教成立の経緯（１）この授業について

仏教研究について
ウパニシャッドの哲学

第2回 仏教成立の経緯（２）ヴェーダ文明
ブラフマニズム
自由思想家の登場

第3回 仏教の成立 仏陀の生涯
第4回 仏教の教育指導法

（説法法）
対機説法
仏教思想の多様性・段階性

第5回 仏教の基本思想（１）五蘊・十二処・十八界
三つの真理（三法印）
「諸行無常」
比較思想的考察

第6回 仏教の基本思想（２）「一切皆苦」
４つの真理（四諦説）
十二支縁起
八支聖道・中道
『はじめての説法』

第7回 仏教の基本思想（３）仏陀のさとり得た真理とその特徴
『梵天勧請』
『縁』経，他
比較思想的考察

第8回 仏教の基本思想（４）「諸法無我」
人無我と法無我
ミリンダ王経

第9回 仏教教団と教団運営 律蔵文献
戒・波羅提木叉

第10回 初期仏典講読（１） 『ダンマパダ』
第11回 初期仏典講読（２） 『スッタニパータ』

「慈しみ」他
第12回 初期仏典講読（３） 『スッタニパータ』

「田を耕すバーラドヴァージャ」他
第13回 初期仏典講読（４） 『スッタニパータ』

真理についての争い
第14回 授業内試験・まとめ 筆記試験

まとめ・解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習と復習時間は、各２時間を標準とします。
授業前学習：レジュメ・資料・参考書該当箇所の精読
授業後学習：授業内容の確認、参考書の熟読、小テストへの回答

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。レジュメ・資料はプリントで配布します。

【参考書】
佐々木閑著『ゴータマは、いかにしてブッダとなったのか』、NHK
出版新書、２０１３年
その他の参考書は、授業毎に指示する。

【成績評価の方法と基準】
学期末の授業内筆記試験の成績 (60%)と授業内容確認小テストの成
績 (30%)と平常点 (10%)により評価します。
学期末試験においては、「到達目標」で掲げた事柄の理解度を試す問
題を出す予定。
試験の評価基準は、仏教の専門用語の意味を正しく理解し説明でき
ているか、問題とする仏教思想・学説を正しく理解し詳しく丁寧に
説明できているか、その思想・学説の仏教史・宗教史・哲学史上の
意義・価値を正当な根拠でもって評価できているか(恣意的で偏った
見方で評価していないか) 、仏教思想の展開史を正しく把握してい
るか、などによります。

【学生の意見等からの気づき】
仏陀自身の思想・本来の仏教思想を学ぶのは、多くの学生にとって、
初めてのことと思います。先入見を持たずに、原典（和訳）資料を
読み、仏陀・仏教の思想を正しく真直ぐに捉え、深く理解すること
に努めてください。解説は丁寧に行います。

【学生が準備すべき機器他】
パソコン（学習支援システムを利用するため）

【その他の重要事項】
春学期の「仏教思想論A」だけでは、仏教思想の本質の理解、特に
仏教の人生観・世界観の理解が不十分となります。秋学期の「仏教
思想論B」も必ず履修してください。

【Outline (in English)】
This is a course to learn early Indian Buddhist philosophy.
The aim of this course is to give students both an elucidation of
Gotama Buddha’s own philosophy by means of historical study
and an understanding of its philosophical meaning by means
of the comparative study between his philosophy and Western
philosophy.
By the end of the course, students should be able to understand
the followings:
1. The Buddha’s philosophy consisting in dependent arising,
impermanence, sufferings and selflessness.
2. His own idea on nirvana.
3. His ideas exposed in the Sutta Nipata and Dhammapada.
4. Buddhist morality explained in the vinaya.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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Your overall grade in the class will be decided based on the
following: Term-end examination (60%), Short reports (30%)
and Contribution in class (10%).
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

仏教思想論Ｂ 2017年度以降入学者

計良　隆世

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
インド初期・部派仏教から大乗仏教への展開：世界観・人生観の変遷
インド仏教は、初期仏教以後、どのように思想的に展開し、どのよ
うにして大乗仏教が起こってきたのか、またその思想展開に応じて
どのように世界観・人生観が変化したのか、これらを学びながら、
インド大乗仏教が理想とした生き方・人生観とはどのようなもので
あったのかを考え、理解することを目指します。
（本授業は、初期仏教思想の理解・知識を前提としています。春学期
の「仏教思想論A」からの履修を強く勧めます。）

【到達目標】
・インド仏教思想の歴史的展開を把握し、初期仏教・部派仏教・大乗
仏教それぞれの思想的な特徴と違いを理解する。
・仏教思想はどうして多様化したのか、その理由を理解する。
・初期・部派仏教から大乗仏教にかけて、世界観・人生観が基本的に
どのように変化したのかを理解する。
・大乗仏教徒の人生観、特に仏教論理学派や後期中観派が説く人生
観のもつ思想的・思想史的意義について考え理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
この授業は講義形式です。毎回、レジュメと資料を読み、解説する
形で授業を進めていきます。
単元終了ごとに、授業内容確認小テストを行います (３～４回実施
予定)。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行
う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 序論 この授業について

なぜ仏教思想は多様化したのか？
諸部派成立から大乗仏教へ

第2回 部派仏教（説一切有
部）の思想（１）

有部・経量部・『倶舎論』
ダルマの体系（１）：
五位七十五法

第3回 部派仏教（説一切有
部）の思想（２）

ダルマの体系（２）：
有為ダルマの二性質

第4回 部派仏教（説一切有
部）の思想（３）

物質論
原子（極微）論

第5回 部派仏教（説一切有
部）の思想（４）

仏教がとらえる内的世界（心・心
作用）
心作用の区分け（６心所）

第6回 仏教の世界観 『倶舎論』が説く世界観
大乗仏教の世界観

第7回 大乗仏教（１） 大乗仏教の教理的特徴
第8回 大乗仏教（２） 大乗諸経典

『般若経』の空思想
第9回 大乗仏教（３） ナーガールジュナの哲学

二真理説
空・仮・中

第10回 大乗仏教（４） 縁起の思想（１）
外縁起・内縁起
『入楞伽経』
『稲芉経』

第11回 大乗仏教（５） 縁起の思想（２）
縁起二種観察法
『稲芉経』・『稲芉経註』

第12回 大乗仏教（６） 大乗仏教・後期中観思想の人生観1
到達目標・理想的境地・中道

第13回 大乗仏教（７） 大乗仏教・後期中観思想の人生観2
仏陀・経典の権威について

第14回 まとめ・授業内試験 筆記試験
まとめ・解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
授業前学習：レジュメ・資料・参考書該当箇所の精読
授業後学習：授業内容の確認、参考書の熟読、小テストへの回答

【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。レジュメ・資料はプリントで配布します。

【参考書】
佐々木閑著『仏教は宇宙をどう見たか　アビダルマ仏教の科学的世
界観』、Dojin選書、２０１３年
桜部健・上山春平著『仏教の思想２　存在の分析＜アビダルマ＞』、
角川ソフィア文庫、１９９６年
その他の参考書は、授業毎に指示する。

【成績評価の方法と基準】
学期末の授業内筆記試験の成績（６０％）と授業内容確認小テスト
の成績（３０％）と平常点（１０％）により評価します。
学期末試験においては、「到達目標」で掲げた事柄の理解度を試す問
題を出す予定。
試験の評価基準は、仏教の専門用語の意味を正しく理解し説明でき
ているか、問題とする仏教思想・学説を正しく理解し詳しく丁寧に
説明できているか、その思想・学説の仏教史・宗教史・哲学史上の
意義・価値を正当な根拠でもって評価できているか（恣意的で偏っ
た見方で評価していないか）、仏教思想の展開史を正しく把握してい
るか、などによります。

【学生の意見等からの気づき】
「興味深い授業内容だった」という感想をもらいました。インド本来
の大乗仏教思想、特に東アジアには殆ど伝わっていない後期中観思
想を初めて学び、その思想（人生観等）に新鮮な驚きを感じる学生
が多いようです。初期仏教より思想内容が高度になりますが、わか
りやすい丁寧な解説につとめたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
パソコン（学習支援システムを利用するため）

【その他の重要事項】
春学期の「仏教思想論A」から履修することを強く推奨します。
また、第１回授業は仏教思想展開史上とても重要な事柄を扱います
ので、履修を考えている方は、第１回授業から参加にするようにし
てください。

【Outline (in English)】
This is a course to learn Indian Hinayana (Shrâvakayâna)
Buddhism and Mahayana (Bodhisattvayâna) Buddhism.
The aim of this course is to give students a historical
elucidation of the reason of the philosophical diversification
in Indian Buddhism and an understanding of the historical
and philosophical development of Indian Buddhists’ world view
(cosmology) and view of life.
By the end of the course, students should be able to understand
the followings:
1. Sarvâstivâdin’s interpretation of impermanence, i.e.,
momentaliness of conditioned dharmas.
2. Madhyamaka philosophy consisting in dependent arising,
emptiness, middle way and nonabiding nirvana.
3. Dharmakîrti’s and later Mâdhyamika position on scriptural
authority.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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Your overall grade in the class will be decided based on the
following: Term-end examination (60%), Short reports (30%)
and Contribution in class (10%).
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

高屋敷　直広

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
単位数：2単位
定員制（15）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業は、2018年度から始まった「教養ゼミ」の科目の一つです。
また本授業は、半期科目ではあるものの、秋学期同一科目の「教養
ゼミII」と関連した科目であり、内容的には通年で一つのテーマを
扱います。本授業では、テーマに即したテキストの精読を通じて哲
学者・思想家の思考を学び、そこから自らの哲学的思考を育んでい
きます。
　春・秋学期に共通する本授業の目的は、現代思想の重要課題であ
る「身体」について考察することによって、人間存在＝生きている人
間のあり方への理解を深めることです。主に春学期は、主観と客観
にまたがる身体の独特のあり方にアプローチします。その際に、日
本の著名な思想家である市川浩氏の『精神としての身体』（1975年）
を主要な手引きとしながら、心身合一における人間存在を皆さんと
一緒に考えていきます。

【到達目標】
（1）本授業で扱う哲学者・思想家の身体論を理解し、説明すること
ができる。
（2）現代社会の諸課題を踏まえて、身体を考察する重要性を説明す
ることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　本授業は、演習（ゼミ）形式を基本としつつ、講義による解説や
補足的な説明も行います。演習では、各回担当者を決め、テキスト
の担当箇所の読解とコメントをレジュメにして発表し、それに基づ
いて参加者が議論するようにします。また適宜、授業内アンケート
を実施します。
　フィードバックは、基本的に翌週以降の授業時に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
オリエ
ンテー
ション

はじめに ・授業の概要説明
・選抜試験（受講希望者が30名以
上の場合）
・「身体」を考察する上での諸注意
について

身体論
への導
入

忘却されてきた身体 ・西洋思想史における身体の伝統
的な扱われ方
・「精神」に対置される「身体」

身体論
の要衝

現代思想における身
体と人間存在

・ニーチェ以降の主要な身体論
・現象学における「身体」と「肉
体」の区別

『 精 神
として
の 身
体』第
1章

現象としての身体① ・身体と主体の関係
・デカルトの心身二元論

『 精 神
として
の 身
体』第
1章

現象としての身体② ・身体と客体の関係
・メルロ＝ポンティの「手」

『 精 神
として
の 身
体』第
1章

現象としての身体③ ・身体と他者の問題

『 精 神
として
の 身
体』第
1章

現象としての身体④ ・錯綜体としての身体
・ヴァレリーの身体論

『 精 神
として
の 身
体』第
2章

構造としての身体① ・指向性という構造の動的性格
・「環境内存在」と身体

『 精 神
として
の 身
体』第
2章

構造としての身体② ・向性的構造について

『 精 神
として
の 身
体』第
2章

構造としての身体③ ・志向的構造について

『 精 神
として
の 身
体』第
2章

構造としての身体④ ・構造の成り立ち
・構造の諸契機

『 精 神
として
の 身
体』第
2章

精神としての身体 ・身体の両義性と人間存在
・テキスト第2章までのまとめ

応用問
題

ルネサンス期におけ
る身体

・レオナルドとミケランジェロの
対決
・理想的な身体を考えることは可
能なのか？

総括と
展望

身体から人間存在を
見直すために

・授業全体のまとめ
・現代社会の諸課題と身体

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（1）担当者以外の受講者は、授業前に必ず該当箇所を読んで、いく
つか質問を準備しておいて下さい。
（2）本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
市川浩『精神としての身体』（勁草書房、1975年／講談社学術文庫、
1992年）
（本テキストは各自で用意することが望ましいですが、難しい場合に
は該当箇所をこちらで用意します。なおテキスト以外の資料につい
ては、適宜こちらで用意します。）

【参考書】
　各回の授業時に提示します。

【成績評価の方法と基準】
（1）平常点（レジュメの作成と発表・数回のアンケート提出）　（50％）
（2）期末レポート　（50％）

【学生の意見等からの気づき】
　本年度新規科目につき、まだアンケートを実施していません。

【その他の重要事項】
　本授業は、定員（30名）が決められています。受講希望者が多い
場合には、初回の授業で選抜試験を実施し、その合格者が受講登録で
きます。この試験を未受験の学生は受講できなくなりますので、受
講希望者は初回の授業に必ず参加して下さい。
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【Outline (in English)】
【Course outline】
This class is one of the courses of the "Liberal Arts Seminars"
that began in the 2018 academic year. Although this class is
a semester-long course, it is related to "Liberal Arts Seminar
II," which is the same course in the fall semester, and the
content covers a single theme throughout the year. In this
class, students will learn about the thoughts of philosophers
and thinkers through careful reading of texts on the theme,
and thereby develop their own philosophical thinking.
【Goal】
(1) To be able to understand and explain the body theories of
philosophers and thinkers covered in this class.
(2) To be able to explain the importance of considering the body
based on the issues of modern society.
【Work to be done outside of class (preparation, etc.) 】
(1) Students are expected to read the relevant passages and
prepare some questions about them before the class.
(2) The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
【Grading criteria】
(1) Regular marks (Students are expected to prepare and
present their resumes / Students are expected to submit
several reaction papers) (50%)
(2) Final report (50%)
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

高屋敷　直広

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
単位数：2単位
定員制（15）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業は、2018年度から始まった「教養ゼミ」の科目の一つです。
また本授業は、半期科目ではあるものの、春学期同一科目の「教養
ゼミI」と関連した科目であり、内容的には通年で一つのテーマを扱
います。それゆえ、春学期の授業にも参加していることが望ましい
です。本授業では、テーマに即したテキストの精読を通じて哲学者・
思想家の思考を学び、そこから自らの哲学的思考を育んでいきます。
　春・秋学期に共通する本授業の目的は、現代思想の重要課題であ
る「身体」について考察することによって、人間存在＝生きている
人間のあり方への理解を深めることです。主に秋学期は、春学期の
成果を踏まえて、ファッションを中心に日常における身体現象を考
察していきます。その際に、春学期の主要テキスト『精神としての
身体』（1975年）を引き続き手引きとしながらも、さらに他の代表
的な思想家のテキストからも学んでいきます。

【到達目標】
（1）本授業で扱う哲学者・思想家の身体論を理解し、説明すること
ができる。
（2）現代社会の諸課題を踏まえて、身体を考察する重要性を説明す
ることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　本授業は、演習（ゼミ）形式を基本としつつ、講義による解説や
補足的な説明も行います。演習では、各回担当者を決め、テキスト
の担当箇所の読解とコメントをレジュメにして発表し、それに基づ
いて参加者が議論するようにします。また適宜、授業内アンケート
を実施します。
　フィードバックは、基本的に翌週以降の授業時に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
オリエ
ンテー
ション

はじめに ・授業の概要説明
・選抜試験（受講希望者が30名以
上の場合）
・「身体」を考察する上での諸注意
について

身体論
への導
入

身体という概念の射
程

・春学期の要点の確認
・生身である人間存在について

『 精 神
として
の 身
体』第
3章

行動の構造① ・生活世界における生と身体の働き

『 精 神
として
の 身
体』第
3章

行動の構造② ・身体と道具
・身体からシンボルへ

『 フ ァ
ッショ
ンと哲
学』概
観

身体とファッション ・「服を着る」ことの意味
・たんなる肉体の延長ではない衣服

『 フ ァ
ッショ
ンと哲
学』第
6章

メルロ＝ポンティ
　ーファッションの
身体的経験ー①

・メルロ＝ポンティにおける受肉
した実存

『 フ ァ
ッショ
ンと哲
学』第
6章

メルロ＝ポンティ
　ーファッションの
身体的経験ー②

・受肉した実践としてのファッ
ション

『 フ ァ
ッショ
ンと哲
学』第
16章

バトラー　ーファッ
ションとパフォーマ
ティヴィティー①

・ファッションとジェンダー

『 フ ァ
ッショ
ンと哲
学』第
16章

バトラー　ーファッ
ションとパフォーマ
ティヴィティー②

・身体そのものの着衣性

身体と
存在論
（1）

ハイデガーにおける
身体問題　ー『存在
と時間』を中心にー

・存在論に身体は不必要なのか？

身体と
存在論
（2）

ハイデガーにおける
「身振り」　ー『ツォ
リコーン・ゼミナー
ル』を中心にー

・「身体」と「肉体」の区別から
「身振り」という概念へ

応用問
題（1）

ファッションに潜む
暴力

・ラガーフェルドのダイエット
・「私が服を選ぶ」のではなく「服
が私を選ぶ」のか？

応用問
題（2）

何かを食べる身体 ・身体と環境
・食と排泄の意味

総括と
展望

「なぜ今身体が重要な
のか」を考える

・授業全体のまとめ
・「脱身体化」が進む人間存在への
反省

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
（1）担当者以外の受講者は、授業前に必ず該当箇所を読んで、いく
つか質問を準備しておいて下さい。
（2）本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
市川浩『精神としての身体』（勁草書房、1975年／講談社学術文庫、
1992年）
（上記テキストは各自で用意することが望ましいですが、難しい場合
には該当箇所をこちらで用意します。）
アニェス・ロカモラ／アネケ・スメリク編（蘆田裕史監訳）『ファッ
ションと哲学ーー16人の思想家から学ぶファッション論入門』（フィ
ルムアート社、2018年）
（上記テキストおよびその他の資料は、こちらで用意します。）

【参考書】
　各回の授業時に提示します。

【成績評価の方法と基準】
（1）平常点（レジュメの作成と発表・数回のアンケート提出）　（50％）
（2）期末レポート　（50％）

【学生の意見等からの気づき】
　本年度新規科目につき、まだアンケートを実施していません。
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【その他の重要事項】
　本授業は、定員（30名）が決められています。受講希望者が多い
場合には、初回の授業で選抜試験を実施し、その合格者が受講登録
できます。この試験を未受験の学生は受講できなくなりますので、
受講希望者は初回の授業に必ず参加して下さい。また選抜に際して
は、春学期同一科目「教養ゼミI」の受講者を優先せざるをえない場
合があります。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This class is one of the courses of the "Liberal Arts Seminars"
that began in the 2018 academic year. Although this class is
a semester-long course, it is related to "Liberal Arts Seminar
I," which is the same course in the spring semester, and the
content covers a single theme throughout the year. Therefore,
it is desirable that students also attend classes in the spring
semester. In this class, students will learn about the thoughts
of philosophers and thinkers through careful reading of texts
on the theme, and thereby develop their own philosophical
thinking.
【Goal】
(1) To be able to understand and explain the body theories of
philosophers and thinkers covered in this class.
(2) To be able to explain the importance of considering the body
based on the issues of modern society.
【Work to be done outside of class (preparation, etc.) 】
(1) Students are expected to read the relevant passages and
prepare some questions about them before the class.
(2) The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
【Grading criteria】
(1) Regular marks (Students are expected to prepare and
present their resumes / Students are expected to submit
several reaction papers) (50%)
(2) Final report (50%)
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HIS300LA（史学 / History 300）

中国の民族と文化Ａ 2017年度以降入学者

齋藤　勝

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
漢民族の文化を理解するための準備と実践。
漢文読解を通じ、漢民族の歴史・文化を理解する。

【到達目標】
漢文読解に必要な基礎知識を身につけること、漢文史料を実際に読
むことでより明確な形で漢民族の歴史・文化への理解を構築するこ
とを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
漢民族の文化と歴史を理解するためには漢文の読解が欠かせないが、
本講義ではそのための基礎の習得と実際の漢文を通じた漢民族の文
化の理解を並行して進めていく。春学期には基本的な句法の説明と
短い文章の読解を講義にて行っていくが、適宜、課題を課していき、
そのフィードバック等は毎回の授業内において行っていく。語学の
授業をイメージしてもらえればと思う。
なお、秋学期の「中国の民族と文化B」は春学期の学習を前提に授
業を進めていくので、秋学期の履修を考えている方は必ず春学期も
履修してください。
あわせて、下記の「学生の意見等からの気づき」の欄も確認してく
ださい。とくに留学生の方は必ず読んでください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 中国の歴史と民族・

文化
授業の概要と進め方について

第2回 漢文の基礎 (1) 文型・置き字・返読文字・再読文字
第3回 漢文の基礎 (2) 否定・可能
第4回 漢文の基礎 (3) 使役・受身
第5回 漢文の基礎 (4) 疑問・反語
第6回 漢文の基礎 (5) 詠嘆・抑揚・限定・願望・仮定ほか
第7回 漢文史料から見る歴

史 (1)
『史記』の描く春秋時代

第8回 漢文史料から見る歴
史 (2)

『史記』の描く戦国時代

第9回 漢文史料から見る歴
史 (3)

『史記』の描く前漢時代

第10回 漢文史料から見る歴
史 (4)

『後漢書』の描く後漢時代

第11回 漢文史料から見る歴
史 (5)

『三国志』の描く魏

第12回 漢文史料から見る歴
史 (6)

『三国志』の描く呉

第13回 漢文史料から見る歴
史 (7)

『三国志』の描く蜀

第14回 試験と解説 試験、解説、総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

適宜問題に答えてもらうので、配布するプリント等の予習が必須と
なります。

【テキスト（教科書）】
適宜、プリントを配布します。
扱う内容は受講者や授業の進展に応じて変更します。

【参考書】
原安宏『文脈で学ぶ漢文句型とキーワード』（Ｚ会、2008年）
佐藤進・濱口富士雄編『全訳漢字海』（三省堂、2000年）
天野成之『漢文基本語辞典』（大修館書店、1999年）
円満字二郎『漢和辞典に訊け！』（ちくま新書、2008年）

【成績評価の方法と基準】
試験100％
試験は漢文の読解力のみで評価します。

【学生の意見等からの気づき】
「漢文訓読」という日本語の古典文法を用いた伝統的な読み方を習得
することが大きな柱になっています。毎年、留学生の方から「中国
語として読み、現代日本語に訳せば良いのではないか」と聞かれま
すが、それでは授業の趣旨から外れてしまいます。よって、「漢文訓
読」というものに関心のある方のみ履修するようにしてください。

【Outline (in English)】
Course outline: Students will study ancient Chinese language
and read ancient Chinese texts.
Learning objectives: At the end of the course, students are
expected to understand the history and the culture of China.
Learning activities outside of classroom: Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content.
Grading criteria/policies: Term-end examination(100%)
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HIS300LA（史学 / History 300）

中国の民族と文化Ｂ 2017年度以降入学者

齋藤　勝

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
漢民族の文化を理解するための準備と実践。
漢文読解を通じ、漢民族の歴史・文化を理解する。

【到達目標】
漢文読解に必要な基礎知識を身につけること、漢文史料を実際に読
むことでより明確な形で漢民族の歴史・文化への理解を構築するこ
とを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
漢民族の文化と歴史を理解するためには漢文の読解が欠かせないが、
本講義ではそのための基礎の習得と実際の漢文を通じた漢民族の文
化の理解を並行して進めていく。秋学期には比較的長い文章の読解
を行っていくが、適宜、課題を課していき、そのフィードバック等
は毎回の授業内において行っていく。語学の授業をイメージしても
らえればと思う。
なお、春学期の「中国の民族と文化A」の履修を前提として授業を
進めていくので、秋学期だけの履修は避けてください。
あわせて、下記の「学生の意見等からの気づき」の欄も確認してく
ださい。とくに留学生の方は必ず読んでください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 漢民族の思想 (1) 『論語』と儒家
第2回 漢民族の思想 (2) 『論語』と政治
第3回 漢民族の思想 (3) 『孟子』と国家
第4回 漢民族の思想 (4) 『孟子』と性善説
第5回 漢民族の思想 (5) 『荀子』と性悪説
第6回 漢民族の思想 (6) 『荀子』と学問
第7回 漢民族の思想 (7) 『韓非子』と法家
第8回 漢民族の思想 (8) 『韓非子』と秦
第9回 儒家思想と政治の展

開 (1)
唐の太宗と『貞観政要』

第10回 儒家思想と政治の展
開 (2)

王安石と宋学

第11回 儒家思想と民族・学
問 (1)

朱子学と歴史学

第12回 儒家思想と民族・学
問 (2)

顧炎武の人生と明清交替

第13回 儒家思想と民族・学
問 (3)

顧炎武の学問と国家観

第14回 試験と解説 試験、解説、総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
適宜問題に答えてもらうので、配布するプリント等の予習が必須と
なります。

【テキスト（教科書）】
適宜、プリントを配布します。
扱う内容は受講者や授業の進展に応じて変更します。

【参考書】
原安宏『文脈で学ぶ漢文句型とキーワード』（Ｚ会、2008年）
佐藤進・濱口富士雄編『全訳漢字海』（三省堂、2000年）
天野成之『漢文基本語辞典』（大修館書店、1999年）
円満字二郎『漢和辞典に訊け！』（ちくま新書、2008年）

【成績評価の方法と基準】
試験100％
試験は漢文の読解力のみで評価します。
なお、試験は白文を読んでもらう予定です。入試漢文を前提とする
と全くできないと思いますので、ご留意ください。

【学生の意見等からの気づき】
「漢文訓読」という日本語の古典文法を用いた伝統的な読み方を習得
することが大きな柱になっています。毎年、留学生の方から「中国
語として読み、現代日本語に訳せば良いのではないか」と聞かれま
すが、それでは授業の趣旨から外れてしまいます。よって、「漢文訓
読」というものに関心のある方のみ履修するようにしてください。

【Outline (in English)】
Course outline: Students will study ancient Chinese language
and read ancient Chinese texts.
Learning objectives: At the end of the course, students are
expected to understand the history and the culture of China.
Learning activities outside of classroom: Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content.
Grading criteria/policies: Term-end examination(100%)
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HIS300LA（史学 / History 300）

アジア・太平洋島嶼国際関係史Ａ 2017年度以降入学者

新崎　盛吾

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
今も多くの米軍基地を抱える沖縄の現状や歴史を通して、日本の安
全保障政策や中国・朝鮮半島との国際関係、太平洋の島々との関わ
りや歴史、辺野古の新基地建設に反対する民意形勢の過程などを学
びます。沖縄は太平洋戦争で、県民の４人に１人が犠牲になる最も
過酷な被害を受け、１９７２年に日本に復帰するまで米国の施政下
に置かれました。米国のアジア戦略や米中関係が変化する一方、米
軍基地は日本政府の都合で沖縄に押し付けられ、台湾有事への備え
という名目で自衛隊の配備も進んでいます。沖縄について学ぶこと
は、日本の近代史やアジアの国々との国際関係を理解する上でも役
立つはずです。

【到達目標】
・在日米軍基地が集中する沖縄の現状や、太平洋戦争を挟んで現在
に至るまでの歴史的経緯を知る。
・辺野古の新基地建設に反対する沖縄の民意の形成過程を理解する。
・沖縄戦の実態や戦後の日米関係の中で沖縄が果たした役割、日本
政府の政治的な思惑に翻弄された状況を理解する。
・沖縄の歴史や現状を通して、中国や朝鮮半島との国際関係、米国や
日本のアジア戦略への理解を深める。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
教室でリアルタイムに受講する形式を基本としますが、市ケ谷キャ
ンパス以外の学生らの履修に配慮して「Ｚｏｏｍ」も併用します。
欠席者の履修や復習に利用してもらうため、授業内容の映像は可能
な限り後日配信します。毎回の授業後に感想や質問をリアクション
ペーパーで提出してもらい、次の授業に活用します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション シラバスの解説や授業全体の流れ

を説明。沖縄の政治、経済、基地
の現状について

2 グループディスカッ
ション

沖縄について何を知っているのか、
何を学びたいのか

3 沖縄の米軍基地を巡
る現状

戦後の米国施政下や本土復帰後の
米軍基地をめぐる状況や経済依存
の変化

4 新たな基地建設が進
む辺野古の現状と歴
史（１）

ドキュメンタリー動画などを参考
に、辺野古の歴史を学ぶ

5 辺野古の現状と歴史
（２）

現在の基地建設の状況。辺野古の
民意の形成過程、新たに判明した
問題

6 １９９５年の出来事 少女暴行事件を契機に、普天間返
還に至る政治の流れと日米政府の
思惑

7 沖縄県政の流れ、県
知事の戦略と決断

太田知事の代理署名拒否、稲嶺知
事の１５年使用期限の軍民共用構
想など。沖縄復帰後の政治と基地
の関係

8 オール沖縄の台頭と
自民党政権の巻き返
し

元自民党の翁長知事誕生とオール
沖縄の登場。現在に至る日本政府
との対立構造

9 沖縄戦の実態 県民の４人に１人が命を落とした
戦争被害の実態。本土決戦の捨て
石とされた背景

10 戦後から日本復帰ま
での沖縄

米国施政下の日本と沖縄。沖縄へ
の基地集中と日米安保、日本への
復帰運動

11 米国のアジア戦略の
変化

冷戦から現代に至る時代ごとの米
軍の戦略変化、日本の思惑

12 朝鮮半島の戦後史 韓国や北朝鮮の国の成り立ち。日
本や米国、中国との関係

13 グループディスカッ
ション

日本の安全保障と外交関係

14 総括 全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・『いま沖縄をどう語るか～ジャーナリズムの現場から』　高文研、
２０２４年

【参考書】
・『日本にとって沖縄とは何か』新崎盛暉著、岩波新書、２０１６年
・『観光コースでない沖縄・第５版』　高文研、２０２３年

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーの提出、アクティブラーニングへの参加度（５
０％）
期末レポート（５０％）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の６０％以上を達
成した者を合格とする。
指示した提出期限、提出先を守らない場合は、やむを得ない事情が
ない限り未提出として扱う。

【学生の意見等からの気づき】
質疑応答や学生同士の議論など、受講生が自主的に参加ができる授
業環境をつくるよう心掛けたい。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
共同通信の社会部系記者として約３０年を過ごしたジャーナリスト
としての経験を生かし、新聞記者ならではの視点から、日本の政治
や国際情勢を巡る日々のニュースの見方なども示したいと考えてい
ます。
２０１４年から１６年まで、「新聞労連」という新聞業界の労働組合
の全国組織で委員長を務め、今もメディア業界に就職を希望する学
生への支援活動に取り組んでいます。共同通信社に勤務する一方で、
日本と韓国でジャーナリストを目指す学生が交流を深める「日韓学
生フォーラム」（年に２回）や、出版社の「週刊金曜日」と連携して
学生がジャーナリズムを学ぶ「金曜ジャーナリズム塾」（毎月開催）
なども主宰しています。
【その他の注意事項】
①やむを得ない事情で欠席する場合、欠席理由の証明書を提出すれ
ば評価に考慮する。
②私語、やむを得ない事情以外の遅刻・途中退席・教室への出入り、
授業と関係ない目的でのスマホやPCの使用など、講義の進行、他の
受講生の学習を妨げる行為については厳しく対処する。
③本授業は「アジア・太平洋島嶼国際関係史B」の前提授業となる
ため、Bを受講予定の学生には本授業の受講を強く推奨する。

【Outline (in English)】
【Course outline】
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This class is focus on the current situation and history of
Okinawa, which still has many U.S. military bases, Japan’s
security policy, international relations with China and the
Korean Peninsula, historical relationship with the Pacific
islands, and the public sentiment against the construction of
a new base in Henoko. Students can learn the process of
Okinawa suffered the most severe damage in Japan during
the Pacific War, killing one in four citizens of the prefecture,
and remained under US administration until it returned
to Japan in 1972. While the US strategy for Asia and
U.S.-China relationsis are changing, the US military bases are
being imposed on Okinawa at the convenience of the Japan
government, and the deployment of the Self-Defense Forces is
progressing in the name of preparing for a Taiwan emergency.
Learning about Okinawa should also help us understand the
modern history of Japan and its international relations with
Asian countries.
【Learning Objectives】
Students will:
・Learn about the current situation in Okinawa, where US
military bases in Japan are concentrated, and history up to the
present after the Pacific War.
・Understand the process of forming Okinawan people’s will
against the construction of a new base in Henoko.
・Understand the actual situation of the Battle of Okinawa, the
role that Okinawa played in the postwar relationship between
Japan and the United States, and the situation that was at the
mercy of the political speculation of the Japanese government.
・Deepen understanding of international relations with China
and the Korean Peninsula, and the Asian strategy of the
United States and Japan through the history and current
situation of Okinawa.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparatory study / review time for this class is
2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Submission of reaction paper, participation in active learning
(50%)
Semester-end report (50%)
If the specified submission deadline and submission destina-
tion are not observed, it will be treated as unsubmitted unless
there are unavoidable circumstances.
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HIS300LA（史学 / History 300）

アジア・太平洋島嶼国際関係史Ｂ 2017年度以降入学者

水谷　明子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アジア・太平洋地域には多くの島嶼および島嶼国家があります。こ
の授業では、その中でも特に、沖縄に注目します。沖縄は現在日本
の一県、一地域ですが、前近代には琉球王府の統治する別の政治体
制に属し、「琉球処分」による日本への併合、その後の「同化」政策、
沖縄戦と戦後の米軍統治、「日本復帰」（沖縄返還）、その後も続く基
地強化など外からの政策決定と、それに対する沖縄人のさまざまな
異議申し立ての中で、独自の歴史を辿っています。この授業では、沖
縄近現代史を中心に、アジア・太平洋島嶼の国際関係から生じる現
代社会の諸問題を検討し、この地域に生きる生活者としての問題意
識を養います。

【到達目標】
「琉球処分」以降の沖縄近現代史を確認し、アジア・太平洋国際関係
の中で、沖縄が現在直面している課題・問題について具体的にリサー
チし、議論します。生活者の視点から、国際関係の中で、地域の問
題を考え、受講生それぞれの関心あるテーマについて、資料を通じ
て調査し、議論する力を養います。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
各回の内容・テーマについて講義、授業内でのグループ・ディスカッ
ションを中心に授業を進めます。各回のテーマについてリアクショ
ンペーパーを提出し、学期末には各自の問題関心に沿って、リサー
チレポートを作成します。レポート作成に向けて、中間発表があり
ます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の目標と課題について確認し

ます。
第2回 「琉球処分」ー東アジ

ア国際関係史の視点
から

「琉球処分」について内容、現在の
研究状況を確認し、東アジア、世
界史の視点から議論します。

第3回 近代沖縄の政治変動
と思想・文化

近代沖縄における政治変動、特に
「同化」政策について確認し、それ
に対するアイデンティティーの模
索と思想・文化について考えます。

第4回 アジア・太平洋戦争
と沖縄戦

第二次世界大戦からアジア・太平
洋戦争に至る過程、更に沖縄戦の
経緯とその特徴について、国際関
係史の視点から議論します。

第5回 占領とサンフランシ
スコ平和条約

沖縄戦後の占領政策とサンフラン
シスコ講和条約による状況につい
て確認します。

第6回 「銃剣とブルドー
ザー」から島ぐるみ
土地闘争・復帰運動
へ

沖縄の基地化とそれに抗する運動
の展開について確認します。

第7回 施政権返還と密約 日米外交における問題を「沖縄返
還交渉」のなかで生じた密約から
考えます。

第8回 「世替わり」後の沖縄「日本復帰」後の沖縄における政
治・経済・社会の変化について確
認し、現在まで続く課題について
リサーチテーマを検討します。

第9回 沖縄の課題（１）：戦
争の記憶とその継承

「日本復帰」後の沖縄の状況につい
て、沖縄戦を記録する活動と教科
書問題から考えます。

第10回 現代沖縄の課題（２）
：アジア・太平洋島
嶼の安全保障と在日
米軍基地

沖縄の在日米軍基地についてアジ
ア・太平洋島嶼における安全保障
の観点より考えます。

第11回 現代沖縄の課題（３）
：アジア・太平洋島
嶼の自然と環境

アジア・太平洋島嶼の自然と環境
の視点から沖縄の課題を考えます。

第12回 現代沖縄の課題（４）
：自治・自立（自律）
の思想と試み

戦後沖縄における自治・自立（自
律）の思想と試みを確認し、その
可能性について議論します。

第13回 現代沖縄の課題（５）
：沖縄のネットワー
ク：移動の経験を考
える

「移民県」と言われる沖縄の移動の
経験から沖縄の課題解決のための
連帯の試みと可能性を考えます。

第14回 リサーチレポート中
間発表

リサーチレポートの内容について
中間発表を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。参考文
献、レジュメ・資料について、読破し、理解した上で、リアクショ
ンペーパーを書く。リサーチレポート、およびリサーチレポート中
間発表の準備をする。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。授業ごとにレジュメを準備します。

【参考書】
宮里政玄ほか『沖縄「自立」への道を求めて』高文研、2009年。
田仲康博『風景の裂け目―沖縄、占領の今―』せりか書房、2010年。
川瀬光義『基地維持政策と財政』日本経済評論社、2013年。
新崎盛暉『日本にとって沖縄とは何か』岩波書店、2016年。
金城正篤ほか編著『沖縄県の百年』山川出版社、2005年。
屋嘉比収『沖縄戦、米軍占領史を学びなおす－記憶をいかに継承す
るか』世織書房、2009年。

【成績評価の方法と基準】
コメントシート（４０％）
レポート中間発表（２０％）
リサーチレポート（４０％）
この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の 60%以上を達成
した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
レポートの文字数、枚数は、受講生の専門やリサーチテーマによっ
て図表を用いるなどの場合を踏まえて検討します。

【学生が準備すべき機器他】
感染症拡大状況に応じて、ハイブリッド型で行うため、ネット接続
に対応したパソコンまたはタブレットを準備してください。

【その他の重要事項】
オフィス・アワーは授業前後の休憩時間、または、E メール：
mizakiko@tsuda.ac.jp宛にご連絡ください。

【Outline (in English)】
This course introduces the basic knowledge on the history
of Okinawa after the annexation to modern Japan in 1879,
and the ways to grasp and consider some problems caused in
the international relations of Asia-Pacific region, to students
taking this course. At the end of the course, students are
expected to research and discuss some issues for their own
interests. Students will be expected to have completed the
required assignments after each class meeting. Study time for
students taking this course will be more than two hours for a
class. The overall grade in the class will be decided based on
the following
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Term-end research report: 40%、Short presentation for the
research report: 20%、comments to fill in every class: 40%
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HIS300LA（史学 / History 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

神谷　丹路

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（20）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
在日コリアンの歴史を学び、グローバル時代の多文化共生を考える
：日本には「在日朝鮮人」「在日韓国人」「在日コリアン」と呼ばれ
る人々、また日本国籍を保持するがルーツは朝鮮半島にあるという
人々も多数住んでいる。現代日本は、こうした人々とともに社会が
構成されている。本授業では在日コリアンの歴史や現在を学び、日
本における多文化共生のありかたを探る。またそれらの人々の祖国
であり、日本の隣国である韓国・朝鮮についての理解も深め、グロー
バル時代のコリアンと日本人の相互理解、共生、境界と融合につい
て考えていきたい。

【到達目標】
文献や映像などを手がかりに、受講生が日常生活の中で無意識に形
成している「先入観」を再検証しながら、受講生同士の討論を深め、
それぞれの考えや理解を発展させていくことを目指す。受身の勉強
ではなく、受講生同士が見解を発表し、互いに刺激し合い、自ら調
べたり、問題を発見したりして、積極的に授業内で発信していくス
キルを磨くことを目指す.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
本授業の基本的な流れは、以下の通りである。
　ゼミ形式で進める。春学期は、「在日コリアン」の歴史と現在につ
いて基本事項を学習することを柱とする。テキストの内容を毎回レ
ポーターの報告と全員の討論で読み進めていく。参加型授業である。
理解を深めるために,随時,映像資料なども視聴しながら進行する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 自己紹介、授業計画の説明
2 在日コリアン概説 世界のコリアン、日本のコリアン
3 １）「見えないものを

見ること」
学生によるテキストの報告、映像、
討論.

4 ２）「多民族多文化の
まち川崎」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

5 ３）「ヘイトは何を壊
してしまうか」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

6 ４）「ヘイト現象を考
えるための基礎知識」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

7 ５）「在日外国人差別
の歴史」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

8 ６）「移民社会日本」 学生によるテキストの報告、映像、
討論.

9 ７）「人種差別とジェ
ノサイド」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

10 ８）「私たちは差別と
無関係か」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

11 ９）「『共に生きる』
というけれど」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

12 10）「東アジア市民
というありかた」

学生によるテキストの報告、映像、
討論.

13 資料館見学 資料館見学
14 まとめの討論 在日コリアンの現状と共生社会へ

の課題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、テキストの該当箇所を必ず熟読すること。テキスト以外の関連
書籍も積極的に読むこと。新聞などニュースに注意を払い、ニュー
スを深く読むことを普段から心がけること。在日コリアンに関する
時事問題などに、とりわけアンテナを張っておくこと。それぞれの
課題にしっかり取り組むこと。本授業の準備学習・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
風巻浩・金迅野『ヘイトをのりこえる教室　ともに生きるためのレッ
スン』大月書店　1700円＋税。受講生は、全員、必ず購入すること。

【参考書】
加藤圭木監修・一橋大学社会学部加藤圭木ゼミナール編『「日韓」も
モヤモヤと大学生のわたし』大月書店
加藤圭木監修・朝倉希実加・李相真・牛木未来・沖田まい・熊野功
英編『ひろがる「日韓」のモヤモヤとわたしたち』大月書店　
緒方義広・古橋綾編『韓国学ハンマダン』岩波書店

【成績評価の方法と基準】
討論への積極的な参加など授業への貢献度50％、プレゼンテーショ
ン・期末レポート50％。理由のある場合を除き、原則的に全回出席
のこと。

【学生の意見等からの気づき】
共生のあり方には無限の可能性がある。現在進行形の諸問題にも、
可能な限り取り組んでいきたい。

【その他の重要事項】
秋学期に開講される教養ゼミⅡ「在日コリアンの歴史」とともに履修
し、春学期秋学期通年で履修することを薦めます。春学期に学んだ
基礎的事項が、秋学期の学習に活きてきて、理解が深く広がります。

【Outline (in English)】
< Course outline>
This course deals with the History and Culture of Korean
Japanese in Japan. In the history of Koreans in Japan in 20th
century, Japan has been heavily involved.
< Learning Objectives>
The aim of this course is to learn the History and the Culture
of Korean Japanese in Japan and understand their existences
deeply.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
< Grading Criteria/Policy>
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end report&Presentation ： 50%,in-class
contribution:50％.
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HIS300LA（史学 / History 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

神谷　丹路

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（20）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
在日コリアンの歴史を学び、グローバル時代の多文化共生を考える
：日本には「在日朝鮮人」「在日韓国人」「在日コリアン」と呼ばれ
る人々、また日本国籍を保持するがルーツは朝鮮半島にあるという
人々も多数住んでいる。現代日本は、こうした人々とともに社会が
構成されている。本授業では在日コリアンの歴史や現在を学び、日
本における多文化共生のありかたを探る。またそれらの人々の祖国
であり、日本の隣国である韓国・朝鮮についての理解も深め、グロー
バル時代のコリアンと日本人の相互理解、共生、境界と融合につい
て考えていきたい。

【到達目標】
文献や映像などを手がかりに、受講生が日常生活の中で無意識に形
成している「先入観」を再検証しながら、受講生同士の討論を深め、
それぞれの考えや理解を発展させていくことを目指す。受身の勉強
ではなく、受講生同士が見解を発表し、互いに刺激し合い、自ら調
べたり、問題を発見したりして、積極的に授業内で発信していくス
キルを磨くことを目指す.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
ゼミ形式で進める。秋学期は、「在日コリアン」の歴史と現在につ
いて基本事項を整理しつつ学習していく。テキストの内容を毎回レ
ポーターの報告と全員の討論で読み進めていく。参加型授業である。
理解を深めるために,随時,映像資料なども視聴しながら進行する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 １）ガイダンス 自己紹介、授業計画の説明
2 ２）「在日コリアン概

説」
戦前戦後の在日コリアンの歴史

3 ３）「ひろがる「日
韓」のモヤモヤ①」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

4 ４）「ひろがる日韓の
モヤモヤ②」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

5 ５）「戦後の日韓関
係・歴史否定論と第
3次韓流ブーム」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

6 ６）「加害の歴史を学
ぶということ」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

7 ７）「朝鮮学校と在日
コリアン」

映像視聴、討論。

8 ８）「100年前の東京
で起きたこと」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

9 ９）「多摩川、生野、
ウトロを歩いて考え
る」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

10 10）「沖縄と日本軍
「慰安婦」問題」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

11 11）「終わらないモ
ヤモヤとその先」

学生によるテキストの報告、映像、
討論。

12 12）映像 学生によるテキストの報告、映像、
討論。

13 13）資料館見学 資料館見学
14 14）まとめの討論 在日コリアンの現状と共生社会へ

の課題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、テキストの該当箇所を必ず熟読すること。テキスト以外の関連
書籍も積極的に読むこと。新聞などニュースに注意を払い、ニュー
スを深く読むことを普段から心がけること。在日コリアンに関する
時事問題などに、とりわけアンテナを張っておくこと。それぞれの
課題にしっかり取り組むこと。本授業の準備学習・復習時間は、各
2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
加藤圭木監修・朝倉希実加・李相真・牛木未来・沖田まい・熊野功
英編『ひろがる「日韓」のモヤモヤとわたしたち』大月書店　1800
円＋税。受講生は全員必ず購入すること。

【参考書】
加藤圭木監修・一橋大学社会学部加藤圭木ゼミナール編『「日韓」も
モヤモヤと大学生のわたし』大月書店　
緒方義広・古橋綾編『韓国学ハンマダン』岩波書店
風巻浩・金迅野『ヘイトをのりこえる教室　ともに生きるためのレッ
スン』大月書店　

【成績評価の方法と基準】
討論への積極的な参加など授業への貢献度50％、プレゼンテーショ
ン・期末レポート50％。理由のある場合を除き、原則的に全回出席
のこと。

【学生の意見等からの気づき】
共生のあり方には無限の可能性がある。現在進行形の諸問題にも、
可能な限り取り組んでいきたい。

【その他の重要事項】
春学期に開講された教養ゼミⅡ「在日コリアンの歴史」とともに履
修し、春学期秋学期通年で履修することを薦めます。春学期に学ん
だことが、秋学期の学習に活きてきて、理解が深く広がります。

【Outline (in English)】
< Course outline>
This course deals with the History and Culture of Korean
Japanese in Japan. In the history of Koreans in Japan in 20th
century, Japan has been heavily involved.
< Learning Objectives>
The aim of this course is to learn the History and the Culture
of Korean Japanese in Japan and understand their existences
deeply.
< Learning activities outside of classroom>
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
< Grading Criteria/Policy>
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
Term-end report&Presentation ： 50%,in-class
contribution:50％.
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GDR300LA（ジェンダー / Gender 300）

クィア・スタディーズＡ 2017年度以降入学者

LETIZIA GUARINI

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：水4/Wed.4
単位数：2単位
定員制（100）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、フェミニズムやクィア・スタディーズの基礎的な知
識について学びます。
私たちは、日々の生活の中で常にジェンダー化されます。それゆえ
に性やジェンダーと無関係に生きることはできません。この授業で
は、私たちの性、身体、欲望がどのように歴史的・社会的に作られ
ているかについて考えます。ジェンダー・セクシュアリティの概念
や歴史的背景を理解し、日本や世界各国におけるフェミニズム運動
とLGBTQ＋運動の歴史について学びます。また、普段の生活の中
で「当たり前」とされている様々な事象を批判的に分析する力を培
います。

【到達目標】
１）クィア・スタディーズについての基礎的な知識を身につける。
２）ジェンダー・セクシュアリティの表象を批判的に分析する力を
養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義形式で進めます。グループディスカッションも行います。
フィードバックは、寄せられた課題やコメントに対して授業内で回
答します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業計画について説明を行う。

ジェンダー、セクシュアリティと
いう概念について考える。

第2回 クィア・スタディー
ズとは何か？

クィア・スタディーズの基本概念
について講義する。

第3回 第一波フェミニズム、
第二波フェミニズム

フェミニズム運動の歴史について
講義する。

第4回 第三波フェミニズム、
ポストフェミニズム、
　
#MeToo運動

90年代から今日までのフェミニズ
ム運動について考える。

第5回 同性愛の病理化から
ストーンウォールの
暴動まで

LGBTQ運動の歴史を振り返る。

第6回 日本における
LGBTQ運動

「府中青年の家」裁判について講義
する。

第7回 クィア・スタディー
ズの誕生

クィア・スタディーズの誕生につ
いて講義する。

第8回 中間試験 第7回授業までの内容をまとめ、
知識の習得を確認する授業内試験
を行う。

第9回 ダイバーシティにつ
いて考える

現代社会における多様性について
考える。

第10回 インターセクショナ
リティ

インターセクショナリティとトラ
ンスジェンダー問題について考え
る。

第11回 カミングアウトとア
ウティング

具体的な例を挙げながらカミング
アウトとアウティングについて考
える。

第12回 クィア・ペダゴジー ジェンダー・セクシュアリティの
教育について考える。

第13回 児童文学における
ジェンダー・セク
シュアリティ

絵本や児童文学におけるジェン
ダー・セクシュアリティの表象に
ついて考える。

第14回 まとめ 全体のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を事前に読む、授業内で示される課題（リアクション・ペーパー、
レポート）対応など、準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
必要に応じてプリントを配布します。

【参考書】
岩渕功一（編）『多様性との対話―ダイバーシティ推進が見えなくす
るもの』（青弓社年、2021年）
菊池夏野、堀江有里、飯野由里子 (編)『クィア・スタディーズをひ
らく 1』（晃洋書房、2019年）
清水晶子『フェミニズムってなんですか?』（文春新書、2022年）
新ヶ江章友『クィア・アクティビズムはじめて学ぶ〈クィア・スタ
ディーズ〉のために』（花伝社、2022年）
森山至貴『ＬＧＢＴを読みとくークィア・スタディーズ入門ー』（ち
くま新書、2017年）
トッド・マシュー『ヴィジュアル版　ＬＧＢＴＱ運動の歴史』（原書
房、2022年）

【成績評価の方法と基準】
毎回のリアクション・ペーパー、グループワーク、ディスカッショ
ン：20%
中間試験：40%
学期末レポート：40％ (2,000文字程度)
毎回出欠を取ります。4回以上欠席があると失格になり、単位不認
定になります。
15分以上遅れる場合、欠席扱いとなります。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションの論点をより具体的に示し、ファシリテーション
する必要があることに気づいた。

【学生が準備すべき機器他】
レポート作成を行うためのパソコンなど。

【その他の重要事項】
基本的に教授言語は日本語ですが、英語の資料を使うこともあります。
講義内容にセンシティブな内容が含まれている可能性があります。

【Outline (in English)】
This course is designed to enhance students’ understanding of
basic concepts in queer studies.
We cannot live unaffected by sex or gender. Every day we
encounter and perform a wide range of social and cultural ideas
and values that constitute the concept of gender.
In this class, students will study how our sexuality, bodies, and
desires are historically and socially constructed. Students will
understand the concept and historical background of gender
and sexuality, and learn about the history of the feminist and
LGBTQ+ movements in Japan and around the world.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the
following:
a) Have basic knowledge of queer studies.
b) Develop the ability to critically analyze representations of
gender and sexuality.
Learning activities outside of the classroom:
Students are required to read the reference material by the
next session and submit comment sheets (one to three hours
for every session).
Grading criteria/Policy:
The final grade will be decided based on the following:
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Discussion and participation (comment sheets, involvement
during discussion): 20%
Active participation in class is required. Submit your
comments via Hoppii at the end of each session.
Attendance will be taken every time. You will not receive credit
for the course if you miss more than four classes.
Midterm exam: 40%
Final essay (1000-1500 characters): 40%
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GDR300LA（ジェンダー / Gender 300）

クィア・スタディーズＢ 2017年度以降入学者

LETIZIA GUARINI

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：水4/Wed.4
単位数：2単位
定員制（100）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、文学作品、映画、ドラマ、マンガなどにおけるジェン
ダー・セクシュアリティの表象について学びます。さまざまなジャ
ンルや作品を取り上げ、歴史的・社会的な背景を考えながら、メディ
アにおけるジェンダー・セクシュアリティの表象を分析するための
視座を身につけます。

【到達目標】
1）フェミニズム批評やクィア・スタディーズの分析方法について
学ぶ。
2）クィア・スタディーズの視座から表象作品を批判的に読み解く力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義形式で進めますが、グループディスカッションも行います。
フィードバックは、寄せられた課題やコメントに対して授業内て
゙回答します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業計画について説明を行う。

クィア・スタディーズの基礎につ
いて講義する。

第2回 フェミニズム批評 文学とフェミニズム批評について
講義する。

第3回 性暴力 #MeToo運動と文学の関係につい
て講義する。

第4回 性暴力と文学 カオルコ姫野『彼女は頭が悪いか
ら』を取り上げる。

第5回 文学とミソジニー 松田青子『持続可能な魂の利用』
を取り上げる。

第6回 トランスジェンダー
問題

トランスジェンダーの表象につい
て講義する。

第7回 中間試験 第6回授業までの内容をまとめ、
知識の習得を確認する授業内試験
を行う。

第8回 アートと身体 アート作品における妊娠、出産、
授乳の表象について考える。

第9回 ゲイ解放運動 映画におけるLGBT運動の表象に
ついて考える。

第10回 ヘテロノーマティ
ヴィティと家族

『ハッシュ！』を取り上げる。

第11回 日本におけるレズビ
アンの歴史

レズビアンの可視性やその表象に
ついて講義する。

第12回 表象分析実践 『きのう何食べた？』（漫画と映画）
と『作りたい女と食べたい女』（漫
画とドラマ）についてグループで
ディスカッションを行う。

第13回 カミングアウトとア
ウティング

映像作品におけるカミングアウト
とアウティングについて講義する。

第14回 まとめ 全体のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を事前に読む、授業内で示される課題（リアクション・ペーパー、
レポート）対応など、準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
必要に応じてプリントを配布します。

【参考書】
菅野優香『クィア・シネマ・スタディーズ』（晃洋書房、2021年）
黒岩裕市『ゲイの可視化を読む - 現代文学に描かれる〈性の多様
性〉？』（晃洋書房、2016年）
新ヶ江章友『クィア・アクティビズム　はじめて学ぶ〈クィア・ス
タディーズ〉のために』（花伝社、2022年）
森山至貴『LGBTを読みとく　クィア・スタディーズ入門』（筑摩書
房、2017年）
マシュー・トッド『[ヴィジュアル版]LGBTQ運動の歴史』（原書房、
2022年）
Mary K. Holland and Heather Hewett (Eds.), #MeToo and
Literary Studies. Reading, Writing, and Teaching about Sexual
Violence and Rape Culture, Bloomsbury, 2021

【成績評価の方法と基準】
毎回のリアクション・ペーパー、グループワーク、ディスカッショ
ン 20%
中間試験：40%
期末レポート (2,000文字程度)：40%
毎回出欠を取ります。4回以上欠席があると失格になり、単位不認
定になります。
15分以上遅れる場合、欠席扱いとなります。

【学生の意見等からの気づき】
ディスカッションの論点をより具体的に示し、ファシリテーション
する必要があることに気づいた。

【学生が準備すべき機器他】
レポート作成を行うためのパソコンなど。

【その他の重要事項】
基本的に教授言語は日本語ですが、英語の参考文献を読むこともあ
ります。
講義内容や鑑賞作品などにセンシティブな内容が含まれている可能
性があります。

【Outline (in English)】
In this class, we will study the representation of gender and
sexuality in literary works, films, dramas, comics, etc.
Students will learn to analyze how gender and sexuality are
represented in the media while considering the historical and
social background of various genres and works.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the
following:
a) Learn about the analytical methods of feminist literary
criticism and queer theory.
b) Develop the ability to interpret the representation of gender
and sexuality in the media.
Learning activities outside of the classroom:
Students must read the reference material by the next session
and submit comment sheets (one to three hours for every
session).
Grading criteria/Policy:
The final grade will be decided based on the following:
Discussion and participation (comment sheets, involvement
during discussion): 20%
Active participation in class is required. Submit your
comments via Hoppii at the end of each session.
Attendance will be taken every time. You will not receive credit
for the course if you miss more than four classes.
Midterm exam: 40%
Final essay (2000 characters): 40%
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

キリスト教思想史Ａ 2017年度以降入学者

鵜澤　和彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
キリスト教は、わたしたち人間存在とそれを取り囲む世界、そして、
それらの根源としての神についての教義を形成し、人間社会及び文
化の諸領域に多大な影響を与えてきました。本授業は信仰（信じる
こと）と理性（知ること）の両側面から、このキリスト教の知的遺
産を歴史的に学びます。また、受講生がこれらの学習を通して、キ
リスト教の理解を深めていくことを目的とします。春期授業（キリ
スト教思想史A）は、初代教会と聖書の成立から中世後期の神秘主
義思想までを学びます。

【到達目標】
①キリスト教の教義とその歴史的発展に関する理解を深めることが
できる。②キリスト教と深い関係にある哲学の諸概念をよりよく理
解することができる。③政治・経済・社会ならびに文化（芸術など）
に与えているキリスト教の影響を把握することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義は授業支援システムHoppiiを使用しながら、対面の形式で行い
ます。聖書はオンラインで参照できるようにするほか、関連資料を
適宜提供します。また、4回から5回に1度、グループワークと質疑
応答の時間を作り、教科書の内容理解の深化を図ります。出席、質
問、感想は、Google Formを通じて提出してもらいます。質問への
フィードバックは次回の授業時に行います。課題の出題、回収、評
価とフィードバックは、Hoppiiを使用して行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業のガイダンス シラバスの各項目を説明するほか、

キリスト教思想史の意義を解説し
ます。

第2回 第1章　ギリシア思
想の特質

神話に現れた「霊」、ギリシア宗教
の諸段階、哲学の誕生などを学び
ます。

第3回 第2章　ヘブライズ
ムの思想的特質

旧約聖書の思想、キリスト教の成
立、イエスの教えなどについて説
明します。

第4回 グループワークと質
疑応答

第1章と第2章の内容についてグ
ループワークを行い、質疑応答を
行います。

第5回 第3章　教父思想の
特質

ユスティノスとプラトン主義、オ
リゲネス、ニカイア公会議などに
ついて学びます。

第6回 第4章　アウグス
ティヌスの思想

思想と基礎経験、プラトン主義と
キリスト教、「神の像」の探求など
を解説します。

第7回 第5章　中世思想の
構造と展開

中世思想の構造と展開、修道制の
確立、中世的な霊性の形成などに
ついて学びます。

第8回 第6章　中世初期の
思想家とスコラ哲学

ボエティウス、スコトゥス、エリ
ウゲナ、アンセルムスなどについ
て解説します。

第9回 グループワークと質
疑応答

第3章から第6章までの内容につい
てグループワークを行い、質疑応
答を行います。

第10回 第7章　トマス・ア
クィナスの神学体系

神学大全の構成と方法、自然神学
の諸問題、恩恵と自由意志などに
ついて学びます。

第11回 第8章　後期スコラ
哲学の展開

トマスとスコトゥス、オッカムの
二重真理説、ルターによる後期ス
コラ哲学の批判を解説します。

第12回 第9章　神秘的霊性
思想の展開

アウグスティヌスの伝統、ベル
ナールの霊性思想、ボナヴェン
トゥラの神秘神学、エックハルト
の神秘主義を学びます。

第13回 第10章　ダンテと中
世文学の思想

中世文学の展開、宮廷的恋愛詩、
ダンテの『新生』『新曲』、ペトラ
ルカなどについて学びます。

第14回 グループワークと質
疑応答

グループワークと質疑応答を行い
ながら、春期授業の内容を振り返
ります。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：指定されたテキストの箇所を読み、理解できない点をまとめて
ください。また、それに関連する諸概念を調べてください。（2時間）
復習：再度、テキストや授業資料を読み直し、疑問点が解決できたか
どうかを確認してください。疑問があれば、Hoppiiの投稿欄に質問
を記入してください。また、課題の問題に答えてください。（2時間）

【テキスト（教科書）】
金子晴勇 (著)『ヨーロッパ思想史―理性と信仰のダイナミズム―』
筑摩選書、ISBN-13 : 978-4480017284、1980円、生協書籍部で購
入してください。

【参考書】
若松英輔・山本芳久（共著）『キリスト教講義』文芸春秋、ISBN-13
: 978-4163909455、2019年、1850円

【成績評価の方法と基準】
①毎回の課題評価、②春学期の期末レポート（到達目標の技術の習
得）。①を50%、②を50%として、受講生の成績を総合的に評価し
ます。課題プリントの評価については、授業内容を的確に把握して
いるかどうかを基準にします。また、期末レポートに関しては、小
論文の形式を満たしているかどうか、また、内容把握が的確かどう
かを基準にして判定します。

【学生の意見等からの気づき】
病気などで体調が悪くなっても、すべての学習教材は、学習支援シ
ステムHoppiiにアップロードされています。病欠した授業の内容を
自習して、課題を提出すれば、その課題を評価します。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムHoppiiを利用するため、インターネット、パソコ
ンあるいはノートブックを使用します。

【その他の重要事項】
その他の詳細は、授業支援システムHoppiiに記載しますので、そち
らをご覧ください。

【Outline (in English)】
This course aims to explore the intellectual heritage of
Christianity through the lenses of both faith and reason.
The goal is to provide a comprehensive understanding of the
historical progression of Christian doctrine. Moreover, we
will delve into the philosophical concepts closely related to
Christianity and how they have influenced various aspects of
society, including politics, economics, and culture. The classes
scheduled for the spring semester will cover the early church
and the formation of the Bible, as well as mystical thought in
the late medieval period.
In preparing for the assignment, students should start by
reading the assigned text to understand technical terms (2
hours). They will revise their responses to the questions and
complete assignments for the class (2 hours).
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Your performance in this course will be evaluated based on two
factors: assignment evaluation each time and a final report at
the end of the semester. Both carry equal weightage in the
grading criteria.
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

キリスト教思想史Ｂ 2017年度以降入学者

鵜澤　和彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
キリスト教は、わたしたち人間存在とそれを取り囲む世界、そして、
それらの根源としての神についての教義を形成し、人間社会及び文
化の諸領域に多大な影響を与えてきました。本授業は信仰（信じる
こと）と理性（知ること）の両側面から、このキリスト教の知的遺
産を歴史的に学びます。また、受講生がこれらの学習を通して、キ
リスト教の理解を深めていくことを目的とします。秋期授業（キリ
スト教思想史B）は、ルネサンスと宗教改革から近代ヨーロッパ文
学の人間観までを学びます。

【到達目標】
①キリスト教の教義とその歴史的発展に関する理解を深めることが
できる。②キリスト教と深い関係にある哲学の諸概念をよりよく理
解することができる。③政治・経済・社会ならびに文化（芸術など）
に与えているキリスト教の影響を把握することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義は授業支援システムHoppiiを使用しながら、対面の形式で行い
ます。聖書はオンラインで参照できるようにするほか、関連資料を
適宜提供します。また、3回から4回に1度、グループワークと質疑
応答の時間を作り、教科書の内容理解の深化を図ります。出席、質
問、感想は、Google Formを通じて提出してもらいます。質問への
フィードバックは次回の授業時に行います。課題の出題、回収、評
価とフィードバックは、Hoppiiを使用して行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業のガイダンス シラバスの各項目を説明するほか、

春期授業の内容を振り返ります。
第2回 第10章　ダンテと中

世文学の思想
中世文学の歴史的展開、ダンテの
『新生』『神曲』、ペトラルカの文学
を学びます。

第3回 第11章　キリスト教
共同体の終焉と近代
への移行

ダンテの『帝政論』、マルシリウス
の『平和の擁護者』、クザーヌスの
『普遍的一致』を解説します。

第4回 グループワークと質
疑応答

第10章と第11章の内容について、
グループワークと質疑応答を行い
ます。

第5回 第12章　ルネサンス
と宗教改革の思想

ルネサンスとは何か、イタリア人
文主義の思想、ルターの信仰特質
およびキリスト教的霊性の定義な
どについて説明します。

第6回 第13章　宗教改革か
ら近代思想へ

プロテスタンティズムの歴史的な
成果と残された問題などについて
学びます。

第7回 第14章　近代的自我
の確立

デカルトのコギトと哲学の出発点、
パスカルの問いと人間の理解など
を解説します。

第8回 第14章続き　パスカ
ルと信仰

パスカルの生涯、決定的回心（メ
モリアル）、イエズス会との論争に
ついて学びます。

第9回 グループワークと質
疑応答

第12章から第14章までの内容に
ついて、グループワークと質疑応
答を行います。

第10回 第15章　啓蒙思想と
敬虔主義

欧州各国の啓蒙思想、敬虔主義の
覚醒運動、シュライアマッハーの
宗教論について解説します。

第11回 第16章　ヘーゲルの
思想体系

ヘーゲルとフランス革命、歴史の
弁証法とその影響などについて学
びます。

第12回 第17章　ヘーゲル体
系の批判と解体

フォイエルバッハ、マルクス、キル
ケゴールの思想などを解説します。

第13回 第18章　近代ヨー
ロッパ文学の人間観

中世から近代への歴史的変遷、近
代ヨーロッパ文化および文学につ
いて学習します。

第14回 秋期授業のまとめと
質疑応答

秋期授業の内容を振り帰った後で、
第15章から第18章までの内容に
ついて、グループワークと質疑応
答を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：指定されたテキストの箇所を読み、理解できない点をまとめて
ください。また、それに関連する諸概念を調べてください。（2時間）
復習：再度、テキストや授業資料を読み直し、疑問点が解決できたか
どうかを確認してください。疑問があれば、Hoppiiの投稿欄に質問
を記入してください。また、課題の問題に答えてください。（2時間）

【テキスト（教科書）】
金子晴勇 (著)『ヨーロッパ思想史―理性と信仰のダイナミズム―』
筑摩選書、2021年、ISBN-13 : 978-4480017284、1980円、生協
書籍部で購入してください。

【参考書】
若松英輔・山本芳久（共著）『キリスト教講義』文芸春秋、2019年、
ISBN-13 : 978-4163909455、1850円

【成績評価の方法と基準】
①毎回の課題評価、②秋学期の期末レポート（到達目標の技術の習
得）。①を50%、②を50%として、受講生の成績を総合的に評価し
ます。課題プリントの評価については、授業内容を的確に把握して
いるかどうかを基準にします。また、期末レポートに関しては、小
論文の形式を満たしているかどうか、また、内容把握が的確かどう
かを基準にして判定します。

【学生の意見等からの気づき】
病気などで体調が悪くなっても、すべての学習教材は、学習支援シ
ステムHoppiiにアップロードされています。病欠した授業の内容を
自習して、課題を提出すれば、その課題を評価します。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムHoppiiを利用するため、インターネット、パソコ
ンあるいはノートブックを使用します。

【その他の重要事項】
その他の詳細は、授業支援システムHoppiiに記載しますので、そち
らをご覧ください。

【Outline (in English)】
This course aims to explore the intellectual heritage of
Christianity through the lenses of both faith and reason.
The goal is to provide a comprehensive understanding of the
historical progression of Christian doctrine. Moreover, we
will delve into the philosophical concepts closely related to
Christianity and how they have influenced various aspects
of society, including politics, economics, and culture. Scope
of autumn classes: students will study everything from the
Renaissance and Reformation to modern European literature’s
view of the human person.
In preparing for the assignment, students should start by
reading the assigned text to understand technical terms (2
hours). They will revise their responses to the questions and
complete assignments for the class (2 hours).
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Your performance in this course will be evaluated based on two
factors: assignment evaluation each time and a final report at
the end of the semester. Both carry equal weightage in the
grading criteria.
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LIN300LA（言語学 / Linguistics 300）

異文化コミュニケーション論Ａ 2017年度以降入学者

山本　そのこ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年、異文化接触、異文化混在の状況が加速度的に進んでおり、そ
れに伴う文化の国際化や融合と共に、「違和感」や多文化間の摩擦も
顕在化しつつある。しかし、そもそも「文化」とは何なのか。自分
は、そして他者はどのような文化背景を持っているのか。また、「文
化」と「言語」はどのように関係し合っているのか。
　この授業では、普段あまり意識されていない日本語と日本文化の
具体的な例を取り上げ、他の言語・文化と対照することで、意識化・
相対化することを計る。★日本人と外国人、様々な背景文化をもつ
学生の積極的参加を期待する。

【到達目標】
①言葉と文化の問題がいかに人の認識に関わるか理解する。
②自分が今まで意識していなかった文化を意識化、また相対化する。
③異文化コミュニケーションに重要な役割を果たす言語行動パター
ンと非言語的要素を理解する。
④実際のコミュニケーションにおいて、知識や技能をどのように応
用するかを考える。
⑤異文化コミュニケーションに関する基本的な学問的知識（用語・
概念・理論などの知識）を得る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・第1～3回目は、講義形式。第14回目は期末試験を行う。
・第4～13回の授業内容について、授業参加者が分担して報告。そ
の後、クラス全員で内容を検討する。
・毎回の授業の最後に、リアクションペーパーを提出。次の回の授
業冒頭でフィードバックを行う。
・Google Classroomを使って授業を行う。
　連絡や課題／試験の提示、リアクションペーパーも主にGoogle
Classroomを使い、Hoppiiは補助的な位置づけとなるので、履修が
決定したらGoogle Classroomに登録すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション ・授業運営に関する打ち合わせ

・アンケート
第2回 ステレオタイプ①定

義・要因・具体例
・日本と日本人のイメージ
・春学期プレゼンテーションの割
り当て

第3回 ステレオタイプ②メ
ディア・個人的／社
会的影響

・メディアとステレオタイプ
・ステレオタイプの影響

第4回 文化によって異なる
色彩認識について

・虹にはいくつの色があるのか。
太陽は世界のどこでも赤いのか。

第5回 カテゴリー分類の差
異

・蛾と蝶が同じである理由

第6回 文化によって異なる
羞恥心

・「恥かしさ」の基準

第7回 日本語と外国語①文
法・語彙

・動詞のカテゴリー
・形容詞とは
・新語（ネオロジー）

第8回 日本語と外国語②語
用論その他

・人称
・指示詞
・感情の表現

第9回 日本語と外国語③表
記

・ラジオ型言語とテレビ型言語
・文字言語としての日本語と他言
語との比較。
・音声言語としての日本語と他言
語との比較

第10回 言語政策 ・母語に対する認識
・各国の言語政策
・外国語教育は必要か

第11回 日本人の宗教観 ・無神論・一神論・多神論
第12回 住居と自然 ・自然との闘い／自然との共存
第13回
　

日本の「文化多様性」・マイノリティ問題
・グローバル化と固有文化の維持

第14回
　

期末試験 ・第1～14回のまとめ試験と解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・毎回、授業前にテキストの次回授業該当箇所や、与えられた文献を
読んでおくこと。
・「プレゼンテーション」の期間は、割り当て個所の報告、内容に関
する疑問点やコメントの準備をすること。
・本授業の復習・予習時間は、発表担当時は5時間以上（資料集め、
その他含む）、平常時は60分を標準とする。

【テキスト（教科書）】
適宜資料を配付する。

【参考書】
鈴木孝夫『日本語教のすすめ』新潮新書
鈴木孝夫『ことばと文化』岩波新書
鈴木孝夫『日本語と外国語』岩波新書
今井むつみ『ことばと思考』岩波新書
高野陽太郎『日本人論の危険なあやまち』ディスカバー掲書
G.ドイッチャー『言語が違えば世界も違って見えるわけ』
R.E.ニスベット『木を見る西洋人、森を見る東洋人』ダイヤモンド社
その他、必要に応じて授業時間内あるいはポータルサイトで紹介する

【成績評価の方法と基準】
授業参加度　　　　　　15%
リアクションペーパー　15%
クイズ　　　　　　　　10%
発表　　　　　　　　　20%
期末試験　　　　　　　40%
・4回以上授業を欠席した場合、期末試験の受験資格を失うので注意
すること。

【学生の意見等からの気づき】
・グループ・ワークやディスカッションなど、双方向、多方向のやり
とりの要望・評価が高い。今年度も履修者の積極的授業参加と授業
内活動の活発化を図りたい。

【学生が準備すべき機器他】
・インターネット接続可能な機器：ＰＣ、タブレット端末、スマート
フォン。
・期末試験時にはＰＣまたはタブレット端末
★事前に、グーグルクラスルームへの登録を行うこと。クラスコー
ド：ep5vugv

【その他の重要事項】
★受講希望者数によっては、第1回目（4月8日）の授業時に行うア
ンケートで選抜を行うので、履修希望者は第1回目に必ず出席する
こと。

【Outline (in English)】
(Outline)
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In this course, students will read various materials on
Japanese language and culture, comparing with other cultures.
Eventually they are expected to relativize the cultures of their
own, and to deepen the understanding of other ones. The
classes will consist of lectures, student presentations, and
individual/group works. The interactions of participants with
various cultural backgrounds are expected.
(Learning Objectives)
At the end of this course, students will be expected to realize
how human recognition will be affected by languages and
cultures, and to have better understanding of relativity of the
cultures.
(Learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required
reading assignments before each class meeting. Your study
time is at least 1 hour for each class meeting.
(Grading Criteria/Policies)
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination 40%
Presentation　　　　 20%
Reaction Paper Writing 15%
in class contribution 15%
Quiz　10%
＊Students who have missed more than 3 class meetings will
not be allowed to take the term-end exam, nor acquire credit.
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LIN300LA（言語学 / Linguistics 300）

異文化コミュニケーション論Ｂ 2017年度以降入学者

山本　そのこ

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年「グローバル化」や「国際化」が加速度的に進み、異文化と
の接触は身近かつ無視できない問題となっている。その一方、異文
化接触による摩擦問題が次々と表面化してもいる。特に、外交やビ
ジネスで異文化間の接触が予想される場面では、異文化間コミュニ
ケーションの基本的な知識は必須となる。　
　この授業では、異なる文化を持つ集団や個人と接触したときに、い
かにすれば互いによりスムーズなコミュニケーションが図れるのか
を、具体的な例や既存の理論の検討、そして授業参加者の経験や意
見の交換などを通して、理論面と実践面の双方から考える。
★日本人と外国人、様々な背景文化をもつ学生の積極的参加を期待
する。

【到達目標】
①自分が今まで意識していなかった文化を意識化、また相対化する。
②異文化コミュニケーションに重要な役割を果たす言語行動パター
ンと非言語的要素を理解する。
③実際のコミュニケーションにおいて、知識や技能をどのように応
用するかを考える。
④異文化コミュニケーションに関する基本的な学問的知識（用語・
概念・理論などの知識）を得る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・第1・2回目は講義と教室内活動中心。
・第3～13回は、指定の内容について、授業参加者が分担して報告。
その後、クラス全員で内容を検討する。
・毎回の授業の最後に、リアクションペーパーを提出。次の回の授
業冒頭でフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

文化と異文化間コ
ミュニケーション

・授業運営に関する打ち合わせ
・受講者アンケート記入
・異文化コミュニケーションの背
景とその領域

第2回 自分を知る ・対立管理スタイルと異文化適応力
・秋学期プレゼンテーションの割
り当て

第3回 コミュニケーショ
ン・スタイル①　コ
ンテキスト

・高コンテキスト文化と低コンテ
キスト文化
（学生発表と質疑応答。以下13回
まで）

第4回 コミュニケーション・
スタイル②　ターン
テｰキングとパラ言語

・会話場面における」発話のター
ンの取り方の違い、文化差や特徴。
・イントネーション、リズム、ポー
ズ、声質など、周辺言語の基本的
知識と文化的な特徴

第5回 言語コミュニケー
ション①　褒め方・
叱り方・謝り方

文化によって異なる「ほめ方・し
かり方・謝り方」を例に、その根
本にあるポライトネスポライトネ
ス理論の基本的な概念を捉える。

第6回 言語コミュニケー
ション②　誘い方と
断り方

第５回に引き続き、ポライトネス
理論の立場から「誘い方と断り方」
という言語行為を観察し、そこに
現れる文化的な特徴について考え
る。

第7回 言語コミュニケー
ション③　自己紹介
と自己開示

・「自己紹介」の仕方、そこで好ま
れる話題や態度など。
・「自己開示」の深さ、広さなどが
コミュニケーションや対人関係に
及ぼす影響と、文化的特徴。

第8回 非言語コミュニケー
ション①　表情・ア
イコンタクト　

・人類共通の本能的、基本的な表
情分析と、文化に依存する表情表
現について。
・視線によるコミュニケーション、
いわゆるアイコンタクトに見られ
る文化差。

第9回 非言語コミュニケー
ション②　しぐさと
ジェスチャー・タッ
チング

・異なる文化圏で見られる様々な
しぐさやジェスチャー
・危険なしぐさ、あるいはコミュ
ニケーションを円滑にするジェス
チャーなどの具体例。
・タッチングの文化差や性別、年
令、人間関係による変化。

第10回 非言語コミュニケー
ション③　空間と対
人距離

・ソーシャル・ディスタンスや
パーソナルスペースなど、空間の
扱いに見られる文化差。
・対人距離がコミュニケーション
に与える影響。

第11回 非言語コミュニケー
ション④　時間感覚

・時間感覚の地域、時代、個人によ
る差異。
・ＭタイムとＰタイム

第12回 価値観 ・ことわざ、昔話などに見る基本
的価値観
・家族関係、道徳観など基本的価
値観と異文化接触

第13回 コミュニケーション
阻害要因と異文化コ
ミュニケーション・
スキル

・ステレオタイプと偏見・差別
・アイデンティティとコミュニ
ケーション
・異文化コミュニケーションのた
めのテクニックやメソッド

第14回 期末試験 ・第1回～第13回までの内容につ
いての筆記試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・「プレゼンテーション」の期間は、割り当て個所の報告、内容に関
する疑問点やコメントの準備をすること。
・本授業の準備学習・復習時間は、1時間を標準とします。（ただし、
発表担当の場合は例外。さらに多くの時間を要する）

【テキスト（教科書）】
適宜資料を配付する。

【参考書】
R.E.ニスベット『木を見る西洋人、森を見る東洋人』ダイヤモンド社
鍋倉健悦『異文化間コミュニケーション論』丸善ライブラリー
池田理知子　E.M.クレーマー『異文化コミュニケーション・入門』
有斐閣アルマ
八代京子　他『異文化コミュニケーションワークブック』三修社
吉田暁・石井敏　他『異文化コミュニケ－ションキーワード』有斐閣
E.ホール　『沈黙のことば－文化・行動・思考』南雲堂
その他、必要に応じて授業時間内あるいはポータルサイトで紹介する

【成績評価の方法と基準】
授業参加度 15％
リアクションペーパー15％
クイズ　　10%
発表　　　20%
期末試験　40％
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【学生の意見等からの気づき】
・グループ・ワークやディスカッションなど、双方向、多方向のやり
とりの要望・評価が高い。今年度も履修者の積極的授業参加と授業
内活動の活発化を図りたい。
・グループ活動時にメンバー構成の調整方法を改善したい。

【学生が準備すべき機器他】
・インターネット接続可能な機器：ＰＣ、タブレット端末、スマート
フォン。
・期末試験時にはＰＣまたはタブレット端末
★事前に、グーグルクラスルームへの登録を行うこと。クラスコー
ド：agl2taz

【その他の重要事項】
・受講希望者数によっては、第1回目の授業時に行うアンケートで選
抜を行うので、履修希望者は必ず初回授業に出席すること。
・最新情報をHoppiiで確認すること。　また、法政のメールアカウ
ントをこまめにチェックすること。

【Outline (in English)】
(Outline)
This course will provide students with basic knowledge of
multicultural communication, such as stereotypes, verbal/non-
verbal communication, values, etc. The classes will consist of
lectures, student presentations, and individual/group works.
Interactions of participants with various cultural backgrounds
are expected.
(Learning Objectives)
At the end of this course, students will be expected to have
knowledge of the basic terms, concepts and to be able to apply
them for their real lives in the multicultural society.
(Learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required
assignments before each class meeting. Your study time is at
least 1 hour for each class meeting.
(Grading Criteria/Policies)
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination 40%
Presentation　　　　 20%
Reaction Paper Writing 15%
in class contribution 15%
Quiz　10%
*Students who have missed more than 3 class meetings will
not be allowed to take the term-end exam, nor acquire credit.
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LAW300LA（法学 / law 300）

法哲学Ａ 2017年度以降入学者

内藤　淳

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：水2/Wed.2
単位数：2単位
定員制（20）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
法哲学とは、「なぜ法を守らないといけないのか」「正しい法とはどう
いうものか」といった法に関する根本問題を考える分野である。法
哲学のそうした議論への入門をテーマとする。
主要理論の解説や具体的な事例・問題の分析を通じて法哲学の基礎
知識を学ぶと共に、法哲学的な観点に即した問題分析力・思考力を
身に付けることが授業の目的である。
秋学期開講の「法哲学B」と連続した内容で授業を行うので、受講
者はできる限り「法哲学B」も続けて履修すること。履修人数は20
人を上限とし、初回授業にて受講者の選抜と確定を行うので、履修
希望者は初回授業に必ず出席し、教員からの指示に従うこと（本シ
ラバス「その他の重要事項」参照）。

【到達目標】
①法哲学の基礎理論を理解し、そこでの主要な論点や問題点を把握
する。
②現代社会の具体的課題・問題に対して、法哲学的な視点に立って
根源的な分析検討ができるようになる。
③上記①②を踏まえて、社会的な問題に関して自分の考えを合理的
根拠に基づいて論じたり説明したりできるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
テキストと配布資料に基づく講義を行いつつ、その中の主要論点に
ついて適宜ディスカッションを行う。その際、受講生にはコメント
の提示や小論文などの提出を求める。提出コメントや小論文、その
他の質問に対しては、授業の中で適宜解説をする。
授業計画は以下の予定だが、受講生の理解状況や進行ペースなどに
応じて内容や順序を変更することがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業のねらいや進め方についての

説明、受講者の選抜・決定
第2回 法哲学を学ぶにあ

たって
法哲学とはどういう学問か、その
特徴は何か

第3回 格差問題のポイント 現代日本の格差の概況とその論点
について

第4回 法哲学の基本的視点
（１）

自由主義と平等主義の関係につい
て

第5回 法哲学の基本的視点
（２）

格差問題に関する法哲学的考察に
ついて

第6回 ドーピングは禁止す
べきか？（１）

ドーピングをめぐる現状について

第7回 ドーピングは禁止す
べきか？（２）

ドーピングを禁止する根拠の検討
について

第8回 ドーピングは禁止す
べきか？（３）

ドーピングと個人の自由について

第9回 ドーピングは禁止す
べきか？（４）

卓越主義と中立性原理について

第10回 臓器売買は許される
べきか？（１）

臓器売買規制の現状について

第11回 臓器売買は許される
べきか？（２）

臓器売買反対論の検討について

第12回 臓器売買は許される
べきか？（３）

臓器売買容認論について

第13回 臓器売買は許される
べきか？（４）

自分の身体に対する所有権につい
て

第14回 臓器売買は許される
べきか？（５）

自己所有権の限界について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。「授業の進
め方と方法」に記載したように、授業の中でディスカッションを行っ
たりコメント提出を求めたりするので、受講者は、あらかじめテキ
ストの該当箇所や関連する文献を読んで授業に臨むこと。また、各
回の授業後には、配布資料を踏まえて講義内容を見直し、紹介され
た参考文献などを適宜読んで、そこで扱った問題や課題についての
自分の意見をまとめておく。

【テキスト（教科書）】
瀧川裕英編『問いかける法哲学』（法律文化社、2016年、2500円＋税）

【参考書】
深田三徳・濱真一郎編著『よくわかる法哲学・法思想』（ミネルヴァ
書房、2007年）
竹下・角田・市原・桜井編『はじめて学ぶ法哲学・法思想』（ミネル
ヴァ書房、2010年）
瀧川裕英・宇佐美誠・大屋雄裕『法哲学』（有斐閣、2014年）
宇佐美誠・児玉聡：井上彰・松本雅和『正義論：ベーシックスから
フロンティアまで』（法律文化社、2019年）
森村進『法哲学講義』（筑摩書房、2015年）
森村進編『法思想史の水脈』（法律文化社、2016年）
マイケル・サンデル『これからの「正義」の話をしよう』（早川書房、
2010年）
その他の参考書は、授業の中で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業の中で課す小論文（レポート）の点数を軸に、提出コメントと
授業への参加・議論状況を加味して上記「授業の到達目標」に記し
た3点の到達度を評価・判断する。詳細は授業の中で説明する。評
価割合は、小論文：80％、コメント等：20％の予定。

【学生の意見等からの気づき】
受講生のコメントや意見を積極的に聞き、それに基づく論点の掘り
下げをすることで、受講生の授業参加と内容理解を促進したい。

【その他の重要事項】
履修人数は20人を上限とし、受講希望者がそれを超える場合は選抜
を行うので、初回授業には必ず出席し教員からの指示に従うこと。
そうでない学生には受講資格を認めない。（選抜は原則として抽選と
するが、受講機会確保の観点から年次が上の学生を優先する場合が
ある。）人数制限があることに鑑み、受講を認められた学生には十分
な熱意と授業参加を求める。
秋学期開講の「法哲学B」と連続した内容で授業を行うので、受講者
はできる限り「法哲学B」も続けて履修すること。（春学期の「法哲
学A」受講者には、秋学期の「法哲学B」の履修を優先的に認める。）
あわせて、授業中の私語や入退室を慎む、携帯電話の電源を切るな
ど、受講上のマナーを厳守すること。

【Outline (in English)】
（Course outline）
This course deals with an explanation of the basic theories and
issues in the philosophy of law.
（Learning Objectives）
The goals of this course are is to help students understand
some basic theories and perspectives of legal philosophy. At
the end of this course, studenats are expected to understand
some basic theories of philosophy of law and to form their own
opinions on social issues by the perspective of philosophy of law.
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be decided basen on essay assignment (80%)
and submitted comments in class (20%).
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LAW300LA（法学 / law 300）

法哲学Ｂ 2017年度以降入学者

内藤　淳

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：水2/Wed.2
単位数：2単位
定員制（20）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
法哲学とは、「なぜ法を守らないといけないのか」「正しい法とはどう
いうものか」といった法に関する根本問題を考える分野である。法
哲学のそうした議論への入門をテーマとする。
主要理論の解説や具体的な事例・問題の分析を通じて法哲学の基礎
知識を学ぶと共に、法哲学的な観点に即した問題分析力・思考力を
身に付けることが授業の目的である。
春学期開講の「法哲学A」と連続した内容で授業を行うので、受講
者はできる限り「法哲学A」とあわせて履修すること。履修人数は
20人を上限とし、初回授業にて受講者の選抜と確定を行うので、履
修希望者は初回授業に必ず出席し、教員からの指示に従うこと（本
シラバス「その他の重要事項」参照）。

【到達目標】
①法哲学の基礎理論を理解し、そこでの主要な論点や問題点を把握
する。
②現代社会の具体的課題・問題に対して、法哲学的な視点に立って
根源的な分析検討ができるようになる。
③上記①②を踏まえて、社会的な問題に関して自分の考えを合理的
根拠に基づいて論じたり説明したりできるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
テキストと配布資料に基づく講義を行いつつ、その中の主要論点に
ついて適宜ディスカッションを行う。その際、受講生にはコメント
の提示や小論文などの提出を求める。提出コメントや小論文、その
他の質問に対しては、授業の中で適宜解説をする。
授業計画は以下の予定だが、受講生の理解状況や進行ペースなどに
応じて内容や順序を変更することがある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業のねらいや進め方についての

説明、受講者の選抜・決定
第2回 裁判員制度は廃止す

べきか？（１）
裁判員制度の現状について

第3回 裁判員制度は廃止す
べきか？（２）

裁判員制度への批判について

第4回 裁判員制度は廃止す
べきか？（３）

裁判員制度の正当化根拠について

第5回 裁判員制度は廃止す
べきか？（４）

国民と司法の関係について

第6回 児童手当は独身者差
別か？（１）

子育て支援の現状について

第7回 児童手当は独身者差
別か？（２）

児童手当の公平性について

第8回 児童手当は独身者差
別か？（３）

法制度の中立性に関する理論につ
いて

第9回 児童手当は独身者差
別か？（４）

子育て支援制度の根拠について

第10回 相続制度は廃止すべ
きか？（１）

相続制度の現状について

第11回 相続制度は廃止すべ
きか？（２）

相続制度の根拠について

第12回 相続制度は廃止すべ
きか？（３）

相続制度廃止論について

第13回 相続制度は廃止すべ
きか？（４）

個人の権利と相続の関係について

第14回 理論的整理 リベラリズムとリバタリアニズム
について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とする。「授業の進
め方と方法」に記載したように、授業の中でディスカッションを行っ
たりコメント提出を求めたりするので、受講者は、あらかじめテキ
ストの該当箇所や関連する文献を読んで授業に臨むこと。また、各
回の授業後には、配布資料を踏まえて講義内容を見直し、紹介され
た参考文献などを適宜読んで、そこで扱った問題や課題についての
自分の意見をまとめておく。

【テキスト（教科書）】
瀧川裕英編『問いかける法哲学』（法律文化社、2016年、2500円＋税）

【参考書】
深田三徳・濱真一郎編著『よくわかる法哲学・法思想』（ミネルヴァ
書房、2007年）
竹下・角田・市原・桜井編『はじめて学ぶ法哲学・法思想』（ミネル
ヴァ書房、2010年）
瀧川裕英・宇佐美誠・大屋雄裕『法哲学』（有斐閣、2014年）
宇佐美誠・児玉聡：井上彰・松本雅和『正義論：ベーシックスから
フロンティアまで』（法律文化社、2019年）
森村進『法哲学講義』（筑摩書房、2015年）
森村進編『法思想史の水脈』（法律文化社、2016年）
マイケル・サンデル『これからの「正義」の話をしよう』（早川書房、
2010年）
その他の参考書は、授業の中で随時紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業の中で課す小論文（レポート）の点数を軸に、提出コメントと
授業への参加・議論状況を加味して上記「授業の到達目標」に記し
た3点の到達度を評価・判断する。詳細は授業の中で説明する。評
価割合は、小論文：80％、コメント等：20％の予定。

【学生の意見等からの気づき】
受講生のコメントや意見を積極的に聞き、それに基づく論点の掘り
下げをすることで、受講生の授業参加と内容理解を促進したい。

【その他の重要事項】
履修人数は20人を上限とし、受講希望者がそれを超える場合は選抜
を行うので、初回授業には必ず出席し教員からの指示に従うこと。
そうでない学生には受講資格を認めない。（選抜は原則として抽選と
するが、受講機会確保の観点から年次が上の学生を優先する場合が
ある。）人数制限があることに鑑み、受講を認められた学生には十分
な熱意と授業参加を求める。
春学期開講の「法哲学A」と連続した内容で授業を行うので、受講
者はできる限り「法哲学A」をあわせて履修すること。（履修者の選
抜・決定にあたっては、春学期の「法哲学A」を受講済みの学生を
優先する。）
あわせて、授業中の私語や入退室を慎む、携帯電話の電源を切るな
ど、受講上のマナーを厳守すること。

【Outline (in English)】
（Course outline）
This course deals with an explanation of the basic theories and
issues in the philosophy of law.
（Learning Objectives）
The goals of this course are is to help students understand
some basic theories and perspectives of legal philosophy. At
the end of this course, studenats are expected to understand
some basic theories of philosophy of law and to form their own
opinions on social issues by the perspective of philosophy of law.
（Learning activities outside of classroom）
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Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be decided basen on essay assignment (80%)
and submitted comments in class (20%).
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HUG300LA（人文地理学 / Human geography 300）

人文地理学セミナーＡ 2017年度以降入学者

米家　志乃布

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
テーマ：東京の「街歩き」コースを提案しよう！ 本授業は、人文地
理学的な街歩きを実践する教養ゼミです。受講生のみなさんが、案
内者になったつもりで、東京の「街歩き」コースを提案していただ
き、それを踏まえて、人文地理学的な地域の見方、考え方について
議論します。春学期は、春～夏にかけての東京の街の人文地理学的
な見どころを探していただきます。

【到達目標】
本授業では、人文地理学的な「地域」の見方を自ら考えて、実践す
ることを目的とします。履修者がお互いに興味関心をもてるように
「東京」を共通フィールドとします。東京には、多様な自然・歴史・
文化をもつ様々な街がたくさんあります。その「街歩き」コースを
提案することから、多くの発見や気づきがあるでしょう。大学での
地理学を学ぶ楽しさを経験し、教養だけでなく、今後の専門学習に
も活かしていくことを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
個人あるいはグループ単位で、東京をフィールドにしてテーマを設
定し、人文地理学的な「街歩き」コースを提案してもらいます。土
日や平日の空き時間を利用して、実際にコースを歩き、その概要を
授業時間内にパワーポイントで発表してください。それをもとに、
みんなで議論いたします。教員からのコメントも授業内でフィード
バックします。教科書には、東京都内各地のフィールド巡検コース
が提案されています。それを参考にしていただいても大丈夫です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 履修者決定

発表順番の調整
スケジュール確定

第2回 フィールドワーク① 靖国神社・皇居を巡検する（身近
な東京）

第3回 東京の人文地理学① 江戸時代から戦前までの東京の変
遷を講義する

第4回 東京の人文地理学② 戦後から現代までの東京の変遷を
講義する

第5回 フィールドワーク② 市ヶ谷を巡検する（身近な東京）
第6回 メディアにみる外濠 ブラタモリ「江戸城外濠」を鑑賞

する
第7回 街歩きコースの提案

①
東京都千代田区のコース

第8回 街歩きコースの提案
②

東京都中央区のコース

第9回 街歩きコースの提案
③

東京都新宿区・文京区のコース

第10回 街歩きコースの提案
④

東京都港区・品川区のコース

第11回 街歩きコースの提案
⑤

東京都江東区・墨田区のコース

第12回 街歩きコースの提案
⑥

東京都台東区のコース

第13回 街歩きコースの提案
⑦

多摩地域のコース

第14回 街歩きコースの提案
⑧
まとめ

パワーポイントで発表する
提案したコースのなかで最もよ
かったものを投票で選ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『東京の歴史』第1巻～第10巻、吉川弘文館
BT12階の地理学科事務室に備えてあります。必要な箇所をコピー
してください。

【参考書】
適宜、授業内で紹介いたします。

【成績評価の方法と基準】
ゼミ形式の授業なので、平常点50％、プレゼンテーションやレポー
ト内容50％で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度、授業内に大学近辺のフィールドワーク（巡検）を実施した
ところ、好評でしたので、今年度も実施します。

【学生が準備すべき機器他】
発表用の資料はGoogleクラスルームで共有します。学習に支障がな
いように、PCなど機器類を必ず準備してください。

【その他の重要事項】
本授業はゼミ形式のため、希望者多数の際は、履修人数を制限いた
します。必ず、初回の授業開始前までに、学習支援システムで仮登
録をして、授業に出席してください。履修希望人数を把握し、必要
あれば選抜いたします。選抜実施以降の履修希望者はお断りするこ
とになります。

【Outline (in English)】
This class is a liberal arts seminar in which students will
practice walking around the city from a human geographical
perspective. Students will be asked to propose a "city walking"
course in Tokyo as if they were guides, and based on the
proposed course, we will discuss human geographical views
and perspectives on the region. In the spring semester,
students will be asked to find human geographical highlights
of the city of Tokyo from spring to summer．
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course contents.
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report and presentation (50%), in-class contribution
（50％）.
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HUG300LA（人文地理学 / Human geography 300）

人文地理学セミナーＢ 2017年度以降入学者

米家　志乃布

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
テーマ：東京の「街歩き」コースを提案しよう！ 本授業は、人文地
理学的な街歩きを実践する教養ゼミです。受講生のみなさんが、案
内者になったつもりで、東京の「街歩き」コースを提案していただ
き、人文地理学的な地域の見方、考え方について議論します。
秋学期は、秋～冬の東京の街の見どころを探していただきます。

【到達目標】
本授業では、人文地理学的な「地域」の見方を自ら考えて、実践す
ることを目的とします。履修者がお互いに興味関心をもてるように
「東京」を共通フィールドとします。東京には、多様な自然・歴史・
文化をもつ様々な街がたくさんあります。その「街歩き」コースを
提案することから、多くの発見や気づきがあるでしょう。地理学を
学ぶ楽しさを経験し、教養だけでなく、今後の専門学習にも活かし
ていくことを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
個人あるいはグループ単位で、東京をフィールドにしてテーマを設
定し、人文地理学的な「街歩き」コースを提案してもらいます。土
日や平日の空き時間を利用して、実際にコースを歩き、その概要を
授業時間内にパワーポイントで発表してください。それをもとに、
みんなで議論いたします。教員からのコメントは授業内でフィード
バックします。教科書には、東京都内各地のフィールド巡検コース
が提案されています。それを参考にしていただいても大丈夫です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 履修者決定

発表順番の調整
スケジュール確定

第2回 フィールドワーク① 番町・四ツ谷を巡検する（身近な
東京）

第3回 東京の人文地理学① 江戸時代から戦前までの東京の変
遷を講義する

第4回 東京の人文地理学② 戦後から現代までの東京の変遷を
講義する

第5回 フィールドワーク② 神楽坂を巡検する（身近な東京）
第6回 メディアにみる東京 NHKスペシャル「東京」の特集を

鑑賞する
第7回 街歩きコースの提案

①
東京都千代田区・中央区のコース

第8回 街歩きコースの提案
②

東京都新宿区・中野区のコース

第9回 街歩きコースの提案
③

東京都渋谷区のコース

第10回 街歩きコースの提案
④

東京都世田谷区のコース

第11回 街歩きコースの提案
⑤

東京都目黒区のコース

第12回 街歩きコースの提案
⑥

東京都杉並区のコース

第13回 街歩きコースの提案
⑦

多摩地域のコース

第14回 街歩きコースの提案
⑧

パワーポイントで発表する
提案したコースのなかで最もよ
かったものを投票で選ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『東京の歴史』第1巻～第10巻　吉川弘文館
ＢＴ 12 階の地理学科事務室に備えてありますので、適宜必要な箇
所をコピーして利用してください。

【参考書】
適宜、授業内で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
ゼミ形式の授業なので、平常点50％、プレゼンテーションやレポー
ト内容50％で評価します。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度、授業内に大学近辺のフィールドワーク（巡検）を実施した
ところ、好評でしたので、今年度も実施します。

【学生が準備すべき機器他】
発表用資料などをGoogleクラスルームで共有をします。学習に支障
がないようにPCなど機器類を必ず準備してください。

【その他の重要事項】
本授業はゼミ形式のため、希望者多数の際は、履修人数を制限いた
します。必ず、初回の授業までに、学習支援システムで仮登録をし
て出席してください。履修希望人数を把握し、必要あれば選抜いた
します。選抜実施以降の履修希望者はお断りすることになります。

【Outline (in English)】
This class is a liberal arts seminar in which students will
practice walking around the city from a human geographical
perspective. Students will be asked to propose a "city walking"
course in Tokyo as if they were guides, and we will discuss how
to view and think about the region from a human geographical
perspective.
In the fall semester, students will be asked to find out the
highlights of Tokyo in the fall and winter.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course contents.
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report and presentation (50%), in-class contribution
（50％）.
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CUA300LA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 300）

文化人類学方法論Ａ 2017年度以降入学者

菊池　真理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、中生勝美2016『近代日本の人類学史』を主なテキスト
として、近代日本の植民地支配と人類学の歴史を学ぶことを通じて、
植民地支配と人類学の関係について考える。帝国日本の人類学者た
ちが、植民地を対象としてどのように調査研究を行い、いかなる知
を生み出したのかについて学ぶ。また、戦後日本の開発援助の歴史
を取り上げ、「日本型開発協力」のあり方が、いわゆる植民地主義の
新たな形態やメンタリティとどのように結びついているのかについ
て学ぶ。

【到達目標】
・植民地を中心に人類学研究が行われたこと、植民地の拡張ととも
に人類学の形成発展があったことを理解する。
・日本の人類学が、大日本帝国の異民族統治の政策とどのように結
びついていたか理解する。
・「日本型開発協力」のあり方を、かつて植民地支配を経験した人々
の視点から理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・本授業では、基本的に毎回発表者を立てる（主に履修者による発
表・輪読の形式で授業を進めるが、適宜講義も取り入れる）。発表者
はレジュメに基づいて発表し、それを受けて履修者全員で討論を行
う。よって全ての履修者は文献を熟読の上で授業に参加すること。
・履修者から出された興味深いコメントや質問等を授業内で取り上
げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さらなる議論に
活かす。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方とスケジュール、履

修上の注意、発表順の決定
第2回 植民地主義と人類学 （文献の発表・討論）

人類学批判
第3回 批判開発学と人類学 （文献の発表・討論）

・制度の民族誌
・開発言説と開発実践の民族誌

第4回 近代日本の人類学史
Ⅰ

（文献の発表・討論）
台湾

第5回 近代日本の人類学史
Ⅱ

（文献の発表・討論）
朝鮮①
慣習調査

第6回 近代日本の人類学史
Ⅲ

（文献の発表・討論）
朝鮮②
人々の植民地経験

第7回 近代日本の人類学史
Ⅳ

（文献の発表・討論）
南洋諸島

第8回 近代日本の人類学史
Ⅴ

（文献の発表・討論）
満州①

第9回 近代日本の人類学史
Ⅵ

（文献の発表・討論）
満州②

第10回 近代日本の人類学史
Ⅶ

（文献の発表・討論）
戦時中の日本民族学

第11回 近代日本の人類学史
Ⅷ

（文献の発表・討論）
京都学派の研究活動

第12回 植民地支配と開発の
歴史

（文献の発表・討論）
日本の開発協力

第13回 植民地支配と内戦 （映画鑑賞）
ドキュメンタリー映画

第14回 総括 春学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・輪読に使用する文献の予習・復習を行う（発表担当者かどうかに
関わらず文献を熟読）。
・図書館などで関連文献を探し、授業の理解を深める。
・発表のための資料作成やプレゼンテーションの練習を行う。
・本授業の準備学修・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
中生勝美2016『近代日本の人類学史―帝国と植民地の記憶』風響社.
（その他、必要に応じて関連資料を配布する。）

【参考書】
・板垣竜太2008『朝鮮近代の歴史民族誌―慶北尚州の植民地経験』
明石書店.
・エスコバル,アルトゥーロ2022『開発との遭遇―第三世界の発明と
解体』北野収（訳）新評論.
・太田好信2003『人類学と脱植民地化』岩波書店.
・サイード,E.W.1993『オリエンタリズム上・下』今沢紀子（訳）平
凡社.
・松島泰勝2018『琉球奪われた骨――遺骨に刻まれた植民地主義』
岩波書店.
・ミンツ,シドニー.W.1988『甘さと権力―砂糖が語る近代史』川北
稔、和田光弘（訳）平凡社.
・山路勝彦、田中雅一（編）2002『植民地主義と人類学』関西学院
大学出版会.
（以上のほか、授業時に適宜紹介する。）

【成績評価の方法と基準】
討論・発表内容、授業への参加態度など平常点（70％）を重視する
とともに、授業内で課す予定のレポートやレジュメの内容（30％）
も評価対象とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目
標の60％以上を達成した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システムを利用する。

【その他の重要事項】
・第１回目授業には必ず出席してください。事前の連絡や相談もな
く第１回目授業を欠席した場合は原則、履修を認めません。
・毎回の授業で履修者全員に「文献へのコメント」の提出を課す。こ
の点を承知のうえで履修してください。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ない。
・履修者数の多寡やその他の事由により授業計画等に変更が生じる
こともある。その場合は、授業内もしくは学習支援システムで周知
する。

【Outline (in English)】
The aim of this course deals with Japanese colonial rule and
the history of Japanese anthropology. The goal of this course
is to learn the relationship between Japan’s ruling policies
toward her colonies and the historical development of Japanese
anthropology. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on briefing paper and report
(30%) and in class contribution (70%).
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CUA300LA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 300）

文化人類学方法論Ａ

菊池　真理

授業コード：Q6211 ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：地理学科2～4年
備考（履修条件等）：定員制（30）
地理学科生は選択科目として履修する
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、中生勝美2016『近代日本の人類学史』を主なテキスト
として、近代日本の植民地支配と人類学の歴史を学ぶことを通じて、
植民地支配と人類学の関係について考える。帝国日本の人類学者た
ちが、植民地を対象としてどのように調査研究を行い、いかなる知
を生み出したのかについて学ぶ。また、戦後日本の開発援助の歴史
を取り上げ、「日本型開発協力」のあり方が、いわゆる植民地主義の
新たな形態やメンタリティとどのように結びついているのかについ
て学ぶ。

【到達目標】
・植民地を中心に人類学研究が行われたこと、植民地の拡張ととも
に人類学の形成発展があったことを理解する。
・日本の人類学が、大日本帝国の異民族統治の政策とどのように結
びついていたか理解する。
・「日本型開発協力」のあり方を、かつて植民地支配を経験した人々
の視点から理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・本授業では、基本的に毎回発表者を立てる（主に履修者による発
表・輪読の形式で授業を進めるが、適宜講義も取り入れる）。発表者
はレジュメに基づいて発表し、それを受けて履修者全員で討論を行
う。よって全ての履修者は文献を熟読の上で授業に参加すること。
・履修者から出された興味深いコメントや質問等を授業内で取り上
げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さらなる議論に
活かす。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方とスケジュール、履

修上の注意、発表順の決定
第2回 植民地主義と人類学 （文献の発表・討論）

人類学批判
第3回 批判開発学と人類学 （文献の発表・討論）

・制度の民族誌
・開発言説と開発実践の民族誌

第4回 近代日本の人類学史
Ⅰ

（文献の発表・討論）
台湾

第5回 近代日本の人類学史
Ⅱ

（文献の発表・討論）
朝鮮①
慣習調査

第6回 近代日本の人類学史
Ⅲ

（文献の発表・討論）
朝鮮②
人々の植民地経験

第7回 近代日本の人類学史
Ⅳ

（文献の発表・討論）
南洋諸島

第8回 近代日本の人類学史
Ⅴ

（文献の発表・討論）
満州①

第9回 近代日本の人類学史
Ⅵ

（文献の発表・討論）
満州②

第10回 近代日本の人類学史
Ⅶ

（文献の発表・討論）
戦時中の日本民族学

第11回 近代日本の人類学史
Ⅷ

（文献の発表・討論）
京都学派の研究活動

第12回 植民地支配と開発の
歴史

（文献の発表・討論）
日本の開発協力

第13回 植民地支配と内戦 （映画鑑賞）
ドキュメンタリー映画

第14回 総括 春学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・輪読に使用する文献の予習・復習を行う（発表担当者かどうかに
関わらず文献を熟読）。
・図書館などで関連文献を探し、授業の理解を深める。
・発表のための資料作成やプレゼンテーションの練習を行う。
・本授業の準備学修・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
中生勝美2016『近代日本の人類学史―帝国と植民地の記憶』風響社.
（その他、必要に応じて関連資料を配布する。）

【参考書】
・板垣竜太2008『朝鮮近代の歴史民族誌―慶北尚州の植民地経験』
明石書店.
・エスコバル,アルトゥーロ2022『開発との遭遇―第三世界の発明と
解体』北野収（訳）新評論.
・太田好信2003『人類学と脱植民地化』岩波書店.
・サイード,E.W.1993『オリエンタリズム上・下』今沢紀子（訳）平
凡社.
・松島泰勝2018『琉球奪われた骨――遺骨に刻まれた植民地主義』
岩波書店.
・ミンツ,シドニー.W.1988『甘さと権力―砂糖が語る近代史』川北
稔、和田光弘（訳）平凡社.
・山路勝彦、田中雅一（編）2002『植民地主義と人類学』関西学院
大学出版会.
（以上のほか、授業時に適宜紹介する。）

【成績評価の方法と基準】
討論・発表内容、授業への参加態度など平常点（70％）を重視する
とともに、授業内で課す予定のレポートやレジュメの内容（30％）
も評価対象とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目
標の60％以上を達成した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システムを利用する。

【その他の重要事項】
・第１回目授業には必ず出席してください。事前の連絡や相談もな
く第１回目授業を欠席した場合は原則、履修を認めません。
・毎回の授業で履修者全員に「文献へのコメント」の提出を課す。こ
の点を承知のうえで履修してください。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ない。
・履修者数の多寡やその他の事由により授業計画等に変更が生じる
こともある。その場合は、授業内もしくは学習支援システムで周知
する。

【Outline (in English)】
The aim of this course deals with Japanese colonial rule and
the history of Japanese anthropology. The goal of this course
is to learn the relationship between Japan’s ruling policies
toward her colonies and the historical development of Japanese
anthropology. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on briefing paper and report
(30%) and in class contribution (70%).
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CUA300LA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 300）

文化人類学方法論Ｂ

菊池　真理

授業コード：Q6212 ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
秋学期授業/Fall・2単位 ｜ 配当年次：地理学科2～4年
備考（履修条件等）：定員制（30）
地理学科生は選択科目として履修する
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
民族誌を書くこと、民族誌に感応すること、民族誌を再演すること
に関する議論や実践について学ぶとともに、授業内での体験（書く、
感応、再演）を通して、人類学を問い直し、その可能性を探究する。
民族誌の読み手として「わからないまま」他者に圧倒され、他者と
の新たな関係性に自分を見いだすという、他者理解の可能性を知る。
また、民族誌の再演を通じて、フィールドワークの経験を再現し、
人々の生き方について考えると同時に彼らの生が自らの生をどのよ
うに映し見せてくれるかを学ぶ。

【到達目標】
・民族誌を書くことをめぐる、人類学内外の議論について理解できる。
・オートエスノグラフィーという方法論について理解できる。
・民族誌の読解だけでなく、それに揺さぶられる経験や、それを再演
することを通じて、人々の生が自らの生にどのように引き合わされ
ていくか、自分なりに考えることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・本授業では、基本的に毎回発表者を立てる（主に履修者による発
表・輪読の形式で授業を進めるが、適宜講義も取り入れる）。発表者
はレジュメに基づいて発表、又は演じ、それを受けて履修者全員で
討論を行う。よって全ての履修者は文献を熟読の上で授業に参加す
ること。
・履修者から出された興味深いコメントや質問等を授業内で取り上
げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さらなる議論に
活かす。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方とスケジュール、履

修上の注意、発表・再演順の決定
第2回 民族誌を書くⅠ

「民族誌」批判
（文献の発表・討論）
『文化を書く』とその後

第3回 民族誌を書くⅡ
人類学者の日記

（文献の発表・討論）
『マリノフスキー日記』をめぐって

第4回 民族誌を書くⅢ
オートエスノグラ
フィー

（文献の発表・討論）　
その方法論

第5回 民族誌を書くⅣ
オートエスノグラ
フィー

（記述の発表・討論）　
その実践

第6回 民族誌に感応するⅠ
「わかる」

（文献の発表・討論）
他者を迎え入れる

第7回 民族誌に感応するⅡ
「知る」

（文献の発表・討論）
他者理解と自己変容

第8回 民族誌を演じるⅠ
（概念と民族誌的記述
の説明）

（講義・討論）
V.ターナーの社会劇とパフォーマ
ンス論

第9回 民族誌を演じるⅡ
（再演する民族誌につ
いて）

（講義・討論）
ギリシア悲劇「アンティゴネ―」
と、北米先住民作家の戯曲「アン
ティコニ」の解説

第10回 民族誌を演じるⅢ
（再演の下準備）

（文献の発表・討論）
北米先住民についての民族誌

第11回 民族誌を演じるⅣ
（実践①）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第12回 民族誌を演じるⅤ
（実践②）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第13回 民族誌を演じるⅥ
（実践③）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第14回 総括 秋学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・輪読に使用する文献の予習・復習を行う（発表担当者かどうかに
関わらず文献を熟読）。
・図書館などで関連文献を探し、授業の理解を深める。
・発表のための資料作成やプレゼンテーションの練習を行う。
・本授業の準備学修・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定せず、必要に応じて関連資料を配布する。

【参考書】
・石原真衣2020『＜沈黙＞の自伝的民族誌―サイレント・アイヌの
痛みと救済の物語』北海道大学出版会.
・クリフォード,J.2003『文化の窮状―二十世紀の民族誌、文学、芸
術』太田好信ほか（訳）人文書院.
・クリフォードJ./マーカスG.（編）1996『文化を書く』春日直樹ほ
か（訳）紀伊國屋書店.
・初見かおり2021『ハレルヤ村の漁師たち―スリランカ・タミルの
村　内戦と信仰のエスノグラフィー』左右社.
・パイアトート,B.2024『アンティコニ―北米先住民のソフォクレス』
初見かおり（訳）春風社.
（以上の他、授業時に適宜紹介する。）

【成績評価の方法と基準】
討論・発表内容、授業への参加態度など平常点（70％）を重視する
とともに、授業内で課す予定のレポートやレジュメの内容（30％）
も評価対象とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目
標の60％以上を達成した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システムを利用。

【その他の重要事項】
・第１回目授業には必ず出席すること。事前の連絡や相談もなく第
１回目授業を欠席した場合は原則、履修を認めない。
・毎回の授業で履修者全員に「文献へのコメント」の提出を課す。こ
の点を承知のうえで履修すること。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ない。
・履修者数の多寡やその他の事由により授業計画等に変更が生じる
こともある。その場合は、授業内もしくは学習支援システムで周知
する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students learn writing,
feeling and performing ethnography to explore possibilities
of anthropology. The goals of this course are to understand
controversial discussion on “Writing Culture” and the method-
ology of autobiography, and to learn how one’s life would be
connected with other’s one. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on briefing
paper and report (30%) and in class contribution (70%).
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CUA300LA（文化人類学・民俗学 / Cultural anthropology 300）

文化人類学方法論Ｂ 2017年度以降入学者

菊池　真理

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
民族誌を書くこと、民族誌に感応すること、民族誌を再演すること
に関する議論や実践について学ぶとともに、授業内での体験（書く、
感応、再演）を通して、人類学を問い直し、その可能性を探究する。
民族誌の読み手として「わからないまま」他者に圧倒され、他者と
の新たな関係性に自分を見いだすという、他者理解の可能性を知る。
また、民族誌の再演を通じて、フィールドワークの経験を再現し、
人々の生き方について考えると同時に彼らの生が自らの生をどのよ
うに映し見せてくれるかを学ぶ。

【到達目標】
・民族誌を書くことをめぐる、人類学内外の議論について理解できる。
・オートエスノグラフィーという方法論について理解できる。
・民族誌の読解だけでなく、それに揺さぶられる経験や、それを再演
することを通じて、人々の生が自らの生にどのように引き合わされ
ていくか、自分なりに考えることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・本授業では、基本的に毎回発表者を立てる（主に履修者による発
表・輪読の形式で授業を進めるが、適宜講義も取り入れる）。発表者
はレジュメに基づいて発表、又は演じ、それを受けて履修者全員で
討論を行う。よって全ての履修者は文献を熟読の上で授業に参加す
ること。
・履修者から出された興味深いコメントや質問等を授業内で取り上
げ、全体に対してフィードバックを行うとともに、さらなる議論に
活かす。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方とスケジュール、履

修上の注意、発表・再演順の決定
第2回 民族誌を書くⅠ

「民族誌」批判
（文献の発表・討論）
『文化を書く』とその後

第3回 民族誌を書くⅡ
人類学者の日記

（文献の発表・討論）
『マリノフスキー日記』をめぐって

第4回 民族誌を書くⅢ
オートエスノグラ
フィー

（文献の発表・討論）　
その方法論

第5回 民族誌を書くⅣ
オートエスノグラ
フィー

（記述の発表・討論）　
その実践

第6回 民族誌に感応するⅠ
「わかる」

（文献の発表・討論）
他者を迎え入れる

第7回 民族誌に感応するⅡ
「知る」

（文献の発表・討論）
他者理解と自己変容

第8回 民族誌を演じるⅠ
（概念と民族誌的記述
の説明）

（講義・討論）
V.ターナーの社会劇とパフォーマ
ンス論

第9回 民族誌を演じるⅡ
（再演する民族誌につ
いて）

（講義・討論）
ギリシア悲劇「アンティゴネ―」
と、北米先住民作家の戯曲「アン
ティコニ」の解説

第10回 民族誌を演じるⅢ
（再演の下準備）

（文献の発表・討論）
北米先住民についての民族誌

第11回 民族誌を演じるⅣ
（実践①）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第12回 民族誌を演じるⅤ
（実践②）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第13回 民族誌を演じるⅥ
（実践③）

（再演・討論）
戯曲「アンティコニ」

第14回 総括 秋学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・輪読に使用する文献の予習・復習を行う（発表担当者かどうかに
関わらず文献を熟読）。
・図書館などで関連文献を探し、授業の理解を深める。
・発表のための資料作成やプレゼンテーションの練習を行う。
・本授業の準備学修・復習時間は各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定せず、必要に応じて関連資料を配布する。

【参考書】
・石原真衣2020『＜沈黙＞の自伝的民族誌―サイレント・アイヌの
痛みと救済の物語』北海道大学出版会.
・クリフォード,J.2003『文化の窮状―二十世紀の民族誌、文学、芸
術』太田好信ほか（訳）人文書院.
・クリフォードJ./マーカスG.（編）1996『文化を書く』春日直樹ほ
か（訳）紀伊國屋書店.
・初見かおり2021『ハレルヤ村の漁師たち―スリランカ・タミルの
村　内戦と信仰のエスノグラフィー』左右社.
・パイアトート,B.2024『アンティコニ―北米先住民のソフォクレス』
初見かおり（訳）春風社.
（以上の他、授業時に適宜紹介する。）

【成績評価の方法と基準】
討論・発表内容、授業への参加態度など平常点（70％）を重視する
とともに、授業内で課す予定のレポートやレジュメの内容（30％）
も評価対象とする。この成績評価の方法をもとに、本授業の到達目
標の60％以上を達成した者を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システムを利用。

【その他の重要事項】
・第１回目授業には必ず出席すること。事前の連絡や相談もなく第
１回目授業を欠席した場合は原則、履修を認めない。
・毎回の授業で履修者全員に「文献へのコメント」の提出を課す。こ
の点を承知のうえで履修すること。
・対面をオンラインで同時配信するハイフレックス型授業は実施し
ない。
・履修者数の多寡やその他の事由により授業計画等に変更が生じる
こともある。その場合は、授業内もしくは学習支援システムで周知
する。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students learn writing,
feeling and performing ethnography to explore possibilities
of anthropology. The goals of this course are to understand
controversial discussion on “Writing Culture” and the method-
ology of autobiography, and to learn how one’s life would be
connected with other’s one. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on briefing
paper and report (30%) and in class contribution (70%).

— 1272 —



SDGs　発行日：2024/5/1

POL300LA（政治学 / Politics 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

犬塚　元

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
定員制

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「古典を翻訳する」という副題のとおり、英文の古典を、わかりやす
い日本語に翻訳する作業を一緒におこなうゼミです。担当教員が作
成した日本語訳を、毎回の授業で、すこしずつ検討していきます。
扱うテキストは、デイヴィッド・ヒューム『人間本性論』（David
Hume, A Treatise of Human Nature）という、哲学や思想史で有
名な古典です。
＊法学部政治学科の学生のみなさんには、この授業は「政治思想Ⅰ」
という名称で開講されますが、内容は同一です。

【到達目標】
・英文翻訳のスキルアップをめざす人
・翻訳家や編集者の仕事に興味のある人
・古典や哲学や思想史に興味のある人
・機械翻訳（DeepL）の正確さ・精度をたしかめてみたい人
など、各人の目的にあわせた能力を高めます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
担当教員が作成した日本語訳を、毎回、すこしずつ（テキストの１
～３段落ほどの分量をめどに）検討していきます。
受講者は各回の授業の前に、教員作成の日本語訳を読んだり、英語
原文や既存の日本語訳や機械翻訳（DeepL）による日本語訳などと
比べたりしながら、（１）日本語としてわかりにくい箇所、（２）英
語の読解として疑問がある箇所、などをリストアップしておく必要
があります。
原則として対面開講。課題等のフィードバックは授業時間内におこ
ないます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめに ゼミのすすめかた
2 翻訳の検討 『人間本性論』
3 翻訳の検討 『人間本性論』
4 翻訳の検討 『人間本性論』
5 翻訳の検討 『人間本性論』
6 翻訳の検討 『人間本性論』
7 翻訳の検討 『人間本性論』
8 翻訳の検討 『人間本性論』
9 翻訳の検討 『人間本性論』
10 翻訳の検討 『人間本性論』
11 翻訳の検討 『人間本性論』
12 翻訳の検討 『人間本性論』
13 翻訳の検討 『人間本性論』
14 翻訳の検討 『人間本性論』

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、翻訳文を読んだり、英語原文や既存の日本語訳などと比べ
たりしながら、（１）日本語としてわかりにくい箇所、（２）英語の
読解として疑問がある箇所、などをリストアップしておく必要があ
ります。（大学設置基準に鑑みた場合、準備・復習時間は講義及び演
習（２単位）では１回につき４時間以上が標準となります。）

【テキスト（教科書）】
David Hume, A Treatise of Human Nature
（哲学史や思想史においてきわめて有名なテキストです。『人間本性
論』や『人性論』などのタイトルで、すでに日本語訳がいくつか存
在しています。）
２０２４年度は、その第１巻第１部第３部を扱います。『人間本性
論』のなかでもっとも有名でもっとも重要とみなされている、因果
をめぐる部分です。
英文テキストはオンラインで参照することができますので、テキス
トを事前に購入する必要はありません。

【参考書】
ヒュームについての概説書・入門書を読んでおくと、よいかもしれ
ません。

【成績評価の方法と基準】
平常点（理解度、ディスカッションへの貢献）１００点。欠席・遅
刻・早退をせずに毎回参加することが成績評価の前提です。２０２
３年度は、最終的に、１２名が単位を修得しました。

【学生の意見等からの気づき】
コミュニケーションを重視します。

【学生が準備すべき機器他】
学年や学部は問いませんし、事前に特別の知識は必要ありませんが、
分からないことは調べてみる積極的な姿勢があると望ましい。

【その他の重要事項】
担当教員は、法学部政治学科所属。これまで、ヒュームの著作をい
くつか翻訳してきました（直近では、ヒューム『自然宗教をめぐる対
話』岩波文庫、２０２０年）。あらたにヒュームのもっとも有名な著
作『人間本性論』の翻訳をはじめて、２０２３年度からこの授業を
始めました。『人間本性論』は、けっして易しいテキストではありま
せんが、しかし難しすぎるテキストでもありません。高校生が読ん
で理解できる翻訳をつくるのが、目標です。一緒に作業をおこなっ
ていきましょう。

【Outline (in English)】
Hands-on Training in Translation: Translating Hume’s
Treatise into Japanese. This class contribute to the
improvement of your English-Japanese translation skill and
your understanding on the history of Western philosophy.
Students are required to prepare for the class outside of class
time for the time required by the national standards. Students
will be graded on the basis of their regular performance.
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POL300LA（政治学 / Politics 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

犬塚　元

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
定員制

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「古典を翻訳する」という副題のとおり、英文の古典を、わかりやす
い日本語に翻訳する作業を一緒におこなうゼミです。担当教員が作
成した日本語訳を、毎回の授業で、すこしずつ検討していきます。教
養ゼミIの続きです。
扱うテキストは、デイヴィッド・ヒューム『人間本性論』（David
Hume, A Treatise of Human Nature）という、哲学や思想史で有
名な古典です。
＊法学部政治学科の学生のみなさんには、この授業は「政治思想Ⅱ」
という名称で開講されますが、内容は同一です。

【到達目標】
・英文翻訳のスキルアップをめざす人
・翻訳家や編集者の仕事に興味のある人
・古典や哲学や思想史に興味のある人
・機械翻訳（DeepL）の正確さ・精度をたしかめてみたい人
など、各人の目的にあわせた能力を高めます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
担当教員が作成した日本語訳を、毎回、すこしずつ（テキストの１
～３段落ほどの分量をめどに）検討していきます。
受講者は各回の授業の前に、教員作成の日本語訳を読んだり、英語
原文や既存の日本語訳や機械翻訳（DeepL）による日本語訳などと
比べたりしながら、（１）日本語としてわかりにくい箇所、（２）英
語の読解として疑問がある箇所、などをリストアップしておく必要
があります。
原則として対面開講。課題等のフィードバックは授業時間内におこ
ないます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめに ゼミのすすめかた
2 翻訳の検討 『人間本性論』
3 翻訳の検討 『人間本性論』
4 翻訳の検討 『人間本性論』
5 翻訳の検討 『人間本性論』
6 翻訳の検討 『人間本性論』
7 翻訳の検討 『人間本性論』
8 翻訳の検討 『人間本性論』
9 翻訳の検討 『人間本性論』
10 翻訳の検討 『人間本性論』
11 翻訳の検討 『人間本性論』
12 翻訳の検討 『人間本性論』
13 翻訳の検討 『人間本性論』
14 翻訳の検討 『人間本性論』

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に、翻訳文を読んだり、英語原文や既存の日本語訳などと比べ
たりしながら、（１）日本語としてわかりにくい箇所、（２）英語の
読解として疑問がある箇所、などをリストアップしておく必要があ
ります。（大学設置基準に鑑みた場合、準備・復習時間は講義及び演
習（２単位）では１回につき４時間以上が標準となります。）

【テキスト（教科書）】
David Hume, A Treatise of Human Nature
（哲学史や思想史においてきわめて有名なテキストです。『人間本性
論』や『人性論』などのタイトルで、すでに日本語訳がいくつか存
在しています。）
２０２４年度は、その第１巻第１部第３部を扱います。『人間本性
論』のなかでもっとも有名でもっとも重要とみなされている、因果
をめぐる部分です。（教養ゼミⅠの続きから）
英文テキストはオンラインで参照することができますので、テキス
トを事前に購入する必要はありません。

【参考書】
可能であれば、ヒュームについての概説書・入門書を読んでおくと、
よいかもしれません。

【成績評価の方法と基準】
平常点（理解度、ディスカッションへの貢献）１００点。欠席・遅
刻・早退をせずに毎回参加することが成績評価の前提です。２０２
３年度は、最終的に、１１名が単位を修得しました。

【学生の意見等からの気づき】
コミュニケーションを重視します。

【学生が準備すべき機器他】
学年や学部は問いませんし、事前に特別の知識は必要ありませんが、
分からないことは調べてみる積極的な姿勢があると望ましい。

【その他の重要事項】
担当教員は、法学部政治学科所属。これまで、ヒュームの著作をい
くつか翻訳してきました（直近では、ヒューム『自然宗教をめぐる対
話』岩波文庫、２０２０年）。あらたにヒュームのもっとも有名な著
作『人間本性論』の翻訳をはじめて、２０２３年度からこの授業を
始めました。『人間本性論』は、けっして易しいテキストではありま
せんが、しかし難しすぎるテキストでもありません。高校生が読ん
で理解できる翻訳をつくるのが、目標です。一緒に作業をおこなっ
ていきましょう。

【Outline (in English)】
Hands-on Training in Translation: Translating Hume’s
Treatise into Japanese. This class contribute to the
improvement of your English-Japanese translation skill and
your understanding on the history of Western philosophy.
Students are required to prepare for the class outside of class
time for the time required by the national standards. Students
will be graded on the basis of their regular performance.
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PSY300LA（心理学 / Psychology 300）

人間行動学Ａ 2017年度以降入学者

久木田　敦志

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金3/Fri.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ポジティブ心理学は「よい生き方」に係る多彩な心理的働きを科学
的に探究する学術分野です。人間行動学A・Bでは同分野の研究か
ら「何が人生を生きるに値するものに至らしめるか」という包括的
な問いに対する心理学的知見を得、人間に内在する心理的本質とそ
の行動的帰着について学びます。多角的視点と深い洞察を通じて日
常生活をより充実したものにし得る気づきの一助となることを目指
します。

【到達目標】
人間行動学A（春学期）ではミハイ・チクセントミハイ著『フロー
体験 喜びの現象学』を読み解きます。「最適経験」とも形容される
フロー現象。スポーツ等の文脈では「ゾーンに入る」と表現される
こともあります。我を忘れるほどの没入感を伴って眼前の課題にの
めり込む心理現象であるフロー状態を様々な角度から考察し、心理
学的理論に照らしながらその心の働きと行動への影響について具体
的な理解を深めつつ、実践的視点から日常の経験を振り返ります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
この授業は対面で実施します。主にゼミ形式で受講者による報告・
討論を中心に進めるため、受講者の関心や授業の展開などによって授
業計画の変更もあり得ます。基本構成として、課題図書を毎週一章
読み進め、授業前にその考察及びディスカッションで取り上げたい
質問等を提出していただきます。それを元に授業はディスカッショ
ン主体の進行となりますが、必要に応じて章の補足・解説等も行い
ます。その他の詳細は第1回時に説明します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ゼミの概要説明

イントロダクション
第2回 発表・討論 第1章「幸福の再来」
第3回 発表・討論 第2章「意識の分析」
第4回 発表・討論 第3章「楽しさと生活の質」
第5回 発表・討論 第4章「フローの条件」
第6回 発表・討論 フローの計測
第7回 発表・討論 経験抽出法（ESM）
第8回 発表・討論 第5章「身体のフロー」
第9回 発表・討論 第6章「思考のフロー」
第10回 発表・討論 第7章「フローとしての仕事」
第11回 発表・討論 第8章「孤独と人間関係の楽しさ」
第12回 発表・討論 第9章「カオスへの対応」
第13回 発表・討論 第10章「意味の構成」
第14回 総括 授業のまとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
ミハイ・チクセントミハイ著『フロー体験 喜びの現象学』（世界思
想社、1996年）

【参考書】
教科書以外の参考文献は授業中に別途指示します。

【成績評価の方法と基準】
報告・発表およびディスカッション（討論）での参加姿勢・貢献度
などを総合的に評価。内訳（配分）は、考察・ディスカッション準
備課題（40％）、ディスカッション参加（40％）、学期末レポート
（20％）です。成績評価項目の詳細は第1回時に説明します。試験は
ありません。

【学生の意見等からの気づき】
前年度の受講生のみなさんから、クラス全体でのディスカッション
を中心にした授業形態が新鮮だった、積極的に発言する学生が多く
普段できない踏み込んだ議論が楽しかった、自分で考えることを大
切にできて学びが深まった、等々、温かいフィードバックを多数い
ただくことができました。引き続き、安心して議論を交わすことの
できるディスカッション環境を丁寧に作り、学生のみなさんと共に
充実した授業を迎えられるよう尽力していきます。

【Outline (in English)】
Course Outline: Positive psychology is an academic field
that is built upon scientific investigations of psychological
mechanisms behind a "good life." Drawing on the findings
from the field that concern the question of "what makes life
worth living," Human Behavioral Science A and B will help
students expand their knowledgebase of the human mind
and its inherent psychological underpinnings as well as their
behavioral outcomes. The multifaceted insight acquired in the
course would help students navigate a path toward an enriched
everyday life.
Learning Objectives: In Human Behavioral Science A,
"Flow ̶ The Psychology of Optimal Experience" by Mihaly
Csikszentmihalyi will be thoroughly covered. The phenomenon
called flow, also expressed as optimal experience, or "being
in the zone" in sports contexts, entails a state of complete
absorption into a task at hand, so deep that even the sense of
self is pushed out of consciousness. By acquiring a tangible
understanding of the psychological workings behind flow
and its behavioral consequences from multiple perspectives,
students will also reflect on their daily lives for its applicability.
Learning Activities Outside of Classroom: The expected time
commitment in preparation for and reviewing after a class
meeting is two hours each per week.
Grading Criteria/Policy: Students will be evaluated based
on the quality of their reports and presentations as well as
their commitment and contribution to class discussions. Final
grades are based on the following: reading and discussion
prep assignments (40%), participation and engagement in class
discussions (40%), and the final paper (20%). Details are
provided during the first meeting. No exams are given.
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PSY300LA（心理学 / Psychology 300）

人間行動学Ｂ 2017年度以降入学者

久木田　敦志

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金3/Fri.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ポジティブ心理学は「よい生き方」に係る多彩な心理的働きを科学
的に探究する学術分野です。人間行動学A・Bでは同分野の研究か
ら「何が人生を生きるに値するものに至らしめるか」という包括的
な問いに対する心理学的知見を得、人間に内在する心理的本質とそ
の行動的帰着について学びます。多角的視点と深い洞察を通じて日
常生活をより充実したものにし得る気づきの一助となることを目指
します。

【到達目標】
人間行動学B（秋学期）ではクリストファー・ピーターソン著『ポ
ジティブ心理学入門: 「よい生き方」を科学的に考える方法』を精
読し、ウェルビーイングについての科学的研究を多角的に学びます。
「幸せ」の多元的側面に触れ、その心理学研究の展開を追うことで、
よりよく生きるための方途を模索し、その過程にある人間の心理と
行動への理解を深めます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
この授業は対面で実施します。主にゼミ形式で受講者による報告・
討論を中心に進めるため、受講者の関心や授業の展開などによって授
業計画の変更もあり得ます。基本構成として、課題図書を毎週一章
読み進め、授業前にその考察及びディスカッションで取り上げたい
質問等を提出していただきます。それを元に授業はディスカッショ
ン主体の進行となりますが、必要に応じて章の補足・解説等も行い
ます。その他の詳細は第1回時に説明します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ゼミの概要説明

イントロダクション
第2回 発表・討論 第1章「ポジティブ心理学とは何

か？」
第3回 発表・討論 第2章「ポジティブ心理学につい

て学ぶとは」
第4回 発表・討論 第3章「気持ちよさとポジティブ

な経験」
第5回 発表・討論 第4章「幸せ」
第6回 発表・討論 第5章「ポジティブ思考」
第7回 発表・討論 第6章「強みとしての徳性」
第8回 発表・討論 第7章「価値観」
第9回 発表・討論 第8章「興味、能力、達成」
第10回 発表・討論 第9章「ウェルネス」
第11回 発表・討論 第10章「ポジティブな対人関係」
第12回 発表・討論 第11章「よい制度」
第13回 発表・討論 第12章「ポジティブ心理学の未来」
第14回 総括 授業のまとめを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
クリストファー・ピーターソン著『ポジティブ心理学入門:「よい生
き方」を科学的に考える方法』（春秋社、2012年）

【参考書】
教科書以外の参考文献は授業中に別途指示します。

【成績評価の方法と基準】
報告・発表およびディスカッション（討論）での参加姿勢・貢献度
などを総合的に評価。内訳（配分）は、考察・ディスカッション準
備課題（40％）、ディスカッション参加（40％）、学期末レポート
（20％）です。成績評価項目の詳細は第1回時に説明します。試験は
ありません。

【学生の意見等からの気づき】
前年度の受講生のみなさんから、クラス全体でのディスカッション
を中心にした授業形態が新鮮だった、積極的に発言する学生が多く
普段できない踏み込んだ議論が楽しかった、自分で考えることを大
切にできて学びが深まった、等々、温かいフィードバックを多数い
ただくことができました。引き続き、安心して議論を交わすことの
できるディスカッション環境を丁寧に作り、学生のみなさんと共に
充実した授業を迎えられるよう尽力していきます。

【Outline (in English)】
Course Outline: Positive psychology is an academic field
that is built upon scientific investigations of psychological
mechanisms behind a "good life." Drawing on the findings
from the field that concern the question of "what makes life
worth living," Human Behavioral Science A and B will help
students expand their knowledgebase of the human mind
and its inherent psychological underpinnings as well as their
behavioral outcomes. The multifaceted insight acquired in the
course would help students navigate a path toward an enriched
everyday life.
Learning Objectives: In Human Behavioral Science B, "A
Primer in Positive Psychology" by Christopher Peterson
will be used as the main text to examine a wide range
of scientific studies on well-being. Through exposure to
multidimensional definitions of "happiness" and following the
course of psychological investigations on the topic, students
will reflect on their personal endeavors for a good life while
deepening their understanding of human psychology and the
behavior involved in the process.
Learning Activities Outside of Classroom: The expected time
commitment in preparation for and reviewing after a class
meeting is two hours each per week.
Grading Criteria/Policy: Students will be evaluated based
on the quality of their reports and presentations as well as
their commitment and contribution to class discussions. Final
grades are based on the following: reading and discussion
prep assignments (40%), participation and engagement in class
discussions (40%), and the final paper (20%). Details are
provided during the first meeting. No exams are given.

— 1276 —



SDGs　発行日：2024/5/1

PSY300LA（心理学 / Psychology 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

浅川　希洋志

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：水2/Wed.2
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　心理的ウェルビーイングとは、人が心理・社会的に最適な状態で
機能していること、言い換えれば、精神的に健康で、社会の一員と
して、やるべきことをし、健全に生きていることを意味する。本授
業では、臨床心理学（カウンセリング）に関する文献の輪読を通し
て、こころの健康、こころの健全な発達、心理的ウェルビーイング
について、考える。

【到達目標】
　臨床心理学（カウンセリング）の文献を輪読し討論を行うなかで、
人間の心の働きや発達を様々な切り口から捉えることのできる能力
を身につける。また、本授業がめざす目標をさらに深化させるため
に、教養ゼミ II「心理的ウェルビーイングを考えるB」を連続履修
することを期待する。
　最終的には、この授業が日常のさまざまな経験に対する受講者自
身の考察を深め、自分自身をよりよく理解するための「場」になれ
ばと考えている。
　

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　授業はゼミ形式（学生発表と討論）で行う。指定された箇所につ
いて担当学生が発表を行い、それについてクラス全体で討論する。
　受講希望者が多い場合は、第1回目の授業で実施する簡単な試験
により選抜を行う（定員30名）。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション。授業の概要を説明し、受講者が多

い場合に選抜の参考とする簡単な
試験を実施する。

第2回 試験の解説および今
後の予定について。

第１回の授業で実施した試験の解
説をする。また、学生発表の順番
を決定する。

第3回 『カウンセリングを考
える・上』第１章
「現代社会とカウンセ
リング」を読む。

・担当者の発表と議論。
・過渡期の日本社会：欧米文化の
流入と日本人のこころ。

第4回 『カウンセリングを考
える・上』第２章
「カウンセリングにお
ける家族の問題」を
読む。

・担当者の発表と議論。
・以心伝心からコミュニケーショ
ンの時代へ。

第5回 『カウンセリングを考
える・上』第３章
「不登校カウンセリン
グ」を読む。

・担当者の発表と議論。
・自分を生きることの難しい日本。

第6回 『カウンセリングを考
える・上』第４章
「いじめとカウンセリ
ング」を読む。

・担当者の発表と議論。
・母性社会日本の持つ圧力。

第7回 『カウンセリングを考
える・上』第５章
「事例研究の大切さ」
を読む。

・担当者の発表と議論。
・事例研究が人間に対する知識を
深化させる。

第8回 『カウンセリングを考
える・上』第６章
「カウンセラーの資格
と責任」を読む。

・担当者の発表と議論。
・カウンセラーに資格はいるのか、
カウンセラーにどこまで責任があ
るのか。

第9回 『カウンセリングを考
える・下』第１章
「新しい家族関係」を
読む。

・担当者の発表と議論。
・欧米化の中で日本の家族はどの
ように変わってきたか、変わって
いくべきか。

第10回『カウンセリングを考
える・下』第２章
「ユング心理学から見
た禅体験」を読む。

・担当者の発表と議論。
・禅体験はユング心理学によって
どう説明できるか。

第11回『カウンセリングを考
える・下』第３章
「カウンセリングにお
ける男性と女性」を
読む。

・担当者の発表と議論。
・男性の女性性、女性の男性性（ア
ニマ、アニムスの問題）。

第12回『カウンセリングを考
える・下』第４章
「カウンセラーのため
の児童文学」を読む。

・担当者の発表と議論。
・児童文学を通して生き生きとし
た人間の姿、あり方を考える。

第13回『カウンセリングを考
える・下』第５章
「『生きる』というこ
と」を読む。

・担当者の発表と議論。
・人間が生きるとはどういうこと
なのか。

第14回 授業の総括。 学期を通してのまとめを行なう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　報告者は担当箇所のレジュメを作り、議論をリードできるよう準
備をしておく。その他の受講生も授業日の文献を熟読し、討論に参
加できるよう準備しておく。また、授業で扱うテーマを常に頭の片
隅におきながら、日常を生きること。本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　河合隼雄著『カウンセリングを考える・上・下』（創元社、1996
年）。また、発表担当者の作成するレジュメを使用する。テキストは
できる限りPDF化し、授業支援システムにアップする。

【参考書】
　必要に応じて指示する。

【成績評価の方法と基準】
　下記の配分で評価する。
授業への取り組み（50%）＋　期末レポート（50%）
レポートの字数はクラスで発表した学生は2,000字以上、発表しな
かった学生は3,500字以上とする。出席は当然の義務であり、受講
者は指定された文献を必ず読んで授業に出席すること。

【学生の意見等からの気づき】
　学生が積極的に討論に参加できるような、できるだけ身近で、具
体的なテーマで授業を展開していく。

【Outline (in English)】
Psychological well-being is a concept which is defined as
lives going well. It is the combination of feeling good
and functioning effectively as a member of society. In
this seminar, students will read books and articles about
counselling and discuss issues about children’s refusal to go to
schools, domestic abuse and violence, bulling (called “Ijime”),
etc., which have been witnessed in recent Japanese society.
Through such readings and discussions, students will learn
what psychological well-being means and how we can attain
it.
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PSY300LA（心理学 / Psychology 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

浅川　希洋志

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：水2/Wed.2
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　心理的ウェルビーイングとは、人が心理・社会的に最適な状態で
機能していること、言い換えれば、精神的に健康で、社会の一員と
して、やるべきことをし、健全に生きていることを意味する。本授
業では、文化心理学、ポジティブ心理学の文献の輪読を通して、こ
ころの健康、こころの健全な発達、心理的ウェルビーイングについ
て、考える。

【到達目標】
　文化心理学、ポジティブ心理学の文献を輪読し討論を行うなかで、
人間の心の働きや発達を様々な切り口から捉えることのできる能力
を身につける。特に、文化心理学の観点からは心の働きと文化の関係
について学ぶ。また、ポジティブ心理学の分野で注目されるフロー
理論、ポジティブ感情の拡張―形成理論を紹介しながら、人間の最適
な発達、精神的健康、充実した人生といったことについても考える。
　本授業がめざす目標を深化させるために、教養ゼミI「心理的ウェ
ルビーイングを考えるA」からの連続履修を期待する。
　最終的には、この授業が日常のさまざまな経験に対する受講者自
身の考察を深め、自分自身をよりよく理解するための「場」になれ
ばと考えている。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　授業はゼミ形式（学生発表と討論）で行う。指定された箇所につ
いて担当学生が発表を行い、それについてクラス全体で討論する。
　受講希望者が多い場合は、第1回目の授業で実施する簡単な試験
により選抜を行う（定員30名）。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション。授業の概要を説明し、受講者が多

い場合に選抜の参考とする簡単な
試験を実施する。

第2回 試験の解説および今
後の予定について。

第１回の授業で実施した試験の解
説をする。また、学生発表の順番
を決定する。

第3回 『日本人のしつけと教
育』第１章「意欲の
構造」を読む。

・担当者の発表と議論。
・日本人とアメリカ人の意欲構造
の違いについて。

第4回 『日本人のしつけと教
育』第２章「役割社
会と受容的勤勉性」
を読む。

・担当者の発表と議論。
・日本人に見られる受容的勤勉性
はどのようにして培われたのか。

第5回 『日本人のしつけと教
育』第３章「内在モ
デルとしてのいい子」
を読む。

・担当者の発表と議論。
・日本人とアメリカ人のいい子像
とは。

第6回 『日本人のしつけと教
育』第４章「『気持ち』
への関心」を読む。

・担当者の発表と議論。
・なぜ日本人は人の気持ちに敏感
なのか。

第7回 『日本人のしつけと教
育』第５章「滲み込
み型のしつけと教育」
を読む。

・担当者の発表と議論。
・日本型の滲み込み教育とアメリ
カ型の教え込み教育。

第8回 『日本人のしつけと教
育』第６章「道徳意識
と道徳判断」を読む。

・担当者の発表と議論。
・日本人の道徳意識と道徳判断に
影響を与えるものは：他者の目と
神の目。

第9回 『日本文化のゆくえ』
第１章「『私』さが
し」を読む。

・担当者の発表と議論。
・「私」さがし：自分の外に向かう
のか自分の内に向かうのか。

第10回『日本文化のゆくえ』
第７章「異文化体験
の軌跡」を読む。

・担当者の発表と議論。
・内なる異文化に気づくこと。

第11回『ひきこもり文化論』
第４章「『甘え文化』
と『ひきこもり』―
比較文化的考察」を
読む。

・担当者の発表と議論。
・「ひきこもり」をつくりだす日本
の社会、文化。

第12回 ポジティブ感情の機
能に関する文献を読
む。

・担当者の発表と議論。
・ポジティブな感情には人を成長
させる機能がある。

第13回 フロー理論に関する
文献を読む。

・担当者の発表と議論。
・充実感、没入感覚を伴う楽しい
経験としてのフローとそれを通し
ての人間の成長。

第14回 授業の総括。 学期を通してのまとめを行なう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　報告者は担当箇所のレジュメを作り、議論をリードできるよう準
備をしておく。その他の受講生も授業日の文献を熟読し、討論に参
加できるよう準備しておく。また、授業で扱うテーマを常に頭の片
隅におきながら、日常を生きること。本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　①東洋著『日本人のしつけと教育：発達の日米比較にもとづいて』
（東京大学出版会、1994年）、②河合隼雄著『日本文化のゆくえ』（岩
波現代文庫、2013年）、③斎藤環著『ひきこもり文化論』（ちくま学
芸文庫、2016年）。また、ポジティブ心理学に関する文献および授
業で使用するテキストはできる限りPDF化し、授業支援システムに
アップする。
　授業では、発表担当者の作成するレジュメを使用する。

【参考書】
　必要に応じて指示する。

【成績評価の方法と基準】
　下記の配分で評価する。
授業への取り組み（50%）＋　期末レポート（50%）
レポートの字数はクラスで発表した学生は2,000字以上、発表しな
かった学生は3,500字以上とする。出席は当然の義務であり、受講
者は指定された文献を必ず読んで授業に出席すること。

【学生の意見等からの気づき】
　学生が積極的に討論に参加できるような、できるだけ身近で、具
体的なテーマで授業を展開していく。

【Outline (in English)】
This is a continuation of the seminar from the spring semester.
Psychological well-being is a concept which is defined as
lives going well. It is the combination of feeling good
and functioning effectively as a member of society. In this
autumn seminar, students will read books and articles about
cultural and positive psychologies and discuss how we can
attain psychological well-being from different psychological
perspectives from those we discuss in the spring term.
Through these learning experiences, this course hopes students
to obtain abilities to capture human beings from different
perspectives and angles.
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ARSe300LA（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 300）

沖縄を考えるＡ 2017年度以降入学者

明田川　融、大里　知子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、沖縄の歴史、文化、社会について学ぶことを目的として
いる。かつてひとつの独立した国であった琉球国の版図、奄美諸島
から先島諸島（宮古・八重山）までの地域を対象に考察する。日本
に併合されて以降、現在も続いている構造的な問題にも着目し、沖
縄を知ることで、実は日本の姿が見えてくるということの気づきを
得る。

【到達目標】
毎回、授業内容に対するミニレポートを書くことで、理解を形にし
て残し、沖縄の歴史と現在を知り、日本と沖縄の関係あるいは日本
の政治・経済・文化のあり方について相対化して考える能力を身に
つける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
歴史、民俗、言語、政治、経済、文学、芸術等々、各分野で活躍す
る研究者を招聘して講義をしてもらう。現時点から授業内容が変更
になる場合もあるが、各講師と内容が確定した時点で沖縄文化研究
所HPで公開するので、そちらを参照してほしい。
なお、本授業は複数の講師によるオムニバス形式なので、ミニレポー
トに関するフィードバックは、受講生の要望に常に配慮しながら、学
習支援システム等を用い学年末を含め随時行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 受講にあたっての諸注意、オムニ

バス授業についての説明など
2 沖縄を知るための基

礎知識①
沖縄についての調べ方、学習の仕
方

3 沖縄を知るための基
礎知識②

沖縄の歴史と現在の問題に関する
概説

4 日米地位協定問題を
考える視座

米兵犯罪や軍用機事故、さらには
基地由来の環境汚染などが起こる
たびに浮上する地位協定問題につ
いて概説

5 琉球沖縄の歴史（先
史時代）

考古学からみた琉球沖縄について

6 琉球沖縄の歴史（古
琉球）

「古琉球」時代について

7 琉球沖縄の歴史（近
世琉球）

「近世琉球」時代について

8 琉球沖縄の歴史（近
代沖縄）

「近代沖縄」について

9 琉球沖縄の歴史（沖
縄戦）

「沖縄戦」について

10 琉球沖縄の歴史（戦
後沖縄）

「戦後沖縄」について

11 琉球沖縄の文学 沖縄の文学について
12 琉球沖縄の言語 沖縄の「しまくとぅば」について
13 琉球沖縄の芸能 シマウタ、民謡、舞踊などについて

14 春学期のまとめ 春学期の振り返りと学期末の課題
（レポート）について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1.図書館、沖縄文化研究所閲覧室等を利用して、沖縄という地域の位
置や沖縄の歴史についての一般的な知識を得ておくことが望ましい。
2.毎回ミニレポートを提出してもらうので、事前もしくは事後に講
義テーマについて調べておくことが望ましい。
3.本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。毎回の講師の著作等を紹介する。

【参考書】
なし。各回の講義に関連する諸文献を参照してほしい。

【成績評価の方法と基準】
学期末レポート（70％）と、毎回のミニレポート（15％）、対面出
席票（15％）とで評価する。期末レポートでは、当該期に行われた
講義に関連するテーマに関して、自ら文献を読み理解を深め、自分
のアタマで考えて書いたものを高く評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
この春学期の授業の前半は基礎的な内容に重点を置いており、秋学
期の「沖縄を考えるB」とともに通年で履修することが望ましい。

【Outline (in English)】
This course is to know and appreciate Okinawa and Okinawan
culture. It consists of some lectures by the experts and
specialists who are investigating Okinawa and Okinawan
culture.
Before and after each class meeting, students will be expected
to spend one hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided on the
following Term-end report:(70 ％), Short reports:(30%),and
in-class contribution.
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ARSe300LA（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 300）

沖縄を考えるＢ 2017年度以降入学者

明田川　融、大里　知子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、沖縄の歴史、文化、社会について学ぶことを目的として
いる。かつてひとつの独立した国であった琉球国の版図、奄美諸島
から先島諸島（宮古・八重山）までの地域を対象に考察する。日本
に併合されて以降、現在も続いている構造的な問題にも着目し、沖
縄を知ることで、実は日本の姿が見えてくるということの気づきを
得る。

【到達目標】
毎回、授業内容に対するミニレポートを書くことで、理解を形にし
て残し、沖縄の歴史と現在を知り、日本と沖縄の関係あるいは日本
の政治・経済・文化のあり方について相対化して考える能力を身に
つける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
歴史、民俗、言語、政治、経済、文学、芸術等々、各分野で活躍す
る研究者を招聘して講義をしてもらう。現時点から授業内容が変更
になる場合もあるが、各講師と内容が確定した時点で沖縄文化研究
所HPで公開するので、そちらを参照してほしい。
なお、本授業は複数の講師によるオムニバス形式なので、ミニレポー
トに関するフィードバックは、受講生の要望に常に配慮しながら、学
習支援システム等を用い学年末を含め随時行なう。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 受講にあたっての諸注意、オムニ

バス授業についての説明など
2 沖縄の歴史 沖縄の戦後史について
3 沖縄の文化① 沖縄の民俗・祭祀について
4 沖縄の政治① 沖縄に関する政治問題について
5 沖縄の社会 沖縄の社会問題について
6 沖縄の自然・環境 沖縄の自然・環境問題などについ

て
7 沖縄の経済 沖縄の経済について
8 琉球沖縄の歴史 幕末期の琉球について
9 沖縄の芸術① 沖縄の音楽について
10 沖縄の芸術② 沖縄の工芸について
11 沖縄の政治② 日本の中の沖縄について
12 沖縄と平和 沖縄戦と平和について
13 沖縄の文化② 沖縄の食文化について
14 秋学期のまとめ 秋学期の振り返りと学期末の課題

（レポート）について
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1.図書館、沖縄文化研究所閲覧室等を利用して、沖縄という地域の位
置や沖縄の歴史についての一般的な知識を得ておくことが望ましい。
2.毎回ミニレポートを提出してもらうので、事前もしくは事後に講
義テーマについて調べておくことが望ましい。
3.本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。毎回の講師の著作等を紹介する。

【参考書】
なし。各回の講義に関連する諸文献を参照してほしい。

【成績評価の方法と基準】
学期末レポート（70％）と毎回のミニレポート（15％）、対面出席
票（15％）とで評価する。期末レポートでは、当該期に行われた講
義に関連するテーマに関して、自ら文献を読み理解を深め、自分の
アタマで考えて書いたものを高く評価する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
この秋学期の授業は、春学期の「沖縄を考えるA」での基礎的な知
識の習得を前提としており、できるだけ通年で履修することが望ま
しい。

【Outline (in English)】
This course is to know and appreciate Okinawa and Okinawan
culture. It consists of some lectures by the experts and
specialists who are investigating Okinawa and Okinawan
culture.
Before and after each class meeting, students will be expected
to spend one hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided on the
following Term-end report:(70 ％), Short reports:(30%),and
in-class contribution.
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

島野　智之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月4/Mon.4
単位数：2単位
定員制（20）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　最終的には，自然と私達の関係を見つめ直すことが目的である．
生物としての人間を知るために，地球史における自然の形成プロセ
ス（生命史）と生物の進化を学ぶ（自然史）．
　用いる教科書は内容的に難しく感じるが，これまで生物学に触れ
たことがなくても理解できるように平易に説明する．
　生物学の観点から生命とは何か，進化とは何かを考え、地球上に
見られる生物の多様性がどの様に生み出されてきたのかを考える．
　また，現在，生物進化の結果，維持されている生態系と人間との
関係は，水産業，農業，林業などの産業によって結びついているこ
とについても考える．
　オータムセッション（秋学期として：9月13日～9月19日）では．
春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史博物館でのフィール
ドワークを実際におこない，展示などの調査に基づいて，博物館の
展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．

【到達目標】
生命（生きていること）を考えるための基礎としての自然と人間に
ついての価値観を考え，社会活動・社会生活の中に活かすことの出
来るように説明できること．年度の最後に，種々の資料や調査を付
き合わせて，各自の成果を発表にまとめる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業およびゼミ形式で行う。生物学の観点から，生命とは何か，進
化とは何かを考え、地球上に見られる生物の多様性がどの様に生み
出されてきたのかを講義し，レポートをまとめ，討議してもらう．
オータムセッション（秋学期として：9月13日～9月19日）では．
春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史博物館でのフィール
ドワークを実際におこない，展示などの調査に基づいて，博物館の
展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．事後には討議，ゼミ形式
でレポートに年度の最後としてまとめる．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス．進化の

概念の歴史
博物館フィールドワークについて
；調査の進め方；
自然発生説；ダーウインの自然選
択説；DNAの変異

第2回 無機物から有機物・
原始生命体への化学
進化

生物とは何か；43億年前に海が形
成された証拠；熱水噴出孔での化
学進化，など．

第3回 生命の誕生 原始独立栄養生物の誕生；高熱性
アーキアと高熱性細菌；超高熱性
菌のDNA2本鎖が解離しない仕組
み

第4回 光合成生物と好気性
生物の出現

光合成細菌の光合成；好気性生物
の出現；シアノバクテリアの光合
成，など．

第5回 真核生物の出現 酸素呼吸する真核生物の出現；真
核生物がアーキアに由来する証拠
；真核生物の起源となった原核生
物，など．

第6回 多細胞かと有性生殖
の獲得

単細胞時代に分岐していた植物・
菌類・動物；多細胞生物の出現；
有性生殖のはじまり，など．

第7回 遺伝的多様性と新規
遺伝子の獲得をもた
らす有性生殖

遺伝子の多様性をもたらす有性生
殖；有性生殖は新規遺伝子の獲得
を促進した；遺伝子ファミリーの
形成，など．

第8回 動物の多様化 全球凍結が多細胞生物を多様化さ
せた；脊椎動物の出現；エディア
カラ生物群の絶滅とカンブリア爆
発，など．

第9回 陸上植物の出現と多
様化

陸上植物の起源；コケ植物が先か
；前維管束植物が先か，など．

第10回 動物の陸上進出 節足動物の陸上進出；哺乳類の出
現；鳥類の出現，など

第11回 進化を促進する仕組
み

塩基配列の変異はランダムにおこ
る；ウニとヒトはほとんど同じ遺
伝子を持つ；タンパク質は自律的
に細胞を形成する，など．

第12回 エボデボー体制の進
化ー

ダーウインフィンチの嘴の進化；
節足動物の付属肢の進化；鳥エン
ハンサーが鳥類を進化させた，な
ど

第13回 エボデボー特異体制
の進化ー

ヘビの特異な形態をもたらした進
化機構；フグの特異な形態をつく
るしくみ，など．

第14回 まとめ．重要用語の
振り返り．博物学に
ついて，生物の名前
の付け方．

まとめと振り返り．ホモサピエン
スの7万年前の大発明；博物学につ
いて；生物の名前の付け方．など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
疑問などはそのままにせず，まず自分で解決するよう努力して下さい．
事前につたえるので，討議に必要な事前の調査，あるいは，授業に
必要な必要な知識などを予習していただきます（その方法などお知
らせします）．
また，レポートは授業の内容に沿って作成するようにしてください。
インターネットからのcopy & pasteは、容易に判明することが可能
ですので行わないように．

【テキスト（教科書）】
超圧縮地球生物全史　ヘンリー・ジー (著),竹内　薫 (翻訳)，ダイ
ヤモンド社，2022年出版，定価：2200円（本体2000円＋税10％）

【参考書】
必要に応じて，その都度指示する．

【成績評価の方法と基準】
毎回行う授業内の小レポート（60%）および，授業への積極的な貢
献度（出席状況を含む）(30%)も加え，総合的に評価する．この成
績評価の方法をもとに，本授業の到達目標の60%以上を達成した者
を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
積極的に疑問点などについては，自分で調べることが大切である．

【学生が準備すべき機器他】
適宜パワーポイント資料の作成をおこなってもらう．適宜パソコン
を使用できるようにしておくこと．

【その他の重要事項】
1)現地調査（フィールドワーク）のための，交通費（宿泊はしませ
ん）が必要です（5,000~9,000円程度：入館料，ガイド料，交通費
など，金額は前後することがあります．）．ガイダンスに必ず出席し
て下さい．
2) 選抜を行いますので最初の授業には必ず出席して下さい。また，
受講希望者が定員（最大20名程度）を超えた場合にも、再度，選抜
を行います．
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3) 2017年度以降入学生： [半期科目「教養ゼミⅠ」、「教養ゼミ II」
として履修する学生]半期のみの履修登録が可能となる方．教養ゼミ
Ⅰ「自然史」と教養ゼミII「自然史」を両方とも履修すること．　
※どちらか一方だけの授業は履修できません．
4) 2016年度以前入学生：年間科目「自然史」または哲学科専門科
目「人間学４（自然史）」として履修する方．年間科目として履修す
る方は、9月のオータムセッション（9月13日～9月19日）での，
フィールドワークへの参加が可能であることを前提とし、履修登録
を行うこと．
5)授業の初めに、その日に必要な事項の説明を行いますので、くれ
ぐれも遅刻しないようにご注意下さい。正当な理由のある遅刻を除
き、１０分以上の遅刻は、イエロー・カードとなります。累積カー
ド２枚で１回欠席となります。
6) 9月の初旬（オータムセッション：9月13日～9月19日）に，東
京・神奈川でのフィールドワークを実施予定とし、台風等により実
施不可となった場合は、再スケジュールとする。

【Outline (in English)】
Eventually, the objective is to reconsider our relationship
with nature. To learn about the formation process of nature
and the evolution of organisms in the history of the earth
(natural history) in order to understand human beings as living
organisms.
The textbook to be used may seem difficult in terms of content,
but it will be explained in a simple manner so that students
who have never been exposed to biology before can understand
it.
From the viewpoint of biology, we will consider what life is and
what evolution is, and how the diversity of life on the earth has
been created.
We will also consider the relationship between humans and
the ecosystems maintained as a result of biological evolution,
which are currently linked by industries such as fisheries,
agriculture, and forestry.
In the Autumn Session (as the Fall Semester: September 13
- 19). Based on the knowledge of natural history acquired
in the spring semester, fieldwork will be conducted at a
natural history museum to study the significance and contents
of museum exhibits and their display techniques, based on
surveys of exhibits and other materials.
Students are expected to complete the required assignments
(class tests, assignment reports) at the end of each class.Your
study time will be more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents
to be submitted in the lecture (impressions of videos, etc.,
quizzes, etc.) (40%) will also be added, and students will be
evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of
the class will be graded on the basis of this grading system.
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

島野　智之

開講時期：オータムセッション/Autumn Session ｜ 曜日・時限：
集中・その他/intensive・other courses
単位数：2単位
定員制（20）
※履修登録は学部事務にて行います。
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教養ゼミIIでは，オータムセッション（秋学期として：9月13日
～9月19日）では．春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史
博物館でのフィールドワークを実際におこない，現地調査に基づい
て，博物館の展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．
　最終的には，自然と私達の関係を見つめ直すことが目的である．
生物としての人間を知るために，地球史における自然の形成プロセ
ス（生命史）と生物の進化を学ぶ（自然史）．
　生物学の観点から生命とは何か，進化とは何かを考え、地球上に
見られる生物の多様性がどの様に生み出されてきたのかを考える．
　また，現在，生物進化の結果，維持されている生態系と人間との
関係は，水産業，農業，林業などの産業によって結びついているこ
とについても考える．

【到達目標】
生命（生きていること）を考えるための基礎としての自然と人間に
ついての価値観を考え，社会活動・社会生活の中に活かすことの出
来るように説明できること．年度の最後に，種々の資料や調査を付
き合わせて，各自の成果を発表にまとめる．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　オータムセッション（秋学期として：9月13日～9月19日）で
は．生物学の観点から，生命とは何か，進化とは何かを考え、地球
上に見られる生物の多様性がどの様に生み出されてきたのかを討議
し，社会活動・社会生活の中に活かすことの出来るように説明発表
してもらう．
　つぎに，春学期に学んだ自然史の知識をもとに，自然史博物館で
のフィールドワークを実際におこない，展示などの調査に基づいて，
博物館の展示の意義と内容，その展示手法を学ぶ．事後には討議，ゼ
ミ形式でレポートに年度の最後としてまとめる．命を考えるための
基礎としての自然と人間についての価値観を考え、できること。年
度の最後に、種々の資料を付き合わせて、各自の成果を発表にまと
める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 フィールドワークI

（1）．
博物館学と博物学．博物館フィー
ルドワークについて【講義】

第2回 フィールドワークI
（2）

フィールドワークについてテーマ
の設定と討議

第3回 フィールドワークII
（1）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと博
物館の展示形態を調査する（1）

第4回 フィールドワークII
（2）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと博
物館の展示形態を調査する（2）

第5回 フィールドワークII
（3）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと博
物館の展示形態を調査する（3）

第6回 フィールドワークII
（4）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館】

生物の進化を展示から理解しと博
物館の展示形態を調査する（4）

第7回 フィールドワークIII
（1）【現地フィールド
ワーク：神奈川県立・
生命の星地球博物館】

館の特徴である「地球史（地質）
と組み合わせた生物の進化」とい
う展示を理解し博物館の展示形態
を調査する（1）

第8回 フィールドワークIII
（2）【現地フィールド
ワーク：神奈川県立
生命の星地球博物館】

館の特徴である「地球史（地質）
と組み合わせた生物の進化」とい
う展示を理解し博物館の展示形態
を調査する（2）

第9回 フィールドワークIII
（3）【現地フィールド
ワーク：神奈川県立
生命の星地球博物館】

館の特徴である「地球史（地質）
と組み合わせた生物の進化」とい
う展示を理解し博物館の展示形態
を調査する（3）

第10回 フィールドワークIV
（1）【現地フィールド
ワーク：目黒寄生虫
館】

館の特徴である「寄生虫の進化と
適応」という展示を理解し博物館
の展示形態を調査する（1）

第11回 フィールドワークIV
（1）【現地フィールド
ワーク：目黒寄生虫
館】

館の特徴である「寄生虫の進化と
適応」という展示を理解し博物館
の展示形態を調査する（2）

第12回 フィールドワークV
（1）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館，付属自然教育
園】

館の特徴である「自然や生態系を
理解する」という展示を理解し，
園の展示の工夫を調査する（1）

第13回 フィールドワークV
（2）【現地フィールド
ワーク：国立科学博
物館，付属自然教育
園】

館の特徴である「自然や生態系を
理解する」という展示を理解し，
園の展示の工夫を調査する（2）

第14回 フィールドワークVI
討議・まとめ

各自で作成したレポートについて
発表と討議をおこなう．フィール
ドワークのまとめ．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
疑問などはそのままにせず，まず自分で解決するよう努力して下さい．
事前につたえるので，討議に必要な事前の調査，あるいは，授業に
必要な必要な知識などを予習していただきます（その方法などお知
らせします）．
また，レポートは授業の内容に沿って作成するようにしてください。
インターネットからのcopy & pasteは、容易に判明することが可能
ですので行わないように．

【テキスト（教科書）】
進化生物学－ゲノミクスが解き明かす進化－，赤坂甲治（著），裳
華房，2021年出版，定価3520円（本体3200円＋税10％）

【参考書】
必要に応じて，その都度指示する．

【成績評価の方法と基準】
毎回行うフィールドワーク後のレポート（60%）および，授業への
積極的な貢献度（出席状況を含む）(30%)も加え，総合的に評価す
る．この成績評価の方法をもとに，本授業の到達目標の60%以上を
達成した者を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
積極的に疑問点などについては，自分で調べることが大切である．

【学生が準備すべき機器他】
適宜パワーポイント資料の作成をおこなってもらう．適宜パソコン
を使用できるようにしておくこと．
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【その他の重要事項】
1)現地調査（フィールドワーク）のための，交通費（宿泊はしませ
ん）が必要です（5,000~9,000円程度：入館料，ガイド料，交通費
など，金額は前後することがあります．）．ガイダンスに必ず出席し
て下さい．
2) 選抜を行いますので最初の授業には必ず出席して下さい。また，
受講希望者が定員（最大20名程度）を超えた場合にも、再度，選抜
を行います．
3) 2017年度以降入学生： [半期科目「教養ゼミⅠ」、「教養ゼミ II」
として履修する学生]半期のみの履修登録が可能となる方．教養ゼミ
Ⅰ「自然史」と教養ゼミII「自然史」を両方とも履修すること．　
※どちらか一方だけの授業は履修できません．
4) 2016年度以前入学生：年間科目「自然史」または哲学科専門科
目「人間学４（自然史）」として履修する方．年間科目として履修す
る方は、9月のオータムセッション（9月13日～9月19日）での，
フィールドワークへの参加が可能であることを前提とし、履修登録
を行うこと．
5)授業の初めに、その日に必要な事項の説明を行いますので、くれ
ぐれも遅刻しないようにご注意下さい。正当な理由のある遅刻を除
き、１０分以上の遅刻は、イエロー・カードとなります。累積カー
ド２枚で１回欠席となります。
6) 9月の初旬（オータムセッション：9月13日～9月19日）に，東
京・神奈川でのフィールドワークを実施予定とし、台風等により実
施不可となった場合は、再スケジュールとする。

【Outline (in English)】
In the Autumn Session (as the Fall Semester: September 13
- 19). Based on the knowledge of natural history acquired
in the spring semester, fieldwork will be conducted at a
natural history museum to study the significance and contents
of museum exhibits and their display techniques, based on
surveys of exhibits.
Eventually, the objective is to reconsider our relationship
with nature. To learn about the formation process of nature
and the evolution of organisms in the history of the earth
(natural history) in order to understand human beings as living
organisms.
From the viewpoint of biology, we will consider what life is and
what evolution is, and how the diversity of life on the earth has
been created.
We will also consider the relationship between humans and
the ecosystems maintained as a result of biological evolution,
which are currently linked by industries such as fisheries,
agriculture, and forestry.
Students are expected to complete the required assignments
(class tests, assignment reports) at the end of each class.Your
study time will be more than four hours for a class.
The basic grade is the report to be submitted at the end of the
lecture/practice (60%). In addition to this, various documents
to be submitted in the lecture (impressions of videos, etc.,
quizzes, etc.) (40%) will also be added, and students will be
evaluated comprehensively.
Students who have achieved at least 60% of the objectives of
the class will be graded on the basis of this grading system.
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

人間と地球環境 2017年度以降入学者

宇野　真介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在、国連の持続可能な開発目標（SDGs）が注目され日本も含め、
世界各地で様々な取り組みがされています。これは人間社会が、多
種多様な環境問題に加え飢餓や貧困の問題に直面し、自然環境、社
会環境共に危機的状況にあるとの認識によるものです。本講座では、
「持続可能性」をキーワードに人間と自然の関係、人間同士の関係の
あり方を考察すべく、環境問題に関連する科学的な基礎に加え社会
的要素を含めた広い視野から学習していきます。これにより、現代
社会が直面する問題の複雑さを理解するとともにより明確な考え・
意見を持つための視点を得る機会を提供します。

【到達目標】
本授業では以下の３点を最終的到達目標とします。１）種々の環境
問題を理解する上で不可欠な科学的基礎知識を取得すること。２）
環境問題の科学的側面だけでなく、関連する社会的問題を理解する
こと。３）各種問題の関連性を理解し、人間社会が直面している問
題について個人としての考え・意見を形成すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントを使った講義形式を標準としますが、参加型
の学習機会として演習（グループワーク）も行う予定です。また、各
講義へのリアクションや質問を集約し、次回の授業で補足・フィード
バックを行うことで学習内容の理解度をはかりつつ授業を進めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境科学と持続可能

性
導入として、持続可能性の概念お
よび生態系の基本的特徴について
学びます。

第2回 大気の変化と生態系 地球環境における大気の組成、そ
の変化にともなう影響を考えます。

第3回 水の循環と水資源利
用

生態系や生命の維持に重要な物質
である水の観点から物質の循環や
資源の問題を考えます。

第4回 エネルギーの供給 生態系におけるエネルギーの供給
と人間社会におけるエネルギーの
供給について考えます。

第5回 「土」というもの 日頃目を向けない「足元の世界」
に注目し、土の成り立ちや関連す
る環境問題について考えます。

第6回 生物多様性はなぜ重
要か？

生物多様性の基本的特徴、その現
状と保全の重要性を学びます。

第7回 演習１：持続可能な
資源利用のための応
用生態学

これまでの授業内容の振り返りと
資源管理における問題解決への応
用を目的としたグループワークを
行います。

第8回 近代農業の功罪 近代農業の成果と環境負荷につい
て解説します。

第9回 食糧生産と環境保全 食糧供給と環境保全の両立へ向け
ての取り組みについて、事例に基
づいて学びます。

第10回 開発は持続可能か？ 鉱物資源に注目しつつ、自然資源
に対する需要・供給に関わる問題
を解説します。

第11回「望まれぬ開発」とい
う問題

発展途上国における「開発」がも
たらす環境・社会問題を、現在起
きている現場の状況を見ながら考
えます。

第12回 演習２：多角的問題
解決への挑戦

異なる立場の「当事者」の視点を
考察しつつ、グローバル経済・開
発をテーマとしたグループワーク
を行います。

第13回 持続可能な社会へ向
けて

グローバル社会におけるオルタナ
ティブな発展モデルについて、事
例に基づいて考えます。

第14回 地球環境の現状とこ
れから

学習内容のまとめ。持続可能性の
観点から見た現状と将来的展望を
含めた全体像の把握を試みます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料の通読、授業内容の復習と他の回の学習内容との関連性の
確認など、本授業の準備・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書はなし。配布される資料を使用。

【参考書】
適宜提示します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は小テスト（40%）、期末レポート（40%)、平常点（20%)
を基本とします。小テストは、学習内容の理解度（到達目標１、２）
を定期的に評価するため2回実施する予定です。期末レポートは、学
習内容の理解度を評価すると同時にそれに基づく個人的意見の展開
（到達目標３）を評価するものです。平常点は、各回の学習状況や
ディスカッションでの参加度などを評価するものです。

【学生の意見等からの気づき】
映像資料の利用やグループワークは好評でもあり、学習内容の定着
にも効果があるものと思われる。これに加え、各種Hoppiiの機能を
より効果的に活用したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスの確保。

【その他の重要事項】
30名の定員制です。必要に応じて選抜を行います。

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] Objectives of the course are: to acquire
basic scientific understanding of various environmental prob-
lems; to understand related social problems; and to develop
a personal opinion about various problems the human species
faces with a holistic understanding of the human impact on the
global environment.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly utilize distributed materials
and the online learning support system. Standard amounts
of time to be spent for this purpose are two hours each for
preparation and review.
[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

人間と地球環境

宇野　真介

授業コード：Q6335 ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
春学期授業/Spring・2単位 ｜ 配当年次：地理学科2～4年
備考（履修条件等）：定員制（30）
地理学科生は選択科目として履修する
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在、国連の持続可能な開発目標（SDGs）が注目され日本も含め、
世界各地で様々な取り組みがされています。これは人間社会が、多
種多様な環境問題に加え飢餓や貧困の問題に直面し、自然環境、社
会環境共に危機的状況にあるとの認識によるものです。本講座では、
「持続可能性」をキーワードに人間と自然の関係、人間同士の関係の
あり方を考察すべく、環境問題に関連する科学的な基礎に加え社会
的要素を含めた広い視野から学習していきます。これにより、現代
社会が直面する問題の複雑さを理解するとともにより明確な考え・
意見を持つための視点を得る機会を提供します。

【到達目標】
本授業では以下の３点を最終的到達目標とします。１）種々の環境
問題を理解する上で不可欠な科学的基礎知識を取得すること。２）
環境問題の科学的側面だけでなく、関連する社会的問題を理解する
こと。３）各種問題の関連性を理解し、人間社会が直面している問
題について個人としての考え・意見を形成すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はパワーポイントを使った講義形式を標準としますが、参加型
の学習機会として演習（グループワーク）も行う予定です。また、各
講義へのリアクションや質問を集約し、次回の授業で補足・フィード
バックを行うことで学習内容の理解度をはかりつつ授業を進めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 環境科学と持続可能

性
導入として、持続可能性の概念お
よび生態系の基本的特徴について
学びます。

第2回 大気の変化と生態系 地球環境における大気の組成、そ
の変化にともなう影響を考えます。

第3回 水の循環と水資源利
用

生態系や生命の維持に重要な物質
である水の観点から物質の循環や
資源の問題を考えます。

第4回 エネルギーの供給 生態系におけるエネルギーの供給
と人間社会におけるエネルギーの
供給について考えます。

第5回 「土」というもの 日頃目を向けない「足元の世界」
に注目し、土の成り立ちや関連す
る環境問題について考えます。

第6回 生物多様性はなぜ重
要か？

生物多様性の基本的特徴、その現
状と保全の重要性を学びます。

第7回 演習１：持続可能な
資源利用のための応
用生態学

これまでの授業内容の振り返りと
資源管理における問題解決への応
用を目的としたグループワークを
行います。

第8回 近代農業の功罪 近代農業の成果と環境負荷につい
て解説します。

第9回 食糧生産と環境保全 食糧供給と環境保全の両立へ向け
ての取り組みについて、事例に基
づいて学びます。

第10回 開発は持続可能か？ 鉱物資源に注目しつつ、自然資源
に対する需要・供給に関わる問題
を解説します。

第11回「望まれぬ開発」とい
う問題

発展途上国における「開発」がも
たらす環境・社会問題を、現在起
きている現場の状況を見ながら考
えます。

第12回 演習２：多角的問題
解決への挑戦

異なる立場の「当事者」の視点を
考察しつつ、グローバル経済・開
発をテーマとしたグループワーク
を行います。

第13回 持続可能な社会へ向
けて

グローバル社会におけるオルタナ
ティブな発展モデルについて、事
例に基づいて考えます。

第14回 地球環境の現状とこ
れから

学習内容のまとめ。持続可能性の
観点から見た現状と将来的展望を
含めた全体像の把握を試みます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料の通読、授業内容の復習と他の回の学習内容との関連性の
確認など、本授業の準備・復習時間は各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書はなし。配布される資料を使用。

【参考書】
適宜提示します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は小テスト（40%）、期末レポート（40%)、平常点（20%)
を基本とします。小テストは、学習内容の理解度（到達目標１、２）
を定期的に評価するため2回実施する予定です。期末レポートは、学
習内容の理解度を評価すると同時にそれに基づく個人的意見の展開
（到達目標３）を評価するものです。平常点は、各回の学習状況や
ディスカッションでの参加度などを評価するものです。

【学生の意見等からの気づき】
映像資料の利用やグループワークは好評でもあり、学習内容の定着
にも効果があるものと思われる。これに加え、各種Hoppiiの機能を
より効果的に活用したい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムへのアクセスの確保。

【その他の重要事項】
30名の定員制です。必要に応じて選抜を行います。

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] Objectives of the course are: to acquire
basic scientific understanding of various environmental prob-
lems; to understand related social problems; and to develop
a personal opinion about various problems the human species
faces with a holistic understanding of the human impact on the
global environment.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly utilize distributed materials
and the online learning support system. Standard amounts
of time to be spent for this purpose are two hours each for
preparation and review.
[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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BIO300LA（その他の総合生物・生物学 / Biology 300）

Human Impact on the Global
Environment

2017年度以降入学者

宇野　真介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The UN 2030 Agenda for Sustainable Development (Sustain-
able Development Goals: SDGs has come to be recognized
as a common challenge for the human society, which is a
manifestation of the severity of various problems we as a
species are faced with. In light of this current situation, this
course focuses on the concept of "sustainability" so as to provide
students with an opportunity to learn about basic scientific
aspects of environmental problems and also to learn about
relevant social issues in an attempt to provide a holistic view
of human impact on the global environment.

【到達目標】
This course is designed to teach about ecological and social
issues. Therefore, the course objectives are: 1) to understand
basic scientific concepts required to comprehend various
environmental problems; 2) to understand social problems
related to the environmental problems addressed in this
course; and 3) to form personal perspective and opinion about
the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP2、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
The course will be taught mainly in a face-to-face lecture
format, however, there will also be opportunities for students
to actively participate in class through, for example, group
activities and discussions. In addition to in-class interactions,
students will submit their opinions about/reactions to the
materials presented in each class, and the instructor will give
feedback/answer questions, as needed.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week
1

Understanding
sustainability and
basic features of
ecosystem

As an introduction to the
course, the concept of
sustainability and the basic
features of ecosystem will be
discussed.

Week
2

Atmospheric
changes and their
consequences

In light of the ongoing "climate
crisis", the composition of the
Earth’s atmosphere and
consequences of atmospheric
changes will be discussed.

Week
3

Water cycle and the
use of water
resource

As an essential matter for
sustaining life and ecosystem,
the water cycle and use of water
resource will be discussed.

Week
4

Energy supply Energy supply in ecosystem and
energy issue in the human
society will be discussed.

Week
5

What is "soil"? The importance of soil in an
ecosystem will be discussed in
relation to ongoing
environmental problems.

Week
6

What is
biodiversity and
why is it
important?

Basic features and current state
of biodiversity will be discussed
in relation to its importance for
the human society.

Week
7

Applied ecology for
sustainable
resource
management

Group activity is used to
integrate the concepts learned
in the previous lectures and
apply them to ecological
problem solving.

Week
8

Ecological issues of
modern agriculture

Positive and negative impacts of
agricultural modernization will
be discussed.

Week
9

Food production
and environmental
conservation

Approaches to achieving food
security without degrading
environment will be discussed
with concrete examples.

Week
10

Is development
sustainable?

Focusing on mineral resources,
issues related to demand and
supply of natural resources will
be discussed.

Week
11

Consequences of
"unwanted"
development

Environmental and social
problems caused by
"development" in the developing
world will be discussed.

Week
12

Understanding
multi-stakeholder
problem solving

Group work will be used to
integrate the concepts learned
in the previous lectures and
apply them to socio-ecological
problem solving.

Week
13

Toward a
sustainable society

Alternative models that may
help build a sustainable society
will be discussed.

Week
14

What is happening
in the global
environment and
where do we go
from here?

The course contents will be
reviewed to grasp the current
state of the global environment,
and future prospects will be
discussed.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are expected to review contents of individual lectures,
thoroughly read distributed materials, and utilize the online
learning support system, as needed. Standard amounts of time
to be spent for this purpose are two hours each for preparation
and review.

【テキスト（教科書）】
None. Reading materials will be distributed as needed.

【参考書】
To be announced as needed.

【成績評価の方法と基準】
Student performance will be graded based on quizzes (40 %), a
final assignment (40 %), and participation/in-class contribution
(20%). Quizzes will be used to evaluate understanding of
course materials (Course objectives 1 and 2). The final
assignment will be an opportunity for students to demonstrate
their understanding of the course material by presenting
their personal analysis/opinion about the current state of
human society (Course objective 3). Participation will be used
to evaluate student performance in each class and in-class
activities.

【学生の意見等からの気づき】
Providing opportunities for students to interact with other
students and exchange their opinions proved to be effective in
enhancing their learning.
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【学生が準備すべき機器他】
Students will need to have access to Hoppii. Online format
may be used, as needed, and students are expected to prepare
necessary devices in such a case.

【その他の重要事項】
There is an enrollment limit of 30 students. There will be
selection, if the limit is exceeded. Details will be announced
on Hoppii prior to the first class.

【Outline (in English)】
[Course outline] The UN 2030 Agenda for Sustainable
Development (Sustainable Development Goals: SDGs) has
come to be recognized as a common challenge for the human
society, which is a manifestation of the severity of various
problems we as a species are faced with. In light of this current
situation, this course focuses on the concept of "sustainability"
so as to provide students with an opportunity to learn about
basic scientific aspects of environmental problems and also to
learn about relevant social issues in an attempt to provide a
holistic view of human impact on the global environment.
[Learning objectives] The course objectives are: 1) to
understand basic scientific concepts required to comprehend
various environmental problems; 2) to understand social
problems related to the environmental problems addressed in
this course; and 3) to form personal perspective and opinion
about the current state of human society by understanding the
interrelated nature of the environmental and socioeconomic
problems.
[Learning activities outside of classroom] In addition to
attending classes, students are expected to review contents
of individual lectures, thoroughly read distributed reading
materials, and utilize the online learning support system, as
needed. Standard amounts of time to be spent for this purpose
are two hours each for preparation and review.
[Grading criteria/policy] Final grade will be determined
based on quizzes (40 %), final assignment (40 %), and
participation/in-class contribution (20%).
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PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

ドイツの思想Ａ 2017年度以降入学者

吉田　敬介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業では、20世紀前半という「危機」の時代のドイツ語圏の
哲学を、とりわけ実存哲学と批判理論に着目しながら、概観します。
　20世紀前半のドイツ語圏では、観念論（理想主義）への幻滅とと
もに、文明や学問が「危機」に陥っているという意識が強まりまし
た。その危機意識に対応するように、一方ではヤスパースやハイデッ
ガーらの「実存哲学」、また他方ではホルクハイマーやアドルノらの
「批判理論」（あるいは「フランクフルト学派」）といった思想潮流が
展開されました。授業においては、こうした歴史的・社会的な文脈
を踏まえつつ、様々な哲学者たちの言説を検討し、その思想内容を
理解することが目指されます。

【到達目標】
（Ａ）20世紀前半のドイツ語圏の哲学・思想の要点を理解できる。
（Ｂ）扱われた哲学・思想を、歴史的・社会的視座から考察できる。
（Ｃ）扱われた哲学・思想について理解・考察したことを、自らの言
葉で叙述できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　講義形式で、毎回のテーマごとに進めていきます。授業用の資料
は、その都度提示（必要に応じて配布）します。
　毎回の授業時にリアクションペーパーの提出を求める他、学期末
には授業の内容を踏まえた課題もしくは試験を課す予定です。リア
クションペーパーについては、できる限り授業時にフィードバック
を行います。学期末課題もしくは試験の内容・評価基準は授業で提
示します。
　なお、重要なお知らせをすることもありうるので、適宜、授業支
援システムHoppiiを確認するようお願いします。
　授業の定員は30名の予定です。この定員を超えた場合は選抜を行
いますので、受講希望者は必ず初回の授業に出席してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクショ

ン・選抜
授業の進め方の確認
定員を超える場合は選抜

第2回 そもそも「ドイツ哲
学」とは？

「ドイツ哲学」の定義づけの困難と
可能性

第3回 19世紀のドイツ哲学
（1）

ドイツ観念論とその挫折

第4回 19世紀のドイツ哲学
（2）

キルケゴール、マルクス、ニー
チェの思想とその影響

第5回 20世紀前半の思想的
状況（1）

ヨーロッパのニヒリズムと『西洋
の没落』

第6回 20世紀前半の思想的
状況（2）

時代の「危機」意識と現象学

第7回 実存哲学の生成と展
開（1）

ヤスパース『時代の精神的状況』
と実存哲学

第8回 実存哲学の生成と展
開（2）

ハイデッガー『存在と時間』の存
在論

第9回 実存哲学の生成と展
開（3）

ナチス政権下の哲学者たち
政治的決断主義

第10回 批判理論の生成と展
開（1）

社会研究所の設立と亡命
ホルクハイマー「伝統的理論と批
判的理論」

第11回 批判理論の生成と展
開（2）

ベンヤミン『歴史哲学テーゼ』と
「進歩」への問い

第12回 批判理論の生成と展
開（3）

ホルクハイマー／アドルノ『啓蒙
の弁証法』と近代的理性の自己省
察

第13回「危機」の時代のドイ
ツの思想

学習事項のまとめと展望

第14回 課題もしくは試験 学期末課題の提示もしくは試験の
実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
授業で扱われる各トピックについて、参考文献の対応する箇所を読
んで予習することが望まれます。また授業後には、配布物やノート
に目を通し、参考文献を参照しつつ内容をまとめ直しておくことが
望まれます。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。授業は用意した資料に沿って進めます。

【参考書】
・『哲学の歴史第9巻反哲学と世紀末【19-20世紀】』中央公論新社
・『哲学の歴史第10巻危機の時代の哲学【20世紀I】』中央公論新社
・フッサール／ハイデッガー／ホルクハイマー『30年代の危機と哲
学』清水多吉／手川誠士郎（訳）、平凡社〔平凡社ライブラリー〕
その他の参考文献は、授業中に指示します。

【成績評価の方法と基準】
成績配分は、平常点（リアクションペーパーへの記入、その他の授
業への取り組みなどの総合評価）40％、学期末課題もしくは試験の
評価60％です。

【学生の意見等からの気づき】
・リアクションペーパーを参照し、わかりにくい概念や思想内容、歴
史的背景について丁寧に説明するよう努めます。
・必要に応じて、授業内容に関連した参考文献等を紹介します。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業の場合に必要となるため、Zoom に接続可能な機器
を準備してください。

【その他の重要事項】
春学期・秋学期合わせての履修を推奨します。

【Outline (in English)】
Course outline: This course deals with German philosophy
in the first half of the 20th century (especially existential
philosophy and Critical Theory).
Learning Objectives: The goals of this course are to (A)
understand German philosophy in the first half of the 20th
century, (B) examine it from historical and social perspectives,
and (C) explain it properly.
Learning activities outside of classroom: Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content.
Grading Criteria/Policies: Grading will be decided based on in-
class contribution (40%), and term-end report or examination
(60%).

— 1289 —



SDGs　発行日：2024/5/1

PHL300LA（哲学 / Philosophy 300）

ドイツの思想Ｂ 2017年度以降入学者

吉田　敬介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　この授業では、20世紀後半のドイツ語圏の哲学を、歴史的・社会
的諸問題との関連から概観します。
　20世紀中盤から後半にかけてのドイツ語圏の哲学は、幾つかの重
要な実際的問題と対峙しなければなりませんでした。ホロコースト
を含む第三帝国の過去の「克服」、東西ドイツの分裂とその再統一、
ヨーロッパへの統合と国際社会との関わり、そしてそれらに通底す
る「ドイツ」のアイデンティティをめぐる問い、といった諸問題で
す。授業においては、これらの歴史的・社会的諸問題に関する文脈
を踏まえながら、哲学者たちの言説を検討し、その思想内容を理解
することが目指されます。

【到達目標】
（Ａ）20世紀後半のドイツ語圏の哲学・思想の要点を理解できる。
（Ｂ）扱われた哲学・思想を、歴史的・社会的視座から考察できる。
（Ｃ）扱われた哲学・思想について理解・考察したことを、自らの言
葉で叙述できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　講義形式で、毎回のテーマごとに進めていきます。授業用の資料
は、その都度提示（必要に応じて配布）します。
　毎回の授業時にリアクションペーパーの提出を求める他、学期末
には授業の内容を踏まえた課題もしくは試験を課す予定です。リア
クションペーパーについては、できる限り授業時にフィードバック
を行います。学期末課題もしくは試験の内容・評価基準は授業で提
示します。
　なお、重要なお知らせをすることもありうるので、適宜、授業支
援システムHoppiiを確認するようお願いします。
　授業の定員は30名の予定です。この定員を超えた場合は選抜を行
いますので、受講希望者は必ず初回の授業に出席してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクショ

ン・選抜
授業の進め方の確認
定員を超える場合は選抜

第2回 「危機」の時代から戦
後へ

20世紀前半のドイツの哲学と戦後
の課題

第3回 哲学者たちと「過去
の克服」（1）

ニュルンベルク裁判と「過去の忘
却」

第4回 哲学者たちと「過去
の克服」（2）

ヤスパースの戦争責任論

第5回 哲学者たちと「過去
の克服」（3）

亡命知識人たちの帰還とファシズ
ムへの問い

第6回 「アウシュヴィッツ以
後」の哲学（1）

アウシュヴィッツ裁判と1968年運
動

第7回 「アウシュヴィッツ以
後」の哲学（2）

アドルノと「アウシュヴィッツ以
後」の文化への問い

第8回 「アウシュヴィッツ以
後」の哲学（3）

アーレント『エルサレムのアイヒ
マン』

第9回 「ドイツ」のアイデン
ティティへの問い
（1）

1980年代の歴史修正主義と「歴史
家論争」

第10回「ドイツ」のアイデン
ティティへの問い
（2）

ハーバーマスと憲法パトリオティ
ズム

第11回 ヨーロッパの中のド
イツ（1）

東西ドイツの再統一と「ポスト伝
統的アイデンティティ」

第12回 ヨーロッパの中のド
イツ（2）

ヨーロッパ統合と、ハーバーマス
とデリダのヨーロッパ論

第13回 過去の克服と「ドイ
ツ」のアイデンティ
ティ再考

学習事項のまとめと展望

第14回 課題もしくは試験 学期末課題の提示もしくは試験の
実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
授業で扱われる各トピックについて、参考文献の対応する箇所を読
んで予習することが望まれます。また授業後には、配布物やノート
に目を通し、参考文献を参照しつつ内容をまとめ直しておくことが
望まれます。

【テキスト（教科書）】
特に指定しません。授業は用意した資料に沿って進めます。

【参考書】
・三島憲一『戦後ドイツ その知的歴史』『現代ドイツ 統一後の知的
軌跡』、岩波書店〔岩波新書〕
・ヤスパース『われわれの戦争責任について』橋本文夫（訳）、筑摩
書房〔ちくま学芸文庫〕2015年
・ハーバーマス『近代未完のプロジェクト』三島憲一（訳）、岩波書
店〔岩波現代文庫〕
その他の参考文献は、授業中に指示します。

【成績評価の方法と基準】
成績配分は、平常点（リアクションペーパーへの記入、その他の授
業への取り組みなどの総合評価）40％、学期末課題もしくは試験の
評価60％です。

【学生の意見等からの気づき】
・リアクションペーパーを参照し、わかりにくい概念や思想内容、歴
史的背景について丁寧に説明するよう努めます。
・必要に応じて、授業内容に関連した参考文献等を紹介します。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業の場合に必要となるため、Zoom に接続可能な機器
を準備してください。

【その他の重要事項】
春学期・秋学期合わせての履修を推奨します。

【Outline (in English)】
Course outline: This course deals with German philosophy in
the second half of the 20th century.
Learning Objectives: The goals of this course are to (A)
understand German philosophy in the second half of the 20th
century, (B) examine it from historical and social perspectives,
and (C) explain it properly.
Learning activities outside of classroom: Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours
to understand the course content.
Grading Criteria/Policies: Grading will be decided based on in-
class contribution (40%), and term-end report or examination
(60%).
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LIT300LA（文学 / Literature 300）

カルチュラル・スタディーズで見
るドイツ語圏Ａ 2017年度以降入学者

柳橋　大輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火5/Tue.5
単位数：2単位
定員制（30）
2021年度までに「ドイツ語圏の文学Ａ」の単位を修得済みの場合、
履修不可
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【グリム／ディズニーから読み解くドイツ文化とその越境】
ディズニーがこれまでに製作してきた60本以上の長篇アニメ映画の
うち、グリム童話などドイツにルーツをもつ物語を原作もしくは原
案とする作品は少なくありません。これらの作品を観たことのある
みなさんは、ディズニー映画というフィルターを通して、間接的に
ドイツ文化と触れ合ってきたといってもよいでしょう。
　この授業では、ドイツ語圏の児童文学を、それを原作とする映画
と比較・対照します。テクストと映像を読み／観ながら、両者の差
異を生み出す要因になったドイツ（とアメリカ）の社会や文化、歴
史的な文脈についても学んでいきましょう。

【到達目標】
ドイツ語圏の児童文学作品を手掛かりに、テクストとその文化的文
脈を的確に理解し、その内容を相手にわかるように表現することが
できる。
文学と映画のメディア的差異を把握し、この違いによってどのよう
な効果が生まれているのかを具体的に説明することができる。
ドイツ語圏の文化史ならびに異文化圏（英米・日本など）との相互
関係に対する関心や理解を深める。
文化的なコンテンツを対象としたリサーチとプレゼンテーションの
スキルを実地に学ぶことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
まず、論及の対象となる文学作品を紹介し、映画作品の抜粋を視聴
しながら、教員がその作品が置かれた文化的文脈についてお話しし
ます（講義形式）。
　次に、文学作品と映画作品の表現の違いについて受講生のみなさ
んにグループ発表を行なってもらい、その他の参加者のみなさんと
質疑応答の時間を設けます。（演習形式）。
　文学作品ないし映画作品について、また発表についての感想や意
見についてリアクションペーパーを書いてもらいます。重要な論点
を含むものについてはその次の回の授業で取り上げます（フィード
バック）。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の概要について紹介（「ドイツ

語圏」とは？ 「カルチュラル・ス
タディーズ」とは？ など）

第2回 『グリム童話集』の歴
史

成立過程／ドイツ・アメリカ・日
本における受容史／グループ分け
（1）

第3回 プリンセスの変容と
社会の変化

ディズニーによる『グリム童話集』
映画化の歴史を概観する／グルー
プ分け（2）

第4回 ふたりの『白雪姫』
（1）

テクスト読解／成立過程とその文
化的・社会的文脈

第5回 ふたりの『白雪姫』
（2）

【グループ発表１】テクストと映画
の比較

第6回 『灰まみれ』と『シン
デレラ』（1）

テクスト読解／成立過程とその文
化的・社会的文脈

第7回 『灰まみれ』と『シン
デレラ』（2）

【グループ発表２】テクストと映画
の比較

第8回 『いばら姫』と『眠れ
る森の美女』（1）

テクスト読解／成立過程とその文
化的・社会的文脈

第9回 『いばら姫』と『眠れ
る森の美女』（2）

【グループ発表３】テクストと映画
の比較

第10回『蛙の王さま』と『プ
リンセスと魔法のキ
ス』（1）

テクスト読解／成立過程とその文
化的・社会的文脈

第11回『蛙の王さま』と『プ
リンセスと魔法のキ
ス』（2）

【グループ発表４】テクストと映画
の比較

第12回『ラプンツェル』と
『塔の上のラプンツェ
ル』（1）

テクスト読解／成立過程とその文
化的・社会的文脈

第13回『ラプンツェル』と
『塔の上のラプンツェ
ル』（2）

【グループ発表５】テクストと映画
の比較

第14回 ディズニーとドイツ
（まとめにかえて）

メディア間翻訳が映し出す文化
的・社会的文脈

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。
授業であつかう文学作品については該当する箇所の日本語訳を配布
する場合がありますので、事前に目を通しておいてください。
なお、リアクションペーパーは授業後にオンラインで提出してもら
う可能性があります（詳細については授業で説明します）。授業ノー
トを読み返しながら自分の意見をまとめてください。

【テキスト（教科書）】
必要なテクスト等は授業前後にそのつど配布します。

【参考書】
授業中、もしくは授業前後に適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
平常点（グループ発表やディスカッションなど授業への積極的な参
加、リアクションペーパーなど）：60％
学期末レポート：40％（提出しない場合は単位の認定ができません）
――なお、授業回数の３分の２以上の出席が単位認定の前提条件と
なります（ただし、病気などやむを得ない事由により授業を欠席す
る場合には考慮しますので、医療機関発行の診断書等を提出してく
ださい）。

【学生の意見等からの気づき】
グループ発表やディスカッションの時間を設け、学生のみなさんの
授業への能動的な参加を促します。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業を行なう場合に備え、Zoomが使用できるよう、PC
とネット環境を準備しておいてください。

【その他の重要事項】
ドイツ語の知識は必要ありません。
春学期・秋学期をとおした履修を推奨します。
授業の進度等により、授業内容が変更される可能性があります。
オフィスアワーについては個別に対応しますので、事前にメールで
連絡をしてください。メールアドレスは授業開始後に学習支援シス
テムでお知らせします。

【Outline (in English)】
German Culture and its Crossing Borders as Read from
Grimm/Disney
In this class, we will compare/contrast children’s literature
from German-speaking countries with the films based on them.
While reading/watching the texts and films, we will also learn
about the social, cultural, and historical contexts in Germany
(and the U.S.) that contributed to the differences between the
two.
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Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than four hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end report: 40%, in class contribution: 60%
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LIT300LA（文学 / Literature 300）

カルチュラル・スタディーズで見
るドイツ語圏Ｂ 2017年度以降入学者

柳橋　大輔

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火5/Tue.5
単位数：2単位
定員制（30）
2021年度までに「ドイツ語圏の文学Ｂ」の単位を修得済みの場合、
履修不可
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【アニメ・映画における〈人造人間〉の変容】
映画やアニメなどのポップカルチャーのなかにはしばしば〈人造人
間〉が登場しますが、その際、これらのモティーフには直接的・間
接的にドイツ文化において過去に生み出されたイメージが大きく影
を落としています。
　この授業では、〈人造人間〉を四つのタイプに分類し、そのドイツ
語圏文化における出現を跡づけたのち、それぞれのモティーフが現
代の文化のなかにどのようなかたちで〈転生〉を遂げているのかを
考えていきます。〈転生〉後のイメージを変容させる要因になったド
イツ（と日本やアメリカなど）の社会や文化、歴史的な文脈につい
ても学んでいきましょう。

【到達目標】
ドイツ語圏の文学作品や映画の内容と文化的文脈を的確に理解し、
その認識を相手にわかるように表現することができる。
文学と映像のメディア的差異を把握し、この違いによってどのよう
な効果が生まれているのかを具体的に説明することができる。
ドイツ語圏の文化史ならびに異文化圏（英米・日本など）との相互
関係に対する関心や理解を深める。
文化的なコンテンツを対象としたリサーチとプレゼンテーションの
スキルを実地に学ぶことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
第９回までの授業で、教員が論及の対象となる文学作品を紹介し、映
像作品の抜粋を視聴しながら、その作品が置かれた文化的文脈につ
いてお話しします（講義形式）。
　第10回以降は、それぞれのモティーフをあつかったほかの作品
（映画、アニメ、漫画などポップカルチャーを含む）を受講生のみな
さんに自由に選んでもらい、これについてグループ発表を行なって
もらいます。その後、その他の参加者のみなさんと質疑応答の時間
を設けます。（演習形式）。
　文学作品や映画作品について、また発表についての感想や意見につ
いてリアクションペーパーを書いてもらいます。重要な論点を含む
ものについてはその次の回の授業で取り上げます（フィードバック）。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

：〈人造人間〉とは
何か

授業の概要について紹介／〈人造
人間〉を分類する？

第2回 〈ホムンクルス〉と
『鋼の錬金術師』：生
命の創造という禁忌
（1）

ゲーテ『ファウスト』：プロメー
テウスの神話、ソクーロフと手塚
治虫

第3回 〈ホムンクルス〉と
『鋼の錬金術師』：生
命の創造という禁忌
（2）

〈魔術〉と〈科学〉のあいだで：
〈クローン技術〉の表象分析

第4回 〈オリンピア〉と〈人
形愛〉：恋愛対象は
アンドロイド（1）

ホフマン『砂男』、ピュグマリオン
の神話、映画『メトロポリス』

第5回 〈オリンピア〉と〈人
形愛〉：恋愛対象は
アンドロイド（2）

映画『空気人形』『アイム・ユア・
マン』：フィクトセクシュアルと
〈推し〉

第6回 〈ゴーレム〉と『新世
紀エヴァンゲリオン』
：〈人造人間〉の両
義性（1）

マイリンク『ゴーレム』、ゴーレム
伝説と映画『巨人ゴーレム』

第7回 〈ゴーレム〉と『新世
紀エヴァンゲリオン』
：〈人造人間〉の両
義性（2）

フランケンシュタイン、『大魔神』
と〈巨大ロボットアニメ〉の系譜

第8回 〈プロテーゼ〉と
『ヴァイオレット・エ
ヴァーガーデン』：
補綴からサイボーグ
へ？（1）

ゲーテ『ゲッツ』／第一次大戦と
映画『芸術と手術』『Ｍ』

第9回 〈プロテーゼ〉と
『ヴァイオレット・エ
ヴァーガーデン』：
補綴からサイボーグ
へ？（2）

身体改変とその果て──美容整形
（『へルタースケルター』）／義体化
（『攻殻機動隊』）

第10回〈ホムンクルス〉の転
生

【グループ発表１】現代の〈ホムン
クルス〉：差異とその社会的・文
化的要因

第11回〈オリンピア〉の転生【グループ発表２】現代の〈オリン
ピア〉：差異とその社会的・文化
的要因

第12回〈ゴーレム〉の転生 【グループ発表３】現代の〈ゴーレ
ム〉：差異とその社会的・文化的
要因

第13回〈プロテーゼ〉の転生【グループ発表４】現代の〈プロ
テーゼ〉：差異とその社会的・文
化的要因

第14回〈人造人間〉の系譜
（まとめにかえて）

文化・メディアを超えた〈転生〉
を〈読む〉こと

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。
授業であつかう文学作品については該当する箇所の日本語訳を配布
する場合がありますので、事前に目を通しておいてください。
なお、リアクションペーパーは授業後にオンラインで提出してもら
う可能性があります（詳細については授業で説明します）。授業ノー
トを読み返しながら自分の意見をまとめてください。

【テキスト（教科書）】
必要なテクスト等は授業前後にそのつど配布します。

【参考書】
授業中、もしくは授業前後に適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
平常点（グループ発表やディスカッションなど授業への積極的な参
加、リアクションペーパーなど）：60％
学期末レポート：40％（提出しない場合は単位の認定ができません）
――なお、授業回数の３分の２以上の出席が単位認定の前提条件と
なります（ただし、病気などやむを得ない事由により授業を欠席す
る場合には考慮しますので、医療機関発行の診断書等を提出してく
ださい）。

【学生の意見等からの気づき】
グループ発表やディスカッションの時間を設け、学生のみなさんの
授業への能動的な参加を促します。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業を行なう場合に備え、Zoomが使用できるよう、PC
とネット環境を準備しておいてください。
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【その他の重要事項】
ドイツ語の知識は必要ありません。
春学期・秋学期をとおした履修を推奨します。
授業の進度等により、授業内容が変更される可能性があります。
オフィスアワーについては個別に対応しますので、事前にメールで
連絡をしてください。メールアドレスは授業開始後に学習支援シス
テムでお知らせします。

【Outline (in English)】
The Transformation of ’Artificial Humans’ in Animation and
Film
’Artificial humans’ often appear in pop culture, such as movies
and animated films, and these motifs have been directly or
indirectly influenced by the images created in German culture
in the past.
In this class, we will classify the four types of ’artificial
humans,’ trace their appearance in German-speaking cultures,
and then consider how each motif has been ’reincarnated’ in
contemporary culture. We will also learn about the social,
cultural, and historical contexts in Germany (and Japan, the
U.S., etc.) that have contributed to the transformation of the
post-incarnation image.
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ARSk300LA（地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional comparison)
300）

比較文化Ａ 2017年度以降入学者

D.ハイデンライヒ

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
食、メディアと現代文化
「食」は異文化を知るための最初の手がかりです。食を通して、私た
ちは個人または文化的アイデンティティ、社会的団結、価値観、感
情などを伝えることができます。このクラスではさまざまなプリン
トメディアや映像資料を通して、主に日本とヨーロッパの共通点と
相違点を浮き彫りにし異文化・自文化理解力を高めます。

【到達目標】
◦自分の目で見て、自分の頭で考え、自分の言葉で表現する能力を
培うこと。
◦固定化されたイメージ（ステレオタイプ）を見直し、明晰な思考
を身につけること。
◦海外のメディアを効果的に活用する力（メディア・リテラシー）を
身につけること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
さまざまな形で教材化したテキストやメディアを用いて、数回の課題
とリアクションペーパーの提出とフィードバックによって授業を構
成する。提出用課題を出す場合は、次の授業にて解説を実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 授業の説明・選抜 シラバスを読み、授業内容を確認

する。
※定員を超える場合は選抜

② 絵と絵ことば 絵と絵ことば（ピクトグラム）に
よる
East meets Westの比較文化入門

③ Webの料理チャネル
の比較（１）

Youtubeの料理チャネルの比較か
ら現代ヨーロッパの食の状況を理
解する。

④ Webの料理チャネル
の比較（２）

Youtubeの料理チャネルの比較か
ら現代ヨーロッパの食の状況を理
解する。

⑤ Webの料理チャネル
の比較（３）

Youtubeの料理チャネルの比較か
ら現代ヨーロッパの食の状況を理
解する。

⑥ テレビの料理番組の
比較（１）

テレビの料理番組の比較から偏見
を見直す。

⑦ テレビの料理番組の
比較（２）

テレビの料理番組の比較から偏見
を見直す。

⑧ テレビの料理番組の
比較（３）

テレビの料理番組の比較から偏見
を見直す。

⑨ テレビの料理番組の
比較（４）

テレビの料理番組の比較から偏見
を見直す。

⑩ 映画の比較（１） （フードフィルムを含む）映画の分
析を学ぶ。

⑪ 映画の比較（２） （フードフィルムを含む）映画の分
析を学ぶ。

⑫ 映画の比較（３） （フードフィルムを含む）映画の分
析を学ぶ。

⑬ 映画の比較（４） （フードフィルムを含む）映画の分
析を学ぶ。

⑭ まとめ、課題もしく
は試験

春学期に学んだ内容を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に映画作品などの抜粋を視聴してもらいます。課題作成のた
めにHoppii学習支援システムにUPされた作品全体を観て比較する
必要があります。
「本授業の準備学習・復習時間は、合わせて４時間を標準とします。」

【テキスト（教科書）】
テキストは使わず、学習支援システムに事前に授業資料をアップし
ます。各自プリントアウトして授業に持参してください。

【参考書】
教室で指定する。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーと課題提出を含む平常点：50％
学期末試験（課題）：50％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
Hoppii学習支援システムを利用するので、情報機器（パソコン、プ
リンター）などを準備して下さい。これらの環境を整えることが難
しい場合は、大学のPCやプリンター、wifiを利用して下さい。

【その他の重要事項】
定員は30人名程度です。受講希望者多数の場合には、第1回目の授
業参加者の中から選抜を行います。受講希望者は必ず第1回目の授
業に出席してください。

【Outline (in English)】
Food, Media and Contemporary Culture
Food is a powerful medium through which to enter another
culture. Through food we can communicate cultural and
personal identity,　values and emotions. In this class we will
compare mainly japanese and european representations of food
in various visual and printed media.
—–
◦ To deepen understanding of different cultures and own
culture.
◦ Review fixed images (stereotype) and acquire clear thinking.
◦ Acquire the ability to effectively utilize overseas media
(media literacy).
—–
Preparation and review.
The standard for preparatory study and review time for this
class is 4 hours in total.
—–
Ordinary score including reaction paper and assignment
submission: 60%
Final exam: 40%
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ARSk300LA（地域研究（地域間比較） / Area studies(Interregional comparison)
300）

比較文化Ｂ 2017年度以降入学者

D.ハイデンライヒ

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「神話とメルヘンにおけるシンボル動物」をテーマに、
この授業では諸文化間の動物観とそれらのシンボル的意味を比べ、
主に日本とヨーロッパの共通点と相違点を浮き彫りにし異文化・自
文化理解力を高める。

【到達目標】
◦人間と動物の関係についての異文化理解を深めること。
◦固定化されたイメージ（ステレオタイプ）を見直し、明晰な思考
を身につけること。
◦海外のメディアを効果的に活用する力（メディア・リテラシー）を
身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
さまざまな形で教材化したテキストやメディアを用いて、数回の課
題とリアクションペーパーの提出とフィードバックによって授業を
構成する。提出用課題を出す場合は、次の授業にて解説を実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① シンボル動物とは？ 授業の内容と進め方の説明
② 狐（１） 童話におけるキツネの性格を比較

する。
③ 狐（２） 課題、ディスカッション
④ ロバと馬（１） 映画の中のロバと馬を比較する。
⑤ ロバと馬（２） 課題、ディスカッション
⑥ 白鳥（１） オペラとバレーを比較する。
⑦ 白鳥（２） 課題、ディスカッション
⑧ 禿鷹（１） カフカの寓話『禿鷹』を読む。
⑨ 禿鷹（２） 課題、ディスカッション
⑩ 蛙（１） 現代ドイツ文学における蛙につい

て
⑪ 蛙（２） 課題、ディスカッション
⑫ 人魚（１） 日本人と西洋人の「人魚」像の比較
⑬ 人魚（２） 課題、ディスカッション
⑭ まとめ、課題もしく

は試験
秋学期に学んだ内容を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に映画作品などの抜粋を視聴してもらいます。課題作成のた
めにHoppii学習支援システムにUPされた作品全体を観て比較する
必要があります。
「本授業の準備学習・復習時間は、合わせて4時間を標準とします。」

【テキスト（教科書）】
テキストは使わず、学習支援システムに事前に授業資料をアップし
ます。各自プリントアウトして授業に持参してください。

【参考書】
教室で指定する。

【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーと課題提出を含む平常点：50％
学期末試験（課題）：50％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
Hoppii学習支援システムを利用するので、情報機器（パソコン、プ
リンター）などを準備して下さい。これらの環境を整えることが難
しい場合は、大学のPCやプリンター、wifiを利用して下さい。

【Outline (in English)】
What similarities and differences exist in the concept of
animals and their symbols among cultures? This course is
designed to allow students to explore the relationship between
humans and animals with an emphasis on mythology, religious
tradition and literature.
—–
◦ Deepening cross-cultural understanding of human-animal
relationships.
◦ Review fixed images (stereotype) and acquire clear thinking.
◦ Acquire the ability to effectively utilize overseas media
—–
Preparation and review.
The standard for preparatory study and review time for this
class is 4 hours in total.
—–
Ordinary score including reaction paper and assignment
submission: 60%
Final exam: 40%
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ART300LA（芸術学 / Art studies 300）

ドイツ語圏の芸術Ａ 2017年度以降入学者

林　志津江

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ドイツ語圏の芸術」と聞いて何か思い浮かびますか？「ドイツ語圏」
の芸術？「ドイツ語圏」ってどこでしたっけ？
18世紀から19世紀にかけて、中部ヨーロッパ（現在のドイツ、オー
ストリアとその周辺）には「ドイツっぽい（deutsch）」や「ドイツ
人（Deutsche）」の正体を、他でもない芸術を通じて追究しようと
する人々が現われました。この授業では「ドイツ語圏の芸術Ｂ」（秋
学期開講）とあわせ、近代ドイツ語圏の音楽や造形芸術（建築、デ
ザイン）を概観しながら、「ドイツ語圏の芸術」のさまざまな内実に
迫ります。願わくばこの授業が、みなさんの一生の友となりうる魅
力的な創造力との出会いとなりますように。

【到達目標】
第一の目標は、近代ドイツ語圏（ドイツ・オーストリア・スイスと
その周辺）の文化・芸術に関する理解を深め、概念を通じた知識を
習得するとともに、芸術・文化一般に対する知的なアプローチの仕
方を学ぶことです。「芸術＝天才・エキセントリックなもの」という
今日の世間一般に流布するイメージの成立には、19世紀の欧州、と
りわけドイツ語圏の芸術が決定的に影響したと言っても過言ではあ
りません。
二つめの目標は、造形芸術や音楽の形式分析を通じ、抽象的な議論
に慣れることです。芸術を知的に理解し楽しめる能力は、わたした
ちの人生を楽しく豊かに彩るだけではなく、21世紀の「グローバル
な人」に求められる資質です。
三つめの目標は、「ドイツっぽい」というナショナルな表象（とそれ
に対する抵抗）を概観することで、アイデンティティの実体や困難、
ジェンダー規範の歴史的経緯について思考することです。当たり前
を疑うことの面白さを、ドイツ語圏の芸術の話題を通じて楽しく味
わうとともに、その価値について考えてみて欲しいと思います。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・造形芸術、舞台芸術、建築、デザイン、音楽などの諸芸術のうち、
今学期は18世紀末～20世紀初頭の音楽と造形芸術を時系列に沿っ
て扱います。
（個別の作品分析とともに、作り手（芸術家）や時代背景、作品受容
とその影響について確認する作業が中心です。）
・各回、基本的に担当者による解説やテクストの講読を中心とする
講義形式で行いますが、適宜グループワークでの議論の時間を設け、
「ここまでの内容・解説についてどう理解しどう思ったか」を授業参
加者同士でお互いに確かめ、理解を深められる機会とします。各回
の議論でなされたコメントには即時相互のフィードバックが得られ
ます。
・各回授業後に、LMS上にコメント（小レポート）を書き提出します。
・Hoppiiのほか、Google ClassroomをLMSのツールとして使用し
ます。
・授業内で行われたアウトプットに対しては授業の場でコメントし
ます。提出物のフィードバックは適宜全体に向けて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 この授業について（オリエンテー

ション）、「ドイツ語圏」ってどこ？
第2回 ルネサンスから北方

ルネサンスへ―ア
ルプス山脈を超えて
みました

デューラー『野うさぎ』（1502年）、
『メランコリアI』（1514年）ほか

第3回 仕事が欲しい音楽家
―「音楽の国ドイツ」
の誕生？！

モーツァルト『弦楽四重奏曲第1
番ト長調K.80（73f）「ローディ」』
（1770-1773年）ほか

第4回 ドイツ語で歌うオペ
ラを作りたい―言
語と芸術の優劣？

モーツァルト『後宮からの誘拐』
（1782年）『ドン・ジョヴァンニ』
（1787年）『魔笛』（1791年）

第5回 ナポレオン後の世界
（１）ー真理を「聴
く」ための交響曲

ベートーヴェン『交響曲第五番ハ
短調作品67「運命」』（1808年）

第6回 ナポレオン後の世界
（２）― 1824年の衝
撃―

ベートーヴェン『交響曲第九番ニ
短調作品125「合唱付」』（1824年）

第7回 若者たちの憂い―
「ドイツリート」の誕
生

シューベルト『糸を紡ぐグレート
ヒェン』（1814年）とゲーテ『ファ
ウスト（悲劇第一部）』（1808年）

第8回 反動と啓蒙の時代―
合唱と「ドイツ」を
讃える歌

文化都市ライプツィヒと「フィル
ハーモニー」、「ジング・アカデ
ミー」とゲーテ『ヴィルヘルム・
マイスターの遍歴時代』（1829年）

第9回 「国歌」のはじまり？
―「私」の誇り・「ド
イツ人」としての誇
り

ハイドン『弦楽四重奏曲第77番ハ
長調「皇帝」』／「神よ、皇帝フラ
ンツを守り給え」（1797年）／H.
v. ファーラースレーベン「ドイツ
の歌」（1841年）

第10回 歴史を伝える絵画―
都市化するベルリン
とドイツ帝国の誕生

メンツェル『ベルリン～ポツダム
鉄道』（1947年）『サンスーシ宮殿
でのフリードリヒ大王のフルート
コンサート』（1850年）『鉄圧延機
工場』（1872-1875年）

第11回 戦うオーストリア―
ヴィーンのワルツ・
ビジネス

J.シュトラウスとその息子との確
執、J.シュトラウス２世『青き美
しきドナウ』（1867年）『ウィーン
気質』（1873年）ほか

第12回 終わりの始まり（１）
―権威への思慕と反
動のせめぎ合い

ヴィーン工房とヴィーン分離派
（O.ヴァーグナー、J.ホフマン、
K.モーザーなど）

第13回 終わりの始まり（２）
―ヴィーン世紀末の
光と影

G.クリムト『アデーレ・ブロッ
ホ＝バウアーの肖像I』（1907年）
など

第14回 まとめ 今学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。
・授業資料に再度目を通すこと。
・資料に記載の参考文献を読んだり、扱われた作品のカタログを見
る、音楽を聴くなどできればなお良いです。
・コンサート・ライブや観劇、展覧会訪問などの体験は素晴らしい
ことです。コロナ禍以降、オンラインの催しは劇的に増え、無料配
信のものも数多くあります。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布します。

【参考書】
宮田眞治ほか編著『ドイツ文化55のキーワード』（ミネルヴァ書房、
2015年）
石多正男『歌曲と絵画で学ぶドイツ文化史中世・ルネサンスから現
代まで』（慶応義塾大学出版会、2014年）
神林恒道編『ドイツ表現主義の世界 美術と音楽をめぐって』（法律
文化社、1995年）
その他、適宜授業内に指示します。

【成績評価の方法と基準】
・平常点（授業への積極的な参加と議論への貢献）（50%）
・授業後の提出課題（50%）
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以上の成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達
成した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からは逐次ヒアリングを行い、相互の意志の疎通に努めます。

【学生が準備すべき機器他】
・WiFiが利用可能なデジタルガジェット（PCないしスマートフォ
ン、タブレット）

【その他の重要事項】
・ドイツ語の知識（ドイツ語学習歴）の有無は問いません。ドイツ
語のテクストを用いる場合は日本語訳を用意します。
・扱われる作品や順序は変更される場合があります。
・随時、法政GメールとLMS（Hoppii、Google Classroom）を確
認するようにしてください。

【Outline (in English)】
This course introduces art scene in German speaking areas
and countries from the Renaissance to the end of 19. century:
It deals with mainly fine arts (including architecture and
handcrafts-design) and music. In the course, we also focus
on "Deutsche（German)" or "deutsch（german-like)" as concepts
that we might to feel got understand but actually could hardly
understand without reflection. 　 Our works in this course
would lead us also reconsideration about general ideas or
way of categorical thinking like "Japanese" "Japan" or "like
Japanese".
【Learning Objectives】
・To develop an understanding of a wide range of topics relating
to life, culture and society.
・Able to reflect on problematics like national identity or
representational culture and express their own opinions and
to write texts of a certain length about themes above.
【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
・The standard preparation and revision time for this course is
at least two hours each.
・There are prescribed review tasks.
【Grading criteria】
The course will be judged on the basis of a combination of 50%
of ordinary marks (active participation and contribution to the
class) and 50% of ordinary submitted assignments (report).
On the basis of this grading system, students who have
achieved at least 60% of the objectives of this course will be
considered to have passed the course.
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ART300LA（芸術学 / Art studies 300）

ドイツ語圏の芸術Ｂ 2017年度以降入学者

林　志津江

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金4/Fri.4
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ドイツ語圏の芸術」と聞いて何か思い浮かびますか？「ドイツ語圏」
の芸術？ そもそも「ドイツ語圏」ってどこでしたっけ？ 　
20世紀、「ドイツ語圏」と呼ばれる地域は、二度の大戦を通じて国
境線を幾度となく書きかえていきます。芸術をめぐって、「ドイツ語
圏」の人々がいかに歴史に翻弄され、抗おうとしたのか？ この授業
では「ドイツ語圏の芸術Ａ」（春学期）とあわせ、近現代のドイツ語
圏の造形芸術、建築やデザイン、音楽などの現象を通じて、「ドイツ
語圏の芸術」の内実に迫ります。願わくばこの授業が、みなさんの
一生の友となりうる魅力的な創造力との出会いとなりますように。

【到達目標】
第一の目標は、近現代のドイツ語圏（ドイツ、オーストリア、スイ
スを中心とする）の文化・芸術に関する理解を深め、概念を通じた
知識を習得するとともに、芸術・文化一般に対する知的なアプロー
チの仕方を学ぶことです。
二つめの目標は、造形芸術や音楽の形式分析等を通じて、抽象的な
議論に慣れることです。芸術を知的に理解し楽しめる能力は、わた
したちの人生を楽しく豊かに彩るだけではなく、21世紀の「グロー
バルな人」に求められる資質です。
三つめの目標は、「ドイツっぽい」というナショナルな表象（とそれ
に対する抵抗）を概観することで、アイデンティティの実体や困難、
ジェンダー規範の歴史的経緯について思考することです。当たり前
を疑うことの面白さを、ドイツ語圏の芸術の話題を通じて楽しく味
わうとともに、その価値について自ら考えてみて欲しいと思います。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・20世紀のドイツ語圏から発信された造形芸術、舞台芸術、建築、
デザイン、映画、音楽などの諸芸術ジャンルを、おおよそ時系列に
沿って扱います。
（個別の作品分析とともに、時代背景や作品受容のあり方、社会への
影響などについて確認します）
・各回、基本的に担当者による解説やテクストの講読を中心とする
講義形式で行いますが、適宜グループワークでの議論の時間を設け、
「ここまでの内容・解説についてどう理解しどう思ったか」を授業参
加者同士でお互いに確かめ、理解を深められる機会とします。各回
の議論でなされたコメントには即時相互のフィードバックが得られ
ます。
・各回授業後に、LMS上にコメント（小レポート）を書き提出します。
・Hoppiiのほか、Google ClassroomをLMSのツールとして使用し
ます。
・授業内で行われたアウトプットに対しては授業の場でコメントし
ます。提出物のフィードバックは適宜全体に向けて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 導入 この授業について（オリエンテー

ション）、春学期の復習、第一次世
界大戦が社会・芸術にもたらした
変化

第2回 若者の時代、ヨー
ロッパの夜明け―
大都市への憧れ

「青騎士」と「ブリュッケ」、O.
ミュラー『水浴する風景』（1906
年）、キルヒナー『ノレンドルフ広
場』（1912年）『ポツダム広場』
（1914年）など

第3回 言葉と音の大胆な融
合―国際都市チュー
リヒの「反芸術」

H.バル『ダダ宣言』（1916年）、T.
ツァラのチューリヒ・ダダと
「キャバレー・ヴォルテールの夕
べ」ほか

第4回 モダニズムのパラダ
イムー混乱と「コ
ラージュ」と「モン
タージュ」

ベルリン・ダダ（R.ハウスマン、
H.ヘーヒほか）、K.シュヴィッ
タース『メルツ絵画』（1919年～）
ほか

第5回 身体にリズムを取り
戻す（１）―「カッ
コイイ」兵士の身
体？

国民国家の理想と兵士の育成、
トゥルネン運動とヴァンダー
フォーゲルの理想

第6回 身体にリズムを取り
戻す（２）―モダン
ダンスの革命・女性
の理想的な身体？

R.ラバンとモンテ・ヴェルデ、M.
ヴィグマンの舞踊教育施設ほか

第7回 「全ては建築に収束す
る」―バウハウスの
誕生

W.グロピウス『バウハウス宣言』
（1919年）、表現主義と機能主義の
混合、O.シュレンマーの舞台工房
と『トリアディック・バレエ』
（1922年）ほか

第8回 審美的な芸術から機
能主義へ―マイ
アーとM・v・d・
ローエのバウハウス

バウハウス・デッサウ（1925年）、
「皆が平等に豊かな」生活、商業活
動のための芸術

第9回 ハイパーインフレと
虚無の後で―機械
の時代の芸術、大都
市の光と影

O.グロス『大都会』（1927/28年）、
C.シャート『ソーニャ』（1929年）
など

第10回 ナチスの権力掌握と
芸術（1）―「大ド
イツ芸術展」と「退
廃芸術展」

ナチスによるバウハウスの駆逐、
ナチスの権力掌握と焚書（1933
年）、「退廃芸術展」への道

第11回 ナチスの権力掌握と
芸術（2）―ラジオ
と映画の機能

「ゲッペルスの口」と「国民ラジ
オ」、レニ・リーフェンシュタール
『意志の勝利』（1934年）『オリン
ピア』（1938年）

第12回 ナチスの権力掌握と
芸術（3）―「音楽
を取り締まる」・ベル
リン・フィルの運命

「ドイツ的な音楽・ドイツらしくな
い音楽」？、フルトヴェングラー
のオーケストラあるいはダンス
ホールの運命

第13回「アウシュヴィッツの
後、詩を書くことは
野蛮である」―「ド
クメンタ」の誕生

ドイツにモダニズム芸術を取り戻
す（第１回ドクメンタ）、芸術の意
味の多様化、60年代の改革運動と
第５回ドクメンタ

第14回 まとめ 今学期のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。
・授業資料に再度目を通すこと。
・資料に記載の参考文献を読んだり、扱われた作品のカタログを見
る、音楽を聴くなどできればなお良いです。
・コンサート・ライブや観劇、展覧会訪問などの体験は素晴らしい
ことです。コロナ禍以降、オンラインの催しは劇的に増え、無料配
信のものも数多くあります。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布します。

【参考書】
・宮田眞治ほか編著『ドイツ文化55のキーワード』（ミネルヴァ書
房、2015年）
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・W.ベンヤミン『複製技術時代の芸術作品』『一方通行路』など（浅
井健二郎ほか訳『ベンヤミン・コレクション（１）（２）』ちくま学
芸文庫、1995年/1996年所収）
その他、適宜授業内に指示します。

【成績評価の方法と基準】
・平常点（授業への積極的な参加と議論への貢献）（50%）
・授業後の提出課題（50%）
以上の成績評価の方法をもとに、本授業の到達目標の60%以上を達
成した者を合格とします。

【学生の意見等からの気づき】
学生からは逐次ヒアリングを行い、相互の意志の疎通に努めます。

【学生が準備すべき機器他】
・WiFiが利用可能なデジタルガジェット（PCないしスマートフォ
ン、タブレット）

【その他の重要事項】
・ドイツ語の知識（ドイツ語学習歴）の有無は問いません。ドイツ
語のテクストを用いる場合は日本語訳を用意します。
・扱われる作品や順序は変更される場合があります。
・随時、法政GメールとLMS（Hoppii、Google Classroom）を確
認するようにしてください。

【Outline (in English)】
This course introduces art scene in German speaking areas
and countries from the end of 19. century(modernism) to the
present era(contemporary art): It deals with mainly fine arts
(including architecture and handcrafts-design), theatrical arts
as well as classical and popular music. In the course, we also
focus on "Deutsche（German)" or "deutsch（german-like)" as
concepts that we might to feel got understand but actually
could hardly understand without reflection. The works in the
classes would lead us also reconsideration about general ideas
or way of categorical thinking like "Japanese" "Japan" or "like
Japanese".
【Learning Objectives】
・To develop an understanding of a wide range of topics relating
to life, culture and society.
・Able to reflect on problematics like national identity or
representational culture and express their own opinions and
to write texts of a certain length about themes above.
【Work to be done outside of class (preparation, etc.)】
・The standard preparation and revision time for this course is
at least two hours each.
・There are prescribed review tasks.
【Grading criteria】
The course will be judged on the basis of a combination of 50%
of ordinary marks (active participation and contribution to the
class) and 50% of ordinary submitted assignments (report).
On the basis of this grading system, students who have
achieved at least 60% of the objectives of this course will be
considered to have passed the course.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

西村　一帆

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深め、生涯を通じて身体的・
肉体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義および実習を通して育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考
えられる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、
問題解決等の能力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　　初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避す
るため体育施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定のため、授業に関わ
る連絡事項については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）
を通して告知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意する
こと。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいく
つか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要についての説明。

健康の概念についての講義を行う。
2 ボールゲーム さまざまなボールゲームを行う (講

義と実習)。
3 生涯スポーツについ

て
自身のスポーツ歴から生涯スポー
ツを考える (講義)。

4 フィットネス フィットネス機器を用いた運動を
行う (講義と実習)。

5 インディアカ、ソフ
トバレーボール

ネットスポーツとしてインディア
カとソフトバレーボールを行う (講
義と実習)。

6 バドミントン ネットスポーツとしてバドミント
ンを行う (講義と実習)。

7 卓球シングルス ネットスポーツとして卓球のシン
グルスを行う (講義と実習)。

8 卓球ダブルス ネットスポーツとして卓球のダブ
ルスを行う (講義と実習)。

9 バスケットボール バスケットボールを行う (講義と実
習)。

10 フットサル フットサルを行う (講義と実習)。
11 バレーボール変則

ルール
ネットスポーツとして簡易ルール
にてバレーボールを行う (講義と実
習)。

12 バレーボール ネットスポーツとしてバレーボー
ルを行う (講義と実習)。

13 体作り運動 コーディネーショントレーニング
を行う (講義と実習)。

14 スポーツ分析 スポーツを数字から見る分析につ
いての講義を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習するにあたっては、授業での身体活動時に心身の不備が無いよ
う、各自が体調を整えたうえで授業に臨むこと。
また授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業
担当教員の指示に従って実践すること。
本授業の準備・復習時間は各2時間を確保することが望ましい。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布
する。

【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レ
ポートなど）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の
配分で評価する。欠席・遅刻をした場合は評価が低下する。出席が
授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履修時間
を下回ると判断されるためE評価とする。

【学生の意見等からの気づき】
使用教場の状況により授業計画を変更して授業を展開することもあ
るので、柔軟に対応すること。

【学生が準備すべき機器他】
Hoppiiにて連絡事項伝達、課題提出等があるので対応できるように
しておく。

【その他の重要事項】
問い合わせ教員連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】In this course, students will
deepen their understanding of the significance and role of
physical activity, and develop through lectures and practical
training the acquisition of basic knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
physical, and social health and self-management throughout
life.
【到達目標（Learning Objectives）】
(1) Deepen their understanding of the significance and roles of
physical activity from various perspectives.
(2) Students will acquire the ability to use sports activities as
a means to establish a rich and healthy student life and social
life.
(3) Students will acquire basic knowledge and develop
attitudes that contribute to self-management.
(4) Acquire the ability to exercise leadership and solve
problems through communication with others, which is
considered extremely important for students to be active in the
real world after graduation.
(5) Acquire various skills that will lead to the development of
employability (e.g., the ability to build trusting relationships
and act in collaboration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Students are expected to be physically and mentally prepared
for the class so that they will not be physically or mentally
deficient during the physical activities in class.
In addition, students should follow the instructions of the
instructor for each class regarding assignments to be done after
class and preparation for the next class.
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It is recommended that students allow two hours each for
preparation and review for this class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】Assignments
(reaction papers, quizzes, reports, etc.) to be worked on during
each class session will be allocated 60%, final reports will be
allocated 20%, and class participation will be allocated 20%.
Absence or tardiness will result in a lower grade. If attendance
is less than 2/3 of the class sessions, the student will receive an
E grade because it is considered to be less than the number of
hours completed to earn credits.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

西村　一帆

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深める。
生涯を通じて身体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する
基礎的な知識の習得や態度を講義および実習を通して育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考
えられる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、
問題解決等の能力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。
　

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避するた
め体育施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定のため、授業に関わ
る連絡事項については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）
を通して告知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意する
こと。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいく
つか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 回目
授業　

ガイダンス 授業概要についての説明

2 回目
授業

体力測定 ・自分の健康状態の把握
・生活状況を考える

3 回目
授業

体作り運動 ・体を使った動き
・徒手
・バランスボール
・大縄跳び

4 回目
授業

筋力アップ運動 ・筋力トレーニングの理論と実践

5 回目
授業

ネット種目 (ニュース
ポーツ)
・インディアカ
・ソフトバレー
・バレーボール

・ニュースポーツ理論と実践

6 回目
授業

ネットラケット種目 ・バドミントン・シングルス/ダブ
ルス理論と実践

回目授
業7

ボールゴール型種目
・バスケットボール

・バスケットボール理論と実践

8 回目
授業

有酸素運動
・ウォーキング

・有酸素運動の理論と実践

9 回目
授業

ニュースポーツ (室内
競技)
・ユニホック

・ユニホック理論と実践

10回目
授業

ネット種目
・バレーボール (変則
ルール)

・バレーボール理論と実践

11回目
授業

ネット種目
・バレーボール

・バレーボール理論と実践

12回目
授業

ネットラケット種目
・卓球シングルス

・シングルスゲーム理論と実践

13回目
授業

ネットラケット種目
・卓球ダブルス

・ダブルスゲーム理論と実践

14回目
授業

ボールゴール型種目
・フットサル

・フットサル理論と実践

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自が体調を整えた
うえで授業に臨むこと。
　また、授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各
授業担当教員の指示に従って実践すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布
する。

【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レ
ポートなど）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の
配分で評価する。
　なお欠席および課題の提出が期限をすぎた場合は評価が低下する。
出席が授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履
修時間を下回ると判断されるためE評価とする。

【学生の意見等からの気づき】
社会情勢や使用教場の状況により、授業計画を変更して授業を展開
することもあるので、柔軟に対応すること。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン、オンデマンド型の授業にも対応できるよう準備をする
こと

【その他の重要事項】
問い合わせ教員連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】In this course, students will
deepen their understanding of the significance and role of
physical activity, and develop through lectures and practical
training the acquisition of basic knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
physical, and social health and self-management throughout
life.
【到達目標（Learning Objectives）】
(1) Deepen their understanding of the significance and roles of
physical activity from various perspectives.
(2) Students will acquire the ability to use sports activities as
a means to establish a rich and healthy student life and social
life.
(3) Students will acquire basic knowledge and develop
attitudes that contribute to self-management.
(4) Acquire the ability to exercise leadership and solve
problems through communication with others, which is
considered extremely important for students to be active in the
real world after graduation.
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(5) Acquire various skills that will lead to the development of
employability (e.g., the ability to build trusting relationships
and act in collaboration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Students are expected to be physically and mentally prepared
for the class so that they will not be physically or mentally
deficient during the physical activities in class.
In addition, students should follow the instructions of the
instructor for each class regarding assignments to be done after
class and preparation for the next class.
It is recommended that students allow two hours each for
preparation and review for this class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】Assignments
(reaction papers, quizzes, reports, etc.) to be worked on during
each class session will be allocated 60%, final reports will be
allocated 20%, and class participation will be allocated 20%.
Absence or tardiness will result in a lower grade. If attendance
is less than 2/3 of the class sessions, the student will receive an
E grade because it is considered to be less than the number of
hours completed to earn credits.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：生涯スポーツと健康の科学

佐藤　優希

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年の科学技術の発展により、スポーツ科学および健康科学も多く
の進化を遂げでいる。それにより、運動を効果的、効率的、そして
安全に実施する方法や自身の健康を管理するための方法が数多く提
唱されている。この授業は運動・スポーツを通して最新のスポーツ
科学に触れると共に、生涯にわたって身体的・精神的・社会的な健
康を維持・増進に資する最新の健康科学について理解を深め、実践
する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考え
られる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問
題解決等の能力を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はグループワークおよび講義、実習から構成され，様々な実技
種目を通じて、スポーツ科学および健康科学について学ぶ。
評価は授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え，試験及
びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与する。授
業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともに実習

への取り組みに対する動機づけを
図る。

2 アイスブレイク グループワークを通じたアイスブ
レイク。実技種目はドッジビーを
用いる（グループワークおよび実
習）

3 スポーツ科学・健康
科学とは

競技スポーツの場面から日常生活
まで、スポーツ科学と健康科学の
活用事例について学ぶ（講義）

4 運動の心理的効果 運動の心理的効果について、気分
調査尺度を用いて検証する。実技
種目はバレーボールを用いる（講
義及び実習）

5 運動の身体的効果 運動の身体的効果、特に有酸素・
無酸素トレーニングを題材に学ぶ
実技種目はウォーキングを用いる
（講義及び実習）

6 運動の功と罪 運動による健康効果についてはよ
く知られている。一方で、運動が
心身に及ぼす負の影響については
あまり知られていない。運動の功
と罪について学ぶ（講義および実
習）

7 運動学習の方略：注
意の焦点

効率的に運動・スポーツ動作を習
得するための方略として注意の焦
点を学ぶ。実技種目はバスケット
ボールを用いる（講義および実習）

8 運動学習の基礎理論 ヒトがどのように運動・スポーツ
動作を習得するのか、運動学習の
基礎理論を学ぶ。（講義）

9 運動スキルの転移と
学習

新たなスポーツ動作を学習する際
には過去のスポーツ経験が影響す
ることがある。運動スキルの転移
学習を学ぶ。実技種目はバドミン
トンを用いる（講義および実習）

10 効果的な運動学習法
の探索

グループワークを通じて、効果的
に運動を学習するための方法につ
いて探索する（講義及びグループ
ワーク）

11 効果的な運動学習法
の実践

「効果的な運動学習法の探索」での
結果を踏まえて、効果的に運動を
学習するための方法を実践する
（講義および実習）

12 スポーツ栄養（基礎） 5大栄養素の復習とスポーツ場面
での栄養摂取の方法、タイミング
について学ぶ（講義）

13 スポーツ栄養（応用）食の欧米化と多様化により、様々
な健康リスクが増加した。近年、
危惧されている超加工食品の摂取
と健康リスクの関連について学ぶ
（講義）

14 総括・試験 総括および授業内容に関する理解
度テストを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間を標準とし
ます。本授業は講義および実習を通じてスポーツ科学および生涯ス
ポーツについて理解することを目的としています。そのため、日々
の身体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、その内容
を振り返り、その効果と今後の課題を記録してください。また、テ
レビ、新聞、Web等から発信される種々のスポーツや健康関連の情
報に目を向ける習慣をつけてください。その作業により、本講義内
容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・
レポート・試験40％の配分として総合評価します。なお、この成績
評価方法は原則的なものであり、通常の活動が困難な受講者に対し
ては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出
してください。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から
20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
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6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。や
むを得ない理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員
に報告してください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠
席する場合、出席可能となった授業時にその旨について担当教員に
報告してください。なお、病気や怪我による通院などによる欠席の
場合、そのことを証明できる資料を担当教員に提出してください。

【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ま
しい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授
業を展開します。

【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポー
ツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見
学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、
実習中は外すことが望ましい。

【その他の重要事項】
1.学習支援システムから授業に関する情報を配信します。そのため、
都度、学習支援システムをチェックするようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席して
ください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁と
し、その行為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合も
あります。初回のガイダンスに出席してください。

【Outline (in English)】
With the development of science and technology in recent
years, sports science and health science have also undergone
many advances. Effective, efficient, and safe methods of
exercising and managing one’s health have been proposed.
The purpose of this course is to expose students to the latest
sports science through exercise and sports and to deepen their
understanding and practice of the latest health science that
contributes to maintaining and improving physical, mental,
and social health throughout life.
Students are expected to be in good physical condition before
attending the class so that they will not have any physical or
mental problems during the physical activities in the class.
In addition, students are expected to follow the lecture’s
instructions in charge of the class regarding assignments to
be done after class and preparations for the next class. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are
sick or weak, observers, or have special physical reasons that
make normal activities difficult will be evaluated individually.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：生涯スポーツと健康の科学

佐藤　優希

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：木2/Thu.2
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年の科学技術の発展により、スポーツ科学および健康科学も多く
の進化を遂げでいる。それにより、運動を効果的、効率的、そして
安全に実施する方法や自身の健康を管理するための方法が数多く提
唱されている。この授業は運動・スポーツを通して最新のスポーツ
科学に触れると共に、生涯にわたって身体的・精神的・社会的な健
康を維持・増進に資する最新の健康科学について理解を深め、実践
する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考え
られる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問
題解決等の能力を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業はグループワークおよび講義、実習から構成され，様々な実技
種目を通じて、スポーツ科学および健康科学について学ぶ。
評価は授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え，試験及
びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与する。授
業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともに実習

への取り組みに対する動機づけを
図る。

2 アイスブレイク グループワークを通じたアイスブ
レイク。実技種目はドッジビーを
用いる（グループワークおよび実
習）

3 スポーツ科学・健康
科学とは

競技スポーツの場面から日常生活
まで、スポーツ科学と健康科学の
活用事例について学ぶ（講義）

4 プレッシャーとス
ポーツ：実践

スポーツの場面ではしばしば緊張
が高まる場面でのプレーが求めら
れる。バスケットボールのフリー
スローを通じて、プレッシャーが
心身に及ぼす影響について検証す
る。（講義及び実習）

5 プレッシャーとス
ポーツ：基礎理論

「プレッシャーとスポーツ：実践」
での結果を踏まえてプレッシャー
が心身に及ぼす影響について学ぶ
（講義及び実習）

6 あがりへの対処と実
力発揮

「プレッシャーとスポーツ」での結
果と基礎理論を踏まえて、プレッ
シャーがかかる場面でも実力発揮
をするための方法とあがりへの対
処法を学ぶ。実技種目はバスケッ
トボールを用いる（講義および実
習）

7 運動学習の方略：注
意の焦点

効率的に運動・スポーツ動作を習
得するための方略として注意の焦
点を学ぶ。実技種目はバスケット
ボールを用いる（講義および実習）

8 Tea(お茶)とスポーツ Tea(お茶)は時に、人の歴史を大き
く動かしてきた。お茶を巡る歴史
とその健康効果を学ぶ（講義）

9 スポーツの価値 これまでに五輪スポーツから地域
レベルでのレクリエーションス
ポーツまで数多のスポーツ種目が
生み出されてきた。既存のスポー
ツ種目を概観すると共にスポーツ
の本質的価値を学ぶ（講義および
実習）

10 ニュースポーツと地
域活性

ニュースポーツがどのように地域
活性に役立っているか、また地域
の取り組みについて具体的事例を
挙げながら紹介し、生涯スポーツ
に対する理解を深める（講義）

11 新しいスポーツを作
ろう

これまでの体育・スポーツの授業
では誰かが作った「スポーツ」か
ら様々な恩恵を受けてきた。既存
のスポーツの本質を概観しながら、
ニュースポーツについて学ぶ（講
義およびグループワーク）

12 新しいスポーツを作
る手順

これまでの体育・スポーツの授業
では誰かが作った「スポーツ」か
ら様々な恩恵を受けてきた。既存
のスポーツの本質を概観しながら、
新たなスポーツを作るための手順
を学ぶ（講義およびグループワー
ク）

13 新しいスポーツを発
表・体験しよう

新しく製作したスポーツ発表し、
体験する（講義およびグループ
ワーク）

14 総括・試験 総括およびレポート

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間を標準とし
ます。本授業は講義および実習を通じてスポーツ科学および生涯ス
ポーツについて理解することを目的としています。そのため、日々
の身体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、その内容
を振り返り、その効果と今後の課題を記録してください。また、テ
レビ、新聞、Web等から発信される種々のスポーツや健康関連の情
報に目を向ける習慣をつけてください。その作業により、本講義内
容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・
レポート・試験40％の配分として総合評価します。なお、この成績
評価方法は原則的なものであり、通常の活動が困難な受講者に対し
ては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
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3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出
してください。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から
20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。や
むを得ない理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員
に報告してください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠
席する場合、出席可能となった授業時にその旨について担当教員に
報告してください。なお、病気や怪我による通院などによる欠席の
場合、そのことを証明できる資料を担当教員に提出してください。

【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ま
しい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授
業を展開します。

【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポー
ツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見
学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、
実習中は外すことが望ましい。

【その他の重要事項】
1.学習支援システムから授業に関する情報を配信します。そのため、
都度、学習支援システムをチェックするようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席して
ください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁と
し、その行為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合も
あります。初回のガイダンスに出席してください。

【Outline (in English)】
With the development of science and technology in recent
years, sports science and health science have also undergone
many advances. Effective, efficient, and safe methods of
exercising and managing one’s health have been proposed.
The purpose of this course is to expose students to the latest
sports science through exercise and sports and to deepen their
understanding and practice of the latest health science that
contributes to maintaining and improving physical, mental,
and social health throughout life.
Students are expected to be in good physical condition before
attending the class so that they will not have any physical or
mental problems during the physical activities in the class.
In addition, students are expected to follow the lecture’s
instructions in charge of the class regarding assignments to
be done after class and preparations for the next class. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are
sick or weak, observers, or have special physical reasons that
make normal activities difficult will be evaluated individually.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

白井　隆長

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：水3/Wed.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　近年のテクノロジーの発達に伴い、スポーツサイエンスも多くの進化
を遂げ、スポーツを効果的、効率的、かつ安全に実施する方法が数多く
提起されてきている。この講義では、ゴール型、ネット型、対人型など
様々な競技特性を持つスポーツを題材として最新のスポーツ科学につい
て理解を深めるとともに、各競技の技術習得及び向上を目標とする。身
体活動の意義や役割について理解を深め、生涯を通じて身体的・精神的・
社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度
を講義及び実習を通じて育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割についてスポーツ科学の視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活
動を利用する能力を獲得する。
③人体のしくみを理解することで自己管理に資する基礎的な知識の習得
や態度の育成を図る。
④健康に関する情報の取捨選択ができるようになるために、科学的根拠
を踏まえた健康リテラシーを醸成する。
⑤卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられ
る他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決
等の能力を身につける。
⑥就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々の
スキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学部・
法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国際政治学
科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部：DP3、人
間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　　この科目は、履修に際して学部等の制限はないが、履修希望者が履
修可能定員を超えた科目については、事前のガイダンスにおいて抽選で
履修可能者をする。
　授業は数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成
され、授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験やレポー
ト等の評価を総合的に判定して単位を授与する。
　授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本授業の概略、オンデマンド授業に

関する情報と注意点、担当教員の紹
介等

2 実技＆講義
：バスケットボール①

ストレッチ・体操 (フィットネス)バ
スケットボールの基本的技術とルー
ル

3 実技＆講義
：バスケットボール②

ストレッチ・体操 (フィットネス)・
レクリエーション、バスケットボー
ルの応用的技術と戦術理解

4 実技＆講義
：バレーボール①

ストレッチ・体操 (フィットネス)・
レクリエーション、バレーボールの
基本的技術とルール

5 スポーツ科学とは？
（講義）

スポーツ科学とは
トップアスリートの特徴
サイエンスの活用

6 運動と代謝（講義） 代謝とそのメカニズム
運動が健康に与える影響

7 実技＆講義
：卓球①

ストレッチ・体操（フィットネス）
卓球の基本的技術とルール

8 実技＆講義
：卓球②

ストレッチ・体操 (フィットネス)
ダブルスの基本的技術とルール

9 実技＆講義
：バドミントン①

ストレッチ・体操 (フィットネス)バ
ドミントンの基本的技術とルール、
試合形式のゲーム

10 実技＆講義
：バドミントン②

ストレッチ・体操 (フィットネス)バ
ドミントンのダブルスの基本的技術
とルール、試合形式のゲーム

11 実技＆講義
:バレーボール②

ストレッチ・体操（フィットネス）
バレーボールの応用的技術とルール

12 実技＆講義
:その他の種目

ストレッチ・体操 (フィットネス)
ドッヂボール、フリスビー、ユニホッ
ク、ホッケーの基本技術とルール

13 サクセスフルエイジン
グの達成（講義）

エイジング
老化と加齢
エクササイズの効能

14 授業の総括、簡易テス
ト

これまでの授業の振り返り
自身の生活習慣の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
　本授業は講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対
人関係の促進に資することについて理解することを目的としている。そ
のため、日々の身体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、
その内容を振り返り、その効果と今後の課題を記録すること。また、テ
レビ、新聞、Web等から発信される種々のスポーツ関連の情報に目を向
ける習慣をつけること。その作業により、本講義内容の理解が深まるこ
とがある。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配付する。

【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・
レポート40％の配分として総合評価する。なお、この成績評価方法は原
則的なものであり、通常の活動が困難な受講者に対しては、個別に対応・
評価する。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で論理的かつ適
切な記述がされているかについて評価する。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述できて
いるかについて評価する。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出する
こと。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、
ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象と
する。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から20
分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とする。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席すること。やむを得な
い理由とは、病気、ケガ等による欠席となる。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員に報
告すること。また病気や怪我といった急性疾患等により欠席する場合、
出席可能となった授業時にその旨について担当教員に報告すること。な
お、病気や怪我による通院などによる欠席の場合、そのことを証明でき
る資料を担当教員に提出すること。

【学生の意見等からの気づき】
本授業では、スポーツ競技の優れた技術をマスターすることを目的とし
ていないため、初心者でもスポーツに親しめるよう授業の難易度を低く
設定しています。そのため、競技に不安のある方でも楽しく参加できる
よう配慮しております。

【学生が準備すべき機器他】
　実技授業ではスポーツに適した服装と室内用シューズを必ず準備する
こと。スポーツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。
　オンライン授業では各自パソコンやタブレット端末等を用意し、通信
環境を整えること。
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【その他の重要事項】
1.原則として実技は対面授業を実施する予定です。ただし、感染症の影
響などにより、Zoomなどによるオンライン授業などに変更される場合が
あります。そのため、都度、学習支援システムなどをチェックすること。
2.授業内容に関する説明および身体活動に関する調査を実施するため、
必ず初回授業に出席すること
3. 授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁とし、
その行為をした受講生は単位認定の評価外とする
4.本授業では、社会的スキルの一つとみなされる「ホウ・レン・ソウ（報
告、連絡、相談）」の実施を求める。そのため、やむを得ない理由により
欠席する場合は必ず事前に連絡すること。
5.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合もある

【Outline (in English)】
【Course outline】With the development of technology in recent
years, sports science has evolved in various ways, and many
methods have been proposed to make sports more effective,
efficient, and safe. In this lecture, we will deepen our
understanding of the latest sports science using sports with various
characteristics such as goal-based, net-based, and opponent-based,
and aim to acquire and improve skills in each sport. This course
will make students deeply understand the significance and the
effect of physical activity. Therefore, students who take this course
can improve properly learning and attitude about physical, mental,
and social health necessary throughout the students’ future of life.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be
able to:
1. Understand more about the meaning and role of physical activity
from sports science perspectives.
2. Use sports and physical activities to establish a prosperous and
healthy student life and social life.
3. To develop basic knowledge and attitudes that contribute to self-
management through an understanding of how the human body
works.．
4. To foster health literacy based on scientific evidence in order to
be able to discern information about health.
5. Develop the ability to demonstrate leadership and solve
problems through communication with others.
6. Acquire various skills related to the development of
employability.
【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
follow the lecture’s instructions in charge of the class regarding the
assignments to be done after class and preparations for the next
class. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the
contents of experiments, investigations, and presentations (60 %)
and the class participation (not attendance) (40%).
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

白井　隆長

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：水3/Wed.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、「運動・栄養・休養」の3つの観点から自身や集団の健康に
ついて、現代の日本が直面する諸問題（少子高齢社会、ライフスタイル
の変革、生活習慣病など）や疾病原因を多角的に学ぶとともに、スポー
ツ科学に関する講義を通して得られた知識をもとに、自身の健康を維持
するセルフコントロール法のために、エクササイズやメンタルトレーニ
ングの実践を踏まえ健康の維持・増進方法を会得することを目標とする。

【到達目標】
①スポーツの三要素「運動、栄養、休養」について様々な視点から理解
を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を送るために、スポーツ実習を通
して自身に合ったコンディショニング法を身につける。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられ
る他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決
等の能力を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々の
スキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学部・
法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国際政治学
科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部：DP3、人
間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　この科目は、履修に際して学部等の制限はないが、履修希望者が履修
可能定員を超えた科目については、事前のガイダンスにおいて抽選で履
修可能者をする。
　授業は数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成
され、授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験 や レ
ポート等の評価を総合的に判定して単位を授与する。
　授業は対面による実技と講義で実施する。
　授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本授業の概略、オンデマンド授業に

関する情報と注意点、担当教員の紹
介等

2 実技＆講義
：バドミントン①

ストレッチ・体操（フィットネス）
バドミントンの基本的技術とルール

3 実技＆講義
：バドミントン②

ストレッチ・体操 (フィットネス)ダ
ブルスの基本的技術とルール

4 実技＆講義
：フットサル①

実践的W-up
ストレッチ・体操（フィットネス）
フットサルの基本的技術とルール

5 健康とは?（講義） WHOの健康の概念（Health Tips）
JAMA
身体の健康を維持するしくみ

6 生活習慣病とスポーツ
医学（講義）

生活習慣病とは（発症とそのメカニ
ズム）
スポーツ医学とその応用
運動が疾病を抑制するメカニズム

7 実技＆講義
：卓球①

ストレッチ・体操（フィットネス）
卓球の基本的技術とルール

8 実技＆講義
：卓球②

ストレッチ・体操（フィットネス）
ダブルスの基本的技術とルール

9 実技＆講義
：バスケットボール①

ストレッチ・体操（フィットネス）
バスケットボールの基本的技術と戦
術

10 実技＆講義
：バスケットボール②

ストレッチ・体操（フィットネス）
バスケットボールの応用的技術と
戦術
3vs3

11 実技＆講義
：フットサル②

実践的W-up
ストレッチ・体操（フィットネス）
フットサルの基本的技術とルール

12 実技＆講義
：ニュースポーツ

ストレッチ・体操（フィットネス）
ユニホック・インディアカの基本的
技術とルール

13 骨格筋の構造と特性を
活かしたコンディショ
ニング（講義）

骨格筋の量・質的変化
トレーニング適応
コンディショニング
遺伝とスポーツパフォーマンス

14 授業の総括・簡易テス
ト　

これまでの授業の振り返り
自身の生活習慣の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。本授業は講
義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係の促進
に資することについて理解することを目的としている。そのため、日々
の身体活動に費やした時間、睡眠時間などを記録し、その内容を振り返
り、その効果と今後の課題を記録すること。また、テレビ、新聞、Web
等から発信される種々のスポーツ関連の情報に目を向ける習慣をつける
こと。その作業により、本講義内容の理解が深まる。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配付する。

【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・
レポート40％の配分として総合評価する。なお、この成績評価方法は原
則的なものであり、通常の活動が困難な受講者に対しては、個別に対応・
評価する。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記述が
されているかについて評価する。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述できて
いるかについて評価する。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出する
こと。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、
ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象と
する。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から20
分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とする。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席すること。やむを得な
い理由とは、病気、ケガ等による欠席となる。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員に報
告すること。また病気や怪我といった急性疾患等により欠席する場合、
出席可能となった授業時にその旨について担当教員に報告すること。な
お、病気や怪我による通院などによる欠席の場合、そのことを証明でき
る資料を担当教員に提出すること。

【学生の意見等からの気づき】
スポーツ科学に関するエビデンスをもとにした講義や実習を通してスポー
ツの楽しさを学びます。運動によって身体が変化していくメカニズムを
理解し、自身のライフスタイルに適切な運動・栄養・休養のコンディショ
ニング法を紹介します。スポーツ科学A同様に、競技スポーツの習熟を
狙いとしていない授業のため、スポーツ科学に親しんでみたい生徒の受
講を歓迎します。

【学生が準備すべき機器他】
　実技授業ではスポーツに適した服装と室内用シューズを必ず準備する
こと。スポーツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。
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　オンライン授業では各自パソコンやタブレット端末等を用意し、通信
環境を整えること。

【その他の重要事項】
1.原則として実技は対面授業を実施する予定です。ただし、感染症の影
響などにより、Zoomなどによるオンライン授業などに変更される場合が
あります。そのため、都度、学習支援システムなどをチェックすること。
2.授業内容に関する説明および身体活動に関する調査を実施するため、
必ず初回授業に出席すること。
3. 授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁とし、
その行為をした受講生は単位認定の評価外とする。
4.本授業では、社会的スキルの一つとみなされる「ホウ・レン・ソウ（報
告、連絡、相談）」の実施を求める。そのため、やむを得ない理由により
欠席する場合は必ず事前に連絡すること
5.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合もある。

【Outline (in English)】
【Course outline】This course will make students deeply understood
health from the three perspectives of exercise, nutrition, and rest,
as well as a multifaceted understanding of the various problems
facing Japan (declining birthrate and aging population, changing
lifestyles, lifestyle-related diseases, etc.) and the causes of disease.
The goal of this course is to learn how to maintain and improve
health by practicing exercises and mental training for self-control
methods to maintain one’s own health.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be
able to:
1. Deepen understanding of the three elements of sports: exercise,
nutrition, and rest, from various perspectives.
2. Acquire conditioning methods suited to themselves through
sports and physical activity, to establish a prosperous and healthy
student life and social life.
3. Develop essential knowledge and attitudes that contribute to
self-management．
4. Develop the ability to demonstrate leadership and solve
problems through communication with others.
5. Acquire various skills related to the development of
employability.
【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
follow the lecture’s instructions in charge of the class regarding the
assignments to be done after class and preparations for the next
class. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the
contents of experiments, investigations, and presentations (60 %)
and the class participation (not attendance) (40%).
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：パフォーマンス・エンハンスメント

武井　敦彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・
精神的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義及び実習を通じて育成する。

【到達目標】
1.身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
2.豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
3.自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
4.卒業後の実社会において活躍する上で，極めて重要であると考え
られる他者とのコミュニケートを通して，リーダーシップの発揮，問
題解決等の能力を身につける。
5.就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業は数種目のスポーツ実践や講義等から構成され，授業中の活動
に対する参画状況や授業態度等に加え，試験及びレポート等の課題
の評価を総合的に判定して単位を授与する。履修希望者が多数の場
合は、事前のガイダンスにおいて抽選をおこない、履修可能者が決
定される。なお、最終授業で，13回までの講義内容のまとめや復習
だけでなく，授業内で行ったリアクションペーパーや小レポート等，
課題に対する講評や解説も行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス　 授業内容の説明，プレゼンテー

ション（1回目）の実施（講義及び
実習）

2 体力測定　 体力測定の意義を知る（講義及び
実習）

3 集団スポーツを学ぶ
1　

バレーボール理論と実践（講義及
び実習）

4 集団スポーツを学ぶ
2　

バレーボール理論と実践 (講義及
び実習)

5 体力測定　 体力測定のフィードバック及びレ
ポート作成（講義）

6 トレーニング理論と
実践　

効果的なトレーニングの理論と方
法を学ぶ (講義及び実習)

7 ウォームアップ　 効果的なウォームアップの理論と
方法を学ぶ (講義及び実習)

8 健康とトレーニング
　

正しい身体機能を知る事により
「QOL向上」を行う（講義）

9 個人スポーツを学ぶ
1　

バドミントン理論と実践（講義及
び実習）

10 個人スポーツを学ぶ
2　

バドミントン理論と実践 (講義及
び実習）

11 集団スポーツを学ぶ
3　

フットサル理論と実践 (講義及び実
習)

12 集団スポーツを学ぶ
4　

フットサル理論と実践 (講義及び実
習)

13 スポーツ傷害　 スポーツ傷害の理解と予防　プレ
ゼンテーション（2回目）の実施
(講義及び実習）

14 総括　 授業のまとめ、課題レポートの作
成（講義）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。本授業は
講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係
の促進に資することについて理解することを目的としています。そ
のため、日々の身体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録
し、その内容を振り返り、その効果と今後の課題を記録してくださ
い。また、テレビ、新聞、Web等から発信される種々のスポーツ関
連の情報に目を向ける習慣をつけてください。その作業により、本
授業内容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。資料は必要に応じて担当教員が配
布します。

【参考書】
広瀬統一・泉重樹・福田崇・稲見崇考. ケガをしないカラダづくり.
東洋館出版社、2023

【成績評価の方法と基準】
1）授業中の活動に対する参画状況・プレゼンテーション・リアク
ションペーパー60％、2）課題レポート40％の配分として総合評価
します。なお、この成績評価方法は原則的なものであり、通常の活
動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価します。
※原則として欠席3回までを評価対象とします。
※授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。
※リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
※レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。

【学生の意見等からの気づき】
新規担当の為、特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
1.スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。ス
ポーツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。
2. 課題を作成・提出するためのノートパソコンやモバイル機器等を
準備してください。

【その他の重要事項】
1. 授業内容に関する説明およびプレゼンテーションを実施するため、
受講希望者は必ず初回授業に参加して下さい。
2. 原則として対面授業を実施する予定です。ただし、感染症の影響
等によりオンライン授業に変更される場合があります。そのため、学
習支援システムやメールによる案内を確認するようにしてください。
3. 本授業では、社会的スキルの一つとみなされる「ホウ・レン・ソ
ウ（報告、連絡、相談）」の実施を求めます。

【Outline (in English)】
【授業概要（Course outline）】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity and to foster
the acquisition of essential knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
mental, and social health and self-management throughout life
through lectures and practical
training.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Deepen understanding of the significance and role of physical
activity from various perspectives.
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2.Acquire the ability to use sports activities to establish a
prosperous and healthy student and social life.
3.Acquire basic knowledge and develop attitudes that con-
tribute to self-management.
4.To acquire the ability to demonstrate leadership and
solve problems through communication with others, which is
considered to be extremely important for playing an active role
in the real world after graduation.
5.Aim to acquire various skills that lead to the development
of employment ability (ability to build relationships of trust,
ability to act jointly, etc.).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
This class’s standard preparatory study and review time is
2 hours each. The purpose of this class is to understand
that sports activities contribute to the promotion of physical
and mental health and interpersonal relationships through
lectures and practical training. Therefore, record the time
spent on daily physical activity, meals, sleep time, etc., look
back on the contents, and record the effects and future tasks.
Also, get in the habit of looking at various sports-related
information sent from TV, newspapers, the Web, etc. This work
will deepen your understanding of the contents of this class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policies）】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
1.Participation status for activities during class / Presentation/
Reaction paper 60%,
2.Assignments / Reports 40%.
In principle, this grade evaluation method is used, and
students who have difficulty in
normal activities will be treated and evaluated individually.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：パフォーマンス・エンハンスメント

武井　敦彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月2/Mon.2
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・
精神的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義及び実習を通じて育成する。

【到達目標】
1.身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
2.豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
3.自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
4.卒業後の実社会において活躍する上で，極めて重要であると考え
られる他者とのコミュニケートを通して，リーダーシップの発揮，問
題解決等の能力を身につける。
5.就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
授業は数種目のスポーツ実践や講義等から構成され，授業中の活動
に対する参画状況や授業態度等に加え，試験及びレポート等の課題
の評価を総合的に判定して単位を授与する。履修希望者が多数の場
合は、事前のガイダンスにおいて抽選をおこない、履修可能者が決
定される。なお、最終授業で，13回までの講義内容のまとめや復習
だけでなく，授業内で行ったリアクションペーパーや小レポート等，
課題に対する講評や解説も行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス　 授業内容の説明，プレゼンテー

ション（1回目）の実施（講義及び
実習）

2 体力測定　 体力測定の意義を知る（講義及び
実習）

3 集団スポーツを学ぶ
1　

バレーボール理論と実践（講義及
び実習）

4 集団スポーツを学ぶ
2　

バレーボール理論と実践 (講義及
び実習)

5 体力測定　 体力測定のフィードバック及びレ
ポート作成（講義）

6 トレーニング理論と
実践　

効果的なトレーニングの理論と方
法を学ぶ (講義及び実習)

7 ウォームアップ　 効果的なウォームアップの理論と
方法を学ぶ (講義及び実習)

8 健康とトレーニング
　

正しい身体機能を知る事により
「QOL向上」を行う（講義）

9 個人スポーツを学ぶ
1　

バドミントン理論と実践（講義及
び実習）

10 個人スポーツを学ぶ
2　

バドミントン理論と実践 (講義及
び実習）

11 集団スポーツを学ぶ
3　

フットサル理論と実践 (講義及び実
習)

12 集団スポーツを学ぶ
4　

フットサル理論と実践 (講義及び実
習)

13 スポーツ傷害　 スポーツ傷害の理解と予防　プレ
ゼンテーション（2回目）の実施
(講義及び実習）

14 総括　 授業のまとめ、課題レポートの作
成（講義）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。本授業は
講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係
の促進に資することについて理解することを目的としています。そ
のため、日々の身体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録
し、その内容を振り返り、その効果と今後の課題を記録してくださ
い。また、テレビ、新聞、Web等から発信される種々のスポーツ関
連の情報に目を向ける習慣をつけてください。その作業により、本
授業内容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。資料は必要に応じて担当教員が配
布します。

【参考書】
広瀬統一・泉重樹・福田崇・稲見崇考. ケガをしないカラダづくり.
東洋館出版社、2023

【成績評価の方法と基準】
1）授業中の活動に対する参画状況・プレゼンテーション・リアク
ションペーパー60％、2）課題レポート40％の配分として総合評価
します。なお、この成績評価方法は原則的なものであり、通常の活
動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価します。
※原則として欠席3回までを評価対象とします。
※授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。
※リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
※レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。

【学生の意見等からの気づき】
新規担当の為、特にありません。

【学生が準備すべき機器他】
1.スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。ス
ポーツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。
2. 課題を作成・提出するためのノートパソコンやモバイル機器等を
準備してください。

【その他の重要事項】
1. 授業内容に関する説明およびプレゼンテーションを実施するため、
受講希望者は必ず初回授業に参加して下さい。
2. 原則として対面授業を実施する予定です。ただし、感染症の影響
等によりオンライン授業に変更される場合があります。そのため、学
習支援システムやメールによる案内を確認するようにしてください。
3. 本授業では、社会的スキルの一つとみなされる「ホウ・レン・ソ
ウ（報告、連絡、相談）」の実施を求めます。

【Outline (in English)】
【授業概要（Course outline）】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity and to foster
the acquisition of essential knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
mental, and social health and self-management throughout life
through lectures and practical
training.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1.Deepen understanding of the significance and role of physical
activity from various perspectives.
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2.Acquire the ability to use sports activities to establish a
prosperous and healthy student and social life.
3.Acquire basic knowledge and develop attitudes that con-
tribute to self-management.
4.To acquire the ability to demonstrate leadership and
solve problems through communication with others, which is
considered to be extremely important for playing an active role
in the real world after graduation.
5.Aim to acquire various skills that lead to the development
of employment ability (ability to build relationships of trust,
ability to act jointly, etc.).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
This class’s standard preparatory study and review time is
2 hours each. The purpose of this class is to understand
that sports activities contribute to the promotion of physical
and mental health and interpersonal relationships through
lectures and practical training. Therefore, record the time
spent on daily physical activity, meals, sleep time, etc., look
back on the contents, and record the effects and future tasks.
Also, get in the habit of looking at various sports-related
information sent from TV, newspapers, the Web, etc. This work
will deepen your understanding of the contents of this class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policies）】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
1.Participation status for activities during class / Presentation/
Reaction paper 60%,
2.Assignments / Reports 40%.
In principle, this grade evaluation method is used, and
students who have difficulty in
normal activities will be treated and evaluated individually.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：バドミントン

佐藤　優希

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木1/Thu.1
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・
精神的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義及び実習を通じて育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考え
られる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問
題解決等の能力を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
この授業は対面授業を中心に授業を展開する。授業は実技および講
義等から構成され，バドミントンに関する内容だけでなく、スポー
ツ全般に共通するスポーツ科学的な内容（スポーツ心理、栄養、ト
レーニング等）も含めて授業を進める。
評価は授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え，試験及
びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与する。授
業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともにス

ポーツ活動への取り組みに対する
動機づけを図る。

2 アイスブレイク ラケットとシャトルを使った遊び、
シャトルコンタクトについて学ぶ
（グループワークおよび実習）

3 ラケットの操作 基本的なストロークを学ぶための
下準備としてラケットの握り方を
学ぶ（講義及び実習）

4 コート内での身体操
作

バドミントンコート内での移動法
やステップ、脚の入れ替えを学ぶ
（講義及び実習）

5 基本ストロークの学
習

ドライブ、ハイクリア＆ヘアピン、
ドロップ＆ロビング、プッシュ
＆レシーブ、スマッシュ＆レシー
ブについて学ぶ（講義及び実習）

6 バドミントンの歴史
を知る

バドミントンの歴史やルールの変
遷について学ぶ（講義および実習）

7 バドミントンの科学
的な理解

バイオメカニクスおよび運動生理
学の視点からバドミントンを科学
的に学ぶ（講義および実習）

8 応用技術 オールショート・オールロングを
通じて基本ストロークおよびコー
ト内での移動法を実践する（講義
および実習）

9 コンディショニング
を学ぶ

心身の調子を整える (コンディショ
ニング)ための方法をスポーツ心
理、栄養、トレーニングの観点か
ら学ぶ（講義）

10 シングルス シングルスのルールと動き方を学
ぶ（講義及び実習）

11 ダブルス ダブルスのルールとフォーメー
ションを学ぶ（講義および実習）

12 ダブルスの戦術 トップアンドバック、サイドバイ
サイド、ダイアゴナルを学ぶ（講
義および実習）

13 トリプルス トリプルスのルールとフォーメー
ションを学ぶ（講義及び実習）

14 総括・試験 総括および授業内容に関する理解
度テストを行う（講義および実習）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間以上です。
実習を行うにあたり、各自が体調を整えた上で授業に臨んでくださ
い。また、テレビ、新聞、Web等から発信される種々のバドミント
ン関連の情報に目を向ける習慣をつけてください。その作業により、
本講義内容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・
レポート・試験40％の配分として総合評価します。なお、この成績
評価方法は原則的なものであり、通常の活動が困難な受講者に対し
ては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出
してください。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から
20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。や
むを得ない理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員
に報告してください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠
席する場合、出席可能となった授業時にその旨について担当教員に
報告してください。なお、病気や怪我による通院などによる欠席の
場合、そのことを証明できる資料を担当教員に提出してください。

【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ま
しい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授
業を展開します。

【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポー
ツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見
学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、
実習中は外すことが望ましい。
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【その他の重要事項】
1.原則として対面授業を実施する予定です。学習支援システムから
授業に関する情報を配信します。そのため、都度、学習支援システ
ムをチェックするようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席して
ください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁と
し、その行為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合も
あります。初回のガイダンスに出席してください。

【Outline (in English)】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity, and to foster
the acquisition of essential knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
mental, and social health and self-management throughout life
through lectures and practical training.
Students are expected to be in good physical condition before
attending the class so that they will not have any physical or
mental problems during the physical activities in the class.
In addition, students are expected to follow the lecture’s
instructions in charge of the class regarding assignments to
be done after class and preparations for the next class. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are
sick or weak, observers, or have special physical reasons that
make normal activities difficult will be evaluated individually.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：バドミントン

佐藤　優希

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：木1/Thu.1
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・
精神的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義及び実習を通じて育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考え
られる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問
題解決等の能力を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
この授業は対面授業を中心に授業を展開する。授業は実技および講
義等から構成され，バドミントンに関する内容だけでなく、スポー
ツ全般に共通するスポーツ科学的な内容（スポーツ心理、栄養、ト
レーニング等）も含めて授業を進める。
評価は授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え，試験及
びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与する。授
業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからい
くつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともにス

ポーツ活動への取り組みに対する
動機づけを図る。

2 アイスブレイク ラケットとシャトルを使った遊び、
シャトルコンタクトについて学ぶ
（グループワークおよび実習）

3 ラケットの操作 基本的なストロークを学ぶための
下準備としてラケットの握り方を
学ぶ（講義及び実習）

4 コート内での身体操
作

バドミントンコート内での移動法
やステップ、脚の入れ替えを学ぶ
（講義及び実習）

5 基本ストロークの学
習

ドライブ、ハイクリア＆ヘアピン、
ドロップ＆ロビング、プッシュ
＆レシーブ、スマッシュ＆レシー
ブについて学ぶ（講義及び実習）

6 バドミントンの歴史
を知る

バドミントンの歴史やルールの変
遷について学ぶ（講義および実習）

7 バドミントンの科学
的な理解

バイオメカニクスおよび運動生理
学の視点からバドミントンを科学
的に学ぶ（講義および実習）

8 応用技術 オールショート・オールロングを
通じて基本ストロークおよびコー
ト内での移動法を実践する（講義
および実習）

9 コンディショニング
を学ぶ

心身の調子を整える (コンディショ
ニング)ための方法をスポーツ心
理、栄養、トレーニングの観点か
ら学ぶ（講義）

10 シングルス シングルスのルールと動き方を学
ぶ（講義及び実習）

11 ダブルス ダブルスのルールとフォーメー
ションを学ぶ（講義および実習）

12 ダブルスの戦術 トップアンドバック、サイドバイ
サイド、ダイアゴナルを学ぶ（講
義および実習）

13 トリプルス トリプルスのルールとフォーメー
ションを学ぶ（講義及び実習）

14 総括・試験 総括および授業内容に関する理解
度テストを行う（講義および実習）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間以上です。
実習を行うにあたり、各自が体調を整えた上で授業に臨んでくださ
い。また、テレビ、新聞、Web等から発信される種々のバドミント
ン関連の情報に目を向ける習慣をつけてください。その作業により、
本講義内容の理解が深まります。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・
レポート・試験40％の配分として総合評価します。なお、この成績
評価方法は原則的なものであり、通常の活動が困難な受講者に対し
ては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出
してください。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から
20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。や
むを得ない理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員
に報告してください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠
席する場合、出席可能となった授業時にその旨について担当教員に
報告してください。なお、病気や怪我による通院などによる欠席の
場合、そのことを証明できる資料を担当教員に提出してください。

【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ま
しい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授
業を展開します。

【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポー
ツウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見
学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、
実習中は外すことが望ましい。
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【その他の重要事項】
1.原則として対面授業を実施する予定です。学習支援システムから
授業に関する情報を配信します。そのため、都度、学習支援システ
ムをチェックするようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席して
ください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁と
し、その行為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合も
あります。初回のガイダンスに出席してください。

【Outline (in English)】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity, and to foster
the acquisition of essential knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
mental, and social health and self-management throughout life
through lectures and practical training.
Students are expected to be in good physical condition before
attending the class so that they will not have any physical or
mental problems during the physical activities in the class.
In addition, students are expected to follow the lecture’s
instructions in charge of the class regarding assignments to
be done after class and preparations for the next class. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are
sick or weak, observers, or have special physical reasons that
make normal activities difficult will be evaluated individually.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：バレーボール演習

吉田　康伸

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：木3/Thu.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　2年生以上の学生を対象として、バレーボールに取り組み、チームス
ポーツの特性を活かしながら他者とのコミュニケーションを図る。また、
バレーボールに関する動向（歴史）やルール、各技術の正しいやり方な
どの知識について、実習および講義を通して理解を深めていく。
　

【到達目標】
①ルールや技術など、バレーボールに関する基礎的な知識を知る。
②チームスポーツの特性を活かし、他者とコミュニケーションを図るこ
とで、協調性を育む。
③基本技術を習得し、三段攻撃（レシーブ・トス・スパイク）を用いた
試合ができるようになる。
④豊かで健康的な学生生活を確立する手段としてスポーツ活動を利用す
る能力を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学部・
法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国際政治学
科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部：DP3、人
間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　バレーボールは跳ぶ、打つといったダイナミックさ、ボールを的確に
コントロールする巧みさに加え、身体のリズムが求められるスポーツで
ある。したがって身体を自在にコントロールする能力を身につけ、関連
技術を高めていくことで、運動の喜びや楽しさを知ることを目的とする。
　実習では、三段攻撃（レシーブ・トス・スパイク）を用いた試合が展
開できるように、基本となるパスやスパイクなど個人技術の習得を進め
ながら、チームを編成して試合を行っていく。併せてルールや各技術の
正しい方法、試合の組み立て方などについても理解を深めていく。
　なお、本授業は2年生以上を対象としており、A・B連続の受講が望ま
しい。また未経験の場合でも、積極的に受講してくれる学生の参加を期
待する。
　授業でのフィードバックについては、毎授業後のオフィスアワーで、課
題等に対して講評する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、受講希望

者志望理由記入
授業のガイダンスを行い、受講希望
者に志望理由を記入してもらう。

第2回 受講者決定、バレー
ボールのルールについ
て（講義）

バレーボールのルールについて資料
を配布し説明する。

第3回 基本技術・パスの技術
習得（実習&講義）

パスの技術的要点を理解し、技術習
得をする。

第4回 基本技術・サーブの技
術習得（実習&講義）

サーブの技術的要点を理解し、技術
習得をする。

第5回 基本技術・スパイクの
技術習得（実習&講義）

スパイクの技術的要点を理解し、技
術習得をする。

第6回 ゲームの組み立て方
（実習&講義）

基本技術を習得した上で、ゲームの
組み立てについて理解する。

第7回 フォーメーションにつ
いて（実習&講義）

コートの位置取りや実際の動き方な
ど、フォーメーションについて理解
する。

第8回 集団的技術・各ポジ
ションの役割（実習
&講義）

各ポジションの役割を理解した上で、
ゲーム形式の実習を行う。

第9回 集団的技術（三段攻撃
使用）・ゲーム（実習
&講義）

チームごとに戦略（三段攻撃をン用
いる）を立ててゲームを行う。

第10回 集団的技術（レシーブ
のフォーメーション重
視）・ゲーム（実習
&講義）

チームごとに戦略（レシーブのフォー
メーション）を立ててゲームを行う。

第11回 集団的技術（サーブ戦
略重視）・ゲーム（実
習&講義）

チームごとに戦略（サーブ）を立て
てゲームを行う。

第12回 集団的技術（チームコ
ミュニケーション重
視）・ゲーム（実習
&講義）

チームごとに戦略（チームコミュニ
ケーション）を立ててゲームを行う。

第13回 集団的技術（総合）・
ゲーム（実習&講義）

チームごとに戦略（総合的に）を立
ててゲームを行う。

第14回 授業総括と筆記試験 授業の総括を行った後、筆記試験を
行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、必要に応じて
指示をする。また、基本的なルールや技術に必要な要点等、各自で行っ
た内容を理解しておくこと。
　本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて配布する。

【参考書】
　必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　授業への参画状況（60％）を主な基準として、筆記試験（40%）を加
味し評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　多くの学生が実践による楽しさを実感できているようなので、さらに
種目（バレーボール）の特性を理解してもらえるよう努める。

【その他の重要事項】
・対象者は2年生から4年生（法・文・営・国）ならびに公開科目を受講
可能な学生とする。
・バレーボール現Vリーグでの選手経験及び国際バレーボールコーチと日
本スポーツ協会公認バレーボールコーチの資格を有し、大学バレーボー
ルチームのコーチ及び監督経験を活かしてバレーボールの授業を行う。

【Outline (in English)】
[Course outline]
Work on volleyball for students of second and higher grades,
try to communicate with others while taking advantage of the
characteristics of team sports. In addition, we will deepen our
understanding of practical knowledge and lectures on knowledge
of volleyball history, rules, correct methods of each technology and
so on.
[Learning Objectives]
1.Learn basic knowledge about volleyball, such as rules and
techniques.
2.Foster cooperation by taking advantage of the characteristics of
team sports and communicating with others.
3.You will be able to master the basic skills and play games using
three-stage attacks.
4.Acquire the ability to use sports activities as a means of
establishing a prosperous and healthy student life.
[Learning activities outside of classroom]
Understand what you have done, such as the basic rules and the
main points required for the technique. The standard preparatory
study and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/policy]
The participation status in the class is evaluated as 60%, and the
written test is evaluated as 40%.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：バレーボール演習

吉田　康伸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：木3/Thu.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　2年生以上の学生を対象として、バレーボールに取り組み、チームス
ポーツの特性を活かしながら他者とのコミュニケーションを図る。また、
インドアバレーとビーチ（アウトドア）バレーとの違いなど、バレーボー
ル全般についての理解を深める。

【到達目標】
①インドアバレーとビーチバレーとの特性の違いを理解する。
②チームスポーツの特性を活かし、他者とコミュニケーションを図るこ
とで、協調性を育む。
③基本技術を習得し、三段攻撃（レシーブ・トス・スパイク）を用いた
試合ができるようになる。
④豊かで健康的な学生生活を確立する手段としてスポーツ活動を利用す
る能力を獲得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学部・
法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国際政治学
科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部：DP3、人
間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　バレーボールは跳ぶ、打つといったダイナミックさ、ボールを的確に
コントロールする巧みさに加え、身体のリズムが求められるスポーツで
ある。したがって身体を自在にコントロールする能力を身につけ、関連
技術を高めていくことで、運動の喜びや楽しさを知ることを目的とする。
　実習では、春学期Aで習得した技術や知識を基に、チーム編成を行って
試合を中心に授業を進める。またビーチバレーやバレーボールに必要な
トレーニングなども紹介し、より一層の知識習得と理解の深化を目指す。
　なお、本授業（スポーツ科学B）は2年生以上を対象としており、ス
ポーツ科学Aを受講した学生の連続受講が望ましい。
　また授業でのフィードバックについては、毎授業後のオフィスアワー
で、課題等に対して講評する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス及びビーチ

バレーのルールについ
て（講義）

授業のガイダンスを行い、ビーチバ
レーの歴史やルールについて資料を
配布し説明する。

第2回 基本的な動きとボール
に慣れる（実習＆講義）

スポーツ科学Bからの受講者のため
各技術の基本を説明する。

第3回 基本技術の復習（実習
＆講義）

スポーツ科学Aで行った基本技術を
復習する。

第4回 基本技術、集団技術の
復習（実習&講義）

スポーツ科学Aで行った基本的技術
や集団的技術を復習する。

第5回 各技術の応用（実習
&講義）

各技術の基本を元に応用技術を理解、
習得する。

第6回 集団的技術・基礎（実
習&講義）

スポーツ科学Aとは違うチーム分け
をし、チームごとにポジション決定
させてゲームを行う。

第7回 集団的技術（サーブ戦
略重視）・ゲーム（実
習&講義）

チームごとに戦略（サーブ）を立て
てゲームを行う。ゲームでの反省点
も理解する。

第8回 集団的技術（レセプ
ション戦略重視）・
ゲーム（実習&講義）

チームごとに戦略（レセプション）
を立ててゲームを行う。ゲームでの
反省点も理解する。

第9回 集団的技術（トスアッ
プ戦略重視）・ゲーム
（実習&講義）

チームごとに戦略（トスアップ）を
立ててゲームを行う。ゲームでの反
省点も理解する。

第10回 集団的技術（ディグ戦
略重視）・ゲーム（実
習&講義）

チームごとに戦略（ディグ）を立て
てゲームを行う。ゲームでの反省点
も理解する。

第11回 集団的技術（スパイク
戦略重視）・ゲーム
（実習&講義）

チームごとに戦略（スパイク）を立
ててゲームを行う。ゲームでの反省
点も理解する。

第12回 集団的技術（ブロック
戦略重視）・ゲーム
（実習&講義）

チームごとに戦略（ブロック）を立
ててゲームを行う。ゲームでの反省
点も理解する。

第13回 集団的技術（総合的）・
ゲーム（実習&講義）

チームごとに戦略（総合的に）を立
ててゲームを行う。ゲームでの反省
点も理解する。

第14回 授業総括とレポート作
成、提出

授業の総括を行った後、レポートを
作成し、提出する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、必要に応じて
指示をする。また、インドアバレーとビーチバレーとの違い等を理解し、
試合観戦やテレビ放送を通してバレーボール全般についての理解を深め
る努力を求める。
　本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて配布する。

【参考書】
　必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
　授業への参画状況（70%）を主な基準として、レポート（30%）を加
味し評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　多くの学生が実践による楽しさを実感できているようなので、さらに
種目（バレーボール）の特性を理解してもらえるよう努める。

【その他の重要事項】
・対象者は2年生から4年生（法・文・営・国）ならびに公開科目を受講
可能な学生とする。
・バレーボール現Vリーグでの選手経験及び国際バレーボールコーチと日
本スポーツ協会公認バレーボールコーチの資格を有し、大学バレーボー
ルチームのコーチ及び監督経験を活かしてバレーボールの授業を行う。

【Outline (in English)】
[Course outline]
Work on volleyball for students of second and higher grades,
try to communicate with others while taking advantage of the
characteristics of team sports. Also, deepen the understanding of
the entire volleyball, such difference between indoor volleyball and
beach volleyball.
[Learning Objectives]
1.Understand the differences between the characteristics of indoor
volleyball and beach volleyball.
2.Foster cooperation by taking advantage of the characteristics of
team sports and communicating with others.
3.You will be able to master the basic skills and play games using
three-stage attacks.
4.Acquire the ability to use sports activities as a means of
establishing a prosperous and healthy student life.
[Learning activities outside of classroom]
Investigate the difference between indoor volleyball and beach
volleyball and the physical fitness factors required for competition.
The standard preparatory study and review time for this class is 2
hours each.
[Grading Criteria/policy]
The participation status in the class is evaluated as 70%, and the
report is evaluated as 30%.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：トレーニングの理論と実践Ⅰ

中澤　史

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：金3/Fri.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、パフォーマンス向上、ボディメイク、ダイエット、健
康の維持増進といった各自の目標達成に資するフィジカルトレーニ
ングの基礎的な理論と方法を習得し、独自のトレーニングプログラ
ムを考案する。また、身体的健康に資するトレーニングへの取り組
みが、心理的健康ならびに社会的健康にも寄与する一手段となるこ
とを理解する。

【到達目標】
1.トレーニングの基礎的な理論と方法を習得する。
2.目標達成に寄与する独自のトレーニングプログラムを考案し、実
践する。
3.トレーニング効果を促進する栄養、サプリメントなどに関する知
識を習得する。
4.トレーニングが身体的健康だけでなく心理的・社会的健康にも寄
与する一手段となることを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義および体験的学習を通じてトレーニングに関する基礎的な理論
と方法について学ぶ。また、適宜行うグループワークやディスカッ
ションを通じて、各自が習得した知識や情報を共有することによりト
レーニングに関する理解を深める。本授業における主な取り組みは
次の通りである。①授業から得た知識や気づきなどをリアクション
ペーパーにまとめる。②各自が測定・収集したトレーニング記録等
を主な分析資料とし、トレーニングの進捗状況および成果をレポー
トにまとめる。③トレーニング効果を促進する栄養、サプリメント
などに関する文献を講読する。④最終授業時に授業内で行ったリア
クションペーパー等の課題に関する講評や解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容の説明、受講者の決定

（講義）
2 安全講習 安全講習及び各種機器の使用方法

（講義及び実習）
3 目標設定 体組成の測定及びトレーニング目

標の設定（講義及び実習）　
4 アイスブレイク アイスブレイクを用いたグループ

ワーク（講義）
5 スポーツとコミュニ

ケーション
グループワークを通して「他者か
らみた私」を知る（講義）

6 トレーニングの理論 トレーニングの理論と実践方法
（講義）

7 サプリメント　 サプリメントとその摂取方法（講
義及び実習）　

8 栄養素　 栄養不足が招く悪影響（講義及び
実習）

9 栄養指導 スポーツ現場での栄養指導（講義
及び実習）

10 栄養摂取 栄養摂取のポイント（講義及び実
習）

11 アミノ酸 アミノ酸の役割（講義及び実習）
12 脂質 脂質の役割（講義及び実習）
13 糖質 糖質の役割（講義及び実習）
14 総括 体組成の測定及びレポートの作成、

授業のまとめ（講義及び実習）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。本授業で
は、授業時間外に次の学習活動への取り組みを推奨します。
1. 計画的なトレーニングを実践する。
2. 食事と睡眠時間を記録する。
3. トレーニング、栄養、睡眠に関する資料を読む。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況、リアクションペーパー、レポート
等による総合評価。
・授業への参画状況およびリアクションペーパー等の提出物：80％
・レポート課題：20％
1.原則として出席回数が授業実施回数の 2/3（10回出席）以上に満
たない場合はE評価となります。
2.授業開始から20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は
欠席とします。また、遅刻3回で欠席1回の扱いとします。
3.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。や
むを得ない理由とは、病気、怪我、冠婚葬祭等による欠席を指します。
4.急遽、病気、怪我、冠婚葬祭等により欠席することになった場合、
出席可能となった授業時にその旨について担当教員に報告するとと
もに、そのことを証明できる資料を担当教員に提出してください。
5.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。
6.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
7.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。

【学生の意見等からの気づき】
多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授業
を展開します。

【学生が準備すべき機器他】
1.トレーニングに適した服装と室内用シューズを準備してください。
トレーニングウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。
2.学習支援システムに接続可能で、課題を作成・提出することがで
きる機器を準備してください。

【その他の重要事項】
1.初回授業時に受講者（30名程度）を決定するため、受講希望者は
必ず初回授業に参加してください。
2.授業目標の達成にはトレーニングの継続が不可欠となるため、ス
ポーツ科学A・Bの通年履修が理想的です。このためスポーツ科学B
の履修希望者も、春学期の初回授業から参加されることをおすすめ
します。
3.初回授業の集合場所は市ヶ谷総合体育館５階の予定です。
4.原則として対面授業を実施する予定です。ただし、オンライン授
業等に変更される場合があるため、都度、学習支援システムやメー
ルをチェックするようにしてください。
5.授業計画は受講者の人数や要望に応じて変更する場合があります。

【Outline (in English)】
【Course outline】
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In this class, students learn the basic theory and methods
of physical training that contribute to the achievement of
own goals, such as performance enhancement, body makeup,
dieting, and health maintenance and improvement, and devise
their own training program. Students will also understand
that training activities that contribute to physical health can
also be a means of contributing to psychological and social
health.
【Learning Objectives】
1.to learn the basic theory and methods of training.　
2.to devise and implement original training program that
contributes to the achievement of own goals.
3.to acquire knowledge of nutrition and supplements to
promote the effects of training.
4.to understand that training is a means of contributing not
only to physical health but also to psychological and social
health.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each. In this class, we recommend the following
efforts outside of class hours.
1.to practice systematic training.
2.to record your meals and sleeping hours.
3.to read material on training, nutrition and sleep.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
1. Participation in class and submission of reaction papers and
other materials : 80%.　
2. Report assignments : 20%.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：トレーニングの理論と実践Ⅱ

中澤　史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：金3/Fri.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ科学Aでの学びの発展を目的とし、パフォーマンス向上、
ボディメイク、ダイエット、健康の維持増進といった各自の目標達
成に資するフィジカルトレーニングの実践的な理論と方法を習得し、
独自のトレーニングプログラムを考案する。また、身体的健康に資
するトレーニングへの取り組みが、心理的健康ならびに社会的健康
にも寄与する一手段となることを理解する。

【到達目標】
1.実践的なトレーニングの理論と方法を習得する。
2.目標達成に資する効果的且つ実践的なトレーニングプログラムを
考案し、実践する。
3.トレーニング効果を促進するリカバリー、栄養摂取、睡眠の方法
などに関する知識を習得する。
4.トレーニングが身体的健康だけでなく心理的・社会的健康にも寄
与する一手段となることを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義および体験的学習を通じてトレーニングに関する実践的且つ効
果的な理論と方法について学ぶ。また、適宜行うグループワークや
ディスカッションを通じて、各自が習得した知識や情報を共有する
ことによりトレーニングに関する理解を深め、スポーツ科学Aにお
いて考案したトレーニングプログラムを発展させる。本授業におけ
る主な取り組みは次の通りである。①授業から得た知識や気づきな
どをリアクションペーパーにまとめる。②各自が測定・収集したト
レーニング記録等を主な分析資料とし、トレーニングの進捗状況お
よび成果をレポートにまとめる。③トレーニング効果を促進するリ
カバリー、栄養摂取、睡眠の方法などに関する文献を講読する。④
最終授業時に授業内で行ったリアクションペーパー等の課題に関す
る講評や解説を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容の説明、受講者の決定

（講義）
2 安全講習 安全講習及び各種機器の使用方法

（講義及び実習）
3 目標設定 体組成の測定及びトレーニング目

標の設定（講義及び実習）
4 アイスブレイク アイスブレイクを用いた自他理解

の促進（講義）
5 スポーツとパーソナ

リティ
スポーツとパーソナリティの関係
（講義）

6 ソーシャルサポート スポーツ場面におけるソーシャル
サポート（講義）

7 睡眠Ⅰ 睡眠の質（講義及び実習）

8 睡眠Ⅱ 睡眠時間と就寝法（講義及び実習）
9 リカバリー リカバリーとトレーニング（講義

及び実習）
10 生体リズム 生体リズムと体内時計（講義及び

実習）
11 栄養 最終目標から逆算した栄養戦略

（講義及び実習）
12 減量 減量のポイント（講義及び実習）
13 増量 増量のポイント（講義及び実習）
14 総括 体組成の測定及びレポートの作成、

授業のまとめ（講義及び実習）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。本授業で
は、授業時間外に次の学習活動への取り組みを推奨します。
1. 計画的なトレーニングを実践する。
2. 食事と睡眠時間を記録する。
3. トレーニング、栄養、睡眠に関する資料を読む。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。

【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況、リアクションペーパー、レポート
等による総合評価。
・授業への参画状況およびリアクションペーパー等の提出物：80％
・レポート課題：20％
1.原則として出席回数が授業実施回数の 2/3（10回出席）以上に満
たない場合はE評価となります。
2.授業開始から20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は
欠席とします。また、遅刻3回で欠席1回の扱いとします。
3.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。や
むを得ない理由とは、病気、怪我、冠婚葬祭等による欠席を指します。
4.急遽、病気、怪我、冠婚葬祭等により欠席することになった場合、
出席可能となった授業時にその旨について担当教員に報告するとと
もに、そのことを証明できる資料を担当教員に提出してください。
5.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記
述がされているかについて評価します。
6.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述で
きているかについて評価します。
7.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのでは
なく、ディスカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評
価の対象とするという意味です。

【学生の意見等からの気づき】
1.新規的人間関係の構築を目的とした体験型学習やグループワーク
を取り入れ、より実践的な授業を展開します。
2.トレーニングの継続が目標達成には不可欠となるため、スポーツ
科学A・Bの通年履修をおすすめします。

【学生が準備すべき機器他】
1.トレーニングに適した服装と室内用シューズを準備してください。
トレーニングウェアや室内用シューズ等の貸出はありません。
2.学習支援システムに接続可能で、課題を作成・提出することがで
きる機器を準備してください。

【その他の重要事項】
1.初回授業時に受講者（30名程度）を決定するため、受講希望者は必
ず初回授業に参加してください。なお、授業目標の達成にはトレー
ニングの継続が不可欠となるため、スポーツ科学A・Bの通年履修
をおすすめします。このためスポーツ科学Bの履修者は、春学期か
らの継続履修の学生を優先的に採用し、秋学期については春学期か
らの欠員分のみを採用します。
2.初回授業の集合場所は市ヶ谷総合体育館地下にあるトレーニング
センターの予定です。
3.原則として対面授業を実施する予定です。ただし、オンライン授
業等に変更される場合があるため、都度、学習支援システムやメー
ルをチェックするようにしてください。
4.授業計画は受講者の人数や要望に応じて変更する場合があります。

【Outline (in English)】
【Course outline】
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With the aim of developing learning in sports science A,
students will learn practical theories and methods of physical
training that will help them achieve their goals, such as
performance enhancement, body makeup, dieting, and health
maintenance and improvement, and devise their own training
program. Students will also understand that training activities
that contribute to physical health can also be a means of
contributing to psychological and social health.
【Learning Objectives】
1.to acquire practical training theory and methods
2.to devise and implement effective and practical training
program that contribute to the achievement of own goals.
3.to acquire knowledge of recovery, nutrition and sleep methods
that promote the effects of training.
4.to understand that training is a means of contributing not
only to physical health, but also to psychological and social
health.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparatory study and review time for this class
is 2 hours each. In this class, we recommend the following
efforts outside of class hours.
1.to practice systematic training.
2.to record your meals and sleeping hours.
3.to read material on training, nutrition and sleep.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following.
1.Participation in class and submission of reaction papers and
other materials : 80%.　
2.Report assignments : 20%.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

魚住　智広

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、習慣的な身体活動を通じて、他者とともに運動す
るための知識と技能を身につけることです。バドミントンと卓球を
主な競技として、道具を用いた運動を行いながら、日常生活におけ
るレクリエーションの意義について理解を深めます。本授業で取り
組む運動の負荷は大きくないため、運動習慣のない学生の受講も十
分に可能です。

【到達目標】
1. 身体活動を通じて、安全に運動を実施するための知識を修得で
きる。
2. 個々の能力に応じて、他者と運動するための技能を修得できる。
3. 運動に親しみながら、身体や体調の変化に気づくことができる。
4. 現代社会におけるレクリエーションの意義と課題を理解できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
実技授業、講義授業ともに対面で実施します。講義授業後は、指定
の課題を提出する必要があります。提出された課題は、次回授業で
フィードバックをします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス （教室）授業概要、目的、安全上の

注意事項
2 バドミントン① 道具に慣れる、ラケット操作
3 バドミントン② 基礎動作、フットワーク
4 バドミントン③ ダブルスのルール
5 卓球① ラケット操作、ダブルスのルール

（バドミントンとの違い）
6 卓球② フォアハンド、バックハンド
7 バドミントン④ フォアハンド、バックハンド（卓

球との違い）
8 バドミントン⑤ コースを見つける、コースを狙う
9 近代スポーツとは何

か
（教室）定義、なぜ人はスポーツを
するのか、スポーツを科学すると
は

10 近代スポーツとルー
ル

（教室）なぜルールは存在するの
か、ルールの変遷と発展、期末課
題の内容

11 バドミントン⑥ サーブと戦略
12 バドミントン⑦ ダブルスゲーム
13 卓球③ ダブルスの動き方、ダブルスゲー

ム（バドミントンとの違い）
14 まとめ （教室）レクリエーションとは何

か、その意義と課題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。授業内
容を踏まえ、自らの日常生活と結びつけながら情報収集に取り組ん
でください。また適宜文献を紹介しますので、復習時間に精読して
ください。

【テキスト（教科書）】
特にありません。授業計画に基づいて適宜スライドを提示します。

【参考書】
授業内で教員が紹介する場合があります。

【成績評価の方法と基準】
1. 実技授業の目標達成度（50%）、講義授業後に提出する課題（10%）、
期末課題（40%）の総合評価とします。
2. 出席回数が授業実施回数の2/3（10回出席）に満たない場合は単
位を取得できません。
3. すべての課題において、以下を評価の基準とします。
・課題の内容を理解したものであるか
・授業の内容を適切に踏まえたものであるか
・レポートの体裁をなしたものであるか
・適切な引用がなされているか（盗用・剽窃などの不正行為をして
いないか）

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックはありません。

【学生が準備すべき機器他】
課題を作成・提出するためのデバイスを用意してください。

【その他の重要事項】
教場の都合により授業内容を変更する場合があります。

【Outline (in English)】
This course aims to acquire the knowledge and skills
to exercise with others through habitual physical activity.
Students will deepen their understanding of the significance of
recreation in daily life while exercising with equipment, with
badminton and table tennis as the main sports. The exercise
load involved in this class is not heavy, so students who do not
have an exercise habit can take this course.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1. to acquire knowledge of safe exercise through physical
activity.
2. to acquire the skills to exercise with others according to
individual abilities.
3. to recognize changes in one’s body and physical condition
while engaging in sports.
4. to understand the significance and issues of recreation in
modern society.
Students are expected to complete assigned tasks after some
sessions, with a recommended study time of at least four
hours per class. The final grade will be determined through
the evaluation of goal achievement(50%), these assigned
tasks(10%) and a term-end report(40%).
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

魚住　智広

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業の目的は、習慣的な身体活動を通じて、他者とともに運動す
るための知識と技能を身につけることです。バドミントンと卓球を
主な競技として、道具を用いた運動を行いながら、日常生活におけ
るレクリエーションの意義について理解を深めます。本授業で取り
組む運動の負荷は大きくないため、運動習慣のない学生の受講も十
分に可能です。

【到達目標】
1. 身体活動を通じて、安全に運動を実施するための知識を修得で
きる。
2. 個々の能力に応じて、他者と運動するための技能を修得できる。
3. 運動に親しみながら、身体や体調の変化に気づくことができる。
4. 現代社会におけるレクリエーションの意義と課題を理解できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
実技授業、講義授業ともに対面で実施します。講義授業後は、指定
の課題を提出する必要があります。提出された課題は、次回授業で
フィードバックをします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス （教室）授業概要、目的、安全上の

注意事項
2 バドミントン① 道具に慣れる、ラケット操作
3 バドミントン② 基礎動作、フットワーク
4 バドミントン③ ダブルスのルール・ダブルスゲー

ム
5 卓球① ラケット操作（バドミントンとの

違い）
6 卓球② ダブルスのルール（バドミントン

との違い）
7 卓球③ フォアハンド
8 卓球④ バックハンド
9 近代スポーツとは何

か
（教室）定義、なぜ人はスポーツを
するのか

10 近代スポーツとルー
ル

（教室）なぜルールは存在するの
か、ルールの変遷と発展

11 スポーツとレクリ
エーション

（教室）レクリエーションとは何
か、その意義と課題、期末課題の
内容

12 卓球⑤ ダブルスの動き方
13 卓球⑥ ダブルスゲーム（バドミントンと

の違い）
14 まとめ （教室）スポーツを科学するとは、

スポーツをめぐる視座

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。授業内
容を踏まえ、自らの日常生活と結びつけながら情報収集に取り組ん
でください。また適宜文献を紹介しますので、復習時間に精読して
ください。

【テキスト（教科書）】
特にありません。授業計画に基づいて適宜スライドを提示します。

【参考書】
授業内で教員が紹介する場合があります。

【成績評価の方法と基準】
1. 実技授業の目標達成度（45%）、講義授業後に提出する課題（15%）、
期末課題（40%）の総合評価とします。
2. 出席回数が授業実施回数の2/3（10回出席）に満たない場合は単
位を取得できません。
3. すべての課題において、以下を評価の基準とします。
・課題の内容を理解したものであるか
・授業の内容を適切に踏まえたものであるか
・レポートの体裁をなしたものであるか
・適切な引用がなされているか（盗用・剽窃などの不正行為をして
いないか）

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックはありません。

【学生が準備すべき機器他】
課題を作成・提出するためのデバイスを用意してください。

【その他の重要事項】
教場の都合により授業内容を変更する場合があります。

【Outline (in English)】
This course aims to acquire the knowledge and skills
to exercise with others through habitual physical activity.
Students will deepen their understanding of the significance of
recreation in daily life while exercising with equipment, with
badminton and table tennis as the main sports. The exercise
load involved in this class is not heavy, so students who do not
have an exercise habit can take this course.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1. to acquire knowledge of safe exercise through physical
activity.
2. to acquire the skills to exercise with others according to
individual abilities.
3. to recognize changes in one’s body and physical condition
while engaging in sports.
4. to understand the significance and issues of recreation in
modern society.
Students are expected to complete assigned tasks after some
sessions, with a recommended study time of at least four
hours per class. The final grade will be determined through
the evaluation of goal achievement(45%), these assigned
tasks(15%) and a term-end report(40%).
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ａ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

西村　一帆

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深め、生涯を通じて身体的・
肉体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識
の習得や態度を講義および実習を通して育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考
えられる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、
問題解決等の能力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
　　初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避す
るため体育施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定のため、授業に関わ
る連絡事項については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）
を通して告知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意する
こと。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいく
つか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業概要についての説明。

健康の概念についての講義を行う。
2 ボールゲーム さまざまなボールゲームを行う (講

義と実習)。
3 生涯スポーツについ

て
自身のスポーツ歴から生涯スポー
ツを考える (講義)。

4 フィットネス フィットネス機器を用いた運動を
行う (講義と実習)。

5 インディアカ、ソフ
トバレーボール

ネットスポーツとしてインディア
カとソフトバレーボールを行う (講
義と実習)。

6 バドミントン ネットスポーツとしてバドミント
ンを行う (講義と実習)。

7 卓球シングルス ネットスポーツとして卓球のシン
グルスを行う (講義と実習)。

8 卓球ダブルス ネットスポーツとして卓球のダブ
ルスを行う (講義と実習)。

9 バスケットボール バスケットボールを行う (講義と実
習)。

10 フットサル フットサルを行う (講義と実習)。
11 バレーボール変則

ルール
ネットスポーツとして簡易ルール
にてバレーボールを行う (講義と実
習)。

12 バレーボール ネットスポーツとしてバレーボー
ルを行う (講義と実習)。

13 体作り運動 コーディネーショントレーニング
を行う (講義と実習)。

14 スポーツ分析 スポーツを数字から見る分析につ
いての講義を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習するにあたっては、授業での身体活動時に心身の不備が無いよ
う、各自が体調を整えたうえで授業に臨むこと。
また授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業
担当教員の指示に従って実践すること。
本授業の準備・復習時間は各2時間を確保することが望ましい。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布
する。

【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レ
ポートなど）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の
配分で評価する。欠席・遅刻をした場合は評価が低下する。出席が
授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履修時間
を下回ると判断されるためE評価とする。

【学生の意見等からの気づき】
使用教場の状況により授業計画を変更して授業を展開することもあ
るので、柔軟に対応すること。

【学生が準備すべき機器他】
Hoppiiにて連絡事項伝達、課題提出等があるので対応できるように
しておく。

【その他の重要事項】
問い合わせ教員連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】In this course, students will
deepen their understanding of the significance and role of
physical activity, and develop through lectures and practical
training the acquisition of basic knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
physical, and social health and self-management throughout
life.
【到達目標（Learning Objectives）】
(1) Deepen their understanding of the significance and roles of
physical activity from various perspectives.
(2) Students will acquire the ability to use sports activities as
a means to establish a rich and healthy student life and social
life.
(3) Students will acquire basic knowledge and develop
attitudes that contribute to self-management.
(4) Acquire the ability to exercise leadership and solve
problems through communication with others, which is
considered extremely important for students to be active in the
real world after graduation.
(5) Acquire various skills that will lead to the development of
employability (e.g., the ability to build trusting relationships
and act in collaboration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Students are expected to be physically and mentally prepared
for the class so that they will not be physically or mentally
deficient during the physical activities in class.
In addition, students should follow the instructions of the
instructor for each class regarding assignments to be done after
class and preparation for the next class.
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It is recommended that students allow two hours each for
preparation and review for this class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】Assignments
(reaction papers, quizzes, reports, etc.) to be worked on during
each class session will be allocated 60%, final reports will be
allocated 20%, and class participation will be allocated 20%.
Absence or tardiness will result in a lower grade. If attendance
is less than 2/3 of the class sessions, the student will receive an
E grade because it is considered to be less than the number of
hours completed to earn credits.
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HSS300LA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ科学Ｂ 2017年度以降入学者

サブタイトル：スポーツレクリエーション

西村　一帆

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：月3/Mon.3
単位数：2単位
20～30

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深める。
生涯を通じて身体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する
基礎的な知識の習得や態度を講義および実習を通して育成する。

【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポー
ツ活動を利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考
えられる他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、
問題解決等の能力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々
のスキルの獲得を図る。
　

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP3、国際文化学部
：DP3、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避するた
め体育施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定のため、授業に関わ
る連絡事項については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）
を通して告知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意する
こと。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいく
つか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 回目
授業　

ガイダンス 授業概要についての説明

2 回目
授業

体力測定 ・自分の健康状態の把握
・生活状況を考える

3 回目
授業

体作り運動 ・体を使った動き
・徒手
・バランスボール
・大縄跳び

4 回目
授業

筋力アップ運動 ・筋力トレーニングの理論と実践

5 回目
授業

ネット種目 (ニュース
ポーツ)
・インディアカ
・ソフトバレー
・バレーボール

・ニュースポーツ理論と実践

6 回目
授業

ネットラケット種目 ・バドミントン・シングルス/ダブ
ルス理論と実践

回目授
業7

ボールゴール型種目
・バスケットボール

・バスケットボール理論と実践

8 回目
授業

有酸素運動
・ウォーキング

・有酸素運動の理論と実践

9 回目
授業

ニュースポーツ (室内
競技)
・ユニホック

・ユニホック理論と実践

10回目
授業

ネット種目
・バレーボール (変則
ルール)

・バレーボール理論と実践

11回目
授業

ネット種目
・バレーボール

・バレーボール理論と実践

12回目
授業

ネットラケット種目
・卓球シングルス

・シングルスゲーム理論と実践

13回目
授業

ネットラケット種目
・卓球ダブルス

・ダブルスゲーム理論と実践

14回目
授業

ボールゴール型種目
・フットサル

・フットサル理論と実践

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自が体調を整えた
うえで授業に臨むこと。
　また、授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各
授業担当教員の指示に従って実践すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布
する。

【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レ
ポートなど）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の
配分で評価する。
　なお欠席および課題の提出が期限をすぎた場合は評価が低下する。
出席が授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履
修時間を下回ると判断されるためE評価とする。

【学生の意見等からの気づき】
社会情勢や使用教場の状況により、授業計画を変更して授業を展開
することもあるので、柔軟に対応すること。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン、オンデマンド型の授業にも対応できるよう準備をする
こと

【その他の重要事項】
問い合わせ教員連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】In this course, students will
deepen their understanding of the significance and role of
physical activity, and develop through lectures and practical
training the acquisition of basic knowledge and attitudes that
contribute to the maintenance and promotion of physical,
physical, and social health and self-management throughout
life.
【到達目標（Learning Objectives）】
(1) Deepen their understanding of the significance and roles of
physical activity from various perspectives.
(2) Students will acquire the ability to use sports activities as
a means to establish a rich and healthy student life and social
life.
(3) Students will acquire basic knowledge and develop
attitudes that contribute to self-management.
(4) Acquire the ability to exercise leadership and solve
problems through communication with others, which is
considered extremely important for students to be active in the
real world after graduation.
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(5) Acquire various skills that will lead to the development of
employability (e.g., the ability to build trusting relationships
and act in collaboration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Students are expected to be physically and mentally prepared
for the class so that they will not be physically or mentally
deficient during the physical activities in class.
In addition, students should follow the instructions of the
instructor for each class regarding assignments to be done after
class and preparation for the next class.
It is recommended that students allow two hours each for
preparation and review for this class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】Assignments
(reaction papers, quizzes, reports, etc.) to be worked on during
each class session will be allocated 60%, final reports will be
allocated 20%, and class participation will be allocated 20%.
Absence or tardiness will result in a lower grade. If attendance
is less than 2/3 of the class sessions, the student will receive an
E grade because it is considered to be less than the number of
hours completed to earn credits.
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ARSa300LA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

大中　一彌

開講時期：サマーセッション/Summer Session ｜ 曜日・時限：
集中・その他/intensive・other courses
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【履修登録にかかわる特記事項】
●この科目「教養ゼミⅠ　夏季１週間講座（８月上旬）：人物と映
像からみる『ポピュリズム』」（Q6605）の履修を希望する場合は、
2024年4月11日（木）21:00:00までに学習支援システム-Hoppiiに
て仮登録を行ってください。
●選抜結果は、4月12日（金）午前10:00:00に学習支援システム-Hoppii
＞「お知らせ」欄で発表し、同時に法政Ｇメールでも通知します。あ
なたが所属する学部の履修登録期間にあなた自身が履修登録を行っ
てください。　
===============================================
この教養ゼミⅠ「夏季１週間講座（８月上旬）：人物と映像からみ
る『ポピュリズム』」は2024年8月2日（金）・8月3日（土）・8月
5日（月）・8月6日（火）の４日間で開催される集中講座です（２
単位）。世界各国の政治・経済・文化を揺り動かしているポピュリ
ズムがテーマですが、こうしたテーマにあまり詳しくない人でも、
「人物」や「映像」を軸に活動が組み立てられていますので理解が
しやすく、視野が広がります。また集中講座であるため、短い日数
で効率よく学べるのも利点です。映像や動画に興味がある人にとっ
ては、見たことがない作品について知るきっかけにもなるでしょ
う。この授業のテーマを紹介するショート動画をご覧ください　
https://youtube.com/shorts/w5SZrNtcmek?feature=shared

【到達目標】
コースの終わりまでに、学生の皆さんは次のことができるようにな
ります：
1）21世紀の私たちの社会にどのような政治文化がふさわしいかと
いう考え（シティズンシップ）を身につけるための第一歩を踏み出
している。
2）ポピュリズムという言葉の意味合いは、国や歴史時代により異な
りますが、こうした異なる意味合いに関して基本的な洞察を持って
いる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
（ア）この教養ゼミⅠの授業形態は、基本的に「対面」です。
（イ）2024年8月2日（金）・8月3日（土）・8月5日（月）・8月6日
（火）の４日間に開催されます。
（ウ）希望者はZoomでも参加できます。下記の【授業計画 / Schedule】
で「併用あり」と記されているのがZoomで参加できる授業回です。
（エ）日程上、補講や、追加の課題を出すといった、欠席者への配慮
のための時間を、8月6日以降にとることができません。
（オ）そのため、課題の早期提出を認める予定です。
（カ）成績評価については下記【成績評価の方法と基準】を見てくだ
さい。
（キ）課題の内容や、早期提出できる時期など詳細については、学習
支援システム-Hoppii等をつうじて、ご連絡します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめまして！【8

月2日（金）2限、
Zoom併用あり】

シラバス（授業の概要と成績評価）
や進行予定表の説明、自己紹介

2 クエスチョンを探そ
う【8月2日（金）3
限、Zoom併用なし】

皆で資料からクエスチョンを掘り
出す

3 メディアとポピュリ
ズム【8月2日（金）4
限、Zoom併用なし】

映像作品①について考える

4 考える・まとめる【8
月2日（金）5限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

8月2日分の「まとめコメント」を
作成・提出する。

5 他の人の意見を知る
【8月3日（土）2限、
Zoom併用なし】

初日のまとめコメントへの学生投
票／人びとはどのようにして立ち
上がるのか（政治的動員）

6 対立の構図を理解す
る【8月3日（土）3
限、Zoom併用なし】

映像作品②と③について考える

7 考える・まとめる【8
月3日（土）4限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

8月3日分の「まとめコメント」を
作成・提出する。

8 他の人の意見を知る
【8月5日（月）2限、
Zoom併用なし】

２日めのまとめコメントへの学生
投票／女性とポピュリズムの関係
について、立ててみる価値がある
問いを探す

9 ポピュリズムと女性
【8月5日（月）3限、
Zoom併用なし】

映像作品④について考える

10 ファンタジーとポ
ピュリズム【8月5日
（月）4限、Zoom併
用なし】

映像作品⑤について考える

11 考える・まとめる【8
月5日（月）5限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

8月5日分の「まとめコメント」を
作成・提出する。

12 他の人の意見を知る
【8月6日（火）2限、
Zoom併用なし】

３日めのまとめコメントへの学生
投票／ポピュリズムに私（たち）
はどう対応すべきなのか

13 ポピュリズムの《需
要側》と《供給側》
【8月6日（火）3限、
Zoom併用なし】

映像作品⑥について考える

14 考える・まとめる【8
月6日（火）4限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

8月6日分の「まとめコメント」を
作成・提出する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日本語の習熟度や、専門や関心の異なる多様な学生が、この教養ゼ
ミⅠに参加します。そのため、一律の時間の長さは定めません。大
学設置基準によれば、２単位の講義及び演習の準備・復習時間は１
回につき４時間以上とされています。

【テキスト（教科書）】
８月のサマー・セッションの時期を待つことなく、学習支援システ
ム-Hoppii等をつうじ、４月から資料を事前に配布します。

【参考書】
購入は必須ではありませんが、ゼミでお話をするさいにしばしば出
てきますので、読むことができれば、授業内容の理解がいっそう進
むでしょう。
カス・ミュデ＆クリストバル・ロビラ・カルトワッセル『ポピュリズ
ム　デモクラシーの友と敵』永井大輔＆髙山裕二訳、白水社、2018
年。Cf. https://www.hakusuisha.co.jp/book/b352020.html
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【成績評価の方法と基準】
１．「まとめコメント」の量と質 = 70%　
内訳は、8月2日（金）分=20点、8月3日（土）分=15点、8月5日
（月）分=20点、8月6日（火）分=15点。これら４回分の「まとめ
コメント」は学習支援システム-Hoppiiから早期提出できる対象と
なります。
２．授業内活動への参加 = 30%
内訳は、クエスチョンを探そう（各10点）×３回分。授業当日に教
室にいる人のみが参加できます（早期提出不可）。
３．その他
上記１．と２．の合計100%の枠外で、授業への各種貢献に対し5～
20%の加点をします。教員側の各種機器の設定ミスや誤字脱字の指
摘などを最初にしてくれた学生１名に加点しています。

【学生の意見等からの気づき】
・海外の文化や政治・経済についての学びは、必要そうではあるけ
れど、わかりづらそうで敬遠したくなるという方もいるようです。
・この教養ゼミⅠは、人物や映像を軸とした組み立てとすることに
より、参加のハードルを下げ、そうした方が、必要な学びにアクセ
スできる場となることを目指しています。

【学生が準備すべき機器他】
資料の共有などに、Google ClassroomやHoppiiを使いますので、
ノートパソコンやタブレットなどの情報端末が必要です。なお、市
販されている映像作品の公衆送信は行いません。

【その他の重要事項】
・わからないことは、気兼ねなく、お問合せください。
・留学や大学院進学、就職などの相談もOKです。
・問い合わせ先や、取り上げる予定の映像作品について
は、次のリンク先をご覧ください【学内生のみ、要統合
認 証 】 https://docs.google.com/document/d/1JglNRIZdjh-
3xQcbVx4AMLscgVEAVxyZunOUoVlUFcQ/edit?usp=sharing

【Outline (in English)】
Populism, which includes opposition to globalization as one of
its main components, is shaking the political foundations of
countries around the world. In this spring semester course,
Liberal Arts Seminar I, "Populism and the World: For Those
Who Are Tired of Go Global," we will focus on xenophobia, the
backlash against so-called identity politics, and the support for
populism by the cultural "majority" voters. The class will be
built around the students’ opinions and questions concerning a
central issue : "What kind of culture do we want in our society
of the 21st century ?"
［Learning Objectives］
It is not a goal of this seminar to acquire proficiency in English,
Japanese, or any other language.
By the end of the course, students should be able to do the
followings :
1) taking the first step to acquire a notion of what kind
of democratic culture is suitable for our society of the 21st
century.
2) possessing a basic insight on the various ways in which the
concept of populism has been used in different countries and at
different periods.
3) understanding how to relate contemporary social issues to
current cultural topics in which students are highly interested.
4) expressing thoughts and feelings appropriately through
presentations using Google Slides, Google Docs, and Zoom
screen sharing.
［Learning activities outside of classroom］
(a) Read the pages of the textbook listed in the "Schedule" in
advance.
(b) Post the material for the topic (including links, etc.) in the
designated LMS (Google Classroom) location in time before the
course begins.

(c) The time required for preparation and revision for this
seminor will be the time required to do (a) and (b) above. A
diverse group of students with varying levels of proficiency
in Japanese and other languages will participate in this
seminar. Therefore, a uniform length of time is not specified.
However, according to the Standards for the Establishment
of Universities, the preparation and review time for each
two-credit lecture and seminar should be at least four hours.
［Grading Criteria］
Your final grade in this seminar will be decided on the
following:
1. Quantity and quality of "summary comments" = 70%
2. In-class activity participation and various contributions to
the class = 30%
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ARSa300LA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

大中　一彌

開講時期：オータムセッション/Autumn Session ｜ 曜日・時限：
集中・その他/intensive・other courses
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
【履修登録にかかわる特記事項】
●この科目「教養ゼミⅡ　夏季１週間講座（９月中旬）：人物と映
像からみる『移民社会』」（Q6606）の履修を希望する場合は、2024
年4月11日（木）21:00:00までに学習支援システム-Hoppiiにて仮
登録を行ってください。
●選抜結果は、4月12日（金）午前10:00:00に学習支援システム-Hoppii
＞「お知らせ」欄で発表し、同時に法政Ｇメールでも通知します。な
お、この科目「教養ゼミⅡ　夏季１週間講座（９月中旬）：人物と
映像からみる『移民社会』」の履修登録は大学側で行います。あなた
が所属する学部の履修登録期間に履修登録が完了しているか、確認
を行ってください。
===============================================
この教養ゼミⅡ「夏季１週間講座（９月中旬）：人物と映像からみ
る『移民社会』」は2024年9月13日（金）・9月14日（土）・9月16
日（月）・9月17日（火）の４日間で開催される集中講座です（２
単位）。世界各国の政治・経済・文化を揺り動かしている移民や難
民の動きがテーマですが、こうしたテーマにあまり詳しくない人
でも、「人物」や「映像」を軸に活動が組み立てられていますので
理解がしやすく、視野が広がります。また集中講座であるため、短
い日数で効率よく学べるのも利点です。映像や動画に興味がある人
にとっては、見たことがない作品について知るきっかけにもなるで
しょう。この授業のテーマを紹介するショート動画をご覧ください
　https://youtube.com/shorts/-N7dPRfaRRE?feature=shared

【到達目標】
コースの終わりまでに、学生の皆さんは次のことができるようにな
ります：
1）人口1700万人強のオランダが、なぜ、非ヨーロッパ系の移民に
対し、英語というよりは、オランダ語や市民的な自由について、基
本的な知識をもつよう求めているのかという問いについて、過度な
単純化を避けながら、ひとつの答えを思い描くことができる。
2）欧州各国における「移民社会」化が、人びとのアイデンティティ
にもたらした光と影について考えるさいに、宗教をめぐる公的な位
置づけのあり方（政教分離）や、就労を促進するための雇用の流動
化（福祉国家の変容）といった要素を、考慮に入れることができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
（ア）この教養ゼミⅠの授業形態は、基本的に「対面」です。
（イ）2024年9月13日（金）・9月14日（土）・9月16日（月）・9月
17日（火）の４日間に開催されます。
（ウ）希望者はZoomでも参加できます。下記の【授業計画 / Schedule】
で「併用あり」と記されているのがZoomで参加できる授業回です。
（エ）日程上、補講や、追加の課題を出すといった、欠席者への配慮
のための時間を、9月19日までの間にとることができません。
（オ）そのため、課題の早期提出を認める予定です。
（カ）成績評価については下記【成績評価の方法と基準】を見てくだ
さい。
（キ）課題の内容や、早期提出できる時期など詳細については、学習
支援システム-Hoppii等をつうじて、ご連絡します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめまして！【9

月13日（金）2限、
Zoom併用あり】

シラバス（授業の概要と成績評価）
や進行予定表の説明、自己紹介

2 クエスチョンを探そ
う【9月13日（金）3
限、Zoom併用なし】

「群衆」が感じる「問題」としての
移民流入

3 避難民 migrantsの
暮らしを疑似体験す
る【9月13日（金）4
限、Zoom併用なし】

映像作品①について考える

4 考える・まとめる【9
月13日（金）5限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

9月13日分の「まとめコメント」
を作成・提出する。

5 他の人の意見を知る
【9月14日（土）2限、
Zoom併用なし】

初日のまとめコメントへの学生投
票

6 ／グローバル・サウ
ス出身の避難民が
「先進国」で住民の１
人として溶け込むの
に何が必要か【9月
14日（土）3限、
Zoom併用なし】

映像作品②について考える

7 あなたがもし、移民
出自の生徒を公立中
学校で担任する教師
だったら？【9月14
日（土）4限、Zoom
併用なし】

映像作品③について考える

8 考える・まとめる【9
月14日（土）5限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

9月14日分の「まとめコメント」
を作成・提出する。

9 他の人の意見を知る
【9月16日（月）2限、
Zoom併用なし】

２日めのまとめコメントへの学生
投票／映像作品④について考える

10 クエスチョンを探そ
う【9月16日（月）3
限、Zoom併用なし】

集団間の対立と他者の生の否定

11 考える・まとめる【9
月16日（月）4限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

9月16日分の「まとめコメント」
を作成・提出する。

12 他の人の意見を知る
【9月17日（火）2限、
Zoom併用なし】

３日めのまとめコメントへの学生
投票／《ともに働き、生活するこ
と》は、どのような場合なら、外
国出身者への差別感情をなくすの
に役立つか

13 受け入れ側社会の多
数派が抱く恐怖感【9
月17日（火）3限、
Zoom併用なし】

映像作品⑤について考える

14 考える・まとめる【9
月17日（月）4限、
Zoom併用あり】※
提出した人から帰宅
する

9月17日分の「まとめコメント」
を作成・提出する。
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日本語の習熟度や、専門や関心の異なる多様な学生が、この教養ゼ
ミⅡに参加します。そのため、一律の時間の長さは定めません。大
学設置基準によれば、２単位の講義及び演習の準備・復習時間は１
回につき４時間以上とされています。

【テキスト（教科書）】
９月のオータム・セッションの時期を待つことなく、学習支援シス
テム-Hoppii等をつうじ、４月から資料を事前に配布します。

【参考書】
購入は必須ではありませんが、ゼミでお話をするさいにしばしば出
てきますので、読むことができれば、授業内容の理解がいっそう進
むでしょう。
水島治郎『反転する福祉国家　オランダモデルの光と影』岩波現代文
庫、2019年。Cf. https://www.iwanami.co.jp/book/b431806.html

【成績評価の方法と基準】
１．「まとめコメント」の量と質 = 70%　
内訳は、9月13日（金）分=20点、9月14日（土）分=20点、9月16
日（月）分=15点、9月17日（火）分=15点。これら４回分の「ま
とめコメント」は学習支援システム-Hoppiiから早期提出できる対
象となります。
２．授業内活動への参加 = 30%
内訳は、クエスチョンを探そうor深めよう（各10点）×３回分。授
業当日に教室にいる人のみが参加できます（早期提出不可）。
３．その他
上記１．と２．の合計100%の枠外で、授業への各種貢献に対し5～
20%の加点をします。教員側の各種機器の設定ミスや誤字脱字の指
摘などを最初にしてくれた学生１名に加点しています。

【学生の意見等からの気づき】
・海外の文化や政治・経済についての学びは、必要そうではあるけ
れど、わかりづらそうで敬遠したくなるという方もいるようです。
・この教養ゼミⅡは、人物や映像を軸とした組み立てとすることに
より、参加のハードルを下げ、そうした方が、必要な学びにアクセ
スできる場となることを目指しています。

【学生が準備すべき機器他】
資料の共有などに、Google ClassroomやHoppiiを使いますので、
ノートパソコンやタブレットなどの情報端末が必要です。なお、市
販されている映像作品の公衆送信は行いません。

【その他の重要事項】
・わからないことは、気兼ねなく、お問合せください。
・留学や大学院進学、就職などの相談もOKです。
・問い合わせ先や、取り上げる予定の映像作品については、次
のリンク先をご覧ください【学内生のみ、要統合認証】https:
//docs.google.com/document/d/1i39NoO-bvtZI2bgXH21sEDta-
nXs42mNkVkRROqg25o/edit?usp=sharing

【Outline (in English)】
What does it mean to accept "cultural and religious differences"
in today’s society where there is a lot of migration of people
across borders?　Does it mean that the majority must accept
all cultures and religions of the minorities without exception ?
On the other hand, does it mean that a minority group must
completely assimilate into the culture and religion of the host
country ? In this Liberal Arts Seminar II, which is scheduled
for the fall semester, we will discuss the ideals and realities
concerning such "cultural and religious differences", using as
a case study the policy shift in the Netherlands, which has
traditionally been known as a liberal and tolerant society. This
course is a seminar designed around the topics, questions, and
exchanges of opinions suggested by the students.
［Learning Objectives］
The goal of this seminar is not to become proficient in English,
Japanese, or any other language.
By the end of the course, students should be able to do the
following:
1) Conceptualizing, without oversimplification, an answer to
the question of why the Netherlands, with a population of just
over 17 million, requires non-European immigrants to have a
basic knowledge of the Dutch language (rather than English)
and civil liberties.

2) Having a basic insight into the different implications of
"culture" and "religion" in different countries and historical
periods.
3) Understanding how to relate contemporary social issues to
current cultural topics in which students are highly interested.
4) Expressing thoughts and feelings appropriately through
presentations using Google Slides, Google Docs, and Zoom
screen sharing.
［Learning activities outside of classroom］
(a) Read the pages of the textbook listed in the "Schedule" in
advance.
(b) Post the material for the topic (including links, etc.) in the
designated LMS (Google Classroom) location in time before the
course begins.
(c) The time required for preparation and revision for this
seminor will be the time required to do (a) and (b) above. A
diverse group of students with varying levels of proficiency
in Japanese and other languages will participate in this
seminar. Therefore, a uniform length of time is not specified.
However, according to the Standards for the Establishment
of Universities, the preparation and review time for each
two-credit lecture and seminar should be at least four hours.
［Grading Criteria］
Your final grade in this seminar will be decided on the
following:
1. Quantity and quality of "summary comments" = 70%
2. In-class activity participation and various contributions to
the class = 30%
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LANr300LA（ロシア語 / Russian language education 300）

時事ロシア語Ａ 2017年度以降入学者

油本　真理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、ロシア語園の新聞・雑誌・インターネット記事、テレビ
ニュースなど、「生」のロシア語に触れることにより、これまで学ん
できたロシア語の文法・語彙を実際に用いるための練習をする。そ
れに加えて、本授業では、受講者の関心に合わせて、今現在のロシ
アにおける政治、経済、外交、社会、文化等について新たな知識を
獲得することも目指す。

【到達目標】
(1)ロシア語の時事的な文章を辞書を用いながら読むことができる。
(2)現在のロシアにおける重要なニュースについて自分の言葉で説明
することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
本授業は毎回対面形式で行う。毎回の授業でロシア語の文章を配布
し、その場で辞書を用いながら読む練習をする。また、文章の内容
についてのディスカッションも実施する。少人数の授業となること
が予想されるため、フィードバックはその場で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方について
2 内政① ロシア語の文章講読
3 内政② ロシア語の文章講読
4 外交① ロシア語の文章講読
5 外交② ロシア語の文章講読
6 宗教① ロシア語の文章講読
7 宗教② ロシア語の文章講読
8 文化① ロシア語の文章講読
9 文化② ロシア語の文章講読
10 ビジネス① ロシア語の文章講読
11 ビジネス② ロシア語の文章講読
12 テクノロジー① ロシア語の文章講読
13 テクノロジー② ロシア語の文章講読
14 まとめ 半期の総括・試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内での訳読が中心となるが、終わらなかった部分は宿題と
することがある。授業で訳読した部分についても、授業後に文法や
単語を確認し、わからなかった場合には次回授業で質問すること。
期末試験では授業で講読した文章の文法・語彙の理解度を確認する。
準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。講読する文章は配布する。講読する文章のテーマは受講
者の関心に合わせて選定する。

【参考書】
特になし。テーマに応じて指定する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験：50％、授業への参加：50％

【学生の意見等からの気づき】
関連語彙や文法事項を幅広く紹介することを心がける。

【その他の重要事項】
各回のテーマは受講者の関心に合わせて変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course will focus on reading Russian newspapers, journal
articles, and various Internet materials. It will be mainly
offered to students who have already studied elementary
Russian.
【Learning Objectives】
The objectives of this course are twofold. First, it will
provide training opportunities through which students will be
able practice the knowledge acquired on Russian grammar
and vocabulary. Second, it will enable students to acquire
knowledge on various topics related to politics, economy,
diplomacy, society and culture in present Russia.
【Learning activities outside of classroom】
The main focus will be on reading the translation in class, but
homework may be assigned for parts that are not completed.
Students are expected to review grammar and vocabulary
after class and ask questions in the next class if they do
not understand. A final exam will be given to test your
understanding of the grammar and vocabulary of the passages
read in class. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Term-end examination: 50%, in-class contribution: 50%.
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LANr300LA（ロシア語 / Russian language education 300）

時事ロシア語Ｂ 2017年度以降入学者

油本　真理

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火2/Tue.2
単位数：2単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、ロシア語園の新聞・雑誌・インターネット記事、テレビ
ニュースなど、「生」のロシア語に触れることにより、これまで学ん
できたロシア語の文法・語彙を実際に用いるための訓練を行う。そ
れに加えて、本授業では、受講者の関心に合わせて、今現在のロシ
アにおける政治、経済、外交、社会、文化等について新たな知識を
獲得することも目指す。

【到達目標】
(1)ロシア語の時事的な文章を辞書を用いながら読むことができる。
(2)現在のロシアにおける重要なニュースについて自分の言葉で説明
することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
本授業は毎回対面形式で行う。毎回の授業でロシア語の文章を配布
し、その場で辞書を用いながら読む練習をする。また、文章の内容
についてのディスカッションも実施する。少人数の授業となること
が予想されるため、フィードバックはその場で行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方について
2 社会① ロシア語の文章講読
3 社会② ロシア語の文章講読
4 司法① ロシア語の文章講読
5 司法② ロシア語の文章講読
6 経済① ロシア語の文章講読
7 経済② ロシア語の文章講読
8 環境① ロシア語の文章講読
9 環境② ロシア語の文章講読
10 スポーツ① ロシア語の文章講読
11 スポーツ② ロシア語の文章講読
12 ナショナリズム① ロシア語の文章講読
13 ナショナリズム② ロシア語の文章講読
14 まとめ 半期の総括・試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内での訳読が中心となるが、終わらなかった部分は宿題と
することがある。授業で訳読した部分についても、授業後に文法や
単語を確認し、わからなかった場合には次回授業で質問すること。
期末試験では授業で講読した文章の文法・語彙の理解度を確認する。
準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。講読する文章は配布する。講読する文章のテーマは受講
者の関心に合わせて選定する。

【参考書】
特になし。テーマに応じて指定する。

【成績評価の方法と基準】
期末試験：50％、授業への参加：50％

【学生の意見等からの気づき】
関連語彙や文法事項を幅広く紹介することを心がける。

【その他の重要事項】
各回のテーマは受講者の関心に合わせて変更する可能性がある。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course will focus on reading Russian newspapers, journal
articles, and various Internet materials. It will be mainly
offered to students who have already studied elementary
Russian.
【Learning Objectives】
The objectives of this course are twofold. First, it will
provide training opportunities through which students will be
able practice the knowledge acquired on Russian grammar
and vocabulary. Second, it will enable students to acquire
knowledge on various topics related to politics, economy,
diplomacy, society and culture in present Russia.
【Learning activities outside of classroom】
The main focus will be on reading the translation in class, but
homework may be assigned for parts that are not completed.
Students are expected to review grammar and vocabulary
after class and ask questions in the next class if they do
not understand. A final exam will be given to test your
understanding of the grammar and vocabulary of the passages
read in class. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Term-end examination: 50%, in-class contribution: 50%.
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ARSe300LA（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 300）

教養ゼミⅠ 2017年度以降入学者

岩田　和子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：水2/Wed.2
単位数：2単位
定員制

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「担仔麺に小籠包、臭豆腐、茶葉蛋、豆花…。台湾を代表する現代詩
人が民間に根づいた食べものを題目に冠し、その味わいを綴る六十
篇」（みすず書房HPより抜粋）を収める焦桐『味の台湾』（川浩二
訳、みすず書房、2021年。原書『味道福爾摩莎』）をテキストのひ
とつとして使用します。内容を味わいながら中国語圏の食文化への
理解を深めます。適宜、原文も確認しながら外国語にも慣れ親しむ
予定です。
※中国語の学習経験がなくても構いません。

【到達目標】
・映像資料の鑑賞・文献の確認作業を通して、外国語の世界に慣れ
親しむ。
・地理、地域の特色、食材、調理、生活、習慣等に対する調査を通し
て、中国語圏の食文化への理解を深める。
・各自でレストランを訪れ、地域の特色のあるメニューを実食し、授
業で得た知見を経験として身につける。
・プレゼンテーションに慣れる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・焦桐『味の台湾』（川浩二訳、みすず書房、2021年）をテキストと
し、項目ごとに担当者を決める。担当者は内容の整理、調査結果を
まとめてプレゼンし、それをもとに参加者はリアクションペーパー
を書き、ディスカッションを行います。なお、進度によってはシラ
バス記載のすべての項目を完了できない／シラバス記載以上の項目
を扱う場合もあります。
調査結果や質問等へのフィードバックは授業内に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方についての説明。
2 プレゼンテーション

例と担当決め
各自エッセイのなかから一篇を選
ぶ。「台湾珈琲（台湾コーヒー）」
篇を例にプレゼンテーション

3 『味の台湾』から読み
解く食文化①

「担仔麺（エビと肉とそぼろ入り汁
麺）」篇に関する調査と発表

4 『味の台湾』から読み
解く食文化②

「肉臊飯（豚角切り肉の煮込みぶっ
かけ飯）」篇に関する調査と発表

5 『味の台湾』から読み
解く食文化③

「米粉湯（米めん入りスープ）」篇
に関する調査と発表

6 『味の台湾』から読み
解く食文化④

「芒果牛奶氷（マンゴーミルクかき
氷）」篇に関する調査と発表

7 『味の台湾』から読み
解く食文化⑤

「蚵仔煎（カキのオムレツ）」篇に
関する調査と発表

8 『味の台湾』から読み
解く食文化⑥

「小籠包（スープ入り小肉饅頭）」
篇に関する調査と発表

9 『味の台湾』から読み
解く食文化⑦

「川味紅焼牛肉麺（四川風牛肉煮込
み汁麺）」篇に関する調査と発表

10 『味の台湾』から読み
解く食文化⑧

「永和豆漿（永和豆乳）」篇に関す
る調査と発表

11 『味の台湾』から読み
解く食文化⑨

「仏跳牆（さまざまな乾物と肉類の
蒸しスープ）」篇に関する調査と発
表

12 『味の台湾』から読み
解く食文化⑩

「刈包（豚肉の醤油煮こみをはさん
だ蒸しパン）」篇に関する調査と発
表

13 『味の台湾』から読み
解く食文化⑪

「豆花（おぼろ豆腐）」篇に関する
調査と発表

14 春学期のまとめ 『味の台湾』から読み解く食文化の
ふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
焦桐『味の台湾』（川浩二訳、みすず書房、2021年）

【参考書】
焦桐『味道福爾摩莎』（二魚文化事業有限公司、2015年）

【成績評価の方法と基準】
・平常点（授業への参加度・リアクションペーパー）：50%
・プレゼンテーション：50%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの回はPC等から参加できる環境を整えてください。

【Outline (in English)】
The aim of this seminar is to develop students’understanding
of Chinese society and culture.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your final grade will be calculated according to the following
process:
Usual performance score 50%, Presentation 50%.
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ARSe300LA（地域研究（東アジア） / Area studies(East Asia) 300）

教養ゼミⅡ 2017年度以降入学者

岩田　和子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：水2/Wed.2
単位数：2単位
定員制

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「吃貨（くいしんぼう）」のための食エッセイを収める崔岱遠『中国
くいしんぼう辞典』（川浩二訳、2019年、みすず書房。原書『吃貨辞
典』2014年、商務印書館）をテキストのひとつとして使用します。
内容を味わいながら中国語圏の食文化への理解を深めます。適宜、
原文も確認しながら外国語にも慣れ親しむ予定です。
※中国語の学習経験がなくても構いません。

【到達目標】
・映像資料の鑑賞・文献の確認作業を通して、外国語の世界に慣れ
親しむ。
・地理、地域の特色、食材、調理、生活、習慣等に対する調査を通し
て、中国語圏の食文化への理解を深める。
・各自でレストランを訪れ、地域の特色のあるメニューを実食し、授
業で得た知見を経験として身につける。
・プレゼンテーションに慣れる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
・崔岱遠『中国くいしんぼう辞典』（川浩二訳、2019年、みすず書
房）をテキストとし、項目ごとに担当者を決める。担当者は内容の
整理、調査結果をまとめてプレゼンし、それをもとに参加者はリア
クションペーパーを書き、ディスカッションを行います。なお、進
度によってはシラバス記載のすべての項目を完了できない／シラバ
ス記載以上の項目を扱う場合もあります。
調査結果や質問等へのフィードバックは授業内に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方についての説明。
2 プレゼンテーション

例と担当決め
各自エッセイのなかから一篇を選
ぶ。「燙干絲（湯通しした細切り押
し豆腐）」篇を例にプレゼンテー
ション

3 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化①

「紅焼肉（豚の角煮）」篇に関する
調査と発表

4 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化②

「炸醤麺（煎りみそ和え麺）」篇に
関する調査と発表

5 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化③

「包子（まんじゅう）」篇に関する
調査と発表

6 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化④

「涮羊肉（羊のしゃぶしゃぶ）」篇
に関する調査と発表

7 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑤

「粽子（ちまき）」篇に関する調査
と発表

8 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑥

「生煎（焼き小籠包）」篇に関する
調査と発表

9 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑦

「牛大碗（手延べ牛肉麺）」篇に関
する調査と発表

10 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑧

「過橋米麺（各種の付け合わせを添
えた汁米麺）」篇に関する調査と発
表

11 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑨

「夫妻肺片（薄切りにした牛肉と牛
モツの辛み和え）」篇に関する調査
と発表

12 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑩

「雲吞麺（ワンタンメン）」篇に関
する調査と発表

13 『中国くいしんぼう辞
典』から読み解く食
文化⑪

「龍井蝦仁（龍井茶風味の川エビ炒
め）」篇に関する調査と発表

14 春学期のまとめ 『中国くいしんぼう辞典』から読み
解く食文化のふりかえり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
崔岱遠『中国くいしんぼう辞典』（川浩二訳、2019年、みすず書房）

【参考書】
崔岱遠『吃貨辞典』（2014年、商務印書館など）

【成績評価の方法と基準】
・平常点（授業への参加度・リアクションペーパー）：50%
・プレゼンテーション：50%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし。

【学生が準備すべき機器他】
オンラインの回はPC等から参加できる環境を整えてください。

【Outline (in English)】
The aim of this seminar is to develop students’understanding
of Chinese society and culture.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
Your final grade will be calculated according to the following
process:
Usual performance score 50%, Presentation 50%.
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LANf200LA（フランス語 / French language education 200）

時事フランス語Ⅰ 2017年度以降入学者

大中　一彌

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
単位数：1単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この科目「時事フランス語Ⅰ」の目的は、あなたのフランス語を、
できる限り専門的な学びに近づけ、就職など実社会で役立ててい
くための、いわば基礎体力を作ることにあります。毎週、フランス
語圏の公共放送のニュースサイト（ TV5Monde や Radio France
Internationale ）で提供されている無料の教材に、皆で取り組み
ます。やさしい内容から始まりますので、１年生でも心配はいりま
せん。この授業のテーマを紹介するショート動画をご覧ください　
https://youtube.com/shorts/0NmZ4iyyvSQ?feature=shared

【到達目標】
リスニング力や語彙（ごい）力を増すことが「時事フランス語」科
目の全体としての目標です。ただし、スタート地点が、人により異
なりますので、ゴールとして目指すべき到達目標も人により異なり
ます。次のＡ～Ｃのカテゴリー分けを参考に、あなた自身の到達目
標を設定しましょう。
・カテゴリーＡ（大学で初めてフランス語を学んだ人の場合）：「時
事フランス語Ⅰ」「時事フランス語Ⅱ」の２科目を履修し終えた時点
で、ヨーロッパ言語共通参照枠のレベルＡ１．１、「実用フランス語
技能検定試験」４級～５級にあたるリスニング力や語彙（ごい）力
を、もっている。教材でとりあげられた時事問題の内容に関し、第
１言語（日本で主に学校教育を受けた人なら日本語）であれば、言
語表現としておおむね適切なやりとりをすることができる。
・カテゴリーＢ（フランス語の既習者の場合）：「時事フランス語
Ⅰ」「時事フランス語Ⅱ」の２科目を履修し終えた時点で、ヨーロッ
パ言語共通参照枠のレベルＡ１～Ｂ２、「実用フランス語技能検定試
験」準１級～３級にあたるリスニング力や語彙（ごい）力を、もっ
ている。教材でとりあげられた時事問題の内容に関し、フランス語
で、その人の語学レベルに見合ったやりとりをすることができる。
・カテゴリーＣ（中学や高校における教育を主にフランス語圏で受
けてきた学生や、フランス語圏からの留学生の場合）：「時事フラ
ンス語Ⅰ」「時事フランス語Ⅱ」の２科目を履修し終えた時点で、教
材でとりあげられた時事問題の内容に関し、フランス語で、言語表
現として適切な形で組み立てられた論評（commentaire）を述べる
ことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
【授業の概要と目的（何を学ぶか）】で示した２つのニュースサイト
に掲載されている教材に、皆で取り組みます。外国人向けに「やさ
しいフランス語 français facile」で制作された番組にもとづく、実
践的な教材が多いです。聞き取り（リスニング）やシャドーイング、
内容面の理解（時事問題に関する知識）を確認しながら、授業は進
みます。この授業では、わからない、知らないからという理由で怒
られたり、馬鹿にされたりすることはありません。質問するのが恥
ずかしいという受け身の学校文化から、フランス語で分からないこ
と、できないことを１つずつ減らしていこうという積極的な方向に
意識を変えるのが、この授業の狙いです。この授業は基本的に対面
ですが、体調不良等を理由とするリアルタイム・オンラインでの参
加に積極的に対応します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Séance
1

世界を知るためのも
う１つの視点

パリ18区に住む小学３年（CE2）
生たちのなぞなぞから見える世界

Séance
2

現代フランスの生活
風景

結婚のプロポーズ（同性婚）やス
クワット（空き住居の不法占拠）
など

Séance
3

フランス移住の第一
歩は共和主義の理解
から

国歌ラ・マルセイエーズが歌える
のは、フランスではポイント高い
です。

Séance
4

グローバル化
（mondialisation）
に対するフランス的
見方 =ものづくりの
衰退

フランスの伝統的な産品を知って
いるアジアからの留学生がいたら、
フランスの人は喜ぶでしょう。

Séance
5

グアドループ：中南
米のカリブ海に浮か
ぶフランスの海外県

クレオール語に代表される文化の
混淆で有名。1980年代には「ワー
ルド・ミュージック」としてグア
ドループ発信のズークが流行

Séance
6

デモやストライキ ストライキになると色々不便だと
怒る人もいる一方、ストライキは
労働者の重要な権利とみなされて
もいます。

Séance
7

フランス語で炎暑は
caniculeといいます

毎夏、山火事や40度を超える高温
が南ヨーロッパを中心に伝えられ
るようになりました。

Séance
8

カンヌ映画祭 この季節に毎年開かれる有名文化
イベント。娯楽作よりも芸術性の
高い作品が受賞する傾向があり、
日本人の活躍が目立ちます。

Séance
9

ラップとユーチュー
バー

さまざまな国や地域の出身者が、
フランス語ラップのYouTube動画
を制作

Séance
10

男女平等の理想と現
実

女性の就業率が比較的高いフラン
スだが、男女の賃金格差など課題
も残る。女性の権利への関心は高
い。

Séance
11

ツール・ド・フラン
ス

この季節に毎年開かれる有名ス
ポーツイベント。７月の３週間、
フランスや隣接国の路上を自転車
レースが駆け抜ける。

Séance
12

格差社会アメリカの
批判

大企業の経営者たちとその従業員
の給与格差が大きすぎるというの
も、フランス語圏のメディアでは
ありがちな話題

Séance
13

環境問題の語彙（ご
い）・表現①

絶滅危惧種を守ることをめぐる外
交。「フカヒレ」や「象牙」が登場
します。

Séance
14

環境問題の語彙（ご
い）・表現②

コンゴ民主共和国（RDC）はフラ
ンス語圏ニュースではよく登場す
る国です。内戦などの要因で安全
を脅かされる国立公園職員たちの
話題

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・「時事フランス語Ⅰ」のような科目では、１回の授業につき、１時
間以上、授業時間外に学習をおこなうことが、法政大学では標準に
なっています。
・「毎回授業内容表 Tableau de bord / Dashboard」等に教材へのリ
ンクが置いてあります。
・（ア）音声ファイルの内容でシャドーイングできる範囲を、１単語
→１文→複数の文、のように広げていくことや、（イ）番組内でひ
んぱんに使われる語彙（ごい）を分野ごとに整理して覚えるといっ
たことに取り組むと、実践的な語学力が向上します。
・「毎回授業内容表」は次のリンクから閲覧してください　https://docs.
google.com/spreadsheets/d/13mVYBEm9PZHL3Bx5cPerl8-
TLmgnDYe1pshhEHCeLDQ/edit?usp=sharing　（学内生のみ、
要統合認証）
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【テキスト（教科書）】
1. Radio France Internationale - RFI Savoirs　https://savoirs.
rfi.fr/fr
2. TV5Monde - Apprendre le français https://apprendre.
tv5monde.com/fr
※フランス語圏の公共放送が提供し、無料、かつ全世界のフランス
語学習者が用いている教材です。

【参考書】
仏和辞典が必要です。持っていない人は、法政大学図書館オンライ
ンデータベース上で『ポケプロ仏和』『ロベール仏和』が利用できま
す（自宅など学外からもアクセス可）。

【成績評価の方法と基準】
１．授業への毎週の参加（50%）
２．授業への貢献の量と質、到達目標の達成に向けた努力（50%）
３．実用フランス語技能検定試験（仏検）やDELFやTCFを受検し
たか、また合格したか（100%の枠外で5～20%程度の加点をします）
※期末試験、期末レポートはありません。

【学生の意見等からの気づき】
・フランスに留学して、リスニング力や語彙（ごい）の不足を痛感し
たという声をよく耳にします。その一方で、リスニング力や語彙を
伸ばす目的で、TV5Mondeや Radio France Internationale (RFI)
を留学先で勉強したという経験談も聞きます。TV5Monde や RFI
は、日本でも視聴できますが、フランス語圏に詳しくない人が独り
で学ぼうとしても、ニュースの内容がよく理解できない場合があり
ます。この「時事フランス語Ⅰ」を履修すれば、日本語によるニュー
スや表現の解説を、あなたのフランス語発音に対する指導とともに、
学ぶことができます。
・努力を続けるにはモチベーションが必要です。モチベーションを
高めるには、じっさいに手の届きそうな目標をもつとよいでしょう。
下記のリンク先にある資料が、目標やモチベーションについて考え
るための、参考となればさいわいです　http://bit.ly/3UKWrRw

【学生が準備すべき機器他】
スマートフォンやタブレット、ノートパソコン等の情報端末が必要
です。

【その他の重要事項】
「時事フランス語」って怖いのかな、自分に向いているのかどうか…
と迷っている方は、次のリンク先にあるプレイスメント・テストを
お試し受験してみてください。問題文は英語とフランス語で書かれ
ています。« Commencer » と書かれたボタンをクリックすると問
題が表示されます。https://savoirs.rfi.fr/fr/apprendre-enseigner/
langue-francaise/test-de-placement-a1/1
もし半分ぐらい正答できるようなら、この授業を履修するのにちょ
うど良いレベルではないかと思います。

【Outline (in English)】
[Outline and objectives]
This course aims to promote students’ understanding of French
society, politics, and news media. An emphasis is placed
on oral communication and using specialized vocabulary. By
participating in proposed activities, students will become
familiar with French-speaking news websites.
[Goal]
The goals to be achieved differ according to the starting level of
the student.
* Learning objective for false beginners and intermediate
learners: the student will be able to acquire, at the end
of the two semesters of "Jiji-Furansugo", a linguistic ability
equivalent to level A2 of the European Framework of Reference
for Languages or to Futsuken jun 2 kyû.
** Pedagogical goal for those who already have a more or less
good command of the French language (learners at the higher
level as well as French-speaking international students): the
student will be able to formulate relevant comments that
demonstrate a solid understanding of local and global issues
covered by the French-speaking media.
[Method(s)]

In each class session, the teacher will suggest materials
available on the Internet. Learners will be asked to identify the
essential elements. To do so, they are allowed to consult books
and dictionaries written in their respective first language (the
"mother tongue"). However, all participants are expected
to express themselves in French, and to contribute to the
discussion on what is said in the material.
The language of instruction in the classroom is primarily
French, while administrative information will be provided in
Japanese via LMS and e-mail.
[Work to be done outside of class (preparation, etc.)]
1) Try to make use of the learning materials yourself. The
URLs for these materials are already listed in the Dashboard
for Jiji-Furansugo.
2) According to the Standards for the Establishment of
Universities, the minimum time of preparation and review
required to earn two credits for a lecture or seminar is four
hours per session.
[References]
1. Nexis Unis (Hosei University Library - E Database :
Overseas Newspapers)
2. PressReader (Hosei University Library - E Database :
Overseas Newspapers)
3. Cairn.info (Hosei University Library - E Database :
Overseas articles)
4. Encyclopædia Universalis (Hosei University Library - E
Database : Dictionaries/Encyclopedias)
5. Shogakukan Robert Grand Dictionnaire Français-Japonais
(Hosei University Library - E Database : Dictionar-
ies/Encyclopedias - « JapanKnowledge » )
Note: Off-campus access to these databases requires a
connection through a Virtual Private Network ("VPN"). See the
Hosei Network System Service website for information on how
to connect to the university VPN. URL https://netsys.hosei.ac.
jp/
[Grading criteria]
Your final grade in this seminar will be decided on the
following:
1. Quantity and quality of "summary comments" = 50%
2. In-class activity participation and various contributions to
the class = 50%
[Equipment student needs to prepare]
A stable and unlimited internet connection as well as
a personalized IT device such as a computer, tablet or
smartphone are required. Two LMS platforms are used, of
which (1) Google Classroom is mainly used to share documents
and (2) learners can consult some notes on the Hoppii website.
In case of remote courses, video conferencing systems such as
Zoom or Google Meet will be used to ensure the educational
continuity.
[Others]
1) If you are uncertain of your language level, try taking
a "placement test" at the A1 level on the RFI web-
site https://savoirs.rfi.fr/en/apprendre-enseigner/langue-fran%
C3%A7aise/test-de-placement-a1/1 Enroll in this course if you
can answer more than half of the questions correctly.
2) The above schedule is still subject to change.
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LANf200LA（フランス語 / French language education 200）

時事フランス語Ⅱ 2017年度以降入学者

大中　一彌

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火3/Tue.3
単位数：1単位
定員制（30）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この科目「時事フランス語Ⅱ」の目的は、あなたのフランス語を、
できる限り専門的な学びに近づけ、就職など実社会で役立ててい
くための、いわば基礎体力を作ることにあります。毎週、フランス
語圏の公共放送のニュースサイト（ TV5Monde や Radio France
Internationale ）で提供されている無料の教材に、皆で取り組み
ます。やさしい内容から始まりますので、１年生でも心配はいりま
せん。この授業のテーマを紹介するショート動画をご覧ください　
https://youtube.com/shorts/RQtay4cmhW8?feature=shared

【到達目標】
リスニング力や語彙（ごい）力を増すことが「時事フランス語」科
目の全体としての目標です。ただし、スタート地点が、人により異
なりますので、ゴールとして目指すべき到達目標も人により異なり
ます。次のＡ～Ｃのカテゴリー分けを参考に、あなた自身の到達目
標を設定しましょう。
・カテゴリーＡ（大学で初めてフランス語を学んだ人の場合）：「時
事フランス語Ⅰ」「時事フランス語Ⅱ」の２科目を履修し終えた時点
で、ヨーロッパ言語共通参照枠のレベルＡ１．１、「実用フランス語
技能検定試験」４級～５級にあたるリスニング力や語彙（ごい）力
を、もっている。教材でとりあげられた時事問題の内容に関し、第
１言語（日本で主に学校教育を受けた人なら日本語）であれば、言
語表現としておおむね適切なやりとりをすることができる。
・カテゴリーＢ（フランス語の既習者の場合）：「時事フランス語
Ⅰ」「時事フランス語Ⅱ」の２科目を履修し終えた時点で、ヨーロッ
パ言語共通参照枠のレベルＡ１～Ｂ２、「実用フランス語技能検定試
験」準１級～３級にあたるリスニング力や語彙（ごい）力を、もっ
ている。教材でとりあげられた時事問題の内容に関し、フランス語
で、その人の語学レベルに見合ったやりとりをすることができる。
・カテゴリーＣ（中学や高校における教育を主にフランス語圏で受
けてきた学生や、フランス語圏からの留学生の場合）：「時事フラ
ンス語Ⅰ」「時事フランス語Ⅱ」の２科目を履修し終えた時点で、教
材でとりあげられた時事問題の内容に関し、フランス語で、言語表
現として適切な形で組み立てられた論評（commentaire）を述べる
ことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
【授業の概要と目的（何を学ぶか）】で示した２つのニュースサイト
に掲載されている教材に、皆で取り組みます。外国人向けに「やさ
しいフランス語 français facile」で制作された番組にもとづく、実
践的な教材が多いです。聞き取り（リスニング）やシャドーイング、
内容面の理解（時事問題に関する知識）を確認しながら、授業は進
みます。この授業では、わからない、知らないからという理由で怒
られたり、馬鹿にされたりすることはありません。質問するのが恥
ずかしいという受け身の学校文化から、フランス語で分からないこ
と、できないことを１つずつ減らしていこうという積極的な方向に
意識を変えるのが、この授業の狙いです。この授業は基本的に対面
ですが、体調不良等を理由とするリアルタイム・オンラインでの参
加に積極的に対応します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Séance
1

多様性と出会うため
のもう１つの入り口

フレキシタリアン・ダイエットと
フランスの駄菓子（食文化から近
づいてみる）

Séance
2

気が早いですがクリ
スマスの話題

宗教を信じる・信じない、家族のあ
り方、消費社会について考えます。

Séance
3

移民の気持ちを（教
員の補助付きで）疑
似体験してみる。

移民を念頭においたフランス語検
定試験の例題に取り組む。

Séance
4

職業と平等 職業名の女性形を認めさせるとい
うフェミニズムのかたち

Séance
5

デパートの歴史 19世紀のパリの文化的影響力は大
きく、鉄筋とガラスで作られたデ
パートは最先端の建築やファッ
ションの舞台だった

Séance
6

フランスの「サラメ
シ」

フランスの会社員たちは昼食に何
をどんな風に食べているのか？

Séance
7

モナ・リザを一言で
たとえるなら？

ポルトレ・シノワについて学びま
す。

Séance
8

ある日のニュースの
ヘッドライン

年金問題やローマ教皇が登場

Séance
9

少子化問題 2010年を越えたあたりから出生率
が低下傾向のフランス。その原因
は？

Séance
10

コートジボワールか
ら見た世界

起業家の女性が訪れたいと夢見る
国は？

Séance
11

ブルキナファソから
見た世界

外からの支援ではなく、地元に根
差した住宅の改善とは？

Séance
12

アフリカやアジアか
らヨーロッパを目指
す多くの避難民を渡
航させる業者たち

どんな国にでも行けるパスポート
は、あなたを含めた世界の一握り
の人しかもっていない。

Séance
13

ボーヴォワール « On ne naît pas femme, on le
devient. » という文を知っておき
ましょう。

Séance
14

エメ・セゼール ネグリチュードとは？

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・「時事フランス語Ⅱ」のような科目では、１回の授業につき、１時
間以上、授業時間外に学習をおこなうことが、法政大学では標準に
なっています。
・「毎回授業内容表 Tableau de bord / Dashboard」等に教材へのリ
ンクが置いてあります。
・（ア）音声ファイルの内容でシャドーイングできる範囲を、１単語
→１文→複数の文、のように広げていくことや、（イ）番組内でひ
んぱんに使われる語彙（ごい）を分野ごとに整理して覚えるといっ
たことに取り組むと、実践的な語学力が向上します。
・「毎回授業内容表」は次のリンクから閲覧してください　https://docs.
google.com/spreadsheets/d/13mVYBEm9PZHL3Bx5cPerl8-
TLmgnDYe1pshhEHCeLDQ/edit?usp=sharing　（学内生のみ、
要統合認証）

【テキスト（教科書）】
1. Radio France Internationale - RFI Savoirs　https://savoirs.
rfi.fr/fr
2. TV5Monde - Apprendre le français https://apprendre.
tv5monde.com/fr
※フランス語圏の公共放送が提供し、無料、かつ全世界のフランス
語学習者が用いている教材です。

【参考書】
仏和辞典が必要です。持っていない人は、法政大学図書館オンライ
ンデータベース上で『ポケプロ仏和』『ロベール仏和』が利用できま
す（自宅など学外からもアクセス可）。

【成績評価の方法と基準】
１．授業への毎週の参加（50%）
２．授業への貢献の量と質、到達目標の達成に向けた努力（50%）
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３．実用フランス語技能検定試験（仏検）やDELFやTCFを受検し
たか、また合格したか（100%の枠外で5～20%程度の加点をします）
※期末試験、期末レポートはありません。

【学生の意見等からの気づき】
・フランスに留学して、リスニング力や語彙（ごい）の不足を痛感し
たという声をよく耳にします。その一方で、リスニング力や語彙を
伸ばす目的で、TV5Mondeや Radio France Internationale (RFI)
を留学先で勉強したという経験談も聞きます。TV5Monde や RFI
は、日本でも視聴できますが、フランス語圏に詳しくない人が独り
で学ぼうとしても、ニュースの内容がよく理解できない場合があり
ます。この「時事フランス語Ⅰ」を履修すれば、日本語によるニュー
スや表現の解説を、あなたのフランス語発音に対する指導とともに、
学ぶことができます。
・努力を続けるにはモチベーションが必要です。モチベーションを
高めるには、じっさいに手の届きそうな目標をもつとよいでしょう。
下記のリンク先にある資料が、目標やモチベーションについて考え
るための、参考となればさいわいです。　https://bit.ly/42ZK1ax

【学生が準備すべき機器他】
音声ファイルやストリーミング動画をWifiのある環境で視聴したり、
学習支援システム-HoppiiやGoogle Classroomを閲覧するために、
タブレットやノートパソコン等の情報端末が必要です。

【その他の重要事項】
「時事フランス語」って怖いのかな、自分に向いているのかどうか…
と迷っている方は、次のリンク先にあるプレイスメント・テストを
お試し受験してみてください。問題文は英語とフランス語で書かれ
ています。« Commencer » と書かれたボタンをクリックすると問
題が表示されます。https://savoirs.rfi.fr/fr/apprendre-enseigner/
langue-francaise/test-de-placement-a1/1
もし半分ぐらい正答できるようなら、この授業を履修するのにちょ
うど良いレベルではないかと思います。

【Outline (in English)】
[Outline and objectives]
This course aims to promote students’ understanding of French
society, politics, and news media. An emphasis is placed
on oral communication and using specialized vocabulary. By
participating in proposed activities, students will become
familiar with French-speaking news websites.
[Goal]
The goals to be achieved differ according to the starting level of
the student.
* Learning objective for false beginners and intermediate
learners: the student will be able to acquire, at the end
of the two semesters of "Jiji-Furansugo", a linguistic ability
equivalent to level A2 of the European Framework of Reference
for Languages or to Futsuken jun 2 kyû.
** Pedagogical goal for those who already have a more or less
good command of the French language (learners at the higher
level as well as French-speaking international students): the
student will be able to formulate relevant comments that
demonstrate a solid understanding of local and global issues
covered by the French-speaking media.
[Method(s)]
In each class session, the teacher will suggest materials
available on the Internet. Learners will be asked to identify the
essential elements. To do so, they are allowed to consult books
and dictionaries written in their respective first language (the
"mother tongue"). However, all participants are expected
to express themselves in French, and to contribute to the
discussion on what is said in the material.
The language of instruction in the classroom is primarily
French, while administrative information will be provided in
Japanese via LMS and e-mail.
[Work to be done outside of class (preparation, etc.)]
1) Try to make use of the learning materials yourself. The
URLs for these materials are already listed in the Dashboard
for Jiji-Furansugo.

2) According to the Standards for the Establishment of
Universities, the minimum time of preparation and review
required to earn two credits for a lecture or seminar is four
hours per session.
[References]
1. Nexis Unis (Hosei University Library - E Database :
Overseas Newspapers)
2. PressReader (Hosei University Library - E Database :
Overseas Newspapers)
3. Cairn.info (Hosei University Library - E Database :
Overseas articles)
4. Encyclopædia Universalis (Hosei University Library - E
Database : Dictionaries/Encyclopedias)
5. Shogakukan Robert Grand Dictionnaire Français-Japonais
(Hosei University Library - E Database : Dictionar-
ies/Encyclopedias - « JapanKnowledge » )
Note: Off-campus access to these databases requires a
connection through a Virtual Private Network ("VPN"). See the
Hosei Network System Service website for information on how
to connect to the university VPN. URL https://netsys.hosei.ac.
jp/
[Grading criteria]
Your final grade in this seminar will be decided on the
following:
1. Quantity and quality of "summary comments" = 50%
2. In-class activity participation and various contributions to
the class = 50%
[Equipment student needs to prepare]
A stable and unlimited internet connection as well as
a personalized IT device such as a computer, tablet or
smartphone are required. Two LMS platforms are used, of
which (1) Google Classroom is mainly used to share documents
and (2) learners can consult some notes on the Hoppii website.
In case of remote courses, video conferencing systems such as
Zoom or Google Meet will be used to ensure the educational
continuity.
[Others]
1) If you are uncertain of your language level, try taking
a "placement test" at the A1 level on the RFI web-
site https://savoirs.rfi.fr/en/apprendre-enseigner/langue-fran%
C3%A7aise/test-de-placement-a1/1 Enroll in this course if you
can answer more than half of the questions correctly.
2) The above schedule is still subject to change.
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ARSa200LA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 200）

フランス生活文化論ＬＡ 2017年度以降入学者

サブタイトル：

梶谷　彩子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（40）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、19世紀～20世紀フランスの食文化を中心に、そのあ
り方を学びます。「フランスの食文化」という表現から、どのような
ことをイメージするでしょうか。「華やか・おしゃれ」、あるいは「特
別な日の料理」など様々な印象があると思いますが、実は、現代の
私たちがフランス料理に対して持つイメージのルーツの多くは、近
代のフランスにあります。空腹を満たす以上の価値を自国の食に見
出していったフランス。なぜそうなったのか？ その背景を知って、
フランス文化への理解を深めていきましょう。

【到達目標】
フランスの食文化について、歴史の流れとともに理解できるように
なること。また、意見の記述や発表を通して資料を自分なりに考察
し、知見をまとめることができるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義形式。イメージを描きやすいようできるだけ図像を用意して進
めていきます。映像資料も見る予定です。
原著の資料を見ることもありますが、解説をしますのでフランス語
の知識はなくても大丈夫です。
毎回授業後にコメントカードを提出していただき、そこで出た質問
には次回の授業でできる限りフィードバックします。
また、受講する皆さんのフランスの食や文化に関する興味関心を共
有していただく発表の機会も設けます。授業とは異なる視点に触れ
ることも目的としていますので、大枠のテーマを逸脱していなけれ
ば広く様々なテーマを歓迎します。
最終課題は、期末レポートの作成です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方、参考資料の紹介。

日本においてフランスの食文化は
どのように紹介されているかにつ
いても解説。

第2回 テーブルに「映える」
料理

テーブルに「映える」料理はなぜ必
要だったか？ ／宮廷料理について

第3回 「華やかな食卓」の特
徴の変遷

「映える」料理から「味で魅せる」
料理へ／18世紀までの価値観と、
19世紀からの価値観

第4回 美食を支える背景 パリの美食を支えた市場／給仕の
変化

第5回 「美食」は誰のものか
：レストラン

「おいしい」が皆のものになる時代
：レストラン興隆史

第6回 「美食」は誰のものか
：「おいしい」の基
準の誕生

「おいしい」を評価するということ
：ガストロノミー (前編)

第7回 「美食」は誰のものか
：情報が生み出す
「美食」

「おいしい」の評価の変遷：ガスト
ロノミー (後編)

第8回 資料で見るフランス
の美食

フランスの美食についての映像資
料を視聴します。コメントカード
を通して、感想や考察をまとめて
ください。

第9回 高級料理の変遷 ヌーヴェル・キュイジーヌの誕生
と、その後

第10回 文化としての「郷土
料理」

フランスにおける郷土料理の位置
／郷土料理＝文化的遺産という視
点の原点

第11回 報告会① フランスの食や文化にまつわる興
味関心を発表しあいましょう。授
業とは異なる視点に触れることが
目的です。

第12回 報告会②
郷土料理でめぐるフ
ランス

報告会の予備日です。
ほか、フランスの代表的な地方の
位置の確認・その土地に根差した
郷土料理を網羅的に見ていきます。

第13回 映像資料で見るフラ
ンスの美食その２

映像資料の視聴 (第2回)
その後感想や意見を書く時間を設
けます。
資料の尺によっては前半と後半に
分け、第14回にまたぐことがあり
ます。

第14回 まとめ・レポート作
成の手引き

現代から見た、近代フランスの食
文化の重要性／レポートの書き方
案内

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。下記参
考書のうち、①を読み切ること。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用せず、資料配布を行ないます。資料はすべてHoppiiを
通じての配信となります。授業中に使いますので、各自手元に用意
の上出席してください。

【参考書】
①池上俊一『お菓子でたどるフランス史』、岩波書店、岩波ジュニア
新書、2013年。
②ジャン・ピエール＝プーラン、エドモン・ネランク『フランス料
理の歴史』、山内秀文訳・解説、角川ソフィア文庫、2017年。
③北山晴一『世界の食文化⑯　フランス』、農村漁村文化協会、2008年。

【成績評価の方法と基準】
平常点 (コメントカード、発表等の受講態度全般)60%、期末レポー
ト40%の総合評価。

【学生の意見等からの気づき】
講義形式であるため、授業中はどうしても教員から伝えることが多
くなってしまいますが、可能な限り皆さんからのご質問にお答えす
ることを心掛けてきました。今年度も継続していきたいと思います
ので、コメントカードは、ぜひ存分に活用してください。

【学生が準備すべき機器他】
資料は配信による事前配布が主となりますので、授業開始までに各自
対応してください。印刷した資料か、資料をダウンロードしたPC、
タブレット端末等を持参すること。原則として教室内での紙媒体配
布はいたしません。

【その他の重要事項】
履修申請者が41人を超えてしまった場合、定員が40人の授業であ
るため、履修者を抽選とします。

【Outline (in English)】
The purpose of this course is to study the gastronomic
culture of modern France. The goals of this course are to
understand this culture and have own view through studying
and discussion.
Students will be expected to read the references as below. Your
study time will be more than 2 hours for a class.
Final grade will be calculated according to the following
process:
in-class contribution (60%) and term-end report (40%).
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ARSa200LA（地域研究（ヨーロッパ） / Area studies(Europe) 200）

フランス生活文化論ＬＢ 2017年度以降入学者

サブタイトル：

梶谷　彩子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 曜日・時限：火4/Tue.4
単位数：2単位
定員制（40）

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、フランスの食文化史を学びます。「美食の国」として
名高いフランスはどのようにその食生活を営んできたのでしょうか。
古代からの料理術の変遷を中心に、歴史の動きと連動させながら学
びます。後半には、日本がフランスの食に与えた影響についても触
れてゆきます。

【到達目標】
フランスの食文化について理解を深めること。また、意見の記述や
ディスカッションを通して資料を自分なりに考察し、知見をまとめ
ることができるようになること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
各学部のディプロマ・ポリシーのうち、以下に関連している。法学
部・法律学科：DP3・DP4、法学部・政治学科：DP1、法学部・国
際政治学科：DP1、文学部：DP1、経営学部：DP1、国際文化学部
：DP1、人間環境学部：DP2、キャリアデザイン学部：DP1

【授業の進め方と方法】
講義形式。イメージを描きやすいようできるだけ図像を用意して進
めていきます。
原著の資料を見ることもありますが、解説をしますのでフランス語
の知識はなくても大丈夫です。
毎回最後にコメントカードを提出していただき、そこで出た質問に
は次回の授業でできる限りフィードバックします。小さなことだと
思っても、気づきはぜひ言葉にして表現してみましょう。
最終回の前には、簡単な発表の機会を設けます。授業とは異なる視
点に触れる機会でもありますので、(授業テーマを逸脱しない範囲と
はなりますが)様々な話題を歓迎します。
最終課題は、期末レポートの作成です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 授業の進め方、参考資料の紹介／

現在のフランス食文化の最前線に
ついての解説

第2回 古代から中世まで 何をどのように食べてきたのか／
香辛料について

第3回 中世とルネサンス マナーの確立／イタリアとの関わ
り

第4回 17世紀 グランド・キュイジーヌの誕生／
「過剰」からの脱却と洗練

第5回 18世紀 宮廷料理の最盛期／「豪勢な料理」
とは？

第6回 フランス革命～19世
紀初頭

「レストラン」とは何か／「ガスト
ロノミー」の誕生／「スターシェ
フ」の出現

第7回 19世紀後半～19世紀
末

19世紀後半～世紀末のレストラン
／現代フランス料理の基礎の時代

第8回 20世紀初頭 第一次世界大戦とフランスの食文
化／新しい「ガストロノミー」

第9回 20世紀半ば 全国の美食を求めて―ガストロノ
ミーとツーリズム／「美食ガイド
ブック」の誕生

第10回 20世紀半ば～20世紀
末

ヌーヴェル・キュイジーヌ―健康
と美食

第11回 日本食文化のフラン
ス食文化への影響

美しさを求めるということ／日本
的味覚の広がり

第12回 フランス食文化の日
本食文化への影響

「洋食」誕生物語

第13回 発表会① レポートの構想、授業を通しての
自分なりのまとめなど、いくつか
のトピックの中から1つ選び、発
表しましょう。

第14回 発表会②
まとめ・レポート作
成の手引き

発表会の予備日です。
主に「美食の国　フランス」のイ
メージはいかにして形成されたか、
授業全体のまとめを行ないます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。参考書
のうち②を授業期間中に読み切ること。授業中にも、おすすめの図
書を紹介します。

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しませんが、適宜、資料を主にHoppiiを通じて配信し
ます。授業開始までに、各自手元に用意してきてください。

【参考書】
①池上俊一『お菓子でたどるフランス史』、岩波書店、岩波ジュニア
新書、2013年。
②ジャン・ピエール＝プーラン、エドモン・ネランク『フランス料
理の歴史』、山内秀文訳・解説、角川ソフィア文庫、2017年。
③北山晴一『世界の食文化⑯　フランス』、農村漁村文化協会、2008年。

【成績評価の方法と基準】
平常点 (コメントカード、発表など受講態度全般)60%、期末レポー
ト40%の総合評価

【学生の意見等からの気づき】
講義形式であるため、どうしても教員から伝えることが多くなって
しまいますが、可能な限り皆さんからのご質問にお答えすることを
心掛けてきました。今年度も継続していきますので、ぜひ、コメン
トカードを存分に活用してください。

【学生が準備すべき機器他】
資料は配信による事前配布が主となりますので、授業開始までに各自
対応してください。印刷した資料か、資料をダウンロードしたPC、
タブレット等を持参すること。原則として教室での紙媒体配布はい
たしません。

【その他の重要事項】
履修申請者が41名を超えてしまった場合、定員が40人の授業であ
るため、履修者を抽選とします。

【Outline (in English)】
The purpose of this course is to learn the historical background
of the gastronomic culture of France. The goals of this course
are to understand this culture and have own view through
studying and discussion.
Students will be expected to read the references as below. Your
study time will be more than 2 hours for a class.
Final grade will be calculated according to the following
process:
in-class contribution (60%) and term-end report (40%).
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